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日本— 家人 名辞 書房 

惟 訴以束 國連部 险如鬼 之 井。 秦宇由 
各 圖諝戆 视鱗 聽艮是 慕® 何 而攀ザ 。せ 
ん噹 謂瑀； 详文 朗而入 も。 其 _ 1 菸 
蛘文朗 而 4 之 者。 何 也。 愈 他。 周 先 項# 教 

典 孫 敷 豫爲之 他 鳴 科。 塞 彿教着 ◦系 營馗 
ま 宗教 思想。 ね 與儒教 相 待。 以蘭 後ん 臂。 
6 誘 氏 餘城所 奴 我 邦人 餘？^ 蜂 文明 
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而入之 也 M ネ然。 慠今搔 痧磾文 M ? 屬 
铖解之 V  n 知 入 之 糸 累緣則 儒 _ ユ 教 
之 功 r Y 太 郭 名大公 ^ 文朗，0^^^- 文 

I  ■地 f 篇國 > 知 .0 未' p か 也。 蘇 而東 
碑文 期 1 錢ま麻 儒 彿一 \教1 紋旮辞 文 
明雖固 も f ネ门而  < 之。 V% 儒 _一\ 敫之 
研 ^ 4 1 何 f 忽之糸 宜橡家 碑文 期 之 棟 


與洛洋 文明 融^ 4 調 和 史飼我 邦文 明 之 
4 面 也。 伴 敷 之 研究。 达時 ■有 揼 £ w 徵。 

彿教推 學济教 廢支之 類 著譯 赖灸 jl 象 
積 傅 S 餐 \ 乏 觀氣是 卷遠像 美。 S 象 積 
薄©‘ 之 其 書 师镍ん f 釋畫抑 蜜 糸 朝 
高 償傳道 M 續苟本 高 德傳之 外。 天 S 則 
有 火 谷 着 i 贫裊言 則， 爲野 春狄 V 豐 
ふ 谗通部 項 待 _袁淨 去 則 省％ M 溥修 
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锦法華 g 項 4 化 到頭 怫祖浼 41 宗則 
有 本 韻 寺 通ね 曹涧 S 有 q 威^ S 上 諸祖 
傳 V 句 本 洞 上 聯修錄 膝濟 則廣炎 寶傳 

燦縣。 其 他 東 國高憤 傳 ュ\國 高 像签傳 等 
も 道 枚 聲然& 氣偏子 u 本。 或 限， 王 代 
购 罹* 今 备宗 4 償 g 教 4 曹爷之 。本朝 
高隱傳 雖锊番 備 VI 载—宗 與沭辱 家。 
續碣本 篡價傳 雖^ :截ユ 家 而僅拳 滴 蓮 


(s) 


我 Q 政 V%  J。 其 も 钃卑如 批 鹫 見 l 鉍务 
香 唷慨子 & 乃 獨力拍 .^5 事^^ 博：^ 

穿 讀遍# 文 籍。 斷簡零 墨 ぇ徽ど 各 ム檢 

命 徽之。 凡 史歲痕 £ 夕滑兔 急 省令 念 宗 

橡係之 戴 始夂 _矣。 乃 煽 识 K 爲一大 

♦V 窃域务 #象人 系 辞書。 爲舲牧 戴 友 

廑^ r 餘 Ac 潘、 1_考。& 采襄之 表# 
之 學藏 1 後 狨書釦 辦究靜 氣則 f 知 A 
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之 輝耋た あ 容 善 辟 其 争 宁令乎 栽 t ° 坪 
刷 成 君 後 房 子 余。 余 乃 述真— 見。 5 為之 
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(一） 


序 

歴史は 過去の 事實 なり。 過去 幾千 年 R 溯り、 社 會現 
象の 跡を 尋究 して 止 t ざる ものは 歷 史家の 任務 
なり ◦然る R その 社會 現象た る や、 天の 能く とれを 
爲す R あらず 地の 能く これを 爲す R あらず、 人 あ 
り. て 能く これを 爲す なり ◦假令 天の 能く これを 爲 
すと する も、 天の 人を して これを 爲さ し ^ る R あ 
らすん ば、 决 して 實 際の 歴史と ならざる なり。 是に 
ょりて 歷史の 研究 上 暫時 も缺く  ベから ^ る もの 
は、 その 歴史を 作爲し 、人物の 吟味な り。 人物の 吟 
味は 11 R 歷史 研究の 一方 面を 占有せ る ものと 謂 


ふ' へし。 歐洲 R 於て 人名 辭 書の 早く 成れる 所以、 

しこれが ためな らん。  ' 

然る R 本邦 未た 完全なる 人名 辭 書 ^ かりし が囊 
，經 濟雜誌 社の 人名 辭書 r 發行 する ぁり。 今 i た 
鷲 尾 順 敬 氏の 日本 佛 家人 名辭 書の 編纂の 成れる 
を 見る。 本邦 史學 界に貢 献  する ことの 多大 * る や 
固ょり 辯 Y 埃たざる ところな り。 謂 ふ 勿れ 佛敎は 
歴史の 少 部分な りと。 本邦 奈一艮 朝 a 後の 國史 は佛 
敎史を 除き 去りて 何の 政究す v きと ころ か ぁる 
| 內治、 外交、 文學 、美術、 殖産 a 業 等 一として 佛敎 , 關 
係せ ざる ものな きは' 旣に學 者の 是認して 疑 r 容 


れざ ると とろな り。 然れば 日本 佛家 人名 辭 書は 管 
R 佛敎史 研究 R 必須なる のみならず.' 苟も 國史の 
研究 R 從事 する 者の 暫時 も 座右に 缺く  V から ざ 
る 要 典 t り。 故 R 凡そ 國史 R 志 ぁる 者は 皆擧 りて 
著者の 勞を 謝して 可な り。 

回顧す る ^ 今ょり 數年 前、 余 著者 i 共 R 席 V 同ぅ 
して 日本 佛敎史 の 研究 ^ 從 事し、 偶々 人名 辭 書の 
必要を 語りし ^ 著者 亦 其の 志す ところ 此 R ぁり 
て、 忽ち R 余の 言を 納れ '爾來 拮据 勉勵 する こと玆 
R 五 週 年 一日の 如し、 亦 力めたり と 謂 ふべ し。 眞 R 
著者が. 本書の ために 寢 食を 忘れて 苦 辛經營 せし 
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日本 佛 家人 名辭 書の 序 

佛 敎傳來 このかた 旣 R 一千 四百 年。 其 間 諸 宗迭る 
興り、 諸派 また 盛を 競へ り。 其冲 天の 勢 ぁる R 當り 
ては' 一啻 R 罪障 銷滅 菩提 證果 の敎 たるの みならず、 
四時 之が 爲 R 序を 成し、 災 M 之が 爲 めに 除かれ、 國 
土の安穩ぬ、敵_の降伏に、上下之に慶賴ゼざるは 
無 かりき。 されば 身 ^ 緇 衣を 纏 ひし 者 も、 古 來盖し 
幾千 萬。 延 喜の 昔 三善淸 行の 封 事 R は、 天下の 民 三 
分の 二は 皆是禿 首な りの 句 ぁり ◦鎌 倉の 末葉 R は、 
圓顧 朝 R 滿 ちたり. と 云は る。 これ 皆必 すし 免聖經 
を 誦し、 戒律を 持 V し 人 R は 非 f 、 世を 捨てし 者、 世 


(二) ノ 


序 

に棄 てられし 者、 雜然相 交れるな りとは いへ、 亦以 
て、 佛敎の 隆盛な りしを 視る R 足る V し。 之 R 伴 ひ 
て、 流弊餘 毒の 著しき もの あるを 免れ f と雖 も、 鴻 
業 偉績 ある 善 智識の、 德澤 を千歲 R 垂れた る もの 
も 亦 甚だ 多し ◦されば' 師蠻が 本朝 高僧 傳を 編纂す 
る R 當り ては、 收扑 ると ころ、 實 R 一千 六百餘 人の 
多  R 及 V ども 其 漏れ ^ る も  の 少しと せ ' f ◦明治 
の 初年 R 至り、 伽藍を 毁ち經 像を il くの 厄 ありし 
が、 尙 今日、 寺 堂の 數は拾 萬 R 餘り 、住職の 資格 ある 
者の みの 員數 も、 1 た 六 萬 K 垂ん とす。 佛敎は 實 R 、 
古往今来 本邦の 大勢 力 t り。 若し 之を 等閑 視せば 、 


國史の 興味は 其大な る 一部分を 減殺 ゼらる V  く 
國 家の 經營は 頗る 其圓 滑を 缺く  V し。 

然るに、江戶時代文運の復興せしこのかた、學者大 
抵佛 徒を 目して、 異端 邪說 、民を 誣ひ 世を 惑は す も 
のとし 之を 輕んじ 之を 僧み 從ひて 口を 極 めて 之 
を 罵る。 抑 も 水 戶の義 公、 岡 山の 新 太 郎少將 は、 ae び 
R 淫祠を 廢絕 し、 僧尼を 淘汰した りと 雖も、 尙親か 
ら 經を寫 し、 佛 R 禮し、 叉 寺を 建て、 方 外の 人と も 交 
れ り。 然る R 、 後の 人、 皆 以て 廢佛 毁釋の 代表者と 爲 
し大 日本史 R もた、 >佛 敎害惡 の 一 側面を のみ 揭 
げて 、最澄 空 海の 如き 偉大なる 人物 ^ た ^ 、 た、 數 
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語を 佛事志 中に 注す る R. 止まる。 聖德 太子を 始め 
とし、 賢 相 頁 佐 も、 佛事 R 關係 ある ものは、 多くは 史 
家 R 贬黜 せられたり、 坊主と いふ 語、 素と 是 れ一坊 
の主人公の義なるべし〇然るぬ、また一種輕賤の意 
を 含 ^ ^ 至りし は、 豈 嘆すべき の 至りなら す や 。赖 
近 社會の 秩序 漸く 整 ひ、 凡百の 事物 其 所を 得る に 
及び、 佛敎界 t た大に 活動の 狀 あり。 宣傳 盛ん R し 
て慧 日の 德 頗る 輝き、 研學行 はれて 眞 如の 光大 R 
表は る。 然れ ども、 之を 宗敎 としては、 尙未た 遺敎を 
宣揚して、 識者を 安 慰す る R 足る V  §信條を具へ 
す。 之を 學問 としては、 未た、 佛 徒の 當然 享有すべき 


過去の 榮譽 をも發 揮す る R 至らす。 佛徒が 事業を 
企て、 驥足を 伸ばすべき 餘 地の、 向後 孰れの 方面 R 
も' 猶甚た 多 かる V きを 見る。 

昔 師錬は 一代の 學 匠と 呼ばれ、 又 識見 も 高 かりき。 
當時滔 々たる 緇 流の、 矂 然として 支那に 渡る を 見 
て' 思へ らく 是れ國 辱な り' 善し、 我 自ら 西遊して、 日 
>4; R も^^ ^ 人 あるを 知らし めんと 其 © 氣の 壯 * 
る こと 嘉 すべし。 しかも 一た び 寧 一山に 面して 本 
朝 高僧の 遺事を 問は るゝに 及びて は、 應對 頗る 溫 
り、 深く 慚恨發 奮す る 所 ぁり。 是に 於て、 元亨釋 書 # 
卷を 編して 奏進せ しが、 遂に 勅命を 以て' 大藏 中 R 


f 六〕 
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收 めら る ゝ の 榮を 得たり。 古の 支那は 今の 歐 米な 
り。 而して 寧： 一山 i た 出 V な ば、 今の 學 者、 師錬當 年 
の慚 恨を 思 ひ當ら ざる もの、 果してょ く 幾人 か あ 
り 得 Y き ◦大凡 研究の 本邦の 事物に 關 する ものは、 
材料 夥 くして 組織 未た 成らず。 珍羞 山. の 如くなる 
も 器 皿 足ら ^ るの 觀 あり。 佛 敎史 R 關 する 研究の 
如き も 其 一な り。 就中 佛徒 a 外の 者が、 佛 徒の 事蹟 
を 窺 はんとす る R 當 りて、 最もとの 道具立ての 缺 
乏を 威す る こと 深し。 今 若し 一名 僧の 遺事を 知ら 
んと 欲せば 浩 潮 * る 僧傳を 織かざる ベ からす〕 し 
かも ^ ^ と ^ へど^^ 遂 R 求 ^ ると ころの ものを 


t 七； 


得ざる 事 稀な りと せす。 されば、 道具立てを 完 くす 
る と. そ、 此方 面の 研究を 進め、 高 德 智識を 追慕せ し 
^ る R 於て 最も 急 要の こと ^ るべ けれ 驚 尾 順 敬 
君の この 辭 書の 如きは、 1 貝 R その 要求 R 合へ る も 


のとい ふ 


〇 


『封 爾爲 日本 國 王』 と 回避す ると  >」 ろ ^ I 
册を讀 み 上げ、 秀吉を 
師を發 せしめ 丨 


の ^ 

て、 怫 然として 朝鮮 再征の 
は ffl 國 寺の 承 兌' に 非す や 『國家 安 
康 君臣 豐樂』 と、 率直 ^ 大佛の 鐘銘を 作り、 家康 をし 
て' 莞爾として 大坂剿 討の 辭 柄を 得しめ しは， 東 福 
の淸韓 なり Efr ^ 史上 tt 一  異彩を 放てる 事抦な 


CA) 
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は、過大なるを得ざりき。然る 1^ 、今や其括据經營の 
成績を 見る R 及び、 喜び 望外に 出づる もの あり。 君 
の篤實 勤勉なる 結果と して、 世人を して、 佛敎史 海 
に この 一大 筏 梁を 得しめ たる こと、 威 謝の 至り ^ 
堪へざ るな り。 余は 思 ふ、 佛徒 R して この類の 著述 
R 苦 辛す るは、 眞 R 佛 恩を 報じ、 祖德 を發揚 する も 
のなる V しと。 而 して 余は この 卷首 に 一言す るの 
榮を 得て、 また 其 善 因緣を 喜ぶ もの t り。 

明治卅 六 年 九月 初 三 

三 上參次 識す 
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書辭 名人 家佛 本日 


_ 日本 佛 家人 名辭書 

凡  例 

一本 書は 我國に 佛敎 が傳來 して 以來、 一千 三百 五十 年間に 亘 り、 諸宗の 法師、 尼 
法師、 佛エ、 繪佛エ 、約 六 千 人の 傅を 收載す 。聖德 太子、 司 馬 達 等の 二人は、 右 等の 
孰れに も攝せ られ されと も、 特別に 佛敎 に關係 あるを 以て 其 傳を收 載 ナ。 

一本 書の 編纂 法 即ち 人名 收 載の 順序は、 五十 韻の 順序を 追ぅて 人名の 首 字た 
る 漢字を 類聚 排列し。 漢字の 字音は 明治 三十 三年 八月 發 布の 文部省 新定の 

卜 字音 假名 遣に 依る。 

一 佛家入 名の 發 音は 古 來大 率吳 音を 慣用す る も、 漢音を 以て 呼ばる、 もの 亦 
鮮から ず。 本書の 排列 見出しは なるべく 吳 音を 以て 擧げ、 其 漢音を 以て 呼ば 
るゞ ものは 振 假名を 以て 其發 音を 示す。 然れ とも 佛家 人名に して 專ら 漢音 
を 以て 著は る、 ものに 限り、 排列 見出し も 漢音を 以て 擧ぐ 。例せ はコ ーボー 
(弘法) ィン ゲソ (隱 元) レ ー ク丄靈 空 奪の 如し。 

一佛 家人 名 中古 以後 一人に して 數稱 あり。 即ち 臨濟、 曹洞、 黃檗の 如きは、 必ず 二 

日本 佛家 人名辭 .書 凡例 


書辭 名人 家佛本  日 


(二） 


_ 日本 诎 家人 ダ 辭書凡 ^ _ _ _ I _ 

稱 以上 あり。 淨 土の 如きは 三 稱四稱 あり。 (字、 社號、 譽號 、阿 號， ■號 等な り。) 本 * 排 
列見出しは 念るべく 法講 とせる ものを 用ゐ たり。 然れ とも 臨 濟曹洞 黃檗の 
如きは 字 又は 號と せる ものに ょりて 聞 ゆるを 以て、 是等 三宗は 必ず 排列 見 
出しを 二 所以 上に 擧げ、 其 他の 佛家 も字號 等を 以て 著は る ものは、 亦 皆 排列 
見出しを 二 所以 上に 擧げ たり。 故に 其 指示す る 所" •依りて 法諱の 下を 見る 
べし。 

一 各人 名の 見出しの 下に 數 字を 註して 日本 紀元を 擧ぐ 。右は 出生の 年、 左は 示 
寂の 年な り。 出生 示 寂の 年 共に 詳なら ざる ものは 括弧の 內に數 字を 註して 
同じく 日本 紀元を 擧げ 、在世の 年代を 示す。 

一 敕號敕 謚幷に 異稱畧 名は’ 其 數 極めて 多く、 本書に 一々 擧ぐれ ば 甚だ 煩雑に 
涉 るを 以て、 別に 敕號 敕謚 索引. 異稱畧 名 索引、 禪僧別 號室名 索引を 附す。 然れ 
七 も其尤 著名 ^ る ものは 排列 見出しを 擧ぐ 、例せ は n 丨ボー ダ ィシ (弘法 大 
師) シヨ^-  •ィ チコ クシ (聖一 國師) 等の 如し 
一本 書に 收載ナ る傳 はい ヴれも 正確 念る 資料に 依りた る ものにして 一部の 
書ょり 採錄 したる もの あり、 數 部の 書を 參 酌した る もの あり、 共に 其 傳の結 


(三） 


書辭名 人家 佛本 日 


末に 引用 書目を 註す る も、 煩雜 に涉る ものは 重なる 書目を 註し 餘を 略す。 異 
說 ある ものは 併せ 擧け、 別に 編纂 者の 考を附 す。 著作 ある 者は 別行の 書籍 目 
錄の 書を參 照して 一々 結末に 著作 目 錄を擧 ぐ。 

卷 首に 附し たる 諸篇は 孰れ も 本書を 用ゐる 際に、 參考に 資せん と 期す る も 
のな り。 其內 日本 佛家 年表は 示 寂の 年月日の 順序に 依り、 示 寂の 年月日 詳な 
ら さるものは 在世の 年代に 依る。 然るに 在世の 年代 詳なら さるものは、 竟に 
闕如 に附す 。本書に 傳を收 載し なから 在世の 年代 詳なら さるた め該 年表に 
擧げ ざる もの、 實に 三百 餘人 なり。 諸 宗門 跡歷 代、 諸 大寺歷 代 丼に 諸 職 次第は、 
■な るべ く 完全を 期した る も、 知了收 載の 便宜を 得ざる ものは 闕如に 附す。 亦 
已むを 得ざる なり。 

本書の 編纂に 就いて 諸 師友の 指導 援助を 受けた ると 甚だ 多し、 殊に 村上專 
精 先生が 本書 編纂の 初めに 方り て 費用 若干を 支給せられ、 石 川 照 勤 氏が 慰 
勞 として 金 若干を 寄贈せられ、 今 立裕 氏が 費用 若干を 貸附 せられ * 他諸師 
友が 圖書 材料 等を 寄 送 贈與せ られ たる こと 極めて 夥し。 以上 謹て 其 厚意を 
感謝す。 尙ほ林 嘉太郞 、市 川 宇 八 郞の二 氏が、 始終を 通じ、 編纂 校正 等の 實務に 
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當り 助力せられ たるは 此に 併せ 記し、 永く 忘る ベから さると ころな り。 
卷首に 引用 參考 書目を 列し、 且つ 寄贈， 書目を 揭 け、 諸 師友ょり 寄膾を 忝ぅ し 
たる 圖書 材料を 列記し、 聊か 其 厚意に 酬ゐん としたる も、 發行 期日の 切 追と 
頁 數の增 加との 爲め其 意を 果す 能は ザ、  ， 

明治 三十 六 年 十月 ■  編. 纂者識 子 


本書の 編纂は、 殆ど 十 年 以前に か、 う、 余の 佛敎史 に 關 する 硏究の 進 渉は、 未だ 自ら 誇るべき もの あ 
らざる も、 今日 本書に 對し ては、 大に 意 k 充たざ る 所 あり。 然れ ども 再版に 方う、 余の 意に 任せ ' t 全部 
改修す るを 許 3 ず。 故 R 姑く 初版に 依 6 て 筆を 加へ 訂正 增補 したり。 

再版に 方 6 訂正した る 所 極めて 多く、 且つ 年表、 系統 圖 、歴代、 次第、 索引 等の 各增補 、及び 本文 增補 I: 收. 
め' 初版に 比すれば 稍備は るを 覺 ゆ。 

本文 增 補の 編纂は、 本文の 編纂 法に 依らず。 今日 普通に 行は るる 辭 書の 編纂 法に 依う、 字音の 假名に 
從 a たう。 特別の 編纂 法は、 普通の 使用 R 便利なら ざる 所 あるを 感じた る R 由るな-^ 

明治 四十 四 年 十一月 

‘  .編纂 者識す 


(五） 
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本書の 編纂 法に 就いて 

本書の 編纂 法、 即ち 人名 收 載の 順序に 就いては 凡例に 示した ると ころなる も、 其 法の 普通に 行は る、 
人名 辭書 に異 ると 乙 ろ あるを 以て、 尙ほ 少しく 說 明し。 且つ 新に 編纂 法を 設け ^ る 理由を 發 表する 必 
要 あるべし。 

一佛 家の人 名は、 皆 漢字の 字音なる を 以て、 從來の 字音 假名 遣に 依れは、 アウ' アフ 'ォク / フ 'ヲウ 、ヲフ ，力 
ウ 、カフ'  コウ、 コフ 。シャウ、 シャフ、 ショウ、 ショ フ •等、 一々 區別 せざる ベから ず。 此の 如く 一々 區 別して 排 

列せ は 煩雜極 6 なく、 實 際に 人名 搜索檢 出に 適し 難き ものと なるべし。 故に 本書が 一切 文部省 新定 
の 字音 假名 遺に 依う、 アウ、 アフ、 オク 、オフ、 ヲウ 、ヲフ は、 皆 才丨 とし / 2 る 所以な -cn" 餘は 例して 知る へし 
二 文部省 新定の 字音 假名 遺に 依う、 五十 韻の 暇 序を 追うて 人名を 排列す るに、 漢字の 一字の 音 も、 一字 
半の 音 も、 二字の 音 も、 何等の 區別 する 能は ず'- 例せ は ショ-字 容) と ショ 1 何 (正 L 性—' 聖—、 等) の 如 
き。 チユ 丄 智幽) とチユ f 何 (中—' 忠 i 、仲—、 S の 如き。 ジキョ • 慈 S とジ キョ ' 直 鷹 W の 如き ^ 、 皆 同一 例 
となうて 排列せられ 3 るべ からす Itb 類の 事 極めて 多し。 此の 如く 漢字の 混雜は 、人名の 搜索檢 出に 
便利を 缺 くと 著大な う。 乃ち 本書が 單に國 音を 本位と する 乙と なく、 同國 1 音 中に 於いて 漢字の 一字 
1:- 本位と して 一定の 順序を 追 ひ、 人名を 排列した る 所以な.^。 

三佛 家の人 名は 同 漢字 極めて 夥し。 本書 收載 すると ころの 傳約六 千 人に して V 各 一人に 一. づ 、の 別稱 
を擧げ たる ものと 見て、 畧 2 一萬貳 千の 人名 あ 然るに 其 人名の 首 字た る 漢字を 檢す るに 僅に 一 
千 三十 餘 字な 6 。故に 其 首 字た る 漢字を 以て 人名を 類聚 すれば、 一萬貳 千の >  人名は 其 十分の一 弱た 
る 一千 三十 餘 條に攝 する を 得るな  >。 是れ 即ち 本書が 一定の 規則に ょう 首： 字た る 漢字を 以て 人名 

本#の鋦纂法に就いて  n 
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(六） 


本書の 編纂 法 k 就 いて  ：  ：！ ！， !  _ _ ^ _  .. 

を 類聚 排列し、 なるべく 搜索檢 出の 便利を 期せ / I としたる 所以な 办。 本書 每 頁の 端 書に 各人 名 首 字 
の 字音の 假名 漢字 共に 揭記 したれば、 或る人 名を 搜索 せんとす るに 方々 て、 先づ端 書の 人名 首 字の 
字音の 假名を 檢 し、 其 假名の 內に 就て 首 字た る 漢字を 檢 し、 其 漢字の 排列 中を 見る を 要す。 是れ單 R 
字音の 假名の みに 依う、 種々 の 漢字の 內に 就て 搜 索す るの 煩 勞に 比して 數 倍の 便利 あるは、 已 R 數 f 
試驗 したる 所な i 

四佛 家人 名の 首 字 ^ る 漢字を 以て 其 人名を 類聚す るに 方うて は、 同 漢字に して 吳音 漢音に よう 二 所 
に 分ち 擧 くるよ $ も、 一所 即ち 同一 列 中に 擧け 、振 假名を 以て 其發 音を 示す 方、 搜索檢 出に 便利なる 
は 論な し。 是れ 即ち 本書が 大率 古來吳 音と 云 a 做せる ものに 依 6、 同 漢字を 同一 列 中 ic 擧げ 、異例な 
る ものに 限う 振 假名を 附す乙 と V なした る 所以な 6。 但し 弘白有 等の 三 四 字を 二 所に 分ち 擧げた 
るは、 實に巳 むを 得ざる R 出で たるな う。 

以上 要するに、 我國佛 家の人 名は、 我國 普通の 人名の 例に 異る ところ あるを 以て、 本書が 其 人名を 收載 
する に 方う、 殊に 新に 編纂 法を 設けて 編纂し、 專ら辭 書と して 實用 上の 便利を 期せん としたる ものに 
して、 固よう 事を好み 奇を街 はんとす る もの R あらす。 本書を 織く 者、 幸に 編纂 者の. 微意の ■あると 乙ろ 
を 諒 せられよ。  ， 

且つ 別に 宗派 分類 索引、 入 名 首 字字晝 索引、 人名 首 字 字音 索引を 附した れば、 亦 以て 人名 搜索檢 出の 用 
を 助くべし。  :〆  • 

明治 三十 六 年 十月 十日 卽ち全 部 ■印刷を 了*^ たる， 日 
•  東京 小石 川の 僑 居に 於いて 
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書辭 名; 人家 佛本  日 


日本 佛敎 沿革 畧 

佛敎 一た び 印度に 興り、 北上して 中央 亞細亞 に 流 傅し、 東 折して 北方 支那に 蔓延 
し、 北方 蕃族の 南下に 隨ぅて 中央 支那より 南方 支那に 禰漫 し、 其 一部は 北方 支那よ 
り 半島 三國に 流傳 し、 三 國 より 一轉 して 我國に 入り、 漸次に 一大 勢力を 積 成し、 所 
謂 東方 佛敎の 盛 觀を呈 する に 至れり、 巳に 印度 等に 於いて 衰敗 滅亡せ る 後、 獨り我 
國に 於いて 興隆 繁衍 し、 大小 半滿顯 密聖淨 の諸宗 一も備 はらざる なく、 燦然と して 
金玉 光を 競 ひ、 續 燄傳燈 一千 三百 五十 年に 亘り 、脈々 として 絕 えざる もの、 實に佛 
.1 敎が 最後の 光明な り。 而して 亦 佛敎が 最後の 開展 なり。 然れば 印度 等の 佛敎 に對し 
我國の 佛敎が 別に 自ら 一部の 大 歴史を 成し、 大に 顯揚せ ら るべき もの あるは 言を 
待たざる 4 り。 

且つ 夫れ 佛敎が 我國に 入りて 以来、 一世の 崇拜を 受けて 國民を 感化 誘導せ る者每 
に 佛敎界 に 出で \專 ら佛敎 を 鼓吹し たれば 其敎說 深く 國 民の 思想を 鎔陶 し、 自ら 
社會の 諸方 面に 浸染 流動して 一大 勢力と なれり。 然のみ ならず、 彼等 僧侶が 袈裟を 
肩に して 社會の 諸方 面に 活動し たれば、 佛敎が 關係す ると ころの もの 益 多く、 政治 
文學 、藝 術' 風俗、 習慣 等、 一として 著大なる 影響を 蒙らざる はなく。 旣 性の 我 國は全 
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書 辭名 人家 佛 本  M 


木怫敎 沿 車 ills 


第一 節  . 
司 馬 逵等の 西來 


存濟の 貢献 

物 部 尾 輿 中 臣鎌子 

の 抗議 


司 馬 達 等 父子の 苦 


蘇 我 馬子の 威 II 

宮中の 祈 総 

守屋勝 海の 代 謀 

鼷戶蟲 子の .,!' 11 


百濟の -S H 

推 古 天皇の 祟 IVIJ 

三 寶興隆 の r 


然佛 敎國な りと 謂 ふべ し。 然れば 我 國の佛 敎の沿 革は、 寧ろ 我國の 文明の 沿革な り 
と 謂 ふ も、 亦 必ずしも 過言に あらざる なり。 

二 j 佛敎の 始めて 我國に 入りた るは、 繼體 天皇の 朝 梁の 司 馬 達 等の 經 像を 齋 持した 
るに 由る と 云 ふ も. 當時 未だ 行 はれず。 欽明 天皇の 十三 年 十月、 百 濟の聖 王明禮 特に 
使を 遣は して 釋迦牟 尼の 金 銅像 並に 經論幡 蓋 等を 貢献し たれば、 天皇 一た び 諸臣 
に 諮問した t  >6、 大連物 部 尾 輿、 中臣鎌 子の 抗議に ょり、 宫 中に 安置す る こと ^ く、 
大臣 蘇我稻 目に 附與 した まふ。 敏達 天皇の 朝に 入りて 守屋勝 海と 馬子と 各 父の 遺 
志を 繼紹 して 確執し。 佛敎 は數 々災厄に 罹りた る も、 司 馬 達 等 父子 專ら其 興隆に 力 
を盡 し、 苦心 經營 至らざる なし。 用 明 天皇 稻 目の 女 堅 鹽姬の 出を 以て 立ちた まふに 
至り、 馬子 朝廷に 烕望 あり。 始めて 勅 あり 宮中に 法師を 請し、 天皇の 病患 平癒、 を 祈 
禱せ しめた まふ。 守屋勝 海の 二人 相 謀り 馬子を 排除 せんとして 事 成らず。 馬子 却て 
炊 屋姬の 令旨を 奉じて 二人を 討伐す。 厩戶 皇子 亦 其 軍に 加は り、 自ら 四天王の 像を 
刻して 戰勝を 祈禱 す。 馬子 靈驗を 感じ、 益 佛敎に 意 t 傾く。 崇崚 天皇の 朝に 百濟の 
威 德王學 僧十餘 人並に 寺 H 等を 貢献し たれば、 彼等 我國に 入りて 佛敎の 興隆に 力 
を 致せり。 推 古 天皇 立ちた まふに 至り、 厩戶 皇子を 擧げて 皇太子と なし、 萬 機を 委 
した まふ。 大臣 馬子 故の 如し。. 乃ち 同 二 年 二月 始めて 三寶 興隆の 詔を 下し 7> まふ。 
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® 戶幷 1- 馬子の 經 

法隆寺 四天王 寺 法 
興 寺の 建立 

高麗 百 濟の貢 僧 


鞔 戶の諶 經 

學藝の 輸入 


遣隋使 

學 問 ® S 發遺 

高麗學 曾 慧灌の 西 

三論 宗 の ® 來 

皋問 僧の 皈着 


政 抬上の 革新 

第二 節 

孝徼 天皇の 興佛 

ft 旻 


it 


厩戶 並に 馬子 これを 拜して 專ら 興隆の 經營を なし、 S 戸は 法 隆寺 四天王 寺を 興し、 
馬子は 法 興 寺を 興し、 諸 臣連亦 相 競ぅて 寺 塔を 興し 圖 像を 作れり。 高麗 百濟 ょり 學 
僧の 入朝す る もの 陸續 として 至り。 内外人 相 助けて 其 興隆に 力を 致し たれば。 未だ- 
數 年なら ず 佛敎の 面目 一新し、 上下 翕然と して 祟禮皈 依し 專ら 佛敎に ょりて 現世 
來 世の 幸福を 願 求したり。 廐戶は 寺塔圖 像の 造營 製作に 意を 用ゐ るに と  >ま らず、 
百濟 高麗の 學僧を 請して 經 論の 義理を 講究して 大に 得る ところ あり。 後 自ら 諸臣 
連を 會 して 講說 流演 する に 至れり。 百濟 高麗の 學僧は 百科の 學 藝に該 通し、 佛敎と 
共に 我 園に 傳 持した れは 、彼等が 我國の 人文の 發達に 資する ところ 極めて 著しく。 
厩 戸は 佛敎の 興隆と 共に 外國 文明の 扶植に 力を 盡 し。 天皇の 十五 年 七月 特に 使を 
隋に 遣は して 經 論を 求め 始めて 支那 大陸に 交通し、 翌十六 年 九月 學問 僧數 名を 送 
れ り。 二 十九 年 二月 厩戶薨 し。 後三年 即ち 天皇の 三十 三年 一月 高麗の 學 僧慧灌 三論 
宗を傳 持し、 我國の 佛敎に 始めて 宗名 あり。 舒明 天皇の 朝に 入唐 學問僧 等相尋 いて 
東皈 し、 着々 として 厩 戸の 遺志を 成せり。 皇極 天皇の 朝、 入唐 學問僧 請 安 俗に 還り、 
中 大兄 皇子を 助け 政治 上の 革新を 謀りて 功 あり。 

〔二〕 孝德 天皇 立ちた まふに 至り、 勅を 下して 大に佛 敎 t 興隆した まふ、 且つ 天皇が 
政治 上の 革新を 行 ひた t ふに 方り、 僧旻等 主として 經 營參畫 し、 支那の 制度を 摸し 
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H 
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侦 

家 

人 

各. 
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j^、 偽敫， 沿革， 略‘ 


政教 相 闊の發 端 
國 家的怫 教の 興隆 

51 福 寺 祟 福 寺 山 階 

寺の 翌 

天武 天皇の 興佛 

大官大 寺の 建立 

金 光明 經仁干 經の 

講說 

諸阈每 家に 經像安 

匿 

金 光明 經 の殖與 

國分寺 創設の H 端 

僧 / E 令 


興 福 寺 新 元 興 寺の 

趙立 


盔驗： . . 

聖武 天皇の 興 佛 


國分 寺國分 尼寺の 

<w ai 


て 八 省を 設置し。 政 敎相關 の 端を 開き" 國家的 政治、 國家的 宗敎相 並びて 國 家の 統一 
を 期し たれば、 佛敎の 興隆は 所謂 國家 事業と して 經營せ らるゝ J となり、 數 々勅を 
下し 盛に 僧尼を 請して 國家 安穩の 祈禱を なさし めた まへ り。 齊明 天皇の 朝 勅願 あ 
り弘福 寺を 興し、 中 臣鎌子 山 階 寺を 興し、 天智 天皇の 朝 勅願 あり 祟 福 寺を 興し、 並 
に 國家 安穩. の 祈 禱道塲 となした まふ。 弘文 天皇を 經 て天武 天皇の 朝に 至り、 孝德天 
皇の朝 以来の 施設は 大に皇 張せられ‘ 大官大 寺を 興して 祈 禱道塲 となし、 勅を F し 
諸 國に金 光明 經 仁王 經の 講演を 開かし め、 後 白 鳳 十四 年 勅を 下し、 諸國每 家に 經像 
を 安置 祟禮せ しめた まふ。 持統 天皇の 八 年 諸國に 金 光明 經を 頒與 し、 每年 正月 恒例 
とし 讀誦 せしめ、 官 物を 以て 布施と した まふ。 是れ實 に 國分寺 創設の 端を 開けるな 
り。 文武 天皇の 大寶二 年に 律令' を發 布し、 令 第 七 僧尼 令に 佛 敎に關 する 制度を 規定 
して 僧尼を 優遇し。 且つ 同年 諸國に 國師を 置き、 諸國の 僧尼を 監せ しめた まふ。 元 
明 天皇 和 銅 三年 都を 奈莨に 遷し たま ひ、 奈莨に 興 福 寺 新 元 興 寺. を 興し、 國家 安穩の 
祈 禱道塲 となした まふ。. 元 正 天皇の 朝に 至り、 諸 國の寺 塔 僧尼 漸く 弊習 あり、 乃ち 始 
めて 公驗 を授與 す。 聖武 天皇 立ちた ま  >6、 益國 家的佛 敎を皇 張した ま ^ 。 數 々宮中 
に 僧尼を 請し、 大般若 波 羅密經 金 光明 最勝 王經 等を 讀誦せ しめた まひ。 且つ 諸國に 
頒與 した まふ。 天平 十三 年始め て 勅を 下し 諸國に 國分 寺國分 尼寺を 瓶設せ しめた 
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(八） 


日本 佛敎 沿革 略 


金剛 峰 寺の 建立 
空 海の 東 遊 

最澄の 示 寂 
大垂戒 遛 の 15; 置 

空 海の 盛猙 

東 寺 か 賜 II る 


後 七日の 御 修法 


空 海の 示 S 

常 曉、 圆行、 慧述、 

圓 仁、 圓珍の 入唐 

圆仁圆 珍の 對立 


東密台 密の 並行 

奈 K の 諸大 寺の 秘 

密教 


峨 天皇の 朝に 入りて、 所謂 南北の 爭の益 劇烈なる に 方り、 高野山を 開いて 隱棲せ ん 
としたる も、 エ 事歲 月を 涉る 。乃ち 去りて 東 國に歷 遊した る もの、 寧ろ 京師の 煩擾 
を 避けた る ものなる べし。 弘仁 十三 年 六月 最澄 寂し、 翌年 始めて 勅許 あり、 大乘戒 
壇を 設置し 大乘 比丘の 供養せ らる 、こと、 なり、 平安朝の 一新 宗たる 天台宗の 獨 
立を 見る。 當 時空 海の 學德  一 flt を 蓋， 6、 殊に 最澄 寂して 後、 朝野の 崇敬を 一身に， 集 
む。 天皇 勅して 東 寺を 賜は り、 永く 鎭 護の 道 塲と した まふ。 淳和 天皇 仁 明 天皇 益 空 
海を 信 重® 依した まひ、 承 和 二 年 正月 勅 あり 始めて 宫中に 眞言の 道 塲を開 き、 秘密 
法を 薰修 せしめられ、 永く 恒例と した まふ。 所謂 後 七日の 御 修法な り。 是 ょり 秘密 
敎益 宮中に 盛 行す るに 至れり。 

〔四 j 仁 明 天皇の 承 和 二 年 空 海 寂し、 眞雅 實慧等 後を 繼げ り。 常嘵 ■圓 行、 慧運 ■圆 仁、 
圓珍等 前後 唐に 入りて 各， 秘密 敎を傳 持す。 圓仁圓 珍は 天台宗の 徒なる も、 顯密二 
敎を 併せ 傅へ て 秘密 敎に 意を 傾け、 前者は 比叡山に、 後者は 園 城 寺に、 各 一門を 搆 
へ、 盛に 弘通せ り。 是に 於いて 最澄空 海 二人の 末資 は、 共に 秘密 敎の弘 通に 力を 致 
したれば、 所謂 東台兩 密相對 して 興隆 繁衍 し、 且つ 空 海の 末 資は奈 一良の 諸大 寺に 出 
入し たれば、 東密は 東大寺 等に 流 傅し、 漸く 秘密 敎は 南北の 諸宗を 一統 せんとす る 
狀 f  〇  ( 
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B 本佛敎 沿革 略 


書 辭 名人 家佛本  LI 


cc  一 


H 本怫 a 沿革 略 


天慶の 亂 

賊徒 降伏の 祈_ 

奈 B. (/ > 諸大 寺の 狀 
况 

道詮 明詮靜 安 

怫名會 

佛生會 

三大 勅會 


東南 院の糊 立 

三論 眞言 二 宗の關 

係 

興 福 寺仲算 

宮中の 論議 

定昭 

一乗 院の搠 立 

南北の 爭 

莨 源の 經營 

源 信、 覺 述 

尋禪 

一身 岡 間 梨  / 


!1 仁 11 珍の 末資の 

爭 

S 

ill # 一一 門 


朱 雀 天皇の 朝、 東 國の亂 る、 に 方り、 勅 あり 天台 眞言の 僧侶を 請し， 盛に 加持 祈禱 
をな し、 賊徒の 降伏を 期した まひたり。 

當時奈 頁の 諸大 寺は、 東 寺 延曆寺 (比叡山) の 盛 榮に壓 せられたり と雖 、尙ほ 一而の 
勢力 あり、 道 詮明詮 靜安等 學德を 以て 聞え、 靜安 佛名會 佛生會 等を 奏請して 宮中に 
請せられ、 數<  法會を 執行せ り。 且つ 三 大勑會 (御 齋會 '維摩 會'  最 勝會) の 講師は、 每 
に 奈一艮 の諸大 寺の 大德 之に 當り 殊に 推 重せられ たり。 聖寶 初め 東大寺に あり、 三論 
宗の 碩學を 以て 知られ。 後 東南 院を 開いて 三論 宗の本 所と なし" 爾来 三論 眞言の 二 
宗 密接の 關係 あり。 村 上 天皇の 朝 興 福 寺に 仲算 あり、 宮中の 論議に 出で、 天台宗の 
莨 源に 對 敵し 兩碩 匠の 名 あり。 後 定昭興 ■寺に 一 乘院を 開いて 專ら 法相 宗を 宣揚 
せり。 是れ ょり跅 謂 南北の 爭再び 盛 * るを 見る。 冷泉 天皇 圓融 天皇の 朝に 比叡山に 
| 艮源 あり、 大に 一山の 興隆を 謀り、 門學 、林の 如く、 異材 輩出す。 源信覺 運の 二人 學 
德を 以て 聞え、 各 一門を 成す。 尋禪 大臣の 子に して 始めて 一身 阿闍 梨と なり、 頁 源 
の 寂 後 座主の 職を 襲 ^ 一山を 統轄す。 是に 於い V 比叡山の 門 風 漸く 變 じ、 大衆 華榮 
を 競 ふ。 華 山 天皇の 朝を 經て 一條 天皇の 朝に 入り、 比叡山に 圓仁圓 珍 二人の 末資勢 
力を 爭 >6、 圓 珍の 末 資餘慶 等圜城 寺に 遷 つるに 至り 判然 兩 分し 所謂 山寺 二 門對立 
して 相 降らず。 
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書辭 名人 家佛 本  日 


日本 佻 敎沿 .革 略 


奮 


朝野の 信仰 

法 成 寺 

平等 院 

定 朝教禪 


北京の 三大勒 會 


興 福 寺 大衆の 暴行 

山門 大衆の 暴行 

園 城 寺の _ 失 

大乘院 の 糊 立 

奈瓦の 雨 門跡 

諸大寺 大衆の 紛爭 


を 以て 富榮を 極め 大衆 恣に 勢威を 張り、 自ら 延曆寺 園 城 寺の 大衆に 對抗 し、 共に 恶 
僧の稱 あり。 彼等 諸大 寺の 大衆は 動もすれば 兵 II を 弄せん とし、 近畿 諸國の 物情 自 
ら騷然 たり。 

然れど も 朝野 共に 佛敎の 功 德靈驗 を 崇禮 信仰 チる こと 毫も 衰へず 、諸 公卿 相 競ぅ 

て 寺 塔を 興し、， 圖 像を 作れり、 道 長の 本願に か、 る 法 成 寺、 賴 通の 本願に か、 る 平 

等院 等は、 結 搆壯麗 を 極めたり。 定朝敎 禪等圖 像の 妙エを 以て 聞え •僧綱に 擬せら 

るゝに 至れり。 後三條 天皇の 末、 勅を 下し 圓宗 寺に 法華會 、最 勝會を 置き、 白 河 天皇 

の 朝 法 勝 寺に 大乘會 を 置きた まひ、 後 永 式と した まふ。 是れ 所謂 北京の 三 大勅會 な 
り 。 

白 河 天皇の 承 保 元年 興 福 寺の 大衆 同 寺の 別當賴 信を 殺害し。 永 保 元年 大衆 數千人 
比叡山の 別院なる 多武峯 を 攻めて 火を 放つ。 同年 比敎 山の 大衆 園 城 寺に 闖入し 火 
を 放ちて 堂塔を 燒燼 し、 僧侶を 殺害す。 實に佛 敎西來 以後 始めて 此 一大慘 事を 見る 
に 至れり。 堀 河 天皇の 朝に 法相 宗の隆 禪興福 寺に 大乘院 を 開き、 後一 乘大乘 の兩院 
相 並びて 興り、 奈 頁の 兩 門跡と 稱せ られ 、大衆 益 富榮を 誇り、 勢威を 張る、 烏 羽 天皇 
祟德 天皇の 朝 以来 諸大 寺の 大衆の 紛爭 亂鬪益 劇烈なる を 致し、 南には 興 福 寺、 多武 
峯 、金峯 山、 熊 野、 北には 延曆 寺、 園 城 寺、 白山 等の 大衆 諸方に. 兵を 構へ、 鋒を 交 ふる 
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人 
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辭 

書 


日吉 の # 輿 
#: u; の 神木 


諸 公卿の 惜怖 
山 科 道理 


秘密 教の弊 害慘毒 


其 忍、 永觀 

融沔念 怫宗 S 開立 


覺鑀 

大 ® 法 院の冏 立 

眞 W 宗新義 派 


<}--r ;:i :H 守 大鹆汴 rc 

• :•■ 爭圜 


に 至り、 黯澹 たる 殺氣 都鄙に 充つ 。彼等は 佛陀 神明の 烕靈に 口 t 藉り て恣に .慾 望を 
成さん とする ものにして、 比叡山の 大衆は 日吉の 神輿を 奉じ、 興 福 寺の 大衆は 春 日 
の 神木を 奉じ、 交" 京師に 闖入せ り。 朝廷 彼等を 如何と もす る 能は ず、 其 嗷訴す るに 
方て は 諸 公卿 ® 怖して、 策の 出づ ると ころを 知らず、 遂に 山 科 道理の 語 あるに 至 
れり。 

盖し 秘密 敎の 興隆 繁衍は 、朝野を 云は ず、 緇素を 云は ず、 專ら 加持 祈 禱に 依りて 現 
世の 利益 幸福を 願 求せ ん としたる ものにし て、 其 弊害は 先ヴ 諸大 寺の 大衆の 紛爭 
亂鬪 となり。 遂に 國家 社會の 秩序を 索亂 する 所 あらんと ナるに 至り。 其 弊害 參毒實 
に 量るべからざる もの 3) りたり。 

旣に 佛敎の 紛亂頹 敗は 極に 達し たれば、 必然の 形勢と して、 何等かの 新 局面の 開展 
せられざる を 得ず。 崇德 天皇の 朝 諸大 寺の 大衆の 紛 爭亂鬪 せる 間に ありて 頁 忍 永 
觀盛 に淨土 往生を 勸說 し、 同 天皇の 天 治 元年 頁 忍 融通 念 沸 宗を開 立し、 門下 漸く 
盛な り。 長 承 元年 覺 ■高野山に 大傳法 院を 興し、 空 海の 事業の 中興を 以て 自ら 期す 
るに 至り、 後世 眞言 宗新義 派の 祖と稱 せらる。 近 衞 天皇 後白河 天皇 二 條 天皇の 朝、 諸 
大 寺の 大衆の 紛爭 亂鬪轉 劇烈に して、 警報 四傳 す、 六 條天皇 の 朝 金剛 峯 寺の 大衆 大 
傳法院 を 攻め、 大 に爭鬪 する に 至る、 是れ 寧ろ 覺鐵の 新 勢力の 積 成した るを 證すべ 
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源 空 

淨土宗 の 開立 


淨土教 の 勃興 


第 六 節 

鎌倉篆 府： 

幕府 £70 政令 


榮四 

臨濟 >i= の傳米 

一一 新 宗 の if 勢力 


諸大 寺の 大衆の 暴 

橫 


二 新宗の 禁制 

源 空 土 佐 ll f?!! 流 -tf 

榮. g 鎌 曾 じ 下ろ 

w .i 寺の 妞立 


し。 高 倉 天皇の 朝 j 世の 大德を 以て 聞え たる 源 空 極力 浮 土 往生を 勸說 し、 安元 元年 
淨土宗 を 開立す るに 至りて 門下 雲集し、 殊に 源智、 聖覺隆 宽 ，金 光、 辨長、 11 空 等 大に 
聞え たり。 安德 天皇の 朝 天下 犬に 亂れ 、朝野の 人心 洶沟 として 安ぜ ざるに 方り’ 源 空 
の勸說 寸 ると ころは 沛然と して 流 敷し、 一世の 人心を 叉 配す 。 滔滔た る 緇素 老幼 相 
競ぅて 淨土 往生を 願 求し、 專修念 佛の聲 街衢に 充つ るに 至れり。 

〔六〕 後 烏 羽 天皇の 朝源賴 朝の 鎌 倉に 幕府を 開く に 方り、 天下の 形勢 一變 し、 佛敎亦 
革新の 時期 至れる を 見る。 外には 賴朝數 々令を 下して 諸大 寺の 大衆の 暴橫を 牽制 
し、 內には 源 空 等の 新宗益 勢力 あり。 建 久二年 榮西宋 ょり皈 り 臨濟宗 を傳 持し、 我國 
佛敎の 再興を 以て 自ら 任し 興 禪護國 の 主意を 論 張せ り。 是に 於いて 淨禪の 二新宗 
相 並びて 新 勢力を 成さん とす。 

抑 佛敎 の紛亂 頸 敗は 由來 すると ころ 尙 しきを 以て 固ょり 一朝に して 革新の 功果 
t 見るべからず。 諸大 寺の 大衆の 暴 橫尙ほ 跡を 收む るな く、 数々 京師に 闖入して 朝 
野 t 駭かせ り。 源空榮 西の 二 新宗の 興隆す るに 方り て、 彼等は 相 結んで 極力 排擊妨 
害し. 奏請して 二 新宗を 禁制せ んと す。 土 御門 天皇の 朝 源 空 遂に 罪名を 貴ぅて 土 佐 
に 配流せられ、 一門の 諸 弟子 四方に 流浪す るに 至れり。 同 天皇の 朝 榮西亦 厄に 罹り， 
京師を 逃れ 去りて 鎌 倉に 下り、 賴 家の 供養を 受け、 壽福 寺を 開いて 圓密襌 三 宗の道 
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書辭 名人 家佛本 日 


親 ! S 

眞宗の ，開立 

眞佛 、性 信 


道元 

曹洞宗 の 睜來 

興 聖寶林 寺 

辨圆 

道隆の M 來 

道元の 北行 

永 平 寺の© 立 

東 福 寺の 建立 

雄 長 寺の @ 立 


K 思 

县 . 

P 蓮宗の 開立 


钗豫の 示 寂 

日蓮の 上書 

日蓮 伊豆 1: 配流せ 


塲 となす。 然れば 彼等の 厄に 罹りた るは、 寧ろ 新宗が 諸國の 地方に 傳播流 敷す る 好 
因緣 となれ り。 順德 天皇 仲 蒸 天皇の 朝を 經て 後堀河 天皇の 朝に 入り、 元 仁 元年 源 空 
の 弟子 親鸞 常 陸の 稻田に 於いて 眞宗を 開立し、 自ら 世俗の 風儀に 順 ひ、 肉を 瞰し妻 
を帶 し、 專ら 阿彌陀 佛の大 慈悲を 宣傳 すと 稱し 、門下に 眞佛性 信 あり、 敎化 殆ど 東國 
に 遍 し。 同 天皇の 安貞 二 年 道元 宋ょ り皈 り、 曹洞 宗を傳 持す、 四條 天皇の 朝に 入り、 山 
城 深 草に 興 聖寶林 寺を 興し、 始めて 叢林の 淸規を 行 ふ。 同 天皇の 朝 辨圓宋 ょり 暇り' 
後 嗟峨 天皇の 朝宋僧 道隆來 り、 共に 臨 濟宗を 傳持寸 。道元 俗喧を 厭ぅて 越 前の 山中 
に 入り、 永 平 寺を 開いて 弟子を 接 得し、 道化 北國に 振 ふ。 } $ 政道 家 辨圓の 學德に 服し、 
京師に 東 福 寺を 興し 請して 開山と なし、 且つ 奏請して H 本國惣 講師と ^ さんと す。 
後深草 天皇の 朝 北 條時賴 道隆を 請し、 鎌 倉に 建 長 寺を 興す。 是に 於いて 京師 鎌 倉 相 
對して 臨濟宗 の M : 隆 人目に 聳へ 、始めて 諸宗の 間に | 大 位置を 得る に 至れり。 同 天 
皇 の朝辨 長の 弟子 莨忠 あり、 京師 鎌 倉の 間を 性來 して 專 修念怫 を 鼓吹し、 門 學大に 
興る。 安房 清澄 山の 衆徒 H 蓮 諸 宗の狀 况を觀 て 大に發 憤し、 建 長 五 年 日蓮 宗を開 立 
し、 鎌 倉に 入りて 臨 濟淨土 等の 諸宗の 非を 論し、 專ら 妙法 蓮華 經の 功德を 擧揚す 。龜 
山 天皇 弘長二 年 親 « 京師に 寂し、 漸く 血統 法統兩 分の 狀 あり。 同 天皇の 朝日 蓮 幕府 
に 書を 上り 諸宗の 非を 論して 國 家の 時事に 及び、 遂に 罪名を 負うて 初め 伊豆に 配 
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一 H 蓮 佐 波 1-- 流さ * ; - 

身延 山の 開 創 
Q 昭 、日 期、：：： 興 
一遍 

時宗の 開立 
遊 fT 上人  . 

支那 大陸 S 交通 

簪門 、紹明 •覺心 、 

雜 尹の 人 宋 

宋財 JF- 念 祖元 、一 

寧の 1 :來 

淨智寺 S 建立 

圓资寺 の ^ 立 

普 門の 盛# 

南禪 寺の 建立 

n ® 

n ■宗 京師に 流傳 

1- 

紹明の 盛# 

京師の 臨 濟宗の 勢 

力 


嫌 It. , 師鍊 、鏡 圓、 

妙 超 

元亨 S 宗論一 

大德寺 の 建 1/. 

W; 一宗 S 隆盛 

紹簏 、紹碩 

惣持寺 S 趙立 


流せられ、 後 再び 佐 渡に 配流せ らる 。文 永 十一 年赦さ れて鎌 倉に 皈り 、尋 いで 甲斐の 
身延 山に 隱 棲して 弟子を 敎養 す' 門下に 日 昭日朗 日 興 等 あり。 後宇多 天皇の 建 治 二 
年 二、 遍 時宗を 開立し、 諸國を 遊行して 念 佛を勧 說ナ 故に 遊行 上人と 云 ふ。 當時 支那 
大陸の 交通 再び 盛に 開け、 彼我の 僧侶の 性 來甚だ 頻繁に して、 彼等は 皆 臨濟曹 洞の 
宗風 を傳 持擧揚 したり。 普 門 紹明覺 心 義尹 等宋に 入りて 聞え、 宋 僧正 念 祖元一 寧 等 
來 りて 鎌 倉に 下る。 北條師 時淨智 寺を 興して 正 念を 請 じ* 時宗 圓覺 寺を 興して 祖元 
を 請す。 伏 見 天皇の 朝龜山 法皇 勅願 あり 京師に 南禪 寺を 興し、 普 門を 請 じた まひ。 深 
く 崇重歸 依した まふ。 同 天皇の 朝日 朗の 弟子 日 像 京師に 上り、 始めて 日蓮の 宗風を 
唱導し、 號して 法華宗と 云 ふ。 後伏見 天皇を 經て 後二條 天皇の 朝に 入り、 紹 明勑召 を 
拜して 宮中に 臨 濟の宗 風を 擧揚 す。 辨圓の 後 普門紹 明の 二人 出で、 京師に 臨濟宗 
大に 興隆し、 殆と天 合 眞言の 二宗 を壓 倒せん とする 狀 あり。 後醍醐 天皇の 朝 普門紹 
明の 後を 受けて 德儉鏡 圓師鍊 妙 超 等の 諸大禪 德 あり。 交  <勑 召を 拜 して 宮中に 參す。 
天ム ロ宗の 徒 彼等の 盛譽を 目撃して 意 平なら ザ。 遂に 宮中に 於て 天ム ロ禪二 門の 優劣 
を 論議 抗爭 する に 至れり。 嘉祿二 年 赤松 則 村 京師に 大德 寺を 興し 妙 超を 請 じ 開山 
となす。 曹洞宗 の紹瑾 紹碩等 北國に 起り て 門下 雲集し、 一大 勢力を 成サ 。紹瑾 能 登に 
惣持 寺を 開き 北國の 佛敎の 中心た る觀 をな せり。 此の 如くに して 京師 鎌 倉に 臨濟 
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n 像、 妙 實 、法 明、： 
寂惠 、呑 海、 了 源 


鎌倉^^の 盛觀 
黄金時代 


聖然 

明慧 、宗 性、 凝 然 

俊秭、畜 «11 、覺盛、 

殽尊 

北京 律 

南京 律 

法 性、 道範 

賴瑜 

大傳 法院の 移轉 

第 七 節 

南北朝 

天台 眞言の 徒の 勤 
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宗 興り、 北國に 曹洞宗 興り、 _ら 三方 鼎立の 狀 あり、 同時 又 日蓮 宗の日 像妙實 、融通 念 
佛宗の 法 明、 浄土宗の 寂惠、 時宗の 吞海、 眞宗の 了 源、 等 諸方に 競 興して 各其宗 風を 擧 
擦し たれば、 所謂 鎌 倉 佛敎は 朝野 都鄙に 流 敷瀰漫 する に 至れり。 

鎌 倉慕府 時代の 初期は、 我 國佛敎 の黃金 時代と 謂 ふべ く、 所謂 鎌 倉佛敎 たる 新宗を 
開立 唱導した る 諸 高僧の 輩出した るに とゞ まらず、 三論、 法相、 戒律、 華嚴 、眞言 等の 
諸宗に 諸大德 輩出したり。 即ち 三論 宗に 聖然 あり。 法相 宗 に貞慶 あり。 華嚴宗 に明慧 
宗 性凝然 あり。 戒律 宗に俊 f 雲 照 覺盛叡 尊 あり。 京師 奈一 艮に對 立し、 北京 律 南京 律の 
稱 あり。 眞言 宗に法 性 道 範賴瑜 あり。 法 性 道範は 古義を 執り。 賴瑜は 新 養を 興し、 兩門 
對 立して 相 降らず。 賴瑜は 遂に 高野山を 下り. 大傳 法院を 根來に 遷すに 至れり、 

『七} 後醍醐 天皇の 朝 鎌 倉 幕府 倒れ、 中興の 大業 一た び 成りた る も、 僅に 數年 にして 
政治 上の 權力兩 分し、 南朝 北朝は 公家 武家を 代表して 對 立抗爭 する に 至り、 天下 大 
に 亂れ 、佛敎 亦 著大なる 影響を 蒙れり。 所謂 公家 佛家 たる 天台 眞言の 僧侶は、 南朝の 
ために 盛に 加持 祈禱 をな すの み * らず 、自ら 武裝 をな して 軍に 投 し、 數 ，戰功 あり 
たり。 殊に 天台宗は 妙法 院法 親王 尊 澄： (後に 宗頁 親王と 云 ふ) 三千 院法 親王 尊 雲 (後 
に 護 頁 親王と 云 ふ) の 袈裟を 脱して 王事に 盡 痒した まふに 方り、 比叡山の 大衆 犬に 
漬 興せり。 


日 木佛敎 沿革 略 


U 本佛敎 沿革 略 
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妙鍵、慧玄、義亨、 

練 石、 


.鎌 倉の 禪風 京師に " 

入る 

_ 佛敎 

，妙 心 寺の 建立 

:天龍 寺の 建立 


踩 石の 盛# 

圓通懺 摩の 法 

安國 寺の 設置 


睐石の 示 寂 

竦 石の 弟子 

周©、 中津、 姊 瓶、 

周澤 ，志 玄、 德濟、 


後醍醐 天皇 深く 佛敎に 意 t 傾けた a ひ、 常に 諸宗の 高僧を 召して 法義を 談論した 
まふ、 當時臨 濟宗に 妙 超 (宗峯 )、慧 玄蘭 山)、 養亨 (徹 翁)、 等 あり、 殊に 妙 超は 數一呂 中に 
參して 信 重せられ たり、 

盖し 幕府 倒れて 鎌 倉の 五山 衰微した る も、 尊 氏が 京師に 幕府を 開き、 隱然鎌 倉 幕府 
の 經營 を繼續 したれば、 鎌 倉の 禪 風は 亦 漸く 京師に 流傳 して 一部の 人心を 感化し 
たり。 然れ ば當 時臨濟 宗の大 德は尤 北朝に 禮遇せ ら-れ 、所謂 武家 佛敎だ る實を 示せ 
り。 花園 法皇 仁 和 寺 御所 跡を 慧玄に 賜 ひ、 妙 心 寺を 造 營せ しめ 給 ひ、 尋いで 北朝 光 
明 天皇 康永 元年 足 利 尊 氏 直義發 願して、 山城 嵯峨に 天 龍 寺の 大禪苑 を 興し、 疎 石 
を 請して 開山と 念す。 是れ ょり 鎌 倉の 支那 禪 風は 圓覺寺 開山 祖 元の 法 孫た る 疎 石 
に 依りて 京師に 振興す るに 至れり。 朝廷 幕府 共に 疎 石を 禮 遇し 殊に 尊 氏は 其撣德 
に 服して 弟子の 禮を 執り、 其 幕府の 經營 に關 しても、 亦敎を 受けたり、 疎 石は 敎禪 
に 兼 通し、， 數， 圓通懺 摩の 法 等を 薰修 して 靈驗を 示せり、 尊 氏直義 等が 諸國 に安國 
寺を 興し、 政敎相 助けん としたる もの、 亦必ザ 彼等に 敎べた る 者 ありた るに 由る ベ 
し。 然れば 臨 濟宗は 疎 石 出で、 稍 面目 t 異にし、 專ら 京師に 興隆す るに 至れり。 北 
朝崇光 天皇 觀應二 年 九月 疎 石 三 會院に 寂す。 受學の 弟子 一千 餘人、 受 度の 弟子 四千 
餘人 ありたり と 云 ふ。 周 信義 堂)， 中 律 (絕 海)、 妙葩 (春屋 y 周澤 (龍 湫) 、志 玄 (無 極) 德濟、 
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周 伸、 岡 偸、 
京都の 五山 


五山 文學 
元它 

永 i® 寺の 建立 
元 選 

方廣 寺の' 建立 

宗昭 、光玄 

妙實 、日靜 

本願 寺 

妙顯寺 

本國寺 

日 什 

妙滿寺 


山門 大衆の 暴擧 

杲寶 

僧錄司 .‘ 

相國寺 

五山 十 刹の 位次を 

定む 


(鐵 舟) 周 伸 (無 求)、 周 t 默 $ 等大に 聞え、 後義 滿宋 C0 例に ょり 五山を 設く U 方り、 彼 
等 各 t 請せられ 相 共に 益 勢力を 成 子。 彼等は 臨濟 宗の宗 風を 擧揚す るの みならず、 支 
郝 の文藝 學術に 意を 用ゐ 、'所謂 五山 文 の 盛 况大に 見るべき もの ありたり。 

同 天皇の 朝 道 隆の法 孫 元 光 (寂 室) 近 江に 抵り 、永 源 寺を 開き、 後明の 無 友の 法嗣元 
選 遠 江に 抵 り方廣 寺を 開き、 各地 方に ありて 一門の 宗 風を 擧揚せ り .'0 
當 時眞宗 には 宗昭 (覺 如) 光玄 荐覺) あり。 日蓮 宗に S 妙 實日靜 あり。 彼等は 各く 其宗 
に 聞え、 本願 寺、 妙顯 寺、 本國 寺の 規模を 張り、 漸く 朝野の 人目を 引く。 後日 什 出て 
妙滿 寺を 開く に 至め 日蓮 宗の爲 めに 大 に氣焰 を 吐けり。  ： ... ， 
此の如くにして京師に於いて所謂鎌倉佛敎の现、隆するに.至りて、天台眞言の僧侶 
は 意 安から ず、 比叡山の 大衆は* 敷.-* 山を 下りて 嗷訴 し、 暴擧 して 臨濟宗 の諸大 寺を 
破 却 せんとす るに 至り。 眞言 宗の 杲寶亦 殊に 書. を 作り 極力 排撃せ り。 然るに-臨 ■« 宗 
は 政治 上の. 權 力に 附隨 して 益 興隆し、 5 山 十 刹の 繁榮 比な く、 北朝 後圓融 天皇 康曆 
二 年 幕府 始めて 僧錄 司を 置き、 妙葩を 擧げて 之に 任す。 同 天皇の 朝義滿 京師に 相國 
:寺を 興し、 同じく 妙 葩を請 して 開山と なし 別に 鹿 苑院を 搆へて 僧錄 司の 所と な ' t 
北朝 後小松 天皇 至德 三年 義滿 五山 十 刹の 位次を 改め^ K め、 五山の 上に 南禪 寺を 置 
.き、 同 寺に 周 信を 請す、， 是に 於いて 京師に 於け る 佛敎の 勢力は 臨濟 宗に皈 し、 臨濟 
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書辭 名人 家佛本  0 


慧玄の 法 孫 

義亨の 法 孫 
宗舜 ■ 

妙 心 寺の 再與 

宗深 

宗純 

臨 濟宗の 衰傾 

諸國 大名の 勃興 

曹洞宗 の 勃興 

明宗 、正文、 正猷、 

爲瑨 

毛 利 氏 大內 氏島津 

氏の 外 護 


兼壽、 眞 慧 

兼 壽の遝 教 

眞慧の 巡教 

本 鼯 裏 修二 寺の II 


に 類したり。 然れは 彼等の 間に 宗乘の 見る へき ものな しと 雖 、間  <  學術技 藝を以 て 名 
を傳 ふへ きもの 內治 外交を 以て 功を 錄すへ きもの あるを 見る。 

京師に 於け る 臨 濟宗中 妙 超の 二 高弟た る慧支 義亨の 法 孫は 稍 別 風を なして 妙 心 大 
德の二 寺に 據る 。永 亨文 安の 交慧 支の 法 孫宗舜 (日 峯夭に 一門の 興隆に 苦心し、 妙 心 
寺の 衰 傾を 挽回せ り。 後宗深 (雪 江) 出つ るに 至りて 門 風 犬に 張る。 同時に 義亨の 法 孫 
に宗純 (一休) 出て 畸 行を 以て 顯 はれたり。  ， ， 

盖し 幕府の 勢力 漸く 衰傾 して 幕府の 宗門た る 臨濟宗 殊に 五山 十 刹の 衰傾 する が 如 
く、 諸國の 大名の 漸く 勃興して 大名の 宗門た る曹洞 宗の 勃興す るは 寧ろ 當然 なり。 
宗眞寂 靈の法 孫諸國 に繁衍 し、 明宗 (大綱) 正文 (月 江) 正猷 (竹 居) 爲瑶 (嚣 之) 等 各 大名 
の皈 依を 受け、 各地 方に 一門の 宗 風を 擧揚 す。 西國に 於いて 毛 利 氏 大內氏 島 津氏等 
主として 外 護の 力を 盡 したれ は、 其 地方に 大勢 力を 成す に 至れり。 

然るに 政治 上の 權力 漸く 統一を 缺 き、 天下 騷亂の 兆 あるに 方り、 佛敎界 亦大に 動搖 
サ。 眞宗に 兼 • 蓮 如) 眞慧の 二人 出て、 前者は 本願 寺に 據り 後者は 下野の 專修 寺に 據 
り、 對抗 の狀あ り、 兼 壽眞宗 の 中興を 以て 自ら 任し、 京 幾幷に 北國に 巡敎 し、 到る 所 人 
心を 風靡す。 後土御門 天皇の 朝眞 慧專修 寺を 伊勢の 一身田に 遷 し、 自ら 北國を 巡 敎 
す。 是 より 本願 專修二 寺の 門徒 各  <  地方の 大名に 結びて 軋櫟 紛爭 す。 日蓮 宗に日 隆 日. 


日本 佛敎浴 革 略 


：I1 本佛汝 ?;v 革 略 


書 

辭 

名 

人 

寒 

怫 

本 

日 

(ニニ） 

1 

本 

% 

の 

力 

る 織 
田 
信 

m 

1 こ 
上 

天 

I 

衆 

の 

S 

衆 比 
の额 
翁齒 
擧野 
亂极 
行來 

の 

大 

天眞 
怠 盛 

S 

盛 

派 

11 

0 

疆 

の 

蠢 

% 

跡 

1 

山 

の 

中 

興 

b  a 

朝隆 

B 

親 

0、 

芦 

光 

佐 

1 

如 

大 

勢 

力 

成 

し 

B 

國 

の 

壬 

利 

氏 

等 

に 

通 

ず 

る 

あ 

信。 

長 

__ 

M 

師 

に 

! 入 
り 

比 

叡 

山 

の 

の 

Ah 

に 

比 

叡 

山 

の 

大 

衆 

の 

北 

國 

の 

淺 

井 

朝 

倉 

氏 

に 

通 

ザ 

る 

D 

〇 

南 

に 

攝 

津 

石 

山 

本 

願 

の 

む 正 

田 g 

f 香 

長呈 
の P 

大朝 

志 $ 
を 入 

齎 り、 
し 幕 
て府 
京の 
師威 
に 信 
上 全 
る く 
に 地 
方に 
り墜 
_ ち、 
敎諸 
亦國 
大の 
に大 
其 名 
影 競 

m  m 

1* し 

ptfcr  、 

’天 
氕 下 
當騷 
時 

京を 

師極 

却 

す 

る 

に 

至 

れ 

〇 

泉 

し 

て 

山 

を 

下 

り 

日、 

•难 

m 

7K 

徒 

を 

迫 

害 

し 

— 9—*. 

兄 

師 

の 

十 

ケ 

寺 

を 

燒 

燼 

し 

奏 

P 円 

し 

て 

其 

徒 

を 

追 

す 

る 

に 

方 

!) 

夫 

衆 

は 

數 

等 

本 

徒 

迫 

害 

し 

た 

b 

接 

奈 

莨 

天 

皇 

天 

文 

五 

年 

比 

叡 

山 

の 

大 

水 

大 

M 

亂 

行 

せ 

り 

〇 

姝 

に 

比 

戴 

山 

の 

大 

JC&L. 

京 

師 

に 

於 

い 

て 

臨 

濟 

本 

に 

次 

い 

て 

匕 

m 

H 

蓮 

7K 

の 

勃 

显 

i 

* 

& 

孕 A 

川、 

れ 

ど 

も 

天 

台 

fcn* 

M 

は 

滔 

滔 

と 

し 

て 

紛 

IL 

頹 

敗 

し 

比: 

.叡 

间 

野 

根 

來 

の 

大 

衆 

數 

d 

同 ， 

天 

皇 

の 

朝 

天 

合 

7K 

に 

l=ZJ 

m 

盛 

出 

て 

大 

に 

淨 

± 

敎 

を 

詖 

吹 

し 

自 

ら 

別 

し 

た 

る 

同 

ボ 

に 

於 

る 

) 鬪 
° せ 
り 

京 

畿 

幷 

IZ 

北 

國 

の 

人 

民 

に 

it 

iii 

亂 

に 

罹 

る、 

而 
し 
' て 
又 
尤 
是 
等 
— 
本 

の 

感 

化 

浴 

せ 

蓮 

の 

i=^ 

7K 

の 

徒 

常 
> つ> 

京 

幾 

に 
車 i 
1 
文 

諸 

國 

の 

大 

名 

亦 

數 

等 

敎 

唆 

煽 

動 

L 

交 

a 

爭 

IL 

の 

後 

に 

光 

兼 

實 

如 

あ 

り 

て 

本 

願 

善 

益 

勢 

力 

あ 

1) 

り 

門 

跡 

に 

准 

せ 

ら 

る 

而。 

し 

て 

具 

宗 

白 

極 

力 

ご-! ゾ 

諸 

k±^ 

71< 

を 

排 

せ 

り 

〇 

日 

朝 

は 

東 

國 

に 

起 

り 

身 

延 

山 

の 

中 

龃 

m 

せ 

b 

る 

m 

柏 

原 

夫 

皇 

の 

:# i 
難 

親 

日 

具 

0 

初 

等 

出 

で 

0 

隆 

0 

親 

H 

具 

At 

に 

本 

跡 

n 

の 

勝 

劣 

を 

論 

張 

し 

て 

家 

の 

晃 

を： 1 

茸； 
^  : 

厂卜 |: 

(三 二） 

* 

辭 

名 

人 

家 

佛 

本 

1 

3 

靑輿 
巖山 
寺 寺 

のの 

建 建 
立 立 

囊 

it 

U 

比 

叙 

山 

の 

5 

mm 

舜盛 

亮 

信 

宗 

1 

% 

1 

党 第 

i.1? 九 

の 

8 

I 

教 

の 

1 

M ネ 
# 食 

宥其 

: •山 

亡 

L、 證 

秀 

摄 

來 

% 

請 信 

ふ _ 

1 

廉こ 

和 

を 

S 

山 

の 

I 

1 

山 

1 

む 

I  . 

本 

1 

屋 

、 〆 

し 巳、 

寺 

の 

荒 

廢 

を 

再 

L 

眞 

•r±^ 

の 

光 

佐 

京 

師 

堀 

河 

に 

寺 

を 

遷 

し 

て 

7K 

の 

柱 

卜礎 

を 

固 

5 

應 

並 

ii 

慶 

高 

野 

山 

の 

M 

i 

經 

營 

し、 

鹿 

iii 

寺 

W 

巖 

寺 

開 

< 

臨。 

濟 

7K 

の 

7K 

陳 

古 

溪 

7K 

園 

m 

入 

口 

に 

百 円 

5 

て 

再 

事 

業 

に 

當 

叡 

山 

の 

堂 

塔 

次 

に 

再 

威 

ら. 

る 

M 

5 

の 

天 

ム 

の 

象 

成 

nrr. 

— >  ■ 

焭 

信 

全 

>=h> 

詮 

舜 

等 

た 

び、 

禍 

難 

を 

避 

み 

て 

地 

方 

に 

散 

じ 

た 

る 

も、 

再 

び 

京 

師 

に 

を 

修 

營 

す 

* 

願 

に 

か 

、 

る 

方 

廣 

寺 

毘 

廬 

遮 

那 

像 

の 

造 

立 

は 

大 

に 

人 

目 

を 

引 

た 

D 

县冗 

募 奮 

|1 
土 白 

!§ 
害 I 

|  1 
^  、フム 

S 忐 

f 權 
し、 力 

苴を 

ノヽ  _ _ 

羣統 

すす 

ち、 ち 

宗 り 
%  # 

k  Wr 
佛® 
敎再 
の 興 
堂に 
塔 意 
圖あ 
像 !) 

長 

に 

迎 

へ 

b 

れ 

て 

堂 

宇 

m 

? 

に 

至 

る 

初 

め 

後 

奈 

頁 

天 

皇 

の 

朝 

天 

主 

敎 

始 

k) 

て 

我 

國 

に 

傳 

來 

し 

て 

B 

國 

に 

蔓 

延 

し、 

後 

京 

師 

に 

入 

信 

を 

得 

た 

る 

な 

〇 

. __ k_ - 

局 

野 

山 

に 

向 

は 

ん 

と 

す 

る 

に 

方 

野 

山 

の 

客 

僧 

木 

貪 

應 

苴 

に 

周 

旋 

漸 

< 

山 

事 

* 

t 

め 

塔 

を 

燒 

儘 

し 

大 

衆 

四 

散 

し 

專 

m 

i 

宥 

の 

匠 

南 

に 

分 

離 

浪 

文 

秀。 

士 

口 

軍 

を 

進 

め 

ィ 

遂 

に 

勅 

命 

を 

P 円 

5 

て 

和 

を 

講 

ず 

る 

に 

至 

れ 

り 

〇 

天 

正 

士 

年 

豐 

臣 

秀 

口 

根 

來 

の 

大 

傳 

法 

T7J-2-* 

fe 

を 

攻 

の 

八 1 入 二 

地 

土 

に 

化 

す 

本 

願 

寺 

攻 

め 

數 

m 

戰 

し 

た 

る 

も 

利 

k> 

ら 

ず 

却、 

パ 

尖 

に 

苦 

し 

め 

ら 

れ 

め 

元 

龜 

革 

X 

月 

自 

b 

大 

丘 

¥ 

率 

ゐ 

て 

比 

叡 

山 

を 

攻 

め 

火 

を 

放 

ち 

塔 

を 

燒 

儘 

し' 

千 

大 

衆 

ir 

招 

含 

本 

願 

寺 

の 

光 

佐 

を 

呼 

び、 

た 

る 

ち 

dh 

應 

ぜ 

ず 

〇 

乃 

ち 

大 

兵 

を 

發 

し 

願 

寺 

攻 

13 本佛敎 沿革 略 


書辭 名人 家怫 本日 


(四 •二） 


日本 佛敎 沿 ? I1' 略 


宗陳 、宗園 
大德 寺の 再興 
本願 寺の 移轉 

日 奥 

不受不 施 派 
諸大 寺の 法度 

學 問の 策劻 


天 海 

義演 

長 谷 寺の 中興 

智稜院 の 建立 

尊 照 

知 恩院の 中興 

光 壽 

東 本願 寺の 造營 


慈 11 

天 海、 祟 傳 


天 海の 經營 


す 此の 如くに して 諸宗 漸く 平穏に 皈 す。 獨り 日蓮 宗の日 奥 諸 宗を排 撃して 不受不 
施を 主張して 罪せら る。 

德 川家康 江戸に 幕府を 開く に 方り、 政治 上の I 經綸 として 諸宗の 形勢に 意を 用ゐ、 
諸大 寺に 法度を 下して、 大衆の 暴橫を 牽制/て 學 問の 講究を 策勵 し、 且つ 寺領を 寄 
附して 其 興隆を 謀り たれば 諸宗典 に 幕府が 統監の 下に 益 興隆す るに 至れり。 

當時 天台宗に 天 海 あり、 比叡山 再興の 事業を 完成し、 舊 規模を 復 す。 眞言 宗に 義演あ 
り、 醍醐 寺の 衰敗を 挽回す。 專譽 支宥の 二人は 相 分れ、 前者は 大和に 入りて 長 谷 寺を 
再興し、 後者は 山城に 入りて 智積院 を 興し、 各 ：新 經營を なす。 淨土宗 に 尊 照 あり、 知 
恩 院の衰 敗を 中興し。 京師に 門 風を 張る 眞宗に 光賽敎 如) あり、 東 本願 寺を 分立し。 
日蓮 宗に日 重 あり、 本國 寺に 一門の 學 風を 開き 門下 漸く 興る。 此の 如くに して 諸宗 
の 高僧は 宛も戰 後の 經營に 忙殺せ らる \ 狀あ り。 

然るに 我國 政治 上の 中心の 京師を 去り 江戸に 遷 るに 從 V6、 佛敎の 中心 亦動搖 し、 慕 
府が 慈昌天 海崇傳 等を 重用す るに 方り、 彼等は 江戸に 其宗 風を 擧揚 せり。 就中 天 海 
崇傳は 幕府の 政治に 參與 し、 家 康秀忠 家 光を 助けて 大に 經營畫 策す ると ころ あり、 
自ら 佛敎の 形勢に 影響を 輿へ たり。 

蓋し 天 海は 常に 平安朝に 於け る 天台宗の 盛况を 慕 ひ、 幕府に 依りて 再現 せんとし、 


(五 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


家 康天海 一一 人の 結 
托 

喜 多院の 中興 
日光 山の 中興 

東叡 山の 糊 立 


廓 山、 了 的 

祟 六、 宗彭 

東海 寺 

日 乾、 日 遠 


天主教の 厳禁 

宗門改め 

寺院 檀家の 關係 

東 塞、 文 守 

眞圓 、覺 海、 超然 


一種の 政 敎相關 を說け り。 家康亦 佛敎の 勢力を 恐れ たれは、 一面 天 海の 說 を容れ 、其 
經營を 助けたり。 されは 初め 喜 多院を 以て 關東 天台宗の 本山と なし、 灭 海を 請す。 家 
康薨ナ る 後天 海 益 其 經營に 力を 致し、 日光 山を 開きて 一宗の 勢力を 張り、 寛 永の 初 
めに 至り 東叡 山を 開き、 幕府の 祈 禱道塲 となし、 法 親王の 東 下を 請 ふに 至れり、 
然れ は關 東に 於け る 佛敎の 勢力は 天台宗に 皈せん としたる も、 き 幕府は 一宗に 偏す 
る 弊を 避け、 諸宗の 興隆を 助け たれは、 淨 土臨濟 等の 諸宗 漸く 旺盛な り。 淨土宗 には 
廍山了 的 出で、 臨 濟宗 には 祟 六 (嶺 南) 宗彭 (澤 菴) 出て、 各。 門 風を 張る。 明 正 天皇の 朝 
宗彭家 光の皈 依を 受け 品 川に 東海 寺を 開く。 日蓮 宗の日 重の 弟子 日 乾 日 遠の 二人 
東 下して 關東 に談 林を 興し、 後身延 山の 主と なる に 方り、 日蓮 宗亦 大に關 東に 繁衍 
す。. 眞言 曹 洞眞宗 等の 僧侶 各 東 下し、 一 宗の興 塗を 經營 したり。 

幕府は 天主教の 弊害を 見て 嚴禁 し、 宗門改めの 制を 設け、 佛敎の 僧侶を 利用し たれ 
は 諸國の 僧侶は 幕府の 權 威を 藉りて 人民の 間に 推 敬せられ、 漸く 寺院 檀家の 關係 
を 見る に 至れり。 

後光明 天皇の 朝 臨 濟宗に 東 宴 (愚 堂) 文 守 (一 絲) あり 文 守 殊に 京師に 在りて 天皇の 殊 
遇を 拜し 、窃に 時勢の 推移を 嘆 じたる も竟に 如何と もす ベから ざり しなり。 

當時長 崎に 支那の 商賈 の來皈 居留して 私に 寺院を 造營 し、 支那の 僧侶を 請ず、 乃ち 
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一二 零 

隆琦の 西來 


性 潜 

黃蘖宗 の 開立 

性辋 、如 一 

瑞聖寺 .. 


大藏經 の 閲刻 

興 儔の 西來 

第 十 節 

儒佛 二教の 軋 櫟 


慈 山 ,', ' 光謙 

堯怼、 » p 性璲、 
亮汰運 敝 ，嫌， 嚴、 

蠢、 S" 

交 易、 £ 光 V 阳證、 
親 山、 g 準、！ t' 憲、 知 

空 い慧空 ■性欲、 道 

每 - . . . 

(t? i# 


眞圓 (興 福 寺 開山)、 覺海 (福 濟寺 開山)、 超然 (祟 福 寺 開山) 等 相 踵て 西 来し、 所謂 三 福 寺 
の禪 漸く 盛な り。 承應 三年 福 建の 黃襞山 主隆琦 (隱 元) 興 福 寺性融 等の 強請， によりて 
自ら 一門を 構へ、 曈嘖 たる 道聲 京師に 聞 ゆ。 臨濟宗 の性潛 (龍 溪) 等 使を 送りて 東行を 
請 ふに 至り、 隆琦 京師に 人り 大に 人目を 引く。 後西 院天皇 の 寛 文 元年 幕府の 認許を 
得て 山城 宇治に 黃檗山 萬 福 寺を 開き 門下 雲の 如く、 性琯 (木 菴) 如 一 ( 即 非) の 二人 大 
に 聞 ゆ、 隆琦の 寂 後性琯 開立の 事業を 完成し、 靈元 天皇の 朝 江戸に 下り、 紫雲 山瑞聖 
寺を 開く、 是れ より 黃襞紫 雲 相對 して 興隆す、 性琯の 門下 人材 輩出し、 道 光 (銕 眼} 大 
藏經の 開 刻を 以て 聞え たり。 

同 天皇の 朝 支那より 興 儔 (心 越) 西 來し 、關 東に 歷遊 して 曹 洞の宗 風を 擧搡 せり。 

(十' 一 靈元 天皇の 末將軍 綱吉の 時に 方り て 幕府の 諸 制度 整然として 備は り、 政 敎相併 
ひ て 盛 興す るに 至り、 始めて 佛儒二 敎の軋 雛を 見る。 儒家 相 競ぅて 佛 敎を排 難した 
る 本 議論 常に 肯聚に 中らず、 未だ 著しく 影響す ると ころ あら ざり き。 

當晖佛 敎の諸 宗に學 問 講究の 風 犬に 興り、 學僧 輩出し、 各 一方に 聳へ たり。 即ち 天台 
宗の慈 山 (妙 立)、 光謙 1 空 1、 堯恕、 眞超、 性慶 (義瑞 )。眞 言 宗 の亮汰 、運 敞、 淨嚴、 -S 堂、 空 心 
(契 冲) 。曹洞 宗の 交易、 玄 光、 浄土宗の 聞證 、義 山。 同 西 山 派の 貞 準、 性憲 。眞宗 の 知 空、 慧 
空。 黃檗宗 の性激 (高 泉)、 道 海 (潮音-。 華厳宗の 僧濱 (鳳 潭) 、等。 皆學問 文章を 以て 一時に 
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書辭名 人家 佛 本日 


亮 賢、 匿 光 
融觀 

無能、 祐天 


安樂 院の 開立 

震 雲 寺の 開立 


宗 胡、 道 白、 竺信 

宗統 復古 


宗乘の 講究 

眞 流、 智圈 

寂 照、 ® 尊 

大玄 ，頁 掻 

層樸 、法霖 

日 達、 

眞流 智阐 の抗爭 

S 流 安樂 院 に 入る 


聞え、 間  <互 に 書を 著は して 意見を 戰は したり。 

然るに 此間に ありて 眞言 宗の亮 賢、 隆 光。 融通 念佛宗 の融觀 。浄土宗の 無能、 S& 天等專 
ら敎導 誘引を 以て 聞え。 殊に 亮賢隆 光の 二人 幕府の 大奥に 入りて 加持 祈禱を 事と. 
したり。 

東 山 天皇の 朝 天台宗の 光謙 比叡山に 安樂 院を 開いて 四 明の 學 風を 興し、 且つ 四 分 
律を 唱へ 、門 風大に 盛な り。 眞言 宗の淨 嚴江戶 に靈雲 寺を 開いて 有 部 律を 唱ふ。 是れ. 
ょり 天台 眞言の 二宗に 戒律を. 唱 ふる 者 漸く 多し。 

曹洞宗 の宗胡 (月 舟) 一宗の 法 系の 紛亂 したる を 憂 ひて 整 正せん とし、 道 白 (卍 山) 竺 
信 (梅 峯) 出て、 益 力を 致し、 一宗の 騷優 となり、 遂に 幕府に 訴へて 裁 斷を請 ふに 至 
り、 元錄 十五 年始め て 古法を 復す るを 得たり。 

同 天皇の 朝 將軍吉 宗の時 諸 宗に學 僧 林の 如く、 彼等は 主として 宗乘の 講究に 力を 
用ゐ 、諸宗 北 ハに 宗乘の 議論 大に 盛なる を 致せり。 天台宗の 眞 流 I 耳)、 智幽 5 門) 曹洞 
宗の寂 照 (大 光)、 傳尊 (天 桂)。 浄土宗の 大玄 、貞 極。 眞宗 の僧樸 、法 霖 。日蓮 宗の日 達、 等。 各 
一門 戸を 搆ふ 。殊に 天台宗に 光謙の 門 風の 盛 興す るに 方り て、 眞流 極力 其 非を 論し 
大師の 眞意は 圓密禪 の 一致に あるを 說け り。 光謙の 弟子 智幽 安樂 院に據 りて 門 流 
を 擧揚し 相 降らず。 寶曆八 年に 至り、 東叡 山の 公 啓 法 親王の 意に より 眞流 安樂 院に 
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眞流 M 放 -tt らる 
敬 光 


上野 學寮 

智 W 兩山 

吉祥 寺栴檀 林 

飯 高談 林 

中 村 談林 

本願 寺學林 

高 倉學寮 


覺融 、法 住、 快 道、 

定惠 、飲 光、 

慧 鶴、 11 慈.. 

慧印 、瑞芳 、本 光、 

藏海 

關通 ， 蒈 寂 

僧鎔 ，功 存 、智洞 、 

深 蹴 

日誧、 n 苺 ■  n 賢 

JT. 法律の 開立 

諸宗の 排擠 


入り、 始めて 四 分 律の 制を 改めて 大乘圓 頓戒を 興し、 古制を 復せ り。 然るに 後桃園 天 
皇の朝 將軍家 治の 時に 至り、 再， 6 公 遵法 親王の 意に ょり 光謙の 遺 意に 依り、 安樂 院 
に 四 分 律の 制を 行 ^ 、 眞流 等を 追放す るに 至る。 後 園 城 寺に 敬 光 (顯 道) 出て 古制を 復 
せんとし たる も 事 成らず。 光謙の 一門 陸續 高僧を 出したり。 

當時諸 宗の學 事 上の 施設 益備 はり、 學 問の 講究 益 盛な り、 天台宗の 上野 學寮。 眞言 宗 
の 智豐兩 山 (智 積院 、長 谷 寺)、 曹洞宗 の 吉祥 寺施檀 林、 淨土 宗の增 上寺檀 林、 日蓮 宗の 
飯 高談 林、 中村談 林、 本願 寺の 學 林、 東 本願 寺の 高倉學 寮、 等尤 盛に して、 是等の 一に 
して 常に 所 化 (學 徒) I 一千 餘 人を 收容 したる もの あり。 而して 諸 宗の能 化に して 學德 
共に 高き 者亦鮮 からざる なり。  t ., ,': ,:r: , 
後樓町 天皇、 後桃園 天皇、 光格 天皇の 列 朝、 將軍家 治 家齊の 時に 方り、 諸宗に 學德敎 化 
を 以て 聞え たる もの、 眞言 宗 に覺融 、法 住、 快 道 (林 常)、 定惠 (戒定 )、 飮光 (慈 雲)、 あり。 
臨濟宗に慧鶴(白隱)、圓慈(東嶺)あり、曹洞宗に慧印(指月)、 « 芳(面山)、本先(瞎道)、藏海 
(雜 華) あり。 浄土宗に 關通 、普 寂 あり。 眞宗 に僧鎔 、巧 存、 智洞、 深 勵 あり。 日蓮 宗に 日諦、 
日 導、 日 賢 あり。 各 其宗の 重鎭を 以て 目せられ たり。 就中 飲 •'* 正 法律を 主唱して 一門 
を 立て、 高貴 寺を 本 所と 念し、 天台宗の 安樂 院と共 に 專ら 戒律を 主張せ り。 

然るに 諸宗對 立して 勢力を 競 爭 し、 相排擠 せんとす る狀あ り。 稍 降りて 仁 孝 天皇 孝 


(九 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


諸宗の 沈 滯 
寺 檀の關 係の 弊害 


神 儒 二教の 勃興 
神國 思想の 鈹吹 

佛教の 逆 遇 


痴 空、 日 輝 

月 照、 月 注 


第 十一 節 

神 佛 判然 

神祇官 

卜、 教 

宣教 使 

帅教の 位 置 勢力の 

枣 墜 

餅' 部 省 

一一： 涤の 教則 

5 版 

神官 餌 侶 

大教院 


明 天皇の 朝、 將軍家 慶家定 の 時に 入りて 諸宗の 高僧 大半 寂を 示し、 漸く 落莫 沈滯の 
狀あ り、 殊に 寺 檀の關 係 益 固着して 益 弊害 あり。 

且 一方には 神 儒の 二敎益 興り、 古典の 講究 盛に して、 神國 思想の 詖吹せ ら る、 に 方 
り、 佛敎は 自ら 逆 遇せられ、 嘉永 安政の 交、 佛敎 排撃の 議益喧 く 諸 寺の 梵鐘を 破毀し 
て 砲 銃を 鑄 造し、 海防に 備 へんと する 者 あるに 至れり。 

是時に 方り 痴空日 輝の 宗學 に盡せ る。 月 照 月 性の 王事に 勤めた る 僅に 傳へ ら-る 
へきの み。 

〔十一 j 今上天皇 立ちた 1“、 明治 元年 神佛 判然の 令を 下し、 神祇官を 設け、 三年 大敎 
を 興し、 宣敎 使を 命した まひ、 所謂 神 國の實 を擧 けた ま はんとし、 佛敎の 位置 勢力 全 
然 失墜す るに 至り。 諸宗の 僧侶 如何と もす る 能は す。 五 年敎部 省を 設け 三 條の敎 則 
を頒ち V、 國 民の皈 向す る 所を 示し、 敎導 職を 置き 國民敎 導の 事に 當 らしめ たま ふ、 
然るに 便宜上 神官 僧侶を 擧げて 敎導 職に 任し たれは' ■諸宗 の 僧侶 始めて 一分の 位 
置を 得る に 至る。 乃ち 敎部 省に 請うて 大敎院 を 開き、 神官 僧侶 相 共に 內 外の 學 問を 
講究せ ん とす。 八 年 五月に 至り 大敎 院廢せ られ 、諸宗 別に 學林敎 校を 設 く。 十年敎 
部省廢 せられ、 十七 年 八月 敎導 職廢 せらる。 是に 於いて 諸宗は 全然 獨 立し、 各 其宗の 
經營を 念し、 相 競うて 敎育傳 導に 力を 致せり。 


.H 本佛敎 沿革 赂 


書辭 名人 家 佛 本  0 


(〇 兰） 


0 木， f'lr. 敎沿 革 略 


古寺 法寶の 保 謎 


寺院 生活と 學校制 

度と 衝突 

信仰 條 m と 科璺思 

想との 牴牾 


前途の 連 命 


爾來 政府は 著名なる 古寺 法寶を 美術 エ藝 上の 意義を 以て 保 ! i する にと Y まり、 毫 
も 佛敎諸 宗の經 營に關 係す る、 となし。  .  „  ' 
然るに 方今 我國の 文運は 極めて 急速に 發達 進步寸 る t 以て、 諸宗が 一宗の 獨力に 
か、 る 敎育傳 導の 施設を 以て、 其發達 進步に 件 はんと ナるは 、大 に »: 難な り。 且つ 敎 
育は 寺院 生活と 學校 制度との 衝突に 妨け られ 。傳 導は 信仰 條 目と 科 學 思想との 祗 
牾に惱 まされ。. 共に 未た 實 際の 功果の 見ら るへ きもの あるな し。 此の 如き 形勢を 以 
て 推測せ は、 今日の 佛敎 諸宗が 我國 の宗敎 として 保つ へき 前途の 運命は、 犬なる 問 
題な り。 


.日本 佛敎 沿革 略畢 


、一） 


書辭 名人 家佛本  日 
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歷代 天皇 皇后 皇子 受戒 表 


覺  信 聖仁  行 寬範性 勝  性 

法  證慧豪  尊 助 俊信覺  信 


妙 明 性 
覺行信 

明永濟 
丨算圓 信 


書辭 名人 家佛 本日 


金剛 行 


融覺 

覺行 

覺法 

銎慧 

行慶 

圓行 

靜證 


最雲 
寬曉 
空覺 
眞 如法 
淸淨现 

覺性. 


覺貞 

悟圓  慶祥 


深觀 

覺源  仁 海 
金剛 法 t 朝 

ス覺 
精進 覺 


金剛 淨 


寬德 二、 正、 十八 


治曆 四、 十二、— 
延久 元、 三、— 
延久 四、 五、 廿一 
元 永 二、 十一、— 

嘉保 三、 八、 十 
應德 二、 二、 十九 
長 治 元、 七、 十一 


大治 五、 1、— 
嘉承二  、| 


保延七 、三、 十 
康治 元、—、— 

永 治 元、—、— 

保延 六、 六、 廿二 


康保 四、 五、 廿五 
天 元 五、 五、 十一 

寬弘 七、 十、— 

7k 觀二、 ■、 — 

寬和二 、 — 、 I 
長 元 四、—-、— 


寬和 元、 八、 廿九 
永 ® 兀、 1、— 

寬和 二、 六、 廿二 
寬弘入 、六、 十八 
長德二 、五、— 
寬仁 二、 十二、 J 
萬壽 元、—、— 
寬仁 元、 四、 十九 
萬壽 四、 九、— 
寬仁三 、 — 、 — 
寛仁 二、 八、 廿九 

長 元 二、—、— 

.1、 八  V  — 

永 承 四、一、— 
畏元 九、 九、— 


馨子內 親王 
後朱雀 天皇 
同 皇后 
祐子内 親王 
〇 後冷泉 皇后 
後冷泉 中宮 
後三條 天皇 
輔仁 皇子 
聰子內 親王 
白 河 天皇 
.第三 皇子 
第 四 皇子 
第五 皇子 
第 六 皇子 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
令 子 内親王 
〇堀川 中宮 
第二 皇子 
第三 皇子 
鳥 羽 天皇. 

同 中宮 
■同 皇后 
君 仁 親王 
第五 皇子 


村 上 天皇 
致 平 親王 
承 平 親王 
爲平 親王 
昭平 親王 
保子內 親王 
資子內 親王 
選子內 親王‘ 

〇 第三 皇子 II 
第 四 皇子 同 
圓融 天皇 
同. 皇后 
華 山 天皇 
一條 天皇 
同 皇后 
敦康 親王 
修子內 親王 
三條 天皇 
同， 中宮 
同， 皇后 
師明 親王 

敦元 親王 

敦明 親王， 

敦平 親王 
〇後 一條 中宮 


歷代 天皇 皇后 帛 -f- 受戒 表 


(三） 


書鮮 名人 家佛本  n 


覺 雲圓忠 尊  性忠法  猷尊 


第 六 皇子 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
第 九 皇子. 
皇  子 
統子內 親王 
硏子內 親王 
PI 子內 親王 
崇德 天皇 
同 中宮 
，.重 仁 親王 
元 性 親王 
〇近衞 中宮 
後白河 天皇 
同 皇后 
第三 皇子 
第 四 皇子 
第五. 皇子 
第 六 皇子 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
第 九 皇子 

第 十 皇子. 

亮子丙 親王 

式子內 親王 


覺佚 

道慧 

眞譽 

最^ j 
道果 
眞 如理. 

金剛 觀 

淸淨慧 
空 性 
覺惪 
淸淨觀 
行眞 

守覺 
圓慧 
定慧 
靜慧 
承 仁 
道 法 
眞禎 

恒惠 

眞如觀 

承 如法 


久 安三、 三、 四 
保延 四、 六、— 
康治 元、 1、— 


永曆 元、 — 、 ~ , 

iff 
深 元元、 七、— 


嘉應 元、 六、 十七 
安元 二、 七、— 
永曆 元、 二、 十七 


元曆 元、 臘 、十八 
治 承 三、 四、 十六 


建 仁 三、—、— 


覲子內 親王 
〇二條 中宮 妹 子 
同 中宮 育子 
第二 皇子 
〇高倉 中宮 
惟明 親王 
〇 後高倉 院 
同 皇子 
同 皇子 
利子 內親主 
邦子內 親王 
能子內 親王 
本子內 親王 
後鳥羽 天皇 
同 中宫 
長 仁 親王 
第五 皇子 
第 六 皇子 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
第 九 皇子 
第 十 皇子. 

第 十一 皇子 
雅成 親王 
道 伊 親王 


性圓智 

實相覺 

尊慧 

眞如覺 

聖圓 

行 助  俊蓓 
尊 性  實全 
道 深 
眞性智 
正 覺如 


良然  俊钙 
淸淨智 
道 助 
覺仁 

道覺  慈圓 
尊 快  承圓 
尊圓  園 忠 
道 守  良遍 
覺譽 
行 超 


元久 二、 し、- 
永曆 元、 I 、 I 

仁 安三、 十、 九 


承 元 五、— f 
建曆 二、 三、 廿六 
建 保 四、 臘 、十六 

延應 元、—、— 

文 唇 二、—、— 


承久 三、 七、 八 
建 仁 元、 ！ 、 I 

建 永 元、 十、 十七 
建 保 四、 六、 廿 
建 保 五、 — 、 — 


嘉祿 二、 — 、 — 


歷代 天皇 皇后 皇子 受戒 表 


書辭 名人 家佛 本日 


(四） 


歷代 天皇 皇后 皇子 受戒 表 
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—  〇 

1 

1 

承 

!K 

1 

I 

第 

八 

皇 

子 

同 

中 

宮 

龜 

山 

天 

皇 

永 

子 

內 

親 

王 

鍈 

千 

內 

親 

王 

久 

子 

內 

親 

王 

第 

八 

皇 

子 

第 

七 

皇 

子 

第 

i 

子 

第 

五 

m 

子 

第 

四 

皇 

子 

m 

1 

+ 

同 

中 

宮 

後 

深 

草 

天 

皇 

悦 

子 

內 

親 

王 

第 

十 

S 

子 

第 

十 

M 

子 

第 

十 

i 

子 

第 

十 

皇 

子 

第 

八 

皇 

子 

第 

七 

皇 

子 

第 

£ 

子 

第 

五 

皇 

子 

第 

四 

皇 

子 

同 

中 

宮 

良 

助 

佛 

性 

覺 

金 

剛 

腺 

興 

寂 

圓 

覺 

智 

如 

智 

恒 

助 

深 

行 

覺 

性 

仁 

堯 

仁 

聖 

惪 

圓 

鏡 

智 

素 

實 

遍 

勝 

覺 

勝 

助 

仁 

惠 

慈 

助 

最 

初 

忠 

助 

覺 

助 

性 

助 

淨 

助 

圓 

助 

遍 

智 

覺 

尊 

助 

了 

遍 

性 

仁 

性 

助 

尊 

助 

靜 

忠 

• 

弘 

安 

叶: 

ハ 

弘 

安 

_JL^ 

ハ 

1 

、 

1 

正 

應 

二 

九、 

七、 

正 

和 

五 

1、 

1 

徳 

治 

元 

1、 

> 

1 

元 

二 

!、 

\ 

1 

弘 

安 

十 

A 

u'- 

m 

弘 

安 

兀 

七、 

永 

仁 

フ匚 

! 

正 

m 

弘 

安 

八 

1、 

% 

1 

文 

永 

-t 

弘 

正 

■=fcf 

元 

寶 

治 

3 

八 

(五） 


書辭 名人 家佛 本日 


性 性 承 
勝圓叠 


聖雲 
覺雲 
叙 雲 

道 性  法 助 
性惠 
性覺 
聖覺 

性融  性 仁 
順 助 

慈 道  道玄 
行 仁  良 助 

烜 雲 

益 性  益 助 
道 澄 
尊 珍 

寬融 E- 齡 
覺靜 


淸淨源 

金剛 性 § 賴 


永 仁 三、 二、 四 


元弘 元、—，— 


德治 元、—、— 

德饴こ 、七、 廿六 
同一 1、 十一、 廿一 


獎子內 親王 
祺子 内親王 
伏 見 中宮 
惟 永 親王 
第 四 皇子 
第五 皇子 
尊彥 親王 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
第 十 皇子 
譽子內 親王 
延子內 親王 
後伏見 天皇 
第三 皇子 
第 四 皇子 
第五 皇子 
第 六 皇子 
第 七 皇子 
第 八 皇子 
第 九 皇子 
第 十 皇子 
第 十一 皇子 
璜子 內親皇 
〇 後二條 中宮 
第二 皇子 


眞瑝覺 

眞如源 

寬性  性 仁 
惠助 
尊 悟 

尊圆  慈 深 
道熙 
尊熙 
聖珍 
解脫心 
眞性慧 
理覺  尊 道 
法 守  寬性 
尊 胤 
仁 悟 
長 助 

寬胤  敎寬 
承亂 
亮性 
慈眞 

尊 道  尊圓 

眞實覺 
祐助  良 助 


嘉曆 元、—、— 

正 和 五、 六、— 

永 仁 三十 一廿九 

正 和 二、 三、 廿八 
應長 元、 六、 廿六 


正 和 二 C— 

文 保 元、一、— 
元弘 三、 六、 廿六 
元亨 元、 三、 十九 


文 保 I  —  I 


暦應 元、 臘 、十四 
延 元元、 -1、— 
德治 三、 閏 八、— 
元應 元、 五、 1 


第 九 皇子 
第 十 皇子 
第 十一 皇子 
皇子 
第 十二 皇子 
第 十三 皇子 
第 十四 皇子 
第 十五 皇子 
第 十六 皇子 
第 - t 七 皇子 
第 十八 皇子 
第 十九 皇子 
第二 十 皇子 
第廿一 皇子 
第廿二 皇子 
第廿三 皇子 
守 良 親王 
恒明 親王 
尊 誓 皇子 
喜子內 親王 
後宇多 天皇 

同 皇后 

第三 阜子 

第 四 皇子 

良 治 親王 


M 代 天 卓 阜后 皇子 t マ 衹表 


''眞 源覺 遍 

仁性譽 行 

,  \ 


i  8 


聖 永 
尊 尊 


惠鏺 


後 還俗 


.尊 澄/. 

尊 雲  - 
由 尊 

聖助  へ：：い 

街 仁  法 守 
玄圓  覺實 
恒性  . , 
尊眞 

無 文 元選バ ，T 


後龜山 天皇 
C: 第一. 皇子 , 

^• 嚴天皇 

同-後宮- 

•〇 r fl 

崇光 天. 皇- 
後光 嚴天皇 - 
a 平 親 主 
第 六 皇子 
皇子 
.皇子 
，皇子 

梭圓融 天皇 

第二 皇子. 道 朝」 
後小松 天皇， 卜.. 素行 智 
後花園 天皇；.  圓滿智 
0 尊 敦 親王 II 御門 尊傳 
_ ，:皇 子 同  道圓 
〇淸彥 親王 II 原 尊鎭 
寬恒 親王 同  彥胤 
第と皇子同  . 覺道 
〇 皇 子 覺恕 
〇 第一： 皇子 # i l 蹙 深. 
皇子 同  慈 胤 
■皇子-同  道晃 . . 


觀應 S 、. 八、. 八 
延文一 一、—、—， 
文 和 四、 八、 廿一 
延文二 21 、十八 

竹巖 聖皐應 安七、 正、 廿九 

•  -  \  i, 

寬尊 

應安 六、 十一 廿四 


竹巖聖 皐明德 四、 四、 廿八 

竹 巖聖皐 永 亭三： ，三、 廿四 
增運  應仁 元、 九、 廿 
尊應 

公助 

永 正 七、 臘 、廿六 


寬永 七、—、— 


金剛 心 
行 悟 

勝 光智 元 政 

尊 朝  法 守 
勝圓心 
光融 
行 助 
道寬 
覺叙 
明 承 
寬守 
光淨 


延 元元、—、— 
畫武 u、 :i' , t 一 

康永 二、 三、 十八 

天弘 二、一、— 

•  r; 二  \  y  W 

曆應 元、 臘 、廿八 

•• 1* /  <  メ 

元德 三、 —、— 


應永卅 三、 


第三 皇子 
第 四 皇子 
邦 省 親王 
谰子內 .親王 
華 園 天皇， 

第二 皇子 ; •■: 

葉 永 親王 
第 四 皇子 
〇 後醍醐 中宮 
第一 1 皇子.」 

第 四 皇子':. 

第 八 皇子‘ 

第 九 皇子 丨 
第 十 皇子 
第 十一 皇子 
•皇子、.. 

■;'• ..，..皇子， 
'皇子.- 
祥子內 親王 
娥子內 親 主 

惟子 內 親王 

瓊子 內視王 

〇 惟 成 親王 11 J1 

皇字凋 . 

〇皐桑 


歷代 天皇 皇后 皇子 受戒 表 


(七） 


畫辭 名： 人家#  泰  I 


歷代 <天菝 皇后 皇子 受戒 表 


書辭 名人 家佛 本日 


(八〉 


歷代 天皇 皇后 皇子 受戒 表 


歷 

代 

天 

皇 

皇 

后 

皇 

子 

受 

戒 

表 

畢 

0 

5  < 

(一） 


書辭 名人 家佛本  日 


高大 高高 百 
麗和 麗麗濟 


高 百 百 
麗濟濟 


百 尾 南 高 
濟 張梁麗 


i  52  I 


Mcmc^ 曇 e 道 慧僧 雲慧脸 德°豐 道 達 °惠°禪 , 惠 善 e 曇 道 法 

慈 定 徵°欣 彌隆聰 聰照齊 G 國塲 等 °便° 尼 尼 尼 ^慧 深 謀 

子 〇 


rrrr  —  ^^^rrrrrr^^rrrr.  ?E 

—  —  —  — — •  ― •«—  —  00  〇  〇  〇〇八八八八八八 

三  三  三  三： S  =  一〇五五五五五—九  0  四  三  三三兀 

僧 義安覺 僧 ^慧05 法 慧慧惪 靈常惪 請 觀 。德惪 止 %慧 法 
忍 向 達 勝 旻 e_e 道 °登° 雲 隣 至 雲 安資安 勒° 積 先 利 °齊 胃 


1PC 


日 

本 

佛 

家 

年 

表 


出生地 

百 濟 
百 濟 


示 寂 年月日 享壽 


宗門  住  所 


大和 櫻 井寺 


大和 法 興 寺 


大和 法奧寺 


大和 磐 余 

大和 法與寺 


出生地  宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 


佛 H 


百濟 - 

百濟 —— 大和 法 興 寺 


三論 

大和 元 興 寺 


三論 

. — 大和 元 輿 寺 


播磨法 華 山 


白 錐 S 六、 一 . — 


日本 佛家 年表 


論 論 論 


大法 法 法 
和 相 相 相 


三修歌 


法 刃 
相 _ 


新 百 陸 
羅濟奧 


百 

濟 


紀 

元 

法 

障 


百 

大 

河 

• 

高 

咼百 

高吳 

百 

濟 

和 

內 

麗 

麗濟 

麗 

濟 

出 

生 

地 


大 

越 木 

大 

大 

和 

中和 

和 

和 

元 

葛 

元 

M. 

立師 

木 

興 

寺 

山寺 

山 

寺 

書辭 名人 家佛 本日 


攝津百 -濟寺 
河內 井上 寺 
大和 法隆寺 


朱 鳥. 八、 四、 _ 

II : 四、 三 


七 一一 


大寶 元、 - II 


大寶 一. 一、- — 
大寶一 一 f 十一 一、— 


和 ® 四 — 


出生地 


一三 四 七自导 

一三 四 七 多 常 

一 i セ智隆 
ご i 智藏 
二— 行  心 

】 三 四 A 道 言 

I 智.. 宗 

一雲 法 忍 

11— 法藏 
法 員 


1 一 法 鏡 
1 1 眞義 

二 一一 五一 一 M° ^0 

一一  s m@ 15 

一一 一一 六 一惠 施 
1 1IE 博 通 

i  ハ ^ / h° ^@ 

一三 六 一 一義 成 
ご 一一 六 一一 一智 淵 
1J11 敎興 

一ー ニ  Sr. 辦口 

一 II 一カ カ智鳳 

li 淨達 

一三 七 一 僧 照 


宗門  住  所. 示 寂 年月日 享壽 


法相 ^ ^ —— 

三論 - 1 

—— 大和 大安 寺 


三論 - 

三論 大和 元 興 寺 
三論 - 


怫エ  I -  -  I 

佛エ - 11 — -  I 

—— 大和 百 濟寺白 鳳 十、土、—  I 


宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 


大和 法 II 山寺 


河 內丹比 


大和 茅 原 


i 元 法諱 
三 一 H 知聰 

__: « 福， 

三一 三 道觀 

一-二 六法 明 尼. 
HU /-V 智踰 

一-云 智達 
I1U< 福 亮 
1 一道 顯 

I 道行 

1 一義 覺 

1  SI *!® 

尝 1=1 慧輪 

8 -! 慧師 
璧三道 明 
11 4nc 藏 

I  i m° 

HHH  ^  ^ 

芎 S 智圓 

i f^° ? 連 

三四〇 稽文會 

IO 稽主勳 

5 琴て 妙 

旨} 道 文 

三四一 常 輝 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛本 日 


I 合 


勝 天 勝 天 
寶平寶 平 

兀 兀 
、  、 


勝 天 勝 天 
寶平寶 平 


天 

平 


唐 


唐 唐 唐 


戒戒 戒戒戒 華戒戒 
律 律 律 律 律 嚴律律 


法 三 華 法 歌 三 
相 論 嚴相僧 論 


法 法 法 法 法 法 
相 相 相 相 相 


上 

大新 

總 

和 利 

武 

添 TO 

射 

上羅 

大 

大大大 大大大 

大 

大 

和 

和 和 和 和 和 和 

和 

和 

法 

興藥 元金 興大 

元 

元 

隆 

福 師興峰 福 安 

M 

興 

寺 

寺 寺 寺 山寺 寺 

¥ 

寺 

天平 十一、 - 

天平 十一 一 - 

天平 H、 十、-- 七 0K 
天平 十八、 六 I 


天平 九、 —— I 


大和 招提寺 
大和 東大寺 


大和 佛國寺 


一三 九 六辨正 

11 〃佛 哲 

一三 九 六 

一三 九 七 lf° ix° 
一三 九 七 妙觀尼 
一一-一九 九 ^0 ^0 
一四。 〇  f  & 

一四 0 六が ^0 

mo<  廣 達 
〇 0' 

1B0<  嚴智 

一四〇九研, 

5 0 九 ^0 #0 
1B。 れ信嚴 
5 1 〇 行 信 
一四 一〇榮 辯 
1B10 舍利尼 

一四 一三 慧常 

12111 法 載 
1  BI 1 II 一良 與 

一四 一四 慧 良 
一四 一四 懷 謙 

一四-四聖  一 

一四-四 靈 曜 
一四-四 慧 達 


林邑國 


唐 


和 泉大烏 

美 濃 
和 泉 


唐 

唐 


，河邊 


一 i 辨照 
一三 -- (= 一善 住 
1 -辨通 
1 -觀成 

i  r  i 心 

一三 七 五觀智 

三 七 八 行 善 f 

Ills 勝曉 
I1KI 法 蓮 

三 八 I 滿誓 
三 八 l M° lt® 

三 S 道 St 

=ls 都 藍 尼 

II 榮 常 
〇  〇 
三 八 七德 it 

一三 八へ 霧 11° 

T 修榮 
H 纟鯖翁 

I 道 1 木 

慧新 
lll< 力忠慧 

三 八 九辨正 

三 八 九 道 融 

6  〇 

三 八 九禮光 

一 i 泰演 


新羅 


和 銅 B、 —— 


法相 大和 元 與寺和 銅 四、 —— 丨 


三論 大和 元 興 寺 - ^ —  I 

法相 大和 多 武峯和 銅 七、 ナヽ I  <og 
— ■- I - 靈龜一 1、 - - 


醫僧 


百 濟成實 


大和 

播 磨揖寶 

大和 


山城 高麗 寺 
大和 長 谷 寺 


九 〇. 


法相 大和 龍 門 寺 神龜五 •十、—  — 
戒律 大和 大安 寺 - I 


唐 


戒律 大和 大安 寺 
戒律 - 


戒律 大和 奈良 - I 

三論 大和 元 興 寺 - I 

法相 大和 西大寺 天平 八、 正 T  ! 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


(四） 


八 


突 I 羌芫老 


景神景 神 
雲 護 雲 謹 
二、 7C 

rr*-  ■==?■ 

十 十 
五 八 


1111! 11111  iilllil 


— •  —  _  _  *  ■  ■  ■  — *  - -A  —  •  _  •  «_• 

四  四  四  四  に 9  四  四  E3  四  四  四  四  四  P3  四  四  四  四  四  四  四  四 


四  四  四  四 


ニニ  ニ  ニ  ニ  J=2 •ニニ  ■=2-  土  ^=2.  土  三  三  三  三  三  一—, 

九  九  ノ \  七  七  七  -fa  四  三  5  = 二  zzs.  一一  〇〇  〇  〇  7L 

理 淸惪緣 開 Q 慧靈 法 正 °妙° 慈 ^忠05 良 ° 良 °長° 永 道 ◦安 標平 通辨法 法 

願  地 

尼 見 行 達 成° 忠義 進 Q_Q 審 3觀!3訓!：)惪°惠<)辨°義°嚴 鏡 0覺 瓊榮觀 基 海 ほ 


1? 四、 一一、 升 五 
1? 四、 四、 十八 

1? 四、 国， 八 


七、 五、 六 


示 寂 年月日 享壽 


日本 佛家年 表 


紀元 法諱 
m  H ハ法榮 

1 B 1 セ 善 俊 

1B1<  普 照 

一四 I 八玄基 
一四 一九 寂 仙 
一四 一一 0 菩提 攉那 

一四 S 110 #0 

s o M° i8° 

1 〇眞法 

一四 -I  T  I; 

«° s° 

〇  〇 

仁韓 

〇  〇 

法顆 
義靜 
慧喜 
雲靜 
智威 
忍 基 
法 成 

法 明 尼 |將 

一四 一一 七％ 記 

i  八  1 a# 

io 永 興 

io 慧勝 


出生地 


四 1 一 


四 一一 


1 


四 一一 


四 二 


四 U 


四 一一 


四 一一 


四 二 


天竺 

唐 許 州 

唐揚 州 

唐 

唐 

唐 

唐 

唐 

唐 

唐 

唐 

唐 

大和 

越 前 麻布 


宗門  住  所 

戒律 大和 戒壇 院 
戒律 大和 大安 寺 
法相 大和 興 福 寺 
法相 山城 山 階 寺 
—— 伊豫 石槌山 
. ^ 大和 東大寺 
法相 大和 元 興 寺 
戒律 大和 大安 寺 
戒律 大和 興 福 寺 
戒律 大和 招提寺 
戒律 大和 戒壇 院 
戒律 大和 招提寺 
戒律 大和 招提寺 
戒律 大和 招提寺 

戒律 - 1 

戒律 - 

戒律 - 

戒律 —— —— 
戒律 - 


大和 當麻寺 

加賀 白山 

攝津勝 尾 山 

大和 東大寺 
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- 天台 

- 法相 

-  眞言 

- 華嚴 

- - 法相 

- 法相 

- 天台 

- - 法相 

— . — 眞 ■=• -!! 
- 法相 


京師 天台 

- 天台 

- 天台 

- - 天台 

- 華嚴 


住  所 

山城 法琳寺 
山城 貞觀寺 
大和 東大寺 
山城 元慶寺 
大和 東大寺 
大和 東大寺 
大和 大安 寺 
大和 興 福 寺 
山城 圆覺寺 
近 江比觀 山 
大和 元 興 寺 
山城 大覺寺 
大和 東大寺 
大和 元與寺 
大和 元 興 寺 
近 江 比叡山 
大和 興 福 寺 
山城 東 寺 
大和 東大寺 
山城 元慶寺 
近 江 梵釋寺 
近 江 延曆寺 
近 江 延曆寺 
大和 東大寺 


示 寂 年月日 享壽 


元慶一 一一 、正、 一一 一七 九 


元慶八 、三， 升 六 七 六 


仁 和 元、 九、 十六 〇 

仁 和 元、 - 


仁 和 一一、 七、 十一 一七 一一 


仁® 一. 十 S 七 〇 


寛； 牛 一一、 正、 十九 七 四 


示 寂 年月 U  享壽 


貞觀 十一、 九 升 一一 一七 一一 


宗門  住  所 
天台 近 江 延曆寺 
法相 大和 元 興 寺 
眞言 山城 安祥 寺 
法相 大和 元 興 寺 
■法相 大和 藥師寺 
法 和 大和 典 福 寺 
法相 大和 元 興 寺 
眞言 山城 禪林寺 
法相 大和 元 興 寺 
華嚴 大和 東大寺 
華嚴 大和 東大寺 
華厳 大和 東大寺 
法相 大和 藥師寺 
三論 大和 東大寺 
眞言-山城 法 輪 寺 
三論 大和 法隆寺 
天台 近 江 延曆寺 
法相 大和 大安 寺 
法 和 大和 興 福 寺 

天台 近 江比皲 山 

法相 - 

歌 僧 - • 

法相 大和 藥師寺 

法相 大和 輿 福 寺 


(九） 


書辭 名人 家佛 本日 


窆殳殳 I 奕 窆合究 j 穴 交丨圭 


七 


延 

延 

延 

盍 

七、 

喜 

|、 

升 

1 

IS 

夫 

1 窒 i 

延喜六 ，七三 


延喜ナ 五、 一一、 三 
延喜 K 六、 升 六 
延喜十 八 •八、 八 
延喜十 へ 十一、 八 
延喜升 一、 六、一 
延長 元、 三、 六 
延長 元、 六、 升 
延長. 一一 T 十一 
延長 四、 一一 1、 十一 


延‘五 、十一 一、 十 
延長 五、 十二、 十九 
延長 六、 f 十三 
延長 六、 —— 


1 一眞然 
-t& fj 
i 一 峰禪 
裏 一一一 惟 首£ 
I  ii 空 操 

一 五 五 四猷憲 
一 五 1: 祥勢 
一 i< 覺 如 

一五五 八昌住 
一 五 五 <  康昌 

5 九 康濟 
一 五 五 九 三 修 
一 五茺 ®° illl0 

一五六〇 慧畛 
一 五六 一 慈 言 

il 基 泉 

5 六 一陽 勝 

II 神 退 

一 五六 一一 道義 

一 五六-一 印紹 

1 10-1 眞顔 
〇  〇 

一 五六 111 眞寂 

一 五六 玉， M0 

一 五 K 六 增全 

-五 K 六ぎ ft0 


讚 岐多度  n 興 一言 
諧岐 那轲 天ムロ 

眞言 

近 江 蒲 生 天ムロ 

- 法相 

下野 鹽屋 天ムロ 

- 華嚴 

-  匕 興 言 


耙伊 金剛 峯寺寬 平 一一 1、 九， 十一 八 八 
近 江 園 城 寺寬平 一一 r+、 升 九 七 八 
IE 伊 金剛 峯寺  -  i 

近 江 延曆寺 寬平五 、一一、 升 八 六 八 


大和 興 福 寺 - 

近 江延曆 寺寬平 K、 八、 升 一一 六 八 
大和東大寺寬平 -b 、 —— 

丹 波 玉 泉 寺 - 


佛ェ 


越 前敦箕 天台 近 江 延曆寺 昌泰一 一、 一一, 八 七 一一 

- 法相 近 江 護國寺 昌泰二 、五、 十一 一七？ 

近 江 比 叙 山 昌泰一 1、 十一 r s 七 五 


天台 

華嚴 


大和 東大寺 昌泰三 T 奕丨 
山城 山 崎 寺 - I 


山城 乙訓 ^ ff 

- 天台 

- 歌 僧 

- 華嚴 

- 眞言 

- 華厳 

- 天台 

- 法相 

天台 

眞^ 一一 日 


近 江 比 叙 山 


大和 東大寺 延喜一 一、 ！ 六 六 

大和 東大寺 - I 

プ ^ 東大寺  - — 

近 江 園 城 寺 - I 


河  內 

河內郡 

腺 後 


大和 東大寺 延喜 5 ハ、 丨 六 七 

近江極樂寺延喜六、正、六苫 

京師 圓城 寺延喜 六、 一一 r 七 八 〇 


一 五六 六 ^0 ^0 

一 五六 六圓瞎 

毫戒選 

i ハ 七貞壽 
一 五六 <  道 憲 
S 六 九， *3 

1 れ曆海 

i  ハ 九 ^0 Id 

1 九延惟 

一 五 f 四 由 性 
1 五 七 E 圓 超 

一 五 七 五玄照 

一 五 七 < 

一 五 七 八 智 

養％ 

一 五八 一 無 
一 五八 三 良 
一 五八 II 一峰 筵 
一 五八 五觀 
S 八 六？ >1 
一 五八 六 峰 
S  七 0 itc 
一 五八 七 0 la0 
一 五八 八 itc 

一 五八 八 親宥 


鐙 

脈 

空 

勇 


賢 

宿 

が 

〇 

宿 

〇 

利 


和 泉大島 天台 近 江 延曆寺 

- 眞言 山城 法琳寺 

- 法相 大和 東大寺 

- 眞言 大和 東大寺 

- 三論 大和 元 興 寺 

大和 眞言 山城 醍醐 山 

- 眞言 大和 東大寺 

歌 僧 - 


京師 


京師 
近 tr 淺井 

京 師 
美 濃 

讃岐 


京師 

紀伊 

大和 


法相 大和 東大寺 
天台 山城 雲林院 
華嚴 大和 東大寺 
天台 近 江 延曆寺 

眞言 紀伊 金剛 峯寺 

華嚴 大和 東大寺 
天台 近 江 無 動 寺 
三論 大和 東大寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 山城 鞍馬 寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 近 江 延曆寺 

麗ハ言 紀伊 金剛 峯寺 

天台 近 ir 延曆寺 
眞言 紀伊 高野山 
法相 大和 輿 福 寺 
藓 嚴 大和 東大寺 
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言 if  台 嚴言相 台 言言 相 言 台 台 相 I 言言 相 言言 言 言. 嚴門 


mn 
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IU 


大山 美 京 

和 城濃師 


越 

し 
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承 

延延 

平 

長長 

% 

七 七 
十、 二， 

土、 

1 全 

さ 交 1 

紀元 法諱 

一 基遍 
m 公 ^0 m° 

一 五八 九 延性'' 
5<九 喜 峰 

一 五八 九 ^ 日 

一. 五 九 I 基繼 

一 五 九 三 蓮 舟 
一 五 九 : 〇 日％ 
i fg0 £° 
一. 五 九 八 如 無 
一 五 九 八 平 忍 
一六 S 平燈 

一六。 一！ £? 问 

一六 〇 一一 ^0 m° 

一六 S 貞譽 
H ハ 0 四 i o:o 宗 
Hsa 尊敬 
!  i 春德 
一六 Q 五 壹定 

HI 寬 救 

一六 0 六義海 

セ 如藏尼 

一六 S 平 源 

H ハ 0 九 泰舜 


天慶四 、十一、 升 五 
天慶五 、八、 开一. 
天慶 f 七， 八 
天慶七 ，七、 升 一 


示 寂 年月日 享壽 


承 平 五、 十一 r s 八 四 
^: , 平 セ ] — ^ 一六 三 

天慶 元、 八 ,' 十七 一一 

天慶 元、！ 八 0 


天慶八 、•一-一一、 芄 六 六 


天慶九 五、 + セ カ 

- 八 ◦餘 

天曆一 一一、 五、 三 八 七 

天曆三 、十一 一、 一一 七 三 


住  所 

大和 東大寺 _ 
山城 醍醐 寺 
山城 醍醐 寺 
山城 醍醐 寺 
山城 愛宕山 
大和 興 福 寺 
大和 藥師寺 
山城 東 寺 
唐. 碧 雞坊 
大和 元 興 寺 
近 江延曆 寺. 
近 江 延曆. 寺 
山城 勸修寺 
大和 大安 寺 
山城 東 寺 
山城 醍醐 山 
近 江 比 叙 山 
大和 興 福 寺 
山城 醍醐 山 

大和 東大寺 

近 江 延曆寺 

奥州 慧日寺 

大和 興 福 寺 

山城 法琳寺 


日本 佛家 年表 
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紀元 法 Bt . 

1 0 壹 和 

一六. 一三 _ 和： 
15=1 眞賴 
一六 一四 明畛 
一六 一四 遍覺 
一六 一 五禪喜 
一六 一 五明 
一六 一 五 妙 
一六 一七 定 
一六 一七： 空 晴 
一六 一七： 海. 達 

一六 一七 一 蓮 
一六 I 七 守 朝 

12 セ卒耀 
一六 一九 仁皎 
一. 六 11 〇濟源 
一六 一一 一明 祐 

一六 一一 四延 
一六 一一 四鎭 
一六 一一 四淨 

H ハ- |四 念 

一六 一一 六延 


I 六 一 ; 〇 吾 

i 六 一一 七眞 


昌 

朝 

藏 

照 

鑒 

M0 

覺 


出生地  宗門  住  所 

- - 法相 大和 興 福 寺 

山城 眞言 近 江 石山 寺 

- 眞言 近 江 石山 寺 

和 泉 三論 大和 東大寺 
京師 眞言 山城 勸修寺 
京師 天台、 近 江 延曆寺 
攝 津住吉 天台 近 江延曆 寺 

- 天台 出 羽 龍 華 寺 

- - 眞言 山城 醍画山 

- 法相 大和 興 福 寺 

越 中 —— 越 中立 山 

- 眞言 山城 東 寺 

加 賀山田 法相 大和 興 福 寺 

- - 眞言 山城 醍醐 山 

讃岐 眞言 山城 成覺寺 

- 法相 大和 藥師寺 

加賀 戒律 大和 東大寺 
加賀江 沼 天台 近 江 延曆寺 
京師 天台 近 江 延曆寺 
京師 天台 近 江 延曆寺 

- 天台 - 1 

山城 眞言 山城 東 寺 
近 江 伊香 天台 近 江 延曆寺 
- - 天台 近 江 比叡山 


示 寂 年月日 享壽 
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書辭 名人 家佛本  日 


相 京 京 
模師師 


足 

師 


尿山攝 

師城 津 


肥 照、 麵 《 卿㈣忠、 。祐學 i  _ 。極 集 世 春 &〇 秀 空。 算 。藏 。照 


京師 

山城 


京師 
美 濃 
京師 

京師 左 街 


播磨蜂 目 


一六一一 九 義 

一六 一一 九 0^0 
一六 一一 九 仲 
一六 三。 1:° 

1 一安 
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H ハ 三 三 救 

1六三三 30! 川 
〇 

一六 三 三 V!- 

一六 三 四 m 
一六 三 五'  遍 

H ハ 三 五 曾 

5 七 1:° 

一六— 泰 

一六 三 八 義 

一六 三 八 ! tr 

一六 三 九 光 
一六 三 九 寬 

震- 敎 

一六 四 0 千 

5 0 法 

一丄 ハ 四。 覺 

一六 四 一 一遍 

1 六 四 三 定 

Hi ー  デ 


天台 大和 元 興 寺 
法相 大和 東大寺 
法相 大和 興 福 寺 
眞言 山城 東 寺 
法相 大和 與福寺 

天台 山城 六 波 羅密寺 

眞言 山城 東 寺 
眞言 山城 神應寺 
法相 大和 輿 福 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
天台 近 江 延曆寺 
天台 山城 如意 寺 
眞^ 一 B 山城 東 寺 
法相 大和 國源寺 
法相 大和 傳法院 
天台 近 江 延曆寺 
華嚴 大和 東大寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 山城 平等 院 
眞言 山城 東 寺 
三論 大和 東大寺 

眞言 京師 般若 寺 

天台 近 江 延曆寺 

法相 大和 與福寺 

天台 攝津 金 11 寺 


安和 一一 :' 正：.. 五 〇 
安和 一一、 正、 三 a 


天祿 元、 一一、 六 八 九 
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八 四 
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永觀 元、 一一 一、 升 一七 三 
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一六 四 五日 藏 
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HS 七 首) 命 
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一六 五 五賀冲 
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一実 暹賀  駿河 


近 江淺井 天台 近 江 延曆寺 
京師 法相 大和 龍 門 寺 

- - 歌 僧 - 

- - 天台 近 江 比叡山 

- 眞言 山城 醍醐 山 

山城 法相 大和 東大寺 

- 天台 近 江 比叡山 

大和 高 市 法相 大和 興 福 寺 

- - 天台 近 江 延曆寺 

伊豆 北條 天台 近 江 延曆寺 
筑紫 早一艮 天台 近 江 延曆寺 
近江囊 天台 近 江 比 叙 山 
I — 天台 山城 大雲寺 

- 天台 山城 大雲寺 

- 天台 近 江 延曆寺 

- 天台 近 江 比 叙 山 

- - 眞言 山城 般若 寺 

- 天台 大和 多武峰 

京師 眞言 近 江 石山 寺 

- 眞言 山城 醍醐 寺 

- - 眞言 紀伊 高野山 

- 眞言 山城 小栗粞 

- ^ 天台 播磨 八德山 

- 眞言 山城 仁 和 寺 

天台 近 江 延曆寺 
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天台 近 江 延曆寺 

佛 H  - - 

天台 山城 某 菴長治 元、 三、 十一 


七三 


承德 元、 八、 十一 I 
承璺、四、.实六八 
承德一 1 、五、 丨 八 六 
康和 元、 f 一  六 セ 
康和 元、 ——五〇 


眞言 
眞 11 目 


康和四 、三、 八 五八 


一七 四 Eg 賴豪 
一七 四 四宗範 
一七 四 四 信覺 
一七 四 四俊範 

一; VEB 賴觀 
一七 EB 圓範 

is 永 基 

一十' 四 四？ 女 0 s° 


伊賀 天台 

- 天台 

-  眞言 

- 法相 

;; 眞言 


近 江 園 城 寺 
近 0: 三 井寺 
山城 tr 和 寺 


應德 元、 五、 0 八 111 

應德 元、 f—  — 

應德 元、 九， 十五 七 四 
應德 元、 —— 四 〇 


山城 東 寺 - 

— 天台 近 江 園 城 寺 - 

眞言 山城 仁 和 寺 - 1 

— 天台 近 江 比 叙 山 應德一  一 ' 11、.芄 ： 
一七 四 五 性！ s  京師 眞言 山城 仁 和 寺 應德一 一、 九、 5: 八 一 

眞言 山城 仁 和 寺 - I 

山城 仁 和 寺 一 一 - I 

山城 仁 和 寺 - I 


眞_ 

眞 

智 

深 


一七 四 五 f 
一 七 四五寬 

五寬 
|-¥四五賴- 
ー セ i 賴宿 

iw 賴尊 

一七 四 六 公範 
一七 安 尊 
一七 四 七賢 昭 

i セ. 道 寂 

1七四八 «° 把 

一— 經頻 

| セ B< 靜 意 

一七 四 九禪意 

一七 五 0  ; 曾 

一七 五一 長 勢 


眞言 
眞言 
眞^ 一一 日 

眞^  一 5 

眞言 

法相 

天台 

天台 

天台 

眞言 

置 ハ 言 

眞^  一 B 

天台 

眞言 

佛 H 


山城 釋王寺 
山城 淨光院 
大和 輿 福 寺 
筑前 内 L1J 寺 

近 江 比 叙 山 
山城 醍醐 山 
山城 醍醐 山 
山城 德大寺 

近 江 延曆寺 

紀 伊新 熊 野 


應德 三、 十、 九 


寬 治 % r— 一 f 


寬治一 一、 十、 五 六 六 


寬治三 、- 


寬治五 、十 1、 九 八 一一 


B 本佛家 年表 


#智 圓大緣 助。 西。 寂慶 弘蟁 器 ◦任 光勝 蓮 俊豪 因 信 輪 尊 金 定定禪 就 觀成眞 鑫覺0 智 覺正智 

聖  師前 
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八 五八 
四 二 


〇 


馨 


天 天 

保 

治 治 

安 

— '  '  —^L 

、巧 

izg  IE 

五 • 1 

ナ 

«r.  *4~ 

宍究 .1 

§  1 

i  i  ft  f 


t 


公 


五 

五 


空 


遠 

—雪 • 

足 

京 1 京 

•■習 •  • 

_ ■.置 為 

兄 

江 

.. 

師 

師 

師 

師齧師 

師師 

師 

祀 元， 法 

一七 七 六增 

一七 七 -tf 敎 

1七七<  膨 
一七 七 九锥 
一 七 七九賴 
一七 七 九 公 
一七 八。 尊 
J 七 八 〇 圓 

一七 八一覺 
一七 八 一 西 
一七 八 一仁 
一 - fct 八 一 寂 

一七 八 一良 

一七 八 二 貫 

〇 

一七 <1 實 
一七 <  1 實 
一七 八 一良 

一七 八 11 一寬 

一七 八 四 明 


$ 八 五 mc 

一七 八 五 永 

-七八 五 賢 

一七 八 六 禪 


出生地 


山城 鳳閣寺 - 

山城 東 寺 - - 

山城 三鈷寺 嘉承一 一、 一一 一、 升 九 
近 江 延曆寺 嘉承一 一、 九、 升 四 
出 雲 鰐 淵 山 天 仁 元、 十、 八 

奥州 松 島 寺 - 1 

近 江 延曆寺 天 仁 11 、三、 九 
近 江 延曆寺 天 永 一一 一、 十一 1、 开三 


B. 本佛家 年表 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 


紀元 法 

一七 六 四 i 

一七 k 四隆 

s «:° 

I 七 六 四 ^ 

一七六 四靜 

一七六六阶 

一七六 六靜 
I 七 六 六院 
一七 六 六 兼 

一七 £ハ 行 

一七 六 六 源 
一七 六 七 慶 
一七 六 八 永 

一七 六 八 見 

一七 六 九 仁 
一七 七 〇 賢 

一七 七 111 ^ 

一七 七四經 
一七 七 五 俊 

一七 七 五增 

一七七五 ^° 

一七 七 

一七 七 六隆 

一七 七 六 


誌 

〇 

範 

明. 

伊 

緣 

譽 

»° 

& 

助 


暹雜 

算 

朝 

暹 

佛 

源 

暹 

頃 

助 酸 

豪 

有 

ia° 

圓 

暹？ 持 


祀 伊神 崎 


出生地 宗門 

.If. 眞一 一目. 

- 天台 

- - 眞言 

- 眞ーー ー日 

- - 眞言 

眞一  一 S. 

眞一 一一 一口 

佛エ 

眞言 

眞言 

天台 

天台 


M 


譽 


因幡 
石 見 

奥州 —— 
京師 天台 

- 天台 

- 佛 H 

-  眞一 一一 日 

HI 天台 

, ^ 眞言 

1 —— 眞言 

1 — 馓エ 

- 天台 

京師 天台 


住  所. 示 寂 年月日. 

近瘡 城. 寺 

紀伊 高野山 
山城 東 寺 
山城 醐醍山 
山城 安祥 寺 
山城 醍醐 山 
山城 仁 和 寺 
紀伊 高野山 
大和 興 福 寺 
.加賀 神宮 寺 
近 江 延曆寺 
近 江 比 叙 山 
山城 勸修寺 
山城 勸修寺 
大和 中 川 寺 
山城 法琳寺 
山城 勸修寺 
近 江 延曆寺 
紀伊 高野山 
山城 雲居 寺 
山城 東 寺 
大和 興 福 寺 
河 內廣隆 寺 

山城 東 寺大治 元、 一一 一、 十七 


■住.-- —— 所- 示 寂 年月日 享壽 
山城 柬寺 長^^ Iff 七 - tr 四 
近 江 園 城 寺县治 元.、 九、十五 八 五 
山城仁和寺長治元 ±' 、十八三0 

山城 仁 和 寺 - - 

山城 光明 山 - - - 

紀伊 高野山 嘉承 元、 十一、 十八 六 
.TN 芽 金峯山  - - - . — 


大和 鳴 河 寺 永久. 11 、一一、， 六 I 

近 江 比叡山 永久. 一一 r 八、- 十五 I 

山城 醍醐 山 永久 111、 十一、 九 1 

山城兹 f 院 永久 一一 一、 十一、 土 ハ 九 一 


近 江 延曆寺 永久 r 正 3: ハ 七 〇 

近 江 延曆寺 永久 四、 一 1 、十九 八 五 


(七 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


一七 ハ K 覺俊 
一七 八 六 西 法 
1 七 S 皆 賢 
一七 八 七 隆寬 
七 £ 淳寬 

セ <七 隆 .成 
•fc 八 七 寬雲 

七 八 七覺寬 

七 八<  源 

七 八八圆 

七  << 嚴 

七 八<  言 
一七 八 九 永 
一七 八 九 善意 
一七 八 九 勝覺 
一七 八 九 平明 
一七 八 九源覺 
I 七 九〇佛 光房 

一七 九 一仁 實 
一七 九 一 禪仁 

iff 

ill 信 敬 

一七 九 一一 蓮 意 

一七 九 一一 院覺 

一七 九 一一 so li 


覺 

運 


慶 

尋 


京師 


天台 

天台 

眞言 

眞言 

眞言 

- 眞^ 一一 B 

- 華嚴 

-  眞言 

- -  眞言 

-  眞言 

- 眞言 

- 法相 

出 羽 天台 
備前 天台 

- 眞言 

天台 

眞言 

佛ェ 


京師 


京師 天台 
—— 天台 


近 江 三 井寺 
近 江 延曆寺 

山城 金剛 3-: 寺 

山城 仁 和 寺 
山城 醍醐 山 
.山城 仁 和 寺 
大和 東大寺 
河 內廣隆 寺 
山城 仁 和 寺 
河 內廣隆 寺 
山城 仁 和 寺 
大和 興 福 寺 
大和 崇敎寺 
近 江 延履寺 
山城 東 寺 
上 總國分 寺 
山城 醍醐 山 


近 江 園 城 寺 


大治 元、 一一 一、 升 九 六 〇 
大治 元、 九、 升 一一一七一一一 


大治一 一、 一一、 十八 


天 

承 

兀 

八 

大 

治 

四 

九 

升 

大 

治 

四 

大 

治 

四 

2 

大 

治 

izg 

正 

! 

IS 

主 

i 

九 

尾 張 富 田 


大和 


融通 
念 佛 

天台 

眞言 

佛ェ 

眞言 


山城 來迎 院長 承 元、 一一、 一六 一 

近 江 延曆寺 長 承 元、 六， I  I 

紀伊 高野山 長 承 元、 九、 十 — 


山城 朮寺長 承 一 rErs 七 五 


ill 唯 

一七 九 一一 一圓 

一七 九 三 

一七 九 四、 長 
一七 九 四が 
一七 九 四！！ 

一七 九 四 勢 
一七 九 五 ffc 

一七 九 五 快 

一七 九 五 賢 
一七 九 五 
一七 九 五重 
一七 九 五® 

i  ハ S0 

一七 九 六 珍 

3 ®° 

一七 九 七 支 

一七 九 八 1 ハ 

一七 九 八が 

一七 九 : 0 王 
一七 九 八 順 
一七 九九 *0 

一七 九九 良 
一七 九九 聖 

-七 A 九日 


乘 

勢  - 

雅 

俊  - 

尹  - 

增  - 

增 - 

尊 - 

賢  下野 

圓 

覺頓 

譽 

信 

觀 

賢 

覺 

°« 辦明 - 

尋  - 

覺 - 

耀 

樹  - 

，禪 紀 伊神 崎 

仁  大和 

g li. 淨  _ 

' ^ 65 


天台 
佛エ 
眞言 
佛 H 
天台 
佛エ 
佛エ 
天台 
天台 
佛エ 

置 ハー ーー  ーロ 

三論 

佛エ 

天台 

天台 

眞一 一一 一口 

法相 

眞言 

天台 

天台 

天台 

三論 

置 ご 一一 一口 

置 ハ 言 
置 ハ 言 


近江延曆寺長承ーー、十一、 —  — 

- 長 承 5 lr—  — 

山城 大敎院 - 1  I 


- 長 承 一一 一、 正、 芄— 

近 江 三 井寺 長 承 5 一一、 十九. 八 三 


金 峰 山 
大和 光明 山 

近 江 三 井寺 
近 江 延曆寺 
山城 仁 和 寺 
大和 興 福 寺 
紙 伊 高野山 
近 江 延曆寺 
近 江 比叡山 
近 江 三 井寺 
大和 東南 院 
紀伊 高野山 
紀伊 高野山 
鈀伊 高野山 


近 江 園 城 寺 保 延元、 一一、 五 七 九 
近 江延曆 寺保延 元、 十一 *: 八 四 


保 延一一 、一 r 十ーー 

保延一 一、 三、 十五— 

保延 I 一一、 一一 •十一 0 


保延四 、正、 十五 
保延四 、十、 十四 七 Ea 


保延五 、lr s 五六 
保延 五、 一一、 开一 九 一一 
保延 五、 六、 十一 一八 一一 


〇 本佛家 年表 


書辭 名人 家佛本  日 
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日本 佛家 年表 


紀元 法 
一八 00 暹 
l A so 見 
一八 G0 定 
一八 〇〇 重 

一八 〇〇 源 

KOO 永 
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一八。 一行 
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一八 〇一 一信 

1S1 一康 
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一 A 五歸 

一八 0 五 1] 
1S 五 元 
一八〇 五 勝 

1 S 五 信 

一八。 五行 

一八。 五隆 

i 朝 


伯 耆 


尋？ 生 


. 譯  出生地 

覺  豐 後 

献  - 

0  - 

怡 

6 持 
艽法 

實 

リ房 

意  - 

先  紀伊 

鏡  - 

證  ゑ 師 

助  - - 1 

音  - 

覺  - 

肥 前藤津 

蓮  阿波 

住 i  — 

春  - 

• 11 - 

圓  - 

慧_ 肥 前 

慧  - 

海 [ —— 

壽  京： 師 


宗門  住  所 

天台 大和 崇敬 寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 山城 鞍馬 寺 
天台 近 江 比 敷 山 
天台 近 江 園 城 寺 
眞言 紀伊大 傳法院 
眞言 IE 伊 金剛 峯寺 

佛エ - 

眞言 

眞言 

佛ェ - 

天台 近 江 延曆寺 
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保延六 ■正— 

保延六 、六、 十六 
保延六 、八 ■升 四 
保延六 ，八、— 


山城 慈心 院 
山城 東 寺 


山城 醍醐 山 

紀伊大 傳法院 

紀伊 高野山 
紀伊 高野山 


眞言 
眞言 
眞^ 一一 日 
眞言 

佛 H  - 

佛エ - 

佛エ - 

眞言 祀 伊大® 法院 

眞言 紀伊大 傳法院 

眞言紀 伊 大 傳 法 院 

眞言 山城 德大寺 


久 安元、 四、 十 六 


享壽 

九 五 
八 八 
四 0 
六 六 


康 

治 

士' 

康 
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康 

治 

元 

四、 

八 

永 

治 

兀 

八 

永 

治 

X 

衣 
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! 

久安一 一一、 六， 五 


紀元 法 

一八 Q 七道 
一八 〇八覺 
ズ 。九 ^0 
<〇 九宗 

八。 九. 眞 

<〇 九隆 
AO 九禪 
八 0 九祐 
<0 九 行 

1 八  一 〇 琳 
一八 〇 長 
一八 二 圓 
一八 二 永 

K 二賴 

- 八二诊 
一八 11 藏 

K  一一 一一 ^0 

一八 一一 一一 世 
一八 = 行 
Kll oio 見 

一 <一 三 仁 

一八 一四 裝 
一八 一 五 兼 
一八 一 五行 


諱  出生地 

寂  I —— . 
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毎 行 # _ 

賀 

慧、 ― »u' - 
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源 進 

寧  - 

賀 

圓 

能 

嚴 

西 f 明 

蒙 


IE 伊那 實 

大和 添 上 

下野 


房 


滿 

ff° 

豪 

慧 

朝 

海 S 
玄 


京師 


紀 伊 遮 田 


京師 


紀 ■伊 


宗門 
置 ハ 言 
眞^ 一一 日 
眞言 
眞^ 一一 日 
眞一 一目 
眞言 
眞^  一 a 
置 ハ 言 
眞言 
眞言 
佛エ 

眞言 

眞言 

三論 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

佛ェ 

眞言 

天台 


住  所 

大和 元 興 寺 
山城 東 寺 
山城 東 寺 
山城 醍醐 山 
山城 醍醐 山 
山城 醍醐 山 
山城 醍醐 山 

山城 深 砂 堂院 

山城 遍智院 
紀伊 高野山 

大和 信 貴 山 
山城 東 寺 
紀伊 高野山 
大和 禪那院 
大和 東大寺 
山城 東 寺 
山城 仁 和 寺 
紀伊 高野山 
山城 仁 和 寺 
紀伊 高野山 


示 寂 年月日 享壽 
久 安三、 十一 一、 — 八 〇餘 
久 安四， 一 r 一  六 七 
久安五 、四， 十一 一七 五 


久安六 、八、 十四 七 七 

久安ナ — 1 I 
仁 平 元、 正、 升 四— 
仁 平 元、 八， S 七 七 
仁 平 元、 十 r 五— 


§ ££ 

仁 平 三、 一一 一、 七 七 〇 
仁 平 三、 四、—  — 
仁 平？ 一' 十一 八 八 
仁平11一、士一、六六三 


靶伊 密嚴院 久壽一 r 五 价— 
近 江延曆 寺久壽 11 、十一、 五 五 九 


(九-) 


書辭 名人 家佛 本日 


® m & ® 陽* ぼ を ® 


法 


紀 伊相賀 

祀伊 

京師 


肥 前 


心祀伊 花園 


眞言 紀伊 高野山 仁 安元、 七、 十一 一一 六 九 
天台 近 江 延曆寺 仁 安元、 八、 升 八 六 〇 
眞言 山城 仁 和 寺 — 1 1 

眞言 山城 東 寺 - I 

眞言紀 伊 高野山 仁 安ー ー、ーー、芄 I 
眞言 紀伊 高野山 仁 安一 一一、 八、 升 三— 
眞言紀 伊 高野山 嘉應元 、$五 九 四 
三論 大和 大安 寺嘉應 元、 十， 十五 五一 一 
眞言 山城 仁 和 寺嘉應 元、 士一、 十一 四 一 
佛エ - - - - 

眞言 祀伊 大傳 法院 - I 

眞言 山城 仁 和 寺 - I 

眞言 山城 醍醐 山 承 安元 T 十五； 一一 

眞言紀 伊 高野山 承 安元、 - 

佛エ - - I 

天台 攝津 妙法 寺 11 —  I 
天台 近 江 延曆寺 承 安一 一、 六、 十一 一七 三 

天台 近 江 比 叙 山 - f 

眞言 山城 東 寺 承 安一 一 r 八、 十一! 一七 一一 
眞言 山城 理性 院承 安四、 九， 一八 一一一 
三論 大和 東大寺 安元 元、 三、 六 一一 一一 
佛エ - - I 

三論 大和 東大寺 - - 

佛エ - - - I 

三論 大和 東大寺 - -  I 


一八 1 六 賢 
K1 六 x° 
一八 一六 賢 
一八 一六 隆 

一八 H ハ 西 

1 八 一七. 聾 
一八 一 - ts 兼 

一八 一七 基 

l n l -fc 宗 

一八 一八 澄 

一八 一八 寬 

一八 一九 寬 

50 ®° 

1010 院 

一八 110 陵 

一八 一一 ; 〇 
一八 一二 慧 
一八 1111 ® 

一八 一一 四重 

K11 四 空 

一八 一一 五 圓 

1 斯 

f 八 一一 五暹 

一八 二五 靜 

一八 一一 六 ^0 


海  京師 

信魟 - 

覺  - ( 

住  - ■ 

. 英 | 京師 
賢 

舜 - 

意  京師 
賢  紀 伊 

命  - - 

曉  - 

P & 二 

遲  t - 

阜 

俊  . — I 

雲  - - 

信  - 


覺帐  - 

喻 - 

性 g  — 
長  紀伊 

實  - 

與  紀 伊 

然賊光 京師 

k  - 


眞言 山城 醍醐 山 
眞言 山城 醍醐 山 
眞言 山城 醍醐 山 
法相 大和 興 福 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
法相 大和 興 福 寺 
眞言 紀伊 高野山 
眞言紀 伊 高野山 
眞言 山城 安祥 寺 
眞言紀 伊 高野山 
眞言 山城 醍醐 山 
眞言 山城 仁 和 寺 
眞言 山城 醍醐 山 

佛エ - 

眞言 山城 醍醐 山 
天台 近 江 延曆寺 
眞言 大和 與福寺 
法相 大和 興 福 寺 
天台 近 江 延曆寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
眞言 紀伊 高野山 

天台 近 江 延曆寺 

眞言紀 伊 高野山 

天台 近 江 比 叙 山 

眞言 山城 東 寺 


保 元元' 三、 土 ハ 七 七 
保 元元、 八 •十六 四 


保 元 一一、 il、 十 セ 四 1 
保 元 一一、 六、 ±1 一七 〇 


保 元 5 1 一、 十一! 

平 治 元、 正、 八 五 七 
永曆 元， 一一、 升 五 四 


應保 元、 一一、 实五九 


七 〇ほ 


長寬一 r 正， 五六 九 


永 萬 元、 正、 十八 — 

永 萬 元 ■七、 - b — 

永 萬 元、 十一 1、 十六— 


仁 安元、 六、 -ffl- 六 七 


一八 一一 六 淨 
一八 一一 六 俊 

1 八 二 六 勝 
一八 二 六定 

i 八 一一 七. 聖 
一八 一一 八定 
一八 I 一九 明 
K 一一 九 慧 
一八 一一 九 覺 

l n ll 九^^ 
〇 

一八 一一 九 融 
一八-一九 實 

一八 三 一宗 

51 定 

1 明 
.11 樂 

一八 三 一一 快 
S 三 慈 

一八 1 長 

S 寶 

一八 m a0 
一八 三 五 運 
一八 三 五 ^ 
一八— 康 

K1 敏 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 二：) 


養 養 養 治 治 治 

治 治 治 治 

治 治 

和 和 和 承 承 承 

^  ^  ^ 

承 承 

元元 元®、 巧 巧 

- .  a 

に 十'  ズ士 ハ； 气 

气 A 四 今 

1  S 

|、 云萏 十、 太：!： 

升 升  1 

六 三 二  1 

1  m 

丨哭丨 圭究圭 

六 六  1  八 
四 五  1  四 

\k 

1  S 

1 

紀元 法 it 出生地 
一  <5! 陳佛壽  宋 

1<  四 一！ 朝 ral lMl - 


K 四 -I 覺禪齡 

S  0 源 

喜 

1° 慈 
cl 雲 

晏 雌 

實 

尙 

兼 

嚴 

賢 

遍 

遍 

mo 見 


一八 四 三 0 M 
K  四 一一 一 0 w° 

一八 四 三！^ 

Ini 院 

1< 四 三 

一八 四四定 
一八 四 四密 
一八 四四宗 
一八 四 五定 

八 四 W 宗 

A S! 五 文 
八 四 五 愛 
八 四五寬 

八 四 五一^ 

一八 四 六 仁 
ス 四 六 了 

K 四 02 姐 
一八 四  < >6° 

1 1<四<  印 
1 八 四 九 任 


京師 


和 泉宇智 

紀伊水 谷 

京師 

京師 


晴關揚 

昌獅 


一言  常 陸 豐田 

斅  - 

智  - 

C 一大  _ 

°E 乘 

海  - 

藏 - 

證 


宗門 

佛エ 

佛エ 

眞一 一一 日 

書 僧 

眞言 

天台 

天台 

佛エ 

佛エ 

眞^ 一一 一口 

里 ハー ーー 日 

眞一 一一 日 

直 ハ 言 

眞^ 一 S 

眞言 

眞言 

天台 

眞 

法相 

眞 

眞^ 一目 
天台 
淨土 
眞言 


住 


示 寂 年月日 享聶 


山城 淸凉寺 


壽永一 一、 一 ― ; 升四 


大和穸 武峰 


紀伊 高野山 
鈀伊 高野山 
紀伊 高野山 
山城 仁 和 寺 
山城 尊壽隐 
山城 高 雄 山 

祀伊大 傳法院 

播磨 書寫山 

常 陸 無量 壽寺 

大和 奥 福 寺 
信 濃 正 行 寺 
紀伊 高野山 
近 江 園 城 寺 


山城 朿寺壽 永 一一、 十、 一八 五 
近 江 延曆寺 壽永一 1、 十一、 十九 


元曆 元、 八、 升 五 七 九 
元曆 元、 九、 九 八 五 

元曆 元、 九、 — 
文治 元、 十、 八 五三 


文治 一一、 六、 2: * 


文治 1 1 S 、 1  八 〇 - 

文治 四-、.： 五， 升 七 0 


山城 東 寺 文治 五、 六、 升 II 一七 -- b 


紀元 法 
一八 三 六 運 

一八 三七佛 
K 三 七 m 見 

一  <三 七院 

一八 三 七 俊 

一八 一一 一八 乘 

5 八 0® 
1 m° 

一  <三 八宗 
一八 一一 一九 濟 

S 一九 叙 

一八 三 九 房 

5 九 一 

一八 三 九寬 

K 四〇任 
一八 四〇源 
一八 四 0 行 
一八 四 一心 
一八 四一覺 

一八 四 一心 

1S1 成 

一八 四 一良 

一八 四 一 ^ 見 

-<四-1 寬 


諱 

慶 

嚴 

明 

慶 

惪 

海 g 

念 

嚴 

爱 

〇 ま、 

空 I 
光 


照 g 僧 

覺 

ry a 一 

a 

海 

覺 

快 

蓮 S 

朝 

鎭 

4 : 

圓 


出生地 


京師 

京師 

祀 伊在 田 

祀 伊和 佐 

土 佐 

京師 
京 師 


山城 嵯峨 


宗門 

佛 H 
醫僧 
眞 

佛エ 
歌 僧 
眞言 
眞^ 一目 
法相 

眞一 一一 一口 

眞言 

天台 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

眞言 

天台 

眞言 

佛エ 

融通 

念 佛 

天台 

佛ェ 


住 


信 濃 康樂寺 


山城 醍醐 山 

紀伊 金剛 峯寺 

大和 輿 福 寺 
山城 醍醐 山 
紀伊 高野山 
近 江 比 叙 山 
紀伊 高野山 
山城 醍醐 山 
山城 勸修寺 
山城 東 寺 

山城 金剛 王院 

山城 東 寺 
紀伊 高野山 
近 江 延曆寺 

紀伊 高野山 

攝津大 念 佛寺 

近 江比歙 山 


示 寂 年月日 享壽 


安元 一一、 六、 升 九 


日本 佛家年 表 


(一二） 


書辭 名人 家佛本  日 


一八 四 九 有眞 
一八 四 九 辨慶 1 藏 - 

一八 五 0 ®° 行 ■ 京，， _師 
一八 五 〇 雅寶  一 rl 
一八 五 〇 捧賢  . ^ h - 1 


一 §o 圓靜 g  I - 

一八 五〇眞 賢 - 

一八 五 〇會 慶攪 1 - 

KSO 智玄  - - 

一八 五一 良慶  - - 

一八 五〗 公雅 - 

ス五 1 康慶  - 

一八 五一 一俊 證  豸 師 
一八 1; 理賢  大和 

一八 五一 1 11° , 

ス五一一全玄京師 

一 i 公顯  - 

一—  13 1： _  - 

一八 五 四 明 善  山城 鞍馬 
1SBI 定尊  尾 張 熱 田 
一八 五 五重 源 f  .京師 

I  e： 五 五定覺 

一八 五 五 遠 江別當  - - 

一八 五 五運覺  - - 


I 八 五 ^ 慈 


眞言 山城 仁 和 寺 
天台 出 雲 鰐 淵 山 
歌 僧 - ‘ 


山城 勸修寺 
山城 東 寺 
山城 醍醐 山 
山城 醍醐 山 

紀 伊大澪 法院 


眞言 
眞^  一 5 
眞言 
眞言 
眞言 

醫僧 - 

天台 近 rr 園 城 寺 
天台 近 江 園 城 寺 

佛 H  - 

眞言 山城 東 寺 
眞言紀 伊 高野山 
天台 近 江 延曆寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 近 江 延曆寺 
眞言紀 伊 傳法院 
眞言紀 伊 高野山 
—— 信 濃 善 光寺 
淨土 大和 東大寺 

佛エ - 

佛エ - 

佛 H  - - 

天台 越後 無 動 寺 


文治 五、. 斗 ^ <1 
文治 五.—— t 1 

建久 元、 一一、 十六 七三 
建久 元、 耳 十一 t 一六 0 
建久元 ボ垄五 九 


建久 11 ' 一、 升 九. 八 五 


建久三 、三、 十七 八 七 
建久 一一 一、 十、 十一 七 四 
建久三 '十一、 十四 六 三 
建 《峰 十一 一、 十三 八。 
建久 四， 九、 十七 八 四 


建久五 、七、 十四 六 一一 一 


建久六 、六、 六 七？ 


一— ハ陳和 卿 
一八 五 七 承 仁 
一八 五八 覺成 

5. 八 院尊 

一八 五 九，！： 
一八 六 〇感西 g 
一八 六 〇 行 宴 
一八 六 〇辨曉 
S ハ ー雅 西 1 
一八 六 一辨雅 
一八 六 一一 兼 澄 
一八 六 一一 守覺 
5 ハ 三 靜惠 
K 六 一一一 照 然_ 

1 八 六 三 信 圓 

5 ハ 四 實繼 

一八 六 四偷圆 
一 八六四 珍玄 
一八 六 四 心 
一八 六四證 

一八 § 範 

一八 六四定 
一八 六 五 仁 
一八 六 五 隆遍 
一八 六 五度悅 


,1 

眞 

賢赠 

圓 

隆 


宋 ：佛エ 
— ^ 天台 
— 眞言 
. — 佛エ 
— . 眞言 
— 淨土 
— 眞言 
^ — 華嚴 

- 眞^ 一 m 

京師 天台 
和 泉 眞言 
-  凰 ハ 言 


京師 


天台 
眞^ 一目 
法相 
眞言 
天台 
天台 
淨土 
天台 
眞言 
佛ェ 
眞^ 一一 in 
眞言 
淨土 


近 江 延曆寺 
山城 東 寺 

下野 _ 阿寺 

山城 仁 和 寺 
大和 東大寺 
山城 醍醐 山 
近 江 延曆寺 
和 泉 藥師寺 
山城 仁 和 寺 
山城 三 井寺 
山城 勸修寺 
大和 與福寺 
山城 醍醐 山 
近 江 園 城 寺 
近 江 園 城 寺 

近 江 比 叙 山 
近 江 石山 寺 


建久八 、四、 ^ 一一 九 
建久九 、十、 升 一七 一一一 
建久九 、十、 2: 七 九 
正 治 元、 一 f 八 g 六 
正 治 一一、 一一、 六 四 八 
正 治 一一、 七、 七 一七 
正 治 二、 七、— 六 四 
建 仁 元、 正、 四— 
建 仁 元 ！' 一, 十七 六 七 
建 仁 f 八， 一一  一— 
建 仁 一一-、 八、 升 五 五 •一一 

建 仁  n  一 = 一、 士  一一 


建 仁 一一 一、 十一、 升 八 四 


元久 元、 正、 开一五 一 
元久 元、 一一、 十一 八 九 
元久 元、 士 一、 十九 四 七 

元久 元、 - 


山城 東 寺 元久一 一 •正， 十六 一一 
山城 苽寺 元久一 一、 十一 一、 十七 六 一 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


(ニニ） 


3 本 佩— 家 年表： 


紀元 法諱 
一八 六 六隆曉 
K 六 六 延杲 
一八 六 六恒惠 
K 六 七？ 女 0^0 
一  < ^ ffi° it° J 
一八 六 -t3 印性 

K 六 七！}? H 
1 八 六 七 最珍 
1 5 ハセ宏 敎 

一 八 六 七院賢 
一 八 六 - fc 覺忠 

1八六八 51° 斯 
一八 六 八行舜 
一八 六 九 勝 成 

5 ハ 九 最寬 

S 九 光明 

八 七 o m 見 

八 七〇幸 

官一 

院 

忠 

觀 

行 

? 連 


八 七 


八 七 


A 七 


八 七 


八 七 


八 七 


西覺 

圓 

範 

俊 

心 

嚴 


出生地  宗門  住  所 

- 眞言 山城 東 寺 

- 眞言 山城 東 寺 

- 天台 近. 江 園 城 寺 

■京師 淨土  - 

-  淨土  - 

京師 眞言 山城 東 寺 

武藏熊 谷 淨土  - 

- 天台 近 江 延曆寺 

- 眞言 相模 無量 壽院 

- 佛エ - 

- 天台 近 江 延曆寺 

但馬 養父 天台 山城 最福寺 

- 天台 近 江 園 城 寺 

- 天台 近 江 園 城 寺 

^ ^ 眞言 山城 仁 和 寺 

- - 淨土  - - - 

眞言 紀伊 高野山 


示 寂 年月日 享壽 

建 永 元、. 一一、 一七 一一 
建 永 元、 一一 一、 十一 一八 四 
建 永 元、 四、 升 九 四 八 

承 元元、 一一、 九 1 
承 元元 T 九— 
承 元元、 七、 ill 七 六 

承 元元 T  一  — 

承 元元、 十一、 一一 七 七 


, - 六 0 

承 元 一一、 正、 十一 一七 九 
承. 元. 一一、. 十}、 五六 四 
承 元 5 へ S 七 八 
承 元 三、 十一 一、 十八 0 


和 泉 


京師 

京師 


天台 近 江 園 城 寺 
佛エ - 1 

佛エ - 

眞言 

眞言 

眞言 

天台 


祀伊大 傳法院 

祀伊大 傳法院 

山城 醍醐 山 

山城 大原山 


紀元 法 

一八 七 一 & 

i m@ 

一八 七 一一覺 

聽 

行 

覺 

隨 

道 

勝 

作 

證 

道 

空 

°-mc 

if 

一八 七 一一 一 常 

1 S 1 一親 

八 七 H  I 
一;: 七三 定 
八 七三 4 
八 七三 康 
八 七三 承 


A 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 
八 七 


諱  出生地 

遍  - 

空 ^ 然 美作稻 岡 

憲  京師 

願  - 

空 f 美 作 
翻 美 作 


覺智 


相模 


心 

蓮 

辨 

法  - 

佛  遠 江久野 
®° 雛讃岐 

空  - 
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寂  1 — 
1 111' - - 

肥讓 京師 
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海  - 

心 f 京師 

範  - 

■乘  _ 

西 蓮 
t i. . 一 

運  - 

秀  - 


宗門 

眞^ 一 a 

淨土 

法相 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

淨土 

天台、 

法相 

天台 

眞^  一 S 

戒律 

三論 

眞言 

佛 H 

佛ェ 


住  所  示 寂 年月日 享壽 

山城 理智院 - I 

山城 黑谷 建曆一 1、 正 ^ 八 〇 
大和 寶積院 建曆一 一、 土 一、 ^ 八 一一 


美 作 菩提寺 
讃岐西 三 谷 


山城 九 品 寺 

山城 大報恩 守 


近 江 比 SX OJ -  — 

山城 笠 置 寺 建 保 元、 一一、 一一 一 五 九 
近 江 園 城 寺 建 保 元， 一一 一、 十 S 七 四 
山城 東 寺 建 保 元、 九、 究— 

大和 海 住 山 - I 

大和 東大寺 —— i  I 
山城 醍醐 山 - I 
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師 
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後 

飽 

田 
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辭 


i io r 

1 1 越 前 女 
11 一成 實 

一八 七 四寬 .瑜' 
一八 七 四 禪覺 
一八 七 四 道 法 
5 五 榮西獅 

5 so ir 

1乃七六圓'  經 

s #° ^ ° 

K 七 七覺朝 

ズ七 七憲圓 

1八七七道3 

一  <  七 七 (1 覺. 

一八 セセ永 慶 
一八 - b 八 良 海 
一八 老良浚 
一八 八 一實 全，， 
K 八. 一慶 範 
-<< 一 隆 慶 g 

一八 八 一. 俊 承. 

K 八 一信 承 

*  << 1‘ 能 念 

一 << 1 信敎 

'一八 八 一澄 海 


戒律 大和 西大寺 
佛エ I - - 

三論 
眞言 
天台 
眞^! B 


t 備  jst .^ 濟 


. - 天台 

^ ^  法相 
鎭西淨 土 
-  天台 


美 濃 

近 江 日 野 


法相 

眞 

- -  眞言 

- 天台 

1 —— ^ 眞言 
: -—1. 天台 

- - 天台 

- - - 天台 

—Ml — 淨土 
- 天台 

- 淨土 

• -  淨土 

關東淨 土 

-  淨土 


山城 東 寺 
山城 東 寺 
近 江 園 城 寺‘ 
山城 仁 和 寺 
山城 建 仁 寺 
近 江 園 城 寺 
大和 知足院 
陸奧西 光寺 
近 江 園 城 寺 
大和 知足院 
常 陸 枕 石 寺 
山城 仁 和 寺 
近 江 楞嚴院 
山城 醍醐 山 
近 江 園 城 寺 
近 江 延曆寺 
近 江 園 城 寺 
山城 長樂寺 
近 江 延曆寺 

山城 長樂寺 

山城 長樂寺 

山城 長樂寺 


建 保 一一、 一一、 八 八 三 

建 保 一一、 一一、 ± — 

建 保 一 mr 四 九 

建 保 一一 一、 六、 五 七 五 
建 保 四、 六、 升 八 运 


建 保 五、 三、 . S 六 一一 一 


建 保 六、 八、 井 九 fr 一 
承久元 T 十四 五 七 
承久三 ，五、 十八 一 
承久三 、十一、 一六 七 


I 八 〇 智 

〇 

I A 八 


一八 八 
一八 八 
一八 八 
一八 八 


敬 

了 

覺 

俊 

源 

§ ;c 
一八 八 一 一祐 
一八 八 一 一雅 

一  <<11 喜 

一八 八 II 一慶 

i 覺 

一八 八 四靜. 
一八 C 四 ◦明 

一八 八 四 唯 
一八 八 四聖 

一八 八 五听 
一八 Sr 暹 
一八 八 五 隆 

一八 八 ; 〇 心 

一八 八 六 長 

一八 八 七 fr 

一八 八 七 明 
一八 八 40 

一八 八 七！ 3 


伊豆 走 湯 
紀 伊在 田 


筑紫 

對馬 


京師 


淨土相 模長樂 寺 
淨土 山城 長樂寺 
淨土備 後尾 ノ道 
淨土三 河 眞福寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 相 模西明 寺 
華嚴 山城 高山 寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
華嚴 大和 高山 寺 
法相 大和 龍 門 寺 
眞言 紀伊 華王院 
眞言 山城 禪林寺 
眞言 紀伊 高野山 
眞  常 陸 唯 信 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
臨濟 山城 建 仁 寺 
天台 近 江 無 動 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台 近 江 園 城 寺 
戒律 山城 泉 涌 寺 
眞備 後光 照 寺 
眞言 山城 東 寺 
淨土 山城 長樂寺 


貞應 元、 正、 十九 六 〇 
貞應」 兀、 五、 ^ 七 六 
貞應 元、 八 ± 八 五 


貞應一 . 正，、升七八四 
貞應一 1、 八、 十 - tl 八 一一 

元 仁 元， 四、 升-— 
元 仁 元、 六、 十六 八 三 


嘉 祿元¥ 五 四 一一 
嘉祿 元、 八、 十 一一一八一一一 
嘉祿 元、 十一 r 五 五六 
嘉祿 元、 —— 七 九 
嘉祿一 1、 四、 九 八 三 
安貞 元、 一一 一、 八 六 0 
安 負 元、 四、 十 K 六 四 
安貞 元、 十、 七 六 九 
安貞 元、 十一 一、 十三 八 〇 
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紀元 法 
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°, 

一八 八 七 

一八 八 八 空 

K 八 八 fi° 

1 A 八 八專 

1 A 八 八^^ 
一八 八 八 信 

一八 八 九 ^0 
1<  八 九 明 
-八 八九顯 
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一八 九〇眞 

一八 九〇能 
一八 九 o m 見 

一八 九 一經 

一八 九  一 0^0 
一八 九 一 0^0 
一八 九 一 0 a° 
一八 九 1 11° 

一八 九一淨 

一八 九 一光 

K 九. 一定 

一八 九 一一 良 

一八 九 一 一献 


大和 興 福 寺嘉禎 一一、 一一 十九 
近 江延曆 寺嘉禎 一 —; 十、 六 
大和 東大寺 嘉禎一 一、 十一、 一一 
山城 醍醐 山嘉禎 一一 . 十， 升： 一一 

近 江 園 城 寺 - 

常 陸 東榮寺 - 

山城 三寶院 - 

攝津天 王 寺 _ :: ;! 1 


住  所  示 寂 年月日 享 a 

山城 金剛 王院 -  1 

山城悅 闘 山 天福 元、 正' 升 八 五：} 
近 江 園 城 寺 天福 元、 f 升 一一 六 八 

山城 某 寺 - 七 0 

近 江 比 叙 山 - - 


山城 安 席 院嘉禎 元、 三、 五 六 九 
大和 東大寺 嘉禎 元、 六 升 八 六 八 
近 江延曆 寺 嘉賴 元、 九、 升 六 八 
山城 醍醐 山嘉賴 元 十一、 土 ハ 三 七 


筑後 善導 寺曆仁 元、 正， ^ 七 - t3 
山城 東 寺. 曆仁 元 ^ S 八 七 
山城 知 恩 寺 曆仁元 十一 一、 十一 一 五六 
近 江 園 城 寺 - i 


紀元 法諱  出生地  宗門 
一八 九 一一 杲海  京師 眞言 

§一  全 賢 - 眞言 

一八 九 I 一一 行 聖 - 天台 

一八 九 111 白蓮  - 淨土 

一八 九 三 生 佛關東 天台 

1 A 九 三 宗  圓  - 淨土 

一八 九 五 聖覺  京師 淨土 

一八 九 五 賴慧 11 - 三論 

一八 九 五 公圓 - 天台 

一八 九 五道禪 11 -  S 

j 八 九 w 院圓  - 佛エ 

一八 九 六實尊 - 法相 

一八 九 六承圓 - 天台 

一八 九 六觀嚴  - 眞言 

一八 九 七賢 海 S - 眞言 

一八 九 七道 慶 1  - 天ム P 

一八 九 七 源 俊 # PI - 戒 # 

一八 九 七 勝 心  京師 眞言 

セ 正 善  - ^ 天台 

li 湛慶  京師 佛エ 

一八 九 八 辨長 _ 筑前香 刀淨土 

K 九 八 定 豪 - - 眞言 

一八 九 八 源 智 I  - 淨土 

一 兌 <  良 尊  - ^  ■天台 


一 K. 寂 年月日 享壽 


安貞 一 一、 正、 十五— 
安貞 一一、 九、 九へ 三 


寬喜 元、 十一、 十八 一一 


寬喜一 一六‘ 十四 六 四 


寬喜三 ，正， 十七 七 一一 
寬直 n 三、 一 一、升1一 四 六 
# 昼、 九、 十九 七。 

寬喜 一一 一， - 七 一一 一 


貞永元 八 升 一八 一一 一 

負 永 元、 十、 升 五 セ ーー 


住  所 

山城 泉 涌 寺 
近 江比歙 山 


三 河 願 照 寺 
甲斐 萬 福 寺 


紀伊 高野山 
紀伊 高野山 
山城 隨心院 
攝津 勝鬉院 
近 江 延曆寺 
山城 東 寺 

相模 無量 壽院 

近 江 園 城 寺 
山城 仁 和 寺 
山城 醍醐 山 
筑前香 正 寺 
山城 醍醐 山 

山城 醍醐 山 

山城 醍醐 山 

山城 醍醐 山 

山城 東 寺 

近 江 園 城 寺 


紀伊 神宮 

和 泉 


京師 


越 中 
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備 

中 


山 
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眞淨淨 淨戒臨 戒戒淨 淨淨眞 淨淨淨 天 戒戒淨 淨戒天 天戒天 
言 土 土 士律濟 律 律 土 土 土  土 土 土台 律 律 土 土 律 台 台 律 台 


禪0 敎鑫 _ 黑; f 法 空 求 賢 H0 智信 ° 賢㈣ 名蟲性 慧〇 元蠤㈣ 護 願 仙 


夂 1 ® 
和 還 羽 


天眞臨 法戒臨 
台言濟 相律濟 


信 

濃 


— JL. 

兄 

師 


後 


筑大京 

後隅師 


天眞天 眞眞眞 天眞天 眞眞天 戒淨淨 淨淨段 
台  台 言言 言 台  台 言言 台 律： t  土  土  土  土 


山城 某菴 

山城 泉 涌 寺 
近 江 園 城 寺 
山城 鬼 寺 

大和 海 龍王 寺 

近 江延曆 寺 
越後 西 願 寺 
近 江 園 城 寺 
山城 醍醐 山 
紀 伊 高野山 
山城 醍醐 山 
近 江 園 城 寺 
信 濃 康樂寺 
近 江 延曆寺 

山城 大 報恩 寺 

相 模淨妙 寺 
大和 不空院 

大和 興 福 寺 

相 模壽福 寺 

山城 東 寺 

山城 觅 沙門 堂 


延應 元、 正 太 六 一一 
延應 元、 正 zr 七 七 
延應 元' 九 •一一 一四 六 


仁 治 元、 九 ■五六 一一 
仁 治 元、 十、究 I 


仁 治 1 一、 正、 升 八 * 
仁 治 一一、 三 三 六 -- t; 
仁 治 一一'  四、 册七〇 
仁 治 一一、 七、 五 七 九 


仁 治 一一、， 


六 一一 


仁 治 一一 一正， 八 七 六 

仁 治 一一 r 五、 一一 一七 六 


藍 良 

一九 0 二 禪 
一九 i 靜 
一九 0 三 信 
一九 £ 兹心 
1九2|1道 
一九 0 四 #0 

一九 〇四定 

一九 〇四信 

一九 0 四 定 

一九 S 

1S 四 敷 
〇 

1S 四觀 

一九 0 四 明 

一九 〇四觀 

一九。 四 證 
一九 〇四 了 
一九 0 四 忍 
一九 〇四田 3 
一九 C- 四 道 
一九。 四 ^ 
一九 〇四 m Ja, 

o< 

i 四 見 

〇 

I 九 § 成 
一九 〇五 ^° 


一八 九 八 一^ 
一八 九 八 隨 
J 八 九八聖 
一八 九 A JE 

一八 九  <結 
A- 九 A 智 

K 九九 明 
一八 九 . 0 興 

一八 九九 # 
一八 九九 
一八 九九 ^ 

一九 8 道 
一九 8 淨 

一九 00 明 
〇 

J 九 〇〇 寬 
一九 00 道 
一九 〇一  & 

一九 〇 一  慈 
一九 〇一 義 
一九 01 げ 
一九 〇 一圓 

一九 01 良 

一九 〇一  了 

一九 0 一一 覺 

U0 一一 犯 


近 江 延曆寺 仁 治 三十 一一 十 -- t: 五八 

大和 大安 寺 - 1  I 

近 江 延曆寺 - -  I 

武藏泉 福 寺 - I 

相模橄 樂寺 - I 

山城 蓮華 壽院 - - I 

播磨 朝日 山 寬元一 r  nf 一一一 1 
山城 泉 涌 寺 寬元一 r 一一 r 五— 
大和 招 提寺寬 元 一一 ' 一 r 十六 九 一 
近 江 園 城 寺 寬元一 一、 七 ' 一一— 
山城 東 山 寬元一 一、 七. 七— 

信 濃 善 光寺 - I 

山城 東 山 - ! 

山城 金寶寺 - I 

山城 安養寺 - I 

山城 東 山 - I 

山城 三 福 寺 - - I 

山城 戒 光寺 - 1 

山城 泉 涌 寺 - - 

山城 建 仁 寺 - I 

山城 泉 涌 寺 - I 

山城 東 山 - I 

備後蓮 臺院 - I 

山城 m 山  - - 

紀伊 高野山 寬元三 、十一 S — 
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一九 〇 八道 正菴主 
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慈 

£ 

ぎ 善 
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忍® 

觀 

44-一 全 
呀. 報 

達 


出生地  宗門 

- 眞言 

I — 天台 
- 天台 


宋涪 江臨濟 
. —— ^ 戒律 
安藝 眞言 

- - 臨濟 

京師 淨土 

- - 眞言 

- - 淨土 

- 淨土 

鎭西淨 土 

- 書 僧 

- 曹洞 

- - - 天台 

1 戒律 

- - - 法相 

- 眞言 

- 眞 

大和 服 部 戒律 

- - 天台 

- - 眞^ 一一 日 

- 眞言 

- 法相 


住 rr 

大和 海 龍王 寺 

近 江 延曆寺 
近 江 園 城 寺 
相 模建長 寺 
大和 西方 院 
山城 東 寺 
上野 長樂寺 
山城 善 峰 寺 

大和 海 龍王 寺 


肥 前 知 恩 寺 

山城 道正菴 
近 江 園 城 寺 
大和 西大寺 
大和 某 寺 
山城 仁 和 寺 
常 陸 壽命寺 

大和 招提寺 

近 江 園 城 寺 

山城 仁 和 寺 

山城 東 寺 

大和 興 福 寺 


示 寂 年月日 享壽 


寶 

$ 

寶 

七 

升、 

四 

寶 

治 

元 

寶 

治 

元 

七 

寶 

治 

元 

ベ 

寶 

《口 

元 

- 

土、 

I 

1 

、 

- _ 

寬 

兀 

四 

九 

四 

寬 

元 

四 

四 

1. 

1 

' 

三 

六 

1 

セ 

I 

志 

璧 

建 長 元、 正、 十五 五 五 

建 長 元、 一一 2  — 

建 長 元、 五、 十九 五六 

建 長 元 TS 八 八 

建 長 元、 七、 升 八 四 四 

建 長 元、 九、 四 七 四 

建 長 元、—、— 六 九 


紀元 法 

九 〇 九^^ 

九 〇九慶 
九 〇九義 

九 0 九 11 

九 〇九院 

九 〇九覺 
C 

九 0 九 田 5 

九 〇九院 

九 C 九院 
九 〇九院 

九 〇九院 
六 〇九院 

九 0 九^^ 

一九 , 〇 道 

九 一〇 光 
九 一。 濟 

一九 一一  了 

一九 一 ; 0 

一九二 圓 
一九二 宣 
一九二 證 
一九二 念 

一九 こ 勝 
! 九 一一實 


出生地  宗門  住  所  示 寂 年月 H  享壽 

京師 天台 山城 正 法 寺 I - I 

- 戒律 大和 橘 寺 - I 

越後 眞言 播 ® 無量 壽院 - I 

- - 戒律 ナ和 東大寺 - I 

- - 佛エ - - *  I 

- ^ 法相 大和 知足院 - - I 

I ^ -臨濟 山城 勝 林 寺 I -  I 

' -  佛エ  - ■  -  I 

, - 佛エ - - I 

I —— 佛エ - - I 

.  -佛エ - ： - - I 

I —— 佛 H  -  - -  I 

- - 三論 大和 東南 院 - I 

- - 天台 近 江 延曆寺 建 長 一一、 正、 十一 四 七 

- - 眞言 山城 醍醐 山 - ! 

鎭 ，西  筑前觀 世 音 寺 _  - - 

相模眞  相 模善福 寺 建 長 11 一、 一一 一、 十一 一六 〇 

. - 淨土  ^ I —— 建 長 三、 七、 三 八 四 

- 天台 近 江 園 城 寺 建 長 一一 一、 七、 四 七 六 

- 眞言 山城 東 寺 建 長 一一 1、 八、 七— 

常陸那 E 眞  常 陸上 宮寺建 長 一一 一、 十、 十一 一一 六 八 
淨土 山城 往生 院建長 一一 一、 十一、 一一 一九 五 
眞言 山城 醍醐 山 - I 

眞言 山城 金剛 王院 - I 


(七 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


兼 佛濟松 尊 照、 蟲 啟乘美 信牛實 I 弘 勝。 佛 。範 H0 義 舜圓 阿®! 蓮 尊 助 


禪㈣ ，羼 源、 [尹… 慧气醫 正。 慶 胃# 勸嚴 。西， 气明了 


高 


京 i 

師棄 


近 

江 


足 足 

師 師 


公夫 交柰 


五 七 八 
四 八 〇 


1111111 iisii?iriiii^iitii 


建 

建 建 

長 

卡 

長長 

六 六 

七 

、  、 

土 四 

t 

w 升 
九 八 

1 羞 

1 公 II 

京師 


天台 近 江 園 城 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
日蓮 尾 張 本 蓮 寺 


正 嘉元、 $1 七 一一 


眞言 

天台 

眞^ 一一 I  口 

三論 
眞^  一 S 


山城 東 寺 


下野 眞壁 


山城 

京師 

大和 奈莨 

大和 奈頁 

京師 
京師 
三 河 


常 陸那珂 


山城 醍醐 山 
大和 東大寺 
山城 醍醐 山 
臨濟 山城 淨明寺 
法相 大和 竹林 院 
眞  山城 佛 光寺 
淨土遠 江 蓮華 寺 
法相 大和 修行 院 
戒律 山城 戒 光寺 
淨土 山城 西 山 
法相 大和 菩提 山 
天台 河 內某菴 
戒律 大和 白毫寺 
戒律 大和 戒壇 院 
—— 山城 增福寺 
眞言 山城 勸修寺 
華嚴 大和 東大寺 
眞言 山城 慈尊院 
眞  常 陸 眞佛寺 
天台 近 江 園 城 寺 


正嘉一 一、. 11 「八 五 0 
正嘉一 一、 十一、 四 八 九 


正 元元、 一一、 升 一 七三 
正 元元、 十一、 十一 一— 


■p o s 


弘長 元、 五、 十五 六 七 
弘長 元、 七、 十 - tr 七 六 


1 九！ 六濟 
-九ニ ハ 親 

一九 一七 本 

一九 一七 M 
一九 一七 在 
一九 一七 宗 
一九 一七 ^ 
一九 一七 弘 
一九 I 七 了 
一九-七 乘 
一九 一八 ？興 
一九 一八 ㈣ 
一九 一八 貞 

一九 U  0 
一九 一九 0 
一九 一九 如 
一九 一九 十 
一九 一一〇 rf _j 
一九二 〇湛 
一九二 P 眞 
一. 九- -〇 榮 

510 宗 

一九二 〇聖 

一九 一一 一眞 
一九 一二 賴 


一九 一一 法 

一九 こ 道 
一九 一一 一 mc 

一九 ご 一 猷 

一九： 一  CM 

一九二 一入 

一九 一-一 一治 
一九二 一 唯 
一九二 一 實 
一九 一三 快 

1S  一  ^ 
一  S1  ^ 

一九 一三 院 
一九 1111  ^ 
一九 1111  1 ^ 

一九 一四 行 
一九 一四 俊 

I 九 S 敎 
一九 1E 良 

一九 一 五 慈 

一九 一 五 ^ 

一九 一六 m0 

I 九 一六 圓 

一九 一六 圓 

一九 一六 道 


紀伊有 田 


出 羽 玉 泉 寺 
近 江 園 城 寺 
紀伊 高野山 
近 江 園 城 寺 
大和 興 福 寺 
常 陸 某 寺 
下野 藥師寺 
大和 戒壇 院 
大和 修行 院 

山城 二尊院 
越 前永毕 寺 


建 長 四、 五、 升 一一 
建 長 四、 f 十八 
建 長 四、 八、 升 八 


建 長 四、- 


建 長 五、 七、. 十五 
建 長！ fR、： 
建 長 44 、八.、 升 八 


越 前 永 輿 寺 
近 江 園 城 寺 
紀伊 高野山 
山城 東 寺 
大和 興 福 寺 
紀伊 高野山 
近 江 延曆寺 
信 濃 安樂 寺 

山城 妙 見 堂康无 无、. 一一.、 i 

近 江 園 城寺康 元元.、 由 丈 

近 江 園 城寺康 元元、 七、 六 

近 江 園 城寺康 元元、 八、 八 


和泉恝 尾 


京 師 
常 陸 


京 師 


筑前博 多 


日本 佛家 年表 
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政 俊 喂ぽ性 ぼ^^ 心 遍 

隆 


攝 

津 


越 

後 


京 

師 


山 

m 


參 
幡 河 


誌  出生地 


宗 £  住  所  示 寂 年月 B  享壽 
眞言 山城 東 寺 文 永 元、 十一 1、 十五 八 3 
眞言 - 文 永 % . - - - 

法相 大和 釜ノ n 則 所 一 - I 

日蓮 安房 日 澄 寺 - 1  I 

淨土 山城 知 恩 寺 - - I 

日蓮 伊賀 妙臺寺 - [ 

淨土 山城 大光明 寺 - - 

眞言 山城 金山 院 - I 

華嚴 大和 煆大寺 - I 

戒律 大和 戒壇 院 - I 

戒伴 大和戒 檀院 - I 

戒律 大和 護國院 - I 

戒律 攝津 勝鬉院 - I 

眞常陸 靑蓮寺 文 永 一一 四’ 1: 七 - ta 
眞言 山城 東 寺 文 永 一一 一九 •.九 六 四 
眞言 山城 仁 和 寺 文 永？  一、 +七 八 六 
天台 近 江 園 城 寺 文 永#, 十® 八 七 セ 
戒样大 和 戒壇 院 i  j  i 
天台 近 江 園 城 寺 こ！  I 
眞言 山城 東 寺 文 永 S、 士 -n 九 六 3 
戒律 山城 東北 院 - - —  I 

戒律 大和 海 龍王 寺 - I 

眞  下野 慈 願 寺 文 永 五 ' 一 r 十五 七 八 
天台 近： d 園 城 寺 文 永 五 ■六、 1 i 


日本 佛家 年表 


紀元 法 
1 九 一一 一公 

一九 一二 m A 
一九 一二  ® 

一九-二  了 

一九-二 佛 
I 九- 一一 良 

1 九 琴 ® t 

一九 一一 一一 肥 


It 

緣 

猝 

■ 3 ブ 

圓 

海 

僧 

敏藤 

助 

賢 


i- 一專 阿彌陀 佛 


信 

信 

遍 

一一 ir, 戒 

樂 


一九二 一一 覺 

一九二 一一 念 

11 一祐 

一九- 11 1 源 

〇 

一九二 II 信 
一九 一一 0:0 思 
iff 
一九 一一 il 一 慧信尼 
一九 一一 一ー ー靜忠 
一九 i 圓顯 

一九 S S0 

一九 S 實瑜 

一九 一一 四元爲 

一九 5 尊覺 

s  off  0 


出生地 


祀伊 名手 


近 江 

尾 張 熱 田 

京師 

京師 

京師 

三 河 桑 子 
粑 伊 紺 野 


宗門 住  所 

天台 近 江 園 城 寺 
眞言紀 伊 高野山 
眞  三 河 本證寺 
眞  三 河 勝曼寺 
曹洞越 前某菴 
眞言 尾 張 性 海 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
眞  山城 東 山 
眞  山城 安養寺 
眞  — ^ — 
眞  三 河 妙 源 寺 


示寂毕 月日 享壽 
弘長 元 - n 究八八 


弘長一 一, へ 十 一一 

弘 長  一一.  十一、 升 八  九 〇 


眞言钯 伊 高野山 

- - 戒律 河 內福泉 寺 

- 眞  下 總弘德 寺 

. — — 眞言 山城 醍醐 山 

- 天台 近 江 園 城 寺 

京師 眞  常 陸稻田 
- 天台 近 江 園 城 寺 

- 天台 近 江 園 城 寺 

京師 淨土 山城 淨 金剛 院 

- 眞言 山城 東 寺 

奥州 柳津眞  陸 前 稱名寺 

- - 天台 近 江 延曆寺 

- a 蓮 安房 鏡 忍 寺 


弘長一 一一、 <  六 七 一一 

弘長三 、九、 十一 一一 八 一一 一 

弘長韦 + 八. 七 九 
弘長 f 卞一 一七』 


文永元、丑、六七0 

文 永 元、 七、 六 六 四 

文 永 元 十 i -fcj 九 

丈 永 元 - +-' 升 七 五 〇 

文 永 元、 十一、 十一— 


紀元 法 

一九 一一 四 行 
一九 一一 四 唯 


0 阿 


B 寂 

四日 

0 寬 

四 信 

(9 聖 

B 照 

四 E1 

a 性 
0 思 

一九 一一 五證 
一九 一一 六定 
一九 一一 六隆 
一九-一六 M0 
I ハ 遠 

1 1 俊 

一九 一一 七 聖 

一九二 -fc 琳 
1九一1七 幸 

一九 11 八 信 
一九 K 慶 


九 


(;L  二） 


書辭 名人 家佛本  日 


M 禪 安元 照 ° 深 譽°覺 海 寧 ° 禪 快° 性 

性 蓮  趦東 房久相 K  叟威  南菴亢 

本 


Q 善 舜覺支 信°珠 覺° 朝 瑜乘賢 唱° 

然厝  fc! 尊 房 首 

兄 

師 


祐 尊 ^念0 然 音# 慧慧智 做 因 海 深 尊 塔 圓 聖勇 空3 猛^ 空 慧性窣 Q 

光 戒子神 空 悟 外 無  月 淵戒信  闽朝性 妙 悟 圓音淨  阮淨  顋持賢 瓦 寂 慈  心？ 3 


lillfSISfll?ililili2l 


眞眞三 
言 論 


筑太筑 山 

雙宰 

蘸府前 城 


建 建 建 建 建 

治 治 治 治 治 

、 、 、  、 

十 十 十- 
► 、 - 

三 — *  = : 


建 建 建 建 建 
治 治 治 治 治 

背 ハ、 、 

四 


八 

'升 升 十 

七 六 三 六 


五 七 八 
八 二 四 


四 


建 

治 

兀 

-t； 

-H 

公 


文 

永 


大和 奈 K 


山城 


日蓮 下 總唱行 寺 
眞言紀 伊高 野 山 
眞言 山城 東 寺 
眞言紀 伊 高野山 
眞言 山城 醍醐 山 

天ムロ 相模飫 釋迦堂 

天台 攝津 勝鬉院 
眞下總 報恩 寺 
淨土 山城 淨華院 
眞言祀 伊 多聞院 
戒律 大和 戒壇 院 
眞言 安房 淸澄山 
臨濟紀 伊西 方 寺 
眞言 山城 遍智院 
天台 近 江 延曆寺 
臨 濟相模 建 長 寺 
臨 濟相摸 淨智寺 
臨濟 越前淨 福 寺 
臨 濟相模 壽福寺 
眞言 山城 東 寺 
戒律 大和 戒壇 院 
日蓮 甲斐 竹 之 房 
臨濟 山城 正傳寺 
戒律 大言戒 壇院 
戒律 大和 戒壇 院 


山城 大通寺 
越後 淨 光寺 
山城 仁 和 寺 

大和 海 龍王 寺 

下野 藥師寺 

近 江 園 城 寺 
山城 發心院 
大和 東大寺 
大和 東大寺 
近 江 園 城 寺 
祀伊 高野山 
近 江 延曆寺 
山城 光明寺 
山城 戒 光寺 
山城 醍醐 山 
山城 禪林寺 
鎭西某 寺 
山城 泉 涌 寺 
筑前觀 音 寺 
山城 本願 寺 
三 河 實相寺 

筑紫 首羅山 

肥 前 萬壽寺 

山城 醍醐 山 


文 永 五， 七、 八 六 五 


文 永 五， 


七 0 


文 永 五、 十 1 、升 四 - fa 七 


文 永 六、 四、 十八 一 
文 永 六、 十一、 十一 一七 二 


文 永 七、 一 r 丨 八 三 
文 永 七、 六、 六 


文 永 八、 五、 升 一 一¬ 
文 永 八、 十一  一、 十一 一  五 五 
文 永 八、 十一 r 十四 


文 永 4 、十、 八 五六 

文 永 51 一、 升 八 八 〇 


一九 三 三日 

一九 1 賴 

1 九 三 三 道 

一九  1 i  ^ 

一九 三 四 道 

一九 三 B 仙 
一九 一一； E 圆 

一九 三 五！！ 

一九 三五定 
一九 三 五 © i 

1九 = 五慶 

一 会 六道 

S ハ 「除 

一九 三 六 il° 

一九 三 六 慈 
一九 三 六 #0 

51 六宏 

一九 三 六 ^ 
一九 一一 一七， 
一九 三 七 實 

一九 三 七 0° 
一九 三七日 

一九 三 七 慧 

1 九 三 七重 
一九 三 七 0 


文 永 十、 五一 
文 永 十， 士 一、 七 
文 永 十 十一 3 


一九 11 八 眞 

一九 K 善 
一九 一一 八 畠 

一九 u 八 見 
i 八 慈 
S  九 ^0 
一九 一一 九 觀 

一九二 九 公 
一九二 九 ^ 
一九二 九 見 

一九 三 0 勸 

一九 三 〇 慧 
一九 三 0 •經 

一九 三 1 纪 

一九 三 一， 

5 二 眞 

九 三一觀 

九 11 一一 本 
九 三 一正 
九 三 一道 

S11  了 

九 三一爾 

i  一  ^ 

一九： 一一 一一 ぞ 

1九三1 一定 


常 陸 鹿 島 


宋西蜀 


信 濃 
京師 


京師 
備 前 

?a 泉 大鳥 


京師 
京 師 


安 房 


n ふ 41 冢年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 三） 


苎  Sf  办  九  九九九七九九九九九九九九  九5^ 

ノ乂  7\  七  七  七  i  七  55  七  石  石  七  石  石  5  石  石^ 5  兀 

阿 源 圓蓮蓮 空 尊上 玄元 性慶經 性圓通 適行眞 法 
彌 

陀海 一淨眼 月 空 俊 空晴憲 p 舜 、融 喜憲然 祐乘“ 

信 光 阿實 性禪林 禪實阿 道随 禪寂顯 正 嚴淨日 顯靜覺 照 觀全爲 


■  ■*  -  ■  丨丨  I  •  —  •  « '  * 

九 九 九 外 
八 入 八： 


八 


深 a 行 道® 蓮 隆 
賢° 仙 隆® 位 助 

溪蘭 


攝上鎭 讃大鎭 長 出 

i  ;  生 

津野 西 岐和西 門ぬ 


與眞臨 眞眞淨 眞戒戒 眞戒戒 戒戒戒 戒戒戒 戒戒戒 戒戒戒 宗 
言言 濟  言 土  律 律 言 律 律 律 律 律 律 律 律 律 律 律 律 律 律 『3 


宋 

京 伊大越 

伊越 

京大 美 

西— 

蜀 

師 勢* 前 

勢 後 

師和濃 

住  所 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 招提寺 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
大和衹 壇院 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
紀伊 高野山 
大和 戒壇 院 
大和 戒壇 院 
山城 佛 光寺 
山城 某菴 

山城 仁 和 寺 

常 陸 三月 寺 

相 模建長 寺 

上野 山上 寺 

山城 醍醐 山 


8年月日 


弘 安元、 1 1、升111 
弘 安元、 一一 一、 十五 

弘 安元、 七、 九 

弘 安元、. ゴ、€ 

弘 安元、」 

弘 安元、 r ノ 

弘 安元、 九、 十四 


紀元 法 

5 1 八 仙 

1 八顯 

一九 三 八 行 

1 八範 

I 九 三八智 
一九 三 九 0° 

S 1 九 專 

一九 三 九 文 
一九 三九德 

一九 四〇眞 

一九 四 〇 行 
一九 四。， 

so 辦 

一九 四〇賴 

九四：}@ 
九 四 〇 ffl 
九 四 〇  & 
九 四〇智 
九 四。 慧 
九 四 〇湛. 

九 四〇芝 
九 BO 義 
so 法 

一九 四 一道 


諱  出生地 

朝  - 

登 一艮  _ _ 

\ ぎ 11 

性  - 

憲  - - 


得 1 佛 京， 師 

惠  筑前 

や 象  _ 

达 先 

悟 I 鎭 ■西 
慶  - 


然 1 加賀 
1 M 京師 

Ill g  駿河藁 科. 

譽  京師 


心 錢 

き 奇 


M  駿河久 能 
原娜 - 

八 ム羽  - 


筑前 


丘 I 備後 
準  I — 


忠一 


宗門  住  所 

天台 近 江 園 城 寺 

淨土 - 

淨土 - 

法相 大和 興 福 寺 
戒律 山城 泉 涌 寺 
日蓮 佐 渡 妙宣寺 
眞  三河專 光寺 
臨 濟相模 壽福寺 
臨 濟相模 圓覺寺 
天台 近 江 園 城 寺 
戒律 加絜 無量 壽寺 

曹洞越 前 永 平 寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
眞言 山城 東 寺 
臨 濟筑前 承 天 寺 
臨濟 山城 普 門 寺 
臨 濟筑前 承 天 寺 
臨 濟近江 靑蓮寺 
臨 濟攝津 普 門 寺 
臨 濟筑前 崇福寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
普 洞 越 前永德 .院 
臨濟 陸前圓 福 寺 


示 寂 年月日. 享壽 
弘 安元.、 士  rs 七 七 


弘安一 1 、Jr 升 一九 一 
弘安一 r 士 一、 土 一九 四 


弘安三 、.三， 十一 一七 七 
弘安三 、五、 升 八 — 
弘安 一一 一、 八、 S 八 三 
弘安一 11 、十、 十六 七 九 
弘安三 、十一 一、 七丨 


淨土 


，-弘 安 M、 正' 升 九 


日本 佛家 年表 


(一三） 


書辭 名人 家佛本  日 


11 1 * 曼 S  I 丨ご老 苎吉丨 I 灵圭彳 I 


常 

陸 

茨 

木 


武 

藏 

秩 

父 


紀. 

伊 

河 

南 


I  ^ 

蔭師 


九 四 三 ^  @  - 

I 慈 信  本- 師 
5 四 隆信雜 - 

九 四 四 法 助  京師 

九 四 五 入 阿 g  - 

S ハ聖法  - 


〇 


九 四 六 善鸞 I 信 

九 四 K ®@ r 兀 g 
九 四 六 房 源 
九 四； K 寬乘 
S ハ 日 寂 
九 S ハ最助 
九 四 七 深覺 
九 四 -- t3 勝 信 

九 四 七 俊 性 
九 四 七 覺信尼 
九 四 七 祐信 

九 四 七 1¢ 

九 四 八 幸 金 
九 a< 性眞 g 

t, 明 源 1 

九 四 ハ 唯 圓 

I 阿  一 | 

九 四 <  慧 海 


眞言 山城 東 寺 
法相 大和 輿 福 寺 
淨土 山城 眞宗院 
眞言 山城 仁 和 寺 
淨土 山城 某 寺 

淨土  - 

眞  奧州大 網 
.宋明 州 臨濟. 相模觀 覺寺 

- 天台 山城 長 福 寺 

- 天台 近 江 三 井寺 

- 日蓮 近 江 長昌寺 

- 天台 近 江 延曆寺 

- 眞言 山城 東 寺 

京師 眞言 山城 東 寺 
石 見 H1 隅淨 土相模 光明寺 
I ^ ^  .淨土 近 江 某 寺 

- - 眞  山城 東 山 

紀伊 河南 眞言耙 伊 高野山 

- 淨 土.. 山城 光明寺 

- 天台 近 江 園 城 寺 

武藏秩 父 淨土下 總高聲 寺 
- 淨土下 總了覺 寺 

常 陸 茨木 M  - 

- 戒律； 河 內敎興 寺 

- 戒律 河 內法泉 寺 


弘 安七， 四、 大 
弘安 f 十一、 升 一 
弘安八 、十、 一一 
弘安 ^ 一一、 十五 

弘  一.... 六 
弘安 1^ .和 4; 一 

弘_九 、：五 
.弘安 九，’. 九，， 升 九 
弘安九 、十一、 一 

弘安十 、正、 十七 
弘安十 、七、 四 
.弘安 十， 七、 六 
弘安十 、十一、 八 

弘安十 ，十 51 

弘安 f—、— 


翁 


1 九 H 寂 入  出 羽 
九 四 一通 融  山： 城 
九 四 一道寶 ‘ —— II 

§  & «° 

九 四 一實伊 
九 四 一訓 
九 四 一宗 
九 四 一 

九 四 一 ffl 

九 四 一 一圓 
九 四 一 一定 


&義 

光芳 

鑑翻 

眞隸 

荦 意 
泻翁 

助 

濟 

s °0@ °jl® 

九 四 l io 記 
九 四 一一 性 助 

藍 德 S 

最源 

九 四 一一 日； g 
九 5 一日  亂 

iq m 

一九 四 一一 一日 朝 1 在 
一九 1 三 尊. 信 

一九 四 一一 一隆 辨 

!九 四 一二 阿佛尼 

一 i 定勝 

■一九 四 一一 一悟 阿 


向 


奥州 


安房 小湊 

京師 


h 野 藻 原 


京師 

京師 


戒律 大和 戒壇 院 
眞言 山城 仁 和 寺 
眞言 近 江 安祥 寺 
臨濟 上野 長樂寺 
天台 近 江 園 城 寺 
曹洞 日向 長 持 寺 
濟 山城 建 仁 寺 
.臨濟 山城 靈鷲寺 
臨濟 山城 典聖寺 
天台 近 江 園 城 寺 
眞言 山城 東 寺 
日蓮 甲斐 身延山 
天台 近 江 比 叙 山 
眞言 山城 仁 和 寺 
臨 濟相模 禪興寺 
天台 近 江 延曆寺 
日蓮 申 斐身延 山 
天台 近 江 園 城 寺 
臨濟 .和 模淨妙 寺 
日蓮 下野 妙 光寺 

法相 大和 興 福 寺 

天台 近 江 園 城 寺 


弘安 四、 六、—  — 
弘安气-七、.十.五，五八 
弘安四 ，：八 、四 六 八 
.弘 安四、 4 3: , 七 一一 
.弘安 r 八、 奕 五 九 


弘安五 、八、 十一 一四 七 
弘安五 、十、 三| 
弘安 Hf 十、 十一 一一， 六 1 
酞 安五、， 十、 2; 七 八 
弘安五 、十 $九 一 一一 六 


弘安六 、五、 升 一ー ー丨 
弘安 rf. ナー ー 1 

弘安六 ■八、 十五 七 八 

弘安 六、 九，丨 


眞言 山城 醍醐 山 

華嚴 大和 柬大寺 


弘安六 、十一、 九 三 九 

弘安六 、十 m,  I 


日本 佛家年 表 


書辭 名人 家怫 本日 


-(二三） 


濟 j 惠寶 寂證了受乘律 雅 律玄圓 。空 f 觀季想 本 海 Jli 守 中。 爲蟲 蟲勝蟲 11  力* を. 


大 一備 


和 

奈 


萬 
H 鄕中 


加 甲 胃 
貿 

美斐師 


浄 m® 助 mf 交 1 朗 。㈣ 戒 n@ 荐眞念 〈 


大 

和 


~-JUm 

師 


大 

和 

添 


響： 


京 

師 


宋 

溫 

州 


伊 

豫 


信 出 

生 

濃 地 


出生地 


信 濃 保 科 


京 師 


忠  - 

範  和 泉 宇多 

兼  - 

覺  - 

合 喊閑 I —— 


宗門  住  所 

戒律 相 模極樂 寺 
眞言 山 域 圓融寺 
眞言鈀 伊 高野山 
眞言 山城 醍醐 山 
甲斐 甲斐 遠 光寺 
眞言 山城 觀勝寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
眞言 大和 眞言 院 
臨濟 山城 南禪寺 
華嚴 大和 東大寺 
眞言 山城 醍醐 山 
淨土 山城 龍護院 
戒律 大和 招提寺 
眞言 山城 幸恩院 
戒律 大和 招提寺 
戒律 大和 招提寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 近 江 延曆寺 
眞言 山城 醍醐 山 
戒律 大和 慈 光寺 
眞言 紀伊 高野山 
三論 大和 東大寺 
天台 近 江 園 城 寺 
日蓮 下總妙 興 寺 


.示 寂 年 SJG. 享壽 


正應四 ，一一 1、 十三 五一 
正 應四 、四 ，五| 
正應四 、五 奕 八 一 
正應四 、八 八 六. 一 

正 磨、 十 —: 患 七 ill 
正 震， 十一 一 -' •一一 八 〇 


正應五 '一 -'. 一一  一  — 
正應五 ’ 八， 十四 七 一一 一 
正應 乓 八’ 升 一 五 0 


永 仁 元 •九. •十一 五一 一 
永 fc 元 九 •升 11 I 
永 仁元+ 十一— 


住  所 

信 濃 長命 院 


示 寂 年 享 _ 

正應一 一、 三， 十五 〇 八 
正應一 5 升 八 1 


美 濃 西 願 寺 正應一 「七 


正應 f 八 ■升 一一 五一 
正應 『 十一、 一 


正應 f 十一 V 七 五 


近 江 延曆寺 
相 模淨智 寺 

山城 歡喜光 寺 

常 陸 善 光寺 - 

大和 東大寺 —— 一 

相 模壽福 寺 - - 

山城 東 寺 - - 

山城 西 光寺 - 

大和 東大寺 - 

山城 悟眞 寺正應 一一 r 一一 r 升 九 
近 江 ® 城 寺 正應一 一 r 四， 十七 
大和 西大 寺 ] H 應一一 1、. 八、 S 

近 江 園 城 寺 正應一 一一 >1、升三 

山城 仁 和 寺正應 一一 一士一、 升 六 

大和 西大寺 - . 

常 陸 淸凉寺 — ^ —— 

大和 海 龍王 寺 - ] 

大和 大安 寺 - 

河内 西 林 寺 - 1 


九 0 
七 四 
七 四 


紀元 法 

一九 五 〇榮 
一九 五。 深 
一九 五。 房 

一九 五一 實 

一九 五一 日 

一九 五一 良 
一九 丑 一堪 

一九 五一！ 1 

一九 五一 姻日 
一九 五 一圓 
1 九 五一 思 

i  op 

sll 1  姐 

一九 五一 一覺 


九 五 
九 五 
九 五 
九 五 
九 五 


信 

圓 

實 

一源 

一覺 

-道 

一寬 

一九 1 聖 
一九 丑 一一 一行 
一九 - S- 一日 


* 五 


九 五 


紀元 法 

一 謬 九 ®0 

一九 四 九 理 
一九 四 九 道 

5 九！！ 

一九 四 九 尊 

5 九 0] E° 

一九 四 九 _ 
i 九 解 

1 九 四 九 一 

〇 

一九 四 ^ 樹 
1S 九 道 
一九 四 九 守 
一九 四 九; js 
一九 S 九 照 

5 Q jt° 

一九 五 〇覺 

響 1 舍 

一九 五 〇實 

一九 五 0 ず 

10 幸 

一九 五 〇賴 

I 九 五。 貞 

io 玄 

io 總 


EI 本怫家 年表 


C 三 三） 


書辭 名人 家佛本  日 


師 


奥 肥 京 
州前師 


讃岐 


京師 

京師 


駿河村 岡 

-信濃 神 林 


1S1 了 海賊 
51 一若 

一九 五一 11 
一九 五三 ^ W 
I 九 五三 師 

一九 五 四 守 

一九 五 3 覺 

H 益 *0 , 細 

一九 五 五 慈 助 

一九 五 五 覺 
一九 五六 日 
一九 五六 賴 
一九 五六 智 
j 九 五六 尊 

一空 七 明 

一九 五 - t3 °sc 
一九 五 七 ^0 

11 〕曉璧 

一九 五 セ 忍 性 

i セ 慈 雲 
一  Ai  守 B 

一九 五八 增忠 

一九 五八 B 義尼 

一九 五八 #0 心 I 

5 八 玄慶 


r 如 

訥 1 
範 IH7 
基 

I 愚 

助 
晴 


^|° 

HJ 

B— 

助 


敎 

空 

M 心 


眞 山城 佛 光寺 
臨 濟丹波 圓通寺 
眞言 山城 淸水坂 
天台 近 江 延曆寺 
臨濟 山城 三聖寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 大和 輿 福 寺 
眞 11 1C 相模 大山 寺 
天台 近 江 延曆寺 
戒律 山城 泉 涌 寺 
日蓮 常 陸 妙 光寺 
眞^ 一目 山城 東 寺 
戒律 相 模覺園 寺 
天台 近 江 延曆寺 
眞常阵 光明寺 
淨土 山城 淨華院 
淨土 山城 尊勝院 
臨濟 山城 東 福 寺 
淨土 山城 某 寺 

淨土  - 

眞言 山城 東 寺 

天台 近 江 園 城 寺 

日蓮 奥州 妙 ; C 寺 

臨濟紀 伊興 ^ 寺 

眞言 山城 醐醍山 


永 仁 元、 十一 ■六 九 3 
永 仁 元、 十一  一、 ^ 七 七 


永 仁 一一、 五 •五 1 


永 仁 三 ^ 七— 
永 仁 三、 七。 十七— 
—、— ベ 十一 

永 仁 四 •七 ♦升 
永 仁 四、- 


永 仁 五、 一一、 十一 一一 七三 
'永 仁 五六 •十一 
永 仁 五'  七、 八 


永 仁 51 1、 升 五 七 五 


永 仁 六、 正、 S — 

永 仁 5 十一 一— 

永 仁 六， 十 十一 一一 九 一一 

、氷 仁 六、 十一 一六 一 


一九 五八 深 快  — — — 

一九 五八 思 賢！！ - 

j 九 五八 道 珍  - - 

一九 as. 九 覺乘  - 

一九 五 九靜嚴  京師 

一九 五 九 勝惪  - 

一九 五 九日 常 g  因幡 富 城 

5 九重 如 g  大和 

一九 五 九 深 性  - 

一九 五 九日 佛 尼， 甲斐 巾 野 
一九 五 九 寂圓  宋 

一九 五 九 良  助  - 

一九 五 九 有  信  - 

5 0 如 信 .]1 
一九 六 〇慈實  京師 

一九 六 〇義 尹 W - 

5 ハ〇守  瑜  - 

一 * ハー  rrr  一一匕 ^. 

一九 六 一日 靜關佐 渡雜田 


H ハー 日 妙 尼 | 

:六 一 0 0° s° 

5 ハー 慧雲咖 武藏飯 澤 
一 突 一空 性 M - 

一九 六 一俊 # II  - 

一九 六 一道 然 | 信 
i 紹山 顧 肥 

一九 六 一一 a  # 肥— 


濃 

後. 


位 阿闍 梨， 


眞言 山城 東 寺 
臨濟紀 伊興 fea 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
眞言 山城 隨心院 
眞言 山城 東 寺 
日蓮 法 華經寺 

眞言 大和 金剛 王院 

眞言 山城 六 勝 寺 
日蓮 甲斐 身延山 
曹洞越 前 寶慶寺 
天台 近 江 延曆寺 
眞言 山城 東 寺 
眞  山城 本願 寺 
天台 近 江 延曆寺 
曹洞肥 後 大慈寺 
眞言 山城 東 寺 
日蓮 駿河常 林 寺 
0 蓮 佐 渡 妙 照 寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
眞言 山城 醍醐 山 
臨 濟相模 建 il: 寺 
曹洞 肥後大 慈# 
日蓮 rp 斐 妙法 寺 


‘正 安元、 正 - te ^ 
正 安元 iE 、 七 ^ 
正 安元， 一一、 八 五一 一 
正 安元 一一 一, 四 八 四 
正 安元 五十八 七 八 
正 安元、 r -b l 一九 
正 安元、 八、 さ 一— 
正 安元、 九 ■十一 一一 — 


正 安 1 r 正、 za 六 一一 
正 安一 一、 五， 九 六 一一 一 
正 安一 r 八， 苎 八 四 


正室， 一一、 升 九— 
正 安； 1  一， K ■升 一一— 

11 、七、 九 f 五 

正 安一 一一、 f 究 I 
正 室， 十 r 升 六 1 
正室 ■十一 一’ 六 八 nl 
正 安三 — 1 
乾 元元、 一一  一、 士  I  — 


日本 佛寧 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 三 > 


牙、 兄尕 

i  ;  I 

師師師 


磯大京 

城 

島 和 pfp 


no 胤 性 算勤雲 ㈣だ &nm  ㈣ ^ 


俊 1 康 鑫淼 蟲蕊家 淳 1 兼 露！: i 宣 蠤麟 慧， 霖助 鑑 w 


-»  • 
思 

師 


紀 京 
伊 師 


粟-近 播 

m  磨 
田賀 

口 江 古 


下野 

相 摸 鎌 倉 


出 牛： 地 


紀元 法 
一九 S 長 

1 九 六- 1 道 
1 九 六 一一 一行 

一 ^ ーー  |心 

一 突 三 幸 
一九窆 道 

一九 六 三 敎 

5 ハ 三 實 

九 六 三!® 

■i ハ 三 M 

九 六 三 了 
九 S 道 
九六三 辨 
九 六 一 II  -0^ 
一九  i (四 $1° 

一九 S 眞 

一九 六 3, mc 
一九 六 四 道 
一九 六 四 性 

一九 六 四© 

1 九 六 五覺 

一九 六 六尋 

一 看. 0 0 

一九 六 六靜 


宗門  住  所 

眞言 山城 東 寺 
天台 近 江 延曆寺 
天台， 近 江. 園 城 寺 
戒律 相 模極樂 寺 
天台 坂 US 城， 寺 
眞言， 山城 東 寺 
戒律 大和 川原 寺 
眞言 山城 東 寺‘ 
眞き！ ： 山城 東 寺 
臨濟 山城 勝 林 寺 
眞言. 山城 丨和寺 
天台 近 江 園 城 寺 
眞言 山城 樺 尾 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
S 興 言 紀伊大 傳法院 

戒律 大和 招提寺 
淨土 山城 露 宗院 
天台 近 江 延曆寺 
眞言 山城 法 勝 寺 

鹿 ハ 言 紀伊大 傳法院 

天台 近 江 延曆寺 

戒律 大和 招提寺 

日蓮 下野 妙 光寺 

臨 濟相模 淨智寺 


示 寂 年月日 享壽 
乾 元， 元、 f 九 八 〇 


嘉元 元、 正 五 七三 

嘉充元 、m 八 ャ 
嘉 元元.：？ 七 九 

嘉元元ゼーー彳 — 
嘉 元元、 — 


嘉元 r 正、. 一 七 九 
嘉元一 一、 一 r 一 六 九 
嘉元 一一 五， 十九. 六十 
嘉元一 ■. 七、 十九 j 
嘉元一 r 八、 十一 k 


德治 元、 一一、 盂七九 

德治 元、 S, 六，— 

德治元 五十 五 七三 


紀元 法 

一九 六 六 1  見 
-i  ^ 
一九 六 七 敎 

一  H 

一九 六 七 信 

一九 六 七 ®0 
一. 九 ■ー ハ 七 叙 
一九 六 -- tr ®c 

-九六 七智 
一九 六 七實 

一九 ^ 尋 

一九 六 八日 
一九 六 八 ®0 

一九 六 八 觀 

一九 六 八. す； 
一九 六 八 a° 

一九 六 八嚴 
一九 六 八 lgc 
一九 六 八道 
-九六  <  宗 
一九 六 <  妙 
一九 六 八.！! 
一九 六 九 道 

一九 六 九-道 


出生地 

宋蜀地 

宋台州 


宗門 

臨濟 

臨濟 

眞言 

戒律 

眞言 

眞 

淨土 

臨濟 

臨濟 

天台 

淨土 

日蓮 

臨濟‘ 

天台 

臨濟 

眞言 

眞言 

臨濟 

臨濟 

臨濟 

臨濟 

天台 

播： .磨 臨濟 
京：‘ 師 眞言 


山  城 
小栗洒 

紀伊 神宮 


住  所 

山城 建 仁 寺 
相 模建長 寺 
山城 朿寺 
山城 桂宮院 
紀伊 高野山 
山城 本願 寺 
山城 二尊院 
相 模建長 寺 
相 模圓覺 寺 
近.：： 閬城寺 
山城 二尊院 
山城 本國寺 
山城 東 福 寺 
近 江 園 城 寺 
山城 東 福 寺. 
山城 報恩 院 
山城 醍醐 山 
相 模建長 寺 
山城 東 福 寺 
筑前崇 榀 寺 
高麗 水精 寺 

山城 祗陀林 寺 

山城 淨智寺 

山城 東 寺 


示 寂 年月日 享壽 
德治 元 ^ 3: ハ 六 111 
德治 元， 十 ★八. 五八 

藤 治  J1 J 1、 ■.尹 1 
犓治一 M2:: 

雲. Iris 

德治一 1、 四， 十一 一 
德治ー ニハ 十七 
德治一 r 十 SL 


八 一 


六 九 


延慶 元 IE 11  — 
延慶 元、 S:+ 八— 
延慶元 、五、 九 七 六 

延慶元 ■五、 升 九 七〇 

延慶元 T 奕 七 八 
延慶 元、 へ 升 一一一 五一 
延慶 元、 十一、 一一 ー ー 

延 慶 元士 「升 九 七 四 


延慶. 一一:- 正：. 八| 

延慶一 一 - ーズ 八 一 


駿河 安部 

尾： 張 


高 麗 


紀 伊那 貧 


薩 _ 島 律 


日本 佛家 年表 
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書辭 名人 家佛 本日 


澄 日 c 海昭海 觀 ◦空 秀譽慧 源 

峯高  巷 寂 念願 辨良道 慈  诲智房 a 


iiiii"f8fsfiisiiiiisiiiii 


上總 夷隔 


大和 


攝津難 波 

京師 

京師 


一九 S 完 
一九 七 五 0° 
一九 七 五 0° 

一九 - t: 五 成 

一九 七 五 ^ 
一九 七 五 @ 

一九 七 六 信 
i  ^ 
一九 七 六 誓 
一九 七 六 上 
一九 七 六 房 
i li° 
一九 七 六 仁 


一九セーー祖圓齡 信 m 水內 
i 日 明 § 帛 師 

I 九 七三！^:^:  - - 

一九七三—# - 

| 九 七 四日 高 g% 

一九 七 四聖 雲 

一  S °B ^ 闍 f 師 
一盏 義演 

一九 七 四隆勝 

一九 七 四 H 

一九— 日慶尼 


一九 七 六 定 is 和 泉橫山 


山城 M fli 寺 1E •和 一一、 Eg 、 一一 1 
山城 本滿寺 正 和 一一' 五 升 七.！- 

近 江 延曆寺 - -  I 

紀伊 高野山 - I 

下總 法華経 寺 正 和 一一 一、 四' 升 六 五八 
山城 醍醐 山 正 和 三、 五、 五 四 一 
甲斐 身 延山正 和 11 一 、九、 一一 一. 六 一一 
越 前 永 平 寺 正 和 一一 r 十、 升 K  i 
山城 醍醐 山 正 和 三、 十一、 升 六 五一 

近 江 園 城 寺 - - 

江戶日 慶寺 - - 

山城 醍醐 山 - - I 

安房 誕生 寺 正 和〒 卞 .十五 八 
駿河實 相 寺 正 和 四、 九、 士 一一 ! 
山城 東 寺 正 和 531 一七 三 

山城 東 寺 - 1  I 

山城 東 寺 - . — 

大和 西 大寺正 和 五、 正、 升 K 八 六 
相模 善導 寺 正 和 五、 一! 1 、十四 1 
山城 佛 光寺 正和系 4 、.舟 未 五一 一. 
相 模壽福 寺 正和书 六，、 土 ハ •八 八 
近 江 園 城 寺 正 和 五、 八.、. 三 •  I 
下野 雲 巖寺正 和 五、 十、 升 - ¢3 六 

近 江 延曆寺 - I 

紀伊 高野山 - 1  I 


一九 六 九 義 
一九 六 九定 
一九 六 九 房 

一九 六 九 1 

一九 七〇曉 
一九 七 〇日 
I 九 七〇惠 
一九 七〇良 
一九 七 一日 

一九七一 眞 

一九 七 一日 

一九 七 一玄 
一九 七 一修 

一九 七 一成 
一. 九 七 一 了 

一九 七 I 一聖 
i  1 
i 大 
■一俊 

九 七 II 

-道 

ブ如 

一觀 

一定 

一-賴 - 


价 1  越 前足 羽 

任 京師 

曉  - 

心 空- 

幸  - 

e、 s 妙 _ 

# 院 

助  - 

sc ! — 

忍  - 

廣  - 

% 越洚駿 


大和 服 部 


九 七 
九 七 

九 七 

九 七 

九 七 


河 

阿 闇燊富 士郡 

海 
廣 M 
然 
海 

£ 

1 
算 
觀 g 


相模鎌 倉 

伊勢 


春 1 ノ 

高 

泉 縫 

審 


曹洞越 前 永 平 寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 近 江 №1 城 寺 
戒律 大和 西大寺 
天台 近 江 園 城 寺 
日蓮 甲斐 立 正 寺 
天台 近 tr 園 城 寺 
日蓮 山城 寶塔寺 
日蓮 相 模長福 寺 
日蓮 山城 法 華 寺 
m 蓮 下總妙 輿 寺 
淨土肥 前 大音寺 

眞言 山鲅法 金剛 院 

眞  下總妙 安寺 
眞言 山城 醍醐 山 
三論 大和 新禪院 
臨 濟尾張 長 母 寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
淨土下 總正定 寺 
臨濟 山城 大德寺 

臨濟 山城 建 仁 寺 

眞言 山城 東 寺 

戒律 大和 西大寺 

眞言 紀伊 高野山 


延慶一 一、 八、 S 九 I 
延慶- r. 八： 开 f  I 
延慶一 一、 十、 一一 六 九 


延慶三 、五、 十七. 三 七 

蒙 翼 实 I 


慶長 元、 四、 十1 
應長 元、 五、 一ーー 
應長元 T 2: ハ ー 
應長 元、 八'、. 八！ 
應長 元、 九究八 九 


正 和元ぺ 十五1 

正 和 元、 十、 十八 七 
正 和 元、 十一、 一一 八 四 
正 和 元， 十： 一一、 九 八 一 


t 本佛家 年表 


/ 


世 慈 如 

源 °然° 輪 空 
古 太 觀示屋 雲 


- -  •■一—  , 

九 九 九 


交 突 


〇 


X  ^  ^ 

O  O  O  O  7C 

敎 妙 Q 日 順 中。 法 
妙 

寬 準 Q 尼 助 聖 

平 太 恩 妙  傳智 


sislsfllllllllflilfllii^ 


十 十 十 
九 七 

1 七 七 
I 八 四 


升 五 五十六 

志 1 

i 丨 丨丨？  1 兌 全 盏 丨 1 

1 丨 园 1 

祀 

伊 

宮 


京 上足 
師 野師 


能 

登 


常 I 京 京 
陸 s 師師 


下 

趙、 

平 

置 


下 

足 

京 

上 

京 京 

宋 

宋 

奧 

總' 

猿 

明 

台 

島 

師 

師 

總 

師師 

州 

州 

州 

書辭 名人 家佛本 日 


(六 三） 


道 ^ 
祖忍尼 g 
弘舜 
景印顿 
道祐 

1 °* 


一九 八 一一 親 支 

一 g io s- 

一九 八 一一 信忠 

i #° M° 
一れ <1一 道 淳 
一九 All 聖忠 
一九 ハ|1 實弘 

1交= 照 遠 

s 0° fls° 's 


出生地 
加 貿堅田 

- 

- 


下璁葛 飾 


住  所 

相 模當麻 
近 江 園 城 寺 
遠 江 妙 恩 寺 
相 模淨智 寺 
大和 東大寺 
相模 光明寺 
相 模圓覺 寺 
大和 戒壇 院 
相 模建長 寺 
山城 醍醐 山 
能 登 圓 通院 
山城 東 寺 
伊豫 觀念寺 
山城 醍醐 山 
加 賀大乘 寺 
山城 醍醐 山 
豐後 萬壽寺 
山城 東 寺 
紀伊 高野山 
紀伊 高野山 
山城 東 寺 
山城 東 寺 
大和 招提寺 


示 寂 年月日 享壽 

元墮、 f 

元應一 1、 十、 


元亨 元、 一一 一 
元亨 元、 五、 
元亨 元 ^ 
元亨 元、 九、 
元亨 元， 十一 


元亨一 一 ' 一、 

元亨一 一、 四、 

元亨一 1、十、 

元亨 r 十- 1、 十六 t 


元亨 一一 n —; 升 六 八 rt 


宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 

淨土 奥州 成德寺 一 ^ — I  I 
臨 濟相模 淨妙寺 I — I  I 
眞  下 總常敬 寺 文 保 元、 一一、 一一 六 五 
日蓮 駿河常 林 寺 文 保 元、 一！ 一、 八 — 
日蓮 相模 弘法 寺 文 保 元、 f 八 六 六 
臨濟 山城 南 禪寺文 保 元、 九、 升 四 七 一 

臨 濟相模 建 長 寺 - - 

華嚴 大和 東大寺 - 1  } 

臨濟 山城 西禪寺 - I 

臨 濟相模 建 長 寺 一 一 一 I 
日蓮 駿河本 覺寺文 保 一 —: 四 ^ 五 — 
臨 濟相模 建 長 寺 文 保 一一、 八 ^ 八 I 

眞言 山城 東 寺 - - - 

天台 近 江 延曆寺 - I 

時 - 元應 元、 正、 ^ 八 一一 一 

天台 近 江 園 城 寺元應 元、 四 ' 七 六 一 
眞言 山城 東 寺元應 元、 五、 - t: I 

時  山城 金 光寺 元應 元、 八、 十 七〇 

眞言 山城 東 寺元應 元、 へ 十 I 

天台 近 江 比 叙 山 - I 

時  相模 無量 壽寺 - - 

日蓮 武藏本 門 寺 元應一 一、 正 3: 士 八 

B 蓮 丹 波 常 照 寺 元應一 f ' lr 十五 I 

臨濟 山城 南禪寺 元應一 一、 五 • ?: 七 六 


紀元 法諱 

-九七 六聖 

一九 セ* 妙喆 1 
一九 七 七 唯 


出生地 


一九 七七日 
一九 七 七 0 0° 
目。 一 
一九 七 七 友 
一九 七 七 公 
一九 七 七 良 
一九 七 七-^ 

一九 七 八日 
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S 伊勢 專修寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
眞言 山城 東 寺 
天台 肥 後 飯 田 山 
日蓮 越 前 妙顯寺 
臨濟丹 波高 源 寺 
日蓮 加 賀寶， ■寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
曹洞近 江 龍 泉 寺 
臨 濟 山城 建 仁 寺 
臨濟 山城 南禪寺 
曹洞能 登 永禪寺 

淨土 山城淸 淨華院 

臨濟 越後 五智 山 
臨濟相 模建饪 寺 
眞言 山城 東 寺 
臨 濟豐前 崇祥寺 
臨濟 山城 南禪寺 

臨濟 山城 南禪寺 

眞言 山城 仁 和 寺 

臨濟相 模建長 寺 

臨濟 山城 建 仁 寺 

日蓮 甲斐 身延山 
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山城 


丨臨濟 
i 萌 濟 
丨臨濟 
I 臨濟 
臨濟 

- 臨 臨 

- 臨濟 

- 臨濟 

j —— 臨濟 
常 陸臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 


- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

筑 前臨濟 
- 臨濟 

諕蛟櫛 梨 mow 

京師 天台 

- 臨濟 

- 眞言 

- .眞言 

- 臨濟 

下 總眞一 1 C3 


山城 天 m 寺 
山城 -/; 龍 寺 
山城 天寵寺 
相 模壽福 寺 
相 模建長 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 天福 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 南禪寺 
山城 南禪寺 
山城 天 龍 寺 
山城 天 龍 寺 
山 域安_ 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 建 t 寺 
山城 南禪寺 
山城 東 福 寺 
讃岐善 通 寺 
近 江 園 城 寺 
甲斐 棲 雲 寺 

耙伊大 « 法院 

山城 法 勝 寺 
肥 前 高山 寺 
近 江 尾 山寺 


文 和 元、 正、 十一 七 一 
文 和 元、 0 、四 


文 和 元、 七、 一 会 
文 和 元、 七、 升 一 七 1 
文 和 元、 七、 升 七— 

文 和 元、 S 一一 一- 
文 和  元、 十、  莹  ■一一 八 
文和元 ± 一、士一八六 

1、— •十一 一四 S 


能 浮. 靜泰寺 
山城 朿寺 
加賀 開禪寺 
加賀放 生 寺 
加 賀寶德 寺 
加賀永 安寺 
山城 本願 寺 
山城 長 福 寺 
近 江 園 城 寺 
加 賀淨住 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 醍醐 山 
下野 輿禪寺 
相 模建長 寺 
能 登 洞 谷 寺 
能 登 洞 谷 寺 
山城 長 福 寺 
山城 天 II 寺 
山城 天 11 寺 
山城 天 龍 寺 
相 模建長 寺 

近 江 廣濟寺 

山 城 天 龍 寺 

山城 天 龍 寺 

山城 天 龍 寺 


觀應一 r IE 、 升 九 
觀應- 1、 一 一、升五 

觀應一 1、 四、 升 三 

觀應一 一、 五、 九 
觀應、 九、 升 九 
觀 3 、十 •十五 
觀應一 一、 十、 升 五 
觀應- 1、 十一 r 八 
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— — 眞言 山城 東 寺 
— ^ 臨 濟美濃 正 法 寺 
京師 眞言 山城 仁 和 寺 
1 眞 山城 佛 光寺 
相 模鎌倉 日蓮 武藏上 行 寺 
1 華嚴 大和 戒壇 院 
I ^ 臨 濟相模 建 長 寺 
f 臨 濟相模 淨智寺 
[臨 濟相模 建 長 寺 
— — 眞言 山城 東 寺 
肥： 前 臨 濟相模 建 長 寺 
播磨淨 土 山城 雙林院 
—— -日蓮 山城 眞經寺 
近 江 坂 本 天台 山城 法 勝 寺 
京師 臨濟 山城 東 福 寺 
— ^ 天台 近 江 延曆寺 
— 臨 濟美濃 正 法 寺 
— 臨濟 山城 普 門 寺 

— 臨 濟攝津 報國寺 

— 淨土 山城 知恩院 

— 淨土 山城 龍 護 院 

— 臨 濟美濃 大覺寺 

伯耆 戒律 山城 永 園 寺 

— 眞言 山城 朿寺 
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宗門  住  所  示 寂 年月日 h 享壽 
眞言 山城 醍醐 山 正 平 十一 一、 —一 -I 
曹洞加 賀永祥 寺延文 一一、 ^ —— I 
眞言 山城 東 寺延文 11 一、 正、 世— 
臨濟相 模淨妙 寺， 延文三 、一一 r 一一 丨 . 

日蓮 越 前 妙 泰寺延 文 三、 一 一一、 一一 一 S- 
華厳 大和 戒壇 院延文 三、 六、 五 五八 
臨濟常 陸淸音 寺延文 11 r 九 2: ハ 七 九 
臨濟 山城 南 禪寺延 文 一 ' 十 ¢ 1 
臨濟 山城 南禪寺 延文一 1 一、士、 土 一 一老 
天台 近 江 園 城 寺 延文. 一 f,+1r 十五 八 CP 
淨土常 陸 法 然寺延 文  1 fit  I 
臨濟 山城 南禪寺 :；- . ふ--- r  .  I 
臨 濟攝津 廣嚴寺 ; .1 八 〇 

天台 近 江 延曆寺 . t  l  I 

臨濟 山城 建 仁 寺 延文四 、，正、 五六 六 
臨濟 山城 天 龍 寺延文 fll 十 K 七 八 
日蓮武藏本門寺延文5'四八八 
天台 近 江 園 城 寺延文 世 五八 
淨土 武藏聖 德寺延 文 piy 、 九、 去 丨 

天台 但馬大 林 寺 延文四 、十一 r 十五 八 七 

眞言 山城 東 寺 - I 

天台 近 江 園 城 寺 - 八 三 

淨土總 州 龍 福， 寺 
眞言 山城 東 寺 
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— 眞言 山城 東 寺貞治 元、 —— 五 - tj 
— 臨 濟近江 曹源寺 — — I 
越 前 平 葺臨濟 山城 安 國寺貞 治 一一 、正、 十一 八 0 
加 賀曹洞 能 登 光 恩 寺 貞治一 「 fs、 五— 

- 戒律 山城 泉 涌 寺 貞治一 一 •八、 土 ハ 八 六 

下總香 取 眞言 越後 養 智院貞 治 一 r 十、 一一— 
伊豫 臨 濟若狹 高 成 寺 貞治一 一、 十、 一一— 

- 曹洞能 登 長 松 寺 - I 

- 眞言 山城 東 寺 - I 

但馬 天台 近 江 園 城 寺貞治 一一 一、 正、 S 七 六 

- 日蓮 山城 妙 顯寺貞 治 一一 1. 四 _- 一一  六 八 

- 眞言 山城 醍醐 山貞治 1 一一 '八、 S 七 四 

相模鎌 倉臨濟 山城 南 禪寺貞 治 一 ii、 九、 十六— 
越 前臨濟 山城 建 仁 寺貞治 一一 一、 十、 十七 一 
肥 後 曹洞肥 後 法 泉 寺 正 平 十九 - +: K  — 
越 前臨濟 山城 南 禪寺貞 治 三、 十一， 十一 七 〇 

- 眞  和泉眞 宗寺 - - 

- 臨 濟信濃 保 福 寺 - I 

- 臨 濟相模 壽福寺 - 1  I 

- 臨 濟相模 淨智寺 - I 

- 曹洞 甲斐. 法 泉 寺 - I 

- 曹 洞武藏 吉祥 寺 - I 

- 臨濟 上野 長 樂寺貞 治 四、 正、 一一一 I 


臨濟 山城 東 福 寺 
眞言 山城 王智院 
臨 濟信濃 萬壽寺 
眞  山城 本願 寺 

天台 山城 施 無县寺 

淨土 山城 寵護院 
臨 濟相模 建 長 寺 
臨濟 山城 朿福寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
天台 近 江 百濟寺 
臨濟 山城 南禪寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
曹洞肥 後日 輪 寺 
臨 濟出雲 雲樹寺 
曹洞陸 奥 正 法 寺 
臨 濟筑前 聖福寺 
天台 近 江 園 城 寺 
天台 近 江 園 城 寺 
臨濟 山城 南禪寺 
臨 濟備中 信藏寺 

天台 近 江 園 城 寺 

臨濟 山城 南禪寺 

日蓮 相模 妙法 華 寺 

華嚴 大和 戒壇 院 
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尾 張 高岳院 - ! 

近 江 園 城寺康 勝 元， 1 「十四 五 五 

陸 奧高澤 寺 0曆元〇|11| 
相 模建長 寺 - - I 

山城 妙 心 寺康曆 一一、 三’ 升 八 八 五 
伊勢 專修寺 康曆二 、 EPI 、S 六 七 
近 江 園 城 寺康曆 1 、六、 ^; 八 四 
能 登 妙 成 寺 康曆一 n ハ、 升 七 二 〇 
近 江 園 城 寺赓一 111 、七， S 五一 一 
相 模建長 寺康曆 I、 七 •世 六 八 
山城 勸修 寺康曆 II、 —— 五 七 
山城 勸修寺 - - — I 

山城 寶幢寺 - I 

武藏本 門 寺永德 元ぶ - fa 四 四 

相 模建長 寺永德 元、 十 1 、七| 

山城 南禪 寺永德 元、 十一、 十八 九 一 

薩 摩皇德 寺永礤 元、 士 一、 六 七 一 
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鎌 野 
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豫 


一 〇四四 © 
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1 S 五 讖 

li o N  通 

〇 四 五宗 

o s  慧 

1 S 六日 

塵 ハ總 

10 四 六 乘 
一〇 四 六 行 
l g 六 0®0 
一〇 四 六 了 
10 四 六 良 
一。 四 七 #0 
〇 四 -- (3 道 
10 四 七 旨 

S 四 八 玄 

賢 0^0 
質, 
質 & 

1 0 四 八 實 

一〇 四 A 周 

一〇四 八+ 

1〇四八1 


二 〇四八 正 
一一 〇四八 周 
1 0 四 九 光 
一一 〇 四 九 俊 
一一 0 四 九 宗 

i 九 11 
1 0 四 九 -1^ 

一一 〇五〇 敎 
1 0 五。 r 兀 
一 〇 五 0 順 
一 〇 五 〇 實 

雲 『淸 

一一 S. Q  宗 

一 〇 五 0 覺 
一一 0 五 0 泉 

-1。 五！ 一 

重 一道 

一 〇 五一 與 

霊 矿 

一 〇- 五一  ％ 

一一 〇 五一 妙 

重 一 1 H 

一一 0 五 ^ 
二 0 五一  ^ 
二〇 五一 i 


至德ヒ 、一 r 八 六 〇 
至德气 一一、 十八 七三 
至德 11 、十一、 四 a 
至德一 r 土 一、 一一 


至德一 1 一、 一一；、 八 一三 八 
至德一 一一、 四、 开 一 
至德三 、四、 升 - t: 


至德三 、九、 十一 一七 

至德三 、十、 十八 六 九 
至德三 、十一、 三 


至德 一一 一、 十一 一、 一一 五 七 

嘉慶 元 ' 一、 升 六 一 
嘉慶元 、三 S ー ー 


.嘉慶 一一、 四、 Eg 六 四 
嘉慶一 1、 五， 升 七 七 一 
嘉慶 1 一、 八、 ± 一  七 八 
嘉慶二 、九、 九 八 一 
嘉慶一 一、 九、— 八 三 

嘉慶一  一 ± ± I 


山城 東 寺 
近 江 園 城 寺 
相 模圓覺 寺 
山城 南禪寺 
山城 大德寺 
山城 朿福寺 

能 登 妙法 輪 寺 

大和 戒壇 院 
加 賀本興 寺 
近 江 園 城 寺 
山城 東 福 寺 
常 陸 常 福 寺 
山城 建 仁 寺 
甲斐 向獄寺 
加 賀大乘 寺 
筑前承 天 寺 
山城 南禪寺 
山城 東 福 寺 
山城 相國寺 
山城 南禪寺 
下野 國淸寺 

山城 三鈷寺 

山城 南禪寺 

相 摸 建 長 寺 

伊豆 淨 2 寺 


康應元 •量 

康應 元、 一一、 十九 
康應 元、 三' 升 一一 
康應元 、九， 升 五 


明德 元、 正 * 一 

明德 元、 5 一一 

明德 元、 六、 土 ハ 
明德 元、 六、 升 一 
明德 元、 八、 八 
明德 元， 十、 九 
明德 元、 十一、 十九 

明德 元 ± 1、 升 一一 


明德一 1、 一一 一、 士一 

明德 11 、四、 五 
明德一 一、 五、 一 
明德一 一、 六、 十九 
明德一 一、 八、 一 

明德 一一、 九、 十九 
元 中 八、 十一、 十四 
—— .正、 六 


山城 梅熟菴 
安房 高 照 寺 
山城 醍醐 山 
山城 本願 寺 
但馬大 明 寺 
相摸圓 覺寺 
豐前 萬壽寺 
武藏 龍藏寺 
遠 江 方廣寺 
伊勢 專修寺 
近 江 園 城 寺 
山城 天 龍 寺 
山城 大德寺 
近 江 園 城 寺 
近 江 園 城 寺 
遠 江 可睡齋 

奥州 新 善 光寺 

山城 勸修寺 
丹 波 永澤寺 
山城 南禪寺 
越 中 淸源寺 
山城 仁 和 寺 
播磨 護聖寺 
大隅永 興 寺 
大隅圓 林 寺 
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110 五一 元 
S 五一 一 0° 

1 a° 

一一 〇五一 一 淨 

S 五 二 綱 
110 五一. 一日 

1 日 
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11  一一 0° 
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一一 〇 五三 111^ 
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丹 波曹洞 

- 曹洞 
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- 臨濟 

- 臨濟 
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播磨 臨濟 
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大隅曹 制 

- 臨濟 

明  臨濟 

- 臨濟 

- 曹洞 
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- 臨濟 

- 曹洞 

- 臨濟 


紀元 法 
〇 

11 〇五四 M 
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一一 0 五一！ 

つ 

二〇芸 啓 

II 〇五 .四康 

〇 

二〇 五一！ 正 
二 〇五四 K 
一〇 五四宗 
|一〇 五一 四宗 
一一 〇五四 ： W 
一一 〇五四 
10 五 四 {示 
110 五 四宗 
一一 〇五四 0 

11 〇五四 ^ 

〇 

ilC 五 四 VU 
二 0 五 四 ^ 
il o 五 四 永 
|1〇 五 四% 
一〇 五 四 g 一- 
一  〇 五一!  以 

一一〇 畜以 
〇 

JO 五四-0- 

10 五一! 異 
〇 

;一 〇五 a 等 


示 寂 年月日 享壽 


元 中 九 一一、 升 八 七 九 
明德三 、五. 三十 八 六 
明德三 、六、 七 四 五 


m 德四 、四、 升 四 四 四 
明德四 ' 八、 十一 一六 一 


-•-、 九、 十九 


應永 元、 正' 十四 八 八 

應永元 v 实 1 

應永元、七#れ三 

應永 元、 八、 九— 

應永 元、 十、 升 七 八 一一 一 


住  所 

山城 建 仁 寺 
周 防 洞 泉 寺 
大隅園 林 寺 
山城 妙滿寺 
紀 伊根 來山 
近 江 園 城 寺 
近 江 錦 織 寺 
山城 玄妙 寺 
岩 代 妙滿寺 
山城 本願 寺 
璺後泉 福 寺 
日向 大平寺 
豐前 護聖寺 
土 佐 大用寺 
近 江 新 豐寺 
美 濃 林廣寺 
山城 大德寺 
山城 東 福 寺 
山城 南禪寺 

駿河 桃源 寺 

遠 江 石雲院 

山城 大德寺 

山城 臨 川 寺 

山城 醍醐 山 


示 寂 年月日， 享壽 

— 、九'七1 


七 〇餘 


.住  k 

相 模建長 寺 
加 賀溫泉 寺 
相 模淨妙 寺 


越 前 寶圓寺 
越 前寶阆 寺 
山城 雨禪寺 
山城 南禪寺 
山城 天 龍 寺 
山城 普 門 寺 
山城 大德寺 
相模 ItiJ 覺寺 
播磨瑞 光寺 
美 濃 妙 勝 寺 
山城 定重 心院 
越 前 興禪寺 
山城 妙 光寺 
山城 相國寺 
山城 南禪寺 
相 模最舜 寺 
山城 天 龍 寺 


薩摩 佛陀寺 
山城 南禪寺 
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1 0 五 五一 
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二 C 五六 靈 
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15 五六*! ^ 
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加 賀佛陀 寺應永 六、 七、 一一 七 〇 

武藏 國濟寺 - - I 

能 登 正 法 寺應永 f 1 3 11 八 一一 
播磨永 天 寺 應永七 ’三、十七| 
甲斐 身 延山應 永 七、 E. ， -b 八 三 
能 登 雲 門寺應 永 - t 五 •十一 一四 七 
山城 佛 光寺 應永 f 六 升 三 七 八 
近 江 園 城 寺 應永七 ，七、 升 - t3 七三 
上野 11 增寺應 永 セ，十’ £. — 

上野 長覺寺 - 1. 

奥州 萬 年 寺  - - 

周 防 正 法 寺 - I 

出 羽 正應寺 - I 

下野 大中寺  - I 

近 江 園 城 寺應永 八 : 一升 一 六 K 
山城 雨 禪寺應 永 八 0 ，十一 一八 3 
相 模大明 寺 應永八 十一 2: ハ-— 

山城 相國寺 - - 

山城 相國寺 - - 

山城 醍醐 山 應永九 、五，—  — 
山城 雲 11 寺 應永九 ' ハ， 升 -- 13 七 九 
河 內光通 寺 應永九 、八 •一一 八 一一 
山城 南 禪寺應 永 九， 八 升 六 七 一 
近 江 園 城 寺 應永十 、一一、 十八 一 
山城 東 福 寺 應永十 、一一 r 四 六 九 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


(:〇 五） 


信奧肥 出豐日 上 出越總 
濃 州 前 羽 後 向野 羽 中州 


肥 

刖 


近 京 能太筑 
江 〇  ^ 筚前 

淺 扣 办 府 

井師登 


京 薩越越 能 
師摩 前前 登 


出生地 


宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 

曹洞加 賀洞谷 寺應永 十？ 一、 八 七 四 

曹洞越 前 洞 源 寺 - - I 

曹洞越 前 洞 源 寺 - - 

曹洞越 前 寶圓寺 - I 

曹洞 備中聖 光寺 應永 志、 正 ' — 
臨 濟明三 峰寺應 永 十四 ¥ 一  七 五 
臨濟 山城 天 龍 寺應永 十四、 四、 十六 六 11 
曹洞周 防禪昌 寺應永 十四 六、 升 六 九 
臨濟山城南禪寺應永十四、士1 ' 1七九 
臨濟山城天龍寺應永十四士一.十六八0 

臨濟 山城 南禪寺 - -六三 

曹洞越 中立 川寺應 永 主 正 i -fc! 六 
臨濟 山城 東 福 寺 應永十 JtL ll、 升— 
臨 濟相模 建 長 寺應永 十五 五、 五— 
戒律大和西大寺應永车九，升五八六 

曹洞攝 津大廣 寺 - - ^  I 

曹洞 越後 耕 文 寺 - I 

W 洞 石 見 靈光院 - ■  I 

曹洞越 中 法 城 寺 - I 

曹洞越 中正 豚 寺 - I 

曹洞越 中 德成寺 - II 

曹洞能 登 立 川 寺 - I 

曹洞越 中 大川寺 I — . —  i 
曹洞出 羽 向川 寺 - I 


祀 元法諱 


光 


一一 〇六 一一 一智 通 野 
110 六 三 周朗 
一〇 六 一一 一弘 意 
1 50 

1 0 六 三 實濟 
10 六 三 希徹 1 
一〇 六三覺 曇 雜 
一〇 S 等 益 g 

#° _ 

M 

S 哲 


H 六 五！- 


10 六 五良 
〇 ハ 五 0 la 

10 六 五日 

一 〇 六 五韶 

一〇 六 a£ 惠 
一 〇六五 侑 

§ ハ 35. 支 
§ ハ五淳 

1 0 五六 如 

10 六 五 侑 

〇 

一。 六五梵 

S  六 0#0 

O K  六  1 - 

2 ハ 六 71¢° 

一〇 K 六 範 


C  I 

霽願 

奏紅 

圓 

籍概 

淳憾 

享動 

淸卜 

公雲 

0 fg 

3{| 雲 


◦釋 S 

伊 


出生地 宗門 住  所 
石 見 池 田 淨土美 濃 立 政 寺 
相； 模臨濟 山城 南禪寺 

- 眞言 山城 醍醐 山 

武： 藏臨濟 山城 南禪寺 

- 眞言 山城 泉 涌 寺 

- 臨濟和 模建長 寺 

- 臨濟 山城 東 福 寺 

筑前臨 濟相模 建 長 寺 
土 佐津野 臨 濟 山城 相國寺 
能 登曹洞 能登定 光寺 
播 磨臨濟 山城 南禪寺 
相 模鎌倉 日蓮 山城 妙顯寺 
出 雲臨濟 山城 南禪寺 

京師 佛 H  - 

播磨曹 洞 能 登 龍 護 寺 
能 登 曹洞信 濃 靈松寺 
能 登 曹洞信 濃靈松 寺 
薩摩曹 洞 能 登 實相寺 

能 登 曹洞信 濃靈松 寺 

- 曹洞能 登 實相寺 

加 贺河北 曹洞越 前 願 勝 寺 

阿波 臨濟 山城 相國寺 

- 臨 濟近江 永 安寺 

—— 一 天台 近 江 園 城 寺 


示 寂 年月日 享壽 
應永十 、五、 一九 〇 
應永 十， 五、 一一 八 一一 
應永十 、七， 六— 
應永十 、八、 十ニー 
應永十 ノ八升四_ 
應永十 、十.、 十一 11  — 


應永十 一 r 正 2 七 九 
應永士 一、 四 ■五 七 〇 
應永十 一一、 六' 十二 


應永士 一、 八， i 八 一一 
寧 氷 十， 一 r 十一、 四 五- p 
應 .永 士 「十 m 八 一 


應永_1‘ 正、 十ー ー— 

應永十 一一 u 一一 一六 五 

應永十 一一 r 六， 五 — 

辱 氷 w 六， 升 六 一一 


紀元 法 
1 0 六 六宗 
=£ ハ 六崇 
二 〇 六 六 
=〇 六 六 賢 

一一 〇 六 - t: 常 
1 0 六 七 啓 
一一 S ハ 七 妙 

一 〇 ; 定 
i 。 一 
一一 0六七& 
一一 〇六 七！^ 

畐八 & 

一 〇 六 八 曇 

一畐 IHC 

一一 〇 六 八 高 
〇 六ハ宗 

〇 六 八 可 

〇 六 八宗 
〇 六八玄 

。六 A 宗 
〇六 <  元 
0 六 八 契 
。六 <  應 
0 六 A 良 


諱 

興 溫 
1 老 

珍 噴 

欣怡 
斤 雲 


喜籠 
源き 
英 g 

1 
1 
J 2 
廣 £1 

〇夕 
” .大 


1 

方 2 

湛剛 

越 勝 

眞 I 
现直 
f 菴 

了  ■ 

林 g 

三 P3# 
養 緩 


旭 am 


日本 佛家 年表 


C— 五； 


書辭 名人 家佛本  日 


泉 因° 見 相 

因 無 見 不鑑圓 

播尾出 甲 

磨 張雲斐 


顯叙良 明 
祐窣勝 中 

道 圓 音 性陽大 


美 

谟 

相 

模 

大 

岐 

鎌 

隅 

阜 

倉 

一〇 七 〇 梵 

o fo  g 

10 七〇  & 

〇 曹重 


伊 豆 

奥州 山 崎 

京師 


|0士 〇德 

一〇 七 〇宗 

10 七 〇宗 

10 七 一 


有 

隣 


宿 輝 
純嚙 


河 

山 


內 

城 


一〇 七 

一 〇七 
一〇 七 


®;c 

ベ 吊 

& 春 尼 


j, 童 

明 ST 相 模糟谷 


1 


攝津兵 庫 
相 模糟谷 


§ハ<  良 

一〇 六 A 良 

1 龍 

5 六 A 宗 

S ハ 九 道 

10 六 九 0C 

10 六 九 良 

〇 六 九 ^0 
一〇 六 九日 

12 ハ 九 慈 


#1 


彭默 

芳嚙 

M 聖 
及喊 

4 

餳 


曹洞越 中立 川 寺 
曹洞越 中立 川 寺 
曹洞越 中立 川 寺 
曹洞遠 江 大與寺 
臨濟 山城 養壽院 
日蓮 山城 本國寺 
淨土相 模 光明寺 
臨濟 安藝 佛 M 寺 
日蓮 ゝ越中 本 叙 寺 

臨濟 - 

臨濟 山城 相闽寺 
曹洞丹 波 永澤寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
天台 美 濃 長 瀧 寺 
臨濟 常陸來 福 寺 
臨 濟筑前 崇福寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
日蓮 山城 本國寺 
曹洞相 模最乗 寺 
臨 濟美濃 大安 寺 
曹洞相 模最乘 寺 

曹洞 - 

淨土 下野 慈眼 寺 

戒律 大和 西大寺 

眞言 山城 醍醐 山 


應 

永 

十 

七' 

九 

應 

永 

十 

1 

應 

永 

十 

IE 

iffi： 

»じ、 

永 

十 

五 

m 

永 

十 

八 

蹲 

じ、 

永 

十 
七 
- 1  . 

四 

永 

十 

ブく 

應 

永 

升 

iffg 

/« 匕、 

永 

パ 

升 

五 

m 

永 

十 

2 

應 

永 

十 

m 

永 

土 

升 

九 

11 

1 吾 

宝 

X 

1 

一！- 

U3 

1 

應永十 九、 三、 一— 

應永 丈、 113 一八 0 

應$九、七、 升 七 


0 七 一一 曇 

〇 七 一一 禪 

0 七三 祖 

〇七三 自 

〇 -F 三 得 

§ !: 祖 

〇七三 秀 

〇七三 通 
〇七三 圆 
〇 七三 融 

〇七三 繼 

〇七三 明 

0 七三 M 
〇 七三 + 

〇 七 四方 
〇七四 良 
0 七 i 日 
0 七 四 寶 
〇七 四祖 

〇 七 四*^ 

0 七 四 果 

0 七 B 榮 

10 七 五良 

一〇七 五一 

畐空 


華 

藏 

雄默 

祐默 

1 

仙 11 

lE n 
九 京 

格 1 

知 1 

伊 S 

適狀 


堯賴 

齊居 


44-1 白 

4 厓 

裝 春 

其 [1 
俊徽 
廣_ 
玫| 
空 al* 

志 人 

天 

每 


加賀 

加賀 

奥州 

近 江淸漉 


肥 前 長 崎 

肥 後 
紀伊 
安藝 


裔_ 

哲娜 
嚴 Kl 


下野 

下野 

河 內 

伊豫 大野 


廣天 


豐後 

出 羽莊內 

尾 張 
京師 


臨 濟常陸 福 泉 寺 
曹 洞 能 登 曹龍寺 
曹洞尾 張 雲 興 寺 
曹洞 奥州 慈眼 寺 
曹洞 下野 桂林 寺 
臨濟 山城 雨禪寺 
臨 濟近江 退藏寺 
臨濟 山城來 福 寺 
臨 濟山诚 南禪寺 
曹洞筑 前 瑞石寺 
曹洞越 前 松 隱寺 
臨濟 但馬宗 鏡. 寺 
淨土 下野 11 通 寺 
臨 濟相摸 圆覺寺 
臨濟 下野 淨因寺 
淨土 下野 延壽院 
日蓮 山城 本國寺 
臨濟 上野 泉 龍 寺 
曹洞 大隅瑞 光寺 
曹洞石 見 永 谷 寺 
曹洞尾 張 常樂寺 
曹 洞武藏 龍澤寺 
曹洞出 羽 龍 門 寺 
曹洞能 登 總持寺 
曹洞奧 州 示現 寺 


應永 十へ 八、 升 九 


應永 ^n 正、 一一 七 八 
應永次 正、 十一 一一 ■ 1 

應永升 J I 一、 十九 七 〇 
應永升、四、五丨 
應永升 、四、 十九 丨 
應永升 、五、 十— 
應永升 、八、 十五 8 
應永升 、八、 升— 
應永升 九、 四 六 九 
應永升 、十 —: 十 三 六 五 


應永苎 正、 ^ 八 一 
應永方 一、 一 r 升 八— 
應永升 一、 四、 五| 
應永升1、九、七七11 
應永升 一、 S 八 六 三 


應永升  11 、一一  一 : 0 
應永升 一一、 五， 升 — — 

應永 S 一、 5 五六 九 


日本 佛冢 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 五） 


I 伊薩  遠 薩薩筑 
f  _ 摩  江 摩 摩 後 


出 

羽 


越 

後 


越讃 肥 
中岐後 


鱗 天 玉 献蠤興 房存精 , 岐 m。 善 m 蟲蠤蠢 ぎ 竹 堂 勝傑譽 蟲本 t&。 岸 東 梅漸易 東0 蟲容 n  ^ 

進 


應應 應應應 

永 氷 永 氷 永 

册册 常册册 
■  •  — ~  ▲  _  ■ ,  •  _  •  _  ■  _ 

十 十五 四 二 
— - 、 、 、 

一升 

七 = 三 


十 升 
— 七 

九 I 


應應應 應應應 應應應 

氷 氷 氷水 7 女 永永 永 永 


吾 I 空 


ノ  U 

志 

七 


八 


十 

四 


七 六 五 四 四 


七 七 六 八 
二 九 四  0 


肥 後 求 摩 

能 登 
河 內 
近 江 
阿 波 


出生地 


B 本佛家 年表 


紀元 法 
一 〇 七 K 法 

一 〇 七 六 ^0 
1 0 七 六 超 

雲 & 

1 0 七 六日 
一 〇 七 六日 

一 1 M0 

S 七 七 南 
二〇 七 七 聞 

110 七 七 希 
110 七 七 

養 法 

一 〇 七 八 祖 

-1C 七 八 M 
二 0 七 九 0 0° 
一一 0 八 oi 

貢〇房 

1 0 八 0 m° 

一一 〇 八 一重 

110 八 一原 

一一 〇 八 一 一貞 

S 玄 

110 八 II 日 

一一 0 八 一一 良 


諱  出生地 

俊 1 京師 
妒臟 京師 

濟  - 

1  見 出 羽 

二 宰相 阿 _ 

t 闇 梨 


藏 IA 阿， 


°i 梨 

秀 1 
要. 

本 痛 
暴 紙 
啓喊 
尊 
嚴龄 


武藏川 越 

美 濃 
美 濃 
周 防 


攝津 

近 江 

越後 蒲 原 
常陸鼹 瀬 


陣 

3° 了 
冏譽 

譽 — 
1: —— 

舜 — 

尹 謙 _ 

冲臌 

舜 — 

賢 I 伊勢 

行 學甲 斐 

I 波 木 井 


乳 


溪 


奧州江 刺 


宗門 住 所 

曹洞丹 波 圓通寺 
眞言紀 伊寶性 院 
眞言 山城 東 寺 

眞言 祀伊 無量 壽院 

日蓮 山城 妙滿寺 
日蓮 山城 玄妙 寺 
臨濟 伊豆 臨濟寺 

時 - 

曹洞越 前 龍澤寺 
曹洞伯 耆圓福 寺 
臨濟 山城 寶幢寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
曹洞越 前 願 成 寺 
曹洞越 前 少林 寺 
日蓮 相 模本 成 寺 
淨土 武藏傳 通院 
天台 近 江 園 城 寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
天台 近 江 園 城 寺 

臨濟 山城 天 龍 寺 

天台 近 江 比叡山 

曹洞遠 江 榮林寺 

日蓮 甲斐 身延山 

曹洞奧 州 大祥寺 


示 寂 年月日 享壽 
應永芸 、一一 2: ハ 七 七 
應永升 一一 1.七、十七 七 一一 
應永升 三、 十 : 一一— 
應永升 三、 十一、 十五 七 一 


應永开 三、— 

應永莛、 ！  I 

應永 5 「十四 八 八 
應永 S 四、— 六 八 
應永升 四、 九、 - t: j 


應永升 5 1、 十五 一一 三 

應永升 五、 四、 升 11 i  — 


應永 3: ハ、 五、 升 1— 
應永升 fs -tl 八 〇 
應永升 f 士 一、 十五 七 九 
應永升 七. 十一 一、 升 一—— 
應永艾 五 四 

應永升 八、 九、 升 一丨 

應永升 九、 正 r 八 九 

應永芄 Y S 九 八 

應永芄 、十一、 八— 

應永升 九、 十一' 十ー ーー— 


紀元 法 
一。 八 一一 俊 

一〇 八 一一 梵 

0 0  一  ^ 

〇 八 三 義 

一〇 八 三 ^0 

一〇 八 三 良 

1S 一  超 

一〇八 三 長 
1 0 八； 一一 能 
〇 八 三 智 

一 g l  一 jwl0 

一。 八 三 永 
一。 <三 行 
10 八 三 1 ® 
-OAH  M 
5 八 H ^ 
-OAH 0° 
一。 八 四 ^0 
一〇 八 四日 

一 〇八四 尊 
1 0 八 四融 
一〇 八 四 豪 
一 〇八四 S77 g 


示 寂 年月日 享壽 

應永升 九、 - 

應永芄 、 - 

- 六、 一  I 


宗門  住  所 

臨濟 山城 相國寺 
曹洞丹 後 玉 雲 寺 
曹洞丹 波 德雲寺 
臨濟 山城 南禪寺 
曹洞遠 江 普濟寺 
曹洞薩 摩 妙圆寺 
淨土 下野 圓通寺 
曹洞肥 後 永國寺 
眞言紀 伊 高野山 
曹洞 越後 耕 雲 寺 
曹洞 大和 鞴巖寺 
臨濟 山城 南禪寺 
曹洞美 作 西來寺 
曹洞 周防寵 文 寺 
曹洞薩 摩 妙圆寺 
淨土 下野 圓通寺 
淨土常 陸 照 光寺 
曹洞肥 後 永國寺 
臨濟 山城 南禪寺 
日蓮 越 中 妙 蓮 寺 
眞言 山城 勸修寺 
曹洞筑 前 明 光寺 
天台 近 江 園 城 寺 
曹洞能 登 慧眼 寺 


(三 丘） 


書辭 名人 家佛 本日 
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臨 眞天曹 淨曹曹 曹眞曹 眞眞臨 臨 臨 日 日臨曹 臨淨曹 曹曹曹 
濟言台 洞 土 洞 洞 洞 言 洞 言言 濟濟濟 蓮 蓮 濟洞濟 土 洞 洞 洞 洞 


IP 覺 空 識 &蟲㈣ iHi 逆 證 蠤蕊晶 


肥忠 

妓 

& 稻 
刖荷 


近 山 京 
江城師 
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應永垄 一、 一一 一， 升 九 
應永 2- 一、 五、 一一 
應 永 1 、 十、 升 1 1 


應永册四_九、11十 七 五 

應永 s i 、 ^ : 

應永 —、 十' 升 五 I 

正 長 元、 一一、 十三 丑 3 

JF. 長 元、 -E: 升 七 一 ii 五 

正 長 元' 六， 升 六 七 3 


播磨揖 保 臨濟 
- 闩蓮 


- 日蓮 

能 登臨 濟 

- 淨土 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

1 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

- 臨濟 

京 師眞言 
山 城 臨 濟 
近 江曹洞 

-  淨土 

- 佛 H 

山城 稻荷 臨濟 
肥 前曹洞 

-  眞 

淡 路臨濟 


一一。 八 八 {示 &° 

一 〇 八 八 妙定尼 
一 〇 八 八日 饒 f 
一一 R 八％- ft° 邮 
110 八 八 良 冠 
1 宗寂雜 
宗 溟 g 
§八<  中 曇!! 


-lo<<  天 章 I 
=0<<  純榮 1 
—淸山 g 
■一〇« 正麟 P 
iio<<  永 果轉 
=0 八 <  等梵! { 
-10 八 八 永 因 MH 
一一 〇八 九隆寬 
一 〇 八 九 sc 皆 £ 
一一 〇 八 九 曇貞 ，1 
一一 〇 八 九 酉 性 M 

1 れ康依 
110<ガ 義稜 1 
一 〇 九 〇慧徹 1 
一一 0 九 一 慈 達 

1 0 九  一？  口 0]° 翻 


能 登 慶德寺 
能登總 持 寺 
能 登 宗園寺 
能 登 靈泉寺 
越 前 法 福 寺 
山城 天 II 寺 
下 總永德 寺 
山城 天寵寺 
越 前 妙顯寺 
山城 妙顯寺 
山城 南禪寺 
由斐惠 林 寺 
山城 南禪寺 
山城 東 寺 
山城 醍醐 山 
長 門 大寧寺 
山城 醍醐 山 
長 門 不識巷 
長 門 了 空 巷 
越 前 洞 光寺 
岩 城 傳稱寺 

攝津景 福 寺 

近 江 園 城 寺 

山城 勸修寺 

山城 南禪寺 


能 登 
肥 後 
能 登 
加 賀 
越 前 
筑 後 
出 羽 


日 旬 


越 前 
波 多 野 

山城 八潘 


京 師 


I1S 詔 

-IOS  韶 
|_10<四 373 BP 

I10S  韶 
〇 八 五良 

〇 八 五 s° 

110 八 五良 
110 八 五 周 
110 八 五 賢 

1 0 八 五日 
110  <五  _  一 X 

-10S  万 

IIO A E 得 
1 1〇 八 六 隆 
1 1〇 八-ー ハ ^0 
一 〇 八 六 永 

-los pt 

--〇八六不 

110 八 六 了 

S  (良 

110 八 七十 

110 八 七 71< 

1 0 八 八 通 

3 八 八 興 

11 〇八八 紀 


正 長 元、 六、 升 七 
正 長 元、 七、 一 
正 長 元、 九、 六 
正 長 元、 十、 七 
正 長 元、 —— 

-、 七、 十一 一 


永亨 元、 三、 十三 
永亨 元、 三、 十五 
永亨 元、 ふ、 六 
永 亨元 九、 十一 


4f、 士 一、 升 八 
永 亨三 、五、 七 
永亨三 、八、 升 


山城 大德寺 
山城 法華院 
下總 本土 寺 
山城 南禪寺 
奧州寶 鏡 寺 
山城 大德寺 
山城 大德寺 
山城 南禪寺 
山城 相國寺 
山城 相國寺 
相 模淨智 寺 

伊勢 無骨 壽寺 

山城 天 龍 寺 
山城 建 仁 寺 
相模 圓覺寺 
山城 建 仁 寺 
山城 醍醐 山 
山城 相國寺 
丹 波 永澤寺 
武藏勝 願 寺 


山城 建 仁 寺 
美 濃 補陀寺 
近 江 錦 織 寺 
山城 東 福 寺 


書辭 名人 家佛本  日 
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豫 

出生地 
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配 元 法 
|一〇 九 八 周 

一 〇 九 八 ^0 

1 0 九九 大 
110 九 八 性 
1 0 九九 性 

- 二 8. 見 

I  一 〇 〇眞 
-=00  ^ 
一二 8 月 

11 一〇〇 玄 

一二 〇〇 宗 
11100 義 

一二。 一 校 

I 二〇 一宗 

II 1 。 一 覺 
11101 祖 

一；。 一 義 
1 二 0 1  道 

一一 〇 一一 性 

一二 〇 — 正 

|二〇三 承 

-11 0 三 守 

I  二 S 令 

一一 一 〇 四日 


:本佛 家 年表 


紀元 法 

一一 〇九 一融 
1 1〇 九 一一 

1 1〇 九 一一 珠 
一 〇 九一 一尊 
1 0 九 一一  了 

1 一良 

一 〇 九 一一 周 

S 九 二 利 
-1。 九 二 壽 

-IO 九 一一 宗 

II。 九 n 正 

一一 01  一慶 

1 0 九 一一 一日 
一一 〇九三 周 
1 0 九 三 性 
一 〇 九 一一 一順 
1 0 九 三 淸 
15 九 三！ 一一^ 

一 〇 九 四 性 

一一 0 九 五滿 

一 〇 九 五良 

1 0 九 -ts 明 

1 0 九 七 天 

一一 0 九 七 覺 


諱. 

參罐藏 


禪菴 
聖 
運 售 
%' 


出生地 

日 [R] 


■^ r 

仲雜 丹 後天 m 

蒙 S  - 


欣 1  I 


L 一 

J 方 

备 應  - _ 

字 ■越後 

聰太周 


7 院 

勝 g 京師 

初 旧 - 

ネ因 

波！； 岩 代 會津 
6  - 


宗 I 美 作 

濟  京師 

讃  京師 

一 IR 甲斐 

闇 S  信 濃 上田 

卍！ 一 薩摩 


宗門  住  所 

曹洞 日向 福聚寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
曹洞長 門 大寧寺 
眞言 山城 勸修寺 
曹 洞加賀 大乗 寺 
淨土磐 城 東稱寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
曹洞肥 後 法 泉 寺 
曹洞下 總總寧 寺 
曹洞肥 後 法 泉 寺 
曹洞肥 後 法 泉 寺 
曹洞 越後 慈 光寺 
日蓮 山城 本國寺 
臨濟 山城 南禪寺 
曹洞石 見 永 明 寺 
淨土江 戶淨閑 寺 

法相 - 

曹洞 越後 慈 光寺 
曹洞美 作 瑞景寺 

眞言 山城 醍醐 山 

天台 近 江 園 城 寺 

曹洞相 模大慈 寺 

曹洞遠 江 大洞院 

曹洞薩 摩 寶福寺 


示 寂 年月日 享壽 
永 ? 1  一 1: '  十 1 


永 亨四、 一一 一、 升 七 六〇 
永亨四 、七、 四 


永亨四 、八、 升 八 八 一一 一 
永亨四 、十、 十九 1 

永亨四 — 


七 五 


永 亨五 、正、 s: 1 
永亨五 、正、 升 九| 
水 亨五、 一一、 士一六 四 
氷 亨五 、九、 1 —— 
永 亨五、 十一、 三 ! 
永 亨五 、—— 


氷 亨六、 八、 一 八 三 

永 亨七 、六、 十三 五八 

氷 亨 f 六、 ^ 五 七 

氷 亨九 、正、 十四 


生 平 九、' 11 、四 七 五 

永亨九 、九、 - ti 八 一 


住  所  示 寂 年月日 享壽 
近 江 香 積 寺 永亨十 、四、 十九 七 K ヽ 
下 總弘經 寺 永亨十 、五、 十一 一  — 
山城 天 龍 寺 永亨十 1T 3- ーー 
山城 南禪 寺永亨 十一、 六、 册八 〇 餘 
山城 佛 光寺 永亨 十一、 十 11 、四 七 一 
信 濃 靈松寺 永亨士 一、 正、 八 七 一 
山城 十 念 寺 永亨十 一一.、 f II 六 六 
武藏增 上 寺 永亨十 二、 士、 十八 七 五 
山城 妙顯寺 永亨十 一一、 九、 八 五 五 
山城 本願 寺永亭 ナ 11 、十、 十四 六 五 

出 羽 乘慶寺 
三 河 妙嚴寺 
越 前 # . 景寺 
山城 南禪寺 
奥州 天澤寺 
越 前與禪 寺 
能 登 總持寺 
越 前 慈眼 寺 
備中洞 松 寺 
越 前金 剛院 
山城 南禪寺 
長 門 大寧寺 

山城 東 福 寺 文 安元、 <、十一 丨 I 
紀伊妙 臺寺文 安元 ^ 八—  i 


(五 五） 


書辭 名人 家佛 本日 
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- 眞一 一 S 

谈 路臨濟 
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- 醫僧 
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- 淨土 

- 臨濟 

奥州 江 刺曹涧 
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大隅曹 洞 
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奥州 江 刺 
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近 江 
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二 S 純 
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一一 0 九 m 
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寶德 元、 土 一' 土 一八 一 
寶德 1 「 II、 升 七 セ 
寶德 ― 1H 一 一八 四 
寶德一 r 一 一升 四 七 一一 
寶£ 、五 •八 六 八 
寶德 一 . 十一 r 升 七 一一 


亨德 元、 i 

享德 元、 四、 四 一一 三 


亨德一 一、 三、 十一 六 九 
享德 11 、五、 £ 六 九 
亨德一 「九 •十 四 六 
亨德一 r 士 一、十八 七 四 


近 江 淨嚴院 
近 江 園 城 寺 
能登總 持 寺 
近 江 園 城 寺 
山 域本滿 寺 
武藏承 敎寺 
肥 前 圓通寺 
肥 前 圓通寺 
紀伊 高野山 
山城 南禪寺 
山城 安祥 寺 
山城 仁 和 寺 
常 陸 常 福 寺 
武藏本 門 寺 


常 陸 常 福 寺 
常 陸 常 福 寺 
山城 東 福 寺 
奥州 正 法 寺 
山城 仁 和 寺 
周防闢 雲 寺 
大隅西 腿 寺 
土 佐 豫岳寺 
豐前 寶陀寺 
因幡 讓傳寺 


日向 跃肥 
越 前 井 白 


薩 摩 

尾 張 高 柳 


日 向 


薩 摩 
出 羽 


文 安元 十一 升 七， 
文 安元、 十一、 升 八 ! 
文 安元、 —— 七三 


文 安一 一、 一一、 世 1 
文 安一 一、 六、 六 六 七 
文 安一 藤 九、 土 ハ— 
文 安一 —: 十、 七 
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文 安 111 、八、 五| 

文 室、 i 、 a — 


文 安五、 正、 2: ハ 八 一 
寶德 元、 55. 、 升 八| 

寶德 元、 耳 芄 i 

寶德 元、 八， 十五 七 六 

寶德 元、 八、 i 七 〇 


相 模圓覺 寺 
山城 勸修寺 
山城 南禪寺 
山城 東 福 寺 
越 前 寶圓寺 
越後 長 福 寺 
盤 域 專稱寺 
大隅含 粒 寺 
越 前 龍 興 寺 
下野 近 龍 寺 
尾 張 常樂寺 
伯耆定 •光寺 
遠 江 圓 通院 
山城 南禪寺 
尾 張 正 福 寺 
日向 廣禪寺 
越 前 雲 興 寺 
薩摩瑞 川 寺 
能 登 松隱寺 
能 登 總持寺 
甲斐 天澤寺 
近 江 園 城 寺 

山城 東 福 寺 

近 江 洞壽院 

遠 江 雲 林 寺 


日本 佛家 年表 
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臨濟 伊勢 大樹 寺 
眞言 紀伊 高野山 
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臨濟 山城 天寵寺 
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曹洞近 江 新豐寺 
曹洞 阿波 桂 谷 寺 
曹洞 阿波 桂 谷 寺 
臨濟 山城 東 福 寺 
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長 門 # 洞 越 前 心 月 寺 

- 曹洞越 前 慈 OB: 寺 

攝 津臨濟 山城 妙 心 寺 

- 日蓮 紀讲 IH 住 寺 
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曹洞丹 波圓通 寺明應 案 正、 六，. 六 九 
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曹涧 越後 轉輪寺 明 應一一 、正、 十一 一一 七 I 一 
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天台 伊勢 西 蓮 寺 明應四 、正、 十三— 
曹洞 上野 吉祥 寺 明應四 、一一、 - ts 七 四 
天台 近 江 西 敎寺埘 應四、 一 r  I 五 {一一 
曹洞周 防 瑠璃 光寺 明應四 、十一 1、 十一 

淨 土相模 光明寺 - I 

曹洞 - - - I 

曹洞 伊豆 最乘寺 明應五 、一一、 - b — 
曹洞遠 江寵華 院明應 五、 五、 一 I 九 六 


宗門  佳  所 

淨土 山城 知 恩 寺 
曹洞 伊豆 昌溪院 
曹洞筑 前 靑蓮寺 
曹洞尾 張 乾坤 院 
日蓮 山 域 本 法 寺 
日蓮 越 中 大法 寺 
日蓮 山城 寶德寺 
曹洞尾 張 乾坤 院 
臨 濟相模 淨智寺 
曹洞三 河 眞如寺 
日蓮 山城 本國寺 
眞言 近 江 錦 織 寺 
曹洞申 斐觀盛 寺 
臨濟 山城 聽松院 
淨土磐 城專稱 寺 
日蓮 越 前 妙顯寺 
曹洞常 陸大 雄院 
曹洞常 陸 鳳林院 
曹洞上 總常泉 寺 

眞  山城 與正寺 

臨濟 山城 某 寺 

臨濟 山城 相國寺 

曹洞周 防 闢雲寺 

曹洞三 河 長國寺 


謀  出生地 


紀元 法 
一-一四 七聖 
一二 四七宗 
一二 四 八.， 良 
一一 一四 八 宗 

一二 四 八 0° 
一一 一四 八日 
一二 四 八 日 

一二 四 A 宗 

一一 一四 九大 
一二 四 九 正 
一二 四 九日 
一二 四 九 慈 

.震 自 

一二 四 九 ®0 

一二 五〇良 
一一 一 五 〇圓 

.一一 # . 壽 

-二五 〇永 
一二 五 0 周 

一一 一 五一 蓮 

一一 一 五一 量 

一二 五一  ^ 

一二 五 I 希 

-11 五一 養 


日本佛 家 年表 


(一六） 


書 辭 名  人 冢佛本  日 


プ^  五  3^ 玉：  55： 五 

〇  九  九 九 九  八 


五  五  五  3S.  S.  3EL  S.  3〇^ 

八  A  八  八 八 八 八 八 


宗 = 宗紹 兼2 存乘 龍 宗德 忠° 良 良 慶 


調 蟲具麗 室 m 墨 & 


然華 


紀 $ 遠大 
5e 

巧 3 

伊切 江 和 


野 

宮 


m 

摩 


長 朝 誇 鶚搭 問芳 深 e#Q 恕昌 _G 珍榮順 統°岱 遍玄全 源潭等 

傳傑澄 鏡 院壽川 景關天 江 春 如 蓮 3 釋華心 淵 九 菴常濟 仁 林 桂 房 長 叟玉有 大聖 天 宗正峰 斧  峯玫难 體父江 窓 月淪沒 
量  泉 


奥 宇 伊 


州 


倥 


S 美 H 


伊 

勢 


關京總 

東師州 


相 近 甲 山 
模江斐 城 


丹大伊 
波 和 勢 


i 紹 

一二 五 六 明 
一二 五六 德 

|二 五六 ^ 
一二 五六 一一^ 

一一 一 五 七 益 

二 一 五 七# 

重 八 fi° 


越 前 

尾 張 丹 羽 


上 野 
近 江 

安藝 廣島 
上野 甘樂 
下總向 臺 


e s u 

一一  H ハ 0 Qc 

一二 六 0 禪 


曹洞相 模最乘 寺 明應九 、八、 十七 
臨濟 山城 大德寺 明應九 、九 ' ハ 八 五 
臨濟 山城 南禪寺 明應九 ，九、 升 六 i 

臨濟 山城 妙 心 寺 - I 

曹 ifi 上野， 刃 源 寺 - - 

曹洞下 總瑞泉 寺文龜 元、 正、 五六 七 
日蓮 山城 妙 顯寺文 龜元、 一一、 土 一七 九 
曹洞 上野 最典寺 文 龜 元、 一 一、 升 一一 八 五 
日蓮 武藏本 門 寺 文 龜元、 十、 八— 
曹洞薩 摩輿國 寺文龜 元、 十 升 四 六 九 
臨濟山城妙心寺文龜元>一、笔— 
臨濟 山城 南禪 寺文龜 元、 - 

m .ll -cr r5J ^ ^ - - -  — 

曹洞相 模最乘 寺 - - I 

W 洞 美 濃 龍泰寺 I - - 

W 洞 美 濃龍泰 寺 - I 

曹洞美 濃龍泰 寺文龜 11 、三 J 一  — 
曹洞周 防 龍 華 寺 文龜一 一、 一一 一、 s j 
臨濟 伊勢 萬 笑 院文龜 一 一、1|1、茗 八 一一 
曹洞 奥州 關錢寺 文龜一 1 、『穴— 
曹洞近 江 洞壽寺 文龜一 1 、四 ■升 七 八 七 
臨濟 山城 大德 寺文龜 II 五、 十五 八 一 
曹洞駿 河 洞慶院 文龜一 一、 六、 四— 
日蓮 尾 張 法 蓮 寺 文龜一 . f 十一 11 ■  — 
天台 - 文龜一 , 卞诉 八 一一 


臨濟 山城 大德寺 
曹洞陸 奧觀音 寺 
曹洞 山城 佛陀寺 
曹洞 下野 長 安寺 
曹洞 下野 長 安寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
曹洞常 陸 龍谷院 
臨濟 山城 南禪寺 
曹洞 上野 龍華院 
曹洞 下野 元性院 
W 洞 加 s€ 龍 谷 寺 
眞言 15 伊 高野山 
臨 濟 山城 建 仁 寺 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
曹洞 上野 高聾院 
淨土三 河 光明寺 
眞  山城 本願 寺 
臨 濟美濃 梅 龍 寺 
臨 濟尾張 瑞泉寺 

臨濟 山城 妙 心 寺 

日蓮 加 賀寶乘 寺 

日蓮 甲斐 身延山 

曹洞 下野 慈眼 寺 


明應五 五十ー ハ 
明應五 、六、： 十九 
明應五 、十一、 十五 其 


明應六 、九、 六 四 六 


明應七 、正、 升 一一 一— 
明應七 ，三、 四 八-? 
IIJ1 應七、 三、 十五 一 
明應士 、八、— 

明應 f 十、 升 一一 一七 三 
明應 七—、— 


明應八 、三、 四 
明 Is 八、 三、 升 五 八 五 
明應八 、一一 r 升 k 八 〇 


明應九 三、 一 七 K 

明 應九 ■三、 四 八 一 

明應九 ，六、 升 五 七 九 

明應九 へ 十 


-11 六 〇玄 
一二 六 〇宗 
一一 一六 〇 周 

-1 1 六。 宗 
一二 六。 自 

一二 六 一豐 

11  一六 一 0 ° 

一二 六 一正 

一二 六 一日 

一二 六 一守 
一三 ハ ー玄 

一二 六 ^ 

二 一六 一 浩 

二 m 宗 

二： ハー德 

一二 六 一 

一二 六 ーー祖 

一一 5 良 

一二 六 | 一祖 
一二 六 一一 祖 
一一 一六 一一 長 

一二 六 一一 ^0 

一一 一六 一 一宗 

一二 六 一一 日 
一二 六 一-? ポ 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


C ー ハノ 


觀芳演 堪朝雯 長 正孚主 應紹榮 深覺仁 松范洵 風牧松 球 °耷 # 

月 秋 如 嫩中儀 龍潜峯 B 山 寧 叟天應 直 雄 中 明 中 英雲溪 隆菴松  教光皈 東 湖春 川 西 譽玄拙 養 翁 竹 琢 天方絕 


曹曹臨 臨書 臨 臨 眞臨曹 日 曹臨曹 曹天曹 曹淨天 曹曹天 臨 宗 
洞 洞 濟濟僧 濟濟言 濟洞蓮 洞 濟洞洞 台 洞 洞 土台 洞 洞台濟 門 


m 


臨曹 臨曹曹 曹曹曹 曹曹曹 曹曹眞 眞眞臨 臨 臨淨曹 曹臨曹 宗 
濟洞濟 洞 洞 洞 洞 洞 洞 洞 洞 洞 洞 言言  濟濟濟 土 洞洞濟 洞門 


— • ，  —  ■ — • 
兄 牙、 

師師 


駿攝周 
河津 防 


紀元 法 
E 六 一一 祖 

一二 六 一一  & 
一一 一六 二  g 

-li 宗 

一一 一六-一 一 

一二 六-一宗 

一二 六-一 {示 

一二 六 三 光 
一三 ハ 三 堯 
一三 ハー ーー 靜 
一二 六 四 賢 
一二 六 四 宗 
一二 六 四繁 
一三 ハ 四 慧 
一一 H ハ四榮 
一二 六 四周 

二  Ms  ^ 

|二 六 四 # 

-ii 販 

-二六 四 文 

U 1 六 四 S 

一二 六 四宗 

111 六 四 全 

二 一六四 等 


出生地 


筑前 
京 師 

信谟 伊那 

武藏 
薩 摩 


伊豆 北條 
屮斐山 梨 
備 中赤馏 

肥 後 


尾 張 熱 田 

筑 後 

肥 前松沛 


和 模 
越 前 


武藏 


紀元 法 
一二 六四宗 
一二 六 五行 
一二 六 五 高 
一二 六 五 永 
一二 六 五良 
一一 一六 五 了 
一二 六 五 玄 
一二 六 五昌 
一二 六 五 1  皿 
一一 一六 五 了 
一ー ー六五 德 

一一 一六 六 ^0 

一三 ハ 六靑 

一二 六 六日 
一二 六 六 豐 

一二 六 六 ® 1° 
一一 一六 六 ¥ 
二 1 六 六^: 
-11 六 六 周 

一!. i  宗 

11 一六 六 自 Jlil' 
-11 六 六 等 

一二 S 長 

二 一六 六 


出生地 

美 濃 福 富 

尾 張 


奥 州 

下縝 北條 

京 師 


牙 寂 年月日 享_ 


永 正 一 r 正、 八 I 
永 正 一一、 一一、 十一 七 五 
永 正 一 r 一一 一、 十八 七 一 
永 正 一 r 五、 十一 一一 七 一 
永 正 一一、 七、 八— 
永 正 一一、 七、 升 111 I 
、 71C 正 一一、 八 九 — 
永 正 一 r へ 十 35. 五 - t! 
永 正 一一、 十、 九 五 四 

永 正 511 '开一一 I 

永 正 11 1,11、 十八. 八 七 

永 臺六升 六 
永 正 一一 一， 五， 升 - b 
永 正 三、 八、 一一 


永 正 一一 一 、九、 十八 八 


住 fr 

尾張瑞 泉 寺 
近 江 園 城 寺 
遠 江 圓通寺 
長 門 大寧寺 
近 江 延曆寺 
武藏增 上 寺 
伊勢 淨眼寺 
薩摩 妙圓寺 
近 江 西敎寺 
相 模長泉 寺 
甲斐 天澤寺 
石 見 大喜菴 
奥州 頭陀寺 
山城 本國寺 
加賀 大乗 寺 
山城 妙 心 寺 
紀伊 高野山 
山城 朿福寺 
山城 東 福 寺 


山城 某 寺 
山城 東 福 寺 
越 前 福聚寺 
武藏 福聚寺 


示 寂 年月 B  享壽 
文龜一 1 、九、 五— 
文龜 il、 九、 升 八 六 六 


文龜 一一 一、 一一、 2: ハ— 
文龜 C, 一一 一、 十一 一七 四 
文龜一 一 ff+ 五六 一一 
永 正 元、 正、 究 -hr 五 
永 正 元、 f 一 一八 一一 
永 正 元、 へ 七 五六 
永 正 元、 十、 十四 八 一 


住  所 

信 濃 大澤寺 
山城 大德寺 
備中善 江 寺 
武藏香 雲 寺 
山城 報恩 寺 
山城 妙 心 寺 
山城 妙 心 寺 
山城 m 福 寺 
山诚佛 光寺 
山城 仁 和 寺 
山城 東 寺 
下 總乘國 寺 
伊豆 修善寺 
上野 長年 寺 
下 總乘國 寺 
下 總乘園 寺 
上野 仁叟寺 
遠 江 可睡齋 
周 防 溪月寺 

攝津靈 松 寺 

遠 江 可睡齋 

尾 張 瑞泉寺 

上野 永 源 寺 

山城 東 福 寺 
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書辭 名人 家佛 本日 


上 

伊 

美 山筑肥 

總 

. 

SL 

濃 城 前前 

林 M み鑫嘉 露！ 適 健無弘 # - 墨 墨# 桂 «1蠤美 A# 陳 lilll 


in  運 &宣弘 usiiii 慧 m 中哲 賢 譽蟲順 愿 aii,e 慕 

國 


讃 伊志 薩 
岐勢習 摩 


下堵 

一^^ 

Tktt." 

千* 
葉 江 


薩下 
摩 野 


備 

中 


尾 i 
張 i 


播 

磨 


肥 

.■■、た 

刖 


曹曹 臨時 曹眞眞 R 曹 W 曹 W 眞眞曹 曹臨淨 W 日曹曹 淨曹曹 
洞洞濟  洞 言言 蓮 洞 洞 洞 洞  洞 洞 濟土洞 蓮 洞 洞 土 洞 洞 


周 防 山 口 

石 見 


甲斐 山 梨 

伊豆 


出 羽 


京 師 

對馬 

山城 


曹洞越 中 最勝寺 
淨土 下野 弘經寺 
臨 濟筑前 聖福寺 
曹洞總 州 洞 泉 寺 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 朿福寺 
曹洞常 陸 松 岳 寺 
曹洞駿 河 眞珠院 
曹洞 上總眞 如 寺 
淨土  下野 弘經寺 
臨濟薩 摩 桂樹院 
曹 洞石昆 永 明 寺 
曹洞 甲斐 長生 寺 
曹洞加 賀泉龍 寺 
臨濟 山城 建 仁 寺 
曹洞甲 斐 永昌院 
眞言 山 域 勸修寺 
曹洞 甲斐 萬壽寺 
淨土相 模宗圓 寺 
日蓮 伊豆 本 立 寺 
曹洞駿 河 梅林 院 

淨土 山城 知恩院 

日蓮 山城 本國寺 

W 洞 遠 江 洞月院 

臨濟 山城 妙 心 寺 


永 正 四、 正、 十五 
永 正 四、 111 、四 六 一 
永 正 四， &、 四 


永 正 四、 四、 八 七 四 
.永 正 四、 五、 升 七 I 
永 JF. 四、 八、 十六 六 四 
永 正 四、 十一、 四 


永 正 五、 六、 十五 八 一一 
永 正 五， 十、 三 
永 正 五、 十一、 十七 


永 正 六 六、 K  八 五 
永 正 六 •八、 八 七 九 


永 正 七、 一一、 九 
永 正 七， 四 ■升 七 七 六 

永 正 七、 八、 十五— 

永 正 七、 八、 升 八— 

永 正 f 十、 升 六 七 一一 


二 七 〇 融 

二 七 〇融 

一一 七 一 珠 

I 一七 I 祥 

二 七 I 正 

二 - ts 一日 

二 七 一 性 

二 - fc: 一  法 

一一 七 I 一宗 
一一 七- 1 英 
一一 七 一一 繁 
二 七 一一 堯 

一一 七 一一 «c 

二 七 一一 娶 

二 七-一 玄 


七 二 


匕 匕 


二七三 - 

一一， pli 一' i 

二 - fc: 三 常 
二 七三 弘 
二 七 一一 一 良 
一一 七三 智 

二 七三 S 
七三% 

七三昌 


一一 I 六 六 

二 六 七 酉 
三 ハ -- b 碩 
二 六 七 明 
I 一六 七 宗 
一一 六 七 慧 
一一 六 七 永 
二 六 七 常 
二 六七慧 
11 六 - t 宗 
三 ハ 八 f 
三 ハ 八 繁 

二 六 八 自 
I 一六 <  祖 
二 六 A 永 

j 一六 九 文 

m ハ 九 恒 
二 六 九 高 

二 六 九智 

二 七 0 ac 

一一 七〇繁 

二 七 〇訓 

二 七 〇 日 

一一七 〇 珪 

二 七 〇宗 


肥 前 正藏寺 
肥 前 11 通 寺 
山城 知恩院 
信 濃 龍雲院 
越後 雲 明 寺 
攝津本 澄 寺 
駿河增 善 寺 
山城 知 恩 寺 
山城 妙 心 寺 
信 濃 定津院 
駿河 林叟院 
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尾 張 
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伊豫 
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甲斐 
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信 濃 
京師 
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住  所 

山城 東 福 寺 
山城 大德寺 
尾 張 福 嚴寺 
山城 南禪寺 
遠 江可睡 齋 
山城 妙 心 寺 

周 防 瑠璃 光寺 
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山城 妙 心 寺 
山城 妙 心 寺 
加 賀雲龍 寺 


示 寂 年月日 享壽 


永 正 十五、 一一、 八 八 五 
永 正 十五、 三、 一一 七 〇 a 
永 正 十五、. 四 ^ 一  110 
永 正 十五、 四、 升 K  ! 
永 正 十五、 六、 升 一 卜 
永 正 十五、 十|一、 十九 


永 正 十六、 三、 三 
永 正 十六、 三、 ^ 丨 
永 正 十六、 八、 升 八 五 
永 正十ナ 十七  丨 
永 正 十六、 十、 十七 
永 正 十六、 十一、 册 


宗門  住  所 

曹洞周 防 11 文 寺 
淨土磐 城 專稱寺 
曹洞 信濃觀 勝 寺 
曹洞越 前 慈眼 寺 
曹洞 伊豫 闢雲寺 
淨土 奥州 淨應寺 
曹洞越 前 常牧寺 
曹洞越 中 光嚴寺 
曹洞駿 河 大祥寺 
淨土 山城 平等 院 
曹洞近 江 洞壽寺 
臨 濟尾張 瑞泉寺 
淨土 山城 知恩院 
曹洞 伯耆龍 仙 寺 
眞言 紙 伊高 野 山 
曹洞武 藏靑松 寺 
曹洞 甲斐 慈眼 寺 
眞^  一 B 山城 東 寺 
眞言 山城 醍醐 山 

淨土武 藏增上 寺 

淨土 伊勢 樹敬寺 

曹 洞伯耆 朮 昌寺 

臨濟 山城 大德寺 

曹洞長 門 大寧寺 


示 寂 年月日 享壽 


永 

正 

十 

四 

四 

十、 

九 

永 

正 

十 

永 

正 

士 

_ J-. 

永 

正 

士 

八 

永 

jF 

十 

3 

升、 

四 

永 

正 

十 

盂 

永 

正 

dr 

5 

永 

正 

十 

2 

八 

永 

正 

士 

-h 

永 

正 

士 

ヽ 

十、 

九 

永 

正 

土 

+、 

永 

正 

十 

十、 

升、 

五 

永 

正 

-卜 

X 

永 

正 

十 

im 

升 

四 

永 

正 

士 

四 

十、 

永 

正 

十 

十' 

永 

军 

八 

永 

正 

十 

九 

永 

正 

一 • 

1 

1: 

金 

1 

1 

志 

プ、 • 

1 

i 

七 

五 

七 

七 

1 

\ 

1 

吉 

1 

1 

1  1 

永 正 十四、— 「六 九 


II 本佛家 年表 


(五六） 


書辭 名人 家佛本  日 


政 松 敦禎尼 康萬嶽 胤 策 弘運隨 悟 淵 °兼° 慶智怳 聚殊谭 長 動 文 

海 天 庭 柏 雲 S 嶽尺  安泰 翁 休 雲 季山春 川 規宗大  翁 順 溪悅江 九 如 實叟快  顔 笑 ft 镯离荇 隱菊 桂天甫 動天！! 


阿  能豐武 
波  登後藏 


一一 K 0 祚 

I 二八 0 薄 
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出 羽米澤 


加貿能 美 
佴馬上 杉 


周 防吉田 

近 江 


京 師 


日本 佛家牢 表 


書辭 名人 家佛本  日 


C 六 六) 


才海 桂 °智 念 颯孝察 智鑑譽 盡初勝 峻遙本 明冏性 譽壽瑜 護 

室 文  舟 月 安 巧# 演譽敬 室忠山 明林定 菴石苜 深海 藏照先 室忍蚰 孤院見  深 空 運 堯岫汕 正玄 

龍 


然 曇 h 歪 孝、 津覺 .然 策大 jjj ふ u 乂尋 慕 道舜為 興つ ^ 


京-美 但 g 京 

寶 

師濃馬 飯 師 


卷德屋 華 蒲大叟 天祐 天笑溪 


倔 

下 

薩 

― し 

兄 

中 

總 

摩 

師 

0 

本 

佛 

家 

屯 

表 
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伊豆 初 島 


三 河 安城 

近 江 

武藏培 玉 


課  出生地 


宗門  住  所 
天台 山城 聖護院 
淨土和 模報土 寺 
日蓮 越 前 妙顯寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
臨 濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞甲 斐龍華 寺 
日蓮 攝津久 成 寺 
曹 洞 下野 本 光寺 
日蓮 陸 奧法畢 寺 
M ハ 言 大和 報恩 院 
曹洞駿 河 長 興 寺 
曹 洞 丹 波 圓通寺 
曹侗 土 佐 寶泉寺 
曹洞越 前 心 月 寺 
曹炯越 前 慈眼 寺 
淨土 山城 平等 院 
眞言 山城 勸修寺 

臨濟 山城 妙 心 寺 

曹洞薩 摩 隆盛 寺 
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曹洞 伊豫 安樂 寺 
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示 寂 年月日 享壽 

天文 元、 - 


八 一一 


天文 一一、 正、 九| 
天文 一一、 四、 十 - t3 — 

天文 一一、 五、 升 一— 
天文 11 、十、 一 七 一一1 
天文 一一、 十一!、 八— 
天文 二 - 八 八 


出生 m 

京師 


撕津多 田 

尾 張 
越 前 


(七 六） 


近 飛 美 
江彈噥 

曹日 曹曹曹 淨曹眞 曹臨臨 臨 曹曹佛 曹曹曹 曹曹曹 日 曹臨 臨 
洞 蓮 洞 洞 洞 土 洞 言 洞 濟濟濟 洞 洞 ェ洞洞 洞 洞 洞 洞 蓮洞濟 濟 


eii  ぼ 暴  I  j 南  jyii 羼  €  鑫蟲 11 


洲龍院 r 觀窓 _圭 


若 

奧 

狹 

州 

巖祥堂 竹 峰 U 香® 孚仲桂 2  山 永 天炉大 還 


三 

信 

_JI_. 

牙、 

― *_ 

河 

濃 

師 

師 

二 九 三#！^ 

二 九 四宗淸 
一一 九 四 本 輿 

1一九四 0° |方 
1 I 九 S 祖香 
二 九 a 正 現： 

こ 九 四德忠 

M .S 伊 M 
二 S 利 賢 

一1 九四秀 麟 

li 康秀 

一一 九 六宗昕 
二 九 六智闡 
二 九 六 楚見 
二 九 六 光 隣 '® 
一一 九 六紹 付 IR 

二 九 六 i 

!一1 九 七應 
二 九 七 宗 
一一 九 七 岌 
一 一九 八 伊 

二 九 八 鳳 

二 九 八 慈 

二 九 八日 

二 九 八 文 


欣 S 
〇  ^ 

其 M 

俺 大 

天 

白 

檀 

音 

傅 

海 


山城 建 仁 寺 


越 前 寶圆寺 
武藏 慶德寺 
信 濃溫泉 寺 
武藏法 光寺 
伯耆定 光寺 
能 登 雲 興 寺 

駿河 大祥寺 
加 賀大乘 寺 
山城 妙 心 寺 
山城 來福寺 
山城 大德寺 
武藏靑 松 寺 
記 伊興 山寺 
薩摩 福昌寺 
岩 代 高巖寺 
下野 大中寺 

遠 江 安興 寺 

若 狹芳春 寺 

甲斐 身延山 

下野 大中寺 


天 

文 

七 

十、 

天 

文 

七 

十、 

天 

文 

七 

八 

士 

天 

文 

七 

IE 

九 

天 

文 
• - 

九 

升 

天 

文 

六 

八 

四 

天 

文 
— «_ 

五 

升 

九 

天 

文 

五 

九 

升 

天 

文 

TT. 

七 

升 

八 

天 

文 

五 

—1 . 

十 

四 

天 

文 

四 

六 

天 

文 

五 

四 

天 

文 

rFL 

、 

1  ^ 

i， 

天 

文 

十、 

天 

文 

、 

四 

天 

文 

正' 

1 宅 

1 

1 

1 

1 

宝 

1 

1 

七 

Hb 

1 

1 

I  1 

一一 一九 八 日 

一二 九九 桂 
一一 一九 九 學 

一二 九九 秀 

一一 一九 九 景 
一 ご 〇 〇全 
-r-oo  0 

mloo 融 

一一 一 〇 一玄 

一一  一 〇 一宗 
一一: S 一良 
一一  一 〇 一惟 
一 i 善 

ニニ 〇 一玄 
ニニ。 一 壽 
ニニ 〇一 

-r-o-  s 

一二 〇 一  周 

一一 一一: 〇 一一 玄 
-三。 二 I® 
一三。 一 一宗 
ー コー 0 三 宗 

一一 一 〇 一一 一 尊 
11 兼 

111 1〇 四 良 


常陸眞 壁 


武藏 

備後 

肥 前 佐 K 
薩摩牛 山 

美 濃 

武藏足 立 


山城 


日蓮 尾張大 光寺 
曹洞 甲斐 廣嚴寺 
淨土常 陸 常 福 寺 
淨土 山城 淨華院 
曹洞 武藏法 性 寺 
曹洞丹 波圆通 寺 
曹洞 肥前圓 通 寺 
曹洞 肥. 一大 梅 寺 
臨濟薩 摩 龍 源 寺 
曹洞常 陸 多寶院 
曹洞武 藏靑松 寺 
曹洞三 河 寵梅院 
臨濟 山城 柬福寺 
曹洞常 陸多寶 寺 
曹 洞上總 東雲 寺 
曹洞常 陸 正 法 寺 
臨 濟美濃 東 光寺 
曹 洞武藏 吉祥 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞 奥州 峰全院 
臨濟 山城 大德寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
眞  山城 本 泉 寺 
淨土磐 城 專稱寺 


天文 八、 正、 升 五 九 六 
天文 八、 三、 九— 
天文 八、 七、 九一 
天 文 八、  ±  1、  一一  八  一一 
天文 九、 一一、 十四 
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宗門  住  所 

曹洞 安房 長 安寺 
淨土 奥州 淨國寺 
曹洞肥 前 天祐 寺 
曹洞肥 前 天祐 寺 
曹 洞加賀 玉 龍 寺 
曹洞長 門 大寧寺 
曹洞 武藏寶 光寺 
淨土 山城 知 恩 寺 
曹洞近 江 洞壽寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞長 門 興 國寺 
曹洞薩 摩 福昌寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
淨土 山城 知恩院 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨 濟和模 圓覺寺 
臨 濟尾張 瑞泉寺 

日蓮 武藏本 門 寺 

日蓮 武藏本 門 寺 

曹洞丹 波 圆通寺 

眞  河 內顯證 寺 

日蓮 武藏淨 心 寺 

日蓮 山城 本 成 寺 


示 寂 年月 H  享壽 
天文 ±11、 1 、六 八 一 


天文 十四、 九、 八 六 六 


天文 十五、 八、 升 五 - 

.天文 土 ハ、 f 七 八 五 
天文 土 ハ、 九、 十九 一 


天文 十七、 正、 升 一一 一七 〇 
天文 十 f 六、 S 八 四 
天文 十 m 六| 
天文 十 P、 十一、 —— 
天文 穴、 四、 五一 

天  文 十八、  f  升 四  八  I 一 

天文 十八、 士  r 升！ 


天文 十 m 五 五 五 

天 丈 十九，、 本、 升 X 六 九 

天文 十 0 、五— 

天文 K、 八、 十九 八 一 

天文 十た、 十四— 

天文 十九、 十一、— 六 五 


宗門 住  所 

淨土武 藏增上 寺 
臨濟 山城 大德寺 
法扣 大和 齊恩寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 .山城 妙 心 寺 
淨土武 藏相即 寺 
臨濟 山城 大德寺 
眞  山城 興 正 寺 
日蓮 山城 妙顯寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
日蓮 山城 本國寺 
淨土 山城 一心 院 
眞  山城 本願 寺 
淨土武 藏天德 寺 
曹洞下 總乘國 寺 
曹洞加 賀大乘 寺 
戒律 山城 善 能 寺 
曹洞肥 前 高傳寺 
曹洞肥 前 妙 雲 寺 
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曹洞伯 耆觀音 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞能 登 總持寺 
臨濟 山城 天寵寺 

佛エ  - 

臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞 伊豫 安樂 寺 
淨土 下野 弘經寺 
K1 濟 山城 大德寺 
曹洞 下野 洞 雲 寺 
淨土 山城 光明寺 
淨土 下野 弘經寺 
淨土 下野 弘經寺 
淨土 下野 弘經寺 
淨土 越後 淨泉寺 
曹洞能 登 總持寺 
淨土和 泉 專修寺 
曹洞 安房 延命 寺 
浄土 三 河 光明寺 
眞言 豐後 彌彥山 
日蓮 佐 渡 根本 寺 

日蓮 甲斐 身延山 

曹洞薩 摩 福昌寺 

淨土三 河 大樹 寺 

臨濟 山城 大德寺 


弘治元 十七 
弘治 元、 十、 十 丨 
弘治 元、 十一、 升 七 五 


弘治一 一、！ 1 、升 九 
弘治 一一 一、 正、 升 五| 
弘治 11 四、 十三 七 七 
弘治三 、五、 九 — 
弘治一 1  一、 f 升 三 八 三 


永祿 元、 三 ' 

永祿 元、 Eg 、 一  八 四 
永祿 元、 五、 升 七 1 
永祿 元、 六、 升| 
永 祿元、 十、 升 九 
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丹 波圓通 寺永祿 ill、 四、 升 九 
山城 大德寺 永祿四 、正、 十七 八 一一 
山城 大德 寺永祿 四、 一一、 六 五六 
武藏本 門 寺 永祿四 、七、 升 一 六 六 
美 濃 安住 寺 永祿四 、八、 十一 八 五 
山城 妙 心 寺永祿 四、 十一 一、 十一 一一— 

山城 妙覺 寺永祿 四、 - - 

山城 妙 心 寺 - I 

尾 張 萬 松 寺 永祿五 、四、 升 一一 八 一 
山城 大德寺 永祿五 、七、 w  — 
武藏增 上 寺 永祿五 、八、 十八 I 
山城 東 寺 永祿五 、十、 八 七 二 
山城 妙 心 寺 永祿五 、- :、升九 ! 
駿河華 陽 院永祿 六 ■一 —. 十五 I 
丹 波 圓通寺 永祿六 、四、 十— 
長 門 大寧寺 永祿六 、八 ■十九 七 七 
山 域 勸修寺 永祿六 、十一 ± 五 〇 
山城 極樂寺 永祿六 、十一、 升 九 I 

駿河 華陽院  - - 

岩代稱 名 寺 永祿 fl > 八 I 
武藏願行寺永祿七、1|、 2: ハー 
伊豫 安樂 寺永祿 七、 五、 十八 I 
山城 本願 寺永祿 f JE. 、 升 二 五 四 
山城 禪林 寺永祿 七、 七、 十一 一一 I 
長 門 大寧寺 永祿七 、十、 十七 六 三 
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紀元 法 
一一 一一 一一 四 宗 
一一 一一 一一 五 道 
一一 一一 一一 五 宗 
一一 11 一一 五 臨 

一三 二五 宗 
一一  一一 一 H ハ宗 

一一 震 ^0 

一一 一一 一一 六 易 
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一二三 六 1 
一二 三六宗 
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宗門  住  所 

臨濟 山城 大德寺 
曹洞能 登 總持寺 
曹洞播 磨 興 雲 寺 
曹洞越 前 永 平 寺 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞 安房 長 安寺 
淨土 伊勢 欣淨寺 
眞言 山城 東 寺 
W 洞 安房 長 安寺 
曹洞 安房 龍 江 寺 
曹洞 安房提 安寺 
曹洞 安房 長 安寺 
曹 洞 安房 長 安 # 
曹侗安 房 長 安寺 
■if 土 奥州 來迎寺 
眞  山城 佛 光寺 
臨 濟 山城 大德寺 
曹洞肥 前 寵泰寺 

眞  山城 興 正 寺 

淨土 山城 淨國寺 

淨土磐 城 專稱寺 

臨濟 山城 大德寺 

臨 濟 山城 大德寺 


示 寂 年 月日 享壽 

永祿？ 一、 升 八 七 七 
永祿八 、五、 八 八 六 
永祿 八、 五、 十八 
永祿八 、七、 八 
、—、 六、 升 四 


永祿九 、正、 九 七-一 
永祿九 、八、 八 
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水祿 十一、 正、 升 七 八 九 
氷祿 十一、 一一、 升 五 
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紀元 法 
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相模鎌 倉 


宗門  住  所  示 寂 年月日 享 _ 
臨濟 日向 延命 寺 永祿士 一、 —— 六 一 
曹洞 伊勢 安樂 寺元龜 元、 正、 八 I 
曹涧武 藏永林 寺元龜 元、 一一、 十 I 
淨土 山城 淨華院 元 龜元一 1、： I 
眞加賀 光敎 寺元龜 元、 十、 S 七 一一 

曹洞肥 前 圓通寺 - 1 I 

臨 濟土佐 汲 江 寺 - - 

曹洞肥 前 圓通寺 - I 

淨土三 河 大樹 寺 元龜一 一、 七、 八— 
日 黐： 山城 本 誓 寺 元龜一 一、 九、 升 八 五 四 
曹洞武 藏大善 寺元龜 一一 一、 正、 升 三 八 三 
眞近江 錦 織 寺 天 正 元、 一 —; 十八 五 
日蓮 甲斐 身 延山天 正 元 T 十ーー 
眞言 山城 醍醐 山 天 正 元、 f -tl 八 五 
法相 大和 興 福 寺 天 正 元、 f 十五 七 〇 
淨土奧 州 安養寺 天 正 元、 f—  — 
臨濟 山城 建 仁 寺 天 正 元、 八、 十六— 

臨濟 山城 相國寺 - I 

淨土 山城 平等 院 - I 

淨土 下野 圆通寺 - I 

淨土 下野 圓通寺 - -  I 

淨土 下野 圓通寺 - 1 I 

曹洞三 河 全 久寺天 正 一一、 四、 升 八— 
淨土武 藏蓮馨 寺 天 正 一一、 五、 十八 五： 一一 


奥州 磐 前 


信 濃 
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一一 一一 四 一一 一日 
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ーーご四ーーー妙 
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ニニ 四 三 & 

一一 一一 四 四 守 

一一 一画 禪 

ーーニ四3賴 
一一 S 四圓 
1111 四 四 生 
一一 一一 四 四 圓 

一一 二 四 四日 

一一 S 四 任 

ニニ— 束 

r l 四 s 良 


一一 1 三 四 天 

1 1 道 
蓋 四 ^ 

一一 一一 三 四 0 

i 紹 

一 晝 0° 

1 11 三 六 殘 

一一 一三 八 祐 

一一 一三 六 萬 
一一 一三 K 宗 
" 一三 七 存 
一一 111 一七 良 
一一 一一 三 - -t3 宗 

一二三 七 0° 

ニニ 三 七宗 

ご 一三 八日 

1 八 三 
二 一一 一一 八 瑞 

一一 一三 八 0° 

二 匿 宗 

一一 一一 一一 九 頁 

一一 一三 九 0° 

一二三 九 0° 

一 貧 存 

ニニ 四 〇  ^ 


京 師 


薩 摩 

上總县 南 


筑饯柳 川 


山城 一心 院天正 一一 ' ハ、 十七 
下 總大巖 寺 天 正 一一、 九、 七 
武藏增 卜' 寺 天 正 一一、 十一 一、 七 

武藏阿 彌 pb 寺 天 正 一一、 - 

山城 大德寺 天 正 三、 七、 十一 
和 泉 堺某寺 天 正 三、 八、 升 一 
岩 代 實相寺 天 正 四、 ili、 升 九 
加 賀大乘 寺 天 正 四、 四、 十四 
近江花階寺天正@、六、 六 
山城大 德寺天 正 四、 十、 升 一 
長 門 大寧寺 天 正 五、 五、 十五 
H -斐 阿彌陀 寺 天 IF ’ 五、 一一 一、 五 
山城 大徳 寺 天 jH 五、 六、 一一 

紀伊 大渾法 院天正 五、 十 I、 十一 I 

山城 妙 心 寺 - 

山城 妙顯寺 天 ] F. Tf 开四 
伊勢 善稱 # 天 ] F. 六、 八、 八 
- 天 正 六、 八、 十 

甲斐 身 延山天 正 K、 八、 升 
越後林泉寺天正七、正、四 
奥州 九 品 寺 天 正 七、 正、 十一 一 

山城頂妙寺天正七、五、升七 

和泉塄 某 寺 天 正 f 七、 升 五 

伊豫 安樂 寺 天 正 七、 十一 1、 五 

越 前 心 月 寺 - 


越 前 心 月 寺 - I 

越 前 西 福 寺 - ^ —— I 

甲斐 慧林寺 天 正 十、 四、 一一 一一 
武 藏報土 院天正 十、  十、  十五— 

山城 妙 心 寺 - I 

肥 後 法 泉 寺 - I 

肥 後 大慈寺 - - 

肥 後 大慈寺 - - 

常 陸 常 福 寺 天 正 土 ' 1、 升 一 I 
山城 本 國寺天 正 十一、 四、 五| 
武藏金 澤寺天 正 十一、 五、贫| 
磐 城 專稱寺 天 正 十一、 八、 升 九— 
山城 本 蓮 寺 天 正 十一、 十一、 十一 一一— 
加 賀願德 寺 天 正 十一、 十一、 升 五 九 二 

奥州 淨照寺 - 1 

日向 法 f 獄天正 十一!、 11 、十五 七 〇 

武藏龍 穩寺 天： JR 十一 I、 八、 一ーー 
祀伊大 1¥ 法 院天正 十一 一、 八、 十一 一 七 九 
武藏增 上 寺 天 正 十 11、 九、 五— 
山城 極 樂寺天 正 十一 1、 九、 升 九 — 
山城：止法寺天正±1、十一、六八一 
相 模宗延 寺 天 正 上 一、 十一、 六— 
山城 仁 和 寺 天 正 十一 一、 十 i!、 汁 九 六 一 

武藏 龍穩寺 - 八 一 

武藏 大中院 
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出生地 宗門 住  所 

肥 後 曹洞薩 摩 福昌寺 
^ -曹洞 越 前 能 仁 寺 
駿河曹 洞 駿河穸 寶寺 
相模 愛 fp 曹洞武 藏正覺 寺 
眞  伊勢 專修寺 
上野 新田 淨土近 江 正 福 寺 
伊勢 淨土和 泉 遍照寺 
I ^ ^ 曹洞武 藏宗關 寺 
信濃曹 洞武藏 皎弓院 
山城 醒醐淨 土 山城 融雲寺 
京師 臨濟 山城 妙 心 寺 
三 河 淨土近 江 西 願 寺 
出 羽 曹洞信 濃寵雲 寺 

I — — 臨濟 山城 妙 心 寺 
^ -臨濟 山城 妙 心 寺 

- 淨土 山城 禪林寺 

契 濃 細 n 臨 濟美濃 大仙寺 
- 臨濟 山城 妙 心 寺 

- 淨土 山城 淨華院 

II — 淨土 常 陸 常 福 寺 

駿河 戒律 大和 傳香寺 

—— ^曹洞 上野 龍 文 寺 

- - 曹洞 下野 大中寺 

- 曹洞 下野 大中寺 
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天 正 十一 1 一、 正、 七 
天 正 十三、 六、 升 一一 ー ー 
天 正 十三、. 七、 四 八 一一 
天 正 十四、 正、 十一 I 
天 正 十 5 、十八 I 
天 IF. 十四、 11 、升  一 I 
天 正 十四、 四、 升 K 


天 正 十四、 六、 一一 五八 
天 正 十四、 七、 十一 九 0 站 

天正十 23 、八、升 1 ^ 
天 正 十四 ± 一 ' 一八 0 
天 正 十四、 - 


天 正 十五、 一一、 升 六 七 四 
天 5 五、 士一、 一一 
天正十五、土|、十四 


天正十 2 、十七 

天 正 十六、 五、 十八 七 一 

天 正 土 ハ T  土 ハ八〇 
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宗門  住  所 

淨土 奥州 11 樹寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞相 模總世 寺 
淨土出 羽 本覺寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞遠 江 可睡齋 
臨濟 山城 東 福 寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞踣 陸 芳全寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞 甲斐 景德院 
眞  山城 佛 光寺 
曹洞三 河 全久寺 
天台 近 江 比叡山 
臨濟 山城 妙 心 寺 
眞言 山城 勸修寺 
淨土 上野 大信寺 
日蓮 山城 妙覺寺 
日蓮 甲斐 身延山 
眞言 山城 東 寺 
曹洞三 河 全久寺 
眞  山城 本願 寺 
淨土羽 前 常 念 寺 
淨土 下野 大巖寺 
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臨濟 山城 大德寺 慶長一 一、 正、 i 六 六 
淨土遠江心造寺慶長一 *2 、サ七| 
臨濟 山城 妙 心 寺 慶長一 1、 五、 升 一七 八 
曹洞 日向 江 m 寺 慶長一 i、 七、 一一 一— 
淨土常 陸 道 林 寺 慶長一 1、 八、 升 八— 
日蓮 尾 張 法 華 寺 慶長三 、四、 六— 
□蓮 武藏本 門 寺慶長 一一 一、 七、 六 四 九 
淨土土 佐 稱名寺 慶長一 一一、 七、 升 11  — 
天台 近 江 比 叙 山慶長 三、 八、 十— 
日蓮 山城 妙國 寺. 慶長三 、八、 升 七 六 七 
眞言 大和 長 谷 寺 慶長三 、九、 升 七 四 
淨土陸 前 長 龍 寺 慶長三 、九、—  I 
淨土 山城 知 恩 院慶長 一一 一、 十一、 十七— 
眞  山城 興 正 寺 慶長四 、一一 一、！ 一一  三 〇 
日蓮 甲斐 身 延寺慶 長 四、 三、 ±1 一四 一 
淨土 磐城專 稱寺慶 長 五、 五、 五— 
曹洞武 藏大松 寺 慶長五 、七、 一七 八 
臨濟 安藝 安 國寺慶 長 五、 十、 一 1 
曹洞肥 前 IMJ 通 寺 
曹洞肥 前 圓通寺 
淨土 山城 永 養 寺 慶長六 、一一、 五— 
淨土磐 城 專稱寺 慶長六 、一一、 升 ー ハー 
臨濟 山城 大德寺 慶長六 、四、 升 六花 i 
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山 域 淨華院 
越後 三 光寺 
下總稱 念 寺 
攝津 楞嚴院 
駿河淸 見 寺 
奥州 德林寺 
岀雲桐 岳 寺 
常 陸 常 福 寺 
山城 妙 心 寺 
山城 醍醐 山 
遠 ix 西來寺 

上 總 飯 高談 林 

山城 大德寺 
近 江 園 城 寺 
武藏靑 松 寺 
越 中 法 光寺 
近 江 比 叙 山 
遠 江 可睡齋 
豐前 安樂 寺 
攝津 最上 寺 
伊勢 天然 寺 
武藏喜 多院 

山城 秀典寺 

加 賀經王 寺 

山城 東光院 
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一一 一 一六四 良 

一 S ハ 四 ®0 

一一 = 四 i° 


岩 £1 

M 

利 £- 
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美 iE 土 田 

山城 伏 見 
下總葛 飾 

筑前穗 波 


加賀 
三 河 
和 泉 

美 濃 土岐 

京師 
丹 波 

和 泉大鳥 

美 濃 


一一 一一 六 四 快 

一  j1§ 0c .  P 
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宗門  住  所 
日蓮 甲斐 身延山 
臨濟 山城 妙 心 寺 
淨土武 藏月宗 寺 
淨土武 藏增上 寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
曹 洞武藏 寵穩寺 
曹洞長 門 大寧寺 
淨土總 州 光岳 寺 
日蓮 武藏本 門 寺 
曹洞 伊勢 花 林 寺 
淨土三 河 松應寺 
臨濟 山城 大徳 寺 
曹洞 甲斐 廣嚴寺 
日蓮 山城 本禪寺 
日蓮 豐前勝 立 寺 
淨 土武藏 源壽院 
淨土 山城 淨華院 
眞言 大和 長 谷 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 

淨土 下野 專念寺 

日蓮 甲斐 身延山 

日蓮 山城 妙顯寺 

臨濟 山城 大德寺 
曹洞長 門 大寧寺 


示 寂 年月日 享壽 
慶長六 、十一 一、 十一 一 五 〇 
慶長七 、三、 升 七 七 一 
慶長七 、六、 升 i 
慶長七、九、升ーーー 
慶長七 、十、 四 六 六 

慶長七 、十一、 s i 
慶長八 、一一、 十五 八 三 
慶長八 、一一 一、 八 1 
慶長八 、三、 十六 i 

慶長八 、四、 - tj ! 

慶長 Cf 十四 丨 
慶長ヘ 十、 四 四 四 
國長八 、十、 升 一 八〇 


慶長九 、正、 四 丨 
慶長九 、三、 九 . ^ 
慶長九 、五、 五 
慶長九 、五、 升 

慶長九 、七、 四 

慶長九 、七、 五 四 八 

慶長九 、八、 七 六 一一 

慶長九 、土、 十六 八 三 
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出生地 

京 師 


下  野 
宇都 宮 

下總飯 高 

越 前 
甲斐 

下野 皆 川 


榮 r 

一一 一一 六 七 妙法 尼 g 

一二 一六 七 ^0 ^0 細 

一一 一一 六 八 明韶 | 
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一一 一一 六 九- 堯 
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三 河設樂 

薩摩 

奥州 盤 前 

京師 

尾 張 中島 
越 前 今 立 


宗門  住  所 

眞言 山城 法身 院 
淨 土下總 m 國寺 
曹洞 伊豫 安樂 寺 
淨 土相模 稱往院 
日蓮 下野 香 取 寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨土武 藏大善 寺 
日蓮 加賀 立像 寺 
眞言 山城 智積院 
淨土陸 前 大願 寺 

日蓮 下總小 西談林 

淨土常 陸 常 林 寺 
法相 大和 寶藏寺 

日蓮 - 

臨濟 山城 南禪寺 
戒律 山城 來迎院 
曹洞越 前 孝顯院 
淨土 因幡 大善寺 
曹洞薩 摩 福昌寺 
淨土 奥州 圓城寺 
眞  伊勢 專修寺 
淨土 甲斐皈 命院 
眞言 大和 長 谷 寺 
日蓮 筑後福 王 寺 


示 寂 年月 ^ 享壽 


慶長十 、正、 升 七 
慶長十 、一一、 十九 
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奥州 楢葉 

尾 張 
京師 


攝津 

明溫州 

武藏品 川 

山城 
武藏 
美 濃 

甲斐 巨 摩 

甲斐 


備 前 
和 泉 

信 irg 佐久 

奥州 
和 泉 

大和 奈 K 

和 泉 

肥 前小诚 


日蓮 山城 妙滿寺 
淨 土相模 光明寺 
淨土 下野 圆通寺 
W 洞 加賀金 剛寺 
戒律 山城 槇 尾 山 
天台 近 江 比叡山 
眞言紀 伊 高野山 
淨土攝 津九品 寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨土 武藏願 行 寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨 土武藏 一行 院 
臨 濟仙嘻 覺範寺 
日蓮 伯 耆感應 寺 
淨土 信濃芳 泉 寺 
淨土播 磨 心 光寺 
眞言 甲斐 大善寺 
日蓮 山城 妙顯寺 
戒律 山城 横 尾 山 
淨土信 濃 芳泉寺 
臨濟 山城 大徳 寺 
眞言紀 伊 高野山 

淨土河 內一乘 寺 

臨濟 山城 大德寺 

臨濟 山城 圓光寺 
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淨土磐 城 專稱寺 
日蓮紀 伊 蓮 心 寺 
淨土 大和 ii 音 寺 
眞言 山城 知 積院 
淨土 山城 古知 谷 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞伯 耆總泉 寺 
淨 土， 下 總慶勝 寺 
淨土佐 渡 極樂寺 
曹洞 武藏永 源 寺 
日蓮 山城逛 法 寺 
淨土武 藏 # 松院 
臨濟 山城 大德寺 
淨土 奥州 天德寺 
淨土 安藝 光明 院 
眞  山城 本願 寺 
浄土 武藏眞 福 寺 
臨濟山 城 大德寺 
曹洞薩 摩： f 昌寺 
曹洞能 登 安樂 寺 
日蓮 甲斐 身延山 
淨土 山城 十榮寺 
淨土 山城 大雲院 
淨土越 前 大法 寺 
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肥 仙 陸 岩 
後鎏前 代 


三 伊 
河 豆 


薩奥遠 
摩 州 江 


出生地 
上總湯 坂 
越 中 富 山 


武 藏 


甲斐 上條 

伊 勢 

大坂生 玉 


武藏岩 付 


常 陸水戶 


宗門  住  所 

日蓮 武藏本 門 寺 
日蓮 能 登 妙 成 寺 
淨土三 河 大樹 寺 
淨土信 濃 法然寺 
淨土武 藏勝願 寺 
曹洞薩 摩 福昌寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
淨土伊 勞淨閑 寺 

f 獅 極 津大念 佛寺 

浄土 下總淸 光寺 
淨 土武藏 廓 信 寺 
淨土 加賀砾 樂寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
淨土 山城 淨華院 
眞  山城 佛 光寺 
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春往 春雨® 嚴春德 春®#®# 圆 春秀# 桑 山麟# 超 春® 春 廄 院 安春 圓# 專# 九春穩 春 正 譽信囿 寶嶽龍 

國 


臨濟 山城 大德寺 
戒律 大和 招提寺 
淨土武 藏宗源 寺 
黃檗肥 前 福濟寺 
淨 土下總 仲臺院 
日蓮 山城 瑞龍寺 
淨土岩 代 西 岳 寺 
淨土三 河 大樹 寺 
淨 土攝津 安養寺 
淨 土武藏 心行 院 
日蓮 山城 妙覺寺 
淨土武 藏大養 寺 
眞言 山城 法 輪 寺 
浄土 武藏 法界 寺 
淨土武 藏勝林 寺 
日蓮 紀伊 宣經寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土武 藏大善 寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土筑 後 二 尊 寺 
淨土遠 江 天然 寺 

淨土 山城 知 恩 寺 

淨土武 藏敎運 寺 

淨土 山城 長德寺 

淨土 山城 光明寺 


寬永五 、十、 升 八 七 一一 
寬永五 、十一 一、 六 七 四 
寬永五 、十一 一、 十五— 


寬永六 、三、 七 
寬永〇 、 S 九 一一 
寬永六 、六、 一  丨 
寬永六 、九、 十八  —— 
寬永七 、正、 升 lia — 
寬永七 、一一、 五 —— 
寬永七 、三、 十 六 六 
寬永七 、四、 升 一— 
寬永 f 六、 土 一六 六 
寬永七 、七、 十五— 

寬 永 - ^; 七、—  — 
寬永七 、八、 土 一一 七 七 
寬永七 、九、 十五 六 四 
寬永七 、十一 一、 八— 
寬永 七、 十一 一、 九 七〇 
寬永七 、 ——  I 
寬永八 、一一 f 一一— 

寬永八 、五、 十一 I 

寬永八 、六、 升 一 — 

寬永 N 十一 T 七  —— 


一三 九 一 0 

一一 一一 九 一一 傅 
一一 一 1 九 一一 運 
一一 一一 九 一 一康 

i. 一宗 
一— 文 

一一 一一 九 一一 心 
一ー ニ 九 一一 覺 

SI1  ^ 
一一 一 M  良 

一一 一一 九 二 良 

1 崇 
一 I 嘮 
一一 i 林 

一一 一一 九 一一 一理 
三： 九 一一 一 源 
一一 一一 九 三 周 
一一 11 九 三 尊 

sill 林 

一一 一一 九 三 

一一 一一 九 四 了 

一一 一一 21 靡 

一一 一一 九 四日 

一一  1 S  良 
1 1 S 慶 


薩 摩 # 洞 薩 摩福昌 寺 
武藏品 川 淨土武 藏增上 寺 
肥 前 淨土肥 前 安祥 寺 

― . ―  佛エ  - 

三 河 淨土武 藏無 量院 

- 淨土總 州 大巖寺 

- 淨土攝 津大蓮 寺 

豐後 淨土逮 江 阿 彌陀寺 

- 淨土 山城 壬 生 寺 

- 淨土岩 代 本覺寺 

- 浄土 下野 法王 寺 

- 臨 濟武藏 金地院 

筑前淨 土 肥 前 長 安寺 

- 淨土岩 代 光源 寺 

- 淨土三 河 松應寺 

- 眞言 山城 醒醐山 

甲斐 淨土 安藝 淨 安寺 
淨土 山城 悟眞寺 
下 總淨土 信 濃 法藏寺 

- 眞言 大和 興 福 寺 

- •淨 土 武藏增 上 寺 

肥 前 三 根 淨土肥 前 報恩 寺 

- ^ 日蓮 下總 安世 院 

下野 淨土 下野 妙 安寺 
Ml 城 小 幡淨土 山城 大蓮寺 


寬永九、正、元七11 
寬永九 、一一、 五 


寬永力 、六十 一  1 
寬永九 、七、计九| 
寬永九 、八、 四.；- 
寬永九 、八、 十七 ，— 
寬永九 、九、 一| 
寬永九 、九、 十九 七 一一 
寬永九 、十、 十五 I- 
寬永 九、 十、 升 E  — 
寬永十 二、— 六. 五 
寬永十 、一一、 十五— 
寬永十 、四、 开九 
寬永十 、六、 升 五 
寬永十 、七、 四 五八 
寬永 十、 九 升  ！ 
寬、 7JC 十、 力 力 一  1■ 
寬永十 、十. 1、 四— 


寬永 十一、 一一、 十一 一一 八 六 
寬永 十一、 一一、 十七— 
寬永 十一、 一一 r 十三 —— 
寬永 十一、 四、 11  — 
寬永 十一、 S 八— 


甲斐 

相 模鎌倉 
上總菊 間 

筑 後 

遠 江 水 無 


武藏 


一一 X 八宗 

一一 一一 八 八 H3° 

一一 二八 八 及 
111 A A ,  ^ 

一一 X 九 林 

1111 八 九日 

一一 一 K 九 靈 
一一 一一 八 九 寂 

一— 流 
一一 S 利 

一一 一一 九 〇 日 

一一 一一 九 0 朗 

一  i  14 

1111 九 〇 順 

一一 一一 九 〇 文 
一一 一一 九 0 日 

一一 二 九 0 T° 

一一  11 九。？ 〇 

一一 一一 九 0 潮 
!£〇 住 
一一 一一 九 ニニ 

一 一一一九一 魯 

一一 一一 九 一槨 

一一 一一 九 一 牛 

11  二 九) 0 


石 本佛家 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(OA) 


巖鷲 流 圓珠慶 海道 慶顔唱 乾 °應 山 °波° 英 溫榮傳 了 敎刹問 銀 ^ 

舉阿室 嶺春源  派 龍® 傳卷 明# 登院 常院見  順 孝# 昌峯 士春定 雄特澤 光道 故 翁秃譽 榮融茛 淵大# 圓 旨 文 

誦 性 


覺 


出生地 


武 藏大宮 
三 河 松 平 

京師 

筑 前糟屋 
伊勢 篠島 

若 狹小濱 
攝津有 馬 


安房 

相 模田村 

山城 山 科 

壹 岐 


宗門 住 所 

日蓮 山城 寶塔寺 
淨土信 濃 願 行 寺 
曹洞下 總總寧 寺 
淨土 山城 岩 倉 
淨 土下總 延命 寺 
淨土紀 伊 光 恩 寺 
淨土 山城 心 光寺 
臨濟 山城 大徳 寺 
曹洞三 河 龍溪寺 
淨土武 藏增上 寺 
曹洞遠 江 可 睡齋 
淨土相 模淨源 寺 
H 蓮 甲斐 身延山 
天台 武藏 大日 院 
日蓮 山城 法 華 寺 
日蓮 下總 法界 寺 
淨土武 藏定泉 寺 

淨 土武藏 法界 寺 

淨土安 房 淨蓮寺 

臨濟相 模長德 寺 

眞言 山城 東# 

淨 土相模 光明寺 
W 洞 長 門 大寧杂 
淨土武 藏 幡隨院 


示 寂 年月日 享壽 


寬永 十一、 九、 升 


寬永 十一 - - 


七 六 


寬永士 一、 三、 一 
寬永含 、四、 土  — 
寬永十 一一、 六、 九 S 
寬永士 一、 六、 升 五 i 
寬永十 11 、九、 十七： 一一 
寬永士 r 九、 升 三 九 一一 
寧 水 十一 一、 十、 四 


寬永 十一 一、 十、 升 - fc: 七 六 


寬永十 三、 一一、 一 

寬永 十5—八四 

寬永 ± 一7望六七 

寬永土 一一、. 十、 升 — 
寬 永 ± 一、 土、 九 五八 
寬永十 三、 十一 一、 ^ - 


祀元法 

一一 一一 九 六 I 
一一 一一 九 - tr 貞 

一一 一一 九 七 一 

一二 一九 七 典 
一一 一一 九 七 貞 

一一 一一 九 七 龍 
一一 11 九 七 白 

一一 S 慈 

一一 一一 九 八存 
一一 一一 九 八 慕 
.一一 一一 九 八 了 

震 廓 

一一 一一 九 八 源 
一一 一一 九 八 林 
一一 一一 九 八 支 
一一 一一 九 八 廓 

一一 一一 九 八達 

一一 一一 九 八 良 
一一 一一 九九 三 
一： 一九 九 4°° 

一一 一一 九九 良 
一一 一一 九九 良 

一一 一一 九九 日 

二 一一 九九 嶺 


出生地 
近 江 日 野 

筑後 

实作津 山 

阿波 


筑前黑 崎 

近 江 淺井 
武藏河 越 
武藏河 越 

筑前 
出 羽 
武藏 

相  模 
小 田 原 

遠 江懸川 
江戸 淺草 
岩 城 菊 田 


阿波 

筑後 


宗門  住  所 

淨土 伊勢 入門， 寺 
淨土肥 後 源 空 寺 
淨土美 作 本覺寺 
淨土 山城 智惠 光院 

淨土 甲斐 壽淸院 
淨土 伊勢 大蓮寺 
淨土肥 後 ] T. 法 寺 
眞  近 江 錦 織 寺 
淨土筑 前 淨蓮寺 
淨土佐 渡廣源 寺 

淨土  - 1 

淨土 山城 知恩院 
淨土 山城 知 恩院 
淨土武 藏長傅 寺 
曹洞豐 前 羅漢 寺 
淨土 安房 量壽寺 
曹洞武 藏宗關 寺 
淨土武 藏善長 寺 
淨土 伊豫 大林寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土 山城 法 林 寺 
淨土出 羽 一心 院 
日蓮 紀 伊本 久寺 
淨土筑 後 眞福寺 


示 寂 年月 C 


享壽 


寬永 s 、i  I 

寬永 十四、 六、 一- 
寛  永  "f  四、  六、  一  — 
寬永十 四、 八、 八— 
寬永 十四、 九、 一¬ 
寛 永 十四、  十、  五  丨 
寬永十 5 、 ^ 八 九 
寬永 十五、 正、 八 丨 
寬永 十五、 1 、五— 
寛 永 十五、 六、 升. 一 五五 
寬永 十五、 f 四 七 一一 
寬永 十五、 七、 升 七 1 
寬永 十五、 八 # ー  ー 

寬永盂 、十、 ± 1 七 一一 

寬永 十五、 十、 十一 一一 

寬永 十五、 十、 十五 

寬永十五、十一、七 

寬永土 ハ、 正、 三 


寬永土 C 正、 九 六 六 
寬永十 六、 正、 升 一九 六 


寬永土 ハ、 一一、 升 一一 


寬永 十六、 一一 一、 四 1 
寬 永 土へ 四、 十八— 


紀元 法 

一一 一九 四日 

一一 一九 四 厭 

一一 一九 四 文 

一二 九四貭 

一一 一九 四 B 

二 一九 五 慧 
一一 一九 五存 
一一 一九 五 宗 
一一 一九 五專 

一一 一九 五 & 
一一 一九 五 ^0 

一一 一九 五來 
一二 九 五日 
九五伹 
九 五 日 
九 五 日 

A 五見 

九 五 善 

一一 一九 六專 

一二 九 六 禪 

一一 一九 六堯 

一一 一九 六隨 
一一 一九 六. 禪 
11 一九 六隨 


日本佛 家 年表 


(一八） 


書辭 名人 家佛 本日 


墨惠 J1 鑫蟲 室間文蠤 然龍 1 運蟲吟 ILM 呑 •典 1 白 1HS1 

性 


常 陸 
田 木屋 


大和 奈一艮 

安房 

大和 

武藏 

下野 眞野 


大和 奈一艮 


f  * 


越 中 

奥州 玉 造 

土 佐 


下總香 取 


武藏 


淨土 下野 圓通寺 
淨土下 總淨閑 寺 
眞言 山城 瀧本坊 
淨土武 藏喜德 寺 
淨土 大和 念佛寺 
淨土尾 張 建 中 寺 
淨土 下野 法 善 寺 
淨土 下野 法 林 寺 
淨土 常陸稱 名 寺 
淨土 山城 法霖寺 
淨土 下野 圓通寺 
戒律 大和 戒壇 院 
淨土 下野 安樂 寺 
淨土 下野 淨念寺 
淨土 上野 大善寺 
淨 土武藏 幡隨院 
淨土佐 渡 法界 寺 
淨土陸 前 慈 恩 寺 
淨土 伊勢 大光院 
臨濟 山城 大德寺 
日蓮 伊豆 本覺寺 

淨土 武藏增 上 寺 

淨土筑 前 少林 寺 

淨土信 濃 攝取院 

眞言 山城 智積院 


寬永十 六、 五、 十一 一- 
寛 永 十六、 七、  ーー 
寬永实 ぶ、 十八 五六 

1: 、 7K 十六、 T 四  —— 

寬永十 六、 - 


寬永 十七、 正、 四— 
寬永 十七、 四、 八— 
寬永十 f 四、 升— 
寬永 十七、 七、 五 丨 
寬永十 ff 六— 
寬永 十七、 九、 七 六 九 
寬永十 f 九、 七 六 七 

寬永十 fO 八 六 七 

寬永十 m 七丨 

寬永十 f 十一、 八— 

寬永十 f 十 ^ 八 五 


一路 ft 

屢 Iml 


1 
一一 一一 〇 一 
害 ^ 

一 害 一 牛 

一 論。 ^ 

一一 一一 〇 一泉 

一 麵〇 一淨 

一三。 一) 郭 
. 0 

一三。 一河 
一三 〇一 天 
1 三。 一哲 
一三。 一太 

二三 〇一 暫 
11 三。 一一？ 束 

磬 一一 日 
1 11  一 0 11 0° 

1 靈 
一一 g 一一 隨 
一一 一一 〇 一一 日 仙 尼 g 
言 一一 全珠 ^ 

ーーー 〇 一了矣 

ーー三〇一一祖美 

1  一  il 西 3 & 

ーーーーー〇1一日惠|瑞 

i 一一 〇 一 一路 念 M 


風ず 

m- 
& 
4 

料 譽 

0£ : 念 

1 : # 

山 

意 

道 雜 

a 

imio 透 

薄 春 

盔 商 

渾) S 藏 

£ 

門 類 

應紳 


京師 

上總 

河内 花 田 
上野 高 崎 

武藏 

京師 

和 泉 裸 

肥 前唐津 
肥 前县崎 
江戶 


京師 

羽 前来澤 
江 戸 

薩摩 
三 河 
尾 張 白山 

京師 


淨土武 藏龍原 寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨土武 藏靈岩 寺 
淨土 攝津 -B1 迪寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
曹洞加 賀天德 寺 
淨土 山城 攝取院 
淨土 大和 靈臌院 
淨土武 藏靈岩 寺 
淨土 安房 大泉寺 
淨土 安房 眞勝寺 
淨土近 江 兼 平 寺 
淨土 阿波 長 福 寺 
浄土 山城 誓願 寺 
日蓮 加 賀寶乘 寺 
日蓮 甲斐 身延山 
淨土武 藏源空 寺 
淨土信 濃 法藏寺 
日蓮 相 模高松 寺 
曹洞薩 摩 妙 固 寺 
淨土 豐後淨 安寺 
淨土尾 張 西 林 寺 
天台 伊勢 西來寺 
日蓮 肥 前 本 蓮 寺 
淨土出 羽 金淨寺 


寬永 十八、 三、 五 
寬永 十八、 5 Eg 七 〇 
寬永 十八、 九、 一八 一 
寬永 十八、 十、 十一 一¬ 
寛 永 十  <T 土 ハ  七 〇 

寬永十 八 T 苴八一 
寬永十 八、 十、 ^ 七 0 


寬永 十九、 正、 八 八 九 
寬永十 ブー ー、 十九  — 

寬$九 、三、 五 七 一 

寬永十 S、 十八一 
寬 、氷 十九、 六、- ノ  —— 
寬永 K、 六、 十一 一¬ 
寛 永 十九、 六、  S 1: 
寬永 十ブ K 八  丨 
寬永 十九、 <、 s 丨 
寬 永 ^ 、 九、 ^ 七 一一 
寬永十 九、 十 V 1 
寬永 十九、 十一 I、 十一 — 


1 1.11 九九 良 

震 一 

一一 一一 九九 tfs° 

一一 一一 九九 還 
一一 一一 九九 究 

一一 — 九九 
l r l 九九 岸 
r l 九九 茂 
二 I! 九九 ^ 
ニ ニ 九九 
二 II 九九 

r i 九九 良 
一三 九九— 
1111 九九 良 

一 害 〇超 

一一 三 〇〇了 

善 〇分 
一一:一 〇 〇良 
一 害 0 無 
害 〇宗 

碧。 日 

一一 三 〇〇 雪 

一一 i 慧 

一一 S 0 童 

一一 三 〇〇日 


日本 佛家年 舞 


(二八） 


拙冏道 忠陽悅 海 

岳淸舉 天# 想  院正譽 念 

覺 


。玩1 

月 

和 

泉 

堺 


昌こ乘 守0  A 松 冥感堯 鏡道峯 
周應 龍乾綵 一舟 利譽貞  院- 铯天 月 英譽 圑擧深 

性 


筑京 

前師 


I 牙、 S 京 伊 

蓋師 S 師 賀 


書辭 名人 家佛本  日 


奥州 高 田 


一一 三 § 01 

害 一一 一一 < 

一一 三 011 一能 
一ーーー 〇 一一一日 
二 三 U 三 € 

一一 一一 〇 四 廓 
一一 三 〇四鎭 

善四宗 


1 1 三 〇四惠 仙 尼 


一一 1 孤 

一ー コ 〇 四屋 

二 雲 日 

= §  全 

二 三 〇四日 

一一 三 〇 il 定 

一一 三 0 五 靈 

一 碧 五 良 

1  1 < 

一一 e 五日 

111 1®° 


紀元 法 - St 出生地 

一 S 三 慈 敎  - 

一一 三 01 一 一英 松 I 三 河 
一一 8 一崇 六 g  日向 沃肥 
一一 一一 〇 三 牛存 g  - 


宗門  作  所 

眞  近 •/!: 錦 織 寺 
淨土 武藏西 光寺 
臨濟 武藏 東禪寺 
淨土 山城 光照 寺 
臨濟 山城 大德寺 
天台 武藏柬 叙 山 
淨土武 藏大泉 寺 
日蓮 紀伊 感應寺 
眞  近 江 錦 織 寺 
淨土信 濃 願 行 寺 
淨土武 藏泉谷 寺 
臨 濟陸奧 瑞鳳寺 
臨濟 山城 大聖 寺 
淨土常 陸 專稱寺 
淨 土武藏 心行 寺 
日蓮 山城 妙顯寺 
曹洞越 前 龍泰寺 
CC 蓮 肥 前 本 蓮 寺 

佛エ 

淨土 山城 常樂寺 

淨土 奥州 無量 寺 

臨濟 山城 靈源院 

日蓮 山城 妙滿寺 

眞言紀 仍文 珠院 


示 寂 年月 U  享壽 
寬永升 、一一、 九 五 方 


寬 

寬 

寬 

寬 

寬 

寬 

寬 


永 升 七、 一 


氷 升、 七、 升 七 六 一 
氷 升、 八、 苎 I 
氷 升、 十、 一七 〇 
氷 升、 十、 一一 〇 八 
氷 ナ 1 •十一 一  —— 
氷 升、 十一、 九 五八 


正 保 元、 正、 升 九— 
正 保 元、 五、 升 五 j 


正 保 元、 八、 十一 一六 六 


正 保 元 X、 十九 吾 


正 保 元、 九、 十三 


正 保 元、 九、 十九 


正 保 元、 九、 升 一一 七 二 
正 保 元、 十一、 升 八 六 八 


正 保 一一、 正、 升 一一 I 

TE 保 一一 一一、 — — 


正 保 一 i、 三、 十九 三 九 


正 保 一一、 四、 升- .-1 


正 保 1 1 、五、 升 四— 


紀元 法 
一 鐘。 五 意 

一一 三 〇五三 
一一 三 〇五 
一一 一# 五 1 

一一 雲 念 

置 0 六 圓 

一一 三 0 六 良 
一一 三 0 六 闇 
一一 三 〇六稀 

一一 雲 文 

一一 一 〇 ハ堯 
尝〇 六 離 

= 1 0 六^: 
11 三 〇 六 t 
一一 三 〇七日 
一一 1 0 七 0® 

I ザ 
害 七 急 
一一 -e -tl 土 

一一 三 〇七寵 
一一三〇七隨 

一一 一 〇 七 萬 
一一 一一 〇 七 吞 
一一 三 〇七 良 


諱 


出生地 


武藏猿 崎 


常 陸 笠 間 
旦 馬 

相模 


伊勢 U 田 


«r 近 江 

宿 1 .T : 野 


，春 宇都 宮 


朝 


，碧 瓣 
貞 1 
蘇齡 

覺 

典 f 


譽 近 江 

g 山城 八幡 


西懸 山城 醒酬 


九 £ 大和 奈瓦 

山 ttte —— 


的 1 


說 |  山城 深 草 


了 龍 r 贼 


永 姐 對島 


宗門 住 所 

淨 土武藏 安樂 寺 
淨土播 磨 光 m 寺 
淨土岩 代 一乗寺 
臨濟 武藏诳 海 寺 
淨土和 模光念 寺 
淨 土武藏 寶智院 
淨土 山城 淨華院 
淨土 山城 淨德院 
曹洞武 藏靑松 寺 
淨土 武藏心 光寺 
眞  伊勢 專修寺 
淨土山 城 法 雲 寺 
淨 土武儎 一行 院 
臨濟 山城 南禪寺 
日蓮 山城 立 本 寺 
淨土武 藏生西 寺 
戒律 山城 泉 涌 寺 
淨土 山城 一心 院 
淨土越 前 III 成院 
淨土 伊豫 崇源寺 
淨土 伊勢， 一行 寺 
淨土 山城 公安 院 
淨土武 藏淸岸 寺 
眞言 紀伊 高野山 


示 寂 年月日 享壽 
正 保 一一、 八、 一一 I 
IH 保  一一.、 十、 升 11  — 
% 保 一 一、十一、 升— 


正保學 一一、 十一 七 一一 一 


正 保 三、 正、 五.— 
正 保 三、 —, 七— 
正 保 一一 一、 一 r 升 一 I 
正 保 一一 一、 一一、 升 五— 


正 保 一一 一、 一一 一、 十一 
正 保 11 一、 四、 升 四 


正 保 一一 「八、 升 四 


正 保 四，— 


正 保 三、 八、 升 一一 三 11 


正 保 四、 一、 S — 
正 保 四、 一一、 11  — 


正 保 四、.！ —; 十八 S 


正 保 四、 111 、升 三 
正 保 四、 七、 十七 
正 保 四、 八、 十 
IF. 保 四、 九、 七 
正 保 四、 十、 ？: 


正 保 四、 十一 一、 十五 


六： 


- - - 


日本佛 家 年表 


(三 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


浄淨淨 淨天淨 日 淨淨淨 日日 H 日 日淨 淨曹淨 戒淨曹 淨淨淨 
土  土  土  土台 土 蓮 土  土  土 蓮 蓮 蓮 蓮 蓮 土  土 洞 土 律 土 洞 土  土  土 


也 無靈傳 觀 遶 月 圓廓賢 勇 ^收: '條 登 心 呑 天 察 性 廓 曇 昌宗念 


娶 法# 頸# 本 春 住 


#傳 桂: £、#3譽 直# 信 崆一慧 友 澗祅院 正 

ft 

京 能 加 
師登賀 


夢殘# 法室辑  空 明春 澄 山雪融 H# 岩 春 心 


近 甲 相 
江  模 
彥# 鎌 
极斐倉 


5 東 燊山屋 啓 無 的 雅淵堯 深 壽 3 舜3 助 
卜 常 譽登觀 緣 譽業譽 酿玄織 山泰 存長房 蓮 


江锋 

江 

肥 越 

下山 

4-i— 

，-濱 

■WX. 

一 加 

片松 

戶 

前前 

野 茂 

相 

丹 

武 

波 

藏 

模 

M 

山 

石 

付 

I 


眞言 近 江 石山 寺 
法相 大和 寶藏院 
眞言 山城智 精 院 
眞言 山城 仁 和 寺 
曹洞越 前 寶冏寺 
臨濟 山城 大德寺 
眞阿內 光善寺 
日蓮 甲斐 身延山 
淨土尾 張 大應寺 
淨土武 藏增上 寺 
□蓮 武藏本 光寺 
淨土 安藝 源 光寺 
淨土 下野 大光院 
淨 土武藏 淨土寺 
日蓮 武藏本 門 寺 
曹洞相 模成願 寺 
淨土  — 
日蓮 下野 弘法 寺 
淨土三 河 緣心寺 
淨土 山城 稱福寺 

日蓮 武藏瑞 輪 寺 

日蓮 山城 # 珠寺 

日蓮 甲斐 本 遠 寺 

淨土和 模孤峯 山 

淨土三 河 大樹 寺 


慶 安元、 正、 十一 一六 〇 
慶 安元、 正、 十一 一一 七 四 
慶安元 、正、 升 一六 一 
慶 安元、 正、 升 七 七 五 
慶 安元、 四、 升 三 五 九 
蠱安 元、 五、 土 ハ 六 〇 

慶 安元、 iE. 、 ^: 六 一一 一 
慶 安元、 六、 十九 丨 
慶 安元 ' ハ、 升 七 一一 
慶 安元、 七、 四 i 
慶安元、八、升七| 
慶 安元、 九、 十七 
慶 安元、 十、 八| 
慶 安元、 十一、 2: 丨 


—— 十 十五  |_ 


慶安 一| 正、 价— 
慶安一 fll、 升 五— 

慶安一 1 、三、 升 九 六 一 

慶安二 、四、 十五 七 〇 

慶安一 一、 五、 五| 

慶安一 一、 五、 七— 

慶窒 、五、 升 五 


一 害 九 魯 

畫泰 

一一 e 九 惠 

三 一一〇 九 鶴 
一一 三 c 九 傳 

1 = 1〇九 了 

II 三 0 九 # 

一一 三 一〇 徐 
一 1 〇潮 

io 慈 
一 11 一一 〇 日 
一一 一ー ニ〇 日 
一一 11 一一 〇 日 
一一 三 1 0 QC 


io 


一一三二 发 
一一 三 二 廓 
一一 三 一一 一 窓 

一一 三 一一 日 
----  - ^ 
E I1M  高 

一一： 一二 一一 以 

一一 三 一一 一 筍 
一一 三 ご 一 梵 
一一 三 一一 一 潮 


上野 碓氷 

信 濃 

相 模及川 


信 濃 
京 師 


越 前 

武藏埼 玉 

相模 


X WO 七聖 
一一 三 〇八 ;fL° 

1 1 x° 

一一 三 0 八 覺 
一一 一一 〇 八 雲 
一一 三 〇八宗 
一一 三 〇 八圓 

= 10 八 0° 

一 1 八 11 

一一 一一 〇 八 還 

一一 三 〇 八日 

-1 三 0 八臺 
一一： 三 〇八臺 

雪 八 存 
一 吾 八日 

1 八  fifjT 

一一 三〇 八道 
一一 三 〇 八 日 
11 三 〇 A # 

雪 九 倉 _ 

一一 三 〇九 0° 

« 九 0° 

一 憂 日 

震 存 

一一 責 連 


攝津两 福寺慶 安一 一 ' ハ、 11  — 
甲斐 定得 寺慶 安一 一 、 一 {、十ーー 
近 江 TE 會寺慶 安一 一、 六、 ± 一一  六 九 
肥 前皓臺 寺慶安 11 、九、 十— 
武藏專稱寺慶安1一、十、尤1 
女 和法隆 寺慶 安一 一、 十、 S 五八 
三 河 悟眞寺 1111  I 
加 賀護國 寺慶安 111、 正 ' 七 -- t3 
武藏霎 光院慶 安一 一一、 r  土 i 七-一 
武藏善 德寺慶 安三、 四、 升.— 
上總妙 覺寺慶 安一 一一、 六、 升 一一 八 一一 
加賀妙 正寺慶 安一 1 「九、 升 一一 一 1 
山城 常 光寺 慶安三 、十、 十七 一一 
山城 護一 寺慶 安三、 十一 1、 升' 一一 四 七 

山城 妙 勝 寺 - I 

武藏善 雄 寺慶安 S、 一一、 ^ — 
武藏傳 通院 慶安 s、 Ea 、 5: — 
山城 善 / £ 寺慶 安四、 八、 十五— 
紙 伊淨心 寺慶 安四、 十一、 一一 六 四 
肥 前大音 寺慶安 四、 十一、 十一 一一 六 四 

上野 龍增寺 - - 

下野 弘經 寺最應 元、 一一、 十 P  i 
大和 光 ! ijl 寺承應 元、 一一 一、 升 九 四〇 
加賀弘 願 院承噍 元 ' へ 八！ 
武藏靈 山寺 承應 元、 六、 十九 


奥州 津輕 

相 模 
山 城 


筑 後 

武蔵 入 間 


加 貿小松 
尾 張 犬 山 


日 才佛家 年表 


書辭 名人 家 佛 本  U 


c 四 八） 


雪 也 的 悦 江豐定 達山现 道耀應 

譽芡擧 冠 譽禎嚳 叙  遠 唯  殘 覺譽往 院本 靈心心 住# 惠 

是 


_ 蠤纛墓 li 翁 蟲惠蟲 

房理 


一圓 歷遵吞 性 窣 央海鐙 山舜譽 閉曉岌 慶°秀 選 °產 典 Q 底 ぽ 

頓 可# 深院搀 擧成鼠 暴 安 萬頓 龍# 光春々  外 天  譽 1 得 拾 春光 心賴# 然夙 文# 嘵性 文#  H 


丹 

波 


出 

m 

庄 

能 明 奥 # 越 
登  州 n 

七  小 U 

和 上 小 江 ご 薛若大 
泉總 ^  ―  l/JE 狹和 

郡埴心 ，1 你 小 平 

和紀 

歌 

內 

尾  川 山 後 

山 谷川 戶河 摩馈群 

山 伊 

宗門  住  所 

淨土 奥州 大念寺 
淨土尾 張 善 住 寺 
淨土尾 張 1!: 行 寺 
淨土尾 張 光明寺 
E 言 山城 醍_ 山 
淨土 安藝 心行 寺 
淨土尾 張 全順院 
淨土 大和 超 龍 寺 
日蓮 攝津法 華 寺 
日蓮 山城 本能 寺 
臨 濟三河 了心院 
淨土武 藏大雲 寺 
日蓮 武藏本 門 寺 
曹洞武 藏靑松 寺 
日蓮 加 賀本是 寺 
淨土 越後 大巖寺 
淨土 奥州 滿藏寺 
黃檗肥 前 崇福寺 
日蓮 武藏本 門 寺 
臨 濟磐城 某 寺 
淨土武 藏傅 通院 
淨土 下野 大乘寺 
淨土武 藏廣德 寺 
淨土 山城 淨德院 


示 寂 年月日 享壽 


明曆元 、一一、 升 一一— ' 
明曆 元、 三、 十一 一 丨 || 

明曆元 ,—  ！ 

明曆元 T 十九 七 四 
明曆 元、 五 - h 五八 六 
明 1 兀 T 升 五 - (3 七 

明曆 元、 九、 七— 
明曆 元、 十 ± 一— 
明犄 元、 十一、 十三— 

明曆 元、 ±1、一 . ' 

明曆 元、 - 

明 曆 元、 - — 


明 暦 f 三、 四— 

明 曆一一 、一一 一、 升| 
明曆一 1、 . 五、 一一 !— 


出生地 

岩 代 

尾 張 愛知 
尾 張 愛知 
尾 張 愛知 


出生地  宗門  住  所 

武藏淨 土相模 光明寺 
伊勢 度會 眞言 伊勢 眞常院 

- 淨 土武藏 增上夺 

- 日蓮吧 後 本 妙 寺 

- 淨土駿 河 光 蓮 寺 

- 眞言 大和 長 谷 土 寸 

武藏埼 玉淨土 武藏圓 福 寺 
奥州 磐 前淨土 盤 域 天 龍 寺 
安房 勝 IJI 淨土 安房 心 光寺 
安房 平 群淨土 安房 遣 永 寺 
相 模鎌倉 曹洞信 濃 全久寺 
武藏忍 淨土武 藏 IF. 覺寺 
肥後眞  長 門 光明 坊 
肥後眞  山城 柬坊 
下野 淨 土 山城 淨 安寺 
上總 淨土武 藏智福 岢 
奥州 白 川淨土 下野 專稱寺 
江 戶曹洞 山城 興 IE 苛 

- 淨土盤 城 專稱寺 

肥 後 淨土尾 張 a 中 寺 

- 日蓮 安房 誕生 土 寸 

武藏淨 土 豐後 回向 院 
奧州 宮城 淨土 奥州 皈命院 

明  黃檗 山城 黃檗山 


示 寂 年 月 日 享壽 


承應 元、 七、 十九 


承應 元、 八、 士一四 六 
很應 元、 八、 升 六 六 
承應 元、 九、 十— 
祇應 元、 十一 「 十七 七 〇 
承應 元、 ± |、尤 七三 

承應 元、 - 

承應元 — I 

承應一 1 、四、 十九| 
承應一 r 六、 升 六丨 
承 應一一 、八、 一一丨 
承應一 1 、十一、 八丨 


承應三 、一一 ' 一— 
承應 111 、四、 十！ 
承應： 一 i、 五、 三 


承應 一一 一、 八、 升 一六 四 
承應一 一一、 九、 十一 一— 

承 應一一 一、 九、 十八— 

承應一 一一、 十、 三 1 

承 響  一、— 丨六九 
承應 一一 一、 —— I 


紀元 法 

良 

誓 

-1、 

源 

0 

賴 

一一 11 一一 五 廓 
一一 三 一. 五 廓 
一一 三 一 五 了 
一一 三 一 五日 
一一 三 一 五 0° 

雲 五舜 

一. 一三 一 五 順 

一一 三 一 五日 

一 ill 一一 五牛 

一一 三 一 五日 

一一 三 I 五臺 
一一 三 一 五良 

=三一 五 Afe 日 
三 1 ii 五日 

:1 1 五 千 

-I  五 ^ 

一一 三 一六 萬 
一 1 六傳 
一一 三 一六 闓 


紀元 法 

一一 1 源 

一一 三 一一 io 

I 位 
一一 1 1  一一 一一 a  ° 

一一 三 一一 一賴‘ 

11 寸 

l l f fa 

1 1 三 一一 一良 

三 一! 一三 慶 

一一 三 一一 ーー傳 

一 i 一梵 
1 ill 碧 

二 三 一三 ^ 
三 111 三 了 

一一 三 一四 歷 
一一 三 ES 一 
一一 一一 一一 四 良 

一一 霞 - Lt-O 央 

一一 三 一四 良 

一一 一一 一 P 廓 

5 四 H 

一一 三 一四 源 
一一 一一 一一 四 良 

!1三 一四 唯 


B 本佛家 年表 


(2 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


超 鏡殘轉 

長 ©響 高 居 d 


-=r  =  =r  -=r 

.~n  一  一  一 - 

〇  〇  九九 

良 貴 寬兼寬 
緣 屋伊慧 海 


H  B 

證 

良黾 
速！ a 弘妙 


仁經 吞演瑛 

吟貞譽 欣院 顯溪藍 
壽 

近 


江 


上駿朝 

總河鮮 


明 


信 應譽的 從智門 月 眼 定外屋 實願道 把徹良 貞圓哲 長 G 道英 經 

春證溫 堯譽順 如宣 春 深 譽向眞 茛遠通 子 默春證 春 正 達靈譽 正春爵 鑑堯# 九岳最 s 寂  春 頭 精圓巖 高山 哲 

尾：  5 

張原模 i 

淨眞 淨眞淨 淨淨日 黃 淨淨淨 淨淨淨 淨臨淨 臨淨眞 曹臨眞 
土 言 土  土  土  土 蓮 乗 土  土  土  土  土  土  土 濟土濟 土 言洞濟 


下 甲 京 

總斐師 


明大 下 

戶 

川總 


一 < 守 慶 

i< ^° x 

11=  K 慈 綱 

1三一九 0° 纪| 
一三 一九 典嶺 g 
一三 一 九說 道 g 
一一 一一 一九 日 了 尼 紐 ノ 
一三 一九 融頓 a- 


一三 一九 ^ 
H 1 九 貞 
一三 一九 日 

一三 一九 眞 


一三 一 〇 寬 濟 


S 一八 宗 

一三 一八 日 

一三 一八 長 
H 1 八 良 

一三-八 0 


臨濟 山城 大德寺 萬 治 元、 十、 升 八 九 
日蓮 下野 法華經 寺 萬 治 元、 十一 一、 十七 六 四 

淨土武 藏還到 院萬治 元、 - 

淨土 出羽壽 光寺 萬 治 元、 - 

眞  近 江 錦 織 寺 - I 

淨土近 江豐永 寺 - I 

黃檗肥 前 崇福寺 - I 

眞  近 江 錦 織 寺 - I 

日蓮 肥 後 本 妙 寺 萬 治 一一、 一一、 ^ 七 九 
淨土武 藏大善 寺 萬 治 11 、一 r 芄 1 
淨土武 藏道林 寺 萬 治 一一、 Eg 、 十一 I 
日!！ 山城 慈 雲 寺 萬 治 一一、 五、 十七—、 

曹洞肥 前 皓臺寺 萬 治 一一、 七、 十七 三 
臨濟 山城 妙 心 寺 萬 治 一一、 八、 八 七 八 
淨土武 藏嚴淨 院萬治 一一“ 八— 

日蓮 甲斐 身 延山萬 治 一一、 十、 升 八 五八 
天台 近 江 西敎寺 萬 治 一一、 十一 ' 一 丨 
眞言 山城 朿寺萬 治 一一、 十一 1、 十三 六 九 

眞言 山城 安祥 寺 - 1 

眞言 山城 安祥 寺 - I 

淨土武 藏增上 寺 萬 治 三、 正、 升 一六 一一 
淨土武 藏來迎 院萬治 三、 四、 升！ 
眞言 山城 東 寺 萬壽三 、六、 升 一一 一六 八 
日蓮 山城 燈 光寺 萬 治 三、 六、 开七七 六 
日蓮 山城 燈明寺 萬 治 三、 七、 十九 七 一 


肥 前佐嘉 
土 佐畑鄕 

武藏 


京 師 


1 1 三 . K 海 
一一 三-六 宗 

雲 六 董 一 

一一  1 一一 一六 11° 

一一三一 六 是 

二三 一六 極 

一一 一一 一一 七 源 
1 七 元 
璧  一 - fcr 0 
一一 三 一 -- fcs 俊 
一一 三 一七 國 

警求 

一一 三 一七 M 

一一 三 一七 龍 
一一三一七 無 
一一 一一 一一 七 如 

一一 三 一七 日 

1 1: 一八 西 

一一 1  <  玄 

一一 三 一八 圓 

一一 三 一八 光 

一一 三 I 八 南 

一一 三 一八 良 

一一 三 一八 泰 

一一 三 一八 西 


山城 佛 光寺 明曆一 一、 - fa 、 十八 五一 
山城 大德寺 明 曆ーー 、七、 升 五 五一 一 
武藏靑 松 寺 fl]} 暦 一一、 九、 五— 
山城 智積院 明曆一 1、 十、 十七 一 
武藏重 願 寺 明曆一 1、 士一、 七— 

磐 城 長 松 寺 - I 

武藏大 養 寺. 明曆一 一一、 正、 升 八— 
武藏 金地院 明曆 一一 一、四、 一四 七 五 
因幡 玄忠寺 明曆一 I、 四、 升 五— 
山城 淸榮寺 明曆三 、六、 一 六 一 
武 藏長圓 寺明曆 一一 一、 六、 一 I 
駿河龍寶寺明曆ーーー、七、八— 
磐 城專稱 寺 明 曆ーー 「七、 升 七 1 
駿河善 境 寺明曆 一一 一、 八、 八— 
岩代稱 名 寺 明曆三 、十、 十一 一一— 
肥 前 興 福 寺 明曆三 、十一、 册六一 
武藏淨心寺明曆一1一、士|、升一 I 
- 萬 治 元、 正、 十五 1 

加賀玄 門 寺 萬 治 元、 一 一、主 — 

近 江 東 光寺 萬 治 元、 一一、 升 九— 

山城 本願 寺 萬 治 元、 g、 芸五五 

周 防 海 藏寺萬 治 元、 六、 十五— 

大和 長 谷 寺 萬 治 元 ^ ' 六 八 

武藏遍 照 寺 萬 治 元、 十、 十 3  — 

萬 治 元、 十、 十五 


日向 

相模 愛甲 


下總 
薩 摩 

三 河奧平 


但馬 

山城 愛宕 
伊豆 伊東 


鐵廓 性^ 法 傳道無 欣冏的 察 智祐乘 譽譽嘯 傳圓眞 山 無全哲 ^ 

譽白譽 輪  華中 譽廣譽 正# 法  春 心 春 寂 阿本# 大  臌 北譽圓 如頁譽 往譽聽 


近 伊美 

京 佐日筑 

紀 

武 

m 

信 

和紀 

三 甲 瀨相京 

江 白 
大自 

+  前 

土 遠 

伊 

廣 

藏 

持 

岐 

丸 

澧 

高 

歌 

子 戸 

石 瓦 濃 

師 原向賀 

瀨 

田 

龜 

遠 

山 伊 

澤斐 島模師 

書辭 名人 家佛 本日 


(六 八） 


宗門  住  所 

淨 土武藏 天嶽院 
淨土下 總泉福 寺 
臨 濟 山城 大德寺 
淨土駿 河 大運寺 
R 蓮 常 陸 久昌寺 
眞  山城 興 正 寺 
淨土 山城 大善寺 
淨土 安藝 禿 翁 寺 
淨土播 磨 廣敎寺 
淨土武 藏操信 寺 
眞  山城 信樂寺 
淨土武 藏勝願 寺 
日蓮 山城 瑞 光寺 
淨土武 藏智願 寺 
淨土 和泉宗 見 寺 
淨土筑 前 隨蓮寺 
淨土 日向 淨念寺 
天台 山城 妙法 院 
淨土常 陸 雲充寺 

淨 土武藏 光台 院 

臨 濟美濃 大仙寺 

臨濟 山城 大德寺 

佛エ ー ^ ― I 

佛ェ - 


示 寂 年月日 享壽 
萬 治 三、 八、 ± 一一  1 
萬 治 一一 一、 九.、 四 I 
萬 治 一一 一、 九、 九 五八 
萬 治 一一 一、 九、 i — 
霧 治 11 一、 十、 土 ハ i 
萬 治 im、 土 一 五 四 
萬 治 一一 一、 士一、 升 丨 


萬 治 三、-— . 


六〇 


寬文 元、 一一、 土 一一— 
寬文 元、 一一 一、 十八 
寬文 元、 四、 升 四 


寬文 元、 六、 六 三 八 

寬文元 T ± 丨 

寬 ^ 元、 七、 十一 1 
萬 文 元、 f 升— 
寬文 元、 八、- P  — 
.寛 文 元、 八、 S. 六 〇 

寬 文 # 、 2: 

寬文 元、 九、 莹 

寬文 元、 十 ' 八 三 

寬文 元、 十一 2: 七 四 

寬文 元、 十一、 升 一一— 


紀元 法 

11 一大 

二三 一二  了 
二三-二  了 
1 1  # 

一一 三 一一 一一 欣 

S 一一 一一 一一 光 
1 一夢 

一一 三 11 一一 寅 

二三 ニー ー ^ 
ニー ー大 

二-一康 
- 一一 一康 

一一 三 一一 一一 一圓 
一一 三 一一 一一 一祐 
一一 芎三一 
一一 三 一一 一一 一天 
1 i 三 M 良 
一一 三 一一 三 念 

一一 三 一一 一一 一 _ 

一一 三 一一 一一 一 廓 

11 三 一一 一一 一 0® 
1112 
m: 一一 一宗 
一 Ml 一一 一一  _ 


= 一- 


一 = 


出生地 宗門 住 所 示 寂 年月日 享壽 

— 淨土武 藏正命 寺  一 - —1 


佛丁 - - - 

. — 淨土美 濃 善敎寺 - I 

— 淨土 山城 地 福 寺寬文 1. 1、 八、 左— 
— 眞 山城 本願 寺 寬文一 一、 九、 七 五 一 
筑前博 多 淨土對 島 夢 傳庵寬 文 一一、 十一、 十一 一一 — 
甲斐 曹洞能 登 雲 光寺 寬文一 一、 ± 一、 垄— 

肥 後 淨土肥 前 立 岩 寺 - I 

加貿 上野 淨 土河內 報土菴 - I 

— 佛エ - - — I 

佛エ  - - 

— 淨土尾 張 半田 院寬文 一一 一、 一一、 十一 I 
— 淨土武 藏大秀 寺 寬文一 一一、 一一 一、 十九 六 〇 
— 淨土 武藏潮 泉寺寬 文 一 1 一、 六、 六— 
— 淨土武 藏上善 寺寬文 111 、七、 十一 一 I 
奥州 八 塚淨土 陸 前生 因 寺寬文 一一 一、 八、 一一 I 
近 江 淨土武 藏道住 寺寬文 一一 1、 八、 十五— 
遠 江 ? 1 松淨土 伊勢 西 光寺 寬文三 、九、 六— 
信濃更 級 淨土信 濃專稱 寺 寬文三 、九、 十四— 
石 見 曹洞肥 後 m 國寺寬 文 一一 一、 九、 升 一！ 
I ― — 眞言 紀伊寶 性 院寬文 111 、 -n 升 — 7- — 
安房 淨土 武藏 誓願 寺寬文 一一 一、 十、 升 五— 
- 淨土武 藏廣大 院寬文 一一 一、 十一、 2: ! 


祀元 法諱  出生地 
一一 三 一一 〇受頓 g 奥州 
一一 三 一一 〇殘嶺 1 
一一 三 一一 〇宗堯 I が 
一一 三 一 〇 故 極 g 
= ll o B° ^° g 

i 昭超 1 

一一 三 1 1〇 湛益 _ 

一一 三 一 〇 存的 1 

illo 稱 譽 
霊 一玄 故 1 , 

一一 一一 一ー ニ 往壽 
一一 三 一二 聰保 | 

一一|  一一 0° ff 
霊一覺 支 _ 

一一 三 一二 觀靈 I 
一1一1ーーニ存哲| 

三 一一 一二 見壽額 

i  I 兀  11 

霊 一良 燈 g 
霊 ニニ 笛 r 

霊 一 0^ 1 气 

一一 三 一一 一宗： 渭 1  ♦ 

一 養 一康 知 

1  _  ® 


日本 佛家年 表 


(七 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


七 七 七 七 七 六 

日0 流 大 吟露靈 


日 

玄 


賴 


昭 


翻 京 尾 

土 

原向師 張 


政 G 秋 印 3 恕蘇竺 

政 元 簦神坡 月 璺敦 海昭 室？ 


貞°祐 怡0 融山 

丁 仙 首玄院 瑞雲 松 春 誠 
圓 


京 肥 


上攝 
野津 
齡 大 

田 坂師前 


因 嘿° 白 範2吟ぐ 
巻 職 無 春本 象 岳默彌 ！ 

食 

小 相 新越豐 fn 

」 田 保： 罘 
HiJ 原模浦 前； i ■泉 ■ 


伊 伊 伊 


名 島豫 


榮 


譽壽悦 審^ 山榮遍 的 洞 譽山廓 

圓春 卷周嘉 文# 疗室啓  箜林 恕玄  春光 

r 

京薩  京 1 大京 

I 

師摩  師 S 和師 


立 

和 

泉 


橫遠上 肥 

巩 

須佐 

後 

實江貿 前 

島 

近 江！； 州 

f  >  rp 

一 JJ 所 


筑 M 博 多 
江 戶 
上總富 律 
石見大 森 


一： 宗 


1 七 
一三 一一 七 紹 
I 七 0# 

一一三二 七道 
一三 一一 八滿 

1三一1< 0° 


淨土 伊勢 大安 寺寬文 |ーー、士一、十九— 
曹洞肥 前圓應 寺寬文 0、 正、 S 五六 
日蓮 山城 瑞龍 寺寬交 四、 一一、 一一 一四 0 
日蓮 下野 弘法 寺 寬文四 、五、 一一 1 五五 
眞言 山城 智積院 寬文四 、五 ' ハ 七三 
臨濟 山城 大德寺 寬文四 、七、 升 一一 一 五 七 
眞豐前 永 照 寺寬文 S、 八、 十五 五 九 
眞言 山城 智積院 寬文四 七 〇 
淨土 武藏增 上 寺寬文 S ぶ、 ^ 七 七 

臨濟岩 代稽古 堂 - I 

淨土攝 津滿福 寺 寬文五 、三、 九— 
日蓮 紀伊法 紹寺寬 文 五、 一一 一、 十五— 
淨土肥 後 極 樂寺寬 文 五、 四、 九— 
淨土下 總大經 寺寬文 五、 六、 三— 
淨土筑 後報 身 寺 寬文五 、十、 八 j 
淨土和 泉 大經寺 寬文五 ± 1、 十六 八 七 
浄土 陸 前 寶林寺 寬文モ ± 1、—  — 
眞言 山城 東 寺寬文 六、 正' 升 八 六 一 
臨濟 山城 大德寺 寬文六 、一一、 升 五 七 〇 

淨土豐 後長 昌寺寬 文 六、 一一、 升 七一 

日 蓮  山城  六條談 林  寬文六 、三、  十五  六 八 

淨土 武藏法 安寺 寬文六 、一ー ー、芄— 

眞言 大和 長 谷 寺寬文 六、 五、 十 iH. 五三 

淨土 山城 眞 1 瓶 寺 寬文六 、六、 六— 

臨濟 山城 大徳 寺 寬文六 、六、 十九 七 一一 


武藏岩 付 
奥州 宮城 


憂 六 翁，’ 瑪近江 

一三 一 一六 休 道 i  n 

1 三 11 六日 存 1 妙 - 

一三 1 1K 歷山 1  - 

一三 11 六 是傯㈣ 出 雲 

芎一 六堯 秀  - 

一三 一一 六 源 哲  K— 城 


一三 一一 六 龍 也 1 
I 六 三 汲 1 
一三 一一 六 靈頓 1 
一三 一! 六 良 求 , JF3 


一一 三 二 一一 一 的 
11 三 S 宗 

一一 三 S 00 
一一 一一 一一 一四 日 
二 三 s s° 

一一 三 S 謂 

一一 三 一一 四 ®0 
- 1 四 ル 

一一 一一 一一 一四 露 

二三 一一 四 如 

一一 三 一一 五淨 
一一 三 一一 五 道 
一一 三 一一 五傳 
一一 三 一一 五 快 
一一 三 一一 五 寂 

一一 三 呈魯 

一一 三 一一 五圓 

一一 一一 一一 一六 信 
一一 三 一一 六宗 
一一 一一 三 六澤 

1 謹 六 Q0 

一一 三 一一 六 光 

一 11 一一 一一 六 快 

11 三 一一 六秀 

一一 一一 一一 一  i  ハ 


淨土伊 豫榮養 寺 
淨土 伊豫 松 源 院 
潘土下 總淸岸 寺、 
淨土 奥州 表 照 寺" 
臨濟 山城 大德寺 
淨 土武銥 最上 寺 
日蓮 tt' 伊養珠 寺 
淨土駿 河 華 陽院 
淨土駿 河 照久寺 
眞  伊勢 專修寺 
淨土肥 前 正定尭 
眞言 近 江 石山 寺 
日蓮 山城 慧 光寺 
淨土駿 河 華 陽院 
淨土武 藏大願 寺 
淨土武 級 九 品 寺 
浄土 伊勢 大巖寺 
浄土 出 雲 西方 寺 
□蓮 甲斐 身延山 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 大徳 寺 
淨土 日向 原 濟寺 
W 洞 近 江 比 良 山 
淨土近 江 榮節寺 
日蓮 山城 瑞光奍 


寬 

文 
— *— 

、 

! 

1 

寬 

文 

_ 

T 

寬 

X 

一*. 

5、 

十、 

寬 

文 

― I— 

寬 

文 

― し 

、 

十 

七 

寬 

义 

一 

十 

十 

寬 

文 

. a  . 

、 

九 

升 

寬 

$ 

八: 

1 

% 

文 

5-*- 

八 

升、 

六 

寬 

文 
•_ 1— 

2、 

芒 

寬 

文 
_ « . 

七 

士 

1  1 

1 

1 

1 

1 

八 

1 

1 

1 

1 

寬 

文 

プ し 

升 

四 

寬 

文 

七 

九 

十 

zhu 

寬 

文 

七 

八: 

2： 

寬 

文 

七 

注 

寬 

文 

七 

七 

升 

寬 

文 

七 

四 

寬 

文 

七 

升、 

寬 

文 

七 

IE 

II 

至 

ち 

六 

七 

1 

1 

1 

1  1 

寬文八、正、升七1 
寬文八 、一一、 十八 四 六 


日本 佛家屯 表 


書辭 名人 家佛 本日 


〔八 八） 


実丨 交朵灵 


嘉禪 JI 蟲蟲 fi* 森 JI 鑫蟲 蠤梟扁 ioSlH 

壽  進  光遠 


美 置 京 I 

,su 武 p 上 
濃 義師田 


伯 山 土日 安明 
佐 

耆城原 向 房 


甲 信 

濃 

斐本 


日 日 淨眞淨 淨淨淨 a 淨淨臨 臨 淨 日日 h 臨 淨臨黃 h 淨淨 宗 
蓮 蓮 土 言 土  土  土  土 蓮 土  土 濟濟土 蓮 蓮 蓮濟土 濟檗蓮 土  土  ^ 


牙、 

師 


下 磐 

岩 

肥 

野 城 

代 

一 vr- 

刖 

寬文九 、正、 土 ハ 
寬文九 、正、 升 五 
寬文九 、 31 
寬文九 、七、 十六 
寬文九 、八、 十 
寬文九 、九、 八 
寬文九 、九、 升 三 
寬文九 、十、 I 
寬文九 、十 r 五 

寬文' —— 


諱  出生地 


示 寂 年月日 享壽 

寬文八 、三、 S 丨 
寶文八 、四、 一一 八 一一 
寬文八 、五、 ^ — 
寬文<、七、 £ 六七 
寬文八 、七、 开四七 一 
寬文八 、八、 十一| 
寬文八 、十一、 十八 六 九 
寬文八 、十一、 升 四 ■七 八 


寬文十 一一 S ^ 

寬文十 、四、 六— 

寬文十 、六、 升 七 六 八 

寬文十 、七、 十五 五一 


紀元 法 

一一 三 一一 八 巍 
一一 三 K 呑 

一一 三 一一 八 0 0° 

1 八!！ 

一一 三 一一 八 宗 
0111 八 運 
111 
一一 一一 三 八日 

一一 三一一 八日 
一 I 九日 

三 一一 一一 九 曉 
一 ill 一一 一九 宗 

一 ® 穿 

一一 三 一 兀智 
三 一一 一一 九 了 
一一 1111 九日 
一一 三 一一 九 到 
一一 三 二 九 嚴 
一一 三 一一 九 良 

11 九 鏡 

一 1 .0 胎 

一一 一 # 南 

一： 三 三 〇 日 

雲 〇 日 


住  所 

信 濃 給 念 寺 
尾 張 高岳院 
武藏 長遠院 
肥 前 興 福 寺 
武藏 慧然寺 
日向 法隆寺 
山城 大德寺 
山城 勝 光寺 
加 賀寶乘 寺 
山城 本 法 寺 
信 濃 天 用 寺 
山城 大德寺 
筑前 大安 寺 
武藏增 上 寺 
伯耆 光明寺 
山城 頂 妙 寺 
甲斐 九 品 寺 
肥 前嘮翁 寺 
陸 前 遍照寺 
陸 前 報恩 寺 

山城 智積院 

武藏 梅窓院 

山城 寶塔院 

山城 立 本 寺 


紀元 ま 

1 11 0 玄 

一; l osd 


日 


忠 


°# |  隆 

巖 S 

祥_. 

廣一性 

殘黯 

i s 


出生地 
近 江彥极 

京師 

支那 福淸 
相模鎌 倉 

京師 

阿波 籽画 
京師 西津 

下總 行德 

攝津 

河內秦 村 


利 


智 

-彔 


一一 三 三 一一 日隆尼 1 雲 

雲 一一 一 #0 i w-« 

一一 雪 一成 辨 1 

一一 三 一一 一一 一 聞 趣 _ 

一一 1 1 一 洞 雲 # A 
一一 1 日 通 尼 
11 雪 一團譽 
一 1 一一 一 唯觀麵 
雪 一二！ T ^ -f 
一臺|一舊門| 


薩摩 

上野 能 林 

越 中 

紀伊小 倉 

石 見 

能登喊 見 

明抗州 

信 濃 松 本 


宗門 

曹洞 

黃樂 

黃檗 

淨土 

淨土 

眞 

日莖 

臨濟 

日蓮 

日莖 

淨土 

臨濟 

眞^-日 

日蓮 

日蓮 

曹洞 

淨土 

曹洞 

淨土 

日蓮 

淨土 

淨土 

黃檗 

淨土 


住  所 

美 濃 廣大寺 
近 江 正 明 寺 
豐前 福聚寺 
山城 法 成 寺 
紀伊總 持 寺 
山城 本願 寺 
加 賀寶乘 寺 
山城 法雲院 

山城 冠 井談林 
紀伊本 正 苛 
下 總淸岸 寺 
山城 大德寺 
河內 野中 寺 
下總龍 光寺 
山城 高 松 寺 
山城 興聖寺 
武藏 蓮華 院 
加 賀大乘 寺 
武藏 珠寶院 
山城 瑞寵寺 
山城 吟松寺 
大和 今 井谷 
豐 前廣壽 山 
武藏長 谷 寺 


示 寂 年月日 享壽 
寬文十 、八、 £ 七 七 
寬文 十、 八、 升 三 六 九 
寬文 十一、 正、 升 五六 
寬文 十一、 一一、— 


寬文 十一、 一一 一、 八 八 0 
寬文土 、四、 十四 四 七 
寬文十 r 四、 十 k 丨 
寬文 十一、 四、 十八 七 一 
寬文 十一、 八、 十六 六 


寬文 十一、 十、 八 
寬文十 一、 —— 九 一 
寬文士 一、 三、 十一 五 五 
寬文十 一一、 三、 升 一 さ 一 
寬文十 一一、 一一 一、—, 六〇 
寬文十 一一、 四、 一一 M 
寬文十 一一、 四、 一一 一六 〇 

寬 文士 5 ± 一 一¬ 
寛 文 十 ® 、  三  九  〇 
寬文十 一一、 六、 2 丨 
寬文士 一、 f  十 -- tr l o 

寬文士 一、 七、 升 七丨 
寬文十 一一、 八、 升 五 登 
寬文土  I、 十一、 六 七 九 

寬文士 m、 九 


0' . 本佛家 年表 


(九 八） 


書辭 名人 家佛本 日 


三三三三三三三三三三三三  三 三 三 
'  •  •  —  •  _  丨 •_  -  ■—  ■  •  _  •  •  _  •  ■  •  .  •  _  _  —  -  —  - 


廓 重覺雲 日崙總 道 G 長 揚桂歷 的 性 Q 正 日 貧乘3 由 「¥$ 日 大康宗 友 
4譽貞信 美 M 天 山 美 美0 典 愼鐵文 不譽天 森 信蟲 f 高 具 尊蟲蠢 


淨眞淨 淨淨淨 臨 臨 日 H 淨臨眞 臨眞淨 淨淨臨 H 黃眞 淨淨 
土 言 土  土  土  土 濟濟蓮 蓮 土 濟言濟 言 土  土  土 濟蓮樂  土  土佛通 


愚 ■慕# 貴 1 道 t 谨蠤譽 天 乗！ 海 A 蓋 蠢^^^  客 


大 S 邊淨士 大和 某菴 
攝津宮 E 臨濟 山城 大德寺 

- 佛エ  - 

肥 後 松 本 淨土尾 張 大梅寺 

- 日蓮 武藏本 門 寺 

明 福 淸黃檗 山城 萬 福 寺 

- 日蓮 山城 大虛菴 

大坂 眞言 山城 五智 山 
明  黃檗肥 前福濟 寺 
相模 高座 日蓮 武藏瑞 輪 寺 
岩 城 會津曹 洞 伊勢 長昌寺 
明溫 陵黃檗 山城 東林菴 
筑前糟 屋淨土 筑前報 光寺 

- 淨土武 藏增上 寺 

肥 前仵 島曹洞 肥 前 宗智寺 
明  黃檗肥 前 崇福寺 
伊豫 眞言 大和 長 谷 寺 
肥 前 長 崎黃檗 大和 王 龍 寺 
越 前 淨土越 前 欣淨院 
淨土常 陸 淨國寺 
近 江 坂 田 眞言 山城 愛染寺 

能登韓 島 曹洞越 前 寶圓寺 

岩 代 會津淨 土 下野 不退 寺 

伊豆 伊東 淨土 安房 善 生 寺 

- 淨土肺 前 台宗寺 


寬 文士 一 ± 一、 1一 一七 一 
寬文士 一、 士一、 升 五六 一一 


延寶 元、 一一、 四 
延寶元 、一. 一、 八 四 九 
延寶 元、 四、 一一 一八 一一 
延寶 元、 四、 升 五丨 
延寶 元、 五、 开一 四 六 
延寶 元、 六、 升 一一一六一一一 
延寶 元、 七、 升 一一 一八 一 
延寰 元、 八、 六 三 九 
延寶 元、 十、 十八 五八 

延寶元 + 升 -fc: — 

廷寶 元、 十一 一、 四 六 七 
延寶 元、 土 一、 升 一一一 七 四 


延 « | — ; 1|、 十五 七 六 

延寶一 1、 一一、 升 - e — 

延寶 1 r 六、 一一 丨 

延寶一 一、 六、 £ — 

延寶一 一、 六、 升 


一一 三 一 S 舜 

一一 一 霊 誓 

-1 三 三 四 0 A 
一 1 一四 ifil° 
二三 三 a 玉 
一一 三 三 五日 

雲 一 五宗 
一一 # 知 

一一 三 1 單 
二三 1 長 

一 1 一  五 11° 

一 臺五宗 

…11 = 五^ 5 

一 S 一六 無 
一 臺六 ik 

一一 三 三 六日 
一 # 一六 日 
三童六 3 . 

一 臺 K 宗 

一一 三 一一 一六 萬 

一 畫六是 

一一 三 一六 順 
望 三 六 恢 

一一 雲, 

1 1 真 


攝 律 花 田 

武藏 

四久保 

越後 新 潟 

肥 後 
明 

山城 


相  瘼 
小 田 原 

土 佐須喑 

京 師 
京師 
豐後 

扣模筑 井 

上 ■想 裒 金 
美谟關 原 

近 江 


出 雲 松 井 


伊勢 一色 

京 師 


攝 津大念 佛寺 延寶一 一、 七、 四 七 六 

駿河亨 德寺 延寶一 一、 弋 十— 
大和隨 曲 菴延寶 一一、 - n 十一 一 77. 四 
肥 後 延壽寺 延寶一 一、 A 五 七 五 

肥 前 崇福寺  - - 

武藏瑞 輪 寺延寶 一！ —; 11 一、 升 一 五三 
山 域 大德寺 延寶三 、四、 一一 一六 八 
武藏幡隨院延赀11一、四、范— 
信 濃隆芳 寺延寶 一二“ 九— 
武藏酎 岸 寺 延寶三 、五、 九— 
大和 長 谷 寺 延寶三 、七、 升 一一 六 一一一 
山 域 大德寺 延寶三 、十、 四 七 九 

山城 仁 和 寺  - . - - 

山城 白 河 寺延寶 Eg 、 五、 一一 七 〇 
武藏增 上 券 延寶 3 、六、 ± 一七 〇 
山城 華 光寺 延寶四 、六、 世 七 四 
lii 城妙滿 寺延寶 四、 八、 四 六 II 
武藏苽 北 寺延寶 3、 八、 ^ 七 四 
山城 大德 寺延寶 g、 九、 十八 六 四 

相模 光明寺 延寶 3 、九、 1; -I 
間防實相院延寶四、十、七| 
山城 光明寺 延寶四 、十、 升 三— 

武藏長 福 寺延寶 3 ± 1、 空— 
大和 寶山 寺延寶 四、 —— I 
大和 隨典菴 延寶五 、一一、 六 五 〇 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 九) 


海 傳故察 演3 空 鑑° 朝 承 海證譽 固3 雲 忍つ 天 天 的 性0 譽 道。 哲 貞智れ 

春 白 春 忍譽隨 u_:a  譽玄海 東  俊宗音 一秀 文空鐵  政眞 雨降卷 誠中不  山 案#® 卷連溪 愚 


樹譽 傳觀應 無禪寂 空 Q 盛 驸° 超 明 Q 靈岸譽 龍 龍 安 把 運 通 °超° 序 ^ 

稃迹  春鏡隨 I® 漤周黎 玄焉悔 玄默稱 唯 仙 存巌卿 尊 茛心鐵 響 光春 貞  雲 江 春 專譽良 春 肇舂相 海玄黎 三黎稱 


紀元 法 

雲 一七 宗 
望 一一 一七 善 

一一 一一 * g： 

一一 三 三 20 口 

一一 一一 一三 七 純 
一 1 一七， 

昼 一一 七 秀 
一 1 =5 露 
一一 1 -tr 龍 
一一 111 穿 圓 

二 三 = 七!^ 

二三 三七嫩 

一 臺八榮 

一一 1 八 顯 
一 1 一八 信 
一 臺八性 
一 I 一八 宗 
一一 一一 一三 八 智 
一一 三 三 八 萬 
H 一一 一八 日 

一 I 一八 支 

一一 三！ 一一 八 行 

一一 三 11 一八 長 

一 i 八 寬 


出生地  宗門  tt  所 

京師 臨濟 山城 大德寺 

- 淨土武 藏淨林 寺 

土 佐淨土  ■土 佐 還 判院 
& 斐都留 曹洞武 藏某菴 
攝津淨 土攝津 法 泉 寺 
山城® 原 華嚴 大和 東大寺 
越 前 志 比 曹洞武 藏靑松 寺 
削 土  | 淨土 日向 松月院 

- 淨土三 河 松應寺 

加 貿石川 戒律 和 泉 神 鳳 寺 
明 蘇 州 黃檗肥 前 興 福 寺 
京師 戒律 三 河 法藏寺 
土 佐 幡多眞 t 武藏 根生院 
攝律生 玉 眞言 山城 仁 和 寺 
近 江 永 原 眞言 大和 M 谷 寺 

- 眞言 山城 仁 和 寺 

淡路臨 濟 山城 大德寺 
遠 江 潰 松淨土 山城 知 恩院 
- 淨 土武藏 增上夺 

京師 日蓮紀 伊 養珠寺 

- 淨土武 藏淨國 寺 

筑後淨 土筑 lr 如意 菴 

- 淨土大 和 西方 院 

常 陸 S 眞言 飛彈 中臺寺 


示 寂 年月 n  享壽 
延寶五 、一 i、 升 五六 一 
延寶五 、四、 一一— 

延寶五 、四、 七— 
延寶五 、八、 十五 七 〇 
延寶五、八、升七| 
延寶五 、九、 ±1 六 七 
延寶五 、九、 十八 五 -- fcs 
延寶丑 、十一、 六— 
延寶 五、 十一、 六 一 , 
延寶五 、十一 「升 五六 九 


延寶六 、一一、 十七 六 
延寶六 、一一、 十一 一一 八 一一 一 
延寶六 、一一、 升 一 六 六 
延寶六 、一一、 升 五 四 一一 


延寶六 、一一 


四 0 


延寶六 、三、 六 八 _ 
延寶六 、一ー  ー、— 


延寶六 、五、 六 六 七 

延寶 K、 五、 十一 一一 丨 

延寶六 、五、 十四 丨 

延寶六 、九、 十九 i 

延寶六 、十、 一六 五 


祀元 法 
一 1 1八傳 

l I Kf 

一一 1 九 H ° 

一 1 一九 法 
一一 三 三 九 春 
一 1 一九 流 
一一 三 一一 一九 團 

雲 一九 宗 

一一 三 三 九廣 

雲 0 南 

一一 三 四 0 萬 

一 畐 o ti° 

一一 一一 一四 〇 圓 

一誓 〇皆 
一一 雪 俊 
一一 s 0 4no 
一 震 0 元 
i 澄 

一一 三 四 〇 萬 
昼四 〇 秫 
置 四〇義 

雲 〇理 

一!: 一四 〇 松 

一 畐〇存 


出生地  宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 _ 

信 濃 小 縣淨土 近 江 西方 寺 延寶六 、十、 - b l 
伊勢山 田 淨土三 河 大樹 寺延寶 K、 十、 升 七！‘ 

- 日蓮 甲斐 身延 山延寶 f 一一、 十一 六 六 

遠江淨 土武藏 大同 寺 延寶七 、一 1、 十一 一丨 
1 田 I 淨土武 藏凉聪 寺延寶 七、五、 太 丨 
越 前 大野 淨土出 雲 月 照 寺延寶 七、 五、 升 ！ 一 

常 陸吉生 淨土武 藏泰壽 院延寶 七、 五、 W  ! 一 

山城 臨濟 山城 大德 寺延寶 七、 六、 十七 八 一 一 
安房 淨土 安房 念佛 院延寶 七、 十一 一、十七丨 一 
筑紫淨 土 丹 後 淸運寺 延寶八 、正、 六—  = 
近 江 大津淨 土 山城 知 恩 寺延寶 八、 正、 升： 一一 九 1 一 一一 
怕普 河邨曹 洞加賀 等覺寺 延寶八 、正、 升 八 八 八 一一 

- 眞  山城興正寺延寶へ三、九 35. 〇|| 

識岐多 當曹洞 武藏靑 松 寺 延寶八 、三、 升 四 五 | 
常 陸 荊 部 眞言 大和 長 谷 寺延寶 八、 一一 一、 升 六 六 九 一 
京師 浄土 山城 安養寺 延寶八 、五、 十八 六 四 | 
岩 代 會津曹 洞 美 濃 大禪寺 延寶八 、六 ; 一  五一 一 | 
肥 後 求 摩 眞言 肥 後地 藏院 延寶八 、六、 十一 一！— 一 
伊勢 津淨土 山城 法然 寺延寶 八、 六、 升 五 七 五 

- 淨土武 藏長建 1 寸延寶 八、 八、 五 丨 

奧州淨 土 下野 某 寺 延寶八 、八 ' ハ ー 
大和 高 市淨土 大和 念佛寺 延寶八 、八、 升 五 ！ 一 

出 雲 淨土美 作 念佛寺 延寶八 、十、 七 I 一 
淨土三 河 大樹 寺延實 八、 十、 艾 i  j| 
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三 S 一康 
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貞享 一一、 正、 一一 

貞享一 一、 三、 升 一 I 
貞享 一一、 四、 十七 

貞享一 一、 四、 升 七 


天 和 一一 1、 五、 ±1 一一 
天  和  一一 一、  五、  土 ハ— 
天 和 一一 —; へ 升 五 四 六 
天 和 三、'  六 七 九 
天 和 一一 一、 九、 十五 1 
天 和 一一 一、 九、 十九 七 0 


貞享 元、 正、 升 七 四 
貞享 元、 一一、 一 五 〇 

貞享元 ' 一、 一一 一.— 

貞享 元、 一一、 111 五 九 
貞享 元 ' 一、 升 四— 
貞享 元、 一一 一、 六 六 三 
貞亨 元、 六、 十六 六 七 

貞享元 、九、 九 —I 

貞享 元、 九、 九 七 一一 

貞享元、 ± 、莹八0 
貞享 元、 - 六 〇 


山城 伏 見 
三 河 碧 海 

越後 

加賀 


1 三 四 三 義 
一三 四 三觀 
一三 四 三 宗 

謹 三日 

一 看 ^ 

1 看 # 

11 三 Kill .剛 

一霞！ i 

一三 四 四 宗 
一三 四四單 
一三 四 四 閑 
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一 雷 宗 

冨四智 
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1 四四宗 
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II 三 BE 哲 

ii  A 日 
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1 把 

一 謹 五 ^0 

一一 重 宗 

一冨 五宗 


江戸 下 谷 

甲 斐 
河内 丹 北 
尾 張 熱 田 


淨土 山城 淨華院 
淨土 山城 . m 山 
曹洞美 濃 寶鏡山 

日蓮 山妓置 峯談林 

淨土 伊勢 知 相 寺 
曹洞肥 後 法巖寺 
淨土尾 張 相應寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨 土攝津 安養寺 
淨土美 濃 靈合山 
淨土尾 張 正 念 寺 
天台 近 江 延曆寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨土 上野 專修寺 
日蓮 山城 妙覺寺 
臨濟 山城 大德寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土 山城 正 念 寺 
眞 、豐前 妙 正 寺 

I 山城 双 岡某菴 

臨 濟相摸 圓覺寺 
淨土 伊勢 淨土寺 
臨濟 山城 大德寺 
臨濟 山城 大德寺 


延寶八 、十一、 十五 九 
延寶八 、十一、 十四| 
天 和 元、 正、 升 七 七三 
天 和 元、 正、 升 九— 
天 和 元、 一一、 十一 一一— 
天 和 元、 四、 十七| 
天 和 元、 五、 十七 三 一一 
天 和 元、 5 一一 一四 九 
天 和 1 兀、 九、 四 七 六 
天 和 元“ 七 四 
天 和 元、 十一、 十一 七三 

天 和 元 ± 5 突 


天 和 一一、 一一、 十 '/ V 六 0 
天 和 一一、 一一 一、 S 五三 
天 和 一一、 六、 十五— 
天 和 一一、 - tr 、 !: I 

天 和 一一、 九、 土  一一 一一 0 
天 和 一一、 十一、 一七 七 
天 和 一一、 十一、 十 Eg 五 七 


天 和 三、 一一、 升— 

天 和 一一 一、 一一 一、 一一— 

天 和 三、 五、 七 


大和 長 谷 寺 
伊勢 金剛 寺 
甲斐 身延山 
出 羽 潮 蓮 寺 
丹 波 正覺寺 
尾 張 西岸 寺 
河內息 心菴 
紀伊總 持 寺 
尾 張 大泉寺 
紀 伊本 久寺 
山城 萬 福 寺 
山城 眞成寺 
肥 前 福濟寺 
山城 本性 寺 
山城 法 林 寺 
攝津瑞 龍 寺 
山城 平樂菴 
三 河 昌福寺 
山城 常樂菴 
山城 輿聖寺 
山城 觀音寺 

尾 張 相應寺 

武藏傳 通院 


武藏 法菴寺 


肥 後 柳 川 

阿 波 

支那 泉 州 

肥 後 


信 il 綿內 
甲 斐 


山 城 


京 師 
美 濃 


常 陸 

豐 前戶須 
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岸 高 源 ° 雄 林 賢3 益 應山圓 文運 尼 心 岳 入 秀譽堂 悟 越 雪 ° 尊 的 _ 

春 見 堂 仰 本 埽擧廣 舟 月 春 惠譽專 譽喜春 公休 踅圓尊 月 妙 譽專益 聞譽信 意 堯春心 山鱉春 叶譽義 


出生地 宗門 住 所 

武藏熊 谷 淨土武 藏靈岸 寺 
加 賀淨土 山城 金戒 光寺 

— 曹洞相 模最乘 寺 
武藏鍊 間 淨土武 藏養伯 寺 
陸 前仙耋 日蓮 陸 前 法 運 寺 
明 黃檗肥 前 崇福寺 
— ^淨土 山城 大雲院 
— 淨土攝 津見性 寺 
— 淨土越 前 西 福 寺 
— -淨土 武藏傳 通院 
和 泉 塚 日蓮 和 泉 知 足 巷 
— 日蓮 山城 養壽菴 
京師 日蓮 山城 本國寺 
近 江臨濟 山城 大德寺 
安房 淨土 相模 光明寺 
信 濃 俊 久淨土 信 濃 芳泉寺 
甲斐 淨土 佐渡專 光寺 
— ^淨土 大和 淸凉院 

下野 甘樂 眞言 武藏 護國寺 

— 曹洞 安藝 洞 雲 寺 

江 戶淨土 武藏增 上 寺 

安房 •黃檗 相 模淨業 寺 

京師 臨濟 山城 大德寺 

近 江 膳 所 淨土美 濃 大運寺 


示 寂 年月日 享壽 


貞享一 一、 八、 升 七 


貞享一 r 八、 升 九— 
貞享一 一' 九、 十 S 
貞享一 一、 十'升芄一 
貞享 一一 一、 正、 四 七 八 
貞享三 、一一、 十六 一一 三 
貞享三 、三、 九 五八 
貞享一 11 、四、 •五 七 八 

貞享 唐八、 升 五 [ 
貞享三 -; 十 瓦一 
貞享 一一 一、 十、 升 一一 六 |一 
貞享 一一 一、 十、 升 五六 五 

貞享？ 一、 莹— 

貞享一 一一、 十一、 升 八 五 四 

貞享 一一 r 十一 一、 11 丨 
貞享 一一  一、 ± 一、 七 — 
貞享 一一  一、^ ^1 八 七 
貞享四 、正、 十七— 
貞享四 、三、 七 七 七 

貞享四 、六、， 三— 

貞享 四、 七、 八 八 一 

貞享一 ic 十一 七. 二 

貞享四 、九、 四 六 0 

貞享四 、十、 抑 — 
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攝津淨 土 武藏增 上 寺貞享 四、 十一 一、 八 七 八 

- 淨土 武藏靈 山寺-^ —— I  I 

J ^ 淨土上 總壽光 院元祿 元 T 十五 ：--- 

- 眞言 山城 豐藏坊 元祿元 ¥: ナニ 

京師 淨土武 藏淨國 寺 元祿元 ¥茫 五一 
支— 唐黃檗 河内 TE 興 寺元祿 元、 六、 升 五六 一一 
響 府中 淨土 山城 知 恩 寺元祿 元、 九、 十九.！ 
山城 臨濟 山城 大德寺 元 祿元、 九 S 一八 四 

- ^ 日蓮 甲斐 本 因 寺元祿 元、 九、 市 七 一一 

- 淨土山城知恩院元祿元、十一、七— ..... 

支那 福 州 黃檗 山城 漢松 院元祿 元、 —— 五 七 

- ^眞. 伊勢 彰見 寺元祿 元、 —— 五 七 

攝津大 坂淨土  - -元祿 元、 —— 八 0 

- 佛エ I - I 

- 曹洞 下野 大雄寺 - 1  I 

肥 前 長 崎 黃檗肥 前 淸凉菴 - ^ ^  I 

山城 淨土  - - - —— I 

近 江大津 淨 '± 近 江 正定寺 - f 

- 時 - - - 1  I 

- - 時  駿河西 光寺 I - I 

- ^ 黃檗武 藏弘福 寺 . —— ^ —— I 

- 日蓮 山城 鹰峯 - 1 1 

肥 前 長 崎 臨 濟肥前 站菴 I - 1 ! 

—— ^眞  山城 興 TF. 寺 元 祿一一 、 m ' Ea !八 
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11 一三ぎ 
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奥州 圓同 寺元祿 一一、 正 升 九 
山城 佛 光寺 元祿. 一一 ' 一一、 开九 
遠 江 海藏 寺元祿 一一、 四、 六 
山城 大德寺 元祿一 一、 五、 十八 
山城 妙 傅 寺 元祿一 一、 六、 十七 
山城 本 法 寺 元祿一 一、 六、 升 一 
山城 淨妙菴 元祿一 一、 f 十七 

山城 妙 心 寺 - 

山城 妙 心 寺 - 

山城 妙 心 寺 - - 

駿河蓮 永 寺 元祿一 一一、 一一、 十七 
近 江 比 叙 山元 祿三 、七、 三 
三 河誓滿 寺 元祿三 、七、 五 
山城 瑞 光寺 元 祿 1  一一、 f  — 
山城 本國寺 元 # 一一、 八、 开 
駿河寶 台 院元祿 三、 十、 三 
山城 大德寺 元祿四 、三、 七 
肥 前 天祐 寺元祿 四、 三、 七 
肥 前 興. 福 寺 元祿四 、四、 八 
山城 瑞龍 寺元祿 E3 、 EP 、 升 九 
山城 本 誓 寺 元祿四 、五、 十五 

山城 知 恩 院元祿 四、 十一、 六 

山城 大德 寺元祿 Eg 、 十一、 十一 一 

紀伊 文殊 院元祿 五、 四、 九 

山城 大德寺 元祿五 、七、 升 八 


斌藏增 上 寺元祿 五、 九、 升 六 七 一一 
k 藏妙延 寺 元祿五 、十一、 一一 一九 〇 
山城 頂欸寺 元祿五 、十一、 一一 i 八 一一 一 
山城 大德寺  一 •兀祿 五、 十一、 四 七 六 
山城 妙覺寺 元祿五 、十一、 十六 七 四 
甲斐 吉積 山元祿 五、 —— 四 三 
山 域 智積院 元祿六 、正、 八— 
山城 妙 M 寺 元祿六 、正、 升 六 六 九 
越 前 永 平 寺 元祿六 、一一、 升 四 六 七 
山城 本阈寺 元祿六 、一一、 升 四 五 七 
山城地藏院元祿六、五、 1 — 
山城 大德 寺元祿 六、 七、 升 六 五一 一 
山城 智積院 .元 祿六 、八、 十八 0 
山 域 淨心寺 元祿六 、八、 升— 
播磨龍 門 寺元祿 六、 九、 一一 一七 一一 
近 江 比 叙 山元 祿六 、九、 十五 九 
武碱 蓮馨 寺元祿 六、 十、 四— 
山城 大德寺 一 K 祿六、 十一 I、 土 ハ 七 五 

武藏圆 福 寺 - -  I 

山城 五智 山 - ^ ^  I 

陸 前 龍寶院 - I 

山城 五智 山 - I 

山城 林禪寺 - I 

山城 大德 寺元祿 f 一一、 艾七九 
武藏松 音 寺 元祿七 、一一 1、 四— 


.P TT:^  芴  CTf 


書辭 名人、 家佛 本日 


(四 九） 


譽 易 ° 淨圓 Q  ^ 

山 連 着 離照獨 


衡 

?女| 

°4 

恕難 


安 顧 
貭蒈 
c 

為 日 


選 

r _ 遠 

碩 
°1S° I 

疋 月 

苗 舟 

:募 

儔 ii 

.o Iy 

海 棘 

勺 傳 

白、、 し 


明 福 州 

上野 邑樂 

京師 

肥 前平戶 

薩 摩 

肥 前 小 城 

清福 州 
京師 
武藏 


肥 前 

太  隅 
加 治 木 

明抗州 


近 1 

澤_ 

廣 

£ 


和 泉 

越 前 

武 藏館鄕 

常 陸筑波 

丹 州 


出生地 

近 江 
播 磨 

常 陸水戶 
筑後幸 袋 


宗門 住  所 

黃檗 攝津 :IF. 樂寺 
日蓮 山城 瑞 光寺 
曹洞 下野 大中寺 
淨土筑 後 榮長寺 
黃檗肥 前 崇福寺 
淨土 武藏靈 山寺 
淨土三 河 大樹 寺 
天台 山城 妙法 院 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞薩 摩 香 積 寺 
黃檗 上野 廣濟寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
天台 武藏寬 永 寺 
淨土武 藏淨眞 寺 
淨 土河內 安福 寺 
曹洞加 賀大乘 寺 
曹洞 山城 興聖寺 
曹洞常 陸 祗園寺 
天台 武藏 凌雲 院 

臨濟 山城 大德寺 

日蓮 甲斐 本 遠 寺 

曹洞武 藏宗關 寺 

眞言 武藏 護國寺 

臨濟 山城 大德寺 


示 寂 年月：： n  享壽 

元祿七 、七、 十七 七 八 
元祿 f 十、 十五 五 九 
元祿七 、十一、 S 8 
元祿 f 十一、 升 九 


元祿八 、正、 十五 f 
元祿八 、一一、 十九 


元祿八 、四、 土 ハ 五六 
元祿八 、四、 土 ハ 六 三 
元祿八 、五、 升 八 七 六 
元祿八 、八、 升 四 六 八 
元祿八 、十、 十六 六 三 
元祿八 、！. i 八 九 
元祿八 、—— 八〇 


元祿九 、正、 十七 九 
元祿九 、一一、 一 六 一 
元祿九 、九、 常 五 五 

元祿 5  一、 土 ハ 


元祿十 、正、 一一 一七 四 

元祿十 、一一、 八 八 四 

元祿十 、三、 十五 六 九 

元祿十 、五、 一一一 六 一 

元祿十 、六、 升 一一 七 一一 


紀元 法 

一 I 七 宗 
霊 - 13 13° 

1 五 七 護 
一一 三 五 七 宗 

一一 三 五 七 法 
一一 三 五八 日 
一一 三 五八 ^0 
= 一 五八 日 
一一 三 五八 日 

霊八靈 
一 畫八 0° 

一一 三 五八 日 

-1 義 

二 一- •一 五 A 道 

一 1- 九  了 

霊 九 圓 
霊 九 ; ILC 

I ぎ 

1 M 五 九 虎 

M 五 九日 
一一 三 五 九 ^0 
一一 一一 一六 〇 日 

一 1 0 光 

一一 三 S 宗 


諱 

乙 


虎 

巖 


耀嫌 

1 

胖| 

蓮 

% 

3 

隆 _ 

ff 國 

m 

◦脱 艦 


11 


晃 


坦 

山 #: 

m 

淸鼸舜 


白 


出生地 宗門 住 所 

和 泉臨濟 山城 大德寺 
— 日蓮 山城 妙顯寺 
— 曹洞近 江 深講菴 
京師 臨濟 山城 大德寺 
奥州 法相 大和 興 福 寺 

攝津大 坂 日蓮 山城 眞如寺 
肥 前 佐 賀曹洞 肥 前 皓臺寺 
— 日蓮 山城 本國寺 
京師 日蓮 下 總妙興 寺 
出羽莊 內淨土 武藏增 上 寺 
加賀 日蓮 甲斐 身延山 
— 日蓮 山城 大虛菴 
天台 近 江 比 叙 山 
— 曹洞肥 前 泰智寺 
安藝 廣島淨 土 下野 大巖寺 
— 淨土 下野 弘經寺 
— ^ 法相 大和 寶藏院 
山城 淀眞 豐 後長 福 寺 
加賀曹 減 加 賀寶圓 寺 
— 日蓮 下 總正峯 山 
眞言 紀伊 高野山 
— 日蓮 山城 妙顯寺 
— 眞 山城 本願 寺 
京師 臨濟 山城 大徳 寺 


示 寂 年月日 享壽 
元祿十 、十、 升 九 五 四 
元祿十 、十一、 升 六 一一 
元祿十 、十一、 升 一六 一 
元祿 十、 十一 1、 升 九 六 3 


嘯 

如せ 

ヂ 深 慶伊， ，勢 
# 房 安澧津 

宗_ - 

海 卜 - 

助頻 


元祿十「正、十四士四 
元 祿十一 、一一、 十一 六 九 
元祿 十一 ' 一一、 五 1 九 
元祿 十一、 三、. : 七三 
元祿十 r 五、 九 八 〇 
元祿十 一、 九、 升 一一 七三 
元祿十 一、十一、 十五 六 八 


元祿十 一一、 正、 升 五 ..： 
元寐 十一 一、 一一 r 八 
元 祿士一 、四、 四 六 六 

元祿土  一 ¥ i -i 

元祿十 一一、 八、 升| 
元祿 十一 一、十一、 ± 七11 

元祿士 一、 十 5 五 S 

元祿十 一 f 正、 升 八 五 
元祿十 三、 四、 十 一一 五一 一 
元_1 一一、 六、 升 八 六 八 


紀元 法 
一臺四 Id 
霊 四日 
一畫 四ぞ 

一一 三 五 四隨 

一一 三 五四大 

一一 雲 ^0 

一 1 五 綾 

一一 霊 1 兀 

一一 三 五 五宗 
一一 一一 一 五 五 京 
1 it0 
晝五 °1° 

量！ t 

11 !霎  1 • 

1 = 1 五 五!^ 

1I SO 

一一 1: 六祖 

一毫 0 謂 

一一 M 六 1 心 

一一 I 宗 

霊 七 ac 

二三 五 七 補 

一 一三五 七賢 

一 畫七？ K 


日本 佛家 年表 


(五 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


ぶ 尾 紀京石 和 江 
古  气 

屋張 伊師 見堺戶 


us 化 鉢^?‘ 白雲 蟲 & 寬 深!！ 順 墨 s 赢 


豐 京能紀 京 
後 師登伊 師 


演道眼 岩。 冏 ◦三算 靜° 尼 古 慶〇言 •益 °幽〇 使。 明 元。 貞 慶通 寬昕玄 

叟說譽 白  春 縱譽志  湛 5^! 正 觀慈是 妙 峯德阿 敬 江 長翁报 門玄馱 千院觀  珠學  岑陽卓 義 

T  靜 


攝津尼 崎 

京 師 

伊勢 神 戸 
美 濃 岐阜 

京 師 

山城 深 草 


加 貿金澤 

肥 後 

河 丙 鬼 住 
越 中 


越 中 

薩摩費 島 

筑* 後 

久留米 

京 師 


淨土武 藏增上 寺 
日蓮 山城 妙顯寺 
黃檗武 藏弘福 寺 
日蓮 山城 瑞 光寺 
日蓮紀 伊 報恩 寺 
臨 濟陸前 萬壽寺 
日蓮 和 泉 妙法 寺 
眞言 攝津 圓珠院 
臨濟 山城 大德寺 
淨土駿 河 寶臺院 
天台 和 泉 海岸 寺 
日蓮 安房 誕生 券 
眞言 紀伊寶 光院 
眞言 山城 勸修寺 
眞言 伊勢 敎王山 
淨土 相模 光明寺 
日蓮 山城 妙顯寺 
曹涧和 泉 成 合 寺 
眞言 武藏靈 雲 寺 
曹涧越 中 光禪寺 

眞言 武藏靈 雲 寺 

眞越中 瑞泉寺 

眞言 大和 長 谷 寺 

天台 近 江 安養寺 

臨濟 山城 大德寺 


元祿十 一一 一七 一一 七 ill 
元祿十 一一 一、 八、 一六 〇 
元祿 十一 10 一  七 一一 
元祿十 三、 九、 八| 
元祿 ±一 一、 九、 十六 四 
元祿十 S、 正 ' 七 四 
元祿 十四、 正、 十九 七 一一 
元祿 十四、 正、 升 五六 二 
元祿 S 、 一一 一、 升 五 七 一 
元祿 十四、 固 升 八 — 
元祿 十四、 五、 升 八 — 
元祿 十四、 七、 在 六 一一 
元祿 S 、 十、 十五 七 一 
元祿 十四、 士一、 一一 三 一一 


元祿 十五、 正、 升 五— 
元祿 十五、 正、 升 五八 一 
元祿 十五、 一一、 十八 八 四 
元祿 十五、 六、 升 七 六 四 
元祿 十五、 九、 土 ハ 五〇 


元 祿土ハ 、十、 十六 三 一一 

實永 元、 正、 升 五 七三 

寶永 元、 三、 五 五六 

寶永 元、 六、 升 一一 七 四 


一一 三 六 四日 

雲 四宗 

一 ご I! 六 四 豪 

11 三 六 四® 

一畐四 憶 

一一 三 六 四日 
〇 

一一 三 六 四 通 
11 三 六 四日 

= 一六 五！！ 

一 憂！ H 

* & 

雲 五日 

一 n 畫が 

雲 五宗 

雲 五日 相 

一一 = 五 0° 

一一 一一 I 陽 

一一 三 六 六 

雲 六秀 

一一 三 六 六 廓 

一 脚 0 ®ic 

穹六六 が 

一一 三-! ハ 六法 

壽七秀 
一一— 宗 


明 福 州 

伊  勢 
安 1 舉 

出 羽 来 澤 

京師 

丹 後宮 津 

武藏 

加賀 金澤 

京師 
尾 張 

支那 福 建 
播磨廣 山 
三 河 刈屋 

京師 

加 貿小松 

京 師 


京師 


一 憂。 白 

一， 〇 口 

雲〇蠢 
1 0 日 
一一 三 六 〇 日 

達 六 一 道 
_一  日 
一一 三 六 ^ 

雲 一 妙 

一一 i 春 

11 三 六 一 賀 

一一 三 六 一日 

雲 一 ?叔 
i 濟 

i 六 一宗 

一至ハーー意 

一一 三 六 一一 日 

1 一愚 
一, 一一  1 : 
一, 一一 »c 
11 三 六 一一  l im 

一一 一一 一六 三 浪 

一一 雲  SH¬ 

IS  四  & 

一一 雲 宗 


日蓮 武藏本 門 寺 
臨濟 山城 大徳 寺 
天台 近 江 比 叙 山 
黃檗紀 伊 光明寺 
眞  能 登 往還 寺 
日蓮 山城 本 妙 寺 
眞  豐 後長 福 寺 
日蓮 武藏淨 心 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
天台 近 江 安樂 院 
曹洞 奥州 泰心院 

日蓮 下總 妙法 華 寺 

華嚴 大和 東大寺 
臨濟 山城 大德寺 
日蓮 武藏 日慶寺 
日蓮 山城 瑞 光寺 
淨土尾 張寶周 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
天台 近 江 比 叙 山 

淨土 - 

淨土 山城 知 恩 寺 
淨土加 賀大圓 寺 
黃檗攝 津法福 寺 
淨土 山城 知恩院 
臨濟 山城 大德寺 


寶永元 七三 I 
寶永 元、 十一、 十六 五一 


寶 

八 

升 
― »  . 

寶 

、 

八 

十 

五 

寶 

丞 

、 

- f ぐ 

■% 

五 

寶 

^5 

、 

, ノし 1 

十 

寶 

正' 

寶 

永 

、 

十、 

1 

寶 

十 

2： 

寶 

永 

十 

寶 

永 

社 

寶 

永 

:: 

士 

寶 

永 

、 

— * ― 

升 

五 

寶 

永 

寶 

永 

2 

土 

寶 

永 

! 

1 

8 

士 

八 

友 

1 

至 

八 

八 

五 

1 

五 

公 

七 

寶永四 ' 1 一、 十一— 
寶永四 、三、 升 八 一 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 九） 
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逭道 ° 日 日 ◦只 °英°祖° 演湛 °焉° 忍 Q 日 元( 

耳 声 ( 

定 胖1 忠 貞 °丸0 岳 (3京° 智 澄 °智°徴° 量 尼( 

愨性 心毅 K 幸 首存閣 弄春宜  #隨 問 染堂默 阿 信壽 泰然 了 
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ilii^iifiiiilii? 111111 in 


美 肥 
濃 

關前 


伊 

伊丹 

豆 

實波 

初 

上笹 

島 

野 山 

信 江 甲 
濃斐 
諏  >  荊 
訪戶澤 


足 

師 


霧 〇休 

一 三七〇 宗 

一一 三 七。 #0 
一一 一一 一七。 7C° 

3 〇观 

一一 三 七 0 @:) 

一 5? 七 o IJi0 

一一 壽. 知 

一一 三 七 0 月 
一一 三 七 一尊 


下野 M 和 

但 馬 


勺 三 
Q# 

^u.0 

^ g . 
戌芳 
°-715 # 

慶； 1 京 師 

衷 1  若狹佐 田 
臥 I  江 戶番町 
& 駒 智下 野 
辨 I —— 

妙 g 京師 

汔,  _ 


〇 


紀元 法諱  出秦 
一一 11 一七 0 安 西  伊豫 奧 g 


住  所  示 寂 年月 B  草 * 

伊豫 本 誓 寺寶永 f 一一 一、 十五 七 I 
下野 大法 寺寶永 f 五、 升 九— 
山城 大德寺 寶永七 ，六、 升 六 八 
山城 智積院 寶永七 、六、 升 一七 一 
武藏 羅漢 寺寶永 f 七十 I 六 三 
丹 波 慈 德寺寶 永 ff  土 ハ 八 七 
武藏增 上 寺寶永 f 八、 十八 六 九 

山城 知 積 院寶永 f<、 艾 1: 

駿河 實相罟 寶永七 •九、 十五— 
山城 妙 顯寺寶 永 f 十、 十六 七三 
山城 知 恩 院正德 元、 五 - t-' 八— 
武藏泰 雲 寺 正德元 T 十八. 六 六 
甲斐 妙 了 券正德 元、 九， 开五一 
山城法然院正德_兀、十一、十六七 
武藏高 林 寺正德 11、 正、 一 ,1 
山城 報恩 寺正德 II、 II、 开九六 一一 
伊勢 曼茶羅 寺 正 德一 r 七’ 七 八 〇 
近 江比皲 山 正德一 一、 十、 升 九 四 六 
大和 長 谷 寺 正德一 一、 十一、 一 七 四 
攝津 欣淨寺 正德一 一、 十一、 一一 七 § 
下總 弘法 寺 . Th 德ーー 、 ± 、 五— 
紀 伊本 廣 寺正德 1 1、十一、 ± 七 一 
肥 前聖福 券 F. 德 1 一_ —— 八 〇 
尾 張 莴松寺 正德； 1 rer 升 - Ti. 八 〇 


紀元 法 
~ 一一 六 - fa 善 

一,ヽ七, 

一一 一一 一六 七 澤 - 

雲 七日 

電寬 

一一 三 六 七 義 
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& 
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°ft 春 
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ヌ如 
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一 1 三 六 八 圆性 
三 一 H ハ 八 宗點钟 

一一！ 一一 六 八 i#° *° 1 

= 一六 八日 存 g 

雲 八日 
一一 三 究寂仙 
一 ーーー ー六 九 良 高 S 

義！  •^圓 


德 


日 住 到 

一 S ハ 九 ii° 15 M 

一一 一一 一六 r 白幽子 

一一 一一 一六 九 宗题娜 

一一 11 一七 0  了秀 

一一 s o 師蠻 TCP 

一  W  七 〇 .日： IP 院 


隆道明 


出生地 

甲. 斐 

羽 後 八幡 

山城 鳥 羽 

撖律 住吉 

京師 

攝津大 坂 

明 

上野 西 鳥 

美 濃 

三 河黑縮 

京  都 
老松 祠 

加賀 

武藏 江戸 

甲斐 

美 濃 多藝 

京師 

相模 

駿河澳 律 


宗門  住 


淨土武 藏敎善 寺 
黃檗 山城 天 眞院 
淨土 山城 知 恩 寺 
日蓮 近 江 淨心寺 
眞言 山城 仁 和 寺 
天台 近 江 比 叙 山 
淨土 山城 安養寺 
曹洞 山城 興聖寺 
黃檗肥 前 興 福 寺 
天台 武藏棧 草 寺 
M,  山城 眞覺寺 
臨濟 山城 大德寺 
曹洞長 門 大寧寺 
日蓮 安房 誕生 寺 
日蓮 山城 本國寺 

淨土山 城 金戒光 明 寺 

曹洞備 中 定林寺 
日蓮 武藏瑞 輪 寺 

.黄 檗攝津 慈應寺 

—— 山城 白 河 山 

臨濟 山城 大德寺 

淨土 山城 淨華院 

臨濟 美濃嵇 德寺 

H 蓮 伊勢 圓妙寺 


示 寂 年月日 享壽 
寶永四 五十 四 — 
寶永四 、五、 S 七 八 
寶永四 、六 : — 

寶永四 、七、 七 七 四 
寶永四 、九、 土 ハ ーー； 六 
寶永四 、十、 一 五 七 
寶永四 、十一、 十 - fa 六 三 
寶永四 、十一、 十九 - tr 五 


寶永 5 r 十七 七 〇 
寶永五 、四、 十七 八 六 
寶永五 、十、 四 六 六 
寶 永 五、 十、 十一 一一 六 一 
寶永五 、十、 十八 六 七 
寶永五 、十一 1、 十七 五 九 
寶永六 正 十七 — 
寶永六 、一一、 七 六 _ 
寶永六 、一一 1、 常 七三 

寶永六 、四、 升 四 七 四 

寶永六 、七、 升 五 I 

寶永六 、九、 十七 £> 一 

寶永 f 正、 升 五 I 

寶永七 、ー ー、士一 八 五 

寶永七 、二、 升 四 七 九 
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淸 京 伊 
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鍋 
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山野 見師勢 


— 置 _ 
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伊師 蔓 


岩 代 新 倉 

京師 

近 江野洲 


一一 三 七三 榮 
一一 三 七： 一一 紹 

一一 三 七； 一一 日 
一一 三 七三 fif 

M 七 四日 

一雪？ k 

M 七四懷 

一一 三 七 四日 
一一 三 七 四日 

謹 0° 


專 
肅麵 
，輝 鴨 
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m 

悅一 
音 1 
了酿 
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題 


一 匿 0# m 


i 華 


一一 一一 1 道 

三 一一 七  0 H ° 

S 四 靈 

一一 *: 0^0 

i 五！！ 


春 

白 崎 

0 
j 順 
# 
£竺 
,0 
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求 

〇 


穗 t 


岩 


，(き 

1 1 六 宗 

-1 三 七 六 天 

一一 三 七 六 & 觀鹆 

一一 三 七 六 il s0 1 

一一 三， v 六日 慈 尼 g 應 

修 

禮 

通- 

譽 

一一 一一 一七 六堯圓 


〇 


一 i ハ 公 辨雛 

11 三 七 六 岸 了® 


武 藏江戶 眞言 武藏 根生院 
京師 臨濟 山城 大德寺 
京師 日蓮 山城 本國寺 

- 眞言 下野 金蓮院 

- 日蓮 山城 本國寺 

- 臨濟. 武藏苽 海 寺 

- 淨土 山城 法然寺 

駿河莳 中 日蓮 甲斐 本覺寺 
大坂 日蓮 山城 眞如寺 
—— 日蓮 越 中正 法 寺 

- 淨土常 陸 常 福 寺 

備後曹 洞加賀 大乗 寺 
紀伊 日蓮 甲斐 本 遠 寺 

- 淨 土武藏 東漸 寺 

近 江 曹洞武 藏靑松 寺 
京師 淨土 山城 專福寺 
伊勢 二色 眞言 大和 生 駒 山 
京師 臨濟 山城 大德寺 
上野 淨土佐 渡 念佛堂 

攝 津 f 熵攝 津大念 佛寺 

近 江臨濟 山城 相國寺 

京師 日蓮 山城 瑞龍寺 

京師 天台 武藏輪 王 寺 

尾 張淨土 山城 知恩院 

京師 眞  伊勢 專修寺 


正德三 、十、 十四 七 S 
正德 111、 十、 升 六 八 六 
正譽、 十一、 八 


正德四 、三、 十六 七 〇 
正德 四、 五、 一一 七 一 
正德四 、五、 五 


正德 四、 六、 九 六 七 
正德四 、六、 十九 


正德 四、 六、 升 四 八 一一 

正德 0、七、升五 — 
正德 四、 八、 十九 八 0 
正德 四、 十、 升 五八 一 
正德四 、十、 升 -- fcr — 
正德 五、 一 —; 升 三 六 七 
正德 五、 六、 十一 八 一一 
享保 元、 正、 十六 八 八 
享保 元、 一一、 土 ハ 七 一 
享保 元、 一一、 升 八 七 九 
享保 元、 閏一 1、士一 六 八 

享保 元、 三、 八 八 三 

搴保 元、 四、 六 一八 

享保 元、 四、 十七 四 八 

享保 元、 七、 十七 一 

享保 元、 七、 升 七 七 六 


一一 三 七 六 屬 
三 七 六日 

三 七 六 ■慕 

三 七六顯 

三 七 六日 
111 七 六 亮 
三 七 六日 
-11 七 六 妙 
111 七 六 護 

璧 七七日 

一一 三 七 七 f 

= 一七 七 記 

一一 三 七七日 
一一 三 七 七 0 is  ° 
一一 三 七 - tl s0 
i  , 
一一 三 七 七 
一一 三 七 七 1  0° 

一 1  T 

I 一三 七 七ぎ 

SI 一七 七日 

一 111 一七 八義 

一一 三 七 八撕 

一一 三 七 八 知 

一一 三 七 八 it0 
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臨濟 山城 大德 寺享保 元、-— 

日蓮 山城 寂 光寺 - - I 

眞  山城 圓德寺 丨 

淨土尾 張 正覺寺 - I 

日蓮 山城 本瑞寺 - 1 

眞言 山城 淸和院 - I 

日蓮 山城 妙顯寺 - - 

臨 濟和泉 佛在菴 - - 

淨土下 總環菴 - I 

日蓮 武藏本 門 寺 享保一 > 正、 升 七 1 
淨土 山城 大原 山享保 一一、 一一、 四 七 0 
淨土武 藏增上 寺莩保 1 一、 一二、 十八 六 七 
日蓮 甲斐 E 谷 談林享 保 一一、 三、： 六 五 
曹洞加 賀大乘 寺享保 一一、 0 、十一 五 七 
眞雪 ■大和 長 谷 寺 _保一 一、 四、 十八 11 一 
黃檗 山城 萬 福 寺享保 一一、 五、 十八 六 - b 
淨土 山城 法 恩 寺享保 11 、五、 升 11 一六 五 
日蓮 山城 瑞 光寺 享保一 l、A  士一七 六 
曹洞 武藏靑 松寺享 3 T 十、 升 1 (七 五. 
淨土 山城 華 頂 山享保 1 1、 十一、 -i 七 q 
日蓮靶 伊 養 珠寺享 保 11 、十一 r s 七 九. 

臨濟 - 享保一 一一、 一一 一、—  — 

淨土武 藏增上 寺享保 一一 一、 f 十五 八 一一 
眞  山城 光隆 寺 享保三 、八、 十三 八 五 
黃檗近 江 野 iw 某 菴享保 三、 十、 十五 五 七 


伊勢 飯 高 
江 戶 
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樹 日 ° 寅 道' °B 堯 慧 °日°峻° 馬 道 Q 周 秀 °實° 妙 性 G 尊 亮 〇隆° 蓮 ◦無 ^慧 日°法 
久  空果 

心 亨7 跋 載 明 ° 尼庸 空 °省°諦° 蹄 寵〇大 慶 ◦貫 ◦尼 憲〇 尼 貞〇慶 ◦昉 3 能 ◦友 和。 _ 

捣顗 M 道 智信極 慧本妙 如 隨房光 辨老淸 寂  霖化春 慧舂應 音 泰智教 空 慈  舂自 順專如 旭一 守諦 了心是 
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五八 四 八 七 
五 八 二三  〇 


Tv 


宣灾丨 室 宾空查 宪合老 


古 


近紀 
江 伊 


久上 京薩 
留 

利總師 摩 


示 寂 年月日 享壽 
享保一 一一、 十、 十七 S 


享保四 、正、 一一 三 七 
享保 四、 一一 一、 3: ハ 五六 
享保四 、へ 六 七 一 
享保四 、九、 十七 七 一一 
享保 四、 十、 —— 四 五 
享保四 、十一、 升  一 S 
享保 五、 正、 十五 七三 
享保 五、 四、 六 I 
享保五 、七、 升 一六 八 
享保 五、 九、 十三 — 
享保 51 、九 八 七 


宗門  住  所  示 寂 年月日 
眞言 山城 智積院 享保七 、四、 四 
日蓮 安房 誕生 寺享保 f 六、 十三 
臨濟 山城 大德寺 享保七 、十一、 十 
日蓮 山城 本 法 寺 享保八 、正、 升 五 
日蓮 山城 養 壽菴享 保 八、 一一、 七 
淨土武 藏靈巖 寺享保 八、 三、 一一 
眞近江 本 福 寺 享保八 、四、 十七 
日蓮 山城 本 國寺享 保 八、 五、 十一 
臨 濟陸前 東 昌寺享 保 八、 九、 十八 
日蓮紀伊報恩寺享保八、十一、十1| 
眞言 大和 長 谷 寺 享保八 、士 一、 十五 
日蓮紀 伊 感應寺 享保九 、一 1、 升 三 
眞言 常 陸 知 足 院享保 九、 六、 七 
日蓮 山城 立 本 寺. 享保九 、六、 ±1 
眞言 武藏 護持 院享保 九、 七、 九 
眞言 山城 智積院 享保キ 八、 升 九 
眞  山城 本願 寺 享保十 、七、 八 
日蓮 山城 瑞 光寺 享保十 、八、 一 
淨土 山城 知 恩 院享保 十、 九、 五 
黃檗 山城 萬 福 寺 享保十 、十、 十八 
眞言 山城 智積院 享保十 、十一、 八 
天台 近 江延曆 寺享保 十一、 11 、十三 
曹 洞 美 濃 全 昌寺享 保 十一、 一一 一、 一一 
曹洞肥 前 高 傳寺享 保 十一、 五、 一一 
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一一 三 八 四日 

一芙 四 ^0 
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意 雛 
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一一  15 f J£ 

一一 璧 日忍膽 

一一 三 八 五圓理 #0. 

墨. 方 II 

一一 三 八 五 覺眼 | 
11 八 六圓澄 
一一 三 八 六 文 淸。| 
一一 三 八 六？ 叔. E 


出生地 
美 濃 大垣 
上總大 楠 

京師 


m 

式 

1 

M 

4 通 

有 I 

m 

光 I 
忍 _ 


長 門 


武藏谷 原 


正 ! 


大和 添 下 

京 師 


淸 

薩 摩 

武藏培 玉 
近 江彥极 
肥 前佐貿 


出生地  宗門  住  所 
尾 張 桑 栗 日蓮 _ 濃 長 照 寺 

- 眞  攝津三 光寺 

奥州 石 川淨土 奥州 北 平 田 

- 黃檗 山城 萬 福 寺 

- 眞言 大和 長 谷 寺 

伊勢 度會 眞言 大和 長 谷 寺 

- 天台 山城 光照 院 

京師 淨土 山城 眞宗院 
攝津 日蓮 山城 養壽菴 
越 前 丸 岡 眞言 武藏眞 福 寺 
絲那贜 眞言 大和 長 谷 寺 
江戶 麻布 淨土武 藏增上 寺 
筑後黃 檗肥前 寵津寺 

- ‘曹洞 常 陸 祗園寺 

越 前 福 井 眞  越 前 勝授寺 
江 戶 B 蓮 E- 斐身延 山 
近 江 金森眞  山城 西 福 寺 

- 眞  山城 佛 光寺 

- 日蓮 山城 養壽院 

長 門 黃榮武 藏瑞聖 寺 

磐 城 相 馬， 淨土伊 塾 梅 香 寺 

信 濃 飯 UI 臨 濟信濃 正受菴 

京師 日蓮 甲斐 身延山 

京師 眞  山城 長覺寺 
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寶匿、士、十七 
寶曆一 一、 十一、 六 
寶曆 A 正、 十 
寶曆五 、四、 升 五 
寶曆五 、十、 十四 
寶曆六 .、正、 十五 
寶曆六 ： r 十一一 一 
寶曆 2 、十四 
寶曆六 、五、 升 六 
寶曆六 、六、 11 
寶曆六 、七、 六 
寶曆六 、八'  四 

寶曆 f 正.、 111 

寶曆七 正' 升 七 

蜜曆 2、土 

寶曆七 、八' 十四 
寰滕七 、九、 升 八 
寶曆八 、十， 十七 
寶曆八 、十一、 十五 


肥 前佐賀 
大坂 
岩 代 福 身 


京師 
肥 前 

尾 張 熱 田 


武藏足 立 

尾 張 


G 本佛冢 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(二〇 一） 


K  I  3  &  =  I  宝芜 •  I 


寶寶 

曆曆 

十 十 
十、 十、 


寶 寶寶寶 
曆 曆曆曆 

十 十  十  十 

九 八 七 

升'  十'  升'  十' 
二 六 八 六 


八 六 五  |  八 

•四 三  |  九 


<1 


五 近 肥 
み 前 

越 

中 

伊 

ヶ 蓮 

射 

勢 

莊江池 

水 

明 和 四 八' 十五 

—、！、 1 5ーー ー 

明 和 五、 五、 十四 
明 和 五、 六、 六 
明 和 五、 ー ハ、 升 六 
明 和 五、 八 升 一一 
明 和？ 一一、 十一 

—、 —、 六、 一一 一 


示 寂 年月日 享 K 

寶曆九 、六、 八| 
寶勝九 、八、 三 ■四 六 
寶曆 十、 四、 八 九 一一 
寶曆十 、七、 十一 四 一 
寶曆十 、十一、 十一— 

寶曆 -n ± l、 s — 
寶曆十 一、 正」 一老 

寶曆 十一、 六‘ 一一 三 四 
寶曆 十一 T 十七— 
寶曆十 S、 十四 五六 
寶曆十 一 一、九、升三 四 四 
« »- 十一  I - - 


明 和 元、 正 - H 五 七 I 一 

明 和 元三、 十三！ 

明 和 元、 八、 一一 八 一 

明 和 元、 八、 1: ! 


示 寂 年月日 享壽 
明 和 元、 十 ^ 七 五 
明 和 元'  十一、 飛 四 一一 
明 和 元、 土 一、 六 七 § 


明 和 一一、 正、— •七 六 

明 和 一 rf 一 I 

明 和 ri、 三、 - fa 八 三 
明 和 一一、 九、 十三 六 三 
明 和 一一 一、 十一、 十八 一 
明和三 ‘ — 、 I 九 0 防 


明 和 六、 一一 一升 六 I 
明 和 六、 四、 十七 六 八 


住  所. 

武藏 長德寺 
山城 法傳寺 
山城 妙 立 寺 

山城 東 本黪寺 

上野 鳳 仙 寺 
山城 妙滿寺 
武藏祐 天 寺 
武藏增 上 寺 
武藏 寶松院 

伊勢 智 惠光院 

山城 宏 山寺 
武藏聞 成 寺 
出 羽 大信寺 
山城 幻々 菴 
山城 萬 福 寺 
攝津常 光寺 
山城 了 蓮 寺 
武藏迦 葉 寺 
大和 長 谷 寺 

日向 眞純寺 

和 泉 專稱寺 

武藏寶 仙 寺 

大和 長 谷 寺 

大和 法隆寺 


住  所 

加 賀大乘 寺 


武藏養 光寺 
筑 前某菴 
大和 靈鷲山 
相模 光明寺 
江戸 花 川戶 

武藏 麻布 某菴 

大和 長 谷 寺 
山城 智積院 
安藝 某 寺 
近 江 即得寺 
越 中 西 光寺 
播磨 眞淨寺 
越 中 圓滿寺 
伊勢 龍 泉 寺 
肥 前 龍、 f 寺 
伊豆 龍澤寺 
山城 東 福 寺 
豐前自 性 寺 
大和 吉野山 
肥 後 法 光寺 
武藏 宗延寺 
近 江 安樂 院 


紀元 法諱 

一一四一 九 

一一 四 一九 1®° ^ 

一一空一〇白龍归 
S  一 〇 光超 1 

璧〇|大 °1: 

一一 四 一一。 0 0° ¥ 

璧一 |,|豕驗 
一一 四 一一 一 性 雲 1 

靈一忍 海 1 
璧一 o;o c:o & 
s llll ft° «c _ 
1 一慧寂 1 

1 !  |賴 


II 四 一 S 


昭 M 

°0 海 

嵩 I 


P1 OS 兀 
S 一一 一一 一 7C0 

S 一一 三 憲榮 I 

111 50 11: 

111 二兀轟 I 
一一 四 1 一三 信 恕_ 

一一 四 5 1 曼碩 

S 1 一四 1 1 贤棘 

一  s s f ar 

3 5 性 海 鎌 

一一 四 一一 四慧恩 f 


出生地  宗門 
武藏塚 原 臨濟 
近 江 下 笠 淨土 

武藏 忍曹洞 
- -眞 

H 野 境 野 苗 日 洞 

尾  張  m 蒙 一 
名古屋 日 a 

岩 代淨土 

- 淨土 

- 淨土 

伊勢 眞 

越 中 射 水  M 

- 眞 

- 眞 

肥 前 蓮 池  W0 

1 L 黃檗 
- 眞 

丹 波 桑田 淨土 
出 羽 秋 田 曹洞 
下 總 眞言 

- 眞 

和 泉堺眞 

眞言 

眞言 

戒律 


积  一 7( 


璧四だ Jff 

一一 四 一一 四 理秀尼 

1 »° 阶 服 
越宗麵 
一一四 室 即道 | 
il 五 舊應 | 

一一 四 一一 五 榮山 1 道 
一一 四 一一 五淨淸 
一一 i ハ圓 脅難 
一四 一一 六 fl° s° 


ーー四 二 六 古 

1511 七  M 

二 四 二 七 善 

靈八 (I 白 
屋 八 0^0 

一一 四 一一 八 1 思 

11 八 一 兀 

屋鲁 


1 
寬 
意 g 

£ 心 
_泰 通 


辯 1 


離鋪 


11 四 一一 八 * 1 


ft 隱 

防 献 


-运 -H  P  汧 
1511 八惠潭 
一一 四 一一 九 常 


臻 


一一 四 I 一九 日 

一一 四 一一 九 ^0 . 嫩  f 


出生地  宗門 
越前燧 城 # _ 

京師 天台 

- 曹洞 

- 曹洞 

肥 前曹洞 
-  淨土 

山  城 _ 

東海 津 

江 戶湯島 淨土 
大和 奈茛  SJ 興 一言 

-  眞言 

— . — 眞 
近 江眞 

- 眞 

- 眞 

- 眞 

. 眞 

肥 前 松 浦 黃檗 
駿河駿 東臨濟 

咖 3 石 餓臨濟 
伯 耆臨濟 

奧州白 河 臨濟 

- 眞 

- 日 it 

駿河府 中 ^ ムロ 


h 野 境 野 

尾  張 
名古屋 

岩 代 


丹 波 桑田 
出 羽 秋 田 

下總 


和 泉堺 

武藏大 里 

下野 鍋 山 


日本 佛家 年表 
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書辭 名人 家怫 本日 


墙: 眞 ••空? 旭 °顯 空3 慶^! 

巖桂  得 音 周緣瓦 心淸潭 慈頁眞 m 六 
昇  院淨 

I 祀三京 J 下 g® 


安 


泉 

谨 伊 河 師川野 K 州 


牧 


潤霊。 位 JIH。 岳 洗 姬燈嚴 


蓮 f# 豐 光道 本。 尊 美 阿 f 蟲傳 器春秀歡 啓 II&； 1111 1 尼 如%,  U 寶0 & 山 方面 


蓋志丨石丨 さ丨 I  I 丨荖 §丨 「主 突 吾 I 秃丨 I  I  S  ^  S 


播 磨 
江 戶 

安藝 廣島 


IS1I  九% 

一 S1 一九 普 

一一 四  1  一九 ^0 

1 九 道 

一一 四 三 0, 

一一 四 三 〇圓 

1, 〇堯 
10 文 _ 

1 〇慧 
_  二 «c 
霊 一紀 

重 一臂 

S 三 1C 疋 

11 1 曇 
霞-一公 
1 一一 辨 

15三二1! « 

1 1 M 

一 # 智 

J- io 

S S 快 
1 一一  一一一 道 

一 1 11 一一 pf° 

二四三三 靈 

一一 四 三 四 s° 


黃榮 山城 萬 福 寺 安永 一一 一、 十、 十三 
眞言 大和 長 谷 寺 安永 四、 九、 八 
眞言 山城 智積院 安永 四、 十、 升 八 
天台 下野 輸王寺 安永 五、 士 、十 

眞  三 河 某 寺 - 

眞言 山城 護持 院 安永 六、 六、 一 
眞  伊勢 光澤 寺 安永 六、 ± 1、 十一 一 

眞  攝津常 光寺 - 

眞能登 明傳寺 安永 八、 十、 升 八 
臨濟 山城 建 仁 寺 安永 八、 — 、 — 
淨土 山城 法然院 安永 九、 八、 升 一一 一 
臨 濟相模 建 長 寺 天明 元、 三、 一一 
日蓮 常 陸 三昧 堂 天明 元、 六、 五 
臨 濟奧洲 高乾院 天明 元、 六、 十一 一 
淨 土武藏 長泉院 天明 元、 十、 十四 

臨 濟近江 某 寺 - 

眞讃岐 西 法 寺 - 

眞  安藝 報專坊 - 

天台 陸 奧峯壽 寺 - 

天台武 藏 吉祥 寺 天明 一一、 正、 八 
眞和 泉專稱 寺 天明 11 、正、 升 七 
眞  播磨 本德寺 天明 一一、 f  — 
眞  播磨福 乗 寺 天明 一一、 七、 — 
淨土 山城 正 法 寺 天明 一 1 、へ •-{- 五 
眞  安藝 報專坊 天明 一一 ± I、 升 一一 


肥 後 三 島 
奥州 小皤 

越後 

越後 蒲 原 
尾 張 海 西 

伊勢 

京師 

山城 宇治 

備中 

駿河 府中 

伊  勢 
二見 浦 

肥 後 熊 本 

遠江滇 松 

伊勢 

伊勢 

县門明 木 
大和 添 上 

武藏 

近 江 愛知 

伊勢 黒 田 


曹洞若 狹空印 寺 
曹洞 越後 雲洞院 
曹 洞武藏 全久院 
曹洞 越後 龍 雲 寺 
淨土尾 張 圓成寺 
眞  伊勢 法受寺 
眞  山城 佛 光寺 
天台 山城 圓照寺 
淨土 山城 西光院 
眞言 山城 智積院 
眞言 備中寶 島 寺 
眞  駿河 淨圓寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土武 藏增上 寺 
天台 近 江 滋賀院 
淨土武 藏增上 寺 
天台 近 江 比叡山 
—— 安房 日本 寺 
淨土武 藏增上 寺 
淨土長 門 妙慶寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
眞言 山城 仁 和 寺 

曹洞 武藏養 光寺 

淨土武 藏增上 寺 

眞 武藏澄 泉 寺 


明 和 六、 九、 十六 八 七 
明 和 六， 十、 十九 六 一 
明 和 1C 十、 升 六 七 九 
明 和？ 一 m ハ 七 一一 
明 和 七、 三、 一一 七 五 
明 和 七、 六、 六— 
明 和 七、 六、 升 九 五八 
明和七 、七、 四 一一 五 

—、—、 八、 十五 七 一一 

明 和 八、 四、 十四 八 一 
明 和 八、 八、 一一 一七 〇 
明 和 八、 八. 十三 六 五 
明 和 八、 十一 rui 八 四 
安永 元、 四、 十七 五一 一 
安永 元、 七、 十六 四 〇 

安永 元 T 4 ^  — 


安永 11 、一一、 芸— 

安永 一一、 一一、 升 八 六 ハ 
安永 一一、 四， 十五 七 一 
安永 一一、 八、 五 五 四. 

安永 一一、 十、 五 


安 ¢1、 七、 升 八 


5 三 四 

一四 三 五？ F 

# & 

屋六公 

四  I A 

氧 

四 三； f 明， 
—八敎 
四 三 九 如 

四 三 九 m° 
四 四〇智 

四 S 元 

四  S B° 


四 四 一 ^ 

§  i 日 

四 01 ^ 

a 四一寶 
b 四一慧 

四® 一明 

四 四-一敬 
四 四 一 一義 
四 四 一一 法 

四四一一 , 
四 四 一 ^ 
四 四-一一 M 


能登菅 原 
攝津池 田 
但用廣 谷 
豐後竹 田 
常 陸赤濱 
奥州 小 野 
伊勢 桑 名 

近 江 

讚 岐 


武 藏 
和 泉 
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山 恩 °寶1 海 °皓1 軍 

然湛範 素 華雜院 樹幻大 
法 


火。 薄明 山 〇 慈 順 選 

了 明 行瞭心 白 逆 即  聽 寂明孩 
院意 


s 砂 ■廓‘ 墓 


诵故衍 玄空慶 

院功 给雜箅 高 
Wi 

三攝 
河津 


眞天 眞 .念 融眞 眞 日眞眞 眞窬眞 天 眞 念融曹 眞眞 眞眞眞 眞臨眞 宗 
台 言佛通  蓮 言  言 僧 言 台 言怫 餌 . 洞  言  濟  門 


濟 言 濟ェ言  土  土 


漏 眞 ■眞、 f 眞眞謂 _ 


近 r; 美 
1 ケ 

江 鼻 濃 


| 越 

蠢 後 


越 1 

下 

仏. 大 

_ 澤 

鞠、 

信 g 備 
濃 1 前 


播磨三 草 
攝津大 坂 


_  出生地 

廓  - 

拙  京師 
眞  ■■■■■- 
乘出羽 

銘輕越 中 新 川 

增  - 


上總匝 嗟 

_ 人間 

京 師 

伊勢 飯 高 


京師 

近 江信樂 

周  防 
八 代 烏 


諱  出生地 

1r 尾 張 
國. 1 — . 

岳  1 
琳濟 

諦 I 光 伊勢 
信 i  伊豫 鳥 生 


辯 韻、 伊. 勢， 

導 ^-- 妙肥狻 熊 本 


隨  奥州 


住  所 

豐前 敎覺寺 
武藏 善昌院 
安藝 眞行寺 
羽 後長 命 寺 
越 中 善 巧 寺 
肥 後 淸臺寺 
山城 春 日 寺 
攝津正 行 苛 
常 陸 東 光寺 
大和觀 音 寺 
山城 淨敎寺 
-ft 濃 坐 光寺 
尾. 張 興 正 寺 

武藏眞 福 寺 
山城 輿： [H 寺 
大和 長 谷 寺 
山城 妙覺寺 
山城 興 正 寺 

近 江 錦 織 寺 

大和 法： i 寺 

大和 長 谷 寺 

近江滋 賀院 

伊勢 眞臺费 


示 寂 年月日 享壽. 
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天明 七、 三、 十四：— 
天明 f 五、 朔— 

天明 七、 六、 升 九 八 六 

天明 七、 八、 十一 一一 究_ 

天明 f 十一、 升 一 六 111 

天 m 八、 正、 升 一八 . 〇 

天明 八、 1 .、升 五六 七 

天明 八、 五、 升 九 七三 
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江 戶靑山 
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三 河 刈 谷 
安房 和 宗 
阿波 板 ! Ilf 

武藏 
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曹洞仙 臺輪王 寺 
眞  周 防 眞覺寺 
日蓮 常 陸 三味 堂 
眞言 山城智 積院 
眞  尾 張 養 念 寺 
眞  筑前長 源 寺 
淨土三 河 隨念寺 
眞言 山城 淸和院 
眞言 阿波 正興菴 
眞言 大和 長 谷 寺 
淨 土攝津 一心 院 
眞  越 前 淨願寺 
日蓮紀 伊 感應寺 
曹 涧攝津 光明寺 
眞  安藝 專敎寺 
眞  山城 光隆 寺 
曹洞近 江 淸凉寺 
眞言 武藏 根生院 

眞  安藝專 念 寺 
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淨 土武藏 光明寺 
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眞言 大和 長 谷 寺 
眞  近 江 淨滿寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
眞言 山城 智積院 
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眞  武藏 還來寺 
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飛驛 高山 
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眞ーー n 大和 長 谷 寺 
眞  武藏 西敎寺 
淨土 山城 正定院 
天台 近 江 園 城 寺 
眞  伊勢 光源 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
臨 濟筑前 聖福寺 
眞言 武藏 護持 院 
眞  伊勢 養 光寺 
眞  伊勢 專修寺 
臨 濟山滅 妙 心 寺 
淨土 武藏增 上 寺 
眞  和 泉 萬 福 寺 
曹涧 山城 輿聖寺 
淨土備 後奈良 津 
眞  肥 後 專稱寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
淨土長 門 西圓寺 
眞  越 前 憶念 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
淨土 山城 雙林寺 
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眞  豊 後光 西 寺 
眞  越 前 眞蓮寺 


天 保 六、 十一 ' 一 一一 
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臨濟 山城 圓福寺 
曹洞三 河 香 積 寺 
眞  筑前長 源 寺 
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眞言 山城 東 寺 
臨 濟長門 常榮寺 
眞  越 中 照 蓮 寺 
臨濟 阿波 支 要 寺 
眞  筑 後西 福 寺 
天ム ロ下 大平山 
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眞言 山城智 積院 
臨濟 山城 妙 心 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
眞  豐前正 行 寺 
眞  豐 後光 西 寺 
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伊勢 專照寺 
播磨 常德寺 
武藏覺 呼 院 
相 模建長 寺 
筑前万 行 寺 
筑後淨 光寺 
山城 南禪寺 
三 河 萬德寺 
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攝津淨 光寺 
攝津 得聞院 

筑後 覺了院 

武藏 東叡山 

石 見 瑞泉寺 

攝津正 行 寺 

肥 前 某 寺 


六 四 
七 〇 


示 寂 年月日 享壽 

天 保 十一、 六、 他 六 八 
天 保 十一、 —— 六 一一 
天 保 十一 一、 一ー ー、士  一一 
天保士  r 七、 升 五 
天 保 十一 一、 八、 十一 
天保士 一一、 一一、 升 一一 
天 保 1 、开八 七 七 
天保 * 、四八五五 
天 保 十三、 七、 一一 一八 三 
天 保 十一 一一、 九' 十九 
天 保!！、 正、 七. 

天 保 十 f 正 ■升 六 
天 保 十四、 へ 一一 


天 保 S. 八、 十五 五八 
天 保 十四、 十 ' ハ— 
天 保 十四、 士一、 十四 七 一一 
天 保 一、 十一 一、一 七 一一 


五三 


弘化元 一一 

弘化 元、 九 ■升 九 七 八 

弘化一 1、 六、 十八— 

弘 化 # 、 腸 七。 

弘化三 '三、 123 九 六 

弘化 一一 一、 五、— 丨 

弘化三 、f 十 -- t; 六 一一 


日本 佛家 年表 


(一一 一） 


笑 道 忍助提 健 Q 梁 海 C 

明 三  禪營  隆光院 遊  應绝 

光  泉 

三 伊 安尾 

日藝 S 
市勢 吳洲 


天藏 JII 


劼 巔識耀 

望 拙 院蓮恭 思 
淨 


r^i 

宮 


丹 

丹 

安 

波 

後 

m 

天 

田 

m 

1 田 

邊 

島 

老丨窀 旯杏丨 丨圭丨 S 罡窆公 I 空室 会 I  i 茺灾 S：glS 


天  能 登 
春 藤— 最上 


近 江 今 西 

近 江 

越 中 稗 田 

讃 岐 

備後姬 川 


鏡  一 讚 岐丸龜 


H 

本 - 

佛 

家 

人 

名 


一一 五一 一 深 
一一 五一 一 普 
.一一 五 二 正 
1. 1  一 ft0 
二 五 — ft0 

ill 默 

一一 五一 一 一圓 
一一 五一 一 一秀 

一一 五一 一二 兀 

一一 五 I 一一 1 

1-1 義 

-1 五-二 曇 

一一 五一 一一 一 普 
一一 五一 一一 一回 

一一  §一  愚 

一一 五一 四 ^ 

一一 五一 四 慧 

一一 五 5 法 

靈 一鳳 

一一 五一 四 Inr 
一一 五一 四榮 

一一 五一 四濟 

11 五一 四. m 

-1 五 IE 西 

雲 五 旬 


嘉永四 、七、 十； 一一 七 六 

嘉永四 、八、 六 六 一一 一 
嘉永四 、八 •十五 七 七 
嘉永四 、九 •九 七 六 
嘉永 四、 十、 升 七 八 一一 一 


嘉永 五、 ■六 ' 一  六 0 
嘉永五 ，九、— 1 

士潑 、氷 五， 十一 一 小 六 六〇餘 


嘉永五 、 — 


!、 十一、 一一 一八 0 


嘉永六 、七、 十一 一一 
嘉永六 、八‘ 三 
嘉永六 、十一、 十七 七 一一 
安政 元、 一一、 升 八 五 四 
安政元、ヤ七五七 
安政 元、 八、 十 -- fcl 六 七 
安政 元、 八、 丈— 
安政 元、 八、— 四 三 
安政 元、 十一、 六 六 〇 

安政 元、— - 


安政 一一 •四、 九 六 七 


大和 長 谷 寺 
近 江 唯 泉 寺 
越 中 圓福寺 
備中 甘露 菴 
越後 正 念 寺 
越後 領勝寺 
安藝 弘願寺 
越 中 淨玄寺 
111 城 南禪寺 
武藏 豪德寺 
圓波龍 雲 寺 
長 門 光明 房 
攝津源 光寺 
山城 興聖寺 
岩 代 大圓寺 
下野 東 光寺 
備後 正滿寺 
伊勢 攝取院 
大和 長 谷 寺 
安藝 光明寺 
近 江 大萱堂 

越 前 圓藏寺 

武藏敎 念 寺 

近 江 比 叙 山 

山城 妙心劳 


一一 五一 六 信 
一一 五一 六 0# 

一一 五一 六 ^0 

一一 五一 六 覺 
一一 五一 六 永 

，一一 五 H ハ¬ 
一 一 五一 六  覺 

二五ニ ハ 服 

一一 五一 七 東 
一一 五一 七 純 
一一 五一 七 寂 

11 七 等 
一一 五一 八 1 J 
一一 五一 八！ 0 T° 

S K'' 月 

一一 五一 八， 

一一 五一 八緊 

一一 五一 八 忍 

S 八 & 
一一 五一 八 0* 
一一 五一 九 0 0° 
一一 五一 九！ 3 
一一 五一 九 1 

一一 五一 九. 觀 
一一 五一 九 德 


谇 一里 

一一 © 

3SC 黛 
B n-;; ": 


英 I 
惠 | 

明 I 

.貴 宗 
〇 山 
召 
cf 雲 

丁義 


C  -=5 
1 . 


阿 | 淨 


〇 

向 


頃げ 通 
°11 院 

1° K 

c0 


月 1 乘 

猊 S 


三 SE 眞： 山城 智積院 

- 眞  出 羽 廣濟寺 

越後 蒲 原眞  越後 淸傳寺 
周防眞  攝津長 光寺 
武藏比 企 眞言 大和 長 谷 寺 
苦 狹大 島臨濟 山城 相國寺 
豐前 今津眞  豐前淨 光寺 
越後 蒲 原眞  越後 皆應寺 
常 陸水戶 臨濟 山城 妙 心 寺 
尾 張， —— 美 濃 淨樂寺 
京師 曹洞攝 津磐若 林 
- 臨濟 山城 南禪寺 

越 後眞  越後 無 爲信寺 
尾張眞 ニニ 河 源德寺 
周 防 遠 崎眞  周 防 妙圓寺 
美 濃 靜 里 眞  山城 大行寺 
阿波 眉 山淨土 下野 弘經寺 

- 眞  伊勢 金 光寺 

攝津大 坂 法相 山城 淸水寺 

- 眞  美 濃 智通寺 

加 貿金澤 日蓮 加賀 立像 寺 
大 坂. 法相 山城 成就 院 
■日 ■臨 濟信濃 龍 門 寺 
- 眞  美 濃 善行 寺 

越後 水 原 M  越後 無 爲信寺 


安政  一 4 、.正、 升 一一 

安政； 一一 ' 1 、升 六 
安政 三、 七、 十一 
安政 一一 一、 九、 开 三 
安政 一一 一、 十、 十八 
安政 一一 一、 十、 升 一 
安政 一一 r 十一、— 

安政 四、 八、 七 
安政 四 -; — 
安政 四 ■十一、 一一 

安政 五、 正、 S 一 
安政 五， 一一、 四 
安政 五、 五、 十一 
安政 五、 六， 十四 
安政 五、 九、 九 
安政 五、 九.. 升 九 
安政 五、 十一、 十七 
安收五 、十一 . 五 

安政 六 一 r g 
安政 六 • 一一、 十八 
安政 六 三， — 
安政 六、 七、 四 
安政 六、 十一 一， 十九 


日本 佛家 年表 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 — ） 


善 尾 美 
師 f 
野 張 屋 


rK.  五‘  J5. 五， 

慶 淨寒宜 
喜 嚴淵成 海 Q 

如 照春莊 堂鑪院 皆光幡 
遵 


H  S  ^ 

〇  〇  兀 

玄 秀0 法 

彙存 

寧 萬院一 
蓮 


如 空 Q 住 城 
幢人澄 慧窟獅 

々 


出生地 


大和 筑紫 


肥 前諫早 


近古 滋賀 
安房 長 狹 


塞 〇 義辨  - 

一一 五一 〇 敬. Jg|  近 江大津 

一一 五ー ー〇钟 h.  豐前 


照 

成 1 査 


越 中 新 川 


宣 

0 


能 登 羽 喰 


道_ 長 門 萩 

月乘行 _ 

遷 1  伊豫 松 山 

安 1  美 濃 高 柳 

溪錐 筑 ■前 

* 里縱 - 

誼  - 


一一 五一 一 一栖 

ーー五一 二 1# 

3 一一， 

一一 五一 一一 一賴 
一一 五一 一一 一行 
一一 五一 一一 一 幻 
il 三 大 

雪 一一 ; 〇 

.一一 五一 一一 一一 慧 

一一 五一 = ^ 

二 五一 一四 0 

一一 五一 一四 南 

S 一一 四 智 

一一 五 S 德 


宗門  住  所 

眞播磨 萬 福 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
眞三河 蓮 成 寺 
天台 近 江 法明院 
眞  肥 前 光明寺 
I  _ 大和 常樂寺 
眞河內 光照 寺 
眞肥前 光嚴寺 
淨土 山城 知恩院 
眞  伊勢 上宫寺 
眞若狹 妙延寺 
眞能登 常 得 寺 
天台 武藏 淨名院 
眞 M 山城 智積院 
眞美濃 願 誓 寺 
眞，： 豐前福 圓寺 
眞能登 專稱寺 
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曹洞相 模寶珠 寺 
眞言 土 佐 發生寺 
眞  山城 本願 寺 
眞  尾 張 專養寺 
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眞  近 江 即往寺 
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臨濟 山城 妙 心 寺 
眞  攝津 善覺寺 
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眞言 山城 智積院 
眞  美 濃 興 雲 寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
天台 近 江 滋賀院 
眞  越後 淨嚴寺 
眞  近 江 覺成寺 
眞  山城 瑞蓮寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
眞  伊勢 輪崇寺 
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上  趄 

木更津 

筑後浮 田 

兰口  鏊 

下高彤 

豐前下 毛 

周 防 

肥 前多久 


眞  美 濃 光慶 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
眞言 山城 智檀院 
曹洞越 前 永 平 寺 
天台 下野 滿願寺 
眞言 山城 智積院 
眞  筑後伯 東 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
臨濟 山城 妙 心 寺 
曹洞伊 豆 修禪寺 
臨濟 山城 天 龍 寺 
臨 濟土佐 陽 貴 山 
天台 近 江 延曆寺 
眞  筑後 榮久寺 
眞  豐前萬 行 寺 
天台 武藏 傳法院 
臨濟 山城 天 龍 寺 
眞言 大和 長 谷 寺 
天台 山城 安樂 院 
曹洞能 登 總持寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 
眞  周 防 妙 遠 寺 
黃檗 山城 萬 福 寺 


明治 升 九， 五 升 五 
明治 升 九、 九、 一 
明治 升 0 一' 五 
明治 呷 正、 2: 

明治 世、 七、 五 
明治册 十、 三 
明治 5 一升 . ■& 
明治 -# H- 一、 三 七 

明治： X 1 

明治苎 '十一 一、 升 


七 五 
七 3 
五 七 
六 一一 
六 五 
六 九 
六 七 
八 八 
六 五 
六 七 


明治 市  一 - +*' 5 一八 〇 

明治！、 —— 六 〇 
明治 常 一一、 正、 升 七 八 
明治 世 一一、 一一 十五 七 四 
明治！ 5 '苎六三 
明治常ーーべ十七八四 
明治册 三、 正 5 ハ 六 
明治 望 SI1 五 五 
明治 ® 、 十、 一 四 九 
明治 ® 一、 十、 九 K 八 
明治册四、正、四七三 
明治册？一、升七七七 
明治 市 五、 六、 九九 七 

明治豐¥升五— 
明治 翌、 十、 十五 六 八 


日本础 家 年表 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 一一 ) 


日本 佛家 年表 


正  誤 

(二 頁) 一六 w 〇覺緣 の 一行 削除ス 
(三 二 頁) 一九 四 九 守 助の 一行 削除 ス 
(八 九 頁) 二三 三 六湛海 I の 一行 削除ス 


(一） 


書辭 名人 家佛本 日 


筑足京 
紫 都 都 


越 前 


相 摸 


越 前 


下野 眞岡 


出生地 


宗門  住  所  示 寂 年月日 享壽 
法相 大和 興 福 寺 貞觀<、八、盂— 

天台 近 江 延曆寺 - - -  I 

天台 京都 安居院 建 仁 三、 八、 六— 
眞言 山城 醍醐 寺 建 永 元、 六、 四. 八 六 

天台 播磨 書寫山 - I 

眞言 山城 高山 寺 - I 

臨濟京都建仁寺文應元、八、尤| 

天台 山 域 法 華 山寺 文 永 五、 十、 六 I 
眞言 - 建 治 三、 九、 六 七 一一 

臨濟 京都 景愛寺 - I 

眞越 前證誠 寺應長 元、 九， 五 七 六 
臨濟 山城 海 生 寺 - I 

! 大和 藥師院 - 

眞言 播磨 書寫山 - I 

- 大和 般若 寺  1 

臨 濟遠江 平 田 寺建武 四、 六、 一一 一- 

法  相  大和  輿  福  寺  曆應一  1、  十一  一、 十七  九  三. 

眞  越前專 照寺歷 應 111 、八 ± 八 八 

眞常陸 願 入 寺 曆應三 、八、 十四— 

眞  下野 專修寺 康永一 一、 士一、 K  一  1一 一三 


紀元 法諱 
一 五一 一六 敎信 

ー セ セ大日 «: _ 

一八 六 一一一 澄憲 
一八 六 六 重 源 

一 寬昌 
一 <<a 成 忍 
一九 一一 〇證救 
一九 一一 八慶政 
一九 荖 眞海 
一九 g 無 着 尼 
一九 七 1 淨如 
一九 〇一 正 虎 

il 實祐 

一兀 S 乘 明 

一九 九 三本 性 房 
一九 九 七 宏 雲. 

一九 九 八 範憲 

一 0 0 0 如 道 

ーー〇〇〇圓藝 

一 〇 〇一一一專空 


日本 佛家 年表 增補 


日本 佛家 年表 增補 


紀元 法 諮 
-18 六 印 玄 

1 0 0 智玄 
1 - # 一  鎭 
101 七賢 俊 
0 1 0 妙讓 

0 1 一三 子 越 

一 r 永 親 

〇 三 五 源 慶 
一 〇 四 八 聖通尼 


一一〕 五 五光 

一 〇 五 七 宥 
一; 〇 五 九 會 
H 七 〇 中 

=  0 七 0 瑞 
一 〇 七 一一 自 

1 0 七 一一 一周 

一〇 七三. 周 
〇 七 八 建 
九二苜 
一 〇 九 四 中 


宣 

傳 

統 

淵 

智 

空 

亨 

申 

闓 

諸 

珊 


出生地  宗門  住  所 

- 眞言 山城 仁 和 寺 

近 江 臨 濟遠江 平 田 寺 
-  時  相 摸淸淨 光寺 

京都 眞言 京都 東 寺 
常 陸筑波 臨濟 下野 龍 輿 寺 
京都 臨 濟長門 安國寺 
元 國臨濟 京 郭南禪 寺 
三 河 臨 濟相摸 淨妙寺 
京都 臨濟 山城 通玄寺 
大和 法相 大和 成身院 
安房 平 眞言 安房 寶珠院 
肥 後臨濟 京都 祇樹庵 

- 臨濟 京都 相國寺 

- 臨濟 京都 相國寺 

-  時  相 摸淸淨 光寺 

筑 紫臨濟 京都 南禪寺 
甲斐 臨濟 京都 南禪寺 
三 河 大野 臨 濟遠江 方廣寺 

- 臨濟 京都 南禪寺 

- 臨 濟京郡 相國寺 


示 寂 年月日 享壽 

貞和一 1、 八、 五六 九 

觀應兀 、九、 十四丨 
文 和？ 3 一七 九 
延文一 一、 七、 十六‘ 五 九 
延文五 、十一 f l:' 六 五 
貞治二 、九、 十一 七 九 
貞 治. 四、 五、 六丨 

永 和 元、 3 ハ| 
嘉慶， i 八 〇 


文明 一一、 四、 九 七 3 
應永六 、四、 升 五 七 一 
應永 十、 正、 六 七 六 


應永丈 T 十一 八 四 
應永升 、五’ 十 丨 

寧 菜、 十一一、 太 丨 

應永 2 գ¢ 九九 


永享六 、正、 升 <  五八 


書辭 名人 家佛本 日 


(二 


備 京大 近 
前 都 初 江 


文 文 文 

文 文 

文 

寬 

寶 

明明 明 

十 八 七 
三  ||  •  、 

明明 

四， ム、 

明 

元： 

正 

兰  1 

德 

四 

.ヒ •  三 •： 

'  X  、  ■ 

W  :|  十 

也  . 1  五 

jL 

升、 ド 

三 七 

ぺ i 

十 

jE 

g  ； 

丨蟲志 

六 八 
七 二 

I 

1  1 

大 

1 

越. 

美 

京 

山 

美 

1 

in 

ふ  , 

刖 

濃 

都 

城 

濃 

出生地 


近 江 愛知 

阿波 


宗門  住  所  示 寂 年月 U  享壽 

臨濟 京都 相國寺 
臨濟 京都 建 仁 寺 
臨濟 京都 建 仁 寺 
臨濟 京都 東 rn 寺 
臨濟 京都 建 仁 寺 
臨濟 京都 南禪 寺. 

臨濟 京都 東 福 寺 
臨濟 京都 相國寺 
臨濟 京都 妙智院 
臨濟 京都 南禪寺 
臨濟 京都 等 持 寺 
眞  越 前 本 向寺 
臨濟 京都 相國寺 
法相 大和 興 福 寺. 

臨濟 京都 相國寺 

臨濟京 都 南禪寺 - - I 

臨濟 京都 南禪寺 一 I - 

法相 大和 興 福 寺 -—-. l l h. 11 .  ■  I 


—— 大  和文 明 十八、 15 

臨濟 京都 東 福 寺 文明 十九、 八、 七 六 六 

，臨 _濟| 京都— 天 龍 -# ! 接 享一兀 it , 一十 六：-- 

臨濟 京都 相國 寺延德 .元、 f 芡六〇 

臨濟 京都 眞如寺  — 

臨濟 京都 南禪 寺延德 一一、 十一、 五八 七 


紀元 法諱 

一二 OO MI 沼 
一一 i 器 重 

111。 ル 元 様 

一ー ニー ー禮 才 
111 1 セ淸啓 

一二 一一 一一 一慶 
U 一 -1 五惠鳳 

一一 一一 一九 眞蘂 
一… 一九 周 薇 
一二三 0 等 蓮 
1 三 一一 一一 周 峨 
一一 - —  了顯 
>1 志 稽 

一一 一三 六 順 永 
一二 四 一子 建 

二 一四 1  g  ® 

-11m 一景 越 
|一 一 SS 順 賢 

.一一 一四 六 西 忍 

一二 四 七 大椒 

一一 一四 ヤ趣 . 4 f 

一二 党 瑞仙 

一二 四九德 繪 

一一 一 五 〇梵桂 


0 本佛家 年表 增郁 


紀元 法諱 

一二 五 II 蘇 泉 

一二 五三 ft 證 

一 ：: 五 3 周 興 
一一 一 五 K 經覺 


一二 五 七 等 
一二 五八 龍 

一二 六 〇 圓 
一二 六 三 S 
11S 四 啓 

一一 一六 八尋 


緣 

琛 

俊 

詰 

闇 

尊 


二一 六 八春莊 
一二 六 九壽顯 
二-セ ー弘 稽 

一二 七 七 順 盛 
-二七 七 淸三 

一二 七 八 周麟 

=1<1 永 因 
1MO 東 S 

一二！' 願 知 

一一 5 宵 栢 
41 ，九 f 信— 鏡- 
一一 一九 五 順 興 
コ -定壽 戬 
一三 on li 濡 


出生地  宗門  住  所 

I 臨濟 京都 相國寺 

- 臨濟 京都 天 龍 寺 

山城 深 草臨濟 京都 相國寺 
京都 法相 大和 興 福 寺 
I 臨濟 京都 相國寺 
I —— 臨濟 京都 南禪寺 

! 法相 大和 藥師寺 

- - 臨濟 京都 萬壽寺 

- 臨濟 京都 建 仁 寺 

京都 法相 大和 大乘院 

- 臨 濟 京都 建 仁 寺 

- 臨濟 京都 南禪寺 

- 臨濟 京都 建 仁 寺 

大和 法相 大和 成身院 
伊勢 臨 濟相模 建 長 寺 
I —— 臨濟 京都 相國寺 

- 臨濟 京都 建 仁 寺 

- 臨濟 京都 建 仁 寺 

越 前 荒 井 眞  京都 德正寺 
京都—! 攝津池 田 

- ---^ ^ 1. ^^ * 1鹏 寺 卜 

大和 法相 大和 興 福 寺 

- - 臨濟 京都 建 仁 寺 

I 臨濟 京都 建 仁 寺 


示 寂 年月日 享壽 


延德 四、 五、 士 一一 


明應一 一、 九、 7; — 


明應五 、八、— 1011 二 
明應 K、 六、 十八— 


明應 f—、 升 三 


永 正 五、 五、— 七 九 


永 正 六， 十一 一、 升 六 


永_| 五 11 1、— 七 九 


大永 f 正、 升 八 八 九 
大永七 ，四 、t 八 五 

.天女. 1 ? 4一ぃ 实 i 

天文 m. 七、—  — 


〔三） 


書辭 名人 家佛 本日 


__ 1—  . __ 
M 足 

都 都 


備 駿 
河 


大 

越 

前 

山 

石 

本 

奈 

近 

江 

山 

上 

. 

足 

若 

大 

近 

信 

大 

和 

良 

都 

狹 

和 

江 

濃 

和 

近 江滋賀 

奈 良 
若 狹 
山城 
和 泉 現 


一一  一 〇 七 惠 敎 
一一 一二 0 順 晤 
一一 一二 五 守 仙 
一一 一一 一八 瑞桂 
一一 一一 一一 七 妙、 安 

一一 一 臺順 貞 
is 集 堯 
一一 書 永 恩 

一一 一一 三 九 周 良 

一一 1 景 秀 
一一 一一 四 一壽 寅 
一一 一一 四 一宗 二 

一一 重 有 三 

一一 5 四 順 慶 
一一 5 四瑞超 

一一 璧淸玉 

1111 六 〇詮舜 
一一 一一 六 一一 紹巴 
=  5<o 永 雄 

一一 一一 六 五 元 冲 

一一, 紹 滴 

一一 一一 六 六玄 韓 

一二 一六 七 承 兌 

一一 一一 六 八道 澄 

ーーーー六 八靈 三 


天台 山城 二尊院 
法相 大和 典 福 寺 
臨濟 京都 東 福 寺 
臨濟 京都 眞如寺 
臨濟 京都 相國寺 
—— 大  和 
臨濟 京都 相國寺 
臨濟 京都 建 仁 寺 
臨濟 京都 天 龍 寺 
臨濟 京都 南禪寺 
臨濟 京都 眞如寺 
大  和 
時  越 前 西方 寺 
法相 大和 輿 福 寺 
臨濟 京都 相國寺 

淨土 山城 阿 彌陀寺 
天台 近 江 觀音寺 
法相 大和 興 福 寺 
臨濟 京都 建 仁 寺 
臨濟 京都 南禪寺 
臨濟 京都 大德寺 

臨 濟駿河 寶泰寺 

臨濟 京都 相國寺 

天台 山城 照高院 

臨濟 京都 南禪寺 


天文 土 ハ ーー r s 八〇 
天 正 十九 •-、 —— 
弘治 元、 f  土 一六 六 
永祿 元、 七、 升 1 
永 祿十、 十一 一、 一-一 八 八 

天 正 元、 十、 苎 I 

天 正 一一、 七、 升 八 九 一一 
天 正 一一、 八、 十六 六 四 
天 正 七、 六， 一 七 九 
天 正 八、 十一、 十八 八 五 
天 正 九、 正、 四 九 六 
天 正 九 r、— s 
天 正 十一、 四、 五 七 一一 
天 正 十一 1、 八、 十一 一一 一六 
天正士 一、 十 r 九一 

天 正 十三、  九、 十五  四 四 
慶長 五、 一一、 十九 六 一 
慶長七 、四、 十一 一七 九 


慶長十、七、升四— 
慶長 十一、 四、 升 三 七 四 

慶長 十一、 七 ■土 ハ 六 四 

慶長十 一一、 十一 一、 升 七 8 

慶長十 一一 iT 升 八 ナ' 五 

慶長十 T 十、 3: ハ 七 3 


六 九 堯慧 
二七一 豪 圓 
一一 一一 七 一玄 蘇 
1 一一 一七 一一 元 佶 
一一 一七 三 正 悟 

11 3 政逼 

1111 七 五慶集 

1 亮憲 
1111 八 一淸韓 
1111 八 六 義演 

11 一瑞保 

一三 0 0 法爾 
一三 一八 顯 噑 
1 一三 一八 託 資 
11 三 一八 日 演 

1 1 一玄 方 
1 1 藤 光 
ーー三宣木 端 

雲 一 〇日泰 
1 1 一一 一一 日 淸 

I 一三 四 <  孝 源 

二三 音 it 澄 

1 臺 八慶參 

I 一三 六 五惠叢 
11 三 六 五顯 靈 


- 眞 

伯耆 宇田川 天ムロ 
筑 前西鄕 臨濟 
肥 前 晴氣臨 濟 

- 臨濟 

越 中 眞言 

- 臨濟 

-  天台 

伊勢 臨濟 
京都 眞^ 一 S 
- 臨濟 

相 模小田 原 時 

京都 臨濟 

-  時 

備 前日 蓮 

筑前宗 像 臨濟 

- 時 

- 時 

日蓮 
日蓮 
眞^  一 B 
黃檗 
臨濟 
臨濟 
臨濟 


伊勢 專修寺 
伯耆 大山 寺 
對馬以 酊庵 
山城 圓 光寺 
京 郡 南禪寺 
紀伊 高野山 
京都 眞如寺 
常 陸 千 妙 寺 
京都 東 福 寺 
山城 醍醐 寺 
京都 南禪寺 
京都 金 光寺 
京都 南禪寺 

相 模淸淨 光寺 

和 泉 妙國寺 
對馬 以酊庵 

相 模淸淨 光寺 
相 模淸淨 光寺 

和 泉 妙國寺 
相 模妙福 寺 
紀伊 高野山 
山城 直 指 庵 
京都 鹿苑寺 
京都 相國寺 
京都 相國寺 


慶長 十四、 正、 升 一八 三 
慶長土 ハ、 六、 五— 
慶長土 ハ、 十、 升 一一 七 五 
慶長 十七、 五、 升 六 五 
慶長 十八、 七、 £ .五一 II 
慶長 十九、 四、 一一 八 一 
元 和 元、 九 •四 八 六 
元 和 | 十一、 八 七 九 
元 和 七 ' 一一 f 升 五— 
寬永一 一一 閏四、 升 一六 九 
寛 永 十、 十一、 七 八 六 
寬永； f 七 八 
萬 治 元、 正、 升 七 九 
萬 治 元、 十一 11 1 六 八 
萬 治 元、 十一 1、 十七 六 四 
寬文 元、 十、 普 七 四 
寛 文 11、 十、 十五 五一 一 

寬文 _ 三、 晦六一 
寬文十 、七、 一 七 六 
寬文十 一一 . -、- 六 一一 


元祿 十一、 十一 一、 升 九 七 八 
寶永一 一、 五、 十 - t 七 四 
寶永一 1、 五、 升 六 九 


日本 佛家 年表 增補 


書辭 名人 家佛 本日 


(四〕 


一本 佛家 年表 增補 


紀元 法諱 
1 三 六 六眞敬 
一三 六 七道 光 
一一 一一 六 九 道宗 
一三 七 四 祖緣 
一一 三 八四惪 南 
一三 八 七 元瑤尼 

一— 志 晃 

一四〇〇 覺同 
一四 〇 德潤 
1 一暹 亮 
II 仁 海 
I 一 五禪海 
一四 一一 一六 觀尊 

13S 澄覺 
一 S 一九 惠舶 

一四 四 四照漢 
一 0 四 五淨光 

I 玄伏 
S 8 誡誠 

嘗一 一月 湛 

1 四 六 六 覺千 

一一 四 七 七 圓基 

一一 四 八 一圓 密 

口 五 〇七 順藝 


出生地  宗門  住  所 

京都 法相 大和 興 福 寺 

- 黃檗肥 前 興 福 寺 

明 國黃檗 山城 萬 福 寺 

- 臨濟 京都 相國寺 

— —眞  越 前 法 林 寺 
京都 臨濟 山城 林 丘 寺 
— — 天台 近 江 園 城 寺 
—— 一 天台 武藏 東叡山 
播磨. 姬路 天台 武藏東 叙 山 
越 前 大野 天台 越 前 善法院 

- 曹洞河 內法藏 寺 

越後 高 田 臨 濟豐前 羅漢 寺 
京都 天台 近 江 園 城 寺 

- —— 阿波 興 朝 寺 

越 前 丹生眞  越 前 善行 寺 
淸 國黃檗 山城 萬 福 寺 

- 臨濟 京都 南禪寺 

- 眞  越 前 敬覺寺 

丹 後 能 野 淨土但 馬 瑞泰寺 

- 曹洞越 中 光嚴院 

江. 戶卞谷 天台 武藏東 叙 山 

- 黃檗肥 前 福濟寺 

- 黃檗肥 前 福濟寺 

眞  越 前 浄勝寺 


示 寂 年月 B  享壽 

寶永三 、七 J ハ 五八 

寶 71c d、 ^ — 丨 

寶永六 、七、 升 九— 
正德四 、五、 一丨 
享保九 、十一、 六 交 
古子 保 十一 一、 十、. 五 九 f 
享保 十五、 六、 四 六 九 
元 文 五、 十一、 五八 三 
寬延三 、六、 升 一 七 六 
寬延四 ■四、 十一 空 ハ 


越 


育 


安永 一一 一、 八、 升 四— 
安永 五、 八、 土 〈六 一 

安永 air 十一 五三 
天明 四、 一 r 十— 

文明 3 ハ 丨 

寬政 1 、十一、 主 登 

寬政 十一 r 十 5 一六 七 

享和三 、六、 开七八 

文化 1 一 r 五、 升 六 五一 

文化志、六.—八八 

文. 政 四、 丑、— 八 1 

弘化 S、！、— 七三 


紀元 法諱 
一一 五一 一一 亮 範 
一一 五； 一 塵 ： M 琳 
i 五 善 超 
I 文 器 

一一 五一 九 宗淵 
一一 五一 一一 一文 瑄 
一一— 亮親 
一一 五 5 成 連 
一一 丑 一一 五 有緜 

:一一 芸五淨 典 

一一 畫順道 

一一 五一 一六 海 雄 
一一 五一 一七 胤康 

一 墓 七 琳藝 

二 五 二八 範海 

1 1 1 九. 義觀 
一 雲 一} 一一  慈隆 

二 五三 一一 一義 敬 
一一 五  111 一一 一紹  _ 
1 一景 六 慈 英 
1 幽七良 基 

:着眞敎 

一一 五 四 一ー ー堯忍 
1 一 五 五 〇壯裔 


出 也 地  宗門  住  所 

尾： 張淨土 山城 光明寺 
越 前宿偷 眞  越 前 圓藏寺 
京： 都 眞  越 前 證誠寺 
東京 臨濟 京都 妙 心 寺 
京 郡 北 野天 台 伊勢 西來寺 
京都 臨濟 京都 妙 心 寺 

- 修驗豐 前 英彥山 

- -修 驗豐前 英彥山 

. - - 修驗豐 前 英彥山 

- 修驗豐 前 英彥山 

- 修驗豐 前 英彥山 

阿波 高原 眞言 紀伊 高野山 
武藏四 谷臨濟 日向 慈眼 寺 
羽 前 谷地 淨 土江戶 處靜院 

- 天台 武藏寬 永 寺 

武藏根 岸 天台 武藏寬 永 寺 
下野 日光 天台 下野 淨土院 
下野 天台 越 前 平 泉 寺 
紀 伊臨濟 京都 妙 心 寺 
京都 臨濟 京都 建 仁 寺 
備後 眞言 紀伊 金剛 擦 寺 
三 河 棚 尾 融通 念 佛攝津 大念佛 寺 
江 戶本鄕 天台 武藏 東歙山 
武藏秩 父臨濟 京都 妙 心 寺 


示 寂 年月日 享壽 

嘉永 五、 七、 升 七— 
嘉永 k、 四、 十一 一一 六 七 

安政 41 、七 £ 七！ 


安政 i、 秋 

安政 六、 八、 升 C 

文久 一一、 正‘ 一一 
元 治 元 Y 升 
元 治 元 Y 升 
慶應 元， 七' 升 - L: 
慶應元 ■七、— 


五。 
七 四 
八 六 
g 九 

一 S 

S ハ 

四四 


慶應元、ャー四〇 
慶應三 、六、 九— 
慶應 =一、 四 r  I 
慶應一 一一、 十、—； 一一 一八 


明治 一一、 一一、 奕 四 七 
明治 五、 十一 r s 蓋 
明治 六、 一、 3: 一一 - 1 

明治 六、 九、 十九 七 一一 
明治 九、 — 、 j 五三 
明治 十、 十一、 十六 七 五 
明治士 一一、 十 r 升 一一 一七 七 
明治 H、 00 六 九 
明治 2 、夏 八 三 


(五） 


書辭 名人 家佛本 日 


能 之 海 龜林昌 雷 英山滿 耀峻機 海與照 安龍遍 


澤根田 薰ホ晃 貫 碩成幢 董識頂 愚 眼 之 正 精 嘯 圓谷ハ 彥隆磨 


阿波 北 新居 眞言 
紀伊 和歌 山 置 ハ 
越後 新發田 (救世 敎) 
出 雲 神 門 眞言 

江 戶 日蓮 
大和 眞^ 一 11  口 
尾 張 松 下臨濟 

京都 臨濟 

三 河 一色 眞 
攝 津大阪 眞言 

備 後眞 
陸 奧湊曹 洞 

周 防 和 田 

伊勢 黃檗 
志 摩 御座 臨濟 
駿 河 淸水 日^! 
越 前橫江 眞言 
筑前久 留米曹 洞 
越 前 波 寄 眞 


河內 延命 寺 
紀伊法 福 寺 
越後 長 岡 
山城 仁 和 寺 
駿河海 長 寺 
伊豫 仙 龍 寺 
近 江 永 源 寺 
京都 相國寺 
三 河 安 休 寺 
京都 隨心院 
備後勝 願 寺 
能 登 總持守 
周 防 妙 誓 寺 
山城 萬 福 寺 
京都 南禪寺 
甲斐 久遠 寺 
大和 長 谷 寺 
越後 顯聖寺 
東京 宗恩寺 


明治 四十、 S 八 〇 
明治 四十、 十一、 十五 八 八 
明治 四十 一、 六， 十五 突 
明治罕一 5 、十一1一八三 
明治 ? 一一 ¥2 ハ 五六 
明治 四十 一一、 六、 十三 五 四 
明治 ES •一一、 f s 八 四 
明治 四十 一一、 十、 十七 六 九 
明治 四十 三、 一 r 十四 八 〇 
明治 四十 三 ' r 升 二 〇 
明治 四十 三、 六' 十 一( 八 七 
明治 四十 三、 十一 一、 四 九 〇 
明治 四十 四、 一一 _ 七 四 
明治 ,^ 四， 一一、 六 七 六 
明治 四十 四、 一一、 升 六 八 四 
明治 S 十四、 四、 十一 I 一七 一 
明治 S、？ 一七 六 

明治 四十 四、 六 S 一四 七 
明治 S、 八、 十八 五一 一 


信 濃 曹洞 

攝 津大扳 * 口 
越 前 南 江 眞言 


岩 代耶寐 

薩摩石 谷 天台 

越後 眞 

肥 前多久  1 ■ M 葉 
加 賀山代  M 
越後 三 島 眞 
尾 張 名古屋 3 風 ハ 

磐 城 平臨濟 
美 濃 臨濟 

豐後 大分 置 ハ 

尾 張淨土 

越後 出雲畴 日！ 連 
美谟 山縣 

京都 淨土 

出 雲 松 江 天ムロ 
武蔵癤 地 天ムロ 

近 江 高 島 臨濟 

肥 前唐津 置 ハ 
江戸 下 谷 天ムロ 

- 臨濟 

周 防德山 


但馬 養父 臨 濟 


東京 圓通寺 
紀伊 高野山 
越 前 佛照寺 
岩 代熱鹽 
近 江 光淨院 
越後 明 通 寺 
山城 萬 福 寺 
加 賀願成 寺 
越後 光 西 寺 
三 河 西方 寺 
山城 林 丘 寺 
東京 龍雲院 
豐後妙 正 寺 
大和 五刼院 
京都 妙顯寺 
京都 東 福 寺 
山城 正 法 寺 
近 江 延曆寺 
伊勢 西來寺 
京都 東 福 寺 
肥 前 唐 津 
武藏 喜多院 

京都 南禪寺 

東  京 

山城 大德寺 


明治开 五 T 升 四， 六 六 
明治 升 六、 四、 册七一 
明治 升 六、 七、 九 1 
明治册 '四、 十九 六 九 
明治 仲， 九、 十五 六 G 
明治 冊 一、 七、 五六 〇 
明治册 五、 十、 十五 六 八 

明治 3: ハ、 六 : 一六 五 

明治 舟 六、 六、 六 四 五 
明治 3?: ハ、 六、 六 四 一 
明治册 七 T 十七 五一 

明治 世 f  土' 2 七 一 

明治 册八、 51 七 五 

明治 常 八、 五、 一一 一八 八 
明治 ^ 五八 
明治 世 八、 九、 四 八 一一 
明治 常 八、 十、 十四 一一 

明治 ^ T 芄六八 

明治册九ぺ十九八九 

明治 萬 升 一 五一 

明治 四十、 一一、 七 六 三 

明治 四十、 1 一， 升 -- tr 七 四 

明治 ^ 、 一一 一、 十 - fc; I 

明治 S 十、 九、 一一 九 一 

明治 四十、 八、 十五 六 八 


一一 五六 七 照 

一一 五六 七道 
一一 五六 八 長 
一一 五六 九 雲 

一一 五六 九日 

一一 五六 九 鎪 
一一 五六 九 禪 
一一 五六 九 承 
一一 五 七 0 晃 
一一 五 七 0 知日 
一一 五 七〇義 

一一 五 七 0 瑾 

一一五七一 默 
一一 五 七 一 通 

一一 五 七 一 1 
一一 五 七 一日 

1 義 
1 範 
1 得 


一一 五 五一 一 佛 
一一 五 1: 增 

一一 五 五三 法 

一一 五 五 七 ィ 

11 七 石 

一 I 五 五八 大 
一一 五六 一 一曄 
一一 五六 三 聞 
一一 五六 一一 I 宣 

雲 i 

一一 五六 四 ^ 

一一 五六 四 全 
一一 五ー ハ 五香 
一一 五六 五嚴 

一一 五六 五日 

一一 五六 五 文 
一一 五六 五 呵 
一一 五六 五 寂 
一一 五六 六 廣 
一一 五六 六 通 
一一 五六 七 ィ 
一一 五六 七 慈 

一一 五六 七 宜 

1 # 蕃 

一一 五六 七 宗 


日本 佛家 年表 増補 


日 


書辭 名人 家佛 不日 


(六） 


日本 佛家 年表 增補 


本佛家 年表 增補終 


(-) 


書辭 名人 家佛本 日 


〇 三論 宗 系統 畧 


(吉 藏)丄 


1 —( 碩び * 師丫 (元 康) 慈 卜 善 議一 

元 興 寺 流 


-慧灌 i 福亮— 智藏， 


— 安澄， 


—玄 叙 
-實敏 

— 壽遠 


—十光 

—禮光 h 靈叙 H 蕤寶 


m 南 ^ 第一， 且 

勸 操 q 願曉 H 聖寶 —延败 —觀埋 


「貞乘 


1— ® 基 


(ィ) 一 珍 海-— 敏覺 —明遍 —貞敏 —j- 貞禪 —I 
_  -慧 珍—聖 慶 

( こ—— 貧 #； 

—寬信 

—觀巖 

一  wi.v  一  -V- 

'  一- 定春 


I 玄覺‘ 


(ハ)— 理眞— 


秀道 

慧慶 

1 

範 

i 

m. 

T 

m 

i  k 

[澄 

dl 

信 

m 

慶 

l 

i 

海 

-道寶 —信忠 
-貞玄 I- 快 S 

- 眞空 

I 快 lal 

-乘然 
-良秀 
! 見 塔 

道 快 — 聖實 — 聖兼 — 聖忠 —聖尋 


-圓 宗| 
-宣融 kl 


「耷然 
—法緣 
-澄心 f 
-玄耀 I 道詮 
— 明澄 — 道昌 


-濟慶 
-有慶 - 


顯眞 i 永 觀 1( ィ) 

i « 樹  —( 口) 

一-回 快 — (こ 


r 慶信 


-信禪 


日本 佛敎 各宗 系統 ^ 


日本佛 敎各宗 系統 圖 


二' 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 

書 


i  (玄 奘> 


〇 法相 宗 系統 略 

(窺 基) T~( « 1 )—(智 周)— (ィ) 

—慈寶  「 隆光 


-智通 

-智 達 ^ 5 ^ 
—道昭 、行 基丄 


.，勝 虞 1 
- 行 信 
-法海 


三修 

I 如 無 I 


イン ト 


北 寺ノ 薄 

= 玄昉— 善珠丄 


—智鳳 I 義 淵- 

丁 ^ ^ 

—智雄 


「璋圓 


—良敏 1 慈訓— 


1 宣敎丄 
— 行 達 


—泰演 -仲繼 I 明詮丄 

丨護 命-- 延祥 -隆海 
11 守 印— 守 寵 
一-源 仁 
-常樓 

-昌 海— 基 繼—義 光 _! 
— 明哲 

-仁秀 —願安 
- 正義— 長朗 
丨明 福— 延賓 1- 空 暗- 
1 修圓 II 「德一 


丨賢應 

—圓宗 T 仁斅 —定 昭—定 好—眞 範— 賴信丄 


「永 緣 
厂 覺信丄 


—覺英 

—玄覺 - 惠信 - 信 圓| 


—良圆 — 實言 
厂實尊 — 圓實 


I— 仲算- 


I 賢 環— 


-支賓 I 長訓 


—隆 尊— 鑑眞 
丁 良辨 — 實忠— 
I 慶俊 


-等定 


1 眞興 
—林 懷， 


I 壽廣 
1 眞如 
I 春 德 


I 眞 喜— 扶 公！ 圓緣 
— 守 朝— 淸範 


「明憲 
1 經救 

— 主恩— 永 超！ 湛秀 i 覺晴： I 藏 ®  —  l 
I 明懷 


-覺憲 1 (口) 
—達湛 


(  0  丫貞慶 I 


— 道慈丄 
-道鏡 


I 勤 操 


— 良算— 專英— 尊信 
「覺遍 —良遍 一 ^ ― 
一- 11 玄 
厂圓經 


農 

一— 緣圓 —隆禪 —隆覺 
I 貞弘 — *■' 弘 I 範憲 


(三） 


書辭 名人 家佛本  口 


〇 華嚴宗 系統 略 


1 永 奧 I- 永覺 


へ 法藏) — 審祥 i. 良辨 I 


I 良 興- 

- 靈義 

實忠— 等定丄 
—良惠 —堪久 
—忠惠 
—安寬 
—標瓊 
I 鏡 忍 


—正 進¬ 
- 禪雲 


「長 歲 j 道 雄— 
一— 興智 


I 基 海 — 良 緒 丄 
—智鐙 
- 道義 


- 圓超 
I 光智| 


—尊玄 

—松 橋— 延 幸— 深 幸； 定暹 —辨曉 1 -敎寬 


厂 S 興— C ィ 


厂道 性- (口) 


(イ) — 觀圓 — 延快 — 勝暹 — 頁 覺-一 


—如幻 

-景雅 I 高辨— 喜 海- 


11 靜海— I 
-辨淸 


「照辨 
—順辨 


「湛睿 


(口) — 良賊 — 宗性 — 凝然- 


-禪 爾— 俊才— 盛譽— 照 玄—正 爲—照 慧—靈 波— 總融— 融存— 志 玉 
I 道 空 


日 木 怫敎 各宗系 統鞫 


霤辭 名人 家 佛 本  日 


(四） 


B 本璐 敎咎宗 系統！！ 


〇 戒律 宗_系 統略 


「仁 韓 


(道 宣 )—( 文 綱)— (恒景 } — 鑑眞 — 


丁 曇 靜—莒 1 

一： ii fi 

招提夺 第一 世 

-法 & — 眞 璟—戒 勝— 壽高 —增 恩— 安談 —喜寬 (以下 斷絕) 

「義靜 
:r 法 成 

硕嗄院 第一 世 

t 如 寶—豐 安— 圓 勝— 道 靜—仁 階— 眞空 —豊惠 — 安康 


13 u—藏 俊— 覺憲— 貞慶， 


「戒 如， 

—覺眞 

厂 乘心 


—印 淸 

-繼尊 

-覺證 

招' 5 寺 中興 

—覺成 皿 —— 

11 

—肿俊 

作 V 寺 中 ® 

—數擎 J 


良 涌 寺 中興 

(了宏 )1 俊 m — 定舜 -1  i t 鏡 h M' 允 J- 


r  (守 こ- 淨 業卜淨 W — 忍 空 


-良遍 

-聖守 
1 定兼 

11 澄玄 — 眞性 i 導 御 — 圆證 — 慶圓 — 照圆 — 照 珍 

丨慈濟 

—慶運 

I 戒喰院 中興  - . 

1 IR! 照— 凝 然—禪 爾—本 無— 俊才— 照 玄—正 爲—照 慧—靈 波— 總融 —總 深 I 


厂憲靜 — 覺阿. — 智元 I 思淳 


—賴玄  厂融存 — 靈賢 I 志 玉 

-總持  —  . A  V  - . :  : 

—榮眞 
I 忍 性 

- m 空 I 宣瑜 — 靜然 I 賢 蕾 — 澄 心 — 信 照 I 一兀曜 — 覺眞 — 淸算 I 覺乘 — 貞祐 I 

I 幸 尊  一 

-性 ii- I 信 尊— 堯基 


(五） 


書辭 名人 家佛本  口 


〇 天台宗 學 系統 略 第 


昆 II 堂- W 公 豪 

，费 5f l 顯瑜 —經海 —專尋 —惠顗 —實善 


「義眞 —( ィ) 
—圓澄 

—德圓 

-光定 

山門 系統 
fc l 


(道 邃) —最 澄| 


「桓舜 -永淸 1 
丁 遍 救— 淸 朝— 隆範— 澄 豪— 


「永 辨 — 圓輔- 


—慈蘊 

1 慈 寬 

I 守 尊 

廣智 

—延秀 

-道證 

彳仁忠 

—無行 

—德善 


-惪亮 —理 仙— 良 源 I 
丄女然 —大慧 

-長意 「喜慶 -I 慶圓 

I 相應— 

I 遍照 I 遍 豪 - I 慶 命 — I 

r 尊 惪 


I 安慧— 增全丄 

丄幺照 


-仁觀 


1 1 」 


—長 1111 - 慶範 -覺耀 

—長竿 I 廣竿- 實陽 

-賴壽 

—源心 

—實哲 


I 公 性— 尊惪 —惠尋 —惠顗 —傳信 
-辨 長— 禪 雲— 定 仙— 經祐！ 承敎 


I- 辨覺 —證眞 J £ 


竹林 導 流 

r 長耀— | 


- 靜巖- 


I 仙耀- 光憲-莨 聖 
—康 承- 顯幸 


慧心流 

—源 信 I 
安海 

—增賀 

-明救 
-實 因 


-定哲 -- 惟 命 
I 勝 範—長 豪¬ 


- 聖覺 -聖憲 -憲實 
1 —信覺 -信承 1 禪仙丄 
_ —禪覺 ，- 顯覺 -俊覺 
顯眞— 仁 快 i 雲 快— 憲 雲— 雲雅 

7C _ 1 「雲 雅 
永 尊 I 兼 海 

寶他房 流 「隆眞 —隆澄 
—阆禪 ：嚴算 i 珍 仁— 隆慧 —證眞 - 


I— 良 頓 i 須耀 — 永 心 — 覺什 — 朝 明 


—良暹 

-證丄 

「嚴久 

I 明 豪 i 圆豪 — 賢 豪 — 信 朝 — 顯意 
I 寂 心-— 寂 照 

寬 印—圓 深— 源然— 辨覺！ 明 雲— 顯眞— 仁 快 i 雲 快 


行 良 房 流 

n、l ll p r 範源— 俊範！ 靜明 I 
-I —皇覺 I -眞 俊— I 


丁 宗 源— 宗澄 

-嚴 俊— 宗嚴 
丨圓舜 

-成 運— 榮運 
-心賀 —心聰 - 

土 御門々 跡 流 

—政海 1 一海 


—長豪 I 潤 慶 — 良祐 — 寬勝 — 範 源：： 俊範 


II 心 榮！ 心 源— 慶存 — 賢 慶—心 能— 心 海！ 豪盛— 天 海 


日 太 佛 敎各宗 系統 圖 


書辭 名人 家 怫 本  H 


(六） 


a. 本佛 敎存宗 系統 19 


〇 天台宗 學 系統 略 第二 


「良 勇， 


I 延昌- 

-信賢 


寺 門 系統 

イ) — 圓珍 — 


，—塑 _ —平忍 
-康濟 

.尊意^— —— 

—玄顰 
I 京 意 
I 悟 忍 
丨空惠 
.行 # ,.  0 •■へ. 
i 增 命— 運昭- 
- tt 飮—明 仙 


a — 


「覺慶 
違坊 
光勝 
— 明達 
I 恒眧 


-餘慶 - 

—勢祐 

-房算 


「勸修 — 行圓 


厂 勝算- 


I 穆箅| 


—慶旆 I 
—辨圓 


-濟祗 

-濟覺 

—慶暹 —慶耀 
J 禪仁 
—澄禪 

—賴高 ~ 公 伊 
—心譽 —隆明 
-增譽 I 曾 育 


「尊 淡— 尊 通— 尊 契— 靜覺 —亮 憲—舜 雄— 


1 憲舜 
—實雄 


I 嚴圓 i 覺献 — 
—千觀 I 智圓 — 
I 源 心 


—延献 —行智 —慶範 —献尊 
-覺鏡 

龍 湖 房 流 

J 證義— 信 增—常 久—定 兼— 有 禪—幸 尊— 靜 泉— 尊 街— 衍舜一 重 泉 t. 圆 尊‘ 

I  智寂房 流 

厂範守 — 良 明 丨 良慶 I 珍玄 


(七） 


書辭 名人 家佛本  日 


:t 最 澄， 


(道 邃> 


〇 天台 圓頓戒 系統 略 

「 圓澄 
—光定 - 
丁 德圓 

I  J  —1 丨 

—延秀 
r 無 行 


k 

然 

k 

意 

1 

命 

A 

i 

1 

延 

昌 

1 

鎭 

朝 

救 

禪 

仁 

1 

良 

忍 

1 

尋 

禪 

1 

源 

信 

1 

i 

慶 

1 

行 

玄 

1 

覺 

快 

m 

圓 

m  m 

空 圓 

I 

ネ1 目 
眞 

m 

忍 

1 

丁 遍照 
-安惠 ， 


「禪 寂— 禪威 
—湛数 — 賢 忍 — 信 尊 


-源 空— 信 空 
J 證空 


— 尊意— 良 源— 慶命 

猷憲— 長 意— 良 勇—筇 意— 延昌— 良胍 —覺 慶—院 源— 敎四— 明快— 最餞 —贷 大— n 性- 寬宴 

V  V 

豪！ S  .  p  增 # 


-德圓 

-義眞 ——a 珍" 


—2 恩¬ 

-良 勇 
1$ 


-陽生 


逢賀- 


I 明快- 


—仁覺 

—仁源 


-賢遥 

—慶朝 


I  除 E 


l rl cl. ',' ¥ 


—匿 

|—影- 


— ^ £: — 


1,- 仁 豪 

—霞， 

-恐 尋— ,& 尋  — n o 
-良眞 

I CM' 超 — 恡空 l rll 勢 — 良 忍 — 延快 — 叙 空— 
—勝範 
r 懷空 


-ui lla li J'i r、 

卩惠淵 


H 才 f  f 谷泞 系 ^ L 


書辭 名人 家佛本  □ 


(八） 


:本佛 敎谷宗 系統 11 


〇 台密 系統 畧第 


(I) 蘇 Ti - 4  1 「安然—— 

Is 沼 


義眞 


(全 雅 ) 1 

(元 政丫 

會眞 )— 

ハ 法 全) N 一 


-廣贺 
I 徳圆 


慈 覺 >< 師流 

|圓 仁— 


—長罕 一 

—遍 照丨 
道 海 


—相應 


r 常 濟 
-南忠 
丄兀興 
- 安 惠丄 
-慧亮 

—S 

厂承雲 
r 性 加 

-|&:|惟竹|が& 


•平燈 


-棺 全 V I 圆賀 慶 151 — 覺空 1 慶命— 明快 

.  谷 流 

-夺： 昭—赞 淵— 明 淸 .1 靜眞 - 


-皇慶 „ 


厂實性 i fi: 忍 I 淸禪 — 延殷 卜 長 宴 — 蓮 好 — 行 is 

-玄靜  I- 慶有 —延赍 
—玄昭 —玄鑑 —覺惠 —良 源 1 —覺 超 


「景雲— 白 E 逼 


厂大惠 — n F— 寬昭— 技 


一—鎭 肅 J 


-鹿 有— 盛  n— rl a p u— o u— 畏  a 
—戒 緣—货 起 


1. 


(智慧 輪) ——1 


智 證大 fils 流 

.—圆 珍 I 


:- 獣憲 


—康濟 — 靜觀， 


「京 it — 敬  一 I 運昭 I 行 # — ぜ 辨 — 


I 寬平 法皇 

厂行 冏—賴豪—行勝—一—勝蓮—公顯—覺朝—靜忠 

-良 修—眞 lill i 禪覺 —圓 淨— 仁 ^ 


r 勝 等— 明 尊— 際 a— 靜〇 
文慶 —成尋 
智， 靜 L 心 # i 


(九） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 台密 系統 畧第 


丄 女®- 


谷 流 

ィ)— 皇慶— 


•長 宴- 


- 範 胤- 
.經暹 ， 


三昧 流 

I 良祐" 


.陽 宴- 


法曼流 

—相實 -j- 政 春 I 


「覺審 

圓長 

支隆 

靜然— 仙 雲— 


II 忠尋！ 惪淵 I 成圓 
行 玄^ r 覺快 


仙 尊 

-霧 

I— 明 禪 
-成源 


, f^ ;a I 最嚴 — 


-全玄 — 慈 鎭— 
—仁昭 


—慈賢 

-淇譽 


I— 賴昭 I 佛頂流 

「行 厳. 


—覺尋 


- 「覺範 —I 


一 J 禪仁— 


院昭. 


I 院尊— 


厂 ^ iE . 


，延範 I 


穴 太 流 

-1] 聖昭， 


- 豪 覺 —I 

r-l 豪 源 


卜乘覺 

-定 慶—季 仁— 政 春 

—延伏 


-契中 -T 忠 快— 承 澄- 


—意嚴 11 
S 審 

-覺 蓮- 1 

—L  IE 

一—® 一  性 

某 好— I 


葉 上流 

榮 西_ 


—榮 朝，. 榮宋 I 探 海 

4 琳-同 琳—聖 禪—慈 胤 

WV. 岡 流 

—忠 m- 


西 山 流 

澄 豪- 
-源 惪 
—忠源 I 


- 眞性 


11 良 含 
—尊 澄 I 

—舉 胤—眞 昭 1:^^ 
I 賴尋 _ 安 快 - 


1 豪 鎭. 

- 行 遍 

-澄淳 

「慧鎭 

-光宗 

-永 慶—圓 俊 

-澄堯 —祐成 


「豪 顯 

1 —敎雲 — 豪 祝 I 豪宣 — 豪 仁 
—嚴豪 I 豪 喜 — 豪宗 t 豪惠 — 豪憲 


—良言 . 


—仁聖 . 


=安忠 —忠乘 
—— 玄契 —— 


—春仁 —— 阜 • !! - 
-良曉 

4 

守.— 道 玄—慈 道— 祐助 


r sl s 


:木怫 敎各宗 系統 圖 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 一） 


m 本儆敎 许宗系統圖 


〇東密 系統 畧 第一 


(惠 果)— 空 海- 1 


「眞雅 i 眞然 I 源 仁 — I 

-實慧 ..1 宗歆 

-眞濟  j 
丁 道 雄 
—阍 明 

眞 如—恒 寂 
杲隣 
.-智 泉 
-堅慧 
-道昌 

蠢 

忠延 

眞紹 


^1 
_|斯 寶 i 


Is 

-輪 —I 


觀 賢— 
延惟 
觀宿 
延性 
濟高 
—峯禪 
—印紹 


還流 

淳 祐^-元 杲 q 仁 海 H B? 尊— 「義範 


-遍基 
—一定 
-平遍 
一 : i 救. 
X 遍勝 


.寬惠 
-令® 
—眞 賴 
長 獸 


_ 平 櫂 1 成典 

I 明觀厂 覺源 I 
平 救 i_l 
| 朗 ®' 


小 野 流 

—晖 r5t - (イ) 

中 院流 

B/1 ■算 1( R  ) 


i 三 窗院流 

-勝覺 y 定海— 

—林 « , 理性 院 流 

丨快変 il K 覺 _| 
>定 尊  l ^- k . 

- 經尊 _ 


葦 M 壽院 流へ 松 橋 流) 

•海 - 雅 海— 全 賢— 淨眞 —眞揿 —饺譽 ！ 公 紹—悛 質 丨 

-信 惠  — M 貞 -T- W1 照  - _ 

義一— 


n ll li 


小島 流 0 M 拔流) 


_1 定 WJ I 法藏 i 仁貿 -1 E 興 


” (第三 圖 4- 見 I) 


.源 運， 


...豪 .¥ |賢海~實賢—| 

東 農 方 
—稍西 

呆 旰方 

-杲西 


-成 基— 成 淳—全 融—隆 海— 空濟 I 


一- 隆 全.： 仝 淳— 陽春— 堯運 —宗秀 —I 

, 堯 助一亮 雄— 堯辨 —秀 快—亮 思 ' 


|; 1 丄 II 

- t 智 

三輪 流 

—51 

岩  S SI 

Jr Iil H 
一山 本 is 

覺濟 

定淸 

加 /i iirl 
-如 實 

5 力 

實尋 


—茛 嗣—親 海— 全 海— 親 運- 

- 官覺 

—嚴を 


—俊豪 —悛 盛—攀 


一-弦 意— 顯祐— 俊增— 俊慶- 澄 . a 俊聰 —堯雅 —1 


-堯 w—甚信—右雅—有圓—元雅—悛賢—光心 


宗 命 方 

'宗命 丄 Ifsls— 


「行 嚴丄 
定範 
-藏有 


「觀 俊| 


一— 定兼 


，覺源 —元雅 ！ 亮述 枭觀 


寶>し 方 

:寶心 —乘 印— 勝因— 寬覺 

W 心 方 

-實 信 


宗遍— 仙 覺—信 耀—仲 我 — 宗助 —宗觀 -I 宗濟 — 宗 典| 
. 宗永 —嚴助 I 亮助 — 勸助 I— Is 恕 — 勸 典， 
I 堯觀— 宣雅— 道雅— 果觀 —演隆 i 演謹 


厂實述 一勝 賢- 

實繼 I T 守 覺 

. 1 1 艮 ^ 

J  ■ ./» 


-1 A1 — 現夹 |「 實勝 i 聖雲 —聖尊 

窮 t 厂 親 主— 房 支— 親 惠—臥 顯—弘 濟—弘 鍥—弘 喜— 弘典 —让 宣—悛 雄— 亮惠 —亮 淳—亮 濟 —恭畏 —堯 « — 融 雄— 
寒 深—- I, 覺雅 i 憲淳 —隆 舜—矬 深！ 隆源 —隆 寬— 隆濟— 賢 深— 澄 惠—元 雅—深 應—雅 嚴—源 朝一 1 


.光 寶 

賴賢 —I 


*' 一一 i— 一— 頼 瑜賴 淳—せ 辜— 聖憲 
-す匿 ！ 聖忠 — 聖尋聖 珍 


« n!; 方 

課 能 

S I/ 方 

1 —藍 

a,; 雲 

實融 

la iT 方 伊豆 方 

—K 靜 —宥祥 


.俊#— 義俊 

1 定瞼— 

丁 定濟 一 Ir ii K si 

一—泞 曉 

£ |||:院 流  5  1a 

-聖守 


定 任— 賢 助— 賢 俊 
—定 快— 公 性— 俊 性 
—通海 


1 -寬 濟—高 賢— 房演 —賢繼 —實雅 —元雅 -信隆 —昭範 —I 

-運敞 
I 信 ^ 


-果觀 — 高 實 — 定 演 — 演 護— 龍曉 


I 亮兼 1 定镜 — 賢 繼—演 春 — 信隆 — 照範 — 杲觀 — 定隆 — K 隆 


(一一） 


書 辭 名人 家  B  本  n 


〇東密 系統' SI 第二 


11  々v f& — 


流 

(r  - 寺 流) 

イ〕 —釙 俊— 


一— M S J 


r 勝覺， L 


「m 雅 —； 


法 


厂靜譽 I 


「 觀祐 
-興 然， 
—尊海 
厂源基 

中— 「I 

— 實範— 十 玄光 
厂心覺 

W 修寺流 

-寬信 - - - 

姿 祥 #1- 流 
1  宗 t; ，— 

隨心院 流 

T 增俊 1 

-莨 勝 方 
丄 民 隊 7— 


S 方 

1-仁.齋 玄謗- 


-房海 
r 守 


普 範方， . 

-念 ％  ! 

HI I 隆榮- 實繼丄 兀實 
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林宗藺 — 梅 ^ 宗香 


，大興 心 王  - ,厂大 有 fi 有— 笑 f 訢 

I—S 羽 宗弼 II 

I 白 翁. 宗雲 

^ 剛日山 


眇§ )15 -© 

r 宗峯妙 超-# 2 


- 雲. 17宗 ^ 


J 茂 源 松柏-松 lie 宗 植」 
- 三 峯紹 喜- 宗紹傳 的 
_—韋'  祖昶 
—心傳 JI- 鐵 


I 道 鏡慧端 
—天 蔭 KI 阌 —溪繃 熥 
1 大骝耑 匡— 功 TIJ 少動- 

I— 濟聊透 

—亭仲 祟 泉 卜 ^ 南宗瑞 
—希. 実 楚 U — 玉 淵玄顓 
天 翎宗 il — 高峰 宗源 
— 朴菴宗 堯—儘 仲宗演 
「明 叔慶 浚. 
:— -* 堂 迄訥 卜南英 S 茂 
—紫汀 結蓓 —杲觀 祖晦 - 


文 益瑞奎 
—天室 _ 鑑 
立 叔端迚 
—希萊 玄密し 


材岳宗 佐— 芳澤祖 恩— 讃南祟 六- _ 
I 卍 元讪 


r 定洲宗 陶—大 仙 龍 穩—默 小 龍 器. 


-霞宗 胤 

-通翁 鏡 圓—京 湛菴 31 —1 

「無我 杓 吾 

!_月堂宗規 -!- 嶽.驾宇丘 

無芳 11 應 


- 省鄰德 I 謙 翁宗爲 

-虎溪 道 壬 
.一^ ^ ^ ls- m 一 ^ 

撤 翁義亨 II 「大 象隶声 r 岐岳妙 周 

宗  佐 I 大模宗 範 I 春 作宗興 


義天玄 詔— 雪 江宗 深— | 

i 桃隱玄 朔 


1 I 


「•Jrr  位—,  句^.— 

.1 應翁宗碩-叫.博パ授 |: 「木乾 ^! 

111 £ボ 忠—華 葵 宗曇- 

,l£-^- L»i s 色 

丁 tf 山 仁藏 

I 卓然宗 立 


丨 茂林 宗繁 

宗  秀 

T 宗潭 
養 叟宗顾 I 


，岐 菴宗揚 
-i 宗溟 I 
, 宗久 )cl 
I 惟 •宗叔 


i -i ft 結 盗— 一 
—取 陽 莢 朝— 一 
I f lli 宗隆  I 

—怙溪 . '.T; 顿 I 
時芳# 傑| 

「蹣巷 宗成 

炎 確 ^ 球 —— 

—泰叟 .，； 一 小 愈 
陽 峰 -i: 韶 II 


I 春浦宗 熙广® iE 宗眞' 


傳菴宗 器 

古嶽宗 l t ll il — 笑 嶺宗訢 4 11 1 U 11 I 

..  「休 翁宗萬 I. 淸菴宗 胃—大 歇宗用 

I 東 溪宗牧 H 悅溪宗 褢 卜 小 溪結您 天啓 宗酞— 雲 俶宗慶 

1 1 _貂麟 I 徹脑宗 九 i 春 林 宗俶— 雪 舟等揚 

I I 督宗聾 


丁龍江宗翔 _| 千林宗桂「南毕宗菊-萬仞宗松—錬叔宗鐵 

111 -!- lhl‘，l 


I 鹿苑 M * — 南蚝祖 梅—？ 菴 原資 
三 芝 等 惟— 軒  >  宗頤~山堂 宗鎭 —夬 fy h 全 U 
r 3? :i lii 大— 1^ 眼祖 透！ 勘 翠義鐸 —. Ifl 西祖 珉—1 
I 丹嶺禪 住— 大煢怍 愚— 竺印禪 郁 

「桃 雲宗 源— 秀林玄 俊— 安叔 紹泰 l_ ia 玄秀 U 
a ミ^.  一じ苹 —玄郁 h 廣山玄 直 11 頑 山瑞 盧-塊 伽瑞如 II 
imu 3 ^ 一み 山— fu 的 翁—:: 倉洲& 

1 丄— 仁 HT1J 浦；^  —裹 雲 祖礙— 叔榮宗 茂— 忠嶽瑞 恕—梁 蘭禪 -I 
，ご  1 l. fei -n 相， I 閩山永 虼 北禪禪 秀— 桐峯智 抱— 6钤禪^, 
n 太 龍  SJZTIli  祥^ i^Mf$g LIL 

丁 玉 浦 宗珉 i 南溟 結 化 ——說ご - 宗燦  r 卓洲 '^• fJII 
1 文叔玄 郁 「梅 室智精 —天心 智覺 —— 湛觉 祥镦物 外紹播 
I 雪 _.,-.ぷ ?_ 「奎紹 琢  ー ー沾嶽 . l-.N 拙—即 天む 理 -一 


景聰興 勗— 
I 濁 香 乾 才—仁 @チ壽—1 
一- 西川宗 洵 ——春 湖宗范 


孤_宗 俊 「求宗 瑞曷 
■- 快 11, 紹 卢卜 南化玄 興 
雲 外 ^/ 嶂 


-—@樂 宗崔 ^ 水 自樵 
—百 川内粼卜 海" 慈 !,, Jl '1 


一-天 縱宗受 f 大宗 玄弘 —LH 繫— se K「 US 自 哉— 仁贫義 
「象 I4T' 秀^-希 光秀 先 l n 嶽士讓 
「登 林宗 棟-東 庵 宗暾 Jr 雪 葵 紹玄 —泰嶽 玄韓 —— 林 叔玄義 — 千山玄 松—, 
I 大体 宗 休-— 月航 玄津— 天 淳 祟.  一 =1 一印祖 
I 九恭宗 ^ 1  龜平禪 !i I 't f ^ if , . 

厂 天釋紹 皭， !• 太 原祟孚 4 求 行 宗杲 -1 大輝祥 暹—說 心 宗宜 I- 龍 潭元恕 —I 
.  , ■ I I 景筠玄 供. L 鐵山 .室祖 丘— 心 騄玄 精， 一 
〆 鼇 峰道哲 1 節巌 道圓 —賢巖 禪 K 柏 1# 天 八 一良 1, 

.厂 月漢宗 古— M 峰禪味 —猷堂 文 遂—廉 方 道 林— 晦巖迫 廓 
-y lsl 宗， 育— 失 順 肌 順— 單嶺 I'liB 傅— 透 鮮素承 一fgllfe—, . 
厂 II 遂翁. 兀盧 


東 a 圓慈 — 關道靈 樞 — 顧鑑 f1!" 范' 


「煎 巌玄理 —n 巖玄理 — 梅 燈祖桃  - 

1 1 — 渭川 阏瀏 1- 一空 宗禺— 極 圃玄理 I 蠻山玄 嗟— 唯傳玄 智—漸 東 玄遼 —— 功 林 玄樹—— 觀 堂玄諦 I 合 山祖脈 —— 月 ft 宗领— 物 先 海 尨 
_L -笑峯 宗訢— 頂 山 宗鎭— 北 源 m 阬—天 宗祖 擇—周 道玄需 —周峯 周甫 1 虎 瞳 忍 昌— — 北禪梵 秀—東 溪智門 一 ^ 船 禪慧 


(三 =) 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 臨濟宗 系統 略 第五 


贤 嚴悦 I — 


誠 拙 叫 檁—淸 〇 - 
^1% 


隱 ft s- 


— 片船禪 « — | 

M 山正隆 

-東嶺 IHJ 慈- 大觀文 珠-大  鑑-仙 籟悟靈 
! 遂翁元 盧-表 叢紹 珠-耕 隱智訓 -懶翁 文 常 

尖 休 惠肪丄 11 4 

T 天 


—淡  海— 晦巖 311 廊—韜 谷 si 晦 

—n 彻宗航 

厂-康. 似 昌歧 —樵隱 


雲— 龍 
山 1 象 


雲 

可 


—提 


貌 -I 蒙-—^ M 丄 

洲— 海門 禪格 


-良  哉 
I 葦  津 

—靈 源慧桃 

—峨山 慈 棹- 


- 隱山 惟琰— 


-大拙 承 演—獨 園 承 珠- 


I 儀 山 善來— 


-洪 川宗 温¬ 
-越  溪守 謙- 

-滴水  宜牧- 


—m 嶽承峻 
—石 蓮 'W 全 
-紫 山宗溫 

「洪嶽 震 4 齢 11 

「鐵牛砠⑴ 

丁 虎" 一宗 補— 湘山惠 澄 

淨宗詮 
-禾 !|| 禪墦 
丨树 叟義格 

龍 淵 元 碩一毫 帋 周臺 


-卓 洲胡傳 - 


L 峨 III 倡顾 —獨 山玄義 
-廣洲 宗澤 —— 要宗仝 提 

—棠 林宗壽 —ft 潭紹璞 -1 泰龍 文彙— 大義涵 勤 - I 洞宗介 聰 
田祖 苗 I 敬 冲文幢 I 昭 隱會聰 
-鞘英 祖宜 

—石 應宗珉 — 1 臨 確； 禪機 
—海 i 楚棟 —— 一 「匡 道 S 潭—九 峯定虔 —天應 惠偷 
II 海山 宗格 —— 一  「南 隱金愚 
.— M III 元 磨 卜無 學文奕 

i— 蘇 山 支 喬—鰲 巔道 契— 實叢定 眞— 蘆山惪 行 
I 伽 III ヶ愣 — V/ 芳宗收 
—— 弓顶 /r J 竟 _ h /l 文 T —— ， 3 、 ム 5 : ••木 • # 

表 應禕肊 —邃  巖— 寬州妇 奴 - I 猷禪支 達— 默雷宗 el 壽仙時 保 

I 大頜 xa 林  , 
厂妙 喜 ^ 續—迦 陵瑞迦 ~ 潭海 玄昌 -|-毒湛匝 - 1-霧海古亮 
洲禪 苗- T- ;J' 〕 禪達  一— 海 ^ S- 方 I 無 肢 1 峯 


丨 •■: r- ■禪師 舜 

一： ii 


日本佛 お 各宗 系統 圖 


\ 


日本 佛 敎各宗 系統 圖 


二： 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 

書 


〇 曹洞宗 系統 畧 第一 


(一 ^ •略 TC 弱) 

「寒 巖  .1 ヂ— 


(長 翁 如 淨 VI 


.道元 t 


「孤雲 懷薛 — I 

i  _ 義 

ft 海 

r 了然 法 * 5] 


—砬通 W 价. 
—寂 W I 


一-— 

-義 

-佛 

_ 道 


「匕叟淨熙—能翁玄慧—泰菊了運—古泉利蒙—竺芳宗仙—冏應正莹—心〇元統—淸峯挺梵—定林玄智—叨山奍：公 
1 :1 山 -- b 安 
— M rr 常 賢 
斯尥紹 山 


議 2 —I 東— 震 曇— 易— 慶— 三—皈 i—lf 州 暴： 


一— 直 心 禪： r 相屋舜 承— 天 室 讲堯 


r 瑩山紹 撞丄 

演- 

r 義  雲-1 
準 t - 1 

僧 


I 曇 


r0 


豪 


-珍山 源 照 
- 壺菴至 簡 
—峨 山紹碩 — 
-默譜 祖忍 
丁 !] JJ 峯素哲 I 
丨無涯 ^ 洪 I 

I 寂 ■了 光 ' 

I 中 庭宗 可 


? 無 外 ©I S3 — 無 著 妙 融 — 


-南 陽融薰 

-灾 !n 融逾 

* 翁 永 

-! 一山 融珪 

-明蠢 碱 

洞燧 玄鑑 —I 

tn  >MUA 

.無 雜 ii M 

丨玉翁 , 林— 的 林 触 屮 I 


「E 淳玄賢 

— W 巷 融參 


厂 =:山融照—々芳融眞—玉宰网椿—梅溪融翦- 


I 月春融 鑑 — 古 心 融 鏡.！ 陽. M al! 慶 陽 :^ ^ 悅 I _ 
厂養 叔融 供— 案考融 疑 — 久 44 融 以 — d f / f ! -I 融菊 — 一 
一丄 庭融 頓—雪 山鹤 #: !. 月 舟 ^ •  I 林— 獨菴玄 光 


—通幻 寂 « ' 

-無 外 ! Ml 照- (ィ〕 

—月泉 良 印 - 

-實峰 良 ^ ^ - 


? T« s il li  山— 


厂大 雲玄廣 I 龍 伯 廣瑞— 大焉廣 椿— 萬 {女 英 M— 懶禪荈 © 11 
»1 龍蟠松 雲.！ 梅 擦 竺 信— 高 雲， fill 稜 


I 大徹宗 令 I _ 
-大巧 宗眞 

< f< 三 ^ 見ょ) 

-無端 祁環 
-源 翁心昭 —I 
- 竺堂了 鞭 
-te 際 純證 
— flit : 政. U; 韶 
.太山如元 
■ 竺源超 四 
大れ乱 動 


.笑 餅 慧忻 
掏 良義 
K 泉 良 珍 

古"：！ pv 上 

I 梅 榮元 #2! 「禪室 珍 目— 華 庭 良 椿— 仙 林 性 菊— ' if 巖全虎 —I 秋山總 菊— 楝室建 梁 
1 —江 中梵巴 I 明 室義見 

.宵： t 々侑 松 「和 菴淸順 
一菴如 淸 1- 竺. ま 梵仙 
大赛淳 亨—龍 r 龍薰 

義芳 光訓 

.人 ' ¢11 生  陽： s lr B4 A  春 
天 海 希 曇— 竺翁仙 仲 一大％ 宗永 —石菴 尚 鐙 


I 虎 溪良乳 

~| 綱菴性 宗—一 

l 'l1 明 ^ * ■ — a 化玄淳 I 
明 窓 妙 光-， 

一— fi 亨喜 

T 

—W 林 侑： 紙 

- X- SP  一祐 


| 逍 叟 ilLl 一 愛— H  衆 良 1M1 
無等慧 祟— 天 菴禪曙 


— 壺 »c 玄最 

—is!  -n M/ 

-天诲 空廣 


.瑞跤 祥麟- 


# “f  •秀 
.玉 麟韶大 
H 韶 # 
I た琳韶 珍 
C 澤韶興 


1 —玄 路統玄 —寶山 宗珍— 直 翁機呈 

m 繼大智 

—mr 鑑虛 焯 

-松 |',' 旨淵 -| 煦翁 1£ 呈 

-館 ■，僧 主 巷. 竹 鑑  「_=!! 崇祐 
-船 e 素溪  「 S M 定 rj _— 說通知 M 幢 

.n 难既戾 -a 山 旨 S — 梓 M 英昌 —轉山 了 運— 義山等 仁—紂 a o 楮— 幾： 巾 1 TI 陵— 提室 竹_  —虎溪 ||-. ^ 1 一 
•殊巖 i£l 珍— 

. rJI Ha 尼 -溫 老宗興 


.普 門 元 三 
-省山 妙 悟 
—大成 宗林 
丨卷烧 111 也 
禪室宗 安 
l p ^ 良 ® 

.越 叟閩 
月 C 應雲 
•月桂立 乘 
_登鹸 玄了 

竺山得 仙— 惟忠. . f 勤 
「天 巖宗 越— 大憲不 彭 
■H 山 良 旭 
Irr 菴宗觀 

■不 •威 可 «i* 

浩 齊扔養 


J rti u "  , la 

-•1¢ 窓祐 仙— 海 天 玄聚— 州山卷 昌—超 5 闇 趑一福 州 vfc 皆：- 明 ぼ 雄 暾—内 答 玄滷 一^-リ计..パ用--赏山滋白 

I 通 外 義微1 天— 補——. 
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佛 

家 

人 

.名 

辭 

書 
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快 翁 玄俊 —盟喷 繼 4-: r 眞翁忠 —雪岫 龍！ 竹 翁 三— 水 菴 雲— 行 雲 遵 1 觀雲慈 雲 

L 賤 3 v-: i m r「 ffi •チ' 妙 祐 — 传槪 泣靑 — 大 r!; In 〈雄— 4 S.I V— 竹 堂 利 ^- ! _ 岳 道 

相  VT-HK r pr  1  一  . _  ^  nz  u  .  ~  i  I  - - 


II 天 ^ 0 性」 
I 天 騰 m 祐 J 


V S 

希 叨 辟 良— 大 II 禪肢— 

. 英仲法 俊—牧 翁 件 欽 , 

I 梅 好 ip-1 察 


澄 照 良 源 

T  露壽— g s -M;r _i( 


通 幻 寂靈 - 


、安室 永 v. —折 梓 全衷— 大透六 的—® 芝 淸_ 
r 慈 伯， 順-報 li 知 恩— 順 翁 M B1 


，天， # 貞  i FI 都 ® 光 

I  ^  ? 

丁 石 M M 梁-. 一 7 fr- 翁 永 宗 

徑永就 

I 芳菴 仙 嚴 —I 


-作 ||| 曇. 艰 
I— 萍菴 7 睦 
1 -松仙 打 古 

ぬ之 ^ 播」 


一一 嫩 桂 IW. 榮 
1 •<!, 菴悅丰 

，茸 菴申濃  . . M 

1 1 不 Ji eiJ ^ i l ^ E Jl ^- 

l OJJ ^ f^ ^- 


_  打 s-[ l# _ l-i l? ?. 钿  _「 .# 丘 妙 智」 

f 翁 守 i- 心蠻 信- 

鋩 窓 釓  汛薛令 的- 「竹 翁 '-: ■: 小 松 
_ l'!p e L# 一 .S  瑞芳 


r « h 永 令 — 
r 大焱超 虎 


丁 了菴慧 叫 ■ 

fr 齊 # 救— I 


. A- M 禪雄 

.寶 山崇珍 

.玉 翁 IH 光 


r T 53 元 ' 1IJ , 

一— 節 堂齟忠 


天叟虮 寅  I  龜- nlll : w i »' Jt- IK 順 
天 英 (ir 貞-灭 TII 梵沾- 興 ^: - 1 桩溪麟 易 「以 州順榮 
一- ^ 师 一— 旗 雲 llill 旭 惟通 " 1> 儒 I 大 朝宗賀 
一— 桃菴禪 洞-. 海 围梵覺 I 次 烧 杼 樵- r tfi 洵宗洋 

- 傅# i  !  く，.- 会. 3 ，:- 大. 違 策 Mi 3,7 -才證 藝—— 

-虛厣 性宙— 竹馬 光篤- 
一— TrT ^ ll- 陵 

魁 叟 7k 梅-永 山 本 興— 辟 f 麟 —51  I 尖 守 麟—— 良 f 機 明 養 全_雲 7|1 塞—1宗貞_ 
「造  圓 「桃 鐵見— 頭巌 珠瑞— 悟宗圭 傾 I  1- 玲 巖玄 玻 嶠珠. f — 111-. 琢— 天— 泰雲 l-fri f 
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聖 基- 


- 貞  譽 — 

天慶 七、 七' 八 寂 


，遍覺 

天 曆 八、 I 、，寂 


門跡 初代 

- 雅慶— 


長 和 元、 十、 廿五寂 


- 濟 言 _ZZ 

長 元三、 六、 十一 寂 


信 黌 


,評 


尊 


康曆二 、四、 廿二寂 

,0  - 

永 正 六、 閏 八、 八 寂 


- 寬 俊- 

天 和 二、 七十 八 寂 

ィ十 七日 

-榮嚴 - 


嚴覺 - ^寬陰 1 :. —I! 雍寳 ^MM—犮  wit— 

應德 元、 九、 十五 寂  保安 二、 閏五 、八 寂  仁 平 三、 三、 七日 寂  建久 元、 五、 十三 寂  安貞 元、 十、 七 寂 

イ仁平 二、 三、 八 寂  イ 十二月、 十七 日 


擦 ® - 

弘安 十、 四、 七 寂 
イ 七月、 四日 

|亂 ハ靜- 


-信忠 - — 敎寬， 

元亨 二、 十、 十九 寂 


康應 元、 八、 廿一寂 

-常 


，道 淳^ ^1 

彰四 -tJ f 


幺 月- 


尊聖- 


1  1 
海 覺- 


—濟 深 - 

元祿 十四、 十二、 一一 寂 
ィ五日 

，覺阿 —— 


享祿 四、 十一、 九 寂 

愈 孝 - 

延享二 、十、 八 寂 
ィ延享 五、 二、 十七 寂 


- 龍曉， 


，寬欽 - 

永祿 六、 十一、 十一 寂 
ィ 十月 

- 寬寳 - 

享和 二、 九' 八 寂 

-海寂 —— 


11 兀卽 


濟 歡- 

元 治 元、 復飾 

- 宥 


i 


諸 宗門 跡歷代 (眞： M 宗勸修 寺 門跡) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六） 


宥 _ 良ィ _ 義 

雄；〗 演 _堯 

^  1 


.元 海 i 

仏 il L^ s r 

-良海 —— 

建 保 六、 A 、 廿九寂 

.道 性 —— 
. 聖尋 —I 
.滿 濟 - 

永 享七、 六、 十三 寂 


，實 運— _ 

永曆 元、 一一、 廿寂 
ィ廿四 日 

- 聖 海 — 


. 聖 兼， 


永 仁 元、 九、 十一 寂 

聖 珍| 


-義 賢一 

應仁 二、 十、 二 寂 

-義 演— 


，高 演— 


a 费 

正 和 三、 五、， 五 寂 
イ六月 十五 日 
イ正和 元、 九、 十一 寂 

■賢 俊- 


延文二 、閏 七、 十六 寂 

，政 深 —— 


-覺定 - 


弘化 五、 正、 十六 寂 


寬文 元 ' 五、 十九 寂 
ィ十 三日 

，勝 演^^ 

文化 七、 三、 十 寂 


# 繼 


元久 元、 正、 廿一寂 


-勝 g v!-lf  ■  — 

建久七 、六、 廿二寂 

ィ ニ月 八日 

，勝'  尊^ —— 0 深- 


弘長 三、 九、 六 寂 


, 定 ffi ― f 

延慶 二、 八、 廿七寂 


-光 濟 - 


永 和 五、 閨四 ，廿 一一 寂 


，義覺 ！ 

文明 十五、 九、 十七 寂 


— 高 賢 —— 

寬永 四、 十一、 五 寂 

潢| 


門跡 初代 

勝 覺^^ 

大治 四、 四、 一 寂 

晈 賢 —— 

寬喜三  '九、 十九 寂 

定 濟 —— 

弘 安五、 十、 三 寂 

- 


イ無 


聖珍 

政 紹 —— 

延寶 三、 十二、 廿七寂 

房演 —— 

元 文 元、 十二、 九 寂 


演 _ 


I 定海 


久 安五、 四、 十二 寂 


V 


-道敎 —— 

嘉禎二 、五、 廿<寂 
ィ it- 六日 

, 定勝 - 

弘安 六、 十一、 九 寂 


-聖 


應 安三， 九、 廿七寂 


，持 嚴. 


永 正 七、 十二、 廿八寂 


索 演—— 

享保 十八、 九、 七 寂 


，眞 應. 


諸 宗門 跡歷代 (眞言 宗三 寶院 門跡) 

〇 眞言 宗 三寳院 門跡 歷代 { Is !  嶋 城_{ 1| 郡 S55 


(七） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 言 宗隨心 院 門跡 歷代  _  現今 位置) 山城 國 宇治 郡 山 科 村 
空 海 - 眞雅 - 源 仁 - 聖寳 - 觀 賢 ^ ^淳祐 I 

承 和 二、 三、 廿一寂  元慶. 三、 正、 三 寂  仁 和 三、 十一、 廿二寂  廷喜 九、 七、 六 寂  延長 三、 六、 十一 寂  天 暦 -1: 、 七、 二 寂 

元 杲 - 仁 海 - 成 尊 - 範俊 - 嚴覺 - 增 俊— 

县德 元、 二、 廿七寂  永 承 元、 五、 十六 寂  延久 六、 正' 七 寂  天 永 三' 四' 廿四寂  S 女 二、 閏 五、 八 寂 

顯 嚴 - 親嚴 - 嚴海 - 宣 嚴 - 俊 嚴 - ^ 嚴惠— 

嘉賴二 、十、 二 «;■ 建 長 三、 八、 七 寂  建 長 六、 十 I 、 廿九寂 

靜 嚴 - 嚴家 - 經嚴 - 通 0 - 照 0 - 嚴叡— 

永 仁 七、 正、 七 寂  延襃元 、十一、 三 寂 

祐 嚴 - 嚴 寳 - 持 0 - 增 孝^ - 忠 0— - 仙 朝— 

長 靜 - 1 孝 - 榮 嚴 - 俊 海 - 堯 嚴 - 增 護— 

P 元、 - ^3 廿一寂  天 和 二、 五、 fr 六 寂  天明 九、 寂  明饴八 •十一、 十 

澄剛 ^ ^ ^ :旭 雅 - 隆燈 - 智滿 ：1‘ 法遵！  .  ：.  ! 

明治 九、 一一、 十九 寂  明抬廿 四、 一、 诉 5  明括廿 四' 十、 三十 寂  S 箇十 II、 十二、 十 |寂 


諸 宗門 跡歷代 (眞言 宗隨心 院 門跡) 


書辭 名人 家佛本 日 


(八） 


i 演 守、 融' 


廿 

七 

寂 


見 

圓 


I 

擊道 


乘 、邊 


恕 朝、 性 


現 古創 
今昔 立 
位 位 年 
置 置 時 

廢山後 
亡 城 蔦 
國羽 


一 

イ 

郡 建 

安久 

五 

寂 

井 

〇眞言宗蓮華光院門跡歷代 1 |? 附黜膚^5 


門跡 初代 

道 尊— 

安貞 二、 八、 五 寂 

寬融— 


尊 深 —— 

天 保 三、 九、 三十 寂 


.道乘 ^ —— 道圓， 


文 永 十、 十二、 十一 寂 

-益 助— 


道 永^ —— 寬守 t 


文 安三、 二、 廿二寂 


，了 尊 - 

文政 四、 正、 廿三寂 


让安 四、 七、 十五 寂 

- 竟圓 


-道 f 

-( 廢 亡) 


-道融 ， 


-道性 


弘安四 、七、 十五 寂. 


金 fr. 

，義昭 


イ寬法 


ィ無 


( 

C 

C 


き 


.性 

延寶二 、 


諸 宗門 跡 歴代 (眞言 宗 蓮華 光院門 跡〕 


(九） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 眞言 宗 上乘院 門跡 歷代 


(創立 年 時) 龜山 天皇 (力) 
(古昔 位置) 京都 下 河原 
(現今 位置) 廢亡 


V 


定惠 ， 

ボ 氣見- 


道 乘ィ』 - 

文 永 十、 十二、 十一 寂 


寬 守， 


良 惠 —— 

文 水 五、 十一、 廿 四 寂 

實濟 —— 


課 ^ ^^ 


V 


- 定 覺- 


イ 


-仁隆 ， 
- 益 « - 
-齋歡 ， 

- 良 « - 

‘尊實 


-( 廢亡) 


- 眞 助- 


イ 


-良 惠 - 

会 贤- 


，道貭 —— . 

元亨 二、 十二、 廿八寂 

八 ム禪 - 


- 覺耀 
-ぼ承 


V 


，有 助， 


，靜覺 ^ ^ 道 永， 


I 公譽， 
- 道 尋 ， 


- 實毫， 


-法 助- 

-蒼  觀， 


，道 喜- 
- 實豪. 


-增 恵- 


-公 

—敕 •思— 


■•道 永 匕 卜 
-覺 智 一 T： 


，實 辨— 
-明 辨 ， 


詔 宗門 跡歷代 (眞言 宗 上乘院 門跡) (.廢 亡} 


書辭 名人 家佛本 日 


CQ— ) 


諸 宗門 跡 歷代 (天台宗 沙法院 門跡〕 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 

書 


〇 天台宗 三千 院 門跡 歷代醒 i if h 二 11 il  g II III 村 


最 澄， 


31 仁 十三、 六、 泗寂 

*  、 

尋觀 - 


最 雲， 


應保二 、二、 十六 寂 

承圓 —— 

喜賴二 、十、 廿六寂 
ィ 4 •六日 

覺. 雲 —— 

元亨三 、十、 十八 寂 


聲雲， 


建武 元、. 七、 十六 寂 


承， 


應仁 元、 十一、 寂 


白 M 


幺月 


ィ承快 


寬永 十六、 正、 十三 寂 


承眞| 

天 保 十二、 正、 十四 寂 


-B  仁.— 

貞觀 六、 正、 十四 寂 
捤 井門 主の 初 

,明快| 


延久 二、 三、 十八 寂 

-最忠 —— 


I  尊  — 

寬元 四' 四、 二 寂 

，賽雲 — 


，尊 胤1 

文和四 、五 寂 

，義堯 


イ無 


, 慈 胤 —— 

元祿 十二、 十二、 一 寂 

-昌 仁^ 


梨 本 門 主の 初 

‘承串 一 T 


I 良眞— 

嘉保 三、. 五、 十三 寂 

八 ム雲 —— 


r  1 

，.尊 覺— 

文 永 元、 十、 廿七寂 

I 恒雲 


-承 )IL - 

永 和 三、 四、 八 寂 

- 堯胤 —— 

永 正て 六、 /\ 寂 
イ享祿 三、 三、 廿六寂 


ィ常尹 


延寶 八、 六、 廿六寂 

，良 海— 


-延 雄— 
t 覺 —— 

康和 四、 三、 廿八寂 


, M 仁| 

永 仁 三 ' r 寂 

愈 忠— 


-恒 領 - 

應安 ±|. 、正、三寂 

-彥亂 — 

天文 九、 五、 七 寂— 

-道仁 - 

享保 十八、 五、 十九 寂 

•寂 匾 - 

明治 三 八、 十、 廿 九日 


，尊意 —— 

天慶 三、 二、 廿四寂 

-仁 豪， 


保安 二、 十、 四 寂 


イ 


_一、增『麵』— 


.贤覺 ， 


正 應二 、四、 廿八寂 

，承'  覺 —— 


m 見^^- 


永 和 三、 七、 四 寂 


動 三、 


亂， 


五、 十七 寂 


p l Mr 廿 d 
，成 


，安 應- 


-仁 實 一 I 

天 承 元、 六、 八 寂 

-承 L1 —— 

建久八 、四、 廿七寂 

- 最助 —— 

永 仁 元、 二、 寂 

，承 瞥 —— 


- 卧承， 


應永三 、四、 二 寂 


•最乱 


-承快 

慶長 十四、 十二、 廿寂 

- 常 仁 —— 

明 和 九、 四、 廿二寂 
ィ廿 三日 


諸 宗門 跡歷代 (天台宗 三千 院 門跡) 


書辭 名人 家佛本 日 


(ニー〕 


諸 宗門 跡歷代 (天台宗 IM1 滿院 門跡) 


〇 天台宗 圓滿院 門跡 歴代 ^ ^ i l li K l 


圓 珍 — 

寬平 四、 十、 廿九寂 

行譽 —— 


明 尊 — 

康平 六、 六、 廿六寂 

^  ^ —— 

仁 安三、 四、 寂 

法圓 —— 

文治 三 寂 

眞覺 —— 
長  - 

康 安元、 一一、 八 寂 

擎 齊 — 


道 悟- 


-康濟 ， 


昌泰 二、 二八 寂 

-餘慶 - 

正曆 二、 二、 十八 寂 
イ閏 二月 

，明 行- 


- 圓靜  —— 

- 行 覺 1 

永 仁 元 •九、 廿ーー 寂 

，尊 兼- 


正 和 元、 七、 十二 寂 

言 悟 - 


-養慶 I 


-增 命， 


延長九、十 > 十一寂 
門跡 初代 

-吾 M' — .. — 

長久 二、 二， 廿寂 


- 覺 圓 — 

承德二 '四、 十六 寂 

，圓 ski —— 尊惠 _ 


，仁 助 I 

弘長二 、八、 十一 寂 

-疽助 —— 

延慶 三、 七、 寂 

，定尊 —— 


!&! 月 — 

-常 尊 ― I 

寬文 十一、 七、 二 寂 


，京 意- 


-永  圓 — 

寬德 元、®、 廿二寂 

-覺實 —— 

寬治 六、 十二、 八 寂 

-道  #KI 

.仁 治 元、 九、 五 寂 

，  , 

|麗 助 - 

弘 安五 •八、 十二 寂 


• 71c — 

延寶 £、 十、 一 寂 


-敬 


天 喜 三、—、— 寂 


- 行 尊- 


長 承 四、 二、 五 寂 

，道 智一 


^ — 

弘安三 、十一、 廿 一 寂 

，尊 悟 —— 

延文 四、 七、 # 寂 
イ延文 二、 四 寂 


，性 覺 —— 行 悟- 

■尊雅 - 一 敎 助- 


-行  惠- 


.運 昭- 


イ蓮照 ‘ 


源泉^ - 覺猷 _ 


保延 六、 六、 十六 寂 

, 行 慶 —— 


- 定敷| 

建久 七、 四、 寂 

，性 覺 ^ 


- 行 悟| 

— fr a — 

至德 三、 九、 十 寂 

-仁悟 — 


常， 


安永 二、 十一、 二 寂 


(三- o 


書辭 名人 家佛 本日 


童 形 - 童 形 - 學 尊 - 覺淳 ^ 暹昇 - 祐 玉— 

敬圓 


諸 宗門 跡 M 代 (天台宗 IM1 滿院 門跡) 


諸 宗門 跡歷 ft (天台宗 檀那 院門 跡) (晓亡 ) 


四 


本 

佛 

家 

人 

名： 

辭 


〇天 台宗 檀那 


興 良- 
親 源. 
寬 家， 


寬弘 四、 十、 晦寂 
イ 十一月 朔日 


-雲 

- 良證- 


跡歷 g 


4 


(古昔 位置) 山城 國 比叡山 
(現今 位置) 廢亡 


長 算， 


天 

V 


喜 四、 九 三 寂 

天 喜 五 年 


，公 嚴， 


C 霍 J — 

治 曆三 、九、 十三 寂 

嚴 —— 


-長 


- 相轂， 


.澄 嚴- 


.( 廢亡) 


實 公 


I 五一） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 天台宗 淨土寺 門跡 歷代 


(創立 年 時) 一 降 天皇 
(古昔 位置) 山城 國白川 
(現 仝 位置) 蔭 亡 


門跡 初代 

明 救 

寛仁 3 : 、七 五 寂 


か 覺 


萬壽 四、 十二、 四 寂 


イ 


行圓‘ 

尋 基- 


慈傳- 
妒 禪' 


正 治 三、 二、 S 

; ;#/ 玄 & 


- 慈 辨- 


覺 尋^^ 

永 保 元、 十 — 、 寂 


建 治 ゴ 、八、 七 寂 

相 豪， ふ 


慈靜^ - (廢 S 


イ 

-覺 尋 


辨 雅 - 圓 基 

-o  V >  -  I  -  .  t-lr  1  一、. J 、 . 


曆仁 元、 八、 -fr1 三 寂 

尊 基 —— 


I  ノ持辨 - 


慈 1 —— 慈 基 t 


諸宗門跡歷代(天台宗淨土寺門跡 >< 廢亡) 


-尋 仁- 


-慈  1 
I 慈 勝— 


，義 尋 

延德 三、 正、 七 寂 

-政玄 ^ 


-仁 操^ —— 持辨. 


■無 


相 豪- 

- i  心  靜 ， 

- 慈 傅- 
か 玄‘ 


仁 操- 
霞 基- 


-慈  忠- 
- 政辨. 


-尊 基^ —— 禪 基^^ 


,ps — — __ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 一） 


諸 宗門 跡 歴代 (天台宗 妙香院 門跡 )( 慶 C) 


(七--) 


書辭 名人 家佛 本日 


裏ぐ 胃 同正访 
四 和; 12^ 

二  十二 
『補 


1 


行、 | 圓 

丨潤 ^ 勝覺、 客 基 


土兼帶 一 
となる，/ 


、刃 一口 鼠 - 

長久 元、 五、 廿寂 


行 慶， 


明 行| 
{ 7E' ?' 

會寸 任！ 

慈 基— 

永 仁 六、 七、 補 

IT' ?' 


—桑眞 - 

天 仁 二、 十一、 十八 寂 

丄 愁 


-仁覺 I 


交 治 二、 八、 十五 捕別當 
建久 七、 十一、： 免 

，慈 禪！ 

文 永 三、 十二、 十四 補 

‘ 恒 助 - 


慈 勝， 

元 德二再 補 


-道閏 - 

I' 五 fit' 

，養 


承 保 元、 十二、 廿五 補撿校 
承德 元、 六、— 免 

良 俊 - 

-道玄 - 

弘县 元 ' 八、 廿一補 

，道 玄， 


嘉元二 、八、 十三 補 

- fif' —  —— 


-良鎭 - 

明應 ーハ、 十、 五 補 


IM! ; 

- 忠 快- 

rm lMl r^Tiv 

, 尊 ®' 
，尊 雅， 

1 、す！ IS- 


- 行 尊— 

元 永 元 補別當 

.慈 圓 


建 仁 二、 十一、 廿七再 補檢校 

! 道 玄 - 

正應 元、 八、 廿八補 

-仁浯 - 


.敎助 ， 


A 門跡 廢 S 鷄 II 


〇 天台宗 平等 院 門跡 歷代 


(創立 年 時) 後冷泉 天皇 永 承 六 年 三月 廿 八日 

(古昔 位置) 山域國 宇治 

(現 台 位置) 山城 國久 -tH: 郡 宇治 町 


諸 宗門 跡 歷代 (天台宗 平等 院 門跡) 


書辭 名人 家佛本 日 


(八一) 


諸 宗門 跡歷 R  (天台宗 曼殊院 門跡} 


〇 天台宗 曼殊院 


歴代 ^ 11 


日 M 澄^ —— 圓仁^ —— 安惠^ —— 最圓 


仁暹， 

仙範， 


慈嚴 ：| , 

覺 


良 — 

元祿 六、 七、 五 寂 


賢 仁， 


天 保 十三、 七、 廿九寂 


^ 1 

-承信 —— 
，慈 快—— 

康永三 、三.、 十二 寂 


ィ無 


—良^ . 

長祿四 、六、 四 寂 

-良應 —— 

寶永五 、六、 廿二寂 

-光檀 I 


貞觀 十、 四、 三 寂 


是算 


覺惠 二' 1 廿九 寂 


T 眞 尊， 
，承 兼， 


イ慈宗 


, 慈 守 

- 良 is ハ I 

永 正 十三. 十、 四 寂 

里 形一 


-孝  暢- 


ィ無 


-暹圓 —— 

門跡 初代 

- 忠尋 —— 

保延 四、 十、 十四 寂 

-公澄 — 


1 慈 昭 

永 和 一一、 三、 七 寂 

.慈 運 

天文 六、 六、 廿九寂 

-良 啓 —— 


-觀澄 


(創立 年 時) 鳥 羽 天皇 天 仁 — 

(古昔 位置) 山城 國北山 

(現今 位置) 山城 國 愛宕 郡 修學院 村 


- 玄 昭^ ^ 玄 鑒 


延喜 十五 二、 三 寂 


P I 


-顯 尋 


-道 救- 


-道  豪 —— 

應永十 、九、 廿四寂 

m 見恕 - 

天 正 二、 正、 三 寂 

- 童 形—— 


延長 四、 二、 十一 寂 

- 長 露 I 

天. 喜 五、 五 寂 

-圓 叻 —— 


, 慈 順¬ 


-良 


—  - 

寬永廿 、七、 十六 寂 
ィ十 五日 

1 童. 形 ~ I 

享和二 、八. 七 寂 


(九 一） 


書辭 名人 家佛本 日 


〇 天台宗 十樂院 門跡 歴代 


(創立 年 時) 鳥 羽 天皇 永久 三年 
(古昔 位置) 京都 大谷 
(現今 位置) 廢亡 


忠 尋 1 

保延 四、 十' 十四 寂 

於 t —— 


道 澄- 


，顯 尋‘ 
-最 守- 
-尊  圓， 


-忠 雲， 


- H 仙 - 

長寬一 —■ ' 一一、# 七 辑： 一兀曆元、 ±: —!- 、五寂 

-道玄 - 慈 道. 


-仁 0, 

か._ 


• 尊 件 —— 
I 逾.—— 


，尊 道. 


-( 廢 亡) 


諸 宗門 跡 歴代 (天台宗 - !- 樂院 門跡} 廢亡) 


書辭 名人 家佛本 日 


(〇 二） 


I 尊'  I 尊、 奮義 尊'  祐 1 慈 S 良 

七  二  元  二三 

士、 快 


《眞'  5 圓 管'  助' 


1 


寂 


廿 


寂 


寂 


四 

寂 


寂 


寂 


寂 


寂 


寂 


寂 


M 


寂 


寂 


九 * 
寂 


尊、 義 祐、 if 慈 J 道識 J 覺、 衝 g 最 


敬、 快 

イ 


和 四  十ニ  ニ  十 元  三  十 

助、 為 深 ぢ玄き 賢 g 快、 调 m 


I 


1 寂 


十 十 

! 晉 s 


ィ 2 
無 i 运 


寂 


遍 0 

門跡 初 A 

庁 ^ 

久壽 二、 十 一 


圓仁 —— 

貞觀 六、 正、 十四 寂 

慶 命 

長曆 二、 九' 七 寂 

眞 譽| 


.奮 道. 


イ祐助 


應永 十、 七、 五 寂 
ィ八日 

.尊應 - 

永 正 t 正、 八 寂 
ィ永正 十一、 正、 四 寂 


_  セ  1 


，安 惠 


貞觀 十、 四、 三 寂 

-慶範 —— 

承久三 、十一、 一 寂 
イ康平 四、 五、 一 寂 

- 慈 


嘉祿 元、 九、 廿五寂 


-道 


慈 源 —— 

建 長 七、 七、 十九 寂 

慈 

正 安二、 五、 九 寂 


.慈 道^! __ 行 

曆應 四、 四、 十一 寂 


建 長 二、 正、 十一 寂 

，慈 助 - 

永 仁 三、 七、 十七 寂 
ィ廿 七日 


，慈 濟_^_ 


条 僚. 


文龜 四、 正、 廿六寂 


イ英官 


- 日出 宫 

元祿 十 -: 九、 七 寂 
ィ 4-nr  4 へ 日 


-相應 


v 


延喜 十八、 十二、 二 寂 


— 

承曆 四、 六、 廿寂 

-良 尋匕 


建 永 二、 十、 廿五寂 


-最 守— 


建 長 八、 九、 廿五寂 

- 慈 玄- 


正 安三、 正、 廿五寂 
ィ廿 六日 

- 逆. 


-尊滿 
-擎 驗‘ 


天文 十九、 十、 三 寂 
イ 九月 十三 日 


-尊祐 


延享 四、 九、 十六 寂 


- 喜 慶 

康保 三、 七、 

|寬 ® 

保安 四、 十、 
ィ 十一月 

- 眞 1¢ 

寬喜二 、六、 

-尊助 

正應 三、 十一 

4' a' 

文 保 二、 八、 

、  、 

尊 la 

延文 元、 九、 

道圓 

至 德 二、 三、 


-尊朝 

慶長二 、一一、 

寶曆 一一、 七、 廿寂 


〇 天台宗 靑蓮院 門跡 歴代  (現今 位置) 京都 上京區 粟田口 町 


諸 宗門 跡歷代 (尺 台宗 靑蓮院 門跡) 


C— 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


pr if' H! 11 k f ! 1 尊 融 - 覺昌 —— 玄深 


諸 宗門 跡歷代 (天台宗 靑蓮院 門跡) 


I 


辭 名人 家佛本 日 


(ニニ） 


諸 宗門 跡 歴代 (天台宗 法 住 寺 門跡- 


〇 天台宗 法 住 寺 門跡 歷代 


(創立 年 時) 一條 天皇 
(古昔 位置) 山城 國茏坂 
(現今 泣 置) 廢亡 


門跡 初代 


增惠 ， 


- 覺仁 —— 

文 永-一 一、 四、 十九 寂 


珍- 


-道  仁  1 

弘長三 、正、 十四 寂 

-( 廢 亡) 


- 靜 仁， 


.仁 惠- 


日 

本 

佛 

家 

A 

名 

辭 

書 


〇 天台宗 聖護院 門跡 歷代 


(創立年持)後深草天皇運治四年 
(古昔 位置) 山域阈 愛宕 郡長 谷 
(現今 位置) 京都市 上京 區聖 護院町 


珍， 


寬平 七、 EL、 廿九寂 
r 跡 初代 

增譽！ 

永久 四、 一、 十九 寂 
ィ 正月 一一 十九 日 

尊 圆 - 

寬喜 三、 十、 廿五寂 

奮 參 I 


覺 it' , 


明德 元、 十一、 十九 寂 

道增 —— 


道 祐 


元祿三 、十二、 十八 寂 


11 3 


寬 巽- 


- if 

延長 五、 十' 二、 十 寂 

，增 知；.： 


-深忠 II 
-惠 助 —— 
，道 意 —— 
-道澄 —— 

慶長 十三、 六、 廿八寂 


-道 尊！ 

寶永 二、 九、 廿八寂 
イ 十月 一日 


-雄仁 - 
-敬 明， 


，勢 祐| 
，覺忠 — 

汗 承 十、 十六 寂 

，覺歇 — 


r 1 

m 見擧 E, 

弘和元 寂 

, 滿 意- 


- 齋  承. 


正德 四、 七、 九 寂 

イー 八日 


-敬心 . 
- 寬 良. 


- 勸 修—ィ -一 —— 最 圓 

寬弘 五、 七 八 寂 

-靜惠 —— 

建 仁 三、 三、 十二 寂 


韵見 助— 

延 元元、 九、 十七 寂 

.仁 譽： 


.義觀 ， 


-忠 尊^® - 興 意 


元 和 六、 十、 七 寂 


.忠譽 


天明 八、 四、 十一 寂 

. 密道 I 


6、 墓 


永 承 一一. 八、 廿八寂 

B  忠— 


—忠 助— 

正應 三、 八、 十七 寂 
‘ s' t イ靜尊 


，道 興 


六 永 七、 七、 七 寂 


晃 


延&七 、六、 十八 寂 

— 增 賞 - 

明龙 七、 閏六 、廿五 寂 

-祐玉 


明 活 卅四 、一、 四 寂 


.靜覺 —— 
-靜忠 - 

弘長三 、十、 二 寂 

..貭 助 _ 

1@三 、十、 五 寂 

-靜 尊.^^ 


-道應 


1 道 寬 

延 良 四、 三' 八 寂 

—盈仁  M 

文政 十三、 一、 廿三寂 

-雄眞 —— 


諸 宗門 跡 歴代 (天台宗 聖護院 門跡) 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 二） 


〇 

天 

ム 

ボ 

本 

覚 

院 

門 

跡 

歷 

代 

Mi 

置 置 寺 


朱 雀 天皇 (承 平年 中) 
山 城國 
廢亡 


郎 央 - 良 禪 - 最 源 - 尋 源^ —— 源 惠 - 道 潤 1 

^ 惠 - 1 寸慧 - 顯 1 ^ 仲舜^ —— 信顯^ —— 聖 助 

仁 1 —— 聖惠^ —— 滿守 - 持玄 


諸 宗門 跡 歷 It (天台宗 本覺院 門跡) 


〔斤 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


〇 天台宗 實乘院 門跡 歷代  1111 j  31 

成圓 - 圓長 - 成 源 - 公 澄 —— 澄尋 - 圓 源. 

宗源 - {取 玄 - 圓守 - 桓 守 - 成 澄 - 桓 豪. 

桓覺 - 桓忠 - 桓慧 - 桓 敎 - 桓昭 - 桓澄 

承 玄 - sij) 


諸 宗門 釗 歷代 v 天台宗 實乘院 門跡) 


諸 宗門 跡歷 代 (尺 台 宗實相 院門跡 ) 


〇 天台宗 實 相 


跡歷代 


(創立 年 時〕 龜山 天皇 (力) 
( 現今 位置) 山城 國北岩 倉 


IB 珍 — 

寬弘 四、 十、 廿九寂 

行譽 —— 


行 勝， 


增忠 —— 

永 仁 六、 正、 廿四 .寂.、 


if 仁- 

應 安元、 六、 十 H 叔- 
ィ朔 b 

增 運- 


頂， 


元 文 五、 六、 三 寂 


密 道- 


，康 濟， 


— 增命， 


-餘 

正曆 二、_ 二、 十八 寂 

-券 


門跡 初代 

- 靜譽， 


延長 五、 十二、 十一 寂 

—助 修ノ - 

寬弘五 、七、 八 寂 

- 公顯 ，—— 

建久 四、 九、 十七 寂 

-增 基- 


1 靜 深— 
-義桓 I 
-增 «' ! 


^ 元、 七、 廿一寂 

-良 . Jt - 


-義 運- 


イ慈述 


-俊 興， 


- fl i 吕 —— 

安永 九、 三-、 廿七寂 
ィ 四月 

敬 圓 —— 


-京 意 - 

- 1  擧 2 - 

寬德 二、 八、 十二 寂 


兼， 


故 長 元 •七、 十八 寂 
イ無 


-增珍 — 

應永廿 、正'#^ 

尊- 


■筑 治 四、 正、 十四 寂 


，義海 

:大保 三' 一一 1、 十一 寂 


-陵良 


-行 圓 — 

永 承 二、 正、 八 寂 


，桓 


イ無 


-增設 -.! 


座 _ 

览ぎ 二''? V 九 寂 


昭. 


—賴 豪 — 

應德 元、 五、 四 寂 

-靜 基| 


卜增覺 一 I 

!蠢 命  . 

-**• .  .... 

岑宫^ ^ 

正德三 、四、 廿九寂 


M { 呂 - (此間 二十 餘年 無住)— 


(七 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


0天台宗常住院門跡歷代 |!1 | 


時.) 龜山天 皇 (力) 
古昔 位置) 近江國 愛宕 郡 
置) 磬亡 


門跡 初代 

證 空， 


良 慶 1 

延文 五、 八、 十二 寂 


，良 尊¬ 
-良  瑜 ， 


-道 慶- 
，道 尊- 


-行  昭， 


嘉元 二、 正、 五 寂 

-快 豪— 


慈 昭. 


-道 .意- 


-道.  昭- 

-( 廢亡) 


〇 天台宗 如意 寺 門跡 歷代 


(創立 年 時) 

(古昔 位置) 山城 國 愛宕 郡 粟田 
(現今 位置) 廢亡 


公 胤- 
道  瑜- 


震 二、 七 ' 一 寂 


，公 曉： 

建 保 七、 五 廿九寂 

，兼 助 —I 


—榮 實 — 

承久 元、 十、 六 寂 


V 


，道 珍， 


-賴 仲¬ 
-道  基， 


門跡 初代 

- 隆辨， 


让安六 、八、 十五 寂 


-滿意 ， 


，道 珍. 


.無 


，兼 助は (廢亡 ) 


諸 宗門 跡 歷代 (天台宗 常住 院 門跡、 同 如意 寺 門跡 J 


(八 ニン 


諸 宗門 跡 歴代 (天台宗 毘沙門 堂 門跡) 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 


0 天台宗 毘沙 


明 禪— 

仁 治 三、 五三 寂 

尊— 


經 海_ 


觀經& 
公 嚴 I 

公  ィ無 


舜 仁， 
玄 航 ‘ 


，實救 
實圓— 


I 行 然， 


再興 一代 

-天 海- 


-公  遵 - 


，公 


ills. 


海 t 
-實圓 t 


- 公 承， 


:  -，上海 —一 I 

寬永 二十、 十、 十二 寂  永祿 八、 十、 十五 寂 

ィ十六 日 

イ無 


I 公 啓- 
-慈  性- 


-公 


(創立 年 時) 不詳 
(古昔 位置) 左 京 出 雲 大路 
(再興 年 時) 後陽成 天皇 慶長 十六 年 
(現今 位置} 山城 國 宇治 郡 山 科 村 


1 # . 


-實 超- 


—實 售 ィ Ifot r 
承  jim. 


- 公 承 t 


文明 十七、 十一、 廿八寂 

，公 意 


-明圓 - 

眞^！^ 


，仙 1 —— 成 t —— 仙 尊^ —— 遍豪 ^ 


，公 辨 —— 

享保元 四、 十七 寂 

人 ム 0— 

安永 五、 七十 寂 


’ 公 現， 


- 公 尊 

正 #; 三、 四、 六 寂 


— 公延， 


I 公 澄- 


-行  全. 


-公 映- 


〔九 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


(創立 年 時) 不詳 


〇 11 1 天台宗 日駸院 門跡 歷代 411  い |1 §§ 55 1 cl £ 


快 « ノ —— 

承 安二、 六、 十二 寂 

明 實 1 


-相顯 ！ 
• 實昭— 


堯 什- 


-堯陳 ， 


-實 覺 ， 
-公 意— 
-堯 P 


• 亮條 I 

-覺⑵ 月 - 

天文 十、 正、 廿七寂 


. 亮 繼. 


— i 秀_ 
永 - 堯 憲- 


—堯 海 - 

寬政 十一、 三、 廿六寂  明饴 五' a 


-敎彌 SS 


〇天台 宗 照高院 門跡 歷代 1 ;; 11 II "? 


道 澄， 


門跡 初代 

,齊 意 —— 

元 和 六十' 七 寂 


- 道 周 —— 

寬永 十一、 十一、 廿八寂  延寶 七、 六、 十八 寂 


道晃 - 道 a:' 1— s' #' - ハ廢£ 

VM15 二、」、 、し  —、 f  又  : •:  »  ►  »  »  •  i  J  ノ 


寶永二 、十、 一 寂 


諸 宗門 跡歷代 (天台一为 日 1 k p'. ■ぁ fe 比 高 ^ h feJJ ) 


書辭名 


同〇 
前 天 


ハ/-' N 

現 再 古創 

今 興 昔 立 

位 年 位 年 

置 時 置 時 
、ン^^、—/ 

近 後山 不 
江 陽城詳 
あ 成 北 
比 天 白 
歙皇川 
山元 
和 

元 

4E 


諸 宗門 跡 胺代 (天台宗 輪 王 寺 門跡、 同 溢 li 院門跡 ' 


03 


〇 天台宗 輪 王 


P P 


日 

本 

1 J 

家 

人 


門跡 初代 

尊 敬. ir 守 全 bp 


延寶 八、 五、 十六 It 


元祿三 、三、 一 寂 


公顯- 

安永 五、 七、 十 寂 

ヘム 發— 

諶 厚— 


IA 公 遵再 住) 


公 


享和三 、四、 廿七寂 
イ 五月 


1 公辨- — 

正德 六、 四、 十七 寂 

八 v it' - 


一に 日光 門 
跡と 云 ふ 


-公 


(創立 年 時) 後水尾 天皇 寬永 元年 

(現今 位置) sr sl ilB 職 1" 


-(慈 亮」 

—諶照 


文政 十.， i、 八 寂 

- 覺潤— 


ィ元文 三、 三、 十五 寂 


—4 


天 保 十四 九、 廿五寂 

山 直 —— 


备勝 — 

天明 八、 i ご、 廿五寂 

人 ム級 I 

弘化三 、十、 十九 寂 

，諶厚 —— 


，公 啓 ! 

明 和 九、 七、 十六 寂 

I  慈 #' - 

慶應三 、、十二、 七 寂 

, 亮榮) - 

明治 三十 八、 十一、 十三 寂 


(一三〕 


書辭 名人 家佛本 日 


〇 三論 宗 東南 院 門跡 歷代 


sa i  一  5 11 籠 鐘 4 

(現今 位置) 廢亡 


聖 


延喜 九、 七、 六 寂 


濟慶 


永 承 二、 十、 十四 寂 

t 登  1 

樹慶 —— 


p f 十- 7 

顯遍 


增 

正 保 元' 七、 廿一寂 

慈 快 I 


聖忠- 


聖 


•無 


，有 慶： 

延久 二、 二、 十八 寂 


‘ 惠珎， 


嘉應 元、 十、 十五 寂 

，勝 賢 —— 


-聖忠 ， 


文 保 三、 七、 十二 寂 

v is m 見 - r 


-榮嚴 ， 


寬文 四、 閏 II 、 十 寂 

-齊 


，惠 珍- 


嘉應 元、 十、 十 K 寂 


-延他 

延長 七、 二、 十三 寂 

-慶 

嘉保二 、正、 九 寂 

，顯惠 I 


-定 範， 
. 聖尋. 


-聖眞 - 


, ff 每 

天和二_,ぺ，..六寂 


-- 盲 


-( 廢 亡) 


諸 宗門 筠裱代 二：： 翰 宗東 南院 門跡 )( 廢亡 J 


顴理 i 

天延 二、 三 寂 


m 見 樹- 

L  i  1  -  - %  ^ 


保延 五、 二、 十四、 寂 

-敏覺 —— 


，道 深， 


珍 


_ 珍 


，勝資 


-法緣 I 

天 元三、 十 寂 

- 樹朗， 


_ 聖 

承 安五、 三、 六 寂 

.，道 快— 


13 士  助. 


.覺 尋 


，薆 M は >デ； 良覺 .. 

嘉保二 、正、 九 寂 


塞 


安元 三、 三、 六 寂 


‘澄、 V 

長 和 三、 二 寂 

，聖 兼， 


•無 


永 仁 元、 九、 十一 寂 

-道 


聖 一 


W 甚海 

-忠轂 -! 


-豪因 t  — 
, 覺樹- ; 

保延 五、 二、 十四 寂 


書辭 名人 家 佛 本 日 


(二三） 


諸 宗門 跡 歴代 (法相 宗 一乘院 n 跡) 一 廢亡 


〇 法相 宗 一乘院 


定昭. 


永觀 元、 三、 廿一寂 

玄覺 —— 


靜， 


良 


正 慶元 、八、 十 R 寂 


良昭， 


應永 九、 四' 廿 三 寂 

良 鲁日 —— 


信 敬- 


寶永三 、七、 六 寂 
ィ 七日 

尊 常 —I 

天 保 七、 六、 廿六寂 


, 定 好— 
1 覺英 

保 元 二 ' r 十七 寂 

-信昭 —— 


1 信 助— 

延元 二、 1 十 力 寂 

，玄昭 I 


ノ 

- 宣 #, 


イ尊賞 


- 尊 一 

延享 三、 九、 十. 1 :寂 
ィ十月 九日 


-尊應 - 


m 


(創立 年 時) 圓融 天皇 
(古昔 位置) 大和 國奈良 與福寺 
(現今 位置) 廢亡 


- 眞範 ， 


— 覺 繼- 

永 萬 元 寂 


-隆 信- 
- 覺 


觀應 二、 五、 十八 寂 


I 良 兼 i 

應永廿 一九、 廿 


-. 寂 


m 見譽 —— 

永 保 五、 四、 十 ^ 寂 

童 形 1 


-忠 起， 


明治 元、 四、 廿九復 飾 


，賴 信 


イ永保 三、 六、 廿一寂 


，信 圏- 


-*  賴  尊- 


-良  M - 


貞應三 、十一、 十九 寂 •  承久 二、 正、 十四 寂 

惠 - 覺昭 —— 


- 玄 


-覺 

慶長二 、八、 If1 八 寂 

- 尊 决 —— 

寬政 fi 、 十二、 九 寂 

-( 廢 亡) 


玄 —— 

1 敎玄 ^ 

文明 四、 十一、 十六 寂 

—尊 1 

元 和 二、 五、 三 寂 

-龜 代宮 ！ 


-覺信 — 

保安 二、 五、 八 寂 

イニ月 


’實 信- 


-良  信 —— 

文 保 = 、 七、 十二 寂 

丨良玄 —— 


-号 口玄 - 

-尊覺 - 

寬文 元、 七、 廿六寂 

-尊誠 —— 

文政 五、 八、 廿四寂 


(三 三） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 法相 宗 大乘院 門跡 歷代 


隆禪 —— 

康和 二、 七、 十四 寂 


實 信‘ 


實. 


圓山 


賴 

康治 元、 十、 十 寂 


; 尊 信 


私 安 六、 七、 十三 寂 


孝覺 - 

應 安元、 九、 十九 寂 


，孝 尊 


イ敎拿 


イ無 


尋實 
尋 憲 —— 

天 正 十三、 十一、 廿寂 

隆遍 —— 

安永 六、 五、 八 寂 


永 正 五、 五' 二 寂 


-義 尋 1 

慶長 十、 十、 十七 寂 


-隆範 - 


,尋 IE - 

承 安四、 四、 四、 九 寂 

I 慈 信 — 

正中 元、 十、 二 寂 


明應三 、七、 十六 寂 
ィ 三月 

-信尊 — 

延寶四 、四、 三 寂 


隆 實- 


イ昭尋 


文政 十二、 九、 二十 寂  天 保 三、 十二、 廿一寂 


(創立 年 時) 堀 河 天皇 寬治 元年 
(古昔 位置) 大和 國奈良 興 福 寺 
(現今 位置) M 亡 


，信 圓 - 

貞塵三 、十一、 十九 寂 

-尋尊 —— 

文 保 11 、八、 廿七寂 


，孝 尋^ ^ 孝 « , 


.孝尋 


正 長 元、 四、 十八 寂 


尋 尊^ - 政覺^ - 慈尋 


イ無 


明應 七、 四、 廿六寂 


-政 尋- 


■.實 尊 - 

嘉禎二 、二、 十九 寂 

-尋尊 —— 

曆應 一一、 五、 十一 寂 

- 孝圓— 

應 永 十七、 三、 廿六寂 


I 經 尋 - - 

大永 六、 七、 七 寂 
ィ廿 八日 

-信雅 ^ 信 0 1 

元祿 三、 八、 十九 寂  元祿 十四、 五、 二 寂 


-隆溫 - 


明治 八、 三、 十六 寂 


-B  {貫 - 

文 永 元、 十一、 廿六寂 


- 聖 信- 


- 經覺 


イ 無 


.寛 je 五、 八、 卄七寂 


111 : 


天 正 九、 正、 十 四 寂 


K 尊， 


-尙嘉 ：丄廢 亡) 

明治 元" 四、 廿九復 飾 


諸 宗門 跡歷代 (法相，： >K 大乘院 門跡) (廢 亡) 


書 辭 名人 家佛 本  0 


(四 三) 


諸 宗門 跡 勝 代 (淨十 ：宗知 恩 院 門跡： (燃 亡 


〇 淨土宗 知恩院 門跡 


1 ^ 


良 純- 

寬文 九、 八 ' 


-尊 晃^^ —— 尊 


延寶 八、 正、 六 寂 

-( 廢絕) 


正徳 元、 五、 十八 寂 


(創立 年 時) 後水尾 天皇 寬永 
(古昔 位置) 京都 大和 大路 
(現今 位置〕 廢亡 


M, 


寂— 八、 七、 廿一寂 


イ 


- 童 形- 


/ 


(五三） 


書辭 名人 家佛本  日 


. — I 


〇眞宗 本願 寺 門跡 歷代 


親 


弘長 二' 十一、 廿八寂 


圓 兼. 


存如 


县祿 元、 六' 十八 寂 


頁 如 


光圓. 

寛 文 二、 九、 七 寂 


光 攝. 


本 如 


，如 信— 

正 安二、 正、 四 寂 

金 壽 _ 


明應 八、 三、 廿五寂 


.光常 


寂 如 


享保 十、 七、 八 寂 


文政 九、 十二、 十二 寂  明诒 四、 八、 十九 寂 


(創立 Ti 時) 龜山 天皇 文 永. 几 年 
r 古昔 位置) 山城 國吉 水 .- ■  : .北 
(現今 位置) 京都市 下京區 堀 河 


宗 昭^ —— 俊玄 I-  — 時藝^ —— 玄 _ 


巧 如 


觀應 二、 正、 十九 寂 
門跡 初代 

- 光兼 _ 

大永 五、 二、 二 寂 


康應 元、 二、 廿九寂 


天文 甘 三、 八、 十三 寂 


.光 澄. 


住 如 


元 文 四、 八、 六 寂 


寛 保 元、 六、 八 寂 


光 - 光尊^ - 光 瑞 m 

nf  JJ  b  k  b  »  » _  I  >1  'k*. 


明治 三十 六、 一、 十六 寂 


明德四、四、廿四寂 


，永 亨十二 、十、 十四 寂 


光 敎_ —— 光佐^^ —— 光昭 _ 


文祿 元、 十一、 廿四寂 


-光啓 ^ —— 光 


法 如 


寬永 七、 十一、 卅寂 


文 如 


寬政 元、 十、 廿四寂 


-pf 


諸 宗門 跡歷代 (眞宗 本 額 寺 門跡〕 


書辭 名人 家怫本  日 


(六 二 J 


諸 宗門 跡歷代 (眞宗 東 本願 寺 門跡) 


〇眞宗 東 本願 寺 門跡 歴代 


(造 營年 時) 後陽成 天皇 慶長七 年 
(現今 位置) 京都市 下 京 區烏九 七# 


親 


弘長 二、 十一、 廿 八 寂 


-如 M — 

正 安二、 正、 四 寂 


宗 昭^ —— 陵 玄 時 藝^ —— 玄 


圓 兼^ - 兼 00. 


長祿兀 ニ ハ' 十八 寂 

光 從 _ 

万抬 元、 七、 廿五寂 


明 應八、 三、 廿五寂 


觀應二 、正、 十九 寂 
門跡 初代 

- 光兼 _ 

大永 五、 二、 二 寂 


康應 元、 二、 廿九寂 


明德 四、 四、 廿四寂 


永亨 十二、 十、 十四 寂 


- 光教^^ 光佐^ —— 光 壽_ 


天文 廿三 、八、 十三 寂 


.光瑛 


琢如 


承應十 一、 四、 十四 寂 


- 光晴^ —— 光 海- 


如 


文祿 元、 十一、 廿四寂 


眞如 


文祿 七、 五、 廿 一一 寂 


文祿 十三、 四、 十二 


p 、 ltt 


慶長 十九、 十、 五 寂 


，光超^^ 


寶曆 十、 七、 十一 寂 


光遍^ —— 光朗^ —— 光勝^ —— 光瑩^ —— 光演^！ 


寬政 四、 二、 廿二寂 


瘦應 元、 十一、 四 寂 


明饴廿 七、 一、 十五 寂 


，(七三）  書辭 名人 家佛本  日 


〇眞宗 專修寺 門跡 歷代 


f 創 ^ 年 時) 後： f ipr 天 良 嘉祿 .元年 
(古昔 泣諠) 下野 ¥ 芳賀郡 大内庄 高 田 
(現今 位置} 伊勢 阈奄藝 郡 一身田 村 


親鸞 - 

弘長 二、 十一' 廿八寂 

順證 —— 

元 中 七、 六、 十六 寂 

堯慧 —— 

慶長 十四、 正、 廿一寂 

圓 » j - 

文政 二、 十、 甘 一一 寂 


- 眞佛 —— 

正嘉 二、 三' 八 寂 

- 定順 —— 

县祿元 ■正、 廿八寂 


堯眞 - 

元 和 五' 九' 廿寂 


智- 


建武元 、七、 四 寂 


-S IT 


-專 空， 


興 國四 、十一 1、 十八 寂 


-iJ IT 


-i 刻 


-堯 秀— 

寛 文 六、 十二、 十九 寂 

-圓篇 — 

文久 元、 五' 八 寂 


, m 1? 

正 保 三、 八、 甘 一一 寂 

-堯熙 


-定專 - r 

正平廿 四、 七、 十一 寂 

眞智 —— 

天 正 十三、 七、 四 寂 

-堯圓 —— 

享保 元、 七、 廿七寂 


空 佛 —— 

天授 六、 四、 十 PC 寂 

-應眞 —— 

天文 六、 五、 廿五寂 

-圓 it — 

寶曆 三、 正、 二 寂 


諸 宗門 跡 歷代 (眞宗 專修寺 門跡) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 三） 


諸 宗門 跡歷代 V 眞宗佛 光寺 門跡) 


(九 三) 


書辭 名人 家佛 本日 


〇眞宗 興 正 寺 門跡 歴代  (I 今 sr SL 京都市 下京區 花 岡 町 


親 鸞， 

了 源 


空 性 


延 元元、 正、 八 寂 


文龜三 、五' 六 寂 


万饴三 、十、 十二 寂 


文化 九、 五、 六 寂 


- 眞 佛- — 

正嘉 二、 三、 八 寂 


源诲^ - 了 海-^ - 誓 海.^ - 明 光 ^ 


-源 


道献 


良 和 三、 八、 廿八寂 


让 安元、 二、 廿三寂 

-了明 — 

天授 二、 正、 廿三寂 


堯 仁^ ^ 經 0 


明應 元、 五、 二 寂 


蓮教 


天文 廿一 、七、 十 寂 


昭超^ ^ 圓 超‘ 


莨 S 


延寶 八、 三、 九 寂 


由 常 


寂 瑕 


文祿二 、正、 四 寂 


天 保 三、 十、 十一 寂 


明治 十、 十一、 十二 寂 


元應二 、正、 廿六寂 


，隹 了」 


原 諧 


應永 七、 六、 廿二寂 


-經 照^ —— 經堯- 


永錄 十一、 三、 十二 寂 


寂 永 


，常 1J 

寶曆 四、 七十 七 寂 


堯揚^ - 攝生^ - 攝 ® M - 澤稱 


本 常 


正 和 五、 五、 廿六寂 


_ 性 曇 


正 平 八、 五、 十六 寂 


經 


性 善 


-堯 

7i<- 亨卞 一、 十二' 四 寂  文明 元、 五、 十七 寂 

_ 超 - 照 玄^ M 

慶長二 、三 '/ 一一 寂  ：  ■丨 

I 常 匿 寂 IF 

天明 七、 六、 廿九寂 


文 和 八、 四、 十四 寂 


法 高 


-闡揚 

寬政七 、十、 十 寂 


諸 宗門 跡 勝 代 f 眞宗興 正 寺 門跡) 


書辭 名人 家佛 本日  （C 四) 


諸 宗門 砌歷代 (眞宗 錦 織 寺 門跡) 


〇眞宗 錦 織 寺 門跡 歷 


(剖 立 年 時} 四條 天皇 嘉禎 元年 
(現今 位置) 近 江國野 洲郡中 野 村 


親 蠻‘ 


慈 賢 - 

寬正四 '六' 廿寂 

慈統！ 

萬 治 三、 二'  十二 寂 

淳慈 I 


j 安信 - 

I 慈 光 - 

康正 元、 六、 十 寂 

! 良 慈 —— 

天明 七、 八、 十三 凝 

，尊 行 


I 宗 昭^ —— 光玄* 


存覺 


, 慈 範 —— 

延德 元、 十一、 二 寂 

，常 慈 —— 

文政 二、 五、 十三 寂 


元屮 六、 二 •廿八 寂 


1 慈 澄- 


-慈 


天 TF 元 一一、 十 寂 


- 宅 慈 I 

弘化 三、 七 ■五 寂 


應永廿 六、 三 ' I 寂 

, 慈： 

苋 永 十一！、 十、 廿七寂 

1 歡慈 - 

天 保 十五、 六、 廿寂 


I 慈 達 一 

永亨三 五、 七 寂 

，慈 1¢ —— 

*. 氷 卄、 11 '九 寂 


慈— 


明 飴 十八、 正、 六 寂 


0 


C-) 


書辭 名人 家佛 本日 


~ *  二  六 

夏 興 翳 定蠢靈 

’  S 興 な義 


寂 


S 貞崇 —— 

仁壽 元、 任 

一ーー〇 安軌- 

元慶 四、 四、 九 任 

三 六 戒撰 —— 
延喜五、三、十七任 

ョー 寬救 —— 

延長 六、 六、 十七 任 

H< 法緣 - 

天祿 二、 五、 十七 任 
天 元三、 十 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 


〇 華厳宗 東大寺 別當 次第 


(創立 年 時) 聖武 天皇 天平 十七 年 
(現今 位置} 大和 國奈良 市 


良辨， 


七 


天平 瞼寶 四、 五、 一任 
寶龜 ，四、 閏 十一、 十六 寂 

等定 - < 

延曆 二、 任 
延曆 十九、 七、 寂 


良 興！ 

天平 寶字 五、 任 


永 覺- 

延曆 六、 任 


P IT 


1% 


ご 一海 雲 — 

大同 元、 任 

一九 寛 雲 — 
天 長 七、 任 

一一 ie. 濟棟 —— 

齊衡二 任 

延 S 五、 六、 十八 寂 

三 一祥 勢祕 - 

元慶五、八'卞九任 
寬平 七、 寂 


一四 空 海， 


承 和 二、 三、 廿一寂 


一 〇 心 惠， 

承 和 元、 任 


一五義 海- 

弘安 五、 任 

一ー ー實 敏， 

承 和 五、 任 


四 永 興， 

寶龜 元、 任 

10 « 久- 

延曆 十四 •、任 


ー ナ靜 雲 - 

弘仁 十、 任 
弘仁 十二、 十一 寂 

一一一 一正 進 —— 

承 W 十、 任 


-—五 


r ttf 


一一 源 海- 

延曆 十八、 任 


一一 六眞 M, 

貞觀 元、 任 


一一 七 祥 勢 - 一一 八玄 津， 


一七 永 念 1 

弘任 十三、 任 

一一 三 眞雅- 

承 和 十四、 任 


一一 九 眞 啦禪 


貪 觀 十三' 閏 八、 十四 任 


三 一一 勝 


皎| 


ll g # 細 


一一 一三 惠畛. 


昌泰 三、 二、 廿六寂 


3 _ 四、 甘 八 任 


濟棟 肖， 


元慶三 、二、 四、 任 


0  ,8  ^  tt' 
延喜 五、 六、 十八 寂 


一呈 道義， 


昌泰 元、 八、 八 任 
延喜五 寂 


一一 一 - to 延惟 |_ 一一 一八 智鎧 I 一一 一九 親宥 —— 四 〇延愀 —— ai 基遍， 

馨 九、 四、—  任馨 十九、 十二、 七 任 謹、 二、 雪  延長 六、 二‘ 


延長 六、 八、 廿八寂 


延長 七、 十二、 十三 寂 


延長 六、 二、 九 任 


1 明 珍 - g 寬救 | — g 光 4° - S ハ 法 0 

天慶八 任  天® 四、 五、 廿六任  . . 

天 元 二、 三、 十 寂 


天曆八 、十二' 1 三 寂 


康保 二、 二' 十四 任 
安和 二、 二、 三 寂 


S 觀理， 

安和 二、 任 
天延二 、寂 


諸大 寺滕， K 幷 M 職 次第 (華 嚴宗 東大寺) 


書辭 名人 家佛本  日 


(二） 


諸 尺 寺 藤 代 幷諸職 次第 (華 嚴宗果 火 寺〕 


四 九 


照， 


五 〇 


頁 元三、 九、 十七 任 

寬和三 寂 

1 雅 慶 一 . 

長 保 元' 八' 九 任 
長 和 元， 十、 廿五寂 


朝 —— 五一 斎 


永觀二 、二、 廿三任 
長德 四、 六 寂 

美 濟信 - 

寬弘 11 、十二、 廿六任 
县 元三、 六、 十一 寂 


長 和 五 寂 


5 一  深覺， 


正曆 三、 七'、 八 任 


5 平 崇 ^ 蟲深覺 g i 

正曆 iL. 七、 廿一&  a 德四 •十二、 十六 任 


五 七 澄 


五八 


長 和 三、 一 i、 廿五寂 


長 和； 一一、 一一、 廿六& 
長 和 五、 四、 廿七寂 


五 九 深 


任， 


县和 五、 五、 十六 任 
長久 四、 九、 十四 寂 


六 〇朝 


寬仁 四、 十二、 三十 任 
治安 元' 四、 1 寂 


六 一觀 眞 —— 六 一一 仁 海 —— 六 三 濟慶 —— S 深 


長 元 二、 三、 十九 寂 


長 元 二、 六、 廿三任 
永 承 元、 五' 十六 寂 


li s J- ^ 


長曆 元、 ト ニ.. 廿九任 
永 承 五、 六、 十 Th 寂 


S 尋淸 - 奕 有 慶 

永 承 四、 十二' 廿八任  永 承 六、 五、 廿三任 
永 承 六、 六、 十八 寂 


笔 覺深 —— 交 延幸 —— 

廉 平 二、 十二、 廿四任 
绐曆 二、 十二、 甘 一 寂 


天 喜 三、 八、 廿七任 
诒曆 元、 八、 十六 寂 


克 有慶娜 — セ。 信 


七 一 


饴曆 三、 一一、 廿八任 


應德 元、 九、 十五 寂 


信| 


承 保 二、 正 ■十四 任 


七-一 蒞範 - 

嘉保 二、 六' 廿二任 


七三 


永觀— 

康和二 、五、 廿 


任 


七 四 勝 


七 五 


县治 元、 五、 廿九任 


天饴二 、正、 十五 寂 


:七六 勝 


祕 ， 


老 寬曉 - § 寬遍 ——  <一 顯惠， 


仁 平 三、 三、 十一 任 
平 治 元、 正、 八 寂 


SS 


安元 元、 こ、 廿三寂 


天饴二 、七、 二十 任 
大抬 四、 四、 一 寂 

八 一 一敏 ia 見 

安元 元、 三、 四 任 
養 ! P 兀 、十、 二 寂 


七 - b 定 


十八 


大治 四' 五廿 一任 
久安： 九、 四、 十二 寂 


八 三 貞喜 ， 

饴承 元、 任 


信， 


仁 平 三、 三、 七 寂 


八 四 定遍- 


文饴 元、 十二、 十八 寂 


八 五 雅 


文治 二、 三、 七 任 
文治 五、 五、 十三 寂 


八 六 俊證 —— 八 - tl 勝 賢 —— 八 八 覺成 —— * 辨曉 —— §- 延果， 


文治 五、 五、 廿八任 


建久 七、 六、 廿二寂 


建久 七、 七、 八 任 
建久 、九、 十、 二十 寂 


九 一道 尊 —— 九 一一 成寳 —— ^ 三 定範 —— S 成寶砰 


元 久三、 三' 十七 任 
安良 二、 八、 五 寂 


承 元 四、 四、 十七 任 


九 七賴 惠 - ^ 觀 嚴 - 


文 暦 二、 閏六 、廿八 寂 


文曆 二、 閏六 、廿九 任 
嘉禎一 一、 十一、 一一 寂 


一。 三 聖 基， 

弘長三 任 


一。 九 聖 r G 

弘安六 、十二、 一任 
永 仁 元' 九、 十一 寂 


一〇四 定 濟 ， 


弘安 五、 十、 三 寂 


建 保 元、 十二、 六 任 

九九 眞 惠 —— 

嘉禎二 、十一、 四 任 


S 道 融， 


承久 C' 四' 四 任 
安良 元、 十' 七 寂 

一 〇〇 良 座ぬ — 

延應元 二' 晦任 


建久 十、 正. 十四 & 
建 仁 二， 七、 十一 寂 

九 五 道 尊簡. 

嘉祿 二、 十二、 I 任 
安永 二、 八、 五 寂 


建 仁 二、 七、 十三 tt 
元久 三、 三、 トニ 寂 


九 六 定 豪| 


曆仁 元、 九、 廿四寂 


一〇 一定 親 —— 0 1 一宗 性， 


_装| 


5  了遍 - 


私 安 十、 二、 廿三任 


文 永 十、 十二、 廿五宣 

ニー 聖忠 - 

正應 元、 九、 十 任 


一〇六 聖兼 —— i 道 實- 


建 治 二、 十二、 廿一 _ 


一一 一一 賴 助， 

正應五 、任 


弘安 5 、三、 五宣 
弘 安！！、 八、 七 寂 


一一 三 聖 惠| 

永 仁 四、 任 


文應 元、 七、 十七 任 

〇 八 勝 ft - 

弘安 四、 八、 四 任 
弘安 十、 七、 四 寂 

一一 四信忠 - 

延慶 三、 三、 三 任 


(三） 


書辭 名人 家佛 本日 


一一 五實 海 - 5聖 忠 S - 二 七公曉 -  一 K 敎 寬 - S 聖尋 - 5 敎寬 1 - 

正 和 二、 十、 四 任  正 和 五、 五、 十六 任  文 保 元、 任  正 應二 、任  元亨二 、任  元弘 元、 任 

m 聖珍 - i 良 性 - 二 一一 一一 定曉 - S 實曉 - 一 I 一  五實 E - 5 聖珍 S I 

建武 元、 任  建武三 、任  建武三 、七、 十六 宣  延 元元、 七、 廿二宣  曆應 元、 宣  康永二 、八、 十宣 

Ml 七寬亂 - 二  1 <聖 珍 fiEH —  1 S 見 胤  g  —  一一 一一  ◦尊 隱 - 一ー ニー 經辨 -  一一 一一 i 海 - 

觀應 元、 宣  元 和 元、 十、 九宣  貞 治 六、 - 1-. ハ、 宣  應安 六、 九、 十 一宣  康曆 元、 十、 九宣  至 is 二、 宣 

一一一一一一一 經辨 B - 墓觀 海 f£s - i 經辨 § - S 觀 覺  5 光 經 - 一一 一； <尊 亂 - 

應永三 '四、 十五 宣  應永六 、四宣  串 氷 九、 五、 四宣  應永十四、十二宣  應永廿 一、 六、 十二 宣  應永世 三、 二 宣 

一三 九房宣 - 一 岂 公 顯 -  一 S 一持寶 I  5 珍覺 - i 一隆 實 - i IS 弘 - 

正 長 元、 宣  永享 四-;、 十六 任  嘉吉 二、 三、 十四 任  文 安元、 七、 廿二任  文 安四、 十二、 十七 任 

一四 五公惠 - 1S 八 ム深 - 1S A 見尋 -  5<公 惠 - 一 完秀雅 - 一き 覺 尋 - 

一 五一 光 任 - i 嚴 寳 - i 公 1 - i 實 # - ■秀雅 - 一芸實 眞 - 

一 五 七公怡 - 一灵忠 0 - 一 ^ 光 通 - .H 3 公怡 - =( 一實怡 -  5 公 順 - 

5 智經 —— 蓋 殿 息 II —— 增孝 —— i 榮嚴 —— S 俊 海 —— 5 濟深 —— 

一六 八道 恕^ ^ 一交 尊 孝 - S 寬寶 - 一さ尊 深 - ^  5 了 尊 - i 尊 深 - 

i 濟範 —— i 慈 性 —— m 增 護 - 5 荐海 —— S 英樹 - S 英懷 - 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次 访 (華 嚴 $ 柬 大寺ノ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四〕 


諸大寺 歷代幷 諾職次 第 (華 齩宗眾 大 寺〕 


(五〕 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 法相 宗興福 寺別當 次第 


3 


(創立 年 時) 齊明 天皇 三年 
(古昔位置)山城國山料 
(造 營祀時 ) 元 明 天 m 和 銅 三年 
(現今 位置) 大和 國奈良 市 


ヒ 


一三 


一九 


慈 

天平 寶字 元、 任 
寶龜 八、 寂 

興昭 —— 

貞觀 元、 任 
元慶七 、正、 廿八寂 

平 源 — 

延長へ 任 
天 * 一一、 五、 二 寂 

眞喜 —— 

永 觀元任 
長 保 二、 二、 七 寂 


一一 永嚴. 

寶龜 十、 任 


八孝忠 — 

元慶 元、 ££ 

元慶 六、 五、 八 寂 


行 賀 —— 四 

延曆 十、 任 
延曆廿 一 ' 1, 八 寂 

M 忠 - 一 〇 

t fl- 四、 任 
寬平 V r 、 -L 、 廿一寂 


修 圓 

S1 三、 任 
承 和 元 寂 

汕 忠 —— 

寬平五 任'' 

延喜 五、 六、 四 寂 


.51 : 隆 慧 - 

承 和 元 S: 


壽朗- 

承 和 r 四、 任 

a ffi 五 寂 


_ 直 覺 - 一一 一基 繼 


1S 空 睛 —— 5 助 精 —— 5 延 空. 


11 55 一 i" 


一一 〇定 澄. 


_4、 一 廿 51 


天德 元、 1 11、 十七 任 
應和 元、 四、 十七 寂 

一一 一 昧 懷 - 

長和五、？、十五任 
万壽- 1 、四、 pq 寂 


應 tti 元、 任 
康保 四、 七、 七 寂 


延 萝：九 任 

延喜 十五、 十二、 一 寂 

一 -tr 安秀 —— 

康保 3、 七、 二十、 & 
天祿二 、四、 十六 a 


延長 八、 二、 四 寂 


K 定 


W 口- 


ー ニー  扶公  - 一 = 經救 

萬壽 二、 六、 廿七任 
長 元 パ、 七、 七 寂 


長 元べ、 八、 廿七任 
寬德元 ■五、 二 寂 


一 I 五圓 —— 一一 六 明 —— 一一 七 賴 © —— X 八 ム範 —— 111 九賴 


天 喜 三、 正、 廿三住 
泰平 三、 五、 一 寂 

三 一、 水^^ - 

保安二、 -1- 、卄七任 
天 治 二、 &、 五 寂 


三  一 I 


康平 三、 六、 十六 任 
延久 、八、 二 寂 

玄覺 - 

天 治 二、 四、 廿六任 


康平五 、八、 十四 任 
承 保 三、 六、 廿七寂 

fl; 一一 一經尋 —— 

大抬 四、 十二、 十 任 
天 承 二、 六、 三 寂 


承 保 — ,、 八、 十七 任 
應德 三、 十、 十九 寂 


寬治 三、 三、 六 任 
康和一 一、 七、 廿 W 寂 


三 四 4 >1 m —- 1 1  K  0 


三 七 覺晴 - 一一 一 八 隆覺 |  - 


久 安三、 二、 十三 任 
久安四 、五、 十七 寂 


保 元三、 六、 四 寂 


b - - 


【三 玄 緣， 


治 承 三、 四、 廿九寂 


四 四 信圓- 

養 和 元、 正、 廿九任 
貞應三 '十一、 十九 寂 

5 雅緣 $  I き 信 0 - 

承 元 二、 二、 十一 任  律 曆 1  一、 - T 二、 四 C 

嘉祿 元、 九、 十一 寂 


三 九惠信 

保 元 二、 十、 六 任 
承 安元、 九、 廿五寂 

四 五覺 憲 - 四 六 範玄‘ 

文治 If. 、 五、 廿八任 


天 承 二、 七、 八 任 
保延 四、 九、 廿一寂 

SO 尋範 - 

長 寛 二、 五、 十一 任 
承 安四、 四、 九 寂 


保 延四 、十、 廿九任 


覺 珍， 


承 安五、 十、 廿四寂 


天菝二 任 

永觀 元、 三、 廿三寂 

S. 眞範. 

長久亓、ナ、廿五任 
天喜二、 十二、 五 寂 

三 〇覺信 — 

康和二 、八、 二十 任 
保安二、五、八寂 

S ハ覺舉 

保延 五、 十二、 十五 E 
久 安二、 十二、 十七 寂 

四 一一 敎緣 —— 

承 安五， 1 1 、 八 任 
治 承 三、 四、 十二 寂 


建久六 、十二、 廿八任 
正 治 元、 六、 六、 一 寂 


S 雅緣 - 四 八 良 B 

建久 九、 十二、 - 十 任 


5 雅緣 S! 

建 保 十 - 十二 任 
同， 十二、 十九 免 


五 二 良 圓$ 


五三 


隹 


三 


也 保 六、 十二、 廿六任 
承久一 . 正、 十四 寂 


一！ 

承久、二正'十六任 
卜：！！： 應 11 、二、 七 免 


建 永 二、 正、 廿二任 


五四^^  一 n 凰 - 

貞應 二、 二、 九 任 
嘉祿二 、六， 廿七免 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (法相 宗輿福 寺) 


書辭 名人 家佛本  日 


(六） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (法相 宗興福 寺) 


五 五 實尊 - 五 二 貫^!  一ー ロ 

11  —  tI  rl o h ▲如*  • » •• •  h  •  >  •  k  t 


5 


嘉禎 二、 二、 +- 九 寂 


寬喜こ 、三、 廿 一任 

同 四、 二、 廿免 


寬喜 四、 
貞永二 、 


14 


五八 


二 SS 


信倾 — ^ 圓 


六 一 實信赵 ！ 六 一一 覺遍 - 六 一ー ー實 信， _ 


六 Ky 


_ ++ ■ 免 


譽 S 任 


寶治 二、 閏 十二、 十八 任 
建 長 元、 七、 十 免 


貞永二 、三、 廿八任 
文 曆 二 ' 一、 廿二免 

圓玄辆 — 

建 長 元、 <、 二十任 
同 二、 正、 十 免 


文曆二 、三、 四 任 


六 五 公 緣_ 


建 長 二、 


交 親緣 - 交 良 盛 - 交 圓 實_  — き 尊信^^ 七 一賴圓 - ^11 實 tt ! 

建 長 五、 十、 十五- ^ 套 11老 、 、 二、 4-f  1  UJ  E  ■二、 .11 、 ，11 、 tU  :1 」 1、 1 1 、 」 <  4 1 1  . :4 ).  rj 


建 長 八、 11 、廿 一任 


七三 唇 昭 —— 志 性 # 


ll iwi r 


建 治 二、 八 任 
同 三、 十二、 廿九免 


正嘉二 、十、 十八 任 

奎 尊信懈 

建 治 四、 正、 十七 任 
51 安 六、 七、 十三 寂 


正 元元、 


、廿八 寂 


建 It 二、 正' 廿 一任 
同年十、廿八免 


定玄 - 

寬元二 、正、 二 任 
同 三、 十一、 廿九免 
寶抬 元、 七、 十一 寂 

六 六  1 m llll^  狂 — 

建 長 二、 十、 廿八任 
康 元元、 十、 十七 寂 


一、 廿 一任 


文 永 三、 四、 四 免 


文 永 三、 七、 二 任 


* 信昭懈 I セセ 慈 ft , 


老宗懷 — <。 慈 信 1 1 2 尊淸， 


弘安六 、十、 廿八任 
同 九、 十二、 十七 免 

正應 二、 三、 廿五寂 

八 五 霧 曾 T 

永 仁 元' 八、 八 任 

九 一經譽 —— 

正 安三、 九、 十二 任 


九 七 良 信. 


弘 安二、 十二、 十 任 
同 四、 三、 十九 免 
弘安 九、 六、 十四 寂 


弘安 四、 四、 十一 任 
同年、 十、 四 免 


文 永 五、 十二、 -i]- 八 任 
同 十、 四、 十六 免 

七八玄 雅 — 

弘安 五、 十二、 十九 任 
弘安 六、 十二、 八 寂 


il s ii 1 


Q 顯覺， 


永 仁 三、 六、 十一 任 
永 仁 五、 三、 三 寂 

丸一一 範憲懈 I 

乾 元元、 十一、 十五 任 


正應 元、 五、 廿七任 
正 應一 一、 九、 二 寂 

5 尊憲 —— 

永 仁 五、 一一、 十七 任 


八 ーー實 懷 S 慈信归 — S 性譽辆 — 

正應 五、 六、 六 任 
德治 元. 十 rf、 廿二寂 


九 三 覺昭. 


德治 二、 四、 廿三任 


カノ  1 毒 - 

德 4 E 三、 七、 g 任 
正 和 四、 十、 十六 寂 


延慶 元、 五 ■十六 寂 


S 尋覺 f£H I 星貫璁 


正 和 四、 二、 十一 任 
文 保 二、 八、 十五 寂 


正和四、十1一、四任 

嘉曆三、正、§:寂 


i 交尋覺 餅- 

德治 三、 十、 六 任 


一〇五良信技- 

正 和 五、 十一、 廿五任 


正應二 、八、 十八 任 
同 四、 三、 一 免 
正應四 、s 、廿四 寂 

八 八實昭 —— 

永 仁 六、 六、 三 任 
正 安元、 五、 二 免 

g 尋覺 - 

嘉元二 、十二.、 廿九任 

一〇 〇良信 S  ^ 

延慶三 、三、 十五 任 


一 0 六 良 


正應四 、三、 廿八任 


八 九 範 憲- 


文 保 元、 十一、 n; 十 任 


正 安元、 六、 二 任 

夕宗親 — 

嘉元四 、五、 九 任 

一。 一信 昼| 

應長 二、 三、 四 任 
應長三 、正、 十 寂 

一〇七隆遍- 


九。 1 


、四 任 


* 範憲 駐 

德治二 、正、 八 任 


一〇-1 


111 - 


元應元 •十二、 廿二任 


文 保 二、 七、 十六 任 
建武 五、 閏七 、十七 寂 


i 範憲 I — 

正 和 二、 七、 一任 
同 三、 正、 廿八免 

一 0 八 良 覺£  ^ 

文 保 二、 十一、 廿九任 


ニー ー 覺 尊 - 二 一一. 慈 ft -  i  良 ft _! 

し、. 1  1 、 一 、 1J」  .1 1 111、 一:、 ご >  <  >  •  •  >  I  X- 


元亨 元、 十一、 六 任 


二五顯 昭， 


嘉曆 元、 十二、 廿七任 
嘉曆 四、 八、 十六 寂 


翁 憲キ 


:任 —— 二 七 良 覺_ 一一 八 覺尊 紐— 

-W 曆 二’ 十一、 十八 任  嘉曆三 、三、 三 任  嘉歷一 :、 一 一一、 让 八 壬 
歴跄二 、十二、 十七 寂  同 四、 二、 九 免 Tc- fe 元、 十一 一-- 廿免 
_ _ _  辟 應：一 、n 、十一 寂 


元亨三 '五、 九 任 
正中 二' 閏正 、廿六 寂 


嘉曆 四、 一 K 九 寂 


.二 丸 良覺肢 ， 


11;( 


元德 二、 二、 三 任 
同 三、 五、 十九 免 
正慶 元‘. <、 十四 寂 


- --H-S 

口 1M! - 


正慶 元、 八、 十べ 任 


(七） 


書辭 名人 家佛 本日 


n 二 覺 實 - 一二 一一 覺圓㈣ — 


8^s 


建武 三、 十二 三 任 
曆應 三、 六、 廿九寂 


5 孝覺 S—  一  5 « 雅 - 


a 和 三、 十、 廿四任 
貞治五 '十 ミ廿 四 免 


貞治 五、 サ 11 、廿* 任 
麻 安，、 三、 十一 免 


111 * 見實！ I  — ー ラ 孝 

建武 四、 六、 十一 任  康永 二、 ハ、 fl 任 

同年 十一、 廿一免 

S 孝橐 51 — 一き 賴 乘 — 

應 {女 元 •三， わ 任  應兔元 •十、 三 任 
咿安 元、 九十 九 寂 


一一 一 五覺實 S i  一一 H 〈良 嘵- 


貞和二 •二、 十ヒ任 
同年 ト ニ、 廿六绝 
il f  1、 五 i)- 一  寂 


貞和一 -; 二、 六 任 


一一-一 一盛 深 —— 5 顯遍， 


應汝三 、二、 十三 任 


應、 1 二、 十二、 廿负任 


H 一盛 深 J  —  11 テ實 1 p|| - 一一 一； 五 印覺 -  5 '隆 圓- 

應安 五、 1 -、一 一任  . . . .  . . 


應安 六、 十二、 廿 一任 


S 實遍 S. 

永德 元、 PP 任 

一四 五良 昭- 


一四 cl® 

永 德 二、 四 


守 

灰 


再 — 
、十 r 


嘉蘧二 、十、 十七 任 
康應二 、一一、 廿八免 


is 拳 0 —— 

康應 二、 一一、 十二 任 


永 和 元、 八、 十一 一任 
同 三、 十一、 廿 四 免 

永 和£ 、正、 十七 寂 

一四 一孝 憲 - - 

至德 元、 十二、 廿五任 

一四 七 長 襲^ —— ! 

明德三 、十二、 廿三任 


永 和 三、 十二、 廿七任 


一一 一一 七實遍 J —— 1  一一 " C 圓守 - 

康曆 元、 プ 、五 任  & 曆ーー 、パ、 廿 -L 任 


一四 一一 覺成 - S 覺 家 - 一完圓 兼- 


至 德三 、五、 三 任 

M 孝尋 £ — 

應永 元、 十一、 廿三任 
同 二、 十一、 十八 免 


至德 四， 正、 廿八任 


一四 九 長雅- 


應永二 、十一、 十七 任 
同 四. 七 廿七免 


嘉度二 、ご、 廿 一任 

一 五 〇圓兼 S — 

應永 四、 七、 廿八任 


一 五一 良 沼 tts — 藍 實 0 -  i 一孝 圓 - 一 君 圓 尋^  — 一晋隆 俊 - ■良 兼 


應永五 、六、 pa 任 


應氷七 、三、 十六 任 


醜 ^ :?; 還  s ?i せ 


八 任 


應永 十一、-、 八 任 
同 十五、 十、 •免 


一 五 七 實昭 — 一灵 兼覺 — i 光曉 — 1§ 孝 陵 


應氷 十 A 、 三、 六 任 


應永 十九 •十二、 廿三任  應永甘一、四、廿五任 


■こ、 十二 、 1| / 4 


應永 十： A、 九、 世 任 


上 E 


5; 隆雅- 

應永卅 I 、 石、 
文 正、— ' 1 寂 


任 


ー ナ四 C 雅 - 

應永卅 二、 十二、 廿二任 
永享 元、 十、 廿一寂 


一奈 經 1: - 一突 昭圓- 


應永卅 三、 11 、七 任 


正 長 元、 三、 二 1- 任 
永享 九、 九、 一! 一 寂 


一六 七光 曉再 


圧 

永 享二、 三 f-E 
永享 五、、！ 四 寂 


一六  一一^* -S  一 坪 

傭 / K サヵ.' 二、 九 任 

1ナ、< 經覺 S I 

永享； 八、 二十！！ 任 
同 七、 十二、 廿六免 


g 兼昭 - ーキ 覺雅 - 一 .V 一隆 秀 - S 實意 - r,. 一' 陵圓 - 5 兼曉 


永享 七、 十二、 廿 i ハ 任 
同 八' 四 五 免 
永 享< 、十、 三 01 

一七 員 兼 —— 

文安二、 ^' 、廿一任 
同 五、 四、 廿 11 i 免， 
寶 德 四， 四、. 寂 

一八 一光 憲 —— 

11 :祿三 、 四 任 
宵 正 1 r iE 、 十六 免 
文 チ' 十三、 三、 廿二寂 


永 享八 、九 ' 一一 任 
同 九、 十二、 十三 免 


永享 九、 十一 -; 十二 任 
寬止ノ 、九 廿三寂 


一七 六 重覺. 


嘉吉 元、 八、 十五 任 
同 二、 三 免 
享漶三、4-二、八寂 


嘉 丄 ロニ、 — * 十 J,' 任 
同 三 七 •廿一 免 
文明 十六、 h: 、 十 , f 寂 


寶德二 、'十六 寂 


5 良雅 ^ ^ 一夫 空 俊 - S 敎 玄- 


.一八 一一 經 


覺归， 


S 二、 二、 廿二 任 
同 四、 六、 九 免 


寶德二 '叫.、 廿六任 
同.， 三、 廿 +■ 免—‘ 
寬 1E 七、 二、 甘 = 寂 

10 兼圓 —— 

宵. 止 1 、六、 十三 任 
同 六、 五、 一一一 免 . 


寶德 四、 四 •七 任 

享捣一 一、 三、 廿 t 免， 
應 11 三、 正、 廿四寂 


享德 三、 气廿<  任 
康止二 、四、 t 三 免， 


嘉， ra c-t tt- 九 任 
文 安二、 四 免 
寶 fe 二、 11: 九 寂' 

K0 尋 尊 —— 

康 1£ 二*  、十 任 
# 祿三、 三、 廿 -U 免 


.5 兼雅- 


寬 11- 六、 五、 丁 二 任 
應に元*'?.免 
文 IIJJ 十三、 五 寂 


.一八 五孝祐 —— 

應仁 元..^ 甘 二 任 
同 三、 二、 卄九免 


一八 六 經 


覺^ 


應 仁 .- 一、 E-. 、 三十 ffi 
文明 五、 八、 廿 -L 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 _( 法相 宗興福 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 「法相 宗興福 寺.) 


5 光淳 - 一< ハ任圓 尊譽， 


文明 五、 八- 廿九任 
伺 八、 三 免 


文明 /\ 、三、廿西任 


文明 十二 四、 廿八 圧 


15 政覺^ ^ 一 を 隆 憲— 

明 ？ & 三 •正 十 . •，• 、任 
.同 五十二、 廿 i: 寂 


明 應三、 三、 +. ナ 寂 


一九二 穴！^ 興 見 ！ 


明 應六、 J]-' 、 十八 任 


一丸 光 慶 ^ ~  i 良 譽 - ：，. i 兼繼 I  5 經 尋 - 5 圓 深 - 一灸孝 緣. 


明應 九、 二十 八 任 


永 正 九、 三 任 


永 正 十六、 六、 廿 一任 


S 實憲^ ^ 

享祿五 ハ 正、 十七 任 


一一 00 晃. 圓- 


天文 四、 二' It 三 任 


-一〇一 兼繼 $- 

天文 五、 1 1 任 


一 豆 光尊 -  5 '實嘵 - 


永祿 十一、 八、 廿五任 


文龜元 十、 十一 任 


一三 信 尊- - 一二 一一 尊 覺 ， 


元5 -?) 、三、十任 
延寶四 、四、 三 寂 


元 和 八、 十， 廿六 ■任 


llnl t ft 再 


任 


承 Ki. 二、 正 •二十 任 
寬父元 、七、 廿六寂 


一二 七 尊 决 - 一二 九 照. 尋^— 一一 一一 0 尊 應— 

R-  n  1、 、 - 、 - &  疒 /  二. マ  1 、 L、 卜 1、 &  ny  rK  1 丨 1 * 、三、 二 


明 和 六、 1-、 十 圧 
寬蚁 五、 十二、 九 寂 


文化 十 > 九、， 甘 六 任 


大永一 一、 三、 十 -:* 任 
大 永 /. 、 八、 十八 寂. 


大永六 、九 任 


重覺譽—一 〇 ーー尋 


天文 六、 十一" 十三 任 


一 〇 七*^  ® - 

天. Jl JE 十三、 四、 十， 八 寂 


一一 0 八 兼 深^ ^  II ミ 尊 勢， 


天 it 十三、 十一、 廿九任 


天 保 十三、 三、 二 十 任 


一二 曼 雅 一 ：  1 一二 五 尊 賞 —— 

寬文 四、 正、 十九 任  正 德 11 、九、 廿二任 
延寶 九、 正、 九 寂  延享三 、十、 九 寂 

一一 一一 1 忠 起... 一；：： 

元诒 元、 三、 二十 任' 


享祿 ニナ、 / \ 任 
同 四、 4 二、 廿七 免， 


天文 十 < ' 一一、 廿九任 


露 空 實 • 


ihi 


天 ! H 十七， 八、 十六 任 
元 和 三、 ? 1. 三 寂 


1二0光助， 

元 和 二、 任 
元 和 四、 寂 


一二 六隆遍 ， 


_匿 任 


- ■  .,1 


(九）.. 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 法相 宗長谷 寺別當 次第  1 一  奴 11 li r 


道 明- 
r7c 實 - 


三 一公 範， 

承 保 三 任 

一一! 六 宗覺- 

保 元元 任 


德 道- 
最忠- 


玄隣 —— S 行賀 —— ナ 、安 凝. 


勝 伐 - 1Q 修 W - 一 一智 照 - 11 一眞 日- 


= 蓮 舟 ^ ^ 一 四仁斅 I 一五延 爾 I  H 1 和— 一七 平傳— 一八 明 久- 


^  貞授  - 一一 〇實 算 - 一一 一眞命 - 一一 一一 壽 ■ 勢 - 1 = 觀 照- 


一一 五  M  0 - 一 H  ハ：^  <厶， 


治安 元、 十二 ££ 


ミ眞範 - 

永 承 三、 任 


三 一一 濟尋 - 一一. 一一 一一 隣 禪- 

寬治元 任  永 县元任 


一 七 定變- 

仁 安二 任彳 


一 X 玄 緣- 

安元 二 任 


11 八 明 讓- 

天 喜 二、 佐 

S 賴 實- 

康和二 任 

三 九 尋忠- 

養 和 元 任 


四 一 一圓 實— —— gni 尊 M ^ ^  @四 慈 信 — S 尋覺 


一一 九賴 ■- 

延久元 任 

三 五 {示 覺- 

康治元 任 

so 信 圓， 
S 覺 尊， 


e 八聖 信 —  2  g 見 - d - 


五 〇 


5 


理. 


三〇 陵範， 

承曆三 任 

三 六 尋範， 

久安元 任 

EI 實尊 ， 

g 七 慈 0 


信 - 五一 覺尊 - 五一 一孝 覺  i  5 一敎尊 .. 


I 


諸大寺 歴代 幷諸職 次第 (法相 宗長谷 寺) 


書辭 名人 家佛本 日 


CO-*) 


諸た 寺歷代 幷諸職 次第 (法相 其 長 谷 寺) 


S 敎信 —i 金 孝尋 ^ ^  .尝 敎圓 - 老 經覺- 

六 〇 尋尊簡 sf II _ ll lf I4 fl fs )  . 


ぶ 八 尋 


^ — . — 


日 

本 

佛 I 

I 

家 

人 I 

名 I. 

0 

書 一 


〇 法相 宗法 隆寺 別當 次第 


ia 餞 ® S 繾 II 黠 r — 


延 鳳， 

承 和 中 任 

觀理. 

延長 中 任 


長 賢- 

元慶二 任 


慈 

寬平中 任 


— 八法緣 — 九 湛 照， 

承 平 二 任  天 慶二任 


一三 長 隆 — 一四忠 敎， 

天 元 二 任  寬 和 元 任 


一 五一 j 蓓， 

IF 曆元任 


S 禎杲— 

昌泰元 任 

1。 法 緣！ 

康保元 任 

5 長耀— 

長 德元任 


-張—延- 

こ 法 蓮- 


一七 III 二 - 筆 


一九 永 照，—： 一一 〇 仁滿 - 一一 一久 圓 - 一一 一一 親擧 I - 一一 三琳 元 


萬壽二 任 
同 四、 六 免 
萬 壽 四、 十二、 - 寂 

一一 五 彥 ，祚| 

. 饴 曆 三 へ 十二、 廿六庄 


長 元元 任 


長元八、 /\ 、廿七任 


長曆 三、 十二 任 


六 寬 延— 

延喜中 任 

i 一一  實 算 I 

天 延元任 


一八 延 轉 —— 

寬仁 四、 十二、 廿 七 任 

一一 四 長 

r l 


一 ；六  <ム —— ^0  0 —— 一 K 能 算 


_琴 任 


承保 -7£ 、正、十四任 


承》二 7! 、#任 


一一 一一. { /£ « 一 - 0  0  ^ - 1  0  .# - 一一 一六^^  pi 


康 和 S 、 正、 十四 # 
:天永 7£ 、十一.、十二寂 


天 仁 二、 十 —. 、 晦岱 


天 承 二、 VI 、 廿 七 ££ 


一一 一九 賀 


糸 治 元、 十一、 廿四任 
久 安三、 二、 十三 % 

久 安三 ' 一' 十七 寂 


永 承 三、 十二、 廿二任  灭喜力、1、'十五任 

二 九 永 M - 一一 〇 延眞 — 

嘉保 元、 十二， •&■ 任  嘉保； 1 :、一 一、 十二 {£ 
嘉保 二、 十 I 晦：叔  版 和； r 七 寂 

信 慶 —— 三 八覺一 


久安四、五、廿九任 


久壽二 、五、 廿四任 


0 0 


安元 一 -. ' 一 「 廿一 .® 

四 五範圓 - 

承 元. 四、： 任 
貞應 一一 . ' , + 免： 


範—四 一範 玄 —— 覺辨 ^ ^11 一成 寶 —— g . 兼 光. 

&、，-、.、、 塞 E  正 治 元、 十二* 四 任  承；兀元任 


治 承£ 、正、 十三 任 

四六^-  ¢15 - 

•良 摩 二、； 一；、 四 住 
'嘉祿 二、 十二、 廿 肉 寂 


迚久 二、 八、 晦任 

四 - tl 範圓紐 . 


姐久 >< 、正、晦任 


一 そ賴圓 I 圣 玄 雅 


弘長一 v 六、 十六 a 


牙 

文 永 三、 七、 廿八 任 
弘 安 六、 十二、 八 寂 


嘉管 一、 二、 廿二任 
買 # I 三、 九、 廿四寂 

111 葷 - - 

弘安六 、十二、 十八 任 


g 八 覺遍 - E 九 尊 海 - 五 〇良盛 


寬喜三 、十一、 七 任 


建 長 七、 十二、 廿七任 


五？ 


_ 


弘安 七、 十 任 


1 印寬— 

正 應二 、九 任 


正元元、 77 、廿七任 
弘县二 、六、 卜 四 ^ 


吾. 性 譽 - 
ぎ -- : 任 


諸 大寺ゃ 代 幷諸職 次 m 一 法 朴 宗 法 il 寺) 


二 


0 

本 

佛 

家 

人 

名 


書 


諸 大寺勝 代 幷諸職 次第 (法相 宗汰降 寺) 


五 セ 公 壽- 

永 仁 六 tE 

六 一一 一能 寬 _ 

元 亨三 、任 


五八 宗 


零 — 

嘉元二 H, 、 一任 


5 公 壽 - き 實聰. 


蒸 元 二、 十二、 十 任 


六 四 顯 觀 


.$ 


慕 曆元 、十二、 三 任 


® 心. 


嘉曆二 、閏 九、 11 任 


延 慶元 、七、 三 任 


六 六 憲 ft . 

嘉 _ 一、 任 


六 九範 : 七〇與見 ® ‘ 

貞和 元、 十一、 四 任  貞和一 一一、 六、 十一 任 


七 一懷 雅 


元 和 元 十、 五 任 


七二_, 


B V 


7 、廿 一任 


宝 孝 憲^ — 芙 圓守 ^ 5 ^ 七七 長 fa i 七八 兼 覺 ^ -I 

康曆 元、 六、 廿 -H 任  至德元 、十一 1、 五 任  應永 元、 十、 八 任  11 永 - !■• 六^!、 三 任 

A1 晃圓 

永 正 十五、 七、 廿八拝 堂 


:1隆_遍， 

JI': 和 四 任 


bb 


寬 - 


六 七 ム R 

建武二 、 5' 、十三压， 
康永 三、 11 、甘 七 寂. 

ま 一顯遍 


S 良寬. 

文 * 、 任： 

交 良 ':' 曉 


腋 安五 ' 一‘ 五 任 


踉 永 三、 間 一一、 十 ? t 任 

七 I 實' M 

.永 和 11、 三、 晦任 


老 孝 俊 - 八 0 仁 圓 


應永甘 、九、 廿四任 


nirs 


(三- 


書辭 名人 家佛本  日 


〇 天台宗 延曆寺 座主 次 n 


(削 vr 屯 時). II 武 天皇 延曆七 年 
(現今 位置) 近 tc _ ^ 賀邯坂 本 村 


一義 眞 —— 一 一圓 澄. 


へ 長 元、 六 廿- '任 
天 長 T-、 七、 四 寂 

六 _  i - 七 

莧平 四， 五、 廿二宣 
寛 乎 五、 11 、廿九 寂 

一一 一玄 鑒 I 


延县元 、七、 廿二宣 
延長 四、 11 、十一 寂 


承 和 元三、 1 六 任 
承* 三、 十 •甘 六 寂 

i)c 憲 

寬平 五、 1 1. 廿五宣 
寬平 六、 八、 廿 i 

一三 尊 立 思 —— 

延 ft- 四、 五十 一宣 
天慶三 • , 廿四寂 


(光定) — 

•天 安二、 A 、+ 7q a 

八康 濟 _ 

寬平六 、九、 十二 宣 
昌泰二 、| ，、八 寂 

S 義海 I 

天 耍三' 三、 廿五宣 
天 匿 九、 五 i 寂 


一八 良 源 —— ^0  # —— -0  0 


康保三 、 廿七宣 
永 觀 三、 正 一一 i. 


-1 四慶圓 - 一一 五明 救， 


1 誠 甘— 


寬仁三 、十， 二十 宣 
寬仁 四、 七、 五 寂 


、氷祥元’力、廿 »1 宣 
ip 曆 二 ' . 十 Ai 敏 

= 院源 —— 

す ■仁 5、 七十 七宣 

万壽 立、 五、 廿卜寂 


三〕 源 心 - 一一 一 I 源泉 - 一一 一一 一明 决 


1 


_s si 


三 K 一艮匕 興 - 一一 一七 仁覺— 


嘉保三 、五十 三 寂 


贾抬 七、 九十 一宣 
康和 四、 三 •廿八 寂 


天窨兀 .十' 廿九官 j 
起 A 二 ' 一一、 十八 銳 

-1K JS 朝 —— 

康和四 、五、 十三宣 
嘉承二 ，九、 廿 PM 寂 


四 一一 仁 豪 - M 寬慶 - 四 四 行 尊， 


天 u 元、 五十.. 宣 
保安 二- T、 四 寂 


ea < 行支， 


保 延四 、彳廿 /L 宣 
1 、十 一 、 卜寂 


保、 二十 六 宣 
保安 四、 十一、 三 寂 

K 最雲 -I 

久壽二 三、 三十 宣 
一！、 二、 十六 寂 


五 〇覺 


三 a  1 1 

た壽勹 四 任.. 
貞觀六 正、 ig: 寂 


安惠 —— 

負？ H ハ、 二、 十 /; 任 
貞觀 十’ 四、 三 寂 


0 珍 —— 

^ 六 三宣 
寛 平 三、 十、 廿九寂 


九 長 意 - 一 〇增命 - 一一 良 勇— 


昌泰 二、 十、 八 宣 
延喜六 、七三 寂 


延長 五、 十一、 十一 寂 


延喜廿 二八、 五宣 
延丧 元、 三 六 寂 


一 五延昌 ！  — 一ー ハ鎭 朝- . ーセ 喜 摩 


II 敝钍  V I1 


一二 陽 生- 


載れ8宣 


康保 元三、 九宣 
康保 元*-,、 2 

1111 暹賀 - 

正植 元、--- ' 一十 宣 
長德 il 八 一 寂 


康 保 二 ' 一、 十五 宣 
康 保 三、 七、 十七 寂 

一一 三 m 見 哲 M ——- — 
長&1/1廿九宣 
長 和 三、 十一、 廿 一一; 寂 


-1 七 慶命 - 一一 八 敎圓. 


R : 欠 四十- 1 十八 宣 
長 承 四 ' --: ^ 寂 

忠 —— 

應 K 二 潤/一宣 
治 承 元 T-、 十’ 六 寂 


長 7T 元、 六、 十 化宣 
再 曆二 、九、 七 寂 

一一 一三 勝範 —— 

延久 二、 五九宣 
承 保 四、 正' 甘— 八 寂 

5  # 譽 - 

長抬二 、閏 二， 卜 , M 宣 
永久 四 正 廿九寂 

四 五 仁 {貫 - 

f!? i 女 四、 十二： 三十 宣 


S 曆-一 一' 三、 十二 宣 
永 承 - 六、 十 寂 


一一 九 明.， 尊 - 

永 承 三、 八 •十一 k: 
康平六 六' It. ,- ナ 


0  fi  - 一 s m 見 


承 保 四、 五、 五 H: 

承 德二 、四十 六 寂 


承 (YW 四、 二' 七 宣 
永 保 元 ■十， 一 寂 


四 〇 t 源， 


四 一 


麗-s 七宣 


暹， 


天外 三， 十一 1. 廿三寂 


S ハ 忠尋- 


四 -t3 覺 

保ぬ 

き 重輸 —— ^ 五一 一 快 修 - 五一ーー 俊圆— 


天 永 元、 六、 八 寂 


女 治 五—-  I 廿 h 宣 
保 延 四、 十、 十— 寂 


四— - U- 七宣 
1 V  九  T  ~ a- 


應保一 一 •潤 こ、 I! •宣 

萇 寛 二、 正'. 三 寂 


應 《 二、 五三 十宣 


長 % 二. 潤  T-、 t !lM 
仁 i 女 元 /' x 'l A 寂‘ 


諸 大寺裱 代幷 1§ ,久 第 (天台 京 延曆寺 〕 


諸 大寺歷 代幷諾 職 次 B (天台宗 延曆 寺) 
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丑 3 * 修餅 .— 1. 明 雲_ 


仁 安 t、 ハ'  . 宣 
承 安二、 六' 十二 寂 

ナ、 〇公顯 —— 

女 治.、、 宣 
遨久 四、 九、 十七 寂 


仁 安二 二十 五 宣 


s m K  饮 - 

安 7U 三、、 i 一宣 
養 和 元、 十一、 ナ寂 


五 七 明 雲 el1 . 

治 承. 二、 i \ 十六 官一 

壽 赤 二、 十一、 十九 寂 


五八 俊堯， 


壽水 二十 二、 十宣 
文治 二、 三、 廿； A 寂 


六 一顯眞 —— 六 一一 慈 圓 ^ nsl 一 承 仁 —— n 辨雅 

I  ■  ft  t  •  /  ^  •  Ik  I  *  *  %  * • •■.•• » <  -  X 


五 九 全 玄 

六 五 


冷. V- ノ 、三、 七宣 
速 i、 十一、 十四 寂 


& A H 十 I 、 廿九宣 


e 久七 •十一、 三 卜宣 
建久 八、 四、 廿七寂 


i© 久八 、五、 廿一宣 
正饴 三、. 二、 十七 寂 


责 永 ミニ、 三 宣 
逑久三 、十二、 十三 寂 

圓邮 —— 

69 仁 元、 二' 十八 宣， 


ナ 1 ハ實 全^ — 六 七眞性 - 六 八 承 ! II 


® 仁 二、 t •卜 三 宣 
承久： 1.、 ?| 、 十 寂 


建 _ _-■ 、，、 廿八宣 
貧 喜 一、- へ、 HS. 寂 


元久 二、 十 ' 、 十三 宣 


六 九 慈 圓 わ - 七 〇公圓 

建曆 二、 正 i ハ宣 


建曆三 、：止 十 一宣 
裏 弒元 、九、 二 十 寂 


七 一 慈 圓_ — 

r M- .l 一、. 十 I  十九 宣 
嘉祿 元、 九、 廿五寂 


七 一一 承圓 - 七 一一 一圓 基 - 七 四 尊 性^ —— W 良 fe - 七ー ハ 尊 性 g  — 志 慈 源 


建 保 二、-, 十二 宣 
嘉陚二 、十， i ハ， 寂 


嘉藏 W、 八、 廿三寂 


安貞 元、 十二、 廿七宣 


-.、慈 賢 —— 老 慈 源 _—— § 道覺- 


仁 治 二、 三 '. 一一 寂 


仁治二、 01 |し宣 
建 長 七、 七、 十八 寂 


八 S 澄覺 - 八五尊助㈣— 

文 / K 二、 1 11 ，十 A 任  文 永 il 、七、 十五 任 


寶祐 元、- F 4J- 五 ii; 

建 良 11 、正、 十一 寂 

八 六 慈 # - 

.，永：：. 十二、 廿七任 
建 治 二、 <、 七 寂 


寬喜 元、 、十三 宣 
仁 治 三、 十二、 十七 寂 

八 一尊 覺 - 

建 ! % 元、 九、 h 任 
文 永 元、 1、 廿七寂 

八 七 澄 覺 £ — 

す 永 x 、 ハ 十一 任 
正應二 、四、 廿八寂 


貞永 元、 へ' 仕 五宣 
延應 元、 九、 一一; 寂 

八 一一 尊 助 J  — 

正 元元、 三 廿六任 


，敵 四、 三 一宣. 


八 三 最 t 


弘長三、<、十六任 


八 八道 玄 —— 八 九 公 豪 


建 ホ ニ、 十 | 、 廿五任 
弘安兀 '四、 一 免 


九。 日 M 源 - 九 一尊 助 ffH —— 九 二最助 - 九 一一 一 慈 » - 九 3 慈、 助 


弘安 *. ; 一 一、 二 任 
问年 十二、 廿二免 


i ハ 慈 助 S 


13 、i 


弘 i v/ r,、1 I 、 廿九任 
同 十一、 — 一、 4 1  一 免 
永 元 ' 1、 四 寂 


任 

Ir 應三 十一、 廿七任 
永 仁 三、 七、 廿七寂 


九 七 源 惠 - 九 八 慈 基 


正 應九 、力 四 任 


tr 應八 、五、 九 任 
永 仁 四、 十二 免 


一 0 一一 道玄 S I  5 覺雲 I 

乾 ハ ニ、、 廿 .二. 任.  蒙 元三、 四、？：. .由.： 
嘉 -兀 二、 十一ぐ 免  慶長 元 ' ■、三 免 
惠元一 、十一, 十一 —. 寂 

1C 八 慈 勝 —— f 親 源 —— 

.■文 保 二、 十二、 十四 任  元亨 1 / 三' 廿三任 


10 スム 什¬ 


一 一 i  承  鎭- 


正中 三、 11 、廿二 任 


i 慈 道 一— 

si 曆 ._ 、『 廿 ，任 
同 三、 十二、 二 免 


正 も 二、 正、 十二 任 

一一 (澄 . QJJ 

元亨三 、十一、 一任 
同 |« 免 

二 六 尊 雲 —— 

F 暦 三、 二、 六 任 
同 r 、 二 免 


弘 -i 十一' 三、 廿七任 
Tf. 應二 、二、 ^ 免 
正1二、石、九寂 

九九 尊 敎 —— 

永 仁 £、 十二、 廿 I 任 

S 慈 道 - 

IF 和 . _. 、，、一任， 

同 il _J y; 十六 免 

…慈道 —— 

元 >rs、 、 丨 一任 
IT 中-.、 五、 七 免 


正 應二 '四十 三 任 
同 三、 四、 十五 免 


一 〇〇 良 助- 


+ 仁 七、 F、 廿三任 

正安岡、免 


一 〇六仁 澄- 


K. 、5九 任 


一一一一 性 守， 


正 ' II 二、 L  任 
正 ' l* ll、h、：F  寂 


弘. i 元、 S.、 二 任 
同 1、 免 

九 五 尊助侧 II 

正應三 、一一 巾 七 任 
同— 十、 B へ 免 
If 應一  一、 十二、” 寂 

H 一道 P] —— 

正 安四、 彳 十七 任 

5 « 雲 1 1 

H. ts . 任 

ゃ伢 、 十二、 t 1 i 免 

5 承 * - 

■= ■中、 卜 、廿二 任 
同 ■•、二 免 


一一 七桓守 - 1一< 尊 雲 11 …慈 ® 


贯曆叫 、二、 十一 任 
同年、 十ぐ， 免 


元 it 元 ’i 二、 十四 任 
一! k 二 叫 免 


元德二 、a 、廿 釀 任 
同年、 十 I 免 


(五一） 


瞽辭 名人 家佛 本 日 


二 .i ^ p  双⑹ — 11 

一 •儿 S 二、 ir 十四 任 
元弘 元、 九 免 


! — 尊_, 


元 '} i. 元 十、 廿五任 


一 H、 尊 


祕- 


曆應 -r 十， 廿六任 
同 !,1 、 十二、 十 免 

!ー ュ慈嚴 一— 

觀應二 、H 一任 
同， 一 . 六 免 


一 fl 


S — 1 

、 -h 九 ft 

間 、免 


:i  一  i s E - — 

正 礙二 J 十一: 任 

一一 |八 承 a — 

康 .水、啕 一、 廿三任 
貞和二 、免 


ニー 暴 / t s- 

元弘三 、、任 


S 尊 


幺 H 


ttl1 . 


5 聖 


建武三 、—、 il; 任 


莳賊.兀，トニ、卜 任 
21 二、 十二. 七 免 


5亮性 - .一一 一一 〇尊胤 


点 和 二、、、 十七 任 
同 三、 八 免 


* 


一三-尊 


戲 和， 1  一、、 It- 五 任 
P 應 元、 i 免 


1 1/  ^4. , 


--尊  l s i  尊 

觀1て； /-; ' 1-. 九任  文 fll 元、 十 •十四 任 
文 和 元 十、 十一 免  同？ 免 


S 尊 道 ^ ^  . 梪 


一三 tl 


遠、. 


祕- 


良 泠元 、九、 廿一. •宣 
同 レ ' 九、 五 免 


1HK 尊 道 

c 治 叫、，—  任 
永 和、 閏 七、 ヲ免 


i 明 承， 


1, 慶 二 ' 一、 廿八任 
應永 .一一、 F ' i 

g 堯仁 —— 

咿 永-八、 A、 十三 任 
同 1 九、 !,' -I 免 


一 ii 怒 辨 —— 

明徳-- -T-r 晦任 


延文三 ハ、 . -- 寂 

= 九 承 胤 2 1 

永 fll 二 潤し、 十 ハ 任 
永 和 llr PL. 、 九 寂 

一 尊 道 M — 

應永 一、 十二、 廿七任 
同 ル ニ 免 
應永十 、七、 五 寂 


文 和 vq ' 十 ' 一一  十 任 
延文 三、 十二、 廿九免 


一四 〔慈 濟. 


永 fll 三、 €、 十四 任 
永德 元、 五、 - U- 六 免 

5 道 )!® - —— , 

應水九 二' 廿ヒ任 
應ハ 1 一、 九、 廿 W 寂 


延文三 、十二 廿九任 


S 一道 圓^^ 

永 ^ 元、 人、-- 七 任 
至德 元、 七 免 
至德 二、 三、 十 叫 寂 


iai : 任！ 

柯應 元*」、 _ 十 ffi 
同年十一,十|免 


5 承 ^ # 


壬 

康 i 兀 •十 任 
良，.. 元、 九， 卄免 


5 堯 t. 


至 德元  十ヒ任 
嘉 设 二、 正、 廿九免 
嘉璲二 、、廿 一 寂 


i 桓敎^ ^  m 〈良 順 


一 五 0 M 一敎紐  一 五； 實 圓 - 一江 一一 相 嚴' 


應永 十 -;! -、 §:、 十七 任 
同 セ 十一 免 


i 


承‘ 


應永卅 、四、 五 任 
永享'三、八免 


S 良 什- 


1 顯 、十六 宣 


應 永. it  T* 一 、 十六 任  應永廿 、九ぐ 任 

同す 六、 十、 一 免 

5 義 承 f£s - 一 灵公承 - 

永 4-- 七 •四へ 任  文1四、 1£ 、廿七任 
應仁 元、 十、 十-, 寂  享德 四、 免 


一 11 堯 )11 ^ ^  5 覺 胤 


明應二 、四、 三十 任 
永 正 - t 五、 SZ 九 免 


永 正 t •四、 十三 任 
天文 十、 正、： 寂 


5 .尊 鎭 - 

天文 十九 "': i 九、 十三 寂 


g 堯 尊- 


天文 十九、 十二、 十 パ 任 
同廿こ 、七 廿^: 免 
永祿 二、 九、 ナ寂 


應永卜 一、 十、 廿四任 
同 十六、 二 免 

S 一義 圓 - 

® 永“ た、 十一 三 宣 
同サ 八、 四、 五 免 

一 五九敎 覺 - 

享德 ?!-! 、/、 六 任 
文明 三、 四、 1 五 免 

i  應 E - 

天文 甘 こ、」. 廿九任 
同廿 三、 三 免 


應永 十た •一、 十七 任 
同一- / \ 、.ナ 免 

I 持辨— 

歌、 氷 ! ]- へ W 十'！ i 且 
同 lit 五、 叫 免 

一 8 尊 應 - 

文 叫、 wr >L 宣 
明 應二、 2 : 、十 叫 免 
永. IE 十一、 正、 四 寂 


ハ 六 覺恕- 


元龜 元 * 一 . 计 -. 任 
T 正 一 . 正、 三 寂 


一六 七 尊 朝 - 一交 常 胤 - 一 交 最胤 - 一 さ 良 恕 - m 堯然 - 3 慈 胤 


天 正 十一 一;、 二、 十二 任 
匿 (4 二、 二 免 
慶丧 二 ' ri 寂 

一七- i. 尊-純 - 

寶永廿 一 1 一、 五 任 
正 保 二、 十二、 廿四免 


璲 良 二、 £, 廿二任 
同- 十二 免 
元 fii 七、 六十. 一.. 寂 


慶长 t- t. 丨二 、廿六 任 
寬永 十た、 正 免 
寬永 十六、 正， 十六 寂 


寬永 十六、- :. 、 十八 任 
同 十 t、 七 免 
寛 永廿 、し、 十 ? i 寂. 


i 堯 


;t 2 冉 _ 

勿； 任 

正 保， 一;、 叶 二、 廿 2 :任 
同 三、 三 免 


5 良 尙 -  3 慈 胤 1 


正 保 三 •三、 廿一 一任 
同 - 正 免 
元祿六 、七 W. 寂 


恋 安 -; 正’ 廿力任 
承應 二、 EE 免 


寬 永十ヒ 1、 十一 任 
同 十九、 十二 免 

5 尊 純 S  — 

承應 1 、正、 1 i 十 任 
承 應二 、五、 甘 六 寂 


寬永 -れ 、十一、 H- へ 任 
同： h! 、 七、— = 免 
正 保 元 十！： 任 

一七へ 堯然 S ,1 

承應 -、 /. 、- 四 任 
阬 叫 十、'  免 
寬文 元閊ハ 、 1!- 二 紱 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 一 天台宗 延曆 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六一〕 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (天台宗 延曆 寺) 


5 尊敬 - 

明 曆元十 八 任 
同年、 十 免 
延褎 八、 五、 上へ 寂 

一八最 證、 ■  II 

延寶 R 、 八、 -t 任 
同 五、 五 免 
元祿、七、十、十五寂. 

一を 堯延㈣ II 

资永四 、十一、 十九 任 
同 J、 六、 廿免 


KC 慈 胤 5 1, 

明贤元 、十二、 廿五任 
萬 治、 1 免 
元 十二、 十二、 二 寂 

一八 六 盛 胤 - 

延賓五 ，五、 七 任 
延寶 八、 六、 廿八寂 

一九 一良 應 - 

寶 永〃/,、 廿 一任 
同年、 六、 廿二免 


H 堯恕— —— 5 尊 證 -  一 <i -盛 胤- 


寬 ，乂三 、十、 十 任 
同 九、 九十 免 

K#  恕  S— 

延寶 七十-、 二 任 
元祿 ..、• 免 
元祿 八、 §/ 十六 寂. 

5 堯延 51— 

寶永 -=、..、 廿三任 
同べ、 = 免 

亨保三 、十；、 廿九寂 
#■ 


寬文 九、 九.— 三 任 
同 十三、 四、 - 1- 免 

一八 穴 ム辨 I 

元祿 六、 1,' 九 任 
同年、 叶、 十四 免 


S 堯恕㈣ - 

延寶 1 ; ' 一、 g. 任 
P 年 八、 六 免 

一公 堯延 —— S 公辨甲 


寬 夂十三叫、十庄 
延寶四 、二 ' 一 免 


元祿六4-、丨八任 
寶外 四， 六 免 


寶永一 : '六、 三 任 
同年 1 一十 六 免 


一九 I 道 仁 - -  5 尊 |& - 5 八 ム 寬- 


一九 七道 仁 g I 一九 八 尊 祐紐 —  S 公寛® 

■ . . .  . .  亨保十 プ、 五-甘 七 任 

同年 十、 九 免 
元. 乂 _: . 一 . 、 十  h 寂 


享保三 、十、 廿六任 
同 七、 十二 免 


享保七 、■，■二、 十九 任 
同 十六、 四、 廿免 


寰永六 三' 廿二任 
正德！ I、 十 免 


1 0 0 道  t  一 一一 


任 

享保 十 ^ 、 十、 九 任 
元 文 元、 六、 廿六免 
享保 t A' s 、 十九 寂 


正德四 十、 八 任 
享保三 、六、 十二 免 


1 尊 祐ミ 


享保三 、六、 十三 任 
同年、 十、 廿 二 免 


任 

享保 十 / V '.. ハ、 十三 任 
元 文 元、 六、 廿六免 


§ 一堯 恭， 


1 


S; 公 遵 - 1S 尊 祐_ I 11 堯恭 1 1— 1§八 ム遵 1 —一 S 堯恭 g— S 公 啓— 


延亨二 、气廿 ;; 任 
同年' 九、 十三 免 


延享 二、 九、 十六 任 
同 叫/十、 力 免 
延享£ 、九、 i へ 寂 

ーー兄 堯恭 S  — 一一 一。 象 眞 ^ I 

寶晉 十二、 十一、 4 -五任  臥利 元閨 t 二、 4 ■六 任 
同 1四、 71 、叫免  同  <  6/ 廿二免 
寶曆 十 P4 、 +- 二、 五 寂 

一 i 尊 眞 S .•—  5 公 澄 - 

寬政七 、十一、 廿七任  曹政 十一、 〃、 十 任 

间十 一】、 i  .  1 ?: 夢 寂 
i 公猷 1 Is 承. 眞 S I 

文政 十-、 7- 1 、 三十 任  文政 十-、. \ 十六 任 


延享一 :、 T-、 十. 三 任 
寬延二、叫、朔免 


一一 一一 《吊 仁， 


明 和 化、 [^ 、 廿二任 同日 免 
明 和 九、 £、 廿一 1 :寂 


寬延二 、四' PM 任 
同小 ■七、 廿 /-; 免 
天明 八、 三 廿-寂 

一三 一尊 眞㈣ ！ 一二三 公 


寬延二 、'十 任 
同ナニ、閏四、廿一免 


叨 和 九 PLj 廿八任 
天 0J 六、' 二 免 


延- 


眞- 


一一 一七 尊眞. 細 ^ ^ 一一 一八 承 

寬政十一、八、十四任  文化 七 四、 廿八任 
文化」' 四、 廿八免  同十、五免 
女 政 七、 三、 十八 寂 

s.  ff  R - 一一 一 ご 


天叨六 、五..  <  任 
同年 八、 免 
享朴 111 、五、 廿七寂 


一一 一九 公 就 • 


i: 化 十、 五、 し 任 
同年、 八、 五 免 


寶曆 十二'.;、 十八 任 
同气 一  免 

一二 四 眞仁 - 

天 B/J 六 ..' /V 二十 任 
寛政1、十一兎 
文化 三 / V 八 寂 

一一 一1 承眞 £ - 

女 化 十' 八、： F 六 任 
文政 r 1  '  十一、 晦免 


1 1 三-一 
同— 二、 正 •十六 免 

5 敎仁 1 1 

天 保 十三 •十二 •四 任 
萬 永 五、 十一 一 免 
寫永 Jf 、 十二、 力 寂 

一一 S 光  ^ - 

明治 八、 四 任 
同 十二、 ヒ 十九 免 
同 卄 八、 八、 十五 寂 


同年 十二、— = 免 

一二 一八 尊融， 


ll s $? g 


文み 十二、 t 二、 十六 任 
天 保： 二、 九、 六 寂 

一一 lie 一仁 — 

安政 六、 九、 廿七任 
文久二、 ?1 、二免 


杀眞 S.— 

天 保 三、 十 十五 任 
天 W 十二、 正、 十二 寂 

S。 慈 性 - - 

文久二、打、七任 
同年、 閏八 、四 免 


1 敎 仁—一 雲舜 仁 


天 深 十一 I、 四、 十五 任 

同 十三， 九廿丸 免 


S 一昌 仁- 


文久二、 /\ 、廿叫任 


天你— 三 ■九、 廿九任 
同％、十一、十八免 

霊 豪 海 - 


l.-lli m 見寶 —— li. 實源 —— 15 、寂 )! I —— 養 孝 ¢5 —— ^一一:一 一 <玄 航_ 


1K_ 丸 © 然 - 碧 孝 成 - 一 m 玄 深， 


明治 甘 九、 ナ任 
同 11| 七' 七、 免 
同 -HI- 八、 十、 廿九寂 


一一 四 一一 源 


一一 四 一一. 1 

— 1* /- -3> 


i 智光 


□ 

本 

家 

人 

名 

辭 

書 


一 

U 

- ' 


〇 天台宗 園 城 寺 長 吏 次第 


(創立 年 時) 天 智天 a 七 年 (力 j 
(W MI : 年 時) 淸和 天皇 貞觀 元年 
(現今作置}近江_溢賀 ^| 大津町 


一  ffl ^ — 

貞 饵一 •儿任 

!平；1 , 十. -||- 九寂 

七 明 仙 —— 

延莫四 任 

一一 一一 禪 is —— 

天； i 元 任 


淮 首 —— 

1- 平 三、 十 任 
寬平 五 ' 1、 廿艽寂 


|< 勢祐- 

延長 五、 任 

••一四 餘 慶， 

天 元 二 任 


正 辱 二、 閏 二、 九 寂 


一九 文 

長 和 三 任 寬仁三 再任 
.水承元、七、|寂 


=0 敎靜 - 


寬仁二 、< 、一一 十五 寂 


一ー ー歇 憲 

贫平 /1. 、|任 
寬平 六、 八、 甘 二 寂 

九 敬  一^ ^ 

天曆三 、十、 二十 二 寂 


一 五 擦 算 

正 曆二仟 、一 ii 
弘五 再任 街 
二十 二 寂 

一一 一心 * 


r r — 

寬牛 六、 八 任 
昌泰二 、二、 八 寂 


增 命- 


— 六 

if ^. r! "l 


良 勇 — 

延寫廿 一任 
延長 元三、 六 寂 


一〇 運昭  rJU_  一一 M 箅 - ^一 一一  行 # 


正曆二 任、 長德二 免、 寬 
弘五 再任 寬弘 <、 八、 


應 ':!' 元、 三 任 
成 保 M： 寂 

ミ 觀脩 —— 5 穆算- 

長德 5、 十 任 


天祿元 •四、 七 寂 


戾 德二任 同 !, LI 再 圧、 
寬弘 五， 七、 八 寂 


一八 ^ 


兵# 四、 十 こ、 十六 寂 


寬弘八 任、 

長 和- —. 、 七、 二 寂 


長 元 二八、 十二 寂 


II  ^1111 明 尊 - 一一 三 永 圓 - 一一 四 efl 見 111 — 


元； 一一、-, 任、 長曆 .、再任 
康平六‘六、二 +- 二寂 


長 元 四任 

P  久 -、 *. 、 二十 二 寂 


一五 隆明 - 一一 六 增譽 - 一一 - to 行 尊 - 一一 八覺默 - 一一 九 覺宗 - 


11 0 


長 治 元、 九、 十六 寂 


康和二 、•_, 任 
永久 四、-、 十九 寂 


ネ久四 、正 任 
長 承 i 元、 二、 R 寂 


IV 延元 、冬、 任 
保延六 、九、 十五 寂 


&  - 一一 一一 l m 見 由 b - 1  i  - g  M  0. 


、氷 曆元 任 

仁 安三、 PM 、 二十 ? r 寂 


一一 一七 定惠’ 


雄 久七 、四、 十八 寂 


仁 ^ 一二 任 

承 元元、 十、 十六 寂 


一一 一八 靜 憲- 

逆久七 任 


建 仁 三、 十 - 寂 

sll « (貫 - E  四 1 1MI 5 ^1 

承久' 三 任 

寬喜 四、 三、 二十 一 寂 

四 九 道 慶— 

嘉  fl _ : - ffi 

弘安、 六、. 二 十八 寂 


文 曆元ぶ - 1 、 八 寂 


- -S- 重圓 - 


玟長元 、.、二十 二 寂 


治 承 元 任 
箝承 g、 九、 卜 寂 

一一 一九 眞 圓 — 

TF 抬二任 
元久 元、 五 ' 寂 

四 五 * 朝 — 

安貞. 元 任 
蹵喜」 一、 十、 一 寂 

五一 覺 惠 一 

仁 治 元 任' 


- 一一 一 五 

治 承 叫 任、#: 和 、正 免 
0 永. 十二 !* > 任 
元曆 元、 六 二十 六 寂 

四。 公 a — 四 1 

元 久二仟 、承 元三、 再任 
建 保 E、 六' 廿寂 

四 六 良 尊 - £七 

寬 W 三 任 

寬元 四、 三、 十二 寂 


? J6lL j -/1 、 tt 

仁 平 二 九 - 一十 二 寂 

公 顯 —— 

康 .小 元 任 

建久四 、九、 十七 寂 

行 意 —— 

建 保 五' 十一、 二十 九 寂 


康平六 任 
承德 一 , —、. Tt 寂 

行 慶 1 

仁 t . 任 

永 萬 元 七、 十六 寂 


三 六 實 慶- 


10 % 

建 長へ 四、 十九 寂 


ヶ治元 任、 元 久元再 任 
#■ 永 - 、 一一-任 
承 元 一一 -: 十一、 廿  <  寂 

Sll 覺仁 - 

建 保た 任 

文 永 三、 £、 十二 寂 

靜忠 — 

.  嘉祐元 任 

弘衣三 、1、1: 寂！ 


五-一公 緣 - 五一一一 道 智 - 五 四 仁 助¬ 


た  治  二'  十一  任 
弘投 元、 十、 || 十九 寂 


fr 治 二、—- 任 

文 土 ハ、 三 ■三 寂 


仁 治 三 任 

?i 長 二、 < 、十一 寂 


諾义奇 歷代幷 訊 職 次 ^ C 天台宗 園 城 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 一） 


讅大寺 膝 代 汴諸職 次 節 (天台宗 11 域 寺) 


五 五 道 仁 —— 

建 m 三 任 

弘長三 、正、 十四 寂 

六 一曾忠 - 

乳 安八、— 二、 七 住 
永 仁 六、 正、 一一 十四 寂 

$ 道 瑜- 


五 七 麗 i!/J - 


弘安气 八、 十二 寂 


延慶二 、七、 二 寂 


S 靜仁 ^ 1 

建 fe 六 任 
永 仁 四、 g、 十 寂 

六 一一 性覺 一 一六 一一 一忠 助- 

弘安十 、十二 •廿 111¢、  正應二 、六 任 
正， 四 再任、 同. 4 J 1 任 
永 t 五、 九 二十 六 寂 

六 八 噴 助 —— 交 道 珍- 


五<  隆辨— 

文永 :;11 _汗、让武初洱任 
弘 安，、 /\ 十 ?/.. 寂 


芫覧 li — 

文， •氷 五 任 

建武 三、 九、 十七 寂 


• 8 行 昭 - 

弘安 中 任 
乾 元 一 -: 正、 五 寂 


六 四行覺 - $ 靜譽 - $ 淨雅- 


正應 二、 任 
承 仁 六 寂 


正. i 四、 九、 八 任 
永 仁  g/ -L 、 ^ 叔 


文 保 三、 七 寂 


元亨 二、 十、 十四 寂， 


延 R 二、 八、 十二 寂： 


セ 〇惠助 - ± 道昭 - 七 一一 尊厝- 


七三 


基 —— $ 尊 珍^^ ^ 顯 辨 1 


嘉曆二 .九' 廿四任 
元德三 、四、 十二 寂 


嘉曆三 、九、 九 寂 


七 六 房 朝. 

元 德二任 


文 和 四、 十二、 二 十二 寂 


7C 嘀屮仟 '元 亨四 再任 
建 武三三 任 
延文 四、 七 什 九 寂 


元亨 四、 正'  <任  嘉 曆元圧 
同年 ナ 、五 免  元德初 再任 
觀應 三、 七 一一 十一 寂 

七 九覺 # - 八 〇長 助 - 八 一增仁 - 八 一一 靜深 ； 


七 七 曾 覺 - 七 八 良 慶- 


曆應五 、正 任、 交 和 吗 再 
任、 貞治 四、 一一: 任、 
永德二 、五、 廿 A 寂. 


康永三 、三、 八‘ 任，、. s % 
再任、 延文五 、一— 一#、 
延文六 、二、 八 寂 


康永叫 任 
良 和 C 再任 
應 安元、 六、 十一 寂 


貞和二 、九廿 .三 辞 


亓 德中任 
康永 二、 九、 二 寂 


八 三 仁 幾〒 

® 安元 任 


元徳： 一 i 


<g 良瑜 - 


八 八 定伊. 

永 和 元、 任 


八五覺 信^—  < x 疋尊^ ^ 八 - ti 道 基 卜 

貞治六 、十二、 七 任  應安二 、正、 廿六任  應安五 、四、 五 任 

明德 四、 W 任 

九 一覺增 I 九 一一 遒：淳 一^ 查定…勘^^九四尊 綱， 

九 七 滿 

應永 十五 任 


八 九 道 尊- 


至德 元、 十二、 廿 1 任 


康應 元、 S 、 廿任 


應永四 任 


永 和 ;:. 、 九、 十 任 

九 丑 道 意-— 

一5 永 六 任* 


負 括 二、 三'  へ 任 i 應炭 
-: 、 十二、 廿 t 再任、 明 
德元 、十、 U 六、 三 圧 
癒 永 g'A、 二十 一 寂 

九 〇 行 助一^ 

rfff 曆元、 王、 廿七任 


九 六增 珍， 


究增詮 1 变 行’ 雅 i o # r 雖 .！  一  0 一義 命 ■ 


應永廿 、十二、 廿七寂 


應永 十五、 力 任 

一 0  一 t 助彳 


一 〇ーーー 道 興-— i 道應^ —  5 道 增！  一  2( 道 澄- - 1 興 意 - S 八 遣 晁， 


一。 九 道 周 - 二 0 常！ | - 一 J1 義 尊 —— -1 一一 一道 寬一 一 i 道 祐 ■ 


二： 


延- 


二 五 道 承— m 忠譽 -I  i 義闺 —— 一. 1<祐 常 —— 一一 盘 仁 —— S 義 海- 


〔九 一） 


書辭 名人 家佛本 日 


-  ■  - ll rl :  ..  .•卜. .1 . :| -  -  ■  -  I-  —^1.  --  -  :  i  - !  一：— 

一ー ニ 雄 t —— 一一 一一 i 祐玉 —— S 巔 定 —— 一 忌 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (天台宗 園 城 寺) 


書辭 名人 家 佛 本  B 


to 二） 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次第 (眞言 宗東 寺) 


〇眞 言宗東 寺 長者 次第 


(創立 年 時) 桓武 天皇 延曆五 年 
(現今 位置) 京都市 下 京 區九條 


空 海 —— 

仏 仁 十 M、 IH •十 / L 賜 寺 
承 fll 二、-；:、 廿一寂 

益 信 —— 

寬平 ••、り It 
延喜六 、三、 七 寂 


一一 實 惠. 


一ー ー眞濟 1 四眞 雅 —— 五宗 叡 —— 六 眞然— 


令 3 三、 五、 十 任 
承 和 十四、 十二、 十二 寂 


承丨十叫、4-1任 
貞觀二 、二、 廿六寂 


良 ® 三、 ffi 
元 , 2 三， 正、 一二 寂 


;1廿六寂 


聖寶—— 

延 -4 : ff 、d 九、 六 免 

延 * i 、 寂 


九觀賢 —— 一〇 延 ft 


延 K 三、 入、 十一 寂 


S が P 


一三 


貞 t-M TIi 小 - 

天慶七 、七、 廿二寂 


寬 


朝- 


一四 


一 〇 


Tfc» 

r _ 


一 五 


空 • 


ls # il 、s 


一九 
一一 五 

一一 一一 良 深 — 一一 一 一 一信 覺 


天 元 四、 八、 三十 任 
長德 一:、 六、 十二 寂 

深 覺 — 

再 元 六、 十二、 廿二任 
長久 四、 九、 十四 寂 


一一 六 


雅 0— — 

長 德 四、- 任 
長 和 元. 十、 甘 ? £ 寂 

仁 海- 


長久 叫、 九 任 
永 承 元、 五、 十六 寂 


天 ® 3 •、十二 任 
天祿二 免 
天 f 一、 二' 六 寂 

一二 梁 覺— 

一 一一^和 元、 丨任 
同 二、 二 免 

一一 七 深觀. 


ーナ救 nv, 

天祿 二 & 

天 延元寂 


二 


一七 


宿- 


一一 一 


延鼓三 、八十 任 
延長 六、— 二、 十九 寂 

寬靜 —— 

天延一 7C 任 

天 元 二、 十、 十一 寂 


元應八 、一一 一任 
寬平三 、九、 十一 寂 

濟 高 —— 

延 力 ■十二、 廿七任 
天躜五 .十一、 廿五寂 


ス定 照. 


天 元 二、 十 任 
同 叫  <、 十四 免 
永觀 元、！ =*; 廿一寂 


氓 保 二、 正、 t- 四 tt 
應德 元、 九、 十五 寂 


三 七 寬助— 一一 K 勝 覺. 


三 一一 


11 一九 


永 承 元、 任 
永 承 五、 六、 十五 寂 

定. 

應德 元、 九 任 
康和 二、 十、 六 寂 


長 和 二、 正、 十四 £6 
長 元三、 六、 十一 寂 

覺源 —— 

永 承 五、 十， 廿 N 任 
治 曆 元、 八、 十 A 寂 


治安 三、 十二、 廿 #L ffi 
長 元 四、 十二、 H- 六 免 


長 元 四、 十二、 廿六任 


一一 一一 濟  M — — 一一 一一 一 深！; 見- —— St  0 

一一 八 
一一 一四 


一一 九 長 信 - 一一 〇 成 尊 U 


治 ) ff 元、 八 任 
延久 四、 九、 三十 寂 


承 保 元、 正、 七 寂 


賴 觀 - 1 經 範 - = 範俊 

I  I  k  I  1^—  •  >  •  0  .1  •  f  •し  _  1 4  f  Ki  *^ :1 ^ J > *  、 一 


康和三、6/廿艽任 
長 治 元、 三、 十七 寂 


1- 抬元 、五、 十九 ffi 
天 永 三、 四. 廿四寂 


天 治 二、 正、 十五 寂 


籠 ^ it 任 


禎 喜— 园 定遍 —— 堂 俊 證 


四 一 一- 

四 九  道  尊 - 吾 成 寶_ 


1 11  一口 t^ ffa — !  rao 

大治四 、四 任 
長 准 二、 十、 五 免 
康治 元、 四、 / V 寂 

— 四 六 


康和 二、、 廿 一任 
同 三、 四、 廿 ?>: 免 

康和四 •叫、 六 寂  ^  *  -I 

定 海 - 四 一寬 It — —四 一一 寬遍 


久 安元 •十 ■十九 任 
同-ハ、 二、 七 免 
仁 平 三、 三、 十七 寂 


久安 -> 、二、七任 
仁 安元、 六、 三十 寂 


文治 元、 十二、 十八 寂 


承久 三、 正、 一任 
同年、 十一、 七 免 
安貞 元、 十二、 十七 寂 


す 治 元 十二、 十九 任 
建久 三' 三、 十七 寂 

五一 道 尊_ i 

承久 三、 十一、 七 任 
安貞 二、 八、 石 寂： 


長 承 二、 十、 1L 任 
久安元 十、 廿 "fl 免 

久安 ±. 、四寂  1: . ■  ■ 

覺 成 - 笔 延果 - 突 印性 


建 永 元' 三、 十二 寂 


五1一 ?1 嚴 — 吾 一定 豪 —— 羞眞惠 


安 負 二、 パ 任 
嘉： S 二、 十一’、 二 寂 


曆 r: 元、 九、 十五 c£ 
延應 元、； 止、 廿一寂 


(一二） 


書辭 名人 家佛本 日 


， 一—，.  t.  il  ▼  ノし ■! レ ■ ~ ■  — r  ，  _r^nn  4 -  ^  nr  -r  -u  •  - 


十 fr 
チ艽 
免 任 


— . . I  - 
― - ,、 

寂 任 


、十！ 卜 
三 五 四 
寂 免 任 


免 其 

任 


、 三 

寂计任 

i 


七 四 r 
寂 免 一 
任 


五： 

免 任 


二 •十 ■ 
免 六 
任 


iK 海- 


仁 治-一一、 二、 二十 任 
寬 元元、....、 十二 免 
建 fi 三、 四、 让 -K 寂 


TC 八 良 惠鹏—— 

寬 元元、 六、 二十 任 
寶治二 、三、 三 寂 


兀九 實 賢， 


寅 治 二、 十二、 廿九任 
建 長 元、 九、 四 寂 


六 ill 


瑜 - S 定親 - を 道 勝. 


P 五) E 

文 永 元、 七、 六 寂 


S 元、 十、 廿二任 
同 二、 十二、 廿六免 
文 永 三， 九、 九 寂 


5L 長- rf 二、 廿六任 
文 永 三、 五 免 
文 永 十、 t 、 t H 寂 


六 〇良惠 {£= — 

雄 M: 元、 九、 六 任 
建畏： 二， 五、 廿八免 

文 永 三 4-  一  • 廿四寂 

SC 隆 澄. 


1 


六 九窗助 - き 定濟- ^  5 勝 ft —— 士一 道耀 


让安元 、七、 六 任 
12 三 •八、 十 免 
TF. 應 -1 一、 十二、 廿六寂 

七 五靜嚴 —— 

正# 三、 十二、 六 任 
P 五、 正 h-. 免 
永 仁 七、 正、 七 寂 

八 一 深 决^ — 

永 [: /; 、十一、三任 
正 安元、 正、 ^ 免 

八 七 親玄 - 

德治 元' 十一、 十八 任 
同 二、 十 ' ! 一  免 
元亨二 、二、 十七 寂 

九 三 實海 - 

正 和 四、 十 任 
文 保 元 四、 一 免 
文保二、五、卜寂 

九九 oS  _ 

元亨二 、十二、 廿九任 
同 三、 十一、 卅免 


i 雜 


弘安 五、 十、 十 叫 任 
同 七、 5 : 、廿免 
让 安 十ヒ 、四 寂 


弘安じ、四、 «- 二任 
司、 卜 I  ' 卜 p- a 
嘉元二 、十二、 二 寂 


七 六 實寶^ - W 禪助 - 七 八 勝 車 3 - 

永 仁 二、 卜 一、 H- 一任 
同吒 = !、廿卯免 
永 fl 七 ,- 一、 へ 寂 

八 一一 一守 譽 - S 長 M i 


正應 五、 十二、 三 任 
永 仁 二、 二 免 


永 仁 一、 二、 七 任 
同年、 七 免 


八 一一 守瑜- 

正 安元'  任 


同 二' 11 、七 免 


正 4: 、二 ' へ任 
同年 閛 七、 廿七免 
嘉元- 、五、 十九 寂 


正 安二 四、 廿二任 
同年/免 


八 八 禪助 1 ^ 八 九聖忠 —— 九 〇成 惠， 


德治二 、十二、 三 任 
延變 元、 三、 十六 免 
元德 二、 二、 十二 寂 


九 四 


顧， 


譽. 


(保 元、 四， 三 任 
同 二， 十二、： h 九 免 
正中 二、 九、 七 寂 


1C。 敎寬 


元亨三 、十一、 三十 任 
正中 二、 八、 廿 11 免 


延慶气 三、 廿 一任  延 礙 £ 、 七、 四 壬 
同 三、 七、 三 免  應 (3- 元、 十二、 十 免 

i.i  正 和 四、 十二、 廿兰寂 

九 五公紹 —— $ 襌叻 - 

元 德元任 
同'、 IF. 、 六 免 
元亨 元， へ、 十 寂 

〇 一有 ® - 

正 巾 二、 十一、 u- fl 任 
嘉曆 元、 二、 九 免 


一〇五 賢 助 


嘉曆一 一、 十二、 晦任 


一〇六 聖尋 

嘉曆 四、 一一、 八 任 


S 七道 意， 

元德一 一： 任 


元應 元、 へ、 十九 任 
同 二、 七 免 ■ 

一〇 一一 道 意 —— 

嘉 特元 、二. 九 任 

间 年、 八、 廿パ任 

1C 八 益 守 —— 

元弘 二、 正、 二 任 


一二 益 守 - 二 一 •弘眞 - i 成 助 w—m 賢 隧 


7f 弘四 •十二、 卅任 


建武 二、 三、 十 ^' 任 


建武 三、 力、 十六 任 


曆應三 、十：、 廿六任 


1 覺敎 - 劳 良 惠 


5£ 應元 . 'IF *! 一任 
•U 治”、 九 免 
仁 治 三、 正、 八 寂 

f. 一道 乘-！ 六 一一 

建長三、五、三十任 
正壽 二、 二、 二 免 
文 永 十， 十二、 十一 寂 

定 道融 —— X 道 窨 

建 治 三、 正、 
弘安元 、七、 
弘安四、<、 


仁 治 元、 九 
同一 .. 、 二、 廿 

房 圓 

IF 壽二 、一一、 
文 lg 元、 五、 


文 永 三、 十二、 五 任 
弘 安四、 H 七、 十五 寂 


七三^" > 遍 — 

U 安八、 十一、 十六 任 
同十、 /\ 、廿九免 
嘉元 = 寂 

七 九 •一 ^ W - 

、水 仁 五、 三 廿六任 
同六、五、廿免 


八 五 信忠. 


'七 四 守 劢 


八 〇 


弘 安 十、 力、 

— 1、 十 
永 仁 二、“、 

守 « 

•仁 ■ー ハ わ 

同年 十、 廿 -41 


正 安二、- 、廿ヘ 任 

ll wns 


八 六 嚴 家 

嘉 元元、 こ、 

德治'八、 
延慶 元、 十 一 


九 一定 助- 


九 一一 


應 良 元 •十二、 十 任 
正和二、 1£ 、二免 
文德 元、 十三 寂 


匕 匕 

肯 

正 和 二、 正 
元亨 四、 五、 


助 


九 七道 膜- 


元應二 、丨 、廿 1 一任 
元亨 元、 十二、 廿  <  寂 


九 八實 弘 
元享 元、 十一 
同 二、 十二、 


lol t 寬  |  —  M  聖  0 

嘉曆 、元、 < 、廿九 任  嘉曆三 任 

一〇九 成 助 - 二 C 道 音 

元弘 二、— 二、 廿三任  正 慶二任 
IF 匿 二 免 


諸 大寺歷 代# 諸 職 次第 (眞言 宗東 寺) 


書辭 名人 家佛本 日 


(ニニ） 


諸大 寺歷代 幷諸職 次第 (眞言 宗東 寺) 


二 E 經霰 餅— 二 六 賢 俊 T - 

康土兀 、二、 十二 任  康永 元 - i、1 九 任 


5 滎 海 - 二八 賢俊归 —— 一一 丸隆舜 ~ 

1 •一  V  Hi  - 1  «  U  > « >  p c c  f-r •、一  ^  ，■一*:  mvi  * 1 = K  •扇 一、.？  • 、 


康永 四、 正、 四 任 


康永一 : 、十一、 廿九任 


翊 


S 弘眞紐 ■ 

颧 應二 、十一 任 


一一 一一 ® 意  I 

文 和 二 任 

i 光濟㈣ - 


5 聖珍 -  5 一定 憲 - 一ー ー叠雅 - 一完光 濟 

~  '一  .  -  —  •  ，..為 4  -  i  ►  H  9  J *4  •屬 1  一: •し、  4 


文 和 三、 九、 甘 八 任： I 


S 定憲晒 - 

應安七 ，四 任 


■辱 P 


延文 四、 四、 十二 任 


I、 十— H J 1 1 . 


5 光濟归 —— 一一 一一 0 宗助^ 道 决 


永 和 元、 二 f 任 
康曆元 •闊 四、 廿一一 寂 


康曆元 、六 任 
至德元 、十二 免 


5 俊 尊 - 一語 滿 濟 - 蓋 守 融 - ーーーー蠢 源 


應永一 r 十二、 三十 任  應永 十六、 八、 三 任 


應永 十 A 、g、 五 任 
同 十九、 正、 十六 免 


應永 十九、 二、 八 任 


|ャニ、 廿 s I 蓋 1 lr 助 紐. 


一三 七 守融 j  — 一一 一ー ハ禪 守 

應永 二十、 六、 十二 任 應永廿 一、 五 ' 一一 任 


5 祐 嚴 —— -S 濟 —— 5 滿 濟 —— i 光超— 目 房敎—  g 義 昭 

*  -1-/  T,  'II  »  ■  »  I  I  .  >  > .  T.i  •  >  «  *  **  爲办  c  u  ,  i  こ  ^  ハ  c  -1—  、 一 •  r  2 三*  *  *  1  一、 ‘ 


應永廿 二、 二、 十 任 

星 貫 )® - 

應永廿 九、 ir 廿六任 


應永廿 三、 九、 廿二任 
應永廿 三、 t、n, 寂 

g 房敎紐 

應外卅 一六， 一一 任 


應永甘 三、 十、 九 任 


應永廿 八 任 


應永廿 八、 四、 十 任 


rlll r HV 

應永廿 九、 A 任 


S 義 賢^— 一  灵禪 信 


應永卅 三、 十二、 五 任  應永卅 三、 十一 一任 


一 五一 成 基 - i 宗觀 - S 持 W. 


永享二 、十二、 十七 任  永享三 、1 ■二、 八 任 


一老 弘 繼 - 一 ^ 成淳 


永享 四、 十二、 十八 任 


S 禪 隱 紐 j 

永享 五、 十二、 廿七任 


一党 義昭懈 ——一吾 祐嚴银 I 

應永# 一一、 三、 二十 任  正長| 31 、 7! 、六任 


i 賢 快 —— S# 信 技 


永享 六、 六、 廿三任 


永享 六、 十二、 十一 任  永享 十、 十一、 十二 任 


一# pip  經 


一六 一守 遍 


泳 享六 、•七、 十三 任 


H' 一一 了  助. 


文 安五、 十二、 十八 任  寶德 二、 十二、 十七 任 


i 賢 性 —— m 襌 fi _— 一奈 禪信 g!  g 宗 濟 —— 5 義賢— 里 疋 昭 

-」 11 い：、 ‘.1*:  .  r-一 ••二、 1 、1  、.：  .1.  、 WT 、 1  Llrt  m  '  1 •'し、 一，、 v4"4  *匕  MW ,  Pt-J  v"^ . ^ 土  llJ  J ' 、 \ 、 ■ 


享德 二、 A 、 九 任 


B 祿元 、十、 十 人 任 
同 — ， 十二、 九 免 


# . 祿 PM 、 四、 十九 任 


寛 iH 元、 ^' 八 任 


寬 |1£ 四 •十 廿九任 
應仁一 i、i、 一； 寂 


5 嚴 寳 -  5 螯齊 ^ ^  5 守鐵 - S 性 深 ^ ^ 一古 賢 深— 


文 正 元、 四、 十一 任 


文叨元 1 ハ、 二 任 


一吉 義堯 —— S 源 雅 


•  1C,  ■■，，一 

天文 三、 正、 廿六任 
同 五、 九、 五 免 
永祿七 、二、 十五 寂 


天文 十二 四、 ?). 任 
永祿力 、十二、 / V 寂 


*明 十幵 、六 ' l t- 任 

同 f . ;/I. 、 t- 二、 廿一寂 

一七 七堯雅 —— 

天 正 九 ' :、 十六 任 

文祿元 、十、 パ 寂 


長享 二、 十一' 十 任 


一七 ハ義 演 ■ 


5 ^ 、鹄 餐 


一七 九堯 


員.- 

I M I 


寬永三 、閏 四、 廿一寂 


寬永三 、十二、 廿八任 


寬正六、'廿八_任 

5 持嚴 —— 

永汛卜十、べ任 
词 七、 十二、 廿八免 

ーク增 孝- 

寬、 氷 七、 十二、 


廿四任 


(三 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


K1 尊 性 - 5 寬 海-  一 t 見濟^ ^  5 信遍-  一美 g 賢 -  一 <.1( 性演— 

寬永 十二、 四、 廿 一任  匿 安四、 パ、 二 任  万 治 元、 五、 二十 任  寬文 = 、 八、 七 任  寬文六 、九、 1}- こ tt 寬文 十、 十. 1 、三 tt 
一八 七 永 愿 - 一八 八有雅 - | 八 九 孝 源 - 一九 0 賴遍 - 一九 一 了 海 - 一丸ーー隆 證 - 

寬文 十二、 四、 五 任  延寶 六、 八、 廿八任  貞享 元、 四、 十二 任  元 §1 一、 八、 十 任  元祿 八、 五、 廿七任  元 :^ 十五、 四、 五 任 

5 房演 - 1 S 見 順 - S 道恕  一 堯 觀  一 交 道恕關 - 一 灸了恕 - 

寶、 7T<./ 三、 ん 、八 任  正德 元、 十、 三 任  享保 三、 三、 廿八任  享保 八、 八、 十 任  享保 十四、 八、 什 八 任  享保 十八、 十一、 十二 

享保 十 A 、 十一、 五 寂  住 

一九 九 孝宥 - S; 隆幸 - 一一 GI 榮遍 - 一 H 一一 實雅 - llg 一元 雅 - 一一 £ 見 深 - 

元 文 元、 五、 十二 任  元 文 二、 五、 十八 任  延專 -- -、 五、 二 任  寶曆 元. •三、 十二 任  寶曆 A 、 A 、 十七 任  寶曆 十二、 二、 十四 任 

I 道 證 —— - 1 有證 —— 1 尊 淳 —— 1 果觀 —— 一一。 量 證 —— 一二 G 宥證 —— 

明 和 元、 十、 二 任  明 和 三、 三、 廿八任  吓 私 三、 九、 十九 任  安永 三、 七、 11- 九 任  安永 五、 三、 十六 任  安永 三、 十、 十 任 

一三 尊 淳 .VH I  5 禪證 -  3 一 寬 淳 - 一二 〖禪證 - S 高 演 -  5 禪 豪 - 

天明 六、 五、 六 任  天明 六、 七、 十三 任  寬政二 、十 -; 叫 任  寬政 六、 十二、 十一 任  享和二 、十 任  文化51、十二、廿 +1 任 

2 果助 —— 一二 <亮 深 - 一一 K 禪 忍^ ^  一一 一一 ◦深 融 —— 一一 一一 一良 助 - 一一 I 一一 一淳 心 —— 

文化 十' 八、 廿六任  文化 十三、 . A 任  文政 元、 七、 一任  文政 六、 十二、 一任  文政 十、 七、 十七 往  文政 十、 十、 廿四任 

S 一高 演 £ !  S 寬恕 —— i 增護 —— 11 兀 譽 ——  一一 一一 A 見寳 ——  一-一 K 乘禪 —— 
11 榮嚴 - 1 1 貫 因 - 一一 一-一一 玉諦 -  一 i 心 猛 - 11 大了 - Ih.lg 龍 曉 - - 

叨治三 十一 一、 十二、 廿八寂  明治 二十： - t! 任  明治 三十 九、 五、 六 寂 ¢1 治 卅一 、八、 廿五寂 

霊决運 —— 1 ' 宥匡 —— li 龍 暢 —— 養 法 龍 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (眞言 宗東寺 ) 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 二:) 


諸 大寺膝 代 幷諸職 次第 (眞言 宗 金剛 峯 寺〕 


〇 眞言 宗 金剛 峯寺 座主 次第  ( II I 5S 


嵯峨 天皇 弘 fll 七 年 
紀伊國 伊都 郡 高 野 村 


一壽 長 —— 一一 無 空， 


寬平 元、 三 任 


七 貞 崇— 

天 g 五 •十 任 
天慶 七、 七' 廿 


一三 寬 朝| 

天 元 四、 八 任 


寂 


長德 四、 六、 十二 寂 


莧 平 六 正 任 
延喜十 八、 六、 廿六寂 

八 泰舜 - 

天慶 七、 八 任 
天曆 三、 十二、 二 寂 

一四 雅 慶 —— 

县德一 一. 九 任 
長 和 元、 十、 廿五寂 


峰 禪 — 

延喜卞 六 任 

寬空 — 

天 看 四、 三 任 
天祿 元 ' 一、 六 寂 


四觀 賢 - 五觀 宿 —— —六濟 高， 


延長 三、 六、 十一 寂 


一0  £^ # i- 

天祿 二 S- 任 
天延元 寂 


延長 三、 六 任 
延長 六、 - t 二’ 十九 寂 

二寬. 靜 —— 

天 延三三 任 

天 元 二、 十' 十一 寂 


天慶 四、 十一、 廿五寂 


一一 一定 昭 ‘ 


永 觀元、 三、 廿 


寂 


S 濟信 


(以下 一絕) 


長 元三、 六、 十一 寂 


( li. 二:) 


書 辭 名 入 家 佛 本日 


r  ノ 


ヒ 


眞言 宗 金剛 峯寺檢 校 次第 


(創立 年 時) 嵯峨 天皇 弘 11 七 年 
(現今 位置) 紀伊國 伊都 郡 高 野 村 


峯 宿— 

延長 七、 三 任 


峯 吴 

治安 三 任 
長久 四 免 


一ー ニ 疋深 —— 

嘉承 元、 十一 任 
天 仁 元、 三、 六 寂 

一九 琳賢 —— 

保延五 、i  I 、八 任 
保 姐 六、 八、 十 g; 寂 

一一 五 房 光 —— 

安元 元 五、 五 任 
治 承 二、 冬 免 
治 承 三、 <、廿 三 寂 

三 一覺善 —— 

建 久五春 任 
同 六 免 
建久 七、 十 寂 

一一 一七 覺 海！ 

建 保 四 任、 

承久 二、 十二 免 
貞應 二、 八、 十七 寂 


四 一一 一 ft 寬- 

嘉禎 四、 — 1 、任 
同、 四、 廿六免 

g 親性㈣ — 

建 長、 元 正、 二十 任 
同 元、 三、 廿六寂 


仲應， 

天 慶五任 
天 曆四寂 

眞念， 

寬德 元、 正 任 
天 喜 末 免 


一一 一定 觀. 

，天曆 四 任 
• 同 六 免 

九 行 明， 

康平 元、 任 
延ルヂ 寂 


S 雅眞 - 


長 保 元、 三、 廿一寂 


—一〇 興 胤， 


II II 


一四 良 禪 - 一 五信惠 - 一六 眞譽！ 


天 仁 元、 - 任 永久 三、 四、 一長 承 三、 十二 任 
任 長 承 三、 五 A 辭 、同 六、 一 
任、 久 安元、 十、 免 

二 〇行惠 - 一一 一 


保延 三、 正、 十五 寂 


五 明 朝 - 

县 深 元、 三、 廿 一任 
長 和 二 免 

一一 維範 - 

承 保 二 任 
寬沽三 、へ 免 
嘉保 二、 二、 三 寂 

一七 良禪髓 I 

保 延三 、正' 十八 任 
保延五 、二、 廿一寂 


六 成 得— 

長 利 二 任 
治： 力 •三、 十二 免 

一一 一明 算| 


露 承 元、 十一 •十一 寂 


一八 聖 仁， 


保延 五、 六、 +1 二 寂 


仁 平 三、 十一、 十二 寂 


, 評 

保 元 二、 六、 十三 寂 


一一 H 陵 輿 見 —— ■一一 一一 一 {示 賢 - 0  0, 


戀ぃ編 任 


永 萬 一一、 七、 甘べ 任 
壽永二 、九、 一一! 寂 


仁 安三、 五、 七 任 
治承三 、八、 廿三. 寂 


11 六 玄信 —— 一一 七濟俊 ^ ^ 一一 八 定 兼- 


-一九 


文治 三、 九、 廿四寂 


三 一一 灌 實 I 

t 久六冬 任 


治 承 三、 三、 朔寂 


元曆 元、 八、 廿五寂 


建久 元、 十、 十一 寂 


三。 明 信， 


三 三. §日 « ; - 一一 一四  玄觀， 


正 治 二、 二、 六 寂 

一一 K 宗禪— 

承久二 、十二 任 
嘉祿元 冬 免 


正 治 二、 二、 七 任 
正 治 二、 閏七 、二 寂 

三 九 明 任 - 

嘉祿元 任 
安 # 二、 十二 免 
寬 再 元、 ハ、 六 寂 


正 治 二、 七、 二 任 
元 久二免 


H 〇忍 信— 


寬喜 元、 五、 六 任 
同 三、 冬 免 
貞永 元、 五、 廿一寂 


三 五 擦 成| 
.建 永 元 春 任 
承 元元、 十二 免 
承 元 二、 正、 二 寂 

四 一勝 心 I 


貞永 元、 五、 廿 
同 三、 十. 二 免 


建久 元、 十、 十二 任 
同 四、 冬 免 
建久 五、 七、 廿 四 寂 

- 一一 一六 覺基- - 

承 元元、 十二 任 
建 #- 四 免 

建 保 五、 七、 廿五寂 

I 四 一一 良 任 - 

任  寫禎三 、十二、 廿五任 
同 四、 二、 十一 免 


S 良 任 _  —  S 明 賢 - K 慶源 

嘉禎四心/廿六任 
仁 治 元、 十 免 


四 七 


義 ^ 四 任 


寬元 四、 十一 _ 、十三 寂 


親 性 |_ g 八 定 l tt 

寬元 四、 十一、 .- 1- 三 任 


寶治 二、 三、 十五 免 


寶治二 ' 一-、 十五 任 
建 長 元、 正、 廿免 


五 〇 良® - 五一# ® 一 - 五一 一* 一疋 


義 S 任 


建 長 ~ハ、 十、 廿五任 
正 嘉元春 免 
正嘉 元、 三 寂 


正嘉 元、 111 、十九 任 
同年 四、 十三 寂 


五一 一 一理 俊 —— S 英 賢.. 


正嘉 元、 三、 廿六任 
同年 八、 寂 


51 , 廿 一任 


諸 大寺歷 代幷諸 職 一 ¥ 第 (眞言 宗金 剛峯寺 〕 


一一 


Ttl# 

fit 


•、み 


各 

辭 

書 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次第 (眞言 宗 金剛 峯券) 


五 五良 覺； 


正嘉二 、二 ' へ 任 
正 元元、 七、 甘 六 寂 

:舜 

文 永 ft 、 十、 廿九任 
文 永 六、 四、 廿五寂 


S ハ 眞辨 - 竞 成 


正 元元、 七、 廿七任 
弘長 元、 七 免 


詣， 


弘長元 、八、 五 任 
同 二、 正 免 


--.五<  直辨 1  !.$ 祐遍 - 


弘長二 、正. 三十 任 
同年 六、 十 免 


弘長 二、 六、 十五 任 
文 永 元、 四 免 


六 一榮 


六 一一 惠深 - 六 一一 一覺 胤^^ 六 四賴辨 - 六 五 覺傳冊 - 


文 永 七、 二、 朔寂 


同 八、 六、 六 免 


六 七 弘尊 - 

建 治 三、 十一、 十五 任 
建 治 三、 十二、 十二 寂 


六 八 M ハ 


六 九 


建 治 三、 十二、 卄五任 
同 四、 正、 十四 免 


定- 


建 治 四、 正 任 
弘 安三、 十二 免 


古 一 一泰 然 —— 志 光 信 —— 宝 隆辨- 


昇， 


弘安 九、 A 任 
弘安 十、 十 寂 

七 九 隆 

永 仁 二、 三 任 
永 仁 四、 八、 十二 寂 

八 五寬舜 —— 

德 in 兀 、十二 任 
延隆元 、十二 免 


弘安 广、 十、 十九 任 
正應 元、 十二 免 


正應 元、 十二 任 
同 三、 十二 免 


S 良 善 - 八 一長 任 紐.， 

. :  永 仁 六、 九、 一任 
同年、 十 免 


131 


延隧元 、十一 一任 
延陵三 、十 寂 


3 賴玄 —— さ 一隆 {« - 


正 和 五、 十二、 廿八任 
文 和 二、 十二 免 

ガ セ賴審 

裔曆 二、 三、 サ八任 
元 龜元、 十 免 


文 保 二、 十二 任 
元 應 二、 十二 ft 


延駿三 、十、 十六 任 
正 和 元、 十二 免 

な 一圓 雅— 

元應 二、 十一 免 
元亨六 、六 寂 


弘算 - 九九 澄 喜， 


姐 武二 、七、 廿三寂 


元弘 元三 任 
正座 一一 免 


ig. 嚴祐 — ^一〇 〖賴算 — 臺泰 助， 


康水 元、 十； 一、 十 任 
貞和 元、 十二 免 


良 和 元、 十二、 十 任 
同一! 、十二 免 


貞和四 、 -f 二、 十 任 
觀應二 、十、 十九 寂 


一？ 氷 澄 ——  一一 〇賴 


延文三 、正、 十二 任 
同： れ 、十二 免 
以 治 四、 八、 十 叫 寂 

= 瓦决祐 - 

應安 七、 十二、 十九 任 
永 和 元 _ た 免 
應永五 、： A 寂 


延文 〇、 十二 任 
貞治三 、十二 免 
應 安四、 十、 廿二寂 


一一 肴 舉 

永 和 元、 六 任 
同 二、 三 免 


ニー 長  0— 

貞治 三、 十二 任 
同 六、 免 

二七聖 算— 

永 和 二、 四 任 
同一;、 春 免 
應永 十五、 二 寂 


文 永 八、 六、 七 任 
同 十一、 二、 晦免 


辨 ， 


七 〇 

让安三 、十二 免 
同 £、 十二、 十三 免 

七 六明玄 —— 

正應三 、i 一任 
同 四、 十二 免 

八 一一 良 

永 仁 六、 十、 十五 任 
正 安三， 十一 免 


弘， 


-八 六尙寬 - 八 -- t: 慶胤 —— ^ 八 八 親 


正 和 元、 十二 任 
同 二、 十二 免 


S 忍 


一 刁| 

元亨 元、 六 任 
同 三、 十二 免 

100 祐 勝； 

正慶 二、 冬 任 
延元 元、 冬 免 

5 i 


觀應 二、 十、 十九 任 
正 平 九、 十二 免 
延文 元、 十、 g 寂 

二 一昌 實 —— 

貞治六 任 
應 安二、 二 免 
明德 三、 1 一 寂 

二八 隆喜 ！ 

永 和 四、 二 任 
康曆 二、 正 免 
應永 十七、 二 寂 


文 永 十一、 三、 fl 任 
雄 治 二、 十二 免 


七 一 


隆 ， 


1 3 竞  r 


g 寬範 - 


正應 3、 十二 任 
永 仁 元、 十二 免 

八 三 乘 H 

正 安 n . , 1 一、 十九 任 
嘉 元元、 十二 免 

A 源 意— 

正和 _ 、十二.'廿八任 
正 和 三、 五 寂 

九 五 道淳— 

元亨 三、 十一 一任 
正中 二、 十二 免 

101 隆晕 


11 1 


六 〇覺專 - 

文 永 元、 叫、 十九 任 
同 五、 十、 廿五免 

六六 1& \  - 

建 治 一一、 十二 任 
同一〗 . 十一 免 

七 一 一祐 信 - 

弘安七 、二、 十五 ft 
同 九、 八 免 

七. 八艮壬 - 

永 仁 元、 il fT: 

同 二、 三 免 

S 賴成 —— 

嘉 元元、 十二 任 
同 四、 十二 免 

力。 定範^ 

正 和 三、 Jr 任 
同 五 •免 

九 i (能 豸 - . 

正中 二、 十二 任 
嘉曆二 、春 免 

一〇一 一祐 金. 


SS 


一〇七一 


杲 - - 一。<定 實 • 


文 和： — 、— 二 任 
延文 元、 十二 免 
貞治五 、七、 廿五寂 

5 弘 惠 —— 

應 安二 I 三、 十五 任 
同 四、 十二 免 


延文元 •十二 任 
同 三、 十二 免 


二  E 了  算， 


應 安四、 十二 任 
同、 七、 十一、 廿一免 
應永四 、十二 寂 


-11 九 禪惠 - 一一 1C 實 印 


康曆 二、 二 任 
永德 二、 十二 免 
至德 元、 九、 八 寂 


永德二 、十一 一任 
至德， ご、 十二、 廿一免 


(七 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


一ー ニ 寬 藝 - 5 長 深 - i 一 靜 喜_ 


至德 二、 十二 任 
嘉慶二 、十二 免 


5 賴應 i 

應永 六， 十二 任 
同 八、 六 免 


嘉慶 .一、 十二、 十四 任 
康應 元、 十二 免 
應永廿 七、 正 寂 


聾 ii 


一 農 


叨德三 、十二 任 
麻 永 二、 十二 免 


i 行 淸 - 1 


應永二 、十二、 六 任 
同 三、 十二 免 


榮 I 


1 、十三 任 


S 長 慶 —— 5‘龍 秀， 


應永 八、 六、 三 任 
同 十、 十二 免 


1  _s 任 


一三 〇  1 £:  ® - 二 一一 一 M  ® 

應永 t 


貢 


、十二 任 
同 十四、 十二 免 


11 f  一任 


澤 ， 


ご 1 '一一. 覺 


應永 十六、 十一, 一、 十七 
任 同 二八、 四 免 
永享 十二、 四 寂 


fl tAf  赃 


S 四宣順 n 一一 五隆法 - 5 ハ 慶意 一一 一： 七 定秀！ ^ ^ 111 i 八 宥信， 


應永廿 一、 十二、 十三 任 
同廿 四、 十二 免 


應永廿 四、 十二、 十三 任 
同廿 五、 十二 免 


應永廿 五、 十二、 十五 任 應永廿 八' 十二、 十六 任 
同廿 八、 十二 免  同 •«!■ 一、 十一 免 


0^0 


ーー完 鏡 忠 - 一 g 明祐 - ^01 信忠 - 1S1 良 尊 - -  i 一定 忠 - 一 S2 道 兼 _ 

SE»  c  1 、 一  •▲•二  c  J—  1L*  二  1111 S C L —  t-rr  - 1 、 *為一  C  1」 」>、•■•**.**  L  -  -  •  *  k  _  ^  ^  ■  l  I  >  -  I  > 


應永卅 三、 三、 四 寂 


應永 W 三、 三、 五 任 
同坩 四、 六 免 
長祿 二、 六 寂 


應永卅 四' 六 任 
正 長 二、 三 免 
長祿三 、irl 寂 


永享 元、 三、 十 任 


永享 元、 四、 六 任 
fnj ¥- 九 免 


1 転任 


5 五 勝 算 - 旨 長 範 - -  5 善 秀^ ^,1 一灵弘 惠 - -  ■貞 算 - 1 0 有 澄 

.癱 » *•, ^  «  k  r  广  t k \ 4..kak.ll  L  -  -  >  ft  •  .  ..一.—  .  •-  /  9  ^ 


永享 二、 十二、 十五 任 
同. A、 十一 免 

I 五一 鏡 範 - - 

文 安三、 十一、 廿二任 
寶德 元、 十二 免 


永享 if. 、十二 任 
同 八、 十二 免 


永 一八、 十二、 六 任 
永享 十一、 四、 廿一寂 


嘉吉二 、十二 免 


IS S I5 ハ 任 


同 三、 十一 免 


一 五 1 r 


印. 


一 五- 一： _ 


享德 元、 十二 免 


尊 - ig 仙 義 - 妄宥 K - 慕弘 算， 


享德四 、四、 廿八寂 


享德 §/ 閏 四、 十四 任 
長祿 二、 十二 免 
寬正 三、 二、 二 寂 


II — - 'v it 三 任 


寬 止 二、 十二、 六 任 
同れ、 十二 免 


一老 重 仙 - 一灵盖 d 勢 - i 成 隆^ - i 眞觀 - -  m 長 任 - 5 决憲 

寬正 五、 十二、 六 任  文 正 元 ■十二 任  文明 二、 十二、 六 任  文明れ、 t、 四 任  文明 十一、 十二 任  先 明 十一 +, 
1 . .  :|  同 五、 九、 晦寂 


寬正 五、 十二、 六 任 
同 七、 十二 免 
明德 五、 九 寂 


文 正 元. ■十二 任 
文明 二、 十二 免 
同 三、 三十 寂 


文明幵、1、四任 
同 八、 十一 免 


同 十五、 十、 十六 寂 


擧 S 


g 快 算 ^ -  i 慶 藝 ^ ^  I 良 重 - m 陵 盖 口. 


文明 r 四、 四、 廿六任 
同 十七、 十二、 六 免 
明應叫 寂 

一六 九 快舜- 

明應ヘ 任 
文龜 二、 十二 免 

永 正 四、 二、 廿六寂 

一七 五秀 存- — - 

永 正 十一 一、 十二、 六 任 
同 十五、 十一、 廿六寂 


数 1、 六 任 


一六 七 一 


延德 三、 二、 十 叫 寂 


| 七 〇宥增 - m 淸毫， 


延德 il.-、 二、 廿 A 任 
明應三 、十二 免 
同 七、 十二、 十六 寂 


珍 - I -E 臧 惠， 


叨應三 、十二 任 
同 六' 十二 免 


文龜 二、 十二、 六 任 
永 IE^ 二、 十二 免 
永 正 十四、 二、 廿四寂 

一七暴 吟 - - 

永 正 十五、 十二、 六 任 
大永元 二、 十三 寂 


永 正 二、 十二 任 
同 三、 十二 免 
永 正 四、 正 寂 

一七七 任舉 E —— 

永正十 /\ 、二任 
同 十八、 六、 十七 寂 


i 亮 


永 正 三、 十二 任 
同 六、 冬 免 
永 JE 九、 秋 寂 


二、 正、 二 寂 

任- 


- 1  一  K 朝  盛， 


大永 元、 六 任 
同 五、 閏 十一 免 


永- ! K 

i 建 

永 正 六、 冬 任 
同 九、 十二 免 
同 十五、 十、 十六 寂 

一七 九 M 範 — 

大永 气 閏十 一任 
享祿 元、 十二 免 
天文 五、 春 免 


明應 六、 t l 一任 
同 i 寂 


,1  一  S 快 義， 


永 正 九、 十二、 六 任 
同 十二 免 


一八 0 賴官， 


1 、"任 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次第 (眞言 宗 金剛 峯 寺) 


書辭 名人 家佛本 日 


(八 二) 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (眞言 宗 金剛 峯 寺) 


一八 - 


一八〒 


享祿三、<、三任 
天文 二、 十二 免 


雅 ， 


鬲 - 

天文十三、九、十四任 
同 十六、 十二 免 


1 x sulv tb T  I 

天文 * 、 十二 任 
同 八、 十二 免 
同 廿一寂 

一八 八 長舜^ ^  |<>賴 全- 


一八 E 


天文 -; 十二 任 
同れ、 十二 免 
同 十三、 七 寂 


榮， 


一八五。 


天文 八、 十 II 任 
同 十一、 十二 免 
同 十九、 十二' 十 寂 


同 十三、 二、 十 寂 


一八 六 澄 惠— 


1 S? , 一；； T  任 


5 决 宇 - 

永祿三 、十二 任 
同 六、 十二 免 

一九 丸秀 尊 一 - 宕〇 行 


天文 十六、 十二 任 
同 十九、 十二 免 

5 長秀 ——， 

水祿六 、丨二 、六 任 
同 八、 三、 廿三寂 


一九 〇 良 


弘， 


天文 甘、 一一、 廿六任 
同廿 三， 正、 甘 叫 寂 


一九 一行 祐 - 5 榮 任. 


天文 廿三、 二、 六 任 
弘 S1 寂 


i 行 


弘治 三、 九、 六 任 
永祿三 、十二 免 
同 三、 十二、 八 寂 


永 祿八、 三、 廿八任 
同 十一.、 十二 m 


一 奕 祐 淸 ^ ^  5 頻仁 —— 一交 賴宗. 


永 祿十 一、 十二、 六 任 
元龜 二、 十二 免 


元龜二 、十二 任 
同 三、 七、 廿三寂 


SS 


天 IE 四、 十二 任 
同 七、 十二 免 
同 八、 十、 十三 寂 


天 正 七、 十二、 六 任 
同 十、 十二 免 
同 十七、 八 寂 


ーー〇一良 


天 正 十* 十二、 六 任 
同 十三、 十二 免 
襃 長 元 寂 


5 一空 雅' 


一 〇 一一 


天 正 十三、 十二 任 
K 十四、 五、 朔寂 


i 一す -  一 〇 四 挟 


天 正 t- 四、 五、 六 任 
同 十七、 八 寂 


天 正 十七、 八、 十三 任 
同 十九、 十二 免 


一一 具 H 


一 〇 六. 


天 正 十九、 十 二、 六 任 
陵 長 六、 正、 七 寂 


文祿 三、 十二、 六 任 
殴# 一、 十二 免 
慶设六 、三、 廿四寂 


一 i 淸 III - 合<賴 


慶長三 、十二、 六 任 
同 „セ、 十一 免 
同 五、 十、 十 寂 


慶長 五、 十、 一任 

慶長 十、 二、 九 寂 


1 龍 海 —— S 政 


一二 一玄 {ill 1 

慶艮 十四、 十一 任 
慶長 十七、 六、 三 寂 


一一 一七 陵 


一三 一 宥 


慶長 十七. 六 任 
同 十九、 十二 免 


一一 一着 光 —— 一二 暴 雄- 


-二  八； 


元 和 七、 十二 任 
同 九、 十二 免 
寬永元 、八、 一 寂 

一 一 一一 一 一一 宥盛 - 

寬永五 、十一 r 廿七任 
同 八、 正、 十 免 
同 十六、 十一、 二 寂 

i 定秀 - 

寬永十ナゝ十二任 
寬永 十六、 七、 一 寂 


霊叟遍 ， 


範- 


元 fi! 九、 十二 任 
寬永 二、 四、 五 寂 


霧 S 任 


一一 一ん 全 秀， 

寬永 二、 四 任 
同 三、 十二 免 


元 和 元、 十二 任 
同 三、 五 免 
元 和 四、 三、 十九 寂 


慶長 八、 十一 一任 
慶長 十一、 四 寂 

融萎 ！ 

元 和 三、 五、 五 任 
同 四、 一一 免 


慶長十一、 33 、一任 
同 十四、 十一 免 
同 十九、 四、 三 寂 

-二六决 盛 —— 

元 和 四、 十二 任 
同 七、 十一 一 免 


一一 一一 〇賢  W - | 一一 一一 決 舜 - 一一 一 一 一一 良 胤- 


寬永三 、十二 任 
同 四、 十二 免 
同 十七、 二、 廿六寂 


一一 一一 四 覺雄 - 畫寶慶 一 一 一一 一一 六 ® 宥- 


寬永 八、 正、 十 I 任 
同 十一、 十二 免 
同 十二、 六、 三 寂 


寬永 十一、 十二 任 
同 十二、 十二 免 
同 十四、 九、 廿八寂 


寬永 十三、 正、 三十 寂 


寬永 四、 十二 任 
同 五、 十二 免 
同 十五、 九、 十 寂 

i 弘惠— 

寬永 十、 三、 二 任 
同 十四、 十二 免 


一一  一一 〇 弘翁 - S 良遍 - t i 覺運 —— 霊 雲 雪 


寬永 十六、 七、 卜 TT 任 
同 十七、 十二 免 
同 十七、 力、 十七 寂 


寬永 十七、 十二 任 
同 十八' 十二 免 
同 廿 、四、 八 寂 


寬永 十八、 十二 任 
同 十九、 十二 免 


寬永 十九、 十二 任 
同廿 、十二 免 


寬永 五、 十二 任 
寬永 5R 、 十二， 廿二寂 

-一 一一! 八 眞 

寬永 十四、 十二 任 
同 十*、 十二 免 
正 保 三、 正、 一一: 寂 

一一 一一 一四  &  I 

寬永 二十、 十二 任 
同廿 一、 十二 免 


一一 三 六 i 


幺月 ！ 


tE 保 元、 十二 任 
同 四、 十二 免 
，寬文 元、 七、 廿九寂 


正 保 四、 t 一 一任 
慶安三 、四、 北 一 免 


! 11 賢 雄 - ^ーー ーー ー<  信 榮 

u- lw  re  £ 、 1 L E  k  S  二、 -. 二 


一一 :—. 九盡 


慶 安三、 五 任 
承應二 、十二 免 


承應二 、十二 & 
承應三 、七、 廿六寂 


11 1— 


一一 S 尙政， 


明曆三 、七' 廿 一任 
萬 治 元、， 十二 免 
寬文 元/、 廿， 九 寂 


C4 二） 


書辭 名人 家佛本 日 


■.四 一  M  :g—  — S 一 


S 


萬 治 元、 十 ~ 任 
萬： vn 二、 十二 免 


萬 治 二、 十 「任 
同： 一 , 十 1 
ゾ」3、九 廿一寂 


上 卑 — 

夷 治！ 一一、 十：. 任 
寬 文 元、 十二 免 


一 i 榮 


寬文 元、 十二 任 
同 二、 十二 免 


■仙 譽 - 一一 四 六 懷 {一！： i 


寬文二 、十二 任 
同 三、 十二 免 


寬文三 '十二 任 
同 六、 十、 十 免 
同 六、 十、 十一 寂 


$ 朝遍 ——  一一 S へ怏存 ， 


寬文六 、十、 十一 1 :任 
同 几、 十二 免 
同 十一、 正、 廿六寂 

雪 一勝 英 —— 

延寶 四、 十二 任 
同れ、 十二 免 
同 六 ' 一、 廿一寂 


寬 文 / L 、 十  1 i ffi 
同 十、 十二 免 
延寶三 、三、 十 二叔 


變宥專 I 

II 文 t 十，. 任 
延寶 元、 廿八寂 


一一 五 〇遵胤 -  一 1 靑祐 - 雪 一 滎義- 


延寶 元、 四、 六 任 
同 二、 十二 免 
同 六、 九、 五 寂 


延寶 二、 十二 任 
同 三、 十二 免 
同 七、 五、 g 寂 


延寶 二、 十二 任 
同 四、 十二 免 
貞享 四、 十、 廿七寂 


■堅 雄 - S 秀 


言 B  ; 

延寶 E、 十二、 任 
同 六、 十二 免 

同 九、 九、！ in 七 寂 

a -r : 


霊 文 啓 —— 雲 敎宥 —— 一至 貫秀 —— 芙堯 雅， 


延寶六 、十二 任 
天 和 元、 十二 免 
貞享二 、十一、 廿九寂 


天 和 元、 十二 任 
同 二、 十二 免 
自享 二 、十二、 十六 寂 


天 和、 二、 十二 任 
天 和 四、 正 -' I 寂 


貞享元、二、廿一任 
同 二、 +• 二 免 
元祿元 •十二、 九 寂 


貞享 二、 十二 任 

•子 三、 八、 五 寂 


貞享 三、 八 任 
元錄二 、十二 免 


一 1  六 一一 一一， 一口 


1, 


一證秀 翁 —— 3( 觀譽 —— S 榮 


元祿二 、十二 任 
同 五、 十二 免 
同 九', 7L 、，. 寂 


§1 快然- 

元祿 五、 十二 任 
同 六、 十二 免 
同 十一、 二、 廿二寂 


II 六 三尖惠 - H 四 長 


元祿 六、 十一 一任 
同 九、 十二 免 
同 十三、 十、 十五 寂 


翁.- 


元祿 十二、 拾 二、 十五 寂 


元祿十 二、 十六、 任 
同 十 1 一一、 十二 免 


元祿 十三、 十二 任 
同 十四、 十二 任 
寶永 五、 八、 十四 寂 


二 六 八 nfu 一  ru - 一一  六 ^ ^ 一 ^ 

.二  sLV  1  nr 、 1  二  &  n  い../,」 •二、) 二 


元 祿 十四、 十二 任 
寶永五 、ヒ 、廿五 寂 


K 永 元、 十二 任 
同 四、 十二 免 


一一 七 一長 淸 -  3 良遍 - ーー七三 全 算 - 一一 七 四堯實 


寶永 五、 十二 任 
同 六、 十二 免 


寶永 六、 十二 任 
同 七、 十二 免 


正德 二、 八、 十九 寂 


一一 七 五雄 宣- 

正德 二、 八 任 
同 三、 十二 免 


i 隆恭 -  5 園 英， 


正德 四、 十二 任 

享保二 、十二 免 

享保 七、 八、 十二 寂 

11 義雄- 

享保 九、 十一 一任 
同 十二、 十二 免 
同 十五、 十二、 十 寂 

S  普： h - 

元 文 元、 十二 任 
同 二、 十二 免 
寬保 元、 正、 S. 寂 

i 观遍 —— 

寬保二 、十 任 
延享 二、 十二 免 
寶曆 元、 十二、 十二 寂 


享保二 、十二 任 
同 三、 十二 免 
同 十二' 七、 廿一寂 

3 并 春 - 

享保 十二 十二 任 
同 十三、 十二 免 

-一九 〇宥滎 ， 


寶永七 、十二 任 
正德 元、 十二 免 
正德二 、七、 廿三寂 

5 榮融！ 答 乘 阿- ニー 八 一玄 鏡 


一 孚保 三、 T 二、 六 任 
1 廿六寂 


享保 四、 十二 任 
同 七、 八、 廿寂 


S 哲眞 - 5 宥决 


08 


享 保 ' r 三、 十二 任 
同 十 1 ハ、 十二 免 
同 二十 ' 一一、 廿三寂 

一一 九 一 性 海| 

元 文 三、 十二 任 
同 四、 十二 免 


一一 九 六蓐臺 一！！ - 一一 九 七存榮 - 


延慶 三、 十二 免 


延享 四、 九、 廿三寂 


享保 十六、 十二 任 
同 十七、 十一 一 免 
同 十八、 七、 廿六寂 

一一 九- 存靑-- 

元 文 四、 冬 任 

元 文、 五、 八、 八 寂 


1 恭 翁， 

延享 四、 任 
寬延三 免 


享保 七， 八 任 
同 八、 十 I 免 
同 十九、 九、 二 寂 

一一 八 七覺津 - 

享保 十七、 十二 任 
同 十八、 十一 免 
元 文 三、 九、 十 パ 寂 

-一九三 有.‘ 靈| 

元 文 五、 <  任 

寬保 元、 十二 免 
延享 四、 十七 寂 


元祿 九、 十二 任 
同、 十二、 卜 免 
同 十二、. ••-、 四 寂 

—一一 七 (政 度 —— 

寶永 四、 十二 任 
同 五、 十二 免 
正德 五、 九 廿一寂 

. — 一一 七 六* H - 

正德三 、十二 任 
同 四、 十二 免 
同 六、 五、 七 寂 

- 一 一八 一 I 心 海 j 

亭保八 、十二 任 
同 九、 十二 免 
同十二、 /\ 、廿八寂 

一一 八/蒙 m 

享保 1- 八、 十二 任 


—一 一九 九 運 應- 


同 四 二、 五 寂 


寬延三 、十二 任 
同 四、 十二 免 


元 文 元 ■十二 免 
元 文 四、 八、 十八 寂 

S 英司 —— 

寬保 元、 十二 任 
同 二、 九 免 
同 二、 十、 六 寂 

三 8 寬 淳 —— 

寶曆 元、 十二 任 
同 二、 十二 免 
同七、十、九寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (眞言 宗 金剛 峯 寺) 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (眞言 宗 金剛 峯 寺) 


C 


不 

3  J 

俐 

家 

人 

名 


書 


一一 一 0 一理 峰— 

寶曆二 、十二 任 
同 三、 十二 免 


一 § 宥淳 - ls< 實因. 


一一  一 01 一智 翁 —— 

資曆三 任 

寶曆 六、 八、 十七 寂 


三 2 如 


寶曆 六、 /', 任 
同 七、 十二 免 
同 九、 二、 セニ 寂 


三 S 


寶曆 十三、 八、 廿三寂 


襃曆 十三、 八 任 
明 和 三、 四、 二 寂 


恭- 


翻 _s、、 3 r 


f 鍰雄 —— 三 一四 雲 津 ——  一 i 純淨， 


安永 --. 、十二任 
同 四、 t' 二 免 
同、，、 正、 六 寂 

S 九 秀慧— 

天叨 二、 九 任 


11111* 任敎  I 

露 政 四、 十二 任 
同 五 免 

文化 元、 正' 四 寂 

1111 湛海- 


安永 四、 十二 任 
同 五、 十二 免 


一香 英 寂. 


天明 三、 十二 任 
同 六、 十二 免 
寬政六 、六、 十六 寂 


安永 ド、 十二 任 
同 六、 七、 廿七寂 

三 一二 靈 ■— 

天明 六、 冬 任 
寬政 元、 十二 免 


三 一一 六 


同 六、 十二 免 


三 一一 七 龍 

寬歧六 、冬 任 


同 / V 、 十二、 廿一免 


:雪一 眞 


薹一 


享和元 、十二 任 
享和 二、 十一、 廿九寂 


享和 二、 十二 任 
同 三、 十二 免 
文化 九、— 二、 廿 11 -寂 


享私三 、叶 二 任 
文化 元、 十二 免 


蓋 七 暴 海 - 一一 一一 一一 <體 妙 - ^變 W 巖， 


文化 八、 十二 任 
同 九、 八、 八 寂 


同 十二、 正、 十一 免 


S 圭道 — s. £ 貫 


文政 元、 十二 任 
同 11 、十、 二 寂 


同 三、 十一、 廿一免 


曼英龍 —— 一香 乘 如！ 


文政 九、 九 任 
同 十、 十二 免 


文政 十、 十二 任 
同 + 三、 十二 免 


一 晝周存 —— S 龍遍， 


天 保 七、 冬 任 同 八、 正 免 
天 保 八、 正、 十六 寂 


文化 十二 ' 一任 
同 十二、 八、 十八 免 
同 十二、 八、 十八 寂 

靈瑞 —— 

文政 三' 冬 任 
同 §‘、 十二 免 
同 十、 五、 廿八寂 

三 五一 經尊 —— 

文政 十 任 
天 保 四、 十二 免 

1 硏龍 —— 


蠢 弘 氣 - 

寶曆七 任 

明 和 五、 十一、 廿九寂 


5 眞辨- 


密暦 十、 十二 任 
同 十一、 十二 免 
同 十三、 < 、十八 寂 


一二 ◦印定 - 一ー ニー 立 幢， 


明 和 六 任 
同 七、 十二 免 
安永 三、 正、 廿五寂 

一 5 龍剛 - 

明 和 六、 八. 朔任 
同 九、 十二 免 
天明 八、 十一、 十五 寂 

1S 圭瑜， 


明 和 七' 十二 任 
荷 八、 十二 免 
安永 二、 六、 十六 寂 


三 一七 覺 寳- 


天明 元、 九、 廿四寂 


三 111 1- 


任 


寬政 二、 十二 任 
同 三、 九' 廿一免 
同三、九、廿一寂 


三 1 一八 一 


三 子 


寬政 八、 十二 任 
同气 十二 免 


1 一  P 


gsr 


雪 


辨. 


文化 元、 十二 任 
同 - 1. 十一-免 
文政 四、 七、 十七 寂 


道-- 


一 si c- 


光- 


文 化 十二、  A.  任 

同 十一 .. 、 トニ！^ 

文 ^ ハ、 -* 、 十六 寂 

-S 六陳 實 - 

文政 四、 1 一任 
同 七、 十二 免 
同 十、 七、 廿寂 


霊 一 

文化 二、 十二 任 
同 斤、 十二 免 
文化セ、七、朔寂 

三 四 一弘 滎 —— 

文化 十、 十二 & 
同 十四、 1- 二 免 
文政 十三、. <' 廿寂 

三 四 七弘 


源- 


文 蚊 七、 十二 任 
同 八、 十二 免 


一雪 一 曾 源 - 一黎 寬雅. 


灭保 四、 T 二 任 
同 五、 冬 免 


夭 保 ft 、 冬 任 
同 六、 冬 免 
同 九、 二、 十八 寂 


三 〇 六宥亮 —— 
寶曆 十一 任 
同 十二、 十二 免 

一ー ニー  辨  ^ .  ! 

明 和 八、 十一 一任 
安永 三、 十二 免 

三 |八 智體 —— 

天叨元 、十 任 
同 二、 九 免 
同 二、 九、 十三 寂 

一霞 明 道 —— 

» 政 三、 九_ 任 
同一:、 十二 免 

一 i 妙 海 —— 

寬政 十、 十 r 任 
享_ 、十二 免 
文化 I 一、 八、 廿 i 寂 

文化 五. t 任 
同 八、 十二 免 
同 十、 七、 廿一一 :寂 

茜 一增啓 —— 

文比4-1、十二任 
文 ® % t- 二 免 
文政-、 七、 <  寂 

昆八淨 應 - 

文政 A 任 
文政 九、 八、 廿寂 


雲5任 


一芙專 雄 —— 雲 靈 明 —— i 來應- 


(一三） 


書辭 名人 家佛 本日 


i-H ハ i;^  - 三 六 一一 琢 - 一一 一六 三 (貫 蚊 貝 - 一 = 四 fl 知日 - 三 一' 五^!^  - •■•三 六 六 ® 然 - 


一一 一六 七銳信 - 三 六 八 曾 應 - 三 六 九隆快 - 三 七 0 龍 雄 - 一ー ー七一 周傳 - 一一 1 義空 


三 七三 宥明 - 三 七 四硏暢 - 三 七 五宥永 - 三 七 六 良 基 - 15 澄辨 - 一一 一七 八實嚴 

明治 十、 十一、 十六 寂 

變惠範 - S 惠晃 - 一一 一八 一覺幽 - 三 01 觀空 - S 道雅 - S 快猛 


三 八 五智 賢 - lw( ^ 充 -  5 '慶 明. - 一 X 〈卓 如 - 一一 * ^ 理  一 客 {有 經 


三 九 一曾隆 - 三 九 一一 法 祥 - 三九 & 昆道 - 一 S 祐爭 - ■眞應 - 三 九 六 宥中 

明治 廿 四、 正、 任 
同廿 六、 四、 卅 寂. 

■心 猛 -  一一 i 筒 範 - 1 高 淳 - —弘榮 ^ ^  SG 一秀 宜 - 登一宥 範 • 

靈密雄 - S 觀應 - i 賀道 - 1 本雅 - 塁 眞淨 - 1 廣賢 


Eo m 見範 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 c f, 一一 c 宗余 剛峯寺 ) 


書辭 名人 家佛本  日 


(二三） 


諸大寺歷代幷諸職次第(熊野山別當次銪) 


◦熊 野 山 


七 ft 眞 ^ ^  < 永 尊， 


寛仁 二、 十二 任 


1 111 湛 快- 

久 安二 任 


萬壽 元、 十一 任 


一丸 湛 政- 


承 元 二、 九、 廿七任 

IX V 


- 11 — 


承 安二、 十一 任 

s # ^i ! 

貞應 元、 六 任 

一一 六 正湛 

弘安 五、 十二 任 


當 次第 


禪 洞— 一一  千始— 一一 一  仲 111 


眞- 


延久 元、 十 任 


一® 行範  範智， 


承 安三、 十一 任 


一二 


命. 


安貞 三、 八、 任 


(創立 年 時) 
(古昔 位置) 


紀伊 國牟婁 


雲| 


一〇 長 fe - 

承 保 二、 3Ii 任 

湛增 ， 

文* 治 二、 任 

一一 一一 湛眞， 

嘉藏 三、 六 任 


ヰ 殊勝 —— A 泰救 - 


一一 長範- 

保安 四 任 

一七 行 Ifc - 

建久 九、 七 任 

1111 一尋 快， 

仁 治 四、 四 任 


長 保 元、 一一、 三 任 


一一 一長 憲. 


康治 元、 十 任 


一 < 範 命‘ 


建 仁 六、 十二、 九 任 


I1S 定湛- 

正 壽元任 


〇熊野 山檢校 次第 li II sg 


紀伊 國牟婁 


增譽 —— = 行 尊.； 

寬治四 任 


永久 四 任 


一一 一 覺宗. 

保 延元任 


讃. 

仁 平 二 f£ 


長 嚴，： 

元 久元任 
ィ承 元：： 任 


八 定 « - 

承久三 任 


良 尊  (道 慶) ... 

嘉頼四、九、五任、寬元四任寬元叫任 


一一 一行 昭 は 眼— ニー ー道 昭^^  ■  U 道瑜- 一 五 道昭〒 

永 仁 四、 四、 廿任  乾 元 二、 正、 五 任  嘉 元三、 四、 十 / V 任  德治 三、 八 任 


一八 良慶 kp 一九 良瑜 


ii r s tir 


文 和 五、 六、 十一 任 


一一 〇道音 ^ ^一 

康元 七、 十 任 


實 慶， 

養 和 元 任 


.一 〇 


仁し 


寬 42 _九任 


覺 實， 

正 治 元 任 


一一 靜 仁— 

文 /]: 三、 六 任 


一六 覺助 - 一 七道^^ - 

元亨 元’ 五、 十四 任  元 s:» ?p 一、 七、 1 一、' 任 
イ文和 四、 十二、 廿二任 ィ文和 四* 十二、 廿二任 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (熊 野山檢 校 次第) 


0H 


0 

本 

佛： 

家 

人 

名 


書 


諸 大寺歷 R 幷諸職 次第 (新 熊 野 別當 次第〕 


〇新 


一 辨宗. 

承 安 - 任 

七 正‘ 

建 保 六 任 

ョ宗 献， 

寬文四 任 


篇  ? 
育 


一九 宗 M 


弘安九、七、.|任 


一一 五 


永 仁 六 任 

三 一實讃 g, 

延慶三 任 

一| 俊 幸- 

正 慶元任 


き 敎範， 

弘安十 任 


一一 一一 一 


正 和 五 任 


S1 一一 良 海 - ■盛蒹 

r c I  ?|  9  k  b  r  .■..''ー  ノ 


曆應 四、 八 任 

g 宗辨- 

文 和 こ 任， 


康永元 任 


® 次 


1 二 任 圓 i 


澄 豪 瓶. 

寬喜 I 一任 


任 


一四 正範 - 一 五 

寶治二 任 


一一 一 


H 

承久一 一： 任‘ 

正範肖 

寬喜四 任 

正.. 

建 長 四 任 

進| 


正 曆元任 


一一 六實讃 - ^ 七 

正 安元 任 


一一 一三 


灵宗 助 - 三 九 

元 和 三 任 


四 五 


正宣住 

信 尊— 

文 保 三 任 

良 宗— 

建 武元任 

道 1 T 

康永 三、 十一 任 


延文 二、 十 任 


(創立 年 時) 

(古昔 位置) 紀伊 國牟婁 


一！！ 


承久 四、 正、 廿任 

〇 貞繼 - 二 

嘉賴元 任， 


逮曆三 任 


嚴， 


H ハ 宗 隱， 


一七 


文 永 十一' 十二、 廿二任 


道 

か i- 三、 if 任 


一一 一一 


正應三 任 


兼- 


一 r 八 信 

嘉元三 、六、 三 任 

三四忠 讃 - 三 五 

正中 二 任 


1 #—， 


四。激三|貝； 


四 一良 侮. 

曆應二 任、 


_* 任 ! 

康永 三、 六 任 


康永 三、 十一 任 


吾 511  :_lii 


延文 二、 十一 任 


六 


正範 - Ml 

嘉禎二 任 


一八 


澄 豪， 

建 保 元 任 

禪實. 

曆仁元 任 

策— 


— 一一  111 aw M - 一一 四 

永 仁 二 任 


三〇 


弘安六 任 

敎 快. 

永 仁 四 任 

慶譽， 

正 慶二任 


良 昭- —— 三 六 

嘉曆二 任 


四 一 


罢盛兼 S —— g 道讃 —— 四 八 


宗 思 .一 I 

元 德二任 

M 献 - 

曆應 四、 七 任 


淨讃 - 

觀應 三、 六 任 


1 兼 俊 冊 1 1 宗辨 1 — 

延文 三、 二 任  延文五 任 


I 


(五三） 


書辭 名人 家佛 •本 日 


五 五 宗昭. 

延文五 任 


康應 元、 五， 八 任 


六七||ハ轉， 


S ハ 朝 守 I 

頁 治 三、 十一 任 


老 宗辨归 ， 

貞治六 任 


灵宗緣 —  i 定昭- 二、 〇宗 1- 


應 安二、 二、 廿九任 


應 安五、 十一 任 


ナ、 一尊 顯 —— さ 一道 賢 —— さ 一一 賴昭 —— S 宗緣 S —— a 豪 猷 


康曆 元、 五、 十四 任 


■%, 


至德 四、 五、 世 任 

5 良緣 

應永廿 四 任 


康曆 元、 五、 七 任 


康曆 元、 七、 廿八任 


永 和 四、 九、 十六 任 

空 ハ 朝 兼 —— 

明德三 任 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (新 熊 野 別當次 第) 


諸 尺 寺晓 R # 諸 蛾 次第 (新 熊 野 檢校次 第) 


(: 七三） 


書 辭名 人家 佛本 日 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (金 峰 lli 檢 校) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 三） 


諸大寺 膝 代 幷諸職 次第 (融 4 念 佛宗 大念郧 


0 融通 念 II 宗大念 佛寺歷 代 


(创 立 年 時) 崇德 天皇 天 治 二 年 
(現今 位置) 攝津國 住吉郡 平野 村 


良 忍^^  一 I 良惠 一一 良 感^ n 


長 承 元、 二， 一 寂 


久 安四、 四、 三 寂 


良 尊^^  < 修觀 九 


頁 和 五， 六、 十三 寂 

-- ^  skr'  S 

至德 元、 五、 五 寂 

一丸 故 觀^^  一 〇 

文 安元. 七、 十二 寂 

一一 五  M  一一 六 

明 應 二、 九、 十九 寂 

三一良呵^—三一一 

天文 十九、 十 I 、 廿六寂 

三七良 !: -^  — 一一 一八 

元 和 七、 二、 九 寂 

1 良惠^ ^ 四 四 

延寶 二、 七、 四 寂 

四 八 通 存^^ 四 九 

安永 六、 九、 十二 寂 


延文 元、 十二、 二 寂 


永曆 元、 _ 、四 寂 

乘空 _ 

延文 五、 十、 六 寂 


E3 M 信 -P 

承 安元、 七、 朔寂 


隆坷^ ^ 六！ ^ 阿—— 

饴承 三、 七、 二 寂  壽永 元、 十、 五 寂 


一〇 心 觀 一一 融阿 一ー ー稱觀 m 

應 安七、 十一、 七 寂  永 和 四、 二、 八 寂 


茛塑 日_! 一五惠 觀 - 

明 德二 、九、 十四 寂 


淨善 


應永 七、 正、 廿四寂 


良 眞^^  I- 一觀 阿. 

寶德二 、十一、 十三 寂 


道 永 


長祿 三、 十、 十 K 寂 


應 安元、 八、 廿五寂 

一六 圓忍 _ 

應永 T 九、 五、 九 寂 

一一一 一任 空 _ 

文 正 元、 六、 十六 寂 


一七 敎觀 K 覺 法_ 

應永廿 六' 九、 十 寂  永亨 二 ' 一一、 十一 寂 

一一 三 良融 -li 四法觀 _ 

文明 六、 四、 廿七寂  長亨 元、 八、 十二 寂 


道觀 空觀 一一 八觀 山 lit r 一一 九 

文龜 元、 十、 十九 寂 


永 正 九、 十二、 十三 寂  大永 元、 九、 廿寂 


加 空 一 r s 助 空 _ 

亨祿一 'I、 二、 廿三寂  天文 十三、 正、 廿寂 


良 勝^— 三 三 
天 正 三、 十二、 廿六寂 

良圓^ ^11 一九 

寬永 六、 八、 廿八寂 

隆 明^^ 四 五 

延寶 三、 九、 十三 寂 

通 弘^^き 

寬政 十一、 三、 廿六寂 


道 融^^ 

慶長 元、 十一、 廿一寂 

a 嚴 —ir . 

正 保 元、 八、 五 寂 

覺 意^^ 

貞享： 一一、 二、 十八 寂 

通 天 

文化 四、 十一、 四 寂 


三 四頓空 _ 

慶县 五、 三、 十一 寂 

四 〇良覺 

慶安二 、| 一、 廿六寂 

四 六 融 la _ 

享保 元， 二、 十二 寂 

五1通法 1& — 

天 保 四、 八、 四 寂 


三 五法禪 一芸 頁說— 

慶長 十八、 三、 十 ！ 寂 元 和 四、 廿五寂 

四 一 良 月 ^ 雲—  g 一 一  良 # 

承應 二、 十二、 十七 寂  万 治 三、 八、 廿四寂 

觉 融海 bp ls 融天 

五一 I 通津； 教_- 五 一一 一通 仁 

明 饴五 、七、 十一 寂  明治 二、 六、 卞 八 寂 


五四眞 敎 ^^ 1 義 雲^^ 18 靈嚴 —— 妾、 淸凉^ ^ 七 

明治 十三、 十一、 廿三寂  明治 四十、 十一、 四 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (融池 念 佛宗大 念佛寺 ) 


書辭 名人 家佛本  日 


(C 四） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (戒律 宗西天 寺 長老〕 


〇 戒律 宗西大 寺 長老 歷代 


(創立 年 時} 孝 謙 天皇 天 ^ 神 護 元年 
(再興 年 時) 四條 天皇 嘉禎 
(現今 位置) 大和 S 生 駒 郡 伏昆村 


一睿 尊^-一一 慈 眞- 


正應 三、 八、 廿五寂 

七 # g 口- 靜旣  ' 

文 和 元、 三、 三 寂 

一三 信 尊 一 I 

貞饴 五、 九、 廿寂 

一九 ®: 1 0 

應永 十一、 二、 廿五寂 

二 五—!^^- 1 1  六 

永亨二 、八 ' 一 寂 

三 一秀 如^— 弓 一 

長 亨二 、五、 廿七寂 


正 和 五、 正、 廿六寂 


求覺 


一一 一 官一瑜 Irf l® 

正中 二、 二、 九 寂 


元耀 

文 和 四、 十、 十七 寂 

堯基 

應 安三、 四、 廿四寂 

高湛 

應永 十五、 九、 廿四寂 


本圆 


眞湛 


悟 妙 


高 海. 

永亨 八、 四、 廿六寂 

頁慶_ 

H-1 應 七、 八、 七 寂 


一一 一 - tj 高 實 - 一- K  光 淳， 


延又 五、 ド、 五 寂 

一 五貞泉 

康曆 元、 六、 一 寂 

一一 一 数 空^^ 

應永 十九、 一一、 廿三寂 

一一 七 良 誓 

寶德 二、 正、 二 寂 

三 三 尊 海—% 一__ 

文龜 二、 一、11、 七 

三 九 高 珠 - 


E3 靜然 

元弘元 、十二、 十三 寂 

一〇 淸算 

良 治 元、 十、 十四 寂 

R 襌譽 

嘉 ■一二、 五、 五 寂 


rp 圓 


- 一一 一英 如 

應永廿 二、 二、 廿九寂 

一|八 元 澄 

長祿 元' 1 1 、 八 寂 

三 四 高 中^ __ 

永 正 六、 五、 八 寂 


五 賢 善^^ 六 

曆應 三、 十 ' 一  寂 

1一 覺乘 一一一 

il 治 二、 正、 廿六寂 

一七 慈 朝^— 一八 

明德 二、 四、 九 寂 

一一 三^ <  一一 四 

應永廿 六、 十、 五 寂 


澄 ひ^^ 

貞和三 、九、 五 寂 


慈證 


貞祐 

貞饴 四、 閏九、 二 寂 


深 泉 


本 薇 


應永二 、九、 廿五寂 

元 空 bp 

應永卅 、七、 廿五寂 


一一 九 高 算^ 一一 〇 仙惠 


明珠 


文明 三、 十一、 十二 寂 

三五 高 森^^ 三 六 
永 正 八、 二、 二 寂 


文明 十、 八、 六 寂 


玄 海- 


四 〇尊珠 - 四 一高 興 - 0 一一  尊 慶 - 


S 凝 海 ^ 四 高 0 —— 1 高久 - 


四 六 高 


rl 


四 七 尊智 - 四 八 高 喜- 


四 九 


瑜- - .571. 0 高 圓^ - 五一 尊 ft - 夂ーー 高 ff - 五一 一一 尊 * - 五一 尊滎- 


(一四） 


H 

本 

ftp 

布 

家 

人 

名 

辭 

書 


五五寬 


五六 高 瑜 - 五 - t3 尊 靜 - 灵 尊 空 - 竞 尊 員 - ナ、 '慶般 


さ 英堂 - さ 一尊 慧 - 3- 一  高 判 - s a 澄 - 六 五眞應 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (戒律 宗两大 寺} 


諸 X 寺 i 代 幷 詒 職. ^ s'  、淨 ±' 宗族. ]]:• 山 知恩院 


〇淨 土宗華 頂 ! 1] 知 恩 院歷代  (現今 位置). 京 郡 市 下京區 新橋 大和 大路 
一源 空^^ 一一  源 智^^ 一一 一道 宗^^ E3 道舜 —— 五覺生 —— 六 觀明 —— 

建曆二 、正、 廿五寂  曆仁 元、 十二、 十二 寂  建 長 一一. 十 ' 一 寂  文 永 元、 二、 三 寂  文 永 八、 六 - h 寂  弘安 八、 九 甘 I® 

七 了 信 —— ハ 如  —— 九 舜昌 —— 一〇 西 阿 —— 一 一圓 知日 —— ^ ご 一誓 呵 —— 

永 仁 六 ' 一'. H 一 寂  元亨 元、 三、 六 寂  建武二 、正、 廿五寂  正 平 十、 八、 十八 寂  正 平 十二 ' 一一、 廿七寂  文中 三' 七、 十九 寂 

ニー ー恭 阿 —— S 助 阿 —— 一 五 佐 阿 —— 一六 信 樂 —— ^一七 法 阿 —— 一八 入 阿 —— 

天授 三、 九、 二十 寂  弘和 元、 四、 廿二寂  應永 五、 11 '廿二 寂  應永七、十、*11寂  應永 十四、 四、 甘 三 寂  文安 31 、<、廿六菽 

X 隆 阿—r  1 0 空 # —— 一一 一慶 竺^ L  一 一一 一珠 # iii 一一 愚 E S 訓 公， 

文明 十三、 九、 七 寂  寶璗一 、四' 廿八寂  長祿 三、 正. 廿四寂  永 正 八、 正、 廿六寂  永 正 十三、 四、 十一 寂  永 正 十七、 八、 十 31 寂 

一一 五 存 ^ - 一一 六 源 派^-一一 七光 然^ 一一-一一 八聰甫 -^1_一 一九 卿 尊 照- 一一。 法 雲 

天文 十八、 十二、 二 十 寂  天文 一一 十、 三、 晦寂  弘治元 、七 廿四寂  慶長三 、十一、 十七 寂  元 和 六、 六、 廿五寂  莧永 四、 十二、 一 寂 

一一 一一 源 正  Jlr  一 | 一一  一 靈嚴 一一 一一  | 一郭 源^ L  一一 Eg 交 宗^ l 舊應  一一 一六 尊 空， 

寬永五、八、五寂  寬永 十八、 •九、 一 寂  慶 安元、 七、 四 寂  豪 安二、 十二、 八 寂  明曆 三、 三、 一 寂  元祿 元' 十一' 七 寂 

一一 一 - ts 知 鑑^^  一 K 萬 無*^ 一完感 榮^^ 上〇孤 雲^^ 四 一良 我*^ 四 一 一秀 道^^ 

延寶六 、三、 六 寂  天 和元丄 ハ、 廿五寂  貞享 四' 十二、 一 寂  元祿 六、 十一、 六 寂  元祿 六、 十二、 廿九寂  寶永 四、 三、 十一 寂. 

四： 一一 圓理  JiL ^ 岩  了^ L  M  澤春 JiL Eg 六了鑑  JiiL^  a -tr 見 超^ L  g 八牲  ^ter 

享保十 、九、 五 寂  享！ 兀 ，七、 十七 寂  享保 三、 七、 廿五寂  享保 十二、 八、 五 寂  享保十七 1. 、六寂  元 1 .四、 廿 3T. 寂 

四 九 眞 察^^ ^ 鸞 宿^^ 五一 雲 頂^^ 五一 一 了 虱^^ 1 M 眞^^— 晶澤 眞^^ 

耻亨| 一、 四、 四 寂  寬延三 ，十、 十五 寂  寶曆 三、 二、五寂  寶曆 四、 九、 三 寂  •明 一六 四、 十三 寂  明 和 二、 七 •甘 五 寂 


(三 四 


書辭 名人 家佛本  H 


興 # 


五五 正 含 

明 和 六、 十、 一一 寂 

ナ 、一聖 道 _ 

亨和 元、 九十 六 寂 

笔 說 行^^ 

. 嘉永三 、四、 十九 寂 


吴|八| — s 


七 一ー ー學 天^^ S 俊 光 


隨譽 


明治 三' 十一、 廿六寂 

七 九 現有^^ 


明诒七 、五、 廿一寂 ！ 


貞 現-^- 五八 祐月障 

安永 九、 九、 廿 2 :寂  天明 四、 七、 JT 寂 


六 一 | 靈 麟^_ 六 三 
文化 三、 四、 1- 三 寂 

六 八 說玄 六 九 

' 天 保 九' 閏 四、 廿一寂 


智儼 s 在 心 _ 

文化 六、 八. 十六 寂  文政五、九、廿七寂 

貭 良_— き fc 幢^ iL 

弘化 二、 十二、 十六 寂  嘉永 元' 七、 廿六寂 


発 興： 玄 sr 8 定説^^ 

寬政八 ' 一一、 十八 寂  亨 W こ、 正、 一一 一 寂 

六 五 g  g K ^_ 奕 貞 gfm- 
文政 卞 、六、 廿九寂 . 天 保 二、 十二、 廿二寂 

-tr 一顯  _  Irn^ -t; 一一  淨嚴 

- IP 五、 ^ 十二 寂 *. 久元 、四、 十六 寂 


七 五 


徹 定^^ 去 行 誡^^  W 靈 瑞^^ - b 八 讓 卜 ^ 

明 饴廿七 、三、 十 SE 寂 fy] 治 甘 一、 四 •廿五 寂 


f 


廿九 、五、 十二 寂 .明治 价 七、 汁一 一、 廿一寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (潘 土宗 華 : ra ILU 知 恩 院〕 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 四） 


朿後武 後 
京陽鈸 小 
市 成國松 
芝 天 貝べ 
區 皇塚皇 
芝慶明 
公 長 德 
11 十 四 
年 年 


0 淨土宗 三 緣山增 上 寺 歷_ 


(創立 年 時) 
(古昔 位置) 
C 再興 年 時) 
(現今 位置) 


M J  1 西 1-g 一一 
永亨 十一 一，、 七、 十八 寂 


聰# 


酉 仰 

長祿三 、九、 十五 寂 


音 # 


文明 十一、 七、 二 寂 


親# 


天 


S # 


道 g 


天文 二 t H 、 十九 寂 


永祿 五、 rC 十八 寂 


一一 一二 導 dj 


一實 


寬永二 、八、 廿六寂 


一四 了 的 _ 故— 

寬永 七、 九、 十 7T. 寂 


一九 


童^^き 雪忿 


览 永 十六、 正、 九 寂 


寬永卞 七、 九、 十八 寂 


九 貞把 

天正二 ，十二、 七 寂 

i 五 潮 龍 _ 

寶永 七、 十二、 九 寂 

一こ 還 無 _ 

雲 三、 六、 二十 寂 


一一 五 


一一 一一 


哲^— 笑 歷天 


森# 


一一 七 


苋 文 九、 八、 十 寂 


延寶 元、 十二、 三 寂 


巖 一 一一 一一  了  也 


貞 # 


元祿 五、 九、 十六 寂 


松譽 


一一 一七 設 一 

享保 二、 三' 十八 寂 

S 一連 察 Jir 

寶曆 五、 四、 廿五寂 


寶永五 、£、 三 寂 


演譽 


式 靈 


9 


安永 六、 二、 十一 寂 


三 八 白隨 

享保 十五、 六、 廿一寂 

四 四覺璧 

寶曆 四、 十一、 六 寂 

き 隆善 

览政 三， 一、 廿四寂 


茫^'— 隆 _擧1 
明應元，5'十四寂 


S 存 


願 故 


五 


二 


了 聞，_ 

永 正 1. 1、 七' 八 寂 


馨 


智 雲！ 

永 IF. 十三、 八、 十 叫 寂 


ケ 應 


一六 


天 正 二、 五、 十八 寂 
誠  1 


圓 m ^Hl 一 g 慈 昌| 

天 正 十二、 九、 五 寂  元 和/、 T-i、 1 i 寂 


寶永 九、 正、 元 寂 


一七 了 


迓嶽 


寬永 十一、 二'  十一 蒙 


一一 一一 位 


還 阿 


承應 元、 八、 二十 寂 


三 一一 貴 


直爾 


<隨 波 _ 

寬永 十二、 九十 寂 


本# 


万 治 三、 正、 廿一寂 


一一 四 1 白 

寬文四 ■九、 廿八寂 


天^- K 設 雄-^-  一 K 巖 


直 至 


延寶 21 、六、 十三 寂 

蓋 白玄 

元 祿 r 三、 七、 二 寂 

一一 一九 頌鑑 ‘隱 r 

享保 十七、 十二、 五 寂 


貞享四 、七、 八 寂 


貞享 四、 十二、 八 寂 


き靈玄 


生 # 


元祿 十一、 五、 九 寂 


一一 一四 


臥* L_1 一一 五 F1 周 Jill- 一一 一六 »e 天 Irl 


寶永 七、 閊 ハ、 十八 寂 


四 〇 


天 


折 # 


享保 五、 九、 十三 寂 

通# 


息 春 


g 五大 ^ 

寶曆 六、 八、 四 寂 


現 春 


享保 二十、 二、 九 寂 

四 六-^! 四 七 

明 和 八、 十二、 三 寂 


元 文 四、 十、 十 寂 
i 九 _ 


五一 一八, 


五ー ー屬官 

寬政 四、 五、 


統# 


1 


嶺譽 


一 寂 


寬政 十二、 五、 十六 寂 


享保三 、七、 十五 寂 

'四 一一 了 般,~ 

延亨 四、 十、 八 寂 

四 八 智 

安永 二、 11 、廿五 寂 

五 四 念 S I4 摩| 

文化 九、 九、 十五 寂 


諸大寺 MR 井 諸 職 次第 (_ 土宗三 緣山增 上 寺) 


敦譽 


1 在襌 _r ^ 典 海. 

文政 三、 一 『 廿 I 寂  文化 元、 十二、 十 寂 


五 七 實海 'Bt r ^ / 舜從 .， 

文政 三、 正、 九 寂 


六 一念 成—! 六 一一 德翁 ir 

天 ® i 九、 七、 廿九寂  天 保 十二、 五、 廿三寂 

六 七 敎音摩 1 六 八 明 賢^^ 

慶應三 、十、 十七 寂  明 2 、八、 廿 W 寂 

七 一一 一 S 湍 I 義應 運 海 — k 現有— 

1 H 五、 1 •二 寂 _廿 一^、 十七 寂. 十七、 十一 一、 廿一寂 


S 巨 東—— S 密 賢^^ 

天 保 4 ■三、 八、 九 寂  ユ化 元、 六. 1 

六 九大 宣^^. V。 行 誡^^. 

明治 4 -七 、一、 廿九寂  明治廿 一、 四、 廿五寂 


五一 顯了 _ 

六 五知 日 典 - 


六。 顯 


六 六 慧嚴 


冠 # 


萬延 元、 十二、 十 寂 


-fc: 一靈瑞 m 

セ セ貫務 


七 一 一玄 匿 


叨拍一 一十、 五、 十七 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (淨土 宗一緣 山增上 寺) 


(六 四） 


日 

本 

佛 

家 

- 

- V, 二* 

名 

辭 

書 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (淨 土宗 M ili 派 光明寺) 


〇淨土 宗西山 派 光明寺 歷 


原 空- - 

建 曆 二、 正、 廿五寂 


一一 


生- 


l ^ A fi 

元久 二、 九、 十四 寂 


一一 一幸 阿， 

元 久二住 


證空 JiL 五 尊 西^^ ナ 、淨音 _ 

寶治 元-十一、 廿六寂  文 永 八、 五、 廿二寂 


善 空 


七 覲 性 

7i[ 

弘安 九、 三、 八 寂 

一三 敎 1 


曆仁 元、 十二、 二 寂 

八立^^1^九玄觀^1^ 0 1| 閑^^ーー乘圓^^ーーー聖法_ 

元弘 二、 十、 五 住 
康永二 、五、 十 寂 

s  ^  --  ^  0^0—  ^  Iter  E  #1—  -  ^ 

永 正 五、 二、 十三 寂  天文 二十、 十二、 五 寂  弘治三 、七、 廿三寂 


一九 乘養- 底 P- 一一 〇正 昆^ 一ー ー顯眞 一 |  一 | 圭遵 一一 一一 一頓 空^ L 5 顯 雄， 


桓空 


一一 五 等匾 


ll s' s 五 任 


元龜 四、 正、 廿七住 


甫叔 一一 八默 然^ ^ 一一 九 李 栖^^  一一 一 〇純長 

天 正 十四、 六、 二 寂  .  ：，  ： .：： 


道 空 


元 和 七、 七、 IH 叔 


i、、s  寂 


寶永 十五' 正、 十四 寂 


一一 一 一弘 元 


本 空 


寶永 十六、 九 住， 

慶 安二、 十. 一' 十九 寂 

三 七 作 遵 -Ml _ 

寶永 四、 四、 住 
享保二 、七、 七 寂 

泰空 


-- ^  ^  Hter  0 

慶 安四、 十一、 廿九住 
延寶二 、八、 一 寂 


II S サ 裝住 


天 和 三、 十二、 九 住 
貞享三 、十一、 廿一寂 


正德 五、 十二、 仕 三 寂 


一 工 八、 # 了^! L_  一  一一 九 

享保 二、 六、 十九 住 
同 十五、 正、 廿五寂 


0 一诅瑛 元克 


唆 空 


同. 五、 二、 二十 寂 
眞空 


2 壽 山. 


天明 四。 十一 住 
同 七、 七、 廿七寂 


延享 五、 五 住 
同 四、 二、 廿二 .寂. 

き豐 道_ 

天明 七、 十一 住 
寬政 九、 十二、 五 寂 


惠雲 ■絕道 

貞享 三、 住、 元祿 十二、 退、 ：： I  . 
有 故 被 削世譜 

S 〇臥 雲^ ^ 四 一 看 省^ ^ 四 一一 
享保 十九、 四、 八 住  寬保二 、十、 廿五住 
寬保二 、七、 三 寂  同 11 一、 十、 十三 寂 

g 六惠 玉^ L 四 七 實堂證 


達 空 


賢： 秀 JHL 

. 享保 十五、 三、 廿六住 
同 十八、 十二、 九 寂 

四 五 陵 察-®— 

寬延 四、 四 住 
寶曆 三、 十二、 四 寂 

五一 法麟 五一 一玄 敬^^ 五一 一一 吞海 


四 八 


攀 51 廿五寂 


明 和 六、 十一 住 
天明 元、 十一、 一 寂 

量 空 


旭 粲_ 

元 文 二 住 
同 三、 十、 廿ペ寂 

律 賢_ 

安永 六、 四、 四 住 


五 四 


享和三 、十一、 十八 寂 


11 3 寂 


藉重寂 


同 四、 九 - 一十 二 寂' 

大臻 _| 

文化 十二、 四 住 
文政 二、 十二、 廿】 寂 


攀 


(七 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


S 俊 英^^ 

文政 三、 一一 住 
同 四、 七、 廿五寂 


S ハ秀 山^ L 

文政 四、 十一 住 
天 保 二、 九、 十六 寂 


五 七 亮範^ 感瑞 I. 

天 保 二、 十二 住 
嘉永 五、 七、 廿九寂 


嘉永 元、 十、 廿六寂 


五 九 俊 ft 


S 


萬 延元ニ ハ、 廿六寂 


六 一寬績 六 一 一隆 賢^^ S 俊洲 s 圓瑞 

明治 十七、 四 住  明治 二十、 二 住 
同 十九、 十一、 退  同 二十 六、 五、 十三 寂 


六〇 肋 

安政 六、 五 住 
明治 五、 九、 廿一 11 寂 

瀹空 


慶應 元、 十一 住 
明治 十八、 十二、 六 寂 


_學住廿五 寂 


六 五 賢 玉^ ^空ハ 俊洲 


明 ve 二十 六、 五 住 
同 三十 五、 三、 十五 寂 


明， 治 三十 三、 二、 再 住 
同 三十 八、 六、 六 寂 


六 七 相 善 _ 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (淨土 宗西山 派 光明寺) 


書辭 名人 家 佛 本  日 


(八 四； 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次第 (時宗 藤澤 山淸淨 光寺) 


吞 海， 


正中 二 開基 
嘉曆 二、 11 、十八 寂 

尊 明 —— 

應永廿 四、 四、 十 寂 


安國 - 


三 


鎭， 


渡 


般， 


途武 ST 十一 l、n 一 寂  文 和 grl 一、 廿 一一 寂  i4i5ill、 iH> 、 人 寂 


元 愚 — 

嘉慶 元、 正、 十一 寂 


自空 • 


大空- 


應永 十九、 三、 十一 寂 


永享 十一、 十一、 十四 寂 


南 要— 

文明 二、 .^' 、 十九 寂 


〇 如 象 - 二 尊 维 


一一 一 


峯. 


1 1、： 止、 廿 ナ'寂  還 五、：^ 十八 寂  永 一正 九、^ 一 廿五寂 


萬 治 元、 十二、 三 寂 


X 尊 任. 


寬文 二、 十、 十五 ■寂 


寬文三 、三、 晦寂 


元祿 四、 九、 十五 寂 


一 五 


法， 


享 保 -h ' ハ、 廿九寂 


1111 任稱 —— 

明 ftl 六、 七 入 
安永 二、 三、 三 寂 

一一 一七！^  023 - 


1 0 信 頂 —— 一一 一 

元祿 四、 九、 廿四人 
元祿 九、 九、 廿七寂 

-H  (决存 - = 七 

享保二十、十、廿九人 
賓曆三 、十一、 九 寂 


一一 一一 諸  b :! u  一一 一  Lg:str—  一一 四轉眞 


寶永 四、 十、 朔寂 

如意 - 

享保- M 、 三、 十八 人 
享保 二十、 九、 十二 寂 


寶永 四、 十二、 十八 入 
寶水 五、 四、 廿六寂 

一一 八 K 存 —— 

寶曆 四、 七、 七 入 
® 曆 六， 二、 廿八寂 


正德 元、 十一、 廿四寂 


■薄 ^ U - 三 一一 一 謙 如 - 1 尊 祐 

安永 ?!. 入  ，ft/ く」、 こ ' ：‘  ノー 


安永 八、 三、 廿寂 

三 八 一 道 - 一一: 九 


安永 八、 五' 十一 入 


二 九 


三 五 


一 海 _ 

寶曆 十一、 八、 十三 人 
明 和 三、 三、 廿六寂 


享保 五、 十一、 十六 aA 


§ 呑 快- 


空. 


如- 


四 〇 


念 - 四 一尊 


明 和 三、 三、 三 A 
明 和 六、 三、 廿九寂 

三 六  flS  !■' - - 


四 一一 尊 敎. . 


0 二 眞 - S 尊覺 —— S 尊 龍 —— K 尊 純 


明治 三十 九、 十、 十二 入 
同 四十 四、 七、 三十 寂 


(九 四） 


書辭 名人 家佛本 日 


〇臨濟 宗東山 建 仁 寺 住持 歴代 


(創立 年 時) 七 御門 天皇 建 仁 二 年 (力 
(現今 位置) 京都市 下京區 建 仁 寺 町 


榮 西^^ 一一 行 

逑保三 、六、 五 寂  仁 治 


勇 


退 耕 


琳 


一乘房 


七、 廿七寂 


仁 治 二、 七、 十五 寂 

證 救 _ 

文應 元、 八、 十七 寂 


一一 一道 聖 


三諦房 


t 治 二、 六、 六 寂 


玄 珍， 


大歇 


一一 一一 ) ¢6 顧^— I 四 空 性障 

弘安十 、十、 十二 寂  正 安三、 六、 廿九寂 


了 心 


一 五 圓範 

德治 二、 十一、 十三 寂 


十一、 七 寂 

一 〇辨圓 

正嘉 二、 五、 十四 入 
私 安三、 十、 十七 寂 


禪興 ， 


六、 九 寂 


嚴琳. 


E.S 


四、 廿七寂 


一一道隆^^ーーー紹仁. 


義翁 


一六 


nil 

正 安二、 十二 入 
德饴 元、 九、 廿六寂 


正 元元、 入 
弘 安元、 七、 廿四寂 

一七 德險 _ 

德治 元、 十二 入 
元應二 、五、 十九 寂 


让 長 元、 人 
弘 安四、 六、 二 寂 

一八 宗 鑑_ 

文； 保 二、. 七、 廿寂 


^  ^  ^1—  S  0  ^—1 M  wte—  -- 1  sfer  --  ^  ^1—  -s  ^ 

元弘 元、 七' 廿三寂  ： ：  ： I  .  ' . I  :  ‘ 


元弘 元、 正、 六 寂 


一一 五 居 


嵩 山 


延元二 入、 曆應二 、再 入 
貞和 元、 二、 六 寂 

三 一妙 亂 弓 一 

—— 十二、 十 ' ft' 寂 


吴慈 


高山 


曆應 三人 

貞和 二、 十二、 廿五寂 

76 每 無隱 

貞 和 四 入 

延文三 、十、 十七 寂 


I  一一 - tl 義天幽 —  II 一八 妙 在 

文 和 四 入 

貞治 六、 五、 廿七寂  - 


此山 


永 和 三、 正、 十二 寂 


四 一一 一 慈 永^^ g 圓旨捧 


四 九淸 


貞治 二、 三、 廿三入 
應安 二、 十、 九 寂 
中 山 


貞抬三 、六 入 
貞抬三 、十、 十 寂 

4 石麟 

應 安四、 十二、 十五 寂 


五 〇仁 


嘉曆元 人 

建武 三、 三、 卄四寂 

一一 七竺源 _ 

康永元 人 

康永三 、十、 十六 寂 

憂 光林^ _ 

應安六 、八、 九 寂 

三 九 t 浩 _ 
延文 三、 ra. 、 TT. 入 
延文 S、 正、 五 寂 

四 五良 聰^^ 

貞治 三 A 
靡 安五、 七、 五 寂 

五一良遁^^ 


建武 元、 十二、 十八 寂 

X 宗 然^^ 

貞和 元、 四、 廿：九 寂 

三 四 m 麟 

文 和 三、 十一、 廿七寂 

BO 元 曉 

延文四 入 
貞饴元 、十、 二 寂 

S ハ顏 

貞治五 入 

應 安三、 十二、 二. 寂 

き 曇 生^^ 

永 和 二、 七、 廿七寂 


一一 九 


正慶 一一、 十、 廿入 
春應 元、 十二、 再 入 
曆應 一一、 正、 十七 寂 

智 

康永 三、 A 
頁、 治 五、 八、 二 十 寂 

三 五德見 

觀應 元、 / \ 入 
延文三 、十一、 十三 寂 

si 靈 致^^ 

延文 五、 . A 、 十八 人 
永 和 二、 七、 廿九再 人 
永德 元、 十一、 十八 寂 

四 七 闺 #—1 

貞治六 、三、 - 71 入 
嘉慶 二、 九、 九 寂 

五一 一一 運 芳^^ 

永 和 三、 十二、 十五 寂 


延 元元、 四、 七 入 
延 元元、 九、 廿七寂 

三 〇友 梅, 

貞和 元、 11 、十八 入 
貞和二 、十二、 二 寂 

三 六 善 育-^- 

文 和 三 入 

應安五 、十二、 三 寂 

四 一 一圓 

貞治 元、 四、 十九 入 
同年 八" 再 入 
永 和 元、 正、 八 寂 

四 八 普 在 一 P 

應 安元 A. 

永 和 二、 閏 七， 四 寂 

五 四 良 芳^^ 
永 和 四 入 

至德 元、. 十二、 六 寂 


諸大寺 歴代 幷諸職 次第 (臨 濟宗東 山迚仁 寺) 


書辭 名人 家佛本 日 


C 〇 五） 


諸 大寺稀 代 幷諸诫 次第 (臨 濟宗朿 山 建 仁 寺) 


五 五 周 言. 


義堂 


五六 


月、 レ 


康曆 二、 四、 四 人 
嘉慶二 、四、 四 寂 


t »?-  — ■ 

-、 九、 十六 寂 


ミ 宗任 _ 

永德二 、正 入 


五八 妙决 _ 
永德二 A, 入 


五 九 良 永. 


相 山 


穴 一如 金^^ 六 一一 萄 敦^^ 

I1 S、 廿六寂  明德 三、 十二、 一 寂 
六 七 一 麟^^ 六 八祥 登^^ 

. II S 44 iA 卜 五、—' 

七三 德基 s 梵 亮^^ 

應永廿 r 十、 十四 滾  - 

七 九 妙 夫^^ 八。 闺曇 _ 


六 三 宗古 


靈岳 


至德 元、 人 
至德三 、八、 五 寂 


六。 祖 裔 


竺芳 


應永 元、 七、 廿九寂 


六 四 


.、八、 十八 寂 


，格^^ S 淸瑜 突 周 巳 


心巖 


應永 四、 八' 十九 寂 


六 九 中 3 松^^ - tr o 宗 « 


龍潭 


.II S 九 寂 


應永 七、 十、 廿九寂 


-、 正、 廿一寂 

0  skr 


明德 四、 秋 人 
應永 五、 三、 四 寂 

梵雲 

應永廿 四、 三、 五 寂 


七 五 宗 新^^ -- fcr 六 淸 牧^!^ 七 七 明 K J^^ -b ハ梵芳 _ 


■三、 十六 寂 


八 五， 梵 超^^ 
應永廿 、十 r 七 寂 


、四、 三 寂 

八 六 中 令 障 


八 一圓 伊^^ 

應永 十六、 三、 十四 入 
應永 二十、 八、 十五— 寂' 

八 七 良 楷_ 


八 11 


光. 


日 騷 


八、 七 寂 

S 周 初^^ 八 四 

應永廿 四、 二、 二 寂 


三.、 十二 寂 

j  大 _ 


九 一崇 閭_ 

九 七 全 喜 _ 


八 八 通 恕^^ 

麗猶 II 入 


5: 曇 尹 


耕 ® 


眞玄. 


太白 


應永廿 一一、 八、 廿二寂 


-、 四、 十四 寂 

九 八 周 印 iEL ^: 宗琢 誠 


南宗 


一〇〇 靈彥 一。 一梵宛 itiL  一。 一一 周 仲^^ 

,  永享 四、 十一、 晦寂 


1兀瑾读—一03妙澤^|^1 1 篆±^12ハ良云 


10 九 仁 遼^ L1H 梵 樟^^ ニー 妙 可. 


少雲 


悅堂 


二 11 性 同^^ 

—— 、八、 廿四寂 

‘二一 fg 秀^^  一  H 承 廣^^ ョ坷 菊_  二 八 1M 忍 _ 

永享 九、 十二、 三 寂 


〇 七淸正 一  〇 八 宗 播^^ 

二三 妙 墨^ S 全曉 _ 
二 九 妙 孫 g 梵驁 _ 


(一 五） 


書辭 名人 家佛本  R 


一 一二 性 智^^ 一一 一一 I 情 勇せ 中 

‘ : ' 永. 享 十一、 六、 晦寂 


虎溪 


5 正綸 一  一 X 有 明 


文 翁 


i; 本矩 一一 一四 法 闇-®^.  1 宗茂 S 中 兌. 虎 


一一 一 11 西肇 JiL  i 梵芳 _1— 


一一 一九 大緣 F11I1G 梵粱 _ 

永享 十一' 四、 廿三寂 


§一淸 田 冃釣文 ， 

一三 九 聖最摩 


一—  蓺 

文 安二 寂 


一一 S 弘榮* hnlH 〈、元 WF1 一一 一壽 郁 一ー ー< 妙 河 

—— 、ナ ー、 二十 寂  永享 元、 五、 廿五寂 


東溟 


ダ 


一完寶 動 

永 享元入 


堯天 ■ 


旨 等懋 s 一有 諸-^^ 一四 一一 宗桂 
一四 六 乾 景^^ ls_ 慶，蠢丨1?氷 喜 

永享 二、 夏賜帖 


識遠 


笑 雲 


伯邮 


三 一 建崇磨 r  S 祖稜 

永享 七、 十二 廿三入 


3 M 淳^ L S 龍 派  _ 


永 享 7; 入 


應仁 元、 五、 廿四寂 


文 安三、 八、 五 寂 


正 長 元， 秋 入 
I 、五、 廿六寂 

5 清 禪^^  i 崇瑛 .1— 

寶德 三、 八、 十六 寂 

g 如 憲用章 — 1 五 〇彥洞 1 

永享三 入  - 、十一 一、 二 十 寂 

ii 、十一 一、 廿九寂 

S 妙 守」 逼—一  要 景繕 

永享 六、 十二 入  永享 十一、 八 入 

享德二 、十、 十二 寂 


一老 淸 播^^ 一老 周 M .1I 

嘉吉 元、 八、 廿二入  寬正三 、正、 二 寂 

S 一聖 才^^  S、 尹 _ 


一五九法塽』丧—1友南^^二(一中嘉」 


瑞雲 


一六 一一 


藍 M 石— 


六 五、®^— E (良 墨 一 

寛 正 三、 十 


1; 兀 P  5 、 禀^^ 一交 、舊 _ 


、廿一 寂 


i 氷闊 5 中 冶-借—  5 龍惺_| 


文 安三、 一一、 廿 一入 
寬正 元、 閏 九、 五 寂 


一七 一一 至 廣 _ 

康正 元、 六、 二 寂 


一七 一一 一、 玄^^  S 希闡 _ 


一 4 慶 ilr  5 正英ザ r 至 契 智^^ 吴珠 回- F 一老、 勤 

—— 、四、 三 寂 


_白|一<。、 深 m 
寶德 元、 九 入 


一八 一、 楨 jil  5 曇 種 一  <一 一一 原 松^^— 5 良 存^ L^l<t  柏 5 宗价 _ 

寶德二 、九、 入  .  丨 


享德 三、 三人 
同 二、 三、 廿七再 入 


廒正 元、 人 

享德二 、八、 十七 再 入 


諸 大寺賒 代 幷諸職 次第 (臨濟 宗朿山 建 仁 寺 V 


書： 辭 名人 家 佛 本 日 


(二 五： 


諸 大寺歷 R 幷諸職 次第 C 臨 濟宗東 山 建 仁 寺) 


K 七龍牒 _ 


し =-= 


康正 二人 

文明 六、 三、 十一 寂 


K 八 宗 愈^^ 

再 祿元人 


一八 九 


一九 三、 訓^^  S 景 菊. 


存中 


貞_ 

S 周歡 _ 


一九 〇永 嵩^^ 一九 1 淸 


FK IM S  — 


一九 六 良 伊^^ 
寬正 四、 A 入 


一九 七、 ® ^. 


一究光 韶 一一  § 、 

文 正 元 入 


一一。 五 正 茂^^ 雲 秀瑛屢 

文明 五、 八 入  文明 五賜帖 


§眞 要 障 

-一〇 七、 澄降 


1 0 一一 集 連  _ 


一一 0 三等 章 _ 

文明 四 賜 帖 


一一 CK 宗 象^^ 

交明 六、 六 賜 帖 
文明 六、 十二、 六 寂 


一一 S 中. 隗 


始彥 


一二 一林 凡 司^-一二 一一 永 豐^-— 一二 S 雲 郁^- 

文明 十賜帖  文明 十、 十一 賜帖  文明 十一、 二人 


一一 5 原韶 


春 江 


文明 八、 八 賜帖 

繼章 


文明 十一 賜 帖 


iij 


正宗 


一一 一七 龍統- 

文明 十二、 九、 廿七入 


一一 一八 龍 澤_|  一 I 


明應 七、 正、 廿三寂 


文明 十五、 二人 
明應 九、 九、 廿三寂 


業 


子才 


星 示 穎 S— 

文明 十七、 十一 賜 帖 


i 


喜 足 


文明 十五、 十二、 三 入 
合 浦 


—淸 堅^^ 

文明 十六、 六、 廿六入 


一一 一二 源 梁 _ 

文明 十六、 七 賜 帖 


文明 十八、 四 賜帖 


一一 一一 五永琮 元 鶴 


登瀛 


叔幹 


文明 十八、 四賜帖 
文叨 十八、 四、 十六 寂 


文明 十九、 四賜帖 


S 龍 

文明 十九、 四賜帖 


一一 一一 九 


幢 


斯 芷 


文叨 十九 賜 帖 


一一き 聖壽 一一 一一 一一 德 昌^^ H 一一 {示 亨^^ 霊知 裔 


竺源 


長享 二、 五、 十九 入 


延德 元、 九、 廿七人 


延德 二、 十一、 十六 人- 


5 宗 永. 

r  -  puc  ffm  9  h  ^ 


宗江 


—— 、三、！ 寂 


一臺宗 寧 


淸源 


延德三 、四、 十四 賜帖 


1S  一 集 ® ^^ 

大永 二、 四、 廿四寂 
明應八 、五、 廿六入 

受_丨 


雲 衞 敏^ 集雍 _ 

延德三 、八、 十七 賜帖 
明應 元、 十二、 十八 再 住 

一 i 宗 純^^ 霊 弘 稽^^ 

永 : JE 八、 十一、 八 寂  文龜 元、 八、 廿七入 


一一 三 八、 椿^ — 一一  一一 一九 明 


東牧 


明應 四、 十二、 十三 入 


明應六 、舂 賜帖 


3 七 


永 正 七、 六、 四 入 


明應 八、 六、 廿 四賜帖 

美、 誕^^  i 


I 利 珪^^ 一— 氷 堇_ 

文—、— 帖 


永 正 八、 十二、 七 入 


集. 


大成 


月甫 


永 正 十二、 八、 廿一寂 


碧宗 幹^^ 一一 五一 淸 光- 

永 正 九、 十一、 廿五賜 帖  永 正 十、 五、 十八 人 


5 宗殊 _ 

寬正 五、 - L- 人 
文明 九、 再 人 

露、 眞^^ 


文明 四、 十 U、 一. 一入- 


一一一〇 以 成_ 

文明 十五、 七、 九 寂‘ 
文明 九、 十二 賜帖 

一二 六、 暾 _ 


文明 十二 賜 帖 


一一 一一 一一  i 


兆 


廷瑞 


1 十七、 十一、 十九 


一一 一一 八 孝 辜 


ず 松 年 


文明 九、 五賜帖 


三 一一 一四 


明 應二、 三、 十六 再 住 


龍緣 

ffi l 三、 三、 


未了 


延德 三、 三、 十六 賜 帖 


重 


廣 


慈航 


同 九、 五、 十三 再 住 


■ハ 壽梓 


月 舟 


擊馨 


重 


祝‘ 


融峯 


永 正 十、 十二、 十 賜 帖 


〔三 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


雲 一先 ^ ^^雲永遼—— 

永 正 十一、 二賜帖  永 正 十一、 三、 三 賜帖 

大永 六、 十二、 十 寂 

一一 五 九圓柔 一 He 英偷泰 r 

永 正 十一、 五賜帖  永 正 十一 賜帖 

ーー六五光恩^^ーー突東愈^^ 

永 正 十七、 八、 十二 賜帖  享祿 二、 十二、 十一 寂 

永 正 十八、 三 II 帖 

一一 七 一. f 示 * ml  一 I 良 蔭—— 

大永 八、 三、 廿四人  享祿 二、 五、 八 賜帖 
永祿 四、 四、 十四 寂  同年 七、 十六 再 住 

一一 七 七 端 益‘ i 厂一 1K 宗賢 1 明^^ 

天文 四、 七、 廿三 RI 帖  天文 五' 科 賜帖 
同 六、 六、 十九 再 住 


臺林凡 伊」 4— 

永 正 十一、 三' 四賜帖 


康 3T 


■如 泉-® 

永 正 十一、 三、 四 賜 粘 


i  克 If 一  m 

永 正 十一、 五 晛帖 


一一 五八 


鑑 


湖 月 


永 正 十一、 五 賜帖 


5 祖藝 ^^3 龍 崇 


常菴 


一一 六 七、 貞 

永 正 十八、 四、 廿八入 

S 一永 果一 r 

i 早 祿三 、五、 廿 一入 
天文 十一、 八 寂 

驢 雪 


永 正 十四、 六、 三 入 
天文 五' 九、 五 寂 

一一 六 八 眞慶 5 

大永三 、七、 廿 四賜帖 


S 淸祐， 一 i 慈 光； 总— 

永 •止、 十四、 七、 廿九 抖帖 永 正 十五、 一 r ll- 三人 


4 ，靡 f— 


一一  S  洞 丹 br  一一 jl M 瀏-障 


11 七 九_ 


天文 五、 秋 隅 帖 
同 十、 八、 廿七再 住 


天文 元、 十二、 賜帖 

一一 八 〇惠章 玉-降 ：： 
天文 五、 閏十 、十九 賜帖 


天文 二、 八、 十八 人 
天文 十二、 七、 廿九寂 

3 乘彭— 

天文 六、 秋 入 


端 承有自 

大永 五、 五、 十 人 
大永 六、 七 ■廿五 寂 

— 一5 賢 昌^^ 


2洞 1111 ,1ド_一 5 壽戬1严_2永淳_—3光 « *^2永恩障 

ん？ フ i  驛 S5 十一、 廿七人  s K ^ r g  十、 夏賜帖 g ^ is aA 

S 聖慶， 多 東 逋_.—  $ 永 雄 Nrs; 宗许 ㈣室 

元龜二 、五、 十賜帖  天 正 五、 十： . t. . . 


一一 八 九 永 

永祿 十二、 十一、 四 入 


■十一 人 


慶長 、七、 力、 十六 寂 


天 正 十六、 十二、 十五 寂 


S 紹 益^^ 

慶以 十一、 三、 十三 入 
慶 安三' 八、 廿二寂 

号二兀 寅^^ 

寬永一 一、 八、 廿三人 
寬永、 三、 八、 二 寂 


1 ハ 正 精 


進 月 


K 長 十三、 十、 廿七寂 

$ 東銳 5 玄轍 兀乘 b 

慶長十一ぐ十一、十三人  璦長 十五' 十一、 廿三開 帖慶長 十五、 三、 廿七入 
虔長 十二、 五、 九 寂  寛永廿 、七. 廿四寂 

i 一永 洪—— 霊 紹柏 霞 紹善 JMI 霊 祖昶 _ 


gls 入 


寬文 七、 十二、 廿寂 


明曆！ ： ' _. 、 十五 開 帖 
寬文 t 三、 六、 二十 三 寂 


天文 二、 七、 廿六 賜帖 

一一 八— 玉-^- 

天文 十二. 八、 廿 七 入 
天文 十八、 八、 廿三寂 

一一 八 八景 秀*^ 

天文 廿一 、五、 廿五人 
天 正 八、 十一、 十八 寂 

15 慈 稽 J51— 

慶長 十、 十一、 / \ 入 
寬永 十、 九、 五 寂 

雪中 達^ ^ 

寬永 一一、 六、 廿入 
萬 治 3 、三、 二十 寂 

f ハ 通 憲^ _ 
萬饴三 、十、 廿五入 
天 和 元、 十二、 廿二寂 


雪 正鉄屢 —一 一一。 <玄 瑞 


義灭 


雲 外 


ll lg sl 灘 


寬文 七、 十、 開帖 
延寶 五、 九、 八 寂 


傳宗 


li 慈 篤 紹的 

元祿 五、 十、 十五 開 粘  元 祿 九、 四、 十九 開帖 

同 六、 一一、 廿五再 住  寶永 四、 五、 十二 寂 
享保 六、 五、 廿九寂 


一霞 東晛以 成— 一一 一一  C 東竺 

延寶 元、 十二.、 八開帖  天 和 三、 三、 六 開帖 
貞享 二、 四、 廿四寂  同年 四、 廿二再 住 

享氓 十五、 四、 十一 寂 

S IS 譚洪 基， 


明曆四 、三、 十五 開 粘 
寬文 八， 六' 十 再 法 
寬文 十一、 八、 晦寂 

一一 三 宗 植松堂 —i 二-一 慈 障， 露 

•!  :  :  •  元祿 二、 二、 五開帖 

同 五、 三、 廿再住 


晒 S 


一 i 永 集. 雲 P 

寶永 五、 四、 十三 開 粘 
同 六、 三、 廿二 W 住 
i 保 二、 五、 八 寂 


正德 元、 六、 十四 開帖 
享保 三、 三、 一 寂 


3 宗徵 1- 

正德 元、 六、 十四 開帖 
享保三 、三、 廿四再 住 
享 保 - r 五、 正、 十二 寂 


元祿 七、 閏 五、 廿 H 寂 

三 一八® 

正德 元、 六、 十八 開帖 
亨保 六、 三、 七 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗東 山 建 仁 寺〕 


書辭 名人 家 佛本白 


(四 fi) 


,, 諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 X 臨 濟宗東 山 建 仁 寺) 


三 一 暴 勳. 


全 室 


弓 一。 東— 養 
享保 十一、 四 


拙菴 


一一 一  11 一 


大隋 


雪巖 


同 十七、 九、 廿五再 住 
元 文 四、 六、 十六 寂 

北硼 


¥. 保 七、 k、 廿 三開帖  享保 十一' 四' 廿 四開帖 
同年 五、 廿五再 住  同年 十一、 十三 再 住 
享保 八、 十、 十四 寂  元 文 元、 八、 六 寂 

養 紹訊 一一 一ー ニ叠 沅^^ 這 道： 

享你 二十、 閏 二、 廿七開 帖享保 二十、 閏三 、廿七 開 帖寬延 三' 十二、 四 開 - W 
寬延 三、 二、 廿二再 住  元 文 四、 十、 廿九再 住  寶曆三 、九、 十一 j 再 住 
節曆二 、五、 廿寂  寶曆へ 丸、 is  明 和 一一 一、 丸、 1K 叔 

M 1 竺‘津 雲 慈 穆 霊 紹菖 

寶曆 十二 '' 一一、 十九 開帖  寶 S? 十二、 三、 十九 開帖  明 和 元、 十 〔廿. 一. 開帖 


-isr. 子 k ‘十 一,、 四、 廿 四開帖  享保卞 一、 四、 廿 四開帖  享保 十一、 四、 廿 四開帖  享保 十六、 五、 八開帖 


i、 1 寂——: K 網 住 

一叢 玄 # ^ ^ 一一一一一一八 慈 侃— 


安永 四、 八、 四 寂 


一一 一 1一<彥注^^ 

寬延三 、十二、 四開帖 
明 和 元、 八、 二 寂 

三 三 四 中 

安永 六、 三 廿 九開帖 


元 文 四、 九、 六 寂 

一一ー ミ 覺 ffi — 


一一 一一 一一 


同 十九' 十一、 廿三再 
佳、 延享 四、 十、 四 寂 
永 明 


寬延三 ，十二、 四開帖 
寶曆 五' 五、 十 寂 


孝. 


寶曆 四、 六、 廿二 開帖 
明 和 六、 八、 廿六寂 


一一 憂 東 唆^- S A 見 暹 


海山 


大有 


天明 五、 三、 廿五開 帖 
寬政 八、 一一、 廿九寂 

霞東緝 磨广 

交 化 三、 四、 開帖 
文政 三、 三、 十三 再 住 
天 保 七、 十二、 廿六寂 

養紹 衍^^ 壹 C 玄曉 -F 


天明 五、 三、 廿五閛 帖 
寬政四、九、廿二寂 

靈紹 辨 ？ 

文化 三、 四、 開帖 


_彥 端 S 玄宴 

天明 五、 三、 廿 五開帖  寬政 六、 十、 廿 五開帖 


一靈玄 珠_ 

文化 九開帖 


i ハ 玄賦摩 

文政 七、 三、 開帖 


文政 十二、 十開帖 


天 保 十、 十、 開帖 
同 十三、 九、 再 住 
明治 十九、 一、 廿一寂 


安永 六、 三、 廿 九開帖 
同年 九、 五 再 住 

一一 一四 一玄 一諦 P 

寬政卞二、四、七開帖 

i 通 銓^ 

文政 七、 1 一 r 賜帖 
天保二、 /\ 、十九再住 
天 保 七、 十二、 十九 寂 

雲一紹 穎-萬— 拙— 

弘化 四、 十、 六 開帖 


安永 六、 二、 七 寂 
安永 六、 三、. 一賜 帖 

一證 中 偷_— 

文化 三、 四、 開帖 
同 七、 正、 廿七再 住 
文政 元、 八、 二 寂 

一一 S へ 慈 保^ ^ 

文政 十二、 十開帖 
灭保三 、九、 五 再 住 
文 A 1i 一、. 三、 四 寂 

一 雲 慈 穩了 1  堂— 

嘉永 四、 四、 十一 開帖 
明治 十七、 七、 十五 寂 


霊 宗纤 雲 東璋 I 慈 英^ L 璧 八東俭 雲 紹球 一一 § 紹材 m 

一 i 慈韶 三 六 一一 東循 ^_三 六 三宗 拙,^ lg 慈 運^^ 三 交 古鑑 ^_三六 六 眞乘 m 


i 義 禎^^ 奏八祖 


(五 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇臨濟 宗巨福 山 建 長 興 國禪寺 住持 歴代 相模國 鎌 倉 郡 小 坂 村 

一  一一^ 11®—  三  一  0  紹仁 五 a Tfl JL  六道 然 

'私 安元、 七、 廿四寂  '至 元 十三 十一、 廿四寂  正應二 、十一、 晦寂  1 、六、 二 寂  弘安 九、 九、 三 寂  正 安三、. 十二、 六 a 

七 覺圓 < 空 性 痴鈍 i 九 道 海 Is r o 1 1 寧」 h 一一 子 曇^^ 二 一圓 範—— 

德抬元 、九、 廿六寂  德诒元 、六、 廿八寂  延慶二 、正、 八 寂  元 保 元、 十、 廿五寂  德拾 元、 十、 廿八寂  德抬二 、十一、 十三 寂 

一三 葡- 明— i— 一四 顯 日- 8 I 一 五 德儉㈤ r 一六 弘會 1 —一七 世 源^^ 一 八 惠日 te r 

延慶二 、十二、 廿九寂  正 和 五、 十、 廿寂  元 確 三、 五、 十九 寂  元應二 、八、 U- 八 寂  元亨 元* 九廿 、五 寂  曆應 三、 4 •、四 寂 

一九 道！! ; M b—  1 0 士  1  一! 一二 德  一一 一一  H 明  r  一一 四^ >  安せ 崖： 

元應 元、、 三、 二  正中 二、 十、 七 寂  建武 元、 十' 十八 寂  曆應 二、 正、 十七 寂  建武 11 r 九、 廿七寂  建武 三、 七、 廿三寂 

一一 五 m 輝- 一一 六 惠 {示， ir  一一 七 居 中！^ _  ーー八聞 1§ ,肯_山|一一九||^-^:11_ーーー0妙環.1^_ 

建武三 、三、 廿四寂  貞和二 、十、 晦寂  貞和二 、二、 六 寂  貞和二 、八、 二 寂  貞和 四、 七' 十六 寂  文 和 三、 二' 十八 寂 

三 一 襌 鑑^^ 一一 一一 一永 璣 一一 一一 一 一士 曇 味 r 一一 一四 正 因 明 岩— 1; 素 安 ±±广1 = 璁 秀陶— 

文 和 四、 十一、 十八 寂  良 fri 四、 五' 六 寂  貞诒 四、 十二、 十一 寂  良 诒 四、 W、 八 寂  頁 和 元、 十、 廿寂  I 、二、 廿七寂 

一一 一七 可 什^^ 一一 一八 印 元^^ 一元 士永^ ^ 四〇法 听- ii r 四 I 宏 潤 8 —四 一一 卜 P 

良抬二 、十二、 八 寂  應 安七、 正、 廿四寂  應安七 、十' 九 寂  應 安七、 九、 廿四寂 

四 一一 一一 S0 友 丘-凍 林-,- 1 士啓屢 — S 光 一- 歷—  B -fcr 元 圭^^ ^ 普 在^^ 

至德 元. 八、 廿五寂  應 安七、 四、 比 一 寂  應 安七、 九、 十八 寂  永德三 、九、 十六 寂 

四 九 Tli 能^^ 五 〇日 1 ^ 英^ L 五一 林芳 Im r 五一 一妙 庶^ L 五： 一一 全快 五 a  —— 

永 和 三、 九、 十一 11 寂  永 和 三、 十一、 十 v 寂  永 和 三、 八、 廿二寂  至德 元、 八、 十四 寂  嘉慶二 •、八、 十三 寂 

諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗巨 福 III 建 長 興國禪 寺) 


書辭 名人 家怫 本  日 


(六 五） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗互 福 山 建 長 興國禪 寺) 


へし 


五 五慶芳 芸法 穎^^ ^ 周 誓 hr 五八 慶圓 

康應 元、 十一、 七 寂  —— 、十一、 七 寂  —— 、十一' 六 寂  — 、九、 十六 寂 

六 一妙决 さ 一應世 iM^ s 存圓 m^ s 興 伊 _ 

—— 、八、 十三 寂  —— 、三、 十 寂  —— 、四十 一 寂  , __ 、七、 十九 寂 


六 七 性 珍 八 等 益 ^ 法 方 ±^き 希徹障 

、六、 十一 寂  — 、二 •廿二 寂  - 、十、 十三 寂 


五 九 「周 應^^ 

- 、九、 七 寂 

六 五 元 聃^^ 
—— 、正、 九 寂 

セ ー文 昱^^ 

應永廿 三、 - 、 廿三寂 


六 〇  俊^^. 

應 永 九' 八、 十二 寂 

六 六 曾 海^^ 

—— 、六、 廿七寂 


七 一一 一 曾 可 涅 保譽 JiiL 七 五 M ハ w ^L -tl 六 聞 光 障 

—— 、正、 廿六寂  —— 、一、 十三 寂 


七 九 素 大^ IL 八 〇中泰 八 一^-^:^ 八 一一 應 00, 
—— 、八、 廿四寂  —— 、八、 廿四寂 


七 七 圓 方^^ 

八 一一 一如 春 _ 


日峯 


八 五 令聞^^ 八 六淨林 八 - tl 法 慶^ L 八 八方 聞 J^ * 法 朝 

* 

九 五 圓樣障 


七 一一 得 哲^^ 
七 八 禪能摩 
S 妙 年 _ 
き 等 海 _ 

九 六 良 忍^^ 

一 〇一 一孝 


九 一元 禮 九 一一 資菩 ^^ーーー全角，^ ^ _|謹_ 

九 七 梵亘 ——穴 中 亮^ L ^ 元陳 J^iL o o 長會 一〇 一等 暾障 
一 〇 一一 一中 申_._ ..  一§ 有 貞^^ 藍 曾 顯^ ^  S 曾 尹^^  § 壽彭 1。<-裔 順 降 
S 淸 睦^ ^  i 中 季^ L ニー 應符 ニー ー 總暉 5 妙 龍^^  一一 a 禪三捧 


5 元 統^^ 二六等 睦^^ 1 一春 擇 一八 貞 察*^ 一一參 端^^ 一一  10 周傳 1 


別宗 


應永 十八、 二、 十九 寂 


(七 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


•  r  丨 


一 ill 中訢 5 自嚴 i 一 巨 幢^ M!..  S 周 壮^ L  1:5 榮 m ハ自欽 障 


5 永 旭 _ 

S1 聞 爾^^ 


一一 一八 守 祈 口^^  1 1 日 妙^^  S 寳 梁^^ 二 一一 一芳 統. 


一  P BS 才  _ 

永亨十 、十、 十九 寂 


i;ir it ip 


一 五一 中 ®l, 

I— 、五、 四 寂 


一 五七存 松^ ^ 
延德三 、十一、 廿三寂 


S1 德 


香 林 


一六 九 乾 瞳^^ 
—— 、十二、 十一 寂 


一七 五僧 菊^^ 

永祿 十、 九、 四 寂 


萬宗 


S 中 曇^^ 臺本 雄^^ 海 法 永^^ 一一 一一 f 梵 淳^^ 

永亨 五、 十二、 晦寂 


g 要 賢^ ^  m 一士 呈^ L  is 一充 察^-  i 一心 正 障 

—— 、五、 十七 寂  —— 、五、 三 寂 


S 六 得 光^ L  |笔 用 尊^^ 10<德 瑛^^ 1 党德永 _ 

寶德三 '二、 十一 寂  寬正 六、 七、 廿寂 


墓 妙 喜^^ 一 1: 宗嚴 一吾 铳 厝^^  - 畺 顯正隹 

— 、四、 一 寂  — 、十' S ハ a 


一秃妙 繁_ —一芫 得' 公子  1 紳| 一六〇 顯朝 一六 一景 祐 m 

~7 ■■、七、 七 寂  - 、五" 廿三寂  - 、十、 十六 寂 


一六四英_^^1^菱梵壽^|^‘一をハ全了^11^| 5 兀 徹库 

—— 、八 ' 寂 


S 昌 忠^^  m 玄澤 5 祖 祥^^  3 顯材障 


一七 六 # 义^ ^  i 宗 祐_— 一七 八 單珠 一 七 九薆頃 m 

永 正 十四、 十一、 廿三寂  寛 永 十二、 四、 廿寂  明曆 三十 1 、廿五 寂 


5 等 梵^^— 

應永 十八、 八、 十一 寂 


一三 八 阿由^^ 
一四 四統 王^^ 

1 世、 睪 


一 1 咼一  i— 

文明 二、 八、 廿四寂 


H ハ 蠡騰」 


竺雲 


一六 八惠楝 _ 


5 P 靜 


§ 元 一良^^ 

明 曆 三、 四、 十五 寂 


一八 一碩寬 

寬文 十二、 十、 廿九寂 


一八 一 1 德 5 碼 珉_|  5 玄廉 S 惠祥障 

寬文二 、四、 廿七寂  延寶 四、 正- 卄寂 


一八 六 頂 東_ 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗 百 福 山 建 長 興國禪 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 五） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 齊宗 巨： 幅 山建艮 興國禪 寺) 

一八 七 崇寬 i<< 德湛 5 道 杲^^ ‘  I 玄嚴 を 禪挂 5 僧 安-虎-— 
一九三玄 琢^^一^  5惠 通Jis^ 荃玄 彭^一^  5碩 信-HL  5元 東—^^ 买僧 俊 
5 慧然 一  1§ 正徹 碩 誼^!— 重 禪無 ^ILg 一惠 超_|§ 德祥 .P,— 

重須跋 雲 惠 亮 —fr.  一一  〇 七 子  一 ^1 讒！1一〇八 一 民^ ^ 一一  m 德均 一一 〇 兀 顯 .晴 

一三 顯周 德 聞^^ 一一 一一 一一 禪提 一一 一 g 碩才 玄實 一 H、 宗和 if 
一一 一七 頁英 一二 八 元 苗 一一 一九 法 演^ 一 i 存胤 JMLi 元 惠樞 
i 子牧 一 g 元 志 霊 碩敬 晝兀云 JIL  5 惠鎭 惠 眼^^ 

-SOS  ster  S0  ^sr  1 ^  ttkr 

獨 2 道 周— p, {兎 宮 p 雪 庭 — 讓 山) ！ 一一. 智 良^^  (舜洲 —— 源 鶴 ！ 

景猷 ^ 萬 拙 —— 宏山 —— 璞洲^ ^ 通 翁 —— 1 :隨 —— 藍 田— 壽山 —— 城 山！ 
、 、 .—— 宗州 —— 修道 I- 玉 圓——‘ -峨山 —— 元 志，—— 彭澤 —— 維 明 ^ ^ 龍 淵 —I 


.  I 


藏專 文敎 i— 仁 宗——德 山 —— 弘道 —— 容道 —— 虎 岳} 


壽 山— 


. .14 


- -  ■  :  .  '  ■  ■  •■: 

諸 大寺歷 代 幷諸職 次 濟宗巨 福 山 建 長 興 國 禪寺ン 


_ _ _ _ 


1 


h  -  ■  - - . . 


L 


書辭 名人 家佛本  日 


(C 六） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗慧 日 山 東福禪 寺： 


〇臨 濟宗慈 日 山 東福禪 寺 住持 歴代 


圓爾 


雛 ?® ! 


無爲 


一一 一一 嘉献 


雪 舟 


永 和 元、 九、 十五 寂 

一一 一 - fcr 心 凉  P 

應 安七、 八、 八 寂 

四 三 靈 見^^ 

應永三 、三、 廿三寂 


兒素璩 


5 二  — 

在 n 


至德 元、 三、 十二 寂 


照|凍1山— 

IE, 應 四、 八、 八 寂 


一一 一 並 日 1 抽 i 


3  , 

正應 四、 十二、 十二 寂 


白雲 


七 昭元 

應長 元、 五、 十六 寂 

一三 處 謙^_ 

元德 二、 五、 二 寂' 

一れ 禪海 P 

文 和 元、 七、 十八 寂 

二 五邵 元^^ 

良 饴三 、十一、 十一 寂 


琛 海. 


r 月 船 


應長 元、 六、 廿六寂 

一四- r 示 ㈢天 _ 

正璲 元、 八、 廿七寂 


大 惠 


痴兀 


正 和 元、 十一、 廿二寂 


四惠曉 

永 仁 五、 十二、 廿五寂 

一〇智瓯^^ 

元亨二 、四、 十六 寂 


一 丑 師 錬^^ 5 幺 侃. 


直 山 


一 貝 和 二、 七、 廿四寂 


一 〇 義冲 ニー 了 愚 


文 和 元、 正、 十一 寂 


卍菴 


一一 六 士 

良 治 三、 七、 七 寂 

一一 一 I 一士  偲^_ 

應 安三、 六、 一 寂 

三 八 知 ff _ — 

—— 、九、 五 寂 

■寶洲 

永德二 、十一、 廿为寂 


觀應三 、四、 六 寂 


定山 


式武 四、 八、 一 寂 

一一 一二 鞏 !0 h 

延文 五、 I 、 十二 寂 


吾 私 


明 


大方 


明徳 元、 七、 十三 寂 


一一 七 祖禪 

應 安七、 十一、 廿六寂 

三 三 源 深-^ — 

良 饴 二、 四 廿六寂 

一， i  薰 F 

應安 六、 -1- 一、 十一 寂 

四 五 利 涉處— 

至德 元、 閨 九、 十三 寂 

五一 祖 

—— 、十二、 七 寂 


一一 八 


以 


大道 


應 安三、 二、 廿六寂 


0  ft 

—— 、二、 八 寂 

四 0 m « iMi_ 

應 安七、 十一、 二 寂 

s< 義麟㈣ P 

至德 元、 二、 八 寂 


五一 一知 iff . 


笑 岩 


至德 二、 九、 十七 寂 


五惠 sfen 

正 安三、 七、 九 寂 

一 一士  雲^^ 

建武 二、 十' 七 寂 

一七  士  ftter 

康 安元、 十一、 十一 寂 


一一 三 至孝 

§1、 正、 十一 寂 


一一 九 ± 昭 


戀羽 


延文 五、 十一、 四 寂 

三 五士承 1 


S1 景仰 _ 

應安三 、五、 廿八寂 

S 上 東 _ 

至德 元' 八、 廿五寂 

1 芝 玉^ L 

明 德一一 '七、 十五 寂 


藏山， 


六 膜 空 

延慶 元、 五、 九 寂 

一一 一宗 源 

建 武二 、十 I 、 廿二寂 


一峰 


一八 


貝 和 五、 九、 廿三寂 

一一 四 慈 均_ 

良 饴三 、九、 十六 寂 


三 〇 


淸 


無 夢 


瞼 安元、 五、 廿四寂 

㈣ 了 紀^！ _ 


5 芝 丘 _ 

—— 、十、 五 寂 

四 八 師 振^^ 

至德 元、 十、 十八 寂 

五 四 玄 .柔^^ 

嘉慶 二、 五、 廿七寂 


(一六） 


書辭 名人 家佛本  日 


五 五 長 遠^^ ^ 

明德 四、 十二、 十七 寂 


六 一 祖旭 ■ 


日 東 


應永 甘、 四、 五 寂 

六 七 健 易 _| 

廢 永世、 四、 十七 寂 


S ハ士 綱^^： 長齡^ 

寧 氷 八、 十、 一 寂  _永 7; 、十、十三寂 

さ 一希 讓^^ 一一 一通 量—— 

應永十 、三、 四 寂  應永 十六、 九、 廿九寂 

六 八 了 喜 兗 靈瑞 11 


五八 祖濬 Mr 竞 宥恒 -mr 夕韶奏 hr 

應永 十二、 八、 十七 寂  應永四 •十一、 十一 寂  應永 十一 一、 十一、 十一 一 寂 

六四祥 秀^^ 六 五 曇 春^-六 六 九 穎^ ^ 

應永 十一、 七、 二 寂  應永十 五、 二、 廿寂  應永 十五、 十一、 六 寂 

七 〇明昶 金 叫. 丄 一昌 誅^ L -b 一一  允 禎—祥 JL 

!1 永 廿 、十一、 十三 寂  應永 十六、 五、 二 寂  應 永 - t- 七、 四' 三 寂 


七三 見 剛. 


直宗 


應永 十七、 四、 廿八寂 


七 四宏： & 隱 一厂 

應永廿 七、 四、 廿三寂 


€ 通知 _ 


應永廿 、五、 十 寂 


七 六 明 中 '? 岳— 七 七 玄冲 _ 

應永廿 七、 八 廿七寂 


K 明 東^^ 

應永廿 八、 五、 九 寂 


七 九 原冲 te r 八 〇方秀 八 一通 衍 味 


1/ 


應永廿 八、 九、 廿一寂 

S 令 在^- 

應永廿 二、 正、 十 寂 

九 一玄 晴屢— 

應永廿 七、 十、 廿二寂 

九 七 祖 恭^^ 

一—  堅^ _ 

底 永 卅一 、十一、 四 寂 

一 〇九齊 遠^^ 


二五 充 善 _ 

亨德 二、 十二、 四 


應永卅 一、 こ、 三 寂 


應永 十八、 十二、 廿寂 


八 六 祖興 八 - t 濟高 

九 一 一景 存ま r き 士遵 

九 八 光 堅^ ^ 究會 0fil 

g 明識 一£ 珠 0,0— 

應 永 - Rf 五、 六、 十九 寂  應永廿 六、 六、 九 寂 

一一。 永 瑶 三 明 00— 

正 長 二、 正、 十四 寂  永亨 六、 十、 十 寂 

5 一棟 二 -- ts 壽范 

永亨 八、 八、 十四 寂 


八 一一 祖 蘊^^ 八 i 一 一祥 學^ ^  - 八 四聖 ® 

應永 十二、 六、 十七 寂  應永廿 八、 十二、 廿二寂  應永廿 七、 正、 廿一寂 

八 八 豐鹩 八 九 性 知 九 〇宴 洪^^ 

永亨 十一' 六、 Itt- 寂  應永廿セ、 2: 、廿六寂 


九 六 良鑑度 I 

永 亨 九、 五、 八 寂 


会靈 知_—空 大麟ド 

應永廿 六、 一一、 十二 寂 

一 〇〇祖 燦^  — 101 善 洞_— 

應永廿 七， 十二、 廿一寂  應永廿 八、 七、 廿八寂 

10六僧_^^运令 雅^^ 

應永廿 九、 七、 十六 寂 

i 啓 洪^^  一一 & 輔 

永亨二 、九' 廿四寂  文 正 元、 二、 六 寂 


i 誠心 _ 

一 0 八 通 廣 m 


二八聖 香^^ 云 法 揚^^ 

文 安二、 五、 十九 寂  永 亨 四、 十、 甘 九 寂 


5 大緣 

永亨 十一 21、 廿三寂 

ニー 0 永  sfe— 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗慧 日 山 東 福 禪寺) 


書辭 名人 家佛 本  日 


(ニナ 〇 


諸 大寺歷 代幷諸 纪 ( 的 濟.： ホ 慧 日 山 東 福禪寺 ： 


5 大 秀 ， 


永亨 五、 三' 廿五寂 

ご I 七 園 ffii— 

■嘉吉 三、 七、 五 寂 


11 一一 一一 一永 原. 


中 川 


嘉吉 三 ' 1、 十四 寂 


一  i sll 


平 川 


-四 五禮浚 

# 祿 1 ― • 六、 六 寂 

S  一宗 1% _ 

寬正 五、 八、 廿四寂 


一六 三 一 


騮 


快 菴 


文明 六、 七、 卅寂 


i  一一 一  1 


•こ 


弭 可 


永 亨 九 ' ハ廿七 寂 


I 一一 三、 レ 英 

永 亨四 、六、 五 寂 


S  士 鏡 _ 


慕 吉元 、正、 r 四 寂 


5 宗 


永 亨十， 三、 十六 寂 


一一 一 


遺- 


IIIL -3- 


文安六' 5 、九寂 


星 P 紫 


琴 江 


文 安元、 八、 十一 寂 


- 三 〇以 篤 


信 冲 


一三 一 


寶德三 、十、 一 寂 


芳- 


桂 


si 


一一一 一一 一 


文 安二、 十一、 1 叔 


籌. 

慶. 


主 室 


f 章 


一三 四 一 


bA 

it 


46 耕 


應仁 元、 二、 廿二寂 

一 §濟 準 P 


一三 五 慈 超^^  一  I1H # 洵^^  S 玄嚴. 


季享 


長祿 二、 十二、 廿七寂 

一四 一方 # ^^ 

康正二 、七、 甘 二 寂 


文明 十四、 三、 廿六寂 


县祿 元、 十 H、 廿五寂 


- 寬正 四、 正、 廿三寂 

一三 八昧 o«' M ^- 


1 


X 久—篇 . - 目 長 柔^® 


亨德二 、三、 十一 寂 

一 五 意 龍 m 

文明  <、三 寂 


康正 二、 十二、 十三 寂 

1五一！一 爲學 

文明 元、 五、 十九 寂 


望建冑 i 光 滑 目 # 玄^^ 

文明 二、 一一、 廿 一一 寂  文 安 六、 四、 七 寂  文明 六、—、— 寂 


I 四九禮 才^^一  五 〇宗 育 

寶德 四、 六、 六 寂  寬正 五、 十一、 廿二寂 

一 1: 永 春^^  一 S 兀 修^^ 

文明 二、 五、 廿九寂  文明 十六， 西、 廿八寂 


一四八む |1 -^ 
县祿二 、六 六 寂 

S 超榮 > 


文明 二、 十一、 卄寂 


一 五 七 元 佐^^ 一芡聖 


-凌堂 


應仁 元、 八、 十 寂 


文明 二、 四、 廿五寂 


g 令 諸^^ 

長 亨元 、十二、 十六 寂 


一六 丸 妙 深^—  5 正 好^^ 

文明 八、 三、 甘 六 寂 


一 五 九士 原^^— 兀作 ニ ハー 宗綱 

S 光 喘 _ 

文明 二、 五、 十七 寂 

一七一 桂 ® ^^ 


天 覺 


5 祖章 


血 ハ 


文明 十六、—、— 寂 


一 墓 1E 佐 5 珠珍 i 宗霖 


ff 睪 


文明 十四、 七' 五 寂 


文明 十六、 四、 卅寂 


長亨 二' 十一、 十四 寂 


一六 六正豫 5 惠 0^— 

文明 七' 十一、 十五 寂  文明 元、 九、 廿一寂 

5 元 郁^^  5晉 慶^^ 

M 十一 ご - 寂 

一 K 智 音^ L 1 七 九 生 音^^ 

明應三 、十、 十三 寂  永 JI- 元、 八、 二 寂 


一六 八 見 進， 


* 淸 


一八 一光 松^^  5 示 敦^ L  S 一惠 徹味 h  一 £ 寸澤 5 長 璆 


文龜 三、 二、 甘 六 寂 


玉_ 


大永七 、四、 五 寂 


永 正 四 ■五、 廿七寂 


永 正 十七、 十二、 一 寂 


文明 九 •八、 一 寂 

一七 四大淑 一 P 

文明 十九、 八、 七 寂 

ズ〇 希 果^^ 

文 龜二 、九' 四 寂 

一八 六 景 厝^^ 

永 正 五、 八、 廿一寂 


〔三 六〕 


書辭 名人 家佛 本日 


5 令 偉^^ X ハ 利 寅 m 

永 正 四、 正 十八 寂  永 正 三、 九、 二 寂 


八 九 慈 暘一 p  |を 惠澤 5 東 梁^^ 一 一惠 心 


竺峯 


一九 三景 允. 眞 1 5 周 龍， 


雲叔 


一空 ft 玄屬 

享祿 三、 1、 ' 叔 


一九 九 善 叢 1 0 0 光粦 br  一一 〇| 宗場 _ 

天文 十、 十二、 十四 寂  天文 五、 六、 十四 寂  享祿 四、 五、 甘 三 寂 


1H 五 令 松. 


高 岳 


一一 0 六 令. M i  守 仙 _ 

天文 廿一、 三、 廿ーー 寂  天文 十五、 十、 一 寂  弘治元 、十' 十二 寂 


一 1 光 秀 


蘭圃 


元 II 三、 十一、 一 寂 


一三 一光 璞^^ 

天 正 十九、 三、 四 寂 


一二三 宙 .c. J^u 


竹 雲 


天 正 七、 八 三 寂 


5 令 見_—一|一<永 哲^^  |||%艮 玉は r 

天 正 十七、 十、 廿九寂  慶長 八、 六、 十二 寂  天 正 十三、 正、 十 寂 

一一一一一一一 守 藤_ :言惠 靈^ l  一ー ーマ 1| 1_ 

元 和 七、 七 六 寂  慶長 五、 十、 一 寂  元和元、セ、廿寂 

一一 一一 九永濟 言 令 柔^^  5 光 欽^ ML 

慶長 十七、 二、 九 寂  寬永四 、八、 七 寂  寬永 元、 八、 十一 寂 


賓玄 召^^  一  1111 六 永 ft . 


雄峯 


寬永廿 、四、 廿九寂 


寬永 十五、 七、 十三 寂 


永 正 十七、 八、 六 寂 


1 1 1S 鏡^^  5 瓚光 


天文 三、 十二、 十六 寂 

il 光悅 _ 

天文 七、 十、 九 寂 

110 八 見 橘 

天文 廿一一 、九、 九 寂 

IIIS 龍 喜^^ 

文祿三 、正、 三 寂 

一一き 圓 侃_ 

天 正！、 三、 十三 寂 


圭 TTJ 


天文 三、 十二、 十六 寂 


=el 令從 S 


111 


天文 三、 六、 十一 寂 


永 正 十五、 三、 五 寂 

一ん 八智 光_.— 

享祿 三、一 ■— 寂 

祥廓 kr 

天文 四、 西、廿 八 寂 


一一〇九 東 g 

天文 廿 一、 


ー ヽ叔龍 


一、 十八 寂 


一二 一 


古子 大痴 

ニー ー 卩 


一 ||五光爲_ 

天 正 五、 六、 六 寂 


一二 六 善 章 JP IJ1 


天 J!-. 十四、 五、 廿二寂 


§ 令 憩』 h 一一 一一 一一  聖澄 


慶長八 、七、 廿三寂 


一一 一 1 六 玄良^ ^ 一二 1 七靑韓 _ 


儿和 四、 十一、 十五 寂 


一  |  一一 一  |一龍 玄  _ 

寬永二 、二、 七 寂 


元 和 七 • - 廿五寂 

一一 員義 格^^— 

慶長 十四' 四、 廿三寂 


磨 5 11- 、七、七寂 

一一 一一 八 光澤 

慶長 十四、 七、 廿二寂 

霞 明 知^^ 

寬永 十、 九、 十 /\ 寂 


一一 一一 一靈  0^— 

寛 永 十九、 十， 廿九寂 


一一 三 八圓 旦^^ 

正 保 四、 九、 廿三寂 


一一 三 九圓 育」^^ 碧 大官 一. 


虎 伯 


寬文廿 、十一、 十一 寂 


寬文 十三、 九、 十七 寂 


ttte—  SM  gter  0^  0^F—  shr  ste— 


一四 七慧 忠^^ 貢 大良 愛 龍楚 JiiL  一 i 宗宴 言 智 達^^ 霊 士全 


湘山 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗慧 日 山 東福禪 寺) 


書辭 名人 家佛 本 日 


(四 六） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗慧 H 山 東福禪 寺) 


霊師諄 重 龍菖 霊 守 倫^^ 雾守诏 11 光 欣_ —一芙 光 ® 


藍溪 


露 宗見 旨 心 桓^一 ^  ? 師勝 一 i 守瑛 3 一 師 孝^^ 霞 龍 芳_ 
一一 六 五 龍 育^^— 大稀 br  3 玄 美 慧本 一 g 守 選 S 龍 根 _ 


一一七一 玄實 kp- 孟一 一 龍 


湛堂 


S1 守 航^^ 靈師 S 日^^ 一一 w 至 ® ^^  一  m 蕙 喬_ 


i 道寬 


大拙 


p 八健鎚 一 1 光秀^^  §師 定^^ 一一 <一 慧 春^^  S 以淸障 


3 令 先^^-  S 源 果^^  S 玄 芸^^  S 健貞. 


春嶺 


一一 八 七 守 俊^ ^1一<<楚 棟_- 

明治 二 住 
同 十一、 四、 廿一 


一一 八 九士 匡— 厂 5 惠潭- 【silm 文幢德 r き 一 通 晃 一一な 1 定虔 

叨治十 住  明治 十五 住  明治 廿九、 二 住 
同廿 八、 十、 111- 一  寂  同 -ill- 八、 九、 四 寂  同年 ^ L 、 廿一寂 


C 五れ) 


書辭 名人 家佛本  日 


〇臨濟 宗瑞鹿 山 圓覺興 聖禪寺 住持 歷代  (現今 位置) 相 模國鎌 倉 郡 小 坂 村 


1 司 元-® 

Ji 安 九、 九、 一 - 1 寂 

七 J  ^ 一 山 
文 保 元、 十、 廿五寂 

一三 惠 輪 !* P 

元德 元、 五、 十 寂 

一丸 志 高^^ 

康永二 、八、 一 寂 

M  ±  ftte— 

康 安元、 十一、 十一 寂 

一一 一 一宏 潤 

頁饴六 、十、 十四 寂 

三 七 靈弁 


大沐 


一一 巧 念  t7^ 

正應 元、 十一、 晦寂 

< 圓 範^^ 

德诒二 、十一、 十二 寂 

一 a 巧 安‘—— 

元德三 、七、 廿三寂 

一一 〇罟中 


一ー ー覺  wter 

德治元 、九、 廿六寂 

九 昭元 si 

應長 元、 五、 十六 寂 


四  _  ¢5— 桃 ';* 1 

嘉元 四、 十二、 六 寂 

一〇 惠日東 明 
曆應三 、十、 十四 寂 


i 葦 航 


五道然 

正 安三、 十二、 六 寂 

一 一士  雲 

建武 三、 十、 七 寂 


士曇 

德抬 元、 十、 廿八寂 


一一 I  道 r« 雇 


一山 


一五^" 一^^— 一六^" ~^li  一七 道 通 ^ 


大川 


應 安七、 三、 三 寂 

豐契充 _ 
g 道 欽_ 


康永 二 ' 一、 六 寂 

1 H ハ 永 gl ハ_ 

頁 -? & 四、 五、 六 寂 

三 一一 友 丘 東 林， 
應安二 、八、 廿寂 


三 八 是英- 傑 翁. 

永 和 四、 三、 十三 寂 

四四慶 芳^ ^ 
永德 元、 十二、 十 寂 

き德俊 S 

瞼 永 九、 八、 十二 寂 


觀應 二、 九、 W 寂 

ーコ 妙 環 

文 和 三、 一一、 十八 寂 


ー ー七智 越 : S 山 

延文 三、 五、 一 寂 


曆應 三、 正、 十七 寂 


曆應 元、 一一 一、 二 寂 


-- ®  m.—— -  #  si, 

文 和 二、 二、 廿三寂 


一一 八 


W 允- 容山丨 
延文 五、 四、 十八 寂 


不聞 


一一 一三 契 一 

痙 安元、 七 ■十二 寂 

一一 一九  _ 

康應 元、 九、 廿五寂 

至德 二、 八、 十 叫 寂 


1 S 士啓 東 :®' r 
應安七 、四、 廿一寂 

@〇祖 能大 拙| 

永 和 三、 九， 十三 寂 


文 和 五、 十一、 十八 寂 

一一 九 印 元. 古 洗 I 
應 安七' 正、 廿四寂 

一一 一 五光 一， 概 r 
應 安七、 九、 十八 寂 

四 一大闡 


S 妙 積 bv 岳— S 海 壽—雲 

永 德二 、十一' 廿六寂 


元亨 四、 三、 二 寂 

一八 亩 1 心 {示 bfr 

貞和 元、 十、 晦寂 

S 正 因 hp 

應安二 、四、 八 寂 

三。 法 忻_ 

應 安元、 九、 廿四寂 

三 六 妙 謙— 

應安二 、七、 十三 寂 

四 一一 妙 在^^ 

永 和 三、 正、 十二 寂 

四 八 讖诖 _ 

— 、二、 十八 


五一 存圆 


S 


應永 三、 四 


0 


五一 一道 妙 _ 

、五、 十七 寂 


五三 盲 承 卜傳—is 興 伊 _ 
- 、十 二  i a 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨濟 宗瑞 呢 !!: lii! -vi ;  te.f 寺 


書辭 名人 家佛 本日 


〔六 六） 


諸 大寺歷 代幷諸 職 次第 (臨 濟宗瑞 鹿 山 圓覺 興聖禪 寺〕 


^  ^  ^  1 ,3^  ^  s^— , 


六 一文 昱東岳 

應永廿 三 ' 


六 一一 知 春^^ 六 一一 一得 哲^^ 裘興 fir ^L a 祖 松^^ 空 ハ中圓 _ 

、廿三 寂  應永十八十五寂  寧 氷 十二、 二、 十二 寂  寧 氷 十四、 三、 五 寂  應永 十四、 九、 七 寂 


六 七 正隆 六 八 妙 佐^^ 六 九敬忠 き 全 用 m^ -t; 一梵 與^ L 七 一一 僧 可^^ 

應永 十五、 五、 十五 寂  應永廿 四 正、 廿六寂 


七 一一 一等 暾 Ji^ g 了 喜 JUL -tl 五 中 樹^ L -t: 六 長會 總暉 K 妙冲- 

七 九永诅 八。 淨舜 八 一中 季 JiL 八 一一 性 中 八 一一 一中 快^^ 八四聖 瑞， 


雲 林 


曇 


八 五見 機 八 六 友 修^^ S 法 都^^  «宗 晃^ L 5; 珠 珍^^〕 中 哲^^ 
九 一德 聰^ L 九 一一 巨 幢 九 一一 一天 松^^ 会 曾 妙^^ ^ 純 乾^^ ^ 梵 松^^ 


九 七 心 興 九 八 梵 淳 


利 中 


永享 五、 十二、 晦寂 


10 三繼趙 一〇 四 


、 


一峯 


九九、 い 榮 1§ 天 哲^ 一。 一省 音^^  一  〇| 一 聞爾库 

應永 # 三、 四、 十一 寂  應永廿 六、 六、 八 寂 

一〇五存 香^ L  i 英冑 JtlL 一  呈洋孰 一 ° 中 曇 k 


|〇 九 本 雅^ ^ 二 C 販才 

永享三 、正、 十九 寂  永享 十、 十、 廿九寂 


一一 一長 旭 一一 一昌 猷 


雲溪 


ニー ー昌 薰^^ 二 s 景 芳^^ 

文 五、 九、 五 寂 


一 五 正 安 一一 六 妙薰 周 南 J1IL 一一 八法勳 一九 芳蓀 一一 一〇 周 有. 障 

永享 九、 一一、 七 寂  寶德 二' 三、 十五 寂 


m 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 


六 


一一 二 梵 樟 

一一 一七 中 和 


用 杯 


禮岩 


寶德 三、 八、 一 寂 


i 用 尊 

康正 二、 九、 十二 寂 

一一 i  蒺 _ 

寶德 三、 二、 十二 寂 


Itl 


S 心 林 

文 安三、 四、 十五 寂 

一一 一九 妙 訓_ 

寶德三 、九、 十九 寂 


S、 レ 正—頌 

文 安二、 六 七 寂 


一 〔五丄 ^ 


太 叙 


永享 十二、 八、 廿六寂 


ニー ー三 正文^^ 

享德三 、正、 廿六寂 

= 九司頤 —虚」 


s fi 荷 一  ■法 紹 


續宗 


文明 三、 五、 廿八寂 

II 五 中 恩. If 林-, 

明應 五、 十二、 十一 寂 

至 周 隨^^ 

弘治 三、 七、 晦寂 

一 五 七 妙 音 p^~ 

寬永 五、 四、 廿寂 


一四 0 妙 然^^ 

文明 十四、 九、 二 寂 

一四 六紹 俊_ 

天文 五、 十、 二 寂 


一 五ー ー梵 0 


奕芳 


天文 八、 十、 八 寂 

一 五八 玄 端^ IL 

万 治 四、 八、 三 寂 


寬正 四、 八、 十四 寂 

一四 一妙 0^— 

文明 十七 ' 一、 十三 寂 

一四 七法璨 

永 正 五、 六、 三 寂 

一 五 1 一一  禪 才^^ 

文龜 二、 十二、 十四 寂 


一一 ーー〇 光溫ド r 一 一一 一一 中 蓮- P 

寶德 元、 八、 六 寂  寬止 六、 六' 十五 寂 

i 長 全^^ 

文明 九、 一一、 廿八寂 


5 純淸 P 

文 安元、 十一、 廿七寂 

一三 一一 守 咀 

享德 元、 八、 四 寂 


S 六 有 

文 正 元、 


芳隱 


仙 夫 


ハ、 十四 寂 


一四 一眞德 

長享三 、六、 九 寂 


一四 八 正 心 


月 舟 


i 德 隼，— L 

一四 九 p 早 |'? 也ド 

天文 四、 七、 十六 寂 


一 五 四法堯 蓋 日日 ' ^* 


三 伯 


慶長 十八、 十二、— 寂 


HK 摁竺 


U 四 中 ^ter 

永 正 五、 七、 十七 寂 

一 五 0 省 輔^^ 

天文 六、 二、 八 寂 

一五畐日圓_ 

寬永七 、四、 晦寂 


一 _疋 慕^^  H3 昌 益^^ 一 さ 妙籌^ ^  5 碩 林，—— 


5 一 梵 千^ ^  I 菖日 俊 _ 


寬文 十 . 六、 廿寂 

一六 五 頂秀 b 


延寶二 、正、 十一 寂 

i 昌永 _ 


一六 七是 倫^^  5 阇洪 


大圓 


一嘉 日徵 5 昌益 m 碩 然^^  5 碩 柳^^  5 一昌 宜^^  5 是 岱‘请 
is 法——  5 司 幹^^  i 碩隆 一  戈周翅 5 周楝 § 日日 朴 瞳- 


K 一阊雍 5 是釣 S 周 朝^^  5 周 忠^^  5 法敎 5 法 如 


實際 


諸 大寺歷 代幷： ；. BH 職 次第 (臨 濟宗瑞 鹿 III 回^ 興 聖禪寺 


書辭 名人 家佛本 日 


(八 六） 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗瑞 鹿 山圓覺 興 聖禪 寺} 


I 八 七 周 朝^^  1 八 一八 九 周 古^!^ 1 4 日竺 一九 一梵 俊^^  5 昌 隣， 


湘山 


一九 ー ー是 典^^. 5 硯見 S 梵 重^^ 一 会® T 唆^^  i 昌筠 一 交 梵 志 一 
1 是坦  一一  §惠 通^ l  芑 •溫  llo il 演^— 

同廿 五、 一、 十六 寂 


C 九 六:) 


書辭 名人 家佛本  日 


〇臨濟 宗瑞龍 山 太平 興國南 禪禪寺 住持 歷代  (現今 位置) 京都市 上京 辟 南 禪寺町 


普 門，®^ 

正應 四、 十二、 十二 寂 


& •巷 


p 、p— 


三 


寧， 


山 


文 保 元、 十、 廿五寂 


宗 源^ 鐃圓 JilL— 

建武二 、十一、 廿二寂  正中 二、 正、 廿七寂 


一一 一一 楚障 F 一四 正澄篇 

建武 四、 九、 甘 七 寂  . 

一九 智明 , 

頁 诒五 、八， 廿一寂 


一一 五 慈 均 平 卜 
貞袷三 、九、 十六 寂 


一一 一一 


以 


大道 


應 安三、 二、 廿六寂 


曆應 二、 正、 十七 寂 

一一 〇士曇 

康 安元、 十二、 廿一寂 

S ハ 光林，^^ 

應安 六、 八、 九 寂 

三 一一 靈 致^- 

永德 元、 十一、 十八 寂 


九疎石1 !5 ^ ^ 

觀應二 、九、 w 寂 

一 五師鍊 

貞和二 、七、 廿四寂 

一一 一元 晦 

頁诒 四、 十、 十七 寂 


一一 | 善 育ま 


應 安五、 十二、 三 寂 

三 三 i 禪定 山— 

應 安七、 十一、 廿六寂 


四宗 卓，—— 

建武 元、 六、 廿七寂 

一〇 處謙帛 P 

元德二 、五、 二 寂 

1 六 梵仙 I— 

頁 和 gl、 七、 十六 寂 

1 一一 一義 冲 fe 腸— 
觀應 三、 正、 十一 寂 

一一 八 至孝^^ 

頁 治 二、 正、 十一 寂 

1 良 欽^- 

應安 七、 三、 廿寂 


德僉 六 

元應二 、五' 十九 寂 


元 翁 


= 本元』 

喜慶 元、 七、 四 寂 


一一 一 


崇 喜^^ 

元亨 三、 六、 八 寂 

居 中 

貞和 元、 二、 六 寂 


一七；^  一 ^: Nr  一  八 

康永 四、 十、 廿七寂 

一一 一一 一、 71c sl m_  一 一四 

頁诒 四、 五、 六 寂 


宗然. 


可 翁 


德  H^tei 

延文 三、 十一、 十三 寂 


一一 九 妙 在 , ilt 山： 三 〇義 天_ 

永 初 三、 正、 十二 寂  貞抬 六、 五、 廿七寂 


三 五 周 # ^  1 = 

嘉慶 二、 九、 九 寂 


普 在—.— 

永 和 二、 閏七 、四 寂 


三 七 通徹 

至德二、十，一、廿四寂 

四三宗谓^^ 

，■永 德二 、十二、 九 人 

党 周 feter 

應永 七 ' 一 r 十二 寂 


三 八 


|艮遁^^ーーー九妙葩-^^四0靈見.^^四一良芳阖训—四一|法序屢— 

,  .  .  . . .  永 德三 、十二、 四 寂 


至德 二、 閏 九、 六 寂 

四四 周 言 JIM_ 
嘉慶二 、四、 四 寂 

き 長 遠^ ^ 

明德 四、 十一、 十七 寂 


真 匿 二、 八十 三 寂 

1, 祖裔』 r 

康曆二 、.！、— 寂 


應永 三 ' 二、 廿一寂 

SK 海 壽， 棒庭| 

應永八 ，閏 正、 十二 寂 


五一 光信,- 五一 一慶. 圓ぼ 


- 十ナ寂 


至德元  >二、 六 寂 
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5 宗听 誇. 一ー ニ 宗哲龜 .  5 宗洞 声： 墓 本 紋 藝本 賢^^ 一一 一 五家 ' 謁^^ 

天 正 十四 七、 十六 寂  慶長 十、 六、 六 寂  文祿四 、十、 1 i 寂  • 慶 長 5、 十二、 五 寂  匿 長 六、 八、 廿 3.. 寂  文祿三 、四、 十五 寂 

5 紹滴 hr 1 £ ボ 範 M—  H X 宗葩 _f 暴 不眼 碧紹琮 _! 一一 一一 一宗 鐡 

慶吴 十一、 四、 卄三寂  廣長三 、十一、 廿四寂  文祿二 、十一、 W 寂  元 S ハ ' 一、 廿一寂  慶長 十八 ' ハ、 十八 寂  匿 長 - 1-- 七 ■二、 十五 寂 


一三 一 I 宗罕」 F 二一 一三 宗安 羞不 程^^ 一一 一一 五宗 .珍 寶 h 

慶長十 3* 、九、八寂 K- 長 十九、 七、 八 寂  元 和 三、 六、 六 寂 

一一 一一 八 宗仲* -ニー ー 上 示 兆^^  g 宗秀ぉ -r  一 a 一宗 偉 JCL 

慶長 六' 四、 廿六寂  文 祿 五、 二、 廿三寂  S 長 五、 八、 t 三 寂  慶長 八、 十； 四 寂 

一四四 宗唐ぉ 卜 墓 一 f :l» ^L 目 宗 佐_—  5 宗 Ja Jim^ 

. . . I  .  .  苋 永 十八、 5 、 十四 寂 


慶長 十五、 十 I、 廿七寂  慶县 十三、 八、 十 寂 
® 叟 


慶長 十三、 八、 十 寂 


一 吾 宗印 51 剖 i 宗 陽-?- 裏 宗瑛 _ 

寬永 四、 十二、 十一 寂  笕永二 、八' 二 寂  萬饴元 、十 廿寂 


一 1: 宗彭 ^ 

正 保 二、 十二、 十一 寂 


星 示 安^^  5 紹長せ r 

元 和 二、 十一、 廿九寂  苋永三 、三、 一 寂 

一四 一一 宗印 5 宗承^ ^ 

元 和 八、 四、 五 寂  睽長 十五、 六、 廿八 

5 <宗 玖，——  羞一 

璨 長 十八、 七'!; 寂  元 和 t 正、 十六 寂 

一 五 2 宗 章^^ 一 1 宗頓南 隣— 

慶長 十九' 十一、 十四 寂  軍 水 三、 閏 四、 廿三寂 


良 


賢 谷 


一 五六 宗阮 竜 宗韓， 一  五八 紹撰 

買 永 甘、 十、 一 寂  慶長 十七、 十一、 廿七寂  寬永 十七 Y 十一、 廿二寂  元 和 七、 十、 廿五寂 

H ハー ー宗 益 pr  g 宗瓚 kr  g 宗劉 I 宗存誇 

元 和 六、 正、 十六 寂  寬永 二、 一一 r 廿五寂  寬永 五、 十、 廿八寂  寬永 四、 六、 廿一寂 

里 示 溫 kr  i 紹果 ー セ 0 宗 <i ilp 一七 一宗 宴 _ 

寬氷 十二、 六、 九 寂  寬文 六、 九' 廿一寂  寬 5; 元， 十一、 廿一寂  贾永 四、 九、 廿八寂 


一六。 宗 


寬永 五、 正、 四 寂 


要 寂 


一六 一宗 擦— _ 


室 


一 A 示 周ヒ 

寬永 十七、 九、 七 寂 

5 宗 智^^ 

寬永 六、 八、 廿六寂 


元 和 七、 五、 十三 寂 

里 示 rf is— 

寬永 五、 五、 廿七寂 

i 宗琨 岡甫— 
買 永 十九、 四、 十四 寂 


一七# 用 一七 五宗 g s—  i 宗閑 一 ^ 宗容 一七八 宗 淵^^ 呈示 闓 ，薩 


寬永 十九、 四、 十四 寂 


慶童 、六、 


E 寂 


JT 保 四' EP 十 寂 


正 保 一一、 二、 十一 寂 


§宗 陵—— 一 <1 宗 立- S  一< 一一 宗圭声 一宗 璋， P 

寬文 十二' 正、 十三 寂  寬文 六、 六、 十九 寂  廷寶三 ， t- g 寂  貞享二 、四 ' I 十七 寂 


1 ¥ 兀 、四、 廿三寂 

一  <崇 龍_ 


延寶 七、 六、 十七 寂 


跤安 五、 四朔寂 

5 宗  ^1— 

F 文 八、 十一、 十八 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗 TIE 寶山 大德禪 寺) 


書辭 名人 家怫 本日 


(八 七） 


諸 大寺睹 R 幷諸職 次第 (臨 濟宗 龍寶山 火德禪 寺〕 


一八 六 宗堯 6—  一  八七 宗榮 _ 

萬饴三 、九、 五 寂  寬文 六 ' 、 廿五寂 

一九 一一 宗鶴 5 宗董 _ 

寛 文 十二、 八、 二 寂  延寶 九、 十七 寂 

至 示 單^^ 至 示 智阵 

寬文 十二、 十二、 廿九寂 天 和 三、 閏五、 三 寂 

一一〇 四 宗因 一 豆 宗敦 ip 

寬 文 七、 九、 十七 寂  天 和 二、 九、 五 寂 

1110 宗喜 JiL  一 1  一一 宗什 

寬文 十二、 三、 十一 寂  貞享 元、 力、 十六 寂 

一 m ハ 宗 般^^  5 宗 ^,—1 

5? 寶 11 、十二、 廿六寂  寶永二 、七、 廿三寂 


一八 八 宗傳 

延寶四 、六、 二十 寂 

5 宗 英^^ 

明 曆二 、七' 廿五寂 

1100 紹 及^^ ^ 

元祿 五、 七廿八 寂 

宕六{示 @| ^ ― 
元祿 四、 十一、 十二 寂 


一八 九 宗 春— 仙 h 一九 0 宗竺 

貞享 元、 十 一 、 廿五寂  寛 文 七、 八、 廿六寂 


5 紹 咳廣- 

貞享 五、 九、 廿三寂 


一九 五 宗 g . ll i— 星 示 左^^ 一九 七 妙 雄^^ 

莧文 四、 七、 廿三寂  延寶 三、 四、 H 寂  寬文 九、 八、 十八 寂 


一一 01 宗晃 一 一 Q 一 一惠 傳. 


莨 堂 


元祿 七、 閊 i: 、六 寂 


延寶一 / 九、 十八 寂 


i 宗 鈍^^ 0 <宗 


大仲 


良 享二 、四、 廿七寂 


亓祿 七 ' 一、 廿八寂 


重 一一 紹 蘇^^ 

贯 文 七、 九' 十九 寂 

星 示 智, 

延寶 五、 11 、廿五 寂 


一二 一一 紹 益^^ 一三 一一 宗 0 


雪溪 


傳心 


元祿 五、 十 一 、 四 寂 


13 ； 文 九、 三、 廿三寂 


= <宗 忽-11 = 九 宗 信^^ 


亓 祿十、 六' -ih 二 寂 


g 宗高 摩 

J 享 四、 九 五 寂 


il 宗 

亓祿 四、 


旋輋 
I、' 七 寂 


一一 一一 四 {示 


別 源 


寶永 六、 九' 十七 寂 


111 K 宗 要^^ 一一 一 一崇 諄 lg 宗淸, 

亓 祿十五 、七、 十三 寂  貞享三 、ir 廿一寂  寶永 元， 六、 廿二寂 

霊宗 安^^一 臺宗 玄^^-一一 一一 一六 宗實 _ 

亓祿 八' 四 •十六 寂  天 和 四' 二、 朔寂  貞各二 、三、 十九 寂 

木， 大雲 


霧宗 恕‘宥 r 5 l 宗五 霞 

亓祿二 、五’ 十八 寂  元祿 十、 正、 四 寂 7r 敵 十=/ 四、 サ六寂 

一一 四 六 宗 .欽 br  一一 ^ 宗呑 一一  g 八 妙  一 ter 

元綠卞 一、 十' 十四 寂  元祿 六、 七、 廿七寂  元祿十 四、 三、 廿五寂 


貞享 五、 四、 六 寂 

一， 一一 一 五 宗 考^ ^ 

貞享四 、叶 一、 十四 寂 

一一 三 一宗 助^^ 

元 祿十 三、 六' 廿八寂 


S 紹要 


印充 


元祿 十三、 i 、 十 寂 

S0  哲^^ 

元祿 十二' 九、 廿一寂 


1 宗淳 


素隱 


享保 七十 二， 六 寂 


一 呈示 端®— 一 呈示 的 

元祿六 v 二、 十六 寂.  元祿 十、 正、 三 寂 

一ーーー〇 宗忍 5 宗演— 11 

元祿十 六 叶、 九 寂  •寶永 四、 三 二十 寂 

一一 一一 六紹肅 宗泰屢 i 

正 徳 111 、叶 £ ハ 寂  延寶 九、 九、 十不寂 

一一一一一一一 義 易廣— 霊 宗伴 

1 11 一一 八義 仙^^ 一 S 宗文 te - 休— 

永祿十 五' 七、 廿四寂  元祿ー ニ、 十一、 廿八寂 

一一 四 四 宗 柳^^ 一一 四五宗 各哮- 

元祿 十四、 七、 廿七寂  元祿 四、 十、 六 寂 

一一 五 0 宗 點^^-一 五一 宗 桂^^ 

寶永 五、 十、 W 寂  元祿 七、 四 i 寂 


(九 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


I 吾 宗乙， 1 . 

元祿 十、 十、 廿九寂 


一一 五八 宗 


-S 宗 除_ 

IF 德？ I、 五、 二 寂 


塞 宗松 


•海 


元祿 十三、 九、 八 寂 


111 J !s 


功 海 


叔^^  i 宗覺 .，親— 一 H ハ C 宗沅 一一 六 一宗 勳_ 

元祿 十五 •九、 一 寂  元祿 十三、 九、 九 寂  享保 十四、 正、 九 寂  享保 元、 十 十九 寂 


雾宗穆 1 

正德六 、閨二 、- H ハ 寂 

一一 六 一一 -I 示 16 ^- 

享保 四、 六十 三 寂 


11 宗光鏡 岩 

寶永 七、 六、 廿寂 


S1 宗 瑪 


江 峰 


寶永 四、 十一、 廿九 


■宗昕 lf「 

寶永 元、 十一、 十六 寂 


一 置 宗 聞， F  一 g 宗看 一一 六七宗 節. 1—  ！ 1 

寶永 五、 十、 一 寂  享保 九、 閏 四、 七 寂  享保 三' 正、 廿三寂  正德 四、 11 、廿三 寂  正德 元、 五、 八 寂 


星 示 柔 


0U 


審永 五、 十一、 七 寂 


一一 七 一宗 睦-谏 r  i {一 

寶永 四、 六、 十六 寂 


1 著 

正德 六、 六、 十七 寂 


一一 七三 義 


大-心 


■f 


S 義淨 


玉潭 


享保 十、 六、 七 寂 


一一 七 五 紹 呵| 碎 

正德二 、十、 四 寂 


星 示 W 


琢宗 


1 宗珠 111 義瑞 S 石 

享保 十三、 © 、 廿七寂 


周 山 


i 宗琳 一一 A 宗英 一一 <一宗 甫， 

享保十 八、 六、 甘 六 寂  正 德 三、 四、 十九 寂  保享 十一 ' 1、 十 寂  享保 十八、 八、 二 寂 


一一 八 一一 宗礙 i— 

享保 五' 五、 十一 寂 


3 義 天——  i 宗仙 Fil 義雪^ ^  5 紹昌 


享保 十二、 八、 廿八寂 


元 文 六、 正、 二 寂 


享保 十二、 五、 十五 寂 


久岩 


11 八 七 宗 棟_ 

元 文 六、 二、 六 寂 


一一 八 八義诱 S 紹云^ ^ 星 一 

享保二 、十、 廿寂  享保 一一、 十、 廿寂 


白 


雲秀 


享|六、三、廿1 


一一 九  一 {一 


T  寬 

享保 七、 十一、 十 寂 


S 宗黃 k-r  .  i 宗溫 圖— 

元 文 四、 六、 十三 寂  寛 保 十八、 十 一、 廿八 


一一 & 宗链- _i 一  1 宗 斤_  i 一息 

延亨三 、九、 十八 寂  享保 九、 十一、 十七 寂 


恭如 FI I 宗貞 ■一  葵 宗庸 一里 示 篤 


天 菴 


延亨 三、 五、 甘 八 寂 


享保 十八、 五、 廿九寂 


享保 七、 七、 廿一 i 寂 


享保 七、 四、 十二 寂 


一一 00 宗壽 一一 一。 一宗 圓ド 梅—  ーー 0 11宗玉_—ーーー0ーー1宗湛辕 — 霞 妙處^ ^ 一一 〇 五 宗 

享保卞 、十 ' 寂  享保 十五、 八、 四 寂  享保 十五、 五、 一 寂  享保 七、 五、 廿五寂  享保 十四、 九、 廿七寂  享保 十七、 十二、 十九 寂 

雲宗 融.^^1ーー0志不 察咏^ーーー〇八宗 里_—ーーー0九宗 迪_—營宗 精蓉^^ 

享保廿 一、 四、 廿七寂  元 文 元 十、 十二、 廿寂  寬保三 、三' 六 寂  元 文 四、 正、 十六 寂  亨保 十八、 九、 十七 寂 


S 宗 量^^-一 i 宗 

寬保 二、 九、 十 叫 寂 


堯捧 —ーーー £ 示 [£ —障 

寶曆二 、三、 十九 寂  延享 三、 六、 廿寂 


S 宗師 宗珊 _-星 示 林 


少峯 


享保廿 •三、 十 寂 


享保 十七、 十二、 廿九寂 


諸大寺歷代幷諸職次第(臨濟宗龍寶山大德禪寺> 


諸大 寺歷^ :諸職 次第 (臨 濟宗 龍寶山 大德禪 寺〕 


% 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 


一一 二八 於 


14? 


P* 


信叔 


二 九義 般 h 


享保十 五、 十一、 廿六寂  享保 十六、 三、 一 寂 


111 紹 石^^ 

寶曆 四、 十二、 十九 寂 

1S 紹 楊—— 


三 五 宗 信 m 
莧延 四、 十、 忡寂 


延亨 元、 八、 十一 寂 

1 一一 三 六 宗 

寶曆 七、 正、 八 寂 

童 義田 

寶曆 六、 五、 六 寂 

11 宗景 

寶曆 五、 正、 廿八寂 


霊 宗悅^ __ 霊 宗良 
i 紹彦 -I—i 宗 貴^^ 

寶赠 九、 十一、 卅寂  明 和 二、 四、 十九 寂 

1ハ宗 樞 I1S 宗 信^^ 
:一： 七  11 宗 铒 -plil ^ tt _ 

天明 元、 十一、 十五 寂  明 和 四、 十一、 四 寂 

1 宗 衍^^！ m 宗 M0, 

. 十六 寂  天明 七、 七、 廿五寂 


響 -: 


一一 一一 〇 宗活 一一 一一 一 一義  __ 

延亨 元、 十二、 十二 寂  莧保 1 二、 七 •十九 寂 


q 船 


三 一一 六 {示 植^^ 一一 一一 一七 宗一 

寬延二 、十一、 甘 一 寂  寬保こ 、七、；！ .五 寂 


■一宗 本^ _ 

延亨 二、 正、 廿八寂 

i 宗 孝^ 

寶曆 五、 十一、 十二 寂 

llM i S ^L 

延享 五、 四、 十 一 寂 

震 宗如 

延享 三、 七、 六 寂 


雪 一宗 孰^^ 

明 和 二、 七、 七 寂 

一一一一一一八 紹倫 _ 

明 和 六、 九、 廿九寂 

議紹 典^^ 

寬延 四、 九、 甘 七 寂 

18 紹本 _ 

寶曆 十一、 六、 六 寂 


雲 義 俊. 


大川 


寶曆 十二、 四、 十一 寂 

三 E 示 

安永 八、 三、 七 寂 


雪 一一 宗 盈^^ 

寬延二 、六、 廿七寂 

一 i 妙 常 

寶曆 五、 四、 廿五寂 

置 宗 意^^ 

延享四 、四、 廿七寂 

i  {示 撤-^- 

寶曆 4 •一、 八、 六 寂 

置 七 宗股 

明 和 七、 七. 廿寂 


三 六 1一1 紹 中^^ 

明 和 八、 九、 二 寂 


一一 一六 八 宗 常^^  11 星 示 卓^^ 

寶曆 十二、 九、 廿三寂  天明 八、 三、 十六 寂 


達 義訓 _ 

明 和 四、 二、 三 寂 


一一 一七 五 宗 音^^ 

安永 三、 七、 十九 寂 


1 § 宗台 一一 一八 一宗 薩_ 

天明 八、 九、 四 寂  寬政二、^、十九寂 


一一 一一 一二 宗 律- 


法  岩 


享保廿 、二、 十 寂 


芎八宗 雄 ; lrt> 


虎峯 


元 文 四、 三、 二 寂 

雲紹 通^^ 

寶曆 元、 十一、 六 寂 

碧紹 賢_ 

明 和 六、 十、 十二 寂 


霊宗 謹 NP 

天文 五、 t 九 寂 

1111 主 示 親 _ 

明 fli 七、 六、 廿九寂 

霊 宗徹 hp 

寶曆 六、 九、 廿二寂 

靈宗 文 !- A: p 

§ 寬延 四、 三、 十六 寂 


三 S 宗善 一  ■義 

延亨三 ，十一， 十二 寂 


泰州 


I 寬 


壹一一 宗 

明 和 元、 十二，、 廿三寂 

三 五八 義 問^^ 

明 和 二、 八、？ 寂 

13 宗 誠^^ 

寶曆七 、十二、 十五 寂 

三 七 〇 宗 M -^- 

天明 三 •十一、 十九 寂 


一,、 義 覺. 


牌 心 


一一 一八 一一 紹愼 

安永 四、 十一、 十三 寂 


寬延 四、 二、 十六 寂 

宗 就^^— 

明 和 五、 十二、 十九 寂 

I 宗 宏^^ 

明 和 五、 一一、 廿八寂 

三 六 五義參 

寶曆 十、 五、 廿五寂 

一一 ± 宗 〔且^ _ 

明 和 二、 四、 五 寂 

一一 一七 七 宗 等-^- 

寬政す1、正、廿八寂 

S 一義 文-^- 

天明 三、 二、 十五 寂 


書辭 名人 家佛 本日 


三へ 四宗 敬-翼 15 宗嶽 星 示 龍 P 

安永 六、 八、 廿六寂  天明 八、 七、 十六 寂  安永 九、 九， 廿七寂 


i 紹傳 


別 ill 


天明 二、 正 三 寂 


1 

本 

1 

廿' 

寂 

眞 

觀 

士ヽ 

i 

ふ 

不 

貞 

M 

% 

寬 

政 

元 

A. 

it 

寂 

志 

不 

、、北 

痛 

if 

山 

忘 

不 

露 宗頃 宗 

寬政 七、 七、 廿一寂  天明 六、 十、 三 寂 


美 宗三 te ii llg 宗璋 

寬政乙 卯、 九、 廿四寂 


圭宗 


|紹章-3—31宗看 !& !1 —|宗 崑_ 

亨租二 、三、' 十二 寂  寬政 八、 十一、 廿寂  寛 政 四、 九、 十九 寂 


四 0 八 宗稷 brs 宗通 -P 

亨和二 、三、 四 寂  文化 二、 四、 一 寂 

■宗冕  一  i 宗 Bt J^ 

文化 十五、 三、 十六 寂  文化 十四、 七、 十七 寂 


so 宗硏 _ 

文化 九、 八、 十一 寂 


秀山 


SI10 宗行 .se 

天 保 九'. 三、 五 寂 


四一 一一 宗 珍. 却 山： 
文化 十二、 二、 四 寂 


羞不 智^^.  i 宗徤 

文化 八、 十一、 十九 寂  天 保 六 ■九 寂 

四 一一 三 宗圓 墨 宗錬； 席 

天 保 元、 三、 廿一寂  文政 七、 大 、四 餃 —— 

四 一一 一八 宗 中^^— 霊 宗 允. 一 r 

弘化 四、 十、 - r 三 寂  天 保 三、 十 I 、 七 ^ 


四条 

文化 四 — 二、 十一 寂 

四 一一 一一 義敎， , 

文化 六、 正、 八 寂 

旻 宗圭, 

天 保 四、 十一、 六 寂 

1 0 宗正 ，障 P 

嘉水 四、 正、 十一 te ‘ 


i 義董」 


正道 


天 保 七、 六 寂 


諸大寺 M .-I-- ゝ幷諸 職 次第 (臨 濟宗 龍寶 山大德 禪寺ン 


文化 六、 十一、 二 寂 

四 0 五 宗珍 N 堂— 
文化 五、 正、 九 寂 

sii 紹隆 

寬政 十二、 十一、 十 寂 

0R 紹撰. 

文化 二、 十二、 | 寂 

窆ーー 宗薰 .香 林— 
文政 十、 十二 寂 

m & 示 宣^^ 

天 保 八、 九、 廿五寂 


一一 一八 八 宗發 3-- 

天明 三、 十二、 四 寂 

一一 g 宗活 hr 

天明 八、 一一 一、 九 寂 

ag 宗註 

寬政 二、 十二、 廿四寂 

四 0 豪 軏 

數 七、 a 十一 寂 

四 一一 一宗 良」 31 

亨和 二、 十、 甘 寂 

四 一八 宗宇 裏— 

天 fil 九、 十 二、 八 寂 . 


S 宗谫 Ife p 

天明 元、 十一' 廿八寂 


ー ーー九五 義全 


功 洲 


君 一宗 詮 ，_ 


寬政 八 ' 1 、四 寂 

四 0 七 宗 廣陰1 

文政 八、 七、 十！ 寂 


41 


-，一山 

、二、 六 寂 


S 九 宗勤 ，1 

文政 三、 六， 十一 寂 


—義剛 .1— 星 宗淨 —i 

文政. 五、 十二、 十二 寂  交 政 二、 八. 十七 寂 


四 三 0 宗 斗^^ 

文政 十一、 七、 甘 寂 


四 一一 一 五宗彥 br 雲 宗袼 m 


四 a 一紹 典^^ 豐宗英 _ 

天 保 八、 六、 五 寂  天 保 十一 一、 八、 八 寂 


_宗 當—謹 — 襲 宗貞 k 暇： 四 四 六 宗戒， 融^ — 

弘化二 、十二、 十一 寂  天 保 十二、 五、 十一 寂 


E 四 七宗 益-^^ 四 0 八 宗 透^^ 

弘 化 一一、 十一、 九 寂 


四 三- 宗永 

文政 十二、 十二、 - 寂 

墨 宗全 

天 係 五、 十、 九 寂 

_ 宗 扶^^ 
1 宗澤 

天 保 九、 十 :: 八 寂 


書辭 名人 家佛本 日 


(二八?- 


詖 大寺藤 代 幷諸職 次第 (睇濟 宗龍賨 山 大徳 禪 寺) 


暑 宗兆^ L  m 一宗 昌 kp  I 一宗 丞 霊 宗篤 S 宗銘 hr 養 義白 m 

弘化三 、十、 一 寂  天 保 十五、 十二、 4- 九 寂 .弘化 二、 八、 七 寂 ...  弘化二 、七、 廿七 寂； 

雲 宗堇 ■妙 冶^ ^旲義 演^^ 星 示 妙 ■宗淸 道— sa 義 諦^^ 

嘉永 四、 十二、 廿四寂  ：  ： ： 


i 義格 i^g 一義 航 ■義恬 證宗郁 雲 宗薰 J!L— 宗 
四 六 八紹觀 匿 宗 補^^- S 宗眞^ 宗壽 墨 宗 亮^^  S 一義 


玉 淵 


cS 海 雲 

*3  — 


四 七 四 宗滴 JJLI 義貫 _LM_ 四 七 六 宗篤 七 七 {示 證 m_ Ea 七 八 宗 俊^ L_i 宗潤 


圭窩 


§宗 安^^、 5 宗 儀^^  S 宗 


S 宗澤 S 宗 般^^ 

明治 四十、 八、 十五 寂 


C:i  八） 


書辭 名人 家佛 本  日 


〇臨濟 宗靈龜 山 天 龍 資聖禪 寺 住持 歴代  (現今 位置} 山城 國葛野 村 嗟 峨 1 


一 M 石 


夢 窓 


無 極 


觀應二 、九、 衔寂 


志玄 

延文 四、 二、 十六 寂 


永 撰^-四 一 輩^ _五 光林^ _六 i  M0, 


七 妙 在^^ 八 善 玖^ L 九 智 明^^ 〇 妙葩 二通 徹^-一一  一 普 在 m 
一三 1 ® 致^-一四 良 •遁^-一 五周澤 1 六法 序-^- 一七 I 驟見 1八{示 *11 _ 


一九 II 製- If rl o 周 佐^^ 一一 一法 頴 ば一 一一 一一 周 郁. 


元 章 


至德二 、五、 五溪 ：！ 
二 五 周 敦^^ 

明德 三、 十二、 一 寂 


器 之 


至德三 、九、 廿一 一. 寂， 

一 H ハ fi 俊^^;  士綱 一一 八 如 金 N 严 

，—：  至德 I1 A _ ^應永 九， 八、 廿六寂 . 


一一 三  g  lll,®! s gg  11 {_ 

一 一 九 周 己^ L 一 一 一 〇顏 頫_ 

應永 五、 三 •四 寂  應永 五、 二、 十七 寂 


一一一一 令簠 

應永 五、 十二、 八 寂 

一-一七 中膺 JP 

應永 十 -: 七、 一 P 

四ーーー宗黑_— 


三 一一 


麟 一一 一一 一一  福 謙 JifL s 周 朗^^ 置 祥秀哇 r 一 一 一一 〈圭 密^^ 


一一 一八 中淹 ^-中— 一 芫中 四〇 明 應^— 

_  應永 十一、 十二、 十七 寂 應永 十四、 五、 十六 寂 

S 四 中 勝^^ 五 中 選^^ S 周 崇^- 

應永廿 一、 六、 十 寂  應永廿 、七、 六 寂 


四 一梵相 Nr  g 梵 00 


應永廿 四、 三、 五 寂 


四 九 妙 虎—— 吾 元禮 五一 原 ^ —— 五一 一通 恕- 惟咚 

應永廿 、十、 十 寂 


四 七 中果 四 八 中 環 i! 
應永 十八、 十一、 十七— 寂  應永 十九、 九、 廿 二 寂 

五一 一一 司 伸 五 四 司 印 

應永廿 、十二、 十八 寂 


諸 大寺歷 代幷雜 職 次第 (臨 濟宗靈 龜 ill 太 龍 資畢 •禪 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(:四 八） 


_  謊 大寺镝 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗 靈龜山 天 111 資聖禪 寺) 11111 _ I _ 111 

i 日智 f  I 擧 p ^1:l 性 智^^ 中 令」 梵湛 
六 一惠 S さ 一梵苑 JilL さ 一一 祥麟 s 方 秀^^ S 周噩 元瑾— 1 

V  .....  .一  _  ■，-  ;  4  .;  ..  •  'i 

•  '  '  ...  ;  J  - 

六 七 令 在^ L 交 周玄 ±^六九得岩^^き僧_^^七一周賀-^^さ一光_,堅| 
七三 大緣 七 a 周 仲， 七 五聖東 六 周 勝^^ -- fc: 七 梵 梁^^  K 惠 勒^ 

I -  ■  .  -  I  -—1 1——  i  I!  ■  I  -: 

七 九 周 芳 八 〇周安 八 一景 眼 J5L 八 一一 妙 孫 S 梵瑚 ^^ s 彥輔— 
八 五 俊玄 八 六中勒 八 - to 中 願 八 八 阿立 JiiL 八 九 周 初^^ 九 〇妙川 m 

九 一道 淵^ L ** 一一 中興 九 一一 一英 種 九 s 乾 珍 会周銘 P 九1〈 妙濬磨 

-  -  «  :  .V---.... '.- ,. 

九 七 乾 治^ 突 周 ) t ^±^ 5: 淸道 一〇〇 周 藤 一。 一周 操 S 德輔 m 

■  I  !•  ■- -  -1 -  m  •■1  '  I  11  -  .  I  I  II 

10111 中 誓 g 以篤^ ^  5 德瑛 S 頂 勝^^ 一名 妙窜 s— 1G< 令 英—舜 

•  -  -  ;  II  ■  -  .r  ..  ! r -  -  *  /•  •  yr..-^  r  {  ««  •  i 

10 九中键 ー  ー〇 周訓 三 眞隆 一一 一一 法需 一  ni 一周 方^ Li 禮久 m 

\/.  .  ■  r  ...  .  .V  .  ,  '  、‘  •  .、 .’  -  •• /' '.., 

S 壽- 樟^—  i、 中 明^-  5 梵龜 一一< 中 朔^^ 一一 九 全 森^^  f 氷 先捧 


(五-八） 


書辭 名人 家佛本  日 
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詢 

r 
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四 * 
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県 ■ 
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光 
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中 
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UJ 
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1 

溪 
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春 

英 
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之 
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秀 

m 

義 

气 

華 

仙 

英 

鍵 

天 

關 

y 

6a 

等 

$3 

七 

奚 

I 

韩 

冠 

I 

正 

1 

四 

七 

林 

凡 

四 

m 

量： 

瑞 

等 

i 

式 

大 

用 

f 
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通 

1 

安 

1 
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無 
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密 

性 

成 
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峯 
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1 立 
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楞 
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i 
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M 
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- ti 
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康 

大 

您 

•ノく 
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诱 

玉 

tM 
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五 

C9 

坦 

兄 

照 

高 

先 

4 

康 

緒 

元 
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1 

1 

四 

歳 
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1 天 
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1 

— 

春 

壑 

i： 

曄 

光 

遠 

1  ,| 

± 

澎 

洋 

. 

i 

3 

1 

i： 

林 

i 

妙 

茂 

性 

旁 

M 

春 

1  始 

- «  . 

寳 

欽 

芳 

i 

階 

為 

五 

王 

嚴 

肅 

元 

四 

九 

全 

順 

怡 

中 

四 

i 
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由 

心、 

1 牧 
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5 

慶 

瑜 

玉 

ft 

到 
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fl 
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自 
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心 
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諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨 濟宗 靈龜 山天嗤 資聖禪 寺) 


上  1 


m 

本 

佛 

家' 

人 

名 

辭 


諸 大寺歷 R 幷諸職 次第 (臨 濟宗 靈龜山 天 龍 資聖禪 寺) 


K 七 等 孫^^-一八 八 等僖^ ^  K 九 馨 椿^^ 一九 0、 


明 窗 


一九 一ー ー周憲 5 周 泉^ L  5 令 彰 一一^ 

天 正 十七、 八、 晦入 


1 么堤 _ 


眞 


¥ 等蓀 S 玄宏 _ 


— 一蠢 1 


一義 t 仙-^ 

寬永 十八、 仲春、 廿七 、人 承應三 、十、 


一一 00 等 修^^ 重 日日 倫 望 _ 虔 一 i 梵亨 s ^ 

、 k  —  2 、  .  寬文 四、 孟夏、 廿六  寬文 十一、 四、 廿二 A 


貧玄 ±1^^ 雲 道 充^ L  i 周 郁^^  一一 G< 智悅 一兗 玄 中^^! 一二 G 承 光^^ 

延寶二 、三、 九、 入  元祿 五、 十一、 廿七入  寶永 元、 五、 廿八開 堂  寶永元 


一一 一 一 性湛^ ^  £元 蕾^^ •一二 一一 一道 代 山^ L 一二 a 性 琴 


古溪 


入、 


5 承 堅^ ^ ー ニ<  周 寅潭 .-■■ 一一 5 兀穹 ^  S 性 ^ _ 


享保 十七、 七 入、 
同 十八、 六 退 

十洲 


寬延 四、 二、 朔入 
同、 九、 朔退 

一一 璧 3 畊 _ 

寬政 六、 三， 六 入 
同 七、 四、 七 退 

i  周  ®ter 

天 保 五、 九、 朔入 
嘉永 元、 八、 十 退 

一一 ■元 瑜—鐘 h 

明治 二、 四、 朔入 
词 三、 四、 晦退 


寶曆二 、二、 沏人 
同 六、 十二、 晦退 

§0  №1— 

文化 三、 十、 十九 入 
同 七、 一一、 十七 退 

8 周續 

嘉永 元， 八、 十一 入 
同 三、 七、 廿九退 

1. ハ S 牧 

明 ^- 四、 八、 四 入 
同 廿五 、十二、 十七 退 
同邯二、1、廿寂 


明 和 五、 七、 十六 入 
安永 六、 四、 十三 退 

一一 一一 五 宗蹇 

文化 十一、 十二、 廿一入 
同 十二、 八、 五 退 

一 1 英歆 

嘉永 三、 八、 期 入 


安永 六、 四' 十四 入 
同. 八、 十五 退 

S (司 注-^- 

文化 十二、 八、 六 人 
文政 二、 十、 十 I 退 

一一 三 一一 宗曝 _ 

安政 三、 四、 五 人 
文久 三、 二、 廿三退 


一二 五 全 00, 

元文四、 70 、廿七入 
同 五、 十二 退 

一一 一二 道％ 

安永 六、 八、 十六 人 
同 七 正、 三十 退 


一二 六 等 M 


寬延 四、 正、 晦退 


一一 一一 一一 令椿喊 


堂 


寬政 元、 十二、 三十 退 


S 承 宜^ l  一|一1八 一兀俊 m 


同 三、 三、 十九 退 


天 保 二、 正、 十一 入 
同 五、 八、 三十 退 


霊周 s JiLS間蹇m^ 


同 四、 四、 晦退 

一至 兀 碩^^ 一一 一ー ー< 昌禎峨 山 

明治 甘 五、 十二、 十七 入 
同 三十、 十、 十七 退 


1 


慶應三 、九、 十二 入 
同 十二、 廿七退 


i 襲 3 入 


C 七 八） 


書辭 名人 家佛本  日 


〇臨濟 宗萬年 山 相 國禪寺 住持 歴代 


(創立 年 時) 後小松 天皇 元 中二 年 
(現今 位置) 京都市 上京 辟 烏 九 上立賣 


夢 窓 


妙葩 


春屋 


嘉慶 二、 八、 十三 寂 


周 搭^^  < 中 淵 


萬宗 


應永 元、 八、 三人 
應永 四、 八、 十九 寂 

一三 中淹 一四 
應永 十二、 八、 十七 人 
正 長 元、 十、 七 寂 

一九®  ーー〇 

應永 十七、 三、 廿三入 
應永卅 二、 一一、 十八 寂 


應永 五、 八、 四 人 
應永 十七、 正、 六 寂 

少林 


周繁 

應永 十四、 八、 廿 一人 

志 敬 

應永 十八、 七、 廿八入 
應永廿 七、 間 正、 廿寂 


一一 一明 應 

至 德三 、十二' 廿六入 
應永 十四、 正、 十六 寂 

九 中 謙 

應永七 、三 八 人 
應永 十三、 四、 三 寂 

一 五梵 晃羞 ii 

瞎永 十四、 十、 三人 
應永 十五、 六、 廿七寂 


四宗胃 五 支 山 六 中津— 


11 l 1A 


一〇 司 崇^— 一一 中 嵩^^ 一一 一周 伸 


明德三 、十、 三人 
鹿 永 十二、 四、 五 寂 

無 求 


應永 九、 三、 八 人 
應永卅 、九、 十四 寂 

圓鑑 


應永 十七 五， 十五 寂 


應永サ 、十一 一、 十八 寂 


一六 梵相 


應永 十七、 二、 廿寂 


ー セ周脔 P 一<  福 謙 

應永 十五、 十一、 二人 
應永廿 六、 七、 廿四寂 


益宗 


二  1/■  -  -  -  -  rt 

應永 十六、 八、 十四 寂 


一二 梵 超^^ 一一  一一 周 噩 


較中 


西 胤 


應永ホ .十一、 七 寂 


襲 S SX 


一一 五 司®^ _  IM  ハ  ，-一 一七  P  一一 八  _  ® 

應永廿 五， 八、 十二 入 
應永廿 六、 九、 一一 寂 


元容 


_ ll 1 AA 〔i 


應永卅 二、 三、 十七 寂 


三 ーキ欵 一 一一 一一 ) WJ 悅 JiL 三ーーー 乾 治^^ 1 S 俊 列 

正 良 元、 十二、 二 入 
寶治 四、 三、 一 寂 

四〇 等 蓮, 

永享 七、 A 、 十一 入 


00^ 


文 安元、 十二、 十八 寂 


一一 一七 中礬 一一 一八 乾 珍_ 

永享三 、八、 廿四人 


永享 四、 三 廿九人 
嘉吉 元、 十二、 廿九寂 


一一 一九 等懋 F 

永 孕 五、 七、 廿八入 
文 安三、 十二、 廿六寂 


b  一一 一  一^澤  §  周 ftL m^ g 澄泰 全 固  _ 


嘉吉 元、 八、 六 人 
寶德 二、 四、 廿六寂 

四 九 等 柏^ 五 0 

文 安三、 九' 廿 二人 
長祿 三、 正、 廿二寂 


裏 吉二、 三、 廿 二人 
享德二 、十、 十二 寂 

周 ® _ 

文 安四、 八、 廿八入 
寬正 三、 正、 二 寂 


嘉吉三 、十二、 廿四入 
寬正 四、 四、 三 寂 

3 慈 辯^^ 

文 安四、 十、 十五 入 
享德四 五、 十 寂 


一一 三 陵 承- 

應永廿 一、 八、 十 入 
應永廿 九、 十一、 五 寂 

一 U 惠哄 

應永卅 、八、 十六 人 
正 長 二、 三、 十五 寂 

三 五 _ 珊^ M_ 

正 長 二， 六、 十七 人 
永享 六、 正 if 八 寂 

四 一周 操^^ 四 一一 
永享 九、 八、 十九 人 
责德 1 r jl; 、i 叔 

s セ景 繕# r 

文 安元’ 十二、 廿九入 
享德 三、 十、 十二 寂 


11S 梵意 


柏 堂 


應永廿 二、 八、 廿五入 
永享 六、 四、 十五 寂 

一一 〇 承 朝” 

應永卅 、九、 廿七入 
嘉吉 三、 五、 九 寂 


三 六 司 藤 _ 


永享 二、 八十 入 
寬正 四、 正 ■六 寂 

永享 十二、 八、 廿九人 


g 八 承 顒_ 

齊徳四 、五、 十四 寂 


五一 一 


等 輝 一一 慧 淳^^  S 周 喆磨 


康正三 、七、 廿五寂 


SS0 


宽止二 、正、 廿一寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 一 臨 濟宗萬 年 山 相國禪 寺) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 八） 


諸 穴 寺 歷代幷 諸 職 次第 (臨 濟宗萬 年 山 相 國禪 寺' 


i 洪 曹^^ 

寶德 元、 十二、 廿五入 


五六 中 左^ ^ 老 洪省 


察 堂 


畏祿 四、 六、 九 寂 


2 永 舒^^ さ 一等 助— 


享德 三、 九、 八 入 


康正 元、 九、 廿六入 
具祿三 、六、 三 寂 


寶德 二、 十二、 廿九入 

六 一一 一澄 安^^ 

康正三 、八、 十二 入 


五 <  等銳 

寶德三 、九、 十一 入 

S 梵 詳^^ 

康正三 、十一、 廿 一入 


五 九 中 s 全 S 摩 

寶德 四、 三、 廿三人  享德二 、八、 九 入 
長祿二 、十一、 八 寂 

S 司壽 六 六 陵譽 m 

:  長祿三 、三、 五 入 


寬正三 、八、 廿四寂 


六 七光 謹^^ 六 八 周 賢 障 


具 祿三 、十二、 十四 入 

七三 景态障 

寬正 四、 八、 七 入 


長祿 四、 二、 十三 入 
寬 止 四、 二、 晦寂 

七 四 等奭, 

寬止 五' 八、 六 人 


ナ、九圏踅^^き澄期^^七1澄郢^-七ーー梵桂 

長祿 四、 六、 十七 人  & 祿 四、 七、 + 一  入  寬正 元、 十二、 十九 入  1 


維馨 


七 土等璜 

寬 •止 六、 二、 十三 入 


七 六 守 蔭 _ 

寬 .止 六、 八、 六 入 


(七 九 永 喜^ L 八 〇 


八  一 ) ¢1 鏡^ l  八 一一、 、 


魁叟 


(S 


^^ハ 秀 睦^^ 八 -t! 以參、 、) 


I?  - r 


ィ (九 一)  ィ (九 二)  ィ 

八 一一 乾 道^^ 八 一一 一周 麟^^ 一一 持 正—: 

延德 2/ 八、 廿七入  明 應四、 三 -11- 三 入 


V 


(九 五 

(い 一 


!-I- ,r * 瑞杲隱 h— * 


天祐 ノ 


ィ (八 八〕 

八〇湍 仙^^ 

文明 十八、 八、 十六 人 
イ (九 四〕 

八 四等紳 -f 

明應 九、 三、 十六 人 

r 梵誃 


寬 It 三、 三、 十一 入 

七 -- ti 本 儀^ L  K 梵透 

文： JH 元、 五、 十五 入  應仁 元、 三、 十二 入 

八 一一 一景 宦蠢 )1  $ 景 三^^ 

文明 十七、 四、 廿八入 

八 一梵驛 ^ — (九。、、 卷陽)— 

文明 十八' 九、 廿七入 


S 


宗山 


イ (九九) 

八 八全祥 m 


<ナ、 等 貴 


イ (一 0; -; 

- 5: 法霖  F ‘ 


1 


東雲 


V 


雲 嘴 


S 妙 安^ Mi 

天文 九、 九 入 

ィ (一 D 九〕  ィ (二 〇) 

九 一一 承 兌^^ 九 一一 一端 5^^ 

天 正 十二、 二、 十九 人  天 正 十五、 五、 十六 入 

九 五 (f 章-障— (二 一一 一 梵 一 金 奪)— 突 顯吉 念梵寅 P 

1 一、 五、 廿 八， 八  承—、 士 一、 五， < II H7C +A 、 5 iA 


ィ (1 〇 五)  ィ 
春 J— 九 一集堯 (一 〇六 


春 寂 


2 湍 超」*^ 一〇 八 


イ 


本源 


九 四 顯 ^ (ニー、 

慶長 十六、 四、 廿三入 
萬 治 元、 正、 廿寂 

九 八 宗全齒 r  (一 ^ 慶 瑞_ 

寬文 四、 十一、 廿七入 


)1 


(九 八） 


書辭 名人 家佛本 日 


0 


* 等 貴.—-:.- 18 周 順 ■1!,  一  0 一妙 恕— I  5 顯靈太 ド！ 一。 一一 一 集 仗 磨 L—  S 紹珉 $ 

寬文 十一、 九、 十九 \ 


.1S 等 玲_-1兵 祖桂 sio 鱼 緣贺广  一0< 林 凡竺。 .10 九、 %  ter  =0 


ニー 


二 七 


二三 


一一 一九 


蘭 谷 


•9 


岱宗 


大有 


養 沖 


.ニー ー 


二八 


短峯 


-ご三 


藍坡 


二 四 


锥天 


一 I 五 


~  一一 九 


1一1四 *>1 ^ ^7 - _ 一 五 


松 源 


盈 沖 


1一1〇 周奎  |11一 


一一 一六、 


北 潤 


二 一七 


ご 一 〇 


5 承 珠-函 -- II 一一 一一 承 唆— 

明治 廿八 、八、 三 寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (臨：治 宗萬年 山 相阈禪 寺) 


無 聞 


古道 


橘洲 


二 六 


----- 


一一 一八 


ヽ 


正 源 


天叔 


大中 


、 J51i_ 


書辭 名人 家佛本 日 


C 〇 九） 


諸大 寺歷 代幷諸 職 - •>: 第 (鹿 苑院僧 錄歷 R  (廢 亡) 


〇 


* 夕 


院僧 錄歷代 


(創立 年 時) 後小松 天皇 永德 三年 
C 現今 位置) 京都市 上京 區烏九 上 立 賣相國 寺 塔 頭 廢亡 


一妙 躯^— 一一 

康曆元 任 

嘉慶二 、八、 十三 寂、 七 八 

七 中 津^^  < 明應 九 


中 津^^  II 

永德三 、九、 二十 任 
應永 十二、 四、 五 寂 七 0 


司申_ 

至 德元任 


同 十二、 四、 五 寂、 七 0 


同 十四、 正、 十六 寂八〇 


應永廿 、十二、 十八 寂、 八 一 

周崇 一〇 

應永 十三 任 

同 三十、 九、 十四 寂、 七 九 


四 明應^ ^善瘇 

至 德二任 


海 印 


空谷 


周噩 


P1P1 嚴中 


II r$ 、v s ?l o 


至 德三任 

二 古瘇^ _ 一 一一 

正 ft 元 任 

永 享五、 二、 廿二 寂、 六 四 


一一 一一 乾 治^^ 一四 ® 鳳 


瑞溪 


文 安三、 十、 廿四 寂、 七三 


永享 十一 一、 八、 廿九任 


一 五 司 藤 m 

文 安五、 七 任 


H ハ 周 鳳^^-ミ 澄昕 


東 岳 


一八 


一九 周 鳳^ L  I 一 〇 澄 安— 

應仁 二、 三 任  文明 五 任 
文明 五、 五、 八 寂、 八 二  同 五、 十一、 廿六 寂、 七 四 

ーー五一^ーニ^-一一六 ® ^— 


s  ^  ste __  1  一一 一 

文明 五 任 

延德 二、 十一、 五 寂、 八 七 


同 二、 十一、 十七 寂、 六 五 


明應 五、 二 任 
永 正 十五、 三、 二 寂、 七 九 


一一 七 林 凡 一一八 

文龜元 


長祿元 再任 

瑞智 m 

文明 十六 任 

壽頭 _ 

永 正 四、 五、 六 任 


同 四、 四、 三 寂、 七 六 


明 

嘉慶二 再任 


乾 珍 Nr 

永亨七 任 

嘉吉 元、 纏、 廿九 寂、 X 

眞圭 .1 — 

寶德二 任 


一一 一ー ー萄鏡 一一  四 景文 b iff i 

明 德元任 


文明 十八、 九、 廿七任 

一一 九 梵鐸摩 

承 正 六 再任 


宗山 


三 一等 貴 

大永二 任 
同 六、 二、 十五 寂 

一一； 七 法 叙^！ 一_ 三 八 

天文 九、 六 任 


三 三 壽 陵 障 

享祿五 任 


一一 一一 一 景 1§ _ 

大永六 

同 七、 十二、 廿九寂 

壽信 完妙 安 _ 

天文 十二、 七、 廿六任  天文 十四 任 


M 法 霖^^ 

1 文 五 任 

ao 洪臻 

天文 十九、 五、 廿五任 


文挖 


i p s 


四 一' 山 i 二 


四 三 溫 超-^-— 四 四 
天 正 三 任 

同 十二、 十二、 九 寂 


承 兌^ ^  B 五 端 保^ ^ 四 六 
慶長十 、十、 八 寂、 六 〇  寬永 十、 十 , 七 寂 八 六 


顯皡 _ 

慶長 十七 任 


四 七 承 潮 _ 

:大和 元 任 


1  一一  〇光粦 

大永元 

三 六法 霖 F 

天文 九 任 

EI1 集 堯_ — 

永 祿三任 

天 正 一一、 七、 廿 〈寂、 九 一一 

四 八 永 隆 !* —^ ^ 


四 九 等 蓮^ L 五 〇妙貞 -I— 五一 周 頌^^ 五一 一中 欵^ ^ M 梵诱 I— 五四梵 結^ L 


(一九） 


書辭 名人 家佛 本日 


〇 曹洞宗 吉祥 山 永 平 寺歷代  ( ll i SI sl il 


道元 _ 

建 長 五* 八、 甘 A 寂 


一一 睫 奘義— 三 

让安三 、八' 廿四寂 


義价 _ 

延慶二 、八' 廿四寂 


四義演 —— 五義雲 —— 六 曇 希- 


正 和 三、 十、 廿六寂 


正慶二 、十、 十二 寂 


■五、 十七 寂 


以 


喜 純 - & 宋五口 - ^  一  〇 永 罾 - 二 祖 機， 


— 、 — 三 五 寂 


- 二 1 三 寂 


If 三、 二十 寂 


1、— 五. 十二 寂 


一一 一  了鑑— 

— 、 1 六、 三 寂 

一三 建. 綱 —— ^ 一 四 建撕 —— ^ 一 五光 周 —— H ハ 宗 緣 —— ^ーセ 以 M —— ^一 八祚棟 

― 、—4-1、汁 4 r  菝  —、lt、- s r5i —、1  二、 五 寂  —、—4_l、±t  二 茳  —、—卜、、- 5 a. 


、— 十一、 廿二寂 


- 六、 三 寂 


U 祚玖 —— 1 0 門 鶴 —— 一二 宗奕 —I- 一一 一一  祚天 —— 重 秀察 


3 


M 長 十五、 一、 廿二寂 


元 和 元、 九' 八 寂 


完 良頓 - = 良 義. 


慶 安元、 六、 ヤ五寂 


慶安三 、十、 四 寂 


元 和 七、 三、 廿三寂 


一一 七 英峻 ® 

延寶 二、 §1、 十二 寂 


寬永 八、 七、 廿六寂 


宽永 十八、 二、 一 寂 


—4 ■'五 寂 


L 

«  9  - 


育 

正 保 三' 八'  一 寂 


一一 八 門 渚 - 完 _ 洲^— 一一 〇 知 日 堂 


光紹 


萬诒三 、三、 十八 寂 


三 一#  一  一  一一  |  ®  『 


大了 


一一 一三 


f 


山陰 


三 四 


天和 _. 、十二、十五寂 


良亨四 、十、 I 寂 


一 7C 祿 t 三、 四、 廿五寂 


高 郁 I- 

元祿 元、 十二、 五 寂 


三 七 


天 梁 軍| 

止德 四、 三、 六 寂 


ゴー 八 3 ^ —三九 

1 ハ、 四-十三 寂 


則 


u—し 承 天 


良 亨 元、 六、 十四 寂 


§ 曷 玄^_ 

古 _v 保廿 一、 一、 五 寂 


央元 


四 一ー ー密 一 

寶曆 十一、 六、 十八' 寂 

四 九 ® 元^^— 

疚政 五、 十、 廿九寂 


■越 宗 ぶ— M 湛 海-摩 r s 良須 ，卿 

寶曆 八、 四、 廿四寂 


五 〇即 中^ L 五一 

文化 四， 四、 廿八寂 


明 和 八、 五、 廿七寂 


惠源 _ 

文化 三、 十二、 十 寂 


明 和 八、 十一' 廿八寂 

き 宣峯 

天 保 六、 七、 四 寂 


苋 -X. 四、 七、 廿八寂 

三 五晃全 三 六 
元祿 六、 二. 廿四寂 

Si  雄禪 Sll 

元 文 五、 九、 二 寂 

四 七} 重 元 序 r 四 八 

:穴明 六、 正、 十七 寂 

五三 爲戒 五 Kg 
文政 元、 九、 四 寂 


贫文卞 、八、 十五 寂 

本  S1 

元祿十三 £/ 、十四寂 

圓  RM-fe — 

寬延三 、十一、 二 十 寂 

台 明^ _ 

寬政 四、 十二、 六 寂 

Fy 海 瞳— 

文 ig 四、 七、 八 寂 


諸大寺 歷代幷 諸 職 次第 C 曹洞 宗吉群 山 永： 牛 寺) 


—諸 大寺歷 R 幷諸職 次第 (曹 洞宗 吉祥 山 永 半 寺) 

五 五大 因 芙雲 gJiL 五 - t:! 禹隣 五八 大信 ^ I 眺宗 六 〇童 fi MIL 

文政 九、 四、 廿八寂  文政 十、 五、 十八 寂  弘化二 、二、 三 寂  弘化元 、八、 五 寂  嘉永 元、 八、 九 寂  明治 四、 十一、 三 寂 

密雲 六 一一 雪 鴻^ ^  S 琢宗 s 由 大体 
明治 十七、 四、 五 寂  明抬 十八、 八、 十 寂  明 饴卅 、一、 It!- I 寂 


(三 九） 


書辭 名人 家佛本  B 


〇日蓮 宗身延 山 久遠 寺 歴代 


(創立 年 時) 龜山 天皇 文 永 十一 年 
(現今 位置) 甲斐 國南巨 摩 郡 身延村 


S 日蓮 - 一一 日 向 閑 梨. 一一 一 日 進 MMMMf lza 日 善. 大法 阿闍梨 五 日 吉室睛 醤梨六 日 院 

让 安五、 十、 十三 寂  正 和 三、 力、 三 寂  元德二 、十一 一、 八 寂  正慶 元' 九、 廿二寂  貞饴 五、 II、 七 寂  應安 六、 六、 廿五寂 

七日 数^^- < 日 意^^-九日 學 一。 日延^^-一一 日朝^®- 11 一日 意_貌， 

應永 七、 五、 七 寂  應永廿 九、 十一、 八 寂  長祿三 、十二、 七 寂  寬正二 、四、 廿六寂  明應 九、 六、 卄五寂  永 正 十六、 一一、 三 寂 


ーー1一日傳 !* ,1四日镜#*_ ^ 日叙-*1_1六日整__一七日斩_1||1_ 

天文 十七、 十二、 十一 寂  永 祿二 、四、 卄五寂  天 正 五、 五、 廿三寂  天 正 六、 八、 廿寂  天正廿 、八、 十一 寂 


一八 日資也 — 雲 辟. 

慶县 四、 閏三 、十 H 寂 


一九 日 道^ 一一 〇日 重^^ 一一 一日 乾 寂！^ 一一 I 一日 遠^^  1111 一日 la JM^ s 日 要 摩脘| 

慶長 六、 十二、 十二 寂  元 和 九、 八、 ュハ寂  寬永 十二、 十、 廿七寂  寬永 十九、 三、 五 寂  賢 長廿 、五、 七 寂  元 和 九、 七、 五 寂 


一一 五日 深^^ 一一 六日 暹^^ 一一 七日 境^^ 一一八 日 奠^^ 一一 九日 

寬永 五、 十二、 廿八寂  廢 安元、 九、： F 九 寂  万饴二 、十、 廿八寂  寬文 七、 十' 廿三寂  延寶 九、 正 


華 隱院— 三 〇 日 i,ir 

、甘 七 寂  延寶 七、 一一、 十一 寂 


一一 一一 日脫 一一 一一 一日 省 智寂院 — 1 日 享^ 
元祿 十一、 九、 甘 三 寂  享保 六、 正、 十一 1 •- 寂  享保 六、 十 


§ 日 T6 J^_ 壹 日竟 k p 一一 一六 日 潮 

一、 廿六寂  元 文 二、 正、 八 寂  享保 十九' 正、 廿一寂  寬延 元、 九、 廿寂 


• 

1 一一 七日 寬 一一 一八 日苍 一一 一九 日 總 J^M^ g 日輪^ 一日 妙^^ 四 一一 日 辰^ 

寬延 三、 正、 廿一寂  寬延三 、八、 十五 寂  寬延 四、 閏 六、 廿九寂  寶曆一 i、 四、 廿寂  寶曆 七、 八' 三 寂  明 和 二、 十、 十八 寂 

暨日 見， 四 E3 日寳 l 日應 除 歷日唱 m_ s 日 谵_峰卜0七 日豊 m 辟— 

明 和 六、 二、 五 寂  明 和 六、 八、 六 寂  安永 二、 十二、 十九 寂  安永 七、 十二、 十八 寂  天明 六、 九、 三 寂 

g 八日 原^^ ^ 日 池 五 〇日沾 五一 日 全^^ - 1: 日 盛 五三 日 奏^^ 

饮政六 H> 、 十七 寂  寬政 十二、 八、 六 寂  寬政 十、 十' 十九 寂  文化 五、 四、 六 寂  文化 三 ' 一、 十九 寂  文化 十二， 九、 廿九寂 


諸 大寺脎 代 幷諸職 次第 (日蓮 宗身延 山 久遠 寺) 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 九） 


諸 大寺歷 lc ‘ 幷諸哉 次第 ( m 蓮宗 旮 延 u A ii 寺) 


五 四日 審^^ # 日 . 五六 

文化 十四、 七、 二 寂  文政 十一 1 、一、、'^ 、廿二 寂 

六 0 日、 間^ 六 一日 C^ N IT 烷— 六 一一 
天 保 九、 閏 四、 七 寂  天 保 十三、 一一 一、 九 寂 

六 六日 薪 ー ハ - t3 日 M -— . 六 八 
嘉永 七、 二、 十一 寂  安政 五、 十二、 廿九寂 

七 一一 0 M — 11 日院 ■ 七三 0 薩 k 明 F 七 四 
明饴 七、 五、 廿二寂  明 袷 廿 一、 八、 廿九寂 

七 八日 良 J?t^ -+7 九日 龜， 一〇 
明治 四十 二、 四、 四 寂  明治 四十 S1 四， 十三 寂 


日晴 .JMm. 五 七 

文政 九、 九、 八 寂 

日 議^^ 室 

天 保 +• 五、 正、 四 寂 

日實 六 九 

萬延 元、 十、 四 寂 

日 鑑  五 

明饴 十九、 一、 十三 寂 


日舜 五八 

文政 十、 八、 廿寂 

0 

弘化二 、二、 十五 敏 

日 琢事闺 _ 七 〇 

元 冶 元、 七、 三 寂 

日 fl& ノ b 妙 院-七 六 
明饴廿 四、 五、 十七 寂 


日 _ 晃 運院， 
天 保 十一 1 、八、 廿八寂 

日 ■不老 院 
乱 化 三、 十二、 廿三寂 


五 九日 詔^^ 

天 保 五、 六、 廿寂 

六 五日 桂^^- 

乱 化 四、 十三 寂 


日 祥^! _$日禱， 

明饴 五、 六 パ 九 寂 


智堺院 


日 阜 1# 應踪 i 
明治 甘 六、 八、 廿六寂 


明治 四' 四、 十八 寂. 

七七日 嚴 

明诒卅 一、 二 ' 一 寂 


m 慈 


木信院 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 


紅 


〇新義 眞言 宗豐山 長 谷 寺 能 化 歴代 


is Ii  黯 il i^ l 


中 與專譽 

匿 長 九、 五、 五 寂 

七. 信 海 

延寶 六、 一一 廿一寂 

一一 一一 卓玄 P 

寶永 元、 正、 廿 S 寂 


II 性 盛 辟 r 

慶長 十四、 七、 十六 寂 


ーーー 宥義」 ii r 四 

元 和 四 •七、 十七 寂 


秀 算_- 

寬永卞 八、 十、 十六 寂 


五 尊 摩 !? r 六 良譽 5 广 

承應 元、 十二-十九 寂  明曆一 一、 九' 一 寂 


1 文 六、 


壽春圓 

五、 十五 寂 


九 賴 意 ! ff h o 俊 盛 一一  亮汰 

延寶三 、七 •廿二 寂 


按彥 


こ ft 

享保 八、 


有 


: 

二、 十五 寂 


一一 五 性 海 ^ 1¢ 


明 和 元、 八 ' 一 寂 

三 一釀玄 S 

寬政 二、 十一、 廿九寂 

三 七 高隆 M i® —- 

文化 五、 七、 十一 寂 

S 實掌 

天 保 六、 十一、 三 寂 

g 通濟 

明抬 五、 十、 十八 寂 


一四 英岳— 

正 箧二 、十一、 一 寂 

一一 〇尙彥 S 門、 

享保廿 一、 九、 一 寂 

一一 六 圓秀知 新 

明 和 三、 十一、 十 寂 

一一 一一 一法 住智幢 

寛 政 十二、 五、 十 寂 

三 八即 司逮 見— 

文化 九、 九、 廿寂 

g 榮 明-菜 h 

天 保 十三、 九、 十九 寂 

五 3 宥 次—®^— 

慶應二 、四、 廿一寂 


一 五 亮貞 一六 

享保 四、 九、 十七 寂 

一二  itk ;-# こ  11 一 

延亨二 、四、 廿九寂 


延寶 八、 111 、廿六 寂 

尊祐も—r 

享保二 、四、 十八 寂 

慧任 

寬保二 、五、 廿二寂 


延寶 八、 十一、 十 寂 


一一 一尊 如 2— 

良享元 、三、 六 寂 


一一 七 决尊— I 一一 八 有 慶眞 ;a ; 

安永 二、 四、 十五 寂 


安永 四、 九' 八 寂 


儀貞* 

亨和 二、 三、 十 


三 三 議 .一^,^ L 1 元榮. 

寂 


本 住 


三 九 唯一:-^ に-四 〇 
文政 六、 十二、 十二 a 


亨和二 、六、 十四 寂 

亮恭 P 

文玫 十二、 六、 廿四寂 


四 五鏡眞 摩— S ハ信惠 te 降 

弘化 五 ' 一、 十四 寂 


五一 i 


弘化三 、七、 廿四寂 


一七 隆慶 _.一< 秀慶で 

享保 四、 八、 六 寂 享保 五、 七、： ^ 一  寂 

S 圭賢 見^— 一一 四 一® 如 心— 

寬延二 、九、 廿 1  寶曆卞 三、 十二、 十九 寂 

一一 九 快 運- 1 — s f  ■ネ」 心— 

天明 七、 三、 十四 寂  文政 五 廿一寂 

一一 一 五 曉惠 p—一ーー 六 監尊— 

亨和三 、一一、 一 寂 -X. 寂  文化 元、 五、 九 寂 

四 一 令 法 磨覺 i  BI 一榮 山^^ 

文政 十、 九、 十 .- +- ム  文政 十一、 三、 廿八寂 

四 七 深 賢^^ 四 八 永雅- I— 

嘉永 四、 七、 十三 寂  安政 三、 十、 十八 寂 

五：11秀善惠運|蠢秀盛 !@ ^^ 

明 袷 十九、 十二' 十四 寂  明饴廿 三、 八、 廿 一一 寂 


諸大寺 MR 幷諸 職 --^ 第 (新 義眞 11 一一宗豐山長谷寺) 


諸 大寺懸 K 幷諸職 次第. (新義 眞言 宗豐山 長 谷 寺) 


r\ 

六 


H 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭' 

書； 


五 五大 s 相憲 ^ 海 量 _ r 

明治卅 一、 八、 廿五寂  明治卅 一、 十一 1、 廿寂  明治卅三 . 卞、九寂 

六 一義 海 

明治 四十 四、 五、 十一 寂 


灵 雷 斧 —— 五 九 常識^— $ 全 0 


•P 

•姒 


■(七 九） 


書辭 名人 家佛本  口 


現 古 再 創 
今昔 興 立 
位抆 年年 
置 置 時時 


京紀 後後 
都 伊 陽 小 
市 陵！ 成 松 
T 恥 天人 
京 賀皇皇 
辟 郡慶應 
來根長 7k 
瓦來五 
町 年 


〇新義 眞言 宗五百 佛山智 積 院能化 歴代 


中興 玄 宥—堯 ，p- 一 一祐 宜^^ 一一 一日 譽 JML E3 元壽 五隆長 六 宥貞 iflll r 

较長十 、十、 pq H 慶县 十七、 十一、 十七 寂  寬永十 七、 十一、 廿寂  慶安 元閏 .止、 卞三寂  明 曆二 十、 九 寂  寬文四 、五、 六 寂 

七 運敞 一兀廢— 八 •信 盛-^^ 九宥鍰 k 織— S 專戒一 广ーー覺眼_—ーーー義山_—准 

元祿 六， 大十菽  元祿 六' 正 八 寂  元祿十 五、 七' 十九 寂  寶永七、六廿叫寂  享保+-、十一、 /\ 3  享保 七、 七、 四 寂 

一三 快存虎 I 一四智 興^ L 一 五亮 範耑 r  H ハ鏺淨 快— 一七 龍 夭— 淋珊— 一八 决侃 ¢1 

享保 九、 八、 廿九鉍  享保 十三、 i ハ、 十八 寂  元 文 匹、大、 廿 二 寂  延亨兀 、仏 廿 11 寂  明 和 四、 二、 六 寂  免 曆 六 ' 一、 十三 寂 

一九 覺  f )M 本圓 ——110 淨空 -^-11 一等 空^— 一一 一一 動 潮- 111_一|  一ー ー鐵^ IJ^_ S 胎通 m_._ 

明 和 八、 四、 十四 寂  安永 四、 十、 廿八寂  安永 六、 六、 一 寂  莧政七 •十二、 七 寂  苋政 六. 十二、 三 寂  贾政 十、 二、 li* 四 寂 

一一 五； 順^ _ 一一 六 淨光 一一 七 英 範寶， r 一一 八 謙 噴 —— 一一 九 - H-1-t 視一 « ii^„ g 弘 ft 恶岳 —； 

文化 十二、 九、 十九 寂  亨和三 、九、 十五 寂  文化 元 •八、 十： - fl 寂  文化 九 •九十 六 寂  文化 十. 六 卄四寂  文政 五' 十 . 六 寂 

11 二亮海 J^l-一一 一海 應 三 一一 一隆 瑜 !^ r 三 四 襌宅戒 舟— 三 五先晋 i5!L = 六 範惠快 順—— 

文政 十一 /' 三、 十四 寂  天 保 四、 十一、 廿九寂  嘉永三、5、三寂  嘉永 四 -: 一、 十六 寂  弘 化 四、 十二、 十七 寂  孽水 三、 ^ •一 寂 

一一 一 -- fcl tt 海^ L 一 一一 八 賴 如^^ ^ 隆榮 I—  ao 弘現議 四！ 義範 障—  E11 實 因^^ 

安政 三、 二、 廿二寂  文久二 、八、 廿四寂  匿應 三、 七、 十七 寂  明饴十 I 、十 二、 一 寂  明饴 十一、 九' 十 寂  明沱 1|- 11'十一、廿寂 

四 一ー ー宥 性^^  S 隆基 _ 仁— S 芳撿 S ハ决 運^ ^ 四 七 敎如 
明 诒廿八 正、 十三 寂  明 诒 111- 、 十 ' 一一 寂  明 抬卄 九、 十一、 廿九寂 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (新 連 眞言 宗五 佛山知 積 院〕 


(八 九） 


書辭 名人 家佛 本'  日 


(八*) 


諸 大寺歷 代 幷諸職 次第 (黄 檗宗黃 檗 山 萬 ^ 寺： I 


〇黃檗 宗黃檗 山 萬 福 寺 住持 歷代 


(創立 年 時) 後西 院 天皇 寬文 元年 
(現今 位置) 山城 陝 宇治 郡 宇治 村 


一 11 務 

延寶 元、 四、 三 寂 


一一 性 陰， _ 

li 孕 元， 正、 廿寂 


一一 一 性 機 性 整 障 

天 和 元、 十一、 十一 寂  寶永三 、正' 廿六寂 


五 性 0^— 

元祿 八、 十、 十六 寂 


千朵 


性 俊 

寶永二 、二、 朔寂 


道 宗^^  < 道 章^^ 海 M ^^ o 蓮 防^^ 一一 方炳 一一 一元 昶 


賣永 六、 七、 廿九寂 


享保 九、 五、 十九 寂 


享保二 、五、 十  <  寂 


享保 四、 三、 廿六寂 


享保十 、十、 十八 寂 


杲堂 


享保 十八、 六十 八 寂 


一三 淨 印^^ 一四 元 棟 


龍統 


寶曆六 、七 六 寂 

一九 元 ster 

寶曆 十三、 八、 廿七寂 

-1 五 文 秀^^ 

*- 政 十、 正 •十五 寂 


三 一通 用 


若存 


嘉永 3 、十二、 十八 寂 

三 七 rs 光 m__ 

明抬卅 五、 六、 九 寂 


延享三 、九、 十六 寂 

一 〇 照 浩^^ 

安永 五、 十、 廿三寂 

一一六並日日联^^ 
文政 四、 十、 十七 寂 

三 一一 如寶 _- 

嘉永 三、 九、 十七 寂 

一一 一八 通 昌-^- 


一 五正餛 卜 r 一六 


元 


寶曆一 一一、 六、 六 寂 


一七 元 明^^ 一八 ■正 餛 —— 

寶曆 七、 正、 廿七寂  安永 三、 十、 廿五寂 


蒲菴 


寬政 八、 十、 一 寂 


一一 四 衍 劫 bp 

寬政 十一、 九、 廿八寂 


一一 七 淨踞 一一 八 

文政 九、 十一、 十六 寂 

芎1 ^ 11 ^—三四 

明饴 元' 十、 十 寂 

明 饴十 六、 十二' 廿九寂 


眞白 


梅 岳 


文政 十二、 九、 十五 寂 


瑞雲 


rs 芳 

明 括 二、 四、 十六 寂 

ff _一% 觀輸 
明诒廿 九、 九、 一 寂 


一一 九 衍 一一 〇眞 明^ 

天 保 七、 五、 十八 寂  天保丁、四、廿四寂 

1  0  0S—  0  00— 

明饴廿 二、 正、 十七 寂， IV1 治 十一、 六、 十二 ti 

S 一嘩嘯 ヨー 眞山 

明抬 卅 五、 十、 十六 寂  明治 三十 七， 十一 寂 


1 g  傑 r. 四 四 g.  f 柏樹 


㈠ 


書辭 名人 家佛 本日 


〇勅 號刺諡 索引 
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BE 
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師 

慧 

成 
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高 三 喜  f 

古 曾 部 入道 

小島 上 綱 
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木 寺 法 印 
小 文殊 
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眞 興 

眞興 

源 1: 

經範 

原資 


後 安祥 寺 宵 
後 圆城寺 僧正 
後 小 野 僧正 
後大 御室 
後光 臺院 御室 
後 高 野 御室 
後 分 剛院 御室 


莧胤 
良瑜 
範俊 
性 承 
靜覺 
道 法 
寬隆 


後 釋迦院 法務 大僧正 賢 深 
後正覺 僧正  雅嚴 
後 染王院 / 寬欽 
後 禪阿院 御室  覺道 
後 僧正  R 然 
後 中院權 僧正  經海 
後 中 御室  性 助 
後 菩提寺 大僧正  光濟 
後 南 御室  覺深 
後 入唐 僧正  宗叙 
五 筆和尙  空 海 
五大 院大德  安然 
五智 法師  銳 _ 
御廟 大師  慈惠 

高 野 御室：： - 覺法， 

高 野 法 印  貞曉 


高 御 c 高 野 御室の 省略〕 癌 ¥ 法 

上野 阿闍梨  寶心 
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,, 嵯峨僧 郡 
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三、 長 樂寺流 祖皆空 房隆寬  四、 九 品 寺 流 祖覺明 
房 長 西  五、 一念 義の祖 成 覺房幸 西 
五山の 開山 鎌 倉 五山の 開山 
一、 巨 福 山 建 長 寺 開山 大覺 禪師蘭 溪道隆  一 r 瑞鹿山 
圓覺寺 開山 佛光 禪師子 元祖 元  三、 龜谷山 壽福寺 開山 
千 光 祖師 明 菴榮西  四、 金峯山 淨智寺 開山 佛源 禪師大 
休 正 念  五、 稻荷山 淨妙寺 開山 退 耕 行 勇 
五山の 開山 京都 五山の 開山 
一、 靈龜山 天 龍 寺 開山 正 覺國師 夢 窓 疎 石  二、 萬 年 山 
相 國寺 開山 同  三、 洛東山 建 仁 寺 開山 千 光 祖師 明菴榮 
西  四、 惠日山 東 福 寺 開山 聖 一 國師圓 爾辨圓  五、 

京 城 山 萬壽寺 開山 十地湛 然和尙 
五 折 口峨 山門 下の 五哲  一 
太 源 宗眞  通 幻寂靈  無端龃 環  大撤宗 令  實 一 
峯沒秀 

❿」 (流の 祖束密 小 野 六 流の 祖 

て 三 寶院流 祖定海  二、 理性 院流 祖賢覺  三、 金 
剛王院 流 聖賢 (以上 三人 勝覺 門下) 四、 勸修寺 流祖寬 
信  五、 隨心院 流祖增 俊  六、 安祥 寺 流 祖宗 意 (以 

上 三人 嚴覺 門下) 

六 流の 祖東密 廣澤六 流の 祖 

一、 仁 和 御 流 祖覺法  二、 保壽院 流祖永 嚴  三、 西 

院流 祖信證  四、 基 藏院流 祖聖慧  五、 忍 辱 山流祖 

寬遍  六、 傳法院 流 覺_ 

丄ハ 流の祖 鎭西六 流の 祖 

名數 索引 


白旗 流の 祖寂 慧良曉  名 越 流 流の 祖良辨 尊觀 
藤 田 流の 祖持 阿性眞  小幡 流の 祖 慈心 良 空  三條流 
の 祖了慧 道 光  一條 流の祖 禮 阿道忠 
六 祖妙心 寺の 六祖 

一、 關 山慧玄  二.、 授 翁宗弼  三、 無 因宗因  四 
日 峯宗俊  五、 義 天玄昭  六、 雪 江宗深 

丄ハ 老僧 親鸞 門下の 六 老僧 
眞佛  源 海  了 海  專海  明 空. 源 誓 

(一 ® 明 光. 了 源 源 海 源 詈專海 了 海) 

丄ハ老 曾 日蓮 門下の 六 老僧 

大成 辨阿闍 梨日昭  大 國阿闍 梨日朗  白蓮 阿閱梨 日 
興  佐 渡 阿闍梨 日向  伊豫 阿 闍梨日 頂  蓮華 阿闍 
梨 日 持 

丄ハ老 ft 日 什 門下の 六 老僧 
日 仁  日 金  日 妙  日穆  日 金  日義 
# 七 上足 義淵 門下の 七 上足 

支， 昉  行 基  宣敎  良敏  行 達  隆尊 
良辨 

@ 八 家 眞言 入唐 八 家 

一、 傳敎 大師 最澄  二、 弘法 大師 空 海  三、 慈覺大 
師圓仁  四、 惠運  五、 智證 大師 圓珍  六、 常曉 
七、 圓行  八、 宗叙 
.八 祖鎭西 八 祖 

一、 聖光辨 長  二、 la 主 禪師然 阿良 忠  三、 寂慧良 
曉  四、 良 譽定惠  五、 永 慶蓮勝  六、 成 阿了實 


書辭 名人 家佛本  日 


〔四） 


名 ^ ^ 弓 

J, ■  -  —  :  »  !  *  J I  « '  :  V  *  —  ’，-1•■  n u 

: ，.七、 了 # ^ 冏  八、 酉譽聖 聰 

八 傑 高野山の 八 傑 

法 性  道範  尙 祚  眞辨  信 堅  信 日 .; 

覺相  玄海 

❿九 老僧 U 朗門 下の 九 老僧-' 

肥 钤阿間 梨 日 像  大經 阿闍梨 日輪  大法 阿 闍梨日 善 
大圆 阿閽梨 日 傅： 大 善阿摺 梨 日範  摩 訶一阿 闇 
梨 日印  大乘阿 闇 梨 日 澄：， 妙 音 阿 闍梨日 行  越 中 
阿 閎 梨朗慶 

© 十 派の 祖臨 濟宗十 派の ® 1 

一、 建 仁 寺 開祖 明 菴榮西  二、 建 長 寺 派 開祖 蘭 溪道隆 
三、 柬福寺 派 開祖 回 爾辨 圓  四、 圆覺寺 派 開祖 子 
元祖 元  五、 南禪寺 派， 一 祖無關 普 門  六、 大德寺 派 
開 祖宗 峯妙超  七、 天 龍 寺 派 開祖 夢 窓 疎 石  八、 相 
國寺派 開祖 同  九、 妙 心 寺 派 開祖 關山慧 支  十、 永 
源 寺 派 開祖 寂 室 元 光 
十大 弟子 弘法 大師の 十大 弟子 
眞濟  S  實慧 .道 雄  圓明  眞如 
杲隣  灰 篼  智泉 .忠延  ， 

十哲 法然 門下の 十哲 ' : 

檀 興、 俊 乘房重 源  圓 戒 、勢 觀 房源智 ，.忍 行、 乘願 

房宗源  專 精、 法 性 房 空 阿  三 昧 、.遊 蓮  多 聞、 

法 蓮 房 信 空  說 法、 安居院 聖覺  論議、 朝日 山 信 寂 

文雅、 眞觀  密學 、湛 空芷信 

十 鐵黃樂 木菴會 下の 十鐵 


鐵堂融 鐵文智  鐵 眼光 .鐵崖 空 .鐵柱 剛，— 
鏹心胖  鐵禪廣  鐵獅子  鐵岩郸  鐵航慈 

㉚十二 流の 祖 ゝ朿密 野澤 十二 流 
六 流の 祖を 見ょ \  ■: 

十 .-' f 派の祖 ： 時宗 十二 派の 祖  / 

一、 遊行 派の 祖 二世 他 阿， ; 一、 一、 向 派の 祖一向 11 の 

〇  4 二、. 奥 浴 派の -II 心！： 同上 四、 常 麻 派の 祖內 阿^ 1 子 

五、- 四 條 派の 祖淨阿 同上 六、 六 條 派の 祖聖戒 fEr] I 上 

七、 解 阿 派の 祖解 E 同上 八、 靈山 派の. 祖國阿 Ml 招 阿 

九、 國阿 派の 祖阈 il ISJ '-t — 十 •市屋 派の 祖作阿 1 g の 

十 -; 天童 派の 祖 一向 11 の  十二、 御影堂 派の 祖王阿 
宗祖の 

弟子  ‘ M  i  s  ' ハ 

十二 派の 祖 大綱 派 下の 十二 流の 祖 
一、 在中 宗宥  二、. 安 叟宗楞 ：三 、卽 巷宗 覺. 

四、 實 山永秀  五、 天 巽慶順  六、 日 窓 明潭 
七、 噩叟宗 俊 (以上 七 人 舂屋宗 能 門下) 八、 拈 笑宗卷 
九、 雲 岫宗龍  十、 南極 壽屋  十 一 摸 菴宗範 
十二、 州 菴宗彭 (以上 五 人 吾 寶宗燦 門下) 

❿十 三流の 祖台 k 十三 流の 祖 

一、 极本 大師 流 祖最澄  二、 智證 大師 流 祖圆珍 
三、 慈覺 大師 流 祖良源  四、 院尊 流祖 院尊  五、 三 
妹 流通 良祐. 六、 佛頂流 祖行嚴  七、 蓮華 流祖永 意 
八、 味閊流 祖忠濟  九、 智泉流 祖覺範  十、 穴 
太 流祖舉 昭  十一、 法 曼流祖 相實  十二、 功 德流祖 
快雅  十三、 梨 本流 祖 明快 


(五) 


書辭 名人 家佛本  日 


i 

f  ❿  • 

心 明： r 稱佛信 願 念 性 エ目祐 高  豐和 力  品 重 一 It 

地菴 十す  信 十  後 泉 八 義十義 源 、立 

覺榮四 一  四  越 三 阿 阿 中 念 二 長 四 一流 

心 西 補： 唯 入定 證  m  治但後 位闍闍 士 佛 、西  、念の 

^  信 信 信 性眞早  部 馬 阿 阿梨 梨 為房 一  七三 義 ^ 

の 唯；^?  佛親  卿 阿闇閤 日日 僧  心  、昧 幸祖 

蘭 希祖圓 S 合  鸞  日 闍梨梨 滿法日  義十選 義西沣 

溪立严 莴君 道 善 弟 位 梨 日日  s 十 悟、 擇薩  I 

道道 喪  圓性順 子  日辨進  爾五阿 諸義西  fi 

隆元委  Si  信 二  實  丹 寂罕、 行 公  二 9 

- f  f  十筑  波 日 1 遊義 m  、丰 

志  114 入是  四  前  一 淡 阿房 A 行 十 信  五 多 五 

大同 S  学 学 信 信 乗#  阿 肥 來路闍 日 余 義三空  、念 s 

正辨 g  会  梨 阿闍闍 日  s 阿 西 、心 隆‘ 

念圆祖  無  日 闇 梨梨秀  ^  方 十 一義 寛1 a 

唯 明ぎ 爲信  合 梨 日日 播  義 一向 明 

信 法;^ 信樂  日 門 賢 磨  覺 、義遍 

無兀  へ1 f  傳  下 阿  阿本 親 三 

象菴  畠 為  美  野闍  願鸞、 

靜普  谷' 慈 f 善 成  濃 帥 帥 阿梨  義 六說 

照 寧  の 善 こ. 念然  阿大阿 法闍日  十本 、法 

唯  闍輔闍 眼 梨 源  四 願 九勸義 

信  梨 公 梨 日日  、房、 進聖 

と 唯 念 信 西  天日 日 保 忍  他 九義覺 

伽 無 北虛空 覺院嚴 仁院慶 茂の 憲 善の  の  醍 テ 中 明 東 鏡 

準 準 嫺菴十 じ 流  和 流  流 祖 深通祖  祖  醐十巖 極 明 堂 

師師 居懷六 Y の  御の  の實  寺 一安 賢 小 流六圆 楚惠覺 

範範 簡敞 输去祖 華流祖 眞祖菡  流 海 祥覺 島の、 潘月 俊日圓 

のの のの’ 葚覺藏 の 賴言如  土の  寺  流 祖^ L1 

嗣 嗣嗣嗣 P 识 鎪院祖 瑜院實  运 祖  流  の義 P 

兀 性 天明 祖^;  流覺  流  岩流宥 南の 金祖 範祖無 別柬南 

菴 才祐蓣 -Bn 衾  の 法  の  嚴 の範院 祖剛眞  ャ丈傳 陵 浦 

普 法思榮 e  s 持祖 妙祖 正流祖 流 宗王與  &元 明永紹 

寧 心 順函忠 明聖 法 聖智の 深 の意院 小爸遷 胤漓明 
^  院 惠西院 守嚴祖 賢地祖 流 野; J 

£  流  院流  流 良  蘇: 心  の 二 •流！： 

無 無 無 長 p  の  流の  の 胤  院蓮 勸祖寶 の 公太 無靈西 

準 準 準 翁 か  祖 忍の 祖正祖  意 流  修聖院 祖藥拙 隱山橺 

師 師師如 g  眞辱祖 定智祐  敎の  寺 賢流範 g 祖元 道+ 

範範 範淨祖  譽山信 曉院遍 山 流 祖西流  の 俊 ;TJ1 能 晦隱曇 

のの のの  流證 g 流  本の 道大の  祖 

嗣 嗣嗣嗣  の  Y の  流祖 敎寺 祖隨定 

了  _ 希  常祖  志祖 岳の 賴  流寬心 海中  愚 古淸一 

然  爾支  喜寬保 i 仁 西祖賢  の信院  院  中 先 拙 山 

祛道辨 道  院遍壽 念 然院覺  幸祖  流  流  間 印 正 一 

明 祐圓元  流  院 ^  流濟  心睿  の理の  及 元 澄 寧 

の  の 衾  の  三流 尊 松 祖性祖 

駙傅祖 5 中祖  輪の  橋 增院明 

心 法 永  性 支 加流祖  流 俊 流 尊 

名數 索引 
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名數 索引 


名 

數 

1 索 
引 

畢 

1  , 
費 千古 中中 中中 古 古 愚 雲 月 石虛環 石. 笑 無 無 
隱鼹梅 峰峰 峰 峰 林 林 極 外 潭帆堂 溪溪隱 明 準 
通 元 無明 明 明明 淸淸至 雲 智惟智 惟 心 大慧師 
容長友 本本 本本 茂 茂慧岫 圓衍愚 一月 訢性範 
のの のの のの のの のの のの のの のの のの の 

嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 
隱大無  古 明 遠 石 竺淸東 東西 巨 鏡 無 東蘭+ 

元 拙文  先 叟谿室 偌拙陵 里 鐧山堂 象 傳溪元 

隆 祖元義 印齊祖 善梵正 永弘子 志覺靜 正道 祖 
琦能選 南 元 哲應玫 仙 澄 辟會曇 源圓照 祖隆元 

濶卽見 東 中中 中 虛古虎 雲 直 頑 虛虛別 石荆無 
堂 休心 陽 峰峰 峰 谷 林 巖巖翁 極 舟 堂 山 溪叟門 
大 契來德 明明 明 希淸淨 祖德行 普智祖 心如惠 
文 了復輝 本本 本 陵 茂 伏 欽擧滿 度 愚 智月珏 開 

のの のの のの のの のの のの のの のの のの の 

嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 嗣 嗣嗣嗣 嗣嗣嗣 
興 愚 以中 復業 無 別 月明 靈東一  南 樵 大聖 心 

儔 中 亨嚴菴 海 隱傳林 極 山 明 山  浦 谷 休禪地 

心 周  圓宗 本元 妙 道 楚道惠 一瓊紹 惟正 無覺 

越 及 兼 月 巳 淨晦胤 皎俊隱 日 寧 林 明 傳念傳 心 

e 

(一） 


書辭 名人 家佛本  日 


敎義 義基覺 海" 延 回 英榮永 
尹 光 叙 繼信雲 祥宗性 仁 超 


永 慧慧惪 有 胤 安 阿7 
覺彌珍 資慶憲 春 日 

織乘 


S さ 奕 苎旯莒 発会 荖奎奕 さ 1 苎园兰 

永慧 慧惠慧 胤 安安 
興憐忠 


頁 


敎義義 基 覺戒延 圓圓榮 永 
懷照 淵秀洲 選 鎭超緣 辯 念 


ノ 人_ 七六六三二二〇〇八七 プ C 六 五 五 
四  = •六  一 ■九 七 九  一 ■〇三 六 二 七  一 - 

敎義義 基覺覺 延延 圓英榮 永慧慧 
寬成海 遍澄英 惟義 海訓睿 興輪忠 

舜 性松圓  本道 

•  _■  ■為  - -  ^  •  ■  1  ^  ■  ■  ▲  ■  ■■  I  — 

八七六六三三〇〇八七六六五五 
四 三七^ •三  •九 -Q  一三 七 二 七  一 - 

敎鏡義 基 喜 覺恩延 圓英榮 永永 慧 


慈 灌舜澄 海 

榮禪 

四 四^! 

五  〇  —  四 —J 

慧慧 胤壹安 
勝師 淸和軌 

舜覺 

四 四  m  — - 
七 四 一七 

慧惠胤 胤 安 


辨忍海 辨海憲 覺幸 經憲弘 嚴緣畛 達 至 風榮秀 

蓮 加  房大  明 法  乘密  山 覺禪覺 

同 _ 

八 八六六六三一〇 八 七 六 六六五五四二二 
六四七二〇六六八 二^  三 八 三  0  二  〇  四 一 -  〇  三 頁 

眞信實 慈 慈 濟近興 公 悟玄玄 賢賢景 寬觀弘 行慶經 
喜圓 尊信 雲 源 保 雲 曉阿賓 睿和應 雅救圓 曜敎信 救 

四 四四四四三三三 与 三 三 ニニ ニニ  =  二 一  一 - 

五 四 四 二  一 《 九 八七六三〇九八八七五四二〇 九 八で 
五四〇 五 九 i  三： 七： 二^  玉： ノ V - ヒ 三： 六 三： 一- 匕/ VO  五〇 六 頁 

眞信實 慈 慈 濟勸興 公 光玄 玄見賢 景願觀 空行 慶經 
空 海 忠寶應 楝操昭 慶意昉 覺塔憬 戒安眞 晴信俊 源 

阿 敬 

四 四 四 四 四 三 三ち 三三三二二二二二  p  ニニ  ー^ - — - 
五 四 四 三 = 九八七六三〇九八八七六五三〇九 八 一 
六 四〇 〇〇 四七三五八八四七三 一 ►四  一 •五 七 一 ， 七 頁 

眞信 實實慈 三嚴興 公党 源 玄憲賢 顯願觀 空行 行經 
願行敏 玄訓修 智智範 智海基 圓源慧 曉成操 表賀暹 

四四四四四四三三三三 主 ニ ニ. ニニ ニニ ==ゴ  ~~ » 

五 空 四三二〇八七六五二九八 ノ -V 七 六 五三 一〇 八 _ 

-tr  ノ、 ニニ  xV  — ~ •  -t>  力 a  ニニ  zHj. プマ ニ ニ  有- zhj.  tzy  — • プマ  ー j  ニニ ー-* 頁 

眞信信 實慈志 濟 〃孝 高 公護 玄玄賢 顯願寬 快 凝行慶 
興嚴阿 算恒玉 慶忠辨 緣命津 榮護慧 西雲圓 然基圓 

地 行  慧明  觀示 


五 四 吗三二 一 《 •九 七七六三九九八 七 六 五三 
八 七二九八二三九〇  四六九三三九五五八 


〇  八 
四 九 K 


7T< 


分 

類 

索 

引 


〇 三論 宗〇 法相 宗〇 華嚴宗 
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四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

九 頁 

宗 

宗 

宗 

守 

守 

尋 

深 

深 

深 

親 

親 

興 

I^U 

M 

單 

\^u 

興 

JPL 

信 

信 

信 

信 

信 

實 

實 

實 

實 

遍 

寬 

意 

敏 

惠 

禪 

助 

快 

有 

支 

慧 

賴 

m 

助 

賢 

海 

遍 

淨 

助 

海 

惠 

融 

造證 

任 

彷 

n 

S 

7C 

五 

四 

四 
九 
.— - * 

四 

四 

S7U 

〇 

四 

〇 

[Tq 

七 

m 

免 

ES 

E3 

四 
__ »_ 

〇 

四 

五 
七 

四 

五 
五 

四 

五 

四 

四 

九 

四 

四 

八 

四 

四 

四 

四 

urn 

四 

四 

r^r 

四 

tza 

四 

ノ  lM 

*±> 

宗 

守 

守 

神 

深 

深 

深 

親 

親 

tSSJ 

興 

興 

眞 

興 

t=S4 

興 

眞 

信 

信 

信 

信 

實 

實 

實 

命 

賢 

睿 

瑜 

覺 

日 

性 

寬 

圓 

嚴 

海 

朗 

等 

紹 

幸 

慶 

彗 

忠 

恕 

覺 

叙 

養 

任 

勝 

深 

五 

eg 

五 

S 

五 

〇 

四 

を 

ra 

四 

四 

合 

〇 

四 

セ 

m 

m 

ra 

四 

九 

八 

五 
— ，一 

置 

r 几 1 

四 

ノし 

四 

凭 

四 

S 

四 

四 

四 

•ブ- 

四 

四 

四 

周 

i±^ 

71K 

宗 

主 

守 

寂 

尋 

深 

深 

親 

親 

心 

眞 

l=S4 

眞 

t^. 

興 

眞 

信 

信 

信 

信 

信 

猫 

實 

實 

海 

嚴 

圆 

興 

助 

嚴 

海 

觀 

應 

尊 

覺 

覺 

如 

體 

際 

境 

圓 

日 

盛 

堅 

應 

有 

寶 

定 

助 

五 

四 

八 

五 

五 

五 

J23 

益 

% 

〇 

凭 

四 

八 

凭 

m 

四 

究 

四 

m 

四 

— t  « 

四 

四 

Jh. 

四 

五 

雪 

九 

四 

四 

七 

四 

叫 

四 

四 

四 

urn 

四 

^--=i 

四 
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書辭 名人 家 儸 本  口 


遍仁 勝厫兼 

六 六 六 六 六 
五 五 五 五 五 


覺 憲乘尋 尊 

々惺 

>*<■  /•、-  ノ、’  ->*、•  ン, く 

五 四 四 二 
〇六三 七  〇 


覺融忠 照 信 賢 慧盛信 寬增嚴 覺如盛 

3 芫荖 


•  ノ  •  一翼  _  一 鴦  _  —  <  •  » »1 «  •■■置 I  •  ■  ■ 

ノヽ  /  ヽ  ノ 、  ノ、  ノ、  ノ  ヽ  ノ 、 

— *  -  •  ..  .  —  .  ▲  ■_  -  •  ^  、 

八 七三 ニー 〇六 


五 五 五 五 五 


忠智智 湛大諦 尊 尊尊增 
鏡 祐俊海 俊 


俊隆 暉海聖 

幻 大山 寶 

八 八 七 七 七 
• — *■  CD  — tl 

五 四 三 五 四 

忠忠 智湛大 
遍 緣與增 •了 

八 八 七 七 七 
¢3  E3  -b 

仲忠 智智卓 
覺延穀 海 支 


全 禪仟專 勢 乘盛成 成 常常 淨靜 靜定 

典算寂 


六 五 五 五 四 
五  ノ'  六  四 九 

體 泰 〃尊 尊藏 
應  聖慶有 

七 七 七 七 七 

奕窆老 1 吾 
胎泰 尊尊即 
通 舜朝興 同 


賢 秀遍譽 譽钵典 

房 光 
嚴 

七 七 七 六 六 六 六 
— •  — '  0  ztiu  j/l*  y\.  — tr 

八 五 五八 一 *  〇  七 

相 禪禪千 宣瑞盛 
憲助 惠攀覺 光遍 

七 七 七 七 六 六 六 
IZ3  — *  — *  CD  zh-i.  J~\  — 

四 五 一。 六 四 八 

增 禪禪暹 宣世乘 
延 宅信與 嚴豪圓 


— —tr 
六 四 二 

成 成 成 
然助慧 

六 六 六 
七 七 七 
六 五 四 

成 成 成 
寶禪雄 


曉嚴 譽覺寶 

彥覺 

■麗 •  I  ■  _  ■  _  m  M  m  -  "  ■ 

ノ、  ノヽ  /  ヽ  ノ*、 

七 六 五 五 五 
〇二八 六 五 

常淨 淨靜定 
弘眞 空槐祐 

プく  フ、 •  \  ブ C  \ 

七 六 六 五 五 
一七〇 六 五 

常淨 淨靜定 
觀心 甄嚴譽 

六  六 六 六 六 
七 六 六 五 五 

— — ti  ノ •、• 


八 八 七七七七七七七七七七七七 六 六 六 六 六 
—— —— 九九 八 六 六 五 五 五 四  一 - ― •〇 九 八 七 七 七 
五 四 五 ~~ - — 七四七六二七五四四六八八七五 

長忠 智智湛 大泰尊 尊 則 增禪禪 先 專勢乗 盛 成 成常淨 淨靜靜 
胤義 泉 弘海惠 範如信 傳護譽 守 晉戒緣 海 尊 尊 賢觀镎 光遍 益 

房 良  ' 

泉 

八 八 七 七七七七七七七七七七七六六六六六六六六六六 さ 
^  九 九八六六九五五四  一~ -  — *  〇  九九： 七 七 七 七 六 六  •五 

i  i  ノ '  •ノ V  フ\  ニニ フしノ "V  tzg  <35*  ノ "V  一—  一一 t： フ々  P3  —  /、 ニニ^/ \ 


秀翁 # 六秀慶 五 五六 秀算 1 七 豸 
秀善 五 五八 修廣 五六 〇修仁 五六 一重 

俊 雄  i 俊賀 1 俊 海 1 俊 
俊慶 雲 俊憲  i ハ 俊豪 五六 六 俊 
俊晴吴 七 俊證 五六 七 俊 盛 五六九 ft 
俊譽 五 七 〇順繼 五 七 55. 純瑜 五 七 八 淳 
淳祐 五 七 九 正慧 五八 一一 性 海  i 性 
性 俊 六 〇〇性 助  1 ハ 8 性 承 六 〇〇性 
性 仁 3 五 性 蓮 六 0 六 聖雲 六 〇六聖 
聖海六 0 六 聖基六 S 聖快六 〇八聖 
聖憲 六 H 聖憲 六 〇 聖濟六 一〇 聖 
聖尋 六 二 聖守六 二 聖助六 二 聖 
聖尊 六 一一 一聖 尊 六 一三 聖珍 六 一一 I 一聖 
聖仁 六 一六 聖寶 六 一六 聖瑜 六 一七 聖 
聖譽六 一七 聖譽六 一八 勝惪六 K 勝 
勝 賢 六 一九 勝 信 六 一九 勝 心 六 一一 0 勝 
勝遍 六 一二 證印 六 一二 承 道 六 一一 五淸 
淸壽 .K 一一 七 群 蘂六 1_一〇 照 什 | 六 三 一一 一昭 
生 西 ナ 、四 四尙彥 六 四 四尙祚 六 置 政 
靑蓮六 四 六敞隆 六 四 八 定海六 党 定 

定曉六 五 3 定觀六 五 0 定憲六 五 〇定 

定賢六 五 一定 豪 六 五一 定毫六 五 一定 

定濟 窒 一定 親 六 五一 一定 助 六 五一 一定 

定聰 S 1 一定 尊 六 五 四 定忠塞 定 

定任六 五 四 定然恍 塞定範 蹇定 


宗派 分類 索引 


書辭 名人 家滿本  [H 


(〇 —） 


琳理 賴賴賴 賴賴唯 祐祐宥 宥融益 無 妙 明 
賢 賢 瑜尊尋 眞賢心 寶源範 儀 秀守等 龍 了 

寂 本忍諦 

_  ■  ■  _  — _  一  ~  _  —  •  —  •  — .  •  . .  .•  —  •  ,  •  -  -  _■  -  -  »  泰 

~~  ~ *  — -  ― *  ― ^ '  — -  ― -  — •  ― -  — *  — »  -  — •  — •  〇 

❺ 四四三三三三三 ニニ ニニ ー ー 〇九八 
九 ニニし >  九 八 八 七  一" ■*  -匕  六  三  一 »  九 四  一^ *  七 七 


利賴賴 賴賴賴 賴 9 有 祐宥宥 融益文 命 妙 明明 明 房 報 峯法法 
朝 譽如蟲 審玄 意® 信 •鎪 信道遍 覺禪瑞 任寂觀 光 恩 宿 仁 住 

頂  艮眞 

— •  ■  •  ■  — *  ■-  •  ■—  •  t  •  '  •  _  ■■■*  •  ■  *  I  •  — •  -  - —  •  -  一  •  ■■■ハ . •  -  ..  ■  -  - 


法 助  一 gl 法 性一〇 五一 一 
寶 心 '〇 六 〇豊春 一〇六 一 
峯禪 〇 ハー ー芳 勝 一〇六三 
房圓 〇 ハ五房海一〇六五 
滿濟 一〇 七 3L 滿米一 〇老 

明 賢 一吴 明罾 1 

明 暹  一 〇 八 一一 明 善  一 〇 八 一一 一 
明範 〇 八 六 明 遍一〇 八 六 
妙 滴_ 1 染一〇 九 五 妙 尊 〇 九 三 
無 空 10 九九 無 相 1  一一 01 
文 觀二〇 八 益 信 ニー 四 
融喜三 六 融源 ニー 八 
宥快 ニー ーー 宥歡二 一一 一一 
宥性 二 一一 一一 宥貞 Tflll ニー ーー ー 

宥豐一 一 S 宥宜二 一一 五 
祐尊一 二 一 - tr 祐遍二 一一 七 
唯 阿 二 一一 〇 唯 空 二三 一 
賴慶一 一一 一一 六 賴觀一 一三 七 
賴豪 二 一一  一 - tf 賴西一 一三 八 
賴申 111 三 八 賴深ー ニ ーー 八 
賴助一 11 W 賴照  一 — 一一 九 
賴遍 一一 一完 賴寶一 一一 一一 九 
賴譽 i  邱慶尼 二 S 

林覺一 m 八 琳賀一 一四 九 


法 尊  一 o lr 
豐然  一〇 六 一一 
風 健 ^ 〇 1T 一 
房玄  一 2 六 
密嚴  一 〇 七 六 
明 信 S 八 一 

m 道 g だ 〇 八 五 


宗派 分類 索引  I 

長覺 八 一八 長 幸 八一九長餛|八一九長倍 八 一九 

長 盛  0 〇 長 典  0 一一 長遍八 11 一長 譽  S 
澄慧 八 一一 一一 澄慧 八 S 澄雅  i 澄 海 八 一一; 一一 
澄 賢 八 一一 四 澄 成 八 一一 五 澄 禪 I 八ーー五 超濟 八 一一 六 
朝 源 八 一一 八 朝壽 八 一一 八寵壽 八 一一 九 眘助 八 一一 九 
通 賢 八 三 一 通玄八 三 一通 濟八 S 貞院八 屋 
貞慶 八： 一一 三 貞曉 八 S 貞實 §2八 1; .貞壽 八 1 
貞崇 八 一宝 貞譽 八 一一 一六 禎喜 八 111 七 等 空 八 五 四 
缲梅 八 1- 道 意 八 五八 道 淵 八 六 0 道 雄 八 六〇 
道 我 八 六 〇道 契默八 六 七道 深 八 七 五 道 俊 八 七 六 
道順 八 - t3 六道 淳 八 - fcl 六. 道 恕  <七 六道 助 八 七 -ts 
道昌 室 道 勝 八 - (3 八道 乘笼 道禪 八 八 一 
道 善 八 八 一道 尊 八 八 一一 道 珍 八 八 一一 道 朝 八 八 四 
道範 八 八 六道 寶 八 八 六道 法 八 八 - fa 道瑜 八 八 九 

道融 益 道祐盆 道耀 八九〇 動 潮 八 九' 一一 

曇 寂 九 〇 五日 雄 を 六日 禪 ©1?- 九 六 0 日 # 九 八 一一 一 
仁慧 九九 四 仁 海  I 仁 鏡 九九 五仁慶 g 九九 五 

仁寬 九九 六仁皎 九 突 仁濟 I 兗 六 仁 性  $ 

仁然 九九 七 仁隆 九九 八 任覺一 〇 〇 一一任助一〇〇ーー 

任證一0〇ーー如意尼一〇〇四如幻|一8六如寂 〇 〇七 

如 日 110 另念範  一 〇 一一 一能 願  一 〇 ーーーー能眞一〇一四 

能 肋 一 〇 一四 能 禪一〇 一四 能 仁  一 〇 五 範：惠 一〇 一七 

範賢  一〇 一八 範俊  一〇 一八 鎪阿  一〇 一. 九 鑀啓 110 一丸 

鎪睜 10 一九 平 如 〇 一一  一一 平耀 〇 一一 一ー ー佛 蓮 〇 一  一 五 

遍覺  一— 辨惠一 1 一0一；法回一§ハ法守一〇四九 


道 舜#覺” 
知 空潭 

說莨 惠瓦英 東 

八 五 - 
九 七 四 
—  •  — 

鳳'' 準義 

山海 寶 

督靈臌 隼範素 

四  0  六 頁 

明 マ淨行 
明 

寶尼觀 
海 慈 保 壽山茛 

〇 六 二 

公 究另頁 

融+ 詮觀 

籾 海山 
光 忍 光 幡道即 


二 〇 


春 


蓮 蓮 亮亮亮 了 良 良 良 良 良 良 降 隆隆 隆隆 隆隆 
待 意典淳 海海譽 範深弘 海慧 遍盛舜 光 快覺榮 

植 文  實如 

- — r-  -  - -  ■  - -  —  -  - •  —  ■»  ■  ■  一-*  — — •  - -  ■  — -  

— 1  _  r~r>  z=^  rr*-  — *  — -  — -  — •  — —  ― ■*  — *  — •  —  — -  — — — — — . 

— ^ -  — »  〇  〇  〇  九九 八 七 六 六 孕 五 五 五 五 五 五 

五 ニー 九 八 0  七三  ^  二九五九七七五四 一 -  〇 

蓮 蓮. 亮 亮亮了 良 良 良 良 良良隆 隆隆 隆隆 隆隆 
鉢 眼 範禪恭 遍譽範 勝 弘覺永 瑜增助 濟寬基 雄 

泉 岳 

■  ■  •  ■  •  ■  —丨丨 _  ■  •  I.  _  •  _  ■—  -  —  ^  —  _•  I  •  — ^  _  I  •  1  •  •  - •  I  ■■■*  ^  —  -  -  —  m  - 

z=^  •■m  cm  .~r.  .-=r,  — -  — *  — -  — -  — -  — •  — •  — •  — •  —  — « -  — » - 

ニニ ニニ ーー — *  〇  〇  zflu  zHu  -tl  #-t 2  31.  Ji.  3x.  -S.  ZFL  JEL  fi. 

五三二〇  九六七三三 =  〇  六 九 八 七 六 一 - 

蓮 蓮 令 亮亮亮 良 良 良 良 良 良 龍 隆隆 隆隆 隆隆 


珂音憶 演圓圓 圓圓英 會慧惠 慧運雲 印 —— 意以阿 7 
天 譽道智 的 智宣空 松 言 仁 昌觀譽 恕藏道 山 天傳陀 

風凉  春隨 春休 道愚譽 統圑久 春信譽 諦譽芳 融圓然 H  譽敦  擧眼 譽存# 正 

—  一  一 - ~~ •  〇  九 九 八 七 六 五 四 四 ニ ー~ -  " 

一六 五 〇 二 五 四 三 五 0  四 七  0 八 四  〇  四 二 八 六 二 1茛 

珂 珂， 厭 圓圓圓 圓數會 慧慧惠 運 雲 寅 - 易 位 安 

然憶道 求 也智智 冏澄理 流存尋 亮說載 道心 譽產西 

叟 寒心 圓路一 春 雲 阿 中  譽志覺 正  榮向 譽箏道 求# 信 阿 頁智 信順靈  春曉 


〇 

淨 

土 

本 

各 

派 


— — — - -  0  九九 八 七 六 五 四 四 ニニ ニ  ~~ - 
一〇 五〇六五四六八〇八九六.八五—四 

覺珂恩 厭 圓圓圓 圓圓永 懷慧慧 慧雲雲 一 


意,. 安 


雲 山 問 冏譽長 智恕意 觀音天 秀岩潮 臥 念 的 空覺說 

m?  譽圓  春 坦顗惠  譽 e  春 e 能 殼譽信 簦立角 虎# 證譽淨 春寂菴 光譽聚 


■六 


〇 


九九 九 七 六 五 五 四 三 — — 
•四  一 ~ *  九 六 四 五 五 三 
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書辭名 人 家佛本  日 
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伯 選 志 光 晦柔素 昌樹弘 空 易 n 初 蒔 鼙膺舟 勇 圓牧梵 冲空曇 

秀岐文 無 翁 願 室 寂隱無 中剛材 大海 潭巷 桂宗大  漸東峰 高 元 一坡蘭 林少吊 _  耕 退 心” 水滴 ti 仙場大  芳季 
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元元 元元 元玄玄 玄玄玄 玄玄賢 瓊景桂 契願弘 慶吉義 義義覺 
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磨 聰壽佐 恢 密藓昌 尼朔勳 彙仙林 庸悟愚 性 會浚山 龍 天觀明 

山 羅玄通 虛太濟 巨 方 人 菴希礅 景之文  隱桃带 動 寧 萬山棊  山庸莱 r 溪柳  慧德叔 明 兆 菴愚雲 無  峰 孤 
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元元 元元 元元 玄玄玄 玄玄玄 見 顯啓景 契 希 空 慶琴義 義義歸 
苗 聃丈志 丰義ほ 節祥實 洪球佛 正 學印 充讓性 芳叔稜 統穿整 

淨 a 仙 老堂湛 中 寰涯方 溪虎渚 月應け 谷 雲 峰吵筠 s： 啄芡  叟 卜 田 古 牛載虛 v 先在 鈍痴室 ね  撖 伯. じ、 大河 綾 綱 v- 
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宗宗宗 安 壽珠寂 心 信 自慈支 芝 師師志 士思三 耕 興 光 胡彥元 
榮右偉 渭采善 晃王鏡 哲照考 中錬侃 徹昭順 真禪昴 聞 檫洞禮 

室 啓 峰旋英 雲臌淸 ，1 旣甫 t 叟辙  月 湖 溪愚山 高 鎭翁 砍關虎 直#  翁鑑姑 天® 導 古 挽 聰景溪 明 淵 卓 臾明中 履 
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懌雪 ra 渭戳榮 謙 華 虔敦棹 山 明 濟頊遠 曇 雲 夢 伊 主 林 巨鏡廬 

堂 悅翁白 因無淸 太天繼 南汀豁 越  峰 九 雲 義山峨 溪雲菴 H 方居峯 & 山 孤峰 纥山南 白 日芳伊  牛 放 壑縱珊 .1 翁 遂 
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宗宗 宗宗壽 i* 珠心眞 竺自慈 孜子師 至 志士 思 極 宏光光 古 原 
悦英 W 頤稜慶 巖凉遠 源 休 永 元 曇 振 孝 雄 顏賢圓 海 隣 心范資 

溪怡 山® 岑月叟 養 南 景奂雲 翁 肅溪檀 沖 鑑海東 先古 山 靑 元-人 砸 西 山 起 德無峯 奇巷卍 住 無  洲 南 5ID 芳林泰 鑑顧巷 萬 
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轺紹紹 紹紹紹 昌淸淸 承 性 正正 正正 處 俊秀 周 周 周 周 周 周 周 
俅董佗 淸果允 碩播啓 廣忠隆 燈三榮 謙 承 格 論 等 仲 勝 佐 光 鏡 

溪小宗 督充力 菴月祐 天 叔信堂 K 田心叟 萬外她 空 或 松 淸彫 M 軒 玄桂嫩 溪潜胤 西 溪越菴 默樹覺 芳叔幢 古 叟德中 聖翁月 

里  々 

六六六六六六六六六六六五 其 五 五 五 五五五五五五五五五 

Sgg 灵 灵昊完 K  =  穴 殳旮台 交 吴莹盏 吾 芒 党 


紹紹紹 紹紹紹 祥淸 淸承聖 正正 正正 處順 集 周 周 周 周 周 周 周 
璞等琢 肅化榮 啓 瑜山朝 珠隆訥 诱巍齋 空 堯麟徳 欞崇 察興奎 

潭雪淪 a 圭 、堂 端溟南 水枯溪 雪中 溫雲竺 門 海 海 南山 蘭 辨大伯 溫峯獨 心 平 ui 藏恕仁 徐景馨 惟 拙 誡岳大 溪鑑龍 彥明維 

, _ ■_» 
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紹 紹紹 紹紹紹 祥昌淸 淸聖性 正正 正 曙 純 集 同 周 周 周 周 周 周 

贼 

彌仁長 蘇 珠喜登 謹 祖蔭端 智念澄 玖主榮 九 良 藩徹隨 信皎賢 

釋天翁 義嶽松 <. 昭關雪 川 快 年 大言拥 庭 柏  曇 一愚 大休大 拙淸  堂 柏 里 m 彥策山 華 光 擊初景 堂義潭 碧英天 

六六六六六六六六六六六六五五五五五五五五五五五五五 
四 四 四三三三三二二二一 〇八八八八七六五五五五五五四 
一  0  〇九八六一九七五二三九七三〇八—五 四 三； 一〇九 

紹 紹紹紹 紹紹韶 昌淸淸 承 性 正正 正正 純 集 周 周 周 周 周 周 周 
益 蓓滴琮 珠及奏 俊曇鄴 演珍麟 徹具因 淸膺朗 鳳 恬澤 宗亨嚴 

峯堅江 春 凍 一甫 玉 叢 春 岩 見 峰; L 海 泉芳獨 才子 拙 尺沟藏 祥德岩 淸提闊 臌明標 德眞天  溪瑞锘 先湫 能英南 椿 人 沼 東 

六六六六六三六六六六六六五五五五五五 五市-五 五 耳 耳 五 
四 四 四 三 三 六  H  〇  九 -XV  ノ' 七 六 五 五 五 五 五 五 四 


提 "聰 疎 素 祖祖祖 祖祖祖 禪禪禪 善識雪 石是瑞 崇崇上 靜省紹 


洲秀楝 璩門禪 嚴輝雄 一 瑜傑英 叢柱峯 

翁實州 海山 在 翁鐵山 定雲義 阳 琬溪遠 翁 峰 年 龜芳持 仲 靈彥 庶钵香 


水 菴初六 傳昭照 吾 明 

照 先南嶺 心以键 寂 象 •無我 無 浦 南 


— — 1>  — 'tj  — tl  — 

六 四 三三二二二二二二 


— 1> 

— — — - CD 


九 八八ノ 〜ノ ~v 八 五 四 四 
二 八 四 三 = 〇 七三  •一 

大藏僧 素祖祖 祖祖祖 祖全禪 禪善善 雪 雪是瑞 瑞崇崇 淨省紹 


慧珍 可尾瀏 徹璨 旭應裔 快才懌 益育舫 
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兗 究究究 交交 奕 S 益 
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書辭 名人 家佛本  日 
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德德德 道道 道道 道道 等等 東天 通 超 仲 中中 痴智 智智 琛大大 

首 

詮樹見 降 稔忠秀 廓 隱益觀 念 室 川 座 正 諦津鈍 碩訓越 海通殊 

及 無 鹿 天 山! I 溪蘭畊 /I 着 無 窺 松 巌晦山 靈峰友 月 秋 諶悦  峰 東  芳仲中 觀海絕  圆大隱 耕 山 雲 船 月  峰 別 
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宗派 分類 索引 


書辭名  人家 佛本  日 
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守 寂心眞 自慈旨 至 建 胱香興 高 光虛元 玄玄玄 玄玄玄 考玄堅 
勸照昭 覺德舟 淵簡降 瑛林德 外眞焯 綺稜輔 徹淸趾 欣虎艦 光 
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し" 仁 明 天皇 定心院 を鄉め て 十禪帥 を 置き， 師其 選に 列す、 

貞觀 六年圓 仁の 寂す る R 及 ひ、 師其席 を輔 して 座主と なる* 八 

年 畿內の 旱魅シ 祈 6 僧正を 賜ら はんと すれ V も師 受けす、 仍 

て 年分 度 者 十二 人、 御衣 並に 砂金 千 雨を 賜 ふ、 此年 六月 太 政 


K ン (安) ^ — キ 


官 令して 止觀 眞言 兼學の 者を 座主と なし" 師其 選に 當る 、十 
年 四月 三日 安祥 R 寂す、 壽七 十四. •著作、 顯法 華義鈔 十卷， 
卽 身成怫 義一卷 あう (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、天台 座主 記、 諸 
宗章 疏錄) 

タン ガィ 安海 a 五 ' _ r 〔三論 宗〕 奈頁 大安 寺の 僧な 6 
安海 三論 宗 R 精し、 元慶六 年に 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年 
賭 缺 く、 (本朝 高僧 傅、) 

タン ガ r 安海 (H ハ - t: セ) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 僧な 6 
安海は 京都の 人な-^ 山徒屢 々父の 宅に 至 6、 師に 論題の 語 
を敎ゅ、師一度び聞て 11 に忘れず、漸く數句を記す"後母0 
膝 ic 踞 し、 衆 僧の 至る 毎 R 戯 るに 論議を 以てし、 其 俊 發 なる 
〜に驚かしむ、遂 {(: 比叙山 ^ 登$、興良法師に從つて剃髮受 
業し、 天台 敎を究 め、 常 R 橫川に 居して 益 ダ 家 學 を 研く、 源 
信 曾て 二十 七 疑を 設け 宋 の智禮 法師に 寄 問す、 師其問 目を 見、 
上中下の 三 答を 作う、 衆徒に 謂て B く、 智禮 の答釋 我が 三種 
を 出て すと， 已 R して 答 釋來ろ に 及び" 果して 師の中 下の 義 
の 如くな うしと 云 ふ" 寂 年 及壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 
〔考〕 安海は 寬 仁の 頃 世 R 在う、 

アンカ ク安覺 2 四三1}〔 . 〕 大和 奈 良の 僧な う、 

安覺 俗姓 不詳、 神 護慶雲 元年に 大 律師と なう •，寶 龜二 年其官 
を罷む 、示 寂の 年時缺 く、 (七大 券 年表)  _  .  _ 
アン ガク S 覺 リョ- ユ ， 莨祐を 見ょ 
アンキ 安 fL (一 五 四 〇) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當 なう、 
安軌は 出家して 華厳の 数を 學び 、元 慶四年 四月 九日 東大寺 別 
當 R 任ず， 寂 年 及 ひ壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 


(三） 


書辭 名人 家佛本  日 


アン キヨー 安 慶 (一七 2 ハ) 〔天台宗〕 近 江， 比 叙 山の學 僧 
なり、 安 ^ は 谷 阿闍 梨と 跪す、 一に 井 房 安 阿 闍 梨と 號 す、 
皇慶の 甥な 6、 事相を 以て 聞ぇ、 池 上の 嫡 傳と稱 せらる、 門 
下に 賴昭範 胤 等 あ^'、 0  一一 ! 1 名匠蓉 記) 

〔考〕 安慶は 永 水の 頃の 人な 6、 

フン’キヨー 安行 (一四 九 B 〔眞言 宗 ：一祖 空 海上 人の 弟子な 
う， 安行 其 詳傳な し、 弘法 大師の 弟子に して、 弘仁六 年 春 
夏の 交大歸 道俗に 緣- ど 募*^ て 祕藏の 法 門を 謄寫 する 賭、 師康 
守と 共に 之 {C 盡 すと 云 ふ、 (弘法 大師 弟子 譜) 

〔考〕 安行は 承 和の 頃の 人な 6 

アンコ クィン 安 國院 ニ チォ- 日 奥 1: 見ょ、 
アンサィ安西 || 58 【淨土宗〕伊豫本誓寺の僧なう、 
安西は 伊豫 奧 ([1! の 人な 6、 is 正 法師の 下に 落髪す、 大 flf の 本 
誓 寺に 留 6 て 淨業を 勵む '寶永 六 年 十一月 八日 阿 彌陀佛 の靈 
吿を蒙 う牲 生の ^ を 知う、 諸 入に 報す、 期に 至 6 別を 同志に 
吿 け、 資財を 分 施し、 剃 髮足 衣して 最後の 別行を 修 す、 觀る 
者 蟻 集す、 大洲候 之を 聞きて 其 虛贳を 撿せ しむ、 然るに 安西 
健康に して 平生に 異る なし、 衆 皆恠訝 す、 日 午に 至 6 師 自ら 

起ちて 阿彌陀 佛像を 禮拜 する こと 五十 遍な 6、 然る 後端 坐 合 

掌し、 勵 聲に 念佛 す、 忽ち 燦爛たる 金 光師の 頭上に 起る あう 

て 像 前の 燈火消 滅 す、 衆 感嘆し 異口同音に 念佛 す、 其聲未 y2 

終らすして寂然として氣息絕ゅ、實に寶永七年三月十五日正 
午な 6 •胩 に壽 七十 一、 (安西 法師 傅、 續 日本 高僧 傅) 

タン シツ安 室  H  - - ーソ永 忍を 見ょ、 

フン シユ！ 安修： …… ) 〔天台宗〕 筑前 安樂 寺の 僧な $、 

5" ン  f  安 ^ 3 r ! シ 


{女 修は筑 前 太宰府 安樂 寺の 學頭 とな'^、 m 密二敎 兼ね 究も 
三 / 2 び 法 華を 講ず、 年 七 旬を 踰受て 六 時 怠らず、 偏に 人生を 厭 
a て 淨土 を 願 求す、 臨終 特に 西方に 向 ひ 化す、 壽七 十五な 

(本朝 高僧 傳) 

アン シユ ー 安秀 (H ハ ー- 〇 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 
AV, 安秀は 美 濃の 人、 興 福 寺 平 源 僧都に 唯識を 學び、 三 藏を 
硏究 す、 天 德二年 維摩 會の 講師と な 6、 尋で 新院に 住す、 應 
和 二 年 選ばれて 宮講に 侍し、 比 叙 山 賀秀問 者と なぅ、 問難數 
遍師 能く これを 解く、 天 祿二年 與福寺 主務に 秫 し、 * > 僧都に 
任ず 寂 年 及 a 壽缺く (本朝 高僧 傳)  : 

アンシユン安春 2 五三セ)〔法相宗〕奈良の學僧なり、 
安春 法相に 精し、 維摩 會の 講師と な*^、 元慶の 初豐樂 殿に 於 
て 最勝會 .で 修 す、 安春 講師と なる、 去年 正月 大極殿 燒 けたる 
を 以て 璺樂 殿に 於て 修せ られ 穴 るな ぅ， 安春 示 寂の 年 時缺ぐ 
(本朝 高僧 傳) 

アン； シヨ 安助 c . ) 〔天台宗〕 河 內往 生院の 僧な $、 

安助は 河內の 人、 出家して 後、 州の 往生 院に 住す" 寂 年 及 a 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

アン セツ 安說— K 淨 土宗〕 安房 县泉 寺の 開山な 
安說は雄蓮社英譽と號す、下總の<、其俗姓詳かなら 
ず、 虎 角に 就て 剃髮受 業し" 安房 眞念村 長 泉 寺を 樹む 、後 丹 
州淨眞 寺に 移 6、 同 寺に 於て 寂す、 其 年 時* 並に 壽缺 く、 (淨 
土 1 i 系譜) 

アン y 1 安 .S 又 シ ZX- ョ-珠 養を 見ょ、 

タン y l 安 叟 シ h  - リョ- 宗楞を 見ょ、 
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書辭 名人 家佛本  日 


(四） 


アン (安) y I— 字 


ヌン (安) 芋 


アンソン 安 尊 (一七 S C 〔天台宗〕 筑前內 山寺の 僧な ぅ、 
安 尊は 其 俗姓 不詳、 筑 前の 內 山寺に 住し、 晝は 博奕 嬉戯し、 
夜は 坐禪經 行す、 外は 無慚 無愧 r 似て、 內は 大悲 心を 全くす、 
時人 安 尊 如 來と稱 す、 暮年 衆 1¢ 謂 a て 日 ふ、 久しく 行 業を 積 
みて 偏 R 往生を 願 ふ" 當山は 魔窟な 6、 恐く は 命 終を 妨け 
む、 俄に 宮崎に 假 居し、 臨終 R 沐浴 淨 衣念郇 燒香阿 彌陀讃 を 
唱へて 寂す、 應德 Q 末な- o/( 本朝 高僧 傳) 

アン タツ 安達(二1三 5 〔 …… 〕 入 唐學問 僧な 合、 安 
達は 中 臣渠每 連の 子な 6、 白 雉 四 年 五月に 遣唐使に 隨 CA て 唐 
に 航す 、事蹟 傅 はらず、 (日本書紀) 

タン チ ユ 1 安伸 リョ- コ •■了 康を 見ょ、 

タン チ？ 安澄 一一 晒 S  〔三論 宗〕 大和 大安 寺の' 學 僧な 
ぅ- 安澄 俗姓は 身 人 氏、 丹 波 船 井 郡の 人な 6、 善議 法師に 
從 a て 三論を 學 ひて， 其蘊を 究め、 兼ねて 密敎に 通す、 大安 
寺 {C 住して 法 柄を 秉 6、 道 * 一時に 高く して 諸 僧師の 右に 出 
つる ものな く* 唯西大 寺泰演 法師と 互に 匹敵し、 屢 々宮中の 講 
筵 R 召 3 れ て、 空 有を 論し、 輸赢 を决矿 る 能は す、 弘仁五 年 

三月 一日 西大 寺の别 院 R 寂す、 壽 五十二、 (元 亨釋 書、 本朝 高 

僧傳) 

K ン竽ン 安然 (一 五 四 四) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學 僧な 气 

安然は 天台宗の 開祖 最 澄の 俗 系に して、 幼に して 比 叙 山に 登 

う、 圓 仁の 室に 役して 剃 髮 受戒し、 顯密の 敎義を 講究して 蘊 

奥を 極む、 元 慶寺遍 照に 就 S て 胎藏界 の 法を 受 く、 密號を 福 

集 金剛と 云 ひ、 亦眞如 金剛と 云 ふ、 後 比叡山 R 五大 院を搆 へ 

て 屛 居し、 著作を 事と す、 因て 五大 院大德 と 呼は る" 元慶八 


年に 勅を 拜して 元慶寺 座主と な 6 .、傅 法 阿闍梨 位に 任せら る 
淸和 天皇の 勅に ょぅ、 悉曇藏 を 作 6 上る、 後 終る 所を 知らす 
謚して 阿覺 大師と 云 ふ、 弟子 大慧 あぅ， 大慧 は淨藏 に 法を 傳 
ふ、 即ち 遍 照、 安然、 大慧 ，淨藏 、嫡傳 す、 近 江 淺井 寂寥 山 
大吉 寺は 師の鄉 開な りと 云 ふ、 著作 悉曇藏 八卷" 悉曇藏 、悉 
曇 字 根、 悉曇 十二 例紀 、大悉 曇 章" 菩提 悉曇 章、 隨文 梵語 m、 
各一卷 (以上 悉曇) 菩提心 義五卷 、眞言 敎時 義四卷 、會異 融通 
集三卷 、敎時 諍 論、 被接義 私記、 安然 疑問 答數中 末法、 各 二 
卷 : 一一 觀義 私記、 三 周義 私記、 三 身 私記/ 卽身義 私記、 菩薩 
義私 記、 二 諦義私 記、 菩薩 戒 私記、 勘定 草木 成 佛私 記、 四 明 
安全 義 、事 定 私記、 天台宗 要 集 問答、 大日 經疏 、各 一卷ヘ 以 
上 敎義) 八 家 秘録 二 卷 、秘法 要决 目録、 眞言 新 宗三藏 等所譯 
註 法 入藏錄 、各 一卷 (以上 目錄) 金剛 界凿受 記八卷 、胎 藏界對 
受 記七卷 、具 支灌 頂、 嘉會 壇灌頂 次第、 不動 次第 王本灌 頂、 
不動 儀 軌中梵 唐 語灌頂 次第、 廣攝 不動 秘法 要决 、各 六卷 、兩 
界 次第 四卷 、第 七日 夜行 法、 廣攝虛 空藏菩 薩行 法要 决 、廣攝 
不動、 各 三卷、 釋迦會 不同、 蘇悉地 對受記 、 11 治門鈔 手 草、 
各二卷 •十八 道梵 本、 大日 經 秘密 處 、大日 經 供養 持 誦不 同、 
大日 部 持 念 法、 大日 經持明 行者 根本 印 幷諸尊 持 明 者 根本 印 零 
記、 胎藏諸 尊 種子 三昧 耶 形、 胎藏大 曼荼羅 諸 位號 、胎 藏道塲 
觀 、大 悲胎藏 秘密 壇 金剛 部 持 次第、 大 悲胎藏 秘密 曼荼羅 經金 
剛 部持誦 次第、 大 悲胎藏 秘密 壇 都會 天神 烘養 次第、 大 悲胎藏 
生大 曼荼羅 王 嘉會壇 中 普 M 念誦 次第、 大悲胎 R 及 秘密 壇 護 世 
天 供養 幷神烘 法、 大 悲胎藏 蓮華 部 持 念 法、 十三 大會 許可 秘 印" 
金剛 大道 塲經大 明藏分 修 眞言 淨除 穢觸讀 驗要 記、 金剛 灌頂都 


t 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


會天壇 神 供 次第、 兩界决 記 雨 界諸尊 種子、 蘇 悉地羯 羅重玄 門、 
瑜祇經 行 法 次第、 妙膊經 次第、 無量 壽儀 軌中梵 唐對註 眞言、 
阿彌 陁經對 註 無量 壽羲軌 梵字、 薬師 眞言 梵本 不同、 藥師眞 
言 楚字决 、藥師 修行 法要 决 、文殊 一字 咒義 、不 空®! 索 神變眞 
言 持 眞言 者內行 梵 志要决 、廣大 寶樓閣 陀羅尼 印 眞言、 不動 頂 
蓮義 、大聖 天敎行 記、 十二 天 集、 十八 秘鈔都 會壇天 法、 請 雨 
决 、求 子 姙胎 法、 雞羅 山提婆 記、 十二月 表、 八十 决秘鈔 、貞 
元 新入 目錄眞 言 敎幷 眞言、 貞 元前譯 陀羅尼 法抽錄 '谷 一卷 (以 
上 事相) あ 6  ( 元 亨釋 書、 名匠 畧 記、 本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 
錄) 

r 考〕 安然の 事蹟は 甚穴 明瞭を 缺け 6 、其 出生地に 闊 して、 
伊豆 走 湯山緣 起： 延喜四 年 九月 十八 日豪 忠記と あ ふには、 相 
摸 星 谷の 人と あ 6、 三 井の 敬 光の. 五大 尊者 賛 R は、 出 羽の 人 
志田義 次と 云 ふ 者の 男な うと あう、 其に 詳次ら す、 其 元慶寺 
遍 照ょう 密法を 傳へ たる W 事實な う、 阿沙 縛鈔 第 ? J に 印 信の 
書狀を 錄せ るを 以て 證 すべし、 敬 光の 台宗學 則幷に 慈 本の 祭 
五大 安然 尊 衾 文に、 貞觀 年中 唐に 渡うた 6 と あ 6、 然れ とも 
事實 {C あらず、 三代 實錄に 依れは、 元慶 元年 四月 齊詮 玄昭觀 

溪 と共に 四 人 唐に 渡らん とし、 太宰府に 赴き 穴る か 乙 とし、 

然れ とも 遂に 出發 する に 至らす して 京師に 皈 るな， 9、 山 

密往 來幷に 遮那學 則に 辨す るか 如し、 遮那學 則に 台 宗學 則の 

誤を 訂せ ると Z. ろ 信ずべ し、 其東國 に經 行し / 2 るは 事實な る 

べし、 伊豆 走 湯 山緣 起には 齊銜二 年 四月 走 湯 山に 入う 求 聞 持 

法を 修し 、且つ 其 地に 聖敎數 ■§ 卷， で置き /2 $とぁ6、相摸大 

山緣 起には、 一 - TT 慶八 年の 頃 大山に 登 6 穴う と あう、 其 入寂に 


アン (安) 手 


關して 無住の 雜談 集には 京師に 於て 餓死し 左う と あ $、 朿叙 
山の 亮 潤の 記には， 3 羽 置 賜 郡時澤 山の 岩窟に 入定し 穴 6 と あ 
6、 共に 詳なら ず、 

アン 3 { 女譽 コゴク 故 極を 見よ、 

ヌン 3 泉 一！！  ゥン チョ ー雲 潮を 見よ、 

アン ヨ 1 イン 安養 院 ソ v nl 尊 興を 見よ、 

タン ヨ ー ニ 安養 尼 (一六 七 七) 〔天台宗〕 山城 某菴の 尼な 
う、 安養 尼は 源 信 僧都の 妹な 6、 少時よう 佛 道に 志し、 遂 
に婚 嫁せ す、 淨土 念佛を 事と す、 道心 堅固を 以て 聞 ゆ、 甞て 
强盜あ 6、 尼の 草菴を 襲 ひ、 衣服 器具 等を 奪 ひ 去る、 尼は 僅 
に 紙 衾 一領を 被る、 尼に 侍せる 一 小尼大 に悲み 、强盜 の 出て 
去うた る 後に、 其 路上に 落 失し 穴る 一 衣装を 拾 a 來 6 尼に 進 
む、 尼 日 ふ、 旣に 奪 a 去^ N y2 るからは、 一衣裝 毛 我 有に あら 
す、 汝强盜 の 跡を 追うて、 乙れ を 吿けて 返し 與ヘ よ、 と、 强盜 
等 これを 聞きて 忽ち 感 悟し、 交纟慚 愧し 、悉く 衣服 器具 等を 
留め置き 去-^ たうと 云 ふ， 尼は 毎月 八日に 地 藏講を 執行す、 
會’源 信僧鄱 來 6 て 何故に 八日に M 藏講を 栽 行す る” 七と 問 a 
た. 3: へば、即時に「毎日にとふらふなれは日も5、すて、ろ 
の あ 乙る時を時にてしと云ふ歌を示され ^ -^と云ふゝ示寂年 
月日、 幷に享 壽詳な らす 、(續 本朝 往生 傳 、古今 著 聞 集) 

タン ラク 安樂 C1 八 六 六) 〔淨十 ；宗〕 祖源空 上人の 弟' 十な 
6、 安樂は 京都の 人、 外 記入 道師秀 の 男に して、 初め 入道 
泰經の 侍士な うしが、 出家して 源 空 上人に 師事し、 淨土敎 を 
受く 、學 内外に 通じ 穴れば、 源 空 上人 選擇集 選述に 際し、 師 
に 命して 筆受 せしめら る、 師 大に暮 び、 同門に 語 6 て 我れ 文 


書辭 名人 家怫本  日 


(六） 


アン (安) V  (以) 


臣の 家に 生る、 にあらず ん ば、 何ぞ此 事 あらんと 云 a し 5: 
上人 聞 S て懦慢 の 意 生して 惡 道 (C 墮落せ んを 恐れ、 乃ち 却け 
て 第三 章 以下は 眞觀に 命じて 筆受 せしめた うと 云 ふ、 建 永 元 
年 十二月 同門 住 蓮 等と 共に 鹿ヶ 谷に 別時 念 佛會を 開き" 晝夜 
六 時に 善導の 往生 禮讃を 誦す、 其 曲調 哀婉に して 聽者 皆淚を 
流し、 自ら 淨土 往生を 願 ふ 思 あう、 同月 九日 恰も 後鳥羽 上皇 
熊 野 山に 行幸し / 2 まへ ば、 宮女等 私に 宮ヒ 出で 鹿ヶ谷 に 至う、 
六 時 念 佛會比 詣で 、忽ち 感皈 して 髪を 剃る、 後此事 上皇の 御 
聞に 達し、 敕して 安樂 住 蓮 等を 罪し、 遂に 其 故を 以て 六條河 
原にて首斬られ /2 6、(皇帝耙抄、愚管抄、淨土總系譜，淨土 
傳燈錄 、三 長 記) 

〔考〕 徒然 草 r 安樂 六 時 禮賛を 作うた うと あれ ども 然らず 善 
導の 六 時 禮賛を 諷誦した るな $ 

タン— 安樂 尼 i JI f  〔天台 g 伊豫 法樂 寺の 尼 
f，  安樂 出家して 法樂 寺に 住し、 二十 五 年間 毎日の 作業 
阿彌 陀名號 五 万 返、 觀音 眞言 五 千 返、 光明 眞言 一千 返" 普賢 十 
願 名 三百 返、 更 r 怠らず、 寛 弘八年 正月 一日 寂す、 壽七 十八 

(拾遺 往生 傳) 

アンコ* ~  考 ユ丨ナ ッ融 察を 見よ、 

タンサン 案 山  キチ ド- 吉 道を 見よ、 

ィの部 

ィタ ン以安  チサ ッ智 察を 見よ、 

イ エン 以圓 (一七 r e 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 6、 


_ 才 — 15- _ _ 

以圓は 文章 博士 大江以 言の 子な う、 出家して 比歙 山楞 嚴院に 
投 し、 顯密 兼ね 究む 、病中 法 華經を 請み、 七日 R して 暗記す、 
興 福 寺 圓緣 僧都と 相 交る、 天 喜の 頃以 圆數 月間 病 R la す、 圓 
緣會 京の 法 成 寺に 荏^^ 夢に 以圓 袈裟 i: 被う、 經囊を 負 ひて 
來 る、 圆緣問 ふ、 比來 病に 臥し、 今何ぞ 旅装す、 と、 以圓日 
ふ、 將に 極樂に 往かむ とす、 舊好を 忘れず、 特に 來 6 て辭を 
吿 <'' るな う， と、 即ち 西に 飛び去る、 圓緣覺 めて 後、 使を 遺 
はし問候すれば、此曉に寂し /2 $といふ、(本朝高僧傳'拾遺 
往生 傅) 

イオン 以遠ハーー 〇 ^) 〔曹 洞宗〕 相 模最乘 寺 第二 代な 6、 
以遠 字は 韶 陽、 其 俗姓 生國 共に 詳か にせず、 出家して 了菴和 
尙に參 し、 心地を 發 明し， 出で、 永澤 寺 i'c 住し、 筏應 永の 頃 
相 模最乘 寺に 住して 第二 代と なる、 其 寂 年 欠く、 (日本 洞上聯 
燈錄) 

-? *、 v ン  ス ー デブ 崇傳を 見よ、 

イシ ユ— 以州ジ H V H  ! 順榮を 見よ、 

イジ ヨ ー 以成 (ニー！ セ〕 〔臨 濟宗〕 京 郡 天 龍 寺の 禪 僧な 
6、 以成 字は 九 峰、 此山 在の 高弟なる 續芳 藻に 師事して 法 
を 61 ぎ、 建 仁 寺に 住し、 後天 龍 寺に 移る、 晩年 如是 院 に 皈休 
し、 某 年 寂す、 壽 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

〔考〕 以成は 長祿の 頃の 人な う 
イセ ン以船 モ  >  サィ 文濟を 見よ、 

イデ ン以傳 ii H: •一 -: i  〔淨 土宗〕 下野 弘經 寺の 僧な 6、 
以傳は 法 蓮 社 住 譽と號 し， 法を 虎 角 R 嗣 ぐ、 初め 館 林 善導 寺 
に 住し、 筏 飯 沼弘經 寺に 遷 る、 承應 元年 二 月 十七 日 寂す •世 


(七） 


書辭 名人 家佛 本日 


# 


壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

r トク 以篤二 ：l.y -- : 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
以篤 字は 信 中、 俗姓は 三 善 氏、 淡 路三 原の 人な り、 出家して 
慧日寺 大蔭樹 に 師事して 其 法を 嗣 ぐ、 永享の 初年 # I の 棲 賢 寺 
に 住し" 六 年に して 京都 安國 寺に 遷る 、同 八 年 藤 原 丞相の 命 
によ 6 東 福 寺に 遷 五 年を 經て天 龍 寺 1: 主 V る.. 後 南禪寺 
に 出世す、 時 年已に 六十 八" 寶德 三年 十月 一日 寂す、 著作 晦 
夫 集 あぅ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ィハ チ以八  ソン ィ存 易を 見よ、 

ィヨ ク 以置 { チョ ー H  !畏 祐を 見よ、 

ィリ ン 以偸 ( . ) 〔臨 濟宗〕 攝津 廣嚴 寺の禪 僧な 6、 

以偷 字は 無 等、 法を 龍 山 見 禪師に 嗣 ぎ、 攝 律の 廣嚴 寺に 出世 
し、 後 建 仁 寺 護國塔 下 R 退 居す、 八十 歲 R して 寂す、 其 年 時 
欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

431 伊 i ^ r: i A,- -: 〔曹 洞宗〕 上野 天增 寺の 開 11! な $、 
伊堯 字は 天 室、 俗姓は 朦原 氏、 參河豐 河の 人な ぅ、 幼に して 
妙 嚴寺直 心 達に 從 a て 祝 髮 し、 直 心寂し、 相 屋舜承 席を 補す、 
師 之れ に從 CA 衣偈を 付せられ、 尋で其 席を 補す， 文祿初 年 稻垣 

長 茂 居士、 上野 大胡に 長 興 寺を 初め、 師を し. て 之れ R 居らし 

め" 又 慶長六 年 植木 邑 R 天增 寺を 建て、 師を 開山と す'  元 和 

八 年 正月 二 十一 日 寂す， 世 壽缺， \c 日本 洞上聯 燈錄) 

伊 gc . ) 〔曹 洞宗； 一武 藏法 光寺の 開山な 6、 

伊 鯨 字は 日峯 "久しく 格 翁 桂 逸に 參 侍し、 其 寂 後 遺命に 依う" 

武 藏寵穩 寺 ic 住す、 尋て 最乘 寺 {C 遷 る、 我 野の 檀越法 光寺を 

建て 師其 開山と なる、 寂 年及壽 欠く* 法 嗣梅叟 隣 香の 一人 あ 


イ (以 、伊) 


6、 ( 日本 洞 上 聯燈錄 レ 

V サン  伊山 メァ  ソ祖 安を昆 よ、 

V チン 伊 天 一一 一一 一一 一が o= 〔曹 洞宗〕 武藏大 松 寺の 開山な 6、 
伊 天 字は 頭 室、 遠 江國木 原莊の 人な $、 俗姓は 穗積 氏、 鈴 木 
の 族な 6、 幼よ う葷を 茄は ず、 堀 越の 海藏 寺 ^ 入うて 出家す、 
後關 東 ^ 遊び 靑松 寺の 瑞翁に 謁す、 文祿 年間總 持 寺 R 出世す 
諸 寺に 歷遷 して 靑松 寺 1: 領 し、 大 R 法 門を 弘 通す、 川口 氏 玉 
窓 寺を 創して 聘 して 開山と 爲 す、 又 信徒 有 6 大松 寺を 創して 
聘して 開山と 爲 す、 德川家 康甞て 寺に 入り 師の說 法を 聽き大 
に悅 ふ、 是れ よう 後 每月城 中に 迎へて 齋を設 け、 法話を 聞く" 
閣老以 下 環 坐 之を 聽て悅 服せ 3 る 乙 となし、 朝廷 紫 衣 幷普光 
禪 師の號 を 賜 ふ、 慶長五 年 命して 寺 基を 城 南 R 遷 さしむ、 慶 
長 五 年 七月朔 日 寂す、 享年 七十 八歲 、(日本 洞上聯 燈錄) 

イ 受 ン伊天 シ 3- : シヨ 丨宗淸 を 見よ、 

V 《ク 伊 & ヱ：一が八 〔曹洞 宗〕 下野 大中 寺の 禪 僧な 6、 
伊 白 字は 圭菴 ，出家して 培 芝 正悅に 師事して 其 法を 嗣き 、下 
野大中 寺に 主と な 6、 天文 七 年 正月 九日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 
寵 州 文 海の 一人 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

イサ ン位產 iH f  3  〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺廿こ 代な 6、 
位 産は 天 蓮 社 曉譽還 阿と 號 す、 俗姓 生國詳 ならす、 初め 出家 
して 幡隨 上人に 師事し、 後 還 無上 人に 師事す、 蓮馨寺 光明寺 
傳 通院に 歷 住し， 慶安 三年 增上 寺第廿 二世の 貫主と なる、 翌 
四圯 四月 將軍家 光 薨去 ぁう" 師は增 上 寺に 於て 萬 部の 法會を 
修 す' 7TC 應 元年 A 月 廿日 寂す、 壽六 十六、 (三 緣山 志) 

イコ ー イン M jug 院 リヨ— ヨ .，靈 曜を 見よ、 

V  (伊、 位、 威) 


書辭 名人 家怫本  日 


CA) 


•(威 異 、爲) 


イ (爲 、意〕 


V ゴン 威§厫( . ) 〔眞 言 宗〕 山城 安祥 寺の 僧な う、 

威嚴 字は 少納言 法 印と いふ、 賴眞の 法を 得， 安祥 寺の 席を 兼 
ねて 大勝 金剛 院に 住す、 詔して 小 栗 柄の 別當 となる、 付 法の 
弟子 良瑜寬 海の 二人 あう、 (後 傳燈 廣錄) 

イゴン 烕 g 厫ズ ，ィオ- 瑞雄を 見よ、 

イセ ン威仙 シ ゲ- 宗猊を 見よ、 

イセ ツ里 (雪 キヨ- シユ 慶珠を 見よ、 

イチ ン显 (珍 (一一 0 五 四) 〔曹 洞宗〕 薩 摩佛陀 寺の 禪僧 な- CS、 
異珍 字は 奇叟 、南 蠻國の 人な う、 薩摩國 金 鐘 寺の 了 堂に 依う 
蘿髮取 具し、 海を 越 ± て 東し、 11 泉 寺 通 幻、 普 門 寺 天眞に 參 
して 佛陀 寺に 販 $、 復た了 堂に 師事し、 玄奥に 通す、 後ち 總 
持 寺に 出世して 佛陀 寺に 住す、 示 寂 年 及世壽 欠く、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

〔考〕 異 珍は 應永 頃の 人な う、 

イ勿イ爲戒ーーーー刚 -to Ar: 〔曹 洞宗 3 越 前 永 平 寺の 禪 僧な-^ 
爲戒 字は 佛星 ，俗姓は 堀 尾 氏、 筑 後の 久留米 藩の 人な 6、 壯 
年の奶伊豆最勝院隆峰に依6て薤染し、永平寺を董す朝廷特 
に 照 化 理宗禪 師の徽 號を賜 ふ、 文政 元年 九月 四日 寂す 壽 七十 

七、 

イカ イ爲契 一一. 一 A-: ;j  〔曹 洞宗〕 筑後千 光寺の 開山な 6、 

爲契 字は 默鼹 、周 防國山 口の 人、 龍 文 寺 爲宗仲 心に 依うて 得 

度し、 洞門の 宗旨を 學び 、其 典 座と 爲 .9、 文 龜二年 龍 護山の 

故 跡を 興し、 千 光寺を 建て、 其 開山と なる、 地は 明 菴榮西 開 

闢の 道場 R して、 後小松 帝 賜 額の 所犮 3、 住持 二十 一年、 大 

永 二 年 八月 二十 八日 寂す、 (日本 洞上聯 燈錄) 


イガク ® M 子 こ： r: rL: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧 なう、 
爲學 字は 大癡 ，其嗣 承詳 かならず、 東 福 寺に 住し、 文明 元年 
五月 十九 日 寂す、 壽 欠く *( 延寶傳 燈錄) 

イシ ユ 1 爲宗チューシソ仲心を見よ、 

イゼン 爲全 シブ ジ ヨ-眞 乘を 見よ、 
i i£nj  ¢N 3 — ホ-令 法を 見よ、 

ィハン 爲潘二 ？ xg 〔曹 洞宗〕 周 防 龍 文 寺の 禪僧な 6、 
爲墦 字は惡 之、 大隅國 の 人、 俗姓は 藤 原 氏な り、 幼に して 鄕 
寺に 出家し、 後 京師に 往 き* 南 禪寺惟 肖の 下に 投し て內外 の 
學 V」 習 ふ、 精銳 抜群な 6、 巖 深く 之を 器と し、 乃ち 器 之と 稱 
す、 後 竹 居 和 尙大寧 寺 R 在う と 聞き、 直に 往て參 し、 居る 乙 
と 八 年、 周 防の 龍 文 寺 席を 虛 す、 周 防 長 門 豐前筑 前の 四國の 
大守 大內弘 忠師を 請す、 師辭 する こと 能は ずして 之に 應ず應 
仁 二 年 五月 二十四日 寂す、 享年 六十 五、 坐 夏 五十 四、 詩偈集 
一卷 ぁり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ィリ ン爲霖  カ ソウ 甘 雨を 見よ* 

V 才？ 音 ^ 羽  H ソジヨ -圓淨 を 見よ、 
v 勿 ク音 | 覺二 1: 2: 〔淨 土宗〕 鎌 倉 光明寺の 僧な う、 

意 覺は念 蓮社聚 譽と號 す、 其鄕貫 詳かな ら ず、 光譽宗 呑に 師 
事して 法を 嗣ぎ 、瀧 山の 大善 寺、 瓜 連の 常 福 寺 等に 歷 住して 
鎌 倉 光明寺 R 主と な 6、 幾何なら ずして 寂す、 實に 元祿 十五 
年 正月 二十 五日な り、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ィキ 3 1意敎ラィヶ>賴賢を見よ、 

イジ ユン 音 | 純 タィツ- 胎 通を 見よ、 

1 プ キ意的 ii o : £: 〔淨 土宗〕 江戸 安樂 寺の 開山な 6、 


(れ） 


書辭 名人 家佛 本日 


意 的は . TF. 蓮社覺 春と 號 し、 武藏國 猿 崎の 人、 其 俗姓 詳か なら 
ず* 法を 雪 念 R 嗣ぎ 、江戸 下 谷 金 杉 R 安樂 寺 1: 創して 開山と 
なる、 正 保 一一 年 八月 二日 寂す。 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

1 ブン意 天 l! o: o: 〔淨 土宗〕 江 戶靈巖 寺の 第二 代な 
6， 意 天は 雄 蓮 社正譽 、又は 法 爾と號 す、 智譽 上人 R 師事 
して 法を 嗣ぎ '初め 江戶淺 草 西 福 寺に 住し、 後 深 川靈巖 寺に 
主と なる、 寬永 十七 年 十月 二十 六日 寂す、 壽 欠く、 嗣法六 人 
あう、 萬 量、 茂 產 、雲恕 、苔 順、 廣譽 、慶 閑 Z: れな 6、 ( 淨土總 系 
譜) 

イガン 維 5 .品 リョ _ グフ V 了 願を 見よ、 

イク ウン 維 寛 c  I 七 セ 丸) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な う、 
維 寬字 は敎行 、京都の 人" 內匠頭 基 光の 子、 元 永 二 年 十月 廿 
九日 寬惠と 共 (C 三 寶院 にて 賢覺 よう 傳法灌 頂を 受く 、(續 傳燈 

屋 

イハン 維範 i ザ SI ハ 〔眞言 宗〕 紀 伊 高野山 十四 代の 撿 
校な 6、 維範 俗姓は 紀 氏、 祀伊 伊都 郡相賀 の人茳 6、 顯密 
兩學に 通し、 康平 六年壺 坂の 太 念に 從 a て、 灌頂を 受け、 法 
を 繼き 、高野山に 入うて 南院に 住す、 承 深 二年檢 校に 補し、 

寬治 三年 八月 職を 辭 す、 山を 領 する Z. と 凡を 十六 年、 永 長 元 

年 二月 三日 寂す、 壽八 十二、 (續傳 燈廣錄 、高 野 春秋、 高野往 

作. 傳) 

イミ ヨ！ 維 明 シ =1. -ケ- 周奎を 見よ、 

イ’キ 3 1 イン 易 行 院 ホ I カィ 法 海を 見よ、 

•イ 、キヨ-イン 易 行院 セ- ク ョ-栖 城を 見よ* 

イヨ 易舉 1 ri r' ;; 〔淨 土宗〕 伊勢 欣淨 寺の 開山な う、 

文意、 錐' 易) 


易譽は 指 蓮 社と 號す 、其 鄕貫詳 かならず 、親 # 上人に 投じて 
剃髮受 業し、 法を 鎭譽 に嗣 ぎ、 伊钤山 田に 欣淨 寺を 傲む、 永 
祿九年 十月 八日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

イアン 葦 養 ゲン ョ I 元 養を 見よ、 

イ 2 1装早航 ド-ネ ソ道然 を 見よ、  . 

イウ ン怡 1 f 云 ニ ョコ V 如欣を 見よ、 

イシン M 神 ソ H  > 祖緣を 見よ、 

イジ ヨ ー イン 已成院 ニ チ チョ  -日 長を 見よ、 

イシ 3 1 ^' 1ニン 倚 ® 道 人 シヨ-チ 性 智を昆 よ、 
イセ ン偉仙 ホ- 方裔を 見よ、 

イホ！ 伙嶋芳 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越 前寶圆 寺の 僧な 6、 

鵄芳 字は 桂 質、 寶圆寺 高 巖理栢 の 法を 嗣ぎ 、其 席を 補す、 寂 
眾壽 欠く、 法 嗣直鷹 正暾の 一入 ぁ 6、 ( 日本 洞 上 聯燈錄 ) 

イチ タ ー 阿 2 九 四 八) 〔時宗〕 某 寺の 僧な $、  一  阿は 其 
俗姓 生國詳 かならず、 出家して 聖 達に 師事し、 專念の 法を受 
け、 一遍 智眞 と共に 諸國を 巡遊して， 熾ん R 寶號を 唱 ふ、 寂 
年及壽 歓く 、(本朝 高僧 傳) 

〔考〕 一 阿は 正應の 頃の 人な 6、 

イチ ア ー 阿 レブ サツ 連 察を 見よ" 

イチ タン ー 巷-ー ョシ ョ丨如 淸を 見よ、 

イ？  一以一 05 55 〔臨 濟宗〕 京都 南禪寺 S 僧な、 

一以號 は 大道、 俗姓は 平氏'  出 雲國 島根の 人な り、 生れて 父 
母に 捨てられ、 叔父 R 掬 養 せらる" 叔父 沒 して 遂に 父母に 歸 
へる、 十一 歲 郡の 枕木 山 R 投して 剃髪し、 十四 歲比歙 山に 登 
$、登壇受戒す、別傳の宗旨を慕ひ、光明寺の藏山空和尙に 

1 (葦、 怡— 、已 、倚、 偉、 0  イチ (一) 
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(C ■一） 


を 寺朗法 州な 6  類日應 るて とを 元 をら 東に う隨 

傅に 譽 身のう 、イイ イイ 從く安  '  興な 謝 年 聞る 福 謁迚恃 
へ 到に 大山 、 チ チ チ チ ニ“ 三尋 るし し 夢き 、寺す しし 
、う 師德寺 幼 ーェウ ウイ 三を 平き、 、て 窓て 虎に、 ，後 
菩  '事に にに 圆ン F  イ四 セ ニて 文 師淡國 大關出 雙師建 

提實し 就役し 字  1 ーン 、油 月 南 和を 路師悟 南 世： 蜂 ま 長 

山 近、 きじて は 一  雨  延1 H 二鵷二 開 にの し禪 す瑞プ 2 寺 

にり： 禪て •父 道圆一 hhJ —  寶 e 同 十 寺 年 山 退 請 、寺る 寵隨約 
留師暇 法 祝を 曉 _ 雨、 ク吉傳 # 六に 京に 隱に 之に 時 山 侍 翁 
うにに 華髮喪 、: r;  S ご； S 燈德日 陵 都 延す應 ょ 住 、にす 南 
て謁 釋玄し ひ 號老爻 堂: fe 錄赛寂 6 普く  、しう す 後 移る 禪 
眞 し論義 g  、 は 二 六  で  、夕す^ •門、 太て 參る 版つ 乙 寺 

言て 圓を ■常 無  リ： >  .二 本  一 ^  S 寺 三 守 阿を 時と る と規 

を 止覺學 M 陸 住 _ ョ 7 チ 朝1 g 壽男に 年 源波罷 、なに 久菴 
究觀經 ぶ'  h の 1 臨*‘ キ高 富七罢 住な 氏の め師 /) 至し に 
むを を 、赏 親俗濟 二 盔ョ僧 S 十孟 しら 春 補て と  '  6  、歷 
る 聽聽二 S 族姓宗 r  S  ! 傳气九 g  、 す 所 陀永共 再て 後參 
乙き く 十？ に梶 U 德羞 日り 碧 、螽延 し 住 寺 明に 住 高 東す 
と ， 、七 孕 依 原 尾 潤 $ 經  雲臘 f 文ての に 塔 往に職 福、 

五 奈二歲 ぶる 氏 張を \ を  淸六 1 元 殿 宅 住 下く 及に 寺規 

年 良 年長 k  、 、長 見  見  風 十 上 年 堂を すに '•ひ 任の 菴 

なにを 樂萬十 相 母ょ  よ  、六这 東廊改 、退 一て せ 南の 

b 遊踰寺 g 九模 寺、  、  と 4 贤 福 閣め數 休日 前ら 山 寂 

、びえ k  f 歲 鎌の  寺煥て 年す 虎 堂れ 雙後 

後て て投 4 に倉禪  績！ f 党に 然 安の 、關に 、峰 一 

聖戒園 じ 合しの 僧  群 移と 國後 康の擢 虎二 山 

一律 城て 4 て 人な  書义^ つし 寺 事 永 語て 關師來 

i 

チ 

/■ 、 

、‘ノ 

1 

X. 

明年 細師 可す 師 を、 て 一  寶集石 遺 ど 靈木國 

年應川 亦を "甞主 星師雅 イイ イイ イイ 傳一 集偈 も 驗賀師 
二 夢 氏從受 京て と 山 を 字 チ チ チ チ チ チ 燈卷十 あ 固 あ 崎に 
月巖春 侍く 都 南る 道 生は ガ分 オオ方 ェ錄あ 卷う辭 う に謁 
大慧大 す 、に 遊、 にめ 大  ン 11 ン、 i)  4  、 し、 長し 

道 峰 道 9 貞皈 の貞依 う 全 一ー  イ 本 1 雜 一て 藤 母て 

宗 寺を 翌 治へ 志 治り、 nx - ン朝後 談湿受 相 寺 弟 

鏡に 問 年 四う あのて 師世征 立 F 自驾  高 天 集 浮け 國を子 

寺 主 ひ 大年て 6 初 下 幼 冷 云云，， 日 _ 羽 一僧文 五 ず 東 開の 
にと て 道大慧 、年 髮に近 §g  i ハ _  メ圓傳 十卷？ 、福き 列 
てな 師慧道 峰 船 筑受し a 五と〒 1 r 1 興 り 五、 八 7E 寺て に 
寂 i)  i こ 峰 詔 寺を 紫 具て R  ；  ^  t  く  fe  年 聖卞和 を禪運 

し 、會 寺に に發 承し 佛住门 $ ごご 7  勅 財 去 元 董敎な 

一、 師 しのよ 挂し天 、敎せ 臨 4  ‘二  謚集气 年せ 兼う 

評を 、智う 搭大寺 後を し 濟悉‘ よ チ  大三鏟 十む ね、 

覺き 財巷禪 、に 湖に ひ 、 灰!  g  f  li ッ  國 <  i 十と む 印 

巷て 院 {こ 寺大到 R 上 、父 f  1  ! 寻日  師妻 § 日 を  'を 

の滅 R 退 R 道 i) 謁 う加備 盔 よ、 f やよ、 脫  を 鏡 $ 桑 請衆傳 

塔 鑰師居 主 和て し 東 賀州農  气  '  を  賜 一 與名ふ 請 ふ 

をを をし と尙 風て 福の の g  見  ふ 紫 奮 蓮、 に、 

守 司 請、 な R 濤其寺 安金艺  よ  、、± 日華 再よ 文 

ると す 檀る參 の 化に 國河 g  G 念 然钾三 6 永 

、ら 、越に し爲を 於寺莊 f  S 佛 、{こ 盤 雨の 

B し！！ 淡 際て に 助て にに 安  S 諸 著 化 懲を初 

- む & 路し 其果く 賓 詣移兮  4 經 作すな 祈 尾 

東， 二 島、 許さ、 客て 0 义  延要沙 、れ 6 張 

雀 

チ 

X 

1 

ts 
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和 尙東福 寺に 住し、 師を殷 けて 第 一 座と す、 承 德二年 春 5;f 軍 
義 光の 命を 受けて 淡路 の安國 寺に 出世す、 翌年 檀越氏 春圓鏡 
院を 改めて 禪刹 となし、 師を 開山 祖とな す、 嘉慶 元年 秋伯耆 
に往 き、 冬 氏 春の 病を 聞きて 京に 入う、 末 後の 要路を 示し、 
再 a 安國 寺に 住す、 一 住 十 年 法 化 甚六 盛に して 氏 春の 子滿春 
大に師 を 優遇し、 其嗣滿 浚 KV- して 弟子の 禮を 取らし め、 且つ 
莊 園を 圓鏡 寺に 付す、 應永 元年 滿春師 の 名を 將軍に 聞す、 乃 
ち將 軍師を 幕府に 招きて 法を 問 ひ、 之を 厚遇す" 二 年 夏 病に 
か、 6、 九月 圓鏡 寺 ^ 皈へ 6、 書 1: 大守に 遺し、 法具を 門人 
に 分ち* 二十 五日 偈を 書して 日く 1 來恁麼 、去 恁麽、 著/眼 看、 
是什麽 、と， 翌 二十 六日 安然と して 寂す \> 壽五 十五、 臘 四十 
三、 著作 語錄 あ- 9、 ( 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

イチ ガ ー雅 ギョ 丨 h  i 謹を 見よ、 

ィチ？  一海 ーー裝狀 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 S 無量 
壽院 第二 代な り、 一海 字は 尊 勝'  少輔阿 闇 梨と s ふ、 土 佐 
刺 史源朝 俊の 子に して、 厚躬 親王の 裔 、左大臣 雅 信の 後、 堀 
河 左 中辨師 能の 猶子、 實慶の 同胞な 6、 華 嚴 宗の碩 匠に して、 
三 # の已講 とな 6、 久安三 年 五月 二十日 三 寶院に 登うて 定海 

大僧正に 職位灌 頂を 受く 、時に 年 二十 九な 6、 元 海を 受 業の 

師 とし、 第： 二 位 鳥 印璽を 得 y2 6、 大僧正の 寂 後 保 元元 年 五月 

三十 □元 海に 就きて 再 s 法 橋 流の 蘊奥を 研め、 元 海の 臨終の 

際、 特に 心 印を 授けら る、 乃ち 無量- 壽院の 二世と なう、 治 承 

三年 九月 二十 六日 寂す、 壽六 十四、 (镄 傳燈 廣錄) 

イチ ギン  ー lit ジャ クス， 寂 水を 見よ、 

イチ キユ 1 一休 シユ -ジユ ソ宗 純を 見よ I 

ィ チ (一) ガ — キ 


ィチ キ？  一 鞏ーー ー g 5s s 雲〕 京都 S 寺の禪 僧な 
6、 一鞏 字は 固山、 號は無 中と 云 ふ、 浴 姓は 源氏、 肥 前 佐 
嘉 郡の 人な 6、 十五 歲筑 前觀音 寺に 往て 落髮受 戒す 、正 安元 
年 一山 西碉 支那に 渡らん として 太宰府に 留爻 る， 師往て 乙れ 
に 謁し、 無 中の 號を受 け， 且偈を 贈らる、 十七 歲京郤 三聖寺 
に 上 6、 無爲 之に 參 し、 又 相 模に往 て 西碉に 侍す、 藏山 和尙 
東 福 寺に 住する や、 師ま 穴 師事して 要職を 歷 、肩 和 元年 m 福 
寺に 出世し、 文 和 初年 天 龍 寺に 移る、 一 住 三年、 正 覺菴に 退 休 
し、 延文五 年 JH 月疾に 罹 5 •二月 十二 □偈を 書して 日く、 來 
蒔 空手、 去 時 赤 脚、 一- T 二來 、眾重 交 柝‘ と、 筆を 投じて 寂 
す、 壽七 十七、 門人 遺命に ょう 國鑑禪 師の塔 左に 葬う、 塔を 樹 
て 正 先と 云 ふ、 (續群 書類 從 二三 四、 延寶傅 燈錄 、本朝 高僧 傅} 
ィチ キヨ，- 一慶  一一 =5 1® 一一 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 僧な 
う、 一慶 字は 雲 章と $ a 寶淸 老人と 號す > 京 郡の 人 左大臣 
藤 掠 經嗣の 子、 至德 三年 夏を 以て 桃 華 坊の 第に 生る、 六歲に 
して 山 崎 成 恩 寺に 投 し" 十六 歲に して 落髮受 具し、 朿福 寺の 
衆徒と なる、 應永九 年 明の 天寧夺 天 偸 凳， 上 兰# 一菴 如、 等、 
使を 奉 t て 來 朝す* 師乃ち 乙れ に 謁し 城北雖 ：壽寺 に 住き、 
岐 陽秀禪 師に椰 事して 專ら內 外の 學を 究め 碧嚴錄 を 傅 ふ、 奈 
良に 遊學 して 賢 首 慈 恩の 敎疏 を聽 く、 岐陽東 福 寺を 領す るに 
及び'  輪藏を 典とう、 分座說 法す、 永亨 三年 普 門 寺に 主と な 
る、 七 年 後小松 上皇 詔を 賜 ひ、 宮中に 於て 元亨釋 書を 講 せし 
む、 嘉吉 元年 東 福 寺に 遷 る、 寶德 元年 夏 太 上 天皇の 詔に よう 御 
照 容に賛 す、 此年冬 詔を 奉じて 南禪 寺に 主と なる、 住持 三ケ 
月に して 慧日山 東 福 寺の 寶渚院 r 佚老 し、 疚に罹 6 偈を 作う 
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ィ子(こ夕|、 


イチ u 〕 h — 手 


T チ デン  j 傳 〔淨 土宗〕 江 戶天德 寺の 僧 次う" 一傳 
は 十 蓮 社 念 譽と號 す、 稱念 R 師事して 業を 受け、 江戶 天德寺 
R 住す" 寂 年 及壽缺 く， (淨 土總 系譜) 

イチ ト！  一東二 _y s: ハ 〔徳 濟宗〕 但馬圓 通 寺の 禪僧な 6、 
一 東 字は 日菴 ~ 一色 持 勝の 子な う、 九歲 R して 棲眞 寺の 大蔭 
に 侍し、 下髮 して 但 馬の 宗源寺 k 寓 す、 又比皲 山 R 登うて 天 
台敎を 學ふ 、眞乘 寺の 華屋禪 師榜 嚴經を 講ず、 師 、衆と 共に 
聽講 す" 畢 6 て大 心寺景 川隆に 參 す" 去 6 て 南禪 寺の 記 室を 
司と る、 文明の 末 山 名 政豐延 きて 伹馬 の圆通 寺 R 住せし む、 年 
七十 四に して 同地 R 寂す、 師甞て 虎關 和尙 五家の 辯に 依う 五 
派 一一 摘の 圖を 作う學 者の 參考 となす" 嗣法春 輝禪師 あう、 南 
禪寺に 住す、 (本朝 高僧 傳、 延寶傳 燈錄) 

V チト—  一 ill P ヨ-ゲ ソ靈玄 を 見ょ、 

イチ ト 1  一 凍 シヨ-テキ 紹 滴を 見ょ、- 
イ t f  一道 • r: 5; /': 〔淨 土宗〕 美 作 涅槃 寺の 開山な う、 
一道は 前 蓮 社 眼 譽 •又は 空 阿と 號 す、 武藏の 人な 6、 智譽 
上人に 就て 剃髮受 業し、 遂 に 其 法を 嗣ぐ 、初め 石 見 大 田の 大 

!r 寺 R 住し 後 美作津 山の涅 盤 寺を 瓶め て 開山と な CN、 盛ん 

に r 承の 敎を弘 む、 元 和 四 年 十二月 十五 日 寂す* 壽缺 く、 (淨 

土總 系譜) 

I  1道 ^: 17〔淨土宗〕伊勢觀正8僧な' 

一道は ㈣譽靈 順と稱 す、 俗姓 生國詳 ならす、 幼に して 出家し 

西迎院 快 # R 師事し 後觀 正菴に 住し 日課 念佛 六万遍 を 修 す、 

兄 瞻阿發 願して 八 万 四千 鋪の 曼荼羅を 彩繪 して 三國に 弘 通せ 

ん と云ふ 、師 亦發願 して兄の大業を助けんと云ひ、曼荼羅を 


講究し、 搜玄 八卷を 作る、 寶 曆元牢 十二月 十日 發 願して 水 ^ 
を絕 ちて 六腊 R 五色の 絲を 執う 念佛 す、 同 十四日 鼓す、 苓 隹 
曼荼羅 搜玄 五卷等 十四 部 ぁう、 (續 日本 高僧 傳) 

イチ F-  j 道-ー チォソ 日、 遠を 見よ* 

イチ 1' 1  一 立 甩 ク7クン>廓存を見よ、 

V チ ドン  ー！！ 雲 ショゥ ズィ 聖瑞を 見よ、 

T チ ニヨ  ー如  n  ~ カィ 光海を 見よ、 
iMfm アン ー如菴  n  — ォ- 光映を 見よ、 

1  チ ニ mr ン  ー如 院  -I チジュ 丨日 重を 見よ、 

イチ ニ 3 ボ 1 一如 房 -1 チ チョ-日 澄を 見よ、 

イチ 孕 1  j 寧 j 姑 -to M  〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の禪 僧な 
う、 一 寧 字は 一山、 俗姓 胡 氏宋台 州の 人な 6、 幼 R して英 
敏 なう、 稍 長 じて 佛門を 慕 ふ、 郡の 鴻福 寺に 無 等融ぁ $ 其 下 
に 投し童 侍する rJ と 三年" 後辭 して 四 明 山 R 登 6、 普 光寺 處 
謙に 就きて 法華經 等を 聞き" 二 年を 經て 得度 進 具し、 應眞寺 
に 律を 學び 、延慶 寺に 天台を 究む 、而も 義學の 支 解を 嫌 a 、 
遂 R 天童 山に 登う.’ 箇翁敬 禪師を 問 ふ、 禪師日 ふ、 一心 三觀 
何を 以て 鉢と なす か、 と* 師卽ち 一笑す、 禪師參 堂を 許す、 
坐究二 年、 後 育 王 山 R 登う'  藏叟 珍 R 謁す、 珍 退きて 後東叟 
愷、寂聦照、頑橄彌、相續きて同山に住持 /2 う、師四師に奉 
事し" 獨 6 頑 極に 服す、 一日 懇に宗 要を 問へ ば、 頑 極 日 ふ、 
我れ 一法の 人に 與 ふるな し、 と、 師卽ち 契 悟す、 尋て 大藏の 
關鑰を 典る、 後 W 遊して 環溪 一、 橫川珙 、巧 菴祥、 淸溪沆 の 
諸老 宿に 謁す'  造詣 益 深し、 至 元 二十 一年 (我弘 安七 年) の 夏、 
匹 明の 祖印 寺 {C 住して 上 堂す、 十 年 1: 經て慶 元 府の舖 陀山 R 
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邊 る“- 住持す る 乙と 六 年な 6、 海岸の 靈區師 の 法 化遍く 布く、 
大德 三年 (我 正 安元 年) に 東航し 來 着す、 初め 元の 世祖 日本を 
鼗併せ んと 欲し. 戰鑑六 萬 軍卒 二十 萬を 發して 襲撃し、 五 II 山 
に 屯す、 一夜 暴風 大に 吹きて、 海 ® 悉く 溺沒 す、 然るに 成宗 
位 i: ln きて 尙ほ蒹 併の 意 あ 6、 有 道の 名 荊を 遺は して 勸 誘し、 
以て 附庸 とな さむと 欲す、 大德 三年 (我 正 安元 年) に 吾 國の商 
船 明 州に 舶 す、 成宗命 じて 名 荊を 選ばし， IT るに 衆議 一 寧を 
推す、 成 宗師に 金 鶴の 僧伽 梨、 並に 妙 慈弘濟 の號を 賜 ひ、 東 
航を勸 む、 師已む を 得ず、 寶陀 山を 下ぅて 出發 し、 十三 日に 
して >: 宰府に 着し、 直に 相 摸 ic 下る、 北條貞 時師を 疑 ひ、 伊 
豆の 修禪 寺に 送る、 師寺 中に 屛 居し、 晝夜 禪誦を 事と し、 悠 
然 自適す、 幾 もな くして 貞時其 禁錮を 解きて 鎌 倉に 請す、 同 
年 十二月 建 長 寺に 主}、 法化甚 盛な々、 乾 元元 年 十月に 圓覺 
寺に 遷ぅ 住す、 正 和 二 年の 软 京の 南禪寺 席を 虛 くす、 後宇多 
天皇 勅 1: 負 時に 降し、 師を 召し y2 まふ、 乃ち 同 寺に 住す、 日 
日 道を 問 ふ もの 群を なし、 縉 神の 車馬 門路に 塡つ 、師應 侍の 
煩を 厭 a 、 老病を 以て 屢退 休を 乞 ふ も 優 詔 あぅ 聽 3 れ ず、 遂 
K 潜に 遁れて 越 州に 柱く  •上皇 宸書を 賜 ひ、 慰 論し 穴 まふ、 
文 保 元年 九月 南禪 寺の 方丈に 疾を示 す 1 上皇 行幸して 親しく 

慰問し 穴 まふ、 二十四日 曉手 書の 遺 表を 奉 6、 其 恩を 謝し、 

尋て 寂す、 壽七 十一、 偈あ 6、 橫， ，行 一世； 佛祖 呑， 氣 、箭已 離ぃ綏 、 

虛空墜 7 地、 上皇 震 悼し ys IHa、 勑して 國師號 を 賜 S、 源 有 房 

に 宣し 文を 作うて 祭らし め 穴 まふ、 龜山廟 0 刻に 塔を 建て、 

法 雨の 額を 賜へ う、 且つ 親ら 像賛を 製し 左まひ /2 4、一寧四 

會の 著述 若干 卷あ 6 且つ 書 書に 巧な 6 其 筆跡 ま、 現存せ 6， 


一山 國師語 錄二卷 刊行す、 (行 記、 元亨釋 書、 延寶 傳燈錄 * 
本朝 高僧 傳) 

イチ 字ン ー八 ふ j  一 li E— 一一 一一 一 〔淨 土宗〕 山城 粟田 □常 樂菴の 僧 
なぅ、 一念 號 は淨譽 、攝津 高槻の 人な り、 壯年 にして 出家 
し、 常に 淨 土の 行 業を 修 す、 二六時中 廢卷 あるな し、 粟田口 
に 常 樂菴を 營 み、 清貧を 樂む 、食盡 くれば 松 皮 等を 噛みて 僅 
に 氣 息を 績 く、 天 和 二 年 九月 疾に か、 る、 豫め 死期を 知. CN、 
兩 手に 阿彌陀 來迎の 印を 結 S 寂す、 天 和 二 年 九月 十二 日な り、 
壽三 十、 (績 日本 高僧 傳) 

イチ プ - 一風 (一一 M ハ ニ) 〔淨 土宗〕 山城 報恩 寺の 僧な 6、 
一風 字は 立 譽 、俗姓 詳なら ず、 一に 云 ふ 京師の 人な 6、 と、 
後土御門 帝の 御宇に 方て、 洛北法 園 寺に 住す、 師號を 改めて 
報恩 寺と 爲 す、 文 龜 元年 後柏原 天皇 佛牙舍 利 及佛具 等を 賜 ふ、 
二 年 勅して 寺 額を 賜 ふ、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳淨 土 
総 系譜) 

イチ ヘン  ー M  チ シブ 智心を 見よ、 

イチ ホ ー  j  ツ - ゲソ通 支を 見よ*' 

イチ 4 |  リン ソ丨 麟曹を 見よ、 

イチ ホ ー  ー法 ズ ィリ ZX- I 隨 流を 見よ、 

イチミ 3 -イン  ー妙 院 一ー チ ギヨ-日 堯を見 よ、 

イ嘗〒 イン  ー妙 院 -1 チ ド-日 導を 見よ、 

イチみ 一夢” ド— 利 導を 見よ、 

チノ ブム  ー 無 タク サソ澤 山を 見よ、 

イノ r v クシ  ー |^ ”寸シュ丨ォソ{,示園を見ょ 

イチ ュ I  一祐； 0: 1! 〔曹洞 宗〕 若 狹某菴 の 僧な う、 


イチ (一〕 チ 


ィチ c ご 孑— ユ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 一） 


ィチ(一)ョ—5 


一祐 字は 大等尾 張の 人な 幼に して 美 濃の 山寺 R 投 して 出 
家し、 受戒の 後 諸 名 宿に 歷參 し、 定 光寺 實峰 良秀に 參して 入 
室し、 其 法を 嗣き て總持 寺 r 出世し、 明德二 年若 狭に 到 6 茅 
菴を 結 a て 幽棲し、 應永 二十 二 年 五月 二十四日 寂す、 世壽缺 
く、 (日 龙 洞上聯 燈錄) 

イチ ヨ  ー譽シ d 丨 H ッ震を 見よ、 

イチ 3 一擧 n 卜-ャ 到 也 ?: 見よ、 

イチ ヨ  ー m 日 リソ チョ— 輪 超を 見よ、 

イチ リン  ー M (ニニ 五) 〔曹 洞宗〕 阿波 桂 谷 寺の 開山な 
$、  一藺 字は 全菴 、薩 摩の 人、 覺隱 永本禪 師 R 師事して 印 
可を 受け、 總持 寺に 出世し、 永 澤寺 R 遷 康正 元年 闢雲寺 
に 主と なる、 晚年 阿波に 桂 谷 寺を 築きて 之れ に 居. 〇/ 某 年 寂 
す、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄} 

T チ リン ー麟一 一一 gf ハ 蚀 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 6、 
一麟 字は 天祥 、號は 一 巷， 京都の 人、 俗世は 藤 原 氏、 攝政 
九條 家に 生る、 幼に して 東 山 大中菴 ic 東海 源 和尙亿 依ぅて 侍 
童と な- 〇、 十七 歲得 度摧 具し、 南禪 建仁兩 寺の 間を 歴遊して 

諸 名 宿に 參し "傍ら 文筆を 嗜む 、大 R 才名 あぅ、 中立 鶚和尙 

と 共 R 並 a 稱せら る" 師天龍 寺の 眞和院 にあ 6 て 職 ^ 任して 

秉拂 す、 後、 龍 山 見に 謁し'  建 仁 南禪兩 寺 R 隨從 し、 延文二 年 龍 

山 天 II 寺 R 遷 る、 時 R 綱 錐 R 任す、 明年 正月 天 龍 寺 焚け 北山の 

歡喜 寺 k 退く、 同年 夏 龍 山 天 龍 寺 R 寂す、 師 後事を 調整し 東， 

山の 知 足 塔 R 歸歛 し、 南禪 寺に 歸ヘ 首座と なる、 永 和 三 

年薩 摩の 大願 寺 R 出世し、 居る こと 三年、 筑の聖 福 寺 R 移つ 

る、 康應 元年 京都の 萬壽 寺に 住し、 繼きて 建 仁 天 龍を 歷董 す、 


イチ (一、 壹) 


晚年東 山 護國の 塔を 守う、 應永 十四 年 十二月 二 0 寂す， 壽七 
十九" 臘六 十七、 遺 偈に 日く 有 有 有 有 有、 無 無 無 無 無、 裂，， 破 
鐵絲綱 〖擊- ，碎醒 頷珠 ハと" 著作 佛祖 歷年圖 二卷、 藏叟餐 十卷 '語 
錄二卷 、龍 涎 集一卷 あう、 (續群 書類 從二三 九収行 狀一卷 、延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ィチ レ ー ー鶴 (一三 S) 〔曹 洞宗〕 遠， 江 可睡 齋の禪 僧な 
う、 一. 鴿 字は 大 陽と 云 a 、 林 英 5J< 甫の 法を 嗣き ，遠 江 可睡寺 
に 主と な 6、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣天 陽 一朝 一人 あ 6、( 日本 
洞上聯 燈錄) 

Y チレン ー蓮 1 3  8 日宗〕 山城 東 寺 凡僧 別當な 
う、 一蓮は 東 寺の 凡僧 別當 となる" 延愀を 禮して 醍醐 山 {C 登 
6、 灌頂心 印を 受く 。後 重ねて 定 助の 法を 受く 、(續 傳燈 廣錄) 
T チレン - I ン ー蓮 院シ d 丨 ソブ秀 存を昆 ょ、 
i 5  一路 ォタ ド丨屋 道を 見ょ、 

ィチエ—  iw ® 紀 伊熊 野 山の 苦行 僧な う、 壹叡熊 野 山 
中 R て 圓 善の 骸骨の 苔に 裹まれ て 口舌 尙ほ 敗壤 せず、 夜中に 
法 華 經を誦 持す る聲 あるを 聞きて 感 悟し、 自ら 誦 持を なし ^ 
6、、 示 寂の 年 時缺 く" (元 亨釋 書" 本朝 高僧 傅) 
r チ H ン壹演 i 5 ■  S 言 宗〕 河內， 招 應寺 開山な 气 

壹演 俗姓 rj 大中臣 氏、 俗名は 正楝 、山城の 人、 淸麻 呂の裔 R 
して、 父は 備州 刺史治 知麻呂 とい ふ、 師幼 にして 父を 喪 a 、 
弘 仁の 末嵯峨 天皇 R 事へ て內舍 人と なる、 二 兄相尋 きて 沒す 
るに 及 a 、 深く 塵 世の 無常を 厭 ひ、 冠 纓を脫 離して 藥師 寺の 
戒明を 師 とし、 承 和 二 年 具足 戒を 受け、 常 r 金剛 般若 經を持 
す" 東大寺の 眞如 、別に 一房を 構へ 師を 招きて 之に 居らし め 


(七 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


授 くるに 密敎を 以てす、 甞て 皇太后の 病を 禱 $ て靈應 ぁう、 帝 
眷を 避けて 棲 所 常な し、 適々 河內に 居る、 朝廷 木工 寮に 命し 
て 其 地に 寺を 建て、 額を 相 應と賜 ふ、 師 京都の 東北 鴨 川の 西 
岸に 感應寺 V」 鄉 め、 觀世 音の 像を 安置す、 貞觀七 年 十月 藤 原 
有 房の 病を 祈る、 權 僧正に 補し、 超 昇 寺の 座主に 任す、 僧 階 
を 歷 すして 綱 位に 昇る は師を 以て 初と す、 九 年 七月 十二 日 小 
舟に 乘 3 水に 浮 a て 淹然示 寂す、 壽六 十五 (或は 七十 五と い 
ふ) 勅して 慈 濟と謚 す、 師性 深山幽谷を 愛す、 鞍馬 谷 稻荷峰 
は 其 遊 屐の地 にして、 世 呼 ひて 僧正ケ 谷、 僧正ケ 峰と いふ、 
(本朝 高僧 傳) 

イチ !? 11 見 和 (一六 10) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 なう、 
壹 和は 出家して 增利 僧都よう 法相を 學び 、元 輿 寺延祥 等と 共 
に 一時に 傑出す、 天曆 三年 春、 敕によ 6 延祥 維摩 會の 講師と 
なる、 師大 r 意に 滿た ず、 忽ち 所業を 捨て、 尾 張 熟 田に 往き 
神祠の 側に 乞丐と 雜 居す、 後奈良に 皈 6、 同 四 年敕を 受けて 
維摩 曾 講師に 鞴 せらる、 初め 東院に 住し、 東北 院に 移り、 盛 
んに化 儀を 敷く、 寂 年及壽 欠く、 門下の 神 足 東北 院平傳 、藥 
師寺 增祐の 二人 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 

イチ 逸 堂 ギヨ- ジ ヨ堯恕 を 見よ、 

イチ 孑 ン 00 シヨ ー ユ丨 性融を 見よ、 

イツ ザ ン佚山 (一一 四 二)！； . 〕京 都 某菴の 僧な- CN、 

佚 山 字け 默隱と 云 a 、 號は常 足 道 人と稱 す、 大阪の 人な う 初 

めは 森 修來と 云 S、 京師に 住し" 夏 岳に 書法を 受け、 後一 家 

をな す" 趙崔 光の 說文 長笺に よ 6 て篆 文を 研究し、 且つ 書を 

善くす、 寂 年詳な f、 著作 古篆 論語 十卷 、小 篆千字 文、 傳 

イチ (壹 、逸) イツ (佚) 


家寶孤 白、 各二卷 、鋪闕 千 字 文、 三 鉢 廣千字 文、 篆缽 異同 歌 
稀闕 、各 一卷ぁ 3、( 諸家 人物 志、 近代 名家 著述 目録) 

〔考〕 佚 山は 寶曆 頃の 人なる べし、 

イン エン 院圓 (一八 九 五) 七 條大宮 佛處の 佛エな 6 、 
院圓は 院尙の 子な $、 六條法 印と 稱 す、 嘉禎の 頃の 人な 6、 
(吾妻 鏡) 

インカ ク 院覺 (一七 九 二) 七 條大宫 佛處二 代佛エ なう、 
烷覺 は院 助の 子な り、 長 承 元年 二月 廿 八日 法眼に 叙 せらる、 
作る 所の 佛像數 多し、 (中 右 記、 長 秋 記、 玉 海) 

インキ 3 1 院慶 (一八 一一 六) 七條 大宮怫 處第 三代佛 ェな 
院慶は 院覺の 男な $、 仁 安 嘉應承 安 年間には 法 橋に し 
て 安元 治 承に 至うて 法眼に 叙せられ しちの、 如し， (人車 記、 
玉 海) 

イン ケ ー 院繼 a 九〇 九) 七條大 宮佛處 七代佛 エ な. CV、 
院繼は 院範の 子な う、 法 印に 叙 せらる、 建 長年 代の 人な 6、 
(吉黃 記) 

イン ケン 院賢 (1 A 六 七) 七條 大宮佛 處の佛 H な 6、 院 
賢は 院範の 子に して、 法眼に 叙し" 後 法 印に 轉 す、 承 元年 頃 
の 人な う、 (源平 盛衰 記」 

イン f ノ院源  _  〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な う、 
院源 俗姓は 平氏、 奥州 剌史基 平の 子な 6、 幼に して 比 叙 山 
{C 登う、 頁 源 僧正に 師事し、 覺慶に 就て 敎觀を 學び 、大 旨を 
究 む、 寬仁四 年 延曆寺 座主に 任す、 治安 二 年 七月 關白藤 原 道 
長 法 成 寺を 建て、 南北の 碩德を 招きて、 落慶 供養を 修 し. 、師 
敕に よう 導師と な 4、 封 五 千戶を 賜 ふ、 三年 僧正に 任し I 法 


ィン (院) エーケ 


書辭名 人家 佛 本  日 


イン 院 ) 2 — シ 


務を 兼ぬ 師 唱導を 善くし" 源滿 仲其演 法を 聽き ，即座に 祝髮 
し、 僚 屬數十 人 同時に 剃髪す 萬 治 二 年敕を 奉して 仁王 經を講 
し、 輦 車に 乘して 宮中 R 入る を聽 $ る、 晚年諸 職を 辭 し、 西 
方院 R 閑居し、 長 元元 年 五月 十六 日 寂す、 壽七 十五、 門下の 
神 足 R 實誓 僧都 あう、 (天台 座主 記、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 
ィンゴー 院豪 i ^ ? 〔臨 濟宗〕 上野 長樂 寺の 禪 僧 / £ 
i  院豪 字は 一翁、 壯ょ 6 禪宗 R 歸 し、 諸師 に參 訊す、 寬 
元元 年来に 渡う 徑山 R 登うて 佛鑑 禪師に 謁し、 問答の 次二偈 
を呈 す、 鑑禪師 許 3 ず、 一日 問 a て 日 ふ、 不 ，假 ，1 方便 一直 示， I 
I 句 〖鑑 禪師日 ふ、 燒 = 却二經 ，來與 i 示 II 一句 S 日 ふ、 燒却 
了 也、 鑑禪師 日 ふ、 作麽 4^. 受 用、 師 、手を 擧げ開 合す、 鑑呵 
呵 大笑し 乃ち 筆を 秉う 書して 日 ふ‘ 豪 上座 有， 一 向 道 之 姿 『師辭 
し歸へ 6 て 上野 長樂 寺に 住す、 文應 の初兀 菴寧來 る、 師屢請 
益す、 佛光 禪師來 る、 師 謁して 偈を呈 す T 師是大 唐 間 世人、 
我 濃 日 域 一夢 身、 奇哉 今日 重 相 曾* 稽首 和 南笑轉 新、」 弘 安四 
年 八月 廿一 日長 樂寺に 寂す、 壽七 十二' 遺 偈 あ. oT 火 裏 汲，， 淸 
泉 — > 已七 十二 年、 蝶螟— 身 去、 觸 ，， 破於大 千，」 勅 謚圓明 佛演禪 

師と云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ィンジ ツ院實 (一 A 四 三) 七條大 宮佛處 第五 代の 佛エな 

i  院實は 院尊の 子に して、 壽永二 年 法 橋 R 叙す、 其 法 印 

に陛 6 し 年時詳 かなら す、 (明月 記) 

イン シン 院審 (一九 0 九) 七 條大宮 佛處の 八 代佛ェ なう、 

院審は 院繼の 子な う、 法 印 R 叙 せらる、 建 長年 代の 人な 3( 吉 

黃記〕 

V ンシ ン院信 (一 九九 四) 七條大 宮佛處 十代 佛ェな {、 


■i ン (院 }シ 


院信 は 院宗の 子な 6、 法 印 R 叙す 建武 年頃の 人な 6、( 大佛師 
系圖} 

イン；、 シン 院 1 菩二 九〇 九) 七 條大宮 佛處の 佛エ なう、 院 
尋は 院慶の 孫 r して、 法 印に 叙 せらる、 建 長 時代の 人な り、 
(吉黃 記) 

イン シユ ー 院宗 (一九 一三) 七 條大宮 佛處の 佛エな 6、- 
院宗は 院審の 子な 6、 建 長 五 年 十二月 廿 一日 法眼に 叙す、 (吉 
黃 記) 

イ ン £? ヨ院助 (一七 六 六) 七條大 宮佛處 初代 佛エな 6、 

院 助は 七 條佛所 第二 代 法眼 學助の 二 男 R して、 別に 一派を 起 
し、 七條 大宮佛 處と號 す、 一說 に院 助は 學 助の 弟 - T- なう とい 
ふ、 法眼に 叙 せらる'  嘉承 以後の 人な 6、 ( 長 秋 記'  中 右 記、 
大佛 師系圖 '佛エ 系圖) 

r ンシ ml 院承 (一 九〇 九) 七 條大宮 佛處の 佛エな う、 

院 承は 院慶の 子に して 4 .b 印に 叙 せらる" 建 長年 代の 人な 6、 
(吉黃 記) 

イン シ 31 院尙 (一八 四 三) 六條 万里 小路 佛處の 佛エな 
6、 院尙は 一に 院 性に 作る、 院 朝の 子な う、 壽永二 年 法 橋に 
叙す 其 刻す ると ころ 高 雄 山 神 護國肺 寺 金堂に 安置せ る 十二 神 
四天王 あう， (僧綱 補任、 山枧 記" 吾妻 鏡、 大佛師 系圖 、佛 
エ 系圖) 

イン シヨ ー 院勝 (二 一一 一 0) 七 條大宮 佛處の 十二 代 佛エな 
$、  院勝 は院 乗の 子な $、 寬正 年頃の 人な 大佛師 系 
0 ) 

イ ン シ 5? —  イ V ショ— 院尙を 見ょ、 


(九 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


v ンジ m! 院乘 2 九九 四) 七條大 宮佛所 十一 代 佛エな 
6、 院乘 け院 信の 子な 6、 ( 大佛師 系圖) 
r ンソン 院尊 (一七 〇 六) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學 僧な 
う、 院尊 本名は 公 因、 字は 聖行 房と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 
比殽 山に 登う、 池 上 阿闍梨 皇慶に 師事して 一流の 事相を 傳 ふ、 
後に 院尊 流の 開祖と 稱 せらる、 寂 年 並に 壽缺 く、 著作 聖行决 
あう、 (台密 血脉譜 、諸 宗章疏 錄} 

〔考〕 院尊は 永 承の 頃の 人な 6、 

イン ソン 院 1¢  i 篛  七 條大宮 佛處四 代 佛エな 6 院尊 
は 院覺の 子に して、 院慶の 弟な う、 仁 平年 間 法 橋 位に あう、 治 
承壽 永 R は 法 印 しもの、 如し、 然れ と％ 其 法眼に 任せし 
を 見す、 盖し脫 漏な らん か、 建 久九年 十月 二十 九日 寂す、 壽 
七十 九、 (人車 記、 山槐 記、 佛 エ 系圖 、大佛 師系圖 、自曆 御 
記) 

インチ ユ ー 院中心 (一九 〇 九) 七 條大 宮佛處 の佛エ なう、 

院 忠は院 賢の 子な う、 法 印 R 叙す、 建 長年 頃の 人な 6、 ( 吉 
黃 記) 

インチ ヨ ー 院 朝 2 八 11S 六條 万里 小路 佛處の 初代 佛 

エな $、  院 朝は 院 助の 二 男 R して、 別 R 一派を 開きて 六條 

万里 小路 佛處と S ふ、 法 印に 叙 せらる、 作る 所の 佛像 多し、 

長 承永曆 年頃の 人な う、 (佛 エ系圖 、大佛 師系圖 3 

r ンハン 院範 (一八 七 一) 七 條大宫 佛處六 代の 佛ェ なう、 

院範は 院實の 子な {、法 印 R 叙す、 建 曆 年頃の 人な 6、 (明月 


は 院忠の 子な 6、 法眼に 叙す、 建長华 間の 人な 6、 ( 吉黃 記) 

ィン ケン 印 元,  一一 g il 〔臨濟 宗〕 相 模建拉 寺の 僧な う、 
印 元 號は古 先、 俗姓は 藤 原 氏、 薩 摩の 人な 6、 八歲に して 
父と 其に 鎌 倉 R 住き、 圓覺 寺の 桃溪 悟に 歸して 侍 童と な-^， 
十三 歲剃髮 して 具足 戒を 受け、 偏く 諸師 R 參 謁す、 文 保 二 年 
元 R 入う、 二十 四 歲華頂 峰の 無見覩 に 謁す、 其 勸誘に ょ 6 天 
目 山の 中 峰 本に 侍して 大事を 悟了し、 虛谷 陵、 古林 茂、 月 江 
印、 東嶼 海、 了菴 欲、 靈石 芝、 笑隱訴 ，斷江 恩 •別 源宗 、無 
言宣 等の 諸老に 謁し、 又 古 心 誠 R 大仰 寺 R 依る ^ と 一年 餘、 
泰定二 年夏吳 松の 曹溪 寺に 歸寓 す、 脖に眞 淨 寺の 淸拙 澄禪師 
日本の 請を 受けて 東 渡す るに 際す、 因 6 て師 之と 共に 歸 朝す 
嘉曆二 年 淸拙澄 建 長 寺に 住する R 方 6、 師經藏 を 司と る、 
曆應二 年 天 龍 寺の 夢窓國 師に 請せられ て 甲斐の 慧林 寺を 主と 
る、 翌年 將 軍足 利 直義京 郡の 等持敎 寺を 革め て 禪剎 となし、 
師を延 きて 此に 住持せ しめんと す、 師辭 して 無隱晦 に讓 6、 
後 相模鎌 倉の 淨智 寺 R 遷 る、 秋 印を 釋きて 奥州を 遊 化す、 師 
の 兄 某普應 寺を 建て 師を延 きて 開山と なす、 延文 三年 源 連 帥 
鎌 倉に 長壽 寺を 傲して 師を 招き、 翌年 ま ^ 圓覺 寺を 領し、 後 建 
長 寺 ic 移つ る、 長壽 寺に 歸老 し、 應 安七 牢正月 二十四日 寂す 
壽 八十、 臘六 十八、 遺命に ょう 全身を 曇 芳菴に 葬む る、 勅し 
て 正宗 廣智禪 師と謚 す、 (續群 書類 從 二三 六、 延寶 偁燈錄 、本 
朝 高僧 傳) 

インタン 印 ^ (一 九九 四) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧な 
印玄は 文 妙 上人と 稱 す、 禪助國 師の附 法な 6、 著作偁 法灌頂 
作法、 傳受 記、 各一卷 あう、 


記) 

イン ユ 院瑜 (一九 0 九) 七 條大宮 佛處の 佛ェ なう、 院瑜 


ふ ン (院) シ—ユ  ィン (印 M ノ 


書辭 名人 家佛本  日 


CO 二:) 


イン (印) シ 


〔考〕 印玄は 建武の 頃の 人な 6、 

イン シュン g ft 2 九 ic  〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な 6、 印 俊 字は 鉢 日、 修學院 に 住す、 莨 殿 R 繼きて 學頭 
となる" (結 網 集) 

〔考〕 印 俊は 延 元の 頃の 人な 6、 

イン シヨ 1 印紹 C1 五六 一) 〔眞言 宗〕 奈良 東大寺の 僧な 
6、 印紹は 仁壽 三年 R 生る、 延喜二 年 二月 八日 濟 高と 共 R 
傳法灌 頂 大法 心 印を 受 く、 (傳燈 廣錄) 

イン シヨ ー 印性 j A-t s 〔眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 6、 
印性は 藤 原 長輔の 子 京都の 人な 6、 東 寺の 任 # .僧正 R 從侍 
患て 兩 部の 祕 法を受 く  •建 久九年 僧官を 歷 昇して 權大 僧都に 
任す、 夏 雨を 禱 6 功に ょぅて 弟子 覺敎を 法眼 R 叙す、 三年 七月 
東 寺の 長者と な 6、 尋きて 法 印 R 轉 す， 建 永 元年 三月 東 寺の 主 
務に 補し、 翌日 護持 僧と なる* 越ぇて 三日 法務を 掌と 6、 冬 
十月 權 僧正と なる. 後 仁 和 寺に 眞乘院 を 開き* 職を 讓 6 て歸 
休す、 承 元元 年 七月 三日 寂す、 壽七 十六、 (本朝 高僧 傳) 
1 1 印定 5i =s 〔眞宗 〕越 中 新 川 郡 新 名 村專立 

寺の 住持な 印定少 字を 元 麿と 呼 ひ、 鮮 溪と號 す、 越 中 

新 川 郡の 人に して 西本願寺 末なる 新 名 村 專立寺 第 十六 代な 6 

父は 彫 淳 、母は 僧鎔の 女な 6、 師 W 其長+ な 6、 壯に して 父 

を 喪 a 、 母 R 事へ て 至孝な $、 夙 R 柔遠 R 就きて 學 習し、 笈 

を 負 a て 京畿に 遊 ふ、 特に 論 註に 精通し、 學徒大 に 集まる、 

文政 四 年秋學 林の 看護と なる、 母妙壽 尼の 疾篤 きに 遘 CA 、 因 

て 馳せて 歸 へる、 母 日く 法主の 命 R 應 し、 任 限 未 / 2 滿 左 すし 
て 何故 R 半途 R して 歸 へる、 吾與 R 見る ^ 欲せ 3 るな， り、 と、 


イン (印、 隱 、亂) 


玆 R 於て 永訣す、 遂 R 擢て られて 首 職と なる、 數 々學 林 R 代 
講 し、 法主 R 侍講し、 且つ 數々 命を 奉して 攝河紀 泉に 遊 a 江 
濃" 及 a 飛 彈加賀 に 赴く、 嘉永四 年 正月 十日 寂す、 壽七 十五 
謚を賜 W て 法 爾院と S ふ、 (碑文} 

イン ゾ S 印藏 (一八 四 八〕 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 6、 
印藏 初め 淸水 寺 ^ 在-^、 後 源 空 上人 R 就きて 淨土敎 を 受く  • 
文治 四 年 五月 十五 日 瀧 山寺に 於て 能 信 等と、 名に 念 佛會を 盛 
修 す、 示 寂の 年月日 缺 く" (淨 土傳 燈錄) 

イン ユ ー 印融  一一 j -o is ssn 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 6、 
.印融は 武藏 國久保 の 人な り、 弱冠 R して 京都 奈良 R 遊學 し、 
高野山 R 駐ま 6 て 修錬し、 無量 光院に 住す、 晚年 武藏鳥 山の 
三會 寺に 居り、 永 正 十六 年 八月 中旬 寂す、 壽八 十五、 著作籼 
保 隱遁鈔 、釋論 指南鈔 、各 十卷 、大疏 指南鈔 九卷 、釋論 愚案 
鈔七卷、住心論廣目鈔、古筆拾遺鈔、各六卷、金胎句義鈔四 
卷 、大疏 愚案鈔 、釋論 安養鈔 、文筆 問答、 光明 眞言 句義、 二 
十四 帖 、三 寶院 流私鈔 、(號 後記) 各 三卷 、大 疏詮娈 敛 、金胎 
曼 茶羅鈔 、釋論 名目、 三寶院 護摩鈔 、各 二卷 、作法 集 口 決、 
三 西 不同 鈔， 各一卷 、(本朝 高僧 傳 、諸 宗童 疏錄) 

イン ゲン 隱元 リ T キ隆培 を 見よ、 

イン サン 鼉山 ユィ アン 惟谈を 見よ、 

-i ンシ！ 111 ド— タツ 道顯を 見よ、 

イン 胤榮二 一一 Hl -t— 〔法相 宗； 一大 和寶藏 寺の 僧な ぅ、 
胤榮は 字覺禪 房と 云 ふ、 俗姓 中 御門 氏な $ •出家の 後 好みて 
刀 槍の. 術を 究 む、 柳 生但馬 守宗巖 と共に 上 泉 伊勢 守 (神 陰 流 
の祖) に 刀術を 學び 、大膳 太夫 盛忠に 鎗 術を學 ひ、 精妙を 究め 


(一二） 


書辭名  人家 怫 本  日 


鎌鎗を 用 ゆ、 Z1 れを赞 藏院 流と 云 ふ  >  門下 禪榮 房胤舜 、奥藏 
院某等 あ 6、 俗 弟子 中材市 右兵衛 門 其 術 r 傅 ふ、 慶長 十二牢 
iF. x: 二 □寂す、 壽八 十七な 6、 胤榮 l-uj 下を 誠め て 日ム我 釋 
門に あうて 武事 r 業と する％ の 固よう 本意に あらず、 後嗣た 
る 者* 必ず 武银 を學 ぶべ からず、 武器を 無くす るに 如かず、 
と. 乃ち 武器 荠 干を 中材市 右兵衛 門に 與ヘ 、一 ^ 寺 中 r 遺さ 
きと 云 ふ、 (武藝 小 博) 

.ィン ケン 胤憲一 j 酬 蕊 〔法 和 宗；} 奈良寶 藏院の 僧な う、 

胤 憲は乘 織 房 法 印と稱 す、 滿田 權右衞 門淸原 胤勝の 三男な 6 
frl 父 胤風の 法を 繼 •て， 寶藏 院流鎗 術の 奥旨を 究む ，天明 元年 
五月 n 弟. 45 尾 撫髮資 正、 長 尾 小兵 衞資 順と 典 R 將 軍の 前に 技 
を 演ず、 文化 二 年 十二月 二十日 再び 將軍家 齊の覽 に 供す、 五 
华 七月 十七 U 寂す、 壽六 十三、 (事 實文編 ) 

ィン シュン 胤舜  一一 1  〔法相 宗〕 奈良寶 藏院の 僧な 6、 
胤 舜は禪 榮房郴 律師と 秫 す、 山城 加 茂の 人、 俗姓は 滿田氏 
出 雲 守の 後裔 / X $ 、幼よう 胤榮に 師事して、 鎌鎗の 術を 學び 
其嗣 とな 權 律師に 任せら る、 十九 歲の 時胤榮 寂せ しを 以 
て、 其 高弟 奧藏院 の 住持 某を 招き、 日夜 勉習 して 遂に 其奧義 

に 達す、 後 自ら 發明 すると 乙 ^ 多く、 裏 十 一條の 形 1: 作爲し 

て， 後世に 傳 ふ、 寬永六 年 八月 紀伊侯 光貞の 紹介に よ 6 將軍 

家 光の 前に 其 技を 演 し、 正 保 三年 三月 再び 將 軍の 覽に 供す、 

慶安 元年 正月 十二 日 寂す、 壽 六十、 (事實 文 編) 

イン シ f 胤淸一 1H 1I  〔法相 宗〕 奈頁寶 藏院の 僧な う" 

胤 淸は覺 舜房法 印と 稱 す、 滿田 氏の 義子に して、 胤 舜の家 

を 繼 ぐ、 幼 R して 後見 中 御門 半入淸 原 胤 張に 隨 ひ て 槍 法を 受 


け、 流の 奥旨を 究む ，延 寶二笫 六月 將 軍の 覽 に 供 せんとす る 
時， 會：將 軍 病 あり， 只 時 服を 賜うて 其勞を 慰す、 元祿 十二 
年 (一 R 元祿 十四 年) 四月 四日 寂す、 壽六 十六、 (一 R 六十 
五) (事實 文 編) 

イン プ f  3^ 風  il is ハ 〔法相 宗〕 奈良寶 勝院の 僭な 6、 
胤風は 覺山房 律師と 稱 す、 滿田權 右 衞門淸 原 胤成の 男な り、 
幼ょう 鎗術を 好み、 胤淸 に從て 鎗法 を學び 、遂に 其 奥旨を 究 
め， 第 四 世と なる， 享保 十一 年 九月 二十四日 技を 將軍 吉宗の 
覽 に 供す、 十六 年 十二月 六日 江 戶の客 居に 寂す、 壽四 十六、 
深 川 靈巖寺 中 谷寬成 寮に 葬' る、 (事實 文 編) 

イン サイ {貝 載 ii j A— -〇 〔淨 土宗〕 伊勢 梅 香 寺の 中興な 6、 
寅 載 字は 信智 、法 蓮 社 要 譽と號 す、 磐 城國相 馬の 人な 6、 妙 
齢に して 出家の 志 禁じ 難く、 其 地の 興 仁 寺 R 於て 得度し、 專 
ら H 外の 典籍を 硏 習し、 後江 戶增上 寺に 笈を負 ふ、 貫主 其 精 
勵を 感じて、 柚で、 藏司 となす、 寶永中 伊勢 梅 香 寺 R 主と な 
6、 盛んに 淨土敎 を 唱ヘ 、神 國决疑 論を 撰して、 神佛 一致の 
義を 述べ、 聲價 高し、 晩年 ■橋 蓮華 寺 R 退隱 し、 享保六 年 三 
月 病に 罹う、 九月 二十 七日 門人を 誠し め、 二十 八日 寂す、 壽 
七十 二、 (淨 土總 系譜、 續 日本 高僧 傅} 

イン シユ ー {與 嘯 zlr e; 一： こ 〔曹洞 宗〕 能 登 雲 光寺の 開山な 
6、 寅 嘯 字は 北巖 、俗姓は 原 氏、 甲斐の 人な 6、 十七 歲定慧 
に 依 6、 蓰髮 得度し、 出て、 勝 光寺 天 永、 天 應寺慧 照 4C 參し 
終う に宗關 寺 豁州達 翁に 依 6、 印 可を 蒙る、 總持 寺に 出世し 
松 門 信 松 宗關の 諸 寺に 歷遷す 晩年 雲 光寺を 鄉 めて 逸老 す、 
寬文二 年 十二月 二十 五日 寂す、 壽 欠く， 法 嗣舜山 補澤の 一人 


イン (胤} ダー、 ン  イン (胤、 5 


書辭 名人 家佛 本日 


(ニニ） 


ウ (有) キ 19 
あ ( 日本 洞上聯 燈錄) 


ゥの部  | 

有慶  一義  〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 6、 一 
有慶は 參議藤 原 有國の 子" 濟慶の 弟な 澄 心 R 三論を 受 
け、 後濟慶 に從 a て 深く 玄奧を 硏 む" 長 元 八 年南圆 堂の 維摩 
會に 講座を 主領し、 永 承 六 年 東大寺に 住す、 康平六 年 請を 受 
けて 元 興 寺に 移 6、 大 僧都に 任し、 治曆 三年 再び 東大寺を 領 
す、 四 年の 後上 表して 席を 高弟 慶信 に讓 東南 院に 退去し 
延久二 年 二月 十八 日 寂す、 壽八 十八、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 
傅) 

ウゴン 有 g M c 1 九〇三 ) 〔戒律 宗〕 大和 西方 院の律 僧な ぅ、 
有嚴 字は 長 忍 別號は 慈禪 、西大 寺の 戒 SU に 從 a て 戒律を 受持 
し、 後吉 野の 覺如に 就きて 重受 す、 嘉禎二 年 覺盛睿 尊 等と 共 
に羯磨 法を 以て 大佛 殿に 自 誓自受 して 比丘 戒を修 む、 爾後 東 
西を 遊 化して 四 衆の 爲に講 を 開く、 寬元四 年 秋覺如 律師 frc 從 

a て 朱に 入 6、 諸師に 謁して 戒疏を 索 問し、 歸 朝して 招提寺 

に 居 6、 後西 方院を 建て、 人事を 絕して 習禪 危坐す、 其 年 寂 

す、 壽歒 く、 (本朝 高僧 傅) 

ウシ ン 有 信 ( 一 九 六 〇) 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 

有 信は 其師 承を 詳か R せす、 正 安元 年 東 寺の 長者に 任し、 同 

十二月 櫳 僧正に 任し、 二 年 正に 轉 す、 死沒の 年時歃 く、 (東 寺 

長者 補任) 

クリン 有 隣 トク 德を 見よ. 


ウ (右、 羽、 烏、 擾) ウツ (鬱) クマ マ (厩) クン (雲) 

ウキヨ ー 右*! 兄 コ - H 康惠を 見よ、 

ウキヨ 右 *j M コ I  rl 丨康 佑を 見よ' 

ウキヨ ー 右 J M ジヨ— クヮソ 淨觀を 見よ、 

クサ ン 右山 ボク イン 墨 隱を見 よ、 

ウ y ユ 1 右 龍 ダイク V 大賢を 見よ、 

ウザン 羽 山 シユ —ヶ- 周奎を 見よ、 

ウス イ鳥水 ホ ーゥッ 寶 雲 ^ 見よ、 

ウ女ナ 優陀那 11 チキ 日 輝を 見よ、 

ウツ タン 00 シン スイ 針 水を 見よ、 

ウ マ ^ ド ■|^1户 シヨ*- トク 聖德を 見よ、 

ウン アン 1  云 巷 卜 H- 透 龍を 見よ、 

ウン H1 雲英一 ii !: 〔曹 洞宗； 一越 前寶圓 寺の 禪 僧な-'、 
雲 英字は 傑 外、 俗姓は 鈴 木 氏、 能 登 輪 島の 人な り、 鄕里蓮 江 寺 
r 投じて 祝 髪し、 芸を禮 して 師 となし、 具足 戒を 受け、 歷遊 
十餘 年、 參 する 老宿 凡を 十餘 員、 最後に 長 齡告 關室徐 天に 見 
ぇ、 衣偈を 付せられ、 總持 寺に 出世し" 桃 雲 寺 R 遷 る、 慶安 
三年 小 松 中 納言菅 原 利 常の 請を 受けて 寶圓 寺に 住す、 延寶二 
年 二月 二十 七日 寂す、 世壽 欠く、 法 嗣月嘯 虎 白の 一人 あり、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

ゥン f 卞雲英  シ h キヨ-首 慶を 見よ， 

ウン オタ 妻 屋 H リソ慧 輪を 見よ、 

クン キヨ 1 00 ゥプ キョ I 運慶に 同し、 

，？Y キヨ ー 雲堯二 55 测 〔曹洞 宗〕 能 登惣持 寺の 彈僧ネ 
ぅ、 雲堯 字は 泰山と 云 ふ、 越 前 守 朝 倉 義景の 第三 子な 6、 
八歲に して 同國寶 圆 寺 ^ 投して 象 山 和尙に 師事し、 童 侍と な 


(三 二） 


書辭 名人 家佛 本  日 


る、 受 具の 後 遠 江 國の大 洞 寺 光國 に參 見し、 次に 越 前に 瑞龍 
寺廣 山加賀 の寶圓 寺 量 山に 見 ゆ、 偈を述 て 量 山に 呈 す、 山擢 
んて 第一 座に 居らし む、 初め 能 登の 長齡寺 r 住し、 總持 寺 r 
升う •芳春 寺を 兼攝 す、 後 遷て挑 雲 寺に 居る、 太守 歸崇 し、 
法會を 設る每 に師 必ず 座に 升うて 法要を 擧 す、 元 和 元年 德川 
家康 兵を 統 へて 伏 見 r 駐 る、 諸宗の 徒を 徵して 城 中 r 入れ 顧 
問と す、 師 も亦與 る、 家康將 r 永 平 寺を 以て 洞門の 本 寺と 爲 
3 んと す、 師書を 家康に 上て、 其先蹤 に戾 るを 謂 ふ、 家康遂 
に師の 言を 入れ、 永 平總 持を 陞し て兩本 寺と 爲す總 持 寺の 本 
寺と 爲る 者は 師の 力な 6、 後 太守の 招を 受けて 寶圓 寺 r 遷る 
未 穴 幾なら ずして 永澤 寺に 轉 し、 總持 寺を 董 す、 寬永八 年 一 
閑院 K 退隱 す、. 慶安 元年 正月 廿七日 寂す、 享年 七十 五歲 、(日 
本 洞上聯 燈錄) 

ウンダワ雲臥ーーーー |5 0- 择土宗¥上寺第三十四代なう、 
擊 、臥 rt 眞 蓮社證 譽と號 し、 獨 淸と稱 す、 武藏 江戶番 町の 人、 
俗姓 長 田 氏な 6、 麴町栖 岸院に 投 し、 玉譽恢 龍 上人に 師事し 
後增上 寺の 學 寮に 入う、 學 業 5: 勵む 、元 祿元年 東漸 寺に 住し、 
同 十二 年弘經 寺 r 轉し 十三 年 七月 十日 增上 寺に 上 6、 十五 年 
九月 六日 大僧正 R 任せら る、 將軍綱 吉の皈 依 深く、 常に 城 中 

R 請して 法要を 問は る、 寶永 元年 十一月 職を 辭して 麻布 R 閑 

棲し、 同 七年閏 八月 十八 日 寂す-、 壽六 十九、 臘五 十七、 雲 臥 

內外 の學に 通し、 且つ 詩文に 長す、 をの 學 寮に 在る Z. ろ、 偶 

机に 凴 6 て 午睡せ るに、 江漢 禪人來 うて 雲臥晝 不起と 孟 浩然 

の 句を 擧く 師聲に 應 し江漢 故人 稀と杜 子 美の 句を 以て 答へ 7*2 

$ 此事 一時 傳へて 佳話と なした 6 とい ふ、 (三 緣山 志) 


ウン (雲) ク 


ウン ゲ 雲 華 ダィが ソ大 含を 見よ、 
ivY ゲ 00 リユ ~ォ> 龍溫を 見よ、 

ウン デ 雲 外 ショ 1 ト ソ性激 を 見よ' 

ウン ゲイン 雲華院 ダ ィガ ソ大 含を 見よ、 

ウン’ ゲイン 雲 華院 シユ- が ソ秀岸 を昆 よ、 

ウン タ 1 雲間； iii A: た 〔淨 土宗〕 筑 後良淸 寺の 開山 次 6、 
雲 冏は圓 蓮社應 譽と號 す、 俗姓は 蒲 池 氏 其 生 國詳か 次らず、 
觀智 國師に 師事して 法を 禀 け、 筑後柳 川 R 良淸 寺を 鄉む 、寬 
永 三年 七月 十二 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ウン ケ ー S® 溪一 ‘ i: 四 35:: 〔眞 宗〕 豐前田 川 郡 川 崎 光 蓮 寺の 
住持な う、 雲溪は 龍 華 院と號 し、 蓮 井 氏な 6、 嘉永六 年よ 
6 高 倉學寮 R 華嚴 綱目 起 信 論 義記孔 目 章 1: 講 し、 慶應 元年 五 
月 二十 九日 擬講 となり、 翌年よ 6 最要鈔 唯識 三十 頌三 經牲生 
文 類を 講 し、 明治 六 年嗣講 とな 6、 尋きて •二等 學師 となりて 
往生 論 註、 入 出 二門偈 、玄義 分、 安樂 集を 講 し、 十八 年 八月 
寂す、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

ウン ケ ー 雲溪一 •一三 1: 一 〔曹 洞宗〕 肥 後法巖 寺の 禪僧 なう、 
雲溪 字は 桃 水、 一に 洞 水 R 作る， 肥 後 柳 川の 人な 6、 容貌 
愚の 如くに して、 內甚た 聰敏な 6、 流 長院圍 巖鐵に 師事し、 
賢 巖愚白 等に 交る、 初め 島 原 向 東 寺に 住し、 後 肥 後 河 尻 R 草 
菴を營 み 幽居す ると 八 年な う、 法巖 寺に 住する に 至うて 四 衆 
四來し、敎を請ふ、師其煩を厭ひ、一朝潜に遁れ去6、人皆 
往く 所を 知らす、 弟子 密禪 伊勢の 驛路を 過き、 一 禿 奴の 茆店 
に 草鞋を 造る 者を 熟視して 師な る a: 知 6、 大 R 驚く、 師偈を 
與へ 、世上の 是非 R 關せ さる 乙 とを 示す、 一士 人の 怪みて 問 


ウン (雲) 夕 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 二） 


ウン (雲) ケ ー コ 


ふ ic 答へ て 日 ふ、 今時の 僧 口 R は 身を 捨つべ きとを 說け とち、 
其實を 知ら， す •我は 其實を 試む るの みと、 後 京師 r 至う* 時 
に 傭 奴と な 4 て 薪を 荷 a 、 蒔 R 丐兒 とな 6 て 食を 乞 ふ、 遂に 
大津 の驛に 留£ う、 草鞋を 造る R あた 6 て、 熊 本の 寺 僧 侯の 
召に よう 江 戶に 下る 儀衛 極めて 盛な う、 大津に 次し、 馬丁の 
草鞋を 買 ふ { C あ 72 6 へ ^ 草鞋 ^ 賣る 老爺を 熟視して 桃 水和尙 ^. 
るを 知う、 僧大に 驚く" 師敎 示す ると 乙ろ あ 6、 後 京師の 角 
倉 氏 供養 せんとす るも應 せす'  乃ち 師に吿 けて 日 ふ、 我 邸 人 
多く 日々 殘餘の 飯 空しく 腐爛す る R 實に惜 むへ し、 師殘餘 の 
飯を 以て 酢を 釀して 賣う 給は、" 老鉢を 勞して 行 乞し 左 まふ 
R 勝らん、 と、 師其 言を 眞 とし、 酢を 釀して 賣る 、鷹ヶ 峯 {C 住し 
て 酢屋道 全と も， 通念と も 自稱せ 6、 天 和 三年 九月 十九 日 寂 
す、 遺偈に 日 ふ、 「七十 餘电 快哉、. 屎臭 骨頭堪 作， 何 £ - > 咦眞皈 
處作麽 生、 鷹 峯月白 風淸、 」 と、 平生 S 詩歌 あう、 「如是 生涯 如 
是寬 、弊衣 破 椀 也 閑々、 飢餐 渴飮只 吾識 、世上 是非 總不 k 干。」 
行脚 昔年 閙 ，一利 名； 相 依未— 老夫 情、 東 山 幸 卜， I 閑居 地 —'* 來伴浴 
陽 風月 淸、」 「せま けれと 宿を かすを や 阿彌陀 との 後生た のむ 

とお ほしめ すなよ」 (桃 水 和 尙傳賛 、近世 畸人 傳、 8 本 洞上聯 

燈錄) 

クン ケ ー  雲 溪 シサ ソ支 山を 見よ* 

ウン f ィン •雲 馨院 ヵシュ-荷 洲を 見よ、 

ウ ンコ M エ キョ-希 鹰を昆 よ、 

ウン コー 1  云 岡  H- ク榮 玖を 見よ、 

ウン コ 1 1  云 岡 シ d  > トク 舜德を 見よ" 

ウン コ 14 ノン 雲 興軒ゲ ソショ 1 玄昌 を昆 よ、 


1^ 、 》 (  $云 ) —— >>  _ _ 

クン コク  _ ふ # ゲ V ショ ー玄祥 を 見よ、 

ウン 2 クタ ン 1  云 ハ 合 軒 卜， -ョ- 等 楊を 見よ、 

クンサン « 山 チォ ッ智 越を 見よ、 

ウン サン 1  云 山 シ d  - ガ宗峩 を 見よ、 

ウン サン 雲 山 グハ ク愚 白を 見よ、 

ウン シツ 雲 室 リョ- キ 了 . fL l: 見よ、 

ウン ジュィ ン S 樹院 シンコ*- 神 興を 見よ、 

ウン シ n— 雲集 jj ■鼓 〔眞宗 〕筑 後 三瀦榮 A 寺の 住持 
f,  雲集は 筑 後の 人、 調 氏な う、 明治 元年 擬講 とな 6、 
二十 一苹 嗣講 となりて 易 行 品 大乗 起 信 論を 講 し、 二十 三年 玄 
義分を 講 し、 三十牢 七月 講師と なう、 三十 二 年 八月 十七 日 寂 
す、 壽八 十四、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

ウン V ュ ー 帝 云！^  シ ri  I リ d  I 宗龍 を昆 よ* 

^ ンシュ ク 雲^^ シ ュ ~ キ ョー宗 慶を見 よ* 

ウン ジ ヨ 雲恕二 1: 一七 〔淨 土宗〕 日向 原濟 寺の 開山な へ 
雲恕 は敦 譽と號 し、 日向 佐 土 原の 人な 6、 正 # 意 天上 人に 法 
を嗣 ぎ、 州の 兒湯郡 原濟寺 開山と なる、 寬文七 年 九月 二十 四 
日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

ウン ジヨ ー 1  云 靜 (一三 一四) 〔戒律 宗〕 祖鑑眞 和 上の 弟子な 
う、 雪 靜は 唐の 人 俗姓 詳 ならず、 出家して 鑑眞 に 師事し 泉 
州の 超 功 寺 R 居す、 戒律を 弘 持して 一方 rc 師範た 6、 眞和尙 
k 從 2て來朝す、雲靜彫刻にエにして自ら廬遮那の丈六像を 
彫刻して招提寺に安置4、示寂の年時缺く、(本朝高僧傳.律 
苑僧 寶傳)  ， 

ウン ジ ml S 靜 紀 伊熊 野 山の 苦行 僧な 4、 雲靜常 


(五 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


に 法 華經を 誦 持す、 志 摩に 至う、 海岸の 勝景を 愛し、 石窟に 
捿 居す、 一夜 醒風來 う 毒 霧 身に 這う、 巨蟒出 で 呑まん とす、 
師一意 に 誦 持し、 聲 を斷为 ず、 巨蟒 聞きて 感 悟す るち の、 こ 
とくにして 去う、 師は 難を 免る を 得 と 云 ふ、 示 寂の 年 時 
缺く  (本朝 高僧 傳) 

ウン セキ F1 雲 石 堂 ジャク ホ - y 寂 本を 見ょ、 

ウン セツ© H 說 一 si l?; 〔淨土 宗^' 長 門# 慶寺 十七 代な 6、 
雲說 字は 貞 阿、 常 蓮 社 連 # と稱 し、 別に 愚 元と 號す 、俗姓は 
籐原 氏、 內籐 安兵衛 尹敎の 子、 長 門 阿武 郡 明 木 村の 人 衣う、 幼 
にして 母沒 し、 -ffir の 無常を 知 6 て 道心 萌し， 同國 栽の 蓮池院 
常譽雲 問に 就きて 侍 童と な'^、 十一 歲刹 髮染 衣し、 學 問に 志 
す" 十八 歲江戸 增上 寺に 柱き、 二十 歲同 寺白隨 大僧正ょう 五 
重 相傳を 授かう、 翌年 春 上 總小糸 作 烏 田 村に 往き 眞言 宗の海 
泉炔 師に參 し、 顯密 の敎を 習 ふこと 三ク 月、 阿字 本不 生の 奧 
旨を 究め、 中島の 阿彌陀 堂に 留まう、 修行 怠*^ なく、 一字 三 
禮して 淨土鈔 典を 一石に 一字つ、 書寫 し、 十ヶ 月に て 成就し、 
石塔を 建立し 其 供養と して、 坐像の 地藏 尊を 彫 造し、 其 堂に 
安置す、 四 年の 後 去うて 享保 十七 年 六月 鎌 倉に 往き 、光明寺 

義譽 上人に 謁し、 受業ハ 師と仰く、 同年 冬堦上 寺學譽 大僧正 

の 下に 宗脈祕 璽を 承け、 甘 七 歲の春 鄕里莪 龍 昌院に 雲冏を 省 

し、 淨行を つとむ、 享保廿 年 春 厚狭 郡 無量 山鈔慶 寺の 請に 應 

して 之 ic 住し、 四 衆 歸依 深し、 七 B 不臥專 修百芳 遍を修 する 

乙と 前後 幾 回なる を 知らす、 日課 念佛； 一； 萬餘な 6、 常に 甜紙 

金泥に て 名號の 右に 善導 大師の 或 得 三 萬 六 萬 十 萬 者皆是 上品 

上 生 人 也と 書き 人々 に與へ 賭に 源 空 上人の 一枚 起請文を も 書 


クン C 雲) セ 


き 與ふ一 住 二十 一年、 享保 二十 年 十二月 十二 日 席を 上足の 弟 
子に 付し、 隱退 する も尙ほ 衆 請に よう 法を 說く 、安永 二 年 二 
月 二十 八日 寂す、 壽六 十八、 (雲 說和尙 別行 念佛 利益 傳) 

ウン セン H ッ ゲ圓 解を 見よ、 

ウン セン サィ® 云 泉齋 シ rl - ギヨ-集 堯を見 よ、 

ウン y l 雲 聰 (一—!: . 〕 高 麗の歸 化 僧な う、 

雲聰は 高麗の 人な う、 推 古 天皇 十 年 十月 僧隆 と共に 來り歸 化 
す、 事蹟 詳なら ず、 (日本書紀、 元享釋 書、 本朝 高僧 傳) 
ウンソ 1 雲® 心 ソキ ヨ- 祖慶 を昆 よ、 

ウン タク « s シヨ-- n— 韶興を 見よ、 

ウン チヨ ー 無 潮 ニー ーー 1J 〔淨土 宗¥ 野大 5 嚴 寺の 一一 代な 
う、 雲 潮 字は 虎 角と 云 ひ、 號は隱 蓮 社 安 譽と云 ふ、 天文 元 
年甲斐 府中に 生る、 俗姓 飯 田 氏 世々 武田 氏の 家臣な り、 父 某 
亂を避 けて 武藏に 赴き* 品 川に 寓居し、 後一 族の 緣によ 6 上 
總國 中島 村 r 遷 る、 雲 潮は 其 三男な う、. 幼に して 出家の 志 あ 
3 、天文の 初 道譽 J 把 上 總の生 實に來 6 講席を 開く  •父兄 0 
許を 得て 貞把 上人を 問 a 、 其 下に 師事す、 時に 十三 歲な 6、 
旣に して 得度して 學業を 勵む、 後 貞把に 從つて 增上 寺に 留 う、 
貞把の 命に よ* CN 大巖寺 建築の 事に 當て功 あ 6 ' /氷 祿六年 正月 
廿五歲 にして 貞把 上人よ 6 宗豚を 受け、 翌七铒 八月 菩薩 戒を 
受 く， 師淨 土敎を 傳ふる 傍ら， 禪に 意を 傾けて 大に 得るな 6 
人皆稱 して 淨土敎 に 通して 禪に 達する は 虎の 角を 戴ける 如く 
な- と 云 ふ、 これよう 字して 虎 角と 云 ふ、 天 正の 初め、 大巖寺 
に 住し、 大に宗 風を 楊く、 同 A 年 四月 二 藏義の 序を 作 6、 且 
つ 四 綱領 六 祖勘文 頭を 作う 學 徒に與 ふ、 文 祿二年 二月 四日 念 


ウン (雲) セ ー チ 


輋辭 名人 家佛本  日 


(六 二） 


ウン (雲) 卜 


佛して 大巖 寺に 寂す、 壽五 十五、 臘四 十三、 著作 淨土四 義私 
記一卷 あう、 (別行 傅、 鎭流祖 傅、 淨土 傯燈總 系譜) 

ウンド1 雲堂；一 |: ;一〔眞言宗〕紀伊高野山文殊院第五 
代な 6、 雲 堂 初め S 名は 立英 、字は 乘音 、號 は寶 月" 一號 
は 天 岳と 云 ふ、 和 泉の 人 次り、 出家して 高野山に 登う、 行人 
方と なう、 文殊 院に 住す、 寬文六 年學侶 行人の 紛爭に 際し、 
九月 二日 奧 州に 流さる、 貞享二 年 十月 四日 赦^/ れて皈 6、 後 
京師 R 入 6、 東 山 鳳 白 ¥に 閑居し、 詩歌を 樂しむ 、元 祿五年 
四月 九日 東 山に 寂す、 壽 欠く、 著作 雲 堂 集 二十 八卷 あう、 (高 
野 春秋、 南紀 風雅 集、 雲 堂 集) 

ウン 雲 幢 ii A— I 〔眞宗 3 安藝 原材敎 順 寺の 住持な 
6、 雲 幢は幻 華と 號す 、伊豫の 人、 父を 慈 靈と S ふ、 善く 
唱導を 巧 R し、 廣島專 立の 女を 娶りて 師を 生む、 九歲專 立に 
依う、 二十歳の 比報專 寺の 慧雲に 依うて 眞宗の 宗義を 聞き、 
傍ら 諸家の 學 に涉獵 す" 初め 加 茂 郡 原村殽 順 寺に 住し 後 去う 
て 遊 方し、 享和 三年 冬 佐 伯 郡 草 津驛に 住し、 翌年 夏 廣島竹 街 
に 移つ る、 信徒 吾作 三 兵衞其 宅の 東に 林 園を 開き、 師を して 

居らし む、 師 乃 ' £» 菴を幻 華と 號 す、 文化 五 年 十二月な り、 同 

十 年ょう 文政 四 年に 至る 間 本山なる 西本願寺の 學林に 臨み、 

法主 R 侍し* 聖敎を 講說 する Z. と 各 三度 江う、 六 年 七月 明年 

の講を 命せられ、 八月 廣島善 正 寺 R 觀 經を講 す、 病 あう 事 R 

堪 へす、 幻華菴 R 歸 へう、 七 年 正月 適々 廣島永 照 寺に 萬して 

寂す、 壽六 十六、 古 江村 海濱 に荼毘 す、 秋 七月 法主 謚して 深 

信院と $ ふ、 著作 大經 講錄 、六 字 釋講錄 、往生 要 集 科、 眞宗 

唯信訣 、五 願 六法 大意 各一卷 、二 門偈講 錄三卷 あう、 (碑 


な ン (雲 運〕 


文、 本願 寺 派學事 史) 

ウン 雲 洞 リヨ— テッ 亮徹を 見よ、 

ウン ノ ー 1  云 農 ジヨ ー ゴン 淨嚴を 見よ、 

ウン パ S IE ハ . )〔 淨土 宗〕 越 前大原 山の 僧な う、 

雲 把は 妙 蓮 社 善 譽と稱 す、 越 前 守忠直 卿の 請 (1C ようて 敦賀の 
大原 山に 住し、 齋邑一 百 石を 給 せらる、 示 寂の 年月日 缺 く、 
(鎭流 祖傳) 

ウン ホ 雲 甫 リヨ 1 イソ 良 因を 見よ、 

ウン。 ホ ー 雲 峯 c . ) 〔曹 洞宗〕 某 寺の 僧な-^  雲峯 

字は 大覺 、良 高 禪師の 法 孫に して 悟 有の 法嗣 i なる 書を 以て 
聞 ゆ、 (鑒定 便覧) 

ウン モン S P1 ソク ド！ 即道を 見よ、 

ウン ヨ 雲 # H ソャ S を 見よ、 

ウン 9 ユ ー ® 龍 r: i ±: ハ 〔淨 土宗〕 上野 光源 寺 <7> 開山な 
う、 雲 龍は 念 蓮社觀 譽と號 す、 俗姓は 五十嵐 氏 越後 若松の 
人な う" 吞 fl ic 師事して 宗乘を 究め、 遂 R 其 法を 嗣ぐ 、州の 
甘樂郡 二日 村に 光源 寺を 靱めて 開山と なう、 元 和 二 年 三月 十 
二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ウン リユ 1 イン* 雲 龍院 キヨ-カ イ經 海を 見よ、 

ウン レ 1 S S タイ €ソ 泰禪を 見よ、 

ウン ガ運加 貝 2 八 七 八) 七 條佛所 十一 代佛エ なう、 運賀 
は運慶の五男な6、法眼に叙せらる、(大佛師系圖) 
ウンガタ運覺.一. /\: 3ーニ〔眞言宗〕山城醍_寺の僧なり、 
運覺は 醍醐 寺 r 留 £6 て 聖賢に 從ひ 、灌頂 法を 禀け 、諸の 密 
藏を學 ひ、 三論を 討 習す、 誓願を 發 して 自ら 一切 經を寫 し" 


(七 二） 


書辭 名人 家怫本  0 


三十 年間に 二 千卷を 書す、 康治二 年 二月 站日 寂す、 壽缺 く、. 
(本朝 高僧 傅)  . 

ウン ガク H ハ . ) 七 條佛所 佛エな 6、 運覺は 

定覺の 男な り、 本名を 圓慶と s ふ、 高山 寺の 持國 天は 師の作 
な 6、( 佛 エ系圖 、高山 寺緣 起) 

•ウン キ運奇 0 …… ) 〔曹 洞宗〕 越 中長慶 寺の 開山な り、 
運奇 字は 絕嚴 、生國 俗姓 詳か ならす、 初め 諸老 宿の 門に 遊 
a て曹 洞の 宗 趣を 明に. し、 後加賀 の傳燈 寺に 到 6 て 恭 翁良禪 
師 r 參して 衣 法を 傳 へらる、 越 中の 檀越師 の 道化を 慕 a て 護 
國 山長慶 寺を 御め、 師を 開山と す、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
ウンギ 3 丨 運慶 (1 A 七 八) 七 條佛所 六 代佛エ なり、 

運慶 一に 雲慶に 作る、 備 中と 號 す、 康慶の 子な 法 橋 法眼 
を 經て法 印と なる、 故に 世に 備中法 印と 云 ふ、 東大寺の 大佛 
職と なる、 長 寛 二 年 父康慶 と共に 蓮華 王院 の 佛像を 造る、 文 
治 五年奧 州の 藤 原 基 衡毛越 寺を 鄉立 する にあ 穴う、 其 請に ょ 
り、 一 丈 六尺の 藥師佛 、幷 R 十二 神將の 像を 造る、 始めて 玉 眼 
を箝 入す、 基衡舟 三艘に 金 帛を滿 載して、 其勞 に酬 ゆ、 鳥 羽 
法皇 其 像の 靈 妙なる を 一見し / 2 爻 a 、 京師に 留めん とした ま 

ふ、 基衡大 r 苦悶して 閉 籠祈禱 し、 且つ 九條關 白に 依うて 切 

情を 陳し "遂に 勅許 あ 6、 奧州 R 下す、 建久八 年 父 康慶と 共 

r 東大寺 四天王 像を 造う、 運慶其 東方 天 像を 彫刻す" lln 年 東 

寺の 大日 如來を 修理し、 且つ 子湛慶 と共に 南 大門の 二王を 造 

る、 東方 金剛 力士、 運慶 彫刻し、 西方 湛慶 彫刻す、 建 仁 三年 

七月 東大寺 南 大門 二王を 造る、 建 保 六 年 十二月 鎌倉將 軍の 命 

によう、 大倉新 堂の 藥師佛 を 造る'  其 餘高 山寺 金堂の 一 丈 六 


クン (運) ガーキ 


尺の 廑 舍那佛 像、 幷 r 羅漢 堂の 賓頭盧 像、 地藏 十輸院 の 本尊 
等 其數甚 多し、 沒年 確傳な し、 一 說に 安元 二 年 六月 廿 九日と 
云 ふ も、 未た 詳 ならす、 (東大寺 造 立 供養 記、 東大寺 別當次 
第、 東寶 記、 吾妻 鏡、 大佛師 系圖) 

ウン；、； \ ヨ運助(一八七 /\ )七條佛所二代佛エな6" 運 
助は 運 慶の六 男に して、 法 印 r 叙せ らる 、(大 佛師 系圖) 
ウン— 1 運® ir j ls 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第 七 代 

衣ぅ、 運敞字 
は 元 春、 號は泊 
丨 如、 俗姓 藤 原 氏、 
幼に して 母に 隨 
ひ、 京 郡に 往き、 
m 山大佛 殿に 詣 
简 し • [!{ 家の 志 あ 
6、 已 r して 父 
卒す、 十三 歲神 
泉 園 快 我に 師事 
し、 尋で 安樂 壽 
院賴 運に 事 ふ、 
十六 歲 得度し、 
四 度瑜铷 を受く 

翌牢 智積院 第三 代 日 譽の講 席に 列し、 顯密 の 學を究 む、 幾何 
もな く賴運 寂す る R のぞみ、 佛性戒 、及灌 頂を 授けら る、 尋 
で 智積院 第 四 代 元壽に 師事し、 一宗の 秘奥を 受け、 醍醐 山寬 
濟 大僧正に 事へ て 秘密 義 軌を傳 ふ、 慶 安二 年 尾 張 長久 寺宥雄 


ウン (運) シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 二) 


ク (運〕 シ I ヨ 


の 請に 應 し、 同 寺の 法 席を 繼ぎ 、尾 張 侯 (/C 優遇せ ら る、 承應 
二苹智 積 院 第五 代隆 長の 命に よ 6 同院 に皈 $ 第一 座と 次 6、 
性靈 集を 講ず、 聽老八 千 人に 及ぶ と 云 ふ、 明曆 元年 奈良に 遊 
び、 管慶 等を 訪うて 三論 法相 華 M 等を 究め、 且諸大 寺 大衆に 
請 はれ、 三敎指 皈を講 す。 翌年 比 叙 山に 登 6、 等 # 僧正を 訪 
うて 天台の 敎觀を 學ぶ 、同年 十月 江 戶圓福 寺に 住す" 寬文元 
年智積 院第六 代 宥貞 退院 V るに あた 4、 幕府の 命を 拜 し、 同 
院第七 代と なる、 五 卬將軍 家 綱 r 謁し、 智積院 食邑を 增 給せ 
ら る、 六 年 八月 敕を拜 し 上皇の 宮中に 三 密具缺 Q 敎義を 講論 
して 優感を 蒙る、 七 年 密嚴堂 等を 新築し 延寶の 頃 智積院 に 大 
藏 經を備 へ、 天 和 二 年瑞應 山に 退隱 し ' 兀祿六 年 八月 疾 重く、 
九月 五日 必要 一則を 書して 門人 R 與 へ 、 同月 十日 寂す、 壽八 
十、 臘六 十七、 智積 院の學 風は師 によ. cs て大 R 興う 左れば、 
其 學德を 崇びて 近代 師と稱 せ 6、 師自 像の 題 詩 あう、 日 ふ、 罪 
惡之物 •今 將 -- 滅除 (何 用醜狀 、留 上，， 書圖 〖著作 大疏 第三 重 啓 
蒙 五十 九卷 、釋論 第三 重 啓蒙 四十 一卷 "大疏 談義 二卷 、釋論 
談義 二卷 、大疏 第二 重 一卷 ，釋論 第二 重一卷 、付 法 傳纂解 五 

卷 、寶 鑰纂解 七卷 、性 靈集鈔 十七 卷 、•性 靈集便 蒙十卷 、三敎 

指皈刪 補七卷 、結 網 集 H; 卷 、開奩 篇二卷 ’仝辨 僞一卷 、刼心 

義章三 卷 、谷 響 集 二 十卷 、瑞林 集 十五 卷、 光嚴塲 記一卷 •灌 

頂 承應記 一卷 、本不 生 義一卷 等 あり、 (泊 如 僧正 傅、 泊 如 僧正 

年譜、 續 日本 高僧 傅、 名家 略 傅). 

ウン シヨ 1 運淸 リョ-リツ 頁 林を 見よ、 

ゥン チ 運智  ニ チ タツ 日 達を 見よ、 

ウン ヨ運譽  i _: 5: •一 •〔淨 土宗〕 肥 前 安祥 寺の 開山 在う、. 


ウン (運) m—リ 


運 # は 載 蓮 社と 號 し、 肥 前の 人な $、  潮 龍に 師事して 法を 
禀 け、 州の 高 來郡榮 田 村に 安祥 寺を靱 めて 開山と なる、 寬永 
九 年 二月 五日 寂す 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

クン ヨ ゼソ テ-善 貞を 見よ、 

ウン ヨ 運 # ロネ - y 路 念を 見よ、 

ウン 9ml 運 一党 _lii e l 八 〔淨 土宗〕 日向 ■法 隆 寺の 開山な 
ク， 運 亮は順 蓮 社 信 譽と號 す、 俗姓は 井上 氏 日向 佐 土 M の 
人な う、 幼に して 郡の 高 月 院大譽 廓 道の 室に 入うて 剃髮 し、 
後 遵譽貴 屋上 人に 師事して 遂に 其 法を 嗣 ぐ-州に 法 隆寺隆 恩 
寺 曼陀羅 寺 等を 開き、 寬文八 年 八月 十一 日 寂す •壽 欠くバ 淨 
土總 系譜) 

ウン リヨ— 運一艮  一一 一 g ozl t 〔臨 濟宗〕 加賀 傳燈 寺の 開 ill な 
う、 運 良 字は 恭 翁、 俗姓 生國 未詳 * 説に 出 羽の 人と 云 ふ、 
同 國の玉 泉寺丫 然明禪 師 R 師事し" 十九 歲 登壇 受戒、 後 洞 谷に 
到う" 瑩山 紹瑾に 謁し、 曹洞 一派の 深 旨を 傳ふ 、尋て 鷲 峰に 到 
6 心地 覺心に 謁す， 國師 趙州狗 子の 話を 示す、 師參究 して 契 
悟 あ- N、 南都 東大寺 R 到う、 戒壇 院凝然 の華嚴 經の講 席に 列 
し、 六 相の 義を問 難す、 凝然 は師に 就きて 禪 旨を 受け、 意氣 
相役ず" 師萬壽 寺 南 浦 明を 問 ひて 益 參究 し、 紹 明禪師 R 隨 a 
て 鎌 倉の 壽福寺 建 長 寺に 歷 住す， 加賀の 大乗 寺 席を 缺く 、璺山 
紹瑾師 を 召す" 寺 門の禪 風師 R ようて 盛 興す、 後 白山 下の 眞 
光寺に 寓 す、 檀 越某歸 依して 瑞應山 傅燈 寺を 構 ふ、 師 開山と 
なる、 隣 民 光山 興禪 寺を 構 ふ、 師 同じく 開山と なる、 尋て 
越 中に 遊び、 放 生 律に 一菴を 結びて 居る、 興 化 寺と 號 す、 兜 
率 寺を 開き、 同し く 開山と なる、 曆應四 年 八月 微恙を 示す、 


C 九 二) 


書辭 名人 家怫本  日 


十！ 一日 剃髪 更衣して 遺偈を 書し 寂す、 壽七 十五、 臘 五十六、 
弟子 大光 塔を 起て、、 骨を 収む 、後光 嚴 天皇 勅 謚佛慧 禪師と 
賜 ひ、 後小松 天皇、 佛林慧 日 禪師と 加 賜した まふ** 荖作正 法眼 
藏 語、 正傳 血脈 相承說 、見 性鈔 、並に 語録 あう、 繪晝を 善くし 
其大悲 像の 圖加賀 大野 尼寺に 藏しや > ノと云 ふ、 (塔. 錄、 延寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ウ ンケン 蘿謙 カィ H ン戒琬 を 見ょ、 

H  の 部 

H アン 慧安一 M ls t: 臨濟宗 ：一 京師 正傳 寺の 禪僧 なう、 
慧安號 tt 東巖 、俗姓 不詳， 一說常 磐宮播 摩に 遷 3 れ師を 生み 
たうと、 師播 摩の 人な う、 書寫 山 R 登うて 天台を 學び 、日夜 
勸勉橫 臥せ 3 る 毛の 十餘 年な り、 三十 八歲 にして 山城 石淸水 
八幡宮に 到う、 所藏 (-〇 大智度 論 一 百 卷を閱 し、 正嘉 元年 入宋 
の 志を 持して 太宰府に 到 6、 悟空 念 禪師に 逼 a 、 宗乘を 問 難 
し、 始めて 義解の 用な きを 知 6 、天台宗を 出て >禪宗 に 歸 す、 
參究功 あう、 心 印を 傳ふ 、尋て 東歸 して洛 東に 福 田菴を 營み 

居 6、 弘長二 年 建 長 寺に 到う、 兀菴 寧に 謁す、 寧、 趙州狗 子 

話を 擧 す、 安、 機辨滯 るな し、 兀菴 宋に歸 るに 際し、 慧安送 

$ て 鳥 羽に 至り、 法衣 及び 頂 相を 付 せらる、 三年 悟空 念 禪師 

を 福 田菴に 迎 へ謹& す、 文 永 五 年靜成 法師と 云 ふ もの あ 6、 

安を 請 じ、 今 出 川に 正傳 寺を 開く、 雲 铬四來 す、 天台の 學徒 

屢 妨害す、 安 乃ち 衣を 拂 a て 東行し、 壽福 寺に 役し、 大休念 

禪師を 訪問す、 奥州 大守平 泰盛聖 海 寺を 創して 請す、 建 治 三 

ウン (蘊 ) M( 慧) 


年 夢 病に 罹う 十一月 三日に 寂す、 壽五 十三、 後應永 二十 年 三 
月 二十 三日 勧 謚宏覺 禪師を 賜 ふ、 (續群 書類 從ニニ 六、 延寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傳) 

〔考〕 世 傳に慧 安を 兀庵 寧の 法嗣 となす もの あれ ビも 取らず 
其 法 系 次の 如し、 

徑山無 準範— 道祐— 悟空 念— 東巖 安、 

エィ ン慧印 二 •四 ij 5 ； 〔曹洞 宗〕 武藏養 光寺の 開山な う、 

慧 印字は 指 月と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 幼に して 出家し、 加賀 
大 乘寺智 燈に 師事す、 智燈は 卍 山の 法嗣な 6、 後 成 田 龍 淵 寺 
春 翁の 法を 嗣 く、 武藏 押切の 西 光寺、 小 曾 根の 西光院 、山川 
崎の 養 光寺を 開く、 故に 人稱 して 三 光 老人と 云 ふ、 平生 著作 
を 事と し、 其 書 皆 不能 語と 題す、 明 和 元年 十二月 六日 養 光寺 
r 寂す、 壽 七十 餘 なう、 著作 數十部 あう、 

エウン慧雲(ニー 0 五)〔 . 〕 入 唐學問 僧な う、 慧雲 

推 古の 末、 唐に 渡う、 舒 明の 十 一 年 九月 惠隱と 其に 歸 朝す、 孝 
德 天皇の 朝 ir 十 師の一 r 列す、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 
本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傳に 、嘉祥 寺 吉藏に 學 a /2 りと あれと も 誤な 
ろ、 

エウン 慧雲 C1 三 1st: 戒律 宗藏鑑 眞和尙 の 弟子な 气 
慧雲號 は 空 盛、 俗姓 缺く 、唐に 生る、 出家して 鑑眞に 師事し， 
高 才偉器 聲譽海 岱に聞 ゆ、 眞和尙 に附隨 して 來 朝し、 ill 大寺 
に 於て 具足戒 を 受け、 後 戒壇 院第 五代と なる、 讃岐の 屋島寺 
に 遷う第 一代と 7X う、 講席 5: 張る、 空 海 始め 慧 雲に 就きて 戒 
律を 習 ひ y2 6 とい ふ、 示 寂の牢 時缺く  •(本朝 高僧 傳、 律 苑僧 

慧 、惠 'ィゥ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 三） 


工 (慧 -惠 、ク 


寶傳) 

H ウン 慧雲 一一 ^ t 〔臨 濟宗 S 師柬福 寺の 禪 僧な 6、 
慧雲 字は 山 叟丹治 氏な 6、 母は 平氏、 武藏 飯澤の 人、 十七 歳 
出家し、 十九 歲京 R 上り、 聖一 國師に 師事して 法嗣 となる、 
正 嘉二 年宋に 航 し、 抗州 R 到 6、 南屛 山 斷橋 偷に諶 し 問 ふ、 
如何 是 祖師 西來意 做 禪師壁 間の 墨 梅を 指し示す" 削 偈を呈 す 
一段 工夫 歷 u 雪 霜； 嶺南 消息 露 堂堂* 花 開 月上兩 明白、 K ノ待  >-舂 
風， 滿院 香' 倫禪師 笑 a て 日 ふ 和闍梨 曾， 一 得 梅 意； 時に 禪師の 下 
に 新參 せる もの 三百 人 あぅ" 禪 師は慧 雲の 參 堂を 許せ 纟 、方 
菴圻 •淸虛 心 R 謁し、 後天 台 山の 石橋に 登りて 茶を 羅漢に 供 
す、 甌中出 山の 二字を 現す、 文 永 五 年 (宋 咸淳四 年) 東歸 し， 
聖一 國師に 省覲 す、 筑 前の 承 天 寺に 出世し、 尋て 太宰府の 崇 
福 寺 R 遷 る'  奥州の 某に 請せられ て 勝滿寺 S 開山と な 且 
つ東昌 寺の 開山と なる、 奥州に 留る乙 と 十 年、 東北の 緇素 翕 
然風に 靡く、 永 仁三华 東 福 寺 席を 虛 くす、 承 相 忠敎の 請に ょ 
6 上 堂す、 龜 山上 皇幸駕 して 法を 聽き y2 まふ、 北條貞 時亦歸 
仰し、 三莊を 割きて 食邑 k 供す、 六 年の 冬、 筑 前の 崇福 寺に 

轉し 、幾く％ なく 東 福 寺に 歸 住す" 正 安三 年 七月 九日 丈 室 R 

寂す、 壽七 十五、 法臘 三十 三、 遺偈 あり 忘 u 去來機 (無。 依獨 

歸、 照 x 天 夜 月、 滿 k 地 光輝、 正 和三笫 勅 謚佛智 禪師と 賜 ふ、 (續 

群 書類 從二 二八、 延寶 傳燈錄 ，本朝 高僧 傅} 

H ウン 慧雲、 一 if  >  L 黄 檗宗〕 肥 前 長 崎 興 福 寺の禪 僧 

f、  慧雲は 明の 蘇 州の 人な 6、 延寶五 年 心 越 興 儔 禪師と 

共に 西來 し、 長 崎 興 福 寺に 留 6、 關を閉 ちて 禪を修 す、 後聘 

R 應 し、 伊豫 松 山に 游 化す、 寂 印 詳 ならす" 


lx ( 慧 、惠) ウ  _ _ 

H ウン 慧雲一 一一 15 一 j 一 〔眞宗 〕 京都 本 誓 寺の 住持な 6、 
慧雲 は寶性 院と號 す、 慧隆 の 男な 眞宗高 田 派なる 京 郡の 
本 誓 寺 R 住し、 學譽高 し、 元 祿四年 五月 十五 日 寂す、 壽七十 
九、 著作 敎.： 竹 信證# 十五 卷 ，正 信偈 i 揚鈔等 あぅ、 (眞 海湛海 
氏 返信} 

文 ウン 慧雲 ss l -o s 宗〕 安藝 廣 島報專 坊の 住持な 6、 
慧 雲は 初め 名を 寶 雲と S ひ、 字は 子 潤" 號は 甘露 別 R 東 岳と 
云 ふ、 廣 ^ 專照 寺の 次子な*^、 報專坊 に 入'^ て 嗣とな る、 眷 
て 陳蕃院 に 師事し、 且つ 文辭を 修 す、 業 稍 ◊熟する R 及 ひ、 講 
說著述 を 以て 任と す、 天明 二 年 十二月 廿 二日 寂す、 壽五 十三 
同 八 年 五月 八日 宗主 謚して 深諦院 とい ふ、 著作 十二 禮墨 江錄、 
本 典義例 各一卷 、止觀 大意 •甘露 遺稿、 敎觀 綱宗 PT 八敎大 
意、 正信偈 湖南 錄 拾遺、 正 信偈吳 江錄 、五 會讃遨 花錄、 讃阿彌 
陀 偈傍賛 、阿彌 陀經普 行 記、 各二卷 、阿 彌陀經 甲 午 記、 論 註 山 
縣錄 、法事 讃判定 記、 二卷# 光謙 記、 淨土 和讚 光壽訣 、正 像 
末 讃靑藍 記、 各 三卷、 三論 玄義記 、高僧 和讃興 宗 記、 玄義分 喚 
遺錄‘ 五會讃 眞宗記 、各 四卷、 安樂 集 訪導肇 ■選 擇集通 律錄、 
各五卷 、觀經 微笑 記、 ^ 註 服 宗 記、 各六卷 、大經 安永 錄十卷 あ 
6、 ( 本願 寺通紀 '淸流 紀談 、本願 寺派學 事史) 

X ウン ネ V ヵイ 念 海を 見よ、 

H ウン 慧 1 云 ダイ' シヨ-大乗を 見よ、 

H ウン 鞋一 雲 9 ヨ— ヵイ 寥 海を 見よ、 

エウン 慧 1 ニ チ H ソ 日 圓を昆 よ、 

H ウン 惠運 j 細 妓 £言宗〕山城安祥寺の開山な.' 
慧 運は 京都の 人、 苽大寺 泰基中 繼の 二師に 就て 戒を受 け" 法 


(- 三） 


書辭 名人 家佛 本日 


相を 學ぶ 、東 寺の 實慧に 灌頂を 受 く、 承 和 九 年 唐 商 李 氏の 船 
に 乗して 八月 溫州樂 城縣に 着し、 靑龍寺 義眞和 尙を禮 して 灌 
頂 壇に 入- CN、 兩 部の 密 印を 受け、 留唐六 年に して、 承 和 十四 
年歸 朝し、 齎 すと Z: ろの 密經 軌樣等 二百 餘卷を 上表 進呈す" 
仁 明 天皇 安祥 寺を 建て， 師詔 にょう Z. れに 主と な $、 入唐 中 
會， 昌の淘 汰に 逢 a 得る ところの 靑龍 寺の 鎮守の神 體を 安置 
す、 貞觀六 年少 僧都に 任ず、 師諸 寺の 度 者 受戒の 廢を憂 へ、 
得度 戒を 上奏して 大に これを 改む 、十一 年 東大寺の 寺務に 補 
し、 此年 九月 二十 三日 寂す、 壽七 十二、 臘 五十二、 著作 菩提 
心戒 儀一卷 、金剛 界要 記一卷 、進官 請求 錄一卷 、護摩 鈔 、資 
財 帳 若干 卷ぁ 後世 入唐 八 家の I 人と 稱せら る、 (元 亨釋 
書、 本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) . 

エウン 直 心 運 シユ -ゼ  > 秀善を 見ょ、 

X エン 惠圓 (二 〇六 五) 京都の 佛エ なう、 惠圓は 京都の 
人 衣 3、 應 永の 頃 名工を 以て 知らる、 同 十二 年 成 恩 寺 關白一 
條 左大臣 經嗣の 命を 受け 公家の 白檀 木の 本尊を 修 覆す、 

ヱ 方 1 慧應一 一一 一？ SS 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺の 禪僧な 6、 
慧應 字は 曇英 、京都 0 人、 藤 原 氏の 族、 轉法 輪の 裔 、父 周 防 

に譎 居し 其 處に師 を 生む、 時に 應永卅 一年 十二月 二十 三日な 

3、 翌年 父に 從ひて 遠 江に 遷 $、 六歲に 金剛 寺に 投して 童子 

となう、 十三 歲薤髮 し、 圓覺寺 麟天瑞 に 侍し" 尋きて 京都の 

相國 寺に 往きて 文 墨を 學ふ こと 數年 、去うて 行脚し、 慈眼 寺 

天 叟に參 す、 大寧寺 竹 居、 寵文寺 器 之に 造詣し、 後に 楞嚴寺 

月 江に 參 し、 執 侍十餘 年、 一州 正 伊雙林 寺に 住する に 方う、 

往きて 衣 法を 受く 、一州の 最乘 寺に 移る に 及 ひ、 師亦 之に 從 


ェ( 惠 、慧) ク—才 


ひ 第一 座と なる、 長亨 元年 一朔の 遺命を 受け、 雙林 寺に 主と 
なう、 最乗寺 玉 泉 寺 R 歷遷 す" 會々 永 平 寺 荒 敗す、 諸 山議し 
て 師を 之に 補す、 朝 旨に ょ 6 紫 衣を 賜 ひ、 號を寶 光智 證禪師 
と 賜 ふ、 明應 三年 武藏 0 普 門 寺に 住し、 又 其 貶を 中興す、 同 
六 年 信 濃の 刺史 平能景 越後 春 日 山に 林 泉 寺を 傲め 師を請 す、 
文龜 元年 伊豫 0 太守 長 野 某 上野 室 田に 長年 寺を 創し 師を 開山 
とす、 永 正 元年 十月 十四日 寂す、 壽八 十一、 塔を 長年 寺に 建 
つ、 法嗣直 應裔旦 、天 室 光 育の 二人 あ 6、( 洞 上聯 燈錄) 

X オン 直 心隱 (一三 I 二) 入唐 學問 僧な う、 惪 隱推古 天皇 
十六 年 九月、 遺 唐 使 小 野 妹 子が 爯度の 出 發に隨 ひ、 新 漢人 日 文 
南 淵、 漢人 請 安、 漢人 廣齊の 諸 僧、 並に 學生四 人相 共に 同行 
す、惠隱は留學三十一年に亘6、舒明天皇十一年九月に歸朝 
す、 同 十二 年 五月 大齊 會の脖 、勅を 拜して 宮中に 無量 壽經を 
講說 す、 是れ 所謂 宮講の 始めな う、 後 白 雉 三年 五月 再び 宮中 
に 召され 同經を 講説す、 惠資 論議 者と な 6、 聽 衆の 僧 一千 人 
なう、 示 寂の 年時缺 ぐ、 (日本書紀) 

工方ン  11 因 1111-. 二 [3 : 一一 E3 〔戒律 宗〕 大和 法隆 寺の 僧な $、 
慧恩 字は 法澤 、其 里族詳 かなら す、 早 年 出家し、 眞言 宗に歸 
し、 野 澤の法 流を 續 く、 廿九歲 具足 戒を 受け、 堅持 精修 す、 
後 三 井の 義瑞 律師に 就きて 天台を 學 ひ、 湛慧鳳 潭の二 師に就 
きて 華 嚴を學 ふ、 次に 丹 波 法 常 寺 大梅禪 師に參 謁し 禪を傳 ふ、 
法 隆寺北 室院に 住して 禪律双 錬を以 て 聞 ゆ、 寬延 三年 四月 尾 
張圓成 寺に 住し、 行事# を講 す、 因て 關通 和尙に 謁し 淨土敎 
の 法要を 聞き、 信 解 徹底す、 聖道 難行の 時機に 應せ S るを 領 
し、 遂に 除 業を 抛ち 念佛 0 一行を 勵む 、明 和 元年 七月 微恙に 


H  (慧 、惪) 才 


書辭 名人 家佛本  日 


(二三） 


ェ( 惠 、慧) 才 


罹* CS、 廿 二日 弟子を 誡 め、 八月 十一 日 合掌 念佛 して 寂す、 偈 
あ 6、 睢宵繊 月 似， 挑/ 燈 、本 無一物 何 所 ，徵 、玲瓏 空色 唯 誘引、 
白髪 重 頭 這 病 僧、 と、 (續 日本 高僧 傅〕 

H オン 惠音 5i §§ 〔眞宗 〕 越後 正 念 寺の 住持な う、 惪 
音は 越後 中 頸 城郡姬 川原 村 正 念 寺覺 音の 第五 子な う、 初の 字 
を 響 流と いひ" 後 興隆と 改む 、初め 惠一 者と 諱せ しか、 後 僧 音 
と更 む* 寶曆九 年 二月に 生る、 安永 二 年 二月 剃 度し、 爾來北 
天 腈滿に 從 s て宗 乘餘乘 を硏究 し、 又 儒 典を 高 田 藩の 村 松 氏 
及 a 水野玄 哲に 習へ う、 天明 四 年の 安居に、 智 洞の 五 敎章講 
義の 筵 R 陪し て、 華嚴 の敎義 、及 a 大乘義 章 等を 研究し、 翌 
年悉曇 十八 章を 肥 後の 臻道に 受け、 其 翌年 根 來 山の 法 住 R 隨 
a て 住 心 品疏 、及 a 唯識述 記の 講義を 聞く、 寬政四 年 十月 藏 
經購讀 の 志願を 發 して 寡緣に 着手し、 翌年 九月 始めて 其 幾分 
を 購求し、 資金の 集まる に從 ひて'、 漸次 完備せ しむる の 法を 
執れう、 同 八 年 安居に 學林 R て、 八敎 大意 1: 副 講ず、 九 年 四 
月大藏 全備す るを 以て、 其 供養 會を修 す、 十年講 主の 命 R ょ 
3、 眞宗 金剛 銷破 文を 製す、 享和二 年 安居し、 文 類聚抄 を 代 

講 す、 文政 四 年 十一月 司敎に 擢て られ 、尋 きて 勸學 職に 陞 る、 

天 保 六 年 安居し、 學林 R 於て 四十 八 願文を 講し 、五月七日ょ 

う歸三 寶偈の 侍講を 命 せらる、 同 十三 年 六月 病を 發し 、七月 

三日 寂す、 壽八 十三、 十二月 R 至 6 法主 謚を 下して 等 心院と 

いふ、 著作 三經 往生 文 類 善 光録、 唯信鈔 文意 錄 、尊 號 眞像銘 

文錄、 步船鈔 錄、 歸三寶 偈崑崙 記、 御 消息 集録、 一多證 文錄、 

淨土昆 聞 集録、 四敎 儀略錄 、勸章 一帖 目 善 光録、 八敎 大意 錄、 

各一卷 、口 傳鈔 錄二卷 、粞心 齋隨 筆、 略文 類 天 保 錄 、各 四卷、 


HS、 惠) 力 


撰 擇集壬 辰 記七卷 、本 典徵决 (元 名 未 辛錄) 十九 卷 、高僧 和讃 
己 癸 記 (卷數 未詳) あう、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派學斟 史) 

H カ ィ慧 海 2 S A ) 〔戒律 宗〕 河 內法泉 寺の 律 僧な 气 
慧海 字は 直 明、 阿 一の 上足に して'  法 泉 寺を 開く、 寂 年及壽 
欠く、 (本朝 高僧 傅) 

H カ ィ慧海 一一 一一 晒 il 〔眞宗 〕 江 戶西敎 寺の 住持な 6、 
慧海 字は 潮音、 號は海 印 定院と 云 ふ、 武藏 江戸の 人な- N、 天 
明 三年に 江戸 四 谷 傳馬町 三 河屋に 生る、 三 河屋は 世々 油 商な 
3、 兄 長九郞 業を 繼き 、師は 幼ょり 親族なる 駒 込 西敎寺 住持 
某の 下 R 敎育せ られ 、內外 の學 業を 勵め う、 後ち 西 敎寺第 八 
代の 住持と なうて 大に寿 門を 張う、 且つ 益 學業を 勵み知 洞 R 
就いて 宗 乗を 受け、 天台宗の 慧澄に 就 S て 天台宗の 敎 義を學 
び、 傍ら 神 儒の 學を 講究せ'  文政の 頃 摑裂邪 網 編 二卷を 作 
うて、 富 永 仲 基の 出定後 語を 駁 し、 金剛 索一卷 を 作 3 て 服 部 
天 遊の 赤裸々 1: 駁 す、 天 保 四 年 十一月 八日 寺格 餘間 となり、 同 
九日 內陣 となう、 學階 助敎を 授けら る、 同 六 年 五 畿內の 地方 
を歷 遊して 內外 の學 匠に 交を 結び、 詩文の 贈答を なす、 同 七 
年 正月 一日 西敎 寺に 寂す、 壽五 十四な う、 著作 起 信 論 義記筌 
諦六卷 、金 師子章 放光 記一卷 、除 疑盖 辨—卷 、摑裂 邪 網 編 一一 
卷 、金剛 索一卷 、佛足 石 歌 考一卷 i 無用 閑談 一卷 あう、 

V ー ガィ 慧海 si SI 〔眞宗 3 備 後世 羅郡甲 山正滿 寺の 住 
持な う、 慧海は 安藝 國 安藝 郡 吳 村の 人な う、 壯年筑 前龜井 
氏の 塾に 遊 a 、 後 僧 叙に 事へ て專ら 宗乘を 研究し、 備 後正滿 
寺に 住す、 平生 講 する 書 三 經七釋 R 渉う、 其 幾 百 席なる 5: 知 
ら すと雖 も •師記 性に 富む を 以て、 別 R 講 語を 錄せ す、 故に 


(三 三） 


書 辞 名人 冢佛本 日 


著作 略文 類聚鈔 略解、 淨土論 啓蒙 各一卷 、三 經義燈 二卷ぁ 
ぅ、 餘は皆 門弟の 筆記な 6、 安政 元年 七月 七日 寂す、 壽 五十 
七、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

H ガイ 慧海 il g EA 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第一 一十一 
代な 6、 慧海 字は 寬春 (一に 春貞) 、參 河吉 田の 人 (一に 遠 江 
の 人) なり、 幼に して 州の 大聖 院寬 海の 室に 入 6、 豐山 r 學 
び、 梅 心 院に 住し、 次に 下 總妙昆 寺に 遷 る， 享保五 年 三月 十 
四日 幕府の 命に ょ 6、 江戸 根生院 r f. 升ぅ、 兼ねて 妙 見 寺を 領 
し、 客 座 僧 寮を 建つ、 同 九 年 二月 十六 日護國 寺 R 轉し 、次に 
護持 院に移 6- 權 僧正 r 任ず、 享保 十五 年 選$ れて豐 山 能 化 
職 R 補し、 正 僧正に 進む、 在職 五 年に して 辭 し、 黑崎興 元 寺 
に 退き、 延享二 年 四月 二十 九日 寂す" 壽七 十八、 (新義 眞言 宗 
史料) 

H ガイ 慧海 11一 1| 4〔眞宗〕駿河靜岡淨圓寺の住持な 
6、 慧海字は法饒*號は芙蓉峯とい3、別に白雪廬と稱す、 
後 龍 音 院と云 ふ、 駿河 府中 眞宗高 田 派淨圓 寺に 生る、 十八 歲 
京都 ic 上 6、 松 尾 寺 鳳潭に 師事して 器 重せられ、 特に 獨麟と 
云 ふ 號を附 せらる、 尋て 眞言の 慧光 等 ?: 問 訊して 敎を受 け、 
後 高 田 派の 學頭 職に 上 6、 大 僧都に 任せら る、 高 田 一派の 學 

風を 振興す、 明 和 八 年 八月 十三 日 寂す、 壽六 十五、 著作 文 類 

聚鈔 義賛 、淨土 下野 流 本尊 義 、淨土 解 行 論、 連 環 辨導畧 '唯 信 

# 秘印訣 、等 四十 餘部一 百餘卷 ぁり、 (淨圆 寺 返信、 碑文) 

H カ イ 慧海 ニ チ ーー ョ- 日饒を 見よ、 

H ガク 慧摹 2 五一 5 〔臨 濟宗〕 唐 補 陀洛 寺の 開山な う、 

彗蓦其 俗姓 生國詳 かならず、 承 和の 初め 嵯峨 天皇の 皇后 嘉智 


Hi、 慧) ガ 


子の 命 1: 奉じ..、 幣帛を 齎 して 唐に 入 6、 登 菜の 界に 達し、 
臈 門ょう 五臺 山に 登う靈 跡を 巡 拜 す、 後 南方 杭 州鹽官 の靈池 
寺 R 至う、 齊安 國師に 謁して 皇后の 旨を 通し、 上首義 空禪師 
を 請して 東皈 し、 初めて 禪法 を唱ヘ しむ、 齊衡の 初め 再 a 唐 
に 入うて 五臺 山に 登 6 山上に 於て 觀 音の 聖像を 得、 唐 大中十 
二 年 像を 奉して 東皈 せんとし、 寧 波府故 昌縣の 海濱を 過き、 
船 石 上に 著て 動かす、 舟 子 載 物の 重きを 思 a て 諸 物を 出せと 
も船尙 故との 如し、 聖像を 出す R 及び 漸く 浮ぶ、 師其 聖像に 
離る、 に 忍びず、 遂に 陸に 上 $、 補 陀洛迦 山寺を 建て 開山と 
な 6、 聖像を 安置す、 寂 年及壽 欠く" (元 亨釋 書、 本朝 高僧 
傅、 普陀 志、 佛祖統 記、 佛祖通 載) 

H ガク惠 岳 ig K 〔新義 新 言宗〕 常 陸 樂法寺 一一 千代な 
う、 惪岳 字は 俊 道、 江 戶妙義 坂の 人、 俗姓 鈴 木 氏な 6、 幼 
にして 出家の 志 あり、 江戸 本所彌 勒寺惠 敎を禮 して 師と なし" 
十四 歳に して 度を 受く 、初め 常陸輕 部長 福 寺に 住し、 寶勝四 
年 八月 雨 引山 樂法 寺に 遷 第 十九 代 14 海の 附屬を 得て 第二 
十代と なる， 先年 樂法寺 火炎に 罹 6、 呼 海 再 築を 企 書し、 先 
づ庫裡 を 興す、 師其 後を 繼 き、 客殿 書院 等 皆 再 築 功を 畢 ふ、 
師の父 菩提の 資の爲 め 黃金七 百 雨を 寄附して 乙れ を 助く、 師 
道 暇 筆 札を 善くし、 和歌を 嗜 む、 謄寫の 法華經 等 あ 6、 安永 
四 年 寺務を 惪 應に讓 うて 退隱 し、 寬政 元年 正月 十六 日 寂す、 
壽七 十一、 著作 萬 葉 集 撮要 一卷 1 萬 葉 選 要# 九卷 、萬 葉 集 傍 
註 二十 卷 、枕 辭畧 註一卷 、(惠 岳傳 、樂 法寺歷 代、 近 ifc 名家 著 
述 目録} 

エガク ま 心 S ダ キ弘 基を 見ょ、 

文 (惠 、慧) ガ 


書辭 名人 家佛本 日 


(四 三） 


H( 慧 、惠 ) # m 惠 ，慧) キ 


X ガン 慧岩一 i:' o: o: 〔淨 土宗〕 江戸 蓮 光寺 第 八 代な う、 
慧岩 は淨蓮 社 立春と 云 CA 別 R 字は 堅 卓、 號は 雪山と 云 ふ、 其 
鄕貫 師承詳 かなら す、 江 戶駒込 蓮 光寺に 住し 第 八 代と なう 詩 
文 R 長す、 徂徠 集中の 卓上 人と 云 ふは 即ち 師な う" 元 文 五 年 
十月 十八 日 寂す 壽缺 く、 (江戸 名家 墓所 一覽) 

エ キ 11 喜 (一四 一三) 〔戒律 宗〕 祖鑑眞 和 上の 弟子な 6、 
慧喜は 唐の 人な 鑑眞和 上 R 從ふて 西來 し" 戒律を 弘む、 
示 寂 年月日 缺 <. "( 本朝 高僧 傳 "律苑 僧 寶傳) 

キ直心 顔 ユ>  チ 圓智を 見ょ、 

ヱ キヨー 慧曉 j lx -bH 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪 僧な 6、 
慧曉 字は 白雲、 俗姓 不詳 •讃 岐國の 出生 在う" 比叡山に 登 6 
て 行 泉 法師に 師事し、 法 華 玄義を 學ぶ 、十七 歲 得度 受 具、 二 
十五 歲泉涌 寺に 投 し、 明觀 律師に 就きて 戒律を 學び 、後聖 一 
國 師を禮 し、 禪宗 を 問 ふ" 國師 一圓 相を _ し 示す 7P 契せ ず、 偈 
を與へ て 日 ふ、 無內無 外、 孤圓 一輪、 忘 X 光 忘 V 影、 諸聖 出身、 師 
乙れ ょう 服勸 する 乙と八年に百了、默契する所ぁ6'文永三年 
朱に 渡 兩浙 に歷 遊し、 瑞巖 寺の 希叟 曇に 謁す、 曇 禪師 、百 

丈 撥 火 公案を 擧す 、師聞 得て 大悟す、 即ち 杖拂 を # せらる、 歸 

來世緣 を 厭； 3 て 隱遁 す、 無 學元禪 師西來 して 圓覺 寺に 住す、 

師偈を 呈し大 に 優 賞 せらる、 正 應五年 請せられ て 東 福 寺に 主 

为$、 自ら 持す る ZL と 極めて 質樸な 3、 冬日 帳な く、 侍僧 購 

はむ N； とを 請 ふ、 師日 ふ貲な し、 侍僧 即ち 知事に 報せ むと す 

れば 問うて 日 ふ、 一頂價 幾何ぞ 、日 ふ、 五 百 文、 と、 五 百 文は 

吾 香 積 四 分の 一を 資く べし、 と、 終に 購 はず、 晩年 城 北に 菴居 

し觀世 音を 禮 す、 栗 棘菴と 云 ふ、 天皇 聞きて 聖壽の 額を 賜 ふ、 


永 仁 五 年 十二月 二十 五日 寂す、 壽七 十五、 坐 夏 五十 四、 語錄 
二卷ぁ 6、 遺偈に 日 ふ、 來也 如是、 去 也 如是、 更問 如何、 如是 如 
是 、塔を 常 寂と 云 CA ♦勅 謚佛照 禪師を 賜 ふ、 (續群 書類 從 ニニ 
八傳 ，延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

H ^ ms 慧曉〇 一三 七 六) 〔眞宗 〕 越 中鷹栖 正 安寺の 住持な 
，ク、 慧曉 W 越 中の 人、 高 倉學寮 講師 慧空 R 師事して 學を承 
く、 寶曆九 年 學寮に 七十 五 法を 內講 す、 享保 十二 年 推されて 
講師と なる、 寂 年、 並に 世壽歃 く  •(高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 
X キヨー 慧恭 11 一) 〔淨 土宗〕 山城 西 光院の 僧な へ 
慧恭 字は 可圓 、俗姓 不詳， 早 年 出家して 三學綜 練す" 關通和 
尙を訪 a て 淨土 の宗 要を 問 ふ、 和 尙辭讓 して 日く、 我 是れ緇 
林の 朽木な 法 門を 說く に堪 へす と、 師慇憝 に 三 請す、 和 
尙 即ち 勵聲 して 日く" 即今 死なは 如何と ••師 言下に 省 覺 す、 
爾來宗 要 R 意を 傾け、 念佛を 事と す、 後西 光院 に 住し、 某 年 
八月 十五 日 寂す、 壽七 十二、 (續 日本 高僧 傅) 

〔考〕 慧恭は 安永の 頃の 人なる べし、 

•H キ ml 慧珙一 55 趕 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 僧な 气 
慧珙 字は 元 璞> 山城の 人な 幼 R して 出家し、 絕海 律の 法 
を嗣 ぐ， 應永 三十 年相國 寺に 出世す、 將 軍足 利義持 深く 皈依 
し、 接 遇 常禮に 過ぐ、 是歲義 持 等 持 寺 ^ 祝 髮す師 頌幷 に 序を 
献して之を賀すゝ昔釋迦文捨ュ金輪之位ハ脫ュ却珍御之襲ハ而踰 
k 入 k 山、 出家 修道 矣 、竊 惟大檀 越 位高-- 于三台 之 上 -'* 而不- 居-- 
其 高？ 德重 ，1 于 四海 之 間； 而不： ，矜 n 其 重 T 矧軒 冕爵 祿之榮 、視 
，之 如 J ?5 敝蹤 S 牲從 = 法 中之士 『事 = 方 外 之 遊 (問 法參 禪日以 
爲 ，務焉 、於 k 是癸卯 之 夏 落髪 圓 頂、 像 迦文之 律儀 〖修 = 菩薩 之 


(五三） 


書辭 名人 家佛本 日 


1 

工 

M 

m 

2 編 燒十傳 し ひ 學惪  寂鄕  寂和鄕  寶嚴結 赴 四 慈 

エ£ しし 年の 干 、に 旭 文 年 貫エエ 年年 貫 芝 ■傳妙 髮‘聖 行 
キ§  、 'r 硏支寬 通字キ 壽詳キ 、キ及 中 詳キ燈 色 峨$ 六 M 
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大 いく  、のにに 、爾を 法れ 6 し參束 願凾， 、のた な 光 1 
僧 ふ 、圓耆 行 入 龍 來知燈 故 、て究 すく 藏我然 志 十う 遠 
正へ 予智宿 脚う 溪 深る 熾 國然此 すへは す 聞れ 愈 五 、房葶 
之し のをに し、 と く 者 盛 のれ 山る か 我る く と切歲 正と 潭 
を 、門 遇し 、誓 云祖 にに 善と にもら れ靈比 もな な 保號ェ 
可冀 下す て 或 源ふ訓 あし 龍も來 のさ 彼 鎭叙願 6 ら 元し ニニ 
とくにる .は 寺 百 、をら て 寺 永る 三る 山な 山 心、 す 年、 夸异 
すは 慧こ當 京 圓晋信 3 葉は く も 年を に 6 は已 信し 五 姓；^ 
、糧 空と 時 都 智£ しら々 眞 此のを 知 登 、天 t 空て 月は 
寬祿 あ最の 高に S  、ん 落宗 山、 累 り う 撗 台す 窈兄 十川晃 
文を 6 名英倉 隨寶專 、ちのに 隱ぬ 、天 川宗 、かを 五那 5 
十 賜 、厚 匠に ひ f ら とす 靈留遁 、復 台の 傳甫に 喪日邊 s 
年 CA 慧 しな 寓て 自， 、塲 住の 竊た宗 流 敎め其 CA 近 氏 京 
二 、悟 、う 止宗 Kfi 宗仍往 にせ 志に 制を は 大て意 、江 、都 
月 彼聰一 、し 門豐 をて きしは あ 思 止 學淸師 十あ悲 野道 西 
召を 敏日是 、章 f 學山 てて 、るへ せは くの 八る 哀洲西 福 

3 し 、圆を 學疏為 ふを 緖 、實 からすん 、開歲 をに 金の 寺 
れて 學智以 功を 穿 、下を 蓮 義爲く  、 、黑立 遂聞堪 森 苗の 
て 恩 ひ 、て 相 習 琴 時 $ 繼如 をに 、乃と 谷に R きへ 村裔住 
本 R て 大淳積 ふ 立に 、か 上 翻 止予ち 、のし 信 、す 善に 持 
山 死 厭 僧 寧む 、，湖 故ず 人 失む の 比 信 地て 空 制 、龍し な 

R せは 正院 、或运 東 里は のせを 嚮叙 空は 五に 止是 寺て 办 
出しす に 琢圓は 3 に R  、遺ん 得に 山 其靜宗 謂し にに、、 
てめ 、謂 如智 近， 一 歸恐跡 、さ 世に 英 なのうて 於 生 信 
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給 事す、 時 R1 一十 七歲 、十一 年 十月 唱導を 祖堂 に勸 1/ 、 又 十 
七條の 疑問を 記し、 釋解を 諸方の 學生 に詢 へと も、 之に 應す 
る 者な し、 因て 自ら 釋 解を 作る、 昔 問 解 是 なう、 後門 徒の 請 
にょう 京都の 西 福 寺に 入る、 時 R 延寶八 年 十二月 十二 日 三十 
七歲な 又 請に 因うて 講筵を 開き、 聽衆甚 た 多し、 天 和 四 
牟 ょう 大藏經 を周覽 して 怠らす、 栂尾山 大藏經 は 高 辨以來 集 
むる 所の 秘 庫な $、 就いて 一覽 せんとして 大 R 苦心し、 遂に 
遺函 を 開く とを 得た るも淨 土部殆 と皆缺 くる 1: 見て 大に 歎息 
す、 後、 嵯峨の 二尊院 古く 淨土 敎を傳 ふる 名刹に して 所 藏の 
書籍に 富める を 聞 5 、支 誓を 誘 ひて 跣 行徒步 して 乞 ふ 乙と 三 
年に及；3 /2 るも其志す所を果たす、學問硏究に熱心なると大 
に 常人に 超ぇた う、 享保六 年 二月 八日 寂す、 壽七 十八、 (慧空 
講師 傳) 

H ク*- 惠空 i: •一 K: 1 •〔淨 土宗〕 紀伊淨 福 寺の 僧な $、 惠空 
生緣を 詳 にせず、 (紀 伊の 人 か) 幼に して 敏慧 な々、 十五 歲の 
時 實語敎 童子 敎の 註釋を 作 6 人を 驚かす、 寬文 十一 年に 紀伊 
若 山中 島の 淨福 寺を 中興し 同 寺 R 住し、 權大 僧都と なる、 後 

京都 眞如 堂に 寓 す、 元 祿四年 寂す、 壽缺 く、 一生 著作す る 所 

多し 即ち 左の 如し、 首書圓 通 章、 盂蘭盆 經便 蒙、 觀音經 靈驗 

記、 講餘錄 、自信 錄 、暇 日操觚 、無 盡燈 、淨土 策 進、 病中 法 

語、 淨信錄 、各 一卷 、年濟 拾 唾. 梨窓隨 筆、 閑 窓 和 筆、 專修 

專念鈔 、他力 領解 伊呂波 字考錄 、各 二卷 、實語 童子 敎諺 解、 

各三卷 、徒然 苣參 考八卷 、首 書 心 經科 考四卷 、謠 法音鈔 十卷、 

節用集 大全 十五 卷 、徒然 草 百年 精粹 十六 卷 、元 亨釋書 和解 二 

十三 卷 、原人 諭镟微 錄二卷 あ $、( 紀伊國 人物 志、 紀伊 國績風 


ェ(惠、 慧) ク 


土 記、 近代 名家 著述 H 錄) 

エタ ン慧薰 cio 6 〔曹 洞宗〕 相 模成願 寺の 禪僧 な' 
慧薰 字は 風 外、 上野 國磙氷 郡土鹽 村の 人な 6、 幼に して 出家 
す、 學諸宗 を 綜 ふ、 屢々 名 宿を 叩き、 遂に 大事 了畢 し" 叢林に 道 
聲 あり、 蒔 r 相模成 願 寺 席を 虛 す、 衆の 請 R ょも 入うて 住す、 
一 住數牢 、辭し 去て 曾 我 山の 巖窟に 棲 止す、 慶安 元年 小 田 原 
の 城主 秸葉 氏師の 名を 聞き、 使 1: 遣して 城 中に 延 請す、 後 去 
て 伊豆の 山中に 隱 る、 北 條の 信徒 竹 溪院を 興して 師を迎 ふ、 
居る 三年、 遁れて 遠江國 R 經 行す、 晚年 同國金 指鄕石 岡 里に 
至 6 菴 居す 9 一日靑 銅 三百 文を 與へ 、一地 r 穴を 開かし め、 
自ら 穴に 投 して 人を して 埋まし め、 植木の 如く R しで 寂す、 
其 年月日 並に 壽詳か ならず、 師書を 善くし 殊に 墨 達磨に 妙な 
6、 ( 日本 洞 上 聯燈錄 、名家 畧傳) 

エ タン 慧訓 (二 四〇 四) 〔臨 濟宗〕 山城 乙訓 寺の 學僧な う、 
慧訓 俗姓 生國詳 かなら す" 延亨の 頃、 京都に あうて 學 僧の 譽 
あう、 神 儒佛の 三敎と 比較 論斷 せう、 著作 文 林 武林通 俗談、 
迷雲雜 記、 三 敎論衡 あり、 寂卑 欠く 1 ( 續 日本 高僧 傅) 

文 クウ 慧果一 一一 一 〔臨 濟宗〕 長 門常榮 寺の 禪僧な 6、 
慧果 字は 性 堂と S CA 、 別に 藏六曇 空 等の 號を用 ゆ、 周 防 小 郡 
の 人な う、 業を 東 福 寺 鐘 山に 受け" 大体 月 船の 諸老 に參 見し、 
後天 税に 侍して をの 法を 嗣 き、 長 門の 常榮 寺を 董 す、 文政 二 
年 四月 三日 寂す、 壽七 十九、 

H ク 5? ク慧鶴二 ?| 通〔臨濟宗：一伊豆寵澤寺の開山なう、 
慧鶴 字は 白隱 、駿河 駿東郡 浮 島 V 原 杉 山 氏の 子に して、 貞享 
二 年 十二月 二十 五日 R 生る、 母は 驛 長長 澤 氏の 出な う、 元祿 
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十二 年 二月 二十 五日、 師 十五歲 單嶺 傳を禮 して 得度し 慧鶴 
と 云 ふ、 同年 沼津 大聖 寺 息 道」 師事す、 翌年 法華經 を 誦すれ 
ぎ も、 未た 安ず る 能 ;' 1 ず、 寶永 元年 美 濃 檜 木 瑞雲 寺に 至 6、 
馬 翁に 侍し、 同 二 年 春辭 して 洞 戶琛福 寺に 於て 南禪に 謁し* 
秋 靈松寺 萬久に 見ぇ、 又 去うて 伊自良 東 光寺 大巧に 俊う、 翌 
年 春 若 狹堂高 寺 (C 至う、 萬 里 和尙の 虛堂會 に 列す 夏法蒐 松藏 
司と 共に 行脚し 
て 美 濃 {C 至う、 

次に 伊豫 正宗 寺 
に 牲 き、 逸禪和 
尙 の佛祖 三經を 
講ずる を 聞き、 

大に 悟る と Z. ろ 
あ 6、 冬 同 寺に 
あうて 三 經の講 
本を 寫す 、八 エ四 
年 春 海を 航して 
備後福 山 正壽寺 
に 往 き、 正宗 讃 
會を 終-^ て 歸 6 

途中 兵 庫ょう 船に 乘じ 、颶風に 逢へ とも 師獨 安然と して 眠 

れ $、 蓋し 毕素 修養の 然 らしむ ると ころ 攻らん 、伊 ■勢に 至れ 

ば 馬 翁 病に 罹る、 師 看護す る 乙と 三ケ 月、 十月 翁の 全快す 

るを 以て、 辭 して 國に皈 る、 慧極 下の 長 首座 德源 寺に 留る均 

首座 隆英 之に 從ふ師 も 亦た 往きて 之を 問 ひ、 翌牢春 長 及 諸 友 


Hi ク 


と共に M 後 高 田英巖 寺に 性徹の 人 天眼 目を 講ずる を 聞く" 其 
餘暇寺 後に ある 先 侯の 廟に 到う、 坐禪 考察 二月の 始ょ 6 十六 
日の 夜まで 少しも 倦ます、 一夜 恍 然として 曉に 達し、 乍ち 遠 
寺の 鐘聲を 聞き， 豁然と して 大悟し、 性 徹に 見 t て 所見を 呈 
す、 次に碟 徹及 a 長 首座に 謁する も 皆 機 思 契せ す 師大に 所見 
を 擔 a 諸方を 幷 呑し 自負して 三百 年來 己の 如く 痛快に 了 徹す 
る もの あらす とす、 會々 宗格 なる もの 來 $ て 契 悟洒脫 し、 其 
師授 すると ころを 聞き 竊に宗 格と 共に 寺を 出て、 信 濃 飯 山に 
到う、 先つ 傳燈錄 を 閱して 達磨の 修業 二十 印に して 蘊奥を 盡 
し 得 / 2 る. VJ 見て 慢心 減し、 增進智 を 發 す、 四月 宗 格に 從 a て 
其 師的翁 端に 飯 山上 倉 村 正受菴 にて 謁見す、 入室して 所 辟 一 
親を 呈す 、以後 勸勉努 "、毫 ち撓ま ず、 屢々 的 翁の 怒 罵 打擲 
に 逢 a、 猶契 せす、 益々 發 憤して 工夫し、 遂に 徹する を 得、 
五月松本の慧光院に往きて具足戒を受けんと欲す、的翁 1!1£ 一相 
心地 戒を說 きて 之を 授 く， 服 勤 八月 餘に して 其 蘊奥 1: 極む' 
十一月 同友數 輩 越後ょ 6 尋ね 來る 、師 翁を If して 共に 歸 へら 
ん とす、 翁師を 送る 乙と 一一 里餘 なう、 此 年の 冬 松 蔭 寺に 坐 BI 
す、 寶永六 年 春 遠 江 小山の 能滿 寺に 團 海の 金剛 經 講義を 聞き、 
夏 菩提樹 院に頂 門の 正宗 讃を 聞く、 蒔に 宗格飯 山ょ $來6會 
す、 師 乃ち 五位 變盡 の訣を 傳 へられん 乙と を 乞 a 、 宗格諾 し 
て 別る、 師箇 中の 理を了 悟し なから、 猶 命根を 斷絕し 盡 3、 
るを 省みて 奮勵し 出て、 は 動 中の 工夫を 試み、 入-^ ては 靜處 
の 禪定を 凝る、 冬 法 雲 寺に 往きて 桂林の 化を 助く、 翌年 春 法 
雲 寺を 辭 し、 松隱 寺に 還へ 6、 大義、 紹巖 、六 隱等 と共に 寶臺 
寺に 抵 6、 澄 水の 碧 巖會に 列す、 宗格 約を 踏みて 會に在 6、 
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師玆に 於て 五位 變盡 の訣を 受け、 然るに 師參學 r 勞して 病に 
罹- CNh 將に廢 人と ならん とす、 醫を 求めて 美 濃 靈松券 に往 き、 
山城 白 河 山中 r 白幽眞 人なる 者 あ'^ て 醫 R 通す と 聞き" 之を 
訪 a て內觀 修養の 訣を 聞き 松隱 寺 R 歸 へ-^ 專ら 療養して 癒 
ゆ、 夏 宗格及 ひ兩三 友と 共に 同 寺に 坐究 し、 秋 結 城の 節 首座を 
請して 臨 濟錄を 講ず、 正德 元年 遠 江 龍 谷 寺に 沙石 集を 閱 し、 
二月 紹巖 六隱 等と 下總佐 倉の 養 源 寺に 提河 和尙に 謁し、 那須 
の 徹通危 座と 詰を 交へ、 宗圆 寺の 鐵隨 R 參す 、因に 長 舟 道 人 
に 遇 ひ、 共に 養 源 寺 (C 留 る、 冬 十一月 息 道 病と 聞き、 辭して 
大雲 寺に 至り 看護す、 翌年 夏 松 蔭 寺に 歸 へぅ、 少室六 門 集を 
講 す、 同 三年 伊勢 建國 寺に 至 6、 豐 後の 寂而に 謁し、 且つ 義 
海の 盧堂會 に 列す、 並に 首座の 覆講 を聽 ぐ、 日向の 古 月材の 
荷葉 圑々 の頌 R 參せん と 欲し、 建國 寺を 辭 して 鈴 鹿嶺に 向は 
ん とし、 雨後 溪水衍 溢す、 衣を 褰けて 往く乙 と數百 歩、 廓然 
として 荷葉 團々 の頌 R 入 得する ことを 得たり、 尋て 京都を 過 
き、 若 狹圓照 寺に 鐵堂に 侍す、 夏 河內法 雲寺慧 極に 謁し、 見 

道畧ほ 其 要を 得た 6、 慧極 の敎に 從 a て 模尾 山に 住菴を 求め 

ん とすれ と も 山 主 許 3 す、 志を 得すして 下る、 和 泉蔭凉 寺 R 鐵 

心の 遺風を 壽鶴道 人に 聞き， 一夜 坐して 曉に 徹し 雪を 聽きて 

女子 出定の 大事に 撞着し 和歌を 詠す 「きかせば や 信 田の 森の 

古寺の さ 夜 ふけ かたの 雪の ひ レき を」 四 年春辭 し、 再 ひ 美 濃 

保 福 寺に 南禪 に參 し、 大燈 國師の 語録を 閱して 深く 威し、 秋 

去うて 萬 休寺靈 松に 依 翌年 三月 辭して 巖瀧 山に 登うて 菴 

居し、 宗凉道 人と 相 語る、 冬 夜 雪 R 因 $ て 詠 あ 6、 「忘れて は 

寒し とそ 思 ふ 床の ゆきを 掃 ふ： 一 まな # 人 も あ- C\ しを 一と 二 孕 
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保 六 年 鹿 野德元 居士 其 子に 命して 師に信 施せし む、 此年師 の 
父 病みて 師を 見ん とし 且つ 松 蔭 寺を 守らし めんと 欲し、 老僕 
夜 計 七 兵衞を して 探索せ しむ、 七 兵 衞師を 覚めて 其 情を 述 
ふ、 乃ち 十一月 共 r 歸 へり、 松 蔭 寺の 室を 掃 ひ、 父の 病を 看 
護す、 二 年 正月 十日 檀 越の 強請に ょう 單嶺 先師の 忌 齋 R A 院 
の 儀を 整 ふ、 此時松 蔭寺頹 敗して 寺產 一も殘 6 なく、 老僕 覺 
左衞門 薪を 拾 ひて 朝夕の 俄に 給す J: 僧來 りて 毎日 食を 乞 ふ、 
乃ち 僧の 爲め に 大慧の 書を 講 し、 巖流 山中の 事を 追憶して 詠 
して 日く 「な 3 け ある もつ ら きも 遠くな うはて ぬ 嬉し やょ を 
の 山は 尋ね じ」 と、 村の 庄司 氏なる 者、 米囊を 負 ひて 寄宿 參詳 
す、 秋惪 發藏 司來 うて 侍す、 冬禪門 寶訓を 講す 、十二月 二十 一 
日 師の父 逝く、 翌年 舂紹巖 と 長 光の 齋 R 赴く、 總 州の 鐵髓 、師 
の 道 風を 慕 ひて 來 る、 松 永の 不二 菴 R 住せし めて 益友と なす、 
夏 破 相を 講 し、 秋 臨濟錄 を 提唱し、 冬 十一月 花園 妙 心 寺 第一 
座と なう、 白 隱と號 し* 透麟 の法嗣 となる、 五 年 伊豆 吉 名の 
溫 泉に 浴し" 馬蹄 和 尙に見 ゆ t 秋 淸見寺 陽春 碧 巖錄を 講ずる 
を 聞く、 六 年 大慧の 書を 講し七 年 原人 論を 講し九 年 博 山警語 
を講す 、十 年閉關 室を 方丈の 後に 建て、 靜 坐して 世 緣を忘 る、 
十一 年 法 華經を 誦し、 其 深理を 了 得し、 經 王の 經王穴 る 所 
以を 知る、 十四 年 秋 普 門 品を 講 し、 十五 年夏自 撰の 寒林貽 寶 
を講 し、 十六 年 夏 四 部 錄寒山 詩を 講 し、 十七 年 春 臨濟錄 を提 
唱 し、 次 r- 碧巖 集を 擧揚 す、 十八 年 秋禪門 寶訓を 講し 、神社 
考を讀 0 、十九 年 夏碧巖 集を 提唱し、 翌年 春 虛堂錄 を 提唱す、 
夏 禪門寶 訓を講 し、 二十 一年 春惪通 首座の 爲 R 維摩 經を講 す、 
秋 僧堂を 建つ" 冬植松 季統鈔 智山觀 音 寺の 古 基を 開きて 小僧 


(九 三) 
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堂 小僧 厨を 建て、 師を 請して 開山と す、 翌二年 伊豆 臨濟 寺の 
請に 應 し、 碧巖 集を 提唱し、 四 年 八月 伊豆 秋 山古鑑 居士の 請 
k 應 し、 其 家に 大慧 書を 講ず、 諸 弟 翌年の 春を 期して、 虛堂 
會を 勸發 す、 師 固く 之を 拒む、 弟子 請び て 止ます、 師 諸子の 
懇請に 感 し、 純航 二子を 携 へて 鹿 島に 遁れ 、瀧 川に 轉 し、 比 
奈に 入うて 滯留 す、 諸 弟師の 不在を 便と して 老屋を 修繕す、 五 
年 春 虛堂錄 を 提唱し、 寬保 元年 春 甲斐 桂林 寺に 到うて 碧巖集 
を擧揚 す、 二 年 夏 遠 江龍潭 寺の 請に 應して 禪門 寶訓を 講ず、 
三年 三月 大慧 武庫を 提唱す、 秋 門下 庫司の 再營を 謀う、 十二 
月 二十 五日 落成し、 新 庫に 遷る 、延享 元年 二月 初めて 息耕錄 
開 筵 普 說を繙 き、 冬 甲斐の 自性 寺に 般若 心經の 活字 版を 開く、 
歸路林 泉菴に 至う' 川老 金剛 經を講 す、 二 年 二月 甲斐 自得 寺 
の 維摩 會 R 臨み、 先に ■井上 平 馬の 判 行せ る 十句觀 音經を 弘 
む、 三年 二月 源 立の 請に ょ 61 乘經を 講 す、 秋 甲斐の 寶林 
寺に 於て 初めて 闡提耙 聞を 讀み 、自ら 十六 梵儀を 書きて 住持 
雪 明 禪師に 送る、 復为石 林 寺に 於て 法 華を 講し 、次に 能 成 寺 
を 過き うて 松 蔭 寺 ic 歸 る、 二 年 春 蓼 原の 文殊 堂に 臨 濟錄を 講 
し、 夏碧巖 集 1: 提唱す、 黃蘖の 格宗來 6 參 す、 五位の 訣を授 

く、 三年 春菴原 大乗 寺の 請に 應 し、 碧 巖集を 提唱し、 秋 遠 江 

の貞永 寺に 於て 初めて 槐安國 語を 繙き 、冬 播磨龍 谷 寺の 請に 

ょ $ 息 耕錄を 評唱す •寶曆 元年 春 備前岡 山 少林 寺に 川老 金剛 

經を講 し、 井山 寶福 寺に 四 部 錄を講 し、 歸路 京都に 寄 養 

凉寺に 碧巖錄 を講 す、 冬菴原 大乗 寺に 到 6 て 碧巖 錄を講 し、 

五位の 祕訣を 縮す、 冬 香 林 寺に 碧 巖錄を 評 唱 す、 二 年 春 松 蔭 

寺に 在りて 碧巖録 を評唱 す、 四月 八日 新 無量 寺 落成し、 師其 


H  (慧) ク 


開山と なる、 秋 伊豆の 歸一 庵に 佛光錄 を 擧揚 す、 冬 無量 寺に 
遺 敎經を 講 し、 又 次 R 松 崎 玉 林 寺に て 洪鐘新 鑄の 佛事 をな す、 
三年 二月 甲斐 能 成 寺に て 人 天眼 目を 提唱す、 後 東 光寺に 赴き 
毒 語 心 經を 講演す、 歸路福 王 南 松 慈眼 寺の 請に 應し 、十二月 
八日 松 蔭 寺 {C 歸 へる、 六 年 春 松 蔭 寺に 楞嚴 經を講 し、 七 年 春 
甲斐 南 松 寺に 槐安國 語を 提唱し、 信 濃興禪 寺 C 法 華を 繙 く、 
開蕃龍 翔の 二 寺に 赴き、 三 河 淵 龍 寺を 歷て松 蔭 寺に 皈へ る、 八 
年 春 美 濃 瑠璃 光寺に 大圓寶 錫 1 師百 年忌 齋を修 し、 碧 巖錄を 
提唱す、 會 終-- ノて覺 林' 瑞鷗 、淸泰 、梅 II の 諸 寺の 請 あ 6、 次 
に 裁 源、 王 11 宗猷諸 寺の 請 あ 道中 寶鑑貽 照を 著し、 宗猷 
寺に 到うて 碧 巖錄を 提唱し、 會 終うて 歸路龍 門、 林 泉、# 樂 
三 寺の 請に 應し 、次に 龍 源 寺 R 寶藏 論を 講 する こと 月餘 、天 
祥寺に 開 法す る Z. と 累日、 後諸珠 、白 林' 二道 塲にて 法 施し、 
遠 江の 地藏 寺に 於て 虛 堂の 頌 古を 評唱 す、 冬 松 蔭 寺に 歸 る、 
三 島に 龍澤 寺の 廢を與 し、 九 年 七月 江 日 臨 川 寺 R 入う、 二十 
四日 碧 巖集卜 評唱 し、 東 淵 寺に 於て 前 會の殘 講を講 す、 十 年 
春 二月 龍澤の 新道 塲に 於て 息 耕 錄會の 普 說を講 し、 開山の 儀 
を 成す、 四月 龍澤の 席を 圓慈に 付し、 後 龍澤の 地を 易へ、 エ 
畢 6 て 師又說 法す、 十三 年 二月 祥 光寺に 碧 巖錄を 提唱し、 次 
に 龍 雲、 醫源 、永 正、 淨 因、 泉 龍の 諸 寺に 開 法 日を 經、 航浦院 に 
入て 碧巖 集を 終 ふ 次に 江 尻の 慈 雲 寺に 松源錄 を 評唱 し、 明 和 
元年 二月 十五 日 大應錄 を擧 し、，， 七月 松 蔭 寺に 還う， 事を 謝し 
て 後事を 遂 翁に 付す、 二 年 正月 龍澤 寺に て 設利 會を設 く、 三 
年 正月 江戶に 赴き、 岩波 氏に 寓 し* 尋いて 法 壽院尼 公、 及 CA 
東北 寺に 移る、 二月 十一 日 萬 年 山に 入う、 庵の 改造 成る ?: 見 
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て 大 に 悅 a 、 一  住 半年、 六月 東 陽 和 尙の衡 梅 老師に 請 益せ し 碧 
巖集を 繕寫 し、 長壽 寺 R 赴きて 之を 評唱 す、 三 島福聚 寺の 請 
あ-^ 靑木 大勝 大村氏 及 a 東北 寺の 請を 受けて 相 摸に 出て、 
粞雲 寺を 過き て 福聚 寺に 入 法 華 三 周の 會を開 く、 復た 
玉 井の 請 R 應して 前會の 殘講を 終へ、 冬 松 蔭 寺に 歸ヘ る、 四 
年ナ月 龍澤 寺 R 荆 叢毒蘂 1: 提唱す、 五 年 春德樂 寺の 請 R ょう 
毒 蘂を講 し、 三月 松 蔭 寺 ic 歸 へる、 七月 靈元太 上 法皇 師 をし 
て 安牌慶 讚を 修せ しむ、 十六 日 松 蔭 寺 {C 歸 へる、 後屢 々出て 
遊 a て 法 施を 行 ひ、 十一月 松 蔭 寺に て 病み、 十二月 十一 日 寂 
す、 壽八 十四、 明 和 六 年 六月 八日 勑謚神 機獨鈔 禪師を 賜 ふ、 
明治 十七 年 五月 廿 六日 勅 謚 正宗 國師を 賜 ふ、 著作 語 錄十卷 、荆 
叢毒蘂 五卷、 枧安國 語、 闡提記 聞、 息耕錄 、開 筵普說 、寒 林 
貽寶、 寶鑑貽 照、 及 a 假名 法語 等 あう、 (年譜、 近世 禪林 僧寶 
傅} 

H ク 5? ク慧紊  一一 j oo A- 狀 〔臨 濟宗 S 師天寵 寺の 禪僧 なう、 
慧蒸號 は 鄂隱筑 後の 人な り、 幼 R して 出家し 絕海津 の 法を 嗣 
ぐ、 至 德の末 明に 航 し、 諸禪 林 ^ 回歷 す、 東歸の 時 承 天 寺 仲 

銘 新、 崇報寺 行中 仁 等 皆 送 行の 偈あ う、 新禪師 の偈に 「蕃航 

轉 ，舵淅 江濱 、歸到 &桑三 月 春、 海 若 朝 迎霞以 k 綺 '天 吳夜舞 

浪 如， 銀、 心 傅-- 列祖 源流 遠： 身 被- 1 中 朝 雨露 新 〖鄕國 君臣 應- 1 共 

喜ハ郭 門幢蓥 擁 ，1 朱 輪 L 東 歸の後 土 佐 吸江菴 R 逸 居し、 風雅を 

以て 年月を 送り、 詩偈 多し 覺苑傳 「閑 花 野草 草棼芳 、即 是如來 

妙覺塲 、寶 綱交羅 金碧耀 、隨機 也 解 ，學„ 時粧ご 揉 支 號 「擬 ，於 

y 靜處 一覚 ，支 微 h 當面 依然 隔 = 鐵圍 (金 闕朝隨 = 天 仗 又 鳳池暮 

帶 _| 御 香 一歸、 」 臨濟三 頓棒頌 「烏 藤 六十 沒义情 (大樹 陰凉 早已 


工 (慧) 夕 


成、 饒舌 高安灘 下水、 爲 fe 容易 泄 ，一 虛名 ご 網 川賴 之の 招請に よ 
う 阿波 寶冠 寺 R 住す、 天 III 相國 r 歷遷 し、 梭相國 の 長 德院に 
退 休す、 應永 三十 二 年 二月 十八 日 寂す、 壽 六十" 南 遊 稿 あう 
康正二 年 冬 後花園 天皇 勅 謚佛慧 正 續國師 を 賜 ふ、 (延 寶傳燈 
錄 '本朝 高僧 傅) 

H ク ウン 慧觀 2 九 セ 1 C 〔淨 土宗〕 正定 寺の 第三 代な-^ 
慧觀 字は 良 然と、 俗姓 生國詳 ならず、 名 越の 尊觀に 師事して 
一門の 宗義を 受け、 下總 古河 大野 正定寺 第三 代と '/ 1 る" 示 寂 
の 年月 缺 く、 著作 徺 季無證 論一卷 あ々、 (淨 土總 系譜) 

〔考〕 慧觀は 正 和の 頃の 人な 6、 

H クウ ン 慧灌 (一一 一八 五) 三論 宗の 開祖な う、 慧灌  一 R 
慧觀 R 作る、 高麗の 人な A、 甞て隋 R 遊歷 して 三論を 嘉祥大 
師吉藏 よう 受けて 盛譽 あう、 推 古 天皇 三十 三年 一月 一日 高麗 
王の 旨を 帶び て來 朝す、 時に 大 R 旱す 、勅を 拜 して 雨を 祈る 
靈驗あ 6、 天皇 大に悅 び y2 $ a " 擢て 、僧正 R 任じ 穴 まふ、 
是れ 觀勒以 後 第二の 僧正な 6、 元 興 寺 R 住して 三論を 講説す 
後 河 內志紀 郡市邊 Rf 上 寺を 創立す、 白 鳳の 頃 大和 禪林寺 落 
慶の 導師と なる 示 寂の 年時缺 く、 門下に 福亮 ‘慧 輪、 慧師 、智 
藏等あ 6、 ( 日本書紀、 元享釋 書、 本朝 高僧 傅} 

〔考〕 三 國佛法 傳通緣 起に 慧灌は 大化二 年 R 宮中に て 三論を 
講説し 僧正 R 任せら ると あれ ども 信じが 穴し， 其 僧正に 任せ 
られ 穴 る 年 時は、 今、 日本書紀 僧綱 補任に 依る、 

モク 交 ツ 慧月 ii こ： 一. 〔眞宗 〕 越 中礪波 郡 今 石 動 長 福 寺 
の 住持な り， 慧 月は 乘行 院と號 す、 寮 司と なうて 天 保 十三 
年よう 高 倉學 寮に 觀所緣 々論 楞伽心 立 義三類 境 選 要を 講 し、 


(- 四） 
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嘉永二 年 二月 二十 八日 (一 ^ 廿 三日) 擬講に 任せられ、 六 革ょ 
6 淨土論 起 信 論義記 成唯識 論を 講し 、文久 元年 十二月 二十日 
嗣講に 進み、 同 三年 選擇 集を 講 し、 同 八月 十三 日 江戸に 寂す 
(高. 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

エタ 1 « 景 二 i; A: -t: 〔眞宗 〕近江 野 洲淨滿 寺の 住持な う • 
慧景號 は 實言院 •近 江の 人、 高倉學 寮に 學び 、文政 七 年擬講 
となう、 八 年俱舍 論を 講ず、 同 十 年 九月 二十 五日 寂す、 壽缺 
く、 同年 十二月 十四日 嗣講 1: 贈らる" (高 倉 學寮講 者 列傳稿 
本) 

エケ ー 惠 a ;j;  一 =: o: 〔臨 濟宗〕 安藝 安國 寺の 開山な 6、 
惠瓊 字は 瑤甫 、安藝 沼田 郡の 人な 6、 十一 歲に して 京都に 往 
き、 東 福 寺に 入うて 剃髪し、 順藏 主と 稱 す、 博 讀 暗誦、 衆に 
起 ゆ、 長老と な $、 南禪 寺に 遷 3、 祿司を 主 どる、 後 紫 衣を 
聽され 、安藝に 安國 寺を 靱め 、又 退 耕菴を 修 す、 毛 利 輝元師 
の 辨才を 愛し、 寵遇 殊に 渥く、 食邑を 與へ て國 政を 預聞 せし 
む、 豐臣秀 吉毛利 氏を 伐つ に當 6 師兩 軍の 間に 往來 して 遂に 
和議を なさし 0 、乙れ ょう 常に 秀吉の 信任を 受け、 遂に 佛を 
棄て、 武に皈 す、 慶長五 年の 亂 起る ^ 及び、 三 成に 屬し 、九 

月 兵を 帥て 南宫 山に 陣し 、戰 破れて 鞍馬の 月性院 に奔 6/ 東 

寺 R 隱れ穴 うしが、 捕へ られて 十月 一日 京都 六條に 斬らる、 

壽缺 く、 (野史) 

H ケン 慧 « (一一 四 一六) 〔眞 宗〕 京都 法 幢坊の 住持な 

慧_號 は 香 陵、 寶曆六 年 東 本願 寺 寮 司と なう、 十 門辨惑 論を 

講ず、 後擬講 を歷て 嗣講 となる、 寂 年、 及壽 欠く、 (高 倉學 

寮講 者列傳 稿本) 


H  (慧 、惠) ケ 


H ケン 慧 見へ . )〔眞 宗〕 越 前黑目 稱 名 # の 住僧な 5、 

慧 見は 越 前の 人、 眞宗高 田派黑 目の 稱名 寺の 住持と なう、 
宗乘に 通し、 二回 本山の 安居 本講 を勤む、寂年月日詳ならす、 
H ケン 慧見一 i; 七 六 〔眞 宗〕 播磨佐 土福乘 寺の 住持な 6、 
慧見號 は 誠蓄 庵、 播摩の 人、 高倉學 寮に 學び 、文化 二 年擬講 
となう、 十三 年秋學 寮に 讚 阿彌陀 佛經を 講ず、 同年 十月 十九 
日 寂す、 壽 欠く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本)  * 
X. タン 慧劍 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 出 雲華藏 寺の 禪 僧な $、 
慧劍號 は 靈 峰、 早 年 東 福 寺に 投じ、 山叟 雲に 師事し、 其 法を 
嗣 ぐ、 後 龜谷壽 福 寺に 留 う、 尋 S て 南禪寺 第一 座と な $、 播 
摩の 法 雲 寺に 出 -ffi: す、 出 雲に 隱捿 して 道俗 崇 信し、 華藏 寺を 
開きて 請す" 同地に 數 寺を 開く、 示 寂の 年時缺 く t  (延 寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅) 

エタ ン慧劍 ii gi s 宗〕 近 江 蛇 溝 本 啓 寺の 住持な 6、 
慧劍號 は 如說院 •一に 開 扇 坊と云 ふ、 近 江の 人、 高倉學 察に 
學び 、文化 八 年 寮 司と な 6、 楞伽心 玄義を 講じ、 十一 年唯識 
述記を 講ず、 十三 年 三月 擬講 となう、 起 信論義 記、 往生 文 類、 
俱舍 論を 講ず、 文政 四 年 八月 五日 嗣講 とな 6、 五 年 二十 述記 
を講 t、 後 淨土和 讃正像 末 和讃を 講ず、 天 保 元年 五月 二十 五 
日 寂す、 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

H タン 慧堅 SI S 酿  〔天台宗〕 近 江 安養寺の 律 僧な 6、 
慧堅 字は 戒山 、俗姓は 江上 氏、 筑 後久 留米の 人な り、 十五 歲 
郡の 千榮 寺に 投し侍 童と なる" 寬文五 年 黃檗の 道 光禪師 (鐵 
眼) 千 光寺に 起 信 論を 講す 、師 日々 其 席 ^ 列し、 出家の 志 切 
なり、 而も 父母 許 S す、 十一月 大雪 ^ 乘し 、潜に 家を 遁れ出 


工 (慧 、裏) ケ 


書辭 名人 家佛本 日 


(二 四） 


工議惠 )ケ 


て 千 光寺に 至 6、 光 禪師に 請 a て 落髪す、 時 R 十七 歲な ぅ、 
宗悅 禪師に 就きて 金剛、 圓覺 、法 華、 楞嚴 等の 諸經を 聽 き、 夜 
中は 坐禪 して 不思善 不思惡 の 話を 參究 す" 一日 喟 然として 日 
く、 僧伽の 羽翼は 戒律に あ 羽翼な くして 飛は ん とする は 
露な 6、 と、 乃ち 京 坂の 地に 至 6、 明師を 求む、 大 坂法嚴 寺に 
雲 溪禪師 (桃 水) あり、 師之 R 謁して 志を 吿 く， 禪師 日く、 方 
今の 律師は 慈 忍 猛和尙 に若くはなし.、子宜しく師事すべし、 
と、 猛和尙 は 山城 東 陽 山に 住して 道化 盛な り" 師 一見 器 重せ 
ら る、 寬文十 年 猛和尙 河 內靑龍 山に 遷 る、 師隨 侍せ- 〇、 同年 
十二月 二十 二日 具足 戒を受 く、 延寶 三年 三月 猛和尙 寂す、 師 
喪 事の 後 去りて 深 草 眞宗院 に 萬し、 門を 閉ち 客を 謝し  ' 般舟 
三昧を 練 行す、 花園 五佛山 等 R 隱捿 し、 去 留緣に 任せ- 〇、 京 
都 相 口 某 安養寺を 復興し" 師を 請して 中興 第一 世と なす、 元 
祿十 一年 同 寺に 灌頂 壇を 開き" 法を 慧淑に 付す、 翌年 秋 席を 
慧淑 R 讓 6、 自ら 退 耕 道 人と 稱 し、 京都 淨慈菴 に 退 休す、 十 
六 年 秋 法 兄 慈 門 光靑龍 寺の 席を 退く、 衆師に 請 ひて 其 後を 繼 
かしむ、 寶永 元年 春淨慈 寺 r 寓し て微恙 あ- CN、 三月 四日 佛像 

に 向 a 、 手に 密 印を 結 a 、 微笑して 寂す、 壽 五十六、 法臘三 

十三、 安養寺に 葬む 6、 妙 光 塔を 建つ、 所 度の 弟子 一百餘 人、 

三歸戒 等を 受ける％ の 勝け て 計 ふへから す、 著作 律苑 僧寶傳 

梵 綱戒迪 蒙、 盂蘭盆 童 蒙 供犠、 近 住 威儀 錄 要、 西方 懺願儀 略、 

機 要 筆記 等 あ 6、 ( 續 日本 高僧 傅) 

Hf ン慧玄 一一 一 § 51 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 開山な り、 

慧 玄は關 山と 號す 、姓は 源氏、 信 濃の 人 高 梨 氏の 子な-^ 其 

先は 淸和 天皇よう 出づ 、鎌 倉の 巨 福 山 建 長 寺の 廣嚴菴 R 到う、 


H  (慧 、惠) 夕 


東傳啓 和尙を 禮 して 剃髪 禀 具す、 適々 開山 大覺 禪師の 年忌 R 
値5、西來菴に赴く、其時師同列の僧に問ぅて日ふ、方今海 
內の 叢林、 誰か 活手 となす か" 僧 日 ふ、 京都の 大燈 國師は 人を 
殺す に 眼を 貶せす、 と" 因て 其 作用を 語る、 師 聞きて 欣然と し j 
て 日 ふ、 是れ眞 の 智識な ぅと、 ID 日 束 包して 菴 下ょり 直 R 大 
德寺の 方丈に 上りて 謁見し 問ぅて 日 ふ 如何なるが 是れ 宗門の 
向上 事ぞ 、と、 大燈 國師 答へ て 日ふ關 、と、 師拂 軸して 出づ 、國 
師 日く 作家の 禪客 天然に 在る あ $ と 師從て 掛搭を 乞 ふ、 國師 
侍者を して 吿げ しめて 日 ふ、 若し 掛搭を 要せは、 須く 紹介を 
持し 來るべ しと、 師日 ふ" 夫れ 善 智識は 金剛の 正眼を 具し、 
門を 跨れは 學 人の 心肝を 見 徹す、 什麼の 紹介 i: 說かん と、 國 
師 乃ち 參堂を 許す、 師頓 機俊發 して 一夕 端 衣く も關 字を 衝破 
す、 即ち 丈 室 r 至りて 吿 く國師 可して 關 山の 號を與 へ 且つ 頌 
を 以て 證して 日 ふ 鎖- 1 斷 路頭 >難で 透處 、寒 雲 長 帶翠巒 峰、 韶陽 
一字 藏 k 機 去、 正眼 看來隔 _| 萬 重 I と 爾来 左右に 親炙して 唱酬機 
に 契 ふ、 後醍醐 天皇 國師に 命して 參內 せし む、 國師 病の 故を 以 
て 師を して 代らし む* 師 玉座 R 侍して 禪を 語る" 元德 二年國 
師ょ 6 法語を 付せられ 去 6 て 美 濃の 伊吹山 R 入り" 草菴を 結 
びて 迹を沒 す、 延 元二苹 國師 病む •花園 上皇 使を 遣は して 日 
ふ、 和尙 の後睽 誰に 隨 a て か 法を 問は ん 、國師 奏して 日 ふ、 

關 山と $ ふ 者 あ 6, 吾 か 骨隨を 得 ^ -9、 我 か沒後 召して 之に 問 
a y2 まへ と、 上皇 再 ひ 藤 原 大納言を 遺は して 日 ふ、 睽 花園の 離 
宮を 改めて 梵刹と なし* 關山を 請して 開山と な S ん "和尙 宜し 
く 寺 號を與 へょ、 と、 即ち 正 法 山 妙心禪 寺と いふ" 乃ち 師勅召 
を拜 して 妙 心 寺に 住. 開 堂す、 延文五 年 十二月 十二 日 寂す、 壽 


(三 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


八十 四、 臘六 十四、 妙 心 寺に 塔を 建て 微笑 塔と 稱 す、 法嗣授 
翁宗弼 一人 あり 後奈良 天皇 勅して 本 有圓成 國師の 謚號を 賜 a 
後西 院 、桃園、 光格、 孝 明の 諸 天皇 佛心覺 照、 大 定聖應 、光 
德勝 妙、 自 性天眞 、放 無量 光の 謚號 を累 賜し 穴 まふ (正 法 山 
六祖傳 、延寳 傳燈錄 、本朝 高僧 傅、 佛 敎谷宗 綱要) 

工 、ゲン 慧玄  ゲソ ド丨玄 道を 見よ、 

^ タン！^ ^ リ ョ-シ ユ丄艮 秀を 見よ、 

Vt ゲン イン 惠眼院 ニ チ ダ rL. ン日 純を 見よ、 

文 ゲン イン 慧眼 院 ニ チシ ユ タ日 祝を 見よ、 

エコ ー 慧光 (一丸 丸一〕. 〔時宗〕 相 模藤澤 寺の 僧な-、 

慧光 俗姓は 大森 氏、 相 摸の 人、 定慧と 同胞に して、 共に 寂慧 
良曉 上人の 室に 入 6 .、遂に 其 法を 嗣 き、 退 S て 藤澤 寺を 開き 
て 住す、 寂 年、 及壽 欠く、 (淨 土總 系譜〕 

〔考〕 慧 光は 元 弘の 頃の 人な 

m  Ml 慧光 il 龄 〔眞言 律宗； 一江 戶靈雲 寺の 二 代な へ 
慧光 字は 戒琛、 鄕貫詳 ならす、 淨嚴 律師に 師事し、 灌 頂を 受 
く、 元祿 十五 年 七月 十一 日 三十 六歲 にして 淨嚴 律師の 後を 繼 
きて 靈雲寺 二 代と なる、 寺 務廿六 年に して 義 璨慧曦 律師に 讓 

る、 後奈良 戒壇 院に 注す、 享保 十九 年 十一月 四日 同院に 寂す、 

壽六 十九 歳な ぅ、 著作 密軌問 辨啓迪 五 卷 •密軌 問 辨 、秘密 眞 

言觀 行要覽 、秘密 瑜伽學 習捷圖 、各 一卷 あぅ" 

ェコ- _ 光  ニ チシ V 日眞を 見よ、 

X  3 1^1 慧光房 チョ ーゴー 澄 豪を 見よ、 

エコ 1 慧晃 2 三！！ 四) 〔 …… 〕 山城 双 岡 其 菴の學 僧な 

$、  慧晃は 鄕貫詳 ならす、 出家して 南北の 講席に 列し、 性 


X (慧 、惠〕 夕 —n 


相顯密 の學に 該 通し、 殊に 悉 曇に 達し、 因 明に 精し、 貞享元 
年 三十 三 過 本 作法 纂解 三卷を 作ぅ、 南都 與福寺 知 足 坊淸慶 に 
示す、 淸慶 激賞して 序を 作る， 後枳橘 易 土 集 廿六卷 同 附卷四 
卷 を 作る、 M れ諸經 論に 散見せ る 梵語を 類聚して 解釋を 附し 
穴る ものにして 博 覽强記 驚くべし、 一生の 行實未 y2 詳か なら 
す'  (纂解 序、 枳橘易 土 集 凡例) 

H コ！ 慧皓； 一四 四 •四 fi 宗： 一大 坂 正 行 寺の 住持な り、 
慧皤號 は樹法 菴 、大 坂の 人、 寶曆五 年 寮 司と な 6、 高 倉 學寮 
に 易 行 品を 講ず、 同 七 年に 擬講 となる， 阿 彌陀經 を 講じ、 後 
念 佛 三味 寶王論 三 帖和讃 を 講ず、 明 和 三年 嗣講 とな 6、 八 年 
正 信偈を 講ず、 天明 四 年 九月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (高 倉學寮 
講 者列傳 稿本) 

H コ ー 慧廣一 - 姑 II 〔臨 濟宗 ^ 相 摸淨妙 寺の 禪 僧な"^ 
慧廣號 は 天 岸、 俗姓 伴 氏、 武藏比 企の 人、 十三 歲佛光 國師の 
下 R 投し 得度す、 後 南都に 往きて 東大寺 戒壇に 登- CN、 雲巖寺 
に 入ぅて 佛國 禪師の 下 R 參究 し、 印 記を 受け、 後圓覺 寺に 歸 
6 て 第一 座と なる、 元 應二年 天 目 中 峰 和 尙の道 風を 聞きて 同 
志 物 外 什 等 数十 人 太宰府に 往きて 翌年 出航す、 時に 四十 九歲 
なり、 師 船中に 於て 忽ち 中 峰の 遷化を 感知し、 愁然 偈を 作る 
萬 斛堅舟 何 所 k 載、 都盧 一個 大疑圑 、中 峰晔夜 刹 竿 倒、 打， I 破 
疑圑 ，無 i 應 同船の 上 首 物 外 什 等 唱和す、 編して 巨 海 一滴 
とい ふ、 到着の 後師 天目山に 登う、 前の 偈を呈 す、 寺 主 頗る 
奇異の 感を なし、 師に中 峰 和 尙の眞 蹟並に 幻 住 菴記柱 杖を 附 
與 す、 師 古林 茂、 淸拙澄 等に 參 見し、 後徑 山の 正續 塔を 禮 す、 
交た 翰林 學士 揭溪斯 に諶 し、 佛光 國師の 塔銘を 製せ しめ、 資 


エ(慧， 惪 5 


書辭 名人 家佛 本日 


H ベ 慧惠) n— サ 


モ慧、 惠 、ザー. シ 


四. 

四： 


政 大夫全 岳 柱を して 篆 額を 書せ しむ、 正中 元年 ir. 東歸 し、 物 
外 菴 R 住す、 元德二 年の 春 鎌 倉の 淨妙 寺に 住す、 建武 元年 伊 
豫守足 利 家 時報 國寺 を 建立して 師を請 し、 第一 世と なす、 北 
條高時 伊豆 R 香 山寺を 建立して 師を 請す、 淨智 寺ょ 6 も 請す、 
而も 高 臥して 就かず、 建 武二年 三月 八日 病 R 罹う 寂す、 壽六 
十三、 臘 五十" 遺偈 ぁう、 末 後一 句、 佛祖不 k 知 t 揭， ，翻 大海 -' » 
躍- 1 倒須彌 〖報國 寺に 塔を 建て 骨を 收む勅 謚佛乘 禪師と 云 ふ、 
著作 東歸集 ぁう 偈讃を 集めた るな ( 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 
傅) 

H ゴク 慧極 ド ーミ ヨ-道 明を 見ょ、 

Hn ン慧忻 一一 一 =§ o-t 〔曹 洞宗〕 能 登 總持 寺の 禪 僧な う、 
慧忻 字は 笑 巖** 奥州 江 刺 郡の 人、 俗姓は 平氏な う、 出家の 後 
諸老に 徧參 し， 月 泉 良 印に 謁して 其 印 可を 蒙る、 角 懸の檀 越 
瑞德 寺を 建て 師其 開山と なる" 次に 人 首 常 安寺 R 遷 る" 應永 
年間 月 泉の 寂す るに 及び、 能 登の 總持 寺に 主と な- 〇、 兼て 奧 
羽 二 州の 僧祿の 事を 總ぶ 、後驼 園 上皇 鳳 章を 給 ふ、 寶德二 年 
二月 二十 二日 寂す、 壽八 十四、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H サィ 慧齊  (ニー 八 三) 〔 . ： 〕 入唐 學問 僧な う、 惠齊 

入唐の 年詳次 らざる も" 推 古 天皇 三十 一年 七月 新羅 大使智 洗 

爾 に 隨 S、 惪先幷 に醫惪 B 福 因 等と 共に 歸 朝す、 事蹟 歒く (日 

本書 紀 、本朝 高僧 傅) 

文 サイ 慧才 2 一九 三) 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 な， 9、 

慧才 字は 文 室、 洞 光寺、 大拙眞 雄に 參 し、 天文 二 年 二月 十； 一 一 

日印 可を 蒙々" 定光 寺に 出世し。 總持 慈眼 兩 寺 {r 歷 住す 示 寂 

の 年 時 及世壽 欠く、 法 嗣竹堂 利 賢の 一人 あ 6、( 日本 涧上嗡 燈 


錄) 

H サイ 慧濟 -: 一 —: f: 〔曹 洞宗〕 遠 江 一 雲 院の禪 僧な $、 
慧濟 字は 川 僧 三 河國の 人 俗姓 不詳、 花 藏寺 に投 して 出家し、 學 
內外 を綜 ふ、 後 言外の 旨を 慕 a " 洞壽 寺貞巖 に諶 す， 貞巖大 
に 之を 異 とし、 命して 侍 司に 居らし む、 師 力を 盡 して 參 請し、 
遂に旨訣を得 /2 6、巖乃ち命して其席を嗣がしむ、尋て一雲 
院に遷 ぅ、 總持 寺に 昇る、 山門 R 至 6 日く、 未だ 一 雲を 離れ 
す、 已 R 諸嶽に 登る，’ と 是れょ 5 名 聲顯れ 、美 濃の 國守 安仲、 
常 陸の 國守聖 古、 加賀 の國 守了巖 居士、 三 河の 國守劫 山 居士、 
皆 師資の 禮を 以て 禪耍を 問 ふ、 寛 正 元年 越 前の 龍澤 寺に 赴き、 
明年 事を 謝して 一 雲院に 歸 る" 尾 張の 乾坤 院は 嗣子 逆 翁菴を 
結 ふの 地に して" 師を請 て 第一 祖と爲 す" 文明 七 年 七月 九日 
寂す、 後柏原 帝 大永四 年に 謚を法 覺佛慧 禪師と 賜 ふ、 (日本 洞 
上 聯燈錄 3 

文 シ慧師 (一三 三 三) 〔三論 宗〕 祖慧灌 の 弟子な 6、 慧 
師元は 高麗の 人な ぅ、 歸 化して 鞍部 氏と な ス "慧灌 に 師事し 
三論を 受け、 天武 天皇 白 鳳 二 年 三月 僧正 R 任せら る、 示 寂の 
年時欹 く、 (僧綱 補任) 

〔考〕 三 國佛法 傳通緣 起には 大化二 年 R 僧正 R 任せら ると あ 
れ V も， 今は 僧綱 補任に 從 ふ、 

H シ惠 至 2 三 05 〔三論 宗〕 祖慧灌 の 弟子な 6、 惪至 
孝德 天皇の 初め 十師の 一  R 選は る、 示 寂の 年 時歒く  (日本 書 

£ 

H シ 惪資 (一二 八 九) 〔三論 宗〕 奈頁 の學問 僧な 气  惪 
資は舒 明 天皇の 朝に、 慧 隱の講 席に 列す、 (日本書紀) 


(五 四〕 


書辭 名人 家佛本 日 


M ジ 直 心 慈. rl j A: 一 •一 〔 …… 〕 大和 法 興 寺の 僧 惠 
慈 推 古 天皇 三年 五月 高麗ょう 來 る、. 同 四 年に 法 興 寺 (後に 元 
與 寺と 稱 す) の 成る に 當 り、 慧聰 と共に 請せられ て 同 寺に 留 
り、 佛敎を 弘演 す、 二 僧は 三寶の 棟梁と 稱 せられ、 就中 惠慈 
は 厩戶 皇子の 師事し 給 ふところな う、 同 二十 三年 十一月 高麗 
に 歸 う、 厩戶 皇子の 製作に 係る 法 華 經疏を 其國に 流通せ 6、 
同 廿九年 皇子の 薨去した まふを 聞きて、 大に 悲痛し、 齋會を 設 
け、 其 翌年 二月 五日 高麗に 寂し 六う とい ふ、 (日本書紀、 法王 
帝說 、元 享釋 書) 

H ジツ 惠實 (二 11 一七 六) 〔眞宗 〕 山 诚圓德 寺の 僧な う" 
惠實は 雪 鼎と 號し 、一に 玉 幹と 號す 、詩を 以て 名 あ 6、 著作 
空 華菴集 あり、， (日本 詩史 、日本 詩選) 

〔考〕 惪實 は享保 頃の 人なる べし 

文シ ン慧信 (一八 一二) 〔眞言 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な う、 
慧信は 藤 原 忠通の 子、 母は 奥 羽の 大守藤 原 基 信の 女な り、 少 
にして 興 福 寺玄覺 僧正に 隨 a て 落髮受 業し、 稍 長して 東大寺 
の 戒壇に 登う、 息 慈戒を 受 く、 法相 學を究 め、 瑜伽の 法を 持 
す" 一乘院 に 住して 大僧； 止に 任し •兼ねて 法務を 司と る、 康 

和 二 年 再 ひ 興 福 寺を 管す" 尋きて 法 勝 寺の 寺務を 領 し、 金 峰 

山の 檢校 となる、 應保 元年 夏 秋の 交 励を 奉して 雨を 祈う 驗あ 

6 て、 優 賞を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ヱシ ンニ 慧信尼  1 鐘  〔眞宗 〕 開祖 親 ft 上人の 配な も' ノ、 

慧信 尼は 始め 玉 日 姬と云 ふ、 月輪 關白九 條兼實 の 第 七 女な 6、 

文治 二 年 京師に 生る、 建 仁 元年 十八 歲 に して 法然 上人の 弟子 

善 信、 即ち 眞宗 開祖 親鸞の 配と な 6、 元久 元年 十月 範意を 生 


む、 範 意は 後に 印 信 僧都と 稱 す、 元久 元年 親鸞 越後 國府 ic 流 
3 る、 に 方う、 玉 日姬は 京師 ic 在 6、 幾 もな く 病死す と傳 ふ、 
然るに 實は假 に 兵 部 大補三 善 爲敎の 女と なうて 越後 國肊下 
う、 親鸞 R 從 ふ、 建曆 元年 親鸞 勅 免を 蒙う、 信 濃に 入 6、 角 
間に 滯留 す、 同 二 年 十二月 二日 玉 日姬角 間に 於て 昌姬を 生む、 
姬は 後に 小黑 女房と 稱 す、 建 保 元年 常 陸 R 赴き、 親鸞に 從 ふ、 

三年 十一月 三日 
常陸稻 田に 於て 
明 信を 生む、 後 
に 信 蓮 房と 稱 
し、 父の 化導 i: 
助成せ $、 同 五 
年 六月 十一 日# 
鸞を 生む、 承久 
元年 八月 十二 日 
そ r 有 房を 生む、 後 
へ 翁に 益 方 入道 道 性 
と稱 す、 同 三年 
四月 二十 九日 嵯 

峨姬を 生む、 姬は 後に 高 野 尼と 稱 す、 貞應 元年 十二月 十八 日 
彌女を生む、女は後に覺信尼と稱す、貞永元年親鸞に就いて 
度を 受け、 法名 慧信 尼と 云 ふ、 嘉禎 元年 親鸞 京師に 皈 6、 慧信 
尼は 稻田坊 に 留 6、 一同の 諸 弟子を 統率して 法 門の弘 通を 事 
とす、 弘長二 年 十一月 廿 八日 親鸞 京師に 寂せ る 後、 尙 ほ專ら 
親鸞 上人の 遺訓を 遵守し、 法 門の 弘 通を 事と し、 同 三年 九月 


S 慧、 惠) シ 


Hi、 惠) シ 
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(六 四） 


Hi、 惠) シ 


H  (慧 、惪) シ 


一門の 高弟 敎養に 遣 言し* 九月 十八 日 稻田坊 に 寂す、 壽 七十 
九な々、 大 古山 木崎臺 R 葬る、 盡 七日に 至 〇 、如 信 上人の 意に 
よう 遣 骨を 分ち て 京師の 彌女に 送う、 深 草に 葬る、 (高 田 正統 
傳 、眞宗 興隆 緣 起) 

〔考〕 古來 玉日慧 信を 別人と なし、 慧信 尼を 以て 親鸞の 後 配な 
うとな す、 然れと 毛 今は 眞宗 興隆 緣起 に、 光闡房 反古 裏 等に 
依うて 考證 せる もの ^ 依 6、 玉 日慧信 尼を 一人と 次す" 尙ほ 
親鸞 上人の 傳 1: 參 照すべし、 

x、v ン慧新 (一三 九 六) 〔戒律 宗〕 の 大和 大安 寺の 高僧な 
り、 慧新 俗姓 缺 く、 道璿の 高弟な う、 大安 寺に 在うて 疏鈔 
を講 敷す、 (本朝 高僧 傳) 

H、v ン惠心 ゲソシ > 源 信を 見よ、 

H ジン 慧深 v li o: 〔眞言 宗〕 祀伊 高野山の 學 僧な $、 
慧深は 和 泉大鳥 郡の 人、 仁 和 寺覺法 親王 R 師事して、 兩 部の 
密灌を 受け" 櫻 池院に 住す、 師密 典を 覽て 苦學兩 眼の 明を 失 
す、 文 永 五 年 合山議 して 檢 校に 補す、 時人 肓檢 校と 稱 す、 同 
七 年 六月 六日 寂す 壽缺く  c 本朝 高僧 傳 、高 野 春秋) 

ン 111 芯 深 一九 三 〇 ケソジ ヨ兼 助を 見よ、 

X ジン 惠尋 C 一九 三ろ 〔淨 土宗 3 山城 光明寺 第三 代な う、 

惠尋 字は 求道" 何の 許の 人 7^ る や 詳な 6 ず、 始め 比叡山に 住 

し" 後黑 谷の 源智 R 師事し 淨 土の 宗 要を 受け、 黑谷な る、 紫 

雲 山 光明寺に 擢られ 第三 世と なる、 文永弘 安の 比、 天台宗の 

律學 悉く 廢亡す 故を 以て 神藏 寺の 傳 信、 法 勝 寺の 惠鎭 、元與 

寺の 惟賢、 西 山の 道 空、 理圓等 皆師に 依て 圓戒を 流 傅す、 德 

望最 名 高し、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳) 


H ジやク 11 寂 r:: il _: 一 •〔眞 宗〕 江戸 聞 成 寺の 僧な 6、 

慧寂 字は 大然 、號は 曇 華、 詩文 1: 以て 名 あう 寶曆 十二 年 寂す、 
(江 戶 名家 墓所 一覽)  . 

文 シ ni 惠秀  ーーーー ー V 一 ^ 〔淨 土宗〕 攝津見 性 寺の 僧な う、 
惠秀號 は信譽 、初め 鎭 西の 善導 寺に 住し、 後攝 津桑津 の 尾 性 
寺 r 住す、 博學 k して 智行 兼備る、 貞享三 年 三月 疾あ う、 弟 
子に 吿けて 日く" 我 か 疾甚革 まる、 這 回滅を 取らん 乙と 必せ 
3" 仍て 阿彌陀 尊像を 病 •牀 R 安置し、 別時 念 佛を修 す、 命 終 
の 時 奇瑞 數ふ へからす、 即ち 貞享 三年 四月 五日な り、 壽 七十 
八、 (續 日本 高僧 傅) 

X ジュ 1 慧什サ ィチ ョ-齊 朝を 見ょ、 

X ジュ ー 慧什 シ n 丨 ノノ 7 ン宗寬 を 見ょ、 

エシ ユン 慧捧 (一九 一15 〔臨 濟宗〕 攝津普 門 寺の 禪 僧な 
AV,  慧瑨 字は 玉溪 、聖一 國師の 下 R 記 前を 拜 す、 普 門 寺に 
住す、 示 寂の 年時缺 く、 門下 無 夢 淸禪師 慧璿の 頂 相を 携へて 
元に 渡う、 徑 山の 古 鼎 銘禪師 R 讃 を 請 ふ、 銘禪 師讃を 作- 〇、 
其德を 稱揚せ り、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

エシュ ン ニ 慧春尼 01 〇 セー〕 〔曹 洞宗〕 相 模小田 原最乘 
寺の 尼な う、 慧舂尼 俗姓は 藤 原 氏、 相模糟 谷の 人に して、 
了 菴和尙 の 妹な う、 容姿 絕群 なう しも 俗に 處 する を 厭 ひ、 年 
三十を 過き て 児 了菴に 就きて 度を 求む、 了菴 日く、 夫れ 出家 
は 大丈夫の 事な う、 兒女 輩は 立 ' £> 難く して 流れ 易し、 容易に 
女人を 度して 法 門を 汚辱す る 名の 多し、 と、 尼默 然として 退 
き、 火 爐に 就きて 鐵 箸を 燒 き、 面 上に 烙 する こと 縱橫 、再 a 
進みて 度を 求む、 了 菴已む を 得すして 剃 度す、 尼 勇猛 R 參禪 


I 


(七 四） 
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し、 果して 法 源に 徹し、 許可を 蒙む る、 一日 了菴擧 して 日く， 
僧 巴 陵に 問 ふに 祖 意と 敎 意と 同 か 別 かを 以てせし に、 巴 陵 答 
へて 鷄は 寒く して 樹 R 上う、 鴨は 寒く して 水に 下る といへ 6、 
尼一轉 語せ よ、 乃ち 尼 日く、 賢臣は 二君に 事へ す、 貞女は 二 夫 
に 見 ± ず、 と、 了 養 之を 肯 す、 是よ 6 して 機 辯無礙 な.^、 當時 
鎌 倉の 瑞鹿山 圓覺寺 常に 大衆 一千 人を 滿 穴す、 龍象雜 群す 諸 
方 其 門に 登る を 憚る、 了 菴瑞鹿 山に 使を 發す、 衆 皆 之を 難す、 
尼 日く 我 命を 奉して 使すべし、 と、 乃ち 瑞鹿 山に 登る、 彼 大衆 
旣に 尼の 機鋒 當 6 難き を 知う、 當に 不意 r 出て、 其 鋒を 挫折 
せんとす、 尼の 階 1: 拾； 5 て 進む に 及 ひ-， 一 僧 あう 突出し、 手 
を 以て 裳を 揭 け、 陰莖を 怒らし、 逆立して 日く、 老僧 か 物 三 
尺と， 尼 亦 裳を 樞て 、陰門を 擘 開し 日く、 尼 か 物 底無し、 と、 
一 僧 恐れて 罷む 、遂に 函 丈に 上る、 坐定 うて 堂 頭 侍者を 顧み 
て 日く、 茶を 熙 し來れ 、侍者 茶を 澡 盤に 點し來 6 て 尼 R 與 ふ、 
尼轉 して 堂 頭に 奉して 日く、 此は M れ和尙 常用 底の 茶盞 、請 
ふ和尙 喫せよ、 堂 頭 答 ふる Z. と 能は す、 尼の 名 之よう 振 ふ、 
尼 形骸を 土木 R すと 雖も 、尙 ほ 容貌 人を 動かす の あ 一 
僧密に 其 情を 啓きて 懇に其 欲を 遂けん 乙 とを 求む、 尼 之 ic 吿 

けて 日く、 易 事の み、 顧 ふに 我と 汝と其 R 僧な う、 宜しく 交 

會は 尋常の 處 R あらさる へし、 P ハ 期に 臨み 難險に 阻まれて 約 

を 破*^ 來 $ て 我に 就く Z1 と 能は ざ るを 慮る のみと、 僧 日く 尼 

若し 我 か 願を 諸せ は、 湯 火と 雖も辭 せす、 现んや 其餘を や、 

一日 了 菴の上 堂に 大衆 雲集す、 尼寸絲 1: 着けす、 赤々 裸々 傲 

然として 衆 中に 出て、 高聲 R 其 僧を 召して 日く、 汝と約 あ $ 

速に 來 6 て 我に 就き、 汝か 欲を 肆 r すへ し、 と、 其 僧 驚き 走 6 

5 慧、 惪)、 ン  , 


て 潜 か R 山を 逃る とい ふ、 後、 菴を山 下に 營み往 來を接 侍す、 
晚年 薪を 最乘 寺の 三門 前なる 盤石 上 R 置きて 柴 棚を 作 6、 自 
ら火 を秉 6 て 火焰 裏に 入定す、 了菴來 6 て 問うて 日く、 尼ょ 
熟き か、 尼ょ 熟き かと、 尼 答 ふ、 冷 熱は 生 道 人の 知る 所に あ 
ら す、 と、 云 ひ 終うて 寂 r" 骨を 收めて 攝取菴 に搭 す、 最乘 
寺 堂 前 火 定石 あうて 今 猶ほ存 すと S ふ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H ジュン 慧順 1  一 i: o: o: 〔淨 土宗〕 筑前少 林 寺の 開山な 
慧 順は 秀蓮 社長 譽と號 す、 下 總香取 郡の 人 其 俗姓 詳か ならず、 
法を 河 越感譽 R 嗣 ぎ、 筑前福 岡 少林 寺を 開く、 寬永 十七 年 十 
月 二十日 寂 r" 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

H シヨ 惠 助 2 九 六 八) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
惠助は 持 明院の 子、 正 安二 年 八月 四日 出家し、 延慶 三年 十一 
月廿 六日 孕 戒 す、 寂 年 及 CA 壽歃 く、 (三 井續灯 記) 

エシヨ 1 慧勝 (一四 三 〇) 〔三論 宗〕 大和 大安 寺の 僧な- CN、 
慧勝は 大和の 大安 寺に 居う、 衆と 共に 學 習し、 常に 法 華を 誦 
す、 寶龜 年中 遊 方して 近 江の 御上 山に 上う、 法 華を 持 誦す、 
後 其 終 年を 知らす、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

H シヨ ー 慧勝 ( . 〕 〔 …… 〕 大和 延興寺 の 僧な 6、 

慧 勝は 大和 延興 寺に 在うて 浴室を 司と る 其詳傳 なし、 (本朝 高 
僧 傅} 

H シヨ ー惠昌ニー\一 ^ 〔淨土宗〕近江正會寺の僧なり、 
惠昌 字は 圓融と 云 ふ、 西 蓮 社 東 譽と稱 す、 俗姓は 八 木 氏、 近 
江國彥 根の 人な 二十 歲 R して 同所 宗 安寺に 入う 出家す、 
後江 戶に 至^^ 增上 寺源譽 存應傳 通院 了 的に 歷事 して 宗學を 
修め 錦 織 正 念 寺 R 住し 盛 R 法 門を 弘 通す、 慶 安二 年 六月 十三 


エ( 慧* 惠) シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 四:) 


工 Sr 惪) シ 


日 寂す、 壽六 十九 歲 、(鎭 流祖傳 、淨 土總 系譜) 

H シヨ ー 直 心淸 2 六 七 二) 鎭 西の 醫僧あ 6、  惠淸 は宋 
の 僧な. CN しが、 皈 化して 鎭西 R 居 6、 醫を 善くす" 長 和 三年 
藤 原淸賢 按察納 言と なり" 師 をして 砂金 千 兩を齎 し、 宋に往 
きて 治 眼の 方 1: 求めし む， 寂 年壽缺 く、 (皇國 名 醫傳) 

文 シヨ 1 慧照 ( . ) 〔曹 洞宗〕 上 總眞如 寺の 禪 僧な 

り、 慧照 字は 照應 、上總 の 人、 陳叟 明遵に 師事して 眞訣を 
受け、 洞 泉 寺に 主と なり、 眞如 寺に 移る、 寂 年 及 ひ 壽缺く (日 
本 洞 上 聯燈錄 ) 

x i/ ヨ ー  直 也^^  一ー チト 5 日 透を 見よ、 

エシヨ I 直 心 照 カク ショ！ 赫照を 見よ、 

V ー シヨ ー 慧性ュ チシ  ゾ日眞 を a よ、 

エジヨ ー 慧成〇 1S1) 〔曹 洞宗〕 三 河 長 岡 寺 第二 代攻 
i  慧成 字は 春 岡、 盧嶽等 都に 師事して 其 法を 嗣 き、 辭し 
て 諸方に 遊 a 、 參河大 窪に 菴居 す、 菴は 後に 寺と なぅ 長 岡 寺 
と稱 す、 即ち 廬嶽を 奉して 開山と なし、 自ら 二 ife に 居る" 次 
R 總持 寺に 出世し、. 延德 三年 遠 江 Q 大洞 寺を 主と る、 寂年缺 

く、 (日本 洞上聯 燈錄} 

H;、 ン 3 1 慧常 a 四 二 S 〔戒律 宗〕 祖鑑眞 和 上の 弟子な 

6、 慧 常は 唐の 人、 鑑眞 R 師事し、 天平 勝寶五 年に 和 上に 從 

ひて 來 朝し 和 上の 戒律 弘 通の 敎化を 助く 示 寂 年蒔缺 く、 (本朝 

高僧 傳 、律苑 僧寶傳 ) 

エジヨ 3 慧定二 _ s: o 二 〔眞宗 〕筑 後 荒木 村 淨 光寺の 住持 

f,  慧定  一 R 慧成に 作る， 案 司と な 6 て 文政 七 年よ 6 高 

倉學 寮に 彌陀 偈經 、敎 觀綱宗 、妄盡 還 源觀五 事、 毘婆裟 論を 


H  (慧 、惠) シ ~ ■セ 


講 し、 天 深 九 年 十月 二日 (一 R 三日} 擬講 とな， り、 十一 年 成 唯 
識 論を 講 し、 十三 年 二月 二十 三日 寂す、 (高 倉 學寮講 者 列傳稿 
本) 

エシ ヨ！ イン 慧 tt 院 一ー チジュ 日受を 見ょ、 

XX! 慧崇 (lloi) 〔曹 洞宗〕 能 登 洞 谷 寺の 禪 僧な $、 
慧崇 字は 無 等" 總持 寺の 峨山 紹碩に 參し 旨を 得た 6 .洞 ハ 心 寺 
に 出世し 又光穩 寺 2: 開く、 某 年 崇法嗣 天菴禪 曙の 一人 あ々、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

X ス— 慧崇ヘ lg 2i 〔臨 濟宗 S 模建長 寺の 禪僧 なぅ、 
慧崇 字は 白雲、 下野の 人 法 光禪師 の法嗣 となる、 初め 圓覺寺 
に 住し、 後 建 長 寺に 遷 る" 晩年 覩史菴 に 退 休す、 貞和二 年 十 
月 晦日 病な く 寂す、 壽八 十四、 遺偈 あぅ、 人間 逆旅、 來往 如， 
織、 久客卽 今 歸去來 、•清風 明月 興 無， 極、 勅 謚佛頂 禪師と 云 ふ、 
(延寶 傳燈錄 "本朝 高僧 傅) 

H セ «, 施 --: H: 一 2: • 〔 . 〕 入 唐學問 僧な 6、 惠 施は 俗 

姓 小豆 氏、 孝德 天皇 白 雉 四 年 五月 道 嚴道述 道 光 等と 共に 唐に 
航 し、 後歸 朝し、 文武 天皇 二 年 三月 十八 日 僧正に 任せら る、 大 
寶 元年に 寂す、 (日本書紀、 續 日本紀 、僧綱 補任、 七 大寺 年表) 

H セン 惠先 CM x l e 〔 …… 〕 入 唐學問 僧な り、 惠先 
入唐 年時詳 ならざる も、 推 古 天皇 三十 一年 七月 新羅 大使 智洗 
爾 に 隨 a 、 惠齊 、幷に 醫惠日 福 因 等と 共に 歸 朝す、 事蹟 缺 く、 
(日本書紀、 本朝 高僧 傅) 

エ セン ニ 惠仙尼 ily sl 〔臨 濟宗〕 京師 大聖 寺の 尼な-^ 
惠仙 尼は 後陽成 天皇 第 四の 皇女、 母は 中和 門院 文祿四 年に 生 
る" 慶長七 年 九月 十九 日 大聖 寺 k 入.. りて 得度す、 寬永 元年 職 


(九 四) 


書辭 名人 家佛 本日 


を辭 して 還俗し" 大聖 寺 東側に 居る、 因て 東 御所と 稱 す、 正 
保 元年 八月 十九 日薨 す、 壽 五十、 大歡喜 寺 ^ 葬'  天 祥院宮 と 
號す 、(皇胤 紹 運錄) .  . 

エゼン ニ. 惠盖口 尼 (一一 一五〇 ：> 〔 . 〕 大和 櫻 井寺の 尼な 

.5, 惠善 尼は 錦 織衰の 子、 敏達帝 十三 年 善 信 禪藏 と共に 出 
家す、 蘇 我 4 子 寺を 營み ，三 尼を 迎ヘて 供養す、 崇峻夫 ‘皇の 
元年 馬子に 請 6i て 求 法の 爲め 百濟に 赴き、 三年 春歸 朝して 櫻 
井寺に 住す、 寂 年壽缺 く、 (日本書紀、 元亨釋 #0 

xyl 慧聰 (一二 五 五〕！： . 〕 大和 法 興 寺の 僧な 0、 

慧聰は 百 濟の人 推 古 天皇 三年に 來 6、 高麗の 歸 化僧惪 慈と 共 
に法興寺に住し、 三寶の棟梁と稱せらる、 示^^の年時缺く、 
(日本書紀) 

〔考〕 元 亨釋書 本朝 高僧 傳に は崇峻 天皇 元年 三月に 來朝 すと 
あ- CN、 こば 日本書紀の 同年の 條 R 百濟ょ 6 惠摁 令斤惠 宴 等の 
來朝を 記す、 惠摟 慧聰を 同人と なせる ものな 6、 $ れ •名％ 書 
耙は 前後 別人と なせるな 6、 今は 姑く 書祀の 文面に 從 ふ、 

H ソ 1 惠综〇 i 四 丸) 〔眞 宗〕 大阪西 光寺の 住持な 6、 
惠琮は 冬と 越後の 產に して 本 立 院道粹 の 直 弟 ^ 6、 別 號を頫 

翁と 稱し 、或は 越 翁と S ふ、 博 學多識 にして 三論に 名 あ-^、 

寬政. 年間 山 命を 奉して 代講の 任に 當たる 乙と 兩 度に 及 ふ、 初 

め 桃花 坊の 紹介に て 西 光寺に 住し、 後 三業 惑亂の 頃、 閱閣對 

話の 和 融を 計 a 、 又 山 命を 奉し 美濃大 垣の 緣覺 寺に 下 6 し 時、 

勸 諭 南端に 跨 かりし にや、 一旦 關 東の 糾察に 就き 下向せ 6 と 

雖も 、不日に して 歸國を 免 3 れし とそ、 著作、 般舟讃 講錄三 

卷 、般 舟讃科 文一卷 あう、 (淸 流紀談 、本願 寺派學 事史) 


K  (慧 、惪) セ！ ソ 


文ゾ1 慧增 ( . ：> 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 僧な $、 

慧增は 醍醐 寺に 住して 法 華を 持す、 二十 八 品 皆ょ く誦 徹す、 只 
方便 品偈 中の 二字 記す る 能は ず、 自ら 謂ら く 定めて 是れ 宿礙 
在らむ、 と、 乃ち 大和 長 谷 寺に 詣し斷 食祈禱 す、 七日の 夜に 至 
ぅ、 夢に 龐 眉の 僧吿げ て 日 ふ、 汝 前生は 播磨賀 茂 郡の 人、 曾 
て 法 華を 讀み 、嚴 冬爐に 向て 讀 誦す、 火 迸 散し、 誤 6 て 二 宇 
を 燒く 、汝 補は ずして 死す" 是に 因ぅて 方便 品偈 中の 二字 記 
する 能は ざるな り、 今 彼 地に 其經 尙ほ存 し、 汝が 前生 中の 父 
母 も 亦存 す、 汝當に 速に 往きて 經を 補 a 、 且つ 父母に 遭 ふべ 
し" 云云、 慧增 即ち 賀茂 に往て 一家に 宿す、 家主 其 客を 見、 
聲を 聞きて 問 a て 日 ふ、 汝 何人ぞ 、恍 として 我 子 R 似た-^、 
と、 夫妻 二人 熟視して 訝る、 慧增 事情を 語る 父母 藍 C て經 
を 出し 驗 する に 果して 二字を 失す、 慧增 感嘆し •乃ち 書し 稀 
ふ、 これょ $ 前後 二世 父母 四 人 R 孝養を 盡した 6 と 云 ふ、 示 
寂の 年時缺 く， (本朝 高僧 傅) 

エ'ゾ ン慧存 ( . )〔 淨 土宗〕 信 濃靜松 寺の 僧な り、 

慧存は 定蓮社 等 譽と號 す、 傳隨に 師事して 法を 嗣 ぎ、 信 濃 靜 
松 寺に 主と なる、 寂 年 及 世壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) 

文 タク 慧澤 ( . )1; 臨 濟宗； m 都 東 福 寺の 禪 僧な 6、 

慧澤 字は 希 雲と 云 ふ、 金山 旭の 法 孫なる 通 叟徹に 參 する こと 
多年、 遂に 其 法を 嗣 ぎ、 京都 東 福 寺に 住す、 寂 年及壽 欠く、 
(延 寶傳 燈錄) 

本タク 慧澤 ニ チュ— 日祐を 見よ、 

エタ ッ _達 (一四 5〕 〔戒律 宗〕 祖鑑眞 和尙の 弟子な 6、 
慧達 俗姓 缺 く、 唐 {C 生れ 出家して 鑑眞に 師事し、 天平 勝寶六 


H  (慧 、惪) ソータ 


書辭 名人 家佛 本日 


C 〇 五） 


H  (慧 、惪) 夕 


H(ir 惠) 夕 


年 R 眞和 上に 隨ひ て來 朝す、 示 寂 / > 年賠歃 く、 (木 朝 高僧 傅} 
ヱ タツ 慧達 ii xi 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な-、 
慧達 俗姓は 秦 氏、 美 濃の 人な $、 藥師 寺の 仲 繼和尙 に從 a て 
法相を 受け、 初め 藥師 寺 R 住し、 後、 近 江 比 良 山に 登うて 修練 
する ネの久 し、 文德 天皇 不豫の 時 勅を 奉して 病を 禱る •淸和 
天皇 貞觀五 年 神泉苑 に御靈 會を營 む や、 師其 導師に 擢抜 せら 
る、 尋きて 僧綱 R 任せられ、 元 慶二年 八月 二日 寂す、 壽 八十 
三、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

文 タン 慧湛 21 六！！) 〔曹 洞宗〕 遠 江 可睡 齋の禪 僧な 气 
慧湛 字は 潜 龍、 駿河の 人、 俗姓は 林 氏、 幼に して 出家し、 諸方 
R 歷參 して 後、 天 陽 一朝 R 師事して 其 印 可を 付せられ、 天 陽 
の 寂 後 席を 踵き て 遠 江 可 睡齋に 主と な. CN、 一  ■座 十五 年 其敗頹 
を與 す" 晩年 退きて 菴 居し、 寂 年 及壽缺 く、 法 嗣天叟 善 長の 
一人 あ. CN、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エタ ン慧湛 ii o: o: -t: 〔臨 濟宗〕 鎌 倉壽福 寺の 禪僧 なう、 
慧湛 字は 大用 京師の 人、 佛 光禪師 の法嗣 となる、 壽福 寺 R 住 
す、 晚年正 隆菴を 構へ て 屏 居す、 貞和 三年 五月 甘 五日 寂す、 

遺偈 あう、 諸佛 凡夫、 不生 不滅、 今日 天 風、 庭 柏 吹 折、 勅謚 

靈光禪 師と云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

H タン 惠湛一 一一 一一 一 PV 一 〔臨 濟宗〕 備 * 寶福 寺の 住持な う、 

惠湛 字は 象 海、 俗姓は 米 谷 氏、 讃岐 豐田 郡の 人な 6、 早年寶 

福 寺 立巖久 禪師の 下 R 投し侍 童と なる、 十七 歲 自ら 發 憤し 誓 

ひて いふ、 此生に 道 業 成らす は、 他日 何を 以て 群 迷を 度 せん 

かと、 出 遊して 諸 宗匠に 歷 謁し、 參究 功を 積め 6、 二十 八歲 

寶福 寺 R 歸 へる、 同 寺の 住持 鐵堂 石禪師 危篤な う、 師擢 てら 


れて 住持と なる、 享保 元年 三十 五歲 にして 江戶に 遊 ふ、 攝律 
の 路上 脚 指 石 R 蹶し 忽然 省覺 す、 同 十四 年 東 福 開山 忌に 衆 請 
にょ $ 後 版と なり、 選佛 道塲に 坐す、 僧 錄某師 の 請に ょり 南 
禪寺に 寓 する Z1 と 半 夏に して 法 化 盛な 6、 十七 年 十月 東 福 寺 
R 結 制す、 滿堂 一千 七 百餘 人な 6、 十八 年 六月 微恙 あう、 七 
月 十二 B 泊 然として 寂す、 壽 五十二、 臘三 十九、 寬保 三年 勅 
謚佛眼 大觀禪 師とい ふ、 (續 日本 高僧 傅) 

Hf ン 慈 日 一 55 55 〔臨 濟宗 3 阿波 見 性 寺の 禪 僧な 6、 
慧旦 字は 大震 阿波の 人、 十 歲德島 興 源寺大 室 r 投 ず、 十八 歲 
見 性 寺 R 留る 、後出 遊して 隱 山、 卓洲 、行應 、太 元 ir. 歷 事し、 
遂 R 太 元の 法を 嗣き 、見 性 寺に 住す、 寺務五 十餘 年、 大に宗 
風を 張る、 明治 三年 八月 十七 日 寂す、 壽七 十九、 

X タン 惠潭 ( . 〕〔 臨 濟宗〕 大和 吉野 山の 隱者 なう、 

惠潭は 奥州 白 河の 人、 坂 上 氏な 6、 初め 並河義 豪と 云 ふ、 世 
々武家 M う、 夙に 文武の 技に 達して 令名 あう しも •世事を 厭 
ふ意禁 しか ^ く、 妻を 娶ら す、 男を 養 a て 家 嗣と江 す、 後、 家 
を辭し 歌書 二 卷を携 へて 行脚し、 駿河 R 至う 松 蔭 寺白隱 禪師 
の 弟子に 謁して 臨 濟の宗 風を 傅へ、 京師を 經て 大和に 至 6、 
吉野 山中に 隱捿 し、 時々 和歌の 師な る栂 井一 室に 音信を 通す、 
寂年月日詳ならす、壽六十八、(近世畸人傳) 

H タン 慧潭一 111 競 c 臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 6、 
慧潭 字は 匡 道、 號は要 津と云 ふ、 和 泉堺の 人、 俗姓 指 吸 氏、 後 
蘆 氏を 稱 す、 文化 五 年 R 生る、 文政 三年 十三 歲に して 大阪高 
津少林 寺 月叟の 下 R 投 し、 月叟の 寂す る 後讓を 受けて 少林 寺 
に 住す、 弘化二 年 三十 八歲兵 庫祥福 寺に 住し、 明治 十 年 東 福 


(一 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


寺に 住し 一 住 六 年 R て 辭 し、 二 十六 年 妙 心 寺に 住す、 明治 二 
十八 年 十月 卅 一日 寂す、 壽八 十八、 

ヱ タン 慧端 ii i AO 一一 一 〔臨 濟宗〕 信 濃 正受巷 主な 6、 慧 
端 字は 道 鏡、 信 濃 飯 山 侯 松 平 某の 庶子な 6、 十九 歲 江戸 麻布 
の 東北 庵 無難 禪師 r 師事し、 臨 濟の宗 風を 參究 す、 後 奥州 ic 
遊び、 虎 哉、 一源 等の 諸老に 參し 、再び 麻布に 歸ぅ 、無難に 
謁す、 無難 師を 擧げて 法 席を 讓らむ とすろ も" 師辭 して 受け 
ず、 信 濃 飯 山城 上 倉 村 R 隱れ茅 茨を 結びて 正 受菴と 云 ひ 自ら 
採 薪 汲 水の 勞 R 服し" 正 修正 行を 事と す、 衆に 示して 日 ふ、 
夫 正 念 工夫 之 端的 未， 悟入 者、 切須 ，見，， 眞正 導師， 決， 定願心 ^ 
旣得 ，1 决定一 去、 十二時 中 四 威儀 之 間 須¥以=1 正 念 工夫 不 -- 打 失- 
爲 t 第一 ±-* 云云、 佛 成道偈 「六歲 凝 k 神窮苦 身、 凡愚 不 k ii 解-- 心 
眞ハ 明星 見 了 有= 何事 一 亘古 流今累 = 幾人 Lr 「盡 k 巧 勞-心 設-- 化 
城 T 六 年端 坐不 -1 輕輕 〖後 來莫ご 認總閑 事、 今古 明星 輝-- 五更、」 達 
磨总 「千古 儼 然相未 k 泯、 威風 凛 凛、 祖師 神、 誰 言 隻履歸 k 西 去、 
霜染， ，楓林， 面目 新、」 隻 履西歸 幾何 年、 諸方 風 色 暗寥然 、玄冥 
霜 後 楓林 曉 、處 處爭： ，朱 一撩 天、 享保六 年 十月 六日 平 旦遺偈 を 
書し 寂す、 壽 八十、 臘六 十二、 正受菴 側に 葬る、 末 後一 句、 至 
急難 X 道、 言 無 = 言言 — > 不 k 道不 -道、 寶曆九 年 二月 白 隱鶴禪 師法 

位を 追贈し 妙 心 第一 座と なし、 私謚的 翁と 云 ふ、 (正受 老人 崇 

行錄 、續 日本 高僧 傅、 近世 禪林僧 寶傳) 

? ブン慧 珍  一 A-t ^ g 一 論 宗〕 大和 大安 寺の 學僧な 

慧珍は 京都の 人、 源 顯國の 子な 6、 覺樹 に從ひ て 空 宗を受 け、 

東南 院に 住し 三論を 弘む "久 安二 年 維摩 會の講 筵 R 座し、 權 

律師に 任す 9 長 寬二年 春 大安 寺に 住し、 仁 安二 年權少 僧都 R 


工 (慧 、惪) ターチ 


任す、 師 私財を 以て 東大寺の 食堂を 修補し、 其 功に よ 6 主務 
R 任し、 兼ねて 法務を 司と る、 師辭 して 寬信に 讓 6 嘉應 元年 
夏 奏して 大安 寺を 印を 解き、 上足 聖慶に 讓 う、 東南 院に 退き 
十月 十五 日に 寂す、 壽 五十二、 (本朝 高僧 傳) 

H チン 慧鎭  エン クヮン 圓觀 5: 見よ、 

エチユ 1 惠忠 (S 三 丸) 〔法相 宗〕 奈 良藥師 寺の 學僧な 
6、 惪忠 俗姓 不詳、 藥師 寺に 留 うて 法相を 弘む 、寶龜 三年 維 
摩會 講師と なる、 同 十 年少 僧都に 任せら る、 (七 大寺 年表) 

エ チ ユ 1 慧忠 ( . x 三論 宗〕 大和 大安 寺の 學僧な 

う、 慧忠 俗姓 秦氏 山背の 人 在う" 大安 寺 r 住し、 講論 微細に 
入る、 時 R 智者と 稱 せらる、 性 遊 化を 好み、 五畿 七道 杖鞋殆 
んど遍 し、 後 七十 餘 にして 寂す、 其 年時缺 く、 (元 亨釋 書、 本 
朝 高僧 傅) 

エチユ 1 慧伸 ニ チ セ ソ日詮 を 見よ、 

? ブヨ ー 慧潮 ii SJ 〔眞宗 〕武 藏江戶 駒 込還來 寺の 住 
持な 6、 慧潮は 東 本願 寺の 皆 乘院惪 忍に 師事し、 內外 の學 
を受 く、 後江 戶駒込 西敎寺 中還來 寺 r 住し、 西 敎寺慧 海に 道 
交 あう、 天 保 元年 五月 十六 日 寂す、 壽七 十二、 

エチ 3 1 P 澄 チク 丨癡 空を 見よ、 

ェ タッ * 徹 i o O SH  〔曹 洞宗〕 美 濃鞴陀 寺の 開山な 6、 
慧徹 字は 無 極、 俗姓は 藤 原 氏、 武藏兒 玉黨の 後な う、 父甞て 
足 利 義隆に 事へ しが、 國變に 値て 肥 前に 移う** 遂に 永住の 地 
と定む 、師 觀應 元年を 以て 生れ、 十四 歲 にして 日向 皇德 寺鞣 
著禪師 に 役して 剃髪し、 受 具の 後 諸方に 遊歴して 徧く名 宿に 
參 する 十 餘年 "未だ 悟る 乙と 能は ず、 越 州 VC 赴き、 天明 和尙 


5 慧 、惪) チー チ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 五） 


ェ( 慧 、惪) チ 


工 (慧 、惪) 5- 


it 謁す、 時に 三十 六歲な う、 爾來 左右に 侍する 乙と 八 年" 辭 
し 去うて 武藏 小山 田に 菴 居す、 時に 了菴和 尙最乘 寺に 住して 
法 席 甚だ 盛んな うと 聞き、 往て拜 謁し、 參究 久しう して 印 可 
を 受け、 命せられ て 分 座說 法す、 尋で總 持 寺に 出世し、 龍 泉 
寺に 移* CN、 補陀 寺を 開く、 時 R 丹 波 永澤寺 主席を 虛し師 請せ 
られて 主と な*^、 盛んに 法 幢を樹 つ、 永 亨二年 十二月 二十 八 
日 寂す、 壽八 十一、 臘六 十八、 武 藏龍穩 寺、 上野 補陀寺 等は 皆 
師の 請せられ て 開山と なう し 地な 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 

文 5* ツ * 徹二： 二心 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の禪 僧な 6、 
慧徹 字は 汝 南、 其 俗姓 生國詳 かならず、 琴江薰 の法嗣 なる 文 
溪作に 參して 印 可を 受け、 明 應八年 東 福 寺に 住す、 永 正 四 年 
五月 二十 七日 寂す、 藕絲 軒に 塔す、 (延 寶傳 燈錄) 

文》プ ツ慧哲 一ー チ テ 1 日廷を 見ょ、 

X チン 慈 天  一 〔淨 土宗〕 武藏勝 願 寺 第 八 代な う、 
慧天は 慈智 蓮社定 譽殼 龍と 號 す、 不殘に 師事して 法を 嗣 き、 
鴻巢勝 願 寺に 住す、 元 和 三年 十月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜) 

H チン 慧天 -1 チォ ー 日應を 見ょ、 

エタ ン慧畛 v ii o: (華厳宗) 大和 東大寺の 別當 なう、 

惠畛は 出家して 華嚴を 究め、 寬平二 年 三月 二十 三日 東大寺 別 

當に 任し、 同 四 年 律師と なう、 昌泰 三年 二月 二十 六日 寂す、 

壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

m ブン « 傳 i HH c EO 〔淨 土宗〕 祀伊光 恩 寺 開山な 6、 

慧傳 字は 禿 翁、 樂蓮社 信 譽と號 す、 俗姓 源氏、 永祿 三年 參河 

松 平に 生る、 十一 歳の 時 大樹 寺 成譽に 謁して 薤髮 受戒し、 其 


勸め によ 6 武藏川 越の 蓮馨寺 感譽に 業を 受く  "久しから すし 
て 感譽 寂せ しかは、 增上寺 觀智國 師 </'c 師事す る こと 十數 年、 
顯密 大小 畧其 淵源を 窺 a 、 且つ 本邦の 神道を 修む 、乃ち 所信 
を 實行 せんと， 諸國に 巡行し 京師に 入うて 天皇に 謁し、 上人 
號を拜 す、 去 6 て 伊勢 渡 會郡山 田 原に 往き 、善導 寺に 住し、 
源 福 寺 九 # 文 華 上人と 道 交を 結 ふ、 天 正 十七 年 三月 十四日 文 
華に 從ひ 圓頓戒 並に 布薩 戒を受 く" 明年 宮鄕 の藥德 寺に 移り、 
數ヶ 月の 後、 那賀郡 小 倉に 牲 き、 土 豪 津田監 物 建つ る 所の 草 
廬 に 居る、 四 衆 靡 然として 道 風を 慕 a 雲集す、 由 來此鄕 人 多 
く 眞言を 信せ しが、 玆に 至うて 淨土宗 に 歸 する 者 千餘戶 に 及 
ふ、 檀請 によ 6 菴を增 築して 寺と なし、 懷岳山 光 恩 寺と 號 し、 
師 開山と なる， 慶長二 年 去うて 粉 川の 淸見 寺の 廢を奥 し、 運 
行 寺と 改 P、 又 大和 宇 知 郡 R 龍 崎 寺を 五條に 稱念 寺を 靱 め、 
後吉野 西方 寺 當麻護 念 院 R 住す、 瓦 R 安藝に 廣 島に 秃翁 寺を 
笪崎に 信樂 寺を 石見濱 田に 禿 翁 寺を 開き" 銀山 西 福 寺を 再興 
し、 出 雲 松 江 R 信樂 寺を 建て、 其 徒の 爲に大 原 法語を 講 す、 
慶 長. 八 年禪家 論戰を 挑み、 幕 命に より 信樂寺 R 會 して 論 筵を 
開きて 决を 取う、 師大 R 勝つ、 之よ 〇逭 譽益揚 る、 又伯耆 の 
印 敷信樂 寺、 小路 淨土 寺、 中 野 信 光寺、 因幡 鳥 取信樂 寺を 建 
つ、 十三 年 紀伊小 倉に 歸ベ 6 居る こと 七月、 熊 野 山に 登る、 
請 R 應し て廣瀬 大立 寺 ic 住す、 幡隨意 和尙來 りて 師を訪 ふ、 
師爲に 吹 上 R 草 菴を結 a て 居ら しむ、 十四 年 正月 知 恩 院靈巖 
和尙の 請に よ*^ て 宗祖 會の 導師と なる" 元 和 七 年 四月 十七 日 
大泉 寺なる 正 淸の廟 を 光 恩 寺に 移し、 廟地 及 a 湯沐の 殿を 師 
に # して 冥福を 祈らし 〇 、 幕府 又 鈴 九 法 蓮 寺を 建て、 信 宿の 
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處 とせし 0 、師 神道を 修めし か 故に、 屢々 鄕 人の 請に よ 6 て 
神祠を 建て 祭典を 司る こと あ {、 藏王權 現 も 亦師の 創立す 
ると こ ろ なり、 寬永 十二 年 三月 一日 寂す、 年 七十 六、 臘 六十 
六、 塔を 光 恩 寺の 西に 建つ、 (南紀 小 倉信譽 上人 傳、 鎭流祖 
傳) 

エト ン * 頓 mY  一: 淨 土宗〕 信 濃 芳泉寺 第一 代な 6、 
慧頓は 先 蓮 社 勸春稱 阿と 號 す、 甲斐の 人、 其 俗姓 詳 ならす、 
淸巖に 師事して 法を禀 け、 信 濃 上田 芳泉 寺に 住し 第一 世と 在 
る、 慶長 十六 年 五月 二十日 寂す、 壽 欠く、 (淨土 總 系譜) 

エト 1 « 等 r; 5: o: 〔曹 洞宗〕 加賀 金剛 寺 第 一 代な 3、 
慧等 字は 覺 翁、 尾 張の 人、 父は 前 田大岳 居士、 即ち 菅原 道眞 
の 後裔な 6、 十三 歲常樂 寺 材長春 良に 從 a て 下髮 し、 出 遊し 
て大圓 慧展に 謁し、 梅 山 和 尙所傳 の 法衣を 付せられ、 席を 踵 
きて 加 賀玉龍 寺に 住す、 天 正中 對 馬の 刺 史前田 長 種聘 して 龍 
淵 寺に 主 y2 らしむ、 筏 檀越 金剛 寺を 傲め、 延きて 第一 in: とす、 
慶長 十五 年 五月 十八 日 寂す、 壽 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H 卜 1 慧等  カク オ I 覺 翁を 見よ* 

H 卜！ 慧鎗 ii =I 〔眞宗 3 越 前 太 田 平 乗 寺の 住持な 6、 
慧鐺は 州の 演仙 寺の 次子な 6 、甞て 金津 卞關 R 就きて 修學 し、 

延享 三年 小經幣 箒錄を 著は し 世 r 印行す、 寬延某 年學黌 にて 

小 經及ひ 論 注を 講 し、 寶曆 元年 十一月 十五 日 寂す、 壽 五十八、 
宗主 謚して 顯明院 とい ふ、 能 化 職 R あらす して 學講 R より 院 

謚を賜 ふ もの 此を始 となす、 著作 以上の 外 四十 二 對勸辨 一卷、 

雪窻隨 筆五卷 あぅ、 (本願 寺通紀 、本願 寺派學 事史) 

エト 111 澄 (一一 四 四 二) 〔眞宗 〕 安 藝廣島 報 專坊の 學僧攻 


慧燈は 何 許の 人なる かを 知らず、 初め 俗 家の 子 r して、 
深 諦院慧 雲の 寺 ^ 傭 はれて 僕と な {、採 薪 汲 水の 餘 暇に 三部 
經を 聞き 覺ゆ 、院は 僧 R せんとて 其 由を 告 くれは 大 R 喜び、 
欣然と して 之に 從 a 、 剃髪して 僧と な 〇、 院の 伴僧と して 使 
はれ 居 ^ 6、 一日 院師の 不在を 時として 其 室に 入 6 て 見られ 
しに 讃阿彌 陀偈の 講錄を 認め 穴 6、 之を 披き覽 るに、 解義周 
備 、文字 も 簡潔 R して 能く 其 法に 契 ひ、 老成 人と 雖 $及ひ 易 
から S る 所 あれは 他日 上京の 時 之を 陳善院 僧樸に 示された 
6、 陳善院 珞 一讀大 に 感服し 誠め て 日く、 此の 如き 學才 ある 
ものを 伴僧に 使 ふとは 足下は 才を 愛する こと 5: 知ら 3 る 者な 
う、 と、 是に 於て 院大に 悟 6、 歸寺 する や 否や 早速 之を 檀徒に 
吿け、學資を給し勉學せしむ、然るに其後或る所へ洼談に招 
かれての 歸途 酒に 醉 a て 袈裟を 遺失し ける が、 院 之を 聞きて 
師 r 謂 a て 日く、 汝は 袈裟を 忘れて 歸 へ-^ / 2 る 由、 能く こそ 
首は 遺さ、 うし ぞと師 大に感 して 以爲 らく、 僧と して 袈裟を 
遺失せ しは 其 首を 遺せし も 同樣な 6 と 漸愧の 心 内に！！ し、 遂 
に 病を 發し て沒せ ( 學苑談 叢).. < 

エト，- イン 慧燈院 リョ  1 ゲン 令玄を 尾よ、 

文 卜 1 ダ イシ 慧燈大 師 ヶソジ d 兼壽を 見よ、 

エナン 直 心 南 二 V ガィ 忍 鐙を見 よ、 
f ー チ 慧日一 一一 g §? £ 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 なう、 
慧日號 は 東 明、 俗姓 沈 氏、 宋の明 州 定海縣 の 人、 九歲奉 化の 
大同 寺 R 投 し" 十三 歲祝 髪し、 十七 歲受 具す、 天 寧 寺 直翁擧 
R 師事し、 參究功 あう、 印 記を 受 く、 天童 靈隱 萬壽蔣 山に 歷 
遊し、 尋て姑 蘇の 承 天 寺に 留 6、 藏鑰を 掌る、 ま / 2 明 堂の 白 


工 (慧、 惠) 卜 


工 (慧 、惪) 卜—二 


H  (慧 、惠) 二 


雲 寺に 開 法す、 延 慶元筇 (元の 至大 元年〕 我書聘 至る、 即ち 翌 
二 年 東航す、 時に 三十 八歲 なり、 相模 r 下 北條貞 時 R 迎 
へられて 禪興 寺に 住す、 貞時 弟子の 禮を 執-^ 崇信 甚だ 篤し、 
住持 七 年 法 化 盛な り、 寺の 西に 白雲 菴を營 みて 退 休の 所と す、 
而 7P 幕府の 請 切なる ま、 に、 建 長、 萬壽 、東 勝、 壽 福の 諸 寺 
r 歷 住する こと 三十 年に ■むと す、 建武二 年後 醍醐 天皇の 勅 
にょ 6 京師 R 上る、 歷應 三年 再び 東 下し、 建 長 寺に 住す、 夏 
六月 微恙 あり、 菴中 に 退 休す、 十月 朔疾 篤し、 數通 $ 遺書を 
作-^、 四日 卯の 刻に 寂す、 壽六 十九、 臘五 十三、 七 處 十一 會の 
語錄 あり、 遺偈に 日 ふ、 六十 九 年、 有 k 生 有， 死、 古渡 雲收、 
青山 在 k 水、 門人 本菴に 全身 1: 瘗め大 明 塔を 起す、 (塔銘 、延寶 
傳燈錄 、本朝 高僧 傅、 日本 洞上聯 燈錄) 

〔考〕 慧 日の 時代 臨濟 曹洞對 立の 狀な ければ、 慧 日は 曹洞宗 
の 法 脈を 傅 持せ る、 % 、 常に 臨 濟宗の 寺に 住する と 其 宗の諸 僧 
に 同じ、 

エニ ン « 仁 -: i A: -t: 〔淨 土宗〕 相 模報土 寺の 開山な り、 
慧仁 は觀 蓮社芳 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かなら す、 觀譽 上人に 師 

事して 淨土敎 を 學 a 、 光明寺 r 住す、 後 相 摸 浦 川鄕に 報 土 寺 

を 開く、 大永七 年 八月 二十 七日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

そーン惠忍 ^1 11 8宗〕羽後米澤長命寺の十代なぅ、 

惠忍號 は 皆 乗院と s ふ、 出 羽の 人な*^、 東 本願 寺 末なる 米澤 

長命 寺の 第 十代の 住持と な 6'  內外 の學に 通し、 就中 國學に 

精し、 寶曆二 年 退隱」 天明 三年 九月 十九 日 寂す、 壽九 十一、 

弟子 慧潮 あう、 著作 二 河 白 道 長歌 一卷列 行せ り、 

ヱ こ ン慧 任 5i §i 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第二 十二 


_ H  (慧 、惠  ¥  I  __ . 

代な-'、 慧任 字は 亮辯、 父は 小島 氏" 母は 河內 の田邊 氏、 寬 
文 五 年を 以て 攝津 大阪に 生る、 延寶六 年 十四 歳に して 天滿の 
寶珠院 にて 剃髪し" 七 年 四 度の 瑜枷 行を 修し 、翌年 三月 灌頂 
を 受 く、 秋 八月 西藏 院賴雅 r 從 a て豐山 r 登り、 天 和 元年 尊 
如 僧正に 謁して 講莛に 交は る、 元祿 十五 年 三日 傳法大 阿闍梨 
となり、 寶永七 年 五月 隆慶 僧正の 命に 依 6 喜 穸坊に 住し、 秋 
九月 六日 傳法會 竪者に 選は る、 正 德二年 三月 醍醐 山 r 登り、 
報恩 院寬順 大僧正に 依う、 親しく 兩 部の 秘奥 及び 諸 尊の 密軌 
を受 く、 仝 五 年 七月 武藏中 野寶仙 寺を 主 € り、 享保二 年 三月 
護 國寺快 意 大僧正に 就きて 傳法院 流を 受 く、 同 七 年 十二月 幕 
府の 命を 蒙. りて 彌勒 寺の 席 R ff し、 仝 十五 年 四月 十一 日 亦 護 
國寺に 轉 住を 命 せらる" 十七 年 春 鎌 倉の 智光を 請して 西院の 
奥 秘を傳 ふ、 十九 年 九月 特に 豐 山の 席に 補せられ、 十二 n 幕 
府の 執奏に 依う 權 僧正に 任ず、 元 文 元年 三月 二十 八日 僧正に 
轉ず 、仝 五 年 秋與喜 寺に 退 閑し、 寬保二 年 五月 二十 二日 寂す、 
壽七 十八、 臘六 十五、 (豐山 傳通記 追加、 勸學院 記) 

ユ手ン慧然ーー1 ?# |1〔眞宗〕和泉堺專稱寺第八代な6、 
慧然 一名は 義融 、號を 海 東 又は 華藏菴 とい ふ、 元 祿六年 和 泉 
專稱 寺に 生る、 幼 ^ して 聰穎な 6、 時の 儒宗と 交は う、 弱冠 
R して 京都 ic 遊學 し、 慧 空の 門下に 列し 深く 一宗の 要義を 
究め、 尙ほ華 天の 學に 通し、 三十 七歲 宗主 光 性 上人の 命を 受 
け、 東 本願 寺の 講師 職と な 6、 香嚴 院と稱 す、 從來 枳殼邸 の 一 
隅なる 學舍 狭隘を 吿 くるを 以て 本山に 請 a 、 高倉砘 魚 棚 上る 
處に學 寮の 再興を 企て、 寶曆五 年 R 成る、 同年の 坐 夏 ic 顯深 
義 記を 講 し、 翌年の 坐 夏に 選 擇 集を 講ず、 以後 累年 文 類聚鈔 


(五 五） 


書辭 名人 家佛本 日 


大 無量 壽經、 觀 
無量 壽經 、三帖 
和讚を 講ず、 講 
師職 R ある 乙と 
三十 五 年、 明 和 
元年 正月 十五 日 
京都 R 於て 寂 
す、 壽七 十二、 

著作 顯眞義 記 四 
卷ぁ 6、 ( 慧然 
傳 、高 倉 學寮講 
者列傳 稿本) 

エ《ク慧白 =:: 55;: 0: 2: 〔眞宗〕能登宿材西照寺の住持なぅ、 
慧白は 心 書院と 號 す、 寮 司と な 6 て 文政 十三 年、 高倉學 寮 R 
法 華 入 疏を講 し、 天 保 九 年 十月 二日 (一に 三日) 擬講 R 任じ 十 
二 年 夏 秋の 交 講演 法 華 儀 稱讃淨 土 經を講 し、 十四 年 十月 六日 
寂す、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

X ベン 惠便 (一二 四 四) 〔 . 〕播 摩の 僧な* 〇/  惠便 

は 高麗の 人な ぅ、 我國 ic 皈 化す" 敏達 天皇の 朝  >  一 たび 佛敎 

排擊 せられ たれば 俗に 還 6 播摩に 潜む、 同 十三 年 九月に、 百 

濟 ょぅ 鹿 深 臣彌勒 石像 一軀 、佐 伯連佛 像一軀 を齎 持し 來る、 蘇 

我 馬子 此二軀 を 請 ひ 得て 祀 らんと し、 乃ち 司 馬 達 等、 池 邊 氷田 

を 四方 R 使して、 修業 者を 索め、 適播 摩に て 惠 便を 得、. 請し 

來 6 て 導師と なす、 師は司 馬 達 等の 女 島 等を 度し、 二軀 の靈 

像 ic 奉仕せ しむ、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 元 亨釋 書) 


31 べン慧辯 5:: ^: 5宗：一伊勢國富田龍泉寺の住持な 
慧辯號 は 離 有無 院と云 ふ、 眞宗高 田 派なる 伊勢 富 田の 
龍 泉 寺 R 住し、 學譽 高し、 明 和 五 年 六月 廿 六日 寂す、 壽缺 く、 
著作 淨土 大名 目 集註 等數部 あう、 

エホ ー 慧芳； _: 2: ハ 〔曹 洞宗〕 加 賀玉寵 寺の 開山な $、 
慧芳 字は 桂巖 、常 樂寺喜 叟周津 R 參して 旨を 得た 6、 尾張大 
守源廣 居士 請して 常樂 寺 R 住せし む、 天文 年中 郡 主 前 田 氏 玉 
寵 寺を 建て 師其 開山と なる、 天文 十五 年 八月 二十 八日 寂す、 
壽 欠く、 法 嗣材長 春 良の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エボ —慧萌 (一 园二6〔臨濟宗〕寶福寺の禪僧な-^  慧 
昉 字は 大体、 山城 國 愛宕 郡 北 岩 倉 村の 人な 6、 六歲 郡の 木 野 
村 正 福菴竺 傳應の 下に 沙彌 となる、 十六 歲東福 寺 象 海湛を 問 
a て 掛搭し 侍者と なる、 平素 工夫を 事と して、 茫然自失 せる 
乙 と あ 6、 夢中 侍者と 稱 せらる、 二十 三歲 日向に 下. CN、 古 月 
材禪師 を 問 a 所見を 呈 す、 二十 七歲祀 伊熊 野に 行脚し、 偶駿 
河白隱 鶴の 宗 風を 聞きて 東 下し、 一 謁して 深く 心服し、 掛搭 
を 乞 ふ も 許 3 れず 、乃ち 隣 里に 假 居し、 漸次に 近附 して 敎示 
を受 く、 遂に 許されて 侍者と なう、 參究功 あ 6、 法 印を 傳ふ 
井山に 住して 法 化 盛な 6、 六十 歲疾あ 6 大雲 雪に 祖 系を 付し、 
幾 もな く 示 寂す、 某 年 六月 三日な 6、 壽 六十、 法臘 五十 五、 
嗣法者 十一 人な* ( 續 日本 高僧 傅、 近世 禪林僧 寶傳) 

H ミ慧彌 (ニー 六 九) 〔 . 3 大和 元 興 寺の 僧な う、 

慧彌は 推 古 天皇 十七 年 四月 道欣 等と 共に 肥 後 葦北 津に 漂着 
す、 勅して 元 興 寺に 留居 せし む •事蹟 詳 ならず、 (日本書紀、 
元亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 


H  (慧 、惠) ハ— < 


工 (慧 ._ E x iM 


書 辭名入 家佛本  0 


(六 五) 


H  (慧、 惠) II I  ■ _ 5 慧 、惠) モー沙 


X ミヨ 1 慧明一  一一 〔曹 洞宗〕 相 模最乘 寺の 開山な ぅ、 
慧明 字は 了菴 俗姓は 藤 原 氏 相 模國糟 谷の 人、 建 長寺不 聞禪師 
u 業を 受け 後徧く 諸方を 歷 遊す、 通 幻 禪師 永澤寺 r 在て 洞 上 
の 宗旨を 盛唱 すと 聞き、 遂に 牲て禮 謁す、 其 下. に 侍する さ 多 
年、 後師 石屋 和尙と 東西に 在て 化を 並ふノ 學 者福昌 寺 R 遊ば 
§ . れぱ 必ず 最乘 寺 R 上る、 晚年應 接に 倦て 山を 去る こと 三 里 
餘の 地 ic 小院を 結で 住す、 應永 十八 年， 三月 二十 七日 寂す、 壽 
七十 五歲 、(日本 洞上聯 燈錄) 

エミ 3 1 .慧明 -1 チト-日 澄を 見ょ、 

'H ミヨ 1 慧妙一 •一 v 5: o: 〔 . 〕 大和 百 濟寺の 僧な 6、 

慧妙は 推 古 天皇の 末年に 唐に 渡 3、 後歸 朝す、 孝德 天皇の 大 
化 元年 勑を拜 して. 百 濟寺寺 主と なる、 天武 天皇 九 年 十一月 病 
に 臥す、 勅して 章 壁 皇子を 遣は し 慰問せ しめ 給 ふ、 同月： 寂す、 
(日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傳 R 、 入唐 嘉祥 寺吉藏 に學び 左* CN と あれぎ、 
詳なら ず、 

主£ 3 1イ ン慧 明院 -1 チ タヨ— 日 了を 見ょ 
エ T11 慧猛二 K 删 〔 1 11# 宗〕 河內 野中 寺の 律 僧な 

P,  慧猛 字は 慈 忍、 河內秦 村の 人、 秦河勝 二十 八 代の 孫な 

办、 父の 名は 宗伯 、母は 濱 氏の 出な* CN、 少に して 家塾 {C 就き 

て 詩を 學ひ 、出家を 思へ ど 名兩 親許 3 す、 常 r 議席に 周. 遊し、 

諸經 論を 聽 き、 遂に 素志を 遂けて 出 離し、 年 二 干 六 歲眞空 阿 

に從 s て 下髮染 衣し、 雲 龍 院如周 律師に 侍して 經. 疏を硏 き、 

久 くして 模尾 山の 心 王 院に往 き、 戒律に 意を 傾け、 覚永 十八 

年 春 懺悔 法を 修して 好 相を 得、 遂 R 通受の 法を 以. て自誓 受具 


す、 正 保 二 年に 十八 契印を 禀 け、 兩 部の 大法を 修し 、屢々 靈 
異を感 す" 不動 護摩の 法を 修し字 輪觀 R 入る、 三年 槇 尾の 寺 
衆の： 請に ょ 6 嵩 松院に 住し、 寺 規を擴 張して 大に 戒律を 唱 ふ、 
同年 夏 雨を 祈る、 承 應二年 求 聞 持の 法を 修し 、相次き て 此法 
を薰修 する 乙と 九 度、 皆靈應 あぅ、 明曆 三年 西大 寺に 到 6 て 
高 喜觀に 從ひ、 傳法灌 頂を 禀け 、興 正 菩薩 所 傳の祕 璽 及び 松 橋 
流の 密 印を 付せられ、 弘法 大師の 書きし 不動明王の 像を 受 く、 
戒疏を 問 a 大に請 益す、 寺を 距る數 十 歩の 地に 禪定 古寺 あり、 
平崇上 人の 創立に 係る、 村民 淨 財を 喜捨して 師の駐 錫の 所と 
す、 師 乃ち 一 廬を搆 へ 居る、 寬文九 年 政 賢英の 言に 從 ひ、 河 
內の 野中 寺の 廢を 興さん と 計る、 十年模 尾の 寺 衆に 嵩 松院結 
界の 事を 以てせし む、 衆議 多し、 故に 去$て 野中 寺に' 居る、 
寺は 只 風雨を 凌く K 足る のみ、 師 中興の 意 あ 6 ノ佛殿 僧房 構 
成して 奮 R 復 す， 十三 年 秋 主盟の .請に 遵 ひ て 洛 西の 桂 宮院に 
結界 し、 四 分 衆 法の 布薩を 行 ふ、 延寶 三年 正月 病に 遘ひ 、三 
月 十五 日 布 薩を行 ひ、 翌日 遺誡 數條を 書して 上足 慈 門 光 R 命 
して 席を 嗣か しめ、 二十 一日 初更 頭 北面 西 R して 滅を示 す、 
壽六 十二、 臘三 十三、 全身を 寺の 西北 隅に 葬む り、 塔を 建て 
常 寂と ぃふ、 著作 三 聚戒釋 要、 六物圖 略釋 、敎誡 律儀 鈔等若 
干卷 あり、 (律苑 僧寶傳 、本朝 高僧 傅} 

文 5 6 ク慧牧 ゲプ ロ元 廬を 見ょ、 

エリン 慧琳一 一一 1? 姑 貧 宗〕 伊勢 阿波 西弘 寺の 住持な 6、 
慧琳 字. は 懷 玉、 2に抱玉}といひ、號は龜陵と云ひ別に佛乘 
坊と稱 す、 正德 五. 年 五月；！ 日 •伊勢 安濃 郡 河 內衬願 了 寺に 生る、 
父は 知 節と ぃ S、 母は 俞田 氏の. 出な 6、 甫めて 九歲 R して 得 


，日 

本 

家 

人 

名 


五 


度し、 慧空 とい a 、 後慧 琳と改 む、 幼ょ 6 京 R 遊 a 、 未 7^ 弱 
冠なら すして 諸方の 學 匠と 交を 結 a 、 名聲を 揚く 時 R 和泉堺 
の 慧然內 外の 兩典に 達す、 師之に 就きて 一宗の 要義 及 a 華厳 
天台の 蘊奥を 究む 、慧然 講師と なる に 及 a 師 代うて 梼嚴經 を 
京都 R 講 し、 尋きて 一 一議と .なる、 蒔に 年 二 十九、 翌年 慧 然と 
共. に 學 寮の 再興  | 
を 企て、 幾 もな 
く 功 成る、 明 和 
二 年 五月 二十 五 
日慧然 に 代うて 
講師と な'^、 理 
綱 院と號 し、 ( 一 
R 之を 謚 とす〕、 

特 R 堂 班內陣 R 
進む、 此 前後 寶 
曆五 年ょう 天明 
七 年 ic 至る まて 
師の講 すると Z. 

ろは、 三 帖 和讚、 

圓覺經 集註、 四敎儀 集註、 十 不二 門 指荽抄 、顯 深義 記、 入 出 二 

門偈 、起 信論義 記、 文 類聚 # 、 四 帖疏、 愚 禿鈔 、三怙 和讃 、阿 

彌陀經 、大經 、選擇 集、 正信偈 、安樂 集、 往生 要 集 等な 6、 寬政 

元年 五月 廿 五日 同國飯 野 郡 阿曾 村西弘 寺に 寂す、 著作 記事 珠 

六 卷眞宗 龜鑑一 卷等壽 七十 五、 (碑文、 高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

エユ t 慧友 all? 6 〔眞宗 〕 大 阪天滿 三 光寺の 住持な 


6、 慧友 字は 了諦 とい a 、 父は 愚 然と 稱 す、 某 年 三 光寺に 居 
保 三年 二月 (一に 正 德四年 九月) 正 信 偈集解 四卷を 著す、 
九 年 秋 寂す 寂 後門 人 刪 集 解を 修して 世に 印 布す、 同胞 了慶も 
亦 學を以 て 聞 乙 ゆ、 (本願 寺通紀 、本願 寺 派學 事史) 

エリン 慧隣 2 三 〇 五) 〔 . 〕大 和 元 興 寺の 僧な $、 

慧 隣は 元 輿 寺に 住す、 孝德 天皇の 朝 十師の 一に 列す、 示 寂の 
年時缺 く、 (日本 書耙 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 本朝 高僧 傅に 入唐 嘉祥 寺吉藏 R 學び 、歸 朝の 後 白 m 二 
年に 僧正と なると あれ V も 疑は し、 

X リン 慧 輪 2 三 三 三〕 〔三論 宗〕 祖慧灌 の 弟子な 
慧輪は 俗姓 大原 氏、 慧師 と共に 慧灌に 師事して 三論を 受 く、 
天武 天皇 白 鳳 - 1 年 三月 僧正に 任せち る、 示 寂の 年時缺 く、 (僧 
綱 補任) 

〔考〕 三 國佛法 傳通緣 起には 大化二 年に 慧灌が 三論 講演の 勸 
賞に 師資 共に 僧正に 任せら ると あれと も、 今は 僧綱 補任に 從 

ふ、 

f ン慧輪 1 始 f  〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧な 6、 
慧輪 字は 雲屋 、京 © 人な り、 出家して 諸方に 遊， 拖し 、後、 祖元 
元に 師事し 法嗣 となぅ、 圓覺 寺 R 出世し、 參徒其 下に 集る、 
晚 年長 壽院を 瘸して 退 休し、 元亨 元年 五月 十日 偈を 書し 寂す、 
壽七 十四、 勅 論 佛地禪 師と云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

X リン 惠輪  チ H V 智 淵を 見よ、 

エリン 惠琳 ホ- リ  >. 法霖を 見よ、 

エリン 慧麟  ソ丨才 V 僧溫を 見よ、 

エリン 慧林  ショ 丨キ性 機を 見よ、 


工 (慧) ユ 


M  (慧、 憲) リ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 五: 5 


Hi、 惪) リ 


エリ ユ！ 慧流 ( . ) 〔淨土 宗〕 信 濃 芳泉寺 第二 代な 

$、  慧流は 歡蓮社 泉譽向 榮と號 す、 信 濃 佐 《郡の 人、 其 俗姓 
詳 かならず、 慧頓に 師事して 法を 嗣 ぎ、 芳泉 寺に 主と なる、 後 
上野高崎に退隱し、某年寂す、其年時並に壽欠く、(淨土總系鼢) 
ヱ 至  1  惠 隆 二 V キヨー 仁慶を 見よ、 

ヱ リヨ ー 慧亮 j sra fg- 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧^ 
慧亮は 信 濃 水 內縣の 人な う、 少ょ $ 比 叙 山に 登うて 出家 得度 
し、 天 長 六 年 夏 止觀院 に義眞 座主に 從 a て 菩薩の 大戒を 受け、 
圓澄 和尙に 就きて 顯密の 法を 學 ふ、 慈覺 大師を 拜して 日に 誘 
掖を 受け 益々 深奥を 究む 、衆 請に 應して 同 山 西 塔院に 住し、 
十 禪師大 法師 位に 任す、 師 常に 延曆 寺に 年度 者 二人を 置き 法 
華 維摩 金 光明 大安 樂經を 試みて 神賀春 日の 二 神に 供 せんと 欲 
す、 依うて 貞觀 元年 秋 上表して 之を 請 a、 翌年 三月 下旬 比叡 
山 西 塔の 寶幢院 に 之を 試 度し、 後弘仁 十四 年の 官符 r 準して 
大戒を 受けし め 先師の 式 R 遵 ひ、 十 年 山を 出て がらんと 上奏 
して 許可 せらる、 後洛 東の 妙法 院に移 6、 貞觀 元年 五月 二十 
六日 病を 得て 寂す、 壽五 十九、 (本朝 高僧 傳) 

エリ ヨ ー 慧亮； 一 ii j Eg: 〔眞宗 〕江戶 櫻 田 澄 泉 寺の 住持な 

6、 慧亮 字は 達 空、 號は涌 蓮" 別に 嵯峨 居士と いふ、 伊勢 國 

黑 田の 人、 淨 光寺 誓 海の 弟な $、 江戸 櫻 田の 澄 泉 寺に 住す" 

一日 高僧 傳を讀 みて 感發 し、 一封を 留めて 寺を 逃れ出て、 京 

師に上 6、 生嶋 某の 亭に 潜み、 後嵯峨の 獅子 巖の 下 ir. 隱捿 し、 

冷泉 民 部卿爲 村を 問うて 和歌を 學ひ 、後爲 村の 入道して よう、 

道 交甚た 深し、 平生 一物を 蓄ヘ す、 念 佛誦經 の 暇には、 唯 和 

歌を 詠して 樂め う、 甞て爲 材嵯峨 へ 尋ねた るに、 師菴 R あら 


HC 慧 、懷) 


S うし かは、 「住 かたは 都の 西と きゞ なから 霞へ ^ て、 春 7P へ 
にけ の 一首を 留めて 歸 る、 師後 和歌 五 首を 送れ 6、 其 一 
に、 「春 かすみへ / 2 て Z. し 身の おこ ^ 6 し 今 3 らく やし 君に と 
はれて/安永 三年 七月 廿 八日 寂す、 歌集を 獅乎巖 集と s ふ、 
秀作 多し 故鄕の 母の もとへ ゆく 人 あるとき 「忘れても ね S め 
するとは か 7^2 る なょ子は 老 ぬると 親の あとろ く」、 美人の 髑髏 
を 見る 繪の賛 、「朝夕の 鏡 も 今は 手 R とらし 乙れ を ま 乙との す 
かたみにして」、 ぬす 人 s うて わつ かに もてる 物を と-^ ていに 
ける とき、 「すてし 身は や ふれ 衣 R 麻 衾 ^ る 乙と しれとの 乙 し 
おき けん」、 無題、 「有 明の 月し つかなる 庭の 面に を 落る 
木のは をを きく」、 皆 其 人品を 窺 ふべ し、 (近世 畸人 傅、 眞岡湛 
海 氏 返信) 

エリ ヨ ー 慧頁 2 四 5) 〔戒律 宗〕 祖鑑眞 和 上の 弟子な 
$、  慧 良は 唐に 生れ、 出家して 鑑眞 R 師事す、 我 朝 天平 勝 
寶六 年 R 鑑眞 r 隨 a て來 朝す、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 
傳 、律苑 僧 寶傳) 

エ エー 懷英一 ii Ji s 言 宗： 一紀 伊 高野山の 撿 技な 6、 

懷 英字は 春 潮 房" 筑 後久留 米の 人な 6、 十四 歲久留 米の 祗園 
寺 快應法 印に 度を 受け、 寛 文 三年の 春 高野山に 登 發先院 
秀榮 R 師事し、 導て 蓮華 三昧 院秀 翁に 師事し、 法相を 研究し、 
後 南部に 出 遊し、 益 蘊奥を 極む、 內外 の學 成う、 高野山に 還 
$、 一山の 樞 要 R 當る 、元 祿の間 學侶行 人の 諍 論 ある r 際し、 
屢江 戸に 出て 周旋 奔走す、 貞享 元年 正月 門 主宥算 の勸め r ょ 
6、 高野山の 歷史の 編修を 志し、 諸事 繁忙の 間に も 材料の 拾收 
を 力む、 享保 三年 十二月 隆恭の 後を 繼 S て 第二 百 七十 八世撿 


(九 五) 


It 


辭 名人 家佛本  日 


挟と なる、 同 斗 高野山の 歷史 稿を 畢ぅ、 高 野 春秋 編年輯 錄と號 
し、 一部 廿一卷 あ 6、 後 修禪院 y 退隱 す、 享保 十二 年 七月 甘 
一日 寂す、 壽缺 く、 著作 高 野 春秋、 元 祿聖斷 記、 難 蘆 勢 萩 傅、 
高野續 往生 傅、 野 山 感通傳 、信 長 高野攻 記、 等 あ 6、 ( 高 野 春 
秋、 高野山 某氏 返信) 

エオ 1  麇^ S  シ rll タソ 周潭を 見ょ、 

エオン懷音；一 ?: ^ 淨土宗〕山城法然院中興一一世な6、 
懷音號 は 眞譽玄 阿と 云 ふ、 俗姓 生國詳 ならす、 出家して 淨土 
敎に 飯し、 濟度を 任と す、 壯年 大和 今 井西 光寺に 住して 葛 城 
寺稱念 寺を 再興し、 且つ 淨土考 原錄を 作ぅ、 痛く 敎 門の 流 弊 
を呵彈 す、 山城 獅子 谷 法然院 中興 忍徵 上人 考原錄 を 讀みて 深 
く感 し、 師を延 請す、 師因て 同院に 入 6、 忍徵 上人の 法 化を 
助く、 元 祿六年 八月 廿 五日 進 山し、 同 院中與 二世と な 6、 稱 
念 寺 葛 城 寺を 法然院 の支院 となす、 師 住持す ると 二十 二 年な 
6、 正 德四年 五月 五日 寂す、 壽缺 く、 著作 往生 禮賛 纂釋 三卷、 
淨土 考原錄 、盂蘭盆 會 法式 畧 解、 各一卷 あり、 (續 日本 高僧 傅) 

エガン  懷鑒 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越 前 波 著 寺の 禪 僧な 

6、 懷鑒 俗姓 不詳、 多武峯 覺晏に 師事し 禪を傳 ふ、 晏の遺 

命に ょり 道元に 從 ふ、 師の 下に 義价 、義 尹、 義演 、義 準、 義荐， 

義運等 あぅ、 法を 義价に 傳 ふ、 价は 後懷羿 の法嗣 となる、 (道 

元 和 尙廣錄 、建 撕記訂 補) 

VT キ懷義 二 •〇一 i.l •〔曹 洞宗〕 肥 後日 輪 寺の 開山な り、 

懷義 字は 天菴 日向 園の 人、 日向 守 盛 長の 季子な り、 幼よ 6 潁 

異 ，十歲 にして 肥 後の 大慈 寺鐵山 安に 投して 出家し、 其 下に 

師事す る 乙と 十五 年な り、 太守 菊 池 正 時 州の 日羅 寺を 再 輿し、 


工 (懐) ォ—キ 


師を 請す、 正 和 丙 辰進院 し、 化風大 r 振 a 、 大衆 一千に 餘 る、 
後醛醐 帝 師の 道譽を 聞き、 遠く 鳳 詔を 降して 慰問し、 且つ 扁 
額を 賜て 醫福山 日輪 興國禪 寺と 改む 、時に 延元二 年な 6、 師 
寺院を 創開す る Z. と 前後 十一、 道化 甚だ 盛な 6、 康安 元年 三 
月 某日 寂す、 世壽詳 ならず、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

エキ ヨク懷 玉 慧琳を 見ょ、 

エケ ン懷 謙 2 四 〇 丸〕 〔戒律 宗〕 祖鑒眞 和 上の 弟子な う、 
懷謙 俗姓 不詳、 唐の 人な 〇、 鑑眞の 門に 就きて 戒律 並に 天台 
を 傅へ、 天平 勝 寶六年 眞和尙 r 隨 a て 來 朝す、 示 寂の 年時缺 
く、 (律 苑僧寶 傅) 

エゲン 懷玄； ii gi 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第三 十一 
世な 6、 懷玄 字は 高算 、近 江の 人な 6、 出家して 豐 山に 登う、 
學成 6 て彌勒 寺 r 住し、 護持 院に轉 ず、 虛明 僧正 彌勒 寺ょう 
化 主と なり 職を 辭す るに 及び、 師其 後を 繼ぎて 天明 五 年 第三 
十 一 世 能 化 職に 普む、 在職 六 年に して 寬政二 年 十一月 二十 九 
日 寂す、 著作 起 信 私記 三卷あ 6、 ( 新義 眞言 宗史) 

H サン 懷山 (ニニ 五六) 【淨 土宗〕 伊勢 天然 寺の 僧な り、 
懷山は 其 氏 姓を 詳に せず、 幼に して 傳 通院に 役して 出家し、 
伊勢 國 阿濃津 天然 寺に 住す、 示 寂の 年月日 歃 く、 著作 淨土源 
流 章 解 蒙一卷 あり (鎭流 祖傳、 蓮門經 籍錄) 

〔者〕 懷山 は慶 長の 頃の 人な 6 こ 

H シュン 懷俊 (一八 二〇) ssn 宗〕 山城 SI 醐山西 谷 松 本 
の 已講な 6、 懷 俊は 永曆 三年 (元年 か) 遍智院 にて 義範の 印 
可を 受け、 後 小 野の 大乘院 に 住す、 懷 一に 快 R 作る、 松 本は 
一に 戒光院 と 云 ふちの あ 6、( 續傳燈 廣錄) 


工 (懷 }キ ー シ 


(〇 六） 


ェ(陵)シ— 3 


H  (會) キ！ シエ 上 永〕 イ—工 
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エシ 3 1 懷奘 j ^ OA S 洞宗〕 越 前 永 平 寺の 一一 代な へ 
懷奘字は孤雲とい 64 、京都の人、俗姓は藤原氏、九條相國爲 
通の 曾孫、 中 納言爲 賞の 孫な 6、 幼に して 橫 川の 圓能に 依う 
て 侍 童と なう、 二十 一歳に して 具足 戒を受 け、 止觀 、法 和、 
俱舍 、成實 、三論を 精究 して 旨 趣に 貫徹す、 一日 歎して 日く、 
大丈夫 -/2 る もの 當 に 言を 離れて 自證 すへ し、 安を 能く 層々 と 
して 海に 入う 砂を 數ふ るの 愚を 學はん や、 と、 遂 R 錫を 杖い 
て 遊 方す、 初め 多 武峰覺 晏和尙 に 參 す、 覺晏和 尙師に 首楞嚴 
頻伽 瓶の 譬を 示す、 師 即ち 空の 去來 無き を 知 6、 識の 生滅な 
き Z: とを 明む、. 賭に 道元 禪師歸 朝して 京都の 建 仁 寺に 寓 す、 
師之に 見ぇて 所 證を呈 すれと も 道元 肯 せす、 辭して 諸方に 遊 
ふ、 文曆 元年 冬 再 S 深 草に て 道元に 參 し、 誠意 歸 向す、 翌嘉 
禎 元年 菩薩 戒を受 く、 一日 道元 一毫 穿， 一 衆 穴， と $ ふ 因緣を 擧 
す、 師 言下 R 大悟し、 衆を 出て、 作禮 す-道元 日く 何を 見る" 
師答 へて 日く、 一毫を 問は ずして 如何 か 是れ衆 穴なる と、 道 
元 微笑して 日く、 穿 却し 了る と、 師再拜 して 退く、 侍 奉 久し 

くして 盡く 法の 源 底に 達す、 首座と なりて 分 座す、 道元 永 平 寺 

を 開く 時、 師力 を盡 して 業を 助く" 建 長 五 年 七月 道元 病を以 

て永毕 寺を 退く や、 師 に 命して 席を 補せ しむ、 八月 道元 京都 

に 入 6 醫療を 求む、 師隨 侍して 看護す、 道元の 寂す る r 及 a 、 

師其靈 骨を 負 a て 山 R 還る、 文 永 四 年 東 堂 R 退隱 して 席を 義 

价に讓 6、 弘安 三年 病 R 罹 $、 八月 二十四日 寂す、 壽八 十三、 

臘六 十三、 法 嗣義价 、寂圓 、義演 、義 準、 佛 僧、 道 荐六人 あ 

、(傅 光録、 洞 上 諸祖傳 、日本 洞 上 聯燈錄 "三 祖行業 記〕 

X ヨ廣譽 タク シ  '  - 澤 秀を旯 ょ、 


X キ 3 — 會慶 ( 1 会 〇) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 の 
僧な り、 會慶 字は 覺顯 、俗姓 生國詳 かなら す、 高野山 k 住 
して 碩 學の譽 あり、 蓮華 院の俊 晴に繼 きて 大傳 法院學 頭と な 
6、 華 遊院を 開き 住す、 學者 蓮華 院流に 對して 華遊院 流と v' 
ふ、 寂年歃 く、 (結 網 集、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 會慶 は建久 前後の 人なら む 

H ゴン鲁 言 -： 一 • §; *,: 〔浄土宗〕 山城 稱福 寺の 開山な 6、 

會 言は 聽 蓮社諦 譽と號 し、 武藏岩 築の 人な 6、 行 阿に 從 a て 
剃染 し、 法を 安譽虎 角ょ 6 嗣 ぐ、 洛西西 千 本に 稱福 寺を 開く" 
慶 安二 年 二月 十二 日 寂す、 壽欽く •(淨 土總 系譜) 

H リ會理 一一 s ^ 〔眞言 宗 S 都 東 寺の 長者な^'、  曾 
理は鄕 貫詳な らず 、承 平 元年 東 寺の 長者に 任し、 同 五 年權少 
僧都に 任ぜら る、 承 平 五 年 十二月 二十四日 寂す、 壽八 十四、 

C 東 寺 長者 補任} 

ヱシ ン迴心 シゾク -眞 空を 見ょ、 

XI イン、 水 因 ( …… ) 〔臨濟 宗〕 京師 建 仁 寺の 僧な う、 
永 因 字は 三 益と 云 ふ、 建 仁 寺 十 如院に 住し、 戀詩 二百 首を 作 
$、 詩 名 あ 6、 著作 三 益 集一卷 あう、 寫傳 す、 (日本 名僧 傳) 
H1H ン永衍 一一 一？ 8 oiL i 台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
永衍は 其 鄕貫詳 かならず、 十四 歲 R して 削髮 受戒し、 衍舜朝 
圓に就 て 天台 並に 俱舍を 學び 、法 勝 寺に 住し、 三 井 題 者 職と 
なる、 寶德二 年 二月 二十四日 寂す、 壽七 十二、 (三 井 續灯記 ) 
H1H ン永緣  一一 - fc-fc AO EA 〔法相 宗 3 大和 興 福 寺の 學僧 なう、 
永緣 俗姓は 藤 原 氏、 永 相の 子、 母は 遠 江 刺史江 公資の 女な 6、 
師甫 めて 九 歲の時 父を 喪 a 、 母 K 携 へられで 奈 良に 往 き、 一 


〔一六） 


書辭 名人 家佛本 日 


乘院に 投 し、 賴 信に 師事す、 應德 元年 維摩 會講 詔を 承く、 師 
七大 寺を 領して 道福賑 ひ、 帝寵を 蒙うて 車に 乘 $ 宮に 入る" 
嘉承 元年 詔を 奉して 最勝會 に 赴き、 第二 日朝 座の 講師と なる、 
元 永 元年 最勝 寺を 慶して 三百 僧を 供し、 師 命を 受けて 導師と 
なる、 保安 二年大 僧都に 任し、 權 僧正に 轉 す、 老 CA て 後 印を 
解き 花 林院に 居う、 天 治 二 年 四月 五日 同院 R 寂す、 壽七 十八、 
上足 勝 超 あう、 三會の 講師を 歷て輿 福 寺の 主務を 稀す、 (本朝 
高僧 傅} 

エー オン 永 恩 ii Ii 1 v 二 臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 僧な う、 

永 恩 字は 春澤 、其 鄕貫詳 かならず、 雪嶺 瑾に參 して 法を 嗣ぎ、 
建 仁 寺に 住す、 天 正 元年 八月 十六 日 寂す、 壽 欠く •(延 寶傳燈 
錄) 

H1 ガ永雅 s ;l 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四十 八 
代な 6、 永雅 字は 徹範 、武藏 比 企 郡 紫 竹 村の 人な 6、 出家 
して 豐山 に學 ぶ Z1 と 多年、 彌勒 寺に 住し、 嘉永四 年擧げ られ 
て 豐山能 化と なる、 在職 六 年 安政 三年 十月 十八 日 寂す、 壽七 
十八、 著作、 心經來 記、 眞 如隨緣 成佛義 、各 一卷 あう、 (新義 
眞言 宗史) 

H1 カ ク 、氷 覺 c . ) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 僧な々、 

永覺は 伊勢の 人、 少 にして 出家し、 覺 尊に 就て 台 敎を學 び" 

頗る 義理を 辨 ず、 十六 歲他 事を 抛ち 念佛を 修す 、後室 谷に 移 

6、 專ら 念佛を 修す •寂 年壽歃 く、 (三 外 往生 傅) 

XI ガク 、氷 覺 (一四 四 一一) 〔華厳宗〕 大和 果大 寺の 別當な 

6、 永覺は 出家して 永 興に 華嚴の 敎を學 び、 延暦六 年 東大 

寺 別當に 任す、 寂 年、 及 壽歓く パ 東大寺 別當 次第) 


エ ー ガク 永嶽； i.l. A: た 〔曹涧 宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 なう、 
永嶽 字は 季 雲、 武藏の 人、 出家して 遠 江の 石 雲 寺崇芝 性岱に 
參 し、 服 勤 多年、 其 法を 嗣 き、 總持 寺 ic 出世し、 後 石 雲 寺 ic 
主と なる、 三 谷の 檀越圓 成 寺を 建て 師 請せられ て 第一 世と な 
る、 大永六 年 二月 十五 日 寂す、 法嗣泰 安永、 康天叟 、順 孝 震、 
龍景 春の 三人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エ ー ガン、 水 鑑 ( . )〔 曹 洞宗〕 美 作 西來寺 第三 代な 

永鑑 字は 鑑窻 、俗姓 生國 不詳、 初め 敎乘を 學び 、後禪 
門を 慕い、 石屋 和尙 に參 し、 後ち 美 作西來 寺に 住 じ、 第三 代と 
なる、 其 示 寂年壽 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

工 1 キ、 氷 基 ( . )〔 眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 學 僧な 6、 

永 基は 京都の 人、 美 濃 守 兼 肩の 子 右大臣 賴宗の 孫な々、 賴觀 
の灌 頂を 受けて 廣 ji の學講 となる、 (傳燈 廣錄) 

エ ー キ永 鎭 ( . )〔 臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 气 

永 錤は元 人な $、、 淸拙 に隨つ て 來 {南禪 寺に 居うて 記 室を 掌 
る、 年 未だ 弱くして 病に 罹 臨終に 偈を 作うて 淸 拙 R 辭し 
て 日く、 十 年 侍 _| 中瓶； 萬 里 渡 _|重 溟： 扶桑 日 頭 出、 唐土 打 = 一一 
更 ― •» と 寂 年 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

H1’ キ永義 ii AO HS 〔臨 濟宗〕 仙 臺東昌 寺の 禪 僧な う、 
永義 字は 虎溪 ，谷 姓 毛 利 氏、 長 門の 人な 3、 出家して 普く 諸 
老に參 す、 寬 文中 伊達 綱 村の 聘 にょう 東昌 寺 ic 住す、 其仙臺 
に牲 くや、 儒 士內藤 以實砲 家 井上 可 安を 伴 a 藩士に 薦 む •元 
祿中東 福 寺を 主と なる、 綱 村 金襴 法衣 幷に黃 金を 贈る •世 之 
を 千金 法衣と 稱 す、 朝 宗の五 百年 忌 R 會 し、 東 福 寺に 宋の佛 
鑑禪師 よう 聖一 國師 に 寄す る 書 犢幷黃 金を 送 6 供養と なす、 

(永〕 力— キ 
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書辭 名人 家佛 本日 


(二 六） 


_  h  J 永、^  ダ _ 

後 再 S 東昌 寺に 歸へ る， 黃檗 宗大圯 寺を靱 め鐵牛 禪師を 請し 
て 開祖と す、 永義 書を ょくし 其欵 印な きものは 内藤以 實の眞 
蹟 として 世に 傳ふる R 至る、 享保八 年 九月 十八 日、 東昌 寺の 
禪室 R 寂す、 壽 八十， (仙 臺史 傅} 

文 1 キン 永蕴 (一一 HS) 〔臨 濟宗〕 京 郡 建 仁 寺の 禪 僧な 
i  永 瑾 字は 雪嶺、 別に 識廬 と稱 す、 九 峰 成 禪師の 法を 嗣 
き、 永 正 五 年 春 建 仁 寺 R 住す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

文 1 キヨ？ 、氷 慶 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 榜嚴院 の 僧な 

ぅ、 永慶は 俗貫詳 かならず、 出家して 覺超 に師 4 し、 台敎 
を學び 、楞 嚴院 R 住し、 法 華經を 謂 誦す、 寂眾 及壽缺 く、 (本 
朝 法華驗 記) 

X- — キヨ—  ，氷® M  レ V ショ丨 蓮 勝を 見ょ、 

H1 ク !? ィ永 快 2 七 二 五) 〔眞言 宗^! 大和 千 手院の 住僧 
な^'、  永 快は 其鄕貫 師承詳 かならず、 金峯山 千手院 (IL 住し、 
平常 念 佛を以 て 行と なす、 治曆年 中壽 六十 餘 R して 寂す、 (拾 
遺 往生 傅) 

エ ー クジク 永廊一 j E-: ハ 五 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺の 禪 僧な 

6、 永 廓 字は 大 室、 大龍存 守 R 參して 法を 得、 席を 踵き て 伊 

豫 安樂 寺 R 住す、 後總持 寺闢雲 寺 R 歷遷 して、 守樂 寺に 皈へ 

る、 晚年風 早の 大通 寺 R 退隱 し、 慶長十 年 二月 十九 日 寂す、 法 

嗣 南榮禮 山の 一人 あぅ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H 1 クウ ン永觀  涯  〔淨土 宗西山 派〕 京都 禪林 寺の 

學僧 な.^、  永觀は 文章 博士 源 國經の 子な 6、 少 R して 山 峰 

の國成 寺に 入う、 十一 歲禪林 寺の 深觀 僧都に 從 S 剃髪 受 業し、 

义密 灌を受 く、 辭して 東大寺 R 牲き 、登壇 受戒し、 有 慶顯眞 


工 1( 永) ケ — 3 


の二師 R 隨 a て 三論の 支 奥を 傳へ尋 いて 華嚴 法相を 聽く  •年 
三十 光明 山に 入-^ て淨 業を 修 し、 幽栖す る Z: と 凡を 十 年な 6、 
道 友强ゐ て禪林 寺に 住せし む、 仍て空 宗を演 へ、 兼ねて 安養 
を勸む 、後 同 寺の 境內に 東南 院を 構へ" 長 坐淨修 して 餘 年を 
送る、 應德二 年敕を 奉して 維摩 會の 講師と なり、 寬治八 年 七 
寶の 塔を 作うて 舍利二 粒を 安し、 丈 六の 阿彌陀 像を 刻み、 靈 
驗 R ょ 6 分 倍し 穴る 舍 利を 其 眉間に 納めて 藏王院 に 安す、 承 
德 三年 東大寺に 主と な 6、 一  住持 二 年、 禪林 寺に 歸 へ}、 天 
永 二 年 十一月 ニロ壽 七十 九に して 寂す、 師 名聞を 願は す、 僧 
綱. V 辭 す、 只 位 律師に 止れ 6、 著作 牲生十 因 十 卷 、牲牛 講式 
一卷 、彌陀 要 記 若干 卷ぁ う、 (百 因緣 集、 東大寺 別當次 第、 長 
两錄 、太 朝 高僧 傳 、蓮 門經 籍錄) 

エ1ケ ツ永傑 ( . 〕〔臨 濟宗〕 京師 妙 光守の 僧な 6、 j 

永 傑 字は 斗南、 明に 航し 、書を 以て 聞 ゆ、 虞 世 南の 筆法 r 學び" 
一家を なす、 ® に 斗南 樣と云 ふ、 C 半陶 藁、 書 史會耍 補遺) 

エ ー クン ,' 氷 趣； i si il 〔墨き 越 前 敦 1 妙顯寺 第三 代 
f、  永 賢 俗 性生國 未詳 敦賀 妙顯寺 覺圓に 師事し、 終に 其 
後ち を嗣 ぐ、 永 德二年 三月 二十 五日 寂す、 壽 欠く、 (本 化 別 頭 
佛統 記)  . 

工 1コ1 、氷 ®. ハ (一四 三 〇) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 
う、 永與は 出家して 良與に 師事し、 寶龜 元年 東大寺 R 任す、 
寂 年 及壽缺 く， (東大寺 別當 次第) 

エ ー コ ー 永 興 (一 - fc s セ) 〔法相 宗〕 大和 與福 寺の 僧な' 
永 興は 俗姓 葦屋 氏、 京の 人、 一 說攝津 手 島の 人、 出家して 與 
福 寺に 留 6、 性 相を 修 し、 兼ねて 密法に 通ず、 後紀 伊熊 野に 


(三 六） 
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至 6 草庵を 結びて 土民を 敎 化す、 土民 其 智德を 貴びて 南 菩薩 
と稱 す、 蓋し 京ょ 6 來 うて 南國に 在る を 以て 在う、 示 寂の 年 
時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傳永 興の 年代を 錄 せず、 盖し 承曆の 前後の 人 
ならん、 

エ1コー 永 杲 ( . ズ 臨濟宗 3 京師 建 仁 寺の 僧な う、 

永杲 字は 東 輝、 建 仁 寺 十 如院に 住し 詩 名 あう、 (日本 名僧 傅) 

エ1コ1 、氷 康 ( . ) 〔曹洞 宗〕 武藏寶 持 寺の 開山な 

う" 永康 字は 泰安 、能 登の 人、 幼に して 出家し、 遊 方して 
諸老に 謁し、 次に 季雲 永嶽の 室に 役して 其 法を 嗣き 、總持 寺 
に 出世し、 又 武藏波 寄に 退き， 寶持 寺を 瓶め、 某 年 寂す、 世 
壽缺 く、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

H 1 コ 1 永 高 シユ --ク グン 宗觀を 見ょ、 

エー ゴン 永嚴 (一四 三 〇) 〔法相 宗〕 大和 奈 良の 學 僧な 气 
永嚴 俗姓 不詳、 慈訓 {<; 師事す、 傳燈大 法師 位に 昇る、 寶龜三 
年中 律師と な 6、 同年 十一月 四日 大 律師と なる、 門下に 行賀、 
常騰 あう、 示 寂の 年時缺 く、 (七 大寺 年表、 本朝 高僧 傅) 

H1 ゴン 永嚴 j A-t =l 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な' 
永嚴 俗姓は 平氏、 下野 守 常季の 子な 6、 出家して 寬 助に 就き 

て 眞言を 學び 、久 安元 年權少 僧都に 任し、 東 寺 三 長者に 加 任 

す、 仁 平 元年. 八月 十四日 寂す、 壽七 十七、 (諸 門跡 譜 、東 寺 長 

者 補任) 

エ ー サイ、 氷 歲； 一; ii s; 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺の 僧な 6、 

永歲 字は 萬 休、 俗姓は 藤 原 氏、 三 河 羽 多の 人な 6、 幼に して 

鳳來 寺に 入うて 出家し、 密敎を 學ぶ "後 衣を 更へて 行脚し、 


X 1C 永) コ—サ 


琴客大 通の 門に 遊び、 次に 光國に 參し 、去うて 巧 安順 智に師 
事し、 其 法を 嗣ぎ 、永 平 寺に 出世し、 全久 寺に 還 6、 瑞 光寺 
二世と なる、 泉 龍 龍溪二 寺に も 住し、 天 正 二 年 四月 二十 八日 
寂す、 壽缺 く， 法 嗣浮翁 全權の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
H1 サン 永珊二 •一. i -fc: 〔曹洞 宗〕 遠 江 長 松 寺院の 開山な 
う、 永珊 字は 石宙 、諸老 に 歷參 し、 川 僧 慧濟の 法を 嗣 き、 

一 雲 寺に 住し、 大洞 寺に 還る、 晚年奧 野 村に 菴 居す、 後菴寺 
となう、 深 澤山長 松 院と稱 す、 長享 元年 正月 二十 六日 寂す、 
世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エー ジツ 、氷 {貫 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

$、  永 實は關 白 藤 原 師實の 子、 顯密 の敎を 覺圓に 受け、 覺 
献 と共に 稱せら る、 三 井の 圓滿院 に 住し、 後 宇治の 蘭 若に 移 
る、 法 印權大 僧都に 叙し、 一身 阿闍 梨に 任す、 人 常に 宇治の 
法 印と 稱 す、 寂 年 及 CA 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

エ ー ジン、 氷 S  蓮  〔天台宗〕 大和 崇敎 寺の 僧な 6、 

永 尋は出 羽の 入、 m 命に 從 s て 天台 敎を學 び、 比叡山 及 四 天 
王 寺に 巡遊し、 大和 崇敎 寺に 住し、 法 華經を 講ずる こと 六十 
萬 坐、 千 座の 講を修 す、 大治四 年 正月 三十日 寂す、 壽九 十一' 
(本朝 高僧 傅： > 

工 1;、 ンン 永 尋 キョ-ジブ 敎尋を 見ょ、 

ヱ ーシ ヤク 永釋 5; ^; 〔臨 濟宗〕 近 江 永 安寺の 開山な 
6、 永釋 字は 彌 天、 鄕貫 不詳、 永 源 寺 寂 室 元 光に 師事して 
心 印を 受 く、 東 晋の彌 天道 安を 景仰し、 自ら 彌天 と號 す、 甲 
斐 R 歷 遊し、 淨 光寺に 住す、 後 近 江に 歸ヘ う、 永 安寺の 開山 
とな 6、 後 甘 泉 天恩 二 寺の 開山と なる、 貞治六 年 八月 寂 室の 


文 1 (永) サーシ 


書辭 名人 家佛本  日  （四六) 


集 上 永) シ 


x f  (永 )シ 


將に寂 せんする に 方 6、 師命を 受けて 祭文を 作る、 應永 十三 
年六月五日寂す、壽歃く、弟子英靈仲靈骨を永安寺に葬む$ 
實相 塔を 建 -9 、 勅謚見 性 悟 心 禪師と 賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 
高僧 傳：) 5 

孕 ネ永就 65 五 四) 〔曹洞 宗〕 攝津景 福 寺の 一一 代 衣. 
$、  永 就 字は 一經 "俗姓 生 國詳な らす 、出家して 諸 名 宿， ^ 
歷參 し、 通 幻 寂靈に 師事して 印 可を 受け、 總持 寺に 出世し、 
永 澤寵泉 の 諸 寺 R M 住す、 越 前の 大守平 尾 氏、 攝 津六瀨 に景 
福 寺を 建て 師を延 く、 師通 幻を. 開山と し、 自ら 二世と なる、 
應永某 苹十月 二十 五日 寂す、 壽缺 く" 法 嗣實底 超眞の 一人 あ 
う、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

シユ ー 永秀一 •i ii -fc: 〔曹 洞宗〕 伊豆 藏春院 の 開山 衣 
6、 永秀 字は 實 山、 相 摸國松 由 氏の 子 在う、 最乘 寺 R 出家 
し、 舂屋 和尙に 師事して 受戒す、 數々 名僧 智識を 叩き、 舂屋 
和尙を 省して 親しく 印 記を 受け、 總持 寺 R m 世す、 是ょう 先 
舂犀和尙菴を伊豆 © 方郡代創し、師肊付す、永享十一年安房. 

太守 上 杉憲實 地を 施し 寺を 建 V、 持 氏 R 追薦ず 、今の 藏春院 

是れな $、 師此 R 住する 乙と 数年、 M t: 報恩 寺 R 住し、 最乗 

寺 ^ 主と# る、 長享元 年 九月 九日 寂す、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

エ ー、v ユ i 永 宗！ 05 装 〔蒈洞 宗 ^ 長 P9 大寧 寺の 開山 在 

う、 永宗 字は 智 翁、 日向の 人、 俗姓は 平氏 衣う、 十一 歲に 

して 州の 華鐵 寺は 投じ.、、 圓明法 ' 師に就 て 剃髮し 、觀世 音 寺 R 

入6 て 登壇受 具し、 深く 敎 乗を 探る、 一日 首 榜嚴を 閱して 省 

あ 办 、未だ. 究意 is あら 3 るを 知う、 薩摩 # 圓寺 fe 到 6、 石屋 

和尙 に 謁す、 蒔 R 年 十七 衣 6、 爾來其 下 R あうて 參 印し、 遂' 


化契悟して印可を付せらる、出 ^ 、肥後天艸寺に住し、美作 
西來 寺 R 移る、 應 、永 三十 年 秋 行 化して 長 門に 到る、 大守大 杓 
弘忠 .師 0 道 # を 慕 ひ、 勝地を 擇 a 師を請 して 康福 寺を 興す、 
これょ- CN 先き 石 M 和尙一 寺を 艸 創して 未だ 完 犮 からさる R 寂 
し ^ 6、 師 乃ち 寺 基を 此に 移し、 康福 寺を 改めて 大寧 寺と 云 
ふ、 時 R 山 神 靈異を 示し、 峯巒慶 雲を 蔟せ しを 以て 山を 名け て 
瑞雲と 云； 5、 西 海の 各 藍と なる、 三十 三年 九月 疾に 罹う、 大 
守 山に 入 6 て 慰問す、 十月 中旬 府に入 $ て 太守に 別を 吿げ、 
沐浴 端坐して 書を 竹 居 和尙に 遺して 後事を 囑 し、 衆を 集めて 
|一  懇ろに 遺誡し、 脫 然として 寂す、 實 R 應永 三十 三年 十月 二十 
二日 衣 6、 壽五 十五、 臘四 十一、 遊' 仙窟 R 塔す、 師生平 深く 
許可を 愼む 故に 群聚 .年を 積め L  > 1 人の 其 印 可を 受 くる もの 
なし、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

工 1シ ユン、 氷 春  一 •i ii o: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪 僧な 
う、 永 春 字は 起 龍、 俗姓は 大中臣 氏、 長 門の 人な 6、 幼に 
して 出家し、 通 心 岳、 派 江 西、 才愚 極の 諸師に 參して 契 悟し， 
文 安四 年長 門 長 福 寺に 住す、 寶德 元年 京都 普 門 寺に 移う、 康 
JE , 元年 東 福 寺 R. 主と なる、 後鄕 里 R 皈 6、 語 心 寺の 基 址を開 
き、 f 避けて 屛 居し、 禪餘瑜 伽を 修 し、 復法 華を 講ず、 文 
明 二 年 五月. 一一 十九 日偈を 書して 寂す、 壽缺 く、 ( 延寶傳 燈錄) 

Hf s5 >fv ン永 順-ー チシ V 日禎を 見ょ、 费 

工 f ジ 3 永 助 ( . >〔 眞言 宗 伊豆 修善 寺の 僧な 6、 

永 助は. 甲斐の 人、 京都に 上うて 專 ら顯密 TV 敎を學 び、 伊豆 修 
善 寺 R 住す 晚年念 佛を修 し、 期 終うて 普く 檀越 R 辭し 、薪を 
積みて 燒 .死す、 寂 年、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 


(五 


書辭 名人 家佛 本日 


X 1 シヨ 1 永 祥ーー ー -- o ls 〔曹 洞宗〕 加 賀瑞川 寺の 禪僧な 
う、 永祥 字は 麟 翁、 薩摩 伊集院 堀內 氏の 子、 應永 十一 年 三 
月 三日を 以て 生る、 十一 歲 にして 廣濟寺 南 仲に 依うて 得度し、 
偏く 講肆 に 遊ん て 三 藏を 究め、 遊 方して 大寧 寺 R 於て、 竹 居 
禪師 に參 し、 二 年を越 t て鄕 里に 皈 $、 金光院 を 築きて 日々 
法 華を 誦せし が、 字堂覺 卍禪師 化を 熊嶽 山に 開く と 聞き、 往 
て 其 所得を 質し、 遂に 信 衣を 受く 、時に 永 享九年 八月 念 一日 
なう、 同 十二 年總持 寺に 出世し、 亨德二 年 加 賀瑞川 寺に 移う、 
居る Z. と 六 年に して 熊嶽 山 R 主と な $、 文 正 元年 寵德院 を 築 
きて 逸 居し、 文明 七 年 十月 八日 寂す、 壽七 十二、 法 嗣貴山 富 
實山貞 大雲瑞 の 三人を 出す、 〔日本 洞上聯 燈錄) 

エ ーシ ヨ ー 永 誠 ( . )〔 臨 濟宗〕 京都 眞如 寺の 禪僧な 

{、  永 誠 字は 明 之、 東 明 旭に 參 して 法を 嗣 ぎ、 眞如 寺に 住 
す、 後退 耕菴に 退き、 晩年 出 雲安國 寺に 皈 う、 某 年 寂す 壽缺 
く、 (延 寶傳 燈錄) 

x l、v 3 l イン 永昌院 こ チヵゾ 日鑑を 見ょ、 

X 1 ズイ永 s lil 一一; 一一 一一 〔曹 洞宗〕 尾 張 萬 松 寺の 開山な 6、 
永瑞 字は 大雲 、俗姓は 平氏 織 田 信秀の 伯父な 6、 幼 R L て 出 
家し、 雲 奥 寺の 祥巖 秀麟に 依りて 薤髮受 具し、 後 其 法を 嗣き 

祥巖の 寂 後 席を 繼きて 雲 興 寺 ic 主と 在 6、 居る 乙と 十三 年、 春 

岡を して 席を 繼' かしめ、 辭して 大淼の 正 法 寺 ic 退去す、 天文 

九年備 後の 大守織 田 信秀尾 張に 龜嶽山 萬 松 寺を 創め、 師を開 

山と す、 永 祿五年 四月 二十 二日 寂す、 壽八十 一、 (日本 洞上聯 

燈錄) 


永暹 俗姓は 紙 氏、 石 見の 人な ぅ少 ょ* CN 出家し、 出 雲 鰐 淵 山に 
住して 法華經 を書寫 す、 又 天 王 寺幷に 良 峰 山 R 經 を書寫 供養 
す、 後河內 に往 き、 聖德 太子の 廟前に 供養 法を 修 し、 天 仁 元 
年 十月 八日 同所 R 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

H1 タク 永琢一 5H I5 一一 〔臨 濟宗〕 播摩龍 門 寺の 開山な 6、 
永琢 字は 盤珪 、俗姓は 菅 氏、 播摩揖 保 郡 網 干濱田 村の 人な 6、 
十歲父を失3、母に事へ、夙に出家を願3、隨應寺雲祥に就 
きて 得度す、 時 R 十七 歳次 6、 去りて 諸老 R 歷參 し、 三年の 
後皈 ぅて 輿 福 寺に 寓 す、 二 十六 歳の 時、 一朝 出で、 漫步 する 
際、 梅 香 鼻を 衝 S て 忽ち 大悟す、 明年 南 遊して 堂 歇愚堂 墓 等 
の 諸老に 謁し、 次で 美 濃 日立 村に 到り、 王 龍菴を 結び、 居る こ 
と 多年、 慶安 三年 道者禪 師長 崎に 來 ると 聞き、 往 きて 崇福寺 
に 於て 謁し、 遂に 參 堂し" 朝夕 請 益す、 一日 晚參の 後、 衆と 
典に 僧堂 暗黒のと 乙 ろに 座し、 豁然 大悟す、 乃ち 堂を 出で 長 
養を 命 せらる、 師請 a て 厨 下に 居 6、 身を 忘れて 動勞 す、 明 
年 七月 辭 して 皈 6、 吉野 山に 入 6、 茅屋を 結びて 山を 出て ず、 
又 美 濃の 舊菴 に遷 り、 正應 三年 冬 備前三 友 寺に 寓 す、 時に 熊 
澤蕃 山陽 明 學を唱 へ、 時人 多く 乙れ を 信じて 佛を排 す、 師 乙の 
者 流と 論戰 し、 遂に 性 命 良知の 說を摧 き、 釋 氏の 道を 明む、 儒 
士皆 舌を 結びて 退く、 明曆 元年 長 崎に 至 6 、再び 道 者に 謁す、 
幾何 次らず して 辭し 翌年 舂鄕 里 R 菴を 結び、 母に 侍す、 出 羽 
守 加 藤 泰輿師 を 伊豫 大洲に 請して 法要を 問 a 、 遍照菴 を 立て 
、 乙 れ R 居らし む、 萬 治 二 年 備中守 京 極高豐 封邑濱 田に 11 門 
寺を 瓶め、 師其 開山と な 6、 法雷大 R 振 ふ、 十二 年 春敕に よ 
6 妙 心 寺に 住し、 元 祿二年 備前三 友 寺に 說 法し、 三年 詔に よ 


エーセン永暹.1. ±:: /\: 〔天台宗：1出雲鰐淵山の僧な$ 

H— (永)、 y — セ  エ ，(永} 夕 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 六) 


X 1( 永) チ 


6 特に 佛智 弘濟禪 師の號 V」 賜 ふ、 六 年 春 請に 應して 江戸に 赴 
き、 候 伯宰官 三問絕 t ず、 一日 遽かに 播 摩に 皈 6 、六月 上旬 
龍 門 寺に 到 6、 九月 三日 寂す， 壽七 十二、 臘五 十五" 塔を 定 
光と 云 ふ、 師 生前 得度の 弟子 四百 餘人 、廢 寺を 修 する 四十 七 
衣 りと 云 ふ、 (盤 珪禪師 行 業 記、 續屮本 高僧 傅) 

H— チユ— 永忠一 r gl l 〔 …… 〕 近 江梵釋 寺の 僧な 6、 
永 忠 俗姓は 秋篠 氏、 京都の 人な 6、 幼に して 出家し、 奈莨に 
牲きて 經律 を學び 、又 支那の 佛法を 慕 a 、 寶龜の 初め 唐 R 入 
る" 時 R 代宗 の大曆 年中な 6、 帝 師の德 業を 聞き、 敕して 西 
明 寺の 院內 に 居らし む、 諸 刹を 巡歷 して 徧く 名德に 謁し ' 長 
安 R 在留す る Z: と 三十 年、 延曆の 末國 使と 共 R 阪 朝す、 延曆 
五 年桓武 天皇 敕して 近 江に 梵釋 寺を 建てし が、 久しく 住持な 
きを 以て 師剌 旨 ？: 奉して 主と なう、 帝の 寵 遇を 受け、 僧綱 ic 任 
ず、 七 年 某日 將 R 寂 せんとす る 時 唐ょう 齎し左 る 律呂 旃宮の 
圖二卷 、日月の 圖二卷 、律 管 二 枚 損 一枚を 上々、 奄 然として 
寂す、 壽七 十五、 著作 五 佛頂法 訣一卷 あう、 (本朝 高僧 傅) 

工 1 チヨ，-、 水 超 (一七 五 四) 〔法相 宗〕 大和 齊恩 寺の 學僧 

f、  永 超は 京都の 人、 出 雲 太守 橘 俊 孝の 子 ^: う、 法相を 

興 福 寺 主恩 R 受け、 康平二 年春敕 R 應 して 維摩 會の 講塲に 上 

る、 後齊恩 寺を 開きて 盛に 有 宗を唱 ふ、 師眞敎 R 51 する のみな 

S す、 亦ょ く 俗書を 讀む 、嘉保 元年 東 域 傳燈目 錄三卷 を 著し 靑 

蓮 院主に 寄す、 時に 年 八十 一、 後 其 終を 知ら T、 (苯朝 高僧 傅) 

チ ml 永 超 Er 一 i 一一 一 S 日 S S 肥 前圓應 寺の 中興 祖 

在 $、  永 超 字は 了然 、壹岐 の 人、 少 R しで 出家し" 長門大 

寧 寺 天甫存 佐に 依る N* と 二十 餘年次 う、 其 法を 嗣ぎ 、肥 前 慈 


工 1( 永) チ — 尸 


恩 寺に 住す、 永 正 十六 年 藤 原 純 明圓應 寺を 再 奥し、 長弘 寺の 
虎巖を 請せ しに 鼹辭 して 師を して 之れ に 應ぜ しむ、 後嗣 子禪 
殊に 席を 繼 かしめ" 慈 恩 寺に 退 居す、 天文 二十 年 八月 十日 寂 
す、 壽八于 一、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H1 チ ツ 永徹二 一一. 一 A.: 〔淨 土宗〕 和 泉 専修 寺の 開山 
永徹は 黃蓮社 玄譽 と號 す、 久我豐 通の 子に して、 敎譽に 師事 
して 法を 嗣 ぎ、 平等 院に 住す、 後 和泉堺 に專修 寺を 靱めて 開 
山と苽 う、 永祿 元年 五月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 ( 淨土總 系譜} 

、氷 藝 ( . ) 〔曹洞 宗〕 常 陸 鳳 林院の 開山な 

永 篤 字は 信 中、 南極 壽 星の 法を 繼き 、天童 寺に 住す、 
常 陸 竹 原の 擅 信 鳳 林院を 傲め、 師其 開山と なる、 寂 年 及 a 壽 
傅は ら ，す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H1 ニ ン 、氷 勿 心  一 -: 一/ ^: 〔曹 洞宗〕 丹 波 JH 通 寺の 禪僧 なう、 
永 忍 字は 安室， 俗姓は 源氏" 攝津多 田 郡の 人 衣う、 年初め て 
十四、 丹 波圓通 寺の 竹馬 光篤に 從 a て 下髮受 具し、 三年の 後 
初めて 開悟す、 時に 二十 四歲な 6、 辭し 去りて 攝津高 平 山に 
入うて 巷 居す、 又 熊嶽に 晦 ます Z. と 凡を 三十 年、 衆の 請 R 依 
う圓通 寺 R 住持す、 亨祿二 年 十二月 十八 日 寂す、 世壽缺 く、. 
法 嗣折桂 全 衷の 一人 あり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

工 1 字 ン永念 二 四 八 一一) 〔畢 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 
永 念は 其 鄕貫詳 かならず、 弘仁 十三 年 東大# 別當 R 任 
ず、 寂 年壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

工 1 バィ、 氷 梅 ( . )〔 曹 洞宗〕 越 前 雲 興 寺の 僧な 6、 

永 梅 字は 魁 愛、 直翁宗 廉禪師 の法嗣 に して、 總持 寺に 主と な 
う、 後 雲 興 寺 正眼 寺に 歷 住し、 某 年 寂す、 壽缺 く" 法 嗣永山 本 興 


(七 六） 


書辭 名人 家佛本  日 


の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H1 ハン 永範三 ?s 〔曹 洞宗〕 常 陸 松 岳 寺の 開山な う、 
永範 字は 摸 堂、 俗姓は 間宮 氏、 伊豆の 人、 文 安元 年 正月 一日 
を 以て 生れ、 十五 歲の 時、 總持 寺安叟 宗楞に 依うて 剃髪し、 
二十 一歳の 時、 具足 戒を 受け、 辭 して 常 陸 小 田の 寶鏡 山に 菴 
居す、 戶崎城 主義 則 居士 牧洞 山に 松 岳 寺を 創し、 師 招ら れて 
開山と 江る、 永 正 四 年 八月 十六 日 寂す、 壽六 十四、 臘四 十三、 
法 嗣東州 周 道の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エ ー ブ 永扶二 . si A:' 〔曹 洞宗〕 長 門興國 寺の 中興な う“ 
永扶 字は 助 翁、 俗姓は 崎 氏、 豐 前の 人な 6、 十三 歲豐後 泉 福 
寺に 投 し、 道 明に 依 6 て 得度し、 東 遊して 大中 寺無學 に參せ 
しが、 長 門大寧 寺 (C 於て 奇伯 瑞龐の 法を 開く を 聞き、 牲て禮 
謁し、 後 其 法を 嗣 ぐ、 大永六 年 席を 繼 r て 秫 し、 天文 六年豐 
前廣運 寺 R 退 居す、 多多 良義興 州の 天目山 興國 寺の 廢を 興し 
て師を住せしむ、寺は無隱和尙開基、後醍_天皇勅賜の道塲な 
同 十七 年 十月 二十 六日 寂す、 世壽 欠く、 法 嗣龜洋 宗鑑の 
一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

H1 ホン 永 本 jj -o Hg 〔曹涧 宗〕 周 防闢雲 寺の禪 僧な う、 
永 本は 字を 覺隱と 云 a 、 大 隅の 人、 姓は 藤 原 氏な $、 十五 歲 

の 時 福昌寺 石屋に 投じて 出家 受戒 L、 後ち 典 座と な $、 苦學 

十六 年、 石屋 密かに 信 衣を 付す、 應永中 遺命を 受けて 周防闢 

雲 寺に 住す、 防 長 豐筑四 州の 大守 多多 良 盛 見、 及び 持 盛 等 道 

化に 皈 す、 永 亨中寺 基を 鳴 瀧に 移 立す、 泰雲 寺と 號す 多多 良 

敎弘師 と 遊び 道を 論じ 大に感 b て 多く 寺 產を附 す、 永 亨五年 

永澤 寺 R 主と なう、 九 年總持 寺に 出世し、 居る 乙と 一年、 辭 
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して 闢雲 寺 R 皈 6、 老を 方臺院 に 養 ふ、 亨德二 年 十二月 十八 
日 寂す、 壽七 十四、 臘 六十な- N、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ヱ ーマン永滿ーーーー？錢〔曹洞§長門大寧寺の禪僧な6、 
永滿 字は 足 翁、 筑前の 人な う、 幼に して 州の 千手院 に投 して 
得度し、 專ら敎 乗を 習 ふ、 後 潜に 院を 出て、 長 門に 牲 き、 大 
寧 寺 大菴に 參 し、 次 S て 龍 文 寺に 登う、 器 之に 謁す、 後 京都 
に 遊 a 、 五山の 諸師に 謁し、 又關 東の 諸老 宿に 歷參 し、 再； 3 
大寧 寺に 歸 へる、 時に 全 巖東純 主席に あう、 師之に 親近して 
衣 法を 付せられ、 明應 元年 正月 席を 繼きて 大寧 寺に 主と なる、 
晚年豐 前の 天 寧 寺 R 遷 6、 永 正 二 年 三月 八日 同 寺に 寂す、 壽 
七十 一、 法 嗣繁林 瑞 春、 朝 山芳暾 、天 甫存 佐の 三人 あ 6、( 日 
本 洞上聯 燈錄) 

H1 ー フン 永 蘭 (一九 九 六) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪 僧な 
i  永 蘭 字は 春 谷、 明極楚 俊に 參 して 法を 嗣 き" 相 模淨智 
寺に 住す、 後 印を 解て 浴に 飯 6、 龍 山の 少林 寺 ic 居す、 寂 年 
及 iti: 壽詳か ならず、 (延 寶傳 燈錄) 

文 1 エ ー 榮瞢 •一 §: 九 〔法相 宗 3 奈良興 福 寺の 律 僧な 6、 
榮睿 俗姓 詳なら ず、 美 濃の 人、 出家して 興 福 寺 ic 居う、 諸經 
論を 習 a 、 瑜珈唯 識を以 て 本業と ^ ■ す、 常に 戒律の 完 から 3 
るを 憂 ふ、 隆尊 律師の 推薦に ょ 3" 天平 五 年 普 照 等と 共 R 遣 
唐 使 丹 治比廣 成に 附隨 して 唐に 渡る、 實に 唐の 開元廿 一年な 
6、 徧く 明師 1: 訪 a 、 定賓 律師に 就 S て 具足 戒を 受け、 後天 
寶 二年揚 州の 大明 寺に 至 6、 鑑眞 R 謁して 強請す、 鑑眞の 出 
發 する ic 際し、 俱に 船に 上う、 海中 屢困 厄に 遭 ひ、 同 八 年端 
州の 龍 興 寺 R 泊し'  疾患に 罹 6 寂す、 世壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本 
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朝 高僧 傅、 律苑僧 寶傳) 

H  — ガィ 榮海一 一一 gg -fcA 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 
榮海は 大舍人 藤 原 俊 業の 子、 母は 大江 氏な 6、 師幼 にして 父に 
學 a "後醍醐 山 ic 入うて 慈 尊 院聖濟 僧正に 灌頂 法を 受け、 諸 
密部亿 達す、 初め 慈 尊院に 住して 隨心院 を 領し 、高 雄の 神 護 
寺に 移つ る" 僧正に 任す、 貞和 元年 正月 東 寺 長者に 補す、 同 
三年 八月 十六 日 慈 尊院に 寂す、 壽 八十、 著作 儼 避羅鈔 十九 卷 
類聚 八祖 傳十卷 、眞言 傳七卷 、雨界 記四帖 あり、 (神 護 寺 交 衆 
任 日 次第、 東 寺 長者 補任、 後傳 燈廣錄 、本朝 高僧 傳 、諸 宗章 
疏錄) 

H1 ク榮久 ijy -t: •五 〔淨 土宗〕 山城 平等 院の 中興な 
榮久は 城 譽と號 し、 西 三 條實隆 の 息智恩 寺傳譽 慶秀に 投じ、 
後 音 譽聖觀 の 法を 嗣 r、 明應 三年 平等 院中與 とな A、 永 正 十 
二 年 十月 二十 五日 寂す、 法嗣 、敎 譽行然 あう、 (淨 土總 系譜) 

工 1 ク榮玫 ( . ズ曹 洞宗〕 武 藏龍澤 寺の 禪僧 なう、 

榮玖 字は 雲 岡、 豐 後の 人、 常 樂寺雪 溪保廣 を 禮して 剃髪し、 

平 田 仙嚴に 依 6 後 雪溪の 法， v 嗣 け、 總持 寺に 出世す、 法嗣心 

源 祖鑑あ $、( 日本 洞上聯 燈錄) 

エ丨 ダ 英弘 ( . 〕〔 法相 宗〕 大和 知 足 院の學 僧な う、 

英弘興 福 寺信憲 に 法相を 學び、 三 會 講師を 經て 堯思坊 R 住し、 

唯識 を講 す、 (本朝 高僧 傅)  ， 

Hlnl 榮皿ハ ジュン h 純惠を 見ょ、 

H1 3 ン榮欣 ( . ) 〔曹洞 宗〕 下 總乘國 寺の 僧な う、 

字は 良 室、 信 及 前 豚に 師事して 旨を 得、 席を 嗣 きて 下 總乘國 


寺 r 主と なう、 某 年 寂す、 壽缺 く、 法嗣 威嚴瑞 雄の 一人 あ 

サィ 榮西 1 4S S— 〔臨 濟宗； 一京 郡® 仁 寺の 開山な う、 
榮西 字は 明 菴と云 S、 葉 h_ 房と 稱し 後に 千 光 祖師と 稱す 、備 
中吉 備津ん 人、 俗姓は 賀陽 氏、 薩 摩剌史 某の 曾孫 在う、 母は 
田氏靈 夢に 感して 孕む あう、 永 治 元年 四月を 以て 生る* 稍 長 
して 出家. Q 志 あ 6、 郡“ 安養寺 静心 法師 の 下に 投 し、 三 奪に 

事 ふ、 久壽の 初 
年比觀 山 R 登'^ 
て 得度 受戒し、 
尋で法 兄 千 命 R 
就いて 求 聞 持 法 
を 受け、 精 修錬 
行を 積みて、 屢 
一一 應を感 したう 
と 云 ふ， 平 治 元 
年 出で、 諸方 R 
回歷 し、 顯密の 
敎義 を究む 、比 
數 山の 有辨 、顯 

意、 伯耆 大山の 基 好 等は 皆師が 隨 侍した る 所な う、 かくて、 
比 叙 山中に 關を掩 a 、 大藏經 を 閱讀 する こと 前後 八 年、 大に 
感憤 する 所 あう、 山門 古 德の往 跡を 追うて 遠 遊 せんと 志し、 飄 
然西 下して 筑前博 多 R 到る、 會ノ通 事 李 德昭な 5 者に 遇うて、 
宋の國 情を 聞き、 仁 安三 年 四月 商船に 便乗し、 明 州 R 着す、 
廣慧 寺を 問うて 禪宗 を傳持 せんとし 7*2 る も、 未 ^ 十分 得る と 
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乙ろ なく、 去うて 天台 山 R 登 6、 祖塔を 禮 し、 五 百の 阿羅漢 
R 茶 湯を 供養し、 且つ 天台の 章疏 六十 餘卷を 索め、 同年 九月 
東皈 し、 再び 比 叙 山に 登る、 爾來 山中に 留ま 6、 益々 經 論を 
講究し、 就中 密敎に 意を 傾けて 一流を 開き、 葉 上流と 云 ふ、 
當蒔 山門には 密敎 盛ん R 行 はれ、 ま、 溪谷の 間に 苦 修錬 行す 
る もの あ 6、 印度 釋迦の 八 塔を 摸せ る 山中の 靈地 ，如き、 常 
に巡禮 する もの 斷 ぇす、 而 して 師は專 ら密敎 の 明 匠と しこ 聞 
ぇた 6、 然れ とも 師傳敎 慈 覺智證 安然 等の 書中 禪宗 2 事 ある 
を 見、 これ か 蘊奥を 究めん とする $ 切に して、 再び 宋に渡 6、 
禪宗の 大徳 名 宿を 叩き、 且つ 陸路 印度に 達して、 親丨 く釋迦 
の 八 塔を 瞻禮 せんとす るの 大圖を 書し、 文治 三年 三月 諸宗血 
脉譜 、並 R 西域 方 志を 携ヘて 出發 し、 先づ明 州に 入う、 臨 安 
府に 到う、 Z. れょ $ 徐ろ r 印度 行の 謀を 立てむ とす、 然るに 
關塞 通せざる を 以て、 府命 許されず、 乃ち 去うて 再 a 天台 山 
R 登う、 萬 年 寺に 投 t、 虛菴 懷敞に 謁す、 蓥し懷 敵は 黃寵慧 
南 七 世の 法 孫な う、 師其 下に 宗 乗を 參究 し、 •且つ 衣資錢 三百 
萬 星を 捨て、 智者 大師の 塔、 並に 萬 年 寺の 三門 兩廡を 修理す、 
懷敞の 天童 山に 遷 $ 住する に當 師 亦追隨 し、 遂 R 佛祖の 
心 印を 得 穴 6、 天童 山に ありて 千 佛層閣 の 改造に 與う 、大に 功 

あ 6、 學 士樓鑰 乙れ を 記して 石に 勒す '時に 宋地 疫病 流行し、 

君臣 大 r 憂懼す、 師 m れを 見て 諸 高僧と 共に 祈禱 して 靈驗あ 

6、 嘉賞 せらる、 かくて 天童 山 ic ある こと 數 年、 懷敞 よ- CN 菩 

薩戒を 受け、 且つ 法 信 僧伽 梨 衣 等を 頂受 し、 建么二 年 七月 揚 

三 綱の 船に 便乗し、 肥 前 平戶島 葦浦 r 着す、 西 海の 諸國 R 滯 

留 して 所 傳の 禪宗 を弘演 する ^ 、 道俗 漸く 來附 す、 因て 筑前 


博 多に 聖福 寺を 開く、 これ 我國 最初の 禪寺な 6、 然るに 事、 
上國 R 聞ぇ* 比 數 の 山 僧 等 上奏して 新宗を 停止 せんとす、 建久 
五 年 七月 宣下 あうて 禪宗を 停止 せらる、 當時師 は 東西の 間 ic 
流浪し、 出家 大綱 一 卷を作 6 て 出家の 本領を 說 き、 暗 R 山 僧 
の暴撗 を呵彈 し、 尋で興 禪護國 論 三卷を 作 3 て 禪宗の 新宗に 
あらざる を 示し、 傳敎慈 覺智證 等の 言を 引きて、 極力, VJ れを顯 
揚 T、 然れビ も 山 僧 等の 妨難 益甚 しきを 以 C、 京師を 去う、 
苽下鎌 倉 R 入う、 將軍賴 家に 謁し'  禪 宗與隆 Q 謀を 立てん と 
す、 正 治 元年 九月 始めて 幕府 R 於て 不動 尊 供養の 導師と なる、 
翌 二年閏 二月 政 子の 本願に て 義 朝の 舊跡龜 谷 R 壽福 寺を 興し 
て 師を 請す， Z- れ ょう 幕府の 皈依 深く、 常に 賴家 等の 請に ょ 
り 法要を 說 く、 建 仁 二 年 二月 幕府 義 朝の 沼 濱の舊 宅を 壽福寺 
に 寄附し、 寺觀を 添 ふ、 同年 幕 肘 京都 五條 鴨 川畔の 土地を 寄 
附して 建 仁 寺の 寺 基を 開く、 同 四 年 佐々 木 定綱畠 山重忠 工事 
を督 し、 僧堂 講堂 總明 等を 造 營 し、 輪奐の 美を 極め 穴 うと 云 
ふ、 然れ とも 乙は 圓密禪 三宗の 道場と したるな 6、 此 年間 師 
は 京都 鎌 倉の 間に 牲來 し、 法 化 益 盛んな う、 建 永 元年 東大寺 
の 修繕を 幹し、 承 久二年 法 勝 寺 九 層 塔の 修理を 幹して 功 あ 6、 
建 保 元年 五月 幕府に 出で、 自ら 大師 號 宣下の 執 奏を請 ふ、 然 
れ ども 生前 R 大師 號 宣下の 例な きを 以て 幕府の 議 之を 否決 
し、 同年 六月 執 奏して 權 僧正に 任ぜら る、 同 三年 六月 五日 壽 
福 寺の 方丈に 寂す、 壽七 十五、 臘六 十三、 幕府 遠 江 守 親廣を 
遣は し 弔す、 後 建 仁 寺 護 國院に 塔を 建つ、 著作 典 禪護國 論 三 
卷 、出家 大綱 一卷 、一代 經論 總釋、 三部 經開 題、 喫茶 養生 記 等 あ 
々、弟子 榮 朝、 行 勇、 明 全、 良 祐等其 法を 嗣 ぐ、 (塔銘 、與 禪護國 
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論 序文" 帝王 編 年 記、 吾妻 鏡、 百鍊鈔 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 
傅、 延寶傳 燈錄) 

〔考〕 榮西 禪師の 事蹟は 古來 宗門に 傳 ふるところ 大に疑 ふべ 
し、 禪師の 事蹟は、 吾妻 鏡、 百鍊鈔 等 R 散見せ う、 然るに こ 
れを宗 門 R 傳 ふると Z. ろに 對照 すれは、 全く 一致せ ず、 宗門 
に 傳ふ ると Z. ろ r して 古き は 興 禪護國 論の 序文、 能に 元亨釋 
書な う、 興 禪護國 論は 眞僞の 議論 あう" 聖 僕の 禪籍 志 R 之を 
疑へ $、されは其序文に言ふと乙ろ"未穴遽に信用すべか6 
す、 現 や此二 書に 見 ^ ると Z1 ろを 對 照して 亦 一致せ 3 るを や、 
明の 上 天竺 寺 如 蘭の 製せ る塔銘 の 序は、 尤詳密 なれ € も、 明 
の 永 樂二年 甲 申 正月、 即ち 我應永 十一 年 正月 R 成れる ものに 
して、 實に 禪師示 寂の 後一 百 八十 九 年を 隔 つるな 3、 然れは 
所謂 金石文 字 なれと も、 歷 史上の 價値に 乏しき ものなる は 論 
衣し、 其 詳密なる もの、 却て 益 信用し かたし、 延寶 傳燈錄 、本 
朝 高僧 傳が 塔銘の 序を 採用して、 一 名 疑を 存せ 3 るは 恠むへ 
きな う、 吾妻 鏡に 壽福寺 建立の 年 時 並 R 禪師示 寂の 年月日 等 
明記せ る ^. の 信用せ ざるべ からす、 故に 今は 全く 宗門の 傳ふ 

ると Z. ろを 措いて、 吾妻 鏡 等を 取う ^ 無住禪 師の沙 石 集 

に 榮西 禪師が 故に 京都に 上うて 示 寂し 犮 るょ 患 見 ゆれは、 塔 

銘の 序 R 見 W) る 傳說 は、 古くょ 6 行 はれ ^ る もの ^ るを 知る 

べし、 然れ とも 今は 取らす、 

H1 ザ ン榮山 il ii r- \ …… 〕 江 芦花 川 戸の 奇僧な 6、 

榮山は 初め 義定と 云 CA 、 志 道 軒と 號す 、一に 一 無 堂と 號 す、 
俗姓は 深 井 氏、 京都 東 梅 律の 農 太 作の 子な 6、 初めの 名は 政 
七、 剃髪して 義 定と號 す、 內外 の學を 究め、 大に 名聲あ 3、 


二十歳 R して 具足 戒を 受け* 堅く 持した る も、 後 袈裟を 脫 し、 
戒律を 破う、 佛像經 卷を賣 うて 酒色の 資に 供し、 自ら 酒色 塲 
中の 大快悟 の 人を 以て 任ず" 後江 戶 R 下う， 淺草金 龍 山 R 到 
$、 觀音 堂の 傍らに 一高 床を 設けて. 其 上 R 坐し、 野史 一 卷を 
机上 R 備へ 、巧みに 古今の 治 亂興廢 を 講說 し、 陰莖の 形を 造 
3 て 如意 R 代へ、 講說 して 興 到れは これを 揮うて、 或は 漫罵 
し、 或は 陴 睨し、 或は 哭 泣し" 大 に 都人 士女の 視聽を 驚かせ 
$、 而して 金銭を 得れは 酒色に 耽る、 時人 呼 a て 摩羅 僧と い 
ふ、 自己の 像を 圖 し、 其 上 R 戯歌を 書し、 印刻して 人々 R 與 
ふ、 もとな し 草 一卷を 作う、 陰陽 生育の 理を 述べ、 戲 Is の 言 
を 借うて 三 敎の奧 旨を 說 けう" 卷末に 題せ る 詩 あう、 日 ふ、 
讀 k 談 k 軍 數十卷 、大悲 閣下 得 一名 新、 曾 夫木扣 _| 牀 頭-日、 白眼 
總 看， 一世 上人 〖延亨 戊辰の 年、 一 無 堂 志 道草と、 明 和 二 年 三月 
七日 歿す" 壽八 十三、 浮世 繪師奥 村 政 信其肯 像を 圖 して 市に 
賣う 、金 龍 道 人 敬 雄 其傳を 作る、 平 賀源內 深く 景 慕し、 志 道 
軒傳を 作る、 へ 事實文 編、 志 道 軒傳 、名家 畧 傳‘譚 海) 

Mlf ン榮 山 si Azl A-b 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四十 
二 代な 6、 榮山 字は 智淨と 云 ひ、 武藏の 人、 出家して 豐山 
に 登う、 學 成うて 伊豫 松 山 石 寺に 住す、 文政 元年 十二月 二十 七 
日 幕 命に ょ 6 江戶 根生院 三十 二 代と な 6、 翌十年 十二月 二十 
日豐山 能 化 職 R 晋み 、十一 年 二十 八日 寂す、 壽六 十二、 (新義 
眞言 宗 史料)  > 

工丨シ ン榮 U 具 (一九 五 0) 〔戒律 宗〕 相 摸極樂 寺の 律 僧な 
3、 榮眞 字は 圓眞 、興 正 菩薩に 師事して 戒律 ヶ學ぶ •、進 具 
の 後灌頂 法を 受け、 初め 大和 願 成 寺に 住し、 後 忍 性の 後を 繼 


t 一— ヒノ 
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ぎ、 相 模極樂 寺に 遷 る、 寂年缺 く、 弟子 一人 諱宣基 字は 圓源 
あうて 丹 後國分 寺に 住す、 (本朝 高僧 傅) 

工 1 シュ 榮珠 ( . 〕〔曹 洞宗〕 能 登松隱 寺の 僧な う、 

榮珠 字は 玉 田、 出 羽の 人、 九歲に して 出家し" 大僧戒 を 受く 
るに 及び 越 前 壽嶽景 椿に 參 し、 其 記 室と なう、 幾何 もな くして 
首座と なう、 分座說 法す、 總持 寺に 出世し、 松隱 寺に 遷 る、 
筏 再び 總持 寺を 主 ど 6、 院宣に 依う 紫 衣を 賜 ふ、 二 年の 後退 
きて 松隱 寺に 休す、 寂年缺 く、 法嗣 承顏智 順の 一人 あう、 (日 
本 洞上聯 燈錄)  ' 

エ1シ ュ 榮主 ( . ) 〔曹 洞宗〕 下 總乗國 寺の 僧な 6、 

榮主 字は 中 明、 松 菴宗榮 の 法を 嗣 ぎ、 乘國 寺に 住す、 寂 年 世 
壽缺 く、 法 嗣中雄 宗孚少 傳榮 闇の 二人 あう" (日本 洞上聯 燈錄) 
文 1 シュン 榮春  リ li 1 コ i 隆光を 見ょ、 

Hlf 榮通品 si  〔眞言 宗〕 近 江大萱 堂の 僧な う、 
榮助 字は 營禪 、鄕 貫詳な ら ず、 近 江 國栗本 郡 駒 井に 住し、 密 
供精修 する 乙と 多年な う、 應永 二十 二 年 二月 一日の 夜靈 夢を 
感じ、 爾來 唯一 向に 念佛を 専修す， 應永 三十 一年 十月の 初聊 
か 違例 ぁう、 治療 5: 加へ んが爲 に 京師に 上う、 醫藥 を盡 すと 
雖 SP 其 功な し、 同 十一 日 京師ょ* 下 6 、命 期の 近き を 知- CN、 

至 心 念 佛 し、 m 像の 近接を 期す、 和歌 あ 6 日く、 「つ い にげに 

かぎ 3 あるへ きいの ちぞ とお 名ひ しことの st ic なう けう」、 

應永 三十 一年 十月 二十 一日 寂す、 享年 八十 二歲 、(緇 白 往生 傳) 

H1 シヨー 榮祥一 ii il 〔新義 眞言 宗〕 伊賀 常 福 寺の 學 

僧な 6、 榮祥 字は 淨 純、 近 江 彥 根の 人な う、 豐山 に學； 3、 

國上 寺に 晋み 、伊賀 常 福 寺に 轉す '安政 元年 十一月 六日 寂す、 


ェ1(榮}シ 


壽 六十、 著作 髻珠 鈔三卷 、諸 流 印 信 集二卷 、論 塲 旗鼓 引 據 、十 
卷章科 文、 傳流灌 頂 見聞 記、 兩部習 合 神道 口訣 、秘部 口訣、 
臨終 用心、 北 越 美談、 阿字 百 首、 各一卷 、鎪字 人形 義 、一 紙 
あう ベ 新義 眞言 宗史 料) 

エ|シヨー榮性二晒 ^ 〔新義眞言宗〕江戶護持院四十 
代な う、 榮性 宇は 諦 純と 云 ふ、 初の 名は 榮慶な 6、 信濃國 
更級郡 八幡 村の 農 浦澤勝 右衞門 の 二 男な 6、 明 和 五 年 四月 十 
五日に 生る、 幼名を 又 治 郞と云 ふ、 安永 六 年 四月 十二 日十歲 
にして 水 內郡南 小川 村 金剛 寺に 投して 出家し、 榮壽和 上に 師 
事し、 天明 二 年 加 行、 同 五 年 二月 豐 山の 衆に 入る、 七 年 十一 
月始めて 大和に 至う、 豐 山 R 登る、 寬政 元年 一た a 國に皈 6、 
同 二 年 十一月 再 a 豐山に 登う、 雲井 坊蓮 阿に 事へ て 性 相を 學 
び、 四 年 二月 能滿院 に 入うて 求 聞 持 法を 修 す、 同 六 年 九月 蓮 
阿に 從 ひ、 勸喜院 に 入る、 其 年俱舍 論を 聽 く、 七 年國に 皈 A 
俗 弟 惣治郞 を 率ゐて 重て 豊山に 登る、 俗 弟 出家して 觀 光明 阿 
と 云 ふ、 九 年 八月 蓮 阿に 從うて 武藏弘 光寺 {C 入う、 十 年 八月 
豐 山に Is 6、 寮舍に 入うて 學 問を 事と す、 十 住 心 論 俱舍論 等 
を 硏究 す、 後 榮壽蓮 阿の 喪を 修 し、 二師の 恩に 報る 左め、 著 
作 開 刻に 力を 致せう、 文化 十一 年 五月耙 伊の 領主の 懇請に ょ 
う根來 寺に 入 6 住し、 蓮 花院、 津乘院 、大傳 法 院を兼 帶 す、 
同 十二 年 正月 勸修寺 門 主の 奏聞に ょう 權僧 正に 昇る、 文政 四 
年よう 大傳法 院の再 築を 企圖 し、 十 年を 經て 功を 畢 ふ、 天 保 
四 年 十月 四日 幕府の 命に よう 江戶 護持 院に入 6 住し、 護國寺 
を兼帶 す、 天 保 八 年 十 H 十三 日護國 寺に 寂 デ、 壽 七十、 臘六 
十一、 著作 减緣减 行决斷 、得 名 懸隔 决斷 "六合 釋决斷 、勃陀 
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(二 七） 


工 1( 榮) シ ーソ 


胃 地决斷 、即身 義决斷 、二敎 論决斷 、谷 一卷 あう、 (新義 眞言 
宗 史料) 

工 1シヨ1イ ン榮 日日 院 -1 チノ-- 日 能を 見よ、 

エ1 ジ ヨ1 榮常 2 三 八 四) 〔.：：•〕 山城 高麗 寺の 僧な 
3、 榮 常聖武 天皇の 朝 山背 國相樂 郡の 高麗 寺に 在う、 常に 法 
華經を 讀 誦す、 一日 一白 衣 あう 榮常 と共に 碁を 圍む 、白衣 碁 
の 手に 就て 榮常を 呰 る、 忽に して 白衣の 口 傾斜し、 次 R 死す、 
見聞す る もの 皆 法 華經の 行者を 呰う たる 故に 此禍 R か/ると 
云へ 3、 榮常示 寂の 年時缺 く、 (靈異 記、 本朝 高僧 傅？  ^ 
工 1 セン 榮專 iim  〔新義 眞言 宗〕 江戸 根生院 第二 代 
f、  榮專は 其字詳 かならず、 俗姓は 太 田 氏、 江戸の 人な 
3、 幼に して 榮譽 に 投 t て 剃髪し、 榮譽 退院の 後、 席を 繼ぎ 
て 根 生院に 住す、 延寶 元年 醍醐 山 R 登}、 幸 心 院有雅 よう 事 
相を 受け、 貞享 四年權 僧正と な 6、 將軍に 謁し 優遇 せらる、 
元祿 三年 將 軍の 命に よう、 城 中に 觀音經 を 講ず、 後屢 幕府に 
出で、 將軍 R 優遇せられ、 寺 祿を加 賜 せらる、 十六 年 十一月 二 
十九 日 根 生院火 災に 罹う 燒 失す、 寶永二 年 再建の 工事を 興し、 

幾何 もな く 落成す、 其歲 十月 退院して 院の 西北 隅に 菴 居し、 

正德 三年 十月 十四日 寂す、 壽七 十餘 、西 新 井總持 寺に 葬る、 

(新義 眞言 宗 史料) 

エ ー ソン 榮 尊 2 丸ー ー〇) 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 慈 尊院の 

四 代な う、 榮 尊は 三 河 僧正と いふ、 三 河 八 名 伊賀 守 藤 原 家 

房の 子な う、 左大臣 近 衞兼敎 の 猶子と なる、 榮然の 室に 入う 

て 出家し、 學業畢 うて 榮然の 傳法灌 頂を 受け、 慈 尊院四 世の 

席に 居る、 文應 元年 五月 十七 日權 僧正と なう、 某 年 寂す、 付 


工 1( 榮) ゾーチ 


法の 弟子 一人 聖濟 あう、 (後 傳燈 廣錄) 

Hly ン榮尊 j lg 一； 一一  I： 臨濟宗 ：一 肥 前萬壽 寺の 開山な う、 
榮尊饿 は 神 子" ( 一 說に諱 は 口 光、 字は 榮尊) 、俗姓 平氏 判官 康 
賴の 子な う、 康 賴硫黃 島に 配流せられ、 故 あう 筑後國 三潴庄 
に 滞留し、 藤 吉種繼 の 女を 娶 6 一子を 生む、 即ち 榮 尊な- CN、 
建久六 年 六月 廿六 日鄕 里に 生る、 時に 父 旣に 配流の 地に 赴け 
3、 祖父 某 乙れ を 道路に 棄つ "永 勝 寺元淋 c 一に 嚴淋に 作る) 
は榮 西の 弟子な う、 奇端に 感し て收容 し、 母に 授けて 鞠 育せ 
一し む、 七歲 にして 元淋の 室に 侍し、 誦 經を學 ぶ、 尋て 落髪し、 
天台の 敎 觀を學 ぶ、 十六 歳入 壇して 大 僧と なう、 後 諸方に 歷 
遊し、 肥 前 小 城 郡 小 松 山 R 小菴を 結び 住し、 淨 土の 行 業を 修 
す、 建 保 五 年 宇佐 宮に詣 し、 靈夢 に感 して 東行 師を 求め、 貞 
應二年 二十 九歲 上野 長樂 寺 R 投じ、 榮 朝 R 師事し、 同門に 於 
て 辨圓 (聖一 國師) と 相 知 6、 共に 參究 す、 天福 元年 辨圓と 共 
に 長樂 寺を 辭 し、 渡宋傳 法の 志 あう、 西 歸の途 、伊勢大神宮 
に 詣し 、嘉禎 元年 四十 一 歲辨圓 と 其 R 平 戸ょう 商船 {C 駕して 
酉 航 し、 明 州 R 到る、 辨圓と 手を 分ち て 諸老 宿を 歷訊 し、 佛 
鑑禪師 の 下に 投じ、 法 益を 受く 、三年を 經て 東歸 す、 仁 治 元 
.年 肥 前 水上 山に 禪 林を 開き、 萬壽 寺と 號 す、 辨圓 の東歸 する 
や、 請して 禪 席を 張らし む、 榮尊 諸方に 法 化を 布き、 朝日 寺、 
報恩 寺、 妙樂寺 等を 開く、 後 京師に 上う 二條相 國の歸 依を 受 
く、 文 永 九 年 十二月 二十日 微恙 あう、 同 二十 八日 {C: 寂す、 壽 
八十、 法嗣 亨菴宗 光、 樂 山！、 徹叟道 映、 一 關祖邱 、神 光 
了 因 あう •(行 實 、年譜、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

H1 チヨ 1 榮朝 Y S; 七 〔臨 濟宗〕 上野 世 一良 田長樂 寺の 


(:三 七） 
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開山な 6、 榮朝 字は 釋圓 、俗姓 不詳、 初め 顯密 二敎を 兼ね 修 
め、 後明 菴榮 西に 師事して 禪宗の 心 印を 傳 へて 道 # 高し、 東 
福 寺の 圓爾 (聖一 國師) 初め 其 敎を受 く、 後上 野 世 良田 縣に長 
樂 寺を 開き、 大に關 東に 禪 風を 揚 ぐ、 壽福 寺の 朗譽其 下に 參 
せ 6、 甞て一 僧 ぁう 問 ふ、 佛法 如何 か 用心せ む、 と、 朝日 ふ、 
忍 辱 精進して 一 塵を 立せ ざれ、 と、 寶治 元年 九月 廿六 日に 寂 
す、 榮 西の 法 系は 榮 朝の 下朗譽 、上昭 、德 見に 至る、 (元 亨釋 
書、 本朝 高僧 傳) 

Hih ン榮 天 S5 21 〔新義 眞言 宗〕 伊豫 石 手 寺の 學僧 
なう、 榮天 字は 太 了、 土 佐 中 村の 人 在う、 豐山 に學び 、石 
手 寺に 晋む 、一 住 三年、 享和 元年 七月 十七 日 寂す、 壽六 十五、 
著作 異部宗 輪 論 目 錄三卷 、五 敎章講 錄十卷 、三論 玄義大 底 記 
二卷 、起 信 論 講義 五卷 ぁり、 (新義 眞言 宗 史料) 

工 1 ニ ン榮仁 u 五一 H C 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧な う、 
榮仁 法相に 通じ、 維摩 會 講師と 江 う、 傳灯大 法師 位に 任せら 
る、 仁 和 二 年 大極殿 最勝會 講師と 7X る、 示 寂の 年時缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

ブサイ 榮並 日齋 シヨ"-' 夕 丨祥 啓を 尾ょ、 

工 1 ベン 榮辯 vgrl o: 〔法相 宗〕 ナ和奈 良の 僧な 

榮辨 俗姓 並に 師承不 詳神龜 二 年に 律師 R 任せられ、 天平 十 年 

七月 三日少 僧都に 任せら る、 天平 勝寶二 年に 示 寂す、 (續 日本 

紀 、七大 寺 年表) 

工-ホ 1 榮峰 カノ ノシユ -覺秀 を 見ょ、 

Huml 榮明一 ’i gi ii  〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四 

十四 代な う、 榮明 字は 深玄 、大和 芝 村 藩の 人な う、 豐山 R 


xl( 榮) チー 乏 


登 6、 土 佐の 榮天 に學び て" 乙訓 寺に 住し、 彌勒 寺 R 晋む 、天 
保 五 年 璺山能 化 職 R 擧け られ 、六 年を 經て 退隱 し" 天 保 十三 
年 九月 十九 日 寂す" 壽缺 く、 (新義 眞言 宗 史料) 
文1ユー榮祐ニーー 5- §〔曹洞宗〕安房長安寺開山な6、 
榮祐 字は 受 天、 俗姓は 板 垣 氏、 甲斐 山 梨 郡の 人な 6、 早歲廣 
濟 寺 R 投して 得度し、 游 方して 三十 餘 人の 宗師に 徧參 す、 時 
に 無敵 高徤 、士峯 の 麓 R 開 法す と 聞き、 牲 きて 之に 見ぇ、- 左 
右に 侍する こと 甘 年を 經て玄 奥 4C 達し、 西 岫所傳 の 法衣を 付 
せら-る、 安房の 大守里 見義弘 新に 長 安寺を 鄕め 、師 請せられ 
て 開山と ^: る、 天文 十三 年 十一月 六日 寂す、 | 帚 八十 一、 法嗣 
龍 湫玄朔 の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

Him 榮擧 r- 一一  一 S AH 〔新義 眞言 宗〕 江戶根 生院の 開山な 
3、 榮譽 字は 文秀 、俗姓は 齋 藤氏、 土佐幡 多の 人、 慶長八 
年に 生る、 幼に して 州の 石旯 寺榮雅 R 從つて 度を 受け、 後大 
和 長 谷 寺 k 學- ぶ、 江戶 知足院 第三 世 榮增榮 雅の法 兄を 以て 將 
軍 家 光に 寵 遇せら る、 數 "城 中に 伺候し、 春 日 局の 皈依 を受 く、 
後 春 日 局の 意に よう 師を 召す、 玆 R 於て か 師長 谷 寺よ 6 江 戶 
R 入う、 春 日 局 r 見 ゆ、 麻衣 緇服蟣 虱 襟領肊 充〇 、局 乃ち 新 
穴 R 法衣を 製して 師 R 贈 6 .命 t て 知 足院に 寓せ しむ、 幾何 も 
次く 局の 推擧 によ 將 軍の 護持 僧と M る、 寬永 十三 年榮增 
よう 報恩 院 流の 事相を 禀 く、 局白璧 町の 家を 購買し、 极生院 
と號 し、 師 をして Z. れに 住せし め、 將軍及 局の 祈願を 勸修せ 
しむ、正保二年長者町徒行屋敷の地を將軍に請ひ、根生院を 
移し、 建築す、 且つ澀 谷 村 R 別院を 築き、 火災を 避く る 用に 
供す、 寶文五 年 七月 家 綱よ 6 溫谷の 別院へ 寺祿百 石を 寄附せ 


H 人榮) n— ヨ 


書辭 名人 冢佛本  日 


(四 七 


工 1( 榮 )3— 力 


ら る、 延寶六 年師疾 r 罹る、 將軍特 r 使を 遣して 慰問 せらる" 
同年 二月 十日 寂す、 壽七 十六、 西 新 井總持 寺 R 葬る、 (新 義眞 
言宗 史料) 

H 1 ヨ 榮寒 !==» セ - y タョ-泉 良を 見ょ、 

工 1 ヨ  幾日 ダ V リョ —圑 了を 見ょ、 

エーガク英岳 1§ 發〔新義眞言宗〕大和長谷寺第十四 
代な--、 英岳 字は 宜春 、俗姓は 宇都 宮 氏、 寬永 十七 年を 以 
て 伊賀上 野 R 生れ、 十四 歲に して 豐山 R 登 6、 良譽 R 依うて 
剃髪 受戒し、 十六 歲四 度軌を 受け、 瑜咖 行を 修む 、十八 歳に 
して 肥 前の 覺 因 r 隨ひ 、具 支灌 頂の 印璽を 禀 く、 師常 R 亮汰 
に從 ひ、 密藏 の經疏 を 聽 き、 深く 五部の 秘要に 通ず、 又奈良 
に 往き華 嚴唯識 を學び 、園 城 寺 R て 法 華 俱舍を 聞き、 醍醐 寺 
に至$て大僧正有雅に諶し、親炙するさ數年な6"兩部の大 
法、 及び 諸 尊 契印 經軌 等を 傅へ られ 、寬文 元年 正月 豐山に 皈 
うて 講莛を 開く、 延寶 元年 尾 張の 法 花院に 移る" 中 納言綱 誠 
甚目 寺に 遊び" 師と 語うて 寵遇 厚し、 同 三年 俊盛豐 山に 主と 
なり、 師に命 b て 西 藏院に 住せし む、 貞享 元年 尾 張 大納言 光 

友の 嚴請に 依う、 長久 寺 R 移る" 元祿四 年將軍 綱吉の 命に 依 

6、 武 藏彌勒 寺に 住す、 時に 將軍 牧野 成貞の 宅 R 駕 せられ、 

師其 邸に 於て 法を 講ずる Z. と 前後 二回な 6、 彌勒 寺 R 封 兵 及 

朱印を 給は る、 <エ 八 年 命を 蒙うて 豐 山の 席を _ぎ て 第 十四 代 

となう、 僧正 R 任せら る、 師 一座 九 年に 及ぶ、 十六 年 病に 依 

う、 職を 辭 しで 江戸に 來 る、 將軍 綱吉進 休菴を 建て 捿 住せし 

む、 寶永四 年冬敕 して 大僧正に 任せら る、 蓋し 異例な う、 師 

將軍に 寵せら る、 Z. と 最も 厚く、 寶永五 年 秋綱吉 自ら 進休菴 


工 1( 英) ガ—シ 


を訪 ふ、 同 六年舂 綱吉薨 ずるを 以て、 師與喜 山に 至う、 専ら 
著作を 事と し、 正 德二年 十一月 一日 寂す、 壽七 十四、 臘 六十 
一、 著作 理趣經 純秘鈔 講義 六卷 、同 頭書 三卷 、舍利 禮文首 書 一 
卷 、雜章 問答 三卷 、第三 重 私記 六卷 、光明 眞言 科注笺 解 三卷、 
阿 字義 註一卷 、入 重玄門 義二卷 、八 囀聲 事一卷 、見聞 隨筆一 
卷 、塵 塚 一卷等 あう、 (豐 山傳通 記、 新義 眞言 宗史) 

文— ガン 英 E 嚴クォ 1 希 雄を 見ょ、 

文— タン 英訓 (：：) 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 6、 
英訓 俗姓は 山 田 氏、 山城の 人な 6、 三論を 習究 し、 兼ねて 密 
學 に 渉る" 初め 觀音院 R 住し、 後 東大寺 R 遷 る、 寂 年 及壽缺 
く" 著作 大乘玄 論 不審 # 若干 卷あ う、 (本朝 高僧 傅) 

工 1 ダウ ツ 英弓 一ー チ ニ ョ 丨日饒 を 見ょ、 

工 1 タ ン英 1 思 (：：) 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な- CN、 
英憲 字は 密 乗と 云 ふ、 三論を 討究し、 兼て 俱舍に 精し、 東大寺 
に 住し、 盛ん R 空 宗を唱 ふ、 寂 年 及壽缺 く、 著作 頌疏鈔 三十 
卷あ う、 (本朝 高僧 傳) 

エ ーシ ン英心 .一 : a : A 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧な 6、 
英心號 は 如 空と 云 ふ、 幼に して 慈 眞和尙 に 投じ、 延慶： 一 年 二 
十一 歲を以 て 師兄定 泉 R 滿分戒 を 受け、 西大 寺攝津 の 多田院 
R 住して、 盛んに 律 幢を樹 つ、 寂 年 及壽缺 く' 著作 梵 綱 - fl 迹 
鈔十卷 、行事 鈔 資賢訣 、表 不表章 顯業鈔 、菩薩 戒 洞義鈔 、等 
あ 6( 本朝 高僧 傅) 

一す シユ 英種 jj Hi ra- 〔曹 洞宗〕 山城 宇治 興聖 寺の 禪僧 
な 6、 英 種 字は 萬 安と 云 ふ、 武藏 江戶の 人な う、 俗姓 源氏、 
遠山の 族な 九歲 にして 父を 喪 a 、 起 雲 寺 源 室 和尙に 從う 


(五 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


て 行 童と なる、 十一 歲 にして 得度し、 尋 s て受 具す、 出 遊し 
て 東 林 寺 日 州、 吉祥 寺 洞 谷、 總 寧寺鐵 山に 歷參し V 五 年を越 
えて 起 雲 寺に 還う、 偶 ： 大慧の 書を 閱 して 參究 し、 狗子 話を 
單提 して 省 悟 ぁう、 大慈 寺に 至 6 大焉 和尙に 謁す、 時に 洪州 
察 幕府の 命を 受けて 吉祥 寺 R 住し、 元 和 四 年 結 制し、 大衆 萬 
を 以て 數ふ 、師を 選 a て 第一 座に 居らし む X 源 室の 寂す るに 
方うて、 師 席を 嗣 きて 起 雲 寺に 住す、 同 八 年 勅を 拜 して 惣持 
寺 ic 莅み 、事畢 6 て歸 る、 師 深く 宗 風の 衰頹を 嘆し、 同志の 
禪侶 と共に 門を 赶 して 打 坐す る 凡を 六 年な 3、 寬永四 年 七 
月事を 謝す、 偈 ぁう 日 ふ、 頂上 鐵伽方 脚 却、 瘦藤破 笠 出， 一 禪關 ― ■* 
只 隨-- 雲水-無-- 蹤 跡 — > 不—生 何處山 『と 乃ち 相 摸の 大山の 
下に 隱捿 す、 後 道俗の 來參を 厭うて、 深く 舟 田 山に 入る、 然 
る r 鐵 心、 宗 文、 慶佐以 下續々 相 集る 者 五十 餘人に 及 ふ、 五 
年の 秋 出 羽の 大守北 倏氏遠 江の 大德 寺に 請す る も、 師辭 して 
出て ず" 美 濃の 水晶 山に 入う、 草菴を 營 む、 和 泉 守 松 平氏、 
師の道 風を 景仰して 供養す、 次に 攝津の 雲 松 寺 ic 留 .〇 /寬永 
十三 年の 秋、 丹 波に 遊 a 瑞巖 寺の 荒 敗を 與 し、 其 閑寂を 愛し 
て 住居す る Z1 と數 年な 6、 師常に 大法の 與隆を 以て 己の 任と 

なし、 一時の 尊 宿 / 2 る 愚 堂" 大愚、 雲居、 一絲 、龍 溪等皆 道 

交を 結び、 相 共に 激勵 して 古風を 回復 せんとす、 正 保 二 年の 

春退隱 して 攝津 住吉に 臨 南 庵を 營み て閑捿 する こと 五 年な 

3、 慶安 元年 信 濃の 大守大 江尙政 (永 井 氏) 山城 淀 城に 在う、 

師の道 風を 景仰して 迎へ 請す、 師 宇治の 興聖 寺 R 入う、 其 荒 

敗を 再興す、 翌年 R 至うて 再與の 工事 成う、 元旦 衆に 示して 

日 ふ、 「朝日 山 頭 呈= 瑞氣： 宇治橋 下 抱，， 淸灣 〖興隆 輿 聖古禪 刹、 

工上英 V ン 


新歲重 開，- 向上 關 —> と、 當 時江戶 に 宗風 革新に 關して 議論 喧し、 
師召 3 れて 江戸に 出て、 起 雲 寺に 萬し、 相 共 R 謀議す、 大和 
守久世 氏、 和 泉 守 松 平氏、 織 部 正菅沼 氏等大 R 禮 遇す、 一旦 
疾に 罹う、 興聖 寺 (C 歸 3、 承應 三年 八月 廿一 日偈を 書して 寂 
す、 壽六 十四、 臘五 十四、 師菴院 を 開く さ 三十 餘所な 6、( 日 
本 洞上聯 燈錄) 

HJ v mT 英性 jj  一 K -t- 〔華 嚴宗〕 奈頁 東大寺の 學僧 江 
6、 英性 俗姓 和 田 氏、 山城 頭 原の 人、 十二 歲に して 淸涼院 
實英 に從うて得度し、華嚴學を學び、兼て三論宗を習ひ"後 
推されて 華嚴 三論 兩宗 の學 頭と 江る、 法 華 維摩の 兩會に 盛 # 
を擧 ぐ、 萬 治の 頃 敕を拜 し、 宮中に 法 華 八講第 四日 夕 座の 講 
師と なる、 太 上 法皇の 敕命を 拜 し、 法皇の 宮 に四炔 界の義 を 
講ず、後大衆の爲めに五敎章を講ず、智積院能化沔做も師に 
就て 華 嚴宗の 宗義を 受け たう、 明曆 三年ょ 6 延寶五 年 R 至る、 
二十 年間 二月 堂の 大 導師 職と なる Z: と 二十 一度な 延寶五 
年 江戸に 降 6、 旅館に 於て 疾 k 罹り、 仝 年 九月 十二 日 寂す、 
壽六 十七、 (續 日本 高僧 傅} 

H!、 v 3 l 英日日 ( …… )〔曹 洞宗〕 加賀 大乗 寺の 禪僧 な- CN、 
英昌 字は 桂巖 、俗姓 生國 不詳、 幼 {C して 佛 陀寺大 源和尙 に投 
じて 出家 受戒し、 志を 立て、 京都 建 仁 寺に 至 6、 年を 逾 ぇて 
佛陀 寺に 飯り、 大 源の 寂 後 加賀の 大乗 寺徹山 廓に 敎を受 け、 
後ち 承 天 寺 R 補し、 次で 吉祥 寺に 住し、 晚 年に 至 6、 徹山廓 
の 後を 受けて 大乗 寺 主と ^: う、 又 永 光寺に 移る、 寂年缺 く、 (日 
本 洞 上聯 燈錄) 

VII シヨー 英松 S : §: 〔淨 士宗 3 江戸 西 光寺の 開山な 
工上 英) シ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 七） 


H 1( % } チ 


6、 英 松は 源 蓮 社 信# 重 故と 號す 、俗姓は 小 林 氏、 三 河の 
人な う、 普光觀 智國師 R 師事して 法を 嗣ぎ 、江戸 深 川 西 光寺 
を 御め て 開山と なる、 寬永 二十 年 七月 朔日 寂す，* 壽缺 く、 (淨 
土總 系譜}  ‘ 

亍チ f 英仲  ホ ーシ H ソ法 俊を 見ょ、 

チヨ 1 英朝一 一一 - o g:> 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 僧な* 〇/ 
英朝 字は 東 陽、 俗姓は 土岐 氏、 美 濃 加 茂 郡の 人な り、 甫めて 五 
歲 京都に 上う 天 龍 寺の 玉岫種 禪 師を禮 して 侍 童と なう、 稍 長 
し. て 刹髮受 具し、 玉帕 R 南禪 寺に 參 する Z. と 久しくして 辭 し、 
徧く叢 席を 廻う、 雪 江 深 禪師の 道譽を 聞き、 龍 安寺に 掛 錫し 
て 之に 依る、 遂 R. 其 印 許を 受け、 出て、 丹 波の 龍 興 寺に 住す、 
文明 十三 年 十一月 詔を 奉して 京都 大德 寺に 住し、 一年 R して 
# 心 寺に 轉 住し、 一 住 三年、 尾 張の 瑞泉 寺の 席を 補す、 美 濃 
の 人 源 司 農 少林 寺を 鄉 し、 師を請 a て 第一 世と す、 尋いて 州 
の大 仙定慧 Q 二 寺 R 歷遷 す、 師道 塲 R 坐す る 名の 八 回 四十 餘 
年# 心 寺 R あう し 時 多く 祖錄 を 講し 五山の 衆 僧 來聽す 永 正 元 
年 八月 美 濃 少林 寺 R て 病み、 二十四日 偈を 書して 日 ふ、 涅槃 

因 柱 一時 拗 折、 看 看 珊瑚 枝々 撑 H 著 月 『憑， 甚魔宮 化， 墨魔膽 落、 

.喝 、と、 筆を 投して 寂す、 壽七 十七、 臓 六十 四、 少林 寺 r 塔す、 

著作 正燈錄 十四 卷あ 〇、 百 丈淸規 江湖 集 等を 校正し 前後 箭を 

集む 前箭は 世 R 句 双紙と 云 a 盛 R 行は る、 門人 八會の 法語を 

集めて 十卷 となし 無孔 笛と いふ、 法 嗣七人 あ $ 天 蔭、 大雅、 

朴菴 、泰 邦、 天關 、希 雲、 亨 仲と 云 ふ、 承 應二年 一 百 五十 年忌 

R 勅謚 大道 眞源禪 師を賜 ふ (延寶 傳燈錄 "本朝 高僧 傅、 宗統八 

祖傳) 


エ1(英)トーモ _ 

HI トン 英頓； _: 一 1! 〔曹 洞宗〕 肥 前 菩提寺の 禪僧な 6、 
英頓 字は 領山 、俗姓は 三 島 氏、 肥 前 島 原の 人な 6、 十五 歲耕 
田 寺 宣菴に 依うて 剃髪し、 出 遊して 筑の祥 寧 寺 R 至う、 朝 山 
芳暾に 見 ± 、 其 法を 嗣 き、 耕 田 寺 R 皈 6、 天文 二十 年 菩提寺 
R 住す、 慶長二 年 五月 二十 一旦 叔 す、 壽缺 く、 遺偈 あう、 日 
く、 七十 八 年、 水 淸月圓 * 轉 身 端的、 蹈 ，一 飜昊天 『と、 (日本 洞 
上聯燈 錄) 

ン英一 雲 r: •ルー j 〔曹 洞宗〕 伊豫 安樂 寺の 禪僧 なう、 
英曇 字は 畢屋 、備 中の 人、 仝 國の華 光寺 玄 室守腋 に參 して 旨 
を 得、 總持 寺 R 出世し、 永 正 十二 年 支 室の 命を 受け、 伊豫の 
安樂 寺 R 居う， 晚年雜 原の 安養寺に 退 休し、 天文 元年 十一月 
一日 寂す、 世壽缺 く、 法 嗣喜 山宗忻 の 一人 あ. CN、 (日本 洞上聯 
燈錄) 

ハン 英範 1  一一 ^ g 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第二 十 
七 代な う、 英範 字は 寶洲 、近 江の 人、 同 國石動 寺に 投じ 得 
度す、 後 智積院 に學び •寬政 三年 六月 幕府の 命に ょう眞 福 寺 
第二 十七 代と な $、 本堂 等を 再建し、 中興と 稱 せらる、 享和 
三年 十一月 智積院 k 進み、 僧正に 任ぜら る、 文化 元年 八月 十 
五日 寂す、 壽七 十五、 著作 具 支灌頂 手鏡 一卷 あ彡バ 眞福寺 世 
代新義 眞言 宗史) 

エー モク 英穆一 •一： 一 -tl 一 •一 •〔曹 洞宗〕 信 濃 定律 寺の 禪僧 M う、 
英穆 字は 悅 堂、 信濃定 津寺拈 笑宗英 R 參 し、 謹 侍する こと 多 
年な り、 拈笑總 持 寺に 遷 る R 及 ひ、 之に 從 a て 入室し、 遂に 
衣 法を受 く、 時 R 應仁 元年 七月 二十 七日な り、 拈 笑の 沒 する 
に 際し、 定律 寺 R 主と な 6、 延德二 年最乘 寺に 遷 る、 永 正 九 


(七 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


年 四月 廿 三日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣雲鷹 玄 俊の 一人 ぁ 3、( 日本 
洞上聯 燈錄) 

H1 モン 英文  一 3 0H 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な う、 
英文 號は景 南と 云 ふ、 常 陸の 人、 佐竹義 基の 第 六 子な $、 稍 
長 fc て 京都に 入う、 東 福 寺 大方 用 和尙を 拜し て師 となし、 深 
く玄 旨に 達して" 其 法を 嗣 ぎ、 萬壽 寺に 出世し、 東 福 寺南禪 
寺 等に 歷遷 す、 永 亨 十二 年春將 軍足 利 義敎洛 東 八 坂 塔を 修 し、 
法觀 寺に 於て 大法 會を なし、 師を 導師と 次し、 將軍 親しく 臨 
塲 す、 師年 七十 六に して 龍 山の 東 禪院に 退 休し* 亨德 三年 九 
月 二十 二日 懇ろに 諸 弟を 誡め正 念に して 寂す、 壽八 十三、 (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

XI ヨ英擧 11  リヨ— ク 7 ッ了 月を 見よ、 

工 1ヨ 英寒！ I  セン ザ ン千 山を 見よ、 

エ 1 ヨ英寒 a y 丨ッ 丨總 通を 見よ、 

エ*-3 英寒 a リ  >  オ ク林屋 を 見よ、 

エ1 ヨ英寒 1=1 ギブ セッ 闇 雪を 見よ、 

H1 ヨ英寒 1=1 アン セッ 安說を 見よ、 

工 1 3 英寒一 I  シブ ア心 阿を 見よ、 

XI リン 英麟二 ••一 1: ハ 〔曹 洞宗〕 伊豆 最勝 寺の 禪僧な \ 

英麟 字は 鳳菴 、伊豆の 人、 俗姓は 平氏な* CN、 拈 笑宗英 に投し 

て 祝 髪し、 出て、 叢 席に 遊 ひ、 再 6i 歸 6 て 其 印 可を 受け、 伊 

豆最勝 寺に 主と なる、 明應二 年最乗 寺に 遷 う、 仝 五年閏 二月 

七日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 大洞存 長、 大嶽祖 益の 二人 ぁう、 (日 

本 洞 上 聯 燈錄) 

エ ー コー {管 好 ( …… )〔 天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 6、 


春 好は 比 叙 山の 三昧 和尙の 門人な 橫川 寺の 勝 行と 肥 前 肥 
御崎に 到 留 連して 靈驗を 感し 、歸 京して 其 後を 知らす、 
(本朝 高僧 傳) 

工—ジ ツ 管 {貫 ( …… )〔 天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 3、 
睿實 久しく 比叡山に 留ま 6 て、 博く 台敎を 學 CA 、 常に 法 華を 
持す、 甞て 愛宕山に 居う、 晚年 九州に 柱き、 世務俗 掌を 執る、 
寂 年 及 ひ 壽歒 く、 ( 本朝 高僧 傅) 

H1 ソン # 尊 j lg i 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧な 6、 
睿尊 字は 思圓 、俗姓は 源氏、 母は 藤原氏の出、 建 仁 元年 大和 
添 上 郡箕の 田に 生る、 七歲に して 母を 喪 a 、 出家の 志禁 しかた 
く、 十一 歲 醍醐 寺の睿 賢 R 投し 、後西 谷に 柱き、 慧操に 謁し、 
菩提心 論、 悉曇 字義、 俱舍 等を 學 ひ、 十七 歲 R して 同 寺の 圓 
明阿闍 梨に 就きて 下髪受 業し、 十八 契印 雨 部 0 大法、 及 a 護 
摩秘記 等を 受け、 元 仁 初年 春" 高野山に 登う、 信 惠阿闍 梨 ic 
逢 ひて、 醍醐 寺、 長 岡 寺 等に 隨從 し、 安貞 元年 具支灌 頂を 受 
く、 後 東大寺に 牲 き、 覺 盛、 覺證 、圓晴 に 從 a て、 南山の 宗 
を學 a、 律鈔を 質問す、 嘉貞二 年 秋、 師 三十 六歲に して 覺 盛、 
圓晴 、有嚴 等と 共に、 瑜伽 大乗 論に ょうて 自警 受戒し、 海 龍 
王 寺に 住し、 西大 寺 R 移うて 戒疏を 講 し、 布薩を 行 ふ、 寬元 
三年 夏 大和 法 華 寺の 尼文篋 等 R 沙彌 尼戒を 授け、 九月 和 泉の 
家 原 寺に 白 四羯磨 別受の 法に 依 6 て 具足 戒 を重受 す、 建 長の 
初年 法 華 寺に 於て 慈善 等の 十二 人に 大 比丘尼 戒を 授け、 行事 
鈔を講 す、 六 年 春西琳 寺に 說戒 し、 眞福 寺に 結界 す、 菩薩 戒 
を受 くる もの 甚た 多し、 正 化 元年 冬攝津 四天王 寺に て 梵網經 
を講 し、 弘長 元年 春 藤 原中納 言定嗣 、師に 從 a て 落髪 受戒し、 


工丨英 、窨) 


H 1 S 舍) シ — ゾ 


書辭 名人 家佛本 日 


(八 七） 


工 1( 睿) ソ  ェー( 叙) ターク 


淨住 寺を 洛 西に 御 患、 師を 請して 開山と なす" 二 年 春 越後 守 
實時の 招きに ょう、 鎌 倉に 到り、 其 叔父 道崇 居士を 始め、 府內 
の 一族 R 菩薩の 大戒 を授 く， 四 年 般若 寺を 修營 し、 五 年 春 無 
遮の 大會を 設け、 餓者數 萬 人を 救 ふ、 弘 安二 年 後深草 上皇に 
招かれて 梵網 經を講 し、 宮中に 留まる 乙と 七日、 上皇に 十重 
禁戒を •龜山 上皇に 菩薩の 大戒を 授け、 公卿 以下 五十 九 人 R 
戒を授 く、 四 年春國 家の 穴め に最勝 王經を 寫 し、 上皇 自ら 護 
國 品を 書し、 尋で 西大 寺に 幸して、 師に 仁王 曼陀羅を 賜 ふ、 
三月 播磨 3 品 峰 寺に 梵網 十重を 講じ、 布薩を 行 ふ： 戒を受 くる 
もの 一千 八 百 五 人、 郡 主 平時 俊佛 敎に皈 し、 治內 東西 三 里、 
南北 二十 五町の 間 殺生を 禁ず、 四月 平等 院にて 梵網經 の古迹 
を講 し、 受戒す る もの 八百餘 人、 師又 平等 院の 上下 宇治橋 
.0 南北を 永く 殺生 禁斷 せん Z. とを 奏請し 聽 § る、 六月 蒙古 來 
寇 するとき 敕を蒙 う、 京都 奈頁の 僧 五 百 六十 餘人 と共に 山城 
男 山 八幡宮 ic 就て 仁王 會を 開き、 愛染の 法を 修す 、後宇多 天 
皇師を 召して 菩薩 戒を受 け、 弟子の 禮を 執る、 六 年 春 寶生護 
國院を 建て、 國祐を 祝し、 具支灌 頂を 行 ふ、 七 年 四月 師歲八 

十を 過く るを 以て 輿に 乗うて 宮禁に 入る を 許さる， 招 提寺大 

悲 菩薩の 後、 結 界道塲 多く 頹廢せ しを、 師再 a 營 興す、 同年 

冬、 旨 あうて 四天王 寺の. 主務に 任す、 八 年 春 住持の 任を 統べ 

て 敬 田院を 結界 す、 師晚年 由 良の 法 燈國師 R 逢 a て禪を 探う、 

別傳ぁるを知る"伏見天皇即位するゃ、師を召して法を問ひ、 

戒を受 く、 正應 三年 八月の 初め 疾を 示し、 二十 五日 寂す、 壽 

九十、 臘五 十四、 遺骨を 西大 寺の 東北に 納め、 塔を 法身 體性 

と號 す、 師戒 經を講 し、 布薩を 行 ふこと 一万 七 百十餘 座、 具 


足 別 受沙彌 菩薩 戒を授 くる もの 六 萬 六 千 一 百 三十 餘 人、 密灌 
を授 くる 者 七十 餘 人、 漁獵を 禁 し、 放 生 池を 置く 一千 三百 五 
十餘 所、 锇餒を 救 ふ Z. と 一方 計、 舍 利を 感 する 若干 粒、 門下 
良 觀慈道 等 三十 餘人 、皆 名刹に 住す、 著作 梵網 古迹 文集 十卷、 
表 不表章 文集 三卷 、感 身學正 記三卷 ，菩薩 戒本 釋文鈔 、應 理宗 
戒 釋文鈔 、別 受八齋 儀、 授菩 薩戒 儀、 等 各 一卷ぁ 6 正 安二 年 
後伏見 天皇 敕して 興 正 菩薩と 謚 す、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傅、 
諸宗章 疏錄) 

エ1 タツ ® 達 一ー チ タィ 日 鉢を 見よ、 

^1^-3—  -1 チ キョ-日 境を 見よ、 

H1 チヨ ー 觀澄一 . ii -t: 〔淨 土宗〕 山城 二 尊 院の 僧な 6、 
敷 澄 字は 正覺 大納言 三條公 一の 子に して、 正信湛 空に 師車 して 
淨土敎 を 修め、 後嵯峨 御深萆 龜山 後宇多 伏 見 五 帝の 戒師な う、 
京都 二 尊院に 住す、 德治二 年 六月 十七 日 寂す* ■壽缺 く、 (淨士 
總 系譜). 

H1 ク 1 叡空.  一. A: li 〔天台宗〕 近 江比歆 山の 學僧な 6 、 
叙 空 字は 慈眼と s  4 、比 叙 山 西塔黑 谷に 住し， 學解 深し、 大 
原の 良 忍 上人に 師事して 淨土敎 を 受け、 念 佛誦經 を 務め y2 う.、 
且つ 好ん て 源 信 僧：# の 往生 要 集を 講 論し 72 れ は、 源 空 上人 其 
下に 敎を 受け 穴う、 後 叙 空は 源 空の 高風に 服し" 弟子の 禮を 
執うた うと 云 ふ、 治 承 三年 四月 (一に 二月) 二 日 寂す、 (淨土 傳 
灯錄、 淨土宗 年譜) 

H1 ク ー 截 空 一一 一 g 姑 一一 7? 戒律 宗； 一大 和 西大 寺の 律 僧な 6、 
叡空 字は 圓 道、 俗姓は 高 氏、 京都の 人な う、 幼よう 慧海 律師 
に 從ひて 剃髪 受學 し、 具足 戒 を禀受 す、 後 南北 R 周旋して 顯 


(九 七) 


書辭 名人 家佛本 日 


密の 宗旨を 榇 6、 應永 十四 年の 秋西大 寺の 衆 請を 受けて、 住 
持す る ZL と 五 年な ぅ、 同 十九 年 三月 二十 三日 寂す、 壽 八十、 
(本朝 高僧 傅) 

クワン « 桓 (.：.) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な $、 
叙桓は 法 華を 誦し 觀念を 修 す、 自ら 警策 して 日く" 初發 若し 
僻ま ば 萬 行を 施す も 徒爾に 歸 せん、 故に 必す當 に圓敎 の大心 
を 發 し* 實 相の 妙 行を 修し 、六道の 衆生を 誘引して、 佛智見 
に 悟入せ しめん、 我 近世の 行人を 見る に、 或は 外相の 苦行を 
營み て內 心の 觀念を 爲 3 ず、 或は 依 報の 資財を 施して 正 報の 
信慧 なし、 徒に 人 天の 果報を 感 して、 三乗の 位次に 陷ゐる M 
となし 云 A、 と、 即ち 戒律を 堅持して 日 午を 過 くれは 厨烟 を 上 
けす、 纔に觀 念 散 すれは 誦する も 之を 猞つ 、かくて 精 誦一萬 
餘 部に 至 6、 屢 々 奇瑞を 感す 、示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
エ 1 ク ジ ン * 桓 ニ チシユ —日宗 を 見ょ、 

工 1 ダウン 数 願 一ー チ フク 日 福を 見ょ、 

工 1コ1 ® 効 (一九 〇 九} 〔天台宗〕 山城 正 法 寺の 學僧な 
$、 叙 効は 京都の 人、 園 城 寺に 入ぅて 衆 僧の 業 5: 勸め. 、大悲 
菩薩に 法を 問 ふ、 山城 巖間 山の 觀音 靈感ぁ 6 と 聞き、 往きて 

他と 言語を 絕 ち、 法華經 三千 部を 讀み 、後 園 城 寺に 皈 る、 朝 

廷名を 聞きて 僧官を 給 ふて 正 法 寺 ic 住せし む、 寂 年、. 及壽 

缺く 、(本朝 高僧 傅} 

X 1 3 « 擧 |=> 力. イ H ッ開悅 を 見よ、 

Hlf ン頴玄 (•：•) 〔眞宗 〕 近 江上 品 寺の 僧な う、 

顥玄は 法界 坊と號 す、 寺の 近 村の 名主の 子、 八歲の 時に 父を 喪 

ひ、 其 菩提を 弔 はんか 爲めに 出家して 諸國を 遍歴し、 江戶に 


出で、 法を 學び、 師の讓 6 を 受けて 近 江 坂 田 郡 烏居驛 上品 寺 
R 住し、 其 廢頹を 輿 S んと 欲し、 諸國 に勸 進す、 江戸に 上 $ 
て 市內を 托鉢す、 遊女 花 扇なる もの あぅ 師に 就て 受戒し、 師 
の 望に よ 6 梵鐘を 鑄て Z: れを 贈る、 師大に 悦び、 車に 載せ、 
挽きて 近 江に 飯る、 寂 年、 及壽歃 く、 (實 事譚 、名 春 實錄) 

工 1 シヨ ー « 正 (： ：) 〔曹洞 宗〕 上野 仁叟 寺の 僧な 6、 
裔 正字は 直應 、曇 英慧應 の 法を 嗣 き、 上野 仁叟 寺に 主と な A、 
寂 年 及 a 壽缺 く， (H 本 洞上聯 燈錄) 

工丨ゼ ン營禪 ェ 丨ク ョ榮 助を 見よ、 

エキ 亦大堂 セン ガィ 旃崖を 見よ、 

エ ツガン 悅巖 チ ギン 智 闇を 見よ、 
v ーツガ ン 悅 3 嚴 フゼソ 不禪を 見よ， 

H ツ ガン シ rl 丨ゴ宗 吾を 見よ、 

H ツガン 悅 湧 卜丨ネ  ソ東 念を 見よ、 

文 ツサ ン 悅山 ド丨シ ユ 丨道宗 を 見よ、 

H ツゼン 免禪 ゼンュ キ禪懌 を M よ、 

エツ 、トー 悅堂 ジョ 1  キ常 喜を 赴よ、 

エツ 悅堂 シユ - H キ宗懌 を 尾よ、 

H ッ ，卜- 悅堂 ミ  ョ丨力 妙 可を 見よ、 

エツ F1 悅堂  H 1 モク 英穆を 見よ、 

エツ ボ ー 悅峯 ド-ショ— 道 章を 見よ、 

エン ア 圓阿 シン サッ 眞察を 見よ、 

エン ア 圓阿 シ d  - ドソ 宗吞を 見よ、 

エン イ圓 意 1: 1; 〔淨 土宗 3 下野 弘經 寺の 僧な り、 
圓意は 實蓮社 眞譽路 繼と號 ず、 其 俗姓 生國詳 かならず、 路白 


工上叙 、穎) 


エ ー( 裔 、營) エキ (奕) H ツ (悅) 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇八 


文ン (圓) イーク 


r 投じて 剃髮受 業し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 初め 舘林 善導 寺に 住 
し、 後 飯 沼弘經 寺に 遷 る、 元祿 十二 年 三月 八日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

エン ィ圓 伊一 j oo ls I; 臨濟宗 S 師南禪 寺の 禪僧 なり、 
圓伊 字は 仲 方、 長 崎の 人な 6、 八歲に して 筑前聖 福 寺 南嶺越 
を 拜して 得度し、 稭長 t て 南都 r 遊び" 西大 寺高湛 律師を 問 
a て 戒律を 學ぶ 、尋て 京師 R 入う、 東 福 寺に 掛搭 す、 應永九 年 
播 磨の 法 雲 寺に 開 法す、 後 建 仁 寺 r 昇る、 應永 十六 年 四月 八 
日 京都 第五 橋の 落慶 供養の 導師と なる、 (第五 橋は 前 一年 僧 慈 
鐵の 設計 R か、 る もの 長 八十 六 丈、 廣二丈 四 尺な り、〕 後南禪 
寺に 昇う、 法 化 益 盛な 6、 晚年建 仁 寺 長 廣菴に 退 休す、 應永 
二十 年 六月 疾に 罹う、 八月 十五 日 寂す、 壽 六十、 へ 延寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傳) 

エン ィ圓 ^ サィ ギョ— 西 行を 見ょ、 

エン ィチ 圓 一 (一九 三 七) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 
6.， 圓 一は 伊勢の 人、 出家して 泉涌戒 光二 寺 ic 歷 遊し、 後 戒壇 
院圓照 に 師事して 戒律 華 嚴を究 む、 晩年 伊勢 R 還* CN、 戒律を 

唱 ふ、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

ヱンウ 圓有一 一一 §5 姑 〔臨 濟宗〕 攝律福 海 寺の 開山な り、 

圓有 字は 在 菴と云 ふ、 俗姓 生 國詳な ら す、 法 位 性 禪師の 法を 

嗣 き、 兀菴 禪師四 世の 曾孫な 6、 京師 正傳 寺に 居す、 建武の 

頃、 足 利 尊 氏の 皈依を 受け、 攝津矢 田 部に 大 光山 福 海 寺を 開 

く、 貞和五 年 十一月 甘 一日 寂す、 壽八 十四、 遺偈に 日 ふ 八十 

四 年、 笑 倒祖佛 、一句 臨 行、 寒 嵐 拂拂、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高 

僧傳 、攝 陽群談 、攝津 名所 圖繪) 


チ <圓) ク -H 

■エン ウン 圓運 C1 七 八 八) 〔眞言 宗〕 河 內廣隆 寺の 僧な 〇、 
圓運は 大治 三年 十二月 三日 覺寬 と共に 無量 光院 R て 傳法灌 頂 
く受 く、 (續 傳燈 廣錄} 

H ン H 圓慧一 一一 g g^ s 濟 S 上 總願成 寺の 禪僧な 6、 
圓慧號 は可菴 、俗姓 藤 原 氏、 尾 張 海 東 郡の 人な 6、 母は 源氏、 
嗣な きを 以て 同 國甚目 寺の 觀 自在 菩薩に 祈る、 一 夕 夢に 佛袈 
裟 を 懷 き、 覺めて 孕む あ 6、 文 永 六 年に 生る、 天質 凡なら ず、 
八歲の 時、 父母 其 俗 家に 置く を 憚うて 郡の 某 寺 R 付す、 圓慧 
初め 天台を 學び 、幾く もな く 三藏の 名目を 暗記す、 十三 歲、 
父の 命に ょり禪 宗 R 投じ、 實 相寺應 通禪師 に 就きて 剃 具す、 
後 南都に 到 6、 三論、 法相、 華嚴 、等を 學び 、叡 山 R 登 6 て 
八敎の 旨を 質し、 兼ねて 密 灌を受 く、 永 仁 四 年 元に 渡航す、 
時 R 二十 八歲 なう、 江浙 の 諸 刹を 歷遊 する Z: と 前後 十三 年、 
延慶 元年に 東歸 す、 檀越總 州の 太守 吉良滿 氏に 請せられ、 實 
相 寺の 席を 董 す、 住持 四 年、 四 衆四來 す、 寶珠 菴を營 みて 退 
休の 所と なし、 ま ^ 寺 南 一里 巨 海と 云 ふ 地に 願 成 寺 あり、 
初め 吉良長 氏 夫人の 創立 R か、 る、 滿氏 改めて 禪林 となす、 
師 請せられ て 開山と なる、 然るに 自ら 任せず、 先師 應通を 推 
して 開山 始祖と なす、 乙れ 應通 が實相 寺を 開きて 聖一 國師を 
推して 開山と なせし R 準ぜるな う、 康永二 年 十一月 六日 寂す、 
壽 七十 五臘 六十な う、 遺偈 あう、 平生 活路、 七十 五 年、 金剛 
眼目" 只對 ，一吾 禪 ― ■* 本山に 覺塲 塔を 建て、 遺骨を 收〇 、應永 丙 
申の 秋勒 謚圓 光禪蹄 を 賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

エン エン 圓緣 v ±; i o: 〔法相 宗〕 大和 與福 寺の 學僧 なう、 
圓緣は 朝臣の 家 R 出て、 扶公 R 師事して 法を 得 •中宮 院 R 住 


(一八） 


書辭 名人 家佛本 日 


し、 後 興 福 寺に 移る、 康平 三年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
エン 方-— 圓雄 リョ-セン 良 仙を 見よ* 

ユン 方一 應 ショ 丨ヶ丨 正璧を 見よ、 

H ンガ 圓賀  一 II 一  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 6、 
圓賀其 俗姓 生國詳 かなら す、 比 叙 山に 掛 錫し、 密敎 R 通す、 
永延 元年 三年 十日 勅して 律師より 大 僧都に 任す、 此例師 r 始 
まる 在 6、 正 曆三年 七月 二十 三日 寂す、^, 冪 八十 七、 ハ 本朝 高僧 
傳 j  . 

エン ガ圓雅 IH g A^L s 宗〕 河內 光善寺の 住持な 6、 

圓雅 字は 准玄 。俗姓は 藤 原 氏、 父は 准 勝な り、 某 年河內 出口 
光善寺を 住持す、 寬永 十六 年 十一月 本山 學餐を 創建す る や、 
法主に 擢て られ て講 主と なぅ、 稱して 能 化と いふ、 此れ 眞宗 
能 化 職の 祖な 6、 明年 夏學黌 R て 和 讃を講 す、 時に 年 五十二 
な 6、 八 年を 歷て正 保 四 年 出口に 歸 6、 慶安 元年 五月 十六 日 
寂す、 壽 六十、 元 錄六年 師の孫 寂 玄異を 立て 衆を 惑し、 東 派 
比 轉す 、遂に 師の 功を 沒 する R 至る、 著作 三經 大綱 一卷 あぅ、 
(本願 寺通紀 、本願 寺派學 事史〕 

エン カィ 圓海 C . ) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧な 

6、 圓海 字は 道 本、 東大寺 r 居 $、 圓照 によ 6 て受 具し、 

海 龍王 寺 戒壇 院 R 巡遊し、 常 r 華 嚴を玩 ふ、 聖 守圓珠 の二師 

R 就きて 眞言を 傳 習す、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

. H ンカイ 圓海一 iH is s 宗〕 肥 後延壽 寺の 學僧な 6、 

圓海 字は. 月感 、初の 名は 明 了と 云 ふ、 肥 後の 人、 俗姓 藤 原 氏 

なう、 慶長五 年 十二月 廿日 合 志 坂 井 庄碧海 寺に 生る* 父は 政 

重 法名 唯 忍と 云 ふ、 師は其 二 男、 小字 小 次 郞九憲 隆と云 ふ、 


H ン (圓〕 方— 力 


十六 年 十二 歲 肊 して 得度し、 內外 の兩 典を 講究す、 寬永八 年、 
三十 二歲 京師 R 上 6、 諸 高僧を 訪問す、 幾％ なく 國に歸 6 て 
敎 化を 事と し、 寬永 十八 年 九月" 四十 二歲 にして 再び 京師に 
上 6、 翌 十九 年 建 仁 寺に 入り、 大藏經 を 閱覽 す、 慶 安二 年 五 
十歲長 崎に 遊び、 明 僧 如 禎禪師 に 謁し、 且つ 其藏に か、 る大 
藏經 を閱覽 す、 同年 國に飯 ゎ敎化 を 事と し、 皈仰 する 者 多し、 
承應 元年 五十 一一; 歲三ひ 京師に 上り、 本願 寺學 寮に 入 6 て 論 註 
安樂 集の 講 釋を聽 き， 一流の 安心を 誤れる を 慨嘆す" 賞は 京 
師を經 て 東國に 遊び、 親鸞 上人の 遺跡を 巡拜 せんとの 考 なり 
しも、 一流の 安心の 大事なる を 思 ひ、 京師に 留 6、 承 應二年 
二月 八日訴 狀七ヶ 條を 本願 寺 r 出し、 能 化 西 吟を彈 劾す、 同 
年 三月 八日 西吟答 書を 出し、 師二六 a 破 文を 作 6 呈出す、 三 
月廿 二日 西吟二 y2 び 答 書を 出し、 六月 師三た CA 破 文を 作 6 呈 
出し、 西 吟の說 を 以て 自性 一心の 安心な 6 とし、 極力 駁擊 し、 
十一月 十七 日 最後の 餅 狀を 老中 奉行 中に 出し、 西本願寺 下を 
退き、 東 福 寺 元 西 堂に 依る、 元 西 堂の 周旋 R ょぅ、 東 本願 寺 
宣如 上人 r 謁し、 遂 R 東 本願 寺 下 r 轉 し、 淨林坊 R 寓 t、 西 
本願 寺の 僧俗 共に 大 K 動搖 し、 幕府 R 訴へて 西吟圆 海二缻 の 
安心を 判 ぜん {を 請へ 6、 時に 西本願寺へ 興 正 寺、 兩寺其 見 
を 異にし、 興 正 寺は 師の說 を 助けて 西本願寺 幷 r 西吟 R 當れ 
6、 承應 三年 幕府 師を 召して 調査し、 安心 邪 正の 批評 R は 西 
本願 寺幷 に 西吟を 非と し、 本願 寺學 寮を 破毀し、 別 ic 事に 托 
し 興 正 寺 門跡、 幷 R 師を 流罪 R 附 す、 七月 晦日 興 正 寺 門跡は 
江戸を 出て、 越後 今 町の 配所 ic 赴き 師は出 雲 玉 造の 配所に 下 
る'  萬 治 元年 十月 廿 四日 五十 九歲刺 免を 蒙 6 、玉 造を 發して 


エン (圓) 勿 


書辭 名人 家佛本 日 


(二八） 


エン (圆} 分— キ 


國に歸 6、 延壽 寺 R 入. る、 二 年 六十 歲六 字談釋 、四 修畧 解‘ 
五智 註疏、 十三 失 要 解を 著す、 寬文 元年、 六十 二歲 、親鸞 上 
人の 四百苹 忌に 當るを 以て、 報恩の 爲め三 國傳繪 ，二 河 圖、 
三經 安心 畧圖 ，無常 十界を 製し、 檀越に 施與 す、 寬文四 年 山 
分を 著し、 五 年 六十 六 歲四恩 論を 著す、 同 六 年 正月 一 1 一日 六十 
七歲東 本願 寺へ 歸參 す、 寬文七 年 六十 八歲 、再び 東 國北國 の 
親鸞 上人の 遺跡 巡拜 せんとし 穴る も 奉行よ 6 制止 せらる、 九 
年 八邪辨 要を 著す" 同年以 來國 內の檀 越の 請を 受け 敎 化を 事 
とす、 延寶 元年 七十 四歲 近世 善惡華 報錄を 編す、 延寶二 年 八 
月 病 あぅ、 九月 五日 寂す、 壽七 十五、 著作 分畧 四恩鈔 、發願 
文 十六 筒條要 解、 六 字講釋 、四 修畧 解、 五智 註疏、 大藏經 未 
渡 目錄、 (三 卷) 决定鈔 糅記 、山 分、 和讃釉 之 裏、 八邪辨 要、 勸 
化 大綱、 五重 之 短 解、 曼茶 羅核定 記、 夢想靶 、罪 福 等 三 劉 觀 
世 音 私考、 近世 蕃惡華 報錄バ 三 卷}あ り、 c 延壽 寺圓海 年譜) 
エン ガィ 圓海ザ ソォ- 殘應を 見よ、 

エン カ ィ圓戒 ぜ >11 禪爾を 見よ、 

エンガタ 圓養 シユ - コ 1 修廣を 見よ、 

文 ンガク ィン 圓 « 院 一ー チ チョ-日長を 見よ、 

エン カン 圓鑑 .、ボン ソ-梵 相を 見よ， 

X ン ガ ン  ー B1 へ ffc ショ ーヵ ク昭覺 を 見よ、 

エンキ 圓喜 ( …… 〕〔戒 律宗〕 大和 戒壇脘 の 律 僧な ぅ” 

圓喜 字は 淨慶 ，鎭 西の 人、 初め 淨音 R 從 i> て 淨土敎 を學び " 

後圓 照に 就て 戒律を 受け、 鎭西 R 戒律を 唱 ふ、 寂年缺 く、 (本 

朝 高僧 傅} 

H ンキ 圓禧一 一一 1 £5 〔眞宗 〕伊_ 專修 寺の 第二 十代な〜 


X ン (圓 }キ 


圓蓆 は淸 淨樂院 宮と號 す、 韶仁 親王の 王子 衣ぅ、 天 保 三年 六 
月 入室、 同 九 年 三月 廿 一日 住職、 文化 元年 五月 八日 寂す、 壽 
四十 五な 6、 

H ンキユ 1 圓給 1 一一 =o A? ss s 日向 大陽 寺の 開山な 

6、 圓給 字は 足 室 日向の 人、 其 姓を 詳かに せず、 永德二 年を 
以て 生れ、 幼に して 石屋 眞梁 和尙に 投じて 出家 得度し、 徧く 
名 宿に 歷參 じ、 後 竹 居 正 猷禪師 に 謁して 之れ に 師事し、 信 衣 
を 受け" 了 心 寺 今の 律 友 寺に 主と なる、 永享 十一 年の 冬詔肊 
應じ て總持 寺に 住し、 特に 紫 伽 黎を 賜は る、 嘉吉二 年 日向の 
檀越大 陽 寺を 築き、 師を請 して 開山と なす、 長 祿二年 二月 十 
七日 寂す、 壽七 十七、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エンキ 3 1 圓經 (K_±o  〔法想3大和知足院の學僧 
なぅ、 圓經 は解脫 上人の 上足 R して、 建 保 四 年 錐 摩 會の講 
師とな 6、 權少 僧都に 任ず、 寂 年及壽 缺くペ 本朝 高僧 傳) 

H ンキ ml 圓鏡一 •一 H: 2: ハ 〔淨 土宗〕 武藏寶 智院の 開山な 
り， 圓鏡 は靈 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 觀 智國師 に師 
事して 法を 嗣き ，武藏 稻毛小 田 中 寶智院 (大吉 寺) の 開山と な 
る、 正 保 三年 二月 七日 寂す" 壽 缺くバ 淨土總 系譜) 

エンキ ml 圓鏡  カク リョ.- 覺 了 1: 見ょ、 

H ンキヨ ー 圓慶 ( . ) C 天台宗〕 京都 大雲 寺の 僧な 

り、 圓慶は 法を 文慶に 承け て大雲 寺に 住す、 寂 年 及壽缺 く、 
(本朝 高僧 傳) 

Vi ンキヨ —ィン 圓敎院 ニ チィ 日 意を 見ょ、 

チ Y キヨ ー 圓行 j 頭 或 〔眞言 S 山城 靈巖 寺の 開山な 
6、 圓行 俗姓 詳なら す、 京都の 人な り、 十一 歲ょ 6 元 興 寺 


(三 八） 


書辭 名人 家佛本  日 


の歲榮 律師に 從ひて 業を 受け •十六 歲華 嚴宗の 年分に 預 ぅて 
得度す、 弘仁 十三 年 有 部の 具足 戒を禀 け' 十四 年 空 海に 從 S、 
兩 部の 大法を 傳 ふ、 天 長 元年 九月 廿 七日 空 海 高 雄 寺に 廿 僧の 
定額を 置く に 及； 3、 師も亦 其 一員に 擢てら る、 果隣を 拜して 灌 
頂 壇に 入ぅ、 付 法の 首位と なる、 承 和 四 年 正月 九 n 檜 尾 僧都 
の 上表に ょ 〇、 入唐を 命せられ、 四月 六日 常曉 、圓 仁、 圓載 
等と 遣唐使に 從 CA 海に 泛ひ 、風 に 阻れ て 止まり、 五牢 六月 再 
ひ發 して 唐に 入 6、 長 安に 到り、 禮賓院 に 館す、 翌年 正月 十 
三日 上座 rffl 鏡 等 勅を 拜して 師を 靑寵 寺に 導き 遠 來の勞 を 慰 
す、 師 は惠果 和 上の 塔を 禮して 別 房に 寓 す、 十五 日 左 街の 僧 
錄三 敎講大 德體虛 、勅を 奉して、 保 壽寺內 供奉 臨 壇 大德光 
辨 ，音 敬 寺內供 禪宗大 德弘辨 、招 福 寺內 供齊毫 興、 唐 寺內供 
光 願、 雲 華 寺 内 供 海岸、 靑龍寺 議論 大德圓 鏡を して 敎門を 標 
し •師 と其耍 義を詰 難せ しむ、 師 遂に 內 供奉 講 論大德 に 任 
せられ、 諸 物品を 賜は る、 関 正月 二日 義眞 和尙に 兩部灌 頂の 
職 位を 付 せらる、 中天兰 三 藏難陁 は梵夾 一具、 佛舍利 二 千 七 
百 粒を 贈る、 左 街の 僧錄本 使驃騎 の帖を 奉し、 經典 論策 若 
干を 縹囊 にして 師 の朿歸 に 贐 す、 翌日 禮賓 館 (C 移 6、 承 和 六 

年 十二月 六日 歸 朝す、 廿九日 表を 撰して 請 來の經 論 六十 九 部 

百 三十 卷 ，佛舍 利 三千 粒、 佛 菩薩 曼荼羅 圖樣三 張、 書 像 十 軀、 

密壇 道具 十 品を 献 す、 此年正 M 廿 二 〇:師 唐に あ- CN て 我 か實慧 

等 八 大德の 書を 靑龍 寺內 供奉 講論 大德圓 鏡 ic 達し、 弘法 大師 

の訃を 報す、 文 師彼地 大徳の 贈う じ淨 具を if して 高野山の 祖 

堂に 献して 永世 安置の 寶 とす、 後 勅して 山城 北山 靈巖 寺に 居 

らしめ、 播 摩の 大山 寺を 開き、 天 王 寺 最初の 別當に 補せられ、 
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仁 壽二年 三月 六日 寂す、 壽五 十四、 臌三 十八、 著作 金剛 界 記、 
五大 虛空藏 法、 聖無動 尊决秘 要義、 靈巖 口傳 、並に 進官 請來錄 
一卷 あり、 (弘法 大師 弟子 傳 、弘法 大師 弟子 譜 、元 亨釋 書， 本 
朝 高僧 傅、 諸宗章 疏錄) 

エン、 キヨ 1 イン 圓行院 一ー チ タィ 日諦を 見ょ、 

エン ク 圓瞿一 一 〇:' 三 . A: 〔臨 濟宗〕 京師 萬壽 寺の 禪僧 なり、 
圓瞿 字は 竺 堂、 俗姓 不詳， 明 極 俊の 法を 嗣ぐ建 長 寺に 留 り、 
後、 攝津兵 庫の 廣嚴 寺に 出世して 明 極 俊の 後を 繼 ぎ， 二 代と 
なる、 棲 賢 寺を 開き 開山と なる" 應 安の 末 京師の 萬 壽寺播 摩 
の 法 雲 寺に 歷 住す 永 和 四 年 十月 十八 日 棲 賢 寺に 寂す、 遺偈あ 
う、 不鉍_ 1 前釋迦 (不 k 待， I 後彌勒 『出，， 世 於 中間； 分身 千 百億、 
(延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

エン ク 圓久 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 6、 

圓久 俗姓 不詳、 九歲 R して 比 叙 山に 登う、 西 塔の 聖久に 師事 
して 敎學 は勉む 、後 楞嚴 院に遷 り、 法 華經を 誦す、 音調 和雅 
r して 聞く 者 感激す、 晚年愛 太子 山 R 登 A、 南 星峯に 住し、 無 
緣三 味を 修 し、 六 時 懺を行 ふ、 示 寂の 後 四十 日、 尙ほ墓 中 K 
誦 經の聲 聞 Z. ぇた 6 と S ふ (本朝 高僧 傅) 

エ ンク！ 圓空 ( . )〔 淨土宗 西 山 派〕. 山城 光明寺の 

僧な り、 圓空 字は 久團 、俗姓 生國 未詳、 信 山 無 壁に 師事し 
て 淨土宗 西 山 派の 學 VJ 修め、 尾 張 曼陀羅 寺に 住し、 次に 山城 
粟生 光 1IJ1 寺に 遷 り、 其敎を 弘む 、寂 年 並に 世壽缺 く、 著作 論 
註 私記 一 卷あ う' (淨 土總 系譜) 

エン クー 圓空 ( . ) 〔臨 濟宗〕 美 濃 池 尻 彌勒 寺の 中 

與 なり*  圓空は 美 濃 國竹ク 鼻の 人な 6 一  說佐波 人 幼より 出 


エン (圓) キーク 


書辭 名人 家佛本  日 


(四ん 


エン (圓) ク 


家して 某 寺に 在 6 しが、 廿三歲 にして 寺を 遁れ 出て、 富士山に 
登うて 山 籠し、 次に 加賀 白山に 山 籠し、 一夜 白山 權 現の 示現に 
よ〇美 濃の 池 尻彌勒 寺を 再建し、. 幾 もな く飛彈 の 袈裟 山 千 光 
寺に 遊び、 俊乘を 問うて 交 善し、 師 平生 持つ ものは 鉈 一丁な 
6、 常に 此鉈を 以て 佛 像を 彫刻し、 袈裟 山に て 立な からの 枯木 
にて 二王 1: 彫刻し、 妙 エと稱 せらる、 豫め 人の 來 る 1: 知^'、 人 
を 見 家を 見て、 豫め 吉凶を 判す るに 當ら 3 るな し、 或 時 高山の 
金淼 侯の 居城を 指して 此處に 城氣 なしと いへ るに、！ 兩 年の 
間に 侯 出 羽に 國替 し、 外廓の みとなる" 大丹 生と 云 ふ 池に 妖 
恠あ りと 傳 ふ、 師 一見して 國中大 に災 にか、 る 兆な 6 と 云 a 
しか ば、 諸人 驚きて 其災 を攘 はんとを 請 ふ、 師 不日に して 鉈 
を 以て 佛 像千缽 を 彫刻して 池に 沈め 7^2 6、 其 後 何の 故 名な く、 
諸人 皆 師の德 風に 皈し 穴 りと 云 ふ、 晩年 蝦夷に 渡^^ 佛敎を 
弘 通し、 土人よ 6 今釋 迦と稱 せらる、 美 濃の 他 尻に 皈 $ て 寂 
す、 美 濃 飛 弾の 地方に て 窟 上人と 稱し傳 ふ、 常に 窟 R 住した 
うし 故なる べし •.師 彫刻 繪 書を 善くし 作品 世 R 傳ふ 、(近世 畸 
人傳 、續 日本 高僧 傳 "逸人 書 史) 

文 ンク—  l iij ^ rl リ rl — シ ソ隆 信を 見よ* 

X ンク 1 圓空サ ィジ ン濟 其を 見よ、 

H ンダジ ツ 圓月ーー 04 |6 ¥洞宗〕上總吉祥寺の開山な 

圓月號 は 中巖 、俗姓 土屋 氏、 相 模鎌 倉の 人な 6、 八歲 

壽福 寺に 投 し、 十二 歲道慧 R 就きて 孝經 論語を 讀み A 十三 歲 

梓山 律師に 就きて 剃髮 受戒す、 醍醐 三寶院 R 入うて 顯 密二敎 

を 兼ね 修め、 每日 弘法 大師の 像を 百拜せ 6、 後、 轉して 禪宗 R 

歸 し、 寬通圓 に 依う、 諸家の 語録を 閱 し、 約翁儉 、嶮崖 安、 
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雲 尾 輪、 並に 東 明日に 歷 謁し、 文 保二华 太宰府に 下り、 元 R 
航せ むと する もの 國守 許可せ ず、 再び 京師に 回り、 萬 壽寺絕 崖 
の 下に あう、 同年 冬 越 前に 下り、 永 平寺義 雲 R 謁し V 元應元 
年 鎌 倉に 回う" 東 明日、 玉山旋 、雲 山隱を 歷 訊し、 元亨 元年 
ま. 72 京師に 上う、 闡提 具、 虎關 錬の 下に 參究 し、 翌二年 東 下 
し、 正中 元年に 再び 西 下し、 遂に 元 U 航 す、 天 寧 寺靈石 芝、 
保 寧 寺 古林 茂、 雲 巖寺濟 川 檝に歷 謁し、 嘉曆 二年吳 門に 往き 
て 絕除中 r 謁し" 尊て 淨慈寺 雲巖欽 、百 丈 山、 東 陽 輝 R 謁す、 
輝の 下記 定を 司う、 天下 師表 閣 棟梁 文を 作うて 稱賞 せらる、 
遂に 輝の 法を 嗣 き、 去うて 諸 寺 rc 遊ぶ、 盧阜に 龍巖柏 塾の 二 
老を訪 ひ、 鄱湖を 過ぎて 永 福 寺 竺田心 を 訪ふ 、正 慶元年 東歸、 
筑前博 多に 着し、 顯功 寺に 寓 す、 翌二年 京師に 上う、 南禪寺 
明 極 俊の 下に 留 る、 曆應二 年 近 江 刺史大 友貞宗 ，'上 總 利根に 
吉祥 寺を 傲 立し、 師を請 す、 尋きて 下總 の寵澤 寺， 相 摸の 萬 
壽寺 、豐 前の 萬壽 寺、 京師の 萬壽 寺に 歷 住す、 延文六 年 京師 
萬壽 寺に 一 菴を營 み、 妙 喜 世界と 云 ふ、 (妙 喜 世界 後 建 仁 寺に 
移 建す、) 康 安二 年 勅を 拜し建 仁 寺に 住し、 尋て 京師の 等 持 寺、 
鎌 倉の 建 長 寺、 近 江の 龍 興 寺に 歷 住す、 南 禪天 龍の 命 ある も 
老衰を 以て 辭す 、應 安七 年微恙 あう、 永 和 元年 正月 八日 寂す、 
壽七 十六、 妙 喜世琚 の 後に 塔を 立つ* 同 二月 勅 謚佛種 慧濟禪 
師と賜 ふ、 著作 日本紙 (發 行を 停止せ らる) 、並 R 東海 一 温 集 
五卷 あう、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

H ンダ ジ ツ 圓月 クョ— カィ 乘 海を 見ょ、 

X ンク !? ン圓觀 二 oi r: へ 〔天台宗〕 京 郡 法 勝 寺の 僧な う、 
圓觀 字は 慧鎭 、別に 慈 威 和 尙と云 ふ、 近 江 坂 本のん なう、 出 


(五八） 


書辭 名人 家佛 本日 


家して 圓頓戒 中興視 傳信興 國和尙 に 師事し、 圆頓戒 を 受け、 圆 
頓戒 中興 第二 / II と稱 せらる、 後伏見 天皇 花園 天皇に 圓頓戒 を 
授け 奉る、 正中 二 年 奏請して 坂 本西敎 寺の 廢頹を 興して 圓頓 
戒を傳 へ、 且つ 淨土敎 に 意 V」 傾け、 念佛 修行す、 後醍醐 天皇 
の 勅 召 ic よ 6、 宮中に 參 候し、 圆頓戒 を 授け 奉る、 勅 ic よう 
元應 寺より 法 勝 寺に 轉 住し、 天皇の 皈依益 深く  •僧正 R 任せ 
ら る、 光嚴 天皇 光明 天皇に 圓頓戒 を 授け 奉る 乃ち 五 朝 國師の 
號を賜 ふ、 天皇は 鎌 倉 幕府を 滅 せんとし、 僧兵に 依-^/. 軍勢 
を 資 けんとし、 數延曆 東大 興 福 等の 諸大 寺に 行幸して、 僧徒 
の 心を 収めた まふ、 師は文 觀忠圓 と 並に 天皇の 諮問に 參し計 
盡 すると ころ あう、 元弘 元年 天皇 中宮の 安 產祈禱 に 托して 大 
に諸寺の僧徒を召したまひ、殊に師並に文觀を請し、宫中に 
於て 北條 氏を 咒咀 せんとし 穴 まふ、 然る r 事 漏れて 師等 捕は 
れて鎌 倉に 送られ、 陸 奥に 禁錮 せらる、 後亂 平く R 及 a 、 京 
師に歸 法 勝 寺に 住す、 正 平 十一 年 (北朝 延文 元年} 三月 朔 
H. 寂す、 師諸國 に 戒律 道塲を 開く、 相 摸の 寶戒 寺" 加 賀の藥 
師 寺、 伊豫の 等 妙 寺、 筑 紫の 鎭弘 寺、 皆師の 力に よ 6 戒律 道 
塲と なる バ大 日本史、 天台 霞標、 淨土總 系譜、 西 敎寺緣 起、 

_驢 嘶餘、 〕 

文 ンク 5? ン 圓環ーーー |1 2  〔眞宗 〕 越 前 敦賀眞 蓮 寺の 住持 

f、  圓環 字は 了 稿、 號は超 空と S ふ、 攝津大 坂の 產な う、 

姓は 佐 野 氏、 其 先は 信 濃 佐 野の 門閥 家な 6、 六 七歲 にして 和歌 

を 賦す乙 とを 知る、 八歲 乳母に 離る、 心 潜 か R 悲み に堪 へす、 

偶々 櫻 花を 見て 詠す T 小樱〇 色は 白色 名に 負は k 乳 滴る 乳母 

は姥櫻 かな」 •と、 蓥し小 櫻を 以て 己 R 擬し 、乳母を 以て 姥櫻に 
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比し ^ るな 6、 又 躑躅 花を 詠して 日く、 「躑躅 花 今を 盛 6 と 思 
a しには や 入相の鐘の 惜 くも 哉」、 と、 後師に 就きて 句 讀を習 
s 、書法を 學 ふ、 寶永六 年 十四 歲 にして 父を 喪 a 、 因て 京都 
西 福 寺慧 空 R 投し 弟子と なる、 正德 三年 十八 歲に して 義疾を 
患 a、 講筵を 退き、 京郤 七條に 僑 居す、 師以爲 らく 法 門の 優 
劣を 判別す るには、 諸 宗の學 に 通せず は 比較す るに 由な し、 
故に 普く 四方の 議席 R 趨 き、 諸經論 を聽 かんと 欲し、 疾の怠 
るを 待ち、 近 江の 性慶上 人 法 華を 和 泉堺に 講す るを 聽 き、 又 
人の 華 嚴五敎 章を 講ずる を 聽 く、 是ょ 6 華厳 法 華の 敎を究 む、 
華嚴法 華の 二敎は 諸敎の 上に 出て 諸 宗の及 ふ 所 R あらす とな 
し 益 意を 傾く、 享保四 年 二十 四歲に して 請に 應 して 越 前 角 鹿 
(敦 賀) 眞蓮 寺を 主とう、 一 住 十六 年間 講説 唱導に 力めて 曠歲 
なし、 餘暇 ある 時は、 和歌、 點 茶， 赏香 •箏 ，散樂 、曲 藝の 
諸 技を 樂む 、甞て 近世の 講流淨 土の 敎義を 解す るの 者 佛祖の 
面目を 得 3 るを 疑 a 、 今に 至る 十 有餘年 工夫 努力し、 三十 四 
歲に して 大に佛 祖の玄 旨を 悟る、 翌年 門人に 招かれて 阿彌陀 
經を近 江 伊香 郡妙覺 寺 {C 講ず、 本願 圓頓 の說 、安養 華臧 同異 
の說、 聖道觀 心と 淨土 信心との 同異 說、 聖淨馏 實の說 、十 劫 
久遠の 說 、西方 十万 億の 說を辯 解す、 然れ とも 時に 難 者 あう 
て 師を 譏う 新奇を 好む となす、 同年 冬 洛西松 尾 華嚴寺 僧 51 上 
人 明 導 剳 一 編を 著し、 淨 土の 敎義を 難詰し、 其 難易 多く 師の 
講述 中の 辯 論と 合す、 此に 於て か 衆 皆 師の說 に 服す、 或 人 他 
宗疑 難の 旨を 擧けて 師に問 ふ、 師其 根本なる もの 雨 三 件を 擧 
けて 之を 辯し、 錄して 一卷 となし、 二 尊 二 敎圓々 喩と號 す、 
門人 之を刊 刻して 四方に 傳 ふ* 十六 年 春 門人に 招かれて 觀無 
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量 壽經を 近 江淺井 郡勝圓 寺に 講ず、 十七牢 遂に 漆 山 R 抜擢せ 
られ 命 ？: 受けて 小經を 本山の 學 校に 講ず" 八月 近 江 八幡に 到 
6 正 信偈を 蓮 照 寺 R 講 す" 十八 年 夏 又 命を 受けて 本山の 學黌 
に觀 無量 壽 經を講 す、 秋 請せられ て 加賀に 遊 a 、 觀 無量 壽經 
を 金 澤道塲 に 講ず" 因うて 越 中の 井波、 城ヶ 端" 高 岡、 本吉、 
宮 腰の 所々 を 遊 化す、 先師 慧 空の 十三 年忌に 當 るを 以て 十 住 
論彌陀 章を 講して 報恩に 擬 す、 十一月 請 R ょうて 小 松 r 到 6、 
正 信 偈を正 行 寺 R 講 し、 十二月 下旬 敦賀に 歸 る" 十九 年 春 病 
に 罹る* 力めて 京師に 赴 き、 途中の 道俗を 化し、 四月 十日 京 
に 入 6、 十五 日大 無量 壽 經を學 校 R 講す 、幾何％ なくして 瘧 
疾を患 ふ、 門人 議席の 勞を 恐れて 保養を 請 ふ、 師聽 かすして 
一日 も 講を廢 せす、 廿 一日 講して 第 十八 願文 R 至る、 此日師 
志 氣淸爽 にして 詞義 明晰な 6、 門人 皆 之を 悅 ふ、 講 散して 僑 
居に 歸 う、 未 刻 書札 數通を 書して 故 鄕の親 知故舊 R 送うて 平 
安を 報し、 晚 R 至う 門人 數輩を 近け て 談笑し" 酉の 下 刻に 至 
6 俄然と して 寂す、 實に享 保 十九 年 甲 寅 五月 二十 一日な- CN、 
壽三 十九、 臘二 十六、 師數年 來內院 の 傍に 一 小屋を 構へ て ff 

齋 となし、 始めて 學窓に 入る 時に 和歌を 賦して 日く、 「をれ な 

がら 市の 中 R も 住める 身は 心に しのぶ 山 やし づけき」 と 世 務 

を 家人 R 委して 日夕 書を 讀み 、自ら 道中と 號 し、 又 今日 菴と 

稱す 、平生の 著述 o' 大經弘 願 義十卷 、觀經 要 門 義八卷 、小 經眞 

門 義三卷 、正 信偈定 說二卷 、二 尊 二 敎圓々 喩一卷 "和歌 集 五 

卷 、其 他 論 註講錄 、選擇 集講錄 、淨土 根本 敎義 、大谷 敎義指 

要、 十 往論彌 陀章科 解、 等， 未た 刊刻 せず、 遺骨を 二 分し 一 

は 大谷惪 空 老人の 墳に收 め、 一は 角 鹿に 送る、 (超 空 師行狀 }、 


I  H— ン (圓： K ノ 

fY ダ 圓解一 j ^ o-b s 宗； 一豐 後府内 光 西 寺の 住持な-、 
圓解號 は 雲 泉、 別に 華 光 院と云 ふ、 豐 後の 人* 高倉學 寮に 學 
び、 文化 三年 寮 司と なり、 末法 燈明 破邪 論を 講 す、 文政 三年 
擬講 となり、 法 華 問答 八宗 綱要を 講ず、 天 保 二 年 二月 二十 一 
嗣講 とな-'、 四 年 法事 讚を 講し 、後、 高僧 和讃 、正 像 未 和 讃 
を 講ず、 天 保 十一 年 六月 二十 三日 寂す、 壽七 十四、 (高 倉學寮 
講劳. 列 傳 稿本}. 

エ ンタ 1 圓繼一 ii ii 〔眞宗 ，〕 伊勢 四 / E 田法受 寺の 住持 
な 6、 圓繼 1 に 圆劍 R 作る、 伊勢の 人、 寶永 八年柬 本願 寺 
擬講 とな 6、 群 疑 論を 講ず、 後、 因 明纂解 、註 維摩 經を講 す、 
明和三年七月四日嗣講となり、四年般讪讃を講ず、五年安樂 
集を 講ず、 後 觀念法 門 四敎儀 集註を 講ず、 七 年 六月 六日 寂す、 
壽缺 く、 (高 倉學 寮講者 列傳講 本) 

H ンタ！ 圓間 SH f ハ f 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 寺の 僧な ぅ、 
圆冏は 法 號信蓮 祉志譽 と 云 ひ" 一 に 無 爲と號 す、 京都の 人な 
ぅ、 十三 歲父を 喪 ひて 慟哭す、 母 慰 論して 日く、 聞く 一子 出 
家 すれは 其 功德 量りが / 2 しと、 汝盍を 深く 思は さる、 と、 師 
佛門を 慕 CA 、 江戶靈 岸寺珂 山に 師事す、 寬文七 年 定中 阿彌陀 
佛を 感得す、 元祿兀 年 知 恩 寺に 住して 靈異に 感 し、 無 爲と號 
す" 十一 年 夏. 安居す‘ 日 r 舍 利一顆 机上に 落す、 畫夜不 臥 日 
課念佛 六 万 聲す寶 永 三年 八 H 微恙 R. か、 A、 (一. 說 九月： 一十 五 
日 正 念念 佛して 寂す、 壽七 十三、 臘 六十， 一、 師誦持 すると 乙 
ろ淨土 三部 經ーガ 三千 九 百 五部、 阿 彌陀經 十五 万 八 千 十五 部 
なり、 ま / 2 自ら g 万 遍念怫 を修 する 乙 と 二十 餘回 なり， (續日 
本 高僧 傳 、鎭 流祖傳 ■淨 土總 系譜} 


(七 八） 


書辭 名人 家 薇 本  日 


エ ンタン 圓顯 (一九二 九) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 气 
圓顯は 親寶 僧都の 子、 圓順 法師に 業を 受け、 弘長七 年 (七 年 
1 :誤) 四月 卅日園 城 寺 别當に 任す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (三 井績 
灯 記) 

h ンケン 圓見一 一一 g ii 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 僧な •り、 
圓見號 は 月 蓬、 俗姓は 藤 原 氏、 相 摸の 人、 母は 平氏の 出な 6、 
甫めて 七歲 、同 國性相 寺の 道 律師の 勸にょ 6 て 出家し、 十三 
歲 律師に 從 CA て 祝 髪し， 沙彌の 法を 學 ふ、 後 京に 上り 東 福 寺 
無 爲元禪 帥を 禮して 參究 し、 大僧 となぅて 左右に 侍す、 久し 
くして 契せ す、 辭して 圓覺 寺の 東 明 和尙に 參して 省 あ 6、 命 
を 受けて 侍 司と なる、 東 明 建 長 寺 r 移つ るに 及 a 、 師之 に從 
a て 藏鑰 となり、 次ぎて 分座說 法す、 康 安中 肥 前の 壽勝 寺に 
出世し、 聖福 寺に 移つ る'  後' 旨を 受けて 京都 建 仁 寺を 領 し、 
晩年 東 山の 雲龍菴 r 逸老 す、 應安 三年 十二月 二 H 寂す、 壽七 
十六、 臘五 十九、 全身を 本菴に 塔す、 (續群 書類 從 二三 五、 日 
本 洞 上 聯燈錄 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 圓見 は曹洞 下の 法を 嗣く 、 ?> ， 臨濟 下の 寺に 住する こと、 
慧日 等 (C 同し." 當肪一 禪宗 にして 分つ 所 あら S るに 由る* 

チノ ケン 圓兼一 j =s a 〔眞宗 〕 山城 本願 寺 第 - t: 代な ぅ、 

圓兼 號を存 如と 云 ふ、 本願 寺 第 六 代玄康 上人の 長子に して、 

應永三年七月十日に生る，大納言廣橋兼宣の猶子 72 ぅ得度し 

て權大 僧都 R 任し、 嘉吉 元年 宗務を 繼きて 第 七 代 宗主と なる 

長祿 元年 六月 十八 B 寂す 壽六 十二、 七 子 あ 6、 一  兼壽 ■ 一女 子、 

三女 子" 四 女子、 五應玄 、六 蓮康 、七 女子な 3、( 門跡 傳 、大谷 

略譜、 本山 寺 誌) 


エン ケン 圓 «1J H プ タ丨 圓繼を 見よ、 

エン、 ゲン 圓 元 si s 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
圓元は 其鄕貫 詳かな らす 、出家して 心 海に 台敎を 學び 、又 良 
慶兼秀 に隨 つて 宗乘を 究 む、 一日 俱舍の 義を摄 6 五卷を 撰す、 
世に これ KV 禪談鈔 と號 す、 延曆 元年 二月 二十 六日 寂す、 壽六 
十七、 (三 井續灯 記) 

文 ンゴ 圓悟ジ .ョー ィソ 淨因を 見よ、 

H ンゴ 圓 '護 フゴソ 普嚴を 見よ， 

H ンサ ィ圓載 (1 五三 七 X 天台宗 一 近 江 比 叙 山の 學 僧な 
AV.  圓載は 大和の 人な り、 出家して 比 叙 山に 登 6 、最 澄和尙 
r 師事し、 佛 儒の 學に 通す、 承 和の 初 唐に 渡る、 比 叙 山の 諸師 
天台 敎の 疑問 五十 科を 作り、 師に附 し 天台 山の 碩德に 寄す、 師 
家 修維 離の 二 師に 謁して 疑問を 呈 し、 敎觀 を受學 す、 承 和 十 年 
即ち 唐の 會昌 三年、 (一 說承 和 七 年 即ち 唐の 開 成 五 年) 解答を 
弟子 仁 好順昌 に附 し、 比 敷 山 R 送る、 同 十一 年 七月 仁 好 0 再 
渡す るに 方 6、 勅して 黃金二 巨 雨を 師に賜 ふ， 師は 唐に 留 6、 
宣宗の 命に よ 西 明 寺に 入 $、 法 全阿闍 梨に 受學 す、 十四 
年 六月 仁 好幷に 慧_ .唐よぅ 至ぅ、 師の 奏狀を 上る、 十五 年 六 
月 刺して 黃金一 百廿兩 を 1111 に 賜 a 、 留學 の勞を 賞し 給 ふ、 圓 
珍直'如等の長安に至るに方6て、師斡旋して便を供す、齊衡 
二 年、 唐の 大中九 年、 淸凉寺 法 全 阿 闇 梨を 拜し 、圓珍 と 共 R 
胎藏 界灌 頂を 受け" 次に 金剛 界 曼陀羅を 受け， 次 R 蘇悉 地の 
法、 幷に諸 儀軌を 受 く、 師唐 に留學 する $ 四十 餘 年、 元 慶元 
年、 卯ち 唐の 乾 符四年 十月、 佛 儒の 諸 典數千 卷を齎 持し 李延 
孝の 商 沿に 乗して 東皈 の途に 上る、 當 時の 大家 皮 日 休'  陸龜 


H ン (圓 Hfv ® 5 —サ 


書 辭名ノ k  家佛本  ti 
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H ンー 、圓) シ 


エン (圓) シ 


蒙、 顔萱等 皆 詩を 賦して 送る、 然る R 船 海上に 暴風に 遭 ひて 
顚 覆し、 李延孝 等と 共に 溺沒 す、 著作 唐决 一卷傳 はる、 (續日 
本紀 、大宋 僧史畧 ，宋高 僧傳 、本朝 高僧 傳 、天台 霞標 ，諸 宗章疏 
錄) 

〔考〕 圓載渡 唐の 年 時、 本朝 高僧 傳に承 和の 初と あれと も、 
大宋僧 史畧に 開 成 三年と あり、 開 成 三年は 我 承 和 五 年に 當れ 
3、 今 姑く 高僧 傳 に 依る' 

ヱンシ 圓旨一 一一 g sl 〔臨 濟宗： 一京 郡 建 仁 寺の 禪僧 なう、 
圓旨 字， は别 源、 自ら 縱 性と 稱 す、 俗姓は 平氏、 越 前の 人な $、 
永 仁 二 年 十月を 以て 生れ， 幼 R して 父に 隨 a て 郡の 帆 山寺に 
詣て 、出家の 志を 發 し.'  皈 6 て 父母に 乞 a 、 遂に 佛種 寺竹菴 
圭和尙 R 依うて 童子と なう、 十六 歲剃髮 受戒す、 會東 明日 和 
尙 元ょ $ 來 $、 圓覺 寺に 住す、 師竹菴 の 命に ょ-^ Z. れ に 見ぇ、 
師事す る 十二 年、 大に省 あ 〇、 元 應二年 海に 航して 元に 入う、 
右 林 茂、 雲外岫 、中 峰 本、 無是覩 、靈石 芝、 古 智哲、 竺田 心、 
南楚悅 、龍 巖眞 '般若 誠 等 諸 名 m R 參し、 元 德 二年皈 朝し、 圓 
覺 寺の 後 版に 任し、 建 長 寺の 前 版 R 遷る •康 永の 初め 鄕里越 

前 r 還る、 朝 倉 金 吾弘 祥 寺を 傲め、 師 請せられ て 開山と なる、 

又壽勝 寺の 請を 受けて 鎭西に 往 き、 明年 弘祥 寺に 皈 る、 檀越善 

應 吉祥 二 寺を 建て 師を延 て 開山 第一 世と なす， 文 和 三年 東 陵 

嶼和 尙南禪 寺 R 住し、 師を 招きて 分座說 法せ しむ、 延文二 年 

命を 承け て 京都 眞如 寺を 主と- OS、 翌年 脚疾を 患 a 、 職を 辭し 

て 越 前 R 皈る 、貞治 三年 將 軍足 利 義詮建 仁 寺に 請す 師 病を 以 

て辭 すれと も使頻 6 に 至る 乃ち 已むを 得ず 疾を 力めて 請 R 應 

し、 十一 日晚參 終- 〇て疾 革る、 十月 一日 義詮 使を 遣して 慰問 


し，. 弘祥寺 位を 陞 せて 諸 山に 列す、 八日 中巖 月を 招きて 後事 
を 托し、 翌日 衣を 更へ偈 を 書して 寂す、 實に貞 治 三年 十月 十 
日な 壽七 十一、 臘 五十六、 門人 全身を 壽塔 R 葬り、 定光 
と 云 ふ、 著作 南 遊 東 歸の二 集 あ ( 續群 書類 從 二三 五 延寶 
傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 圓旨 は曹洞 下の 法を 嗣 くも 臨濟 下の 寺に 住する と臨濟 
下の 諸師 に異ら す、 乙れ 當時 一禪宗 にして 分つ ところ 在き に 
由るな 6、 

エン；、 ン 圓慈 SI EA 一一 一 〔臨 濟宗〕 伊豆 11 澤 寺の f 一代な-、 
圓慈 字は 東嶺 、近 江 ^ 神 崎の 人、 俗姓 佐々 貴 氏な 6、 幼に し 
て 古月禪 材禪師 R 謁し、 出家の 志 あ 6、 九歲 父の 意を 受けて 
鄕 里の 高山 和尙に 就 S て 得度し" 十七 歲出 遊して 日向の 古 月 
禪材 、弁に 其 法嗣翠 岩 R 謁し、 次 r 丹 波の 大道に 謁す、 後鄕里 
に 皈 り、 草 菴を營 みて 打 坐精修 す、 寬保 三年 駿 河 r 下り、 白 
隱慧 鶴に 謁し、 師資の 禮を執 6 亢 亢精修 し、 遂 K 重疾に 罹り 
死に 濱 す、 乃ち 自ら 謂 ふ 宗門の 蕰奧 を究む る も， 一旦 溘 死せ 
は 何 そ 宗門に 益 あらん、 と、 因て 宗門 無 盡燈論 一 編を 作 6 て、 
白隱慧 鶴 K 呈して 日 ふ、 若し 採る へきと ころ あらは 後に 貽 3 
ん 、採る へきと ころな くは 速に 火中 r 投 せよ、 と， 慧 鶴禪師 1 
見して 嘆して 日 ふ、 後世の 點眼藥 と M さんと、 後 71 師の 下を 
辭して 京師に 上 6、 白 河 村に 幽棲し、 宿 疾を養 ふ、 幾 もな く 
東皈 し、 禪師 よ^' 法衣を 附 せらる" 爾來其 下に 留 〇、 法 化を 
助く、 明 和 五年慧 鶴禪師 京師 等 持 寺よ- 〇 請 せらる、 も、 老衰 
を 以て 辭 し. 師 代6て 赴き、 人 天眼 目を 提唱す、 大衆 四百 餘 
人な'-'、 講席未 穴 終らず して 慧鶴 禪師の 訃音 至る、 即ち 松 蔭 


(九 八） 


書辭 名人 家佛本 日 


寺 r 皈 り、 遂 翁元盧 等と 共 r 葬 事を 行 ふ、 其 後 伊豆の 寵澤寺 
を 開き、 慧鶴 禪師を 請して 開山と なし、 自ら 第二 代と なり、 一 
住 二十 年な 6ハ寬 政 三年 尾 張瑞泉 寺の 請に 腹し、 輝 東菴を 再 
興す、 尋て鄕 M- に 皈る意 あ 6、 偈を作 6 門下 r 示す、 人生 七 
十古來 稀、 出， 一 輝東菴 一何國 之、 老僧 今年 七十 一、 出，， 輝 東菴一 
何國 之、 と、 鄕 里の 諸人に 迎 へられて 齡仙 精舍に 入 6、 日々 
自註 三 法 孝 經を講 す、 寬政 四年閏 二月 十九 日 寂す、 壽七 十二、 
臘六 十三 門下 相 謀 6 輝 東菴の 側に 塔を 築き 放光と 云 ふ、 龍澤 
寺に 同し く 塔を 築き 三 光と 云 ふ、 師 著作 達磨 多羅 禪經 疏七卷 
宗門 無盡燈 論、 快 馬 鞭 各 一卷あ 6 法嗣豐 洲英、 聯燈穸 、關堂 
樞あ り、 後謚を 佛護神 照 禪師と 云 ふ、 (快 馬 鞭 後 序、 續 日本 高 
僧傳 、近世 禪林 僧寶傳 、正 法 山 宗派 圖) 

ヱンシキ圓識二测 -5; 一/ーー〔眞宗〕安藝蒲刘島弘願寺の第九 
代な 6、 圓識 幼名は 民藏 とい ひ、 初の 名は 寶乘 、字は 思恭 
と稱 す、 東郭散 人、 又は 竈洲老 樵は 其號 なぅ、 寬政五 年 三 
月 十五 日に 生る、 父を 覺圓 とい ふ、 安藝 沼田 郡廣 島の 人な り、 
文化 元年ょぅ 六 年に 至- o、( 十二 歲ょ 6 十七 歲ま て) 廣 島の 儒 
坂 井禎の 門に 在 6 て、 坂 井 虎山、 等と 同し く經 史詩 文を 切 嗟 

す、 七 年 九州に 遊 a 、 烏水寶 雲の 門に 入 6、 因 明、 俱舍 、唯 

識を學 ふ 乙 と 五 年 許、 此時長 崎に 遊 ひて 淸人姑 蘇顧英 等と 文 

字の 交を なす、 同 十二 年 幻 華雲幢 に從 CA " 宗乘餘 乗を 修むる 

乙と 凡を 四 年な 6、 同 十四 年 安藝 佐 伯 郡 廿日 村 蓮敎寺 其の 嗣 

とな 6、 居る 乙 と 一年 餘に して 故 あう 辭し歸 へる、 文政 元年 

よう 僧 叙に 就き、 宗學 、及 a 華嚴 、天台、 眞言 等の 法 義を硏 

尋 する 乙と 九 年 許、 備 後の 慧 海、 安藝の 泰崑 、見 眞、 惠滿、 


X ン (圓〕 シ 


筑 前の 大 印、 土 佐の 大年 、(後 還俗して 岡 本 退藏と s ふ 土 藩の 
儒なう}、等と同窓の友 /2 6、同六年五月ょ6伊勢風早郡熊田 
村 克讓に 就きて 國學を 受け、 同 十 年 六月 得度し、 十二 年 四月 
安藝 郡 蒲 XIJ 島 三 ノ瀬弘 願 寺 住職 崇乘 の嗣 となる、 時に 三十 七 
歲な 6、 天 保 元年 正月 講學の 便を 謀う、 一の 學舍を 設け、 樹 
心 齊と號 す、 爾來 後進を 敎育 する 乙 と 大凡 二十 三年な う 其 問 
四方 來學 する もの 無慮 二百 七十 四 人、 就中 知 泉、 朗然 、大 集、 
俊諦 、實往 、諦 念、 文藝 、圓 海、 白麟 、勇哲 、唯 信、 慈 雲、 
英 峰、 海 潮 等 最も 聞 ゆ、 同 十 年 六月 十 B 學徒惪 空 覺瑩會 主と 
衣う 講 筵を 設 く、 師敎 行信證 を講 し， 十三 年 五月 初旬 滿講せ 
$、 同 十二 年 九月 伊豫 今 治 常 向寺に 於て 本願 成就 文を 講 す、 
同 十五 年 三月 廿九 日弘願 寺 九 代の 住職を 嗣く 、時に 五十二 歲 
なう、 同年 四月 得 業に 昇 6、 同 五月 安藝 高 宮郡河 戸村 德行寺 
に 於て 淨土 論を 講 す、 弘化二 年 安居 廣島寺 町佛護 寺に 於て 安 
樂 集を 講 し、 三年 三月 助敎に 進む、 同 九月 安_賀 茂 郡 兼澤村 
德 正 寺 R 於て 現世 利益 和 讃を講 す、 其他豐 3 郡 梨 和 村淨德 寺、 
山 縣郡大 朝 村 圓龍寺 等に 於て 講 筵を 開く C 同 四 年 二月 七日 學 
林 監守と なる、 此時に 方 $ 大和の 亮惠； i 仲の 兩人 異義を 主張 
す、 師齓 正の 命を 受け、 善 讓岱觀 と 同し く 本山に 於て 數 十日 
間釓 正の 勞に 服す、 同年 六月 能稱立 信認 解 者 敎誡掛 を 命せ ら 
れ 、嘉汆 元年 五月 安藝 國 法談 取締役 同年 六月 安藝 園 學業策 進 
掛を命 せらる、 同 五 年 正月 十三 日の 夜中 風 症に 罹 6、 五月 一 
日 寂す、 壽 六十、 後 司敎を 贈らる、 著書 本願 成就 文 誘 蒙錄， 
仝講錄 、淨土 論講錄 、安樂 集 講錄、 玄義分 六字釋 私考、 行 信 
管 窺、 諸 經和讃 私考、 現世 利益 讃講錄 、高僧 和讚 私考， 光號 
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書辭 名人 家佛 本日 


(〇 九) 


X ン (圓  >ン 


エン (圓) シ 


因 緣類文 、牲生 要 集講錄 、私淑 錄 、唯 識雜 記、 座右 抄 、塵 砂 
抄 、各 一卷 、宗要 私議 二卷 あう、 (行 實、 本願 寺 派學事 史). 

エン シン 圓、 41  ■  〔臨 濟宗〕 筑前承 天 寺の 禪僧 なう、 
圆心 字は 鐵 牛、 俗姓 菅原 氏、 筑紫 太宰府の 人、 聖 一國師 〔辨 圓) 
に 師事し、 殊に 親近 せらる、 後 承 天 寺に 住す、 國師の 遺命 R 
よう 其 年譜 編成の 任に 當 6 功を 畢 ふ、 嘉歷 元年 九月 廿 四日 寂 
す、 壽七 十三、 (菅神 入 宋授衣 記、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 
エン シン 圓心〇 一〇五 西) 〔臨 濟宗) 美 濃 妙 勝 寺の 禪僧 なう 
圓心 字は 月 堂、 播 磨の 人、 同 國明禪 寺 曇 溪芳の 下に 得度し、 
古法 雲 寺 無 雲 天の 法を 嗣 r、 間 溪聰、 特芳奇 、愚 中 及、 眞巖 
後 等を 歷訊 して 益究 ひ、 美 濃 妙 勝 寺 越 前龍溪 寺に 歷 住す、 七 
十餘 にして 近 江智海 寺に 寂す、 其 年時詳 ならず、 (延 寶傳燈 
錄 、本朝 高僧 傳) 

〔考〕 圓 心は 應 永の 頃の 人な う 

エン シン 圏、 レカ オク可 憶を 見よ、 

エン シン 圓信 (一七 丸 5 三條 一流の 佛エ な-^、 圓信 一に 
圓眞 R 作る、 長圓の 弟子な り、 保 延某年 鳥 羽 造佛の 賞と して 

阿 闇 梨に 補し、 後 法眼 R 叙 せらる、 佛 H にして 阿闍 梨に 補せ 

ら る、 もの 圓 信に 始まる と 云 ふ、 (釋家 初例鈔 、外 記 日記) 

エン、 V ン圓置 ハ』 ェ r シン 榮眞を 見よ、 

H ンシユ 圓珠 2 さ 二) 〔天台宗〕 攝津勝 鬉院の 律 僧な 

$、  圓珠は 泉 涌 寺の 智鏡道 玄の二 老師に 師事し、 南北の 講 

肆に 遊びて 益々 硏究 す、 弘 長文 永の 末年 圓照 律師 鷲 尾 山に 住 

す、 師牲て 錫を 駐め 菩提心 論及 諸 部め 律疏を 講ず、 後 攝津の 


H ンシュ —圓秀 ii 漂 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第二 


四天王 寺の 請に より 勝 鬟院に 住す、 寂 年及壽 欠く、 (本朝 高僧 
傳) 

X ンシュ 圓守 (•：.) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧な 6、 
圓守 俗姓は 藤 原 氏" 中納言 道經の 子な り、 兄弟 五 人 皆 出家し、 
師叡 山の 宗源 法師に 師事して 顯密 二敎を 究め、 二 會の講 主に 
坐し t 尋で最 勝講會 の證義 者と なる、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 
高僧 傅} 

エン シュ ー 圓秀； jy o: *: 〔天台宗：！ 近 江 園' 城 寺の 僧な り、 

圓秀 は迓江 の 人、 出家して 敎圓 道順 成秀の 諸師に 就て 台密 二 

敎を究 め、 應永 年中 探題 職に 座す、 寶德 元年 五月 二十 八日 寂 

す、 壽缺 く、 (三 井續灯 記〕 

二 一 - _ 

二 四 二 六 

十六 代な 6、 圓秀 字は 知 新、 奈 良の 人、 故 あぅて 武藏某 寺 
R 出家し、 豐山 R 學ぶ 、初め 管 明月 輪 兩院を 經て 干葉 妙 見 寺 
に 轉 し、 寶曆 十八 年 八月 根生院 R 晋み 、明 和 元年 十月 十日 豐 
山能化と江6權僧正に任せらる、主職にある乙と三年、明和 
三年 十一月 十日 小池坊 方丈に 寂す、 壽八 十一、 (新 _ 眞言 宗史 
料) 

X ンシュ ， I 圓秀 リョ-力 莨 可を 見よ、 

エン シュ 1 圓宗 (一 五一 丸) 〔法相 宗〕 奈莨元 興 寺の 學僧 
な- CN、  圓宗 三論 宗に歸 し、 維摩 會 講師と なぅ、 傳 灯大炔 師 
位に 昇る、 貞觀十 二 年最 勝會講 帥と なる、 示 寂の 年 ftv 歡く (本 
朝 高僧 傅) 

H ンジユ I 圏 # -一ー チジ rl 丨日 住を 見よ、 

エン シュン 圓舜.ーー.一 5:: 0: 〔日蓮宗〕越前妙顯寺第五代な 


(一九） 


書辭 名人 家怫 本日 


6、 圓舜 俗姓 生國 未詳、 越 前敦賀 妙顯寺 寶證に 師事し 其 後 
を嗣 ぐ、 延德二 年 三月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 
統紀) 

X ンシ ユン 圓春 c 一八 〇苎 三 條 一流の 佛 H な"^、  圓春 
は六條 右大臣 顯 房の 孫" 皇后 宮亮 信雅 朝臣の 子 i'c して、 賢圓 
の 弟子 穴う、 初め 賢 圓の兄 長圓の 養子た 6 しか、 不和に して 
緣を斷 ち 賢 圓の 弟子と ^ る、 法 橋 R 任す、 久安 年代の 人な 6、 
(台 記 別記) 

エン シュン 圓 # (：.  0 〔眞言 宗〕 山城 小 栗 栖法琳 寺の 
別當 な. cs"  圓 偖 « 智行 兼備し、 圓城寺 僧正 益 信を 禮して 大 
毗廑 遮那 法身 正宗 心 印を 受け' 傳燈 位を 嗣く、 京都 素 光寺に 住 
し、 小栗栖 の別當 とな 6、 付 法の 弟子 遍勝 あう、 (傳燈 廣錄) 
エン ジュン 00  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
圓順俗姓は源氏、彈正小ノ弼宗仲の子 71 6、長舜莨俊に從ひて 
台敎を 學ひ 、重圓 に 就て 摩訶毘 盧舍那 法を 受け、 四 宗證義 一 
寺 別 當を經 て 本 寺の 題 者と なり、 六十 八 歲の時 大阿闍 梨 位に 
登る、 康元 元年 七月 六日 寂す、 壽七 十八、 •著作 看 文 抄十卷 あ 
う、 (三 井續灯 記) 

X ンジュ ン 圓遵一 j 酬 ^ 〔眞宗 〕 伊勢 專修 寺の 第 十八 代 

f、  圓遵は 無 H 冷 院 宮と號 す、 織 仁 親王の 第五 - f- なう、 

寶曆 三年 九月 七日 入室、 同 八 年 住職、 文政 二 年 十月 廿 二日 寂 

す、 壽七 十四、 

X ンジヨ 圓如  101 三 四 八) 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な $、  圓 

恕は 山城の 人、 少時 同蒙圓 愚と 專修 念佛 し悟覺 して 後 獨湛和 

尙に 謁す、 寂苹缺 く (遠 羅天 釜) 


HA (圓) シ 


〔考〕 圆恕 は元祿 頃の 人な 6 

文 ン； 、ン m 圓助  1  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な う、 
圓助は 後嵯峨 院第 六の 皇子な 6、 寶治四 年 十四 歲に して 仁 助 
に 就て 剃髪 受戒し、 密法 を學び 、建 長 四 年 圓淨に 從つ て密灌 
を受 く、 文 永 十一 年 二 品 親王に 勅任せられ、 建 治 二 年 大阿闍 
梨 位に 登る、 弘 安五 年 八月 十二 日 寂す、 壽四 十七、 (三 井續燈 

fa ) 

H ンシヨ ー 圓照ーー$ 1§ 1:戒律宗；1大和戒壇院の中興な 
6、 圆照 號は實 相、 俗姓 rt 藤 原 氏、 奈 良の 人、 中道の 弟 7X 
う、 母は 源氏の 出、 承久 三年に 生れ、 幼名を 金 光と 云 ふ.、 十 
歲に 剃髮 し， 十五 歲 東大寺 良忠に 投じ、 智舜眞 穴 r に 就きて 三 
論を 聽 き、 二十 歲大悲 菩薩 Q 壇に 昇うて 具足 戒を受 くこれ ょ 
う 遊 方し、 白毫 寺の 良遍に 謁して 法相を 學び 、禪慧 に從ひ 、 
行事鈔 を 聞く、 寬治 元年 海 龍王 寺に 居う、 證覺審 尊 寺に あう 
て 分說 す、 師從 a て 講 明す、 四 恩院淨 法 R つき 三 密を禀 け、 
三輪 寺の 乘心に 胎 金の 密 壇に 入う、 八幡の 唯 心に 逢 a て 五部 
の 秘奥を 傳へ 、磯長 寺の 十乘に 台敎を 習 a 、 八宗の 綱要を 徧 
く硏究 す、 治 承の 火 後、 戒壇 廢頹 す、 西迎 力を 盡して 乙れ を 
再興し、 硏觀に 復 す、 建 長 三年 師 請せられ て 主と なう、 三昧 
院の 眞究 、戒 光寺の 淨因 等を 招き、 律 規を行 a、 日に 講 席を 
張る、 聖一 國師の 道化を 開き" 自ら 門下を 率ゐて 普 門 寺に 掛 
錫し、 九 旬間 參禪 し、 遂に 印 可を 蒙 6、 禪 戒を受 く" 旣にし 
て舊院 R 飯*^、 晝は 戒疏を 講し 、夜は 禪 坐す、 康元 元年 秋 放 
生會を 修 せんと 欲し、 雛 波の 津住吉 浦に 至う、 法 財を 棄て、 
魚族を 救 ふ、 大和 元 興 寺の 恢復を 計る、 正嘉 元年 春 法 華を 講 


エン (圓〕 、v 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 九） 
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し、 道俗を 化す" 僧房を 造う 莊園 を附 し、 頓學を 選び 唯識を 
講せ しむ、 同年 夏 郡の 龍 池 R 到う 雨を 禱 -V て驗 あう， 此秋石 
淸 水の 檢校法 印 宮淸善 法 寺を 立て 師其 開山と なる、 師別に 竹 
林 寺を 構へ、 行 基 菩薩の 沙梨を 奉ず、 大和の 法隆 寺上宮 王院、 
和 泉の 家 原 寺に 歷 住す、 生 馬の 竹林 寺 主 明 觀滅師 を 請して 席 
5: 讓 5 、 冬敕 R ょ- 東大寺 幹事と な 6、 職 r 居る 十四 年、 意 
を ^ 復 r 置き/法 華 堂 二月 堂 三面 房 舍七楹 の 鐘樓皆 舊觀に 復 
す、 正 元元 年 藤 原 隆親師 に洛 東の 金山 院を 施し、 師又 乙れ を 
修營 す、 文 永 六 年 夏 後嵯峨 上皇 戒壇 院 r 幸し、 師 R 就きて 受 
戒 し、 金 塔を 賜は る、 七 年 東大寺 幹事を 辭 す、 建 治 三年 十月 
二十 二日 寂す、 壽 五十八、 臘四 十八な う、 生前 寺に 主たる 十 
餘ヶ 所、 其 室 R 入る もの 眞 照、 忍 空、 道 照、 偷 海、 凝 然等一 
百餘 人、 菩薩 戒を受 くる 者 源 皇后 通 子、 藤 原 皇后 長子、 西 園 
寺實 氏、 其 子 公 相、 德 大寺實 基、 其 子 公孝、 四條隆 親、 其 子 
房 名、 其 他 姐 嬪卿庶 五戒を 受け 三聚を 持す る 者 若干 人、 七大 
寺の 衆 師を稱 して 戒壇 院の 中興と 衣す、 門人 示觀然 、師の 行 
狀三卷 を 撰す、 (本朝 高僧 傅) 

エン、 vml 圓照一 一一 一一 〔曹 洞宗〕 薩 摩皇德 寺の 開山な 

6、 圓 照は 字は 無 外 薩摩國 の 人な 6、 幼ょう 出家し 受具の 

後 肥 後 蘇 迷嶽に 至て 精舍を 創し 住す、 而も 大事 明なら ずして 

徧參 し、 能登總 持寺峨 山の 下 R 往て 謁す、 服勸 侍從 する もの 

多年" 遂に 其 法を 嗣 く、 山 命して 首 衆に 居らし む、 師辭 して 

日向の 山中 R 去 6、 一菴を 創し 永 谷 山皇德 寺と 號す 、薩 摩の 

島津 大道 其 德を欽 し、 皇德 寺を 建て 聘 請して 開山 始祖と 爲 す" 

永德 元年 十二月 六日 寂す、 壽 七十 一歳、 坐 五十 九夏、 (日本 洞 


エン (圓) シ 


上聯 燈錄) 

X ンシ ml 圓昭 (一六 九九) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山楞 伽院の 
僧な 6、 圓昭 (一に 圓照 R 作る) は 俗姓 名は 源顯 基と 云 ふ、 大 
納言 俊賢の 子な 6、 後 一條 天皇に 仕へ て 中納 言と な $、 恩眷を 
受 く、 天皇 崩御し •諒闇の 間、 宮中 R 在ぅ、 一夕 梓宮の 燭を進 
む ると 頗る 遲 きを 怪み 、之を 問 ふ、 或 者 日 ふ、 女 侍 輩 皆 新 帝 
の宮 R 給 事し、 梓宮に 烘する 者な し、 と、 顯基 深く 人情の# 
移を 悲み 、即日 髪を 削る、 これ 三十 八歲の 時ょ 6、 比 叙 山の 
延殷 に從 S、 相 其 R 楞迦院 に 隱捿 して 止觀の 業を 修 す、 後 延 
殷と相 共 r 醍醐 山に 遁れ 、東北 坊に隱 棲す、 長曆 三年 正月 廿 
日、 小 野の 仁 海を 禮して 小 野 流の 灌 頂を 受け、 心 印 法 儀を 傳 
ふ、 晚年大 原に 隱捿 し、 經 論を 閱 す、 偶 疽を患 ふ、 良醫 治療 
せんとす る も、 師辭 して 日 ふ、 我 聞く 萬 病の 中， 亂れ すして 
寂に 入る は 唯疸 のみな $、 と、 我 適 疽を患 ふるは 何を 其 幸な 
る、 と、 安祥と して 寂す、 師の 語、 罪な くし 配所の 月を 觀ん 
云々、 世に 喧傳 せぅ、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 續傳 燈廣錄 、大 
日本史、 扶桑 隱逸傳 、大東 世 語) 

エン シヨ！ 圓證 (：：) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
i  圆證 字は 了 寂と 云 ふ、 出家して 台密 敎を 究め、 圓律玄 
に 師事して 具足 戒を 受け、 招提 寺に 出世して 大 に 律 幢を樹 つ、 
寂 年、 及壽缺 く、 (律苑 僧寶傳 ■本朝 高僧 傅) 

エン シ tnl  wtt  一/一 i  〔眞 宗〕 京都 粟田口 眞覺 寺の 住 
持な り、 圆 性は 知 空の 兄な 6、 慶 安四 年長 兄 圓海近 江圓照 
寺に 主 ^ るを 以て 明 性の 嗣とな 眞覺 寺に 住す、 元錄十 四 
年 四月 榜伽經 を 侍講す、 甞て 遠： d 及 丹 州 4C 到 6 法難を 平 治す、 


(三 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


寶永五 年 四月 十七 日 寂す" 壽八 十六、 (本願 寺 通 記) 

エン シヨ- 圓 性 カ クキ覺 基を 見よ、 

エ ンシ 3 1 麗^!  二 一 ^  〔眞 宗〕 伊勢 專修 寺の 第 十九 代 
な 6、 圓祥 は眞 無量 院宫 と號 す、 織 仁 親王の 第五 子な り、 寬 
政 五 年 二月 廿 三日 入室、 文化 八 年 三月 住職、 天 保 八 年 十一月 
廿 一日 寂す、 壽 五十、 

H ンシヨ 1 Ms  カク h 丨覺英 を 見よ、 

エン シ 31 圓靜 ( ： ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 法師な 
ぅ、 圓靜 字は 如 寂、 俗名は 尙書郞 太 宰帥藤 原資 賞と S ひ、 勝 
賢の 兄な-^、 父 信 西の繂 に堪 へす、 遁世 入道して 勝 賢の 法を 
受 く、 成賢師 ■爲 に兩 部の 修 儀を 撰し、 題して 都督 次第と S 
ふ、 師 之に 就きて 修錬し、 名 聲一賠 に 轟く、 (續 傳燈 廣錄) 

H ンジ 3 1 圓淨 j  5 f 从 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な 
6、 圓淨俗姓は藤原氏，基通の子な-^建長九年正月十九 
日恒惪 に 就て 落髪 受 具し、 覺朝に 從 a て 密法を 受け 禪覺を 拜 
して 密灌を 受け、 又 長舜に 謁して 天台 俱舍 等を 學び 、六 勝 寺 
別當 、三 井の 長 吏、 宇治 法 成 寺 執 印 等の 諸 職を 經て 法務に 任 
じ、 大僧正に 任ず、 寬喜 元年 四十 一歲 にして 大阿闍 梨 位に 登 

り、 康元 元年 四月 十九 日 寂す、 壽六 十八、 (三 井續灯 記) 

エン ジヨー 圓淨 (••：) 〔臨 濟宗〕 輿聖 寺の 開山な $、 

圓淨 字は 意 ^ 、 靈鷲寺 良眞の 法嗣 となる、 示 寂の 年時歃 ぐ、 

後光 嚴 天皇 勅 號佛通 禪師を 賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
エン ジ 2 1 圓成 ショ 丨ィ 正爲を 見よ. 

エン シヨ-イン 圓照院 ニ チ ミョ— 日 明 V ) 見よ、 

H ンジ 3 1 イン ® « ^ ナブ ケ- 南溪を 見よ、 

fv 圓) シ 


エン ー、 ンヨ •■■■イン 圓乘院 セ V ミョ- 宣明を 見よ、 

エン ズイ 圓 ン クシ - y ln 心を 見よ、 

エン ゼイン 圓日疋 院 - ー チョ-日 耀を昆 よ、 

エン セ ー 圓勢 c . ) 〔 . 〕 大和 高宮 寺の 僧な う、 

圓勢は 百濟の 人な う、 我國 に來れ る 年時歃 く" 大和 高宮 寺に 
住し、 解 行 兼ね 備は 6、 門下 願覺 あり、 示 寂の 年時歃 く、 (本朝 
高僧 傳) 

エン セ ー 圓 勢. 一 - fc : !'; 三條 一流 第二 代の 佛エ なう、 
圓勢は 長 勢の 子な 6、 其 工作 父に 勝れし 故 か、 早く 柚て られ 
て淸水 寺の 別 當に補 せらる、 然るに 其 功を 猜まれ 、祭 良 法師 
に 妨 けらる、 寬治に 法 橋に して 天 仁に 法 印 7^2 6、 長 承 二 年 関 
十二月 沒 す、 (僧綱 铺 任、 中 右 記、 外 記 日記 等) 

エン セ ー 圓晴 (一九二 四) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 
う、 圓晴 字は 道圓 、越後に 生れ、 奈良 にて 成長す、 十七 歲に 
して 廣受に 密敎 を學び 、文 永の 初圓照 を 禮して 三 摩 耶戒を 禀 
け、 瑜伽の 秘を傳 ふ、 竹林 寺に 於て 灌頂 法を 行 ふ、 寂 年、 及壽 
缺 く、 (本朝 高僧 傅)  丨 
エン セ ー 圓晴 j$g -o 〔戒律 宗〕 大和 不空院 の 律 僧な 6、 
圓晴 字は 尊 性、 自ら 照 眞と號 す、 大和の 人な 6、 知 足 院の戒 
如 和 尙に從 a て 律を 受け、 常に 覺 盛、 # 尊、 有 嚴と其 に 律 部 
を 討論し、 處に隨 a て 開講す、 世に 之を 奈良の 四 律 匠と いふ、 
嘉禎の 初年 東大寺に 在うて 刪 補鈔を 講 し、 翌年 秋覺盛 等と 谶 
悔 法を 修して 各 好 相を 得、 遂に 東大寺の 遮那 殿に 就きて 自誓 
自受 して 具足 戒を 納れ 、師同 寺の 上 首と なる、 後奈良の 不空 
院に 住し、 盛に 戒律を 唱 ふ、 晚年洛 北の 雲 林 院內に 一精 舍を 


X ン (圓) シ ー セ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 九） 


丈 ン (圓) セ 


構へ、 廣 く三歸 五戒を 授け" 四 衆 雲集す、 仁 治 二 年 嵯峨の 某 
院 に 寂す、 壽六 十二、 (本朝 高僧 傳 } 

エン セ？  一 al 一 5 チシ rL. I 日修を 見ょ、 

X ンセッ 圓說 ii r,l  〔淨 土宗〕 山城 法傳 寺の 僧な 6、 
圆說 字は 鈍 性、 別號 不退と S ふ、 近 江 栗 本 郡 下 笠 村の 人な 
八歲 父を 喪 ひ、 母に 請 ひて 出家し、 妙樂寺 單譽の 下に あぅ、 
十五 歲增上 寺に 登り、 性 相を fF 究 し、 十八 歲 自ら 顧みて 日く、 
我れ 出家す るは 先考の 追福、 幷に 自身 解 脫の爲 な 〇、 今生 空 
しく 過き むか、 再 CA 生死 海に 流轉す 、其れ 之を 如何せんと、 
宗戒 相承の 後 諸國に 遍歴す、 享保 二十 年鄕 里に 歸 ，り， 妙樂寺 
r 住す、 道俗 法澤を 蒙む る 名 の甚 犮 多し、 後 京都 正覺寺 r 移 
つり、 三時 禮懺 し、 日課 稱名 六方 遍 なり、 十 + 餘 年間 一日の 如 
し、 寬延二 年 鳥 羽の 法傳 寺に 住す、 日課を 受 くる もの 一万 五 
千餘 人な 〇、 寶曆九 年 七月 微恙 にか、 り" 自ら 死期を 知る、 
八月 一日 後事を 囑し 、三日の 夜 頭 北面 西に して 寂す、 壽 四十 
六、 臘三 十五、 淨 土宗に て 念佛に 木魚を 用 ゆる は 師に 始まる 
と 云 ふ、 (續 日本 高僧 傅、 續 台宗學 則) 

チン セン 圓宣 si l^ 〔浄土宗〕 增上 寺の 第五 十二 代な 

AV,  圓宣は 廣蓮社 統譽道 阿と 號 す" 肥前國 伊万里の 人、 片 

山 氏の 子な り、 同村 常 光寺に 於て 出家し、 傳擧圓 山和尙 r 師 

事し、 頗る 英才の 譽あ 6、 初 外典ょ 6 入り、 橙、 顯密 の奧義 

を究む 、十九 歲 にして 增上 寺 r 入 6、 法問講 筵に 列し、 宗戒 

の二脉 を 得" 後屢 t 東 叙 山の 學寮に 入う、 天台の 諸 部を 學 ぶ、 

明 和 九 年 正月 十九 日 袋 谷に 遷 り、 同年 十月 五日 大善 寺 r 住す、 

安永 九 年 八月 廿 四日 大光院 に 移 6、 天明 四 年 九月 二日 傳 通院 


エ ン (圓) セー チ 

R 轉 し、 寬政二 年 四月 十九 日增上 寺 貫主と なる、 同 四 年 五月 
二日 寂す" 壽七 十五、 著作 打 磨 論、 悉曇 初學抄 、傳書 五重 辨 
釋* 起 信義 記講錄 、天台 戒 疏講錄 U 觀經 宗鈔 講錄 、異 部宗輪 
論述 記講 本、 廣統錄 等な う (三 綠山 志) 

エン ゼン 圓 fa  (：：) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な り、 
圓善東 塔院に 住し、 常に 法 華經を 誦す、 六 萬 部を 持 せんとし、 
半數 にして 熊 野祠に 參詣の 途中に 寂す、 死後 口舌 敗壤 せず、 行 
人屢誦 持の 聲を 聞き 六り と 云 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

エン ゼン 圓 f 降 トクが ソ德 含を 見 欠、 

H ンソ ー 圓聰 一 7LA S ハ 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な り、 
圓聰は 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 顯圓 R 台 敎を學 ひ 灌 ]F 
を 公 胤に 受 く， 晚年洛 東 靈山畔 に 移 居して 道心 抄十卷 を 作う、 
顯密禪 門 大要を 記す、 建 長 三年 七月 四日 寂す、 壽七 十六バ 三 
井續灯 記) 

エン ソン 圓尊 y -t : A : 〇 : 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な う、 
圓尊 字は 金輪と S ふ、 保安 元年 十一月 勝 覺を禮 して 無量 光院 
に 於て 傳保職 位を 受く 、聖賢 之 か 導師と な"^ 定海 敎授犮 力、 
(續 傳燈 廣錄) 

戈ンチ 圓智二 o: y -b: 〔淨 土宗〕 京都 知 恩院第 十一 代な 6、 
圓智其 氏族を 詳 にせず、 西 河 上人に 法を 嗣き華 頂 山 知 恩院第 
十一 世の 住持と なる* 後退 職して 鳥 羽法傳 寺に 幽棲す" 始め 
法傳 寺は 眞言 宗 にして 後鳥羽院の 姐 芹 摘 后 所持の 地 像 尊を 安 
置す、 正 平 十二 年 三月 廿 七日 寂す、 師示 寂の 後 知 恩院の 末 山 
と爲 す' (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜、 淨土宗 年譜) 

エ ンチ .圓智 (一九 丸一) 〔淨 土宗〕 山城 光明寺 第 四 代なん 


(五 九）  書辭 名人 家佛本  日 


圓智 字は 惪顗 、俗姓は 平氏、 但 馬の 人な う、 幼に して 俗事を 
厭 ひ 3 父母 沒して 後 十四 歲に して 紫雲 山 光明寺に 投じ、 述道 
の 室に 入うて 剃 襞す、 園 城 法隆建 仁の 諸 寺に 歷 遊して 博く 諸 
宗を 究め、 相 模鎌倉 に 到う、 寂惠定 惪の 二師に 謁して 淨 土の 
宗義を 學ぶ 、後 京都に 回う 光明寺を 領して 第 四 世と なる、 道 
化 最も 盛んな う、 寂 年、 並に 壽缺く パ 鎭流 祖傳) 

〔考〕 圓智 は元弘 頃の 人な う、 

H ンチ圓 知日  一. 一 1; 一. 八 〔淨 土宗〕 近 江 東 光寺の 開山な 6、 
圓智は 深 譽と號 し" 下總の 人な 6、 隨 流の 室に 入うて 剃髪し、 
法を靈 巖に嗣 ぐ、 後 近 江 愛知 郡に 東 光寺を 籾め て、 乙 れに住 
し、 萬 治 元年 二月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣五人 あ 6、 慶 
德 、守慶 、宗圓 、知傳 、慶融 これな う、 (淨 土總 系譜) 

エン チ 圓智一 •一一 e: I: 〔淨 土宗〕 尾 張 平 田院の 開山な う、 
圓智は 鏡 蓮 社 大譽愚 道と 號 し， 其 俗姓 生國詳 かならず、 廓 呑 
に 師事して 法を 嗣 ぎ、 尾 張 名 古屋平 田院を 開きて 法 化を 布き、 
寬文 三年 二 月 十一 0 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

文 ンチ 圓智 1 A) 〔浄土宗〕 近 江 草 津正定 寺の 僧な 
う" 圓智號 は 中 阿と 云 ふ、 近 江 大津の 人な う、 淨念 寺圓立 

に 投して 度を 受け、 後 聞證に 師事し 宗學を 究め、 近 江 草津正 

定寺に 住す、 寂 年月日 缺 く、 著作 西方 要决畧 註、 註圓光 大師 

行狀 あう、 (淨 土總 系譜} 

〔考〕 圓智ハ 元祿の 頃の 人な $、 

H ンチン 圓珍 j Effl Mf  〔天台宗；, 近 江 園 城 寺の 中興 開山 

f, 圓珍 字は 遠 塵と t/-' ふ、 讃 岐那珂 郡の 人、 俗姓は 和 氣 

氏、 父は 景行 天皇 十五 代の 孫 !/ L して、 名を 宅 成と 呼； 3、 母は 


エン (圓) チ 


佐 伯 氏の 女な 6 、師弘 仁 五 年 三月 十五 日 (一說 に 二月 十五 日) 
を 以て 生る、 童 名を 廣 雄と稱 し、 空 海の 姪た 6、 八 歲の時 因 
果經を 誦し、 十歲 R して 毛 詩、 論語、 漢書、 文選 等を 習 ふ、 
天 長 四 年 十四 歲家を 辭して 京に 入 6、 翌年 僧 仁德に 從ひて 比 
叙 山に 登り、 座主 義眞に 師事す、 仁 德は師 の 叔父な り、 同 九 
年年 十九、 年分の 試 業を 受け、. 落 髮納戒 して 圓 珍と 稱 す、 翌 
年 毘盧遮 那經を 試みて 甲 科に 中ぅ、 四月 十五 日 延曆寺 戒壇 院 
に 於て 修禪院 の 義眞を 拜 して 菩薩 戒を受 け、 大僧 となる、 淳 
和 天皇 特に 藤 原 三 主を 遺して 戒牒を 賜 ふ、 師例に 依 6 て 一紀 
の 住山此 年よ 〇始む 、承 和 元年 仁 明 天皇 親しく 綸旨を 降して 
慰問せ ら る、 此年 十二月 十四日 雜 記を 撰す、 三年 八月 二十 八 
日胎 藏の圖 位を 作 6、 又 最勝王 經の疏 を 撰す、 五 年 奇瑞に 感 
し 圖師空 光に 命して 不動 尊の 像を 圖せ しむ、 黃 不動 尊 是在 6、 
七 年 夏 不動 尊よ 6 親しく 立 印の 儀軌を 受け、 七月 十六 日 辰 時 
灌頂 大法を 受 く" 九 年 二十 九歲の 五月 十五 日德圓 法師より 三 
種悉 地の 法を 受 く、 蓥し此 法は 善 無 畏三 藏が義 林に 付し rd る 
ものにして、 順曉 、最 澄、 廣智の 間 r 傳へ來 6 て 德圓に 至り 
穴 る もの 江 6、 翌年 十一月 宿曜經 等の 疑問を 述 す、 十一 年紀 
滿ちて 山を 出づ 、十三 年 七月 延曆 寺の 大衆に 推擧 せられて 眞 
言の 學頭 となる、 十四 年 正月 大極殿 吉祥 會に預 る、 又奈 良の 
明詮と 大義を 論して 名聲を 博す、 勅に より 定心院 の 十 禪師と 
なる、 嘉祥二 年 勅を 蒙うて 內供 奉持 念禪師 となう、 夏 六月 六 
日 五條 丹墀の 母の 求 r 應して 普賢 十 願釋を 著す、 文德大 皇の 
仁壽 元年 表を 上りて 渡 唐を 請 ひ 許さる、 四月 十五 日 京を 出つ、 
藤 原 良 相沙金 三十 兩を師 r 施す、 五月 二十四日 大宰府 に 著き、 
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四王院 に 住す， 此蹄大 n 斑 心 z 及 a 大： ：：經 '指 歸各 一卷を 著す、 

二 年 八月 始めて 既の IIVI 質 欽良暉 に 遇 ひ、 翌 三年 八月 九日 其 船 

に 役して 海に 泛 ふ、 十三 日 北風 暴に 起 6  ノ 十四日 琉 球に 漂流 

す’ 不_ 尊の 加護に ょ 6 て 順風を 得、 翌日 午 時 唐の 福 州 連 江 

縣に 着す'  刺 史林師 準來 h て 慰問し、 開 元 寺 r 寓居す、 便ち 其 

寺の 悄敎大 德存 式に 就きて 嘉祥慈 恩の 法 華疏、 華嚴涅 槃疏 、及 

S 律俱舍 等の 義 

を聽 く、 存式師 

に 塵 掃 一 柄、 及 

r> 南海' の桄榔 木 

の 柱 杖 一枚を 付 

して 法 信 ^ 表 

す、 中 天竺 大那 

蘭陀 寺の 三藏般 

”但 羅に 遇 a て 

梵字 悉曇 章を 學 

ひ、 兼ねて 曼蘇 

室 利の祕 法 等を 

受 く、 般若但 羅 

師に曼 素悉 ffi 羅 の梵夾 、貝 多 樹皮の 梵夾 、熟 銅の 五鈷 、小金 

剛许 一口を 興へ て 法 信と なす、 十二月 一日 台 州に 往き 、十三 

日 天台 山國淸 寺に 至 6、 扨 者 大師の 尊容を 拜し 、遂肊 淸觀元 

璋 と共に 一房に 寓 す" 日本の 僧 Ifi] 載なる 者、 越 州よ $ 來 6 て 

和 E る、 齊衡 元年 二 ^ 怖 隴 寺 R 至うて 遍く祖 跡を 拜 し、 國淸 

寺に 歸 6 て J1 を 度る* 時 R 物 外 止觀 を講 す、 師 之を 聽受 し、 
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且つ 敎文 三百 餘 卷を寫 す， 七月 越 州の 開 元 寺に 至うて 法 華 論 
の 記を 勘へ、 九月 智者 九 世の 孫 莨 清に 隨 a て 天台 敎の講 を 聞 
く、 十二月 集 要の 上 中二 卷を勘 ふ、 二 年 正月 六日 開 元 寺に 法 
畢文 句義 科の 本を 良淸に 求めて 之を寫 す、 二月 止觀科 節/ 抄 
寫 し、 良谞 R 就きて 减緣 行の 義を 諮詢す、 此月蘇 州 R 至う 偶" 
微疾 に 染み、 徐 公直の 宅 R 寓して 療養す" 三月 開 元 爭に 集 要 
の 下 卷を勘 ふ、 四月 圓載 と共に 上 都 R 赴き、 本 國の僧 田口圓 
覺と 接し、 敎 籍を繕 寫し 、曼荼羅を 書く、 五月 六日 洛陽に 到 
6、 二十 一日 長 安に 達す、 六月 三日 左 街靑龍 寺の 傳敎 和尙長 
生 殿の 持 念 大德法 全を 拜して 瑜 伽の 密 旨を 受け、 全 法に 請う 
て 大毘盧 遮 那神變 加持 經 蓮華 胎藏廣 大成 就儀軌 を抄寫 す、 七 
月 一日 11 興 寺 淨土院 の 雲 匿 房に 移住す、 十五 日. 圓載 と共に 大 
悲胎 藏灌頂 壇に 入 6、 二十日 藏經拜 記 一卷を 撰す、 二十 三日 
法 全に 請 ひて 蘇 悉地羯 羅仕養 法 上下を 抄寫 勘定す、 十月 三日 
金剛 界灌頂 壇 R 入う、 並 R 諸 尊の 法" 及 ひ 蘇悉地 等の 法 1: 受 
く、 遂に 法 全の 奥旨を 得 ^ 6、 遂に 三昧 耶戒及 ひ 阿闍 梨位灌 
頂の 法を 授か 4、 法 全師に 灌頂三 摩 耶の五 鈷杵 一口、 五鈷金 
剛鈴 .一口を 附 して 法 信と なす、 冬 大興善 寺の 三 藏智惠 輸に見 
へて 兩 部の祕 旨を 受け、 兼ねて 新譯の 持念經 法を 授けら る、 
智惠 « は不 空の 三世な 師 三藏不 空の 塔を拜 す‘ 十一月 二 
十七 日長 安に 出 てんとす、 法 全、 師に 大日 經の 義釋 一本を 施 
す、 十二月 十七 日洛 陽の 廣化 寺に 赴^/無 畏三 藏の舍 利 塔を 
禮 し、 大聖 善 寺に 詣 6 て 無 畏の眞 容を拜 す。 三年 正月 龍 門の 
西 岡 R 至うて 金剛 智の墳 塔を 拜 す ' 一月 二日 胎三卷 記を 披 き、 
四月 八日 法 全に 義釋十 卷を 求めて 之を 得た-^、 五月 五日 能觀 


(七 九) 
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は是れ 大日、 所觀は 是れ 四佛 等の 義を述 へ、 三十日 開 元 寺に 
至うて 良淸 座主に 謁し、 天台宗の 祕要を 受く •辭し 去うて 天 
台 山に 赴き、 六月 四日 國淸 寺に 至る、 始め 貞 元年 中最澄 法師 
禪林 寺に 一 院を造 6 しが、 後荒廢 せう" 師國淸 寺に 止觀 堂を 
建て、 最澄の 志に 酬 a 、 僧淸觀 に 付す、 扁して 天台 山 國淸寺 
日本 國大德 僧院と S ふ、 師國淸 寺 (C 法 華 論 一卷を得 /2 $、八 
月 十三 日 寺の 西 院天璋 座主の 房に 仁王 疏一卷 を 見て 智者 大師 
の 著 {C あら Vo る Z. とを 知る、 十一月 九日 玄義略 要 1: 勘 ふ、 天 
安元 年 正月 一日 洛陽に あうて 普賢 金剛 薩埵の 同異を 辨 し、 三 
月 一日 諸 法空爲 坐、 第一義 空、 其佛常 處虛空 等の 義を述 へ、 
三月 七日 國淸 寺に 在 6 て 淨名疏 略記 三卷を 著す、 二 年 正月 九 
日 天台 山に 在うて 再 a 法 華 論の 記を 勘 ふ、 然れ とも 修治 了ら 
ざ 6 き、 二月 二十 三日 台 州 開 元 寺に 法聰 座主の 觀 無量 壽經記 
を 見る、 五月 十五 日 入唐 求 法の 總 目録を 撰して 日く、 兩 京、 
兩淅 、嶺 南、 福 建の 諸道を 巡遊して 得た る經 律論傳 記、 幷に 
大總 持敎曼 茶羅幀 、天台 圓頓敎 文、 及 CA 諸家の 章疏 、抄 記、 
雜碎經 論、 梵夾 目録 等 四百 四十 一本 壹千卷 、道具 法 物 等 十六 
品を 獲 六月 八日 商人 李延 孝の 船に 乘 りて 唐を 出て、 二十 二日 

太宰府 松 浦縣に 著く、 二十 三日 上奏す、 八月 官使師 を 太宰府 

に 聘す 、十二月 二十 七日 京に 入 6 出 雲 寺に 寓す 、師 唐に 在る 

Z1 と 六 年、 在 唐 巡禮記 五卷を 製す、 師友 唱酬の 詩集 十二 卷あ 

6、 貞觀 元年 齎 持し / 2 る 經籍を 尙書省 に收め 比 叙 山 r 歸 り、 

山 王院に .居る、 奇瑞に 感して 朝に 奏し、 三 井に 一宇を 造り、 

唐 房と 名け、 (後 唐 院と稱 す)、 尙書 省の 經 書を 移して 藏す 、二 

年 二月 二十 五日 勅を 奉して 圓敏 、增 命、 康濟 等と 新羅 神 (師の 

チ VH チ 


歸朝 以來數 t 出現して 奇瑞を 示した 6 と 云 ふ} の祠を 創建す、 
四 年 正月 二十日 園 城 寺に て 傳 法阿闍 梨位灌 頂を 宗殽 等に 授 
く、 四月 十七 日珍皇 寺に 法 華 開 題を 述 ふ、 是れ藤 原 南 雄の 求 
r 應 するな り、 九月 三 井に 大日 經の義 釋を勘 治す、 六 年淸和 
天皇 師 を仁壽 殿に 延きて 灌頂法 VJ 受く 、大臣 以下 壇に 入る 者 
三十 餘人 なり、 命を 受けて 大日 經を講 す、 七 年 三月 染 殿の 北 
院に 大日 經百字 生 品を 講 し、 八 年 三月 添 足 法 華 科 文 三 卷を著 
し、 九月 再 勘を 加 ふ、 此年 五月 十四日 官府 宣を 降して 三 井の 
別當は 悉く 師の 血脉を 用 a て 寺 家ょ 6 簡定 せしめ、 即ち 之に 
國 印を 加へ て 別當に 補任す へき Z: と、 す、 此時師 に 眞言 止觀 
弘傳の 公驗を 賜 ふ、 十一月 四日 師の世 姓 5: 改めて 和氣 氏と 賜 
ふ、 師 奏して 冷泉 院に持 念 壇を 建つ、 九 年 唐の 務 州の 人詹景 
金なる 者、 信を 表して 法藏の 圖二幀 を 寄附す、 十 年 六月 三日 
延曆 寺の 座主に 任せら る、 二十 九 H 特に 三 井の 四 至を 賜 ひて 
傳法灌 頂の 道塲 となし、 唐 傳來の 大小 經卷を 悉く 唐院 に收 む、 
十二 年俱舍 の頌を 略 註す、 十四 年 奏して 四天王 寺 安居の 講に 
最勝 王經を 加 ふ、 但し 此時 迄は 唯 法 華 仁王の 兩經 のみな 6 し 
なり、 十五 年 四月 二十 三 0 延曆 寺竪義 式を 定む 、九月 九日 總 
持院に 於て 三種 悉 地の 法を 遍 照に 付す、 十六 年 六月 三日 復 /2 
延曆 寺の 竪義 式を 定む 、十一月 七日 常濟 、延祚 、.康 濟 、猷憲 
等に 大法を 授 く、 十七 年 三月 二十 七日、 圓敏 、良 勇 等の 爲に 
三 井の 緣起を 語り、 五月 五日 十八 名 神の 爲に法 華 一 萬 部を 講 
す、 此に 於て 總略科 文を 著す、 此年 三部の 秘法を 增命 R 授 く、 
奈 良の 維摩 會に 天台 0 徒の 加は る こと 只 一人な うしが 師 奏し 
て 二人と なす、 十八 年 唐の 國淸 寺淸觀 詩を 作りて 師に 寄す、 
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日く  •叙 山 新月 冷、 台嶠 古風淸 、と’ 菅原道 眞大に 之を 柯 す 
と V1* ぶ、 元慶 元年 陽 成 天皇 即位す、 仁王 講百座 例に ょりて 執行 
す、 師 命せられ て 御前の 講師と なる、 實 r H; 月な 6 師比叙 山 別 
當和 尙の爲 R 親ら 法 華 八 軸を 書し、 其 冥福に 資し、 之を 四 王 
院に納 む、 山 王 神 新羅 神 及 a 曩祖 先哲の 爲に 諸大乘 經を 親書 
して 其德に 酬 ゆ、 二 年 四月 二十 九日 勑を 奉して 仁壽 殿に 新 _ 
の 仁王 經を講 し、 五重 玄釋を 用 a 、 以て 雨を 禱 6 驗著 あり、 
五 年 正月 三日ょぅ 九日に 至る 一七 0 間、 總 持院に 於て 捨源良 
勇 等の 四 人に 胎藏の 法を 授 く、 五月 十七 日 唐 梵對由 來を干 手 
儀軌の 末に 記す、 七月 傳敎 大師 行 業 記を 撰す、 十月 九日 捨源 
等 四 人に 灌 頂の 大法を 授 く、 此年 唐の 務 州の 人 李 達 7X る 者 張 
家の 船に 付して 大藏の 闕本百 二十卷 を 寄付す、 六 年 師僧 三惠 
を 唐に 遺して 藏經 の缺本 三百 餘卷を 請 ひ、 又 書を 大興善 寺 三 
藏智惠 輪に 呈 し" 併に 釋 摩訶衍 論の 眞僞 作者を 問 ひ、 些令の 
疑問を 撰して 元慶ー ハ 年 七月 集と 題す、 十月 十三 日、 延祚康 
濟 "捨源 等に 金剛 界を授 く， 十二月 二十日 天台 大師 盡讃 註を 
作る、 七 年 三月 二十 六日 法 橋に 任す、 二十 八 0 四蹿聲 聞の 義 

を 講ず、 七月 十六 8 眞皎玄 超に 金剛 界を授 く、 十月 七日 法眼 
和 尙位に 任す、 八 年 二月 授决集 二卷を 撰す、 一日 大日 經義釋 
を 失 ふ、 四月 十四日 勑し て舊 本を 求めて 師に賜 ふ、 五月 二十 
二日 異本と 比 校して 之を 正す、 六月 大般 若經を 抄して 六卷と 
なす、 七月 十四日 眞源支 超 R 胎藏界 を 授け、 十九 日惪稠 、良 
基、 良 勇に 金剛 界を 付す、 仁 和 元年 光孝 天皇の 即位 四月 二十 
六日 例に よ 6 仁王 講百 座を 修し 、二十 七日 山に 歸 6、 三部 灌 

頂を 增命に 授 く、 二 年 五月 齋 日月 集を 著す、 九月 大智度 論を 
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抄す 、十月 天皇の 病を禱 癒す、 三年 三月 勅して 延曆 寺 ic 年度 二 
人を 賜 ふ、 此秋 支佛集 上 T 卷を 著す、 仁 和 四 年 興 福 寺の 維摩 
會 R 請せられ て 講師と なる、 四月 二十 九日 復穴 延曆 寺の 竪義 
式を 定む 、六月 普賢 經記を 撰し、 十月 眞言 疑 目 及 ひ 維摩 會 記. 
を 著し、 大空 論を 見る、 寬平 元年 五月 十二 日 仁王の 疏中卷 の 
文を 抽きて 六 住 退决に 加へ . V' 九月 八日 山 王院に あ 6 て 瑜伽供 
養 次 弟 法傳來 の義を 記す、 二 年 十一月 觀心 論を 勘 ふ、 山 徒の 
執奏 にょ $ 天皇 勅して 少僧 郡に 任す、 十二月 二十 七日な $、 
三年 五月 二十 二日 勅命を 蒙 6、 山王院 にあり て 傳法阿 闍梨位 
灌頂を 猷憲 康濟の 二人に 授 く、 十月 二十 九日 寂す、 是ょ 6 先 
き師涅 槃經疏 十五 卷を寫 し、 寺 衆を して 流通せ しめんと 欲し、 
手つ から 其 謬を 正す、 臨終の 時に 及 ひ、 此疏尙 ほ 手 r あ 6 た 
6 とい ふ、 其 大法を 受け 阿闍梨 位に 登る 者 及 ひ 一尊の 儀軌を 
受 くる 者 一 百 餘 人、 手 度剃髮 して 大 比丘と なる 者 五百餘 人、 
登壇 受戒して 僧と なる 者 三千 餘 人と s ふ、 比 叙 山の 南 峰に 葬 
る、 著作 法 華 論 記、 最 勝王經 文句、 入唐 學師 大相雜 記、 雜門 
雜 記、 各 十卷 、在 唐 記 三十 卷 、最 勝王經 疏 '敎 王經疏 ，菩提 
場綷 略義釋 、在 唐巡禮 記、 雜鈔 、各 五卷 、南 洞 次第 四卷 ，普 
賢 十 願文、 華 嚴骨目 添 品、 法 華 科 文、 各三卷 、授决 集、 辟 支 
佛 集， 胎燭 胎生 義 、大悲 胎藏瑜 伽 記、 金錄 、胎錄 、各 二卷、 
决疑法 華提釋 •法 華 開 題、 法 華囑累 問答、 法 華經骨 目、 量 
品妙義 ，文句 略頌 、法 華玄賛 註、 法 華 論、 四 種聲聞 記、 四敎 
五 時略頌 、金剛 般若 開 題、 普賢 經 記、 法 華 要 集、 法 華 總釋、 
法華經 .卷釋 、法 華 支 義 要略、 止 觀耍决 、大 般若 開 題、 仁王 經 
開 題、 普賢 經文 句、 普賢 經 私記、 諸家 敎相 同異 集、 理智 一門 


(九九) 
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集、 掌中 書、 顯密 一如 本佛齋 日記、 維摩 曾 L-i 記、 祖師 行 業 記、 
般若 心經 記、 天台决 疑 集、 頓成 菩提 嬰、 因 陀羅義 集、 功德日 
記、 戒體義 、大日 經指皈 、大日 經 綱目、 字輸品 雜疑 目、 智者 
大師 註書讃 、大日 經心 目、 大日 經開 題、 _ 釋 目録、 更問鈔 、 
兩壇灌 頂 式、 義釋 菩提心 戒法幷 授灌頂 法、 三部 曼荼羅 妙法 記、 
護摩 次第、 if 摩 私記、 在 唐雜决 疑、 入唐 願文、 些些 疑問 顯 
密相對集、宿曜經問荅.秘密注記、焚 -€ 矽故夢記、密語宗叙 
問答 决 、三 撖悉地 義 •入 眞言 門講 法# 法 門， 入 眞言 門 講演 法 
華 儀‘ 阿字 秘釋 •阿 若 集、 1 i 州 悉曇記 各一卷 、經藏 疑義、 三 
起請、 圆 鏡， 類聚 三代 額 (額 一に 頭に 作る)、 大日 經疏鈔 、胎三 
卷 略記、 貽藏 血脈 圖 ，五大 尊 次第、 理趣 釋雜義 、在京 記、 各 
若干 卷等 め6、 延長 五 年 十二月 敕 謚智證 大師の 號及 ひ 法印大 
和尙 位を F4 ふ， (智證 大師 年譜、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸 宗 
章疏 錄) 

エン チン 圓環： o: A: 〔眞宗 〕 璺後府 內光西 寺の 住持な 
り、 圓琛 は豐 後〆 ノ 來 本願 寺 末なる 光 西 寺に 住持と なる 高 
倉學寮 の擬寮 司と なる、 文政 九 年 法 華弘傳 序 1: 講 し、 後 寮 司と 
なる、 天 保 六卬ょ .6 三十 頌 三論 玄義義 林 章を 講し 、嘉永 二 年 十 

二月 廿 三日 摄講と なり、 翌三弟 寂す、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

エ ンチウ 圓忠こ ••一 •一 1: 〔曹 洞宗〕 備中華 光寺 第一 代な 〇、 

圓忠 字は 大 功大 隅の 人、 幼に して 園 林 寺に 入り、 了巖 元明禪 

師に依 6 出家 得度し、 闢雲寺 覺隱永 本 禪師に 師事して 印 可を 

受け、 總持 寺に 出世し、 周 防 宫野莊 に 龍 華院を 創む、 寶德元 

年闢雲 寺に 主と な 6、 康 IH 元年 席を 全 菴に讓 6、 寬正 三年 再 

び 出で、 主と なる、 文明 三年 備中鬼 妻 城主 上田 氏 華 光寺を 築 

Vi ン (圓) チ 


き、 師を迎 へて 第一 代と なす、 同 5L 年 三月 二十 七日 寂す、 防 
州の鈔 喜 寺， 豐 州の 安樂 寺 •豫 州の 高昌 寺、 等、 皆師を 以て 開 
山と なせり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エ ンチゥ 圓柱一 -一 =§ $〔曹洞宗；3遠江崇信寺の僧なり、 
圓柱字 は石叟 、越 前 石 澤 氏の 子'  康曆 元年 九月 九日を 以て 生 
る、 八歲に して fl 澤寺に 入-^、 梅 山 和 尙の驅 烏と なり、 十一 歲 
の 時 如 仲に 依 6 祝 髮具戒 し、 諸方に 歷參 する Z1 と數 年に して 
坂り、 如 仲の 命に 依- 〇 遠 江 飯 田の 崇信 寺に 住し、 總持 寺に 進 
み、 大洞 寺を 領す 、晚 年に 至ぅ崇 信 寺に 皈 り、 長祿 元年 七月 八 
日 寂す、 壽六 十九、 臘五 十九、 「日本 洞上聯 燈錄) 

エン チ nT 圓長. 一 •八 i! 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯寺 ，の 僧な 
Av>  圆 長は紀 伊の 人な り、 夙に 高野山に 登り、 寬舜を 禮し 
て 出家 受戒し、 理趣經 、阿 彌陀經 、尊 勝 陀羅尼を 誦す、 永 萬 
元年 正月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅、 高 野往 主傳) 

エン チヨ ー 圓長 -: H: 五三 〔淨 土宗〕 武 藏蓮馨 寺の 僧な り、 
圓 長は 性 蓮 社 起 # と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 光 譽宗吞 
上人に 師事して 淨土敎 を 學び ，遂に 其 異義を 究む 、初め 江戶 
小石 川傳 通院の 學頭 となり、 後 河 越蓮馨 寺に 住す、 元 祿六年 
十月 四日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

エン チヨ ー 圓澄 ( . ) 〔淨土 宗〕 阿彌陁 寺の 僧な-、 

圓澄 武藏の 人幡隨 上人に 從ひ 、聲名 甚だ 高し、 番頭 位に 轉せ 
られ 、多く 幕府の 論議 會に預 る、 (鎭流 祖傳) 

H ンチヨ ー 圓澄 is sl 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
6、 圓澄 俗姓は 壬 生 氏、 武藏埼 玉の 人、 寶龜二 年に 生る、 
十八 歲鄕 里の 道忠に 就きて 習學 し、 菩薩 戒を 受け、 法 鏡 行者 


エン (圓} チ 
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と稱 せらる、 道忠 寂す るに 及 a 、 最澄を 比 叙 山に 禮 し、 剃染 
して 今の 名に 改む 、延曆 二十 三年 四月 唐の 僧泰 信 (/C 就きて 具 
足戒 を受 く、 明牢最 澄 紫宸殿に 灌頂 法 ^ 修 する 時、 師も亦 選 
に 與 りて 入 壇す、 大同 元年 十一月 二十 三日 最澄止 觀院に 始め 
て 圓頓 菩薩 大 戒を授 くる 時、 師も 列に 加は りて 之を 受納す、 
二 年 二月 一日 法 華 長講を 修し 三年 三月 八日 金 光明 長講を 修 
す、 弘仁八 年 最澄師 を 召して 入室せ しめ、 法 華深義 、圓敎 三 身、 
寂 光土義 、蓮華® 果の義 及び 止觀 三徳の 義を授 く、 所謂 止觀 
心 嬰 是な り、 天 長 十 年 正月 十四日 比叡山の 耆宿 詔に 應して 紫 
宸 殿に 宗敎を 議論す るに 方 6、 師詞辯 奔流す、 乃ち 賞して 御 
衣を 賜 ふ、 此歲詔 あ 6 て 延曆 寺の 座主 に铺 す、 山中に 寂光院 
を ■患、 西 塔院を 建て 最終の 處 となし、 承 和 四 年 十月 二十 六 
日 寂す" 壽六 十六、 臘三 十四、 (本朝 高僧 傅* 天台 座主 記) 

1 ふ ンチヨ ！ 11 於 ca  I 麗 〔  眞宗〕 美 濃猢名 寺の 住持な 6、 
圓澄 一に 演澄に 作る， 字は 寶洲 、貞享 二 年 八月 十五 日 美濃國 
葉 栗 郡 中 野村稱 名 寺に 生れ、 小字を 辨 彌と稱 す、 父は 同 寺 七 
代の 住僧に して 祐山 とい ひ、 母は 厚見 郡 切通 村 伊藤 氏の 女な 

-'，師は其嫡男た-^元祿四年三月甫めて七歲にして剃髮染 

衣し* 法名を 玄祐と s ふ" 七歲ょ 6 書 字を 習 a 、 十二 歳ょり 

世 典を 讀み 、十五 歲 にして 初めて 佛 書を 讀む "十四 年 名 ^ 緣 

生と 改め、 春 二月 京 郡に 遊學 し、 本山の 講堂に 登りて 南窓坊 

寂雅の 大經兩 卷義疏 、觀 經支義 分、 西 林寺是 空の 十 疑 論、 無量 

壽經を 聞き 智積院 法 音の 起 信 註疏、 鳳 潭の起 信義 記、 五敎 章、 

楞 嚴義疏 等を 講す るを 聞き •秋鄕 に 歸る 十五 年 名を 圓 超と 改 

め、 春 三月 講堂 R 登 6 て 是空 の淨土 論 註、 正信偈 私記、 往生 


M ン (圆) チ 


要 集、 瑞蓮 寺 [III 爾の西 谷 名目、 安樂 集を 講す るを 聞き、 秋に 
至 6 て國 に歸 6、 八月 同 國山縣 郡 栗 野 村 r 詣 6、 大龍 寺嶺秀 
の 起 信 註疏 i: 講す るを 聞く、 十六 年 春 三月 京都に 到り、 圓爾 
の 因 明 本 作法 纂解 、惠明 院如晴 の 論 註を 講ずる を 聞き、 四月 
自ら 起 信論義 記を 講 す、 寶永 元年 圓 澄と 改名し、 三月 武藝郡 
神 淵 村 龍 門 寺 R 到 6、 大 嶺の爲 に 因 明 義を說 き、 冬痴絕 首座 

の 請に 應 して 圓 
覺略疏 幻 虎抄二 
卷を述 ぶ、 同 三 
年 一一； 月 京都に 上 
衆 請に よ 6 
て a 明纂 解、 西 
谷 名 m、 正信偈 
私記、 五敎章 、觀 
縛 會疏を 講 し、 
餘暇東 山 智積院 
に 牲 き‘ 寂 音の 
理趣經 純 秘抄、 
寂 忍の 即身 成佛， 

義 、堯智 の 百 法 問答 抄等 を講 する を 聞き" 八月 尾 張不破 郡 若 
林 村淨寶 寺に 往き無 量 壽經及 S 三界 義を講 し， 十一月 寺に 歸 
へる、 寶永四 年 五月より 起 信 註疏を 講 し、 翌年 五月 二十 五日 
よ 6 七月 六日に 至る まて 自坊に 大經 上卷を 講 し、 まに 三界 義 
を講 す、 秋 八月よぅ 九月に 至る まて 龍 門 寺に 宿して 禪 語を 聞 
く、 七 年 九月 淨寶 寺 r. 六物圖 を講 す、 正 德元年 自坊忆 觀經會 


c-o— 
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疏を講 し、 翌年 四月 大經を 講ず、 四月 二十 七日 飛檐に 叙 せら 
れ 、冬 十二月 坂 井田 氏の 女を 娶 る、 享保 元年 二月 尾張國 k 觀 
經會疏 四月 選擇集 六月 淨土 和讃兀 月大 經を講 す、 八 年 正月 寺 
{C 心 經略疏 を 講 し、 九 年 觀念法 門、 般舟讃 、序 分義 、牲生 禮讃を 
講 し、 又 伊勢 R 大經上 卷を講 す、 同年 六月 二十日 本山ょ 6 召 
され、 七月 四日 講師に 任せら る、 八月 四日 眞如 宗主 紋別色 安 
陀衣を 賜 (> 、 八月 五日 命を 奉して 本山 講堂に 彌陀經 を 開講す、 
九月 十六 日ょ 6 三 河 碧 海 郡 高 取 村 專修坊 に 玄義 分を 講す "十 
年 二月 近 江 四十 九 院村唯 念 寺に 淨土文 類聚 鈔を 三月 醒井法 善 
寺に 高僧 正 像 末和讃 を講 す、 四月 十五 日 命を 奉して 本山 大講 
堂に 無量 壽經 、六 物 圖を講 す、 翌十 一年 二月 十三 日 病に 罹り 
て 寺 k 寂す、 壽四 十二、 著作 眞宗帶 妻 食肉 義 、神代 畧說 、鬪 
諍 堅固 記、 正 信 偈義釋 、各 一卷 ♦彌 陀經 刪裝 解、 心 經略疏 刪 
舖 解、 因 明 本 作法 纂解 硏精考 、安心 决定 抄畧釋 ，小 經義疏 略 
考 、圓 覺略疏 幻虎抄 、各 二卷 、起 信 註疏 畧考 、淨土 文 類聚鈔 
畧 註、 般若 心經 畧疏考 、各 三卷 、大經 補遺 記四卷 、五 敎章鈔 
(精 聂錄と 云 ふ) 六卷 、起 信義 起鈔 、(撰 材疏と 云 ふ) 選 擇集略 
抄 、各 七卷 、久遠 實成義 章、 十 劫義、 彌陀眞 信義、 信心 生 因 

義 、證杲 義序分 演義、 大經 廣會抄 、起 信玄談 科、 各 若干 卷ぁ 

A 年譜) 

エン チヨ ー 圓超 2 五 七 四) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧 

なり、 圓超は 海 印 寺 良 緖和尙 に 從 a て 華 嚴頓敎 を 受け、 奈 

良 K 遊びて 諸老 宿に 請 益し、 三論 法相の 玄 致を 究む .•東大寺 

に 居 〇 て 專ら雜 華を 弘め 、僧都に 任せら る、 延喜 十四 年春敕 

して 諸 山の 碩德に 一家の 章 疏を錄 記せし む、 天台の 玄 日、 三 


エン (圓〕 チ 


論の 安 遠、 法相の 平祚 、戒律の 榮穩等 各 勅 r 隨 て錄呈 す、 師 
乃ち 華嚴宗 の疏鈔 、及び 因 明の 目錄を 記し. 並に 序を 作ぅて 
上ゥ 、優稱 を 蒙る、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

エン チヨ ー 圓超 IH I O- 〔眞宗 〕 山城 興 正 寺の 第 七 代な 
6、 圓超 字は 良 尊と sa、 准秀の 第二 子、 母は 准 如 宗主の 
第五 女な 〇、 師 始め 鷹 司 戶輔の 猶子と なり、 ^ 僧正 (C 任す、 
寞文 元年 三月 十一 日ょり 十五 日 まて、 宗祖の 四百 年忌を 修 す、 
延寶 三年 幕府 寺領 を讃岐 K 賜 ふ、 四月 參府 して 恩を 謝す、 八 
年 三月 九日 寂す、 壽 五十、 受樂 院と號 す、 五子 あり、 (本願 寺 
通紀) 

エン ツ 1 圓通〇 一 S 四) 〔黃 檗宗〕 紀伊 光明寺の 開山な 
6、 圓通は 紀 伊の 人 其 俗姓 詳か ならず、 黃檗 山に 登りて 獨 
湛禪師 に 師事す、 常に 觀 音を 信ず、 因て 自ら 圓 通と 稱 す、 法眼 
和尙と 親しみ" 善く 草書に H みな^'、 嘗て 人 あ 6 師の 書を 示し 
て讀 まん 乙と を 請ふ師 熟視して 我 も亦讀 む 能は す、 吾 筆は 弟 
子 某 能く 讀 めは 其に 請 ふべ しと 云 6、 和歌 山 光明寺を 開きて 
開山と なる、 寂 年壽缺 く、 (近世 叢 語、 長 崎 先民傳 、近世 畸人 傳) 
〔考〕 圓 通は 寶永 頃の 人な り 

エン ツ ー 圓通二 • 1: .1 〔眞宗 〕 三 河 桑 . iF- 妙 源 寺の 住持な 
ぅ、 圓通は 號を功 德院と 云 ふ、 三 河の 人な り， 眞宗萵 田 派 
なる 妙 源 寺 R 住持と な 〇、 數纟 本山 專修 寺の 安居 本 講を勸 む、 
寬政 三年 正月 廿 三日 寂す、 著作 溫古鈔 等 あり、 (眞岡 湛海氏 返 
信) 

エン ツ ー 圓通 j  一一 ^ 酬 〔天台宗〕 山诚 積善 院の僧 な-、 
圓通 字は 河 月、 號ば無 外 子、 一に 普 門と 云 ふ、 俗姓 山 田 氏、 

エン (圓) チ ー ツ 


書辭 名人 家佛本 日 


(二〇 一） 


エン (圓) ツ I 卜 


因幡の 藩士 某の 子な り、 七歲 にして 出家し、 日蓮 宗に屬 す、 
稍 長して 11 見 あ 6、 同志を 糾合して 宗弊を 革 めんと し、 事 露 
れて 接せられ、 改めて 天台宗に 屬 す、 初め 伯耆 大山に 居し、 
後 比 叙 山に 登う、 安樂 院に 入うて 慧 澄隆敎 等に 交る、 幾 もな 
く 智積院 R 學ふ 、豪 潮 律師に 謁して 戒を 受け 隨 侍す、 神 儒の 
學 者の 佛敎 を排擊 する を槪 嘆し、 且つ 末世 (C 佛敎を 滅 する も 
のは 天文 地理の 說 よう 始まる となし、 印度の 曆數を 研究す、 
三十 餘 年の 間、 經 論章疏 より ?!' 家の 書に 至う、 遍く獵 渉して 
日月の 運行、 經緯 の數量 等を 明に し、 佛國曆 象 編を 作る、 盖 
し 日藏經 、月 藏經 、宿 曜經 、摩 登伽經 、立 世 阿毘 曇、 婆娑 、俱舍 
等の 諸經綸 5 淵源す る 衣う、 初め 山诚 積善 院に住 し、 晚 年輪 
王 寺宮の 命に より江 戶增上 寺 中の 惠照 律院に 住す、 天 保 五 年 
九月 四日 寂す.* 壽八 十一、 著作佛 國曆象 編五卷 、須彌 山 儀 lii 
並に 和解 三卷 、實 驗須彌 記、 須 彌略曆 書、 梵曆策 進、 各 一卷あ 
6、( 碑文、 續 日本 高僧 傳) 

〔考〕 圆 通は 後に 浄土宗 增上寺 中に 住し / 2 る も ■天台宗よう 
轉した るに あら 3 るか 如し、 故に 今 天台宗の 下に 揭 く、 

エン ツ .-圓 M 11 チ リョ-日 良を 見よ 

エン チキ 圓的一 •一 •一 frl j E: 〔淨土 宗〕 仙 臺寶林 寺の 開山な へ 

圓的は 寶蓮社 林 譽と號 す、 出家して 江戸 傳 通院に 修學 し、 後 

法を 良靜に 嗣 ぐ、 仙臺 北山に 寶林 寺を 開き、 寬文五 年 十二月 

寂す、 壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) 

エン！^ H  - ク-叙 空を 見よ、、 

エン トン 圓頓 ソソ カィ 尊 海を 見よ、 

エン トン イン 一ー チ ギン 日 齦を 見よ、 


H  ン (圓/- 二  _ I 

チン M 圓耳」 狀 〔臨 濟宗〕 山 M 興 正 寺の 開山な'^ 
圓耳 字は 虛應 、俗姓 齋藤氏 京都の 人、 十九 歲に して 日蓮 宗意 
束 法師に 就て 得度す、 尋で 妙覺寺 H 重に 就て 玄养 文句の 講莛 
に 列す" 後大應 寺を 開き、 天台の 敎 觀を修 す、 偶 威す ると こ 
ろ あ $、 建 仁 寺に 役し、 大藏經 を 関し、 大乗 起 信 論を' 讀み、 
忽然と して 開悟し、 遂に 禪宗 に皈 し、 靈驗を 感ず、 慶長八 年 
大應 寺を 無關に 附屬 し、 別 r 西 隣 (/C 1 寺を 創立し、 圓道山 興 正 
寺と 云 ふ、 仝 十 年 正月 朝鮮の 僧 松 雲 渡來 して 京都 本 法 寺に 1H 
まるに 際し、 師 乃ち 佛法 綱要 十 則を 作 6蹭 呈す 、松 雲 大に稱 
歎し、 虛應の 二字を 大書し、 答 書 R 附 して 送る、 仝 二十 年 東 
國に藤 遊し、 上野 長樂 寺に と) まる、 住僧 天 海 一尾して 優遇 
し、 法語 並に 宗派 圖を附 し" 且葉 上流の 秘密義 軌を授 く、 幾 
何なら ずして 再び 京都 y 歸 6、 興 正 寺 r 住す、 元 和 二 犯. 後 陽 
成 上皇の 敕 語を 拜し 、宮中に 法要を 説く* ■仝 五 年 二 月疾に 罹 
6、 四月 朔日 懇ろに 敎禪 一味の 說を 以て 門下を 論し、 仝 月 十 
九日 夜 寂す、 壽六 十一、 臘四 十三、 遺偈に 日く， 殺 k 佛殺 P 祖、 
F 靑 山-眠、 欲 x 知-- 端的 T 問- 1 露 柱-傅、 と、 門人 遺骸を 寺の 西 
に 葬る、 大照 塔を 築く、 著作 心經 註解、 及び 詩偈集 あぅ、 (續 
日本 高僧 傳) 

エン ニ 圓耳 シ  >9  ri— 眞 流を 見ょ、 

H ンニ 圓爾 ベゾ H ブ 辨圓を 見ょ、 

エン ニン 圓忍  i 麗  〔戒律 宗〕 和 泉 神 鳳 寺の 律 僧な A、 
圓忍 字は 眞 政、 俗姓は 窪 田 氏、 加 賀石川 郡の 人、 母は 長 谷 氏 
の 出 次 6、 年甫め て 十四 歲 本州 伏 見院に 入ぅて 快 支 阿 闇 梨を 
師 として 出 離の 法を 學 a 、 翌年 落髪して 諸 密咒を 習 4 、十八 


(三〇 一) 


書辭 名人 家佛 本  日 


歲 金剛 峰 寺に 登う、 寶光院 の 長 靑に從 CA て兩 部の 灌頂 を禀 け、 
去うて 圓通寺 賢 俊に 隨 侍して 沙彌戒 を 受け、 阿字 觀法を 受 く， 
正 保 二 年 三十 七歲 、通受 の 法に ょうて 具足 戒を納 る、 四年囑 
を 受けて 席を 補し、 慶 安二 年 奈 頁の 上 宮皇院 に 移つ る、 後攝 
律の 勝 尾 山に 遊 a 、 又 嵯峨の 法 輪 寺に 赴き、 有以 阿闍梨 r 就 
きて 道敎 流の 密 軌を傳 ふ、 時に 隱元 琦黃檗 山に 結界 し、 衆を 
集めて 戒 法を 授 く、 師 一夏掛 錫して 法 化を 扶助す" 寬文 十二 
牢快圓 の 請を 以て 神 鳳 寺 r 移う、 岡 本山 法 起 寺に 住す、 延寶 
五 年 十二月 二十 五日 寂す、 ハ 十九、 臘三 十三、 極樂 寺に 葬 
むる、 法弟慧 忍、 然 純、 空 照、 眞讓 、性 快、 圓空等 若干 人、 
著作、 修善要 法， 觀行要 法 集、 各二卷 ぁり、 (本朝 高僧 傅) 

H ンニン 圓仁 j 賴 is 〔天台 S 近 江延曆 寺の 座主 ^ 6、 
圓仁 俗姓は 壬 生 氏 下野 都寶 郡の 人 衣う、 崇神 天皇の 長子、 豐 
城 入彥の 第二 子の 後裔な 6、 延曆 十三 年 trt 生る、 幼 比して 父 
を 喪 a 、 兄に 從 a て經 史を學 ふ、 心 竊かに 佛を慕 ふ、 母 其 志 
を 見て、 之を 大 慈寺廣 智和尙 に與ふ 、年甫め て 十五 歲廣智 R 
携ヘ られて 比叡山に 登り、 最澄に 從ひて 止 觀を學 a、 止觀文 
義 の骨髓 "一代 經 論の關 鍵を 授かる， 弘仁四 年 試 業 R 及 弟し々 

翌年 正月 剃髪 得度し、 沙彌戒 を 待 す" 遂に 最 澄ょ， り 傳法灌 頂 

を 受け、 七 年 東大寺に て 具足 戒を納 る、 十四 年 根本 中堂に 始 

めて 大乘羯 磨を 行 a 、 義眞は 和ヒ となう、 師打 敎授師 となる、 

以後 十 年間 山を 出て ずと 誓 ふ、 山 衆 强ゐて 群生を 度せ しむ、 

此よ $ 山を 下 $ 法 隆天王 等の 諸 寺 R 開講し、 年 四十を 過き て 

身 疲れ、 眼 昏み 、比 叙 山の 北鐧に 居うて 死を 待つ‘ 然れ とも 

命數 未 / 2 盡 きす、 靈應 汇 ようて 病 平復す、 此に 於て 石墨 草 筆 


を 以て 法 華 經を寫 し、 塔を 作 6 經を藏 し、 名け て 如法 堂と い 
a 、 傍に 一菴を 構へ て 四 種 三昧を 修 す、 後の 首楞 嚴院是 なり、 
承 和 二 年 入唐の 詔を 拜 し、 五 年 六月 二十 二日 大使 藤 原 常 嗣に 
從 a 、 唐の 楊 州 海 陵縣に 着く、 乃ち 文 宗の開 成 三年 七月 十二 
日な 6、 大使は 京に 赴く、 師は開 元 寺に 留まる、 上 都の 僧宗 
睿 とい ふ 者 あり、 悉曇 R 通す、 師之 に從 s て 梵 書を 習 ふ、 又 

全雅 なる 名の 密 
敎を 善くす る あ 
ぅ、 師之に 灌頂 

m 覺九 % ン  を 受け、 兩 部の 

曼荼羅、 諸 尊の 
儀 軌佛舍 利 等を 
付 せらる、 翌年 
大使 藤 原 氏 長 安 
ょ. 〇來 り、 師を 
誘 ひて 海に 浮 
ふ、 逆風 俄に 吹 
きて 登 州の 界に 
返る、 同夜 賊に 

逢 ひし も賊 財を 奪 ふこと 能は す、 却り て 善心を 發して 師を府 
內 y 送る、 府主 之を 憐み て、 再 a 日本の 船に 附せ しが、 亦大 
嵐 (It 遮 きられ 登 州の 界に 返へ る、 乃ち 船を 下 6 赤 山の 法華院 
R 寓 す、 翌年 州縣を 巡觀 す、 幾なら す -' L て 張 詠なる 者 縣牒を 
持して 來う 、日本の 僧 宜しく 意に 任して 巡禮 せよ と、 且つ 副 
使に 命して 毎 縣に牒 を 送る 師靑 州府 R 往きて 節度 使、 及 ひ 副 


エン (圓) 二 


H ン (圓) 二 


書辭 名人 家佛 本日 


(四〇 一） 


エン (圓) 二  H ン (圓) 二 


使 判官 r 謁し、 延かれ て 龍 興 寺に 館す、 翌日 判官 師を 第に 請 
して 供養 甚 y2 懇切な り、 判官 姓は 蕭 氏， 名は 慶、 佛心宗 に 通 
す、 師之に 就きて 請 益し、 遂に 印 可を 蒙る、 辭し去 6 て 五臺 
山 R 登り、 山中の 碩德 r 謁し" 華嚴 寺に 留まる" 志 遠 法師に 
逢 a て 摩訶 止觀を 受け、 兼ねて 天台宗の 諸疏を 寫 す、 夏中臺 
山に 往き "文殊の 石像を 拜し 、又 西臺 山に 向 a 二十 里を 越ぇ 
て 北臺山 R 至 $、 秋 更に 南臺 山を. 拜 し、 長 安に 到りて 左 街 功 
德使儀 同 三 司仇士 良 ic 謁す、 勅して 資聖 寺に 居らし む" 屢大 
興 寺の 翻經 院に牲 き、 元 政阿闍 梨 r 隨 a 、 金剛 界の 大法を 學 
a 、 五瓶の 灌 頂を 受け、 金剛 界の大 曼荼羅を 圖 書す、 會昌五 
年 夏靑龍 寺の 義眞阿 闇 梨に 從 CA て 胎藏灌 頂 壇 (/?: 入り、 毘盧遮 
那經の 眞言 印 契を 習 a 、 並に 秘密の 儀 軌及ひ 蘇悉 地の 大法を 
禀 け、 胎 藏の大 曼荼羅を 圖 す、 二 年玄法 寺の 法 全阿闍 梨に 値 
ひ て 胎藏の 儀軌を 習 a 南 天竺の 寶月 三藏に 逢 CA て悉曇 章を 習 
a て 醴泉 寺の 宗穎 法師 k 從 s て 重ねて 止觀を 習 W 尋いて 街 東 
大安國寺良侃阿闍梨、街西淨影寺惟謹阿闍梨に見 ± 、共に器 
許密付 せらる， 師長 安に 寓 する Z. と 凡そ 六 年" 經書五 百 五十 
餘卷 、念珠 法 物 若干を 得 穴ぅ、 武宗の 會昌の 難に 方 6、 歸朝 

の 期な きを 憂へ しが、 宣宗卽 位する r 及 ひ、 佛法 再 a 興る、 

大中 元年 京を 出て 八月 船を 艤して 海に 浮び、 承 和 十四 年 九月 

太宰府 R 著く、 將來 する 經書 法具を 表 進す、 勅 下して 賞勞 し、 

唐 客 四十 餘輩 r 各 衣 粮を給 ふ、 嘉祥 元年 詔を 奉して 京に 入る、 

卽 比 叙 山に 登うて、 先師 最 澄の 塔を 拜し夏 六月 大法 師位を 授 

けらる、 明年 四月 詔して 灌頂 法を 修せ しむ、 壇に 入る 者 一千 

餘 人、 官 、僧 供を 賜 ふ、 三年 春 文 德帝即 位の 際'， 詔して 新傳 


の 法を 修 せしめん とす、 師乃ち 奏請して 延曆 寺に 就き 總持院 
を 建て、 二 七 僧を 選 a て 常に 持 念せ しむ、 仁壽元 年 五臺山 念 
佛の 法を 授け、 諸 徒を して 常 行 三昧を 修せ しむ、 四 年 天台 座 
主に 任す、 齊衡 三年 春 帝師を 冷泉 院の南 殿に 召して 兩 部の 灌 
頂を 受け、 公卿 官僚 壇に 入る 者 多し、 冬 東宮の 召に ょぅ 灌頂 
を 授け、 貞觀二 年 帝に 菩薩 戒を授 く、 二 年初め て 舍利會 を 修 
す、 淳和 太后 師及ひ 二十 四 員の 僧を 請して 菩薩戒 を 受け 官僚 
以下 三 摩 耶戒を 受け、 密 壇に 入る 者 四百 二十 餘 人な 6、 此年 
文殊 樓を 建つ、 五 年 十月 藤 原忠仁 六十の 壽を祝 し、 師に 請 a . 
て 三摩耶 戒を受 く、 壇に 入る 者 公卿 女御 二百 餘 人な-^、 六 年 
正月 十四日 寂す、 壽七 十一、 臘四 十九、 寺 北の 天梯尾 W 蜜る， 
遺命に ょ 6 禪院 神祠を 比 叙 山の 西 麓 化 建つ、 貞觀八 年 七月' 勅 
して 謚を慈 覺 大師と 賜 ふ、 著作 法 華釋題 名、 法 華會頌 、法 華 
讀頌 、法 華 觀心四 種 釋>  法 華 實悟釋 、法 華觀心 私記、 迹門觀 
心絕 待妙釋 、本 門觀心 十妙釋 ，迹 門義悟 記、 本 門 融通 義 記、 
方便 品 問答、 四 要 品 私記、 般若 心經疏 集、 顯 戒論緣 起、 四 土 
通達 義 記、 寂 光 土 記、 四 土 不二 義 記、 五重 玄義 最秘釋 •十不 
二 集、 百界 千如義 記、 一念 三千 覆 註、 三 身 問答、 覺性 論、 俗 
諦不生 不滅 論、 己 心中 義 記、 隨智 記、 七喩三 平等 十 無上 義、 
己 心 衆生 界佛界 記、 通達 菩提 義 記、 實相直 道義 記、 權實 通達 
義 記、 照 了 分別 義 記、 半 與 半奪義 、細 人 麁人義 記、 作 佛知衆 
生 門、 自他 不二 義 、一心 自行 記、 自利 利他 心 平等 義 、事々 不 
相卽義 、佛 性義鈔 、隨 意觀法 集、 內證佛 位 集、 敎時 集、 讃義 
集、 妙義 集、 一代 要義、 要纂 、神 通 記、 六十 卷 記、 授 三昧 耶 
及第 七日 夜行 事、 曼荼羅 問答、 妙 心 大 、眞言 所 立 三 身 問答、 


書辭 名人 家佛 本日 


法身 說 法文" 千 手 陀羅尼 注、 在 唐 所餘决 、菩提心 戒 儀、 敎時 
集、 後傳法 記、 三 戒記 、一代 要義、 三種 悉 地祕决 、悉曇 記、 
九 年 圖記各 一卷四 悉檀義 、十 如是 集、 胎藏界 虚心 記、 灌頂 式、 
金剛 界淨地 記、 護摩 私記、 熾 盛 光 私記、 唐决 各二卷 、法 華 開 
講 、法 華 實相義 記、 安樂 行 品 私記、 涅槃 開講、 談義 集、 融通 
佛法義 各 三卷、 三部 密 記、 五 臺順禮 記 各 四卷、 三 寶輔行 記、 在 
唐 記 各 五卷 、涅槃 音 義七卷 、速證 菩提 集、 顯揚 大戒 論、 法 華 
疏記鈔 集 各八卷 、止觀 私記、 十 卷義綱 集、 文顯 集、 義便 集、 辨字 
釋妙就 記、 大日 經鈔 、各 若干 卷ぁ 6  ( 元亨釋 書、 四 大師 傅、 
本朝 高僧 傳 ，諸 宗章 疏錄) 

エン ニ 3 圓如 コ-ユ -光融 を 見ょ、 

エン ニ ヨ 圓如 ホ ー ド-法 道を 見ょ、 

エン 手 ン圓然 (一九 §) 〔臨 濟宗〕 京師 普 門 寺の 禪僧 
f、  圆然 字は 奇 山、 駿河久 能の 人、 辨圓 (聖一 國師) の 族 
娃 なぅ、 辨圓に 侍して 心 印を 傅へ、 京の 普 門 寺に 住す、 相國 
內經藤 公 (一條) 入室 參禪 し、 遂に 戒法幷 R 祖 衣を 受けて 弟子 
の禮を 執る、 因て 城 南山 崎に 成 恩 寺を 開きて 開山と なす、 圓 
然後普 門 寺に 寂す、 其 年 時缺く (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

エン ノ  ー 圓能. j A: •一： 一 • 〔… 〕 大和 信 貴 山の 僧な り、 

圓能 大和 添 上 郡 伏 見の 人 年 十八 R して 信 貴 山に 登と'  . 一 僧 R 

就きて 修學 す、 性昏鈍 なれ ども 志操 純一な 〇、 常に 阿 彌陀佛 

を念誦す、伏見に一寺ぁぅ、弘文院と號す、丈六の藥師佛像 

を 安置す、 圓能一 百日を 期して 日日 三千 禮し "暂 ll a て 日 ふ、 

我れ 願く は 眞 身を 見む と、 九十 六日に して 眞 身を 拜す 、同時 

に 阿 彌陀佛 、並に 文珠 菩薩の 眞身を 拜す 、幾く もな くして 頓 


エン (圓) 亍-ノ 


に 死す、 胸次暖 きを 以て 葬らず、 三十 餘 B を經て 蘇生して 日 
ふ、 六 地藏の 救護に ょ 6 て 再 a 娑婆 R 還る も、 爾來四 衆を 勸 
論して 念誦 益 勤め、 金字 五部の 大乘經 を 書し、 金寶 山に 登- CN 
て 山上 R 慶讃 安置す、 仁 平 元年 正月 廿 四月 沐浴し. 淨衣跏 趺 
合掌して 化す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

チン ハン 圓範 U K 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧な 6、 
圆範 字は 無隱 、俗姓 不詳， 紀 伊の 人な 6、 大覺 禪師に 師事す、 
後 元に 遊び 益參究 し、 歸來 大覺の 法 K となる-永 仁の 初、 建 
仁 寺 ic 住し、 尋て鎌 倉の 圓覺寺 建 長 寺 K 歷 住し、 德 治二茚 十一 
月 十三 日 病な くして 寂す、 壽七 十八、 辭 世の 偈ぁ ぅ、 來去 無， 一 
方 行 -'* 去来 S 沒 k 蹤 、要 k 知，， 吾 住處 T 明月 與淸 風、 勅謚 覺雄禪 
師と云 ふ (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

エン ハン 圓範 (I 七 四 四) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
5, 圓範は 備後守 藤 原 保 家の 子、 長 守 僧正 ド 就きて 台密の 
法を 學 a. 康平四 年 龍華院 の阿闍 梨に 任す" 承曆 三年 最勝講 
會の聽 衆 r 加は 6、 永 保 應德の 間、 屢々 二會 の諸師 となる、 
寂 年及ひ 壽缺 く， (本朝 高僧 傳) 

エン ホ ー 圓方二 〇; ハ 八 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 僧な 6、 
圓方 字は 無 外と S ふ、 不聞契 聞に 師事して 其 法を 嗣 き、 肥 前 
水上 寺に 主と なぅ、 尋 S て 相 摸の 淨智寺 圓覺寺 建 長 寺の 諸 寺 
に 歷 住し、 應永 十五 年 五月 五日 寂す、 壽缺 く、 塔を 妙 光と 云 
ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

〔考〕 圓方は 東明慧 日の 法 嗣不聞 契 聞の 法を 繼 ける もの なれ 
は、 曹 洞の 法 派に 屬す 、然れ とも 當時は 一禪宗 として 分つな し 
エンマ ン圓滿  クンダ ョ丨憲 靜を見 よ、 


エン (圓) ハ  ー 2 


書辭 名人 家佛本  日 


厂六 〇—） 


H  ン (圓) il Y 


エン (圓) ユーヨ 


エンミヨ1圓明.一. 5: .一：一.〔眞言宗〕山城神護寺の僧なぅ、 
圓明其 俗姓 生 國詳 ならす、 或は 良 豐田 九 太夫の 子、 紀 伊の 人 
と 云 ふ、 初め 奈頁 東大寺に て 三論を 學 S、 後 空 海 r 從 S て 密 
敎を 受け、 天 長 元年 九月 櫂せられ て" 高 雄 神 護 寺 定額 廿一僧 
の 班に 補せられ、 遂に 兩 部の 大法を 許し 且つ 東 寺の 凡僧 別當 
となる、 此 職師に 始まる、 承 和 三年 五月 三日 官許して 東大寺 
眞言 院 に 廿一 僧を 置き 修法せ しめ、 師及 a 實慧 をして 會を幹 
せし む、 五 年 東大寺 廿 一代の 別當に 補し、 寺 中の 多 聞 天の 古 
像を 修理す、 嘉祥 三年 七月 廿 七日 權 律師に 任す 十二月 八日 正 
律師と なる、 仁壽 元年 化す、 壽軼 くバ 弘法 大師 弟子 傅、 弘法 
大師 弟子 譜 、本朝 高僧 傅) 

エン ミヨ1 イン 圓妙院 一ー チ チョ— 日 澄を 見よ、 

エン 乏 ヨ 1 イン 圓妙院 ニ チ セ V 日詮を 見よ' 

エ ン 乏 ヨ 1 イン 圓妙院 リョ— 才- 頁應を 見よ、 

, X ン乏ヨ 1 コクシ 圓 明國師 ショ I キン 紹瑾を 見よ、 
エン モン 圓門 i: E: ra: 〔眞宗 〕 豐 前廣圓 寺の 住持な 气 
圓門 字は 法 蘭、 一 R 曇 茂と 云 ふ、 號 は錢搪 、別に 泥 華 院と稱 
す、 豐 前日 田の 人、 黃檗宗 僧 大潮に 業を 受け、 佛 儒の 學 に 通 

し、 詩赋に 長す、 東 本願 寺 末寺 廣圓 寺に 住す、 寬政六 年 寂す、 

壽缺 く、 著作 錢塘 詩集 三卷刊 行すバ 豐 繪詩史 、宜園 百 家 詩) 

エンヤ 圓也 j —: i: Eg: 〔淨 土宗 \_/ 增 上 寺の 第 十一 代な.^、 

圓也號 は 秀蓮社 雲 # 、俗姓 中 西 氏 R して、 筑後國 柳 川 ic 生る、 

菊池武 俊の 後な うと S ふ、 幼 R して 能く 人を 敎 化す、 學業漸 

く 熟する や、 諸國 を回歷 して 名僧を 訪ひ 、玄 要を 試問す、 伊 

勢國 白子に 至う、 悟 眞寺に 住し、 其 第 六 代 穴 6 又 職を 辭して 


遊 化し* 關東 ic 移う. •叢林 K 入て 規則を 明かに し、 衆徒の 選 
擧辭 する 能は すし 永祿九 年 十月 四日 相 摸 國大長 寺よう 增上寺 
の 第 十一 代 R 昇る、 天 正 十 年 十一月 寺 内 火災に 遇 ひしよ 6 厭 
心 愈 深く、 仝 十二 5}i 八月 山 下に 天 光院を 開きて 隱栖し •本 刹を 
源譽觀 智國師 r 讓 る、 仝 十二牢 九月 五日 寂す、 (鎭流 祖傳、 三 
緣山 志) 

H ンユ ー 圓默 il il fi u s 伊勢 專修 寺の 第 十七 代な 
う、 圓猷 s 歡 喜心院 宮と號 す、 貞致 親王の 第五 子な 6、 元 
祿十年 五月 廿九日 入室、 寬永七 年 十一月 住職し、 寶曆 三年 正 
月 二日 寂す、 壽 六十、 (專修 寺 歴代) 

エ ンユ 1 圓融  H ショ— 惠昌を 見よ、 

エン ユ 1 H 融 リョ丨 シン 良眞を 見よ、 

エン ユ 圓 ％  リョ 丨 H ソ 良圓を 見よ、 

エン m 圓譽一 一一 一一 一一 龄 _  〔淨 土宗〕 山城 正 法 寺の 僧な う-- 
圓譽は 相 摸の 人、 書圖を 善くす、 始め 和 泉 三輪 山に 住し抟 山 
城國栂 尾に 住す、 嘗て 一宇を 創し， 石 雲 菴と云 ふ 天 正 十二 
年 十一月 六日 洛下正 法 寺に 寂す、 八十 一歳、 石 雲 R 葬る ' (鎭 
流 祖傳) 

丈 ン 3 圓 寒！！  H ソ タ -厭 問 ^ 見よ、 

エン ヨ 圓譽 クソ クゲソ 廓 源を 見よ、 

X ンヨ 圓寒 F=l キョ— ヵッ 慶閑を 見よ、 

エン ヨ 圓譽. キョ-- ユ - 慶融を 見よ、 

エン ヨ圓寒 ー ゲ  >  コ還故 を 見よ、 

エン ヨ 圓擧！ I  ゲソ チョ-源 長を 見よ、 

H ンヨ 圏擧 n チョ- リ d  - 潮 龍を 見よ、 


(七 0— ) 


書辭 名人 家佛 本日 


X ンヨ 圓譽 ムデソ 夢 傳を 見よ、 

エン ヨ 圓寒一 I リテキ 利 的を 見よ、 

エン 3 圓擧 a リョ ー モソ靈 門を 見よ、 

エン m 圓擧 !=» レー ォ—嶺 翁を 見よ、 

エン 3 圓譽  ロタ ヮク 路廓を 見よ、 

エン リ圓理 二 •三. A: 5: 〔淨 土宗〕 京師 知 恩 院四干 一 1 一代な 
i  圓理は 相 蓮 社 應譽實 空と 號 す、 其 鄕貫詳 かな ら ず、 相 
閑に 投じて 出家 受業 し、 館 林 瓜 連 鎌 倉の 三大 刹に歷 住し、 寶永 
四 年 華 頂 山に 上 6 正 德五年 五月 辭し享 保 十 年 九月 五日 寂す、 
門下に 高 譽尊統 あぅ、 (淨 土總 系譜、 淨土宗 年譜) 

エン リツ 圓律 ショ— ゲッ 設玄を 見よ、 

エン 及 ン圓林 ヶソシ d ン兼 俊を 見よ、 

エン リン。 ホ 1 圓琳房 -1 チ フク 日 福を 見よ、 

エン リユ ー 圓隆一 一四 七. 一. 〔眞 宗〕 播摩明 石常德 寺の 住持 
f,  圓 隆は播 摩の 人、 高倉學 寮に 學び 、寬政 七 年 擬講と 
なり、 十一 年 觀念法 門を 講ず、 後 文 類聚鈔 無差別 論疏を 講ず" 
文化 八 年 六月 十七 H 寂す、 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 
エン リユ.- 圓龍一 ii g; 〔眞宗 〕筑 後援 木 津覺了 寺の 住 

持な ぅ、 圓龍號 は即往 院 、筑 後の 人、 高倉學 寮に 學び 、文 

化 六 年 寮 司と な-^、 遊 心 法界 記を 講ず、 後 五 敎章心 經畧疏 と 

講ず、 文政 十 年 六月 二十 七日 擬講 とな* CN、 十一 年 安心 决定鈔 

を講 t、 後 起 信論義 記、 嘆異鈔 、五 敎 章を 講じ" 天 保 九 年 七 

月 十三 日 嗣講に 進む、 十二 年 支 義 分を 講じ、 十五 年 阿 彌陀經 

を 講ず、 弘化 元年 願に 依 6、 嗣講 職を 退き、 二 年 六月 十八 日 

寂す、 壽缺 く‘  (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 


エン ィン 延殷一 -fci y o: 〔天 合 宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 なう、 
延殷 俗姓は 橘 氏、 但 馬の 人な 6、 十六 歲叙 山に 登う、 慈 忍 僧 
正を 禮して 剃髮 受戒し、 靜照に 從 a 山家の 法を 學び 、大義に 
通ず、 長 保 二 年 寂照宋 r 入る、 師 毛 又從 a 太宰府に 赴く、 朝 
廷議 あうて 師を留 む、 依て 景雲 阿 闇 梨に 謁して 兩 部の 密法を 
受 く、 寛仁の 季爹 武峯に 入う 隱 逸する 三年、 明快 僧正の 勸め 
R ょ 6 山に 皈る 、幾何なら ずして 又大原 山に 入る、 長 曆二年 
慈覺智 證の兩 門 座主の 位を 爭ふ R 當 6 、醍醐 山に 遷 り、 小 野 
仁 海 僧正を 拜して 重ねて 兩 部の 灌頂を 禀 く、 永 承 五 年 三月 二 
十六 日 寂す、 壽缺 く、 0 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

H ン办ン 延鑒一 S1 1 ハー 〔眞言 宗 S 都朿 寺の 長者な 6、 
延鑒 俗姓は 秦 氏、 山城の 人な 6、 眞言 数を 慕 a 、 蓮 舟 僧都 R 
從つて 傅法灌 頂を 受け、 律師に 仟 ず、 天曆四 年 東 寺の 長者と 
在り、 此秋 九月 衆の 爲めに 灌頂 法を 修 す、 九年敕 R ょう 大和 
元 興 寺を 主と 6、 居る 乙と 三年" 京都 貞觀 寺に 移 6、 天德二 
年少 僧都 R 任す、 應和 元年 大 僧都と なう、 康保 三年 三月 二十 
七日 寂す， 壽七十 五、 C 東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傅} 

チ V キ 延義( …… ) 〔三 論宗〕 大和 藥師 寺の 學 僧な々、 
延義は 俗姓 生 國及其 師承詳 かならず、 藥師 寺に 居 6 て 盛んに 
三論を 弘む寂 年 及壽缺 く、 0 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

エンキ 3 1 延慶 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

う、 延慶は 武藏刺 史業貞 の 子な 6、 比 叙 山に 登うて 明快 僧 
正を 師 とし、 台密を 硏學 して、 博く 諸 部に 涉 る、 某年壽 五十 
五に て 寂す、 (本朝 高僧 傳) 

エン ク 5§ * 2 七 二 五) 〔眞言 宗〕 武藏慈 光寺の 僧な 6、 


X ン (園} m 


H ン (延〕 ィ—ク 


書辭 名人 家佛 本日 


(八〇 一） 


エン (延) シ 


H ン (延) n— サ 

延救は 武藏慈 光寺の 住僧に して、 賴 算阿闍 梨に 隨 a て 眞言 敎 
を 受く、 甞て 千日の 護摩を 修して 食を 絕ち戶 を 閉ぢ て禪 坐し、 
遂に 寂す、 時に 治 曆某年 正月 十四日な 壽 七十、 (元 亨釋 書、 
本朝 高僧 傅、 高 野 往生 傳) 

h ンコ！ 延杲 Ai ?;a 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う" 
延杲は 藤 原 能忠の 子、 夙に 眞言 R 歸 し、 東 寺の 大僧正 禎喜に 
從 a て 下髮受 戒す 、顧 喜は 師の 叔父な $、 業 成うて 密 灌を受 
け、 文治 元年 春權少 僧都に 任し、 幾な くして 大 僧都と なる、 
建 久二年 春 東 寺の 長者を 司 6、 夏 五月 神 泉苑に 雨を 禱 6 法 印 
に 叙す、 八 年 六月 權 僧正と なり" 翌年 正 僧正に 轉 し、 寺務を 
領 す、 正 治 元年 大僧正に 移う、 八月 雨を 祈うて 牛車を 許さる、 
此年高 雄の 神 護 寺に 住し、 建 仁 元年 護持 僧と なる、 翌年 秋 東 
大 寺を 董し一 住 三年、 大に 寺規を 修 す、 元 久二年 七月 雨を 祈 
6、 賞と して 弟子 延敎を 權 律師 R 任す、 後 諸 職を 辭して 六條 
の 別院に 退 居し、 建 永 元年 三月 十二 日 所 住 R 寂す、 壽八 十四、 
世に 六條の 僧正と S ふ、 (東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傅) 

エン？ 延幸一 a Il  〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 6、 
延幸は 大和 高 市の 人、 松 橋に 師事して 其 法を 嗣 ぎ、 永 正 四 年 

維摩 會の 講師と なう、 尋で 尊勝院 R 住し、 一宗の 貫首と なる、 

康平二 年 東大寺に 移う、 一 住 七 年、 別院に 退き、 治 曆二年 十 

|一  月 二 十一 日 寂す、 壽八 十一 一、 (本朝 高僧 傳) 

文 ンサイ 延最 (1 五 〔天台宗；！ 近 江 比 叙 山の 僧な 6、 

延最 俗姓 不詳" 圓 澄の 下に あうて 顯密を 兼修し 讓を 受けて 山 

中 西 塔院に 主 穴う、 仁 和 二 年 七月 五日 上奏して 西 塔院に 僧 五 

人を 置き、 晝は大 般若 經 を轉讀 し、 夜は 釋迦 佛號を 念誦せ し 


め， 五 人の 衣 供は 定心院 に 准して 官府の 補を 被らむ 云々 と 請 
ふ 所 あう、 制 可 せらる， 示 寂の 年時献 く、 (本朝 高僧 傳) 

エン シン 00  一 8  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な $、 
延 信は 加 賀守延 持の 子 信 有 和尙に 師事し、 正中 二 年 傳法灌 頂 
に 入る、 時に 三十 三歲な 6、 應 安五 年 四月 三日 寂す、 壽八十 
一、 (三 井續灯 記) 

エン シン 延信 H ソ 、 ゾ  >  宴 ». を 見ょ、 

エンジン 延尋 (  一七 〇 四) 〔眞言 宗〕 京都 m 寺の 長者な り、 
延尋 俗姓は 源氏、 參議扶 茂の 子な 6 出家して 濟高 僧都に 師 
事し 兩界 の密 法を 受け. 尋で家 典を 究め、 M 律師に 任す、 
萬壽 四年敕 あ^' て 東 寺の 長者を 司 どる、 時に 三十 六歲 なう、 
年 四十に 滿た ずして 此 職を 預る 名の、 師を初 例と なす、 長 元 
四 年權少 僧都と な-^" 七 半 十月 圓護寺 落成 供養の 遵帥 となる" 
長曆 二年大 僧都 R 進み M 寬德 元年 疾に 罹り 諸 職を 辭 し、 其 終 
ると 乙ろ を 知らず、 (本朝 高僧 傳 、東 寺 長者 補任) 

ヱン シヨ ー 延昌 j 2l g  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
6、 延昌 俗姓は 沍御 氏、 一に 槻本 氏な うと もい ふ、 加 賀江沼 
郡の 人な う、 幼に して 州の 敎寺に 役し 諸經論 を讀む ，十三 威 
始めて 歸鄕 す， 父 其 非を 詰うて 之を 打つ、 師忸怩 として 越 前 
荒 知 山に 赴く、 途中 平 泉 寺の 僧に 逢 a 、 相伴 a て 比叡山に 登 
6 座主玄 昭に 師事す、 師玄昭 に 侍して 顯密 を學ひ "年 二十 二 
座主 長 意に 菩薩 戒を 受け、 又 仁 觀慧亮 の 室に 入うて 灌頂 法を 
傅へ、 諸密 部を 究む 、承 平 五 年冬辨 日阿闍 梨の 執奏 にょり 法 性 
寺阿闍 梨と なる、 天 慶二年 冬 座主 R 住し 明年 內 供奉 十 禪師に 
補す 九 年 十二月 延曆 寺の 座主に 任し、 天 德二年 僧 ] H R 昇る、 


CAO-)  書  fe  名人 家佛 本日 


師 毎夜 尊 勝咒を 誦する 乙と 一 百 遍 、毎月 十五 日 同門 衆 1: 招き 
て 阿彌陀 讃を唱 へ、 法 華の 奥義を 論す" 朱 雀 村 上 二 帝の 師と 
なう、 宮中に 入うて 加持す* 康保 元年 正月 十五 日 寂す、 壽八 
十五、 寂 後 三日 勅して 謚を慈 念と 賜ふペ 元 亨釋 書、 本朝 高僧 
傳 、天台 座主 記) 

X ンシ ml 延性  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 座主な 
P,  延性は 延喜五 年灌頂 法を 聖寶 R 受け” 念 覺 寺を 開きて 
眞言 敎を弘 む、 延長 六 年 醍醐 寺の 座主に 任し、 七 年 十月 二 十 
八日 寂す、 壽七 十一、 (本朝 高僧 傅) 

ヱンシ ヨ ー 延 祥 |删一|一战 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
う、 延祥 俗姓は 槻本 氏、 近 江 野洲の 人、 護 命 和 尙の侍 童と 
なう" 弱年に して 東大寺 戒壇に 登うて 具足 戒を受 く、 延曆七 
年 護 命 涅槃 經を春 日 寺に 講し 、師 左右に 侍して 眞埋を 聞く" 
天 長 七 年 大極殿に 最勝王 經を講 し、 永 和 三年 勅を 奉して 諸 山 
の 僧統を 集めて 殿上に 論議す、 其 論鋒 銳利 能く 敵す る 者な き 
を 賞し** 大 僧都に 任し、 仁壽 元年 進みて 僧正に 任す、' 三年 五 
月 五日 寂す、 壽八 十八、 臘 六十 餘、 〇 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 
エン チン 延鎭 (|〇〕 〔法相 宗〕 京都 清水寺の 第一 代 

f,  延鎭 は奈頁 報恩 法師の 上足な う、 寶龜九 年 四月 京 

都 乙 輪 山に 登る、 延曆 十七 年 坂 上田 村 麿此 山 R 邸を 移して 寺 

となし" 清水寺と 號 し、 師此に 住す、 後 其 終る 所を 知らす、 

(本朝 高僧 傅〕 

H ンチ ン延淑 ii JH 〔眞言 宗 S 城醒醐 寺の 座主な-、 

延愀 俗姓は 長統 氏、 京都の 人な 聖寶 僧正に 師事して 三論 

及 三 密を禀 け、 又 宇多 上皇 r 灌頂 法を 受 く、 一：：： 聖寶に 侍し 


て 宮に 入る、 上皇 其 才を奇 として 綱 位を 授けん とす、 師固辭 
して 受けず" 延喜十 年敕を 奉して 維摩 會の 講師と なう、 延長 
二 年 東大寺 ic 住す、 翌年 六月 東 寺の 長者と なう、 七月 醍醐 寺 
の 座主と なる、 六 年 春櫂少 僧都 R 任し、 法務を 廉 ぬ、 晩年 印 
を 解き 東南 院に歸 休し、 七 年 二月 十三 日 寂す、 壽六 十八、 或 
は 七十 三と 云 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

エンテー 延庭 2 五 I 九) 〔天台宗〕 山城 興隆 寺の 開山な 
延 庭は 山城 常住 寺の 十 禪師な 6、 經 論に 該 通し、 傳燈 
大法 師位に 任す、 貞觀六 年 奏して 山城 葛 野 郡に 興隆 寺を 建て、 
梵釋の 像 四 王の 像を 安置す" 貞觀二 年 木工 寮に 令して 堂舍を 
修營 し” 春は 最 勝王經 を講 し、 秋は 妙法 蓮華 經を講 す 安居の 
中は 大 般若 經 を轉讀 す'  御 願 寺と なして 戒律 眞言の 兩 宗を修 
し、 且つ 僧綱 幷に 講師の 攝を經 S らん 乙と を 請 ひて 許 3 る、 
寂 年、 及び 壽 畝く、 (本朝 高僧 傅) 

エン ユィ 延惟 2 五六 C 〔法相 宗〕 大和 東大寺の 學僧な 
う、 延 惟は 興 禪 寺に 居うて 法相を 學び 、又 聖寶 僧正 R 密法 
を 受 く、 延喜七 年 維摩會 の 講師に 任し、 毎に 主 座と なる、 九 
年 四月 東大寺 主務を 領 し、 傳法法 師ょ 6 僧綱に 昇任す、 寂 年 
及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

エン ロ ー 延朗一 一 A-t 加 AO 〔天台宗〕 山城 最福 寺の 中興な う、 
延朗 は但馬 養父 郡の 人、 源義 信の 子、 源 義家四 世の 孫な 6、 
二親を 喪 ふに 及びて 郡の 比 曾 寺に 往き て釋 典を 讀み 、年 十四 
歲三 井の 永證 に從 a て 天台を 學び 、翌年 剃髮 受戒し、 京 R 居 
る NJ と 五 年、 比 曾 寺 R 歸へ 6、 專ら法 華を 誦す、 二十 九歲比 
叙 山 東 答の 山 王 院觀嚴 に 依うて 兩 部の 灌頂 法を 受け" 養 合 阿 


エン (延) シ ー チ 


エン (延) 5- — 口 
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(〇 一一） 


—  _  H ン (演、 厭)  I 

闍梨に 就きて 重ねて 密印灌 頂を 受 く、 平 治 元年 源義 朝、 藤 原 
信賴 等亂を 起す や、 師源 家の 族なる を 以て 平 淸盛來 6 て 寺を 
園む、 師夜 潜に 遁れ去 6 諸靈區 を歷て 遂に 奥州の 松 島 R 到う、 
一廢 寺に 宿し、 後舊 寺に 歸 へる、 安. 兀二筇 杵 尾の 最福 寺に 遷 
う、 大 池を 穿ちて 殿堂を 其畔に 建つ、 源 義經丹 州篠村 莊を以 
て 寺 產に充 つ、 承 元 二 年 正月 十二 日 寂す" 壽七 十九、 遺骸を 
山 西に 葬る、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

エン カ ィ演海 011二1呈)〔眞言宗〕京都仁和寺の僧なう、 
演 海は 千 種 中 納言從 二位 源 有能の 子、 萬 治 二 年 性 承の 室に 入 
う 十一月 得度す、 三年 權 律師に 任し* 寬文三 年 法眼 {C 叙し、 
六 年少 僧都 R 任し、 延寶 三年 法 印 {C 叙す、 寂年缺 く、 (仁 和 寺 
諸院家 記) 

エン；、 ンィン 、演 慈院 チク— 知 空を 見よ、 

H ンチ 演智 ijl s fj  〔淨 土宗〕 伊勢 曼荼羅 寺の 二 代な 
$、  演智號 は隨譽 、俗姓 生 國詳な ら ず、 幼 R して 入門 寺 法 
春に 師事し、 後 東 遊して 江戶 幡隨院 に掛 錫し、 一宗の 奥義を 
究め、 殊に 曼荼羅の 講究に 意を 潜め、 捫象 十四 卷を 作る、 且 

つ 安養 山 曼荼羅 寺を 建立して 法譽を 開山と なし、 自ら 二世と 

なる、 正 德二年 七月 七日 寂す" 壽 八十、 (續 日本 高僧 傳) 

X ンチ ml. 演澄  h ソ チョ： 圓澄 ic 同し、 

X ンヨ 演擧 !=> ギョ— 于ソ凝 念を 見よ、 

X ンヨ 演擧 1 セ— *', V 誓 岩を 見よ、 

エン m  S#  チ セ ソ知闥 を 見よ、 

vi ンヨ演 寒 1=1 ハク ズィ 白隨を 見よ" 

チ v ク厭 求 SH S 〔淨 土宗〕 山城 專福 寺の 開山な う、 


エン (厭} ク 


厭 求 俗姓 源氏、 京都の 人な う、 幼に して 靈夢に 威し、 出家の 
志を 父母に 乞へ とも 許 3 れ ず、 自ら 髪を 截る 、幾何 もな く 父 
沒す 、因て 正 保 二 年專念 寺信譽 R 投じて 得度す、 時に 十三 歲 
な^/ Z: れ ょり 淨土 三部 經六 時禮讃 等を 習 a 、 月を 逾て 諳誦 
す、 十七 歳に して 江戸に 遊學 し、 靈 巖寺珂 山に 謁して 宗門の 
秘密 宗戒兩 脉を受 く、 師淨 土敎を 研究し、 兼て 諸經 論を 學び 
其 蘊奥を 究む 、大に 議論に 長 じ、 人を して 懸 河の 辯 ic 感せ 
しむ、明曆二年正月江戶火災 (/<1 罹6、諸候邸館商家民屋一時 
に 灰燼と なう、 靈嚴寺 もま ^ 其 厄に 罹る、 師千辛 萬 苦して 逃 
避し 火難の 這惱 にょうて 三 途の劇 苦、 無常の 迅速 5: 省 悟し、 
自ら 深く 韜晦して _濃大 運 寺 r_ 寓せ しに、 人師 なる 乙と を 知 
強て 說 法を 請 ふ、 翌三年 美濃片 山に 艸菴を 結びて 幽棲し、 
日課 念佛六 万遍なう、 爾來 攝津の 茨木、 高槻 、芥 川、 或は 京 
都 等 R 遊 化し 一時 攝津の 鮎川に 在うて 維摩 楞 嚴を閱 し、 一 
日 鴉聲を 聞 S て 忽然 開悟す、 萬 治 二 年老 母 ic 侍して 攝津の 有 
馬溫 泉に 浴し ゝ 道俗の 請に 應 じて 極 樂寺 ic て說 法し、 聽衆雲 
の 如く 集まる* 住僧 榮譽檀 越と 議して 師を して 極樂 寺の 席を 
稀 3 ん乙 とを 乞へ とも 師甞て 一生 雲水と な 6 住處を 定めず と 
の自誓 あるを 以て 固辭 して 聽 かず、 然れ ども 老母 痼疾 あうて 
長 時の 浴を 願 S、 且榮譽 頻りに 住 山を 請 ふ あるを 以て 遂に 席 
を嗣き 、其 廢頹を 興し、 化道彌 盛んな 6、 師一 住九苹 、寬文 
七 年 二月 母 逝す るを 以て 退院し、 四方 ic 巡遊す' 延寶中 弟子 
了 緣等北 野に 專福 寺を 鄕 め， 師に 請 CA て 寓居せ しむ、 次に 攝 
律の 唐 崎に 菴 居し、 或は 京都 專念 寺に 說法 す、 又 伊勢 豐原山 
中 R 寓 し、 後出 羽 湯殿 山 月 山に 登る、 師# て 請に 應し 、安藝 


c— — ■) 
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嚴島 光明 院に 住し、 松 江 侯の 請に よう 出 雲を 遊 化し、 廣く淨 
土敎を 布く、 師 一宗に 偏す るな く、 黃檗宗 の木菴 、慧 林、 獨 
照、 慧極 等の 諸 禪師と 道 交 最も 深し、 老後 益念佛 三昧に 入う、 
一七 日 {C 百 萬 返に 至る、 正 德五年 岡 崎の 草菴 r 寓し疾 に 罹る、 
仝 年 六月 十一 日 懇ろに 弟子を 戒め、 正 念に して 寂す、 壽 八十 
二、 臘 七十、 師 一生 寺 務を領 せず、 諸國に 流 萬し、 伊勢 弘道 
寺、 京都 專念 寺、 遠 江念佛 寺、 攝津萬 福 寺、 西 山 導故院 、並 
に 中興す ると N- ろな 6、 著作 念佛 安心 諸 門 領解、 徒然 要 草、 
若干 卷 あう、 師 製作の 佛 菩薩の 圖像數 を 知らず、 書寫 の阿彌 
陀經 一千 卷 、阿 彌陀佛 號十方 に 及ぶ と 云 ふ、 (厭 求 上人 行狀 記、 
續 日本 高僧 傳 j 

エンケ ー 厭冏一 .n 〔淨 土宗〕 信 濃 願 行 寺の 中興な う、 
厭冏 は頓 蓮社圓 譽と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 智譽 上人 
に 師事して 法を 嗣 ぎ、 信 濃 上田 願 行 寺の 廢頹を 修して 中興と 
稱 せらる、 寬永 十一. 年 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

エンタツ 緣達 ( . ) 奈 良 京の 歌 僧な 6、 緣 達は 

奈頁 朝の 時 歌を 以て 聞 ゆ、 萬 葉 集に 其 歌を 載す、 (萬 葉 集 作者 
履歴) 

エン ヨ緣擧 r. jii A: 一 ‘j  〔淨 土宗〕 京都 勝 念 寺の 開山な う、 

緣譽は 其 俗姓 生國詳 かならず、 潮 龍に 師事して 法を 嗣 ぎ、 京 

都賀茂 川端 勝 念 寺の 開山と なる、 元 和 八 年 九月 十五 日 寂す、 

壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

H ンヨ 緣擧 ー ダ ィォ  ノノ 臺屋を 見よ、 

H ンヨ 緣擧 ー ショ— ネソ稀 念を 見よ、 

エン シン 宴 眞( . ) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 學講な 


エン (厭、緣) 


6、 宴眞 一に 延信に 作く る、 字は 皆 明と 稱 す、 性 信 親王の 
法を享 け、 廣 澤の大 匠と なる、 後 其 居を 號して 皆 明 寺と稱 す、 
(傳燈 廣錄) 

H ンコ 1 衍劫二 l 〔黃 S S 山城 宇治 萬 福 寺の 第一 一 
十四 代 衣ぅ、 衍刼 字は 石 窓と 云 ふ、 俗姓 淸水 氏、 信 濃小縣 
の 人、 出家して 大方 淨用 禪師の 法を 嗣き 、寬政 十一 年 九月 十 
六日 黃檗 山に 進み、 山 主と なぅ、 寬政 十一 年 九月 廿 八日 寂す、 
壽七 十六、 (黄 檗山歷 代表) 

エン シュン 衍舜〇  一 OH C 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
f、  衍舜は 尊衍に 就きて 剃髪 受戒し、 延文 三年 十二月 勅 
によぅ法義を述ぶ、四年二月無量壽堂立義者とな 6 、平生著 
作を 事と し、 抄を 作る 乙と 三百 餘帖に 及 ふ、 皆 眼 耳抄と 名つ 
く、 寂年缺 く、 壽八 十三、 (三 井續灯 記) 

エン 3 衍 # リテン 利 天を 見よ、 

ヱン 衍曜. 一一 j 酬 ^ 〔黄 •檗宗 〕山 城 宇治 萬 福 寺の 第一 一 
十九 代な 6、 衍曜 字は 璞岩 とい ふ' 肥 前 長 崎の 人、 西 村 氏の 
子な 6、 出家して 黄河 淨淸 和尙に 師事し、 其 法を 嗣 き、 天 保 二 
年 六月 廿 三日 黃檗山 に 進み、 第二 十九 代の 山 主と なる、 一 住 六 
年、 天 保 七 年 五月 廿 八日 寂す、 壽 七十な 6、( 黃 槩山歷 代表) 
エン* ケツ 淵 月 ド- ョ道譽 を 見よ、 

エン リユ ー 淵 龍 9 ョ-ォ ッ良穩 を 見よ、 

エン ノオ ツヌ 役 小 角 a 三 六 一：！ 修驗 道の 開祖な 6、 

役 小 角は 大和 國茅 原の 里の 人な 6、 賀茂' 役' 公 rc して (一に 
賀茂江 公に 作る) 開化 天皇の 皇子 彥坐 命よう 出つ、 舒明 天皇 
の 六 年を 以て 鄕里に 生る、 (一 說 r 三年と s ふ も 今は 前說に 依 


エン (衍 、淵、 役) 


(二 — ） 


H ン (役) ノ 


エン (役、 炎 ® ) 


日 

本 

薇 

家 

人 

名 

辭 


る)、 幼に して 學問 肊 博 通し、 且つ 三寶を 仰 信す、 世俗に 傳 ふる 
所に よれは、 弱年に して 生 駒 山に 上うて 苦 fr を修 し、 尋 S て |£ 
伊の 熊 野 山中 {C 入うて 荆 棘を 開拓した うと S ふ、 三十 二歲 R 
して 葛 城 山に 上 6、 岩窟の 中に 金 銅の 孔雀 明 王の 像を 安置し、 
其神咒 を M 誦して 秘密の 觀 法を 修行す る 乙と 三十 餘 年な 6、 
乙れ より 奇異の 驗 術を 證 得して 鬼神を 驅 使した うと S ふ、 是 
れ た ま  <經 に 孔雀 明 王の 神咒 の功德 利益を 說 ける ものを 取 
6 て 直に 之を 讀 誦した る 小 角の 行狀に 比擬 したる ものなる ベ 
し、 然れは 固よ 6 一々 事實 として 信す へから 3 る も、 三十 餘年 
の 間 岩窟の 中に 棲 居して 草 衣 木 食を 以て 苦 打を 積みし は當時 
尋常なら S る 乙と、 して 仰視せられ / 2 るなる へし、 大和の 南 
部よ-^ 紀伊 に亘る 高山 大嶽 を蹈 開し y2 るは 實に役 小 角に 始ま 
るな う、 吉 野の 金 峰 山 大峯山 等の 嶮岨は 皆 小 角 か 神咒を 讀誦 
しながら 攀躋 し / 2 ると 乙ろ な 6、 高野山 牛 瀧 山 等 後に 空 海の 
經營 にか、 る もの も" 皆 小 角 か 先つ 脚を 着けた ると 乙 K： な-^ 
と云ふ、攝津の諸山も亦蹈開し /2 6、神峯山、本山、箕面山、 
は 皆 小 角の 脚を 着け ^ ると ころ な*^ といへ- ON、 盖し葛 城 山を 

出て、 後神 咒を讀 誦して 近畿の 諸國を 回歷 したるな 6、 當時 

其 弟子の 附從 する 者 も あう しか 如し、 從五 位下 韓阈 連廣 足は 

小 角を 師 として 驗 術を 學 ひ、 後 其 賢 能を 嫉みて 讒奏 したれば、 

文武 天皇 三年 五月 世俗を 誑 惑す る 者と して 伊豆の 大島に 配流 

せらる、 古傳に 小 角 か 葛 城 山よう 金 鋒 山 R 至る 間に 橋梁を 架 

せんとして 葛 城 山の 一言 主命の 神意に 契は ず、 遂 R 配流 せら 

れたる ものな 6 とい ふ、 事、 頗る 險恠 なる 毛、 小 角 か 山 谷の 

開鑿よう 禍に か、 う 7^2 るを 謂 ふ ものな らん、 捕吏 小 角を 捕縛 


せんとして 先つ 其 母を 牢に 下し、 かは、 小 角 自ら 來 6 て 捕縛 
せられし とい ふ、 伊豆に あぅても 晝は 出て すして 母に 奉 侍し、 
夜は 逃れて 富士山に 登ぅ、 苦行を 修す屢 々捕吏の / 2 めに 殺害 
せられん として 驗 術を 以て 危難を 免れた 6 と傳 ふ， 盖 し富士 
山を 蹈 開し / 2 るは 小 角を 以て 始 とするな 6、 相 摸 常 陸の 諸 地 
R も回歷 したる 跡 あ 6、 大寶 元年に 赦 3 れて 京に 歸る "これ 
ょ 6 西國 R 赴き、 豐 前の 彥山を 蹈 開す、 古 傳に 母を 鐵鉢 R m. 
せ 海に 泛 a て 唐に 去る とい ふは 怪しむ へし" 其 新羅 (C 於て 道 
昭に 遇 a y2 6 とい ふは 年代 相違へ 6、 盖し豐 前の 地方に て 世 
を 終 0 /2 らん も 其 年 時 未た 詳かな ら す、 後世 小 角を 以て 修驗 
道の 開祖と す、 寬政 十一 年 正月に 勅して 謚號を 賜は 6、 神變 
大 菩薩と いふ、 (續 日本 紀 、帝王 編年紀 、古今 著 聞 集。 扶桑 略 
記、 靈異 記、 水鏡、 本朝 神仙 傳 、高 野 春秋、 牛 瀧 山舊記 、元 
亨釋 書、 相 摸 風土記、 常 陸 風土記、 僧綱 輔 任、 大平 年表、 修 
驗 行者 記、 役 君 形 生 記、 役 公 傅) 

エン ノギ ml;、 ンヤ役 行者 HV  ノオグ ヌ役小 角に 同じ、 
ェン セッ 炎 雪 9  ョ丨 n  - 良 興を 見ょ、 

エン チ焉智  一 •一 li -b: 一 •一 〔曹 洞宗〕 武藏高 林 寺の 僧な- N、 
焉智 字は 默室 、俗姓は 土橋 氏、 信 濃 國諏訪 郡 上 原の 人な 6、 
十三 歲に して 郡の 賴岳 寺に 投して 剃髪 得度す、 出 遊して 鐵心 
月 舟の 二老 R 謁し、 次に 長 崎 R 到り、 明 僧 道 者 禪師を 崇福寺 
R 禮す 、久し ふして 京都に 皈* CN、 黃檗 山の 木菴 R 依る、 明年 
獨菴 和尙を 訪ひ 、機 語 相 合す、 乃ち 鄕里松 本に 皈 りて 菴居燕 
默 す、 當 時人 呼んで 默宗和 尙と云 ふ" 時 R 明の 心 越 禪師東 渡 
長 崎に 抵 6 て 厄 {C 遭 ふと 聞き、 直 R 往て禮 謁し， 繁山 雪と 相 


(三 一一） 


書辭 名人 家‘ 佛 本日 


議して 水戶 侯に 啓して 法の 外 護を 約し、 長 崎に 至りて 乙れ を 
心 越に 吿ぐ 、かくする もの 數四 ，遂に 其 厄難を 救 ふこと を 得 穴 
6、 心 越の 天德 寺 R 住する に 方- N、 師 招れ て 第一 座と なう" 期 
滿 ち て 武藏 R 皈 る、 諸 山 主 皆 衆 僧と 共に 驩 迎-て 法を 問 a 、 師 
を 留めて 宗乘を 擧揚せ しむ、 高 林、 吉祥、 天 龍 等の 諸 寺は 皆師 
の 留ま 6 て 法を 説き y2 ると ころな 6、 後 伊豆に 遊び  >  其 地の 幽 
寂を 愛し、 菴を 結びて 居う、 相模鎌 倉 R 淌徉 す、 江戸 高 林 寺 主 
某 師を延 て 老を 養は しむ、 正 德二年 (一說 三年)、 正月 十一 日 
(一 說 十四日) 寂す、 壽 欠く  •全身を 院の 後山に 埋む 、師 常に 誓 
て 弟子を 養は ず， 學者 謁して 依附 せんと すれは 言を 勵 まして 
之を 拒け たれは、 一人の 法を 嗣ぐ ものな し、 (日本 洞上聯 燈錄) 
〔考〕 山 崎 美 成の 名家 畧傳に 風 外 慧薰 と默 室焉智 とを 混-疑 
を存 せう、 同書 R 依れは 焉智の 別號風 外と 云 a しか 如し、 然 
れと も 風 外 慧薰と 別人な^ N、 

エン ホ- 允激〇 一二 S 〔臨 濟宗〕 京師 天 龍 寺の禪 僧な 
P, 允澎 字は m 洋と云 ふ、 法を 琛 首座 R 嗣く 、首座は 伯始 
R 嗣 く、 絕 海中 律の 派な う、 師寶德 三年 室町 幕府ょ 6 遺择 使の 

命を 受け、 同年 十月 廿 六日 京師を 辭して 西 海 R 下り、 亨德二 年 

三月 十九 日 五島を 發す 、一行 遺 唐 使 允澎 、綱 司芳貞 、從 僧瑞 

訴 、淸啓 等な 6、 同 四月 六日、 即太 明の 景帝景 泰四年 四月 六 

日、 鞴陀羅 山に 至う'  次に 定海 縣を經 て浙 江を泝 う、 寧海府 

に 達し、 六月 五山 天童 山 等の 靈刹を 歷訊 し、 十月 北京に 入 

幕府よう 貢 進の 物品を 出し 朝禮 す" 翌三年 七月 十三 日苽皈 し 

て 長 門 國赤馬 烈 に 着す、. 師示寂 年月日 詳 ならす， (五山 歷 代、 

允澎 入唐 記) 


X ン (允) ホ 


才の部 

方 1 ウン 應雲 (二 〇六 八〕 〔曹 洞宗〕 越 中大川 寺の 開山な 
6、 應雲 字は 月 江、 奥州の 人、 大徹宗 令の 法を 嗣ぐ •越 中 
上 瀧の 郡 主大川 寺を 立て 師其 開山と なる、 後 總持寺 立 川 寺に 
遷 る、 寂年缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

方！ ゴ 應其 jjijf』 〔眞 2 示〕 高野山 興 山寺の 開山な う、 
應 :11: ;初の名は日齋、字は順良、後木食上人と呼ひ、興山上人 
と 呼 ふ、 近 江の 人 藤 原 氏、 初め 佐々 木 氏に 仕へ. •佐々 木 氏 沒落 
の 後、 ナ 和の 越 智氏に 仕 ふ、 越智氏 亦 沒落 したれ は* 深く 人 
事の 變遷 を感槪 し， 天 正 元年 三月 三十 六歲に して 高野山に 登 
うて、 亡君の 靈を吊 慰し、 十一月 五日 自ら 髮を 剃りて 山中の 
穀屋 寺に 籠居す、 天 正 十三 年 四月、 秀吉大 軍を 率ゐて 雜賀に 
入う、 高野山を 攻めん とす** 十日、 師は宥 全快 言の 二 僧を 伴 
a て、 雜賀の 陣中に 至う、 秀吉に 面し、 祈 禱の卷 數を捧 けて 
一山 他意な きを 吿 く" 十六 日 良 運 空 雄の 二 僧を 伴 a て、 再 a 
秀吉 に 面し、 請狀を 呈 し、 和議 數條を 結 ふ、 秀吉大 に 帥を 推 
重し、 一々 其 言を 容る 、遂に 一山 事な くゾ禍 を 免る を m  ノ六 
月 勅 あう 高野山 R 領地を 賜 ふ、 師拜 して 學侶 4C 達す、 七月 十 
六日秀 吉政所 の 本願に ょう A' 高野山 金堂を 興す にあた* CN、 師 
命を 受けて 經營 す" 天 正 十四 年 七月 廿 一日 大坂 城 R 出て、 秀 
吉に 謁す" 十二月 命を 受けて 京都 大佛殿 造營の 工事を 監 す、 
天 正 十五 年 九月 金堂 落成す、 秀吉 よう 木 食 興 山上 人の 號を贈 
ら る、 十六 年 大和 長 谷 寺の 工事を 監して 功 あう、 十七 年 七月 


方？ (應) ク 12 


書辭 名人 家佛本  日 


(四— 一） 


为 1 ( 應シ  I 

十九 日 法令 十七 條を 作り、 學 侶に ^ 論す，‘ 十八 ^ 興 山 ^ を 興 
し、 九月 廿 八日 落成し、 •刺 額を 賜は る、 十 '; L 弟 二月 六角 經藏 
を 修補して 功 あう、 十一月 廿 二日 秀吉 よ-^ 食 邑干 石を 給 せら 
る、 文祿 元年 師靑巖 寺を 興す、 三年 三月 三日 秀吉 高野山 R 登 
纥靑巖 寺に 入る、 師秀吉 に 謁し 食 邑を給 せらる、 七月 廿 三日 
靑巖寺 落成し、 大曼 供を 修 す、 盖 し秀吉 政所 靑巖 貞松禪 尼の 本 
願に 因るな.'^、 八月 廿三 日靑鼹 寺の 庭儀灌 頂を 修行す、 文祿四 
年 二月 丹 生 明 神宮 並に 別當 寺の 造 營を監 す、 慶長 三年 九月 秀 
吉の 遺骸を 京師 阿彌陀 峰に 葬る {C 關し 、始終の 事務を 監 す、 同 
四 年秀吉 の廟を 興し、 土木の 事を 監 す、 五 年 九月 師伏 見の 陣中 
よう、 近： 7 :飯道 寺に 遁れ 、十三 年 十月 一日 飯 道 寺に 寂す、 壽七 
十三、 辭 世の 歌に 日 ふ、 「あたし 世を 廻 6 はてよ と 行 月の け ふ 
の 入日の 空に ^ かせん」 門弟 棺を荷 うて 高野山 R 登う" 興 山寺 
に葬る、著作無言鈔三卷あ纟、建 31 、興山寺、靑巖寺、高野山金 
堂、 造營 修繕、 m 寺塔> 金堂、 講堂、 醍醐 金堂％ 嵯 峨釋迦 堂、 宇治 
平等院、淸水寺子安堂、安祥寺靑龍祗、石 1^ 觀音堂、豐國大明神 
社殿 等 一々 數 ふへから す、 (高 野 春秋、 秀吉 家譜 ♦南紀 風雅 集) 

方— シン 應眞 i 二 ^ 〔眞宗 一伊 勢專修 寺の 第 十一 代 

f,  應眞は 眞慧の 子に して、 はは 加賀守 常 樫 氏の 女な う、 

文龜二 年べ 月 効-を 奉して 專修 寺を 主とう、 幾なら すして 職を 

辭し、.一條柳原に遯れ、眞慧.冉；3寺を主とる、永正九年九月 

職に 復す 、然れ と 名 尙ぼ 京に あ-'、 明年 春 寺に 歸 る、 此年二 

H 後柏原 院重 ねて 任職 安 培の输 旨を 賜 ふ、 大永 元年 六月 淨土 

宗 下野 流の 綸旨を 賜 S、 天文 六 年 五月 廿五日 一條 柳 Ki にて 寂 

す、 壽四 十八、 官位 法印大 僧都 R 居る、 永錄 三年 二月權 僧正 


方 上 應、 往) 


を 追贈す、 (本願 寺通紀 ) 

オ*— シ ュー  才—シ ョ -應昌 i: 見よ、 

才 1 ジュン « _  ギョ ー子ン 行然を 見よ、 

方 1 シヨ— 應昌； j 三 ■ §: 〔眞言 宗〕 高野山 文殊 院の 僧な 
i  應昌 一名 2 應 周、 字は 深乘と S ふ、 鄕貫詳 ならす、 高 
野 山に 登 6 行人 方と な 6、 興 山寺 勢 # R 師事し、 勢譽の 後を 
繼きて 第三 世と なる、 正 保 二 年 五月 廿 四日 寂す、 壽缺 く、 (高 
野 春秋、 南紀 風雅 集) 

オ ー シヨ ー 應照( . ) 〔眞 言宗〕 紀伊 那智 山の 僧な 

$、  應照 は紀. 伊那 智山に 居うて 法 華を 誦し、 遂に 敷 鹽を絕 
ち、 只 松葉を 食 a 、 久しく 燒 身の 具を 蓄へ 、期 R 至りて 新 製 
の 法衣を 著し、 手に 香爐を 持し、 薪 上 R 趺 坐し、 西方 R 向て 
諸 佛を勸 請して 薪を烷 き、 定 印を 結び、 妙經を 誦し、 遂 R 寂 
す、 壽及其 卬時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

オーヨ 應寒 E ゥンヶ -雲冏 を 見よ、 

方.- ヨ 應譽  H ソ”圓 ■を 見よ、 

才 1 3 應 患！！  ンン ソク存 則を 見よ、 

才？ ゲン T ン往 1 遥院  サチ ョ ，佐 超を 見よ' 

方 1 ジュ 往壽一 •一 • =: 一 •一： I.  r 眞宗〕 京師 信樂 寺の 僧な 6、 
往壽 は讃岐 1 信樂 寺の 住僧な う、 後 京師 R 至う，， 朿 本願 寺の 
僧と なる、 京師の 信樂 寺 R 住す、 高德 世 R 顯 る、 寬文 元年 三 
月 十八 日 寂す、 壽詳 ならず、 (緇白 往生 傅} 

才— 3 往擧 a  ゴ V シン 欣眞を 見よ、 

才 13 往擧 a  チョ— ドン 潮 呑を 見よ、 

方 1 ヨ 往譽 ムゲン 無敍を 見よ、 


CJI 一一 ） 


書 辭 名  人 家 佛 本  日 


オ ー、 ン奥士 心 C . ) 〔臨 濟宗〕 京都 眞如 寺の 僧な 6、 

奧志 字は 不味、 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 元に 入う 雪賽 
山に 在 6 て 侍 局に 居う、 明 極に 參して 雙林寺 第一 座と なる、、 
明 極の 東 渡に 及んで、 師もま た 隨つて 歸 朝し、 其 諸 刹に 歷遷 
す 5- や、 師版 首と な 6 て 化を 助く、 後 京都 眞如 寺に 主と なる、 
寂 年 欠く、 (延 寶傳寶 傅} 

オ ーリユー奥龍 ^ |§ 1曹洞宗3山城宇治輿聖寺の禪 
僧な 6、 奥 龍 字は 玄樓 、號は 蓮藏 海と S ふ、 志 摩の 人、 父 
は 村 上 氏、 母は 北條 氏な 6、 享保五 年を 以て 生る、 九歲 にし 
て 出家し、 十三 歲 にして 長 壽寺齡 峰 和尙に 師事す、 此夏難 風 
あ 6、 海 客破紛 の爲に 死す る者甚 穴 多し、 師 私に 謂ら く、 萬 
物の 世界に あるは、 猶 人の 船に 上れる か 如く、 船に 成壤あ 6、 
人に 生滅 あう、 其 萬 物 各 代謝 あれは、 ill: 界も亦 始終な かるべ 
からす、其始は果して何の時を、偶老僧に遇ひ"乙れを問ふ、 
老僧 答へ て 日 ふ、 無始ょう 始まる と、 師日ふ 無始の 始は 如何 
の 時を* 老僧 答へ て 日 ふ、 汝 後に 自ら 悟る へしと， 齡 峰和尙 
偈を示 して 日 ふ、 頭上 鐵 石、 脚下 氷 淵、 我心 沒ぃ 地、 他見 懸， 

天、 師 日 . fn の铖 石と なす'  十九 歲出 遊して 江戶 吉祥 寺の 議席 

に 列し、 翌夏空 印和尙 の 楞嚴經 を 聽き 、大に 疑 あう、 一月 餘 

にして 忽ち 省 あ 6、 七月 吉祥 寺を 去- 〇、 諸國 に徧歷 し、 北 地 

京畿の 地に 至う、 宗匠と 稱 する 者參 訊せ S るな し. 後一 夜 石 

上に 踞し 勇猛 急切に 辨究 し、 天明に： ャ 遠 寺の 鐘聲を 聞 いて 

忽然と して 大悟す、 乃ち 偈を 作うて 日 ふ、 曉應 鐘聲 一天 地 開、 

日輪 果自 =大 東， 來 、是 何道现 吾 無 k 識 、不 k 覺呵 呵笑滿 1 r 是 

れ寬深 三年 oiii 二十 四歲の 時な 〇、 た、 ちに 伋岛 に 至 6、 龍滿 


オ ー( 奥 V ン .リ 


寺 問 厚和 尙に 謁し 益 辨究 し、 三十 六 歲空印 和尙の 懇願に 任せ、 
駿 ，河 靜居竒 に 首 版と な 6、 其 前後 越 中最勝 寺 ^ i 見妙義 寺に 至 
6 大藏經 を閱 す" 四十 餘歲石 見 西 福 寺に 住し、 次に 保安 寺 華 
嚴 寺 {C 轉 し、 次に 但馬 龍滿寺 山城 興聖 寺に 轉 す、 文化 十年大 
坂當陽 軒に 寂す、 壽九 十四、 躐八 十六、 著作 蓮藏海 五分 錄十 
卷 、十六 鐘 鳴 二卷 、鐵笛 倒 吹、 辨官客 承、 祖韻 敬賡各 一卷ぁ 
う、 (支 樓 和尙傳 ，近世 佛竑 著作 目錄 稿本 •) 

才 1’— ーン 樞 華道 人  シ ユ—ガ 周賀を 見よ、 

オ ー セン 橫川 ヶ- ナン 景三を 見よ、 

才 1ヨ 雄譽 ショ- フ- 松風を 見よ、 

オタ キヨ ー 憶慶 (一 SS) 〔眞宗 〕 能登往 還 寺の 住持な 
う、 嘹慶は 能 登の 人な 6、 鹈飼 妙嚴寺 地中 往還 寺に 住し、 
後 京都に 上う、 寶永中 樹心慧 空 等と 高倉學 寮の 開立に 力を 盡 
くせう、 撰 南 深 寺に 轉任 し寂苹 幷 に 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者 列 
傳 稿本) 

オタ F— 憶道 ~: 一 =: 一 1; 〔淨土宗〕伊勢西光寺の開山なう、 
憶 道は 行 蓮 社 正譽智 念と 號す 、俗姓は 渡瀨 氏、 遠江濱 松の 人 
なり、 法を 慈 昌に嗣 ぎ、 伊勢 壹志郡 三 田氣に 西 光寺を 瘸めて 
開山と なる、 後同國 大口の 西 稱寺石 名 平の 觀音 寺 R 歷 住し、 
寬文 三年 九月 六日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

方 V ト ー 屋道 gi oi i 〔淨 土宗〕 江戶心 行 寺の 開山な 6、 
屋 道は 光 蓮 社圑譽 一路と 號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 觀智 
國師 に師缗 して 宗 乗を 究め、 江戸 深 川 心行 寺の-開山と なる、 
正 保 元年 九月 十四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

方 ッォ！ 越 翁  エソ 1 惠琼を 見よ、 

:  才 1S、 橫 、雄) オタ ( tg: 、 屋)！ オッ (il 


書辭 名人 家怫 本日 


(六 一一 ） 


方ツ (越、 乙) オン、 恩) カ ー タ 


オン (恩 # ) 


方 ツ方 1 越 《羽 シ H チョ— 周 超を 見よ、 

方ツタ ー M it キヨ 丨 チョ 丨敬 長を 見よ、 

オツケ t 越溪 シュー ヵク 秀格 を 見よ、 

ォッヶ 丨越溪  9 プ H キ麟 易を 見よ、 

オツケ l r 越豁 シュヶ V 守 謙を 見よ、 

方ツシ ュ ー 越宗 (Imlls 〔曹 洞宗〕 筑前某 庵の 僧な-^ 
越宗 字は 蘭 陵と 云 ふ" 號は 夜雨と 云 ふ" M 許の 人なる か詳か 
ならず、 m 和の 頃、 筑 前の 山中に 草庵を 搆へて 住し、 常に 内 
外の 文人墨客 R 交 6、 詩 酒に 放浪す、 其 奇言 奇行 數 <  人を 驚 
かせう、 夜雨 禪師の 名 一時 西國に 振 ふ、 示 寂の 年月日 缺 く、 
草庵 稿 二 卷 世間に 行は る、 (草庵 稿 序文、 名家 略 傅) 

方ツゼ ン越 i 刖女 (一八 七 一 e 七條佛 所 佛 エ なう、 越 前 
は 運慶の 女な う、 父 R 習 a て佛 像を 刻めう と S ふ奈艮 春 日 神 
社 舞樂面 五十 九 個の 內 瞽者 採 桑 老の二 個には 裏に 天下 越 前の 
四字銘 あ'^ て 運慶の 女と稱 せ-^ 其作站 た 卓 逸な 6( 佛エ 系圖) 
〔考〕 越 前 女は 建 保 頃の 人なる べし、 

オツ y l 越叟 リョン ミン 良 閨 を 見よ、 

方ツド ！  .  ^ ク 7 ソチ ュ 1 ^ 丑を 見よ 

方 ンガク 恩覺 (了<三 一〕 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 

う、 恩覺 字は 法 明， 隆覺 僧正に 就きて 宗敛 を W き、 內外の 

典籍を 見る、 京都 法 勝 寺に 往 き、 學 徒の 首座 / 2 6 、還うて 與 

福 寺 R 居う， 傳燈大 法師 位に 任す、 法相を 以て 己が 任と なし、 

應保二 年 應和宗 論 記、 南北 戒律 勝 劣、 遣 僞興眞 章を 著して 天 

台を 駁 す、 某 雄 壽七 十餘 R して 寂す、 (本朝 高僧 傳〕 

オン ケ ー 因 心 罚 (一二 九 二) 〔淨 十宗〕 某 寺の 僧な 6、 恩 


冏 姓は 佐々 木 氏、 近 江 國甲賀 の 人な 6、 性 頭陀を 善くす、 五 
幾 七道に 週 遊して 念佛を 勸 誘す、 天文 年中 和 泉 國堺に 遊び、 
阿 彌陀經 十萬卷 1: 書寫 す、 世人 呼て 十 萬 上人と 稱 す、 師常 R 
貧者 病人を 養 ふ、 故に 悲田院 と 云 ふ、 後 關白秀 吉公齊 田 五十 
石を 與ふ 、享壽 八十 二、 示 寂の 年月日 缺く 、(鎭 流 祖傳) 

方ンユ ー 因 心 融( . ) 〔 …… 〕 恩 融常に 十一 回觀音 

呪を 持す、 給 使の 童子 死す、 恩融 屍を 撫し觀 音 呪を 誦し、 水 
を 面に 灑 けは 蘇生す、 乙れ より 相 共に 精 行して 終 ふ、 (本朝 高 
僧傳) 

オン シキ 音 識 クタ ィゥン 快 運を 見よ* 

オン シキ 立 日識 ギザ - y 義 山を 見よ、 

オンチヨ！ 音 徵  . 義  〔淨 土宗〕 山城 金毛院 の學 僧な 
う， 音徵 .梵蓮 社 忍 譽淨 阿と 云 ふ、 三 河 R 生れ、 同國 遍照院 
穩冏 上人に 師舉 し、 寬政元 印 京師に 上う、 智恩院 山 內旣砹 院 R 
留 う、 同年 西 光 庵に 留 う、 二 年同菴 にて 大乘義 章 唯 識述記 を 
講ず、 三年 京 極勝圓 寺に 移う、 獅子 谷 金毛院 R 於て 典 壽と共 
に大藏 對校錄 を 校正す、 同年 正 圓寺に 於て 俱舍 論を 講ず、 同 
年 九 ; 1 淨福 寺の 住持と なう、 五 年 同 寺に 於て 別時 念佛を 修 し、 
且つ 維摩 經を 講ず、 八 年義林 章を 講 す、 其 後講經 授戒を 事と 
す、 十二 屯 淨福 寺內に 松 聲院を 開き 幽棲す、 尋て淨 福 寺を 弟 
子覺 譽に附 し'  松聲院 R 寂す、 壽七 十四、 音 徵甞て 後奈良 天 
皇の勅 請を 拜 し、 宮中に 阿彌陀 經を講 t、 咸 賞せられ て 土 佐 
光信筆十王の圖十幅を賜ふハ(淨土宗史料) 

方ンチ ヨ ー 音 長 セ - y シン 先晋を 見よ、 

オン m 音 譽 ( . ) 〔淨土 宗〕 常 陸 阿彌陀 寺の 僧な う、 


(七 一一 ) 


書辭 名人 家佛本  日 


方 

ン 

— 君: 
溫 

ii 

寺し な  二な 城 音  缺 其音丨 

方方 方に〆 う 方オオ 方方 オ オオオ 年る 寺 龍 オオオ く 法譽 
ンン ン寓そ 、ン ンン ンンン ンンン 四‘ 鐵字 ンンン 、をは！ 
5 •ジシ す 5  シ ジヶ キロ ハ ニ チコ 月驾 巖はリ ヨヨ 3 繼其丨 

ン 3 ヨ ，至 培 ヨン 1ヨ？ ク 3 ユ  六 g 牛大ユ  士き 俗！ 

ィ 1 1 寂 言 遠 1  1  1 溫日苫 {こ 川！ 菩菩 志て 姓 ^ 

ン ィィ S  f  •爭土 遠遠ィ 溫溫溫 遝 寂を 謁‘ 墓奚 |、 後生 
冷 ンン f 暴 1 ■塵 _ ン老伯 如 f 故す、 

疼#、、 土 、、を 唯 照  ，土  中二 春し i 不龍リ 、ン w  f 

沾輋 盛- 受ー ミェ ソ逶シ 、ン ジ  チ 5 rf 雪 詳 竺ョョ  S I 

院座晖 朝く、 播こ 5  i  T  T  7  T ミ i 十强亡 rfi 元丄ぺ  A  t 

院 fe 高 後 摩 2 チ‘  k  1  丄ョ ョ“の 、河 九〇 ラ ミ  大ず 

二  僧 日の c  n i  1 ご T  i 上 1 龍 海渥门 2  5  山、 

千 二 9 傳 阿人门 I 雄ジ 丄， i ; 1 1 K 藏美曹 I ‘  阿 起； 

コチ ョ^に 出戒艺  3  g ん菩 S  I  3 寺 寺 郡 洞 rS  ft  彌譽 

1 コ' 從家 律！  1  f 裏 m k 〆 一片 宗 _ ? 陀上 

亨 日，  よ  -ノ 見を 見 見よ す ひ 諶错 遠よ 見  t  ^ 

逢 5 大， 常ょ， 等ょ、 ょ、、 合 霊 | ?■ 、 ょ、 k& 

見を 祐  軌壇和  勸  よ、  1 5 にな S  とて 

よ旯 をを 院戒  を  .  孟雰參 う 5  な 剃 

、よ 見  傳圓壇  見  〒 £ し、 裒  る髮 

、よへ 照院  よ  忐 f て 遠 g  、受 

、  、にの  、  絜 气 記 江坎  寂 業 

竹師律  5 元 室の t  年し i 

林 事 僧  5 祿と 連ク、  壽 ，丨 

才 

ン 

遠 

m 

，レ  uj» 

、 〆 

に方曹 大き 論 歲け文 十 命密下 十な に 範女重 津は飮 
還に 洞 輪て 幷妯 ，を 九に 敎に 二う 享 のとす 大播 光オオ オ 
う 遊の 律 野に 受具 見歲 よを 度歲 、保 人な 、阪摩 字 ンンン 
、は 大師 中 南 三 支て 奈 う 受を儒 母 三と す a に 田は コヨリ 
看ん 梅に 寺 山聚灌 、頁 京け 受敎 桑年爲 、は 移 野 慈！  ヨ 

護と 禪 諮の 疏具頂 大に都 1 く 乞 原 七^) 又 桑う 村 雲  穩】 

をし 師 問住鈔 足を に 遊に 加 •學氏 月を 助 原注の 、 飲 基 イ 
事 、をす 持を 戒拜感 ひ 上 行 上び 三 廿喜高 氏す 人自」 卜自ン 
と 適 問 、に究 をし 發 、 b を 人 、寶八 ひ 松、 、なら ノ し，， 

す 祖ふ幾 推む 受 、し顯 4 勸は 朱を 日 ，侯 阿 人う 百 ラ 三 d 遠 
、母た もさ 、け戒 、密: め 母子 祟な 其に 波と ，不^ 

祖幷 るなる 二 、龍 河の1 f  、かの 信う 女 仕 德爲其 知 上 ふ 
母に もく  、十 爾を內 二念 且常 書す 、をへ 島う 系 童  S 阬 

沒母 、法師 二來仰 野敎 f； つに を 、父 配 、の 任 赤子 g こ 
せの 見弟學 歲專ぃ 中を g 悉 崇讀師 七す 大產俠 松と：^  ^ 二 
る 大所 照 行 秀らて 寺 究&曇 信む 幼 男 、坂な の氏號 s 晋 チ 
後 病 相 林兼嚴 戒秘秀 め^1 をす 、に 一師 米う 風よ す s  g ヱ 
，の 合に 修の律 密巖ノ  :學る 河し 女 外 倉、 あう 、正 |  0 
法 報は 讓し 命に 儀を 四 多 ふと 內てあ 祖に其 う 出 俗 法 f 響 
乘 にす^) 且に 意軌仰 分‘ ，乙 法 亦 う 父 職 族 、つ 姓律气 g 
寺 接、 、つよを をぃ 律!^ 後/) 樂三 ，のを 川 財 、上の  見 

にし 去 信 阿り 傾傳 ての 驾 十な 寺寶 師家 奉 北を 弱 月 開  よ丨 

寓て う 濃 字 其け ふ沙五 g 八う 貞 をはに し又輕 冠氏祖  ' 

居 蒼て に觀 法， 、彌百 $ 歲 、祀崇 其 生 、助し （こ、 な 
す皇美 遊を 席 四 二戒結 | 上 十 上 信 第る 深 養 、し 父う 
、大 濃ひ修 を 律 十を 集’ ず 人 五 人し 七、 く う義て 安、 

延坂地 、し嗣 五一 受 の' の歲の 、男實 安て を攝範 

書辭 名人 家佛 本日 


(八 一一） 


方ン (飮 ) r? 
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享 元年 二十 七 歲長榮 寺に 住し、 始めて 大衆の 請に ょう 戒律 i: 
講 敷す、 親 澄、 覺法 、覺 賢、 等 皆 弟子の 禮を 執る、 同 三年 二十 
九歲三 周界を 結し、 寺を 以て 僧坊と なす、 翌年 親證 壇に 登 
具足 戒を受 く， 所謂 别受 なう、 我 國鑑眞 大和 上の 後， 興 正大 
悲二 菩薩以 來 "槪ね 通 受自誓 得な 6、 間、 別 受を唱 ふる 者 あ 
うと 雖 、其 法 一 準なら す" 師 規則を 制定し、 後代の 標式 とな 
す、 乃ち 親證の 
言に 從 S、 始め 
て 正 法律と 號 
す、 大は衆 法、 

界の結 制、 戒の 
受猞、 懺の輕 重、 

安居 嬰 期、 恣說 
治擯 、等、 小は 
心 念 S、 衣鉢、 坐 
具、 祗支覆 肩、 

等 及び 日用 鎖 事 
に 至う" 悉く 其 
弊を 革 正す、 剎 

巖紹應 二 禪師師 の 說を賛 し、 大に正 法律の 興隆に 力を 盡 す、 

同年 攝津有 馬に 遊び、 桂林 寺に 住し、 益 盛に 正 法律を 唱 ふ、 

唐宋以 來 袈裟の 裁 製の 正式 R 違 a 、 着 法％ 亦搭 肩の 式を 失 a 、 

濫に鈎 紐を 施す を 憂 a、 經律紀 傳に 依う、 反覆 參驗 し、 方 服 

圖 儀 二 卷廣木 十卷を 撰し、 其畧 本を 刻して 志 ある 者に 與ふ、 

高野山に 登り、 大衆の 請に ようて 南海 寄皈 傳を講 して 解纜鈔 


を 撰し、 和 泉の棵 に 於て 表 無 表 章を 講して 隨文釋 を 撰す、 長 
慶に 於て 無 門 關を講 して 鑰說を 撰す ••四十 二 歲根來 寺 常 明 僧 
正ょ 6 地藏院 流の 秘奥を 傳 ふ、 幾 も 衣く 攝津牛 駒 山に 入 6、 
長 恩 瀑布 i/>> 上 R 草菴を 營み 隱捿 す、 智鏡禪 尼と 云 ふ衮 、師を 
請して草菴を修補興造し、雙龍菴と號す、，盖し陬か奉する釋 
迦牟 尼佛の 像の 下に 双 龍 あうて 蓮 座を 扶持す るに 2 るな 
師 日夕 行願賛 、般矜 心 經 '阿 彌陀經 等の 梵文 を 熟讀 し、 蘇漫 
多、 底彥 多" 皆 師授を 借らす して 心 通 意 解す、 是 4C 於て 弟子 
護 明、 法 護、 諦濡 等を 召し， 自ら 口授す、 護 明 筆記して 七 九 
鈔五卷 を 成す、 刻して 四方に 流布す、 後觉に 梵學津 梁 一千 卷 
を 編成す、 五十 四歲 京師の 四 衆の 強請に ょ 其 地 R 至う、 
阿彌陀 寺に 住す、 道 風四傳 し、 縉紳妮 嬪の皈 向す る 者 甚た多 
し、 師殊に 十 善 法を 說く， 笫子錄 して 十 善 法語 十二 卷とな す、 
寬政九 年 八十 歲 河内の 高貴 寺の 幽靜を 愛し、 其 地に 退き 遷 る、 
遂に 鏡を 築き、 界を 結して、 十 方 僧 刹と なす、 幕府 特に 命 t 
て 正 法律 一派の 本山と なす、 師意を 神道の 書に 傾け、 古来の 
諸 書を 獵 渉し、 自ら 弟子の 爲め に講說 す、 大和 郡 山城 主 數々 
師を 請す、 師其 請に 應して 城 中 ic 法を 說 く、 文化 元年 八十 七 歲 
の 秋に 微疾 あう、 諸 弟子の 意に 任せ、 京師に 至うて 醫に就 く、 
然れ とも 法を 說 S て 少しも 懈らず 、毎に 誡めて 日 ふ、 大丈夫 
兒 出家 入道す， 須 らく 佛 知見を 具し、 佛戒を 持し、 佛衣を 服 
し、 佛 行を 行し、 佛位に 躋る べし、 切に 末世 人 師の行 ふ 所に 
傚 ふ莫れ 、と， 同年 十二月 二十 三日 中 夜 京師 阿彌陀 寺 R 寂す、 
壽八 十七、 臘六 十七、 遺命して 俗士の 葬瘗に 從 事す るを 許 S 
ず'  諸 弟子 悲 泣し 相 共に 靈 龕を 舁 き、 遠く 高貴 寺に 就き、 二 


广九 一一） 
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十五 日中 夜 全身を 奧院 高祖 大師 祠 堂の 右に 瘗む 、著作 方服圖 
儀廣 本十卷 、同 略 本二卷 、七 九 S 五卷 、南海 寄 飯 傳 解纜鈔 、 
表 無 表 章 隨文釋 、無 門關鑰 、十 善 法語 等 あぅ" 別に 梵學津 梁 
一千 卷 あぅ、 總目錄 七 詮に 分つ、 第一 本詮 、弘法 大師 請來 四十 
二卷 、八 家 秘録 所載 八十 六本、 和 州 法 隆寺所 藏貝葉 二葉、 海 龍 
王 寺 一葉、 洛 西淸凉 寺 一葉、 城 州 調子 瑞泉寺 一葉、 當寺 一葉、 
(當 寺は 高貴 寺な 6)、 近 江 坂 本 來迎寺 三 葉、 彌陀經 三本、 心 
經廣畧 俱存、 行 願讃 三本、 最 勝王經 陀羅尼 等、 新 舊譯經 中 陀羅 
尼 等幷梵 名、」 第二 末詮 、七 佛名譯 互 證一卷 、緣起 法身 偈諸譯 
互證 一卷 、賢聖 名 諸譯互 證十卷 、佛十 號諸譯 互 證一卷 諸通號 
附 •三十 五佛名 諸譯互 證諸佛 尊名 附 、十二 因 緣諸譯 互 證、‘ 十 
二部 經諸 譯互證 、法 華經 陀羅尼 諸譯 互證、 + 四十 二字 門 諸譯互 
證 、十六 大 菩薩 讃諸譯 互 詩、 阿 彌陀經 諸 譯互證 、(巳 刻津梁 三百 
十九 末 詮二之 十一) 普賢 行 願讃諸 譯互證 、般若 心 經諸譯 互證、 
(巳 刻津梁 三百 二十 末 詮二之 十一〕 廣本 般若 心經諸 譯互證 、(廣 
略 二 本合爲 一卷) 佛三身 讃諸譯 互證、 三 摩 耶偈諸 譯互證 、明鏡 
金篦輪 法螺 偈諸 譯互證 、大佛 頂 陀羅尼 諸 譯互證 、大隨 求 陀羅尼 
仝、 尊 勝 陀羅尼 仝、 寶篋印 陀羅尼  <エ 、千 手 千 眼 陀羅尼 仝、 靑 

頸觀世 音 陀羅尼 仝、 國界名 仝、 諸 天 名 仝、 法衣 名 仝、 諸 伽藍 

名 仝、 諸 艸木名 仝、 諸 外道 名 仝、 諸 惡趣名 仝、 諸 心々 所 名 仝、 

定諸名 仝、 篇象諸 名<エ 、三十 二相 仝、 八十 隨好 仝、 三十 七 品 

仝、 五十二 位 仝、 四 果四向 仝、 阿彌陀 經義釋 四卷ペ 巳 刻 津梁三 

百 四十 二 末 詮二之 三十 八) 心 經義 釋一卷 、(巳 刻 律 梁 三百 四十 

六 末 詮二之 三十 九) 普賢 行 願讃釋 五卷、 注大佛 頂 陀羅尼 一卷、 

(慧雲 請 来) 如意 輪 陀羅尼 義 注一卷 、(不 空) 尊 勝 陀羅尼 釋 一 卷， (法 


オン (飲) コ 


崇 、ノ 仁王 陀羅尼 釋 良 貫) 金剛 界 陀羅尼 釋五卷 、胎藏 法 陀羅尼 釋 
五卷 、百 字 眞言 王釋 一 卷、 眞言 釋一卷 、三部 四處輪 釋一卷 、(以 
上合爲 一卷) 百 光遍 照 釋一卷 、彌 陀大咒 釋一卷 、釋迦 眞言 釋一 
卷、 藥師 眞言 釋一卷 、五智 名 釋一卷 、七 佛藥師 名 釋一卷 、十二 光 
佛名釋一卷、(以上合爲一卷)、大佛頂陀羅尼釋 ' 1卷、大隨求陀 
羅尼 釋三卷 、光明 眞言 釋一卷 、施 餓餽 陀羅尼 釋一卷 、(以上 合 
爲 一卷) 、戒日 王八大 靈塔讃 釋一卷 、十六 羅漢 名 釋一卷 、五篇 
六聚名 釋一卷 、三 衣 名義 一卷 、瓶 鉢 諸 具足 名義 一卷 、(以上 合 
爲一卷 / 諸 讃唄釋 三 卷 、三 摩耶秘 釋二卷 、明鏡 偈 釋一卷 、法 輪 
寶螺偈 一卷、 (以上 合爲 一卷) 、大佛 頂 略 句義 (津梁 三百 五、 末詮 
二 之 五}、」 第三 通證 、(自律 梁 三百 九十 八 至 四百 八十 三)、 梵字 
悉 1 I 二卷 、(中天) 悉曇章 一卷 (南天)、 悉曇字 記 (同 智廣) 、同 林 記 
(禪 林寺宗 叙)、 石山 集 記 (石山 淳祐) 、諸家 悉疊 十二 卷 "優 婆 f 茶 三 
卷、 對注聲 譜十卷 、七 九鈔 十卷 、七 九畧鈔 五卷 、(巳 刻 通 詮三之 
二十 三)、 m 多羅鈔 十卷 、同 畧鈔 三卷 、連 聯鈔三 卷 、同 畧鈔 一卷、 
五十 字 文 悅三卷 、十四 音鈔 二卷 、諸 列 (例 か) 二十 港、 第 四 別 
詮 、(自律 梁 三百 九十 八 至 四百 六十 三)、 大悉曇 章、 千 字 文、 
同異 本、 梵語 雜名 一卷 、翻 梵語 十卷、 (飛鳥 井信 行 撰 集}、 多羅 
葉鈔 三卷 、悉曇 藏八卷 (安然)、 悉曇 十二 例一卷 、悉曇 形 音義二 
卷 、(明®)、 悉曇婴 决八卷 (同)、 註大佛 頂一卷 (同)、 註大隨 求一卷 
同 未 得、 梵語 雜集 三卷臺 寂)， 眞言 雜集 (心 覺) 、眞言 集三卷 (小 整)、 眞 
言 藏三卷 (淨嚴 •、大 課 誦三卷 (蓮 髓) 、兩部 眞言 藏 句義 仝 句義 (印融 ^ 
仝 句義 抄四卷 ，漫荼 維大 # 十二 卷、 漫 荼羅鈔 二卷 (印融)、 <ェ、 
仝、 九會密 記一卷 (仁 海)、 天竺 字源 七卷 、枳橘 易 土 集」 第五 略 
詮 (自津 梁 三百 六十 三 至 五 百 八十 八、〕 (此數 亦 恐 有誤且 原本 
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用 梵字 今代以 羅馬 字) a 三 卷、 4 一卷、 i 三 卷、 i 一 卷、 u 三 卷、 
fs> 一卷、 ® i  卷、 ai  一卷、 oau  一卷、 am  一卷、 n 7 二 卷、 2. 3, = 
な 三卷、 ka 至 kah 十卷、 c r 至 cw ^' 卷、 ja 辛 1: 五 卷 、 j 一 ia 至 jhaA 
一 卷、： Ra 至 S  a- 7 こ 卷、 s' 至へ a/i 一一  卷、 へ7£至へ11;1/二卷、会至を7二 
卷、 c?Aa 至  c s a 7 二 卷 、■至  _ 7 二 卷、 ^ 至 2- /ニーー卷* ? 3,至二187二 
卷、 da  至  da 7 二 一一 卷、 dlia  至  dha 7 ニー ー卷、 na  至  na 7 i  三 卷、 pa  至  pa/ -f 
卷 '  plia 至 pha/ 二 卷、 ba 至 ba7 二 一一 卷、 blia 至 bhaZi 三 卷 •  ma 至 maA 
三卷、 ya  至  yaA  三 卷 、 ra  至  raA  三 卷、： Ia l a ^ s 、vasva ^ I 、 
sa  至  saA  三 卷、 sha  至  slia/ ニニ 卷、 sa  至  sa/ 4-' 卷 ，一 ia  至  ha  A  三 卷  *  ksha 
至 ksha 7 H 卷 、(案ずる に 此は辭 書なる べし) 省 要 五卷 、要 省 
五卷」 、第 1 ハ廣詮 目次 (自律 梁 五 百 八十 五 至 六 百 十五) (此數 亦 
或 有 誤) 佛總號 、仝 總號 、法藏 諸 目、 賢聖階 位、 法相 差別 五 
十卷 、國界 、天 衆、 尺 趣、 人 趣、 阿修羅 等 八 部、 諸 畜生 •諸 
餓鬼、 諸 地獄、 人事、 時 令、 草木」、 第 七雜詮 目次 (自津 梁 六 百 
十卷至 六 百 六十 餘 X 此數亦 未知 其 正不) 創學鈔 栗 寶 、三密 鈔淨 
嚴、 宥快鈔 、韻 鏡二卷 、橫直 圖二卷 、九 弄 方 圓二卷 、采 覽異言 
(新 井 ® —)、 蒙古 字、 和 蘭 字、 韃 字、 伊呂波 傳 、求那 波那萌 記、 

悉曇 稽古 錄二卷 、泰西 圖說 、行 願 聞 書十卷 、七 九 又 略、 恒多 

羅又 略’ 佛阈記 (法 顯) 、西域 記 六 (册) 、南海 寄 歸傳二 (册) '慈 恩 

傅 三 (冊)、 外 國傳 、(明 和三牢 七月 晦日 布 薩後敎 誥， 慈 雲 尊者 

略傳 、續 日本 高僧 傅、 梵學津 梁總 目錄) 

力の 部 

ガオ ク 辄憶 (1) 〔淨 土宗〕 河內 安福 寺の 中興な う、 


力 (珂) クーキ 


珂憶は 超 蓮 社 勝譽圓 心と 號 す、 其 俗姓 生國詳 からず、 珂碩 に師 
事して 法を 嗣ぎ 、河內 安宿 郡 玉 手 安福 寺に 住して 其 中興と な 
る、 寂 年、 及壽缺 く， (淨 土總 系譜} 

ガダウ ツ _ 月  H ッッ -圓 通を 見ょ、 

カ サン 5DT 山 01 三 〇 C 〔淨 土宗〕 武藏靈 岩 寺の 二 代な $、 
姓は 駒 氏、 和 泉界の 人、 幼年ょ 6 世事 1: 樂 まず" 州の 智善寺 
に 入 6 出家す、 十五 歲の 後靈 岩に 師事して 業を 受 く、 天性 穎 
敏 なる％ 學資 乏し、 相摸國 江 0 島に 詣て 學粮 を辨才 天に 禱 る* 
始め 霞 岩 三 般の問 難を 擧て 大衆の 才量を 試る、 師三 答を 立つ、 
靈岩 其の 頴敏 の才を 愛し、 靈岩寺 二 代に 推す、 示 寂の 年月日 
缺く、 (鎭流 祖傳) 

ガセキ 爾頓一 iH ii 〔浄土宗〕 武藏 淨眞 寺の 開山な 6、 
珂碩 俗姓は 野 村 氏、 元 和 四 年 正月 一日を 以て 武藏に 生る、 十 
八歲 にして 邑 の大巖 寺に 入う、 隨流 上人の 門下 珂 山の 弟子と 
なる、 寬永 十三 年 珂山和 尙靈巖 寺に 入うて 第二 代と な ゥ師乙 
れに隨 侍す， 時に 寺 基を 江 東の 海濱に 移され、 師命を 受けて 
工事を 掌 6、 日夜 心 力を 勞 し、 期 年に して エを終 ふ、 甞て一 
日に 錢 三文 づ、 を貯ヘ て 造佛の 費に 充て、 寬文四 年 丈 六尺の 
佛像一軀を成就し、同七年九品の佛像九體全く成う、別に釋 
迦一丈 六尺の 像を 造うて 靈巖 寺に 置く、 延寶六 年武藏 世 田 谷 
奧澤 村の 人民 師の德 を 慕 CA て 招請す、 師時 六十 一歲 h 其 地の 
閑静なる を 愛し、 終焉の 地と なさん とし、 堂を 造 $、 九 品の 
像を 移して 安置す、 今の 九 品 山 唯 在念佛 院淨眞 寺と 云 ふは、 即 
ち是な 6、 師道 餘醫 術を 善くす、 元， 祿八年 寂す、 壽 八十、 (江 
戸 砂子、 續 日本 高僧 傳 、鎭流 祖傳) 


日 

■本 

佛 

家 

人 

4 


二 


1 ン轲 天 ir Ii ハ  〔淨 土宗〕 江戸 增上寺 第二 十七 代な 
う、 珂 天 « 壹蓮 社、 乗 # ， 凉風 と號 す、 相 摸 筑井縣 の 人、 俗姓 
は渡邊 氏な 6、 十三 歲に して 瀧山大 善 寺 (C 入うて 剃髪し、 後 增 
上 寺に 登うて 修學 す、 學 行進み て 弘經 寺に 住し、 光 HJ] 寺を 經て 
延寶 元年 十二月 增上 寺に 出世す" 三年 四月 甘 四日 職を 辭して 
麻布 一本松に 退隱 し、 四 年 六月 十三 日 寂す、 壽七 十、 (三 緣山 志) 
力 手 ン 辄然  sl gr  〔淨 土宗〕 攝津法 泉 寺の 學僧 なう、 
珂然 字は 眞 阿、 號は寒 叟と云 ふ、. 俗姓 松 井 氏、 攝津大 坂の 人 
.な 6、 河 內玉手 山珂憶 信に 就 S て 得度し、 後東國 (r 遊 ひ、 增 
上 寺に 留 る、 廓瑩 上人に 謁して 一宗の 奥義を 受け、 解 行 共に 
秀つ 、大坂 生 玉は 泉 寺 R 住し、 日 A、 性 相の 經跪 を講 し、 傍ら 
孔孟 老莊の 書に 及ぶ、 院を大 藏轉經 院と號 し、 室を 修史 室と 
云 ひ、 佛敎 の史傳 編修に 力を 用 a 日本 往生 全 傅を 完成す、 延亨 
二 年 十月 十一 日 寂す、 壽七 十七、 著作 吉 水實錄 十五 卷-淨 土 傳 
燈錄 十二 卷、 元 亨釋書 索 隱六卷 、語 燈錄燈 枝五卷 ，小 閱藏知 律、 
淨 宗護國 編、 成語 考 I 各四卷 、扶桑 往生 傳 、同 拾遺、 唯識論 討 要 
記、 法相 義 語、 筆 成 蠅、 1? 廟別傳 ，甘棠 編， 牲牛： 論 纂妥 、各 三卷、 

慈 空 和 尙行實 、忍 微和尙 行 業 記、 義山 和尙行 業 記， 各二卷 、間 證 

和 上 行 業 記、 珂碩 上人 傳 、臨終 要訣 註、 和語 燈 かき 立 木、 各 一 

卷 ' 二部 經 、安樂 集、 四帖疏 、唯 識百法 等の 講義、 頌 義會蕞 字典 

鉢 製 等 數十卷 ぁ 6、 ( 珂然 上人 畧傳、 續 日本 高僧 傳) 

ガアン 可 « H ン H 圓慧を 見よ" 

カエ ン 可 圓  H キョ- 慧恭を 見よ、 

ガ方 1 可 翁 シ d  I 子 ソ宗然 を 見よ、 

ガジキ 可 1: ハ ( . ) 〔曹 洞 ^ 〕 越後 耕 文 寺の 開山な- CS、 


可 直. 午は 不藏 、出 羽の 人、 業を 曇菴に 受け、 後 立 川 寺 大徹宗 令 
に 依う、 其 I-.IJ 可を 蒙りへ 總持 寺に 出 ii* し、 立 川 寺に 遷 る、 越 
後の 檀越耕 文 寺を 開き 師 請せられ て 5L 開山  なる、 寂 年缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

ガシン  可 一 J 具 リョ*- ジ ユ 良壽を 見よ 
カジ ユ ー 可 什 —: 〇: ■一: 一 •〔臨 濟宗〕 相 摸 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧 
f，  可 什號は 物 斗、 大 應國師 (紹 明) に 師事す、 元應二 年 
天岸廣 等と 太宰府に 牲き 、翌年 出航して 元に 渡 6、 諸禪師 を 
問 ふ、 元德 元年 (元の 天 曆二牢 ) 明 極 俊 東航の 途 .に 登る、 可 
什慧廣 梵仙问 伴して 發 す、 可 什 船中 詩 あう、 次， I 明 極 禱 風韻， 
「大 舶駕 k 空 ft 海 東、 扶桑 猶隔， ，片雲 中 (龍王 有 ，頭不 ^ ’囑莫， 
惜 竿頭 五雨 風、」 始見， 1 富士山， 喜 作' 「見：， 山 同 立 喚，， 山山； 便 覺 
歡 心樣寬 •他日 莫 fck 浪嶮； 使， A 特地毛 骨 寒 r' 旣 R 博 多 
に 着し、 即ち 太宰府 都督 大友 賴尙 R 請せられ 崇福 寺に 入る •住 
持 稍 久し* 鎌 倉 幕府 遠く 請す、 因て 東 下して 建 長 寺に 入る、 尋 
て 美 濃 正 法 寺 開山 大醫 禪師七 周忌に 方り、 同 寺に 到 6 說 法す、 
觀應二 年 十二月 八日 天 源菴に 寂す、 壽 未詳、 回 陽 塔を 建つ、 勅 
謚眞照 大定禪 師と云 ふ、 題， 一 一 覽亭， 「山 重 m 父 海 漫漫、 塵 刹 都 
來贬吸 間、 昆得 分明 非，， 見廷 ハ共“誰高倚ュ曲欄干ス本朝萵僧傅) 

ガソン 01 # ( . ) 京師 の 書 僧な う 可 存は常 行に 學び 

て 其 法を 得た 6 吳 舜明甞 て此 人に 學ぶ、 (鑒定 便覽) 、 

ガチユ ー DI 中 セ- ョ勢譽 を 見よ、 

カトン  可 頓  リョ ー  H V 頁 圓を 見よ、 

力 ^ ン  迦殘リ ョ—ジ ョ 1 良 靜を見 よ、 

カ リヨ 1 迦陵 ii 7J 〔臨 S 2 信 濃 龍 門 寺の 禪僧な 一 


力 (珂' 可 


力 (可、 迦) 


書辭 名人 家佛 本日 


(こ 二一 


ガ (珂 、雅) 


う*  迦陵は 尾 張 春 日 井 郡小牧 村の 人な 6、 美 濃 深 谷 凉樹院 
禮瑞に 投して 薤 梁し、 卓洲 に參 し、 文政 三苹美 濃 伊那 龍 門 寺 
の 請を 受けて 之に 住する Z: と 二十 六 年、 時に 妙 喜 沼 律の 蓮 光 
寺に ぁう、 師數十 里を 遠し とせす 牲 來參究 し、 後 法 幢を永 田に 
移す ' 實に弘 化 四 年の 春な 6、 嘉永 三年 春 勅を 奉して 京都 妙 
心 寺に 住す、 安政 六 年 三月 寂す、 壽六 十七、 (禪宗 史料) 
ガコク サン T: レ 霞 谷 山人 ニ チヵ 日 可を 見ょ 
ガシ ユ！ 荷 洲二 五一 Y 三 ■ 〔眞 宗〕 飛彈 大野 郡 高山 眞蓮 寺の 
住持な 6、 荷洲 は雲馨 院と號 す、 寮 司と なうて 安政 二年以 
降 高倉學 寮 R 摩 訶止觀 八宗 綱要 四 敎儀 集註を 講 し、 慶應 元年 
閏 五月 二十 九日 (一に 五月 一日) 擬講 となうて 後 女人 往生 聞 
書 三 經往生 丈 類 執持鈔 を講 し'  明治 五 年 寂す、 (眞宗 史料) 

カ ダイ 訶提 誤 益 〔眞宗 ： H 女 藝 光明寺の 住持な \ 
訶提は 藝高宮 郡 矢 口村 敎蓮寺 助敎順 故の 第三 子な-^ 後賀 茂 
郡 川尻 村 光明寺 R 住す、 宗學を 龍 華に 受け'  學成 るに 及 a て 
寺 中に 寮を 開き、 徒を 集めて 講授 す、 嘉永五 年司敎 R 進み、 
安政 元年 八月 病 KV 以て 沒す 、壽 四十 三、 明治 二十 四 年 十二月 

本 山師に 勸學 職を 追贈す ペ學苑 叢談) 

力 3 河 譽メ- チ ド-一道を 見ょ* 

ガ ガイ. 雅海ー ー妓 -A 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松 橋の 二 代な 

う、 雅海 初の 宇は を 性 海と 云 a 、 大納 W 阿闍 梨と 稱す 、美 

作權 守源雅 長の 子、 京 極 尙誓源 顯雅の 孫な り、 幼 R して 出家 

し、 登壇 灌 頂して， 松 橋の 三代と なる、 貞 •難 元年 八月 十一 日 

寂す- 壽八 十五 付 法の 弟子 全. 賢 ぁり ' 續傳燈 廣錄) 

ガキヨ ー 稚慶ー ェ过 一一 〔眞言 宗〕 山城 m 寺の 長 ^ な气 


力、 雅〕 ゴー念 


雅慶 は敦當 親王の 子な， 9、 仁 和 寺に 入 $ て 族 兄 寬朝僧 止に 就 
て 落髮受 業し、 灌頂 法を 禀 く、 又 石山の 大僧部 元果に 就て 重 
ねて 秘密 灌 頂を 受け、 小野廣 澤兩 派の 奥 M を究 む、 天 曆九年 
勸條 寺に 住して 密敎 を講授 し、 永延三 年 東 寺の 長者 r 敕任 
す、 永祿 元年 冬少 僧都と なう， 長德四 年 寺 務を領 し •法務 
を 兼ね、 長 保 元年 東大寺に 移う'  僧正 y 昇る" 寬弘六 年 東 寺 
觀音院 にて 灌頂 法を 修し 、始めて 胎藏界 を 行 ふ、 八 年 大僧止 
に 進み、 長 和 元年 十月 二十 五日 寂す、 壽八 十七、 (本朝 高僧 傅) 
ガゴ ン 雅嚴一 一一 is SA slil〕 山城 醍醐 山 報恩 院の 十五 
代な 6、 雅嚴は 後正覺 僧正と s ふ、 飛鳥 井-品 尙書雅 綱 
の 子： $、 源 雅 -A.: 僧正の 室 R 入うて 得度し， 深應の 正嫡を 受 
けて 第三 十七 祖 となる 僧正に 任せられ 文祿 四 年 三月 廿日 寂 
す、 壽四 十八 ■付 法 一人 義演源 朝と 稱 す、 (續 傅燈 廣錄) 

ガサ ィ 雅西一 . A: !'; 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 lli 照 阿 院の開 山 
f,  雅西 字は 知定と s a 、 源 述和尙 の 法 燈を傳 へて 悉地 
を 得 ^ 6、 平淸盛 一院を 開きて 師を祖 となす、 光明 山 照阿院 
とい ふ、 建 仁 元年 正月 四日 寂す、 壽缺く (續 傳燈 廣錄) 

ガ 4 T 稚寶 j si o- 〔眞言 宗〕 山 城 勸修 寺の 第 八 代 長 吏 
衣り、 雅寶 は寬 信の 高足 R して、 贈 太 政 大臣 高 藤の 十 世中納 
言 九 條顯賴 の 子な 6、 天 承 元年に 生る、 保 延中 得度し、 仁 平 
三年 三月 勸修 寺の 長 吏 R 補す、 應保 元年 十一月 十四日 行 海の 
傳法灌 頂を 得 V 賠 R 年 三十 一な う、 嘉永二 年 十月 長 吏を 辭し 
て 成寶に 讓 う、 文治 二 年 三月 四日 東大寺の 別當に 補す、 四 年別 
當 職を 辭 し、 建久 元年 五月 十三 日 寂す、 壽六 t- 、 實報院 と いふ、 
付 法の 弟子 成實 、實 繼、 實 信、 良 弘の四 人 あう、 (後 傳燈 廣錄、 


三 ニー） 


書辭 名人 家佛本  日 


朿大 寺別當 次第) 

ガシ ユン 加 貝 順 ~ 〔天台宗〕 和 泉 海岸 寺の 僧な 
賀順初 の 名は #• 雄と 云 ふ、 俗姓 伊藤 氏、 美 濃 岐阜の 入な ぅ， 
初め 北 谷の 正敎坊 を 主ぅ、 後 無量 院に遷 る， 天 正 二 年 葛 川の 
目 代に 補 せらる、 貞享 三年 院を舜 海に 附 し'  和 泉 海岸 寺に 遷 
6 住す、 元祿 十四 年 五月 廿 八日 寂す、 (天台 霞標) 

ガチ ユー加 貝 伸 ( . 〕 〔眞言 宗〕 山城 小 栗 栖の大 元 別 

當な 6、 賀 仲は 元杲の 法を 受け、 女 元 十二 代の 別當 となる" 
後彳攀 廣澤の 脈 k 受く  ♦(續 傳燈 廣錄) 

^ サン 峨山  一 一 p o- 〔臨 濟宗〕 京都： 大 龍 寺の 禪僧な う、 
峨山號 は 息 


乳 養せられ 安政 四 年 五 歳に して 鹿モ院 に A  6 義堂 禪師に 師事 

す、 元 治 元年 薩長の 兵 京阪を 騷 かし、 本山 天 龍 寺 亦 兵火に 罹 


{、鹿 王 院義堂 嫌疑を 以て 召 引せられ、 大衆 逃散す、 師時に 
十二 歲に して、 嚴 然として 院を守 6、 獨 6 留ぅて 去ち す、 義 
堂 大に危 み、 叱して 去らし むる rP 聽 かすして 日く、 水火 唯 和 
尙 {c 從はん のみ、 と、 明治 元年 義堂 寂す、 翌二 年師鹿 王院を 
辭 し、 美 濃 正眼 寺に 入 6、泰龍禪師に師事し、刻苦丁一年に 
して 再 a 鹿 王 院に皈 6 •尋て 天 11 寺 滴水 禪師 に參諶 す、 明治 
二十 四 年 師三卞 九歲 にして 攝津 菏宗 寺に 住し， 始めて 大衆に 
接す、 三年に して 鹿 干 •院 に皈 住し、 門下 漸く 盛に して、 學荊 
雲集す、 滴水 禪師 寂して 後、 遂に 天 龍 寺に 住し、 大に宗 風を 
張る、 師天龍 寺 再建 {C 心 力を 盡 し、 經營功 あ 4、 輪奐の 弟 舊 
に 復 す、 敷々 東京に 出て、 宗風を 擧揚し •一時の 名士 5 競ぅ 
て敎を 仰く、 m 治 三十 三年 九月 肝臟病 に 罹 十月 一日 遂に 
寂す、 壽四 十九、 俗 弟子 某 等 相 謀ぅ 峨山 逸話 一卷を 編纂 刊れ 
す、師の偶作に日ふ、溪邊黃葉水去住、嶺上白雲風往來、爭 
似 老僧 常 不動、 長年 無事 坐巖臺 、(蛾 山 逸話) 

ガぜン  峨山ダ ト-慈 棹を 見よ、 

ガザ ン  啜 山 ショ— セキ紹 傾を 見よ、 

ガ；、ンヨー 我靜 シヮ ユン思 淳を 見よ、 

ガ ゼン  我 シ rl v ショ-俊 ^ を 見よ、 

カイ ヌ  侮 阿 ハク ズ ィ白隨 を 見よ、 

カ イアン 海 i 奄 セ V チ 尖智を 見よ、 

カ イイ ン 每印 チ n ク智毂 を 見よ、 

カイ ウン 海 雲 ( 一 S ハ 5  〔華厳宗〕 大和 柬大 寺の 別 當な 
海 * は 出家して 華嚴敎 を學び 、大同 元年 m 大寺 別當に 
任す、 寂 年 及壽歃 く、 cm 大 寺別當 次第} 


茭賀 、蛾) 


ガ (峨 、我) ガィ (海) アーゥ 


書辭 名人 家怫 本日 


(四 ニー） 


カ イ (海) クー戈  I 

ガイ ウン 海 翁 コ 丨 H キ交易 を 見よ' 

勿 イウン 海： 雲 ド-ヱ 道會を 見よ. • 

ガイ 文 ン 海圓 ボン カク 梵覺を 見よ、 

ガイオー 海 翁 01020 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧 なう、 
海 翁は 額 禪師と 云 ふ、 東 福 寺の 虎關 師錬に 師事して 其 法を 嗣 
き， 心 凉溪と 同門な 6、 師錬 禪師示 寂の 後、 而壁趺 坐して 寺 
席を 治せず、 數日 に して 寂す、 其 年月日 傳はら ず、 (本朝 高僧 
傅} 

ガイオ ー 海應二 i a 〔新義 ：眞言 宗〕 山城 智積院 卅二代 
なう、 海應 字は 智本 、俗姓は 菊 池 氏、 njl 和 八 年 佐 渡 羽 茂郡德 
和 村に 生る、 安永 八 年 七；！！： 父の 死に 方-^、 母の 許を 得て 出家 
す、 師 時に 九歲な 6、 乃ち 同 國正覺 寺 慶應に 就きて 薤髮 受戒 
す、 天明 二年兩 部の 大法を 受け、 五 年 三月 十六 日蓮 華 峰寺融 
道に 密灌 を禀 く、 七 年 秋 十七 歲に して 智積 院に往 き、 英範に 
師事す る Z. と 五 年、 英範 の勸 めに よう、 寬政 三年 南方に 徧游 
し、 大和 奧ヶ原 村に ft き、 安樂 寺に て 寶遍に 會 し、 御 流 神道 
灌頂を 授けられ、 又 周 照 R 隨 a て ml 流 神道の 一流を 受 く、 七 

年冬奈 良に 遊 ひ、 東大寺 智莕 R 菩薩 戒を融 道 R 唯 識敎義 を 高 

嚴に 俱舍 論を 經歷に 一乗 敎を弘 基元瑜 の二師 R 野 澤諸流 並 R 

兩 部の 大經十 住 心 論 等を 傳受 す、 享和 三年 師三 十三 歳の 時 能 

化 職と なり、 講述せ る もの 俱舍論 三囘、 宗輸茶 疏述記 二回、 起 

信 法藏疏 二回、 大日 口疏 一十 卷疏 一回 •基因 明疏及 び 三十 三 過 

各 二回な 6、 文化 六 年師 三十 九歲謙 順に 從 a て 幸 心 一流の 祕 

旨を 究め、 兼ねて 中性 院 流の 祕 奥を 盡 す、 同 十二 年 集 議席 R 進 

み 文政 二 年 二月 灌 頂を 行 a 、 八月 傅 法 大會堅 者の 任に 當 る* 


ガイ (海) 才 


七 年 一月 第一 座と なり、 兼ねて 六 波羅密 寺に 住す、 台 命を 受 
けて 六月 眞福 寺 (C 住し、 又 十二 年 六月 智橫院 貫主と なる ♦九 
月權 僧正に 任し •天 保三华 學 徒の 請に 應して 大日 經奧疏 を 講 
し、 安 流 法軌， V」 授く  ♦四 年 十一月 二十 九日 寂す、 壽六 十三、 
臘四 十七な う、 五百佛 峰の 山巔に 葬る 著作 論議 私記 十卷 •唯 
識 私記 五卷 、俱舍 得 魚 編三卷 、薩波 多 部二卷 、俱舍 論 私記 二 
卷 •婆娑 諸蘊條 目三卷 .宗輪 論述 記講 錄二卷 ，中性 院口訣 二 
卷 あう、 (海應 大和 上傳 、新義 眞言 宗史) 

カィ 方ン 海 Jsi 日 一一 五 ®: 一 〔眞 宗〕 播 磨寂靜 寺の 住持な 6、 
海 音 一名は 雷 震と い a ， 專 々と 號 す、 文化 十 年 六月 播磨 室津 
寂靜 寺に 生る、 父を 海玄と $ ふ、 甫て 十一歲 に して、 赤 m 惴 
學神吉 東 廓に 從 a 漢籍を 學ふ こと 三年、 後勝乘 泰嚴兩 師の講 
筵 R 侍して 略文 類書、 及 a 俱 舍唯識 を硏 き， 天 保 元年 春學林 
に 掛搭 し、 秋に 及 ひて 和 泉に 赴き. 業を 乘誓院 に受 く、 寬寧 
善讓等の諸師と同窓の友 /2 61幾くもなく乘誓院中風症を發 
し、 學徒を 誘掖 する 乙と 能は されは、 辭して 九州に 遊ぶ、 贾 
に 天 保 二 年 二月な う、 初め 肥 後 菊 地 正 林 寺に 寓 し、 後 肥 前 佐 
賀の仁 廓に 從 ふ、 講學五 年、 會乘誓 院の病 癒 ^ と 聞き， 西 上 
して 再た ひ 佐 海に 寓 す、 院の沒 する に 及 a 寺 ic 歸へ 寮舍 
を 寺 側 R 設け、 耕 雲 聞と 號し 、日に 講 筵を 開き* 後進に 敎授 
す、 時に 年廿 五な $、 弘化 十三 年 七月 得 業の 科に 登 $、 安政 
三年 十月 助殽 R 進み、 明治 六 年 司敎と M る、 七 年 九月 學林の 
敎授に 任す、 八 年 三月 敎導職 中 講義 ! ic 舖 せられ、 尋 S て 權大 
•講義に 進む" 十二 年 九月 再 ひ 大敎校 後期 敎授に 任す、 十五 年 
八月 病を 現し、 十月 八日 寂す、 法主 悼厝 して 勸學 職を 贈* CN、 


(五 ニー） 


日 

本 

佛 

家 

人 


名〆 


辭 

書 


謚を開 通院と いふ、 師性 酒を 嗜み 、茶 事を好み、 且つ 詩歌を 
樂み 、常 R 文人墨客と 來往 す、 寮を 聞き 徒を 聚むる 乙と 大几 
を 四十 年、 入社の 徒始 ん と 三百 人、 人 著書を # む fc i' して 
日く、 迂热淺 學一も 得る 所 あらす、 若し恝 に 書を 著は す 乙と 
あらは、 啻に 笑を 後世に 傳 ふるのみ ならず、 或は 人を 惑は す 
あらん、 愼みて 之を 爲 3 じと、 故に 一 編の 著作な し (學 苑談 叢) 
ガイ オン 海 音  一ー チ チヨ-  〇: 潮を 技ょ 0 
ガイ カタ 海覺 j 一ー ーーぼ -A s 言 S 山城 勸修寺 第一 一十 四 代 
の長吏な6、海覺は伏見院二品式部卿邦高親王の子、後柏原 
上皇の 猶子な 6、 母は 今 TH 川 左大臣 敎季の 女な 6、 明 應八苹 
に 生る、 永 正 年間 宣して 親王と な 6、 常弘 親王の 室 R 入-^ て 
得度し、 十 年 八月 長 吏に 補す、 大永 三年 三月 二十 八日 慈尊院 
の實尊 僧正に 從 a て 傳法灌 頂を 受け、 第三 十七 祖とな る、 享 
祿四年 十一月 九日 寂す、 壽三 十四、 稱して 觀長院 とい ふ、 (後 傳 
燈 廣錄) 

ガイ ガン  海岸 リヨ ギ了義 を 見ょ* 

.ガイ キヨタ 海 旭 il s 〔臨 濟宗〕 奥州 長 松 寺の 僧な 
海 旭 字 俗姓は 小 泉 氏、 奥州 田 村 郡 小 野の 人な 

八歲佛 門に 歸 し" 郡の 高 乾院唱 巖連禪 師に 師事す、 稍 長 

して 諸方 R 遊 a 、 R 謁し、 隨 侍する 乙と 二十 年な 

ぅ、 HJ1 和 八 年長 松 寺 月： d 鈍の 法嗣 となる、 天文 七年^ W S 

乙は 月 船 慧の舊 跡な^'、 偈あ 6 「溪水 千 枝 山 萬 梁' 禪 

關密 把腌蘿 鎖、 可 中 不許佛 魔 窺、 n  (使 M 人容 ，， 趺坐 と、 晚 

印 明を 矢 ふ 名、 棒 雨喝雷 後進を 誘誨 して 倦ます、 文化 十四牢 

五： z； 十五 H 寂す、 壽八 十二、 坐 夏 七十 四、 著作 栗 棘 蓬 二卷あ 


6^ 


>9 


う、 遺 偈 R 日く、 雷 喝一聲 轟， I 白日 -' » 此行 何墮， ，悄然 機 -' » 從來 煖氣 
今將 i、 莫 fe=l 閻王傳 = 下知 ハと (續 日本 高僧 傳) 

カイ ぜン海 山シ H  I ヵク 宗恪を 見よ、 

ガイ ジユ 海壽一 一一 gi -A 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
6、 海壽 字は 棒 庭、 木杯 道 人と稱 す、 俗姓は 藤 原 氏、 遠 江 
の 人な 6、 幼に して 相 摸の 淨智 寺 R 往 き、 竺仙 和 f.'.T を 拜し 
て 下髮 得度す， 曆應 四年竺 仙 Lr を 奉して 南禪 寺に 住し、 師亦 
之に 隨從 して 侍者と なる* i'i 和 六 年 同志と 共に 元 R 入り、 天 
寧 寺の 空 海 念 R 依うて 藏鑰を 司と 6、 後、 南 堂 欲、 月 江 印" 了 
堂 照の 三 宿に 謁し、 優 賞を 受け、 陳 氏の 宅に 居うて 大藏經 を 
閱す '穆菴 招きて 淨慈 寺の 第二 座に 居らし む、 職 滿ちて 徧遊 
して 淅 東の 名區を 探う、 應 天府の 天界 寺 R 掛 錫す、 時に 明の 
太祖 住持 白菴 金に 命して 一時の 名 宿を 選 ひて 大藏 經を點 せし 
む， 師亦 之 R 與 6、 帝の 優遇を 蒙む る、 洪武五 印 白 菴 fr を受 
け" 師を擧 けて 福昌 寺 R 主 y2 らしむ、 師 元朝 R 留まる 乙と 二 
十三 年、 應安 六年歸 朝し、 明年將 軍 義滿の 請を 受けて 京都 眞 
如 寺に 住し、 相 摸淨智 寺， 圓覺 寺* 京都 天 龍 寺 •南 禪寺铄 に 
歷 住し、 道譽最 名高し、 晚年語 心院を ■患て 逸老 し、 應永八 
年閏 四月 十二 日 病に 罹 6、 門下を 集めて 懇に 誠め、 泊 然とし 
て 寂す、 壽八 十四、 腦六 十九、 (本朝 高僧 傳) 

ガイ シユ i 海 # I ソト- 楚楝を 見よ* 

ガイ；、 ンヨ 1 イン 海 定院  H ヵィ 慧 海を 見よ、 

办 イセ ヅ 海說 シヨ ー ゲン 尙彥を 見よ、 

勿イチ 3 1 海 長 (一一 i6 〔黃 檗宗〕 r 前 長 崎 淸凉菴 の 僧 
な 海 長 字は 江 外’ 俗鮏は 木 下 氏、 肥 前 長 崎の 人な 6、 


ガ V (海〕 オーキ 


力 V (海) サーチ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 ニー） 


ガイ (海) 卜 15 


豐 前聖壽 山 R 登うて 支那 僧 千呆禪 師に 仰き て 得度 納戒 し、 服 
侍 年 あ $、 遂に 其 法を 嗣 く* 後 千呆禪 師に從 a て莆檗 山に 留 
る Z. と 二十 餘年 なう" 旣 にして 鄕里に 歸へ $、 淸涼菴 に 閑 店 
す、 長 崎 奉行 日 下部 氏 等 問 訊して 弟子 s 禮を 執る、 示 寂 年月日 
詳 ならす (續 日本 高僧 傅) 

〔考〕 海 長は 元祿の 頃の 人な $ 

ガイ ト？ 每東  h 子 ■ン 慧然を 見よ 
ガイ トク イン 海 tl 院 コ-ガ V 公巖を 見よ 
カイ rMf 夕 海脉|ーーーー^卜 〔黃 檗宗〕 宇治 萬 福 寺の 九 代な 
う、 海豚 字は 靈源 、淸の 人な う， 俗姓 許 氏、 出家して 諸禪 
師を歷 訊し、 我元祿 元年 七月 西 来し、 長 崎 R 留 る、 後 千杏按 
の 法を 嗣 き、 享保 元年 八月 黃檗 山に 住す、 二 年に して 退隱 し、 
享保二年五月十八日寂す、年六十七バ黃檗譜暑) 

•カ イモン 海門 ゲント 丄兀 東を 見よ 
ガイ モン 海門 コ 丨トク 興 德を見 よ" 

勿 V モン 海門 シヨ-チ  ョ丨承 朝を 見よ、 

ヵィ 9 ヨ ー 海 量 ii sl 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第五 
十七 代な-^、  海 量 字は 慶 雲、 後 字を 以て 姓と なす、 上野 

木更津 町の 人な り、 中 野 照 光寺 智敎の 下 {C 薤髮 し、 豐山に 學 

び、. 業 成うて 師席 を繼 ぐ、 次 R 鎌足 村 德花 寺 R 移 $、 後山 城 

八幡 報恩 寺 R 轉 じ、， 又 室 生 山 主と なる， 叫 治 三十 一年 豐山能 

化 職に 擧 けられ、 三十 三年 一 宗の獨 立す る や、 豐山派 管長 r- 

舖し 、事相に 精し きを 以て 知らる， 同年 十月 九日 泊 然として 

寂す、 壽六 十八 (新 義 眞言 宗史) 

カ イリ ヨ ー 海 日 | 里 二 四 七 七 〔眞宗 〕 近 江 # 勝 寺の 僧な $、 


#v、 沲) レ 


海 量 字は 寶 器、 一の 字 奉 張と 云 ふ、 父は 覺 勝寺玄 明、 母は 彥 
极藩 士高嬾 站の 女な 6、 海 量 二十歳、 得度して 眞宗の 宗義を 
講究し、 稍 長 じて 和漢の 典籍に 通じ、 詩歌を 善くす、 父の 職 
を 襲 a て 同 寺に 住する 乙と 二十 餘年 にして 後 辭し去 6、 四方 
に 歷 遊す、 麻衣 糲 食、 禪僧に 異ならず、 加茂眞 淵に 就きて 和 
歌を 學び ，專ら 古 鉢を 主と す、 明 和 二 年秋彥 根城 南 里 根 村に 
草 菴を營 みて 幽棲す、 然も 毎年 二回、 必ず 出 遊し、 數百 里の 
行稃隣 里に 行く が 如し、 寬政 年中 藩主 井伊 直中の 內命に ょ 6、 
諸 藩の 學制 等を 視察す、 初め 直中 大に 藩學を 興し 人材を 養は 
むとし 海 量の 人となりを 聞き、 行脚に 托して 乙 れが 視察せ む 
乙と を 命ず、 師 即ち 諸 藩學を 滕覽 し、 其 造 構 規模 等を 圖して 
上る、 直中 熊 本 藩 時習 舘圖 を觀 て大に 整備せ 6 となし、. 其圖 
に 準據 して 設計 建築し， 亦 屢敎 育の 方策を 獻 す、 直中 師の功 
德を 嘉賞し、 城 東石ヶ 崎に 草菴 を營 み、 安住せ しむ、 かくて 
學舍 新 R 成る も 典籍 未だ 備ら ず、 師日 ふ學舍 成うて 典籍に 乏 
しきは、 城壘 あうて 兵器な きか 乙と し、 と. 乃ち 自ら 肥 前 長 
崎 R 至う， 舶來の 奇書を 購求して 歸 へる、 文化 十四 年 十一月 
廿一 日出 遊せ むと 欲し、 途中に 寂す、 壽八 十五な 〇、 海 量 豪 
邁 寡慾 R して 出 遊の 途中 糧盡き •數 日食は ざる も、 毫も 饑色 
なく， 其誦 經禮佛 する R 瞋 111 疾視 怒る が 如し、 人 其 故を 問へ 
ば、 此の 如くなら ずは 眞心に 貫徹せ すと 答へ たうと 云 ふ、 衣 
服 等を 見る 乙と 囊土 R 異ならず、 新 衣を 供す る^* の あれは 舊 
衣を 僕に 與へ 一も畜 ふる 乙と あら ざう きとい ふ、 著作 a とょ 
はな 一卷 あり、 (□本 敎育 史料、 譚 海) 

力 v レン » « ハ . ) 〔 … U 越 中立 山の 苦行 僧な $， 


、七 二一 0 


書辭 名人 家佛本  日 


海 蓮は 越 中の 人、 法 華經を 持す - J* 一十 五 品 諷誦 迅利な る も 後の 
三 品を 誦ずろ 能は ず、 乃ち 立山に 登う 諸靈堪 K 到うて 精修苦 
行し、 通誦を 祈 求す、 夢に 一 菩薩 あり 吿げて 日 ふ、 汝の 前生は 
蟋蟀な $、 社 房の 壁に あうて 法 華 經を誦 ずるを 聞く、 普 門 品 
了うて 僧 身を 放ちて 壁に 倚る、 蟋蟀 壓 せられて 死す. 聞 法の 
力の 故に 人身に 轉生 する も， 前生 三 品を 聞かず、 故に 全 誦す 
る 乙と 能は ずと 師覺 めて 益 勉 め、 漸く 三 品 ic 通す、 天德 元年 
に 寂す、 (本朝 高僧 傳) 

カ イイ ン戒印 ゲシシ ユ| 源秀を 見よ 
ヵイ H  戒慧ゴ  ゾシン 嚴眞を 見よ、 

カイエ  戒慧 サィ セン 最 仙を 見よ、 

ガイ エン 戒 ®b j HH H-t コー ー 〔黃樂 宗〕 肥 前 長 崎 福 濟寺重 興 第 
一代な 6、 戒琬 字は蘊 謙と 云 ふ、 明 人な 6、 慶 安三 年西來 し、 
長 崎福濟 寺に 住し、 大に寺 門を 張る、 寬文十 年退穩 して 桑 蓮 居 
に 閑捿 す、 延寶 元年 六月 二十 三日 寂す、 壽六 十三、 (禪宗 史料) 
カ イガ ク戒學 キヨ-ゥン 慶 運を 見よ" 

ヵイコ ー戒光  ジヨ丨 d 丨定祐 を 見よ、 

ヵィコ 丨戒光  リ H  - ゾ -隆增 を 見よ、 

カ イコ 1 ボ 1 戒 .光房 ■s?' ヨ-ネ ン靜然 を 見よ、 

ガイ サン 戌算 s Hi 〔天台宗〕 京都 眞如 堂の 開山な 6、 
戒算 出家して 久しく 比 叙 山に 登 6、 台敎 ^: 學び 、觀 心に 通ず、 

後 專ら淨 土 敎 を 修 す、 永觀 二年朿 山神樂 岡に 地を 相し、 正曆 

三年 宣旨を 承け て 鈴 聲山眞 如 堂を 建て、 長 保 元年 春 丈 1 ハの 涅 

槃佛を 造 刻して 後門の 階 殿に 安し、 天 喜 元年 正月 二十 七日 寂 

す、 壽九 十一、 (本朝 高僧 傅) 


カ イ (戒) イーサ 


カ イサ ン戒 山  H ヶン 慧堅を 見ょ* 

カイ シン 戒深 ( . ) 〔天台宗〕 尾 張 賢 林 寺の 僧な々、 

戒 深は 其 俗姓 生 國詳 かならず、 尾 張 賢 林 寺に 主と な 6、 五十 
に して 寺 門を 出で ず、 日夜 法 華を 修 す、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 
高僧 傳) 

カ イシ ユ 1 戒舟 ぜン タク 禪 宅を 見ょ、 

ガイ； ジヨ ー 戒定 一一 四；, ハ E : 〔新義 眞言 宗〕 武藏寶 仙 寺 第 四 
十代な 〇、 戒定假 の 名は 定惪 、金猊 園と 號 す、 上野 群 馬 
郡 三 野 倉の 人、 俗姓は 永 井 氏、 父の 名は 逾樹 、母は 土屋 氏の 
出な う、 十二 歲に して 高 崎 石 上 寺に 入う、 辨快和 上を 禮して 
剃髪し、 二十 歲豐 山に 登う、 寬蚁 三年 大塚 護國 寺の 代 補と な 
6、 同 五月 輪院に 住し 十 年 秋 九月 再び 豐山に 登う、 地贼院 に 
住 '? 、 十一 年に 二十 唯識 、十二 年に 詩 書 春秋 等、 十三 年に 五 
敎章 等を 講 し、 同年 並に 十四 体 集 議とな る、 享和二 年成_ 議 
論 等を 講じ、 十月 慈心 院に 移る、 同三牢 十卷章 等を 講 し、 八 
月 十九 日 命を 受けて 武藏寶 仙 寺 (C 住し、 第 四十 代と なる、 文 
化 二 年 正月 二十 三日 寂す、 壽缺 く、 著作、 二十 唯識 張秘錄 二 
卷、 五 敎章張 秘録 五卷 、二 敎論 張秘錄 二卷 •六合 釋張 秘録 ■寶 
鑰 張秘錄 、易 經述讃 、各 一卷 あう、 (寶仙 寺 返信、 新義 眞言 宗史) 
力 r セン 戒撰 ii SM  〔法相 寺〕 大和 朿大 寺の 學僧 なり、 
戒撰 俗姓 生國詳 かなら す、 法相を 硏究 し、 傅 法大 法師と なう、 
延喜五 年柬大 寺を 主とう、 一 住 四 年、 仝 七 年 六十 五 歲を以 て 
寂す、 (本朝 高僧 傅) 

力 i 一 3 戒如 (14 一 5 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧な 
う、 戒如は 知 足と 號 す、 笠 置の 解脫 上人に 隨ひて 戒檢を 承 


カィ； 戒〕 サ—二 


書辭 名人， 家怫本 日 


(八 二—:) 


ガイ C 戒 、開) 


ガイ (、界 、開、 皆、 介) 


け、 法相を 質す、 出て、 大和 西大 寺 R 住し、 大 R 律疏を 講 す、 
其 門に 遊 ふ 者招提 寺の 覺盛 、西方 院 の有嚴 "不 空院の 圓晴、 
西 太 寺の# 尊、 東大寺の 禪觀 、禪慧 、嚴 俊、 知 足 院の覺 澄、 寶 
塔 院の繼 尊 等の 高德 あうて 一時 R 名を 知らる、 (本朝 高僧 傅) 
ガイ 乏 ヨ ー 戒明 (一四 四 二) 〔華 嚴宗〕 奈良 大安 寺の 僧な 
P、  戒明 俗姓 凡 直 氏、 讃岐の 人な 6、 出家して 大安 寺に 投 
じ、 慶俊 R 師事し、 華嚴 宗を傳 ふ、 寶龜の 末 唐に 航し 、明 匠 
を歷 訊す、 金 陵の 龍 華 寺に 往きて 傳 大師の 像を 禮 し、 城 南の 
半亭 山に 登うて 瑯琊 王の 慕 R 謁し、 誌 公の 宅に 至うて 觀 音の 
書 像を 請 得て 歸 6、 大安 寺 南 唐院に 安置す" 資 持し 來 穴 れる 
經論 章疏を 朝廷に 献す 、當寺 南都の 衆 僧 中、 大佛頂 經を以 て 
僞經な $ と 云 ふ 議論 あ 戒明 之を 駁 し、 其 僞經に あらさる 
ことを 證 せう、 延膊中 示 寂す (本朝 高僧 傅) 

カイ チン 戒深  ヱ n  - 慧光を 見よ" 

カイ ゲイン 開華院 ホ- ジ ZL. - 法 住を 見よ、 

ガイ ゴイン 開悟 院 ショ—  n  I 正 廣を苑 よ， 

カ イシヨ！ 開 成 j sx f  〔• … 〕 攝伐 勝 尾 山の 僧な り、 
開 成は 光仁 天皇の 皇子に して 桓武 天皇の 庶兄 なう、 幼よう 英 

敏な 6 夙に 佛敎 R 歸 依し、 天平 神 護 元年 正月 一日 潜に 宮を出 

て、 勝 尾 山に 登る、 時に 弟 四十 二な 6、 石 1: 疊みて 塔と なし、 其 

側に 禪 坐し、 藥師佛 像を 手 刻して 安置す、 二月 十五 日 善 仲 善 

算の 二人 山中 R 綷行 す、 開 成 二人を 廷て 素志を 語う、 即ち 就 

きて 戒を 受け、 北 ハに 菴饵 す、 蕃仲 善算發 願して 大 般若 經を書 寫 

3 ん とし、 先 づ楮樹 f 植えて 紙を 製す、 紙 成る に 及びて 書寫 

の Z1 とを 開 成に 託して 去る、 開 成 二人の 志を 繼 ぎて 其 功を 異 


ぶ、 後 道瘍を 建立して 彌勒 寺と 號 し、 :!-]: (經を 安置す、 光仁 天 
皇開 成の 行 業を 聞き / 2 ま a 、 寶 照の 初 彌勒尭 に 田 數百畝 を納 
め 給 ふ" 天應 元年 十月 四日 手に 香爐を 栽ぅ'  匝 向して 寂す、 
壽 五十八、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

力 1 セン イン 界善院 ジ ヵィ 慈 海を 兒 よ、 

ガイ セン 诺 1 開 扇 房 ニ ヶソ慧 劍を見 よ， 

ガイ トク イン 開 得 院 ク 7 ンジョ i 環记を M よ、 

i? v ホ ツイン ショ— ジ rl v 正 純を 見よ* 

勿 イ方 1 イン 皆 牲院 卜 V H 頓慧を M よ、 

ガ T ク ー 皆 空  V ュ ！ クヮ ソ隆寬 を 見よ、 

办 V;、 ンユン イン 皆 遵院 ギジ ョ-宜 成を 見よ， 

为 イジ ヨ 1  皆 乘 カク， グ 1覺璧- ^ 見よ* 

カ イ； 、ンヨ IV ン 皆 乘院ク ヮソグ ヮッ觀 月を 見よ、 

カ イジ ヨ ー イン 皆 成院 H  - ーソ惠 忍を 見よ、 

カイ 乏 ヨ— 皆 明  H ンシソ 宴 眞を苑 よ、 

分 イオ 1 界雄ジ プゴ— 神 興を 見よ' 

ガイ 方ン界 1 M ゴシュ-護 洲を 見よ* 

カ イガ ン界一 嚴 ハン ォッ繁 越を 見よ、 

カ イセ キ介石 jj ls -A 〔眞宗 〕肥 後 小. 島 正 泉 寺の 住持な 
之 介 石 字は 斷識と いひ、 等 象 齋と號 す、 文政 元年 四月 
八日 生る 幼名は 觀靈 、肥 後 國八代 郡 種 山村の 人、 族 姓は 廣志 
氏、 後 飽田郡 小島 町 佐 田 氏の 義子な 6、 因ぅて 其 姓を 胃す、 
父の 名は 慈 博、 佐 伯 氏の 女な 6、 甫めて 七 歲懦醫 齋藤宗 原に 
從 CA て 學 a 、 慧解 人に 過く" 十八 歲笈を 負 a て 京都に 遊 ひ、 
寶雲 南溪兩 師に 就きて、 俱舍 、唯識 、成實 、因 明 等を 學 a 、 


C  九 ニー） 


書辭 名人 家佛 本  日 


後國 R 歸 へう、 米 山中 ic 入 $ 自ら 廬を 結 a 、 靜思 頗る 得る と 

乙 ろ あ 6、 再出て、 東 福 南禪二 寺に 留錫 する 乙と 十餘 年、 森 尙 

謙の 護法 資治 論を 讀み 、佛 法の 大難 地理ょ 6 起る と S ふ條に 

至う、 深く 悟る ところ あう、 時に 西洋 屋緯說 稍々 世に 行 はれ、 

佛曆將 に廢 せんとす、 師 慨然と して 起ち、 天 龍 寺の 寰中 禪師 

R 幽 謁して 傚 曆を 問 a 、 深く 其 學未为 明かなら ^ るを 憂 a 、 粞 

の 地 卜し、 白 

晝戸 を閉ち •燈 

を點 して 冥心默 

座す る ^ と十餘 

年、 隣 里 之を 目 

して 無 晝菴と s 

ふ、 遂に 恍然實 

兩象を 視る理 を 

悟る、 乃ち ^ 器 

を 製し、 天 動 等 

象 記を 作る、 其 

學資  一 R 母 氏ょ 

$ 出つ、 師また 

善く 經濟の 術 R 

達し" _ 家の 形勢に 就て 大に憂 ふる 所 あ 6、 數 ，朝廷 及 a 幕府 

に 獻 言す と雖 ，皆 報な し、 乃ち 社を 結； S て 民 弊を 救 ふ、 R く 保 

國 、日く 觀 光* 日く 六 益、 日く 共 憂、 日く 護國 、日く 博濟々 

急、 日く 秫國 、日く 魁 益、 日く 曳 尾、 日く 報國 、各資 益す る 所 

あう、 又 四方 R 講 導し、 謗議衮 を韶 難す、 他の 緇素と 意 相 合 

カイ V 介} セ 


せす、 但た淨 土の 行誡 、天台の 紹舜 、曹 洞の 奕 堂の 三師と 師友 
の 交 ぁ 6、 明治 十五 年 十月 北 越を 巡敎 し、 信 濃の 飯 山に 至ぅ 病 
を 得、 强ゐて 越後の 高 田に 牲き 十二月 九日 寂す 壽六十 五、 西 
本願 寺 法主 謚を與 へ 嘯 月 院と云 ふ、 弟子 仁 寬等ぁ 6、 柬京淺 草 
公園 R 碑を 建て 儒醫淺 田宗 伯銘幷 文を 作る、 行 誡甞て 師の像 
に 題す る賛ぁ 6、 石 也 曾 無，， 貪 瞋ハ唯 思， | 世 益 | 不 m ^' 身， 因 緣適 
屬 大悲閣 、疑 是普門 示現 人、 著作 須彌山 一目 鏡、 視實等 象儀詳 
說 、敎論 凡、 圊中 案、 日本 槌き 6 ふかみ 谷 一卷 、栽培 經濟論 二 
卷 、助 字 曝 五 卷 、大日 本 大聖 傳ぁ 6( 碑文、 本願 寺派學 事史) 
〔考〕 介 石 上人 晩年 眞宗を 出て、 ^ 台宗に 入 6 ^ 6, ほれと も 
眞宗本願寺宗主謚を與ふるょり見れは、全く關係を絕ちたる 
もの R あら^/ るを 知るべし、 今 姑く 眞宗の 下 R 入る 

ガイ シユ 1シ 芥舟子 シ H 1 セ - y 宗證を 見ょ、 

カク ヌ覺阿 ( . 〕 〔戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺つ 律 僧な ぅ、 

覺 阿字は 覺一 幼 R して 出家し 進 具の 後奈良の 智鏡淨 因の 二師 
R 就て 律 部を 學び又 願 行 上人 憲靜に 從 a て 密灌を 受け 忍 性を 
拜して 通受の 法を 傅 ふ 後西 三 谷に 往き覺 心に 謁して 淨土 門を 
習 a 旁ら 俱舍を 受く願 行 律師 泉 涌 寺を 退く に當 6 師席 を嗣ぎ 
てこれ R 主と苽 6 某 年 八月 十一 日 寂す 壽缺く (本朝 高僧 傳、 淨 
土總 系譜) 

カク ア 覺阿.  一. : A ig 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧な 6、 
覺阿 俗姓 藤 原 氏な り、 十四 歳 R して 比溆 山 R 登-'、 講究を 事 
とし、 梵漢の 書を 善くす、 商 客に 値 a て 彼 土 R 禪宗の 盛なる 
よしを 聞き、 渡航の 志 あ 6、 承 安元 年の 夏 法 弟 金慶 と共に 出 
發す 、時に 年 二十 九な 6、 初秋 ^ 杭 州 R 達す、 即ち 孝宗の 乾 


カ ィ (介、 芥 ) カ ク (覺) 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇三 一） 


カ ク (覺) ヌ 


道 七年茳 靈隱 寺 R 至ぅて 佛 海遠藏 師に 謁し、 其 志願を 書し 
示し、 且問 ふ且如 心佛及 衆生 是三 無差別、 離， 相 離 ^ 日、假41口 
顯 ，之、 和尙 如何 開示と、 禪師 示して 日 ふ、 衆生 虚妄 見， 佛見 世 
界 ，と、 覺阿 問を 書して 日 ふ、 無明 因， 何而 有、 と、 禪師 便ち 打 
つ、 覺阿仍 て 禪師を 請し 座に 陞せ 、疑を 決す、 翌年の 秋 金 陵 
に 遊び、 長 蘆の 江 岸 R 抵 6 て 鼓聲を 聞きて、 忽然と して 大悟 
し、 始めて 佛海 禪師垂 手の 旨 趣を 知る、 靈隱 寺に 回- 〇 て 五偈 
を呈 す、 「航 k 海 來探敎 外 傅、 要， =離， 知見 脫， ，蹄筌 〖諸方 參遍草 
鞋 破、 水 在，， 澄潭 ，月 在 k」 「掃，， 盡 葛藤 與= 知見； 信， 手 拈來全 鉢 
現、 腦後圓 光徹， I 大虛 -> 千 機 萬 機 一時 轉」 「妙 處 如何 說向 k 人、 倒 
地 便 起 自分 明、 驀地 蹈著故 田地、 倒裏嶢 頭孤路 行、」 「求 j 興 滅 
J 女 元 非， 妙、 in k 妄明 J 興 却是錯 、堪 k 夭靈山 古老 錐、 當陽抛 下 
破- 1 木杓こ 1 竪 拳下喝 少賣 弄、 說 k 是說 k 非 入 = 泥水， 截斷千 差 休，， 
指 注 二 聲 歸笛囉 囉哩、 j 佛海禪 師其所 悟を 印 可す、 覺阿其 下を 
辭して 歸 朝し、 比 叙 山に 住す、 安元の 初 延曆寺 座主と 共に 一 僧 
を 使は して 音信を 佛 海禪師 R 通じ、 水晶の 降魔 杵 、幷 ic 數珠二 
臂綵扇 二十 事を 贈る、 壽永 元年の 夏、 再び 音信 £ 通ず れば 禪師 

已 R 遷化せ 6、 高 倉 天皇覺 阿の 禪 行を 聞き ひ、 宮中に 召 

して 禪要を 問 ひ y2 まふ 師笛 (一 說 R 尺八な 3 と} を 出し 一 吹 

す、 滿座其 意を 測らず、 師直 R 草菴に 歸6 、再び 世 R 出で ず、 

示 寂の 年時歃 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 、龍 門 夜話) 

〔考〕 普燈錄 、五 燈會 元、 佛 祖世譜 等の 支那の 禪宗 史籍に 覺 

阿の 事蹟 見 ゆ、 

ガク アン 覺晏 ( …… ) 〔天台宗〕 大和 多武 峯の禪 僧な 6、 

覺晏 俗姓 不詳、 三寶能 忍 R 師事して 法 印を 傅へ、 大和 多武峯 


ガク (覺 』 イ ー ゥ 


R 住して 大に禪 風を 揚 ぐ、 其 門に 懷鑒 、懷羿 、懷照 、懷義 尼 
あ 6、 師命 終に 臨み、 諸 弟子 R 勸めて 道元 禪師に 依らし む、 
示 寂 /) 年時歃 く、 著作 心 要 提示 あ 6、 懷盤 R 付す、 懷奘は 後 R 
永 平 寺 第二 世と / 3: る、 (道元 和 尙廣錄 ，建 撕記訂 補) 

カ クィ 覺意一 j ii ハヒ 〔眞言 宗！ 一京 都 東 寺の 長者な' CN、 

覺意 俗姓は 源氏、 參議基 平の 子な $、 長 信 僧正に ようて 得度 
し、 性 信 親王の 灌 頂を 受け'  仁 和 寺の 大敎院 に 住す、 承 保 二 
年 法眼に 叙す、 圓敎 寺に 移うて 權少 僧都 R 任ず、 應德 三年 正 
少 僧都 R 轉ず 、嘉保 二 年 東 寺の 長者に 加し、 明年 權大 僧都 ic 
進む 嘉承二 年 弘法 大師の 忌日 R 寂す、 壽 五十六、 (本朝 高僧 傅} 
ガク イチ 覺ー  ヵク ァ覺 阿を 見よ、 

办 クイン 覺隱  H  I ホッ永 本を 見よ、 

ガク ウン 覺雲一 一三 三 四 〔淨 土宗〕 下野 不退 寺の 開山な- CN、 
覺 雲は 體 蓮社淨 譽と號 す、 岩 代 會津の 人、 俗姓は 須 藤氏な. CN 
法を 業譽還 無に 嗣ぎ 、下野 那須郡 奧澤村 不退 寺を 開き、 延寶 
二 年 六月 二日 寂す 壽缺 く、 (淨土 總 系譜) 

ガクウ ン覺雲 (一丸 六 五) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な う、 
覺 雲は 禪林寺 殿の 子、 澄覺 に從 a て 習學 し、 嘉元 三年 天台 座 
主に 任す、 寂年歃 く、 (天台 座主 記) 

カク ウン^^ 街 云 チ ク ~智 空を 見よ 
ガクウ ン覺運  一 _ 5.: ハ ^: 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山 檀那 院の學 
僧な 覺 運は 京都の 人、 藤 原 貞雅の 子な 6、 慈慧 僧正 
に 師事して 台 敎を硏 習す、 檀那 院に 住し、 源 信 僧都と 法義角 
立す" 又 池 上の 皇慶 R 就て 灌頂を 受け" 其玄奧 R 達す、 長 保 
五 年 十二月 大極殿の 仁王 會 R 方う 一條 天皇の 詔 R よ-^、 總導 


(一三 -) 


書辭 名人 家佛 本日 


師を 管し、 少 僧都 ^ 任せら る、 後數々 召されて 參內 し、 法を 
說き 、僧正に 昇る* 寬弘四 年 十月 三十日 寂す、 壽缺 く、 著作 
玄義鈔 、艸 木成佛 論、 念 佛寶號 觀心偈 、一實 菩提 偈 、圓頓 止 
觀勘 文、 各 I 卷 、四 種 三味 義 私記、 三觀義 私記、 十二 因緣私 
記、 二諦義 私記、 三周義 私記、 囑累義 私記、 各 若干 卷な う、 
(本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄)  t 
カ ク H 覺惠； _: 一 •九 三 〔眞言 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 
覺惪は 大納言 僧正と 稱 す、 寬 海の 舍 弟な う 宥嚴に 習學 し、 初 
め 大覺寺 大勝 院 R 居う、 後 興 福 寺 東北 院に 居る、 元 和 二 年 得度 
し、 寬永七 年 入 壇す、 八 年少 僧都に 任し、 九 年 法 印に 叙し、 
十年櫳 僧正に 任す、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

カク H 覺慧 AA S 〔眞宗 〕 山城 本願 寺の 僧な-、 覺慧 
童 名光壽 、俗姓は 藤 原 氏、 父は 左 衞門佐 日野廣 綱、 母は 覺信 
尼な う、 如 信 宗主と 同年 R 生る、 七 歳 權中納 言 日 野 家 光 ic 養は 
れて 子と なる、 其 年大藏 卿光國 先導と な 6、 靑蓮 院尊 助の 門 
に 入うて 出家 得度し、 宗 慧と稱 す、 大 原の 尋有 僧都の 入室 弟 
子と な- CN て密乘 を習修 し、 熘 盛光院 有職に 補し、 中納 言阿闍 

梨 法 印と 稍す、 後天 台の 門を 辭して 遁世し、 覺慧と 改め、 文 永 

五 年々 三十に して 如 信 宗主を 拜して 師と なし、 眞宗の 敎義を 

.學 ぶ、 尋きて 宗主に 代うて 大谷の 寺 務を監 す、 正應三 年 遠く 

關東に 赴き、 親鸞の 舊 跡を 巡歷 す、 德治 二年大 谷の 廟堂 閲墻の 

禍 あらんと す、 師乃ち 人を して 留守せ しめ、 法 嗣宗昭 と共に 

出て、 大炊 御門 東の 衣服 寺に 居うて 難を 避く、 此年 四月 上句 

病に 臥し 十二 日 寂す、 壽六 十九" 蓮 臺野芝 築地 父 廣 綱の 墓 側 

に 葬る、 三 子 あ 3、 長は 宗昭 、次は 聖祐 、末は 行 覺な 6、( 本 


カク (覺： >ェ 


願 寺通紀 ) 

ガク H1 覺英 i A-t 3s 相宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 6、 
覺 英字は 圓 松、 關白 藤原師 通 の 子な 6、 與 is 寺に 入う 叔父 覺 
信 僧正に 師事して 法相を 學ふ "東大寺の 戒壇に 具足 戒を禀 け 
法 華 唯 ii に 精通し、 又 和歌を 善くす， 未 / 2 壯歲に 及は すして 
權少 僧都 R' 昇る、 出て、 四方 R. 遊 a 、 奥州の 忍 郡に 至 6、 一 
古寺の 傍 R 跡を 晦ま して 菴 居す、 保 元 二 年 二月 十七 日 寂す、 
壽四 十一、 翌年 西 行 法師 m 遊して 菴に 到う 遺す ところの 布囊 
中に 法 華 要 文 三十 頌 、及 CA 燧香 等を 得、 又 自ら 發 心の 事 歷を 
述 へし 遺稿、 及 S 柱 R 書した る辭 世の 句を 見、 京に 歸 へうて 
藤 原 皇后 璋 子に 奏す、 (本朝 高僧 傳) 

ガクエ ン 覺圓； 5: 0 四 〔日蓮 宗〕 越 前敦賀 妙顯寺 第二 代 
なり、 覺 圓生國 俗姓 詳か ならず、 初め 眞言 宗の 僧な 6、 越 
前敦賀 津氣比 社の 傍らの 某 寺に 住す、 日 像 北陸を 經て 京都に 
上る 途次、 敎を 受けて 其 弟子と な 6、 寺を 改あて 日蓮 宗と江 
し、 日 像を 開山と なし、 自ら 第二 代と なる、 爾後 盛んに 日蓮 
宗を其 地方 R 弘 む、 康永 三年 正月 三日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭 
佛 祖統耙 ) 

カ ク エン 覺圓 M 0 ハ 1 一: 臨 濟宗 S 都 建 仁 寺の 禪 僧な-^、 
覺圓號 は 鏡 堂、 宋の 西蜀の 人な う、 詩人 白玉 蟾の 後な 6、 經 
論 R 通ず、 後吳に 遊び、 諸禪 宿を 歷 訊す、 太白に 登りて 環溪 
一に 謁し、 心 印を 受 く、 弘 安二 年 春、 三十 六歲 にして 無學元 
に 同伴し 來 る、 北條 時宗 慰勞 崇敬す、 禪興 寺に 住して 法 化を 
揚 ぐ、 後淨智 寺 ic 遷 6 住し、 奧 州の 與德 寺の 開山と な 6、 再 
び 禪興 寺に 住し •十 年を 經 、圓覺 建 長に 歷 住し、 正 安二 年 京 


カク (覺) H 


書辭 名人 家佛 本日 


(二三-) 


ガク (覺) ューオ 


分 ク (覺 12 

R 上 6、 建 仁 寺を 董 す、 留住七 年、 法 化 甚だ 盛な 6、 德治元 
年 九月 廿 六日 寂す、 壽六 十三、 四 會語錄 三卷あ 6、 遺偈 あう 
日 ふ、 甲子 六十 三、 無，， 法與 i 人說 『任 i 運自去 .來 、天上 只 一月、 
諸 弟子 靈 骨を 分ち 建 長 建仁兩 所に 塔を 建つ、 建 長 寺に 在る を 
瑞光 塔と 云 CA 、 建 仁に 在る を靈光 塔と 云 ふ、 勅 謚大圓 禪師と 
.云 ふ (續群 ニニ 八、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

カク ヱ ン覺圓 一一 S A- 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 6、 
覺圓 は關白 藤原賴 通の 第 六 子な う、 園 城 寺の 明 尊 僧正に 從 a 
て 下髮受 業し、 顯密の 蘊奥を 硏む 、朝廷 勅して 一身 阿闍 梨に 
任し、 園 城 寺の 長 吏に 補し、 尋 きて 法務と なる、 承曆 元年 二 
月詔にょう延曆寺の座主を領す、山徒之を拒む、官吏宣命を 
堂の 欄 R 揭 く. 因うて 訴を 止む、 師任後 三日に して 辭す 、爾 
來屢々 宮中に 召 s n て 法を 修し驗 を 得、 大僧正に 任し、 嘉保 
二 年 正月 除 目の 修法に 應して 牛車の 宣 を 拜 し、 官士 八十 人、 童 
子 四 人、 扈從七 人を 賜 ふ、 承 德二年 法 勝 寺の 寺務を 掌と る、 此 
任 師を始 とするな う、 同年 四月 十六 日 寂す、 壽六 十八、 師 常に 
宇治の 精 合に 居る、 世 呼 ひて 宇治の 僧正と いふ、 (本朝 高僧 傳) 

カク エン 覺緣 ( . ) 〔眞 言 宗〕 京都 鳴 瀧 般若 寺の 律 

師 なう" 覺緣は 千攀の 弟子に して、 東大寺に 入 6、 華厳 三 

論を 學 a 、 寬 朝を 禮して 傳法灌 頂を 受 く、 後嗚瀧 般若 寺 ft 住 

し、 殿 舍樓閣 を 建立す、 風景 佳絕 なう、 其 寂 年缺 く、 (傳 燈廣 

錄) 

カ ク H ン覺緣 2 六 §) 〔眞言 宗： I 京都 鳴 瀧 般若 寺の 僧 

都な う、 覺緣 正曆一 :年 六月 二十 三日 元杲の 傳法廣 澤灌 頂を 

受 く、 (續 傳燈 廣錄} 


ガクオ ー 覺雄 201 九) 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
覺 雄は 東 寺の 長者に 任し、 延文四 年 四月 十二 日寺務 並に 法務 
補す、 (東 寺 長者 補任) 

ガクオ ー 覺應一 一一 1 洁 〔眞宗 S 津大坂 長 光寺の 第 十代 
なり、 覺應 字は 子感 、號を 周 山と 云 a 、 後 改めて 龍 山と 云 
ひ、 別 號を龍 護山 人と 云 a 、 觀月 臥松樓 主人と 云 a 院 號を覺 
樹院と 云 ふ 周 防の 人な 6、 大坂島 町 二 丁目 長 住 寺に 住し、 第 
十代の 住持と なる、 天 保の 頃 淸流紀 談二卷 を 撰し、 西本願寺 
の學 匠の 事蹟 1: 傳 ふ、 安政 三年 九月 廿 三日 寂す、 壽六 十四、 
(淸 流紀談 序、 長 光寺 返信) 

カク 方 1 覺翁 ii y AS 〔新義 眞言 宗〕 江 戶圓福 寺 第 十五 
代な 3、  覺翁 字は 敎 音と 云 a 、 伊勢 度會郡 二見の 人、 俗 
姓は 北 村 氏、 父を 傳左衞 門と 稱す 、鳥 羽 城主 内 藤 和 泉 守の 大 
夫と な 6、 祿 三百 石を 受けし か、 侯 江戶に 在勤 中、 罪 あぅて 
其 封邑を 除かれし かは、 諸臣 離散す、 傳左衞 門は 退きて 二見 
村に 居る、 師甫 めて 十二 歲 、志 摩 堅 神觀音 寺の 快 運 R 就きて 
薤髮染 衣し、 後 近 江 R 至 6 勢 多最勝 院尊 海に 隨從 し、 四 度の 
密軌を 修 す、 洛東佛 山に 掛 錫し、 祕密灌 頂を 蒙む々、 敎 相の 
幽願を 探く る、 快 運の 寂 後觀音 寺を 兼領 す、 元祿 三年 尊海擢 
てられて 矢 橋石津 寺の 主と なる、 師寺 堂を 修營 し、 新に 鐘樓 
を 建つ、 人 以て 中興 主と なす、 以來同 寺を 兼領 し、 佛 山に 往 
復 し、 瑩雪 功を 積み、 上座に 轉し 、明星 院を領 す、 元祿 十四 
年 遍照院 R 轉 す、 同年 醍醐 山 R 登 6、 寬順 大僧正に 從ひて 幸 
心 院 流を 傅受 し" 寶永 三年 請に 應して 上 總釋藏 院に 移住す、 
醍醐 山に 登- CN、 三寶院 大僧正 房 演の印 可を 蒙む 〇、 釋藏院 R 


f 三 三一:) 


書辭 名人 家佛本  日 


住する 乙と 四 年 ic して 退き、 寶永六 年 再 CA 佛山に 登うて 請 益 
し， 尋 S て 遍正 院主と なる、 If. : 德三年 傳忍師 に從 CA て 幸 心 法 
流を 受け •日 秀の相 承 者と稱 す、 享 保元坧 再 CA 醍醐 山 R 登 6、 
寛 順 大僧正に 從 -6、 後 三部 經等を 受けて 印 信を 拜す享 保 二 年 
勸學 院道坺 に 於て 行 傳法灌 頂を 修 するとき、 師其 大阿闍 梨と 
なる、 此時灌 il 手鏡 五 帖を 綴つ る、 其 他 口訣を 記す る もの 多 
し、 三年 快存 僧正の 門を 叩き" ^ 澤西院 流を 隙 授 せらる、 快存 
時に 智積院 の 主 印を 釋き 、西方 寺に 居る、 師の求 注に 鄭重な 
るを 感し •两院 聖敎餘 部 四 匣を ば 師に 付す、 八 年勸學 院道塲 
に 於て 再 CA 傳法灌 頂を 開き、 師名ま た 大阿闍 梨と なる、 此事 
ま / 2 傳法 大會の 精義 者を 兼ぬ る 命を 受け、 草稿 旣に 成る、 五月 
R 至りて 尾 張 侯の 嚴詞 あうて 長久 寺の 席を 董 す、 故に 精義 者 
を 他 R 讓 る、 同 寺の 法 流は 元意敎 上人の 流に して、 中葉 斷絕 
せ 6、 師 之を 借み 有雅 大僧正に 從 CA て 之を 傳ふ 、有雅 は 之を 
幸 心に 依うて 傅へ しものと いふ、 同 九 年有雅 大僧正 ic 從 ひて 
近 ?] 神 照 寺の 法 流を 傳へ 、師殊 ic 之を 尊重す、 佛 山に 掛 錫す 
るの 日'  神 照 寺を 兼領 す、 此に至 6 て 其 素志を 逐ふ なう、 同 
十 年 江 戶 圓福寺 前 住 傳忍和 上 寂す、 師幕 命を 蒙む うて : >: を鞴 

す、 •十三 年 病に 罹う、 七月 十八 日 寂す、 壽六 十四、 三 田寶生 

院に葬 むる、 著作 灌頂 手鏡 五帖 あう、 (眞言 宗 史料) 

カク オ ー 羽 nf ゲン 宏源を 見ょ ▼ 

ガクオ 1 覺翁ノ  -ショ I 能 正を 見ょ、 

カク オン 覺遠二 II 一 〔新 義眞言 宗〕 山城 智積院 第 十九 代 

f,  覺遠 字は 本則と S ふ、 山城 宇治 郡 石 田 村の 人、 俗姓 

は 堀 氏な う、 元祿 十五 年始め て 近 江石津 寺に 至 6、 覺翁 に師 


カ ク C 覺： 一才 


事す る 乙と 年 あ 6、 寶永二 年 覺翁佛 山に 留學 する 日、 大僧正 覺 
眼 阿 闍梨を 請して 戒師 となし、 剃 髮染 衣して 四 稀の 瑜伽 法を 
修 す、 七 年勸學 院道塲 に て智 興阿闍 梨に 從 a て 入谫灌 頂し、 
正德二 年石津 寺 主と なる" 然れ とも覺 翁 佛山 にある を 以て、 
師 座右に 侍す％ ¥ 保 三年 快存 僧正に 西院印 可を 受け 正德五 
年亮範 僧正に 安 流 印 可を 受け 九 年覺翁 に 神 照 寺 法 流 及び 怠 
敎 上人 印 可を 受け、 十 年 同し く覺 翁に 幸 心 法 流を 受け 十二 年 
智興 僧正に 中性 院 流を 受け 享保 十八 年 醍醐 山行樹 院眞圓 僧正 
に 幸 心 一家の 口 訣を受 け、 幸 心 一家の 口說を 記して 眞决鈔 と 
s ふ、 其 後 五智 山に 遊 a 、 如 幻 曇 寂 兩師の 門を 叩きて 造詣す 
る 乙と 多し、 是ょ 4 先 享保十 年 覺翁幕 命を 蒙む う、 ^ 圓福 寺の 
主と 7X る、 此 R 松 橋の 法 流を を傳 ふ、 其 寂す るに 及 ひ、 去 6 
て 佛山に 登 6 請 益す、 享保 二十 年 賞 道阿闍 梨に 傳法法 流を 受 
け 翌年 了恕 僧正に 傳法印 可を 受 く、 元 文 元年 尾 張 侯の 請を 蒙 
むう、 長久 寺の 席を 董 す、 又佛 山に 登 $て 集 議席に 轉 昇し、 
寺に 歸 へうて 緇徒に 應 す、 延享 元年 江戸 圓福 寺の 前 注 幸 雄 和 
尙 寂す" 官師に 命して 席を 嗣しむ 、乃ち 往きて 營構 修理 せん 
と 請 ひ、 官百 金を 賜 ふ、 寬延二 年ょう 寶曆四 年 R 至る 六 年間、 
專ら 斯業を 督勵 し、 正殿、 拜 殿、 山門、 鐘樓 、石籬 、小社 數 所、 
及 a 神 用 什器 等を 修補 若しくは 新造し、 一として 手を 下 3 > 
ると z: ^ なし 又 山 下の 寺 宇を 修 補 し、 兩エ 金を 費やす Z. と 千 
金に 及ぶ'  是年淸 石神 井三寶 寺の 智存を 請して 意敎 上人の 法 
流を' 1# へ、 又傳法 院聖敎 諸 部を 書寫 せしめら る， 寶曆 六年智 
積 院の快 侃 僧正 寂す、 師 官命を 蒙む 6 て 其 後を 繼 く、 是秋佛 
山に 入う 權僧 JH R 敕 任せられ、 寶曆八 年 正に 轉 し、 九苹 印を 


カク (覺} 方 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 三一） 


ガク (覺〕 力  势 ク ( 覺)# —キ 


解きて 六 波羅密 寺に 退隱 す、 師法 柄を 秉る 乙 と 前後 四年茳 6、 
以後 或は 石 律 寺に、 或は 金 藏院に 寓居し、 明 和 八 年 養 命坊に 
移住す、 同 八 年 四月 十四日 寂す、 壽八 十一、 著作 行法義 記四卷 
あ气 c 新義 眞言 宗 史料、 新義 眞言 宗史) 

ガクガ 覺雅一 一 尬 ?i 〔眞言 宗 3 山城 醍醐 山 幸 恩 院の一 一代 
なり、 *^ 覺雅 は尙書 雅忠の 猶子、 因幡 前 司 大江賴 重の 子な 
う、， 實深 僧正の 室に 入うて 得度し、 文 永 二 年 六月 六日 蓮藏院 
にて 庭 儀 灌頂を 受 く、 後 親 快 僧都の 祕密灌 頂 心 印を 承け て 人 
天の 道師 とな-^、 鎌 倉 二階 堂 院主と なう、 本山に 還らす、 正 
應五年 八月 廿 一日 寂す， 壽 五十、 (續 傳燈 廣錄) 

分 クガ ィ覺 海 AA AO H- C 眞言 宗 S 伊 華 王 院の學 僧な 6、 
覺海 字は 南證、 凿 島の 人な う、 上國に 遊 ひ、 醍醐 寺の 座主 定 
海 r 從 a て 眞言 宗を受 け、 後 高野山の 華王院 R 住し、 大に密 
席を 張る、 建 保 五 年 三 山の撿 校と なる、 貞應二 年 八月 十七 日 
壽八 十二 R して 寂す、 (本朝 高僧 傳) 

ガクカ ィ覺 海 AA AO 一 r 眞言 宗 S 伊 高野山の 檢校な う、 
覺 海は 花王 院と稱 す、 早 年ょ 6 道行 あう、 建 保 五 年 正月 金剛 

峯寺 第ー ニ. 十七 世檢 校と なう、 一山を 監 す、 承久二 年 十二月 辭 

退して 花王 院 に老隱 し、 偏に 下品 悉 地を 願 求し、 魔界に 入う 

て 同 生 利益し、 山中の 魔 屬を對 治し、 彌勒 出世の 時に 至う、 

大法の 聽衆 とならん と 欲す、 願行已 R 成う、 貞應二 年 八月 十 

七日の 曉に饗 膳を 設けて 客殿に 配 次す、 然れ とも 入の Z1 れを 

窺 見す るを 禁し左 れは 、珍賓 の 至れる を 知る 者な し、 而して 

客の 已に 至れる 頃に 及び、 師出て 、中 門の 二 扉を 劈 破して 兩 

翼と なし、 大空 R 飛 a 去うた うと 云 ふ 時に 八十 三歲 なり 師平 


生前 七生 覺知の 人と 稱 せられた ぅ、 (高 野 春秋、 沙石 集) 

ガク ガイ 覺海 a r K6  〔黃 榮宗〕 肥 前長崎 福 濟 寺の 開 
山な $ 、  覺 海は 明の 人、 出家して 臨濟 下の 禪を修 す、 寬永五 
年 了 然覺意 等と 相伴 a て 西來 し、 長 崎に 福 濟寺を 開く、 障 州 
人 其 資を投 し師を 請した るを 以て 時人潭 州 寺と 云 ふ、 師寂年 
詳攻ら す、 (長 崎 年表) 

ガ € ガ ン 辟 見 5 嚴ゲン リヨ- 玄 了を 見よ、 

ガ タガン^^ 一 嚴ジヤ クミ ヨ—寂 明を 見よ、 

办ク キ覺基 a 八 七 〇) 〔眞言 宗〕 紙 伊 高野山の 撿 校な 6、 
覺基 字は 圓性 、和 泉の 人、 高 野 L!] 蓮 上院 R 住し、 承 元 二 年 高 
野 山 座主 檢校 に秫 す、 醍醐 山 座主 金剛 王 賢 海の 法を 受け、 ま 
た覺濟 の燈を 續 く、 四 年 十一月— 後鳥羽 上皇に 詔を 受けて 仙 洞 
に 孔雀 經の 注を 修 し" 法 橋 上人 R 敍 せらる， 其 寂年缺 く、 (續 
傳 燈廣錄 、本朝 高僧 傅} 

办 タキ 覺基 ミヨ丨 ケン 明 賢 VJ 見よ、 

カ ク 3 T 覺鏡 (一八 〇 一) 〔眞言 宗 3 山城 醍醐 山 慈心 院 
の 僧都な-^  覺 鏡大輔 僧都と S ふ、 豐前守 藤 原 皇 兼の 子な 
$、 永 治 元年 十二月 七日 三寶院 に 登 6、 定海 大僧正の 灌垠 VJ 
受け、 詔して 太 元帥 別當 となる、 後此派 を 遮那院 流と いふ、 
付法淋 海、 學隆 、實覺 、琳經 の 四 人 ぁ 3、( 續傅燈 廣錄) 

办 タキ 3 •- 覺敎 IA 0- --L 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な'^ 
覺敎 俗姓は 藤 原 氏、 左大臣 實房の 子な 6、 幼よ 6 印性 法 印に 
從 CA て 落髮受 業し、 仁 和 寺覺法 親王を 拜して 秘密 灌 頂を 受け、 
仁 和 寺の 眞乘院 に 注す、 建久五 年 二十歳に して 法眼に 叙す、 正 
治 二 年權# 僧都に 任し、 元久の 初め 權大 僧都 R 進み、 承久二 
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年 東 寺の 長者に 任ず、 嘉祿二 年 僧正に 進む、 歷仁 元年 諸 職を 
辭 し、 應永 元年 IE 月 東 寺の 寺務及 護持 僧の 宣を 賜 a 、 法務を 
兼ね、 二月 大僧正に 昇る、 仁 治 三年 正月 八日 寂す、 壽七 十六 
(本朝 高僧 傳) 

カ タキ ml 覺慶 55 S 〔天台 S 近 江延曆 寺の 座主な 
6、 覺慶 俗姓は 平氏、 大和 剌史理 善の 子、 京都の 人な 6 •慈 
慧 僧正に 師事して 顯密 二敎を 學び 、應 和の 宮講に 夕 座の 問 者 
となる 時に 年 僅かに 弱冠を 過く、 東大寺 法 藏と對 論す、 長 德 
四 年延曆 寺の 座主に 稀し、 長 保 二 年 僧正 (C 任し、 翌年 大僧正 
に 轉 す、 宋の至 道元 年 奉 先 寺 源淸法 師自 撰の 台 敎疏鈔 五部を 
贈ぅ、 本朝の 台疏と 交換を 乞 ふ、 師敕 命を 拜 して 慈 覺智證 等 
と宋に 送る 天台 章疏 瑕疵を 論ず、 後 東 陽 房を 癖め て 退 休し' 長 
和 三年 十一月 十二 H 寂す、 壽八 十八、 (本朝 高僧 傳) 

ガ？ V キヨ ー 覺行一 ： ¥ §1 〔眞言 宗 S 都 仁 和 寺の 法 親王 
f  覺行は 白 河 天皇の 第三 子、 母は 藤原氏の出な $、 九歲 
にして 性 信の 室に 投 t て密敎 を習修 し、 十一 歲に して 祝 髮受 
戒 し、 後 仁 和 寺の 寺務を 補し、 寬治六 年 春 一身 阿闍 梨に 任じ、 
觀音院 に 於て 大 僧都 寬 意 R つき 灌頂 壇に 入る、 承 德二年 春 結 

緣灌 頂を 修 し、 圓 宗法 勝 二 寺の 撿 校 / 2 ぅ、 康和 元年 春 親王に 

叙し、 四 年 七月 尊 勝 寺落慶 供養の 導師と な 6、 堀 河 帝 法會に 

奉して、 詔して 師を長 吏 ic fi す、 長 治 元年 尊 勝 寺裡に 灌頂院 

を 構へ、 結緣 會を修 し、 同年 (一 說二 年} 十一月 十八 旦叔 す、 壽 

三十 (一 說三 十一〕 中 御室と 云 ふ (仁 和 寺 門跡 傳 、諸 門跡 譜 、本 

朝 高僧 傳)  ... 

ガク .キヨ 1 行 シヨ- ゲブ 照玄を 見よ、 

力窆覺、キ 


ガククゥイ覺快 ^ ^〔天台宗〕近江延曆寺の座主な 
う、 覺快は 鳥 羽 天皇の 第 七 子、 夙 R 佛 門に 歸し久 安二 年 比 叙 
山に 登る、 年 十三 歲靑 蓮院に 入う 大僧正 行玄 に隨 a 下髮 受戒 
し、 六月 一身 阿 闇 梨に 任す、 諸 老に謁 問して 顯密 の學を 硏 く、 
六 年冬權 僧都 ic 任す、 仁 平 元年 冬 十 I 月 行 支 (C 就きて 傳法灌 
き 頂を 受け、 尋て法 印に 叙す、 永 曆兀年 秋 宮中に H 蝕 5: 祈 6 
て 驗 あり、 嘉應二 年 無 品 親王に 叙す、 安元 三年 延曆 寺の 座主と 
なり、 兼ねて 法 性 寺の 座主を 領 す、 師性 多病 R して 寺務に 倦 
み、 住職 三年、 奏上して 印を 解き， 靑蓮院 に 歸 る、 養 和 元年 
十一月 六日 壽 四十 八歲に して 寂す、 遺骸を 雲 林院に 葬む る、 
(本朝 高僧 傳)  • 

カ クタ ワイ 覺快ジ ユ ン慈圓 を 見ょ、 

ガクク ジン 覺寛 (一七 八 八) 〔眞言 宗〕 河 內廣隆 寺の 僧な 6、 
覺寬は 書 寫阿闍 梨と 稱 す.、 白 河 天皇の 子、 左大臣 家忠に 養は 
る、 大治 三年 十-月 三日 無量 光 院道塲 にて 傳決灌 頂を 受 く、 
聖賢は 其 導師 護摩 賢 覺は敎 授嘆德 たう、 付 法の 弟子 淸 泉、 靜 
暹 ，院 照、 隆空等 十九 人 あう、 (續 傅燈 廣錄) 

カ クタ ジン 覺觀  クヮン リ ri 1 寬隆を 見 1、 

ガクケ ー 覺瑩一 一 ta: 一四 〔浄土宗： 一江 戸 is- 上 寺 四十 四 代な 
う、 覺 瑩は敎 蓮 社 門 豐弘願 皆 乘と號 す、 IX 戶番 町の 人、 其 
姓氏 詳か ならず、 或は 云 ふ 中 村 氏、 父は 大坂の 浪士な 6、 傳 
通院 意哲 上人の 弟子と なう、 寬 誓と 云 ふ、 元祿 十一 年 八月 二 
十一 日 禮讃部 、二十 年に して 增上 寺に 移うて 學 寮に 居う 後 
學頭 となる、 享保 中大巖 寺に 住し、 大光院 光 IU! 寺を 經 、寬延 
三年 二月 十六 日 出府の 命に 接し、 三月 一日 三緣 1.. 貫主と な- CN， 


カ ク (覺」 ク1.ケ 
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(六 三 一」 


力 ? 覺 )夕 


大僧正に 任ず'  乙れ より 一宗の 興廢 に 心を おき、 學 寮の 制 條 
を集錄 して 各 寮 R 附 す、 寬延四 年 六月 二十日 有德院 薨去に 際 
し、 命を 受けて 三百 部の 法令を 勸む 、寶曆 三年 疾に 罹- 〇 退職 
を 請へ ども 許 3 れ ず、 疾重 る R 及び 十二月 六日 再び 辭任を 請 
a 、 一本松の 隱 室に 移ぅ、 同 四 年 十一月 六日 寂す、 (三 緣山 志、 
淨土總 系譜) 

カク ケ 1 覺間ゲ ン n 還 故を 見よ、 

ガクケ ン覺顯 一一 乾 〇-- 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な*^、 
覺顯 は內 大臣 定 通の 子、 圓淨 法師 R 習學 し、 建 治 二 年別 當 R 
倥し、 同 十月の 會 R 講師と なる、 正應 三年 四月 十七 日 寂す、 
壽 八十、 (三 井 續燈記 ) 

ガクケ ン * 顯  H キョ： 會慶を 見よ、 

カ タケ ン覺憲  一 ^ ーーー 〔，法相 宗〕 大和 寶積 院の學 僧な-^、 
覺憲は 藤 原 給 事 通 憲の 子な 6、 幼 R して 藏俊 僧正 R 從ひ 、剃 
髮受 業し、 唯 識 並に 毘尼 を學 ふ、 常に 大和の 壺 坂 R 居ぅ しか、 
後 寶積院 に 住し、 招提 寺に 移る、 權 僧正に 任し、 建久 六牢春 
東大寺の 大佛 殿落慶 供養の 導師と なる、 建 曆二年 十二月 二 十 
七日 寂す、 壽八 十二、 師八宗 の 大綱を 略紬 して 三 國通鈔 を勒成 

して 門弟 子に 授く 、(本朝 高僧 馎) 

カク ゲン 覺玄一 一一 1: •一 〔淨 土宗〕 江 戶智願 寺の 開山な 6、 

覺玄は 蓮 社 法譽露 水と 號す 、武藏 持 ■田の 人、 其 俗姓 詳か なら 

ず、 源 底 i.c 師事して 法を嗣 ぎ、 江戸 小 日向 智願 寺を 榔む 、寬 

文 元年 六月 十六 日 寂す、 蕎 欠く. (淨 土總系 1 g) 

ガクゲ ン覺源 jg to 〔眞言 宗〕 大和 m 大 寺の 僧な 6、 

# 源は 華山大 设の第 四 皇子な う、 幼に して 佛を 慕 a 、 醍醐 寺 


カタ (覺) ターサ 


明觀 僧正 R よ 6 祝 髮受 業し、 後深覺 仁 海 二師に 就て 灌頂 法を 
禀 け、 長 元三 年傳法 阿闍 梨の 位に 補し、 醍醐 寺の 座主に 任ず、 
長 A 年中 權大 僧都に 叙し、 永久 三年 夏 東 寺の 長者と な-^" 尋 
で 法務を 兼ぬ、 康牛二 年 冬 m 大寺 ic 住し、 五 年夏權 僧正 R 昇 
る' 治 勝 元年 八月 十八 H 寂す、 壽六 十六、 (本朝 高僧 傅) 

カ クゲン 覺眼 li gi 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第 十一 代な 
ぅ、 覺眼 字は 空 覺號は 抱拙薩 摩の 人、 寬永 二十 年 ic 生る、 
出家して 慧學に 長 じ 薩摩大 乘院江 戶圓福 寺 R 歷 住す、 寶永二 
年 四月 二十 五日 智積院 第 十一 世 能 化と なる、 同年 八月 二十 六 
日權 僧正と な 6、 三年 四月 十五 日 正 僧正と な 六 年 八月 七 
日 大僧正に 昇ぅ、 仝 月 江戸 護持 院第 三世に 轉 じ、 僧錄職 とな 
る、 享保二 年 正月 二十 二日 護持 院火災 に 罹る、 同 二月 自ら 職を 
辭し 、三月 二十四日 退隱 す、 仝 十 年 十一月 八日 寂す、 壽 八十 
三、 著作 住 心 品 冠 注九卷 ，十卷 章 撮義鈔 十二 卷 、釋論 科 注 二 
十卷 、大日 經 拾義鈔 十卷 、光明 眞言 除 闇# 冠 注四卷 、摩 多 鉢 
文考 要一卷 、串 心 傳授記 十二 卷 あ々、 (護持 院 世代、 護 國寺日 
記、 新義 眞言宗 史) 

カ クサ ィ覺濟 (一九 五一 I) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 座主な 
i  覺濟 俗姓 W 藤 原 氏、 三位少 ，將兼 李の 子な 6、 法 勝 寺 勝 
尊 僧正 R 師事して 兩 部の 灌 頂を 受け、 金剛 王院 に 住し、 弘安 
二年橄 僧正に 任し、 幾 もな く 東 寺の 長者を 司 V る、 正 應五年 
春寺務 法務を 領し 大僧正に 任じ、 冬 十月 諸 職を 辭し 翌年 醍醐 
寺の 座主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ガ .クサ ィ覺齊 ゼン ギユ -禪 牛を 見よ 

カ クサ ン 覺山リ ユ—ォ —隆 雄を 見よ 
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ガクザ ン » 殘 リョ-- ダ ッ良 達を 見よ 
カ クサ ン 'ホ-- 覺山房 ィソ フ- 胤風を 見よ 
カクシ^^^ nJ  コ-ホ ソ廣 本 ^ 見よ 

カ クシ ン覺心 ( . ) 〔淨土 宗〕 讃岐西 三 谷の 學 僧な 6 

覺心俗 姓 生國詳 ならす、 源 空 上人の 弟子なる 覺 明房县 西に 師 
事して 諸行 本願の 義を傳 へ、 讃岐西 三 谷に 住して 盛に 其義 ，ビ 
主張す" 示 寂の 年月日 缺 く、 (淨 十： 傳灯錄 、淨 土總 系譜) 

カ クシ ン覺心 c  ) 〔戒律 宗〕 大和 海 住 山の 律 僧な 
ク， 覺 心は 慈心と 號す 、京都の 人な 6、 初め 戶部尙 書諫議 
平 章に 昇任し、 後 致仕して 與福寺 貞慶に 依. CS て 剃髮受 具す、 
周く 諸方に 遊學 し、 諸家の 敎を統 ふ、 師海住 山中に 五大 院を 
構へ、 顯密竝 s 行 a 、 化 輿 其 (C 盛な う、 又 興 福 寺の 裏に 常 喜 
院を 建て、 莊 田を 寄せて 十 方 ^ 供給す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

カク シン 覺心 j ls A-t 〔臨 濟宗〕 紀伊由 頁の 興國 寺の 開 
山な り、 覺心號 は 心地、 俗姓 常 澄 氏 信 濃 國神林 縣の 人な 3、 
母戶藏 の觀 音に 祈うて 子を 求む、 一夜 夢に 菩薩 燈を 持し 母に 
授く 、覺 めて 娠 める あり、 承 元元 年を 以て 出生し、 英氣 人に 

這る、 承久三 年 十五 歲 神宮 寺に 投 t、 經 論を 讀み 、略 其 意を 

知る、 嘉祿 元年 十九 歲 落髪す、 大和 東大寺に 至うて 忠覺 律師 

を禮 して 登壇 進 具す、 同年 高野山に 登 6、 傳法 院覺佛 、正智 

院道範 よ 6 眞言を 受け、 金剛 三昧 院 (後に 禪定 院と號 す) 行 勇 

よ 6 禪を傳 へて 服 侍す、 三輪の 蓮 道を 問 a て 金剛 乘を 修め、 

深 草の 道元を 仰ぎて 菩薩 戒を受 く、 延應 元年 行 勇の 相模 に遷 

るに 際し 同行す、 寶治 元年の 春 上野の 長樂 寺に 到うて 釋圓榮 


朝を 問 ふ、 榮 朝の 滅後壽 福 寺に 歸 住し、 藏叟 朗譽の 下に 參究 
す、 同 二 年 秋 京 R 入- CN て 勝 林 寺に 投じ、 天祐 思 順の 下に 參究 
す、 思 順 入宋傳 法の 高僧な 6、 此ょ 6 入 宋の志 あ， 9、 尋て東 
福 寺辨圓 --N 聖一 國師) の 下に 到る、 辨圓其 志を 喜びて 日 ふ、 公 
無 準に 參せば 、必ず 所 悟 あらむ と、 乃ち その 爲に 書を 修めて 
通 謁せし む、 建 長 元年の 春 商船に 附して 出航す、 宋 に 着し 直 
に徑 山 r 登れば、 無 準已に 遷化し、 痴絕冲 其 後を 繼 ぐ、 師冲 
禪師に 謁し、 翌年の 秋荆叟 玉に 見 ゆ、 而も 尙ほ 未だ 契せ ず、 
同年 四 明 山に 遊び、 育 王 山に 留 る、 建 長 五 年 (唐 寶祐 元年) の 
春 我 國の學 僧 源 心と S ふ 者に 値 a 、 其 誘引に ょ-^、 共に 護國 
の佛眼 禪師の 下に 到る、 佛眼 問ふ汝 名計麼 、師日 ふ、 覺 心、 
眼禪師 即ち 偈を說 きて 日 ふ、 心 卽是佛 、佛 即是 心、 心 佛如 如、 
亘 ，古亘 i 今、 因て 徵詰 數番 、機 機 相役し、 即ち 印 記 ^ 承く、 建 
長 六 年 (唐 寶祐二 年) に 歸を吿 く、 眼 禪師月 林 和 尙語對 御錄無 
門關 等を 付し、 且つ 像賛を 授けて 日 ふ、 用， 一 迷子 訣 (飛，， 紅 爐雪 『 
一喝 當 “鋒、 崖 崩 石 裂、 化，， 死 蛇， 作 =活 龍； 點，， 黄金， 爲 ，i 生鐵 ；去レ 
縛 解， 粘、 抽 ，釘 抜 k 楔 ' 里 將=佛 祖不傳 機 (此界 他界 俱 漏洩、 師辭 
して 務 州の 寶林 寺に 往 き、 虛堂 和尙を 禮し 、法語を 受 く、 建 長 
六 年 太宰府 (C 着し、 直に 高 野に 登 6、 退 耕 行 勇を 拜覲 す、 康 元 
元年に 水晶 數珠 ，並に 書簡を 佛 眼禪師 に 呈 し、 恩 fc 謝す、 禪 
師報 書に 偈あ 6、 日 ふ、 百 八 摩尼顆 顆圓/ 遼天 鼻孔 一齊 穿、 
恒河沙數佛菩薩、日日呼來跳，|一圈，建長の末葛木五郞と云ふ 
者、 大 將軍實 朝の 命を 帶びて 宋 R 渡らむ とし •紀伊 由 良濱に 
來り經 營する 所 あう、 然るに 實朝薨 t y2 れば 經營 する 所 徒爾 
に屬 す、 こ 作よ 6 出家し 願 性と 號し 、高野山に 留 る、 師 に 歸 


カク (覺 j サ ー 、ン 


カク (覺 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 三一) 


ガク (覺) シ 


依し、 由 良に 興阈 寺を 開き 請して 開山と なす、 師同 寺に 留 
6 て 化 益 其 盛な う、 文 應元牢 佛眼 禪師 書、 並びに 法衣 一 領， 
七 葉 圖一舖 、月 林 和尙 體道銘 、賜 對十段 錦を 寄 It す， 同年 龜 
山 上皇の 勅 召 R ょ 6、 山城 勝 林 寺に 住す、 上皇 引見し 宗門を 
問 a ^2 まひ、 深く 歸依 し / 2 ま a 、 禪林 寺を 開き ^ 爻 ふ、 永 仁 
三年 相 國師繼 亦 深く 崇 信し、 別業を 捐て 、妙 光寺を 開けう、 
幾く もな く 由 莨に 歸 6、 隱棲 せう、 再び 召 5 れて 京に 上る、 
後宇多 上皇嵯 峨 離宮に 召し 禪道シ 問 a y2 まふ、 後 由 良に 歸住 
し、 永 仁 六 年 十月 十三 日に 寂す、 壽九 十二、 法臘七 十四、 龜 
山 上皇 勅 謚法燈 禪師を 賜 ふ、 後醍醐 天皇 重ねて 勅謚法 燈圓明 
國師を 賜 ふ、 (法 燈國師 年譜、 高 野 春秋、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 世に 普 化 宗の祖 として 覺 心を 推す、 心 常に 普 化 禪師の 
風を 慕 a 、 尺八を 吹く、 弟子 に靳詮 古山 禪師ぁ 6、 其 傳を得 
て 眞虛靈 、霧 海 簾 鈴 慕、 虛空鈴 慕の 三曲を 吹奏し、 妙を 極む 
云云、 然れ V も其實 疑は し、  .  ' 
ガクシン覺信|伙 -^ (法和宗)大和興福寺の學僧な\ 
覺信は 關白藤 原 師實の 子な 6、 幼に して 興 福 寺 R 入 6、 賴信 
僧正に 從 a 剃髮受 具し、 法相を 習 CA 、 早く 大義に 通す、 寬治 

年中 一 乘院に 住し、 康和二 年 興 福 寺に 移つ る、 保安 元年 大僧正 

R 任す、 法相の 徒行 某 菩薩 天平 十七 年此 位 R 叙して ょり 三百 

八十 年を 經て 、而 して 今師 之に 預る なう" 二 年 二月 病に 罹り、 

僧綱並に寺務を辭し、五月八日寂す、壽五十五、(本朝萵僧傳) 

ガ クシ ン覺信 一一 一 ^ - 一一 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な々、 

覺信は 忠讃の 子な う、 乘伊 R 師事し、 元德 三年 入 壇し、 永 和 

三年 亦此 法を 覺基 R 授 く、 永 德 元年 九月 五日 寂す、 壽 七十、 


カク(覺>ン 


(三 井續燈 記) 

カク シン 覺信 ( . ) 〔眞 宗〕 祖 親鸞 上人の 弟子な う、 

覺信 俗名は 但 馬太郞 とい ふ、 祖師の 常隨 弟子と なる、 某 年 寂 
す、 (本願 寺通紀 ) 

カク シン 覺信 (一八 八 八) 〔眞宗 〕甲斐 万福 寺の 廿 三代な 
ク， 覺信 字は 源 誓と s a 、 俗名は 左 京 朝 辰、 俗姓は 源氏ょ 
稱 す、 賴 朝の 外孫な う、 四十 二歲 出家して 內外 の學を 講 し、 天 
台を 信 t、 甲斐 山 梨 郡 等 力 山 万福 寺を 主とう て 二十 三代と な 
る、 安 肩 二 年 八月 中旬 親鸞 上人 東 化し、 万福 寺 R 宿す、 師乃 
ち 親鸞に 就きて 出 離の 要を 問 a 、 弟子と なる、 其 終る ところ 
を 知らず、 (本願 寺 通 IE } 

ガ クシ ン覺眞 ( . 〕〔 眞言 宗〕 山城 t 和 寺大敎 院の內 

供奉な 6、 覺眞は 參議良 基の 子な 6、 大内 記を 饌す 、時人 
呼 a て 大內記 供奉と 稱す、 (傅 燈 廣錄) 

ガ？ ノン 覺深一 一一 一 gi AA 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 二 十一 代 
f、  覺 深は 後陽成 天皇 長子、 母は 上 相 親 綱の 女な う、 
文祿 三年 四月 廿九 B 宣して 親王と な 6、 甫めて 七 歳 諱を頁 仁 
に 賜 ふ、 慶長六 年 三月 廿 八日 得度す、 時に 年 十四な 6、 十五 
萆 九月 廿 五日 眞 光南 何 殿に 登う、 晋海 僧正に 傳法灌 項 t 受け 
十九 年 七月 七日 直に 一品に 叙す、 寬永 十一 年 七月 廿 四日 仁 和 
寺を 今の 地に 移し、 殿堂を 新 創し、 JH 保 三年 十月 十一 日落慶 
供養す、 慶 安元 年閏正 月廿一 日 寂す、 壽 六十}、 稍して 後 南 
御室と S ふ、 法を 受 くる 者 一人 あ 信遍と S ふ、 (傳 燈廣 
錄) 

カク ジン 覺尋 TT .S _— -- 一 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 合、 


(九 三 一） 


書辭 名人. 家佛本  H 


覺尋は 藤 原 忠經の 子、 出家の 後、 明快、 延 胤、 皇慶、 賴秀、 
寬 仁の 諸 師に 師事して、 顯密二 殽を學 び、 後天 台座 主に 任す、 

承 保 四 年 二月 二十 六日 法 勝 寺 供養の 導師と なる* 永 保 元年 十 
一月 寂す、 壽七 十、 (諸 門跡 譜* 天台 鹿 主 記 ' 一一 國 名匠 略記) 

ガクシ ンニ 覺信尼 一一 一 〔眞宗 〕 開祖 親鸞 上人の 第 七 
子な- 〇" 覺信尼 俗名は 彌 女と 呼 a 、 右 衞門督 局と s ふ、 親 
鸞の第 七 子、 母は 三 善 氏な， 貞應 元年 (一 說 十二月 十八 日} に 
生る 幼に して 堀 河 右大臣 忠親に 事へ、 又久我 大政 大臣 通 光に 
事 ふ、 妙齡に して 日野廣 綱に 嫁し 二子を 生む、 長は 光壽 とい 
a 、 次は 光玉 尼と稱 す、 寬元 三年 廿四歲 にして 夫を 喪 a 、 再 
a 小 野宮禪 念に 嫁し、 男を 生む、 男は 後 唯 善と 名く、 禪 念の 沒 
後 II 髪して 覺信 尼と 稱す 、是 ょう 先き 寬元 元年 十二月 廿 一日 
親鸞 年 七十 一の 時刻 1/ ところの 自像 1 V」 以て 覺 信 {C 附 し、 副 ゆ 
るに 讓狀 一首を 以てす、 親鸞の 沒後遺 弟を 募 化し、 大谷 の廟 
基を 舊 地の 東 數十步 に 移し、 殿堂を 創造し、 文 永九铒 冬 成る、 
靈 骨を 分 取し 祖像 と共に 之を 安す、 龜 山伏 見 二 天皇 勅旨を 下 
して 勅願 所と なし 久遠 實成 阿彌陀 本願 寺の 號を賜 ふ、 弘安四 
年 四月 十六 日 寂す 壽六 十、 (一說 に 弘安十 年 十一月 廿 三日 寂す 

壽五 十四) 京都 九 山の 安養寺に 葬る、 咸言 一章 承久 元年 淸原 

良 業の 撰せ る 和 論語に 收む、 (本願 寺通紀 ) 

〔考〕 光 闡坊反 石 裏に 覺信 尼の 母は、 慧信 尼、 即ち： r 輪 禪定 

殿下の 娘 玉 日と 稱せし 貴女なる ょし あう、 3 れは三 善 氏と い 

ふ も、 實は關 白 九 條兼實 の 女な 6 、 慧 M 尼の 傳を參 M すべし" 

カ ク f、 ンユ 覺樹 S か 涵 U 一一 論宗〕 大和 束 南 院の學 僧な う、 

覺樹は 右大臣 源顯 房の 子、 i 幼 R して 儒を 學 a 、 長して 梵經を 

ガク (覺 }シ  ， 


讀む 、東大寺 慶信 僧都に 從 a 、 三論を 承け、 餘敎を 綜 ふ、 天 
永 元年 維摩會 の 講堂に 登*^、 m 少 僧都 :; 任す、 大治年 由 東南 院 
に 住す、 宋の賜 紫崇梵 大師 書簡 並に 佛舍利 八十 粒を 寄贈して 
法 信を 結. ふ 保 延五年 二月 十四日 寂す、 壽 五十六、 法 弟 十一 人、 
就中 寬 信、 珍 海、 重 # * 慧 珍、 等 最も 顯 はる、 (本朝 高僧傳 ) 
カク 5> ユ  シ H  •卜— 周 等を 見ょ、 

ガクジ ユィ ン 覺樹院 ヵク ォ- 覺應を 見ょ、 

カク シユ ー 覺洲二 四 _ !:: ハ 〔華厳宗〕 山城 華嚴 寺の 學 僧な 
々、 覺洲は 和 泉 裸の 人、 初め 中 村 宗玄と 云 ふ、 出家して 鳳 
潭に 師事し、 法相の 學 (C 達し、 成唯識 論の 書 入を なす、 世に 
鳩の 書 入と 云 ふ、 自ら媽 と號 し / 2 るに 由る、 蓥し 覺洲反 切 音 
な 6、 寶曆六 年 五月 廿 六日 寂す、 著作 唯識束 海 俜十卷 、白 虎 
八轅 聲二卷 、釋迦 佛像阖 記 天文 地理 說各 一卷 あぅ、 

カク シユ丨 覺秀 (二 101 C 〔曹洞 宗〕 奥州 天澤寺 開山な 
ぅ、 覺秀は 字は 榮 峰と 稱 し加賀 の 金剛 寺に 於て •明 林 宗哲 
R 參し 、開悟す、 嘉吉二 年 六月 二十四日 入室し、 衣 法を 付せ 
られ 、總持 寺に 出世し、 佛陀 寺に 遷 る、 退いて 奥州に 遊び、 
田 村 莊伊碡 澤に 地を 相し、 天澤 寺を 開く、 法嗣 以心 傳あ 
寂年缺 く、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

カ クジユ ー 覺什 ( . ) 〔眞 言 宗〕 伊勢敎 王 山 第三 代 

な*^、  覺什 は闶幡 律師と S ふ、 法を 濟甚に 受け、 敎山王 第 
三世と なる、 詔して 律師に 任し、 伊勢三 ヶ庄內 を 敎王 山に 寄 
す、 付 法の 弟子 K 祐眞， 拇道勝 あり、 (傳 燈廣錄 } 

ガ クシ ユン 覺俊 j -fc-t 乾 〔天台宗 S 江 三 井寺の 學僧な 
i  覺 俊は 中 納言資 綱の 子、 齊尊 律師 R 從 a て 顯密を 承け、 


カク (覺 V ン 


書辭 名人 家佛本 日 


C 〇四一 J 


ガグ (覺) シ 


天 永 三年 二會の 講師を 經て 、永久 元筇最 勝 會の講 首に 任す、 
元 永 二 年 律師と なう、 大治 元年 三月 二十 九日 寂す、 壽 六十、 
著作 婆 婆 論# 數卷 あう、 (本朝 高僧 傅) 

カ クシ ユン、 ホ ー 覺舜房 ィソ ショ-胤 淸を 見よ 
カク ジヨ 覺助 —: -t: 一一 H; 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
覺助は 京都の 人、 藤 原 道雅の 子な う、 幼に して 園 城 寺 {C 入 6 
行圓心 譽二師 に從 a て 秘密 敎を受 く、 天 喜 三年 大納言 藤 原 經 
長の 妻疾 あう 師乙れ を 祈'^ て 驗 あ'^、 康平六 年 十一月 十一 日 
寂す， 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

力 V ン m 覺助 j ,% 狀 一; 天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏 ^: う、 
覺 助は 後嵯峨 院の 子、 弘長二 年 十月 五日 年 十三 歲に して 剃髪 
し 十三 日 二 品に 叙せられ、 靜忠仙 朝の 二師に 受學 す* 五 年 園 
城 寺の 長 吏に 補し、 十 年 大阿闍 梨と なる、 年 四十 一 初めて 傳 
法灌頂 大阿闍 梨と なう、 延 元元牢 九月 十七 日 寂す 壽八 十八、 
(三 井續灯 記) 

ガク； 、ン m 覺助 タヮ > V ユ—寬 隆を昆 よ、 

カ ク； 、ン 3 覺如心 ノノ ヮゾリ ユ - 寬隆を 見よ、 

カ クシ ヨ ー 覺照 ( . ) 〔淨 土宗〕 三 河眞福 寺の 僧な 

6、 覺照 字は 眞忠と 云 ふ、 本 天台宗 R 入う、 後長 樂智慶 R 

從 S、 又 記 主 禪 師を師 として 淨土敎 を 學び 、三 河眞福 寺に 住 

す、 寂 年壽缺 く、 門下に 如 律， 淨 如、 圓 道、 律 等 あ 6、 ( 淨土 

總 系譜、 鎭流祖 傅) 

ガク、 vml 覺證二 1 三 五 〔曹 洞宗〕 信 濃 巖松院 の 開山な 

多、 覺證 字は 明 室、 不琢 玄珪の 法を 嗣ぎ遠 江 雲 林 寺 R 住す， 

檀 越の 請に 應 して 信 州 高 井 郡 R 巖松院 を 開く、 文明 七 年 五月 


ガク (覺) シ 


六日 寂す、 壽缺 く、 (洞 上聯 燈錄) 

ガクシ ョ- 覺性 一一 A-t ^i s K 宗〕 京都 仁 和 寺の g 法務 
な. り、 覺 性は 鳥 羽 天皇の 第五 子、 母は 皇后 藤原璋 子、 大治 
四 年 七月 二十日 R 生る、 七歲 R して 仁 和 寺に 入 6、 覺法 親王 
を師 とし、 十二 歲下髮 、東大寺の 戒壇 R 登りて 具足 戒を受 く、 
久安 元年 法 金剛 院に 住し • 一一 年 四月 一身！： 闇 梨に 任す、 是月十 
日覺法 親王に 就きて 灌頂法 を 受け， 五 年 春 仁 和 圓宗二 寺の 檢 
校 R fi す、 明年 夏 法 勝 寺の 檢 校と M う、 仁 平 三年 仁 和 寺を 主 
とる、 保 元の 初め 尊 勝、 圓 勝、 成 勝 等 諸 寺の 檢校 R 任す、 三年 
二 月 一一 十日 日蝕を 祈 立 一一 品 (C 賞 叙す、 長寬元 年 國家鎭 護を 祈 
6、 賞を 任覺に 讓 6、 法 印に 恩 叙す、 二 年 ：] K 月 天 王 寺の 檢校 
に 補す、 秋 天變あ 6、 詔を 奉して 之を 祈う、 賞を 仁證 に讓 6 
て權律 師に 任す、 仁 安二 年總 法務に 1!: す、 此職師 R 始まるな 
〇、 後 京都 紫金臺 寺 R 居る、 時人 紫 金臺の 御室と S ふ、 嘉應 
元年 十二月 十 一 日 寂す、 壽四 十一、 著作 野 月 新鈔 あ々、 (諸 門 
跡譜 •仁 和 門跡 傳 、本朝 高僧 傅) 

カ クシ ヨ丨 覺 tt - ーチジ ッ日實 を 見よ、 

ガク シヨ 1 イン 覺性院 ニ チジ ッ日實 を 見よ、 

カ クシ ヨ1 イン 覺性院 一ー チ 5?- ョ- 日淨を 見よ、 

ガ C 3 1 覺勝 (一三 一三)！； . 〕 入 唐學問 僧な う、 

覺 勝は 白 雉 四 年 五月 R 遺 唐 大使 小山 上 吉 士長 丹 副使 小 乙上吉 
士駒 に 隨 a て 唐に 航 し、 後 同地に 寂す、 (日本書紀) 

カ クジョ ー 覺乘一 〔天台宗〕 遠 江 園 城 寺の 學 僧な 
P,  覺乗 俗姓は 中原 氏、 父は 親元、 承久 三年 七月 六日 生る 1 
嘉禎二 年 出家して 覺 仁、 明 弁 •圓 順の 諸師に 學 S、 仁 治 三年 


( — 四 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


灌頂 位に 入 6、 弘 安五 年 傳法大 阿闍梨 位に 登ぅ、 永 仁 二 年 十 
二月 勅して 僧正と なぅ、 正 安元 年 正月 七日 寂す 壽七 十九、 著 
作 二百 卷抄 あ- CN、 (三 井續灯 記) 

ガクジ 3 — 覺成  一—  f 眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 
覺 成は 藤 原 忠雅の 子な 6、 仁 和 寺覺法 親王を 師 として 密敎を 
受け、 寶壽院 に 住す、 長寬 二年閏 十月 法眼に 叙し、 承 安二 年 
法 印に 轉 す、 治 承 二 年權大 僧都と なり、 四 年 十月 東 寺の 長者 
に 加 任す、 承 和 元年 六月 詔を 奉して 神 泉苑に 雨を 禱 $ 驗あ $、 
文治 五年權 僧正に 任し、 建久 三年 正に 轉 す、 七 年 七月 東大寺 
務に 法し、 住持 三年、 大 に 寺規を 整 ふ、 九 年 三月 大僧正に 昇 
6、 十月 二十 一日 寂す、 壽七 十三、 (本朝 高僧 傅) 

ガ V ンヨ！ ィン 覺成院  一ー チネソ 日 念を 見ょ、 

カク；、 ン mi 覺盛  US 細  〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
$、  覺盛 字は 學律 、筏 II 情と 號 し、 大和 服 部の 人な 6、 少 
にして 興 福 寺の 金 善 法師に 從 a て 剃 髮受學 し* 凡百の 經疏眼 
を 過 くれは 能く 暗し、 唯 識俱舍 日なら すして 記し、 特に 禪坐 
を 好む、 建 曆二年 京都 高山 寺の 明慧 上人に 就きて 華嚴を 學 

a 、 重重 法界の 旨を 究め、 西大 寺の 戒如和 尙に隨 ひて 表 無 表 

章梵網 古迹を 聽き 、戒 法を 受け、 律 部を 質す、 後に 常 喜院に 

住し、 專ち 戒律を 以て 任と す、 師當 時の 僧侶 皆學を 貴み、 

戒律を 持せ さるを 嘆き、 嘉禎二 年 秋、 叙 尊、 圓晴 、有嚴 等と 

共 {C 道塲を 嚴 飾し、 各自 好 相を 得、 九月 一日 大乘 三聚迪 受の 

法に 依 6 て 各自 誓して 近事 戒を受 け、 次の 日 沙彌戒 を 納 る、 

三日に 圓晴 、有嚴 登 具し、 四日 師及 a 叙 尊 進 具す、 師 時に 年 

四十 三な う、 四方 擧 .〇 て 之を 排難 すれと も、 確と して 初志を 


挫かす、 輿 福 寺の 松院に 住して 戒律を 唱へ大 に 通 別を 開く、 道 
俗此 に 於て か 靡 然として 化に 嚮 a 、 生 馬 寺の 頁遍 、木幡 寺の 
眞空 等、 其 道化を 助く、 曆仁 元年 十月 叙 尊西大 寺に 結界 し、 
師を 請して 羯磨を 秉 らしめ、 四 分布 薩を行 rl しむ、 仁 治 年中 
四條 天皇 師の 戒德を 聞き、 詔して 宮中に 召し、 菩薩の 大戒を 
受け 給 ふ、 此時 皇妃 公卿 等 同し く *? ' 戒 する 者 多し、 寬元の 初 
年 二月 旨を 奉して 招提 寺に 住す、 三年 九月 白四羯 磨を 以て 具 
足戒を 行 はんため、 諸 徒を 率ゐて 和 泉の 家 原 寺に 到る、 旣に 
して 招提 寺に 歸へ $ 戒疏を 布演 し、 三 大部を 講す 、時人 皆. 帥 
の德 を稱 して 鑑眞の 再生と い ふ、 建 長 元年 五月 十九 日 新淨衣 
を 着し、 僧伽 梨を 披き 、左手に 香爐 1: 執. 〇, •右手を 舒へて 大 
乗 文を 唱へて 寂す、 壽 五十六、 門人 塔を ! PJ 寺に 建つ、 門下 竹 
林 寺の 良遍 、眞言 院の聖 守、 戒壇 院の圓 照、 三 翰 寺の 大乗 心 
木幡 寺の 眞空 、橘 寺の 慶 雲、 大安 寺の 禪慧 、白 毫 寺の 3 •; 蓮' 
極樂 寺の 慈濟 、大智 院の禪 忍、 招提 寺の 證支 等， 一時の 名德 
なぅ、 著作 甚 た 多く 梵網經 古迹 二十 卷 、表 無 表 章 文集 七卷 、菩 
薩戒通 別 二受鈔 、菩薩 戒 遺疑鈔 、各 一卷 、其 他 皆 世に 傳はら ず 
後醍醐 天皇 勅して 大悲 菩薩と 謚す (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 傳傳) 
カク セ ー 覺晴 (is 〔天台宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
6、 覺晴は 左大臣 宗忠の 子、 法相を 湛秀に 受け、 永久 二 年 維 
摩會講 帥と な 6 害院 ic 住して 大 僧都に 任し、 興 福 寺に 移る、 
寂 年 缺く 、(本朝 高僧 傅) 

カ クセン 覺仙 リヨ-- ナ良 作を 見ょ、 

カ クゼ ン 覺善 C . ) 〔眞 言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧な 6、 

鱟 善は 久しく 明 善 法師に 師事して 中院 流の 祕訣を 承け、 引接 


カク (公'- セ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 四一） 


办 クヘ覺 ) セ I ゾ 


院を 開きて 大に 事相を 唱ふ 世に 引接 院流 とい ふ (.本朝 高僧 傳) 

ガタゼ ン 覺禪 ( . 〕 〔眞言 宗〕 山城 嵯峨淸 凉 寺の 阿 

閣 梨な 覺禪 字は 金胎 、嵯 峨阿闍 梨と 稱す 京都の 人な 〇、 
醍醐 山 座主、 覺源 僧正を 禮して 傳法灌 頂 阿闍梨 位を 受け、 後 
房悔の 脈を 嗣き て密 r 通じ， 書を 善くす、 覺禪抄 百卷を 作る 
其 寂 年 缺く蓥 し廣澤 の覺禪 とは 同名異人な り (續 傳燈 廣錄) 
办クゼ ン 覺禪 (一八 四 一一 V-/ 〔眞言 宗 E 伊 高野山 小 野 寺の 
僧な 6、 覺禪 字は 金胎 、少將 法 印と S ふ、 北院 御室 成 海の 弟 
子 眞光院 覺瑜の 兄な 〇、 初め 覺尋の 法を 受け、 後尋 海に 就き 
て 傳法灌 頂を 受 く、 諸 尊の 儀軌 經籍 を涉獵 し、 彰圖像 註異說 
一 百 二十 卷を 作纟覺 禪 抄と稱 す、 一に 百卷鈔 と稱 す八帙 あり 
諸佛部 十二 卷佛頂 部 七 卷諸經 部 十五 卷菩薩 部 十五 卷觀音 部 十 
五卷明 王 部 十五 卷天等 部 十九 卷雜集 十三な 6 寂年缺 く、 付 法 
の 弟子 一人 經瑜 あ. り、 (傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

〔考〕 殽禪 は壽 永の 頃の 人な り諸宗 章 疏錄に 覺禪 元は 興然の 
資後勝 賢の 資と なると あ'^ 未 / 2 詳 ならす、 

ガクゼ ン 诺 •—  w ィン H  - 胤榮を 見ょ 

カク ゾ— 覺增； 一_0 五 C: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 なり、 

覺增は 後光鼢 院の 子、 覺譽 和尙に 從 CA て 天台 俱 舍を學 習し、 

曾て 眞言 ! 111. 脉抄 一卷を 作る 明德 元年 十一月 十九 日 寂す、 壽缺 

く (三 井 續灯記 )  ， 

カ クソン 覺尊乂 . ) 〔眞 言 宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 〇、 

覺 尊は 比 叙 山に 居 6、 初め稱 念を 業と し、 後 止 觀を修 す、 卿 

庶歸 依す 3 もの 多く、 佛 事を 修 する 每に 心の 欲す 所 R 從 ふ、 

鴨 河の 堤壤 る、 師 之を 築 防し， 洛 民皆擧 6 て 之を 助く、 又 天 


ガタ (覺) ソ ー チ 


王 寺 I/C 舍 利を 供養し、 隨喜 布施す る もの 城 邑を 傾く、 寂 年 及 
ひ 壽缺 く， (本朝 高僧 傅.'、 

カクソ ン 覺尊 コ1 ク 7 ン公寬 を 見ょ 
カ クタ ン覺潭 一一 一一 閉 ^ 〔融通 念 佛宗〕 河 內大ヶ 塚大念 
寺の 第 十八 代な り、 覺潭 '字は 朿英 、號は 無 相と 云 ふ、 大和 
平 群 郡の 人な り、 出家して 眞言 宗な る豐 山に 學 ひ、 後. 歴遊 
して 江戸に 至 6、 淨土宗 なる 增 上寺會 下に 遊 ふ、 學徒師 を 要 
して 敎義を 論議す、 再三 問答して 師答 ふる 能は す、 退 $ て大 
源 山に 歸 らんと し、 江戸を 發 し、 船、 大坂 川口 R 着す るに 方 
6、 答 辯を 得， 直 R- 再び 江戶に 至り、 增 上寺會 下の 學徒に 面 
し 答 辯 ^ なし 屈服し y2 り、 寬政亨 和の 頃、 大源 山講 主と な 
6、 眞光 院と秫 す、 一 生 五 回 大藏經 を 通覽せ 6 文化の 頃、 豐 
山の 知 2 道全阈 諸宗の 學衮锻 附を 製し、 其 中に 西 1 1 十三 ヶ國大 
關無和來英と記し /2 6と云ふ、文化十二年十月寂す、壽六十 
八 (大源 山 記録} 

カク チン 覺珍尼 ( . ) 〔眞 言 宗〕 京都 聖大 寺の 尼 あ 

6 覺珍 尼は 後柏原 天皇の 女 R して 豐樂 門院の 生む 所な り 尼と 
なうて 大聖 寺 R 住す (野史) 

カク チユ ー 覺中心 ( . ) 〔天台宗 U 近 江 延曆 寺の 座主 

な ク、 覺忠は 藤原忠 通の 子增智 の 法 弟な う、 千光院 R 住し、 
聖護院 を 兼ぬ、 相次き て 三 井の 長史 、天台 座主に 歷舖 し、 衆の 令 
範 となる、 承 元 十 年 (十 年は 誤) 六月 寂す 壽 六十 (本朝 高僧 傅〕 
ガグチ ヨ ー 覺朝 (il 四 九 四) 〔天台宗〗 近 江 園 城 寺の 長 吏 
なう、 覺 朝は 其師承 鄕貫詳 からず、 建 保 二 年 二月 十五 日 別 
當 R 任し、 同年 四月 十五 日拜 堂す、 同 五 年 三月 二十 八日 權僧 


CHEH-)  書辭 名人 家佛 本日 


正に 任し、 後長 吏と なる、 寂 年壽歃 く、 (三 井續灯 記) 

ガクチ ml 覺澄 (一丸 〇 丸) 〔法相 宗 ：一 大和 知 足 院の學 僧 
f、  覺 澄は 號を性 舜と云 ふ、 幼に して 奈 良の 諸 寺に 遍遊 
して 法相を 習 貫し、 博く 法 華玄賛 上生經 等に 通ず、 建 長 中 知 
足院に 住し、 一 夏に 請に 應して 玄賛 を詳說 す、 圓 照、 證玄等 
一時の 碩德皆 席に 列なる、 乙れ ょ 6 數々 所々 に 席を 開き、 某 
年 寂す 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅)' 

カク チヨ ー 覺超 c 15  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 
なう、 覺超 は攝津 住 吉有武 の 子、 一 に 和 泉の 人と 云 ふ、 巨 勢 
氏な 6 とち 云 ふ、 十三 歲父母 を 喪 a 、 播 摩の 府主に 養は る、 
繼母 の惡む と Z: 石と なう" 妹を 率ゐて 室津に 走る、 時に 伊豫 
の 太守 妹を 携ヘて 國に 下- c/ 京都の 商人 師を 得て 京都 R 上 6、 
其 夜鳥 羽に 宿す、 師亡 父母の 爲め R 通 宵 法 華經を 誦す、 會々 
慧 心 僧都 檀 越の 請を 受けて 鳥 羽 R あう、 師の 誦經を 聞き、 商 
人に 乞 a 、 伴 s て 比 叙 山に 皈ぶ 、天 元 中 試 業 得度して 天台敢 
を學び 、慶圓 R 秘密 灌 頂を 受 く、 性隱 逸を 欲し、 凭 率院に 居 
う、 後 橫川楞 嚴院に 移る* 師甞て 三 誓を 立つ、 一に 日く、 不 

躡嚣 塵、 二に 日く、 不關 世事、 三 R 日く， 臨終 正 念と、 後皇 

后の 難産を 祈う、 僧都に 任せら る、 尋で京 都 因幡 寺落慶 供養の 

導 帥と な 6、 席に 於て 妹 {C 逢 ふ、 長 元 某 年 正月 寂す、 壽缺 く、 

師生 前著 作を 樂み とし、 多くの 著作な 6、 胎藏三 密鈔 、金剛 

界 三密鈔 、各 五 卷、 m 曼荼羅、 胎金 三密鈔 料簡、 各三卷 、成 

身 文集、 西 曼荼羅、 北嶺 灌頂 見聞 集、 護摩 述 記、 護摩 k 聞 集、 

各二卷 、四頓 一心 三諦觀 法、 實相觀 門、 實相義 問答、 圓 ill 佛 

意 集、 忌 心中 記、 往生 極樂問 答， 一念 頌决 、私用 心 記、 菩提 


集、 彌陀 各義讀 、仁王 護 國鈔、 m 曼荼羅 别卷、 胎藏界 生起、 
金剛 界 生起、 胎金 三密鈔 別卷 、成 身 略記、 五 相 成 身 私記、 寺 
家灌頂 記、 離 作業 灌頂 、護摩 調度、 護摩 略 鈔 、護摩 次第、 許 
可印眞言、護摩集、見聞畧記、月輪觀、各一卷、六即義私記、 
三親義 私記、 即心 成佛義 、觀法 用心、 若干 卷等 乙れ なう、 (元 
亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 錄、) 

ガク K 1 覺道 jj TT 八 ハね 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 第 十九 代 
なう、 覺 道は 後柏原 天皇 第二 子、 母は 左中將 正三位 藤 原 雅行 
の 女な う、 永 正 七 年 十二月 二十 六日 得度し、 甫めて 十一 歲、 
八 年 三月 廿 六日 宣 して 親王と なうて 毗廬を 學 a 、 十三 年 十二 
月 十七 0 法 金剛 院觀音 殿に 登 6 、 尊 海に 傳法灌 頂を 受けて 總 
法務 R 居る、 十六 年 正月 廿三 日直に 特進に 叙し、 大永七 年 十 
月 十三 日 寂す、 壽二 十八、 後 禪阿院 御室と い ふ、 (傳燈 廣錄) 
カタ 覺道 カク ズィ 覺瑞を 見ょ、 

力 V トン 覺曇〇 12 ハー e 〔臨 濟宗 ：一 京師 m 福 寺の 禪 僧な 
う。 覺曇 字は 季芳 、其 鄕貫詳 かなら ず、 久しく 岐陽秀 に 參し 
て 法を 嗣ぎ ，應永 十 年 明に 入るノ 初め 岐陽起 信 論 生滅の 科圖を 
作る、 師乙れ を 携へて 僧錄司 遽菴仿 の踐 語を 乞； S、 明に 留ま 
うて 皈ら ず、 寂年缺 く， (延 寶傳 燈錄) 

力？ ーン 覺仁 ( . 〕 〔眞言 宗〕 近 江 石山 寺の 座主な 

6、 覺 仁は 京都の 人、 內 大臣 能 長の 子、 權律師 に 任し、 座主 定 
賢を 禮して 傳法灌 頂を 受けて 心 印を 得、 石山 寺の 座主と なる、 
(績 傳燈廣 錄) 

カ クニン 覺仁 ( . ) 〔眞 言 宗〕 鎌 倉 無量 壽院の 長老 

な $、  覺 仁は 能禪 僧都の 法を 嗣 き、 鎌 倉 正統と なる、 詳傳な 


カク (覺〕 チ  ガク (覺； 二 
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(四 四 一） 


か ク (覺) 二 


し、 (傳燈 廣錄) 

カ クニン * ffi j A-fc g Ar: 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
覺任は 京都の 人、 藤原减 能の 子、 大敎院 に 入ぅて 覺 意に 受業 
す、 後 成就 院寬 助 R 從 a て兩 部の 密灌祕 法を 傅へ、 保 延の初 
め 威 德院に 住し、 天 養 元年 冬權少 僧に 任す， 久 安四 年 夏 東 寺 
の 三 長者に 加は る、 在世 間軌修 する Z1 と 七十 二 壇 共に 應 効を 
得た 6、 同年 二月 一日 寂す、 壽六 十七 (本朝 高僧 傳) 

ガク ニユ ー 覺人 ( . ) 〔淨土 宗西 山脈〕 山城 東 山の 

學 僧な 6、 覺 入生國 俗姓 詳なら ず、 東 山の 證入に 師事して 
淨 土の 宗義を 受け、 弘通を 事と す、 示 寂の 年時缺 く、 門下 見 
性の 新義を 立て、 盛 ic 弘演 す、 (淨 土傳 燈錄) 

カ クニ ヨ覺如 (一九 七 二) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 
$、 覺 如は 高野山 八 傑の 一人に して、 櫻 池院慧 深の 室に 入 6 
て 灌頂 法を 禀け、 三 藏院 に 住して 執事 職を 掌る、 正 和 二 年後 宇 
多 法皇 高野山 R 幸す、 師 弘法 大師の 影 前に 諷經 をな し、 優 賞 
を 賜は る、 後 成就 寺に 移--、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
ガクニ ヨ覺如 二 九〇 七) 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧な 

$、  覺如 字は 成 願と 云 ふ、 幼ょぅ 興 正に 師事して 業を 學び、 

貝 足 戒を受 く、 寬元 年中 忍 性 律師 戒疏の 不備を 慨き 、支那に 往 

て Z1 れを需 めんと し、 師を勸 めて 牲 かしむ、 興 正大に 喜び、 定 

舜を して 師 R 伴は しむ、 師元 R 滯留 する 乙と 三年、 多く 律 部 

經論 を齎 し、 寶治二 年西大 寺 R 皈 る、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高 

僧傳 、律苑 僧 寶傳) 

办 クニ 3 覺如 2 五 五 6 〔眞言 宗〕 丹 州 玉 泉 寺 開山な 6、 

覺如其 俗姓 生國詳 ならす、 久しく 奈良 東大寺 R 居 6、 三藏 に 


ガク (覺) ニー ハ 


博 通し" 密敎に 詳し-、 昌泰元 弟 丹の 道 山に 発う、 安居 持 律し 
日に 法 華經を 課す、 道俗 多. く 集る、 幾なら すして 殿堂 虎. CS、 
玉 泉 寺と 名く、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 3 
カク ニ 3 覺如 シ d 丨シ ョ—宗 昭を 見よ、 

ガク芋 ン覺念 (一七 〇六〕 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な 办、 

覺 念は 右大臣 藤 原 俊 家の 子に して、 延曆寺 座主 明快の 族 兄な 
う、 幼よ 6 比歙 山 R 登 6、 顯密を 兼ね 究む •初め 東 塔院に 住 
し" 後大原 に 庵 居し、 檀施を 受けす、 專ら 西方 極 樂を願 求す、 
薪 二 束を 荷 a 、 賃を 得て 齋に充 つ、 每日 法華經 一部を 暗誦し， 
阿彌陀 供を 勸修 す、 餘暇 あるときは 友人を 招きて 碁を _む、 
明快 僧綱に 任せら' る、 を 聞きて 大息して 日く、 過去 迦葉 弗の 
會 に、 固 時 R 發 心する？ p の 三人、 生死に 沈淪 して 未だ 出 離を 
得ず、 其 一人は 明快な 6、 其 一人は 誤うて 佛 物を 費す、 法 成 
寺の 覺照 なう、 此 二人 如何にして 度すべき、 悲 哉、 其 一人は 
戒俊な れど $ 乘急た 6、 貧 道 即ち 是な 6、 幸に 今 世 R 出づ 、願 
くば 共に 菩提を 證せ むと、 永 承 年中に 至う 寂す、 (本朝 高僧 傳) 
ガク孑 ン 覺八み カク ギヨ  -覺 行を 見よ、 

カク 手 ン 覺令 >111' シブ ク _眞 空を 見よ、 

カ ク手ン * シン ' > 深 有を 見よ、 

、カク バン 覺鑀 G il 〔眞言 宗 U 新義 眞言 宗の 開祖な う 
覺鎪 は正覺 坊と稱 す、 肥 f!i 藤 律の 人な 6 俗姓は 平氏に して 桓 
武 天皇 五世の 孫. •平將 門が 裔 なう、 父の 名は 伊佐〃 平 次 兼 元、 
母は 橘 氏の 女な り、 師は嘉 保 二 年 R 生る、 八 歲の時 一日 兄 4C 
問 a て 日く、 我 か 父よう？^ 貴き もの あう や、 と、 兄 日く あ 6、 
是れ 領主な う" 又 問 ふ 領主 (C 踰ゆる もの あう や、 日く" 天子 


(五 四 一） 
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な 6、 又 問 ふ、 天子 R 勝る もの あ $ や、 日く 神道 あう、 又 問 
ふ 神道に 過く る もの あう や、 日く 佛あ 6、 佛は 三界の 慈父な 
..ソ 、又 問 ふ佛に 過く る 名の あう や、 日く Z. れ なし、 故に 無上 
世 尊と 云 ふなう、 乃ち 請 ひて 佛道を 聞く" 兄師に 敎へて 日く、 
佛に法 報恩の 三 身 あう、 其敎 に顯密 の二敎 あう、 而して 三 身 
の 中 法身を 最 となし、 一 一 敎の內 密乘を 奧 とす、 H 身 二 敎は幼 
兒の 知る と 乙ろ (C 非す と* 此 R 於て 再 ひ 問 a て 日く、 世に 佛 
位に 昇る もの あ 6 .や.* 日く 方今 刹 染の士 R して 勸修 精進す る 
者は 必す佛 位に 登らん、 又 問 ふ 其ん 何處に か ある、 日く紀 伊 
高野山の 定 tf 阿闍 梨は 其 人な 6 と、 師是ょ 6 して 入道の 志 あ 
6、 長 治 元年 父を 喪 ふ、 嘉承二 年 仁 和 寺 成就 院の寬 助 僧正 其 
徒の 慶照法 師に 命して 法 器 穴 る R 堪ゆ べき 兒 童を 求めし む、 
法師 藤津の 山寺に 寓 し、 師の 奇骨 あるを 聽きて 之を 率ゐて 仁 
和 寺に 飯る， 寬助僧 正大に 器 重す 師其 意を 設けて 圓林 法師を 
世 諦の師 とし、 定尊 律師を 出世 ! f の師 とす、 天 仁元苹 、師齡 十 
四の 時、 圓 林に 携ヘら れて奈 良に 往き 、興 福 寺の 慧曉 僧都に 
唯 識俱舍 を 學 5、 又 東大寺 覺樹院 の 右大臣 僧都に 華嚴を 學 a 、 

東南 院の 室に 入りて 三論の 宗敎を 受 く、 天 永 元年 十六 歲にて 

仁 和 寺に 飯る へ 此冬 十月 成就 院の寬 助 僧正に 隨 a て 剃 染し 、沙 

彌十 戒を受 く、 此 ょう 漸次に 十八 契印、 兩部の 大法、 護摩の 

祕軌 、及 a 諸 尊の 三味を 受け、 脩潛 精勤す る 乙と 數年な う、 

永<元平再3奈良に遊5ご益々性相權實の奥義を探る、二年 

東大寺の 戒壇に て 具足戒 を受 く、 此年 十二月 大和 路を經 て 高 

野 山に 登う、 大晦 夜に 初めて 大 塔の 下に 到-^ 阿波 上人 靑 蓮の 

迎接を 受けて 往生 院の山 房 R 入る、 三苹山 中の 最禪院 に 明 寂 


カク' 覺 K 


阿 闇 梨に 謁し、 名を 受 く、 明 寂は 師に祕 印密 言を 授け、 師は亦 
明 寂に 繊旨妙 解を 與ふ 、互に 相 喜 a 、 最禪院 の 別 房 K 寓す 、幾 
ならず して 最禪院 火災に 遭 a しか ば、 西 谷の 大蓮 房に 移つ る" 
同 四 年ょう 元 永 元年 八月まで、 求 聞 持の 法を 脩す る こと 八 度 
に及ひ、明寂阿闍梨常に之を助成す、是年八大願を立つ、其 
第 八 R 日く、 働勸 して 堪ゆ る R 隨ひ、 眞言 宗の 章疏を 撰 集し、 

密敎 の壽命 VJ 續 
き、 行者の 心眼 
を 開く へしと、 
此事 終に 大成す 
るを得 72 4、又 
千日の 護摩を 修 
し、 其 中間 R 言 
談を絕 す、 世に 
所謂 千日 無言 行 
なう、 此 時二偈 
を 壁に 題す、 世 
に 之を 障子の 文 
と稱 す、 保安 二 
年 二十 七 歳の 九. 

月廿 一日、 仁 和 寺 成就 院の 道塲に 於て 法務 大僧正 寬 助ょう 三 
摩 耶戒を 受け、 雨 部の 灌頂 に沐 す、 其 敎授師 は 北院の 兼覺、 
唱導は 最嚴 、護摩 師は保 壽院の 永 嚴 僧都な 6 、 十月 醍醐 山の 理 
性坊 に往 き、 賢 # 僧都 R 謁し、 五部の 灌 頂を 受け、 小 野 一流 
の祕訣 を究む 。師 先に 修 せし 求 聞 持 法の 驗な きを慨 し、 ■賢 覺 


カク (覺 }ハ 
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众 プベ： 


に 就きて 勝覺 i 傳の 法を 受けて、 遂 R 悉 地を 得た う、 天 泊 二 
年 孝養 集 :-. 卷を 作うて 母 氏に 遺く う、 往生 極樂の 要を 論す、 
大治元 印 永 尋阿闇 梨の 勸 め R ょうて、 志を 起し、 傳法院 を 建 
て 傳法會 を 設けて 密 敎を弘 通せん と 欲す、 根來 山を 相して 寺 
を 創めん と 欲し、 先つ 石手莊 R 日本 國の 大小の 神明 一千 餘社 
を 請して 一祠を 建て 鎭護 となし、 傍 R 僧房を 搆へて 神宮 寺と 
s ふ、 是 れ根來 寺の 初な う、 五 年 鳥 羽 上皇 勅して 神宮 寺を 御 
願 寺と なす •不日に して 傳法院 成就し、 丈 六の 尊勝佛 頂の 像 
を 安置し、 僧侶 三十 六 人を 置く、 小傳法 院と號 する もの 是な 
う、 天 承 元年 請して 大傳 法院を 建立し" 十月 十七 日 落成す、 
即ち 曼荼羅 供養を 設く ♦導師は 西院 大僧正 信證 なう、 上皇 臨 
幸し 同日 密嚴院 を 落 慶し 、夜に 入うて 始めて 傳法 大會を 行 ふ、 
密嚴院 け 師の 居所な 6、 別に 三部 及 a 九 社の 神 廟佛閣 僧堂を 
立て、 輪 奐精嚴 な 6、 朝廷 莊園 若干を 大 •傳 法院に 賜 a 、 傅 法 
大 會の烘 に充 つ、 又 勅して 御輿 丁 六 口を 賜 ふ、 尋 s て 又 遠 江 
初 倉の 莊を賜 ふ、 長 承 二 年 自ら 謂へ らく、 法の 源は 惟た 一な 
れ とも、 支流 分る、 苟も 集て 大成せ ずは、 安ん ぞ法 源の 深廣 

を 見 / L や、 然れ と名密 敎は 口授を 貴 ふ、 故に 多く 名 師に隨 a 

て 禀 承し ^ 6 しか V、 猶ほ 受け 3 る もの あう と， 白 河 上皇 R 

奏請し、 其 宣 命を 得て、 三 井の覺 猷 、醍醐 寺の 定海 僧正" 勸修 

帝の 寬信僧 郡、 及 S 華藏院 の聖慧 親王に 就きて、 皆 悉く 其蘊 

を受 く、 親王の 旨に よ 6、 小 野の 官庫內 の密軌 を縱覽 す、 尋 

v> て 上皇の 命を 蒙' て、 鳥 羽の 寶藏 を閱 す Z: とを 得、 弘法 大 

師自晝 の 等身 影像 善女 龍王の 晝像を 賜 ふ、 歸 山して 之を 鎭護 

の寺寶 とす、 三年 上皇の 命を 蒙' 大 傳法院 座主 R して 金剛 


办 V 覺) ハ 


峯 寺の 座主を 兼ぬ、 保 延元年 二月 金剛 峯寺 及 a 大傳法 院の座 
主 職を 持 明 院の眞 譽阿闍 梨に 付し、 自ら 三 摩 地に 修して 自 
證の悉 地を 得ん と 欲し、 密嚴院 を 退 居す、 以後 數年 門を 閉ち 
て 人に 接せす" 只 方 淨 業を 事と す、 此 に 於て か 金剛 峰 寺の 衆 
徒 疑を 起して 日く、 是れ師 示 寂せ る ものにして、 徒弟 之を 隱 
匿して 利を 恣に せんとす る ものなる へしと 因て 保延六 年上 
皇 R 訴へて 其 非を 攻め、 密嚴院 を 襲 CA しも 師 健在せ るを 以て 
暴徒 退く と S ふ" 永 治 元年 根來 山の 聞 持の 道場 R 求 聞 持の 法 
を修 する Z. と 一 百日 大 R 靈驗 あう" 康治 元年 師常 に圓明 寺の 
西院に あうて 北向而 壁して 阿字 觀に 入う、 堀 內坊に 坐して 月 
輪觀に 入る、 池 上 月輪を 現せし かば、 是 ょう 堀 坊內を 月輪 院 
と號 す、 康 治二苹 七 n 廿 八日 R 忽ち 風疾に 染み、 十二月 十二 
日圓 叫寺の西廂にあうて結跏趺坐し、秈中に祕印を結5、震 
として 寂す、 壽四 十九、 越ぇて 二十 一日 遺骸を 闍維 す、 元祿三 
年 十二月 勅して 興敎 大師の 謚を賜 ふ、 著作、 密嚴 諸祕釋 十卷、 
內譯 、阿 彌陀 祕釋 、阿字 祕釋 、阿字 觀 、吒洛 字 成就 相 應義 •法 
華 經祕釋 、(以上 第一 卷、) 不動 講祕式 t 不 ■請 式、 愛染 講 式、 
毘沙門天 講 式、 地藏講 式、 舍利供 義 式、 日 率 都 婆 式、 (以上 第 
二卷 ，) 障子 文、 眞言 密行 問答、 祕密莊 厳 不二 義章 、十九 執 金 
剛祕釋 、一期 大要 祕 密集、 (以上 第三 卷) 、釋論 指 事、 祕鍵略 
註、 (以上 第 四卷) 、五大 願祕釋 、大願 文， 求 聞 持 表白、 金剛 弟 
子、 釋論 愚案鈔 、(以上 第五 卷) 、五輪 九 字 明 祕釋 、(以上 第 六 
卷} 、寶劍 、虛 空藏寶 鍵、 自受 法樂讃 、(以上 第 七卷) 、虛心 合掌 
義釋 、發露 懺悔 文、 三界 唯心釋 .五十 万遍 表白、 以呂波 釋、 
祕密壯 厳 s 部 一心 iT 一心 目 覚頌 •發菩 従 心 論祕釋 ，(以上 
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八卷) 、月輪 觀頌 、心 月輪 祕釋 、密嚴 淨土 略觀 、(以 h 第 九卷) 、 
無 相觀頌 、八祖 忌 U 頌 、入 法界觀 同 入 法界 觀 、血 豚、 摩 多 鉢 
文、 五 言略頌 、即身 成佛義 章、 法身 說法頌 、顯密 不同 頌 、月 
輪觀頌 、十八 道、 末代 眞言 行者 用心、 (以上 第 十卷) "密嚴 遺敎錄 
四卷  內譯釋 菩提心 義 、大日 眞言 開 題、 初心 行者 要 文、 顯 
密不同 章、 吒洛字 成就 相 應義 、鑀 字義、 鎪 字義鈔 、躞 阿界祕 事、 
大日 略觀 、阿字 觀 、(以上 第一 卷)、 請 授法書 箇 、助 師戒怫 頌 、五 
大明王 功 能、 眞言 三密 修行 問答、 五 字略頌 、祕 密雜 章、 密嚴 
院十德 、密 嚴院瑞 夢、. 眞言 宗義 、神 策卦 、齋食 略 ■、謝 德成 
佛頌 、阿字 月輪 觀 、覺鐵 名字 釋 、雨 部 曼荼羅 功 德略# 、(以上 
第二 卷) 、大日 遍照釋 、大師 十號、 勸發頌 、阿字 觀頌 •祕 密曼 
荼羅十 住 心 略頌 、鑛 字密觀 、入唐 諸師祕 經總錄 、理趣 經種字 
釋 、八 千 枚祕釋 、祕密 莊嚴傳 法 灌頂一 異義、 自身 觀鐵 塔、 
孝養 父母 觀念 、(以上 第三 卷)、 愛染 王講 式、 歡 喜大講 式、 葬儀 
風誦 文、 (以上 第 四 卷)、 父母 孝養 集三卷 、淨 菩提心 私記、 日月 
輪祕觀 、大日 經儀軌 集、 讓行 不動 頌‘ 阿彌陀 九字釋 、三 品 阿 
彌陀 祕釋 、不動 祕印、 •■ 不動 集釋 、深 法口决 集、 結願 作法、 本 
不生義 、阿字 略 注 求 聞 持 次第， 極大 陀羅尼 祕密 法、 各 一卷、 

兩界 沙汰、 兩界 、初 行 表白 結願 作法 各二帖 、十八 道 沙汰、 兩 

界 義注翮 釋 、大傳 法 供養 願文、 小 傳法院 供養 願文、 各 一帖、 

大裏 進狀 、雜賀 莊四至 幷官符 申請 狀 、進 座主 御 房 消息、 神宮 寺 

供養 日 遣 勅使 消息 灌頂 道具 請 文、 各 一通、 高 野 奏狀四 本、 其 

他 棋尾浴 室 修理 勸進 帳、 岩手莊 建立 奏狀 、大 傳法院 建立 奏狀、 

.等 あ 6、( 結 網 集、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 諸 宗章疏 錄) 

力 V ヘン 覺辨 .一八 五八！； 天台宗〕 加贺往 生 院の學 僧な 6、 

カ ク§< 


覺辨は 夙に 比 叙 山に 登り、 天台の 敎を硏 き、 加賀山 田に 性 生 
院を 開き 第一 iii: となる、 師 毎年 春分 R 國內の 名僧を 招き、 五 
部の 大乘經 の 要 文を 擧けて 輪 次に 講說 せしめ、 四 衆に 結緣 す、 
華嚴ょ 6 始めて 涅漀 R 至 6 終 ふ、 之を 五時講 とい ふな 6、 建 
久九年 二月 講を修 する 時、 師十 五日 涅槃を 講 し、 畢 6 て 永眠 
す、 壽缺 く， (本朝 高僧 傅) 

分クホ ー 覺法一 A-b i? s 言 宗〕 京都 仁 和 寺 第 四 代な'^、 
覺法 初の 名は 行眞 、勝 蓮華 寺師子 王宮と S ふ、 白 河 天皇の 第 四 
子、 母は 右大臣 源 影 房の 女、 郁芳 門院 豎子 皇后な り'  寬治五 年 
師 生る、 之を 仁 和 寺覺行 親王に 賜 ふ、 -1: 行は 師の 兄な り、 長 
治 元 年甫め て 十四 歲落髮 し、 二 年覺行 寂す るに 及 a 、 詔を 受 
けて 成就 院寬 助に 就き、 金剛 乘を習 ふ、 天 仁 二 年 四月 二 十九 
日寬 助に 詔して lii 音院 殿堂を 啓き、 師に 秘密 佛戒を 授けし め 
師傳 JA: 灌 頂の 職 位を 受 く、 時 R 十九 歲な 6、 此年 上皇 曼荼羅 
堂を 建て、 師 をして 慶讃 せし む、 天 永 元年 命に ょ 6 鳥 羽 僧正 
範浚の 法 脉ヶ繼 く、 範俊 曼荼羅 寺を 以て 師に 付す、 三年 十二月 
二十 七日 宣して 親王と なる、 後屢々 諸 會の翦 師に 任せられ、 
四 年 上皇 崩す る や、 師 哀悼して 高野山 R 光 臺院に 登ぅて 禪居 
服喪す、 乙れ ょ 6 師 1: 高 野 御室と s ふ、 後 五 年 信 賢 門院 法 金 
剛院を 建て、 師を して 落慶 供養せ しむ、 長 承 四 印 三月 十七 日、 
鳥 羽仙宮 に 仁王 大法を 修 す、 保延 三年 十月 十五 日 鳥 羽 安樂 壽 
院 を落慶 供養し、 牛車の 宣を賜 ふ、 五 年 五月 藤 原 皇后 得 子の 
産を 祈うて 孔雀 王法を 修し 効驗あ 6、 詔して 仁 和 苛 觀音院 を 
御 願 寺と なし、 苽寺灌 頂 壇に 準して 毎 歲大會 を 營 ましむ'  小 
阿 闇 梨を 僧綱に 任し、 其 -; i 德を彰 はす、 乃ち 之より 永く  is 院 
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ょう 東 寺灌頂 壇の 阿闍 梨を 勤む へき 旨を 命 せらる、 七 年 秋 上 
皇の 病を 祈うて 孔雀 王法を 修し 効驗あ 6、 永 治 二 年 三月 鳥 羽 
上皇 師 R 就きて 奈 良の 戒壇に 受戒す、 天 養 元年 八月 二十 三日 
天皇不 豫の 際、 孔雀 王法を 修し 奏功に ょうて 寬遍 和尙を 法眼 
に 叙す、 久 安二苹 に 再 a 上皇の 病を 癒し、 三年 正月 十八 日 彗星 
を攘 却す、 仁 平 三年 十二月 病に 臥し、 六日 寂す、 壽六 十三、 付 
法 弟子 覺 性、 覺 成、 寬實 、良實 、寬愀 、覺耀 、寬- 1 、 寬繼、 
寬宗 、禪寬 、兼 助、 鳥 羽 上皇、 仁證 あり、 C 仁 和 寺 門跡 傳 、傳燈 

霧  - 

カク マン 覺 卍二 00 & ¥洞宗〕薩摩寶福寺の開山なう、 
覺卍號 は 字 堂、 俗姓 藤 原 氏、 薩 摩の 人な 6、 母 孕む 時 胸 R 卍 
字 相を 現す、 因て 名と す、 父母 南禪寺 椿庭壽 R 附す、 こ 十餘年 
服 侍し、 參究を 事と す、 南都に 回遊して 性 相を 學び 、後 南禪寺 
に歸 6、 大衆の 爲 めに 楞嚴經 を 講ず、 壽禪師 示 寂の 後國 に歸 
へう、 秦鑽菴 を 營み 、閑 棲す、 樋 脇 村に 支 豐 寺を 開き遷 う 住 
す、 北 越に 竹 究嚴の 法 化 盛なる を 聞き 訪問す、 嚴禪師 華嚴十 
支 談を 講ず、 覺卍 偈を呈 し 感嘆 せらる、 幾く 名 なく 嚴禪師 の 衣 

拂を 付せられ て 辭し 去- os 、 •薩 摩熊嶽 R 登う 苦 修錬 行 三年 R 亘 

る、 道俗 歸 依し 山中に 寶福 寺を 創立し、 師 の道塲 とす、 國主 

島 津久豐 の 嗣子 忠 國其德 風を 慕 ひ、 田園を 寄附せ むと する も 

師 受けず、 杜多を 事と せ 6、 山を 出て S る Z. と 十六 年な う、 

永 亨兀年 九月 七日 寂す、 壽八 十一 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ガク乏 31 覺明 a 八 三 七) 〔眞宗 〕 信 濃康樂 寺の 開山な 

6、 覺 明は 後 改めて 信賀と 云 a 、 大夫 坊と稱 す、 木曾義 仲の 

侍史な $、 原と 奈頁興 福 寺の 僧 R して、 治 承 年中 園 城 寺 以仁 


ガク (覺 ¥ 


親王の 令旨を 奉して 書を 奈頁に 移して 兵を 徵 す、 時に 師其選 
に膺 つて 返牒を 裁す、 其 文中に 淸 盛は 平家の 塵芥、 武士の 糟 
糠な うと 云 ふ 句 あう、 後淸盛 之を 聞きて 大 R 怒-^、 捕へ て 殺 
さ ん とす、 師懼れ て t げ去 6、 終 R 髮を 束ねて 義 仲の 臣 とな 
う しなう、 義仲亡 ひて 後 信 濃 R 潜 居す、 時に 親鸞 上人 北國を 
巡錫す るに 會 し、 其 門に 入うて 弟子と な 6、 白鳥 康樂 寺を 開 
創して 眞宗 の道瘍 となす、 寂年壽 献く (本願 寺 通 記) 

カク ミヨ！ 覺明一 一一 gfj 一一 〔臨 濟宗〕 出 雲雲樹 寺の 開山な 
う、 覺明號 は 孤峰と 云. ふ、 俗姓は 平氏 奥州 會津の 人な 6、 
七歲にして母を噢ひ、出家の志禁し難く、十七歲良範講師に就 
て 剃 髮 し、 比 叙 山に 登う、 具足 戒を 受け、 天台 敎を討 習す る 
Z1 と 八 年、 性 相の 旨を 究む 、旣 R して 宗門の 事 あるを 知- CS、 
法 燈國師 に 鷲峯 に參 する こと 三年 支 旨 R 達し、 出 羽 R 了然明 
R 參し て禪を 問 a 、 雲巖寺 高峰 日、 橫嶽南 浦 明 等 R 請 益し、 
信 濃に 菴 居す、 應苌 元年 海に 航して 元に 入う、 天 E 山中 峯和 
尙に參 し、 尋で元 翁 信、 古林 茂、 斷崖 我、 雲 外 岫等に 見へ、 
天台 山 R 抵うて 無見覩 R 謁し、 第一 座 R 居す、 護 國寺に 到- CN、 
佛眼の 塔を 拜し 、歸 朝して 建 長 寺 南 浦に 依う、 版 首に 擧げら 
れたれ とも 就かす、 北に 牲て洞 谷 R 瑩山瑾 を訪 ひ、 菩薩の 大 
戒を 授けられ、 命に ょ 6 出 雲 宇賀 莊に牲 き雲樹 寺を 傲す、 元 
弘の初 後醍醐 帝伯耆 R 幸し、 師を行 在所 R 召し、 池 法衣 盂を受 
け、 特 R 國濟國 師の號 、及 a 御 筆の 天 長 雲 樹興舉 -禪 寺の 額を 
賜 ふ、 貞和 元年 鷲 峯の虛 席を 繼 ぎ、 其 廢頹を 興し、 又 衆 請に 
ょう 妙 光寺に 移る、 將 軍足 利 尊 氏 伽藍を 創めて 師を延 かんと 
し、 一一： 請 すれと も肯ん せず、 夜竊 がに 逃れ 去る、 後村上 帝 先 
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朝の 志を 繼 ぎ、 深く佛 乘を 慕 a 、 師を 召して 寵遇 殊に 渥く、 
皇后 皇太后と 共 'U 衣盂戒 法を 受け、 三 光國師 の號を 加へ、 
金襴の 伽 梨を 賜 CA 、 勅して 和 泉 高 石に 大雄 寺を 建て、 師を請 
して 開山 始祖と なし、 開 堂の 日 帝 親しく 臨御 せらる、 師 深く 
雨 帝の 恩 遇を 感 し、 大雄 寺を 以て 終焉の 地と なし、 康安 元年 
五月 疾に 罹う、 二十四日 懇ろに 門下を 誡め 、安祥に して 寂す、 
壽九 十一、 臘七 十五、 帝訃を 聞て 哀悼に 勝へ ず、 香幣を 賜 a 、 百 
宫に 勅して 葬に 會せ しむ、 門人 遺骨を 分ち て 寺の 西 隅 妙 光寺 
及 出 雲の 雲樹 寺に 收めて 塔を 建つ、 (續群 二三 五、 本朝 高僧 傳) 
カ ク f z ヨ 1 覺明 チョ 丨サィ 長 西を 見ょ、 

カク ム 覺夢一 〔浄土宗〕 遠 江 阿彌陀 寺の 開山な う、 
覺夢 は號を 鏡 # と 云 ふ、 俗姓は 戶次 氏、 璺 後の 人な う、 傳察 
に師事して法を嗣ぎ、遠江成瀧阿彌陀寺を創む、寬永九年九 
月朔日 寂す、 壽歃 く、 (淨 土總 系譜)  . 

ガクユ ー 覺 融 ^ Ao 卜 〔淨土 宗面山 派 S 師禪林 寺の 第 
十九 代な 6、 覺融 、字は 行觀と 云 ふ、 武藏の 人な う、 四條 
天皇 仁 治 二 年 五月 十八 日に 生る、 西 谷 流の 第二 祖觀智 の 室に 
入う、 二 尊 一 敎の玄 旨を 傅へ、 廢傍助 正 三重の 妙義を 自得し、 

深く 善導の 釋義に 通達す、 仁 和 寺 西 谷 光明寺 第三 代と なる、 中 

年 東國に 遊び、 武藏鹈 木鄕の 山中に 入 6 て柴を 結 ひて 廬と爲 

し、 念 佛誦經 を 事と す、 一鉢數 t 空し、 樵 夫 等 相 競て 供養し、 

道化 四方に 敷く、 乃ち 一 寺を 靱 立して 光明寺 寶幢 院と號 す、 

後 再 a 京師に 上う、 東 山 禪林寺 第 十九 代と なう、 大に 一派の 

宗義 を顯揚 す、 正中 二 年 五月 五日 寂す、 壽 八十 五 歳な 6、 著 

作 觀經疏 私記 三十 卷 、同 具疏 私記 十卷、 選 擇集 私記 五卷 、觀經 

力 ^, 覺 VM— ュ 


秘記 十四 卷、 觀念法 門 秘要鈔 三卷、 無量 壽經鈔 、般 舟讃鈔 、往生 
禮賛鈔 、法事 讃鈔 、大綱 名 0 、童 蒙 指揮 等 あ 6、 觀經疏 私記は、 
善導の 四 帖の疏 を 注す る ものにして 發明 多し、 後世 鹈木御 
書と 稱し二 派の 宗義の 指針と なす、 選 擇集 私記の 後一 半は 弟 
子 覺愍の 補 作す ると 乙ろ な 6、( 十二 祖畧賛 、選擇 集 私記 几 例) 
カク ユ ー 覺融 i! 0: A: 〔新義 眞言 宗〕 尾 張 天 王 坊の學 僧 
な 6、 覺融 字は 宏道尾 張の 人な 6 奈 良の 諸大 寺に 遊びて 因 
明を 學び 後璺 山に 入うて 盛に 性 相學を 講す 後世 豐山性 相學の 
鼻祖と 稱 せらる 天明 八 年 八月 五日 寂す 壽缺く 著作 因 明 纂解講 
錄二卷 あう (新義 眞言 宗 史料)  • 
カ クユー 覺献一 赴 8i 〔天台宗； 一 近 江延曆 寺の 座主な 6 
覺猷は 大納言 源 隆國の 子な $、 顯密の 法を 栗 北 院覺圓 大僧正 
に 禀 け、 共に 其蘊を 盡 くす、 鳥 羽 上皇に. 召 3 れて鳥 羽の 離宮 
に秘 要を 說き 、寺を 構へ て 之を 賜 a 、 優遇 甚左 至る、 護持 僧 
とな $、 尋きて 僧正に 任す •天 治の 末 園 城 寺の 長 吏に 補し、 
保延四 年 - r 月延曆 寺の 座主と なる、 三日の 後 之を 辭す 、蓥し 
山 徒の瞋 恚を得 しか 故な り 後鳥羽に 居る、 故に 鳥 羽 僧正と 號 
す、 天性 繪蕎を 嗜み 、人物 鳥獸 、鳥 魚を 寫すに 形 似を 求めず、 
精神を 寫す 、筆々 巧妙 人を 驚かす、 殊に 馬を 寫すに 巧妙な. CS、 
其屛風 十二 枚 天 閑 十二 匹の 馬を 見て 乙れ を 圖 し / a る もの、 後 
世に 傳 はう 珍重 せらる、 世に 僧正の 書風を 鳥 羽 繪と云 ふ、 保 
延六年 六月 十六 日 鳥 羽の 精舎に 寂す、 壽八 十八、 I 說同 九月 
十五 日 寂す と 云 ふ、 (本朝 高僧 傳 、扶桑 書 人 傅) 

カ ク 3 覺 » ( 一一 〇ニー 〕 •〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
覺# は 萩原 院の 子、 淸顯に 就きて 密 乗に 長し、 康安 元年 九月 

カク (覺 3 ユ 


書辭 .名人 家佛 本日 


(〇 五一） 


ガ ク (覺 ) a —  9 


カク (覺、 格、 角、 赫 、鶴、) ガク (學) 


宮中 R 尊 星 主法を 修す "寂 弟歃 く、 (三 井續灯 記) 

ガクヨ 覺譽 ィ テキ 意 的を 見よ、 

ガク 3 覺寒！ I  ヵク ォ ，廓 翁を 見よ、 

ガクヨ 覺譽 コガク 故 岳を 見よ' 

ガク ヨ覺譽 チョ-サッ 長 察を 見よ、 

ガクヨ 覺 » ド - y リョ— 呑 了を 見よ、 

ガク 9 ユ 1 イン 覺隆院 ニ チョ-日 養を 見よ、 

か ク汐 ml 覺了一 一 五一 六 〔眞宗 〕豐前 今津淨 光寺の 住持 
なう 覺了 初の 名は 月珠號 は 不可 得と い ふ豐 前今津 淨光 寺圓然 
の 嫡子な り 初め 宗乘を 淨信院 の 門に 學ふ後 院の沒 する に 及 a 
て 父 Ini 然に 就きて 瓚 仰し 遂に 堂奥に 詣る 文政 十一 年舂 京に 入 
り 本山に 奉務し 安心 敎論 役と なう 尋 S て 助敎 R 進み 是 よう 毎 
年 命を 奉して 都 部に 奔走し 道俗を 敎誡 する {殆 んと虛 日な し 
其 功 續 0 る 著しき を 以て 褒賞を 蒙む る"'^ 屢なう 天 保 六 年 安居 
命を 奉して 勸學 興隆を 敎誡 す盖し 興隆 安心 稍々 左す るを 以て 
なう 幾 7^ なくして 職を 辭し て國に 歸 へる 本山 號を賜 ひて 勝緣 
房と S ふ嘉 永二苹 安居 司敎 となう 四 年 安居 因 明 入 正 理論を 學 

林に 副講す 十月 勸學 職を 命せられ 本願 成就 文を 黑書院 に講す 

六 年 安居 二 門偈を 學林 に 代講す 八月 本 典を 古 書院に 講ず 大法 

主 及 a 嗣 法王 親しく 臨聽す 半 R 及 ひて 法主の 不豫 に 會し講 を 

止む 更に 敬 信 錄十卷 を 撰して 献す 法主 賞す る R 自製 和歌を 以 

てせ 3 安政  一 I 年 十一月 病を 現して 寂す 本山 謚を 賜 a て 善 通院 

と s ふ 師學系 空 華に 出る も晚屯 諸家を 折 表して 多く 自 解を 出 

穴す 行 信に 至りて. は M る 石 泉に 朋へ 6 是を以 て 善 讓師 と相靜 

a て 多年 解けす と 云 ふ 著作 願 成就 文 記 一 卷眞假 三 願 大意 小經 


松， 0: 錄易行 品 管 見 行 信義 安義 分 集 解 定善義 集 解 三 心釋私 考二 
門 偈集義 各 一 卷淨土 論 隨釋論 註 南 越 安樂 集 集 解 序 分 義集解 愚 
禿 鈔信順 錄各二 卷大經 光讃三 卷觀經 叢義鈔 PM 卷本典 兼 對問記 
六 卷及畧 文 類 明 叩 記 若干 卷ぁ彡 (學 苑談 叢、 本願 寺 派 學事史 j, 
カ タリヨ ー 覺了  シ d  - セイ 秀 盛を 見よ 
ガク 方一 格！^ 羽 ケ— イツ 桂 逸を 見よ 
カ クゲ 格 列 リョ-セ f 莨 盛を 見よ 
ガクデ ン ^0 リョ— サン 良讃を 見よ 
ヵ クコ ド— ニン 角 虎 道人リ H- ス- 龍崇を 見よ 
ガクシ fnl 角 上 ミョ-イソ 明 因を 廷よ 
力 f  ml 赫照二 SS 越後 淸傳 寺の 住持な う、 
赫照 字は 惠照 、舊 名は 智 敬、 號は蒲 原と 云 ふ、 越後 蒲. 说郡眞 
宗仰 光寺 派 淸傳寺 主 某の 弟な 6、 正 德五年 三月 十日に 生る、 未 
穴 二十歳なら ずして 江戶に 出 遊し、 佛 光寺 派な ろ •下 谷 別院 R 
寓 する 〜 凡を 十 年な 6、 後 京師 R 轉學 して、 益 宗乘を 研究し、 
遂に 澀谷の 講師と なる、 後 京 黌の學 頭と なう、 大 R 1 派の 學 
風を 興す、 前門 主 順 如上 人の 奏請に よ 6、 勅して 法 橋に 叙せ 
られ 、尋 て權 僧都に 任せら る、 門 主の 命 k よう、 大坂 別院 輪 
番と爲 6、 後淸傳 寺に 皈 る、 安政 三年 七月 十 一日 寂す、 享壽 
七十 七、 門 主 謚號法 光 院を與 ふ、 著作 數部ぁ 4、 ( 眞宗 史料) 
カ ク ソ1 鶴巢 リョ— サク 良 作を 見よ 
ガクク ン學運 ムノ- 無能を 見よ 
ガク H1 學榮一 •一 ‘ii 七 E: 〔淨 土宗〕 山城 十榮 寺の 開山な 6、 
學榮は 松 蓮 社 顏譽と 號し其 鄕貫詳 かならず 淸巖に 師事して 法 
を嗣ぎ 山城 伏 見十榮 寺の flr-l 山と なる 元 和 元年 六月 十一 日 寂す 


(; 一 五 产） 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 


壽缺く (淨 土總 系譜) 

f エン 學淵  一ー チョ . I 日 遙を見 ょ 
ガクシ ン學 信 S1 S 〔淨 土宗〕 安藝 光明 院の 僧な 6、 
學信 字は 敬 阿" ] E 蓮 社 fr 譽と稱 す、 中頃 il- 上 寺 璺譽大 僧正ょ 
ぅ 華 王道 人の 印章を 受け、 晚年 自ら 無 爲と號 す" 俗姓を 知ら 
す、 享保七 年 伊豫 今 治 近 邊の鳥 生 村 R 生る、 幼に して 今 治 寺 町 
圓淨 寺眞譽 上人 
に 就きて 薤髮染 
衣し、 讀誦を 動 
め'  密寺 禪院に 
遊 a て 內外の 典 
籍を學 習す、 年 
二十の 時 宗規に 
從 a 江 P 增上寺 
k f!: ,n/  專ら自 

他の 聖敎 を學 
ぶ、 後辭し 去ぅ 
て 京 郡に 赴き、 

長 時 院湛慧 和 上 

に 菩薩 戒 、及 a 

八齊 戒を受 得す、 又 出て、 筑紫 に往 き、 鎭匝 上人 金 光 上人の 

遺 蹤を吊 ふ、 日向の 古 月 禪師に 謁し、 西來直 指の 活 法を 會得 

し 古 月の 印 可を 受 く" 其勸 めに 從 a 歸路長 門妙慶 寺に 雲 說に 

謁して 請 益す る听あ $、 師曾て 高野山に 登- CS、 密 門阿闍 梨 R 

從 a 、 瑜伽 三密の 秘法を 傳受 す'  年 三十の 頃備 後尾 道 何某の 


家に 寄宿して 一大 藏經 を閱 了す、 伊豫 岩 城 鳥 淨尤 寺の 請を 受 
けて 其 住持と なり、 島民の 疫病に 苦め るを 救 ふ、 寶 曆八牢 一 
月 二十 五日 退きて 京都 知 恩院に 登う 信冏 上人に 淨 光寺の 後を 
繼か しあ、 自ら 出 遊して 學 業を 勵み 、修行を 勉む 、哽和 三年 
六月 十七 日 知 恩院前 大僧正 眞譽正 順の 推 選に よ* CN、 京都 獅ヶ 
谷 法 然院を 主と-^ しも、 同 十一月 二日 忽ち 退き 去う、 請を 受 
けて 宮島 光 1:11 院 R 住す、 一 住 数年 上足 俊 峯に讓 6 加祐 軒 R 退 
隱し 、後饼 豫松山 長 建 寺に 移う、 兩三华 を經て 太守の 請 R 應 
し、 其 墓 寺大林 寺 ^ 轉 し、 大に 宗規を 刷新す、 安永 十 年 正月 
京都 岡 崎 俊 鳳 和尙の 草菴に 大 乘圓頓 菩薩 僧戒 授受の 作法を 聞 
く、 或 年 大旱に し 1 民 困窮す、 師大 守の 命に よう 雨を 祈る、 
天明 元年 師法蕰 殿を 建立し 一大 藏經を 請して 藏 す、 或 年 周 防 
今 市の 某 寺に往 き" 諸人に 圆頓 菩薩戒 を 授 く、 七 年 二月 筑紫 
善導 寺に 往き 大衆と 共 R 法 筵を 開く、 翌年 八月 伊豫に 歸 へ-^、 
今 治の 來迎 寺に 於て 神 國决疑 編を 講演す、 加祐軒 に 歸ヘ 6、 
寬政 元年 六月 七日 寂す、 壽六 十六、 遺偈及 a 和歌 あ 4、 來也 
來 也、 我 法王 家、 快樂 即是 、大白 牛車、 「いかは かりたの しから 
受 し迎 へらる | 化のう てな の 深き 御 法は」 弟子 遺體を 潮音 寺 ic 
葬る、 著作 幻 雲 稿、 蓮 門興學 論、 一枚 起請文 符合 决 、一念 邪 
正 决等 あう、 (學信 和 尙行狀 記、 近世 畸人 傳、 近世 叢 語、 近世 偉 
人傳、 辍 日本 高僧 傅) 

ガクシ ユ 擊珠 -1 チ テ 丨日貞 を 故よ、 

ガクシ ユ ー 學宗； iy ii I: 淨七 宗〕 常 陸 常 福 寺 第 七 代な 
う、 學 宗は感 蓮社乘 譽と號 す、 了秀 R 師事して 法を 嗣ぎ、 
常 福 寺に 主と なる、 天文 八 年 三月 九日 寂す、 法 嗣玉泉 あ 6、 


ガ ク、 學) H  — シ 


ガク (學) シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 五一） 


ガグ、 學、 嶽、 鄂 、岳)# ン (感)  於 ン (感 、閑) 


(淨 土總 系譜) 

ガクシ ユ！  學周 ヲョ-ヵィ jag 海を 見よ、 

ガクジ ヨ ， 學助 ( . ) 〔 …… 〕 七 條佛所 二代佛 エな 

學助 一に 覺助に 作る、 定 朝の 子な* CN、 某 年 法眼に 叙 せらる、 其 
技術 父定 朝に 優る、 其 行動 父の 意に 適は す* 家を 逐 はる、 然 
れと も屢々 父の 不在を 機と して 家に 入 6、 母に 謁す、 一日 家 
R 入ぅ 父の 作を 見、 其惡 しきを 心 憂く 思 ひて 之を 削る、 父歸 
3 て、 之を 知 6 大に 忿れ とも 己 か惡 作を 見破られし を耻 ち、 
遂に 師を赦 して 家に 迎 ふと S ふ、 寂 年缺 く、 一說 R 天 喜 三年 
四月 十日 寂す と あれ ビ も 誤な 6、 ( 古事 談) 

ガクジ 3 1 學乘 ニチダ 3 1日靜を見よ、 

ガク チユ！  學中 ゲ ブ シユ丨 原 周を 見よ、 

ガクユ I  •學優 ニ チ ミョ-日 明を 見よ、 

ガク ヨ學擧 ¢=1 ク- ヵン 冏鑑を 見よ" 

ガタ ヨ學擧 1==! ザ ソォ- 殘應を 見よ、 

ガクヨ ー 學要  ニ チ タヮ V 日 完を見 よ、 

ガタリ ン學林 -1 千 トク 日德を 見よ、 

ガグ方 1 00 チョ-ホ 長甫を 見よ、 

ガクヨ 3 獄譽 ギョ- ァ行 阿を 見よ、 

ガク ィン fp 隱  H ク クク慧 藤を 見よ、 

ガク セン 岳 泉 ソョ I ハ - y 亮範を 見よ、 

ガンサィ感西ーーだ 0- 〔淨土宗〕祖源空上人の高弟なぅ、 

感西 字は 眞觀 、俗姓 生國詳 な， らず "十九 歲 出家して 源 空 上人 

に師事す、上人選擇集を撰述するにぁ /2 り、感西に命して筆 

を 執らし むる に 再三 辭 退す、 乃 t» 筆蹟の 任に 當 る、 正 治 二 年 


閏 二月 六日 寂す、 壽 四十 八ペ淨 土 傳灯錄 淨土總 糸譜) 

ガンズ V 感隨三 四 四 九) 〔淨 土宗〕 武 藏播隨 院の學 僧な 
6、 感隨は 奥州の 人、 出家して 淨土宗 に 皈 し、 內外の 二 典 
に 通し、 强記 人を 驚す、 玉 篇七卷 を 諳記し ^ る y2 め、 時人啐 
s て 漢玉感 隨と云 ふ、 增上寺 知 童の 法を 嗣きて 大光院 K 往 し、 
次に 幡隨院 に 進む、 寂年缺 く、 ( 續 S 本 高僧 傅} 

〔考〕 感隨 は寬政 年間の 人な り 

勿、 fr ン感 通院 こ  チ ギヨ- n ii を 見よ 
勿ンタ1 感貞一 • _ : ii i: 〔淨 土宗〕 武藏 阿彌陀 寺の 僧な り、 
感 貞は 純 譽と號 す" 感譽 R 師事して 淨土敎 を學び 、武藏 足 立 
郡 阿彌陀 寺に 主と なる、 天 正 二 年 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
ガン ヨ 咸心覺 ソソテ —存貞 を 見よ 
ガン ヨ 感擧 ー ド— キヨ 丨道敎 を 見よ. 

カン ヨ ■感擧 11 ソ ヨ—シ ユ— 了秀を 見よ 
ガンウンゾ 云 シ H 丨 コー宗 與を 見よ 
カン タ—  閑 空 リヨ！ シン 頁 心を 見よ 
勿 ンシツ 閑 室 ゲ ソキ ッ元 佶を 見よ 
ガン シヨ ー 閑唱一 iH lft l: 淨 土 ^ 美 濃 靈合 山の 僧な 6、 
閑唱は 信 濃 綿內の 人、 幼に して 出家の 意 あ 6 、五歲 R して 同國 
皈命 山但唱 上人に 師事し、 上人に 隨 a て 江戸 R 入り、 芝の 如 
來寺 に留 る、 上人 寂せ る 後 二十 一歲に して 諸國に 浪 遊し、 一 
赔美濃 笠 原の 眞性 寺 r 留 6 手から 佛像 一千 鉢を 刻して 安置し 
信 野の 八幡 院にも 同し く 一千 鉢を 刻し 安置す、 三十 六 歲妻木 
の 間の 山に 草菴を 結 a 、 自ら 靈合 山と 云 a、 念佛の 道場と 爲 
す、 同地 方の 男女の 敎 化せら るる もの 數知れ ず、 延寶三 '年 相 


日 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 


) 

i 

三 


摸 大山 (C 登ぅ靈 驗を感 す、 貞 亨元尔 正 W 靈合 山に 於て 梵綱經 
を講 し、 二月 二日に 至りて 畢 る、 同 三日に 弟子 欣壽唱 R 十 念 
を 授けて 後定 印を 結 a て 寂す、 壽五 十九 ' 新著 聞 集) 

カン チキ 閑 的  一 •一’ 一. 一一 四 三 〔淨 土宗〕 江戸 龍 土法菴 寺の 開山 
f,  閑 的は 信 蓮社大 譽* 又は助 心と 號す 、俗姓は 吉田 氏、 
駿府の 人な 6" 法を 廓 山に 嗣 ぎ， 江戸 麻布 龍 土 法菴寺 開山と 
なる、 天 和 三年 五月七日 寂す、 壽缺 く， (淨 土總 系譜〕 

ガン オ丨鑑 翁  シシ ョ！  士昭を 見ょ、 

カン ヶ ー 鑑溪  シ H  I サッ 周 察を 見ょ、 

カ ン乏ン 鑑心二 y 四 七 〔曹 洞宗〕 出 羽 洞 雲 寺の 開山な り、 
鑑心 字は 牛 欄、 與 州の 人、 姓は 藤 原 氏な り、 初め 徧く名 宿 {C 歷 
參して 關雲 寺覺隱 和尙の 門に 入 6、印可を受けて分座とな6、 
後鄕 里 R 皈 關 山の 深處 に隱 る" 出 羽 最上の 郡 主 某、 師の德 
を 慕 a 、 白舄鄕 に 洞 雲 寺を 築き、 請して 開祖と なす、 長享 元年 
三月 五日 寂す 壽缺 く、 偈ぁ彳 日く、 生生 滅滅滅 、滅滅 生生 生、 
蹈 = 飜華藏 海 (浪平 月亦淸 、(日本 洞上聯 燈錄) 

カン シン 鑑眞 j ^i SA 戒律 宗の 開祖な-^  i ig は 唐 
の 廣陵楊 州 江 陽縣の 人、 俗姓は 淳于 、齊の 大夫髡 の 後な 6 と い 

ふ'  中宗の 嗣聖五 年、 (我 持統 天皇の 二 年) に 生る* 其 父は 同 

州 大雲寺 (後 龍 興 寺と改 む) の 智滿に 隨 a て 受戒 參禪 したる 

毛の なり、 師年 十四、% て 父と 共に 佛所に 詣て佛 像を 拜 して 

心大に 感動す る 所 あり、 出家 せん 乙と を 求む、 父 之を 奇と 

して 師を 智滿に 付す、 賭に 大 周の 則 天武后 天下 r 詔して 大に 

僧を 度す r 師智滿 R よ' CN て 制 髮し て沙彌 となり、 大雲 寺 it 住 

す、 乙 れ 實に武 后の 長 安元 年 (中宗 の嗣聖 十八 年) な A,、 智滿 


の 事蹟は 今傳 ふるもの なし、 其 後 四 年に して 神 龍 元年 十八 歲 
にして 道 岸 律師に 謁し、 菩薩 戒を受 く、 道 岸は 始め 文 綱の 徒に 
して、 後 道宣に 隨 へり、 道 宣は當 時 支那 戒律 宗の 泰斗と 仰 か 
れた る '/ X り、 乾 封 二 年、 道宣 寂を 示す 後、 道 岸 斯宗の 首た 6、 
師の道 岸 R 謁し 穴 6しは乙れ即ち後年戒律宗 > 來流する端た 
6 しものと s ふべ し、 道 岸の 下に ある 乙と 二牢 許、 景龍 元年 辭 
して 東都 {C 遊 a 、 又 長 安に 入る、 翌年 三月 荆州南 泉 寺の 沙門 弘 
景 律師 (一に 恒景に 作る〕 の 長 安に あるに 從 ひ、 實際 寺 R 於 
て 具足 戒を受 く、 時に 年 二十 一な り、 弘景は 文 綱 律師より 戒 
律を 傅へ、 章 安 大師に よ 6 天台を 學 a たる 者な $、 帥の 天台の 
學は盖 し 之よ 6 得た る ものと s ふ、 我國の 天台は、 後年 最澄 
が師の 徒より 得た ると 乙ろ にして、 其 付 法 緣起 にも 師及 a 門 
人 法 進を 其 列に 加 ふ、 後人 師を以 て 天台宗の 第 四祖と s へる 
名のは 此 故な ぅと S ふ、 之より 師は二 京の 間 R 往來 して、 益< 
戒律 宗の 硏鑽に 力を 盡 し、 融濟 律師 R 就きて 行事鈔 、業 疏、 
輕重儀 等を 學 a 、 義威、 遠 智 、全修 、慧 策、 大亮 等の 諸師 に從 a 
法勵の 四 分 律鈔 を聽 くと 前後 九 回に 及 ふとい ふ、 盖し 戒律は 
當時 支那に 於て 最も 全盛を 極めた る 一宗に して、 縱令佛 法を 
學 ふとい ふ も、 持戒の もの 贮あらすは殆僧中に齒せ § 6し狀 
態な りし かば、 所謂 戒律 學も 亦甚た 旺盛を 致し、 中 k 於て 四 分 
律の 三 宗と號 し* 法勵の 相 部宗％ 道宣の 南山 宗 、懷 素の 東 塔 
宗は 、三方に 鼎立して 彼此 論難 攻擊し 互 R 相容れ S る狀衣 6 
き、 師は その-初め 道宣の 南山 宗よ 6 出て ^ る ものにして、 弘 
景も亦 其 派 R 屬し 、師か 融濟よ 6 學 a たうし 行事鈔 の 如き も、 
皆道宣 撰述の 要 書な^^ 然れ とも 其 後 相 部宗の 三祖滿 意の 徒 
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なる 義 威、 遠 智等の 五師 ょり 法 勵の疏 を 聞きし を 見れ は、 其 
决 して 偏執の 人 r あら 36 しを 知る に 足る、 師旣に 學成 6 て 
戒律を 江淮の 間 R 講授 す、 時 ([C 年 二十 六" 是 年は しめて 法勵 
の 疏を講 す、 實 r 玄宗前 位 開 元元 年な 6 .、三十 一歳に して 南 
山の 道 宣の疏 、及 CA 輕重 儀を 講 し、 四十 歲 r 至 $、 羯磨疏 を 
講ず、 其 後 六十 六 R 及 ふまて、 四 部の 書、 常に 講說 し、 天台の 
敎觀硏 究 愈精詳 なぅ、 開 元 二十 一年、 師年 四十 六、 淮南江 左に 
あ 6 て獨 6 戒名を 擅に し" 一方の 化 主として 重きを 法界に 持 
し 居たり、 前後 大律 及 a 疏を講 する 乙と 四十 遍、 律抄を 講 する 
乙と 七十 遍 、輕重 儀 羯磨疏 を講 する 乙と 谷 十遍に 至り、 講授 
の 間" 寺院を 建立す る ぶ 八十 餘ヶ 所、 m 袈裟 一千 領 、布 袈裟 二 
千領を 縫 a 、 五臺 山の 衆 僧に 供し、 一切 經を寫 す こと 三部、 

1 萬 一千 卷 、其 他佛 像を 作 A、 僧尼を 供養し、 悲 田を 開き、 貧 
病を 救濟 す、 事業 廣大 具に 述へ かたし、 戒を 授け 人を 度す る 
乙 と 殆んと 四 萬に 餘 6、 徒 中 抜群の 者 凡を 四十 餘人に 至 6、 
各 一方を 化し" 共 r 皆 律藏の 龍 象 R して、 兼ねて 法相、 天台、 
俱舍 "三論、 攝 論、 維摩 詰 等の 衆典該 通せ S るな しと s ふ、 祥 

彥 、道 金、 璿 光、 希瑜 、法 進、 乾 印、 神邕 、法藏 、志 恩、 靈 

祐 、明烈 、明 債、 璿眞 、惠琮 ，法 雲、 等、 最も 著は る、 師か其 

生國に 於け る 事業 感化は 累ほ 之を 以て 想像す るに 難から 3 る 

へし、 此時 我國の 僧榮皲 普 照 戒律を 得ん かために 入唐し、 同學 

の rt 玄朗 、玄法 (一に 洪に つくる) と 其に 玄宗 の天寶 元年、 (我 

天平 十四 年) 十月 楊 州に 至る、 時 y 師 州の 大明寺 に 在 6 て 衆の 

穴 め r 戒律を 講す "榮叙 普 照と 共に 寺 r 至 6 師を禮 して、 本意 

を述 へ、 其 東 渡を 請 ふ、 師 乃ち 法 衆に 告 けて 日く" 日本は 佛 
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法 興隆 有緣の 地な り、 今 衆 中 誰か 此遠 請に 應す へき 者 そと、 
衆 皆默然 、敢て 答 ふる 者 ^ し" 時に 祥彥江 る 者 進みて 日く、 
彼の 國遙 遠な 6" 生命 期す へからす、 滄海 淼漫 、能 至る 者 
百に 一な し" 今 法 衆 進修備 はらす、 道果 未た 全き 乙 と 能は 
す、 而 して 此難受 の 人身を 捨て、 難 生の 中國を 離る、 皆 行く 
を 欲せ 3 る 所以 なれと、 師 、此に 於て 决然 として 吿 けて 日く* 
事 固ょ A 大法の ためな-^ •何を 身命を 惜まん "諸人 若し往 く 
乙 と 能は すは、 我 自ら 行かん のみと 此に 於て 衆 皆 驚 S で 日く、 
和 上 若 L 去らは、 我等 豈また 往 くを辭 せんやと、 祥彥 、消 興、 
道航 、神崇 、忍靈 、曜 祭、 明 烈 、道默 、道 因、 法藏 、法 載， 
曇靜 、道 巽、 幽巖 、如 海" 澄觀 、德淸 、■思 託、 等 以下 二十 | 
人、 共に 心を 同く して 東 渡の 要約を 盟ヘ ぅ、 此に 於て 船を 造 
5 粮を蓄 へ、 師 は榮叡 、普 照 等と 共に 旣濟 寺に 在り、 其 徒 開 
元大 明の 二 寺に 分處 し、 各 旅装を 整へ、 乾粮を 辨し 、之ょり 
共 r 與に 天台 山國淸 寺を 訪ひ 、大衆を 供養して 後 海路 y 就か 
んと 期す、 偶 海賊 邊海に 起 $、 台 州、 溫 州、 明 州、 •等 其 害を 
蒙む る 乙と 甚 しく、 海路 梗塞して 公私 行を 斷つ "時 r 道航、 
師に吿 けて 日く、 今他國 r 向 a て戒 法を 傳へん と 欲す、 其 人 
皆高德 にして 行 業 肅淸な り、 中 r 就きて 如 海 等の 如き、 共に 
行を 同く すへ きに あらす、 宜しく 之を 停む へしと、 海 ZL れを 
聞きて 大 に 怒り、 州廳 R 訴 へて 日く、 道航 なる 者 あり、 海賊 
と 通し 乾 糧を辨 し、 今旣濟 開元大 明の 諸 寺に 在ぅ、 と此に 於 
て 我國の 僧榮敷 、普 照、 玄朗 、玄 法、 及 a 道 航等皆 捕 へられ 
て獄に 投せら る、 然れ とも 幸 r して 誣告の 實 明なる Z. とを，#、 
如 海は 杖 R 處 せられ、 師等禍 を 免れた 6 と い へと 名、 方今 海 
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賊海路に縱橫するかために、其渡海を止め"且つ造ると乙ろ 
の 船を 沒收 せらる、 之を 師柬渡 挫折の 第 I 次と す、 是れ實 に 
天 寶二年 六月 r して、 師年 五十六 歳の 時と す、 此時 我國の 
僧は 隨意東 歸を 免され、 獄中 にある 乙 と 四月に して 放免 せら 
れ た6 しかは、 玄朗玄 法の 二 僧は 直に 東 歸の途 i 就き、 唯、 
榮皲 、普 照は 密か R 諸 所を 巡遊して、 再 CA 師の 居に 到る •師吿 
けて 日く" 子等 
S ふる 乙と なか 
れ 、豈終 R 本願 
を 達せ S ら A 
や、 と、 再 a 軍 
船 一隻を 購得 
し、 水 手を 雇 
a、 糧食を 整へ、 

佛像 、經 論、. 佛 
具、 雜品を 備 へ、 

榮叙 、普 照、 並 
に 其 徒 十七 人、 

及 ひ 玉 作 人、 書 
師 、佛エ 、鏤 鑄、 

寫繡 、修 文、 鐫碑、 等の 工手 船 八十 五 人を 一隻の 船に 乘 し' 天 

寳二印 十二月 帆を 擧けて 東 下す、 根 溝 浦 こに 狼 溝 浦} に 至 

る 乙ろ、 惡風大 r 起 〇、 怒浪 船を 撃ち、 \ 皆 岸に 上る、 潮水 

人 腰に 至う-* 冬 時 寒風 急に して、 衆皆甚 /2 苦しむ、 其 困難の 

狀想昆 する に 足る、 之を 東 流 挫折の 第二次と す、 然れ とも 師尙 
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ほ 志を 屈せす" 更に 船を 修理し、 下うて 大坂 山に 至る、 船を 
泊む る 乙 とを 得す、 即ち 下嶼 山に 至. 〇/ 滯住 する 乙と 一月、 
好 風を 得て 先つ 桑 名山に 到らん とす、 偶 暴風 再 a 此行 を妨 け、 
船は 全く 破れて 用を な， S す、 水 米俱に 盡きて 飢 渴 する Z: と 三 
日、 殆んと 策の 爲す へき 7X し、 時に 人の 來 A 救 ふに 會 し" 且 
つ 明 ^ の大守 師を迎 へて 阿育 王 寺に 安置す る あ. 〇、 乃ち 纔か 
に 蘇 息す るを 得たり、 之 を鬼 渡 挫折の 第三 次と す' 天寶 三年、 
師 、越 州、 抗 州、 湖州、 宣州 、等の 請に 應 して 巡遊し、 開講 
授戒す、 次に 阿育 王 寺に 至る， 昨に 越 州の 僧 等の朿 渡を 留め 
んと 欲し、 官に吿 けて 日く、 日本 國の 僧榮 叙、 大和 上を 請 a 
日本に 往かん と 欲す、 と 官榮叡 を 捕 へ _ を 加へ て 京に； 达 る、 
§ に 至 6 て 病に 臥し、 詐 A て 死す となして 出つ る ことを 得 
7^2 6、 師大 に榮 叙の 志を 嘆し、 必す其 願を 遂け ん と 欲し、 法 進 
等を 福 州に 遣は して、 亦復 船を 買 a、 糧食を 辨 せしめ、 諸 門 
徒 三十 餘 人と 第 四 回の 發途を なす、 州の 大 守* 及 a 僧尼、 父 
老 、送迎 供養を 設け、 賴を送 る もの 多し、 途次 或は 佛殿 を修 
し、 或は 聖跡を 巡禮 し、 其 間の 困苦 艱難 見聞の 諸人、 時に 涕 
泣す る もの あるに 至る、 台 州 寧 海縣ょ 6 始豐縣 に 至う、 臨海 
縣を經 て、 黃嚴 縣禪林 寺 {C 宿し， 明朝 溫州に 向 はんと 欲す、 忽 
ち 官吏の 來牒 あうて 其 行を 留めし む、 是れ師 の 徒靈祐 なる 者、 
諸 寺の 三 綱と 相議 し、 大和 上 願を 謗し、 日本 國に向 はんと 欲 
し、 登山 渉 海 艱苦 數年牒 なる を訴 へしに 由る、. 江 東 道の 探訪 使 
牒を諸 州 ^ 下し、 師の經 ると 乙ろ の 三 綱を 獄 に 留め、 追蹤し 
て 禪林 寺に 至う、 師を 擁して 押送し、 採訪 使の 所 R 到る、 舊 
にょうて 本 寺に 住せし め、 三 綱 等に 約束し、 防護して 他 ^ に 
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向 ふ m とを 得 3 らしむ、 師 之を 憂 a 、 大に靈 祐を 呵責す" 祐 
日々 懺 謝し、 每夜來 6 立つ Z. と 一更よ 6 五更に 至 6、 六十 日 
を 終へ、 諸 寺の 三 綱大德 悉く 爲 めに 來 A 謝する R よ 6 て* •始 
めて 顔釋 くるを 得た りと s ふ、 師か 失望 如何な 6 しそ" 之を 
東 渡 挫折の 第 四 次と す、 其 後師揚 州崇福 寺に 在 6、 天寶 七年榮 
敷、 普 照、 同 安 郡よぅ 來 6 て崇福 寺に 到る、 重ねて 二師と 策を 
書し、 船を 造り、 香藥を H CA 、 諸 物を 辨し、 榮數、 普 照、 祥彥* 
神 倉 •光演， 頓 悟、 道祖 ->' 如 高、 德淸 、日 悟、 思 託 等 道俗 十 
四 人、 水 手 十八 人、 其 他相隨 ふを 欲する 者 三十 五 人と 共に 六 
月 二十 七日 崇福 寺を 發 し、 新 河よ. 〇 船に 乗し、 常 州界狼 山に 
至 6、 越 州 一 一一 塔 山に 停 住する 乙と 一月 •好 風を 得て 暑 風 山に 
達し、 留まる. 乙と ま 左 一月、 旣に發 して 暴風 三 / 2 a 此 船を 障 
ふ、 風 急 R 波峻 く、 水 黒き M と 墨の 如し、 一 上 一 下、 人 皆 死 
を 期す、 然れ とも 幸 R して 沈沒> の 厄を 免れ、 漂蕩 する 乙と 二 
月に して、 船內 食に 物な く、 徒に 急 風 高浪の 耳目に 觸 る、 あ 
るの み、 衆僧惱 臥して 起つ 者な し、 唯 普照每 日食 時 ic 生米 少許 
を 以て 衆 僧に 與へて 中 食に 充つ "然れ とも 船 上水な く、 喉 乾 
きて 贈 米 咽を 下らす、 吐けと^ P 出て す、 喊 水を 掏して 之を 飮 

み、 腹 之 か / 2 め r 膨脹す、 思 託は 自ら 之を 記して、 一生 辛苦 

何 ■  n 於此 I と S へり、 明 B .W- く 風 息み 陸 ？: 望 li* N> とを 得 / a 

6、 江 州 明 州 等の 十五 州を 經て 、海上に ある 乙と 十四日 r し 

て 岸に 着く、 後 三日 漸く r して 攝州江 口に 至- 〇 て 舟を 泊す、 

其 別 駕馮崇 債なる もの 兵 四百 人を 遣は して 之を 迎 へ、 州 城に 

入らし む* 此 f/r 於/、 師か 第五 次の 發途 はまた 全く 挫折し 穴う、 

其 後師 州の 大 守の 宅に 居 會を 設け、 戒を 授け、 後、 大雲 


办ン (鑑) シ 


券に 住す V 留る 乙と 一年、 甲兵 八百餘 人 R 護せられ、 四十 餘日 
を 經て萬 安 州に 至'^ 岸 州 R 達す、 引きて 開 元 寺 R 入らし む、 
留 住する こと 一年、 州縣を 巡 6 て 悟 州に 入*^、 次に 端 州 龍 興 
寺 R 着す、 榮皲此 地 R 於て 寂す、 師哀 慟悲淚 、最も 切な6- 
盖し師 か 東 渡の こと ^ る、 一 R 榮皲普 照の 請に ょる、 而 して 
此 二人の 熱誠 あうて llr をして 感動せ しめ ^ る も の ありし なら 
ん 、師か 企劃 數 1 敗れ、 志 未た 達せす \ 挫折 五 回 R 及； 3、 
逆旅に ある こと 十有餘 年、 而して 今 忽ち Jli 道の 主人を 失 ふ、 
師か 悲痛 盖し 知る へきな 6、 後 詔 州に 轉 し、 法 泉 寺に 入 6、 
開 元 寺に 移つ る、 而して 普 照 亦 故 あ 6 て 師と袂 を 分ち、 師は 
去うて 明 州 阿育 王 寺 ic 向 ふ、 時 k 天寶九 年な う、 師 乃ち 普 照 
の 手を 執て 悲 泣す、 師か 感慨洵 に 限な きもの あ 6 しならん、 
此 時師數 2 炎熱の 地を 經穴 るか 左め ' - 眼疾を 患 ふ、 會ま胡 人 
あ 6、 自ら 能く 明を 治す と い ふ •依て 治療を 加へ しむ、 而し 
て 遂に 全く 明 1: 失す、 吉州 R 至うて 祥彥ま /2 寂を 示す、 是ょ 
A 諸 州を 敎 化し、 到る 所戒を 授け、 法を 施し、 空しく 過く る 
ところな し、 漸く 揚州に 還りて、 龍 興、 崇 福、 大 明、 近 光 等の 
諸 寺 R 開講 授戒、 法 益を 施して、 暫く も 停斷 なしと いふ、 師 
か榮皲 普 照の 請 R ょ 6、 朿 渡の 念を 决 して％ 第一 次の 發途を 
企て /2 6しは天寶二年にして、師か五十六歲の時なう、爾後 
幾多の 障害を 蒙う、 志 常に 成らす して、 東西に 往來 する 乙と 
殆んと 十年餘 、其 業を 共に する 者の 或は 半に して 去 6、 或は 
途に して 死す、 榮叡は 滅を示 し、 普 照は 詔 州に 分る、 而して 
師の 志願は 終 R 空しく 成ら ざらん とす、 天寶 十二 年 十月 十五 
日、 我： a 遺 唐 大使 藤原淸 河， 副使 大伴宿 禰胡麿 、及 ひ 吉倔眞 


い  l:  E —） 
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溪南菩 時 ふ聽人 於を にて 意る 事る は 請は 未 士上弟 及日備 
菩本 薩携バ 等、 て見吿 、を 乙 道 船 和 ふした のに 子 ふく  、 
薩涅聖 ふ 本の 智戒 るけ 船 知と 俗 四 上の め 道法奏 等を 、安 
戒槃 像る 朝 餍 首を こてに 6 能に 舶自奏 、士を 聞 先知 弟 部 
の經 、と 高 婆尼授 と日乘 、は 流 あら も 其の 崇 しにる 子 仲 
疏 、佛乙 僧 塞 等け なくす 船す 布り 方 ま 道 法 CA  、旣 、等 麿 
、四 具ろ 傳 、の 、け ’ 、を“ す 、便 力士を •、口に 今 和 、 
天分、 、に總 比 法ん 大二江 ラ 、行し 退を 奏之木 和親 上等 
台 律及佛 はて 丘 進 、和 十 頭：^ 龍裝 てけ 本せ をに 尙 しの 、 

の 、ひ舍 ビ ニ 尼 、願 上 四に fe： 興 具 弟ら 國す朿 向の く 日師 
三 法 華 利！! 十三 曇く 今人 備 fS 寺 足 +れに 、國 CA 尊拜 本の 
大勵嚴 三 $ 四 人靜は 海のへ g のす 等て 致此 にて 號謁に 事 
部 、ぶ 經 十 思 人 g 巧、 最東沙 て緊防 、の 、す 故流戒 、す 渡を 
'  £  ，粒 託と 货思 後に 彌 待 丈 護 行 意 其は に 傳を幷 る ^ 聞 
四燹大 “ 、共 六 託の 向 あつ 為た 難を 意之 春せ 傳 にを てき 
敎 2 佛 W 等に 公  '結 a  /?  、 ？ めき 容ぐ を 桃ん へ 持 得敎況 

義蝱 名盟高 、细 義緣給 、師^ > に にれ 建辭原 とん 律た シ光 • 
、ば經 1 し、 弟 下 气靜 には 悲十 0、 頗 あよ すし 等す との 0 布 寺 
次 g  、觀三 り 安 、預 、泣 月務る ら d るた 四 ^ 請 弟 、かに 

1 弟1^ 大世 十て 如法ら 、し 十 州 固す 翌 乙り 人 $ ふ 子 歡ん來 
禪鏡品 音 五 蘇 法 載ん 弟て 九よ く  、式-と 、を §  、五 喜と り ！ 
門中經 ，人 州、 、と 子 追 日 〇 しと g を爲留 f 然僧 何して 
行 記 、彌 と黃 軍法 、等 ひ 寵來て 得め め吉 るを をた 師 
、 、大勒 あ 洫法成 師再來 興 6  、師货 すに て 巧に 錄加 るに 
法 智集等 （） 津力等 江 CA う 寺 、進 許: 、和 之 望 主し へ五吿 
華 間 經の〇 に 、十邊 尊 、を 師發諾 4 願 上を S 上 てん 回け 
懺靈 •佛此 向 善 四に 容師 出の すす'  くを 學 、道主 、（こて 

力 

ン 

i 

5 

德來 五を 迎迎等 宰六乙 孝卒日 の 舟う 入 恐 四 和 及 西 抄戒法 
和 6 日羅 へへ 迎府 日と 謙 安 風雨の てれれ 船 等 域 羯疏、 
上て 道 城來て 慰に 師六 天に 雨 舟 前眞、 、 i この 疏記 磨“ 小 
遠禮璩 門う 之 供 至 太 回 皇し大 阿 （こ備 人 十分 雜、 、疏& 止 
涉拜 S のて を 養る 宰 、天て に 見 飛の V 一  乘鉢等 終 、 ; 觀 
渰問 A 外禮勞 すと 府十平 、起 奈ふ船 r 月せ 書 、南懷 s ュ： 

; 尋耸に 謁す 、奏に 一勝 甘 う 波仍 にせ 十し 五合 山 素 琛 g 
贫す畏 遺す 、三す 入 年寶日 、島て 投為日 〇 十し 宣律 ft 氣 
來 、韶は 、又 日 二る R 五 午 三に 碗す 芝 副 、帖て 律師 1 m 
投後： し 四 志 河 月 、し 年 時 舟 到を 、デ 使旣 な 四師の 芎 罕 
ん吉站 、日 忠內 一天て {こ 薩共 下 十 t 大に i> 十の 戒 5  A 
は備 t •迎京 、國日 平始し 摩に 、し 五 2 伴し と 八 關本南 巧 

3 眞 i 慰 都 賢に：^ 勝め て阿大 第て 日 \ 胡て ぃ部中 疏山定 
誠俪 螽 拜に璟 到泞寶 て‘ 劣に 三 明 四十 麿 办、 ふ；^ 創 ¥ 宣賓 
副を 尙勞入 、-る ヒ 六志ぽ 郡 破 舟 日舟丕 、人 、嚣戒 £ 律 律 
^ し"1 しる 靈”. 、二 年を 告秋損 多更同 i •夜の 二 1 開 叠師師 

S てし、 y  、福 道 J 正 達 k 妻し 禰 にし 显 半た 十 $ 戒 S 合の 
穴詔大 | 詔 、璿雛 月す 牟屋、 島 •發く 晶竊め 三 4 壇 S 註 飾 
喜 盍臣羊 し 曉律波 十る：!： 浦 唯に し發 g にに 日獻圖 £ 戒宗 
慰宣以 4 て 貴 師に一 乙 餐に師 着 、す® 師妨大 之 法 S 本義 
無 芦 下；^ 正 等 、到 日 と1^ 着かす 廿 、客以 け 使の 都、 4  、 記 
らし 官耷 g 三 弟る 大を 東す 乘、 —— S 下ら 淸眞 鏊呗 及 補 
\ む 人 芑位十 子 、伴 得 渡 、れ 十日 雉 £ をれ 河 跡 S 中 a 釋 
睽 fJ  F  W  I 餘善唐 胡た を 實る二 第 あ〒 己ん 師 、 1 疏、 
g ヲ 餘 春 安人 談僧 磨う 企に 第 月  一 6 ミが 乙以 天為 货 、飾 

此大皆 、王 僧と 道 太 甘る 朝 船 九 ニー 水に をを 朱， 巧 事 記 
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東大 ^1 經午餘 年 —'* 欲 レ立= 戒壇-傅 自有 =此心 一日 夜 
不 レ忘" 今 諸 大德遠 來傳ヘ 戒 、冥 契-- 睽 心 -'* 自^ r 以後 授/戒 傳レ律 
一任 = 大和 上 『と : 良辨 に 勅して 以下 隨從の 名を 錄して 禁內に 
進めし め、 次 W て 傳燈大 法師 位を 授 く* 此年 四月 東大寺 毘廬舍 
那佛の 前に 於て 戒壇を 造 築す、 其規 一に 道宣の 戒壇 圖經に ょ 
る、 所 立の戒 塲に 三重の 壇 ありア 大乗 菩薩 三 聚淨戒 を 表す" 
第三 重には 多寶塔 あぅ、 塔 中 r は 釋迦多 寶二佛 の 像を 安して 
一 乘深妙 埋智冥 合の 相を 表す、 乙れ 即ち 四 分 律に 天台の 理を 
合し T 築造し 穴 る 大乗の 戒壇な り、 此に 於て 聖武 天皇 先つ 始 
めて 登壇し 菩藤戒 を 受け y2 $ a 、 次き r 皇后 皇太子 亦 登壇 受 
戒し たま ふ、 7; れ實に 四月 五日の 乙と、 $ ふ、 尋処て 沙彌澄 
修 (一に 證修) 等 四百 四十 四 人、 戒を 受け、 靈祐 、賢璟 、志 忠、 
善 頂、 道緣 、平德 、忍 基、 善 謝、 行 潜、 行 忍、 等、 八十 餘 人、 皆 舊 
戒をを捨て、重ねて師の所授の戒を受け /2 り、後、五月一日大 
佛 殿の 西に 於て 別 r 戒壇 院を 築く 宣旨 あり、 同 七 年 舍那殿 壇 
法を 移して、 戒壇を 立てた まふ、 天平 勝 寶八年 五月 二十四日 
大僧 郡に 任す、 天平 寶字二 年 之を 辭 す、 同年 八月 一日 大僧正 
に 任す、 綱 務繁雜 なる を 以て 辭す更 R 大和 上の 號を授 く、 是ょ 

ぅ 先き 四方の 僧侶 來 6 て 戒律を 學 はんとす る％ の甚 た 多し、 

然れ とも 供養 乏しき か 故 R 多く 退 還して 志を 遂 くる 者 少し、 

天皇 之を 聞き、 天平 寶字 元年 十一月 二十 三日、 勑して 備前國 

水田 一 百 町を 施す、 師乙れ を 以て 伽藍を 建立 せんと 欲す、 勅 

して 其 ェ を 資 け、 天平 寶字 三年 八月 三日 唐 律招提 寺の 號を賜 

ふ、 之よう 此院內 に 住して 戒律を 講し 且つ 聖武 天皇の 冥福を 

薦せ 6、 天皇は 天平 勝寶八 年を 以て 崩し 給 ひ 7*2 う、 孝 謙 天皇 
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勑して 戒壇を 築かし め、 自ら 菩薩 大戒を 受けた ま a 、 群 卿 s' 
僚を して 同し く 受けし む、 師 の西來 する や" 東大寺に あうて 
一切 經を 校正す、 當 時師旣 R 明を 失して 眼 能く旯 る NJ とな 
しと 雖 も、 暗誦して 之を 正す M とを 得 / 2 う、 また 天平苹 間自 
ら戒 律の 三 大部の 印 版を 開く、 是れ我 國印版 あるの 始めと す 
兼ねて 亦醫を 善くし、 光明 皇后 不豫の 際 (/C 方り、 進む ると 乙 
ろの 醫藥 効を 奏す、 (一説に 備 前の 水田 一 百 町を 賜 a しは 之に 
報 ゆる ものと せ- 〇〇 之よう 我 か國の 醫術大 r 面目を 改めた 6、 
後代の 醫家師 の 像を 摸して 之を 祀 ると s ふ、 天平 寶字七 年 春、 
師諸 弟子に 語うて 日く、 吾 遷化 せん 乙と 今夏を 過き す、 汝等勉 
めて 道を 行し、 懶惰を 致す 7X かれ、 と， 五月 六日に 至 6、 結跏趺 
坐 西に 向 a て 奄 然として 寂す、 師 平生 弟子 思 託に 語 日く、 
我 若し 終 r- 臨まは、 願く は 坐 死 せん、 汝 我か爲 r 戒壇 院に於 
C 別に 影 堂を 建てよ と、 此に至 6 て師豫 しめ 終日を 記し、 期 
に 至うて 端坐 減を 取る ♦春秋 賞に 七十 ■六と S ふ ' 、 或は 七十 七 
と 云 a 、 七十 八と 云 CA 、 又 七十 二と 云 ふ も 皆 誤な A) 寶龜 ，兀 
年 我國使 唐に 到 6 師の 寂を 傳 ふ、 楊 州の 諸 寺 之を 聞き 皆 喪服 
を 着け 哀を擧 くる ZL と 三日 r 及 ふと s ふ、 其 徒 思 託傳を 撰し 
名け て 唐 大和 上 東征 傳とい a " 具 R 師の行 業を 明に す、 (東征 
傳 "七 大寺 年表" 傳通緣 起、 續 日本紀 、朱 高僧 傳 、元 亨釋書 
本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傳、 皇國 名醫傳 等) 

ガン ソ^- 鑑级心 ユ— ヵブ 永 鑑 を 見よ、 

ガン チコ クシ 失 日^!^! ショ ーク ー證 空を 見よ、 

办 ンチユ 1 || 仰 シン オン 眞 遠を 見よ、 

ガン ヱン寒 淵 一1一1删ーー?〔眞宗〕肥前藤津郡白馬光嚴寺の 


(九 五一） 
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住持 7X り、 寒 淵は 鑪 堂と 稱 す、 文政 元年 和 泉に 遊 a 、 乘誓 
院の 門に 入. 〇宗乘 y 研究す る Z. と 十年餘 、得 業 科に 登う、 國 
R 歸ヘ る、 爾後 京都に 往來 する こと 頻年 休ます、 天 保五牢 助 
敎に昇 6、 弘化五 年 司敎に 進む、 嘉永 元年 安居に 二 門偈を 學 
林 r 副講 し、 安政 三年 再 a 副講の 命を 受 く、 爾後 暫く 畿內諸 
國に 巡敎 し、 歸國 の後學 生を 敎育 する 乙 と 多年、 萬延 元年 冬 
病に 罹り、 翌文久 元年 正月 廿 二日 寂す、 壽六 十二、 明治 十七 
年 勸學を 追贈す、 (學 苑談 叢) 

カ ンガン 寒 S 嚴 ギィ V 義 尹を 見よ、 

ガン ソ ー 寒 叟 ヵネ ツ珂然 を 見よ、 

ガン ゥ甘雨  三 五三 二 /--; 曹  洞宗〕 尾 張 龍 泰院の 開 111- 在 6、 
甘 雨 字は 爲霖 ，別號 は不留 山人、 出 雲 鰐 淵 山の 人な 6、 姓は 
荒木 氏、 父は 寂 照、. 母は 淸 月と 稱 し、 天明 六 年 二月 八日 r 生 
る、 十三 歲松 江淸光 院大雄 和尙に 投して 得度す、 十七 歲永平 
寺に 登 A て 高祖 道元 禪師の 五 百 五十 回に 逢 ひて 宗門の 祖風に 
感 す、 此冬 州の 眞福 寺に 安居し、 伊豫の 童 麟和尙 助 化た 6、 
十八 歲の夏 伯 耆總泉 寺 R 到りて 安居す、 十九 歲夏水 寺 r 到り 
て 靈潭和 尙を訪 はんと 欲して 果 S す、 鷹 峰に 掛 錫す、 擢られ 

て 書記と なる、 堂頭酆 洲和尙 無 孔笛 集を 講 す、 師畫夜 精 動し 

て 文字を 學 ふ、 二十歳の 秋 尾 張 ir 到. 〇て大 光寺 ^ 挂搭 す、 時 

に 慈 舟 永 安寺よう 來 6 住し、 四 衆輻湊 す、 乃ち 方丈に 參 す、 

慈 舟師に 兜 率三關 を授 く、 此冬隨 伴して 三 河廣濟 寺に 安居す、 

師慈 舟を 送うて 後 鷹 峰 R 歸る 、夏、 事に 因て 紀州珊 瑚寺に 安 

居し、 秋大 光寺に 歸 錫す、 一日 十 牛 圖賛を 見る に、 前 無，， 去 

者 -' 0 後 無-- 來 者：不 i 依 レ誰、繼=此 宗： si あ-'、 忽然 大疑團 を 


打破し、 自决 疑な し.* 數 日の 後 徐 々として 方丈 R 參 す、 慈 舟 
痛く 一頓を 與ふ 、師拂 袖して 去る、 是 よう 機鋒 群を 出つ、 此 
冬 州の 乘圓 寺に 坐 夏して、 近侍に 充てら る、 夏 慈舟參 河の 大岩 
寺に 助 化す、 師は内 安洁た 6、 慈 舟師に 示して 日く、 大事を 
成就 せんと 欲せは、 文字の 學亦 是れ助 道の 標準な 6、 と、 師 
此に 於て 備後福 山 翰林 寺を 尋ね、 日夜 學校に 就きて 智證を 益 
す、 文化 七 年 慈 舟 萬 松 寺に 移* c/ 師を擧 けて 首座と ^. す、 此 
冬 分 座し、 會中龜 岳に 於て 入室して、 大事を 了す、 時に 二十 
五次- 〇/ 文化 十二 年 永 平 寺に 瑞 世し、 十三 年 冬備後 因の 島 見 
性 寺に 助 化す、 風を 開きて 隨ふ者 夥し、 衆の 強請に よう、 福 山 
城 護 國社內 に 住す、 福 山 藩 中の 士參禪 する 者 三十 六 人 7X 6、 
君 公の 爲に 法を 説く、 文政 三年 三月 初めて 近 江の 慈眼 院に住 
す、 文政 十一 年 加賀の 大守實 性 寺に 請 ふ 十二 年 三月 入院す、 
天 保 二 年 總持寺 二 代の 遠 忌に 丁う、 光 嚴寺桂 堂 龍 泉 寺 無 底と 
共に 單頭に 坐す、 十一 年實性 寺を も辭 し、 直に 洛南の 草 廬に隱 
る、 閑居 中 請に よ 6 遠 江の 洞禪 寺、 出 雲の 了知 寺 •甲斐の 桃 
岳 寺 等を 行 化す、 五十六 歲の夏 甲斐の 靑松院 に 助 化す、 夏 中正 
法眼 藏 袈裟 功徳の 卷を講 す， 五十八 歲越 前の 永 建 寺に 請 せら 
れて此 に 住す、 六十 歳 夏 松 前法幢 寺 ^ 助 化す、 六十 七葳衆 と 
共 (C 永 平 寺に 拜搭 す、 秋 高祖の 大遠忌 に 際し、 單 頭に 坐す、 
六十 八 歲永建 寺に 僧堂を 建つ、 七十 一歲新 僧堂に 安居す、 秋 
席を 偲 翁に 付し、 退院 上 堂す、 七十 二歲尼 弟子 全 良、 美 濃 南 
宮社內 に 淸月菴 を 建立し、 11111 を 請して 開山と なす、 七十 三歲 
法 嗣慈觀 尾 張に 寵臺院 を 建て 師を 請して 法 地 開山と す、 八十 
歲 寵臺院 開闢し、 結 制 安居す •八十 四 歲法子 未了を して 攝津 


カン (寒、 甘) 


カ ン (甘) ウ 


書辭 名人 家佛本  日 


(し！ ハ ー ノ 


道主 嗣祖岸  ぎう  護う  最弟薄 人 助 r 制 張の 

三と ク山 了ガ、 、ガカ 摩- 、ガ ガカガ も 子、 、化 寂 終 泉 慈 
卷な 、のは ン那  ンン鈔  ンン ンン顯 頗以著 七す 6 德願 

■'る 初 室 入！？ 須岸 セレ ニ澗タ サ铒玟 はる 呂作十 、て 寺 寺 
大 、めに 蓮 ヨ郡石 キ丨十 庭？ ン F  る 多 波 龍 度實慈 開を 

經享東 入社 1 石 字  卷ハ  1 甘ぺ し歌臺 、に 眼祖主 

要 保 漸う通  神は 岸韓 ぁに 澗漢二 ft 龍、、 開 自明 院 のと 

義元 ^ :て譽 岸に 良？# り 為^  5 ン成臺 就 百山會 治に 五ら 
十 年 5 剃 到 t 法 意 4=1  ^  x  S  ^  開 中 則 語 十五 往 十し 

卷 七'  髮彼 J 善 、つ，, 諸， つ ，，甘: 山 傳法錄 度 年き 回め 
あ 月光 受と 三： 寺 下： こ 宗 1;  :  :  ft  3 爲翁問 六、 に'  忌''* 

う 十 明 業 號 を 野： T 章 癸： i 琴: i 霖、 、卷戒 し 幾に 此 
、七 等 しす 夫： 開眞こ 丄疏冷 〇  i 追 審禪慈 三 、師て も 請 夏 

Q 日に、、 门ら岡  1 錄 S  こ 人 t 師觀 歸對應 、なせ 結 

f 寂 住 法又淨 くの 3 i w  f  S 道  1 行、 假 客請壽 くら 制 

去す しを 自土  、人 +  S  f 垄 孓 ギ f 由 曇 名茶 九 八 病れ 安 

S  、 、江ら 宗寂 、忐 5  '忌 5 ョ よ、 一英 法話 十 十に て 居 

虛 壽正戶 仰 吝年頁 巴 |  ^  s  f  .  、語 、七 七 か、 す 

pH、 缺德小 阿 S 缺信下 T  k 近よ、' フ  未 各 三回 な、 尸、 

蓮く 五 石と 歡 くに 野よ、 穿 江  ョ  了一敎 、うう 羅八 

門、 年 川稱當 3 師法  f 比  丨  、卷辨 戒 _： 、塲十 

經著京 傳す麄 繁事善  每皲  行  忍 あ 惑 弟 仆翌會 五 

籍作都 通 谳棼 志し 寺  す、 山  乘  海う 、万^; 年を 歲 

錄 、知院 ft  2  ての  著の  v  、、眞 五 i 二 開 春 

一辨 恩に S | i 法 開  作學  見  玉 附須千 I 月く 三 

無院於 T  f  e を 山  北 僧  よ  仙 法 保 八 & 八， 月 

得に て'5、 嗣な  斗な  、  等の の 百 5 日 結尾 

勿 

ン 

? 

m 

rf 

ン 

S 

セ 

1 

喜  十二 寺せ のな  く 往攝寺 人 含 

海キ  ガガガ ガニ年 ，ら人 6 ガガガ ぺ寺津 R な牛ガ 

はガ  ンン ンン月 七傳る 、 、ン ンン淨 、大主 う はン 

久イ  ヨ 3 ヨヨ 八月 通 、幼 甜シ f ズ土五 坂と 、源ゴ 

し  ,V  日 退院 後に g クタ イ總 條 i こな 道 蓮 

く盍  ^  顏岩岩 岩 寂隱を 江し 苫  系 常 西 6 譽社含 

慧' / 母  g  ^  g  、 、て R 父 霞醬臭 烏 一 寺 寺 泛把譽 千 

に？  m  壽 麻ち 下 母 f 值 献 1 退 等を S に 又 三； 

侍：  VJ  ガ 、タク チ 七布延 う を S 三 三 ”  „  を 開 _ 就 は 瓦： 

し；  クィ ッ ド 十に 寶 g 喪 Mg^:  I  1  開き f て 頑 〇: 

て。  = 、 ンタ 八 移 八 fe ひ f -to  f  "  き、 柰出石 

華 口  ^  i  - - 賀バ う 年令、®  丨丄  1 •京 f 家と g 

嚴華  pp  學 ■ソ堂 三‘ 八 f 伊 £  S ， ご  寬都 あし 號 f： 

敎嚴  榮率 廓を 緣: 1: 月 r 勢 還 $  g  T  永に 2  、す 去 

を宗  を 宗圓亨 山 |  a  £  Oi  7  ±  1 1  七 上 I 牛、 s 

傳笑  見を をよ、 志 4 日 ■田 i  s  f 梟 年 ぅ f 秀俗武 

へ S  よ 見 見、 一 t 三 T 信 挚江 t 竽  十'1 i  i こ姓藏 

、 5  、よよ  $ 緣 k 行す、 戶 f  S  二 四 f 法は 大 

高 5  J 山； 院俗增 よ、 寻  月 條气を 藤 善 

山 S  e •主； 貞姓上  よ、 八 西 後嗣 原 寺 

寺艺  i と f 運は 寺  日 念 近く、、 氏 第 

R  S  'な 和 伊 第  寂 寺 江、 相 二 

注；  肩る 7 尙 丹 二  す、 {こ 瀧模代 

す1;！  享 、く、 R 氏 十  、大到 山 鎌な 

寂 t  四 天 大稃攝 九  壽 宮う大 倉う 

年 人  年 和 念 育津代  缺西 、善の、 

!-— - — : - — — — — - - 

ガ 

ン 

M 

g 

キ 

S 

(一六一) 


書辭 名人 家佛本  日 


及 壽缺く (本朝 高僧 傳) 

キキ ml 喜 慶 jf ハ ^ 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な う、 
喜慶 俗姓は 額 田 氏、 近 江 伊香 郡の 人な 6、 橫川 寺の 相 應和尙 
に 師事して 下髮染 衣し、 密部を 1 白 a 、 鎭操理 保の 二師に 就き 
て 益慧畔 を增 す、 尊意 僧正を 拜して 瑜伽 法を 傅へ、 長 意 座主 
に從 a て 菩薩 戒を 承く、 天慶の 初め 比 叙 山の 阿闍 梨に 任す、 
應和 元年 冬 承 香 殿れ 安 鎭國家 不動の 法を 修す 、此 法は 師 初め 
て 修 する 所な 6、 康 保元箄 權小ノ 僧都に 任し、 尋きて 法 性 寺の 
座主 延曆 寺の 座主 R 補す、 二 年 帝 k 豫の際 •孔雀 經の 法を 仁 
壽 殿に 修 し、 傳敎 大師 自筆の 法華經 一部を 賜 ふ、 師 即ち 之 VJ 比 
叙 山の 法 華 堂に 納む 、三年 七月 十七 日 寂す、 壽七 十八、 臘六 
十二、 c 本朝 高僧 傅) 

キク !? ン喜冠 ジ HI キヨ-龍 慶を見 よ、 

キサ ン喜山 シュ ー キッ宗 忻を昆 よ、 

キサ ン豈口 山 シヨ- サ V 性讃を 見よ、 

キジ ュ 喜 受 ベ V シ d  — 辨秀を 見よ、 . 

キシュ ー 喜 州 ゲン ゴン玄 欣を 見よ、 

キシュ ン 喜 俊 ニ チ シヨ— 日昌を 見よ、 

キ セン 1 吾 撰( . 〕 ？ . 〕 山城 宇治山の 僧な う、 

喜 撰 (一に 窺 仙に 作う 又 窺詮に 作る) 俗姓 未詳 桓武 天皇の 裔 

なう と 云 a 橘奈良 麿の 子な 6 と 云 ふ も 共 R 詳 ならず、 夙に 俗 

塵を 厭 a て 醍醐 山に 隱れ 、後 宇治の 御室戶 に 草庵を 結 a 密呪 

を 持す， 和歌に 巧に して 「我 庵は 郡の たつみし か ぞすむ 世を 宇 

治山と 入は s ふなう」 の 一首 人口に 膾炙す、 終る 所を 知らず、 

喜 撰 式 一部 世に 傳ふ 、(古今 集 序、 古今 集目錄 、本朝 高僧 傳) 

キ (喜) キーセ 


キホ ー 喜 峰 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍闘 山岳 西 院の開 

山な 6、 喜 峰は 曾て 梵唄 經讃の 音曲を 習 ふ、 椎3れ て 醍醐 
山の 都維那 となる、 延性の 傳法灌 頂を 受け" 岳 西院を 建て、 
開山と 江 る、 寂年缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 

キヨ 喜 寒 ロ リョ  丨 H ッ了悦 を 見ょ、 

キケ ー 基繼一 S 55 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧 ¢ 6、 

基 繼俗姓 不詳、 越 前の 人な 6、 廣岡 の昌海 大 德に從 a て 法相 
を 學 ぶ、 延喜九 年 維摩 會 講師と なう、 尋て興 福 寺に 住す、 承 
平 元年 二月 十六 日 寂す、 壽八 十二、 (本朝 高僧 傅) 

キシュ ー 基 一芳 ( 一 五 四 0) 〔華 嚴宗〕 奈茛東 大 寺の 僧な $、 
基秀 俗姓 不詳、 興智に 就きて 華厳宗を 傳 ふ、 維摩 會 講師と な 
6、 元 慶 11 年 大極殿の 最勝曾 講師の 任を 拜し 、座に 登る に 及び 
て 俄に 病を 發 す、 藥師寺 平智代 6 講師と なる、 病 癒えて 後て 藥 
師寺 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く， (本朝 高僧俜 ) 

キシュ ン基舜 ( . ) 〔眞 言 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 

6、 基 舜は兼 賢の 上足に して、 中院 流の 密灌を 傅へ、 經論 
を涉獵 してょ く 原理に 通す、 時人 呼 a て 大智 房と s ふ、 大樂 
院を 開きて 第一 世と 江う、 某 年 寂す、 法 弟融源 、覺義 、兼 海 
の諸士 ぁう (本朝 高僧 傳) 

キセン 基 泉 c . )〔 . 〕 山城の 歌 僧な $、 基 泉 

山城 國乙訓 郡の 人な 6、 和歌に 巧な 6、 古今 集雜 部に 一首を 
收む 、(古今 集 目錄) 

キト 1 基 燈 (…： . :〕 〔 . 〕 周防某 山の 苦行 僧な 6、 

基燈周 防大島 郡の 人、 戒律を 堅持し、 日々 法 華經を 誦する Z: 
と 三十 餘部な 6 耳目 通 利に して 數十 里を 融て 、見聞す、 世に 


キ (喜、 基} 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 六 一') 


キ基ズ 


芰奇 、龜 、貴) 


稱して 六 根淨と い ふ、 示 寂の 時’ 一 百 四十 餘歲 なる 名 顔色 三 
十歲 はかりの 如し、 某 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

キ<ン 基遍 (ix) 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當な 6、 
基遍は 出家して 華 嚴を討 習し、 延長 六 年 二月 九日 官命に ょ- CN 
東大寺 別當 R 任し、 某 年 寂す、 壽 缺くバ 東大寺 別當 次第) 
キべン 基辨一 ii f o- . 〔法相 S 奈良藥 帥 寺の 學僧 なう、 
基辨は 大同 房と 號し 後 R 三 松 院と稱 す 尾 張の 人、 俗姓 井上 氏 
なう、 父 某醫を 業と す、 元 文 元年、 師 十五歲 にして 無 染房妙 
適 和 上 ic 依うて 薤髮受 業す、 三年 R して 妙 適 和 上 寂す" 師喪 
を修 して 後出 遊し、 五智 山道 空 ic 依うて 密敎 を學び "後、 顯 
密 の諸學 僧を 歷訊 し、 講究を 事と す、 師 自ら， 謂 ふ' ■奈 良諸大 
寺は 佛法流 傅の 根本 地 在う、 今日 零落す と雖 、嘉祥 慈 恩實學 
の餘風 あるべく* 縱令師 範 なき も •學 得する、 と あるべし、 と、 
乃ち 誓うて 奈莨に 向 ふ、 然るに 當時奈 良 諸大寺 衆徒を 選 ふ〜 
甚嚴 重 k して" 他 寺の 薤髮 する 者の 衆徒と なる を 許 S す、 師 
百方 苦心して、 遂 R 延亨 三年 廿五歲 R して 藥帥 寺 R 入う， 圓 
成 院高範 の 資基範 R 師事し、 法相 宗の 蘊奥を 受 く， 數 月 R し 
て基箣 寂す、 師遺吿 にょ 6 法 光定 院に 住し'  衆徒を 訓誨 す、 

十餘年 一日の 如し 寶曆八 年 三十 七歲 京都 R 歸 う、 建 仁 寺 R 留 

二十 唯識 、三十 唯識 等を 講ず 五 年 R して 再び 奈良に 入 
束大寺の衆徒と ^ 6、懷賢僧正に師事し、三論宗を學ふ、 

四 年 ic して 京都に 歸 6、 講演 著作を 事と する ぶ十餘 年、 門下 

雲の 如し、 安永 元年 五十一 歲 、•因 明大 疏を講 す、 興 福 寺堯延 

法師聽 衆の 席 R 列し. •講 了る を 待ち 強て 請 ふ R 任せて" 重ね 

て奈 良に 入 6、 興 福 寺に 留う、 講演 著作を 事と す、 後 京都 R 入 


6. 


6 て 講演 著作を 事と し、 寬政 三年 病に 罹 6} 牛 生傳 持す ると こ 
ろの 典籍 數十凾 を藥師 寺に 納めて 後學 R 資す、 寬政 三年 十二 
月 甘 七日 寂す、 壽 七十、 著作 義林章 獅子吼 鈔 二十 卷 、因 明智解 
融貫鈔 二十 卷 、解 深密經 笺 註五卷 、五 種玄 論" 十 句義 論疏、 
各二卷 、三十 論疏摩 尼珠决 、漢語 八 囀 殺 三 摩 婆 娑釋 未講决 、隨 
墮 八囀義 、五 姓 支 論鵝珠 光、 受菩 薩戒義 •補闕 法相 義各一 .卷、 
(大同 房 基辨傳 、三 宅英慶 氏 返信、) 

キサ ン奇山  エン ネ > 圓然を 見よ- 
キ ソ1 奇叟 イチ  >異 珍を 党よ、 

キハク — ft ズ イリ. ュ-瑞 龐を苑 よ、 

キホ 1 奇 _  シォ 1 志 雄を 見よ、 

キモン 奇文 ゼン サイ 禪才を 見よ、 

キシュ 1 龜 ^ シソレ ，深 働を 見よ、 

キ孑 ン龜年 € ソ d 禪愉を 見よ、 

キフ ホ— ジュ璺 壽を見 よ、 

キモ 1 シ 龜毛子 ド- ネン 道稔を 見よ、 

キヨ 1 龜洋 シ d— カ ソ宗鑑 を 見よ、 

キ 5 ヨ 1 陵  H 夕 V 慧琳を 昆 よ、 

キウン 貴 « レ I イン 嶺胤を 見よ、 

キオク 貴 屋 iH 5I 〔淨土 宗〕 增上 寺第廿 三代な 6、 
責屋は 淼蓮瓧 遵 # と' 號 し、 直 爾と稱 す、 俗姓 生 國詳な ら す、 

1 說に 下總 0 人と 云 ふ、 出家して 淨土宗 R 皈 し、 幡隨院 、大 
光院 、傳 通院を 經て 承應 元年 九月 增上寺 第三 十三 代の 貫主と 
衣ぅ 上下の 尊 仰を 受 く、 萬 治 二 年 十一月 職を 辭して 靑山梅 窓 
院に 閑居し、 同 三年 正月 甘 一日 寂す、 壽六 十二 01 一緣山 志、 緇 
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白 往生 馑) 

キヨ マンジョ  丨萬量 を 尾よ、 

キジ ユー歸 住 . A: si 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な う、 
歸 住は 如法と 號す 、高野山に 入 6、 明 王院に 住し、 草 衣 木 食 
にして 專ら觀 行を 修 す、 時人 師を大 如法と 呼 ひ、 弟子を 小 如 
法と 呼べう" 久安 元年 四月 十日 六角堂 前の 松樹の 上よう 天に 
昇 う穴 うと 云 ふ、 (高 野春敕 )  • 

キセ ー歸整 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 相模建 長 寺の 僧な $、 
歸整號 は 大綱， 久しく 樞翁 環に 師事して 心地を 究明し、 圆覺 
寺に 主と なう、 次に 建 長 寺に 移つ る、 後 伊豆の 國淸 寺を 領 す、 
晚年互 福 山 建 長 寺の 正濟菴 に歸 へうて 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 
僧傳) 

キゾ 1 シツ 歸藏室  n-H キ交易 を 見よ、 

キウン 11^ tM  N 丨がク 永 嶽を見 よ、 

キダ季 弘 ダ ィシ =1. ク大俶 を 見よ、 

キト 1  苯ナ東 シュ I ミョ- 宗溟を 見よ、 

キガク 岐岳ミ ョ丨シ  d 丨效 周を 見よ、 

キシュ 丨岐秀  ゲン ハク 元 伯を 見よ、 

キヨ 1 岐陽 ホ 丨シ rl 丨方秀 を 見よ、 

キザン 起 山 シシ ン師 振を 見よ、 

キョ 起譽  H ン チョ— 圓長を 見よ、 

キ 5 ユ 1 起 龍  H 丨シユ  ン永 春を 見よ、 

キア ン 規菴ン H  ン祖圓 を 見よ、 

キセン 規川シ  ユ丨 サク 宗 策を 見よ、 

キセン 窺 仙 キセン 喜 撰に 同じ、 


キ (貴、 歸 、季 、岐 、起、 親、 窺) 


キセン 窺 ® キセン 喜 撰に 同じ' 

キオ 1 没 羽 ニン チョ— 忍徵を 見よ、 

キサ ィ葵齋 リユ  丨シン 寵深を 見よ、 

キセツ ⑼ M IIIII  シ rl 丨シ ョー宗 淸を昆 よ、 

I  《至  チョ- ォ- 長應を 見よ、 

キク ン 旗© K  ッキ ョク祖 旭. ゲ .見よ、 

キガク 姬岳 ミョ r セン 明 洗を 見よ、 

キ' ケ宾外 ジユ コ r 需糠を 見よ、 

キゴク gM 極 (一六 三 三) 〔眞言 宗〕 京都 神應 寺の 內僎 奉な 
ぅ、 腿 i は 高野山 座主 救世の 高弟な. CN、 初め 救 lit に 依.^ て 灌 
頂を 受け、 諸 儀軌を 學 ひ、 後寬 朝に 謁して 其 脈 き 許可を 
蒙む る、 寂年歃 く、 (傳燈 廣錄) 

〔考〕 熙極は 天延 頃の 人な 6 

キサン者山二 1| 1  〔淨 土宗〕 江 戶靑 IU 梅 窓 院の學 僧な 
，り、 耆山號 一: 懶 翁、 傳通院 の 處靜院 開山 檀 察に 師事す、 增上 
寺に あぅて 詩文の 名 あり、 寬政 二年增 上 寺を 出て 靑山 に隱捿 
し 同 三年 八十の 高 壽を迎 へ內外 の 高僧 碩學 賀詞を 呈す六 年 四 
月 十七 日 寂す 壽八 十三、 著作 靑山 樵唱集 十卷あ 6  ( 三 緣山 志、 
江戸 名家 墓所 一覽) 

キサ ン蕃 0] ヶン セン 賢 仙を 見よ、 

キサ ン 輝 山 シユ _ 、 ソ Z3- 宗珠を 見よ、 

キシン ff E 、 乇ン セン 文 詮 ヒ 見よ、 

キシ器 之 ィパン 爲 3S VJ 見よ、 

キ子ン 幾年 ホ 1 5  ri  - 豊 F1 VJ 見よ、 

キハク or . ジ 1 i サィ 壽采を 見よ、 

キ (窺、 葵、 機、 mi 、 箕 •姬 、照、 省、 碁、 輝、 几 •器、 幾、 S 


書辭 名人 家佛 本日 


，四 六 一) 


，キ (義) イ 

ギイ ン義 尹 XA SI C 曹 洞宗〕 肥 後川 尻 大慈 寺の 開 [U な 
う、 義尹 字は 寒巖 と IP ふ、 後鳥羽 天皇の 皇子、 (一說 に 順德天 
皇の 第三 皇子、) 母は" 左大臣 藤 原 範季の 女、 脩 明 門院 重 子な 
6、 建 保 五 年 r 誕生す、 幼に して 出家し、 比叡 R 登う、 天台の 宗 
義を學 ふ、 十六 歳に して 具足 戒を受 く、 仁 治 二 年 廿五歲 R して 
宇治の 興聖 寺に 至う、 道元 禪師 に皈 す、 寬元二 年 道元の 北 遊す 
るに方う、師亦追從す、建長五年道元の寂に遭ひ"同年三十七 
歲 R して 宋 R 航し無 外 義 遠、 虛堂智 愚、 退畊源 寧、 等を 歷 訊し、 
自ら 携ふる 道元 禪師 語録を 示して 校正を 需む 、三 禪師 並に 序 
を 作うて 師に附 す、 文 永 四 年商舶 R 便乘 して 東皈 し、 博 多の 聖 
福 寺に 寓 す、 後 肥 後に 至-^、 小 保 里に 幽居す、 阿 尻 左 衞門佐 
泰 明の 妹 素 明 尼の 請に ょう 宇 土に 三日 山如來 寺を 開き、 阿彌 
陀、 釋迦牟 尼、 藥師の 三 像を 手 刻し、 安置 供養す、 泰明は 
西宮 左大臣 源 高 明の 後 孫 R して、 實 明と， S ふ 者 肥 後 國河尻 
鄕を 給せられ、 河 尻 三郞 と稱 し、 河 尻の 城 R 住居す、 爾來世 
々河 尻 氏と S ふ、 實 明ょう 十代の 孫を 泰明 とす、 深く 義尹禪 
師 の法德 R 皈服 し、 供養を 怠らす、 建 治 二 年益 城 R 極樂 寺を 

開き、 慈母の 冥福を 祈 且つ 郡の 大渡に 橋な きを 憂 ひ" 自 

ら幹 緣疏を 製し、 四方 R 助資を 募う" 日なら すして 工事 落成 

す、 土人 益 師 の慈濟 R 感皈 す、 弘安 元年 泰明等 相 謀 6、 大梁 

山大慈 寺を 興し 師を 請す、 師 釋迦牟 尼、 文殊 室 利、 普賢の 三 

像を 手 刻して 安置 供養す、 龜山 法皇 師の道 風を 聞き 穴 ま CA 紫 

伽 梨幷 R 勅額を 賜 ひ、 大慈 寺を 官寺に 列し 穴 まふ、 師 朝して 恩 
を 謝し、 且つ 御前 R 於て 應製一 磬聲 中の 作 あ- 6 と 云 ふ、 

爾來師 道 風 益揚 6、 仳傳 へて 法皇 長老と 云 ふ、 幾 もな く 法 席を 


ギ (義) イ 


弟子 R 讓 6、 正 安二 年 八月 廿 一  H 寂す、 壽八 十四、 偈あ ぅ、 
八十 四 年、 動 靜得禪 、末期 一句 •威 音 以前、 と、 塔を 靈根と 云 ふ、 
弟子 五 人 あ 6、 斯道、 銕山 、愚 谷、 化叟 、大智 なり、 後世 此門 
派を 法皇 派と 稱 す、 師自 像の 讃ゐ 〇、 日 ふ、 「額 皺 眉霜頗 本懷" 
百 醜 千 拙 具 形骸、 手中 一 脚 傳來尙 、脚下 低 高 好 草鞋、 他未識 
知 圖老粹 、謄還 添筆豈 按排、」 應製に S ふ T 先皇 輪旨定 封 疆、 
寺號 .大 慈山大 梁、 從帝兒 孫相續 在、 盡 乾坤 內有誰 爭、」 (菊 地 軍 
記、 寒 巖禪 師畧傳 、延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 、日本 洞上聯 燈錄) 
〔考〕 寒巖 義尹禪 師の傳 は、 甚 -/2 明瞭を 缺け 6、 禪師の 世 系 
に 關して 菊 池 軍記、 菊池傳 記、 銀臺遺 事、 洞 上 聯燈錄 には、 
後鳥羽 天皇の 第三 皇子 R して、 順德 天皇の 皇 弟と あぅ、 畧傳， 
延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳、 等には 順德 天皇の 第三 皇子と あり、 
今は 姑く 前說に 依る％、 第三 皇子と 云 ふこと 詳 M ら す、 神皇 
正統 記" 神皇 正統 錄 、皇帝 ila 抄 、皇 年代 畧記 、明月 記、 帝王 
編 年 記、 等 {C 依れは 後鳥羽 天皇の 第三 皇+ は'  即ち 順德 天皇 
なり、 本朝 皇胤紹 運錄 '皇代 記、 一代 要 記、 百鍊鈔 、等には、 
第二 皇子 立ちて 順德 天皇と な ぅ穴 まふと あれと％、 仁 和 寺 御 
傅に 依れは、 第二 皇子は 道 助 法 親王な れ は、 神皇 正統 記 等の 
說を 捨て 難し、 禪師の 母 r 關し て" 畧傳 に 順德 天皇 第三 皇子 
にして、母は贈左大臣敎季2女と心るは誤 71 6、敎季の女脩 
明 門院 重 子は 後鳥羽 天皇の 后， 順德 天皇の 御 母な り，‘ 菊 池 軍記 
等 R 禪師の 母修明 門院 重 子と ある R ょれは 順德 天皇と 禪師と 
は 同 母 兄弟な り、 禪師 入宋阪 朝の 年 時 r- 關して 、諸傳 一致せ 
ず、 畧傳 に寶祐 元年 (我 建 長 五 率) 入宋 、凡を 四寒署 を 經と 
あり、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅に 同し く 建 長 五 年 入 宋留學 十餘 


(五六 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


一年と あ 6、 菊 池 軍記、 洞 上 諸 祖傳 R 禪師 二十 七歲 にして 入宋 

I し、 天童 山 長 翁 如 淨禪師 に 參 見した 6 と あるは 誤な 6、 咸淳三 

年 (我 文 永 四 年) 皈 朝と ある 諸 書に 同し、 洞 上 聯燈錄 に 建 長 
五 年入宋 し、 翌六 年皈 朝し、 孤雲 徹 通の 二 禪師に 從 a 、 文 永 
元年 再 a 入宋 し、 同 四 年に 皈朝 すと， q り、 前後 二回 入宋 の Z: 
と 他の 諸傳に 見ぇされ は、 今 姑く 疑を 存 す-道元 禪師 語祿に 
附する 無 外 義 遠の 序 末に 景定 甲子 (我 文 永 元年) と あう" 

_ 退_ 源 寧、 虛堂智 愚の 序 末には， 故に 威 淳 元年 (我 文 永 一一 
年) と あ 故に 我 文 永 元年 二 年の 頃、 禪師の 宋に留 う / 2 る 
は 1111 なり、 然れは 今は 建 長 五 年入宋 、文 永 四年皈 朝と 云 ふに 
依る、 法 系に 關 して、 延寳 傳燈錄 、本朝 高僧 傳に は惣 持寺籍 
簿 、壁 ! 11 銕公校 纂の宗 ite 圖 、義 堂の 空 華日エ 集の 說に 依う、 
道元 禪 &!; の 法嗣と /X す、 洞 上 聯燈錄 には、 禪師か 仁 叟淨熙 に 
附し穴 る嗣 書に 道元 懷羿 義价義 尹と あう、 禪師の 孫 無 說宣 'か 
明 菴須喆 に 附し穴 る嗣 書に も、 同し と 云 ひ、 此二證 に 依 6、 
徹 通の 注嗣 と 2. せう、 同傳に 依れ！ T 建 長 六 年よう 文 永 元年 
再 ひ 出航す る， ' 2: で、 弧雲徹 通の 二師に 隨 ひ穴6 と あう、 然る 
に禪師 自ら 道元禪 師の 法嗣を 以て 任した るか 乙と し、 道元 禪 

師 S I7;- 錄を携 へて 宋に 入う、 諸禪師 に 示した る 事情、 幷に無 

外、 退 岍 智 愚の 序の 文意に ようて 略 ほ 明な- CN、 且つ 現今 禪 

師の派 下に 傳 ふる 所に よる も、 道元 禪師 の法嗣 となせ 6、 故 R 

今は 洞 上 聯燈錄 の說を 採用せ ず、 

ギウン 義雲 一一 姑 fe 一  S 洞 宗〕 越 前 永 平 寺の 第五 代な 6、 

義雲は 京都の 人、 紳縉家 の裔な う、 建 長 五 年 十二月に 生る、 

幼に して 俗に 處す るを 甘せ す、 敎院に 依うて 出家し、 華嚴法 


華の 疏抄を 學 ふ、 年 二十 四 忽ち 自ら 歎して 日く、 金麟は 龍と 
化すべし、 曷を敎 綱に 拘泥 せんや、 と， 奮然と して 衣を 更 へ、 
越の 薦福 寺に 抵ぅ 、寂 圓和尙 に 參 す、 和 尙の門 庭 孤 峻 にして 
誨勵を 事と せす、 常に 丈 室に 端坐して 默淵 日を 竟 ふ、 纔に相 看 
すれは 呵せら る、 學者其 機 R 契 ふ 名の ある 乙と 少し、 師 自ら 

發 願文を 製して 
和尙に 呈 す、 和 
尙之を 見て 其 精 
勸 を 慾み、 允可 
して 掛搭 せし 
む、. 師自 ら樵爨 
の 勞を 揮ら す、 
斯 の 如くす る も 
の 殆んと 二十 
年、 朝夕 咨决し 
て 遂に 堂奥に 至 
る、 正 安- 兀年和 
尙の 遺囑を 受け 
て 席を 繼 く、 家 

風峻絕 、諸方 之を 憚る、 正 和 三年 越 前 永 平 寺 席を 虛 す、 出 雲 
の 太守 藤 原通貞 "師を 請して 之を 主と らしむ、 一 住十餘 年、 
遠近 風に 靡く、 推 拂の餘 暇に 勤て 構營 す、 夙夜 心を 注て 敢て 
怠る Z1 となし" 堂宇 總て廢 を 興し、 金 碧 輝耀 として 林壑を 照 
ら す、 時に 中興と 稱 せらる、 晚年 上足 曇 希に 命して 席を 補せ 
しめ、 榻を東 堂に 移して 老を養 ふ、 . TH 慶二年 十月 十二 日疾な 


ギ (義) ク  ギ (義) ウ 
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く、 沐浴して 衣を 更へ 、偈を 書して 日く" 毀 敎謗禪 、八十 一 
年、 天 崩 地 裂、 沒火裏 泉'  と、 筆を 擲て 寂す、 壽八 十一、 臘 
六十 五 •全身を 吉祥 山に 搭 し、 靈梅 塔と 號す、 著作 語錄あ 6、 
世に 傳ふ、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

.キク ン * lg  ( . ) 〔臨濟 宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 なう、 

義 雲は 其 鄕貫嗣 水詳 ならず、 京都 南禪 寺 R 住す、 文殊の 讃に 
日く* 手中 經卷本 無 文、 著 眼看來 字義 分、 失卻 金毛獅 獅子、 
脚踉蹈 斷五臺 雲、 と、 寂年缺 く、 (延寶 傳燈錄 ) 

キウン « 雲 ソゴン 祖嚴を 見ょ， 

ギ H 義 « ( 一四 セ 5  〔眞言 宗〕 山城 高 雄 寺の 僧な う、 
篛愨は 初め 其師 承す る 所を 知らす、 弘仁 三年 高 尾 山の 直歲と 
なる'  寂 年 欠く、 (弘法 大師 弟子 譜) 

一* r ユ ー 義叡 (一— 丸) 〔法相 宗〕 奈 良藥師 寺の 僧な-^ 
義叙 俗姓 不詳 •諸宗 に 通じ 法相 宗に 精し、 維摩 會 講師と 江う、 
少 僧都に 任せら る、 元慶 三年 最勝會 の誧師 と 江 る、 示 寂の 年 時 
缺く 、(本朝 高僧 傳) 

キエ キ裘易 (二 一 〇 一〕 〔曹 洞宗〕 三 河 鈔嚴 寺の 開山な う、 
義易 字は 東海、 參 河の 人、 姓は 源氏な う、 十五 歲 にして 出家 

し、 諸老 に參歷 する 十餘 年、 後、 華 藏禪師 に 師事して 徹悟 

し" 伽 梨鉢盂 を附 せらる、 時に 永 享十 三年 正月 二十 五日な 

6、 華 藏の寂 後普濟 寺に 住し、 法 道大に 振 ふ， 三 河豐 河の ®- 

越 某妙嚴 寺を 築きて 主と 次す" 某 年 此寺 R 寂す、 壽 欠く、 (日 

本 洞上聯 燈錄) 

芩 エン 義演一 九 七 M: 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺 第 四 代な り、 

義演は 其 本 貫詳な ら ず、 波 著 寺 懷鑑に 業を 受く 、常に 生死 問 
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題を 以て 自ら 策 勵 す、 懷鑑其 粘 勸を見 て 甚左鍾 愛す、 仁 治 一一 
年永毕 寺 道元 禪師に 謁し、 弟子の 禮を執 〇, 元禪 _ 滅後孤 雲 
懷羿に 參す 、衆の 請に 依て 進院開 堂し、 弧 雲懷笄 の 嗣と攻 る、 
晚年報 恩 寺に 閑居して 世と 接せず、 正 和三铒 十月 二十 六日 寂 
す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ギ H ン # 淵. 一 xi A: 〔法相 宗 3 大和 龍 門 f 50 開山 ィ |? 6、 

義淵 俗姓 市往氏 
と 云 ふ、 大和の 
人な CN、 其 父子 
息な きを 憂へ て 
觀世音 菩薩 I/C 祈 
禱 し、 一夜 柴桓 
の 上 R て 一兒を 
拾得す るに、 日 
ならず して 成長 
す、 事 朝 聞に 達 
し天智 天皇 岡 本 
の宮に 召し 養育 
せしめ 給 ふ、 後 
勅を 拜して 出家 

す， 是 即ち 義淵な 6、 師は元 興 寺に 投し智 鳳に 師事し 注 相宗 
を受學 す" 後吉 野 r 龍 門 寺を 開きて 留 住す" 天皇 岡本宮 を 賜 ひ 
寺となす、寵善寺^减寺と云ふ尋きて龍福寺等を開く，傅に 
師は五個龍寺を開き穴6と云ふ、大寶三年三月十四日に僧止 
に氐せらる、同年十一月に勑して稻一万束を賜ひて艽學業を 


〔七 六 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


賞揚す、 神 龜四年 十二月に 特に 詔して 其 兄弟に 岡 連 姓を 賜 ふ、 
即ち 勅に 日 ふ、 僧正 義微 法師、 禪枝早 茂、 法 梁 惟隆、 扇- 1 玄風於 
四方： 照，， 惠炬於 三界： 加以自 ，1 先帝 御世： 迄 =晚 代： 供-- 奉 内裏- 
無二 咎偬 〖念斯 若人 年 共 隆宜 ，改_ ，市往 氏-賜-- 岡 連 姓-傅* 其 兄 
弟 i> 其 翌五年 十月に 至- 0示寂す、銎武天皇勅して施一百疋、絲 
二百 純、 綿 三百 屯、 布 三百 端を 膊賜 した ま a 、 治 部の 官人を 遣 
はし 喪 事を 監督せ しむ、 門下 極めて 多く 玄昉 、行 基、 宣教、 
良敏 、行 達、 隆 尊、 良 辨は七 上足と 稱せら る、 道場、 道 鏡 も 
亦 門下に あぅ、 (續 日本 紀 、扶桑 略記、 僧綱 補任、 三國 佛法傳 
通緣 起、 ' 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 義淵 古來發 音して ギ井ン とい ふ、 元享釋 書に 入唐して 
智周 に受學 したり あれ 事實に あらず、 諸 傳一樣 に 其 父、 
子息な く觀世 音に 祈請して 得 * る ものと あれ ども、 後に 兄弟 
に 姓を 賜は れるよ A 見れば、 異腹の 兄弟に て 毛 あ $ し Z1 と 明 
な 6、 

'キエ ン #圓 テ. V カィ 典 海を 見よ、 

ギオ ー義翁 シヨ-一ー ン紹 仁を 見よ、 

ギオ 丨義说 羽 セ-クン 盛訓を 見よ、 

キガイ 義海 (一四 セ 四) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺 別當な り、 

義 海は 出家して 畢嚴 を學び 、弘仁 五 年 東大寺 別當に 任ず、 寂 

邙壽歃 く、 (東大寺 別當 次第) 

ギガ ィ義海 ( . ) 一: 三論 宗〕 大和 東南 院の學 僧な 6、 

義海は 東南 院の 重器に 就きて 三論を 學ひ 、密敎 を 受け、 俱舍 

を 善くし、 本院に 住す、 (本朝 高僧 傅) 

キガイ « 海 i. al i  〔天台宗： 5 近 江延曆 寺の 座主な 5、 

キ (義) エーカ 


義海 俗姓は 宇佐 氏、 豐前の 人 次 $、 比 叙 山淸凉 房の 玄昭を 禮 
して 下髮 得度し" 顯密の 二 法を 學ひ 、座主 尊意に 兩部の 密灌 
VJ 受 く、 寬平八 年 座主 康濟に 菩薩 戒を真 け、 又奈 良に 奔りて 
性 相學を 究む 、延長 四卬 尊意の 執奏に ょ 6 比 叙 山の 阿闍梨 
となう、 尋きて 權 律師に 任す、 承 平 六 年 春帝不 豫 な'^、 師 勅を 
拜して 祈 禱す 、功に ょうて 正 律師に 轉 し、 砂金 千兩を 賜 ふ、 又 
天慶 三年 春 延曆寺 座主に 補す、 年已に 七十、 此年 冬權大 僧都 
に 昇る、 四 年 夏 五月、 勅を 奉して 大 威徳の 法を 修し 、優 賞を 
賜 ふ、 八 年 叫 月 畿内 大に旱 す、 師勅を 奉して 神 泉苑に 孔雀 經 
法を 修 し、 又 法務に 任せら る、 五月 b 旬 尊 星 王の 法を 行 a 、 
御 願 成就して 年分 度 者 十二 人を 賜 ふ、 十二月 四日 熾 盛 光の 法 
を修 す、 此法を 修 する 始めと す、 九 年 五月 十日 寂す、 書 七十 
六、 (本朝 高僧 傅) 

ギガ ィ萎海 二 ra: •一 £; 〔淨 土宗〕 新田 大光 院の學 僧な う" 
義海號 は 空 .* と 云 ふ、 初め增 上寺學 寮に 學び、 常 福 寺に 住し、 
後 大光院 に轉 住し、 著作を 事と す、 寶曆五 年 正月 十日 寂す、 
壽歃 く、 著作 大經義 疏選耍 記二卷 、論 註 輔正記 十二 卷 、遊 0 
安樂 道 私記 二卷、 佛像楞 幟義鎏 註 三 卷 、同圖 說二卷 •蕉窓 瘦 
筆三卷 、蓮 宗禦寇 篇三卷 、雪 鵝箋斷 非一卷 、等 ぁ 6、( 近 1U: 佛家 
著作 目録 稿本) 

、キカ r 義价一 一 M 〔曹 2ボ〕 越 前 永 平 寺 第一 一一 代な 6、 
義价 號は徹 通、 越 前足 羽の 人、 俗姓 藤 原 氏 大將軍 利 仁の 後裔な 
6、 承久 元年 二月 二日に 生る、 十三 歳 IPJ 國の波 著 寺 懷鑑和 尙 
の 下に 投 して 得度し、 比 叙 山に 登 4 て 具足戒 を 受 く、 楞巖の 
深 旨を 究め、 兼ねて 淨土 業を 修 す、 仁 治 二 年興聖 寺に 登うて 

キ (義) 分 


書辭 名人 家佛本  日  （A 六 -) 


キー義 )力 •1 ク 


キ (義) 力 


道元 禪師に 謁す、 元 禪師上 堂に 日 ふ、 是法住 法 位、 卅間相 常 
位、 春色 百花 紅、 鷓鎗柳 上 鳴、 と、 師 聞きて 省 あう、 之ょ $ 
益 參究 し、 後 元 禪師に 隨逐 して 越 前 永 平 寺 R 遷 典 座と な 
$、 次に 監寺 となる、 晝は衆 事を 辨 し、 夜は 禪 座して 旦に達 
す、 元 禪師示 寂 後、 懷羿に 依附 し、 遂に 此法嗣 となる、 羿謂 
CA て 日 ふ、 汝 先師 所得の 處に 於て 其 旨を 曾す •先師 那伽定 中 
必ず 汝が爲 に 證を 作ら 0 と、 又 日 ふ、 佛 法の 中 人を 待る 乙 
と最 難し、 若し 人を 得ず は佛 種を 斷滅 する 罪を 免れず、 縱使 
人を 得る 7P、 而も 其 器に あら-ず ば Z. の 罪を 免れず、 此事 先聖 
の 難と する 所、 況や をれ 今を や、 今 吾汝を 得て、 已 R 此 罪を 
免る' 今日 死す とも復 穴 遺恨な しと、 即ち 一門の 宗旨 建立を 
囑 す、 義价囑 を 受けて 退き* 後宋に 渡らむ として 如意 輪虛空 
二大士 像を 刻し、 誓 a て 日 ふ、 若し 南 遊して 歸 へう 來らば 嚴 
飾せ む、 と」 jh 元元 年に 出航し、 直に 天童 山に 登 6、 祖 塔を 
禮 し、 後 諸方 R 歷 訊し、 四 年に して 東歸 L、 永 平 寺に 懷羿を 
省す、 文 71V 四 年 永 平 寺 第三 世と なる、 六 年に して 退 休し、 山 
下に 養母 堂を 構へ て 老母に 謹阜 す、 美 濃の 擅 越 精舍を 開きて 

請す る も、 遂に 辭して 出で ず、 加 賀大乘 寺 澄 海阿闍 梨師に 就き 

て 禪嬰を 聞きて 師事す、 壇 越 藤 原 家 滿と俱 に 謀う、 寺 (眞言) を 

改めて 禪宗 となし、 師を 請して 開山と なす、 延慶二 年 八月 廿 

四日 疾に 罹う 寂す、 壽九 十一、 遺偈 R 日く 七顚八 倒、 九十 一 

年、 蘆 花 覆 雪、 午 夜 月 回、 定光院 を 建て、 靈骨 を收む 、嗣法 

四 人 あ $、 義 尹' 紹瑾宗 圓、 嚷暉な 6、 甞て哲 侍者と 云 ふ 者 あ 

$、 禪 帥の 眞を寫 して 賛を 求む、 乃ち 書して 日 ふ、 故 業受生 

雖 -- 各别 S 心是佛 有-- 何 疑 (從來 俱住不 面、 今日 相 看 非 k 


我 誰 (日本 洞 h 聯燈錄 ，本朝 高僧 傅 •延 寶傳燈 錄} 

ギカ ク * 覺 2 三-三 M …… 〕 難波百 濟寺 S 僧な り、 
義覺は 百濟の 人、 天智 天皇の 頃我國 兵士に 隨 a て來 朝し、 難 波 
の百濟 寺に 留まる、 一夕 摩訶 般若 心經を 誦す、 同 寺の 慧義夜 
中に 師の 室内を 見れば 光明 赫 々た 6、 慧義恠 みて 窓 隙よぅ 窺 
ふに師經を誦ずるに、口よ6光明を放ク、明朝慧義衆に吿 
ぐ、 衆 皆 驚嘆す、 義覺 語りて 日 ふ、 我 目を 閉ぢて 經を 誦す、 
百 許遍に して 目を 開けば、 四 壁 通 洞と して 庭 外 皆 見 ゆ、 起ち 
て 之に 觸 るれば、 室 戶盡關 す、 座に 歸りて 誦すれば 通 洞 前の 
如し、 是れ 般若 經の 不思議 力なぅ、 と、 示 寂の 年時缺 く、 (靈 
異 記、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

、キ ガク * 覺ゼ >  H 禪惠を 見よ、 

ギカ ク » 覺ゼ V  H 禪慧を 見よ、 

キキ ョ 1 義敎 jMI 〔眞宗 〕 越 中 射 水 郡 氷 見 村圓滿 
寺の 住持な り、 義敎 は大心 海と 號 す、 叢林 六 代の 講主 とな 6、 
學德 共に 高く 大衆 心服した 6 と 云 ふ大に 日蓮 宗を 嫌 CA 數書を 
著は して 駁擊す 日蓮 宗 の 日顯日 曉等亦 書を 著は して 相當 6 /2 
るため一時二宗を動搖した6明和五年六月六日寂す、壽七十 
五、 著作 願文 講 解、 觀 經敎演 記、 各 四 卷 、阿 彌陀經 淨眼錄 二 
卷 ，論 註 講義 六卷 •四帖 疏講錄 十三 卷 、二 卷抄模 象 記 六卷、 

二 門偈講 錄三卷 、淨 土眞宗 論客 編一卷 、輪 駁行藏 錄五卷 、千 五 
百倐 彈憚改 十卷 、並緣 起一卷 、本尊 義 破邪 顯 正一卷 、閱寮 壁 聞 
一卷 あり、 (淸 流紀談 、本願 寺通紀 、本願 寺 派學 事史) 

義空 (m£ 丸) 〔禪宗 3 山城 檀林 寺の 開山な- CN、 
義空は 唐 R 生る、 鹽官 の齊 安國師 R 師事し、 南宗禪 を 傅 ふ、 


(九 六 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


承 和の 初嵯峨 天皇の 皇后に 請せられ て來 朝す、 初め 皇后 空 海 
ょ 6 唐 ic 禪宗 ある 乙と を 聞きた まひ、 慧鼕を 遺は して 禪師を 
請した まふ， 慧霉は 五臺 山に 上- CS て 皇后 發 願の 寶幡 鏡 II 等を 
納め、 梓 鹽官縣 の 海 昌 院に抵 6、 齊安國 fill) に 謁 r、 國師は 南 
宗慧能 四 世の 法 孫な ぅ、 慧蓦の 請を 納れて 上首義 空を 使は せ 
6、 即ち 師は法 弟道昉 等と 共に 慧蓦 に從ひ て 來 る、 皇后 大に 
悦びて 東 寺の 雨 院に舘 せしめ、 尋て 宮中に 召し 禪を問 ひ、 奏 
對旨に 稱 a 、 檀林 寺を 興し、 請 fc て 開山と なし 穴 まふ、 後辭し 
て 西歸 し、 示 寂の 年 時を 知らず、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 3 
〔考〕 弘法 大師の 傳 R は、 空 海の 言に 基き て 義 空の 請せられ 
穴る こと 所見な し、 而も 皇后の 師を 請し / 2 ま a たる 乙とは 事 
實な 6 とす、 

キク ー 義® 1yt o: Y〔 . 〕 京 都大 報恩 寺の 開山な 6、 

義空號 は 求 法 出 羽太 守 藤 原 秀衡の 遠 孫、 父は 忠 明と s ふ、 少 
に して 鎌 倉に 月輪 法師を 拜して 童子の 役を 執- CN、 十九 歲下髮 
納戒 す、 但し 何れの 宗に歸 すへ きかを 知らす、 鶴 岡 八幡宮に 
禱 6 比 叙 山に 登ぅて 澄憲に 謁し. •敎觀 の 旨を 學ひ 、諸 師の室 
を敲 きて 秘密 敎を 得、 俱舍 論に 通す、 山に 居る 乙と 十 年、 學業 

已に 成る、 師大 誓を 立て 一精 舍を 建て、 台密 三論の 三宗を 弘 

めて、 四 恩に 報 ひんと 欲し、 建 保 初年 洛北千 本の 地に 初めて 

茅菴を結3、承<三年假に小堂を構へて釋迦幷に十大弟子を 

安す、 崖 應 二年大 堂を 建てん と 欲して 良材を 集め、 殿宇 成 6 

て大 報恩 寺と S ふ、 嘉禎 元年 特に 綸旨を 降して 大小 乘を弘 布 

せしむ，師又多聞天の像を刻造す、仁治二年四月三十日寂す、 

壽七十 に 垂 とす (本朝 高僧 傳) 


マキ (義) ク 


ギ クー  ショ-チ ユ 1 性忠 を 見よ、 

キタ !? ン # « -: ! i tsr o: 〔淨 土宗 3 下野 其 寺の 僧な 6、 
義觀 字は 傳隨 ，雄 蓮 社と 稱 す、 奥州の 人な 出家して 淨土宗 
に阪 し、 修學 する 乙と 三十 餘 年、 大小 內外に 通達す、 常 (C 俱 
舍 、唯識 、楞嚴 、法 華 等を 講ず、 聽衆皆 信服す、 晩年 下野 國 
黑羽 R 住し 法 門を 弘 通す、 延寶八 年 八月 六日 寂す、 (鎭 流祖 
傅) 

，キク ウン 義觀一 •jm  〔臨 濟宗〕 長 崎 某 寺の 僧な ぅ、 
義觀は 寶永中 長 崎に あぅ、 才學 なく 某 寺の 浴室を 守る、 享保 
二 年 三月 夜半 火 浴室よ 〇 起る、 義觀我 過ちな 3 と 云 ひ て 火中 
に投 b て 死す、 (野史、 近世 畸人 傅 VJ 
ギクウ ン # « グゲ ン弘 現を 見よ、 

’ キク？ ン義完 一一 删 £1 〔臨 濟宗〕 阿波 玄要 寺の 禪僧 江6、 
義完 字は 綾 河， 別稱再 過と 云 ふ、 阿波 德 島の 人な 6、 俗姓 芳 
村 氏、 始めて 郡の 慈 光寺 春 叢 禪師に 師事す、 出家せ むと する 
も 司 吏 許さす、 乃ち 潜 (C 國を 出で、 讃岐に 至 6 實酸 禪師に 師 
事し、 後 美 濃に 至 6、正 燈圓照 禪師隱 山に 事 ふること 十一 年、 
禪師の 法を 傅 ふ、 文化 十 年 妙 心 寺 第一 座と な 十一 年 二月 
支 要 寺に 住し、 文政 元年 伊豫の 龍潭寺 行應を 請して 槐安國 語 
を評唱 す、 四 年 同 寺の 寶藏を 造 立し、 尋て 府庫 殿堂 等を 造 立 
す、 天 保 六 年 開山 月岑禪 帥の 二百 年忌に 丁る、 故 あり、 翌年 
三月 {C 之を 延修 し、 自ら 五祖錄 を評唱 す、 雲 荊 四 集し、 三百 
餘に 上る、 爾來 盛 R 隱山の 宗 風を 宣揚す、 嘉永 一一 年 十月 疾あ 
- 寂す、 壽六 十五、 (近 ift 禪林 僧寶傳 J 
’ キク ウン # 寛 (二 四 二) 〔淨 土宗〕 尾 張觀音 寺の 僧な 6、 


キ (義) ク 


書辭 名人 家佛本 日 


(〇七 一） 


キ S) ケ — 3 


義寬は 尾 張の 人に して、 知 多郡觀 音 寺に 住し、 道心 堅固な 6、 
六十 餘 年間に 唯數次 門を 出て / 2 るな り、 一 僧 あ 6 師に問 ひて 
日く、 老師 何を 以て 閑を 消す か、 と'  師 日く" 蝸牛 角 上石 火 
光 中 唯 迅速を 覺 ゆ 、未た 閑 あるを 知らす* と、 某 年大旱 す、 
村民 雨を 禱らむ 乙 とを 請 ふ、 師辭 すれと 名聽 かす、 乃ち 海上 
に 壇を 興し、 端坐 合掌 すれは 大 に靈驗 あ- CN、 村民 歎 呼し 米穀 
を 負 CA て來 謝す、 師一 握を 受け、 餘 を返附 す， 村民 益 信仰 敬 
服す、 示 寂の 年時缺 く、 (續 日本 高僧 傳) 

〔考〕 義寬 は寶曆 前後の 人なら む、 

キケ ー 義圭  タィ ジ h  - it 住を 見ょ、 

、 キケン « 見 ( . 〕 〔曹洞 宗〕 能 登總持 寺の 禪僧な 6、 

義見 字は 明 室 美 作 靑蓮寺 江中梵 巴の 法を 嗣き 、總持 寺 R 出世 
す、 寂 年 欠く、 c 日本 洞上聯 灯錄) 

ギケン » 欧貝ーー1 =0 ?^〔眞言宗〕山城醍_山七十五代の座 
主な 6、 義賢は 後 遍智院 准 后と S ふ、 將 軍足 利義 持の 猶 
子、 小川 權 大納言 源 滿詮の 子な り、 應永六 年 R 生る、 滿濟准 
后の 室 R 入ぅて 得度し、 三寶院 十八 世の 席を 董 す、 同師に 庭 
儀 職位灌 頂を 受け、 永 享五年 詔して 醍醐 山 七十 五代の 座主に 

稀す、 時に 三十 五な 6、 同年 大僧正 R 叙せ り、 嘉吉 年間 東 寺 

百 四十 七 代の 長者 法務に 補し、 輦車 牛車の 宣を賜 ふ、 尋 いて 

法務を 辭 す、 又 詔して 百 七十 七 代の 長者に 任す、 應仁二 年 座 

主 職を 政 深 R 付し、 十月 二日 寂す、 壽 七十、 (續 傳燈 廣錄) 

ギコ ー 義光 ii CI: 一一 一 〔曹 洞宗 3 越 中光禪 寺の 禪僧 

義光 字は 月澗 、俗姓は 白子 氏、 越 中の 人な り、 母は 河 合 氏、 

靈夢に 感 して 孕む、 誕生して 骨相 淸奇な り、 一 B 父 三 兒を召 


ギ (義)  3 


し 謂 a て 日く、 阿 誰か 出家して 父母 ?: 度す か、 と、 師聲に 應 
して 我 出家す へし、 と、 父大 R 喜 ひ、 携へて 寶 光寺に 附し侍 
童と なす、 十三 歲光禪 寺 普 門に 師事し、 尋い て蔭凉 軒銕 心に 
見 ゆ、 天 和 元年 月 舟に、 翌年 卍 山に 見 ゆ、 卍 山の 下に 趙州狗 
子 話を 參究 し、 妙 契す、 偈 あり 日く* 徹底 有兮 徹底 無、 兩重關 
鎖 一時 開、 南方 五十 有三處 、笑殺# 財 空去來 、と， 後黃檗 山に 
登り、 獨湛に 見 ゆ、 尊 S て盤珪 、心 越 等の 諸 大德に 歷 謁し、 再 
S 卍 山の 下 R 歸へ 6 衣 法を 附 せらる、 貞享二 年 能 登 豐財院 に 
住し、 後、 越 中光禪 寺に 移轉 す、 佐 渡の 檀越師 を 直 指菴に 請 
す、 師 乃ち 往き 居る こと 幾 ^ ら すして 病 R か、 6、 光禪 寺 R 
歸 り、 元祿 十五 年 九月 十六 日 寂す、 壽 五十、 臘三 十九、 師平 
素行 業 厳密な 6、 禪餘 指頭の 鮮血を 瀝 して 大 般若經 二百 卷を 
書せ り、 (續 日本 高僧 傳) 

ギコ ー # 光一 一 1I AA 〔法相 宗 3 大和 傅 法 院の學 僧な う、 
義 光は 興 福 寺基繼 僧都に 師事して 唯識 論 ^ 究め、 安和 中 維摩 
會の 講師と となり、 少 僧都に 任し、 傳法院 に 住して 法相 宗を 
弘む 、後西 院を 開きて 第一 世と な 6、 天 元元 年 八月 五日 寂す、 
壽七 十一、 門下に 傳法 院日觀 、新 院長 保、 傳法院 安 潤 等 あう、 
典に 一時に 傑出す、 C 本朝 高僧 傳い 

ギコ ー « 向(一三一三」〔 . 〕 入唐 學問 僧な 6、 義向 

白 雜四年 五月に 遺 唐 大使に 隨 a 、 道 福 等と 共 R 唐に 航 す、 事 
蹟傳 はらず、 (日本書紀) 

ギ 義亨一 一一 翌姑 〔臨 濟宗) 京 郡 大德 寺の 禪 僧な う、 
義亨 號は徹 翁、 俗姓は 頗 氏、 出 雲の 人な 6、 稍 長して 京都 ic 
入う、 建 仁 寺 鏡 堂 圓和尙 を 禮 して 師 となし、 鏡 堂 示 寂の 後 十 


(一七-) 


書辭 名人 家佛本 日 


九歲 にして 祝髪禀 具す、 大 光和 尙に 南禪 寺に 謁し、 大に器 重 
せらる、 大光亦 寂す るに 方 6 て宗峰 禪師に 雲 尻 寺に 謁し 印 町 
を 蒙む る、 嘉曆の 初め 宗峰龍 寶山 大德 寺に 開 法す、 師朝夕 奉 
侍して 分 座 説法す、 建 武四邙 宗峰の 遺命を * X: けて 寺を 領 し， 
翌年 春 勅を 奉して 開 堂す、 師晚 年別に 寺 前に 一 寺を 建て 德禪 
寺と いふ、 貞治六 年 秋將軍 義詮の 執奏に ょ 6 大德德 禪の兩 寺 
交代 皆師の 法 孫 住持す へき 旨を 命 せらる、 又天寵 寺の 命を 受 
くれと も固辭 して 出て す、 一 g 疾を示 し偈を 書して 日く、 覿面 
當機 、佛 祖吞 k、 一機 轉處 、虛空 落 k、 と， 筆を 役して 寂す、 
壽七十五、躐丑十六、實に應安二年五月十五0、德禪寺に葬 
る、 大 永八华 三月 勅して 大祖正 股 禪師ふ 諡 す、 著作 語 錄二卷 
あ 6、 宽 7K 十五 年 十一月 澤菴宗 彭 奏し、 勅して 天 應大現 禪師の 
號を 加 fly す、 (名僧 行錄 、延寶 傅 S 錄 、本朝 高僧 傅) 

ギヾ サン 義山 ii -fco h 「淨 -h 宗〕 山城 華 頂 山の 學 僧な 6、 
義山 字は 良 照、 自ら 信 阿と 號す 、俗姓は 三 魔 氏、 京都の 人な 6、 
祖父 宣治甞 て 織 田 信 長の 武田勝 賴を征 する に從て 戰功ゐ 
其 筏 讒せ られ C 京都に 潜 居す、 父 宣次も 亦 武略 あぅ、 母は 吉 
田 氏な* CS、 靈夢に 感し て師を 生む、 幼に して 英悟な 大和 
郡 山に 井司榮 休と s ふ 者 あ 4、 家 世々 殷富な 6、 其 母 妙慧甞 

て 謂へ らく f 吾 若し 一見を 得は 之を 佛門に 捨て、 闔家 冥福の 

資と せへ と、 後一 年 京都に 遊 ひ、 偶々 師 の聰慧 にして 世に 

比な きを 聞ち/約して 義子と なす、 師遂に 郡 山の 九倐 村なる 光 

傳 寺に 投 して 剃 染す 、時に 年 十五な- C/ 翌年 江 戶增上 寺に 遊學 

し、 吞譽 上人の 室に 入る、 上人 師の 非凡なる を 知 6、 命して 

下野 圆通寺 聞證和 尙の會 下に 赴かし む、 師精 勸苦學 して 慧解 


.  、キ( 羲). ザ 


日に 進む、 和 尙武藏 岩 築の 淨國 寺に 遷ぅて 上 首と なる、 師亦 
隨從し •衆と 共に 參究 し、 屹 然として 頭角を 出た す、 師殊に 
講說 に秀て 、語簡 にして 理 明な 6、 玆 r 於て 學徒 雲集す、 師 
乃ち 宗門の 諸 書、 及 a 俱舍 、唯識 、因 明 等の 他宗 諸 部を 敎講 
す、 I 尙師の 偉 器なる を 喜 CA 、 其 所學を 以て 悉く 師に授 く、 
後辭 謝して 京都に 歸る 、時に 年卅 六、 是 ょぅ 緣に從 ひ て 居處 
定まる 乙と なし、 後 洛東華 頂 山 天 王 神祠の 傍に 菴 居す、 安養 淨 
土の 業を 勵み 、常時の 日課 五萬聲 を修 し、 又 日を 剋して 如法 
念佛百 萬遍を 行す る/ vj と數 十回な ぅ、 四方 風を 望みて 淨徒門 
R 迫る、 師道 暇恒に 四來の 爲に宗 書 及 ひ 他宗の 章疏を 講說 す、 
大に宗 風の 頹癒 を慨 して 破邪 顯正に つとむ、 又宗 書の 誤謬 あ 
るを 嘆き、 普く 善 本を 求めて 校正し、 印行して 初學に 便す、 
甞て 水戶 の光园 師の德 風を 聞きて 篤く 請聘 すれと も 阇辭 して 
往か ず、 知 恩院卅 二世 秀道 大和 尙 、卅 三世 圓理 大僧正、 及び 
同 院門主 二 品 親王 等の歸 仰を 受け、 屢 々盛典に 侍す、 太 上天 
皇師 の德を 幕 a 正 德五年 四月 宮中に 召して 法要を 問 a 給 a 、 
物を 賜 a て 勞を謝 し 給 ふ、 又 上皇 一夜 惡夢を 感じ 師に命 して 
之を 圆にせ しむ， 師原 夢一篇 を 作 6 て 呈 す、 皇情大 に 喜 ふ夂 
承 秋 門院の 命を 受けて 宮中に 法を 説く、 其 他 結紳の 歸崇揣 た 
多し、 又 聞 證和尙 の囑を 受けて 元祖の 傅を 校正し、 智恩院 の 
藏 本と 比較して 註を 附し 之を 大成す、 111 光大 師行狀 翼賛 六十 
卷是次 6、 享保二 年 十一月 十三 日 疾を以 て 寂す、 壽七 十、 臘 
五十六、 京都の 東南 華 頂 山に 闍 維す、 著作 三部 經隨聞 記 七卷， 
圓 光大 師行狀 翼賛 六十 卷 、同 隨聞記 十卷 、和 g,fv 燈錄 日講私 記 
七卷 、撰 擇集講 錄三卷 、一枚 起請 隨聞 記一卷 、三卷 書 隨聞記 


、キ 83 サ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 七 一） 


’キ t 義) ザ— シ 


一卷 、曼荼羅 述獎 記四卷 、授 菩薩 戒要 解一卷 あう、 (義 山和尙 
行 業 記、 淨 土宗經 論章疏 錄、 j 

ギザ ン « 山二三 八 -: 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第 十二 代な う" 
義山 字は 音識 、美 濃大 垣の 人、 出家して 眞 11 D 宗の 敎義を 究め、 
播摩 赤穗遠 林 寺に 住す、 後智 積院に 入う、 六 波羅普 門院に 住 
し、 大石良 雄 等と 牲來 す、 尾 張 長久 寺、 江 戶圓福 寺を 經て寶 永 
六 年 智積院 第 十二 代 能 化と なる、 享保七 年 四月 四日 寂す、 壽 
欠く、 (密 嚴譜豚 •純 雅雜 記) 

、キサ ン « 山 卜 fl ーン等 仁を 見ょ、 

ギシン # 眞一 一刚細 一一 一 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 第 一 座主な 
之 義眞は 俗姓 詳 ならす-、 相 摸の 人、 弱年 R して 比叡山に 登 
$、 最澄に 師事す、 師最 澄 R 大安 寺 R 侍する 時、 鑒眞 律師の 徒 
r 就きて 戒範を 受け、 天台を 探う、 能く 唐 言に 通す、 延曆 二十 
三年 最澄 入唐の 際、 奏請して 師を 伴 a て 渡航し、 貞元 二十 年 十 
二月 七日 台 州の 國淸 寺に て 圓頓戒 を 受け、 大 僧に 列し、 最 澄と 
同し く 順曉の 灌頂 壇に 入ろ/明年 夏 共 ic 歸 朝す、 弘仁 十四 年 
四月 十四日 勅に ょ 6 始めて 根本 中堂に 圓頓大 菩薩 戒の羯 磨を 
行 ふ、 此 年嵯峨 天皇 諸宗に 詔し 各 一家 /) 奥を 述 へしむ 護 命は 

硏心 章を 作うて 法相を 述べ、 空 海は 十 住 心 論を 著して 眞言を 

述べ、 師は 天台宗 義 集を 作りて 斯宗を 讚す、 天 長 九 年 詔 あう 

て 延曆寺 座主と ^ る 此職師 に 始まるな 6、 九 年 興 福 寺の 維摩 

會 講師と なる 天台宗 徒の 此任に 預る もの 亦師に 始まるな $、费 

晚年修 禪院を 構へ て 退 休し 修禪和 尙と號 す、 十 年 七月 寂す、 壽 

五十 三 著作 宗義 集、 雜 疑問 各 一卷あ 6( 元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅} 

ギジ ユン * 順 二 5a: l A-; 〔眞 宗〕 美 濃 安八 郡 大牧村 智通寺 


ギ (義) ジ 


の 住持な 6、 議 順は 大 通院と 號 す、 寮 司と なりて 天 保 十二 年 
よ 6 高倉學 寮 R 二十 述 記、 八宗講 要を 講 し、 弘化四 牢四月 二 
十日 擬請 となり、 嘉永四 年よ 6 略述 法相 義、 步船鈔 を講 す、 
略述 法相 義講錄 は 上梓せ 3、 安政 五 年 十二月 五日 寂す、 (眞宗 
史料) 

ギジ ユン 美 準 ( …… 〕 〔曹 洞宗〕 越 前 永 德院の 開山な 
義準 は義价 、義演 と 同し く懷鑑 和尙に 師事し、 尋て比 叙 
山に 登り 三 藏を探 6 後 京師に 入 6、 與聖寺 道元 禪師 R 謁し、 師 
事す る こと爹 年、 道元 永 平 寺 R 遷るに およ ひ、 師 は興聖 寺に 留 
て院 事を 統ふ、 後に 永 平 寺に 至り、 記 室を 掌り、 道元の 滅後孤 
雲 和尙に 咨參 して 心 印を 受 く、 其 氏 永 德院を 創して nlii を延て 
第一祖 と爲 す、 暮体觀 喜院に 退 居す' 終る 所を 知らず、 

、キジ ユン » ¥ ギノ  ~義 能を 見よ， 

、キス ィ萎瑞 ショ ーキョ ー性慶 を 見よ、 

キソ ン義尊 ( . 〕 〔天台宗 U 山城 良 峰 寺の 僧な 6、 

義尊 初め 比叡山の 橫川 にぁ 6 て 顯密を 學ひ "後西 山の 良 峰 寺 
に 住す、 師性禪 を 愛—' 端坐す る こと 九苹 、常に 法 華 ir 誦し 地 
藏 菩薩を 信す、 長さ 二 尺の 像を 作 6 て 菴中 R 安す、 又靈夢 R 
よりて 三尺の 像を 作る、 寂 年、 及 CA 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
ギシ？ 義照  V 5I AO  〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 6、 
義照 俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な 6、 幼に して 出家し、 笈を諸 
師に 負て 性 相學を 究め、 殊に 論義 R 長す、 元 興 寺に 住し、 大 
に 法相を 張る、 承 平 四 年 比叡山の 良 源 勅を 奉して 興 福 寺 維摩 
會の講 席を 主 師と 共 R 大 R 論義 し、 時人を して 驚嘆せ し 
む、 師 時 R 年 未だ 弱冠なら ず、 天曆八 年 十二月 五日 良 源の 請 


(三 七 一） 


書辭名 人家 佛本  日 


雩 


によ $比 叙に 法 華 八 講を修 し、 山に 留まる 四日、 大に 義辨 を 
振 ふ、 安和 二 年 正月 三日 寂す、 壽 五十、 (本朝 高僧 傳) 

ギジ 3? !義靜(1四一七) 〔戒律 宗〕 開祖 鑑眞和 上の 弟子 
な*®'、  義靜 俗姓 詳なら ず、 唐に 生れ 出家して 鑑眞に 師事す、 
揚 州の 興 雲 寺に 住す、 眞和尙 の 東 遊に 從 ひ 來 3、 後招提 寺を 
補す、 道俗 歸 仰し、 檀賺を 以て 藏經を 購 a 輪藏を 招提 寺に 建 
つ、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

キジ ヨ-義 成. r: ?•• —: 〔三論 宗〕 大和の 僧な 3、 天武天 
皇二年 十二月 ic 少 僧都に 任ぜら る、 我 國の少 僧都は 義成に 始 
るな う、 大寶二 年 R 寂す、 (續 日本 紀 、七 代 寺 年表、 僧綱 補任) 
マキ；、 ンヨ 1 義{疋 H  r ザ ン榮 山 1: 見よ、 

ギジ 3 1 義 j 議リョ f ジュン 了淳を 見よ、 

’ キタィ 義諦 ii AH ij 〔眞宗 〕 攝津上 殿 慈 明 寺の 住持な う、 
義諦は 越 中の 人、 宗學を 快 樂院を 受け、 後 本山の 命に 因う 攝津 
慈 明 寺に 住す、 盖し 同地 三業の 餘黨 あるを 以て、 師を して 異安 
心を 改悛せ しめんが 爲めな 文化 十二 年 文政 四 年の 安居 代 
講を勤む、文政五年閏正月京都に寂す、壽五十一、著書略文 
類 記三卷 、般 舟讃 記一卷 、王 本願 成就 文 記 一卷、 八番 問答 錄 

二卷あ 6、 寂す る や謚を 下して 速成 院 とい ふ、 (淸 流紀談 、學 

苑談 叢、 本願 寺 派 學事史 、越 中 史略) 

’ キタ ク 0M. 一ー チ ゲン 日玄を 見よ、 

キチ ュ 1 » 冲ーー ー gf 二 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪僧な 

羲冲號 は 大 陽、 俗姓 藤 原氏筑 前の 人な 3、 早 年穎敏 にして 諸 

書 lr 讀み 、論語を 暗誦す るに 至る、 無 爲和尙 の 下 ^ 出家し、 

後、 鎌 倉 R 下 6、 諸 禪師を 歷 間す、 再び 西 下し 南禪 寺 ic 留 


曆應 元年 筑の承 天 寺 R 出世す、 康永 元年 京師の 普 門 寺に 
住し、 同 二 年 東 福 寺に 迎 へられて 住す、 觀應 元年 勅を 拜 して 
南禪 寺に 住す、 天皇 召して 宮中に 菩薩 戒を受 け / 2 まふ、 師毘 
廬遮 那經を 講じ、 後 勅問 にょう 卽心 卽佛の 話を 奏對 す、 中條 
某 三 河 高 橋に 長 興 寺を 開き、 迎 へて 開山と す、 また 檀 越の 請 
にょ 6、 近 江 高 島に 淸凉 寺を 興し、 開山と なる、 平生 金剛 經 
三十 卷を 課し、 兼ねて 密呪を 持す、 文 和 元年 正月 十一 日 病に 
因 4 遺戒を 弟子 R 付し 寂す、 壽七 十一、 偈 あう、 直證 = 無 生 忍 -'* 
重 轉_ ，大法 輪 (南 辰 後 合， 掌、 北 斗 裏藏 ，身、 (本朝 高僧 傳) 
ギチン » 天 一一 一 ^ §  〔臨濟 宗〕 京都 南禪 寺の. 禪 僧な 6、 
義天 字は 無 雲、 俗姓は 加 茂 氏、 山城の 人な 6、 幼 ic して 建 仁 
寺の 鏡堂圓 和尙肊 師事す、 十七 歲鏡 堂の 寂す るに 及 ひ、 靈龕 
龍に 就きて 剃髮 す、 初め 南禪 寺に 於て 規庵圓 禪師に 侍し、 次 
に 蒙 山 明に 依る、 後 相 摸に 遊 ひ、 建 長 寺靈山 隱和尙 R 參 す、 
旣に して 支那に 入- CN、 天童 山に 於て 雲 外岫に 謁し、 諸 智識に 
見ぇ、 歸 朝して 京都の 東 山に 寓す 、蒔に 石梁恭 席を 董 して 四 
來 に 接す、 師を延 きて 版 首と なす、 淸拙 澄和尙 代- 〇 住する に 
及 ひ、 亦師を 同職に 置く、 貞和二 年 法を 播磨法 雲 寺に 開く* 
時 R 年 五十 七な 6、 京都 安國 寺の 命 ある も應 せす、 文 和 六 年 
選 はれて 建 仁 寺 R 住し、 光澤 菴を 構へ て老を 養 ふ、 晩年 南禪 
寺を 領 し、 .^ 治 六 年 五月 二十 七日 東 山の 本菴に 寂す、 壽 七十 
八、 臘六 十三、 遺 偈あ う、 日く、 一靈皮 袋、 皮 袋一靈 、四 大分 
散、 作， I 甚麼形 (呵 呵呵、 休，， 定論 〔木馬 嘶，， 火 裏； 泥牛吼 ，海門， 
と、 (續群 二三 五、 本朝 高僧 傅} 

、キチ ン » 天 iiiiiiiii  〔淨 土宗〕 京都 淨華院 第 四十 四 代な 


ギ. ( ':v, e ジ ー チ 


ギ (義〕 チ 


書辭 名人 家怫本  日 


(四 七 一) 


ギ C- 義 )ーブ ート 


ギ (義ゞ プ 


6、 義 天は 源 蓮 社 高 * 、隨 風と 號 す、 山城 伏 見の 人、 其 俗姓 詳 
かならず、 廓 山 i 師事して 法を 嗣き、 江 戶下谷 西 蓮 寺を 開く、 
後 京都 淨華院 に 住して 四十 四 代と なる、 晚年に 及び、 近 江西阪 
本 法 藏院に 退き.、 天 和 三年 五月 十三 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總系 
譜) 

、キタ ン義天 ip ー ハ i  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧 なう、 
義天 字は 廓 如、 俗姓 津守 氏攝津 住吉の 人な う、 八歲 にして 津 
守 寺 成 海に 投し度 を 受 く、 後 比 叙 山に 登 千 光院卞 海に 師 
事して 顯密を 兼 學 し、 十八 歲千 光院に 主と なう、 兼ねて 攝律 
の 神宮 津 守の 二 寺を 領す 、當蒔 妙 立 和 尙比皲 山麓 R 住して 戒 
律を 唱 ふ、 師は四 王院義 道と 共 r 從學 す、 靈 空和尙 安樂 院を 
弘律塲 となす に 方う、 師大 に 與 $ て 力な 靈空戯 に □ふ、 公 
は是れ 安樂 之 護 伽藍 神な う、 と、 仙 波の 喜多院 、東 叙 山の 凌 
雲院 に累遷 し" 大僧正と なる、 寶永四 年 十月 朔日阿 彌陀佛 の 
像 前に 寂す、 壽五 十七、 (天台 霞標) 

ギ テン 義天 is 5s 〔眞宗 ：一 越 中 蠣波郡 竹內材 眞敬 寺の 
住持な 義天號 を 孤 竹と s ひ、 香華 院と稱 す、 越屮蠣 波 
郡 竹 內四箇 村の 人'  俗姓は 宮地 氏、 世々 眞敬 寺を 住持す、 父 

は 法 順、 母は 高阪 氏の 女な 幼に して 書を 好み、 稍 4- 長して 

毎 夏 京都に 入 6 貫 練の 堂に 上- 〇/ 其 間に 宗學を 本 法 院義讓 に、 

天文を天龍寺環中 {: 、俱舍法相を智積院の龍謙義觀二師にい 

つれ も 親しく 受け、 明治 四 年 三月 擬講 となる、 是よ 4 先き 寮 司 

となうて、 元 治 元 5ii 以降 俱舍論 、百 法 問答 鈔を講 し、 擬講 とな 

6 て 唯識 記述を 請し、 三等 學師 とな 6 て 三經 往生 文 類を、 二等 

學師 とな 6 て 散 # 義を講 し、 十八 年嗣講 となうて 往生 要 集、 定 


善、 義觀經 を講 し、 ニナ ニ 年 四月 十七 U 講師と な 6、 同日 寂す、 
壽六 十三、 臘 四十、 法主 悼 惜して 少賛敎 を 贈る、 三日を 越えて 
鳥邊野阿彌陀峯に葬むり、骨を故里に送う葬る師高野氏の女 
を 娶 6 て 五男 一女を 生 ひ、 長 1: 自 成と s a 夭折し、 次を 大成と 
SS、 其嗣 た う、 次は 知 法宣楊 義芳と s ふ、 (碑文、 眞宗 史料) 
ギタ ン 也 我 天 ゲン シヨ f 玄詔を 見ょ、 

'キト 1 義陶一 一一 ii AO -o 〔眞宗 〕三 河 岡 崎滿德 寺の 住持な 6、 
義陶 は最親 院と號 す、 三 河の 人、 高倉學 寮に 學び 、寬政 七 年 
八月 九日 擬講 とな- CN、 文化 三年 八月 八日 嗣講 となう、 文政 四 
年 正月 二十 六日 寂す、 壽八 十二、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 
、キト— 義統' 一 iilit o: 〔臨 濟宗〕 京都 大徳 寺の 第二 百 七 
十三 代な 6、 義統 字は 大 心、 別號は 蓮華 童子と いふ、 俗姓は 
下 村 氏、 京都の 人な 6、 十 歲紫野 淸涼院 に投 し、 天愉忽 禪師 
に 師事す、 明年 二 nr 剃髮 し、 二十 一 歲 父母 未 生前 本來 面目 詁 
を 參究 し、 稍 省す る ぁう、 延寶八 年 正月 黑江快 圓師に 菩薩 戒 
を 受 く、 四月 宗門 十 勝 論を 講 す、 天 和 一一； 年 四月 八日 比丘 戒を 
受 く、 貞享 三年 始めて 高桐院 輪番に 補 せらる、 寶永 三年 二月 
龍 山大德 寺に 住持と なる、 次に 總 見、 大 仙、 羅 賢、 東海、 等 
の 諸 寺に 歷 住す、 念 佛持咒 の餘暇 著作を 事と せう、 享保 十五- 

年 六月 七日 寂す、 具足 戒 弟子 四十 人、 菩薩 戒 弟子 六 百 人、 著 
作諸宗 儀範、 寵寶山 大德寺 誌 各二卷 、靈 會日鑑 、禮敬 三 寶說、 
墨江紀 略、 黑業油 薪 各 一卷等 三十 餘部 若干 卷 ぁう、 諸人 R 惠 
賑 したる 書籍 六 千 二 萬 三百 五十一 本な う、 (續 日本 高僧 傅、 禪 
宗 史料)  i 


書辭 名人 家佛 本日 


、キト ー 義東 jj oo g 〔曹洞 宗 S 江 普 濟寺の 開山な 6、 
義東 字は 梅 岸、 其 俗姓 詳なら ず、 始め 東 洲に參 して 狗子 無佛の 
話を 參究 し、 半年を 逾ぇて 省 有. 〇、 東洲 y 師事す る 乙と 多年、 
道化 盛に して 朝野 歸 向す 朝 旨 特に 德誠禪 師の號 を 賜 ふ 應永三 
十 年 四月 寂す、 享年 六十 四 普濟 寺は 師を 以て 開祖と 稱せ 6、 
(CE 本 洞 上聯燈 錄) 

.fl 義道 (I) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧な 6、 
義道 字は 淸白 ，號は 夢枧 とい ふ、 萬 治 元年 比 叙 山 常 智院を 主 
'寬文 五 年東叡 山の 眞乘院 (後ち 養壽院 と改む ) を 兼ぬ、 延寶 
元年 覺林坊 に 轉 す、 盛 胤 親王 四 王 院の號 を 賜 ふ ' 兀和二 年 比 敷 
山の 雙嚴院 を 主ぅ、 解脫 親王 十 願 干' 院の號 を 賜 ふ、 貞亨 元年 學 
頭 正 覺院を 主る 慈 山 妙 立、 顯道敬 光 等と 道 交 深く、 道 暇 詩文 
の It 答を なせぅ， 7C 祿七年 東 叙 山の 學頭 凌雲 院を主 6、 十一 
年 大僧正 tr 昇る， 京 叙 山の 學頭 にして - A: 僧正に 昇る は 是を以 
て 始 とす、 退隱 して 三諦 院と號 す、 寂 年月日 詳 ならす (天台 
霞標) 

ギ f  義道  ニ チ テ ソ日奠 七 見よ、 

ギ F1 萎 堂 シ H  I シソ周 信 ^ 見よ、 

ギ F1 萎 堂 シヨ，- セキ 昌碩 5: 見よ， 

fl 義導 〇 一 五三 五) 〔眞宗 〕 越後 蒲 M 郡 平澤村 景淸寺 

の 住持な- 〇、 道 導 姓は 福 田 氏、 威力 院と號 す、 初め 寮 司と 

なりて 天 保 十五 年よ 6 高 倉學 寮に 止觀 大意、 法華經 、俗 歸不. 

生 不滅 論、 四敎 儀、 法 華玄義 、法 華 文句を 講 し、 安政 三年 正月 

十二 日擬講 とな V て 後 美 濃 岐阜 願 正坊に 轉 住し、 萬延 元年 正 

信偈 大意 金 光明 經執 持鈔 を講 し、 慶應二 年 正月 四日 嗣講に 進 


S 義 V 


みて 美 濃 狐 穴 村に 隱れ 、四 年淨土 論を 講 し、 明治 二 年 近 江 唐 
川 寺に 轉 住し、 同 五 年 正 像 末 和讃を 講し、 二等 學師 となりて、 
八 年 文 類聚鈔 、玄義 分 i: 講す 、(眞 宗 史料) 

ギ 義洞  n  I ソン 巧存を 見ょ、 

ギ F ン # * 二 - o il 〔曹 洞宗： 一 遠 江 普濟寺 第一 一代な 6、 
義曇 字は 華藏 、肥 後國の 人、 其 俗姓は 詳なら す、 年始め て 十 
歲 、錢塘 の 海藏寺 r 入 6、 梅 巖和尙 に 師事し 出家す、 左右に 
服 侍する こと 二 年、 應永六 年の 歲梅巖 世を 謠 す、 師 乃ち 諸方 
を歷 遊す、 次で 京師を 出で、、 遠 州を 經、 會爻 引間 城主 吉良 
氏新に精舍を建て居らし 1/ 、精舍隨緣寺と號す其衬天龍に沿 
ふを 以 々 洪水め 6 流失す 乃ち 寺 基を 城 地に 移して 再建し 改め 
て 普濟寺 と號 す、 師梅巖 を 奉して 始祖と なす、 康正 元年 四月 朔 
日寂す、壽八十一歲(日本洞上聯燈錄) 

、キ少 ン必栽 南 01010 )〔 臨 濟宗〕 京師 大德 寺の 禪 僧な 6、 
義 南は 出 雲の 人、 俗姓は 源氏、 徹翁和 尙の族 弟な 6、 出家し 
て 戒律を 修 し、 後臨濟 宗に皈 し、 大燈 國師に 從 ふ、 後 支那 R 
入ぅ 中 峯和尙 に 參 して 益々 宗奧を 究む 、元の 順宗其 道譽を 欽 
して 菩薩の 號を賜 ふ、 觀應 元年 無 文選と 共 ic 皈 朝し、 化を 關 
西に 布く、 寂 年、 壽歃 く、 (寵門 夜話) 

、キノ ー 義能 (一九 〇 九) 〔眞言 宗〕 播磨加 古 郡 無量 壽院の 
開山な 6、 義 能は 初め 義 準と 稱す 、字は 明 信、 越後の 人、 本 
と 禪宗に して、 佛法禪 師道 元に 從 a て 出家す、 長す るに 及 a 京 
都 五山の 門を 叩き、 次に 高野山 金剛 三昧 院に 登う、 行 勇覺心 
の 遺跡を 禮し、 意 敎に 門學 す、 遂に 其 傳法職 位を 受け、 法身の 
心 印を 付 せらる、 意 数を 勸獎 して 越洲の 民を 利濟 せし 〇 、 乃 


芩 (義) トーノ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 七 一） 


. ギ s)t— へ 

ち 鐵 塔の 相承、 醍画の 的 脈を 嗣かん 乙と を 請 a て If さる、 後 
播州 加 古に 無量 壽院を 建て V 始亂 とな 6、 某 年 寂す、 壽缺 
く、 (續 傳燈 廣錄) 

一: 考〕 義能は 建 長 頃の 人な 6 
ギハン * 範 j l^ AH. 〔眞言 宗： 一山 城 醍醐 寺の 住僧な う、 
義龅 俗姓は 藤 原 氏、 肥 後の 人、 仁 海に 師事して 密敎を 習 a 、 
後 成 尊に 從つ て兩 部の 灌頂を 受け、 又 性 信 法 親王を 拜して 益 
令 铒究 す、 永 保 二 年 夏 秋の 交 畿内 大に旱 す、 師敕 にょう 雨を 
祈うて 驗ぁ う、 應德 三年 冬 東 寺の 長者に 補し、 權少 僧都に 任 
す、 寬治二 年 春 疾に罹 6、 諸 職を 辭 し" 閏 十月 五日 寂す、 壽 
六十 六 (東 寺 長者 補任、 密宗 血豚鈔 、本朝 高僧 傅) 

ギハン 義範 |ーー 細 fs 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 四十 1 
代な 6、 義範 字は 現覺 俗姓は 佐々 木 氏、 佐 渡 羽 茂 郡 小 比 叙 衬 
の 人な 6、 歳甫 めて 九 歳 州の 養 禪寺泰 眼 和 尙に投 b て 剃 髮 し、 
天 保 十二 年智 山に 掛 錫して 弘現の 室に 入る、 明治 三年 佐 渡 
蓮華 寺に 主と なう、 六年大 講義に 補す、 七 年 進んで 智積院 能 
化 職と な*^、. 宗敎の 類 風を 傷み、 其 挽回を 以て 任と なす、 明 

治 十一 年 權大敎 正に 進み、 此歲 江戶增 上 寺に 在うて 衆の 爲め 

に 義林章 VJ 講ず、 まだ 半なら ずして 疾に 罹う、 九月 十日 寂す" 

壽四 十九、 東都 桐 谷に 荼毘 して 遺骨を 智樯院 に 葬る、 著作 光明 

眞言 和 讃一卷 、密宗 安心 章 開 達 記三卷 ぁう、 (新義 眞言 宗史 

料) 

5 T へ ン 義辨； ii i c: 〔眞宗 〕參河 碧 海 郡 鷲 塚 村 蓮 成 寺の 

住持な $、  義辨は 寮 司と なうて 天 保 七 年よ 筒 倉學 寮に 慧 

心 枕 双紙、 四敎 儀、 華 法玄義 、十 不二 門 指要鈔 を講 し、 嘉永二 年 


ギ (義) ホ 


二 月廿八 B (一に 廿 三日) 擬講 とな 6、 四 年 三月 同 郡 靑野村 慈 
光寺に 轉 住し、 六 年ょ 6 學寮に 觀經疏 妙宗鈔 最要鈔 を講 し、 
萬延 元年 四月 四日 寂す" (眞宗 史料) 

ギホ I 美せ 方クソ コ ~ 訓光を 見ょ、 

11 義寶二 • li E: 〔融通 念 佛宗〕 大和 宮堂觀 音 寺の 學 
僧な 6、 義寶は 素範 と號 し、 祥慶 院と稱 す、 備 前の 人な 6、 
出家して 眞言 宗 なる 長 谷 寺 (豐 山) に學び 、後、 融通 念 佛宗に 
入-^ 隆 天に 師事し、 觀 山、 玄嶺 、圓應 、柬 羸、 太虔 等の 諸師 
に 交は 6、 宗乘を 硏究 し、 大に發 明 ぁう、 大和 平 群 郡 宮堂常 
應山觀 音 寺 R 住し、 宗 風を擧 ぐ、 安永 二 年 十一月 大師 號 私記 一 
卷を 撰し、 勅謚 號聖應 大師の 原つ く 所、 勅旨の 存 する 所を 明 
にす、 天明 五 年 六月 廿 三日 觀音 寺 R 寂す、‘ 壽 七十 餘 な*^、 著作 
融通 緣起 綱要鈔 八卷 、圓門 再 集註 (卷數 不明) 大師 號 私記" 六 字 
名號 章" 谷 一卷ぁ 6、 ( 西 本 茛察氏 返信) 

、キボ ン義梵 05 丑 U) 〔曹洞 宗〕 興 禪 寺の 禪僧 なう、 

義 梵字は 唄 庵、 大 隅の 人、 幼 R して 象 室 和尙に 依うて 薤髮具 
戒し 、牲て 興禪 寺 R 不 見禪師 R 師事す る 乙と爹 年、 學行大 に 
進み、 總持 寺に 出世し、 越 前 興 禪寺主 となる、 後ち 長禪 寺を 
築 S て 第一 世と な 6、 應永中 龍 泉 寺に 住す、 石 見の 檀越 海藏寺 
を 建て、 請して 住持せ しむ、 師不 見を 推して 開山と なす、 寂 
年 欠く、 (日本 洞し」 聯 灯錄) 

ギポン * 1 凡 二 H 一， 〔臨 濟宗〕 筑前聖 福 寺の 禪僧な 6、 
義梵 字は 仙 崖、 美 濃 武儀郡 谷 口の 人、 郡の 淸泰寺 空 印を 拜し 
て 度を 受け、 後出 遊して 本 覺淨妙 禪師に 參し省 ぁう、 偈を呈 
す、 筑前聖 福 寺 R 至う、 盤 谷 適 和尙に 師事し、 機 語 相 契 ふ、 


(七 七一） 


書辭 名人 家佛本  日 


遂に 其 席を 繼き 、妙 心 第一 座と なる、 聖福 寺 R 住する 三十 年 
一日の 如く、 道化 盛な 6、 晚年虛 白院に 退隱 し、 孤燈 隻影、 
淡 然として 安 坐し" 時々 墨戯 をな す" 筆意 奇警 人を 驚かす、 
本山の 諸 老屢勸 めて 紫 衣 1: 拜 せしめん とする も固辭 して 受け 
す、 天 保 八 年 九月 病 あぅ、 十月 七日 偈を 書して 日く、 來時 知， 一 來 
處； 去 時 知-, 去處 ；不， 撒 k 手 懸崖、 雲 深 不- 知 i、 泊 然として 寂 
す、 壽八 十七" 甞て觀 世 音の 黃金 像を 感得す、 故に 人 呼 CA て 普 
門 圓通禪 師と云 ふ、 後人 圓通 禪師 墨書 書一卷 刊行す、 (圓 通禪 
師 墨書 書、 續 日本 高僧 傳) 

、キモ ン # 門 リョ丨 デン 靈傳を 見よ、 

ギユ ー 義融一 Ii _ 〔眞言 宗〕 和 泉金輸 寺の 僧な 6、 
義融 字は 禪 龍、 俗 鮏は 有賀 氏、 播磨飾 西 郡置鹽 村の 人な ぅ、 
十三 歲 郡の 眞言 宗眞樂 寺 深 慧に投 して 得度す、 後、 高野山に 
登 $、 春 雅阿闇 梨よ $ 灌頂を 受く 、十九 歲に して 戒律に 志し、 
姬路 不動 院順 性に よ 6 八 齋戒を 受 く、 寬永 元年 十月 和 泉大鳥 
山に 登 6、 H 年 三月 同 山に 於て 具足 戒を受 く、 五夏已 に滿ち 
て 攝津國 分 寺に 住し、 次に 京都 東 山 清閑 寺に 遷 る、 行事 鈔梵 
網古迹 記 等を 講し 、聽衆 信服す、 享保十 年 和 泉 路尾村 了 夢 居 

土の 請に 應し 、金輪 寺に 住す、 十八 年 夏大に 旱す 、村民 雨を 祈 

らん Z1 とを 請 ふ、 乃ち 七日を 期し、 晴雨 法を 修 す、 霊 驗あ 6、 

諺に 日く 禪龍は 眞の善 龍な 6、 と、 晚年淨 土 往生を 願 求し、 

日日 陀羅尼 數千遍 を 誦して 行 業と なす、 元 文 元年 春 微恙に 罹 

る、 氣 力稍衰 ふる も 行 業 常の 如し、 秋 八月 十五 日 菩薩 戒本を 誦 

し、 吿けて 日く、 今生の 布薩 今日の み、 と、 翌日 弟子を 誡 め、 二 

十二 日 阿 彌陀佛 を 念誦して 寂す、 六十 四、 (續 日本 高僧 傅) 

、キ C 萎} 乇 —  n 


ギユ 1 * 融  H ネン 慧然を 見ょ、 

ギ 3 « 譽 レブ テキ 蓮 的を 見ょ、 

ギリ ユ ー # 龍 i 一一! 四 -: 〔眞宗 〕和枭 專稱 寺の 住持な ぅ、 
義寵 一名は 慧 鏡、 號は如 實菴 ，和 泉の 人な 6、 明 和 七 年 高 倉 
學 寮擬講 となり、 顯深義 記を 講ず、 安永 五 年嗣 講隨慧 、公事 あ 
ぅ 江戸に 到る、 故に 隨慧に 代 6 三 帖 和讚を 講 す、 六 年 夏續講 
す、 七 年 群 疑 論を 講ず、 後 往生 要 集、 俱舍 論頌疏 •選擇 集を 
講ず、 天明 二 年 正月 二十 七日 寂す、 壽 欠く、 (高 倉 學寮講 者 列 
傳 稿本) 

ギリ ユー » 龍 ( . ) 〔臨 濟宗〕 丹 波 龍 雲 寺の 僧な 6、 

義龍 字は 愚菴 •初の 名は 祖 竹と 云 ふ、 丹 波 天 田 郡 一尾 村の 人 
な 6、 八 歲龍雲 寺に 投じ、 十七 歲法常 寺 大道 禪師 R 謁し、 十 
九歲 日向の 古月材 s ノ高 風 1: 慕 a 、 西航 して 謁を 求め、 前後 
二十 年に 亘 る、 後、 東歸 して 寵雲 寺に 住し 法 席を 張る、 幾 も 
なく 寺 事を 法 弟に 付 興し、 別 R 草庵を 營みて 幽棲す、 虛空求 
聞 持 法 一 百 座を 修 して 靈驗あ 6、 尋 て白隱 鶴に 謁して 嘆賞せ 
ら る、 拙 堂、 東嶺 、遂 翁、 葦津^ 靈源 等の 諸禪師 と往來 す、 
鶴禪師 自書 自賛の 杖を 附與 する 7P 固辭 して 受けず、 筏 梅林 寺 
金剛 寺に 住し、 法 化 盛な 6、 梅林 寺の 檀越某 一枝 軒を 創立して 
迎 ふ、 某 年 十一月 三日 寂す、 壽 八十、 遺 偈 k 日く' 八十 年間 一日 
程、 移 i 居；， 換處幾 村 城、 春風 不，/ 入-- 老僧 戸 (白雲 滿 k 頭拂又 生、 
ギリ 3 1 儀稷 (二 〇 八 九) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 
う、 義稜字 S 伯師 、俗姓は 秦 氏、 山城 稻 荷の 人、 九歲 にし 
て栖水 寺に 投 して 內 外の 書を 習 ふ、 會令月 堂 心、 慧日 寺の 龍吟 
菴に 寓す師 十一 歲に して 月 堂 心を 拜 しこ 師と なす、 月 堂 東 山 


2 "儀} 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 七 一) 


ギ c 儀、 宜) 


の瑞光 塔と 守る に 際し、 師 左右に 辭 し、 十五 歲 R して 蓰髮 し、 
建 仁 寺に 學 ふ、 十七 歳に て賓 筵を 司う、 十九 歲にて 經藏を 司 
る、 二十 九歲後 班に 轉し "職を 釋 きて 光澤 寺の 祖塔を 守う、 
犬に 敗頹を 修 す、 五十一 歲 一座と なう、 應永 三十 四 年 春伯耆 
の安阈 寺に 出世し、 永亨 の 初め 豐 後の 萬壽 寺に 移つ る'  七 年 
東 山の 左 麓 火 ぁ 6、 住持 退く、 將 軍足 利 義敎の 命に よう 師其 
席を 铺し 、莊 田を 付 せらる 晩年 瑞光菴 R 於て 寂す、 其 年時缺 
く、 著作 東 山 一一 會話錄 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 

、キウ ン儀雲 ジトン 示敦を 見よ、 

ギサン 儀 山  ゼソラ ィ善來 を 見よ、 

"キチ ユ丨 儀 中 シ ユ—エ ソ宗演 を 見よ、 

ギ 5* — 儀貞 ii f 二 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第三 十三 
代な 6、 儀貞 字は 本昌 、俗姓は 初瀨川 氏、 上野 群 馬 郡 菊 地 
村の 人、 享保 十七 年 三月 二十 一日を 以て 生れ、 郡の 足 門村德 
昌寺良 照の 室に 入 $、 八歲 にして 薤髮受 戒し 、豐 山に 登 6、 
傳法灌 頂を 僧正 圭豎に 受け、 雲井 梅 心 兩院に 遷 住す、 天明 三 
年 七月 二十 五日 四十 箇 年の 許 狀を帶 び、 大和 室 生 寺 R 轉 し、 

寬政 三年 六月 十四日 台 命に 依う 江戸 根生院 R 住し、 第二 十三 

代と なる、 在住 六 年、 寬政八 年 四月 十六 日 再び 命を 蒙うて 護持 

院に移 6、 護國 寺の 主 職を 兼ね、 權 僧正 R 任ず、 同年 十月 七 

日擢 でられて 、遂に 豐山能 化 職 R 晋み 、法權 を 執る こ と 七 年、 

亨和二 年 三月 十一 日 寂す、 壽七 十一、 (新義 眞言 宗 史料) 

ギ方 1 宜翁 ニ チカ 日 可を 見よ、 

ギシ ユン 宜春  h  - ガク英 岳を 見よ、 

ギジ ヨ ー宜成ーーーー涵 =? 〔眞宗；1河內金田光照寺の住持な 


ギ a 且) シーモ 


宜 成は 皆遵 院と號 す、 擬寮 司と なうて 高 倉 學寮に 金牌 
論、 南 岳 心 要を 講 し、 寮 司と なうて、 執 持鈔 、四敎 儀 集註、 
法 華 經を講 し、 天 保 元年 十一月 二十 一日 擬講 となう、 三年よ 
う 四敎儀 集註、 金牌 論を 講 し、 弘化 元年 七月 二十 五日 嗣講に 
進み、 三年よう 往生 禮讃 >  大經上 卷を講 し、 安政 五 年 講師に 
任して 觀經 序分義 、淨土 和讃を 講 し、 文久 元年 正月 三日 (一 
R 四日に 作る j 寂す、 壽八 十五、 在職 四 年な At 眞宗 史料) 
ギシ mil 宜詳尼 二 晒 ^ 〔臨 濟宗〕 播磨 不詳 蹇の 尼な 
宜 詳は眞 宗と號 す、 俗姓は 中島 氏播磨 御津 濱の 入な 6、 
甫めて 十 歲網干 龍 門 寺 默禪を 禮して 受 具し、 後 遊 方して 井山 
寺大 雲、 永 安寺 愚溪堅 相寺隱 山 R 歷參 し後播 磨の 不詳 菴 に 住 
し 常に 尼 象 R 接し、 文政 十 年 八月 十九 m 寂す、 壽六 十四、 臘 
五十 五、 (禪宗 史料) 

ギチク 宜竹ギ シ d  ~ リ V 周 麟 k 見よ、 

ギ 子 ンボ S  宜 r 房 ミ n! - ド-明 道を 見、 

、キモ ク 宜牧 £i 2LA t  〔臨 濟宗〕 京師 天 龍 寺の 禪僧な う、 
宜牧號 は 滴水、 無異 室と 稱 す、 丹 波國何 鹿 郡 白 道路 村 fil i'1!! 彥 
兵衞の 男、 文政 五 年 四月 八日に 生る、 父 早く 喪す、 遺命に よ. 
う 出家し、 同 國加佐 郡 行 永 村 龍 勝 寺 大法 和尙に 師皋 す、 時に 
九歲 なう、 後 倔 前の 曹源 寺 R 儀 山 善 來禪師 (特 賜佛國 興盛禪 
師) の 道 * を 慕 ひ、 其 下に 褂搭 せむ として 到る も、 滿 衆を 以て 
謝絕 せらる、 懇請 三日 R して 漸く 許さる、 入室 參究數 年に 亘る 
廿 八歲禪 師の命 R よ 嵯峨 安藝 佛通 寺瞋翁 和 尙の法 化を 助 
け、 尋て 京師に 上う、 嵯峨要 行 院義堂 和尙を 訪問し、 同院 R 
留 住す、 文久一 一年 四十 一歲 、天 龍 寺 西 堂 R 鋪 せられ、 義堂に 
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十て 巍  に 經鑰學 ハ  十日に エ寵寺 政 嗣派明 堂 代 

キニ 法然ギ 十、、 、寮 住キ 'ギ餘 秫盡事 淵住府 龍へ 治に う 
ク日 をは 孕 四 文法 遺に 持 ヶカ年 丘し を （こ 職に 淵 臨 四 入て 
イ寂嗣 信ン日 久華敎 六な ンイ 、寺 、督讓 を 請を 濟 年う 叢 
ン すぎ 蓮  〜三 經經物 6  受雲 再す う 兼 願 拉’天 、林 

、 ，赴巍 寂 年、 、圖 g 抿顗用 母 建、 、ねし へ曹龍 開を 
菊 壽州大 裳す 本 蓮 南 、 gigS 不菴 の三抹 、てて 洞 寺山領 
g 欠の 譽… 、バ理 華 海菩泛 滴い 母 盡にエ 十 丘 同 其 東 、派 夢す 

1 恩く 塔と 三： 眞大 三寄提 a:  _  、寂 事 二 寺 寺 許 京黃管 窓、 

〆 x 原號 三： 宗綱 昧歸心 丑：；： 蓋す 略 年に の 可に 檗長國 元 
ラ淨 給し K : 史集經 傳論緊 5 : ■チ 天 、ぼ 林 閑 癡を上 レと 師 治1 
i 土 念、 料を を、 了 蓋壽功 丘捿頹 得う のな の 元 
t 總寺信 s 一講 講講顯 A 丄地 七を 寺す を、 、管る 靈年 
二 系の 濃 f  しし 演密寮 Si  、十竣 住 、中 爾天長 、像 七 

3 譜開松 £  、 、法 二 司 巴： T  八 ふ 職 廿興來 龍に 五を 月 

5^山本巴  慶 安華敎 と尾茗  、にを 九す 苒寺選 年 負 天 

%  との 信  應政儀 論な 張予  遺至辭 年、 建 伽 任 大ひ龍 

f  な 人 濃  元 六、 、う 中夂 •偈 6 し 再 二を 藍せ 敎て寺 

'  る、 給  年年 四 即て嶋  あて、 び十經 再ら 正 林 兵 

、君 念  十 正 分身 天 郡  疾專管 四營 建る に樹火 

寬譽寺  二月 律 成保莉  、にら 長年す の 、補のに 

文 上の  月 七 戒佛七 安  曹罹 天と 天 、勸 十せ 中 罹 

八 人 開  十日 本義 年賀  源う 龍な 龍 十進 二ら にる 

年に 山  二擬 、、よ 村  一、 寺う 寺 七の 年れ 遁、 

三師な  日講無 秘^) 專  滴 一の* 管 年 乙 二、 避宜 

月事 6  へと 量 藏高養  '月 爲再長 林と 月禪 す牧. 

二し、 一な 義寶倉 寺  七廿め 建を 丘を 法 三、 祖 

蟠正 八入縱 伐を 恐 寶大殿 殿な 其 子て 自道 大吉 
キキ 龍 面 祖月三 採 下ら 官に司 司る 書 とら ら每 道山キ キキ 
チ チの 達の 二 丈せ しく 爵師 とと を 絕號る 謂に 禪字チ クタ 
シシ圖 摩 像 十八して ははを 號な感 妙す 何 ふこ 師はザ イイ 
ュュ 等の 、日 尺め 悉後 望寵す 6 じに 、ん 、れに 明 5 ンンン 

1 1 な 圖寒寂 、次く 世む 愛“ て 、し 甞ぞ 道を 事 兆 

b  ，山す 橫 3 櫻に とし f1、 こてて 敝路戒 ふ、 吉菊葯 
吉吉 、正 拾 、二と 樹至こ 、扣實 れ眞大 藤に め 資淡吊 虜_ 

员 S 面 得壽丈 云を6 ろ 其 i 兄よ に 道と 遺 、性 路 山 隐1 は 
川 咽 | •白の 八 六 ふ 伐 精に 欲 g 業う 迫の 異棄將 書物 云完 
ゼ 、 呆衣圖 十 尺- れ舍 あす 苎仲 敢る不 なすに を 部 =  r 
t  r 本觀‘ 、な S  、變ら る r 和て 、在らる 師好鄕 ご 二 $  t 
i  =  5 音"" 著る I と じ ずと g 尙妨大 にんち 弟み の  こ， 

T  ;S の 5 名を 5  、 て 、こ衮 のげ 道 際 やの のノ人 

i 4 曹筚 1 の圖 1 _ 遊 只ろ 2 開 ざ 返しと 《 契 朝な 鉍 2  了 
f 諡 更、 〇 帥 作し a 持 宴 頃を 5 き/) り 心 〆 敵を 參 ◊ ま 笋 I 
扶佛 2 品て プ 其の 者 問 鼹 しきて， 灸屣絕 暮 出、 巴 g  5 

1  H  g 殿 屋 《 本 P 志 •場 寺 ふ， 南と 乙 £ 1 なた 詣 1 京 f  f 
f 寻 g 椅 g 十堂錶 をと 中 、盈明 云れ， f りんを f 都ょ、 1 
ょ、 ょ、 f 門 g 六に ■喜な 多師 f 院 ふを 孕 息 、と廢 t 東  爷 

匕 音 6 漢 む |  、ん 櫻へ 將住應 ， s 4 れ 、る f 寺 
の s の 、$悉 、樹て 軍す 永大 si 今 是に鹜 の 
像 二圖永 ぎ く 願を 日足 、中に t 裊 大に至 p 僧 
'  m  、亨 基 櫻く 栽く 利 因 東 其 1： , 道 於る 之な 
法 g 四 三 合 樹ばゆ 、義て 福 至 f 赤 i-こ て 、ぐり 
堂 5 十 年 4 を 命 、財 持 兆 寺 妙乂脚 棄師大 9、 、 

ギ (顗、 僞 、巍) キク (菊} K  キク (菊 ィ  キチ (吉 V V 


書辭 名人 家佛本  H 


(〇八 一) 


55 口， 橘) キン (琴) 3 キン (琴、 錦、. 闇、 吟) 


2? チ F— 吉道一 IH 一 ^ 〔曹 洞宗； 一武 藏深川 某 菴の禪 僧 ^ 
6， 吉道 字は 案 山、 甲斐 國都留 郡藤峙 鄉の 人な 〇、 俗姓は 
藤本 氏、 八歲 にして 上野 原の 保 福 寺 建 州 禪師に 依て 出家す" 
初め 萬 安和 尙 r 武藏國 舟 田 山に 謁し、 次 R 鐵心 r 信 濃 國全叭 
寺 ic 參 見す、 往來 する こと 十餘年 にして 保 福 寺 r 歸る 、時に 
建 州の 示 寂に 値 ふ、 大衆 住持た らんを 請 ふ、 師 堅，、 辭 して 受 
けず、 即ち 郡の 天目山に 入 6、 柴を 縛して 菴と なし、 日々 に 
见核を 採て 生 食す、 四邊 ょう 來集皈 仰す る 者 其 だ 多し、 師 
山中 地を 易る こと 数度、 遂に 去て 木 曾の 山路を 過 r" 遽に草 
賊に會 す、 法衣を 解て 與 へて 行く Z1 と數十 歩、 更に 橐 中の 金 
を 出して 之を 與へて 日く、 向きに 之を 遺せ 6、 汝 t> 持， ら 去れ 
と、 賊 熟ら 視て大 に感發 し、 遂に 師を禮 して 髪を 削 6 侍從 す、 
慶 安の 初め 萬安魄 聖寺に 住す、 師再參 し留て 二 夏を 過ぐ" 明 僧 
卽非豐 前 國廣壽 寺に 在る を 聞き、 乃ち牲 きて 謁す、 其 後武藏 
國深 川に 菴居 す" 潜に 遁れて 富士山に 登う" 遂 R 巖窟に 入定 
す、 其 徒 久圓と 云 ふ 者は、 曾て 師 に 木 曾に 遇 ふの 賊な 6、 師 
を 追うて 巖窟 R 到れは、 師旣に 瞑目す、 時 R 延寶五 年 八月 十 
五：！ I 7X う、 享年 七十 歲臘 五十 三、 (日本 洞上聯 灯錄) 

キツシ ユ 1 橘 他 カィ 法 海を 見ょ、 

キツセ ン橘 仙！- 一一 1 if c 曹洞 宗： i 越 中瑞龍 寺の 禪僧 M6、 

橘 仙 俗姓 松 本 氏、 周 防の 人、 十 H 威 伊豫 松 山 法 龍寺大 梁に 投 

して 受 度し、 後 攝津に 遊 a 、 陽 松菴瞳 眠に 謁し、 其 法を 嗣 く， 周 

防の 洞 泉 # 越 中の 瑞寵 寺に 歷 住し、 明治 七 年 三月 二十 八日 寂 

す . 壽七 十六、 著作 懶雲草 あぇ'  (近世 禪林 言行 錄) 

キン 3 1 琴 江 レ-ノノ ン令薰 を 見よ、 


キン、 V ユク 1 今 * c . 〕 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪僧 

な- CN、  琴叔は 書を 善くし、 又 詩に 妙な 百 喜 鳥 詩を 作 $ 
て 名 ぁう、 (日本 名僧 傳) 

キン 3 琴 邀 A  セー リン 盛 林 1: 見よ、 

キン コ 1 ゲン モゾ玄 文 ^ 見よ、 

ギン シユ闇 趣 二 一 ii 一一 一 〔曹 洞宗〕 加 賀大乘 寺の 禪僧 な々、 
閽趣 字は 超 山 •俗姓は 中 野 氏、 越 中の 人な 6、 州 山 春 昌の法 
を 得て 加 賀大乘 寺に 補す、 晩年 近 江の 蓮 泉、 攝津の 大平二 寺 
を 靱め 、寬文 十二 年 五月 三日 寂す、 壽九 十二、 法嗣福 光智 一 
人 ぁう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ギン ジヨ闇 助 ii 一 〇: た 〔淨 土宗〕 山城 淨德院 の 開山な A、 
闇 助は 法 蓮 社 正 譽と號 し'  伊勢山 田の 人な う、 幡隨 R 師事し 
て 法を 嗣ぎ 、洛 西 R 淨德院 を 開き、 又两蓮 寺の 中興と なる、 
正 保 三年 二月 二十 五日 寂す、 1 露 缺く 、(淨 土總 系譜) 

ギン セツ 闇*  一 li . r: ハ 〔淨 土宗〕 山城 淨德院 の 中興な 6、 
闇 雪は 英譽 と號 す、 俗姓は 淺井 氏、 丹 波の 人な う、 法を 雪 念 
に 嗣ぎ 、洛 西淨德 院中與 となる、 明 曆二年 五月 二日 寂す、 壽 
缺く ，( 淨土總 系譜) 

ギン ニ ョ闇如 i 匿 g 〔眞 宗〕 越 前 嵩 村 松 樹院の 住持な 
う、 関 如は 越 前の 人な 6、 眞宗高 田 派なる 嵩材 松樹院 に 住 
し、 宗乘に 通す、 明 和 二 年 本山の 命に よ 6 安居 本講を 勤め、 
後、 准 講師 R 任せら る、 文化 元年 二 月廿 五日 寂す、 壽七 十五、 

ギン^**"" ii ^ 至 リョ- ギン 良 闇を 見よ «. 

キン 方？ 吟翁ニーー1 5| §土宗£藏淨國寺2僧なう、 
吟翁號 は緣譽 、別に 稱會と 云 ふ、 姓は 藤 田 氏、 武藏江 戸の 人 


(一八 一） 
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な 6、 父は 左 衞門尉 道 照、 母は 富 永 氏、 八 歲 にして 武藏增 上 
寺の 親 # 和尙に 隨て 僧と なる、 性 聰明なる を 以て、 早く 五重 宗 
豚、 圓 頓大戒 を受 く、 親譽 遷化の 後は、 總州 飯 ? S の 弘經 寺鎭譽 
和尙 に從て 修學 す、 十八 歲に して 武藏岩 築淨國 寺 {C 住す、 久 
しからず して％ 鄕に歸 う、 天地 菴を 創立し、 法 門を 弘 通す、 
後， 伊勢 國松 坂の 樹敬 寺に 至うて 住する 乙 と 三年、 道化す る 
所 甚だ 多し、 壯 事の 頃 彼 寺を 去う、 京師 知恩院 に詣づ 、院主 
德譽和 尙と法 契 甚だ 厚し、 時に 京師 野中の 鄕に 信者 黑瀬 氏と 
云 ふ 者 ぁ 6、 父子 共に 厚信な 6、 吉水に 於て 師に 謁し、 大に 
其 高 德に感 し、 師を 野中の 鄕に 請て 法を 求む 父子 共に 上人に 
隨て 僧と な 6、 法名を 受く 、父を 道 內と號 す、 後、 野中の 鄕に 
專稱菴 を 創し 師に 寄附す、 師 lit 地に 住し、 鄕 人を 道化す る 乙と 
久しく、 後 •知 恩院の 境內に 於て 一心 院を 開き、 大時 念佛を 
勤行し、 衆徒を 誡ん が爲に 十一 個條の 法條を 製し、 永世の 軌 
則と爲 す、 永く 上人 1: 以て 開山と 爲 し、 自ら 一派と なし、 一 
心 院派と 云 ふ、 上人 甞て 野中 衬專 稱菴に 住すろ 時、 嵯 峨大覺 
寺 門 主義 俊、 師に會 せん 乙と を 求め 給 ^ 、 師其 志に 感じ、 ! K 脫 
の 要 道を 談す 、乙れ ょう 門 主歸依 甚だ 厚く、 嵯峨 に稱念 寺を 

創立す、 師處々 に 堂宇 1: 建立す、 山城 (C 七 個 寺を 創立す、 就 

中嵯峨 正定院 の極樂 寺、 田 井の 專念 寺、 淀の 念 佛寺禁 聞 ゆ、 天 

文 二十 三年 七月 十九 日 一心 院に 於て 寂す、 壽四 十ー ー歲、 C 緇白 

徒 生傳) 

ギン オ 1 吟應 シヨ— ネン稱 念を 見ょ、 

ギン タツ 吟達； i; x; =  : 〔淨 土宗〕 江戸 靈巖 寺の 僧な 6、 

吟達は 常 蓮社狀 .譽 と號 し、 紀 伊の 人よう、 巖 宿に 師事して 法 


を嗣 ぎ、 江戸 深 川靈巖 寺に 住し" 後 京都 百万遍 寺に 移る" 享 
保 八 年 三月 二日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ギン テツ 吟徹一 j 一 V 三 七 〔浄土宗〕 江戸 淺草九 品 寺の 開山 
f、  吟徹は 辨蓮社 天 譽と號 す、 俗姓は 武田氏 江戸の 人な 
ぅ、 幼に して 本 誓 寺 文賀の 室に 入ぅて 剃髪し、 了學 に 師事し 
て 法を 嗣 r、 初め 本 誓 寺 R 住し、 次に淺 草 山 宿に 九 品 寺を 開 
く、 後 伊勢 神領に 白 導 寺を 棘して 乙れ に 住し、 寬文七 年 二月 
二十 一日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ギヤ クオ 丨 逆 翁 シユ ージ ユソ宗 順を 見ょ、 

キユ！ ガン 休 岸；  一 -: ^: レ 〔淨土 宗〕 江戸 林 泉 寺の 開山な 
6、 休 岸は 玉 蓮社遵 譽と號 す、 俗姓は 板 倉 氏、 攝津大 坂の 
人、 相 模天照 山 光明寺 R 習學 して 隨 流の 法を 嗣 ぐ、 後江 戶三 
田 林 泉 寺を 開き、 元 和 五 年 某月 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總系 
譜) 

キユ ー ガン 休 岸 ( . ) 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 第二 十 

三代な 6 、 休 岸 字は 潮 # 、 出家して 頁 休に 淨土敎 を學び 、法 
兄 源 立の 席を 繼きて 淨華院 に 主と なる、 柊 石 見 銀山に 西向院 
を 榔 して 開山と なる、 寂年壽 欠く、 嗣法 一 人 頁 安と 云 ふ、 (淨 
土總 系譜) 

キユ —ゲツ サィ 休月齋 、ゾ ョ-ヶ -祥 啓を 見ょ、 

キユ T 5* キ休的  一一 1: 0: 〔淨 土 宗〕 下野 大法 寺の 開 山な 
う、 休 的は 品 蓮 社 三 # と號 し、 下野 足 利五简 村の \ なり、 幼 
にして 郡の 法 支 寺 滿 雪に 就て 剃髪し、 後無綏 に 師唞 して 法を 
嗣ぐ 、鄕 里に 皈うて 大法 寺を 開き、 寶永七 年 五月 二十 九日 寂 
す、 壽 欠く、. (淨 土總 系譜) 


5 (吟) オータ  、キン (吟) 零 ？: 逆) キユ K 休〕 
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キユ ー( 休、 茇) _ 1 

キ .fft 休 道  一 .j H: 一一；, ハ 〔淨 土宗〕 江戶 最上 寺の 開山な 
う、 休 道は 超 蓮 社 高 譽と號 す、 武藏久 良 岐大角 豆 村の 人な 
う、 江戸 牛 込大信 寺に 入うて 剃髪し、 普光觀 智國師 R 師事し 
て 法を 嗣 ぐ、 後 下 谷 坂 本 町 R 最上 寺 §: 開く* 寬文六 年 十月 十 
一日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

キユ 1 才 1 岌 性； ii r: ハ 九 〔淨 土宗〕 甲斐 皈命院 の 開山な 
う、 岌往は 俗姓 詳なら ず、 始め 檀 林を 偏 遊し 學解 殊に 衆に 長 
す、 操行 甚だ 高く、 道化 盛な'^、 甲斐 國に皈 命院を 開き 住す、 
慶長 十四 年 三月 二十 三日 寂す、 壽缺 く、 (鎭 流祖傳 、淨 土總系 
譜) 

キユ ー クウ ク 3 及廊二 •三 一: 一 〔淨 土宗〕 江 戶善雄 寺の 開山 
f,  岌廓は 深 蓮 社 信 # 、單 仰と 號 す、 奥州 津輕の 人、 其 俗 
姓詳 かならず、 了學に 師事して 法を 嗣 ぎ、 江戶 小石 川に 善 雄 
寺を 開く， 慶 安四 年 二月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

キユ ー クウ ン 3 及觀 c . 〕 〔淨 土宗〕 尾 張 春 正 院の開 

山な 6、 岌觀は 眞蓮社 順 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 呑茇 
に 師事して 法を 嗣ぎ 、尾 張 名 古屋に 春 正院を 創立して 開山と 
なる、 寂 年、 並に 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

キユ ー チン 3 及 天 r:: 一 〔淨 土宗〕 岩 代高巖 寺の 開山な 

6、 岌 天は 大蓮 社と 號 す、 出家の 後 岌傳に 師事して 其 法を 繼 

ぎ、 會 津高巖 寺を 頫めて 開山と なる、 天文 六 年 九月 二十 八日 

寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

キュ 1 デン 3 及 傳( . ) 〔淨 土宗〕 常 陸 無量 壽 寺の 僧 

な 6、 岌傳は 法 蓮 社と 號 す、 良岌の 高弟に して、 十； 塔 無量 壽 

寺に 住し、 後 岩 代會津 黑河鄕 R 退隱 す" 寂 年 壽缺く 門下の 高 


キユ 上发、 急、 及、 朽) ギ 漁) キ 3 上 鏡) 


弟に 岌天 あり、 (淨 土總 系譜) 

キユー 孕 ン UJ 及 八 「心 リョ I 二 良懷を 見よ、 

キユ- ベン 3 及辨リ  ョ丨ネ ソ良 念を 見よ、 

キユ 1 ヨ 山 及齊日 ド— サブ 道 山を 見よ、 

キユ 山 及擧 11  ロギユ -露 牛を 見よ、 

キユ 1 サィ 急 西 i : ?: 〔淨 土宗〕 京都 一心 院の 僧な 6、 
急西號 は最譽 とい a 、 山城 醍醐の 人、 出家して 京都 R 住し、 
病人を 訪問して 看護す、 一日 病人の 爲 R 魚肉を 携 へ、 歸途道 
友に 遇 ふ、 道 友 叱して 日く、 乙は 非 法、 非 律、 非 僧 儀な 6、 
と、 答へ て 日く、 病人の 食に 充てむ ^ めに 貢 ひ 來 る、 何の 不 
可 か あらむ、 と、 初め 一 心 院 R 住し、 晚年 因幡堂の 側に 淸香 
菴を營 み 之に 居る、 正 保 四 年 三月 二十 三日、 正 念念佛 して 寂 
す、 (續 日本 高僧 傳) 

キユ 1 スィ 41心水  クヮ クニン 靡 圓を 見よ、 

キユ ー ソン 及存一 • £: 八 八 〔淨 土宗〕 江戶宗 源 寺の 開山な 
6、 ， 及存は 直 蓮 社信譽 助 A と號 す、 俗姓は 石 井 氏、 越 前の 
人な 6、 觀智 國師に 師事して 法を 嗣ぎ 、江戶 牛， 込 早稻 田 R 宗 
源 寺を 築く、 寬永五 年 十二月 十五 日 寂す •壽 欠く、 (淨 土總系 
譜) 

キユ ー モク、 V 朽木子 ド-タ ン道顯 を 見よ、 

ギ 3 ハク 漁 白 ショ- トー紹 等を 見よ、 

キヨ 1H ン鏡圓 I 尬 A— I  〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の禪 僧な 
3、 鏡 圓號は 通 翁、 一名 淨 光と 云 ふ、 俗姓 不詳、 初め 儒敎 
VJ 修め y2 る 名、 究竟の 法に あらず となし 遂に 禪に歸 す、 雲巖 
寺 高峰 和尙に 謁す、 後、 西 行して 筑 前に 至ぅ、 崇輻寺 南 浦 和 


tHA-j  書辭 名人 家佛本  日 


尙 r 謁して、 參究 す、 一日 僧 あ*^ 屋上の 松を 指して 日 ふ、 一 
切 草木 山河 天地を 以て 緣 となす、 彼れ 獨 A 何を 以て 緣 とす、 一 
僧 日 ふ、 無 緣を以 て緣 となす、 と、 師 傍に 在ぅ 之を 聞きて 忽然 
として 大语 し、 覺免ず 笑 ふ、 即ち 南 浦に 吿 け、 記 別を 受く 、後、 
草菴を 洛西に 結び、 正眼 菴と云 ふ、 雪寶圓 悟の 風を 慕 ひ、 碧 岩 
百 則の 公案 一々 拈掇 す、 花園 天皇 勅して 萬壽 寺を 董 せしめた 
まふ、 後醍 _ 天皇 立ちた ^ a 勅して 南禪 寺を 董せ しめ ^ まひ 
寵遇甚 渥く、 時に 普 照 大光國 師の號 、於 並に 御製の 賛を賜 ふ、 
時に 八宗競 輿して 禪 宗を排 し、 屢諜訴 す、 正中 元年 正月 廿一 
日、 天皇 延曆 、園 城、 東 寺、 幷に 南都の 諸 講師 1: 召し、 淸凉殿 
r 於て 鏡 圓と宗 要を 辨論 せしめた まふ、 師會 "風疾 に 罹る' 
勅令 重く して 辭すべ .からず、 即ち 昇殿す、 宗峻超 侍者と なぅ 
て 隨ふ 、百官 列座して 傾聽 す、 師 奏して 日 ふ、 今 聖上に 對し 
て 宗旨を 商量す、 應に直 問 直答して 繁辯を 假らざ るべ し、 若 
し M 墮 する 者は 即ち 弟子と ならむ、 と、 諸 講師 先づ 弟子を 出 
し 詰問せ しむる に、 師 乃ち 侍者に 命じて 斤 指せし む、 玄慧法 
印 出て、 問 ふ、 如何 か是 れ敎 旨別傳 と、 師の 侍者 日 ふ、 八 角 
磨 盤 空 裏に 走る、 玄慧曹 せず して 退く、 園 城 寺の 僧 某、 一個 

の凾を 携へて 出で 日 ふ、 是れ 乾坤の 凾な $、 侍者篦 を 以て 擊 

碎して 日 ふ、 乾坤 打破の 時 如何、 と、 僧懵 然として 惻る なし、 

東 寺の 虎聖 奏して 日 ふ、 昔 嵯峨の 朝 諸 宗の對 論 一七 夜に 亘 る、 

今 M そ 一問一答に 限らむ、 と是に 於て 諸 講師 憤激し、 問 難 鋒' 

起す、 師一々 破拆 して 洪 鐘の 敲擊 に隨 a て 大小 共に 應 ずるが 

如し、 二 十七 日に 至う、 虎聖出 問す、 如何 か、 是れ禪 と、 師 

日 ふ、 箭已 離， 弦、 無 k 回 勢： 倆 日 ふ、 吾宗 3 亦 是のご とし、 


キ 31 (鏡) X 


圓扇子を擧げ日ふ、倆試に射ょ、看0、聖日ふ中れ6、師乃 
ち 扇子を 軸に して 日 ふ、 重ねて 發て 、看む、 と、 聖日 ふ箭既 
に 盡ぬ 、師日 ふ 吾禪を 知らむ と 欲^^ 白雲 萬 里、 聖日 ふ禪# 
て 聞く へき か、 師日ふ 近 前せ ょ、 子が 爲めに 道 著せむ、 聖近前 
す師 便ち 一蹈 に蹈 倒す、 聖 起ち 來 6 て禮拜 す、 是に 於て 諸 講師 
皆 弟子の 禮を 執る、 師 七日 堅 坐して 病 益 重く、 殿を 降う 歸途 
偈を說 きて 日 ふ、 淸風匝 地 杲日當 k 空、 十 方俱這 塞、 徧界沒 -- 
行踪 ^' 泊 然として 化す、  實に 正中 元年 正月 二十 七日な 6、 壽六 
十八、 門弟 子扶 け舁て 寺 R 歸 6 葬る、 塔を 最勝 輪と 云 a 、 菴 
を 正眼と 云 ふ、 (元 亨釋 書、 延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

キヨ 1H ン 鏡圓 一ー チ ダィ 日臺を 見ょ、 

キヨ— 夺ン鏡 殘( . ) 〔淨 土宗〕 仙臺 報恩 寺の 開山 

なう、 鏡殘 字は 良 進と 云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず、 良 信に 法を 
嗣ぎ 、仙臺 報恩 寺を 開く、 寂 年壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

キ ml シン 鏡 il JII- r:: E: o 八 〔新 義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四 
十五 代な $、 鏡眞 字は 琳貞 、下總 の 人、 其 師承詳 かならず、 
彌勒 寺に 住し、 天 保 十二 年 豐山能 化 職に 擧 けらる、 法 柄を 執 
る 六 年に して 與喜 寺に 退き、 嘉永 元年 二月 十四日 寂す、 壽歃 
く、 (新義 眞言 宗史) 

キ 31 シ 31 鏡 照 ( . ) 〔曹 洞宗〕 土 佐 大用寺 開山 

なう、 鏡 照 字は 明巖 、美 作の 人、 姓は 平氏な--、 幼に して 
生地の 太平 寺に 入う、 無 著 禪師に 依う、 薤髮 受戒す、 無 著の 泉 
福 玉 林 寺に 徙るに 從 つ て 院事を 總 ふ、 後ち 土 佐の 郡 將大用 寺 
を 創立し、 師を聘 して 始祖と なす、 次て 總持 寺 R 出世し、 泉 
福 寺に 住す、 某 九 年 九月 十九 日 寂す、 世 壽 欠く、 (日本 洞 上 


キヨ ー (鏡) H  — シ 


書辭 名人 家佛本  日  （四 八 -) 


キヨ— (鏡、 敎) 


聯 燈錄) 

キ 3 1チ 3 —^^"^  一ー チ チョ— 日朝 V 見よ、 

キヨ 1F1 鏡 堂 カク エ  ソ覺圓 を 見よ、 

キヨ ー ニン 鏡 忍 5; 四 四 〔華 嚴宗〕 奈茛 東大寺の 高僧な 
i  鏡 忍 俗姓 不詳、 審詳に 師事して 華 嚴經を 究め、 詳の滅 
後 良辨に 師事せ 6、 天平 十六 年に 勅を 拜して 慈訓 圆證と 其に 
金 鍾道塲 に 華 嚴經を 講ず、 三年に して 八十 卷を畢 はる、 寶龜 
五 年に 東大寺を 董し 、律師よ 6 昇ぅて 僧都と な 6、 延曆三 苹 
示 寂す、 (續 日本 紀 、本朝 高僧 傅) 

キヨ 1 ニ ン鏡忍 一ー チ キョ— 日 鏡を 見よ、 

キヨ 1 ヨ 鏡譽 方 クム 覺 夢を見よ、 

キヨ 1ヨ 鏡 泉 一ー シユ _ ト ソ 周頓を 見よ、 

キヨ ー ヨ鏡譽 リデ V 理傳を 見よ、 

キヨ ー ィン 敎尹 2 九 一四) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 
な 6、 敎尹け 東北 院經圓 に 師事して 五重 唯識を 受け、 建 長 六 
年の 冬 維摩 會の 講師と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
キヨ 1H  00  〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 6、 
敎懷 俗姓は 藤 原 氏、 左 中 將敎行 の 子な ぅ、 出家して 興 福 寺 林 

懷 R 就て 唯識を 究め、 二十 歲を 過る 頃 寺を 出で 山城 久世郡 小 

田 原 R 閑居す、 故に 時人 小 田 原 上人と 云 ふ、 後 高野山に ある 

二十 餘年 、山を 下らず して 兩界を 修練す、 寬治七 年 五月 二十 

七日 手ら 不動 尊の 像數百 枚を 摸し、 衆を 招きて 供養し、 同音 

念佛 安然と して 寂す、 壽九 十三" (本朝 高僧 傳 、拾遺 往生 傅、 

高 野 往生 傳 、高 野 春秋) 

キヨ ー ヱ ン敎圓 j sl 蚀 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な 


キ 3 1C 敎) 才 I コ 


う、 敎圓 俗姓は 藤 原 氏、 伊勢 太守 孝 忠の子 なう、 華 山 天皇 
位を 讓 うて 華 山寺に 住し、 法 諱を入 覺と云 ふ、 師乙れ に 師事 
して 灌頂を 受け、 後實誓 を 師 として 天台宗を 承け、 奈良に 遊 
a 性 相を 研究す、 治安の 初め 法 橋 R 任し、 昇うて 權大 僧都と 
なる、 長 元 二 年 十二月 法 性 寺 八 講會に 選 はれて 座に 登う、 論 
說 水の 流る、 が 如く、 阿闍 梨に 賞 任せられ、 僧綱に 進む、 法 
成 寺に 住し、 尋で法 印に 叙し、 鈔心院 を 主 どる、 長曆 二年大 
僧都に 任し、 翌年 延曆寺 座主と なる、 長久 四年疾 に 罹う、 僧 
綱を 辭 し、 永 承 二 年 六月 十日 寂す、 壽六 十九、 (本朝 高僧 傅) 
キヨ 1 方！ ボ ー 敎王房 ゼン H 禪慧を 見よ、 

I ふ ン敎音  カク ォ * 覺翁を 見よ、 

キヨ ー オン ィン 敎因心 院 n- ヶン 光兼を 見よ、 

キヨ 1 カク 敎覺 y -t: t 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 
う、  敎覺 字は 正智 、北 室の 良 禪阿闍 梨に 從 a て 密灌 頂を 受 
け、 屢 々講 筵を 開く 永久 五 年 八月 二十日 寂す、 壽缺 く、 師甞て 
小廬を 開き 正智院 と號 す、 (本朝 高僧 傅) 

キ 3 1 ギヨ ー 敎行  キヨ ー ク 7 ソ經寬 乞 見よ、 
キヨークワン敎寛(一九八〇)〔華嚴宗〕奈良東大寺の別 
當な う、 敎寬は 元 應二年 東大寺 別當 r 任す、 (東大寺 別當次 
第) 

キ 3 1 ゲ 敎 仍 トク* ゾ-を 見よ、 

キヨ 1 コ 1 敎興 (一三 六 一) 越 中 1T. 山の 僧な 6、 敎興 
は大寶 三年に 始めて 越 中立 山に 登ぶ、 祈 禱を修 行 した 6、( 本 
朝通紀 〕 

〔考〕 立山 緣起に 大寶中 五智 寺 慈 朝の 弟子 慈 興に 登う、 權現 


(五八 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


を 勸請 すと あるち の 同一 事 實な るべ し、 

キヨ 1111 ィン 敎興院  n  - ュ ン光圓 を 尾ょ、 

キヨ 1 サン 敎算 ソンユ1尊祐を見ょ、 

キヨ ー シン 敎 置ハ ー. 七た ^: 〔天台宗〕 山城 平等 院の 僧な う、 
敎眞 初め 比 叙 山首楞 嚴院に 住し、 學顯密 に 通し、 戒開 遮を 究 
む、 毎日 作業 念佛 六萬遍 す、 宇治 關白藤 原忠實 請して 平等 院 
の 住持と す、 天 仁 元年 某月 某日の 夢に、 明年 十一月 十八 日に 
入滅すべし、 と、 其 期に 至うて 瓜 生の 別墅 に遷 る、 十六 日に 
二 僧 あ 6 謁を 通じて 日 ふ、 咋砭夢 に 禪僧來 6 吿 ぐ、 敎眞 阿闍梨 
十八 日に 往生す、 平等 院に 至う 拜 すべし、 と、 故に 來るな 6、 
と、 師即ち 室に 入 6 安 坐す、 弟子 粥を 進めむ として 窺へ ば 已 
に 合掌して 寂滅せ 6、( 本朝 高僧 傅) 

キヨ ー ジン 敎尋 y A: 0，1 〔新義 眞言 宗〕 钯伊大 傳法院 の 
僧な 6、 敎尋 一名を 永 尋と S ふ、 寶生 房と 號す 、俗姓 平氏、 
大和の 人、 初め 三 井寺に 入う、 高野山 r- 遷うて 學德幷 に 高し、 
覺_ 上人 山に 登うて 明師を 尋ね、 二學 僧に 師事す、 即ち 敎尋、 
幷に明 寂な $、 大 傳注院 成る の 後、 請せられ て 同 院の學 頭と 
なる、 幾 もな く退隱 し、 寶牛 -院を 開きて 住し、 文殊を 持す、 

永 治 元年 三月 二十 三 B 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅、 結 網 集) 

キ f ジュィ ン敎 授院ギ  ョ— チョ 丨堯 朝 1: 見ょ、 

キ ヨ ージ ユン 敎違 si fg 〔眞宗 〕 攝津小 曾 根 常 光寺の 

住持な 4、 敎遵 字は 桂巖 、號は 古 香と いふ、 鳳潭 、義瑞 ( / > 諸 

匠に 歷詢 し、 他敎 を 學 ふ、 月筌 ょ6宗 乗を 聽 き、 傍ら 富 日 休 

r 就きて 文を 學ふ 、明 和 元年 命を 奉して 眞宗 法要を 校 刻し、 

四 毎 # 衆智 暹 等と 本山に 法義を 角 諍す、 師傍觀 する に 忍； s す、 


キヨ 1( 敎) コ ー シ 


短篇を 著して 之を 辨す 、安永 元年 a 本 LU 白 書院に て 淨 土和讃 
を講 し、 兼ねて 興 殿に 侍講す、 七 年 ] E 月廿八 日 寂す、 壽 七十 
六、 著作 阿彌 陀經講 錄四卷 、一' 門偈講 錄二卷 、六 字 對釋 一卷、 
往生 成佛 同異 辨一卷 、四 敎儀增 輝 記 補遺 五卷 、鬩牆 記 評 一卷、 
起 信 論 幻虎錄 補遺 二卷 ぁう、 (本願 寺 通 記、 本願 寺 派 學 事史} 

キヨ ー;、 ンヨ 敎助 y i: 七！： 眞言 宗 S 師東 寺の 長者な 6、 
敎助は 三條 右大臣 實親の 子、 出家して 房助耷 助 性 仁の 三師に 
習 業し、 永 仁 二 年 東 寺の 長者に ff す、 四年權 僧正に なう、 正 
安元 年 正に 轉 す、 德治 元年 八月 十八 日 法務に 重任し、 同 二十 
四日 法務 大僧正と なる、 同 二 年 二月 二日 寂す、 壽缺 く、 (東 寺 
長者 補任) 

キ ml ズィ 敎隨  9 ョ-ネ ン良然 を 見よ、 

キヨ ー ゼン 敎禪 •一. - t : 一 • !: 京師の 繪佛師 な-^、  敎禪 は 
佛師 定禪の 父な 6、 後冷泉 院 q 御 祈に 法 成 寺に 於て 百 二十 一 
鉢の 御佛を 繪圖せ 6、 治 曆四年 三月 繪佛 師僧 綱に 任ぜら る、 
此職 .Q るは 師を以 て 始めと す、 承 保 二 年 三月 寂す、 壽缺 く、 
(績 本朝 啬史) 

キヨ— ソン 敎尊 C 一〇四) 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 二十 一 
代の 長 吏な $、  敎尊樋口聖承-子、將朮義敎 10 猶子た6、永 
享年 問 尊聖の 室に 入うて 得度し、 大 僧都 法 印に 任し 長 吏に 補 
し、 确 僧正に 叙す、 慈尊院 大僧正 弘繼 よう、 傳法灌 頂 職 位 1: 受 
け、 第三 十四 祖と なる、 爺 正 長の 謀に よう、 天皇の ■意に 戾 
う、 遂に 文 安 年中 隱岐_」 配せられ、 十一月 二十 八日 寂す、 壽缺 
く、 (後 傳燈 廣錄} 

キヨ ー ゾ ー 敎藏 -: 0: 5:: 0〔淨土宗〕武藏龍贼寺開山な6、 

キヨ 1 ( 敎 V V — ソ 


書辭 名人 家怫本  日 


(六 八 一） 


キ 3 丨 (敎) 夕 — ( 


キ m? (敎 、經) 


敎藏け 慈智 翁と 號 す、 其 鄕貫詳 加なら す、 出家して 唱名 R 法 
を 繼 ぎ、 文 和 四 年 武藏埼 玉 郡 三 俣に 龍藏 寺を 開き、 明德 元年 
正月 二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

キ ml タィ 敎 !* 二 四 H  〔眞 宗〕 伊勢 國 明星 轉輪 寺の 住 
持な 6、 敎諦號 は 和 光 院 伊勢の 人、 眞宗高 田 派なる 明星 村の 
轉輪 寺に 住し、 數次 本山の 安居 本講を 勤む、 寬政 元年 閏 六月 
朔日 寂す、 (眞宗 史料) 

キヨ-- タィ 敎 待 2 五一 八〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
6、 敎待は 俗姓 不詳、 天 安二 年 R 圓珍 伽藍 地を 相して 園 城 寺 
に 到る、 敎待相 見て 舊の 如し、 時 R 檀越大 友 氏寺に 在 6、 圓 
珍 R 謂 ひて 日く、 敎待 上人 寺 主を 請せ ずして 常に 日 ふ 吾 寺 主 
已 に 出生す、 後日 ふ 吾 寺 主 入唐す、 と、 今朝 遽に日 ふ、 吾 寺 
主來れ う、 と、 されば 師を遲 つ NJ と 久し、 即ち 寺 券 ^ 出して 
圓 珍に 附 す、 師 時に 年 一 百 六十 二な 3 と S ふ、 示 寂の 年 時缺 
く、 (本朝 高僧 傳) 

キヨ •■"チ 敎智 ミ ョ丨ク 丨一 一妙 空 尼を 見よ、 

キョ I ニ ン敎任  ショ ーヵィ 性 海を 見よ、 

キヨ i ーヨ 敎如 コ 1>  ユ 光壽を 見よ、 

キヨ ー ベン 敎辨 (一九 $5  〔戒律 宗〕 大和 川原 寺の 僧な 

6、 敎辨號 は 如 蓮、 大和 布施 寺の 住僧な う、 文 永の 末 戒壇 院 

に 入う 聖守に 親炙して 具足 戒を受 け、 行 業純淸 、兼ねて 聲明 

を 善くす、 東大 西 大の兩 寺 R 挂搭 し、 戒律を 究め、 後 犬 和の 

川原 寺 R 住して 二諦を 興隆す、 新に 食堂を 造 6 僧房を 營治 す、 

衆を 敎 化し 顯密を 說き 、嘉 元年 中壽八 十餘に して 同 寺に 寂す、 

(本朝 高僧 傅} 


キ 3 1乏ヨ| 敎名 ( . ) 〔眞宗 〕 越 後西 願 寺の 開山 

な 6、 敎名 dL 出家して 延曆 寺 R 居う、 敎眞と 名く、 建 保 六 年 
齡 三十に して 親鸞の 弟子と なう、 名を 敎 養と 云 ふ、 延應 元年 
親鸞 師 R 敎 名の 名を 與 ふ、 某 年 寂す、 常 陸 笠 間 光照 寺 W 其 後裔 
たう、 越後 長 岡の 西 願 寺は 師を以 て祖 となす、 (本願 寺通紀 }. 
キヨ 1 ヨ 敎譽 ギョ— 于ソ行 然 を 見よ、 

キ？ ヨ 敎譽 セ* ハ ソ誓般 を 見よ、 

キヨ！ 3 敎 # テ V カィ 典 海 5: 見よ、 

キヨ ー ヨ 敎譽 モソズ ィ門隨 を 見よ、 

キヨ？ 勿 ィ經海 ( . 〕 〔眞宗 〕 山城 佛 光寺の 第 十八 

代な 6、 經海は 一 一條 右大臣 昭實の 猶子と な 6、 常 胤 二 品 親 
王を 戒師 となし、 後 中院權 僧正と 號す明 曆二年 七月 十八 日 寂 
す、 壽五 十一、 雲 龍 院と號 す、 (本願 寺 通紀) 

キヨ™ ガィ 經海 2 九 C 三) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 
なり、 經海 俗姓は 藤 原 氏、 右大臣 宣秀の 子な 6、 幼より 俊範 
に 師事して 天台 敎を學 ぶ、 後嵯峨 上皇に 招かれて 宮中に 於て 
屢々 止観の 要を 說 き、 僧正 R 任す、 橫川# 觀院 R 住し、 或は 
昆沙門 堂に 寓し て敎を 講ず、 寂 年、 及壽缺 く、 著作 坐禪 用心 
鈔 、本 襄鈔、 若干 卷 あう、 (本朝 高僧 傳) 

キヨ ー ク 經救. 一七 P 四 〔法相 宗； 一大 和 興 福 寺の 學僧 2: 1 
經救は 林懷に 師事して 法相を 習究 し、 寛仁 維摩 曾の 講師と な 
6、 東 院に 住し、 專ら所 業を 唱ふ 、長 元 中興 福 寺に 移 4、 稲 
僧都 R 任す" 寺務を 管す る 十 年" 寬德 元年 五月 四日 寂す、 缺 
壽 く， (本朝 高僧 傅) 

キヨ ー ゲン® t9H A; 九. 一 


經玄 i K ? 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な り、 


(七 八 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


經玄は 玄秀の 門に 詣で 出家 得度し、 永 慶に從 a て 宗義を 學 ぶ、 
寬喜 元年 六月の 會に題 者と なう、 法 橋 上人の 位に 叙す、 寬喜 
三年 閱 正月 十七 日 寂す、 壽七 十二、 (三 井續燈 記) 

キヨ ーゲン M 源 ( . ) 〔法相 宗〕 大和 與福 寺の 僧な 

う， 經源は 京都の 人、 輿 福 寺に 在うて ^ しく 法相を 學 ふ、 
後山 城久 世の 小 田 原 寺 R 住して 密法 r 修練し、 某年壽 八十 四 
r- て 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

キヨ 1コ1 經光 ギョ- ヶ >堯 賢を 見ょ、 

キヨ ー ゴ 1 經豪 レン キョ 丨蓮敎 を 見ょ、 

キヨ ーゴン 經嚴 (一一 〇〇三 ) 〔厦 言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 
6、 經 嚴は嘉 元年 東 寺の 長者に 任し、 康永二 年 重ねて 東 寺の 
長者と なる、 某年缺 く、 (東 寺 長者 補任) 

キヨ ー ジン 經深一 oi HA g  〔天台宗〕 近、 ir 園 域 寺の 學僧な 
6、 經深 は淸顯 .泉惠 •朝 本、 泉 尊. 良 禪の諸 師に從 ひ、 建 
武四年 十二月 大阿闇 梨と なう、 最 .も 天台の 宗義に 通す、 篇目 
抄、 經緯抄 、鉢 達抄を 著は し、 康曆 元年 二月 十四日 寂す， 壽 
五十 五、 (三 井續燈 記〕 

キヨ i ジン 經深一 一一 gn  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 釋迦院 の 
法師犮 气 經深 字は 兵 部 卿、 正 覺法 印と 稱 す、 四條二 品隆政 

の 子、 即ち 隆 舜の胞 弟な 6、 隆舜の 室に 入うて 得度し、 行 業 

訖 うて 傳 法具 支灌 頂を 受 く、 水 本の 九 世と なう、 i 治 三年 八 

月 十四 B 寂す、 壽七 十四、 付 法 一人、 隆 源と 云 ふ (續 傳燈廣 

錄) 

キヨ ー シュン 經 其 外 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 

僧な 6 、 經舜 字は 正顯 、攝津 の 人な 6、 淨闶に ようて 律を 


キ 3 彳 (經)ゲシ 


學び 、圓 照に 具足 戒を受 け、 善 法院に 住す、 寂 年、 及壽觖 く、 
(本朝 高僧 傳) 

キヨ ー シュン 經俊 キョ- ヒン 經頻を 見よ、 

キヨ ージヨ 經助一 . -fc: 七 四 〔眞言 宗〕 大和 鳴 河 寺の 僧な へ 
經 助は 香 聖と稱 す、 幼に して 出家し、 專ら淨 土に 志す、 永久 
二 年 二月 六日 病に 罹うて 寂す、 ( 後 拾遺 往生 傳 、本朝 高僧 傳) 
キヨ 1 シヨ？  經照  H ィク-唯 空を 見よ， 

キ 3 丨 セン！ y «  _  〔眞言 宗〕 山城 小 田 原 寺の 僧な 
3、 經暹は 中納言 定賴の 子な 6、 壯に して 佛を慕 a 、 興 福 
寺に 入 {て 法相を 學 ひ、 小 田 原 寺に 移うて 眞言を 弘む 、保安 
四 年 十二月 十日 寂す、 壽八 十五 (後 拾遺 往生 傳 、本朝 高僧 傅) 
キヨ ー セン 經邊 M 〔法相 宗〕 大和 多武 峰の 僧な う、 
經暹 多武峯 安養 房に 住し 學德並 に 高し、 瑜珈 法を 究め 阿彌陀 
佛を念 持す、 寬治七 年 三月 二十日 衆 僧を 勸修し 阿 彌陀經 一部 
及 a 寶號 百遍を 誦し 定印を 結 a て 西 向 示 寂す、 壽八 十一、 (拾 
遺 往生 傳 、本朝 高僧 傳) 

キヨ，- トク 經得 ( . ) 〔眞言 宗〕 耙伊 高野山の 學僧 

次 6、 經得 は少 よう 高野山に 登う、 持 明院の 境內に 別に 小 房 
を 構へ て專ら 極樂を 願 ふ、 人 呼 a て 小 房聖と s ふ、 某 年 寂す 
(本朝 高僧 傳， 高 野 往生 傅) 

キヨ I ハン 經範 j ^ ra- 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
經範 は參 河の 刺 氏 源經 信の 子な 仁 和 寺に 投 し、 性 信 親 直 
に 師事して 雨 部の 漢灌 頂を 禀け 、嘉保 二 年 東大寺を 主 どる、 寬 
治 三年 權 僧都に 任し、 六 年 春 東 寺の 長者と なる、 唐 和 二 年 山 
階 寺に 遷 う、 大 僧都に 進み、 明年 法 印に 叙す、 此年 七月 勅に 


キヨ 丄經) シーハ 


書辭 名人 家佛本  H 


(八 八 一） 


.キ f  (經 、慶) 


雨を 祈 6 て驗 あう， 長 治 元年 三月 十七 日 寂す、 壽七 十四、 
(本朝 高僧 傅) 

キヨ ー ハン 經範〇 三 五一 〔眞宗 〕 山城 佛 光寺の 第 十六 
代な う、 妙法 院覺胤 法 親王を 戒師 となし 權 僧正に 住し、 天 
正 十九 苹 十一月 (一に 九月) 九 □寂す、 壽三 十三、 (本願 寺 通 

5 

キ 31 I: ン 經頻？ …… ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 阿彌陀 
院 の學講 なう、 經頻は 高野山の 學 人な 6、 遍智 院義範 に參し 
請して 傳法印 可を 受け、 燈 光を 繼 く、 阿 彌陀院 の 主と なる、 
經頻、 一 に經 俊に 作る、 (續 傳燈廣 錄) 

キヨ 1 ユ， 經瑜 ( . 〕 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 眞光院 の 

開山な う、 經瑜は 二位 法 印、 又は 南 勝院と 稲す、 覺 禪和尙 
に從 a て 傅 法 灌 頂を 受け、 定瑜に 謁して 法 流を 汲む、 其 詳傳缺 
く、 付 法の 弟 - f 禪肋 賴瑜の 二人 あう、 (傳燈 廣錄) 

■キ 3 1ヨ 經譽 ( …… ) 〔淨土 宗 3 上總 東漸 寺の 開山な 
う、 經# 字は 愚 底、 遠 江の 人、 十五 歳に して 無量 山 R 修學 
す、 後 諸家の 講肆に 歷 遊す、 楞嚴 維摩に 精し、 後 總州 小金に 止 

て 東漸 寺を 創す、 大に法 門を 弘 通す、 六月 六日 寂す、 壽詳な 

ら ず、 (鎭 流祖 傳) 

キヨ ー ヨ 經擧 1 ギョ- シ H 堯守を 見ょ、 

キヨ ー ヨ 經擧 1=1 ン ンクッ 存哲を 見ょ、 

キヨ ー ィ * ¢31  ( 一七 二 六) 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 學 僧な 

i  廣意は 京都の 人、 俗姓 « 藤 原 氏、 章輔子 となう、 幼よ 

6 佛乘を 慕 ひ、 園 城 寺に 入 6 座主 慶圓に 就きて 剃髪 受 業し、 

長 11 僧正 R 法を 嗣 く、 治 曆二年 十二月 敕を 奉じ 宮中に 於て 最 


キヨ 上 慶) イ —H 


勝 王 經を講 し" ft 官に賞 叙 せらる、 後比窬 山 一一 一 昧院に 住し" 
某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

キヨ tv 慶怡 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

う、 慶怡は 經幸敎 幸の 二師に 就き 天台 俱舍兩 宗に 深く、 當時 
の 叫 傑の 一人た う、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (三 井續灯 記) 

キヨ ー ウン 慶運 (二 〇〇六 ) 京師の 歌 僧な^^  慶 運は 
僧 淨辨の 子に して 歌を 能くす るを 以て 法 印に 叙せられ、 父と 
名を 等しう す、 甞て詠 じて 日く、 r 菴を 結ぶ 山の すを の、 夕 雲 
雀揚 るを 落つ る聲 かとぞ 聞く」 人 異名して 裾野の 慶運と 云 ふ、 
正 平 中 後光 嚴院藤 原爲定 をして 新 千載 和歌 集を 撰ばし む、 慶 
運の 歌 四 首を 採る、 慶運 之を 榮と して 大に悅 ぶ、 後頓 阿の 歌 
十餘 首を 採る と 聞き、 意 平 かならず、 竊かに 己れ が 歌を 削 6 
去れ 6、 常 R 不遇を 歎じ、 死に 臨み 歌稿を 收めて 之を 埋む、 
新 後 拾遺、 風雅、 新續 古今 等に 其 歌を 載す、 (大 日本史) 

キ彐 1 ウン 慶運 (一九 〇 九) 〔戒律 宗〕 大和 橘 寺の 律 僧な 
う、 慶連號 を 戒學と 云 ひ大悲 菩薩の 開 遮を 受け、 南北の 講 
肆に 周遊して 性 相の 幽 旨に 精 達し、 大和の 橘 寺に 住す、 寂牢 
及壽 欠く、 門下 顯尊 .■ 遒照 、了 運の 三人 あ 6、( 本朝 高僧 傳) 
〔考〕 慶 運は 建 長 頃の 人な 6 
キヨ ー ウン 慶妻 ヵ ィゥン 海 雲を 見ょ、 

キヨ ー エン 慶圓 1 58 姑 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 6、 
慶圓 は播 摩の 人、 同 國の刺 史藤原 尹 文の 子な う、 幼に して 叡 
山に 登う、 三昧 院喜慶 に從つ て 剃髮 受戒し、 後圓賀 R 師事し 
台密の 法を 學びて 、其 奥 蘊を究 む、 寬弘八 年 一條 天皇 不豫、 
院師を 召して 平 愈を 祈らし む、 此年權 僧正 R 任ず、 長 和 三年 


(九 八 一） 
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春 勅に ょり 僧正に 任し、 同年 冬 大僧正に 轉 ず、 翌年 延曆 寺の 
座主に 補し、 寬仁三 年 七月 二十 一日 寂す、 壽七 十一、 (天台 座 
主 記、 本朝 高僧 得) 

キヨ ー ヱ ン慶圓 AA AO HO 〔法相 宗 ：！ 大和 龍 門 寺の 僧な う、 
慶圓は 九州の 人な 6、 吉野堯 仁に 隨 a て 灌頂 法 5: 受け、 又顯 
密の名 宿に 謁して 硏 習し、 初め 大和 安部の 練 若 寺に 止まう、 
後吉 野の 龍 門 寺に 居して 大 般若、 大 集、 大 品、 法 華、 涅槃、 
玄義 、止觀 、文句、 密敎 の諸軌 等を 書して 觀修 怠うな し、 負 
應二年 正月 二十 七日 寂す、 壽八 十四 (元 享釋 書" 本朝 高僧 傅) 
キヨ ー エン 慶圓二 九-二) 〔眞宗 〕 三 河本證 寺の 開山 次 
3、 慶圓 俗名は 新祐 、姓は 小山 氏、 父は 判官 行 重 M  6、 初め 三 
何 小島 龍 宮城に 居う 武を 業と す、 後、 世を 厭 ひ 宅を 捨て、 寺と 
衣し 入道す、 天台宗を 奉せ しが、 後 矢 作 柳 堂に 親鸞の 敎誨を 聞 
き、 眞宗に 歸す三 河 碧 海 寺 野本證 寺は 其 跡な 3、( 本願 寺 通紀) 
〔考〕 慶圓 は弘長 頃の 人な-^、 

キヨ ー エン 慶圓 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 

な 6、 慶 圓 字は 月 心、 月 翁 規に參 して 印 可を 受け、 諸 市を 遊 
化し、 海を 航して 唐に 入 6、 偏く 諸老 宿に 謁し、 道 # 彼 地 r 高 
く、 稱して 大乗 菩薩と 云 ふ、 歸 朝して 美 濃定林 寺に 主と な 6、 

建 仁 建 長雨 寺に 歷 任す、 後 鎌倉大 雄菴に 寂す、 年 時、 及壽缺 

く、 (本朝 高僧 傳) 

キヨ ーエン 慶圓 ( …… ) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧 

なう、 慶圓 字は 寂禪と 云 ふ、 招提 寺に 入うて 圓照に 師事し、 

戒律を 受け 且松橋 流の 眞言 事相を 傳 ふ、 招 提寺第 七 世と なう、 

後 大和 興 善 寺に 遷 6 住す、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 高僧 傳) 


5 TC 慶) H 


キ 31 オタ 慶屋  シ H 丨シヨ -宗紹 を 見ょ、 

キヨ ー オン 慶因  11 ii g Arl 〔眞宗 〕肥 後 熊 本 坪 井 鳥 町 善 IE 
寺の 住持な- 〇/  慶 恩は 肥 後 熊 本 河原 町 順 正 寺の 支 房 淨明寺 
に 生れ、 坪 井 鳥 町 善 正 寺 住職 某の 養子と なう、 遂に 其 寺に 住持 
す、 天 保 十二 年勸學 とな- CN、 十三 年 安居 學林に 代講、 十五 年 七 
月 員外と な々、 嘉永 元年 十一月 五日 寂す、 享年 六十 七謚を 賜 a 
て 繼興院 と 云 ふ、 斷鎧 道晃は 並に 師の 高足な 6、( 學苑談 叢) 
キヨ ー カ ン慶 H こ H: —  : 一 V 一 〔淨七 宗〕 安房 心 光寺の 開山な 
う、 慶 閑は 圓蓮社 圓譽還 慧と號 す" 安房 勝 山村の 人、 意 天に 
師事して 浄土宗を 修め、 州の 深山 村に 心 光寺を 開く、 承應二 
年 四月 十九 日 寂す、 壽 欠く、 (淨土 總 系譜) 

キヨ ー ガン 慶岩一 一一 一 ij s 〔淨 土宗〕 常 陸大 念 寺の 僧な 6、 
慶岩 號は聲 蓮 tfc 源 # と 云 ふ、 肥 前國鹽 由の 城主 修理 亮知 光の 
三男な う、 天文 二十 三年に 生れ、 童 名は 仙 千代 九と 云 ふ、 筑 
後の 善導 寺 詩 # に投 して 出家す、 元 龜 三年 二月 師豊 MtJ 黑浦に 
至 $、 船に 乗して 中國に 赴き、 京師を 經 て武藏 に 至 $、回 治 
虎 角 二 師と道 交 あ 6、 天 正六卑 那須の 雲 岩 寺に 至 6、 禪を究 
む、 甞て碧 岩 集を 諺 解す、 時に 名を 慶崑 と改 む、 十八 年 五 M 
武藏に 週 遊す、 常 陸 守 盛 重 朝臣 一 謁して 甚だ 尊崇し 慶 長七华 
四月 定 山に 於て 大念 寺を 創立す、 十五 年 七月 師呑 龍と 共に 登 
城を 許 3 る、 十九 年 冬將軍 秀忠大 坂を 征 し、 師は伏 見 城に 請 
す、 元 和 二 年 四月 家康の 薨後增 上 寺に 於て 中陰の 法務を 管す、 
三年 正月 六日 登城改 年を 賀 す、 幕 命に 依て 城 中に 論議 二 會を 
修 す、 同月 廿 一日 寂す、 壽六 十四、 臘五 十七、 c 鎭流祖 傅} 
キヨ ー キ慶 宜0二. 31: -二 〔眞宗 〕 伊勢 安濃 雄 上宮 寺の 住持 

キヨ ー( 慶オキ 
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:〇九 一） 


2r' =r f  ( r .  * キ ー ジ  _  _ _ キ | 3r ***( 慶) シ 


なう 慶喜 字は 照 如と 云 ふ、 眞宗髙 田 派の 上宮 寺に 住し、 本山 
ょ-' 准 講師を 命せられ、 安居 本講を 勸む 、文久 元年 五月 九日 
寂す、 (眞岡 湛海氏 返信) 

キ 3 - 、 キヨ 丨 慶  堯  i l Aii  〔眞宗 〕 山城 興 正 寺の 第三 代 
f、  慶堯 字は 證秀と S CA 、 蓮秀の 子、 母は 光台 寺實 順の 
母な々、 永祿八 年始め て 本山の 內陣に 坐す、 十一 年 三月 十四 
日 寂す、 壽三 十四、 (本願 寺 通紀) 

キ 3 *- ダ ー 慶遇  ili Ii  〔眞宗 〕 伊勢 安濃 津上宮 寺の 住 
持な 6、 慶遇 字は、 眞辨號 は 本 乘院と 云 ふ、 智慧 光 院眞證 
の 第三 男な $、 眞宗高 田 派の 上宮 寺に 住し" 少僧都 法眼と な 
う、 講師を 命ぜら る、 寬政 十一 年 七月 九日 寂す、 壽五 十七 (眞 
岡 湛海氏 返信) 

キヨ 1 コ 1 香 ショ- ガ省賀 を 見ょ、 

キヨ ー ジ慶 字； j o: A: 三 〔曹 洞宗〕 越後 慈 光寺の 第二 代な 
う， 慶字 字は 顯 窓、 越後 國の 人な {、幼に して 耕 雲 寺 R 傑 堂 
KV 禮 して 出家す、 尋で 京師に 遊び、 義堂 信 R 侍する 乙と 年 あ 
6、 後鄕 里に 歸 6 て菴 居す、 應永廿 七 年同國 上田に 赴く* 其 地 

の 古刹、 雲 洞 寺 あ^/藤 原 房 前 創す る 所な う、 上 杉憲實 深く 

師の高德を慕ひ、雲洞寺を改めて禪寺と爲し師を請して第一 

祖と爲 す、 同 三十 四 年 秋 傑 堂 寂す、 師耕雲 堂の 席を 繼 く.' 正 

長 元年 春 國郡騷 動 ぁうて 豪 民 耕 雲 寺の 莊園を 侵す、 憲實 使を 

遣は し迎て 雲 洞 寺に 歸 らしむ、 師契 券を 原 主に 付して 退院す、 

時に 法 弟南英 備前國 牛 頭 山に 在 6、 師の 事に 依て 退院 -r と 聞 

き、 遠く 來て耕 雲 寺の 席を 董 す、 旣 に して 民 皆 改め 悔て莊 園 

を寺に歸す、是に於て南英自ら院事を謝し、再ひ師を請す師 


耕 雲 寺を 主る 乙と 前後 数年、 復南英 をして 之を 補せ しめ、 自 
ら檀 越の 請に 依て 瀧 谷の 慈 光寺を 開き、 傑 堂を 以て 開山と な 
し、 自ら 第二 代と なる 永 亨五年 正月 二十 二 H 寂す、 世 壽詳な 
らず 、(日本 洞上聯 燈錄) 

キヨ ージク慶竺|二.|:一. ^: 〔淨土宗！1京都知恩院第二十一 
代な う、 慶竺は 行 蓮 社大譽 と號 し、 武藏江 戶日比 谷の 人な 
う、 初め 蓮譽に 師事し、 後 法を 酉 # に 嗣 ぐ、 京都 知 恩 寺に 住 
して 十九 代と なう、 又 知 恩院に 主と なる、 县祿 三年 正月 二十 
四日 寂す" 世壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

キヨ ー シン 慶信 j -t-t IH 〔三論 宗 ；！ 大和 東大寺の 僧な {、 
慶 信は 藤 原 公成の 子、 京都の 人な う、 少に して 大和 東南 院の 
有慶 に從 CA て 三論 宗を 研究し、 承 保 二 年敕 して 東大寺を 管す、 
時に 堂塔 多く 廢 す、 師官符 を 奉して 修造し、 二十 年間 其 任を 
蒽 らす 、朝廷 頻に 僧綱に 補す、 法眼 位の 如きは 奈 良の 諸 寺中師 
始めて 之に 叙せられ 穴る ものな 6、 嘉保 元年 十二月 病に 依う 
て 印を 解きて 東南 院に 居う、 翌年 正月 九日 寂す、 壽五 十五、 
(本朝 高僧 傅) 

キヨ 1、 v ン慶眞 ( ニ ハ  <  七) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 
{、  慶眞は 万 壽四年 仁 海の 法を 受け、 宮中の 眞言 院にて 修 
法す、 世 R 慶闍 梨と 稱 す、 道 聲 高し、 示 寂の 年月日 幷に亨 壽 
傅らず" (續 傳燈 廣錄) 

キヨ ー シユ 慶珠  i l? ra-  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 僧な 6、 
慶珠 字は 異雪 、俗姓は 佐 氏壹歧 の 人な う、 十三 歲華 光寺に 於 
て 祝 髪し、 出で、 了然に 見ぇ" 次 R 龜州に 謁し、 大 R 悟る と 
Z. ろ あう、 後大寧 寺 R 往 き、 龜洋 宗鑑を 問 CA 、 其 席を 繼 き、 
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同 寺に 主と なる， 寺 兵 焚に 罹る に 及び 鄕 里に皈 6、 華 光寺に 
居す、 尋 で龍藏 寺を 靱 め、 又锻島 に往 く、 毛 利 元 就の 請に 依 
6、 大寧 寺 R 再 住す、 永 祿四年 周 防 龍 福 寺に 退き、 仝 七 年 十 
月 十七 日 寂す、 壽六 十三、 臘 五十、 法 嗣繁興 存榮の 一人 ぁう、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

キヨ ーシユン慶竣こ ~: 「ご_一’  〔臨 濟宗〕 京都 鈔心 寺の 禪僧 
な 6、 慶浚 字は 明叔 、幼に して 景堂 和尙に 師事し、 受戒の 後、 
遊 方して 再 CA 景 堂を歸 省し， 印 可を 蒙む 6、 甲斐の 慧林 寺に 
遊び、 廢を 興して 其 中與祖 となる、 去りて 美 濃の 愚溪 寺に 居 
6 次に 同國 の大圓 寺に 住す、 同年 詔を 承け て 鈔心 寺に 出世し、 
尾 張の 瑞泉 寺に 住し 大心院 R 移 居す" 天文 二十 一年 八月 二十 
七日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

キ 3 1 シ ユン 慶俊  一 _  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 慶 俊は 賢 運に 從 a 天台を 學 a 、 探題の 職に 登る、 文 
永 •■年 十二月 二十 八日 寂す、 壽 七十 七べ 三 井續灯 記) 

キヨ ーシ ユン 慶俊 2 E 四 一一) 〔三論 宗〕 奈良 大安 寺の 僧 
f、  慶俊 俗姓は 藤 井 氏、 河内の 人な 6、 出家して 大安 寺 
に投 し、 道 慈に 師事して 三論 法相 華嚴を 受け、 勸 操ょう 求 聞 

持 法を 傳 ふ、 天平 勝寶八 年 五月 二十四日に 律師と な 6、 寶龜 

元苹 八月 廿 六日に 少 僧都と なる、 元 應元苹 光仁 天皇 愛宕山を 

賜 ふ、 師 即ち 山中に 道塲を 開けう、 延曆某 年 九月 三日 壽九十 

に垂 むとして 寂す、 (七 大寺 年表、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔 考〕 七大寺 年表には 寶龜九 年に 示 寂す と ぁ々、 今は 姑く 本 

朝 高僧 傳に 依る、 

キヨ ー シュン 慶舜 (一九 三 五) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 


キ 3 1 (慶) シ 


僧な 6、 慶舜 後に 双 圆と云 ふ、 初め 菩提 山に 住し、 後、 戒 
壇院に 入う 日照 律師に 師事す、. 山城 靈山院 に 住して 戒律を 唱 
ふ、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 僧 僧傳)  , 
〔考〕 慶舜は 建 治 頃の 人な う 

キヨ ー シュン 慶舜一 〔曹 洞宗〕 薩摩福 昌寺禪 僧な 
3、 慶舜 字は 南嶺 •俗姓は 源氏 大 寺の 族な う、 大麟全 索に 
參して 分 座と なう" 慶長 十二 年薩 摩福昌 寺の 虛席 する にあ 穴 
$、 師州 守の 請に ょうて 之に 住す ' 兀和 元年 正月 十四日 寂す、 
壽缺 く* 法嗣 三了麟 達の 一人 あう、 (日本 上聯 燈錄) 

キヨ ージュ ン慶順 i =5 H Ar: 〔曹 洞宗〕 上野 龍 華 院の禪 僧 
なう、 慶順 字は 天 巽、 甲斐の 人、 藤 金吾值 行の 子な 6、 法を 
舂屋宗 能 禪師に 受け、 總持 寺に 出世し、 永 澤最乘 諸 寺に 遷 る、 
後 遊 化して 上野 沼田に 至る、 其 地 慈 運 律師なる もの あ 6、 師の 
道を 慕 a 院を師 に 付す、 因て 敎を 革め て禪 林と なし、 伽 葉 山 龍 
華 院と云 ふ、 明 應七年 三月 四日 寂す、 壽八 十七、 (洞 上聯 灯錄) 
キヨ 1 ジュン 慶順 〇一 一 六 六) 〔曹洞 宗〕 越 中 最勝寺 第二 
代な う、 慶順 字獨步 、瑞泉 寺龜阜 豐壽に 參して 其 法を 嗣き" 
最勝 寺に 主と なう， 第二 世と なる* 永 正 三年 八月 慈眼 寺に 遷 
る、 寂 年 並に 壽缺 く、 (m 本 洞 上聯燈 錄)‘ 

キ 3 1 ジュン 慶順 0111 七) 〔淨土 宗〕 相模 光明寺 第 七 
代な う、 慶順は 信 蓮 社 聖； 譽と號 す、 常 # 上人に 就て 剃 髮受 
業し、 長祿 元年 十月 十日 璽書を 授けられ、 後 其 席を 嗣ぎて 光 
明 寺に 主と なる 寂 年壽缺 く、 著作 諸 記 類聚 一卷あ 6、( 淨土總 
系譜) 

キヨ— ジ m 慶助 jg 15 〔眞一 一一 t 宗： 一山 域 醍醐 山 第 十一 代 

キヨ？ ( 慶 V ン 
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(二 九 一） 


霊 上 慶)、 T セ  キヨ 上慶) セー ソ 


の 座主な 慶 助は 村 上 天皇の 皇弟 なり 備中 太守 兼 遠 R 養 
はれて 子と なる、 座主 定助に 依うて 剃髪し、 學業稍 進みて 法 
を 定助に 繼 き" 永 觀 元年 醍醐 山 第 十一 代の 座主と なる、 長德 
元年 九月 十日 寂す、 壽七 十四、 (續 傳燈 廣錄) 

キヨ i ンヨ！ 慶照一 一一 一一 一一 - Eg 一  | 一 〔眞宗 〕 山城 興 正 寺の 第二 代 
なう、. 慶照 字は 蓮秀と S CA 、 蓮敎の 嫡子 R して 母は 蓮覺の 
女な 師父の 跡を 繼きて 興 正 寺を 主と る、 光善寺 順 如、 蓮 
如 宗主の 孫なる 神祇 伯 中將資 氏の 女を 師 R 配す、 天文 年中 日 
蓮 黨諸 兵家を 誘 ひ て 本山を 攻め、 數日 R して 克つ 乙と 能は す、 
師敎 行寺實 誓、 及 弟 賢 勝と 共に 和を 講ず、 證如 宗主 功を 賞して 
師を 一家の 列に 加 ふ、 天文 廿一铒 七月 十日 寂す、 壽七 十二、 (本 
願 寺 M 記} 

キヨ ー ズ T 慶隨二 ：一 •八 E •: 〔曹 洞宗〕 若 狹諦應 寺の 開山な 
一う' 慶隨 字は 順 翁、 俗姓 生國 未詳、 幼 {C して 丹 波間 通#' ic 投 し、 
牧翁 欽を禮 して 得度し、 長 fc て 明に 渡 6、 兩淅の 間に 周旋し 
て 一時の 諸 名 宿に 參 方し、 皈 うて 備後龍 雲 寺 報扇智 恩に 謁し 
印 可を 受け、 尋で 若狹 安賀 R 至う、 城 谷 山諦應 寺を 創し、 一 住 
二十 餘年 、諸 山の 請聘 あれ ども 從 はず、 大永五 年 六月 二十日 

寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

キ 3 1 セ-- 慶政一 Ai xi 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 

6、 慶政 は能舜 法師 R 師事し 經論 を學 ふ、 西 山の 法 華 山寺に 

居う、 文 永五筇 十月 六日 寂す、 壽缺 く*  (三 井緝灯 記) 

キヨ— セ i 慶 (一六 九 六) 〔眞言 宗〕 山城 淸住 寺の 僧な 

う、 慶盛は 道學 に徹髓 して 好く禪 觀を なす、 世に 淸住寺 上 

人と V ふ、 師長 元 九 年 十二月 仁 海 僧正の 室に 入うて 小 野 流の 


灌頂を 受け* ■一方の 法 匠と なる、 後宋に 入 6 其歸 朝せ しか、 せ 
ざう しかを 知らす、 (續傳 灯 廣錄) 

キヨ！ セン 慶仙 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 豊前 寶陀 寺の 開山 

な 6、 慶仙竽 ri 竺心 、豐 前の 人、 幼に して 覺隱永 本禪師 に投 
じて 祝 髮具戒 し、 屢 々名 宿を 叩き’ 遂に 總持 寺に 出世し •後 
豊 前寶陀 寺を 開き、 晩年に 至 6 闢雲 寺に 住し、 某 年 寂す、 壽 
缺 く、 法嗣 如門眞 、東海 智 二人を 出す、 (日本 洞上聯 燈錄) 
キヨ f セン 慶遲 (一七 一九) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏 
なう、 慶暹 « 源輔 親の 子な 明 尊 僧正に 隨ひて 台密の 法 
を學 r> 、 後明 肇慶祐 二師に 就きて 益々 所業を 琢 く、 康平 二 4P 
後冷泉 天皇 仁王 經を 親書して 三 井山 門の 碩德を 請し、 慶讃供 
養す、 師其 散會の 導師を 命 せらる、 即座に 詔して 律師に 任す、 
幾なら すして 辭して 退く、 重ねて 園 城 寺の 長 吏に 铺す、 寂 年、 
及 ひ壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

キヨ— ゼン 慶盖 口  ( . 〕 〔淨土 宗西山 派〕 山城 禪林寺 

の 僧な 6、 慶善 字は 積峯 俗姓は 能 勢 氏 山城 久仳郡 御牧の 人 
なう、 道 空 純 長 R 投 t て薙髮 し， 南楚大 江に 師事して 淨土宗 西 
山 派の 學を 究め、 伊 # 淨土 寺 {C 住し 後、 東 山禪林 寺 R 主と な 
6、 盛んに 門戶を 張る、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

キヨ ー ゼン 慶善 リョ  丨ギョ -了曉 .V 尾ょ、 

キヨ ーソ慶 ^ ーー 5^ 旭〔天台宗〕近：ル園城寺の學僧なう" 
慶祚 俗姓は 中 野 氏、 師 元の 子な う、 餘慶僧 正 R 師事して 顯密に 
敎を學 び、 大阿闍 梨 R 任し 園 城 寺 R 住し、 化 度を 以て 任と なす 
正應 三年 兩門 相閲 く R 際し、 徒を 率 a て 巖藏大 雲 寺 R 移る、 後 
又 園 城 寺 R 主と なる、 長德 三年 宋の 僧ょう 新來 五部を 送る、 師 
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等 詔. V 奉して 其 義の淺 薄なる を 難破す、 寛仁 十二 n 十二 H 寂 
す、 壽六 十五 (本朝 高僧 傅) 

キヨ ー タン 慶潭 ( . ) 〔浄土宗〕 伊勢 入門 寺の 僧な 

う、 慶潭は 近 江 日 野の 人、 隨龍 上人に 歸 して 岀 家す、 當時 
博覽の 名高し、 後、 伊勢 譽田 入門 寺に 住す 示 寂の 年月日 缺 く、 
(鎭 流祖 傅} 

キヨ 1 チ ユ ー 慶中 シ ユ丨ガ 周賀を 見ょ、 

キヨ ー チヨ ー 慶朝 j ダ S 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 
う， 慶 朝は 大宰大 貳高階 成 章の 三 子な う、 出家して 賴賢仁 
覺 、尋 光の 諸師に 台敎を 學び 、康和 四 年 天台 座主に 任ず、 嘉承 
二 年 九月 廿 四日 寂す、 壽八 十一、 (天台 座主 記) 

キヨ 1 トク 慶德 ( . ) 〔淨 土宗〕 近 江來迎 寺の 開山 

なり、 慶德は 其 鄕貫詳 かならず、 圓知に 師事して 法を 嗣 ぎ、 
近 江 愛知 郡 小 八 木來迎 寺の 開山と なる、 寂 年、 並に 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

キヨ ー ニ チ 慶日 ( . ) 〔天台宗〕 攝津兎 原 山の 僧な 

$、  慶日は 京都の 人、 久しく 比 叙 山に ありて、 最も義 論に 
長ぜ 6、 晚年攝 津兎原 山に あうて 法 華を 誦し、 密法を 修 す、 

寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

キヨ ーニン 慶忍 ii l HA 〔眞宗 〕豊 前 福 島 長久 寺の 住持 

f、  慶忍 一名は 性 叙、 豊前下 毛 郡 落 合 村 雲 西 寺 住職 乘願 

の 三男な $、 文化 十三 年 九月 二十 七日に 生る、 弘化 元年 福 島 村 

長久 寺 住職 芳慶の 養子と な 6 •嘉永 六 年 六月 住職を 繼く  •少 

壯に して 筑箭 烏水寶 雲の 門に 遊 CA 、 性 相の 學を硏 き， 後月 珠の 

門人と なうて 宗乘を 修む 、嘉永 元年 得 業に 及 弟し、 安政 " ±. 年 


キ 2 1( 慶) ターニ 


助敎に 昇り、 慶應 三年 司敎に 轉 し、 明治 三年 安居 往生 嬰 集を 
學林に 副講 し、 七 年勸學 職を 命せられ、 十四 年 安居般 舟讃と 
學林に 代講し、 十六 年 三月 七日 寂す、 壽六 十六、 謚 k 下して 
乘願院 と S ふ、 著作、 往生 要集詮 略、 正 信 偈慶應 .錄 、愚 禿 鈔慶 
應錄 、般舟 讃講錄 、本願 成就 文講錄 、金 七十 論 已巳錄 、因 lij] 
入 正 理論 己卯錄 、成 實論大 見、 六合 釋略演 、各 一卷 、五 故 章 
略解、 二十 唯 識論略 解、 四敎儀 丙子錄 、各 二卷、 眞宗 二百 題、 
選擇集 甲酉錄 、因 明 申戍錄 、起 信 論 略解、 各 四卷 、敎 行信證 
撿 耍五卷 、因 明大 疏和詮 六卷、 俱舍義 詮九卷 、嘴 識論 元治錄 
十卷あ 6、 ( 學苑談 叢、 本願 寺派學 事史) . 

キ 3 丄ン 慶範 AA A- —E 〔天台宗 £江 園 城 寺の 僧な う、 
慶範は 眞圓に 師事して 文治 五 年 三月 佛職 位を 受け、 又圆榮 に 
隨つて 天台の 敎 義を學 ぶ、 三 會已講 とな- N、 六十 一歳の 時大阿 
闇 梨に 登 6、 承久 三年 十一月 朔日 寂す、 壽六 十七* 門^-八 人 皆 
世に 聞 ゆ、 著作 寶秘記 三十 餘卷あ 6、 ( 三 井續灯 記) 

キヨ ー ホー 慶芳  一一 〇 四 一- 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 
6、慶芳字は少室、俗姓不詳、高麗國空军空の法ヒ嗣ぐ、初 
め淨智 圓覺兩 寺に 住し、 尋ぎて 建 長 寺に 遷 る、 晚年 圆覺 寺に 
正 源菴を 構へ 退 休し、 永德 元年 " r 二月 十日 寂す、 壽缺 く、 遺 
偈あ り、 生 也 快活、 死 也 快活 更問， ，如何 (快活 r/i 活 Y 延贤傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅) 

キ ml ボン 慶 1 凡 . 〕 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧 

なう、 慶 梵字は 淸峰 、初め 心 is 統禪 師に參 して 藏主 となう 
次いて 衣 法を 付せられ、 吉祥 院に 住し、 又 法 泉 寺に 遷 る、 寂 
年月日 並 1C 壽詳 ならず、 法 嗣定林 玄智の 一人 あ 6、( 日本 洞 上 

キヨ ー (慶) ハ！ ボ 
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聯燈 錄) 

3? ヨ 3  ?> 3 1 慶命  j  一 1  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
な^'、  慶 命は 京都の 人、 太宰府 少 K 藤原敎 友の 子な ぅ、 靜 
慮院遍 救に 從つて 受戒し、 觀心を 善くし、 無 動 寺に 住す、 萬 
壽五年 延曆寺 座主に 補す、 ■長 元三 年 秋 藤 原 太 皇后 彰子 東北 院 
を 建て 師 VJ 請して 落慶洪 養の 導師と し、 封 七十戶 を 賜 ふ.、 長 
曆二年 九月 七日 寂す、 壽七 十四、 著作 捃拾鈔 あ. CN、 (天台 座主 記 
本朝 高僧 傳) 

キ 31 モン 慶文一 〔曹 洞宗〕 駿 河智滿 寺の 開山な 
6、 慶 文字 回天、 洞慶寺 大巖宗 梅に 參 し藏鑰 となり、 服 勤 
六 年 入室し 首座と なる、 駿 河川 根 鄕に菴 居す、 菴 後に 寺と な 
ぅ智滿 寺と 號 す、 大巖 書を 送りて 招け V も 至らす、 乃ち 人を 
して 法衣 並に 頂 相の 賛を 送らし む、 大 永四华 四月 二十日 寂す、 
法嗣久 峰 文昌の 一人 あ 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 

キヨ ーユ！ 慶融 ( . 〕 〔淨 土宗〕 近 江 善 正 寺の 開山 

f  慶 融は圓 譽と號 し、 3¢ 鄕貫詳 かなら. ず" 圓知に 師事 
して 法を 禀け 、近 江靑 山に 善 正 寺を 開く、 寂 年、 並に 壽缺 く、 
(淨 土總系 詰) 

キヨ 1 ヨ 慶擧一 I  一一 •一 •一. 九 I 〔浄土宗〕 山城 大蓮 寺の 開山な 6、 

慶譽は 俗姓 藤 原 氏、 山城 小幡の 入な 6、 智譽 上人に 就て 法を 

嗣 ぎ、 伏 見に 大蓮 寺 ？: 傲む、 寬永 十一 年 七月 二十 八日 寂す、 

壽 欠く  •(淨 土總 系諳) 

キ 31 n 一  慶擧 11 ヲョ— ハ 了 把を 見ょ、 

キヨ 慶擧 5 クタ ィ究諦 を 見ょ、 

キヨ？ ml 由 愛 耀 (一七 六 n  〔天台宗〕 近 江 國園城 寺の 學 


キヨ ー( 慶 、敬) 


僧な う、 慶耀は 大和の 人、 出家の 後 園 城 寺 慶暹に 師事して 顯 
密に敎 を 學び 、其 奥義に 達す、 康和 三年 十一月 上皇 鳥 羽 離宮 
に 於て 講塲を 啓き、 師 年少な くして 擢で られて 其 選に 應 ず、 
又 筆 翰を 善くし、 梵漢其 に 通す、 能書の 名 遠く 宋 地に 振 ふと 
云 ふ、 寂 年壽缺 く、 (元 亨釋 書) 

キヨ； リン 慶 # 一  j -o g -to 〔曹 洞宗〕 铳前永 泉 寺の 開山な 
6、 慶淋 字は 玉 岡、 薩 摩鹿兒 島の 入な 6、 應永 十七 年 正月 十 
八日に 生る、 幼よ 3 世相を 厭 ひ、 嬉戯 常に 佛事を 爲 す、 十 
歲 にして 福 昌仲翁 和尙に 投して 童子の 役を 執る、 四 年に して 
出家す、 後 執 待す る 乙と 年 久し、 後 去て 京 郡に 至 6、 石山 寺 
觀世 音に 詣 し ' 夜靈 夢を 得て 感 する 所な-^ •去て 北 地に 入う 
東關に 遊び、 覺隱の 風を 聞きて、 往て 乙れ R 依る、 覺隱寶 鏡 
三昧を 以て 反覆 徵辨 す、 乙れ より 師資 相 契 ふ、 覺隱の 滅後師 
將に鄕 里に 還らん とし、 路筑 前の 原野を 經穴 り、 杖頭錚 然と 
し •て 聲 あ'^、 熟視 すれは 鎌 子な 6、 便ち 先の 夢と 相 合する 乙 
と あるを 知-り 因て 寺を 創 せんと すれぎ も 由る 所な し、 郡 主 高 
橋 盛 網 地を 捨て 寶 殿を 建て、 大禪苑 を 開き、 師を延 て 其 席を 
主ら しむ、 即ち 泰平 山 永 泉 寺と 號す 時に 文 安五 年 二月な， リ、 寬 
正の初闢雲寺に移う、文明に至うて三登 72 \尋て總持寺"龍 
泉# に 主と なう、 長享 元年 足 利 義政鎌 倉の 第に 延て 弟子の 禮 
を 執 6、 菩薩戒 を 受 く、 越 前の 藩主 播州の 刺史 、皆 寺を 建て 
聘 請す、 師 病を 以て 辭し 、筑 前に 歸 り、 同年 秋 寂す、 永 泉 寺 
に 葬る、 享年 六十 八 坐 夏 五十 四 ぁう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

キヨ 1 ア敬阿 ガクシ ン學 信を 見よ、 

キヨ 敬呵  nl キョ 丨 公慶を 見よ、 
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キヨ ー 方 1 敬 雄 1 j sl 一' j  〔天台宗〕 武藏足 立 吉祥 寺の 學 
僧な 6、 敬 雄、 字け 韶 鳳、 號 (1 金 龍 道 人、 別號痫 道 人、 道 
樂菴 主人と 云 ふ、 又 南無 三寶 ふ 印を 用 ふ、 武藏の 人な う、 
幼に して 出家し、 比 叙 山に 登うて 天台の 宗義 を學び 、後 m 國 
に 遊び、 江戶淺 草 金 龍 山 R 寓して 學譽萵 く、 時人 呼 a て 金 龍 
道 人と 云 ふ、 遂に 自ら 號 となす、 寬延の 初の 頃 常 野の 地方に 
遊び、 一時 日光 山に 寓 す、 寶曆二 年、 三十 歲 にして 下 總正安 
寺の 法 席を 董 し、 幾 もな く 輪 王 寺 宮公啓 法 親王の 懇命 R ょ 6、 
武藏足 立の 吉祥 寺に 轉 し、 學譽益 高し、 自ら 書 齋を道 樂菴と 
號 し、 道 樂菴 夜話を 作る、 明 和 六 年 四十 七歲 にして 寺 務を辭 
し、 四方に 浪 遊す、 畿内ょ 6 長 崎に 至う、 古跡 靈 地を 歷訪 す、 
其 後 美 濃 安八の 善 學院に 閑捿 して 學 徒に 接す、 安 ^ 九 苹門下 
の 學徒相 謀うて 善 學院に 師の壽 碑を 立つ、 藤 原 公繩壽 碑銘を 
撰して 師 に 贈る、 天明 元年の 冬微疾 あう、 翌二年 正月の 初め、 
豫め 死期を 知う、 壁 間に 淨 土の 曼陀羅を 掛けて 趺坐 合掌し、 
正月 八日 晏 然として 寂す、 壽 七十な う、 師 平素 氣象磊 落、 胸襟 
濶達に して 細 行に 拘束せ す、 眞言 宗の行 願、 淨土 宗の大 我等に 
交 深く、 共に 奇 僧の 名 あう き、 著作 天台 霞 標三卷 、註 金剛 經 

助覽 、老子 支 覽 、雨 新菴 詩集、 道樂菴 夜話、 各二卷 、祗材 詩 

材 、祗 林聯芳 、各 一卷 あう、 (壽 碑銘、 善學院 返信、 近世 佛家 

著作 目録 稿本、) 

.キヨ ー キ敬己 二 四. H (〔天台宗〕 近 江 比 叙 山 無 動 寺 善 住 

院の 第一 世な 6、 敬 rL 字 佛行 房と 云 ふ、 比 叙 山に 學び、 

善住院 第一 世と な $、 僧都に 任せら る、 中年に して 院務を 厭 

a 、 院を辭 して 坂 本に 隱捿 し、 道行 高，、 淨土の 念佛を 修 す、 


キヨ ー (敬、 オーキ 


道 暇 俳諧を 嗜み 、徘 名を 不覺と 云. ふ、 「おどした る 報に 朽つる 
案山子 哉」 「蚊 S とつに 施しかぬ る 我 身 かな」 等 人口に 膽炙せ 
3、 草花を 愛し 常に 數百 種を 培養せ 6、 寶曆六 年 四月 十四日 
疾あ 6 弟子の 請 {C ょ 6 自影に 題して 日 ふ、 「往 かう<  と 思へ 
は 何も 手に 着かす 往乙や れ 西の 花のう てな へ」 と、 書し 畢 A 
て 西に 向 ひ 合掌して 寂す、 享壽詳 ならす、 (近世 畸人 傅) 

キヨ ー、' クワン 敬 願 リ ュ - キョ- 隆慶を 見ょ、 

キ？ ゲン 敬彥二 副 ^ 〔天台宗： 一 近 江 法 明院第 -V 代な 
う、 犯 彥字 は實幢 、號 は恭 堂、 近 江 大津の 人、 俗姓 奥 村 氏、 出 
家して 法 明 院越溪 敬 長 ic 師事し、 其 後を 繼く、 萬 延元ル 因 月 十 
三日 寂す、 壽五 十四、 著作 續台 宗學則 一港 あ 6、( 法 明 院 HI! 錄) 
キヨ ー甲敬 光一 一一!^ 〔天台宗〕 近 江 圆城寺 法 Mil 院第 
五代な 6、 敬 光 字は 顯道號 は 藕裟 、一 に戀顶 子と秫 す、 山 
城 北 岩 倉の 人 俗姓 W 伊佐 氏、 宇多 天皇の 後裔な 6 と 云 ふ、 元 
文 五 年を 以て 生れ、 寬延 三年 十一 歲に して 園 城 寺に 登 6、 敬 
雅 僧正に 師事す、 寶曆二 年 十三 歲に して 度を 受け 本 行 殽院に 
住し、 七 年 十八 契印 法 及び 胎藏界 密軌を 受け、 明年 護摩 金剛 
界 等の 持 明 瑜伽を 受く 爾後 內外 の學を 講究し 外 學を 那波魯 
堂、 寵草廬 、大 江資衡 等に 問 ふ、 寶曆の 際 同門 相閲 r に 方う、 
僧正 師を して 外 侮を 抗禦 せし む、 師止む を 得ず 官事を 以て 武 
藏江戶 に掛 錫す る數 年な-^ 其 問 暇 あれば 敎籍を 究め、 傍ら 
儒老百 家を 探り、 文藻を 練る、 石 欄 集 四卷を 著す、 明 ^ / 元年 
官事 終 6 /2 るを 以て 本山に 販 6、 菩薩 戒經義 記 等を 講ず、 二 
年 春 伊勢、 攝津 、播 摩、 讃岐の 四國に 遊び、 西遊 篇二卷 を 著 
す、 四 年 唐 房 行 履 錄三卷 を 編し、 翌年 行事 明鑑を 補點 し、 並 


キヨ 上 敬) グ in 
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に 評語を 著す、 六 年 僧職 ^: 辭 し、 北 岩 倉に 退隱 し、 翌牢京 都 
.相 國寺 に寓 し、 慈 雲 律師に 就て 悉曇 を學び 、兼て 密 灌を傳 ふ、 
八 年 六月 播摩 西岸 寺の 請に 應 し、 觀 經疏鈔 を 講じ、 此冬洛 東 源 
宗院に 移ぅ、 摩訶 止觀を 講ず、 安永 二 年 十八 物 圖一卷 を 作ぅ、 
此冬梵 唐 千 字 文 譯 注、 及 尊祖儀 一卷を 撰す、 三年 法 華 文句を 講 
ti 、 圓戒大 筌十卷 、圓 戒膚談 七卷を 著し、 其文浩 繁 R して 初 機 
者の 解 らん m とを 恐れ、 敎時 要義 一卷を 撰し、 以て 初心 
の 徒に 附 す、 此冬 十月 彌陀經 嬰 解を 講じ、 播 摩書寫 山の 請に 
應し 、往て 觀 經疏鈔 勢 十 不二 門鈔 、佛心 印 記を 講し 、備 中に 
赴きて 觀音 玄疏を 講ず、 同年 冬佛法 血脉譜 、及 傳法偈 に據り 、 
傍ら 志 磐の 佛祖統 記 等を 考し 、祖 次を 表定 して 山家 列祖議 を 
作る、 復薔エ をして 台密 禪戒 四十 祖の 肖像 1: 摸せ しめ、 祭祀に 
擬し偈 を 作 6 て 日く、 我師遊 ，漢 真， 一三 宗ハ奏 ，國先 開，- 比 叙 峯 ハ 
諦觀月 高寵鬼 伏、 敎時風 起 主臣恭 、持 明達 X 影 心 求 4 藤、 修定 
對レ 眞身逐 k 蹤、 圓戒 元爲 -- 佛乘本 (併圖 四十 II 尊容、 と、 四 年 
幼學顯 密儀 五卷を 撰し、 五 年 秋 三 聖二師 禮懺文 五卷を 撰し、 
戒壇 院記を 校閱す 、同年 冬 定玉僧 止に 從 a て 五部の 傳 法 1: 禀 
け、 翌年 圓戒依 律羯磨 目 錄一卷 を 撰し、 貞元 錄鑒定 する 大乘律 

二十 七 部を 編集す、 七 年 春 列 祖の規 にょ 6 一乗 比丘 戒 儀 ?: 用 

a 、 梵 綱具 戒 を誓受 し、 進ん て 比丘と なる、 同 秋 天台 小 部 集 

を 校訂し、 冬戒 光山 R 登 6、 戒灌の 法を 禀 け、 洛南 長講 堂に 

於て 四敎儀 集註を 講ず、 師 固よう 僧坊を 創立して 律 徒を 撫育 

せんとし、 洛東淳 公の 屬 によう、 河南 岩 涌 山 R 移 6、 學 徒を 

聚む 、玆に 於て 四方よう 學徒 雲集し 瑜 伽を 禀け 、聲明 業を 學 

ぶ、 安永 九 年 普賢 觀 文句 記を 勘訂 し、 天明 元年 一乘 比丘戒 儀 


キ？ (敬) n  I  ! 

を 校訂す、 此歲 一乘戒 儀、 三軌戒 儀、 普通 授戒 儀を 校訂し、 
三年 五大 力 菩薩祕 釋 、普賢 行 願讃梵 本悉曇 正音 義を 校訂す、 
四 年春梵 綱具 戒を敬 天 R 授け、 聲明 業を 德元 澄に 傳 ふ、 五 年 
和 泉 鳩 原彌勒 堂 R 遷う 、乙れ よう 先き 出 雲 鰐 山の 諸. 徒、 河南 
に來う て 請 益せ しが a> 師の 河南を 辭せ しを 見て 懇請して 止ま 
ず、 仍て六 年 冬を 以て if 山 R 移 居す、 八 年 春 請に 應して 松庥普 
門院に 於て 般若 心 經疏を 講ず、 是秋九 年備中 井山 寶福寺 拙菴、 
出 雲 國富興 國寺大 雲の 請に よう 論 場を 開く、 師講 _ とな 6、. 
亮碩 を 難 者と 為す、 此冬 出家 大綱を 校訂し、 且つ 宗義 を硏究 
する の 際、. 神代の 文字を 得、 熟思して 通曉 し、 和字 考三卷 を 
著す、 寬政 元年 法 親 王師の 道# を 慕 a 、 遠く 使して 禮聘 する 
も、 師辭 して 起たず、 三年 春 蓮 光寺に 適て 留まる 乙と 句餘な 
6、 四方の 道俗 風を 慕 a て 集まる、 秋 出雲大社に 詣で 、興隆. 
圓戒の 冥 助を 祈る こと 七畫夜 に 及ぶ 詩を 獻 じて 日く、 龜鶴雙 
峯 碧、 挾 fe 億歲榮 、紙 應 =_ 神不测 、寫， ，影 二川淸 、と、 四 年 春 
一 百日を 期して 不動 立師 法を 修 する 三百 座、 旣 ド 滿ちて 後 再 
び 一七 日を 期し、 鹽穀を 斷 ち、 八 千 枚 護摩を 修 す、 五平 春 京 
都に 上う、 法 親王の 請に 應 し ,.^ 積善 院に舘 し、 法 華 儀、 大 U 
經指皈 、秘密 即身義 を 講ず、 秋 八月 傳法 後授 記を 定玉大 僧： 止 
に 受 く、 六 年春播 摩善樂 寺の 請に 赴き、 般若 心 經秘釋 を 講 し、 
甞て淸 朝の 內典に 乏しき を 聞き、 天台 部 律 部の 書 若干 卷を購 
ひ、 相國寺 大典を して 乙れ を 贈らし む、 此秋園 城 寺戒春 比丘 
師を延 て 席を 繼 かしむ、 師闶て 法 明院に 移 6 て院務 を 管す、 
尋で四 敎儀直 解を 講ず、 七 年 春よう 夏に 至る まで 菩薩 戒義 記、 
幼學顯 密儀を 講 ヒ、 四月 一日よう 四日に 亘 うて 列祖忌 會を創 
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む、 初秋 疾に罹 6 門徒 i: して 沙彌 威儀 經を 輪講せ しめ、 親し 
く 臨 / L で决 正す、 八月に 至 6 疾念 々篤く、 乃ち 偈を 書して 日 
く、 丙 方 即是唯 心土、 一句 了竟 無，， 死生 - > 無死 生 中說， ，生死 (無 東 
西 裏 送，， 此 行； と、 筆 7 i: 投 t 泊 然として 寂す、 實に寬 政 七 牢 八月 
二十 二日な う、 壽五 十五、 臘 十八、 師竟氣 精 勵、 佛祖の 道に 
一身を 委ね、 特に 圓戒を 弘め 、具つ 遮那を 學び 、悉 曇聲明 の 法 
に 至うて は 大に發 明す る 所 あう、 法 親 王師の 像 (X 讃して 日く， 
淵 情洞識 、天 貸神傳 、顯 = 揚圓戒 (群 疑斯殄 •哲 將旣 逝、 誰 近 後 
殿と、 著作、 圓戒膚 談七卷 、大乗 比丘 行要鈔 六卷 、幼 學顯密 
儀、 三聖二 師禮讃 文、 妙 宗鈔講 案、 各五卷 、石 撋集四 卷、 圓 
戒指 掌、 唐 房 行履錄 、松 堂月纂 、和字 考 、各 三卷、 1 一： 式 貫 注、 
11J 家學 則、 行事 綱宗 行事 訣 、西遊 篇 、各. 卷 、圓 戒律 目錄 f 大乗 
比丘 十八 物 圖 、諸 敎戒體 、大乗 比丘 新學 律儀、 策修嬰 法、 大乗 十 
善戒義 、出家 供範 、僧 戒說 、山家 列祖議 、山家 宗門 尊祖 儀， 敎時 
要義、 大日 經心 目講 翼、 遮那 經指皈 、講 翼、 法 華 梵釋講 翼、 法 華 
儀講 翼、 即身 義講 翼、 悉曇 藏序講 翼、 列 祖儀講 翼、 菩薩 戒經戒 開 
題' 八 詠 樓 詩抄、 迎 ft 霧 鈔 、各 一卷 、圓戒 行事 綱 宗七卷 ，顯戒 
■隨 釋六卷 、學 -r 式 隨釋， 大乘 比丘 作 事領會 、通 別 二授指 暇、 大 

戒綱嬰 抉 膜、 顯 密儀 K 卷講 案、 各 一卷等 あう ' 顯道 和 K 行 業 記) 

キヨ- シユ 敬首ーーー ?| /-1= 1:淨土宗〕武藏正受律院の開山 

f,  ■敬 首は瓔 珞 菴と號 す、 俗姓 佐 佐 木 氏、 世々 近 江 八幡 

に 住して'  鄕十： なり、 天 和の 初 父官訢 の 事 あう 妻を 携へて 江 

戶に 下う、 神 田に 假 居し、 靈 夢に 感して 孕み、 天 和 三年 三月 

十五 □ 、 假 居に 師を 生む、 師屮れ て 三歲 にして 父を 喪 a 、 母 

に 育 せらる、 六歲湯 島の 靈雲 寺に 詣 し、 淨 侶の 行儀を 見て 出 


キヨ 1( 敬)、、〆 


家の 志 あ 6、元祿九年五月、十五歲にして母並に卷父の訂を 
得て 增 卜-寺の 學侶岸 了の 下に 投じ 落髮 して 法名 祖海と 云 ふ 十 
二苹岸 了 小金の 東漸 寺に 遷 <. 住 す、 師亦隨 うて 給仕す、 筏 其 
下 V 辭して 西 上し、 山城 師子谷 法然院 の忍徵 を 訪うて 敎 V 受 
け、 徵の 指示に ょりて 近 江 安養寺 慧堅を 訪うて 師事し’ 顯密 
の學を 究む 、寶永 二年廿 四歲 にして 江戸に 下り、 岸 了に歸 省 
す、 其 年の 夏慧 堅の 證明に ょう 自誓受 して 大乘 菩薩 比丘と な 
，り、 敬 首と 名く、 尋て岸 了は 增上寺 大僧正 祐 天に 謀 6、 武藏 
の 正 受院を 淨土 の律院 となし、 師を開 山と なす、 淨土宗 の 律 
院の 規則を 製す るは Z: れを以 て始あ とす、 爾來 正受院 に 住し、 
敎化 盛な 6 、 享保の 頃 同院を 弟 - f 本 明に 讓 $、 下 谷に 隱捿 し、 
自ら 草菴を 瓔珞菴 と 云 ふ、 別に 霄庫を 造う 眞如烷 と M ひ、 內 
外の 典籍 數萬卷 を 藏 し、 讀書 講學を 事と す、 寬 延元坧 の 靡ょ 
$ 疫に罹 $、 八月 甘 五日に 至う •弟子 诲雲 元皓を 召して 遺 5!ii 
を 付し、 九月 二十 H 安 r- 寂す、 1!!: 壽六 十六、 法臘 四十 四、. 諸 
弟子湘 謀 6 遺. 骨を 下 谷 壽永 寺に 葬る、 增上 寺大 ft JE 連 察 幕府 
に 請うて 壽永 寺を 淨土宗 の律院 とし、 師を中 典 開山と なし、 
元皓後を繼く'師著作、天台戒疏講述五卷、常尥受防羅正義 
四 卷 、阿 彌陀綜 隨聞 記、 梵網經 精義、 即心念 佛摘欺 說 、各 二 
卷 、續別 心 念佛 摘欺說 、一枚 起請文 親 聞錄 、放 生 會儀軌 、地 
藏 菩薩 念誦 儀軏 、梵網 經玄談 、典籍 槪昆 、各 一卷 、(淨 土宗史 
料、 近世 佛家 著作 目録 稿本) 

キヨ！、 ンユ！ 敬宗 一一 较 f  !.灭台3 近 江 園 城 寺の 學. 僭 
なう、 敬 宗は鄕 貫師承 其に 詳なら す、 弘安 十一 年 四月 一日 三 
井の 別當 とな 6、 七月 權 僧正と なる、 十月の 會に 講 師を勸 じ 
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應畏 /L 年 三月 十一 日 寂す、 壽九 十三" (三 井續燈 記) 

キヨ 1 チヨ！ 敬 長 ii il 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 奶 子は 智遠 、號は 越 溪と云 ふ、 出雲循 縫の 人、 俗 
姓 金山 氏な う、 安永 八 年を 以て 生る、 幼に して 出家の 志 あ 6、 
會三 井の 顯道敬 光和 尙の巡 化して 鰐 淵 山に 至る にあた 父 
母より 和 尙に 托せら る" 乃 t> 五戒を 受け、 不動 尊を 持 念す、 
寬政 三年 始めて 京師に 上う， 靈哮 佛猊大 僧都を 拜して 剃髮 し、 
中 將と稱 す、 未 / 2 幾なら す大僧 郡 寂す、 五 年 敬 光和 尙 京師に 
遺 6 / 積善 院に寓 し講筵 V」 開く、 師追. 隨し て敎 示を 受 く、 寛 政 
七 和尙 寂す、 此に 於て 大衆の 請に よう 和尙の 跡を 補す、 師 
益 學業 を勵み * 寶 珠寺義 山を 拜して 瑜 伽の 秘法を 傳 へ、 正敎 
院靈 玉を 拜して 法 華の 深義を 受け、 且つ 悉曇 を學び 、圓 頓戒 
を 諮 ふ、 傍ら 皆川淇 園、 巖 垣龍溪 等に 就 S て經 史詩 丈を 學ふ、 
十卬の 春 前 大僧正 敬 雄阿闍 梨の 勸誘 によう 義 山を 請して 沙彌 
戒をを 受けて 一 乘沙彌 となる、 十二 年 大僧正の 勸 誘に よ 6 傳 
£ 灌頂を 受け、 且つ 天台 法華宗の 秘庚を 受 く" 享和 元年 模尾 
山に 登う 戒律の 三 大部を 講究し、 文化 二 年 大僧正よ 6 傳法後 
の授 記を 受け、 龍 雲 寺 守 玄を拜 して 比 叙 山の 灌 頂を 受け、 雞 

足院に 入 6 セ 瑜祗灌 頂 第五 三味 耶を傳 ふ、 文化 三年 唐院 R 寓 

し 天台の 諸疏を 講究す， 四 年 三聖二 師禮文 一 卷を校 刻し、 八 

年 三 式 貫 註 二卷を 校 刻し、 十一 年の 秋 西 敎寺眞 雄を 拜して 金 

剛戒灌 頂を 傳 ふ、 是^ \七晝 夜を 期し 日々 三千 禮を行 ふ" 十一 

月廿 三日 靈 玉を 拜して 一 乘圓 頓戒を 受 く、 十三 年慈慧 大師 

禮文 一卷を 撰す 1 文政 二 年 十 A 物 圖一卷 を 校 刻す、 六 年 天台 

五 小 部 法 華 畧疏を 講ず、 七 年 妙宗鈔 四敎儀 集 位を 講 し、 各懸 


キ 31 (敬} チ 


譚一卷 を 撰す、 妙宗鈔 懸譚 中、 唯識實 相の 二 觀別理 隨緣等 の 
義を叙 して、 内外 二 境に 關 する 異論を 判す、 八 年 菩提心 論、 
大日 經 、指 歸法華 儀を 講し 、菩提心 論 案 一卷を 撰す、 九 年の 
春 大阿闍 梨と なる、 同年 京師 大善院 に 於て 指要鈔 を講 し、 懸譚 
一卷を 撰す、 懸譚中 本邦 弘通の 一 科を 設け、 盛に 傳敎 大師 一 
流の 說を 主張す、 冬 金剛 錦 論、 心 經山衮 釋を講 し、 金婢講 案 一 
卷を 撰す、 十 年 十 善戒義 一卷を 校 刻す、 十一 年顯 道和你 行 業 
記 一卷を 撰す、 冬 普賢觀 經 文句 記を 講ず、 繼明鈔 三卷を 撰す、 
十二 年 法華玄 義を講 し、 懸譚 一卷を 撰し、 盛 R 止 親 ©] 戒舍那 を 
幷行 すへ き Z. とを 主張す、 十二 年菩掂 堪經義 釋五卷 を 校正 分 
會 す、 天 保 三年 十善戒 義を講 し. 助宣鈔 一卷を 撰す、 四矩悉 
曇 源 鑑一卷 を 撰す、 同年 藏乘院 に 遷 6、 尋て法 音院に ： 遥$、 
住す、 五年疾 あう、 六 年 修驗畧 要を 校正す、 七年疾 漸く 革る、 
自ら 命 終の 期を 知う、 不動 尊の 咒を 誦す、 二月 七日 寂す、 壽 
五十八、 夏 二十 三、 師 畢生 所謂 日本 天台の 主張を 以て 任し、 
講說 R、 著作に、 全を 注け 6、 數 道俗の 請に ょり、 聖天 供、 不 
動 立 印 供 等を 薰修 して 靈驗あ 6 ^ 6 とい ふ、 著作 前 K 擧 ぐる 
か 如し、 弟子 敬 彥等あ 6 、(越 溪 道蹟) 

キ f プン 敬 天 ii s (天台宗) 近 江 法 明 院の學 僧な 
う、 § 天 字は 儒 童と 云 ふ、 陸 奥 南部の 人な 6、 寶 曆八牢 を以 
て 生る 稍 長して 出家し 二十 歲に して 大法を 求めて 西 上し、 顯 
道敎 光和 尙に依 6 業を 受く 、安永 九 年 十八 印 契 法を 受け、 一 
日 一食 苦 修練 行す、 天 W 元年 胎藏界 護摩 法 等を 受 く、 g 铒和 
尙を仰 S て 圆頓戒 を 受け、 且つ 菩薩 戒經の 深意を 傅へ、 戒本 
大意を 筆受 す、 後 圓頓泜 に 關 する 經論疏 章の 目録を 編し、 


(九九 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


宗海 目録と 云 ふ、 六年敞 光和 尙出 雲に 出發 する あにた う、 師陸 
奧に皈 大 に 一流の 法 門を 弘 通す、 文化 十四 年 四月 十二 日 
國に 寂す、 壽 六十、 師 常に 不淨觀 を修 し、 語りて 日 ふ、 觸向 
對面蟲 想 現前す、 と、 (復古 四 侍者 畧傳) 

キヨ ー トク 敬德一 1 ii gs 〔天台宗〕 近 江 法 明院の 住僧な 
6、 敬德 字は 順 道、 俗姓 井上 氏、 後 亿 櫻 井 氏と 云 ふ、 尾 張 
知 穸郡西 阿野 村の 人、 井上 廣 堅の 子、 母は 同村 久田六 左衞門 
の 女な 6、 天 保 五年儿 月 十三 日に 生る、 幼名 廣孝 •甫 めて 九 
歲に して 高 讃寺觀 智に就 s て 句讀を 受け、 次に fs 名 寺 注淨に 
就 S て 書法を 學 ふ、 弘化 元年 稱名 守に 於て 長 山 和 尙を拜 して 
通受 法に ょ 6 圓頓戒 を 受け* 翌二年 九月 十三 日感钱 すると 乙 
ろ あうて 父母 R 强 請し、 二 年 三月 十三 日 其 許を 得て 松榮寺 R 
至 6 觀 智阿闍 梨の 弟子と なり、 旭 順阿闍 梨ょう 戒を 受け、 法 i 

名 順 廣と云 ふ' 五月 朔發 願して 惠心 僧都の 讀經 用心 {C 依， う、 法 
華經一 .百 部を 讀誦 す、 四 年 十一月 阿闍 梨に 就いて 葉 上流 W 度 j 
加 行を 受け、 嘉永二 年 十一月 藪 村 安樂 寺 塔 頭 玉 泉 寺の 住持と j 
な 6、 三年 五月 圓城 寺の 法 明院に 至う、 始めて 羅月院 敬 彥和尙 
に 謁す、 六 年 九月 十三 日發 願して 大法を 求めん がた め 近 江 美 

濃 信 濃 三 河 遠 江 伊豆 武藏 上野 下野の 諸 州を 巡歴して 明 師を尋 

ね、 安政 元年 三月 再 a 園 城 寺に 至り、 敬彥和 尙に 謁し、 師資の 

禮を 執る、 和尙其 志を 賞して 法號戒 忍を 授く、 三年 十一月 十三 

日 一心 戒を 受け、 十二月 十三 日更 R 一  乘圓 頓沙 彌戒を 受け、 法 

名を改めて敬德と云ひ、字を順道と云ふ、四年十月三日四度 

加 行 開 白し、 五 年 正月 十八 日に 至う滿 行し、 F 井 流の 秘密 法 
を 傳 ふ、 萬延 元年 ^ 月 和尙の 喪を 修め、 文久 元年 遺囑に よ A  I 


法 明院の 住持と なる" 聖護院 宫雄仁 法 親王 復 飾した まふ (C あ 
た 6、 顯密の 書 訣を擧 けて 師 に 附與 す、 元 治 元年 十月 二日 尾 
張 長 榮寺賞 戒を拜 して 具足 戒を受 く、 明治 五 年 官命に よ 6 敎 
導 職を 奉し、 諸 州を 巡回す、 十三 年 十一月 大敎 JE 祐玉を 拜し 
て 傳法灌 頂を 受 く、 十六 年 五月 町田久 成の 請に よ 6、 奈良東 
大寺 戒壇 院に 於て 圓頓 菩薩 戒を授 く、 十八 年 九月 東京 小 梅の 
町 田 氏の 宅 r 寓す 、亞米 利 加 人普惠 能勞 佐、 美藝郞 等 R 戒を授 
け、 普惪 能勞佐 法號諦 信、 美藝郞 法號月 心と 云 ふ、 二人の 請に 
よぅ 菩薩 戒經を 講ず、 亞米利 加 人 海軍 士官 法 宇斯に 戒を授 く、 
法名 天心と 云 ふ、 美藝郞 小石 川久堅 町 R 圆 寂道堪 を 興し 師を 
請す、 師其 道場に 寓 し、 十一月 疾に 罹る、 三人 醫を 招き 百方 
力 ^ 盡す 毛 功な く  •十二月 十四日 寂す、 壽五十 六、 夏 二十 六、 

弟 - f 相 謀ぅ 近 江 法 明院に 葬る、 (敬 德 大和 !- 畧傳) 

キヨ ー ニ チ 敬 日 ( . ) 〔淨 土宗〕 京師 長樂 寺の 僧な 

6、 敬 日 俗姓 生國詳 ならす、 出家して 天台宗に 歸し 後長 樂 
寺隆寬 に 師事して 淨土敎 を 受け、 一義を 別 立す、 その 要に 謂 
ふ、 餘の 諸行を 修す るち 亦 報 土に 生る、 諸行は 佛の 本願の 行 
R あらず、 九 品 往生の 中、 上品 上 生は 報の 淨 土な 6、 自 下の 
八 品は 並に 邊地な $、 と" 師日ふ 遁世に 三の 口傳あ 6、 1 に 
は 同宿、 二 R は、 同 鉢なる 後世 者の 庵を 並へ たる 所 R 不レ可 
住 J 二には， 遁世 すれは とて 日來の 有様を 悉く 不 k 可一改 、云云 
敬 日 寂年缺 く、 門下 慈心 聞へ 穴 6、 ( 淨土傳 燈錄、 淨土總 系譜、 
一言 芳談 、： >  :  t 
キヨー 手 ン敬 41  i s  〔臨 濟宗〕 筑 紫首羅 山の 禪僧な 11 
$、 敬 念號は 悟空 •俗姓 不詳、 筑前 太宰府の 人、 承 天 寺に 於て i 


キ3 上 敬) ト  キ 3 1( 敬) ニ ー 芋 


書名 辭 人家 佛本  日 


(〇〇 二） 


キヨ ー(敬 |^ )  _ 

辨 圆( 聖一 國師) に 師事し、 寬元 年中 宋 R 航し、 徑 山の锨 鑑禪師 
の 下に 參究 す、 時に 道祐 前よ $ 佛鑑の 下に 在 6 て 印 記を 傳 ふ、 
敬 念 相 見て 喜 ひ、 道祐に 語うて 日 ふ、 某參方 久しと 雖未だ 入 
頭の 處 有らず、 公 慈悲 方便せ よ、 祐勵聲 して 日 ふ、 即今 傍に 
在う、 と、 師 言下に 契 悟す、 文 永 元年 兀菴普 寧宋に 歸らむ とし 
聖福 寺に 寓 止す、 師東歸 して 相 見て 喜ぶ、 同 三年 東巖 慧安洛 
東に 福 田 f 營み て師を 請す、 師上 堂し 衆の 爲 に圓覺 經を講 
演 す、 後 太宰府に 歸 り、 首羅 山に 棲遲 す、 九 年 十月 A B 衆を 
集めて 上 堂し、 柱 杖を 拈し卓 一 下して 日 ふ、 三世 諸佛證 得 法、 
六 代 祖師 傳授 法、 皆悉在 = 柱 杖 頭上 (又 卓 一 下して 日 ふ、 看、 
看、 即ち 寂す、 壽 五十六、 法臘 三十 三、 〇 兀亨釋 書、 延 寶傳燈 
錄 、本朝 高僧 傅) 

キヨ ー ホ ー 敬 法 ( . ) 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 の 第 八 

代な う、 敬 法 其 俗姓を 知らず、 淨華院 第 七 世證法 上人の 法 
を嗣 き， 第 八 世と なう 大僧正と なる、 其德 化する 所大な 
甞て塔 下に 一宇を 創す、 松林 院と 名く、 龜山 法皇 師の道 操を 崇 
敬し、 勅 召して 圓頓の 大戒を 禀け犮 まふ、 示 寂の 年月日 缺 く、 

(鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

キヨ t ヨ 敬譽 ショ— サッ 松 ® を 見よ、 

キ？ 工 曉惠一1一 ^ 一|一〔新義眞言宗〕大和長谷寺第三十 

五代な う、 曉惪 字は 存詮 、一 R 存洤に 作る、 下 總布瀨 村の 

人な う、 州の 寶壽院 曉踫の 室 R 入うて 剃髪し、 後 跡を 嗣き 、臼 

井村 松虫 寺 R 轉 し、 江 戶大塚 日輪 院に 居う、 次いで 豐山に 登 

6 て學 年を 精み、 第一 藤よ 6 室 生 山 R 移る、 次で 根生院 R 主と 

なう、 享和二 年 七月 豐山能 化 R 補し、 翌 三年 三月 朔日 寂す、 


キ 3 1(_曉)， ク—ハ 


壽七 十三、 (新 義 眞言 宗 史料) 

1 rn  丁 ダ !? ツ曉月 ，j ^ A2£ 〔淨 土宗〕 京師 某 寺の 僧な $、 
曉 月は 京師の 人、 俗名 藤原爲 守" 祖父は 爲家 、母は 安嘉 門院 
の 四 女、 後に 阿佛尼と 云 ふ、 共に 文名 高し、 曉月 夙に 和歌を 
善くす、 殊に 狂歌に 巧み R して、 酒 百 首、 蟣虱百 首 等を 作る、 
嘉曆 三年 十一月 八日 寂す、 壽六 十四、 命 終の 作 あう、 「むと せ あ 
受 6 ょと せの 冬の ながき 夜 R 浮世の 夢を見は てぬる かな」 (碧 
山 日 錄 、狂歌 ^ 人 一首) 

〔考〕 碧山 日錄 R 曉 月は 爲 家の 子な うと ある 名 採らず、 今は 
狂歌 百人一首に 载 すると 乙ろ に據 る、 

キヨ ー コ ー 曉幸 j is g 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な う、 
曉幸 は甫 めて 十二 歲の 時、 幸 尊の 室に 入 筏 寬敎 、に 學ひ 、永 
仁 二 年住學 生 R 補せられ、 六 年 十月 本寺大 堂の 立 義 者と 爲 る、 
應長 元年 十二月 台 三三會 講師に 任し、 已講 の號を 得， 凡を 所 
聞の 法 皆 私記 あう、 延慶 三年 五月 十七 日關東 R 寂す、 壽 三十 
七、 (三 井續灯 記) 

キヨ ーサン ^ 江 リョ  -テッ 亮徹 を. 見ょ、 

キヨ i プン 嘵天一 |: 一し 〔淨士 宗〕 信 濃 天 用 寺の 僧な 气 
曉 天は 願 蓮 社 誓 譽と號 し、 信 濃 上田の 人な う' 了 山に 師事して 
法を 嗣ぎ 、後 檀說 R 就て 益々 宗異 R 達す、 州の 鹽崎天 用 寺に 
住し、 寬文九 年 正月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
キヨ 1 ハ 曉把一 一三 一 •八 〔淨 土宗〕 京都 淨國 寺の 開山な 6、 
曉把は 深 蓮 社 信 # 任 誓と 號す 、俗姓は 千 葉 氏、 總州の 人な み、 
十一 一歳に して 道譽に 役して 剃 髮受 業し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ永祿 
三年 京都 京  1 i に淨國 寺を 開きて 乙 れに 住し、 永祿 十一 年 十月 


(一〇 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


五日 寂す'  壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

キヨーヨ 曉譽 ィサ ソ位產 を 見よ、 

キヨ In 一  曉譽 ゲソ H— 源 榮を 見よ、 

キヨ In 一  曉眷  ロ ギソ露 吟を 見よ、 

キヨ ー ミヨ ー 境 妙 ( …： ) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧 
な 6、 境 妙は 近 江の 人、 比 叙 山橫 川に 居 6、 法 華を 讀 誦し 二 
万 部に 滿 つ、 又 五 種 法師 十 種 供養の 法を 修 す、 寂 年、 及壽歃 く、 
(本朝 高僧 傳) 

キヨ ー シキ 京 it シ ri- サン 秀算を 見よ、 

キヨ ージユン京順二 =11 1§ 〔曹洞 宗 〕 薩摩香 積 寺の 開山 
f,  京 順 字は 普峯薩 摩國の 人、 田 布施に 生る 俗姓 山內 
氏、 卞三歲 にして 出家し、 妙圓寺 奪 叟珠を 禮 して 得度す、 後、 
好で 群 書を 究む 、武藏 に 至ぅ、 正 三 老人に 見ぇ、 師事す る Z. 
と 三年、 適 道者禪 師長 崎の 崇 1 寺に 至る と 聞き、 即ち 往きて 
謁す、 菴を 山中に 結んで 修行す る Z. と 六 年、 道 者 明に 歸るに 
及んで 師 も亦薩 摩に 還 6、 南瀨に 幽居す、 其 山川の 明媚を 愛し 
て菴 r- 營みて 居す、 刻苦 參究 二十 一年、 一日の 如し、 偶 天 和 某 
年の 春， 香 積 寺を 興 造す、 奪 叟禪師 を 崇請 して 始祖と 爲し 、自 

ら次 位に 眉る、 禰寢 無休 居士 深固院 を興復 して 師を請 て 之に 

住せし む. 元 祿八年 五月 甘 八日 寂す、 享年 七十 六歲 、臘 五十 

九、 (日本 洞上聯 灯錄' ) 

キヨ ー イ恭畏 ニニ si 〔眞言 宗〕 山城 法 輪 寺の 中興な 6、 

恭畏は 京都 西院の 人な 6、 夙に 出家し、 廣隆 寺乘 全 cr 師事し、 

また 裏山の 惟 杏に 詩 書 春秋を 學ひ 、外 學の名 あ 6、 後醍醐 山 

亮淳 僧正よう 瑜挪の 秘奥を 傅へ、 僧伽 梨 金剛杵 を 附與 せらる、 


南都の 諸大 寺を 回歷 して 三論、 華嚴 、法相 戒律 等を 修習 す、 
天 正 十九 年 律師と な 6、 尋きて 大 僧都 法 印と なる、 慶長 元： 本 法 
輪 寺 (道昌 開く 所) に 住し、 堂 舍經藏 の廢 荒を 修繕し、 誇 {M 大 
僧正を 請し、 落慶の 供養を 行 ふ、 慶長九 年の 夏大に 旱す、 衆 請 
によ 6 水 天 供を 修 し、 犬に 靈驗ぁ 6、 翌年 再 a 修す 、元 和の 頃 
禪宥 僧正よ 6 廣澤の 法 流を 傳 ふ、 爾後 諸國の 山川を 歷 遊し、 
金 峯 •葛 城、 富士 、白山 等の 高嶮經 行せ 3 るな し. 西遊して 
安藝 廣島に 留ま 6、 求 聞 持 法を 修行し、 日向薩 摩大隅 三國を 
行脚す る C と 五 年、 觀喜天 供を 修 する こと 九十 四 回に 及 ふ、 
偶 臨 濟の文 之 禪師朱 子 牲理 の說を 執う、 眞言 宗を 蔑視す、 師 
邪 正義 三卷を 作 6 難詰す、 遂に 京都に 歸 へう、 法 輪 寺 r 住す、 
寬永元 印 高 雄 山 神 護 寺に 遷 6 住す、 七 年 六月 十二 日 寂す、 壽 
六十 六、 同年 八月 十二 日 仁 和 寺 覺親法 親王 推 奏して 權 僧正を 
贈らる、 著作 前記の 外密宗 血 脉鈔三 卷ぁ うて 世に 行は る、 (續 
日本 高僧 傅、} 

キヨー オ 恭翁 ゥソ リョ-運 1 艮を見 よ" 

キヨ 1F1  j# 堂 キ ョ-ゲ  ン敬彥 を 見よ、 

キヨ 1 ウン 狂 ffi  ゲン ショ-支 昌を 見よ、 

キヨ ー ウシ シ 狂 雲 子 シ H  - ジュン 宗純を 見よ、 

キヨ ー タツ g s H タン 慧潭を 見よ、 

キヨ 12 3 1 イン 境 妙院 ニ チシ  1 i 丨日宗 を 見よ、 
キヨ ンヨ 叶 泉 日  H  - ソソ酉 尊を 見よ 
、キヨ— ア 行 阿  一 —: —: ±: ハ 〔淨 土宗〕 山城 稱念寺 開山な 6、 
行 阿は 俊 蓮社嶽 春と 號 す、 三 河の 人、 天 室に 投じて 剃 髮受業 
し、 後 安 # 虎 角に 就て 法を 嗣ぎ 、初め 江戸 天德 寺に 住し、 次 


キヨ— (曉 、境、 京、 恭)  キ m 上 恭 、狂、 匡' 叶/ キ m 上 行} 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 0 二） 


ギ 31 C 行) エーガ 


ギ 31 (行) ア—工 


R 京都 一心 院 R 遷 る、 慶長 十七 年 洛西干 本に 檷念 寺を 御 
一 兀和二 年 十二月 一日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ギヨ ー タ行 阿 # S 議 •  S 言 宗〕 江 戶深川 寺の 修驗 者な 
う、 行 阿は 俗姓 菅原 氏、 江戶の 人な う、 砂 村の 深 川 寺に 住す、 安 
政 二 印 醍_ の院 家なる 法 成就 院を 兼務し 僧正と なる" 法相 悉 
曇 R 通し、 傍ら 連歌を 善くし， 柳營御 連歌 御 連 衆と なる、 明 
治 ^ 年 四月 •十四日 寂す、 壽七 十二、 著作 修驗之 大意 一 卷等ぁ 
6、 ( 深 川 照 阿 氏 返信) 

キヨ ー ィ 行 音 r: . _: 一 •八； 一 〔浄土宗〕 山城 極 樂寺第 四 代な 6、 
行 意は 信 譽と號 す、 生 西に 就て 剃髮受 業し、 山城 沓掛 に宗林 
寺を 立て、 又 川 勝 村 R 西方 寺を 開く、 後 桂極樂 寺に 住して 第 
四 世と な 6、 元 和 八 年 十一月 十日 寂す、 ft 缺く、 (淨 土總 系譜) 
キヨ*- ィ 行 意 一八 0 •一’ 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 6、 
行 意： 伏 見 修理 大夫俊 綱の 子な 高野山に 登うて 出家 精修 
し 長 和親 F ■を 拜 して 受戒し、 灌頂 壇に 入うて 諸密 軏を傳 ふ、 專 
ら戒份 を 持し 兼ねて 淨 業を 修す •永 治 元年 七月 八日 寂す. 
壽缺 く、 俗 4C 大夫 律師、 又 W 澤の 律師と 稱 す*  (本朝 高僧 傳 

高 野性 生 傅) 

ギ nTH 行慧 A'i - 一心 r 眞言 宗〕 紀伊 高野山の 檢校 なう- 

行慧は 紀伊澀 田の 人、 良禪 法師の 高弟な 6、 密學に 通し、 久 

安五筇 高野山の 檢校 となう、 仁 平 三年 十一月 十一 日 寂す 壽 

八十 八甞て 山中に 精舍を 造う 總持院 と 名く、 (高 秋 表 秋-本 

朝 高僧 傳) 

ギヨ 1 X 行慧二八〇 21 ) 〔新 義眞 言宗〕 紀 伊大傳 法院の 

座主 /t A、  行慧 5 俗姓 生國詳 かなら す、 高野山に 由し、 學 


德 高し、 大 傳法院 第二 代 座主 具 # の讓を 受けて 第三 代 座主と 
次る、 示 寂の 年時缺 く、 (結 綱 集： 

〔考〕 行慧は久安の頃の人江4、 

ギヨ i ムン 行 圓 (一六 六 五) 〔 . 〕 京都 行 願 寺の 僧な 

う、 行 圓は鎭 西の 人、 常に 千 手觀音 陀羅尼を 持す、 寬弘二 年 
京都に 遊 化し、 頭 R 寶冠を 戴き" 身に 革 服を 着く、 iHr 呼 ひ v 
革 上人と S ふ、 加 茂神祠 Q 槻を 得て 大悲の 像 八 尺の ものを 刻 
み、 行 願 寺を 建て 之を 安す、 師此 寺に 住し 常 R 革を 衣る を 以 
て ifc 呼 ひて 革 堂と M す、 寂 年 •及 ひ 壽缺 く、 (元 亨釋普 、本朝 
高僧 傳) 

、キヨ 1 エン 行 圓ーニ 六 S. 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な.^、 
行圓は 通 議大夫 源 一 擧の 子、 俗名は 國輔と 云 ひ、 仕官して 進 
士 と / +. •る、 後 園 城 寺に 投 、じて 剃髮し •勸修 寺 心 # の 門に 遊び 
顯密の 奥旨に 達 T、 灌頂 して 後 常に 阿彌陀 の 法を 行 ふ'  後 詔 
を 奉し 小 野 仁 海 僧正と 共 R 雨を 祈うて 驗ぁ 6、 永 正 二 年 正月 
A 日 寂す、 壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

、キヨ ン 行 宴 j AA eg 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧な 6、 
行宴过 後 改めて 行 延と云 ふ、 少輔 法眼と 號 す、 惣在廳 1-r 俊の 
子茳6、出家して有眞北院御室に師事して密敎を學ぶ.正治 
二 年 七月 七日 寂す、 壽 十七、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

、キヨ 1 エン 行 延 キョ- H ン行 宴に 同し、 

、キョ.— ォ ー 行應 

ゲソ セッ 支 節を 昆 ょ、 

ギヨ ーガ行 賀 ii ls 〔法相 宗〕 奈頁興 福 寺の 僧な 
う、 行賀 俗姓 上 毛 氏、 大和 廣瀨 郡の 人、 出家して 興 福 寺に 投 
し、 永 嚴 に 師事し、 二十 歲に して 嚴を 仰き ァ 具足戒 を受 く、 


(三 〇 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


後 元 興 寺 平 備に 就きて 法相を 學ぶ 、天平 勝寶 五 年 勅を 承け て 
唐 R 航し法 相 天台を 傳ふ、 三十 一年に して歸 朝す、 齎持 せる 經 
疏一百 餘卷な 6、 勅 あ-^ 學僧 三十 人を 附 して 其 業を 受けし む、 
東大寺 明 一行 賀を問 ひて 所學を 試驗 す、 師 詰問せられ て 塞く 
明 一 即ち 罵-^ て Q ふ、 久しく 歲 華を 經て 學殖膚 .淺 、何ぞ 朝 寄 
に乖く か、 師 大に愧 ちて 淚を垂 る、 これょ. ぅ 益 妍究 す、 延曆 
十 年 興 福 寺別當 とな-^、 同 十五 年 十二月 廿 四日 大 僧都 R 昇 6、 
二十 二 年 二月 十一 日 同 寺 R 寂す、 壽七 十五、 著作 其 だ 多し、 
法華ぢ賛二十卷、唯識論僉記三十卷'淨名經略賛五卷、仁王般 
若 略 賛三卷 、百 法論 註二卷 、唯 識義 暉一卷 、唯 識樞嬰 義 一卷、 
唯 識義精 一卷 、唯識 比 量一卷 、法 華 論 釋一卷 、遺 僞興眞 章 一卷、 
(續 U 本耙 、七 大寺牢 表、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳 ，諸 宗章 疏錄) 
〔考一 本朝 高僧 傳 に 留學 三十 一年と し、 註 R r 說七 年と あぅ、 
七大寺年表に寶龜十屯十月十六日 ^ 少僧都となるとあるょ'^ 
推せば 七 年と いふ 方事實 7L らむ 、然れ とも 今は 姑く 高僧 傳の 
本文 R 依る. 

キヨ 1 カィ 行誡一|§ ^: 5土宗8藏增上寺第セナー 
代な 6、 行 誡は晋 阿と 號 し、 建 蓮 社 立 # と號 す、 俗姓は 福 田 

氏 武藏豐 島. の 人な 6 、 幼に して 小石 川 傅 通 !,•  •: ! 'L に 投じて 剃髮受 

業し、 長 じて 京都 r 遊び、 嵯峨の 立 道に 謁して 敎ど受 け、 後 

小石 川に 歸 6、 鸞洲 R 師事して 宗學シ 受け、 又 東 叙 III 慧澄 に 

參して 天台 敎を學 ぶ、 一山の 大衆の 講授 VJ 請 ふ ^ 厭 ひ、 小石 

川 處靜院 に隱れ 、後淸 淨心院 R 逃る、 大衆 追 (-u し講授 概ね 虛 

日な し、 會兩國 回向 院主 席，； k 虛 うす、 檀 越の 懇請に よう、 其 

主席に 就く、 明治維新の 後、 大敎院 R 出で、 敎務に 力を 盡 し、 


同 十二 年 値 通院を 經て 、增上 寺に 進み、 大敎 正と なる、 十九 
年 三月 病に 罹う、 深 川 本 誓 寺 R 退隱 す、 二十 年 三月 再び 出て 
、總 本山 智恩院 門 主と なる、 此歲 十二月 再び 疾 {i: 罹う、 翌二 
十一 年 四月 二十 五日 寂す、 壽八 十三、 著作 大日 本 佛法傳 德本行 

者傳 、ぃ. CN 
日の 光、 落 
花遇談 、雪 
窓 答 問、 松 
沛龜鑑 、釋 
敎 TF. I1 再 破 
批 、吉野 川 
も とすへ、 
傳 語、 緣山 
法語 挾經、 
寒 林 集 (詩 
集} 落葉 集、 
(歌集、 後 落 
葉 集、 釋敎 

百 首、 各一卷 、旃 檀瑞像 傳二卷 ぁう、 (行誡 上人 全集) 
、キヨーカィ 行 海 j A-t gg 〔眞言 宗ゴ M 都宽寺 の 長者な 6、 
行 海は 其 鄕貫詳 加なら ず、 承 安二 年 東 寺 - M 者に 任じ、 治 承 四 
年 十二月 十 H 寂す、 壽七 十二、 (東 寺 長者 fit 任) 

ギヨーカク 行 覺 •一， ^: £: s: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
P、  行 覺は常 磐 井 法皇の 子、 TF. 應 元年 十二月 十五 日出 家し、 
眞覺 法師を 禮して 宗義を 學； 3、 同 二 年 受戒し、 三年 八月 長 吏 


ギ ml (行) 办 


、キヨ ー( 行) 力 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 こ) 二) 


ギ mla 仃〕 办—ギ 


キ f  (行) キ 


に 任し、 四年灌 頂す、 永 仁 元年 九月 甘 二 B 寂す、 壽缺 く、 (三 
井續灯 記) 

ギ 3 -ガクィン行_院  1 1 チ オノ ノ 0 億を 見よ、 

ギヨ— ガ タィン 行 學院 ニ チ チョ-日朝を 見よ、 

ギヨ ーキ行基一 §| 3〔法相宗〕大和藥師寺の僧な6/ 
行 基 (一 說 に法諱 法 行と 云 ふ) は 和 泉 國大鳥 郡 家 原の 人、 俗 
姓 高 志 氏、 (一 {L 越史 R 作る) 母は 蜂 田 連の 女な 6、 百濟 王の 
後胤 R 出つ と 云 ふ、 天智 天皇 九 年 R 生る、 幼よう 佛敎に 意を 
傾け、 天武 天皇 白 鳳 十三 年 十五 歲に して 出家し、 大和 藥師寺 
に 投し ，新羅の 慧基に 就 S て 法相 宗を 受け、 道昭 •智 鳳、 義 
淵に 從 うて 益 蘊奥を 傳 へ、 智通智 達 等に も從 a たうと 云 ふ、 
持統 天皇 朱 鳥 七 年、 二十 四歲 にして 德光 法師と 云 ふを 仰 S て 
具足 戒を受 けた 6 と 云 ふ も、 法師の 事詳 ならす、 慶 雲の 初 
の 頃、 家 原の 宅を 淨捨 して 佛堂 となし •自ら 大和の 生 駒 山に 
隱捿 し、 老母に 孝養を 盡す 老母 沒して 後、 生 駒 山を 出て 諸 
國 R 遊 化す、 師は 法相 宗を傳 ふる も、 道俗を 誘導す るには、 
淨土 往生を 本勸 め、 兜 率 上 生を？^ 說き /2 るか Z1 とし* 都 §5 到 
る 所行 基 來ると 聞けは、 戶々 居る 者な く、 皆 出て、 禮拜し 追 

從 する 者 動％ すれは 千を 以て 數 ふる R 至 6 /2 A、 されは 乙れ 

よう 双 度の 弊も隨 S て 生し、 一門の 徒 時に 國禁を 犯す 乙 と あ 

$ しかは、 師 の行狀 は大 に官の 目を 注く ところと なう、 養老 

元年 岡 月に 勅して、 嚴に師 幷に其 徒を 誡めら る、 詔に 云 ふ、 

「 方今 小僧 行基幷 弟子 等 零 疊_ ，街衢 (妄 說， ，罪 福 (令， 構 _| 朋黨一 

焚 ^剝指1;腎、歷沔假說、張乞&物(詐11稱聖道『妖11惑百姓；道 

俗擾亂 、四 K 棄 、 進 違 _|釋敎：退犯一|法令ご云々とぁ办ピれ 


自ら 師が 民間 R 於け る 勢力を 證 すべし、 養老 神龜の 頃、 諸國 
に 遊 化する にあ 穴 6、 寺院を 靱 開し、 橋梁を 架設す る 等、 大 
R 事 功を 成した う、 1![] ち菅原 寺 久米田 寺 等は 其の 頃鄉 開に か 
、れ うと 云 ふ、 神龜 三年 山 崎 橋を 架設し 且つ 寶寺を 鄉開 して 
大 供養を 行へ 天平 三年 八月に 至 6、 詔に 日 ふ 「比 年隨， ，逐 
行 基 法師， 優 婆 塞 優 婆 夷 等、 如法 修行者 男 年 六十 一已 上、 女 年 
五十 五巳 上、 咸聽 U 入道 (自餘 持 i 鉢 行 i 路 者、 仰，， 所 由 司， 嚴 加， I 

捉搦 (其 遇，， 父母 夫 喪 
--■» 期 年 以内 修行 勿 レ 
論、， 云々， c 、 ic 至* CS 
射て 師の德 光 漸く 顯は 
れ .、朝野 其 R 重す る 
と 乙ろ となれ るを 見 
一 y るべ し、 同 五 年の 頃、 
德 道道 明 等の 請 R ょ 
_/ r 僧う、 長 谷 寺の 十一 面 
觀世 音の 開眼 供養の 
導铈 となる 其の 頃攝 
津猪名 野に 至 6 昆陽 

の 池を 鑿ち、 且つ 昆陽 寺を 榔 し'  自 刻の 瑠璃 光佛幷 H 十一 面 
觀 1H; 音の 像を 安置し、 有 馬に 入うて 溫泉 を. 開き、 且つ 寺を 榔 
して 自 刻の 藥師佛 を 安置し 佐 井に 至うて 佐 井寺 一名 山 田 寺を 
鄉し S 刻の 十一 面觀世 音を 安置した 〇 と 云 ふ、 天平 八 年五甩 
天竺の 婆羅門 菩提僳 那 I 太宰府に 到着し、 八月 攝津難 波 R 入 
るに あたうて、 師 、諸大 寺の 僧侶を 率ゐて 引接し， 一見 故舊 


(五〇 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


の乙とく、國歌を贈答した6と傳ふ、十三年山城泉川矯梁を 
架設し、 且つ 橋 寺を 鄉 開して 供養を 行 ふた 6、. 十五 平 聖武天 
皇盧舍 那佛造 立の 誓願を 發 起し / 2 まふに 方う、 師 勅を 拜して 
伊勢に 赴き、 太 神宮の 託宣を 請 ひ / 2 5 と S ふ、 天皇 紫 香樂宮 
に 御して 廑舍 那佛の 像を 造 立の ため、 始めて 寺 地を 開き / 2 ま 
ふに 當 6、 師弟 子を 率ゐて 衆を 勸誘 せり 天皇の 朝 二大尜 業 
と 云は る、 東大寺の 建立、 國分 寺の 鄕設 、共に 師 大に與 うて 
力 あ 6、 國分 寺の 靱設に は、 諸國に 巡行して 土地 ^ 相して 經 
營し犮 りと 云 ふ、 其 著國府 記は 當 時の 撰に か V るべ し •十六 
年 勅して 行 信 僧都を 遣は して 師 に 封 九 百戶を 給し、 翌 十六 年 
正月 廿 一日 (一 說廿 二日) に 凡僧ょ 〇 一躍して 大僧正に 任せ 
られ 、度 者 四百 人を 賜 ふ、 大僧正の 官實 に此に 始まるな-^" 同 
年に 河內に 淨土寺 (一 (C 牲生院 と 云 ふ) V」 開き、 次に 和 泉 高 渚 
R 高 渚 寺、 攝津有 馬に 安樂 院を 開きた うと 云 ふ、 師は 初め 彌勒 
上 生 兜 率經に 四十 九重 微妙 寶宮 の說 あるに 準じ、 畿內 五國に 
四十 九院を 開き、 最後に 安樂 院を 開きた る. ものな りと S ふ、 四 
十九 院の號 、幷に 其 位地 詳 ならず、 但し 大和 菅原 寺、 久米田 寺、 
攝津の 昆陽寺 f 佐 井寺* 河内の 淨土寺 等は、 皆 其內な 6 と S 

ふ、 二十 年 正月 •八日に 聖武 天皇、 及 ひ 皇后 出家した ま a 、 翌 

年 即ち 天平 勝寶 元年 正月 十四日に、 天皇 •皇后， 及 ひ 中宮 宮 

子師を 請して 菩薩 戒を 受け 穴 まふ、 是れ我 國に 於け る 天皇 出 

家 受戒の 始江 6、 其 翌月、 即ち 二月 二日 (一 說に四 日) R 菅原寺 

の 東南 院に 寂す、 壽 八十な う、 命 終の 時、 弟子 光信に 後事を 

付囑し、遺誡を與へ、且っ國歌二首を留め /2 6と云ふ、手度 

の 弟子 一 百 餘人あ 6、 上足 (C は 光信、 行 信、 行 達、 法 海 等 あ 


、キ 2- (行 y キ 


6、 師 一生の 事 功 極めて 多し、 殊に 開墾、 疏述 、築造 等に 力を 
用 a 、 田 制を 書し、 海路を 測 〇、 墓地 t 開きた る 等、 一にして 足 
らす 、即ち 攝津の 堀 口、 嚮生 泊、 韓 泊、 魚 住 泊、 大輪 W 泊 ♦河 尻 泊 
等の 船津 、山 崎の 橋、 泉 川、 大津川 等の 橋、 梅 田 の 墓地 等は、 師 
の經營 にして 顯著 なる％ のな りと 云 ふ、 (續 日本紀 、日本 後紀、 
1土 代實錄 、扶桑 畧記 、帝王 編 年 記、 日本 靈異 記、 日本往 化 極 樂 
記、 東大寺 要錄 、法 華驗 'lE r 明 匠 畧傳 ' 一一  國 名匠 畧 記、 元亨釋 
書、 本朝 高僧 傅、 fT 基 菩薩 行狀 記' 行 某. 菩薩 傳 、御 遺 背 出 祝 記、 
大僧正 舍利 記、 僧綱 補任、 釋家官 班 記、 神宮 雜事記 朝野 群‘ 載、 
本朝 文粹 、古今 著 聞 集、 昆陽 寺鐘銘 、拾 芥抄 、本朝 書籍 目錄、 ) 
〔考〕 行 基の 事蹟は 諸 書 R 散見せ り、 今. 一々 對照 する (1C 往々 
にして一致せす、其出生の土地に關し、和泉家原とも云5、越 
後 頸 城と も 云 ふ、 今は 日本 往生 極樂記 等に 依ぅ 和 泉 家 股と 云 
ふを 取る'  出生の 年 時 (C 關して 、天智 天皇 元年と も 云 ひ、 同 
七 年と も 云 ふ、 同 九 年と％ 云 ふ、 今は 續日 本紀 に揭 くる 亨壽 
を 逆算し、 九 年な 6 と 云 ふを 取る、 大僧正 ic 任せられ たる 年 時 
に 關して 天平 t 六 年と S 云 ひ 十七 年と A 云 ふ 今は 續 日本 f£ に 
依り 十八 年と 云 ふを 取る、 其 餘の鎖 小の 異說は 擧け ず、 
r ’ キヨ ー キヨ ー 行 敎二 五一 九) 〔三論 宗〕 大和 大安 寺の 僧 
なぅ、 行 敎 俗姓は 紀氏 、備 後の 人山 城 守兼弼 の 子、 孝 元 天皇 
二十 一世の 裔 、仁 和 寺 益 信の 族 兄な 6、 大和の 大安 寺に 居 6 
て 三論 及 a 眞言を 學 ふ、 傳燈大 法師 位に 任す、 貞 觀元牮 豐前 
宇佐の 八幡 社に 詣て 、一 夏 九 旬、 歸 へうて 男 山に 靈祠を 建つ、 
是れ此年の九月十九日な6" 1]: (後朝廷1!家安寧の爲め、宇佐 
八 ® に 一切 經を 納め、 師 4: して 事を 監せ しむ、 寂 屯 及 a 壽缺 


琴 ml (行〕 キ 
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(六〇 二） 


ギ ml (行 j 夕 


く、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

芩 3 1 ク ー 行 空 (一八 七 一) 〔淨 土宗 3 某 寺の 學僧 なう、 

行 空 字は 法 本 俗姓 生國詳 ならず、 源 空 上人に 師事して、 淨土 
敎を 受け、 後ち 一念 義を 主張し、 幸 西 等と とも R 門下 i: 斥け 
られた 6 と 云 ふ、 示 寂の 年月日 幷に 亨壽缺 けて 傳はら す、 (淨 
土傳 灯錄) 

〔考〕 行 空は 建曆 頃の 人な う 

ギ 3 — タ ー 行 空 ( . ) 〔天台宗〕 比叡山の 僧な 6、 

行 空 平生 僧 具 三 衣 全から ず、 法 華 經八卷 を 負 a て 晝夜讀 誦す 
る 乙 と 十二 部な 6、 五畿 七道 遊歴し、 到る 所に 宿せず、 時 入 
稱 し ' c 一宿 上人と いふ、 示 寂まで 讀 誦し 穴 る 所 三十 餘萬 部な 
う、 九十 歲に 龜む として 沒 す、 年時缺 く、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 
傳} 

’ キ 3 -タウン 行觀一 i:. A: E: 〔融通 念 佛宗〕 大和 郡 山圓融 
寺の 第 十三 代な 6、 行觀 字は 良 山と い a 、 攝津大 坂 難 波， 村 
の 人な う、 大通 上人 R 就 いて 度を 受け、 一宗の 奧 義を傳 へ、 
大和の 奈 頁法德 寺、 郡 山圓融 寺 rc 歷 住し、 專ら宗 風の 擧揚に 力 

を盡 す、 享保 十二 3 年の 交 圓門草 錄一卷 を 製し 享保 十七 年 本 

山學頭 職を 拜 し、 眞光 院と號 す、 大通 上人の 十七 忌 辰に 方う、 

法 恩に 酬 a ん爲め 融通 念 佛圆門 章 私記 三卷を 製し、 大通 上人 

の說を 敷演 す、 (寶曆 九 年 河內譽 田の 金 田 寺玄嶺 版に 上 ほし 世 

4C 行 ふ) 此書は 準 海の 集註と 併稱 して 宗門の 二 要 書と 云 a 、 

俱舍の 光寶二 記に 比すと 云 ふ 享保 十九 年 十月 六日 攝津難 波、 

眞野 氏の 家に 寂す、 弟子 泰超 、泰山、 琳溪等 あ 6、( 西 本 頁 察 

氏 返信) 


轮 31 (行) 

ギヨ！ ク !? ン行觀 カ クユ i' 覺挪を 見よ、 

ギヨ ー クウ ン行觀 ( …… 〕 〔天台宗〕 河 內錦織 寺の 僧 
なう、 行觀は 三條 帝の 皇孫、 皇太子 敦 明の 子な う、 志、 佛を 
慕 a 、 三 井の 定基 僧都に よ 6 剃髪 受戒し、 顯密 の二敎 を 究め、 
大僧正 R 任ず、 河 內錦織 寺に 幽棲す、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 
高僧 傳) 

ギヨ ー クウ ン 行 願 (一 5 二) 〔眞言 宗〕 山城 寶持院 の 僧 
茳 う、 行 願號は 大進菴 、一號 は 如意 菴と云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 
寶曆の 頃 常 陸 筑波山 月輪 院に 住し、 後 武藏隅 田 川畔に 大進菴 
を營み 住す、 歌 あ 6 云 ふ、 「しばした、 すみ / 2 川原 R すみを め 
の 衣 寒け くむす ふか 6 菴」 天台の 學 僧なる 武藏足 立の 吉祥 
寺 敬 雄 等に 交は 6、 學 解を 以て 聞 ゆ、 後、 小 野の 寶持院 に 住 
し、 僧正と なる、 寂 年、 幷に 壽缺 く、 著作 文 鏡 秘府論 冠 註 十 
五卷 、註 阿字 義三卷 、註 梵字 次第 記、 法 華 經異釋 、各 二卷、 
蘇曼多 羅 聲畧釋 、梵漢 韻學須 知、 精進 二 思 義 、各 一卷 、靑表 
紙五卷 、花 間 笑 語、 大進 夜話、 各二卷 、堪忍袋 一卷 、あ 6( 近 
世佛家 著作 目錄 稿本) 

ギヨ ー ゲン 行 支 i A-t イ H 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 6、 
行 支は 藤 原 師實の 子、 比 叙 山に 登うて 落髮受 學し 、二十 歲良祐 
阿闍 梨に 從 a て 灌 頂を 受け、 保安 元年 夏 中宮の 病を 加持して 
賞せられ 法務を 掌と る、 四 年 十月櫳 僧正に 任し、 延曆寺 座主 
こ 補す、 永 治元乒 上皇の 病を 禱うて 手つ から 御衣を 賜は る翌 
年 春 護持 僧と なる、 康治 元年 夏 上皇 及 a 藤 原忠實 共に 師に就 
きて 受戒す、 二 年 十月 客 星 出て' 地震 ふ、 師祈禱 して 靈驗 あ*^ 
後 勅に ようて 日蝕を 祈禱 す、 靈驗 あう、 牛車の 宣を賜 ふ、 天 養 
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二 年月 蝕 及 ひ 彗星を 祈 禱して 驗 あう 大僧正 (C 轉 す、 六 年 九月 
美 福 門院 金字 銀 字の 一切 經を裝 し、 最勝 寺に 於て 慶讃 供養を 
なすに 方 $ 豫め師 をして 晴天を 祈禱 せし む 亦 靈驗あ $、 帝大 
に悅 ひ、 其 房を 營み 、皇后の 願 寺と なし、 靑蓮院 と 名け、 阿 闇 
梨 五 人を 置き、 師を 第一 世と なす、 仁 平 元年 夏 最勝會 の 證議者 
となる、 三年 春延曆 法勝最 勝の 寺 職を 辭し 、久壽 二 年 十一月 
五日 靑蓮院 にて 寂す、 壽五 十九、 (行 玄 年譜、 本朝 高僧 傳) 

’ キヨ ー コ fT 故 jj H: 一 •一  •一八 〔淨土 宗 \_v 筑後 如意 菴の 僧な 6、 
行 故は 法 蓮 社 忍 譽と號 し、 筑 後の 人な う、 法を 雪 念に 嗣 r 、 
州の 阿蘇 郡に 如意 菴を 構へ て 住し、 延寶六 年 五月 十四日 寂す、 
世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ギヨ If — i" 行 古 C …… ) 〔曹洞 宗〕 周 防 fl 文 寺の 禪 僧な 
6、 行 古字は 松 仙、 俗姓 生 國詳な らず 、出家の 後 竹 居眞梁 
禪師 に敎を 受け、 遂に 密 印を 授かう、 某 年 寂す 壽缺 く、 (日本 
洞 上聯灯 錄、) 

、キヨ 1 ゴ 1 行 古家 ゲソゴ 丨源 豪を 見ょ、 

ギヨ ーゴン 行 g 厭 ( i _ 八 七 一) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 理性 院 
の 五代な 行 嚴は刑 部 卿 法 印と S ふ、 京都の 人、 正三位 能季 

の 子 宗嚴の 法を 受け、 理性 院 五代の 院務 となる、 建 暦 元年 又 

成 賢 僧正の 法を 嗣く付 法 十六 人 あう、 宿 蓮、 義 海、 藏 海、 行 

緣 、藏 尊、 深 空、 範譽 •心 海、 幸眞 、眞遍 、公 鏡、 嚴眞 、有嚴 

昌 宴、 定 兼、 了 心と $ ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

キヨ 1 ゴン 行嚴 2 七 2 C 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧 

なう、 行嚴 字は 佛頂 房と 云 ふ、 鄕貫詳 ならす、 比 叙 山に 登 

う、 双嚴房 賴昭に 師事して 池 上流の 事相を 究め、 後に 佛頂流 


ギ 31( 行} n 


を 開く、 祇園 別當 となる、 寂年幷 に壽缺 く、 著作 口 祕釋あ 6、 
(台密 血脉譜 、諸宗 章 疏錄) 

〔考〕 行嚴は 永 承 頃の 人な う 

ギヨ 1 シ行之 ショ— 交 H ン正 順を 見ょ、 

ギヨ ー シン 行 心 C . X . 〕 新羅の 歸化 僧な 6、 

行 心技 統 天皇の 朝 皇子 大津に 從 a て 兵を 擧げ 捕は る、 詔に 日 
ふ 新羅 沙門 行心與 = 皇子 大津- 謀反 睽不 k 忍-- 加法-徒-- 飛 驊國伽 
藍 •と 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀) 

ギ 3 1 シン 行 心 ラィゴ ー 賴豪を 見ょ 
、キヨ ー シン 行！！ 5  •一 13 •一 〇: 〔法相 宗〕 奈 良法 隆 寺の 學 僧な 
う、 行 信 俗姓 不詳、 智鳳行 基に 師事し、 法相宗 を 學び 、道 * 
其 だ 高く、 屢聖武 天皇に 召され、 宮中に 法を 說く 、勅を 拜し 
て 法隆 寺に 住す、 天平 十 年 七月 律師と なり、 同 十一 年 勅を 拜 
して 法隆 寺を 修營 す、 藤 原 不比等 其 監視を なし、 寶 殿、 講堂 
等 輪 奥の 美を 極む、 後大 僧都に 進み、 天平 勝 寶二年 示 寂す、 
著作 仁王 護 國經疏 三卷、 最勝經 音 義一卷 ありし 毛、 今傳 はらず 
(元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 •七 大寺 年表) 

〔考〕 七 大寺年 表には 唯 律師 拜 任の 事を 錄 し、 一異說 として 
天平 二十 年大 僧都 拜 任の M とを 錄 す、 績 日本 紀 天平 勝 寶六年 
の條に 藥師寺 僧 行 信を 下野 藥師 寺に 配流の ZL と あ 6、 別人と 
も覺 ぇず、 七大寺 年表の 示 寂 年 時 等 疑な きに あらざる も、 今 
姑く 依 用す、 

ギヨ ー シン 行 眞 ( . 〕 〔眞言 宗〕 伊豫 神宮 寺 開山な 

6、 行 信 出家して 深山幽谷に 禪坐 安居し、 尊 勝 陀羅尼を 誦す、 
遊 巡して 伊豫に 到う、 神 門 山中に て 苦 修練 行す、 師遂 に此地 

'キヨ 1( 行 VI VI 


書辭 名人 家佛本 日 


(八〇 二） 


ギ 3?( 行〕 シ 


に 神宮 寺を 開く、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

ギヨ ー シン 行 D 具 (Hg 九〕 〔天台宗〕 大和 多武峯 の學僧 
なぅ、 行眞は 藤 原 道 長の 第二 子、 俗名は 顯 長と 云 ふ、 學 内外 
に 通し、 左 典 廐に 任す、 十六 歲潜加 に 家を 出で、 比 叙 山に 登 
る、 會々 多 武峯の 增賀 法師 山に あ 6、 師 乃ち增 賀に 就て 剃 髮 
受戒し、 台敎を 學ぶ 、後 比叡山に 於て 止 觀を講 す、 寂 年及壽 
缺く、 (本朝 高僧 傳) 

ギヨ 1シ ン 行 置 ハ ヵク ホ*- 覺 法を 見ょ、 

.キヨ ー シユ 行 首 一ー チぜゾ 日禪を 見ょ、 

キヨ I シュン 行 舜 AA S 〔天台宗： 3 近 江 園 城 寺の 別當 
f、  行舜は 其鄕貫 師承詳 かならず、 丈久 三年 別當 に 任じ、 
承 元 一 一年 十一月 五日 寂す、 壽六 十四、 (三 井續灯 記) 

ギヨ— ジュン 行 順 1 減 S 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
6、 行 順は 美 作 守 行康の 子な 6、 出家して 圓順 圆顯二 師に師 
事して 天台 敎を學 び、 傳法 大阿閣 梨と なり、 後、 法 印に 叙す、 
元. 弘三年 十月 十日 寂す" 壽六 十九、 著作 行次抄 若干 卷あ 6、 
(三 井續灯 記) 

キ ml ジュン 行 巡 ( 一 五一 九) 〔眞言 宗〕 攝津勝 尾 寺の 僧 

f、  行 巡は 其 俗姓 生國詳 かなら す、 顯密 の學に 通し、 勝 尾 

寺 第 六の 座主と なる、 貞觀 年中 淸和帝 不豫の 際、 秘法を 修し 

て 病を 癒す、 帝悦 a て 田園を 附 し、 寺 産 R 充つ 、寺は 初め 彌 

勒 寺と 云 ふ 後 励して 勝 尾 寺と 改む 、師 亦靑縣 R 菩提寺を 開く、 

寂 年、 及 ひ 壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ギヨ i ジヨ 行 助 rg gg 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

6、 行 助は 後光 嚴院の 子、 房 聖を禮 して 習學 し、 長 助 親王の 


ギ 3 ?( 行  VV 


後に 居 6、 門 主の 號を 得、 至德 三年 九月 十日 寂す" 壽二 十七 
(三 井續灯 記) 

ギ ml シヨ ー 行 勝 ^ 一一 一 附 〔眞言 宗〕 紀 伊 金剛 峰 寺の 僧 
なう、 行 勝 ば 攝津 高木 縣の 人、 其 姓詳か 江らず、 仁 和 寺華藏 
院 の聖慧 親王を 拜して 秘密 敎を 習 a 、 深 喜院 の心覺 阿闍 梨に 
從 a て 傳法灌 頂を 受け、 壯歲 R 及んで 諸方を 巡歷 修練し、 久し 
く 大和の 笙嵩窟 k 居して 不動 使者の 法を 修 し、 後 高野山の 寂 
靜院に 住し、 苦修益 勤む、 建 長 六 年 四月 二十 八日 寂す、 壽八 
十八、 (本朝 高僧 傅) 

ギヨ ー シヨ ー 行 照； 5: 一 •一 .j  〔眞宗 〕 美 濃 岐阜 願 誓 寺の 住 
持な $、 行 照は 越 中 新 川 郡 新 屋村明 光寺に 生る、 幼に して 快 
樂院の 門人と なり、 專 ら充實 帥に 就きて 宗乘 を硏究 し、 廿歲 
にして 京師に 遊 ひ、 雅寵に 天台を 承け、 經歷に 華嚴 を學 a 、 
恢麟 R 性 相を 習へ う、 當時 安藝 石 泉の 學洱 内を 風靡し、 頗 
る稱名 正 因に 傾く の 虞 あれと も、 一人の 之に 抗 する 者な し、 
是 R 於て 師獨う 破 斥の 任に 當 6、 終生 力を 此に费 せ 6、 天 保 
十五 年 七月 勸學 職と なう、 弘化四 年 及 ひ 安政 六 年の 安居に 學 
林 R 代講し、 文 久二年 八月 甘 七日 寂す、 宗主 謚を與 へて 了 
達院と S ふ、 著作 四 帖疏蛙 井 記 三十 卷 、本 典 奉持 記 十五 卷ぁ 
6、 ( 學苑談 叢)  _ 

ギヨ ー シ tn? 行 昭 1  〔天台宗； 一 近 江 園 城 寺の 長 吏 
なう、 行昭 俗姓は 藤 原 氏、 大政 大臣 道家の 子な う" 出家して 
園 城 寺 良 尊 僧正に 顯密の 法 1: 禀 け * 一一  井園 城 寺の 長 吏と な 6、 
法務を 兼領す 1 數 A、 法 驗を顯 して 宮中の 寵を 承け、 大僧正に 
任し 牛車の 宣 VJ 蒙む る、 又 三 山の 撿校た 6、 嘉元 元 年 正月 五日 


(九 〇 二) 


書辭 名人 家佛 本日 


寂す、 壽七 十三、 (本朝 高僧 傅) 

ギヨ ー シヨ 1 行 性 (一九 三 八) 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な う、 
行 性 其 氏族を 詳に せず、 始め 禪宗の 僧た うしが、 筏 記 主禪師 
良忠に 從て淨 土の 宗義を 學ぶ 、道化 高し、 示 寂の 年月日 缺 く、 
c 鎭 流祖傳 I 

〔考〕 行 性は 弘安 頃の 人な $ 

ギヨ ー シ ml 行聖 l A/\ lx 一 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當 
なう、 行聖は 其鄕貫 師承詳 かならず、 貞永 元年 十月 園 城 寺 別 
當 となう、 天福 元年 七月 二十 二日 寂す、 壽六 十六、 (三 井續灯 
記). 

’ キヨ— シヨ ー 行 乘 S 5S 〔黄 檗宗 ：一 宇治 萬 福 寺 四十 代 
なう、 行乘 字は 觀輪 、號は 甘露 道 人、 俗姓 板 垣 氏、 後 自ら 多 
令羅 氏を 稱す 、家 世" 伊達 氏に 仕 ふ、 文政 九 年 正月 仙臺に 生る、 
幼に して 出家し、 萬 壽寺周 民に 師事し、 廿一歲 諸 國を歷 遊し、 
頁 忠の道 風を 聞 s て 師資の 禮を執 6、 三十 三 歲良忠 に隨 待し 
て 攝津 富 m 慶瑞 寺 R 留 6、 後 自敬菴 に 入 6、 近 江 正宗 寺に 住 
す、 文久 三年 六月 三十 八 歲良忠 の 法を 嗣 く、 明治 十七 年 十一 
月 黃檗宗 管長に 任せられ、 翌 十八 年 大敎 正に 補 せらる、 在職 

十二 年、 明治 二十 九 年 九月 一日 寂す、 壽 七十 

、キヨ ー セン 行 仙 (一八 九 A) 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な 6 行 仙 

は 京師の 人、 大納言 賴盛卿 か 孫な う、 始め 靜遍僧 上に 從うて 

學び 諸宗 R 通達し、 風儀 淸高な う、 後聖光 上人に 師事す、 示 

寂の苹 月日 缺く 、(元 亨釋 書、 鎭流祖 傅、 淨土惣 系譜) 

〔考〕 行 仙は 曆仁 頃の 人な^' 

、キヨ ー セン 行 仙.  一. S: A. 〔眞言 宗〕 上野 山上 寺の 僧な う、 

、キヨ ー( 行)、 V— セ  ， 


行 仙は 其 俗姓 生國詳 かならず、 靜道 法師に 從 a て 密敎を 學び、 
觀理に 通達す、 上野 山上 寺に 居- CN て 念佛 三味を 修 す、 弘 安元 
年 秋 寂す、 壽 欠く、 (本朝 高傳 僧) 

ギヨ ー セン 行 M 二 七 六 六) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 學 僧な 
6、 行 暹は龍 象と 號 す、 大敎 院覺意 僧都に 從 CA て 兩 部の 灌 頂を 
受け、 東 寺に 萬す 成龍院 大僧正 寬助東 寺に 灌 頂を 修す 時、 詔 
して 二會 に淮 し、 師 の年德 高き を 以て 小灌頂 を 勤めし む、 當 
時の 賞に ょりて 權 律師に 住せら-る 師三 a の 後 之を 辭 退す、 寂 
年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 行 暹は嘉 承 頃の 人な り 

ギヨ ー ゼン 行 禪 j ss fl 〔眞言 宗 3 京都 東 寺の 長者な 6、 
行禪は 由 納言 兼隆の 子、 出家して 密飲 を學び 、承 元 二 年 東 寺 
の 長者 R 任し、 承曆 三年 權大 僧都と なる、 永 保 二 年 十一月 十九 
日 寂す、 壽五 十九、 (東 寺 長者 铺 任) 

ギヨーゼン 行 善  (一三 八 一〕 〔… . 〕 入唐 學問 僧な'®'、 

行 善は 俗姓 堅 部 氏、 河邊 法師と S ふ、 初め 高麗に 航 し、 後 唐 
に 至 {、養老 二年歸 朝し、 道譽 高し、 同 五 年の 詔に 日 ふ、 沙門 
行 善 貧 k 遊學 旣經= 七 代 1 備甞， ，難行 _解> ，三 五 術 I 方 歸= 本 鄕_ 
矜賞良 深 如 有， 修，， 行 天下 諸 寺， 恭敬 烘養 " 同，， 僧綱 之 例， 示 寂 
の 年 時等缺 く、 (續 日本 記、 靈異 記、 元享釋 書、 本朝 高僧 傅： > 
涔ヨー ゼン ボ 1 行 善 房 シブ ヵィ 眞海を 見ょ、 

'キヨ？ ソン 行 尊  1  〔眞言 宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な 
6、 行 尊は 源 基 牛の 子な 6、 明 尊 僧正を 拜して 園 城 寺に て 
祝 髮 し、 密 敎を賴 豪に 學 a 、 兩 部の 灌頂を 覺圆に 受く 、十七 
歲に 及 a て 三 井寺を 出て 名山 靈區 を蹂涉 し、 大和の 大峰に 登 


、キ 31 (行) セー ソ 


書辭 名人 家佛本  R 


(〇 一二） 


ギ 3?(行) チ 


うて 誦咒 苦行す、 和 泉の 眞木尾 山 r 到う、 名を 匿して 役 事す、 
後" 郁芳 門院の 病を 禱る 、遂に 三 井の 平等 院に 住し 4 铒冬練 
行して 大峰に 掛錫 す、 永久 元年 天皇の 病を 癒 やす， 四 年舂三 
井 長 吏に 舖 し、 秋權 僧正を 授けら る、 天 永 元 苹天王 寺 平等 院 
の 寺 務を領 し、 保安 四 年 天台 座主に 任す、 長 承 三年 勑 して 師 
を 衆 僧の 上 首と なす、 中納言 藤 原 顯隆瘧 を 疾む 、師 之を 禱 6 
て 平癒せ しむ、 顯隆近 江の 水田 二十 町を 園 城 券 ic 寄す、 師之 
を 以て 百 座の 仁王 經を修 し、 永く 恒式 となす* 天 治 二 年大僧 
正 R 轉す 、保安の 初め 寺 火災 R 罹る、 詔を 得て 之を 再興す、 
保延 元年 二月 五日 寂す、 壽 七十 九、 一に 八十 九と いふ、 (本朝 
高僧 傅} 

ギヨ ーチ行智ーーー涵 °| 〔眞言 宗〕 江 戶淺 草覺呼 院 の修驗 
者な う、 行 智は阿 光房と 稱 す、 江戶淺 草の 人、 俗姓 松 沿 氏な 
3、 祖父 行 春、 父 行 辯に 就 $ て 內外 の學を 受け、 殊に 悉曇學 
R 達す、 後、 冷泉 家の 歌道の 秘奥を 傅へ 持 明 院基時 R 就いて 
書道を 傳ふ行 辯の 後を 繼きて 淺草福 井町 銀杏 八幡 別 當覺畔 院 
に 住す、 本山なる 醍醐 三寶院 門跡ょ 6 命せられ て修驗 宗當山 

派の您 學頭に 補せられ、 法印大 僧都 R 任せら る、 天 保 十二 年 

三月 十三 日覺叫 院に 寂す、 壽六 十四、 下 谷 北 稻荷町 黃雲山 龍 

谷 寺に 葬う、 墓表に 梵學 興隆 沙門 行智と あう、 門下 萩 野梅塢 

等 聞 ゆ、 著作 蹈雲錄 事二卷 、木 葉 衣三卷 、悉曇 字 記眞釋 三卷， 
悉曇字 記 眞釋談 議七卷 、等 あ 3、 ( 深 川 照 阿 氏 返信、 近钟佛 家 
著作 目錄稿 本) 

ギヨ 1 チ 行 地 シン ァ信 阿を 見ょ、 

ギヨ！ チ ュ 1 行 忠 ーーー ー ^ o-t 〔眞宗 3 越後 水 原 無 爲信 寺の 


ギ兹 1( 行) チー チ 


住持な 行忠 2 香凉 院と號 す、 俗姓 i'l 武田 氏な り、 祖父 
は順崇 父は 德榮 、母は 山際 氏の 女に して、 師は其 五男な 6、 
文化 十四 年 無爲信 寺に 生れ 甫めて 十一 歲兄 廣榮 と共に 百 法 問 
答 鈔を講 して 科を 分つ、 聽者 驚嘆す、 天 保 六 年 香 樹院德 龍に 
從ひて 京都 高倉學 寮に 入る 時々 京都の 諸 山に 遊 ひて 內外の 
學を受 け、 最も 性 相の 蘊を究 む、 嘉永 元年 高 倉 寮 司と なり、 
唯 識三類 境、 般若 心經 、解 深密 經を講 し、 明治 二 年擬講 とな 
6、 十 年 三等 學師 r 進みて 起 信 論義 記を 講し尋 て 二等 學師に 
轉 し、 十六 年嗣講 とな. 〇 易 行 品 往生 禮讃を 講 し、 二 十二 年に 
至 6 講師に 昇り、 一等 學師 とな 6、 少賛敎 に 任せら る、 尋て 
病に 罹 6、 法主 使を 遣して 慰問す、 翌二十 M. 年 五月 二十 九日 
京都に 寂す、 壽七 十四、 澀 谷に 荼毘 し、 後先 塋の域 に 葬む る， 
本 山師の 肖 影を rpl 寺に 賜 ふ、 蓋異 典な り、 師 終身娶 ら す、 詩 
歌を 好み、 書 書を 玩ひ、 最％ 書生を 愛し / 2 り、 門下に 村上專 
精 あり (碑文、 高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

$ ヨ ー チ ml 行 朝 ( …… ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山遍智 
院の主 な 6、 行 朝は 林覺〇 入室 弟子に して， 右少辨 定 通の 
子、 中 納言保 賞の 孫、 通 俊の 猶子な 6、 定海大 僧 11- の燈 を續 
きて 一方の 匠と なる、 付 法 三人 あり' 覺定、 行鎪*寬 幸と いふ、 
(續 傳燈 廣錄) 

ギヨ 1チー 行 二 E: 四 一‘ 一 j  〔眞 宗〕 越 前 某 寺の 住持な ぅ、 
行 貞は 一名 雜 雲と S ひ、 越 前の 人な り、 性 相を 臼 井の 寶 雲の 
門に 受け、 造詣す ると 乙ろ あり、 曾て 西 山 校の 敎授た 6、 明 
治 十六 年司敎 となり、 幾く もな くして 寂す、 著作 六合 釋私記 
二卷 、入 正論 講 讃一卷 あり、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派學 事史} 


ギ 3 f 芋 1 行 寧  ii s  〔曹洞 宗〕 仙 臺洞雲 寺の 中興な 
3、 行 寧 字は 牷莕 號は老 梅" 俗姓は 德久 氏、 肥 前の 人な 6、 
伊達 吉 村の 東 山に ある や、 一日 雅會を 八幡 寺に 開く、 時に 雲 
水 僧 あ 6、 來 6 宿す、 公 其 能を 試む るに 文を 善くし 書 5: 薺く 
す、 公甚た 之を 嘉み す、 留宿數 月に して 去る、 即ち 肥 前の 僧 
牷莕な A、 後 公佐賀 侯を 介して 之を 聘 し、 輪 王 寺に 住せし む、 
師吉 村 R 請 ひて 七 北 田 邑の洞 雲 寺を 再興し、 中興 第一祖 とな 
る、 師學 博く 書に 巧な 6、 寬延二 年 十月 八日 洞 雲 寺 r 寂す、 
壽八 十四 (仙 臺史 傅) 

キヨ 1 孑 ン行然 •一 ^: 四 〇: 〔戒律 宗〕 加賀 無量 壽福 寺の 開 
山な 6、 行然號 は應 準、 加賀の 人 ' 少に して 衬黌 r 就きて 儒 
書を 學ひ 、十七 歲 郡の 覺然に 從ひて 下髮 出家す、 歲 二十の 時 
大病に 罹う 自ら 誓願して 之を 癒し、 奈 良の 不空院 に 柱き、 圆 
晴を禮 して 沙彌戒 をう け、 進みて 具足 戒を納 る、 雲林院 r 圓 
晴に從 ふの 日 八幡の 善 法院に 往 き、 諸 善 友と 共に 戒律を 持し 
木幡 寺の 道 悟に 謁し 密敎 を傳 へ聖- 一 國師禪 を 普 門 寺に 唱 ふる 
とき、 師往 きて 掛 錫し、 省 所 あう、 文 永の 初年 鄕里 に歸 へう、 

天道 山 無量 壽福 寺を 傲し、 威 定並に 行 ひ、 學徒 雲集す、 弘安 

三年 五月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 ( 本朝 高僧 傅) 

ギヨ 1 手 ン行然  一 —: •一  •九 —: 〔淨 土宗〕 山城 平等 院の 僧 7C う、 

行 然は敎 譽と號 す、 中 院通秀 の 子に して、 城 譽榮久 に 就て 剃 

髮受 業し、 平等 院に 住す、 亨祿四 年 四月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 

(淨 土總 系譜) 

ギ ml ハン fr «g ( . ) 〔天台宗； | 近 江延曆 寺の 僧な 

3、 行範は 比 叙 山の 學侶 にして、 久しく 山 徒と •終 法を 講習 


ギヨ！ (行) 手 — ハ 


し、 俄かに 無常を 觀 し" 天 王 寺に 詣て t 七日 斷 食して 一心に 
念佛 し、 海に 浮び、 將に 水死 せんとす、 隣 里の 貴賤 舟を 浮べ 
音樂を 奏し 以て 葬に 供す、 師 乃ち 衣 裏に 砂を 包み、 <> 掌して 
沈む、 其 年 時及壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

ギ n 一  1AJ 3 1 行表お轻 r 三論 宗〕 奈良 大安 寺の 學僧 
な-^  行 表は 大和 葛 上 郡 高 宮鄕戶 主 大初位 上 檜 前 調 使 案！！ 
の 男な う" 聖武 天皇 0 天平 十三 年 十二月 十四 B の 勅 R ょ 
宮中に 於て 七 百 七十 三人の 例 R 得度し 沙彌 となる、 師 主は 大 
安寺 道璿 なう、 十五 年 三月 二十 九日に 興 福 寺 北 倉 院に 於て 戒 
を受 く、 近 江國滋 賀の崇 福 寺 寺 主 R 任せられて 同 寺に 住し、 

一 丈餘の 千手觀 音像を 造うて 安置す、 後 近 江の 國師に 任せら 
る、 道璿ょ 6 戒律 幷に禪 を傳 ふ、 晩年 大和の 比 蘇 寺に 退 休し 
て 禪を修 す、 延曆 十六 年 大安 寺 西 唐院に 寂す、 壽 七十 六ペ 七大 
寺 年表、 天台 霞標 、本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傳に行 表の 壽一百 四十 歲と あるは 誤な 4、 延 
曆卞 三年の 房 主 帳に 傳灯 法師 位 行 表 印 七十 三臘 五十二 云云と 
あう 乙れ VJ 以て 推算 すれば 延畧 十六 年は 年 七十 六な- CN、 然る 
に 高僧 傳は房 主 帳の 文を 誤解して、 天平 十五 年の 時の 年 臌と 
なし 算出し ^ る ものと 見 ゆ、 今 之 V」 正す、 

ギヨ？  <ン 行遍 5 ^ s 言 宗〕 京師 東 寺の 僧な 6、 
行遍は 俗姓 藤 原 氏、 參河 の刺史 任 尊の 子な う、 仁 和 寺の 道 法 
親王を 押して 雨 部の 秘密 灌 頂を禀 け、 久しく 左右に 待し、 諸 
秘軌を 受け、 御室の 菩提 院に 住し、 練 行 苦修年 あり、 承久二 
年春少 僧 郡に 任し、 嘉繭二 年 東 寺 第 四の 長者に 加す、 曆仁二 
年橄 僧正に 轉 し、 仁 治 二 年 大僧正に 昇う、 東 寺の 長者に 任し、 


11 c fr )e—< 


書辭 名人 家 怫 本  日 


(ニー ニ） 


ギ 3 上 行) ユ 


ギ 3 1C 行、 堯) 


法務を 管す、 文 永 元年 十二月 十五： II 寂す、 壽八 十四、 (著作 參 
語 集、 五 卷 、本朝 高僧 傳 、參 語集奧 書) 

ギ ml ユ ー 行 勇  一一：^^ 一 〔臨 濟宗〕 鎌 倉淨妙 寺の 開山な 
う、 行 勇 字は 退 耕、 俗姓 不詳、 (一 說に藤 原 氏、) 鎌 倉 相 摸 酒 
勾の 人出 家して 眞言 宗に歸 し、 鎌 倉 八幡宮の 供 僧と な 6、 永 
福大 慈の 二院を 管す、 二位 尼 政 子 (法 號眞 如) 深く 歸依 し、 
戒を受く*明庵榮西の鎌倉に下$て壽福寺を開くに際し、轉 
t て 禪宗 となう、 師資の 禮を 執る、 問うて 日 ふ、 祖 意と 敎意 
と •同 か、 別 か、 明菴日 ふ、 同 別の 知見を 放 下し 來れ 、汝が 爲 
r 道は む、 と、 行 勇 益 信 入し、 遂に 印 可を 受 く、 二位 尼 平政 
子 高野山に 金剛 三味 院を 開き、 明菴を 請し 落慶 供養を 執行す、 
明菴寂 後寬喜 三年に 師 高野山に 登う、 同院 第二 世と 江る、 道 
範阿闍 梨ょ 6 眞言を 受けて、 蘊奥を 究む "建 仁 寺に 至うて 
留 住し 暫時に して 再び 金剛 三味 院 に 歸 へう" 院に 台密 禪三宗 
VJ 置く、 乙れ 建 仁の 寺 制に 傲 ふなり、 延應 元牢 に壽福 寺の 席 
空し、 同 三月 請 はれて 山を 下う、 同 寺に 住持と なる" 北條泰 
時 淨妙東 勝の 二 寺を 建立し、 請して 開山と す、 仁 治 二 年 七月 
五日 東 勝 寺に 寂す、 壽七 十九、 門下 大歇了 心 あう、 (元 亨釋書 

本朝 高僧 傳 、高 野 春秋、 鶴 岡 供 僧 次第) 

〔考〕 本朝 高僧 傅に 淨妙寺 開山 位牌に 永 仁 二 年 十月 二十日に 

寂す 壽 八十と あれ ども 誤り / £ うとて、 高野山 名 德傳 R 依うて 

訂 せう、 今其說 に從 ふ、 

、キヨ ー ユー 行〕®  ( . 〕 〔戒律 宗〕 奈良戒 壇 院の律 僧 

な- CS、  行 祐號を 觀 照と 云 ふ鎭西 の A ® 照に 從ひ て受 具し、 

戒壇 院及ひ 善 法院に 住す、 後 高 野 金剛 三眛院 R 往きて 密敎を 


習 學 し、 木旛 寺に 住して 律 密二敎 を 開說 す、 寂 年、 及壽 欠く、 
(本朝 高僧 傅) 

ギヨ ー m  行 擧 a  ガクシ ン學 信 5: 見よ、 

芩 m ? ヨ 行 譽 夕 7 クド •廓 同を 見よ、 

^ 行 * ゼン サク 審作 を廷 よ、 

ギヨ 1 m  行 擧 1==! チ ユ-ザ ン忠殘 を 見よ、 

一— 行 耀 ( …… ) 〔眞言 宗〕 山城 國醍關 山中 院 
の 僧な 行耀は 苦 修練 行して 理趣に 透徹し、 小 地 趣坊と 
號 す、 理性 院の 法脉 を嗣 ぐ、 付 法 尊 茶隆源 の 一人 あ A、 (續傳 
燈 廣錄) 

ギ ft  一-™ ィ堯屡 一ー チ ダ H ン日 順 ^ 見よ、 

ギ H I ィ堯土 思 一ー チゴ日 悟を 見よ、 

ギ ml ラン 蟲兀 運 ゲン ョ玄譽 を 廷 よ、 

ギ H 1H 蟲兀慧 ゼン ィ善 偉を 見よ、 

1  ^  . 

ニニ 六 九 

6、 堯慧 、俗姓は 藤 原 氏、 從 一位 飛鳥 弁雅 綱の 第三 子に し 
て、 將軍足 利 義晴の 養子と なる、 天文 六 年 五月 專修 寺を 主と 
る、 正 親 町 天皇 女房の 奉書 t: 賜 a て 御門 跡と なる、 八 年 五月 
住職の 綸旨を 賜 ひ、 十 年 大僧正に 任す、 是年 一身 Hi の 殿堂を 
營構 し、 十六 年 九月 之を 慶 す、 慶長 十 pq 年 正月 廿 一日 寂す、 壽 
八十 三、 光德 院と號 す、 (本願 寺 通紀) 

ギヨ 1H ン堯圓 IH ±° ー ハ 〔眞宗 〕 伊勢 専修 寺の 十六 代な 
う、 堯圆 、俗姓は 藤 原 氏、 華山院 左大臣 定 好の 子" 母は 鷹 
司關白 信尙の 女な 6、 近衛 關白 尙嗣の 猶子と なう、 德 川家康 
のへ 叩に 依うて 專修 寺に 入る、 明曆二 年 十月 任職の 綸 旨を 賜 a、 


ギ 3 1文 堯慧二 一一 一 £i 〔眞宗 〕伊墊 専修 岢の第 十二 代な 


C  三ーニ） 


書辭 名人 家佛 本日 


寬文五 年 七月 將軍嗣 書を 下さる、 延寶五 年 大僧正に 任す、 其 
茚堯秀 建つ ると 乙ろ の大殿 及 CA 樓門諸 堂を 慶讃 す、 寶永七 年 
寺務を 圓猷に 委ね、 享保 元年 七月 廿七日 寂す、 壽七 十六、 (本 
願 寺 通紀) 

芩 3 1 エン！ ^ 圓ーー ーー 115 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 百 八十 九 代 
の 長者 法務な 6、 堯圓 初め 一雅と S ひ、 大納言 大僧正 阿野 
尙書 實顯の 兄、 今 出 河 右大臣 晴季の 猶子な う、 幼に して 堯雅 
法務 僧正の 室に 入うて 出家 受學 し、 後傳法 職 位を 同師に 受け 
て 松 橋 二十 世の 席に 居る、 寬永 三年 十二月 宣して 東 寺の 長者 
法務に 補し、 大僧正に 任す、 寬永 十三 年 七月 二十 五日 寂す、 
壽六 十七、 (續 傳燈 廣錄) 

、キヨ 1 オン®^ 溫 9 ョ—  ョ 良 # を 見よ、 

ギヨ ー ガ！^ 雅  一 Er- 一一 fi-t 一一 一 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 百 八十 七 代の 
長者； a 務な 6、 堯雅は 花 光院大 僧正と 云 a 、 世 尊 寺 尙書行 
季の 子な う、 俊聰の 法を 嗣き 、詔して 東 寺 百 八十 七 代の 長者 
法務 大僧正に 補す、 天 正 十一 年 三月 二十日 官符を 賜 a、 東 寺 
拜 堂す、 二十 一日 大祖七 百年 忌を 擧 行し、 其 導師 穴う、 文祿 
元年 十月 八日 寂す、 壽 < 十一 i、 (續 傳燈 廣錄) 

、キヨ！ カ ィ AS 戒 タョ— セソ定 泉を 見よ、 

、キヨ^-カン 蟲兀鑑 シユソ パ 俊 把を 見よ、 

ギヨ ー キヨ 1 蟲兀經 ショ-ドン 性 曇を 見よ、 

、キヨ ー サン AK IL! 一ー チ  キ日 輝を 見よ、 

キヨ^-、 f' ンユ ン堯順 一ー チォッ 日 遠を 見よ、 

ギヨ ー ケン®^ 貝  ーーーーーー -|13 卜〔眞宗〕山城佛光寺の第十五代 

f、  堯賢 字は 經光 とい ひ、 關 白二條 公の 猶子と な 6、 妙 


法 院敎學 親王を 戒師 となし、 瓛 僧正に 進む、 永祿 十二 年 七月 
二十四日 寂す、 壽八 十九、 連 成院と s ふ、 一に 日く、 師永祿 
十 年 八月 廿四日 寂す.* 壽六 十四と、 (本願 寺通紀 ) 

ギヨ！ シン 堯眞一 一一 jj -bo J  〔眞宗 〕 伊勢 専修 寺の 第 十三 代 
なぅ、 堯眞は 堯慧の 子、 母は 伊勢 津乙部 兵 庫 助 源 藤 政の 女な 
6、 近 衞關白 時嗣の 養子と な 6、 天 正 十三 年 七月 住職の 綸 旨を 
賜 ふ、 關白秀 吉亦公 書を 下す、 十七 年 八月 越 前に 遊 ひ、 慶長十 
四 年 七月 秀忠 重ねて 就職の 公 書を 下す、 元 和 五 年 九月 二十 n 
寂す、 壽七 十一、 超 光 院と號 し、 官權 僧正に 至る、 (本願 寺通紀 ) 


、キ f シユ堯 守 


二 


〔眞 宗〕 山城 佛光 寺の 第 十四 代 
f、  堯守 字は 經譽と S ふ、 初め 長兄經 豪 十四 世の 寺務た 
ぅしが、 文明 十三 年 父を 喪 ふ、 喪 未 犮 終らす して 從衆 若干と 
共に 本願 寺 派に 歸屬 す" 是 R 於て 餘衆師 を 立て、 主と なし 遺 
跡を 繼 かしむ、 權少 僧都 (或は S ふ 正 僧正} に 任し、 永 正 九 年 
九月 十四日 寂す" 壽 五十八、 威德 院と號 す、 (本願 寺通紀 ) 

、キ 31 シユ ー 秀 i iH fiil  〔眞宗 〕伊勢 專修 寺の 第 十四 
代な 4 、 堯秀は 堯眞の 子に して、 母は 美 濃 犬 山城 主 遠 江 守 
信淸 (織 田 信 長の 從 子) の 女な う、 關白 近衞信 基の 猶子と なう、 
寬永 十五 年 十二月 嗣 法の 綸 旨を 賜 a 、 官 大僧正と なる、 寬文 
六 年 十二月 寂す、 壽八 十五、 拜雲 院と號 す、 (本願 寺 通紀) 


キ f  S 堯恕 


51 


1§ 


〔天台宗〕 山城 妙法 院第卅 四 代 
f，  堯恕 字は 體素 、號は 逸 堂 別に 獅子吼 院と云 ふ、 後 水 
尾 天皇 第 八 皇子、 熙宮 完敏な 6 母は 贈 左大臣 基音の 女な 6、 
寬永 十七 年 十月 十六 日を 以て 生る 年甫め て 八歲 にして 妙法 院 
に 入う、 堯然に 師事し、 十一 歲落 髮染 衣し 十三 歲比皲 山に 登 


、キヨ ー( 堯 0 エーケ 


、キ 3 1( 堯 >v 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 一二） 


'キヨ 1C 堯) シーノ 


、キ 3 —( 堯) チ ー 字 


6、 根本 中堂 藥師佛 を 拜 し、 東 塔 竹林 院 R 寓 し、 四 度の 密軌 
を 修練す、 爾來 山 r 住する 乙と 二十 餘年 なり、 諸 宗匠に 咨詢 
し、 敎觀 を硏究 し、 苦學 怠う ^: し、 萬 治 三年 八月 淸凉 殿の 法 
華 八 講會に 櫂で られて 第一 座と なる、 寬文 三年 日光 山に 登 
$、 尊敬に 隨ひて 五部の 灌 頂を 受け、 一身 阿闍 梨と なる、 此 
歲 天台 座主 R 任し、 詔に よう 護持 僧と なる、 時に 二十 四歲な 
う、 師 平常 顯密の 行 學を勵 み 夜を 以て 晝 に つぎ、 十 不二 門 指 
要鈔 等を 講じ、 學 徒を 鍛練す、 甞て大 藏經を 置かん と 欲し、 
地を 佛 殿の 東北 R 相し、 基を 平げ くる {C 方う 芄 礫の 中に 慈 氏 
の 金 像を 感じ'  思へ らく 予の 置く 大藏 經は傳 へて 寵華會 に 到 
ると、 仍て靈 像 ^ 藏 中 r 安置し、 寵華 藏と稱 す、 元祿四 年別 
に 一草 庵を 建て、 名け て鐵寵 庵と 云 ひ" 閑栖禪 誦し、 花木 異 
草を 栽培し、 逍遙 自適す、 八 年 四月 十六 日 寂す、 壽 五十六、 
臘四 十六、 法 住 寺に 葬る 遺偈ぁ 〇、 日く、 蹈 破一坤 乾、 呵々 
振袂皈 、此路 無，- 岐路 (夏日 白雪 飛、 と •著作 五部 大乘 經捷徑 
錄 、僧 傳排 韻、 智者 大師 別傳 註、 逸 堂 集 二 卷等ゐ 6( 續日木 高 
僧傳 、諸 門跡 譜' 續 門跡 譜 、本朝 高僧 傳 、本朝 皇運 紹運錄 書繼) 
ギヨ ー シヨ ー 堯日 _  ゲン rL. ! 玄宥を 見よ、 

,、キ 3 1 シヨ ー 七 党 性 ゲン rr. 丨玄 {有を 見よ、 

ギヨ ー チ ml 堯朝 Ii 2J 〔 眞宗〕 伊勢 專修 寺の 十五 代 

f、  堯朝は 堯秀の 子、 母は 松 坂 城主 古 to 兵部少 輔の 女な 

6、 近 衞關白 信尋の 猶子と なう、 權 僧正に 任す、 寺務十 年な 

らす して 正 保 三年 八月 廿 二日 寂す、 壽三 十一 -; 敎授 院と號 す、 

(本願 寺 通紀) 

ギヨ ー チョ ー 堯超二 11 8  S S S 山城 佛 光寺 二十 一代 


なぅ、 堯超 字は 寬 如、 童 名 竹 九と s ふ、 興 正 寺 寂 水の 第 四 
子な 6、 享保八 年 十一月 十一 日 寺に 入 6 三條關 白の 猶子と な 
6 名を 竹 君と M lr 十二 年 正月 廿 一日 得度し 法名を 了 澄と 名く 
正 僧正に 任す 明 和 七 年 六月 廿九日 寂す 壽 五十八 (本願 寺 i 
佛 光寺 歷 代表)  • 

ギヨ ir ン堯仁  一一 j TO gs 〔眞宗 〕 山城 佛 光寺の 第 十三 代 
f、  堯仁字 光敎と いひ$ 權 僧正に 任す、 文龜 三年 三年 十 
二日 (或は 五月 六日に 作る) 寂す、 壽七 十四、 敬 興 院と稱 す、 
甞て正 信 偈聞書 二卷を 著す、 一說 に Z. れ蓮 如上 人の 講を 聞き 
て 書きし ものな. 〇 と、 (本願 寺通紀 、佛 光寺 歷 代表) 

ギヨ ー 手 ン堯然  一一 |5 =2 〔天台宗〕 山城 妙法 院門 跡な 6、 
堯然は 俗名 常 嘉と云 ひ、 妙法 院宮 と稱 す、 後陽成 天皇 第 六の 
皇子な ぅ， 母は 勾當 内侍 藤 原 基 子、 持 明 院中納 言 基 孝の 女な 
慶長 七月 七月 誕生す、 同 十 年 八月 甘 二日 親王 宣下 あ 6、 
後出 家し、 常 胤 法 親王の 資 とな $、 二 品に 叙 せらる、 寬永五 
年 四月 關東 R 參 向し、 東 照 B 十三 囘忌の 導師と なる" 同 九 年 四 
nr 再 a 十七 ! BJ 忌の 導師と なる、 十 年 八月 廿 二日 天台 座主に 補 
せられ、 同年 辭 す、 十三 年 四月 關 東に 參 向し、 東照宮 廿一囘 
忌の 導師と なる" 十七 年 七月 十一 日 再 a 天台 座主に 鞴 せらる、 
同年 辭 し、 正 保 二 年 十二月 廿 四日 三 ^ a 座主に 補 せらる、 寬 
文 元年 閏 八月 廿 二日 (一 說廿 三日) 寂す、 壽 六十 法 住 寺に 葬る 
慈恩院 宫と稱 す、 師 書法を 狩 野 探幽に 問 a 、 善く 人物 花鳥を 
書き、 且つ 書道 歌道に 達し、 石 州 流 茶道に 通した 3、( 續諸門 
跡譜 、諸 門跡 譜 、門跡 傅、 本朝 皇胤 紹運 錄書繼 、扶桑 書 人 傅、 
皇朝名 書拾彙 、茶人 系統 全書 0 


(五ーニ） 


書辭 名人 家佛 本日 


〔考〕 本文は 主として 續諸 門跡 譜に 依る、 門跡 傳 、近代 御 由 
緖 等には、 寬永十 年に 座主 初 補の 左な く、 寬永 十七 年、 正 保 
二 年、 並に 承 應二年 六月 十四日 重 補と ぁぅ、 

ギヨ 1 ベン 堯辨ニ チ  卜丨日 透を 見よ、 

、キヨ 1 ヨ堯泉 日 ゲ ソロ 還 魯を 見よ、 

キ 3 1 3 堯 # 5 ユ- ァ隆 阿を 見よ、 

キ 3  1 2 1 妾 兀西女 ニ チク 7 V 日寬 ?: 見よ、 

ギヨ ー ヨ t 堯庸 ii AO j  〔眞宗 ：！ 山城 佛 光寺の 第二 十代 
f、  堯庸 字は 隨 如と いふ、 迪 2 寺 准 秀の第 六 子に して、 
高 松の 城主 松 平 讚岐守 源英養 s て 子と なす、 隨庸の 席を 繼き 
て 正 僧正 R 任す、 彌陀 堂を 再興し、 東 山の 祖墳を 築き、 甞て 
勸章 四十 八 章を 作り、 分ち て 二帖 となし、 之を 門下に 授 く、 
俗に 十七 日 御 書と いふ、 享保六 年 七月 十七 日 寂す、 壽八 十一、 
(本願 寺 通 紀} 

キ W 丨 、ンン ぐ悔 ^ マブセ ッ萬說 を 見よ、 

ギヨ ー 芋 ン凝令 〕 -: —: t H: 〔浄土宗〕 京都 一心 院第 三代な 
$、  凝念は 演 譽と號 す、 稱念 R 師事して 法を 嗣き 、一心 院に 
主と なぅ、 後 伊勢 桑 名 光德寺 第二 世と なる、 天文 二 年 五月 二十 

四日 一心 院に 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

、キヨ ー ネン 凝妖 〖 j 社 Ao -O 〔華 嚴宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な 

P、  凝 然は示 觀と號 す、 伊豫 高 橋 郡の 人、 仁 治 元年 三月 藤 

原 氏に 生る、 十五 歲に して 戒壇 院に投 して 圆 照の 下に、 剃髮 

受 業し、 二十歳に して 三 聚戒を 得た 6、 證玄淨 因の 講 席に 遊 

a て 律鈔を 問 a 、 密灌を 聖守 R 受け、 華嚴 を宗 性に 學 ふ、 後 

丹 州 京都に 歴遊し、 佛心宗 CC 參 し、 傍ら 孔老百 家の 道 R 通す、 


後歸 へぅて 圓照 に 侍する 乙と 凡を 十有餘 年間な $、 師諸 宗^! 
統ふれ と ち 華 嚴を宗 となし、 弘 安の 初め 大佛 殿に 開講す、 圓 
照の 後を 氓け て 戒壇 院に 住し、 經を講 し、 戒を說 く、 正 應四年 
大經を 大和の 金剛 山寺に 請し、 四 衆 雲集す、 正 和 二 年 招提寺 
に 移ぅ、 五 年の 後 戒壇 院に 回へ る、 師寺を 管す る 乙と' 十八 
ヶ所 、著述に 力を 用ゐ て卷帙 棟 R 充つ 、後宇多 天皇 奈 良 (C 巡 

.  ご 幸して 師に霊 
«" 秋、 ぃ大 X 戒を受 く、 其 後 
宫に 招きて 五敎 
章を 講 せしめ、 
國師號 を 賜 ふ、 
元亨 元年 九月 五 
日 寂す、 鷲 尾 山 
に 葬 む る、 壽八 
十二、 臘六 十二、 
著作 (華嚴 部) 華 
嚴探玄 記 洞 幽鈔 
百 二十 卷 、五 敎 
章 通路 記 五十二 
卷 、華 嚴賢聖 章 

六十 卷、 孔目章 發悟記 二十 三卷 、太子 法 華疏惪 光記 九十 卷、 
太子 維摩 疏菴羅 記 四十 卷、 士子 勝鬟疏 祥玄記 十八 卷 、十重 唯 
識帝鑑 記、 新 篇華嚴 祖師 傅、 各 七卷、 三 銎圆融 觀義影 記 四卷、 
普賢觀 行雙翼 記、 七 科 章義瓊 記、 各三卷 、十重 唯識 圆鑑 記、 
華嚴法 界義 鏡、 華嚴 法界 傳通錄 、華 嚴章疏 H 錄 、各 一一 卷、 


ギ 21 (堯、 凝) 


、キヨ ー( 凝〕 ネ 


書辭 名人 家佛本  日 


く  六一: 一-) 


C キヨ？ 凝 永  キ fn ク (姐〕 ガ 


五敎嬰 略、 孔目章 章 源 第一 卷 、遊 心 法界 Id 科 文、 還 源觀科 
文 十重 唯 ii 瓊鑑 章、 心 嬰 義鑑 、華嚴 法界 法 門、 畢嚴 法界 義、 
恭嚴宗 要義、 華嚴 遊心頌 、華嚴 經品釋 、華 嚴 經會釋 、三 生 
成 佛義 、會宗 章、 轉法輪 章、 起 信 論 添 雲 章、 各一卷 、(法相 部) 
法相 宗祖 師傳 十八 卷、 二種 生死 義 三十 卷 、唯 識玄塵 章 十四 
卷 、大乗 百 法 明門纂 解十卷 、大 般若 理趣分 疏五卷 、二十 部 要 決、 
毘 曇成實 同異 章、 各 三卷、 法相 五位 修行 圖一卷 、(律 宗郜) 梵網 
上卷古 迹 修法 章 十四 卷 、梵網 香象疏 日珠鈔 八十 卷 、律 宗瓊鑑 章 
六十 卷 、南山 敎義章 三十 卷 、四 分 戒本 定賓疏 賛宗記 二十 卷 、本 
部要决 、南 ! 1! 佛性義 各三卷 、律宗 綱要、 南山 法 林 章、 南山 三味 
章、 南山 淨土義 、各 二卷 、梵綱 經說儀 章、 菩薩戒 二 受章、 菩薩 戒 
宗要序 記、 五律宗 、木 叉義瓊 章、 通受 比丘 懺悔 兩寺 不同 記、 
持犯耍 記 略述、 戒律 要義、 羯磨略 策、 敎誡義 略 策、 南山 卉木 章、 
南山 立義 章、 南山 身上 章、 南山 十二 部敎 章、 南 梵劫波 章、 南 
山 四 流 章、 南山 二 障 章、 南山 三 身 章、 南山 敎觀 論義勘 文、 資 
持 一 上 二毫端 章、 濟緣記 一 上 章、 各一卷 、梵 網說戒 章、 南山 
法樹 章、 各 若干 卷， (淨敎 部) 淨土敎 海 章 四十 卷、 淨土觀 音 記 

二十 卷 、淨 土敎義 章 十六 卷、 淨土義 山 記 十二 卷 、阿 彌 陀經疏 

拾 要 記、 讃淨 土觀義 、各 七 卷 、禮懺 策 行 記四卷 、般若 讃進業 

記二卷 、雙觀 經宗要 科 文、 淨土 源流 章、 淨土 得道 章、 安養 淨 

業 章、 遊 心 安樂 道 科 文、 三觀 要義、 支 忠指歸 、臨終 要 記、 各 

一卷 *( 密敎 部) 任心詾 第 四 卷義 批九卷 ，住 心 論 第五 卷義批 七 

卷 、住 心 論 第 六 卷義批 十三 卷 、住 心 論 第 九卷義 批七卷 1 住 心 

論 第 六 卷新玄 鈔二卷 ，(雜 述部) 佛法傳 通 章 十八 卷 、世俗 雜財 

論十卷 、諸 宗傳通 錄六卷 、春秋 歷五卷 、三 國佛法 傳通緣 起、 


戒壇 開山 行 狀 、年代記、 各三卷 、音曲 秘要鈔 二卷 、八宗 綱要、 
內典塵 露 章、 內 典十宗 秀句、 善 財 童子 講 式、 法華講 式、 長 谷 
觀 音管綏 講 式， 弘誓 殿講 式、 五部 大乘 經講 式、 手跡 講 式、 六 
道講 式、 大豎 法師 行狀 、興 正 菩薩 略 行 狀 、中 行狀 、行圓 上人 
行狀 、圓照 上人 行狀 、大聖 竹林 寺 記、 雲雨鈔 、帝王 御系圖 、遷 
都 略記、 各 一卷、 音律 通致鈔 若干 卷、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 
キ 2 クガ旭雅 55 ^> 〔眞言宗；1山城泉涌寺第五十ーー代 

なう、 旭雅は 
阿波 三 好 郡 勢力 
村の 人、 內田熊 
三郎の 季子、 姓 
は 佐 伯 氏と稱 す 
三歲 父を 喪 a 、 
十三 歲母兄 R 
辭 し、 郡の 加 茂 
野 宮村瀧 寺靈雅 
上人 R 就て 剃髮 
し、 加 行 受灌の 
後、 京 郡に 上- CN、 
諸 宗の學 匠を 
歷 問して 內外の 

兩學を 受け、 殊に 俱舍 、唯識 、悉 曇、 義軌の 奥 R 達し、 兼ねて 天 
台に 通す、 後諸大 刹の 請に 應して 講 席を 開く と數百 所の 多 R 
及ぶ 三十 一歲成 佛即身 義を講 する R 方う、 會 五岳 山 主 嚴猷病 
あう 寺務 を擧げ て 委附 せらる、 翌年 大 僧都に 任せられ、 尋で權 


(七ーニ） 


書辭 名人 家佛 本日 


正に 昇る、， 會關 東に 櫻 田の 變 あうて、 國內大 に 騷 擾す師 國に皈 
6 五 Tn 塔の 再建に 從 事す、 明治 元年 官佛 敎を廢 せんとの 議あ 
6、 師良 基、 增應、 增隆 •雲 照、 戒玉 等と 其に 朝野の 間に 誘 說 し、 
遂に 敎部省 の 設置を 見る、 女 講義に 補 せらる、 九 年敎部 省 5 命 
令に よ 6 澄剛の 後を 嗣ぎて 泉 涌 寺に 主と なる、 此歲 十一月に 
泉 涌 寺々 務改 正に 囑 托せられ 後 同寺轉 任の 命に 接 L、 別院 雲 
龍院へ 保護 料を 下賜 せらる、 尋で仁 和 寺々 務改 IF •を 囑託 せら 
れ 、十三 年 以降 宮内省よ 6 特別 保護 年金 六 百 tal を 泉 涌 寺に 增 
額せられ、 別 ic 二 千 五 百圓を 下賜 せらる、 同. 年中 敎正に 補せ 
られ 、翌年 權大敎 正に 進む、 十三 年 十月 十四日 泉 涌 寺に 火災 
あうて 灰燼に 皈す 、師 急ぎて 東京に 上 6 內務宮 內兩省 へ 進退 
伺 書を 呈し 、兼て 再建を 懇請し、 命 あうて 襲 職す るを 得、 猶 
ほ 御 里， 御殿を 舊趾に 移す を 許 S る、 明治 二十 四 年 一 月 三十 
一日 寂す、 壽六 十四、 歷 世の 填に 葬る、 著作 冠 導 俱舍論 三十 
卷 、冠 導 光寶二 記 三十 卷 、冠 導因 明 三十 三 過 本 作法 纂解 三卷、 
冠 導 八宗 綱要 一卷 、冠 導唯識 論述 記 三十 卷 、冠 導 唯 11 三 類 境 
選 要一卷 冠 導 三 國佛 法傳通 緣起三 卷 、俱舍 論 雑記 六卷 、唯 
識論 各所 雜記 三卷等 あう、 (行 實) 

キヨタ ザ ン旭殘 リョ-ボタ 良 卜を 見よ、 

キヨ クニ 3 旭 如 レソボ —蓮昉 を 見よ、 

キヨクべン旭辯|藏 ^ 〔眞宗〕伊勢安濃津彰見寺の住 

持な 6、 旭 辯 字は 昭堂號 は 慈 尊院と S ふ 眞宗高 田 派なる 安 

濃 津の彰 見 寺 R 住し 宗乘に 精通し、 本山の 講師 R 擧 けらる、 寬 

政 元年 閏 六月 九日 寂す、 壽 六十、 (眞岡 湛海氏 返信) 

キヨタ ヨ 旭 # ブガ ク豐嶽 を 見よ、 


キヨタ H ン棘園 シ rl  - シャ ク宗績 を 見よ、 

ギヨ タエ！  玉英 ショ-チン 照 珍を 見よ、 

ギヨ ク H ン 玉 淵 ゲン ギョ ク玄 HI を 見よ 
’ キヨ クオ ー 玉 翁  一- j A= -o 〔淨土 宗〕 京都 本覺 寺の 開山な 
う、 玉 翁 俗姓は 上 杉 氏、 越後の 人、 幼に して 一 禪寺に 入 6、 
曹 洞の 宗 要を 問 ふ、 二十歳を 過き て 去うて 經敎を 習 ひ、 關東 
の談 林に 遊 ひ ' t: 般舟 三味の 法を 受 く" 文明の 末 京 郡に 上うて 
市民を 遊 化す、 應 仁の 兵燹に 罹うて 京都の 寺 多く 灰燼に 化す、 
師 其災瓸 を 嘆き、 興營を 謀る、 瓦礫の 間に 萬して 念佛 門を談 
す、 四衆歸 向して 素 願大に 成う、 所謂 洛 東の 眞如堂 、六 波羅 
密寺 、嵯餓 の釋迦 堂、 近 江 石山の 觀音 堂、 皆師の 功に ようて 
再興す、 後 京都の 五條 R 本覺 寺を 開く、 後柏原 天皇 御 筆の 阿 
彌陀經 、弁に 圑譽の 號を賜 ふ、 大永元 平 IP. 月 十八 日 寂す、 壽 
六十 二、 弟子 勢運、 良 印、 守慶の 三人 あう'  (本朝 高僧 # ご 
、キヨ クオ 1 玉 $ 羽 ショ- n  - 正 光を 見よ、 

、キヨタ T 玉 翁  ユ丨 リン 融 林を 見よ、 

、キヨタ カン 玉 幹  H ジッ 惠實を 見よ、 

、キヨタ カ ン 玉硝 ク > ショ ク元 宴を 見よ、 

、キヨ クタ？ 玉 H シ rri 藉を見 气 
ギヨ クコ 玉虛  n- 方-孝 雄を 見よ、 

、キヨ クコ ー 玉 岡 (二 15  〔黄 檗宗〕 肥 前 長 崎崇福 寺の 
僧な 6、 玉 岡は 明の 人な 6、 延寶二 年西來 して 長 崎 崇福寺 
R 留 る、 寂年詳 ならず、 (禪宗 史料) 

ギヨ クコ 1 玉 岡 キョ- リ> -慶琳 を 見よ、 

、キヨ クコ— 玉 岡 ゾー チ V 藏 珍を 見よ、 


キ 3 ク (旭) サ 


、キ 3 ク (玉 V- 工 —n 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 一二） 


芩 m ク S) ク 

ギ 3 ク 玉 岡 一ー ョ n  > 如 金を 見よ、 

、キヨ クサ ン玉江 トク セ ソ德璇 を 見よ、 

、キ m クシ ツ 玉 一至 シユ t ハク 宗伯を 見よ" 

’ キ m クシ ツ 00 ユ r チン 融椿を 見よ、 

ギヨ ク セン M  •一 Hi m A: 〔淨 土宗〕 常 陸 常 福 寺 第 八 代な 
ぅ、 玉泉は源蓮社空譽と稱し、其鄕貫詳なら ^ 、學宗に師 
事して 其 法を 繼 ぎ、 常 福 寺に 主と なる、 後 州に 數寺を 創立す 

天 正 十六 年 二月 十七 日 寂す、 法嗣に 了 感朱梅 等 あ 6、 ( 淨土 
總 系譜) 

、キ 3 クソ1 玉 叟 リョ！ チソ良 珍を 見よ、 

、キヨ 2 ブン玉田  H 1 シ H 榮珠を 見よ、 

ギヨ クデン 玉 田 ソソリ V 存麟を 見よ、 

ギヨ タ FlfMfnl イン 玉 洞妙院 ，ー チシ ユ 日秀を 見 

ギヨ ク字ン 玉 念 9: 3! ハ 〔淨 土宗〕 近 江 正 福 寺の 開山な 
6、 玉 念は 覺蓮 社靈 譽と號 す、 上野 新田の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず、 法を 感譽 に嗣 ぎ、 近 江 八幡 正 福 寺、 及び 攝津 住吉 哀愍 
寺を 建て、 開山と なる、 天 正 十四 年 正月 十一 日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

、キ 3 クホ 玉 浦 シ ユ I ミブ宗 瑕を 見よ、 

ギヨ タ ホ ー 玉 峰 チ タィ 智琢を 見よ、 

ギヨ ク m  玉 泉 15 ノノ ヌィ 9 ユ -恢 龍を 見よ、  . 

’キ 3 ク 9 ン dR _ ショ I テソ詔 天を 見よ、 

ギヨ 沒クン 玉 林 シ ュ-バ > 宗播を 見よ、 


ミ 弘) イ—キ 


クの部 

ダィ 弘意二 0: 2: 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 慈心 院の大 僧都 
な 6、 弘 意は 俊憲 の 灌 頂を 受けて 松 橋の 三十 二祖 となる、 應 
永 十 年 七月 六日 寂す、 付 法 一人 顯祐と 稱すペ 續傳燈 廣錄) 

ダ エ弘合 日 ytt A: 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の禪 僧な $、 

弘會 一に 德慧と 云 ひ、 字は 東 里、 宋の明 州の 人、 西禪 の月潭 
.圆に 師事して 記 前を 受 く、 延慶 元年 東航 北條貞 時に 迎 へられ 
禪興 寺に 住す、 法 化を 布く、 文 保 二 年 八月 二十 八日 寂す、 遺偈 
あ 6、 無始 無 終、 不生 不滅、 虛 空消嶺 、大海 枯竭 、禪興 寺 中 
に 塔 あ 6、 傳宗 塔と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

V 力弘雅 ZX. - ゼン 唯 善を 見ょ、 

ダク !? ン 弘願一 .jm 〔淨 土宗〕 山城 地 藏院の 中興な 6、 
弘 願は 聽譽 と號 す、 法を 路白 に嗣 ぎ、 洛西岡 地 藏院の 中與と 
なう、 八 瀨求願 寺を 開く、 元 祿六年 五月 二十 三日 寂す、 世壽 
詳か ならず、 (淨 土總 系譜) 

ダ ダウン 弘願 カク  ヶ 丨覺璧 を昆 ょ、  | 

ダ キ弘基 ーーー晒 ^ 〔新義眞言宗〕山8日積院第三十代なぇ 

弘基 字は 惪 岳と 云 ふ、 俗姓は 菊 入 氏、 越後 古志 郡 濁澤の 人な 
う、 十一 歲に して 圓融寺 寬阿闍 梨の 室に 投じて 剃髮 し、 十八 
歲智積 院に登 6、 弘道 和尙に 師事す、 後 瓶 原 及 海 住 山 {c 抵 6 
て 勸學 し、 寬政十 年 集 議席 R 進み、 文化 四年灌 頂を 行 ふ、 備 
前備 中讃岐 等に 遊 化し 講席を 張う" 密 壇を 築く、 十 年觀豪 
寂し、 師時に 讃岐秋 原に ありし が、 召 S れて 十二 年 春 東都に 


(九-二） 


書辭 名人 家佛 本日 


下う、 智積 院主 職 {C 補し、 秋權 僧正に 任じ， 明年 正に 轉ず師 
主 職 (C ある 八 年、 文政 五 年 十一月 六日 寂す、 壽七 十一、 師生 
前 紫 衣を 賜うて ょ 6 顯官受 法 三百 餘人 、印 可を 禀 くる もの 七 
百餘 人、 諸 請 益す る 者 十餘名 あう、 (新義 眞言 宗 史料) 

ダ キ弘 | 吾一 ニ ニニ 〔眞言 宗〕 山城 醍棚. 3 光臺院 の大僧 
都 法 印な 6、 弘喜 は弘鑀 に從 a 應 永八苹 十一月 二十 七 □光 
明心院 にて 職位灌 頂を 受け、 光 臺院に 住し、 三十 年瀉 瓶 / > 記 
を 得、 寬正 三年 六月 九日 寂す、 付 法 一人、 弘 典と S ふ あ 6、 
(續 傳燈 廣錄) 

V キ弘義 (一九-セ) i 眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 6、 
弘義は 鎌 倉 城 介 平義景 UO 子な 6、 夙に 出家し、 正嘉元 年 五月 
七日 三寶に 入りて 憲深 僧正に 傳法灌 頂を 受 く、 (續 傳燈 廣錄) 
ダケ ン弘顯 一一 一 g 翌 〔眞言 宗〕 山城醋 醐 山城 照 阿 院の大 
僧都な う、 弘顯 初め 報恩 院に 入うて 金剛 乘 宗を學 ひ、 後、 房 
玄 僧都に 謁して 具支灌 頂を 受け、 親惪の 堂奥に 登 6 て 潟 瓶を 
得、 永 德二年 九月 二日 寂す、 壽六 十四、 付 法 五 人 あ 6、 弘濟、 
光助、 弘 後、 顯祐 、弘譽 と s ふ、 (續 傳燈廣 錄) 
vf ン弘 現 ii xt 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 四十 代 
f、  弘現 字は 義觀 、俗姓は 藤 原 氏、 佐 渡 羽 茂 郡大杉 村の 

人な 6、 歲甫 めて 九歲、 邑の淸 行寺炳 現闍 梨の 室に 入うて 剃 

髪し、 天 保 三年 智積院 に 登 6、 多年硏 學業 成うて 安政 四 年 佐 

渡 蓮華 峰 寺に 住し、 明治 二 年 六月 選ばれて 本山に 主と なる、 

翌三年 閏 十月 大 僧都に 任じ、 五 年 四月 敎部 省の 設置 せらる、 
や 權少敎 正に 補 せらる、 七 年 五月 主 職を 法 弟 義範に 讓 6、 養 

命-房に 退隱 し、 請に 應して 唯識 論述 記を 講ず、 後 義範の 寂す 


ダ (弘) 鐵—ヂ 


る や、 再び 起て 本山の 敎務 を 督 す、 明治 十一 年 十二月 一日 寂 I 
す、 壽六 十一、 臘四 十八、 師 生前 諸 宗の囑 により 經疏を 請す • 

る 二千餘 回、 密灌傳 受法會 を 修 する 數 十回に 及ぷと 云 ふ、 著 ■ 

作悉曇 字母 表 便 覽一卷 、十卷 章 私記 若干 書 ぁ 合、 (新義 眞言 宗 
史料) 

ダ サィ 弘濟一 一一 g ls 〔眞言 宗〕 山 域 醒醐山 光 臺院大 僧都 
f、  弘濟 は大貳 僧都と s ふ、 延久四 年 四月 十一 日 弘顯に 
從 a て 傳法職 位を 受く 、時に 年 三十 四歲な 6、 應 安四 年 六月 
十七 日 法を 傅へ、 至德 年間 丹 波の 與佐 郡に 禪定 寺を 建て、 開 
山と なる、 元年 九月 九日 禪勝 所持の 血脈 抄三卷 を 寫し 、添削 
して® に 行 ふ、 明 德四年 二月 十日 寂す、 壽六 十七、 付 法 五 人、 一 
弘鎪 、堅濟 、快玄 、弘 豪、 弘秀 等な 6、 皆 一時に 聞 ゆ (績 傳： 
燈 廣錄)  一 
ダ シン モンク ヮン 文觀 k 見よ、 

V V ユン 弘舜 2 九 A C 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 办、 | 
弘舜 俗姓 生國詳 かならず、 南北 二 京の 學僧を 歷 問して 瑜珈唯 I 
識の 敎理に 達し、 元應元 月冬敕 によ 6 日食の 御 祈禱を なし 靈 
驗を以 て 賞 せらる、 元亨 初年 東 寺の 長者に 任ず、 後 寺務を 領 
し、 僧正に 轉 し、 某 年 寂す、 壽 欠く、 (東 寺 長者 補任、 本朝 高 
僧傳} 

ダ セン 弘宣一 一一 j sr 一一 〔眞言 宗〕 山城 醒_ 山 光臺院 の大僧 
都 法 印な 6、 弘宣は 文明 六 年 二月 二十 八日 傳法 職位灌 頂を 
受く 、時に 二十 一歳な 6、 十五 年 十二月 十九 日瀉瓶 印を 禀 け、 | 
牒 記を 得光臺 寺に 住す、 永 正 十 年 九月 十七 日 寂す、 壽六 十一、 
(續 傳燈 廣錄) 


ダ C 弘) サ I セ 
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(〇 ニニ 


ク (九、 久 霊 


ダ (弘) ソ —tn 

ダ ソン 弘尊？ …… ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 遍智院 の 僧 
f、  弘尊 字は 宰相 法 印と s ふ、 大峰山 笙窟に 入うて 求 聞 
持 法を 修 する 乙と 四十 二度に 及 ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

Vh ン弘典 二 - o ss ハ 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 密敎院 の大僧 
都 法 印な 弘 典は 灌頂職 位を 受け、 文明 十八 第 十一月 二 
十九 日 寂す、 壽 八十、 付 法 一人 あり 弘宣と S ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

ク 弘道 ( . 〕 〔新義 眞言 宗〕 京師 蟹滿 寺の 學僧 

f、  弘 道は 鄕貫詳 ならす、 京師 蟹 滿寺尾 張 八 事 山 R 歷住 
し" 學 解を 以て 聞 ゆ、 然るに 其 說稍異 るを 以て、 智積 院の學 
僧 多くは 用ゐす 門下に 弘基能 化を 出た す、 寂 年 並 R 壽缺 く、 著 
作 傳燈記 二十 卷 、理趣 經義述 、曼荼羅 宗敎主 義 各一卷 あう、 
(新義 眞言 宗 史料) 

V バン 弘鑀 ーーー ー OO SH 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 光明 6 院の 
僧な う、 弘鎪は 按察法 印と S ふ、 至德二 年 十一月 十三 a 弘 
濟の 室 R 入うて 傳法職 位を 受く 、時 R 年 二十 四な り、 筆 ■音 
調 共に 長け、 內外の 書 典を 涉 獲し、 明德 三年 十二月 二十 九日 
漬 瓶の 記を 受 く、 應永 三十 三年 五月 二日 寂す、 壽六 十五、 付 

法 三人 あう 弘喜俊 海 照 海と 云 ふ (續 傳燈 廣錄) 

タヤ 弘也 n  丨ショ 1 光勝を 見ょ、 

タヨ 弘擧 10 三 五六} 〔浄土宗〕 攝津 最上 寺の 僧な 

弘 譽は慶 長の 頃 攝津國 多 田の 最上 寺 R 住し、 法 化 盛な 示 

寂の 年月日 缺 く*  (鎭流 祖傳) 

ダ ヨ ー 弘曜 (5园) 〔法相 宗〕 奈 良藥師 寺の 僧な 6、 

弘曜 俗姓 不詳、 藥師 寺に 住す、 寶龜 元年 R 律師と なう、 同 五 

年 二月 廿 四日に * > 僧 郡と な 6、 十 年 十月 十六 日に 大僧都 とな 


る、 延曆三 年 四月 上表して 僧綱を 辭し 、勁 あ'^ 許し 机 杖を 賜 ふ 
示 寂の 年時缺 く、 壽八 十六、 (七大 寺 表、 元亨釋 書 •本朝 高僧 傅} 
タエ ン ^L ii リ HI シン 龍 深を 見よ、 

クオ—  九 翁 ホン ゲン 本元を 見よ、 

クダ 九 ^ ズィシ ョ瑞撰 を 見よ、 

クコ— 九 江 ジ H ン慈 淵を 見よ、 

クホ？ 九 峰 ィジ ョ—以 成を 見よ、 

クホー 九 峰 シン ヶン 信虔を 見よ、 

クホ！  九 峰 ショ 丨 ソ丨韶 奏 fv」 見よ、 

クホ— 九 峰 ニ ョサ ン如珊 を兑 よ、 

ク m  九 # ジ 1 テッ 壽徹を 見よ、 

クヨ 九泉 日 ジャ ノノ スィ 寂 水を 見よ、 

タヨ  A# リ ユ ー テン 寵 天を 見よ、 

タヨ 九擧！ ー  レキ ド-礫 道を 見よ、 

クタ ン 久 養 ソ-力 僧 可を 見よ、 

ク方—  1 E; ニ チヶ- 日 桂 ^ ^ よ、 

クオ ン； 、ン ml イン 久 一 返 成院 ニ チ シン 日 親を 見よ、 
クガク 久學 1 丨 テ 丨融貞 を 見よ、 

クシ ツ 久室 ゲン チョ- 玄長を 見よ、 

ク' f' ンヨ f イン 久成院 ニ チ シン 日 心を 見よ、 

夕；、 ンユ！ イン 久成院 ニ チ ショ I 日 相を 見よ、 

クホ 1 久峰 モン ショ-文 昌を見 よ、 

クホン ボ— 久本房  _1 チ ゲン 日 元を 見よ、 

クタ ン奮養 チョ ーム蝶 夢を見よ、 

クオ！ 奮應二 .四 ii 〔淨 土宗 3 鎌 倉 光明寺の 僧な 4、 ， 


(-ニニ） 
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舊應號 は 超 蓮 社 勝譽眞 阿と 云 ふ、 鄕貫詳 ならす、 出家して 諸 
宗に 通す、 鎌 倉 光明寺に 住して 學 徒を 敎訓 し、 後大谷 寺に 住 
す、 慶 安四 年 四月 二十日 將軍 家の 葬儀に 列し、 寬永 寺に 讀經 
す、 明 和 二 年 三月 一日 寂す、 壽缺 く、 (鎭 流祖 傳) 

ク 5- ン * 血 ハ ー 一 •二 0;v  〔淨 土宗〕 江 戶生西 寺の 開山な ぅ、 
舊典は 相 蓮 社 寶譽と 號す 、俗姓は 藤 原 氏、 近 江の 人 在 6、 瀧 
山大 善寺舊 呑に 就て 剃髪し、 法を 幡 隨に嗣 r、 江戸 小 日向 生 
西 寺を 創して 開山と な 6、 寶永 十四 年 結 城弘經 寺に 主と なる、 
正 保 四 年 二月 二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ぐ クモン 雀® 門 二 •一 •ニー. 二 -: 〔淨 土宗〕 江 戶長 安寺の 開山な ぅ， 
舊門は 覺蓮社 本 # と號 し、 信 濃 松 本の 人、 其 俗姓 詳か ならす、 
普 光觀智 國師に 就て 剃 髮受 業し、 江戶 麻布に 長 安寺を 鄕む、 
寬文 十二 年 十一月 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

クジヨ ーィン 功乘院 ド-スィ 洞 水を 見ょ、 

ダ セ ー 救世 j sl so 〔眞言 宗； 一京 師束寺 長者な 6、 救 
世 字は 善 集、 京郤左 街の 人、 俗姓は 源氏、 比 叙 山の 相 應に從 
CA て 出家し、 神應 寺に 住す、 又 奈良興 福 寺に 赴き、 勝 祐の弟 
子と なりて 性 相 台 三宗の 法 門に 學 熟し、 尋いて 廣澤の 開參法 

師を訪 a て 弟子と な 6、 天 慶寬靜 と共に 傳法灌 頂を 受け、 法 

身 佛の心 印を 得、 天皇 其 宏才を 賞して 大師 眞蹟 並に 五股杵 を 

賜 ふ、 後 高野山に 登る、 時に 金剛 峰 寺 座主 無 空 和尙逃 走し 學 

人荒凉 に 歸 す、 師 諸方の 學侶を 集あ聲 明を 習は しめ、 遂に 高 

野 山 引 聲の中 典と なる、 師 山中に 一院を 建て 恩賜の 金剛杵 大 

師眞蹟 を 奉安す、 後 勅して 善 集院の 額を 賜 ふ、 高 野の 第 八 世 

とな 6、 後 職を 辭して 京師に 歸 へう、 石山 寺に 居 5、 應和三 


年 七月 國內旱 し、 詔を 受けて 神 泉 苑に請 雨經の 法を 修 し、 十 
六日 賞を 賜 ふ、 康保三 年少 僧 郡に 任し、 五 年 正に 轉 す、 天祿 
二 年 東 寺 十四 代の 長者に 補し、 法務に 任し 天延 元年 寂す、 壽 
八十 四、 弟子 一人 あぅ 中圓と s a 、 眞 如と 號 し、 合. 剛神應 寺 
に 居る、 (傳燈 廣錄) 

クタ ィ究諦 m  〔淨 土宗〕 大和 念 佛院の 中興な 6、 
究諦は 得 蓮社慶 譽と號 す、 俗姓は 細 井 氏、 大和の 人な 6、 法 
を 幡隨 に嗣ぎ 、大和 當 麻の 念 佛院に 住し、 其 廢を修 す、 寬永 
七 年 江戸 鳥 越に 念 佛院を 新築して 開山と なぅ、 寬永 十六 年 寂 
す、 壽欹 く、 ( 淨土總 系譜) 

クホ ー 玫 峰 チョ-ゲン 長玄を 見よ、 

、'タカ ィ 愚 海  n; シ ml 光 性を 見よ、 

ダ、 キン M M ダィ ** ン大巖 を 見よ" 

グキユ 1 愚 丘 ミョ-チ 妙智を 見よ、 

ダ キユ 1 愚 休 チ ベン 知辨を 見よ、 

ダ キヨタ 愚 極 セ V キ 3 - 專慶を 見よ、 

グケ ー 愚 W 後  n  - ジ d  I 光從を 見よ、 

グケ ー 愚 溪 ジョ 1 H 淨慧 A-J 見よ、 

ダケ ー 愚 溪 チシ智 至 5: 見よ、 

ダケ 1 愚^ S  トク テッ 得哲を 見よ、 

ダケー 愚 豁 ジテ ッ自哲 VJ 見よ" 

、'クチン 愚 支 コ - H  - 光瑛を 見よ、 

グコ 1 愚 光  レン テキ 蓮 的を 見よ* 

'、クコ ー  愚. 畢  n  — ショ— 光勝を 見よ、 

グコク 禹必 ジ ョ丨ク ン常 賢 ^ 見よ、 


ク (舊 、救) 


ク (玖、 愚) 


書辭 名人 家佛本  日 


(ニニ ニ） 


V 愚) コー タ  ：  V 愚) ターモ 


ダコタ 愚 ハ 八 ロ チク 丨癡 空を 見よ、 

ダ サン 愚 山 コ丨 カィ 光海を 見よ、 

ダシ ン 涅心 ^ ューテ ン祐 天を 見よ、 

クシ ユン 禺心春 二 21® i? 〔淨 土宗〕 岩 城大圓 寺の 僧な々、 
愚舂 初の 名は 夢 南、 後 R 一具と 云 ふ、 出 羽 最上の 人な 6、 出 
家して 福 島大圓 寺 R 住し、 退隱の 後江 戸 R 出て 中 橋 油 座 R 居 
し、 徘句幷 R 書を 善くし、 梅 室" 蒼虬 、鳳朗 k 次く と稱 せら 
る「忘れ穴き事は忘れす秋の風」「五月雨や汕買ふに名川向3」 
「蓰な れ は道攻 ぅ 雲の 高 根まで L など" 人口 R pf 炙せ 6、 嘉永 
六 年 十一月 十七 日 寂す、 壽七 十二、 深 川靈岸 寺 R 葬る、 (狒諧 
名譽談 ) 

ダ スィ 愚 水  nl セ-光晴を 見よ、 

ダ セン 愚 ; II nl チョ— 光超を 見よ、 

ダ セン 00  n 丨 ヘン 光遍を 見よ、 

ダ セン 禹心 コ丨 口  ~ 光朗を 見よ、 

グチユ 1  禹心* シ ri  I キ d  ― 周 及を 見よ、 

ダ チヨ ク 愚直 シカ ン師 侃を 見よ、 

vhl 愚 底 二： 一 ±i ハ 〔淨 土宗〕 京都 智恩院 第二 十三 代な 

i  愚 底は 眞蓮社 勢 譽と號 し、 京都の 人な 6、 了曉の 室に 

投じて 剃 髮受 業し、 遂 R 其 法を 嗣 ぐ、 性 隱 逸を 好み、 遊歴し 

て 三 河宇禰 部の 阿 彌陀院 、鴨 田の 西 光寺 等に 萬す、 文明 七 年 

源 親忠の 請 R 應 し、 州の 伊田 野に 大樹 寺を 開き、 永 正 元年 

知 恩院に 住し" 二 十三 代の 主と なる、 住持 八 年に して 再び 大 

樹寺に 住し、 永 正 十三 年 四月 十一 日 三 河 福 林 寺に 寂す、 法嗣 

R 敬譽 、■昇 譽 、辨譽 の 三人 あ 6、 ( 淨土總 系譜、 淨土宗 史料) 


グ 5- f  愚 底 キヨ- ヨ經譽 を 見よ、 

ダ デン 愚 傳 (二 四 三 二) C . 〕 安房 日本 寺の 僧な う、 

愚傳は 安房 平 群 郡 保 田 村 日本 寺 R 住し、 緣を 四方に 募うて 石 
佛五百 鉢を 彫刻し、 山中に 安置し、 餘 財を 以て 更 R 五 百佛を 
作 A ya A と S ふ、 安永 年中の 人な 6、 ( 佛敎 史料) 

ダ， 卜 f  愚 道  H ンチ 間， 皆を 見よ、 

ダ 一 ; 堂 卜—シ ヨク東 宴を 見よ" 

ダ、 卜—  禹 心也 里 クン V  rl - 辨龍を 見よ、 

ダ h ク 禹心得 シ H  -  H ツ宗悅 を 見よ、 

ダ ハク 愚 白  一 j s l 〔曹 洞宗〕 和 泉 成 合 寺の 開山な 6、 
愚 白 字は 妻 山、 肥 後國の 人な 6、 其 俗姓 詳なら ず、 幼 R して 
出家し、 山 崎の 存性 律師 R 詣て ゞ受 具す、 初め 愚 堂 國師を 武藏 
の 正統 菴に禮 し、 次て 大愚、 雲居 等の 諸禪師 に 見 ゆ、 豐前國 
に 至う 賢巖を 多 福 寺 R 問 a 、 長 崎に 往き道 者を 聖壽 寺に 問 ふ、 
後に 月 舟和尙 R 投して 師事し、 其 法を 繼く 、肥 前の 巖吼菴 に 
隱捿 す、 已 に して 肥 後 國の大 慈 寺に 出世す、 安住す る Z. と數 
年、 後 和 泉に 隱捿 す、 黃檗山 木 菴禪師 を 訪ふて 參究 し、 國司 
延て瑞 龍 寺に 主たら しむ、 居る こと 三年 にして 和 泉に 歸 る、 
太守 岡 部 氏 篤く 歸 依す、 師晚年 成 合 寺を 創して 開山と なる、 
元祿 十五 年 二月 十八 日 寂す" 享年 八十 四な 6 、(日本 洞 上聯燈 
錄) 

ダ モ- 愚 蒙 si -ra .- - 一 〔淨 土宗ン 江 戶祐天 寺の 僧な-'、' 

愚 蒙 字は 祐海 、俗姓は 新妻 氏、 奥州 岩 城の 人な う、 祐天 僧正 
の 俗 姪な-^ 上總牛 島 R 到う、 祐天に 童 侍し、 次に 增上 寺 R 
遷 る、 僧正 示 寂の 後、 其 遺志を 繼紹 して 祐天 寺 R 不斷 念佛を 


(三 ニニ） 


書辭 名人 家怫本  日 


修 し、 鉦 聲鏗々 四十 餘年 一日の 如し、 走獸 飛鳥 まても 法 化を 
蒙れ 6、 師大殿 諸 堂 等の 營搆 をな し、 壯觀 を究む 、寶曆 九 年 
十一月 疾あ 6、 先師 僧正の 法要 法 器を 弟子 祐全 に附 し、 同 十 
一年 正月 二日 念佛 の聲絕 ゆると 共に 寂す、 壽七 十九、 菩薩 威 
儀 略述、 無量 壽讃 、西敎 含 子篇等 あう、 (績 日本 高僧 傳) 

グ ユン求厭二与 ^ 〔淨土宗：1伏見某寺の僧な3、 求 
厭 姓は 豐臣 氏、 攝津 大阪の 人な $、 秀賴の 第二 子攻 うと 云 ふ、 
始め 增上 寺に 登 6、 業を 受 く、 性秀發 にして 善く 法 門を 弘通 
す、 四 邊其德 風に 化す、 週 遊して 山城 國伏苑 に捿 止す、 元祿 
元年 寂す、 壽 八十 歲 、(鎭 流祖傳 、續 日本 高僧 傳) 

グダ ワン 求 願 rL: H: y -t: 〔浄土宗〕 駿 河龍寶 寺の 開山な 6、 
求 願は 覺蓮社 正 譽と號 す、 俗鮏は 長 田 氏、 駿河駿 東都の 人な 
う、 知譽 上人の 室に 入うて 剿 髪受 業し、 法を 嗣きて 後 郡の 御 
厨 村に 龍寶 寺を 瓶して 開山と なる、 明曆 三年 七月 八 B 寂す、 
壽 欠く， (淨 土總 系譜} 

ダ ^ 1求道 H ジン 惪尋を 見よ、 

ダ ホ— 求 法 ギク t 義 空を 見よ、 

ダ エー 虞 ® チョ I 子 ン 超然を 見よ、 

ダカ ク具覺  グ 7 ッ ミョ-月明を 見よ、 

ク ー ア空阿 T A: A: A: 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 6、 

空 阿字は 法 性、 俗姓 生國詳 かならず、 初め 延曆 寺に 在 6、 後 

源 空 上人に 師事して 淨土敎 を 受け、 日夜 念佛唱 號の聲 を絕为 

ず、 諸 &/I を 遊行して 同志を 誘 ひ、 念佛 會を修 す、 鈴の 音を 喜 

び、 常に 一 小 鈴を 携へ 、宿に 投 ずれば 檐頭に 鈴を 掛け，.- 坐し 

て 其 音を 聞き、 嘆して 謂 ふ、 淨 土の 寶樹の 風 響、 寶池 の波聲 


ダ (求、 虞、 具} ^ 上空/ 


自ら 耳に 入る 想 あ- と •攝津 天 王 寺の 西 門に 念 佛會を 盛修 
し、 同地 方 0 道俗を 風 動す、 自ら 號して 無智の 空 阿 念 佛と云 
ふ、 安貞 二 年 正月 十五 日念佛 し、 疾な くして 寂す、 其 容貌 生 
るか 如くな うきと 云 ふ、 空阿學 解な か 6 しも 化導 盛んな う、 
修身 房舍に 住せず" 諸 地に 遊 好して 民家 等に 寄宿し 穴6、 常 
に念佛の數を積みたれば、時人稱して多念義と云ひ穴$とゼ、 
師源空 上人を 尊重す る Z. と 比な く、 特に 京師の 書師信 實に囑 
して上人の像を作う、日夜奉侍し 72 6、上人も亦深く師を愛 
し、 其 化導の 盛んなる を 稱し穴 うと 云 ふ、 (淨土 傳燈錄 、淨土 
總 系譜} 

ク ーヌ 你エ 阿  ィチ ド-一道を 見よ、 

タ ー ア 死 工^^  ニ ョーー  チ 如 日を 見よ、 

ク ン空圓 (一九 九 一) 〔淨 土宗〕 京師 知 恩 寺の 僧な 气 
空 圓號は 善 阿、 俗姓は 槻 氏、 山城 賀茂の 人、 父は 神宮 兼實十 
三歲に して 記 主 禪師の 門下 淨心に 從て 出家す、 亦 記 主 禪師に 
參して 敎奧を 聞く、 後長 德 山に 住す、 元弘 元年 七月 時 疫甚流 
行す、 後醍醐 天皇 師に 勅して 癘災を 讓は しむ、 行年 七十 三歲 
にして 寂す、 其 年月日 詳なら ず、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

ク ー オ ー 空 雄 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松 橋の 第 

十代な う、 空 雄は 富 小路 大納言の 孫季 明の 子な う、 淸住寺 
を 兼ねて 閻魔 堂別當 となる、 (續 傳燈 廣錄) 

ク ー ガ处 H 雅 ニ チ ギョ ー日堯 を 見よ、 

ク ー ガ处 エ « ニ チ ダ ッ日脫 を 見よ、 

ク ー カ ィ空海 1 晒 SI 眞言 宗の 開祖な 6、 空 海は 讃 
岐國多 度 郡 屛風浦 の 人、 寶龜五 年 六月 十五 日に 生る、 俗姓は 

ク丄空 )ア — 力 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 ニニ） 


夕丄空 )办  ク上空 )ガ 


! れ戒 をうて を 子 渡 佐 和受に 就て 五 夙實の 公れ 允樹 健の 佐 
佛を受 と 精 回の 6 のよ け 佛い文 歲に慧 一の た恭て 日長 伯 
法受 くい 進 6 出て 室う 、敎て 章 外 神； 族 乙る 天 、連/ 2 直 
にけ -ひ 道プ 2 家 山戶西 乙に 毛を 戚童蠢 よと も皇讃 はりに 
從犮 衾し をう 以陽峙 にれ 意詩學 阿の51 1  6 は 、の岐 、へ、 し 

CA る g は 顯と前 道に 去を を 尙び刀 名 天出詳 一朝 國景 石て 
常に f 此は 云の の 至 6 修傾 書、 大 $ を 台て し 族 R に 行 山 、 

に よ矣 時し ふ 妻 地う て 行、 けを 尋 足 f 博 のしく はは 土 天 寺 幼 
求る 故の 、も 某方此 南せ 、讀 てに す圓 名‘： M： じ地皇 古名 
めと f 事炎詳 にに 法 海ん 松み 京 就 、珍の^11  g めを の 文を 
ていとな 夏な 供 もを にと 淵？ にき 父 等 極 含 R て 賜 朝 書眞マ 
要 ふ S  i) の ら養 到修涉 欲寺盥 入て 母 皆め で 士 讃は にに 魚 チ 
を も 鳖 」 極ず せう 鍊 6 しの S  6 論鍾師 て*  2 岐 6 日は と 
尋詳炱 力 熟 後ら たし、 、勤 2 て 語 愛の 多 f  7 國ノて 本 父い 
ぬな g  g に自る 、阿 京 操ホ大 孝し 俗し^5  V 造； 此 武のふ 
、ら莩 S はら 1 14 を 波を R  S 學 經師緣  'も、 上 とひ こ 尊名 父 
三ず t  f 穀嚴 更播れ の去從 5 に 及を な即  詹 江 移のを を 

乘佛 鑫 ネ漿 冬に 磨よ 大 う 遊 a 字り ち 當轉れ う 東 道 田 s 
十 前， 蠱 をの 東に $ 瀧 、て i び史し 、具 時に 6 住征長 公？ 
二に 眞齧斷 深 行て 四 嶽山虛 音 、傳て 師言佛 就“ す i ことと 
部 誓 海 念 ち 雪し は 國の川 空 迄 直 等 貴 幼の 敎け 後、 、從 せい 
經 ひと 義て にて 行を 頂を 藏 g 講を 物に 眞界 う國倭 a う ひ 
はてい 3 朝は 伊 基 廻に 蹂求 公味受 とし 雅の 、造 故て レ 同 
心 日 ふ 气暮藤 豆菩歷 登涉聞 g 酒け 呼て  >  人 師は連 大先郡 
神く も沙懺 衣の 薩 しう す 持ラ淨 、ふ 聰眞 傑の 廢 にに 祖田 
に  'の 彌悔を 地の 北、 、法^; 成 兼 、明然 の 父せ 至 功大 方 
疑 吾に 戒せ着 方 弟に 土大を 殊にね 十、 、乙 田ら 6 を伴鄕 

唐 第に 穴寫 八/) ベ 毛 使 澄 執 廿月上 疑て よ の究 寺師毘 .せ あ 
使 一 遺 6 の幡 としい にも 奏 五十 藤 問 勤う 攻す のか、 廬 とう 
判 船 唐と 般宮 云‘ へ 依 入に 日 四 原を 操 三究“ 西眞 遮、 て 
官 r 使い 若に ふ 襄れり 唐よ に 日朝 掃を 論を 擎南言 那靈未 
正は の ふ 心 海； 告 どての り 再に 臣は 仰の 事 隅敎經 夢た 
六 葛 一 、經路 ▼  1 会 、牲勑 五 a 難 葛ん い敎と g にに あに 决 
位 野行且 一平 f は 勤き 許 月 命 波 野 かて 理す g —  因る 感せ 
上 麿 四つ 百穩 4  $ 操し を 十を を麿爲 具を 其 篇小緣 乙 しす 
菅 道船自 卷を眞 4 のと 受二 受發 4 に 足 講師 $ 堂 をと て、 

原 益 前 像を 祈 淠蕾奏 もく 日け せ 漂 入 戒し匠 £ を 結を 大唯 
朝 等 後を 納禱 請い 、に 餞し 1 唐を-勤 g 構 a 知 和 穴 
臣あ相 書め す雰 1 に a；； 入を が 翁 •を受 1 操 f てたり の 願 
淸う 連き 、る £  S ょ 、赍唐 賜 風 S 志け® は 令 膝る 、高く 
公て り て自を $ ひ、り 又な の ひ 浪1 芒す た J 三 £ をは 乙 市は 
警師て 母ら 例 1 師勒最 は、 敕 節の 去 乙 6  £ 論 S 容 乙れ 郡三 
あ 之 肥に 藥と | は 許 澄 師許刀 爲负と と盂 宗舄れ のを 久世 

6 に 刖贈師 す'  堅せ のはを を r 以久 云！^ の坎 、時 尋米十 

J  g  p れ佛- 其 慧ら藥 勅 拜授果 習し ふ 孟碩窩 潜に 求道 方 

澄し 浦、 刻 1 發 泉た とな ，らす 囊會然 g 在洁覃 うての 諸 
之 、郡廿 し， 仏 R のる しく 當る 遺る 細れ 爭思 、果 塔佛 
に 第 ffl 三て 泛臨二 乙て し 時 、翌延 唐に 2 はぐし 乙し 柱 我 
同 二 浦 年 船 •み 僧と 渡て 比 師廿暦 大師 f  、し、 てれての に 
乘 船を 七 中 磐 てを も り 私 叙は 三廿 使が 算師專 乙 よ 得下不 
しに 發月 に ヤ 宇 從のブ 2 に 山勸年 二從胸 史 は もれり 穴 r 二 
、はす 六 奉し •佐へ な 〇 遣の 操 四 年 四 中る、 始經を 東 $  、を 
第 遣 、日し 自の たると 唐 最の月 四 位の 尋め 論講大 、大示 

(五 ニニ） 


書辭 名人 家 I  本 日 


三 船には 同し く 遣唐使 判官 六 位 上 三 棟 朝臣 今嗣等 あり、 第 四 
船は 之を 詳に せず、 七日 西 海の 冲に て 波 M に妨 けられて、 第 
三 船 第 四 船は 第一 第二に 分離し たれは 航行を 其に する を 得 
ず" 第一 船は 海路 三十 四日 間にして 八月 十日に 福 州 長 溪縣赤 
岸鎭己 南海 口に 到着し、 第二 船は 九月 一日に 至 6 て 明 州の 海 
岸に 到着した 6、 第三 船は 第一 船 第二 船に 分離して 後、 翌廿 
四 年 七月 四日 更に 松 浦 郡 庇 良 島を 發 し、 遠値嘉 島に 到う 暴風 
雨 u 遭 a て 船破壤 し、 今嗣等 僅に 身を 以て 免れ 穴れ は 其 航行 
を 果すに 由な かう しなり、 第 四 船の 事は 分明なら ず、 八月 十日 
第一 船に ょ う師 は 福 州に 到着し 穴る に、 會ヾ福 州 刺 史柳曼 とい 
ふ 者 病の 故を 以て 任を 去う しか ば、 十月 三日に 閻濟 美と 稱す 
る もの 新に 來任 する を 待ちて、 大使 葛 野 麿は 書を 贈うて 來意 
を 吿く 、而 して 其 書は 師の 草した る ものな 6、 其 文に 依れは 
大使 等の 一行は 初め 上陸を 拒まれし もの、 如し、 師 再三 書を 
贈 うて 事情を 陳し たうと 云 ふ、 遂に 大使と 共に 上陸し、 師は專 
ら佛 法を 學はん と 欲して、 西、 長 安に 入らん 乙と を 請 S、 書を 
刺 史に呈 す、 大使は 十一 n 三日に 福 州を 發し たれは、 師隨 行し 
十二月 廿 三日に 盛大なる 歡迎を 受けて 長 安に 入 6 y2 6 第二 船 

は 第一 船に 後れて 明 州に 到着し 穴る も、 故障な か 6 し爲に 直 

rc 上陸し、 早く 十一月 十五 日に 長 安に 達し ^ 6 しかは、 却て 

淸公 等の 一行は、 大使 等の 一行を 長 安に 待ち 居た るな う、 旣 

にして 大行葛 野麿國 書を 捧けて 東皈 せる 後、 師は長 安に 留 う、 

二月 十日よ 6 同學橘 逸勢と、 もに 西 明 寺なる 永忠 の故院 に寓 

す、 永忠は 寶龜の 初めに 唐に 入う 代宗 {c 優遇せられ たる 我國 

の 高 ft な 3、 師 、西 明 寺の 僧 等と 共に 諸 寺の 大德 名匠を 歴訪 


ク 1( 空) 力 


した 6 しが、 偶然 ic して 靑 11 寺惠 果阿闍 梨に 遇 a て 大に歡 迎 
せられた るな う、 阿闍 梨は 不空 金剛 附法 のの 弟子に して、 時 
に 六十 歲師は 三十 二歲な 6、 師其 年の 六月 十三 日に 灌頂 壇に 
登 6、 七月 八月に 兩部大 曼荼羅 祕 法の 相 傅を 了- CN、 因て 遍照 
金剛と s ふ號を 得、 靑龍寺 門下の 正統を 繼紹 する 乙と、 なれ 
う、 此 正統は 不空 金剛が 金剛 智 ょう 繼きて 後、 >之を 惠果 唯一 
人に 付し 他に 讓ら す、 而し て惪果 も 亦師に 付して 他に 付す 乙 
となし、 故に 印度以 來の 眞言 宗 は、 全く 師 R 付せられ 穴う、 
惪果 は師に 付して 後、 十二月 十五 日に 靑龍 寺に 入滅せ 6、 惠 
果示 寂の 後、 師は 墓碑を 長 安に 建設し、 一大 長文を 作うて 其 
行 實を勒 せう、 後、 長 安の 醴泉 寺に 於て 扇 賓國の 僧 般若 三藏、 
及 a 牟尼室 利三藏 に 遇 a 、 南 天竺の 波羅 門に も 遇 s た-^、 是 
等の 僧の 事は 詳なら 3 る も、 般若 三 藏は曾 て 五 天竺を 歷 遊し 
唐 R 留う て經 典の 翻譯 等を なし y2 る も のな う、 師は是 等の 人 
ょ {天竺の 事を 聞き 梵語を 名 學 a /2 6、 而して 不空 金剛の 
弟子なる 曇 貞和尙 に 就て 悉 曇の 傅を 受け た う、 韓方 明に 就 s 
て 書を 學 CA て 妙 神 {(: 這 6 、 憲宗の 勅を 受けて 宮中の 壁 間に 王 
羲 之の 筆跡の 破損せ る ものを 修補し、 大に 賞讃を 受け 左 6 と 
いふ、 世に 傳 ふ、 師は口 並に 兩手兩 足に 各 筆を 執-^、 五處に 五 
行 同時に 書し ^ れは 、帝 及 a 滿 朝の 臣下 感歎 極うな く、 帝は 勅 
して 五 筆 和 尙の號 を 賜 ひ、 且つ 菩提 實の 念珠を 施與 して 歸依 
の 意を 表し 穴 ま a /^2 6 と S ふ、 傳に 筆を 口に し兩 手に 援 6 兩 
足に 挾みて 五所に 五行 一時に 書し ^ $ と S ひ、 一に 師勅を 奉 
して 宮中に 入る とき 日將に 暮れん とし、 事旣に 急迫したれ は 
五 筆 同時に 揮 a /2 る 毛 のにして、 機に 臨みて 一計を 案出した 


ク丨 (空) か 
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(六 ニニ） 


ク—へ 空) ^ 


ク ー( 空) 办 


る， P 0 なう と 云 ふ、 Z1 れ 盖し師 は韓方 明の 執筆 五 法に 通した 
るよ 6、 五 筆 和尙と S ふ號を 得 ^ る ものなる を、 後世 事を好む 
者 あ. CN て 附會し y2 る も のなる べし 師は 秘密 敎を 硏究— 梵學等 
を 講習し、 且つ 大 k 圖 書の 騰寫等 に 力を 用 CA /2 $、 一-身の 衣鉢 
給せ ずして 窮乏の 中に 乙れ を 力めた る 衣 6、 初め 師は 滯留二 
十 年を 期して 入唐した る もの なれと 名、 惪 果阿闍 梨は 旣 R 寂 
を 示し、 且つ 終 ic 臨みて 東國に 大法 弘 通の 付囑を 受け ^ れは、 
幸に も 高 階 眞人遠 成の 船便 あるに あ 穴 うて、 橘 逸勢と 俱 R 東 
歸 する Z- と R 决し 为 るな-^ 逸勢は 學資の 窮乏に 苦しみ 衣糧は 
辛う して 命 1: 續く R 止まう" 束修讀 書の 用に 足らす と 云へは、 
師 の狀况 を も 推知す へし、 元 和 元年 八月 憲宗の 下を 辭し眞 俗 
の 諸 同輩に 別る R あ / 2 6、 詩文を 贈うて 之を 餞す る 者甚穴 
多し、 而し て師か 留別の 作と して 靑龍寺 義操闍 梨 R 留め / 2 る 
詩 R 日く 「同 法 同門 喜 遇 深、 隨 空白 霧 忽歸 L <r、 一生 一別 再 難， 
見、 昨 夢 思中數 々尋 / と、 大同 元年 十月に 海上 數纟 波濤の 險 
を 凌き て筑 前の 岸に 着し、 遣唐使 高 階 遠 成の 京都 R 復命す る 
R 依うて、 請來 せる 經律 論疏章 等の 目錄 R 上表 文を 附して 奉 

獻 す、 其 典籍の 目錄 によれは、 新 譯經等 一 百 四十 二部 二百 四 

十七 卷 、梵字 眞言 讃 四十 二部 四十 四卷 、論 疏章等 三十 二部 一 百 

七十 卷あ {、師 は 先つ 筑前 よう 上表 文を 奉 6 請 來の目 錄を獻 

して 後 暫く. 太宰府なる 觀世音 寺に 錫を 留め ^ 6 、 是れ 風雪 R 

阻まれた る R よる 名のな 6 と 云 ふ、 大同 二 年 二月 十一. 日 R 田 

中 某の 方め R 忌 齋を設 く、 其 願文 R よれは 乙の 年間 客 旅に あ 

6 て、 千 手 千 眼大悲 菩薩 並 R 四攝八 供養 摩 訶薩埵 の 十三 尊を 

圖繪 し、 且つ 妙法 蓮華 經 一部 八 軸、 般若 心 經二 軸を 書寫 し、 田 


中 某の ため R 法事を 修し为 る 乙と、 尾 ゆ、 博 多に 滯留し 一 寺 
を靱 めて 東 長 寺と 號 したぅ と 云 ふ、 旣 にして 東 歸の途 R 上 6、 
行夕法益を施し、安藝の市杵姬の祠にも詣し穴るもの、如し、 
盖東歸 の 途中 此 地. ^ 過き 6 たる ものなる へ けれは、 必ずや 東 
長 寺 建立の 後 R て 即ち 二 年 四月ょ-^ 十一月 頃までの 乙と なる 
べし‘ 幾 もな くして 和 泉の 國 R 到 6 槇 尾 山寺 ic 着せぅ、 十一 

月 八日 一 初めて 久 
米 寺 R 大日 經疏 
を講 し ^ '^ と 云 
ふ、 當時 實惠、 
堅 惠等聽 衆の 
中に あ- と 
傳ふれ とも、 如 
何 R や 疑は し、 
大同 四 年 二月 比 
敷 山の 最澄 弟子 
を 横 尾 山 R 遺は 
して 問 候せ 6、 
同年 七月 士 .政官 
よ- 〇 和 泉 _ 司“ 
、僧 空 海、 右 被 = 


く 


下した る官符 なりと 云 CA 傳 ふるもの あ'^ 日 
右大臣 宣 s、 p , 件 僧？ 令 ぃ住= 京都-者、 國宣 -1 承知 ^ 依 k 入 レ 京 
符到 奉行 大同 四 年 七月 十六 日と、 師の 事は 夙に 朝 聞 R 達した 
るへ きも， 近畿の 諸 地に して 新に 唐ょ 6 傅へ たる 眞言の 敎義 
を講說 するな と、 をの 行事の 世の 目を 引く と z: ^ とな*^ y2 れ 


(七 ニニ） 


書 


名人 家佛 本日 


ば 官符の 下 るに も あるべし、 をの 翌弘仁 元年 十月 二十 七 
n 一に 上表して、 曾て 最 澄か毘 盧遮那 壇を 建設した うし 高 雄 山 
寺に 於て、 諸 弟子を 率ゐて 仁王 經の 大法を 修 せんこと を 請へ 
乙れ 師か 始めて 金剛 智以後 豚々 として 傳は れる兩 部大曼 
荼羅祕 法の 親しく 靑龍 寺に て 受けた ると 乙ろ を修 せんとした 
る 名 のにして 眞言 宗の 端緖 を發 かんとした る ものな 6 即ち 元 
年 十一月 十五 日 高 雄 山寺に 於て 最澄等 四 人に 金剛 界灌 頂を 授 
け、 十二月 十四日 同し く 高 雄 山寺に 最澄以 下 一 百 九十 餘入に 
胎 藏界灌 頂を 授 く、 其 大衆 多くは 東大寺、 元 興 寺、 大安 寺， 興 福 
寺等奈 良諸大 寺の 僧侶な 6、 而して 最 澄は Z: れら の奈茛 僧侶 
と共に 師ょ A 灌 頂を 受け / 2 うとい ふ、 此 年間に、 最澄は 時に 
師を高 雄 山寺 幷 (/C 乙訓 寺に 訪問して 相與に 敎義を 語 6 たる Z. 
と あ 6、 延曆寺 興 6 て 奈良 0 僧侶は 常に 意に 滿 穴 3 る もの あ 
うて 事 あら ば 直に 相衝 かんとした るが、 俱に 同し く師の 前 ic 
灌 頂を 授かう ^ うとい ふは 誠に 當時 佛敎界 0 一大 盛事と いさ 
はるへから ず、 嵯峨 天皇 即位の 初、 勅を 奉して 宮中に 入- CN 天位 
の 安泰を 祈禱 し、 藥 子の亂 には 屢 々勅を 受けて 高 雄 山寺に 國 
家の 平穩を 祈禱 したう、 而して 藤 原 仲 成 等誅に 伏して 亂平定 

する に 至 6、 師は 天皇の 歸依を 蒙む る Z. と 愈々 深し、 弘仁 元年 

十月 二十 七日に 勅を 拜して 高 雄 山寺に 於て 仁王 經の 大法を 修 

し國 家の 平 穩を祈 禱 したるな 6、 乙れ ょう 天皇は 師か說 くと 

Z. ろの 兩大 曼荼羅の 祕法に 意を 寄せた まふ Z: と、 なう、 師の 

德譽は 益々 揚らん とせ 6、 同年 奈 良の 諸 大 寺 ^ 迎へら れて東 

大 寺別當 となる 嵯峨 天皇 夙に 學藝と 好み 給 ふ 故に、 師が道 業 

の餘妍 究せ し書畜 詩文 等は 大に 天皇の 欣 敬し 給 ふと Z: ろと な 

ク？ (.空) 力 


$、 玆に輿 法の 好機 曾を 得た るな う、 師が 書法を 唐の 韓方 明に 
學 ひ たる も、 入唐 以前に 意を 此に用 ゆる ic あらす は 僅に 三年 
の 間佛敎 k 修業す る餘 暇に 硏究 したる ものなら は、 をの 精妙 
なる 乙と 此 に 至る 乙 と あらさる へし、 執筆 試筆の 法、 師 よ-^ 起 
-ク 、鶴 頭、 偃 波、 垂露 、懸針 等の 諸 鉢、 及 a 眞 書の 四點 即ち 竪 誠、 
臥 針、 糸點 、半月、 皆師 よう 出て / 2 る ものな 6 と S ふ、 殊に 大 
師流 とて 傳 ふる 飛白の 一 鉢は、 師か神 筆を 弄し 穴る ものなる 
へし、 我國に 書法 あるは 師に 始まる にあら 3 る も師は 天禀の 
材 能を 以て Z1 れを擴 張し 穴れ は、 實 際に 於て は 師は我 か國の 
書の 祖な う、 而して 嵯峨 天皇は 師 と共に 書の 二 聖と稱 せられ 
たれは、 師か同 天皇の 聖鑑を 得た るは 一生の 幸榮と S は 3 る 
へからす， 書は 師 にと 6 て 一の 末技に 過き S る も、 これを 以 
て 當時大 に 重せられ しを 見る へきな う、 應天 門の 額、 高野山 座 
右銘 、東 寺の 風信帖 、補 陀洛 山の 碑文、 益 田 池 碑文 等を の 書 
に 關して 傳はる もの 少から す、 師は 唐よ- cn 筆エ福 某を 伴 a 歸 
うて 盛 (C 筆を 製造せ しめ ^ 6 と S ふ、 師 よう 筆の 製造の 一新 
したる 7^0、 如し、 かく 0 如くして 師は 天皇の 寵を蒙 6、 平 
安 朝の 學藝 か欝 勃と して 奮 興せん とする の 時期に 際會 して、 
その 天 禀の材 能を 擅に して 自ら 世を 脾睨 する に 至 6 しもの 誠 
は 謂 はれな きに 非ず や、 弘仁二 年 十一月に 乙訓 寺別當 に舖せ 
られて 高 雄 山寺よ 3 同 寺に 轉す 、乙は 其 京都に 出つ るに 便利 
なる による、 然るに 翌年 同 寺 V」 辭して 再 a 高 雄 山寺に 入う し 
は、 師か 俗塵を 避けて 大法を 修 せんと 欲する 心の 切なう しに 
よらむ、 當時尙 ほ 東大寺 別當な 6 しかは、 時には 奈良 にも 出 
てた るべ けれども 高 雄 山寺は 師の 根本 道塲な うしな 6、 師は 
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此道 場に 在うて 一方 R は 比 叙 山なる 最 澄と 往來 して、 他方に 
奈 莨諸大 寺の 僧侶の 爲 R 大法を 說け 6、 弘仁四 年 藤 原 冬嗣の 
懇請に ようて 奈良 R 出て 興 福 寺 7X る南圓 寺の 建立の 供養 R 與 
6、 同 寺に 秘密の 大法を 修し たう、 其 堂に 安置せ る 丈 六の 三 
目 八 臂の不 空譜索 觀世 音の 像は、 師か藤 原 氏の y 2 めに 繁榮 
を 祈禱 して 造 立した ると 乙 ろに して、 をの 堂宇 成 6 て 冬嗣に 
懇請せられ 自ら 臨みて 繁榮を 祈 禱し穴 るな う、 眞言 宗與隆 
の 初め 即ち 弘仁 元年 r 師は 勅 R ようて 淸凉 殿上に 諸 宗の學 僧 
と 論議す るに 方*^'、 南方に 當 うて 智拳 印を 結 a 、 面 門忽に 開 
けて 光明 燦爛犮 る 毘盧沙 那佛を 現し、 諸 宗の學 僧の 前に 即身 
成 佛義を 證し龙 れは 、皆 驚愕して 大地に 下 6 拜俯 した $、乙 
れよ 6 天台の 圓 澄、 華 嚴の道 雄、 三論の 道昌 、法相の 源 仁 等 
即ち 其 宗を去 6 て師の 門に 歸 したう と い ふ、 宮中 法論の 事は 
弘仁五 年に 最澄か 勅に よ6て 天台を 說き て奈 良諸大 寺の 學僧 
に對 し ^ る R 同し きか 如しと 雖 、其實 師か當 時 R 於け る 位置 
は大 に最 澄に 同し からず、 師は 初よ 6 奈 良の 僧侶に 歸順 せら 
る 、なう、 而し て師の 學德は 彼等の 前に 映發せ 6、 をの 專ら 

眞言を 說け るは 恰も 昆廬舍 那佛の 現した るか 如き 觀なき R あ 

らず 、天台は 最澄 初より 師に 親しみて 其說を 聞けう、 圓 澄" 

泰範 、光定、 賢榮 は皆最 澄の 弟子 R して 比叡山を 下うて 高 雄 

山に 師を訪 へ 6、 乙れ 弘仁四 年 t/c して 最 澄か灌 頂を 受けた る 

後一 年な 6、 奈 良の 學 僧の來 うて 兩部灌 頂を 受 くる もの 大安 

寺の 實慧を 以て 始 とす、 即ち 弘仁 元年に 來う て Z. れを 受け ^ 

う、 東大寺の 道 雄は 天 長 元年に、 道昌は 天 長 五 年に、 幷に高 

雄 山 R 於て 灌頂 壇に 上う、 源 仁に 至うて は 實に師 の 高弟なる 
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眞雅 ょり 眞言 宗を傳 へたるな 6、 3 れは弘 仁 元年の 淸凉 殿上 
の 法論に 圓 澄、 道 雄、 道昌 、源 仁 等 か 驚愕して 師に歸 したう 
と 云 ふ ものは 事實 として 信ずべ からず、 當時師 は 高 雄 山中な 
る 神 護 寺に 留う 、靜 に實慧 等の 諸 弟子と 共に 秘密 敎を 修行し、 
餘 暇には 文 墨を 以て 自ら 樂 める もの 動 止 極めて 平穩な 諸 
大 寺の 學 僧と 法論 せんとす るか 如きは 决して 望ま さると 乙ろ 
の ものな う、 法論の 事は 師を誤 う傳 ふる も のなる 乙と 明な り、 
殊に 圓 澄、 道 雄、 道 昌等か 空 海の 門 R 歸し穴 る 何れも 後年の 
Z. とに して、 其 事情 明なる tP の あ 6、 高 雄 山中なる 神 護 寺 (天 
長 二 年 一月 改めて 神 護國祐 眞言 寺と 改む〕 は 師か留 住して 一 
たひ 佛敎 の 中心と なれ 6、 弘仁 三年 即ち 最 澄か奈 良の 僧侶と 
共 R 灌頂を 受け ^ る 頃、 師は 實慧 以下 五六の 弟子を 率る て此 
に 留住 せう、 而して 當時杲 隣は 獨 6 長年 なれと も、 實慧 、智 泉、 
眞紹、 眞雅 、眞然 は 皆 少年の 學 僧な う、 師は是 等 諸 弟子に 對し 
て 日々 諄々 として 敎導す 最澄か 比 叙 山巔 に廢權 立實の 事業に 
忙殺せられ 居る 間に、 師は高 雄 山中の 深樹鬱 葱た る 間に、 別 
天地を 作う 諸 弟子と と もに 留 住せう 弘仁 三年 十二月 杲隣 、實 
慧 、智 泉を 以て 高 雄 山の 三 綱と なす、 弘仁五 年 元 興 寺の 僧 中 
璟の ために 罪を 赦 さん 乙と を 請 a 、 鑑眞の 遺 弟如寶 のために 
招提寺 封戶の 恩賜を 謝し、 後年 元 興 寺の 永繼 、藥師 寺 60 良 勝、 
西大寺 の 泰山、 興 福 寺の 康信 等の 赦宥 等を 請 ふな ど、 奈良諸 
大寺 のために 盡す 乙と 多し、 且つ 師が高 雄 山中に 留 住する ic 
方-^ 眞言を 修行 弘傳 する の餘 暇、 文 墨に 意を 傾けた るは 亦 師 
か淸高 幽靜な る 境遇を 想像 せらる、 なう、 弘仁二 年 六月 實慧 
を 遺は して 劉 希 夷、 王昌齡 等の 詩集 及び 飛白 書を 献上した る 
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か、 是れ師 か 高 雄 山中に あ 6 て餘 暇に 自寫し y2 る ものな う、 其 
上表 文に よれは 師は 唐よ 6 携へ來 うた る 詩文 集 及 墨 本 等を 讀 
み、 意 到れは 自 、ら 詩を 作う 書を 作うて 樂 めるな 3、 然れ とも 師 
か 文 墨に 於け る も 亦 自ら 轉法 輪の 因緣な ら さ るは なし、 鹾峨 
天皇 か 綿 百 屯に 御製の 詩を 添へ て 賜は うたる よ 6、 更に 詩を 
奉- CN /2 る も亦此 年間の 事に して、 師か文 墨の 間に 佛 法を 説く 
7^ の 着々 として 尾る へし 而し て、 その 學德の 四方に 喧專 する 
に 從ひ て來 6 問 ふ もの 益々 加は 6、 動 も すれは， 幽 靜を妨 けん 
とする もの あるよ 6、 師は 更に 隱 棲の 地を 求めん として 遂に 
高野山 創開の 事 あ 6 、 是れ弘 仁 七 年最澄 か 盛に 比 叙 山に 宗風 
を 顯揚せ る 時な 6、 師か此 時に 至うて 高野山を 創開す るは、 
恰も 最 澄の 比 叙に 對立 する が 如く 見 ゆる も 其實は 然るに あら 
す、 師は 京を 距る 乙と 南方 二十 餘里 なる 山中に 俗塵を 避けん 
とし ^ るな 6、 諸傳 記に よれは 此年 五月 師は 大和の 南部 次 
る 山中を 經 行して 偶然に 此靈區 に 出て、 即ち 創開の 事を 企て 
穴る ものと 云 ふ も、 師は 往年 大和 紀 伊の 深山幽谷を 蹂涉し 犮 
る M と あれは ほ レ 乙れ を 知- CN しならん、 而し て紀 伊に 良豊田 
丸と いふ もの あ 6 て、 特に 師に此 地の 形勝を 報し たれは 師の 

意は 益 動き、 即ち 弟子 信 叙を 發遣 して 之を 探らし め、 又 實慧、 

泰範の 二 高弟に 命して 地を 相せ しめ、 而して 後此に 法 基を 建 

立せ A とし ^ る も のな 6 と い ふ、 六月 十九 日 上表して 之を 請 

a 、 七月 八日に 至うて 勅 あ $ 官符を 下し、 伊都 郡の 地 北は 紀 

伊川を 限う、 東は 丹 生 川上の 峰、 南は 當 川の 南なる 長 峰、 西 

は應神 山の 谷を 限うて 師に 賜は う ^ $、 此月師 は 神 護 寺に あ 

$ て 大安 寺の 勸操 等の 左 め R 兩部灌 頂の 事を 行 a 、 又 十月に 
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は勑を 奉して 天皇の 聖粹 安穩の 祈禱を なす、 而して 一 方に 
は實 慧泰範 等を 督して 高野山 創開を 經營 せう、 豐田 九の 子に 
して 師の 弟子と なれる 圓 明と v» ふ もの、 師の 命を 受けて 專ら 
土木の 乙と ic 關し y2 る もの、 如く、 同 八 年 四月よう 四面 七 間 
なる 金堂を 建築す るに 方り て" 師は 高野山に 登りて 結界を 修 
せ- 〇、 古傳に 師は 乙の 工事に あ ^ りて 伊呂波 歌を 作りて 木 匠 
をして 謳は しめた 6 と い ふ、 弘仁九 年 二月の 頃 諸國に 大に疫 
病大に 流行し 左れ は、 師は勅 請を 拜して 高野山 中よ 6 出て、 
東 寺に 入 6 般若 心經を 講して 災厄 攘 除の 祈禱を なしたり、 十 
年の 春に 至 6 て 金堂 落成し 尋 s て 鐘樓 、經藏 皆 落成した るが、 
師は 重ねて 高野山に 登りて 此年 五月 三日に 鎭 守を 勸 請す、 こ 
.、に 於て 高野山 建立 0 事は 全く 功を 竣り穴 6 、然れ とも 隱棲 
の Z. とは 尙ほ師 の 意の 如くなら S る もの あ 6 て、 京 附近の 地 
を 去る 乙と能は ^ 6しな4、弘仁十一年に東國に旅行して、稀 
陀洛 山を 創開し y2 る 勝 道の 遺跡を 問 はんとし / 2 る ものなる 
毛、 亦 乙れ 師か 世間 並に 出世間の 譁囂を 避けん とし 穴る もの 
なら 3 るを 得す、 此 年間 殊に 京 附近の 地を 去らん とし / 2 るは 
別に 理由 あう、 弘仁十 年 二月 最澄か 上表して 比 叙 山 . -C 戒壇を 
建立 せんとせ るよ {、奈 良の 諸大 寺は 沸騰せ 6、 大安 寺の 護 
命、 東大寺の 景深等 主として 極力 最澄に 杭し、 南北の 法論 紛 
糾せ 6、 師 か東國 旅行は 最澄 か顯戒 論 三卷を 著作して 奏上し 
穴 る 年 R して、 師は此 法論の 紛糾を 厭惡 して 避けん とし 7^2 る 
ものな らん か、 即ち 眞濟 及 a 大安 寺 幹 海を 拉して 東 下し、 伊 
豆の 桂 谷 寺を 經 過し 七月 廿 六日に 下野に 抵 う、 勝 道の 弟子な 
る 道 珍に 迎 へられて 中禪 寺に 詣し 、をれ よ $ 此二荒 山の 勝を 
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探うた'^、 此 山は 寒 秋 二季に 暴風 あるよ $ 二 荒の 名 あう、 師 
は [II 中に あ 6 てこれ か鎭 定の祕 法を 修 し、 二 荒を 改めて 日光 
といへ う、 ぇの 稀 陀洛 山と S ふ も 亦 二 荒と 云 ふよ 6 出て / 2 る 
な 6、 師が甞 て 京師に て 作う し 勝 道の 碑文には 補陀洛 山と あ 
るもの亦日光といふと、もに、師の創意に出てたる毛のと思 
はる、 乃ち 往年 道 珍 等の 請に よ 6 て ? i 陀洛 山の 碑を 作うて よ 
6 深く 勝 道の 遺跡を 景 慕し 遂に 登攀し ^ 6、 乙れ 恰も 勝 道 
か 寂を 示して よ 6 三年の 後な 6、 師は歸 路東國 を 回歷し 到る 
と Z. ろに 法 益を 施し" 十二月 四日に 高 雄 山に 着した るが、 尙 
ほ 比 叙 山の 戒壇の Z. と 落着せ 3 れは "師 はこの 抗爭を 厭 Di /2 
るへ し、 而し て師か 一年間の 旅行を 終へ て 再 a 高 雄 山中 R 留 
住する や、 道聲益 々高し、 殊 R 十二 年に 讃岐國 司よ 6 萬 農 池 
の 工事に 就きて 聘 請せられ 穴る： とは、 明に 師か當 時の 盛 望 
を 示せる ものな-^、 師讚岐 R 到 6 土 佐の 地方を も 回歷し y2 6、 
幾く 名な くして 京に 入 6、 弘仁 十三 年 二月 十一 日に 勅を 拜し 
て 東大寺に 於て 灌頂 道塲を 建立して 國 安を 祈禱 し、 尋ぃて 平 
城 上皇に 灌 頂を 奉した 6、 此 年の 六月 四日に 最 澄は 戒壇 建 

立の Z. と 未た 免許せられ ずして 比叡山 R 寂を 示した れは 、師 

は 乙れ よ 6 海內の 信仰を 一身に 集む る Z: と 、なれ. CN、 十 住 心 

論は 實に Z1 の 年に 著作せられ たるな- CN、 (一說 に 天 長 七 年と せ 

う) 十四 年 正月 十九 日嵯峨 天皇 特 i'c 勅して 東 寺を 師に 賜は A 

且つ 眞言 僧 五十人を 置き、 永く 鎭護國 家の 祈禱 所と なす、 天皇 

は 特に 東 寺に 行幸 あうて 師 よう 灌 頂を 受け 給 ふに 至う、 師は 

殊に 眞言 宗を以 て 平 城嵯峨 の二皇 の戒師 となれ り、 即ち 夙に 

高野山 中に 遁れん とせる 師は 、遂 R 京を 去る 能は ざる 乙と、 
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な 6、 眞言 宗は乙 れかた めに 與隆 する M と V なれ $、 淳和天 
皇 立ちた ま a てよ $ 信仰 歸 依した まふ Z. と 益々 深 重 ic して、 
師は 常 R 宮中に 參 候して 眞言の 秘法を 修 し / 2 ろな 6、 天 長 元 
年に 勅を 拜して 神泉苑 に 雨を 祈禱 し、 實慧 、眞濟 、眞 雅/眞 
紹等皆 祈 禱に 參與し 師か 祈禱の 靈驗あ 6 しかは 天皇は 
大 R 乙 れを嘉 賞し ^ ま a 、 三月 二十 五日少 僧都に 任した ^ ふ" 
をの 四月 六日に 上表して 辭 せと 名 許されず、 六月 十七 日 R 勅 
あうて 東 寺を 永く 眞言 弘傳の 本 所と なし、 號し て敎王 護國寺 
と S ふ、 師諸 弟子を 從へて 此に留 住して、 常に 鎭護國 家の 祈禱 
をな し" 且つ 講堂 及 a 五重塔 造營 のこと に從 へう、 四 年 五月 
に 宮中に て 百 僧を 請して 大法 會あ $、 師 主として 乙れ R 與う" 
をの 冬大 僧都に 任せら る、 宮中に 於け る歸侬 信仰は 益々 師の 
一身 R 集 6、 天皇の 姐 等 亦師の 盛德に 服す 五 年 二月に 師の敎 
を 受けた る 如意 尼 夜に 乘して 宮中を 遁れ 攝津の 山中に 入る" 
乙れ よう 宮中の 修法 祈禱は 年々 に 盛大 R なれ 6" zl の 年間に 
師は東 寺 及 a 神 護 寺 R 留住 して 屢々 宮中に 參 上した う、 奈良 
幷に 比叡山 R 對 する 關係は 益々 親密な 6、 即ち 天 長六苹 には 
甞て比 叙 山 戒壇の 事を 以て 極力 最澄に 對抗し y2 る 元 興 寺の 護 
命の y2 め ^ 、 八十の 寶壽の 詩を 作うて 送れ 6、 z. の 年 十一月 
を 以て 更に 大安 寺 別當に 補せられ 犮$、 比 叙 山に 對 しては 西 
塔院の 落慶會 に、 實慧、 眞濟 、眞雅 、道 雄、 等を 率ゐて 臨めう、 
而して 師か高 野の 山中に 隱棲 せんと お？ P ふ Z. と、 益々 切なる 
を 致し 八 年 R 病を 以て 大 僧都の 職を 辭 し、 九 年 十一月 敎王護 
國寺を 實慧に 付し 高 野の 山中に 入 6 .四 恩の 萬燈會 を修 す、 承 
和 二 年 正月 京に 上 6 宮中に 眞言 院を 興し： 止 月 八日よう 秘密 法 
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を 修行す 是を後 七日の 御 修法と 云 ふ、 後 高野山 (C 皈ぅ三 月 甘 
一日 諸 弟子の ために 數條の 訓戒を 遺し、 靜に 眞言 道塲に 結 伽 
趺 坐して 寂に 入る、 時に 壽六 十二、 後、 文德 天皇 天 安元 年 勅し 
て 大 憤 正を ii 贈し 淸和 天皇 貞觀六 年 法 印和尙 位を 追贈し、 醍 
醐 天皇 謚號 弘法 大師を 賜 ふ、 謚號の 勅宣に 日 ふ、 「琴敍 已絕遺 
音更淸 、蘭 叢雖 X 凋餘 香猶播 、故 贈 大僧正 法 印 大和 尙空海 消-- 瘦 
煩惱 (抛，， 却驕貪 (全 J 二 十七 品 之 修行 (斷= 九十 六 種 之 邪見； 旣 
而佛 日西沒 深海， 而 仰，， 餘輝ハ 法 水 東 流通-, 陵 谷- 而導 -I 淸 
波ハ受 ，1 密語， 者多滿 ，1 山林 〖習- 1 眞 趣-者 自成 f 淵 藪 — > 況太上 法皇 
旣 味_, 其 道； 追，， 憶 其 人 i 雖 浮 天 之 波濤 — > 何 忘 積 石 之 源 本 — ■» 宣 T 
加_| 崇飾之 典， 謚 a 號弘法 大師 ±> 延喜二 十一 年 十月 二十 七日、 勅 
使少納 言 朝臣 惟助」、 と 大師の 門下 甚 多し、 其 聞 ゆる 者は、 眞 
雅 -J ® 慧、 眞濟 、道 雄、 圓明、 眞如 、杲 隣、 泰範 、智 泉、 忠延、 眞紹、 
堅慧 、道昌 等な 6、 著作 十 住 心 論落脫 文、 十 住 心 論 問答、 ID 身 
成佛義 、聲字 實相義 、呼 字義、 般若 心經祕 鍵、 祺藏記 尊 位、 略 
付法傳 、付 法傳 問答、 大日 經略釋 •大日 經祕釋 、金剛 頂經 略釋、 
金剛 頂 一字 頂 輪 王 儀 軌音義 、一字 頂 輪王祕 音義 、敎 王經祕 
釋、 眞實經 文句、 仁王 經開 題、 仁王 經 法、 法 華 經密號 、法 華經 

十 不同、 法 華祕釋 、梵 網經開 題、 最勝王 經略釋 、景勝 王經伽 

陀 、金剛 般若 經開 題、 心 經略釋 、諸經 開 題、 大佛 頂經開 題、 

孔雀 經開 題， 阿 彌陀經 開 題、 無量 義經釋 、千 手經開 題、 十一 

面經開 題、 浴 像經開 題、 瑜祗經 行 法 記 開 題、 金剛 王 經祕密 伽 

陀 、文殊 讃 法身 禮註釋 ，如意 輪 菩薩 觀門 義註祕 訣 、上 新請來 

等經等 目録、 眞言 所學經 律 論 目録、 授三 摩耶戒 文、 三 摩耶戒 

灌頂 文、 三 摩耶戒 表白、 平 城 天皇 灌頂 文、 嵯峨 天皇 灌頂 文、 

1( 空) ^ 


眞言 宗灌頂 御 願 記、 結 緣灌頂 表白 表、 遺告、 金剛 峰 寺 遺 記、 
五部 陀羅尼 問答 宗祕 論、 陀羅尼 義釋 "諸 尊 眞言 梵字 句義、 阿 
字義 釋 、眞言 二 字義、 萬 字義 略記、 持 念 眞言 埋觀啓 白、 十二 
眞言 王儀軌 、眞言 傳授 作法、 眞言 雜 問答 書、 四阔曼 荼羅義 問 
答、 四 種 曼荼羅 義口决 、五 種 供養 義 、梵字 悉曇 字母 釋 、大悉 
曇 章、 悉曇 雜義鈔 、兩部 大法 緣 起、 傳法 問答、 最極 i 密 文、 
祕書鈔 、祕 密鈔書 、金 匱祕錄 要 文、 遍照 金剛 記、 字 塔 一 合法 
表白、 願文 集、 雜觀 行書'  天 正 令 正印義 、惪日 寺反徵 •高 野 入 
定 作法、 高 野雜筆 集、 消息 狀 、文章 肝心鈔 、玉 造 小町 形衰 記、 
不動 尊 詩、 不能 詩、 ^ ^ ^ ^ ^ 乳、 ^ 一^〇^  ^9 次第、 胎藏 
次第、 胎藏 次第、 胎藏 念誦 次第、 胎 藏界祕 記、 胎藏 道塲觀 略 
本， 胎藏界 印 眞言 記' 5t 炙 ^ 代 ^ 汉 、砍夂 否 又、 金剛 界 次第、 
金剛 界 第二 略 次第、 金剛 界私 記、 金剛 界降 三世 五重 結 護、 金 
剛 界業義 、金剛 界 肝要 略記、 金剛 頂最 勝眞實 三昧 次弟觀 念， 
無 盡莊嚴 三昧 念誦 次 弟 私記、 九會圖 別記、 建立 曼荼羅 次第、 
無量 壽 次第、 求 聞 持 次第、 金輪 次第、 千 手 觀音行 法 次第、 持 
寶 金剛 念誦 法 次第、 大勝 金剛 次第、 十八 道 念誦 次第 I 十八 契 
印、 十八 道儀軌 、不動 次第、 不動 納凉房 式、 不動 尊 功 能、 不 
動 尊 記、 ^ 要 書、 愛染 作法、 雙天 次第、 吉祥天 次第、 謹 摩 略 次 
第、 護摩 私記、 護摩 秘 記、 護摩 鈔 、護摩 法、 護摩 本、 外 護摩 
略記、 息災 護摩 次第、 四 種 護摩 口訣 、嵯峨 文、 內 護摩 法、 內 
護摩鈔 、內 護摩 略記、 觀內 護摩、 壇爐記 各一卷 、辯顯 密二敎 
論、 秘藏 記、 秘密 漫羅敎 付法傳 、大日 經開 題秘釋 、金 制頂經 
開 題、 最勝 王經開 題、 守護 經釋 、釋摩 訶衍論 指 事， 大日 經疏 
文 次第、 三 摩耶戒 序、 遺誡、 無名 秘書、 高 野往來 集、 胎藏 界廣 


ク—、 V 空) 力 
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(二三 二） 


ク上空 )ガ  ク 1C 空) 办 


の 文意 R 依れは、 延曆 十七 年 四月 九日 廿五歲 と あり" 梅園 奇賞 
幷 に 古文書 類纂 R 収むる 石山 寺 古文書には、 延曆廿 二 年 四月 
七日 三十 歲にて 東大寺 戒壇に 登う 具足戒 を受 くと 云へ 6、 
以上の 諸 說皆其 據る所 あれは 輕率に 取捨 1: 加 ふへから すと 
雖 、今 姑く 考 ふるに、 三 敎指 飯、 石山 寺 古文書は、 最も 意を 留め 
3 るべ からす、 石山 寺 古文書に して 眞 R 當 時の 文書なら は、 
一言を 費す まても なく、 此一 文書 R ょ 6 て 他の 諸 書に 見 ゆる 
所の 誤うな るを 證 する R 餘あ 3、 然れ とも 其 古文書は 現存せ 
3 るを 以て、 實地 R 眞 贋を 辨別 すべから す、 眞濟の 空 海 僧都 傳 
に 依れは、 三 敎指歸 三 卷を作 6 て 優 婆 塞と 成る と あれは、 延 
曆 十七 年 廿五歲 にして Z- れを 作- cn て 儒 敎を棄 てた る 7P、 即時 
R 出家し 穴る R あら 3 るは 明瞭な $、 然れ は延曆 十七 年廿五 
歲に して 優 婆 塞と な 6、 後、 延曆廿 二 年 三十 歲に して 始めて 
具足 戒を 受け ^ る 7P のな らん か、 一說 R 延曆九 年 十七 歲 にし 
て 三 敎指歸 を 作 3、 後 十七 年 廿五歲 にして 再 治し / 2 る ものな 
うと 云へ とも" 事實に あらす、 三 敎指 飯の 文意 自ら Z: れを證 
せう、 要する R 三 敎指皈 等 R 依れは、 大師 か佛敎 に 飯し たる 
は 廿五歲 以後なる と事實 なるべし、 古傳 R 讃岐屋 島寺慧 雲に 
就 S て 戒律を 學ひ 犮 うと 云 ひ 大安 寺 思 託に 就 S て 三 聚戒を 受 
け ^ {と 云 ひ、 空鉢眞 海と 云 ふ 者 R 就 S て 具足 戒を受 けたう 
と 云 ひ、 石 淵寺勸 操に 就いて 具足戒 を 受け 穴う と 云 ひ、 東大 
寺堪久 に 就いて 具足 戒を 受け / 2 うと 云 ふ 等、 說 紛然 左れ と 
も 皆詳 ならす、 次に 大師 か 入唐の 事情に 關して も 稍 明瞭を 缺 
けう、 且つ 其 年月に 關して も 遺告 文、 請 來錄 、玉 印鈔 等に 五月 
六月の 異說 あう、 玉印鈔 R 延曆 二十 三年 五月 十二 日に 勑 許を 


記、 金剛 界 次第、 金 則 界口訣 、金剛 界 大儀 軌谷二 卷、 秘藏寶 
鑰 、三敎 指歸ノ 大日 經儀軌 、敎 王經義 記、 四 ft 曼荼羅 義 、胎藏 
界 次第、 胎藏界 私記、 金剛 界 次第 各 三 卷 、理趣 經釋、 眞言 答 書 
各四卷 、大 H 經開 題、 敎王經 開 題、 理趣經 開 題、 法 畢經開 題 各 
五卷 、文 鏡秘府 論六卷 、秘密 曼荼羅 十 住 心 論、 遍照發 揮性靈 
集 各十卷 、篆隸 字書 三十 卷 、遺告 眞然大 德等支 、大師 牙牒各 
百十卷 (以上 著作 ir は眞僞 未决の 名の 數部 あ*^) あ り、( 空 海 僧 
都傳 、贈 大僧正 空 海 和上傳 記、 弘法 大師 廣傳 、弘法 大師 行狀集 
記. •弘傅 畧頌鈔 、弘法 大師 御傳 、弘法 大師 行 記、 弘法 大師 年 
譜 、弘法 大師 正傳、 眞言 傳 、本朝 神仙 傅、 元亨釋 書、 明匠晷 記、 
東國 高僧 傳 、本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 錄以 下略す) 

〔考〕 穿 海の 事蹟に 關し て、 古 來異說 あうて 未た 决せ S る も 
のな-^、 殊に 其 出家 以前の 經歷 ，幷 R 出家の 年 時、 大に 明瞭 
を 缺 けり、 然 6 R 眞濟の 空 海 僧郡傳 等の 文意に 依れは 夙 R 大 
學 I1J1 經科 r 入うて 儒學を 専攻した るは 事 賞な 6、 而して 三敎 
指 坂の 文意 ir 依れは、 其 大學を 出て 儒 學を棄 て 7*?. る 事情 も 略 
ほ 判 知 せらる も'  出家の 年 時に 關して 古來傳 ふる 所 諸 說一樣 
ならす、 即ち 大師 二十 歲、 二十 二歲 、二十 五歲 、三十 歲 等の 說 

あ 6.、 先つ 遺吿 文と 云へ る ものに 延曆 十二 年 二十 歲に して 和 

泉の 棋尾 山 R 登 り戒を 受 くと 云へ う、 後世の 傳記 大半 此說を 

採れう' 然るに 七大寺 年表には、 延曆 十四 年 廿二歲 R して 東大 

寺の 戒壇 R 登り、 勤和尙 ょう 具足 戒を受 くと 云へ {、 經範の 行 

狀集 記 R は 十四 年 四月 九日と 云へ-、 本朝 高僧 傳の 東大寺 堪 

久傳 ic は 同年 R 別 當堪久 ょ 6 具足戒 を受 くと 云へ 6、 眞雅の 

空 海 和上傳 記、 (實は 眞雅の 撰に あらざる べし) 幷 r 三 敎指坂 


(三 三 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


得た うと 云 ふは 事實 なり、 日本 後紀 等に 依れは、 五月 十二 日 
勅許を 得、 六月 一日に 難 波よ $ 船に 乘 6、 七月 六日 R 肥 前を 
出發 し、 八月 十日に 福 州 R 到着し 7^2 るな {、其 餘瑣 細の 異說 
は 皆茲に 暑して 擧け す、 

ク 1 カ ク你工 覺 カタ ゲソ覺 眼を 見よ、 

ク ー ク ー タン  々菴 チキ 智暉を 見よ、 

クーダ ジ* &SI ブッゲ 1 佛猊を 見よ、 

ク ーゲ ミョ— リ d  I 妙寵を 見よ、 

ク 1、A ノ炸 H 外 ソ- ョ-僧 溶を 見よ、 

ク 1、 ゲ空外 シン ショ-心 昭を 見よ、 

ク 1 ゲ ニン*^ エ 華道 人 シ ユ| シン 周 信を昆 よ" 
クーダ ジツ 空 月 (一九 三 七〕 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の學 僧 
な-^、 空 月 字は 禪 性、 初め 戒壇 院に 入うて 圓 照に 受學 し、 滿分 
戒を 受け、 戒律の 奥旨を 通 貫す、 又 東南 院に 在うて 細に 三論 
の玄 致を 究め、 高野山に 登 6 兩 部の 密 灌を受 く、 戒壇 院に回 
6て羯磨を持し、敎外の旨を慕ひヤ宋の諸刹を問ひ、歸へう 
て 禪 敎を說 きて 二 京 R 接 化す、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高 
僧 傅} 

ク丨ダ ゥツ ぬ 工月  .シン カィ 心 海を 見よ、 

ク ーコー 空廣 jj oo 哉. 〔曹洞 宗 ：一 奥州 示現 寺の 禪僧 なり、 

空廣 字は 天 海 橘 諸兄の 後裔に して、 京都の 人な 6、 八歲 にし 

て 佐賀 の天寵 寺に 入うて 出家し、 十五 歲 受戒す、^^ め 諸老を 

徧參 し、 遂に 源 翁心昭 の法嗣 となる、 應永六 年 示現 寺に 出世 

す、 同 二十 三年 二月 十五 日 寂す、 壽六 十九、 臘五 十四、 遺偈 

あう 日く* 四大皈 。本、 如，， 子 得, 母、 虛空說 k 夢、 聞 得 太奇" 


ク！ (空〕 ア—コ 


(日本 洞上聯 燈錄) 

ク—コ ク^ j ■一谷 ミ m  - ォ- 明應を 見よ、 

クーシ 空 子  ニ チ セ-日 政を 見よ* 

ク ー、 v キ^^ a ショ— ユ -聖融 を 見よ、 

ク？ シツ 作 工室 ミ ョーク —妙 空を 見よ、 

ク ー シン 空 心 ii g -o 〔眞言 宗〕 攝津圓 珠院の 開山な 6、 
空 心 字は 契冲 俗姓は 下 河 氏、 其 先は 近 江 蒲 生 郡 馬 淵 村に 住す 
祖父 左衞門 元宣は 加 藤 肥 後 侯に 仕へ、 父 現 全は 尼 崎靑山 侯に 
仕 ふ、 師は寬 永 十七 年 尼 崎 R 生る 甫めて 五歲 母口づ から 百 人. 

一首を 授 くるに 不日に して 能く 記誦す 父實 語数を 授 くるに 亦 

同し、 七 歲疫を 患 a 、 窈に 天滿 天神の 號を 書して 祈禱 し、 靈 

驗に感 す、 後 常に 出家の 志 禁じ 難く、 父母に 强 請して、 十一 

歲の時 今 里 妙法 寺手定 法師の 弟子と なる、 初め 般若 <1:' 經を受 

けて 讀 〇 こと 四 五 度に して 能く 請し、 且つ 書す、 十三 歲 にし 

て 剃髪し、 高野山に 登う、 東 寶院快 賢に 師事し、 居る 乙と 數 

年、 學行大 に 進む、 快 賢よ 6 五部 灌 頂を 受け、 兩部大 闇 梨 K 

列す、 寬文 二年檀 越の 請に 應じて 攝津生 玉の 曼陀羅 院に住 

す、 然れ とも 城市に 隣う" 喧閙 なる を 厭 a 、 壁 上 r 歌 1: 題し 

て遁れ 去り、 諸國 R 周遊して 大和 長 谷 寺に 至う、 一七 日を 期し 

絕食 念誦す、 寶生 山 R 登うて 三七日を 期し 練 行す 吉野葛 城 等 

の 山川 靈異の 地 一として 至ら S るな く、 後 高野山に 皈 6 て圓 

通 寺快圓 に 菩薩 戒を受 け、 和 泉久井 里に 往き菴 居す る 乙と M 

年、 次に 池 田 河の 側に 居泛て 徧く皇 朝の 國史 實錄 古記を 讀み、 

國 風を 好みて 廣く其 書を 探る、 延寶五 年 河内 鬼 住 山 延命 寺覺 

彥 に 安流灌 頂を 受け、 儀軌 二百 餘卷 を手寫 し、 生駒寶 山寺に 
_ _  _ ^.1 
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辭、 


納む 、八 年手定 寂し、 其 遺命に ょう 妙法 寺に 住す、 傍らに 一 
室を 構へ、 老母を 迎 へて 孝養を 盡 す、 會德川 光 园萬葉 集の 註 
釋を撰 せんとして 師を 召す、 師固辭 して 出です、 然れ < も 其 
志 ^ 感し 遂に 萬 葉 代 匠 記 二十 卷惣釋 二卷を 作うて 進呈す、 
光园大 R 喜び、 白金 千兩 、絹 三十 匹を 贈うて 之を 勞 ふ、 師悉 
く 散 じて 貧者に 給し、 且つ 寺院の 修營に 充て 一 も 私する と M 
ろな し、 母 歿す 
.6 . に 及び 退隱し 
て 大坂東 高津に 
-圓珠 院を鄉 し、 

俗 客を 謝し、 淸 
修 自適す、 述懷 
の 作 あ $ 「我 乙 
そは あしの 下 折 
れ 一 ふしの あ-^ 

I t l i rr M 闌擊 

時に 物を 賜 S 起 
居を 問 ふこと 絕 
ぇず、 二兀祿 十四 

年 正月 二十 五日 寂す、 壽六 十二、 院の 後に 葬る、 明治 二十 三 

年 十二月 十七 日敕 して 正 四 位を 追贈 せらる 門人 今 井 似 閑 •海 

北若冲 、野 田 忠蕭等 あう、 著作 萬 葉 集 代 匠 記 二十 卷 、古今 集 

餘材鈔 二十 卷 、源 注 拾遺 十卷 、類字 名所 外 集九卷 •百人一首 
改觀鈔 、新敕 撰 集考 、和字 正濫鈔 、河 社、 各五卷 、勢 語臆斷 


四卷 、厚 顏鈔 三卷 、日本書紀 宴 歌 頭書、 萬 葉 集總釋 、古語 拾 
遺鈔 、二 四代鈔 、和字 正濫鈔 要畧 、年中行事 鈔 、勝地 吐懷 編、 
頭書 新撰 管 家 萬 葉 集 各二卷 、眞蹟 俳諧 歌、 三十 六 歌仙 賛歌、 
富士百 首、 雜 記、 雜雜 記、 和歌 拾遺 錄帖 拾遺 考要、 後 撰 考宮方 人 
帖 各一卷 、類字 名所 補 翼鈔 七卷、 漫吟鈔 二十 卷等 なう、 (碑 
文、 行 實 、近世 三十 六 家集、 近世 畸人 傳 、續 日本 高僧 傳 、近 
代 各 家 著述 目錄、 ) 

ク 1 シン 空 心  1 一-チ オ-日 應を見 よ、 

ク 1 シン 处エ 深 ゲブ シヨ— 玄 性を 見よ， 

ク—ジ や ク 空 寂 ( . 〕 〔淨 土宗〕 甲斐 某 寺の 學僧な 

-CN、  空 寂 俗姓 生國詳 かならず* 源 空 上人の 弟子なる 九 品 # 
覺明房 長 西に 師事して 諸行 本願の 義を 主張し、 著作 多し？： 無 
量壽經 疏五卷 、善導 觀無 量壽經 疏記 八卷 •元 照 阿彌陀 經疏鈔 
三 卷等あ 6、 然れど 名皆傳 はらず、 師初め 生 馬 大聖 竹林 寺に 
住し、 後 甲斐に 入うて 淨土敎 を 弘む 、(淨 土 傳燈錄 、淨 土總系 
譜) 

ク 1 ;、 ン -r 处エ 寂 y ,! カ ブ相 閑を 見よ、 

ク ーシ ユ ー 空 宗  ジ rl a  - 樹朗を 見よ、 

ク ー シヨ ー 空 性.  一. i: ハ ― : 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪 僧な 
う、 空 性 字は 痴鈍， 俗姓は 二階 堂 氏、 なう、 大覺禪 帥の 法嗣 
とな $ 建 仁 寺 R 住し、 後 建 長 ^ R 留 る’ 奥州 R 巡 化して 靈山 
普門禪 福の 三 寺を 開く  •正 安三 年閏 七月 廿 八日 寂す、 臨終に 
徒 R 示して 日 ふ、 雲 翳都盡 、萬 里 一天、 (延寶 傳燈錄 •本朝 高僧 
傳) 

ク ー シヨー 空 14 |狀 ?1 〔眞宗；1京師佛光寺第七代なう、 


〔五三 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


空 性 字は 了 源、 第 四 代 了 海の 第三 子に して、 永 仁 三年 五月 朔 
日を 以て 生る、 延慶 元年 六月 得度し、 南北の 學 筵に 遊 ふ、 正 
和 正 年 二月 五日 年 二十 二、 佛 光寺 第 六 代 明 光の 後を 繼 ぐ、 此 
時に 方う 宗徒 中 悪人 正 機の 名義を 濫用し、 放逐 無惭を 事と す 
るの 弊 あう T  了 源 自ら 矯正の 任に 當 う、 四十 餘 人の 高足を 諸 
國に 派し、 專ら 眞宗の 正義を 宣揚す、 元 應二年 六月 寺 基を 東 
山 今の 澁谷に 移す、 嘉曆二 年少 僧都に 補 せらる、 此年 後醍醐 
天皇 本尊の 由來 、及び 宗門の 起原を 勅問し 給 ふ、 乃ち 第三 
代 源 海 著す 所の 宗祖 傳記 、及び 祖書を 叡覧に 供し， 且 其敎義 
を 奉答す、 正慶 元年 遠參 尾の 三 州に 遊 化し、 建 武二年 伊賀 R 
留 錫す •延 元元 年 正月 八日 伊賀を 發す るの 途中に 於て 邪 徒の 
六め に ^ 擊 せられて 寂す、 (一 說に建 武二年 十二月 八日と も 云 
ふ)、 時 R 印 四十 二な う、 破邪 顯生鈔 等 漢和の 撰述 數部な 多、 
(本願 寺 通 記、 佛 敎各宗 綱要} 

ク ー シヨ ー空性 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 華嚴院 

の 法 親王な 6、 穴-性 字は 元 性、 崇德 天皇の 長子に して、 諱は 
重 仁、 號を華 嚴院宮 と S ふ、 崇德 天皇 讚岐に 遷うて 後磊 々と 

して 庶 人の 如し‘ 仁 和 寺 R 於て 出家し" 北院 にあう、 西行訪 

a 來う 、共に 昔時を 語る、'  翌朝 西 行 去らん として 歌 1: 詠して 

日く、 「かは る 世に 影 も か はらす すむ 月を 見る われ 3 へ R うら 

めしき 哉」 互 R 別れを 惜み左 うと $ ふ、 (傳燈 廣錄) 

み.- シヨ ー 空 照 (三 一七 九) 〔眞言 宗〕 越 前 波 着 寺の 僧な 

う、 空 照 俗姓は 九 IR 氏と 云 a 、 越 前の 人な う、 二 兄 あう少 

藏 、九郞 兵と 云 ふ、 少藏 は國 主 R 從 3 て 武藏八 王 寺の 役に 戰死 

し'  九郎 兵は 能 登侍從 に從 a て 加賀 大聖 寺 役 R 戰 死す、 瑞就 


ク 上 空) シ 


公其絕 家を 憐みて 空 照を 立て、 二 兄の 後を 繼か しめんと す、 
然るに 其母肯 せす、 二 兄の 爲め R 菩提心を 勸め 僧と なし、 且つ 
越 前よう 金澤に 至る、 徵明公 地を 賜 a 波 着 寺を 建つ、 此地 は橫 
山 忠次舊 第 地な 6、 元 和 五 年 再 a 命 あう 地を 小 龍 野に 轉 し、 同 
年 六月 空 照 旨を 奉して 石 川 郡 白山 祠鐘銘 を 作る'  盖し 加賀藩 
中 僧に して 文辭 ある 者、 師を 始めと す、 寂 年月 B 詳 ならす、 (燕 
臺 風雅) 

ク 1 シ 3 — ボ 1 ぬ 工性房 y ョ-ゲ ゾ了 源を 見よ、 

ク—ス ィ空水  ニ チオ -日應 を 見よ、 

タ ー セ ー 空晴 j 21 一 - fc/v 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 6、 
空晴 俗姓は 藤 原 氏、 隆 光の 子な う、 初め 延賓 已講 に 就て 法相 
を 習究 し、 後基繼 僧都に 師事して、 益 支 旨に 達す、 承 平 二 年 
維摩 會の講 席 R 座し、 少 僧都 R 任し、 喜 多院 R 住す、 天曆三 
年與福 寺を 主とう、 一 住 九 年、 天德 元年 十. 二月 九日 寂す、 壽 
八十、 門下 松 室の 仲算 、喜 多 院の眞 喜、 興 福 寺 守 朝、 東大寺 
平 忍の 四 神 足 あ*^、 (本朝 高僧 傳〕 

ク^-セ ー 空 誓 SH ii 一一 〔眞宗 」 江戶 築地 # 延寺 第一 一代 
な 空 誓は 江戶の 人な 6、 內外 の學に 通す、 本顯寺 宗學勃 
興の 時に 當う、 著述を 事と す、 寬文九 年黃蘗 の鐵 眼禪師 江戶に 
下う、 淺草海 雲 寺に 於て 首楞 嚴經を 講 し、 眞宗の 肉食 妻帶を 
攻撃す、 師 築地 R あうて 鐵眼 R 對抗 して 講 筵を 開き、 且つ 京 
都よ 6 能 化 知 空を 請し、 大 R 眞宗 の宗 義顯揚 R 力を 盡 くす、 
元 祿五年 十一月 三日 寂す、 壽 九十、 著作 正信偈 私見 聞 五卷、 
正信偈 註解 六卷、 三 帖和讃 註解 十九 卷 、御 傳探證 記十卷 、淨土 
眞宗私 問答 四卷 、因 陀羅網 十五 卷 あう、 (本願 寺通紀 、本願 寺 派 


ク ー( 空}、 V — セ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 三 二） 


ク！  '空) ゾ ー レ 


ク ー ( 空) > — ヨ 


學事史 ■三 餘隨 筆) 


f ジ f  窮情 カノ ノジ  ョ丨覺 盛を 見ょ • 
ダ 1 ホ 1 « 发 丰 キヨ- n- 敬 光を 見よ、 


ク ー ソ ー 空 操 (一 五—  ) 〔法相 宗〕 奈莨與 福 寺の 僧な う、 

空 操は 俗姓 不詳。 春德 R 師事して 法相を 受け、 寛 平 五 年に 維 

摩會 講師なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ク 1 ゾ 1 空 藏 ク y ンカ  ィ寬 海を 見よ、 

ク t ソン 空 存 -1 チ シ  ユソ日 春を 見よ、 

ク 1 ダ ツ空脫 ゲブム 還 無を 見よ、 

ク 1 チ 空 智 一ー ンク- 忍 空を旯 よ、 

空 堂 一ー チ  n ン日 近を 見よ、 

ク ー ブ ツ空怫  一一 一 gl ora 〔眞 宗〕 伊勢 專修寺 第 六 代な う、 

空 佛は專 空の 長子な う、 少年 多病なる か 故に 弟定專 をして ^ 

の 跡を 繼 かしむ、 應 安二 年 正月 定專 に 代うて 專修 寺を 主と 6、 

康曆二 年 四月 十四日 寂す、 壽六 十七、 (本願 寺通紀 ) 

ク 1 や 空 也 コ—シ ョ- 光勝を 昆 よ、 

ク 1 ヨ 空 擧 11 ギョ ク セン 玉 泉を 見よ、 

ク 1 ヨ 空 寒！ ー レ ッズィ 蓮隨を 見よ I 
ク ー レン 空 蓮 (1一11觉) 〔淨 土宗〕 近 江 信 樂の某 菴の僧 

な-^*  空 蓮は 號を 廓 # と 云 ふ、 近 江 信樂の 人な う、 出家し 

て淨 土の 念怫を 勤行す、 現世の 利益を 示して 衆生を 導かん と 

し、 岩窟に 入うて 七日 七夜 斷食 祈願す、 遂に 靈驗 によう 藕絲 

を 感得す" 師 自ら 南無 阿彌 陀佛の 名號を 書して 人々 に與 ふ、 

之れ を禮拜 すれは， 必す 掌中よう 靑黃赤 白 等の 藉絲 を 生す 

人 A、 皆 其 奋瑞に 感服した うと 云 ふ、 示 寂 年月日 詳 ならす、 (續 

近世 畸人 傅) 

〔考〕 空 蓮は 寬政 頃の 人な 6、 


f ン コー 訓公； j Ji o: 〔淨 土宗〕 京都 知恩院 第二 十四 代 
なう、 訓 公は 釋 蓮社肇 譽と號 す、 了 曉に師 事して 法を 嗣ぎ、 
三 河 信 光明寺に 住して 第二 代と なう" 又 州の 大恩 寺に 主と な 
う、 其 廢頹を 興す、 後 京都 知 恩院を 主と-^、 永 正 七 年 八月 十 
五日 遺命して 信 光寺 存 牛を 推擧 し、 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總系 
譜 、祝 禱篇) ' 

タン コ1 訓 光？ …… ) 〔曹 洞宗〕 長 持 寺の 開山な $、 
訓光 字は 義芳* 日向の 人な う、 東 川和尙 R 依うて 出家 得度し、 
遊 方して 明 窻禪師 に 師事して 印 可を 受け、 能 登諸嶽 山に 住し、 
繼で 日向の 長 善 寺に 徙 る、 晚年 R 至う 同 國に長 光寺を 築き、 
第一祖 となう、 某 年 寂す、 也壽 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

クン ケ 1 14 契 ショ ーシー 1 V 韶舜を 見よ、 

f ン F1 薰道二 •一. 二 Y た 〔曹 洞宗〕 江 戶靑松 寺 第 十二 代な 
う、 薰道 字は 高巖 、俗姓は 平氏、 相模 愛甲 郡の なう、 曾て 
父の 職を 襲 a て 縣令 となう、 後 之を 捨て、 天王院 R 投して 祝 
髮受 具し、 諸老 に歷參 し、 靑松寺 十洲補 道に 謁して 侍者と な 
う 久しくして 永 平 寺に 出世す、 相模 天王院 "江戸 全勝 寺に 歷 
遷 す、 晚年心 靈牛 道の 後を 踵き て靑松 寺を 領 す、 明 曆二年 九月 
五日 寂す、 壽缺 く、 西 山に 塔す、 法嗣 不中秀 的の 一人 あ*^、 (萬 
年 山 志) 

クン？ n  } 熏擧！ I ジヤク セン 寂 仙を 見よ、 

クン ヨ董 (興 目 ザィゼ ン在禪 を 見よ、 

クン ヨ 君擧！ I  F  I ギ 3 1 童 堯を 見よ、 


(七三 二〕 


書辭 名人 家佛 本日 


クラック リノ トリ 鞍作 烏 トリ 止 利を 見よ、 

クウ 果一 一 E: 四 五 〔眞 宗〕 耙伊栖 原 村極樂 寺の 住持な 6、 
杲字は 碩宗と s a 、 冷 雲と 號 す、 紙 伊栖原 村の 人な う、 學漢 
籍に邃 く、 兼ねて 詩文 書法を 善くす、 常に 菊地溪 琴と 互に 相 
唱酬 し、 其 推す と 乙 ろと なる、 寺 中 常に 講筵を 設け、 後進を 敎 
育す る こと 數十 年、 南紀の 學者師 の 陶冶 1: 受けさる ものな し、 
明治 十一 年 法主の 召に 應して 京に 入う、 西 山 校に 敎授 す、 梭 
廢 せらる V に 及 ひ、 學林副 講補に 遷 り、 十八 年 六月 六日 卒然 
病を 發し、 京都の 僑寓に 寂す、 輔敎 職を 贈らる、 著作 冷 雲詩鈔 
三卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派 學事史 } 

<3 クウ 3 1 果杲一 •一 〇 : !•: 〔眞言 § 山 域 東 寺の 長者な う、 
果杲は 前 太 政 大臣 公 ia； の 子、 出家して 益 守成 助 二師に 從 CA て、 
宗要 を學ひ 、貞治 二 年 十月 東 寺の 長者に 任す、 其 寂年缺 く、 
(東 寺 長者 補任、 仁 和 家 記) 

ク !?■ サタン 過査 t 奄 ゲ V ジヨ— 幻 成を 見よ、 

グウ ウン サン ニン 臥 雲 山人  シ d 1 ホ I 周 鳳を 見よ、 
グジ ウンソ 1 臥 雲 叟  チ ク—知 空を 見よ、 

グウ リユ F1 ニ ン卽龍 道 人  コ丨ゲ 高 外 V」 見よ、 

グウ オタ 瓦屋  ノ丨 コ 丨 能 光を 見よ、 

クゥ ィァン 快菴ミ  ヨ- キヨ— 明慶を 見よ、 

クウ イアン 快 ^ ミヨ！ キヨ  丨妙慶 を 見よ、 

タワ イイ 快 意 ii 八 0: 〔眞言 宗〕 武藏 護持 院第 三代な う、 

快 意 字は 俊 典、 父は 岡 村 氏、 母は 篠田 氏の 出、 大和 三昧 田 村 

の 人な 6、 十三 歲金 蓮院賴 意の 室に 入 6、 快壽 僧正に 從 s て 

落髪 受戒し、 又 四 度の 軌を傳 へられ、 瑜珈行 を修 す、 十六 歲大 


クウ 〔 果 、過) 夕 !? ( 臥、 茏) クウ イ (快} 


衆 園に 列し、 常に 淳亮 周溫に 敎を 開き、 宗敎の 奥義を 究む、 
天 和 元年 春奈 良に 往 き、 知 足 坊淸慶 に 唯識を 學 a 、 同 二年醍 
醐寺 大僧正 有雅に 祕藏を 授けられ、 一流の 淵源を 究む •而し 
て後豐 山に あうて 講筵を 開く、 貞享 三年 卓玄の 命 (C ょ- CN 梅 心 
院に 住し、 元 祿八年 春 室 生 山を 兼ぬ、 秋 七月 將軍綱 吉の命 
を 蒙う、 江 戶彌勒 寺に 住し、 同 十一月 護國 寺に 轉住を 命 せら 
る、 十二月 二十 二日 幕府の 執 奏に依 う權 僧正に 任せら る， 十 
年 正月 命 あうて 觀音 堂を 再興し、 七月 僧正に 寶永三 年 十二月 
大僧正に 累進し、 四 年 護持 院第二 代と なる、 一 住 三年 同 六 年 
職を 辭して 成滿院 を拜領 し、 此に 休隱 す、 正德三 年 大和の 法 
喜 寺に 隱れ、 享保九 年 七月 九日 寂す、 (豐 山傳通 記、 護持 院 世代 
記) 

クウ ィウン 快 運 r:: -: •だ 0: 〔淨 土宗〕 下野 專念 寺の 開山な 
へ 決 運は 行 蓮 it 照 譽と號 す" 俗姓は 佐 藤氏、 其 生 國詳か 
ならず、 虎 角に ょうて 剃髮受 業し、 遂に 法を 嗣 ぐ、 下野 喜 連 
川專念 寺を 開き、 慶長九 年 七月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜) 

クウ ィウン 快 運 5! ?: 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第二 
十九 代な 6、 快 運 字は 音識と 云 a 、 武藏埼 玉 郡 大澤の 人、 
俗姓は 大橋 氏、 母は 今 井 氏の 出な $、 幼に して 州の 增林村 福 
壽 院快眞 上人の 室に 入うて 剃髪し、 後 快眞の 越後 弘誓 寺に 移 
る や、 席を 繼ぎて 福 壽院を 司とう、 次て 豐 山に 登 6 .、苦 學年 
を 積み、 能滿院 梅 心 院を經 て 明 和 元年 武藏元 保 谷應德 寺に 移 
う、 安永 元年 十二月 二十 九日 幕 命に よ 6 极生院 に 住し、 第 十 
九 代と なる、 同 四 年 十一月 十日 遂に 豐山能 化 職に 進み、 翌五 


クウ ィ (快) ウ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 三 二） 
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年 正月 權僧 正に 任ず、 六 年 正月 江戶に 任官を 謝せん として 發 
たる 留守中に 火 あ 6、 講堂 丈 室 等 悉く 烏 有に 皈す 、師 直に 皈 
山し、 其 年 八月ょう 起工し、 前後 五 年を 費し、 遂に 舊 觀に復 
せし む、 在職 七 年に して 與喜 寺に 移う、 天明 七 年 三月 十四日 
寂す、 壽缺 く、 著作 卓義錄 若干 卷あ う、 (新義 眞言 宗 史料) 

クウ イエン 快 圓( . 〕 〔三 論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 

う、 快圓は 東南 院智舜 に 師事して 三論を 學び 、且つ 法相 俱 
舍 を 究む 、常に 東大寺に 在うて 定 春と 俱に名 あう、 時の 人 空 
宗の 寵蛇俱 舍の麟 鳳と 稱す、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

クウ イエン 快 圓( . ) 〔淨 土宗〕 武藏 誓願 寺の 僧な 

う、 快圓は 信 濃の 人、 幼に して 出家し、 諸 檀 林に 遊學 す、 後 木 
曾の 深 谷に 坐禪 し、 禪宗の 旨を 得た うと 云 ふ、 尋 て三緣 山に 
登う 議席を 開く、 殊に 碧巖 集に 通ず、 後 武藏淺 草 誓願 寺に 住 
す、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭 流祖 傅) 

タク イオ 1 快 私 羽  ゲン、 >  d  > 支 俊を 尾ょ、 
クウイガン快侃一 51 洁〔眞言宗〕山城智積院第十八代 
f、  快 侃は 是春 、自ら 邦 淑と號 す、 山城 相樂 郡下拍 の 人、 

俗姓は 仲 氏、 源 家の 末裔な 6、 年甫め て 十三 家、 俗 舅、 明 王 

院快繼 の 室に 入うて 得度 受戒す、 元祿七 年 九月に 四 度の 瑜伽 

行を 習 a 、 九 年洛東 智積院 R 入う、 化 主宥證 僧正を 拜して 請 

益し、 晝夜 精進す、 更に 三 摩 耶戒を 受け、 又灌 頂を 受 く、 是 

れ正德 三年な $、 同 五 年 春 醍醐 山 幸 心の 室に 侍し、 兩 部の 印 

契 眞言を 學 a 、 諸尊秘 軌口訣 I: 受 く、 享保九 年 集議評 席に 入 

う、 眞 俗の 事務を 裁斷 す" 十九 年秋傳 法大會 精義 者に 櫂 てら 

れ 、滿 山の 大衆を 導く、 元 文 四 年 八月 化 主 僧正の 命に よう 京 
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都 六 波羅密 寺に 住す、 寬保二 年 春 智積勸 學道塲 に 登 傳法 
灌頂を 勤む、 仝 年 冬 十二月 智積院 の 大衆を 統領す、 三年 夏 請 
に 依 6 蓮 臺寺 R 轉 し、 同 冬 仁 和 寺 法王の 執奏 R 依 6 櫳 僧正に 
任す、 寶曆 三年 命を 拜して 智積院 の 第 十八 代と なる、 四 年 春 
江戶 に往 きて、 將軍 R 謁し， 下野 日光 山に 詣て V 東照宮を 參 
拜 す、 六 年 二月 十二 日 智積院 に 於て 急病に か、 6 翌十 三日 寂 
す、 壽七 十五、 臘六 十三な 6、 ( 新義 眞言 宗 史料) 

タワ ィキ ヨ 1 快慶  S 1 一 1  七條佛 所佛エ なう、 快慶 
は 法名を 安 阿 彌陀と s a 、 世に 略して 安 阿 彌と稱 す、 叉 越後 
法 橋と 號 し、 丹 波 講師と s ふ、 康慶の 弟子な う、 其 技倆の 勝れ 
穴る を 以て 康慶 及 a 運慶 等と 並 a 立ちて 東大寺 大佛師 職に 補 
せらる、 作る と Z. ろの 佛像 頗る 多く、 一 ^ 記す へからす、 一 
説に 後深草 天皇の 建 長 五 年 七月 十五 日 寂す、 壽 八十と い ふ も 
詳 ならす、 (大 佛師系 圖下學 集) 

タワ ィタ ン快賢 G fe 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な う、 
快 賢は 下野の 人、 廿歲 にして 比叡山 R 登う、 業を 西 塔の 菩提 
提房 に 受 くる 乙と 六 年、 大原 に菴 居す、 寺 主師を 長講の 職 R 
補す、 保延 元年 十一月 九日 寂す、 壽八 十四、 5 朝 高僧 傅) 

クワ 1 ゲン 快 元； r-- •一 jt  〔臨 濟宗〕 某 寺の 禪僧 なり、 

快 元は 鄕貫 未詳、 下野 足利學 校を 中興し、 儒 典を 講究し、 學 
生を 敎 育す、 文明 元年 四月 甘 一日 寂す、 壽缺 く、 (足 利 學校書 
籍 目録) 

クウ ィ f ン快 山 ii 三 i: 〔淨 土宗〕 下 總大德 寺の 開山な 
6、 快 山は 照 蓮 社 光 # 直 至と 號 す、 法を 普 光 觀智國 師に禀 
け、 行德新 宿大德 寺の 開山と なる、 寬文五 年 六月 三日 寂す、 


(九 三 二） 


書辭 名人 家怫本  日 


世 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

クウ イシ キ快識 —': £ : 一， j -t: 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第五 
十一 代な 6、 快 識字は 大賢， 武藏埼 玉 郡 神明 下 村の 人な 6、 
幼 ic して 郡の 尾 曾 根衬照 蓮院快 龍に 隨つて 剃髪し、 增林村 福 
壽院に 住し、 後豐 山に 登り 第一 座と なる、 弘化四 年 八月 西 新 
井 總持寺 宥圓の 請 R ょうて 同 寺 r 住し、 安政 六 年 十月 三日 江 
.戶根 生院に 晋み 、慶應 二 年 十一月 十五 日 幕 命を 蒙う A 豐山能 
化 職に 補す、 往職二 年に して 同 三年 十一月 十二 日 寂す、 壽欠 
く、 (新 義 眞言 宗 史料) 

クウ イジ ン快深 (二 01  一 A) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な 快 深 字は 定 俊、 俗姓 生國詳 かなら す、 中性 rc 聖 
憲に 師事して、 宗乗を 究む "應安 年中 聖憲 ょう 釋論 の徼 旨を 
受け、 釋論 定俊鈔 十卷を 作る、 寂 年缺 く、 (結 網 集、 諸宗章 疏錄} 
クジイ ジユ 快壽 廷誌 〔新 義眞重 S 大和 長 谷 寺 第 八 
代な 6、 快壽 字は 春圓 、薩 摩の 人、 俗姓は 神戶 氏な う、 幼 
年 大乘院 快 性に 從 CA て薤髮 し、 十六 歲四 度の 瑜瑜 行を 修 し、 
十八 歲三 摩耶戒 、及 a 兩 部の 灌 頂を 受 く、 寬永十 年智 積院 R 
往き 始めて 講塲に 學 S、 密乘 R 通す、 正 保 四 年の 春、 宗俊元 

俊 等と 俱に園 城 寺 R 遊 a 、 毫忠 R 天台の 宗學を 學び 、實 雄に 

法相の 敎義 を學 a 、 更に 醍醐 寺に 登 6、 法務 大僧正 寬 濟に謁 

し、 兩 部の 大法 諸 尊の 契印 等を 傳 ふ、 慶 安二 年の 夏、 尾 張 蓮 

華 寺の 請に ようて 其 寺に 移う、 一 住 五 年" 承應二 年の 春、 再 

ひ 智積院 に 注き、 隆長 僧正に 謁す、 同年 十一月 尾 張 中 納言光 

友の 命 R 依うて 長久 寺に 遷う 、一 住 七 年、 三年 將軍家 綱の 命 

を 受けて、 豊山に 登う、 主位 R 補す、 寬文 元年 正月 僧正に 任 
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せらる、 仝 年 六月 日光 山に 詣で 、江戸に 至 6、 幕府に 請うて 
豐 山の 院 宇を 南 麓に 遷 S んこ とを 以てす、 將軍 之れ 1: 許して 
疆 界を增 す Z1 と 數百步 、且つ 黃金七 百 五十 兩を賜 ふ、 師 喜ん 
で 山 R 歸う "專 ら經營 R 務め、 エ成 るを 得 7^2 う、 寬文六 年 五 
月 十五 日 寂す、 壽五 十三 ( 豊山傳 通 記) 

クウ イシ ユ ー 快修 j A-t fs 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
なう、 快修は 中納言 大宰師 俊忠の 子な う、 最雲源 暹二師 に 
師事して 台 敎を學 び、 應保二 年 天台 座主 R 任し、 永 万 二 年 僧 
正に 轉 任し、 仁 安元 年 再び 天台 座主、 に 還 補す、 承 安二 年 六 
月 十二 日 寂す、 壽七 十三、 ( 天台 座主 記) 

クウ イジ ユン 快 順 ハソ H エ範惪 を 見ょ、 

クウ イシヨ ー 快 成 ( . ) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 寶性 

院の 大學講 なう、 快 成は 高野山の 富那 密林 論師 なう、 玄海 
に 大法 心 印璽 寶 器を 付せられ、 二十 八世祖 となる， 高 野寶性 
院に 住し、 傳法 僧都 R 任せら る， 付 法 一人 あう 信弘 とい ふ、 
(續 傳燈 廣錄) 

クウ イセ ン快川 ショ S キ紹 喜を 見ょ、 

クウ イゼン 快 # ( . )  f 眞言 宗〕 京都 尊 勝 寺の 律師 

f,  快 禪は敎 王 僧都と いふ、 詳傳 なし、 付 法の 弟子 四 人 
あ 6、 ( 傳燈 廣錄) 

タワ イゼン 快禪 ( . ) 〔淨 土宗〕 加賀 El 誓 寺の 僧な 

6、 快禪は 加賀小 松の 人、 幼に して 圓誓 寺に 入うて 僧と な 
う、 佛事を 習 ふ も、 一 も 得る とこるな し、 師僧 圍 碁に 耽うて 
常に 碁 客を 迎 ふ、 師 毎に 傍らに あうて 之を 觀、 竊かに 得る 所 
あるが 如し、 一日 客 散 じて 後 老僧 師に 試に 圍碁を 許し、 師の 
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書辭 名人 家佛本  日 


(〇四 二) 
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歳 幼なる を 侮 6、 井目を 張らし め、 數日の 後には 已に 相抗す 
る 能は S るに 至る" 後金 澤に 到う 遍ねく 碁 名 ある 者と 鬪ふ に、 
復師の 右に 出づる ものな し、 遂に 諸 州に 漫遊して 東都に 來 う、 
傳 通院に 寓居し、 本因坊の 門に 入る、 當時增 上 寺 門主棋 を 好 
み、 碁客數 輩を 招き 師と鬪 はしめ しに、 師の 右に 出づる もの 
なし、 是ょ 6 師の 名大に 顯れ、 駿河猶 無と 共に 其 名 最も 高し、 
或は 師を以 て 優れう となし 或は 猶 無を 以て 優れう となし 更に 
其 甲乙を 知る 能は ず" 玆に 於て 日を 卜し 大に湯 島の 茶樓 に會 
して、 其 優劣を 定む 、看官 皆 輸贏を 以て 賭す、 師鬪 CA て輸 く" 
凡を 碁の 法は 前後 二 局を 以て 期と なす、 前 局 終うて 再び 後 局 
を圍 みしに、 師の石 勢 又 難澀 し" 將に潰 へんと す、 猶無誇 6 
て 日く、 優劣 旣に 知るべし と、 師潜思 良 ^ しう して 石を 下す 
に 形勢 一變 して 猶 無の 石 勢 支 離 分裂し、 遂に 相抗 する 能は ず、 
石を 投じて 去る、 玆に 於て 師の名 益 盛んにして、 人 皆 段に 登 
らん Z: とを 勸ひれ ども肯 んぜ す、 凡そ 棋官の 家 登 段の 品 料を 
設け、 高 手 あれば 金を 以て 品 料を 買 ふなう、 師自ら 謂 ふ金錢 
を 出して 品位を 買 a 、 自ら 足れ 6 となす ものは 論ずる に 足ら 

ず、 佘の 如は 但對 秤し 輸贏を 以て 品 料を 定む るの みと， 終に 

段に 登らず" 江戸に 在る 乙と 數十 年、 辭 して 鄕 里 R 歸 らんと 

し、 路信 濃を 過ぎ、 病みて 寂す、 其 年 時 及壽缺 く、 (棋 僧快禪 

小傳) 

クウ イソー 快叟 リヨ-キヨ-良 慶 を 見ょ、 

クウ イソ ン 快 尊 一一 一一 晒 - to AH 〔眞言 S 紀伊 高野山の 學 僧な 

6、 快 尊は 和 泉の 人な う、 十一 歲宥 快の 室に 入 A て 侍 童と 

なう、 十六 歲 得度して 三 密を學 S、 早く 灌頂 5: 受 く、 諸方を 
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巡 化し、 講を 張る、 應永の 末 良 雄の 讓を 受けて 寶性院 に 住す、 
二月 十五 日 天 野宮に 始めて 見 童の 論 席を 啓き、 竪者は 西方 院 
の華壽 、題 者は 五智 院の 朝算 なう、 仁 和 寺の 法務 奏して 紀伊 
名手 莊の 租稅を 納れて 問答 會に充 つ、 此問 答會は 在 昔 開かれ 
しもの、 中頃 廢 うしを、 師再與 したるな $、 夂 政 元年 七月 二 
十三 日 寂す、 壽七 十六、 (本朝 高僧 傅)  - 

クウ イソ ン快 尊 ii lg c 新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 こ 
十七 代な う、 快 尊 字は 賢 海、 大和 添 下 郡番條 村の 人な う、 
幼ょう 州の 11 福 寺 快 傅に 就て 出家し" 豐山に 登 6、 留學 三十 
四 年" 第三 席ょう 武藏浦 和 玉藏院 に轉 住し、 後彌勒 寺に 移 
明 和 三年 豐山能 化に 任ず、 主 職に ある Z1 と 七 年、 安永 二 年 四 
月 十五 日 寂す、 壽七 十一、 (新義 眞言 宗 史料) 

クウ イソ ン快存 il ss 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 十 
三代な 6、 快存 字は 是 心と s  a、 薩摩の 人な $ 正 保 四 年 
三月 廿 一日 穎 娃郡開 聞 山 下 R 生る、 父は 池 田 氏、 母は 安東 
氏の 女な 6、 甫めて 十 歲邑の 瑞應院 快 譽に 事へ、 內外 の諸籍 
を 習讀 す' 瑞應 院は薩 摩の 總廟 にして、 開 聞 神社の 別當 なう と 
す、 萬 治 三年の 春 瑞應院 後 住快義 僧都 R 從 S て薙染 受戒す" 
翌寬文 元年の 春瑜伽 十八 道、 金剛 界 護摩 軌 、及 a 胎藏 大法を 
受け、 數百ク 月慇戀 に 習修 す、 寬文四 年快義 僧都 鹿兒 島の 護 
國山 大樂寺 安養 院に 移住す、 師 其道塲 にて 重ねて 十八 道， 金 
胎兩部 大法、 及 a 護摩 軌を受 く、 修練 一百餘 日 R 及 ふ、 僧都 同 
府經 圍山寶 成就 寺の 灌頂 道瘍に 幢幡 儀 庭を 建て、 縵 幕を 四隅 
に 張う、 大阿闍 梨と なる の 日、 師に三 摩耶戒 場に 登う、 菩薩 心 
戒を 受け、 兩部自 姓內庫 R 入う、 五部 圓果灌 頂を 沐 す、 已に三 


(一四 二 


書辭 名人 家佛 本  日 


寶 一流の 印璽を 中心 R 受 く、 寬文七 年快義 亦移轉 して 同宗 坊 
津 一乗 院に 住す、 師猶 は隨從 す、 翌年 春 快 義法幢 を 同 院に建 
て パ 傳法灌 頂を 授 く、 師 金剛 壇に 登 $、 無 漏 尸羅心 地を 受 く、 
遂 R 印璽を 付せられ 阿 闍梨職 位を 受 く" 寬文 十二 年 秋 初めて 
笈を 負うて 洛東智 積院に 入 6、 議論の 席に 列す、 運敝 僧正 師 
の 器 宇を 知 6、 師の爲 め R 灌頂 壇を 開き 中性 院 一流 灌頂印 信 
を 許可す、 金剛 頂經を 學 a 、 法幢を 都鄙 R 張う、 兼ねて 大和 
下 駒 寶光院 R 住し、 唯識を 興 福 寺に 習 ふ、 寶光院 に て 辨才天 
法を 修 する Z. と 一 百日、 此 R 於て 辨才 天生 身を 現し ^ $ と 云 
ふ、 延寶四 年 夏 總州西 光寺 義忍和 尙薩州 一院の 請に ょう、 西 
光寺を 師 R 付す、 師 乃ち 東行す、 運敝 僧正 詩を 賦して 餞うて 
日く、 千里 問津 甞，， 苦 辛： 敝衣空 鉢每安 k 貧、 喜 師 一日 董 名刹" 
適意從 ，今 轉 = 秘 輪 —'* と、 旣に して 師寺を 铺營 し、 盛に 衆生を 度 
し、 延寶六 年 再 a 智積 院寮舍 R 掛 錫し、 山中の 諸 知識に 謁し、 
十一月 九日 慧空 法師に 見ぇて 具足 戒を 受け、 佛舍利 七 粒を 授 
けらる、 是れ 鑑眞和 尙請來 する 所の ものな 6、 師 一生 之を 敬 信 
し、 後智積 院寶藏 R 納め、 小 塔を 建つ、 同年 律師に 任せられ 
翌春少 僧都に 昇任 せらる 悉 曇の 妙 旨を 究め、 天 和 元年 大 僧都 

奴 任せら る， 同 二 年 春 法 印に 叙 せらる、 また 智積院 信 盛 僧正 

に 就きて 請 益し、 同 七月 病に 罹る、 同月 十三 日大殿 火を 失す、 

師 病床を 蹴うて 起ち、 佛藏 經卷を 出した うと いふ、 一年 空覺 

と共に 高野山に 登う、 韻 聲决 擇を學 a 、 翌年 春總 州 R 皈ヘ う、 

梵網 仁王 等の 經を講 す、 同 國德滿 寺隆乎 和尙の 室 ^ 入う、 印 

可灌 頂を 受 く、 和尙 之を 器 許して 地藏 報恩 二流の 蘊奥を 授け、 

重ねて 傳法 一流を 許可 せらる、 元祿某 年武藏 護持 院造營 の 


時、 師選 はれて 供養 師とな る、 將 軍の 命に よ 6 梵字に て 不動 尊 
種子を 書して 呈 す、 將軍 喜 a て 時 服、 及 a 狩 野 常 信 筆の 繪を 
與 へらる、 十一 年 夏 西 光寺に 法 華經を 請し、 聽衆 には 諸宗の 
碩德 三百 餘 に 及 ふ、 寶永二 年 薩隅日 三 州の 太守の 請に よ 6 皈 
省して 坊津の 一 乘院に 住し、 院 室の 摩 尼 珠院を 兼帶 す、 此に於 
て 太守 有司に 命して 一 乘院の 寺 家 悉皆を 再營 せし む、 同 四 年 
冬當山 先師 大乘 現住騰 雲上人の 附法を 得、 十一月 法幢を 建て 
、衆を 化す、 翌年の 夏に 戒經 を講 し、 寶永六 年 太守の 命に よ 
6 廩 島の 大乘寺 に 轉 住し、 同國 中等 王院 、及 6i 院 家の 尊 壽院 
を 1  兼帶 す、 翌七年 春先 師騰雲 和尙の 許可 附法を 受け、 金胎曼 
荼羅內 庫を 開き 最上 大乘 密塲に 傳法灌 頂を 授 く、 頂受 する も 
の 二百 餘人な う、 正德 元年 智積院 大衆© 招 R ようて、 京に 上 
う、 六 波羅密 寺に 住し、 中興 十四 世と なる、 兼ねて 常 盤精舍 
に掛 錫し、 翌年 春 醍醐 山に 攀 ち、 法務 寬濟 大僧正に 謁し、 又 
報恩 院 流の 儀 軌秘釋 の 源 底を 汲み、 重ねて 瓶瀉 を受 く、 同 七月 
幕府の 命に よう 武藏眞 福 寺に 移 新義 派の 寺院を 檢 柄す、 
秋 金 胎兩部 內陣を 開きて 報恩 印璽 秘軌を 授け、 又傳法 印秘釋 
を 下 總成田 新 勝 寺院 主に 授 く、 享保 元年 秋將 軍の 命を 拜して 
智積院 の 十三 世と なう、 先師 大阿闍 梨 正 僧 正義 山 大和 尙の付 
法を 受けて 一山 大衆の 敎主 となる、 又 中性 院二 十六 世の 法務 
に 兼補し、 同年 勅旨を 拜 し參內 して 龍 顔に 咫尺し，， 玉 盞を賜 
a 、 權 僧正に 任せら る、 翌二年 江戸 R 往き 、將 軍に 謁し、 白 
銀 数百 枚 時服數 重を 賜 ふ、 三年 春 命 あ- N、 參內拜 謁して 正 僧 
正に 轉 し" 爾後 宮中の 御 筵に 侍し、 榮 遇せら る、 越えて 四 年 
微疾を 示し、 伏 見 ic 退隱 す、 薩摩 出水 城主 幸 善 寺を 開き、 喜 
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(二 四 ニノ 


クウ イ (快) デー  F 


志久 利神祠 の別當 寺と なし、 師 1: 請して 開山と なす、 此に於 
て 中性 流 印璽を 二世 宥敝 和尙に 傅へ、 以て 當寺 代々 法 印 心 法 
豚と なす、 享保九 年 八月 廿 九日 寂す、 七十 八、 臘六 十六、 
(快存 上人 傳) 

クウ -* r デン 快傳 ラ ィゲッ 賴玄を 見ょ、 

ク !? ィ F1 快 道 —- 1 fe 〔新義 眞言 宗〕 江戸 根 生 院の學 
僧な う、 快 道 字は 林 常， と 云 ふ、 上野 勢 田 郡 山上の 人、 幼に 
して 學問を 好み、 郡の 相應 寺の 住僧 某に 句讀を 受け、 其 寺の 靜 
閑を 愛して 數日 家に 飯ら S る 乙と あう、 後遂 R 住僧 某 ic 就 い 
て 得度す、 稍 長して 大和 長 谷 寺に 遊び、 益 學問を 力む、 相應寺 
地 僻 ic して 學資 給せ す、 同窓 R 請うて 傭 書し、 僅に 學資を 支へ 
たう、 六合 釋に關 する 書を 作うて 化 主法 住僧 正の 說を駁 し、 其 
怒に 遭うて 退いて 高野山 R 遊び、 益 得る 所 あう、 後 東 飯し 武藏 
浦 和 玉 藏院に 住し、 數" 江 戶に 出て、 傳 通院 等 R 聘せ られて 講 
席を 開き、 大に 盛 # あう、 江戸 第一の 碩學 と稱 せらる、 遂に 江 
戶湯 島根 生 院に 住し、 講 席を 開き、 門學 市を なした 6、 文化 七 
年 二月 廿 一日 寂す 壽 六十、 師 性質 豪放に して 小節 R 拘ら す、 

其 根 生院に 住せん として 二度 選に 當ら す、 寺社 奉行 同 院の役 

僧を 召して 其 故を 間へは、 役僧 日 ふ、 快 道は 一世の 碩學な れ 

とも、 常に 佛を禮 せす、 經を 誦せす、 根 生院は 天下の 祈願 所 

なれは、 か、 る 僧を ば迎へ 難しと、 奉行 日 ふ、 天下の 祈願 所 

を 置く 所以は、 濟生益 物 R あうて 禮 佛誦經 にある にあら す、 

何ぞ快 道を 迎 るに 妨 くる 所 あらむ、 zl v ic 於て 三 / 2 a 選して 

住する Z1 と、 なう / a うと 云 ふ、 著作、 七十 五 法 念流鈔 、入 

阿毘 達磨 論玄談 、阿毘 達磨 論 標條、 俱舍皞 記、 俱舍玄 談、 


クウ 文 快、 回、 恢) 


因 明 疏詳定 記、 同 海 鏡、 同門 念 # 、 六合 釋稩義 "同辨 誤、 同 
指 門 粒 釋 、六合 釋 章疏標 目、 同 叢林 評註、 十 句義 論叢 林、 金 
七十 論 私記、 同 操 鏡、 攝八囀 義了問 廓 答、 大 疏懸談 、同隨 聞 
記 科 文、 同 口の 疏 私記、 管 綾 相承 義随聞 記、 敎主 十九 人異說 集、 
釋論疏 愚 記、 同 私記、 同 法敏疏 一覧、 唯 識四少 疏 辨量鈔 、玄 
羿唯識 量緣 、新舊 兩譯澍 話 章、 觀所緣 了 論義疏 、同義 述 、衆師 
立 敎目錄 、瑜伽 地論疏 、同釋 勘 文、 文句 義决鈔 、超 信 論 私記、 
雜藏經 略述、 年忌 月 忌 本說 、日月 行路 集異鈔 各一卷 、金 七十 
論疏 、唯 識述 |£ 顯義鈔 、義林 章玄談 要述 、四 敎義鞴 忌 鈔谷二 
卷 、俱 舍法義 略記、 因明攻 鼓、 各三卷 、十 句義 論决擇 ，攝八 
囀 義 論述 意、 釋論疏 、同鈔 、二十 唯識論 權衡鈔 谷五卷 、學要 
稠 林、 法 華玄義 文句 見聞 錄 各八卷 •論義 私記 十三 卷 、因 m 疏 
量義鈔 二十 卷 、俱 舍法義 三十 卷、 外に 手澤 通計 五十 四 部、 百 五 
十六 卷 あう， (碑文、 新義 眞言 宗史) -  . 

夕 !? ィりユ ー 快 龍 ( . ) 〔浄土宗〕 山城 淨華院 の 僧 

f，  快 龍 姓は 沼 氏、 泉州大 鳥の 人な う" 九歲に して 波 手 
の寶圓 寺に 入 A 僧と なる、 後 水 戶中納 言に 請せられ て 同地に 
至 6、 後 京師 淨花院 に 住する R あたう 水 戶中納 言 崇敬して 修 
艇 五十石を 寄す、 壽 八十 歲 R して 寂す、 (鎭流 祖傳〕 

ク !? ィチ ン回天 ； 5:. •一. H: 〔曹 洞宗〕 山城 興聖 寺の 禪 僧な 
回天は 能 登の 人な う、 幼に して 加 賀金澤 野 田 寺 町の融 
山院 に 投して 得度し" 京燦 等と 共 R 磨甎 R 侍し、 遂に 其 法を 
嗣 き、 興聖寺 R 出世す、 嘉永六 年 八月 三日 寂す、 門下 掾環坦 
山 あ-^、 

クジィ 5* ツ « 徹？ ョ丨 セ-良 誓を 旯 ょ、 
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タワ イリ ン 恢麟 ii s; !: 淨土宗 ：一 攝津 一心 院の 僧な 
恢麟は 性 相の 學に通 し、 一心 院に 住し 慧解を 以て 聞 ゆ、 文政 
七 年 正月 三十日 寂す、 壽缺 く、 著作 法相 伊呂波 名目 四卷あ $、 
(淨 土宗 史料) 

クウ イリ ユ 1 恢龍 1: 1; 〔淨 土宗〕 江戸 長 福 寺の 僧な 
6、 恢 龍は 直 蓮 社 玉 # 順 爾と號 す、 秀惪 上人の 俗 弟に して、 
久しく 貴屋に 師事して、 淨土敎 を 學び 、業 成うて 江 戶長福 寺 
に 住す、 县福 寺は 本 眞宗の 寺な うしを、 後江 戶麴 町に 移して 淨 
土宗 となせ しなう、 延寶四 年 十二月 二十 五日 寂す、 壽 欠く、 
嗣 法の 高弟に 雲 臥 一入 あう、 (淨 土總 系譜) 

タワ イ レイ慨 嶺 ii 醜 砂 〔淨 土宗〕 山城 平等 院の 僧な 6、 
恢嶺 字は 痴堂 、曠蓮 社 廓 # と號 す、 俗姓は 岸 上 氏、 天 保 十 年 
八月 八日を 以つて 尾 張 名 古屋に 生る、 年甫め て 十三 R して 州 
の實瑞 寺文嶺 R 投じて、 薙髮 し、 安政 元年 武藏に 遊び、 三緣 
0J 增上 寺に 掛 錫し、 居る Z: と 二 年、 一宗の 譜脉を 承け、 後 四 
方に 周遊し、 徧く諸 名 宿に 參 し、 尾 張に 皈 6、 木 村 春 樹の家 
に 寓して 大藏經 を閱讀 す'  明治 元年 增 上寺學 寮に 主と なう、 

六 年中 講義を 拜し 、十三 年少 敎正 に累遷 す、 師甞 宗學の 久し 

く 奮は ざる r 憂へ、 明治 三年 首唱して 朿西兩 都に 淨土 宗敎黌 

を 設け、 推 3れ て 東部 司敎 となう、 轉じて 西部 司敎 となる、 

師敎 育の 任 R ある こと 十餘 年、 其 薫陶を 受けた る 者の 甚た多 

く、 敎綱大 に 張る、 十六 年 宇治 平等 院 {C 主と なう、 十八 年 二 

月 十五 日 寂す、 壽四 十七、 臘三 十五、 明治 二十 九年師 の 功績 

を銓考 して 正 僧正を 贈らる、 著作 選 擇集纂 註 五卷、 說敎 惟中 策 

九 卷 、科 註 原人 論 講義 五卷 、隨意 說敎、 悉曇體 文、 科 註 M 人 論、 


同增補 、釋門 小字 彙 、各 一 卷 、及 因 明 入 正 理論 講錄の 遺稿 等 あ 
う、 (碑文、 淨土宗 經論章 疏錄) 

クウ イウシ 一于 ゲン セッ 玄節を 見よ、 

クウ イエン _ «■ チョ ーぜ V 澄禪を 見よ、 

クウ イガン 晦 3 嚴ド -ク ヮク 道 廓を 見よ、 

ク !? イサ イ 槐齋 ョクシ d- 沃 州を 見よ、 

クタ イ yl M 叟 ユ>  バィ 永 梅を 見よ、 

クジク H1 廊榮 rL. 丨ァン 遊 安を 見よ、 

クウ タエ ン廊圓 ii 二： 一 ■〔淨 土宗〕 江戶傳 通院の 僧な 6、 
廓圓號 は 直 # 、一に 急 水と 云 ふ、 相 模の人 始め 昌國師 に 師事 
し、 後 廓 山に 師事す、 瓜 連の 常 福 寺に 住し、 慶安 三年 五月 幕 
命に 依て 傳 通院に 擢て られ 、大 に 法 門を 弘 通す、 四 年 四月 二 
十日 將軍 家光薨 し、 寬永 寺に 葬る、 師は增 上 寺 位產に 謀う、 
增上 寺 ic 葬らん とを 請 はんとす る も 位產故 あうて 諾せ ず、 師 
憤 恨し 同廿 五日 舌を 咬ん て 寂す、 壽詳 ならず (淨 土總 系譜、 鎭 
流 祖傳) 

ク !? タエ ン 廓圓； j;j a: 〔淨 土宗〕 肥 前 報恩 寺の 開山な 
う、 廓 圆は源 蓮 社 岩 # と號 す、 俗姓は 大隈 氏、 肥 前三极 郡 下 
津毛 村の 人な う、 幼に して 州の 船 名 西 蓮 寺に 入うて 剃髪し" 
觀智 國師に 師事して 法を 嗣 ぐ、 後 州佐嘉 郡 高木に 報恩 寺を 燊 
きて 開山と な-^、 寬永 十一 年 二月 十七 日 寂す、 壽 欠く、 (淨土 
總 系譜) 

ク ジタ オ ー 廊一^ 羽 i I: 一 E; 〔淨 土宗〕 安藝 心行 寺の 開山な 
り、 廓 翁は 念 蓮 社 專 譽と號 し、 紀伊 和歌 山の 人な 6、 信# 
の 室 ic 投 t て宗乘 を學び 、遂に H 眞訣 を嗣 ぐ、 安藝 廣島に 心 


タワ イ C 恢 )汐 — レ 


クウ ィ (煩、 悔 、晦 、槐 、魁) ^ ジタ (廓) 


書辭 名人 家佛本  B 


(四 四 二） 


ク 1!? ク (廓) 方— 梦 

行 寺を 煆めて 開山と な {、明 曆 元年 二月 二十 二 B 寂す、 (淨土 
總 系譜) 

クウ クオ ー 廊一^ 羽 ( …： …) 〔淨 土宗〕 尾 張 光照 寺の 開山 
なう、 廓 翁は 正 蓮社覺 譽と號 す" 俗姓は 山 田 氏 尾 張 愛知 郡 
の 人な う、 廓 呑の 室に 入うて 剃 髮 し、 武藏岩 付の 玄譽 ic 法を 
嗣 ぐ、 後鄕 里に 皈 う、 南 野 村に 光照 寺を 開きて ZL れ R 住し、 
盛んに 法 化を 布く、 寂 年、 及壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ク !? クオ— 廊极羽 シ d 丨シ ユー宗 周を 見ょ、 

クウ クガン 廊含 my  〔淨 土宗〕 江 戶敎運 寺の 開山な 
う、 廓 含は 法 蓮社嚴 譽と號 し、 武藏の 人、 了學に 師事して 淨 
土 敎を學 び、 嗣 法の 後江 戶 麻布 11 土敎運 寺の 開山と なる、 寬 
永 八 年 六月 二十 一日 寂す、 世壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

クウ クゲン 廓 源  1 一 震  〔淨 土宗〕 京都 知恩院 第三 十三 
代な り、 廓 源は 本 蓮 社 圓譽欣 心と 號 す、 武藏河 越の 人、 其 
俗姓 詳か ならず、 出家して 蓮馨 寺 R 修學 し、 法を 感譽 に禀 く、 
初め 蓮馨 寺に 主と な 6、 次 R 光明寺に 移る、 幾何なら ずして 
相 模小田 原に 隱 棲し" 伊勢山 田 淸雲院 R 閑居す、 後 公 命に ょ 

6 京都 知恩院 R 住して 第三 十三 代と なう、 寬永 十五 年 七月 四 

日 寂す、 壽七 十二、 (淨 土總 系譜) 

クタ クサ ン 廊一 一一  11 1  〔淨 七宗〕 三 河 刈 屋某菴 の 僧な 

6、 廓 三 俗姓 不詳" 三 河 刈屋の 人な う、 早 年 得度し、 梵行 

淸白 、目を 揚けて 女子を 旯ず 、十九 歲關 .東の 學林 に 遊 ひ、 淨 

土敎を 究め、 信 解開發 す、 一 時鳳來 寺に 詣し 、一七 日の 間斷 

食稱號 して 菩提心を 祈禱 す、 晚牢莉 屋 の茅菴 R 住し、 寶永三 

年 六月 五日 寂す、 壽三 十二、 (續 日本 高僧 傅) 


I _ クタ ク (廓) 梦—シ 

クウ クサ ン K 11J  1 一 靈  〔淨 土宗〕 增上寺 第 十三 代な 6、 
號は定 蓮 社 正 * "俗姓 高 坂 氏に して" 高 坂昌 信の 二 男な う、 永 
祿二年 五月 三日 甲斐 國八代 郡 市部 村に 生る、 幼よう 經書 兵馬 
の 事を 學 ぶ、 當時大 守信玄 兵を 諸國 に 出し、 昌信 毎に 之 R 從 
うて 功 あ 6、 廓 山 屍を 見て 出 塵の 志を 起す、 父母 之を 許 3 ず、 
元龜 三年 三月 十四 歳に して 國府の 尊 鉢 寺に 入うて 剃 度を 求め 
後雲譽 上人 圓 也の 門 R 入う、 辯 論を 以て 學徒に 尊重 せらる" 
源 譽觀智 國師に 師事し、 優才卓 量を 愛せられ、 常に 同門 了 的 
と 其に 對 論して 止ます* 將軍德 川家康 常 R 座 下 R 召して 之を 
寵す 、慶長 十二 年 秋 九月 日蓮 宗事 あう、 遂に 仝 十三 年 十一月 
十五 日 江 戸城 中に 宗 論を 開く、 廓 山 了 的 之に 當 6、 日蓮 宗の 
日經 、來 源、 玄聰 、玉 雄、 琳碩 、可圓 R 對す 、判者は 高野院 
僧都 賴慶な 3、 廓 山 遂に 彼等を 論破し 了る" 幕府 日經 等の 法 
衣を 脫 せしめ、 翌年 二月 其 耳鼻を 劓 うて 牛車に 載せて 市中を 
牽 かしむ、 仝 年 十二月 將軍池 上 本 門 寺、 中 山 法 華 寺〆 碑文 谷 
法 華 寺 等に 命し、 念 佛墮獄 の 經證を 出さし め、 又 仝 十四 年 本 
山 久遠 寺、 京師 廿一 寺 R 同事を 命せ しも、 皆 之れ 無き を 言 ふ、 
家 康の駿 河に 移る や、 命に 依て 法を 說 き、 世事を 談 ず" 此地に 
來迎院を開く、家康命じて南都に唯_瑜珈の深義を究めしむ、 
元 和 元年 六月 八日 廓 山 出で、 淨土宗 の 法度を 駿 府に受 く" 仝 
八 年 十月 傳 通院よ-^ 入うて 增上 寺の 第 十三 代と なる 之よ^' 先 
命に 依うて 傳 通院を 中興し、 爾後 同院に 於て 將 軍の 大 母君の 
追福を 祈る を 例と す 仝 九 年 三門を 改造す、 寬永二 年 八月 廿六 
日 寂す、 享年 五十 四增上 寺に 塔す (鎭流 祖傳、 三 緣山 志) 

クジク シュン 廊春一 一三  一 5:. 〔淨 土宗〕 尾 張 全 順院の 開山 


(五 四 二） 


書辭  名人 家佛 本日 


なう、 廓 春は 行 蓮 rrt 念 譽と號 す、 廓 呑に 就て 剃髪 受 業し、 
尾 張 名 古 屋に全 順院を 開く、 明曆 元年 三月 十一 一日 寂す、 壽欠 
く、 (淨 土總 系譜}  • 

ク 穸ク ゾン 廊存一 1: 1: 〔淨 土宗〕 備 前台宗 寺の 開山な 
6、 廓存は 行 蓮 社 信譽一 童と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 業 
譽 還 無上 人に 師事して 法を 嗣ぎ 、備前 岡 山台宗 寺を 開く、 延 
寶二年 六月 二十日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ク !7 e ブン 廊傳 1; 1: 〔淨土宗〕信濃專稱寺開山な$、 
廓傳は 大蓮社 廣 譽と號 し、 信 濃更級 郡の 人、 俗 蝕は 瀧 澤氏な 
う、 法を 源 底に 嗣ぎ 、州 0 南方 村專稱 寺を 開く、 寬文 三年 九 
月 十四日 寂す ♦•壽 欠く、 ( 淨土總 系譜) 

クウ e ブン 廊傳 _: 二 A: i 二 〔淨 土宗〕 安藝 淸岸 寺の 開山な 
う、 廓傳は 圓蓮社 晃譽 と號 し、 周 防 山 口 0 人、 俗姓は 增田 
氏な う、 法を 雲 # に 嗣ぎ 、安藝 廣島淸 岸 寺を 開く、 元 和 九 年 
三月 二 十五 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

クウ V ト ー 廓道二 1: 〇: 0: 1:淨土宗；1信濃願行寺の僧なう、 
廓 道は 源 蓮 社 想 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 岌譽道 山上 人 
に 投じて 剃髪し、 後、 智譽 上人に 師事して 法を 嗣 ぐ、 信 濃 願 

行 寺に 住し、 正 保 元年 正月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 

譜) 

クウ ク 廓 道 ？ ヨ- ネン 良然を 見ょ、 

ク !? ク F1 廊同 1 •一 •jjf A: 〔淨 土宗〕 安房 量壽 寺の 開山な 

う*  廓 同は 信 蓮 社 行譽是 還と 號 す、 出 羽の 人 其 俗姓 詳かな 

ら-ず 、潮 龍に 師事して 法を 嗣ぎ 、安房 岩 井宮谷 村に 量壽 寺を 

開きて Z1 れに 住し、 寬永 十五 年 十月 十三 日 寂す、 世壽缺 く、 


クウ ク (廓) ソ IF 


(淨 土總 系譜) 

クウ ク F ン廊吞  一 . ii .  一 29: 〔淨 土宗〕 尾 張 建 中 寺の 開山な 
う、 廓 呑は 業 蓮 社 成 譽と號 す、 俗姓は 夏 目 氏 肥 後の 人な $、 
幼に して 出家し、 聞悅に 師事して 宗乘を 究め、 傳 通院增 上 寺 
の學 頭と なる、 初め 結 城弘經 寺に 住し、 盛んに 法 化を 布く、 
慶安 三年 尾 張 侯德川 光友の 請に 應じて 建 中 寺の 開山と なう、 
敕賜紫 衣を 拜 す、 承應 三年 九月 十八 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 
系譜) • 

ク Cs クニ 3 廊如 ギテ V 義 天を 見よ、 

ク !? クホ 1 廓 法； 一 I •: !: 〔淨 土宗〕 伊勢 知 相 寺の 開 III な 
$、  廓 法は 聖 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 伊勢 律の 天然 
寺 開山 露 牛の 弟子に して、 法を 隨 波に 嗣 ぐ、 天然 寺に 住して 
其 中興と なう、 又 州久居 0 知 相 寺を 開く、 天 和 三年 九月 十五 
日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ククタみ 廓 無 ( . ) 〔淨 土宗〕 大和 靈巖院 第二 代な 

う、 廓 無は 念 # と號し 、其鄕 貫詳か ならず 靈巖に 投じて 剃 
髪受 業し、 奈 良靈巖 寺に 住して 第二 代と なる、 寂 年、 及壽欠 
く、 (淨 土總 系譜) 

クジク ヨ 廊寒日 クヮィ レ- 恢嶺を 見よ、 

ク !? クヨ 廊擧 1=1 クン ジユ 見壽を 見よ、 

クウ ク 3 廊 m- 日 リド丨 利 道を 見よ、 

クウ ク沒ユ ー 廊龍 ( . ) 〔時宗〕 薩摩鹿 見 島 某 寺の 

僧な り、 廓 11 は 鄕貫詳 ならす、 出家して 時宗に 入う、 薩摩 
鹿兒 島に 居して 一宗の 學 業を勵 み、 元祿頃 時宗 第 四十 [Lq 祖尊 
通の 撰し 穴る 播州 問答 領解 抄の後 六卷を 記述して 前後 完成 

クタ ク (廓} トーリ 


書辭 名人 家  ft  本 日 


(六 四 二） 


クウ ク (廓、 鶴) クウ ツ (瞎 、活) ダ !? ヅ C 5 


ダ ^ ツ (月) ガーシ 


す'  師示寂 年月日 詳 ならす、 (淸淨 光寺 記録) 


6 身 


クウ ク沒ヨ ！ 齋其ル ダイ ヱ！ 大瀛を 見よ、 

ii gi 〔曹 洞宗〕 肥 前皓臺 寺の 禪 僧な 


クウ タ F ン 鶴 白 

、鶴 曇 字は 雪山 俗姓 生國詳 ならす、 國照寺 一 庭 融頓に 依う 
て徹證 し、 常 陸 長 興 寺に 主と なう、 一 庭の 寂 後 席を 踵き て皓 
臺寺に 移る、 慶 安二 年 九月 十日 寂す" 壽歃 く、 法嗣月 舟宗材 
の 一人 あう (日本 洞上聯 燈錄) 

クウ ツ F1 瞎道 si e; •二 〔曹 洞宗〕 武 藏養充 寺の 僧な' 
瞎道 字は 本 光、 俗姓は 新 井 氏な 6 武藏の 人、 幼に して 出家し、 
武藏の 石神 安盛 寺 R あ 6、 指 月に 師事して 其 法を 嗣 き、 川 崎 
養充 寺 R 住し、 屢 々江 戶 吉祥 寺栴檀 林 R 法 席を 張-^ 正 法眼 
藏 等を 講ず、 安永 二 年 十月 五日 寂す、 著作 正 法眼 藏參本 二十 
卷 、大智 偈頌參 註三卷 、衆 寮 淸規求 寂 參二卷 、曹 山解釋 一卷、 
五位 顯訣參 註一卷 、心 王銘參 註一卷 、永 平 廣錄點 茶 湯， 宏智 
錄國字 註、 若干 卷等あ ( 禪宗 史料) 

クウ ッホ 活步  ソゲ ン祖玄 を 見よ、 

ダ !? ツアン 月 巷  n 丨 H 丨恍瑛 を 見よ、 

グウ ツヌン 5 «- シユ丨 コ丨宗 光を 見よ、 

ダ ! 7 ツアン 月 ^ シヨ— セ- 紹淸を 見よ、 

ダウ ツイン 月 因  シヨ-シヨ 性 初を 見よ” 

ダウ ツオ 1 月 私 羽 シ H  - キヨ-周 鏡を 見よ、 

ダウ ツ方丨 月级羽 チキ ヨ丨智 鏡を 見よ、 

グウ ツカ イ月海 ゲン シヨ-元 昭を見 よ、 

ダウ ツガン H ッヵ ィ圓 海を 見よ、 

、、タウ ツガン 月 r ギ n  - 義 光を 見よ， 


ダウ ツカン 月鑑  n ジ d -y 虛淳を 見よ* 

ダ 1? ツク ジ ィ月快 サク デン 策傳を 見よ' 

ダ 9* ツタ ー ) クフ ッシン 觀悟を 見よ、 

^• ウ ツタ ー 月溪 リ ユ丨ジ ヨ丨 龍乘を 見よ、 

ダウ ツ n  月 湖 (ニニ ニ)！： . 〕  鎭 西の 醫僧な .り、 

月 湖は 潤 德齋、 一に 明監 寺と 云 ふ、 明に 渡 6 錢塘に 寓 し、 醫を 
以て 鳴る、 明の 景泰： 二 年 全 九 集を 著し、 後 叉濟陰 方を 著す、 (皇 
國名醫 集) 

ダ !? ツ n 月 湖 シユ— チ ユ—宗 冲を 見よ， 

グジ ツコ 1 月 江 方 丨ウ ン應 害を 見よ‘ 

ダウ ツ コ1 月 ix シヨ ーモブ 正文を 見よ、 

グウ ツ コ1 月航 ゲソ シン 玄津を 見よ. 

ダウ ツコ 1 月 咬 シユ— ガィ 衆 鎧を 見よ、 

ダ !? ツコ— 月 畊 ド- ネン 道稔を 見よ、 

ダウ ツサ T 月 西 テン クー 天空を 見よ、 

ダ ^ ツサ ン 月 * コキヨ I 古 鏡を 見よ* 

ダウ ツサ ン 月 山 ユ I シヨ I 融 照を昆 よ、 

ダウ ツシ ゲン コ —元皓 を 見よ、 

グ 穸 ツシン .月 心 キヨ 丨 H ン 慶圓を 見よ、 

ダ !? ツシユ 月珠 ヵク リヨ— 覺了を 見よ* 

.ダ ワツシ ユ ー 月 舟 ( . >  〔臨 濟宗〕 但馬圓 通 寺の 僧 

なう、 月 舟は 其 鄕貫師 承 詳か次 らず 、但馬 美 含 郡圓通 寺に 
住す、 書 書を 善くし、 常 R 近 江 琵琶湖の 水を 取うて 艸隸を 作 
る、 故に 能く 湖水の 水を 辨 知す るを 得 / 2 う、 (皇朝 名 書 拾彙) 
グウ ツシユ ー 月 舟 il ll 〔浄土宗〕 伊勢 天德 寺の 僧な 


(七 四 二〕 


書 辭 名 人家 佛本 


6、 月舟號 は等譽 、越 前 福 井の 人、 早 年 出家し、 攝津平 野 
滿願 寺に 住す、 次に 伊勢 洞津 天然 寺に 移つ る、 專ら念 佛し化 
導 せらる、 もの 甚 多し、 一信 者 市 治なる もの あ 6、 深く 月 舟 
の 敎誨に 服し、 念佛 怠らす、 月 舟 謂 a て 日く、 我れ 牲 生の 時 
汝扈從 する かと、 市 治 日く、 僕必 す扈從 せんと、 享保 二十 年 
正月 六日 敎微疾 あう、 京都の 客舍に 寂す、 壽 五十一な う、 幾 
もな く 市 治 之を 聞きて 日く、 嗚呼 和尙 業に 已に 往生した まふ、 
予 前約を 違は しと 即ち 天然 寺の 佛 殿に 上う、 高聲 念佛 し、 俄 
頃に して 命 終す、 衆 皆 奇遇と 稱す (日本 高僧 傅} 

ダ ！?, ツ、 V ユ ー 月 舟 ジュヶ -壽 桂を 見よ、 

グウ ツシユ ー 月 舟 シ rl 丨コ宗 胡を 見よ、 

，タワ ツシユ ー 月 舟 シ H 丨 リン 宗林を 見よ、 

，クウ ツシユ 1 月. n ハク 虎 白を 見よ， 

ダウ ツシ ユン 月 春 ュ_ ヵン 融鑑を 見よ、 

ダウ ツシヨ ー 月 性 1  一 I0 AI 〔眞宗 〕 周 防 遠 崎 妙圓 寺の 住 
持な う、 月 性は 淸 狂と 號 す、 天下 R 周遊し、 名 儒 傑士と 交を 
結 ふ Z. と 殆んと 二十 餘 年、 護 國扶宗 を 以て 任と し、 內は 僧門の 

怠 弊を 警醒し、 外 志氣の 軟弱を 振興し、 切に 海防 諸 策を 講論 

す、 吉田松 陰、 賴三樹 、僧 默霖の 徒と 最 4 同 氣相投 する ものな 

6、 藩 老數延 き 見て 喜 a て 其說を 容 る、 法主 も亦徵 し 見て 其 

論を 可とし、 頗る 用 ゆると 乙 ろ あ' CN、 安政 五 年年 四十 二 病の 爲 

に 寂す、 明治 二十 三年 六月 二十日 三十 三回忌 辰に 際し 祭粢料 

として 金 五 拾圓を 下賜 せらる、 土屋掁 撰す ると 乙ろ の傳あ 6、 

淸 狂吟艸 の 首に 付して 世 ic 刊行せ 6、 著作 佛 法護國 論、 鴉片 始 

末 考異各 一 卷淸狂 遺稿 あう (學 苑談 叢、 本願 寺 派 學事史 、近世 


偉人 傅} 

ダウ ツシヨ 1 月 照 -I ソ n  I 忍 向を 見よ、 

ダ 1? ツゼ ー 月 婿  ショ- 卜-紹 等を 見よ、 

ダウ ツセ ン 月 泉  ショ-ィソ 姓 印を 見よ、 

ダ ^ ツセ ン 月 僧 ゲン ズィ玄 瑞を 見よ、 

ダウ ツセ ン月船 ゼン H 禪慧を 見よ、 

ダウ ツセ ン 月 ® チ V カィ 琛海を 見よ、 

ダウ ツセ ン 月 签 1 ii AH l 〔眞 宗〕 大坂定 專坊の 住持な り、 
月筌 字は 崇 信、 別號を 難 思議 弗 知と 稱す •大 坂天滿 に 生る、 
九歲に して 剃 度す、 其 師父 諸方に 遊 化せら る、 故に 幼齡 よ- 
寺務を 攝し、 毎 歲夏 秋の 間 門 葉を 巡 化する こと 百餘 村に 及 ふ、 
十六 歲にて 定專坊 を 住持し、 佛閣 を輪奐 し、 門徒を 敎 育す、 
その 暇 分 陰を 借み、 業 益— 進む、 三十 歳に して 起 信 論を 講 
し、 次 S て 俱舍論 五敎 章を 講ず、 各 疏記を 著せぅ、 享保 元年 
四十 六歲に て 隱 退す、 其後絕 ぇて 世事 R 管ら す'  終日 机に 倚 
$ て 書を 讀み 、足 門 庭を 出て す、 近隣と 雖も其 顔を 昆る 人な 
し、 他 門の 論 疏を講 せす、 專ら宗 乗を 硏究 せらる、 自ら 居る 
と 乙 ろの 閣を 蓮華 藏 とい ふ、 毎月 十五 日華 藏會を 設けて 門 
弟を 試む、 亨保 十四 年 十一月 十五 日夜 急疾に 罹ぅて 寂す、 壽 
五十 九、 遺命して 薄 葬せ しむ、 遺偈 ic 日く  •脫 -- 破艸鞋 (登-- 蓮 
華臺 (園 林 遊戯、 快哉 快哉、 と、 著作 散 善義會 解、 蓮閣偶 筆、 
本 典 字義 辨疑 誤、 眞宗佛 身 問答、 親 見聞 往生 祥瑞 事迹、 兩谷合 
海、 俱舍破 我 品 科 文、 自照錄 各 一卷 、蓮華 藏 世界 圖 一幅、 四帖 
疏宗釋 往生 禮讃 念報錄 、正 信偈剿 說 、各 三卷、 稱讃淨 土經駕 
說 、散 善義 如是 解'  各 四卷、 駕說義 一、 剿 說義 憑、 崑崙 拾瓌、 


ダ !? ツ (月) シ 


ダ !? ツ (月 V ンーセ 


(八 四 二：) 


，クタ ツ (月〕 ソ—ホ 


•タワ ツ (月) クタ ン (觀) 


本 

佛 

家 

人 

名 

辭 

書 


各 七卷 、序 分義會 解九卷 、玄 義分會 解、 高僧 和讃甞 解、 各 十 
二卷 、往生 論 註 遇哉鈔 、定 善義 如是 解" 各 十三 卷、 淨土 和讃甞 
解 十八 卷 、選 擇集正 脈 二十 卷 、本 典 私考 三十 卷 、眞宗 關節五 
部 十五 卷、 (護法 篇一卷 、報謝 辨一卷 、源 頭 論三卷 、不 來迎問 
答四卷 、不 回向 問答 六卷 / 及 a 結 華藏會 序並標 式、 俱 舍頌疏 
闡幽鈔 、起 信論疏 、啓 曜鈔 、各 若干 卷ぁ 3、 ( 淸流紀 談 、本願 
寺 通紀、 本願 寺派學 事史) 

ダウ ツソ？ 月 窓 ミョ丨  タン 明 潭を昆 よ、 

グジ ツゾ 1 月藏  ノノ ヮン シ 3- ン桓舜 を 見よ、 

グウ ツゾ— 月藏 ホ ーヵィ 法 海を 見よ、 

グウ ツタク K if ン 月 澤道人 亮隅リ ョ丨グ 丨を見 
上' 

ダ ^ ツタン 月湛二 sf HA 〔曹 洞宗〕 越 中高 源 寺の 住持な 

气 月湛 字は 洞 水と s a 、 全 苗と 號す 、俗姓は 黑川 氏、 越 

中 新 川 郡 新莊の 人な 6、 甫めて 十四 歲 、富 山淸源 寺膽 全に 投 

して 薙染 し、 光嚴灯 外の 印 記を 受けて 高 源、 光嚴 、雲 龍、 全 

福の 諸 寺に 住し、 享和 三年 六月 二十日 寂す、 世壽 七十 六法 臘 
六十 f fl : 


ダウ ツタン 月、 if 
ダウ ツチ ヨ 月 渚 
ダ ジツ罗 ン 

ダウ ツデン 月 殿 

ダゥ マト ー 月 堂 

ダ !? ッ 、トー 月 堂 
グジ ツハ 月坡 、 
ダ !? ツホ？ 月 峰- 


ゼソ リユ ー全龍を見よ、 
ゲシ トク 玄 得 ^ 見よ、 

シ ri  * ■シ rl 宗種を 見よ、 

ショ ータ ー 昌桂を 見よ、 

H V シン 圓 心 ^ 見よ、 

シ d  i キ 宗規を 見よ。 

•丨 ィン 道 印を 見よ、 

シン タヨー辰 亮を 見よ、 


ダ !? ツホ！ 月 峰‘ リョー ネン 了然を 見よ、 

ダ ^ ツ欽 S 月 蓬 H ンヶ ン圆見 を 見よ、 

ダゥ ッ乏？ 月明 ^ gg 〔日蓮 宗〕 妙 顯寺第 丑 代な う、 
月明 字は 具覺 、俗姓は 藤 原 氏、 應永の 間 宗門 本迹の 論を 起し 
宗祖の 旨 R 違す る 者 あ $、 師之 に對 して 一致の 義を 立て 辨鋒 
觸る 可から S るな 3、 是に 於て 皆 其 過を 悔 a て 一致の 義 に 從 
ふ、 師護國 利 生 論を 述べ 後小松 帝に 上る、 應永 十八 年 辛 卯 四月 
大 僧都と 爲る 、永 亨中 僧正 R 任せら る、 十二 年 庚申 九月 八日 寂 
す、 享年 五十 五歲 、坐 夏詳 ならず" (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ダウ ツ？^ ン月林 ド丨コ -道皎 を 見よ、 

クワン タ觀阿 1 A) 〔 眞宗； 一京 都專修 寺の 住持な 6、 
觀阿は 月 珠師の 門弟に して、 善く 其 衣鉢を 傳 ふ、 京都 專修寺 
に 住持し、 祖 山の 堂 職 R 任す、 事眞 俗に 1: う、 頗る 其 功 あ 6、 
明治の 初 頃 寂す、 謚して 得法院 とい a " 勸學 1: 贈らる、 著作 
一卷 あり、 本願 成就 文一滂 錄と S ふ、 (學 苑談 叢) 

タワ ンウ ン觀無 ジオン 慈 音を 見よ、 

タウン H ン觀圓 ( . ) 〔華 嚴宗〕 大和 尊 勝 院の學 僧 

な 6、 觀圓 は觀眞 律師に 師事して 傳燈大 法師に 任ず、 尊勝院 
R 住し/華 嚴經 及五敎 章を 講ず、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
クワン エン 觀圓 (一七 六 一) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 觀圓は 久しく 三 井寺 R 居-^ て 諸師の 門を 敲 き、 顯密 
の學を 究め、 大小 乘に涉 う、 阿闍 梨に 住す、 康和 三年 十一月 
鳥 羽 離宮に 第 一番の 論 席を 開き、 比叡山の 嚴 勝阿闍 梨と 宗義 
を論决 す、 寂 年" 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ク ■!? ンオ 1 觀義 S 三 七 〇) 〔新 義眞 言宗〕 京都 智積院 の 


(九 四 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


學僧 なう、 觀應 は巧智 房と 號し 、下野の 人な う、 出家して 智 
積院 に 登 6、 業 成うて 智 山に 敎莛を 張る、 寶永七 年 八月 二十 
八日 寂す、 壽五 十五、 著作 五 敎章冠 註十卷 、西 谷 名目 頭書、 
光明 眞亡 照闇鈔 蒙 引、 各四卷 、補 忘 記、 初學 暗誦 文、 各 一卷、 
父母 恩 重經科 註 首 書 三 卷ぁう 、(新 義 眞言 宗史) 

クウ ンカク 4戚覺 ( . )〔 淨 土宗〕 美 作 菩提寺の 僧な う 

觀覺 字は 智鏡 俗姓 秦 氏、 美 作の 人な {、出家して 延曆 寺に 登 
う、 天台宗の 敎 義を學 64 、 後 南都に 遊びて 法相 宗を學 ぶ、 美 
作 菩提寺に 住し、 俗 姪を 養うて 弟子と なす、 即ち 源 空 上人な 
6、 暮年 上人の 高風を 慕 ひ、 却て 弟子の 禮を執 6 たうと 云 ふ、 
示 寂の 年月日 缺く 、(淨 土 傳灯錄 } 

力 !? ンガク 觀覺 ( . ) 〔眞言 宗〕 高野山 多 聞 院の學 

僧な 6、 觀覺は 其 俗姓 生國詳 かならず、 出家して 高野山に 登 
密敎を 傳 習して 其 奥義に 達す、 建 治 中 多 聞院を 構へ てこ 
れに 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

クウンキ觀規.一 0: 29: 二，〔 . 〕 紀 伊能 應 寺の 僧な う、 

觀規は 俗姓 三 間 名の 干岐な う、 耙伊國 名 草 郡の 人、 天性 彫刻 
に 巧妙な 6、 寶永十 年に 發 願して 釋迦の 丈 六 像 並に 脇 士を造 

る、 後 十一 面 觀世音 菩薩 像 高 十 尺 許なる ものを 造る、 半 成う 

て 老哀 の爲め 功を 畢ら ず、 延曆 元年 二月 十一 日 州の 能應 寺に 

病み、 十五 日に 至 6 寂す、 弟子 明規ぁ 6、 ( 靈異 記} 

クガン キヨ 1 觀鏡 ショ 丨-ー ユ丨證 入を 見ょ、 

クウ ンキヨ 1 イン 觀行院 t ー  チ H ン日延 を 見ょ、 

ク rv クウ ツ 觀月 i; yt( 眞宗) 美 濃 不破郡 表 佐 村 善 

行 寺の 住持な う、 觀月は 皆乘 院と號 す、 文政 元年 以來 天台 

クウ ン (觀) 力— ク 


四 敎義、 步船鈔 、指 要鈔 、法 華 諸 品 大意、 妙法 蓮華 經 ，法 華 
玄義を 講 し、 天 保 三年 七月 十日 擬講 となる、 翌年ょう 淨土論 
起 信 論 記を 講し 、嘉永 二年閏 四月 廿 六日" (一に 十六 日) 嗣 
講に 進み、 翌年ょう 往生 要 集、 入 出 二 門 偈を講 し、 安政 六 年 
七月 四日 寂す、 (眞宗 史料) 

クウ ンケン 觀兼 IA 效 〔天台宗；！ 近 江 園 城 寺の 別當な 
う、 觀 兼は 觀圓 法師の 子な $、 實伊 、實行 、審 基、 幸 尊、 
圓 助の 諸 師に歷 事して 宗義を 學ひ 、僧正に 任して 三 井の 別當 
となる、 六十 四歲大 阿闍梨 位に 登 6、 延慶 元年 五月 廿 九日 寂 
す、 壽 七十 (三 井續灯 記} 

クウ ンケン 觀賢 ii te 〔眞重 S 山城 東 寺の 長者な 

う、 觀 賢は 讃 
岐の 人、 俗姓は 
秦氏 なう、 聖寶 
行 化して 讃岐を 
過き、 路傍の 水 
を 掏して 手を 洗 
ふ、 時に 一兒沙 
傷に 遊戯し Z. れ 
を旯て 其 水の 不 
淨なる 乙を と吿 
ぐ、 聖寶の 日く、 
諸 法豈淨 不淨ぁ 
らん や、 と、 兒 
日 ふ 淨不淨 なく 


クワン (觀) ゲ 


齊辭 名人 家佛 本日  （〇 五 二) 


—クウ 、ズ氍 } | a _ _ _ I _ 

んば 、何ぞ 手を 疣 ふや、 と、 聖寶其 機辨に 屈して 乙れ を奇と 
し 父母に 乞 a 、 携へ歸 6 て 鞠 養す、 即ち 師 なう、 稍 長して 密敎 
を傳 へ、 兼て 三論を 究む 、寬卒 七 年 冬 傳法灌 頂を 受け" 新に 
般若 寺を 鄉して 大に敎 乘を演 ぶ、 昌泰 三年 仁 和 寺を 主と 6、 
延喜九 年 東 寺の 長者と なる、 十四 年 夏 勅に ょ 6 神 泉苑に 於て 
雨を 禱う 、二十の 伴僧に 各 度 者 一人を 賜 ふ、 此歲 石山 寺に 住 
し、 十九 年 醍醐 寺 座主に 任ず、 二十 一年 勑賜紫 衣を 奉して 高 
野 山に 入う、 十月 空 海に 弘法 大師の 號を 賜は らん 乙と を 奏請 
す、 幾何なら ずして 座主と なう、 延長 三年 僧正に 任し、 六月 
十一 日 寂す、 壽七 十三 (密宗 血脈鈔 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ク !? ン nl 觀杲 ( . )〔 眞言 宗〕 近 江 石山の 僧な う、 

觀杲は 土 佐 入 寺と 稱 す、 雅眞 座主の 弟子、 仁 海 僧正の 法 弟な. 
6、 其 法を 受け 去うて 三昧 耶戒を 學 a 、 毘盧大 觀を修 し、 遂 
に悉 地を 得た 6、 ( 續傳燈 廣錄) • 

クウ ンコ— 觀高 (一九 七 二) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
觀 高は 慶長 元年 東 寺の 長者に 任し、 正 和 元年 正 僧正と 
なる、 寂年缺 く、 (東 寺 長者 補任) 

クワン f  觀豪  二晒驾.  〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第二 

十九 代な う、 觀豪 字は 融 光、 紀伊岩 手の 人、 越 前 三國性 海寺大 

信に 師事し、 後 智積院 に 登う、 顯密の 學を究 む、 六 波 羅密寺 

眞福 寺を 經て 、文化 七 年 五月 幕府の 命を 蒙う、 智積院 第二 十九 

世 能 化と なる、 智積院 非常 資金と して 四百 兩を鈉 め旦 永世 不 

斷 光明 三昧の 資 として 千兩を 納む 、能 化 職に ある Z: と 四 年、 
文化 十 年 六月 二十四日 寂す" 壽六 十七、 (眞福 寺 世代) 

クウ ンコ ク觀國 ( . ) 〔天台宗〕 武藏川 喜 多 院の學 


クタ ン (觀) 〒— シ 


僧な 6、 觀國 鄕貫詳 ならす、 川 越 喜 多院に 住し、 大僧正 R 昇 
る， 著作 起 信 論 裂 網疏講 錄六卷 あう、 

ク穸ン ゴン 觀嚴( . ) 〔天台宗 U 近 江 三 井寺の 學僧 

f  觀嚴 は鎭 西の 人、 久しく 三 林 寺 R あうて 諸老に 詢 a 、 
大小 乘に 通す、 寂 年、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ク !? ンゴン 觀嚴一 AA fc ハ 〔眞言 S 大和 東大寺の 别當な 
う、 觀嚴は 其鄕貫 師承詳 かならず、 東 寺 一の 長者と なう、 
文曆 二年閏 六月 二十 九日 東大寺 別當 に 任 t、 嘉禎二 年 十一月 
二日 寂す、 壽八 十六、 (東大寺 別當 次第) 

クウ ンサ ン觀 山 il s 〔融通 念 佛宗 U 大和 奈頁 法德寺 
の學 僧な $、  觀山 字は 即 道と v> ふ、 上總匦 磋の 人な 6、 初め 
出家して 長 谷 寺に 投し 、眞言 宗を學 a 、 法 住 快 道 等に 交る、 後 
轉して 融通 念佛 宗に皈 し" 大和 郡 山の 圓融 寺、 奈 良の 法德寺 R 
住して 著作 事と す、 明 和 八 年 融通 本 母 集 十卷を 撰す、 乙れ 天 
台の 二百 題 R 傚 a 、 圓門 章の 要目 百 題を 揭け 、問答 鉢を 以て 
宗 意を 說け るな 天明 七 年 十一月 廿 一 B 寂す、 壽六 十三、 
著作、 融通 苯母 集十卷 ，圓門 章 明 眼 記、 圓門章 和解、 勸進俗 
衆 記、 各五卷 "圓門 章 論議、 圓門章 遊 意、 各四卷 、融通 圓極四 
重譚 、融通 宗義 决擇辨 、引接 賛口義 、各 一卷 、(以上 宗乘) 俱 
舍論講 述十卷 、略述 法相 義講 述四卷 、西 谷 名目 開講 要義、 般 
若 心 經 秘鍵 講述 各二卷 、四 明十義 書講述 、梵網 經講述 、廿唯 
識論疏 私記 1 若干 卷、 (以上 餘乘) あう、 (大源 山 記録、 西 本 良 察 
氏 返信) 

クウ ンシン 觀心 ( . ) t 眞言 宗〕 紀 伊 高野山の 學僧 

なう、 觀心 俗姓 生國詳 かならず、 初め 傳法 院の學 頭を 司と 


(一 五 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


う、 後 華 遊院に 主と なる、 寂 年、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ク !? ン シン 觀办 (一 A 七 一) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な う、 觀心號 は實悟 房俗勉 生國詳 かなら す'  高野山に 
住し 碩學 の譽 あ-^、 華 遊 院會廣 の 後を 繼きて 同院 にあう、 學 
頭に 昇る、 寂年缺 く、 (結 網 集) 

〔考〕 觀心は 建曆 前後の 人なら む 

ク !? ン シン觀 信 ( . ) 〔眞 宗〕 大阪定 專坊の 住持な 

$、  觀信 字は 月溪と s ふ、 月 筌の後 V」 嗣きて 大阪天 滿の定 - 
專坊に 住す、 月筌の 行狀を 書して 笛 峯道人 行狀と S ふ、 著作 
笛 峯道人 月筌行 狀一卷 、法事 讃顯宗 記六卷 、寶 章私鈔 九卷、 
大 經眼髓 十一 卷 、二 卷抄會 解 十四 卷 、本 典 高 堅 記 十三 卷 、正 
像 末讃執 恩 解 十八 卷、 稱讃淨 土經駑 說關記 十五 卷 、支 義分隨 
釋 二十 卷 、往生 論 註 眼 髓 二十 五卷あ う、 (清流 紀談 、漆 願 寺 派 
學 事史) 

1  〔華厳宗〕 大和 東大寺の 學僧な 
P,  觀眞は 大和 葛 下 郡の 人、 光智 僧都 R 隨 事して 華嚴を 學 
び"事理法界の旨を得 /2 6、寬弘八年維摩曾の講主とな6、權 

律師に 任す、 治安 三年 東大寺に 住し、 六 年 ic して 同 寺 {'C 寂す" 

rf に 長 元 二 年 三日 十九 日な う、 壽七 十九 C 本朝 高僧 傳) 

クワン ジュイ ン 觀樹院 -1 チタ ー日空 を 見ょ、 

クワン シュク 觀宿 jg AO 溯 〔眞言 宗； 一紀 伊 金剛 峯 寺の 僧 

f,  觀宿 俗姓 生國詳 ならす、 幼に して 出家し、 二十 三歲 

登壇 受戒し* 道義 法師に 從 CA て 華嚴を 學ひ "眞雅 僧正の 室に 

入うて 瑜挪 を受 く、 聖寶 僧正よう 灌頂を 傅へ、 學內外 に涉 

る、 延喜 十年內 供奉と なう、 十七 年 東大寺の 寺務を 管す、 延 


クウ ン (觀 VV 


長 二 年 六月 旱す 、詔に より 七月 一日 神 泉 苑に 請雨經 法を 修 
す、 三年 春 律師に 任し、 八月 東 寺の 長者と な 6、 五 年 秋、 少僧 
都に 進み、 翌年 大僧 郡 R 轉す 、十二月 十九 日 寂す、 壽八 十五 臌 
六十 二、 (密宗 血脉鈔 、本朝 高僧 傅) 

クワン シヨ ー 觀性 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江比皲 山の 學僧 

f,  觀性は 事相に 通し" 法 橋と なる、 著作 三六鈔 一卷あ 
う、 

ク !? ンシヨ 1 觀昭一 一^^  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 觀昭は 圓觀實 伊の 二師に 就きて 顯密 二敎に 通し、 道 
譽 一時に 高し、 乾 元 二 年 國師號 を 賜 a 、 官 大僧正 R 任す、 元 
弘二年 二月 十日 寂す、 壽七 十四、 (三 井續灯 記) 

クワン シヨ ー 觀照 ギョ I ユー行 祐を 見よ、 

クウ ンジヨ ー 觀成 (一—) 〔三論 宗〕 大和 元 興 寺の 僧 
なう" 觀成は 新羅の 人、 皈 化して、 元 興 寺 ic 住し、 三論 宗を 
弘む ■•始めて 鉛 粉を 製す、 其 賞と して 持統 天皇 六 年 五月、 鉋 
十五 匹、 綿 三十 屯、 布 五十 端を 賜は る、 後， 和 銅 五 年 九月 十 
五日 大 僧都 ic 任せら る、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 七大寺 
年表) 

ク 穸 ンシヨ 1 ィン 觀照院 ニ チ ギョ-日 饒を 見よ、 
クタ ンジヨ ー ィン 觀靜院  一ー チ ミョ— 日 明を 見よ， 

ク !? ンズ ィ觀隨 一ー チシ rl 1 B 秀を 見よ、 

クウ ンゼン 觀禪二 H : !; 〔淨土 宗〕 京都 東 山の 僧な $、 
觀禪は 初めの 名を 白 III と 云 a 、 然蓮社 天 譽と號 す" 俗姓は 河 
原 氏、 三 河 碧 *# 郡の 人な 6、 知鑑に 依うて 剃 髮受 業し、 感隨 
に 師事して 益々 宗乘の 奥義を 究む ，性隱 逸に して 勤めて 苦行 


クウ ン (觀) シ— •せ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二  fi 二） 


ダ !? ン (觀) チ ！ 夕 


を 修 し、 山城 朿山 R 幽棲し" 天 和 三年 五月 十六 日 寂す、 壽欠 
く、 (淨 土總 系譜) 

クウ ンチ 知日 一三 七 六 〔 . 〕 奈 良の 僧な う、 觀智は 

新羅の 人な り、 持統 天皇 三年 四月、 新羅の 國使に 隨 a て 明聰 
等と 共に 來 遂に 皈 化す、 慶雲四 年 R 維摩 會の 講師と なる、 
和 銅 五 年 九月 十五 日 律師と なる、 靈龜二 年の 頃 寂す、 (日本 書 
紀 、七大 寺 年表). 

〔考〕 日本書紀には 學問 僧と あ 6 て、 新羅 國の 人な 3 と 名 判 
しかたし" 今は 七大寺 年表に 明記せ る も のに 依る" 

クウ ンチ 觀智 ( . 〕 〔淨土 宗西山 派〕 山城 禪林 寺の 

僧な り、 觀智 字は 朝 阿、 安房の 人な う、 淨音 觀智に 師事して 
淨土宗 西 山 派の 學を受 け、 洛東禪 林 寺 R 住し、 後 又 武藏荏 原 
郡 鵜 木の 光明寺 R 遷 3 て 盛ん R 法 化を 弘む 、寂 年、 及 世壽欠 
く、 (淨 土總 系譜) 

クワン チコ クシ 觀 知日 國師 ゾン ォ！ 存應を 見よ、 

クタ ンチユ 1  觀中 チ H- タィ 中講を 見よ、 

クウ ンチヨ IV ン觀 長院 カィ カノ ノ海覺 を 見よ" 

クウ ン 5* ツ 觀徹 jjj =i —A l; 淨土  § 肥 前 大音寺 開山な う. 

觀徹は 法 蓮 社 傳 譽と號 す、 筑 後の 人、 俗姓は 藤 原 氏、 安武 義 

久の 第三 子な 九 歲高敎 寺 R 得度し、 十四 歲關 東 R 遊び、 

常 陸大 念 寺に 留 る、 慶長 十九 年長 崎に 遊ぶ、 當時 西洋人 其學 

藝宗敎 を 日本 R 敷かん とす、 幕府 これを 禁制 すれと ％ 功な く、 

酷刑を 以て 罰し、 漸く 止む、 然れ ども 獨 6 長 崎は、 西洋人 0 

雜居 する 所なる を 以て" 民風 自ら 變す 、鎭臺 これを 患 ひ、 師 

を 請して 寺院 1: 市內に 構へ、 中道 院と號 す、 師 專ら敎 導 ic 務 


ククン (觀) チ — F 


〇 初め 檀 越と 稱 する 者 僅かに 二十 三人な うしが 師の德 R 化 
し、 來皈 する もの 日に 益 多し、 是 R 於て 耶蘇 宗徒 大に 组 み、 
遂に 師を 害せん と 謀る 者 あるに 至る、 特に 鎭臺師 R 双劎 を帶 
ぶる を 許し、 師を して 自から 護ら しむ、 元 和 二 年鎭臺 幕府に 
建言し 舊博多 街 西洋 館の 地を 師 R 賜 S、 寺と な 3 しむ、 翌三 
年 落成し、 正 覺山大 音 寺と 號す 、乙れ 長 崎 R 寺 あるの 始めな 
う、 寬永 十五 年 將軍家 光師を 召 見て 物を 賜 ふ、 慶 安四 年 十一月 
十三 日 寂す、 壽六 十四、 臘 五十六、 寬 文中 幕府 師の 功を 思 ひ、 
特に 白金 百 錠を 第三 世法譽 に 賜 a 、 修寺 料と 爲 S しむ、 (碑 
文) 

クウ ン 5** ツ 觀徹一 一一 |; 一 •〔淨 土宗〕 相 模鎌倉 光明寺の 
第五 十八 代な う、 觀徹は 圓蓮祗 義譽 淨覺眞 阿と 云 ふ， 京師 
の 人な う、 幼に して 觀禪に 師事し 度 1: 受 く、 十五 歲 R して 東 
國 R 遊び、 性 相の 學を究 む、 大僧正 雲 臥の 命に ょ 6、 小金 東 
漸 寺に 住し" 學を講 す、 盛年の 頃ょう 念 佛を勵 み、 日課 一萬聲 
怠るな し、 元祿 十三 年 七月 四日 誓うて 阿 彌陀經 十 萬卷を 誦せ 
ん とし、 十二 年に して 功を 畢ふ 、即日 日課 念佛を 增 し、 三 萬 
聲 とす、 正 德二年 江 戶崎大 念 寺に 住し. •享保 四 年 日課 念 佛を增 
し" 六萬聲 とす" 同 五 年水戶 常 福 寺に 住し、 大 R 菩薩 戒を弘 
通す、. 同 十一 年 鎌 倉 光明寺に 轉 住す、 十六 年 十二月 十八 日 寂 
す、 壽缺 く、 著作 三部 經合讃 七 卷 、智光 淸海兩 曼陀羅 合讃二 
卷 ，圓 頓戒誘 蒙一卷 あう、 (現證 往生 傳 、蓮 門經 籍錄) 

クウ ン F1 觀道一 一 jl A- > - - 〔眞宗 〕 周 防 平 尾 村眞覺 寺の 住 
持な $、  觀道 字は 昭義 とい ふ" 安永の 初め 同 國超偷 圓淨謙 
讓 等の 諸子と 同し く笈を 負 a て 東上し、 攝津住 吉靈松 寺義端 


CHE-)  書辭 名人 家佛本  日 


に從ひ て 外典を 學 ふ、 其 後 京都に 往き •，本 黌に掛 錫す、 勸善隆 
山 等の 諸師に 隨 a て" 專ら性 相を 研磨す" 經 歷に從 a て 華嚴 
法 華 等を 學 ふ、 天明 二 年 三十 一歲 にし. て慧 雲に 謁し、 遂 R 師 
資の 約を なす、 亨和 三年 夏 長 門萩淸 光寺の 學校に 安樂 集を 講 
し、 文化 元年 夏 興 御殿の 侍講と なう 同 七 年の 安居に 高僧 和讃 
を 附議す、 文政 五 年 八月 二日 萩よう 歸る 途中 三 田 尻 光明寺に 
投宿し、 暴疾に 罹う 同 七日 寂す、 壽七 十一、 著作、 眞宗義 林 章 一 
卷 、眞宗 護法 編、 神 佛辦妄 編、 各二卷 、正 信偈 慶歎錄 、文 類 
聚# 敬信錄 、安樂 集 庚 子 錄 補註 谷三卷 ，眞宗 正 訛 篇八卷 ，三 
帖和讃 採集 記 二十 四卷 あう、 (清流 紀談 、本願 寺派學 事史} 

クウ ン F; 觀道 ( . ) 〔時宗〕 武藏敎 念 寺の 學 僧な 

う" 觀道 字は 三 光明と い ひ、 また 單 R 三 光と s ふ、 時宗 西 
部學 寮の 寮 主にして、 學識 該博の 聞 あ 6 安政の 頃 寂す、 著作 
選擇 獅子 経、 選擇 貴舊抄 、選擇 皮肉 抄 、選擇 骨目抄 、選擇 知 
津 章、 弟子 武田 義徹 、卍 山實辨 、河 野覺 阿、 靈天等 あう、 俱 
に 世に 聞 ゆ、 

クウ ン 觀導 シゼッ 至善を 見よ、 

タワ ンニチ 觀 日 ( …… .0  〔淨土 宗西山 派〕 山城 東 山の 

學 僧な 6、 觀日 字は 聖深其 鄕貫詳 かならず 東 山の 證入に 師 

事して 淨 土の 宗義を 受け、 門下 盛んな う、 範 承、 了觀 、盛 信、 聖 

入、 等 皆當 時に 聞 ゆ、 寂 年及壽 欠く、 (淨土 傳灯錄 、淨 土總 系譜) 

. クウ ンニヨ イン 觀如院 ニ チト-日 透を 見よ、 

クウ ン乏 ml 觀明 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 山城 安養 

寺の 學僧 なう、 觀明 俗姓 未詳、 東山證 入の 門に 入うて 淨土 

の 宗義を 受け •洛東 安養寺に 住して 敎化 盛な 6、 示 寂の 年月日 


歃 く、 (淨土 傳燈錄 、淨 土總 系譜) 

クウ ン乏 ヨ ー 觀明 チ ユー 方 ク仲覺 を 見よ、 

クワン、 2. ヨ―イ ン 觀妙院 ニ チ ソン 日 存を見 よ、 

クウ ンモ觀 茂 リ ョ丨シ ユ良 守を 見よ、 

クウ ンユ ー 涯  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
う、 觀勇は 信 濃の 人、 出家して 觀敏 法師に 師事し、 著作を 
以て 事と す、 其 作る 所の 抄 、天台 三 大部、 俱舍論 三十 卷 、及 a 
大乗 止 觀授决 集 等 あう、 文 永 六 年 十一月 十二 日 寂す、 壽七十 
二、 (三 井續灯 記) 

クウ ンヨ 觀譽 ゥソ リユ-雲 龍を 見よ、 

ダ ヮン ョ觀 *' ュ ••.•シエ 丨祐名 を 見ょ、 

クウ ン 及^^^^  蓮刚  〔眞言 宗 i  m 域 醍醐 寺の 學 僧な 6 、 
觀理 俗姓は 平氏、 奈頁の 人な 6、 幼に して 父を 喪 ひ、 家 赤貧な 
う、 師佛 前に 向うて 母を 養 はん Z. とを 祈る、 藤 原 忠平其 敏頴な 
るを 聞き、 召して 左右に 侍せし め 寵愛す、 後、 與福 寺に 投 し、 
剃髪 受戒し、 法相を 學び 、悉く 玄旨 ic 達す、 後延愀 に 三論を 
受け、 兼ねて 密敎を 傳 ふ、 天 曆六年 維摩 曾の 講師と なう、 天 
德 四年權 律師に 任し、 醍醐 寺 第 九 代の 座主と なる、 應和二 年 
八月帝南北の法匠を淸凉殿に召し宗義を論决せしむ、師時に 
無量 壽 經を講 し、 延 曆寺餘 慶と對 論す、 康保二 年少 僧都に 圧 
じ、 安和 元年 大僧 部に 進み、 明年 二月 東大寺に 主と なる、 居 
る Z. と 二 年に して 東南 院 に 移う、 天 延二年 三月 寂す、 壽 八十 
一 (一說 R 、 八十 四)、 著作 唯識章 十五 卷 、四 種 相違 制 三卷、 
三論 方言 義 、諸 經論指 事 文集、 若干 卷等 あう、 (密宗 血 脉鈔、 
本朝 高僧 傳、) 


ク 5? ン C 觀、) F i ミ  クウ ン (觀) ミ ー P 


書辭 名人 家佛 本日 


( 四 五 二:) 


_ ク |!? ュ (氍^ • 丨 112 _ _ _ _ _ 

ク穸ン 9 ン 觀輪 ギヨ- ■ジ ヨ—行 乘を見 ょ、 

ク ジン レ— 觀 fi  一 ii iiy  〔浄土宗〕 和 泉宗見 寺の 開山な 
う、 觀靈は 行 蓮 社 梵 譽と號 し、 紀伊廣 瀬の 人な う、 聞悅 に 
師事して 和 泉 撰宗見 寺の 開山と なる、 寬文 元年 七月 十一 日 寂 
す、 世壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) 

クウ ン レツ 觀烈 ボ ，カィ 房 海を 見ょ、 

クウ ンロク 觀勒 (一二 八 四)！； . 〕  大和 法 興 寺の 僧な 

う、 觀勒は 百 濟の人 次 6 推 古 天皇 十五 年 十月 R 來 朝し 曆 本、 

天文、 地理、 遁 

甲、 方術の 書を 

貢献す、 乃ち 書 

生 三 四 人を 選び 

て師に 就きて 是 

等の 書を 學ばし 

む 陽 胡 史玉陳 は 

曆 法を 學び 、大 

友 衬主高 聰は天 

文遁 甲を 學び、 

山背 臣日 並立は 
方術を 學び 、皆 

其 業を 成せ 6、 

同 卅二年 四月 R 

一 僧 あう 斧を 以て 祖父を 歐つ 、天皇 之を 聞き / 2 ま ひ、 詔して 諸 

寺の 僧尼を 推 問し、 之を 捕へ しめ 穴 まふ、 觀勒 乃ち 諸 寺の 僧尼 

の爲 R 上表し、 赦 されむ 乙と を 請へ 6、 表に 日 ふ、 「夫佛 法 自-1 


ダ クン (寬) ィ 


® 國 ，至，， 于漢 ：經_|三百歲-乃傳>之至=於百濟國ポ僅一百年 
矣 、然我 王 聞，， 日本 天皇 之 賢哲 『而 貢，， 上佛像 及內典 (未/ 滿， ，百 
歲 『故當 ，一 今時- 以 僧尼 未 i 習 = 法律 (輙 犯-一 惡逆 (是以 諸 僧尼 惶懼 
以 不知， 1 所  <如 —\ 仰 願 其 除 =惡 逆 者 7' 以外 僧 悉赦而 勿：， 罪、 是 大功 
德也 、云 ♦、天皇 其 請を 聽 許し 穴 まふ、 同年 R 僧正 僧都を 置き、 
師を 僧正と なし、 鞍部 德 積と 云 ふ ものを 僧 郡と なす、 我國に 
僧正 僧都の 官 あるは 是を以 て 始 とす、 師乙れ ょう 諸 寺の 僧尼 
を檢 校す、 當時寺 四十 六 所、 僧 八 百 十六 人、 尼 五 百 六十 九 人 
あへ 師の示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 
傳、) 

タタ ン r 寛 伊 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 安祥 寺の 僧正な 

寬伊は 大納言 僧正と s ふ、 兼 慧の 傳燈を 受け、 安祥 寺 
に 在う、 付 法 一人 成慧 とい ふ、 (後 傳燈 廣錄) 

クウ ンィン 寛 JIL  或 競  〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第 十五 代 
の 長 吏な 6、 寬 胤は 後伏見 天皇の 第 七 子な 6、 延慶二 年 R 
生る、 幼に して 勸修 寺 R 入う、 下髮 して 東大寺の 戒壇に 登る、 
詔 i: 受けて 顯密 を兼學 し、 嘉曆 三年 十二月 八日 大僧正 敎寬 R 
從 s て 傅 法 灌 頂を 受 く、 建 武四 年長 吏に 稀し、 宣して 親王と な 
う、 東大寺の 別當 R 任す、 此間慈 尊 院の榮 海 R 傳 法を 請 a 、 
金剛 寶閣 R て 灌 頂を 受け、 心 印を 相承して 第二 十八 祖 となる、 
道 寶所附 の 安祥 寺 流を 受け。 安祥 寺の 敎宣に 其 祕密藏 內道塲 
儀式 並 R 院 席を 附 せらる、 貞和四 年 東大寺の 別 當を辭 す、 觀 
應 年間 再 a 同職 R 舖 せられ、 大 井の 左 管領を 命 せらる、 延文 
五 年 東 寺の 長者 法務と な 6、 十二月 法務を 辭す 、長者に ある 
Z. と 僅に 七月、 故に 譜に 載せさるな $、 貞治 年中 東大寺の 別 


(五 五 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


當を辭 し、 宣 して 特進に 叙す、 六 年 又 東大寺の 別當 に復 し、 
應 安の 年長 吏を 尊信に 附して 退 閑し、 永 和 二 年 四月 三日 寂す、 
壽六 十八、 號して 後 安祥 寺と S ふ、 付 法の 弟子、 尊信、 俊然 
の 二子 あう、 (東大寺 別當 次第、 後傳燈 廣錄) 

ククンィン寛印( . ) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 

なう、 寬印 俗姓は 紀 氏、 丹 後與佐 郡の 人な う、 出家の 後 良 源 
源 信 0 二 師に從 ひ、 經論を 討究し、 內 供奉に 勅任す、 後 丹 後 
に 皈う 、古寺に 閑居し、 專ら法 華を 誦す、 寂 年及壽 欠く、 (元 
亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

クウ ンウン 寛 雲 (一四 九 〇) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺 別當な 
う、 寬 雲は 鄕貫詳 かならず、 天 長 七 年 東大寺 別當 に 任す、 
寂 年、 及壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

クウ ンウン 寛 運 (一七 八 七) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧都 
寬 運は 京都の 人、 藤原爲 房の 子、 濟暹の 第 子な $、 
大治二 年 三月 三寶院 にて 職位灌 頂を 受 く、 賢 覺 其敎授 たう、 
又 無 三昧 耶戒 を重受 す、 (續 傳燈 廣錄) 

ク？ i 寛慧一 一一 键ーー，ーー 〔眞言 宗 S 城 東 寺の 長者な う、 
寬惪 は內 大臣 源 通 重の 子な 6、 禪助 和尙に 師事して 宗旨を 學 

S、 曆應 三年 東 寺の 長者に 任し、 同 四年權 僧正に 任す、 康永 

二 年 二月 二十 二日 寂す、 壽四 十二、 (東 寺 長者 稀 任" 仁 和 寺 諸 

院家 記) 

クウ ンエン 寛圓 (一八 四 二) 〔 . 〕 三條 一流 六代佛 H 

なう、 寬圓は 朝圓 の 二子な 法 橋に 叙 せらる、 壽永 年代 

の 人な う、 (僧綱 補任) 

クワン カ イ寛海 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 法琳 寺の 別當 


ク !? ン (寬) イ ー カ 


な， 9、 寬 海は 中 納言法 印と いふ、 成 厳の 職 位を 受け 安祥 寺を 
兼ねて 金 蓮院に 居る， 詔して 小 栗栖の 別當 となる、 付 法の 弟 
子兼慧一人ぁ6、(後傳燈廣錄) 

クウ ンガ ィ宽海 (一九二 四) 〔淨 土宗〕 山城 大 光明寺の 開 
基な う、 寬海 字は 空藏 、東關 の 人な 6、 長樂寺 隆寬の 法 1: 
受けた る 長 空 上人に 師事して 一流の 宗義を 傳 へ、 山城 伏旯に 
大 光明寺を 建立す、 文 永の 頃 戒壇 院圓 照に 就 S て 戒を 受け 法 
化 益 盛んな 6、 寂 年及壽 欠く、 (淨土 傳灯錄 、淨 土總 系譜) 

クウ ンカィ 寛 海 ii ^5 〔眞言 宗〕 京都 東 寺 百 九十 二 代 
の 長者な う、 寬 海は 花山院 左大臣 定熙の 子な 6、 一條 關白 
左相內 基の 猶子な り、 天 正 十九 年に 生る、 二十 年 五月 宣して 
漼三 后と なう、 慶長 二年聖 信の 室に 入る、 六月 二十 八日 得度 
して 息 慈戒を 受 く、 同 日長 吏に 補す、 時に 年 七歲な 6、 九 年 
法眼と なう、 十八 年 正月 權大 僧都に 遷 つる、 九月 十八 日 東 寺 
觀智院 僧正 空 盛に 從 a て 傳法灌 頂 位を 受 く、 十九 年德 川家康 
安祥 寺を 以て 高野山 寶性院 に 寄す、 時に 師 安祥 寺の 長 吏 / 2 う、 
天 和 元年 權僧 正に 叙し、 寬永九 年 大に轉 す、 慶 安四 年 八月 詔を 
受けて 東 寺 百 九十 二 代の 長者 法務に 補し、 護持の 大國師 とな 
る、 万 治 二 年 十二月 十三 日 寂す、 壽六 十九、 後 施無畏 院と稱 
す、 (後 傳燈 廣錄) 

ク !? ンカィ 寛 海  二  i  〔新義 眞言 宗〕 飛驛九 岡 中臺寺 
の 開山な 6、 寬 海は 字を 定譽と 云 ふ、 常 陸 笠 間の 人、 海老 名 氏 
なう、 十五 歲 にして 勝 福寺歡 傅に 就 S て 度を 受け、 廿八歲 に 
して 水 戸寶鍾 寺鍵杲 僧都に 就いて 二 摩耶戒 を 受け、 兩部灌 頂 
を 受 く、 三十 歲に して 出 遊し、 智積院 に投 し、 元壽 僧正に 就 


クジン (寛} 力 


書辭  名人 家佛 本日  は 五 二) 


クウ ン (寬) ガ 


S て 一宗の 敎義を 究む "慶 安八 年 越 前 瀧 谷 寺の 請に 應 し、 承 
應二年 再 a 智積院 に 登-^ 隨長 僧正に 就 s て 敎義を 究め、 醍 
醐 の寬濟 大僧正に 謁して 秘密 儀軌を 傳ふ 、尋 s て 越 前に 赴き、 
灌頂 壇を 建立す、 寬文二 年 飛 驛守本 多重 昭の 請に 應して 九. 岡 
中臺 寺の 開山と なる、 一 住 三年に して 瀧 谷に 還る、 同 四年智 
積院に 登う、 運敝 僧正の 下に あう 第一 座と なる、 同 六 年 八月 
仙 洞 御所に 於け る 論議の 際、 上 首と なう、 義 辯を 以て 顯 はる" 
同 八 年 勅命を 拜し 雨を 祈うて 靈驗 あう、 同年 運敝 僧正の 命に 
ょ 6 山斜 妙咎院 の 荒廢を 中興す、 延寶六 年 十月 朔 寂す" 壽六 
十五、 (瑞林 集、 智山通 志) 

クワン カィ 寛 海！  一一  1 sg 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山 楞嚴院 阿 
闍 梨な 6、 寬 海密號 は遍照 金剛、 字は 怏潮 U 後 豪 潮と 改む、 
八 萬 四千 煩惱 主人 •父は 無 所得 道 人と 號 す、 肥 後 玉 名 郡 山 下 
村眞宗 安養寺 塔頭專 光寺の 二 代 貫 道 和 尙の二 男な 6、 母の 名 
は 松 野と s ふ、 寬延二 年 六月 十八 日 ^ 生る" 兄を 昇 道と 呼 a 
專 光寺の 三代 / 2 う、 寶曆五 年 九月 三日 父 二子に 吿けて 日く、 
我甞て 天台の 僧侶 / 2 らんと 欲せし も 志を 遂 くる 能は S3 き、 

今 幸に 汝等 二子 あう、 故に 兄は 我 か 後を 嗣き 、弟は 天台の 僧 

となれ、 と、 師 之を 領 し、 父 {C 伴 はれて 同 郡 天台宗 繁根木 山 

壽福 寺に 赴き、 豪 旭阿闍 梨を 禮して 剃髪し％ 十六 歲春 比皲 

山 R 登-^ 南溪 吉祥 院第 一代 慈 門 實榮籠 山 比丘 R 從 a て發心 

し、 次て 正 覺院親 行 探題 豪恕 大僧正の 會下 R 於て 住 山 修學十 

餘 年に 及ぶ 明 和 五 年 九月 二十日 比 叙 山の 灌頂 壇に 入 3 て 三密 

瑜珈の 大法を 傳受 す、 安永 五 年 七月 豪 旭和尙 病む を 以て、 師 

俄 R 國に歸 る、 幾 もな く和尙 寂す" 檀 信の 請に ようて 壽福寺 


夕 穸ン( 寛) 勿 


の 席を 繼 く、 時 R 年 二十 八歲 なう、 師 持律嚴 正、 苦 修練 行し、 
時々 六波羅 密行 相、 佛母 准胝懺 、准 胝尊獨 部 法 等を 修 し、 道譽 
大に揚 かる、 四衆歸 服し、 四國 九州の 諸侯 大に渴 仰す V 往 々諸 
侯の 屈 請を 受けて 諸 所に 法 輪を 轉 す、 師眼 R 宗派を 置かず、 徧 
く 諸人を 化す、 其 人に 與 ふる 歌 あ'^、 其 意を 見るべし 「往生は 
な 1]* あみ ^ ふて 事 ^ れ* れ よ*^ 外 ^ 思 ふへから す」 「秋の 野 
の 草の葉 毎に 置 露の その ほと-^ に 移る 月影、 「月 花に 迷うて 
少し 樂まん 悟う きつて は S らぬ 春秋」 聖護院 宮盈仁 一品 親王 
の奏 によ 6 內勅を 奉して 參內 し、 某の 姐 局の 病を 加持す" 賞 
として 准胝觀 音の 像、 及 a 黃金十 枚を 賜 ふ S 後屢々 召せと も 
辭して 赴かず、 光格 天皇 聖護 院宮を 介し 詔して 京都 東の 淼積 
善院 (今上 京 區聖護 院町熊 野 神社の 東邊 R あう) を 賜 ひ、 專 
ら 諸人の 病を 加持す、 親王の 執奏に よ 6、 勅して 寬海 大師の 
號を賜 ふ、 肥 後の 領主 細 川 氏に 請せられ て 熊 本に 歸 6、 次て 
豐前彥 山の 精 舍に 移る、 道餘書 書を 樂しむ 、時の 名僧 尾 張 萬 
松 寺の 珍 牛と 道 交 厚し、 文化 十四 年 春 尾 張 侯 病む 時、 師 請を 
受けて 彼 地に 牲きて 加持す、 其 請 命に よ 6 萬 松 寺 R 留錫 する 
こ と 三年な 知 多 郡 岩窟 寺に 住す、 是れ 太守の 命に 依るな 
6、 文政 四 年 藩 命を 蒙りて 江戸に 赴き、 市ヶ谷 邸 R 入 6、 尾 
張 中 納言齊 盛 卿の 病を 禱 る、 玆 R 於て 江戸の 士民歸 仰 深く、 
相 競 a て 師の 加持を 受 く、 此秋 九月 中旬 尾 張に 歸 る" 師 岩屋 
寺に 住する rJ と 凡そ 八 年專ら 護國利 民の 祝禱を 嚴修 し、 傍ら 
大堂 伽藍を 再建し、 能く 什寶 1: 修繕す" 間々 阿彌陀 の 尊像を 
書き、 之を 村落 R 配與 して、 大 R 念 佛の法 門を 弘宣 す、 太守の 
請に よう 愛知 郡 諸 輪 村長 榮寺を 再興す" 次て 復 穴 御 祈願 所 建 


(七 丘 二：) 
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立の 命を 受け、 維學心 院の舊 地 柳 原を 卜して 堂宇を 瓶し 文政 
六 年 四月 工事 成る" 乃ち 長榮 寺を 移し 柳 原 御 祈願 所と 公稱 す、 
文政 七 年 四月 十日 珍 牛 和尙の 三回忌 日に 萬 松 寺に 赴く、 此頃 
紀伊 に德本 上人 あ 6、 師 之と 交る、 是 ょう 先き 長 崎に 遊 ふ、 
淸人程 赤 城と 會 見し、 天台 山 圖を 摸寫 せん 乙と を 約す、 後 赤 
城 送う 來 6为れは比叙山淨土院の寶庫に納め /2 6といふ、文 
政 八 年 叫 月 二十四日 故豪恕 大僧正の 一周忌に 當 6 比叡山に 登 
る、 天 保 六 年 七月 三日 寂す、 壽八 十七、 (寬海 大師 行 業 略記) 
クウ ンキン 寛欽一 一一 一一 Is 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第二 十五 
代の 長 吏な 6、 寬欽は 伏 見 院二 品中務 卿貞敦 親王の 子な う、 
後奈良 上皇の 猶子と なる、 母は 三 條前 關白實 香の 女な う、 永 
正 十一 年に 生る、 天文 元年 七月 宣して 親王と な-^" 海 覺法親 
王の 室に 入うて 得度す、 時に 年 十九 歲な 6、 便ち 長 吏に 補し、 
安祥 寺 天 王 寺の 檢校を 兼ね、 八 年 三月 十五 日 慈尊院 大僧正 實 
尊に 隨 ひ て 傳法灌 頂 職 位を 受け、 第三 十八 祖と なる、 永祿六 
年 十一月 十一 日 寂す、 壽 五十、 稱して 後 染王院 とい ふ、 (後傳 
燈 廣錄) 

ク !? ンキ 3 1 寛慶  醒  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 

f、  寬慶は 右大臣 俊 家の 子、 母は 相模守 秀範の 女な う、 

出家して 慶範 、廣算 、經暹 、賢暹 の 諸師に 天台 敎を學 び、 保 

安二 年 天台 座主に 任ず、 同 閥 年 十一月 三日 寂す、 壽 八十、 (天 

台座 主 記) 

クウ ンギヨ ー 寛曉一 一 A± rH 〔眞言 宗〕 京都 仁 和院の 僧な 

う、 寬曉は 堀 河 天皇の 皇子， 華藏院 の聖惠 親王に 從 a て兩 

部の 密灌を 受け、 大治 元年 仁 和 寺の 覺 法、 女 院の產 を 祈る 時 


師五 壇の 數に與 る、 仁 平 三年 春 東大寺の 寺 務に補 し、 秋 天皇 
の 病を 禱 6 て權 僧正 R 任し、 相尋 きて 大僧正 R 轉 f 、 平 治 元 
年 正月 八日 寂す、 壽五 十七 (本朝 高僧 傳) 

クウ ンク 寛 救 (一六 〇 五) 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當江 
6、 寬 救は 出家して 華嚴を 習究 し、 延長 六 年 六月 十七 日 東 
大寺 別當に 任ず、 後辭 して 承 平 三年 九月 二十 八日 再び 別當と 
なう、 天 慶八年 還 任す、 寂 年、 及壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 
クワン ク ー 寛 空 j sl o- s 言 宗〕 京都 東 寺の 長老 •な-^ 
寬空 俗姓は 文 室 氏、 京都の 人な 6、 初め 111 行、 神 日、 觀賢の 
三師 に從 CA 灌頂 法を 受け、 後宇多 法皇 R 就きて 重ねて 灌頂を 
受 く" 法皇 師に仁 和 寺の 圓堂院 を 付し、 天 曆二年 東 寺の 長者 
となる、 權少 僧都に 任し、 四 年 金剛 蜂 寺の 座主 R 補し、 八 年 
大 僧都に 轉 す、 香隆 寺に 任し、 法務と なる、 天德四 年 雨 1: 禱 
うて 權 僧正を 與 へられ、 康 保の 初め 亦 雨を 禱 6 て 僧正に 轉 す、 
天祿 元年 諸 職を 辭し 二月 六日 寂す、 壽八 十九、 洛 北の 蓮臺寺 
R 居う しか 故に 蓮臺 僧正と 呼 ふ、 (東 寺 長者 ft 任、 元亨釋 書、 本 
朝 高僧 傳)  . 

クウ ンサィ 寛濟 jj s g  〔眞言 宗〕 東 寺 百 九十 三代の 長 
者 法務な う、 寬濟は 水 本 法務 大僧正と S ふ、 正覺 僧正の 室に 
入うて 得度し、 學業 長して 具支灌 頂を 源 朝に 受け、 幸 心院十 
六 世の 席に 居る、 同師の 法を 傳へて 三十 九祖 とな $、 櫳 僧正 
に 任す、 寬永 十九 年 七月 朔日大 R 轉 し、 十一月 四日 東 寺 二の 
長者に 加 補す、 明 曆二年 二月 護持 僧と な 6、 四 年 五月 二十日 
東 寺 百 九十 二 代の 法務 長者に 補し、 万 治 三年 六月 二十 三日 寂 
す、 壽六 十八、 (續 傳燈 廣錄) 


クワン (寬 .4L 誇  クウ ン (寛) クー梦 


書辭 名人 家佛 本日  (八 五 二） 


クワン (寬) シ  I  _ 

夕？ VV ン 寛 眞 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 學講 

なう、 寬眞は 加賀 の阿闍 梨と稱 す、 松 橋の 法 院淨眞 の 入室 
入 壇 弟子な う、 意敎 を禮 して 燈光を 嗣 き、 兩祖の 堂奧に 至た 
る、 (續 傳燈 廣錄) 

クウ ンシン 寛！ 一具 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 學講 

なり、 寬眞は 京都の 人、 右大臣 俊 家の 子、 性 信 親王の 法を 
嗣 く、 (傳燈 廣錄) 

ク !? ンシン 寛 信 j A-t —ra Hra 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 三十 九 代の 
法務な 6、 寬信は 勸修寺 贈 太 政 大臣 高 藤の 八 世、 參 議右大 
辨大 藏卿爲 房の 子な 6、 應德 元年に 至る、 寬治七 年に 得度し、 
康和五 年 十月 勸修寺 權別當 に 補 せらる、 十二月 三十 一日 東大 
寺 准 得 業の 宣を 賜 a 、 嘉承 元年 最勝 講の聽 衆と なう、 天 仁 元年 
灌頂 壇 R 登う、 大 僧都 嚴覺 ょう 灌 頂を 受く天 永 元年 六月 四日 
勸修寺 別當に 任し 永久 元年 東 寺 R 入う 二 年 維摩 會の講 帥と な 
以後 屢 ょ 諸會の 講師と なる、 保安！ 一年 故 御所の 門を 扣き 
て 小 野 流の 極秘を 受け、 勸修寺 七 代の 县吏 となる、 大治 元年 五 
月 三十日 元 興 寺 别當に 任し 長 承 三年 權少 僧都と なう、 永 治 二 

年 十二月 二の 長者に 加 へらる、 二十 六日 大僧 都に 轉 し、 久安 

元年 十月 東 寺 三十 九 代の 長者と なう、 二 年 正月 法務を 兼ね、 

三年 正月 十四日 東大寺 別當 となう 初めて 御齋會 講師と なる、 

類顯鈔 秘傳授 集を 錄して 後進を 策勵 し、 六 年 安祥 寺の 寺務を 

兼ね 仁 平 三年 正月 東 寺 四十 一代の 法務 R 復す 、三月 七日に 寂 

す、 壽七 十、 付 法の 弟子、 念範 、行 海、 明 海、 淳寬 、寬緣 、寬 

照、 仁 濟等ぁ 6、 ( 後傳 燈廣錄 、本朝 高僧 傅〕 

ク !? ンシュ ン 胄 #^ H カイ 慧 海を 見よ、 


_ クワン (寬) シ 

ダ !? ンジユ ン寛順 セソソ -泉奘 を 見よ、 

クウ ンジ m 寛 助 j 枕 & 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 
寬 助は 源 師資の 子な う、 幼に して 遍照 寺の 經範 僧都に 隨 a 瑜 
伽 敎を學 ふ、 十九 歲阿闍 梨に 任し、 承 曆四年 春 性 信 親王を 拜 
して 傳法灌 頂、 及 a 密軌 を受 く、 成就 院に 居う、 道譽 高し、 
康和五 年 正月 五日 堀 河 天皇 詔して 五 壇の 法を 修せ しむる に 方 
う、 金剛 夜叉の 法を 行 ふ、 長 治 元年 權少 僧都に 任し、 二 年 夏 
東 寺の 長者と なる、 秋 八月 遍照 寺に 住し、 嘉承 二年大 僧都 R 
轉 す、 仁 和圓 鏡の 二 寺を 補し、 此年 護持 僧と なうて 圓宗 東大 
廣隆の 諸 寺歷領 す、 天 永 元年 六月 慧星 東に 出つ、 詔を 受けて 宮. 
中 R 孔雀 經 法を 修 す、 其 功に よりて 阿 闍梨五 人を 成就 院に置 
く、 翌年 春 法務を 兼ね' 權 僧正 R 任し ' 氷 久 三年 秋 八月 天皇の 
病を 禱 う、 其 功 R よう 南北 三會 の！！. 師 に 準して 僧綱 R 任す へ 
き 旨を 命せられ、 乃ら 灌 頂阿闍 梨と なる、 四 年 夏 正 僧正に 轉 
し、 翌年 春 法 勝 寺を 主と る、 天 永 元年 四月 重ねて 東大寺の 寺務 
を 補し、 五月 神泉苑 R 雨を 禱 う、 冬最勝 寺 R 移つ る、 保安 二 
年 秋 白 河 上皇 不豫の 際、 五 壇の 法を 修 し、 其 功 R ようて 大僧 
正 R 轉 す、 天 治 元年 三條の 內裡に 中宮の 產を禱 る、 師 孔雀 經 
北 斗の 法を 修 する^ J 凡を 二十 度、 皆靈應 あ'^、 王侯 士大 夫庶 
人 皆歸恭 す、 稱して 法關 白と 呼 ふ、 天 治 二 年 正月 諸 職を 勇退し 
て 寂す、 壽六 十九、 寶塔院 R 葬む る、 (本朝 高僧 傅) 

クワン シヨ ー 寛 照 (1 5 一丸) 〔眞言 宗〕 山城 勸修 寺の 學 
講 なう、 寛 照は 伯 僧都と いふ、 伯 太夫 源顯 章の 子、 神 祗伯顯 
重の 孫な う、 治 承 三年 四月 十二 日 三寶院 R て 傳法灌 頂を 受 く、 
眞海阿 闍梨其 敎授左 3、 師初 め寬 信の 法を 受け 再 a 眞 海に 受 


(九 五 二 


書辭 名人 家佛本  日 


く， (續 傳燈廣 錄} 

クウ ンシヨ ー 寛昌 (一八 gl 丑) 〔天台宗〕 播 摩書寫 山の 學 
僧な う、 寛昌 字は 淨 雲と 云 ふ、 文治の 初め 榮西 禪師宋 R 入 
らんと して 太宰府に 寓す 、時に 老嫗 一兒を 携へ來 6 て 日く、 此 
見は 平 敎 盛の 季子な 6、 平氏 敗亡の 時、 我れ 乳母と なう 見を 携 
へて 逃れ 去う 今に 至る まて 養育す 請 ふ 度せ ょと、 榮西其 容貌 
の 凡なら さるを 見て 弟子と なす、 是れ 即ち 師な う" 師後比 叙 
山に 登 6、 顯密の 法を 學び、 菅原爲 長に 就て 世 書を 學ぶ 、宋 
國に 遊び、 天台 山道 敎 法師 峨眉山 文 伯に 逢 a て 儒 典を 討論し、 
顯密の 書 百餘卷 、外 書 七 百 餘卷を 得て 東皈 し、 書寫 山の 圓宗 
寺 R 住し、 顯密の 法を 唱 ふ、 寂 年、 及壽歃 く、 師 生前 文才 あ 
うて 書寫 山の 講式讃 章を 製作す、 (本朝 高僧 傅) 

クジ ンシ 3 1 寛 性  〔眞言 S 京都 仁 和 寺 法 親王 
f  寬性は 一に 惟 永と 云 a 常瑜 院と號 す、 伏 見 天皇の 第 
三 子な 6、 正 安二 年 親王の 宣を蒙 6、 十三 歳に して 仁 和 寺に 
入う、 禪助 僧 JE に 師事して 落髪 受戒し、 乾 元の 初年 仁 和 寺の 
主務に 補す、 嘉元二 年 春 一身 阿闍 梨と なう、 兩 部の灌 頂を 受 
く、 五月 總 法務に 任し、 法 勝 寺を 管す、 正 和 元年 上皇 不豫師 

敕を拜 して 愛染の 法を 修して 効 あ $ 、 嘉曆 元年 辭して 開 由に 

退 居し、 貞和二 年 九月 三十日 寂す、 壽 五十八、 (仁 和 寺 御 傅、 

本朝 高僧 傅) 

ク？ V ンヨ ー 寛靜  I 顏  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 學僧な 

う、 寬靜は 京都の 人、 俗姓は 文屋 氏な う、 或は 嵯峨 天皇 七 

低 の 孫、 肥 後剌史 源淳の 子な うと も 云 ふ、 幼に して 寬平 法皇 

に往つ て 密敎を 學び 、寬空 僧正に 灌 頂を 受 く、 天 祿二年 東 寺 


タク ン (寬 >v— ジ 


の 二 長者に 加 任し、 安和 元年 權少 僧都に 任す、 天延 三年 春 高 
野の 座主と なう、 尋で 權大 僧都に 叙す、 貞元二 年 大僧正に 昇 
$、 法務を 兼ね、 常 ic 仁 和の 西 寺に 居す、 天 元 二 年 十月 十一 
日 寂す、 壽七 十九、 (本朝 高僧 傳) 

クウ ンジヨ ー 寛乘  ■  〔天台宗〕 近 江 三 井寺の 學僧 
な $、 寬乘 俗姓は 源氏、 木工 權頭兼 時の 子、 建 永 元年に 生る 
幼よう 經論 を學 ひ、 祐曉 法師 就きて 天台の 宗義に 長し、 曆仁 
元年 猷尊 法師を 拜して 入 壇す、 文 永 五 年 三月 始めて 大阿闍 梨 
位に 登う、 八月 三昧 耶戒 和尙 となる、 一旦 邪 衆の f/f によ 6 遠 
島に 移 れ しか、 弘安七 年 十一月 免を 蒙うて 本 房に 歸 へう、 
弘安九年九月廿八日寂す、壽八十一、(三井績灯記) 

クウ ンチ寛 智( . ) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺 華 嚴院の 

開山な 6、 寬智は 京 郡の 人、 善く 性 信 親王の 指示を 得て 密 
學 R 徹す、 要 集 記を 撰す、 付 法 一人 俊譽な 6、 ( 傳燈 廣錄) 

ク 9 ンチ ユー 宣中心  •I 讓  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 寬忠は 宇多 上皇の 孫 兵 部 尙書敦 IA1 親玉の 子な う、 幼に 
して 上皇に 就きて 落髪し、 石山 寺の 淳祐 和尙を 師 として 灌頂 
法を 禀け 、又 東 寺の 寬空 僧正に 從 ひ て灌 頂を 重受 す、 初め 奈 
頁の 大安 寺に 居う ■後 仁 和 寺の 池 上に 居る、 天德四 年內供 
.奉と なう、 康保五 年 律師に 叙す、 少 僧都より 昇進して 安和 年 
中 僧正 R 任す、 皇孫の 出家して 僧官に 歷任 する もの 師を以 て 
初めと す、 尋きて 東 寺の 長者と なう、 貞元二 年 四月 二日 寂す、 
壽七 十二、 (仁 和 寺 御傳 、本朝 高僧 傅) 

クワン チヨ ー 寛 朝  _  〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 三代 
I ,  寬 朝は 敦實 親王の 第二 子、 宇多 上皇の 孫な う、 年 十 


クウ ン (寬 }、ン ！ チ 


書辭 名人 家佛本  0  (〇 六 二) 


クタ ン (寬) 二一手 


ク !? ン (寬) ハ  — 2 


一歲 上皇の 室 R 役して 下髮 し、 天曆二 年蓮臺 寺の 寬空阿 闇 梨 
に隨 a て 密灌を 仁 和 寺の 灌頂 壇に 受け、 壹定 法師に 就きて 重 
ねて 祕法を 質す 廣澤 の遍照 寺 r 住して 密講を 開く、 世に 廣澤 
の密 派と s ふ、 康保四 年 仁 和 寺 法務 R 鋪 し、 貞元 二年權 律師 
よう 少 僧都 R 昇うて 法務を 兼ぬ、 此年 中東 寺の 三 長者 R 加は 
う、 詔を 受けて 西 寺を 領 す、 天 元 二 年 權大僧 部に 轉 す、 三年 春 
師 私財を 捨て、 東大寺の 華 嚴會を 供養す" 秋 九月 延曆 寺の 中 
堂 供養の 咒願師 とな 6、 四 年 僧正と なう、 東 寺の 寺務に 補す、 
永觀二 年圓融 寺 落慶の 導師と なう、 一 百 戶を封 せらる" 二 年 
東大寺の 寺 務を領 す、 寬和 元年 圓融 上皇 師に 就きて 出家す、 二 
年 大僧正と なう 眞言 宗徒の 此職 は師に 始まる、 永延 元年 夏 五 
月 勅に よう 雨を 祈る、 永 祿五年 上皇 東 寺に て師 に兩 部の 灌頂 
を受 く、 長 德四年 六月 十二 日 寂す、 壽六 十三、 (仁 和 寺 御傳、 元 
亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ク !? ンニ ヨ 寛 如 ギョ！ チョ- 堯超を 見よ、 

グウ ン孕 1 寛！^  一一 涵諒  〔眞宗 〕 肥 後山 鹿大 光寺の 住持 
なう、 寬 寧は 肥 後 菊 池 郡 赤 星 村 正 林 寺に 生れ、 山 鹿 郡 新 町の 

大 光寺 R 住す、 少壯の 時 訪導閣 明 增の講 解を 聞き、 深く 同師 

を景 慕せ 6、 後 乘誓院 の 門 R 入 6、 硏鑽數 年、 遂に 門下 第一 

の 人と なる、 道 遠 曾て 評して 日く 善 讓師は 議論 精 M なり、 

寬寧師 も 亦 相 敵す る R 足る" 而して 其 善く 先哲の 義を 咀嚼し 

て 諄々 陳說 する r 至うて は、 殆んと 比類を 見す と、 勸學 職と 

なう、 明治 十 年 安居 選擇 集を 學林 に 代講し、 十二 年 十二月 十 

三日 寂す、 壽八 十三、 謚を 得法院 とい ふ、 著作 宗要 開關 前後 

編四卷 、現 益 及帖外 和讚 啓蒙 錄一卷 あ ( 學苑談 叢.) 


タウン ハン 寛 範 ( . ) 〔眞言 宗〕 钯伊 高野山の 學僧 

f、  寬範は 和 泉 宇多の 人、 寶光院 澄辨に 師事して 密敎を 
受け、 靑蓮院 に 住して 盛に 開講す、 正應 六年檢 校 R 任し、 權 
少僧 郡 R 昇る、 寂 年" 及壽歃 く、 (本朝 高僧 傅) 

夕穸ン へ ン 一達  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 
寬遍は 源師忠 の 子な 6、 寬蓮 僧都 R 就きて 剃 染 受具大 し、 密 
典を 學 S、 寬助 僧正に 隨 a て灌頂 法を 受 く、 大和 忍 辱 山に 登 
うて 專ら 修練を 事と す、 一字 金輪の 法 一座、 尊勝咒 一千 遍、 
寶篋 陀羅尼 經一卷 、理趣 經一卷 、法 華經 一品 阿彌 陀寶號 一千 
遍を以 て 日課と す" 保 延五年 詔して 法眼に 叙し、 永 治 二年敕 
して 城 西の 廣隆 寺に 補す" 天 養元祐 冬 仁 和 寺の 覺法 親王 孔雀 
經の 法を 修 し、 賞を 師 R 讓 うて 權少僧 郡を 歷す して 直 R 權大 
僧都 R 任す、 久 安四 年 敕して 東 寺の 長者と なし" 法 印に 叙し 
寺 務を領 す 保 元 初年 詔して 法務を 司らし む、 是年 四月 高 野の 
大塔落 慶し師 を 供養 導師と なす、 秋 七月 敕にょ 6 雨を 祈 3、 
牛車の 宣を賜 ひ、 權 僧正に 任し、 且つ 阿 闍梨五 人を 東 寺の 尊 
壽院 に 置く  •，二 年 七月 再 a 南を 祈う 優 賞 あう、 平 治 元年 春 東 
大 寺を 管し、 應保 元年 大僧正に 轉 す、 長寬の 初に 仁 和 圓敎の 二 
寺を 領し t 仁 安元 年 六月 三十日 寂す、 壽六 十七、 (本朝 高僧 傳) 
夕？ VMml 寛 命 a  < 一 -o  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山勝俱 
胝院の 僧な- N、  寬 命は 大 夫阿闍 梨と 稱 す、 本と 三 井 菩提 坊 
法 印 證觀の 弟子、 左大臣 源 俊 房の 孫、 便ち 實運 座主の 甥な う、 
保 元三 年 十月 八日 三 寶院に 傳法職 位 i: 受けて 金剛 乗 宗時乘 海 
應 護摩と なる、 後進み て 後 位 心 印を 承け、 祖々 口訣 諸軌祕 奥 
三軸 日々 受學 す、 其 寂年缺 く、 C 續傳燈 廣錄) 


(一六 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


クウ ンユ 寛瑜 j s . 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
寬瑜は 民 部 卿 法 印と 號す 、俗姓は 説 氏 伊賀 守憲 5 の 子な う、 
出家して 靜灌に 眞言の 宗旨を 學び 、建 保 元年 六月 朿 寺の 長者 
とな 6、 同 七月 乙れ を 辭 す、 同 十月 fl 大 僧都に 任せられ •建 
保 二 年 二月 八日 寂す、 壽八 十三、 (東 寺 長者鞴 任、 仁 和 寺諸院 
家 記) 

クウ ン 9ユ1 寛隆  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 二十 
三世な う、 寬隆 初の 名は 覺觀と s a 、 後覺 助、 覺恕 "寬蓮 
と 改め、 遂に 今の 名に 定 む、 靈元 天皇の 第二 子、 母は 愛宕 尙 
書 通 福の 女な 6、 天 和 三年 八月 十三 日宣 して 親王と な 6、 甫 
めて 十二 歲諱を 帥 永と 賜 a 、 十七 日 眞乘院 孝 源 大僧正に 依う 
て 得度す、 元 祿二年 十二月 廿六 日時 進に 叙し、 五 年 孝 源 大僧 
正に 傳法灌 頂を 受 く、 屢々 に 仁 和 寺曼茶 羅會に 講師と な 6、 
寶永四 年 九月 病に 臥し、 一品に 叙せられ、 十六 日 寂す、 壽三 
十六、法金剛院山に葬む6、後金剛定院御室と$ふ、師生前 
僧 統錄總 法務の 職 R 補 せらる、 (傳燈 廣錄) 

クウ ン レン 寛 * クヮ  > リ rl - 寬隆を 見ょ、 

クウ ンシヨ ー  $ M 昭  i 一 i  〔天台宗〕 淺草僖 法院の 僧な 

う、 貫昭镋 は 菩提心 院 •京都 室町 通 花 立 町の 人、 奥 FI1 氏な 

う、 弘化 三年 三月 十六 日に 生る、 幼名 胤 千代、 又 松 彥と云 ふ、 

世 •々醍醐 家の 家臣な う、 師幼 にして 多病、 ナ四歲 比 叙 山 松林 

院貫信 僧都を 拜して 度を 受け 顯密 の敎を 傳ふ 、萬延 元年 八月 

一日 十八 道 前行と して 五 落 叉を 修し "七日に して 五十 萬遍に 

至る、 遮那止 觀の兩 業を 修行して 餘す なし、 文 久の頃 伊勢の 

引攝寺 法 II と 相 謀 3、 慧心 僧都 繪詞傳 を 版行す、 慶應 三年 尾 


張 名 古 屋に到 6、 長 榮寺實 海 律師を 訪うて 秘密 法を 受け、 明 
治 二 年 京都に 皈 うて 疾を養 a 、 傍ら 靄 山の 門に 入-^ て 書を 習 
ふ、 其 技 熟する r 及び、 乙れ を鬻て 父母に 孝養の 資 となす、 
七 年 九月 曼妹院 門跡の 命に ょう 荒神々 護 淨院湛 海 僧正の 跡を 
繼 ぐ、 翌八年 四月 少 講義に 補せられ、 北海道に 赴きて 敎 導を 
事と す、 九 年 八月 京都に 飯う、 中 講義に 秫せら る、 十 年 京都 
府敎導 正 取締に 任ぜられ、 天台の 敎觀 の學を 講ず、 十二 年 八 
月 信 濃 善 光寺 大勸 進に 派出し、 紛議を 調 IT す、 翌年 十月 山內 
の 衆徒 信徒 等の 請に ょう 大勸進 副 住職と な 6、 大に寺 務を擴 
張し、 衆徒の 爲 めに 天台の 學を講 じ 1 傍ら 長 野 監獄に 至う、 
K 徒を 敎 化す* - T 五 年 十二月 長 野に 貧民 養育 院を 新設し、 貧 
民數十 人を 收容 す、 十六 年 東海道 諸國 を巡敎 し、 十八 年 二月 京 
都に 皈 う、 母の 喪を 修し 、同年 十月 淺草 寺に 轉 住す、 二十 四 
年 諸 堂を 修繕して 功 あ $、 二十 八 年疾を 力めて 廣 島に 抵 6、 
軍隊に 從つて 淸國に 渡らん する に 際し、 激烈なる 感胃肢 炎に 
罹 6、 遂に 京都 護淨院 に皈 6 養生を 事と す、 戰 勝の 後 東邦 協 
會； 東亞 同文 會に 加入し、 大 に 東亞 問題の 講究に 意を 用 ふ、 
明治 三十 三年 九月 二十日 病 重く  •十二 日 寂す、 壽五 十五、 (貫 
昭國師 遺稿 集) 

タウン 5* ツ 1 貝徹 (二 三 四 八) 〔曹 洞宗〕 下野 那須大 雄 寺の 
僧な う、 貫徹鄕 貫詳な ら す、 下野 那須黑 羽の 大雄 寺に 住し、 
詩文を 以て 聞ぇ、 萬 山逭白 等に 交る 著作 註 石 門 文字 禪 五十 卷 
な- ON、 

〔考〕 貫徹は 元祿 頃の 人な り 

ク !? ンオ 1 S 衣 羽 シ d モン 珠 門を 見よ、 


fv 寛、 貫) 


クタ ン (貫、 關) 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 六 二） 


クウ ン (關) ク—ツ _ 

夕 !? ンク—  由 .H  1  浄土宗〕 紀伊總 持 寺の 僧な う、 
關空 字は 善 廓、 俗姓は 岡 崎 氏、 尾 張 熱 田の 人な 七歲 父母 
を 喪 ひ、 郡の 大寶禪 寺に 投し て沙彌 となう" 內外の 諸 典を 讀 
む、 十八 歲 自ら 歎して 日く 內外の 諸 典を 究むる も、 未 -/ 2 出 離 
の 要 門を 知らす、 ■生死 岸頭 差路 多し" 即ち 奈 良に 抵う "七日 
晝夜 二月 堂觀世 音に 禱 祈す、 其靈吿 によう、 京都 東 山に 登う、 
禪林寺 積 峰 和 尙を問 S、 淨土 の宗耍 を 習練す" 解 行 其に 進む" 
越 前 安養寺 R 住し、 次に 紀伊總 持 寺 R 住す、 延寶二 年 二月 法 
席を 退き、 隣村の 茅屋に 幽棲し、 麻衣 藜 食し、 淨 土の 三部 經" 
法 華 四 要 品、 往生 禮懺を 誦す、 村民 漁獵を 業と し、 因果を 信せ 
す" 師 深く 之を 哀憐し、 化導 最も 力む、 幾 もな く 村 中の 男女 
皆 法澤を 蒙む る、 天 和 元年 六月 十三 日 終 朝 至れり とて 弟子 R 
吿け 、佛 前に 端坐し、 佛 名を 稱 する 乙と 一 百餘遍 なう、 乃ち 
別室 R 入 6、 廬 舍那佛 像に 對 し、 燒香 禮拜し 後、 結跏趺 坐し 
て 寂す、 壽四 十九な う、 (續 日本 高僧 傳) 

クタ ンザン 關山 ": グソ 慧玄を 見よ、 

クウ ンシ ツ關室 ダ ョ テ V 徐天 をを 見よ、 

クジンソー 關叟 。ホン キ梵 機を 昆 よ、 

クウ ンツ ー 00  ii 諉  〔浄土宗〕 尾 張圆成 寺の 開山な 

う、 關通 字は 無礙 、俗姓は 橫井 氏、 尾 張 海 西 郡 大成 村の 

人 ^ う、 六歲 にして 佛 R 皈 する 念を 生し" ■好みて 寺院 rc 遊 

a 、 沙を 集めて 塔と なし、 禮佛 講經等 沙門の 戯を なす、 遂に 

郡の 專 德寺吳 峰に 從 ひ て 童子と なう、 字を 習 a 、 經を受 く、 

後西 方 寺の 靈徹 に 依'^、 寶永五 年 十一 一一 歲 に して 度を 受け、 

元敎と 云 ふ、 爾來學 業を 鍊 磨し、 十六 歲關 東に 遊 a 、 增上寺 


ク 穸ン( 關 、桓) 


R 到う、 孜 ❖として 學行 をはげ み" 正德二 年祐天 僧正よう 五 
重の 宗 要、 及 a 宗 戒兩脉 を受 く、 又 敬 首に 謁し、 重ねて 菩薩 
戒を受 く、 一日 元 亨釋書 源 空の 傳を閱 して 專修念 佛 宗祖の 要 
心を 悟 6、 之よう 日々 稱名 三萬聲 、選擇 集、 及 語録 等を 研究 
し、 增上 寺に 留る乙 と 十三 年、 享保八 年 尾 張 R 歸 へ-^、 享保 
十 年 伊勢 長 島の 光岳 寺 R 住し、 後西 方 寺 R 主と なる、 元 文中 
西方 寺を 改めて 律院 と 2; し" 圓成 寺と 號 し、 三 河崇福 寺義燈 
を 請して 開祖と す、 延享五 年 江戸に 遊 化し、 獅子吼 巷 1: 餞 草 
に 建て、 衆に 圓頓 戒を授 く、 寬保 元年 京都 R 上'^ て 四 條金蓮 
寺に 寓 し、 明 和 七 年 正月 北 郡 轉輪 寺 R 寓し 病に 罹う、 二月 二 
日 寂す、 壽七 十五、 臘六 十三、 師 生前 護法の 心 篤く、 撰擇集 
を 講ずる こと 二十 回、 歸命 本願鈔 を 講 する 乙と 三十 六遍 、諸 
國に遊 化する Z. と 四十 八 年、 得度の 僧尼 千 五 百 人、 圓頓戒 を 
受 くる 者 三千 餘 人、 課 號 を誓受 する もの 千万 餘 人、 寺を聦 す 
る Z1 と 十六ヶ 所な う， 著作 皈命 本願鈔 加 俚語 十卷 、燧囊 俚語 
七 卷 "一枚 起請文 梗槪聞 書、 夢の 知識" 同續、 隨聞牲 生 記、 
曼陀羅 口傳鈔 、各 三卷 、燧 囊二卷 、本願 念 佛勸化 本義、 客 問 
安心、 後世の つと、 宗 要義、 各一卷 ぁ义續 日本萵 僧傳、 蓮 門 
經 籍錄) 

クタ ンボク 關樸 y l ポク 僧 僕を 見よ、 

クウ ンゴ？ 桓豪 (一一〇 一 5  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
f、  桓豪は 洞院 右大臣 實泰の 子、 延文 三年 天台 座主 R 任 
す、 寂 年 ^ く、 (天台 座主 記) 

クウ ンシユ |1 ^ 2 九八六) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
な 6、 桓守は 洞 院太政 大臣 公 守の 子な 6、 嘉曆元 年 天台 座 


(三 六 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


主に 任す、： H、 寂； ホ 歃 く； (天台 座主 記) 

ク !? ンシユ ン 桓舜 j は 一 1  一 - tx 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 
う、 桓舜は 月 藏と號 し、 備 後の 剌史源 致 遠の 子な し、 延曆 
等に 入 6 座主 慶圓 に從つ て 天台 敎を學 び、 崖圓ノ 日 助、 遍述 
等と 共に 山中の 四 傑と稱 せらる、 伊豆 遊 化して 溫 泉の 神祠に 
詣で 、七日 說 法す、 幾何なら ずして 詔宣に よう 最勝會 の 講師 
となう、 大 僧都に 任し、 法 性 寺の 座主 ic 補し、 天モ 寺を 領 す、 
天 喜 五 年 九月 十日 壽 八十に して 寂す、 0 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

クウ ンクー 環 空 ( . ) 〔天台宗〕 加賀某 寺の 僧な 6、 

環 空は 能 登の 人な $、 金 11 道 人の 從弟な うと 云 ふ、 詩才 あ 4、 
一時に 聞 ゆ、 早 年に して 寂す、 著作 環 空 遺偈、 環 空詩鈔 あ 6、 
世に 行は る、 (日本 詩選、 燕 臺 風雅) 

タウン ケ 1 環溪 ミック ソ 密雲を 見よ、 

クワン' シヨ ー 環 定 (二 五 二 五) 〔眞宗 〕 加 寶石川 郡 金澤即 
願 寺の 住持な々、 環定は 開 得 院と號 す、 安政 三年 春 1: 初 講 
として、 高倉學 寮に 起 信論義 記、 華 嚴五敎 章を 講じ、 文久二 
年 二月 二十 五日 (一に 三月 四日) 擬講 となう 慶應 元年よ*^ 三 
畢圓 融觀 門、 易 行 品、 一多證 文を 講 す、 寂 年歃 く、 (眞宗 史 

料) 

クウ ンチ ユー 瑗中 ( . )〔眞 宗〕 肥 後 東 光寺の 住持な 

$、  環 中は 龍 北と 號す 、少壯 の 時 熊 本 順 正 寺の 侍 童と なう、 

一日 寺 僧と 爭 ひ、 師 逃れて 四 國に航 し、 遂に 安藝に 至うて 深 

諸 院に 謁し、 其 社中に 入うて 宗乘を 精 硏 t る こと 三年、 後 京 

都に 往 き、 桃 花房の 門人と なれ 6、 學業 成る に 及 ひて 鄕 里に 

歸 う、 順 正 寺 {C 來 6 て 前年の 罪を 謝し、 爾後 常に 同 寺に 出入 


して 近傍 子弟の 爲め自 地の 書. 1: 講授せ 6、三業惑亂の昉、初 
めは 桃花 房に 與して 建幢摧 邪篇を 著し、 其義を 翼賛せ りと 雖 
も、 钙 園の 金剛 鍊 世に出つ るに 及 a て 心を 回へ して 正意に 歸 
せう、 法主 號を與 へて 忍 成 房と s ふ、 肥 前の 民 師の 感化を 受 
くこと 多く、 其 學徹に 依る 者 年々 相 集 $、 講會を 開' さ、 議論 
最も 盛な 6、 是を龍 北會と s ふ、 著作 建 幢邪摧 編、 散 善義講 
錄 、大經 升量錄 、二 門偈 溫古錄 、各 二卷 、淨土 論 講錄 、淨土 
論 通 申 別申義 、寶章 正中 記、 四十 八 願 支 談 、十二 禮講錄 、六 
軸科說 、信 行 兩座義 、三 帖和讃 大綱、 往生 禮 讚講錄 ，各 一卷、 
並に 文 類聚鈔 瓚堅錄 若干 卷ぁ う、 (學 苑談 叢、 本願 寺 版 學 事史) 
クワン キコ ー ィン 歡喜 光院コ ，ベ ッ 光遍を 見よ、 

ク !? ンギシ ンィン 歡喜心 院 工 V ZL - 圓猷を 見よ、 
クワン ブ 歡夫 ス-、 ゾ d  - 崇曾を 見よ、 

クワン ヨ 歡寒 1=1 ベ ソシユ I 辨秀を 見よ、 

ク !? ンキヨ ー ィン 勧 行 院 ― チ V ョ-日 了を 見よ、 
クワン i/ ユー 勸 修ーー 28 A2T 〔天台宗； 一 近 江 園 城 寺の 長 吏 
f,  勸修 俗姓は 紀氏 、京都の 人な 6、 十一 歲 にして 比 叙 
山の 靜祐 法師に よう 童子と なり、 後、 剿 髮受 具し、 餘慶僧 
正に 就て 灌頂 法 V 承け、 勢祐 僧都に 謁して 益 久 所業を 質す、. 
長德 三年 朱よう 天台の 書 五部を 送 6、 師實 因と 共に 朝 命に よ 
れを毀 破す" 藤 原 道 長淨妙 寺を 瓶し、 師其 開山と なる、 
長德 三年 園 城 寺の 長 吏に 補す、 長 保 三年 大僧正に 任す、 寬弘 
五 年 七月 八日 寂す、 壽六 十四、 後 一條 帝其德 を追崇 のて 寛仁 
三年 冬智 靜と證 せらる、 (本朝 高僧 傅} 

クウ ンシ ml 勧聖 rl イシ - y 唯 心を 見よ、 


クウ ン (桓 、環) 


クタ ン C 歡 、勸) 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 六 二〕 


ク fv 勸、 冠、 館、 喚#) 


ダウンへ 願」 ア — コ 


タタ ンゼン ft 盖口  二—  K  _ 融 道を 見よ • 

ク !? ンヨ 勸舉自 エト ソ慧頓 を 見よ、 

クワン チユ！  冠 中 ナソリ H.I 南 龍を 見よ、 

クウ ンヨ 冠 擧 1=1 デ ソヤ 傳 也を 見よ、 

ク !? ンガ ィ^^  ソ丨シ ョ，- 僧 生を昆 よ、 

クウ ンチユ ー 喚 丑 iiEi o: 〔曹 洞宗〕 上野 山 田 鳳 仙 寺 第 
十六 代な ぅ、 

喚 丑 字は 乙 堂と 
いふ、 上野 境 野 
片 山の 人な 6、 

出家 修學 の後武 
藏氷 川の 迦葉山 
盛德 寺に 註す、 

天桂傳 尊の 正 法 
眼藏辨 註を 著作 
する にあ ^ り、 

師其 高祖の 意と 
謬 解せ る もの 1: 

なし、 續敍 講義 
を 著作して 面授 

嗣法授 記の 三辨 註を 駁 す、 享保 二十 年續絃 講義を 再 治す、 寶 

曆/年 六月 b 野 山 田の 鳳 仙 寺に 轉 住し、 七 年 六月 退隱 し、 同 

十 年 十 一 月 十一 日 寂す 著作、 正 法眼 藏續敍 講義 五卷 、叢林 

公論 二卷あ 6、 ( 禪宗 史料) 

クワン チ ュ ー {S 哀中ゲ ッシ元 志を 見よ、 


ダウン タン 願 安 ( . ) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 

9, 願 安は 興 福 寺仁秀 僧都の 高弟な-^、 夙に 性 相の 學に通 
i し 悲智の 二嚴を 兼ぬ 後金 勝 寺を 開きて 經 論を 講ず、 (本朝 高僧 
傳； 

ダ f ノエン 願演 (5i〕 〔眞言 宗〕 山城 乙訓 寺の 三 綱 
f  願演 其生國 俗姓 詳か ならず、 本乙訓 寺の 三 綱 / 2 う、 
弘仁二 年 十一月 九日 空 海乙訓 寺に 住する や、 師從ひ て 法 化を 
助く， 其 後 終る 處を 知らす、 (弘法 大師 弟子 譜) 

ダウン オー 願 翁 ゲン シ元 志を 見よ、 

ダウン 方— イン 願王院 チ シ  ユ 丨智 周を 見よ、 

ダ ^ ンカタ 願 覺( . ) 〔天台宗〕 大和 高宮 寺の 僧な 

う、 願覺は 俗姓 不詳、 初め 三 井寺に 投 し、 常 照 R 師事し. 
後奈良に 遊び、 高 宮寺圓 勢に 事ふ師 疎放に して 戒を 持せ ず、 
日日 朝 {C 邑 里に 出で 晚に 房に 回る、 一 優 婆 塞 あう 師の 言行を 
惡み 、一夜 窃に 房に 往き 、壁を 穿ちて 窺 ふに、 房中 光明 赫令 
穴う、 驚きて 感嘆す、 幾 もな くして 寂す、 (拾遺 牲生傳 本朝 高 

砂 日專 } 

ダウン キヨ ー 願曉 ( . ) 〔三論 宗〕 大和 元與 寺の 學 

僧な り、 願曉は 藥寶勸 操の 二師 に從 S て 三論 宗を硏 習し、 
兼ねて 唯識宗 及 a 密敎 k 通す、 官 僧都 R 昇う 元 興 寺を 主と し、 
講を 開く、 師平 常選述 する 所 多し、 後世に 傳はる もの 因 明 論 
の義 骨三卷 最勝玄 樞十卷 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ダ ワン ギヨ！ 願 行 夕 - y ジョ 憲靜を 見よ、 

ダジン コ S 故 y ン H— 存榮を 見よ、 

ダウン コ 願 故 チタン 智 短を 見よ、 


(: 五六 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


ダゥン コ願故  ソソテ -存貞 を 見よ、 

ダウン コ 願 古 コが  > 古巖を 見よ、 

ダ !? サィ 願 西 rr 一 1S 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な う、 
願 西 興 福 寺實鱟 僧都に 從 a 、 三十に 及びて 剃髪し、 飛鳥 寺の 
傍らに 菴 居す、 天 正 元年 七月 十五 日 寂す、 壽七 十、 C 本朝 高僧 
傳) 

ダウン サィ ニ 願 西 尼 (15 ハ！！) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 
尼な 6、 願 西 尼は 楞嚴院 源 信 僧都の 姉な 6、 堅く 戒律を 持し、 
法 華の 深義に 通す、 常に 衣食を 儉にし 孤 獨に與 ふ、 法 華を 誦 
する 乙と 數万 部、 寬弘 年中 寂す、 壽缺 く、 (法 華驗 記、 元亨釋 
書、 本朝 往生 傅) 

ダ ！? ン、 V ン^^^:;^  サ ッ テキ 三 笛 1: 見よ、 

クワン シユ ー 願秀 ii jyii  〔淨 土宗〕 駿河光 蓮 寺の 開山 
f.  願秀 は榮 蓮社然 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず 法を 感 
譽に嗣 ぎ、 駿河神 原 光 蓮 寺を 開く、 承應 元年 十二月 十七 日 寂 
す、 壽 九十 有 餘 、(淨 土總 系譜) 

クワン シヨ！ 願 性 yn 一ぐ 〔臨 濟宗〕 紀伊 西方 寺の 開基 
f,  願 性は 藤 原 景偷 、葛 山 五郎と 稱 す、 將軍實 朝の 近臣 

なう、 建 保 六 年 十二月 實 朝の 命を 受けて 密に 宋に航 し'  方 年 

寺を 莊嚴 して 菩提を 祈 求 せんとし、 路次 自分の 領地なる 紀伊 

由 良莊に 至う、 由 良 湊に留 う、 天候を 俟ちて 出航 せんとす る 

に 際し、 承久 元年 正月 廿七日 •將車 鶴 岡の 難に 遭 S -L 薨去し 

たるよ しを 聞き、 大に落 旭し、 即ち K 野 山に 登 6、 禪定院 退 

耕 行 勇に 謁して 度を 受け、 改めて 願 性と號 し、 專ら將 軍の 菩 

提を 吊す、 安貞 元年 由 良に 一 寺を 開きて 西方 寺と 云 a 、 後に 


ダジン、 願) コ] V 


興國 寺と 云 ふ、 明慧 上人を 請して 落慶の 供養を 行 ふ、 後 fF 嘉 
二 年覺心 禪師を 請し'  文 永 元年 八月に 至り、 一 ^ を 擧けて 禪 
師に讓 る、 建 治 二 年 四月 廿 三日 西方 寺 南 大坊に 寂す、 享壽詳 
ならず、 其 命 終に 臨み 明鏡 一面を 覺心 禪師に 遺 附す 、(高 野 
春秋} 

ダ ワン ジ 31 ジュィ ン願 成就 院 コ- ジョ 光助を 見 
よ、 

ダウン ネン願 今 心 セ— カィ 誓 海を 見よ、 

ダ ！? ン fM ヨ— 願 明 リョ-カ ィ了 海を 見よ、 

ダジン ヨ 願 * 一  j 二 八 A : 〔淨 土宗〕 攝津 甘露 寺の 開山な ぅ、 
願譽は 攝津の 人、 俗姓は 山川 氏、 州の 山 下 甘露 寺に 入ぅて 剃 
髮 し、 普 光 國師の 法を 嗣 ぐ、 後 州の 多田庄 銀山に 甘露 寺を 創 
して 開山と なる、 寬永五 年 十月 十日 寂す、 壽 欠く， (淨 土， 総 系 
譜) 

、'クワン 3 願譽 ゼテッ 是哲を 見よ* 

、'クワン ヨ 願 寒 A ボソ ム梵 無を 見よ、 

ダ ワン セキ 頑 ® モソ、 ガ文賀 を 見よ、 

ダジン セキ 頑 石 ドッシ  ョ丨曇 生を 見よ、 

ダウン セキ M 一石 ガン ゴ含 牛を 見よ、 

ダ !? ンリュ — M (立 シュン ハ 春 把を 見よ、 

ケの 部' 

タタ ン希 ^ ゲソ ミッ 玄密を 見よ、 

ケウ ン希雲 H タク 慧澤を 見よ、 


ダ ヮン「 願、 頑} 夕 (希) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 六 二） 


I2: I# J  ク  ー  ^ _ _ _ _ _ 

タウン 希 垂1| y ヶン 楚昆 を昆 ょ、 

ケオ ー 希 雄 =5 51 〔曹 洞宗〕 周 防闢- 寺の禪 僧な 6、 
希 雄 字は 英巖 "奥州の 人、 廉仲 に 依りて 得度し、 周 防 闢雲寺 
大功 圓忠に 參 し、 亨德二 年 十二月 二十 七日 入室し、 信 衣を 付 
せらる、 又覺隱 和尙傳 ふる 所の 竹箆を 受 .く、 已 R して 總持寺 
に 出世し 尋で周 防 龍 華 寺に 住する 乙と 数年、 席を 西 湖に 讓 り、 
華 光寺に 遷 る、 文明 年間 闢雲 寺の 主と な 〇、 同 十二 年 多多 茛 
氏と 同 寺の 僧堂を 再興す、 日峯 書記なる もの あ' c\、 師の 像 ^ 
寫して 師に賛 を 乞 ふ、 後 寺務を 謝して 華 光寺に 歸 る、 延德三 
年 七月 八日 寂す、 壽七 十五、 嗣法西 湖良景 、日峯 文 朝、 玄室守 臍 
あぅ (日本 洞上聯 燈錄) 

ケゴン .希 勤 II 一 i -o 〔眞言 宗 S 內息心 菴の 僧な-'、 

希 勤 字は 實乘 とい CA 、 河 內丹北 郡一屋 村の 人な り" 十八 歲の 
時 夢中 人 あり 眞言を 授く 、覺 めて 後一 僧 R 問 a て 十一 面觀音 
の 眞言なる を 知 6、 深く 信して 受 持す、 爾來 出家の 志 あり" 
延寶四 年 廿七歲 にして 其 志を 達する を 得、 二月 淨嚴和 尙を仰 
きて 得度し、 十一月 菩薩戒 を 受 く、 同 五 年 二月 金剛 界 壇に 入 

り、 學法灌 頂を受 く、 六 年 二月 胎藏界 壇に 入ぅ、 四月 淨嚴和 

尙に從 a て 讃岐善 通 寺に 到 6、 法 華 經の講 席に 列す、 3 れと 

も師學 問を 嗜ます 、禪誦 を 事と す、 仍ち河 內に歸 り" 小面 見 

の草菴 (息 心菴}に 閑居し、 六殊 菩薩の 祕規 を受 持し、 靈應あ 

6、 次に 金田材 觀音 寺に 寓し、 一 百日 間大佛 頂咒を 誦す、 七 年 

四月 不動明王 儀軌を 傳受 し、 火 光定に 入る、 九月 兩部 大法を 

修行す、 翌年 二月 傳法灌 頂の 職 位を 嗣 く、 淨嚴 和尙の 命に よ 

う、 多 聞 天 王法を 修 す、 Z1 れ敎興 寺の 再興を 祈禱 するな A、 


ケ (希} ジ 


九月 世喧を 避けて  ーノ 瀧に 丈 室を 構へ 住す、 一 榻一饉 僅 R 身 
命を 支 ふ、 天 和 元年 五月 小 西 見 息 心 巷 R 移う 住す、 同年 同月 
十七 日 端坐して 寂す、 壽三 十二、 (續 日本 高僧 傳) 

ケジ m? 希讓一 一一 g gl s 濟宗〕 [11 城 東 福 寺の 僧な う、 
希讓 字は 在 先、 越 中の 人な 6、 幼 R して 龍 泉 淬禪師 を 拜して 
出家し、 去うて 無涯浩 、頑 石 生、 月 心 圆 、相 山 永の 諸老に 參 
-L 、 皆證 明を 禀け 、至 德元苹 建 仁 寺 第一 座と な 後出て、 
三聖 寺を 司と る" 明德 元年 普 門 寺に 移 6、 應永五 年 八月 東 福 
.寺に 住す、 同 十 年 三月 四日 海 藏院に 於て 寂す、 壽六 十九 塔 1: 
靈 源と 稱 す、 著作 三會の 語録 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ケセ ー 希世 リョ-ゲン 靈彥を 見よ、 

夕 y 1 希 叟 シ rl— カン 宗罕を 見よ、 

ケタ ツ希徹  一 5:: 1: 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪 僧な々、 
希徹 字は 心 源" 其 鄕貫詳 かならず、 大覺禪 師の法 孫なる 月 山 
一に 參して 法を 嗣ぎ "相 模鎌倉 建 長 寺 R 主と なる、 應永十 年 
十月 十三 日 一 溪菴に 寂す、 壽缺 く、 (延 寶傳灯 錄) 

夕 F ン希暴 (一一 〇五 四) 〔曹 洞宗〕 伯 耆圓福 寺 第二 代な {、 
希 曇 字は 天 海、 周 防の 人、 姓は 藤 原 氏な $、 二十 歲に して 明 
窻禪師 の 許に 投じて 僧と なう、 出で‘ 上 貫 峰寺禪 洞 R 謁して 敎 
を 聞く、 應永 十八 年 明窻 命を 受けて 能 登の 諸嶽 山に 住す、 師 
牲て 之れ R 從 S、 印 可を 受け、 後伯耆 R 到り、 圓福 寺を 築き、 
明窻を 開山 始祖と なし" 自ら 第二 代と なる、 應永 一一 十四 年 諸 
嶽山に 主と なう、 禪 規大に 振 ふ、 後 再び 圓福 寺 r 歸 6 、大 守山 
名 氏の 皈依を 受 く、 寂 年 欠く、 (日本 洞 上 聯灯錄 5 
夕 F ン 希 曇 シュ ョ宗撰 を 見よ、 


(七 六 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


ケ £ヨー 希 明 シヨ 丨リヨ •-淸 良を 見ょ、 

ケヨ ー 希 膺 iH fts 濟宗〕 京 郡妙〇 寺の 禪僧 なう、 
希膺 字は 雲居、 號は 把不住 軒、 俗姓は 小濱 氏、 土 佐 畑 鄕に生 
る、 幼に して 京都に 上 6、 大德 寺賢國 良 ic 就 S. て 僧と なう、 
妙 心 寺に 入うて 蟠桃院 一 宙に 侍す、 甞て 墙圓右 衞門直 之と 舊 
交 あう、 元 和の 役 圑右衞 門 直 之大坂 城を 守る、 雲居 潜に 之を 
訪 ひ、 鐵藏 主と 稱し 、軍機に 與 う、 其 死を 同く せん Z. とを 約 
す"事東軍に聞乙ぇ、一宙捕はれ師も亦縛に就き、一宙の寃. 
を 明 it す、 將軍家 康其義 を 喜び 其に 之を 赦 るす、 後、 諸國に 
行脚し、 若 狹小濱 に 一 寺を 開き、 法 化 盛な 6、 會 々師を 沮 む 
者 あ 6、 師 乃ち 一偈を 壁 R 書し、 飄然と して 去る、 偈に 日く、 
三 毒 生 時 双眼 暗、 萬 緣脫處 一身 安、 袼僧 行李 只 如是、 傘下 杖 頭 
天地 寬 、と、 之ょう 伊豫 松 山に 遊 ふ、 後 攝津勝 尾 山に あう、 
後水尾 天皇 召して 法を 問 a 、 乙れ を 嘉賞し 再 a 召し 穴 まふ 
も固辭 して 出て す、 伊達 政 宗强ぃ て 聘 すれと 毛 亦 出て す、 伊 
達忠宗 再三 強て 聘 請して 松 島 瑞嚴 寺に 迎 ふ、 法德 一時に 高 
し、 瑞巖寺 中 輿 第一 i& となる、 初め 仙臺に 至る に 方 6 路に 草賊 
に 逢 ふ、 師錢 物を 輿て 去らん とす、 草 賊尙ほ 厭かす、 其 衣 被を 

も 奪 はんとす、 師 日く、 寒天 裸體は 貧 道と S へと も堪 へ S る 所 

なう 汝等 之を 奪 はんとす 何を 我 生命を 併せて 之を 奪は ざる や 

と、 辭氣 凛然为 う、 草賊其 凡僧なら さるを 知う" 羅拜 して 錢物 

を 還へ し、 弟子と ならん Z1 とを 請 ふ、 師 即ち 引きて 松 島に 至 

る、 正 保 二 年 再 ひ 妙 心 寺に 住し、 次に 松 島に 歸 へう、 洞 雲大梅 

寺の 佛刹を 創し、 萬 治 二 年 八月 八日 端然して 寂す、 年 七十 八、 

敕謚を 賜 a 慈 光 不味 禪師と 云 ひ、 又 追號を 賜 a 大悲 圓滿 國師 

ゲ (希」 fM — 3 


と 云 ふ、 (明 頁洪範 、本朝 高僧 傳 、•仙 * 史傳) 

ケオ ー イン 華. 王院  ヵク ヵ イ覺 海を 昆 よ、 

1 丨ド丨 ニン 華 王道 人  ガク シン 學 信を旯 よ、 

ケオ ク 華屋 H 1 ドン 英暑を 見よ、 

ク f イン 華光院  ヱ ソゲ 固 解を 見よ、 

ケぜン 華 山 シ  d 丨 ハ V 周 藩を 見よ、 

ゲ T 乖 圭  シ rl 丨ド ン宗 暴 ？: 見よ、 

ケソ！ 睾叟  シヨー ガク正 霉 ?: 見よ、 

ケ，、 >1 華藏 ギド ブ義 曇を 見よ、 

ケゾ丨 タン 華藏菴 H 子ン議 を 見よ、 

ケチ 21 華 頂 モブシ rl I 文秀を 見よ、 

? ブ ー 華 庭 リヨ 丨チ  >  1 艮 椿を 見よ、 

ケ W ヨ "■ニン 華表 人 シコ— 支 考を見 よ、 

ケレ 1, 1 華 嶺道人  ソーシ rl ン僧 iff を 見よ、 

ケゲゼ ン 化々 @  シヨ ーユ ー正献 を 見よ、 

ゲリン 化 I 林 ド— リユ 1 道 龍を 見よ、 

ゲタ 猙阿 (I 九 四 八) 〔時宗〕 常 陸 善 光寺の 開山な 6、 

解 阿は 鄕貫詳 ならず、 時宗 二 祖眞敎 の 弟子と な 6、 常 陸 海老 
嶋に新 善 光寺を 開き、 盛に 時宗を 弘 通す、 世に 其 門 派を 解 意 
派と 云 ふ、 師示寂 年 日月く、 (淨 土總 系譜) • 

I： 考〕 正應の 頃の 人な り 

’ ゲダ ツ 解脫 ジヨ I キヨ- 貞慶を 見よ、 

ザ、 タツ、 ホ- 解晚房  リヨ 丨ぜソ K 禪 を 見よ、 

ケ If ノン 圭養 イハク 伊 白 1: 見よ、 

ケ ー ガク 圭嶽 シユ ハク 珠白を 見よ、 

h ゲ (華、 化) V, 解) ケイ (笥 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 六 二) 


ケ 上圭) ケ ー ト _ .!  —  ,  —  — 

ケ ー ケン 圭賢一 ii < s 〔新 義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第一 一十 
三代な う、 圭賢字は見寵、武藏多摩郡和田村の人、州の練 
馬 愛染 院に投 して 薙髮 し、 西 新 井惣持 寺に 住し" 豐 山に 留錫 
して 慈心 院に 住し、 近 江 北 野 寺に 轉 ず、 享保 十二 年 三月 十八 
日 幕 命に ょう 江 戶根生 院第九 代と なう 庫裏を 修造す、 十九 年 
五月 五日 命を 受けて 護國 寺 R 移トノ 高祖 力 百牢忌 大 曼荼羅を 修 
し、 次で 護持 院に 昇う、 橄 僧正に 任ず、 元 文 五 年擢て られ て豐 
山 能 化 職に 補し 正 僧正 R 進む •在職 七 年、 辭して 與喜 寺に 退 
き、 寬延二 年 九月 二十 三日 寂す、 壽八 十一、 (新義 眞言 宗 史料) 
ケ 1 ジヨ 圭徐二 - _. 一 ^ 〔曹洞 宗： 一能 登 長齡寺 開山な 6、 
圭徐 字は 大透 、俗姓は 戸田 氏、 尾张の 人、 出家して 越 前寶圓 
寺に 至 6、 直麗正 峨 に 見ぇ、 印 可を 受け、 其 席を 補し* 總持 
寺 R 昇 6、 又 龍 泉 寺に 主と なる •杉 野 利 家 能 登を 領し七 尾 R 
長齡 寺を 靱して 師を迎 ふ、 天 正 十一 年 加 越 能 三 州を 領し、 遷 6 
て 金澤 城に 居る に 方う、 師を 招き、 新に 護國 山寶圓 寺を 創す 
文祿 二年大 守 R 吿て總 持 寺の 廢を與 す、 明年 象 山 R 護國 寺の 

席 1: 譲う、 長齡 寺に 退き、 慶長 三年 九月 二十日 寂す、 世壽七 

十四、 臘六 十三、 長齡 寺に 塔す、 法嗣象 山徐芸 あう、 (日本 洞 

上聯 燈錄) 

41 トン 圭頓一 一 j  一一 一 51 〔曹洞 宗〕 肥 前 妙 雲 寺の 開山な う、 

圭頓 字は 悟宗 、俗姓 原 氏、 菊 池の 族、 肥 後の 人な う、 十九 歲 

敎院 に投 して 祝髮 し、 專ら三 藏の 敎を究 む、 後 捨て、 禪に入 

う、 周 防 寧 山寺 勁巖珠 端に 謁して 發 悟し、 侍從數 年、 其 席を 

補す、 後檀 越の 請に 應 し、 r 前 苢河邑 に 妙 雲 寺を 建て、 其 開 

山と なる、 弘治 元年 八月 十四日 寂す、 壽八 十三、 法嗣 玲巖玄 


ケ*^ 圭契 )ヨー 手 _ 

玻 ，一光 守 鱗の 二人 あ-^ 天 正 年間 大守 日峯 居士 佐嘉 城に 金 
剛山宗 龍 寺を 建て、 師其 開山と なれ .5 と 云 ふ、 (日本 洞聯灯 

錄) 

夕？ ヨ t 圭陽 ( …： …) 〔曹 洞宗〕 上 總龍源 寺禪 僧な 6、 
圭陽 字は 春 翁、 傳葉 菩迦に 師事して 言外の 旨を 得、 上 總龍源 
寺に 主と なう、 下 總孝顯 寺に 遷 る、 寂 年、 及び 壽缺 く、 法嗣 
的 翁 文 仲の 一人 あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

夕 1 キ契 if  0二§)〔曹洞宗〕參河泉龍寺の禪僧な气 
契嶷 字は 克鞴 、字 岡祖 文に 依うて 旨を 得、 嗣 ぎて 其 席を 主 ど 
う、 三 河泉寵 寺に 住す、 大永 三年 五月 二十 八日 姿を 隱 し、 終 
ると 乙ろ を 知らず、 法 嗣光國 舜玉あ 6、 ( 日本 洞 上聯灯 錄) 

夕— ダ 契 愚 C . ) 〔臨濟 宗！ 一京 都 臨 川 寺の 禪僧 なう、 

契 愚 字は 柳溪 、天 寵竒夢 窓 國師の 下に あうて 第一 座と な- 〇/ 
後 臨 川 寺に 主と なる •寂 年月日 缺く 、(延 寶傳 燈錄) 

4 ノ-ジ ユ 1 契充- 一一 g|g  I： 臨 濟宗〕 間 覺寺の 禪 僧な-^、 
契充 字は 大虛 、東 明 (C 師事し 印を 受く 、屢 名刹に 歷遷し 鎌 倉 
圓覺 寺に 補し 後 東 堂に 退 休す、 康曆二 年 七月 三十日 寂す、 壽六 
十八 (日本 洞上聯 灯錄) 

〔考〕 契充は 曹洞法 派 なれ ども、 臨濟法 派の 寺に 任せるな 

ターチ ユ— 契 中 ( . 〕 〔天台宗〕 比 叙 山の 學僧 なう、 

契 中は 字 常 寂 房と 云 ふ、 世に 但馬 阿闍 梨と 呼 ふ、 俗姓 詳 なら 
す、 出家して 比 叙 山に 登う、 大慈房 聖昭に 師事して 台密の 秘 
奥を 傳ふ 、寂 年、 並 R 壽缺く 著作 五輪鈔 あう、 (台密 血脉 譜、 
諸宗章 疏錄) 

ケ丨チ ユ！ 契 冲ク ー シン 空 心 1: 見ょ、 


書辭 名人 家佛本  日 


ケ ー モン 契 聞， 一一 g s s 濟宗〕 鎌 倉圓覺 寺の禪 僧な う、 
契 聞 字は 不聞、 萬 休 叟と號 す、 武藏河 越の 人、 平氏 某の 子、 乾 元 
元年 十二月 八日を 以て 生る、 幼に して 鄕 校に 入う 書を 讀む、 
出家して 圓覺寺 東 明に 師事す、 尋て比 叙 山に 登 具足 戒を受 
け、 東 明に 就きて 參禪 し* 印 可を 受 く、 後 虎關 錬 、雙峰 源 等 
に歷 事す、 嘉曆 元年 二十 五歲 にして 元に 航 し、 台 州に 至 6、 
華 頂 山見覩 無に 參す 、淅 州に 入 6 靈隱寺 東嶼海 、淨慈 寺靈石 
芝、 鄂渚 寺竺田 心に 見 ゆ、 遇々 異方 人なる にょう、 捕 へられて 
獄に下 3 れし が、 幾 もな くして 高昌 王子の 爲に釋 § る 、王子 
之に 金縷の 僧伽 黎を 贈る、 後金 陵に 至 $ 古林、 月 江、 竺源、 
斷行 等に 歷參 し、 復靈 石の 下に 留る 乙 と 三年、 俄に 東 明の 書 
に 接して 東歸 し、 圓覺寺 白雲 菴に留 る、 東 明の 建 長 寺に 遷る 
に 及 a て、 擢て られて 第一 座と なる、 武 藏瑞應 寺に 出世し 1 
駿河淸 見 寺に 入 6、 居住 十 年， 名 聲大に 揚 る、 義詮將 軍の 請 
にょ 6 金山に 主と な 五 年の 後、- 遂に 圓覺 寺を 主と る、 自 
ら梵 音菴を 築きて 養老の 所と す、 翌年 義詮 招きて 建 長 寺に 住 
せしめん とする も辭 して 應 せす、 應 安二 年 七月 十二 日 示 寂す、 
壽六 十八、 臘五 十三、 圓覺 寺に 葬る、 偈 あう 也 太奇也 太奇、 

末 後一 句 無，- 人知 — ■» 大洋 海底 遭， I 火熱 〖虛空 產下木 羊兒、 (延 寶傳 

燈錄、 B 本 洞上聯 灯錄)  ゝ 

〔考〕 契 聞は 東 明の 法を 嗣け るを 以て 曹洞法 脈に 屬す るち 0 

、 

ケ ーヨー 契 養 ( . ) 〔曹 洞宗〕 能 登 立 川 寺の 禪僧な 

う、 契 養 字は 浩齊 、肥 前の 人、 大徹宗 令の 法を 嗣 き、 總持 

寺に 出世し、 立 川 寺に 遷 る、 又川德 寺の 開山 穴$、 詳傳 欠く、 


ケ上 契) モ —m 


ヶ丨 アン 桂菴  ゲソク ユ 支樹を 見よ、 

ケ ー ィツ ffi M ( . 〕 〔曹 洞宗〕 越 前 能 仁 寺の 禪僧な 

う、 桂 逸 字は 格 翁と 云 ふ 善菴良 置に 師事して 法を 得、 永 平 
寺に 出世し、 又 能 仁 寺に 法を 開き、 歷遷 して 武藏 11 穩 寺に 主 
となる、 寂 年及ひ 壽缺 く、 法嗣日 峰 伊 鯨の 一人 あう、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

ケ 1VI キ桂 @ ( …… ) r 曹洞宗 ：一 阿波 桂 谷 寺の 禪僧な 
う、 桂 驛 字は 桐 岡、 木菴玄 稜の法 嗣 、阿波 桂 谷 寺に 住し、 
寂年缺 く、 法 嗣茂菴 樹繁の 一人 あ 6、 ( 日本 洞上聯 灯錄) 

ケ ー ガク 桂摹ご 一〇四 一) 〔臨 濟宗： u 女 國 寺の 禪僧な う、 
桂 薄 字は 少林 俗姓 不詳、 嵩 山の 室に 法を 附 せらる、 室町 慕 
府の 命に よう 丹 後安國 寺に 住す" 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 
傅} 

〔考〕 諸 傳桂蓦 の 年代 r 缺 くも、 嵩 山の 下に あ 6、 寶山 玉の 
後安國 寺に 住した る 名の なれば、 永 德の頃 世に あ 6 しもの な 

ケ 1 ガン 桂 尚 蔵 キョ*- ジ rl v 敎遵 を 見よ、 

ケ ガ ン H 丨ショ 丨英昌 を 見よ、 

ケ-ガ ン 桂巖  H ホ丨慧 芳を見 よ、 

ケ ー、 ゲ桂華 ナンリン 南麟を 見よ、 

ケ i ノン 桂彥！ 二 g 細 〔曹洞 宗〕 甲斐 廣嚴 寺の 禪 僧な う、 
桂彥 字は 俊屋 、俗姓は 藤 原 氏、 常 陸眞壁 郡の 人な 6、、 十三 歲 
椎能 山に 登うて 出家し、 專-ら 天台の 敎を習 ふ、 十八 歲 の蒔捨 
て 去うて 下野 長 安寺の 玖 峰に 參し 、次に 甲斐の 神 獄 山に 入- CN 
て 靜 生す、 賭に 自山得 吾廣嚴 寺に あう、 師往 きて 說を 叩き、 


ケ 1( 桂) ィ — ケ 


書辭 名人 家佛本 


日 


(〇七 二） 


I  I  ゲー la j  ゴータ _ I _ _ 

遂に 其 法 1: 嗣 く、 大永二 年自山 寂す るに 及び、 其 席を 補す、 
天文 八 年 正月 二十 五日 寂す、 壽九 十六、 法嗣以 船 文濟の 一人 
あ 6、 ( 日本 洞上聯 灯錄) 

ケ f ゴ桂 悟一 一 : o :A :E 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 なう、 
桂 悟 字は 了菴 伊勢の 人 俗姓 三 浦 氏應永 三十 二 年 正月 廿 五日 岩 
內里 R 生る、 稍 長 じ 出家して 眞如 寺大疑 信の 法を 嗣 r、 文明 
年中 伊勢 安養寺に 出世し、 凉都の 東 福 寺に 遷 う南禪 寺に 昇 住 
す、 勅を 拜して 宮中に 法を 說 3 、了菴 の 二字を 大書し 賜は る、 
師勅を 奉し 明に 入る、 明 帝命して 育 王 山に 住せし む、 明の 武 
宗正德 八 年 即ち 我 永 1E 十 年 東歸す 時に 八十 九歲 なう、 王 陽 明 
師を 送る 序 あ 6、 後慧日 寺の 大慈院 R 回へ 6 て 某 年 寂す、 敕 
して 佛日禪 師と謚 す、 著作 語錄 二卷 あり、 (三 條實隆 公 記、 東 
福 寺 伽藍 緣 起、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳、 _ 海 圖編、 ) 

4 ノ 1 シヅ ィホー 藤 芳を 見よ、 

ケ ー ジユ 桂儒 -: .一.だ〔曹洞宗8前龍淵寺の禪僧な' 

桂 儒 字は 惟通、 久しく 旗 雲祖 旭に 侍して 其 法を 嗣き 、詔を 請 

けて 永 平 寺に 出世す、 文明 十一 年師 命及檀 請に 依り 龍 淵 寺に 

主と なう、 一 住 三十 年に して 常 泉 寺に 退 居し、 永 正 十六 年 十 

月 七日 寂す、 世壽缺 く、 法嗣以 州順榮 、大朝 宗賀の 二人 あ々、 

(日本 洞上聯 灯錄) 

夕！、 V ユ S 桂 州  n  丨ク ヮン 公寬を 見よ、  ^ 

夕— セツ 桂 節 シユ •■ショ*- 宗昌を 見よ、 

ケ— タン 桂 潭 C IE 九〇〕 〔眞宗 〕 豐後鶴 崎 福 正 寺の 住持 


夕！ (桂) F— モ 


な 6、 桂潭は 明增の 上足に して 性 相を 研磨し、 俱舍 桂潭と 
S はる、 行餘 詩文 R 巧な 6、 東 派の 講師 法 海 漉 谷の 講主 圓隆 
等と 友た 6、 著作、 唯識 二十述 記要纂 、十 句義 論玄談 .五 事 
毘婆娑 論魚釋 、金 七十 論錄 各一卷 、俱舍 論講錄 若干 卷ぁ う" 
(淸 流祀談 、本願 寺派學 事史) ■ 

〔考〕 桂 潭は天 保 頃の 人な 6 

ケ IF1  桂 堂 ヶ V サ原 佐を 見よ、 

ケ 1 F1  桂 堂 コ •-リ  > 香 林を 見よ、 

夕— 4 丁 桂 法 1: 二 •一 •二 C 曹 洞宗〕 肥 後 東 岡 寺の 開山な 6、 
桂 法 字は 中華、 俗姓は 藤 原 氏、 石 見の 人、 永 明 寺天糂 R 役し 
て 祝髮受 具し、 周 防 瑠璃 光寺に 到う、 年 叟に參 すれと％ 契せ 
す、 年叟遞 席して 的 翁當 全席を 補す るに 及 CA て 入室 衣 法を 傳 
へられ、 後 其 下を 辭して 東 遊し、 大中寺 門菴 吉祥 寺 洞 空 R 參 
して 皆 許可 せらる、 慶長 末年 亂を 避けて 鄕里 に歸 へう、 養德 
院に年 叟を問 ふ、 時 R 的翁辭 して 主席を 虛くせ 6、 師請 せら 
れて 之を 掌とう、 一 住 十一 年、 堂宇を 一新す、 寛 永 十四 年 能 
登 大守龜 井 氏 R 請せられ て、 石 見の 永 明 寺を 司とう" 其廢を 
興す、 六 年の 後、 攝津難 波 R 退去す、 鈴 木 正 三の 勸 によ'^ 、正 
保 四 年 肥後豐 岡に 往 き、 東 向寺を 鄉して 法を 開く、 寬文 三年 九 
月 二十 一日 寂す、 壽缺く (日本 洞上聯 燈錄) 

タ ー モン 桂 文 IH 18 〔曹 洞宗〕 肥 前宗智 寺の 開山な 气 
桂 文字は 不鐵 、俗姓は 藤 原 氏、 肥前杵 島 郡の 人な り、 十三 歲 
郡の 無 外 本 R 依うて 童子と な*^、 十五 歲 祝髮受 具し、 十八 歲 
遊 方し、 長 門 大寧 寺に 到うて 安叟珠 養に 謁し、 尋き て關 東 R 
往 き、 常 陸 多 寶院に 留ま {、勤 究七年 、足 利學 校に 往きて 經 


(一 七 二） 


書辭 名人 家#  本  B 


史を聽 講ず、 時に 龜雲龐 鑑大寧 寺に 開 法す、 師 之に 謁し 首座と 
なる％、 大車 未た 了せ さるを 以て、 慶長 十二 年辭 して 拘留 孫 
山に 登うて 靜 住し、 後 肥の 慧日 寺に 龜雲を 省して 其 法を 嗣 き、 
分座說 法す、 龜 雲の 退席す るに 方う、 衆 請に ようて 其 席を 舖す 
加 賀守鍋 島 直 茂 肥 前に 宗智 寺を 建て、 師、 請せられ て 始祖と な 
る、 延寶 元年 十二月 二十 三日 寂す、 壽七 十四、 臘 六十、 (日本 洞 
上聯 灯錄) 

ケ ー リン 桂林 ソ 2 -祖 香を 見よ、 

ケ ly ^ -.tL. 'ff -l^  トク ショ 1 德昌 を 見よ、 

ケ！ ィン 景印 (一九 八 一) 〔臨 濟宗〕 伊豫 觀念 寺の 禪僧な 
う、 景印 號は鐵 牛、 無爲 元禪師 に 師事す、 元亨 年中 元に 航 
す、 靈石 芝、 獨孤 明、 月 ? X 印、 龍巖眞 、古林 茂、 明 極 俊 等 R 
歷謁 す， 各偈を 作.^ て 贈る、 元に 留る 乙と 十餘 年に して 皈 6、 
伊豫の 觀念 寺を 開く、 示 寂の 年時缺 く、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 
傳) 

タ ー ィン 旦來^ T ゲブ n  I 玄洪を 見よ、 

ケーガ 景 雅( . ) 〔塞 嚴宗〕 京都 仁 和 寺 岡の 學僧な 

3、 景雅は 華嚴を 頁覺に 受け、 智德 を以 て 南北に 聞 ゆ、 醍 

醐 山の 側に 棲み、 或は 仁 和 寺の 岡に 居 6、 處に隨 S て 法を 弘 

む、 時人 呼 s て 岡の 法 橋と s ふ、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法 弟 高 辯、 

聖詮 、慶聖 の 三人 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ケ ーガィ旦兄戒(一四七 0 ) 〔法相 宗〕 大和 薬師 寺の 學 僧な 

3、 景戒 は藥師 寺に 住し、 延鞒 十四 年 十二月 傳燈 伐 位と なる 〇 

日本 國現報 善 惡靈異 記 三卷を 著す、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 (日本 國 

現 報 善 惡靈異 記、 本朝 高僧 傳) 

ケ上 桂、 景) 


ケ ー サン 景三 5S IJ S 濟宗 5 都南禪 寺の 禪僧な 6、 
景三號 は橫 川と 云 ふ、 京都の 人な う、 四歲 にして 英叟に 役し 
て 童 役を 執う 十三 歲に 及びて 安國 寺 11 淵禪師 に 依る、 曇仲芳 
の 三十 三回忌に 値うて 齋筵に 赴き、 其 肖像を 拜して 自ら 乙れ 
が嗣 となる、 長 じて 諸 山の 名 宿に 參 し、 皆 推 許を 承く、 應仁 
の亂に 際し、 諸 刹 皆 焦土と なう / 2 るを 以て" 近 江 飯 高山に 僑 
居す" 小 倉松齋 居士 師に隨 つて 禪を學 び、 識廬菴 を 構へ て 請 
し居らしむ、六年を經て再び安國寺に皈6、斗室を築營して 
名け て 小舖と 云 ふ、 文明 三年 將 軍足 利義 政の 請に ょ 6、 京都 
等 持 寺に 住し、 次に 相國 寺に 移る、 麗何な ら ずして 辭して 小 
補に 休 居す、 十二 年 再び 相國 寺に 主と なう、 長亨 元年 南禪寺 
に遷 る、 將 軍足 利義尙 贈る に 金襴の 伽 梨を 以てす、 時に 年 五 
十九な う、 明 應二年 十一月 十七 日 小 補に 寂す、 壽六 十五、 著 
作 東 遊 集、 閨門 集幷に 京華 集十卷 あ-^、 (績群 二 四 三、 延寶傳 
灯錄 、本朝 高僧 傅) 

ケ ー シン 景 ■宦 =; 六. 一 ■〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な う、 
景苣字 は 蘭坡 と云ひ 、其 鄕貫詳 かならず、 久しく 大模軌 に參し 
て 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 京都 南禪 寺に 住し' 晚年正 因菴に 退 居す、 
後土御門 上皇 屢 々師を 宮中に 召して 法要を 問 a 給 a 、 崇信最 
$渥し、文龜元年寂す、著作仙館集あ6、後其忌辰に當う、 
後柏原 天皇 特に 謚して 佛慈圆 應禪師 と 賜 ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

ダ ーシ ユン 里來 春 =|一1$  〔曹 洞宗〕 武藏法 性 寺 第二 代な 
P  景春 字は 震寵甙 蔵の 人 幼に して 出家し、 諸老 に徧參 し、 
後圓成 寺季雲 永嶽の 室に 入'^ 其 法を 嗣 ぐ、 明 應七 年の 秋武藏 
鳩 谷に 遊び、 地の 檀請を 受けて 玉 龍 山 法 性 寺に 主と なる、 寺 

ケ 1( 景) サーシ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 七 二） 


ケ 1C 景) シ — 3 


4 ノ  1 ( 景 ) 3 


は 素 天台宗な うしが、 師更 めて 禪宗 となし、 規模を 一新し 穴 
るな 6、 乃ち 季 雲の 文殊 寺 R 居う しを 迎へて 開山と なし、 自 
ら次 位に 居す、 時に 永 正 十一 年 九月な う、 翌年 五月 季 雲の 命 
に 依う 同 寺の 二 代な り、 後 遠 江の 石 雲 寺に 住し、 次に 法 性 寺 
に 歸 る、 亨祿 三年 藏六齋 に 退 居し、 天文 八 年 十二月 二日 寂す， 
壽八十二、臘六十八、遺偈ぁう日く陽焰空華八十年、心如=牆 
壁-眼 如 i 眉、 如 今 忘却 來時路 、呵 呵呵 進退 谷 之、 と (日本 洞 上 
聯 灯錄) 

ケ* —シ 3 里 ^ 初 シ d 1 ズ ィ周隨 を 見よ、 

ゲ 1 ジ 3 里 足 徐 シ ュ丨 ジン 周麟を 見よ、 

ケ— セン 里 足 川 シュ —リ ri  I 宗隆を 見よ、 

ケ 1 ソ <— m 泉 聰  n 1 ギョ  ク興一 J 助を 見よ* 

ケーチ ン |^ * ( 一二 〇 六) 〔曹 洞宗〕 薩摩瑞 川 寺の 僧な う、 
景椿 字は 壽嶽 、薩 摩の 人な う、 鄕里瑞 川 寺に 於て 剃髪し、 松 
隱仙 巖和尙 R 參 し、 其 提唱を 聞き 悟る ところ あ-^、 後に 其 席 
を 嗣 r、 總持 寺に 出世し 文 安三 班 II 澤 寺に 遷 6 、再び 瑞川寺 
に歸 る、 寂年缺 く、 塔を 朽隱 寺に 立つ、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ゲ ー チ ユ？ 里 兄 中  夕 丨ョ  丨景庸 を 見よ、 

タ ー チヨ— 显 泉 K シ ュ ー ネン宗 診を 見よ、 

グ—fl 一一 1一 兄 堂 ゲソ トッ玄 訥を 見よ、 

ケ ー ナン 景南 ヱ| モ  >  英 文を 見よ、 

ケ ー ホ旦泉 ジュリ ョ-壽 陵を 見よ** 

夕—ョ ー 景庸一 一一 ij A- M  〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺 聖澤院 の 

中興な う、 景庸 始め 景 中と 稱 す、 號は庸 山と 云 ふ、 美 濃の 

人、 姓は 遠 藤氏 (一 說に土 岐 氏、) な 6、 少年の 時以 安和 尙の 


室に 役して 薙髮受 菜 以安妙 心 寺 R 再 住す 6 とさ'  師 衣鉢 
に 侍す、 其滅 後諸禪 林に 遊 方し、 古今の 因緣を 體究 す、 後來 
苽 漸の 室に 入うて 益々 玄微 を咨詢 す、 東漸 若狹 の發心 寺に 在 
る 時、 師 本山 妙 心 寺に 居る" 適々 惟 天の 徒 / 3: る 太陽と 呼 ふ 者、 
一年 聖澤院 を 主とう、 輪 次に 當うて 妙 心 寺 常住 院の 金穀を 見 
る、 算計脫 する 乙と あうて 償 ふ Z1 と 能は す f 太陽 聖澤院 を 常 
住院に 奉して 遁れ 去る、 同門の 諸老尾 張に あう、 飛价を 本山 
に馳 せ、 師 をして 之に 代らし む、 師職 を畢 へて ^ 邑-ど 省す、 
本院の 傍に 伯監 寺と S ふ 者 あう、 若狹 に往 き、 事を 東漸 R 吿 
く  •衆 漸本院 の 常住 院に歸 する を 患 a 金を 償 a て 常住 院に納 
る、 之に ょうて 聖澤院 W 東漸の 掌握に 歸 す、 乃ち 師 をして 同 
院を 主と らしむ、 師命を 受けて 栗 柄の 大泉 寺ょり 來うて 住す、 
一日 東漸に 所得を 呈し て證を 得、 庸山 の號 5: 與 へらる、 衆に 推 
3 れて妙 心 寺の 前 班 R 位す、 豐後舟 井の 城主 早 川 屯 馬頭 長 政 
金を 寄せて 聖澤院 の廢を 興し、 伏 見の 館を 移して 庫 堂 ^ - 作る、 
慶長四 年 五月 天皇 紫 衣を 賜 a 、 妙 心 寺を 主と る、 十二 年 ! n 住 
一年な う、 法 兄 南景に 代うて 三た a 妙 心 寺を 主と る、 慶長十 
六 年 十月 瑞泉 寺の 請 R 赴き、 期滿 ちて 京に 歸 る、 石 見 城主 初 
耶蘇を信し /2 うしが、師の法を聞きて翻心す、乃ち請はれて 
同國に 赴き、 耶蘇 敎師 と論辚 し敎 師を說 伏す、 後 京に 歸 る、 
海 律の 長 福 寺 開祖 大幢 國師の 二百 年忌に 師を請 せんとす、 僧 
錄崇傳 長老 之を 議し 、官に 訪へて 事を 構 へんと す、 故に 帥を 
駿府 R 召す 然る R 師 の德容 人を 服せ しか ば 其議在 くして 還る 
師醫 道 4C 巧迕 う、 屢々 病 厄を 救 ふ、 姝に小 見の 病を 癒す に 妙 
を 得 たう、 輕々 しく 付 法せ ず、 後 愚 堂を 得て 心 印を 授 く、 


(三 七 二）  書辭 名人 家佛本  日 


聖澤院に 11-: する>」と三十八铒、病に罹6後擧を愚堂に屬し， 
寬永 三年 七月 十七 日 寂す、 壽六 十八、 臘 五十 餘、 (宗統 八 祖傅) 

-^  —  31 一！！! 鼠 | 唯 ゲ ソチ 玄贺を 見よ* 

ケ 1 ニ プツ 里 足 撤ゲ ソソ支 蘇を 見よ、 

ケ 1 •ウン 啓 運 一ー チ チョ— 0 澄を 見よ、 

ケ！ ガク 啓學 (- 一一 S) 〔臨 濟宗〕 京都 朿福 寺の 僧な 6、 
啓學 字は 古田、 其 嗣承詳 ならず、 文 安 年中 慧 R 山 永 明 寺の 塔 
を 守る、 二 年の 春 塔 院に災 あり、 開祖の 衣を 失 a 、 聖 一國師 
の 忌日に 方 6、 復之れ を 塔 傍に 獲た ぅ、 師大に 喜び、 偈を作 
て 之を 賀 す、 偈 R 日く 本 是吾家 舊物氍 、何人 持 置， 一四 禪 天 — •» 
國師 一縷 于‘韵 重、 再 把 =鸞 膠一續 斷弦； と、 寂 年及壽 欠く、 (延 
寶傳 灯錄} 

ケ ー、 ケン 啓 原  一一 一 ^. S  S 濟宗〕 明 國三峰 寺の 禪 僧な 6、 
啓- /.'; ( 字は 大 初、 九歲に して 建 長 寺 物 外 什を 禮して 剃髮 得度し、 
十九 歲宗猷 等の 十八 人と 其に 明に 遊び、 天界 寺の 季潭泐 、仰 
山寺の 了 堂、 天童 寺の 無 着 等、 四十 五 人の 老宿 に歷 見し* 終 
に 徑 山寺の 傑峰英 によぅ、 玄旨に 徹し、 頂 相 大衣拂 子 法語を 
受け、 羅 陽の 三峯寺 、及び 山 交の 龍 護院に 住す、 我應永 十四 

年 明の 永 樂五年 三月 一日 衆を 集め 偈を 書して 日く、 生成， 一 鐵面 

皮 -'* 死 成， | 鐵 面皮 二 椎 百雜碎 、白 H 遠， 一鐵圍 一と、 筆を 投して 寂 

す壽 七十 五、 行 化 四十 餘年、 著作 三 會語錄 あ ( 本朝 高僧 傅、 

延寶 傳灯錄 、釋氏 稽古 略)  . 

ケ ー シヨ が口_( . ) 〔臨 濟宗 3 相 模淨妙 寺の 禪僧な 

う、 啓 諸 字は 一元と 云 ふ、 曇 芳周應 に參 して 法を 嗣ぎ 、鎌 倉 

淨妙 寺に 住す、 寂 年 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 


ケ丄景 、啓) 


ケ ー カク 繼覺 llg tg s 洞宗 S 前 松 隱券の 開山な り、 
繼覺 字は 大初 、俗姓は 源氏、 紀 伊の 人な 6、 幼 R して 和 泉の 高 
瀨寺は 投じ、 佛心國 師を拜 して 沙彌 となる、 年滿 ちて 登壇 受具 
し、 錫を 飛は して 山川を 渉ぅ、 龍澤 山に 梅 山 聞 本に 謁し、 留ま 
ぅて 參 請す、 聞 本の 佛陀 寺よ 6 總持 寺に 遷るに 及び、 師隨 侍し 
て 遂に 開悟し、 擢ん てられて 第一 座と なる、 未だ 幾何なら ずし 
て 寵澤 山の 席を 繼 ぎ、 後佛陀 寺 ic 移 6、 復諸嶽 山に 主と なる、 
越 前 波 多 野 氏 朝 倉 氏 等 師の道 譽に皈 依し、 新に 松隱 寺を鄉 し、 
開山と なす、 應永 二十 年 九月 四！！： 寂す 壽六 十九、 (洞 上聯 灯錄) 
ケ 1 コ 1 イン 繼 政 ハ院 キョ- ォソ慶 恩を 見よ、 

ケ ー シユ 繼主 (一二 20 〔曹 洞宗〕 日向 廣禪 寺の 僧な^ S、 
繼 ? K 字は 盟 堂、 俗姓 平氏、 日向の 人な $、 慈眼 寺 快 翁 支 俊に 
師事し •其 法を 嗣 ぎ、 廣禪 寺に 住し、 文 安三 年 慈眼 寺 R 遷 
6、 次で 總持 寺に 出世す、 寂牢 欠く、 (洞 上聯 灯錄) 

Tf 繼 天ジュ  セン 壽截を 見よ、 

タ ー プ ー リョ丨 H ン靈圓 を 見よ、 

ケ ー カ ン冏鑑  一， 一- S 50 セ ハ 〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺 第三 十九 代 
な 6、 冏鑑 は演蓮 社 學譽酉 阿と 號 し、 一 呼と 云 ふ、 武藏國 
江戸の 人な 6、 俗姓は 松 井 氏 初め 小石 川傳 通院に 留學 し、 顯 
密の 敎義を 究め、 元祿 十七 年に 華厳 原人 論續解 三卷を 著す、 
後靈岸 寺に 住し、 檀徒の 歸依 信仰 甚だ 厚し" 轉して 光明寺に 
住し、 享保 十一 年 二月 廿六 日增上 寺 三十 九 代と なる、 同年 八 
月廿 二日 職を 辭 し、 廿 五日 麻布に 移-^、 同 十二月 五日 寂す、 
享笫 八十 歲 •(緇 白 往生 傳 、三綠 山 志) 

4 ノ 1 3 間 擧 A ソ-ホ 聰保 を昆 よ、 


夕 上 繼 、問〕 


書辭 名人 家佛本  日 


C … 七 二 


た ノ i 勁. 稽 >璧' 溪 、挂)  I  夕上難 、瓊 } タツ (傑) タン (兼) 

ゲ i ガン 勁 一 嚴 シ rT スィ 珠瑞を 見ょ、 

ケ 1 2 勁擧 1=1 ゲソ リヨ- 敍良を 見ょ、 

ケ ー シュ f\ 稽主勳 a 四 三 S 奈良 の佛ェ なう、 稽 


牛 動は 形 像の 彫刻に 妙を 得、 響文會 と共に 盛名 あ 6、 德 道の 
大和 長 谷 寺を 建立す るに 方 6、 觀世 音像を 造 立す、 其 事由 怪 
誕に して 信用すべからず、 (层谷 寺緣 起) 

夕ーモ ン 文 稽文會 (一四 三 〇) 奈良 の佛師 な 6、 稽文 
會は形 像の 彫刻に 妙を 得、 德 道の 長 谷 寺を 建立す るに あ / 2 6、 
観世音 菩薩の 形 像を 彫刻す、 其 事由 怪誕 にして 信用し か 左し、 
(長 谷寺緣 起) 

〔考〕 三代 實錄廿 八に 依れは、 德 道の 長 谷 寺の 建立は 寶龜の 
頃な 6 と 云 ふ、 稽文會 は 其 頃の 人なる べし" 

夕 丨サン  0 d. ショ— キソ 紹瑾を 見よ、 

ケ •ーヨ 瑩譽 ソソ エ - 存榮を 見よ、 

ケ丨ク ウン 溪關 レン 廉を 見よ、 

ケ 1 ゴン哇 言  一一 j —o us 〔曹 洞宗〕 遠 江 洞 月院の 開山な う、 
珪言 字は 無 外、 俗姓は 平氏、 對 島の 人な う、 長して 同 國の敎 

院に 入う、 出家し 具足 戒を受 く、 法 華 止觀貫 練せ ざる 乙と な 

し、 尋て 去うて 禪に 入う、 諸老 R 歷參 す、 洞 壽寺以 翼 長 佑に 

投じ、 五迮 を歷て 印 可を 受け、 總持 寺に 出世し、 延德 元年以 

翼の 席を 繼さて 洞 壽寺 R 住し、 明 應六年 一 雲 寺 R 遷 6、 洞壽 

寺に 旋 る。 文龜 元年 再び 一 雲 寺に 住す、 遠 江の 檀越師 R 請 a 

て 洞 月院を 開かし む、 永 正 六 年 三 穴び 一 雲 寺 R 住す" 同 三年 

越 前の 龍澤 寺に 住す、 仝 七 年 十月 二十 六日 寂す、 壽七 十一 一、 

臘四 十六、 洞壽 寺に 塔す、 法嗣梅 叢與棼 、然 室與廓 の 二人 あ 


、(日本 洞上聯 燈錄) 

ケ l v fll fe 外 タッ ォ-達 翁を 見よ、 

ケ！ 沒ン^ {林 (一九 六 三) 〔臨 濟宗〕 勝 林 寺の 禪 僧な-^、 
瓊林 俗姓 不詳、 文 永年 中宋に 渡う、 徑 山の 虛舟 度に 參 す、 度 
禪 1.111 法偈幷 に 衣を 付す、 東歸 して 草 河に 菴 居し、 天祐 順の 風 
を 慕 a 、 草 菴を營 み隱遁 す、 嘉元 年中 虛舟 和尙語 錄商舶 に附 
して 辛る、 林 其 序を 作 6 梓 ic 上 ぼす、 示 寂の 年時缺 く、 (延寶 
傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

4 ノッオ fl 翁 ゼ H 丨是英 を 見よ、 

ケツゲ 傑 外 クン 雲英を 見よ、 

ケツサ ン傑山 ド-ィッ 道 逸を 見よ、 

ケツデ ン傑傳 ゼッ チョ -禪 長を 見. よ、 

ケ v> へ 卜—  ノ  — シヨ— 能 勝 5: 見よ、 

ケン T 兼立思 ( . ) 〔眞言宗：一京都仁和〇収就院第二 

K f、  兼 意 字は 成 蓮、 亮阿闍 梨と s ふ、 粟 5] 關白 大和 國 
の 孫に して M 后宮 之亮定 兼の 子な う、 幼 R して 出家し、 寬意 
の 法を 傳 へ、 一方の 法 匠と なる、 付 法の 弟子 寬祐 、覺 命、 成 
超、 公延、 兼 深、 寬 成、 琳 俊、 定慶 、忠證 、深 尊、 安覺 、行 
仁、 寬朝 、覺誼 、覺圆 、淨 蓮、 慈 信、 心 覺等ぁ 6、( 傳燈 廣錄： > 

ケン 文 兼 慧( . 〕 〔眞 言 宗〕 山城 安祥 寺の 僧正な 6、 

兼慧は 中納言 僧正と S ふ、 先つ 良瑜の 法を 受け、 後、 寬 海の 
傳 法を 嗣き ，安祥 寺を 兼ねて 上野に 住す、 付 法 一人 成慧 とい 
ふ、 (後 傳燈 廣錄) 

ケン チン 兼緣 il 一一 一一 S 〔眞宗 〕 本 泉 寺の 住持な う、 兼 
緣 字は 蓮 悟、 童 名は 光壽 丸と S3、 蓮 如 ± 人の 第 十六 子な う、 


(五 七 二） 


書辭 名人 家佛本  H 


本 泉 寺 泉祐に 養 はれて 嗣と迕 る、 文明 十三 年薙 度し、 右矣衞 
督と稱 す、 十四 歲本泉 寺を 主と る、 永 正 十四 年 勅して 淸澤上 
人と S ふ、 騷 亂以來 籠居して 慶龙 坊と稱 す、 天文 十二 年 和 泉 
堺 に 寂す、 壽七 十六、 師 二子 あう、 長は 實 悟、 二は 實敎 とい 
ふ、 (本願 寺通耙 ) 

ケン エン 兼厦 ヶン H  > 賢 圓を見 ょ、 

ケン カ ィ兼海 y A: 一 si 〔新義 眞言 宗〕 高野山 密嚴院 の 第 
二 代な 6、 兼 海 字は 淨 法、 紀 伊の 人な う、 覺鎪に 從ふ乙 と 
久し、 深く 眞言の 宗旨を 了す、 遂に 遺囑 にょうて 密嚴院 の 席 
を董 し信慧 r 繼 きて 學頭職 に 上る、 尋きて 圓明 寺に 居う、 八 
角 二級の 堂を 建て、 一 丈 六尺の 大日 如來の 像、 兩界の 曼荼羅、 
七 幅 三部の 祕經を 安置す、 仁 平 二 年 十月 奏して 鳥 羽 上皇に 請 
ひ、 勅して 御 願 寺と 次る-* 久壽二 年 五月 卅 B 寂す、 壽缺 く， 
(結 網 集、 本朝 高僧 傅) 

タン カ ク 兼 覺( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 喜 多院の 

僧な $、  兼 覺は北 院學講 と S ふ、 備中守 政 長 2 子 M う、 不 
幸に して 頓死す、 (傳燈 廣錄) 

ヶン ゲ ー 兼 藝( …… )〔 …… 5 京師の 歌 法師な う、 

兼藝 伊勢少 椽 古の 二 男、 大和 城 上 郡の 人な-^ 和歌に 巧みに 

して 古今 集 別 一首、 •戀二 首. 雜一首 を 收 む、 (古今 集 目 錄) 

タンタ ン兼賢 AJ f$ 〔眞言 宗〕 祀 伊 高野山の 學 僧な'^、 

兼 賢は耙 伊海 部の 人な 密敎を 良 禪阿閣 梨に 受け" 良禪の 

寂 後 北 室に 移う、 益々 慧 解を 研く 仁； 牛 三年 冬 高野撿 校に 補 

し、 保 元二苹 六月 十三 日壽 七十に て 寂す (木 朝 高僧 傅) 

ケン コ ー兼好一 0^ 5? 〔 . 〕 京師の 歌 僧な 6、 兼 

ケン (兼.} 干—コ 


好は 從四位 右 京大 夫 卜 部宿禰 兼 名の 長子 兼顯の 三男な ぅ、 常 
に吉 田 ic 居 $ しを 以て 吉 田の 兼 好と 云 ふ、 少 «: して 好みて 老 
莊の 書を 讀み 、和歌を 善くし、 書に H みな $、 後宇多 天皇に 一 
仕へ て 左兵衞 尉と な 6、 天皇 崩す るの 後 剃髪して 修學院 に 入 
る、 後 木 曾に 遊びて 其 山水を 愛し、 霧 原 山 R 廬を 結びて 居 $、 

後 京師に 歸 6 て 
詠歌を 以て 娱み 
とす、 甞て葬 地 
を 京師 雙岡に 卜 
して 樱花を 樹へ 
和歌を 作 $ て 日 
く、 「契-^ おく 花 
とならび の 岡の 
へに あはれ 幾 世 
の 春を すぐ § 
む」 •と •曆應 三 
年 伊賀 守 橘成忠 
の 招きに ょ-^ 伊 
賀 に 赴き 國見山 

の 麓 田井庄 に菴 居し、 觀應 元年 二月 十五 日 寂す、 壽六 十九、 
崇光 天皇 田 井庄に 墓を 築かし め、 櫳大 僧都を If ら る、 著作 徒 
然艸 及び 歌集 あり、 (大 日本史) 

ケン ゴ ー 兼 毫 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 相承 院の 

開山な う、 兼 毫は參 河 法 印と S ふ、 木工 頭 爲忠の 子、 尙書 
國經九 世の 裔な り、 寬遍の 法を 嗣 き、 付 法の 弟子 三人を 出た 


ケン (兼」 ゴ 


書辭 名人 家 佛 本 


(六 七: 


タン f 兼〕 サ ー シ 


す、 定毫 ，寬經 、靜觀 、是 なり、 (傅 燈 廣錄) 

ケン サン 兼算 (一四 115 〔 . 〕 近 江梵釋 寺の 僧な う， 

兼算は 俗姓 詳なら ず、 HJ 家して 梵釋 寺十禪 師に擧 げらる、 性 
布施を 好み、‘ 常に 阿 彌陀佛 を 念誦し" 旦 つ 不動 尊 r 歸 依す、 
甞て 夢 !/ C 人 あう 吿けて 日 ふ、 汝是れ 前生 阿彌陀 佛を念 誦せる' 
一 乞食な う、 と、 兼 算病惱 に 沈み 七日の 後 忽然 起き、 心 _ 明 
了な 6、 弟子に 語うて 日 ふ、 我命將 に 終らむ と、 口" 念怫の 
聲を絕 す、 手定 印を 結 a て 寂す、 (往生 極 樂 記、 本朝 高僧 傳) 
〔考〕 往生 極 樂記等 兼算の 年代を 缺 く、 盖し 延曆の 頃の 人な 
ら {/ • 

タン シヤ兼 舍  r- vl OH  〔眞 宗〕 河 內顯證 寺 S 住持な 6、 
兼舍 字は 蓮淳 、童 名は 光德 九， 三位と 假號 す、 蓮 如上 人の 第 
十三 子な 6、 母は 平氏、 寬正五 年に 生る、 文明 元年 蓮 如上 人 
大津 S 近 松に 一 寺を 創し、 顯證 寺と S ふ、 三年 四月 北 地を 行 
化す、 乃ち 師を して 留守せ しむ、 時 僅に 八 歲な 6、 九 年 十月 蓮 
如上 人 法語 消息を 與 ふ、 蓮 如 實如兩 上人 並に 命 終の 際 後事を 
五子に 囑 す、 師は其 一人な 享祿二 笫ーー ：月廿 五日 蓮 如上 人 

文章 集録の 膝を 作る、 一旦 故 あうて 本山の 門下を 離れ、 天文 

某 年 興 正 寺蓮秀 と共に 來皈 す、 四 年 河内 顯設 寺に 至る、 初め 明 

應 年中 蓮 如上 人 河内久 寶寺 村に 寺を 鄕 し、 西證 寺と S ふ、 後、 

第廿 一子實 順 之を 主と る、 實順 S 沒後其 子 實眞嗣 き、 早 IH: す、 

仍て師 請 r- 應して 之に 住し、 顯證 寺と改 む‘ 時に 年 七十 一な 

6、 近 松の 等身 祖 像を 奉す、 天文 八 年 寺を 其 子實淳 R 讓うて 

近 江に 歸 6、 近 松の 顯證寺 堅 田の 稱德寺 K 兼ね 住し，‘ 改めて 

光 應寺本 法 院と稱 す、 十一 年 六月 廿 八日 實淳五 十一 r して 寂 


ケン (兼) シ 


す、 嗣な し* 乃ち 重ねて 顯證寺 を 主る 乙と 凡を 九 年、 十九 年 
八月 十九 0 寂す、 壽八 十七、 伊勢 長 島顯證 寺、 河内 招 提敬應 
寺は 師の開 創に 係る、 師七子 一女 あぅ、 (本願 寺通紀 ) 
タンシン サイ 兼 信 齋リぜ ン '履 善を 見ょ、 

ケンジ ユ 兼壽二 ？ 1| 〔眞 宗〕 山城 本願 寺 第  なり、 
兼 壽號は 蓮 如、 一 號信證 院と云 ふ 本願 寺 第 七 代圆兼 上人の 長 
子" 母は 其生國 姓氏を 詳に せす、 應永 二十 二牢 二月 廿 五日 京 
都 東山大 谷 R 生れ、 童 名 i: 布袋 磨、 一に 幸亭 麿と •呼ぶ、 同 二 
十七 年 十二月 二十 八日 母師 R 一宗の 再興を 諭して 去る、 永 享 
元年 十五 歲 R して 深く 母の 言に 感し 、慨然と して 一宗 興隆の 
志を 立つ、 同 三年 中 納言廣 橋 兼 卿に 養 はれ、 同年 靑蓮 院尊 應和 
尙の 室 R 入り、 兼 壽と稱 し、 次て 後、 奈 良大乘 院經覺 僧正を 
師 として 法相 宗を學 ひ、 後獨 6 大 谷の 草菴 R 閉ち 籠6 て經論 
釋の 骨髓を 自得す" 文 安四 年初め て 關 東に 行 化し、 寶德 元年 
に 東北に 遊 ひ、 宗祖の 遺跡を 歷拜 す、 當時眞 宗は筮 靡して 振 
はす、 宗祖 以 來法緣 深き觅 北の 地方と 雖も 、獬 昔日の 隆路跡 
を 留めず、 師は此 際 東北の 地方を 行 化し、 諸 所に 精舎を 建 
立し、 熱心なる 弟子を 得て、 漸く 異宗の 衰微を 復 す、# 祿 
元年 六月 存如 上人 寂す るに 方 6、 師宗務 を 執 6 て 第 八 代の 宗 
主と なるべき に繼母 異義 ありて 相 續 問題 起. り、 師と應 支との 
問 R 紛議 生 せんとせ 6、 師謙 退して 爭 はす、 然る R 伯父 宣祐 
遠く 北 地 R ありて 之を 聞き、 事の 容易なら るを 知り、 直に 
上京して 大に 之を 爭 a 、 終に 師を 推して 第 八 代と す" 時に 長 
祿 元年 師 四十 三 歲 なり、 寬正 元年 六月 道 西の 請に 應し 、宗祖 
製作の 正 信念 佛偈を 和解し、 正信偈 大意と S ふ、 之に 前後し 


(七 七 二） 


書辭 名人 家佛本  0 


て 末代の 劣 機を 鑑み、 數十 M の 要 文を 作る、 二 年 宗祖の 二百 
年忌 シ營む に 方 6 四 衆 遠近ょ 6 雲集し、 以來  一 / 2 び 義 靡し 穴 
る 大 谷の 一流 ■く 興隆し 壯麗な 0 三門 新觀を 加へ" 勅 あ A 月 
華 門の 號を賜 ふ、 寬正六 年 一月 十日 比 叙 山の 山 法師 其與隆 
を 嫉み 、大擧 し •て 夜襲し、 殿堂を 燒 く、 師佛祖 の 影像を 奉して 
三 井の 別 坊近松 寺に 難を 避け、 或は 湖東 金 森の 道塲 '(弟子 道 
西の 道塲) に、 或 

飞 3 


は 湖西 堅 田の 道 
塲 (弟子 法從の 
建つ る 所) に 法 
を說 き、 信徒 漸 
く 多し、 其間屢 
み 山 法師の 攻撃 
に 逢 ふ、 宗門 漸 
く 盛 7X らんと す 
るに 方ぅ 亦 三 井 
の 嫉妬を 受け、 

近 松 寺に 永住す 
ベから ざ るに 至 
6 しか 故に、 應 

仁 元年 堅 田に 移 6、 次に 一一 一河に 往きて 行 化する 乙と 三年 餘な 

h  土吕 に本宗 寺を 建立す 是 より 先き 應仁 二年師 法務 V 嗣子 光 

助に 讓 る、 it 三 河に往 き / 2 るは m に 難を 避く るか筠 にあら 

すして、 當腊 「善知識 賴み」 と稱 する 祕事 同地に 流行せ るを 

以て、 如 光の 請に より 其 匡正を なさむ か爲 めな .り、 文 叫 二 年 


#- J/ 知 上人 


攝津和 泉を 行 化し， 暫時して 一た び 近 江の 舊栖に 歸 へり、 三 卬 
四月 北陸を tf 化す、 師越前 加 賀諸處 を 廻歷 し、 宗門の 弘通 
に 證瘁し 一處に 止まらす、 遂に 同 七 年 越前阪 井郡吉 崎に 地を 
相し 一 寺を 建立して 專 ら二誧 相 資の宗 義を弘 通し 穴れば'  東 
4b 七國の 宗徒 群集し、 同國 守護 朝 倉 : I 敏も亦 深く 歸 向し、 坊 
舍 建立 二 年なら すして 加賀 、能 登、 越後、 信 濃、 出 羽 I 奥州 
七ヶ國 よ 〇 道俗 男女 陸續 として 四來し 法を 聞き、 化に 浴す、 
師此間 地方の 各所に 法 筵を 開き、 緣に 觸れ 、時に 應し 、文章 
を 製して 諸人に 與ふ 、此の 如くして 宗門 漸く 面目を 新に する 
に 方り、 亦 宗派の 紛擾 興' 文明 六 年 三月 二十 八日 高 出 專修寺 
の 信徒なる 國守富 樫 政 親に 攻められて 坊舍燒 失す、 同 七 年 七 
月 潜に 吉崎を 出て V 若 狹小濱 t 過き、 丹 波の 山路を 越ぇ、 攝 
津萩 谷を 經て富 田に 到 卜人敎 行 寺を 靱し ■七 年 八月 河內に 入 6 
て 出口に 光善寺を 建 文す、 同 八年堺 津に 信證院 を營 み、 時々 
諸 所 に 法 筵を 設け、 南は 大和 貝塚に も 至る と 云 ふ、 十 年 山 科 野 
村に 寺 地を 選び、 十一 年エを 始め、 十二 年 八月 祖堂 成り、 大津 
近 松 寺よ. 〇祖 影を 遷して 之を 安置し、 十三 年 六月 四日 本堂 成 
る、 延德 元年 七十 五歲 にして 職を 光兼に 讓 〇、 南 殿に 退 休す、 
信證 院と稱 す、 退隱 後と 雖 、諸 所に 行 化す、 明 應の初 め法專 
坊空 善の 志願に よ-^ 播 磨英賀 に本德 寺を 擷 建し： k 大和 飯 
貝に 本 善 寺を 建立す、 同年 年 九月 大阪に 敎恩院 を 建立して、 
此に 移う 住する Z. と 凡を 四 年、 同 七 年 四月 疾に罹 6、 八 年 二 
月 山 科に 歸へ 4、 三月 十日 自ら 病中の 容貌を 寫 し、 獲 I 念 信、 
今詣 安養、 穢 身永絕 、法相 速證の 偈を 題し、 同 二十 五日 寂す、 
壽八 十五、 宗徒 師を稱 して 中興 上人と なし、 明治 十五 年 三月 


4 vVv 兼〕 シ 


ケン (兼)、 V 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 七 ご） 


ケン (兼) シ  I 

今上天皇 勅して 慧燈 大師の 謚號を 賜 ふ、 師 生前 男子 - h 三人、 女 
子 十四 人を 生み、 在職 三十 三苹 、寺を 傲す る 乙と 十五 宇、 法 弟 
道徳、 道 西'  道覺 、法 役、 龍玄 、容 .賢* 敎 賢" 如 光、 願 生、 
覺然 、法眼、 願 知、 順 誓、 空 善、 善宗 、道宗 、了 妙、 法 性、 
淨祐，明誓‘ひ敬蓮敎、等最も聞ゅ、著作正信偈大怠一卷 
あう、 後人. 一代 聞 書 二 卷 文章 五帖を 編成して 刊行す (蓮 如上 
人遺德 記、 本願 寺 通 記、 叢林 集、 大 谷畧譜 、本山 寺 志、) 

タン シュン 兼 俊. 一七！ 三 • 〔眞言 宗〕 金 峰 山鳳閣 寺の 僧な 
兼俊は字を圆林と云ふ'嘉承元氺二月十七日金峰山鳳 
閣 寺に て靜餽 と 共 R 傅 法灌 頂を 受く 、時に 年 四十 五な う、 (績 
導燈廣錄} 

ケン S ン兼順 一一 一一 一一 一 51 〔眞宗 〕加賀 光敎 寺の 住 待な う、 
兼 順 字は 顯誓 、一 m: 名は 光慶 九、 後光 玉 九と 改む ，假に 侍從と 
稱 し、 光闡 坊と號 す、 光敎寺 蓮 誓 2 第 九 子、 母は 前權 大納言 
侍委 S 女な*^、 長兄 蓮 能の 法嗣 とな 6、 加賀 山田充 敎券 R 住 
す、 嘗て 11 如上 人の 命を 受けて 北 越 講和を 謀る" 永 祿九年 八 

月證 如上 人の 忌に 常 6、 顯證寺 佐 玄と其 に院 家に 進む、 同月 

下句 敎什 、敎淸 、純惪 と共に 法 印に 叙せ ら る、 十 年 十月 法 流 

相違の 由 あうて 證如 上人の 疑を 蒙りて 籠居す." 十二月 十五 日 

今古獨 語 二卷を 著し、 翌年 六月 反故 裡書 一卷 ，紀祖 門 事實諸 

寺 緣由 等を 著して 世に 傳 ふ、 元龜 元年 十月 廿 四日 寂す、 壽七 

十二、 充敎 寺は 今療 せう、 (本願 寺 通紀) 

ケン； ジヨ兼 助.  一. li o: 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 檢校 なり、 

兼 助 字は 慧 深、 後 源 空と 改む 、和 泉の 人な り、 論 塲 R 臨みて 盛 

名 あう、 二 品 ila 王 R 賞せられ て 櫻 池院の 乳香を 賜 ふ、 文 永 五 年 


ケン( 兼、 顯) 

十二月 山 衆に 推されて 檢校 とな 6、 七 年 六月 六日 寂す 壽缺 く、 
付 法の 弟子 公賢、 行 慈、 影 賞、 印 海、 尊 印、 影 耀 、湛濟 、支 心 ^ 曉、 
良 賢、 覺兼、 寬驗 、見 蓮， 成 俊、 慧 任、 覺 成、 覺件等 あぅ (傳燈 廣錄) 
ケンチ nT 兼 澄 ii gi 〔新義 眞言 宗〕 京師 蓮臺 寺の 學 
僧な D、 兼 澄 字は 良眞， 鄕貫詳 ならす、 京師 蓮臺 寺に 住し、 
享傲四 年 四月 江戸 護持 院に 住す、 同 九 年 十一月 退 休し、 寬延元 
年 十二月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 著作 大日 經開 題義 釋一卷 、同 
口 筆二卷 ，二字 義考耍 一卷な 6、 ( 新義 眞言 宗 史料) 

タン チヨ！ 兼 澄 •一 .Hi  〔眞言 宗 3 和 泉藥師 寺の 學 僧な 
6、 兼 澄 俗姓は 物 氏、 和 泉の 人な-、 早く 正智 院定 兼の 門 
に 入ぅて 祕印を 傳 付す、 去 6 て 鄕 里の 藥師 寺に 住して 大に密 
敎を 布く、 後鳥羽 帝の 詔に ょり、 和 泉の 僧統 となり、 後、 寶 
光院に 移りて 常に 淨 業を 修す 、師世 塵を 嫌 CA て 院を 道範に 付 
し、 建 仁 二 年 八月 三日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ケン リヨ 1 兼 了 Z1- 一一 15 一一 〔眞宗 〕加 賀願德 寺の 住持な-、 
兼 了 字は 實 悟と s a " 後名を 兼 俊と改 む， 童 名は 光 童 九 中 
將 と假號 す、 蓮 如 宗主の 廿三 子、 母は 源氏な り、 生れて 百日 本 
泉 寺 蓮 悟に 養 はれて 嗣 となる、 文龜 三年 十一 歳に して 薤度 し、 
二條院 中納 言雅康 の 猶子と なる、 前 右大將 忠輔の 猶子と なり、 
加 賀淸澤 願 得 寺の 住持と なる、 勅して 權少 僧都に 任す、 天文 
十 年 七月 十五 日本 山 本文 系 圖一卷 を 著す、 天 正 四 年 三月 二日 
本山の 故實百 七十 二 條を錄 して 之を 顯如 宗主に XI む、 時に 年 
八十 九な り、 稱して 實悟 記と稱 す 十一 年 十一月 廿 五日 寂す 
壽九 十二、 三 子 一女 あり、 (本願 寺 通紀) 

ケンィ顯意一“談〔淨土宗西山派〕山城眞宗院の僧な 


L 九 七 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


う、 顯意 字は 道敎 俗姓は 平氏な 6 伊集院 氏 V 榊す、 薩摩島 
津の 人な 0 、幼に して 原 山の 聖 達に 師事し、 後深草 眞宗 院隆信 
に 事へ て淨 土の 宗義を 傳へ深 詣 あう、 嵯峨釋 迦院 、竹林 寺に 
住し、 盛んに 法 化を 揚ぐ 、平素 和歌を 嗜み 秀作 あ 6、 嘉元三 年 
(一, 說二 年) 五月 十九 日 寂す - S 六 - 1- 七、 薪 作、 楷定記 (觀經 疏) 三 
十六 卷 、同 疑 端 四 卷 、淨 土宗耍 三 卷 、竹林 鈔 、一 乘海義 、二通 
血 豚 圖坍 M 章、 五 方便 鈔 、三 心 問答 鈔若 干卷 あう、 門下 戒圓 
良 [II あ 6_、 龍 御殿に lh まうて 師業 を繼げ 6、( 淨土欠 15 譜 ，淨 
土總 系譜、 淨 土 傳燈錄 倭 歌 作者 部類、) 

ケン ィ顯音 仙 ド I キョ- JE 敎を 見ょ、 

ケン エ _顯慧( . ) 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な う、 

顯慧 字は 依 納 、藥師 寺に 住して 戒解 其に 備はる 、紀伊 伊都 郡 
の俠屋 寺の 尼 衆 十一 面觀 音の 像を 慶讃 して 師を請 して 導師と 
なす、. (本朝 高僧 傳) 

ケン エ 顯慧 (二三 七 六) 〔淨土 {一 7TC 西 山 派 一尾 張 m 覺 寺の 學 
僧な 6 、 顯慧は 性 相' 學に 通す、 松 尾の 大華嚴 寺鳳潭 に抗敢 
して 書を 作る、 寂 年月日 詳なら す、 著作 起 信 論 幻 虎 錄辨僞 三 
卷 、破邪 决二卷 あ 6、 ( 近世 佛家 著作 目錄 稿本) 

〔考〕 顯慧は 享保 頃の 人な 6 

ケン エ 顯慧 (1S5 〔一一 一 論宗〕 大和 東大寺の 學僧な う、 

顯慧 は寬 信に 三論 1 一. 密を禀 け、 朿南院 (C 住して 二敎を 講ず、 

仁 和 二 年 東大寺を 董す 、(本朝 高僧 傅) 

ケン コ ー 顯杲 ( . ) 〔眞 言 宗 ；3 大和 奈良の 己講な 6、 

顯杲 或は 式部 己講と S ふ、 淸源 武者 賴經の 同胞な 6、 實運座 主 

の 法を 傳ふ 、付 法の 弟子 二人 乘徧 、源 幸と 稱 す、 (續 傳燈廣 


ケン (顯) イーコ 


錄) 

ケン ゴン顯 g 厭 (一八 八 九) 〔眞言 宗〕 山城 隨心院 の 學 僧な 
ク、 顯嚴は 中原 廣宗の 子な 6 早歲ょ 6 小 野 隨心院 に 入う、 
增 俊阿闍 梨を 禮して 落髮受 業し、 灌頂 法を 傳へて 主席に 據 う、 
朿寺の 門 者と なう 僧都に 任ず、 寬 喜の 初め、 敕を 奉して 後 七 
日御修法を行ひ、刺賞せられて隨心院を祈願塲とす、師順德 
堀 河 四 條の三 帝の 護持 僧と なり、 牛車 R 乘し宫 中に 入る を 許 
3 る、 寂 年 及 壽缺く c 本朝 高僧 傳) 

.ケンシン顯0具 ^ 疏 -〇 〔天台宗〕近江延懸寺の學僧なう、 
顯眞は 美 作 守 藤 原 顯 能の 子な $、 夙に 比 叙 山に 登りて 顯敎を 
座キ明 雲に 學 S、 密灌を 法 印相 實に禀 く、 年 四十を 過き て 隱遁 
を 欲し、 僧都の 官を辭 し、 洛北の 大 原に 退隱 す、 壽永二 年 秋 
明 雲 乃奏に ょ 6 僧 官を賜 はんと すれと 名 蓬 門を閉 ちて 出て 
す、 甞て慧 光房 永 辨の誘 ふに 依-^、 源 空を 吉水 寺に 訪 ふ、 文 
治 二 年 秋 源 空を 大 原の 勝 林院に 招き、 丈 六 堂に 會 して 専念の 
義 を 問 ふ'  師其義 を 深く 信し、 餘行を 捨て、 專 ら念佛 三味に 
ふける、 三年 正月に 勝 林院に 同志 - h 二人と 不 斷念佛 を 修 し、 
十月 大原 山中に 性！？ 境智 等の 五 房を 建て 蓮 社の 所と なす、 六 
年 一一： 月敕 して 延曆 寺の 座主に 任す る も 避 拒して 牲 かす、 勅使 
臨みて 綸 旨を 宣ふ 、遂に 止む を 得すして 職 R 就く、 五月 二十 
四日 最勝會 の證義 者を 勸め權 僧正を 拜 す、 建久 三年 十一月 十 
四日 鬼 塔の [1 融房舍 に 在うて 安祥に して 寂す、 壽六 十三、 遺 
命 ic 依 6 全身を 勝 林院に 葬む る、 (本朝 高僧 傳) 

ヶンジユ-顯重- 05 造〔天台宗〕但馬大林寺の開山な 
6、 顯重 俗姓は 平氏、 武藏の 人な う、 顯重は 定顯覺 助 二 和 


ゲン (願) ゴ—ジ 


書辭 名人 家佛 本  日 


〇八二 


ケン (顯) シ 


尙に師 承し、 嘉元 三年 入 壇す、 元亨 三年 伹馬 ，に 大林 寺を 建て 
、開山と なぅ、 延文四 年 十二月 十五 日 寂す'  壽 八十 七" (三 井 
續灯 記) 

ケンジ ヨ 顯助 jug  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 办、 
顯助 は大夫 僧正と 號 す、 越後 守 平 貞顯の 子な 6 /禪助 法師 R 
從 s て 宗旨を 學 a 、 延慶四 年少 僧都と な 6、 正中 二 年長者 R 
加 任す、 三年 權僧 正 R 轉 し、 同年 十二月 廿 三日 法務に 補す、 元 
德二年 七月 廿 一日 寂す、 壽三 十七、 (東 寺 長者 補任/仁 和 寺 諸 
院家 記) 

ケン シヨ ー 顯正〇 一二 六) 〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪僧 
f、  顯 正字は 中叟と 云 a 、 道菴 建 R 師事して 其 法を 嗣 ぎ、 
諸 山 R 住する の 後 建 長 寺 R 主と なる、 康 JE 二 年 十一月 二十 六 
日 寂す、 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄} 

ケン シヨ ー 顯證 (1S さ 〔淨 土宗〕 相模某 寺の 僧な 6、 
顯證 字は 良圓 、其 氏族は 詳なら ず、 然圓 上人に 從て 具足 戒を 
受け、 後記 主 禪師頁 忠に投 して 宗戒 を受 く、 道化 盛な 3、 示 
寂の 年月日 缺く (鎭流 祖傳) 

〔考〕 顯證 は弘安 頃の 人な 6 

ケン、 ンヨ— 顯證 IH II 八 ハ S 興 言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 3、 

顯 .證 字は 一音 俗 r — 木 村 氏 慶長二 年 十二月 十一 日 攝津生 玉に 

生る、 (一説 和 泉に 生る〕 甫めて 十一 歲の時 父母の 家を 辭 し， 

靶伊 高野山に 登 釋迦文 院の宥 故阿闍 梨 R 謁して 落飾し、 

宥盛 R 隨 S て 廣澤華 嚴院に 登う、 十八 道より 貽藏 法に 至る ま 

て 之を 修行し、 暫く 故里に 歸 和 泉堺に 假 居す、 蒔に 十八 

歲 となう 益 密の玄 奥を 慕 ひ、 仁 和 寺 R 來 6 心 蓮院に 寓 す、 又 


ヂン (顯) _ 

栂尾 山寺に 入う 菊 淵に 逢 ふ、 乃ち 菊 淵 之に 就きて 廣澤 流の 四 
度 業を 重受 して、 初めて 灌頂密 壇に 入う、 兩 部の 印. 可を 受 く、 
又 小 野の 法 流を 希望し、 洛西法 輪 寺 恭畏法 印の 門を 叩き、 重 
ねて 小 野 地 藏院の 四 度 業を 修 し、 後模尾 平等 心 王院の 比丘 惪 
燈の 法を 續き 、地 藏院の 灌 頂を 受 く、 然る 後 還うて 心 蓮院宥 
嚴正 に從 a 、 悉く！！ (澤の 源 底を 盡 くす、 之ょ 6 諸方に 招かれ 
て 密 法を 修 し、 又經 書の 校 補を 力め、. 仁 和 寺 高野山 兩寺の 文 
■庫 R 入 6 經 書を 修繕す る もの 數千卷 R 至る、 寬永 年中 將軍家 
光に 請 a て 仁 耜寺寺 基を 再興す る R 當う師 專ら之 を 斡旋す、 
河 內延侖 寺 淨嚴其 下に 弟子の 禮を 執う、 西院 流の 事相を 受 く、 
晚年法 住 菴を營 構して 幽棲す、 延寶六 年 二月 十三 日 寂すノ 壽 
八十 三 (續 日本 高僧 傅、 眞言 宗 史料) 

〔考〕 木材 重 成の 子な りと 傳ふる 7P 出生の 年 (慶長 三年) を以 
て 推す に 事實に あらす* 當賠重 成 幼年 R して 父 72 るへから 3 

AV - 

H ノンジ ヨ ー 顯常  一一 謹  〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 學 僧な 
6、 顯常 字は 大典、 蕉中  一 ic 梅 莊と號 す、 近 •江の 人、 出家 
して 佛乘に 渉り、 儒 典を 宇 野 明 霞の 門 R 受けて 經史に 通し、 
文章歌詩を善くす、安永八年相國寺に住す'天明元年幕府の 
命に ょ 6 日韓 應酬の 交 書を 掌り、 文 名大に 揚 り、 白 河 樂翁侯 
の 優遇を 受く  •寬政 五 年 天台 2 六 如 慈 周 (c li: 6、 相 共 R 佛敎 
の 論 章疏を 支那に 送致 せんとし 大に 力を 盡す享 保 元年 三月 
八日 寂す、 壽八 十三、 著作 地藏 本願 經 和解、 諸 宗傳畧 ，茶經 
詳說 、煎茶 譯 、平安 鬱收 記、 萍遇錄 、，柿 本人 麿 事跡 考、 拜説 
續文 編、 唐詩 擷英 補’ 唐詩 礎續縐 、峨嵋 山 月圖說 、初 學文談 V 


(一八 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


聯句 式、 九族稱 呼 國、 批 說匡謬 、各 一卷 、金玉 詩 韻、 詩語 解、 
學語 編、 初學 文範、 各二卷 、尺牘 式、 赴 律 發 揮、 各三卷 、四 
書越组 、皇 朝事苑 、文 鉢 明 辨粹鈔 、同 附錄 、各 四卷 '文語 解 五 
卷 、世說 集成 六卷 、世 說鈔 撮、 同 補六卷 、唐詩 選 解 1® 七卷、 
其 他 北禪詩 艸六卷 、同文 章四卷 、小 雲粞稿 十二 卷、 咏物詩 二 
卷 、小 雲 手簡 四 編八卷 、睢非 集 二卷等 あり、 (一 宵 話、 績 諸家 
人物 志、 近世 名家 著述 目録、} 

ケン ゼイン 顯是院 ニ チョ-日 要を 見よ、 

ケン セ丨 顯组一 日 タ ソジユ ン兼 順を 見よ、 

ケン y l ffi®  キヨ- ジ慶 字を 見よ、 

タン ソン 顯尊 サチ ョ—佐 超を 見よ、 

ヶンチ 顯智 j  5 fe  〔眞宗 〕伊 勢 專修寺 第三 代な 6、 
顯智は 何 許の 人なる かを 知らす、 餘五將 軍の 後胤 井東 平 基 知 
なる 者の、 甞て 富士山に 上 .C.、 天 池の 邊にて 之を 得 •携 へ歸 
.〇 て 子と 爲す 、時に 五六 歲はか A なりし と傳 ふ* 學に 就いて 
一を 聞きて 十を 知る、 比 叙 山 {C 登り、 m 塔の 覺 賢 ic 從ひて 出 
家し、 賢 順と 稱 す、 住 山 十 年、 一旦 鄕に歸 6 高 田の 眞佛 上人 

に 就き 淨敎を 承く、 明年 重ねて 親鸞 上人に 謁し、 弟子と なる、 

名を 更 めて 顯智 とい ふ、 時に 安貞 二 年 五月 二日な り、 是 よぅ 

上人に 昵 近し、 常に 徳化に 浴す、 或は來 北 諸 州に 赴き、 道化 

を 布宣 す、 正 嘉二 年眞佛 世を 厭 ふ、 因て 師に 命して 專修 寺を 

主と らしむ、 親鸞 上人の 滅後大 谷に 奉 事し、 屢々 勸勞あ 〇、 

華 園 天皇 勅して 大 僧都に 任じ、 法 印 (C 叙し、 天台 靈光院 門跡 

に 稀す、 建武 元年 七 W 四日 辰 刻に 高 田の 金堂に 入りて 禮拜 し、 

西に 向 a て 去う、 忽ち 所在を 失すと s ふ、 一說 に壽 八十 五と s 


ゲン ( 顯 / セー チ 


ふ、 (高 田 三祖傳 、本. 願 寺通紀 )• 

fvT 顯貞ニ ニニ 四 〔淨 土宗西 山 派〕 山城 禪林 寺の 第 
三十 五代な う、 顯貞は 鄕貫詳 ならす、 融舜 上人の 法を 嗣 
く、 大永四 年に 京師の 善 長 寺よ 〇禪林 寺に 上る、 亨祿 元年 南 
禪寺塔 頭 皈雲院 と 地界を 爭 ふ、 天皇綸 旨を 皈雲院 に 賜 a /2 る 
を 以て** 師遂 に默 止す、 後、 法眼 琳 賢に 命して 大 曼陀羅 一舖 
を 圖 せしめ、 西 三條公 (稲名 院 殿) をして 銘文を 書せ しめ、 永く 
禪林 寺に 安置せ しめた 6、 永 祿七年 七月 十三 日 寂す、 寂壽缺 
く、 法嗣 、甫叔 、俊 式、 奉 全、 純 長、 策傳 、長感 、等、 皆 一 
方の 法 匠と なる、 (禪林 寺 記録、 淨土承 繼譜) 

ケン F! 顯道 キ 3. -.  n  - 敬 光を 見よ、 

ヶン ニ チ 顯日  i io l  〔臨 濟宗〕 下野 雲嚴 寺の 開山な $、 
顯日字 は 高峰、 後嵯峨 天 a の 皇子、 母は 藤 原 氏'  仁 治 二牢に 
M ® の 離宮 (後 {C 寵翔 寺と なる) に 生る、 幼よう 腥を茄 はず、 
十六 歲聖 一國師 (辨 圆) に投 し落髮 す、 甞て 一老 宿 R 就きて 錄 
中の 意を 問 ふ、 老宿日 ふ、 宗門の 活頭は 言説 ¢0 及ぶ 所に あら 
ず、 師 H- ふ、 恁麽 如何 其 意趣を 知らむ、 老宿日 ふ、 是れ自 悟 
して 始めて 得べ し、 師 便ち 端坐 參究年 あ 6、 普請に 値 ふ 途次 
人の 草を 剗て 誤て 蚯蚓を 斷 るを 見 即ち 聖  一 II 師に問 うて 日 
ふ、 蚯蚓 斬うて 兩段 となる、 兩頭 共に搖 r、 未審佛 性那 頭 {t 
か 在る、 國師日 ふ、 須彌 高から ず、 大海 深から ず、 師旨 を領 
す、 時に 二十 歲なう 、南都の 某 律師 國師 を訪ひ 、 の英敏 を 
稱 し* 請 a て 携へ 去る、 師其 下に 留る乙 と A しからず、 遁れ 
て 東 福 寺に 歸 6 ‘  國師に 侍する 乙と 數 年な'^、 宋僧兀 庵 寧の 
建 長 寺に 入る に 際し、 往て 掛搭 す、 後、 下野 那須に 茅菴を 結 


fv  顯 5* — 二 


書辭 名人 家佛本  日 


(二八 二） 


fvp 

び 隱捿 す、 道聲 E 傅し、 禪客 群集す る も、 皆辭 して 接せず、 
檀越 某師の ため R 一  寺を 建立せ むと す、 師呵 して 止む、 强て 
請 a 、 富者 金帛を 施し、 貧者 力 巧を 施し、 不日に 殿堂 門廊成 
る、 即ち 東 山 雲.： 殿 寺と 號す 、時に 佛 光禪師 (祖 元) 圓覺 寺に 年 
す、 一翁 豪の 介す る あうて 鎌 倉に 入う、 佛光 禪師に 見 ゆ、 禪師 
百 丈 捲 席の 公案を 擧して 、問 ふ師日 ふ、 一狀 R 領 過す、 佛光日 
ふ、 倆 什麼 R 因うて か 老僧が 鉢盂 裏に 向 S て 洗濯す 師日 ふ、 
百雜碎 、と、 佛光 呵呵 大笑す、 乃ち 辭して 雲巖 寺に et る、 佛 
光 書を 致して 平生の 述作を 求む、 師偈 を } -J て 答 ふ、 一見 明 師意 
轉閑 、痴憨 終 B 坐，， 烟巒 〖飽 > 柴飽 k 水 無，， 餘事 (禪道 文章 何處 安、 
再び 佛光 禪師に 謁す、 問答 數 回、 明珠の 玉 盤 R 走る が 如し、 
即ち 信 衣 並に 法語を 授與 せらる、 弘安 九年佛 光 寂し、 遺書 至 
る、 即ち 獻供上 堂し、 建 長 寺に 走りて 喪を 治す、 雲 巖寺 に歸へ 
6 .住し、 法 化 益 盛な う、 時 R 南 浦 紹明筑 の崇福 寺に 住す、 天下 
の 學徒那 須橫嶽 を 指して 二 甘露 門と 云 ふ、 正 安二 年 六十 歲鎌 
倉淨妙 寺を 董 す、 嘉元 元年 京師に 上う、 乾 明 山 萬壽寺 r 住す、 
夢 窓 疎 石 來 叩す、 同 -. 年 東 下淨智 寺 R 選る、 翌年 同 寺を 退き、 

德治二 年 再び 萬壽 寺を 董す 、夢窻 疎 石 m ねて 謁す、 遂に 佛光 

和 傳無 準の 法衣を 疎 石に 附 す、 延慶 元年苋 歸 し、 二 年 雲巖寺 

の禪窟 に 役す、 正 和 元年 再び 鎌 倉に 入う、 淨智 寺に 住す、 三 

年建苌 寺 R 遷う 、次第 ま / 2 雲巖 寺に 歸 る、 正 和 五 年 十月 廿 

日 同 寺に 寂す、 壽七 十六、 臘六 十一、 遺偈 ic 日 ふ、 坐脫立 

亡、 平地 高堆、 虛空飜 筋、 斗 刹 海 動、 風 轟 唱一唱 、乃ち 雲巖 

寺 (C 葬う、 淨智 寺に 正統 塔を 建つ、 (後 建 元年 間 建 長 寺に 移 

す) 勅 謚佛國 應供廣 濟國師 と S ふ、 五 處七會 の 語録 あう、 元 


fv 顯、 賢) 


の 鳳臺の 古林 茂、 雞 足の 淸拙 澄、 本 覺の靈 石 芝、 序蹑 をつ くる、 
(行 錄 、延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅} 

ケン ニ チ 顯日 ド-タッ 道憲を 見よ、 

タン ニ ヨ 顯如  n- サ 光佐を 見よ、 

4ノン、之 3 !ィン if l 明 IlM  H 卜丨 11 ^ 趨を 見よ、 

ケン ユ —顯祐  一 5 七； j  〔眞言 宗 3 山城 醍醐 山 慈心 院の大 
僧都な 顯 祐は弘 意の 法 f 嗣きて 無 貴 壽院の 三十 三 祖と 
なる、 應永 十九 年 七月 二十 七日 寂す、 付 法の 資俊增 と S ふ あ 
6、 (續 傳燈廣 錄) 

タン ヨ 顯譽 j  5 £1 〔眞言 宗； 一京 都朿 寺の 長者な 〇、 
顯譽 は禪助 法師に 就きて 宗 要を 學ひ 、正 和 二 年 m 寺の 長者に 
任し、 同 三年 權 僧正 R 五 年 正 僧正に 累轉 し、 元應 元年 大僧正 
に 昇る、 正中 二 年 九月 七日 寂す、 壽 五十一、 (東 寺县者 補任、 
仁 和 寺 諸院家 記) 

ケン ヨ 顯譽 シンジ ュッ心 純を 見よ、 

タン ヨ ュ-テ ソ祐 天を 見よ、 

ケン31ボー 顯揚房 シュン セ— 俊晴を 見よ、 

ケンり ツ 顯律ゲ ソシ 11  > 源 俊を 見よ、 

タンアン 腎； 安. 一. S: •一 A: 〔 . 〕 伊豆 走 湯 山の 僧な 6、 

賢 安は 甲斐 八 代 郡の 人、 俗姓 竹 生 氏な ぅ、 伊豆 走 湯 山に 登り 
菴を搆 へて 住す、 承 和 三年 四月 靈 夢を 感 し、 觀世 音の 像を 刻 
して 安置す、 齎衡二 年 四月 安然 和尙來 6 山中 R 求 聞 持 法を 修 
す、 賢 安和 尙を仰 S て 度を 受 く、 天 安二 年 二月 四日 寂す、 一 走 
湯 lli 緣 起)  - 

タン H1 賢、 氷 a 五一 一一 e 〔天台宗〕 伯 耆國分 寺の 僧な}、 


(三 八 二） 


書辭 名人 家佛本  日 


賢 永は 何の 宗な るを 考 へす、 伯耆の 講師に 铺して 傳燈大 注 師 
位に 任す、 貞觀五 年 奏して 疫病 饉議を 禱らん か 爲に 一 萬 三千 
佛觀世 音 菩薩 像 一切 經を圖 書し'  穀百 石を 賜 a て 國分 寺に 安 
置し、 且つ 國司に 命して 每年 其穀を 出して 斷つ rJ となから し 
めん 乙と を 請 a て 許 3 る、 (本朝 高僧 傳) 

ケン エン 賢圓 (一七 九 五) 三條 一流の 佛エな う、 賢 圓或は 
兼圓に 作る、 圓勢の 三男な り、 法 印に 叙 せらる、 大治長 承 保 
延年 代の 人な $、 作る ところの 佛像 夥多 あう、 (長 秋 記、 古本 
僧綱 補任、 中 右 記) 

ケン エン 賢圓 (一七 八 五) 〔 » 言 宗〕 河 內廣隆 寺の 僧な う、 
賢圓 字は 大智 とい ふ 河 內廣隆 寺の 阿 闇 梨な り、 淳寬 と共に 天 
治 一年 二月 六日 傳法職 位を 無量 光院 にて 受く 、林 覺其 唱導と 
な-'、 聖賢は 護摩 敎授 、賢 覺は 嘆德 たう、 (續 傳燈 廣錄) 

ケン オ ー 賢應 —: 五： 一. 八. 〔法 2 示〕 大和 元 興 寺の 學 僧なん 
賢應は 大和 / > 人、 夙に 明詮に 就きて 出家 受學 し、 法相を 究め、 
因 明に 错 通す、 貞觀五 年 維摩 會の主 座に 昇 $、 元 興 寺に 住す、 
此年山 階 寺の 長講 筵に 東大寺の 三 修と因 明 比 量 相違 前 宗後因 

を 論す、 五 年 正月 八日 大砾殿 最勝會 の 講師に 任し、 十 年 三月 

六日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

ケン カ ク賢覺 l A-fc f 幻 〔眞- 一一 11 :宗 一山 城 醍醐 山 理性 院の開 

山な， 〇.、 賢覺竽 は 理性と S ひ、 金剛 王 聖賢の 家兄な 6、 承 

曆四 年に 生る、 始め 賴 照に 從 a て 傳法職 位 V 一 受け、 又 勝覺を 

禮 し， 嘉承 三年 六月 五日 大智院 にて 職位灌 頂を 受く 、時に 年 

廿九な 6、 父 賢圓の 家を 改めて 理性 院と扁 し、 三 寶院の 一灯 

ヒ分 ちて 法幢を 建つ、 t5c 元元 屯 三月 十六 日 寂す、 壽七 十七、 

、一 VV  賢 i! 力 


(續 傳燈 廣錄) 

ケン キ賢季 二 .b — : A 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 

賢 季は其 俗姓 生 國及ひ 師承詳 ならず、 康永 三年 東 寺の 長者 並 
に 權 僧正に 任し、 延文 元年 正に 轉 す、 同 三年 正月 卅日 寂す、 
壽缺 く、 (東 寺 長者 補任) 

ケン ケ ー 賢 rsf il ii 〔法相 宗 ：一 大和 興 福 寺の 學 僧な う、 
賢憬 俗姓は 荒 田 氏 尾 張の 人な 〇 、 出家して 興 福 寺 宣敎に 唯識 
を 學び 、學內 外に 涉 6 て 戒法を 堅守す、 天平 勝 寶七年 鏖眞和 
尙羯 摩の 法を 東大寺に 於て 行 ひ、 師これ が受 者と なる、 是れ 
我國 登壇 受戒の 始めな 〇、 天平 寶字二 年 秋 師大藏 經五千 四十 
八 卷を寫 して 招提 寺に 置く、 師七 帝の 崇敬を 受けて 大僧 郡に 
歷 任し、 寶生 山 1: 瘸して 第一 世と なる、 延曆十 二 年 正月 桓武天 
皇 遷都を 議 し、 師 天文 地理を 善くす るを 以て 敕を 奉して 鴻基 
を 計畫 す、 今の 平安 城 乙れ なう、 此歲 十一月 八日 寂す、 壽 八十 
九、 (本朝 高僧 傳) 

fv ゲン 賢 源 (ー セー ー丸) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 
6、 賢 源は 經救 僧都に 從 a て 唯識の 旨を 受け、 康平 元年 維 
摩の 大會に 衆の 爲め 大義を 講 す、 延久中 寂す、 壽缺 く、 (本朝 
高僧 傅) 

ケンゴ賢護 2 51.<) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な $、 
賢 護は 近 LL 比 良 山の 靜守 に從 a て 唯識の 旨を 禀 け、 元 興 寺に 
住す、 貞觀十 年 奏して 自ら 作る 所の佛 像を 禁中 及 a 諸 國に分 
置 せんと 請 ひ、 許可 せらる、 其 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 
傅} 

ケン コ ー 賢 孝 ( . ) 〔曹 洞宗； 一越 前寶圓 寺の 僧な り、 

ケン (賢〕 キ in 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 八 二） 


ケン (賢) コー ガ 


賢孝字は心忠薩摩の人、長ずるに々んで越前寶圆寺直傳正祖 
禪師に 投じて 師事し、 待 司に 入う、 尋で首 衆 分 座す、 直 傅の 
寂 後 其 席を 嗣ぎ 、再び 總持 寺を 主と 6、 詔に 依う 紫 衣を 賜は 
る、 某 年 寂す、 壽 欠く'、 法嗣 桂林 香、 義山 信、 竹菴 賢， Q,o、 
(洞 上聯 灯錄) 

f MT 賢廣  一二 一一-一 1| 〔  眞言 宗〕 武 藏護_ 寺 第二 代な-/ 
賢廣 俗姓は 早瀬 氏、 常 陸筑波 郡の 人な う、 十四 歲知是 院賢晴 
の 室に 入りて 下髮 受戒し、 四 度の 別行、 及 a 灌 頂を 受 く、 萬 
治 元年 三月 笈を 負 a て 信 海の 會塲 R 到う、 後 諸 所に 游方 して 
亮賢に 知られ、 命に 依うて 清水寺 R 住し、 又護國 寺の 席を 讓 
ら る、 元 祿元牢 桂昌院 殿の 請 命に ょれ眢 門 品を 城 內に講 す、 
元祿 三年 春 綱 吉隣境 一町 餘を 給す" 同 五月 幕府の 執奏 R ょ 6 
權 僧正に 任せら る、 同 九月 將軍 自書なる 悉知院 の 額を 賜 ふ、 
八 年 秋 僧正に 轉 任し、 同 十一月 職を 辭 して 閑 隱寺に 退 休し、 
同 十 年 五月 .1 一； 日 寂す、 壽六 十一、 (豐 山傳通 記) 

ケン ゴ ー 賢 豪 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

6、 賢 豪は 幼 R して 豪忠の 門に 入 6 て 宗旨を 硏む 、寂 年歃 く、 
(三 井續灯 記) 

ケン ガ r 賢 海 AA g 〔眞言 宗〕 山城 醋醐山 第三 十三 代 

の 座主な 6、 賢 海 字は 三位 給 事と い a 讃岐三 位 俊 盛の 子な 
う、 先つ 源 運の 法を 傳 へ、 又杲 海の 法を 嗣 き、 金剛 法院四 世 
となる、 貞永 元年 六月 宣を 奉して 醍醐 山 三十 三代 座主に 補し 

八月 官符を 賜 ひ 九月 廿 一月 拜 堂す、 嘉禎 元年 十二月 櫬 僧正 ic 

任し， 二 年 十二月 職を實 賢に 讓り 、三年 僧正を 辭 し、 十月 廿 

三日 寂す、 壽七 十六、 (續 傳燈 廣錄) 


_ 賢)、 IV _ _ 

ケン シツ ジ チョ！ 自超を 見ょ" 

4 ノン シン 賢 信？.：) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松 橋の 十 
二 代な 6、 賢 信は 花山院 尙書郞 兼 信の 子な 6、 誰の 資 なる 
かを 知らす*' 松 橋に 住し 法眼に 叙 せらる、 (續 傳燈廣 錄) 

ケン シン 賢 信 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 勝 正院の 

僧な う、 賢 信 後 改めて 靜聖 とい a 、 上來と 字す、 賢 覺の高 
足. •且つ 俗 甥に して" 大藏 卿宗 時の 子な う、 珍 海に 就きて 顯 
宗を學 ひ、 理性 院の 傳法灌 頂を 受け、 叉 且つ 寶 心の 心 印を 受 
く。 後 廣澤傅 法 院主 隆 海の 門を 叩きて 天水を 呑む、 付 法 十五 
人 あう、 乘 印" 靜暹 ，琳曉 、實瑜 、觀驗 、支 心、 敎 意、 壽海 
房 海" 蓮慶 "光圓 、覺瑜 '聖 海、 長辨 "隆 性、 是 なう、 (續傳 
燈 廣錄)  . 

ケンジ ン賢深 一一 一 - 〇 誌 〔眞 1 示〕 山城 東 寺： 白 八十 三代の 
長者な 6 賢 深は 後 釋迦院 法務 大僧正と 稱 す， 中 山尹尙 書定親 
の 子、 隆濟 僧正の 室に 入うて 出家し. 庭儀灌 頂を 同師に 受け、 
水 本 十三 世の 跡を 踐みて 隆濟の 法を 繼き 、柬寺 百 八十 三代の 
長者 法務 大僧正と なる、 永 TF 元年 正月 二十 九日 寂す、 壽 七十 
五、 (續 傳燈廣 錄) 

ケンジ ン賢尋 200 〇) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な， 9、 
賢尋は 左近櫳 中將實 方の 子な トノ、 濟信法 師に從 a て宗 要を 學 
a 、 東 寺の 長者に 任し、 圓融 寺別當 となる、 天 喜 三年 九月 十 
七日 寂す、 壽歃 く、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記) 

ケン、 V ユ イン 賢珠院 トク ダ rl- 得 住を 見ょ、 

タン シュン 賢 俊 (二 〇 〇〇〕 〔眞言 宗〕 11! 城 東 寺の 長者な う、 
賢 俊は 建武四 年 JF 月 六日 僧正に 任し、 同 二十四日 東 寺の 長者 


(丑 八 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


I となる、 曆應 二年權 法務に 舖 し、 同 三年 寺務 となる、 其 寂 年 
缺く'(朿寺長者補 (£ )增補を見ょ 

ケン シュン g 貝 俊 リョ- H  - R 永を 見ょ、 

タン シュン 賢 春 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 伯耆 圓 福 寺の 僧な 

$、  賢 春 字は 陽 谷、 伯耆の 人、 俗姓は 源氏な 竺翁仲 仙 
に 師事して 印 可を 受け、 總持 寺に 出世し'  移りて 伯 # 圓福寺 
に主となる、寂屯、並に壽缺く*(日本洞上聯灯錄) 

ケン シュン 賢舜 -: ズ七 〔R 蓮宗〕 越 前 妙 顯寺第 六 代な 
6、 賢舜 俗姓 生國 未詳、 越前敦 資妙顯 寺 ini 舜 R 師 舉 し、 終 
に 其 後ち を嗣 き、 權大 僧都と なる、 4 へ 永 七 年 九月 二日 寂す、 
壽 欠く、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ケンジ ユン KX M 順 ジッサ ソ實算 を 見ょ、 

ケンジ ヨ 賢 助 (一九 七 八) 〔眞言 宗 j 京都 東 寺の 長者な 6、 
豎助は 正 和 四 年，， i 東 寺の 長者と なぅ、 文 保 二 年 七月 十三 日醍 
醐 寺 C7> 座主に 遷 つる、 其 寂 年缺く •(朿 寺長奔 補任} 

ケン シヨ ー g 貝證 一一 〇八五 〔 R 蓮 宗〕 妙 顯寺第 四 代な 6、 
賢證 俗姓 生國 未詳、 敦賀 妙顯寺 第三 代 永 賢 ic 師事し、 其 後を 

嗣 r、 應永 三十 二 犯 十月 十一 e 寂す、 壽 欠く、 (本 化 別頭佛 祖 

統紀) 

ケン シヨ—® {紹 (… ：… ) 〔眞言 宗〕 山城醍 酬山松 橋の 

十六 代な 6、 賢 紹 一に 通 紹と稱 す、 武者 小路 大納言の 子な 

ぅ、 閻魔 堂の 別當を 兼ねて 松 橋の 十六 111: に 居る、 i 續傳燈 廣 

9  , 

ケン シヨ ー 賢 性 ( …… )〔眞言宗〕山城醍_山松橋の十 

七 代な 6、 賢 性 W 朿寺百 七十 三 R の 長老 法務 大僧正  >  な- CS 


ヴ > ( 賢 V ン 


詔して 護持 僧に 任す、 常に 觀心院 に 居る、 (績 傳燈 廣錄) 

ケン シヨ 1 賢昭 (1 セ II セ〕 〔天台宗〕 某 寺の 僧な ぅ、 
賢昭 俗姓は 中原 氏 内 藏允 菅原忠 成の 外 舅、 京都の 人な 6、 其 
師承詳 かならず、 持戒 淸淨に して 毎 0 法 華を 讀 誦し、 寬治年 
中壽 六十 餘にで 寂す、 (拾遺 往生 傅) 

ケン シヨ ー ボ 1 臥 貝 聖房 ゼン ョ禪譽 を 見ょ、 

ヶン セン 賢暹  〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な り、 
賢暹 俗姓は 源氏、 下野 權守 信賴の 子な り、 出家の 後賴 源長實 
の 二師に 就て 天台 敎を學 び、 天 仁 二 年 天台 座主に 任ず、 天 永 
三年 十二月 二十 三日 寂す、 壽八 十四、 (天台 座主 記) 

ケン セン 賢 仙  一一 一 g 一一  一 -- fc 〔臨 濟宗 3 肥 前 高山 寺の 禪僧 な' 
賢 仙 字は 棊山 、俗姓 藤 原 氏、 比 敷 山 K 學 ぶ、 後敎を 捨て 禪に投 
じ、 無 隱範に 師事し 法を 嗣 ぐ、 建 仁 寺 住持の 命 ありし も固辭 
す、 將 軍足 利 尊 氏 周 防に 安國 寺を刽 し、 師を 請す、 後、 肥 州刺史 
某の 夫人 妙觀 高山 寺を 創し 請す、 周 防の 太守 大內弘 ® 師に歸 
依し 數寺を 創し、 演說の 地と す、 文 和 元年 十二月 十二 日 寂す、 
壽八 十六 勅謚照 覺普濟 禪師と 云 ふ、 題自肯 、無 =德 可 名 
可 レ揚 (德名 其 舍 後、 誰說 _-短 兼 t 長ペ 延實 傳灯錄 、本朝 高僧 傳) 

タン ソ ー 賢聰 ( . ) 〔眞言 宗 3 某 寺の 僧な り、 賢 

聰 其詳傳 なし、 只 弘法 大師の 弟子 7^2 る •を 知る のみ、 (弘法 大師 
弟子 譜) 

ケン ソ 1 取 貝 突 心 ジョ --シ ユ ソ常 俊を 見ょ、 

ケン '/ 1 賢藏 ii si 〔 眞宗〕 越 前 三 國淨願 寺の 住持な 
.り、 賢 藏は越 前の 人、 高倉學 寮に 學び 、文化 二 年 五月 二十 
一日 寮 司を 經て 擬講 となう、 始終 心 要を 講じ、 後唯識 二十 論、 


ケン (賢) シーゾ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 八 二） 


タン 賢)？ N  — 2 


四敎儀 諦觀錄 、成 唯識 論、 十 不二 門 指要鈔 、三 經牲生 文 類、 
法 華玄義 等を 講ず、 文化 十三 年 三月 二十 八日 嗣講 となう、 十 
四 年 夏 無量 壽經を 講ず、 文政 七 年 七月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 
(高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

ケン ソン g 貝 尊 ( …… ：) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な $、 
賢 尊 字は 如意と s a 、 內 供奉 十禪師 とな 6、 聖賢と 同日 (C 傳 
法灌 頂を 受 く、 時に 年 六十 七、 (續 傳燈 廣錄) 

ケンチ ユ—  瞥 一^- ハン テッ 繁哲を 見よ、 

ケンチ ヨー 賢 長 ( …： ？) 〔眞言 宗〕 山城 妙法 院の 第五 
代 f、  賢 長は 妙法 院 僧正と 稱す、 前 法務 光超の 灯を 續 き、 
詔して 東 寺 百 六十 五代の 長者 法務 僧正に 叙す、 後滿 齊の傳 を 
承く、 (續 傳燈 廣錄) 

ケン チヨ ー 賢 朝 一一 一 OA Ii 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
み、 賢 朝 俗姓は 大中臣 氏吉田 社務の 子な 6、 深く 三學に 通 
し、 永 和 三年 夏 大堂立 義の初 問に 侍す、 應永六 年 五月 三日 寂 
す壽 六十 四、 (三 井績灯 記) 

ケン F1 賢幢； i si ili  〔眞宗 〕 加 賀金澤 西方 寺の 僧な 
う、 賢 幢は淨 月 菴と號 す、 寮 司と なうて 文政 元年 以降 高 倉 寮 

k 彌勒上 生 經疏法 華一乘 義を講 し、 天 保 元年 十一月 二十 一日 

擬講 となう、 翌年よ A 尊號 銘文 五 敎章易 行 品を 講 し、 同 十四 

年 正月 二十 六日 寂す、 (眞宗 史料) 

タン ニ m 軟貝如 ショ ーゲン 尙彥を 見よ、 

ケン ミヨ-賢明 Z1: 3I: 一一 五 〔眞 宗〕 能 登 鹿 島 郡 七 尾 村 西 勝 

寺の 住持な り、 賢明は 寮 司と なうて 天 保 十一 年より 學寮 R 

八 識大旨 大乘起 信 論を 講 し、 嘉永二 年 十二月 二十 三日 擬講と 


_  ケン (賢、 尾) _ _ _  . 

な- CN- 文 ^ 三卑 五月 二十 六日 歸 役し、 慶應 元年 寂す、 (眞宗 史 
料) 

ケン £ 3 1 歐貝明 クサ ィ慈濟 を 見よ、 

チン ヨ賢譽 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 橋 第 十八 世 

な. 6、 賢 # S 日 野 大納言 資 明の 四 世 隆 光の 子な り' 閻魔 堂の 
别當を 兼ねて 松 橋の 十八 世に 居 常 K 觀心院 にあ 6、 權僧 
正に 任す、 其 法系詳 かなら す、 (續傳 燈 廣錄) 

ケン 5? 取 貝 和 マソ セッ 萬說を 見よ、  、 

ケン ^ g 貝 和 (一 五 二 五) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な り、 
賢 和 俗姓 不詳* 性 相 r 兼 通す、 貞觀七 年 四月 二 日 上奏して 近 
江野洲 郡の 奥 島に 堂宇を 開き、 神宮 寺と 號 す、 示 寂の 年 時 歃 
ぐ、 (本朝 萵僧傅 )  . 

ケン ア 見 阿 リョー カ V 靈鑑を 見よ， 

ケン、 ケサィ 見外齋 シ H  - ギ宗祗 を 見よ、 

ケン タ！ 見 空 (一九二 6 〔 …… 〕 奈茛海 龍王 寺の 律 僧 
f,  見 空 字は 慈 寂、 仁 治 二 年 興 正 菩薩に 從 a て 納 具し、 
文 永五祀 灌頂 法を 受 く、 密敎律 部 硏盡せ 3 るな く， 海 龍王 寺 
に 住して、 大 に 道化を 敷く" 寂來缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
タンサン 見 山 ス-キ 祟 喜を 見よ* 

ケン シン 見眞一 一 1 11 55安藝長德寺第±11代な6、 
見 眞號を 狼峯と S ふ、 少壯 の時廣 島の 老儒 山 口 某の 門に 入 6、 
儒を 學 a 、 又 父 眞利 R 依ぅて 他 部 及 s 宗乘を 兼學 す、 後 石 泉 
の 門を 叩きて 笼を 留め、 專ら宗 乘を修 する Z: と 多年、 弘化四 
年 得 業の 科に 登ぅ、 嘉永 三年 助敎に 進み、 安政 六 年 員外 司 
敎 となり、 明治 六牢 九月 廿 五日 寂す 壽七 十五、 (學 苑談叢 j 


C-tA-)  書辭 名人 家佛本  日 


ケン シン ^ - イシ 見 置 j 大師 シン ラン 親鸞を 見ょ、 

タン ジユ 見 1 P —: 一 •一 -： 一：  一  •〔淨 土宗〕 日向 淨念 寺の 開山 まう、 
見 壽は然 蓮 社 廓 譽と號 す、 俗姓は 大川 氏、 日向 佐 土 原の 人な 
う、 阿 # 上人に 師事して 法を 嗣ぎ 、鄕 里に 皈うて 淨念 寺を 開 
く、 寬文 元年 閏 八月 七日 寂す 壽缺 く、 (浄土 總 系譜) 

ケン シヨ ー見性 ( … ) 〔淨土 宗西山 派〕 備後 蓮臺院 
の學 僧な う， 見 性は 長 門の 人な う、 西 山の 善 惠房證 空の 門 
下 證入東 山 法を 開き、 證 入の 下に 覺入ぁ $、 見 性は 覺 入に 師 
事して 其 宗義を 傅へ、 備 後の 蓮 臺院に 住 I、 法 化を 揭 く、 示 
寂 年月は 缺く 、(淨 土傳灯 錄、 淨土總 系譜) 

ケン シヨ ー イン 見 性 仏 ^: ニ チ ガン 日 顔 5: 見ょ、 

ケン ズイ 見瑞 •二 a: 二 •七 〔眞宗 〕 美 濃 一之枝 村 興 雲 寺の 住 
持な 6、 見 瑞は擬 寮 司と なうて 文政 十一 年 高 倉の 學寮 に一 一一 
十頌を 講して 寮 司と なう、 天 保 七 年 以後 五蘊 論、 三十 三 過 本 
作法、 義林 章、 二十 論述 記を 講 し、 安政 三年 正月 十二 H 擬講 
とな々 て 文久 元年 以降 一多證 文、 入阿呲 達磨 論を 講 し、 尾 張圓 
城 寺に 移住して 元 治 元年 秋 易 行 品を 講 し、 慶應三 年 七月 廿三 

日 寂す、 (眞宗 史料} 

ケン セツ 見 雪 iH IA 〔曹 S3 相 摸最乘 寺の 僧な 6、 

見 雪 字は 鰲山、 薩摩國 伊佐 樺 山 氏の 子な 6、 年 十六 歲笑岳 寺 玉 

峯に 依て 出家す、 明年 遊 方して 初め 源 淸に 江戸の 吉祥 寺に 謁 

す、 興聖 寺の 萬 安、 寵泰 寺の 長 正、 正 覺 寺格 宗に參 見す、 皆な 

機緣 契は ず、 再び 泰龍 寺 JC 上て 愚屋に 謁し、 師資の 禮を 執る、 

郡 上に 古寺 あ 6、 林黃と 名く、 師其 閑寂を 愛して 獨處 す、 寬 

文 四 年 衆 請て 龍泰寺 r 法を 開かし む、 延寶 三年 最乘 寺 1: 董 す、 


ケン (見 V V — セ 


期 年に して 龍泰 寺に 歸 る、 七 年 秋 明の 心越禪 師長 崎に 來る 、師 
久しく 宗門 荒凉 に皈 し* 其 人に 乏しき を 嘆す、 今 其 至る を 喜ん 
で 欣然と して 專使 を發 して 慰問す、 翌年 心 越 京師に 入る V 聞 
き、 師 親しく 往て 相訪 ふ、 贈る ic 偈を以 てす" 晚 年に fi 雲 寺に 
退老 す、 貞享二 年 九月 十日 寂す、 享年 六十 歲. (日本 洞 上聯灯 
錄) 

ケント ー 見#  ( . ) 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學僧な 

之 見 塔は 京都の 人、 初め 比 叙 山に 居ぅて 天台の 敎觀を 究 
め、 後奈良 戒壇 院に 住し、 實 相の 室に 投して 接 足戒を 受け、 
白毫 寺に 遊びて ! 1! 珠思 順の 二師 ょり 金剛 乘を傳 ふ、 又 束大寺 
に 寓して 智舜に 相 破の 說を聽 き、 菴を洛 北に 結び" 衆を 集め 
て 法を 演 す、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

タン F1 見 首) ( - ) 〔淨 土宗〕 江戸 定泉寺 第二 代な 

見 道は 登 # と號 し、 隨波 上人の 甥な り、 出家して 隨波 
に 宗乘を 學び 、江戶 駒 込の 定泉 寺に 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

ケンプ ツ 見 弗 (一七 六 5 〔臨 濟宗〕 奥州 松 島 寺の 僧な り、 
見佛 俗姓 不詳、 奧 州の 人な'^ •出家し 勝地を 求めて 住す、 千 
松 島の 景を愛 し、 庵を 結びて 精修 苦行す る Z. と 十二 年、 法 華 
經を誦 持す る 乙と 六 萬 部に 滿つ 、其 後數を 記せず、 世に 六 根 
淨と い ふ、 屢 鬼神を 役 使して 靈 應を顯 はし、 諸 衆 其 法 化を 被 
る、 鳥 羽 天皇 其 德を嘉 し、 佛像寶 器を 賜 ふ、 これよう 土人 千 
松 島と 呼びて 御 松 島と 云 ふ、 後 能 登の 稻津に 至 6、 其 景を愛 
し菴 居す、 西 行 法師 北 地に 遊び、 日に 問 訊して 和歌を Ml 唱し y2 
うと 云 ふ、 年 八十 二に して 所 住に て 寂す、 (本朝 高僧 傳) 


ケン (見〕 トーブ 


書辭 名人 家怫 本日 


(/V 人 二） 


ハ \ ン 、見 ホ — 


ケン ホ— 見方 012 ハー e 〔曹 洞宗〕 信 濃 仁 科 靈松 寺の 開 
山な り、 見方 字は 中 明、 伊賀の 人出 家して 天 照に 師事し、 久 
しくして V 峰 良秀に 參 し、 親しく 衣 法を 傳 へらる、 初め 勅， に 
よ-^ 總持 寺に 出世し、 次に 龍 護 寺に 法 兄 貝 林 侑籍を 助け、 其 
席を 踵く •信 濃 仁 科鄕に 往きて 靈松 寺を靱 め* 實 峰を 一世と 
し 自ら 二世に 居る、 時に 應永十 年と す、 能 登 r 歸へ 6 て 後 寂 
す、 壽缺 く， 法嗣眞 化 玄淳の 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
ケン ホ ー 見芳一 一一 - o gg 〔曹 洞宗〕 播 摩慶德 寺の 開山な う、 
見 芳字打 春 庭、 俗姓は 源氏、 攝津多 田の 人な う、 十二 歲 にし 
て 攝津の 多 田 院に投 して 出家す、 十七 歲に して 永 澤寺通 幻 和 
尙を禮 して 受戒し、 左右に 待す、 明德 元年の 春 通 幻、 越 前 龍 
泉 寺に 赴き、 師亦 侍從 す、 是よ 6 後不見 和尙に 隨 侍し、 洞 上 
の 奥義を 究む 、應永 五 年の 秋 見 和尙を 出 雲に 拜 し、 歸途播 摩 
國を經 る- 遂 て 茅菴を 結で 留まる 乙と 數 月、 郡 主 村民 道化に 
犄嚮 し、 即ち 山を 開き、 日なら ずして 一 寺を 創す、 慶德 寺と 云 
ふ、 後、 永澤 、總 持、 龍 泉、 興禪の 四大寺 r 歷 住し、 復屋德 
寺 r 還る、 永亨八 年後 花園 帝 勅 召して 禪 要を 問 ふ、 奏對 旨に 
稱 a 、 勅して 寺に 號を 下し 吉祥 龜鶴山 福 壽慶德 寺と 云 ふ、 永 

亨 十二 年 正月 八日 寂す、 世壽 七十 一歲 、臘 五十 四、 (日本 洞 上 

聯 燈錄) 

ケン ミ 3 1 見 妙 ニ チボソ 日梵を 見よ、 

ケン ヨ 見 寒 !==! ゼ  >  ュ ッ善悅 を 見よ、 

ケン ヨ 見 寒 11  テ-ガン 庭 岸を 見よ、 

ケン リユ ヶ—ヶ ソ圭 賢を 見よ、 

ケン リユ 1ィ ン 見龍院 一ー チヨ-  日 要* v 見よ、 


fv 見、 憲) 

ケン 及ヨ ー 見 S  一 m 〔淨 土宗〕 常 陸 道 林 寺の 開山な 
ク、 見 靈は單 蓮 社 信 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 慶 岩に 
師事して 法を 嗣 ぎ、 常陸筑 波 郡 谷 田 郡に 道 林 寺を 創して 開山 
となる 慶長二 年 八月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ケン レン 一ー ョ ド^-如 導を 見ょ、 

fM  丁 憲榮一 KH ii 〔眞宗 〕 攝津 小曾极 常 光寺の 住持 
なう* 憲榮 字は 泰嚴 、號を 廬雲 とい ふ、 敎遵の 弟 穴 う、 十 
藏の時 天滿三 光寺 了諦 R 就きて 剃 染し 、兄と 共に 諸方に 遊學 
し、 完乘を 月 筌に學 a 、 文を 富 日 休に 習 ふ、 平素 道を 樂み、 
富榮を 蔑視す、 專ら宗 門の 道を 以て 任と なし、 都鄙を 遊 化す、 
寶曆三 年の 秋以來 、興 殿に 侍講し、 恩 遇甚穴 渥し、 四 年ょう 
六 年に 至る 間、 大坂 京都の 異計を 折伏し、 九 年 六月 華 藏會徒 
と共に 本山に 乞 a て 眞宗 法要を 校 刻す、 十一 年 四月 學黌に 登 
う、 德 望を 以て 恒 式を 離れ、 十一 日を 以て 十一 年に 當て 、直 
に 上座に 進み、 法 華 經を副 講ず、 十三 年 五月 錦 華 殿に 侍講し、 
九月 十六 日 與正寺 別業に 寂す、 壽五 十三、 時に 法要 校 刻 未た 
畢ら す、 本山 乃ち 敎導及 a 海 輪を して 業を 繼か しめ、 m 和 一一 
年 方 R 成る、 安永 二 年 宗主 謚して 直 入院と s ふ、 著作 大經海 
蹄 記 二十 二卷 、觀經 大意 一卷 、小 經佩鐫 記 四卷 ，選 擇集 私考、 
十五 卷正信 偈觀由 辨一卷 、文 類聚鈔 慶哉 錄四卷 、淨土 和讚 取 
意 三卷、 高僧 和 讃甞解 補 缺三卷 、高僧 和 讃贅説 一卷 、正 像末讃 
連 環 解六卷 、領解 文 略解 一卷 、菽麥 記 一卷、 雑 行 雜修考 一卷、 
聖 道權假 辨一卷 、三 家 安心 說一卷 、安心 雙論 决一卷 、眞宗 紫 
朱 辨二卷 、續紫 朱 辨二卷 、殼攻 篇二卷 、法 華略疏 私考 十一 卷， 
唯識論 述記慰 愚 一 卷ぁ办 、(本願 寺 通 記、 本願 寺 派學 事史) 


(九 八 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


ケン 文 ン { m Ifl ( . ) 〔法相 宗〕 大和 知足院 の學 僧な 

i  憲圓は 美 濃の 人、 英弘の 法 弟な 6 建 保 五 年 維摩 會の講 
首と なう，'  熾ん ic 法相を 說 く、 時の 人 美 濃の 僧都と 稱 す、 寂 
年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ケンジ ン憲深 j  $ 15 〔眞言 宗〕 山城 醒醐 寺の 學僧な う、 
憲深 俗姓は 藤 原 氏、 侍從通 成の 子な 6、 醒醐寺 成 賢 僧 TH ic 就 
て 祝髮 受戒 ヒ、 年を 積み 灌頂 壇に 入る、 尋で密 印の 口 訣を受 
けて 報恩 院に 住し、 大 に 敎塲を 開き、 聲華 四方に 馳 す、 賴瑜、 
敎舜 、聖 守、 等の 群 英等皆 壇 下に 集まり、 弟子の 禮を 執う、 
灌頂法 諸 尊 秘訣を 受 く、 建 長三牢 醍醐 寺に 主と M う、 敕して 
僧正に 任す、 弘县三 年 九月 六日 寂す、 壽七 十二、 師 生前 秘密 
灌 頂を 授 くる もの 五十 五 人の 多き ic 及び 犮6 と 云 ふ、 {本朝 高 
ft 專) 

ケンジ ユン 憲淳一 が- AA 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 111 報恩 院の 
四 代な 憲 淳は國 師僧 正と $ ふ、 粟田口 一品 頁敎の 子な 6、 
覺雅の 室に 入うて 出家し、 正 應五年 八月 十四日 幸 心院に て 同 
師 R 具支灌 頂を 受け、 其 印 S を 得て 東 寺 三 長者に 加は る、 乾 元 

十 年 二月 二十 六日 遍智院 親王の 請に ょう 印 可を 授 く、 延慶元 

年 八月 二十 三日 寂す、 壽 五十一、 (續 傳燈 廣錄) 

ケンジ ヨ ー 憲靜一 v s : 3E : 〔眞言 宗〕 相 摸 大山 寺の 中興な 

う、 憲靜 字は 願 行 •號 は圓滿 、俗姓 生國詳 かならず、 京師 

泉 涌 寺俊苈 に 從 CA て 得度し、 奈 良の 智 鏡" 醍醐の 賴寶 、意 敎に 

就て 顯密の 二敎を 究め、 殊に 三 寶院 流の 事相に 達し、 願 行方を 

開く、 後長 樂隆寬 に 就て 淨土敎 を 傅へ、 顯密淨 律の 諸宗に 兼 

通す、 初め 大通 寺、 泉 涌 寺に 住し、 朝野の 皈依を 受け、 數宮 


ゲン (憲 ) X — ジ 


中に 法を 說く •後關 東に 下う、 鎌 倉大樂 寺に 住し、 理智 光寺 
安養 院を鄉 め 開山と なる" 尋て 大山 寺に 遷 $、 同 寺の 廢頹を 
再興し、 中與 開山と なる、 常 陸 阿彌陀 山に 登う 淨土敎 を 修 す、 
永 仁 元年 幕府に 請て 朿寺の 廢頹を 興さん がた めに 大勸進 VJ な 
し、 淀川の 關錢を 以て 修繕の エを終 ふ、 且高跹 山の 諸 堂を 修 
營す 、永 仁 三年 四月 七日 寂す、 敕謚 宗燈 律師と 賜 ふ' (律 苑僧寶 
傳 、大山 不動 靈驗 記、 高 野 春秋、) 

〔考〕 淨土總 系譜に 憲靜は 建 治 二 年 八月 二十 八日 寂す と あ 6 
今 取らず、 

ケン H 堅慧 (一 五一 一一 一) 〔眞言 宗〕 大和 佛隆 寺の 開山な 6、 
堅慧 は生國 俗姓 詳な >b す、 常 R 自ら 法 華を 頂受 し、 專ら 四 安 
樂 行を 勤む、 久しく 奈良に 遊 a 、 三論 法相を 硏 霰し、 大和 室 
生 山に 掛 錫す、 會 4- 弘法 大師 山に 入う 相 見て 甚た器 重 せらる、 
大師 入唐す るに 方 6、 隨恃 して 名區を 巡遊して、 柬歸 の後朿 
大寺に 萬す、 承和军 中 菩提# 法の 兩寺を 營み 、嘉 祥三甩 又國 
祚を祝 せんか 爲めに 檀越 奧繼と 謀うて 山麓に 佛隆 寺を 鄕 す、 
仁 壽二年 五月 鴻鐘を 鑄て 之か銘 を 謖 す、 齊衡 元年 內 供奉 傳燈 
大法 師位に 任し、 貞觀二 年 律師に 叙 せらる、 四 年 七月 五日 傳 
燈 修行 大法 師 位に 擢 てられ、 某 年 佛隆 寺に 寂す、 壽 欠く、 (弘 
法 大師 弟 -^ 傅、 弘法 大師 弟子 譜) 

ヶン コ ー 堅光 55 起〔曹洞宗〕近江彥根天寧寺の開山 
f,  堅 光 字は 寂 室と 云 ふ、 俗姓 藤 原宮本 氏と 云 ふ、 豐前 
國 宇佐 郡 天津材 敷 田の 人な う、 出家して 豐 後の 國松 M の大堅 
全 海 禪師に 師事し、 後 海外 高 天 禪師に 師事し、 其 法を 嗣 く" 
彥根天 寧 寺を 開き 住し、 一代の 宗 師と稱 せらる、 天 保 元年 七 


ケン (堅 X — コ 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇れ 二) 


タン (堅、 謙) サーシ 


月 十日 寂す、 壽七 十八、 (天 寧 寺 返信) 

タン サ V 堅濟？ • 〕 .〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山淸 淨光院 
の 僧な う、 顯濟は 民 部 卿 阿 闇 梨と S ふ、 弘濟の 法を 受けて 
一方の 匠と なう、 房玄所 傅の 秘軌 聖敎 及 a 印 信を 付 せらる、 
(續 傳燈 廣錄) 

ケン タク 堅 卓 H ガブ 慧 岩を 見よ" 

ケンチ ユ 1 堅 中 ミョ-ミ 妙 彌を見 よ、 

タン 9 ユ B 堅隆 •二 5 I S: 〔曹 洞宗〕 加 賀大乘 寺の 禪 僧な 
う、 堅隆 字は 紹嶽 、出 羽の 人" 出家して 諸老 に歷參 し、 義 
山 等 仁の 室 R 入 6、 初め 大乗 寺に 住し、 次に 承 天 寺に 遷 る、 
文明 十七 年 十一月 二十 九日 寂す、 偈あう 刻 = 佛祖首 (不 a 用-吹 
毛 r 珍重、 今日.， 風淸月 高、 法嗣 幾年 豐隆 あう" (日本 洞 上聯灯 
錄) 

ケンり ヨ！ 堅. 梁 aloo 六) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪僧 
竪梁 字は 大材と 云 ふ、 淸拙正 澄禪師 R 參 侍する 久し、 
禪師 よう 心 印を 付せられ 相 模壽福 寺に 住す、 寂 年 欠く、 (延寶 
傅 灯錄) 

タン ガン 00  ゲソチ ユ „ 原冲を 見よ、 

ダン タ 1 謙溪 ナソ リソ 南麟を 見よ、 

ケン サィ 謙齋 シユ 1 リョ-周 良を 見よ、 

ヶン シユ 1 謙宗二 -0 5? S 洞宗〕 備前種 月 寺の 開山な 

う、 謙宗 字は 南英 、俗姓 藤 原 氏、 薩 摩の 人な 早 年 京師 

に 上う、 相 國寺大 岸崇に 師事し、 十九 歲出 遊し、 天巖 越に 事 ふ 

る M と 五 年な 6 次 R 比皲 山 R 登うて 敎乘を 學ぴ 、次に 越 前の 

j 龍 澤寺梅 山 本、 黑 川の 笑堂訢 R 歷 事し、 應永 十八 年國に 歸へ 


クン( 謙} ジ 


う、 石屋 梁に 事 ふ、 かくて 未だ 契 悟せ す、 再び 出 遊し 越 前の 畊 
雲 寺 R 牲 き、 傑 堂 勝に 見へ、 參究 十二 年、 遂に 其 法を つぐ、 
偈 あう、 法身 空 解書爲 ，蛇、 一拶當 頭 故 若 何、 昤夜 春檐 風雨 
惡 "和 k 根 吹 倒 海棠 花、 尋て備 前に 往 き、 牛 頭 山 R 種 月 庵を 
營み 、永亨 元年 越前畊 雲 寺に 遷 6、 明年 東 岡 秘澤に 退 休す、 
後 安房の 天 寧 寺、 美 作の 西來 寺、 備 中の 常 照 寺、 出 羽の 玉 泉 
寺 等の 請 R 應じ "東西に 奔馳 す、 文 安の 末、 再び 耕 雲 寺に 住 
し、 法 化を 布く， 同 郡に 洞 福 寺を 開き、 第一 代と なる、 寬正 
元年 五月 十九 日 牛 頭 山 R 歸へ 6 寂す、 壽七 十四、 臘六 十一、 著 
作 五位 秘訣 あ 6、 遺偈， 一片 祖翁閑 田地、 耕 雲 種月已 三年、 功 成 
身退符 今日、 攛 ，， 摺犁鋤 ，不 k 上 J 肩、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
タン； ジュン 謙順ーーーー ^ "° 〔新義眞言宗〕山城智積院第二 
十八 代な う、 謙 順 字は 豐 春と S ふ、 武藏琦 玉 郡 蒲 生 村の 人 
俗姓は 中 野 氏な な 6、 六歲 にして 父を 喪 a 、 十二 歲に して 母 
を 失 ふ、 寶曆 元年 圓福 寺覺 遠に 從 a て 剃髮染 衣し、 四 種密軌 
を 修 す、 五 年 智積院 に 登 衆 R 交は る、 寶曆六 年覺遠 官命 
を蒙むうて智積院の主となるにあ /2 $、師隨從し、二年の後 
覺 遠の 東行 R 從 a 、 江戶に 往く 、七 年 乗 雄 和 尙勸學 院道塲 に 
て傳法 灌 頂を 修行す る 時、 師 入壇灌 頂す、 此年覺 遠に 從 a て 
日秀 及 a 神 照 相承の 法 流を 受け、 九 年 覺遠智 積院の 印を 解き 
て 六 波羅密 寺 rc 退隱 する R 方う 師 後を 繼 く、 十一 年覺遠 寺を 
去うて 烏 九に 居る、 師亦 隨從 す、 覺遠師 R 誨へて 日く、 道を 
學ふは 一に あらす、 初め 世 典を 學ひ 、後內 典を 入れょ、 と、 
即ち 師を して 世 典の 講肆 R 遊學 せし む、 十一. 一一 年淨 空の 學舍に 
入う、 明 和四牢 眞乘 院宥證 大僧正に 傳法院 流を 傅へ、 六 年 


(一九二） 


書辭 名人 家佛本 日 


淨空 僧正 尾 崎 寮 {C あぅて 大日 終 疏を講 す、 師 亦聽受 す、 其講 
說を 記し 大疏隨 類と 名く、 八 年春覺 遠 病に 臥す、 師北 野に往 
きて 看護し、 其 寂す るに 及 a 、 智積坊 山に 葬む る、 師北 野に 茌 
3 て 中隱勸 行を 修 す、 此夏淨 空 僧正 養 命坊に 於て 住 心 呂疏を 
講 す、 師聽受 す 其 講說を 記し、 大疏隨 類と 名け、 前後 幷せて 
十九 卷 となす、 冬淨 空の 命を 奉して 諸 流 印 信を 傳受 す、 凡を 
此印 信は 淨空 僧正の 明星 院海淨 ょぅ 受け y2 る もの、 及 ひ 餘師 
の 傳總計 二十 八 流な り、 師 之を 傳受 して 後、 一々 書寫 す、 安 
永 二 年 等 空 僧正 師の 功を 歎賞し、 ベ 供料を 增 加して 賞 賜す、 四 
年 山 衆の 請に 應 して 十 卷章 を講 し、 冬 三論 玄義を 講ず、 五 年 
理性 院 法務 僧正 杲觀の 請を 受けて 同院 r 二敎論 等を 講し 、六 
年五敎 章四敎 儀を 講 す、 七 年 動 潮 僧正に 報恩 流を 受く 、同年 
供料を 增 加して 百 金を 賜 ふ、 八 年 南 寮を 賜 ひ、 百 法 門 答を 講 
し、 同 九 年 再 a 五敎 章を 講す 、文明 四 年 動 潮 僧正 密嚴 諸祕釋 
全部を 校訂 再 梓す る 時、 師 及 a 猿 島の 東 岳、 忍 岡の 通 明と 其 
に 助 校せ しむ、 凡を 二 年に して 成り、 天明 六 年 印行す、 八 年 
法 華義林 章を 講 し、 同年 衆議 席に 轉 す、 寬政九 年 仁 和 寺 一品 

親王の 傳法院 印 可を 蒙る、 又 諸 宗章疏 の 全部 三卷を 校訂し、 

寬政二 年 新刊す、 比 年 遍照院 に 移住し， 翌年 傳法 大會の 精義 

者と なる、 四 年 勸學院 道場に て 傳法灌 頂を 修行し、 師 大阿闍 

梨と なる、 五 年眞光 院禪證 大僧正の 開祖 灌頂を 受 く、 翌年 山 

衆 中 六 群 徒 あり、 山 衆 二十 人を 誹謗し 官に Iff ふ、 師ま た寃を 蒙 

6、 徒に 歲月を 送る" 略 策 海 滴 二卷を 著は し、 又 略 策 本書を 

校訂して 上梓す、 八 年 山 徒の 請に より 淨 空所 傅の 密灌を 授 く、 

十一 年 六 群の 徒 三名獄 を脫 し、 二人 死す、 故に 餘の山 衆 皆 免 

ケン (謙 ^. 


かる、 師 翌年 智積院 の 第一 座と な 6、 六 波羅密 寺を 領す 、享 
和 三年 智精院 に 移り’ 圓福寺 席を 虛 す、 乃ち 師 選に 當ぅて 之 
を董 す、 文化 元年 智積院 の英範 寂す、 師命を 受けて 其 後を 繼 
く 二 年 四月 權 僧正 R 任し、 七 年 智積院 の 法 柄を 秉 る Z. と 前後 
七 年、 退隱 して 栂 尾の 高山 寺に 居り、 文化 九 年 九月 十六 日 寂 
す、 壽七 十三、 著作、 大疏隨 類 十九 卷 、畧策 海 滴 二卷 、五敎 章 
玄 談壹卷 、眞决 鈔 壹卷 、諸宗 々脈 記二卷 、諸宗 章疏錄 三卷あ 
6、 ( 新義 眞言 宗 史料" 新義 眞言 宗史) 

ケン 5 r 健 易 「一 oo is 〔臨 濟宗； 一京 都南禪 寺の 僧な-、 
健 易號は 東漸、 俗姓は 藤 原 氏、 遠 江の 人、 母は 源氏の 出な 6、 
幼名を 龍 石 子と 名く、 甫めて 七歲 、畢峰 一 和尙に 投 し、 稍 長 
して 剃 髮受 具す、 書內外 を 讀み "偏く 諸 刹に 游 a 、 建 長の 典 
賓 となり、 又 相國 寺の 首 坐と なる、 明 德の間 出て、 遠 江の 華 
藏寺攝 律の 廣嚴 寺を 司と り、 備 中の 瑞 光寺に 移 6、 京都の 安 
國東 福南禪 1/JI 諸 寺 ^ 歷遷 す、 應永 三十 年 四月 常 在 光寺に あり 
て 疾を 得、 十四日 將軍 義持來 りて 病を 訪 ふ、 十 六日 請に 依 6 
法語を 將 軍に 呈し 、十七 日 端坐 偈 を 書して 日く、 威 音 一箭、 
虛 空兩片 、脚 頭 脚 尾、 日 面 月面、 と、 筆を 投して 寂す、 壽八 
十、 遺骸を 荼毘 して 東 福 寺の 回 輝菴に 塔す、 著作 諸會語 錄、 
龍る 藁 等 あり、 (本朝 高僧 傳、 績群二 四 〇收傳 一 卷} 

タンタ ン健軒 ゲン H 支 慧を昆 よ、 

タン ソ1 愉 叟 ゲ VH 安慧を 見よ、 

タン リユ.- 健 立 ニ チタ ィ日諦 を 見よ、 

タン ソ！  11^  {61^ ゼン n  - 禪亨を 見よ、 

4 s ン 4 S 乾 ^ シド ソ士 暴を 見よ* 


タン( 健、 乾} 


書辭 名人 家佛本  日 


(二れ 二） 


タ ン (乾 敝 シ _  _ 

ケン リユ 1  乾隆 ニ チ* ショ-日 乘を 見ょ、 

ケン ガィ 喻崖  n- ァソ巧 安を 見ょ、 

ケンジ ニ  研 « 1一五^1三  〔眞宗 〕 越 中國蠣 波慧林 寺の 衆徒 
f、  硏壽 字は 僧 墨、 號は梵 行 院と云 ふ、 笠 原 氏な り、 越 
中阈蠣 波 郡 城 端 町 慧林寺 住持 笠 原 慧壽の 長子な り、 稍 長して 
加 賀金澤 石川舜 台の 家塾 愼憲 社に 學び 、其 社長 R 擧けら る、 
明治 五苹春 日 潜 
菴の 門 R 遊 a て 
經史を 究め， 後 
京都に 上ぅ、 本 
山なる 大谷派 本 
願 寺々 務 所の 役 
員と なる、 明治 
九 年に 至り 宗主 
の 命を 帶びて 南 
條文 雄と V もに 
英吉利 r 留學 

し、 ロンドン、 

オクス フォルド 

等 r 歷遊 し、 明 

治 十二 年 オクス フォルド 大 學敎授 博士 エフ、 マ クス、 ミ d 丨ラ 

ルの 門に 投して 專ら 梵語を 學 a 、 刻苦 精勵 常人 R 超え 穴 〇" 十 

四眾 六月 博士に 從 a て 文 雄と 共に モ-， ヴ h 〆 ン岡 上の 閑地 

に寓 し梵文 無量 壽經 金剛 經の 宣譯を 筆受 し、 且つ 梵文龟 七十 

論を 譯 す、 同年 九月 亦 博士 R 從 W 文 雄と 共に 獨逸 ベルリン r 


タン (塵 j ッ 


於け る萬國 東洋 學會に 列し、 後 儸蘭西 巴 里に 赴き、 梵漢辭 書* 
幷 R 梵文佛 所行 讚を 謄寫 し、 梵文 入楞伽 經金 光明 經を敍 寫 し、 

十月 ォクス フォルド に 皈り、 尋てヶ V ブリ ッヂユ k 至- 十 
一月 ォノ ノス フォルドに 皈 り、 課業の 餘に巴 里の 亞細亞 學會の 
藏に か、 る梵文 俱舍論 註を 謄寫 す、 其 紙 數五百 三十 五葉 あり、 
師日 々時 問を 限り 透明 紙を 敷きて 摸寫 し、 三 ク月餘 にして 其 
功を 畢 ふ、 時 R 肺病 r 罹 A 漸く 重し、 博士の 勸め にようて 醫士 
の 診察を 受け" 始めて 其 大患なる を 知 女 醫士 の勸め によ 6 
本國に 皈 らんこと を决 す、 十五 年 九月 偷敦 を發 し、 巴 里 馬 耳 
塞 等を 經て 海路 錫 蘭 R 至りて、 佛陀行 化の 靈 地を 探 6 ' 十一 
月 東京に 着し、 直に 宗主の 命 R より、 伊豆 熱 海 r 浴す、 十六 
年 四月 東京に 皈 うて 淺 草なる 大谷敎 校に 寓して 學 徒の 請に よ 
A 梵語 英語を 敎授 し、 七月の 初よ 6 病勢を 增 したれ は 大學病 
院に入 6 治療し 六る も、 其 功な く、 七月 十六 日を 以て 寂す、 
壽三 十二な 6、 十八 日 千 注 火葬 堤に 火葬し、 遺骨を 京都 大谷 
に納む 、師專 ら梵英 二 語 R 通し、 傍ら M 甸語佛 語を 學ふ 、遺 
稿數部 あ-^、 H フ 、マ クス" ミ rl I ラ， 師の傅 を 草して 偷敦 
タィ ムス R 寄せ、 師の 校訂に か、 る梵 文法 集 名 數經を 刊行 
し、 南 條文雄 文章 書信 等を 編纂し、 初め 僧 墨 遺稿と 題し、 後 
に 笠 原 遺文 集と 改題し 判 行す、 (南條 文 雄 氏 返信、 笠 原 遺文 
集)  - 

ケンツ I 塵 通 iiij A- -tH 〔戒律 宗 3 河內師 子窟券 の 律 僧な 
p， SI 通 字は 光 影、 俗姓は 稻垣 氏、 京 郡の 人な う* 少 R し 
て 出家し、 金剛 峯寺 蓮華 三味 院に 光宥 R 謁して 剃髪し、 密敎を 
禀 く、 光宥故 あうて 伊豆 R 謫 せちる， 師往 きて 之を 省し、 屢 


(三ん 二） 


書辭 名人 家佛 本日 


々官に 請 ひて 哀を訴 ふ、 官之を 憐みて 光宥を 許す、 師圓通 寺 
の 賢 俊に 謁して 戒律を 働み、 住吉赙 社に 冥 助を 禱 う、 歸路慈 
雲に逢ひ、率ゐられて模尾山に歸へう"僧籍に列す、寬永八 
年年 三十 二に して 具足 戒を 受け、 全理 燈に從 ひ て 瑜伽 法を 禀 
く、 甞て河 內普見 山に 登う、 茅菴を 結 a て 掛 錫す、 四 衆 雲集 
し、 菴を增 築して 寺と なし、 師子窟 寺と 號 す、 寬永四 年 五月 
四日 寂す、 壽六 十五、 (11 三十 二、 門人 遺骸を 荼毘 して 同 寺に 
塔す、 (本朝 高僧 傅) 

、ゲン ア支阿  H オン 懷 音を 見ょ， 

ゲン ィ玄 彙； j Ii o: 〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪僧な 6、 
支 彙は 字を 萬 寧と 稱 す、 尾 張 國善師 野 村の 人な う、 美 濃 龍 福 
寺の 大衍 に投 して 薙染 し、 行應に 伊豫 龍潭 寺に 侍し、 後棠林 
に參 して 大事を 究明し、 妙 心 寺を 董 し、 瑞龍寺 僧堂に 入うて 
四 來の雲 荊を 接す、 萬延 元年 三月 寂す、 同年 五月 勅して 神 機 
妙 威 禪師の 謚を賜 ふ、 

ゲン ウン 支 雲 (一九 i c 〔新 義眞言 宗〕 IE 伊大傳 法院の 
僧な う、 玄雲 字は 日 成、 俗姓 生國詳 かならず、 敎王院 に 住 

す、 印 俊に 繼きて 學頭 となる、 寂年缺 く、 (結 網 集) 

〔考〕 立 雲は 延 元の 頃の 入な 4 

ゲン エ支 * ( . ) 〔曹洞 宗〕 甲斐 法 泉 寺の 禪 僧な 6、 

玄慧 字は 能 翁 俗姓は 源氏、 幼に： て 法 泉 寺仁叟 淨髁に 依うて 

剃髪 得度し、 數年の 間 博く 經史を 究め、 五 年の 後 南 遊し 諸老 

宿に 謁し、 後皈 6 て 仁叟に 參 す、 仁 叟託摩 郡に 吉祥 院を 建て 

師に 命して 管せ しむ、 仁叟沒 する に 及び、 其 住持 R 任す、 後 

法 泉 寺に 遷 う* 大慈 寺を 主 どる、 暮年退 居して 廣燈菴 を 構へ 


ダ ン (玄 }ヌ I 工 


居 某 年 寂す、 世壽 欠く、 塔を 廣塔菴 に 立つ、 法 嗣泰菴 了 
雲の 一人 あ $、( 日本 洞 上 m 燈錄) 

メノン エ 支慧 -: 〇: •一 〇: 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧な う、 
玄慧 字は 健叟 、號は 健 軒、 一に 獨淸軺 と 云 ひ、 別に 洗 心 子と 
稱 す、 京師の 人、 俗姓 藤 原 氏な 6、 俗 兄 出家し 虎關 師鍊と 云 
ふ、 師亦 出家し、 比 叙 山に 登う、 天台宗を 學び、 金 、臨 濟宗 
r 意を 傾く、 京師 北 小路に 寓居し、 佛儒の 書を 讀む 、殊に 儒 
書は 宋の新 註を 用ゐ 、後醍醐 天皇に 召 3 れて 侍讀 とな 6、 宮 
中に 宋の新 註を 講す 、一寧一山、 虎關 師錬等 朱の 新 註を 用ゐ 
穴 る も、 其 宮中に 講 したる は 師を以 て 始めと す、 後、 幕府に 
召 3 れて文 筆を 以て 重用 せらる、 建武 式目、 新 加 制 式 二十 一 
條等 は師が 是圓 等と 幕府の 命を 受けて 制定し 1 72 る ものな 6 
と 云 ふ、 正 平 五 年 三月 二日 寂す、 著作 庭訓 往來 、十七 憲法 
註、 各 一卷あ 6 と 云 ふ、 師 文藻 あ 6、 海邊 眺望の 詩に 日 ふ、 
「碧 波 心 上白 鷗前 、推 出漁 家 一 釣船、 萬 里蓬瀛 休， >遠覓 ハ 風塵 絕 
處是 神仙」 •「沙 嶼松 低潮 滿處 、海門 山邊 月升特 、幽 人相 對更愁 
絕 、難 k 寫 _| 書圖 ，難乂  fe」、 (天台 霞標 ，先哲 叢談、 漢學起 源、 
大 日本史) 

ゲン エー 支 榮 2 五一- rr e 〔華 嚴宗〕 東大寺の 僧な 6、 玄 
榮は 俗姓 詳なら す 正 進 大德に 就き 華厳を 受學 し、 維摩 會講帥 
となう、 貞觀 十五 年 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 
高僧 傳) 

、クン エ ー 支 # (5$)  U 二 論宗〕 大和 西大 寺の 學 僧な 
6、 支 睿は 安澄に 隨 a 大安 寺に 在うて 空論に 通達す、 西大 
寺を 補し、 天 長 四 年 九月 藥師佛 像を 慶讃 し、 四日 八 座 敎義を 


、テン (支) H 


書辭名 入家佛 本日 


(四 九 二） 


!  _ ゲン (玄) 方— 力 

講演す、 嵯峨 天皇の 朝に 詔を 奉じて 三論の 大義 鈔三卷 を 撰し 
て 進呈す、 寂 年、 及 a 壽缺く (本朝 高僧 傳)  . 

ゲン オ ー 支 雄 一ー ー测 1 f  〔眞 宗〕 攝津大 坂專念 寺の 住持な 
う、 玄 雄は-初め 筑前國 宗像郡 下 西 鄕村正 蓮 寺に 住持せ し 
が、 後， 大 坂の 専念 寺に 移つ る、 宗 學を寵 華 R 受けて、 善く 
其 衣鉢を 傅へ" 廣如 宗主の 殊遇を 蒙 〇 う" 未た 五十 歲に 至ら 
すして 勸學 職に 登れう、 古今 其 例な しと 云 ふ、 天 保 十四 年 五 
月司敎 となう、 嘉水五 年 九月 勸學 職に 擢て られ 、安政 二 年" 文 
久 元年、 慶應 三年、 明治 四 年、 明治 九 年の 五 回の 安居に 學 林に 
代講し、 文久 元年 四月、 明治 三年 九月の 兩回 侍講を 命せられ 
明治 十四 年 七月 五日 寂す、 壽七 十八" 謚を 勝行院 とい ふ、 著 
作、 四 法 大意 蓉釋 、三經 往生 文 類畧釋 、一念 多 念 證文蓉 釋、 
各一卷 、八 敎 大意 釋 要四卷 あり、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 
ゲン 方 ン玄一 音 ド- ri 道瑜を 見ょ、 

、ゲン 方ン 玄音  ri  - ギ看 儀を 見ょ、 

、タン ガィ 玄海 ( . )〔 . 〕 陸 奧小松 寺の 僧な う-、 

立 海は 陸奧 新田 郡の 人、 郡の 小 松 寺 R 住し、 日日 法華經 一部 
を讀 み、 大佛頂 眞言を 七遍 講ず、 夢に 左右の 腋に 羽翼を 生じ" 

西に 向 CA て 飛び去う、 十 萬 億 土國を 過ぎて 七寶 地に 到-^、 自 

ら其 身を 見れば 大佛頂 眞言を 以て 左翼と なし、 法華經 第八卷 

を 以て 右翼と なす、 此界を 廻 望 すれは" 寶樹 、樓閣 、光彩 隱 

映す、 一聖 僧 あう 語うて 日 ふ、 汝今來 る 所は 極樂邊 地な 6、 

却 後三年 汝を迎 ふべ し、 と、 支海此 語を 受けて 飛び 歸 る、 夢 

覺〇れ ば 門弟 子等 相 集うて 其 死を 悲み ，旣 R して 自ら 蘇生せ 

る M とを 知う、 益 念誦を 勸む 、復 三年に して 寂す、 (往生 極樂 


ゲン (玄〕 ガ 


記、 本朝 高僧 傅) 

U ノン ガイ 1 玄海 . 〔浄土宗〕 長 崎 大昔 寺の 住僧な う、 

玄海號は馨蓮社惟譽と云ひ、曇香と云ふ鄕貫詳ならず、江戶 
增上 寺の 學寮に 學 a 、 內外 の學に 通し、 殊に 詩文を 善くし、 
太 宰純服 部元喬 等に 交は 6 推 重 せらる、 後 肥 前 長 崎 大音 寺に 
住し、 詩文を 以て 一時 R 知らる、 寂 年 享壽詳 ならず、 (大音 寺 
返信) 

ゲン ガイ 玄海一 5: 2; 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 法 性 院の學 
僧な 6、 玄 海は 和 泉の 人、 十七 歲 R して 高野山 R 登う、 釋 
迦文院 幸 明に 就きて 出家し、 學 業を 以て 聞 乙 ゆ、 法 性 院宥性 
の 後を 承け て 法 性院に 住す、 傳法灌 頂を 瓊算 に受 -< 、 信 堅、 
仁然 、賴審 等の 門 R 入うて 蕰奧 を究む '憲淳 僧正に 師事して 
其法脉 を繼 く、 貞和 三年 三月 十七 日 寂す、 壽 缺くバ 高 野 春秋、 
續傳燈 廣錄) 

ダン カイ玄 海 ニ チツ— 日 通を 見ょ" 

ゲン ガク :£ 覺 (一七 丸 セ) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
$、  玄覺は 關白藤 原 師實の 末子に して、 大僧正 覺信の 弟な 
6、 覺信に 從 a て 法相を 承く* 天 治 年中 兩回興 福 寺 R 住し、 山 
階 寺を 領 し、 權 僧正 ic 任す、 保延 三年 春 醍醐 寺の 定海 僧正 R 轉 
し、 師も亦 僧正と な 6、 正 僧正 二 員を 置く 乙と 之ょ*^ 始 t る、 
寂年缺 く、 弟子 慧 信、 尋範 二人 ぁ A、 慧信 尋範は 共に 藤 原 氏 
の 出に して 學成 るに 及 CA 一乗 院 R 住し、 興福尭 R 遷う "大僧 
正に 任す、 (本朝 高僧 傳) 

ヂ ン分ン 2 鑑  一 i p ー ハ  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な り、 
玄鑑は 攝津守 高 階 義範の 子、 淸和 天皇 R 宮 仕して 給仕 中と な 


(五 九 二） 


書辭 名人 家佛 本  日 


る、 元慶 三年 夏 天皇 落髪す る 時、 師も亦 出家す、 時に 年 十九 
な* CN、 翌年 比 叙 山に 登ぅ、 智證 大師を 拜して 大乘戒 を 受け、 
法皇に 水 尾 山に 仕 ふ、 後、 遍昭良 勇 二師に 就きて 顯密の 法を 
學 s ぼ レ 其 要を 得た 6、 支昭 僧都に 隨 a て 淸凉院 に 灌頂 法を 
受 ぐ、 後 辭して 大和 多武 峰に 登り、 法 華 三味を 修して 屢靈驗 
を 見る、 延喜 三年 七月 玄昭の 執奏 にょぅ 元 慶寺を 主と 6、 延 
長 元年 延曆寺 座主 {C 昇る、 同 四 年 三月 十一 日 寂す、 壽六 十六、 
(本朝 高僧 傳〕 

ゲン ガン 支 鑑( . 〕 〔曹 洞宗〕 近 江 龍 泉 寺の 開山な 

5、 玄鑑 字は 洞 巖と云 ふ 其 姓氏 生 國を詳 かにせ ず、 泉 福 寺 
の 無 著に 參して 密囑を 受け、 遠 江に 到 6 雲巖 寺を 創建す、 今 
の 龍 泉 寺 是れな 6、 道價 日に 盛んにして 其 門ょ 6 如 仲 無範等 
の 高僧を 出す、 後ち R 至卜璺 後 泉 福 寺に 遷 る、 寂年壽 欠く、 
(日本 洞上聯 灯錄) 

ゲン キ 玄 基 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 律 僧な 6、 

支 基 字は 典 道と 云 ふ、 興 正 菩薩に 從 a て 滿分戒 を 受け、 又密 
灌を 承く、 大和 大安 寺に 住し、 盛んに 法幢を 樹つ 、寂苹 及壽 

欠く、. 門下に 大 慈寺淨 賢" 隆賢 、藥師 寺の 禪 海、 觀 心、 大乘院 

の 良 賢、 道 禪等ぁ 6、 皆 一時の 名德な 6、 ( 本朝 高僧 傅) 

ゲン キ玄基 (一四 15  〔法相 宗 ；一 山城 山 階 寺の 僧な 6、 

支 基 俗姓 詳なら ず、 經律 論に 精通す、 天平 寶字二 年 六月 上奏 

して 諸 國の寺 塔を 修繕せ むこと を 請 ふ、 示 寂の 年 時 欠く、 (本 

朝 高僧 傅)  ， 

f ンキュ 1 ^ 球ーーー £-£ 2〔臨濟宗¥門寺の禪僧な6、 

支 球 字は 天琢 俗姓 不詳 丹 波の 人な う、 同國 弘誓 寺釣叟 江に 事 


、ゲン (玄) ガーキ 


ふ 後 京師に 上 6 東 福 寺に 留 6 參 究す豐 後崇祥 寺に 開 法し 釣叟 
の 恩に 酬ゆ播 磨の 太守 赤松 氏圆應 寺に 請す 將 軍足 利 氏 普 門 寺 
に 請す 幾 もな く 病を 以て 辭す播 摩の 檀越某 東禪 開を 鄉 立し 師 
を 開山と す尋て 佛 瀧の 定 光寺 石 井の 慈 恩 寺に 請せられ 開山と 
なる 永 和 三年 夏定 光寺に 在り 疾あり 六月 廿 六日 寂す 壽六 十八 
遺偈 、全 生 全 死、 如是 如是、 日照，， 十虛 - > 月 印 --萬水 ―^ へ延寶傳灯 
錄 、本朝 高僧 傅) 

ゲン キヨ 1 玄慶.  一 li A: 〔眞言 宗 1 山城 醍醐 山岳 西院の 
開山な 6、 支慶 字は 式部 卿 法 印と s ふ、 建 長 二 年 六月 三日 
印 可を 受け、 正嘉 元年 十月 十八 日 幸 心 院に て傳 法具艾 灌 頂を 
受け、 密學に 精通す、 受 くる 所の 秘訣を 撰して 玄慶 法則と 題 
す、 永 仁 六 年 十二月 六日 寂す" 付 法 二人、 定耀 、聖忠 と 云 ふ、 
(續 傳燈 廣錄) • 

ゲン キ ml ^0  ii xi  〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
6、 玄喬 字は 蘇 山、 俗姓は 高 橋 氏 肥 後 熊 本の 人、. 幼に して 
見 性 寺 啓 邦に 投し 、稍 長して 月桂 寺 春 澤を訪 a 、 次 R 阿波 興 
源 寺 玉澗に 謁し、 一穴 a 母の 病に か、 るを 聞きて 熊 本に歸 へ 
り、 幾 もな く 再 ひ 出 遊し、 尾 張 總見寺 卓 洲を訪 a 、 滯 留參究 
し、 其 印 可を 受 く、 卓洲の 寂 後備 前 國淸寺 月 珊の門 を 叩き 
留錫 一年に して 熊 本に 歸 6、 道俗の 請に ょ 6 碧 巖錄を 提唱す、 
四來の 大衆 五百餘 人に 及 ふとい ふ、 尾 張 侯 遙に其 高風を 聞き、 
國に請 し 江湖 道塲 V 開き、 師を 開祖と す、 後圓福 妙 心の 二大 
寺に 歷 住し、 慶應 元年 勅 あり、 神 機 妙 用 禪師の 號を賜 ふ、 明 
治 元年 十二月 十四日 寂す、 壽 七十、 臘六 十二 (近世 禪林 言行録) 

ゲン ク！ 玄空 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 


、ゲン (玄) キ—ク 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 九 二） 


ゲン (W) ク ー 3? 


ゲン (玄) ゲ！ コ 


$、  玄空は 京都の 人、 出家して 戒壇 院圓照 R 師事す、 寂 年 
欠く U  (本朝 高僧 傅) 

ゲン タ ー 玄 空 ( . ) 〔臨 濟宗〕 豐前 《保 手 山の 禪僧 

なう" 支 空は 豐前久 保 手 山に 住し 禪餘霤 を嗜 み、 戯 墨を 善く 
す、 (績 本朝 薔史) 

f ン クン 支 勳 rll y si 〔臨 濟宗〕 美 濃大仙 寺の 禪僧 なう、 
玄勳 字は 勳甫と 云 ふ、 大雅耑 匡禪の 室 R 參して 法を 嗣 ぎ、 美 
濃大仙 寺 r 主と なる、 永 正 十七 年 太守 土 岐政房 光 考梅雪 居士 
の 進 薦の爲 め、 師を天 寧 寺に 請して 昇座說 法せ しむ、 大永四 
年 四月 二十 六日 大仙 寺に 寂す •壽 欠く、 (延寶 僧 灯錄， > 

ゲン タワ ク M 廊 il r. : A: E: 〔淨 土宗〕 駿河常 林 寺の 開山な 
り、 玄廓は 念 譽と號 し、 駿 河の 人な 法を 了學 R 嗣ぎ、 
仲 の〗 化 盛 村 常 林 寺の 開山と なる、 寬永二 年 十二月 一日 寂す、 
壽 欠く、 (淨 土總 系譜 j 

ゲン ケ！  M 哇 一一 一 - o cra AO 〔曹 洞宗〕 遠 江 雲 林 寺 第一 代な う、 
支 珪 字は 不琢、 越後 保 見の 人、 族は 源氏な 康曆二 年 八月 
十五 日を 以て 生れ、 九歲 R して 彌彥の 山寺 R 投じて 薙 髪— し、 
二十 三 歲に して 梅 山 和尙に 従て 滿分戒 を納 る、 時に 大洞寺 如 

仲禪師 の道價 盛んなる を 聞き、 往て敎 を 受け、 辭して 菴を龍 

溪の 上に 構ぇて 住す、 法 印慧 案と 云 ふ 者 師の德 を 慕 ひ、 其 律 居 

を禪に し、 之を 招く、 乃ち 遠 江 寵溪山 雲 林 寺な A、 後ち 總持 

寺 R 出世し、 移て 大洞 寺 R 主と なる、 復旨を 奉じて 再び 總持 

寺に 住し、 敕 に 依う 紫 衣を 賜は る、 文 安元 年龍澤 寺 R 主と な 

6、 幾く 名な くし 辭して 雲 林 寺に 歸 6、 寶德 元年 八月 十五 日 

寂す、 養 七十 (日本 洞上聯 灯錄) 


ダン タ 1 玄契 ( . ) 〔曹 洞宗〕 出 雲 某菴の 僧な $、 

玄 契は 出 雲の 人、 出家して 曹洞 の禪を 究む 、五 宗錄 中を 抜 出し 
て 曹洞二 大師の 語錄を 校正 刊行す、 鷹 城の 覺城 序文を 作う、 
郡 山の 柳里恭 題言を 書す、 共に 平生 相 交る 所な 6、 師禪林 瓶 
茺を 著して 獨菴 、一線、 萬 回、 天 桂 諸師を 彈駁 す、 一賠禪 林 
を聳 動せ う、 示 寂の 年時缺 く、 (續 日本 高僧 傅) 

ゲン タン 支 賢 一一 Ig AA rE 〔曹 洞宗〕 遠 江榮林 寺の 開山な 
6、 玄^ ;字は直傳、伊勢の人、長じて出家し、偶々無著禪 
師の泉 福 寺 R 於て 化を 隆に する を 聞き、 征て 師事し" 無 著の 
寂 後 東上して 遠 江 雲 巖寺洞 巖禪師 に 依 硏究 多年 一宗の 蘊 
奥に 通ず、 洞 巖師に 伽 梨 一領を 付して 其 授受を 表す、 後同國 
二俣邑 R 赴き、 東 谷の 間に 榮林寺 ■を 創建し、 應永 二十 九 年 九 
月 二十四日 寂す、 壽九 十八、 偈 あり 双 屋三間 天地 闊 、碧 巖窟 
裏 #'' 紅塵 — ■» 只 知 = 黄葉-忘 _| 年月 — > 唯 B 貧 勝- 1 今日 貧 T  ( 0. 本 洞 上 
聯 灯錄) 

ゲンゲ ンケ ン玄 々軒 ショ- サソ正 三 1: 見ょ、 

ゲン ft 支. 故 r: : H: 一  こ. 〔淨 土宗〕 江戸 操 信 寺の 開山な 
玄 故は 源 蓮 ft 本譽 m 信と 號す 、俗姓は 藤 原 氏、 信 濃 高遠の 人 
な 6、 幡隨に 師事して 法を つぎ’ 鴻巢勝 願 寺を 主 ど 6、 敕賜 
紫 衣を 拜す 、後、 江戸 深 川に 玄信 寺を 築きて 開山と なう、 寬 
文 元年 二月 十三 日 寂す、 壽軟 く、 (淨 土總系 謙} 

、ゲン コ 支 虎二： !:: $: 〔曹 洞宗〕 伊勢 淨眼寺 2 開山な 6、 
玄虎 字は 大空、 武藏の 人、 敎院に 投し て薤髮 し、 邑の 文殊 堂 
に 入うて 靜 住せし が、 志を 起して 遊 方し， 遠 江の 石 雲 寺に 到 
{、崇 芝 性 岱に參 して 藏鑰 とな $、 二十牮 にして 了 悟し、 


(七 九:!）  書辭 名人 家佛本  日 


乃ち 總持 寺に 出 iii- す、 長 亨二年 越 前龍澤 寺に 遷 る、 nil 應 三年 
石 雲 寺に 主と な $、 辭して 伊勢の 餞 香に 卷 居す、 伊勢 多 氣の 
郡主某、師の德望を慕3、淨眼寺を建て師を延く、朝廷詔し 
て 召して 親く 宗旨を 問； 3、 紫 衣を 賜 a 、 佛性活 通禪師 の號を 授 
けらる、 晚年田 九廣臺 寺に 退き、 永 正 二 年 七月 二十 三日 寂す、 
(日本 洞上聯 灯錄) 

ゲン コ ー 〗义康二 —0 ;5?3〔眞宗〕山城本願寺第六代な6、 
支 康巧 如と 稱し證 定と號 す、 永 和 二 年 四月 六日に 生る、 時藝上 
人の 長子、 童 名は 多賀 麿、 A: 納言 資康の 猶子た 6、 得度して 權 
大 僧都 ic 任し' 應永 元年 宗務を 繼き 、永 亨十二 年 十月 十四旦 叔 
す、 壽六 十五、 (一說 に 六十 九と} (門跡 傳 •本山 寺 誌、 大谷 畧譜) 

、ゲン ジ m— 2 M ( . ) 〔曹 洞 宗〕 伯耆退 休 寺 中興な ぅ 

玄晟 字は 壺天 京都の 人、 東 福 寺に 入 6、 遊 方して 源 翁 心 昭の同 
寺に 在る に 逢 CA 、 即ち 就て 得度し、 源 翁に 從 a て筑 紫に 往 き、 
山陰 道の 退 休 寺に 止ま 6、 執 侍する 乙と 三年' 源 翁、 宗溪 、安 穩 
の 諸 寺に 遷るに 當 6、 師亦隨 待す、 遂に 僧伽 梨 及 塵 尾を 付せ 
られ 命に 依 6 伯耆退 休 寺に 住し、 其 頹廢を 輿す、 後〗 化 園 上皇 
敕して 法を 問 a 、 特に 金 龍 山の 額を 給 ふ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゲン コ ー 光 i iH 砂 AO 〔曹 洞宗〕 肥 前皓臺 寺の 禪 僧な 6、 

支 光 字は 獨菴 、號 は_ 山、 肥 前 國佐賀 の 人な 6、 早 年 ic して 

同 國高傳 寺の 天 固 和尙 に從て 童恃 となる、 內外の 典籍 師授を 

借らず、 一度び 目を 過 ぐれば 大義 略々 通して 永く 忘れず、 天 

國 之を 撫して 日く、 吾 家の 千 M 駒な 6、 前 程测 るべ からず、 

と、 得度の 後 南 遊す、 一時の 尊 宿參昆 せざる なし、 後に 長 

崎 港の 崇福 寺に 到 $、 明の 道 者 禪師に 見え、 深く 心服す** 


、fv 玄) コ 


道笤 の歸國 せんとす るに 方 6 で、 海 雲 寺の 林和尙 に 投して 
曹洞の 宗旨を 傳 ふ、 其 後 若狹國 に往 き， 大藏 を閱覽 する 乙と 
年 あ 6、 林 和 尙衰老 を 以て 歸休を 乞 a、 師を 推す、 是 に 於て 
幕 命に ょう 海 雲 寺の 席を 繼 ぐ、 師一住 七 年、 病に ょうて 辭 す、 
是れょ 6 筑前 の國金 九に 寓 し、 後、 安房の 勝 山に 隱れ 、晚 
年 河 內の經 山寺、 攝津の 大道 寺を 再興して 掩 息の 處と爲 す、 
師其だ 記述 r 富め 6、 總て 護法 集と 名く、 盛に 世に 行は る、 
其 獨菴獨 語 流れて 支那に 入う、 鼓山の 爲 霖禪師 、一見して 歎 
美し、 遂 r 序幷 に 評註を 作る、 且つ 偈を師 に If る、 元祿 十一 
年の 春 宿 病 再發し 二月 十一 日 策す、 享年 六十 九 門 従 經 山に 荼 
毘して 大道 寺に 塔す、 著作 獨菴 護法 集 十四 卷 、續孝 威 編、 擬 
山海 經五卷 、拾遺 三寶 感應傳 、蒙 山對 客、 同 首 書、 善哉 寶訓、 
辨々 惑 指南、 永 覺晚錄 首 書 各二卷 、善惡 報恩 編、 儒釋 筆陣 •睡 
菴曾稿 各一卷 (日本 洞 上 聯灯錄 ，近代 名家 著述 目錄} 

、ケン コ ー 支廣( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪 僧な 

う、 玄廣 字は 大 雲、 肥 後の 人、 幼に して 法 泉 寺 定林玄 智に 
投して 下髮 す、 定 林の 寂す るに 及 ひ、 明 山 春 察 其 席を fi す、 
師留 6 て 之に 侍し、 入室して 印 可を 受け、 首座と なる、 m 林 
の 寂 後 席を 承け て 法 泉 寺に 住し、 移うて 大慈 寺 r 主と なる、 寂 
苹及 a 壽缺 く、 法嗣龍 伯廣瑞 あう、 (日本 洞上聯 燈錄} 

、ゲン コー支 洪( . 〕 〔臨 濟宗」 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

i  支洪 字は 景筠と 云 ふ、 出家して 大原崇 字に 師事し、 遂 
に 其 印 記を 禀 け、 京都 妙 心 寺に 住す、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳 
燈錄)  . 

、ケン n- 支 興 一 j- 一一 〔臨 濟宗〕 山城 妙 心 寺の禪 僧な う、 

ゲン (支) コ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 九 二） 


•タン (玄) n 


支 興 字は 南 化、 俗姓は 一柳 氏、 美 濃の 人な う、 初め 邦 叔楨に 
隨 〇 て剎髮 受戒し、 後 崇福慧 林 寺の 間に 快 川紹喜 國師に 師事 
し、 遂に 印 記を 受 く、 伊豫 刺 .* 稻葉 一鐵美 濃に 花溪 寺を 聦 患、 
師 請せられ て 開山と なる、 天 正の 初年 詔を 奉して 京都 妙 心 寺 
に 出世し、 尾 張# 興 寺に 遷る、 豐臣 秀吉洛 東に 祥雲 寺を 建て、 
師を 請して 開山 祖 となす、 後陽成 天皇 數<師 を 宮中に 召して 法 
要を 問 a 鈴 S、 寵遇涯 なし、 土 佐 太守 山內 忠義 大 通院を 建て、 
稻葉貞 通 智勝院 を 開き、 脇 坂 氏 隣 化院を 籾 患皆師 を 請して 開 
山と なす、 慶長九 年 夏， 微疾に 罹 6、 隣 化院に 移 6、 五月 二十 
日 寂す 壽六 十七、 著作 虛白錄 あう、 其 周忌に 當 り、 後陽成 帝 
特に 定慧圆 明 國師の 說號を 賜 ふ、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傳) 
〔考〕 本朝 高僧 傳に宗 興に 作る、 今は 虛白錄 R 依る 
ゲン コ| 玄弘 (一二 会) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
6、 支 弘字は 大宗と 云 ふ、 天 縱宗受 に 參 する こと 多年、 遂 
に 印 可を 付 せらる、 大永五 年 秋 瑞泉寺 比 住す、 寂年缺 く、 (延 
寶傳 灯錄) 

ゲン コン 支 欣； 一:  一 i: ハ 〔曹 洞宗〕 武藏靑 松 寺の 第二 代な 
う、 支 欣 字は 喜 州、 橘 諸兄の 裔な 6、 七 世の 祖飛騨 に 移 6 

て 居る、 師も亦 同國に 生れ、 幼に して 出家し、 ' It 尊 宿に 徧參 

し、 後 靑松寺 雲 岡舜德 R 投して 其 法を 嗣 き、 總持 寺に 出世す、 

雲 岡の 龍穩寺 r 遷るに 及 a 、 師を靑 松 寺に 補せ しむ、 永 正 九 

年 席を 普 山に 付し、 龍穩 寺 R 移つ る、 亨祿二 年最乘 寺に 主と 

な 6、 季 年 R して 再 a 龍穩 寺に 皈 へる" 天文 五 年 九月 二十日 

寂す、 壽缺く  •塔を 龍 穩靑 松の 二 寺に 建つ、 法 嗣節菴 良筠あ 

6、 ( 日本 洞 上聯灯 錄) 


、ケン c 支〕 ^ 


メノン サク 十 . yl 策  一 ■一， 一 4- ®: 〔曹 洞宗〕 信 濃觀勝 寺の 開山な う、 
支 策 字は 功巖 、巨 海祖 綱 r 師事して 旨を，#、 席を 繼きて 大澤 
寺 r 主と なる、 後 請を 受けて 信 濃 松 河鄕に 觀勝 院を鄉 して 之 
に 居う、 永 正 十一 年 八月 十九 日 寂す、 法嗣節 香德忠 あ々、 へ 日 
本 洞上聯 燈錄) 

、タ ンサク 玄朔 20 八 丸〕 〔臨 濟宗〕 伊勢 大樹 寺の 開山な う 
玄朔 字は 桃隱 、京師の 人、 建 仁 寺に 在うて 輪藏を 典る， 永亨 
年中 妙 心 寺 H 峰舜の 下 ic 事へ、 其 法を つぎ、 讃岐に 下り 慈 叫 
菴を 構へ て靜 居す、 偈あ り烟雨 三年 南海 涯、 一 簑空睡 釣魚臺 、 
幾多 蝦 蜆 貪，， 香 餌 - > 未 遇 __ 金 鱗衝二 很來 - ■* 四 年の 後 伊勢 保 保鄕に 
往 く、 郡 主 朝 倉 氏 大樹 寺を 興し、 請して 開山と なす、 後、 尾 
張瑞泉 寺に 遷 る、 享德 三年 退隱 す、 偈 あう、 一 住 五 年 如 k 履 レ 
冰 、春風 捲 k 荊 下 =危 層 —'* 不 。知 何 處得ン 女 k 枕、 萬 里 江山 七 尺 
藤、 尋て 大樹 寺の 方丈に 病 沒す年 時缺く 勅諡佛 源大澤 禪師と 
云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ヂン サタ 玄朔一 •一 •一. zrr si 〔曹 洞宗〕 安房 長 安寺の 禪 僧な {、. 
支 朔字は 龍湫 、相 摸 鎌 倉の 人、 俗姓は 直 井 氏な う、 壽福 寺に 
出家し、 去うて 受天 榮祐に 依う 印 可を 附せ られ 、受 天の 寂 後 
席を つぎて 安房 長 安寺に 主と なる、 晚 年上 總東長 寺に 退去し、 
永 祿九年 八月 八日 寂す、 法 嗣天翁 全播あ A、 (日本 洞 上聯灯 
錄) 

f ン梦ツ 支 察 二 li i A: 〔浄土宗〕 武 藏淨國 寺の 僧な 6、 
玄 察は 順 蓮 社 隨譽友 阿と 號 す、 其 鄕貫詳 加なら ず、 信譽に 就 
て 剃髪 受 業し、 初め 岩 付淨國 寺に 住し、 次 R 瓜 連 新田に ある 
二大 刹に 住し、 後 新田 大原鄕 r 長 建 寺を 建て、 退隱 し、 延寶 


(九九 二） 


鲁辭 名人 家佛本  - 


六 年 五月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 法嗣順 譽靈鑑 0 一人 ぁぅバ 淨 
土總系 譜) 

f ンサク 支 * m At 〔曹洞 宗〕 豐前 羅漢 寺の 禪僧な ぅ、 
支 驚 字は 鐵村 、筑前 國 小川 氏の 子" 母梵僧 錫を 振て 室 內に入 
ると 夢み" 覺めて 師 生る、 漸く 長して 聖福寺 卜 雲に 投して 
童 侍と なる、 受 具の 後 遠く 關東に 往 き、 諸 尊 宿に 偏參 す、 忽 
ち大 寧寺關 翁の 道化を 聞き、 往て 謁す、 翁 之を 器と し、 侍 香 
を 命す、 尋て藏 を 掌る、 翁已に 示 寂し、 安 叟貴雲 相次て 住持 
す、 師二 禪師に 隨 侍し、 貴 雲の 法を 嗣く \總 持 寺に 出世し、 
大寧寺を頜す、再ぴ總持寺に住す、明年事務を謝して大寧寺 
L- 歸 る、 周 防 國の支 齊寺に 遷 6 、 其 荒 敗を 興す、 退て 大寧 寺に 
歸 る、 元 和 六 年の 春豐 前の 耆闍崛 山 羅漢 寺に 退隱 す、 寿は 元 
逆流の 草創に か、 る、 其 住持、 師の 至る を 喜んで 席を 讓 $ て 
禪 剎と爲 し、 請て 第一 世と 爲す 、未だ 幾なら ず畢 徒來 集す、 
師煩を 厭て 謝し 去て、 直に 向津村 に 入ぅ、 關を掩 ふ寬永 十五 
年 十月 十二 日 寂す、 壽七 十二 (日本 洞上聯 灯錄) 

ケン、 V 玄 趾二 ?l g  〔曹洞 宗〕 加賀 大乗 寺の 禪僧 なり、 
玄趾 字は 慈麟 、號 は即 一と 云 ふ、 越前燧 城の 人、 俗姓 中 村 氏 

元錄 三年に 生 3、 稍 長して 出家し、 諸國の 叢林を 歷 遊し， 後 

加賀 大乗 寺に 住し、 大に曹 洞の 宗風を 擧揚す •明 和 元年 十月 

九日 寂す、 壽七 十五、 (近世 禪林 言行 錄) 


f ンジツ 支 實 ii /\- 姻 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 6、 
支 實 字は 妙 峰， 伊勢の 人な 6、 初め 龍 雲 和 尙に師 m し 後 周 防 山 
口常榮 寺の 性 堂に 侍して 其 印 記を 承け、 三 / 2 ひ 東 福 寺に 住し、 
次に 南禪 寺に 住し、 次に 備 中の 寶碱 寺に 住す、 其寶福 寺に 住す 
ること二十六年の久しきに及3、諸伽藍の廢れたるを修めょ 
く 中興の 功を なす、 甞て 高野山に ある ZL と 三年、 密敎を 兼學 
して 其 蘊奥を 極め、 旁ら 諸宗に 渉る、 其鄕 伊勢に ありし 時、 阿 
彌陀經 を 眞宗の 某 寺に 講し 、ま y2 備前 I/J 岡 山に あ 6 て 法華經 
を 松 琴 寺に 講 す、 文政 十二 年 四月 九日 寂す、 壽六 十六 (近世 
禪林僧 寶傳) 

ゲン シン 玄津. 一 . ii E: 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當 な' 
玄津は 出家して 華嚴を 平 塞に 學び 、貞觀 十七 年 四月 二十 八日 
東大寺 別 當に任 ず、 元 慶七年 七月 律師に 任せられ、 仁 和 元年 
寂す、 壽 欠く、 (東大寺 別當次 第) . 

ゲン シン 玄 津 •一 Hi si s 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な •り、 
玄津 字は 月航 、京都の 人な り、 初め 妙 心 寺に 住し、 後駿 河淸兒 
寺に 遷 り、 又 請に 應して 常 陸の 筑波 山禪源 寺を 主と る、 里 民 
永 興 寺を 開き、 師を 開山と す、 會津の 大守師 の 名を 聞き、 聘 
して興德寺を司とらしむ、後靈雲院の塔を守トノ、天正十四年 
七月 十一 日偈を 書して 寂す、 壽 九十 餘 、勅 謚普 濟英宗 禪師を 
賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ゲン シン £ 農 二 5: 5 : H: 〔曹 洞宗〕 駿河 桃源 寺の 開山な 6、 
玄晨 字は 輿國 、天 叟祖 寅の 法を 嗣 き、 其 席を 踵き て 近 江 新豐寺 
に 住す、 後駿 河に 往きて 大 平の 里に 桃源 寺を 建て、 玆に 住する 
こと 五十 年、 應永 元年 八月 九日 寂す、 法 嗣溪麟 易の 一人 あり、 


、ゲン シキ 2: 式 

ゲン シキ 5: |1 

メノン シツ玄 室 

ザ ンシ ツ玄室 


ニ チジッ 日實を 見よ、 

ソ丨ケ ン相憲 を 見よ、 

シ ュ H キ 守腋ヒ 見よ、 

セキ ケ—預 圭を 見よ、 


タン (玄) サーシ  ゲン (玄) シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 〇 三） 


ゲン (玄) シ  _ _ _タ ンパ查 IffJ 


(日本 洞上聯 灯錄) 

メノン シや 玄砂(一 0 11九)〔淨土宗〕京師光玄院の僧な6、 
玄 砂は 鄕貫詳 ならず、 京師 知 恩 院境內 の 光玄 院 r 住す、 壯年 
にして 世情を 厭 a 、 院の 傍の 人語の 聞ぇぬ 所 R 草堂を 構へ、 
机 一 脚を 置 s て經を 誦して 餘念な し、 後 鞍馬 山の 東 麓に 幽捿 
し、 次に 高 雄 山の 麓に 移うて 幽棲し、 正 念して 寂す、 其 年月 
日詳 ならず、 C 續 近世 畸人 傅) 

〔考〕 支 砂は 寬政 頃の 人なる べし 
ゲン、 ンユ 2 首 ニ チユ丨 日祐 を昆 ょ、 

ゲン ジユ 支樹二 —!) ^ 〔臨濟宗〕薩摩桂樹院の開山なう、 
玄樹 字は 桂菴 (一説に 字は 支 樹) 號は 島陰、 俗姓は 詳 かなら 
す、 周 防 山 口の 人" 應永三 十四 年に 生る、 永享七 年甫め て兀 
歲に して 京都 南禪 寺に 寓 し、 惟肯 、景徐 兩禪師 k 就きて 四書 
新 註 等を 學 ふ、 嘉吉 一一 年 R 十六 歲 にて 髪を 削うて 僧と なう 始 
めて 戒壇に 登る、 旣に 長して 內外 の學に 通し、 長 門 永 福 寺の 
主席を 領 す、 文 正 元年 後土御門 天皇 僧惟肯 に 勅して 遣唐使を 
擇は しむ， 時に 五山の 僧侶に して 知名の もの 八十 餘 人な 6、 

惟肯遽 か R 其材を 試 〇 る 能は す，. 仍て 之を 南禪告 に 聚め大 梅 

梅 子と 題して 即席に 詩を 作らし^ T 師塲 R 臨み 赋して 日く、 

大梅梅 子 鐵團々 、八十 餘人下 k 锆 難、 今 B 當 V 機 百雜碎 、那邊 一 

核與 x 他 看と 惟 肖 終に 師 ^: 擧く 、是 に 於て 應仁 元年 師使 命を 奉 

して 海に 浮 a 、 明の 燕 郡に 到う憲 宗に見 ゆ、 憲宗 宴を 設けて 

師を 饗し 幣帛を 賜 ふ、 二 ^ 即ち 明の 成 化 四 年 正月 一日 大明宮 

に 朝す、 賀詩 一首を 作うて 自己の 齡 (四十 二歲) を 揷む '後 

毎 歲且必 す 詩を 作りて 其齡を 言 a 永く 其 榮を忘 れ ず、 蘇 杭の 


間に 遊學 し、 倪士毅 の 四書 輯釋 、曹 端の 詳說 、及 a 諸 註解を 
讀み益 i 宋學を 講 明す、 其 難解のと 乙ろ あれは 一時の 大儒 ic 
就きて 其說を 明に す、 居る 乙 と 七 年 r して 學業大 に 進み、 文 
明 五年歸 朝して 復命す、 時に 大內 氏の 亂あ 6 て 京師 大に騷 く、 
師 之を 避けて 石 見に 寓 す、 文明 八 年豐、 筑、 吧 の 間を 遊歴す、 
時に 肥 後 熊 本 藩に 學堂を 置き、 隈部忠 直 等 時に 儒學を 尊へ 6 、 
因て 師を熊 本 R 招く、 師往 きて 二 愛亭に 客寓 す" 是 R 於て 源 
武貞 、源 重淸 、藤 原爲秀 、藤 原 重^^ 秋 月 種 朝、 白 石 兵 部、 
釋珠 林、 珠 光、 嘯 月、 太 極、 自暌 、專 岳、 靈巖寺 周 泉、 熊峯 
山汝 南、 鹖觀 寺、 竹 山寺 皆 厚禮を 加へ、 相 競 a て師に 就か / L 
とす、 是時 R 方ぅて 薩 摩の 龍 雲 寺 玉 洞、 冠 岳 寺 宗壽等 亦師の 
碩德 あるを 聞き、 國老 とともに 之を 圆室 公に 薦む "乃ち 入を 
して 肥 後に 往 き、 禮聘 して 藩に 致さし む、 師往 かんと 欲し / 2 
る も" 薩 隅の 間 事 あ-^ と 聞きて 果さ す、 文明 九 年 正月 薩摩に 
牲かん と 欲す、 二月 猶は熊 本に 客 穴6、 釋奠 を 見て 詩を 献 す、 
秋薩 摩の 僧溫 岳と S ふ 者 肥 後 R 來 6 て師に 謁す、 師因て 豫め 
玉 洞に 公の 徵に應 せんこと を 報す、' 十一月 隈部忠 直 衣 一領を 
師に 贈る、 文明 十 年春專 岳と 共に 阿蘇山を 喙涉 し、 旣に して 
薩摩 R 往かん とす、 二月 忠直 等に 辭 し、 二十 一日 始めて 薩摩 
市 來長里 村に 牲き 、龍 雲 寺 玉 洞と 相 見る" 玉 洞 師の祝 薩の詩 
を見大 R 嘆して 之に 和す、 尋きて 公に 見え" 四月 十一 日 冠 岳 
寺に 至-^ て 詩を 賦 す、 若 文 公 愈々 師を寵 信す、 時に 公 十六、 
師 五十二、 宗壽 七十 二な 6、 未た な 幾らす して 鹿兒 島 4C 來 $、 
八月 玉 洞と U 隅 間に 遊 ふ Z1 と 十七 日、 此間 互に 相 唱和す、 九 
月 櫛 間に 於て 久逸に 謁す 久 逸は 公の 叔父 R して 日 新 君の 祖父 


(一 〇 三) 


書辭 名人 家佛 本日 


な 6、 七日久 逸舟を 浮へ て 普 門 寺 ic 游 ふ、 師等從 ひて 詩 あう、 
十二月 君 母 氏 市 來の稻 荷廟を 新に し、 師に 命して 之が 記を 作 
らしむ、 十 一 年 公 命を 下して 府下 海岸に 寺を 創し 二月 落成す、 
乃ち 公、 師 をして 自ら 院號を 選 ひて 居住せ しむ、 師桂 樹院と 
號 す、 其地嶋 陰に 向 ふを 以て 自ら 島陰と 號 す、 是ょ 6 師宋學 
を 講し國 中に 敎授 す、 且常に 公の 側に 侍讀 し、 尙 書を 授 く、 
公の 族、 吏部久 逸 r' 遠 州勝久 、攝 州篤久 、薩 州國久 、內匠 頭 
忠廉 、新 納忠 親、 及び 執政 鳥 取 播州 政秀 、材田 越州經 安、 伊 
地 知 防 州 重 貞等以 下衆 士緇 徒、 朝野 望を 囑して 業を 受け、 矜 
式す る 名 の 多く、 其聲譽 一世に 鳴う、 遠く 支那 R 聞ぇ、 相傳 
へて、 薩 摩に 仲 尼の 道 興うて 魯の 風を 移す と S ふに 至る、 十 
一月 四日 復た冠 岳 寺に 遊 a 、 魯論を 講說 す、 寺 主宗壽 幼學六 
七 人の ために 之を 請 a しなう、 此 冬廣濟 寺の 湖 月 師を鳥 陰に 
訪 ふ、 師 詩を 作うて 之を 謝す、 十三 年 秋 近衛 公大 醫陳 祖傳を 
して 師を聘 せし む、 然れ ども 藩 公愛寵 して 措かず、 師祖傳 と 
交誼 最も 親しく、 十月 別に 臨みて 詩を 賦して 之に 送る、 祖傳 
京に 歸う 之を 南禪 寺蘭坡 等に 示す、 蘭坡等 節を 擊ちて 賞 嘆し、 

十四 年 京師の 騷客 多く 之に 和す、 間歲に 藩 公疾み て寢 ぬ、 十七 

年 幕府 特に、 竹 田 法 印 照 慶を遺 し 來うて 公の 疾を療 せし む、 師 

か 十八 年 歳旦の 詩此 事 (C 及ぶ、 凡を 賓客の 薩摩に 至る 者 あら 

は師 必ず 逢迎 す、 故を 以て 名 益々 著 はれて 京師に 聞 ゆ、 長享元 

牢三月 二十四日、 師 釋玄甫 等と 公に 從 CA て 妙 谷 寺に 遊ぶ、 初め 

師の寺 海岸に あ 6、 風潮の y2 めに 破損せられ 營治 する に遑な 

し、 是に 於て 師地を 城 西に 相して 菴を營 む、 其 地 淸泉あ 6 因て 

人 之を 泉 菴と稱 す、 院號 故の 如し、 是よ -CV 先き 飯 尾 大和 守、 布 


ゲン (す) ， ン 


施 下野 守 幕府の 旨を 承け て 公 室 族 人 (C 遺る 書に 日く、 渡 唐の 
船 日 州 諸 港に 入る、 其 之を 警護す るは 宜しく 前規 に從ふ べし 
と、 (文明 十五 年 四月 九日の 事な 6、} 旣 にして 內匠頭 忠廉大 
隅帖 佐ょ 6 日向 飫肥に 封を 移す、 乃ち 師を 召して 簡牘の 用に 
備 ふ、 是に 於て 十二月 錫を 飫肥 安國 寺に 轉し之 か 主席と な 
る、 寵遇 日に 厚く、 學徒益 進む、 延德 元年 冬 幕府 惠 H 山の 僧 
東 陽を して 日向の 南部を 遊說 せし む ®:' 翌二年 藩公飫 肥に 遊び 
犬追物を 講す 、是に 於て 內匠頭 客を 饗し 時に 勝會を 開く、 師 
之と 賦詠す、 各 其懷を 寫すな 6,、 是歲內 匠 頭 京師に 入朝し 三年 
八月 攝津に 病沒 す、 師飫肥 にあり て 訃を 聞き 大 R 哭慟 し、 乃 
ち法謚 の 字を 分ち て 各篇 首 R 冠し 詩 十 首を 作る、 嗣子 忠朝立 
つ 明應 元年 師島 陰に 歸 6、 二年復 安國 寺に 牲 き， 牲來 して 兩 
寺を 兼ね 常 居な きか 如し、 慕府忠 朝を して 渡 li1 船の 事を 掌と 
らしむ、 故に 明に 入る 者 多く 飫肥を 過く、 秋 近 江の 人 佐々 木 
永 春 亦 明に 遊 はんとし、 飫肥を 過き て 師に 謁す、 師學を 論し 
別に 臨みて 詩を 贈る、 延德 三年 十月 藩 公師 及 a 攝 州篤久 をし 
て飫 肥に 往 $、 忠 朝を 伊東 氏に 和せ しむ、 十 一 n 俱に 鹿兒島 
を 發し夜 廻 浦 (今の 福 山) に 至 6 詩 あぅ、 十三 日 都 城に 入る、 
十五 日 三 俣 高 城に 登ぅ、 信 宿 下城して 牛 山に 達す、 詩 あ 6 忠 
親に 示す、 此日公 村 田 氏に 賜 ふ 書に 師と 共 ic 之を 謀らし む、 
四 年忠朝 伊東 尹 祐三俟 高 城に 卑る 、公の 命な：^、 是年僧 東 松 亦 
明に 遊 a 師に 別を 吿く 、時に 永 春 島陰 集を 齎 持して 俱に 明に 
至る、 八月 永 春師の 作を 嚴克正 等 R 示し 因て 和を. 求む、 乃ち 
之 か 詩の 頌詠を 寄す る もの 十二 人、 而して 克正 序を 作る、 五 年 
四月 師 島陰に 歸る 、七月 永 春 等 明に あ- CN て 洪子經 に 島陰 集に 


、ゲン シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二〇 三） 


タン (玄) シ 


序 せんこと を 求む ◦十六 日子 經亦 之 R 序す、 實に明 宗の弘 治 
九 年に して、 皆 名 卿 鉅儒 として 並に 一時に nil ゆる ものな $、 
六 年 正月 師飫肥 より 島陰に 歸 る* 二月 永 春 明よ 6 皈 十九 
日 また 師を訪 ひ、 明 人 贈る と ^ ろの 詩文を 致す、 是 月公猶 ほ 
疾み師 をして 般若 經を讀 みて 之を 禱 らしむ、 三月 永春辭 して 
還る、 八月 藩に 讀經 して 結願す、 九 年 勅命を 奉して 建 仁 寺を 
主と る、 蘭坡 文を 作ぅて 之を 賀 す、 十 年 師年七 十五な 6、 是 
よ 6先き、日本儒書を讀む者必す漢音を5:ひ"佛書には奥音 
を 用 ゆるを 法と なす、 師 llil の 學校に 在る 時 之を 群 儒 K 聞' に 
皆日く"吳漢何そ拘泥せん、1:ハ便に從ふべきなり、と'是を 
以て 師岐 陽の 倭訓 すると 乙ろ の 四書を 取り 明 儒の 敎に遵 a 旣 
に 之を 改正して 徒弟に 授く 、然れ とも 猶草昧 にして 敎導 未た 
開けす、 世の 儒 學を學 ふ もの 往々 未 y2 註に 新 古 あるを 知らず、 
故に 師 書を 著して 粗 ほ 其 新 古を 辨し ’且 .つ 國 字を 以て 句讀法 
を說 き、 倭點の 式を 述ぶ 、文龜 二年仴 敷 村東歸 庵を 營む 、五 
月天眞 夫人 其 母 多々 頁 氏を 夢み て 心 動く 乃ち 師を して 經を桂 
樹院に 誦して 遙 r 其 安寧を 禱 らしむ、 (天 眞 夫人は 豐前 豐後筑 

菴後三 州の 太守 大友政 親の 夫人な-')、 永 正 五 年 六月 十五 日 m 

歸菴に 寂す、 壽八 十二' 其 地に 葬る、 著作 桂 菴和尙 家法 倭訓あ 

り、 (漢學 起源、 B 本敎 育史 料) 

ゲン シユ ー 玄秀 li l 矣  S 宗〕 甲斐 吉積 山の 學 僧な 

6、 玄秀 は覺 阿と 號 す、 遠 江 見 付 / > 人な- 〇、 出家して 時宗 

四十 四 祖唯稱 R 師事し、 學內外 を 兼ね、 深く 宗乘に 思を 致し、 

甲斐 吉田の 吉積 山、 出 羽 山形の 光明寺 等に 在りて 宗乘を 講し 

て 後進を 啓發 す、 元 祿五年 某：：：：： 寂す、 壽四 十三、 著作 時宗 統耍 


パノ ン (玄 }シ 


篇七卷 あり、 (時宗 統要篇 序、 淸淨 光寺 記録) 

タ ンシュ ！ 支 周 二 1: 四 四 〔淨 土宗〕 尾 張 正 念 寺の 開山な 
$、  玄 周は 尊 蓮 社 — : 譽と號 す、 fp 斐の 人、 其 俗姓 詳か なら 
ず、 法を 傳察 R 嗣 ぎ、 尾 張 淸洲正 念 寺の 開山と なる" 貞享元 
年 二月 二十四日 寂す、 へ 淨土總 宗譜) 

ゲン、 y ユ—ノ *ン ■支 牧院 ニ チタン 日 賢を 見よ、 

ゲン シュ if 玄秀 尼 il -E 一一！： 臨 濟宗〕 山城 林 丘 寺の 尼 
なり、 玄秀 尼號は i 嶺普 光陰と 稱す 初め 龜宮と い へぅ、 靈 
元 天皇の 皇女、 母は 宮人 藤 原 氏な 〇、 十二 歲出 家して 林 丘 寺 
に 入 6、 禪 fr を修 す、 寶曆二 年 六月 寂す、 壽五 十七、 (野史} 
ゲン シュン 支 俊 (一一 ◦七 四) 〔曹 洞宗〕 石 見 永 谷 寺の 開山 
f、  支 俊 字は 快 翁、 俗姓 生 一を 詳 にせず、 出 奴して 天眞 
に 師事し、 法を 慈眼 寺に 開き、 後、 永澤 寺に 遷 る、 應永 二十 
一迮龍 泉 寺に 主と なり、 翌佯辭 して 慈眼 寺に 皈る "石 見の 檀 
越 永 谷 寺を 開き 伊賀の 郡 主 興禪 寺を 創め、 皆 師を迎 へて 第一 
世と し、 化 儀大に 振 ふ、 寂 年 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゲン ジュン〗 ic j 浮 ( . ) 〔曹洞 宗〕 信 濃靈松 寺の 僧な 

Av>  玄淳 字は 眞 化、 能 登の 人、 其 俗姓は 詳なら ず、 實峰和 
尙に投 して 出家 T、 初め 龍 護 寺に 住し、 總持 寺に 遷 6、 北； 住 
山の 位次 及び 諸 法則を 正す、 後 中 明の 遺命に よ 6 信 濃の 靈松 
寺を 主 どる、 化 風 大に揚 る、 晚年 R 及び 北 能 登 R 歸 る、 示 寂 
の 年月日 及世壽 共に 缺く 、(日本 洞上聯 燈錄) 

ゲン ジヨ 玄如仙  ロド— 魯涧を 見よ、 

ゲン シヨー 支 淸； j oo 6ra 〔曹洞 宗 S 門 寺の 僧な $、 支 淸 
字 一天、 越 前の 人、 天 m を禮 して 薤髮 し、 受 具の 後 通 幻に 參 


(三 〇 三：) 


書辭 名人 家佛本  日 


し、 次に 大徹宗 令に 見 ゆ、 後實峰 良秀に 參し其 法を 嗣き 、應 
永 六 年 能 登 雲 門 寺に 主と なり、 同 七 年 五月 十二 日 寂す、 壽四 
十七 (日本 洞上聯 燈錄) 

チン シヨ ー 支 祥ー ニ •一： =: 〔臨 濟宗〕 美 濃汾陽 寺の 開山な 
6、 支 祥號は 雲 谷、 初め 曹洞の 諸師 に參 し、 後日 峰舜に 事 
へ、 其 法を 嗣 く、 美 濃 部 主 齋藤利 永武儀 郡に 乾 德山汾 陽 寺を 
興し、 開山と す、 康正 元年 尾 張瑞泉 寺に 遷 6、 幾く もな く汾 
陽 寺 ^ 還り、 二 年 七月 八日 寂す、 勅 謚佛智 廣照禪 師と云 ふ、 
(延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

ゲン シ ml 支 詔 -r: -o p ハ 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 
立 詔 字は 義 天と 云 ふ、 土 佐の 人、 俗姓は 蘇 我 氏、 入 鹿 
の裔 なり、 小字は 王 法師と 云 a 、 十五 歲 はして 州の 天 忠寺義 
山 恩 禪師に 依 $ て 落髪す、 十八 歲に して 具足 戒を 受け、 建 仁 
寺 k 投 し、 古芳菊 禪師住 山の 日、 擧 けられて 經藏を 掌る、 職 
滿ちて 福 聚寺舂 夫 宿 ir. ょぅ、 尾 張に 遊び、 瑞泉岢 日 峰に 參 す、 
五 年を 經て 大悟 徹底し、 日 峯禪師 に 衣 法を 付 せらる、 會々 父 
の疾に ょ 6 鄕に皈 り 、龍 門 山瑞巖 寺を 御して 開山と なり、 美 
濃に 柱き、 愚 菴溪を 開き、 尋で尾 張瑞泉 寺に 遷る 、日 峯の寂 

後 京師に 入 6、 泰源院 の 塔を 守ぅ、 衆の 請に 應じて 妙 心 寺に 

主と なる、 寶德二 年 細 川 勝 元の 大雲山 龍 安寺を 開きて 師を請 

す、 師 乃ち 日峯を 開祖と し 自ら 二世に 居す、 勝 元 丹 州の 治 内 

に 龍 興 寺を 靱し て師 をして、 居らし 〇、 長 祿二年 妙 心 寺 開山 

の 百年 忌に 當 るを 以て、 十月 十二 日 龍 安寺に 於て 大會齋 5: 設 

く、 亨德二 年 冬敕を 奉 fc て大德 寺に 主と なうて、 住 八日に 

して 11 安寺に 皈 る、 寬正六 年 三月 十八 日 衆を 集めて 懇ろに 誡 


め、 泊 然として 寂す、 壽 七十、 腦五 十三、 龍 安寺 两北 岡に 葬 
る、 嗣法雪 江 深 一人 あ 6、 ( 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 俾) 

ゲン シヨ！ 主 昌  一 一 1 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 
I、  玄昌 字は 潭海 、號は 柏樹 、美 濃の 人な 6、 丈 化 八 年に 
生る、 文政 元年、 八歲 郡の 大 仙寺忠 道 R 投 し、 天 保 三年 二十 
二 歲虎溪 山に 至り、 春應に 師事し、 同 十二 年 三十 一 歲瑞龍 寺 
に 至う、 雪潭 {C 謁して 參究 し、 後江 戶を經 て 甲斐 R 入り、 諸 
禪 師を歷 訊し、 遂に 伽 陵の 法を 繼く 、明治 十四 年 七十 一 歲虎 
溪山 に皈 6、 法 席を 張う、 門學 雲集す、 後 妙 心 寺 ic 昇- CN 住す、 
明治 三十 一年 三月 廿 七日、 寂す 壽八 十八、 
f ンシヨ 1 支 日日 1 一 ^ §〔臨濟宗〕日向龍源寺の禪僧な 
之 玄昌 字は 文 之、 號は南 浦、 別に 雲 興 軒、 lit 習齋 ，懶雲 • 
狂 雲、 等の 號あ $、 俗姓 和 仁 氏、 父は 河內の 人に して 亂を避 
けて 日向 福 島に 到う、 里人の 女を 聚 6 て師を 生む、 永祿四 年 
師六歲 にして 父の 意に ょり 福 島 延命 寺の 天澤に 就て 剃髪し 
て、 法 華を 學ぶ 、翌年 父 河 H に皈 6、 師獨 6 留る 、僅かに 十 
三歲の 時、 歳旦の 詩を 赋 す、 天 澤 大に感 t, 州の 龍 寺 | 翁 
L 託す、 一翁は 桂菴の 高足 月 渚の 門人な 6、 師是 k 於て 受戒し 
て、 玄 昌と稱 す、 歲旦の 詩 詩 林に 喧傳 し、 遂に 京 郡に 聞 ゆ、 
和 國寺仁 如 其才を 賞し、 文 之の 號を與 ふ、 十五 歲京 都に 上-^、 
慧= 山 龍 吟菴に 於て 熙春に 謁し •其 器 宇俊爽 なる を 賞 歎 せら 
る、 東 福 寺に 留 ， ■§: る 十餘 年、 內外 1.'» 兩 典を 綜べ 、深く 蘊奥を 
究めて 缸に皈 6 、天 正 九 年 二月 一翁の 席を 嗣ぎて 龍 源 寺に 主 
となる、 後、 大隅昌 林 寺 •及 正壽 寺に 遷 る. 島津義 久師の 儒 
學に 精通す るを 間き， 請 b て 正 興 寺安國 寺を 主と らしめ、 


ゲン (玄) 、 V 


、 ^ ン ( 支 V ン 


書辭 名人 家佛本  日 


(四：) 三） 


ゲン.、 玄 シ 


優遇 日に 渥し、 慶長四 年義弘 に從 a て ] 1 洛 し， 伏 見の 邸に 於 
て 大學を 講じ、 且つ、 後水尾 天皇の 詔に よ 6、 宮中に 於て 四 
書 新 註を 講し犮 ぅと 云 ふ、 同年 五月 藩 R 皈 $ て 正 興 寺 R 住 
す、 八 年 五月 將軍德 川家康 Q 命に よ 6 筑前禪 光寺に 主と な 
$、 又 相 摸 建 長 寺に 遷る 、同 九 年 二月 家久に 招かれて 師 とな 
6、 十六 年大龍 寺に 住す、 元 和 六 年 九月 三十日 寂す" 壽 六十 
六、 安國 寺 R 葬る、 著作 南 浦 文集、 聖蹟 同和鈔 、日 州 平 治 記、 
砭愚 論、 決勝 記 等、 各 若干 卷ぁ り、 (漢學 起源、 日本 敎 育史 
料) 

ゲン シヨ*- 支 性 (一二 丸 一一〕 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な 6、 玄性 字は 空 深、 俗姓 生 國詳 かなら す、 妙 音院に 住 
し V 學頭 となる、 寂年缺 く、 著作 論議 私記 二十 卷ぁ ぅ、 (結 綱 
集、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

〔考〕 支 性は 天文 前後の 人なら む 
f  vm- 玄照 j 瑟細 〔天台 S 近 江延曆 寺の 學 僧な 
5. 支昭は 慈覺 大師に 從 a て 金剛 頂經及 台宗の 章疏を 習 ひ 
露地 和尙 i'c 就きて 重ねて 三部の 秘法を 受け  >  西 塔院に 住す Y 仁 

和 某 年 皇太后 五十の 生 辰に 當 6、 陽 成 上皇 諸名德 六十 人を 請 

して諸宗の紗旨を講論せしむ、師奈良の勢範と因明の義を對 

論し、 勢範 をして 答辨 する 能は 3 らしむ、 醍醐 寺の 座主 聖寶 

歎賞して 師を因 明 王と 稱 す、 後 淸淳院 R 住し 僧 官を賜 ふ、 延喜 

十五 年 二月 三日 寂す、 壽七 十二、 (本朝 高僧 傅) 广 

ゲン、 vm- 玄正 ショ— ユ 聖瑜を 見よ、 

ゲン シヨ 1 支 紹 ニ チシ rl - 日秀を 見よ、 

ゲン ジ ml 支 常 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 僧な 


タン c 支 ソズー セ 


3, 立 常 俗姓は 平氏、 山城の 人" 比叡山に 習學 して 常に 法 
華を 持す" 俗塵の 繁雜を 厭 a 、 播 摩雪產 山に 退き、 精修勸 苦、 
楮を 以て 衣と なし、 臥 具を 設けす、 一 栗 一柚を 食て 一 冬を 過 
ごす、 師 天性 法を 貴び、 人を 見て は 必ず 拜 し、 鳥獸を 見ても 
膝を 屈す、 山 居 久し ふして 寂す、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅} 
ヂンズ r 支 瑞 ii sis  土宗〕 伊勢 寂 照 寺の 中興な \ 
支 瑞 (一 r 元 瑞に 作る け 誤) 號は月 镖とい ふ、 尾 張 名 古屋の 人、 
俗姓 丹 家 氏、 寬保 元笫に 生る、 十歲 R して 圆輸 寺關通 上人の 
下に 投し 度を 受 く、 天性 書を 嗜み P 道 暇 あれば 書 筆を 手 R せ 
6、 上人 屢 "制すれ とも廢 せず、 十餘歲 m 遊し、 增上 寺に 入う、 
書を 讀み "書を 習 ふ、 大僧正 妙譽定 月 上人 師の穎 敏を愛 し、 
號を與 へて 月慑と 云 ふ、 後 京師 R 上う、 小 松 谷 ic 居す、 如 恩 
院 大僧正 檀譽負 現 上人 屢召見 して 禮 遇せう、 三十 四歲 に して 
上人の 命に ょう、 伊勢山 田 寂 照 寺 (C 住して 頹廢を 興す、 其 書 
益 精妙に して、 自ら 一家を なす、 師 潤筆料を 以て 修繕の 資に 
當て 、功を 畢ふ 且つ 轉輪藏 堂を 興 3 ん として、 寬政 十二 年ょ 
A 享和 三年まで 三年 間に 亦 功を 畢 ふ、 文化 二 年 妙法 院執 王內 
外 兩宮に 詣した まふ 途次、 寂 照 寺 R 臨み 榮松 山の 三 大字を 賜 
ふ、 同年の 冬 千 五 百 金を 官 に 納め、 其 息 錢を以 て 永く  •貧窮 
の 郡 民を 救恤 す、 文化 五 年春瘰 あ 6、 冬 R 至うて 益 重し、 懇に 
弟子を諭し、蓄積するとてるの財を分與す、翌六年正月十二 
日 寂す、 壽 六十 九、 ^ 五十 四ぎ 著作 列 仙圖賛 、耕 織圖 '月僵 
書 譜等ぁ う (碑文、 續近世 叢 語、 續諸 家人 物. 志、) 

ゲン セツ 支 節 ii| 七 ー ハ 〔臨 濟宗〕 伊豫 龍潭 寺の 禪 僧な 合、 
玄節 字は 行應 別に稱 して 捿神叟 と 云 ひ、 煨竽 子と 云 ふ、 伊豫 


(五〇 三） 


書辭 名人 家佛本 日 


國西宇 和 郡 矢 野庄大 島の 人、 井上 氏な 6.、 寶曆六 年 三月 廿一 
日 生る、 早 年 出家し 禪行を 修 す、 十九 歲豊前 中 津自性 寺に 投 
じ、 提州 禪師に 師事す、 禪師寂 後其嗣 海門 恪に 師事して 宗風 
を 傳ふ 、安永 八 年 東 福 寺 開山 五 百年 忌 あ $、 出發 東行し、 同 寺 
に 掛 塔し、 天猊 禪師に 參 見す、 結 制 後 再び 自性 寺 K 歸 6、 奮の 
如く 副 寺 寮と な 6、 後 東行して 峨 山、 快巖に 歷 事して 其 印 可 
を受 く、 寬政六 年龍潭 寺に 住し 法 席を 張る、 禪門 寶訓を 講ず 
るに、 大衆 二百 人に 餘 る、 享和 元年 國 侯ょ 6 宇 和 島の 等覺寺 
に 再三 强請 あう、 遂 {C 同 二 年 二月 同 寺に 住す、 三年 禪關策 進 
を 講ず、 大衆 四百 六十 人に 餘 る、 天 保 二 年 十一月 十一 日疾に 
罹う、 廿日に 安然 寂す、 壽七 十六、 坐 夏 六十 五、 勅 諡心鑑 慈 
照 禪師と 云 ふ、 成 佛道偈 、搰 拙爐邊 養， I 舊癎 (草鞋 芋栗裹 = 袈裟 T 
平生 勃窣 得-一人 笑 — ■» 殊勝 須 J M -I 老釋迦 〖達磨忌 偈 、達磨 匝 來乾屎 
橛 、指， I 人 見 性， 破沙 盆、 山 僧 活計 只這是 、折 脚 鑄 中 野菜 根、 
(近世 禕林僧 寶傳) 

ゲン セン 支顚 ai 二 01) 〔臨 濟宗〕 美 濃 東 光寺の 禕 僧な 
う、 支 顓字は 玉 淵と 云 ふ、 久しく 希 雲楚見 禪師の 室に 侍し 

て 法 1: 嗣ぎ 、天文 十 年 秋 尾 張瑞泉 寺に 住す、 後、 東 光寺に 遷 

6、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ゲン ソ玄 素 - 8S AA 〔臨 濟宗〕 圓應 寺の 禪僧な 6、 玄 

素 字は 大扑 、釣叟 江の 上足な 6、 元應 年間 元に 渡 6、 中 峰、 

古林、 虛 石、 月 江の 諸 禪師に 歷 謁し、 百 丈 山 如 庵、 雲 屋寺智 

者に 謁し、 分座說 法す、 宣宗 道譽を 慕 ひ、 眞 覺廣慧 大師の 號 

を 賜 ふ、 元に 在る 乙と 十三 年に して 歸へ办 、曆應 二 年 圓應寺 

を 開く、 赤松 圓心金 華 寺 {C 延請 する も、 素は 雲 林 梅に 讓 る、 


後、 豐 前の 崇祥 寺に 住す、 貞和二 年 正月 廿 八日 寂す、 壽 五十 
九、 遺 偈 あ. り、 大用 現前、 無 ，途 無， 轍、 長劍光 寒、 虛空腦 裂、 (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ゲン ソ 玄蘇 (一一 11 §c  〔臨 濟宗〕 京師 某 寺の 禪僧な 6、 
立蘇字は景轍と云ひ、號は仙巢、鄕貫詳ならす、靈源寺一絲和 
尙 R 師事して 其 法を 嗣 き、 豐 臣秀吉 明を 伐つ にあたり、 文筆 
を 以て 重用せられ、 後對 馬に滯 留 し、 朝鮮の 俘虜 金 光 等 1: 返 
附し 、媾和の 事を 謀る、 著作 仙巢 稿二卷 あ- CS、 ◎增 補を 見ょ、 

ケンチ 玄智 C1) 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧な 
玄智 字は 定林肥 後 託 摩 郡の 人、 俗姓は 藤 原 氏な う、 吉祥 
院 に 受 度して 後、 曹源 寺に 入-^、 淸峰 慶梵に 師事して、 其 法 
を 繼さ 、肥 後 法 泉 寺に 主と な $、 某 年 寂す、 壽傳 はらす、 法嗣 
明 山 春 察 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ケンチ 玄智 ii ss s 宗〕 京都 六 條慶證 寺の 住持な り、 
玄智 字は最 耀一に 若 瀛と稱 す、 京都 光德 坊慶證 寺に 住す、 師 
東門 派の 看 坊河內 岡の 願宗 寺 (C 生る、 幼 齡の時 父種哲 誘：： S て 
久寶 寺の 昨 夢廬に 至う、 僧樸に 拜 謁して 師資の 約を なす、 爾 
來日夜精硏其業益々進む、世に呼ひて文殊小僧と云ふ、僧樸 
其 才器を 愛し、 敎論 他に 異なる、 後、 終に 其の 紹介に 依うて 
慶證 寺玄 誓の 法嗣 となる、 師 博識 強記、 其 才世出 世に 亘 る、 
而して 寺は 世々 祖 山の 堂 職た るを 以て、 常に 寺 法 m 式 等の 商 
議に關 かう 大に功 あう、 寬政六 年 十月 四日 病を 以て 寂す、 壽 
六十 一、 著作、 三 經 字音 考、 三 經 字音 考會釋 、十二 禮冠 註、 
橫川 法語 述讃 、輿 御書沭 讃 、本 典科圖 、淨 土和讃 略解 續褊、 
眞 宗法 要稽據 正誤、 散 德文管 解、 淨土耍 言、 典據考 類聚、 宗 


ゲン (玄〕 セ ー ソ  ゲン (玄) ソ ー チ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 G 三;) 


ゲン (玄) チー チ  ゲン (玄) ^'  祖 諸 略 傅、  大谷畧 年譜、  吉水 宗派 本末 諸系圖 、三論 玄義 渙受 


記、 釋門自 鏡錄 附錄、 n 本釋門 年表 錄 、淨肉 文考證 、唱讀 指南 
盪宼 策、 古今 獨 語、 人物 考 、各 一卷 、往生 禮 讃崇聽 記、 本 典 
證卷 講疏 、報恩 講式管 解、 各 二卷、 淨土眞 宗七祖 傅、 大谷梵 
唄品彙 、眞 宗敎典 志、 各三卷 、正 信偈義 指、 正 信 偈備檢 、各 
四卷 、文 類聚鈔 讃仰 編、 祖門 舊事紀 、各 五 卷 、淨土 要 言、 考 
信錄各 六卷、 淨土眞 宗七祖 傳衍繹 編十卷 、本願 寺 通 紀 十五 卷、 
本 典 光融錄 四十 卷 あぅ、 (清流 記談 、本願 寺派學 事史) 

ケンチ ヨ ー 玄長一 •一  •一 i; £: 〔曹 洞宗〕 武 藏正覺 寺の 開山な 
,9>  .支 長 字は 久室 、俗姓は 平民、 相模 愛甲の 人な 6、 伊豆 
國淸に 於て 剃髮 し、 在天 宗 鳳に 參し 、久し ふして 其 法を 得、 
總持 寺 {C 出世し、 在天の 席を 嗣ぎて 靑松 等に 住す、 一 住 十二 
年 天 正 十一 年辭 して 城 北 平 柳 村に 至 6、 正覺 寺 ^- 瓶め て 逸老 
す、 同 十三 年 六月 二十 三日 寂す、 世壽缺 く、 法 嗣瑞翁 俊 3i の 
一人 あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ゲンツ 丨玄通  一ー チ イン 日 允 ^ 見よ、 

fv プキ玄 滴 iH gg 〔曹 洞宗〕 美 濃廣大 寺の 中興な A、 

玄滴 字は 白 峰、 近 江 彥根の 人な 6、 美 濃全昌 寺に て 出家 受度 

し、 偏く 諸老 宿に 參し 、終に 加賀大 乘寺明 堂 雄暾の 正嫡と な 

石、 美濃大 垣の 城主 戶田氏 信全昌 寺 {C 迎へ 居らし む、 同國 安八 

郡 平野 鄕に故 廣大寺 あ 6 て廢頹 す、 本 多 某の 室 壽心尼 之を 再 

興し、 師^! 迎へて 開 堂せ しむ、 寬文十 年 八月 十四日 寂す、 壽 

七十 七、 法 嗣 月舟宗 胡單傳 文淸の 二人 あ 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 

ゲ ン 5* ツ 1 玄 tf ( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登 正 法 寺の 禪 僧な 

6、 玄徹 字は 大應 、初め 總持 寺 {C 出世し、 正 法 寺 ic 遷る" 


晩年 塔 山に 正音 寺を 創めて 住す、 寂年缺 く、 法嗣仕 山融松 あ 
ぅ、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

メノン ト ー 玄透 •一 •一 S : ハ - fc: 〔曹洞 宗〕 越 前 永 平 寺の 第五 十 
代， f、  支 透 字は 卽 中と 云 ふ、 尾 張 名 古屋の 人な り、 出家 
して 近江彥 根淸凉 寺 頑 極に 師事し、 其 法を 嗣 き、 武藏 龍穩寺 
に 住し、 後、 永 平 寺 第 四十 九代國 元禪師 の 後を 承け て 第五 十 
代と な 5、 大に 一門の 宗風を 振 ふ、 當時 永平惣 持の 二 寺 軋 ^ 
し、 惣 持 ^ は 幕府に 訴へて 峨山派 下の 徒は 永 平 寺に 出世す ベ 
からざる MJ とし、 自ら 別 立 せんとす、 師 幕府に 出て 抗 論し、 
遂に 舊 例 (C 復す るを 得た 6、 次に 朝廷に 奏して 勅願 祈 禱の實 
を 擧けん とし、 享和 元年に 至 6 勅許を 拜し 且つ 勅號洞 宗宏振 
禪 師を拜 す、 文化 四 年 四月 廿 八日 寂す、 壽缺 く、 著作 小淸規 
一卷あ 6、 ( 禪宗 史料) 

ゲン トク 玄得一 •一. 一 •一 . 0: •一 .  S 濟宗〕 薩摩龍 源 寺の 三代な 6、 
玄 得は 一名 永乘、 (一に 英乘に 作る) 字は 月 渚、 號は宿 蘆齋と 
云 ふ、 薩摩牛 山の 人な 6、 俗姓 傳な し、 出家して 肥 後に 至 6、 
淸源寺 一枝に 師事す、 一枝は 桂庵 R 交は 6、 儒 佛の學 に 兼 通 
す、 明應 三年 京師に 上 $、 東 福 寺に 入 $、 藏鑰を 司る、 後西 
下して 日向に 至る、 同 六 年 雪溪と 介して 桂菴 {C 刺を 通す、 雪 
溪は 桂菴の 弟 - f な 6尋い で 薩 摩 4C 歸 り、 龍 源 寺 桂菴に 謁し、 師 
資の禮 を 執る、 親しく 佛 儒の 學を 受け、 殊に 儒 學は宋 の 新 註を 
受く 、遂に 龍 源 寺の 師跡を 譲られ、 後飫肥 の 安阈 寺に 轉住 す、 
大永 三年 大內義 興の 命を帶 CA て 明に 航し 、益 儒學を 講究す.、 幾 
もな く東歸 し、 勅 V 拜して 京師 建 仁 寺 R 上る、 後飫肥 の 西 光寺 
に 退隱 し、 天文 十 年 二月 九日 寂す、 門下に 一翁 あ 6( 漢學 起源) 


(七：: 三） 


書辭 名人 家佛本  H 


ゲン トツ 支 m ニニ 5; 二 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 僧な 
玄訥 字は 景堂 、山城の 人な $、 少 にして 景川 和尙に 師事し、 
其 席を 承け て大心 院に 注す、 妙 心 寺 R 開 法し、 後尾 張瑞泉 寺と 
董 す、 退隱 して 幽捿 する や、 天文 十一 年 十二月 二十 一日 夜賊其 
室を 何 ひて 匁を 加へ 師を 傷く" 師遂肊 之か爲 めに 寂す、 壽歃 
く、 (本朝 高僧 傳) 

f ノ  11 ン玄忍 G o-b -t- 〔眞言 宗〕 奈良海 龍王 寺の 律 僧な 
6、 支 忍 字は 證覺 早く 出家 下髮 し、 嘉禎三 年西大 寺に 往 き、 
興 正 菩薩に 從 a て 沙彌戒 を 受け、 常 露院に 到うて 大悲 菩薩に 
滿分戒 を 受 く、 律 章に 通し、 旁ら密 典を 究む 、衆 請に ょ n 海 
龍王 寺に 出世し、 寬元二 年 具足 戒 VJ 增受 して 律儀を 守う、 寶 
治 元年 十二月 十日 寂す、 壽三 十六、 臘十 一、 (本朝 高僧 傳) 
ゲン ニ ユ 1 支 柔一 一一 gl AA 〔臨 濟宗〕 山城 東 福 寺の 禪 僧な 
ゥ， 支柔 字は 剛中、 豐 後の 人、 幼き ときょ 6 玉 山 提禪師 を 禮 
し、 十四 歲剃 髮受 具す、 十七 歲に して 京都に 登-^、 無 德孝 、虎關 
錬の 二老に 參 し、 南禪 寺に 掛 錫す、 甞て南 遊の 志 あう、 歸 $ 
て 玉 山に 其 旨を 吿 r、 玉 山 春秋に 乏しき を 以て 乙れ を 許さず、 

乃ち 玉 山の 示 寂 R 及び、 席を 繼ぎて 大慈 寺に 居 6、 寺務 四十 

年、 平 田南禪 寺に 住する 時、 招かれて 後 版に 居す、 師十禪 客 

をして 明に 往き大 藏經を 求めし IT 、 三年を 經て 二藏を 得て 歸 

る、 乃ち 一藏を 大慈 寺 R 納め、 一藏を 東 福 寺に 寄す、 永德三 

年 夏 京都に 入う、 玉 山の 忌を 修 す、 僧 錄司春 屋葩師 と 舊交あ 

6、 其來 るを 喜びて 幕府に 吿げ 、普 門 寺に 住せし む、 幾何な 

らず して 出で V 常樂 寺の 祖塔を 守る、 嘉慶 元年 秋 幕 命を 受け 

て 朿福 寺. ど 主 どる、 翌年 即宗菴 を靱め て 退 居し、 劇 か ^ 寂す、 


實 に 嘉 慶二苹 五月 二十 七日な 〇、 壽七十 1 、 遺骸を 本菴に 塔 

す、 (本朝 高僧 傳) 

ケン ハ 2 玻一 •一 _: 一 =: 5:: 〔曹 洞宗〕 肥 前高傳 寺の 開山な. 〇/ 
支 坡 字は 玲巖 、肥 前莒 川の 妙 雲 寺 悟 宗圭頓 に 參 し、 其 法を 嗣 
ぎ、 悟宗の 寂す る (C 及び、 席を 繼ぎて 同 寺 (C 住す、 老年 i: 至 
6 檀越鍋 島 淸久慧 ：〇 山の 庵に 迎へ 居らし む、 後 其 子 淸房菴 を 
擴 張し、 高傳 寺と なし* 師を 開山と なす、 弘治 元年 fL 月 二十 
三日 寂す、 壽 欠く、 法 嗣嶠源 珠德あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ケン ビン 支 賓 y 四 七 / \ 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 6、 
玄賓 俗姓 弓 削 氏、 河内の 人な 6、 天平の 頃 出家して 興 福 寺に 
投 し、 宣敎 大德に 師事し 法相の 敎義 を學 ふ、 常に 俗事 ^ 見聞 
する V」 厭 a 、 山林 泉石 K 思を 寄す、 遂に 同 寺を 出て 三輪 山の 
麓に 小菴を 營み 隱捿 す、 延曆の 頃 勅 召を 拜し 京師に 出て、# 
師に 任せら る、 師固辭 すれと も 逃る あたは す、 後 僧 部 OC 任せ 
られ .•尋 て大 僧都に 任せら る、 然と も師は 毎に 固辭 す、 をの 
大 僧都の 任命 あるに 際し、 一首の 和歌を 留め 小菴に 皈る 、和歌 
汇日ふ、「三輪山の淸きなかれにあらひてし乙ろもの軸はさ、ら 
r け かさし、」 大同の 頃 小菴を 出て 飄然 西 國に歷 遊す、 和歌 あ 
ぅ、 日 ふ 「とつく には 山水き ょし 事 多き 君が 都は すます ま s n 
6、」 嵯峨 天皇 立ち 給 ふに 及び 深く 師の 高風を 慕 a 、 屢 勅使を 
遺して 其 安否を 問は せ ^ まふ、 弘仁二 年 五月 十六：！！ 勅書 肊被 
服を 賜 a 、 同年 十二月 十三 日 重ねて 勅書、 並に 綿 百 屯 布 三十 
端を 賜は 6、 翌 三年 五月 廿日 特に 勅使を 遣は して 法服 並に 布 
三十 端を 賜は $、 十二月 四日 翌四年 五月 十七 日に 同し く 勅書 
並に 綿布を 賜う、 五 年 五月 廿二 日に 特 R 御製の 詩 等を 賜は 


、ケン (支) 卜— 二 


デン、 玄 ) ハ ー じ 


華 
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(八〇 三） 


ゲン (玄」 プーポ  , 

6、 七 年 五月 五日には 更に 優渥なる 勅書 並 白 布 三十 端を 賜れ 
6、 弘仁七 年の 頃. 師は備 中 國 沼田の 山中に 隱捿 して 菩薩の、 
大 行を 修す 、天皇 叙 威した まひ、 乃ち 勅を 下して 同地 方の 人民 
R 恩典を 與へ たま ふ、 同 七 年 十月 十二 日 翌八年 十月 九日、 S 
つれ も 綿 一 百 m を 賜 ふ、 をの 頃 伯 耆國に 歴遊し、 會見に 草菴 
を營み て 帶留 す、 九 年 六月 十七 日 寂す'  壽 八十 餘な ぅ、 0 兀 亨 
釋 書、 本朝 高僧 傳 、日本 逸史 、江 談抄} 

ゲ ンブ 1 ^ 風 シユ - n  I 宗 興を 見ょ* 

ゲン ボ支甫 三 V 一九 —: 〔眞宗 〕 河 內久寶 寺 村發願 寺の 住持 
f,  支 甫は知 空の 門に 入ぅ、 享保 元年 眞宗耍 訪圖 說四卷 
を 撰し、 一家の 名 相を 辨 明す、 十七 年 十二月 五日 寂す、 ('本願 
寺通紀 本願 寺派學 事史〕 

'ゲン ホ 支 輔( . ) 〔曹洞 宗〕 常 陸多寶 寺の 禪 僧な り、 

立 浦 字は 明 室、 少傳 宗闓の 法を 嗣 き、 永 平 寺に 出世し、 常 陸 
多寶 寺に 遷 る、 寂 年 及 ひ 壽歃 く、 法 嗣祥山 瑞貞の 一人 あり、 
(日本 洞上聯 燈錄} 

ゲンホ玄輔( . ) 〔曹 洞 宗〕 上野 東雲 寺 第一 代な り、 

安 輔 字は 肋 翁、 覺翁能 正に 師事して 其 法を 嗣 き、 上野 小金 井 

鄕 R 往き 茅菴を 結 a て 居る、 州の 富豪 等寄捨 して 寺と なし、 

名け て 東雲 寺と 云 ふ、 寂 年 並に 壽歃 く、 法嗣靈 泉壽曹 あり、 

(日本 洞 上聯灯 錄). 

、fv ホ— 支 彭ーー .一た 〇: 〔曹 洞宗〕 相 摸最乗 寺の 僧な り、 

支彭 字は 天菴 、俗姓は 藤 原 氏、 越 前の 人、 稍 長して 里院に 投 t 

.て 得度し、 諸老 R 徧參 し、 大泉 寺の 泰叟鈔 康 r 從ひ得 悟し、 

泰叟 の龍穩 寺 R 住する にあ ^ り、 師亦 隨從 し、 數 年の 後 印 可 


ゲン (立) ホ 


を 受け、 總持 寺に 出世し、 文明 十七 年最乘 寺の 主と なる、 明 
應九年 八月 十七 日 寂す、 W 壽歃 く、 最乘 寺に 塔 ^ 越つ、 法嗣 
雲 岡 舜德普 山彭壽 Q  L 一人な り、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

、ケン ボ ー 支 萌. 1 四〇六 〔法相 宗〕 興 福 寺の 學僧な 6、 
玄昉 俗姓 阿刀 氏な 6、 出家して fr 門寺義 淵に 師事して 法相を 
學び。 靈龜二 年 八月 R 入唐の 命を 拜し ，養老 元年に 遺 唐 使 R 
附隨 して 西航 し、 撲陽 の智周 大師を 間 CA て 法相の 蘊奥を 究む， 
留まる 乙 と 二十 年に 垂む とし 高 譽四傳 す、 玄宗召 見して 其學 
才を愛 し 「三 品に 准 じ、 紫 袈裟を 賜れ 6、 天平 六 年 十一月 遣 
唐 使從四 位 上 多 治 比 眞人廣 成に 附隨 して 歸 朝す、 菩提 仙那、 
佛哲 、道璿 等 皆 一行 中 R あ-'、 玄昉始 めて I 切經を 寶し來 6、 
興 福 寺に 安置す、 同 八 年 二月 R 封 一百戶 、田 一十 町、 扶翼 童 
子 八 人を 賜は る、 踰ぇて 九 年 八月に 僧正に 任せられ、 且つ 紫 
袈裟を 賜は る、 盖 し我國 賜 紫の 恩典は 師ょ 6 始まるな 6、 之ょ 
ぅ 內道塲 R 在ぅて 益 寵榮を 擅 R す、 皇太 夫人 (藤 原宮 子} の 病 
牀 に侍して看護し、鉋一千疋、綿一千屯、絲一千絢、布一千 
端を 賜は る、 然るに 其學藝 才能を 恃みて 政治 ic 參與 し、 藤 原 
朝臣 廣嗣と 隙を 生じ、 廣嗣 太宰府に 貶 出せられ、 亂を なして 
捕殺 せらる、 尋 S て 師も亦 天平 十七 年 十一 觀世音 寺 造營の 監 
督を 名と して 太宰府 R 逐 はれ、 同月 悉く 其 封 物を 收ら る、 翌 
十八苹 六月 太宰府に 寂す、 世 R 傳ふ觀 世 音 供養の 日 導師と な 
6、 法會の 間 R 廣嗣の 亡 靈の爲 R 世 命を 奪は る、 と、 玄昉の 
門 {C 慈訓 善珠あ 6、 ( 續 H 本紀 、扶桑 畧 記、 傳诵緣 起、 元亨釋 
書、 本朝 高僧 傳、} 

〔考〕 傳通緣 起 等留學 二十 年と あれ ども" Z. は 其 遺 唐 大使の 


( AOH)  書辭 名人 家佛本 


作 命よう 支 昉が歸 へ 6 .て 京に 着す るまでを 通算した るな ^ 

其 唐 {C あるは 十八 年間な 5、 

f ン乏ツ 玄密一 ■ =:• ハー ■〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の禪 僧な >、 
玄密 字は 希菴 、幼に して 建 仁 寺 月 谷禪師 を 禮して 得度し、 雪 
嶺瑾 にようて 文 墨を 習 ふ、 後、 去うて 美 濃 {C 往 き、 愚 溪寺明 
叔和尙 に 參 し、 宗訣に 達し、 其 命に 依ヴ大 心院に 居る、 藤 原 
最-; 則 聘して 美 濃の 明覺 山 (c 住せし む、 後、 妙 心 寺に 出世し、 
前後 同 寺に 主たる 乙と 五 回、 聲價 高し、 甲斐の 太守 武田晴 信 
請して 慧林 寺 {C 主 7^2 らし めんと す、 師 固く 辭して 起 / 2 す、 使 
者數 回に 及 ふ 乃ち 止む を 得すして 入 寺す、 文龜 元年 十一月 二 
十七 日 賊徒の 爲に 負傷し、 之 か爲に 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 
11 日專ン 

、ケン モン 支 門 ii Y A: 〔淨 土宗〕 加賀玄 門 寺の 開山な-'、 
支 門は 上 蓮 社 向 # 、 一に 府 釣と 號す 、俗姓は 花 村 氏 甲斐の 人 
なり、 智譽 上人の 室に 投ヒて 剃 髮受 業し、 遂に 其 法を 嗣 〇、 
加 賀金澤 に 玄門 寺を 開き、 萬 治 元年 二月 十五 日 寂す、 世壽歃 
く、： (淨 土總 系譜) 

ゲン モン 支 門 チユ 1 智幽を 見よ、 

ゲンモン支文(ニニ-<) 〔曹洞 宗〕 越 前龍澤 寺の 禪僧な 

々、 玄 文字は 錦 江、 薩 摩の 人、 m 林 宗哲に 參して 開悟す， 

初め 乘慶 寺に 住し、 後總持 寺に 出世す、 長 祿二年 越 前 龍澤寺 

に 遷 る、 又 出 羽に 至-^、 瑞 光寺を 築きて 隱棲 T、 (瑞 光寺は 

後に 光嚴 寺と 改む) 寂 年 欠く (日本 洞 卜 •聯 灯錄) 

、ゲン ユ ー 支 宥 rr- 一一 ^ S 義 眞言 宗〕 山城 智積院 の 中興 

一代な う、 玄宥 字は 堯性又 一に 堯晶と いひ、 俗姓は 膝 付 氏、 

、ゲンへ 玄 ユ 


下野 皆 川の 人な 6、 父は 又 太 郎と稱 し吹 上の诚 主な 6、前 めて 
七 歲持明 院宥日 僧 郡の 弟子と な 6、 受 具の 後 根 來山 R 上ぅ C 
機鋒を 義學 に硏 く、 業 成ぅて 鄕 里に 歸ぅ持 明院 に 住し 初めて 
講 筵を 開く、 位 (C 居る Z1 と數 夏、 退きて 再 1> 根 來 山に 登 6 請 益 
益々 深し、 又宮 賢、 長 善の 諸 友と もに 奈良に 遊 ひ、 興 福 寺に 唯 

識 を、 東大寺に 
三論、 華嚴を 習 
ひ、 後 近 江 R 往 
き 三 井寺に て俱 
舍を 、比叡山に 
て 天台を 學ふ、 
天 正 五牢 日秀の 
遺囑を 受けて 智 
稽院に 住す、 然 
れ とも 賴玄の 化 
權 盛大なる を 以 
て 潜 居して 德を 
養 ひ、 十二 年の 
秋に 至*^ て 初め 

て 主位に 據り衆 V」 指揮す、 十三 年 春 根來 山賊 火に 罹 6 て 燒失 
す， 師 高野山に 遁れて 淸淨心 院 に 寄 遇す、 徙衆師 を 慕 a て 集 
う、 院の狹 隘を感 して 去うて 醍醐 寺に 寓し 、移うて 高 雄 山 {C 隱 
る、 又 北 野に 移りて 大 に 法幢を 建つ、 慶長 元年 三月 勅して 僧正 
に 稀 せらる， 家 康師を 慕 ひて 豐國 寺の 三區を 下し、 幷に 山林 及 
ひ莊 田を 附す 、師 乃ち 三區を 併合して 二と なし、 上' の --# 下ノ 


ゲン £)ユ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 一三） 


I  ゲン (立) ヨーリ 

寺と 號 す、 上' 券は 居室 y 充て、 下/寺を 講堂と なし、 其 林間 
處に隨 ひて 僧坊を 架し 講肆を 開く、 師 最も 書を 能くし、 四方 
の 道俗 爭ひて 師に 書を 求む る 名の 多し、 師 乃ち 手 r 隨ひて 之 
を 書し 與 ふと s ふ、 慶長十 年 十片 四日 寂す、 壽七 十七、 牆 五 
十七、 遺骨を 泉 涌 寺に 葬る、 (結 網 集、 續 日本 高僧 傳 3 
ゲン ヨ 支 # 2  i 丸一 ご 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 の 僧 
f,  支 譽字は 堯 運、 俗姓 生國詳 かなら す、 妙 音院玄 性に 
繼きて 同院に 住し、 學頭 となる、 寂年缺 く、 (結 網 集} 

〔考〕 支 譽は 天文 前後の 人なら む' 

ゲン 3 支 譽二 七-三：* 〔淨土 竞〕 山城 平练院 の. 中興な 6、 
玄譽は 鄕貫詳 ならず、 都 部に 道化 盛な。、 天 正 年中 宇治 平等 
院に 住す 平等 院は 其始永 承七铒 宇治 ! 1 白 賴通公 別莊を 捨て、 
精 舍とな し / 2 る 名のに して 眞言 宗 な'^ しが 師 淨士敎 を弘通 す 
るよ 6、 以後 智恩院 の 末寺と なす、 支 # 寂 年月日 缺く 、(鎭 流 
祖 傅) 

ゲン ヨ ィチ フ "•一風を 見よ、 

、ゲン ョ支譽  T. テッ永 ，徹 を 見よ、 

ゲン ヨ .'玄 譽  ，H.’> ヶ-圓 問を 見よ、 

ゲン H i 喪 戸 ..' ゼン キョ-善 慶を見 よ、 

ゲン 3 玄眷 ゼンタ ッ善 達を 昆 よ、 

ゲン ヨ 2 寒 |=« チヵ ン智鑑 を 見よ、 

、ゲン 3 支擧 r マ：ン_ ム萬 無を 見よ、 

、ゲン リヨ！ 玄了  .( …… .〕 〔曹 洞宗〕 越 中 法 城 寺の 開山な 

う、 玄 r 字は覺 巖 、日向の 人、 俗姓 藤拟 氏、 十七 歲僧 とな 

$、 諸老を 歷參 し、 遂 R 越 中支 川 寺大徹 R 依うて 開悟し、 總 


ゲン (支、 元) 


持 寺に 昇り、 立 川 寺 R 遷 る、 越 中の 檀越法 城 寺を 立て 養老の 
所と なす、 寂年缺 く、 (日本 洞 上 聯燈錄 3 

ゲン 9ml £ 稷( . 〕 〔曹 洞宗〕 阿波 桂 谷 寺の 禪僧 

なぅ、 支稜 字は 木 庵、 阿波の 人-初め 大功 111 忠 {C 參 し、 尋て阿 
波 桂 谷 寺 全 庵 一 蘭に 師事し、 入室を 許さる、 其沒 する に 及ん 
で 命に 依ぅ 巩 席を 補す、 寂年缺 く、 法嗣桐 岡桂澤 あり (日本 
洞上聯 燈錄) 

ゲン ロ 支路 卜-ゲ ン統玄 を 見ょ、 

’ゲン贫| 支 樓 ォ 1?ユ！ 奥 龍を 見ょ、 

、ゲン ィ 元爲  一 ML  〔眞宗 〕 陸前稱 名 寺の 開山な 6、 
元爲は 俗名 武田信 勝と $ ひ、 奧州 lr 津郡柳 律の 人、 綾 和 R 居 
る、 親鸞 R 稻田に 謁し 弟子と なる、 後師 命を 受けて 奥州を 行 
化し、 宮城に 寺を 創む、 今 仙台稱 名 寺 (稱念 寺な らん) 是な 
6、 文 永 元年 十月 廿 三日 寂す、 壽七 十九、 (本願 岢通紀 ) 

ゲン 元昶 HI S1 〔黄 檗宗〕 宇治 萬 福 寺ヤ ーー 代な り、 
元昶 字は 杲 堂、. 淸の 人、 揚 氏な 6、 我 享保六 年 七月 東來 し、 
悅峰 童の 法を 嗣くノ 享保八 年 二月黃 檗， 山に 進み、 一 住 十一 年 
享保十八年六月十六日寂す、壽七十1、(黃檗譜畧) 

’歹ン エ ー 元榮； 5-: 六 二 〔新 義眞言 宗〕 大和' 4T 谷 寺 第三 十 
四 代な 6、 元榮 字は 本 住、 武藏兒 玉 郡 秋山材 の 人 ^. $、， 幼 
R して 郡の 小 平 村 成 身 院元眞 阿. 闍梨 y 投じ V. 出家し、 豐山に 
學び 、業 成 6 て總持 寺 R 主と なる、 彌勒 寺に 出で、 11 持院に 
轉し 、享和 二 年 五 H 擢でら れて豐 山 能 化 r 晋み 、第三 十四 世 
となる" 然れと 名 未だ 西 上の 途 r 就か 3 るに 十四日 江戸 護持 
院に 寂す、 (新義 眞言 宗 史料) 


白 

本 

怫 

家 

人 

名 

辭 


P 

三 


ゲン エン 元圆 a  §5  三條 一流の 佛エ な'  元圓 
は 法 印 賢 [11 の 子に して 長 圓の 弟子な り、 法 橋に 叙 せらる、 壽 
永久 安 年代の 人な 6、 ( 古本 僧綱 補任、 外 記 日記) 

ゲン ガィ 元 海 j At —s h  〔眞言 宗〕 山城 醒醐寺 の 僧な-^ 
元 海は 藤 原 腓 俊の 子な 6 京都に 生る 醍醐 寺の 定海 僧正 1: 師と 
して 顯密の 二敎を 硏 き、 天 承 元年 夏定 海を 拜し て兩 部の 灌頂 
を 受け、 三 寶院に 住し、 仁 平年 中朿 寺の 長者に 加は ぅ、 後醍醐 
寺の 座主に 任す、 六 年 秋 七月 皇后の 病を 禱 りて 驗あ 6、 皇后 
大に悅 CA 、 手から 御衣 1: 解きて 賜 ふ、 師晚年 寺 側に 小廬を 構 
へ 松 橋菴と 名け -C 宴 居し、 保 元元 年 八月 十日 鞔 す、 壽六 十四、 
著作、 厚 草紙、 玄微鈔 、各 一卷ぁ 6( 本朝 高僧 傳) 

ゲン ギ元美 C . 〕 〔臨 濟宗〕 相 摸報國 寺の 禪 僧な- C、 

元義 字は 虎溪 \ 俗姓は 菅氏 、京都の 人な 6、 久しく 天 岸 (C 參 
して 法を 嗣ぎ 、報國 寺に 住す、 後、 伊豆 香 山寺に 遷 6、 盛ん 
に 法 幢を樹 つ、 寂年缺 く、 門下に 立 翁 本 笑、 華 喜 石 牛、 牛喝 
3 品 欽等あ 6( 延寶傅 燈錄) 

ゲン’ キー 兀儀  リョ r キ了軏 を 見ょ、 
ゲンキツ元倍三|找1;臨濟宗〕京都圓光寺の開山な6、 

元 偉. 一字は 三 要、 號は閑 室と 云 ふ、 肥 前 小 城 郡の 人な 6、 幼に 

して 京師の P 通 寺に 祝 髮す 、學 内外を 兼ね、 頗る 奇才 あ 6、 

命を 受けて 足利學 校 m 九 ffir の庠 主と なる.、 嘗て 家 康の寵 遇を 

得、 金 地 院本 光阈 師崇傳 長老と 同じく 共に 諸 寺の 中を 總管 

す、 五山を 經て 南禪 寺に 昇り、 紫衣采 邑 k 賜 ふ、 家康の 伏 見 

にある 時師 命 (C よ 6、 孔子 家 語、 貞觀 政袈 、武經 七 宵 等を 活 

刻し、 古書 二百 餘 部、 活字 板 等 5: 賜 ふ、 關ケ原 の 役、 家康 {C 


從つて 軍 中 R あ $、 常に 筮を 執て 占 lr 吿 r、 後 京都 {C 地を 賜 
ひ、寺 ^ -建て、圆光寺と名け、養老の地となし、田地二百石 
を 給 せらる、 暮年鄕 里 {C 歸 6、 外 守 鍋 島 氏の 歸依を 受け、 請せ 
られて 三 岳 寺に 開山と なる、 慶長 十七 年 五月 二十日、 駿府に 寂 
す、 壽六 十五、 (足 利學校 書目、 同 事蹟 考) ◎增 補を 見よ、 
ゲン キ ml 元 慶 ii 2 OA 〔黃檗 宗〕 武藏 羅漢 寺の 禪僧な 
う、 元慶 字は 松 雲 (一に 祥雲に 作る) 京師の 人、 佛エ 九兵衞 
の 子 R して、 父の 死後 九 兵衞の 名を 襲き、 佛エを 業と したれ ど 
も、 放蕩の ため 家 產を破 $、 始めて 咸 憤して 攝津難 波に 奔 6、 
瑞龍寺 鐵眼道 光 禪師に 謁して 心情を 吿け 、强 請して 弟子と な 
る、 時に 二十 二歲 なう、 其 後諸國 R 行脚して 豐前に 至う、 下 毛 
郡 跡 m 村 耆関窟 山に 登う、 石造の 十六 羅漢の 像を 禮し 、景仰の 
念禁 しかたく、 延文の 頃 逆流 建 順と いへ る 禪師の 造 立に か、 
れる よしを 聞 s て、 益喊 憤し、 始めて 手から 開 刻 造 立 せんと 
の 志を 發 し、 蒼 皇東歸 す、 當時道 光禪師 江戸に 來たれ は、 師亦 
江 戶に 下. CV、 其 志を 陳へ 、大 に勸獎 せらる、 貞亨の 初よう 江戸 
に留 6、 鐵牛性 機、 慧 極道 明 等 諸 禪師の 賛助を 得て、 其 業を 瓶 
め、 淺草金 龍 寺の 東北 竹 川と 云 ふ 地に 開 刻した る 一 像を 安置 
して 諸人の 禮拜に 任せ、 晝は 市街に 出て 五百體 阿羅漢 造 立を 
大呼して 施主を 求め、 雨 雪 寒暑 一日 も 休む となし 夜は 家に 歸 
6 て 獨火の 下 {C 刀 鋸を 把う 亢 令 彫刻を 事と す、 元祿五 年淺草 
御藏 前の 道俗 十六 人相 率ゐて 施主と な 6 たれば、 師大に 喜 ひ、 
一時に 數體造 立し、 其 後續々 施主と なる 者 あ 6、 同 八 年に 至う 
本尊 釋迦牟 尼 佛の一 丈 六尺の 像 以下 五 百餘體 創造 立の 功を 畢 
る、 時 R 師四 十八 歲な $、 同年 五 M 幕. 肘の 聞く ところと なう、 


ゲン (元) ェーキ 


ゲン (元) キ 


書辭 名人 家 拂 本 日  (n-S) 


ゲン (元) クーケ  fv 元) 3 


將軍 綱吉の 令 R ょう、 本 所に 土地 一千 五 百 畝を 給す、 乃ち假 
に 堂宇， で 營みて 天恩 山 五百羅漢 寺と 號し 、鐡眼 道光禪 師の靈 
を 請して 開山と なし、 同年 八月 黃檗 山に 請し、 其 末寺と なる、 
翌九 年黃檗 山 TL 代の 主 高 泉 性 廓 禪師東 下して 開眼の 法會を 行 
ふ、 師は 重ねて 大願を 狻 し、 一大 伽藍 七 興 3 ん としたる も、 
未た 果 s t して 疾 に 罹り、 寶永七 年 七月 十一 日 寂す、 壽 六十 
三、 (碑文、 江戶 砂子、 江戶 名所 圖繪) 

ゲン ク !7 ィー 兀晦二 〇: .一. / \: 〔臨 濟宗： I 京師 南禪 寺の 禪 僧な 
6、 元晦 字は 無隱 、豐 前の 人、 出家して 禪 林を 遍歴し、 後、 
元に 航 し、 天目山 中 峰 本に 謁す、 嘉曆 元年 東歸 す、 建 仁 寺に 
留 う、 淸拙 澄の 下に 第一 座と なる、 近 江の 太守 大友 貞宗 (直 
菴と號 す) に 請せられ" 築 前顯孝 寺に 住す、 筑前 の聖福 寺、 
相 摸の 圓覺 寺、 建 長 寺、 京師の 建 仁 寺 {C 歷 住す、 敕 あり 南禪寺 
に 住す、 壹岐 の檀越 某安國 寺を 開きて 師 k 請す、 後鄕 里に 皈 
$、 天 目 寺を 開き 住す、 延文 三年 十月 十七 日福智 寺に 寂す、 
勅 謚法雲 普 濟禪師 と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ケン クウ ィ 元 R f oi 一 . A: 〔臨 濟宗〕 筑 前正觀 寺の 開山な 

6、 元 恢號は 大方、 俗姓 菅 氏、 肥 後の 人、 筑前圓 覺寺秀 山 

中に 師事 L、 後相模 の建畏 寺 嵩 山中に 依う、 輪藏を 司る、 征西 

親 干 (南朝の 皇子) 及び 菊地武 光師に 歸 依し、 正觀 寺を 開く、 筑 

前顯孝 寺に 住す、 晚 年正觀 寺に 歸 6 住し、 應安 元年 六月 九 

日 寂す、 門下 曇聰 あう、 元 (C 渡る、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 

傅) 

ゲン ケ 1 元圭〇 10- 一丸〕 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 僧な う、 

元圭 字は 方涯 、俗姓 不詳、 佛燈阈 師 (德 儉) の 下 {C 參究 す、 


初め 駿 河の 淸見 寺に 住し、 尋て建 長 寺に 還る、 應 安二 年 尾 張 
定 光寺 平 心 齊の 寂 ic 際し、 師佛 事を 修 す、 示 寂の 年時缺 く、 
遺偈槨 示 <1 雙跌 ；手携_| 隻 履 - •> 入，， 定此巖 窟：千 歲豈得 &、 (延寶 
傅燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ゲン コ！ 元 ® !  一 ii xs ハ 〔黃檗 宗〕 肥 前 龍津寺 C 禪僧な 办、 
元皓 字は H 枝、 號 大潮、 一に 魯 寮と 云 ふ、 俗姓 諫早氏 肥 前 松 
浦の 人な 6、 遠祖は 大織冠 鎌足な 6、 鎌足の 後山 城 守 家 兼 あ 
6、 家蒹の 曾孫を 龍 造 寺 家 晴と云 ふ、 天 正 十五 年 軍功に ょ-^、 
諫 早を 賜は る、 後、 諫早 氏を 姓と す、 茂晴に 至り 治蹟大 に顯 
はる、 晩年 深く 佛 敎を崇 信す、 四 男 四 女 あ 6、 其 仲は 卽ち師 
な 6、 早 年 出家して 龍津 寺化霖 龍に 師事し、 二十 一歲 東上し、 
黃檗 山の 獨湛瑩 に 見ぇて 參究 I、 後、 諸方 (C M 遊し V 佛 儒の 
學を 修め、 長 崎に 於て 國子靜 と 云 ふ 者 (C 就いて 支那 音を 學び、 
音韻を 精究 す、 幾 もな く 江 戶に 出て、 徂 徕南郭 等 {C 交は 6、 大 
に 名を 揚く 相國寺 大典 顯常 東禪寺 萬菴資 等と 相 交は ぅ幷 R 詩 
文に 達す 殊に 顯 常と 交 深し、 數 年 ^ して 固に 歸6 、明 和 五 年 八 
月廿 二日 寂す、 壽九 十三、 師衆に 接する に 五 則 あ $、 禪定、 
持 呪、 禮佛 、稱 名、 讀誦な 6、 著作 松 浦 詩集 三卷 "魯 寮詩偈 
一卷 、同文 集四卷 、同 尺 牘二卷 、两 溟餘 稿三卷 、別 k 明四大 
家 文選鈔 三卷 あぅ、 (績 日本 高僧 傅、 魯寮 文集、 近世 高僧 年表、 
近代 名家 著述： E 錄) 

f ンコ ー 元杲 jf ハ ^ S 言 宗〕 近 江 石 III 寺の 學僧な り、 
元杲は 京都の 人、 藤 原 農 省の 子な 5、 幼 ic して 醍_ 寺 元方 大 
僧都に ょ 6 剃髮 得度し、 灌頂 法 1: 受 くるに 及び、 奈良 に往 
き 壹定明 珍二師 に 三論を 學 び、 兼ねて 密 敎を聽 く、 後寬空 僧 


(三 一三） 


書辭 名人  家佛本  日 


正に 具 支 灌 頂を 受け、 淳祐 僧都に 密印を 受く  •詔に ょう 內供 
奉と なう、 寵を 得て 常に 朿宮に 侍す、 天文 五 年敕を 奉して 神 
泉苑 R 雨を 禱 6、 驗 あうて 權 *> 僧都に 任ず、 永觀 元年 朿竒の 
長者と あ 6、 翌年 法務を 領 す、 此歲 八月 大僧郤 に 昇る、 寬和 
元年 夏 雨を 祈 6 僧正に 任す る 詔 あ-^、 師辭 して 受けず、 先師 元 
方 R 追贈を 奏請し、 大 僧都を If らる 、永 延二年 延命 院を鄕 し、 
職を 辭して 退 居し、 長德 元年 二月 十七 日 寂す、 壽八 十五、 (本 
朝 高僧 傳) 

、ゲン コ， 元劼 n i: . 1 .一 •一 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 住持な 
6、 元劼は 字を 拙 堂と S ふ、 俗姓は 松 岡 氏、 丹 後田 邊 郡の 人 
なう* 幼に して 州の 德藏院 文 泉を 拜して 薙染 し、 法 泰寺凾 海 
東 福 寺 一山の 二老 に歷參 し、 更に 建 長 寺 眞淨に 就きて 其 印 可 
を 受け、 建 長 寺に 住し、 嘉永 四忠 南禪 寺を 董す 、翌年 十二月 十 
六日 寂す、 壽 六十 餘、 

、ケン コ丨元 光一  一一 ^ -bo  〔臨 濟宗〕 近 江 永 源 寺の 開山な 6、 
元 光 字は 寂 室、 俗姓は 藤 原 氏、 美 作の 人な 6、 幼歲 にして 京 
都に 入う、 無 爲元镯 師 に 從 a て 出世の 法を 學ふ 、十五 歲剃染 

受戒し、 諸 國を遊 方して 近 江の 田 上に 寓 す、 又 去うて 禪興寺 

の 約 翁 和尙に 謁して 參 堂し、 名を 元 光と す、 德治二 年 約 翁 京 

都の 建 仁 寺に 住する 時、 師 命せられ て 湯 藥に 侍す、 1 日翁不 

安な $、 因りて 師末 後の 一句 如何を 問 ふ、 翁 乃ち 壁面に 一 掌 

す、 師 豁然 大悟して 大事を 了す、 時に 十八 歲な 6、 延慶二 

年 約 翁 鎌 倉に 歸 へる、 命して 師に金 澤の慧 雲 律師に 從 ひ て 

毘 尼を 學 はしむ、 九 旬 ic して 其 梗概を 盡 す、 復た 東里會 、一 

山 寧、 m 明日の 三禪師 R 侍して 益々 慧 解を增 し、 元應二 年 可 


デン (元」 コ 


翁然 、鈍菴 俊 等と 海を 渡うて 元に 入-^、 直に 天目山に 登うて 
中 峰 本 和尙に 謁す、 尋 s て 元叟 端、 古林 茂、 淸拙 澄' 靈石 芝、 
絕學 誠、 無昆覩 、斷 崖義 等の 諸算 宿を 歴訪し、 悉く 賞讃せ ら 
る、 泰定 三年 歸 朝し、 長 門の 濱に 着し、 三角に 萬す、 建武 元年 備 
後 吉津の 平 居士 永德 寺を 鄉め て師 を延 く、 師俗喧 を 厭 a て 美 
作 三備の 間 {C 幽居す る こと 二十 五 年、 觀應の 初 攝津の 福嚴寺 
に寓 し、 次 s て 近 江の 往生 寺、 美 濃の 東禪寺 へ 甲斐の 棲 雲 寺 R 
歷 住す、 延文五 年 近 江 刺 史佐佐 木氏賴 (號は 雪江崇 永) と 云 ふ 
者師の 高德を 欽慕して 奥 島 及 a 雷 溪の二 地を 贈る、 師雷溪 の 
幽邃を 喜 a 、 梵字を 立て、 永 源 寺と 號 す、 四來の 高僧 雲の 如 
く、 王畹芳 、一關 夫、 月心圓 、大拙 巧 等 皆 集 6 來 うて s 品に 倚 
6、 澗 R 就き、 茅を 結 ひて 幽棲す、 實に 山林の 盛事な う、 光 
明 天皇 屢 々詔を 賜 a て 其德を 旌 表す、 幕府 師を相 模の東 勝 寺 
建 長 寺に 請し 次に 豐 前の 萬 壽寺に 請 すれと も fej 辭して 赴か 
す、 貞治六 年 九月 一日 偈を 書して 日く、 「屋 後靑 山、 檻 前 流水、 
鶴 林 雙趺、 熊 耳隻 履、」 又 是空華 結-- 空 子 一と 筆を 役して 寂す、 壽 
七十 八、 臘六 十三、 著作 語 錄二帙 あ- c/ 謚を 賜 a て ©I 應禪師 
とい ふ、 (續群 二 三 五、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ゲン ゴ ー 元轟 55 11 1:曹洞宗〕武藏迦葉寺の開山な6、 
元 轟 字は 默山 、俗姓は 熊 谷 氏、 父は 通 稱林吉 麿と 云 a、 母は 
熊 谷 氏の 出な 6、 天 和 三年 十月 二十 九日 出 羽 秋 田 {C 生る、 元 
祿九年 十四に して 邑の滿 福 寺 孤 室林峯 に 投して 祝 髮受戒 す、 
同 十 | 年 州の 小 安 温泉 ic 浴す、 佛國 寺大仙 和尙遊 化して 此地 
に 到る、 師之に 見えて 敎を 聞く、 同 十四 年鈔音 寺 龍 峰に 參 す、 
寶永二 年 行 即して 江戶 吉祥 寺 R 至 6 留 る、 大聖 寺 道堪に 鳳潭 


fv 元) ゴ 


書辭 名人 家佛本  日 


、ゲン (元. }ゴ 


華嚴を に 講す S に 方う、 師 日々 聽曾 す、 同 三年 天寵 寺竺 堂の 
室に 入うて 大戒を 受け、 去 6 て 下總の 東昌 寺に 柱き、 隱 之を 
拜し 、勸究 多年、 正德 元年 秋辭 して 相 摸大雄 山 (C 登 6、 開祖 
の 塔を 拜し 、美 濃 小 松 寺に 覺照 を禮 して 首座と なう、 次に 德 
巖 寺惟慧 、■河内 法 雲 寺慧橄 に歷參 し、 同 二 年 春 鷹峯に 登 6 次 
に 加 賀大乘 寺 了爲亿 謁し、 秋東昌 寺に 歸 へう、 同 三年 冬 典 座と 
な 6、 同 五 年擢て られて 首座と な 6、 十二月 衣 法を 付せられ、 
享保 元年 鄕里に 歸 へう、 林 峰 和尙の 塔を 拂 ふ、 鄕人等 曇 華 山 
渾藏菴 を 建て、 師を 請す、 師隱 之を 開山に 仰き、 自ら 第二 代 
となる、 同 六 年 五月 勅を 奉して 永 平 寺に 出世す、 同 十三 年 法 
弟 紫 山の 建立し / 2 る 美 濃 光明 山 阿彌陀 寺 (C 延かれ て 其 規模を 
張る、 同 十八 年 請に 應 L 東昌 寺を 掌る、 十九 年 一月 被 雲 直歲、 
武藏西 大輪 村に 迦葉 院の敁 跡を 得、 村人 白 石 氏と 胥議 して 周 
旋し 、翌年 官許を 得て 一宗 古刹の 列に 連ね、 永く 光 P)] 山の 支 
院と なし、 天 王 耕地 R 寺 基を 移して 別に 一院を 建て、 師を請 
して 開山 第一祖 とす、 院を 天王山と 柯 す、 元 文 元年 春 師披雲 
等 R 命して 天 王 峰に 土木の 役を 開かし め、 二 年を 經て エ畢 う、 
四 年 秋 東昌寺 に歸 へる、 寬寶一 一年 法 系 論 興 6、 延享 元年 師 

敗訴 すれと も 伏せず して 衣を 剝かれ 、且つ 京郤大 阪江戶 及 a 

東海道 驛 程を 警迹 せらる、 後 十一 年 本 多 中務 の閣老 となる に 

及 a 、 許されて ft 戸 R 皈 へる、 寶曆 十三 年 出 羽 千 眼 寺 玉宥に 

請せられ 病を 强ゐ て往 き、 戒會を 開き、 七〇:說 法 授戒の 儀 則 

終 6 て [P1 寺 r 寂す、 昨に 寶时 十三 年 十一月 五日な 6、 壽 八十 

一、 法臘 六十 八、 著作 語 錄等 あり、 (默 山和尙 屯 譜) 

，ゲン ゴン ー兀嚴 ( . ) 〔眞言 宗〕 III 诚 醍醐 山 寂靜院 の 


ゲン'  元) サ — 、ン 


僧な 元巌 字を 遠 江阿闍 梨と S ふ、 元 海 1 都 入室の 高弟 
な 6、 得 一の 法を 受け、 寂靜院 に 住す、 ( 續傅燈 廣錄) 

ゲン ザ ー兀佐 (ニニ 五) 〔臨 濟宗〕 京都 粜福 寺の 禪僧江 $、 
元 佐 字は 巨 濟と云 S、 其 俗姓 生 國詳か ならず、 朴文璞 ( / <: 參 して 
法を 嗣 ぎ、 京 郡 東 福 寺に 主と な 6、 後三聖 寺 r 遷 る、 寂 年 及 
び 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

〔考〕 元 佐は 康正 年中の 人な り 

’タ ンサン ー兀二 一 C . ) 〔曹 洞宗〕 越 中德城 寺の 開山な 

ゥ、 元三 字は 普 門、 出 羽の 人、 大徹宗 令の 法を 嗣 く、 檀越 
等 越 中德城 寺を 築き、 迎 へて 師に 居らし む、 後、 總持 寺に 出 
世して 某 年 寂す、 - ffi: 壽缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

ゲン シ 元 志 (二 01 5 〔臨 濟宗〕 肥 後 成 道 寺の 禪僧な 6、 
元 志 字は 寰中 俗姓 小足 氏、 肥 後 合 志 郡の 人な 6、 早 年 正觀寺 
大方 恢の 下に 得度す、 尋て 京師 R 登 6、 建 仁 寺南禪 寺の 禪！ § R 
遊び、 正觀 寺に 歸6恢 の 法を 嗣 ぐ、 後 元に 航 し、 楚石琦 に參謁 
す、 珞寰中 歌を 作りて 與 J、 應 安の 初朿皈 す、 菊 池 持 朝 成 道 寺 
を 創立して 師を請 ず、 幾 $ なく 寂す、 壽八 十三、 遺偈 、日本 非， 一 
生 土 〖大唐 亦客鄕 ，虛空 兼， I 法界 -'* 平等 我家 常 (延寶 傳燈錄 、本朝 
高僧 傳、) 

fv ン 元 志 一一— ー ハ S 濟宗 3 伊豆 WI 澤 寺の 第三 代な 6、 
元 志 字は 星定 、尾 張 中島 ハ 人' 十九 歲 にして 出家し、 輝 東菴顧 
鑑 に 師事し、 - Jt (寂： 代 通應 ic 師事し、 遂に 其 法を 嗣 3 て 伊 S 龍 澤 
寺い 住す、 明治 十 S 年 六 >1 十二 U 寂す、 壽六 十六、 門下の 俗 
弟子 山阆鐵 舟大に 聞 ゆ、 

ゲンシ元志二 1? ;一12濟宗〕鍔倉 ^ 長寺>0:3な〇、 


書辭 名人 家佛 本日 


元 志 字は 願 翁、 陸 前 松 島の 人、 內海 氏の 子、 初め 郡の 海 無量 寺 
牧舟に 師事し、 稍 長 t て 鎌 倉に 至 6、 眞淨 苗を 問 訊し、 苗の 
指示 {C ょ 6 周 防の 常 榮寺諦 州 (/; 室 ic 投匕て 積年 參究 し、 遂に 
印： T を 受 く、 後 v 大智山 拙堂渤 の 法を 嗣ぎ 、同 山に 住す、 萬 
延 元年 建 長 寺に 住す、 慶應 三年 南禪 寺に 住す、 明治 四 年 寶壽院 
を 中興し 居る、 明治 五 年 五月 權少敎 正 r 輔せ られ 、六月 大敎 
正に 進む、 後 幾 もな く 寂す、 壽六 十一、 
f ンジヤ ク 元 寂  一一 j lx g 〔曹 洞宗〕 美 濃大禪 寺の 禪 僧な 
々、 元 寂 字は 默支、 岩 代 國會津 の 人な $、 俗姓は 源氏、 母は 
大 平氏、 十一 歲 にして 郡の 天 寧 寺 擧州和 尙を禮 して 出家す、 
往て尾 張國に 至ぅ、 一老 宿に 參 見す、 尋 S て 三 河の 長圓 寺 ic 至 
ぅ 月 舟 胡禪師 に參 見し 次に 美 濃の 金山に 上 r 牯心牛 禪師に 投 
して 隨 侍する 乙と 《し、 終 (/C 法 印を 受 く、 寬文七 年黃榮 山に 
至りて 木 菴禪師 に 謁す、 延寶 元年の 冬 結 制す、 大衆 千 人 r 滿 
つ、 三年の 春 加 賀の前 田 孝 貞師を 請て 廟院玉 龍 寺に 住せし 
む、 五 年の 春 退て 美 濃 R 還る、 笠神邨 JC 大禪 古寺を 重 興し t 
捿 止す 延寶八 年年 六月 二日 寂す、 壽 五十二 (日本 洞 上 聯燈 
.漆 ン 

、ゲン ジユ， 元壽 05i) 〔臨 濟宗〕 攝 津福嚴 寺の 禪僧な 

6、 元壽 字は 太虛 、俗姓 不詳、 早 年 佛燈國 帥德儉 (/<: 師事す、 

國師示 寂 ハ 後、 元 旨曇韶 等と 相携 へて 元に 航 し、 靈石 芝、 月 江 

印、 竺田心 等 r 參 謁す、 因'^' て佛 灯國伽 の 語錄 VJ-不 し、 諸 ;% 

師 ハ題蹂 を 請 ひ、 且上 天竺の 悟菴講 主に 謁し , T 國 師の銘 塔を 

請 a 、 並に 倚て 歸 る、 攝津 福巖 寺 (C 出世し、 晚卑鎌 倉 r 下 6 

菴居 す、 應安七 年淨智 寺に 請 せらる、 舂林 翁、 方 無 外、 並に 


義堂 信慫慂 する も 堅 拒して 就かず、 示 寂の 年時缺 く、 (延 寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅、}  -  : 

ゲン；' ンュ ー兀 1 f  一 =- 一 oi AS 〔新 義 眞言 宗〕 山城 智積院 の 第 四 
代 f、- 元壽 字は 長存 、俗姓は 野 口 氏、 下野 藥師寺 村の 人、 
天 正 三年に 生る、 甫 めて 十四 歲 州の 元 翁 阿 闇 梨に 役して 祝 髮 
し、 沙彌戒 を 受け 廣澤の 法 水に沐 し根來 山の 敎風を 汲む、 未 
六 進 具に 及は すして 遊 方して 關 東を 徧歷 し、 慶長八 年 大和 長 
谷 寺に 登ぅて 專譽 僧正 R 謁し 講席に 預 る、 又 京都 {C 入り 智積 
院玄宥 僧正の 門を 印き て蘊微 の 底を 究む、 玄宭の 寂 後祐甘 僧 
正に 侍す、 慶長 十七 年 春 結 城滿福 寺の 請を 受けて 席を 補し 講 
を 張る、 翌年 幕 命を 受けて 駿府に 赴き 家康に 謁す、. 時に 日 # 
僧 JH 及 ひ 算賀 あぅ 城 中に 法を 論す、 師も亦 之 R 與ぅ て聲名 
高し、 二師其 に 京 R 入 6 智積 院に掛 錫す、 元 和 元年 春奈 良 I/C 
注き て 唯識百 法、 因 明 論 等を 一乗 院の尊 政 大僧正に 受け、 賢 
首の 五 敎を淸 凉院の 卿 公己講 r 聞く、 元 和 五 年秀忠 師 ic r 城 
北の 大 報恩 寺を 賜 S て帟 錫の 地と なし、 命して 智積院 の次秫 
となす、 元 和 七 年 醍醐 寺に 登- v て 法務 大僧正 義演 R 就て 小 野 
の 法 流を 汲む、 寬永八 年 日 # 僧正の 智積院 を退隱 する 及 S、 
師 代りて 席に II' す、 太 上 法皇の 勅を 受けて 參內 して 講を 開く、 
賞して 僧正に 補 せらる'  寬永 十五 年 詔を 奉して 秘識義 章一卷 
を 撰す、 慶安 元年 閏 正月 十三 日 寂す、 壽七 十四、 臘六 十一、 泉 涌 
寺に 葬る、 (結 網 集、 續 日本 高僧 傳) 

ゲン シュン 元 春 ゥン ショ-運 敝匕 見ょ、 

ゲン シヨ！ 元 勝 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

6、 元 勝 字は少 納 言と S ふ、 京都の 人、 兵 都 丞公 基の 子、 


ゲン， 7CI ) ジ  ゲン 0 K/、f ン 


ゲン 0 兀) シ — X 


ゲンへ 元) シ 


尙 書侍郎 公 經の四 世の 孫な 6、 能く 眞 草 ^ 書し、 常に 得 筆生 
の 名を 以て 醍醐 山に あ 6、 ( 續 傳燈呀 錄) 

ゲン シヨ ー 元 性  ノノ-ショ-空 性を ^ ょ、 

ゲン シヨ ー 元昭 51 11 〔黃檗 宗〕 京都 m 山 幻 幻 菴の禪 
僧な 6、 元昭 字は 月 海、 別號 は賣茶 翁、 肥 前 蓮 池の 人、 芝 
山 某の 子な-^、 十二 歳龍津 寺 化霖に 謁して 得度す、 稍 長して 
化霖苁 隨行 し、 黃檗 山に 登 6、 獨湛瑩 に 謁し、 一偈を 得て 亢 
亢參究 す、 二 十二 歲痢 病に 罹 6、 未た 全癒せ 3 る 毛、 出 遊の 志 
禁 しかたく、 腰 包 頂 笠して 奥州に 至 $、 萬 壽寺月 耕に 謁し、 益 
々參究 し、 尋 きて 湛堂 律師 R 依ぅて 戒律を 學習 す、 一 蒔筑の 
雷 山 r 棲 住し、 数 屑を 喫し、 溪 水を 飲み、 一 夏を 送る、 其 後 
龍津寺 化霖の 下に 留 6、 寺務を 監する 乙と 十四 年な 6、 化霖 
示 寂の 後、 法 弟 大潮を 擧けて 補 席を なし、 遂に 去 6 て 京都 R 
遊 a 、 朿 山に 通仙亭 を營み 、茶 ^ 煎して 賣る 、自ら 謂 ふ 僧伽 
の 德を张 跨し、 人の 信 施を 勞す るは 我れ 自ら 善くす る 所 r あ 
ら す、 と、 大佛燕 子の 池、 東 福 紅葉の 溪 、隨 時に 茶店を 鋪く 、賣 
茶 翁の 名 喧しく 傳 はる、 一時の 名 荊 鈕儒相 競 a て 風 一 父を 通す、 

肥 後 s 國法に 僧侶 7^2 6 とも 國境を 出 づる ものは 十 年 すれは 歸 

$、 改めて 藩 許を 請は S るを 得す、 元昭其 煩を 患 S、 七十 歲の 

時國に 歸 6、 肥 後人の 官 遊して 京都に 滯留 せる ものに 從屬す 

となし、 十 年の 期限を 免れん 乙と を 請 a て 藩 許を 得、 乃ち 目 ら 

高 遊 外と 號し 、飄然と して 去 $、 京都に 上 6、 舊の 如く 茶を 煎 

して 賣る 、晚年 岡 崎 i'. 棲 居し" 一日 茶 具を収 6 て燒 く、 其 語 r 

日く、 「我從 / 來孤 貧 M 地 無 錐、 汝 佐， 1® 昔 曹 一 有 k 年、 或 伴，， 或 春 山 

秋水 〖或鬻 ，i 松 下 竹 陰：以 k 故 飯錢無 k 缺 、保 得 八十 餘歲 、今 已老 


邁無 ，力 =于 用，， 汝 、北 斗藏 k 身將 ，終，， 天 年 〖却 後 或 辱 世俗 之 手 於 
汝-恐 有， 1 遺恨 -- > 是以賞 ， 汝以 i 火 聚 三' 味， 直下 =向火 熵裡 〔轉身 去 
轉一 句且如 何、 頁久 云、 刼火 洞然 毫末 盡 、青山 依， 舊 白雲 中と 爾 
來門を 杜ち容 を 謝す、 寶曆 十三 年 七月 十六 日蓮 花王 院の南 幻 
幻菴に 寂す、 壽八 十九 箸 作詩 偈一卷 あ 6 刊行す、 相國寺 大典 
禪師其 高風を 喜び 傅を 撰す、 (續 日本 高僧 傅、 蓊葭 堂雜錄 、良 
山 堂 茶話" 小雲捿 稿) 

ゲン シヨ— 元昭 ド— ネブ 道稔を 見ょ' 

f ンジヨ I 元 丈 ~1: 剛 ?:8 〔臨 濟宗 3 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧な 
$、 元丈號 は湛 堂、 肥 前 佐留志 郡の 人な 6、 郡の 圓通寺 m 
山を 禮して 得度す、 二十 歲建畏 寺 通 支 禪 師の宗 風を 慕 a て 問 
訊し、 參究功 あぅ、 其 法を 嗣 ぎ、 同 寺に 住持と なる、 文化 三年 五 
月 二十日 寂す、 壽六 十七、 芝 擱集 一卷ぁ -CN、 (近世 禪林僧 寶傳) 

ゲン シ 3 ク ー 兀 {是 (二 四 六 一) 〔臨 濟宗〕 阿波 興 源 寺の 禪僧 
なり、 元 宴 字は 玉碉 、京都の 人な り、 ••?• 年 出家し、 十六 歳 
岡 公 翼に 詩を 問 a 徬梅莊 大典 禪師 肊學び 、詩文を 以て 聲譽あ 
6.、 廿歲 始めて 其 末技を 悔 a 、 發 憤して 禪 行を 修 す、 初め 備 
中の 大雲禪 Gill 美 濃の 隱 山、 大 元、 棠林 等に 事 ふ、 已 にして 阿 
波 興 源 寺 r 住す、 寂 年 缺 ぐ、 (近世 禪林僧 寶傳) 

〔考〕 元 宴は 享和 頃の 人な 6 

、ゲン XI 元 51 商； 5: 二 •一 .一一 〔黄 粲宗〕 宇治 萬 福 寺 十九 代な々、 
元嵩竽 は 仙 岩、 近 江 五ヶ 莊の 人、 塚 本 氏な 〇、 出家して 梅嶺 
雪の 法を 嗣く 、寶 _ 十 三年 三月 廿 七日 黃檗山 主の 命を 受け、 未 
六進山式を行はす、同年八月廿八日江戶，乂寂す、壽缺く、(禪 
宗 史料) 


(七 一三） 


書辭 名人 家佛 本日 


•ゲン ズィ 元瑞ゲ ブズ ィ玄瑞 -V 見ょ、 

f ンセ ー 元 晴 ( . 〕〔戒 律宗〕 大和戒 r 院の律 僧な ぅ、 

元晴 字は 隨道 、大和の 人、 十二 歲出 家して、 戒檀 院圓照 に師 
事し、 律密を 傳ふ 、殊に 聲明に 長ず、 寂 年缺く (本朝 高僧 傳) 
、ゲン セィ 元 政  一ー チ セ I 日 政を 昆 ょ、 

セン セツ 元 拙  一 jin 一 〔黄 柴宗〕 宇治 萬 福 寺 十六 代な 6、 
元 拙 字は 百痴 、陸 奧仙臺 の 人、 俗姓 佐々 木 氏、 ffi 家して 黃滎 
禪に皈 し" 大仙覺 の 法を 嗣く 、寬延 元年 十一月 黃檗山 主に 進み 
一 住 六 年な ぅ、 寶曆 三年 六月 六日 寂す、 壽七十 一 ( 禪宗 史料) 
ゲン セン 元 選, 一一 g gs 〔臨 濟宗 S JX 方廣 寺の 開山な り、 
元 選 字は 無 文と s a 、 後醍醐 天皇の 皇子な 6、 母は 其 氏、 初 
め懷 妊の 時宮を 出て、 元 亨三年 梅津の 私 第に 師を 生み 第五 橋 
の邊に 棄つ 、一士 人 あり 嗣子な きを 患 ひ 常に 淸水 寺の 觀 音大 
士に禱 り、 師を昆 て 喜 a 抱て 家に 歸る 、七 歲にて 乳母を 喪 a 
悲戀の 極 遂に 出家の 志を 生し、 八歲 にして 山寺に 入 6 て 內外 
の 書を 請み、 十八 歲父 母に 強請して 建 仁 寺に 至り 第 十八 世 明 
窓鑑の 塔を 禮し て大 僧と なる、 會 中の 儕輩 數百 人師の 右に 出 
づる も のな し、 時に 可翁然 、雪材 梅 相次て 住持す、 師二老 に 

親炙して 禪奧 に 達す、 康永二 年 元に 出航の 途次、 筑紫聖 福 寺 

を 過き て 無 隱晦に 謁し、 後辭 して 海に 浮び 溫 州の 境界に 著 

き、 諸 州を 歷遊 して 智識の 門を 叩く、 元の 至 正 三年 金 陵の 龍 

翔 寺に 至 6 笑 隱餅に 參 し、 同 七 年 建 寧 府大覺 寺に 至 6 古梅 友 

禪師に 參して 問答 數十 返、 掛塔を 許され 左右に 侍する 乙と A 

し、 遂に 密契 V」 得、 法語幷 に 大戒を 授けら る、 又 仰山に 至^' て 

子 有 有に 謁して 侍 司に 居り、 尋きて 天 寧 寺 楚石珣 、本 覺寺了 


ゲン (.元) スーセ 


菴欲に 見ぇ、 北 地に 至 6 德 山の 塔を 拜し 寓居 三年、 石 霜ょり 
廬山に 陟る 、廬山 開 先 寺を 過く る 詩 あ 〇 日く、 , 參寒喬 木 藏- -樓 
閣； 烟霧忽 開，， 山 色 1 淸 、瀑 落-- 高 巖- 翻-- 雪浪 -■» 風 生-- 遠 嶽- 起-- 松 
聲 5間瘐鶴驚--僧定？霜外啼猿動--客情一此去再來知幾日、題-- 
詩靑 竹， 獨 空行、」 と隱 者を 訪ひて 詩 あ 6 日く、 「秋風 杖 錫詡々 
至、 瀟灑 幽居 過客 稀、 深 荖艸荒 疎 雨 冷、 孤 材 日落亂 雲 肱， 一 
雙 鬢髮帶 J 相 老 、萬 里 鄕關入 k 夢 歸 、我 亦 平生 丘壑 志， 殊來 --此 
地， 扣， 1 巖 扉：」 と、 又 伏 龍 山に 千 巖長和 尙を訪 a 、 寵 翔 寺に 笑 
隱訢 {L 謁す、 元の 至 正 十年義 南菩 rll 碧 巖激 首座と 船を 共に し 
て 博 多に 着す、 實に 本朝の 觀應 元年な り、 翌歲 京都に 入り、 
其 冬 相模に 下りて 中 ® 月と 古 先 元を 訪 ひ、 再び 京都に 阪 6 居 
を 城西薛 倉に 卜し 名け て 歸 休と S ふ、 故舊 道友師 を 起して 名 
刹に 住せし めんと すれと^* 起 y2 ず、 巷 居す る 乙と 數年 、後 美 
濃武 儀に 菴 居し 詩 あ 6 日く、 「邪 師說 法數如 k 麻、 般若 靈极正 
敗 芽、 祖道 安危 非-- 我事 ハ 柴門 深掩送 -- 生涯、 と 一年に して 再び 
京都の 西 山に 歸 h 詩 あ 6 日く、 「杖 錫飄 々歸 =舊 山 - > 松 杉 寂々 
避， 塵寰 — ■» 滿庭黃 葉 無-- 人 拂ハ唯 有-- 閒雲自 往還 ご 又 美 濃に 至り 
後參河 廣澤に 移る、 時に 遠 江 奧 山の 是榮 居士 師に參 し 師を招 
くに 所 居の 地を 以てす 至德 元年 師錫 を 杖て 奥山に 至り 其 地の 
幽靜を 愛し 茅を 結 a て 居る、 後 寺と なぅ 深奥 山方廣 寺と い 
ふ、 77 〈美 濃 椿 洞に 往き瑞 椿 山了義 寺を 開く、 師性慈 仁に して 
或は 疥癩 の / 2 めに 沐浴 鬚 髮し 、或は 衣盂を 捨て、 僧に 施す、 
台密 性 相の 徒來 りて 問 難す る 名の あれば 宗旨 不傳の 妙を 以て 
答へ 問 者 眼膺 して 去る、 前後 三十 年 論 導 ' v 以て 務 となし、 遠 
近 皆 其德に 歸 す、 晚年奧 山に 歸 6、 明德 元年 閏三月 二十 二日 


ゲン (元.) セ 


書辭 名人 家佛本  日 


八 -H) 


_ _ ゲン ニ 兀' 'セ {ゾ  _ 

俄に 病 ic 罹 6、 門下を 誡め 偈を說 きて 日く、 生 平顚倒 、今日 
郞當 、末 後一 句、 雪上 ; J11 霜、 と復 た 日く、 生 如-- 出』 雲 ハ 死 似-- 
行 レ 空 月 二 念認 -- 性 相 —'* 萬 刼 繫驢橛 、と 正 念に して 寂す、 壽六 
十八、 臘 五十一" 門人 遺骸を 荼昆 して 塔を 本山の 两隅に 建て 
嘿 靈と號 す、 (續群 二三 八、 本朝 高僧 傅、 延寶傳 燈錄) 

〔考〕 元 選 禪師 の行狀 は延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅、 幷に 收錄 
し、 南方紀 傳 にも 散見す、 然るに 往々 誤謬を 傳ふ 、今は 主と 
し て 續群 書類 從に收 むる と 乙ろ の 別傳に 依る、 

、fv セン 76 善  ii li SA  〔黃 檗宗〕 山城 佛國 寺の 僧な 6、 
元 善 字は 仁峯フ 俗姓は 松 田 氏、 鎭守府 終 軍 秀鄕の 裔 なり、 師 
夙に 道心 あ $、 出家せ むと する も 父母 許さす、 二十 五歲 にし 
て 遂に 志を 達す、 京都 北 野の 草菴 に 閑居し、 念佛を 事と す、 
三十 三 歳の 時、 黃檗？ 高 泉激 に 謁して 禪を傳 へ、 櫂て られて 
侍者と なる、 幾 もな く 天 眞院に 住す、 後伏見 佛國 寺 r 移り 衆 
を 領す る Z1 と 三年な り、 六十 八歲の 時佛國 寺の 法 席を 退き、 
獅子 ^ 谷 如意 寺に 隱捿 し、 禪餘 大黒天を 晝 きて 世人に 施す、 通 

計 一 萬餘 幅な り、 不退 和尙に 謁して 淨土 の宗要 を 聞き、 日課 

佛名三 万 返な 6、 亨保 十五 年 十一月 微恙 にか、 る、 十八 H 弟 

子 梅 文に 終期を 吿け 、二十日 夜 初更 合掌して 寂す、 壽七 十三 

臘四 十九な 6、 ( 續 日本 高僧 傳) 

ゲン y — 元聰； i-: 四 一 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧 なり、 

元 聰號は 通玄、 豐後竹 田の 人な う、 七歲 郡の 松萤寺 に投 ヒ、 稍 

長し で 出 遊し、 武藏に 入り、 芝大智 寺 r 掛搭 し、 海門 東 1/ 參 

し、 寶曆 中大智 寺に 師跡 を繼 ぎ、 尋て建 長 寺 r 住す、 天明 元 

年 三月 二日 寂す， (近世 禪林僧 寶傳、 ) 


チン( 元〕 ソ 

。ゲン y i 一  元聰 尼 ii l is 8樂 宗〕 武藏落 合 泰雲寺 
の 二 代な り、 元聰 字は 了然 、號は 大体、 初め 名は ふ 3、( 一 
r 茂 登) 武 田 信玄の 玄孫な り、 信玄の 子 義久駿 河の 富士 祠大宮 
司 葛 山 某の 義子と なり' 葛 山 十 郞と稱 す、 義久久 敬 t 生み、 久 
敬 爲久を 生む、 爲久 京都 泉 涌 寺の 前に 閑居して 茶 事を 嗜み、 
能く 古書 書を を鑒定 す、 一女を 生 li* 即ち ふ S な' ふ S 長し 
て 東 福 門院に 仕へ、 やどりき と稱 す、 門院 薨して 後、 家に 皈 る、 
詩歌を 好み、 頗る 禪味を 知る、 或 人婚嫁 せん 乙と を勸 む、 ふ 
3 誓うて 日 ふ、 我婚 嫁して 三 子を 生ま ば、 暇を 與 へよ、 と、 
乃ち 松 田 晚翠の 妻と なり、 二十 四五歲 r 至 6 て 男女 三人を 生 
み、 夫の 爲 めに 妾を 買うて 出家し、 髮を 剃うて 尼と な $、 始 
めて 了 然と 稱 す、 後江 戶に 下り、 牛 島の 弘福 寺に 至 6、 銕牛 
性機禪 師 (/'C 謁を乞 ふ、 禪師尙 ほ 容色の 美麗なる を 見て、 魔な 
6 と 云 CA 、 寺 R 入る を 許 3 す、 尼 去りて 駒 込 ic 至 6、 白 翁 道 
鉢禪師 (一に 白鷗) を 訪 ふ、 禪師亦 入る を 許さず、 尼 去 6 て 民 
舍に 入り、 鐵を燒 きて 自ら 我 面に 當て 、眉 額を 焦爛 す、 乃ち 
鏡の 裏に 書して 日 ふ、 「昔 遊 U 宮 裡-燒 -- 蘭麝 ― > 今 入-- 禪 林一燎 --面 
皮 — •» 四 序 流行 亦 如ぃ此 、不レ 知 誰 是箇中 移、」 「S ける よに すて、 
/2 くみやうからましつひのたき、とおもは 3 6せば」と、再 
a 白 翁 道 ! 1 禪帥 を訪 ふ、 禪師大 に感 し、 寮 中に 居る Z. とを 許可 
せり、 日夜 參究 して c 翁 禪帥 の 法を 繼 く、 鎌 倉に 居を 搆 へんと 
して 發す るに 臨み、 會 々戶 田茂睡 來 6 訪 うて 歌 あり、 日 ふ~ み 
づく 3 のきよ き 乙、 る のこと しげき さとを ばよ をに すま a も 
とめて L と 尼 答へ て 日 ふ 「みな s との 3 らぬ わかれの をれ なら 
であ 6 てうら むる よを を うらむ る」、 と、 茂睡に 一 軸を 授 く、 


(九一 三） 


書辭 名人 家佛 本日 


をの 詠す ると 乙ろ の 歌、 寄 露 釋敎に 日 ふ 「きぇぬ ともみれ はま 
た あく 露 (C 知れ S ためな きょの もろ <の 影」、 と、 後 武藏の 
落 合 村に 泰雲 寺を 創立し、 白 翁 1: 請ぅて 開山と なし、 自ら 二 代 
となる、 後 別に 連 乘院を 創立す、 正德 元年 九月 十八 日 r 寂す、 
壽 六 十六な 6、 絕 命の 詩 あ 6、 日 ふ、 六十 六 年 秋己久 、漂然 
月色问/人明、莫し言那裏エ夫事、耳熟松杉風外聲、(近世叢語、 
安西 筆談、 江 戶黃檗 名刹 記、 善女 人 傅) 

、ケン タン 元翦； 一〇 ^i s 濟宗〕 相模建 長 寺の 禪僧な 6、 
元聃 字は 老仙 、養 直に 師事して 法を 嗣ぎ 、長樂 寺に 出世し、 
後 建 長 寺に 主と なる、 晚年正 法菴 {C 退 休し、 應永六 年 二月 九 
日 寂す、 壽 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 

、ゲンチン ー 兀棒 ゲン ョ—元 養を 見ょ、 

.、ケント ー 元 統( . ) 〔曹 洞宗〕 甲斐 法 泉 寺の 禪僧な 

6、 元統字 は 心 巖 、牛' 國 俗姓 未詳、 法 泉 寺圓應 正瑩に 從 a 
て 周遊し、 心 要を 悟る、 後 法 泉 寺の 住持と なる、 寂 年 世壽欠 
く、 法 嗣淸峯 慶梵の 一人 あり、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ゲント！ 一兀 東 -: Eg : —: *.: 〔臨 濟宗〕 武 藏長德 寺の 禪 僧な 6、 
元 m 號は 海門、 武藏塚 原の 人、 平 田 氏、 始め 郡の 長德 寺大岑 

禪師に 師事し、 後、 西遊して 日向 古 月和尙 に 謁す、 數 年參究 

して 東歸 し、 建 長 寺長德 寺に 歷 住す、 寶曆九 年 六月 八日 寂す、 

壽缺 く、 語 錄二卷 あ 6、 ( 近世 禪林僧 寶傳) 

ゲント ー 元 棟 一 si gi 〔黃檗 宗〕 山城 萬 福 寺の 十四 代な 

i  元 棟 字は 龍統、 攝津： K 坂の 人、 俗姓 志 方 氏、 出} T して 

黃 檗宗慧 極道 明 禪師に 師事し、 其 法を 嗣 き、 長 崎 東 光寺に 住 

し、 道 # 高し、 元 文 四 年 萬 福 寺 十三 世 竺菴卯 幕府の 命に よ 


f ン (元) 夕ート 


$ て退隱 する に 際し、 嶺 中雪巢 、泰州 百 拙、 實門翠 峯相謀 6 
て共に一山 5- 監す、同五年四3幕府の特命にょり、出て、十 
四 代の 法席ヶ 繼く 、時に 七十 八歲な り、 國人に して 黃檗 山の 
法 席に 上る もの師 を 以て 始めと す、 師爾 來專ら 一山の 興隆 2: 
謀， 0、 幕府 金帛 V 寄附し 其 志を 助く、 職に 在る さ 五 年な^'、 
延享 三年 九月 十六 日 寂す、 壽八 十四、 (黄 檗譜 略) 

ゲン ニ？ 一  元 如 尼 (二：三 八 八) 〔黃 檗宗〕 肥 前 壽恩院 の 
尼な 6、 元 如 字は S 眞 、小字 竹と 云 ふ、 肥 前 蓮 池 鍋 島 之 治 
の庶 女な 6、 延寶八 年 六月 七日に 生る、 之 治の 妻多久 撫育して 
已の 子と なす、 稍 長して 才色 共に 秀づ 、五 歲師 に從ひ 、書を 
學 ふ、 七葳 にして 黃檗宗 の 化 霖禪師 に 謁し、 九歲 に して 繭 風 
二 首を 詠し、 世相の 變遷 を感發 し、 禪師に 示し、 且つ 敎を請 
ふ、 十一 歳に して 父を 喪す、 妻爹久 髪を 剃ぅ、 壽恩院 法 英と 
號 す、 尼 孝 事し、 傍ら 和漢の 學を究 む、 十九 歲化霖 禪師に 就 
い て 碧巖巢 を受 く、 後、 戒律の 章疏 を 得て 精 請し、 且つ 淨寫 
する もの 數百卷 に 及 ふ、 元祿 十四 年 二月 七日 二十 二歲 自ら 刀 
を 操 6 て 髮を斷 ち、 自誓 法に 依ぅて 八關齊 を受 く、 七月 十日 德 
善 寺 某 和 尙を禮 して 沙彌 尼戒を 受け、 翌年 四月 甘 三 B 二十 四 
歲密 敎師 某を 禮して 瑜伽 法を 受け、 自 誓して 具足 戒を受 く、 
其 之が 證明 をな す、 爾後 戒律の 弘 通を 以て 任と なす、 四 律 五 
論を 研究す、 直 鳥 村に 壽恩院 を 開き、 遺敎 、阿 彌陀 、法 華 等 
の諸經 、並に 諸 論 章疏を 講演し、 諸 遺 俗を 勸詭 す、 適々 病 (C 
權 る も女醫 なきを 以て 診察を 受けず、 後、 疑問 八條を 設け 
諸 大德 {C 質す、 一時？ 諸大 德答决 を與 ふ、 尼專ら 比丘尼の 戒 
律の 興隆を 謀る、 黃檗宗 の 大潮を 問 ひ 其 指示に より 京師の 靈 


デン (元) 二 


睿辭 名人 家佛本 


日 


(〇 二三） 


H ノン 0 兀) ハ— マ  タン C 元す 


潭 律師 R 謁せん とし、 享保 十二 年 普 俊 尼を 携へて 海路 大坂 R 
入り 京師に 上る、 普 俊 尼は 前の 侍女な 6、 靈潭 律師 R 謁し、 
具に 志 を 陳し敎 を 請 ふ、 律師 其 至誠に 感 し、 比觀 山の 靈空 律師 
に 紹介す、 然れ とも 空 律師 老衰を 以て 其師 た るふを 辭す 、因 
て 再 S 靈潭 律師 !/？: 謁し、 遂に 其 門に 入 6、 戒律の 章疏を 聞く、 
一夏に六十餘卷を徹す、後に淨土敎を聞き、正修正行す、靈潭 
律 帥 尼 法要 决一卷 を 撰して 附與 し、 靈空 律師 法語 一篇を 著は 
して 附與 す、 同钽國 K 皈 6、 翌十 三年 四月 八日 念佛 修行し、 
第 七日 ([C 至 6 靈相を 感ず、 六月 二十 六日 法に 依り 自受羯 磨を 
了る、 靈潭 律師 遙に 聞て 大に賀 し、 隨喜證 明 書 一篇を 貽る 、後 
京師に 上 6、 光 攝菴を 營み隱 棲す、 道俗 男女 相 競ぅて 法 化を 仰 
く、 寬保二 年 正月 大潮 元皓 禪師特 K 大尼鉢 眞大姉 傳一篇 を 撰 
し 尼の 行 業を 詳に し、 大 に讃揚 す、 尼の 示 寂 年月日 未た 詳かな 
らす 、(魯 寮 文集) 

ゲン ハク 元 伯 (一一 一一 m) 〔臨 濟宗〕 京都 鈔心 寺の 禪僧な 
6、 元 伯 字は 岐秀 、大宗 玄弘に 參す るて と 多年、 遂に 其證 
を 得、 文祿 三年 秋 尾 張瑞泉 寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 

灯錄) 

，ゲン ハク 元璞  Hn- 慧珙を 見ょ、 

ゲン ホ 1 元方 (H ハ 1IS  〔眞言 宗〕 山城 醍闘山 延命 院の 

開山な り、 元方 俗姓は 藤 原 氏 出家して 聖寶の 法を 嗣き新 正 

行院を 建て、 開山と なる、 其 年 寂す、 筏寬和 元年 元杲 2 請に 

ょ 6、 大 僧都を 賜 ふ、 (續 傅燈 廣錄) 

ゲン マ 元 磨 jj 则 ^ 〔臨 S S 京都 鈔心 寺の 禪 僧な う、 

元 磨 字は 羅 山" 遠 江の 人、 太 元、 儀 山に 歷事 し、 次 r 蘇 {C 事へ 


て 印 可を 受く  •安政 ー ハ 年 刺を 蒙 6て妙心寺に.登り、慶應三年 
二月 十六 日 寂す、 壽 五十 三、 )] 1 四十 一、 勅 11 大綱 JH 宗禪師 と 
いふ、 

ゲン ミヨ！ 元 明 ii 一 S 〔黄 檗宗〕 宇治 萬 福 寺 十七 代な 
i  元 明 字は 祖眼 俗姓 糟谷氏 三 河 八 草 村の 人な り、 出家し 
て 黃檗禪 に 飯し、 雲 岩巍の 法を 嗣 く、 寶曆 H 年 九月 黃檗山 主 
に 進み、 一 住 四 年な り、 寶曆七 年 正月 廿七日 寂す、 壽八 十五 

(禪宗 史料) 

ゲン 乏ヨ ー ー兀明 ( . .) 〔曹 洞宗〕 大隅園 林 寺の 開山 

f、  元 明 字は 了巖 、山城の 人な 6、 少に して 永 澤寺通 幻に 
役して 薤髮 し、 次で 興 禪寺不 見 禪師に 師事して 印 可を 蒙り、 興 
禪寺 R 主と なり、 後ち 大 隅に 赴き、 園 林 寺を 創立し、 專ら道 
化に a . め、 道俗の 皈向 多し、 某 年 寂す、 世 壽 欠く、 (日本 洞 上 
聯 灯錄) 

、ケン ミヨー 元 明 ( . ) 〔淨十 ' 宗〕 伊勢 正 端 寺の. 僧な 

-〇、 元 明 字は 悟 心、 號は懶 安 •又は 逍遙と 云 ふ、 伊勢 1F. 端 
寺 {C 住し、 後洛粜 一雨 菴に移 居す" 書を 能くし、 詩文 k 巧み 
なり、 (鑒定 使 覽： 一 

fM 3 l 元 苗 二 §1 一一 一 〔臨 濟§ 鎌 倉 建 長 寺の 禪 僧な 
6、 元 苗字は 眞淨 、紀 伊田 邊 S 人、 細 野 氏の 子、 十一 歲郡 
の 興禪寺 快應に 師事し、 後、 蘭 山、 湛堂 、等に 歷 事し、 終に 
湛堂 Q 印： F を 受 く、 初め 大智 寺に 住持と な 6、 文政 七 年 建 
長 寺の 請に ょ 6 同 寺 (C 住持と なる、 同 十 年 開山 五 百 五十 年忌 
を修 す、 大衆 八 百 人 R 餘 る、 同 十二 年 東 福 寺 開山 五 百 五十 年 
忌の 際、 强請 にょ $ 、西上 して 大衆 r 接す、 大衆 三千 人に 餘 


(一二三） 


書辭 名人 家佛 本日 


る、 天 保 三年 宣 命 R よ 6、 南禪 寺の 住持と なる、 同 十二 年 七 
月廿 五日 半 山亭に 寂す、 壽 七十、 曇 華 集 二 卷寫傳 す、 盖 し、 
足 利 幕府の 末よ 6 三百 年の 間 南 禪寺宣 命の 例廢絕 せらる" 眞 
淨苗 禪師に 至うて 再興 あり、 乃ち 稱して 賜 紫の 中興と 云 ふ、 
(近世 禪林僧 寶傳) 

バノ ン 3 一 兀寒ロ  ホ*- ド*.. 法 道 ^ 見よ、 

チン ョ 1 元 養 jjl s s 檗宗〕 山城 法藏 寺の 開山な-、 
元 養 字は 百 拙、 號は釣 雪、 一に 元 椿、 葦 菴と云 ふ、 京都の 人 
な 6、 初め 黃檗宗 r 入 6 て 僧と な 近 衞家熙 の皈 依を 得、 
其盡 力に よ 6 洛西泉 谷に 海 雲 山法藏 寺を 開く* 詩歌 茶 事に 通 
し、 最も 書を 善くし、 多く 蘭を 書く、 寛 延二年 一， 一月 三日 寂す、 
壽八 十三、 (扶桑 書人傳 、鑒定 便覧) 

ゲン レ ー 元禮 (二 〇八 五) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
6、 元禮 字は 履 中、 東 福 寺南嶺 越に 參して 大事 因緣を 究め、 
南北の 講 筵に 周遊し、 道 # 高し、 天 龍 寺に あうて 金剛 經を講 
し、 輦 下の 老宿其 席に 列す， 一日 諸師 と共に 將軍義 持の 邸に 
至りて 法を 論ず、 諸 寺を 歷遷 して 南禪 寺に 昇る、 寂 後 淸泰院 
tr 塔す、 其 年 時及壽 欠く， (本朝 高僧 傳) 

ゲン レキ 元歷ジ ョ丨レ  キ淨歷 を 見よ、 

ゲン ロ 元廬 ii ^ 〔臨 濟宗〕 駿河松 蔭 寺の 第一 一代な 6、 

元廬 初の 名は 慧牧 、字は 遂翁 、下野の 人な う、 三十 餘歲に し 

て 白隱鶴 禪師に 謁し、 師事す る こと 二十 年、 東 嶺大休 等と 共 

に 知らる、 後、 東 嶺の勸 めに よ 6 松 蔭 寺の 師跡を 繼 ぐ、 然れ 

ど％法門を問ふ者ぁれば東嶺の下に送6"參叩せしむ、寬政 
元年 六月 病 y 罹り、 十二月 寂す、 壽七 十三 遺偈肊 日く" 欺滿 


ゲン (元) m— 口 


佛祖 、七十 三歲 、末 後一 句、 什 麽什麽 、謚 して 宏慧妙 顯禪師 
と 云 ふ 元廬 天性 磊落 簡傲に して 坐 禪看經 を 事と せず、 詩 酒 碁 
書を 愛玩し、 自ら 醉 翁と 稱 し、 後、 人の 勸め R ょ 6 遂 翁と改 
む、 池 大雅 等と 交を 結び、 優 遊を なした- o、c 近世 禪林僧 寶傳、 
正 法 山 宗派 圖) 

ダン ィ源 音〗 ( . 〕 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 

う、 源 意號は 蓮 性 山城の 人 戒壇 院圓 照の 弟子と な 6、 戒律を 
傳ふ寂 年 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

ゲン ウン 源 運 1 SJ C- 〔眞言 宗〕 金剛 王院 の 第二 代な う、 
源 運 字は 攝津 僧都と $び、 京都 の 人、 淡 路守辅 明の 子な々、 
初め 後白河 天皇に 近侍せ しか、 出家して 旦夕 孜々 修學 して 懈 
ら す、 早く 悉 地を 得 穴6、 治 承 四 年 八月 十八 日 寂す、 壽 六十 
九、 付 法の 弟子、 賢 朝、 雅 西、 什 海、 隆元 、觀濟 、定賀 、金 
海、 仁寶 、覺濟 、舜 賢、 乘 源、 元 勝、 實果 、全覺 、守 覺 、杲 海、 
覺 敬、 行 運* 源 政、 嚴實等 三十 六 人 あ 6、 ( 續傳燈 廣錄) 

ゲン エ 源惠 (一九 五一 一) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な う、 
源 惪は 大納言 藤 原 賴經の 子、 正 應五年 天台 座主に 任す、 其 寂 
年缺 く、 (天台 座主 記) 

f ン H1 源榮二 •；； 七 A: 〔淨 土宗〕 相 模大長 寺 第一 一代な う、 
源 榮は星 蓮社曉 譽と號 し、 其 俗姓 生國其 に詳 かならず、 觀智國 
師に 師事して 宗乘の 奥義を 究め、 江 芦 淺草 正覺寺 中興と なる、 
後、 相 模岩瀨 の 大長 寺 ic 移 6、 同 寺 第二 代の 主と な 6、 州の 
玉繩貞 崇 寺、 座 間宗仲 寺を 開く， 後、 三 河 大樹 寺に 主と な 6 
て 大に法 化を 揚 く、 元 和 四 年 十一月 十日 同 寺に 寂す、 壽 欠く、 
(淨 土總 系譜) 


ゲン (源) V—X 


書辭 名人 家佛本  日 


(ニニ 三） 


ゲン (源) 工—# 

ゲン エン 源延 (一八 八 一) 〔天台宗〕 相 模西明 寺 開山な 6、 
源 延字 は淨 蓮と 云 ふ 伊豆 走 湯の 人な う、 夙 R 京都に 至う、 比 
叙 山に 登うて 澄憲に 從 S、 顯密 二敎の 蘊奥を 究む 、相 摸の 松 
田に 至 6 て 西 明 寺を 靱し專 ら念佛 を 誦する 乙と 一日 三 万遍な 
う、 信 濃の 善 光寺 R 參詣 し行ノ 法 化を 施す、 承久 三年 春 師駿河 
智滿 寺に あ- CN て、 曼陀羅 供を 修する 大阿闍 梨と な 6 靈吿 にょ 
6 再 a 善 光寺 R 到うて 寶殿 R 入うて 親しく 本尊の 靈 相を 拜膽 
して 自ら 阖寫 し、 佛エ越 前の 法 橋海繩 をして 乙れ を 鑄 造せ し 
む、 後、 師が 終る ところを 詳に せす、 C 本朝 高僧 傅， 淨土傳 灯 
錄) 

〔考〕 淨土傳 灯錄に は 相 摸 走 水の 人と あう 

ゲ ン オ1  私 羽 シブ ショ- 心 昭を 見ょ、 

ケン ガ 源 可 ( . ) 〔淨 土宗 D 相模 光明寺の 僧な り、 

源 可は 定 蓮社然 譽と號 す、 其 俗姓 生國詳 かなら す、 觀春 上人 
r 師事して 法を 嗣ぎ 、相模 光明寺に 主と なる、 寂年壽 欠く、 
(淨 土總 系譜) 

ゲン ガ源雅 ニー ーー！ 11 一一 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 百 A 十六 代の 長 

者な う、 源雅は 水 本 大僧正と い ふ、 中山尙 書郞宣 親の 子、 賢 

深 大僧正の 室に 入うて 出家し、 賢 深の 寂 後 澄慧に 就きて 法を 

嗣 き、 幸 心 院 (/> 十四 代に 居る、 詔して 東 寺 百 八十 六 代 長者 法 

務 大僧正 r 補し、 護持 僧と なる、 永 祿五年 十月 八日 寂す、 壽 

七十 二、 (續 傳燈 廣錄) 

ケン ガィ 源 海 2 四 五 九} 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 

う、 源 海は 出家して 華嚴敎 を學び 、延曆 十八 年 東大寺 別當 

に 任ず、 寂 年、 及壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 


_ j タン c 源： ーガ —ク _ _ _ 


ケン ガイ 源 海 j M A-- 〔眞宗 一山 城佛 光寺の 第三 代な 
う、 源 海 一名は 光信、 俗名は 安藤 隆 光と い a 、 姓は 日 野 氏 
武藏を領す、深く塵網を厭3、康元々年三十四にして眞佛に 
就きて 雍染 し、 後、 親鸞 K 從 a て 甲斐の 等 力 山 万福 寺 r 至う、 
第二 十四 代と なる、 正嘉 二年澀 谷の 興 止 寺に 移う、 第三 代と 
なる、 文明 年中 武藏見 玉 郡 荒木 村に 滿福 寺を 創し、 之を 弟子 海 
信に 附す 、寺は 後 三河靑 木に 移し、 如意 寺と 改む 、弘 安元 年 
二月 甘 三日 寂す、 壽 五十八、 (本願 寺 通紀) 

ケン ガク 源覺 (一七 <5  〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧都な 
P,  源 覺は木 寺 僧都と 稱 す、 大 敎院覺 意の 弟子に して 左大 
臣脱 俊房ン 子に して 勝覺の 家 弟な り、 大治 三年 傳法灌 頂を 受 
く， (續 傳燈 廣錄) 

タン ガク 源 覺 ( . 〕〔 眞言 宗一 山城 醍醐 山の 僧な 〇、 

源覺は 左大臣 源 俊 房の 子、 醍醐 山勝覺 1/; 胞弟江 6、 後 勝覺に 
醍醐 山の 法を 受く、 (傳 燈廣錄 3 

、ゲン ク ー 源 空 i s 一/一一 淨土宗 の 開祖な 源 空は 法 
然 房と 號 す、 美 作國久 米の 南 條稻岡 の 人な う、 父は 漆時國 
と 云 a 、 母は 秦氏 なう、 師は長 承 二坧 四月 七 B t/C 生る、 幼名 
を 勢 至 九と 云 ふ、 漆 氏は 世々 土 豪な 6、 父 時 國性懦 傲に して 稻 
岡令姒 定明に 怨を結 ふ" 永 治 元年 某月 某夜定 明暗に 乗し. て 襲 
擊 し、 師小 弓を 提けて 防禦し、 時 入 其 勇 氣を稱 し、 字して 小 
矢 兒と云 ふ、 其 夜 父 難に 斃れ 、命 終に 臨みて 師に遺 言し、 出家 
の 身と ならしむ、 師 常に 父の 遺言を 服膺し、 幾 もな く 菩提寺 
の 觀覺の 下に 投し 、敎を 受 く、 觀 覺は秦 氏の 弟な $、 《安五 
年 十五 歲 R して 觀覺に 携 へられて 柬 上し、 比 叙 山に 登う、 西 


(三 二三) 


書辭 名人 家佛 本日 


塔 持 寶坊源 光の 下に 役して 天台の 敎 觀を修 習す" 尋 s て 源 光 
の 意に ょり 功德 院皇圓 阿闍 梨に 師事し、 益 修習を 事と す、 同 
年 十一月 八日 度を 受け、 戒壇 院 R 登うて、 圓頓戒 を拜 す" 翌 
六 年 十六 歳ょう 三 大部を 講究し、 三年 R して 了る •九 年 九月 
十八 歲 に して 黑 谷に 至り 慈眼 房 叙 空を 訪 S て 敎を受 く、 叙 空 
は 頁 忍の 法を 嗣 
きて 淨土敎 を修 
行し、 且つ 圓戒 
眞言に 通達す、 

師の 至る を 見て 
大に 喜び、 始め 
て 法 然房源 空の 
號を與 ふ。 盖し 
源 空は 源光皲 空 
の 谷 一字を 採る 
なり、 師 報恩 藏 
R 入うて 大藏經 
を披閱 し、 三國 
の經論 章疏 一と 

して 讀ま 3 るな し、 保 元元 年 廿四歲 にして 叙 空の 下を 辭 し、 

先つ嶝 峨 の淸凉 寺に 詣 し， 釋迦牟 尼佛の 前に 七日の 問參 籠し 

て 出 離の 大事を 祈禱 し、 後奈良に 至 6、 興 福寺藏 俊を 訪 a て 

法相 宗を學 び、 京師 r- 皈 りて 醍醐 寺 寬雅を 訪うて 三論 宗を學 

a 、 仁 和寺慶 雅を訪 うて 眞言 宗を學 ふ、 再 a 叙 空の 下 r 至 6 

圓頓戒 の 印 信と して 南 岳の 九條 袈裟 妙樂の 十二 門の 戒 儀、 


道具、 秘書 等を 授けら る， 中 川 寺の 實範を 訪 うて 灌 頂を 受； り、 
宗の 大事を 附 せらる、 安元 元年 三月 四十 三歲 の時惪 心の 往生 
要 集、 善導の 散 善 義を讀 み， 一心 專念彌 陀名號 、行住坐臥 不問 
時節、 久近 念々 不捨 者、 是名 正定之 業、 順 彼佛願 故の 文に -i> 
$ て •末世の 凡夫 阿 彌陀佛 の 本願に 乘し て决定 して 往生す る 
乙と を 得る を 思 a 、 立と Z1 ろに 餘 行を 捨て、 一向專 修念怫 に 
歸 す、 即ち 唐 宋兩傳 の 中ょ 6、 曇鸞 、道綽 、善導、 懷感 、少康 の 
五 人を 擧けて 淨土宗 の 相承を 立て 玆に淨 土の 一門を 開く、 黑 
谷を 辭 して 西 山の 廣谷に 幽棲す 幾なら して 東山吉 水の 邊に草 
廬を結 a て 一向 專修念 佛を弘 通す" 自ら 7IV 課 念 佛六萬 聲を修 
行し、 後 七 萬聲を 修行した うと 云 ふ、 同年 高 倉 天皇 勅 請して 
宮中に 於て圓 頓戒を 受け 穴 ま a 、 後白河 上皇 法 住 寺の 離宮に 
行幸した ま a 、 同し く圓 頓戒を 受け / 2 ま a " 且つ 勅して 延曆 
園 城の 兩 寺の 高僧を して 輪 次に 往生 要 集を 講說 しせし めた ま 
ふ、 師 の講說 精 微 R 入う、 上皇 大に 御感し たま ふ、 後、 後 鳥 
羽 天皇、 幷に上 担、 宜 秋、 修 明の 三 后皆師 にょう 圆頓 戒を受 
けた まふ、 治 承 四 年 東大寺 再興の 擧 あるに あた 6、 後白河 上皇 
勅して 再興の 勸進 R 當 らしむ、 師固辭 して 受けす、 遂に 弟子 
俊 乘房重 源を 推擧 す* 文治 二 年 比 叙 山の 座主 顯眞 殊に 問を 下 
して， 專修 念佛に 關 して 師の 答を 求 0 、同年の 秋、 南北の 高 
僧大 德を大 原の 勝林院 に會 し、 師を 引いて 法 門を 論議す" 世 
に 大原 談義と 云 ふ、 其 後、 顯眞專 修念佛 の 道 塩を 興し、 日夕 
修行 1: 事と し、 南北の 高僧 大德と 云は る V 靜眞 、證眞 、慈 圆- 
頁 快、 明 禪 、公 胤明 遍 I 靜遍 '貞慶 j 等 前後 皆 師の敎 を受 
け、 關白 藤原發 實深 く師の 盛德に 歸 服し， 月輪の 別業に 一室 


ダン (源) ク 


ゲン (源) ク 
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ゲン (源) ク 


を 構へ、 數  <師を 請して 敎を受 く、 建 元 九 年 兼實の 懇請に ょり" 
選擇 本願 念佛 集を 撰し、 初め 弟子 安樂 筆受の 任に 當 6, 後、 感 
西を 以て 替 へ、 證 空、 勘 文の 任に 當 る、 是 時 R 方う、 專修念 
佛大 r 興隆し、 朝野 靡然  して 師の盛 德に皈 服す" 然る r 師 
の 弟子 R して 專修 念佛を 名と して、 諸宗を 誹謗す る 者 あう し 
かは、 南北の 衆徒 數 ^ 抗議す" 元久 元年 比 叙 山の 衆徒 大 講堂 
に 相會 し、 相議 して 朝廷に 出訴し" 專修念 佛の 停止を 請 はん 
とす、 師 乙 れを聞 い て 大 r 憂 S" 自ら 起請文 七 箇條を 作うて 
弟子に 示し、 師幷に 弟子 八十 餘人 連署して 座主に 贈^^ 漸く 
衆徒の 激怒を 解く' 同 二 年 正月 靈山 寺に 三七日を 期して 別時 
念怫會 を 修行し、 靈異を 感ず、 同年 九月 奈良興 福 寺の 衆徒 亦 
相 謀うて 朝廷に 出訴し、 師等を 罸 せんとを 請 ふ も、 朝廷 聽許 
せす、 建 永 元年 後鳥羽 上皇 熊 野 r 行幸し 穴 まふに 際し'  上皇 
の 宮人 出て て 東 山 鹿 谷の 別時 念 佛會に 參す 、師の 弟子 住 蓮 安 
樂等六 時 禮讃を 諷誦す るに、 其 音 聲哀婉 にして 人の 心 脾に徹 
す、 宮人 等 忽ち 感皈 し、 住 蓮 安樂 等を 仰 s て 度 1: 受く 、上皇 
宮 R 還う 穴 ま a て、 大に 怒うた ま a 、 即ち 住 蓮 安樂を 捕へ て 

六條河 原に 於て 斬に 處 す、 然れ とも 上皇の 意 未た 平なら す、 

遂に 師の度 牒を褫 ひ、 俗名を 藤 原 元彥と 云 a 、 土 佐に 配流す、 

月輪 關白兼 實上疏 して 轉 して 讃岐に 配流 せられん を 請 a 聽許 

せらる、 讃岐は 兼實の 領地な $、 即ち 建 永 二 年 二月廿 八日 官 

符を 下す、 追 捕 使 宗久經 等 小 松 谷の 房に 來う 、急に 配所に 移 

らんこと を 促す、 師 邊地敎 化の 好緣 なりと 云 a 、 將に 京を 出 

てんとす、 月輪 關白兼 賞 深く 別を 惜しみ、 法 性 寺の 小 御堂に 

迎へて 一夜を 留む" 三月 十六 日 法 性 寺を 出つ、 鳥 羽の 南門より 


ゲン (源、) ク _ i 

船に 乘 6 攝 津國經 Q 島に 着く に 度を 受 くる もの 多し、 播磨高 
砂 浦 同國 室の 泊 Q 遊女 等來 りて 懺悔す、 師爲に 法要を 示す、 三 
月 二十 六日 讃岐 國鹽飽 (扇 島 小豆 島と 並べる 小島な り) の 地頭 
入道 西 忍 か 館に 着す、 幾なら すして 其 家を 辭 し、 同 州 小 松の 
生 福 寺を 寓居と し、 淨土敎 を勸諭 す、 其 寺の 本尊に 脇士な し、 
師之を 造 立し" 自ら 勢 至 菩薩を 彫刻して 安置す、 師國 中の 靈 
地を 巡禮 す、 承 元々 年 十二月 八日 最勝 四天王 院落慶 によ 6 て。 
大赦を 行 a 、 師 召還せ、 ら る、 巳に 赦免せられ れ左 6 と雖 、猶 
ほ 京に 往還す るを 許 3 れ す、 之 R ようて 暫く 攝津神 部 (今の 
神戶) R 留まる、 未 ^ 龄 ならす して 同 國勝尾 寺に 入り、 草廬 
を 西 谷 R 結て 幽棲す 詠して 日く、 「柴の 戶に あけくれ か V る 白 
雲をいつむらさきの雲に見な 5 ん」、當寺の恒例なる引聲念佛 
會に僧 衆の 服装の 垢 弊せ るを 見特 R 弟子 法 蓮 房を 京都に 遺は 
し、 新 衣 十 五領を 裁して 施與 す、 又 一切 經を 寄附す、 建曆元 
年 七月 藤 原 中納言 光親 月輪 公の 遺囑に より 上皇に 奏請して 師 
を 召還 せん 乙と を 請 ふ、 即ち 許 S れて 十一月 十七 日宣 旨を 賜 
ふ、 師勝尾 寺に 住する ZL と 四 年 R して 同月 廿日 京に 入る、 慈 
鎭和 尙師の 入京を 聞き、 使を 發 して 之を 迎 へ" 洛 東大 谷の 禪 
房に 住せし む、 道俗 歸向 する もの 極め T 多し、 建 曆二年 正月 
二日 病に 罹る、 乙れ より 以後 更に 餘 言を 交へ す、 偏に 往生の 
乙と 談 し" 高聲に 阿彌陀 佛號を 唱ふ 日々 病勢 迫う、 廿 三日 
勢 觀房源 智師の 敎誡を 請 ふ" 師 自ら 筆を 執 6 て 日く 「もろ 乙 
し 我 朝に も ろ^-の 智者 穴 ちの さ ^ し 申 S る、 觀 念の 念に も 
あらす、 又學 問して 念佛の 心を S と'^ などして 申す 念佛に 名 
あらす、 往生 極樂 のために rt 南無 阿 彌陀佛 と 申て う 穴が a な 


(五 二三) 


書辭 名人 家佛本  日 


く牲 生す ろ ぞと 思 a と 6 て 申 ほかには、 別の 子細 3 ふらは す、 
-/2 レし 三 心四修 など 申 m との 候は.， 决定 して 南無 阿彌陀 佛に 
て 往生す るぞと 思 ふ 内に 乙 も-^ 候な'^ 、乙の 外に ^ く ふかき 
事を 存せは 二 尊の あはれ み (C はづれ 本願に もれ 候べ し、 念佛 
を 信ぜん は / 2 と a 一代の 法を ょく-^^ 學せ と も、 一文 不知 
の 愚鈍の 身に なして、 尼 入道の 無智のと もがら に 同して 智者 
の ふるま a をせ すして I 向に 念佛 すへ し、 云々、 と、 後に 弟子 
相傳 へて 一枚 起請文と S ふ、 廿 五日に 至 6 て 寂す、 實に 建曆二 
年 正月 廿五日 正午 時な り、 壽 八十" 臘六 十六、 後鳥羽 天皇 文 
治 四 年 後白河 法皇の 請 に ょ OT 慧光 菩薩？ 號を賜 ふ、 以後 歷 
朝屢々 號を賜 ふ、 即ち 四 條 天皇 天福 某 年に 華 頂 尊者、 嵯峨 天皇 
寬 _.兀 二 年 正月 十日に 通 明國師 、後茈 園 天皇 天下 上人 無 極道 心 
者、 後柏原 天皇 大永 年中に 光照 大士 、東 山 天皇 元 祿十年 正月 
十八 日に 圆光 大師、 中 御門 天皇 寶永八 年 正月 十八 日に 東漸 大 
師 、桃園 天皇 寶曆 十一 年 正月 十八 日に 惠成 大師、 光格 天皇 文 
化 八 年 正月 十八 日に 弘覺 大師、 孝 明 天皇 萬 延二年 正月 十八 日 
に 慈敎 大師の 謚號を 追贈 せらる、 師の 弟子 源 智、 2[| 覺 、金 光、 證 
空、 聖 光、 信 空、 湛 空、 心 寂、 感 西、 信 寂、 圓照 、疼 阿， 隆 

寬 、禪 勝、 長 西、 重 源、 念佛 、宗源 ，幸 西、 住 蓮 安樂、 成 

覺 、幸 阿、 隨 蓮、 光明、 道辨 、行 空、 勝 法、 作佛 、蓮 生、 善 信、 

(後 (C 親鸞と 云 ふ) 等 あぅ、 著作、 選擇 本願 念佛 集二卷 ，淨 

土三經 私記 三卷、 淨土經 釋一卷 ，牲生 要 集 釋一卷 、七 個條起 

請 文 一通、 一枚 起請文 一通、 漢語 燈錄 十卷 "同 拾遺 錄一 卷、 

(文 永 十一 年 十二月 八日 了 慧輯) 、和語 燈 錄五卷 、同 拾遺 錄二 

卷 、(文 永 十二 年 正月 廿 五日 了 慧輯) 等 あ 6、 ( 勅修圓 光 大師 


，fv 源〕 ク 


御傳 記、 十六 門 記 •拾遺 古德傳 、正 脱 明義鈔 •黑谷 上人 傅、 
冏 光 大師 行 狀 翼賛、 鎭 流祖傳 、淨土 馎燈錄 、元 亨釋 書、 朿國 
高僧 傳 、本朝 高僧 傳 、淨土 宗三祖 言行 錄 、吉 水實錄 、淨 土緦 
系譜、 勅謚號 集、) 

ゲン クー 源^ 1  ヶソク ョ兼 助を 見ょ、 

、ゲン コ！ 源 光 (一八 〇〇〕 〔天台宗〕 比 叙 山の 學僧な 6、 
源 光 字は 持 法 (一に 持寶) と 云 ふ、 比 叙 山 西 塔の 北 谷に 住し 學 
解を 以て 聞へ たるが、 弟子 源 空 淨土敎 を 唱導—、 一世の 明師と 
なり、 源 光の 盛# 益揚れ 示 寂の 年月日 歃く 、(淨 土傳 灯錄) 

ゲン ゴ ー 源 一象 二 o; E: A: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
源 豪 始の 名は 行 豪と SS、 承 基、 觀 昭二疋 顯、 頁 曉、 能 
有、 尙範 、泉惪 の 諸師に 就きて 顯密を 洗め、 應永五 年 正月 廿九 
日 寂す、 壽歃く 011 井續灯 記) 

チン サン 源算 ^ 1| ( . 〕 山城 三鈷寺 開山な り、 

源 算は 因幡の 人な り、 年 十五に 及 a 比 叙 山に 上りて 染衣 受戒 
I、 二十に 及 s 故 あ 6 還俗す、 母の 喪に 逢 a 後 比 叙 山に 上-' て 
登埴 受戒し、 長久 三年 秋 西 山に 入り、 精修 自適す、 山中に 三 鈷 
寺を 建て、 毎年 九月朔 法 華 八 講會を 修 す、 師良 峰 ic 居 6 .てょ 
6 紅塵を 躡爻 3 る 乙と 七十 餘年京 幾の 士庶化 を 慕 a て、 雲集 
し 大道 場と なる、 後 別に 草廬を 構へ 阿彌陀 像を 安して 牲生院 
と號 す、 康和 元年 三月 寂す 壽 .白 十七、 全身を 山中に 葬む る、 一 
說に嘉 承 二 年 三月 二十 九日 壽百 八に して 寂す とい ふ、 (本朝 高 
僧傳) 

ゲン サン 源 * 一一 一 21 OH  〔眞 宗〕 山城 佛 光寺 第 十代な-'、 
源讃 一名は 唯 了と SS、 佛光 寺に 住す、 應永七 年 六月 廿 三日 


ゲン (源} ク—サ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 二三:) 


•ゲン (源) シ 


寂す、 壽七 十八 (一説 七十 九) (本願 寺通紀 ) 
f ンシン 源 心 1 is 一 一一 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 〇、 
源 心は 奥州の 人、 俗姓は 平氏な-^、 少に して 比 叙 山に 登り、 
西方 院院 源に 隨つて 剃髪し、 寶幢院 覺慶に 就て 顯密の 法を 承 
く、 永 正 二 年 延曆 寺の 座主に 舖 し、 五 年冬大 僧都に 任ず、 天 
喜 元年 十月 十一 日 寂す、 壽八 十三、 (本朝 高僧 傳) 
fv v ン源信 一一 誌 1 j  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山慧* む 院の學 
ft な. CS、 原 ft 

は 大和 葛 木 郡の 
人、 俗姓は 卜 氏、 

父の 名は 正 親、 

母は 淸原 氏な 
6、 天慶： 立 年 R 
生る、 幼に して 
父を 喪 CA 母に 敎 
養 せらる、 後奇 
夢に 感し比 叙 山 
r 登ぅ、 慈慧僧 
正に 師事して 大 

小 兩乘を 究め、 

境觀に 通達し、 四 種 法 門 五 種 三味 習練せ § る 乙と なし、 慧心院 

r 居 6 て 一家の 義學を 弘 め、 僧都 r 補 せらる 天 祿中橫 川楞嚴 

院に屛 居し、 著作に 從 事す、 長 保 五 年 天台宗の 敎義 二十 七條を 

擧 け、 宋國南 湖の 智禮 法師に 寄 問し" 答 釋を 贈らる、 乙れ よ 

6 數々 宋に 音信を なし、 後宋よ 6 師の 述作 疏鈔幷 に肯 像を 請 


タン (源) シ 


a 來 る" 宋の 高僧 遙に其 盛德を 景 慕し、 日本 源 信 如 來と云 ふ 
に 至る、 師淨 土敎に 意を 傾け 往生 要 集を 撰す 寬仁 元年 六月 十 
日 寂す， 壽七 十六、 著作 法 華 科 文、 法 華略觀 、六 即義 私記、 
三 大部 略頌 、俱 舍頌疏 正文、 三界 義 、文殊 集、 法 華辨體 、三 
身義 私記、 四敎五 時略頌 、俱舍 科 文、 俱舍求 知 鈔* 義 斷纂耍 
註釋 、阿 彌陀經 略記、 觀心牲 生 論、 發起 宿善鈔 、决定 往生 緣 
記、 勸心略 要 集 菩提 要 集、 自行畧 記、 白毫觀 、空觀 、ホ 覺讃 
註釋 、夢想 # 、 懈怠 行 記、 正修觀 記、 臨終 觀行 記、 菩提心 義 
要 文" 速證 菩提 集、 隨意行 願、 實相眞 如觀 、白骨 觀 、註 本覺 
讚、 一心 三諦 枕、 結緣 集、 悟 法鈔 、坐禪 記、、 枕艸 子、 各 一卷， 
大乗 對俱 舍鈔 十四 卷 '因 明 四 相違 疏註釋 、往生 要 集、 一乘要 
决 、各 三卷 、唐决 、要 法文、 各二卷 、被 接 私記、 三 觀義私 記、 
各 別義通 私記、 十 如是 義 私記、 十二 因緣私 記、 二 諦義 私記、 
三周義 私記、 囑累義 私記、 五味 義 私記、 師身成 佛義 私記、 宗 
用 集 傳受口 決、 却義鈔 、十 念緣 起、 讀綵 用心、 十善鈔 ，八 塔 
讃六時 讃等傳 業、 各 若干 卷 あみ (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、天台 
霞標 、諸宗 章 疏錄)  . 

ゲン シユ ー源秀 (一九ニ ニ) 〔戒律 宗〕 河 內泉福 寺の 開山 
f、  源秀字 W 戒印 、夙に 興 正 菩薩 r 師事し、 剃染受 業し 
禀の 具の 後 泉 福 寺を 河內に 開き 第一 代と なる、 弘長二 年 菩薩 
東行す る 時 師西大 寺を 監 す、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 
傅} 

ゲン ジユ！ 源重(ーー〇一一〇) 〔天台宗〕 近 江百濟 寺の 僧な 
$、  '源 重は 近 江の 人、 幼 R して 比 -a 山に 登 6、 五 時八敎 を 
討 習し、 學行已 に 熟して 僧都に 任し、 百濟 寺に 皈 6 て 金蓮院 


(:七 二三） 


書辭 名人 家佛 本日 


r. 住す、 延 文の 末年 寂す、 壽缺 く。 (本朝 高僧 傅} 

、ケン シュン 源 俊 (一八 九 セ) 〔戒律 宗〕 常 陸東榮 寺の 律 僧 
I  >  源 俊 字は 顯 律、 剃染以 後奈良に 遊 a 、 嘉禎 の 末定舜 
律師 海 龍王 寺に 開講す る 時、 師卷を 持して 聽講 す、 尋いて 京 
都に 入， り、 目 翁 鏡に 從 a て 律 典を 學 ふ、 不空院 の圓晴 律師に 
謁して 資道相 合 ふ、 遂に 關 東に 遊 a 、 常 陸の 東榮 寺を 開きて 
第一 代は なる、 某 年 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

ゲン シ 31 源 照 (一九 八 三) 〔曹洞 宗〕 越 中 信 光寺 二 代な 
6、 源 照 字は 珍 山、 加賀の 人、 淨注 寺の 可鐵鏡 西に 投して 
出家し、 可 鐵の寂 後 遺命を 受けて 瑩山 紹瑾の 弟子と なる、 元 
亨 三年 八月 二十 七日 入室して 盂衣を 傳 承し、 越 中に 到- 〇 信 光 
寺を 創し、 瑩山を 開山と し、 自ら 二 代 (C 居る、 寂 年、 及ひ壽 
缺 く、 (日本 洞 上 聯灯錄 ) 

ゲンシ 3 1  ゲン ショ— 源 性を 見ょ、 

ゲン シヨ ー 源 性  蒜 或  〔眞言 宗〕 京 郡 仁 和 寺の 僧な り、 
源 性 一に 脱 照に 作る 浴 諱は業 永、 花園 院の 第三 子、 嘉曆二 年 
に 生る、 建武四 年 親王 宣下 あ 6、 康永二 年 三月 十八 日出 家し 

て 仁 和 寺に 居ぅ、 法 守 法師に 從ふ文 和 二 年 正月 廿 九日 寂す、 

壽二 十七、 著作 無題 詩集 三卷あ 6、( 仁 和 寺御傳 、傳燈 廣錄) 

ゲン セ 1 源 盛 二 九 ic  I： 天台 S 伯耆 大山 寺の 僧な' 

源 盛 字は 信 濃 坊と云 ふ 俗姓 名 和 氏、 長年の 弟な り、 少に して 

大山 寺 r 登う、 出家 修行す、 後醍醐 天皇 窈に 隱岐を 出て 穴 ま 

ふにぁ 72 り、師同宿十餘人 5: 率ゐて兄長年等と共に船上山に 

奉し、 爾來 一山の 大衆を 率ゐて 王事に 盡す 、後軍 功を 以て 法 

眼に 叙せられ、 中將源 忠顯に 從ひ六 波 羅を攻 め、 延元 の亂に 


ゲン (源 V V- セ 


一族 顯長と 共に 懐： 民 親王に 從 a て 鎭西 f~ 赴き、 肥 後 八 代に 寂 
す、 明治 二 十二 年勑あ 6 祭 資料 壹百圓 を 賜は り、 天台宗 鹿 主 
よぅ 大僧正 法 印 大和 尙 位を 贈らる、 (信 濃 房 碑銘) 

ケン セ ー 源逝( …… 〕 〔浄土宗〕 尾 張 正 行 寺の 開山な 
卜、 源 逝は 愚 蓮 社 禿 譽と號 す、 俗姓は 鈴 木 氏、 尾 張 愛知 郡 
の 人 あり、 廓吞に 師事して 宗乘を 究め、 後 東漸 寺 順 長の 法 £ 
嗣 ぎ、 鄕里南 野 村に 正 行 寺を 開く、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

ゲン セ— 源！！ 舌  カク シゾ覺 信を 見よ、 

ゲン セン 源泉 ^ S 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
ぅ、 源泉は 播 磨の 人、 其 姓を 詳かに せず、 久しく 餘 慶に隨 
a 、 後 三 井の 法 輪院に 住し、 顯密の 敎を 布く、 長久 四 年淸凉 
殿の 最勝會 に 際し、 詔に よ 6 講師と なり、 法眼に 叙す、 天 喜 
元年 三月 藤 原 頼 通 宇治 1/) 平等 院に 阿彌陀 堂を 建て 落慶 />> 日に 
方 6 、大 供養を 營み 、師 其の 導師と なる、 秋 七月 平等 院の阿 
闍梨 >• なり、 尋で寺 務を領 す、 此歲 十月 甘 六日 敕 •で 奉して 延 
曆寺 Q 座主と なり、 三日に L r 退 還 L、 三年 三月 某日 寂す、 
壽七 十九 (W 朝 高僧 傳) 

ゲン チ 源智  I 鐘  〔淨 土宗〕 山城 知 恩 寺の 開山な り、 
源智 字は 勢觀 、俗姓は 平氏、 備 中守師 盛の 子な り、 內 大臣 重 
盛の 孫な り、 平家 沒落。 後* 母に 携ヘ られて 潜 匿し、 建久六 
年 十三 歳 (C して 源 空 上人の 室に 入うて 得度 せんこと を 請 ふ、 
上人 これを 慈 圓 僧正の 下に 送り たれば、 師は その 下に 顯密の 
敎義を 究め、 後上 人に 依 6 親しく 淨土 の敎義 を 受け、 爾後 十 
八 年の 間 上人 r * 事し、 宗戒を 傳承す 、建曆 |一  年 正月 二十 三 


ゲン (源) セ ー チ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 二三） 


、ゲン (源) チー テ  ゲン (源) 夕— ホ 


日 上人 一宗の 肝要を 手書して 師に 付せ ら る、 即ち 一枚 起請文 
と 云 ふ、 且つ 佛像 、經 .卷 、房舍 、資具 等 盡く師 に 付せられ 穴り、 
上人 示 寂の 後 其 後を 繼紹 し、 曆仁 元年 十二月 十二 B 念 佛 二百 
餘聲 して 加 茂 神宮 寺の 功德院 (後に 知 恩 寺と 改む) に 寂す、 世 
壽 五十六 著作 選擇要 决一卷 、廣 義隨决 集 等 あ 6、( 鎭流 祖傳、 
淨土總 系譜、 淨土傳 燈錄、 ) 

f ノチ ヨ— 源 朝  一一 ji s — 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 寶幢院 の 
法 印な 多、 源 朝は 雅嚴 僧正に 依うて 柳 本 法眼 榮 精に 師事す、 
雅嚴の 正嫡を 受け、 寬永十 年 七月 四日 寂す、 壽 五十八、 付 法 
一人 寬濟と S ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

ゲン チヨ 1 源 長； jj A; 三 〔淨 土宗〕 上 總正源 寺の 中興な 
P、  源 長は 滿蓮 社圓 譽と號 す" 總州行 德の 人、 俗姓は 高 橋 氏 
なう、 法を 感譽に 嗣 ぎ、 行德原 町なる 正 源 寺 r 住して 中興の 
主と なる、 元 和 九 年 二月 八日 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
ゲン チ ー 源卣 ( i: i r: 一 •〔浄土宗〕 江 戶大養 寺 第三 代な う、 
源 貞は 靜蓮社 寂 譽と號 す、 三 河 奥 平の 人、 其 俗姓 詳 A ならず、 
廓 源の 室に 入うて 制髮受 業し、 江戸 西 久保大 養 寺 R 主と なる 
後關に 養國 寺、 麻布 宗巖寺 等を 創して 開山 どな 3、 明曆 三年 
正月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゲン 5* 1 ) 源 底； j H.: . r: j  〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 僧な $、 

源 底は 玉 蓮 社 日譽直 至と 號す 、俗姓は 伊奈 氏、 武藏の 人な う、 

不殘に 師事して 剃髪 受 業し、 宗乘の 奥義を 究めて 後、 鴻巢勝 

願 寺 第 十一 代と なう、 秩 父大宮 聰圓竒 を 開く、 後 鎌 倉 光明寺に 

住し、 承應 元年 七月 十九 日 寂す、 壽 缺くバ 淨土總 系譜) 

チンチキ源的二 _: 一_九 /\: 〔淨 土宗〕 京都 知恩院 第三 十五 代 


なぅ、 源 的は 敬 蓮 社 尊 譽と號 す、 武藏河 越の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず 蓮馨 寺に 役 t!: で 習學 し、 法を 感譽 に嗣 ぐ、 江戶駒 込 蓮 
光寺の 開山と な 6、 次に 蓮 馨寺第 四 代と なる， 後 京都 知 恩 寺 
に 移. り、 晚年 上京 長敎寺 伊勢 隱國淸 雲院を 靱めて 開山と な- CN、 
寬永 十五 年 七月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゲン チ ツ源哲 二 E; -fc: 四 〔浄土宗〕 武藏眞 福 寺 開山な り、 
源哲は 一蓮社 宗 譽と號 す、 感譽 R 師擧 して 法を 嗣ぎ、 武藏埼 
玉 郡江備 村に 眞福 寺を 開く， 慶長 十九 年 十一月 三日 寂す、 世 
壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 

ダン タ ツ 源哲 r:: j H; パ ハ 〔淨 土宗〕 肥 前 正 定 寺の 開山な り.、 
源 哲は琨 蓮 社 當譽直 阿と 號 す、 下總結 城の 人、 業 # 上人 r 就 
て 剃髮受 業し、 法を 嗣 きて 後、 肥 前唐津 の 正 法 寺を 開く、 寬 
文 六 年 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ヂ ン F1 源 導 (：. . ) 〔眞言 宗〕 山城 小 野 大乗 院の開 

山な 6、 源 導は 曾て 大乘院 を 創めて 開山と なる、 成 尊を 禮 
して 傳法灌 頂を 受け、 心 印を 傳 ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

ゲン ニ ン 源 仁 |测 1 伙 〔眞言 宗〕 京 郡 東 寺の 學 僧な 〇、 
源 仁は 初め 奈良護 命 僧正に 師事して 相 宗を學 び、 後 東 寺の 長 
者實慧 にょ 6 密敎を 傅へ、 眞雅宗 窨二師 に 從 a て 益々 其奧藴 
を究む 元慶 二年內 供奉と な 6 仁 和 元 年少 僧都に 任じ 此歲東 寺 
二の 長者 i/C 加は る 常 r 南 池に 居 6 て 學 侶の / 2 めに 宗義を 開く 
仁 和 三年 十一月 廿 三日 寂す 壽 七十 C 密宗 血豚鈔 、本朝 高僧 傅} 

f ンポ源 甫( . 〕 〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 僧な り、 

源甫ば 圓蓮 社最譽 と 號 す、 觀譽 上人に 師事して 淨土敎 を學び 、 
遂に 其 法を 嗣ぐ 、光明寺に 住し、 駿河寶 臺院を 主とぅ、 第二 


(九 二三） 


書辭 名人 家佛本  日 


代と なる、 寂 年、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ゲン ヨ 源泉  日 キヨ-ガン 慶 岩を 見よ、 

ゲン ヨ 源 # ジシ ヨ-慈 . 昌を 見よ、 

ヂ ンヨ 源泉 日 シヨ-- ク-正 空を 見よ、 

ゲン 2* 源泉 日 ズ ィリュ —隨 流を 見よ、 
f プン 源釀一 §1 蚀  〔眞宗 〕 山城 佛究 寺の 第 九 代な 
i  源鸞 一名は 道猷と SS、 佛 光寺に 住す、 貞和 三年 八月 
廿 三日 (或はい ふ廿 八日) に 寂す" 壽七 十九 (一 說廿 九) (本願 
寺通祀 ) 

〔考〕 案す るに 源 鸞の母 了 明の 寂 年 却て 源 鸞の寂 年に 後る 年 
代の 錯誤な らん、 

ヂン リユ！ 源 立； j;j s: H: 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 三十 二 代 
f,  源 立 字は 道殘 、然 蓮 tfc 良 智と稱 す、 武藏の 人な 6、 
十五 歳に して 大澤圓 通 寺に 入る， 詞辨 最も 巧敏 な. 〇、 天資 頭 
陀を 善くす、 壯 年の 頃 五 幾 七道 R 週游 して 越 前 敦賀に 至る、 
高叡 上人に 請せられ て 大原山 西 福 寺に 住す、 後黑 谷に 住す、 
文 祿二年 九月 二十 三日 寂す、 春秋 詳なら ず、 著作 和風 安心 書 
念佛 安心 大要鈔 各 二卷ぁ 6( 鎭流 祖傳， 淨土唿 系譜) 

ゲン 沒 ユ 1 源 立 リヨ-チ 頁智を 見よ、 

ゲン レキ 源歷 1H 一 ^ t： 浄土宗 m S 回向 院の 開山な-、 

源歷は 信 蓮 社 深 譽と號 し、 武藏の 人、 普 光 觀智 國師に 隨 待し 

て 其 法を 嗣ぎ、 豐後海 部 佐賀關 に囘 向院を 創して 開山と なぅ、 

承 ) ft. 三年 寂す、 壽六 十九、 (淨 土 總 系譜) 

'ゲン サ原佐 ( . ) 〔曹洞 宗〕 下總總 寧 寺の 禪僧 なり、 

原 佐 字は 桂 堂、 在 仲 宗宥 </•< 法を 嗣 き、 下總總 寧 寺に 住す 寂 年 


ゲン (源、 原) 


及壽 欠く、 法 嗣天叟 宗訓あ 6( 日本 洞上聯 灯錄) 
ダンシ原資 1: だ〔臨濟宗〕江戶東禪寺の禪僧なり、 
原資 字は 萬菴 、號は 芙蓉 軒と 云 ふ、 江戸の 人な り、 幼ょ 6 學 
を嗜み 殊に 詩才 あ 〇 時人 稱して 小 文殊と 云 ふ、 出家して 南英 
祖梅 禪師に 師事し、 其 法を 嗣く ，內外 の 學に兼 通し、 荻 生徂徠 
門下の 諸子に 交は 6、 詩 名 一時 R 高し、 荻 生徂徠 、服 部南郭 、中 
井 竹 山 等 口を 極めて 推獎 す、 晚年 芙蓉 軒を 營み 、逸 居す るに 
至りて" 奥 到れは 口占し" 日なら ずて 襃然卷 をな す、 然るに 
一朝 翻然と して 取りて 火中に 投 し、 其 技を 忘れ / 2 るか 如し、 
元 文 四 年 正月 終期 將に 至らん とし、 自ら 書して 源 烏 石に 贈る 
詩に 日 ふ、 「屬 ，君 十 古意、 今日 絕駐 詩、 天地 蒼茫 裡 、江 陵 一部 
詩」 と、 同月 七日 寂す、 壽詳 ならす 著作 江 陵 集四卷 •省 行餘課 
一卷あ り、 江 陵 集は 寬保 元年に 源 烏 石 等其殘 稿を 編輯した る 
ものにして 收むる 所、 古 鉢 近阵五 百 三十 四 首な 〇、 南郭 序し 
て 日 ふ、 「當今 右文 海內嚮 k、 乃釋門 有 ^ F 萬 菴禪師 - 云、 唯 其 
玉石 俱灰 、其餘 一： K 幾惜 也、 其 旨終不 b 可， 知、 己猶 幸存， ，十一 於 
千 百 〖豈 不=家 誦 戶詠而 珍， 焉 乎、」 と、 荻 生 徂徠 序して 日 ふ、， 
「初覩 尊者 詩 一 在- 1 我 東方 (古今 無 x 齊、 不依爲 ，之 吐， 舌矣 、及 レ 
讀， ，此册 r 則 不 m 見 起座 南 嚮再拜 、廼 中華 緇流所 .、 假使 全面 老 
子從事 風雅 則不 k 知 其 如何 耳、 其 他 支 公休 上人 以下 悉膛 = 于 後 - ■» 
修 多羅 所 ご 謂 淵才雅 思、 文中 王要當 k 屬 = 諸 尊者-也、 茂 卿 書と、 
今 集中の 一首を 錄せん 、將 有 k 懷 ，薄暮 川嚴肅 、微風 不レ撓 
X 林、 海雲懷 ，1 雨 雪： 月 缺夜偏 陰、 茵席覺 = 凄緊 S 若 寒 金 —'* 
遙思 飛渺渺 、積 念欝沈 沈、 懷_ ，吾 疇曩 契： 甞同繕 性 襟 (春游 蔭，， 
芳樹 (夕 訊 度涵岑 、淫霖 貫-- 秋 節； 裹 k 飯 偕-- 謠吟 〖倐 忽捿遲 阻、 m 


ゲン (原〕 シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(CJ 三 三) 


ゲン (原、 還) 


ゲン (還、 幻) 


憂歲月 深、 千里 響 山 曲、 何繇繼 -- 搖音 〖玄英 驚-- 谿壑 〖緬 想絕 = 樵 
尋 —> ( 近世 叢 語、 諸家 人物 志、 鑒 定便覽 、江 陵 集、 近世 高僧 年 
表、) 

ゲン シユ— 原 周 ( …： …) 〔曹 洞宗〕 T II 總寧 寺の 禪僧 
在 6、 原 周 字は 學 仲、 越 翁 周 超に 師事して 其 法を 享け 、席を 
嗣 きて 下 總總寧 寺に 主と なる" 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣 洞翁壽 
欣ぁ 6C 日本 上洞聯 灯錄) 

ゲン チユ ー 原冲 二 〇-. A: 一 ■〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な 
6、 原冲 字は 謙巖 、出家して 日用 渉に 師事して 法を 嗣 き、 
東 福 寺に 主と なる、 後、 天 龍 寺 r 還 6、 應永 二十 八 年 九月 二 
十一 日 寂す、 壽歃 く、 師生平 詩 偈を以 て 夙 r 知らる とい ふ、 
(本朝 高僧 傳) 

ゲング 還 愚 (ニー ー七 セ) 〔淨 土宗〕 下總淸 光寺の 僧な-^ 
還 愚は 鑑蓮社 森 譽と號 す、 淸譽 上人に 師事して 元 和 三年 十 一 
月 十日 三日 璽書を 授けら る、 佐倉淸 光寺に 住し、 又舘林 善導 寺 
r 住し 第 四 代と なる、 寂 年、 及壽缺 く" (淨 土總 系譜) 

ゲン ダ 00 キョ  ••力 - y 慶閑を 見よ、 

ゲン ダ 1 遥愚ソ V ザ ン林殘 を 見よ、 

ゲン、 ゲン 1 逼源 ホ- シ d  I 法 溯を 見よ、 

ゲン コ 還 故 Hi ^i 〔淨 土宗〕 武 藏喜德 寺の 僧な り、 

還 故字は 覺冏 、光 蓮社圓 譽と稱 す、 房 州の 人な り、 十五 歲に 

して 增上 寺 r 修學 す、 普光國 師 R 師事し、 群 書に 通達す、 殊 

r 禪宗の 妙 旨に 通す、 城 中の 問答 會 R 擢られ 義辨の 名 あり" 

武藏國 善德 寺 R 住す、 寬永 十六 年 十月 四日 寂す、 壽は歓 く" 

(鎭流 祖傳) 


ゲンみ 還 無 jj gi A-t 〔淨 土宗〕 增 K 寺 第二 十一 代なん 
還 無は 辨蓮 社業 譽と號 し、 空 脫と稱 す、 江戶の 人な' CS、 初め 
出家して 禪宗 に 飯し、 後 浄土宗に 皈 し、 幡隨 上人 ic 師事す、 
結诚 の弘經 寺、 鎌 倉の 光明寺を 歷 へて 寬永 十七 年 十二月 增上 
寺に 上り、 幕府の 皈依 深し、 慶安 元年 六月 廿日 寂す、 壽 七十 
二、 (三 緣山 志、 緇白往 生傳) 

ゲン ヨ 還 譽 ソブソ d  - 存 龍を 見よ、 

ゲン m 還 譽 ホ  > カク 本覺を 見よ、 

ゲン 球 00  C …… 〕 〔淨土 宗〕 下野 弘經寺 第 六 代な 6、 
還魯は 一蓮社 堯 譽と號 す、 祖洞 R 師事して 淨土敎 を 學び 、法 
を嗣 きて 相 模小田 原大蓮 寺 ic 住し、 後 飯 沼弘經 寺 r 遷 6、 第 六 
代の 主と なる、 寂 年 及び 壽詳 かならず、 法嗣貞 安一 人な々、 
(淨 土總 系譜) 

ゲン ウン 幻 雲 ジユヶ -壽 桂を 見よ、 

ゲン 文 ン幻園 ダ ィジ ョ- 大乘を 見よ、 

ゲン オン 幻 飯 ダ rl  >  コ純 固を 見よ、 

、ケン ガン 幻 貪 シ d  - ョ I 宗陣を 見よ、 

ゲン タ 1 幻 作 H ユ-パ ィ友 梅を 見よ、 

ゲン タ 幻 ¥' ショ 丨ジ ユ丨照 什を筅 よ、 

ゲン 4 ノ幻 華ゥソ ド-雲 幢を 見よ、 

ヂンシ 幻 ^ 一ー  チ セィ 日 政を 昆 よ、 

ヂンジ ヨ ー 幻成 5; 1 5: 一 〔眞宗 〕豐 前 宇佐 郡 四日 市町 福 
圓 寺の 住持な 6、 幻 成は 過査 菴と號 す、 寮 司と な $ て嘉永 
五 年よ 6 高 倉 學 寮 R て三聖 圓融觀 門、 華 嚴五敎 章、 華 嚴孔目 
章を 講 し" 安政 三年 正月 十四日 (一に 二月 四日 或は 又 三月 十 


(一三 三） 


書辭 名人 家佛本  日 


二日と 云 ふ〕 擬講 とな 6、 安政 四 年よう 尊號 銘文、 圓覺經 略 疏 
を講 し、 文 久二年 八月 寂す、 (眞 宗史 科) 

ゲン シヨ 1 幻 生 ニ チ セィ 日 政を 見よ、 

，ゲン チユ T 幻 仲 ズィシ =!- 丨瑞宗 を 見よ、 

ゲン シ 31 彥證 ショ ーサ ゾ淸算 を 見よ、 

ゲン ド 1 彥洞〇 一〇丸 1 1〕 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 靥僧产 
6、 彥洞 字は 明叟 、其 俗姓 生 國詳浓 らす 、出家して 蘭洲芳 
禪師の 法を 嗣ぎ 、應 永廿五 年、 伊勢 神應 寺に 出世し、 卅 一年 
播磨法 雲 寺 R 移つ る、 永 亨四年 建 仁 寺に 主と なう、 晚年退 居 
して 其 終る 處 を 知らず、 (本朝 高僧 傳 、明 里 和尙 語録) 

ゲン カ ク 現覺 ギハン 義範を 見よ、 

ゲン n 一  現擧 a  マソ ク-滿 空を 見よ、 

、ゲヨ 1 眼擧 1=1 ィチ ド-一道を 見よ、 

ザ ヨ ー 眼 # ドッォ ク吞屋 を 見よ、 

'ゲン リヨ？ 経1艮 _.: ;一 |; 3[: 〔淨土宗〕ーーー河大樹寺の僧なへ 
總 良は 松 蓮 社 勁譽忠 阿と 號す 、感隨 の 室に 入う 剃 髮受 業し、 
結 城弘經 寺 r 住し、 後 三 河 大樹 寺に 遷る 、元 祿八年 二月 十九 日 
寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

n  の 部 

コウ ン孤雲 ir 一 S ハ 〔淨 土宗〕 山城 知 恩 院の第 四十 代な 

り、 孤雲は 稱蓮社 專 譽と號 す、 別に 名 阿と 稱 す、 道行 高く、 

時の 學者 推して 孤雲 古岩兩 虎と 稱す ，元 祿 元年 二月 十三 日 幕 

府の 命に 依て 本山に 住す、 二 年 春 龍松院 公慶 南都の 大佛 殿を 


f ン幻彥 、現、 眼、 経} コ (孤} 


營 築す、 時に 師を請 て 念 佛を傳 ふ、 四 年 (一 說六 年) 十一月 六 
日 寂す、 壽七 十六 歲 、華 頂 山に 葬る、 (鎭流 祖傳) 
n ウン 孤雲 h ショ— 懷羿を 見よ、 

=2 サン 孤山 シオ V 至 遠を 見よ、 

コシユ 1 孤舟； j xi o: 〔淨 土宗〕 和 泉 西 福 寺の 中興な^'、 
孤舟は 稱蓮瓧 專 譽と稱 し、 俗姓は 本 原 氏 和 泉の 人な り、 虎 角 
に 就いて 淨土敎 を學び 、遂に 其 法を 嗣 ぐ， 州の 堺西福 寺に 住 
し、 其 廢頹を 興す、 元 和 六 年 二月 二十 九日 寂す、 壽 欠く、 (淨 
土總 系譜) 

n、v ユ 1 孤峨 シユ ー シ tl v 宗崚を 見よ、 

コチ ク ffi 竹ギテ >  我 天を 見よ 
コト； 孤燈 jjl Aeg \!s  土宗 X 丈 島多娛 山の 僧な り、 
孤 燈號は 轉譽と SS、 京都の 人な り、 夙に 西 光寺 慈 雲の 下に 
得度し、 尋て 皆川淇 園に 就きて 經史 詩文を 修む 、二十歳 にし 
て 東 遊し、 深 川 道 本山に 投し 、智燈 和尙に 就きて 宗義を 硏究 
す、 三緣山 瑞華院 r 住し、 自ら 才藝を 誇り 亂行 あり、 文化 十 
三年 官譴を 蒙む り、 八丈島に 配流 せらる、 是 より 先安 房の 僧 
篤 嵩と S ふ もの 此に 配流 せらる、 相 共に 交る、 師大贺 鄕金戶 
村肊住し'奚婢を妻とし、二女子を生む、文政五年春茅舍火 
災に か、 り、 師 滿身惡 瘡を發 し、 兩眼 疼痛す、 乃ち 自ら 業感 
なる を 知る、 時に 三 河 信 光明寺 辨信、 江戸 無量 院定 龍、 舊交 を 
忘れす 遙に 書信を 通し、 警策懇 到な り、 師 一見して 落淚改 悔 
す、 又 京都より 阿孃の 書來 る、 畧 r 日く、 妾今苹 六十 八、 餘年 
旦夕に あり、 汝唯從 前の 惡知見 を 捨て、、 出家の 本 志を 全く 
すへ し， 若し 然ら ，すは 母子 何を 浮 土の 再會を 将ん 、と、 慚愧 


コ( 孤； n— 卜 


書辭 名人 家佛 本  日 


(二三 三） 


n( 孤、 古) 


コ (古) T ゲ 


心肝に 銘し 、詩を 作る、 日く、 十 歲皈無 ，術、 一身 恨 有， 餘、 
看 悲倚門 思、 泣 誦斷機 書、 兄 r: 兒孫 幼、 弟存 孝養 疎， 唯 須躬淨 
難、 孤 獨亦何 儲、 又 一に 日く、 破戒 何 唯 誤此 身" 無 由 萬 劫 
免， 一 沈 偷； 永 兼， 一 妻子， 恩情 斷 、昨日 畜生 今日 人、 と、 大に前 非 
を 悔い、 善心 憤發 し、 肉食 妻帶を 改めて 持戒 念佛す •文政 六 
年 八月 瀧 尾 山の 巖窟に 幽棲. し 端坐 經 行す* かくて 病患 自ら 平 
治す、 山 居偈に 日く* 百般 妄情生 有 身、 不二 父，， 餘念自 無 k 塵、 
稱名 元是王 三昧、 日 作 華 題 踊躍 人、」 願 王 報 國不歸 心、 阿鼻獄 
由 奈永 沈、 愧我罪 根 過 五 逆、 一聲稱 念淚沾 。襟、」 同 七 年 二月 
多娛山 石室に 移り、 常坐不 臥念佛 三味 R 入れ 6、* 詩 あり、 日 
く 風 自淸凉 心 上來 •門前 猛火 化 爲臺、 行程 十 萬唯彈 指、 到 日 無 
生亦樂 哉、 と 文政 十 年 三月 微恙に 罹り、 四月 十一 日靈異 を感 
し、 十二 S 合掌 亂れ すして 寂す、 壽四 十六、 著作 東溟餘 稿、 山 
居 草 (共に 詩偈 集) 谷 j 卷あ 6、( 續 日本 高僧 傅) 

コ ホ！ 孤峯 二 •一 vl o: 四 〔淨 土宗〕 常 陸專稱 寺の 開山な り、 
孤峯は 心 蓮 社 深 譽と號 し， 其 師貫詳 かならず" 觀智 國師に 師 
事して 宗乘を 究め、 常 陸 眞壁郡 下 館專稱 寺を 開く、 正 保 元年 

九月 十三 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

コホ* ■■•孤峯  カク ミヨ— 覺明を 見よ、 

コ 9 ユ ー 孤立 タィガ 大我を 昆 よ、 

コシ  シ d  - ィ宗渭 を 見よ q 

11 ガク ^0  シュ |コ1 宗亘シ 見よ、 


n 勿 ^ 古澗 

r カ ン古硝 


n ガン 古 3 嚴一三 :A 


1 ーンセ ン仁泉 を 見よ、 

ミヨ** ■.•明 # を 見よ， 

〔淨士 宗〕 江戸 it 上 寺 第三 十一 代な 


一一 三 五 二 


之 古巖は 入 蓮 社 流譽願 故と 號 す、 其 鄕貫詳 か ぁらず、 幼 
にして 父戰 死し、 母に 隨つて 流浪す、 稍 長して 伊勢 正 受寺卓 
辨 r 師事し、 剃 髮學戒 す、 後江 戸に 下り、 講學を 事と し、 諸 
國の 靈塲を 巡 拜し て、 紀行 一卷ぁ 6、 東漸 寺弘經 寺を 經て貞 
亨 三年 二月 二十四日 三緣山 主 {C 進み、 三月 十六 日 入院、 元祿 
四 年 二月 八日 疾を以 て 退隱を 請 ひ、 八月 二十 九日 臨時 會あ 6、 
幕 肘に 出て 塲中に 法 門を 論議す、 五 年 二月 二十 一日 退 隱の許 
を 受け、 一本松の 隱 室 ^ 移り、 九月 二十 六日 寂す、 壽七 十二、 
(三 緣山 志) 

n キヨ ー 古鏡一 -j 涵 fg 〔臨 濟宗： 一京 都 妙 心 寺の 禪僧 なぅ、 
古鏡字は月珊、俗姓村松氏、讃岐九龜の人、幼にして出家1、 
備前宗 藏寺松 峰の 弟子と なり、 稍 長し T 出 遊し、 和 模了義 寺 
關道を 訪 a て 敎を禀 け、 關道寂 後尾 張總昆 寺 卓洲を 問 ひて 其 
法を 嗣き 、國淸 寺 r 住し， 後 妙 心 寺 r 上る、 安政 二 年 四月 九 
日 寂す、 壽六 十七 • 

コ キ ヨ •-  古 鏡'、、 ヨ* "セン 明 千を 見よ， 

コタ ^ ン 古 貫 (一 ■一四 二 六) 〔眞宗 〕 安藝 某 寺の 僧な 6、 

古 貫は 淡 谷と 號 す、 博學に して 明 和 三年 安居 代講の 命を 奉し 
て 往生 論 註を 講 す、 著作 帛_騙 一卷 ぁり、 (淸 流紀談 、本願 寺 
派 學 事史)  , 
H  4 ノ 1 古 溪 シユ ~ チ ソ宗陳 を 見よ、 

コゲツ 古 ^ ぜ .ソザ ィ禪材 を 見よ、 

コケ ン 古 * 1] ミヨ.- ク 7 ィ妙快 を 見よ、 

コ. ケン 古 劍 ミヨ-タク 妙澤を 見よ、 
fT ゲン 古 源 シヨ— ゲ ソ 邵元と 見よ、 


(三 三 三） 


書辭 名人 家佛本 日 


! 

1 

辭十 人修興 九う 古 得よ 列す 家 古 

し 日 塔し し歲 、范 てうす 、の 范コ ココ ココ ココ ココ ココ 
て餘 を。 、大輝 亦 、江 、尋志 字 ハ F デ チ セ セ セ シサ サコ 
出同禮 5 扁に東 隨錬戶 二て あは ン 1 ン クン ンンン ンン！ 

て 地し g し 法 菴ふ修 に 十 東う 顧  シ 

ず 長て | て 席に 、頗 入歲嶺 、鑑古 古 古 古  古 古 古 古 古 古 
、福 撰 _ 新を 住蟲 精ぅ 伊 慈父 、异 异古 1 ^  X  F T T iitS 
六 寺 養吾定 張し 山 彩 、豆 禪母美 犯 至 出 汀 品 7\兀 七、 山1^ 日 

十に 料 f 機う 東のを 麟龍師 之 濃 云 、ノル 本 ^  メ  ”  ” ス七 

七滯を | と 、嶺滅 着祥澤 にを 厚 §• ご ぐ 子 i ヴノ  ヤ I 

歲留寄 £ 云宗圓 後く 院寺師 許 見 三；  7  i  I  ?  i  I  T  '  T 

のす 附 p ふ/門 慈 5 ポ钱 （こ 事し 郡  1  1  ^  ^  t  t  1  7  1 

冬 、す㊆ 、無の 遺予山 至し 、の お ‘  ‘  | 千 i て 7  t  i こ 
尾 六 、，五 盡法 言：） 慈う 、同人 窠 T  S 碧 、 ン f 聖 4  f ， 

張 十 木1; 十燈顕 1 にネ棹 1 十 郡 、总 i  - 誓ュ ぎ 5 遶 5  ic  $ 

侯 H 曾歸一 論闊よ 彳、 禪三六 名 俗 寻 |  t  1  ?  t  1 1 
特歲關 途歲を 道  師先歲 禮姓江 赞寻 よ、 戸 よ、 fllf# 

に 妙 令 信 隱提靈 且 $ に 和 出 村尾戶 S よ、 收  よ、 t  f よ、 S 

褒心山 濃 山 唱樞つ g 參尙遊 中 關東や  を  よ、 へ  f 

賞 寺 材飯琰 すの 隱 m すに し 村 氏 輝よ、  見  よ、 

並に 某山禪 、法 山 g  、 謁 、院 、庵  よ 

に 推の を師 五嗣琰 蠢 .隻 し諸自 七の  、 

白 $ 請 過の 十と 等: 手 、方 宣歲禪 
金る にて 七歲 なの； f の 其の 首に 僧 
三、 よ 正 周 僧る 勸 k 公 指 講座し な 
錠 名 6 受忌堂 四に， 案 示 席に て 6 
を 固 、老 をを 十よ6、 をに に附 出、 

寺 田 代  に命虛  靈四 患て 尾の な 者 如 賜 

智 氏な コ 退し 焊 ココ ココ ココ ココ 眼 年 ふ 三 張 堂 (こ 法 ふ 
傳 一 う 乏 居て 字ジシ シ シク ク 方}? 弘八 、光 侯 宇 、施 修、 

0 貪 、ヨし 明は ユユユ ユウ 丨 丨ヨ 明月 弟 和のを 尋 す行禪 
室 去  丨て峯 日 ン丨丨 丨ク  丨禪 二子 尙聘改 て 、元師 

に筇虛  隱素鑑  サ  虑虑  師日通 五に 築 尾 乙我偈 

f  ち 虚矣赏 ぺ虛ィ 虛虛虛 | ■古 gf  f  J ミ し、 隳 & 分、 矣 

じの 子 日日 叔 の、 同： S： 古  與典 廊エ跡 賜 b  (、半う  候 東 安 作 

て ミは 明年 法 谷 好 虛舟舟 廓、， 头ふ 峰、 後忌泰 七の 海 _  6 

刹岽 白 完三欠 を 寺 7、 真、 v  ノ ニ,、 ノ  、 _ 事を 雲 十聘道 f 謝 
髮 t 心 龍く 嗣璧： S-  t  ?  'ご 9 盟を修 寺 三に 諸? す 

受 ぅ、 、八 九 Q が 山- 齋 7  5  了  i  A  ?  S  f 屬 しに 歲よ國 p 身、 
戒十武  f しに-  ォチ I^IS し 、碧 遠う 五 =S 

、歲入 S  f 後し 翟チ f  f  了  i  ! ふ 箕 、泊 濟錄大 興 登章朵 
未に 間 輩 忐總 ，: | ゴ f 史 ム | 寻 S  t 榮然錄 を 通 寺ら-、 f 
だし 郡 t 羿持藏 g  v  g  | 量 g よ！！ 厲總 、と を講 寺に ず六醬 
壯て勝 sg 寺 鏡 s 日 f 寻ツ g  纟埽 了し 提 ずの 住 、十 ■ 

な州樂 s  8 にと 圓 言よ、 よ、 S 导  そ  椿て 唱 、請す 人 八' 

ら の寺大  出な 輿を  尽 よ、 よ、 告あ 寂す 伊に、 民歲宛 

ず 小 村 和  世る 寺 見  よ、  忠 り す、 豆應六 饑大似 

し ヶの長  し、 のよ  患嘉 、已 龍ず 十锇に i 

て 谷 人 谷  終 後禪、  ， $ 永 實に澤 、九に 粥窑 

山 日、 寺  に瑩僧  篮年 にし 寺七歲 苦を 囊 

口村 父 第  圓 山な  S 中天て に 十 東し 煮 管 

領圓は 三  興師う  劾 保 痢遷四 輝め て d 

町 乘荒十  寺に、  謚十 をう 歲菴ば 乞 チ、 

コ( 古) n— ハ  n  (古、 虛) 


書辭 名人 家怫本 日 


(四 三 三) 


rK 故、 虎) 


ru 虎 巨 湖' 


海藏 寺に 住し、 辭して 豐 山に 登う、 後、 武藏 中島 金剛 院 に 主 
となる 安永 二 年 二月 彌勒 寺に 出で、 天明 元年 八月 八日 能 化 職 
に 進み、 在職 五 年、 天明 五 年 三月 十八 日 職を 辭して 黑崎與 善 
寺に 退き、 同 八 年 正月 二十 一日 寂す、 壽 八十、 (新義 眞言 宗 
史 S  、 

in ガク tt ^ ( . 〕 〔淨土 宗〕 武藏源 法 寺 第一 代な う、 

故 岳は 信 蓮 社 覺 譽と號 し、 其 師貫詳 かならず、 觀 智國師 R 師 
事して 宗乘を 究め、 武藏小 松 川 源 法 寺 R 住し、 第一 代と なる、 
後江 芦 芝の 西應寺 R 遷うて 寂す。 其 年 時 並 R 壽缺 く" (淨士 總. 
系譜) 

コゴク 故 極 5: 一 〇: 〔淨 土宗〕 駿河大 運 寺の 開山な う、 
故 極 字は 心 蓮 社 安 譽と號 す、 相模瀨 戶嶋の 人、 幡隨に 師事し 
て 法を 嗣ぎ 、駿 河に 到うて 吉原に 大運 寺を 開く、 萬 治 三年 九 
月 十七 B 寂す， 壽缺く (淨土 總 系譜) 

コシン 故 信 ( . ) 〔淨 士宗〕 歸命院 の 僧な 6、 故 

信號 は泰譽 、甲斐の 人、 歸命院 の 第二 代 即ち 開祖の 嫡な う、 
示 寂の 年月日 かく， (鎭 流祖 傅} 

コシン 故 信 ドン タ ri— 呑 龍を 見よ、 

コ、 V 3 1 リョ 丨サソ 了 山 1: 見よ、 

コ F— 故 道  y v H- 存榮を 見よ、 

コガク 虎 角 ゥン チョ.- 雲 潮を 見よ、 

n クウ ン 虎關 シレソ 師錬を 見よ、 

コケ 1 虎溪  H  - ギ永義 を 見よ、 

コケ！ 虎溪ゲ ンギ 元義を 見よ* 

コケ 1 电ル溪 シヨ- ジ rl ン ;IH 淳を 見よ、 


コケ ー 虎溪シ ョ丨 V  rl  -昌隆 を 見よ、 

コター 虎溪 ドゥニ V 道 壬を 見よ、 

コター 虎溪 リョ— 一ー ユ丨良 乳を 見よ、 

コタ— 虎溪  V ョ—乇  > 靈 文を 見よ、 

コサ ^ ' 12^ +r PJC シ fj  ― オッ宗 乙を 見よ、 

コド 1 里 チョ— シン 潮 心を 見よ、 

コハク虎白 -: ^〔曹洞宗〕加賀寶_寺の僧な$、 

虎 白 字は 月 嘯、 加賀の 人、 其 俗姓 詳 ならす、 傑 外 雲英に 師事 
して 法を 繼 き、 總持 寺に 出世し" 大巖 寺に 遷 る、 萬 治 三年 加 
越 能 三 州の 大守菅 原 綱紀 請して 寶圆 寺に 進まし む、 天 和 元年 
丹嶺に 席を 讓 り、 元祿十 二 年 八月 二十日 寂す、 壽缺 く、 遺偈 
R 日く、 生 來鏡裡 像、 死 也 水中 月、 更要 k 問，， 端的 『金剛 嚼 •，生 
鐵 T と、 法嗣 丹領祖 衷 一人 あり、 (日本 洞上聯 灯錄) 


コカ ィ巨海 
コ カィ 巨 海 
コカ ィ巨海 
コサ ィ巨濟 
コサ ン 巨 山 
コ セン 巨 泉 
コ ガイ 湖海 
コ、 タツ 湖 月 


ソコ 丨祖 綱を 見よ、 

トゥ リユ-東 流を 見よ、 

リヨ 1 タツ 良 達を 見よ、 

ゲブサ 元 佐を 見よ、 

セソ テキ 泉 滴を 見よ、 

リヨ-チン 良 珍を昆 よ、 

ニ ヨサソ 如珊を 見よ、 

シブ キヨー 信 鏡を 年よ、 

コ K ン湖呑 (ニニ 九 一) 〔淨 土宗〕 山城 光明寺の 僧な $、 
湖吞は 源 蓮社往 譽と稱 す、 姓は 熊 野 氏、 常 R 觀智 國師に 師事 
する 乙と 三十 餘年 、才名 世に 顯 る、 將軍 秀忠の 命に よぅ 紫雲 
山 光明寺を 管し 盛 R 法 道を 興し、 伽藍を 搆復し 、中興の祖と 


(五三 三） 


書辭 名人 家佛 本日 


なる、 寬永 八年晚 冬の 末密 旨を 書して 元祖の 前に 精 祈して 保 
證を請 ふ、 甞て大 塔を 紫雲 山に 築き、 妙 德大士 を 安ず、 後山 
中に 一宇を 創し 淸心院 を 名け" 退隱の 地を なす、 示 寂の 年月 
日詳 ならす (鎭流 祖傳) 

コチ ユ ー 居 中 一〗 一 g 2f 〔臨 濟宗； 一京 師南禪 寺の 禪僧た F、 
居 中 號は嵩 山、 俗姓 源氏、 遠 江 吉最縣 の 人な々、 十九 歲 京師 
に 上 6、 興 聖寺敬 翁欽を 禮し 得度す、 無爲 元、 桂 堂 林の 二禪 
師に歷 事し、 心地、 白雲、 南 浦、 高峰. 鏡 堂、 無 象の 諸老宿 
の 下に 遊ぶ、 一山 西硐 、建 長、 圓覺の 二 寺に 法 席を 張る、 鏡 
堂偈を 作ぅて 賀 す" 北 條貞時 諸 山の 僧に 命じて 和 作せ しむる 
にあ ys 6 居 中 亦 與る鐧 殊に 中の 偈を賞 し 衆 角 多し と 雖一麟 足 
れ 6 と 云 a ya 6 とぞ ，延慶 二 年の 春 元に 渡 6 天童 山 日 東巖に 
謁 3/- 、 東 飯の 後 龜谷龍 山に 留 一山禪 師の 下に 依る、 文 保 二 
年 再。 ひ 元に 渡- 〇/ 古林 茂、 雲 外 岫 、曇 芳忠、 虛谷 陵、 定山 一、 靈 
石 芝、 獨孤 明、 東嶼 海、 元叟 端、 竺元 道、 中 峰 本の 諸 禪師に 
膝 謁し、 元亨 三年 二 兀の至 治 三年) の 秋東歸 し、 京師の 西禪寺 
に 住す、 瓣 香して 西碉 禪師の 法を 嗣 ぐ， 三年に して 愛宕山に 
退 休し、 後 丹 後の 天 橋 立に 一 寺を 開く、 元 德の初 勅 召 ある も 

固辭 して 出て ず、 正慶元 年 再び 勅 召 あぅ 南禪 寺に 住す.. 同 二 

年 秋 宮中に 禪 要を說 き ^' 寵光 尤も 渥し、 幾 もな く播 摩に 下り、 

集 雲 峰に 卜居す、 然るに 戰亂あ 6 劫 賊疆を 侵す、 愴惶丹 州に 

逃る、 將 軍足 利 尊 氏の 懇請に よ 6、 出で V 建 仁 寺に 住す、 尊 氏 

及び 足 利直義 、屢 就きて 禪要を 問 ふ、 一 住 五 年に して 寺 中の 

廣燈菴 に 退 休す、 勅 あう 大本 禪師 CO 號を賜 ふ も固辭 して 受け 

す、 康永 元年 東 下 圓覺 寺に 住し， 尋きて 建 長 寺に 住す、 晚牛 R 


寺中瑞雲菴を構へて退休ゲ'貞和元年二月六日偈を書し寂す* 
壽六 十九、 臘 五十一、 語錄外 集 ぁ 6、 少林 一曲と S ふ、 遺偈 
に 日 ふ 生死 涅槃、 春 行， 1 冬 令 『將錯 就 錯仲和 提景、 (延 寶傳 灯錄、 
本朝 高僧 傅) 

コホ ー 居 方 シサィ 子濟 1: 見よ、 

3 ガイ « » チ d  - サ V 仲珊を 見よ、 

コガク M m 子 コ-シ ン光眞 を 見よ、 

コガン g* 鑑 コ ハン 嘉を 見よ、 

コサ ン 固 111 ィ チキ  ヨ丨一 掌を 見よ、 

コセン 胡僵一 一 晒 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 妙， 0 寺の 僧な 6、 
胡慑 字は 卓洲 、尾 張 海西津 島の 人、 鈴 木 氏な う、 夙に 出家の 
志 ぁう、 五十 歲父 に從 a て 總見 寺祥鳳 禪師に 謁して 下髮 納付 
し、 禪師幷 に 法叔良 哉の 敎を受 く、 十九 歲出 遊し、 美 濃 谷 口 
汾陽 寺に 褂搭 し、 快 3 品 禪師に 事 ふ、 尋て 高野山に 登 6、 京師 
に 入 等 持院靈 源禪師 に 謁し、 再び 尾 張 名 古尾に 歸う 、同 
地の 白 林 寺 月 鑑禪師 よ 6 峩山 禪師の 高風を 聞きて 出發 東行 
し、 路駿. 洲を經 、菩提樹 院に 大會ぁ 6、 因て 遂翁禪 師に 謁し、 
遂に 箱 根を 踰 え、 武藏永 田寶林 寺に 投じ、 峩 山に 謁し、 趙州 
無 字の 公案を 得て， 日夜 參究 し、 寢 食を 廢すに 至る、 峩 山の 
下に 留 う、 潜行 密修 十四 年に 亘る 、寬政 八 年 二月總 見 寺に 住 
し、 法化甚 盛な 6、 國侯幷 に 太夫 人 數<參 請す、 文化 十 年 三 河 
三 支 寺の 請に よ^^ 碧 3 品 錄を 講ず、 同年 十月 勅を 拜し妙 心 寺 
に 出世し 紫 衣を 賜は 6、 妙 心 寺境宗 大隻 の法嗣 となる、 十二 
年久 々里 東禪 寺の 請に よう、 臨濟錄 を 提唱す、 同年 七月 國侯 
書を 以て 褒賞し' 幷に白 余 三 錠を 賜 ふ、 文政 三年 總見寺 僧堂を 


ゴ( 居) チ 


コ (居’ 湖、 箇 、顧、 固' 胡) 


書辭 名人 家怫 本日  C-HH) 


tl( 枯) ゴ S) 


改築す， r'- , 翌年 美 濃普濟 寺の 請に 應 じ、 闡提記 聞を 講じ、 翌年 
瑠璃 光寺の 請に 應 じ、 臨 濟錄を 提唱す、 同年 遠 江 東 光寺の 請 
に 應 じ、 虛堂錄 を 提唱す" 爾後 美 濃 眞充寺 淸泰寺 少林 寺 永 保 
寺、 信 濃 長久 寺大雄 寺、 王 川 寺 駿河蓮 光寺、 相 模了義 寺、 三 河 天 
恩 寺 甘 泉 寺 等の 請に 應じ 、碧 岩 錄 、臨 濟錄 、幷 R 槐安國 語 等を 
提唱す、 天 保 二 年惣昆 寺 開基 織 田 信 長 二百 五十 年忌に 當 6 結 
制 開講す、 國侯米 百 石 金 百 雨を 寄附す、 天 保 三年 四月 總見寺 内 
の 東 林 寺に 閑 棲す、 十二月 疾あ 6、 同 四 年 八月 廿日 寂す、 壽 
七十 四、 法臘 六十、 法 嗣精洲 全 明、 總見 寺を 繼 r 雪 洲胡雄 遠 江 
貞永 寺に 住し、 蕙應玄 都、 美 濃 西 明 寺に 住し" 昌山慧 讓江戶 
松 源 寺に 住す、 四 年 十月 廿 二日 勅 謚 大道 圓鑑禪 師と賜 ふ、 (近 
世禪林 僧寶傳 、正 法 山 宗派 圖) 

コモ ク 枯木  シヨ 丨 H 丨紹榮 を 見ょ、 

ゴシン 護 信 2111 七 5 . 〔淨 土宗〕 下 總環菴 の 僧な. り、 

護 信 俗姓は 爲田 氏、 伊勢 飯 高 郡の 人な り、 八歲 父を 喪 a て 佛 
門 R 歸向の 意 あぅ、 郡の 樹敬 寺祖 山の 下に 投 し、 十二 歲 得度 
す、 後江 戸增上 寺 R 寓し 、經 論を 講究し、 南山鈔 等を 見て 戒 

律に 志し、 大小 戒律の 鈔疏を 見る、 斷戒鉢 章 三卷を 作り、 戒 

鉢の 蘊奥を 斷す晚 年下 總葛飾 に隱 棲し 3 居所を 環 菴と日 ふ， 

某 年 自ら 菩薩 一切 學處を 誓 受 し誓受 一切 學處 菩薩と 號す示 寂 

の 年 時歃く •享保 の 頃 lit にあ れは其 後なる は 明な 著 

書 斷戒鉢 章 あう (續 日本 高僧 傳) 

ゴシュ ー 護 洲ニー V 一 S 〔曹洞 宗： 一 近 江 深 溝菴の 僧な \ 

護 洲は界 遠と 號 し、 俗姓は 大日 向 氏、 信 濃の 人な. 〇、 十一 歲 

郡の 臥雲院 に投し 得度す、 稍 長して 江戶に 入 6 、天 山 雪 R 謁 


ゴ (護) ニー  i 


し、 尋 きて 北陸の 諸國に 遍歴し， 山城に 入る、 伏 見に て一禪 
翁 R 遇 ひて、 敎 示を 受け、 丹 後の 山中 r 隱れ て參究 し、 頗る 省 
發 すると 乙 ろ あぅ、 翁に 所見を 呈す、 翁 呵す 、乃ち 去りて 和 泉 
R 到 6、 蔭凉 軒鐵心 禪師に 謁し、 尋きて 山 崎の 不禪 禪師を 叩 
きて 參究 す、 延寶の 初め 近 江の 深 溝に 菴 居す、 是時善 應寺惟 
慧禪 師道 聲 高し、 師謁を 通し、 一見 夙 契の 如し。 日く、 參禪 
多年 未た 省力の 處 あらす、 和尙の 開示を 請 ふと、 慧 日く、 參 
禪は 祕訣 なし •生死を 脫す るを 要すと， 師 日く、 生死 如何 か 
透脫 せん、 慧勵聲 して 日く" 已に 念念 生死な りと、 師言 下に 
恍然贯 負を 放つ か 如し、 即ち 謁あ 日く、 四十 餘 白、 虛度 
歲 華、 靑天殒 地、 更不著 花、 と、 去りて 深 溝 村の 舊菴 R 歸 6 
豳棲 す、 禪餘 三千 佛名經 を 書し、 每 字三拜 して 專ら精 誠を 盡 
す" 元 祿六年 春 惟 慧禪師 を 省覲 し、 十 年 十一月 微恙 あり、 廿 
一日 寂す、 壽六 十一 臘 五十、 (續 日本 高僧 傳) 

イ rl ン護忍 ( . ) 〔眞言 宗〕 山诚 醍醐 山の 僧な々、 

護 忍は 桂の 房と 稱す "京都の 人 具 平 親王の 子な 6,4- 年に し 
て岀 家し、 仁 海 僧正に 從 a て 傳法灌 頂を 受 く、 (續 傳燈 廣泰ン 
ゴ 手 ン護今 心 ジオ— 慈應を 見ょ、 

ゴ诺— イン 護法 院 ー ブッ ソ* 哲 僧を 見ょ* 

- Yi a l 護 命 si 'rao s 相宗〕 大和 元 興 寺の 學僧 なり、 
護 命 俗姓は 秦 氏、 美 濃各務 郡の 人、 十歲 R して 同 國の金 光明 
寺に 入 6 て 業を 道 興 法師に 受 く、 十五 歲奈頁 R 遊學 し、 元 興 
寺の 滿耀 法師 R 依 6 て 專精勸 策し、 同 寺の 勝 虞 僧都 ic 從 ひ て 
唯識 論を 學 ふ、 業 成りて 僧綱の 試 業 R 應 し、 甲 科に 及第す、 
十六 歲 R して 度を 賜 S、 十九 歲 唐の 法 進 僧都 R 從 a て 沙彌戒 


(七 主 三) 


書辭 名人 家佛本  日 


を 受け、 明年 納 具す、 久しく 僭 都の 左右に 侍し、 律を 質し， 
經を究 め、 後 辭し去 6 て吉野 山に 菴 居す、 延曆十 年 詔 ありて 
京に 入 A、 山城の 山 田に 茅菴を 結 a て 居る、 同 二十 四 年 正月 
最勝 王經を 大極殿に 講 T 、 講畢 るの 日、 內 殿に 延 きて 戒法を 
受持 せし む、 六月 大法 師位に 任し、 大同 三年 山 階 寺に 維摩 經 
を講 す、 弘 仁二铒 大和 /; 壺坂に 止 6、 六 年少 僧都に 任し" 翌 
年大 僧都に 轉 す、 十四 年 勅命 R ょ 6、 硏心 章を 作ぅて 法相 宗 
を 推擧 す、 老年の 故を 以て 僧綱 V」 辭 すれと も 許 3 れす 、依て 
潜に京ど出て、梵釋寺、 !1| [1] 奇に歷遊して白雲に高臥し、餘 
年を 樂し む、 淳和 天皇 天 長の 初 特に 敕し て大 僧都 從者 Q 55 を 
賜 ふ、 師 天恩 優渥に 感 し、 再 a 起ち、 同 三年 詔に ょ 6 藥師 
經を 新藥師 寺に 轉閑 し、 翌年 僧正に 舖 す、 此年 三月 天皇 先帝 
親筆の 金字 法華經 を 橫笄 し、 南北の 碩德’ 集めて 晝夜 七日 法 
華經 を演說 せし むる に 方り、 師亦 講師に 選 まる、 承 和 元年 九 
月 十一 日 元 興 寺の 小 塔院に 寂す、 壽八 十五、 臘六 十二、 著作 
法 苑解節 記、 二十 卷樞耍 解 節 記 十七 卷 、唯 識解節 記、 法 華 解 
節 記、 各十卷 、法苑 林 章 記、 法 華 釋義决 、了 義燈解 節 記 各 三 
卷 、最勝 解 節 記、 理門解 節 記、 心經幽 贊解節 記、 因 明解 節 

記 各六卷 、硏神 章五卷 、慈 恩 傳解節 記 四 卷 、法苑 記 二卷 ，二 

十 唯！！ 略 鈔 、理門 十四 過 類 記 t 十 輪 略 疏 、唯識 疏序釋 、華厳 十 

住義 、各 一 卷 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

ゴオ ー 牛 雄 ニニ 八 |  〔淨 土宗〕 近. rx 西 運 寺の 開山な 6、 

牛 雄は 日 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 隨流に 師事して 法を 

嗣 ぎ、 近 江 蒲 生 郡に 西 運 寺を 鄉 して 開山と なる、 元 和 八 年 五 

月五日寂す、壽欠くバ淨土總系譜) 


ゴ (牛) 才 


ゴオツ 牛 越 リョ—  n  I 莨 光を 見ょ、 

ゴクワ ク 牛廊一 H: t  一  ■〔淨 土宗〕 京都 長德 寺の 開山な $、 
牛廓は.蓮針钿譽と號し、初めの名は萬愚と云ひしが、後改 
めて 牛 廓と 呼ぶ" 法を 宣譽 に嗣 ぎ、 京都 今 出 川の 長 德寺開 
山と なる、 寬永八 年 十一月 十七 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總系 
譜) 

ゴシュ ー 牛秀； iii si 〔淨 土宗〕 武 藏大 # 寺の 開山な 6、 
牛秀應 蓮社賛 譽と秫 し" 助 給と 號 す、 E- 斐の 人な う、 (一 說武 
藏の 人) 幼 R して 出家して 增上 寺に 登-^ 忍 譽感譽 に 師事し、 
後に 南北の 講 席に 歷學 し、 諸宗 を學修 す、 常 R 華嚴 、沾 華、 
起 信、 釋論等 V」 精究 す、 後、 武藏瀧 山に 住し、 大に法 化を 勤む、 
其 寺を 大善 寺と 號 す、 慶良十 年 六月 十二 日 寂す、 壽詳 ならず、 
瀧 山に 葬る、 著作 說 法式 要 十二 卷ぁ う、 (鎭 流 li.ll 傅、 淨土總 系 
譜) 

ゴソン 牛存 i': o: 一 Y 一 〔淨 土宗〕 山城 光照 寺の 開山な う、 
牛 存は鎭 蓮 社 晃 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 虎 角に 師畢し 
て 法を 嗣 ぎ、 伏 見 光照 等の 開山と なる、 寬永 二十 年 八月 二十 
一日 寂す、 壽欹 く、 (淨 土總 系譜) 

ゴタク 牛澤； ii,i o: .l 〔淨 土宗〕 攝津圓 通 寺の 開山な 6、 
牛 澤は燈 蓮 社 傅 譽と號 し、 河内 花 田の 人、 宇治 平等 院玄譽 の 孫 
弟に して 其： g を 寂 # と 云 ふ、 虎 角 雲 潮に 法を 嗣 ぎ、 初め 塄遍照 
寺 西 向寺に 住し、 後、 淨源 寺を 再興す、 攝津生 玉の 圆通 寺を 
開きて Z1 れ に 住し、 寬永 十八 年 十月 十二 日 寂す， 壽歃 く、 (淨 
土總系 譜) 

ゴ 、ト ー 牛 道 ニー. r 五 〔曹 洞宗〕 江戸 靑忪寺 第 十代な り、 
ゴ (牛〕 才 


書辭 名人 家佛本  日 


CAHH) 


ゴ小) ープ —n  ゴ (悟、 五， 光) 


牛 道 字は 心 靈和泉 郡 山 y> 人 俗姓 市 野 氏な 〇、 南都 1/> 招提寺 
に 眩 6 得度す 後 伊豆の 修禪 寺撫外 に 參し 次に 一峯 R 師事す る 
乙 と 三年 遂 R 其 法を 嗣いて 永 平 寺 r 出世し 靑龍 寺 R 遷る 後撫 
州 萬 年 山よ 6 龍穩 寺に 徙るに 方 6 て 幕府の 命に より 萬 年山靑 
松 寺の 席を 嗣 く 後光明 帝の 勅 召 5: 拜し慶 安四 年 宮中に 入 6 法 
を說く 帝大に 悦び 僧伽 梨幷に 勅號暉 山 吐 光 禪師と 賜ふ旣 に 京 
師 より 皈 6 十洲 R 席を 讓 りて 退隱し W ら源昌 松 久の二 寺/. 創 
む 後ち 洲の 遷化 後復 y2 席に 據る 明曆 元年 十一月 十三 日 遂に 寂 
す (萬 年 山 志、 日本 洞上聯 灯錄) 

ゴラン 午 桐 カン シ V 鑑 心を 見よ、 

ゴヌ悟 阿 y 九 四 三 〔華厳宗〕 奈莨 朿大寺 $ 學僧 なり、 悟 
阿は 東大寺 知足院 R 留 6 て 戒律 法相を 究む 、後" 源 空 上人を 
問ぅて 淨土敎 を 受け、 淨土敎 の 章疏を 究め、 殊に 群' 袖 論に 精 
通す、 亦 本願 亦 非 本願 義ヶ- 立つ、 弘安六 年 十一月 十七 日 寂す、 
壽缺 く、 著作 群 疑論鈔 廿五卷 、新 十 因 若干卷 ぁり、 門下 禪 心、 
制 心、 尊觀 、了 敏の四 人 ぁ 6、 ( 淨土總 系譜) 

ゴガ r 悟 海  ジ rx- ソ カク 純 覺を見 よ、 

ゴク？ 悟你エ キョー  子 ン敬 念を 見よ、 

ゴケ 1 悟溪 シニ— トン 宗頓 VJ 見よ、 

ゴコ 1 悟 光一-一 湖 SI 〔黄 •檗宗 〕 山城 宇治 萬 福 寺の 第三 十 

七 代な り、 悟 光 字は 萬 丈と 云 a 、 俗姓は 井上 氏な り、 後に 

筘 氏を 稱 す， 豐前下 毛の 人な 6、文化二毋に生る、出家して 

黃檗宗 R 皈し 、法を 嗣く 、明治 儿年 二月 十四日 黃檗山 主に 上 

う、 一 住 五 年に して 退隱 し、 豊前 に皈 りて 優 遊す、 nil 治 三十 五 

牢六月 九日 寂す、 壽九 十七 (黃襞 山歷 代表} 


ゴシン 悟 心 シ  ンエ 信惪 5: 見よ、 

ゴシン 悟 心 モ ソミ ョ  I 文明を 見よ、 

ゴシュ！ 悟宗 クート  ン圭頓 ， r 見よ、 

ゴ ホ- 悟芳 ii ^ 〔黃檗 宗〕 ⑴城 宇治 萬 福 寺の 第三 十 
四 代な 6、 悟芳 字は 瑞雲と S ふ、 肥 後國佐 賀の 人* 御厨 某 
の 子な り、 出家して 黃榮宗 に 皈し 、法 V 嗣さ 、安政 四 年 JF. 月 
十五 日黃榮 山 主 R 上り、 其 職に 在る $ 十三筇 な-^、 明治 一年 
四月 十六 日 寂す、 壽七 十二、 (黃滎 山歷 代表) 

ゴガ ク 五岳  モン エ聞惪 ヒ 見よ* 

ゴジヨ ーイン 五 乘院 ジュン リョ-順 了を 見よ、 

ゴチ 五智  ュ丨ゲ ッ融源 を 見よ、 

ゴト ー シ ツ 五 斗 E シゲ ゾ孜 元を 見よ、 

ゴ ホ！  五^ ^  、ソギ ョク師 項 5: 見よ、 

ゴラ クイン 五樂隱 ダィ ヶソ大 玄 ^ 見よ、 
ni ア 光 阿 テン カイ 典 海を 見よ、 

コー イ光意 jg s 〔法相 宗； 一河 內弘川 寺の 學 僧な 6、 
光 意は 俗姓 河内 氏 河内 石 川 郡の 人な 6、 大同 年中 最勝 V-T の 座 
主と なる、 後 河內に 弘川 寺を 開きて 學賓に 接す、 天皇 其德を 
崇みて 傳燈大 法師 位を 賜 ふ、 弘仁五 年 三月 四日 住處 R 寂す、 
壽七 十八、 (本朝 高僧 傳) 

コ1 ウン 光雲 ミ a — シュ— 明秀を 見よ' 

コ1 ヱー 光瑛ーーーーー，ーー；^〔眞宗〕京師也本願寺第十四恪な 
へ 光瑛 號を琢 如と 稱し 、別に 愚 支と 呼 ふ、 寬永二 年 七月 
二日 生る、 十三 世光從 上人の 第二 子、 母は 左大臣 幸 家の 女な 
ぅ、 師、 童 名を 茶 令 ® と 云 CA 、 九條 左大臣 道 房 ハ 猶子と な 6 、 


(九 三 三） 


書. 辭名 人家®  本 


日 


宽永 十五 年 得度し、 慶 安四 年 三月 六日 大僧 都に 任せられ、 改應 
二年十二月宗務を繼く、同年將軍家綱束山の地を /!-|- 與せしを 
以て 同地へ 祖廟を 移つ す、 fln 曆 元年 十二月 退隱 し、 寬文 十一 年 
四月 十四日 寂す、 壽四 十七、 淳寧 院と稱 す、 (門跡 傳 、本山 寺 誌) 
32 i 丨 光映  S S 〔天台宗！！ 近 江 比皲 111 延曆 寺の 座 
主な 6、 光映 字は 曇覺 、號は 棘樹 、一に 一如 菴と い ふ、 豐 
後國柬 郡 中 村の 人、 俗姓 赤松 氏な 6、 文政 二 屯 十二月 十九 日 
を 以て 生る" 天性 多病、 且つ 肉食を 忌む* 故に !! 1 家を 求む、 
文政 十一 年 十月 江戶に 下う、 十三 ^E 十一月 東 II 山昆明 院光千 
を拜 して 薙染 す、 天 保 六 年 正月 交 衆の 列に 入う、 其 年 三部 密 
灌を受 く、 十 年 八月 國に皈 うて 父母を 省し、 洱び出 遊して 比 
叙 山 R 登う、 十二 年 十月 廣學 m 義の 大業を 遂く 、十五 年 七月 本 
住 院に 住し、 弘化二 年 九月 大阿闍 梨 位に 進む、 其 年魚 山 梵唄 秘 
曲を 傳令 す、 嘉永 元年 六月 金 綦院に 轉 住し、 三年 三月 東 叙 山修 
禪院に 轉 し、 大僧正 圆 如の 法 統を繼 く、 安政 二 年 十月 壽昌院 
R 轉 し、 別當 職に 任せら る、 五 年 五月 大 僧都 R 進む、 其 年 冷 
泉 中納言 爲理の 猶子と なる、 文久 元年 盛 岡に 遊て 固 政を 議 す、 

十月 昵 近と ^ 6" 淸淨 林院を 賜は る'  且つ 萠黃玉 蟲 衣の 着用 

を 許 3 る、 俗に 御用 召と 稱 する ものな 6/ 二 年 八月 法 親 現の 

命に ょ-^ 談山 竹林 坊に轉 し、 學頭 職に 任し、 權 僧正に 進む、 

乃ち 命して 弟子 光弼を して 法 統を繼 かしむ、 干 月 京都に 於て 

天顔を 拜 す、 靑蓮院 法 親王 尊融紫 衣を 賜. ふ， 慶應 三年 八月 正 

僧正と なう、 十月 再び 天顔を 拜 す、 四年閏 四月 ili 叙 山に 兵難 

あう、 師東 下して 法 親王に 謁し、 師子王 院の號 並に緞 + 衣を 

賜 ふ、 五月 十五 日戰役 あう、 師陣 中に 奔走す、 其 年 十二月 西 


ni  充) H 


阪して 大坂 四天王 寺に 假 居す、 明治 二 年 十月 公 現 親王の 天譴 
解く と 聞きて 金 臺院の 里 坊に皈 住し、 自ら 如々 院と號 す、 爾來 
念佛 業を 事と す、 明治 三华三 月 嫌疑を 蒙 6、 其 月 八日 朝 使に 捕 
はれ 十七 日 嫌疑 解けて 皈 6、 八 年 江戶に 下- 三月 八日 權大 
僧正と な $、 四月 延曆寺 座主と なる、 九月 探題 相 水し 二十 九日 
再 s 江戸に 下^/九 年 七月 北國を 巡 化し、 九月 戒檀院 の 制を 
再興す、 十 年 九月 十五 日 圓頓戒 相承す、 十二 年 五月 十八 日大敎 
正と なる， 七 ; •] 十五 日 管長を 辭して 新 里坊に 移る •九月 十一 日 
法華會 勅許せられ、 十月 一日ょ^ NNJ れを 修行す、 十三 年 五月 滋 
賀院を 再興し、 後金 * 院 四天王 寺毘 沙門 堂に 移 6、 一一 十七 年 ー ハ 
月 病に 罹ぅ 二十 八 年 八月 十五 日 寂 す、 壽七 十七、 (四 明餘 霞} 

コ？ エ ー 光 影 ヶンッ > 11 通を 見ょ、 

コ ーエツ 光悅； ii jj た 〔淨 土宗〕 江 日 法 安寺の 開山な 6、 
光悦は 源 蓮 社 周 # と號 す、 觀智 國師に 隨 侍して 其 法 流を 禀 け、 
江 戶赤坂 法 安寺を 開く、 寬文六 年 三月 二十 九日 寂す、 世壽詳 
ならず、 淨土總 系譜) 

コ ン光圓 ニー ー ^ 二 〔眞宗 〕京 都 西本願寺 第 十三 代 
f,  免 圓 一名は 良 如と 稱し 、光昭の 次男な $、 慶長 十七 
年 十二月 七日に 生る、 寬永 三年 四月 薙 度し、 關白九 條忠榮 の 
猶子と なぅ、 十五 年 十一月 大僧正に 任す、 同年 學黌 を毅 立し、 
翌年 始めて 能 化 職を 置き 河内 光善寺 准 支を 擧けて 任す、 慶安 
四 年 五月 江戶に 赴き、 尋 s て： n 光山に 詣つ 、承應 二 年月 感曲 
吟の 二人の 宗 意を 爭ふに 方'^、 師兩 方を ^ 察して 和 熟せし IT 、 
同年 四月 再 a 江 戶に 赴く、 十二月 月感 東六條 R 迹を晦 ます、 
是 よう 先き師 屢々 此牮を 論 解 せんとし ^ る も月感 固く 執うて 


コ 丄 光) H 
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コ 1i 丁 才 


肯せす 興 正 寺 准 秀亦甚 左 調和を 謀う しも 中途に して 志を 變し 
て 月 感に黨 し、 共に 本山に 反す、 玆に 於て 師彈 文を 著して 其 
非を 辨 明し、 二條 公、 九條 公、 及 所 司 代 板 倉重宗 等 ic 呈 し、 
且つ 門徒に 敎示す 幕府 R 訴 ふるに 方う 幕府 裁決して 本山の 學 
寮を 廢 せしめ、 准秀を 越後に 遷し 月感を 出 雲に 遷す是 れ明曆 
の 初の 頃な $、 同 三年 正月 江 日 濱 町の 別院 燒け しか ば、 幕府 
に 乞 a 八 T 堀の 海を 塡めて 、寺 基を 移して 再興す、 此地 之ょ 
り 築地と 稱 す、 寬文 元年 三月 宗祖の 四百 年忌を 修 し， 二 年 七 
月疾に 罹 6、 九月 七日 寂す、 if 舞 五十一、 謚して 敎興院 とい ふ、 
師 始めて 學寮を 設け、 能 化 職を 置きて 緇 徒を 獎 導す、 師が宗 
風 擧揚の 功大な 6、 五子 あ 6、 四 男、 一女、 就中 光常 照 尊の 二 
人顯 はる、 (本願 寺 通紀 、大谷 畧譜) 

コ 1 ヱ ン 光 1 ドー シ ZX- 道 種を 見ょ、  . 

コ 1 才 1 光雄 二 • !•: 六 〔眞宗 〕播 摩本德 寺の 住持な 6、 
光雄 字は 靜 如、 童 名 W 竹 九と 云 ふ、 光常の 季子、 光啓の 弟な 
う、 享保某 年に 生る 十七 年 閏月 出て、 本 德寺照 宣の嗣 とな 
う、 十月 廿九 日薙 度して 昭貞と 名く •寬保 元年 六月 光啓 病む 

に 際し、 立ちて 嗣と な* C,、 八月 入 6 て 本山の 席を 繼き 、因て 

名を 更む •十月 內 大臣 九 條植 基の 猶子と なる、 三年 三月 病に 

因う 寺務を 辭 し、 顯證寺 常剛を して 法統を 接せし むる の 志 あ 

う、 乃ち 之を 朝廷に 奏す、 四月 移 $ て 北 室 R 居 6 信 行 院と稱 

す、 僧官大 僧都 R 止まる、 故 ありて 傳燈 の數に 入らず、 寬政 

八 年 七月 十六 日 寂す、 十七 子 あう、 昭義 、闡舒 "法修 、闡琅 

法 道、 攝生 等は 其 男な 6、( 本願 寺通耙 、大 谷畧譜 J 

nl オン ボ f 光 i 返 房 ^ーク -慧 空を 見よ、 


_ コ I 光) カー キ _ 

コー カ ィ 光海 i ii sg  〔眞宗 U 京師 東 本願 寺 第 十六 代な 
う、 光海 號を 一如と 稲し、 別に 愚 山と 呼 ふ* 慶 安二 年 七月 
一日 R 生る、 光瑛 上人の 第 六 子，‘ 母は 廣橋賢 兼の 女な 6、 童 
名は 利與 麿と 云 ふ、 萬 治 四 年 三月 十日 得度す、 初め 越 前 本瑞寺 
の 住職と なう、 後轉 して 河 內大信 寺に 主と なる、 延寶六 屯 五 
月 十二 日長 兄 光晴 上人の 法嗣 とな 6、 八 年 十一月 宗務を 繼 く、 
八 年 二月 三日 大僧 都に 任せら る、 元祿 十二 年大 谷の 本堂を 再 
建し、 十三 年 四月 十二 日 寂す、 壽 五十二、 無礙光 院と稱 す、 
(門跡 傳 、本山 寺 誌) 

コ| キ 光暉； 一 晒 SO AH 〔眞宗 ：！ 京師 西本願寺 第 十八 代な-'、 
光輝 一名は 文 如と s a 、 光闡の 長男な 6、 延享 元年 四月 十九 
日 R 生る、 寶曆 三年 二月 左大臣 九條尙 實の猶 -f とな 6、 明年 
九月 得度す、 八 年 三月 光闡 と共に 江戸に 赴き、 明 和 二 年 十月 
大僧正に 任す、 寬政九 年 某月 淨敎 寺の 智 洞を 以て 能 化 職と 爲 
す、 是 ょう 先き、 講主 巧存沒 す， 玆に 於て 智 洞を 以て 代 ゆ、 
初め 巧 存願生 歸命辨 を 著し、 大過の 說 興う 本 支の 宗徒 書を 著 
はして 徴 詰す、 黌衆 之 r 答へ、 難陳已 ます、 智洞 職を 襲く に 
及 a、 更に 入門 六條の 新規を 立て 專ら 巧存の 所說を 主張し、 
夏大 無量 壽經を 學 林に 講ず、 明年 某日 安藝の 學徒 十六 問を 作 
6 之を 智 洞 R 質す、 智洞 時 R 答 ふる 乙と 能は す、 宗意 紛亂 す、 
師 深く 之を 患 ふと 雖 も、 比 年 多病 之を 救 ふなし、 十一 年 病 重 
く、 法 嗣光攝 に 遺 囑し必 す 安心を 裁決せ しむ、 六月 十四日 寂 
す、 壽 五十六、 私 謚して 信 入院と S ふ、 著作 法語 数 - r 首 あ 6、 
三男 五 女 あ A、 •三男は 光攝 、暉 宣覺珠 とす (本願 寺 通紀 、大 
谷 略譜) 


nl キヨ ー 光敎ニーーみ|〔眞宗〕本願寺第十代な3、 
光敎 號を證 如と 稱す 、光 融法 印の 長子に して、 第 九 世 光兼 上 
人の 孫な 6、 母は 顯證寺 兼 # の 女 永 正 十三 年 十一月 二十日に 
生れ、 童 名は 光仙 麿と $ ふ 九 條關白 尙經の 猶子な 6、 大永 元年 
父 法 印の 寂す るを 以て 代うて 祖父の 法嗣 となる、 同 五 年 正月 
十八 日 叩 剃刀 式を 行 a 、 童 形を 以て 就職す、 同 七 年 四月 二日 靑 
蓮院 の尊鎭 親王 R 就 s て 得度す、 天文 元年 八月 六角 穿 賴山科 
を 襲 a 、 堂宇 兵燹に 罹う 願 行 寺 勝 忍 下 間融慶 下問 賴益钱 防戰 
して 死す、 師祖 像を 奉して 大 坂の 石山 別院に 移-^、 五牢 正月 後 
奈良 天皇 勅して 光 敎に二 品 親王の 宣下を 賜 ふ、 初め 天皇 踐祚 
1 後 九 年を 經て 未た 大典を 行は ず、 大內养 隆資を 献し師 亦 貧を 
助く、 故に 此 宣下 あ 6、 六 年 正月 本山 內規九 條を 製す、 八 年 (一 
說 十八 年〕 勅に ょう 權 僧正 ic 任す、 二十 三 弟 八月 十三 日 寂す、 
壽三 十九、 信受 院と稱 す、 初 光 融兼壽 の 語を 編輯 刪定し、 八 
十 篇を勒 成して 五帖 となし、 纔 に 完了して 寂す、 師其 業を 繼 
き、 刊行し、 每帖の 尾 R 華 押を 署して 證 となす、 遂に 永 式と な 
1、( 大谷 略譜、 門跡 傳 、本山 寺 誌) 

コ 1 キ 3 1 光彰 ギヨ  ••ニ ッ堯 仁を 見ょ、 

コークー 光处工 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 金 勝 寺の 僧な $、 

光 空 W 近 江の 人、 金 勝 寺に 居て 法 華を 誦 持す、 兵 部郞中 平氏 

の 家 R 留る 乙と 數 載、 其歸 依を 受く •:. 乙と 篤し、 後 去りて 終 

る 所を 知らす、 (本朝 高僧 傳) 

コ？ ヶ 1 光啓 ii °± ー ハ S 宗〕 京師 西本願寺 第 千-ー ハ 代な 

う、 光啓 一名は 湛如 と稱 し、 光常の r 山 十 男、 母は 竹 中 氏、 

享保 元年 六月 二十 八日に 生る" 關白九 條輔實 の 猶子と なう、 
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十五 年 十一月 得度す、 某 年大通 寺の 南 谷に 就きて 書 及 a 文を 
學 a 、 十九 年 二月 光 澄と 共に 江戶に 牲 き、 元 文 四 年 三月 大僧 
正に 任す、 五 年 六月 講 主法 霖 R 命して 家 司 以下を 召し 法要を 
論 示し、 日 後 其 旨を 記して 之を 與ふ 、寬保 元年 六月 八日 寂す、 
壽二 十六、 私謚 して 信曉院 とい ふ、 子な し (本願 寺通紀 、大谷 
略譜) 

コ！ ケ ー 光間 こ  一 E: 二 〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺の 第 四 代な 
6、 光冏號 は 文 蓮 社 隆譽珠 阿 俗姓 蒲 生 氏、 近 江國蒲 先 郡の 
人、 蒲生秀 胤の 臣秀 重の 二 男な 6、 秀 m は 猶子と して 秀胤 の寵 
を 得、 其 別業に 在 6、 師 をして 本家を 紹 がしめ むと す、 然るに 
主家の 遠ざかる 所と なぅ しか ば、 師其 後音譽 上人銎 觀の淸 操 
を 慕 ひ 就て 學ぶ 、性 俊逸、 內外の 典籍を 修め、 詩歌に 志し、 又禪 
を究む 、文明 十一 年 十一月 廿六 日增上 寺 第 四 代と なり、 駿 河に 
至 6 つ、 衆人の 歸依を 得、 仙 年 寺を 建つ、 明應 元年 五月 十四日 
寂す (鎭 流祖傳 、三緣 山 志) 

コ1ケ1 光 桂 タィヤ ク太益 を 昆ょ， 

コー ケン 光賢 2 丸一 〇〕 〔眞言 宗〕 山城 醒_览 塔 坊の僧 な 
i  光賢は 建 長 二年卞 月 二 十五 日 幸 心 院 {<: 入 ゎて 憲深 僧正 
の 許 0T 灌頂 を受 く' (續 傳燈 廣錄) 

コ ー ケン 光兼 i 二 5A 〔眞宗 〕 本願 寺 第 九 代な-、 光 
兼號を 實 如と 云 ひ、 第 八 代兼壽 上人の 第五 子 母は 藤 原 氏 長祿 
二 年 八月 十日に 生る、 童 名は 光 養 麿と S ひ、 左大臣 勝 光の 猶 
子と なり、 文明 五 年 得度し V 靑蓮 院尊 應の 門人と なり、 後權 
大 僧都に 任す、 同 十五 CT 長兄 光助 法 印 寂 r るを 以て、 師 代り 
て 法嗣 となう、 延德 元年 宗務を 繼 く、 永 正 四 年 六月 細 川 政 元 
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害に 遭 a 都下 騷擾甚 しきを 以て、 近 江 堅 田に 亂を 避け、 五 年 
十一月 山 科に 歸 へる、 大永 元年 後柏原 天皇 即位 大典の 資を献 
し、 香 衣を 賜 6 且つ 准 門跡に 補 せらる、 五 年 二月 二日 寂す、 
壽六 十八、 敎恩 院と稱 す、 著は す 所 法語 數篇 あり、 五子 あり、 
一は 光圓 、二は 光融 、三は 兼 珍、 四は 兼 澄" 五は 女子な ぅ、 
(門跡 傳 、本山 寺 誌、 大谷 略譜) 

〔考〕 本願 寺 門跡の 起源に 就いては、 高 代 寺 日記、 加 越鬪爭 
記 等 {'C 明細なる 記載 あり、 後柏原 天皇 文龜 元年に 踐祐し 穴 ま 
ひ y2 る 7P、 應 仁の 大亂 後 R して 京師は 大 R 荒 敗し、 且つ 永 仁 
元年には 五穀 登らす、 諸國飢 饉に 苦め るを 以て 即位の 大禮を 
行 ひ ^ まふに 至らす、 西 三 條實隆 法名 堯空乙 れを 本願 寺 光兼 
に 謀 6 しかは、 光兼は 門徒を 勸 め、 一 萬 貫を 献 し" 即位の 大禮 
の 費用に 充つ 、天皇 御感 あり、 行成 自筆の 三十 六 番の 家集を 
賜 ひ、 且つ 永代 子孫 准 門跡に 補任せられ たるょ し 云へ 6、 
コーケン光謙廷^^〔天台宗〕比叙山安樂院第二代な 
光謙は 幻々 菴と號 す、 靈空は 其 字な 6、 俗姓 岡 本 氏、 
筑前福 岡の 人、 後光明 天皇 承應 元年 R 生る、 幼名を 辰と いふ、 
蓋し 歲壬 辰に 在る R 由る と S ふ， 父は 庄三 郞と稱 し、 國主忠 

之に 仕へ、 後、 制髮 して 龍 意と 號 す、 是ょ 6 先き 婦を娶 れ， て 

三 子を 生む、 師は其 長子な 6、 年甫め て 九歲 、母の 喪 R 丁ぅ、 

悲痛して 措かす、 遂に 出 塵の 志を 發して 未だ 遂くる 能は す、 年 

十四 其 鄕松源 院の豪 光 R 從ひ て薙染 す、 時に 寬文五 年 八月 十 

日な 6、 名を 光舜と 命し* 後光 謙と 更む 、豪 光 偶 普 門 品を 授 

けんと 欲し、 經凾を 啓く に、 中に 小 白 蛇の 蟠 るを 見る、 豪 光 

以て 瑞 となし、 益惪 育す、 年 十七 R して 敎義を 究めん と 期し、 


比皲 山に 登り、 正覺院 R 掛 錫す" 幾 もな くして 南 谷 觀泉坊 
R 移る、 輪 王 寺 門 主 本 照 院宮の 命 R ょ $ 星 光院を 主る、 年 二 
十七 妙 立 和 尙坂本 村 R 在ぅて 敎觀の 正 旨を 唱 ふと 聞き、 乃ち 
往きて敎を禀く、是に於て昔日學ふと乙ろのもの甚左邪僻多 
きを 知る、 和尙を 拜して 十重 禁戒 を受 く、 年 三十 四和尙 に從 

• a て 沙彌 とな 

る、 尋 s て 星 光 
院を辭 し、 洛西 
泉 谷に 隱れん と 
す、 詩を 賦して 
日く、 幽溪聊 寄， 
生、 不 k 釣- 隱偸 
名 - ■» 因 k 聽 $ 眞常 
樂ハ得 知 „ 身 1H; 
輕ハ雲 松 護， I 禪榻 
ハ 風竹拂 =塵 情 T 
來レ此 多= 間 日 ハ 懺 

摩誦 ，一 妙經 ― ■» と， 
乞食して 佛制を 

嚴 守す、 山門の 學徒 追従して 敎を受 く、 遂に 北 野に 移り 淨土宗 
山 派の 洞 空の 爲 -R 天台 戒疏を 講ず、 洞 空師の 指摘を. 蒙 6 て 戒 
疏 .^ 正 記を 著す、 是歲師 闢邪篇 一卷を 撰して 世 R 出た す、 元 旨 
歸命 壇の 邪を 闢く なう、 我國の 天台 敎は 中古 大 に 衰 へ、 姦徒私 
に 摩穸羅 神を. 祭うて 秘法と 稱し "密か R 之を 授受す、 師初 
め 其 法. を 受け、 後、 非を 悟う、 I 乃ち 此書を 著して 鑑戒 す、 輪 王 


= 


C 三 四 三） 


書辭 名人 家佛本  日 


寺 一品 親王 公辨 序を 撰し、 凌雲 院 大僧正 義道蹑 を 撰す、 義道 
甞て 邪說を 主張す、 一旦 妙 立 和 尙の敎 を 蒙 6 其訑 謬を 知る、 
是歲靈 室に 移 6 大佛頂 經を講 す、 伊藤東涯 師と方 外の 友た 
往き て師を 訪 a 、 詩を 贈うて 日く、 欲/尋 _|遠 公 室 『移/ 步 
過，， 两川 〖麥秀 搖，， 靑 穎， 荷 _ 點， ，碧 錢 S 時鐘 二 六、 胸 宇界三 
千、 借問 離， ，鄕 國； 幾年 此地禪 、元 祿 三年 妙 立 和 尙洛東 聖謎院 
村の 草菴に 寂し、 即ち 全身を 北 白 川 山に 葬 6 > し 其 弟子 皆師に 
歸 す、 師其菴 に 移-^、 有 門菴と S ふ、 五 年 四十 一、 輪 王 寺 
門 主の 請に 應 し、 山門 安樂 院に 赴き， 妙宗鈔 を 講ず、 秋 有 門 
菴に歸 る、 翌年 門 主 安樂 院を律 寺 (C 改め、 師を して 管せ しむ、 
盖し門 主の 妙 立 和尙の 宿志に 酬ゅ るな A、 八 年 法 華 文句を 東 
照 宮本地 堂に 講 す、 曼 珠院宮 特に 駕を枉 く、 講を聽 く 者 凡そ 
一千 人 あうた うとい ふ、 輸王寺 門 主 詩を 賜 ふ、 其 詩に 日く、 
聞 在 台嶠 ，說 ，二乗 - ■» 僧家 忽見 臥龍 興、 從 “今 化 益 無」 躬處 、幾 
許 光輝 挑， 一法 燈 『と、 九 年 河 內楠葉 村に 宗覺と S ふ 者 あ 6、 彈 
妙 立 章を 著す、 其 意 妙 立和尙 が甞て 靈 芝の 戒體辨 .V 防うて 天 
台 性 無作假 色の 說を辨 し y2 るを 嫌 ふな. CN ， 師筛彈 章， V- 撰し、 
先師の 說を恢 張し、 且つ 辯辨謗 比丘 作樂 章を 作“ 〇、 沒 乂宗 

覺辨惑 章を 撰す、 師喩 箴錄を 著す、 宗覺按 刻 喩箴錄 を 撰し*. 

師喩 箴錄續 補 1: 著す、 宗 覺復た 辯す る 能は す、 十 年 法 華 文句 

の講を 了し、 安樂 院に歸 $、 占 察 懺を修 す是時 大将軍 飼 吉特 

に 安樂 院に田 百 石を 賜 ふ 師江戶 に 赴きて 恩を 謝す、 尋 s て 法 

華 開 題を 祖師 殿に 講す 、將に 西歸せ んと r る や" 輸モ寺 門 主 

智者 入定 像、 及 S 經案 等を 賜 ふ、 西歸ハ •後 妙 立 和尙ハ 廟を北 

白 川よ. CN 移して 安樂 院の北 隅に 葬 中興 第一 祖 となす、 此 
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に 於て 大悲懺 を修 す、 三月 湖東 安養寺の 湛堂 和尙を 請して 證 
明師 となし、 瑜伽 戒沙彌 十戒、 自誓 具足 戒を受 く， 時に 年 四 
十七、 五月 再 a 湛堂 和尙を 請して 證明師 となし、 弟子 五 人を 
して 沙彌 十戒. ど 受けし む、 九月 師冃 ら設 明して 五 人に 具足 戒 
を授 く、 規を定 めて 日く、 自今 一部の 徒 皆 本院に 具足 戒を受 
けて 止 住 五 年專ら 戒律を 學ふ へし、 と是 ょぅ 先き 輪 王 寺 門 主 
に 向 a 、 上 言して 日く" 謹みて 開祖 大師の 本山の 恒則 V- 案す 
るに、 吾山 敎 1: 奉す る ものは、 焚 網 重 輕戒を 受け， 一 紙 十二 年 
山を 出で ず、 舍那 止觀兩 業 ^ 修す 、然るに 其恒則 s 廢 /2 れ犮 
る Z1 と 久し、 宜しく 古規に 復し て祖敎 .v 起 T へしと、 門主嘉 
納す 、乃ち 行者を 一山に 索へ H 偶 護 心 院の素 道と 云 ふ 若、 奮 
然として 止觀 行を 修せん ふ- 誓 ふ、 師其 人を 獲 7^2 るを 喜 a、 乃 
ち 證明師 となぅ 比 叙 山の 戒壇 院に 於て 大戒 を授 く、 六月觀 音 
疏 を 安樂 院に講 し、 九月 攝津を 遊 化し、 三 旬に して 歸る 、有 
明 菴に指 TV 鈔を講 し、 智積院 の 大衆 與 6 聽く ，十三 年 / \ 波羅 
密 寺に 法 華入疏 を 講 す、 十四 年年 五卞 にして 菩薩 戒、 廣布薩 
會と 本院に 輿す •寶永 元年 志賀 の義瑞 律師 妙宗鈔 を講 し、 師 
か 曾て 講 せし 縱銳 地境 亦須約 心 /; 文を 難 斥す、 師之を 聞きて 一 
乃ち 内外 二 境 辨一卷 を 著す、 二 年 義瑞辨 r 外 二 境辨を 拔 す、 
師の 門人 某 問 詰錄を 撰し/ 義瑞 r 辨一 境辨抬 遺を 撰す、 正 德 
二 年 師彈 拾遺を 述 ふ、 四 年義墙 二 百難の 著 あ。、 帥 二 千酬 
む 作る、 三年 玄門に 命して 本院を 董せ しむ、 乃ち 東 麓 別院 
に 退 さ、 專ら修 懺を務 む、 正 德元牢 年 六十に して 山 衆と 金 
光明 玄句 記を 校訂 V、 二 年 伊勢を 遊 化し、 又 三年 攝播 二國 
ic 遊 化す、 紀行 詩 あ 〇、 草堂. 雑録に 載す、 是 r:c 本院 正殿 丄を 
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竣 ふ、 門 主弘掙 堪三 大字の 額を 書す.。 師略敎 誡經を .講 r、 四 
年 十月 比丘 六 人を 集め、 始て攝 僧 大會を 結 ふ、 是冬飯 溪圓乘 
院の楚 善、 一紀の 住山滿 ちて 本院に 來 A、 師 R st 明を 請 a て 
具足 戒を受 く、 五 年 秋朿麓 大政 所に 佛頂 文句を 講 す、 冬 門 主席 
を公寬 親王に 讓 6、 京師に 入 6 て師 の ?- -r- 話を 受く 、是年 師釋門 
の 風紀 漸く 染む を昆て 釋門祝 誕辨を 作る、 其 略に 日く， 忌日 
を 齋す るは 古な 6、 生 辰を 祝す るは 古に 非す、 佛誕 生節を 除 
くの 外に、 本邦 曾て 此禮 なし、 近世 支那の 禪者來 6 て此 筵を 
開く、 徒弟 相聚 6 て 詩を 作り、 茶菓を 陳 す、 無 11 の もの 見て 
文 風と なし、 柱々 倣 ふ、 蓋し 禪 者の 味は 恕す へし、 律 徒 相 倣 
ふ 無知 痛む へきな 6、 と、 是 (C 於て 世 漸く 其 弊を 改む とい ふ、 
秋 傅 法 灌頂を 本院 R 行 ふ、 悉地 院の惠 潤 之 か敎授 となる、 師 
.之を 傳 へ、 又玄門 眞蛟に 傳ふ、 享保二 年年 六十 五 靑蓮院 親王の 
爲に有 門 庵 R 融心 解を諫 す、 三年 輪 王 寺 門 主の 穴 めに 有栖川 
に 止觀 大意を 講 す、 六 年 本山 願 王院智 周台宗 二百 題を 撰して 
師の閱 を 乞 ふ、 師刪 潤す ると Z1 ろ 多し、 台 家の 論 書此 R 至. CN 
て備 はる、 七 年備前 を 遊 化す、 八 年輪 王 寺 門 主 崇 保院宮 自ら 

師の 像を 書き、 並 R 羊 刻の 印章を 賜 ふ、 此年東 台淨名 院を律 

刹 R 改む 、院 は圭海 僧正の 開基 R 係る、 九 年 門人 一 庵を 京師 

に建て、師をして之に住せしむ、師固辭すれと名懇請して止 

ます、 乃ち 往き 住す、 普說 して 日く、 世界 身心 是幻 化な 6、 

而して 0 慕の 人の 住する 所毀壤 して 久しから す、 豈 R 幻の 又 

幻に あらす や、 と、 因て 幻 幻 庵と 號 す、 十 年 七十 四、 幻々 庵 

に 備前 大願 寺の 惠頂を 招き、 唯識 論を 講究す、 師 中古以 來の 

■解を 正し、 之を 指摘す， 十二 年 即心念 佛 談義 本を 撰す、 nn 
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石 梁田蛻 巖深 く師に 歸す 、乃ち 之が 蹑を書 -、 義瑞 及 a 淨 土：？！ 
の 徒 論鋒を 向# て 之に 杭す、 悉く 乙れ を拆 く. 華厳 寺鳳潭 評し 
て 日く、 他の 淨業門 其 祖宗を 誣罔せ らる と雖 、老朽 之を 畏れ 
て 口を 箝して 辯ず る 能は ず、 二三の 末裔 偶 手を 戟して 之に 抗 
する あり、 其れ 猶ほ 螳臂を 張 か 如き か、 と、 是歲靈 峰宗論 を 
刊行す る 者 あぅ、 師爲 R 序を 撰す、 十四 年輪 王 ^ 門 主 律 刹を 
日光 山 R 建て 興 雲 院と號 す、 是に 於て 三 山の 律塲 定まる、 十 
五 年年 七十 九 幻々 菴 に大悲 懺を修 す、 十六 年輪 王 寺 門 主師の 
八 旬を 壽し福 祿壽圖 を 賜 ふ" 圖は 狩野揲 幽の 書く と 乙 ると い 
ふ、 十八 年 盧山空 長老の 請に ょ 6 富岳 1! に 題す る 詩を 作る 是 
歲四 分廣布 薩會を 本院に 行 ふ、 これょり 毎 歲修 す、 十九 年碧巖 
集を 提唱す、 一禪徒 あり 因果 明々 曾不 k 味、 即今 不 > 墮野孤 疑、 
依然 百 丈 山 頭 月、 五 百 生前汝 是 誰の 頌を以 て 質す、 師 日く、 
即今 0' 二字 穩か ならず、 故に 此句 終に 義理な し、 五 百 生前は 
乃ち 迦葉佛 遺： ? Je 道 人何ぞ 誰を と 問 ふを 須 a んや 、渾 て敎 家の 
註解に 似 「必是 本邦 禪を 知らざる 者 作る ところ、 今 五 字 
を 易へ て 日く、 因果 明々 曾 不 k 昧、 明々 未 > 免 野 狐疑、 依然 百 
丈 山 頭 月、 五 百 生 來汝是 誰、 と、 蓋し 未だ 全く是 ならず と雖 
名、 較勝れ りと、 二十 年 三月 金剛經 を 講ず、 妙法 院堯恭 親王 
親しく臨み詩を賜-^日くゝ老師智德絕^儔偷ハ慈雨悲風大耋 
春、 獨坐講 筵竟， ，遅日 - > 心 期 在 k 出， I 世 中 塵 (と、 五 W 京都 所 司 
代 丹 波 守 土 岐賴稔 師を 招く、 賴稔甞 て 佛 敎を排 す、 師 の ff # 
を 聞き、 垂示を 請 a 、 遂に 初志を 翻す と s ふ、 元 文 元年 年 八 
十六、 魚 山 R 赴く、 是れ衆 請を 納れて 勝 林院證 據 阿彌陀 佛開 
収の爲 な* 〇/ 三 年 十月 病を 得、 面目 浮腫す* 門人 醫 をして 診 
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脈せ しめんと 請 ふ •師笑 ひて 日く， 用 ゆる 勿れ、 昔 璺干禪 蹄 
言 ふ あり、 身 四大に 居る、 病 幻よ.： 生ず、 若し 之を 除かん‘ J 
欲せば 須く淨 水を W ゆべ し、 と、 因て 淨水を 持ちて 師に 進む， 
師 乃ち 之を 喫し、 病 遂に 癒 ゆ、 翌 叫 牢荞 再び 微疼を 感ず. 輪 
王、 靑 蓮、 妙法、 聖 護* 梶 井''  諸 寺院の 親王 慰問. 其 だ 篤し、 
支 門、 覺道 、及び 正 覺院亮 潤 等を 集め、 四 明の 遺書 シ 講授 す、 
七月 三日 病を 扶けて 妙 立和尙 五十 周忌を 修 す、 威儀 端然と し 
て 人を して 病の 其 身に ある や 否やを 疑は しむ、 師恒に 日く、 
吾 か 志を 生せ し 者け 藕益な $、 吾 志を 成す ものは 先師な 6、 
と、 故に 平日 人と 話 二師の 事に 及は、 ••未 / 2 甞て 威儀を 整へ 
3 る 乙と なしと い ふ、 公辨 親王 日く、 妙 立の 靈空 ある 猶ほ智 
者の 章 安 あるか 如しと、 八月 九日 圆 珠院德 明、 輪 王 寺 門 主の 命 
を 奉し、 特に 東 叙 山よ 6 來り師 の 病を 慰問す、 十二 日 仙順貞 
道 B 順 三 執行を 招き 外 護の 厚き を 謝す、 九月 甘 一日 遺 偈及 a 
袈裟 四 領を以 て 四 親王に 呈 す、 其 遺偈に 日く、 老耋 今年 八 旬 
八、 久霑= 覃德 ，萬般 || •從 kr 以報 慈愛 - ■» 天眼 遙觀 振，， 道 風； 
と、 此 よぅ 復 他事を 言は す、 十月 四日 夜半 稱名 して 安然 寂 
す、 八日 門人 胥議 して 安樂 本院 妙 支 和 尙の塔 側に 葬る、 壽八 

十八、 臘四 十二、 安樂 院幷 に淨 名院師 を 以て 第二 祖と なし、 

他 寺は 皆 第一 祖と なす、 其 著書、 法 華弘傳 集序說 •法 華 開 題、 

法華壽 量義說 、止 觀輔行 開講 要義、 妙宗鈔 拾遺、 闢邪篇 •觀 

心 誦經法 記 略 註、 內外 二境辨 '始終 心 要略 解、 始終 戒要 略解、 

止觀 大意 講錄 "彈々 章、 喩箴錄 、箴喩 錄續 補、 旁觀 記、 旁觀 

記釋 難、 即心 念佛 談義 本、 同 餘說 、同 或 問、 同 略箴細 評、 彌 

陀經要 解 俗談、 同歙浦 本 俗談、 答 辯 光明 眞言 名 加持 土砂 義駁、 
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圆覺經 集註 俗談、 舍 •剛 經疏 俗談、 金剛 經破 空論 俗談、 三經解 
俗談、 心經釋 要 俗談、 齋食儀 註， 和 輪樑銘 略釋 、敎 行樞 機、 
台宗 綱要、 十 如是 略解、 開幃 試問 荅 •佛心 印 記箋要 、同 講錄， 
境觀： 嬰 門箋 要、 略 敌誡經 講錄 、觀心 食 法 講錄 、各 一卷 •妙宗 
鈔講錄 •、法 華 會義錄 外 ♦傍觀 記 骨； m 驗 非、 各二卷 、妙 宗披雲 
決、 辨々 問詰錄 、詳解 諺詮 •仁王 疏講錄 、各 三卷 、別行 疏講 
錄 ■法 華會 義論錄 、入 疏决 正、 各四卷 、指 瑕 返 璧五卷 、境 觀 
二千酬 、佛頂 文句 講錄 、入 疏續决 正、 草堂 雜錄 、各 六卷 、戒 
疏 集註 八卷、 和語 雜錄 、法 華 入 疏講錄 各 十二 卷、 止 觀講錄 二 
十四 卷 、文句 誰 錄 五十 卷 •通計 六十 二部、 二百 四卷 、皆 世に 行 
はる、 弟子 比丘 四十 一人、 沙彌 道俗 勝け て算 ふへから す、 創立 
の 律 寺 四十 五院 、世に 天台 敎觀の 中 與と稱 す、 (靈空 大和 尙行 
業 記、 近代 名家 著述 目錄) 

コ 1 ケン 光® チト ッ智訥 を 見ょ、 

コ ー ゲン 光玄  一一 一 g lg s 宗〕 京師 常 樂臺の 開山な-'、 
光玄 字は 存覺竟 名は 光 日 麿と いひ、 木 願 寺 ^ 三代 覺 如の 長子 
母は 播擠 局な 6，正 應三年 六月 四日に 生る、 前 伯 # 守 親顯の 
猶子と なり、 親 網と 名け、 從五 位下に. 故せ らる賠 に 年 八歲な 
6、親顯の沒後冷泉親業に養は <5 、嘉元元年十四歲にして發 
心 院覺意 房の 論 席に 列し、 經寶と 名く、 暫く 興 福 寺に 居り、 十 
月 十 a 東大寺に 移り 、薙髮 して 輿 親と 名け、 中納 言と 號 す、 明 
年 京に 歸 〇、 覺惠覺 如 兩師を 省觀 し' 心性 院經 慧ノ 室に 寓 す、 
奈良 r 歸 へりて 經慧に 招かれて 礎 島の 0'| 接坊に 入う、 名を 親 
慧と改 1/ 、後、比叙 !|! に登6、尊勝院玄智の室に入6、遂に 
靑蓮院 慈 道 親王の 門人と なる、 三年 二月 六日 日 野中 納言俊 光 
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奥 か 師來僧 二し 了 遂秋師 し す i こ狹宗 居せ 坊彰 皇覺十 名の 
州ん と師正 年む 源 に宗を 、 、安 伊 主る すに 空 第慧樂 ◊樹 
のと 絕宗師 九 、宗之 主し 師師 し賀 其べ 、於に 五甞院 i こ 子 
宗 欲つ 主を 月師 主を 師て之 固 、兩 文し 覺て 從皇て 講參と 
渖 し“ と擧朝 因 R 領に授 R 辭嗣國 を 、如法 CA 子師師 しな 
若 、 % 法け 廷て 見す 寺け 從し 法の 見と 院 をて 梶 にの てる 
干三ク 義て诚 持え 、務 しふて 定 助て 、主 受觀井 尊 選 有、 

! 人 年益を 初 勝 名 法 時を む 、往ま 力 深 乃 日く 經宮覺 （こ 職名 
長 三1^ 論 座 講鈔 要に 委正 三力ゝ るの くちく  疏尊 坊當 （こを 

井月 念し 表を 等を 年せ 和 門す を 事感門 、完 を覺 のる 補 光 
m 師总 、白 修を聞 廿ん三 徒 、以を 賞 下 事 $ 聽法號 、し玄 
源 奥 f  fiiO 文し 製 か 五と 年 祖應て 委しに 若 |  く 親を 祖 、と 
商、 州 气服 を‘ すん なす 春大 長、 し 、墓し 公 、王與 父中改 
愛を 之せ 製，、 <£ り 師宗町 元 師親師 緣成炎 延のふ 覺鈉む 
露發 をす せ 1 元を  '固 主 如 年を 筆を しら 含慶名 、慧 言、 

I し 宗乂し S 亨請元 辭尾道 五 招に 本“ す 2 二を 後の 新尋 
愛、 て 徒； む罢 元ふ應 し張廣 月き て 山 r  w  2 年 避存喪 阿い 
成 近 r  士 一  吿 年 、二て r 文 父て 師の デ 別1 ぎ m  く覺に 闇て 
田 江 謀 笞 夕 f 三 宗年受 行 類覺一 i こ嗣 公に g 沙る C 遭 梨 十 
信 瓜る 存 R ケ月主 春け 化の 如 室 與法ふ 一段 門な 改 ひと 樂 
性 生 、二し J 北師溫 すす 傳宗に ふと S 宇 f 谷う む“ 稱院 
等津父 f て S 野を 谷 十 、承 主 居 、在1! 11 を 气證、 、，•す ハ 
從に 子' 成裳祠 1 流 二師を 越ら 十し £ 創內 聞是盖 f  、靑 

CA 至の 宗る 7 を で 祖 月 亦 乞 前し 月 、： 5 め 議院 年し‘ 德蓮 
來る義 主 、 p 領エ 空廿從 ふを め大且 f て 未 僧 阿 順；^ 治院 
る •を 遂去 わ す 技 性 五ふ宗 行ん 谷つ}; 之た 正 日德孚 二の 
京秋繼 R 年1 { 、け 房 日 、主 化と 已若 Kr 决の房 天 \ 牢舊 

三 堂て 生 時の  うに 七 其に 

十を 之 津决請  、呈 眞署至 

首大を 愚智に  後す 耍疏り 

を宮許 咄鈔應  1^1  幾、# 燒、 

詠 街す に ¥ し  TlCa  も此 諸失宗 

すに 目!] 乞^て  な 月 神す 主 

二 f  ち ひ雰 f  /^ym\  <  t  f.  '  lc 

永、 昔莩注 某  ノ  i/y/ff  U  \  て會集 に 疏 

Iftlll  /^W\  戀1 s 

重扁 S  4 の 蓮 f  R 科 八 正解 

ぬす 詈言 作の 1^：/  if  ^ 1) (c^  移の 月 中を 

て ニク、 る、 あ 徒 し 興 破 元 乞 
師廿 同宗う と 1  ノ^^^ 、正邪 年は 

と 一 "し 主、 論  ノ V 、替存  兀寺顯 正ん 

絕 日く 備七戰  V  見1 T  化を 正月と 

つ宗大 後月し  二慶申 了す 

、主 谷摧 京- ¥ 後四應 交て 令院 a 寺眞稱 寺師慶 年讃狀 源、 

蓋 訪に邪 （こ g に 十 元り 海 之に 、塔 弟す はと 讃 二し をの 會 
し 問 居の 歸念遊 九 年を 藏を 居苽 主-; C  後な し 月 、作 請々 

佛 しる 功へ 矣 ふに 三 結 院訪る 福 無 祖元佛 る 、彼師 6 に 世 
光て  ^  b  T  k し 月ふ師 ふ 、寺 住 ’弘光 、師岸 導て 應亂 
寺 和師嘉 、 s 、宗 て師 、斂 、師普 R 妙 元 寺 興 亦 會師官 しれ 

了 歌 草し 瓜 當徒備 部 曆と因 屢門從 高年と 正 導 （こた 府淨て 
- - - - - - - - - - - 
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源 異 計を 立て 師 之と 交 篤き を 以て 黨與の 疑 あ 6、 加る に讒人 
の 離間に ょう 此に 及 a たるな う、 是ょ 6 師鹽 小路の 邊に居 6、 
明年 I1'! 侶を して 和解を 謀らし むる も 脱ら す、 貞和 三年 錦 織 寺 
慈 空に 業を 授 く、 是 年冬師 伊賀に 性き、 歸路 大和の 向 淵 村を 
過き、 馬塲 長者の 菴に 寄寓す、 長者 師に 奉す る 乙と 篤く 供料 
を 常 樂臺に 奉す、 師其 地に 正定 寺を 創す、 後應 安三 年 三月 晝 
H 增賀 をして 阿 彌陀像 及 a 源 空 親鸞の 兩祖 像に 晝か しめ、 自 
ら讃銘 を 書し、 之を 村人に 授く、 道化 四 年、 夏 寶塔院 皲憲 、慈 空 
を 以て 介と なし 信 貴 鎭守講 式を 乞 ふ、. 師 乃ち 書して 與 ふ，- 五 
年 九月 師六 十歲に して 大和ょう 還う 大宮坊 に 居る、 觀應 元年 
九月、 藏人佐 日 野 時 光和 解を 謀う、 七月 親睦 奮に 復す 、十一 
日 大谷祖 忌を 修す 、七日 師亦會 に參 す、 時に 南北 戰爭 し、 世 
途 艱難な 6、 師止む を 得すして 强ゐて 恩情を 割き、 起ちて 河 
內 大枝に 赴く、 宗主 宗祖の 尊 骨 五 粒を 師 R 授く 、二 年 正月 上 
旬 京師 大に窮 す" 宗主 急を 吿 く、 師法 心を 遺は して 資財を 奉 
す、 法 心 途中 兵難を 胃して 十七 日大 谷に 達す、 此夕 宗主 病 R 
臥す、 十九 日 大枝に 報す。 二十日 朝師發 足し、 疾 行して 夕刻 
大谷 R 入る、 然れ とも 命 終の 期に 逢 ふを 得す'  初七日の 佛事 

畢 うて 大枝に 歸 る、 五 七日 上京 法事 讃を 修ゞ 、四月 七日 書 エ 

をして 覺慧 覺如兩 師の眞 像を 畫 かしめ、 各 其讃を 作る、 七月 七 

日 錦 織 寺 慈空沒 す" 愚咄 遺命を 奉し 師を延 きて 其 席を 繼 かし 

めんと す、 師老 身を 以て 辭し 、季子 綱嚴を して 代う 牲 かしむ 文 

和 二 年 大宮坊 を 今 小路に 遷ヲ 、出 露路 乘專戮 力して 二 事 成る 

三年 新坊に 年を 迎 ふ、 延文 四苹十 一月 善 如 宗主の 請に よう宗 

祖歎德 文を 作り 講 式の 後に 續く五 S 八月 六要鈔 十卷を 著し 廣 


文 類を 釋 ?' 、 應 安五 年 七月 自ら 眞 像を 寫 し、 晝帥茛 圆 をして 
之を 修飾せ しめ、 且つ 其 上に 賛す、 六 年 二月 下旬 病に 嬰 り比 八 
日辭 世の 頌並に 和歌を 書して 寂す、 壽 八十 四臘 七十、 頌に日 ふ 
「念彌陀佛、今詣西方、形名頓絕、生死永亡、」和歌に日ふ、「今 
はは や a と 夜の 夢と なう にけ う ゆき、 あまたの かう の やと 
<」 大和 願 行 寺 R 塔す、 八 子 あう、 一光 女、 (法名 求 禪 3 、二 光 
祖 、三 愛光 女、 四 光助 (法名 功覺 / 五 通 蔭 (法名 如存) 、六 瑠璃 
光女 (法名 心 光)、 七 綱嚴 (法名 慈觀) 、八 光 童 九な う、 著作 六 要 
鈔 十卷、 (延文 五 年 八月 撰す)、 選擇 集註 解鈔 五卷、 (山 南光 照 寺 
慶 願の 請に よう 撰す y 破邪 顯 (F. # 三卷、 (一 云 破邪 顯 正 ' 1-1 狀元 
亨四年 八月 廿 二日 邪 徒の 誣言を 辨し官 R 訊 ふる 狀な 6)、 淨土 
眞耍鈔 、(元 亨 四 年 正月 六日 佛 光寺 了 源の 請に よう 撰す)、 彤船 
鈔、 (山 南慶 雲の 請に よ 〇 撰す) 法 華 問答、 持名鈔 各二卷 、佛光 
寺 空 性 了 源の 請に よ A 撰す)， 女べ 往生 聞 書 (同上) 諸 神 本懐 
集、 (元 亨四坏 正月怫 光寺 了 源の 請に より 撰す)、 决智鈔 '(山 南 
慶 空の 請に よう 撰す、 報恩 記、 (山 南 願 空の 請に よ 6 .撰す，、： 顯名 
鈔 、存覺 法語、 (文 和 五 年 三月 四日 契緣 尼の 請に よう 撰す)、 淨 
土 見聞 集 c 某の 請に よう 撰す)、 兩師 1 ■講 式、 知恩講 式、 (一 云 
謝 德講式 荒木 滿福寺 空 還の 請に よう 撰す 源 空 上人 歎德 文な 
う) 聖德 太子 講 式， 宗祖 嘆德 文、 (善 如上 人の肅 によ n 撰す) 
纔解記 、(康 安二 年 七月 廿 八日 撰す)、 淨 典目錄 、(康 安二卑 五 
月 甘 六日 善 如上 人の 需 によ 〇 編す)、 各 一卷あ 門跡 傅、 本 
願尜 通紀 、大谷 畧譜 、木 山寺 志、 眞宗敎 典 志) 

コ ー コ 光 巨？：) 〔臨 濟宗〕 相 模淨妙 寺 (/> 僧な 6、 
光 巨 字は 縱壑と S ふ、 皈山に 參して 法を 嗣 き、 淨妙 寺に 主と 


コ ー( 光)、 ゲ 


n! (光  S 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 四 三） 


コー (光) n— サ 3 上艽 


なる、 寂 年 欠く バ 延寶傯 灯錄) 

コ ー コ 光 居 チ ッ-智 通を 見よ* 

31 コタ 光國 シユ ソギ ョク舜 玉を 見よ、 

コ1 ゴン 光嚴 ジョ- タィ 乘鉢を 見よ、 

? サ 光佐 三 II  〔眞 宗〕 本願 寺 第 十一 代な り、 光 
佐は 顯 如と 云 ふ、 本願 寺 第 十代 證如 光敎の 長子、 母は 中納 
言 庭 田 重 親の 女、 天文 十二 年 正月 六日 大阪 石山に 生る 量 名茶 
茶 麿 東 光 院關白 内大臣 植通の 猶子た ぅ (一説に 猶子と ならす) 
同 二十 三年 八月 十二 日 得度す 同月 十三 U 父 光敎の 喪に 遭 a 弘 
治 元年 四月 權大 僧都に 任 t 第 十一 代と なぅ 同年攏 僧正に 永祿 
元年 正 僧正 R 進む 同 二 年 十二月 十五 日 正 親 町 天皇 敕して 本願 
寺を 世襲 門跡と なし、 同 三年 十月 院家 補任を 許さる、 是れ眞 
宗院 家の 始な 6、 十二 年 八月 二十日 天皇 師の 次子 佐 超を 脇 門 
跡と なす" 即ち 興 正 寺 第 四代顯 尊な り、 元龜 元年 織 田 信 長 
石山の 形勝を 愛して 其 地を 本願 寺に 要請す、 師乙れ を 宗徒 R 
議す るに、 衆 皆 石山は 蓮 如上 人以來 深緣の 地な れば 、容易 r 

去るべからず となす、 乃ち 信 長の 要請を 拒絶す、 信 長大 r 怒 

6、 同年 九月 三 好 氏を 討つ と s a 實は 石山を 襲擊 す、 師は徒 

を督 して 防禦 lie 力を盡 し、 數々 信 長を 苦しむ、 天 正 三年 毛 利 

氏 兵糧 數百艘 を 饋〇 、本願 寺に 應 ず' 信 長 益々 激怒し、 四 年 六 

月信苌 自ら 將 々なり 大兵を 擧げて 本願 寺を 殄滅 せんとす る も 

遂 r 拔く乙 士1 能は ず、 七 年 十月に 至 6 使を 遣は して 和を 乞 ふ 

名、 師門 徒と 共に 其詐 謀なる を 疑 a て 聽 かず、 八 年 三月 M 長 

天皇 »r 奏請す る 乙と /) あ 6 しが ば、 天皇 敕して 庭 田 重 通勸修 

寺 晴豐を 石山に 遺し、 和を 講せ しむ、 師敕 命を 拜 し、 四月 九 


日 石山を 出て、 紀伊鷺 森に 至る、 十 年 五月 信 長 其將丹 波. 丧秀 
を 遣り、 急に 鷺淼を 襲は しむる も 事 成らず、 幾何 もな くして 信 
長弑 せらる、 十一 年 七月 pllj 法 嗣光壽 と共に 和 泉 良 塚に 遷 6 住 
し、 十三 年 八月 豐臣 秀吉攝 津天滿 川 崎 s 地を 寄附す、 乃ち rpj 地 
に 一宇を 靱 す、 同年 十一月 大僧正に 任せら る. 十九 年秀吉 京師 
堀川 七條の 地 十 餘萬步 を 寄附す、 乃ち 1PJ 年 八月 五 □エを 興し、 
文祿 元年 十一月 祖堂 落成す、 師本願 寺を 遷し 、祖 像を 安置す、 
同月 二十四日 暴疾 R 罹り 寂す、 壽の 五十、 二月 十日 七條苽 河原 
に 火葬す 謚して 信 樂院と S ふ 三 子 あ 〇 一は 光壽 二は 佐 超 三は 
光昭な 6  ( 木 願 寺通紀 、大 谷畧譜 、門跡 膳、 本山 寺 誌) 

〔考〕 光佐の 事蹟 « 、 諸 書に 見る ところ 一致せ さるもの あり、 
其 出生の 年月に 關し て、 門跡 傳には 天文 十二 年 正月 六日と あ 
う、 本願 寺 通紀に は 四 年 四月 十二 日と あり、 大谷 畧譜に は IPJ 年 
正月 七日と あう、 猶子の 儀に 關して 門跡 傅には 內 大臣 植 通の 
猶子と なると あう， 本願 寺 通紀 、大谷 畧譜 には 火急の 際にして 
其 儀 R 及は すと あ 僧官の 昇任 R 關して ■門跡 傳には 永祿元 
年 正 僧正と なると あう、 本願 寺通祀 、大 谷畧譜 には 永 祿二年 十 
二月 正 僧正と なると あ 6、 石山 戰爭の 始末 R 關して は 諸傳大 
に 相違せ 6、 明智 軍記、 石山 軍記 等には 天 正 十 年 光佐 難を 避 
けて 紀 饼 鷺淼に 在う" 信 長は 三男 信 孝を して 襲擊 せしめ， 六 
月 三日 信 孝 大兵を 率ゐて 鷺錄に 至う 本願 寺を 圍み 、將 に陷ん 
とする 際、 本能 寺の 變報 至う、 信 孝 急に 退散し、 光佐 等 幸に 
して 虎口を 脫 し* 孫 市と 云へ る 者大に 喜 ひち / L ぱ 躍'^ をな し 
と H ふ、 門跡 傳等亦 略 同し、 然るに 本願# 日記に 記す る 
所 全く 相違せ う Ini 日記 R 依れは 天 正 十 年 光佐の 鷺淼 R 在る 


(九 四 三） 


書辭 名人 家佛本 


日 


時、 信 長は 近傍の 戰爭の 爲め災 の 及 はん 乙と を 恐れ、 野 村 三 
十郞と 云 ふ 者を 遣は して 本願 寺を 警衞 せしめ'  信 孝 阿波に 至 
る 途次、 岸 和 田に 屯す るに 方 6、 光佐は 平 井越 後と 云 ふ 者を 
陣中に 遺は し 慰問せ しむ、 然れ一 i 兩方相 通し、 鷺 森の 本願 寺 
は 毫も 異變な きな $ 右の 本 傳に揭 くる 所は、 姑く 本願 寺通紀 
大谷 畧譜 門跡 傳 等に 從 a たる も、 實は大 に 取捨せ さるへから 
3 るな う 

コ ー サイ 光濟/ 一 發以 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 I 一十 七 代の 
長者 法務 大僧正な り、 光濟は 後 菩提寺 大僧正と 稱 す、 賢俊大 
僧正の 室に 入 6 て 出家す、 大行訖 6 て 傳法職 位を 同師 r 受け、 
延文二 年 七：^ 詔して 醍醐 山の 座主 r 任し、 三寶院 十四 世の 僧 
正 となうて、 松 橋を 兼帶 す、 寺 務を領 する こと 四 年 r して 退く 
康安 元年 六月 再 (> 六十 六 代の 座主と なう、 尋 s て 東 寺 百 二十 
七 代の 長者 法務と 爲 宮中の 修法を 勸むる 乙と 十二 年に し 
て辭 す、 後 霞 寺 百 二十 九 代の 法務に 叙し、 四 年に して 之を 辭 
す、 康曆 元年 閏四月 二十 二日 寂す、 壽五 十四、 (續 傳燈 廣錄) 

コ ー、 ソン 光 鼠 ハ  二 一 =1  〔曹 洞宗〕 甲斐 廣嚴 寺 /) 禪 僧な 6、 
光眞 字は 箇學 、相 摸 /; 人、 俗姓は 大庭氏 な 6、 雨 降 山に 役し 

て 下 髪し、 密學 を硏 め、 後以船 文濟に 法要を 問 a て 言外の 旨 

を 得た う 其 法を 嗣きて 甲槳 廣嚴 寺に 主と なる、 永 祿 元年 三月 

七日 寂す、 壽六 十三、 法 嗣拈橋 帳 因 ぁ 6( 日本 洞上聯 灯錄〕 

コ ー シン 光 心  一'一 1:: 敌 S 濟宗〕 肥 後天 草朿 光寺の 禪僧 

な 6、 光 心 號は泰 林、 俗姓は 陳氏 、肥 前 長 崎の 人、 二十歳 

永昌寺 某の 下に 役し、 洞 上 禪を習 ふ、 幾 もな く 諸方に 遊 ひて 

諸禪師 に 謁し、 元 祿し丄 二 年 三月 永昌 寺の 席を 繼 く、 幾 もな く 


fii  (光) サーシ 


辭し 去る、 後天 草 東 光寺の 請 (C よ 6 同 寺に 住す、 寺 中に 加 葉 
軒を 構へ 閑捿 し、 內外の 典籍を 閱讀 す、# て 日 ふ 桑門は 儒よ 
6 入ら すん は 多く 功なら す、 と、 享保 十三 年 二月 十二 日 寂す、 
壽六十1一、(續日本高僧傳) 

コ 1 シン 光信 ゲン ヵィ 源 海を 見よ、 
n 1 ;、 ンン 光尋 ジジ ユ  > 慈 俊を 見よ、 

コー ジユ 光 1 春 ijij IA 〔眞宗 〕 東 本願 寺 第 十二 代な々、 
光 壽號は 敎如第 十一 代 光佐 上人の 長子， 母は 細 川 左 京 太夫 晴 
元の女永祿元年九月十六日大坂に生 3 、童名は茶々麿、准后近 
衞前久 の 猶子たり、 元龜 元年 二月 十六 日 十三 歳 !/ C して 得度し、 
直に 法眼に 叙し、 尋 S て 法嗣 となる、 同年 九月 織 田 信 長 本願 
寺を 攻め、 天 正 八 年 和議 成る も 信 長の 詐謀 あるを 慮 〇、 父 光佐 
上人の 密 旨を 受け 大坂 r 留る 、七月に 至 6 石山を 出て、 紀伊 
に到るにあ /2 6父信長々意を解かんか爲陽に父子の義を絕つ 
師をれ よ 6 大和 近 江 安藝 等の 諸國に 遊歷 し、 同 十年紀 伊に 歸 
へる、 織 田 信 長 退陣 後 父と 共 ^ 貝塚 天滿よ 6 京都 堀 河 R 轉住 
す、 乙れ より 先き旣 に 權 僧正に 進み、 元祿 元年 光佐 上人 寂す 
るを 以て 師其 席を 嗣 き、 第 十二 代と な^ 〇、 同 三年 退隱 す、 慶 
長 七年德 川家康 〈命に より 御 陽 成 天皇の 敕許を 得て 本願 寺を 
烏 九 七條に 遷 つす、 九 年 八月 大僧正に 叙せられ、 十九 年 十月 
五 B 寂す、 壽五 十七、 (門跡 傳 、本山 寺 誌) 

〔考〕 本願 寺 2 朿西 分立 /; 車 情は 雨 本願 寺に 傳 ふと 乙ろ 相 同 
しから T、 右の 本傳 は、 姑く m 木 願 寺に 傳 ふと 乙ろ KV- 擧 けたる 
ものな 〇、 西本願寺 に 傳ふ なと 乙ろ に 依れは、 决 して 本願 寺 
f 烏 九 七條に 遷 したる にあら す t 本願 寺通耙 に 詳記せ 6 、 關原 


コ？ (光〕 シ—ジ 


書辭 名人 家佛本 日 


(〇 五三） 


コ lc$; 、ン 


記 大全 r ょれは、 秀吉が 准 如を 推し、 家 康か敎 如を 推す もの、 
共に 深き 事情 あるを 見るべし、 家康 S 意 (fc ょぅ 敎 如か 別 r 朿 
本願 寺 5: 興す R 至る y2 る もりなり、 

n?s— 光從 iH AS 〔眞宗 5 本願 寺 第 十三 代な-、 
光從 號を宣 如と 云 S、 別に 愚溪 >」 云 ふ、 光壽 上人 (/ > 第二 子な 
6 慶長九 年 二月 二十 二日 R 生れ、 童 名を 長 麿と い a 、 九條關 
白 兼 孝の 猶 -f たぅ、 十九 年 十月 五日 得度し、 同日 父上 人 寂す 
るを 以て、 直に 宗務を 繼 く、 寬永四 年 十月 十日 大僧 止に 任す、 
同 十六 年 德川家 光 六 條七條 間の 地 廿六ク 町を 加增 す、 承應六 
年矾 堂の 構造を 改めて 大伽 藍と す、 同 二 年 十二月 退隱 し、 衆 
泰院 と稱 し、 別邸 涉成 園に 幽捿 W、 萬 治 元年 四月 廿五 H 寂. 
壽五 十五、 (門跡 傳 、本山 寺 誌) 

コ^- ジ m 光助  一一 j  jg - - 一 〔眞宗 〕 越 前 吉崎坊 の 僧な 〇、 
光助 字は 順 如、 童 名は 光高 九、 假號を 中納 1  一 F5 と 呼 ふ、 蓮如宗 
主の 第一 子、 母は 平氏な 6、 唯 秫院 左大臣 勝 光の 猶子と なる、 
.十七 歲剃髮 し、 定法 寺 僧正 實助の 弟子と な 6、 蓮 如の 法嗣に 
立つ、 某坧 河内 出口 光善寺 興 正 寺 歸屬の 日、 頗る 力む ると Z: 

ろ あり、 甞て北 遊して 越 前吉崎 精舍に 住す、 未た 法燈 k 續か 

ずして 文明 十五 年 九月 廿九日 大律近 松 別院に 寂す、 壽四 十二、 

願 成就 院と號 す、 四 子 一女 子 あり、 (本願 寺 -M 紀) 

コージヨ 光助ーー 00 ?;5 〔眞言宗〕山城醍_山七十一代の 

座主な $、  光助け 日 野 大納言 時 光の 子、 幼に して 鹖 尊 親王 

の 室に 入うて 出家す、 延文苹 間 醍醐 山の 座主と なる、 尋きて 

之を 辭 し康曆 元年 六月 再 a 座主と なり、 十三 日寺務 に铺 す、 

居る 乙と 七 年、 康應 元年 正月 十三 日 寂す、 壽 四十、 (續 傳燈廣 


3 1C 光) シ 


錄) 

コ ー、 ンヨ ー 光勝 ^ 1S 〔天台宗〕 京都 六 波羅密 寺の 開 
山な々、 光勝 字は 空 也 (一に 弘 也) と 云 ふ、 延喜 三年 京師に 
生る、 其 父母の 事は 自ら 深く 秘した 6 と 云 ふが、 高貴の 家 R 生 
れた るは 事實な るか 如し-仁 明 天皇の 皇子 常康 親王の 子と も 
云3、醍酬天皇の皇子とも云ふ、稍長して三寶を崇敬し、成 
年の 頃 優 婆 塞の 身に して 諸國を 歴遊し、 五畿内 地方の 勝區靈 
跡 問は さる 所な く、 嶮惡 なる 道路に 遭うて は 自ら 耒鋤を 把 6 
て 開鑿し、 人馬 ff 通 1/; 便利を 謀れ 6、 且つ 當 時の 惡風 とじて 
曠原 荒野に 死屍を 打 捨てた れは 、師 はこれ を 見る / 2 びに、 自ら 
死屍を 一所に 拾收 し、 油を 灌 S て 火葬した $、 我國 の 火葬は 
乙の 頃ょ 6 漸く 盛に 行は る V、 と V なれ $、 延喜の 末、 尾 張に 
遊び 國分 寺に 投して 沙彌 とな 6、 自ら 空 也と 云 ふ、 それょ 6 
再び 五 畿內を 歷 遊して 播摩に 到- CN、 揖保 郡の 峯合 寺に 留 6 て 
大藏經 を閱覽 し* 後 阿波に 渡う 湯 島の 勝景を 探うて 觀 自在菩 
薩の靈 像を 拜禮 し、 數ヶ 月の 間 苦 修錬 行の 功を 積み、 菩薩む 
靈 驗を感 し、 再び 五 •幾內 地方を 經て 、東北の 諸 國に歷 遊し、 陸 
奧出 羽の 地方 R 佛敎の 未だ 弘通せ さるを 聞き、 即ち 自ら 佛像 
を 背負うて、 遠く 陸奧出 羽の 地方 R 向 ひ、 行 ミ 法螺を 吹いて 
男女 老弱を 驚した 6 と 云 ふ、 天慶 元年に 京師に 飯り、 市鄭の 間 
に 住し、 專ら 感化 誘引を 事と したれ は、 時人 呼 ひて 市聖 、市 
上人と 云へ $、 市鄞の 柱 R 和歌を 書き 附け， 牲來の 人々 Q 見る 
に まかせた 6、 其 和歌に 日 ふ、 「一度 も 南無 阿 彌陀佛 と 言 ふ 人 
のはち すのう へに 上らぬ はなし、 と、 一夜 靈夢 に感 して 更に 
次の 和歌を 詠し ^ ^'、 「極 樂は 、るけ き ほどと き、 しかと つと 
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めて S y2 る 所な 6 け $、 と、 天 慶七年 京師に 於て 觀自仵 菩薩 
三十 三 身の 像、 井に 阿彌 陀佛淨 土の 曼荼羅 等を 作うて 供養 
し、 京師 男女 老弱 雲集して 攒仰皈 依し 穴 りと 云 ふ、 天 曆二年 
四月 比 叙 山に 登 6、 座主 僧正 延昌に 就 s て 大乘戒 を 受け" 大 
乗の 比丘と な- 〇、 始めて 改めて 光勝と 云へ- 0、.§れ とも その 
後も常 に 自ら 沙彌號 空 也を 用ゐ穴 う、 同 五 年 京師に 惡疫 流行 
して 日々 死亡す る も の數 知れす、 乃ち 師は 其悲慘 の狀況 を 見 
て 大 に 志願を 發し 、自ら 刀を 把り て 十一 面觀 自在 菩薩の 長 一 
丈なる 大像一 鉢、 梵天 帝 釋幷に 四天王の 長 六尺な ろ 像 一 鉢づ 
、を 刻し、 且つ 金泥の 大般 若經一 部 六 百卷を 寫さん とし、 日夜 
亢 亢 として 勵み ，十三 年を 經て 漸く 經像其 に 其 功を 竣 へ、 應 
和 三年 八月に 至- 〇、 鴨 川の 西に 一宇を 建立して 斫 光寺と 號 し、 
經像を 安置し、 同月 六 百 人の 僧侶を 屈 請して 供養の 大法 會を 
行 -- -N う、 天祿 元年 七月 大納言 藤 原 師成薨 し、 師其 葬禮に 列し、 
棺前に 於て 閻羅- •「 •廳 に師 成の 死屍を 送る 牒文を 朗讀 して. 滿堤 
の道俗を驚し为〇と云ふゝ同三年九月自ら入寂の期至れうと 
て、 淨衣を 着し、 柄 香爐を 把うて 端坐し、 靜に 門下の 道俗に 
遺訓を 垂れ、 後 泊 然として 寂す、 實に 同月 十五 日に して、 世 

壽七 十七ょ 6、 門下 和 謀 6 東 山 r 火葬し、 四條 堀川の 朿 y 遺骨 

を 埋め、 後に 同所に 一宇を 建立し、 紫雲 山 極樂院 光勝 寺と 號す 

弟子 中信師 跡を 繼き 改めて 六 波羅密 寺と 號 す、 俗 R 櫛 司 道場 

と 云 a 、 鉢 叩 念佛の 根本 道場と なる、 我國 にて 阿 彌陀佛 の名號 

を 盛に 唱ふる さは、 師以來 の 乙と にて、 師は 諸國を 遊歷 して 

感化 誘引す るに 專 ら阿彌 陀佛の 名號を 唱 へ、 道路 井 溝 等 i: 開 

鑿す るに も、 常にを の名號 を唱 へ / 2 れは 、時人 呼びて 阿彌陀 


2 上 光)、 V 


聖と 云 a 、 其 開鑿した る 井 ?: 阿彌陀 井と 云へ う、 陸 羽 地方へ 
歴遊の 途中、 一群の 盗賊の 恣に， 劫掠す るに 遭 a 、 潜 然として 
泣く、 盜賊は 其樣を 見て 大に 嘲笑し、 出家の 身 R して 其 吝嗇 
は 何事なる かと 云 ひし かは、 蹄は 彼等に 對 し、 汝等適 人身を 
受けな から、 現世に か、 る 罪業を 積めは、 來世亦 苦果を 免れ 
ず、 我れ は 汝等か 苦果を 重ねて 沈淪 する V」 思 S、 泣か 3 るを 
得ず とて、 懇に 訓誡し たれば、 盜賊は 其 空 也なる を 知， リ 、相 
戒めて 逃れ 去 6 たるが、 後數 年を 經て 、師を 問 a 罪業 ダ 懺悔 
し、 強て 請うて 弟子と な 3 /2 $ と 云 ふ、 天慶の 初な $ しか、 
鞍馬 山に 幽棲して 諸 弟子を 敎 養し / 2 る さ あ 6し が、 一日 飄然 
山を 去-^ たるよ 6、 諸 弟子は 諸方に 探うた るち 其 消息を 得す、 
遂に 相 語うて 分散す、 後數 月を 經て 、一 弟子 京師の 市鄺の 間 
に 於て 師が薦 席を 張 〇 て 居所と なし、 一個の 破れ 盆を 置 いて 
往來 の 人々 よ ハ 食を 乞へ るを 見て 大に 驚き、 即ち 膝 K に 俯し 
て 其 意を 問へは、 師は 山林に もま さうて 市鄭 は閑靜 なれば、 
我 {1 今よ 6 市 一に 住して 佛敎を 修行せ んと 答へ た 6、 乙れ よ 
6 後 時人 呼 5市聖市上人と云3たうと云ふ、京師に遊行ハ頃、 
園 城 寺 2 千 M 大徳の 宮中の 法事 5: 了へ て 歸れる に 遇 ふ、 千跤 
乃ち 車よ- CV 下- 〇師に 就 い て 出 離の 要 道を 問 ふ、 師日 ふ Z1 れ下 
凡の 沙彌の 能く 知る 所に あらず 貴僧 目ら Z: れを 知らん とて、 
走うて 急に 去らん とす、 千觀其 軸を 引き， 强ゐて 請へ ば、 師 
顧みて 唯 身を 捨てよ と 言へ* CN、 千觀大 R 感 悟し、 即ち 盛裝を 
脫し攝津箕面山に幽捿し、常贮師の高德を欽慕した6とぃふ 
をの 頃の 事な 6 しか、 師每夜 阿 彌陀佛 心 名號を 唱へて 市 P の 
間を 巡回し、 貴 布 禰の邊 にて 鹿の 聲を 聞いて 愛玩した ろが' 
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後平 家の 武士 其 鹿を 獵 殺し 其 聲絕 ぇたれ は、 師は大 に 愁傷し、 
某を 問ぅて 訓誡せ^^ 某 深く 罪業を 悔ゐ師 の 門に 皈 服し、 師 
の敎 示 R 任せて 鬚髮を 剃らず、 妻 - f を 棄てず 、俗胖 にして 一個 
の瓢を 携へ 、毎夜 其瓢を 叩いて 阿 彌陀佛 の 名號 を唱 へ、 市 _ 
の 間を 徘徊した ぅ、 乙れ 後世の 鉢 叩 念佛の 起源な. CN と 云 ふ、 
3 れは 此因緣 にて 櫛 司道塲 の 鉢 叩、 德正菴 、金 光菴 、壽松 菴- 
m 坊 、正 德菴 、利 正菴 、南坊 、西 巖菴 、等は 皆 平家 武士 某の 
後裔 相繼 s て 住し、 茶筅を 製して 業と なした 6 と 云 ふ、 (空 也 
上 A 傳 、空 也 上人 諌 、空 也 上人 繪詞傳 、明 匠 略 傅、 日本 往生 
極 樂 記、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、歌道 人物 志‘ 本朝 文 粋、) 

コ ー シヨ ー 光 性 jj gl y  S 宗〕 京師 朿本願 寺 s 十七 代 
f、  光性眞 如と稱 し、 別 號を愚 海と s ふ、 天 和 二 年 二月 
十日に 生る、 第 十五 世 光晴 上人の 第 七 子、 童 名を 悅 麿と 呼 a 、 
迓 衞攝政 家 卿 I の 猶子た 6、 永 樣六年 得度し。 十三 年 四月 宗務 
を 繼 き、 十四 年 六日 十六 日大 僧都 R 任す， 延亨 元年 十月 二日 
寂す、 壽六 十三、 功 德聚院 と 號 す、 (門跡 傳 、本山 寺 誌) 

コ 1 シヨ？ 光勝 ii l^ S 宗〕 京師 東 本願 寺 第二 十一 
代な り、 光勝 號は嚴 如、 別に 愚皐と 云 CA 、 初め 名を 朗 澄、 

號 を 達 住と 呼. ふ、 光朗 上人の 第三 子 R して、 文化 十四 牢三月 

七日 R 生れ、 竟名豫 君、 近衞 右大臣 忠熙の 猶子 y2 A、 文政 十 

一年 二月 十八 日 得度し、 近 江 長濱女 通 寺の 住持と な 6、 後播 

磨姬 路本德 寺を 兼務す、 天 保 十二 年 四月 六日 - fl 兄光淨 寂す 0 

を 以て" 十二月 十八 日法嗣 となう、 十一: 年 正月 十四日 大僧正 

R 任し、 弘化 三年 玉 月 二十 三日 宗務を 繼きて 第二 十一 代と な 

る、 安政 五 年 六月 四日 堂宇 累燒 せし を 以て 大谷に 移住す、 茑 


コ 1( 光) シ—ジ 


延 元年 八月 新 堂 落成し、 文久 元年 德川家 康の廟 を 本堂の 傍に 
建つ、 元 治元坧 堂宇 兵燹に 罹- 慶應 元年 朝廷ょう 再建の 綸 
旨を 下し、 併せて 資を賜 ふ、 明治 元年 正月 朝 命を 奉し、 法嗣 
光瑩と 道を 分ち て 各地に 行 化し、 軍資金を 募うて 之を 献す 、同 
五 年 三月 八日 華族に 列 せらる、 六月 十三 日 R 大敎 正に 任 V、 
六 年 二月 五日 從五 位に 叙せ ら る、 八 年 七月 淸國 上海に 別院を 
設く 、蓥 海外 布 敎の嚆 矢な* CN、 又 十一 年 朝鮮 釜 山に 別院を 設 
く、 廿二 年退隱 し、 廿七年 一月 十五 日 正 二位 R 叙せられ て 寂 
す、 壽七 十八、 眞 無量 院と稱 す、 (本山 寺 誌〕 

fll シヨー 光松 =: |: 1:臨濟宗〕京都來福寺の僧な6、 
光松 字は 東皈 出家して 久しく 斯立幢 に 參し印 可を 受けて 後明 
R 波 6、 偏く 名 宿に 請 益す、 東皈 して 慧日 山 R あうて、 破 主 
とな 6、 出て、 三聖 寺に 住す、 後 東 福 寺に 主と なう、 文龜： •二 
苹 二月 二十 六日 寂す、 壽 欠く、 慧日 山の 夜泊 軒に 培す、 (延寶 
傳灯 錄)， 

コム？光常 |5 5= £宗〕山城本派本願寺の證 
四 代な 光常 一名は 寂 如と 稱 す'  光 圆 I/- ' 畏 男な 6、 慶安 
四 年 七月 二十 八日に 生る、 寬文 元年 三月 得度し" 左大臣 九條 
兼晴 S 猶子と なる、 二苹 十二月 講主 西吟に 就きて 撰 擇集 を受 
け、 三年 二月 江戶 R 往 く、 五 年 十一月 幕府 法制 八條を 定め、 
諸宗 の 僧侶 R 吿 示す、 八 年 二月 又 令を 下し 諸 門跡 家を 除きて、 
諸 寺 殿を 營むに 梁三閊 を 以て 限 6 となす" 九月 師 法制 五 粢を 
立、 又 幕府に 準して 儉 約を 命す、 別 R 十條を 立て 門徒に 吿示 
す、 十 ■: 年 六月 大僧正 R 任す" 延寶 元年 四月 江戸 ic 往く、 六 年 
冬靈 1C 天皇 和歌を 賜 ふ 天 和 二 年 二 月 ま ^ 江 戶 R 性き、 十一月 
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天文 中の 舊制を 補し、 法令 十二 條を定 む、 貞享 三年 十一月 左 
大臣 九 條兼睛 の 第三 子を 養 a て 法嗣 となす、 元祿 二年于 一月 
家寳 器具 若干を 朝廷に 進め、 十六 日 上皇の 御覽を 賜 ふ、 五 年 
二月 法嗣光 澄と 共に 江戸に 往き 、將 軍に 謁す、 綱吉 手つ から 
伽羅を 贈り 且つ 目から 大 學明德 章を 講 して 之を 聽か しむ、 十 
五 年 三月 諸 門跡 家 R 準して 系譜 書を 官府に 呈 し、 十六 年 五月 
諸 山に 準して 本山 寺 記を 著し、 之を 官府に 呈す 、寶永 元年 九 
月 南 禪寺龜 山 天皇 四百 年忌を 修 す、 十三 日師 香を 進む、 七 年 
三月 江戸に 往 く、 幕府 師を 臨海の 別墅 ic 饗す、 正德 元年 三月 
宗祖の 四百 五十 年忌を 修 し、 十一月 上皇 師に雁 三 隻を賜 ふ、 
亨保十 年 六月 師病甚 し、 七月 三日 上皇 使を 遣して 奇品 三種を 
賜 ふ、 八日 寂す、 壽七 十五、 私謚 して 信 解院と S ふ、 著作 讃 
佛講式 一卷ぁ 6、 毎年 彼岸 會に 之を 唱へ 、遂に 永 式と なる、 師 
二十 一子 ぁ 6、 就中 光 澄、 寂禪 、寂猷 、寂 心、 寂 信， 光啓" 
光雄 等 著は る、 (本願 寺通紀 、大 谷畧譜 } 

コ ！；、 ンヨ ー 光定 s Af 〔天台宗；！ 近 江 比 叙 山の 學 僧な 
ゥ、 光定 俗姓は 贄 氏、 伊豫 風早縣 の 人、 武 内宿禰 の裔な 6、 
弱冠に して 父母を 喪 ひ、 山林に 幽遁 し、 大同の 初年 畿内に 遊 

ひ、 大學士 R 從 a て 儒を 學ふ 、最 澄の 道 風を 慕 a て 之に 師事 

し、 又奈頁 大安 寺の 勤 操に 謁し、 後 比 叙 山に 歸へ 6、 義眞に 

止 觀を學 ひ、 五 年 正月 宮中の 齋會に 詔に ょぅて 得度す、 天台 

の 徒にして 宮中に 得度す る もの 師を嚆 矢と す、 弘仁 三年 四月 

東大寺の 戒壇に 登りて 具足 戒を受 け、 又景深 僧都に 從 a て 重 

ねて 菩薩 戒を禀 けて 律 學を綜 へ、 空 海に 高 雄 山に 謁して 三部 

の趑 法を 傳へ 、兼ね •て 法 華 儀軌を 受 く、 五 年與福 寺の 義延と 


T (光)；、 ン 


宗義を 論し-* 人皆師 の 博 學を稱 す、 十 年最澄 戒壇 1: 建設せ /L 
と 欲すれ とも 奈良の 衆 僧 之を 拒む" 師使 命を 帶びて 奔勞 し、 
最 澄の 寂 後 幾なら ずし 1: 勅許 あう、 嵯峨 天皇 大に 師を寵 遇し、 
承 和 五 年 傳燈大 法師 位に 叙す、 嘉祥四 年 詔を 奉して 四 王院を 
營み 、天 安， 二 年師か •八十の 還暦を 賀して 度 者 八 人、 鎌 八十 匹、 
布 八十 端、 綿 八 斤、 錢 八十、 ㈣米 八十 斛を賜 ふ、 此年 八月 十 
日 院內に 寂す" 壽 八十、 ,'] 1 四十 七、 世に 別當 大師と 云 ふ 著作 
後傳法 記二卷 、一心 戒 文三卷 、日本 名僧 傳、 本迹爲 二經 、法 華 
儀軌各 若干 卷あ う、 (元 享釋 書、 本朝 高僧 傅、 諸宗章 疏錄) 

コ ー セ ー 光晴 一 一一  一 H-t ra- 〔眞宗 〕 東 本願 # 第 十五 代な 6、 
光晴 號を常 如と 稱し 、別に 愚 水と 呼 ふ、 寬永 十八 年 五月 四日 
に 生る、 光瑛 上人の 長子 母は 近衞關 白信尋 の 女な り、 量 名 £ 
茶々麿と云ふ九條關白幸家の猶子 72 6、承應三年四月二十一 
日 得度し、 萬 治 四 年 二月 二十四日 大 僧都に 任せら る、 寬文四 
年 十二月 宗務を 繼きて 第 十五 代と なう、 七 年 九月 本堂を 再建 
し、 延寶七 年 十一月 退隱 し* 永 祿七年 五月 二十 二 B 寂す、 壽 
五十 四、 泥 m 院と猢 す、 (門跡 傅、 本山 寺 誌) 

コー セツ 光攝二 1 SX 〔眞宗 〕京師 西本願寺 第 十九 代な 
う、 光攝 字は 不捨 、一名は 本 如と s a 、 光暉の 長子な {、安 
永 七 年 十月 二十 11 日に 生る、 天明 七 年 九月 攝政 九條尙 實の猶 
子と な. CS、 寬政四 年 十月 薙 度す、 九 年 九月 光暉と 共に 江戶に 
往 き、 十二 年 十一月 大僧正に 任す、 此時門 末の 宗意 二肢に 分 
る、 一は 講主智 洞を 以て 首と なし •一は 河 內西念 寺の 諦忍を 
以て 首と 江す、 師父の 遺命を 奉して、 正義を 確守し， 亨和元 
年 二月 師 法語を 著—、 攝津の 門徒に 與へ 、兼ねて 諸方に 及 


T - N 光) セ 


書辭 名人 家佛 本日  (H/i=) 


コ？ (光」 セ 


ふ、 黌衆肯 て 服從 せす、 十月 師智 洞を 巌 責し讅 忍 以下の 禁錮 
を 弛む、 十二月 更 R 門徒 R 相承の 正義を 諭示す、 是歲 安藝の 
宗徒 勝 圓寺廓 亮の 著述 撗超直 道 金剛 婢を刊 行 す、 師の 法語と 
符合す るか 如きを 以て 黌衆大 に 騷擾し 相 謀うて 之を 官府に 吿 
け， 其 流布を 沮む 、二 年 六月 邪 従師の 命を 矯めて 門下に 布告 
し、 新說を 主張 せんと 欲す、 是 R 於て 諸國の 門徒 蜂起し、 或は 
本山の 姦臣 に逼 或は 谷地の 領主に 訴ふ是 ょ 6 先き 美 濃の 
宗徒 糸 貫 川に 群集し、 烽火を 擧けて 関 動す、 七月 再； 3 靑 野原に 
蟻 集す、 近隣の 官吏 里 正 等 之を 制して 鎭 制する を 得 / 2 う、 事 
幕府に 聞 ゆ、 寺社 奉行 脇 坂安董 本山に 命して 急 R 門 末を 鎭撫 
せし む、 九月 師 更に 文を 作 $、 門下に 諭示す、 十一月 寺社 奉 
行 更に 本山の 鎭 制し 能 3 るを 嚴責 す" nh- 歲智涧 侍者 普濟 をし 
て 十六 問 通釋を 筆し、 之を 安 li R It らしむ、 明年 五月 安藝の 
宗徒 重ねて 論衡 編を 作う、 學 林 R 寄贈す、 閏月 二十 七日 邪 徒 
數百人 本山に 闖入し、 妄 に 槍 刀を 揮 a •師 を刼 かし 安心を 智 
洞に 一 任す るの 契 券を 强 取す、 諸國の 門徒 相傳 へて 本山に 這 
る 四月 二 條公府 正邪 僧俗を 召して 鞫 問す、 九月 師攝津 の毫攝 

寺闡幽 R 命し 代うて 江戶 に牲き 、宗祖の 正意を 寺社 奉行に 申 

具せ しむ、 文化 元牢 正月 淨敎 寺智 洞、 西 念 寺諦 忍' 下 間 賴明以 

下 數十人 召に 晒' して 江戶に 赴き、 二 月勝圓 寺の 廓亮 亦江戶 r 

抵 う'  五月 脇 坂 安董親 ら之を 鞫 治し、 光攝を 嚇 すは 智洞 師弟 

の 策に 出つ る 乙と 發覺 し、 文化 二 年 四月 智洞 罪に 伏す、 三年 

七月 寺 th 奉行 是非を 裁決し、 師も 亦譴 せられ、 杜門一 百日、 

旣 に して 禁 解く、 十一月 師 安心 裁 斷書及 法語を 製し、 門徒に 

論 小す、 四年學 林の 舊習を 一洗す. •智洞 獄中 r 沒す 、師近 低 
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學 林の 專斷 r 懲 4、 能 化 職を 置かす" j 門の 大學 を擧 けて 輪 
次 講師と 爲 し‘ 四月 大坂淨 明 寺衆鐙 、越 中 西 念 寺慧航 をして 講 
筵を 開かし む •五 年 三月 江戶に 赴 さ 七 年 十一月 祖堂を 修理し 
て功畢 る、 光 ! 11 の 再建 以來 二百 年、 光暉 修理に 志 あ 6 しも果 
S ず、 師統を 承く る 及 a > 漸く 此 R 從事 す、 然と ％ 法 門擾亂 
の爲め 速成す るを 得す" 三 四 年間 遠近の 緇素 力を 戮せ てエを 
督し '是に 至うて 祖像を 安し、 之を 慶 す、 八 年 閏月 寺社 奉行 脇 
坂安董 "興 正 寺 累年の 爭訟を 判決す、 是 ょう 先き 興 正 寺 別 立 
の 志數々 挫け 未た 已ま す" 嫁 娶の巢 あう と雖 TP  (光 闡の條 を 
參照 せょ〕 和 協は す、 安董 乃ち 本末を 斷决し •興 正 寺は 本山の 
法を奉し、本山亦之を待つに自餘の末寺と同しからざ6しむ、 
三月 宗祖の 五 百 五十 回忌を 修 し、 光格 天皇 華鬉 一具、 白銀 
百兩 、後 櫻 町 上皇 戶帳 一具* 白銀 五十 ® を 賜は る、 十四 年 五 
月師 親しく 學林に 臨み、 大衆を 論し 一 R 信因稱 報の 祖訓 r 遵 
はしむ、 文政 二 年 十二月 姪顯證 寺の 攝衆を 法嗣 となし、 名を 
光澤と 改む •七 年 五月 學林に 勸學職 十一 人を 置き、 八 年 五月 
勸學 T 司 敎五人 及 S 主 議 助 敎得業 谷 若干 人を 置き、 皆 其 器 
に 隨 a 之に 任す る 差 あう. 九 年 十一月 疾に 罹-'、 十二月 十二 
日 寂す、 壽四 十九、 謚して 信 明院と い ふ、 (大谷 畧譜) 

コー セン 光閽 ~_ 51 ハ 伙 〔眞宗 〕京師 西本願寺 第 十七 代な 
光闡 字は 子武 、一名は 法 如と s a 、 本 德寺昭 尊の 次子 
なう、 寶永四 年 十月 九日 播磨龜 山 R 生る、 享保五 年 九月 薙染 
し 常剛と 名く、 河 內顯證 寺 CO 席を 董 し、 寬保 三年 光雄 隱 退す 
るに 方り、 師立 ちて 本山の 席を 繼く ，因て 名. 字を 改む 、時 R 
年 三十 七な {、五月 内大臣 九 低 植 基の 猶子と なう、 延享四 年 
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四月 大僧正に 任す、 八月 江戸に 往き 、寶曆 元年 A 月冉 S 學黌 
講堂を 修 し、 明年 春 之， v 慶 r 、 八月 若 狹寶重 寺春來 異 養を 立 
て 衆を 惑は す、 因て 使 僧 七 遺は して 檢聂 せしめ ••且つ 宏 III 寺 
の 僧 僕を して 其 謬を 辨破 せし む、 五 年 八月 都下の 秘 ms 門發 
覺 し、 十二月 衆 僧を して 其黨 を糾彈 せし む、 旣 にして 官に訴 
へて巨魁兰人を罰す、、六月黌衆の黃色麻袈裟を着くるを聽る 
す、 即ち 恒式 となす、 十 年 三月 本堂を 改造し、 功を 竣 へ、 是 
ょり 先き 光常 造佛 殿を 修す るの 志 あぅ し' か 果 3 す、 師其先 志 
ブ v il き、 普く 門下を 論 示して 凡そ 十二 年を 經て 落成す、 二十 
六日 之を 慶 す、 十二月 僧樸を して 大信 寺道粹 、常 光寺 弟憲榮 
と 與に長 門 l«i 空の 邪義を 檢綦せ しめ、 圓空 罪に 伏す、 即ち 終 
身 禁錮す •十一 屯 三月 宗祖 五 百年 忌を 修 し， 桃園 天皇 祭文を 
賜 ふ、 十二 年 三月： d 戸に 往 く、 明 和 二 年 七月眞 宗法 要の 校 刻 
成る'  凡を 三十 九 部、 三十 一册 となす •師 之に 序し， 嗣子 光 
暉を して 蹑せ しむ、 初め 攝津常 光寺敎 遵等 二十 五 人 宗祖 以來 
の國 字書を 選錄 し， 寶 庫の 正本に 就きて 之を 校し、 資を捐 し、 
梓に 上せて 之を 本山に 藏し 、遍く 門 >" に 布かん 乙と を 請 ふ、 帥 
之を 許し、 親ら 秘典を 檢— 、正否を 校讎 し、 且つ 憲榮 (敎遵 

の 弟} 僧樸 をして 事を 幹せ！ め' 是に 至ぅて 方に 緖に 就く、 四 

年 五月 黌衆 播磨智 暹と 法義を 本山に 論す、 六月 命して 智遲著 
す/ 乙 ろの 本尊 義の 版を 毀つ、 五 年 十一月 石 見 濱 田の 密禪淨 
土 諸宗の 僧侶、 眞宗を 誣 S て 天主 敎と なし* 之を 幕府に 强訢 

し、 却て 譴責 せらる、 是月智 暹撰 すると ころの 略述 法身 義を梓 

行す るを 許す' 藎 し本德 寺の 懇請 ic 依るな り、 六 年 四月 越 前 平 

乘 寺の 巧 存を以 て 講主 となす、 之よ 6 先講 主義 敎 世を 厭 ふ、 
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故に 巧存を して 席を 襲 かしめ /2 るな 6、 然るに 黌衆 中、 法身 義 
の刊布 及 ひ 巧 存の榮 職に あるを 憤ぅ， 之を 幕府に 越訴す、 幕 
府 之を 本山に 委ぬ 、師 乃ち 召して 箱 決す、 然れ とも 猶命を 拒 
ばむ 名の あり、 再 a 官 に 訴 へ嚴責 に附 す、 本山 其 魁首數 人を 
罰し、 餘黨 直に •半く、 安永 三年 正月紀 伊領 下に 眞宗の 宗名公 
稱を議 する ものな 6、 八月 幕府に 請 ひ 普く 宗名を 正さん と 
す、 東 本願 寺 も 亦 同く 之を 請 ふ、 幕府 之を 寬永增 上 二 寺に 問 
ふ、 寬永 寺は 之を 可とし、 增上 寺は 否と す、 五 年 某月 大阪門 
徒 坊間に 刻す ると 乙 ろの 敎行證 文 類、 及 六 要# 古版を 購 a て 
之を 進む、 七 屯 江 戶の 秘事 法 門 亦發覺 し、 官其首 道 榮を佐 渡 
に 謫 す、 天明 四 年 閏月 慶證寺 支智に 命して 本山 實錄を 編し、 三 
月蒹壽 の 領解 文を 梓 行し、 充暉に 命して 蹂語を 加へ しむ、 六 年 
三月師 の 女 映 子 輿 正 寺 法 高に 嫁す、 是 ょり 先 興正啩 復木 山に 
抗し 、別に 一家を 立てん と 欲し、 比 年 ^ 訟 して 已 爻 す' 本山 甞 
て 使を 遣は して 寺社 奉行 阿部 正偷 に訴ふ 、彼 亦 使を 遣は して 
之に 應 す、 正 偷此彼 使を 諭し 木 山と 興 正# と姻を 結 a 、 訟を 
息め 協和せ しめ / L とす、 乃ち此 禮を擧 くるな 〇、 寬政 元铒 六月 
八日 師及 a 光暉 法語を 著し、 門下の 道俗に 示す， 蓋し 近來安 
心の ^ 訟諸國 に 競 起す るか 故な 6、 十三 日師越 前に 遊 化し、 
閏月 京に 歸り 、十月 病 あり、 ■二十 叫 日 辰の 時 寂す、 壽八 十三、 
謚して 信 慧院と s ふ、 十二月 某日 遺骨を 大谷 祖廟の 南惻 に埋 
む. 師 三十 子 あり. 光暉、 闡敎  >  闡耀 、仲 奮、 闡 道、 闡實、 
闡幽 、闡 海、 闡 郁、 闡 侃、 法 住、 昭堯 、闡恪 等は 其 男子 あ. り( 大 
谷 S 各譜) 

コ- タク * _二 11 一 〔眞宗 J 京都 西本願寺 第二 十代な 
コ丨 (光—} 夕  ^ 
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6、 光澤 一名は 廣如 とい CA 、 暉宣. 2 次子な 〇、 母は 敎 證寺闡 
敎の 女に して 寬政十 年 六月 師を 河内 s 久寶寺 村に 生む、 文化 
六 年 八月 得度し" 十月 顯證 寺 R 主 / 2 り、 文政 二铝 十月 本山の 
法嗣 とな 6、 十一月 左大 將輔嗣 !/>> 猶子と なる* 七 年 十月 大僧 
正に 任す、 十三 年 六月 關東 寺 ffd: 奉行 重ねて 邪 徒を 逮捕す、 初 
め智 洞の 門人 善行 寺 正 運、 慈 光寺 大魯 、西 光寺 義霜 等、 文化 
中の 官裁後 (光 攝の 條參 照) 諸 所 r- 潜伏し、 陽 r 正意に 歸服 
し、 陰に 邪義を 主張し、 書を 著して 衆を 惑す、 是に 於て 正 運 
義霜 再 a 獄に投 せらる、 或は 傳ふ 一一 人相 尋 S 獄 R 死す と、 大魯 
終る 所を 知らす 天 保 五 年 二月 師 親ら 京師の 門徒に 論 示し 且つ 
使 僧を 四方に 遺し、 諸 國 の 徒 衆に 論 示す、 八 年 三月 師板 輿に 
乘るを 許さる、 初. め 光 澄の 聽 3 れて 以後 此事 なし" 九 年 二月 
江戸に 往 き" 十三 年 三月 光佐の 二百 五十 回忌を 修 す、 仁 孝 天 
皇御香 及 a 白銀を 賜 ふ、 弘化四 年顯證 寺 攝眞の 長子 擇 潤を 養 
a て 法嗣 となし、 名を 光威と 改む 、嘉永 二 年 正月 充澤 大僧正 
に 任し、 安政 五 年 六月 眞宗 法要 典據 十八 册を 校 fi して、 版 刻 
成る、 初め 石 見の 淨泉寺 仰 誓 原本 六卷を 編輯し、 備後 s 德 m 

寺 大慶 增铺 の 撰 ぁぅ、 仰 誓の 法 嗣履善 亦 其 遺を 拾 a 、 嘉永中 

之を 版 刻 せんと 欲する 者な り、 師 之を 許し、 迓江覺 成 寺 超然 

に 命し、 M: に 校鞴 せし む、 是ド 於て 始めて 功畢 るな 6、 萬延 

元苹 二月 光尊 得度し、 光威の 附弟 となる、 左大臣 九 條尙忠 の 

猶子た う、 文久 元年 三月 宗祖 六 百 回忌を 修 す、 孝 明 天皇 親 翰 

の 報恩 講 式、 歎 德文各 一 卷、 及 a 御 香を 賜 ふ、 慶應二 年 正月 天 

皇師に 御衣を 賜 ふ、 是よ 6 先き 南禪寺 內龜山 天皇の 山陵 荒 蕪 

する を 憂 CA 元 治中師 修理して 舊 K 復す 、依て 此賜 あ- 〇、 三 


ユ 1C 光) チ 


年 三月 大谷佛 殿 火災 i/c 罹る 六月 皇上再 建 </.) 綸 旨， 及 a 材資 
白銀 七 百 枚を 賜 ふ、 十月 加 茂 川 吉田口 新橋 成る、 明治 元年 
IE 月 三日 德川慶 喜の 兵 京師を 犯す、 . II 王の 諸 藩 討ちて 之れ 
を 退く 師 光威 i: して 門徒 家臣を 率： 朝廷 R 至う、 宮內を 守 
護せ しむ、 夜 R 及 a 飛鳥 井 某の 宅に 屯し、 且つ 九 門の 內外を 
巡邏せ しむ、 四日 師金 三千 兩を獻 す、 二月 朝廷 北陸を 鎭撫す 
る R 方う、 明 性 寺 空 ® に 命して 官吏に 隨ひて 萬 民を 敎諭 せし 
む、 三月 御 駕大 坂 R 駐る や津村 別院を 以て 行宮と なす、 閏月 
六日 光威、 尊 光、 天 顏を拜 す、 此日小 屛風一 雙を師 に 賜 ふ、 十四 
日光 威 寂す、 乃ち 光尊を 以て 法嗣 となす、 七月 師東 本願 寺 光勝 
と來牲 して 盟約を 定め、 九月 互に 盟 書を 呈 す' •専修 寺 圓提' 
佛 光寺 六十 麻呂 、綿 織 寺 賢 慈、 亦 同し く 使を 遣は して 盟書 R 
與せ しむ、 蓥し興 正 寺攝信 主して 周旋した るな 3、 明治 三年 
四月 光尊 東京 R 赴く、 六 E： 師疾 あう、 十一月 大谷佛 殿 成る、 
十五 日師疾 を 力めて 之を 慶 す" 四 年 七月 口 〇 から 遺訓 一篇を 
光尊に 授け、 門下 R 布吿せ しめ、 八月 十九 日 寂す、 壽七 十四、 
税謚 して 信法院 とい ふ、 著作 法語 二百 餘 種、 東 遊 紀行、 並に 
世に 行は る、 十一 子 あう" 廣義 、廣 入、 廣位 、廣 注、 光威、 光 
尊、 澤 依、 澤慶は 其 男な 6( 大谷 略譜} 

コー チ 光智  一 SI 畑 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧な t 
光智 俗姓は 平氏" 山城の 人な う、 東大寺 頁緖に 師事して 華嚴 
を學び 、天曆 四 年 旨 あうて 東大寺に 住し、 應和元 年少 僧都に 任 
ず、 三年 敕 5: 奉して 雨を 禱6靈 驗 あう、 安和 元年 大 僧都に 進 
む、 天 71; 二 年 三月 十日 寂す、 壽八 十六、 師學 諸宗に 涉 ると 雖、 
獨 6 華 嚴を以 て 己れ が 任と なし、 天曆 初年 尊 勝院を ■し、 奏 


〔七五三） 


書辭 名人 家 沸 本日 


して 大經弘 通の 本處 となす、 門下に 松 橋、 賴算 、觀具 、寬朝 
等 あ 6、 皆 一時の 碩德な 6、 {本朝 高僧傳 ) 

コ ー チ ml 光超 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 妙法 院第四 代 

f,  光超は 妙法 院の 僧正と いふ、 詔して 東 寺 百 四十 二 代 
の 長者 法務に 任し、 紫宸殿 後 七日 修法を 勤め、 松 橋の 跡を 繼 
く、 付 法 一人 賢 長と 稱す 、(續 傅燈 廣錄) 

コ- チヨ 1 光超  一一 一一 一 1 5§ 〔眞宗 〕東 本願 寺 第 十八 代な〜 
光超 號を從 如と 稱し ，別に 愚 川と 云 ふ、 初めの 名は 性慧 '號 
VJ 眞圓に 呼 ふ、 亨保五 年 六月 十七 日 生る、 海慧法 印の 子、 光 
海上 人の 孫、 竟 名は 季麿な ぅ" 十二牢 七月 二日 得度し、 大和 
敎行 寺の 住持と なぅ、 延亨 元年 十二月 光 性 上人の 法嗣 とな 
6、 尋 S で 宗務を 執る、 三年 八月 廿 五日 德川 嫁 重大 谷の 地 i 
萬方步 を加增 す" 寬延 元年 三月 二十 九日 大僧正に 任せら る、 
寶曆十 年 七月 十一 日 寂す、 壽四 十一、 淸淨光 院と稱 す、 (門跡 
傳 、本山 寺 誌) 

コー チ ml 光 澄； 一一 I1 AH 〔眞宗 〕京師雨 本願 寺 第 十五 代 
な 6、 光 澄 一名は 住 如と s a 、 光常の 養子な 6、 左大臣 九 

條兼晴 の 第三 子に して、 延寶 元年 十月 十日 R 生る， 貞享 三年 

十一月 年甫め て 十四、 光常 養 a て嗣 となし、 其 女を 以て 之に 

配す、 元 祿二坩 十一月 得度し、 十一 年 七月 大僧正に 任す、 十 

二 年 二月 江戶に 赴き、 光常 寂す るに 及 a 席を 繼 く、 秋 來本德 寺 

昭宣 、及 a 父 昭 尊、 顯證寺 常 剛等師 と 相 協せ ず 十一 年 春 和解 

を 得、 一月 十五 日 所 司 代 牧野 英 成、 奉行 本 多忠英 、小濱 文隆來 

うて 之を 賀す 、是 〇:昭宣常剛共に師を見る’是月師江戶に任 

く、 四月 上皇 牡丹 花 及 嘉肴を 賜 a 、 十一月 光常の 男 直 麿を 養 ひ 


n— (光) チ 


て 法嗣 となし、 大 將軍考 宗 使を 遣は して 之を 賀 す、 師亦 使は し 
て 之を 謝す" 十四 年 八月 二條 公昭 宣 父子 及 a 常剛 罪を 光 澄に 
得た るを 以て 本山を して 命して 其 門を 杜閉 し、 出入を 禁ぜし 
め、 R つ 家臣 某々 を 遠 裔に謫 す、 十一月 三 僧の 禁を 弛め、 其 
餘亦 久しくして 赦に遭 ふ、 十六 年 閏月 別院を 山 科に 造 營 し， 
前代の 古 迹を復 す、 七月 鳳 尾 蕉一株 を 上皇に 献 す" 元 文 四 年 
八月 痢^, 患 a ， 六日 寂す、 壽六 十七、 私謚 して 信順院 とい ふ 
子 無し (大谷 畧譜) 

コー トク 光篤ーーー -0 ^^〔曹洞宗〕丹波圓通寺の僧な6、 
光篤 字は 竹馬， 奥州 白 石の 人、 源 義 澄の 子な 6、 十七 歲にし 
て 京都に 到 6、 一休に 紫 野大德 寺に 謁し、 祝髮受 具す、 硏究 
十餘年 未 / 2 悟らす、 出て、 諸 老に參 し、 虛屋 性宙に 謁して 印 
可を 受け、 長祿 三年 丹 波圓通 寺に 住し、 靑原 寺に 遷つ る、 文 
明 三年 九月 二十 七日 寂す、 壽五 十三、 腦三 十七 •法 嗣慈伯 道 
順 一人 あ 6、 ( 日本 洞上聯 灯錄) 

コ ー トク イン 光德院 ギヨ- h 堯慧を 見ょ、 

コ ー ニ チ 光 日 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山 L/-I 僧な へ 

光 日は 卿 貫 師承詳 かならず、 叙 山 m 塔 干 住院に 住し 後 梅 谷 
に 居を 占む る 乙と 數年 、老に 臨み 愛 太子 山に 移 6、 妙法を 讀 
誦する 數萬 餘卷に 及ぶ、 寂 年 及壽缺 く" (本朝 法華驗 記) 

コ ー 芋 ン光然 (一二 丸-一) 〔淨 土宗〕 京 郡 知恩院 第二 十七 
代な-^、  光然 は浩 蓮社德 譽と號 し、 後燈 譽を改 む、 和 泉の 
人肇譽 に 就て 剃髮受 業し、 其 法を 嗣ぎて 後 京都 知 恩 院に住 
す、 又 伊勢 桑 名に 光德 寺を 鄉めて 開山と なぅ、 天文 年中 寂す 
世 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

n 上 光) V— 字 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 五三) 


3 1 光) ノ  ー モ 


a l (光) ユ  — ss 


コ^,  ノ  i  上 儿 外 0 E ボ丨 \ ，房能 を 見ょ、 

コ ー  <  ン 光遍；； 剛五 f|  ■  S 宗〕 東 本願 寺 第 十九 代な 6、 
光遍 號 k 乘如 と稱 す、 別に 愚 船と 呼 S、 延亨 元年 十一月 十六 
日 生る， 光 性 上人の 第五 子、 幼名は 悅 麿、 後 R 光 養 麿と改 む、 
近衞太 政た 臣內前 の 猶子た 寶曆六 年 三月 十二 日 得度し、 十 
七 年 七月 十七 日宗恪 を 繼 く、 天明 八 年 正月 三十日 堂宇 火災に 
罹 6、 大谷 別院に 移り、 寬政 元年 三月 祖 堂の 再建を 企つ、 二 年 
將軍家 齊飛騨 山の 巨纣二 千餘を 役して 其 エを扶 く 同 四 年 二月 
二十 二日 寂す、 壽四 十九、 歡喜光 院と稱 す、 c 門跡 傳 、本山 寺 誌} 

コ|ホ1 光 寶 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 學 僧な 

6、 光寶は 中納言 光雅の 子、 勸修 寺成寶 R 師事して 密敎を 
習 ひ、 後醍醐 寺 成 賢 R 就て 兩 部の 灌 頂を 受く 、幾何な •らず し 
て成賢に座主職ど讓られし名辭して家傳の書を齎し關東に赴 
く、 成 賢 朝に 訴へ 吏を して 追し む、 橋下亭 R 至 6 て 吏 官命を 
吿 C、 師 乃ち 終夜 自ら 秘籍を 寫 し、 遂 R 關左に 居ぅて 密肆を 開 
く、 寂 年及壽 欠く、 門下 R 守 海、 定憲 、宗禪 等 あ 6、( 本朝 高僧 
傅} 

nlfMms 光明 (一 八 六 九) 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 高 第 

なり、 光明 俗姓 生國詳 ならす、 源 空 上人に 師事して 淨土宗 

を 受け 後 越後 r 往きて 法 化 盛な 6、 承 元三 年の 頃 越後 r 成覺 

の 弟子 一 念 義を唱 ふ、 光明 極力 其 邪 義を排 して 功 あ 6、 示 寂 

の 年月日 歃 く、 (淨 土傳 灯錄) 

n- モン 光 聞 ( . ) 〔臨濟 宗〕 京都 建 仁 寺の 僧な 6、 

光 聞 字は 明 溪と云 ふ、 此山妙 在に 參して 法を 嗣ぎ 、建 仁 寺に 

主と なる、 寂苹缺 く、 (延 寶傳 灯錄) 


コ—ユ ー 光融二 i AS 一一 〔眞宗 ^ 山城 本願 寺の 僧な-'、 
光融 字は llil 如と s a 實如 宗主の 第三 子な 6、 母は 藤 原 氏、 十 1 
歲に して 薙 度す、 靑蓮 院尊 應の 門人と なり、 大納言と 假號 す、 
長兄 照 如 早世せ しか ば 法嗣 となる、 永 正 十 年 家衆師 R 就きて 
賀正の 儀薙 度の 儀 等を 定めん 乙と を 請 ふ、 師乃も 實如 宗主の 
旨を 受け 之を 定む 、同年 法制 數章を 書して 諸 徒を 論 示す、 蓮 如 
宗主の 法語 諸 書に 散在せ るを 採集して 八十 章を 選 a 、 年 時の 
次 r 從 a て 編し 四 帖 となし、 苹時 不明の 名のを 第 ?! 帖 となす、 
大永 元年 八月 二十日 早朝 編集 功 成り 午 時 寂す、 壽三 十一、 偏增 
院と號 す、 二子 一女 あり、 (本願 寺通紀 ) 

3 丨ヨ  . ) 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 第 百 二 代 長 

者な り、 光譽は 中納言 僧正と s ふ、 成慧の 法を 嗣き 、安祥 
寺 R 住す、 詔して 衆 寺 百 二 代の 法務 R 任し、 僧正 R 叙す、 師 
寺に 居らず I て 常 R 上野に 居る、 付 法の 弟子 頁 伊、 隆雅の 二人 
を 出 / 2 す、 (筏 傳燈 廣錄) 

コ 1 ヨ 泉 一 (==1 ィチ ク— 一空を 見よ* 

コ？ 3 光 ^- 日 ク 7 ィサ V 快 山を昆 よ' 

コ 1 ヨ 光 寒 1=1 『、 ソ リヨ 1 滿靈を 見よ、 

コー ヨ 光 泉 日 シュバ ィ朱 梅 1: 見よ、 
n— 3 光 寒 1==! シユ— ドン 宗 呑を 見よ • 

コ 1ヨ 光鲁 ソヵ ノノ 素覺を 見よ、 
n 1 m  光譽 ソキ ニ - 祖芨を 見よ、 

コ 1 3 _ij/ 儿蜜 p=l ソン ャ存 也 ^ 見よ、 

コ *■" =? 邀 H リナ ' -y 利 天を 見よ、 

コ 19 ン 光怵； oi si 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の禪 僧な り、 


(:九 五三） 


書辭 名人 家佛本  日 


光 休 字は 放 牛 俗姓 不詳* 闥提 具に 師事し、 其 法を 嗣ク 、京師 
八 坂 /) 法 觀寺に 住す、 建 長、 (鎌 倉) 建 仁、 天 龍、 南禪 (以 
上 京師) の芾大 刹に 歷 住し、 法 化 甚だ 盛な り、 應安六 年 八月 
九日 m 山 護 國院に 寂す、 遺偈 、一 来 一 去、 全 生 全 死、 虎 咬-一大 
蟲 、蛇 呑，， If 鼻 —'% (延 寶傳 灯錄 本朝 高僧 傅) 

コ ー リン 光 隣 二： 一九 六 〔臨 濟宗； 一京 都 東 福 寺の 僧 あぅ、 
光 隣 字は 芳 卿と 云 ふ、 圭甫瓚 に參 して 法を 嗣ぎ 、大永 四 年 東 
福 寺に 主と なる、 天文 五 年 六月 十四日 寂す、 寶 勝に 塔す、 (延 
寶傳 灯錄) 

光輪 ii ^  〔曹 洞宗〕 伊豆 修禪 寺の 禪僧茳 6、 
光輪は 新 瀉縣の 人、 後ち 甲斐 北 巨 摩 郡 折 居に 住す、 因て 折 居 
を 以て 氏と なす、 幼に して 出家の 志 あ 6、 甲斐 雨宮 寺 R 投し 
て薙髮 す、 壯年に 及 a て 相模 の海藏 月潭師 に隨 侍し、 次て 穆 
山 禪師に 師事す る こと 數年 、明治 十一 年甲斐の 藏前院 に 住し 
て 初めて 法幢を 建つ、 仝 年 九月 大學 林の 學監に 任せられ、 十 
二 年 助 敎師に 任す、 二十 二 年 敎師に 進級し、 廿五年 志 摩 常 安 
寺に 移る、 廿六年 大學林 敎師に 任せられ、 廿八年 總監を 兼任 

し 尋ぃて 伊豆 修禪 寺に 移る、 仝 三十 一年 寂す 壽 六十、 

コ 1P ユ ー 光隆 ホ—ヶ  ン鳳 健を昆 *v s、 

光朗二 ?| 5.0 1:眞宗〕東本願寺第ーー干代なり、 

光朗號 を 達 如と 云 a、 別に 愚 泉と s ふ、 安永 九 年 四月 一十 

六日に 生る、 十九 ili: 光遍 上人の 第五 子に して、 童 名は 光 養 麿、 

近衞內前の猶子 /2 3、寬政四年二月十九日得度し、同月二十 

二日 宗務を 繼 き、 六 年 正月 十三 日 大僧正に 任す、 八 年 本 '--' 4 .-V の 

再建を 企て、 十 年 落成す、 又 大門の 再_ に 着手し、 享和 元年 


コ 1( 光) リ—口 


落成す、 文政 六 ai 十一月 十五 日 火災に 罹り、 大 谷に 移住し、 
天 保 六年兩 堂の 再興 H 了る、 天 保 十二 年 法 嗣光淨 寂す るを 以 
て 三 子 光勝を 法嗣 とし、 弘化 三年 退隱 す、 安政 六 年 十一月 二十 
日 孝 明 天皇 勅して 紫 衣 純 色を 着す る Z: とを 許し 給 ふ、 萬延元 
年 十二月 齡 八十に 滿つ るを 以て 媽 杖を 賜 ひ、 特に 枝 朝を 許さ 
る、 慶應 元年 十一月 四日 寂す、 壽八 十六、 (門跡 傳 、本山 寺 誌) 
コー 康( …… 〕 〔曹 洞宗〕 某 寺の 禪僧 なう、 康 字は 
泰伯 長門大 寧寺大 菴須荔 に 師事して 其 印 可を 受け、 宏た 出世 
に 及は すして 寂す 年 時傳ら す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

コ 1 ィ康依 一一 〇八 九) 七 條佛所 十四 代佛エ なう、 康 
依は 康 俊の 子な'^、 法眼 R 叙せられ 辨殿 法眼- VS ふ、 永 亨 年間 
の 人なる へし、 

コ！ ウン 康運 (一八 七 一ー ニ 七 條佛所 八 代 佛エな \  康 
運は 湛 慶の繼 嗣に して 實弟な 6、 後 /;- 」 慶と改 む、 又 一に 聖慶 
に 作る、 高山 寺の 四天王 等身 像 谷 一 狼 並に 各 三尺の 侍者 等を 
作 6、 又 後鳥羽 天皇の 御宇 東 寺 中 門 二 天を 作る とい ふ、 按す 
るに 建 保 年中 0 人に して、 早世し 72 るなる へし、 (佛 H 系圖、 
高山 寺緣 起) 

コーウ ン康 '運 ( . 〕 七 條佛所 佛エな 6、 康運 は康 

助の 長子な 6、 式部 卿と 號 す、 

filvi 康直心 ( …… ) 七 條西佛 所の 佛エな う、 康惠 は康 
估の 子に して、 右京と 號 し、 大坂 R 住す、 

コ ー エ！ 康永 〇二 110〕 七 條佛所 十七 代 佛ェな う、 
康永は 康吉の 子な う、 朿 寺佛師 職に 補し 法 印に 叙し、 大夫法 
印と $ ふ、 數軀 の佛 像を 作る、 寬正 永亨の 頃の 人な*^、 


? (康) 彳 H 


書辭 名人 家佛本  日 


(C 六 三） 


51|(康)ェーキ _ _ _ _—コ？( 康〕 キーシ 


コ 1 X S 康永 ( . ) 七 條佛所 二十 三 R4 佛エな 6、 

康 永は 其 血緣詳 かなら す、 康 入の 系を 引きて 二十 三代の 佛エ 
とな 6、 法 橋に 任す、 (大 佛師 系 ! 1 ) 

コ 1H! 康英 ( . 〕 七 條西佛 所の 九 代 佛エな 6、 

康英は 康慶の 子な 6、 

康榮 ( . ) 七條两 佛所四 代 佛エな 6、 

康榮は 康祐の 子な-^、 

fi 丨 ユン 康圓 ( . ) 七 條佛所 佛エな 康圓は 

康 達の 子な 但馬法 印と 號し東 寺佛師 職 ic 補す.、 其 作 多く 
蹲は ら す、 

コ？ オン 康音 ii Ii 二十 三代 佛エな .り、 康猶の 子 
にして 父の 系を 受け、 別 豚 相承す、 東 寺木佛 師 職に 補し、 法 
眼に 叙す" 天 和 三年 三月 二 a 寂す 作る と 乙ろ 江戶城 東照宮 普 
賢 延命 伊勢 御 神體等 ぁり、 

111 オン 康音〇 三 八 四〕 七 條西佛 處の佛 エ なり、 康音 
■は 康溫の 子な り、 宮內 卿と 號 す、 寬永 元年淸 水 寺諸佛 半分 之 
を 作る と S ふ、 (大 佛師 系圖) 

n ンオン 康溫〇 ニニ 六) 七條西 佛 處の佛 エ な 康 

溫は康 秀の二 男な ぅ、 法眼 r 叙せられ て 大藏 法眼と S ふ、 永 

享文正 年代の 人な り、 

コ—キ ツ康士 口  (…… ：) 七 條佛所 十六 代佛 H な 

康吉は 康湛の 子な り" 家系を 嗣 く、 

コ—キ ヨ ー 康慶 (一八 五 五) 七 條佛所 五代 佛ェ なう、 

康慶は 肥 前と 號す '康 助の 二 男な う、 兄康朝 R 越えて 父の 業 

k 繼き 五代た 6、 長 寬二年 後白河 法皇の 勅 R よ 6 平 重 盛 蓮華 


王院 建立の 事に 當る、 其 木 尊 千 手 千 眼 觀世音 一 丈 六尺の 像は、 
大僧 Ih 行 慶の 作と 傳 ふる も" 實は 康慶の 造る と 乙 ろに して、 
行慶は 開眼 導師な 其兩 側の 千手觀 世 音 六尺 三寸の 像 一千 
眸の內 三百 砵は康 慶幷に 其 子 運慶の 造る ところ R して、 除は 
京師 四 流の 佛エの 造る と Z: るな _ 永 二 年の 頃、 法 橋に 叙 
せらる、 文治 四 年 六月 奈良 南圆堂 不空羅 索觀 音- 幷 R 四天王 
六 祖師の 像を 造る、 建久二 年 九月 南 大門 剛力 士を 造る， 六 
铒 東大寺 四天王の 內 南方 天を 造る、 世に 佛像に 玉 眼を 箝 入す 
る 法は 運慶に 始 -S と 云 ふ も， 其實は 康慶已 にこれ を 創したり 
と 云 ふ、 寂苹缺 く、 一說に 久安 元年 七月 廿儿日 歿と云 ふ も 信 
ずべからず、(玉海、東大寺造立供養記、僧綱補任、大佛師系關) 

J イ nT 康慶 ( . 〕 七 條西佛 所の 八 代 佛エな 6、 

康慶は 七 代 康淸の 子に して， 法 橋に 叙 せらる、 

コ ー ク ー 康你エ シド* 示 導を 見ょ、 

コ ！  4 ノ ー ( .  七 條佛所 佛エな 康 繼は康 

運の 二子 R して 宮內 卿と 號 す、 

fY サィ 康濟 j Era SA M 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 なう、 
康濟 俗姓は 紀 氏、 越 前 敦賀の 人な う、 比 叙 山に 登'"^ 光定に 
師事して 顯密二 敎を學 び、 後智證 大師を 拜して 傳法阿 闍梨灌 
頂を 受 く、 貞觀 元年 敕に ょ-^ 大極殿 最勝經 の 王 講會に 問 者と 
なう、 寬平六 年 秋延曆 寺の 座主に 任す、 時 R 年 六十 七歲 なり、 
職 ic ある こと 三年な 〇 、 又 詔 あうて 園 城 寺の 長 吏と なる、 昌泰 
二 年 二月 八日 寂す 1 壽七 十二、 臌四 十八、 (本朝 高僧 傅} 

111 シユ 康守 (一四 七 丑) 〔眞言 宗〕 空 海上 人の 弟子なら， 
康守 其詳傳 なし、 弘法 大師の 弟子 R して、 弘仁六 年 春夏の交 


(一六 三） 


書辭 名人 家佛本  日 


大師 道俗 ^ - 募うて 祕藏の 法 門を 寫 せんとす る 時、 師 安行と 其 
に 之に 力を 盡 すと 云 ふ (弘法 大師 弟子 譜) 

コ- シュ ー 康秀 a 一一 丸一 1 一) 七條倚 所 二十代の 佛エな 
i  康秀は 康琳の 男な々、 天文 三年 二月 東寺佛 -師 職に 任す、 
(大佛 師系圖 •佛エ 系 画} 

コ ー、 ンュ ー 康秀 (一一 0 五 四) 七條両 佛處 五代 儸エな う、 
康秀は 康榮の 子な 6、 法眼に 叙せられ 下野 法眼と 號 す、 東 寺 
佛：帥 職 / 2 々、應 永年 中 0 人と す、 (大佛 師 系圖) 

コー シュ ー 康修 (’ . )一: 眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟子な 

3、 康 修詳傳 なく 只 空 海の 徒弟な うと 云 ふの み (弘法 大師 
弟子 譜} 

〔考〕 修と 守と 同音 相 通す 故に 或は 康守の Z. となら / L と 云 ふ 

コ1 ジュ丨 康住 ( . ) 七 條佛所 二十 四 代 佛エな 

AV,  康 住 ¢1 其 血緣詳 かならず、 康 永の 系を 引きて 二十 四 代 
の佛エ たう、 法 橋に 任 せらる、 (大佛 師系圖 3 

コー ジュー 康住 ( . ) 七 條西佛 處の佛 エな 

康住は 六 代 康淸の 二 男に して 七 代 康淸の 弟 次 6、 

コ 1、 ンュン 康俊 (一一 〇〇 七) 七 條佛所 十三 代 佛エな り、 

康 俊は 運 助の 長子な り、 紀 伊海 部郡冷 水 蒲楞伽 山海 雲禪 寺の 

本尊 釋迦 は寺傳 に康 俊の 作と稱 し、 其 後 背に 貞和 三年 六月と 

刻す •'盖 し 其 時代の 人に して、 其 自作 ^ るへ し、 (佛エ 系圖〕 

コ ー シュン 康俊 (一八 三 五) 七倐佛 所 佛エな り、 康俊は 

康 朝の 弟子な 6 とい ふ、 安元 年頃の 人な り、 (多 武峯 略記」 
コー ジヨ 康助 (一八 〇 5 七條 佛所佛 X なり、 康助 は康 


コ ！( 康) シ 


吉ハ第 二子な 6 老僧と !:! す" 

コー;、 ン m 康助 (一八 〇二〕 七條佛 所 四代佛 エ な-^、  康 
助 或は 豪 助に 作る、 賴 助の 子な り、 長 保 二 年 S 頃已に 法 橋と 
なり、 康治 元年 六月の 頃 法眼に 上る、 其 沒年缺 く、 一說に 天 
承元牢 二月 八日 寂す と， Q n とも、 眞 としか 7^2 し、 其造佛 多し、 
(僧綱 補任、 中 右 記、 人車 記、) 

コ ー シ 21 康正一 一一 一一 一一^! 七 條佛所 一一 十一 代 佛エな へ 
康 正は 康秀 の 子な り" 法 印に 叙し 東 寺佛師 職に 稀す' g 條烏 
九 永 屋町に 入居す、 山崎寶 寺の 彌勤 尊、 觀 自在 菩薩 二王 行 基 
の 諸 像を 修 覆す、 天 正 十一 年 関 正月 山門 B 吉神軀 幷に佛 像を 
修覆 する 等 其 修造の 業 多 I、 元 和 七 年 正月 十日 寂す、 壽 八十 
八、 (大 儸師 系圖 、佛 H 系圖 、大 佛師死 亡 年月 取調) 

コ1、ン ヨ 1 康正  n- ショ- 康勝に 同し、 

コー シヨ ー 康尙 ( . ) 七條 佛所佛 H なり、 康尙一 

に 康昭高 成 又は 康淨に 作る、 光孝 天皇の 皇子、 一品 式部 卿是 
忠 親王の 第 七 子、 (一に 第 六 子} 四 品英我 王の 孫に して、 父は 
從五 位下 日向 守源康 信な り、 師初め 尾張椽 となり、 次て 從五 
位下 丹 波 守と なり、 後 淸水寺 凡僧と M る、 長 保 寬弘の 年間 屢 
々命を 奉して 古佛を 修し 、彩色 料を 下賜せられ'  又 多く 佛像 
を彫る、後淸水寺別當に鞴せられ 72 3と云ふ毛詳ならす、其沒 
年月日 亦詳な らす 、(皇胤 紹運錄 、尊卑 分脈 圖' 稍 記、 長 秋 記： > 

コー、、ンヨー 康淸 ( . ) 七條 西 佛處七 代 0 佛 H なり、 

康淸は 康淸の 子な ◊、父子 同名 衣 6 、一に 弘淸に 作る、 宰相 
と號し、東寺佛師職に居る、或は康淸は養子にして攝津の人 
なみと いふ、 (大 佛師 系圖〕 


n 1 (康 )シ 


書辭 名人 家佛本  0 


(二 六 三） 


コ 1( 康〕 シーチ _  コ— (康) チー ホ 


コ！ シヨ ー 康淸 ( . 〕 七條€ 佛所佛 エな 6、 康 

淸は 康秀の 子な 6、 法 印 R に 叙せられ 豐後法 印と 稱 す、 東 寺 
佛師 職た-^ 

コー シヨ ー 康勝 ( . ) 七 條佛所 九 代 Q 佛エな り、 

康勝 、一に 康定 、康 正に 作る" 運慶 Q 四 男 R して 本名を 康海 
と S ふ、 家名を 嗣 きて 九 代と なる、 法眼 R 叙す" 東 寺 御影堂 

に 安置す る 北面 大師 像は 師の 作な^/ (東 鑑 、佛エ 系圖) 

コ！ シヨ 1  康昭  n! ショ！ 康尙に 同し、 

コ ー シヨ— 康乘 (二 三 ニニ) 京師の 佛エ な'^"  康乗 は、 
寬文二 年 三月 法樯に 叙せられ、 名工 S 稱あ 6、 

3!;、 ンヨ！ 康淨 コ ！ ショ i 康尙 4C 同し、 

コ ー ジヨ—  康定 コ-シ ョ-康 勝 ^ 同し、 

? y ン 康尊— 1) 七條西 佛處二 代の 佛エ なり、 
康尊は 康譽の 子な ぅ、 法眼に 叙せられ" 侍從 法眼と 號 す、 東 
寺佛師 職 R 居る、 

3 — タン 康湛( . 0  七 條佛所 十五 代 佛エな 6、 

康湛は 康侬の 子な 6、 家系を 繼 く、 詳傳 なし、 

コ| タン' 康湛 ( . 〕 七 條佛處 の 佛エな ぅ、 康湛 

は康 音の 子な 6 •江戶 R 住す、 ^ 

コ ー チ 康知 j H:' 一 •一： —-. 二十 四 代 佛エな 6、 康 知は 康音 

の 子に して 東 寺 木佛師 職に 補し、 法眼に 叙す、 正 保 四 年 八月 

日光 山 /) 虛空藏 を 作う、 又慶 安七 月東敖 山 東照宮の 隨身 内陣 

及び 外 陣ん 獅子 拍犬 等を 作 6、 其 他 R も 幕 命を 蒙うて 造る も 

. !/'.) 多し、 寬文 元年 十一月 二十 二日 寂す、 


コー チン 康珍 C 二 一 五一 一) 七 條佛所 十八 代佛エ な. 〇/ 

康 珍は 康 永の 長子に して 家系を 繼き法 印 R 叙 せらる* 明應年 
間の 人な 6、  < 

コ—チ ン康棒 ( . ) 七條 佛所佛 エな 康棒は 

運 助の 三 子な う、 詳傳缺 く  — 

コ ー チヨ？ 康朝 (一八 一四) 七 條佛所 佛エ な々、 康朝 

は康助 S 男な $ 久壽 元年の 頃 R は 法 橋 R 叙せ らし 名の、 如 
し、. 詳傳缺 く、 (人車 記) 

コ i ーユ ー 康入 ( . 〕 七 條佛所 二十 二 代 佛エな 3、 

康入 は康 正ょう 系を， 引き、 二十 二 代と なる、 東 寺の 木 佛師院 
御 時 御 守 本尊 不動 尊を 刻す と S ふ、 (大 佛師 系圖) 

コ！ ベン 康辨 ( . ) 七 條佛所 十代 佛エ なう、 康 

辨は 運慶の 三男な う、 法眼 R. 叙 せらる、 (大 佛師 系圖) 

nl ホ 康甫一 一一 一一 一 M  〔臨 濟宗〕 仙 臺東昌 寺の 禪 僧な 3、 
康甫 字は 大有 、俗姓は 伊達 氏、 左 京大 夫 植宗の 第 十三 子な う、 
甫めて 六歲 僧と な 6、 虛寂禪 師 R 從 a て 法を 受け、 後廣 智禪師 
の 法を 嗣きて 無爲 山東昌 寺に 住し 1 又 東 福 寺 R 入う、 庵を 正 
覺菴 /侧に 結 a t: 乙れ に 住し、 一風 軒と 號す 、其 後退き て 一風 
軒を 苽昌 寺の 內に 造う、 終焉の 室と なす、 且 護國. 智 松、 乾德三 
院を 創め. 束昌寺 の 塔 頭と なす、 元 和 四 年 九月 十日 寂す、 年 
八十 四、 其 將に寂 せんとす る や、 弟子 支淸 、師の 像を 寫 して 
讃を請 ふ、 康甫 筆を 執う 自ら 書して 日く、 百 醜 千 拙、 老儂有 
餘 、金 縷衣挤 、馬 牛 襟 裾 •と、 東昌争 に 鐡鉢ぁ $、 重 S 數斤 
又 一錯ぁ 6 氷錶銳 利。 柄 其鐵を 衣す、 長 S 丈餘 、皆 康甫の 遺 


C 三 六 三 


書辭 名人 家佛本  日 


物と 云 ふ、 其 身 材の雄 健なる 思 ふへ し (仙 臺 史傳) 

コー ユー康 祐 ( . ) 七 條佛所 佛エな 6、 康祐は 

運 助の 二子な 6、 別居して 七條 東佛 所と s ふ、 別に 一流を 始 
め" 法眼に 叙せ らる、 

コ？ ユ ー 康 » 〔 . )  七 條佛所 佛エな 6、 康祐は 

康 運の 長子 r して、 或は 康猶に 作る、 三位 又は 式部 卿 と號す、 
法 印 R 叙す、 

32 1 ユー康 祐( . ) 七條 西佛處 三代 佛エな り、 

康祐 は康 尊の 子な う、 法 印に 叙せられ、 豐前法 印と 號 す、 東 
寺佛師 職に 居る 

コ ー ユ！ 康祐三 35 京師の 佛エ なう、 康祐は 京師 
柳馬塲 二條 上る 町に 住し、 左 京 法眼と 稱 す、 寬文二 年 六月 法 橋 
となう、 その後 法眼 r 上 3 /2 る も のな らん、 

コ ーユ ー 康祐 ( . ) 七條西 佛處の 佛エ なう、 康 

祐は康 住の 子に して、 右京と 號 す、 

コ ーユー康猶一；二九二〔 . 〕 七 條佛處 二十 二 代佛エ 

なう、 康猶は 二 十一 代康 正の 子に して、 別に 一脉を 引く、 
東 寺 木 佛師 職と なう 法 印に 叙す、 寬永八 年 十二月 日光 山 及 a 

增上寺 等の 佛像神 鉢を 刻し、 寬永九 年 六月 十一 日 寂す、 

コ ー ユ ー 康猶  n  —  ri  - 康祐に 同し、 

11 *~ヨ 康擧一 1( - ) 七條佛 處佛エ なう、 康譽は 九 

代 康 勝の 男な う、 七條西 佛處と いふ、 

n-m 康譽 ( . 〕 七條 西佛處 初代 佛 ェ なう、 康 

譽は七 條佛所 九 代 法眼 康 勝の 二 男に して 帥 法 印と 號し 七條西 

佛處 一流の 始祖たり 東 寺 木佛師 職に 補す 然れ とも 其阼傳 はら 


コ！ (康」 ユ —m 


す 法 印に 叙せられ しか ^ かなら す 

コ ー 及ン康 琳( …… ) 七 條佛所 十九 代佛エ なり、 

康 琳は康 珍の 男な 3 一說に 美 濃の 人な 6 といへは 或は 養子な 
らん 法眼に 叙 せらる 高 野大 塔の 本尊 胎 藏界大 9 像を 作る (大 
佛師糸 圖} 

コー ィン 公 尹  一一 ^ 1 〔天台宗〕 近 Ln 三 井寺の 學僧な 6、 
公 尹は 藤 原 伊房の 子な 6、 幼ょり 園 城 寺に 入ぅて 賴豪 R 師事 
し、 顯密の 法を 學ふ 、後 覺圓 僧正に 傳法灌 頂を 受け'  益 A、 
所業を 究む 、承曆 元年 法 勝 寺 最初の 阿闍 梨に 補し、 尋 いて 聽 
衆に 列し、 寬治四 年二會 の講 席を 司と る、 康和二 年 最勝會 の 
講師と な 6、 承 《元年 大 僧都に 轉 す、 大治五 年證義 者を 兼ぬ、 
師甞て 四季の 講を修 し、 諸祖の 恩に 報す、 時人 師及 a 證觀、 
禪仁覺 俊を 併せて 三 井の 四 傑と 呼 ふ、 長 承 三年 閏 十二月 十九 
日 寂す、 壽八 十三、 (本朝 高僧 傅〕 

コ ー ィン 公 胤. 一八 ii 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 6、 
公 胤は 中院右 少將憲 俊の 子な り、 夙に 三 井寺に 投して 、經論 
を 習 a 明 王院に 任す 尊 勝 陀羅尼 1: 誦する Z1 と每日 二十 遍な 
$、 師三藏 を 周覽 して顯 密 R 粹な 6、 園 城 寺の 長 吏に 鞴して 
僧正に 任す" 大貳 僧正と 云 ふ甞て 源 空の 専念の 法を 唱 ふるを 
嫌 a て 決疑鈔 三卷を 作ぅ 學佛 房に 附し源 空 上人に 呈す 一日 源 
空と 宮中に 逢 a 、 一度 語を 交へ て 遂に 决疑鈔 を燒 き、 爾來屢 
吉水に 往き 、往生の 法を 問 ふ、 師晚年 印を 解きて 禪林寺 側に 
屛 居し、 建 保 四 年 六月 二十日 壽 八十 餘 (一 說七 十三} にして 寂 
す、 (本朝 高僧 傳 、淨十 傳燈錄 、淨 土惣 系譜) 

コ上康 公 」 


書辭 名人 家佛本 日 
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コ 1( 公 y* — ガ 


コ丄公 ：：力 


コ—イ ン公因 イン y -y 院尊を 見ょ， 
nIH ン 公 緣 に一 一一 jf 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 6、 
公緣は 公 胤に 就きて 得度 受戒し、 又 顯密雨 宗を學 a 、 仁 治 二 
年 本 寺の 長 吏と な 6、 九月 十八 日拜 堂し、 終に 大阿闍 梨 位に 
登る、 弘長 元年 十月 廿 九日 寂す、 壽八 十八、 ( 三 井續灯 記) 
コ—文 ン 公緣 (一九 〇 九) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
う， 公緣 は參議 藤原實 相の 子な 6、 初め 興 福 寺の 憲圆 R 從 
a て 法相 學を硏 め、 東北 院圓支 s 法を 嗣きて 其 席を 補す、 建 
曆 - -. 年敕に ょ'^ 維摩 會の 講師と なる 後與福 寺々 務を領 し、 權 
僧正に 任ず、 建 長 中 寂す 壽六 十九、 ( 本朝 高僧 傅} 

nlH ン公圓 1 J5 3LA 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な う" 
公圓は 左大臣 實 房の 子な {、出家して 良 圓慈鎭 の 二師に 台敎 
を學び 、建曆 三年 四十 六歲 にして 天台 座主 R 任ぜら る、 嘉禎 
元年 九月 二十日 寂す、 壽六 十八、 (天台 座主 記) 

ン 公延 i 一一 i Hi 〔天台宗〕 近 江 滋賀院 第 十代の 門 
跡な 6、 公延 俗名は 方 仁、 桃園 天皇の 養子 R して 閑 院典仁 
親王の 第 四 子な 寶曆 十二牢 十月 四日 R 生る" 安永 元年 十 

一月 親王 宣下、 同 九 年 溢 賀院に 住す 天明 六 屯 五月 八日 天台 座 

主 職に 補せ らる、 六月 牛車を 聽 § れ 、七月 檢 封阿闍 梨に 任す、 

八月 座主 職を 辭 し、 寬政 三年 七月 職を 辭 す、 享和 三年 五月 二 

十七 日 寂す、 壽四 十一、 (門跡 傳 、溢 賀院歷 代) 

コ 1 力 公 雅( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な う、 

公 雅俗 姓は 源氏 右 中辨雅 綱の 子な う、 於 顯 R 就て 得度 受 具し、 

良慶に 參して 台宗を 究む 、寂 年 及壽歃 く、 (三 井續有 記) 

コ ー 勿 イ 公海 iE lJ 〔天台宗〕 江戸 寛 永 寺の 第二 代な 


う、 公海は 久遠 壽院 と號す 俗姓は 藤 原 氏、 花山院 左大臣 定 
熙の 孫、 左少將 忠長の 子な 6、 母は 東 本願 寺敎 如の 女 慶長十 
一年を 以て 生る、 父 忠長故 あうて 東 奥に 貶せられ、 其 弟 定好 
家を 襲ぐ、 故に 師幼 にして 母家 R 養は る、 元 和 六 年 十四 歲の 
時， 慈眼 大師 關 東よ-^ 來うて 京都 ic 居 師を乞 S 受けて 繼 
嗣とな す、 九 年 十七 歲 大師に 從 a て 駿府 に牲 き、 總持院 に 於 
て薙髮 す、 寬永 元年 大師 東 叙 山に 寬永 寺を 開く と 聞き、 乙れ 
よ* CN 侍して 同 寺に 居 6、 敎觀を 習 ひ、 瑜 伽を學 び、 傍ら 國 風を 
受 く、 初め 後陽成 院 大師に 皈 依し、 毘 沙門 堂 門 室 久しく 廢れた 
るを 以て rJ れを 興復 せしめん と 欲し、 敕して 其號を 大師 R 賜 
ふ、 大師 Z. れを師 に 授く 、乙れ よう 師 1: 稱 して毘 沙堂門 主と 
云 ふ、 將軍 秀忠の 命に よう 九 條幸 家の 猶子と なう、 同 三年 二十 
歲 に一 て 法眼に 叙せられ、 累官 して 權 僧正に 進む、 十七 年 二 
品堯然 親王 奏請して 師を 一身 阿闍梨 職に 補す、 尋て 親王に 從 
つて 五佛灌 頂を 受 く、 二十 年 大師 寂す るに 及び、 將軍家 光の 
命に よう 席を 繼ぎて 東歙 山に 住し、 兼ねて 比叡 日光 兩山を 領 
し、 天台宗を 管 攝す 、これよ 6 家 光の 特 遇を 受け、 正 保 四 年 僧 
正 R 轉じ •慶 安四 年 大僧正に 進む、 承應三 年 四十 八歲 天台宗 
を 統領す る さ 凡を 十二 年に して 一品 尊敬 親王 R 法務を 讓り、 

一. 室 1: 築きて 退 居す、 天 和 二 年 七十 六歲毘 沙門 堂を 公辨 親王 
に 付し， 後西 院 上皇に 奏して 久遠 壽院 の號を 賜 ふ、 元 祿八年 
病に 罹 6 京都に 至 {て 保養し、 幾何なら ずして 寂す、 壽 八十 
九、 臘七 十三、 (事 實文 編、 門跡 傅) 

f 丫ガン 公巖一 一一 一 ^ f  〔眞 S 羽 前 淨福寺 十四 代な \ 
公巖 は海德 院と號 す， 寶曆八 年 R 生る、 母は 淨福寺 十二 代 公 


圓の 女に して、 妙貞 尼と 稱し 、父は 越後 鬼 伏 西 性 寺 常 梁院淨 
誓の 子に して 公 勤と 云 ふ、 淨福 寺の 養 - T- な 6、 師廿歲 に 及 ひて 
京都に 出て、 五畿の 間に 遊 方して 名師の 門を 叩き、 安永 年中 
成唯識 論述 記樞 要、 了義燈 、及 a 圓 覺經疏 等を 硏究 す、 南海 
寄 歸傳を 讀む 際、 內 典の 傍ら 外 學を 習 a て 人を 敎導 すへ きを 
覺う 、以後 內外の 雨 典を 兼修す、 初め 徂徠 派の 學を 汲み、 
後 皆川淇 園の 門に 入 6、 經史 諸子 百 家、 及 s 詩文を 研究して 
造詣す ると ころ あう、 天明 五 年 七月 廿 四日 父を 喪 ふ、 此年十 
月 和 泉 堺に顯 道の 觀音 玄義を 講ずる を 聽 く、 六 年 正月 京師の 
寓舍 にて 華嚴還 源觀を 講 す、 同年 四月 入院 式を 擧 行す、 八月 
本山 燒 失し、 三月 上京す、 此年 寓舍に 於て 末燈鈔 、大原 問題 
標諸義 門 問答 决擇 、唯 信鈔 文意を 講 し、 且つ祺 園の 門に 易 原 
を學 ふ、 九 年 正月 和 泉 堺常通 寺に 一念 多念證 文を 講し 、三月 
音 記を 學 ふ、 寬政 元年 三 河 伊勢 等に 至うて 講說 す、 三年 九月 
本 間 光丘 鐘樓を 寄進す、 六 年 正月 塔 中 及 a 檀越に 書を 遺して 
京に 上うて 華嚴 天台の 學 問を. 事と す、 普 門 律師ょう 梵曆 天文 
學 V 傳 ふ、 律師 師に靑 磁香爐 と 金襴 袈裟を 贈れう、 時に 三十 
七歲な 6、 十 年 寺堂燒 失す、 翌年 本 間 光丘 黃檗版 大藏經 を 寄 

進す、 同年 寺の 後 庭に 隱栖 の處を 築き 靜思觀 と s ふ、 淇園其 

記を 作る、 享和 年間 宗義 上の 事に 付き 法主に 轧問 せられ、 

文化 二 年 許を 得て 鄕に皈 る、 淇 園の 門下 及 ひ 師の 弟子 數十人 

詩文を 贈うて 其 行を 壯 に す、 (淇 園の 文は 文集 第五 卷に 載た 

6) 文化 九 年 以後 各地を 巡錫し、 文政 二 年の 春修 眞院韜 光よ 

う 書法 大師 流を 皆. 傅す、 文 igc 四 年 八月 十一 日 北國遊 化の 途中 

加賀國 イブ？ 橋 R 於て 寂す、 壽六 十四、 師性 博學强 記な う、 


コ1 (公) 力 


內典は 華嚴 天台の 秘奥を 探う、 梵曆 天文に 通し、 外典は 和學 
に 精し く、 漢學は 經史に 達し、 詩文を 能くす、 書法 も 初め 王 
羲 之の 草體を 學 a しが、 後 大師 流を 得て 筆致 遒勁な 6 著作 講 
錄は 、難行 雜修 、一念 多年 證 文、 憲章 記、 止觀 大意、 改悔文 、 
天台 佛心印 記、 正 信偈通 元 ■記、 因 願 成就 濟輔 記、 一心 三觀略 
述 、二 河 譬喩 記、 六 字釋 手記、 县行 品、 淨土論 略 要、 文 類聚 鈔 
行信記、改邪鈔、一念多念分別事記、步船鈔手記、不如實修 
行 五 首 和讚、 末燈鈔 錄卷頭 二 首 私考、 廣文爾 深 解 科 文、 序 
題 門 稿、 十字 尊 號略釋 、御文 大意、 淨土眞 宗敎相 第一 聖淨一 
鉢 圖說 、梵曆 筆記、 眞 義分錄 •大乗 義 章、 五敎 章、 俱舍 論、 
探 支 記、 法 華義疏 、華 嚴大疏 章、 易、 史 記、 左傳 、五經 、老 
子 假名 解、 易 原 九疇說 解、 其 他寫本 若干 部 あう、 C 菊 池 秀言氏 
返信、 公巖 上人 事歷) 

コ！ キヨ ー 公嘵 (li 七) 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當 
なう、 公曉は 文傺 元年 東大寺の 別當に 任す、 寂年歃 く、 (東 
大寺 別當次 弟} 

コ ー キヨ ー 公慶  一 ii g £/\ 〔華厳宗〕 大和 奈頁 東大寺 龍 松 
院の 僧な う、 公慶 字は 敬 阿、 俗姓 鷹 山 氏、 丹 後宮 律の 人、 (一 
說 河内の 人と 云 ふは 非な 6、) 父は 賴茂 、母は 四宮 氏な う、 賴茂 
の 先は 源 賴 光ょう 出つ、 師は慶 安元 年 十一月 十五 日に 生る、 第 
七 子なる を 以て 小字を 七 之 助と 云 ふ、 父 初め 丹 後の 京 極高廣 
に 仕へ / 2 る も， 故 あ， りて 致仕し、 南都に 移う 住し、 落髪して 自 
省と 號 す、 師は萬 治 三年 十二月 九日 十三 歲 にして 東大寺 大喜 
院に 入う、 英慶法 印に 師事し、 翌日 得度し、 式部 卿 公慶と 云 
ふ、 其 後日 夕大佛 像の 傾 毀して 茺礫 草萊の 中に 露 坐す るを 見 


? (公) キ 


書辭  名人 家佛本  日  （六 六 三) 


ft 上 公) キ 


て 大息し、 再興の 志 あう、 盖し 大佛の 殿宇は、 永 祿十年 十月 
松 永久 秀の亂 に 兵火に 罹 6、 以來 再興の 擧 なし、 師先 つ學業 
を勉 め、 三論、 華嚴 、天台、 眞言、 律の 諸 宗硏究 せ さるな く、 
知 恩院の 孤雲を 請して 念 佛を傳 ふ、 幾 もな く 龍松院 R 注し、 
講 席を 張う 名聲大 R 楊る" 天 和 三年 三十 六歲諸 院主 (C 説きて 
再興の 擧を 書し、 貞亨 元年 五月 三十 七 歲江戶 R 至う、 幕府 R 
rf へて 大勸 進の 許可を 請 ふ、 幕府 其 大事 業なる を 以て、 數々 
師を 召して 詰問し 7^2 るに、 再三 固く 請うて JI:. ます 遂に 六月 九 
日 許可を 蒙る 師大に 喜び 南都に 歸 うて 父母 R 吿く 、父母 亦大 
に 喜び、 吾等 寄附の 首と なら / L とて、 其 齡の數 に隨 うて 金額 
を 寄附し、 師を策 勵せ 6、 翌- 一年 三月* 再 a 江 戶に 至う、 滯 
留數 月に して 西歸 し、 十一月 二十 九日、 大佛の 前に 法會 を修 
し、 即日 草鞋を 着けて 出聆 す、 昔し 治 承 四 年 十二月、 平重衡 
の亂に 殿宇 兵火に 罹“ 穴 6 しが" 養 和 元年 俊 乘坊重 源 再興の 
志 あ 6 て 天下 (C 勸 進し、 建 久六年 三月 R 落成した 6、 師は深 
く 重 源を 景仰し、 をの 遺蹟に 勸化院 を 設け、 且つ m 源の 用ゐた 
る 小 木 杓を 摸 作し、 自ら 之を 携 ふ、 難 波 J?; 師を經 て、 六十 餘 

州を 福 歷す ，富者は 五 百 金 一一 百 金 貧者は 二錢一 錢を投 し、 貴 

賤貧富 宵 其 分 R 應 して 誠を 致し、 相 競うて 帥の 事業を 助く、 

難 波の 商家 某 銅 三： 白 斤を 寄附す、 其 大^/瓜の 如き もの 三千 餘 

箇あ 6、 人々 相議 して 舟 車の 便に ょ 6 運送せ /L とす、 師直に 

筆 1: 執う 書して 日 ふ ®' 大佛殿 所用の 銅と、 悉く 路傍 R 捨て、 

去る、 通行の 人々 各携 へて 東大寺 R 至う、 七 0 R して 其數全 

く 備ぅ たうと 云 ふ、 同年 七月 十九 日 父 賴茂 卒す、 壽八 十五な 

う、 師 喪を 修 す、 元祿 元年 四月 二日よ 6 八日に 至-^、 僧 衆 千 


コ 1 C 公) ^ 


人工 E 五 百 人を 招き、 大佛殿 造營の 盛儀を 擧く勸 修寺宮 二 品 
濟深法親王乙れか導師 /2 6、八月十二 0 勅ぁ6上人號を賜ふ、 
二 年 二月 一一 十三 日勑を 奉して 院内 R 金 殿を 構へ、 聖武 天皇の 
尊像を 安置す、 三年 難 波の 奉行 R 請 a 、 南 島の 地を 借 6、 木 
材を 置く" 因て 後人 大佛鳥 と 呼 ふ、 即ち 大佛 島ょう 舟揖 して 

淀 河に 入う、 木 
津の岸 上に 至 
る、 同地ょう 大 
車を 以て 赖 く、 
大 木材は 牛 三 四 
十 頭、 役夫 三百 
餘 人、 小 木材 
は 牛 三 四 頭、 役 
夫 七 八 人を 要し 
/2 6 と 云 ふ、 大 
佛 像の 鉢 中空 廓 
にして、 木材を 
交叉して 支持. 
す、 師其 木材を 

新に して 修秫 し、 舊 木材の 朽餘を 以て 自ら 佛像を 彫刻す る 名 
の 凡を 一千 餘鉢 なう" 人々 の 請 ふに 任せて Z1 れを 附與 したり 
大 殿の 焦土 積 集して 石 座を 沒 し / 2 $ しかは、 師 自ら畚 鍤を把 
うて 勞役 R 服す、 見聞す る 者 皆師の 熱誠に 感 し、 相 競うて 勞 
役 R 服す、 凡を 一 萬 餘人 三日に して 功を 畢 る、 元 祿五年 三月 
八日 佛像 修補 全く 成る •勅して 開眼の 供養 會を 行は しむ、 初 


(七0  書辭 名人 家佛本  日 


め師以 爲 らく 佛 像の 修補は 忽緖 にす ベから す、 我豈 安臥す る 
を 得ん やと、 貞亨 三年 以來 坐して 眠る i 七 年な 6、 今年 四月 九 
0:1に至6て始めて側臥し /2 6、八月母沒す、壽七十七、元祿 
七 年 六月 師長 門 安武 郡に 至る、 龍藏 寺を 問うて 天平の 遺事を 
聞く、 九月 將軍 綱吉の 召に より 長 崎よ 6 馳せて 江戶に 至る、 
十一月 十六 日將軍 特に 命して 諸國勸 化の 便宜を 與へ 、所謂 人 
別 奉加を 許 3 る、 十二 年 諸國に 命して 封祿 一 万 石に！ 万 疋 、以 
下 乙れ に 準して 金額を 寄附せ しめらる、 且つ 南都の 奉行 妻 木 
氏を 大佛殿 再興の 總督 となす、 爾來 天下の 諸侯 使者を 送うて 
金額を 寄附す る 者、 常に 總督の 館に 滿つ 、寶永 元年 四月 十一 日 
南都 大火 あ 6 將に 大佛 殿の 木材に 及 はんとす、 師 大息して 日 
く 今にして 木材災 に 罹ら ば、 予も 共に 焚 死 せんの みと、 幸に 
して 免る を 得たり、 寶永二 年 四月 十日 上棟式を 行 ふ 天下の 諸 
人來賀 する 者 群を なせり 六月 一日 師 南都を 發し 、伊勢に 過う 
て 大廟を 拜 し、 十四日 江！ HR 入 トノて 將軍に 謁して、 其 恩 光を 
拜謝す 、二十 七日 江 戶に 在.^' て 领を患 ふ、 七月 十二 日に 至^ N、 
師 自ら 死期を 知 6、 弟子に 遺言して 日 ふ 南都の 奉行 妻 木 氏 幕 
府の 命を 承け て 再興 / > 經營に 當る 、不日 落成すべし- 予 死す 

も 遺 慽 なし、 汝等勉 めよ. と •晏 然として 寂す、^^ 五十八な 

6、 弟子 大進 遺命 R よう 南都に 歸葬 せんとす.、 幕府 故 例 諸侯 

の ほか 歸葬す るを 得 3 るを 以て* 大 進 1/; 箱 根 今 切 兩 阖 の嬬を 

求む るを 拒めり、 大進 遺命に 違 ふに 忍 ひずして 洱三哀 訢 し- 

遂 R 特例を 以て 許 3 る、 七月 二十日 江戸を 躂 し、 八月 一日 南 

都に 歸 6、 同 十一 日 東大寺 (/ >> 管下 五 刼院に 葬る、 佛ェ 性慶師 
の 像を 彫 造し" 弟子 即念久 しく 師に親 事し / 2 るを 以て 手つ か 


コ1 (公、 キ 


ら頭 面を 模 刻した う、 今 現に 東大寺 公慶 堂に 安置す、 (本文の 

間 (C 揭 くる ものは 即 Jb 其の 縮寫に か、 る、) 師 著作 重 興 大佛殿 

讃頌集 一 卷ぁ夂 公慶 上人 率 譜 、近世 畸人 傳、 續 日本 高僧 傳) 

コー クウ ン 公觀 (一七 七 八) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

6、 公觀 字を 成就と 稱 し、 遠 江阿闍 梨と S ふ、 京都の 人、 

遠 江 守 公房の 子な 6、 元 永 九 年 三月 八日 三寶院 逭塲に て定海 

r 傳法灌 頂を 受く 、(續 傳燈 廣錄) 

コーク ウン 公寛  二 1  〔天台宗〕 輪 王 寺 門跡な 6、 

公寬は 俗名 有定 、三 宮と稱 す、 出家して 覺 尊と 云 ひ、 後公寬 

と 云 ふ、 號を桂 州と 云 ふ、 東 山 天皇 第三の 皇子、 母は 春 日 局， 

小無瀨 宰相 兼豐の 女、 實は 冷泉 中納言 爲經の 女な 6、 元祿十 

年 二月 廿 一日 誕生し、 三 宮と云 ふ、 同 十 年 八月 十六 日 (一に 

十七 日) 圓滿院 行惠法 親王の 附弟 となる、 寶永五 年 八月 三十 

日 親王 宣下、 同年 十一月 廿玉 日 E] 滿院入 6 得度し、 覺尊と 云 

ふ、 戒 師は寶 性院ん 僧正な 正德 三年 十二月 十八 B 公辨法 

親王の 附弟 となり、 法名を 改めて 公寛と 云 ふ、 同 四 年 正月 四 

日 坂 本 溢 賀院に 移う、 二月 一日 關東 下向、 東 叙 山に 赴き、 四 

月廿三 B 二 品に 叙 せらる、 同 五 年 五月 二日 受 職、 享保二 年 二 

月廿 九日 一品に 叙 せらる、 三年 六月 十三 日 天台 座主に 任せら 

る、 七月 廿 一日 牛車を 聽 3 る 十月 廿 六日 座主を 辭 し、 十六 年 

五月 廿 七日 再び 座主に 任せら る、 八月 廿 七日 准 后 宣下、 同 十 

月 九 □座主を 辭 す、 元 文 三年 三月 九日 江戶に 於て 退隱 、崇法 

院宮と 牌す、 同月 十五 日 寂す、 壽四 十二な 6、 師嗇を 善くし， 

筆蹟 世に 傳はれ うと S ふ、 (本朝 皇胤 紹運 錄書繼 、近代 御 由緒 

云、 續 門跡 譜 、門跡 傳 、書家 人名 畧) 
一— _ _ _ 
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H I  f  公)  4 ノ  i シ 

コ ー タ ー 公 啓 一 si M 〔天台宗：！ 近 江 滋賀院 の 第 A 代 門 
跡な 公 啓は 始の 名は 頁 啓と sa、 櫻 町 天皇 (io 養子、 (一 
說に中 御門 天皇の 養子) にして 實は 閑院典 仁の 連枝 (一 說 に 
直 仁 親王の 子) な 6、 寶曆二 年 滋賀院 に 辭し同 十二 年 五月 十 
八日 天台 座主 職 R 補す、 六月に 牛車を 聽 さる、 十月 檢封阿 闇 
梨に 補す、 安永 元年 七月 十六 H 寂す、 壽因 十、 最 上院と 號す 
(門跡 傳 、溢 賀院歷 代) 

コ！ ケン 公顯 一一 ^ 8 〔天台宗 遠 江 延 暦# の 座主な*^ 
公顯は 安藝 守 顯康の 子、 智證の 門徒な う、 文治 六 年 天台 座主 
に 任し、 建 久四年 九月 十七 日 寂す、 壽八 十四、 (天台 座主 記) 
コ！ タン 公 顯二四 三 六 〔天台宗 3 日光 輪 王 寺 門跡な う、 
公顯は 淸淨心 院と號 す、 安永 二 年 十月 毘沙門 堂 R 人 6、 後" 
輪 王 寺に 入る 同 五 年 七月 十日 寂す、 (門跡 傅) 

fl— ジュ ー 公 什 (一九 七三) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
なう、 公 什は 正 和 二 年に 座主と なう、 橫 川の 長 吏を 兼帶 す、 
寂年歃 く、 (天台 座主 記) 

n! ジュン‘ 公 違 SI g AZ; 〔天台宗 £ 江 滋賀院 第 七 代 門 

跡な 6、 公 遵は隨 意 行 院と號 す、 中 御門 天皇 第二の 皇子 母は 

權 典侍 實業 卿の 女 R して 享保 七苹に 生る、 元艾三 年 三月 溢 賀 

院に 住す、 延亨二 年 五月 二十 六日 天台 座主に 稀し、 六月 牛車 

の宣を 賜 S、 七月 檢 封阿闍 梨に 補す、 九月 座主 職を 辭 す、 寬. 

延二年 四月 四日 重ねて 座主 職 r 補す、 同月 十一 日中 御門 天皇 

十三牢 忌に 仙 洞に て 庭 儀 曼荼羅 供、 並に 法 華 三味を 修す るに 

あ ^ ' 師 導師と なる、 七月 淮三 后 R 宣 せらる、 寶曆二 年 八 

月 職を辭 す、 安永 元年 九月 二十 七日 ^ 穴 座主 職 R 任して 第 九 


f 一！ (公) シ 


代と なる、 同 九 年 三月 職を 辭 し、 天明 八华一 一： 月 二十 五 B 寂す、 
壽六 十七、 (門跡 傳滋 賀院歷 代) 

コ- シヨ-. 公 紹二删 驾ハ ー： 天台宗 S 江 滋賀院 第 千 一一 一代 
門跡な 6、 公紹 俗名は 彰 信と S ふ、 有 栖川中 務卿韶 仁 親王 
の 子、 仁 孝 天皇 ( 一 說に 光格 天皇) の 養子な 6、 文化 十二 年 九 
月 十三 日に 生る、 文政 十 年 三月 廿 五日 親王と なる、 岡 月廿五 
e 里坊に 入室して、 即日 得度す、 弘化 三年 十月 十九 日 寂す、 
壽三 十二、 普賢 行 院と號 す、 (門跡 傳 、滋 賀院歷 代) 

コー シヨ？ 公證ー ーーー晒競 〔天台宗〕 近 江 溢 賀院第 十一 代 
門跡な う、 公證 一 に 公 澄 R 作る、 俗名は 弘 道と s a 、 伏 見 
兵 部 鄕邦賴 親王の 第二 子に して 後桃園 天皇の 養子と なる、 安 
永 五 年 十月 廿九 日に 生る、 寬政 元年 六月 十一 n 親王を 宣下す 
同 三年 滋賀院 に 住す、 十一 年 五月 十日 天台 座主 R fili す、 同苹 
八月 職を 辭す 文政 十一 年 八月 七日 寂す、 壽五 十三、 歡喜心 院 
と號 す、 (門跡 傅、 滋賀院 歴代) 

s 1 ^  H 1  パム  Si 一九 七 九  〔眞言 宗〕 京 郡 東 寺の 長者な う、 
公紹 俗姓は 藤 原 氏、 中 納言實 世の 子な う， 俊譽 法師 R 灌質を 
受け、 權少 僧都に 任し、 醍醐 寺 R 住す、 嘉元 三年 春 東 寺の 長 
者と なる、 文 保 二 年 僧正に 進み、 護持 僧と なる、 元應 元年 東 
寺の 主と なり、 八月 十日 寂す、 壽 欠く" (本朝 高僧 傳 3 

コ ー シヨ ー 公聖 (1 九 一一 丸 W 〔眞言 宗〕 京都 發心院 の 學 僧な 
Av>  公聖 號を淨 阿と 云 ふ、 京都の 人な り、 初め 大和 中 山寺 
R 入 6て密敎を習；2/南北の間に牲返して仁和_勸修ン諸流 
を 傅へ、 文 永 六 年 戒擅院 に於 て、 圓 照に 戒を 受け 發心院 を 創 
建して 盛ん R 密敎 を唱 ふ、 寂 年 及 壽缺く  (本朝 高僧 傳) 
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コ 1チ 3 *— 公 £ n 丨ショ 丨公證 を 見よ、 

コ 1 ハン 公範  一 - t: s; ハ 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 な--、 
公範は 朝晴大 夫平以 康 の 子 長 保 法師に 從 s て 法相を 受け、 天 
喜 元年 維摩 會の 講師に 坐す、 初め 新院に 住し、 與福 寺に 補し、 
權 僧正に 任す、 應德 三年 十月 九日 寂す、 壽缺 く， 弟子 俊範ぁ 
6、 藤 原 俊 家の 子に した 法相を 學 a 、 承 和三苹 維摩 會の講 主 
とな 6、 應德 元年 四十 歲にて 寂す、 C 本朝 高僧 傅) 

コ ¥ ハ ン公範 リヨ- キ了軌 を 見よ、 

コ？ ベン 公 辨 si ^ 〔天台宗〕 輪 王 寺 門跡な 6、 公 
辨は俗 諱秀憲 •字は 修禮 、號 は玄 堂、 別に 貴 宮と稱 す、 後西 
院 天皇 第 六 皇子な う、 母は 六條 局、 前權 大納言 定矩の 養女な 
う、 寬文九 年 八月 甘 一日に 誕生す、 延寶二 年 五月 一日 毘 沙門 
堂に入 $、 同 六 年 十月 十九 日 親王 宣下、 同月 廿 六日 得度す" 
戒師は 大僧正 公海な う" 天 和 二 年 八月 十二 日 二 品に 叙 せらる、 
元祿 三年 三月 十九 日關東 下向 輪 王 寺に 入る、 同 五 年 四月 七日 
一身 阿 闇 梨と なう" 五月七日 東 叙 山に 於て 公海よう 灌 頂を 受 
く、 六 年 三月 廿 一日 一品に 叙 せらる" 六月 九日 天台 座主に 任 
せらる、 九月 廿 三日 牛車 V」 聽 3 る、 十月 十八 日 座主を 辭す 、寶 

永 四 年 六月 三日 再 CA 座主に 任せら る' 十一月 六日 准 三 后 宣下、 

十八 日 座主を 辭 す、 正 德五年 五月 五日 江戸に 於て 退院、 大明 

院と號 す 夕 享保 元年 四月 五日 入京 山科毘 沙門 堂に 隱 居し、 同 

月 十七 日 寂す、 壽四 十八、 滋賀院 に 葬る'  師 書法を 狩 野 常 信 

に 問 a、 筆力 柔順な う、 (續 門跡 譜 、門跡 傳 、本朝 皇胤 紹運錄 

書繼 、近代 御 由緒 云、 扶桑 盡人 傳、) 

コ 1 3 公 * リヨ-- H> 靈 圓を旯 よ、 


nl (公) チ— 3 


コ ーヌ ン 古 间 巷 シキ ri  - 芝 丘を 見よ、 

コー ウン ソリョ I 祖稜を 見よ、 

コ ー ガン 高 巖 クソド 1 薰道を 見よ、 

コ L カン 高巖 エク理 柏を 見よ、 

コ 1 ガン 首 间巖 チョ— 卜-長 棟を 見よ、 

コー クワン 高觀- !! ;? ! 〔天台宗〕 上野 勢 多 龍增 寺の 學 
僧な ぅ、 高 觀は武 藏入間 郡 三芳の 人、 慶長七 年 R 生る、 .1? T. 歲 
にして 江戸に 入 6 沙門を 見て 崇敬の 念 あ 6 、 元 和 六 年 十九 歲 
にして 仙 波 星 野 山 佛地院 二十 八 代 尊 能に 師事し、 寬永二 年 二 
月廿 八日 廿四歲 にして 度を 受け" 始めて 佛藏院 の 論塲 R 列す、 
寬永六 年 七月 甘 六日 尊 能よ 〇 天台 慧心流 七箇の 法要を 受 く、 
後 同 十 年 佛地院 二十 九代廣 海に 師事し、 次に 淨土院 舜海に 止 
觀を受 く" 寬永 十五 年 九月 天 海 僧正の 命 ic よ 6 上野 勢 多の 靑 
柳 山 fl m 寺に 住す、 亮賢佛 光の 二 禪師よ 6 禪を 傳へ佛 光よぅ 
曹 洞の 五位を 受 く、 十八 年 人よ- CS 舜 海の 止 觀 見聞を 註 せんと 
を 請は る 十九 年 七月 播摩 書寫山 快偷の 東 叙 山 R 登る に 遭 a 、 
三 大部 本末の 序 等を 聞く、 再び 人よ 6 見聞を 註 せん を 請は 
る、 二十 一年 正月よ 6 東 叙 山 東 麓に 寓居し、 見聞を 註 せんとし 
筆を 援 る、 同年 四月 星 野 山に 皈り 、九月 龍 It 寺に 功を 畢 ふ、 正 
保 三年 比叡山に 登り、 慧心院 僧正 等譽に 就いて 指要鈔 を 聞き、 
四 年 十二月 比 叙 山 執行 正 覺院搮 題 僧正 豪慶の 室に 入 6、 慧心 
流の 七 個の 法要を 受け、 且つ 玄旨皈 命 壇 R 上り、 豪 慶 より 其訣 
を受 く、 慶 安四 年 四月 京師 二條堀 河の 寓居に 見聞 註 十五 冊を 
淸 書し 了る、 示 寂 年月日 並に 享壽詳 ならす、 (止觀 見聞 註) 
ni グ 高外一 一一 11 55 〔曹 洞宗〕 近 ix 淸凉 寺の 禪 僧な 6、 

コ 1 (高) タ ー 、ゲ 


書辭 名人 家®  本  日 


cot  三） 


11 高 ザー セ 


高 外字は 全國 ，.別に 自ら 臥龍 道 人と 號す 、俗姓は 眞野氏 、武 
藏國 高麗 郡 中澤 # の 人な 6、 年甫め て 十二の 時宗 穩 寺の 法瑞 
に 依りて 薙 髪し、 後 加賀大 乘寺德 翁 R 師事し、 二十 五 歲其印 
可を 受け、 三 河の 嫛王 寺 R 住し、 ^ 近. U: 淸凉 寺に 移つ る、 寬 
保 二 年 九月 十八 日 寂す、 壽七 十三、 臘六 十一 i、 

コ I- ゲ ツ *1  口 问月 一ー チョ-日 養を 見よ 

r コー ケン 高 建 ( . 〕 一曹 洞 宗〕 甲斐 萬 松 寺の 開山 _ 

AV,  高徤 字は 無敵、 伊豆の 人 俗姓は 伊藤 氏な り、 十三 歲伊 
豆 山に 登 6 て 薙髮 し、 密敎を 習 ふ、 後 捨て  >禪 林に 入 6" 廣嚴 
寺 一華 文英に 參 し。 服 II 十四 年 雲 岫所傳 法衣を 傳 せらる、 辭 
して 遊 方し、 甲斐 士 峰の 麓 R 寺を 建て、 萬 松 寺と 號 す、 晩年 
弟子 榮仿に 衣 法を 付し、 隱遁 して 終る 處を 知らす、 法 嗣受天 
榮仿の 一人 あ (日本 洞上聯 灯錄) 

コー サン 古 间算  H ゲン 懷玄を 見よ、 

コ <■= サ ン 山 口 E 111 ッ— ミョ-通 妙を 見よ、 

コ ー サン 古 间 11] ジシ ョ-慈 照を 見よ* 

=? 1 ジ 3 1 1 口 一 n  ― ショ— 康尙を 見よ* 

コ 1 シヨ 1イ ン古间 松院 ニチセソ-一日仙尼を見よ、 

コ 、 v 3 ®- イン  ー ロ 间 权^^  チョ.- ネン 超然を 見よ、 

コ^-セ 1 高 盛 j  一 -〇 ^  〔曹 洞宗〕 遠 江圓通 寺の 僧な り、 

高 盛 字は、 松 堂、 俗姓 藤 原 氏、 遠 江 寺 田の 人な-'、 祖父 道 印 

に 從 a 、 日 高山 R 登 6、 大 輝和尙 を師 とし、 十五 歲剃 髪し、 

古山 崇永 に參 する こと 數 年、 開悟し 辭して 諸 禪林講 席に 遊 ひ、 

再び 古山を 圖通 寺に 省し、 待す る 乙と 七 年 古山の 寂す るに 及 

び、 其 席を 嗣 ぐ ノ 7K 正 二 年 二月 十 一旦 叔す壽 七十 五、 六十 一 遺 


コ 1 (高) セ I. ベ 

偈 なう、 日く、 七十 有 五 歳、* 靑天 起， 忽雷 『片端 的卷 、露 柱 笑 
昭哈 、と 著作 語錄 ぁり、 (日本 洞 h 聯灯 錄) 

コ ー セン - tr 间泉 シヨ-性 激を 見よ、 

コ！ タン - tr 间湛一 一一 g 5 < ハ AH 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 僧な 6、 
高 湛號は 明 印と 云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 總 州の 人な 6、 十一 歲 
R して 金 澤の湛 _ 法師に 從 a て 出家し、 極 樂寺本 光 律師を 禮 
して 具足 戒を受 く' 貞和 三年 信 照和尙 R 就 ひ 4 重ねて 大乘戒 
を 受け、 大小の 律疏を 究め、 西 大寺覺 心に 灌頂 法を 受け、 小 
野 廣澤兩 派の 奧 旨を 探 6、 康應の 初め、 速成 就院に 住す、 明 
德四年 極樂寺 主席を 缺 く， 師衆 請に よりて 主と なう、 大 に法幢 
を樹 つ、 後圓融 上皇 師の 道譽を 聞き、 宮中 r 召して 起 信 論を 
講 せしめ" 寵遇 甚だ 渥し* 應永七 年 興 福 寺 衆議して 日く、 奈 
頁の 律 學師を 得ず / L ば 軌範 息む (C 幾 からん と'  旨を 幕府 R 乞 
ふ 1 幕府 乃ち 命を 下して 師を 戒壇 院に 主たら しむ、 同 十一 年 
西大 寺 R 遷 る、 將 軍足 利義滿 寺 r 詣て 、道を 問 a 、 其薨 する に 
及び 嗣子 義持 喪に ぁうて 師を 召して 般若 心 經を講 せし む、 十 
五 年 九月 二十 五日 寂す、 壽八 十六、 職 六十 二、 C 本朝 一 尚 僧傳) 
fjf プ！  古 问風 リヨ- ア了 阿を 見よ、 

コ丨べ ン高辨  一一 ^ 一一-一一  〔華 嚴宗〕 山城 高山 寺の 學僧な 6、 
高辨は 明 慧と號 す、 紀 伊在 田 郡の 人、 父は 平重國 、母は 藤 原 
氏の 出な 承 安三 年 正月 八日を 以て 生れ、 八歲 にして 父母 
を 喪 a 、 高 尾 山に 登う、 伯叔 上皇に 師事して 華 嚴五敎 章俱舍 
頌を讀 み、 十 歲遊學 して 醍醐 寺實 尊に 密乘 を、 奈 良の 景雅 
嚴を學 び、 叉 尊 印に 就て 悉曇 章を 硏習 す、 十六 歲 R して 上覺 
に 就て 剃髪し、 東大寺の 戒壇に 具足 戒を 受け、 尊 勝 院聖詮 に 


〔一七 三） 


書辭 名人 家佛 本日 


] 

✓ — ' 

高 

ホ 

Z 

等 塔 義信梅 下 ひ 誤疑崇 きすせ A て 二嚴す 二に 石禀謁 
ココ 凡式釋 了、 尾を 、 6 ひし 、なず て 禪年宗 、月 達 水け し 
? 1 て 四 、▲禪 誡崇 てこ/ 2 簾り、 、坐 i こを 因 後せ 院 、て 
ミホ 七 卷華緊 堂め 拜 捕れ ま よ g 王 下す し唱て 鳥ん に梅圆 
ヨ丨十 d 嚴笔院 、甚 ふを ふ 臣坐 、て ふ號 羽と 於尾理 

1  餘 S 修 f の十 だる 捕 、走 么 をせ 皇辭 、し 上して 山を 

高卷 5 禪会後 九 渥の ふ 承 6  A 敬し 后し 承て 皇 、梵 に究 
高 S あ S 觀 r に 日し 罪^ 久出 v せむ 平 、久高 敕準網 止む 

1 日 r 障 り s 照、 葬 朝 、を 蔻 ので i ず 、德 本の 山し 備經 ま、 
w んぺ囊 入 著る に 三 謝 fe 亂謝 で 、師子 山 初 寺て 已 をう 十 
!  ? ミ 元 5 解 作 ふ. 安 年し 糞に しナ 下肯師 にめ と 樺に 講 、九 

•- ご 亨華脫 坐 荽 祥冬 、s 敗て 7 坐 ぜを返 敕云尾 成す 後歲 
::釋 嚴門禪 至と 微乙 緊士師 し、 しす 請る を ひ 山う 、紀小 
。る 書 信義 次 T し疾れ 山を とてし し、 奉 、をて 元 伊野 
晋 、種 各 第 ミて によ 蟹に 高炉、 法て て 建し 院賜 疾久 白の 
本義 二‘ 岔寂罹 6  f 匿 座！^ を 日 戒保奈 宇 ひ の 二峯奥 
i  | 朝；^ 卷篇气 す〃 屢萏 るに 1 說 くを 六 良の 、爲 年山然 
昱 f 高 i 越、 絜喜 、貞 々 s 義延 蒙 く  * 受 年尊廢 永め 春に 阿 
s よ、 僧 S  S  i 海 壽永山 墓 景き $ は 持け 寶勝頹 く 果 同登闊 
筑  傳气說 $  '六 元 {こ S 乙て 夕師戒 ん茂院 を 華 3 志 6 梨 

前  、菩 SS 道 十 年 入 柒れ戒 >資 のと 神の 興嚴 ずと てに 

本 溫薩奚 s 澄、 正6 r をを 令と 比し 山 貫し 輿、 支巷兩 
山  柿 戒今气 、臘月て 各搜受 i も 丘 M こ 首 、隆建 那居部 

寺  一儀 菩華隆 四十 政 i 索け T 、に 神 簾菴と 盛の 永よ 修の 

の  谷 提嚴詮 十五 道 g し 大皇罪 明 中を なん 地元 6 行灌 

僧  一樹 唯 、六日を f 師に 后に をに 結 i) にと 年 天す 頂 

な  卷寶心 高 、門 問し、 を 敬 驚墮拜 あび 、華な 十竺 、を 

- 

コ 

1 

111* 

问 

3 

す 日 一二 天を i こ 破 同意 年せ 高  へ 西 我 寺 鉢 弟う 

ココ ココる 間 人 年 和 重い 損 寺を 五 6 譽コて 向 若の 餘 子、 
111 1 者に に 正の 新/ 2 しに 用 月 、は 1 威 阿し 六資と 
ヨヨ 3 ヨぉ 二十 月 初曼 b ブ 2 文 ひ 大延俗 ヨ嘆彌 成 角を な 高 
ほ 十二 八山陀 てれ 龜て 和寶姓  し陀 佛堂菩 う 明 

高高 高高 か六錢 S 科羅功 ばの 修 にの 生 高た 佛せ 等へ、 俗 
SSgg  i) 万 宛よ にと を 同頃理 遊頃國 s う を ば あず 後 姓 
- - - - き 六 施う 空い 了年覺 しぶ 九 詳 ％ と 念滅う 、筑不 
ル#、-  g 千 與四也 ふ ふ十圓 S  '條な 三 三 云 持 後  '怎 前詳 
こ士 '  2 〒 4 二す 十 上 、 B 、月 尼盟當 {こら gx ふす 此法佛 に 出 
ァ Z  ' ふ 3 十 g 九 人勅是 十の S 麻 草 ず 六 九1 、井 華 誦遊家 
焱 i レ て 妄九靑 日の 書 2 五本 5 寺 巷.、 j 滅 變經經 びし 
浮 罡人昙 間 舊の膂 日 願1 のを 聖 後し 八の、 て 
f  5  ‘裊 云に 1 大跡銘  よ に s 曼 .結 淨 f  S 井て 卷餘 太播 

1 1¢? 々上 f 雲を 文士う か皁陀 a 二 の 温を 暇宰磨 
f  ,  f  S  p る 篡院與 を吾修 、盂羅 、門 巴 M 變泉書 興府書 
よ、 よ、 S 寻 I  、テに し 添 f 理る 5 の 念の 京 S ずと し 建の 寫 
平よ、 $ •師 i 於 念へ 泛し新 g 破 佛學都  るな てを 本山 

夂  s 、の f て佛て 2  、曼 k 損 誦を大  乙ら 井 勤 山に 

五 慈 乏貧道 同 畜翌陀 f せ 經通雲  とん 中む 寺 登 

十 心 S 民塲寺 g 六羅 | るを じ院  言と に - にう 

八に 8 救を に f 年 あ 上を 事殊の  の‘ 沈 5 住、 

$ 感 f 助 建 寄 4 二 う 5 憂と に 僧  如 2 め 5 し 性 

鏨し し、 を立附 f7 月て？  CA す敎な  く疗て 溢 、 空 

f て 四な すせ し、 十 乙哀 、 、導う  、£ 日, 三 上 

I 寄 十し 、 う 乙 五れ そ 百 同に、 相 f ふ 靑衣人 

0 附 九、 同 、れ日 も ふ、 方 五 長  傳 し、 、木 一の 

■ 

書辭 名人 家佛 本日 


(二 七三) 


fil (高、 興) 3 上興)キーシ 


0 1 3 古 间寒 >==> ソ V 卜—尊 統を昆 よ、 
nl 砂ン 高 隣 コ —9 ブ杲 隣に 同し、 
nl 矽ン 高霖 ナソ リン 南麟に 同し、 

コ1 リユ-. 高隆！ーー|茲8義眞言宗〕大和長谷寺第三 
十七 代な 6、 高隆 字は 實 健、 其 卿貫詳 かならず" 豐山に 學ぶ 
こと 三十 八 年、 寬政六 年 十二月 豊山 月輪 院 よう 武藏總 持 寺に 
轉 し、 護持 院惠 翁を 師と賴 み" 未だ 灌頂 せざる に沒 せし 5: 以 
て、 靈灌 頂を 行 ひ 後彌勒 寺に 移り、 文化 元年 擢で られて 護持 
院よ 6 豐山能 化 職に 補す、 職に ある 五 年に して 同 五 年 七月 疾 
に 罹う、 其 月 十一 日與喜 寺に 寂す、 壽七 十二、 (新義 眞言 宗史 
料} 

ft*- ィン 興 胤  55 S  〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第 十九 代の 
長 吏な う、 興 胤は 常 盤 井彈正 尹滿仁 親王の 子に して、 尊 興 
の 弟な $、 應永 元年に 生る、 尊 興の 室に 入りて 得度し" 便ち 
大 僧都 R 任せられ、 法 印と なる、 十八 年 二月 東大寺の 别當に 
補せられ 二十 年 尊 興に 傳法灌 頂を 受け、 慈 尊院の 興繼に 請 a 
て 法 流の 職 位を 繼 き、 三十 二祖 となる、 詔して 僧正 r 叙し、 

長 吏と なう、 大僧正 R 昇る、 正 長 元年 五月 二十 七日 寂す、 壽 1 一一 

十五 勝 福 院と稱 す、 (後 傳燈 廣錄) 

コ1 ウン 興 # (一四 八 六) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺 別當な 6、 

興 雲は 鄕貫詳 かならず、 ■天 長 三年 東大寺 別當 r 任ず、 寂 年、 

及壽缺 く" (東大寺 別當次 第) 

コ 1 ウン 興 雲 ジ d ンジョ I 純 成を 見よ、 

コ ー 方ン イン 興遠院 ュ チせ ソ日 善を 見よ、 

コ ー ガ興雅 〇 一  C H セ〕 〔眞言 宗 3 山城 安祥 寺の 僧正な う" 


興雅は 隆雅の 法を 受け、 安祥 寺 R 住す、 僧正に 任し、 永 和 三 
年 高野山の 宥 快來訪 して 師 に 法を 問 ふ、 後 寂す るに 臨みて 席 
を宥 快に 付す、 (後 傳燈 廣錄) 

コー ギ逾ハ 義( . 〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

興義は 其鄕貫 師承詳 かならず、 園 城 寺に 住し" 道 暇 書を 嗜み 
妙 筆と 稱 せらる、 其 弟子 成 光 閑院の 障子 R 雞を 書き、 人を して 
其 妙に 驚かしめ しと 云 ふ、 (本朝 書史) 

^ …… こ 〔曹涧 宗〕 美濃汾 陽 寺の 僧な 
6、 興勗 字は 景聰と 云 ふ、 玉 浦宗珉 R 參 して 法を 嗣ぎ 、妙 
心 寺 第 | 座よう 出て、 美 濃乾德 山に 住す、 後道樹 寺を 開きて 
第一 代と なる" 師諸錄 を 錯綜して 註鈔 若干 卷を 著す、 寂 年 及 
壽 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 

コ 1 3? ク 興 國ゲ >  シン 玄晨を 見よ、 

n—哆 ンシ mi ーン 興 山上 人 才-ゴ 應 其を 見よ、 

コ 1 ジツ 逾 ハ {貫^' ョ-ハ ン良範 を 見よ、 

コー シン 興 信 二 00 S— — A 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 十七 代の 長 
吏な う、 興 信は 崇光 天皇 第二の 皇子" 母は 庭 田尙書 源重資 
の 女、 延文 三年に 生る" 貞治 年間 尊信の 室に 入うて 得度し、 
便ち 宣して 親王と なる、 永 和 四 年 四月 五日 尊信 R 庭 上 具支灌 
頂を 受け、 康曆中 長 吏に 補 せらる" 嘉慶 元年 結緣灌 頂を 行 a、 
諸人を 濟 度す、 又淨土 院の繼 助を 仰き て 慈尊院 流の 根底を 竭 
くし、 第三 十祖 となる、 明 德二年 四月 五日 寂す、 壽三 十四、 
施無畏 院と稱 す、 (後 傳燈 廣錄) 

コ l、 v ュ"- M ハ i 示 シュ— ショ— 宗 松を 見よ、 

コ ー ジュン 龃 ハ 順 リョ 1 コー 艮 故を 見よ、 


'三 七三） 


書辭 名人 家佛 本  日 


コ t シヨ ー 興昭一 . li -fc : 〔法相 宗〕 奈良輿 福 寺の 學僧な 
九 興昭 俗姓 不詳， 修圓 僧都に 就きて 法相を 受け 他 學に兼 
ね 通す、 德 一、 壽廣 、春德 と 名を 齊く す、 貞觀四 年の 冬 維摩 
會講師 となう、 傳燈大 法師 位に 昇る、 五 年 JT. 月 最勝會 講師と 
なう、 慧解 衆を 壓 す、 元慶 元年 正月 二十 八日 寂す (本朝 高僧 
傳} 

コー チ興智 (1 五 二 五) 〔華 嚴宗〕 奈良 東大寺の 僧な 6、 
興智 俗姓 不詳、 正 進 僧都に 就きて 華嚴を 傳へ 兼て 諸宗を 傳ふ、 
維摩 會 講師と なる、 貞觀七 年 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 
ぐ. 門下玄 榮 •豐藝 あう、 藝は律 師 となる、 (本朝 高僧 傳) 
コ！ チ ユー興 儔 111 15 た SS S 常 陸 水 戶祗園 寺の 
開山な う'  與儔 字は 心 越、 號は東 皐と云 ふ、 明の 杭 州 金華府 
婺郡浦 陽の 人、 俗姓 蒋氏 、母は KC 氏な 6、 崇 馘 十二 年 八月 廿 
八日に 生る、 吳門 0 報恩 寺に 投し俗 叔歛石 公を 禮して 度を 
受け、 初め 覺浪に 依る、 淸の 康熙七 年、 三十 歳に して 翠徵濶 堂 
に 渴し狗 子 話を 參究 し、 二 年に して 印 可を 附 せらる、 淸の 
朝 輿る にあょ び、 !§■ 湖の 永 福 寺に 隱捿 す、 明 僧 1 ィー我 國畏崎 

の 輿 i 寺 R 住し、 師の 高德を 聞き、 違く 招致して 其 席 V」 讓ら 

ん とす、 師亦 渡航の 意 あ- CN、 遂に 澄 I の 書を 得て 出發 す、 延 

寶五库 長 崎に 到着す、 然るに 異宗の 僧 某の 誣言に ょ 4、 長 崎 

に 於て 捕 はれて 幽閉せられ、 將に其 身を 終らん とす、 水 戸 光 

园乙れ を 聞 S て 百方 力を盡 し •其寃 を 雪き、 殊に 使を 遺は し 

て 迎 ふ、 師 先つ 京師に 入うて 暫く 留 6、 後、 東 下して 水 月に 

至る、 允 园 大に禮 遇し、 乃ち 水 戸の 天德寺 V」 改築して 祇園 寺と 

號 し、 師を 請して 開山と なす、 總寧寺 丹心、 大中寺 連山、 靑 


コー (興)、 ン ー チ 


松 寺如實 、經 山寺 獨菴 、龍 泰寺繁 山、 慈德寺 丹嶺等 の 諸禪師 
大に其 法 化を 助く、 元祿五 年 祇園 寺に 開 堂の 大典を 擧く 、大 
衆四來 する 者 | 萬 七千餘 人に 至 6 /2 $ と 云 ふ、 其 後 貴賤 道俗 
の敎を 受 くる 者數を 知らず、 武 藏相模 等の 諸 地を 歷 遊して 詩 
吟あ $、 金 澤七景 0 如き 師の 選に か、 ると 云 ふ、 元祿九 年の 
秋 微疾に 罹る、 光囿 親しく 問 候す、 師諄々 として 法を 說 く、 
同年 九月 廿 九日 吳雲西 堂を 召して 衣 偈を附 し、 三十日 椅子に 
倚う、 侍僧を 顧視 して 日 ふ、 五十 有餘 年、 游_ 一生 死海 中 — ■» 擺手 
沒 ，1 巴 鼻， 喝 、遂に 寂す、 壽五 十五、 臘四 十七な- CS、 師詩 文書 書 
を 善くす、 著作 東皐 集一卷 あう、 且つ 七敍 琴に 巧な 6、 我國 
古 來七敍 琴を 傳 ふる も、 琴譜 指法已 に絕 ゆ、 師 十六 曲を 傳へ 
七敍琴 再び 行は る、 師の 門下に 人 見 竹 洞、 杉 浦 琴 川の 二人 あ 
う、 其 曲を 傅へ、 琴 川 東 皐琴譜 五卷を 編す、 琴 川の 門下に 小 
野 田 東 川 あり、 東 川の 門下に 幸 田 親 益、 多紀 藍溪 、設樂 純 如、 
杉 浦 梅壑 あう、 親 益の 門下に 兒玉 空々 あ $、 藍溪の 門下に 桂 
川 月 池、 浦 上玉 堂 あ 6、 純 如の 門下に 淺草眞 龍 寺の 蘭 室 上人 
あ'^、 此の 如く i: して 七絃琴 盛に 行は る、 乙と、 なれ 6 、師 
又書晝 篆刻 r 善くし、 光国の 爲めに 數顆を 刻し / 2 う、 筆蹟 等 
今祗園 寺に 保存 せらる、 もの 多し、 (日本 洞 上 ® 灯錄 ，香 亭雅 
談 、東皐 集、) 

コ 1 F 1 通 (道 ゲ ッキ玄 基を 見ょ、 

コ ー トク m ハ德二 11 二た 〔曹 洞宗〕 和 泉 慶田寺 第一 代な 6、 
興德 字は 海門、 伊勢の 人、 幼に して 奇叟異 珍 ^ 依うて 得度し、 
尋で 補巖 寺大容 、永 澤寺淸 寧に 見え、 加賀に 至 6 大辩 了訥に 
投ず 、大辨 和 泉の 補巖 寺に 遷るに 及び、 師も また 侍從 し、 伊 


コ1(興)ド|卜 


書辭 名人 家佛本  日 


(•四 七三: 


コー (興) 字— 9 


賀剌史 某に 請ぜ られて 安養寺に 主と 在 $ 、後 補 巖寺に 遷 る、 
文明 八 年 正月 二十 六日 寂す、 狗泉廣 田 寺は 梵香 居士師 の 爲め 
に 創めし ところな り、 (日本 洞 . K 聯 灯錄) 

nl 手 ン興然 j A-t ss 〔眞言 宗〕 山城 勤 修寺慈 尊院の 一一 
代な う、 興然 字は 理 明、 仁 平三铒 十二月 十八 日念範 に 從 a 
て 傳法灌 頂を 受け •保 元 二 年 二月 二十 九日 醍醐 山 西 光 院道塲 
にて 具支灌 頂を 仁 和 寺亮惪 に受 く、 慈 尊院の 二 代と なう、 建 
仁 三年 十一月 廿日 寂す、 壽八 十四、 付 法の 弟子 行 慈、 高 辨 、榮 
然 、文 覺の四 人 あう、 (後 傳燈 廣錄) 

コ 1 ブ龃 ハ埋豆 コッリ ユ- 建隆を 見ょ、 

コ ンイン 龜 ハ林院 ニ チ トク 日 德を 見ょ、 

コ19 ユ ー 興隆 5i ^ 〔曹涧 宗〕 武藏埼 玉 全 久院の 第 
六 代な う、 興隆 宇は 寶巖と iK ふ、 越後の 人、 高 橋 氏な 6、 
世々 彌彥 山の 禰宜穴 り、 父は 太 郞右衞 門 光宣、 (天外 宣光 信士) 
母は お 喜 多 C 桃 屋妙舂 信女〕 と 云 ふ 1 四 男 あう、 師は其 第三 男 
にして、 俗名 谷 伴 藏と云 ふ、 十四 歳に して 禰宜の 家を 捨て、 
沙門と なう、 初 名を 慈 海、 字を 具 海と 云 ふ、 幾 もな く 出 遊し 

て 比 叙 山 g 靈 空、 三 井寺の 義瑞 •五智 山の 如 幻、 浪華の 天 11 

を歷 問して 台密の 疏 章、 弁に 義軏 を學び 、且つ 鳳潭を 問うて 華 

嚴を學 ふ、 後、 南北に 巡遊して 法相、 三論、 戒律、 弁に 悉曇 

等を 學 ひ、 殊に 悉 曇の 硏究 R 力を 用ゐ 、舊新 翻 譯の例 等を 集 

めて 大成せ 6、 寶曆の 初 武藏埼 玉騎 西の 全 久院の 第 六 代と な 

う、 同院 に あ 6 て學問 著作を 事と して、 餘 事を 顧ず、 寶曆十 年 

正月 櫻 井 流 神道 秘傳 二十 四 册 ，源氏物語 樑海鈔 二百 五十 卷， 萬 

葉 集 義述百 四十 八 卷を故 鄕の實 家に 送 附 し、 神道 書 和歌 書 四 
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千 卷を同 院に 寄附す、 同 十二 年梵 漢通釋 十五 卷を 撰して 同院 
に 寄附す、 後、 州傳 寺に 遷 同 寺 第 十二 代と なぅ.， 明 和 六 
年 十月 二十 六日 同 寺に 寂す、 壽七 十九な， り、 著作 華嚴 支義大 
畧鈔 四十 九卷 '法畢 科 註 復宗記 四十 卷 、唯 識述 記纂釋 、法 華 
支 義述 聞、 法 華 文句 述 聞、 各 三十 卷 、俱 舍講苑 指謬廿 四卷， 
俱舍頌 俗 註* 雜集 論述 記纂釋 、各 二十 卷、 三十 唯 識操觚 篇十 
七卷 、維摩 經註 義心 錄 十一 卷 、楞嚴 經顯密 幽玄 記 十卷 、法 華 
和鈔 九卷 、梵 網古迹 記義畧 、起 信義 記 文 心 畧鈔 、各 八卷 、法 華 
纂靈記 七卷 、觀經 妙宗鈔 開 心 記、 廿五 菩薩 和讚 文心耍 鈔 、冬 
五卷 "二十 唯 識纂釋 、梵 網經述 記 冠 註、 各四卷 、聲明 軏 記'‘ 
盂蘭盆 折中 閏玄記 各 三 卷 、佛 典疏鈔 目錄 、異部 宗輪述 記 冠 註、 
十 不二 門 指 要講鈔 "各 二卷、 楞嚴經 問譯畧 選、 法 華 開 題、 因 
明 論 惣攝錄 ，金鎅 論 饒舌 集、 五 敎章破 塵 記、 護身 法秘 記、 持 
明藏 記、 禪門 五派錄 .佛足 千 輻輪相 記、 諸說辨 ■、各 一卷、 (以 
上 內典〇 三 藏 梵語 集百卷 •梵 漢通釋 二十 卷、 悉曇傳 本 十五 卷 
慧琳音 _ 梵語 畧 、淨土 論 梵語 釋各 三卷 ，悉曇 字 記 相傳 記、 悉曇 
字 記 g 秘訣、 悉曇字 記開玄 章、 梵語 釋 例、 可 撰 音義 梵語署' 
十二 吉祥天 經 梵語 釋 、盂蘭盆 梵語 釋各 一卷、 (以上 悉 曇、、 續感 
應錄 四十 卷 、源氏 四 河 入海 三十 卷 百人一首 三 家秘傳 二十 卷 
和歌 八 代秘要 十一 卷 、中臣 稜纂說 、萬 葉 集義訣 、各 十卷 、伊 
勢 物語 口訣鈔 、古今 集 至要、 各. 七卷 、六 根稜會 說傳、 稜具秘 
傳 、各 六卷、 三種 神器 傳 、徒然 草 玉葉秘 滑、 各四卷 "稜 神秘 傳 
神事 稿、 諸 稜秘傳 1 神道 問辨 、源 語 秘傳錄 、源氏 秘訓傳 、和 
歌仙 傳 、各 三卷 、最 耍中臣 本心 錄、 三種 稜會 說傳 、三 it 神託 
故 實傳、 稜詞廣 記、 百人一首 傳心錄 、詠歌 大槪 註解、 以呂波 


(:五 七三） 


書辭 名人 家佛 本日 


本 記、 曆學便 蒙、 周易 啓蒙 旁 通 記、 各二卷 ，心 御 柱說傳 、神 
道 加持 經畧 註、 神代 卷畧 註、 神國雜 記、 神道 童子 訓 、神道 加 
持考 、伊語 秘傳 集、 徒然 草 秘訣、 和歌 八十 玉 籤、 日本 遷都 考、 
各 一卷、 (以上 外典} 計 八十 五部、 七 百五卷 あう、 (興隆 自記、 高 
橋 家系 圖 、全 久院 過去帳、 近代 名家 著述 目錄、 ) 
f リ T 興隆  エォプ 惪音を 見ょ、 

コー ィ廣 威 ii fg 一  S 檗 S 山 辱 宇治 萬 福 寺の 第三 十六 
代な 6、 廣威 字は 金 獅武藏 豐島郡 下 谷 御徒町の 人、 醫 師津呂 
右 膳 三男， 文政 六 年 四月 十五 日 ^ 生る、 天 保 四 年 五月 十八 日 
山城の 鹿ヶ谷 如意 寺 松 洞 R 就 S て 得度し、 文 久二年 九月 但馬 
興國 寺に 住し、 明治 三年 九月 攝津麻 出の 佛日 寺に 轉 し、 五 年 
十一月 本山に 昇 住し、 十一 年 六月 十二 日 示 寂す、 壽 it. 十六、 

11 丨オン 廣恩 ( . 〕 〔眞 言 宗〕 大和 海峯 寺の 僧な $、 

廣 恩は 吉野 山の 海 峰 寺 ic 居办 、法 華經を 持 誦す、 (本朝 高僧 傳) 
コ*- サン 廣 U  ジョ ョ—恕 陽を 見ょ， 

コー ジユ 廣壽  一 一； HA 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 持 明 院の開 
山な 6、 廣壽は 淡路の 刺史廣 遠の 子な う、 醍醐 山上 峰の 坊 

を 開きて 閑居す、 故に 峯 上人と S ふ、 源 賴義の 師範 穴う" 正 

曆二年 正月 七日 大法 心 印を 元杲 法務 R 傳受 し、 元 杲の錄 する 

所の 九會密 記、 三部 秘 尺、 灌頂次 弟 等を 寫 して 諸方に 去う、 

長 和 二 年 六月 二十 八日 寂す ' > 壽六 十六、 (網 傳燈 廣錄) 

31 シヨ 1 廣淸 ( …. ) 〔天台宗〕 近 江比皲 山の 僧な 

AV,  廣淸 千手院 R 住し 常 R 法 華經を 誦す、 夢に 八大 菩薩 あ 

$、 全身 金色な- 一  菩薩 廣淸に 語 6 て 日 ふ、 一 心 勇猛に 妙 

經を修 誦せ ば、 我等 八 人 極樂に 送るべし、 と、 夢覺 めて 歡喜 


し 益 行を 勵む 、命 終の 時 端坐 經を誦 b て 逝く、 墓 中 永く 其聲を 
絕たざ うきと 云 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

コ I ズィ廣 s (. ……〇 〔曹 洞宗〕 肥 後大慈 寺の 僧な 6、 
廣瑞 字は 龍 伯、 肥 後 八 代の 人な 6、 十六 歲法泉 寺に 役し、 大雲 
玄廣 を禮 して 薙髮受 具し、 禪席 を經 て、 再 D1 法 泉 寺に 歸 へる、 
大 雲の 大慈廣 燈の兩 寺に 移つ る {C 及 a 、 師隨 待して 遂 R 發悟 
し、 其囑を 受けて 法 泉 寺に 主と なる、 大 雲の 臨終に 方う、 師 
晝夜 看護して 杖拂 を授與 せられ、 後大慈 寺に うつる、 一 住 三 
年、 廣燈菴 に 退去して 某圯寂 す、 法嗣大 焉廣椿 一人 あう、 (日 
本 洞 上聯灯 錄)  . 

セツ イン 廣說院 ホ— セソ 法宣を 見よ* 

コー タツ 廣達 2 四 00 大和 金 峰 山の 修行 僧な $、 

廣 達俗鮏 下 毛 野 朝臣、 上 總國武 射 郡の 人、 聖武 天皇の 朝 出家し 
て 吉 野の 金 峰 山に 登う、 山中に 阿 彌陀佛 ，彌 勒佛 、觀世 音 菩薩 
等の 像を 彫刻す、 示 寂の 年時缺 く、 (靈異 記、 本朝 高僧 傅) 
nl チ 廣智 2 四七セ)〔天台宗〕下野小野寺の沙彌な->、 
廣智は 鄕貫詳 ならず、 鑑眞 大和 上の 弟子 道忠 ic 師事し 學德共 
に 高く、 下野 小 野 寺に 位して 國 人尊稱 して 廣智 菩薩と 云 ふ、 弘 
仁 元年 五月 十四日 三部 三昧 印を 受け、 且つ 大師 唐よう 賫 持 0 
香爐 峯の栢 木文笏 (四 枚の 一} 一枚を 附 せらる、 同 八 年 五月 十 
五日 大師よう 雨 部の 灌 頂を 受 く、 後 下野 小 野 寺 R 天台の 敎義 
を 講 す、 乙れ 東國に 天台の 敎義を 傳 ふる 始めな 6、( 天台 霞標、 
台密 血 豚譜) 

コ^-チ f 鹿 知日 ヒ ャク H 1 百  si ^ 見^-^、  、 

コ！ チン 寶 棒 ( . ) 〔曹洞 宗〕 肥 後大慈 寺の 僧な， 多、 
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書辭 名人 家怫本  日 


(六 七三） 


3 丨 (廣) K — ホ 

廣椿 字は 大焉 、肥 後 宇 土 郡の 人な 6、 初め 侍 童と なうて 法 泉 
寺 大雲廣 R 從 a、 出家 受 具して 東 遊し、 大 中、 靜國 、雙林 等の 諸 
老宿 に歷參 し、 再び 法 泉 寺に 歸 る， 當時大 雲已に 寂して 龍伯廣 
瑞席 に あう しか ば、 師 之れ R 從 ひ、 其 席を 退く ic 當 6" 命に 
依 6 席を舖 し、 •遷 6 て 大慈 寺を 司と る" 後辭 して 廣燈菴 に 退 
居し、 某 年 寂す、 曹源 山に 塔す、 法嗣萬 安英 種 一人 あ 6、( 日本 
洞上聯 灯錄) 

廣道 (… ：… 〕〔眞 言 宗〕 山城 大日 寺の 僧な り、 
廣道 俗姓 橘 氏、 出家して 山城の 大日 寺に 住し、 專ら 往生 極樂 
を 願 ふ、 寺邊 に 一老 婆あうて 寄 居す、 兩 男子 あり、 天台 僧と な 
る、 兄を 禪靜と 云 a 、 弟を 延皲と 云 ふ、 老婆 沒 し、 此二僧 一 
心に 畫は法 華經を 讀み 、夜は 阿彌陀 佛を 念じ、 偏に 母の 極樂 
に 忭生 せむ M とを 祈る.、 此時 R 當 6 て廣道 夢に 極樂貞 觀兩寺 
の間に無贵の音樂を聞き、驚きて其方を望むに三寶車あう、 
数-の 僧侶 香爐 を捧 けて 圍繞 し、 直に 老婆の 家に 到 天衣 
を： 君け しめ、 共に 載せて 還らむ と 欲す、 即ち 二 僧 R 勅して 日 
ふ、 汝母 の爲に 懇志 あ' 是を 以て 來迎 するな-^、 と、 一夢 

の 中に 亦廣道 往生の 相を 見る、 數年に して 示 寂す、 其 日音樂 

空 R 滿ち ，道俗 耳を 傾け、 隨喜發 心する 者の 多し、 (往生 極樂 

記、 本朝 高僧 傅} 

コー ホン 廣 本 -- gl 一/ハ 〔黃 檗宗〕 近 江 馬 淵福壽 寺の 開山 

な 6、 廣 本字は 覺 芝と 云 ふ、 京師の 人な 6、 馬 淵の 福壽寺 

に 住し、 禪 胍 高し、 京師の 醫 太田昆 良 等に 交 深し、 疾に罹 

う 其 家に 寓し 療養す、 妻女の 起臥を 扶くる を 喜び、 女 ほと め 

てた き 名 のは 又もな— 釋迦や 達磨を CA よい <  と 生む、 と、 


nl (廣、 •#) 


後、 自ら 醫術に 通し、 病 者を 救助せ 6、 師亦其 角の 門人 猩々 
庵と 云 ふ 者に 交は う、 俳諧を 善くす、 獲々 庵 布袋 和 尙の圖 に 
題して T 小 袋 R 大 千い れて花 ご 、ろ」 と 云 a 、 師 R 語う しか 
は、 師 微笑して 未し、 我なら ば 「底ぬ けの帒 に實ぁ 6 芥子の 
花」 とすべし と 示す、 渥々 庵大 R 服し、 後數 々敎を 受け / 2 今と 
云 ふ" 師常に 只 一事 捅エの 輪を 入る 味は しうか ^ しと S へ 6 
と、 延亨 三年 五月 十四日 寂す、 壽 六十 1 、<  近世 畸人 傅) 
nl 二 3 廣如  n- タク 光澤を 見よ、 

コー ヨ 廣譽「一 1; .し 〔淨 土宗〕 安房 念 佛院の 開山な $、 
廣譽は 安房の 人" 正 # 意 天上 人に 就て 淨土敎 を學び 、州の 橫 
須賀に 念 佛院を 開く、 延寶七 年 十二月 十七 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 
土總 系譜) 

?m 廣譽  リブ チョ* 林 長 $: 見よ、 
n 1 3 泉 日 ク ヮク デ V 廊傳を 見よ、 

コ 1 3 泉 日 ジ rl v チョ— 順畏を 見よ、 

コー ヨ 廣 #- セッ方 -詮 雄を 見よ、 

2 1 エン 幸圓 (一九 五 〇) 〔戒律 宗〕 祭 良西大 寺の 律 僧な 
i  幸圓は 興 正 菩薩の 門弟に して •毘 尼を 明む、 寂年歃 く 
著作 懺六 聚篇鈔 一卷 ぁう， (本朝 高僧 傳) 

n?n ン 幸 金  一 m 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 6、 
幸 金は 八幡 別 當幸淸 の 猶子に して 別 當に 任す、 正應 元年 十二 
月廿 六日 寂す、 壽歃 く、 (三 井續灯 記) 

コ1 サィ 幸 西 (一八 七 〇〕 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 高弟な 
i  幸 西 字は 成覺 、初め 比叡山 西 塔の 南 谷に 住し、 鐘 下 房 
少辅 と號 す、 後 愛兒を 喪 a て 悲哀の 餘 6 源 空 上人に 就 s て淨 
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菁辭 名人 家佛本  日 


土敎を 受け、 一念 義を 主張し、 行 空 等と 共に 門下を 排せら る、 
下總栗 原に 住し 自義を 弘 通す、 示 寂の牢 月日 欠く、 著作 略 料 
簡 、二譎 記、 稱佛 記、 等 あう' 門下に 了智 、正定 "明 信、 入眞、 
善性、 勸信等 あう (淨土 傅 灯錄、 淨土總 系譜} 

コー シュン 幸 俊 (一九 九 10 七條佛 所佛エ なり" 幸 俊は 
運 助の 弟子な 6、 七 條道塲 六 代 上人 像を 作る と S ふ、 時に 建 
武 元年 六月な り、 一說に 幸 俊は 康 俊と 同人な りと 云 ふ も詳な 

コ！ ソン 幸 尊 (一九二 七) 〔戒律 宗〕 奈良海 龍王 寺の 律 僧 
なり、 幸 尊 字は 县禪 、興 正 菩薩に 親炙し 建 長 八 年 沙彌戒 を 
受け、 康元二 年 具足 戒 を， 文 永 四 年 具支灌 頂を 進 得す、 後 海 
龍王 寺 R 住して 律 席を 開く、 寂年歃 く、 (本朝 高僧 傳) 

コー ソン 幸 尊 ^ M 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な り、 
幸 尊 俗姓は 藤 原 氏、 十六 歲 得度し、 定 尊、 有禪 、慶暹 の諸師 
に 學 S、 文 永 七年閏 九月 六日 豁然 大牾 し、 •十二月 四日 入 壇す、 
應仁 元年 九月 勅して 僧正と なう、 嘉元 元年 九月 十一 日 寂す、 
壽七 十九、 (三 井續燈 記) 

n— ガィ 果海 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 金剛 王院 

第三 代な.^  杲海 初の 名を 豪 海と稱 す、 字を 治 部 卿 僧都と 

s ふ、 京都の 人、 尙書雅 兼の 子な-^、 諸 祖に參 して 法 脈を 得 

蓮華 院を 建て、 住す、 付 法 賢 海、 尊 基、 海淵の 三人 あう バ續 

傳燈 廣錄) 

コ 1 クジン 果 i i! ン ノノ ヮ  ィ祖晦 を 見ょ、 

コ ー.、 ソ ー シュ 杲藏主 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 天 fi 寺 

の藏 主な り、 杲藏 主は 幼に し -C 出家-て、 夢 窓國 師に參 し、 


コ 上 幸、 杲) 


天 龍 寺に あうて 藏鑰 y 司と る、 寂 年及壽 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 
コ —F—  果堂 ゲン チョ-元 莉を見 ょ、 

31^1 果寶  益 H5  〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 學 僧な 6、 
杲寶其 俗姓 生 國詳 次ら す、 一 m に 源氏に して 但 馬の 人な りと 
s ふ、 幼に して 東 寺に 役し、 寶嚴院 の賴寶 法 印 ic 受學 し、 後 
小 野に 往 きて 榮海 を拜 し、. 灌頂 法を 傳へ 、尋 い て 諸 尊の 印 契 
儀軌を 受け， 又奈 良に 至 6 て 性 相を 習 ふ、 初め 八 坂 吉祥 院に 
住し 後觀 智院を 開き 住す、 時論に 日く、 南山 S 宥快 賴瑜は 空 
海の 皮肉を 得、 朿寺の 杲寶は 其 骨髓を 得た 6 と、 師僧 綱に 任 
せす、 專ら 著述を 事と す、 貞治 元年 寂す、 壽五 十七、 著作、 大 
日經 疏演 與鈔 五十六 卷 、(一 說賴寶 の 作) 大日經 疏二 十七 卷、 

( I 名 口 筆 鈔) 二 敎論硏 M 鈔 、(第 九卷以 下の 五 卷は法 悟賴 我の 
作 y 悉曇 創學鈔 、(第 十一 卷 十二 卷は賢 寶增蓣 )谷 十三卷 杲寶 
私鈔 ，傳寶 記、 各 十二 卷 、十 住 心論鈔 、卽身 義朿聞 記、 秘藏 
記鈔 、玉 印鈔 、秘藏 要 門、 各 十卷 、菩提心 論鈔 、心 經 秘鍵鈔 、 
(杲寶 口 說賢寶 筆記)、 各六卷 、聲 字義 口 筆、 (杲寶 口 說賢寶 筆 
記)、 東寶記 各五卷 ，纂要 私記 我慢鈔 、(一名 破邪 顯正 記) 開 心 
鈔 、各 三 卷* 金剛 頂經 開題鈔 一卷 、等 あり、 其師賴 寶幷に 弟子 
賢寶 (一に 元寶に 作る) を 併せ 稱 して 東 寺の 三寶と s ふ、 (本朝 
高僧 傳 ，諸 宗章 疏錄) 

(考) 杲寶 手記の 奧書 R 依れは、 文 和 四 年 二月 足 利 直 冬 東 寺に 
戰ふ 際、 誤うて 流 矢に 中うて 死した うと 云 ふ、 

コ ーy ン 果 隣 : i 一 ^ 〔眞言 宗〕 伊豆 修善 寺の 開山な り、 
杲隣 初の 名は 高 隣、 生國 俗姓 詳か ならす、 初め 東大寺に 掛籍 
し、 性 相 兩宗を 精硏 す" 空 海に 隨 侍して 器 許せられ、 兩 部の 


コ 1( 杲) f リ 


書辭 名人 家佛本  日 
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a I (宏) オ ー 4 ノ 


密法 及 a 諸餘の 儀 軌を受 く、 弘仁 三年 十二月 空 海 高 雄 山 R 三 
綱を 置く に 方う、 師を 登庸す、 天 長 十 年春師 金剛 峯寺 に 入. 〇 
觀 行を 精修 す、 空 海の 寂 後 京都に 修學 寺を 建て 又 伊豆 走 湯 山 
に 修善 寺を 靱 す、 承 和 四 年 四月 五日柬 寺の 定額 五十 僧を 二十 
四 人に 减する や、 師亦其 第二次に 籍す 、時 R 年 七十 一、 夏 三 
十、 後 終る 處を 知らす、 元 慶二年 法 光大 師奏 進して 師を 十大 
弟子の 一とす、 (弘法 大師 弟子 傳 、弘法 大師 弟子 譜) 

コ1 オン 宏 一巡 ジク- 慈 空を 見ょ、 

コー カ ィ宏海 ( …… 〕 〔臨濟 宗〕 相 摸 鎌 倉淨智 寺の 禪 
僧な 6、 宏海號 は南洲 、俗姓 不詳、 出家して 行脚す、 朱に 
禪宗の 盛なる を 聞きて 出航し、 南屛 山に 滯留 し、 後東歸 して 
兀菴 寧に 師事し、 法嗣 となる" 金 峰に 住し、 菴を構 ふ、 示 寂 
の 年時歃 く" 弟子 塔を 立て 兩曜と 云 ふ、 遺 偈ぁ 6、 大唐 日本、 六 
十七 年、 欲-知-- 此事 ― ■» 看-- 取 目前 ハと、 後 勅諭 眞應禪 師と云 ふ (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

コ^-キヨ I 宏敎 ( 1 〔眞言 宗〕 鎌 倉 雪下 無量 壽院 
の 僧正な*^、  宏敎は 本名を 禪 偏と s a 、 常侍曹 中 r 敦經な 

う、 少輔 律師と 呼 ふ、 承 元元 年 五月 二十 七日 慈 尊院を 開きて 

傳法灌 頂を 受く 、詔に ょう 鎌 倉 無量 壽院に 補し、 僧正に 叙す、 

甫文抄 を 撰す、 付 法の 弟子 多し、 就中 能禪 、元瑜 ，良 慶等最 

も 著は る' (傳燈 廣錄) 

コ ー ゲン 宏源 iH ?s 〔眞言 宗〕 山城 觀音 寺の 學僧な 6、 

宏源 字は 覺 翁、 自ら 大夢 覺と號 す、 俗姓 蘆 田 氏、 京都の 人な 

6、 其 祖先は 信 濃の 人 R して、 祖父 某 織 田 信 長に 仕 ふ、 織 田 

氏 亡びて 後 京都に 住す、 師 生れて 三歲 なる 名言は ず， 父母 其 


コ人宏 、巧) 


啞な るかを 疑 ふ、 偶" 人 あ 6 經 凾を授 くれば 初めて 欣然と し 
て 笑 語す、 十一 歲觀音 寺 政應に 就て 得し、 十六 歲泉涌 寺 如 周 
に 就て 受戒す、 十九 歲具 足戒を 受け、 壽命院 吳譽に 師事す" 
後 高野山に 登 6、 次 R 東國に 遊び、 徧く 名勝を 訪 ふ、 二 十八 
歲東 寺の 宗弘 僧正に 謁して 秘密 義軔を 受 く、 爾來練 業 三十 餘 
年な 6、 天 和 二 年 十一月 病に 罹う、 同月 十四日 秘印を 結びて 
寂す、 壽五 十七、 門人 遺 鉢を 泉 涌 寺の 辭光 庵に 葬る、 (續 日本 
高僧 傳) 

n- ゼン 宏善一 一一 一一 一一 S 〔浄土宗 西 山 S 山城 光明寺 十 A 
代な う、 宏善 字は 舜叔 、其 生國 俗姓 詳か ならず、 出家して 
一 仲 融舜に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學を修 し、 禪林寺 光明寺 
等に 歷住 して、 盛 / L R 法 化を 揚く 、後柏原 天皇 其 道譽を 嘉 し、 
紫 方袍を 賜 ふ、 弘治 三年 七月 廿 三日 寂す 壽八 十三 著作 曼荼羅 
註記 聚集聞 書十卷 世に 宏善鈔 と 云 ふ あ 〇、 ( 淨土髏 系譜、 光明 
寺 記、 森 部 逞禪氏 返信) 

3  I  K»t—  カク ユ I 覺融を 見ょ、 

3 1 ベン t 友 起 沖 ニヤ ク トッ 若納 を 見ょ、 

111 アン 巧 安 jev  〔臨 濟宗 ；！ 相 摸 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧 
f 巧安號 は嶮 崖、 肥 前の 人な う、 幼年 出家して 天台 It 觀 
を學ぶ 、後佛 源禪師 (正 念) ic 師事し 契 悟す" ■肥の 朝日 山安國 
寺に 開 堂し、 尋て 相の 世 尊 寺に 遷 う、 壽福建 長 等 R 歷 住す、 
瑞泉 寺 R 遊びて 詩 あう 傳ふ題 =徧 界 一覽亭 T 「一峯 正 露 半 空間、 
孤峻淸 高絕頂 寒、 眼力 窮邊休 k 著 i 意、 古今 十 世 似 = 天寬ご 晩年 
龜 谷の 悟 本 庵 R 居す、 元 弘 元年 七月 二十 三日 菴に 寂す、 壽 八十 
遺偈 あう， 「臨て fr 一  著 •不 k 假 =兩脚『踢-,倒須彌〖踏，，翻碧落 11' 勅 
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謚佛智 a 應禪師 と 云 ふ、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

コ丨 アン 巧 安  シブ カィ 眞 海を 見よ、 

T アン 巧 安 ダ  ユ ンチ順 智を昆 よ、 

コ ー チ ボ—  知日 113^ クヮン ォ丨 觀應を 見よ、 

コ 丨二 3 巧 如  ゲソコ 丨玄康 を 見よ、 

コ 1 ガン 功 3 嚴 ゲン サク 玄 策を 見よ、 

コー ゾン 功存 55 13 〔眞宗 〕越前太 [3 :半乘寺の住持な 
う、 功存 字は 子 成， 初は 義 洞と 云 ふ、 自ら 號し て靈 山と 云 
ふ、 後に 法主 實明院 の號を 與 ふ、 越 前 今 立 郡 小 阪村靈 鞍 山 下 
明 正 寺に 生る、 六 歲の時 父慧祐 の敎に よう 阿彌 陀佛に 皈 命し、 
爾來 相續歡 喜す と S へう、 後平 乘寺 慧鐺 R 師事し 學道を 習 ふ、 
十八 歲出 遊して 京師に 至う、 本山 寵谷 山の 本 # に 入う 演暢講 
主の 講說を 開き、 次に 大和 輕邑道 塲に掛 錫す る さ 凡を 九 年間 
/ 瑞夢 あう 阿 彌陀佛 を 感得す、 學 成うて 後明 正 寺に 皈 住し、 再 
a 堂舍を 修繕し、 輪奐の 美を 盡す 、復火 災に遭 ふ、 四十 歲 
法主の 命を 受け、 師跡大 田 村平乘 寺に 移り 住す、 此時 願生皈 
命 辨を線 述 す、 數 < 京師に 往來 して 學事に 力を 致し、 五十 歲龍 

谷 山 第六徙 の學 職能 化と なう、 一宗 學 問の 與隆を 以て 已の任 

となし、 門下 敎を受 くる 者 極めて 多し  '  寬政八 年 丙 辰 九月 三 

日 寂す、 壽七 十七 歳な う、 挑 花 坊淨敎 寺智洞 碑銘 弁 r 序を 製 

す、 著作 領解 文 大意、 肉食 妻帶 碎疑鈔 、願 生 皈命辨 、歸命 疑問 答 

釋 、各 一卷 •序 分 義私鈔 、定善 義講錄 、他力 信 行 問答、 各 二 

卷 、大經 稱揚錄 、安樂 集 太田錄 、各 五卷 "徒 生 論 註 風 航記九 

卷あ う、 (碑文、 本願 寺派學 事史) 

コ 1 ホ 功甫 ゲック' ン玄 動を 見よ、 


コ 上 巧、 功〕 


31 方 1 孝 雄 IH I AA 〔眞言 宗 3 山城 豐藏坊 の 僧な 6、 
孝 雄 字は 信 海、 號は 玉虛と 云 a 、 別に 子覺 、華 堂、 牛 菴の號 
あ .〇、 孝 乗の 法嗣 にして、 八幡 雄 德山瀧 本坊に 住す、 小 堀 政 
1 に 就て 茶 法を 學ぴ 、又 松 花 堂に 從 a て 書法 及び 荼事 を學び 、 
兼て 狂歌を 能くす、 元祿 元年 五月 二十 七日 寂す、 壽六 十一、 
(扶桑 書 人傳) 

nl ク 5? ン 孝 完 リヨ-キヨ I 良恭を 見よ、 

コ ン孝山 ソ ヨ丨祁 養を 見よ、 

コ-シ ュク 孝淑 ミヨ 1 ダ ュンニ 妙 順 尼を 見よ、 

コ f ジュン 孝順 ニ チ ケン 日 乾を 見よ、 

コ ー チ ュ ー 孝忠 2 吾 X ) 〔法相 宗〕 奈頁興 福 寺の 僧な 
う" 孝忠 法相に 精し、 元慶二 年豐樂 殿に 於て 最勝會 講師と 
なる、 示 寂の 年 時缺く (本朝 高僧 傅) 

nl チヨ ー 孝暢一 一 一朋 li 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 
う" 孝暢 姓は 有 室、 伯爵 葉 室 大納言 县 順の 猶子に して、 實は 
武藏の 國淺倉 八 左衞の 男な. り、 天 保 八 年 三月 生る、 弘化四 年 東 
叙 山 吉祥 院圓中 僧正に 就きて 得 業修學 し、 文 《二 年 八月 比叡 
山に 登う、 白毫院 僧正に 從 a、 舍那止 觀の二 業を 練磨し、 元 
治 元年 同 山 華 王院に 住し、 明治 六 年 十二月 曼珠院 門跡の 職に 
就き、 十六 年中 敎正に 補 せらる、 十八 年 天台 座主よう、 僧正 
に 補せられ、 廿四年 二月に 大僧正に 累進し、 比 叙 山學頭 正觀院 
を 兼 管す、 同年 九月 法 華大會 探題に 稀 せらる、 三十 年 九月 天 
台座 主に 任せられ、 三十 二 年 一月 十一 日 座主を 辭 し、 曼珠院 
門跡に 歸 住し、 同年 五月 卅 一日 心臟病 にて 寂す、 壽六 十三、 
?べン 孝辨  11 チ ギヨ— 日堯を 見よ， 

コ —( 孝) オ ー ベ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇八 三 ジ 


コ？ (皇 工 — キ 


コ<~ エン 皇圓 (一 il 一) 〔天台宗〕 比 叙 山の 學僧 なう、 
皇圓は 俗姓 藤 原 氏 道 兼 四 世の 孫 三 河 守 重 兼 (一 說重亮 に 作る) 
の 長子な う、 出家して 比 叙 山に 登 6 杉 生の 皇覺に 師事し、 學解 
を 以て 聞へ、 時人 稱して 肥 後阿闍 梨と 云 ふ、 功 德院に 住して 
門下 盛な り、 源 空 上人 尤も 著 はれ 穴$、 示 寂の 年月日 缺 く、 
著作 扶桑 畧記 三十 卷ぁ り、 俗に 傳 ふると ころ に 依れば、 皇圓 
慈 氏の 時を 待たん か / 2 め 長壽の 身を 得ん とし •遠 江 笠 原樱ク 
池に 人を 使は し" 池 水を 求めて 手中に 掬して 觀 想し、 忽然と 
して 寂し、 後、 櫻 ヶ池の 大蛇に 化し とい ふ、 (本朝 高僧 傳、 
淨土傳 灯録) 

コ1 ガク皇 覺( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 僧な 

6、 覺覺は 忠尋の 高弟に して、 天台宗 學を究 め 其 一門を 杉 
生 流と 云 ふ、 示 寂の 年月 詳 ならず、 五 蒔口决 集、 一代 心地 鈔" 
三十 條口 傳鈔 、一千 七 百條を 著す、 (本朝 高僧 傳 ，明 匠 畧記) 
コ1 キヨ— 皇慶 s gl 〔天台宗；！ 山城 延曆 寺の 學 僧な 
う、 皇慶 俗姓は 橘 氏、 贈 中 納言廣 相 曾孫な う、 書 寫山性 空 法 
師の 姪な う、 谷阿闍 梨と 稱 す、 七 歳に して 比 叙 山に 登 6、 法 

興 院十禪 師靜眞 僧都に 隨つて 瑜珈の 法を 學び 、護摩 灌頂 梵字 

悉曇 等に 至る まで、 悉く 硏 達す、 鎭 西 R 遊び、 景雲 阿闍 梨に 

請 益して 秘奥を 究め、 弘法 大師の 寶鉼を 授けら る、 長德 年中 

伊豫に 遊び、 國守知 章 朝臣の 爲めに 普賢 延命 法を 修す 、初め 

阿彌陀 房に 住し、 次に 南 谷 井 房に 住し、 後 萬 治 年中 丹 波 池 上 

大日 寺に 菴 居し、 刺 吏 章 任の 請 R よ 6 十臂毘 沙門の 法を 修す 

永 承 四 年 七月 二十 六日 比 叙 山 東 塔 井 房に 寂す、 壽七 十三、 著 

作隨要 記二卷 、胎藏 道塲觀 私記 一卷 あり、 門下 三十 餘人 あり、 


n 1 (香 ア 1 5 


長 宴、 院尊、 安慶の 三人 各 一門を 構 ふに 至ぅ、 比 叙 山の 密法 
大に 興隆す、 (谷 阿 闍梨傳 t 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、台密 血脈 
譜 、諸宗 章 疏錄) 

コーヌ 香 阿 ザ ィゼ V 在禪を 見よ、 

コ！ ゥ香雨 ド—  クヮ V 道 貫を 見よ、 

コ ー ウン 香 芸 タィ チ大痴 を 見よ、 

コ— ウン 未 日 街 云 トク ゲ —德税 を a よ、 

コ ーウ ンイン 朱 日！！} 云^^  チョ ~ゲン 澄玄を 見よ、 

コ 1 ウン T ン香雲 院 フテソ 普 天を 尾よ、 
nl ^ v イン 未 日 淘院 トク ゲ- 德税を 見よ、 

コ 1 ダ !? ツイン 香 月院 ジン レ ー 深勵を 見よ、 

コ1 ザイン 香華 院 ギテ V 義 天を 見よ、 
n? コ 1シ ツ 香 光 室 フミヨ-普 明を 見よ、 

コー癸 ン香山 -1 ン m 仁與を 見よ、 

コ—參 ン 香 山 ジユ ソセ キ淳頓 を 見よ、 

R-發 ン 香 山 シユ- 口* 宗郞を 見よ、 

コ ー哆 ン イ ン香 山院 リユ- ォ  > 龍溫を 見よ" 

?シ 3  fp  香 聖 キヨ-- ジョ經 助を 見よ、 

コ 1 3 香擧 2 リョ-サン 了 山を 見よ、 
n- リン 香 林； ii f: •一. 〔曹 洞宗 3 肥 前 天祐 寺の 僧な り、 
香 林 字は 桂 堂、 肥 前 小 城 郡の 人な 6、 幼に して 出家し、 伊豫 
如法 寺 r 盤珪 に參 し、 已 見を 發 明し" 終に 鐵心月 舟 諸 老に參 
し、 玄谷 宗覺の 法を 嗣 き、 攝津の 臨 南 寺に 住す、 後 鄕里肊 歸 
へ 6 て諫 早の 天祐 寺に 住す" 晩年 正應 寺に 逸老 し、 元 祿四年 
三月 七日 寂 T" 壽缺 く、 (日本 洞上聯 灯錄) 


C-AH)  書辭 名人 家佛 本日 


3 19 ン 香 林  シ ュ I カン 宗簡を 見よ、 

コ1 リン 香 林 サン ヶ-識 桂を 見よ、 

コ ー リユ ー タン 香 流 菴 リョ— 才-了 晒を 見よ、 

コ 1 リヨ*- 香 陵  H ヶン 慧轍を 見よ、 

31 リ 3 1 イン 香 涼 院 ギョ チ 3-  丨行忠 を 見よ、 

コー ゼン 晃全二 IX H-fc 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺の 三十 二 代 
f,  晃全 字は 版 橈、 號は野 水、 後に 勅 賜 應安萬 國禪師 と 云 
ふ、 讃岐の 人な 6、 出家して 曹洞禪 に 飯し、 延寶の 初 武藏の 
泉 岳 寺に 留 る、 同 四 年 五十二 歲 にして 誓を 立で、 釋迦 牟尼佛 
の 二 千 七 百年に 際し、 法 恩を 報す るた めに 一 業を 企てん とし、 
遂に 高僧の 傳を 編纂す、 同年よ 6 貞亨二 年 十二月に 至う、 一 
百 五十 卷稿を 了 ふ" 僧 譜冠字 韻 類と 云 ふ、 支那 歴世の 高僧の 
傳を冠 字の 韻に ようて 分類 編纂す、 明 僧 心 越 興 儔 禪師大 に 其 
業を 賛し 序を 製す、 元祿 元年 r 至， c 刻 成. 〇 行ぶ、 後 龍 穩寺廿 
八 代と な 6-、 永 平 寺 三十 二 代と なる、 元 祿六年 二月 廿 四日 寂 
す壽 六十 七、 著作 僧譜冠 字 韻 類 百 五十 卷 あう、 (僧 譜 序文、 越 
祖山 監院寮 返信) 

コ—ヨ 晃襄 一！！  ショー ギブ 聖吟を 見よ、 

コ 1 ヨ晃磬 一！  ノノ ハク デ. - y 廊傳を 見よ、 

n 1 m 晃寒！ I  ゴ y > 牛存を 見よ、 

コ1 サィ 浩齋  夕— ョ—契 養を 見よ、 

nl タツ 浩 達？. ..… ) 〔曹 洞淙〕 武藏 高乘寺 中興 祖な 

う、 浩達 字は 通菴 上野 一宮の 人、 出家 受 具の 後一 州に よ 6 

服勸 < けれと 名 未た 悟る こと 能は す、 最興 寺に 於て 天偷正 挺 

に參 し、 遂に 印 可を 蒙う、 席を 繼きて 住持し、 辭して 武藏の 


n 上 香、 晃 、浩) 


初澤に 到 6、 高乘 寺の 荒 敗を 起し、 之に 居る、 寂 本 並に 壽缺 
く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

コー手 ン ,'41 5 然 リョ— 才—良 雄を 見よ、 
nlm 浩譽 、ゾユ I ホ 宗甫を 尾よ、 

コ 1 イン 耕隱 チク  > 智訓を 見よ、 

コ ー ゼン 耕禪 ( . ) 〔臨 濟宗〕 伊勢 等觀 寺の 住僧な 

ぅ， 耕禪 字は 挽 古、 俗姓 生國詳 かなら す、 初め 京師に 遊 CA 
後 伊勢 R 到り、 等觀 寺に 住す、 淨土敎 に 意を 傾け、 毎日 念佛 
一万 聲を修 す、 淨土宗 Q 謙譽に 就 S て 三經一 論の 意を 受け、 
益 精修 し、 日課 念佛三 万聲に 至る、 陶淵 明歸去 來辭に 擬して 
願 生 淨土辭 を 作る、 某 年 八月 廿 九日 寂す、 壽 五十六、 著作、 
竹 隱夢草 あり、 (續 日本 高僧 傳) 

コ 1 ソ 1 耕叟 セン ゲレ 仙 原を 見よ、 

コ1ア 向 阿 ショ— ヶソ證 賢を 見よ、 

コ ー エ ー 向榮 エリ ユ丨慧 流を 見よ、 
fT サイ 向 西  タイ -^ ユン 苔 順を 見よ、 

コ- サイ、 ン向西 r 亍 タ ソチ ョ 1 湛澄を 見よ、 

コ 1 ヨ 向泉 日 ゲン 乇ブ玄 門を 見よ、 

コ 1 イン 江隱 シユ ー ヶソ宗 顯を見 よ、 

コ ー、 ゲ II 勿  カ イ チョ-海 長を 見よ、 
n 1 サイ 江 西 9 ユ丨ハ 龍 派を 見よ、 

コ ーゾ1 シユ 江藏主 ィチ シー 之を 見よ、 

コ 1 チユ ー 江 中 ボソハ 梵 巴を 見よ、 

コ 1 ナン 江 南 シ 3- h 丨殊榮 を 見よ、 

コ 1 モン ix ^: トク ゲ V 德源を 見よ、 


口 1( 浩 、耕、 向、 江) 


書辭 名人 家佛 本日 


(二八 三 J 


2 1•  3 1•  口 光- 丨ッ  ッ榮 尊を 見よ、 

fil シヨ 1 P 稱 ジ ュソ リョ-筍 靈 を 見よ、 

1 11シ ユタ 圭 •罗 ニ チ チ H- 日忠を 見よ、 

3 1 チ 3 丨 幸 長  ニ チ n ン日 近を 見よ、 
n- セツ 鴻®  ダイ ガブ 大含を 見よ、 

コ ー ゼン 鴻 *  リョ- キ了軌 を 見よ、 

コ丄ノ 拱 阿 リ ヘキ 離 碧 1 よ、 
nl ア皎 阿ショ  1 リン 盛 林を 見よ、 

コ 1 -1 ン咳印 スイ イソ i 遂印を 見よ、 
nlH キ 交易 iH ls 〔曹洞 宗〕 下野 大中 寺の 僧な ぅ、 
交易字は連山號を歸藏室と云ひ、別に海雲、定巖、不白と云 
ふ、 常 陸水戶 の 人、 俗姓 岸 氏、 十三 歲諸 父に 養は れて 商業に 
從 ひ、 江戸に 萬す、 然るに 出家の 志 切 R して 淺 草金寵 山の 觀 
世 音に 祈 禱 し、 遂 R 商業を 捨て V 鄕に 飯る、 父母 其 志の 奪 ふ 
へから S るを 知 $、 材寺に 托す、 即ち 十五 歲 R して 度を 受け、 
大に學 業を 力め、 大法に 念を 注く、 宇治 興 聖寺萬 安道 白の 道 
風を 聞き、 出發 して 同 寺 R 至 6" 敎を受 く' 寬文 三年 永 平 寺 

R 出 ® し、 常 陸 蒼 龍 寺に 住す、 水 戸 侯 中 納言光 园師の 高風を 

慕 S、 天童 山 大雄院 R 請す、 蹄 同院の 幽靜を 愛して 留 住し、 著 

作を 事と す、 元祿二 年下 野 後大中 寺に 轉し 僧祿 R 任せられ 大 

に 宗 風を 擧揚 す、 寺 務を辭 し、 常 陸の 新 宿 K 皈藏 室 1: 營み 退隱 

す、 元祿七 年 十一 g 廿 二日 寂す， 壽 六十、 著作 萬 松 錄首書 十 

六卷 •博 山 錄首書 一一 卷、 永覺錄 首 書 十六 卷 、同錄 管見錄 二十 

卷 、寒 山 詩 管 解 七 卷 あり、 (日本 洞 上 聯燈錄 、元祿 書籍！！！ 錄) 

H1H1 咣暎二 0:. 0: 5:: 〔曹 洞宗〕 能 登 永 禪 寺の 一代な り、 


咣瑛 字は 月 菴“明 章 素哲に 參して 開悟す、 永禪 寺に 住し、 其 
一代と なる、 終に 明 峰の 信 衣を 受く "時に 貞和 元年 五月 二日 
な 6、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ガクシ 扣角子 リ  ョ丨サ ィ令才 を 見よ- 
コ i ン綱嚴 一一. ;? !! 〔眞宗 〕近 江 綿 織 寺の 五代な う、 
綱嚴 字は 慈觀 、幻 名は 光威 九と s ふ、 存覺の 第 七 子、 建武元 
年 二月 七日に 生る、 康永二 年 九月 隨心院 僧正 經嚴の 室 R 入り 
廣橋 大納言 兼 綱を 養父と なし、 十月 十七 H 薙 度す、 兼 綱 經嚴の 
各 一字を 取りて 綱嚴と 名く、 東大寺に 入うて 修學 し" 尋 s て靑 
蓮 院の門 侶と なう、 觀應六 年 七月 七日 慈 空 下 世す、 愚 咄の 請に 
よう 存覺の 命を 受け 綿 織 寺に 往きて 席を 嗣 く、 貞治二 年 三月 
廿 五日 存 覺に從 a 大要鈔 を 受け、 永德 三年 十一月 廿 八日 宗門 
血 脉譜を 著す、 時に 五十 歲 、明德 三年 五月 十六 日要鈔 を 本願 
寺 善 如に 傅へ、 其 終る 所を 知らず、 二子 あう、 慈 達仲憲 とい 
ふ、 (本願 寺通紀 ) 

コ1ス ィコ ジ 岡 水 居士  シ d 丨口 丨宗郞 ^ 見よ、 
n 1 セン 講仙 (一六 八 S  〔天台宗〕 京都 六 波羅密 寺の 僧 
f、  講仙 は洛 東の 六 波羅密 寺 R 居 6 て •久しく 法 華を 讀 
み、 懺悔の 法を 修 す、 萬壽 年中 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

コ 1 セン 洪川 シ 111 オン 宗溫を 見よ、 

コーチユー 古 了^- ス •■•セ ッ崇 泉を 見よ、 

コ 1 5- ン 百 | 天 ョ- ハ V 要播を 見よ、 

コ ー ボ ー 1i 宇 Z:: •一  _ o: 一  •〔曹 洞宗〕 越 前盛景 寺の 開山な 6、 
权 丰 字は 昌菴 .越 前 朝 倉 氏の 子な り、 少よ 6 佛 門を 喜び、 遂 
に 同 國願成 寺に 投し、 芳菴嚴 に 就て 出家す、 左右に 給 事す る Z: 


n—c  口、 幸、 鴻 、拱、 胶 、交、 陳) 


nx 扣 、綱、 岡、 講 、洪、 亨、 亘、 S 


(三 八 三） 


書辭 名人 家佛本 日 


と 久し'  芳菴 一日 僧 室に 入 6、 衆に 示す に 身心 脫 落の 話を 以 
てす、 師 聞て 釋然 として 深 旨 ^ 領す 、加 賀國大 守師を 聘 す、 
師 乃ち 盛景 寺と 名く、 正 長 元年 越 前 龍 泉 寺を 主と り、 幾何 もな 
くして 盛景 寺に 歸 る、 嘉吉 元年 八月 廿 三日 寂す、 世壽詳 なら 
ず (日 太 洞上聯 燈錄) 

コ t モン 既| 文 (I 二 六 四) 〔曹 洞宗〕 周 防溪月 寺の 開山な 
3、 貺雯 字は 章 山、 周 防の 人な う、 幼に して fi 文 寺 爲宗に 
役して 出家し" 爲宗の 寂す る R 及； S、 金 岡 用 兼に 師事す る 乙 
と 五 年、 入室して 衣 法を 付せられ、 諸 大老に 徧參 し、 後に 周 
防 R 回うて 延命 寺を 靱 立す， 後溪月 寺と 改稱 す、 永 正 年中 金 
岡 安藝 洞 雲 寺の 主席を 退き、 師 をして 席を 繼 かしむ" 寂 年 及 
ひ壽缺 く、 法 嗣津翁 道 要の 一人 ぁう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

コ* -ヨ 暗舉㈡ リョ— カク 良覺を 見よ、 

コ1 リユ- 醒日 流  H ォン 惠 -W を 見よ、 

I チ ユ 1 剛中 (二三 四， 一 5 〔淨 土宗 U 尾 張相應 寺の 學 僧な 
6、 剛中 字は 快玄 、阿波の 人な $、 出家して 江戶傳 通院に 
學ぶ、 最も 起 信 論に 通じ、 大衆の 爲めに 講ずる Z. と數 十回、 仍 

て 起 信 菴と稱 ず、 延寶 三年 科 解を 作る、 六 年 宋の柯 山 偷師製 

作の 法 華 經の科 註を 得て 詳點を 付し、 後 乙れ を 講ず、 天 和 三 

年 尾 張 名 古 屋相應 寺に 住す、 寂 年 欠く、 著作 起 信 論 科 解 二卷、 

起 信義 一卷 、註 畧敎 誡經等 ぁう、 (續 日本 高僧 傅) 

コ 1 チユ- 剛中 ゲ V 一ー ュ 1玄 柔を 見よ、 

ゴ 1 イン 恒胤 y ンシン 尊信を 見よ、 

ゴ 恒惠 j AA 氣 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な う、 

恒惠は 後白河 院の 皇子な う、 圓惪の 室に 入うて 落髮受 戒 し、 文 


コ1( 既 、睹 、響〕 ゴ丄剛 、恒) 


永 元年 十月 道 勝に 事へ て 灌頂 壇に 入う、 護持 僧と なる、 建 永 
元年 四月 二十 九日 寂す、 壽四 十八、 (三 井續燈 記) 

ゴーク fi ^ ( . 〕 〔天台宗 3 京都 大靈 寺の 僧な $、 

恒久は 園 城 寺慶祐 に隨 a て 顯密の 秘決を 承け、 崑藏に 蓮華 坊 
を 結びて 居す、 朝廷 師の德 を 崇び 、傳法 阿 闇 梨の 位に 任ず、 
後 其 終る と Z: ろを 知らず、 (本朝 高僧 傳) 

^121 恒弘  ーーー =0 ^ 1:眞言宗〕山城勸修寺二千ーー代の 
長 吏な 6、 恒弘 初めの 名は 恒 興と いひ、 常 盤井彈 正 尹恒明 
親王の 嫡男、 後 崇光院 の 猶子な 6、 永享 三年 r 生る、 敎尊僧 
正の 室に 入う •嘉吉 年間 得度して 大 僧都 長 吏に 任す、 文 安 六 
年 四月 十六 日 慈尊院 大僧正 定紹 肊 從 a て傳 法灌 頂を 受け、 第 
三十 五祖 となる、 寶德 三年 二 弓 東大寺 別當に 補し* 宣して 親 
王と なる、 永 正 六 年 八月 二 品 R 叙し、 同月 八日 寂す、 壽 七十 
九號 、して 後 勝 福院と s ふ、 (後 傳燈 廣錄) 

ゴ ー コ •—  恒 M ハ ゴ—コ I 恒弘を 見ょ、 

ゴ ー ジマ ク 恒寂ーー测監1:眞言宗；1京都大覺寺の第一代 
なり、 恒寂は 俗名 貞恒 、淳和 天皇 第二の 皇子、 母は 嵯峨天 
皇の 皇女 正子 内親王な う、 天 長 二 年に 生る、 同 十二 年 九歲立 
てられて 皇太子と な $小野篁、春澄善綱の諸士侍講穴6承 
和 九 年內變 にょ 〇廢嫡 せられ 三 品 R 叙 せらる" 即ち 淳和院 の 
東亭に 隱れ 世 r 亭子 親王と 稱 す、 嘉祥二 年 二十 四歲に して 出 
家して 沙彌戒 5: 貞觀 二 年 具足 戒を受 く、 淸和 天皇 勅に よ 6 眞 
如 阿 闇 梨に 就きて 兩部の 秘法を 禀け しめ 莊田數 十 所を 大覺寺 
に 施す、 太覺 寺は 嗟峨 天皇の 故宫に て 正子 內 親王の 奏請に よ 
6 伽藍と なる、 師一丈 六尺の 阿 彌陀佛 像を 造 立し、 諸經 論を 


ゴ上恒 多— ジ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 八 三） 


ゴ 1( 恒、 豪) 


置き、 寺 額 僧 器を 備へて 寺觀を 一新す、 仁 和 元年 九月 十日 寂 
す、 壽 六十、 太后の 墓 側に 葬む る (本朝 高僧 傳 、門跡 傅) 

ゴ ー ジュン 恒順 ii si 〔眞宗 〕豐前 萬 行 寺の 住持な り、 
恒順は 越後 三 島 郡 飯 塚 村 明鏡 寺 井上 宗 鏡の 子、 後 七 里 氏と 云 
ふ、 文久 年間 本山に て 得度し、 慶應 元年 十月 博 多 萬 行 寺の 住職 
とな 6 、明治 七 年 八月 中 講義に 鞴せ られ 、八 年 一月 大 講義 R 
進み、 十三 年 九月 權少敎 正に 任せられ しも 之を 固辭 し、 十二 
月 遂に 之を 免 せらる、 明治 十二 年 北 畠 道 龍と 大洲鐵 然との 間 
に 軋 礫 起る や、 師 法主の 命に よ 6 本山に 入 6、 大に 斡旋して 
之を 調停す、 二十 四年顯 如上 人 三百 回忌 法要 執事の 際、 召 § 
れて 本山に 說敎 する こと 一週間 ^: *^'、 法主 感 賞して 法衣を 授 
與せら る、 二十 六 年 四月 十三 日 京都に 上らん として 俄然 中風 
症 r か、 う、 以後 復 穴 前日の 如くなら ず、 曾て 福澤論 吉と談 
論し 編して 梅霖 叢談と s ふ、 三十 三年 一月 廿 九日 寂す、 壽六 
十六、 男 ぁ $ 順 之と 名く、 

ゴ ー ウン M 豕雲 リ ョ-ク ュソ亮 潤を 見よ、 

ゴ 1 ガィ 豪 海  コ 丨 カィ 果海を 見よ、 

ゴ ー クウ ン 豪 寛 (二 三 六 S  〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學僧 

次う、 豪寬は 初の 名は 覺深と 云 ふ、 比 叙 山の 靜光院 R 住す、 

後、 雞足院 に 移う 住す、 元祿六 年擬講 とな 6、 十 年 探題と な 

う、 權 僧正 R 任せられ， 學頭正 覺院に 住し、 改めて 豪 慧と云 

ひ、 諸 山の 學 頭を 兼ぬ、 寶永中 大僧正に 昇-^、 改めて 豪寬と 

S ふ、 (天台 霞標) 

ゴ 1 ジヨ其 豕助  n 丨ジ ョ康 助を 見よ、 

ゴ 3 ソン 豪 尊 二 〇六〇 t 天台宗： H 野龍增 寺の 開山な 气 


ゴ A 豪、 仰〕 


豪 尊は 武藏 金鑽の 人な う、 永 和 年中 比 叙 山に 登う" 無 動 寺の 
心聰 法務 幷 R 心圓心 源の 二師に 從ひて 敎行を 受け 今 出 川柳 卿 
所に て 再 a 心 聰に 謁し、 深く 證位 を决 す、 鄕 里に 歸へ るに 及 
a 、 大 に 天台 敎を弘 む" 應安三 年上 野滿源 寺の 界尊 法師 龍增 
寺を 開き、 師を 招きて 開山に 居らし む、 師講 席を 開 刍學徒 集 6 
て 談林 となる、 應永七 年 十月 五日 寂す、 壽 欠く、 (本朝 高僧 傳) 
ゴ ー チン ー 《豕鎭二 〇: 一‘二 -: 〔 天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 6、 
豪鎭 號は寶 菩提 院、 京師の 人、 坊城 氏な $、 十四 歲 出家し、 十 
五歲 十八 道を 修 し、 十九 藏入 壇、 四十 八歲灌 頂を 受け、 台密 
事相を 以て 聞 ゆ、 應 安五 年 九月 二十日 寂す •(三 國 名匠 零 記) 
ゴ-チ ヨ 1 古家 潮 ク 7 ン カィ 寬海を 見よ、 
ゴーユ！豪献1一1§?晒〔天台宗〕近江園城寺の學僧な{、 
豪猷は 建武 元年に 生る、 永 和 元年 五月 良 瑜に從 S て 傳法灌 頂 
壇に 入う、 不動 力 度 二位を 得、 又 南 瀧 R 奉仕す る 乙と 一 千日 
なう、 應永 三十 一年 十二月 十二 日 寂す 壽九 十一、 (三 井續 .灯 記) 
ゴ ー クウ ン 仰 觀 リ  ョ丨ダ ィ良大 を 見よ、 

ゴ ー セ ー 仰 誓 ii li 〔眞宗 〕 伊賀 明覺寺 のの 住持な 6、 
仰 誓 字は 欽願 、號は 合 明と 稱 し， 京都 明覺寺 寂 便の 子、 蓮 如 
上人 九 世の 孫、 十四 歲祝 髪して 僧樸 に學 ふ、 二十 餘歲 出て 
V 伊賀 明覺 寺を 主とう、 眞宗を 振興す、 中年 數々 宗黌 R 入う 
樸 、粹 、巖 、鎔 、雲 等と 同學 たう •寶曆 十一 年 命を 奉して 石 
見 安藝に 長 門圓 空の 異義を 亂して 功 あう、 時 R 石 見の 淨泉寺 
席を 虛 す、 檀越 本山 R 請 a 、 師 をして ?: I せし む、 乃ち 明 和 
元年 始めて 住す、 是 よう 先き 石 見の 宗風大 に 廢た る、 師 興隆 
に 力を 盡し專 修念佛 を 弘む 、明 和 八 年 命を 受けて 本山の 諸臣 


〔五八 三） 


書辭 名人 家怫 本日 


を敎論 し、 居る Z1 と數 年" 或は 殿內に 侍講し、 或は 學 校に 開 
講し 、或は 諸國に 派出し、 天明 二 年 六十 二歲に して 老を吿 く 
法主 號を與 へて 實成 房と 云 ふ、 同 五 年 命に より 石 見に 布敎 し、 
七 年 再 a 諸臣 の典敎 となる 寬政六 年 春 三月、 七十 四 歳 請に 應 
して 海 方 諸 寺 R 赴き、 病 r 罹 6、 四月 二日 遂に 覺永 寺 R 於て 寂 
す、 法主 謚を與 へ、 實成 院と稱 す、 著述 註解 多し 十二 禮弊菴 
錄 "持 妻 食肉 辨惑 記、 彈妄篇 、僻 難對辨 各一卷 、正 信 偈夏爐 記、 
二卷鈔 夏爐 編、 妙 好人傳 、各 三卷 、略書 嘆慶錄 、和 讃岐望 ：錄、 
各四卷 、唱導 蒙 求五卷 、三 帖和讃 略解、 法要 典摅 、各 六卷、 
眞宗小 部 集十卷 、及 a 選 擇集代 匠 記、 評授要 編、 講餘隨 筆、 
各 若干 卷ぁ 6、 ( 碑銘、 本願 寺派學 事史) 

ゴ ー ウ 降雨 リユー テン 龍 天を 見よ、 

ゴ ー ガイ 業 海 ホン ジョ丨 本 淨を昆 よ、 

ゴ 1 サン s al ヶ V セ ッ昆 雪を 見よ、 

ゴ！ M 3 1 合 明 ゴ- セ-仰 誓を 見よ、 

コ 1 チ 弘知 3  •一 j oi j H: 〔眞言 宗〕 越後 岩阪養 智院の 開山 
f, 弘智は 下 總國香 取 郡の 人、 俗姓 見 玉 氏な り、 出家し 
て 香 取 郡 大浦村 蓮 花 寺に 住し、 解 行 双秀を 以て 聞 ゆ、 後、 諸 

國に 偏歷 して 觀修を 事と し、 奧 羽の 地に S6、 轉して 北陸 道 

を經て 南方 紀伊 高野山の 靈地 R 登らん とし、 越後 彌彥 山に 登 

$ 神祠に 詣 し、 三寶 鳥の 聲を 聞き、 海 雲 山の 岩 坂と 云 ふ 所 R 

至 6 て 其 幽靜を 愛し、 遂に 錫を 留む 、草庵を 營みて 養智 院と號 

し、 日夕 觀 修を學 し、 貞治二 年 十月 二日 一首を 和歌を 遺して 

寂す、 和歌に 日 ふ、 「S は S かの ある b はたを と 人とは、 すみ 

是 に かきし 松風の 音 H 且つ 其 終 R のぞみて 弟子に 語 6 て 日 


、、2丨へ 条、 耧、緊、へ口) 


ふ、 我れ 入寂の 後葬埋 する Z. とな 加れ、 永く 禪 坐して 彌勒の 
下 生を 待 ^ ん ?_ 、 と" 其 後 毫も 筋骨 腐爛す るな く 現 然として 
存す 諸人 相傳 へて 弘智法 印と 云 a 其 奇瑞に 感す 、越後の 道 海 
(曹 洞宗の 僧な 6) 岩 坂に 至 6 一詩と 作りて 日 ふ、 端座 岩臺首 
少傾 、上人 行 履作麽 生、 若 無，， 墨書 松風 詠 (脫鉢 千年 野 狐 精、 
と、 共に 世間に 喧傳 せり、 (海 雲山緣 起、 道 海事 歷輜軒 小錄) 
コ ー ボ—タ イシ 弘法 大師 ク— カィ 空 海を 見よ、 
コーヤ 弘也 コ>シ ョ- 光勝を 見よ、 

コタ ア 國阿ズ イシ ッ隨 心を 見よ、 

コ クイ 國伊 C . ) 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 僧な 6、 

國伊 字は 伊芳 、號 は 蘭 室と 云 ふ、 佛燈 禪師の 弟子 某の 法を 嗣 
き、 建 仁 寺內に 長 慶菴を 開き 住す、 寂年缺 く、 (日本 名僧 傳) 
コクガ ン國 2 嚴ダ イサ 大佐を 見よ* 

コクク 1? イ國嵐 シユ I チン 宗 珍を 見よ、 
nv ト ー 國道 ii . Ji s  土宗 ：一 江 戶長圓 寺の 開山な 6、 
國 道は 往蓮 社傳 譽と號 し、 伊豆 伊東の 人、 隨流 R 法を 嗣 き、 
江 戶高輪 長 圓 寺を 開く、 明曆 三年 六月 一日 寂す、 壽 欠く、 (淨 
土總 系譜 j 

コタ オ 1 谷 砂 羽 ド， ク •■道 空を 見よ、 

=2 ク ホ克補 ヶ-ギ 契嶷を 見よ、 

コク リユ 1 殼龍  エー ブソ慧 天を 見よ、 

ゴクタ 極 阿 ラィ  ョ來譽 を 見よ、 

ゴク エン 極圓〇 一-一一 HC  〔臨 濟宗〕 磐 城 國長松 寺の 學僧 
f，  極 圓は薩 摩 S 人な り、 明曆二 年中材 藩に 至 6、 万年 
山最松 寺に 住し、 大に儒 學を講 す、 門下に 蠻山 あり、 (日本 敎 

コ上 弘) r5( 國 、谷、 克、 殼、) ゴク (極〕 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 八 三） 


コツ a 几) fv 金) 


コン (金、 建) 


育史 料) 

n ツァン —t-. 几 養 フネ-普 寧を 見よ、 

コツぜ ン 山 几 山 ニ チ- I V 日 忍を 見 I、 

コン コー 金 光 j AA fe t: 淨土宗 ：一 祖源空 上 A の 弟子な り、 
金 光は 鎭 西の 人な 初め 筑後 石垣 寺に 留 $、 尋て 比叡山に 
登う 內外 の學に 通す、 後、 源 空 上人に 就いて 淨土敎 を 受け、 奧 
義に達す、當奸隆寬聖光と幷稱して門下の三俊と呼ばれた6 
正 治の 頃 上人の 命に よう 奥州に 遊 化し、 會津 に留 A て大に 淨 
土敎を 弘 通す、 承 元々 年 南部に 一 寺を 建立し、 同 四 年 津輕に I 
寺を 建立し、 行 岳 山 西 光寺と 號す 、京師の 勢觀 房源智 、遙に 
金 光 上人の 遊 化を 喜び、 建 保の 初 善導 大師の 般舟 讃一卷 、源 空 
上人の 遺 誓一篇 を 寫して 寄 送せ う、 上人 大に 悦び、 乃ち 西 光 
寺に 於て 法 筵を 張り、 般舟讃 等を 講釋 す、 日々 聽衆 堂に 溢れ 
たうと 云 ふ、 中 山に 登 $、 頂上 R 草菴を 結び、 別時 念佛を 修 
行す るに、 諸人 皈仰 して 良材 i: 寄附し たれば、 山中の 一廢寺 
を 再 與 し、 大中山 梵塲 寺と 號 す、 建 保 二 年の 夏大に 旱す 、師 
諸人の 請に よう 雨を 祈る に、 唯 南無 阿彌陀 佛 を口稱 して 大 R 

靈驗 あう、 Z. れ よう 諸人 益來附 せう、 建 保 五 年 三月 廿 五日 西 

光寺 R 寂す、 壽六 十三 遺言に よ 6 全身を 東の 岡に 葬る、 著作 

末法 念佛 獨妙鈔 六 卷等あ 6、 金 光 上人 行 精進に して、 月々 に轉 

經行道 法事 讃を修 し、 iL つ 七日 別時 念 佛を行 するとを 歃かず 、 

旅行 中と 雖 も、 晝夜六 脖禮讃 を 行し 阿 彌陀經 六卷を 誦し 阿彌 

陀佛名 五万聲 を唱 ふると 曾て 怠ら ざ $ きと 云 ふ、 (金 光 禪師行 

狀、 淨土總 系譜、 淨土傳 燈錄) 

〔考〕 淨土 傳燈錄 石垣 寺 金 光 上人 傅に 嘉祿 三年 天台宗の 僧定 


照の 讒言に よう 奧 州に 配流せられ、 其 地に 寂した うと あ 6、 
右に 揭 くる 所に 稍 同 かす、 孰れ か事實 なる か詳 ならず、 

コン ^ 1 H ン金 !@' 園 ヵイ ダ ヨ！ 戒定を 見よ， 

コン コ 1 金 岡 ヨ！ ヶ V 用 兼 見よ、 

コンゴ 1 シンイン 金剛 心 院 タン コ-諶 厚を 見よ、 
コン HIM ヨ 1 イン 金 光明 院 シソジ ュ ソ眞淳 を 見 
上、 

コン ^ ン 金山 ミヨ— n— 明昶を 見よ、 

コン シ 金獅コ f イ廣 威 1: 見よ、 

II ン タイ 金 胎  カク € ブ覺禪 を 見よ、 

コンポ ー 金 峰 ミヨ— n  - 明彌 を昆 よ、 

コン 9 ン金輪  H> y -y' 圓尊を 見よ、 

コ ンリユ 1 F 1 ニ ン金龍 道 人 キヨ- 才-敬 雄を 見 
上' 

コン シツ 00 シュ— イン 宗寅を 見よ、 
n ンジ ユン 建®  シヨ ーカク 昭覺を 尾よ、 

コン ゼ ー 建 撕( . ) 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺 第 十四 代 

な-^、  惠撕は 鄕貫詳 ならす、 永 平 寺 第 十三 代 建綱禪 師の後 
を 受けて 同 寺 第 十四 代の 住持と なる、 示 寂 年月 詳 ならす、 著 
作 道元 禪師の 行 狀二卷 あ 6、 後人 建撕 記と いふ、 

コン 9 ユ ー 建 隆 ( . ) 〔曹 洞宗〕 下 總孝顯 寺の 僧な 

う、 建隆 字は 興豐 、下總 の 豪族な 6、 出家して 諸老 に 編參 
し、 的 翁 文 仲に 見ぇて 印 可を 付せられ、 龍 源 寺に 住し、 孝顯 
寺に遷る、其道望京師に聞乙 ± 、召3れて宮中にに入4、說 
法し、 號を天 桂 禪師と 賜 ふ、 寂 年 及 a 壽欹 く、 法 嗣舜國 洞授 


f 七 八 三） 


書辭  名人 家佛 本日 


あぅ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

コン リユ 1 イン 建立 院  ニ チ デン 日傳を 見よ、 

コン リヨ ー 建 梁  一一 一一 一一 ^ 〔曹 洞宗〕 伯 耆總泉 寺 中興な-'、 
建 梁 字は 棟 室、 伯耆の 人、 俗姓は 源氏、 山 名 氏の 族な 6、 幼 
にして 州の 觀音寺 秋山總 菊に 投して 童子と なり、 十三 歲祝髮 
し 具足 戒を受 け、 初め (H 雲の 洞 光寺 竹 堂に 依り、 尋て 東海 諸 
師の 門に 周歷 し、 年 K r 越ぇて 觀音 寺に 歸へ 6、 總菊を 省して 
座下に留6遂に其嗣となる、同國の刺史景盛、其道風を聞き、 
聘して 觀音 寺に 主と なる しむ、 中材 其眞福 寺を榔 し 師を延 き 
て 第一 代と す、 文祿 元年 尼 永 吟大守 源 心 居士に 罟けて 美 作の 
靑蓮 寺の 基趾を 移し、 E めて 總泉 寺と 稱 し、 師を 中興 祖 とす、 
師一住 四 年 法 子 吟嶺に 命して 住せし め、 自ら 桂 住 寺を 榔して 
退去し、 慶長 十八 年 九月 十五 日 寂す、 壽七 十九、 臘六 十六、 
(日本 洞上聯 灯錄) 

ゴンダ ウン 欣願 ゴー セ-仰 誓を 見よ、 

ゴンシ ン欣 一一 具 二 H: 1 . -: 一 〔淨 土宗〕 山城 地 福 寺の 僧な 6、 
欣眞 字は 牲譽 、山城 國深草 村の 地 福 寺の 住僧な 6、 念 佛相續 _ 
する こと 畫夜を 別せ ず、 時處を 論せ ず、 勇猛 精進な り、 寬文 

二 年 八月 十五 日 寂す、 壽詳 かならず、 (緇白 往生 傅) 

ゴンシ ン欣七 ククタ ゲソ廓 源を 見よ、 

ゴンヨ 欣眷 チョ-ド ソ甚吞 を 見よ、 

ゴン 3 欣擧 «=> サッキ ュ—三 汲を 見よ、 

コン ホ 1 近保 2 ?五五〕〔法相宗〕大和元興寺の僧なり、 

近 保 三論に 精し、 維摩 曾 講師と なり、 仁 和 元年 最勝會 講師と 

なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅〕 


コン (建、 近) ゴン (欣} 


n ンヨ 近舉㈡ ジュン ォ— 順應を 見よ、 
n ン 3 1 イン 近 ^ 院  ニ チ ジ日 慈を 見よ、 

コン ニ チア ン 今日 サ奄 エン ク： N -y Ill 環を 見よ、 

ゴン キヨ*- 勤慶 テ- グ貞弘 を 見よ、 

ゴンシ ヨ 1  ® 性 ヴンサン尋算を見 '1 、 

ゴン ソー 勤 操 j 晒 iA 〔三論 宗〕 大和 石 淵 寺の 學僧な 6、 
勤 操 俗姓は 秦氏 、大和 高 市 郡の 人、 天平 寶字二 年に 生る、 十 
二歲 大安 寺の 信 禮を禮 して 師と なし、 十六 歲潜に 高野山に 入 
6 て 禪 坐修鍛 す、 老母の 招く に 任せて 還へ 6 て 東大寺に 寓す 
仍て 善議 法師 R 就きて 三論 宗を禀 く、 神 護 景雲 四 年 勅に よ 6 
宮中 及 a 山 階 寺に て 一千 僧を 度す、 弘仁 元年 大極殿 r 昇り、 
最勝王 經を講 し、 紫宸殿に 諸宗の 討論を なす や、 師選 はれて 
座主と なる、 勅して 僧都は 任し、 東大寺を 兼 管す、 淳和 天皇 
擢て V 西 寺を 主と らしむ" 師 、後、 大和に 石 淵 寺を 開き、 大 
に 空 宗 を張ヴ 、兼ねて 密 法を 授 く、 天 長 三年 大僧 都に 轉 し、 
翌四年 五月七日 西 寺の 北院 に 寂す、 壽 七十、 臘四 十七、 洛東 
烏 部 野の 南 岡に 茶毘 す、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 弘法 大師 空 海の 傳記に 依れは、 勤 操は 空 海が 受戒の 師 
な 6 と あり、 然れ とも 性靈 集に 収 む る 空 海 か 勤 操を 祭る 文に 
依れは、 受戒 師た るぶ 見ぇす、 故に 事實 如何は 詳なら ざるな り 
ゴン ソン 勤 尊  一： gl OA 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
勸尊は 備 前の 人、 行 勤 法師 R 從 a て 剃髮受 具し、 敎門を 學 ふ、 
晚年 兼秀に 就きて 講究を 事と し 且玄圆 に 見ぇて 智證 一門の 秘 
奧を搜 くる、 遂に 三 會己講 となり、 又 學頭 第一 座に 居る、 文 
永 四 年 十二月 廿 八日 探題に 上 A、 七 年 二月 其 H 寂す、 壽 八十 

n ン c 近、 今： >  ゴン (勤) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 八 三） 


ン  f  嚴 ) # , ! シ 


三"(三井續灯記) 

ゴン办 ク M « 一一 ^ 一 〔眞言 宗 V—/ 京都 東 寺の 長者な々、 
嚴覺は 源 基 平の 子、 仁 和寺覺 意、 園 城 寺 行 尊の 弟な う、 東 寺 
の 信覺に 從 a て 削髮染 衣し、 秘法を 受學 す、 永 保 三年 信覺に 
灌 頂を 受け、 康和四 年冬範 俊を 拜して 重ねて 密灌を 受け、 小 
野 流を 盡 す、 勸修 寺に 住し、 安祥 寺に 移つ る、 永久 五 年 東 寺 
の县 者に 加は-^、 同牢敕 を 受けて 神 泉苑に 請 雨經 法を 修す、 
元 永の 初 仁王 經法 を禁 殿に 行 a 、 保安 元年 櫳大 僧都に 任す、 
二邙閏 五月 八日 寂す、 壽六 十六 弟子 五 人 あへ 共に 一時 R 名 
を揚 く" 就中 增俊 は隨心 院を 開きて 第一 世と な 6、 寬 信は 勸 
修 寺に 宗慧は 安祥 寺 R 開 法し Z1 れょ 6 小 野 流 三 派に 分る (密 
宗 血脈鈔 、本朝 高僧 傳) 

ゴンガ ク 嚴覺 (一七 八 八〕 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧都な 
う、 嚴覺 字は 定法 已講 と稱 す、 大治 三年 十一月 二日 三寶院 
にて 傳法灌 頂を 受け、 禪惠 は敎授 護摩 聖賢 定祐の 二人は 嘆德 
たう、 (續 傳燈 廣錄) 

ゴン 办夕 嚴覺 シヨ 丨ゲン 尙彥を 見ょ、 

ゴンケ 嚴家. 一. *: た 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 座主な' 

嚴家は 一條 關白藤 原 家經の 子な う、 大僧正 靜嚴 R 從 a て 灌頂 

法を 受け、 諸密軌 を傳ヘ 、嘉 元元 年 東 寺の 長者を 司と る、 三 

年 春寺務 並に 法務を 領 し、 尋 s て 大僧正に 任す、 德治 元年 春 

仙 洞 R 愛染の 法を 修して 賞を 受け" 夏 四月 護持 僧と なる 旨尋 

S て、 醒醐 寺の 座主と なる、 性 多病なる ?: 以て 隨心院 R 退 居 

し、 延慶 元年 十一月 三日 寂す、 壽歃 く， (本朝 高僧 傳) 

、 C2: ンシ ツ 嚴實 C . ) 〔眞言 宗〕 紀 伊 金剛 墨 寺の ft な 


ゴン C 嚴) ジ 


6、 嚴實は 大和 虛空 藏巖 寺の 僧な 巳 R 二十 歲に 及び、 雨 
眼 明を 失 ふ、 乃ち 高野山に 登 D 大師 堂に 詣で禱 る 乙と 三年、 
兩目 明を 得た う、 師玆に 於て 益 信を 發 し、 精修を 怠る 乙 とな 
し、 寂 年、 及壽 欠く、 c 本朝 高僧 傳 1 筒 野 往生 傅) 

ゴンシ ン嚴 一一 具 (一八 九 八) 〔眞言 宗〕 大和 海 龍王 寺の 律 僧 
f,  嚴眞 字は 戒慧 、出家して 密行を 精修 し、 二十 三歲 醍醐 
寺の 信 惠阿闍 梨に 就きて 具支灌 頂を 受け、 奈莨の 海 龍王 寺に 
住して 大に眞 言を 弘む 、嘉 禎二牢 興 正 菩薩を 請して 毘尼を 敷 
演せ しめ、 翌年 八月 就きて 具足 戒を受 けんと 欲する も 年德あ 
る 5: 以て 興 正 菩薩 肯 せす、 師 遂に 自 誓目受 す、 爾後 興 正 菩薩 
を 助けて 化を 布き •盛に 戒律を 弘む 、曆 仁元牢 興 正西 大寺に 
住する とき、 師擧 けられて 維那の 職に 任す、 寬元 三年 興 正 別 
受戒を 開き、 師家 原 寺 R あうて 具足 戒を 禀受 す、 寺に 歸へ 6 
て 長く 講經 說戒 し、 其 終を 知らす、 (本朝 高僧 傅) 

ゴンジ 3 丨 嚴城 (二 四 七三) 〔眞 宗〕 美 濃淨叫 寺 第 十七 代 
なう、 嚴城は 美 濃 不破郡 重 井 驛專精 寺 R 生れ、 本巢郡 十五 
條材淨 明 寺の 敎 雪の嗣 3 なう、 後 囘寺第 十七 代の 住職を 繼 く、 
室は 即敎 雪の 女 R して、 晚年薙 髪して 法名を 壽專 と號 す、 心 
行殊 勝 R して 賢夫人の 稲 あう、 妙 好 人傳初 編に 見 ゆ、 師宗學 
を 淨信院 に 承け て 大 R 得る 所 あう、 學林に 於て 選擇 集を 講せ 
し 時" 世評 頗る 高し、 三業 優亂の 際、 淨信院 を 助けて 周旋 大 
に勸む 、其 事 同事 舊記 "並に 師の 淨信院 R 贈 3 し 手簡の 草案 
に て 見るべし、 師 R 子 あう 長を 大愍* 次を 嚴麗 とい ふ、 共に 
乘誓院 に 從 a て、 宗學を 習 S、 皆 亦 成る 所 あう、 父子 相 繼き 
て 學 林の 事務を 執る 乙と 數年 なう きとい ふ、 三師皆 所 著の 講 


(九 八 三) 


書辭 名人 家佛 本日 


錄 若干 卷あ 6、 今猶寺 庫に 存せ 6 と 云 ふ、 (學 苑談 叢) 

ゴンチ g 蔽 知日 (一四 〇 八〕 〔法相 宗〕 奈良元 興 寺の 僧な $、 
嚴智 俗姓 不詳、 初 三論 法相を 學び、 後 審詳 大德に 就きて 華嚴を 
學び 、天平の 末 金 鐘道塲 に 於て 開講す、 標瓊性 泰覆師 となぅ 華 
嚴經 六十 卷を畢 ふ、 門下 智景 あぅ、 嚴智示 寂の 年 時缺 く、 (三 國 
佛法 傳通緣 起、 本朝 高僧 傅) 

ゴン チユ ー S 厭 中 シユー が ク周噩 を 見ょ、 

、コン ニ 3 g m n  — シヨ-光勝を 見よ、 


ゴン m  g M # 
ゴン m 嚴 寒！！ 

ゴンョ 嚴擧一 
ゴン m 嚴譽 
ゴンョ 嚴譽 


リ zr. I テキ 龍 的を 見よ、 

レキ オ I 礫 翁を 見よ、 

シ rl 1 シン 宗眞を 見よ、 
クフタ ガン 廊舍を 見よ、 

テ V レ-典 嶺を 見よ、 

ゴンチ ユ ー 權中 チ rl - ソ V 中 巽を 見よ、 
ゴン 3 偃 夢  111  a 1 ゲツ朗 月を 見よ、 


サの部 


サガ コジ 嗟峨 居士  H リヨ- 慧亮を 見ょ、 

サリ ユ ー ケン 嗟留軒 チョ- 卜 .•長 棟を 見ょ、 

サチ ヨ t 佐 超 1  一 il AO 〔眞宗 〕山 城 輿 正 寺の 第 四 代な り、 

佐 超 字は 顯尊童 名は 阿古 九と いひ、 光 壽の同 母 弟な 〇、 永祿 

七 年 正月 廿 二日 ic 生る、 十 年 九月 甘 六日 興 正 寺 證秀の 法嗣と 

なり、 明年 三月 證秀 寂す、 十二 年 八月 二十日 正 親 町 天皇 勅書 

を 顯如 宗主に 賜 a 、 師を 本山の 脇 門跡と なす、 時に 僅に 六歲 


な 天 正 三年 正月 廿 八日 十二 歲に して 薙髮 し、 四 年 二月 九 
日直 (C 法眼に 叙し、 十七 年 十二月 十日 權僧 正に 任す、 慶長四 
年 三月 三日 寂す、 壽 三十、 謚して 往還 院とい ふ、 四 子 一女 あ 
6、( 本願 寺 通 紀) 

サブ ツ 作佛 (一八 七 二) 〔淨 土宗〕 M 源 空 上人の 弟子な り、 
作 佛は遠 江國久 野の 人な 6 初め 山伏と な 6、 金峯熊 野に 登る 
と 四十 八 度に あよ ふ、 後、 靈吿 R よ- CS 源 空 上人に 謁して 淨土 
敎を受 け 遠江國 に宗 義を弘 通す、 示 寂の 年月日 缺く、 (淨 土傳 
灯 錄) 

サイ イン M H .  一. - t: 八 —: 〔天台宗 U 加賀 神宮 寺の 僧な り、 
西 因は 肥 前 松 浦 郡の 人、 十四 歲 出家 得度し、 二十 歲 京師 ic 上 
り、 比 叙 山の 戒壇に 大乘戒 を 受 く、 承曆 年中 加賀 白山に 登り、 
苦修 する 乙と 四十 三年、 保安の 初年 三 麓 神宮 寺 ic 住す、 同 二 
年 六月 一日 末 後の 記を 作 A て 寂す、 壽缺 く、 (績 本朝 文粹 、本 
朝 高僧 傳 VJ 

サイ イン ffi JfL シユソ シヨ-俊 承を 見よ、 

サイカ ン西 1 硝  シド V 子 曇を 見よ、 

サイ ガン 西岸  一一 j si l 一一 〔天台宗〕 伊勢 西來 寺の 僧な 6、 
西岸 一に 盛 岸と 云 ふ、 字は 良 澄、 京師の 人な り、 俗姓 詳なら 
ず、 青年の 比 出家し、 天台宗に 飯し、 天台の 敎義を 研究す る 
乙と 年 あ-^、 次に 高 雄 山に 登ぅて 眞言を 學ぶ 、後、 伊勢 國西 
來 寺に 住す、 幾 もな く 京師に 皈 り、 禪林 寺、 三鈷 寺， 壬 生 寺 
等の 諸 寺に 萬す、 四 邊爭て 師に 慈訓を 承る 者 多し、 後、 大和 
國に 赴き 法 隆 寺の 東南 斑鴆宮 に 寓居す、 其 後師の 高弟 高 永 律 
師の 請を 入れて、 再び 京師 R 歸 6、 壬 生 寺の 地 藏院に 住す、 


ゴン (嚴、. 權 、儼) サ S 佐} 


サ (作) サイ (西) 


書辭 名人 家佛本  日 


(r 九 三） 


サイ C 西) ガ—ギ 


1" 小師 /> 衆 僧師が 歸京を 聞きて 來 集す、 師の化 益を 蒙る もの 甚 
だ 多し、 寬永 十九 年 九月 十九 日 寂す、 壽七 十二 歲 、(緇 白 往生 
傳) 

サイ ガン 西岸 ド プチ ョ-呑 潮を 見ょ、 

サイ ガン 西岸 リョ-チョ-良 澄を 見ょ、 

サイ ギン 西吟 iH 詰 〔眞宗 S 前 永 照 寺の 學 僧な 6、 
西吟 は照默 と號 
す、 2 に 昭默に 
作る)、 俗姓 村 上 
氏と 云 ふ、 豐前 
小 倉の 人 ^ '^、 

永 照 寺に 住す、 

幼 li.'p 學問を 好ま 
さぅ しが、 # て 
中津に 至り、 紀 
伊 性 應寺了 尊の 
講演の 席に 列す 
毎日 學徒輪 次 R 
唱演 し、 師に至 

り辭 して 出て 

す、 然るに 學徒 再三 勸めて 已坌ざ れは 、翌日 出て、 講演を 覆 

述するに。一も脫漏なく、大に學徒を驚かせ6、乙れょ6學 

問に 意を 傾け、 先つ 文字を 記 臆せん とし、 韻 略を 取りて 暗誦 

し、 已 に し 暗誦 すれは 册を破 6、 日 令數十 紙を 棄て 去り / 2 $ 

と 云 ふ、 遂に 經論 章疏を 閱讀し 其義に 精通す る R 至る、 幾 も 


サイ (西) キ 


なく 出 遊して 京師に 上 6、 慧日山 東 福 寺 R 役し、 臨 濟の宗 風 
を 窺 a 、 雪 窓禪師 等に 交は る、 二 年に して 小 倉 R 皈 り、 専ら 
眞 宗の宗 意を 講究し、 且つ 學 徒 ^ 敎授 す、 寛 政 十五 年 十二月 
三條 銀座の 野衬宗 句と 云へ る 者、 資財を 寄附し、 本願 寺の 本 
堂の 西北に 黌舍を 建築す、 翌 十六 年 十一月 講堂 落成し、 宗主 
慶讃會 を 行 ふ、 乃ち 河內 出口 光善寺 准 玄を擧 けて 講主に 任し 
能 化と 稱 す、 後 正 保 三年 十二月 宗句の 子 講堂を 改め 建築す、 
然るに 同 四 年准玄 出口に 歸 6 たれは、 同年 九月 宗主 光 圓特 R 
師を 召して 能 化と なす、% 安二 年中 村 氏 銀 四百 雨を 投 して 衆 
寮を 建築し、 且つ 書籍 數十 部を 寄附す" 師黌舍 の 規則を 制定 
して、 專ら學 徒の 敎 養に 力を 盡 す、 承應 元年 九月 黌舍を 興 正 
寺の 南邊 に遷 す (C 方う、 師再び 規則 十二 條を 制定し 小は 學徒 
の服裝 等に 至る、 翌二年 肥 後 延壽寺 月 感圓海 京師 R 入う、 師 
の宗 意を 解す るは 禪 R 基き、 全く 開祖の 意に 背け- CN となし、 
大 r 彈 劾す、 是れ かため 學徒 騷擾を 極め、 遂に 同年の 安居を 
停止せられ、 翌年 名 同し く 停止せ らる 、明 曆 元年に 至うて 尙' 
ほ 落着せ ざるを 以て、 本山 Z1 れを 幕府 R 訴 ふ、 幕府 兩 方の 意 
見を 訊問 糾 察し 遂に 宗主 幷 に 西吟を 責め、 且つ 命を 下して 
黌舍を 閉鎖す、 然れ ど師の 門下 R 敎を請 ふ 者 益 加は- 道俗 
其に 歸向 せう、 小 倉 侯 忠信 幷に 夫人 師の 學德 を崇 重し、 數 t 召 
見して 敎を請 ふ、 師 夫人の 請 r よ 6 普 門 品を 註して 呈 す、 後 
侯よ 6 山林 一區を 鈴し" 師の淨 用 R 供 せらる、 寬文四 年 八月 
十四日 侍者 r 吿けて 日 ふ、 我 明日 逝くべし、 今汝等 r 訣 る、 
生死 事大な 6、 各自ら 努力せ よ、 と" 十五 日 正午、 沐浴して 
淨 衣を 着け、 端然と して 寂す、 壽五 十九、 足 立山に 葬る、 著 


(一九  H) 


書辭 名人 家佛本  日 


正 信偈要 解四卷 、破邪 問答、 普 門 品 假名 鈔 、各 三卷 、客 照 
問答 二卷 、無量 壽 經科槪 、四敎 儀 最要鈔 、各 一卷 あり、 寶曆 
中宗キ 謚を與 へて 成規 院と號 す、 演慈院 知 空の 師の圖 像の 賛 
あ 6、 日 ふ、 恭 __ .奉 眞像 •思 fc -i 恩 r 吟 ，|赚 方敎 —> 永 照，， 兒孫 『繼， 
絕興 ，廢、 盛排， ，祖 門： 四方 聾 至、 執 源、 僧正 懇遲 、述- 1 宗微 
言^^ 之憲毅 、卽 k 之怡溫 、師子 奮迅、 象王囘 翻、 學 庠斡轄 、推毂 
法 園" 八十 二齡 弟子 知 空謹賛 、(本願 寺通紀 、龍 谷 講主傳 、淸 
流紀談 、本願 寺 派 學 事史) 

サイ ギヨ 1 西 行  S …： .:〕 京師の 歌 僧な 6 、 

西 行は 圓 位と 云 ふ、 俗姓は 佐 藤氏、 名は 義淸と 云 ふ、 鎭 守府將 
軍 藤 原 秀鄕の 孫に して 左 衞門尉 康淸の 子な ぅ、 後鳥羽 上皇に 
仕へ て 北面の ± となり、 左兵衞 尉に 任せら る、 平素 甚だ 和歌 
を嗜む 、上皇 其才を 愛し、 寵遇甚 た 渥し、 然れど 名 名利を 喜 
ばす、 常に 世を 遁れん とする 志 あ 6、 上皇 論旨して 撿 非違 使 
に 舖 せんとし 左 まふ R 、 其 職の 罪人を 逮捕して 陰禍を 招く を 
以て 固く 之を 辭 す、 會鳥 羽新宫 成り、 上皇 一時の 名流を して 障 
子 R 書 及び 和歌を 題せ しむ、 師 即日に 十 首 1: 進め、 大に 嘉賞 

し 穴 まひ 御劎 朝日 丸を 賜 ふ、 甞 て憲康 と共に 鳥 羽 殿 R 參朝し 

其歸途 別る V に 臨み 相 約し 明日 亦當に 共に 朝すべし、 と、 師 

期の 如く 至れは、 其 家に 哭聲 あぅ、 怿みて 之 5: 問へは 憲康睢 

夜 暴かに 死す、 と、 師乙れ を 聞き 惕 然とし 出家の 志 益 固く、 

具に 情を 陳べて 官を辭 す、 然れ とも 上皇 其 才を惜 みて 許さず、 

一師は 益々 出家の 志 禁ずる 能は ず、 其 夜 遂に 妻子を 棄て 、嵯峨 

R 柱き 僧と なう、 面 行と 名け、 圓 位と 號 す、 時に 年 二十 三な 

其 妻 もま 7^2 尼と なり、 高 野天 野に 居 もて 練 行 賢 貞な 6、 


師謂ら く* 出家は 家な し、 行脚して 身を 終 ふべ しと" 東國西 
州 遠近と して 到らざる なし、 伊勢 二見 浦に 菴 居し 草を 藉て茵 
となし、 石に 穴して 硏 となし、 和歌 會毎 に 扇 或は 花筐を 用 a て 
文臺 k 代 ふ、 神 護 寺の 文覺師 を悅ば ずして 日く、 出家の 業は 
菩提の 道を 修 する ic あ 4、 然るに 西 行は 四方に 周遊し、 吟詠を 

以て 日 5: 涉 る、 
實に釋 門の 賊な 
•CS、 吾れ 是れを 
見 ば 必ず 擊て其 
頭を 破らん、 と、 
後 師高雄 山に 登 
れる 時、 文覺與 
に 語ぅて 大に悅 
ぶ、 其 徒 文覺に 
謂て 日く、 師前 
に 凌辱を 加へ ん 
と 言 ふ、 而 して 
今 此の 如きは 何 
ん ぞや 、と、 文 

覺 日く、 爾曹西 行の 狀 態を 見さる か、 固ょぅ 我 R 毆 る、 者 
にあらず、 却て 將に吾 を毆 y2 ん とする の狀あ 6、 と、 師鎌倉 
を 過ぎ、 路に賴 朝に 逢 ふ、 賴朝 人を して 名を 問は しめ、 召し 
見て 和歌 及 射 御を 問 ふ、 師固辭 して 日く" 弓馬は 畧箕 業を 繼 
ぐ、 然れど 毛 出家の 日 秀鄕以 來傳は $ し 書は 悉く 焚き たう、 
和歌の 如きは 時に 感 b 物に 觸れて 僅に 能く 之を 成せ ど 毛、 微 


サイ (西) キ 


サイ (西} キ 


書辭 名人 家佛本  日 


C 二 九 三， 


ザ T  (西) ダー；、 ン 

旨 奧義は 素よう 解せ さると 乙ろ な-^、 と、 然れ ども 賴 朝の 固 
く 請 ふを 以て 通 宵 弓馬を 談じ 、翌日 辭す るに 及び、 銀 猫を 贈 
ら る、 適 ❖ 門前に 兒 童の 遊戯す るを 見 彼の 銀 猫を 與へて 去 
る龜久 元年 二月 十六 日 京都 E 叔す壽 七十 三、 師甞て 櫻 花を 詠 
b て 日く、 「願は くは 花の もと R て 春 死なん 其き さらぎ の 望月 
の Z1 ろ」 と* 寛に 其 言の 如し 著作 山家 集、 御 裳 濯 川 歌合、 撰 
集鈔等 ぁう、 (大 日本史) 

サイ グウ ツ西月 ii — : A: 〔淨 土宗〕 京都 某菴の 僧な $、 
西 月 字は 良眞 京都の 人な 深く 阿 彌陀佛 の 本願を 信す" 上 
花山材 に 福 應 寺の 廢頹を 中興す、 萬 治 元年 正月 十五 日 寂す、 
(續 日本 高僧 傳) 

f$1 西 華坊  シコ— 支考を 見よ、 

サイコ 西 湖  リヨ- ケ丄艮 景を 見よ、 

サイ サ西査  ダ ヨー イン 淨 因を 見よ、 

サイ、ンン西信； -: =: /\: 〔 . ^ 尾 張 某 寺の 僧な 6、 

西 信は 尾 張國の 人な $ •其 俗姓は 詳なら ず、 國に眞 言 寺 ぁ $、 
其 寺の 法 印と 深く 相 結び 小菴を 寺の 側に 結び、 互に 佛 號を稱 
念す 萬 治 元年 十月 十五 日 寂す、 壽詳 ならず、 (緇 白牲生 傅) 

サイ ジユー 西 住 .C1 A 一九) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

う、 西 住 俗名は 鎌 倉 二 郞源次 兵衛季 正と 稱し 、勇武を 以て 

人に 知らる、 保 元 平 治の 間 源氏の 衰微す るに 及 ひ、 出家 入道 

し、 西 行と 一雙 とな $ て 西 住と s ふ、 理性 院の法 豚を 嗣 き、 

蓮華 院に 住す (續 傳燈 廣錄) 

サイ ジュン 西 順 ( . )〔 . 〕 京師の 歌 僧な*^ 

西 順は 如是 菴と號 す、 京都の 人、 和歌を 好み 秀作 あ 6、 著作 


サイ (西) シ—ブ 


九代鈔 七卷 、十一 代鈔抜 書四卷 、廿 一代 名歌 集 要 六卷 、夫 木鈔 
抜 書四卷 、同 拾穗鈔 十五 卷 、續 古今 玉 葉風 雅抜 書三卷 ，歌 林 
名所 考五卷 ぁ 6、 ( 鑑定 便覽 、近代 名家 著述 目録) 

サイ シヨ ー 西 笑 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

6、 西 笑は 伊豫の 人、 比 叙 山 大悲院 r 住し、 好みて 楞嚴維 
摩 諸 經を讀 み" 又た 爾雅を 喜ぶ、 詩を 善くし 嶽を 下れば 必ず 
其友梅辻春樵を訪 64 、乙れと詩話して殆んど寢食を忘れ、皈 
れば 即ち 戸を 閉ぢて 苦讀 する のみ、 更 r 他の 僧侶に 親から 
す、 寂 年壽歃 く、 (事 實文 編) 

サイ セン 西 ; II シュ— ジュン 宗洵を 見よ、 

サイ セン 西 低 シブ ジヤク 心 寂を 見よ、 

サイ 手 ン 西 ± 一八 三 八 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯寺の 僧な 6、 
西 念は 信 濃の 人、 幼に して 高野山に 登ぅ、 心 蓮を 拜して 出家 
受戒し、 諸 尊の 義軌 を 傅へ、 傍ら 阿 彌陀の 供 法を 受 く、 治 承 
二 年 寂す、 壽歃 く、 (本朝 高僧 傅、 高 野 往生 傅) 

サイ 手 ン西念 一一 奴乾 〔眞宗 〕 信 濃 長命 寺の 住持 次 \ 
西 念 俗姓は 源氏、 信 濃の 人、 父は 井上 盛 長な 6、 親鸞に 謫居 
に 謁して 弟子の 禮を 執り、 其 東 化に 從 S、 尋 s て 京師に 伴隨 
す、 後、 東歸 する R 方ぅ 親鸞 n 像を 刻して 與 ふ、 正應元 年覺 
如 宗主 東 遊す る 時師 謁見す、 覺如 長命 寺の 號を與 ふ、 明年 三 
月 十五 日 寂す、 壽 百八歲 、信 濃 水 內郡南 堀 村 布 野 長命 寺は 其 
遺跡な $、 (本願寺通紀) 

サイ 手 ン 西 八み マッキ Z1.  丨萬 休を 見よ、 

サイ ブ 1 西 IL レキ オ— 歷央を 見よ、 

サイ ブツ 西佛 U O- T  〔眞宗 〕信 濃康樂 寺の 住持な \ 


(三 九 三） 


書辭  名人 家佛 本日. 


西佛 俗名は 藏 人通廣 、姓は 海 野 氏、 父は 信 濃 守 幸 親な 〇、 師 
剃髮 して 信 叙と 號 し、 興 福 寺に 居る、 學內外 に 通し、 文章を 
善くす、 慈鎭の 門下 (C 列して 名を 淨寬 と改む 、時 R 親鸞 亦 門下 
にあり、 師之 を欣 敬し、 自ら 名を 西佛と 改めて 其 弟子と なる、 
命 ^ 奉して 信 濃を 行 化し、 小縣郡 海野莊 白鳥に 康樂 寺を 造る、 
仁 治 二 年 正月 甘 八日 寂す、 壽八 十五、 法 嗣淨賀 (一に 两佛の 
孫) 書を 善す、 永 仁 三年 宗昭 祖傳ヒ 編す る 時、 師繪を 作 6 て 
之に 副 ふ、 (本願 寺 通 紙) 

サ T ホ 西 浦 シ  ユーシ ユク 宗肅を 見よ、 

サイ ホ ー 西 法 j -t-t A- 娜 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 僧な り、 
西 法は 壯年 にして 出家し、 初め 比 叙 山 R 居りし が、 後、 居處常 
ならず、 四方に 奔 化して 堂塔を 修 し" 病 飢を救 ふ、 又 衆 僧， V 勸 
めて 一切 經を 書せ しむ" 大治 元年 祇園 寺の 東 峰將軍 塚の 側 R 
艸菴を 結び、 九月 二十 三日 寂す、 壽七 十三、 (本朝 高僧 傳) 
サイ 3 西 # ン-グ ソッ M w を 見よ、 

サ イヨ 西擧ー チョ-シン 潮 心を 見よ、 

サイ X. ン 濟延ニセ-一丸)〔眞言宗〕京都東寺の長者な6、 
濟延 Ja: (俗姓 生阈詳 かならず、 密學に 精通し、 大 僧都 (C 任ず、 治 

曆 三年 六月 大旱に 際し、 敕に よ- 〇 東 寺に 於て 雨を 祈 6 て驗あ 

6、 後、 東 寺の 二 長者に 任じ、 延久某 年 寂す、 壽五 十九、 (本 

朝 高僧 傳) 

サイキ ヨ？ 濟慶 G ?l r 三論 宗〕 大和 果大 寺の 學 僧な 

6、 濟慶は 京都の 人、 俗姓は 藤 原 氏、 參議 有國の 子な り、 

幼に して 出家し、 澄 心に 三論 宗を學 び、 禀 具の 後諸師 の 門 R 

遊び、 性 相の 奥旨を 究め、 傳燈大 法師に 任す， 萬壽 元年 維摩 


サイ 濟) 


會の 講師と なぅ、 尋て法 華最勝 二會を 經 、長 元元苹 東大寺を 主 
どる、 律師よ- CN 綱 位に 昇り、 永 承 二 年 十月 十四日 東南 院 に 寂 
す、 壽六 十三、 (本朝 高僧 傅) 

サイ クウ ン濟關 ス— 卜—崇 透を 見よ、 

サイ ゲン 濟源 t: 2; o: 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な り、 
濟源其 俗姓 生國詳 かなら す藥師 寺の 延義 僧都に 從 a て 三論 £ 
習 學し空 宗の蕰 を 究め、 兼て 念佛 三味を 修す、 常に 騎 すると M 
ろの 白馬 師が 念佛 三昧に 感し 、跪きて 啼 泣した 66 と 云 ふ、 權 
少 僧都に 任す、 天德四 年 四月 五日 寂す、 壽缺く (往生 極樂 記、 本 
朝 高僧 傳) 

サイコ ー 濟高】 ： 五 ハ i 一一 〔眞言 宗〕 山城 勸修 寺の 學僧 なり、 
濟 高は 出家して 承俊慧 宿の 二師に 從つて 密敎を 學び 、後 •聖寶 
R 依つ て灌頂 壇 R 入- 〇、 且 、密敎 を 質す •延喜 三年の 秋、 醍画 
天皇 勸修 寺を 建立した ま a 、 師詔 によ 6 落慶 供養の 導師と な 
6 、十 年の 秋 同 寺に 住す、 延長 三年 天皇 法 華經を 御 筆し、 寺 
r 就て 慶讃 し、 師 導師と なり 其 賞に よ 6 律師に 任す、 六 年 十 
二月 東 寺の 長者と なり、 承 平 五 年少 僧都に 任ず、 天慶 四年大 
僧都 {C 昇り、 十一月 二十 五日 寂す， 壽九 十一、 (本朝 高僧 傅} 

サイ シン 濟信ニ ハ ハ ig  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な り、 
濟信 俗姓は 源氏、 左大臣 雅信 1/J 子な 6、 勸修 寺雅慶 僧正の 室 
r 投じて 諸 密敎を 習 ひ" 後、 遍 照寺寬 朝に 灌 頂の 大法を 禀 け、 
仁 和 寺の 喜 多院に 住し、 公卿 士庶の 信仰を 受 く、 長德 四年敕 
によ 6 東 寺の 長者と な. CS、 乙れ よ 6 累進して、 權少 僧都 R 任 
ず、 長 保 三年 三月 敕を 奉して 眞言 院に 於て 攘疫の 法を 修して 
効驗 あり、 明年 七月 權大 僧都 R 轉ず 、寬弘 二 年 冬 東大寺 主に 


サイ (濟) ク—シ 


畫辭 名人 家佛本  日 


(四 九 三） 


サイ (濟〕 シ 


補し、 三年 阀月大 僧都を 辭して 園 城 寺の 永 圓阿闇 梨に 讓 る、 
永 111 は師の 甥な 〇、 僧官を 他 門に 讓 るは 初 例と 云 ふべ し、 寬 
仁 三年 十月 詔に ょう 大僧正 r 任ず、 明年 春 車に 乘 じ 禁中に 入 
るを 聽 3 る、 乙れ 僧に して 此宣を 蒙る 始な 治安 三年 冬 職 
を 辭 して 舊院に 歸 り、 長 元 二 年 十二 日 三十日 封 七十 戸を 給は 
り、 三年 六月 十一 日 寂す、 壽七 十七、 觀音院 の 灌頂堂 後に 葬 
る、 師 傳法灌 頂の 弟子 五 人 ぁう、 仁 和 寺 性 信、 華藏院 延壽山 
階 寺 賢尋、 大 僧都 念緣 、律師 永 昭等皆 一時に 鳴る、 (仁 和 寺 御 
傳 、本朝 高僧 傅) 

サイ ジン 濟深 gi g —o 〔眞言 宗： 一京 都勸修 寺廿九 代の 長 
吏な う、 濟 深は 中 御門 天皇 第一 皇子、 母は 中納言 典侍 小倉尙 
書實 起の 女な う、 寬文 十一 年 八月 十六 日 生る" 新 上 西 門 皇后 取 
うて 子と なし、 便ち 一宮と 稱す 、甫 めて 五歲 、鷹 司前攝 政房輔 
に 養 はれ、 天 和 二 年 八月 十六 日寬俊 大僧正の 室 R 入 气 十月 二 
十五 日宣 して 親王と なう、 諱を 寬淸と 賜 CA 、 廿 八日 得度して 名 
を濟 深と 改 む、 即ち 長 吏 ic 補す、 時 ic 十二 歲 霞 水と 字す、 貞亨 
四 年學に 就く， 十二月 高野山 西 谷大德 院下從 三十 六人來 うて 

師 R 勸修 大法を 承く、 五 年 詔して 東大寺の 別 常 R 鞴し 、三月 

四日 二 品 R 叙す、 元 祿二年 安井 侍 官師堯 海 模造す る 所の 聖武 

天皇の 像を 東大寺 ic 安す る や、 師其 開眼 供養 師と なる、 四 年 

四月 詔を 受けて 東大寺の 戒壇に 登 6、 二十 一日 具足 戒を受 く 

時 R 年 二十 一な う、 五 年 二月 宣して 一身 阿闍 梨と なう、 十三 日 

權 僧正 光曉に 傳法灌 頂 職 位を 受 く、 十四 年 十二月 二日 寂す、 

壽三 十二、 (後 傳燈 廣錄) 

サイ ジン 濟深 サイ ジソ 濟甚に 同し、 


1  (濟) ジート  I _ 

サイ ジン 濟甚〇 …… ) 〔眞言 宗〕 伊勢 敎王 山の 第二 代 
な 6、 濟甚 一に 濟深に 作る、 後 改めて 圓 空と s a 、 大夫 律師 
と 字す、 宗寬の 法を 嗣 き、 敎王山 內證院 の 二 代と なる、 寂 年 
歃 く、 付 法の 弟子 覺 什の 一人 ぁ 6、( 傳燈 廣錄) 

サイ シュン 濟俊 j il 姑 〔眞言 宗〕 & 伊 金剛 峯 寺の 僧な 
う、 濟 俊は 紀 伊在 田 郡の 人な 6、 少 にして 高野山に 登 6 密 
敎を習 ふ、 琳覽 R 從 a て 兩 部の 濯 頂を 受け、 諸 尊 0 祕 要を 究 
む、 阿闍 梨 R 任し、 撿校 職を 掌と る、 治 承 三年 三月 某日 寂す、 
壽八 十四、 (本朝 高僧 傅) 

サイ ジヨ濟 助 二 九 一六) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
う、 濟助 俗姓は 藤 原 氏、 攝政 敎實の 子な 6、 康 元元 年公緣 
を拜 して 入 壇し、 名を 理眞と 改めし が、 後 再 a 舊名に 復 す、 
其 寂年歃 く、 (三 井續燈 記) 

サイ セン 濟暹一 一 ^ 邱 〔眞言 宗〕 京都 慈 尊 院の學 僧な 3、 
濟暹は 朝臣 文 綱の 子な う 出家して 仁 和 寺 性 信 親王 付 法の 上足 
となう" 密敎 R 精通し、 僧 郡に 任して 慈尊院 に 住す、 長 治 元 
年 弘法 大師の 忌 辰 R 當 う、 眞影 供を 獻す ，長者 職 R 非して 此 
を 司と る ものは 極めて 稀な う、 天 仁 二 年 冬 詔して 仁 和 寺 R 始 
めて 傳法會 を 置き、 现趣 經を講 せし む、 衆議 師を以 て 講師 R 
充 つ、 弘法 大師 文集の 性靈集 世を 歷て末 部 1 二 卷亡 失す、 師四 
方を 搜 索して 脫 漏を 增補 し、 續 遍照發 揮性靈 鞴闕鈔 三 卷を成 
す、 又經論 註疏の 著作 ぁう、 永久 三年 十一月 十六 日 寂す、 壽 
九十ーバ本朝高僧傳) 

サイト ー 濟棟 一一 謂 S 〔法相 宗 ：！ 大和 東大寺の 學 僧な う、 
濟 棟は 幼に して 出家し、 十九 歲受戒 し、 奥 福 東大 兩 寺の 間に 


(ZIJL  三） 


書辭 名人 家佛本  日 


周旋して 法相の 學を究 め、 敕して 傳燈大 法師と なる、 寬平四 
年 維摩 會の 講師と なり、 尋で法 華 最勝二 會の講 主を 歷 、六 年 
夏 衆 寺に 住し、 律師に 任ず、 居る 乙と 四 年に して 唐 禪院に 退 
休し、 延喜 四年大 僧都と な 6、 五 年 六月 寂す、 壽六 十七、 臘 
四十 / v 、 rf の A 唐 禪院の 僧都と 稱す (本朝 高僧 傅) 

サイニ -^ 濟忍 -: ^: 一が〇興宗：一越前坂井郡宿浦圓藏寺の 
住持な 〇、 濟 忍は 寮 司と な 6 て 天 保 十三 年ょ 6 高 倉學 寮に 
入 論 因 明大 疏、 淨土見 聞 集、 二十 唯 識 論述 記を 講 し、 弘化四 
年 四月 卅日 (一に 廿日) 擬講 となり、 安政 元年 寂す、 (眞宗 史 
料) 

サイ ホ ー濟寶 (一九 10) 〔 . 〕 筑前 観世音 寺の 中興 

なぅ、 濟寶 は鎭 西の 人、 寬：兀 年中 宋に 入ぅ 一時の 名匠に 逢 a 
て經 律を 學 a 、 靈地 に 巡遊して 東歸 し、 觀世音 寺に 住す、 時 
R 寺 宇 荒 廢せ り、 師大 R 之を 槪 き、 建 長 二 年 自ら 遊 化して 財 
を 募' 殿閣 門廡 凡 て 觀を改 む、 且つ 施 者の 姓名を 書して 聖 
觀 音の 像 中 r 納む 、寂 年、 及 a 壽献く (本朝 高僧 傳) 

サイ ウン 最雲 j A-fc §g 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 s 座主な り、 

最 雲は 堀 河 天皇の 皇子な り" 比 ^ 山に 登 6、 座主 仁 豪に 就き 

て 落髪 受戒し、 仁實 僧正に 依 6 て 習 學 し、 顯密の 堂奥に 涉る、 

勅して 一身 阿闍 梨に 任す、 久壽三 年 春延曆 寺の 座主に 補し、 

保 元三 年 僧正 r 轉 す、 此年 三月 一日 日蝕を 禱 6 て驗 あり、 勅 

して 法 親王 R 住し、 僧綱に 昇る、 秋辭 して 座主 職を 退く、 勅し 

て 騎士 六 人 行路に 扈從 せし む、 師山 房に 閑居して 禪誦に 日を 

送る* 應保 二月 十六 日 寂す、 壽五 十九、 (本朝 高僧 傳) 

サイ キヨ ー 日 取 敎 ( I 五 二 三〕 〔戒律 宗〕 大和 東大寺の 律！ 5 な 


サ T  (濟、 5 


6、 最敎は 貞觀五 年 春 三月 奏して 四 事を 請 S 許 3 る、 一に 
僧の 戒を受 くる R 四月 十五 日よ $ 行は ん 、二に 未た 度緣を 授 
けざる 輩は 官符を 下す とも 受戒に 與ら す、 三に 學戒畢 りて 受 
戒の 僧數を 奏聞 せん、 四 r 戒壇 院に 印を 設け、 戒牒 R 押 3ん、 
但し 其 印 R は 東大寺の 印 5: 用 ゆる Z. とな- 〇 とす、 (本朝 高僧 
傅} 

サイ ク ジン 最寛  ii  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 別當な 
6、 最寬始 の 名は 澄 任  一 r 隆任 とも 云 ふ 參議藤 原 親 隆の子 
な 6、 三位 法 印と い ふ、 應保 元年 十一月 二日 觀音 寺に 登- 〇 て 
灌 頂を 受 く、 時に 年 三十 一な 6、 北院 親王の 命に よ 6 仁 和 寺 
別當 となり、 又良觀 寺の 座主に 任す" 始め 香隆 寺に あり r 慈 
尊院に 移つ る、 遂に 勝 尾 山に 隱れ 、承 元三 年 十二月 十日 寂す、 
壽 八十、 付 法の 弟子 宏敎 一人 あり、 (傳燈 廣錄) 

サイ ゲン 最源 (一九 111 1) 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な り、 
最源 W 左大臣 良 牛の 子、 良 禪聖增 の 二師に 習學 し、 弘 安五 年 
天台座主に任す、寂年及3|奇歃く、世に閼伽井僧正といふ、 
(天台 座主 記) 

サイ シンイン 日 取親院 ギト— 義陶を 見よ、 

サイ シヨ 日 取 助 (一九！！ 六) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
AV,  最助は 後嵯峨 院の 子、 澄寬 法師に 習學 し、 弘安 九年歲 
三十 四に して 天台 座主と なる、 寂 年 及 a 壽歃 く、 (天台 座主 記〕 
サイ シ 3 1 最^ § ツ- サィ 通濟を 見よ、 

サイ セン 最仙 (一四 115  〔天台宗〕 常 陸 西 蓮 寺の 開山な 
6、 最 山は 戒慧雙 なから 其蘊を 究め、 常 陸の 講師に 任す、 
延曆 元年 西 蓮 寺を 常 陸行 方 郡に 建立して 敎法弘 通し、 普く 慈 


サイ (最) ク—セ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 九 三） 


サイ C 最) 


サイ S) チ 


善を 行 ふ、 俗に 悲增大 士と云 ふ、 寂 年、 及 a 壽 歃くバ 本朝 高 
僧傳) 

サィ チン 最珍 AA S 〔天台宗〕 近 江 園 城 S 僧 f 、 
最珍は 鄕貫詳 かならず、 常 R 直圓 に 侍して 玄理 を 究め、 又猷 
嚴 に 事へ て 天台の 法義を 習 ふ、 七十 六 歲の時 傳法灌 頂 大阿闍 
梨と な'-、 又智證 大師 將來の 義釋に 就て 抄を 著す、 權 律師に 
勅任し、 承久 元年 十一月 二日 寂す、 壽七 十七、 (三 井續燈 記) 
サィチ31 最澄  麗  天台宗の 開祖 在- CN、  最澄は 
(一說 に 字は 藥 澄と S ふ)、 近 江 滋賀の 人、 俗姓は 三津首 
な 6、 其 先は 後漢 の孝献 帝ょ 6 出で、 孝献 帝の 後 孫 高 萬 貴 王 
我國 R 歸 化し 近 江滋賀 三津の 地を 賜は 6 此 に 住居して 一族 
繁榮 す、 其裔 R 百 枝と IP ふ 7^ の あ-^、 日 枝の 神祠に 祈 禱して 
好 相を 感し師 を 生む、 即ち 神 護景 S 元年 八月 十八 日な りと い 
ふ" 七歲 ( 一 說 R 八歲〕 R して 家塾に 學 ひ、 十二 歲 R して 近 
江國分 寺 R 投 し、 大安 寺行丧 R 師事す、 寶龜 十一 年 十一月 十四 
歳 R して 行 表を 仰き て 度を 受け、 始めて 最澄 とい ふ、 (一説 R 
十五 歲と いふ) 延曆四 年 十九 歲 ic して 大に 感發 すると 乙ろ あ 
-CN、 同年 七月 獨 6 日 枝の 山中に 遁れて 草菴を 構へ、 四 恩に 報 

せ / 1 /2 め 法 華 金 光明、 般若 等の 經 を 轉讀 して 精勤す、 願文 

を 製して 日く、 最澄上 違-- 於 諸佛ハ 中背 „皇 法； 下闕 ，一 於 孝禮 S 

隨 -- 迷 狂 之 心： 發-- 三 二 之 願 S-- 無 所得； 而爲， ，方便； 爲， ，無上 第 

一義5金--剛不懷不退心；願我未-得，，六根相似位 —'» 以還不&レ 

假 -? 自 未 ^ P 照理 心 r' 以還不 才藝 ， r? 岁未 レ得= 其 定淨戒 ハ以 

還不 i 預- -檀 主法 會 5 fj ;  S 未-得， - 般若 心 ( 以還 未」 者，， 世間 人事 緣 _ 

務除 相似 位！ f 三 際 中間 所 & 功 德獨不 k ? 已身 ― ■» 普 同 施 = 有識 _ 


悉令捂 = 無上 菩提， 5 ¥ と， 此 願文 世間に 傳 はう、 內 供奉 壽興之 
を 見て 大 R 嘆賞し、 師と道 交を 結 a たうと い ふ' 延曆五 年 二十 
歲に して 東大寺 戒壇 R 登 6 て 具足 戒を受 け、 再 a 草菴に 住し 
て經論 章疏の 閱讀を 事と し、 華 嚴 の五敎 章、 起 信論疏 等を 得 
て 講究し、 後、 鑑眞 大和 上の 齎 持し ^ る 天台の 止觀 、支 義、 

文句の 疏 ，四敎 
義 、維摩 經疏等 
を 得て 講究し 
穴 6、 延曆七 年 
二十 二歲 にして 
日 枝 0J 虛空藏 尾 

にあ 6V し 自倒の 

木を 採り、 自ら 
藥師佛 の 像を 彫 
刻して 安置し、 
草菴を 改めて 比 
數 寺と 號 す、 其 
建立に 方うて 誓 
願を 發し 、且つ 

詠して 日く 「阿 褥 多羅 三藐三 菩提の 佛たち 我立杣 ic 冥加 あら 
せ ^ まへ」 と、 同 十二 年に 至うて 大 R 規模を 擴 張して 藥師 文殊 
の 二 堂 幷 R 經藏を 興し、 改めて 一乗 止觀 院と號 す、- 翌十 三年 
九月 三日に 初 度の 大 供養 會を行 ふ、 桓武 天皇 親しく 行幸した 
ま a 、 大納言 正 二位 藤 原 朝臣 小 野麻呂 、左 大辨從 三位紀 朝臣 
佐敎 等、 皆扈從 して 山に 登れう、 大 導師 ic は 興 福 寺善珠 、咒 
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願師 には 藥師 寺如實 、引頭には 義眞 、玄賓 、其餘 の 諸 役は 勤 
操、 修圓 .明 一、 忠惠 、護 命、 觀敏 、聞 寂、 延秀 ，賢 玉、 眞 
忠 ，藥 澄， 道 給、 圓 也、 賢 算等あ 6、 S づれも 南都 諸大 寺の 
大德な 〇、 此大 供養 會は 願主なる 師 一人の 意に 出て たる もの 
なる も、 其 盛大なる 狀況 は大に 朝野の 視聽を 驚した るな 6、 同 
年 十月 天皇 長 岡 ^ 6 平安に 都を 遷 し / 2 まふ M ととな り、 師か 
日 枝 山に 於け る 事業は 益" 便宜を 得た るな う、 同 十五 年に 勅し 
て 羅生門の 兩側に 東 寺 西 寺を 建立せられ たるが、 日 枝 山の 一 
乗 止觀院 は、 兩 寺と、 もに 京 城の 鎭護 に備 へらる、 殊に 日 枝 山 
は 京 城の 東北 r 方. うたれは、 鬼門の 鎭護 に備 へらる、 $ とな 
■うたる か 乙と し、 古 傅に 依れは 天皇の 平安に 都を 遷し穴 まふ 
に 方 6、 師は 南都の 賢 ^ 等と 共に 經營 に 力を 致し、 其 事に 關し 
て 美 濃 信 濃の 地方に 至 6、 同地に 嶮蛆 なる 長 坂 あうて 旅行 心 
客の 苦む を 見、 美 濃 信 濃に 廣濟廣 極の 二院 4 : 設置し、 旅行の 客 
の 宿舍に 充てた れは 、人民 皆 其 恩惠に 服した 6 とい ふ、 且つ 
平安の 京 城を 經營 する に 方. 〇/ 妙法 蓮華 經を 一字 一石に 書寫 
して四方の境界の土中- ^ 敷き /2 6と云ふ、是等の事實に依れ 
は師は 山中に 靜 住した-^ と雖か 决して 世間の 事變を 無視す る 

ことなく 、常に 京 城に 往來 出入した る ZL と明暸 な $、 然れは 

師の 盛譽は 益 朝野の 間に 傳は 6、 同 十六 年 十二 ■月 十日に 勅を 

拜して 內 供奉の 列に 加 はれ 6、 尋て近 江の 正税 1: 以て 師か山 

中の 供養に 充てら る、 さとなる、 其 後、 南都の 大安 寺聞最 (一 

K 聞 寂に 作る) 東大寺の 道忠 (鑒眞 の 遺 弟な う) 遠 志 (一に 遠 6 

に 作る) 等の 賛助を 請うて 大藏經 を 書寫 し、 一乗 止觀 院の經 

藏に 納めん とし、 彼等 諸 高僧の 賛助 R ょ 6 "經 珍、 叙 勝、 光 
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仁、 經豊 、經藏 、妙 澄 等 ^ 共に 其 書寫に 力を 盡し 、自ら 乙れ 
を 讀誦 して 其 義理に 達する を 得たり、 延曆 十七 年 十一月、 始 
めて 山中に 十 講法會 を 開きて 南都の 名僧 十 人を 請し、 法 華、 
仁王、 金 光明， 三部の 經典 1: 講 し、 同 二十 年 十一月 再 a z. れ 
を 開く， 此時會 する もの 勝猷 、奉 基、 寵 忍、 賢 玉、 藏 先、 光 
證 、觀敏 、慈喆 、安福、 玄耀 等に して 皆當 代の 龍 象な 6、 各 
一 卷を講 す、 其 後、 例年 之れ を 開き、 後に 十一月 法華會 、一 
に 霜月 會と稱 す、 明年 一月 十九 日 (一に 十五 日 ir: 作る) 和氣 
弘 世、 同眞 綱、 高 雄 山寺に 南都の 高僧、 善議 、勝猷 、奉 基、 
寵 忍、 賢 玉、 安福、 勤 操、 修圓、 慈 喆 、玄耀 •藏 先、 道證 、光 證、 
觀敏等 十 餘人そ 屈 請して 法 華の 圓 妙の 敎義を 講演せ しめ、 特 
に師に 請 a て此會 の證義 犮 らしむ、 是れ即 ち 高 雄 法 華 會の始 
なり、 師其 請を 受けて 之に 赴く、 事、 叙 聞に 達し、 天皇 深く 隨 
喜し / 2 ま a 、 勅使 治 部 大輔正 五位 和氣入 鹿 5: 遺は し 口宣を 賜 
ふ、 日く， 慧 日光を 增 し、 禪河 流を 澄まず、 一乗の 支猷 is め 
て 域內に 開き、 三學の 軌範 遂に 人 天を 被 ふ、 像 季傳燈 古今 禾 
た 聞かす、 法 筵に 隨 喜し、 功德を 稱 嘆す、 と、 此に 於て 來會 
の 大德皆 共に 表を 棒け て 恩を 謝す、 此年 九月 六日、 皇太子 (後 
に 平 城 天皇と い ふ) も 亦 內舍人 正 六 位上耙 鈴 鹿 麻呂を を 遺は 
して 高 雄 山寺の 法會に 隨 喜す、 善 議等復 た 上表して 之を 謝す、 
高 雄 法 華會の 開く るに 及 ひ、 師か 南都 諸大 寺の # 宿の 上 ic 坐 
して 其 證義と M6、 善 議勸操 等を して 口を 極めて 法 華を 稱揚 
し、 自ら 三論 法相の 争は 一乘の 玄埋に 融解す と、 嘆せ しむる 
に 至る、 善 議は當 時 七十 三歲 、勤 操は 將に 五十 歲に垂 たらん 
とし、 共に I 世の 大學 匠を 以て 目 せらる、 而して 師は尙 ほ 三 
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十六 歲の壯 年な り" 師か意 氣の壯 なる を 想 見す るに 餘あり 、 
九月 七日 天皇 時 r 法 華の 敎義 の諸宗 に趄 越す るを 見て 之を 興 
隆 せんとした まふの 念 深く して 聖旨を 和氣弘 世に 吿け たま 
ふ、 弘世 乃ち 之を 師に 語り、 共 R 其 興隆の 道を 書し、 終に 師 
自ら 唐 (/C 航して 其 未た 傳へ 3 ると 乙ろ を 傳 へんとの 議を定 め 
たる ものな 因て 天皇に 上表して 勅許を 請へ. り 其 上表に ょ 
れ は* 師 自ら 弟子 義眞を 從へて 還學 生と な 6、 別に 留學 生を 
派して 十分 學習 せしめん 乙と を 期し / 2 る ものにして、 其譯語 
として 義眞 シ 伴 はんと 欲した るは、 留學 生の 如く 長く 彼 地に 
あ 6 て 唐 語を 臀熟 する の 暇な きか 爲な るへ し、 天皇 即ち 勅許 
した まひ" 特に 師を以 て 還學 生と なし， 圓基妙 澄の 二人を 以 
て 天台 法華宗の 留學 生を なし 左 ま a 且つ 師は 往還 一年 以内を 
期と し / 2 まふ、 然れ とも譯 語と して 義眞を 携ふる 乙とは 勅許 
なか 6 し R や、 十月 二十日に 再 a 上表して 遂に 勅許せられ た 
るな り、 皇太子 特 r 師を 召し、 入唐 求 法資 として 金銀 數百兩 を 
施 興し y2 ま a 、 且つ 好手 S 者を して 法 華、 無量 義 、普賢 觀の三 
部經 二通を 書寫 せしめ、 師に 托して 一通を 天台 山修禪 寺の 經 

藏に藏 め ' 通を 日 枝 山 心 經藏に 安置せ しむ、 延曆廿 二 年 三月 

遣 唐 大使 參議左 大辨從 四 位 上 兼 越 前 守 藤 原賀能 (本名 葛 野 麻 

呂} 同 副使、 從五位 上石 川 道 益、 判官恢 六 位 上 菅原淸 公、 錄事朝 

野 鹿 取 等を 召して 節 刀を 賜 ひ 同月 十六 日 難 波ょ 6 發 T、 海路 

會々 暴風に 遭 a て 破船し 明經 博士 大學助 敎豐村 家 達 等 溺死す 

明年 三月 再 a 發 す、 師は 第二 船に 乘し遺 唐 使 判官 正 六 位 上菅 

原 朝臣 淸公 等に 同乘 す、 海上 四 船 再 ひ 暴風に 苦しむ、 師 之を 

悲しみ 持 5 ると 乙ろ の 舍利を 海中に 投 し、 海 龍王に 與 ふ、 暴 
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風 始めて 止む" 漸く r して 明 州に 到着す、 時に 唐の 德宗 皇帝 
貞元 二十 年 九月 一日な 〇、 師乙れ よぅ遺 唐 使 等と 道を 分ち、 
同月 十五 日 台 州 R 向 a て 天台 山に 登 〇、 二十 六日 刺 史陸淳 に 
謁す" 國淸 寺の 衆 僧 交 <來 ぅて 勞を 慰す、 會 "刺 史陸淳 天台 山 
修禪寺 座主 道 邃和尙 を 龍 興 寺 r 請ぅて 摩 訶止觀 等を 闡揚 せし 
む'  師の 法を 求む る 志の 切なる を 見て 和尙亿 就きて 聽受 せし 
め、 筆生を 集めて 止觀 等を 寫 3 しむ、 師和尙 R 請 a て 三聚戒 
を 受け / L と す、 和尙 乃ら 龍 興 寺 極樂淨 土院に 於て 道塲 を莊嚴 
し、 諸 佛を勸 請して 菩薩 q 三 聚大戒 を授與 す" 之を 天台 本覺 
の 法門圓 頓大戒 の傳受 とす、 圓頓戒 の 傳授は 我 國人大 乘戒を 
傳 ふるの 始めな り、 盖し道 邃和尙 は 天台 大師より 七 ffi: の 法 孫 
にして 湛 然妙樂 大師の 門に 出つ、 當時 亦佛隴 寺に 行滿 和尙ぁ 
6 道邃 と 1151 門な り、 師佛隴 寺を 訪 a 、 十月 七日 謁を取 り、 十 
三日 佛矓寺 道場に 入る、 師の 法を 求む る 志 切なる を 見て 法 華 
經疏 '涅槃 經疏 、釋 籤、 止觀 、並に 記 等 八十 二卷に 自ら 印 信 
の證を 書して 之を 與 ふ、 是を 天台 始覺法 門の 傳授 とす、 其 後 
行 滿和尙 に 就きて 業を 受 くる 乙と 二十日 許な り、 十一月 五 
道 邃和尙 の 室に 歸る 、同月 十三 Q 陸淳 四千 帳 / > 紙を 輿へ 龍 
興 寺の 經生 二十 人を しして 天台の 法文を 書寫 せし む、 師此間 
十一月より 明年 二月の 末に 至る まて 悉く 法 華の 圓 妙の 敎義を 
傳へ、兼ねて因明戒律、及ひ禪等をも受け /2 6といふ三月三 
日 求 法錄を 刊定 し、 陸淳の 券 印を 求め、 二十 五日 明 州に 還 - 5 
其 台 州よ- 〇 明 州 R 至る R 方 6、 義眞 丹： 一 成を 從 へ、 且つ 擔夫 
四 人を 雇 a て 經論 佛像雜 物を 運搬せ しむ、 然る ic 尙ほ越 州 龍 
興 寺 及 a 法 華 寺に 經疏一 百 七十 餘卷ぁ 6 と 聞き、 四月 六日 明 
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闷 の牒 1: 得、 其 十一 日 越 州に 遊 ふ" 偶 越 州 11 興 寺に 於て 泰岳靈 
巖 山寺の 內 供奉 順 曉阿闍 梨 r 遇ぅて 秘密 灌 頂を 受け、 三部 三 
睡 耶圖樣 、契印、 法文、 道具 等を 傳受 す、 實に 唐の 貞元 二十 一 
年 四月 十九 日な り、 此時龍 興 寺に 於て 求む ると 乙ろ の 眞言 並 
に 雜敎迸 等 一 百 二部 一 百 一十 五卷 あり、 前後 ic 得る 所 合して 
二百 三十 部 四百 六十 卷 と t 、 明 州の 刺 史審則 文を 作りて 其 正 
傳を證 明す、 內證佛 法相 承 血脈 譜に よれは 師は 密敎金 胎兩部 
を 順 曉阿闍 梨よぅ 受け、 別に 雜 曼荼羅を 惟象靈 光の 二 和 上、 及 
64 大 素江秘 等よ 6傳へ /2 6 ??' 然れは密敎を我國に傳へ犮るは 
師を 第一と せ さるへから す、 奈 良の 朝に 旣に 毘廬 遮那大 像の 
鑄 造 あ 〇、 且つ 道 慈の 傳あ〇 といへ と ^ 明に 知 〇 へからす ノ 
相承 血脈 譜には 大唐貞 元 二十 年 十月 十三 日 大唐國 台 州 唐輿縣 
天台 山 禪林寺 僧 傾然 天竺 大唐二 國付法 血脈 並に 達磨 付 法 牛 頭 
山 法 門 等を 傳授 し師頂 載し 來 りて 比 叙 山藏に 安す と あり、 牛 
頭 山は 黃梅縣 にあ ろて 禪宗 四祖道 信の 住 患た る 地と S ふ、 備 
然は 天台 山禪林 寺に 住して 天台宗を 奉し 兼て 禪を傳 へたる も 
のにて馬祖道一の支系に麋す師は亦備然より道邃行滿二和上 

の傍傳 として 天台の 血脉を 受け、 兼ねて 達磨の 血 豚を 傳へ穴 

る もの 次る へく、 决して 禪のみ を 主として 受けた る ものに あ 

ら 3 るべ し、 故に 師の禪 は 出發以 前に 大安 寺 行 表よ $ 受けた 

る ものを 正傳 とし、 備然よ $ 受け / 2 る ものを 傍傳 とすへ し、 

內證佛 法相 承 血脈 譜には 明かに 行 表よ 6 直に 之を 師に 續け穴 

$、以 上天 台、 眞言、 禪 、及 a 圓頓戒 の傳を 名け て 四 種 相承と 

s ふ、 義眞も 亦 師と其 に 受戒し、 灌頂を 受け 方う しか 如し、 

其 餘師か 茶を 傳來し し Z. とは 亦 有名の 事實次 後世の 

サイ {； 最) チ 


池 上 (或は 井上) 茶園 衣る もの 師の 移植し 犮 るに 基く もの 
な 6 と S ふ、 盖し師 は Z: れを 日吉 神に 供し、 佛祖 前に 献 し / 2 る 
ものな へし" 師旣に 求 法の ことを 了し 貞元 二十 一年 五月 遣 唐 
大使 賀能 等と 共に 第一 船に 乗して 本國に 回航す、 道 邃和尙 師 
に 書を 贈- CN て 法 門の 弘 通を 囑 し、 台 州 司 馬吳顗 以下 官吏 僧侶 
數名 詩文を 作 {て 之を 送る、 行滿和 尙亦詩 あ 6、 師の 唐に 留 
る 左 11 に 一年に して 其訪 ふと 乙 /) は 實に兩 三 州に 止ま $ 終に 
洛陽長 安の 地を 蹈ま す、 五月 下旬 纜を解 きて 明 州を 發 し、 海 
上 難なく 同年 六月 長門國 ic 着す、 (一 r 對馬 國下縣 郡に とい 
ふ) Z: れ實に 本朝 延曆 二十 四 年 八月 三日な ぅ、 同月 二十 七日 
入京して 表 文を 上ぅ 其齎 持す ると 乙ろ 經論疏 記 二百 卅餘 部、 
四百 六十 卷 ..金字 法華經 .金字 金剛 般若 經 、金字 菩薩 戒經、 
金字觀 無量 壽經 .•智者 大師 靈應圖 一張* 智者 大師の 禪鎭 、白 
角の 如意、 天台 山 香爐峰 神送槿 、柏木 尺 文四牧 、等、 表に 隨ひ 
て 奉 進す、 勅して 和氣弘 世に 命し 七大 寺の ために 將來の 天台 
の 法文 各 一通を 書寫 せしめ*. 時に 禁中の 上紙を 給し、 圖書寮 
をして Z1 れを寫 さしむ、 且つ 勅して 道證 、守遵 、修圓 、勤 操、 
慈蕴 、慈 寬等を して 野 寺の 天台 院 (後の 東 福 寺大慈 巷の 地) 
に 於て 新に 書寫 したる 法文を 受學 せし む、 また 和氣弘 世に 命 
し 諸 寺の 知行 兼備の 輩を 擧けて 師 にょ 6 三 摩耶灌 頂を 受けし 
〇 " 即ち 高 雄 山に 法 壇を 建立し、 法會を 設く 、特に 書 エニ 十 
餘 人を 召して 毗盧舍 那佛像 一幅， 大 曼茶羅 一幅、 寶蓋 一幅を 
圖 し、 佛 菩薩 神 王の 像 幅 五十 餘旒を 縫 造し、 莊嚴 調度 皆な 内 
裏よう 出つ、 其 盛儀 想 見す るに 餘 6 あ'^、 勒して 秘密 灌 頂を 
受くる者を簡定し給ひ、其選に當れる大德は道設、修 [31 、勸 
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操. 正 能* 正秀 、廣圓 等な り、 之を 我國 秘密 灌 頂の 始 とす、 
次に 勅して 石川擢 生 二 禪師を して 眞言の 法文を 傳受 せし む、 
師は灌 頂を 勤 操に 授 く* 然れ とも 師後 に灌 頂を 空 海に 受 く、 
此に 於て 末徒往 々師資の 爭を なす、 而して 却て 空 海が 師 ょぅ 
秘密 灌 頂を 受けた 6 と 云 ふ もの あるに 至る も事實 にあら す、. 
九月 上旬 弘世 勅を 拜して 西郊の 地を 擇 a 、 更に 豐安 、靈福 、泰 
命 等を して 灌頂を 受けし め、 且つ 此等の 大德に 治 部 省の 公驗 
を與へしむ同年比叙山十六院の別當三綱を任命ア、義眞、眞 
忠 '.圓 澄、 圓證 、光定、 其 任命を 蒙む る 者實に 二十 餘 名な 6 
延曆 二十 五 年 正月 三日 師 上表して 十二 律呂に 準して 諸 宗の絕 
ぇんと T るを 續き "更 r 法華宗を 加へ 年分の 度 者を 定めて 華 
嚴宗 二人、 天台宗 二人、 律宗 二人、 三論、 成 實兩宗 三人、 法 
相俱 舍兩宗 三人と なさん と 請 ふ、 翌日 天皇 藤 原 內麻呂 をして 
之を 僧綱 R 示 3 しむ、 五日少 僧都 勝 虞、 常 騰等 頗る 之を 賛 す、 
此に 於て 同月 甘 六日の 治 部 省の 官符を 見る ([T. 至る、 度 者の 數 
一に 師の 請 R 任せ、 各 試 課の 書目を 定め、 且つ 各" 法 華、 金 
光明、 二部の 漢音、 及 a 訓を讀 ましめ、 經義十 條を問 a、 五 

以上に 達する ものを 取 6、 旣 r 授戒の 後は、 先つ 二部の 戒本 

た 讀誨 し -' » 一卷 s 羯磨四 分律鈔 を 暗ん せしめ、 更に 本業 十條 

戒律 二條を 試みて 七 以上に 通す る ものは 立 義複講 r 及 a 諸國 

の 講師 / 2 らしめ、 本業に 通す といへ ども 戒律に 習は ざる もの 

は 任用す るな からしむ、 永く 恒例と す、 同月 師に度 者 三人を 

賜 ひ、 三月 桓武天 皇 崩し、 太子 平 城 天皇 即位し 給 ふ、 天皇の 

大同 五 年に 一乘 止觀院 に 於て 金 光明、 仁王、 法 華、 三部 大乘 

經の 長講 i: はじめ、 嵯峨 天皇の 弘仁 三年には 法 華 三昧 堂に 於 
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て淨 衆を して 晝夜 不斷に 法華經 を 奉 讀して 國 家の 祈禱を な S 
しむ、'  同 四 年に 勅 あう 護持 僧と なり、 同 五 年に 筑 紫に 至 6 て 
先苹 渡海 當 時の 願を 遂けて 佛 像 ^ 造成し、 (六 處塔の 一) 八幡 
大神 のた め L" 神宮 寺に 於て 法 華 經を講 し、 太神隨 喜して 師に 
袈裟紫衣を賜ひ /2 6と云ふ、弘仁五年正月十四日天皇法華の 
敎義を 聞かん と 欲し、 師を 召し 宮中に 於て 諸宗の 學 僧と 對論 
せし む、 Z: れ師 の諸宗 と M 抗する nj との 始な A、 明年 八月 和氣 
氏の 請 r ょうて 南都 大安 寺 r 赴きて 妙法. v 闡揚 し、 諸大 寺の 
學 僧と 對 論した 6 しが 如し、 之ょ 6 比 叙 山 南都の 爭 、漸く 端 
を 開き、 師の 事業 /) 大成を 見る に 至るな り、 爾後 師は 一方には 
南都に 對し て爭 論し 他の 一方には 比 叙 山の 規律を 肅 整して 一 
宗 開立の 基本を 固う す、 法華經 一千 部を 書寫し 諸國に 多寶塔 
六 基を 造 立して 之を 安置し、 國 家の 福利を 祈らん と 企てた 6 
これ 全く 師か 普く 日本 國 R 其宗を 流演 せんとした る 一方 法な 
う、 筑紫 宇佐 郡 (安 南)、 上野 綠野郡 (安東)、 下野 都賀郡 (安 
北)、 三 塔 成うて 餘の 三千 部 三 塔、 即ち 中國の 二 塔、 叙 山 西 塔 
院 (安中)、 朿塔院 (安 總 )" 及 a 西 國の一 塔、 筑 前の 寶塔院 は 
未た 成らす して 師滅に 就き、 後年 弟子 等 其 志を なした うとい 
ふ、 師が 入唐 以前の 法 華の 圓 妙の 敎義を 闡揚 する に 方うて は 
南都の 諸 高僧 大 R 師を歡 迎し師 も 亦敢て 之れ に 向 a て 對抗す 
る ことな か 6 しが、 其 入唐 以後は 漸く 一  乘三乘 の 敎義を 比較 
して 權實の 相異を 論し 犮 れは ，南都の 諸大 寺は 三論 法相を 以 
て 立てる％ の なれば、 始めて 師か其 敵 穴 る Z: と 5: 覺り 、漸く 
盛に 師の 論す ると 乙ろ を 駁擊 T るに 至れり、 古來 入唐 來朝の 
高僧 大德 甚犮 多し、 最澄 後進の 一 小 沙彌に して 彼等 先進を 踰 
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越し、 一の 僻說を 主張して 盛譽を 擅 R せんとす る ものな ぅ、 
と 云へ 6、 然るに 師は益 權實の 相異を 論し、 大乗 圓頓の 大戒 
を說く  r 至ぅ、 南都の 諸大 寺に 關係 なく、 別に 比 叙 山に 一旗 
幟を 樹てん とする 狀勢 あるを 見、 南都の 諸大 寺は 大に 驚き、 /^ 
且つ 憤 6、 極力 師を 駁擊せ 6、 乙、 に 於て 南都 比皲 山は 全く 
相敢視 し、 爭論益 激烈なる を 致し、 一世を 動搖 する に 至れ^'々 
一 r 權實 敎義の 爭 、二 R 大小 戒律の 爭な 6、 初め 大 僧都 護 命 
等は 僧綱の 重職に 在 6 て 師を H して 一 小沙彌 となし た6、 然 
る r 師は 一々 經論に 證して 周到 精細に 自家の 主張す ると 乙ろ 
を辨 明し、 其 博覽强 記は 諸大 寺の 學 僧の 恐怖す ると Z1 ろと な 
る、 弘仁七 年に 依凴 天台宗を 製し、 同 八 年 二月 陸 奧の德 一の 
佛性鈔 を 製し、 法 華を 判して 權敎 となした るを旯 、同年 照權實 
鏡を 製し、 極力 其 誣妄を 辨 明す、 同 九 年に 守護 國界 章を 製して 
再 CA 德 一の 誣 妄を辨 明して 大に駁 擊を加 ふ、 同書の 序に 乃 有 
奥州 會津縣 溢 和 上、 (德 一) 執，， 法相 鏡 (鑒， ，八識 面 - > 擧_ ，唯 識炬 - > 
照= 六 境 闇 -'* 忽 造， 一中 邊義 三卷 - ■* 盛 破 = 天台 法 華義 〖被， I 閱 章句 r 
囊語稍 多、 と 云へ るを 見れ は德 一の 中邊義 に 答へ たる も のな 

るを 知るべし、 守護 國界 章九卷 五十一 章 あ 6、 師が大 に 力を 用 

ひた る 名のな 6、 然るに 是 等は 權實の 敎義の 爭 にして 未た 大 

小 戒律の 爭 R あらす、 盖し古 來我國 R 大乘 圓頓の 大戒傳 はら 

さるに あら 3 る も、 大小 混淆して 未だ 大戒の 正 儀を 見ず、 是に 

於て 弘仁十 年 二月 十五 日に 師 上表して 大乗 圓頓の 大戒の 勅許 

を 請 ふ 其 文中に 日 ふ 依， 一 法華經 制 -' 不 ，交，， 小 律儀 —'* 毎年 三月 先 

帝 忌日 於，， 比叡山 寺； 與， ，淸淨 出家 (爲， ，菩薩 沙彌 ；授_ ，菩薩 大戒； 

，亦 爲=菩 薩僧 〖即便 令，， 住 山修學 -> 1 十二 年 爲_ ，國家 衞護 福利 群 
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生； 國寶國 利 具 如， 一宗 式 等； 云々、 と 云 ふに あり、 天皇 因 6 て 之 
を 南都の 諸 大徳に 咨問 した ま a 大 僧都 護 命、 長慧 、施 平、 豐 安、 
修圓 、泰演 等の 僧綱 先 〇 表を 捧けて 之を 駁し 、次に 東大寺の 
最 深、 迷 方 示 正論を 作りて 其 二十 八 失を 數ふ 、天皇 乃ち 之を 師 
R 下す、 師 明年 二月 書 5: 護 命に 與へて 之を 論し、 廿 九日 顯戒論 
三卷 、顯 戒緣起 一一 卷を 著は し、 五十八 條を擧 けて 其 問に 答へ、 
反 詰して 奏上す、 其 筆鋒 極めて 銳 利な-、 南都の 學僧師 に 對し 
ては 輕桃の 小沙彌 のみと なした る も師の 乙 れ に衡 する には 一 
令典據 を考 へ、 經釋に 搜6 、法 華圓 妙の 敎義を 主張し、 且つ 
菩薩の大戒を顯揚した$、然るのみならず、顧みては切6に 
比 叙 山內の 淸規を 嚴 整して 佛敎 革新の 實を擧 けんとした 
得 業 學生式 (弘仁 九 年 五月 十五 日)、 六條式 (同 十三 日)、 八條式 
(同年 八月 二十 七日)、 四條式 (同 十 年 三月 十五 日)、 及 a 禪菴式 
(遺誡) 等 R 於て 之を 尾る へし、 得 業學生 式に ょれは 止觀 業の 
得 業 學生九 人、 遮 那業九 人、 一は 法 華 金 光明 仁王を 講 し、 一 
は遮那 、孔雀、 守護 經を 長講す、 十五 歲以 上、 二十 五歲以 下 
を 取 6 て 得 業 生と し、 三部を 讀むを 上と し、 二部を 中と し、 
一部を 下と し、 漸次 試 業し、 九 年に して 試 業に 堪 へさる もの 
は 解 退せ しめ、 住 山 十二 年 R して 國寶 、國師 "國 用と なる さ 
を 制定し、 六條 式は 略 ほ 之 R 同し、 國師國 用は 傳法 及 a 國講 
師に差 任せら る vrj と、 す、 而して 最後に 其國 講師 一任の 內 
每年 安居の 法服 施 料は 當國 官舍 に收納 し、 國司郡 司相對 して 
檢 校す、 將 に 國裏に 池を 修し 、溝を 修し 、荒を 耕し、 崩を 理 し、 
橋を 造 6、 船を 造 6、 藉 を 植え、 麻を 蒔き、 草を 蒔き、 井を 
穿ち、 水を 引き、 國を 利し、 人を 利 せんとす 云々、 と v' へる 
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か 如きは、 亦 以て 師の 精神の 一端を 見る へし、 八條 式は 得 業 
生の 敷を 十二 人と 定め、 六 年を 一期と し、 一期 R 二人を 闕か 
は 二人を 補 ふ 乙と、 し、 六 年 r して 試 業の 例 ic 預 $、 十二 年 
間 山門を 出て すして 初 六 年は 聞慧を 正と し 思修を 傍と し、 一 
日の 內 二分は 內學 、一分は 外 學 とし、 後 六 年は 三部の 念誦を 
修習 せし むる 等の M とを 制定し、 十二 年間 住 山せ る ものは 大 
法師 位と な 6、 其 業 具せ すと いへ とも 十二 年間 山門を 出て 3 
る ものは 法師 位を 慰 賜す る M と、 せ 6、 禪巷 式は 最も 師の嚴 
律を 示す ものにして、 第 一定 階、 即ち 坐 次を 定め、 第二 用 
心、 第三 充 衣、 第四充 供、 第五 充房 とし、 特 R 充房は 上品 人は 
小竹圓 房、 中 品 人は 三 間坂屋 、下品 人は 方丈 圓 室、 造 房料修 
理の 分、 秋 節 檀を行 ひ 諸國 一升 米、 城下 一文 錢 とし 堂は 唯 衆 
人 修行の 處 とす 師の 遺訓に 基け る 仁忠の 禁制 式に も 造 堂の 本 
意は 衆人を して 修行せ しめ / L が爲な 6、 兩 三人 執着して 永 宿 
する を 得す 云々 と s へ 3、 第 六 臥 具は 上品 人は 小 竹 藁、 中 品 
人は 一席 一薦 、下品 人は 一疊 一席と し、 最後 R 日く 故に 巨 畝 
地價是 我等の 分に あらす、 萬餘の 食封是 我等の 分に あらす、 1 ハ 

僧統檢 する 所の 天下の 伽藍 是れ 我等の 居に あらす 云云 是を以 

て 朝來 乞食し 撮 飯を 受けて 而して 山中の 飢口 R 供し、 秋 節 行 

壇して 寸 布を 納れ、 而して 雪下の 裸身 R 着く、 衣服の 外 更に 

望 1; とこ ろ なし、 但穴 出假利 生を 除くな 6、 と、 又 衣服 R 關し 

ては 禁制 式 R 凡を 佛 子の 衣服の 色は 五大の 色を 著く るを 得す 

云云、 又 凡を 山家に 在る 一 衆 大師の 志 R 依う 唐 袈裟を 服用す 

へし、 唯 三年の 內 漸く R して 染め 改む云 云、 と、 皆 以て 師の制 

禁を 知る へし、 山上 r 於て 人を 罰する には 佛前禮 拜對衆 懺悔 
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の ^ 嚴 科を 用 ゆるを 得す、 山中の 童子は 手掌を 以て 打つ ベ か 
ら ず、 厠 糞 道に 汚す は 禽獣ょ 6 も甚 し、 各 暗夜の 爲 に 一把の 松 
を備 へ、 厠に 入らん とする 時 其 穴を 違 ふ 莫れと S ふ R 至る 亦 
以て 其 用意の 精密なる を 察すへ きなり、 Z. れょ -〇 先き 弘仁三 
年 五月 師病あ 6、 義眞 時に 相模に あ 6 乃ち 弟子 圓 澄を 召して 
付 法の 印書を 與 ふ、 而して 師病氣 癒 ゆ、 義眞亦 相模ょ 6 歸 る、 
然るに 弘仁 十三 年 二月 十四日 師傳燈 大法 師 位と なり、 其 夏 四 
月 自ら 命の 久しから さるを 知り、 諸 弟子に 遣 言して 日く、 酒 
を 飮み 、合 藥を なす 名 のは 我が 同 法 R あらす、 佛 弟子に あら 
す、 比 叙 山の 界 地を 踏まし むるな かれ、 女人を 寺 R 近くるな 
かれ、 諸 大乘經 を 長講して 國家 群生を 利益せ ょ 云云、 禪菴式 
を 以て 遺誡と なし、 山 事を 義眞 に囑 し、 一家の 學生皆 之に 違 
ふこと を 得 S らしめ、 其 他 諸の 後事を 其 徒に 傳 へ、 六月 四日 
辰の 時 比 叙 山中 道院に 於て 右 脅 R して 入滅す、 春秋 實に 五十 
六な 6、 其訃朝 聞に 達する や 天皇 哀惜して 止ます、 六 韻の 詩を 
賦して 哭し たま ふ、 此月 十一 日 官符を 以て 大乗戒 を 允許 せら 
れ 且つ 先帝の 建て 給 ふと NJ ろの 天台 法華宗を 傳 へんか y2 めに 
弘仁 十四 年 二月 二十 六日 比 敷 山に 延曆 寺の 勅額を 賜 ふ、 師の 
滅後 四十 四 年淸和 天皇 貞觀八 年 七月 十二 日 法 印 大和 尙位を 膾 
ぅ、 傳敎 大師と 謚す 、之を 我國 大師 號の始 とす、 著作 (( 宗受 
敎觀 部)) 天台宗 文句 私記、 圓融本 有 文、 三觀義 "四悉 檀義、 
六即義 集、 四土義 集、 十二 因緣 集、 C 一說に 十二 因緣義 二卷) 
四諦 十二 因緣轉 法論 義、 四諦證 文、 三軌 私記 (一 R 旨歸) 、藏 
通位證 文、 通敎共 十地證 文、 小 乘位義 、三藏 佛義證 文集、 五 
昧證 文、 敎時 集、 止觀義 例 科 文、 內證佛 法 血脈 譜、 金騁論 註 
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釋 、天台 法華宗 傳法偈 、天台 付 法 次 弟" 天台宗 本决鈔 、四敎 問 
答 ' 一一 大部 七 面口决 各一卷 、法 華玄義 問答 (一 說 法華義 問答 -- r-* 
卷) 二卷 、天台 法華宗 付法緣 起三卷 、顯法 華義鈔 (一 R 顯法華 
義) 八卷 、法 華疏 記十卷 、天台 文句 音鈔 、止 觀 文句、 金 鎅論科 
文 各 若干 卷、 (( 弘讃經 論 部)) 法 華 心 要 (一に 三十 卷) 、法 華 私記、 
法 華 法 雨、 法 華 二十 八 品 大意、 法 華 二十 八 品品 品 三門 並 普賢 
觀經科 文、 蓮華 義 、法 華 釋類名 問答、 (一に 問答の 二字 1: 脫し 
又  一 R 玄義 問答と なす)、 經首 如是 義 集、 十 如是 集、 法 華 事 鉢 
集、 法 華 壽量品 科 文、 佛身鈔 、繫 寶珠喻 私記、 八部義 、十 號義、 
法 華 開 題、 法 華 開講、 註 法 華開發 、余光 明 經 料簡、 金 光明 經 
雜義 、金 光明 經釋 題名、 金 光明 經開題 (一に 金 光明 開 題、) 仁 
王經開 題、 大 般若 開 題、 大 般若 經開發 、豐 前國 宇佐 會 般若 會 
開！！ 文、 最勝法 華 開講、 梵網 妙法 兩經開 題、 維摩 開發 ，不堪 
不减 經開發 、勝鬉 開講、 二種 生死 集* 四 部 大乗 開 題、 十二分 大乘 
開發 •神 祗伯藤 開講 文、 新開 題、 法 華 論集 解、 法 華 論鈔 (或 
云 註 法 華 論) 法 華 論略頌 、五 怖畏 諸家 集、 五 怖畏集 (或 云 五 
怖畏鈔 ) 、破 仁 明 一義 集 (或 云 破 二 妙 一義 集)、 起 信 論 科 文、 瑜 

伽發 願、 長講 仁王 經 、長講 金 光明 經各 一卷 、法 華 略决 、長講 

法 華 科 文、 五甚 八甚鈔 出 (一 R 一卷) 、法 華 七 喩鈔 (一に 三卷) 

各 二卷、 法 華 文句、 法 華開發 "無量 義 經開發 (或 云 註 無量 義經) 

仁王 經註釋 各三卷 、金 光明 經註釋 (或 日く 註 金 光明 經) 五卷、 

法 華註釋 (一に 註 法華經 或は 二十 卷又 十二 卷) 十四 卷 、論釋 法 

華 科 文 (一 R 法 華 論 科 文)、 法 華 論定 性 文、 法 華 諸 品 大意 各 若 

干卷、 ((光 顯大戒 部》 天台 法華宗 年分 緣起 、天台宗 年分 學生式 

勸獎 天台宗 年分 學生 式、 天台 法華宗 年分 度 者 小 回向 大式 、出 
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叡 天台 法 華 院得業 生 式、 四 分律鈔 破 文 (一に 六卷鈔 破 文)、 授菩 
薩戒儀 (一に 十二 問 儀式)、 圓頓戒 具、 圓頓戒 文、 菩薩 十重 四 
十八 輕戒各 一卷 ->' 顯戒緣 起、 勸奘 天台宗 年分 學生八 箇條式 各. 
二卷 、顯戒 論三卷 、天台 年分 度 者 二人 式、 沙彌戒 儀 禪菴式 各 
若干 卷、 (( 闡 揚密乘 部》 金剛 界灌' 頂 戒 、灌頂 次 弟儀軏 、古 印幷遮 
那雜 記、 遮那經 第四卷 記、 註 遮那經 、遮那 私記、 胎藏造 曼荼羅 支 
分毘 盧遮那 供養 儀式、 八 心 儀、 大毘盧 遮那經 、供養 次 弟 式、 
三種 灌頂五 種 三味 文、 陀羅尼 集鈔 、供 八 部 等 法、 三十 七 尊 私記 
金剛 界 三十 七尊釋 名、 蓮華 部 次第 通用 儀軌、 造 立 曼茶羅 支 分科 
文、 三 摩 地 印 眞言 錄 、金剛 界悔 過、 護摩 集、 胎藏緣 起、 藥師， 
法、 大佛頂 集、 莊嚴 供物 錄 、百 字 眞言 集、 字 輪品鈔 、梵語 集、 
四十 二字 門 集、 涅槃 十四 音鈔釋 、十四 音 集、 韻 鈴紐宗 "韻錄 
宗枚 (枚の 字 誤 か)、 祕密大 血脈、 五 相 成 身 私記 各一卷 、灌頂 
儀式、 呲 廬遮那 經雜鈔 ，住 心 品 私記、 遮那 經疏鈔 要决 、新 集 
韻 鈴 紐 宗要錄 各二卷 、胎藏 灌頂七 日 行事鈔 (一 說に 一卷 y 金 
剛界灌 頂 行事鈔 、字 門義 谷三卷 、新 集 總持草 十二 卷 (或は 日 
ふ 草は 章の 誤 6)、 韻 鈴 三 尊 編 紐 宗音决 若干 卷 ((破 權顯實 部)) 照 
權實 鏡、 决權實 論、 四 車 妙行義 (一 r 四 車 妙義) 、三 車 四 車義、 
四 車 文、 一乗 三乗 權實 文、 一闡提 文、 三論 一乗 佛性 解不解 文、 
一闡提 目録、 佛性鈔 記、 四 句 佛性等 私記、 楞迦論 性 文、 成不 
成 問答、 無性 有情 成 佛决義 、定性 二乗 證 文、 二乗 三 課 諍此量 
過、 成 佛諍緣 起 集、 無性 有情 諍、 新 集 定性 二乘 諍、 定性 二乘 
問答、 再生 敗種義 、通 定性 六證 、法爾 種子 問答、 通 六 九 證破比 
量 文、 種子 界證决 、法爾 種子 諍、 法 宗法 師佛 法々 爾諍 、種子 義、 
大唐貞 元 新 評 諸宗鈔 、治 法師 法 爾五性 雜决釋 文、 神昉師 會釋鈔 
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基 公 糅釋文 、慈 恩 支 賛略鈔 出、 文 謬 釋謬等 集、 山家 五量决 (一 
に 量 重 R 作る) 復道興 諍、 仁 秀大德 善 議大德 諍、 釋迦成 道 諍、 
玄賛釋 方便鈔 、基 公釋壽 量品鈔 、十 論師及 支羿住 (往 か) 還 鈔 
集 (一に 鈔を銘 に 作る)、 三時 證 文集、 法相 涅槃 三德 私記、 相 
應十支 論名鈔 、因 明 眼 等必爲 他用祕 記、 名句 文身 集 記、 法 華 
囑累品 靜集 各一卷 、無性 有情 通、 法爾種 子諍證 文、 名句 文身 
集 各二卷 、法 華 補 照、 涅槃 經 佛性鈔 、新 集 無 諍、 法相 宗體各 三 
卷 、法 華 去 惑、 新 集 因 明 宗因喩 通 集 各四卷 、守護 國界章 九卷、 
一乗 義 集、 三 平等 義 、法 華 論 決定 諍鈔 、法相 宗化城 品 諍、 增壽 
變易諍 論 章、 大乗 論 十因證 、心 異 _ 同異 集、 初 集 因 明、 因 明 論 
議 疏目錄 、名句 文身 私記 各 若干 卷、 (( 圖 傳雜錄 部)) 法 華實傳 記、 
遍照 虛空藏 序、 六 千 部 法 華經銘 、比 叙 山表銘 、叙 山 相 輪 榡銘、 
七 佛願气 法 華 二 十八 品發 願、 雜發 願文、 仁王 經 表白 及 願文、 度 
海 願文 法 華 結願、 一日 法 華 結願、 註 法華會 表白 等、 法華疏 表白 
開發 寶幢齊 文、 御 法 華 會誦經 文、 諸 義目錄 、日本 求 法 僧 最澄目 
錄 、祕 密莊嚴 論、 天台 依 憑 集、 鏡喩 集、 正 像 末 文、 百 鏡、 比 叙 說 
鏡 バーに 比 叙訓聽 記)、 六因義 集、 經師觀 解、 不二 義 集、 朿塔緣 

起、 三 藏等名 集 (一 R 三藏 本名 集と す) 三 寶 住持 集 歸眞會 記、 

菩薩 嘆德 文、 羅漢 十六 德 、彌 勒刼義 、法 義鈔、 千 比丘 舍利弗 引 道 

事證 文、 德義 樂及ひ 妙義樂 、藥證 不定 念 定行 事、 一乗 義 和歌、 

祖師 傳記 、本 無 生死 論、 常 記 鈔 、法界 心 體 論、 色 無色 集 (一に 

無卷 色々 集)、 隨身錄 、進 官錄、 詳諸宗 章、 評定 鈔 、法 華銘、 

破 十 軍 修佛道 私記 各一卷 、法 華 論 誦圖 、新 集 聖敎序 (一に 三 

卷)、 拂惑釉 中 策、 各二卷 、雜 宗聖敎 序、 長講 願文、 頭陀集 各 

三卷 、法 華 音韻 四卷 、除 難 心 鏡九卷 、天台 靈應 til 本傳集 ( 一 


サイ c 最 、齊〕 


に 天台 靈應傳  一 R 靈應圖 集と 云 ふ) 十卷 、諸宗 興畧圖 、下 毛 
縣 法華會 願文、 祭文、 天台 法 華圆宗 目錄、 顯佛滅 後年 代 述記吉 
祥天 文集 (一に 一卷) 盒 天論宗 私記、 隨文 讃經、 三 司 九 去决 (一 
に 三 司 九 法去决 一卷) 、夢 記 (一に 一卷) 、佛 法相 傳鈔、 掌中 記 
各 若干 卷 ((以下 眞僞 未詳)) 二 諦義集 (一に 二 諦義 私記.)、 愍喩辨 
惑 章、 末法 燈明 記、 木理 大綱 集、 略 集 句、 牛頭决 、生 知 妙 悟 
决 、一念 成佛義 (一に 義を論 R 作る)、 般若 心經釋 、法界 心 體 
論 皆 共に 各一卷 なぅ (叙 山 大師 傳 、最澄 大師 一生 記、 傳敎 大師 
行 業 記、 傳敎 大師 行狀 、梶 井門 跡畧 系譜、 九院 佛閣抄 、元 亨釋 
書、 本朝 高僧 傳 、東國 高僧 傳 、天台 霞標 、撰 集錄 、諸宗 章 疏錄) 
サイ チヨ ー 最朝 サィ チョ-‘ 齊 朝を 見よ、 

サイ ニ ン 日 取 仁 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な り、 

最 仁は 土 御 門院の 子、 母は 圆譽 法眼の 女な 6 、 尊覺眞 仙の 二師 
に 就きて 宗義を 學び 、天台 座主に 任す" (天台 座主 記) 
f イヨ 最寒！ I  ゲ V ホ 源甫を 見よ、、 

サイ 3 最擧 ー キ d  I サメ-急 西を 見よ、 

サイレン 最蓮 ニ チ H 1 日 榮を昆 よ、 

サイ ソン 齊尊二 七 五 丸) 〔天台宗 3 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
i  齊 尊は 信 濃 守 藤原齊 長の 子な 6、 圓範 と IPJ 門に！ て 共 
に 齊覺大 僧 郡 r 就きて 天台を 學ひ 承曆の 初め 法 勝 寺 最初の 阿 
闍 梨に 補す 後 法を 覺圓 大僧正に 承け 四 年 春最勝 會講を 聞く- 
永 保 應德寬 治 0 間屢 々二 會の 講師と なぅ 嘉保 元年 最勝 會の講 
師に 座し 康和 年中 寂す 壽歃 く、 (本朝 高僧 傅)  . 

サイチ31齊朝( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 阿 闇 

梨な-^**  齊朝 一に 最朝に 作る、 字は 勝定後 刺して 慧 什と 改 
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む、 京都の 人、 中 納言尙 書 兼 輔八世 信 濃 守 伊 綱の 子な 6、 信 
阿闍 梨と 稱 す、 芳 源の 法 脈を 嗣 き、 其 寂 年 歃 く、 (傳 燈廣 錄) 
サイ タ ツ齊哲  一一 〇: ◦七 〔臨 濟宗〕 京師 眞如 寺の 禪僧な 
i  齋哲 字は E 叟 、俗姓 不詳、 文 保 二 年 元に 航し 、天目山 
の 中 峰 本に 謁し、 嘉曆の 初淸拙 澄の 船に 同乘 して 東 飯す、 建 
仁 寺 建 長 寺に 歷 住す、 眞如 寺に 住して 中 峰 本の 爲に焚 香す、 
次に 甲斐の 慧林 寺に 遷 6、 後 正 法 寺を 問き て 始祖と なる、 竺 
仙 仙、 別 源 旨 等と 交 深く、 贈答の 詩 ぁり、 貞和三 年 七月 三日 
寂 ?" 、壽歃く、(延寶傳灯錄、本朝高僧傳) 

サイ ゲ 蔡華 フキ d  I 不及を 見よ、 

サイ ヨ 蔡譽 ラ  ンサ ソ * 山 ^ 見よ、 

サイ クウ 再 過 ギノノ ヌン義 完を昆 よ、 

サイ、 V ヨ！ 裁 松 シヨ- ゴ靑 牛を 見よ、 

サイ、ン 3 1宰相 コ—シ ョ- 康淸を 見よ， 

^ i ノ 在 阿 (一丸 一七〕 〔天台宗〕 某 寺の 僧な り、 在 阿 
其 氏 姓詳 ならす 上 總の周 東に 住す、 天台宗の 學徒 にして 一心 
三觀を 練磨して 圓融の 妙 旨に 精し、 建 長の 比 吐血を 病む、 餘 

齡 幾 -P! ならざる を覺 ぇ 11 に 淨土 往生を 期す、 異流 め講 席に 預 

6、 觀 經疏を 聞き •其義 信 解と 差 ぁ 6、 後正嘉 元年 正月 十七 

日 下 總に 至ぅ 然 阿 ^ 拜 謁し、 疑問の 决答を 受 く、 然阿 疑問 鈔 

一部 二 卷を錄 して 一一 之を 提示す、 師頓 R 宿 滯を消 す* 示 寂 

の 年月日 歃 く、 (鎭 流祖 傅} 

% イダ 在 阿 チ ド— 智堂を 見よ， 

ザ イタ 在阿ネ ツカ ィ念 海を 見よ、 

Vr ヌ在阿  ブガ ク豊嶽 を 見よ、 


癸 ィアン 在菴 
ザ イヌ ン在莱 
矽 イ矽ン 在 山 
ザ イザ ン在山 
矽 イザ ン在山 


H ゾゥ圓 有を 見ょ、 
フザイ 普 在を 見よ、 

H 丨シ ョ-融 松を 見よ、 
ソセ ブ素墙 を 見よ、 

ド ソ H 丨曇璩 を 見よ、 


ザ イセ ン在先 ギジ ョー 希讓を 見よ、 

ザ イゼン 在 SI (二 四 七 一 e 1 :淨 土宗〕 江戶壻 上 寺 第五 十五 
代な り、 在 禪は寶 蓮 社 薰譽香 阿と 號 す、 紙 伊の 人な り、 和 
歌 山大立 寺に 入ぅて 刹 度し、 明譽潭 光に 師事して 潭 道と 名く 
寶曆五 年 正月 三緣 山に 掛 錫し、 後、 三 嶋谷祐 全寮に 入る、 明 
和 七 年 六月 善導 寺在定 上人に 隨 a 、 九 年 三月 十九 日 在 禪と改 
む、 後、 皈山持 寮し、 安永 五 年 正月 二十 五日稱 讃 淨 十： 經疏を 
講 す、 六 年 二月 學 頭 {C 補し、 同年 三月 十日 命ゐ りて 大念 寺 ic 
主と なる" 弘經寺 光明寺を 經て 文化 五 年 四月 | 日 it 上 寺 R 主 
となぅ、 大僧正に 任ず、 七 年 赤 坂の 出火に 際し、 隨蓮院 、束 
照院、 寶珠院 、一 經院等 悉く 燒失 せる. を 以て、 師官に 願 a 、 
新に I 万 二千评 境內 とし 隨蓮惠 照の 二院を 移し、 餘ヶ除 火の 
林と なす、 文化 十 年 八月 職を 辭して 山 下 谷 妙心院 に 退. 

寂 年， 及壽 歃く乂 三 緣山 志) 

"サ イチ ユ 1 在中 シ rl - rl - 宗宥を 見よ、 

夺 イチ ユ 1 在中 チ d  - ヱ ソ中淹 を 見よ、 

夸 イチ ン在天  シユ丨 ホ •"宗 鳳を 見よ、 

夸 イ レツ 在 ^ ッン キョ-尊敬を 見よ、 

矽 イガ ク材岳 シ rl ~ サ宗 佐を 見よ、 

サ ク、 ゲン 策彥 シ rl I リヨ-罔 良を を 見よ、 


し 


サイ (齊 、察、 再、 裁、 宰} ザ イ (在} 


ザ ィ (在、 材 J サク (策) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六〇 四) 


_ サク (策、 昨) サツ (薩) 

サクデン策傳 ~- =- 0— 1 〔淨土 宗西山 派〕 京師 誓願 寺の 
學 僧な 3、 策傳 字は 日 快、 (一に If H 快と あう 月 快 ic 作る は 
誤な 6) 鄕貫詳 ならず、 出家して 禪林 寺智空 甫叔に 師事して 
一流の 學を 究め •美 濃の 立 政 寺に 住し、 後、 京師の 誓願 寺 塔 
中 竹林 院に轉 す' 晚 年退隱 して 風流を 事と し、 境地 R 草菴を 搆 
へて 安樂 菴と號 し、 •常 R 風流の 士を招 S て 茶 事を なす、 八幡 
の 瀧 本 坊昭乘 等 相 往来した う、 安樂 菴には 茶 事に 關 する 名器 
を藏 し、 且つ 師 自ら 帛を 製す、 後世 相傳 へて 安樂 菴帛と 云 ふ 
なう、 元 和 元年の 頃、 板 倉 重宗の 請 R よう、 滑稽 詼謔の 談話 
數百條 を筆錄 し、 醒睡 笑と 云 ふ、 Z. れ我國 に 於て 滑稽 詼謔の 
書 ある 始めな 6、 3 れは 後 R 師を以 て 落語家の 祖と稱 する K 
至れ 6、 寬永 十九 年 正月 八日 寂す、 壽八 十九な う、 誓願 寺に 
葬る、 著作 醒睡 笑八卷 あう、 其 序を 茲 R 錄 せん、 日 ふ、 「乙 ろ 
は S つ 元 和 九 癸 亥の 年、 天下 泰平、 人民 豐樂 のを 6 から、 某 
小僧の 時よ*^、 耳 R ふれて ^ もし ろ く、 あかし かう つる 乙と 
を 反故のは しにと V め 置きた う、 是年 七十に て、 柴の 扉の あ 
けくれ、乙、ろをやすむる；3ま^-、乙しか ^ しるせし筆の 
跡を みれ は、 おのつ から 睡を 3 まして わら ふ、 S る ^ V R や 

是を 醒睡 笑と 名つ け、 か ^ はら い犮 き 草紙を 八卷 となしての 

こ すの みごと" (淨土 承 繼譜、 淨土總 系譜、 醒 睡笑奧 書、 都 名 

所 圖會) 

サクみ T» 、v ュ 昨 夢廬主  ボク僧 僕を 見よ、 

サッシュー 薩 # タィ-ー ン諦 忍を 見よ、 

サツ シヨ ー 薩生 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 相模鎌 倉の 

僧な う、 薩生號 を 全 報と 云 64 、 初め 天台の 學 徒な 6 しが、 


サツ (薩， 察) サバ (鯖) サン 05  _ I 

成覺 房に 從つて 淨土宗 R 入ぅ、 一念 義を習 ふ、 後、 善慧說 空 
に 師事して 西 山 派の 業を 受 く， 後 自ら 臆 見を 執して 相 模鎌倉 
に 居住し、 盛 / L R 自立の 別義を 弘む 、寂 年及壽 欠く、 (淨 土總 
系譜) 

サツ モン 薩門 シ fl- オン 宗溫を 見よ、 

サツ ヌ 1  祭 阿 セッ モン 攝 門を 見よ、 

サツ ^ ン { 祭^^ ジョー コン 良欣 J: 見よ、 

サバ ノオ キナ M 1I 羽 (一一 一一 八 九) 〔 . 〕 大和 奈 良の 隱者 

なク、 鯖 翁 何 地の 產な るか 詳 ならず、 天平の 頃奈 良 R あ 6、 
華嚴 R 精し、 常に 鯖 八十 尾を 荷 ふ、 乙れ 華嚴經 八十 卷を 表する 
7P のな 6 と 云 ふ、 (今昔 物語、 三 國佛法 傅 通緣 起、 本朝 高僧 傳) 
fv カィみ f  三界 無賴ゼ  ンガ ィ旃 崖を 見よ、 

サンキ * 吾 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 江 春 庵の 僧な り、 

三喜字は導道と云3、號は支山人と云ひ別に範翁と云ふ、武 
藏國河 越の 人、 俗姓 田 代父を 兼 綱と 云 ふ、 冠者 信 綱の 後な り 
三 喜 初め 妙 心 寺に 入ぅて 禪 を 修し 、尋て 足利學 校主 利 陽 1/C 就 
S て醫を 學び 、後ち 明に 入 6、 李杲朱 震亨の 術を 月 湖 及び 恒 
德孫に 受け、 留學 十二 年に して 業 成 6 て 東歸 し、 鎌 倉 江 春 庵 
r 居る、 後ち 下總 古河に 居る、 世に 古河 三 喜と 稱す、 (皇國 名 
醫傳} 

サンキユ丨三汲 ~: 1; 一六〔淨土宗〕伊豫松源院の開山ぁ 
i  三 汲は 厭 蓮社欣 譽と號 す、 俗姓は 星 野 氏、 伊勢 桑 名の 
人な^ N、 三甫の 室に 入. 〇 て 剃髪し、 增上 寺業譽 上人に 師事し 
て 法を 嗣 ぐ、 後 州 R 歸 6 今 治に 松 源院 を鄉 して 開山と なる、 
寬文六 年 七月 二十 一日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 


(七〇 四）  書辭 名人 家佛 本  日 


サンキ H1 三 休； i ii o: 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 第二 十八 
代な り、 三 休は 滿蓮 社定譽 、又は 法 光と 號す 、俗姓は 源氏、 
石 見の 人な 6、 壽光の 室 y 投じて 出家 受 業し、 其 法を 嗣きて 
後 淨華院 に 住し、 第二 十八 代と なる、 後、 石 見に 長 福 寺を 開 
き、 元龜 元年 四月 二十 七日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

サン コ 1 一二 光 クヮブ ド- 觀 道を 見よ、 

サン コー イン ーニ 光院  ニ チ シヨ— 日 精を 見よ、 

サン nlfM ヨ 1 三 光明 ノノ 7 ソド -觀 道を 見よ、 
梦ンシ ーニ ^: 卜 ..イ 等 惟を 見よ、 

サン シユ ー 三修 v li t 〔法相 宗〕 近 江護國 寺の 學 僧な 
6、 三修は 幼 R して 元 興 寺明詮 僧都に 從つて 剃 髮受 業し、 
唯識 論を 學び 、因 明を 究め、 密敎 に 通ず、 受戒の 後、 名山 勝 
地 r 巡遊し、 仁 壽中近 江 伊吹山に 登ぅ、 茅菴を 結びて 禪 座し、 
山を 出で ざる 二十 餘 年、 四民 歸 向して 護國 寺を 瓶す、 寬平六 
年 維摩 會の 講師と なぅ、 昌泰二 年 五月 十二 日 寂す、 壽七 十餘 
(本朝 高僧 傅) 

サン， vfl **  一二 洲 ハク リユ-白 龍を 見よ、 

サン ジ m 三 恕； H *: 〔淨 土宗〕 伊豫 大林 寺の 開山な^'、 

三恕は 道 蓮社大 譽と號 す* 遠江懸 川の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 

三甫 R 就て 剃髪し、 觀 智國師 R 師事して 法を 嗣 ぐ、 伊豫 松 山 

大林 寺に 住し、 第二 代と なる、 後 圓樹院 を 建て、 開山と な 6、 

寬永 十六 年 正月 三日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

サン、 v a l イン 三 松院 キべッ 基 辨を昆 よ、 

サン チ イン 三智院 -1  チ シブ 日 森を 見よ、 

サンチ 3 1 三 ^ ( |〇) 〔眞言 宗〕 攝津忍 頂 寺の 開山 


f，  三 澄 大乘經 を 學 a て檀波 羅密を 行す、 貞觀二 年 奏上 
して 國家を 祝す るか 爲に攝 津國島 下 郡に 神專 寺を 建て、 春は 
最勝 王經を 演說 し、 秋は 法 華 妙 典を 講 布す、 御 願 眞言 院 とな 
し 名を 忍 頂 寺と 賜 はん 乙と を 請 a て 許可せ らる 、(本朝 高僧 
傳)  . 

サン 5* キ三 笛 ii ii —: 〔淨 土宗〕 江戸 光 臺院の 開 U4 な 6、 
三 笛は 本 蓮 社 誓譽願 心と 號 す" 其 鄕貫詳 かならず、 普光觀 智國 
師に從 つて 法を 受け、 三 田 光 臺院を 開く、 寬文 元年 九月 二十 
五日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

サント*-’ 卜 1 三 東 堂 シヨ-サン 淸山を 見よ、 

サンボ 三甫ら •一 •〔淨 土宗〕 遠 江 天然 寺 第 六 代な り、 
三 甫は宗 蓮社傳 譽と號 す、 遠 江 佐 野 郡 水 無 村の 人、 其 俗姓 詳 
かならず、 觀智 國師に 師事して 法を 嗣 ぎ、 初め 州の 懸川 天然 
寺 R 住し、 後、 伊勢 桑 名 照 源 寺 Q 開山と なる、 寬永八 年 三月 
二日 寂す、 壽 欠く、 弟子 二人 ぁぅ、 三 恕、 三 汲と 云 ふ、 師 生前 
伊豫 松 山大林 寺を 開きて、 開山と なる、 (淨 土總 系譜) 

サン 乏 一二 位  n  -  rl - 康祐を 見よ* 

サン 多 零 ソニー 位 阿闍梨  ニ チシソ 日 進を 見よ、 
サン ^ ク 三 ^ : nil: 二丨 ィソ 永 因を ^ よ、 

サン 3 三 譽三 •一 o: E: 〔淨 土宗〕 犖 光明寺の 開山な り、 
三 譽は其 俗姓 生國詳 かならず、 吞龍に 師事して 法を 嗣ぎ 、播 
摩 明 石 光明寺の 開山と なる、 正 保 二 年 十月 二十 二日 寂す、 世 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

サン ョ ーニ _iiiiili A: 〔淨 土宗〕 伊勢 善稱 寺の 開山な 6、 
三譽 は緣蓮 社と 號す 、伊勢山 田の 人、 易 # に 師事して 法を 嗣 


サン (三) キーチ  サン (三 vh— ヨ 


畚 


書辭 名人 家佛本  日 


(:八 ◦四） 


サン (三、 讃 、殘、 


ぜン (殘) みー レ 


ぎ" 山 田に 善稱 寺を 開く、 天 正 六 年 八月 八日 寂す、 世壽 欠く、 
(淨 土總 系譜) 

サン ヨ ーニ 擧 2 キ 111 テキ 体 的を 見よ、 

サン ヨ 三 寒 ー ゲン シ rL. 1 玄周を 見よ、 

サン ヨ 三 擧 !==» タィ ジュ V 苔 順を 見よ、 

サン 3 三 寒 A ーブプ ィ 天意を 見よ、 

サン 3 一二 舉日 ド V チョ- 吞潮を 見よ、 

サン ヨ 三譽 モン シ rl- 聞秀を 見よ、 

サン ヨ I 二 幾日 ソ V チョー 輪 超を 見よ、 

サン ヨ ーニ 集自 ゲン キッ元 佶を 見よ、 

サン リヨ 1 一二 了 タブ タッ 麟達を 見よ、 

サン レ— 三 叫 領 ラン ソ d— 瀬 龍を 見よ、 

サン 3|眼 聲日 ( . ) 〔淨 土宗〕 三 河 城寶寺 開山な 6、 

讃譽は 嘆 蓮 社と 號 す、 俗姓は 千 葉 氏、 總 州の 人な 6、 聰譽酉 
仰 上人に 師事して 法 1: 嗣ぎ 、三 河 渥美 郡 田 原に 城寶 寺を 瓶し 
て 開山と なる •寂 年、 及世壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

サン ヨ  # ゴシュ ー牛秀 を 見よ、 

サン ヨ 1 膜 #- チゲソ 智眼を 見よ、 

サン ヨ讀擧 «==• ムゲ無 外を 見よ、 

サン 3 1 イン  >  は 光院 ニ チ セン 日詮を 見よ、 

ザ ンオ 1 殘應二 YH( ®: 〔淨 土宗〕 江戸 源 壽院の 開山な 6、 

殘瞜は 正 蓮 社 學譽圓 海と 號す 、俗姓は 波 多 野 氏、 丹 波の 人な 

〇、 京都 黑谷 永眞に 投じて 剃髪し、 法 5: 威 譽 に 嗣 ぐ、 後、 江 

戶淺草 新 鳥 越に 源 壽院を 鄉めて 開山と なう、 慶長九 年 正月 四 

日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜} 


ぜン ム殘夢 H5 致 〔臨 濟宗； I 岩 代 實相 寺の 第一 一千一 一代 
な 6、 殘夢 字は 日白、 (一 R 寶 山) 號は 大風 逭 人と 云 ふ、 時 
人 呼 a て 常 陸 房と 云 ふ、 鄕貫 師承詳 ならす、 永錄 年間 東國 R 
遊 化し、 常 陸の 福 泉 寺會津 の實相 寺に 住し、 奇行を 以て 知ら 
る、 數 日食せ 3 るも飢 色な し、 天文 年間 磐 城 郡の 僧 無 無と 云 
ふ者來 3 て 師 R 遇 ふ、 師日 ふ、 「なし  <と い ふは 僞 6 來て 
みれ は 有れば Z. を あれ 元の 姿で と、 無無對 へて 日 ふ、 「なし 
と s ふは 理ぅ我 姿 ある 乙を なしのは しめな 6 けれと、 共 
に 往時を 語 6、 恰も 舊 知の 如くな 6、 常に 七十 歲餘 に 見 ゆ、 
人の 年齡を 問へは 遺 忘せ ぅとて 答へ す、 天 正 四 年 三月 廿 九日 
の 夜 病な く 俄に 寂し、 暫時に して 蘇し、 偈を 書して 日 ふ、 墮 
在， 一 無 間 (五 逆 聞 k 雷、 唱 下瞎驢 、死 眼豁 開、 と、 筆を 擲ち 一唱し 
て 寂す 壽百 三十 九歲 なぅ と 云 ふ、 慈眼 大師 天 海 就 S て 長生の 
方術を 受けた 6 と 云 a 、 宇都 宮の興 福 寺 物 外 播禪師 問答牲 來 
したりと 云 ふ、 (野史、 本朝 高僧 傳 、名家 畧傳) 

〔考〕 殘 夢の 事蹟 諸 書に 見 ゆる 所 稍 相 同し からさる もの あ 6、 
野史に 無 無に 關 する 事幷に 問答の 歌 見ぇ、 本朝 高僧 傳 、名家 
畧傳に 天 海 物 外に 關 する 事、 幷 R 遺 偈見 ゆ、 其 示 寂 年月日は 
皆 一致せ $、 同人 ^ ると 論な し、 

ぜ ンみ殘 夢 ジシ V 慈心を 見ょ、 

癸 ンヨ 殘寒 1=1 パ ィオ-梅 翁を 見ょ、 

夺ンレ 1 殘嶺一 •j Hi o: 〔浄土宗〕 下總泉 福 寺の 開山な 6、 
殘嶺は 誓 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 不殘 ic 師事して 法を 
嗣ぎ 、下 總岩付 泉 福 寺を 開く、 萬 治 三年 九月 四日 寂す、 壽欠 
く、 (淨 土總 系譜) 


(九 〇 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


ザ ンユ ”1 暫 龍へ …… 〕 〔淨 土宗〕 阿波 長 福 寺の 中興 
f,  暫龍は 透 # と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず" 法 ^ 靈 
巖に 師事して 法を 嗣ぎ 、阿波 海 部 郡完陰 の 長 福 寺に 住し、 中 
奥と なる、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シの部 

シィン 思 允 ( . )〔 戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺の 律 僧な う、 

思 允 字は 我圓 .俊钙 に 侍し、 後、 定舜に 依る、 後、 泉 浦 寺に 
住し、 某 年 十一月 十二 日壽 す、 壽歃 く、 (本朝 高 傅) 

シェン 田 也 w ェ - ソ > # 尊を 見よ、 

シキ ヨ1 田 心 サ來 エン シキ 圓識を 尾よ、 

シケ ン田心 腎 t( . ) 〔臨 濟宗〕 耙 伊興 國 寺の 禪 僧な 6、 

思賢號 は 無住、 俗姓 原 氏な 6、 華山院 右大臣 家忠の 後裔な 
う、 法灯 國師 (覺心 ) に 師事し、 紀 伊の 興 國 寺、 山城の 妙 光寺 
に 住す、 後、 將 軍足 利 尊 氏の 歸依に よ 相模 に 聞 修寺を 開 
き、 第一祖 となる、 示 寂の 年時歃 く、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 
傅) 

シサィ 思 ® 一一 一 ii o- 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧 なう、 

思傯は 友 山と 號 す、 初の 名は 士 思、 字は 友 雲と いびし が、 

後、 今の 名に 改む 、俗姓は 藤 原 氏 山城 山 崎の 人な う、 少に 

して 東 福 寺 南山 雲に 投して 剃 髮受 具す、 文 保の 初年 南山 鎌 倉 

圓覺 寺に 住し、 師隨從 す、 闥提 寺に 入うて 南山に 參 して 侍 香 

とな 6、 瑞龍 山に 入うて 潜溪に 謁して 藏敎を 司と る、 嘉曆三 

年 法 兄 正堂顯 と； R 同く 元 R 遊 ふ、 時に 年 二十 八な 6、 周く 

. ^ ン (暫 } シ (田 心) 


兩浙 を歷て 樵隱 逸、 月 江 印、 南楚說 .古 智哲 、平 石砥 、無 見 
観、 了菴 欲、 夢 堂噩の 門を 參敲 し、 殊に 月 江南楚 に密邇 す、 
去 3 て 松 江 寺に 至うて 空 林果に 見へ、 其 門に 牲來 する 乙と 凡 
を 七 年な う、 此時 本朝の 僧 元 R ある 者 石室 玖、 無夢淸 、此山 
在、 無涯浩 、一峰 玄 、古 鏡 千、 古源邵 等な 6、 相 其に 策勵 す、 至 
正 四 年 師姑蘇 承 天 寺の 南楚會 中に 在うて 後 版に 居る、 至 正 五 
年 夏此山 在と 與に東 歸の途 に 就き、 ニヶ 月を 經て博 多に 到る、 
我 か貞和 元年な 6、 翌年 京師 西 山の 臨 川 寺 R 柳溪 愚を 問 
ふ、 席を 分ち て 其に 居る、 三年 甲斐 淨居 寺に 住し、 居る 乙と 
三年、 觀應 三年 京都 安國 寺に 移つ る、 延文二 年 春 山 崎 R 精舍 
を 建て 正續 寺と s ふ康 安元 年 命を 蒙うて m 福 寺 臨 川 寺に 主と 
なる、 晚年臨 川を 退きて 慧日 山の 萬 年菴に 逸老 し、 應安三 年 六 
月 一日 病に 罹う、 偈を 書して 日く、 生是 何物、 死是 W 物、 打， 一 
破虛 空； 風 生， 一八 極； と、 筆を 投して 寂す、 壽七 十、 (績群 ニニ 
八、 延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

シジユ ン s ® ( …… ズ 戒律 宗〕 攝津 勝鬉院 の 律 僧な 
P,  思 順 其 俗姓 生國詳 ならず" 圓珠 律師の 法 弟に して 勝鬉 
院 R 住し、 盛んに 法 義を唱 ふ、 寂 年 及壽歃 く、 (本朝 高僧 傳} 
シジユ ン 田 心 順 (一九 〇 九) 〔臨 濟宗〕 山城 勝 林 等の 開山な 
う、 思 順 號は 天祐、 俗姓 不詳、 初め 天台を 修め、 後、 禪宗 
に 歸す •宋 R 渡うて 北碉 簡禪師 に 謁し、 參究功 あうて 印 記を 
受 く、 其 下を 去る に 臨みて 禪師偈 を 作う 贈れ 6、 日 ふ、 粟 散 
王 都藐莫 x 知、 星 分 碁 布 海中 返、 三韓 未 J 速 須 ，i 靈譯 『九 土雖 ，中 
共秉 k 彝 、但 見神 僧巍 跨/水、 弗 k 聞 君子 陋居 k 夷、 由 餘季札 高， I 
千古 - > 更復區 區桀躕 爲 、朱に 留る Z1 と 十三 年に して 歸 朝し、 洛 


、 V (思)、 V 


書辭 名人 家佛本 日 


(〇一 四） 


シ (思) シ •— 夕 


東の の艸 河は 勝 林 寺を 開き、 大慧の 禪を唱 ふ、 由 良の 覺心初 
め 其 下に 參す 、思 順 二 偈を作 6 覺心に 示す" 日 ふ、 「學道 工夫 
'須 ，著， 力、 從/門 入 者 被- 1 人瞞二 一一 條掾 下容 k 身 易、 六尺 單前 參， 
話 難、 退/歩 遠觀 明歷歷 、運 X 思 近覓黑 漫漫、 銀山 鐵壁雖 k 無 k 
路 、透 出 透 來且自 看、」 「大道 本然 何 費 功、 不 k 通， 二步 ，却 能 通、 
慮 談寓物 皆無 味、 身靜 諸緣盡 在： V 空、 法界 聖凡 非，， 念 外 - ■» 微塵 刹 
海 出，， 胸中； 人 疑， i, 吾應 备、 野草 春 來花自 紅、」 思 順 又 和歌 
を 善くし、 多く 宗乘を 詠ず、 晩年 門を 閉右 て ® 事を 謝す、 示 
寂の 年時歃 ぐ、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 思 順は 建 長 頃の 人な う 

シジユ ン思淳  一一 一 g is 〔戒律 宗〕 京 那泉涌 寺 十三 代な 
う、 思淳 字は 朴艾 "我 靜と號 す、 幼 R して 出家し、 南北 R 
歷 遊して 戒學を 究め、 大 燈源智 律師 R 法を 得、 相摸淨 金剛 寺、 
京都 泉 涌 寺 R 住し、 詔を 奉して 入內 し、 戒經 を講 する 乙と 前 
後數回 、淨心 -誡觀 等の 疏 章を 著して 玄致を 發 明す、 建 武延元 
の 間 天下 大 R 亂れ 、師 難を 避けて 京 外に 屛 居し、 貞治二 年 八 
月 十六 日 寂す、 壽八 十六、 (本朝 高僧 傳) 

シセン 田 旦 ( . )〔 戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺の 律 僧な 6、 

思 宣は 京都の 人、 夙 R 出家して 俊钙 國師に 依うて 業を 泉 涌 寺 

R 卒へ 、國師 の 遺命 R ょ $ 東 山の 席を 領し 二敎を 布く、 寂 年、 

及 a 壽歃 く、 (本朝 高僧 傳) 

シタク 思 託 (1SS) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な う、 

思 託、 俗姓 王 氏な-^， 王喬の 後な 6 と 云 ふ、 唐の沂 州の 人な 

う、 幼よう 佛敎 R 歸 依し、 立 宗の 勅を 拜して 大雲 寺に 至 6、 

鑑眞を 問 a て 剃 髮納戒 す、 筏 天台 山 r 住す、 天寶二 年 眞和尙 


シ(思、士) 


に從ひ て出發 し、 數困 厄に 逢 S、 四 回船を 造-^、 五 回 海に 浮 
ぶ、 遂に 天平 勝寶六 年 到着し、 勅を 拜 して 東大寺に 住し、 戒 
擅 法を 行 ふ、 大安 寺 S 唐院 R 於て 忍 基常魏 等の 請に ょ 6 法 勵 
疏を講 敷す、 寶龜 元年 天皇 崩御した ま a 、 大和 高 野に 葬る、 思 
託 其 導師 / a う、 延曆 の末壽 七十 餘 にして 寂す、 其著延 曆僧錄 
鑑眞和 上 東征 傳あ う、 僧錄 は今傳 はらず、 (元 亨釋 書、 本朝 高 
傳 、律 苑僧寶 傳、〕 

シホン 思 本 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山學講 なう、 

思 本字は 想觀 (觀を 初め 意に 作る) とい ひ、 醍醐 山の 執行 實勝 
法眼の 子な 厚く 意敎を 信して 傳法を 受け、 心 印を 得た々 
(續 傳燈 廣錄) 

シタン士安|姑^〔曹洞宗〕肥後大慈寺第三代なう、 
士安 字は 鉄山、 肥 後の 人" 寒巖義 尹 R 參して 玄理を 發 明す、 斯 
道紹 由の 寂 後 肥 後大慈 寺の 席 定まらす、 師其 試驗に 及第して 
第三 世と なる、 筑 後の 檀越二 尊 寺を 創し、 師 請せられ て 開山 
となる、 居る Z: と 幾なら すして 大慈 寺 R 歸 る、 延元 元年 二月， 
十二 日 寂す， 頌 あう 「九十 一年" 鐵山崩 裂* 地獄 天堂、 淸風明 
月、」 法嗣天 菴懷義 、東 洞 至遼の 二人 あう、 (日本 洞 上 聯灯錄 } 

シク ン士  1 云  一；^ J  〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧 なう、 
士雲號 は 南山、 俗姓 藤 原 氏 遠 江の 人な 6 後深草 天皇 建 長 六 年 
に 生る、 文 永の 初め 東 福 寺聖一 國師の 下に 投 ず， 稍 長 じて 諸 
老の 門を 叩き、 建 長 壽福圓 覺の諸 寺の 間 R 佛源颳 帥 R 謁す、 
後、 佛光 禪師に 謁して 參究功 あ-^、 契 悟す る 所 あ 6、 佛光禪 
師 ょ-^ 聖 一國師 贈る 所の 衣を 付 せらる、 永 仁 五 年 請 R 應 じて 
筑 前の 承 天 寺 R 住す、 正 安二 年上 京、 ~' |年美濃の法藏寺 ^ 遷 


(一一 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


う、 德治二 年 相 模の東 勝 寺に 遷 る、 延慶 三年 北條貞 時の 奏 R 

ょ 6 東 福 寺に 進み、 應長 三年 退院、 壽福 寺 R 遷 う、 文 保 元年 

圓覺 寺 4C 住す、 秋 退院して 傳宗菴 を 構へ て 退 休す、 元 應二年 

建 長 寺に 住す、 元享 元年 金剛 崇壽 寺を 開きて 諸 山の 列 R 陛 

す、 元弘 元年 京 

師に上 6 、華嚴 

藏院に 居す、 南 

禪寺 住持の 詔 あ 

る；^ 固持して 受 

けず、 建 武二年 

十月 七日 示 寂 

す、 壽八 十二、 

遺偈 あう、 「了 達 
三世、 發轉 一機、 

祖 也不會 、佛也 
不知、 (行 實 、延 
寶 傳灯錄 、本朝 
高僧 傳) 

シ ガン 士顏一  一一 g 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧 なう、 

士顏號 は 卍 菴 、俗姓 不詳、 京師の 人、 南山 禪師の 法を 嗣 r、 

相 模の壽 福寺圓 覺寺筑 前の 承 天 寺 相 摸の 崇壽 寺に 歷 住し、 後 

東 福 寺 R 昇る、 延文 元年 七月 七日 莊嚴菴 R 寂す、 壽七 十四、 遺 

偈あ 6、 四十 四 年、 不 ，談 =禪 道 i 更問 ^如何ハ七顛八倒ゝへ延寶 

傳燈錄 、本朝 高！ E 傅) 

シケ！  士啓二 〇  一 V S; 〔臨 濟宗 »_/ 京師 東 福 寺の 禪 僧な 6、 
、ン (士) ガーケ 


士啓 字は 東傳、 筑 前の 人、 南山 雲 禪師の 法を 嗣 r" 普 門 寺に 住 
し、 尋て 京師の 東 福 寺、 鎌 倉の 崇壽 、圓覺 、建 長の 諸 寺に 歷住 
す、 上野の 太守 某崇禪 寺を 創して 延 請す、 尋て 老病 あう、 弟子 
を 鎌 倉 ic 遺し、 石塔を 求めし む、 弟子 歸途小 倉縣に 及ぶ 時、 
師已に 寂す、 時に 石塔 俄に 重く 人馬 行かず、 已む なく 卸し、 
其處に 塔を 立て、 靈骨を 收む 、應 安七 年 四月 十一 日な う、 (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

シシヨ ー 士昭； j o: ;j o: s 濟宗 3 京師 東 福 寺の 禪僧 なう、 
士昭 字は 鑑翁 、俗鮏 不詳、 南山 禪師に 師事し、 天 龍 寺 R 留 6、 
後' 東 福 寺 R 住す、 晚年寶 壽菴に 休し、 延文五 年 十一月 四日 寂 
す、 師の詩 あう、 寶釋 書入藏 「四海 淸平 一事 無、 討，， 論文 籍， 萬 
機餘、 喜 聞 勅 下龍宮 啓、 秘在元 亨釋氏 書、」 (延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧傳) 

シ K ン士 * 1ーー冰 3 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な $、 
士曇號 は 乾 峰、 別に 少雲 と稱 す、 弘 安八 年を 以て 筑前博 多に 
生る、 十四 歲承天 寺に 入-^、 南山 和尙に 謁せん とすれ と 7P 導 
く  7P のな し、 師依 て艸 上に 坐し、 尙書を 誦す、 南山 Z. れを聞 
て 異 とし、 薙髮 受戒せ しむ、 Z: れょ 6 鎌 倉 諸 刹の 間に 歷恃 し、 
淨 智寺佛 國禪師 に參 して 省 あ 6、 會 、明 極禪 師西來 して 建 長 
寺 rc 住す、 師これ に參 して 版 首と なる、 元 弘の亂 R 難を 避け 
て 上野の 山院 R 萬す、 院に大 般若 經六 百卷 あうて 兩 軸を 失す、 
師 暗記して 乙れ を 書す、 後、 明 極を 南禪 寺 R 訪 a 、 機 語 相 合 
して 首座と なう、 分座說 法す、 後、 命を 承け て 相 模崇壽 寺 R 
出世す、 繼で 京都の 普 門 寺、 安禪 寺、 東 福 寺、 南禪 寺、 相 摸の 
圆覺 寺、 建 長 寺 等に 歷 住す、 文 和 四 年 相模よ 6 京都 R 皈 う、 詔 


、>( 士 v y — 卜 


書辭 名人 家佛本  日 


(ニー 四） 


シ (士， S 


を 受けて 宮內に 入 6、 淸凉 殿に 於て 法を 演 す、 藤 原 丞相 菩提 院 
を鄉 して 師の壽 塔と なす、 康安 元年 十二月 十一 日朿福 寺に 在 
うて 偈を 書して 日く、 馬 鳴 出， I 西 天 (寵 樹 入，， 東海 - •» 聖箭已 離 レ 
弦、 猶有 ，1 返 lal 勢 『と、 筆を 投して 寂す、 壽七 十七、 臘 六十 
四、 全身を 菩提 院に 葬る、 著作 見性義 記、 拔關要 若干 卷あ 6、 
敕謚廣 智國師 の 號を賜 ふ、 (續群 二三 五、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 
傳) 

シホ1  ^-1^" ソ-ザ ン宋 山を 見よ、 

シィチ 志 一 (一一 〇〇六 ) 〔 . 〕 相模鎌 倉の 僧な う、 

志 一は 生國 俗姓 不詳な う、 管領 足 利 基 氏の 時に 上 杉 氏の 崇敬 
R より 鎌 倉に 入う / 2 う、 後 京師 R 上 6、 佐々 木 佐 渡 判官 入道 
道譽の 許に あうて 細 川 相 模守淸 氏の 請に より 將 軍を 咒 詛し穴 
うと 云 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (太平 記、 新 編 鎌 倉 志) 

〔考〕 志 一は 正 平 頃の 人な う 

シオ ー 志 雄 ( . ) 〔臨濟 宗〕 京師 天 龍 寺の 禪 僧な 气 

志 雄 字は 奇 峰と 云 ふ、 夢 窓國師 R 參して 法を 嗣ぎ 、天 龍 寺 R 
あうて 記 室を 司と る、 寂 年 欠く、 (延寶 傅 燈錄) 

シ芩ヨ ク 士§玉ーーこ ^1 |〔華嚴宗〕大和東大寺の學僧なク、 

志 玉 字は 總圓 、別 R 渡 西と 號し 、一に 談 宗と稱 す、 幼 R して 

戒壇 院の 融總 律師を 師 として 落髮受 業し、 同 寺の 融存 に從 a 

て 三 聚淨戒 を 受け、 三 大律疏 を學； 5、 兼ねて 華 嚴を聽 く、 應 

永 二十 四 年 明に 渡る、 明の 太宗宮 R 召して 華嚴 經を講 せしめ 

普 一國師 の號を 賜 ふ、 明 R 在る Z. と 五 年" 經疏什 具を 齎持 

して 歸 へう， 東大寺 R 住し、 遮那大 殿に 華 嚴經を 講す 、狖光 

天皇 國師の 號を賜 ふ、 相模 の極樂 寺、 稱名 寺、 阿彌陀 寺、 加 


シ (志)、 ゲ .，こ プ 


賀の 大華嚴 寺、 京都の 高山 寺に 開講し、 西國を 巡 化して 讃岐 
の屋島 寺を 再興して 上足 普 開 律師に 付す、 寬 :Ih 四 年 九月 某日 
京都 梅 尾 山 R 寂す、 壽八 十一" (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

シゲ ン志支  一一 一 gft  〔臨 濟宗 ；一 京都 天 龍 寺の 禪僧な り、 
志 玄號は 無 極と 云 ふ、 京都の 人、 順德 天皇 四 世の 裔な 6、 幼 
にして 願 成 院南洲 海に 事へ、 十三 歳に して 落髮 受戒し， 東 寺 
に 於て 密敎を 習 ふ、 久しう して 捨て去 6、 東 福 寺 圓覺 寺に 無 
爲元に 參 す、 元德中 夢窓國 師圓覺 寺に 住し、 法 席 盛んな 6、 
師國師 R 見ぇ、 機 語 相 契 a 、 擢んで られて 版 首と なる、 國師 
南禪 寺 R 住する R 方う* 師擧 けられて 分 座說 法し、 出て V 臨 
川 寺に 主と なる、 貞和二 年國師 ょ-^ 七處說 法の 衣を 付せられ、 
勅命 R ょうて 天 龍 寺に 住す、 光明 天皇 道 譽を慕 ひ、 屢 幸して 
法を 聽 き、 寵賜 甚だ 渥し、 一 住 六 年、 聚景院 に佚老 し、 夢窻 
國師 寂す る R 及び 勅を 奉して 再び 天 龍 寺に 住す、 幾何なら ず 
辭して 舊院 R 退 居す、 文 和 三年 南禪 寺の 詔を 賜 a しが 老を以 
て 受けず、 延文四 年 二月 十六 日 寂す、 壽七 十八、 臘六 十六、 
敕謚佛 慈 禪師の 號を賜 ふ、 (續群 二三 四、 延寶 傅燈錄 、本朝 高 
僧 傅} 

シセ ン士心 b 且一 ■一  y -t 五 〔曹 洞宗〕 越 前常牧 寺の禪 僧な 6、 
志宣 字は 明巖 、俗鮏 は 源氏'  甲斐の 人、 常 牧寺辰 翁 性 寅に 參 
して 其 法を 嗣 き、 永 平 寺に 出世し， 常牧 寺 R 遷る 、永 正 十 年 
石 雲 寺を 司 どう、 仝 十二 年 四月 十一 日 寂す、 世壽 欠く パ 日本 
洞上聯 灯錄) 

シ 5* ツ 志 徹( . ) 〔臨 濟宗〕 近 江 廣濟寺 第！ 座な り、 

志 徹は其 鄕貫詳 かなら す、 夢 窓國師 に參 して 法を 嗣 ぎ、 近 江 


(三 一四） 


書辭 名人 家佛本  日 


廣濟 寺に ありて 第一 座と なる、 寂 年 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 

シ K 1 ケン 志 道 軒 尤1サ>榮 山を 見ょ、 

シオン 至 遠  一一 一 g 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪僧な う" 
至 遠號は 孤山、 俗姓紀 氏、 紀 伊の 人な 6、 早 年 出家して 法燈 
國師 (覺 心) に 師事す、 後、 建 長 寺に 到 $、 約 翁 儉に事 ふ、 明 極 
俊を 問 a て 法灯 國師の 眞賛を 需む 、淸拙 澄、 一山 寧、 西橺曇 
の西來にあ /2 $*相尋て見ゆ、耙伊輿國寺、京師建仁寺に歷 
住し、 法 化 盛な 6、 貞治五 年 七月 九日 寂す、 壽八 十九、 臘七 
十六、 勅 謚廣照 禪師と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
シガン 至簡 1 0 : 〇 : ■一 〔曹 洞宗〕 越中紹 光寺の 開山な $、 
至箇 字は 壺菴 、加寶 の 人、 俗姓は 藤 原 氏な う" 幼 R して 出家 
し、 唯識を 習 a、 後、 發足 行脚し， 洞 谷 寺に 於て 瑩山 紹瑾に 
參して 法を 嗣 く、 越 中の 刺 史藤原 氏紹 光寺を 建て、 師を請 じ 
て 開山と なす、 曆應四 年 九月 十六 日 能 登 光孝 寺に 寂す、 壽缺 
く、 法嗣 二人 あ 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 

シコ 1 至孝/一 g is s 濟宗〕 山城 安國 寺の 開山な う、 
至孝 號は無 德と云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 越 前 平 葺の 人な 6、 妙 
年に して 京都に 上う、 無爲元 和尙を 拜して 圓頂進 具し'  硏學 

三年'  敎禪兼 通し、 且つ 易に 精し、 元弘 元年 竺仙和 尙師を 擧 

げて 南禪寺 第一 座と なす、 正中 三年 朝廷 無爲を 謚して 智海禪 

師と云 ふ、 師 奏して 大禪師 とな 3 ん とす、 朝議 例な き 故を 以 

て 許 3 ず、 師重 ねて 奏請し、 淸凉 大法 眼 禪師を 引て 證 し、 終 

VC 制 可 せらる、 初め 城 北北禪 寺に 主と なる、 曆應二 年 足 利 尊 

氏 各 州に 安國 寺を 置かん とする に 方う 北禪 寺を 改めて 安國寺 

と云3、寺基を四條大宮の西に遷し十刹に列し、師を以て開 


山と す、 後 東 福 寺に 上* CS、 讃岐長 輿 寺に 轉 住す、 勅に よう 南禪 
寺 r 昇う、 貞治二 年 正月 十一 日 寶幢院 に 寂す、 壽 八十、 (績群 
二三 五、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シシン 至 信 ii gl 〔臨 濟宗 S 門常榮 寺の 禪僧 な* CN、 
至 信 字は 諦 洲と稱 し、 豊後濱 脇の 人な 6、 甫めて 十歲に し v 
出家し、 崇福 寺篆 山に 業を 受け、 性 堂の 法嗣 となうて 長 門の 常 
榮寺に 住し、 衆に 接する Z. と 三十 餘 年、 後、 東 福 寺に 住する 
乙と 五 回、 南禪 寺を 董して 五 祖錄を 提唱し、 嘉永二 年 七月 二 
十三 日 東 福 寺の 退 耕菴に 寂す、 壽七 十六、 臘六 十七、 (近世 II 
林 言行録) 

シシン シュン ォ ー 春 應を見 よ、 

シゼン 至善 jj ■競 〔眞宗 〕 伊勢三 重 郡 吉澤村 源 正 寺の 
住持な 6、 至善 一名は 觀 導、 別 號は 芳洲と s ふ、 甫めて 八歲 
の 時 外典を 學 ひ、 詩文を 修 す、 十八 歲に して 笈を 負うて 高 倉 
學寮に 入う、 爾後 十五 年の 間、 安居を 缺 がす、 天 保 五 年經藏 
を 建築 せんと 緣を 募うて 成る、 十一 年 堂宇 火災に 罹う、 十四 
年 再 築の 功 竣る弘 化 二 年 寺內に 學舍を 設け、 門人を 敎授 す、 後 
寮 司と なうて 嘉永五 年よう 學寮に て 觀心 覺夢鈔 、解 深 密經、 
唯識述 記を 講 し、 安政 五 年 七月 十七 日 (一に 六 年) 擬講 となう 
文久三 年 春 最要鈔 V」 講し 、明治 二 年 九月 二十 七日 同 寺に 寂す、 
壽七 十一、 二十 一年 十二月 十一 日嚴 如法 キ師の 學德を 追 賞し、 
命して 嗣講を 贈る、 (碑文、 眞宗 史料) 

シ 至 道 ムナ ソ 無難を 見よ、 

シリ 2 1 至遼 cl}  L 曹洞 宗〕 肥 後大慈 寺の 禪僧な 
う、 至遼 字は 東洲 、俗姓は 源氏、 筑 後の 人、 幼に して 肥 後 


シ (志' 至) 


、ン (至) > — リ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 一四） 


シ (師) ガ ー シ  シ C 師) 卜 I レ 


の大慈 寺に 役し、 鐵山士 安を 師 とし、 大 r 器 許せら る， 已に 
して 洞 谷 寺瑩 山、 永 平 寺の 義雲 等を 歴訪し、 再び 大慈 寺に 皈 
る、 鐵 山ょ 6 大衣拂 子 法語 等を 付 せらる、 時に 建 武二年 正月 
十六 日な う、 鐵山示 寂の 後、 神龜 山に 至 6 茅屋を 結びて 居 
る t 菴は 遂に 寺と な 6、 神龜 山護眞 寺と 云 ふ、 衆の 請に 依 6 
大慈 寺に 住す、 朝 庭 : t-l: 道譽を 聞き、 屢 召せと も應 せす、 護眞寺 
に 退きて 示 寂す、 其 年壽缺 く、 謚を 賜は 6 佛鑑禪 師と云 ふ、 
汁 嗣梅 巖義東 一人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シカ ン 師侃 (一— 1) 〔臨 濟宗〕 京師 三 聖 寺の 禪僧 なう、 
師侃 字は 愚直、 俗姓 不詳、 寶覺禪 師 (湛 照} ょう 水 絞の 僧伽 梨 
を忖せ らる 、永 仁 年間 元に 渡う、 諸老 宿に 參 謁す、 朿一の 後 
京師？ 11 -1!! 「寺に 出世す、 後三聖 寺に 遷 る、 示 寂の 年蒔歃 く' 
師侃隱 逸を 好み 詩を 作る、 寂寞 山 感春乂 和、 W 無 = 一 人跡 到， 1 柴 
扉 —'* 屋頭自 有一溪 水、 洗盡爹 年兩目 非、 ま 左 臨終の 偈ゐ 6 隨/ 
緣 出生、 隨 k 緣入死 、本來 面目、 青山 綠水、 ( 延寶 傳灯錄 、本朝 高 
僧 傅) 

シキ 3 ク 師頊 ( . )〔 臨 濟宗〕 京師 三聖 寺の 僧な う、 

師頊 字は 五 峯 -K 鄕貫詳 かならず、 東 山 照の 法嗣 なる 雨 浦 曇に 

師事して 法を 嗣 r, 三 聖寺聖 福 寺 R 歷 住す、 (延 寶傳燈 錄) 

シシン 師振一 一一； 51 ハ ハ 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪 僧な'^、 

師振 字は 起 山、 俗姓 不詳， 豐後の 人、 出家して 京師 圓通寺 愚直 

和尙に 師事し、 圓通 寺三聖 寺 R 歷 住す、 應 安五 年 僧錄司 普明國 

師 (妙 葩) の推擧 によう 眞如 寺 R 住す、 永 和 四 年 再び 三聖 寺に 

住し、 永 德二年 東 福 寺に 昇る、 後、 近 江 ic 往き 、東 禪 、千 光、 玉 田 

來纯 等の 諸 寺に 歷 住し、 至德 三年 十月 十八 日來迎 寺に 寂す、 


壽六 十九、 東 福 心 源菴に 塔す、 四會 語録 あう、 (延 寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傳) 

、 V 卜 1 師透 ( . ) 〔曹 洞宗〕 周 防龍豐 寺の 開山な $、 

師透 字は 春 明、 久しく 龍 文 寺 古宗仲 心に 參 し、 後、 其 法を 嗣 
き、 法 兄 金 岡の 席を 嗣き て、 周 防 龍 文 寺 R 主と な 6、 晚 年間 
國龍豐 寺を 御して 開祖と なる、 世 壽寂年 欠く、 法 嗣雲菴 透 龍 
あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

、ンバ ン師蠻 iH 奴 g  〔臨 濟宗〕 美 濃盛德 寺の 中興な 6、 
師蠻 字は 卍 元、 號は獨 師と云 ふ" 相 摸の 人、 俗姓 熊澤 氏、 寬 
永 三年を 以て 生る、 三 歲 にして 生死を 疑 a 、 十八 歳に して 
出家し、 妙 心 寺默水 器の 法を 嗣 く、 十九 歲諸國 に 遊歴して 諸 
禪師を 問 訊し， 我 國の僧 傳 編修の 志を 發し 、資料を 採 收 する 
に 力を盡 す さ 三十 餘年な 6、 延寶六 年に 至う、 延寶傳 燈錄成 
る、 臨濟曹 洞の 禪僧 大凡 一千 人の 傅を 收む 、同 七 年 美 濃加納 
盛德 寺に 住し、 寺 門の 荒廢を 興して 大に功 あう、 爾來益 僧 傅 
の 資料を 採收 し、 元祿 十五 年に 本朝 高僧 傳 成る、 梁 唐 来の 三 
傳に 傚 a て 科を 分ち 一千 六 百 六十 二人を 收 む、 後、 常 陸の 淸 
音 寺 •京都の 盛德 寺に 歷 住す、 晚年 誓うて 首 楞嚴經 を 暗誦 
す、 寶永七 年 二月 十二 日 京都 盛德 寺に 寂す、 壽八 十五、 法嗣象 
先 點等相 謀り 美 濃久昌 山. に 葬う、 海 雲 塔を 建つ、 著作 延寶傳 
燈 四十 一卷 、本朝 高僧 傳 七十 五卷 、東國 高僧 傳彈 誤十卷 あう、 
(盛 德寺碑 後、 墓銘 、延寶 傳燈錄 序、 本朝 高僧 傳 序) 

、 y fM 3 l 一^  シヨ- シ ソ性 信を 見ょ、 

シレン  師鍊荔 類  〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 學僧 なう、 
師鍊 は自 S 關と號 す、 俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な 父は 


(五-四）  書辭 名人 家怫本  日 


左 金 吾 校 尉* 母は 源氏の 出に して、 共に 佛 乘に歸 す、 五子 あ 
$ 師は其 三男な 弘安 元年 四月 十六 日に 生る 甫めて 七歲 
にして 僧 本證に 就きて 書を 讀む "八 歲 にして 一 一 一聖 寺の 寶覺和 
尙に 依う、 十 歲祝髮 して 比 叙 山の 戒壇に 上 6 具足 戒を受 く、 正 
應二年 十二 歲腹疾 を 患 ふ、 幾 もな くして 夢に 奇瑞を 感して 癒 
ゆ、 同 三年 寶覺病 あう、 因うて 時に 靑伽梨 一 頂を 侍僧に 托して 
後年を 待ちて 師 R 付與せ しむ、 盖し師 猶ほ幼 なれは な 6、 正 
應四年 八月 八日 寶覺 寂せ しかは、 師 閉居す ••正 應五年 南禪寺 
r- 入. cn 規菴圓 禪師に 謁して 參究 し、 大 に 重 せらる、 龜山 上皇 
屢々 宮に 召して 師を寵 した まふ、 永 仁 元年 十六 歲に して 相模 
鎌 倉に 赴き、 E1 覺 寺桃溪 悟に 依る， 永 仁 二 年 七月 京に 歸 6 太 
子 賓客 菅原 在輔 に從 a て 菅 家秘藏 の 文選を 聞く、 永 仁 三年 南 
禪寺規菴の湯藥に侍す^此秋鎌倉に往きて圓覺寺に寓すゝ永 
仁 五 年 四月 壽福 寺の 道 源 長老に 相 部を 習 ふ、 秋 七月 京に 歸 6、 
建 仁 寺 無隱範 R 依る、 仁 和 寺に 往きて 廣澤 流の 密敎を 禀 く、 
正 安元 年 二 十二 歳の 春 二月 再 ひ 南 禪寺规 菴 {C 依うて 記 室と な 
る、 是時 一山 寧西來 して 京都に 居る、 師往 きて 謁す、 師宋に 
渡らん と 欲すれ とも 母 許 3 す、 正 安三 年規 巷の 命 r ょう 客 司 

とな 6、 嘉元 々年 侍 香と なる、 嘉元二 年 秋藏山 空の 道 風を 慕 a 

て 東 福 寺に 注き 其 下に 萬す、 冬 醍醐 寺 {C 到 6 實 賢の 密激を 探 

る、 嘉元三 年 上皇 龜山宮 に 病み 給 ふ 時、 師規菴 と共に 御床に 侍 

す、 十一月 藏山東 福 寺を 退きぬ 十一月 元 無 爲寺務 を 領 す、 德治 

元年 正月 十六 日 師擢て られて 藏司 となる、 德治二 年 春 相模に 

牲き 、巨 福 山 建 長 寺 r 至う 一山 寧に 從 ふ、 夏 四月 一山 常樂菴 

r 退く、 元 無 爲圓覺 寺 r 移る‘ 師屈せ られて 圓覺 寺に 入うて 


j 山の 侍者と なる、 延慶 三年 記 室に 進む、 應長 元年 三十 四歲 
の 四月" 駿河に 到 6、 澄 春 ic 悉曇を 問 ふ、 澄 春 僧都は 乘澄僧 
正の 徒にして、 悉曇を 善くす、 六月 十五 日 富士山に 登る、 正 和 
元年 春 鎌 倉 建 長 寺に あう、 寺 主 約 翁儉師 を 厚遇す、 正 和 二 年 京 
師 R 歸 う、 嵯峨 に寓 す、 十二月 後伏見 天皇の 勅を 受けて 京都 歡 
光院に 住す、 翌年 梅 坡道人 素滿な る 者 白 河の 北に 菴を搆 へて 
師を 請す、 師 乃ち 之 R 就き 濟北菴 と號し 一山 額を 書す ' IR •和 五 
年 伊賀を 經て 伊勢に 遊 ふ、 文 保 元年 四十 歳の 三月 太 神宮に 詣 
して 靈 應を感 す、 伊勢の 檀越 某本覺 菴を榔 して 師を請 す、 一 
:：: 楞嚴經 1: 閱し •生滅 去來本 如來藏 云々 の條に 至りて 豁然 大 
悟す、 元享 元年 二月 密法を 椎山 古寺に 修 す、 元 亨二年 七月 本 
覺菴ょ 6 還る、 八月 7): 亨釋書 三十 卷旣に 成う 同月 十六 日 天皇 
に 奉る、 三年 春本 覺菴に 至る、 十二月 京都 圓通 寺の 請 ある も 
赴かす、 正中 元年 本覺葉 ょ' Ov 歸う、 尋き て歡喜 光院の 寺務を 辭 
す、 重ねて 圓通 寺の 請を 受けし かば 遂に 四月 十一 ■日 寺に 入る、 
嘉曆 元年 三聖寺 R 出世す" 正慶 元年 五十 歲の春 三月 伊# 神賛 
寺に 入る、 此 寺は 元本 覺菴 西方なる 敎寺に して* 西 明 寺と S 
a しを、 禪宗に 改めて 神贊 寺と 號し 、後に 安國 寺と 號 す、 後 
醍_天皇寺階を升せて官寺となす、五月讥5釋書を新帝 {<: 奉 
す、 秋 九月 太 政 官藤原 氏 帥を 請して 東 福 寺に 住せし む、 翌年 
宮中に 法を 說く 、幾なら すして 三聖 寺 R 歸 る、 師三聖 東福兩 
寺に 住する 乙と 各 二回、 曆應二 年 光明 天皇の 詔を 受けて 南禪 
寺を 領 す、 夏 五月 著作 十 勝 論を 宮中に 講 す、 四 年南禪 寺の 印 
を 解きて 海 藏院に 居う、 康永 元年 後村上 天皇よう 國師諕 を 賜 
a 、 三月 光厳 天皇 柏 野の 地を 賜 ふ、 師其 地 R 就きて 楞迦 寺を 


、 v ( 師) レ  、 V (師) レ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六一 四） 


icn-0 力 一 _  ■ _ 

建つ、 貞和 元， 年 足 利 尊氏師 をして 建 長 寺を 補せ しめんと すれ 
とも 老病 i: 以て 辭 す、 貞和二 年 七月 二十四日 寂 壽六 十九、 
臘 六十、 著作 元 亨釋書 三十 卷 ，濟北 集 二十 卷 、佛語 心 論 十八 
卷 、聚分 韻 略五卷 、十 禪支錄 三 卷、 禪餘惑 問、 禪儀外 文 各 二卷、 
正 修論、 禪戒規 、各 一卷 あぅ、 師生來 多病に して 常 R 著作を 事 
とせぅ'  平生 作る と 乙 ろの 詩偈 文章 等 極めて 多し とい ふ、 (海 
藏 和尙紀 年錄 、延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

、 V カ ン子感 ヵク オー 覺應を 見よ、 

、 V キ子歸 二 =1. 丨ォ ン柔 遠を 見よ、 

.シギ m ク 子 一助 ジソレ -深勵 を 見よ、 

シ 4 ノン子 臥 貝 シ rl 丨 ュ丨宗 遊 ?: 見よ、 

、 >: ゲン 子 元 ソゲ ン祖 元を 見よ、 

シゴン 子 §厥 セッ ォ V 雪 音を 見よ、 

シサィ 子 濟( …… ，0 〔臨 濟宗〕 相 摸圓覺 寺の 禪僧な $、 
子濟 字は 居 方、 其 鄕貫詳 ならす、 日 東 旭に 參して 法を 嗣き、 
相 摸圓覺 寺に 住す、 寂年歃 く、 (延 寶傳 灯錄〕 

シサィ 子才  シヨ-ギヨ— 淸鄭を 見よ、 

シジュ ン子純 トクヨ-得 \ム を 見よ、 

、 V ジュン子^:  H ゥン 慧 雲 ^ 見よ、 

シ；、 ンヨ 1 子 成  n  > ゾン 功存を 見よ' 

シドン 子 墨 |  S  〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪僧 なり、 

子曇號 は西鐧 、俗姓 黃 氏と 云 ふ" 宋の台 州 仙 居 郡の 人な 6、 

郡の 紫 蘀山廣 度 寺 r 役して 出家す、 身長 七 尺、、 眼光 人を 射る、 

十七 歲蘇州 承 天 寺 石樓明 禪師の 下 R 參 し、 內記 となる、 减淳 

元年 (我 國文永 二 年) 石 帆衍禪 師淨慈 寺 r 主と な 6、 道 價一蒔 


シ C 子， 獅) 


に 高し、 子 曇 腰 包して 其 下に 參 し、 衍禪師 の 天童 山に 遷る 
r 隨 3、 執 待す る 乙と 六 年な う、 常に 東航の 志 あ 6、 遂に 文 永 
八 年を 以て 我國 に來 着す、 時に 年 二十 三な^^ 東 福 寺の 聖 一、 
建 長 寺の 大覺 、榻を 下して 相 待つ、 尙ほ 弱年なる を 以て 一 刹 
を董 せず、 弘安 元年 元に 歸うて 天童の 環 溪禪師 R 依う、 藏鑰 
を 司る、 至 元 二十 二 年 (我 國弘安 九 年) 台 外の 紫巖 寺 ic 出世 
す、 一 住 四 年、 衣を 拂ひ て抗外 に 遊ぶ、 徑 山の 雲 峰禪師 招き 
て 首座と す、 後、 天柱 寺を 董 す、 數年 を經て 盧阜に 回る、 圓 
通の 玉 幄 振擧げ て 第一 座と なす、 一山 萬、 斷江 恩、 月 江 印と 
牲 來唱酬 して 盛聲を 流す、 大德 元年 (我 國永仁 五 年) 平 江の 
萬壽 寺に 投して 南洲 珍に 參 す、 珍 禪師延 きて 着座と なす、 我 
正 安元 年 一山 寧に 伴 ひて 再び 來 る、 時 r 年 五十一な う、 北條 
貞時 請して 圓覺 寺の 住持と なし、 政務の 餘暇就 S て 宗乘 を參 
究 し、 弟子の 禮を執 る、 後宇多 上皇 勅して 禪耍を 問 ひ 穴 まふ、 
子 曇 法語 一段を 献 す、 嘉 元元 年遷 6 て 建 長 寺を 董 す、 德治元 
年 十月 正 觀精舍 に 退 居し、 同月 廿 八日 手簡を 貞 時に 送う、 永 
別の 言を なし、 門人 R 後事を 附し 、安然と して 寂す、 壽 五十 
八、 門人 互 福 山の 傳燈菴 r 葬う、 塔を 定 明と 云 ふ、 勅 謚大通 
禪師と 云 ふ、 (續群 ニニ 八、 延寶 傳燈錄 "本朝 高僧 傅) 

シブ 子武  n 丨 セ '- y 光闡を 見よ、 

シヨ ー 子 突 口 ■タィ H  - 大瀛を 見よ、 

シガ ン獅巖 バィフ 梅 腑を昆 よ、 

、 V シアン » 子 t 奄 シコ— 支 考を昆 よ、 

、ソシクィン 獅子 ギョ 丨ジョ 恕を見 よ、 

シシク ツ獅 子窟 トク ジユ— 得 住を 見よ、 


七 一四） 


書辭 名人 家佛 本日 


、 v 、 y アン 四 四朴奄 シコ 1 支考を 見よ、 

シ トク 四德 セ V ヵイ 詮海を 見よ、 

シバイ ロ 四梅廬 リョ-ダ- 亮隅を 見よ、 

、 V サン 此山 ミョ-サイ 妙 在を 見よ、 

シ F1 斯道 シ  ョ 丨ユ紹 由を 見よ、 

シヨ 1 11 糸 陽 一ー ャクシ 若 芝を 見よ、 

シキ ユー 芝 丘 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧な 

う、 芝 丘 字は 高菴 、俗姓は 雅樂 氏、 備 後の 人な う、 出家し 
て 聖一 國師の 法嗣な る 曇 瑞慧に 參して 省 あう、 初め 寶福 寺に 
住し、 備 中神應 寺を 開く、 後、 京都 東 福 寺に 移う、 某 年 十月 
五日 寂す、 壽 欠く、 天 應菴に 塔す、 (延 寶傳 灯錄) 

シコ 1 芝 岡 シユ- デン 宗 田を 見よ、 

シチユ 丨芝中 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧な 

う、 芝 中 字は 和 翁、 其 鄕貫詳 かならず、 廣く 大小 蔵を 究め、 
聖一國 師の法 孫なる 高菴 丘に 參 する Z. と 多年、 遂に 契 悟し、 
備 中神應 寺に 出世し、 後、 東 福 寺に 移る、 寂 年 欠く、 (延 寶傳 
灯錄) 

シハン芝繁ーーーー --0 盟〔曹洞宗〕備中洞松寺の禪僧な6、 

芝繁 字は 茂林、 俗姓は 平氏、 天智 天皇の 後裔に して 肥 後高瀨 

の 人な 6、 夙と に 出家し、 徧く 諸老の 門 r 遊び、 諸經 論を 究 

む、 相 模の淨 妙 寺に 至うて 掛搭 し、 次に 越後の 龍澤 寺に 於て 

梅 山に 參す 、辭 して 遠 江の 大洞 寺に 至 6、 如 仲に 謁す、 八 年 

にして 未だ 悟らず、 去うて 洞 松 寺 R 於て 喜 山に 參 し、 居る Z. 

と 十三 年、 遂に 其 印 可を 受 く、 喜 山 寂す るに 及び、 職を 受け 

て 洞 松 寺に 舖す 、後 永 平 寺に 遷 $、 大に寺 基の 皇張に 力を 盡す 


、ン (四、 此 、斯 、紫、 芝) 


盖し 文明 五 年に 永 平 寺は 兵火に 罹う 出世 道場の 勑書 $ 燒 失す 
るに 至る、 師再 輿の 任に 當 うて 經營 せう、 次に 總 持、 大 洞、 佛陀 
の 諸 寺 r 歷 住す、 等 都 三 河に 龍溪 寺を 海す るに 方-^、 請に 應し 
て 開山と なる、 總持 寺に 歸う紫 衣を 賜 ふ、 長亨 元年 二月 八日 
崇芝に 後事を 托して 寂す、 年 九十 五、 臘八 十四、 法 嗣盧嶽 郡、 
崇芝岱 、秀峰 俊、 あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

シ H ン d 日 ® —: oi i ii 〔曹 洞宗〕 能 登 光 恩 寺の 開山な 6、 
旨 淵 字は 松 岸、 加賀の 人な 6、 壯に して 剃髪し、 大乗 寺瑩山 
に 依る、 後 洞 谷 寺 明 峯素哲 に參 す、 已に して 法を 播 磨の 永 天 
寺に 開き、 次に 越 中光禪 寺に 住す、 觀應 元年、 大乗 寺に 遷 6、 
幾何なら ずして 洞 谷 寺 {C 主と なる、 能 登 刺 史無藏 居士 光 恩 寺 
を 創建し、 師を延 て 其 一世と なす J 治 二 年 六月 五日 寂す、 壽欠 
く、 法嗣照 菴智鑑 、、德 翁 正呈の 二人な う、 (日本 洞 上 聯灯錄 } 

シク !? ク 旨 廓 ( . )〔 曹宗〕 筑前承 天 寺の 二 代な 

う、 旨 廓 字は 徹 山、 珠巖道 珍の 法を 嗣き 、大乗 寺に 住し、 移 
うて 承 天 寺の 第二 代と なる、 寂 年 並 ic 壽 欠く、 法 嗣慶屋 定紹、 
桂 巖英昌 の 二人 あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

シミ 3 1匕日明(一九八三) 〔臨 濟宗〕 山城 西禪 寺の 開山な 
う、 旨 明 字は 石菴 、俗姓 不詳、 宏辯訥 の 法を 嗣ぐ 、初め 鎌 
倉の 諸禪 刹に 請 益し、 巨 福 山 建 長 寺 r 第一 座と なる、 元亨の 
初、 藤 原 範秀洛 西檀林 寺を 再興して 西禪 寺と 改號 し、 旨 明を 
請して 第一 世と なす、 四方の 禪客 競 a て 掛搭 す、 同 三年 鎌 倉 
長 勝 寺に 遷る 、遂に 同 寺に 寂す、 年時歃 く、 (延寶 傳灯錄 、本朝 
高僧 傳) 

シヂン 孜 一兀( . ) 〔臨濟 宗〕 京師 妙 心 寺の 禪僧な う、 


、 X 旨、 玫) 


書辭 名人 家佛本 日 
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シ (孜) シ 


シ (支) コ ー サ 


孜元 字は 大 元、 號は 無學、 一に 五斗 室と 云 ふ、 備中賀 陽 郡 穴 粟 
村の 人、 平 田 氏の 子な ぅ、 世々 名 族 R して 父 名は 房 近と 云 ふ、 
十三 歲備 前曹源 寺に 投じて 得度 受戒し、 苦學 功を 積む、 一一 十一 
歲豐後 春 澤禪師 R 師事し、 尊て 美濃隱 山禪師 R 師事す、 二 禪師 
道學 兼備し、 殊 R 隱 山は 春秋 左 氏傳に 通ず、 孜元其 下に 修學參 
禪共に 力めて 閫奧 R 到る、 三十 四 歲曹源 寺 R 住す、 寺は 國侯 
の 菩提 所な 6、 侯 (諱 顯國) 深く 歸 依し、 禮待 至て 篤し、 四十 
七歲同 寺 r 碧 巖錄を 提唱す、 雲 锵四來 一千 餘名に 至る、 五十 
九歲 再び 大に 法會を 開く、 大衆 三千 除名に 至る、 六十-一 歲勅を 
拜して 妙 心 寺 R 昇る、 六十 六 歲參學 上 首 儀 山 來に其 席を 讓 6、 
幾く 7^ なく 疾ぁ 六十 九歲に して 寂す、 某 年 八月 十八 日な 
ぅ、 遺偈ぁ 6 日 ふ 六十 九 年、 謾地謾 天、 末 後端 的、 虛 空喫顚 
孜 元禪師 初め 伊豫の 行 應に參 し、 敎を受 く、 其辭し 去る R 臨み 
行應日 ふ、 吾れ 一物の 子 R 贈るべきな し、 これを 贐 とな S む 
とて 火箸を 擧げ "熾 火を 挾み、 吹て 與 ふ、 孜元受 くる 能は ず 
璩て 起ちて 一室に 退き、 七日 間 R して 究明し、 再び 入て 辭 す、 
行 應熾火 を夾む こと 初の 如し、 孜元已 R 其 意を 領す 、行 應乃 

ち 休む、 備 前の 國侯孜 元 禪師の 豪邁の 氣象を 愛す、 甞て 短銃 

を 袖 R して 急 R 師を 召し、 師至れ ば 即ち 其耳邊 R 就て 一發を 

放つ、 師 微笑して 止む、 已 に して 師亦驟 R 侯の 耳邊に 就て 大喝 

す、 侯驚悸 して 容を失 ふ、 これょ 6 益 心服した 6 と 云 ふ、 (近 

世 禪林僧 寶傳) 

シジ ュン孜 純一- j 测} で ー ハ 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な $、 

孜純 字は 雪航 、豐前 小 倉の 人、 始め 黃檗 に歸 し、 後臨濟 ic 轉 

す、 備 中の 妙 峰、 尾 張の 卓洲 、遠 江の耖 喜、 下總の 象匏を 


歷 問し、 遂に 象匏の 下に 留う參 究功 あう、 其 法を 嗣く 、京師 
に 入う 天 龍 寺 塔 頭 鹿 王 院內の 正圓菴 R 住す、 三年 R して 寺務 
の 煩累を 厭 a 、 諸國 に 行脚し、 美 濃虎谿 山の 勝を 愛して 客留 
し、 後、 東 遊して 遠 江の 山中に 菴 居し、 咄哉 軒と 號 す、 晩年 
山 原の 長 福 寺に 病を 養 ひ、 一日 偈を 書して 日く、 咄々々 、襬 k 手 
行、 六十 六、 怒- 1 眼睛 ― "* と 書し 終う 眼を 瞋して 寂す、 壽六 十六 
實 R 明治 四 年 七月 八日な う、 (近世 禪林 言行録)‘ 

シコ ー 支考 il ii 〔臨 濟宗〕 美 濃 小 野大智 寺の 僧な 6、 
支考 初は 鎭藏 主と 云 ふ、 後 R 獅々 菴 、四々 菴 、東 花坊 、西 花 
坊 、野 子" 盤 子、 蓮 二、 瑟々 菴 、華表 人、 桃花 仙、 等の 號あ 
う、 別 R 渡邊狂 橘、 佐 渡 入道 等と 稱 す、 美 濃の 人渡邊 氏な 6、 
弱冠の 時、 吹 毛 劍也春 三月" 斷腸 牡丹 花 下風と 云 ふ 句を 作 6、 
衆 僧を 驚かせ 6、 後、 衆 僧ょう 其敏 才を嫉 まれ、 遂 R 寺を 出 
つ、 元祿 三年 伊勢の 俳人 涼蒐の 紹介 R て 芭蕉の 門 R 入 6、 俳句 
を學ひ 、遂 R 十哲の 一人と なる、 伊勢山 田に 居し、 幻 住 菴を營 
み、 徘句を 事と し， 奇想 人を 驚かせ 9、 後に 其 門 派を 美 濃 派 
又は 獅子 門 統と云 ふ、 支考 法衣を 脫す るに あ 蓮の 葉に 
小便 すれは お 舍 利かな と、 人 其 酒 肉を 用ゐ るを 戒め / 2 れは、 
答へ て 日 ふ、 牛 R なる 合 點じや 朝ね 夕す C み、 と、 享保 十六 
年 二月 七日 寂す、 壽六 十七、 著作、 本朝 文鑑 、和漢 文藻、 十 論 
爲辨 、續五 論、 葛 松原 等 あう、 (俳 林小傳 、俳諧 名 譽談) 

シサ ン支山 一一 一 gu — 〇 〔臨 濟宗〕 播摩 護聖寺 開山な {、 

支 山號を 雲溪と 云 a 、 俗姓は 源氏 美 濃の 大守土 岐賴淸 の 子な 
6、 出家して 土 岐の岐 字を 分ち 支 山と 云 ふ、 法を 雪 村 友 梅 R 受 
け、 播磨長 良 R 往 き護聖 寺を 鄉して 第一 世と な {、久しくして 
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京都 安國 寺の 請を 受けて 之に 遷つ る、 書法を 雪 舟に 學び 、山水 
花鳥 人物を 善くす、 晚 年玉 龍菴に 退隱 し、 明 德二年 十-一月 十 
四日 寂す、 壽六 十二、 著作、 語錄 、並 ic 賸隱西 巖の二 集 あう、 
(本朝 高僧 傳 、扶桑 畫 人傳) 

〔考〕 扶桑 書 人 傅に 天文 中の 人と あるは 誤に て、 實は 天文よ 
う 一 百 三十 餘年 前に 寂せ り、 後世 師の晝 風を 雲溪派 と 云 a 、 雲 
谷 派と 併せ 稱 す、 

ジ ィ慈烕  H チン 慧鎭を 見よ、 

ジゥン 慈 雲 一一 晒 K 〔華 嚴宗〕 近 江 普 光寺の 學僧な 6、 
慈 雲 俗姓は 長 尾 氏、 山城の 人な う" 景雲 四 年 試 業 得度し、 華 
嚴に 精通す、 甞て 五敎 章の 指 畢六卷 、五敎 章の 見聞 十卷 、五 
敎 章の 復古 記 十二 卷 、科 文、 簡註各 一卷を 著し、 東大寺に あう 
て 無性の 攝論 等を 論す、 後 旨を 奉して 近 江 普 光寺の 講師と な 
う、 學侶 多く 歸す 、大同 二 年 某日 寂す、 壽四 十九 (本朝 高僧 
傳) 

ジウン 慈 雲？…：  0  〔浄土宗} 京師の 學僧 なう、 慈 
雲は 京師の 人、 菅原爲 長の 息 男な 6、 師 始め 父の 業を 繼 き、 儒 
學に 精し く、 且つ、 又 和歌を 善す、 壯年 にして 然 空に 投して 

出家し 道化 盛な う、 示 寂の 年月日 歃 く、 (鎭流 祖傳) 

ジウ ン兹 m 云 ォ v n  ~ 飮 光を 見よ、 

ジウ ン兹 S 一' ム ジュン カク 純覺を 見よ、 

ジウ ン茲 心中 云 一ー チジ rl ッ 日 潤を 見よ、 

ジウン M: s ミ ョ-ィ 妙 意を 見よ、 

ジウン ィン 慈雲院 -1 チシソ 日 新を 見よ、 

ジ H 兹心惠 ？ ョ T ゲン 良 源を 見よ、 


ジヱ ー 慈 永 一- 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 禪僧な う、 
慈 永 字は 靑山、 紀 伊玉津 の 人な 6、 幼年に して 孔老の 書を 讀み 
日に 千 言を 記す、 且つ 本 郡の 傳法院 に 依うて 經論 を閱 す、 一 
禪 僧に 遇 S 法門廣 しと 雖生 死を 斷す るは 禪宗に 過き たるは な 
しと 說け るを 聞き、 113 日髮を 剪うて 東 福 寺 {C 到う、 南山 禪師に 
謁し、 日夕 大事を 參究 す、 天 龍 寺 夢想 國師に 謁し、 親 侍する 乙 
と 二十 餘年 にして 契 悟す、 甲斐の 慧林 寺に 住す、 國師の 命に 
出づ るな 6、 尋て 國師示 寂の 後、 衆議 師を 天 fi 寺の 後嗣に 推 
し、 東 陵 製 も 亦 同し く 懇請す、 乃ち 甲斐を 出で 京に 上う、 天皇 
の 勅 請を 拜 して 宮中に 法要を 說き 叡寵甚 渥く、 天寵寺 住持を 
命し 72 まふ も 師謙 退して 住せず、 多 福 寺に 留る 、尋て 播 摩の 瑞 
光寺に 遷 る、 將 軍足 利 義詮等 持 寺に 請す、 鎌 倉 淨智寺 京師 臨 
川 寺に 邊 る、 太 上 天皇の 勑を拜 して、 伏 見の 大 光明寺に 入る、 
寺 中に 光嚴 光明の 二 上皇 落飾して 蹕を 駐め犮 ま a 、 大臣 長官 
等と 共 (C 法要を 聞き ^ まへ {、康 安 年中 建 仁 寺に 住す、 寺は 
火災に 罹う、 堂宇 跡な し、 師經營 功 あう、 不日に して 奮觀に 復 
す、 晚年大 統菴を 構へ て 退 休す、 應 安二 年 十月 九日 遺誡を 書 
して 寂す、 壽六 十八、 臘四 十九な 6 遺 偈 、無 i 榮無 k 枯 、鐵樹 開 一 
花、 萬 象 吐 k 舌、 虛空咬 k 牙、 勑謚佛 觀禪師 と 云 ふ (延 寶傳 灯錄、 
本朝 高僧 傳) 

ジヱン 慈圓 I AA J? 〔天台宗； 一 近 江延曆 寺の 座主な 力、 
慈圓は 藤原忠 通の 子な う、 十一 歳に して 延曆 寺の 座主 覺快に 
師事して 剃髪し、 後、 座主 明 雲に 從 a て 定戒 し、 十六 歲 一身 
阿闍 梨に 任す、 承 安四 年 江 文 寺に 抵 6、 一  百日を 期して 法 華 
を 硏究 す、 養 和： 初年 法 印に 昇う、 甘露 王院の 僧正 念 和 尙に灌 頂 
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法を 受け、 靑蓮院 R 住し、 無 動 寺 三味 院 、法 性 寺 常 壽院を 兼 管 
す" 元曆 元年 護持 僧と なう、 建久 三年 權僧 正に 任し、 天台の 
座主に 補し、 明年 春 法務と なる、 七 年 冬 座主 法務を 辭して 吉 
水に 退 居す、 建久 元年 再び 天台の 座主に 補し、 平等 院の檢 校 
となう、 三年 二月 大僧正 R 任ず、 五 年 詔に ょう 法 勝 寺に 於て 
八 万 四千の 小 塔を 造う、 師 供養の 導 主と なる、 後、 座主を 辭 
したる ネ 重任 四 度に 至る 暮年柬 山に 皈 う、 建 保 三年 大乘院 R 
於て 布 薩を修 す、 六 年 十一月 勅して 牛車に 乘るを 許 S る、 嘉 
祿 元年 寂す、 壽七 十九、 臘五 十九、 仁 治 三年 勅 謚慈鎭 と 賜は 
る、 師 和歌に 長し、 其 集を 拾 玉 集と 云 a 、 秀作 多し、 (本朝 高 
僧傳 、諸 門跡 譜) 

ン慈淵 i 二 51 〔曹 洞宗〕 周 防 顯孝院 Q 開山な 6、 
慈 淵 字は 九 江、 俗姓は 平氏、 深 野の 族な う、 周 防吉 田に 生れ、 
幼に して 出家し、 四方に 行脚し、 諸老 宿に 徧參 し、 後、 妙 喜 
寺 西 湖 良景に 見ぇ、 機 契す、 文龜 元年 十月 二日 入室し、 所傳 
の 法衣を 受けて 席を 補し、 次に 永 平 寺に 出世す、 辭して 妙 喜 寺 
に皈 6、 永 正 八 年 檀越顯 孝 院を 創し、 師其 開山と なる、 仝 十 

三年 遷う て關雲 寺に 主と な 6、 大永 元年 法 明院に 退 休し" 仝 

五 年 二月 二日 寂す、 壽六 十三、 法嗣 規川宗 策、 廓 翁宗 周、 春 

山宗 胤の 三人 あう (日本 洞 上聯灯 錄) 

ジェン® 心 延 ii s.: ハ i ハ 〔天台宗〕 山城 岡 崎の 歌 僧な 6、 慈 

延字は 大愚、 號は咄 屑 庵と 云 ふ、 生國 俗姓 詳 ならす、 京師の 

東 岡 崎材に 閑 棲して 道 # あう、 後" 冷泉 爲 村に 就 s て 和歌を 

學び其 道に 達し、 秀作 殊に 多し、 澄 月 等と 幷に稱 せらる、 文 

化 三年 七月 八日 寂す、 壽缺 く、 (三十 六 家集 略傳) 


ジオ-慈 應 ( …… 0  〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 6、 
慈 應は檀 越の 請に 應して 播磨飾 磨の 濃 於 寺 R 住し、 九 旬 法 華 
を 講ず、 寂 年 及 - a 屬缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ジオ 1 慈 應 c 一 八 1 ハ) 〔天台宗〕 越後 無 動 寺 開山な 6 、 
慈應 字は 護 念、 源 爲義の 末子な 6、 父戰 死した る 時 越後 R 遁 
れ下髮 出家し、 顯密の 敎を習 ふ、 越後 菅谷 山に 無 動 寺を 御し 
不動 尊を 安す、 建 久七年 冬 鎌 倉 R 到-^ て 賴 朝に 謁し" 大に禮 遇 
せらる、 賴 朝の 請に 應して 其 女の 病を 加持す、 賴朝 府內に 寺 
を 建て 師 をして 開 法せ しめ 乂 とすれ ども 固辭 して 北歸 し、. 某 
年 寂す、 壽缺く C 本朝 高僧 傅) 

ジオン 慈 一 加 日 iiyt A: 〔曹 洞宗〕 若 狹芳春 寺の 開山な ぅ、 
慈 音字は 觀 雲、 若 狹の 人な ぅ、 幼 R して 出家し、 諸老 R 徧參 
して 後大 光寺 行 雲 遵に參 し、 止まる Z: と十餘 年、 初め 永 平 寺 
に 出世す、 文明 十四 年若 狹三潟 郡 織田鄕 日晨圓 旭なる 者芳春 
寺を 建て 其 山を 發 光山と 號 し、 師其 開山と なる、 後、 慈眼 寺 
R 遷 6、 一  住 三年、 再び 芳春 寺に 遷 る、 晩年 退 休して 仙 補 恩 
に 席を 繼が しめしが、 仙 補 先 だち て 寂せ しか ば、 師再び 寺務を 
執る、 天文 七 年 十一月 二十 二日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

ジオン* T ン慈因 心 院 ラ ィエ 賴惪を 見ょ、 

ジガィ 慈 海 ii i s: た 〔天台宗〕 武藏東 叙 山 凌雲 院の學 僧 
な 6、 慈 海 字は 宋 順と 云 ふ、 東 叙 山の 凌雲 院に 住し、 大僧正と 
な 6、學德を以て聞 12) 、訓點諸陀羅尼を刻し、世傳へて慈海本 
と 云 ふ、 元 祿九年 十一月 十六 日 寂す、 壽詳 ならず、 著作 四敎儀 
集註 標指鈔 三十 卷ぁ り、 (江戸 名家 墓所 一覽 、近世 佛家 著作 
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目録) 

ジ ガィ 慈 海 二 P ー ハ  〔眞宗 〕 某 寺の 學僧な う、 慈 海 字 
は性謙と公びゝ性海の嗣法なり享保十年の夏學林にて大經玄 
槪 を 講 し、 延亨 元年 五月雨 願 成就 文 略 釋二卷 を 著す、 嘗て 大般 
若經六 百卷を 親寫 す、 三年 六月 十八 日 寂す、 壽六 十六、 宗主 謚 
を 下して 開 善院と s ふ" (本願 寺通祀 、本願 寺派學 事史) 
ジガク ドーチ ン道 探を 見ょ， 

:;、 ンキ慈 基 (一九 五三) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 6、 
慈 基は 鷹 司 兼 平の 子、 慈禪 法師に 學 習し、 永 仁 元年 天台 座主 
となる、 其 寂年缺 く、 C 天台 座主 記) 

ジキン 慈 均 -: ot i i: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な り、 
慈 均 號を平 田と 云 ふ、 相模鎌 倉の 人、 徧く 講肆に 遊びて 禪を 
學び 、京都に 上 6 て 慧日寺 道 山晟禪 師に參 して 單傳の 旨を 得 
た 6、 甞て指 血を 瀝て 五部の 大乘經 を 書す、 二十 七 歲の時 支 
那に 渡り、 金 陵に 至うて 古林 茂に 參 し、 去うて 天目山の 中 峰 
本、月江印等に見ぇ、次に靈石芝、竺雲曇、無言宣、淸拙澄、 
雪 * 常" 腸 山 泳 等の 門に 遊び、 天台 山に 登 6 請 益して 東歸す 

曆應二 年冬豐 州崇禪 寺に 出世し、 播 摩圓應 寺， 京都 普 門 寺、 

に歷遷 す、 延文二 年敕を 拜し て南禪 寺に 陞り 、後、 寵吟菴 に 退 

休し、 貞治 三年 九月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 南禪寺 雲興菴 に搭 す、 

遺偈ぁ 6、 日く、 生死 去來 、無 k 此無 k 彼、 明月 行 k 空、 淸風 匝， 地 

と、 著作 語 錄一卷 ぁ 6、( 績群 二三 一、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ジキヨ ー 慈敎二 一-, j gs s 宗 S 江 錦 織 寺の 第 干 一一 代な 

6、 慈 敎は慈 養の 弟子に して 廣橋兼 勝の 猶子な り、 寬永二 

十 年 二月 九日 寂す、 壽 五十六、 (本願 寺通紀 、錦 織寺歷 代表) 


ジタ 1 慈 空 H IS OA 〔眞宗 〕 近 江圓照 寺 十四 代な う、 

慈 空 一名は 宏遠， 俗姓は 水 原 氏と S ふ、 慈 潮の 第三 子な う、 
文化 五 年 十二月 五日に 生る、 文政 五 年 本山に 受 度し、 十 年 父 
を 喪 ふ、 時に 長兄 旣に沒 し、 次兄 出て、 神 崎 郡覺成 寺に 住す、 
故に 師父の 後を 承け て 近 江 犬 上 郡 高宮材 圓照 寺に 住す、 師少 
にして 家庭に 學 a 、 遠 遊す る 能は ず、 自坊に 普 行 勸學を 請し 
て學 a 智 積院薩 明に 從 a て 唯識を 究め、 旁ら 諸 部に 通す、 外 
典に 至うて は其師 承な しと 雖維皆 其 要に 通ず、 常に 喜 a て史 
籍を讀 み、 且つ 文辭を 能くす、 嘉永 元年 得 業に 登科し、 尋 S 
て 助敎に 進み、 叢林を 監 す、 信 法 法主の 命を 受け 仲兄 超然と 
共に 眞宗 法要 典 據を校 補し、 其 成る に 及 a て 法主 額 字幷に 和 
歌を 書して 賜 ふ、 明治 三年 司 敎に陞 6、 五 年 遂に 勸學に 任す、 
甞て 叢林に 淨土論 玄義 分を 講し 、屢々 法主に 侍講し、 且つ 顧問 
となる、 朝廷 敎導 職を 設 くるに 方う 師累舖 して 權中敎 正に 至 
る、 晚年眼 聾 二 患に 罹う、 廿 三年 六月 二十 一日 寂す、 壽 八十 
三、 法臘 六十 九な $、 三 子 ぁう" 長を 慈 音と s a " 師の嗣 + 
たう、 著作 領解 文 略解、 大谷 略譜、 眞宗 要義、 敎證 二道 辨， 
六 字 釋講苑 、各 一卷 、淨土 論講苑 、原人 論講苑 、裁判 申 明 書， 
信 順 記 校 稀、 各二卷 ぁう、 (碑文、 本願 寺 派學事 史、} 

ジタ ー 慈 空  シヨ I ケ V 性憲を 見ょ、 

ジタン 慈訓 (一四 三 七) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な $、 
慈訓、 俗姓は 船 氏、 河內 0 人出 家して 輿 福 寺に 住し、 支 昉良敏 
に歷 事して 法相 宗を ■受け、 新羅の 審祥 の西來 する に 際し、 親 
しく 就きて 華嚴 宗を受 く、 天平 十二 年に 審祥が 始めて 華嚴經 
を 講す るに 方う、 鏡 忍圓證 と共に 其複師 となる、 天平 十六 年 
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に 至う、 審祥の 後を 繼ぎて 鏡 忍圓證 と共に 華厳の 講師と なる" 
聖武 天皇 不豫の 際、 良辨 と共に 御床に 侍して 勞勸 す、 天平 勝 
寶八年 上皇 崩御の 後、 勑し て當戶 の 課役を 免し、 父母 雨戸に 
及ぶ、 且つ 師は少 僧都に 任ぜら る、 天平 寶字 元年 R 輿 福 寺 別 
當 とな 6 て 寺務を 掌る、 興 福 寺 別當の 職師に 始まる、 同 三年 淳 
仁 天皇 勅して 五位 以上の 朝臣 並に 師位以 上の 僧の 意見を 徵し 
たま ふに 際し、 師 上表して 僧尼の 弊風を 論ず、 同 七 年 道 鏡 勢 
威を 張る に 至 師意に 合は ず、 少 僧都の 位を 停められ、 興 
福 寺の 寺務は 弟子 仁秀 NJ れを掌 どる、 寶龜 元年 八月 道 鏡 勢威 
衰へて 高 野の 山陵 R 廬居 せる 後、 即ち 同月 十六 日に 少 僧都に 
復 任し、 興 福 寺 別 當の職 も 亦 前 r 復 す、 同 八 年 興 福 寺に 寂す 
弟子 永叡 、仁秀 、の 二人 法相 宗を傳 へ、 同 正義、 明哲の 二人 
は 兼學 せる 華嚴 宗を傳 ふ、 (續 日本紙、 七大寺 年表* 三 國佛法 
傳通緣 起， 僧綱 補任、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳 には 唐に 渡う 賢 首 大師に 學び犮 
うと あれ VJ 名 取らず、 同書 天平 四 年に 僧都と なると あれ ど 名 
是亦 取らず、 

ジク？ン慈觀|1細 ?.1 ハ〔天台宗¥野日光山修學院の學 

僧な 6、 慈 觀號は 無爲道 人と 云 ふ、 下野 國佐 野模野 材木 塚 某 

の 子な へ 寬政六 年 R 生る、 文化 二 年 十一 歲日 光山に 登う、 華 

藏院慈 傍を 仰 S て 度を 受 く、 文政 五 年 華藏院 R 住し、 天 保 十四 

年 十一月 妙道院 r 轉 し、 嘉永 元年 二月 廿 五日 修學院 に 轉 し、 

學頭 R 上 6、 大僧正と なう、 功德林 院と號 す、 文久二 年退隱 

し、 慶應二 年 八月 十一 日 寂す、 壽七 十三、 臘六 十二、 師 一生 

の 著作 火 R 罹 6 亡す、 文章 數篇 あ々、 其學殖 を 窺 ふべ し、 


ジ (慈) ク I# 


ジクワ ン慈觀 ( …… 〕 〔新 義眞 言宗〕 江 111 圆福 寺の 學 
僧な 6、 慈觀 字は 照 空 房と 云 ふ、 智積院 運敝に 師事し 學名 
高し、 長久 寺よう 圓福 寺に 住す、 寂 年幷に 壽缺 く、 著作 泊 如 僧 
正 年譜 一卷 あう、 

ジタ ウン 慈觀 2 九 ±1) 〔淨 土宗〕 下 總正定 寺の 第二 代 
f,  慈觀 字は 良 嚴と云 ふ、 俗姓 生國詳 ならず、 名 越の 尊 
觀に 師事して 一門の 宗義を 受け、 下總 古河 大野 正定寺 第一 代 
莨 心 上人の 後を 繼 S て 第二 代と なる、 示 寂の 年月日 缺 く、 著 
作 名越宗 要一卷 あう、 (淨 土總 系譜) 

〔考〕 慈觀は 正 和の 頃の 人な , 

ジタ ウン M I0 ニ チジ 3 - 日靜を 見よ、 

ジクワ ン慈觀  n— ゴ V 綱嚴を 見よ、 

ジタン 慈 賢！ j -o ff 一一 〔眞宗 〕 近 江 錦 織 寺 第 七 代な う、 

慈 賢は 慈 達の 子に して 廣橋 兼宣の 猶子た 6、 甞て 現世 利益 和 
賛鈔 五卷を 著す、 二子 あう 慈 範、 叙 尙と S ふ、 寬正四 年 六月 二 
十日 寂す、 壽六 十九、 (本願 寺通紀 、錦 織寺歷 代表} 

ジ f ン慈賢 一一 私 g -s 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な う、 
慈 賢は 源 三位 賴 政の 親族 攝津 守源賴 兼の 子な う、 慈鎭 R 師事 
して 天台の 敎義 を學び 、仁 治 元年 天台 座主 r 任じ、 同 二 年 三月 
三日 寂す、 壽六 十七" (天台 座主 記) 

S ノン 慈 源 js 取 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な 气 
慈 源 俗姓は 藤 原 氏關白 道家の 子な う、 幼に して 靑蓮院 に 入う、 
慈鎭良 快の 二師 R 侍して 顯密の 法を 學び 、嘉禎 四 年延曆 寺の 
雇主に 補す、 曆仁 元年 十二月 阿 闍梨三 口を 比 叙 山に 置く を聽 
3 る、 寬一 P! 11 年 三月 大僧正に 任じ、 三年 R して 印を 解きて 飯 
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室に 退 居す 仁 治 二 年 春 天台 座主に 再任し、 兼ねて 四天王 寺を 
領す 、師 山を 治む る Z: と 前後 九 年な 6、 退て 耖香院 に 居し、 建 
長 七 年 七月 十九 日 寂す、 壽三 十七、 (天台 座主 記、 本朝 高僧 傅) 
ジゲン 慈眼 H 丨 ノノ- 叡 空を 見よ、 

ジゲン 慈眼 セツ  子 ブ雪 念を 見よ、 

ジゲン 慈眼 -1 チ H 日慧を 見よ、 

ジゲン イン 慈眼 院 ニ チ リヨ-日 遼を見 よ、 

: /ンゲ ンダ イシ 茲似眼 テン カイ 天 海を 見よ、 

シコ ー 慈 綱 11 5 〔眞宗 〕 近 江 錦 織 寺の 僧な 气 
慈 綱は 萬 治の 頃 慈忠の 後を 受けて 寺務の 復興を 謀る" (本願 寺 
通 紀)， 

sn- 慈恒! 晒 A— -tH 〔法相 宗 ：一 大和 興 福 寺の 僧な う、 
慈恒は 俗姓 茨田 氏、 山城の 人な 3、 興 福 寺に 住して 法相を 傳 
へ、 且つ 因 明に 精し、 才 多くして 行 少し、 世人 之を 慽む * 天 長 四 
年 二 月 寂す、 壽六 十五、 (本朝 高僧 傅) 

ジコ ー 慈 孝 二： 一二 X: ハ 〔曹 洞宗〕 伊勢の 千 手 寺 開山な 6、 
慈 孝 字は 正 海、 伊勢 長 野诚主 H 藤氏の 子な う、 京都 南禪 寺に 投 

じ 年滿て 比 叙 山 ic 登う 具足 戒を 受け" 遂に 北 地を 經て關 東 r 

至う、 復鄕 里に 還う、 洞 津荅世 山に 菴 居す、 永亨の 初年 偶々 伊 

勢大廟に詣で、途にて玉叟良珍禪師に逢ひ、敎を聞きて印可 

を受 く、 父エ 藤氏 千 手 寺を 創し 師を以 て 開山と なす、 文 正 元 

年 正月 二十 八日 寂す、 世壽歃 く、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ジコ 1 慈 光 5 ユ—サ ン隆 山を 見よ、 

シコ 1 茲心航 シヨ-カ イ性 海を 見よ、 

ジコ •"■イン 兹 5 廣 ilM  一ー チ-ー ン日 忍を 見よ、 


窆 慈) ザー  n 


ジゴ ン慈嚴 •一 ^ : A 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 6、 
慈嚴は 後山 本 左大臣 藤 原 實泰の 子な う、 元 德二年 天台 座主と 
なる、 時に 年 三十 三、 其 終 年を 知らす、 (天台 座主 記、 三 國名 
匠 略記) 

シサイ 慈濟 (一九 〇三) 〔戒律 宗〕 相 模極樂 寺の 律 僧な 
う， 慈濟 字は 賢明、 其 氏族を 記せす、 山城の 人な {、幼名を 
多 聞 童子と 名く、 寬元 元年 興疋 菩薩 R 從 ひ て 剃染 し、 出世の 
法を 學 a 、 大僧の 列に 進みて、 大悲 菩薩の 室に 入う、 招提 、海 
龍 王兩 寺の 間を 周回し、 戒律を 學ひ 、密敎 を 受けて 深く 幽微 
に 通し、 相 模極樂 寺に 住す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 弟子 善 願 忍 律 
師 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ジ f ン慈 山 5H 一  绞 〔天台宗〕 比 叙 山 安樂 院の 開山 ^ 
う、 慈 山 字は 妙 立 號は唯 忍 子、 俗姓 和 田 氏、 美 作の 人な 
6、 幼 R して 出家を 願 a 、 十七 歲 山城 花 山寺 雷 峯禪師 に 投じ 
て 得度す、 日々 道行を 勵み 幾何なら ずして 大に 得る と 乙 ^ あ 
$、 禪師の 許可を 蒙う、 自ら 大悟し / 2 うとな し、 四方に 漫遊 
す、 寬文四 年 近 江 坂 本に 草菴を 結び、 山水に 放浪す、 八年叔 
父某大 坂に あ- 醫業を なし、 師の 放浪せ るを 見て 大に 激勵 
して S 大藏經 を閱讀 せんこと を勸む ，これょう 奮然と して 東 
山 泉 涌 寺に 住き、 大藏經 を 閱讀 し、 三年を 經て未 穴 半は なら 
ず、 大 R 以前の 非を 悔悟し、 誓 a て 比丘と ならん とし" 大藏 
經閱讀 の 後、 棋尾 山に 登う、 戒を受 けんとし、 途中 智本 律師 
に 逢て 疑問を 質して 決せず、 直に 坂 本に 皈 6、 瓔珞經 R 依 6 
て 自誓受 具し、 且誓 ひ て 日く、 有情の 身分は 一 絲と雖 、身に 
纏は ず' 微塵と 雖 、喉に 入れず と、 これ 實に寬 文 十二 年 三月 三 


ジ (慈) ゴ—矽 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 二 四） 


ジ (慈、 ザ 


日な $、 當時 受戒は 瑜 伽の 法を 用うる を 以て 師が 瓔珞の 法を 
用る を 非と する 者 あ 6 しか ば、 詩を 作- CN て 其 偏見を 斥く、 ■こ 
れょ $ 再び 四 律 五 論を 閱讀 し、 南山 道宣 律師の 流を 汲み、 遺 
敎 、阿 彌陀 ，金剛の 諸經 、莊嚴 論、 原人 論 等と 講演して、 盛 
んに法 化を 施せう、 初め 大藏經 を 閱讀 する R 方うて、 天台宗 
の 三 大部を 見 
て、 敎觀 の大に 
備れ るを 知*^、 

益硏究 し、 法 華、 

涅槃、 楞 嚴の經 
意に 通達す、 乃 
ち 禪宗を 改めて 
天台宗に 皈 す、 

時に 年 三十 六な 
6、 翌年 秘密 灌 
頂を 受け、 次に 
比 叙 山の 義道等 
R 其證 明を 乞う 
て 梵 網の 十重 禁 

戒を受 く、 これょう 比 叙 山に 於て 戒律を 唱 へ、 山家の 一向 大乗 

戒に代 ゆるに、 南山 流の 大小 俱戒を 以てし、 僧 風の 廢頹を 救 

ん とす、 然るに 一山の 大衆 師を 小乗の 比丘と なして 誹謗し、 

遂に 異議 者と なして 放逐す、 延寶六 年 正月 六日 坂 本に 去 $、 

攝津 山城の 間に 流寓 す、 後、 梶井法 親王の 請に よう、 數 。魚 

山に 遊び、 法相 宗を 講ず、 八 年 東 山に 草菴を 結びて 棲 住 T、 


ジ (慈)；、 ン 


天 和 二 年、 母の 疾を 看護 せんがた め r 攝津小 松 休 世 庵に 止ま 
る、 尋で東 山に 皈 6 て 棲 住す、 負 享三年 法 華 三昧を 修し 、靈 
驗を感 す、 同年 丹 波に 巡 化し、 初 尾 山に 止ま 6、 同 山寺の 廢 
類を 修繕す、 四 年 琉珠の 僧禪 味の 來つて 法を 求む る ic 方 6、 
師 菩薩 戒を授 く、 元祿 元年 園 城 寺 大衆の 請 R- ょうて、 妙宗鈔 
を 講ず、 聖護院 道祐法 親王の 請に ょうて、 指要鈔 等を 講ず、 
三年 正月 母の 喪に 逢 a 、 禮誦 祈禱を 事と し、 幾何 もな く 病に 
罹う、 同年 七月 一日 門下を 召して 日く、 法 心 念 佛 、身 三觀、 
是 吾住處 なり、 汝等 思を こ V に 止む れば 、旦暮 R 我に 遇 ふな 
6、 我 死す とも 憂る こと 勿れと、 其 夜 阿 彌陀佛 の 前に 合掌 念 
佛 す、 旣 r して 唱へて 日く  •中道 即 法界、 法界 即止觀 、止觀 
即 刹那、 刹那 者 何、 南無 阿 彌陀佛 也、 然れば 則ち 念佛の 外 R 
止觀 なし、 止 觀の外 に念佛 なし、 能 所は 情の 取る 所、 法界は 
智の 照す 所と。 懇ろに 敎訓を 垂れ、 遂に 七月 三日 夜 寂す、 壽 
五十 四、 門弟 遺 鉢を 北 白 川 R 葬る、 後靈空 光謙 安樂 院を 開き、 
師を 尊んで 開山 第一祖 となす、 著作 圓頓 章句 解一卷 、十重 俗 
詮二卷 、大乗 止觀頌 註一卷 、三千 有門頌 大義 一卷 、野 山 卿 集 
一卷 、(妙 立 和 尙行業 記、 績 日本 高僧 傅) 

ジジ ツ慈實  一一 ^ OA 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な々、 
慈 實は藤 原 道家の 子、 母は少 納言源 重 房の 女、 慈 源 和尙に 習 
學 し、 弘安 十一 年 天台 座主に 任す、 正 安二 年 五月 九日 寂す、 
壽六 十三、 (天 王 寺別當 記、 天台 座主 記、 諸 門跡 譜、) 

ジシン 慈心 こ 1; •一 〇 : 〔淨 土宗〕 武 藏善德 寺の 學 僧な 6、 
慈心 字は 殘 夢と 云 ふ、 俗姓は 北條 氏、 相 摸の 人な々、 淨土宗 
に皈 し、 覺冏に 師事し、 强記 人を 驚せ $、 糅鈔 四十 八 卷を諳 
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記した うと 云 ふ、 淺 草善德 寺 R 住し、 法 化 盛な 6 へ 慶安 三年 
四月 廿日 寂す、 壽缺く (淨 土總 系譜、 鎭 流祖傳 、績 日本 高僧 傅) 
ジシン 慈心 カク シソ覺 心を 見よ、 

ジ シン 栽 心 心 チョ.- カィ 澄 海を 見よ、 

ジ、 V ン慈 >li 9 ョ—ク I 良 空を 見よ、 

ジシン 慈 信 ( . ) 〔法相 宗 U 大和 輿 福 寺の 學 僧な 

う、 慈 信 俗姓は 藤 原 氏、 實經の 子" 出家して 尊信 大僧正に 
師事して 法相 宗を學 S、 興 福 寺に 住し、 法務を 管す、 又 長 谷 
寺、 橘 寺を 領 し、 金峯 山の 檢校に 任す** 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 
高僧 傳) 

ジシン 慈® ロニ 五六 一) 〔 . 〕 山城 山 崎 寺 開山な 6、 

慈 信は 何宗の 人なる かを 知らす、 神異 多く、 鉢を 飛して 食を 
乞 ふ、 故 R iit 人 空 鉢 上人と S ふ、 延喜 年中 師攝津 中 山に 往 き、 
聖德 太子 百 濟の佛 H に 造らし め / 2 る 十一 面觀 音像を 拜し 、靈 
夢に よう 山城 山 崎に 像を 移して 化を 布き、 菴 R 安居す、 靈應 
著しき を 以て 村民 皆歸依 し 財を 捨て、 寺を 建つ、 俗に 寶 寺と 
稱 す、 後 其の 寂す る 地を 知らす (本朝 高僧 傅) 

ジシン 慈 信 (一八 三 5  〔天台宗〕 比皲 山の 僧な う、 慈 

心 字は 尊慧 、叙 山に あうて 天台 敎を 究め 法 華 三昧を 修す 、後、 

攝 津の淸 澄 寺 ic 住し、 有 馬の 溫泉 寺に 到 6、 淸凉院 に 止る、 

承 安二 年 七月 閻羅 王の 冥 請に 赴き、 地界の 衆を 集めて 法 華 十 

萬部會 を修し •導師を 勤め / 2 うと S ふ、 其 後 益 精 行し、 示 寂 

に 至る まで 法 華 經三萬 六 千 七 百 五十 餘 部を 誦 じ、 阿 彌陀號 三 

十万 七 千遍を 唱へ たうと ど、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

シシン 、ホ 1 兹 | 信 房ゼ V ラ - y 善鸞を 見よ、 


ジ (慈〕 


ジジ V ク 慈 寂 ヶン ク I 見 空を 見ょ、 

ジシユ ー 慈 舟  一一 j 晒 Ao ^s 〔曹 洞宗〕 尾 張泉德 寺の 開山な 
う、 慈 舟 字は 佛 海、 一 號 は石菴 、常 陸の 人な 6、 延亨二 年 
に 生る、 寶曆 三年 十一 歲 ic して 能 登の 香 林 山に 登- CN、 大忍和 
尙を 見、 薙髮 受戒す、 十三 年 州の 杉 室 大雄院 汇 挂搭 し、 内外 
の 典を 學 a 、 日夜 怠ら さるもの 三年、 未 ざ 生死 無常の 苦を 脫 
する 底の 力を 得す" 明 和 三年 春 二十 二歲 して 所持せ る 書 典 
を 悉皆 抛擲し、 遠く 南 遊 せんと 欲して 香 林 山に 歸省 す、 尾 張 
の 永 安寺に 到うて 坐 夏し、 山 主 見 桃 和尙の 下に 留る 、時に 秋 
月 寺の 開 寬祖闡 典 座 ^ $、 師祖闡 の 風を 慕 a 、 夏 解けて 祖闡 
秋 月 寺に 歸る に從ひ 、秋 月 寺に 掛 錫す パ 時に 秋 月 寺 師資 二人 
のみ 自ら 一人 r して、 薪炭の 勞を 執う、 餘暇 あれは 壁に 面し 
て 靜 坐し、 日夜 參究 す、 一日 祖闡 客と 拈花 微笑 話を 語る、 師之 
を 竈 邊 に 聽て 開悟す、 便ち 威儀を 具し 方丈 R 上うて 禮拜す 後. 
長 門の 大寧 寺に 到う、 虎關 和尙に 參 し、 加賀 大乗 寺に 往き 
て祖俊 和尙に 謁す、 安永 元年 冬、 師二 十八 歲の時 祖闡尾 張の 
靈鷲 寺に 移うて 結 制し、 師 をして 分座說 法せ しむ、 三年 伊勢 
河 俣 山中に 藏れ 、十 年間 動 も すれは 旬 餘糧を 斷ち 、長 坐 臥 3 
す、 或 時 村里に 死靈 あうて 人に 祟る、 里人 師 t-TL 就きて 之を 除 
かんこと を 請 ふ、 師 乃ち 戒 脉別唱 法を 授くる 名應 なし、 自ら 
修行 無力なる を耻つ べしと 謂 ふ、 二三 ヶ月の 後 隣村に 狂 病 あ 
6、 師を 請して 之を 除かん Z. とを 乞 ふ、 師謂 へらく 前の B には 
心中 除かん と 欲しせ しが 故に 應なか うしなう と、 便ち 道場に 
就き 自他 不二 深 三昧に 入う、 然る 後 前日の 法を 修せ しかは、 狂 
心 止み 穴 $ とい ふ、 天明 四 年 四十 歲に して 祖闢 の讓を 受けて 


ジ(慈〕シ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 二 四） 


ジ (慈) シ 


其 席を 董 し、 靈鷲 寺に 住す、 六 年 夏 結 制す、 寬政十 年 春 五十 四 
歲に して 尾 張 永 安寺の 請に 應して 同 寺に 移つ る、 文化 元年 六 
十歲に して 尾張大 光寺の 空席に 移つ る、 六 年龜 岳に 移る、 十 年 
九 山に 松林 寺を 再興し、 祖闡を 請して 法 地 開山と なし、 自ら 
二世に 居る、 十一 年 春 古稀の 祝を なす、 十三 年 七十 二に して 
龜岳を 退く、 法 弟宜昆 小牧 古城 北なる 本莊材 の廢 寺を 輿し、 
師を 請して 中興 開山と なす、 象 頭 山泉德 寺と 號す 、師 之に 閑居 
して 養老す、 文政 五 年 三月 廿八 日偈を 書して 日く、 平 眼 虛空 
無 一 偏、 是非 呑吐 有餘 員、 從來 天地 權名 什、 四海 誰 死 個老傳 
と、 此日 終日 山を 巡'^、 手つ から 壽 塔 1: 拂 ひ、 暮最 歸來 して 
常の 如く 自ら 湯を 求めて 澡 浴し、 入室して 端坐し、 病な くし 
て 化す、 壽七 十八、 臘六 十七、 象 頭 山に 荼毘す (泉 德 開山 慈 
兜 師行 由) 

ジシユ ー 慈 周； i s: •一. 〔天台宗〕 武 藏明靜 院の學 僧な 
慈 周 字は 六 如、 號は 白樓 、別 號無着 菴と云 ふ、 近 江の 
人な う、 幼ょう 學を 好み、 內外の 書を 讀む 、彥 根の 野 村東皐 R 
詩文を 習 a 、 後、 江戸に 出 遊し、 宮瀨龍 門 R 就く、 佛儒兼 通す 

る も、 殊 r 詩を 以て 聞 ゆ、 江戶明 靜院に 住して 諸 大家 R 交 あ 

う、 晩年 京都に 上う、 蹉峨 長床坊 R 退隱 し、 道行 高し、 大般 

若經を 眞讀 する 乙と 三十 六 回、 金剛 般若經 を 誦する こと 五 方 

部 r 至る、 亨和 元年 三月 十日 寂す、 長 床 坊里坊 r 墓 あう、 著 

作 金剛 般若 瑞應 編三卷 、放 生功德 集三卷 、葛 原詩 話二卷 、同 

後編 二卷 、六 如 菴詩鈔 三卷 あう、 (近世 叢 語、 近世 名家 著述 目 

錄 、樹下 慈尙氏 返信、) 

ジシュ ン慈俊  一一 一 g 51 〔眞宗 〕 山城 本願 寺の 僧な う、 


ジ (慈) ジ 


慈 俊 字は 從覺 初の 名は 光眞 、後、 光 尋と改 む、 童 名は 光珠 丸、 
存覺の 同 母 弟な う、 永 仁 三年 生る、 日 野 俊 光の 猶子と ^ る、 
應長 元年 冬 十七 歲に して 薙髮 し、 賴禪 僧正の 弟子と な 6、 假 
に 左 衞門督 と號 し、 尋 $ て 大納言と 稱 す、 永寬 親王の 門に 列 
し、 後、 靑蓮院 慈 道 親王 r 從ふ旣 4C して 眞宗 r- 歸 す、 元亨三 
年 三月 父兄と 共に 北 野祠 を 領 す、 正 慶二年 四月 祖師 法語 消息 
二十 二 章を 編して 校正す、 名け て末燈 # とい ふ、 幾なら すし 
て 火に 會 ふ、 建 武五年 七月 之を 重寫 す、 康永二 年 四月 覺如宗 
主 病中に 宗要 を述ぶ 、師 之を 記し、 最耍敛 と 云 ふ、 觀應二 年 
十月 慕 歸繪詞 十卷を 著し、 先師の 行實 、及 a 題詠 等を 叙す、 
覺如 宗主 存覺 の絕 交の 後、 師に 寺務を 付す、 幾 もな くして 師 
之を 善 如 宗主に 付して 自ら 退く、 故に 祖 系に 入らす、 延文五 
年 六月 二十日 寂す 壽六 十六、 二子 あ々、 一は 善 如、 二は 光長 
九と S ふ、 (本願 寺 通紀) 

シジ ユン慈 順 ii ls 一 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第一 一十 
五代な う、 慈 順 字は 通 助、 初めの 名は 慈 忍、 武藏埼 玉 郡 荒 
木材の 人、 俗姓 鐽田 氏、 享保 二十 年を 以て 生る、 十二 歲 長久 
寺 光浄の 室 R 入う、 後 智積院 に 登う 第二 十二 代 能 化 動 潮 僧正 
R 師事し、 好學 の名聲 高し、 寬正 三年 六月 山城 蓮臺 寺 r 住し、 
仝 年 九月 權僧 正に 任せら る、 仝 十一 年 十一月 二十 五日 幕府の 
命を 蒙 6、 智積院 第二 十五 代 能 化と なる、 亨和三 年 二月 山城 
大 報恩 寺に 退隱 す、 文化 十二 年 九月 十九 日 寂す、 壽八 十三、 
(墓誌) 

ジジ ヨ慈助 . ^ •: !: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 6、 
慈 助は 後嵯峨 院の第 十三 子な り、 尊 助 法師 i'c 學 得し、 正應二 


(七 二 四） 
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年 天台 座主 ic 任し、 同 三年爻 た 天台 座主と なる、 永 仁 三年 七 
月 十七 日 寂す、 (天台 座主 記、 諸 門跡 譜) 

ジシ 3 1 茲心勝 (一九 七 八〕 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
6、 慈 勝は 淨妙 寺關白 左大臣 家 基の 子、 文 保 二 年 十二月 十 
四日 天台 座主に 任す、 (天台 座主 記) 

ジシヨ ー 慈昌一 一一 一二 §2 〔淨 土宗〕 增 上 '# 第 十一 一代 中興な 
5、 慈昌號 は / I 
蓮 社源譽 、俗姓 
由 木 氏 天文 十三 
年 (一說 天文 十 
年) 正月 十日 武 
藏國埼 玉 郡 由 木 
R 生る、 父祖 武 
門の 業を 傳へむ 
とせし も 故 あ 6 
て 十 歲の時 (一 
說 十五 歲寶臺 寺 
感譽の 弟子と な 
る) 仝 國新座 郡 
片 山村 太平 山寶 

臺寺に 入ぅて 蓮 阿を 拜し剃 髮 す、 遊行 上人の 流を 傅へ、 淸淨 

光寺に 屬す 、十八に して 感譽 存貞 上人の 室に 移 6、 佛學を 勸 

め、 一宗 興隆を 任と す、 天 正 二 年 同 國上簑 に 至 6、 長傳 寺を 

創立す、 諸 宗の奧 旨を 極め 學徒一 百 人に 及ぶ、 仝 十一 年 十月 

十八 日 勅して 香 衣を 賜は 6、 生 實大巖 寺、 岩瀨 犬-長 寺に 住 


務說 法し、 同 十二 年 (一說 十七 年) 五月 二日 增上 寺の 第 十二 
代と なる、 諸 宗の學 徒、 笈 を 負うて 集り、 其 風を 仰ぐ、 仝 十 
八 年 四月 豐臣秀 吉小田 原を 攻むる 時、 武相兩 國の大 寺の 住持 
を 召し、 其 寺 列 R 依て 軍勢 甲乙 防 非 禁札を 下す、 仝 年 秀吉奧 
州を 攻むる 時、 陣に入 6 て 法話 問 譲す、 仝 年 八月 德川 家康關 
東 八州を 主領す る や、 永く 師檀の 約を なし、 慶長 三年 八月 寺 
地を 貝塚ょ 6 日 比 谷の 邊 R 移す、 仝 四 年 九月 六日 紫 衣を 賜 a 
仝 十 年 本堂、 三門、 經藏 、表門、 等を 建つ、 寺領千 石、 一切 
經 三部を 寄附し、 且つ 宗義 法制の 許可 あり、 仝 十三 年 十一月 十 
二日 家康 の執奏 にょり、 永く 紫 衣を 着すべき 詔 あ 3、 仝 十五 年 
六月 命に 依て 京師に 至う、 後陽成 天皇に 一宗の 妙 旨を 授け 奉 
る、 七月 十九 日勑 して 普 光 觀智國 師の號 を 賜 ふ、 江戶 に歸る 
後家 康秀忠 の戒師 となう、 仝 十六 年 像を 刻し、 片山 寶臺寺 r 
納む 、此 時鎭西 流に 改む 、上野 國 新田 庄 r 大光院 を 開く や、 
師は土 井 成 瀨の兩 使と 共に 趣き 弟子 呑 龍を 開山と なす、 將軍 
の 歸依益 深し、 元 和 元年 七月 宗門の 梵制# 五條を 定む 、後、 
正覺 寺を 淺草 r 創し、 十八 檀 林を 關東 八州 R 設立す、 仝 年 十 
月 十八 日 西 九に て淨 土の 宗義を 說 く、 仝 二 年 四月 十七 日家康 
慕す るや增 上 寺に 靈屋を 建て、 法事を 修む 、元 和 六 年 九月 師 
病 あり、 將軍醫 に 命せ しも 師之を 辭 謝し、 大光院 呑 寵の爲 め 
に 勘 氣の赦 免を 請 ふて 許 S る、 十一月 二 □門 輩を 集めて 訓示 
して 寂す、 壽七 十五、 臘 六十、 在住册 七 年、 撰す る 所、 論議 决擇 
集 あ， 9、 ( 鎭 流祖傳 、淨士 列 祖傳、 淨土總 系譜、 三緣山 志) 
シシヨ ー 照 一一 一 g o- a  〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪 僧な 
6、 慈 照號は 高山、 京師 白 川の 人、 俗姓は 菅原 氏、 右大臣 道 


窆 慈)、 V ジ (慈〕、 V 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 二 四) 


ジ S) シ 


眞の 後裔な-^ 母は 源氏な 6、 二 歲父を 喪 a、 七歲 母の 膝下 
に 句 讀を習 ふ、 十二 歲出 塵の 志 あう、 十四 歲淨 土寺觀 法師を 
禮して 得度し、 天台 止觀を 講究し、 戒檀 院示觀 律師を 仰き て 
登壇 受 具す、 其 後 法 華 等 諸の 大乗 經 、及び 行 業 八十 一事を 誦 
念す、 法 燈國師 (覺 心〕 を 問 ふ、 國師日 ふ、 汝の 名は 如何、 日 
ふ 本の名は 心 鏡と、 國師日 ふ、 何ぞ 老僧 R 呈 似せざる と、 慈 
照 一圓 相を 書して 日 ふ、 請 ふ 和尙鑑 せよ、 國師日 ふ、 石藕碑 
と、 かくて 隨 侍する こと 六 年、 印 可を 受 く、 東 福 寺 白雲 曉 、萬 
壽寺 南浦紹 に歷 訊し、 尋て相 摸の 萬壽寺 高峰 日に 謁し 器 重せ 
られ 、壽福 寺 寂菴昭 •建 長 寺西鐧 曇、 圓覺寺 一山 寧に 歷 訊す、 
耙 伊の 大慈 寺の 席を鋪 し、 尋て和 泉の 香 山寺、 京師の 妙 香 寺、，' 
紀 伊の 楞嚴 寺、 報恩 寺、 長 樂 寺、 與國 寺に うつる、 大雄 、龜 山、 
興禪 、海藏 、延 福、 福 城 等の 諸 刹、 皆檀 請に よう 開山 始祖と 
なる、 再び 大慈 寺に 住し、 三十 餘年 一日の ごとし、 將 軍足 利 
直義 京師の 萬壽 寺に 請す、 僮に 二月に して 建 仁 寺 R 遷 る、 曆 
應 三年 六月 朝 旨 R ようて 雨を 祈う靈 驗あ 6、 住持 一年に して 
故山 R 歸へる 、河内 守 橘， 氏 楞嚴伽 山寶壽 寺を 開きて 請す、 康永 
二 年 十二月 十五 日 同 寺に 於て 疾に 罹う、 廿 五日に 寂す、 壽七 

十八、獵六十四、遺偈あう、呵，佛罵ご組、七十八年、末後一句、 

臘雪連 k 天. 嗣 yi;- 二十 餘 人、 剃 度 二十 餘 人、 東 山 鷲 峰の 靈 洞、 

大慈龜 山寶壽 に 塔を 建つ、 勅 謚廣濟 禪師と 云 ふ、 (塔 銘、 延寶傳 

灯錄 、本朝 高僧 傳) 

ジシヨ ー 慈 性 こ i: r:: -t: 〔天台宗〕 近 江 滋賀院 第 十四 代 門 

跡な う、 慈 性は 有 粞川韶 仁 親王の 子に して 仁 孝 天皇の 養子と 

な 气文久 二 年 五月七日 天台 座主 職 R ffl す、 元 治 三年 還 補し、 


ジ C 慈) シーゼ 


慶應 三年 十二月 七日 寂す、 大樂王 院と髒 す、 生前 准 三 后 一品 
の 官位に 進む、 (天台宗 史料) 

ジシヨ 1 慈證 ジ チョ-慈 澄を 見ょ、 

ジセン 慈 泉 il ?g 〔淨土 宗西山 S 山城 安養寺の 僧な 
慈 泉 字は 洞 空、 俗姓は 岩 越 氏、 京都の 人な 6、 早 年に 
して 世を 厭 a 、 十七 歲 潜に 遁れて 高野山に 登う、 得度せ むと 
する も 寺 僧 許 S す、 乃ち 京都 r 歸ヘ 6、 後、 二 年に して 安養 
寺 慈 空の 下 R 役して 得度す、 慈 空に 隨 s て禪林 寺に 遷 う、 經 
論の 講究を 事と す、 後 淨心戒 觀を讀 みて 歎して 日く、 大聖の 
滅後戒 是れ師 とす、 苟 3 遵守せ すは 佛子 にあら す、 と、 乃ち 覺 
彥 律師を 禮して 善 薩戒を 受け、 延寶の 頃 慈 空の 譲を 受けて 安 
養 寺に 住す、 常 R 淨 土の 念佛を 行す る も の佛 願に 托して 戒律 
を 遵守せ 3 るを 嘆し、 吉水 傳統の 圓頓戒 を 宣揚して 徺 末の 弊 
風を 救 ふ、 淨土 護法 論を 作うて 辨說 せう、 安養寺に 住する Z. 
と 三年に して、 雙岡知 足 庵に 幽 庵す** 梵網經 を 講して 發 揮す 
る 乙と ろ あう、 一日 闢邪 R 坐せられ 南都に 謫居 する も、 幾 も 
なく 赦 3 れ 、道俗の 渴仰益 盛な 6、 寶永四 年 十一月 十七 日 病 
沒 す" 壽六 十三、 著作 梵網經 科 註、 古迹記 撮要、 幷 に 纂釋、 
天台 戒疏順 正 記、 賢 首戒疏 撮要 等、 十八 部 あう、 (續 日本 高僧 
傅) 

ジセ ン慈專 リョー トン 良頓を 見ょ、 

ジゼン慈 |? ーー狀ヨーハ〔天台宗〕近江延曆寺の座主な6、 
慈 禪は猪 熊 禪定の 子、 慈 源 法師に 師事して 宗耍 を學 a 、 文 永 
五 年 天台 座主に 任し、 後、 又 法務に 補す、 建 治 二 年 八月 七日 
寂す、 壽四 十六、 (天台 座主 記、 諸 門跡 譜、) 


(九 二 四） 


書辭 名人 家佛本 日 


ジゼン 慈禪 ゥゴン 有嚴を 見よ、 

ジタツ慈達一1 00 ^ 5宗〕近江錦織寺の第六代なう、 
慈 達は 慈觀の 長子に して 瑞應院 上人と 稱す廣 橋 仲 光の 猶子 ic 
して 錦 織 寺を 主と る、 永亨三 年 五月七日 寂す 壽六 十七、 (本願 
寺通紀 、錦 織寺歷 代表) 

ジタン 慈潭 ジ ョ—ク -淨 空を 見よ、 

ジチオ ー 兹 I 知日 砂 羽 キョ- ゾ— 敎藏を 見よ、 

ジチ ユー 慈 中心 (二 三 〇三) 〔眞宗 〕近江 錦 織 寺の 僧な $、 
慈忠は 廣橋兼 茂の 猶子な う、 寬 永の 末 R 慈敎の 後を 受く 、(本 
願 寺 通紀) 

ジチヨ ー 慈 澄 1  一一 一一 一 ^ 〔眞宗 3 近 江 錦 織 寺 第 十代な う、 
慈 澄 (一に 慈證と あう〕 童 名は 御壽 九と SS、 廣橋 大納言 兼 
秀の實 子な. う、 錦 織 寺の 第 十代と なる、 天 正 元年 二月 十日 寂 
す、 壽八 十五、 (本願 寺通紀 、錦 織寺歷 代表) 

ジープ ツ 慈鐵 (一 〇 六 九) 〔 . 〕 京師の 僧な う、 慈鐵 

は 鄕貫詳 ならす、 應 永の 頃、 平安の 五條 橋 流失して 士 民の 濟渉 
r 苦む を 見て、 自ら 勸 進して 資財を 募 6 應永 十五 年よう エを 
起し、 十六 年に 至うて エを畢 は 6、 士民皆 其 惪に浴 した $ 〔元 

亨釋 書) 

ジト ー 慈 等 ii 七 ^: 〔天台宗〕 江戸 凌雲 院の學 僧な う、 

慈 等は 武藏の 人な う、 童 年 出家し、 持戒 精嚴智 行 抜群な う、 

始め 喜 多院 r 住し、 後ち 東 叙 山 凌雲 院に轉 住し、 大僧正と な 

る、 天台宗 學に 精通し 且つ 須彌說 を 主張し、 數 司 馬 江 漢と論 

議 す、 文政 二 年の 冬疾 あう、 弟子に 命じて 磁針 盤を 求め、 西方 

卜へ 向 a て趺坐 合掌して 寂す、 實に二 年 十二月 五日な う、 著作 

ジ (慈) セ— 卜  I  I 


金鎅論 本爾鈔 三卷 、阿 彌陀經 要 解 心鈔 三卷 、十 不二 門 文理 | 卷 
あ $ 並に 世に 傳ふ 、(無用 閑談、 天台宗 史料、 近世 佛家 著作 目 
錄、) 

ジト 1 慈掉！  一一 ix -t-t 〔臨 濟宗〕 江 戶 麟祥 院の禪 僧な う、 
慈 棹 字は 峨 山と い a、 奧 州の 人な う、 幼に して 三春 光顯 寺の 
月 仙に 依うて 剃髪す、 甫めて 十六 歲 、出て、 遊 方し、 直 R 豐 
It に 赴き、 萬壽 寺の 虛靈 に 謁して 入室 參禪 する Z1 と 九十 日間 
なう、 少しく 省す ると Z: ろ あ 6、 後、 日向の 翠巖 、丹 波の 大 
道 等に 見ぇて 參究 し、 後 白 隱禪師 江戸の 桃 林 寺に 碧巖錄 を提 
唱 すると 聞き 往きて 之 R 謁す、 遂 に 松 蔭 寺に 追從 して 日夜 參 
究す 、師 時に 三十 餘歲 なう、 白隱 遷化の 後 永 田 寺に 歸へ 6、 
依 松に 菴 居す、 江 戶の天 澤山麟 祥院に 注して 大に法 化を 楊け、 
寬政九 年 正月 十四日 寂す、 壽七 十一、 勅して 大方 妙機禪 師の 
謚を賜 ふ、 (禪宗 史料) 

ジ F 1 慈 道； 0: 0: •一. 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 气 
慈 道は 禪林寺 殿の 子、 天台 座主に 任す る こ と 三度に 及 ふ、 二 
品 親王に 叙 せらる" 平生 和歌を よくし、 玉 葉 集に 三 首， 千載 
集に 五 首、 續 千載 集 ic 三 首、 風雅 集に 四 首、 新 千載 集に 七 首 
を 載す、 曆應四 年 四月 十一 日 寂す、 壽歃 く、 (天台 座主 記、 諸 
門跡 譜) 

PJ 慈 道 シン ノノ-信 空を 見よ、 

ジニン 慈 仁 ( . ) 〔眞 宗〕 近 江 錦 織 寺の 僧な 6、 

慈 仁は 慈 綱の 弟子な 6、 慈 綱の 志を 繼きて 寺務の 復與に 盡す 
(本願 寺 通紀) 

ジニン 兹 I 刃、 5  ユ ミョ，. 慧猛を 見よ、 


慈) V II  二 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇三 四) 


ジ S) ニー ホ—  .  I  I  ジ s§ 


ジニン 慈 忍 ，ー チ n  I 日 孝を 見ょ、 

ジハタ 兹 ド— ジユソ 道順 5: 見ょ、 

ジ ハン 慈範一 jj  gg  〔眞宗 〕 近 江 錦 織 寺の 九 代な う、 

慈 範は慈 賢の 長子に して、 廣橋兼 卿の 猶子 穴. CN、 弟 叙 尙 門徒 
と 和せ すして 子 兼 爲と共 R 本願 寺に 屬 し、 下 市の 願 行 寺を 主 
とる と S ふ、 師は錦 織 寺に 居 6 て 第 八 代と なる、 延德 元年 十一 
月 二日 寂す、 壽四 十四 ハ 本願 寺通紀 、錦 織寺歷 代表) 

ジ で V. 慈 遍 (一九 七 九) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧な う、 
慈遍は 京都の 人、 吉 田の 卜 部 兼顯の 子、 兼 好の 弟な 6、 弱年に 
して 比皲 山に 登 $、 剃 髮受 具す、 碩 匠 r 親近して 天台を 學 S、 
世 業を 以て 神 書に 通す、 筏 醋醐 天皇 召して 佛法 及 a 神道を 問 
S、 後に 奈良 R あうて 大僧正に 任す、 寂 年" 及 a 壽歃 く、 著作 
神風 和 記三卷 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ジホ ー 慈 寶ー ー刚 〔法相 宗 ；一 大和 元 興 寺の 僧な う、 
慈寶は 大和 平 郡の 人、 俗姓は 朝 戸 氏な 6、 元 興 寺 勝 悟 R 師事 
して 法相 宗を學 ぶ 弘仁十 年 十一月 寂す、 壽六 十二、 (元 亨釋 書) 
ジホン慈本1一|删 ^| 〔天台宗〕近江比叙山無量壽院の學 
僧な 〇、 慈 本字は 泰 初、 號 は羅溪 、一に 水 月 道 塲と云 ふ、 伊 

勢の 人、 寬政 七年國 R 生る、 父は 眞宗の 僧な- CN、 稍 長して 天 

台宗に 入 6、 比皲 山 R 登う、 雛 谷に 無量 壽院を 開く、 退 山の 

後 松 尾の 明 壽院に 隱 棲し、 大佛 妙法 院宮 、曼殊 院宮の 侍讀と 

なる、 明治 二 年比皲 山 金 光明 院に 寂す、 壽七 十五、 近 江 滋賀 

| 郡 坂 本 材穴太 盛 安寺 R 葬る、 著作 天台 霞標 二十 八卷 、 j 實 神道 

記、 天台 傳敎兩 祖畧傳 、各 一 卷幷に 遺稿 五十 餘 あち (天台宗 

史料) 


ジミ ョ ー 慈效 /lgf? A-- 〔天台宗〕 尾 張密藏 院の學 僧な 
3、 慈紗 俗姓は 鹿 島 氏、 常 陸 神 田の 人、 正 應四年 四月 八日 
に 生る、 十七 歲に して 出家し、 比 叙 山に 登うて 眞 辨を師 とす" 
明年 薤髪受 具し、 山に 居る こと 十 年、 勸學 精進して 顯 密の蘊 
を究む 、伊勢の 太 神 R 詣て 一千 日を 期して 大般 若經を 轉讀 し、 
神授を 乞 ふ、 其 散 日 R 靈示 あ々" 乃ち 美 濃に 牲 く、 國 守土岐 
善忠 寺を 建て 之を 延 く" 師大 R 宗 義を弘 め、 三年の 後尾 張 R 
到る、 篠 木の 民衆 密藏院 を 開き 請して 宗 風を 唱 へしむ、 師藥 
師佛を 殿 壇 R 安す、 笈を 負 a て 來る もの 三千、 道風大 に揚る 
應安 元年 八月 八日 寂す、 壽七 十八、 臘 六十 I 、( 本朝 高僧 傅) 
ジ r z 3 i 慈 猛 (一九二 八) 〔眞言 宗〕 下野 藥師 寺の 長老な 
i  慈猛 字は 良 賢、 留興 長老と 稱 す、 藥師 寺の 上座な う、 
奈 良招提 寺に 遊 a て 諸方の 戒關を 叩き、 鎌 倉に 往きて 意敎和 
尙 R 謁し、 示晦を 得、 大に覺 悟し、 直 R 佛 行を 行 ひて 高足と 
な 遂に 苏 法を 受 く、 時 R 文 永 五 年 二月な 6、 乃ち 二十 五 
祖 となる、 意 敎の寂 後 下野 藥師 寺に あうて 法 輪を 轉 し、 堀 河 
天皇 詔して 留與 長老の 綸旨を 賜 ふ、 寂 年" 及 a 壽歃 く、 (續傳 
燈 廣錄) 

ジ 3 1 慈 養 a 三 九 七〕 〔眞宗 〕 近 江 錦 織 寺の 第 十代な 6、 
慈 養は 廣橋國 光の 猶子に して 他家の 人な 3、 天 和 元年 京二條 
城に 家康に 謁し 寺の 緣起を 吿 く、 家 康寺領 二十 石を 寄す、 寬永 
十四 年 十月 廿 七日 寂す、 壽八 十九 (本願 寺通紀 、錦 織寺歷 代表) 
ジリン 慈 ft  ゲブシ 玄趾を 見ょ、 

ジェン 自圓； jYH  〔曹 洞宗〕 甲斐 歡盛寺 第一 代な $、 
自圓 字は 大虛 、肥 後臼杵 郡の 人、 肥 後 守 菊 池 直 高の 裔孫な A 


(—三 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


十二 歲に して 安樂 寺の 天性に ようて 薙髮 し、 二十 歲 {C して 德 
音 寺の 關水 法師に 從 a て 具足 戒を受 け、 東 福 寺の 慧雲岫 龍に 
參 し、 後 龍 華 寺の 桂 節 宗昌に 謁し、 其 下に 止まる 乙と 十餘年 
なう、 郡 主某府 南に 歡盛 寺を 建て 師 請せられ て 其 一世と なる、 
延德 元年 十一月 十日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ジェン 自圓 シン オ- 信應を 尾よ、 

一、 ンキ ユー 自休 ( . ) 〔臨濟 宗〕 福 山 廣德菴 の 僧な $、 

自休は 古 先 元の 派 下に 出つ、 廣德菴 に 居し 詩 名 あう、 題， 一江 之 
竹 生 島， 日く、 聞說 江湖 跨， 半 州 — •» 衝 ，天 一島 勢 如， 浮、 倚 k 松撫去 
老龍 背、 坐， 石收來 猛虎 頭、 綠樹影 沈 魚 上 k 木、 清 波 月 落 兎奔レ 
流、 靈 蹤高顯 無-, 今古 (不斷 神風 濟， ，渡 舟； と (延 寶傳 灯錄) 
ジキユ 丨 自休 ショ ークユ 正 受を 見よ、 

ジキ f  自敬 (一一 OHO  〔臨 濟宗〕 美 濃 正 法 寺の 禪 僧な 
$、 自敬 字は 信 中、 別號は 一心と 云 ふ、 嫩桂榮 の 下に 契 悟 
す、 延 文の 頃 月心圓 等と 共に 明に 渡う、 季潭 、無 着、 等に 參 
謁す、 天 寧 寺 了堂琦 一心 歌、 幷に說 を 贈る、 歸來龜 谷 壽福寺 
に 住し、 幾 名な く 美 濃の 正 法 寺に 出世す、 後、 紀 伊の 興國寺 
に遷 6、 壽六 十餘に して 其 寺に 寂す、 年蒔缺 く、 (延 寶傳 灯錄、 

本朝 高僧 傅)  • 

ジケ ン自 謙 55 2-- ー ハ 〔眞宗 〕 石 見瑞泉 寺の 住持な う、 

自 謙は 石見國 川下 材字尾 原片山 甚六の 子な う、 安永 八 年 同村 

字 笹細正 安寺 {C 剃 度し、 爾後 實成院 仰 誓の 門に 入う、 宗學を 

硏 習し、 年 廿九歲 にして 瑞泉 寺に 住持せ $、 法 門 惑亂の 際、 

本山の 常勤と なう、 自家の 山林 田畑を 賣 却して 其 費用に 充て、 

全力を 扶宗 事業に 致せう、 裁判の 後 奉行 錄を 著して 本 如 宗主 

f  )H— ケ 


に 獻 す、 本 如 宗主 六 字 尊號二 幅、 幷に 自書 一幅を 賜 ひて 其 功を 
賞す、 廣如 宗主の 代に 及 a て 短冊を 賜 ふ Z. と兩 回、 文政 八 年 
五月 廿八 日勸學 職を 命せられ、 文化 十 年 安居 學林に 代講し、 
弘化 三年 三月 四日 寂す、 壽九 十六、 會々 江戸 幕府 言を 本山に 致 
して 日く、 現今 眞宗 僧侶の 品行 端正 學識 醇粹 にして 名 實相稱 
ふ もの 唯 越後の 僧朗 、石 見の 自 謙、 兩人 のみ、 宜しく 厚く 遇 
する 所 あるべし、 と、 是を以 て 其訃 至る や、 特旨を 以て 善 友 
院と謚 す、 著作 高裁 奉行 錄一卷 、後出 彌 陀偈經 錄二卷 あう、 
(學 苑談 叢、 本願 寺 派 學 事史) 

ジコ— イン 自厚院 ニ チカ ン日鑑 を 見よ、 

ジザイ N ン自在 巷 ホ I ゴ  > 方 嚴を見 よ、 

ジ サン自 山 トク ゴ得 吾を 見よ、 

;、ン サン自 U4 リン ヒ臨罷 を 見よ、 

ジシ ユン 自春 リョー テ- 亮貞を 見よ、 

ジシ n ー  ー 自性 5 : ±: •二 〔曹洞 宗〕 奥州 慈眼 寺の 開山な 6、 
自性 字は 天眞 、奧 州の 人、 俗姓は 藤 原 氏な 6、 壯に して 龍 泉 
寺 通 幻 寂靈に 師事し、 四十 二歲 にして 初めて 典 座と なる、 後 
奥州に 皈へ 6、 宅 良に 寺を 建てん とし 地を 堀うて 觀世 音の 金 
像を 得た う、 依うて 普 門 山 慈眼 寺と 稱 す、 應永 二十 年 正月 十 
三日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣英仲 法 俊、 侠 翁玄 俊の 二人 あ々、 (日本 
洞上聯 灯錄) 

;、ン シ 3 1 自性ド ーゲソ 道玄を 見よ、 

ジシヨ 1 シ自笑 子 シ ィ宗 謂を 見よ、 

ジシ 3 1 シ 31 ニ ン 自性 レ -- 1-. 人ガダ ッ我實 を 見よ、 
ジシ 3 1 ボ 1 自證房 カ クィン 覺 印を 見よ、 


i、 ン (自〕 コ—、 ン 


書辭 名人 家佛 本日 


■(二三 四） 


ジ c 自〕 チ ー 字 


ジチ fnl 自超 (ニー 六〇) 〔曹 洞宗〕 上野 永 源 寺の 第二 代 
な 6、 自超 字は 賢 室、 上野の 人な 6、 出家の 後、 諸老 に徧參 
し、 雙林寺 一州 正 伊に 參 し、 服勸 三年、 衣 法を 受 く、 去ぅて 上野 
の三嶽 に菴 居し、 菴後に 寺と な 6、 永 源 寺と 稱す 、一州を 開山 
とし 師は其 二 代に 居る、 明應九 年最乘 寺に 遷 6、 居る こと 二 
年、 再 a 永 源 寺に 歸へ 6、 某 年 寂す、 法嗣嫩 恕全芳 一人 あ々、 
(日本 洞上聯 灯錄) 

ジタ ツ自哲 一一 一 1? ヒ 〔臨 濟宗襄 前 博 多聖福 寺の 禪 僧な 
6、 自哲 字は 愚谿 俗姓は 大谷 氏、 出 雲の 人、 六歲 r して 出家 
し、 観音 寺 大林に 師事し、 後、 蘇 山に 師事して 其 法を 嗣 く、 
安政 二 年 博 多の 聖福 寺に 住し、 明治 六 年 護聖院 R 退隱 し、 十 年 
八月 八日 寂す、 壽六 十六、 

ジトク 自德 ii ri A: 〔曹 洞宗〕 甲斐 長生 寺の禪 僧な々、 
自德 字は 積 桂、 武藏大 里 郡の 人、 俗姓は 小 林 氏な ぅ、 十三 歲 
金 峰 寺 淨智に 役して 出家 受 具し、 甲斐 長生 寺の 鷹嶽宗 俊 r 謁 
して 記 室と な 6、 分 座說 法す、 鷹嶽 寺に 遷るに 及 a 、 師 命せ 
られて 長生 寺に 主と なる、 永 正 五 年 十一月 十七 日 寂す、 壽缺 

く、 (日本 洞上聯 灯錄〕 

ジ トク 自得 (一三 四 七) 〔 . 〕 陸奧の 僧な 3、 自得 

陸 奥の 蝦夷の 人な 6、 持統 天皇の 初、 道 信と 其 ic 出家す、 三 

年 七月 勅して 金 銅 藥師佛 像、 觀世音 菩薩 像 各 一 軀、 鍾娑羅 {食 幡 

草の 物を 賜 ふ、 事蹟の 詳か なる は 知るべからず、 (日本書紀、 

本朝 高僧 傅) 

ジ手ン i  リヨ 丨ャ了 也 1: 見ょ、 

ジ竽ン サイ 自妖 、川齋 シ d- 宇 宗祇を 見よ、 


ジ C 自 、示、 持、 時) 

-- — I  .  .  I  —-lai8  - ■  I  -----I  —-8111811^11^11111 

ジ乇ク シ自牧 子 ド 丨キ道 機を 見よ、 

ジクワ ン示觀 ギ 3 1 子 ン凝然 を 見よ、 

ジ F 1 示 導； 0: 2: 〔淨土 宗西山 派〕 山城 三 話 寺の 僧な 
う、 示 導 號は康 空、 初め 比叡山に 登 6、 天台宗 忠圆の 徒と 
なう、 後、 淨士宗 R 入 $、 性 空玄觀 ic 師事して 西 山 派の 學 を 
究め 三鈷 寺に 住し、 後醍醐 天皇の 戒師 となる、 貞和 三年 九月 
十一 日 寂す、 壽 欠く、 敕謚廣 慧と賜 ふ、 (淨 土總 系譜) 

ジ トン 示敦 1  一： 一. A: -fc: 〔臨 濟宗〕 京都 榮福 寺の 僧な 气 
示敦 字は 儀 雲と 云 ふ、 東昇杲 に 參して 法を 嗣 き、 初め 伊勢 安 
國寺に 住し、 後、 東 福 寺 r 遷 る" 大永七 年 四月 五日 寂す、 壽 
缺 く、 龍 眠菴に 塔す (延 寶傳 灯錄) 

ジア持阴  9 ョーシ ン 良心を 見よ、 

ジキ 3 1、ソ 3 1 ニ ン 持經 上人 クョ-  ョ定譽 を 見よ、 
ジグ ジン 持 願 チ  ョ丨 ノノ 丨長空 を 見よ、 

ジホ 1 持 法 ゲソ n 丨源 光を 見よ、 

ジタ ー 時藝 1-1  一 00 15 〔眞宗 〕 山城 本願 寺 第五 代な'^、 
時藝 號を綽 如と 稱 す" 觀應 元年 三月 十五 日 生る’ 俊 支 上人の 子 
童 名 光德 麿と 云 ふ" 權 大納言 時 光の 猶子な 6、 得度して 權大僧 
郡に 任し、 明德 元年 宗務を 繼 き、 幾 次ら すして 職を 法 嗣玄康 R 
付し、 去うて 越 中 杉 谷 R 隱る 、會々 異邦 書を 朝廷 {C 献 し、 文 
辭難澀 讀む 乙と 能は す、 朝廷 諸 寺に 詔して 讀む 者を 慕る、 師 
勅に 應して 之を 讀む 、後小松 天皇 其 博識を 稱 し、 周圓 上人の 
號を 賜 a 、 且つ 勑 して 宮中に 於て 大 無量 壽經 を講 せしめ、 聖 
德 太子の 宵 像、 及 a 巨 勢 金 岡の 書き 7^2 る 太子の 傳繪八 軸を 賜 
ふ、 因 6 て 寺を 越 中 井波 R 鄉 し、 勑賜瑞 泉 寺と 稱 す、 同 四 年 


(三 三 四） 


書辭 名人 家*  本  日 


四月 二十四日 寂す、 壽四 十四、 (門跡 傳 、大浴 略譜、 本山 寺 誌) 
ジシユ I サィ 時習 齋  ゲン シヨ- 玄昌を 見よ、 

ジブ キヨ ー 治 部 卿-三 一 丑) f . 〕  七條 佛所佛 H 

f  治 部 卿は 康 珍の 妹の 子に して、 康 琳の猶 千な う、 弘 
治の 頃の 人なる へし、 甲斐 八 代 郡 靑島弓 削 神社に 藏する 獅子 
頭は 其銘 によ 6 師の 作た るへ し ，( 大佛 帥 系圖) 

ジブ キヨ ー 治 部 ® -1 チサ 日 佐を 苑 よ、 

ジコ ー 字 岡 y モ V 祖文を 見よ、 

ジ F1 字 堂 カク  マン 覺 ^ を 見よ、 

ジゥン 似雲|一阳1ーニー1ーー1 〔眞宗 〕 播摩須 磨 源 光寺の 僧な 6、 
似 雲-初の 名は 如 雲、 春雨 亭と號 し、 一に 風月 菴と號 す、 安藝 
廣 島の 人な う、 資性 和歌を 好み、 京都に 入うて 藤原實 蔭に 就 
て 學 ぶ. 實蔭 古今を 傳授 する に 及び、 師を 召して 傳授の 箱を 
托す* 三年を 經て辭 し 去う、 名山 奇勝を 遍歴し、 更に 住所を 
定めず、 時人 呼びて 今 西 行と S ふ、 師聞 S て 「西 行に 姿 ばか 
6 は 似た れ ともこ、 ろは 雪と 墨 染の釉 J と戯 る、 西 行の 墳墓 
詳かな ら S るを 歎じ、 百方 これを 探うて 石山の 觀世 音の 靈吿 
によ 6 河 內弘川 寺に 西 行の 墳を 求め、 其 地 R 碑を 建て、 一草 

堂を 造り、 別に 自ら 菴を 山陰に 結びて 居 $、 號して 春雨 亭と 

云 a 、 詠して 日く 「なみなら ぬ 昔の 人の あとと めて 弘川 寺に 

すみ 染の 軸」 と、 享保 十六 年 六月 仙臺侯 伊達 吉 村の 招きに 應 

して 其 地に 赴き， 幾何なら ずして 辭して 皈 6、 靈元 上皇の 徵 

によ. 〇、 出て て 仕 ふ、 上皇 師の頭 寒を 厭 ふを 聞き、 詔して ¢1 

を 賜 ふ、 晚年嵯 峨天龍 寺の 境内 大堰 川の 邊に 一草 菴を 構へ、 

名を 似 雲と 改む ，寶曆 三年 七月 八日 和泉罇 尾の 北 村 某の 宅に 


て 寂す、 壽八 十一、 遺囑 にょう 遺骸を 弘川 寺 ic 送う、 M fr o 
填と 並べて 葬う、 塚を 築く  •著作 葛 城 百 首、 詞林拾 葉、 匝 行 

舊跡記 谷 一卷 、似 雲 類題 一卷幷 績二卷 ，十 百 首 窓の 曙、 磯の 波、 
奧州紀 行、 各 二 卷年並 艸寫本 二十 卷等ぁ 6、 ( 近世 畸人 傳 ，野 
史 、別行 傳 •近代 各 家 著述 目録) 

ジグ !? ン ロハ ゑ ジクハ ノフ ソ竺 丸を 見よ" 

ジ； 、ンヨ 1 侍{疋 ゼン*— 禪峰を 見よ、 

シキ ブ キヨ， 式部 卿 コ -ゥソ 康運を 見よ， 

シキ ジヨ ー 色定 リョ- ユ-莨 祐を 見よ、 

シキ ロ 識廬  キン 永 瑾を 見よ、 

ジキア 直 阿 ケン テ  ッ源哲 を 見よ、 

ジキ アン 直 ^ シ rl * クヮン 宗觀を 見よ， 

ジキィ 直較酉 リョ— b'' 二 艮敏を 見よ、 

ジキオ 1 直级羽 シユ- レン 宗廉を 見よ、 

ジギオ ー 3^  チヵ ソ智 侃を 見よ、 

ジキオ 1 直 公 羽 リョ 丨チ ri  - 良忠を 見よ、 

ジ V キオ ー 直ぶ 羽 ヱ 1 ショ 丨裔 正を 見よ、 

ジ彳 f  直® 1  ズィシ V 隨心を 見よ、 

ジキシ 直 至  ガブ シ ユク巖 宿を 見よ、 

ジキシ S: 一 ^ ノノ  7 ィザ ン快 山を 見よ、 

0 イシ 直 至 ゲン テ-源 底を 見よ、 

ジキシ シユ— ド 丨秀 道を 見よ、 

ジキシ 直 至 ズィォ -隨應 を 見よ、 

ジ キ シ ri* 一 S ” ョ—サ ン了 山を 見よ、 

ジキシ 直 指 シュ- が ノノ 宗譯を 見よ、 


ジ (時 •治、 字、 似} 


シ (只、 侍〕 ^ キ (式 色、 識)； ジキ (直) 


書辭 名人 家怫本  日 


(四 三 四） 


;、ン|キ(直) ジ| ク C 竺) 

ジ 5 ン 直 心 セン ォ丨設 雄を 見よ， 

ジ キ、ソ ン lr ^ モン エ ッ 聞 悅 を # L よ。 

ジキ チヨ 1 直 釣 ゲン モン 支 門を 見よ、 

;、ン キデン 直傳 ゲッヶ V 支 賢を 見よ" 

ジキ デン Lf « ショ— ソ正祖 を 見よ、 

ジキニ 1£ 爾 キォ ク貴屋 v 見よ、 

ジキ イン Li 入院 ヶン H 丨憲榮 を 見よ、 

ジキ 乏ヨ ー 直 明 エ ヵイ 慧 海を 見よ、 

ジキ ml  直 層 ショ- トソ正 暾を昆 よ、 

ジタ アン // 一一；^  、ゾユ -セ ブ宗 仙を昆 よ、 

ジタ アン I 一一 « ジ 3- - イン 淨 印を 見よ、 

ジタ ウン 笠 g ショ- ザ ン淸 山を 尾よ、 

ジタ ウン 竺雲 卜- レン 等 連 ？: 見よ、 

シク ウン 性 一 S ポソ セ. ッ梵 仙を 見よ、 

ジクオ ー 竺翁 チ ユ ， セソ仲 仙を昆 よ、 

ジクカ ン 竺一嚴 パイ セソ梅 仙を 見よ、 

ジタ ゲン 竺源， 一 Ig gi s 濟宗 S 師建仁 寺の o ftf な〜 

竺源 字は 東海、 俗姓 藤 原 氏、 紀 伊の 人な ぅ、 法燈 國師覺 心の 

下に 得度 受戒し、 後、 朿福 寺無關 門、 南禪寺 规菴圓 に歷 事す、 

龜山 上皇 寺 寮に 幸して 法要を 問 a たま ふ、 朿 下して 圓覺寺 西 

碉曇 R 謁し、 其 T に 典藏 となる'  建 仁寺妞 長 寺 R 入 $ て 約 翁 

儉に隨 ふ' 建武の 末， 光嚴 上皇 勅して 紀 伊の 誓 设寺 に往 持せ し 

め / 2 まふ， 尋て紀 伊 1/; 興國 寺、 筑 前の 聖福 寺、 京師の 萬壽 寺、 建 

仁 寺に 遷う 、法 燈國師 の禪 風を 揚 ぐ、 晚年洛 西の 妙 光 庵 R 隱捿 

し、 康永 三年 十月 十六 m 寂す、 壽七 十五、 臘六 十二、 東 山 R 


S ク (竺 )ダ ー シ 


寂 光 塔を 建て 靈骨を 收む 、勅謚 法 光安 戚禪師 と 云 ふ、 (行 實延 
寶俾 燈錄 、本朝 高僧 傅}  , 

ジクゲ ン /--A- 一一^^  チョ 丨サィ 超 西を 見よ* 

ジタ サイ 竺西 卜-ボ ソ等梵 を 見. >6、 

ジタ サン 竺 山 トク セン 得 仙を 見よ* 

ジクシン 竺信 ir 一一 ^ 〔曹 洞宗 ；！ 山城 與聖 寺の 禪僧な 
う、 竺信 字は 梅峯 、攝津 大阪の 人な り、 俗姓は 舟橋 氏、 八 
歲に して 鄕塾に 就て 書を 讀む 、僅 R 旬日に して 四書 十 卷を朗 
誦す、 時人 其 潁敏に 歎す、 十一 歲 R して 播摩國 安養寺 長屋 養 
に 役して 出家す、 受 具の 後奈良 R 適き て經 論を 妍究 す、 旣に 
して 宇治 興聖 寺 R 至う、 萬 安に 參 見す、 次て 關 萊 の 叢林を 徧 
歷 す、 後に 山 崎 R 懶禪を 問 a 、 其 指示に よう、 興 聖寺寵 蟠 
に 見 ゆ、 蟠 一見 之， W 器と す、 師 朝參暮 請、 E 各 其 機 嬰を 知る、 
問答 數 固、師 便ち 禮拜 し" 遂に 衣偈を 承く、 甞て播 摩 國護生 
寺 R 入り 第一 坐に 居す、 次に 加賀を 歴遊して 播摩國 に歸 6、 
長屋 養に 省 覲 す、 長屋 師の 至る を 喜ん て 院 事を 領せ しむ、 寬 
文 六 年總持 寺に 出世す、 但 馬の 養 源 寺に 遷て 緇素 ^ 風化す、 
名 聲四邊 に聞ゆ1豐岡の城主京極氏、幷に無生居士、深く師の 
德を欽 て 外 護と 爲 る、 元祿九 年の 秋 信濃國 の大 守' 永 井 氏) 懇 
請して 興聖 寺 R 住せし む、 貞享 元年の 春 事を 謝して 墨 江の 臨 
南 寺に 隱る 、四牢 の 秋水 戶中納 言 光 园遙に 師の德 風を 聞て 請 
て 耕 山に 館す、 三年 病を 以て 謝して 舊 棲に 歸る 、十三 年 竊に鷹 
峰の 卍 山禪師 と議 して 幕府に 訴て宗 弊を 救 はんと 欲す、 自ら 
洞門 劇談を 撰す、 已に して 江戶に 到りて 靑龍 寺に 寓す 、且つ 
宗門の 利害を 陳て 自ら 訴へて 忠憤已 まず、 瑠璃 光寺の E 翁 長 


(i 三 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


老戮 力して 之を 助く るに 會 し、 是に 於て 十六 年 春 寺社 奉行 飛 
騨守 阿部 氏、 本 多 氏、 永 井 氏 其 誠意を 察して 其 訴を容 る、 即 
ち 永 平 雄 I 持 等の 住持數 十 員を 召して 各々 處分を 聽 く、 秋 八月 
特に 條令を 下し 永く 一宗の 惡 弊を 禁 す、 九月 南歸 して 大和の 
白雲 山 興禪 寺 ic 入ぅ、 林 丘 客 話を 著して 一宗の 惡弊を 革め て 
惑を 解く の 意を 述ぶ 、寶永 四 年 十一月 十九 日 寂す、 享年 七十 
五歲 、臘 六十 五、 (日本 洞上聯 灯錄) 

ジクシン 竺心 キョ-セ ソ慶 仙を 見よ、 

ジタ セン 竺仙ボ V セン 梵傳を 見よ" 

ジタ F1 竺堂  H V ノノ 圓瞿を 見よ、 

ジタ 竺堂 リョ-ゲン 了 源を旯 よ、 

ジタ ホ ー 竺芳 シユ- セソ宗 仙を 見よ、 

ジタ ホ ー 竺芳  、ノエ.- 祖裔を 見よ、 

ジ V クワン 竺丸 i: 5; 一 〔眞宗 〕大 坂欣淨 寺の 僧な 6、 
竺九 本名は 只 九、 弄 松 閣と號 し、 鴨 水子と 稱 す、 眞宗高 田 派 
なる 京都 本 誓 寺 中 福 昌菴に 住し、 後、 M 花 谷 町欣淨 寺に 移る I 
俳諧を 好み、 椎木才 麿に 師事して 出藍の # あ 6、 正 德二年 十 

一月 二日 寂す、 壽七 十餘 (俳諧 大系 圖〕 

シット 1 F 1 ニ ン 漆 桶 道 人 シ ユ - ク集 九を 見よ、 

ジッ アン {貫 ^ ri 丨サ ソ融參 ^ 見よ、 

;、ンッィ實伊一 ^ ーーー〔天台宗〕近江園城寺の僧广？、 

實伊 俗姓は 藤 原 氏、 正 二位 伊平の 子な 6、 實眞 に 就て 蓮 髮受 

戒 し， 顯密 を學び 、祐 曉審 基に 事へ て 天台 法相を 傳 ふ、 師、 

和歌を 善くす、 建 長 六 屯 圓淨を 拜して 秘密 灌 頂を 受け、 弘安 

二年敕 して 大僧正 R 任せられ、 弘 安四 年 八月 二十 六日 寂す、 


壽五 十九、 (三 井續灯 記、) 

ジツィ ン 實因 (一六 五 九) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 僧な 
う、 實 E 俗姓は 橘 氏、 相模刺 史敏貞 の 子、 敏達 天皇 二十 二 
® の 孫な う、 比 叙 山の 弘 延を禮 して 剃髪 受戒し、 天台 敎を學 
び、 且つ 密法に 通ず、 長 保 中 法 性 寺の 座主 / 2 らん Z1 とを 望み、 
朝議 許さず" 乙れ ょう 怏怏 として 樂まず 、小 松 寺に 房 居し、 
法 華經を 誦す、 寂 年 及 壽缺く (本朝 高僧 傳) 

ジツ ィン 實 因 - r: 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 四十 
二 代な 6、 實因 字は 法 泉、 號は 成果と 云 ふ、 尾 張 名 古 屋の 
人 俗姓は 北 畠 氏、 後に 松 平氏を 胃す、 十歲 に して 州の 福生院 
實珉 和尙に 就て 剃髪し、 天 保 五 年 智積院 に 登う、 隆榮能 化に 
師事す、 後 請せられ て 福 生院に 住し、 安政 六 年 竪義を 勤む、 
萬延 元年 長久 寺 R 移う、 元 治 三年 灌頂を 修す 、明治 七 年少 講 
義を拜 し、 累遷 して 中敎 正と なる、 同 十二. 年 撰 まれて 智積院 
能 化に 晋む 、十九 年 僧正に 轉し 、長者に 登 6、 大傳法 院の座 
主を 兼ぬ、 主 職に ある 十 I 年、 明治 二十 一年 辭して 尾 張に 歸 
6、 二十 二 年 十一月 二十日 寂す、 壽 七十、 臘 六十、 (新義 眞言 
宗 史料) 

ジツゥ ン實運 j A-t s 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 僧な 6、 
實運は 源 俊 房の 子、 弱冠に して 醍醐 寺 座主 勝覺に 從 S て 眞言 
敎を學 ひ、 勸 修寺寬 信の 灌頂を 受けて 諸 密軌を 傳へ 、兼ねて 
三論を 受 く、 勸修 寺に 住して 僧都に 任し、 盛に 瑜 伽を 唱 ふ、 
永曆 元年 二月 二十日 寂す、 壽五 十四、 著作 摩尼鈔 、保 元 記、 阿 
彌陀念 誦 次第、 各一卷 、瑜祗 經祕决 二卷、 兩界鈔 、兩界 略釋、 
台藏略 次第、 五 方鈴佛 具等圖 、綴雙 紙、 羅諸鈔 、別記 各 一帖、 


3 ク C 竺) ジッ (實」 


ジツ (實) ィーウ 


書辭 名人 家、 佛 本  H 


(六 三 四） 


ジツ C 實〕 K 


支 祕鈔 四帖 、金 賢鈔十 帖 、諸 尊要鈔 十五 帖 、求 聞 持口决 、木 
{戈 谷 若干 卷 あう、 (本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

ジツ H 實慧一 侧§1$  S 言宗〕 京師 東 寺 第一 一代な う、 
實慧 俗魟は 佐 伯 宿 福、 讃岐多 度 郡の 人な 延 曆五邛 に 生る、 
幼年 書 博士 佐 伯 直、 葛 野 酒麻呂 等に 儒 學を學 ひ、 稍 長して 奈 
良 大安 寺泰 基に 
依， 〇 て 出家し、 

唯 識を學 ひ、 大 
に 器 許せられ、 

延曆 二十 三年 受 
戒す、 一 遺告 頭書 
に 大同 二 年と せ 
う) 空 海 大同の 
初年 歸 朝し、 眞 
言を 弘む る R 方 
6、 師往 きて 之 
に從 a 、 弘仁元 
年 廿五歲 にして 
兩部灌 頂の 職 位 

を 受 く、 世 師を稱 して 日本 第二の 阿 闇 梨、 最初 入 壇の 弟子と す 

旣 にして 大法の 深 旨を 得、 盡く壇 儀 印 契經軌 秘訣を 受け、 三年 

十二月 空 海 高 雄 山# R 三 綱を 置き、 師を擢 て、 摩々 帝に 任す、 

四 年 四月 甘 七日 天台の 最澄 R 師 兄の 禮を執 る、 空 海 高野山を 

開く 時、 先つ 師及 a 泰範 をして 地を 相せ しめ、 菴を結 ふに 方 6、 

専ら 師を して 土木を 司らし め / 2 6 と 云 ふ" 十四 年 空海敕 に よ 


ジツ (實) 工 


6 東 寺に 遷るに 及 a 、 師之に 隨從 す、 天 長 元年 九月 慧雲 東大寺 
よう 來 6 て 師に投 す、 二 年 三月 十一 日 東 寺の 道塲 にて 空 海よ 
6 兩 部の 秘訣を 受 く、 四 年 河 內錦部 郡 故の 雲 心 寺 廢趾に 寺 1: 
鄉 し" 觀心 寺と 號し 、密敎 を 布く、 (長者 補任の 一 說に承 和 四 年 
と あ 60 九 年 十一月 空 海の 退く R 際し、 命 R よ 6 蒐 寺の 二 代と 
なる、 承 和の 初め 敕を 奉して 神 護 寺に 祕法を 修 し、 弘仁淳 和 二 
上皇に 寵遇 せられ、 本院の 別當に 輔 せらる ' 一年 三月 十五 日 空 
海の 遺命 R ようて 其 後事を 監す、 三年 五月 十日 權 律師に 枉 し* 
東 寺の 長者 R 補す、 一說に 之よ 6 先 本 寺の 別當を 兼ぬ と 云 ふ、 
其 月敕命 あ- CN、 毎年 三 長齋の 月 R 東大寺の 灌頂院 に 於て 三 七 
の 供 僧を 選 a 、 息災 增益の 法を 修し 、國 家を 鎭護 する を 以て 
永 式と なさし め、 師と圓 明と ？: して 之を 幹と らしむ、 四 年 正 
月 上奏して 圆行を 入唐せ しめ" 書信 法服 等を 付して 唐の 故 和 
尙惠果 阿 闇 梨の 墓に 奠し 、遙に 孫弟子の 禮を 執る ^' 四日 卜： 奏 
して 東 寺の 定額 五十 僧を 减して 二十 四 口と し、 僧綱 牒に舖 任 
僧の 名 位を 載せて 別當三 綱に 下す、 是れ空 海の 遺志を 繼 くな 
$、 又 七月 奏請して 金剛 峯 寺を 修繕す、 此月正 律師 R 轉 し‘ 
五 年 正月 三日 請 R 應して 延曆寺 四 王院の 供養 會に 赴き、 咒® 
師と なる、 九月 上表 L て 東 寺の 俗別當 を延曆 寺の 例 R 傚 ひて 
眞言の 雜 事を 撿校 せし む、 帝 不豫の 際、 飾 巨 多の 寶 像を 彫み、 
一切 經幷 に 諸 儀 軌を寫 す、 七 年 九月 二十 八日少 僧都に 任す、 
八 年 二月 七日 上表し 金剛 峯寺を 定額の 諸 寺に 準し、 燈分を 施 
3 れんぶ を 請 ひ て聽 S る、 師是 よう 先 空 海の 遺志を 繼 き、 東 
寺に 灌頂院 を 建て、 十 年 十一月 上表して 國 家の 爲め m 寺 R 於 
て 眞言 一宗の 傳法職 位を 定め、 並 R 結緣 等の 灌 頂を陔 せんと 


〔七三 四） 


書辭 名人 家佛本  H 


請 ひ， 十六 日 官符 r 下して 之を 許す.. 同廿 七日 奏して 自ら 大 
阿闍 梨と 稱 し. 法師 眞紹を して 其 職 位を 受けし め yL と 請 a て 
許 S れ 、十二月 - r 三日 灌頂院 を 開き、 傳 法の 職 位を 眞紹 に授 
く、 是れ 本邦 眞言 宗具 支灌 頂の 始な 6、 晚年 事を辭 して 河內 
に歸 休し-'  檜 尾. 測に 法禪 寺， 4: 立て、 (.弟子 傳 には 承 和 十二 年 
法禪 寺シ 建立す と あう) 承 和 十四 年 十一月 十三 日 寂す、 壽六 
十二'  臘四 十四、 大 坂嵯峨 陵の 側に 五輪の 小 塔 あ- 〇/ 即ち 師 
の 墓な 一說に 御廟 橋 南 二三 丈 許に あう と 云へ とも 分骨の 
地 * るの み. 後 安永 三年 八月 十三 日 謚號を 賜 a て 道 興 大師と 
云 ふ、 著作 金剛界 次第、 護摩 略鈔 、阿字 觀川 心口訣 各一卷 、五 
秘密 次第、 戒序 胎藏海 次第、 灌 頂儀軌 ，緣起 實錄帳 あう、 (弘 
法 大師 弟子 譜、 弘法 大師 弟子 傳 、諸 宗章 疏錄) 

ジツヱ ン實圓  一  1 ^ 加 〔天台宗 S 江 園 城 寺の 僧な う、 
實圓 俗姓は 藤 原 氏、 羽 林 公隆の 子、 文 永 二 年 三月 仙 朝を禮 し 
て 入 壇し、 正應 七年權 僧正に 任す、 德治 元年 四月 十一 日 寂す 
壽 七十 ur  (三 井續灯 記) 

ジツ H ン實衍  一一；^ o-fc 〔天台宗 £江 園 城 寺の 學僧な 

う、 實衍は 建 保 五 年に 生れ、 寬元二 年 出家して 祐曉 現舜二 

師に從 a. 天台 俱舍を 聽 く、 弘長七 年 本 寺大學 頭と な 6、 正 

應 三年 十一月 廿 三日 寂す、 壽七 十四、 (三 井續灯 記) 

ジツオ 1 {貫 砂 羽 ソ—シ ti  — 聰秀 を 見ょ、 

ジツカ ィ {貫 海 一二 ^ 〔天台宗〕 武藏喜 多 院の學 僧な 

$、  實海武 藏埼王 縣川崎 (或は 品 川の 人) の 人な う、 夙に 敎 

寺に 入うて 剃髮受 業す、 稍 長して 論 塲に涉 星 野 山 喜多院 

に 住す、 天文 二 年 示 寂す、 壽八 十八、 著作 夷 希 集、 徹塵各 十卷、 


一、 ンツ (實) エ ー カ 


鹽昧 集二卷 、敎觀 大綱 見聞 鈔三卷 あう、 (本朝 高僧 傅) 

ジッガ ィ實海 1 Ji t  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
實 海は 藤 原 公の 子な 6、 勝寶 院道耀 僧正に 師事して 傳 法密灌 
を 受け、 五智 院に 住す、 應長 元年 僧正に 任し、 正 和 二 年 東 寺の 
長者に 加は 6、 四 年 春 寺務を 司と る、 翌年 大僧正に 昇う‘ 護 
持 僧に 擧 けられ、 元應 元年 五月七日 寂す、 壽 欠く、 (本朝 高僧 
傅} 

ジッカ ィ {貫 戒 リョ 丨ァ亮 阿を 見よ、， 

ジッガ ン實巖  一一 s: ハ. 一 j  〔曹 洞宗〕 信 濃長國 寺の 十七 代な 
6、 置 3 s ii 子は 千 丈、 近 江の 人な 6、 出家して 內 外の 學に 通し、 詩 
文を 善くす、 信 濃 松 It の長國 寺に 住し、 後華嚴 寺を 開き、 退 
隱の 所と なし、 享和二 年 三月 廿 二日 寂す •著作 幽谷 餘韻 三十 
卷刊 行し、 千丈錄 五十 卷寫傳 す、 

ジッキ 31 アジ ヤリ {貫 敎阿闇 梨-ー チ ィン 日院を 見よ、 
ジッ クー {貫^ ■一  H ンリ圓 . 埋を昆 よ、 

ジッグ ー 實空 テ-- ジュン 貞準を 見よ、 

ジック !? ン 實貫二 一， 一八 〇 〔新義 眞言 宗〕 江戶眞 福 寺 第 十 
二 代な 6、 實貫 字は 泰音號 は 梅國越 前丸閊 の 人な 6、 寶稷院 
快 心に 隨ひて 剃染 受戒し、 四 度 行 業を 修練し、 智積院 に掛錫 
す* ■奥州 守 藤 原 公師を 寵鳳 精舍に 請し， 待遇 優渥な う、 詩 書 
を 討論し、 古今を 商 確し、 往來 して 虛日 なく、 侯 和歌を 善く 
し 後 素に 巧な う、 師亦 書を 善くす 針 芥相投 す、 未た 太平 御覽を 
得ず、 太守 有司 {C 命して 長 崎に 使は し、 淸 本の 御 覽三 通を 得、 
一本を 師に賜 ふ、 享保 三年 十二月 二十 六日 寺社 監土井 伊豫 守 
師を 召し、 四 年 正月 十九 日眞福 寺に 住せし む、 享保四 年 七月 


ジツ (實3 分 — ク 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 三 四 


ジツ (實) ケ 


二十 八日 寺社 監戶田 山城 守封戶 の 朱印を 賜； S、 五 年 四月 六日 
寂す、 著作 寶鑰 纂解鈔 八卷 、同 序 注一卷 、付 法傳 纂解鈔 六卷、 
性靈集 便蒙鈔 十六 卷 、仝 文 考壹卷 、八 H 序 一卷、 <H 考語 五卷、 三 
敎 指歸鈔 九卷 、櫻 陰 腐 談二卷 、光明 眞言 照 闇 鈔 纂靈鈔 、幷拾 
遺 十九 卷 、延命 地 藏經冠 註二卷 あう、 (新義 眞言 宗 史料、 新義 
眞言 宗史) 

ジツヶ ？ 實繼 j AA s 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 二十 四 代の 
座主な 〇、 實繼 本は 實 信と s a 、 一條 尙書 公保の 子な 6、 
初め 小 野の 行 侮 雅 寶に從 a て、 傳法職 位を 受け、 後、 醍醐 山 
に 入うて 勝 賢の 許可 灌頂 を 得、 元 曆二年 八月 法眼に 叙す、 建久 
四 年 十二月 宣して 座主と な 6、 五 年 四月 三日 三寶院 r 移住し、 
屢ミ 命を 受けて 秘法を 修 し、 八 年 五月少 僧都に 任し、 建 仁 三 
年 病 r 罹ゥ 、座主を 成 賢に 譲 6 元 久 元年 正月 二十 一日 寂す、 
壽 五十一、 (續 傳燈 廣錄) 

ジヅ ケン 疆  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な り、 
實賢 俗姓は 藤 原 氏、 某輔の 子な-'、 理智 院の隆 澄、 法 性 寺の 
勝圓 等に 就て 諸經 論を 學び 、醍醐 寺の 賢 海 勝 賢二師 に 從 a て 

兩部 s 密灌を 承け、 成寶 僧正に 重受 す、 四十 歳を 過ぎて 金剛 

王院に住し、醍醐寺の座主に任す、嘉祿二年權大僧都に任ヒ、 

尋で法 印 (r- 叙す、 嘉禎 三年 春 勅に ょう 北 壇 降 三世を 修して 法 

驗を 得、 大 僧都に 昇る、 此歲夏 東 寺の 長者 職に 任し、 翌年 秋 

權 僧正に 進む、 延應の 初め 諸 職を 辭 し、 仁 治 元年 十月 詔に ょ 

う僧官 長者に 還 任す、 寬元 二年師 雨を 祈 6、 僧正に 轉 し、 護 

待 僧と なる、 建 長 元年 九月 四日 寂す、 壽七 十四、 著作 小 次第、 

務鈔 、增益 護摩 次第、 各 若干 卷あ 6、( 本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 


ジツ (實) ゲ — ゲ 


錄) 

ジツ ケン {貫®! :: 一 or ri ハ 〔日蓮 宗〕 山城 眞經寺 第二 代な 
う、 實賢は 初め 眞言 宗の 僧 ^: して 鷄冠 井眞經 寺を 領す 、延 
慶 三年の 春 R 像弘宗 の 時 極 樂 寺の 良 桂と 同し く宗を 改め 日 像 
の 弟子と なる、 H 像 寺號を 改めて 眞經 寺と 云 ふ、 後、 南北 西 
眞經 寺と いふ 三 子 又 11 華 第 十代 日堯 、勝 中 山 興隆 寺を 造う、 
沸 乘房日 運 池上祖 堂の 影を 摸す、 承 應中通 門院 日祥北 眞經寺 
を 談林 となす、 觀樹院 日 空本敎 寺と 立 義講塲 となす、 延文元 
年丙申二月二十九日寂す、世壽詳ならず、.(本化圳頭佛祖統 

S 

ジツケ ン實欧 貝 リョ-チ 了知を 見ょ、 

ジツケ ン {貫 顯ーー 1  gg OA 〔天台宗 U 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
6、 實顯 俗姓は 藤 原 氏、 毗 沙門 堂 僧正と S ふ、 實尊 還俗の 
時の 子、 三條內 大臣 公茂の 孫な 6、 覺譽 、淸顯 、經 深の 三師 
に 習學 し、 甞て法 華 顯味抄 を 製す、 明德 元年 六月 二十 一日 寂 
す、 壽 五十二、 (三 井續灯 記) 

ジツ ケン {貫 健  n  - リユ-高 隆を 見ょ、 

ジツゲ ン實眼 ( . 〕 〔日蓮 宗〕 山城 妙 泉 寺の 開山な 

ク. 晋眼初 め 台 宗の僧 にして、 山城 松 崎 山觀喜 寺に 主 7^2 う、 
靈夢 に感 して 日 像の敎 を 受け、 松 崎の 村民 四百 七十 餘 人を 率 
S て 其 許に 皈 す、 觀喜 寺を 改めて 妙 泉 寺と 云 a 、 讀經唱 題を 
事と す， 其 年 七月 十六 日 寂す、 壽 欠く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ジツゲ ン實支 ( . ) 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 別當な 

i  實玄は 近 衞關白 經忠の 息" 其 師水詳 かならず、 奧福寺 
の別當 とな $、 一 乘院に 住し、 權少 僧都に 任ぜら る、 父經忠 
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吉野に 奉仕す るを 以て 毎に 祇 候し、 大に南 帝の 寵 遇を 被る、 
寂 年 及 a 壽歃 く、 (興 福 寺別當 次第) 

ジツゴ {貫 悟 ヶ V 9 ョー兼 了を 見よ、 

ジツゴ ボ—實 悟 房 ノノ  7 ンシ ソ觀心 を 見よ、 

ジツ コー實 弘 (一九 八 11 : >〔 眞言 宗〕 京 郡 東 寺の 長者な ぅ、 
實弘は 其生國 俗姓 詳か ならず、 南山 東 寺に 徧 遊して 密 敎を硏 
尋 し、 文 保 元年 東 寺の 長者に 任し、 元亨 初年の 冬 寺務を 司と 
6、 翌年 法務を 兼ねて 大僧正に 任ず U 寂 年及壽 欠く、 (東 寺 長 
者 補任、 本朝 高僧 傅) 

;、ン ヅゴン 實嚴 C …… ) 〔眞言 宗〕 山城 小 栗 栖法琳 寺の 
別當 な-^  實嚴 字は 筑前 律師と いひ、 宗 意の 法を 嗣さ 、毘 
盧の心 印を 佩く、 安祥 寺を 董し、 詔して 小栗栖 の別當 となる、 
付 法の 弟子 賴眞 一人 あ 6、 へ 後傳燈 廣錄) 

ジツゴ ンィン 實 嚴院ェ  ヶ丨 慧景を 見よ、 

ジツ サィ {貫 濟ーー ー gf ハ 執 〔眞言 宗〕 京都 泉 涌 寺 安樂 光院の 
長老な 實濟は 西南 院の 僧正と S ふ、 常に 泉 涌 寺 安樂 光 
院に 在ぅて 律學を 善くし、 禪淨を 兼ねて 密 印を 佩 ふ、 賢俊大 
僧正の 灌 頂を 受け、 應永十 年 八月 甘 四日 寂す、 壽七 十五、 (續 
傳燈 廣錄) 

ジツ サン {貫 算 (一九 一二) 〔法相 宗〕 大和 修行 院の學 僧な 

6、 實算は 其 俗姓 生國詳 かならず、 建 長 四 年 維摩 會の 講師 

となる、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

ジツ サン 實算二 oi l.ii  〔新義 眞言 宗〕 耙伊大 傳法院 の 僧 

f、  實算 字は 賢 順、 俗姓 牛 國詳 かならず、 寶幀院 に 住 
—學譽 あ 學頭に 昇る、 文 和 元年 八月廿 三 H 寂す、 (結 網 集〕 

ジツ C 實 3 ゴ ー 梦 


ジヅシ ン  i 福  〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
實深 俗姓は 源氏、 大納言 顯國の 子な $、 成 賢 僧正に 就て 灌頂 
を禀 け、 憲染 座主 r 乙れ 5: 重受 し、 悉く 玄奥に 達す、 嘉禎三 
年權大 僧都に 住し、 正 元 二年權 僧正に 進む、 弘長 元年 春 東 寺 
の 長者に 加 任し、 文 永 元年 十月 長者 幷に 僧綱を 辭し 、奏して 
住 房 蓮華 院に阿 闇 梨 二人を 置く、 建 治 三年 九月 六日 寂す、 壽七 
十二、 著作 傳法灌 頂 三 摩 耶戒口 决一卷 、祖師 德行記 あ 6、( 本 
朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

ジツ シン {貫 信 ジッ ヶィ 實繼を 見よ、 

ジツ シン ® ® レブ シ； T  I 蓮 生 i' 見よ、 

ジツジ m 實助 (一九 六 三) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
ぅ、 實助は 正中 二 年 九月 東 寺の 長者 r 任し、 嘉 元元 年權僧 
正に 任じ 同廿 三. 日 法務に 補す、 其 寂年幷 R 壽缺 く、 (東 寺 長者 
補任} 

ジヅ シヨ I 實掌； jn 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四 
十三 代な 6、 實掌 字は 深 識 、俗姓 大山 氏 武藏葛 西の 人な 6、 
十一 歲其國 福 密寺實 賢を 仰 s て 度を 受け、 十四 歲豐 山に 登 6、 
解 行を 事と し， 文化 元年 北 野 寺 R 住し、 同 九 年 十月權 僧正と 
なぅ、 文政 十一 年 十月 幕府の 命に よ 6 小 池坊に 轉 任す、 六 年 退 
老 し、 天 保 六 年 十一月 三日 寂す、 (新義 派 史料} 

ジツシ 甲 實サ仍 ― : i : = : S 言き 京都 東 寺の 長者な 
ク， 實钙は 前 大納言 公 持の 子、 實寶 法師 R 學を受 け、 正 安 
元年 東 寺の 長者に 任す、 同 二年權 法務に 補し、 嘉元 元年 權僧 
正に 任す、 寂年缺 く、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記) 
ジツシ ml {貫 勝 jJ EO j  〔眞言 宗〕 京都 醍醐 山 覺洞院 の 

^ ツ( 實) シ 
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£> ツ (實) ジ ー ゼ 


ジツ ( 實) ゼ ー チ 


學僧 贳 勝 S 關白藤 原 公經の 子な う" 幼に して 禪林に 
入う、 書 典を 學ひ 久しく 覺洞院 の 親 快 僧正に 侍して 兩 部の 秘 
を 受け* 其 家 傳を盡 くす' 覺洞院 に 住して 熾 r 瑜伽を 唱 ふ、 正 
應四年 三月 十三 日 寂す'  壽五 十一、 (本朝 高僧 傳) 

ジツジ ヨ1 實定 (三 一二 七 K 眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な う、 
實定は 滋野井 正 二位 中納言 季吉の 子な う、 寬永 十七 年 法眼に 
叙し、 仝 二十 一年 小 ノ 僧都 R 任し、 慶 安四 年大僧 都に 昇る、 明 
曆 三年 法 印に 叙す、 寂 年、 及壽缺 く、 (仁 和 寺 諸院家 記) 
ジツジ ヨ 1 {貫 乘 シ V ショ- 眞照を 見よ、 
ジツジ31實乘 ヶゴソ 希勸を 見よ、 

ジツジ ヨ 1 {貫 淨 レソジョ-蓮淨を見よ、 

ジツジ ヨ丨 實成 ニ チォ- 日 雄を 見よ、 

ジツジ ヨ 1 イン {貫 成院 ゴ- セ-仰 誓を 見よ、 

ジツジ ユン {貫 順 (二 四 1U  〔眞 宗〕 武藏某 寺の 僧な 6/ 
實順 一名は 覺瑞 、字は 覺道 I の 字は 珍成號 は雪巖 、別 號玆 堂、 
玩世道 人と 云 ふ、 武藏足 立の 人、 詩を 以て 聞 ゆ、 著作 唐詩 譯 
說 十二 卷 、唐詩 笑一卷 、勢 陽 風雅 二卷 、詩 海 錦 帆八卷 、唐詩 

結 綱四卷 、大東 名勝 詩集 二卷 、淨土 百 詠一卷 、同 二 編 一卷、 

詩 門一覽 、閑居 放言、 熟 字 千 字 文 あう、 (近代 名家 著述 目録) 

〔考〕 覺瑞は 寶曆 年間の 人な う、 

ジツ セン 實宣 (一 丸$)〔天台宗〕近江園城寺の僧な6、 

實宣は 衍宣の 門 R 入うて 學 習し、 德治二 年初め て 報恩 講 R 入 

る、 旣に講 學の名 あうて 德泉惠 泉の 二師 に對抗 す、 (三 井續灯 

記) 

ジツゼ ン實 全 AA AO 一 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な う、 


實全は 右大臣 公 能の 子、 母は 民 部 大輔忠 成の 女な ぅ、 出家し 
て 昌雲惠 淵の 二師 {'C 就て 天台宗の 敎義を 學び 、建 仁 二 年 天台 
座主 R 任ず、 承久 三年 五月 十日 寂す、 壽八 十一、 (天台 座主 
記) 

ジッゼ ン實禪 ii ^ I: 臨 濟宗〕 土 佐 陽 貴 山の 禪僧 なへ 
實禪 字は 新羅、 美 濃の 人な ぅ、 暘谷和 尙を仰 S て 度を 受け > 
正圓 菴雪航 に 師事して 印 可を 拜 し、 遠 江 萬 勝 寺に 住し、 大 に 
宗 風を 擧く ，幾 もな く 京都 相國 寺 R 掛 錫し， 獨 園禪師 に 侍す、 
明治す 二 年 十： 佐の 諸 居士の 請に 應し •其 國陽貴 山 退畊菴 R 住 
し、 四 來の參 徒に 接す、 三十 二 年 二月 十五 日 寂す、 壽七 十四 
遺偈に 日 ふ、 七十 年來 、賣 弄佛祖 、末 後一 句、 虚空 舌 吐、 (土 陽 
新聞) 

ジッ ソ？  {貫 相  エン シヨ I 圓 照を 見ょ、 

ジッ y ン {貫 尊 一八 ii ハ 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
i  實尊 俗姓は 藤 原 氏， 基 房の 子な り、 出家して 信圓大 僧 
正に 師事-て 法相を 究む 、正 治 元年 維摩 會の 講師と なる、 嘉 
祿二年 興 福 寺 主務に 補し、 長 谷 寺を 領 し、 高峯 山の 檢校 とな 
る、 僧 階歴昇 して 大僧正に 任す、 後、 諸 職を 解き、 禪定院 に 
屛 居し、 嘉禎二 年 二月 十九 日 寂す、 壽 欠く、 (本朝 高 傳傳) . 

ジッチ ン實 « ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 金剛 王院 

の 七 代な 6、 實愀 は關 白相國 光明 峰の 子な 4、 傳法を 勝 尊 
に 受 くと 雖 も、 未 / 2 秘密 具支灌 頂を 得す、 故 R 後雅 西の 法を 
嗣 く、 不幸 短命に して 夭折す、 t 續傳燈 廣錄) 

ジッチ ユ！  {貫 中心 (一四 七 0) 〔華 嚴宗〕 奈良 東大寺の 僧な 
P,  實忠 俗姓 生國詳 ならす、 良辨 僧正に 法 問を 習 a 、 攝津 
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難 波 津に 大悲の 像を 得、 朝廷に 請うて、 11 索 院を 海して 安置 
す、 師 乃ち 毎年 二月 像に 對 し、 兜 率 宮軌を 修 する こと 二七日、 
天平 勝寶四 年よ 6 大同 四 年に 至うて 五十八 年間、 未た 甞て之 
を 缺 かす、 宫中に 召されて 供齋 す、 師 東大寺に 在 6 て大佛 殿 
を 補修す る 乙と 數ヶ 所、 弘仁中 寂す、 壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本 
朝 高僧 傳) 

ジッチ ー 實底 チョ ーシブ 超眞を 見よ、 

ジッチ ン實 i ハ ( . ) 〔日蓮 宗〕 山城 靈 光寺の 開山な 

う、 實 典は 初め 眞言 宗の 僧都に して •法身 莊嚴院 に 主た 6 
しが、 日 像 弘宗の 時 極 樂寺良 桂と 共に 宗を 改め 日蓮 宗とな 6、 
深 草山靈 光寺と 云 ふ、 寂 年月 欠く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 
ジッデ ン 實傳 -: §: 八 〔浄土宗 西 山 派〕 山城 三 話 寺の 學 
僧な 6、 實傳號 は 仁 空、 康空示 導に 師事して 淨土宗 西 山 派 
の學を 究め、 三 鈷寺に 住して 門 業を 張る、 嘉慶二 年 十一月 十 
一日 寂す" 著作 詩 •空 上人 傳六卷 あ 6、 敕謚圓 應と賜 ふ、 (淨土 
攘 系譜) 

;、ン ッデン W シユ -シ ソ宗眞 1: 見よ、 

ジッド ー 實 道 - n IS o* 〔淨 土宗〕 京都 高 樹院の 僧な- CS、 

實道は 法 蓮 /！ rh 忍 # 眞 阿と 云 CA 、 始め 唯 心 菴と稱 し、 後 梅花 園 

蓮 茵と號 す、 世に 蓮茵を 以て 聞 ゅ、 伊勢 桑 名 郡 平賀村 拜鄕新 

田の 人、 拜鄕東 吾の 二 男な 文化 五 年 五月 十八 日に 生る、 

父は 醫を 業と す、 師 幼名 竹 次 郞と云 ふ、 十三 歲 山城 宇治 郡彌 

陀二郞 村 西方 寺 宗英蓮 乘を訪 a 、 其 寺 r 於て 平等 院 一道を 請 

して 度を 受け、 實道慧 眞と號 す、 天性 和歌を 嗜み 、時に 臨み、 物 

r 觸れて 秀作 あう、 十七 歲 山城 北野莅 開院 聖圓 律師を 仰 いて 

ジツ (實〕 5* —  K» 


大乗 戒律 並に 天台の 章疏を 學び 、傍ら 嵯峨正 定院隆 道 上人の 
下に 通 a 、 淨土 口稱の 一行の 故實シ 受 く、 文政 九 年 十一月 東 
下し、 江 戶深川 靈岩寺 桂 # .. r: 人よ 6 宗脉 並に [11 頓大戒 を 受 
く、 翌十年 二十歳に して 山城 獅子 谷法然 院憶譽 上人の 下に 投 
し、 淨 土の 一行を 勵み 、天 保 三年 廿五歲 にして 二條川 東敎安 
寺 {: 住し、 益 和歌を 嗜み 、秀作 人を 驚かし、 其 名 朝野に 聞 ゆ、 
天 深 十 年 三十 二 年三條 下る 高樹院 に轉 す、 明治 七 年退隱 す、 
十三 年 華族 會館 京都 支局の 歌道 敎師 とな ク ' ブー ー テ ハを 講 す、 
明治 二十 三年 十二月 疾に罹 6、 十二月 十四日 寂す、 壽八 十五 
著作 菴の 石文 二卷 あう、 (拜鄕 喜 造 氏 返 m). 

ジツ F1 {貫 憧 キョ-ゲン 敬彥 ^: 見よ、 

ジツニ ン 實 任？ ：) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧正な 
i  實 任は 大炊 御門 右大臣 公 能の 子な う、 覺 性に 依 6 出家 
して、 傳法院 流廣澤 流の 灌頂を 受 く-師 の 法を 受 くる 弟子 四 
人 あり、 信遍 、元 長、 隆献 、實 俊是な 6 •(傳 燈 廣錄) 

ジツニ ン 實任 ( …… ) 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 大法 坊の 
阿闍 梨な 6、 實任 字は 大法と S ふ、 一艮 勝の 潟 瓶を 得て 聲價 
時に 高し'  付 法 八 人 あう、 即ち 能覺 、興然 、尊實 .寬杲 、仁 
禪 、睿恬 、長宗 、朗 澄な う、 (後 傳燈 廣錄) 
i、 ンツニ ヨ {貫 如  n- ク ソ充 兼を 尾よ， 
ジツハン實範(一七 /\ 1) 〔戒律 宗； 一大 和 中 川 寺の 律 僧な 
實範 字は 本願、 一に 蓮 光少將 上人と 云 ふ、 京師の 人 藤 原 
顯實の 第 四 子な 6、 與福 寺に 役して 法相を 習學 し' 醍醐 山に 登 
,9 て 嚴覺大 僧 郡に 密法を 受 く、 橫 川に 往 き 明 賢 法師に 就きて 
天台を 學ひ、 慧解縱 達して 忍 辱 山に 居る、 一日 花を 採うて 中 ; II 


ジツ. (實 y 卜—ハ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 四 四） 


5> ツ (實) ヒ |ホ 


に 到う、 其 勝 形を 愛して 官に 請 a 寺を 建つ、 號して 成身院 とい 
ふ、 師 受戒の 師 なきを 嘆き、 春 日 神社 R 祈う、 靈夢 にょう 招 
提 寺に 到る、 然る ic 同 寺は 旣に 荒癡 す、 會々 一老 僧 R 逢 a 之 
に從 a て 影 堂 R 入りて 四部戒 本を 聞く、 師歸 へうて 初めて 開 
講說戒 す、 後 移うて 光明 山に 居り、 某 年 寂す、 著作 大經 要義 
七卷 、戒壇 式一卷 あう、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傜 、後傳 灯 廣錄) 
ジツビ ン {貫 敏一测 f SR 〔三論 宗〕 大和 西大 寺の 學 僧な- CN、 
實敏 俗姓は 物 部 氏、 尾 張 愛 智邡の 人、 延曆七 •年に 生る， 幼 R 
して 伯父 中 安 法師. に 從 a、 京都 R 入うて 經論を 讀む 、中 安、 
師 の俊邁 なる を 知 6、 支 叡 R 付し、 玄皲亦 安澄 R 付す、 師二 
和尙 の室肊 侍して 審問し、 二十 歲 東大寺の 戒壇 R 登うて 滿分 
戒を受 く、 後、 梵釋 寺の 永忠 に從 a て 益々 智解を 增 し、 西大 
寺に 歸 へる r 及 61 て 盛に 空 宗を弘 む、 弘仁十 年 維摩 會の 講座 
に 登う、 承 和 九 年 大極殿 最勝會 に 講師 R 任す、 翌年 律師ょう 
少 僧都に 轉す 、嘉祥 三年 三月 四 宗の法 匠を 招請して 法 華經を 
•淸凉 殿に 講せ しひ •華厳宗は 正義、 天台宗は 11- 修*法相宗は 
明詮 、其 選 R 當 う、 師は 即ち 三論 宗に充 つ、 仁壽 三年 大 僧都 

に 任し、 齊衡 三年 九月 五日 寂す、 壽六 十九、 臘 五十、 (本朝 高 

ff- 傳) 

ジツホ ー 實寶 2 九 23. 5〔眞言宗〕京都東寺の長者なへ 

實寶は 藤 原 公基の 子な う、 法 助 親王 R 師事して 灌頂 法を 傳へ 

仁 和 寺に 居して 門 侶を 誘 掖す "弘 安四 年 法務 R 任し、 正應二 

年 僧正 R 進む、 PJ1 年冬柬 寺 三の 長者 R 加は う、 五 年 大僧正 R 

昇う 寺務 を領 して 護持 僧と なる、 寂 年、 及壽 欠く、 (本朝 高僧 

傅} 


_ fri l^ c{l 15 l^> —— 3  _ 

ジツホ ー {貫 峰 •リョ- シ H  - 良秀を 見よ* 

ジツ、 2 ヨ1 イン {貫 明院  n  - ソ V 巧存を 見よ、 

ジツユ 實瑜 一一 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 气 
實瑜は 侍 從藤原 公 仲の 子な う、 出家して 道 助 親王に 師事して 
瑜伽灌 頂 秘密 義軌 等の 支 旨を 究め、 嘉祿 三年 權 律師よ う權少 
僧都に 任ず、 嘉禎四 年 法 印に 叙す、 寬元 六年權 僧正 R 任し、 
冬 東 寺 第三の 長者 R 加す、 文應 元年 北 斗の 法を 修し 寺務 法務 
を領 して 護持 僧と なる、 文 永 元年 七月 六 H 寂す、 壽 六十 四* 
(本朝 高僧 傅) 

ジッユ ー 實融！ 姑 fe 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧な 6、 
實融 は it 道と 號 す、 藤 原 氏の 子な $、 初め 泉 涌 寺の 明 觀戒 
壇院 の 111 脱 (C 就きて 戒を受 け、 律を 習 D1 、 勝 鬉院の 回 球に 隨 
a 密軌を 傅へ、 律鈔を 質す、 尊 勝 院の宗 性に 侍し r 華嚴 及 a 五 
敎章を 聽く 、洛 東の 鷲 尾 山 R 居う、 後、 高野山に 登 6、 安養 院の 
賴賢 に從 a て 傳法灌 頂を 傳 ふ、 嘉元二 年 春 金剛 三味 院を 補し 
文 保 三年 大勸 進して 大塔を 修理し、 嘉曆 元年 大勸 進して 苽 寺 
二王 率 二 天を 修理す、 曆應二 年 正月 十九 日(フ 說十 五日) 寂す 
壽 九十、 (一 說九 十三) 其傳 ふると 乙ろ の密 法を 證道 流と いふ、 
(本朝 高僧 傳 、高 野 春秋} 

ジツユ {貫 祐 ショ ーシ ョソ性 俊を 見よ、 

S ツ 5r 一貫 泉 一 p=l タィャ ク太益 を 見よ、 

ジ ツヨ ー 實養 〔新義 眞言 宗〕 仙 臺龍寶 院の學 
僧な々、 實 養は 長 善 房と 號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 運敝 
僧 止に 師事して 眞言 宗新 _ 派の學 を 究め、 仙臺 寵寶院 R 住す、 
寂 年及壽 欠く、 著作 唯識序 解一卷 あう、 ハ 新義 眞言 宗史) 


(三 四 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


ジッリ ユ ー ィン {貫 龍院 ニ チリ ョ丨日 良を 見よ、 

シン ア信阿 ( . )〔 三論 宗〕 奈良 東大寺の 論師 な- CN、 

信 阿字は 行 地論師 上人と 稱す 、醍醐 山 得 一の 密印 を 得、 兩宗の 
白 拂を秉 る、 (續 傳燈 廣錄) 

シン ア M W ギサン 義山を 見よ、 

シン ア 信 阿 ニ ソチ a  - 忍 徵を 見よ、 

シン タ 信 R ホ-ド-法 道を 見よ、 

シン ウ信有 j Hi Arl 一！ 一 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 十九 代 
f.  信 有 字は 專榮 俗姓は 增島 氏、 寬文 元年 三月 十八 日、 
武藏豐 島 郡 谷 原 村に 生る、 邑の 長命 寺 慈 海に 從 a 、 十三 歲江 
.戸 知 足院に て薙髮 し、 業を 信 海に 受く 、翌年 四 度の 軌を 受け、 
瑜珈 行を 修 し’ 十八 歲豐 山に 登ぅ、 俊 盛に 師事す、 元 祿九年 
十月 仁 和 寺 法 親 王師 1: 招きて 即身 義を講 せしめ、 翌年 閏 二月 
又 秘藏鑰 を 談せ しむ-後、 醍醐 寺に 到ぅ、 大僧正 寬順に 謁して 
悉く兩 部の 秘法 經軌を 受け、 同 十六 年 慈心 院に 住す、 寶永四 年 
命を 受けて 河 內通法 院に遷 る、 正德四 年 更に 命を 蒙 6 武藏の 
大護院 に 開 法し、 享保 五年豐 山に 進み、 秋 九月 幕府の 執奏に 
よ*^ て 權 僧正 {C 任し、 同 七 年 更に 僧正 K 昇進す*. 同 八 年 - r 二 

月 十五 日 寂す、- 壽六 十三、 臘 五十一** 鳥 野 山 祖廟の 傍らに 葬 

る、 (豊 山傳 通 HE ) 

シン X. 信#  jw ii 〔戒律 宗 U 大和 招提 寺の 律 僧な 6、 

信 慧大轉 律師 又は 靜 慶と稱 す、 六條 右大臣 源 頭 房の 子、 少將 

圓顯の 三男な 久安六 年に 生る' •永 萬 元年 醍醐 山 一海の 室 

に 入 6、 仁 安-一年 出家す、 時に 十七 歳な 兩 部の f-r 業 終 6 

て 傳 法具 支 灌頂を 同師 に受 く、 時に 卅五歲 な $、 去- CN て 大和 釜 

ジツ (實) 、ンン c tnl •ヌ ーエ 


口 S1 所に 往 き、 靈 山寺に 移つ る、 仁 治 三年 九月 三十日 通受 
にょうて 大僧戒 を 受け、 輿 福 寺の 覺 盛 ^ 以て 依 師と なす、 時 
に旣に 九十 歲な $、 尋 い て招提 寺に 掛錫 して 靜 坐し、 名を 靜 
慶と云 ひ、 寬元二 年 三月 十六 日 寂す、 壽九 十一、 謚して 圓行 
上人と い ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

シン H 信 « (一八 〇五) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊 大傳法 院の學 
頭な 〇、 信慧 字は 曜覺 、俗姓は 平氏、 肥 前の 人、 覺 ■上人 
の胞 弟な 6、 天性 剛膽に して 少名を 鬼四郞 とい ふ、 稍 長して 
覺鎪 上人 r 師事し、 祕 法を 傳 ふ、 大傳 法院に 傳法會 を 立つ る 
や、 信慧 勅を 拜し て學頭 職に 補 せらる、 是れ同 院學頭 職を 蒙る 
始な う、 示 寂の 年時歃 く、 (結 網 集、 本朝 高僧 傳、) 

〔考〕 信 慧は久 安仁 平 頃の 人な 6 

、ンン H 信惠 jmij  〔新 義 ©. 言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四十 六 
代な う、 信惠 字は 悟 心、 武藏足 立 郡久保 村の 人な う、 幼に 
して 州の rfii 和玉满 院信應 の 下に 投じて 剃髮 し、 豐 山に 留學 し、 
業 成 6 て 武藏三 保 谷廣德 寺に 主と なる、 後" 根 本院を 經て護 
持院 or 晋む 、弘化 三年 閏 五月 豊山能 化に 擧け られ为 る も 病床 
にあり て 發途 せざる に 七月 二十日 寂す、 壽七 十一、 著作 唯識 
三十 ■頭 私記、 唯識 三十 述記 私記、 各一卷 あう、 (新 義 眞言 宗史 
料) 

シン エイ ン 信慧院  n  - セン 光闡を 見ょ、 

シン エー ¢5 ® ( . 〕 〔眞言 宗〕 某 寺の 僧な り、 信 

叙 其 生 國 俗姓 詳かな らず 、空诲 の 弟子に して 弘仁 年中 空 海 高 一 

野 山 f: 開く とき 師を して 先づ其 他 ^ 相せ しむ、 詳傳 欠く、 (弘 I 
法 大師 弟 - f 譜)  二 


シン (信) 工 


書辭 名人 家佛本  U  (四 四 茂) 


シン (信) H— ガ 


シン エン 信圓 ( 一  <六三〕 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 
う、 信圓 俗姓 藤 // A 氏 太 政 大臣 忠 道の 子な う •興 福 寺に 投し 
大僧 IE 慧信 r 侍して 唯識を 承け、 博く 性 相に 通す、 後 勅 ^ 奉 
して 興 福 寺に 住し、 尋で 法務と なる、 長 谷 金 勝 二 寺を 領 し、 
金 峯山檢 校に 補し 僧階歷 昇して 大僧正 (C 仟ず 、次に 大乗 院 R 
居うて 一乘院 を兼帶 す、 又 大和 菩提 ilj 及內 山の 第一 祖 となる、 
建 仁 三年 大佛殿 落慶 供養の S 師 となう、 上皇 幸して 優 賞を 賜 
ふ、 寂 年、 及壽 欠く (本朝 高僧 傅) 

シン オ ー 信應  一一 1 :六 〇: 〔新義 眞言 宗〕 江 戶彌勒 寺の 學僧 
f、  信應 字は 自圓、 鄕貫詳 ならす、 豐 山に 學び武 藏玉藏 
院に 住す、 後、 彌勒 寺に 轉 し、 寬政九 年 四月 五日 護持 院 {C 昇 
る、 十二 年 十月 二日 願に ょり 退隱し •同年 十二月 甘 九日 寂す、 
J 帚 欹く 、著作 俱舍論 根 聞 記三卷 あり、 (新義 眞言 ^ 史料 3 
シン / J 信 加 貝 カク ミヨ- 覺 明を 見ょ， 

シン ガィ 信 海 -''. 1 H- U AH 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 七 代 
.なう、 信 海 字は 宗俊 、俗姓は 井狩 氏、 近 江 野 洲郡永 原 村の 
人、 慶長 十八 印に 生る、 幼に して 蓮 臺寺專 海 r 事へ、 平等 寺 

R て 出家 受戒し、 瑜珈の 四 度 加 行を 修 し、 堯 快 R 就きて 兩部 

の 灌 頂を 受け、 寬永九 年 秋元壽 僧正に 見へ、 講 論の 席 R 列な 

る、 同 十七 年 秋 大覺寺 尊 性 法 親王 元壽 僧正を 延きて 三 問一講 

の 席を 開かし む、 時に 隆長 講キ： とな 6、 三 學匠を 選 a て 敵 者と 

す、 師其 一となる、 正 法 四 年 春 園 城 寺に 遊 a て 法泉坊 の毫忠 

よ b 一  乘の理 を 聞き 勸學 坊實 雄よ 6 半 字の 敎を 聞き、 去- CN て 

醍醐 寺に 到 6、 法務 大僧正 寬濟に 見え、 諸 尊秘軌 及 a 酒 頂の 

儀 則を 授かる、 慶 安四 年 尾 張の寶 生 寺俊雅 寂し、 請に ようて 


シン (信) ^ 


師其 席を 繼 く、 承 應二年 秋國司 中納言 光友 請して 城 中 fi 司を 
兼領 せし む、 明曆 元年 冬 豐山に 登う、 良 # の 室に 役して 多 
坊に住 す、 同 三年 秋 頁 # 寂し、 同 十月 幕 命 R 師其 席を 補して 
第 七 代と なる、 後辭 して 黑崎邑 に 至う、 大慈恩 寺を 靱して 退 
隱す 、東西 R 遊 化し、 武藏豐 島 郡 谷 原の 長命 寺、 美 濃 山 縣郡金 
光山 蓮華 寺、 同 郡 上野 村の 源賴 政の 墓所 等の 荒廢を 興す 延寶 
六 年 二月 甘 一日 寂す 一 薺 六十 六、 興 元 寺の 東 岡 k 葬む る、 へ 豐山 
傳通 記) 

シン ガィ 信 海 二 細 =1 〔新 義眞 K 宗〕 大和 智積院 第三 十 
七 代な う、 信 海 字は 大幢 、俗姓は 渡邊 氏、 天明 三年 參河額 
田 郡 r 生る、 寬政 十一 年 二月 菩提寺に 役して 薙髮染 衣し、 文 
化 三年 師 二十 四歲の 時、 京都 智積院 に 往 き、 海應 に俱舍 論及 
a 唯識 論述 記を 聽 き經歷 R 兩 一乗を 習 ふ、 六 年 二月 元瑜 r 密 
觀を受 け、 又弘 基、 元 瑜 、龍 肝に 隨 ひ て 野澤諸 流を 究む 、文 
政 二 年 二月 海應に 傳法灌 頂 S 印璽を 承け 同 四 年 能 化 職と な 6 
前後 俱舍 論、 唯識 論述 記、 大乘義 林 章 等を 講ずる 乙と 數 凹、 十 
二 年 九月 二十 五日 集 議席を 董 す、 天 保 五 年 三月 紀伊 侯の 請に 
依う、 紀 伊根 來寺に 移 6、 六月 權 僧正に 任す、 弘化二 年 八月 
傳法 大會を 設け、 精義の 任に 當 る、 明年 傳法灌 頂 壇 ^ 設 く、 根 
來 寺に 住する 乙と 十七 年、 其廢を 興す、 嘉永 三年 九月 二十 四 
日 幕府 命を 蒙う、 智積院 貫主 r 登る、 安政 三年 正月 二十 二日 
寂す、 壽七 十四、 臘 五十一、 五百佛 山の 東巔に 葬る、 著作 大 
疏傳授 私記 三卷 、俱舍 支 談一卷 、異 部宗輪 論疏 私記 三卷 あう、 
(信 海 大和 上傳 、新義 眞言 宗史〕 

、ンン カ v 信 海  一一 一一 ■fl  〔法相 宗〕 京師 清水寺 成就 院の僧 


(五 四 四） 


書辭 名人 家®  本  日 


なう、 信 海 幼名は 辋五郞 一に 長 九と 稱す 、父は 玉井宗 江と 
s a 、 攝津大 坂に 住し、 醫を 業と し 鼎 齋と號 す、 師は其 二 男 
にして 月 照の 弟な-^、 文政 十二 年甫め て 九歲の 八月 十五 日洛 
東 淸水寺 成就 院藏 海上 人の 勸化に よ 6 同 寺 中 光 乘院に 投 し、 
同年 十月 九日 同 寺 中 圓養院 良宥に 就きて 薙染 す、 天 保 元年 九 
月廿 七日 光 乘院に 住す、 天 保 二 年 七月 二十 二日 藏海の 指授に 
ようて 四 度 加 行を 開 白し、 天 保 六 年 三月 廿 三日 奈良 東大寺 眞 
言院龍 肝阿闍 梨に 隨て灌 頂を 受く 、同年 九月 病と秫 して 職を 
辭 し、 直に耙 伊 高野山 ic 登う* 大聖 院靈明 上 綱に 師卽し て 請 
益す、 天 保 七 年 讃岐に 遊 a 、 後藤 某に 儒敎を 學ふ 、某師 の才 
を 愛し、 且つ 嗣子な きを 以て 還俗せ しめて 養子と せんと 欲す 
れと 名、 師肯 せす、 去て 再 a 高野山に 上る、 天 保 十三 年 昇 口 成 
滿 す、 同 十四 年 九月 二日 夜 高野山の 伽藍 炎燒 す、 師衆に 先ち 
て 影 堂に入う、 影像を 奉して 總持院 に 移す、 闔山其 功を 賞揚 
し、 生涯 俸を 出して 學資に 供す、 其 後 京都 下 寺 町 太子 堂に 留 
錫し、 俱舍 、唯識 、及 a 華嚴 等を 學ふ こと M. を 三年 •して 高 
野 山に 歸 る、 弘化四 年靈明 遷化し、 遺命に よ $ 同 山 修學院 を 
住持す、 嘉永 元年 同 山 萬勝院 に轉 す、 同 二 年 學道新 衆に 列す、 

同 三年 秋 勸學院 問 役を 勤む、 同 六 年 八月 淸水 寺に 歸 山し、 光 

乘院に 再 住す、 同年 十二月 十七 日 淸水寺 前 長講 職 盛 芳阿闍 梨 

に 千手觀 音の 祕印を 受く、 安政 7C 年， 一月 二日 兄 成就 院忍向 (月 

照) 職を 遁る 、故を 以て 同 院に轉 し、 一乗 院宮の 命を 受けて 

正官 本願 兩 職に fit す、 尊て 紫 重の 絹 衣を 聽 3 る、 同年 四月 六 

日 同 寺中鞔 行 寶性院 を 兼任す、 同年 八月 將軍に 謁す" 時 服 二 

領黃金 一枚を 賜は る、 同 二 年 三月 十一 日近衞 公に 謁し、 和歌 


シン (信： 一力 


の 門 葉に 列す、 同 四 年 八月 十五 日 東大寺 慧 訓阿闍 梨に 請 a 、 
兄 忍 向と 同く 同寺內 戒壇 院に 於て 具足 戒を受 く、 同年 九月 高 
野 山に 登-^、 遍照尊 院榮秀 に 小島 流を 傳受 し、 同年 冬 又 高野山 
に 登 6、 正 知院良 基に 安祥 寺 流を 受け、 頗る 源 底を 極む、 同年 
十二月 米國 の商舶 邊 海に 來る 師大に 之を 憂 a 、 同月 十三 日ょ 
6 大衆を 集めて 本堂 觀音 前に 十 座 十万 遍の 法を 修 し、 外賊の 
降服 ^ 禱 る、 同 五 年 四月 廿 五日 更に 八 千 枚 護摩 供を 修 し、 寶 
祚 長久、 天下 太平、 外 船 退去を 祈る、 詠して 日く、 「動な き 誓 
と 君か眞 心を 玉の緒に こを ょうて 祈らめ」、 同年 十二月 十九 日 
近衞 公の 命を 受け、 兄忍问 と共に 高野山に 登う、 正 智院良 
基に 就きて 靑巖寺 法印銳 由、 寶性院 門 主 海 雄、 及 a 有志の 徒 
に 謀うて 種々 の 祈念 別行 等を 修 す、 同年 三月 上旬 再 a 登山し 
て 大衆と 共に 祕法を 修 す、 後屢 々祕 法を 修して 王土の 安泰と 
禱 る、 斯の 如く 王家の 祈禱に 力を 盡せ しかは い 遂に 幕府の 嫌 
疑を 蒙る、 師免 るへから 3 るを 知 $、 詠して 日“、 「眞心 を 盡 S 
ん 時と 思 ふには 憂に 逢 ふ 身を 嬉し かう ける」 同 六 年 正月 五日 
終に 京都 西 町奉行 所に 幽囚 せらる、 此時に 至う 獄中に て 兄 忍 
向の 僕 重 助に 會 ひ、 去年 十一月 薩海 にて 兄の 死せ しぶを 聞き、 
大に 慟哭す、 二月 廿 三日 江戶 へ襤送 せらる、 幕吏 屢 々酷 法を 
以て 責むれ とも 師 豪爽に して 議論 些も 橈ます、 却て 時世の 非 
を 擧 けて 幕吏を 詰る、 同年 三月 十八 日獄亿 死す、 辭 世の 和歌 
に 日く、-.. 西の 海 阿 都 万の をら とか はれと も 故々 呂は 同し 君 か 
代の y2 め」 時に 年 三十 九、 其囚に 就く に 及 a て 高野山 寶性院 
海 雄、 正 智院良 基、 增福院 常 賢 等、 數十人 連坐せられ た 6、 
家 來高田 千 柄師の 遺骸を 令 向院に 密葬し、 後 忍慶之 f 京都 淸 


、ンン (信〕 力 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 四 四. 


、ンン (信、 办 — キ 


水 寺 成就 院に改 葬す、 (信 海上 人 履歴書) 

シン ガイ # « コ—才 I 孝 雄を 見よ、 

シン カイ 信戒  ショ 丨 H 正慧を 見よ、 

シン カク. 信覺 j 篮 0-* 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 6、 
信 覺は藤 原 公季の 子な 6、 幼 t/c して 出家し'  大僧正 深覺 に師 
事して 灌頂 法を 承け、 延久 元年 法 印に 叙す、 三年 東大寺 R 住 
し、 承 保 元年 仁 和 寺 R 遷 う、 權大 僧都 R 任す、 明年 春 東 寺の 
長者と なう、 尋で 法務を 司 どる、 永 保 二 年 夏よう 秋 r M る ま 
で 雨 降らず、 師敕 R よう 二七日を 約して 孔雀 經の 法を 修 し、 
十日に して 膏雨連 H、 天皇 大に 喜び 給 a 、 敕 して 輦車を 聽 3 
る、 同 三年 正月 權 僧正に 任し、 承曆 元年の 春 正 僧正と なる、 
後 僧綱を 辭 して 福 岡に 幽居し、 應德 元年 九月 十五 日 正 念 ic し 
て 寂す、 壽七 十四、 (本朝 高僧 傳) 

シン ガク 信 覺リツ ヵイ 琳 海を 見よ、 

シン キユ ー 信 及  ゼ ソミ ヤク前 脈を 見よ、 

シン キヨ ー 信慶 (一七 八 八) 〔天台宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 
f,  信 慶は右 中 辨藤原 有 信の 子な う、 法を 賴嚴 僧都に 承 

H 唯識に 通し、 大治 三年 維 麻會の 講師に 任し、 少僧 部と なる 

(本朝 高僧 傳) 

シン キヨ- 信曉 i !l 一 簡 〔眞宗 ：一 京 郡大行 寺の 住持な 6、 

信 曉は佛 心 院と號 す、 美 濃 不破郡 靜里村 東 本願 寺 末寺 長 源 寺 

に 生る、 京師に 學び 、後、 佛 光寺 派に 轉し 、佛 光寺 前に 大行寺 

を 開く、 同派の 學頭に 昇 6、 權少 僧都に 任せら る'  安政 五 年 

六月 十四日 寂す、 壽八 十五、 師勸 導に 長し、 老後 專ら 法談を 

事と し、 大 r 宗風を 張れ々、 著作 三 帖和讃 講話 三卷 、御文 章 講 


シン (信) キータ 


話二卷 ，大原 問答 勸錄 一卷 、四十 八 願 講話 一卷、 JH 信偈 談話 
一卷 、等 あう (多 田 鼎 氏 返信) 

シン キ ml 信 敎( . ) 〔淨 土宗〕 某 寺の 學 僧な $、 

信敎 字は 長 空と 云 ふ、 東關の 人、 隆慶の 甥な う、 隆寬の 孫 弟 
子なる 隆慶の 室に 入うて 淨土 門の 深義 を傳 へたう、 寂年歃 く 
門下に 寬海あ 6、 ( 淨土總 系譜、 淨土傳 燈錄) 

シン 5 T 信 鏡 0 一一 七 さ 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧 
f、  信 鏡 字は 湖 月と 云 a 、 惟 宗輔の 法 孫なる 鬲霖 佐に 參 
して 印 可を 受け、 永 正 十四 年 命を 受けて 東 福 寺に 住す、 寂 年 
及壽缺 く、 著作 湖 鏡 集一卷 あう、 (延 寶傳 灯錄) 

V ンキ ヨ！ 信 敬 •一  •七 九 —: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 6、 
信 敬は 叙 山 楞嚴院 の 徒な 6、 義學 を' 事と せず して 菩促 の f±- を 
願び、 手指を 切-^ て 不動明王 {C 供へ、 次に 左 脚 骨を 斬て 釋迦 
の 像を 刻み， 手 皮を剝 て 彌陀三 尊の 像を 摸 作し、 指 骨を 以て 
觀 自在 大勢 生 二 像を 彫刻す、 長 承： 兀年 六月 時疫 R 染て 寂す、 
壽缺く (本朝 高僧 傅) 

シン、 キ mi 信 行 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 6、 信 
行は 元 興 寺に 住し、 涅槃 經音 義六卷 '般若 經音 義三卷 、瑜伽 
論 音 義四卷 を 著は T、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (元 亨釋 書、 本朝 高 
僧傳 、諸宗 章 疏錄} 

シン、 キヨ ー ィン 信曉院  n— ヶ- 光啓を 見ょ、 

シンク ー 信 空 AA 姑 卜 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺 t/; 律 僧な 6、 
眞空 字は 慈 道、 大和の 人な 6、 幼に して 佛法を 尊 a 、 仁 治 三 
年 興 正 菩薩 其 家 (C 遊 化して 梵網經 を 講ずる 時， 其 菩薩を 禮し 
て 弟子と な 6、 西大寺 r 役して 五戒を 受く 、時に 年 十二な 


C 七 四 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


う、 菩薩 般若 寺を 再營 し、 師 をして 司 管せ しむ、 師 日に 戒疏を 
講して 四 衆を 策 進す、 弘 安八 年 冬 菩薩 大御輸 寺に 住し 師を擧 
けて 上 首と なす、 正應 三年 菩薩の 遺命に よう 西大 寺の 席に 稀 
す" 後宇多 上皇に 具足 戒を 授け、 宮中に 梵 綱布薩 を修 す、 上 
皇大 R 喜 a 、 詔して 六十 餘 州の 國分 寺を 西大 寺の 子院 となす、 
談天 門院 藤原忠 子 も 亦師に 就きて 戒を受 く" 德治 初年 冬 十月 
讃岐 の鷲峯 寺に あうて 比丘 塚 六十 餘員 と共に 同く 布薩 を修 
す， 正 和 五 年 正月 二十 六日 病みて 寂す、 壽八 十六、 腦六 十四、 
門弟 子 定泉定 盛 等 あう、 嘉曆四 年後 醍醐 天皇 勅して 慈 眞和尙 
と證 す、 (本朝 高僧 傅) 

V ンク ー 信 空 j AA AO M 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な う、 
信 空 字は 法 蓮、 號は 稱辨 、左 大辨 行隆の 長子な 6、 久 安二 年に 
京師に 生れ 幼に して 出家の 意 あう、 十一-歳に して 比 叙 山の 叙 
空 r 師事し、 上人 示 寂の 後、 源 空 上人に 師事し、 淨土敎 を 受 
け、 毘 沙門 堂明禪 等と 道 交 深し、 二條 天皇の 勅 請を 拜し 法要 
を 上 6-^6 と 云 ふ、 安貞 二 年 九月 九日 胸間に 源 空 上人の 遺骨 
を 安置して 寂す 壽八 十三ペ 鎭流祖 傳 、淨土 傳燈 錄、) 

シン f  信 空 

-1 ョ H ン如圓 を 見よ*" 

シン ダ ワン 信 願 1 M X5 S 宗〕 下野 慈 願 寺の 開山な う、 

信 願 俗姓は 源氏、 藤 井 八郞信 親と稱 す'， 承久元 年 常 陸の 稻田 

に 於て 親鸞に 謁して 弟子と なり. .: 二 所 r 寺を 創む、 即ち 下野 

上 那須郡 栗 野 鹿 畸慈願 寺、 沖 內八尾 慈 願 寺、 三 河 中 鄕淨妙 寺 

是 な-^、 文 永 五 年 三月 十五 日 寂す、 壽七 十八、 (本願 寺通紀 ) 

シン ダ !? ン 信 願  9 ョ- へ V 良遍を 見よ* 

シン、 ゲ信解  ニ チ リヨ-- 一日 了 尼を 見よ、 


シン (信) クーゲ 


シン、 ゲイン 信 解 |1阮 ニ チジュ 丨日從 を 見ょ、 

シン、 ゲ イン 信解院 コ _ ジヨ— 光常を 見ょ、 

シンタン 信 堅 j 九 A : 1 •一 •〔眞言 宗〕 祀伊 高野山の 學僧 なう、 
信 堅は 信 日の 同 母 弟な 6、 信 日に 師事す， 嘉 元元苹 龜山 上皇に 
招かれて 宮中に 釋 摩訶衍 論を 講 す、 又勑を 蒙む 6 て 釋論 私 sti 
二卷を 編して 呈す 、元 亨二 Tfe 豫め 死期を 知 6、 最勝院 瓊算を 招 
S て 中院の 秘訣、 及 S 持 期 院方密 印 口訣を 授け、 悠然 寂す、 
實に元 亨二年 十二 年 十六 日な り、 壽缺 く、 著作 大疏鈔 三十 八 
卷 、釋論 私記 二卷、 高野山 勸發信 集、 野 山 記 各 | 卷 ぁうノ 本朝 
高僧 傅、 高 野 春秋、 諸宗章 疏錄) 

シン ケン 信虔  一一 §3 〔臨 濟宗〕 相 摸淨紗 寺の 禪僧な .う、 
信虔 字は 九 峰と 云 ふ、 明徹琮 禪師の 法を 嗣 き、 中山顙 と共に 
一時に 名を 擧 r、 平常 幽棲して 出世を 欲せず、 晚年衆 請 相 迫 
$ て 辭 する 乙と 能は ず、 遂に 相 摸淨耖 寺に 住し、 寺 務三华 に 
して 退隱 し、 至德 元年 隨光菴 に 寂す、 壽 欠く (本朝 高僧 傅) 
シンコ ー 信弘一 〇: 一 1: 〔眞言 宗〕 耙伊 高野山 寶性 院の大 
學講な り、 信 弘は宥 快 阿 闇 梨に 師事し、 醍醐の 法 脈を 快 成 
r 嗣き .印 心を 付せられ て 二十 九 代の 祖 となう、 寶性院 の 席 
を董 す、 ■應 安七 年 寂す、 (續 傳燈 廣錄) 

シン ゴン信 g 厭 ( . ) 〔法相 宗〕 和 泉の 僧な う、 信 

嚴は 元、 和 泉 國泉郡 大領血 沼 縣主倭 麿な り、 園樹に 烏巢を 作 
る、 一日 雌 烏 他の 烏と 戯れ 他に 去 $ 雄 烏 雛兒を 抱きて 餓死す、 
倭 麿 乙れ を 見て - Ht 間を 厭 ふ 意を 生じ、 遂に 出家し 行 基に 隨ひ 
弟子と なう、 西方 往生を 願 求す、 示 寂の 年時欹 く、 (靈異 


、ンン (信/ ゲーゴ 


書辭 名人 家佛本  日  （A 四 四) 


シン (信 3 ザー；、 ン  _ I _ _ 

シン サイ 信 西 堂 一ー ョ H ッ 如 淵を 見よ" 

シン；、 ンヤク 信 寂 •一. SI 0: 〔浄土宗〕 祖源空 上人の 高弟 子 
f,  信 寂 俗姓 生國詳 ならず、 初め 出家して 播磨 朝日 山に 
住す、 後、 源 空 上人に 師事し、 山城 鳥 部 野に 草菴を 營み 住し、 
道 # 高し、 栂 尾の 明惠 上人 高辨、 源 空 上人の 選擇 集を 破して 摧 
邪 輪を 選 述 する (C あたう、 信 寂 惠命義 一卷を 作う* 極力 辨駁 
す、 毘 沙門 堂明禪 述懷鈔 を 作う 信 寂に 贈う、 其 功を 讃 す" 遠 江 
橫路 R 西 蓮 法師と S ふ もの あう" 京師に 上り、 信 寂を 請す、 乃 
ち寬 元 ❖ 尔 相伴 ふて 遠 江に 下う、 大 に 其 地 r 淨土敎 を 弘 通せ 
う、 同 二 年 正月 遠 江に 癰を患 ふ" 弟子 醫療を 請 ふ も 許 3 す、 
食を 絕して 命 終を 期す、 二月 廿 一日よ* CN 諸 弟子を して 別時 念 
佛會を 修 せしめ、 三月 三日 念佛 百餘聲 して 寂す、 享壽献 く、 
(淨 土總 系譜、 淨土 傳灯錄 、鎭 流祖傳 } 

シン. ジュイ ン 信受院 コ- キョ-光 敎を 見よ、 

シン シュク 0M  ショ I ィン 紹允を 見よ、 

シン シュ ー信修  リゼ - y 履 善を 見よ" 

シン シュン # #  ジョ丨 コ丨淨 光 ^ 見よ 1 
シンジ ユン イン 信^^!^  n 丨 チョ— 光 澄を 見よ、 

シン ^ 3 信 助  _  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 

信 助は 太 政 大臣 基 具の 子" 正 和 五 年 入 壇し、 元德 元年 長者 R 

加 任す、 延元二 年 七月 十九 B 寂す、 壽四 十一、 (東 寺 長者 補任、 

仁 和 寺 諸院家 記) 

シンジ ヨ信恕 i ii I; 一一: 新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 二十 四 

代な. 〇/  信恕 字は 諦圓 、下 總葛飾 郡二鄕 半の 人、 鄕の 迎攝院 

隆祐 K 隨つて 度を 受け'  後" 豐山 R 登 6、 十四 世 能 比 英岳 R 


、 V ン C 信) シ 


師事す、 第 十九 世 能 化 信 有 R 愛せられ、 殊に 諱の 一字を 與へ 
ら る、 因て 信 恕と稱 す、 業 成う 武藏 金剛 院 R 住し、 彌勒寺 護 
國寺 に歷 住し 9 元 文 五 年 九月 二十 一日 護持 院 に 昇 住し、 延享 
三年 三月 二十 一日 豐山能 化と なる、 職に ある 乙と 十五 年" 寶 
曆十 三年 十二月 十九 日 寂す、 (新義 眞言 宗史 料) 

シン シヨ ー 信 盛 二 三 1: 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第 八 代な 
う、 信 盛 字は 陽春、 幼に して 智積院 に 登う、 同 院第七 世運敝 
に 學び 、竹 田 安樂 壽院 ょう 江 戶圓福 寺に 進み、 天 和 二年智 積 
院に 出で 運敝 に繼で 第 八 世 能 化と なる、 其 年 諸 堂 火災 R 罹る、 
師 苦心 經營 して 再建す、 能 化の 職に ある M と 十二 年、 元祿六 
年 正月 八日 寂す、 壽 欠く、 著作 起 信 論 科 註六卷 あ- 〇/ (新 義眞 
言 宗史) 

シン シヨ— 信 承 ( . ) 〔淨 土宗〕 京師 長樂 寺の 僧な 

う、 信 承 俗姓 生國歃 く* 初め 延曆 寺に 在うて 大 僧都に 昇る、 後 
長樂寺 隆寬の 弟子なる 智慶 R 就 S て淨 土敎を 受け、 大に門 風 
を揚け たう、 (淨 土傳 燈錄) 

、ン ンシ 3 1 信證  麗  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 

信證 は輔仁 親王の 子、 後三條 天皇の 孫な 6、 行 意に 就きて 眞 
言を 學ひ 、仁 和 寺の 寬助 僧正 R 從 S て 灌頂 法を 承け、 j 身 阿 
闍梨に 任す、 天 治 元年 女 院の產 を 祈 大 治の 初め 權大 僧都 
に 任す、 翌年 六月 東 寺の 長者と 爲 四 年 夏 寺務を 領 す.- 冬 
■法務を 兼ね/五 年 正月 女院の 不豫を 祈る， 秋 東 寺に て 孔雀 經 
法を 修 し、 阿 闍梨五 人を 成就 院に 置く* 長 水 元年 朝 命に ょう 
北 斗の 法を 修 して 賞を 蒙 li* る. 二 年 職を 辭 する 7^ 可 かれす、 
二の 長者と 7X る“ 冬 十二月 廣隆 寺を 補し、 保延 三年 權僧 正に 


(九 四 四） 
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昇う、 十月 正に 轉す 、永 治の 初め It 持 僧と なる、 上皇 落髪し、 
師に 就きて 戒を 受け、 師又八 條院に て 皇后の 產を禱 う.、 賞を 
觀 慧に讓 6て法印に叙せしむ"康治元年四月八日寂す、壽五 
十五、 著作 干 栗多鈔 七卷 、阿字 觀鈔 一卷 、出家 略 作法 一帖、 
菩提心 論 私記 あう、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄、 ) 

シン シヨ 1 信聖 セ丨ヶ ン政憲 を 見よ、 

シンジ ヨー 信 乘( . ) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧 

f,  信 乗 字は 律受" 圓律玄 律師に 師事して 戒律を 傅へ、 
招提 寺に あうて 戒律を 說き 秘密を 傳へて 後 學を敎 ふ、 寂 年、 
及壽 欠く (本朝 高僧 傅) 

シンジ ヨ ー 信 淨 ( . ) 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧 

なう、 信 淨は鎭 西の 人、 信 明と 共に 南北に 居うて 道譽 高し 
故 r 山 衆 南の 筑紫 北の 筑 紫と 稱 す、 某年壽 八十に て 寂す、 (本 
朝 高僧 傳、 高 野 往生 傅) 

シン シヨ ー ィン 信 證院ヶ ソジ 

ユ蒹壽 を 見よ、 

シンジ ヨ 1 ィン 信籍院  n— ジ d 光壽を 見よ、 

シン ズィ信 瑞( . ) 〔淨 土宗〕 京師の 學僧な 6、 

信瑞 字は 敬 西、 初め 隆寬に 從 ひ、 後 法 蓮 信 空に 投じて 弟子と な 

6、 三 經音義 、上人 傳 等を 作る、 寂 年、 及世壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

シンセ ー 信抵舌 ( . 〕〔 . 〕 安房 某 寺の 僧な う、 

信 誓 俗姓 高 階 氏、 安房の 人な 6、 父は 州の 剌史な 6 幼よ-^ 某 

寺 R 投 し顯密 を修 し、 後、 法 華の 讀誦を 業と す、 二親と 共に 

疫に 罹る、 二親 沒し 、讀 誦して 其 蘇生を 祈る、 已に して 靈驗 

あう、 二親 蘇生す、 之よう 益 精 行す、 示 寂の 年 時、 歃く  (本朝 

高 ft # )  • 


シ ン (信)、 >■ I セ 


シンタン 信 尊 2 九 05  〔天台宗； ^ 武藏泉 福 寺の 學僧な 
う'、 信 尊は 其 俗姓 生國詳 かならず、 幼に して 幸範に 就て 剃 
髪 得度し、 顯密 二敎を 受け、 能 信に 就て 天台の 三部を 學ぶ、 
後、 比歙に 登う、 燈明院 承瑜に 謁して 一心 三 觀 一念 三千の 奧 
旨を 傳 ふ、 寬元中 武藏河 田 谷に あうて 東 叙 山 泉 福 寺を 鄉 し、 
第一 世と なる、 寂 年 及壽缺 く、 門下の 神 足に 海 日、 朗日 、廣 
海、 尊 海の 四 人 あり、 (本朝 高僧 傳) 

シン チ 信智セ  ソサ ィ宣 載を 見よ、 

シン チユ ー 信忠 y ^L : 5 : 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
信忠 俗姓は 藤 原 氏、 關白忠 家の 子な 6、 幼に して 勸修寺 勝 信 
僧正に 役して 薙髮受 業し-'  兩 部の灌 頂を 受け、 同 寺の 道寶僧 
正に 就て 密敎 三論を 學び 、東南 院に 住し、 後勸修 寺 R 遷 る、 
正 安二 年 秋 東 寺の 長者と なう、 寺務 法務を 兼領 す、 尋で 僧正 
に 進み、 幾何なら ずして 大僧正と なる" 德治 三年 東 寺の 寺務 
を辭 し、 延慶 三年 東大寺 5: 補し、 元 亨二年 十月 十九 日 寂す、 
壽 欠く、 (本朝 高僧 傳) 

シン チユ  ♦I  信 中ジキ ョ-自 敬を 見よ、 

シン チ ユ 1 信 伸 ィト ク以 篤を 見よ、 

シン チ ユ丨 信 伸  エ丨 トク 永 篤を 見よ、 

シン ニ チ 信 日.  一 • *.: 六 - t: 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧 なう、 
.信 日は 紀伊 名艸郡 神宮の 人な う、 父は 世々 神官を 業と し、 母は 
和 泉大鳥 官吏の 女、 與正 菩薩の 外 甥な う、 幼に して 櫻 池 院の惠 
深阿闍 梨に 依うて 剃髪 受學 し、 十九 歲大 樂院賢 雄阿闍 梨に 隨 
a て釋摩 訶衍 論を 學ふ 、二十 一歲惠 深に 傳法灌 頂を 受け、 西 
大 寺の 信 惠に隨 ひて 具足 戒を 受け 且つ 戒律 1: 習 ふ、 二十 五歲 


タン (信) ソーニ 
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〇五 四） 


シン (信) 二 I - バ 


にして 大樂院 に 住し、 大日 經疏及 S 釋論を 講ず'  嘉元三 年龜 
山上 皇勑 召した まふ も疾ヒ 以て 出て ず、 德治二 年 二月 二十 四 
日 寂す、 壽缺 く、 著作 金胎 曼荼羅 鈔四卷 、大疏 科 文 三十 卷、 
綱要鈔 三卷ぁ 6、 師 高野山 八 傑の 一と稱 せらる、 C 本朝 高僧 傅、 
高 野 春秋、 諸 宗章疏 錄、) 

シン ニン 信 忍 ( I 九 二 四) 〔眞言 宗〕 京都 金山 院の律 僧な 
う" 信 忍 字は 知 生、 京都の 人な う、 二十 二歲に して 祝 髮染衣 
し、 高野山に 登うて 修練 苦行し、 招 提寺證 支を 禮して 戒を受 
け、 海 寵王寺 不退 寺 光臺寺 等に 遊學 し、 戒壇 院に 至う、 圓照に 
師事して 重ねて 具足 戒を禀 く、 文 永の 初め 圓照 京都 金山 院に 
遷 るに 及び、 師隨從 して 其 化 儀を 助け、 後、 同 寺に 主と な 6、 某 
年 寂す ♦壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

シン ニ 信 入 チョ-ド ッ潮吞 を 見ょ、 

シン ニ ユ 1 ィン 信 人院  コ丨キ 光 曙を 見ょ， 

シン バィ 信 培 si gf 〔淨 土宗〕 山城 長時院 開山な う、 
信 培 字は 湛慧と s a 、 澄 蓮 社 忍 # と號す 、俗姓は 谷 口 氏、 母 

は渡邊 氏、 延寶 三年 十二月 十日 京都の 三條白 河に 生る、 未 y2 

生れ 3 るに 母息菴 上人と s ふ 者に 約して 日く、 若し 男子を 生 

まは 必す 上人に 投 して 出家せ しむべし、 と •師 生れて 十一 歲、 

出家を 懇請して 止ます、 時に 息 菴江戶 にあう、 其歸 へる を 待 

ち、 元祿 元年 師 十四 歳の 時、 息 菴の歸 うて 京都の 華 開院に 住 

する に 方* cn 師 乃ち 之に 從 a て 祝染 す、 息 菴の法 兄 R 聞證と い 

ふ あ 6、 一た ひ師を 見て 其 法 器 穴 るを 知う、 俱舍 、唯識 、性 

相の學を修めしむ、十七歲江戶に遊5、靈山寺に掛搭し、廓 

瑩上 人に 從 s て 宗戒兩 豚を 相承す、 東 w r 遊 方し、 諸師に 參 


シン (信) パ 


謁し、 深く 敎 觀を究 む、 餘暇世 典を 學 a 、 詩文 1: 作る、 荻 生 
徂徠の 門に 遊 ひ、 又甞て 雲 竹に 就きて 書を 習 ふ、 檀林に あ 6 
て 徒， V- 集め、 七十 五 法名 目、 俱舍 論頌疏 、略述 法相 義 、唯 識論 
略解 等を 講 す、 後 京師に 歸 う、 息菴の 讓 席を 受け、 勅命を 奉し 
て 華 開院に 住す、 實に 元祿 十二 年に して 師 二十 五歲な う、 常に 
俗を 化し、 阿毘 達磨 5: 尋究 する を 以て 任と なす、 四阿 含、 六 
足、 發智 ょう 深密 、華厳、 瑜 伽、 攝大乘 論の 類に 至る まて、 
偏く 研究し、 古德先 匠の 章疏を 涉獵 す、 四方の 徒 群集して 師 
の 門を 叩く* 因て 維摩、 楞嚴 、俱舍 論、 及 a 頌疏 、唯識 論、 
及 a 述 記、 法苑 I 表 無 表 章、 因明疏 、起 信論義 記、 及 a 註疏 
華 嚴探玄 記、 及 a 五 敎章 等を 講說 す、 正德 元年 幕府 諸國に 令 
して 封 祿の符 命を 改めし む、 師華 開院の 事を 以て 江戶に 赴き、 
淺草凉 源 寺に 寓す 、請に 應 して 俱舍 論、 及 a 起 信論義 記を 講 
し、 次に 說法勸 化する 1 と 凡を 三七日、 群衆 信受 す、 此時に 
方うて 鳳 潭敎學 を 以て 鳴う、 席を 開く の 際、 著作す ると m ろ 
多し、 師起 信論義 記を 講して 鳳 潭の幻 虎 錄を駁 し、 五敎 章を 
講 して 其 匡眞鈔 を駁 す、 時 ic 四十 歲な う、 師甞て 勿 字の 義を 
辨 す、 天台の 靈空勿 字解 一篇を 著して 之を 駁 す、 師亦 一露濤 
一卷を 著して 之に 對 す、 後、 京都 淨樂 寺の 請を 受けて 俱舍 
論 章 疏を講 して 冠 註を 駁す 、玆に 於で 師の學 譽大に 振 ふ、 享. 
保 八 年 四十 九歲 にして 法 席を 弟子 素 寂 R 讓 A て退隱 す、 絹 衣 
を脫 して 綿布を 着し、 珍玩の 具を 人に 散與 して 唯た 書籍を 留 
め、 俳辭 一章を 賦して 意を 叙し、 洛西龍 安寺の 子院に 寓 す、 
師甞で 謂へ > b く、 戒 は是れ 沙門の 本軌 にして 慧 命の 依る と 乙 
ろな 3、 吾れ 毘尼 を嚴淨 して 夙志 5: 遂く べし、 と、 乃ち 洛東靈 
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潭 律師 R 役して 沙彌戒 を 受け、 門を 社ち、 客を 謝す、 晝夜を 
別た す、 專ら律 敎を究 む、 洛西の 模尾 山、 和 泉の 大鳥 山に 
周旋し、 僧坊の 軏 矩說恣 等の 行事を 暗悉 す、 享保十 年師將 
に 自誓 受戒 せんとす、 懺塲 を嚴淨 して 好 相を 祈 求す、 旣に 
感見 あう、 因て 靈潭玄 門 二 律師を 請 a て 證 明を 得、 璎珞羯 磨 
に 依うて 自誓受 具す、 之ょ*^ 德譽益 々揚 る、 蓋し 師の行 法は 
五 衆の 禀戒を 以て 僧體 となし、 止 作 二 持を 以て 僧 行と なし、 
念 佛の正 行を 以て 正 因と なし、 性相弘 通を 以て 正 見と 爲 し、 
間々 偈賛を 作う 風騷を 事と し、 墨 妙を 馳 す、 十一 年奈 良に 遊 
a " 雲松菴 R 入りて 觀淸 沙彌の 請を 受け ' 俱舍 論、 唯識 論を 
講 す、 翌年 息菴 上人 病 r 臥して 遷化す、 黃金五 百 兩を以 て 師 
に 與 へ、 囑 して 日く、 幸 r 此を用 ゐて廢 寺を 與復 して 以て 吾 
加 報 土を 資崇 せょ、 と、 師 之を 受け、 以爲 らく 吾 か 宗未穴 律 寺 
なし、 豈に缺 典に あらす や、 と、 乃ち 洛 西に 長 時 院の趾 廢を求 
め、 其荒頹 を修 す" 本山 其の 功を 賞して 永 ® 律院の 規約を 定 
0 、本山の 貫主 到譽 上人 如意 拂子を 貽 う、 鎌 倉 光明寺の 義譽上 
人 布 薩の法 器を 寄附す、 享保 十三 年 皇后の 請を 受けて 宮中に 
梵網經 を 講し 、菩薩 戒を 授け、 日課 念 佛を誓 ふ、 享保 十六 年 高 

野山學 侶の 請に 應し 、和 泉の 大寺明 王院に 在うて 俱舍 論を 講 

す、 因て 指 要鈔 十卷を 撰す、 明年 又唯識 論述 記を 講ず、 後、 京都 

長德 院主 大起 上人の 請に 應 し、 梵網經 法 藏疏を 講ず、 講畢 うて 

菩薩 戒を授 く、 其 時に 方う 鳳潭 金剛 槌 論を 著す、 師因陀 羅手一 

卷を 著して 之を 駁 す、 元 文 二 年 京都の 智積院 大和の 璺 山の 大 

衆 相 謀う、 師を 請して 因幡堂 西坊 にて 唯識 論述 記の 講 席を 

開く、 師書ェ に 命して 寶 冠の 阿 彌陀幷 R 觀音勢 至の 二大士 


シン (信〕 バ 


を 圖せ しむ、 乃ち 靈芝 律師の 軌を 承け て 授戒の 本尊と なす、 冬 
獅子 谷の 慧闓 上人の 請を 受けて 菩薩 戒を授 く、 受 くる 者 凡を 
二十 餘人 あう、 元 文 三年 京の 十 念 寺に ありて 倶舍 論を 講す、 是 
れ武藏 江戸 增上 寺の 學 侶の 請に 應 じ / 2 るな う、 元 文 四 年 興 正 
菩薩の 四百 五十 年忌 辰に 丁う、 師法苑 表 無 表 章を 講 す、 寬保元 
年 浪華 了 常 寺 主の 請 R 應し て雜集 論述 記を 講 す、 尋 い て復た 
五 敎章表 無 表 章を 講す- 、黒 谷の 鏡譽 、百 萬 遍眞徹 等" 皆師の 道 
化 r 服す" 師晚年 殊に 雜 華の 法 門を 闡揚 する に 意 あう 益 新舊 
兩譯 の大經 、及 ひ 二祖 の疏鈔 を 研究す、 長 時 院の東 隣 R 慶雅法 
印の 遺跡 あ-^、 因て 古昔 吉水 上人 か雜 華の 法 門を 傳受 したる 
とを 憶 a 、 華嚴弘 通の 祖意 に廟 せる を 知うて 其 志 益々 進む、 
旣に して 瑞泉寺 主の ^ めに 探玄 記を 講 す、 華 開院 十 夜の 法事 
殆んと 久しく 廢絕 す、 師之を 嘆 惜し、 化 門を 開きて 三部 假名 
抄を講 する 乙と 十日、 學徒 山の 如し、 是れ實 に寬保 二 年な 
此苹探 支 記を 校合して 之を 梓に 上 ほし 京師の 淨樂 寺に 於 
て 之を 講す 、旣 にして 三緣 山、 豐 山の 學僧の 請に 應 し、 圓福寺 
に 俱舍 論を 講す 、此年 十月 十日 復 三部 假名 抄を講 す、 四 年 正 
月 七日 長時院 に歸 る、 自ら 病の 起つべからざる を 知 6、 二月 
十五 日 弟子 法澤を 呼 CA て 後事を 託し、 德門に 命して 往日 誓戒 
の 好 相 記を 取う 來 らしめ、 火に 投して 之を 燒 く、 十 九日 午 下 
泊 然として 寂す、 壽七 十二、 臘二 十二、 著作 俱舍 論要鈔 十卷、 
一露濤 、因 陀羅 手、 各一卷 あう (湛慧 和 上 傅) 

シン  <ン 信遍  1H 荽  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 
信遍は 冷泉 中將爲 親の 子、 光紹 禪看 二師に 習學 し、 東 寺 一の 
長者" 及 a 大和 菩提 山 座主と なう， 元 和 二 年 入室 三年 得度し、 


、ソン (信) バ 1  < 


書辭 名人 家 佛 本  日 


(二 五 四） 


シン (信 ) 《 — 3 


シン S、 眞) 


<H 年 法眼に 叙し、 八 年少 僧都に 任す、 寬永四 年 入 壇し、 五华 
大 僧都に 任す、 九 年 法 印に 叙し、 十二 年權 僧正と なう、 十九 
年 正 僧正に 轉 し、 萬 治 元年 大僧正 R 昇る、 寬文二 年長者に 加 
任し" 三年 長者 法務に 任し" 護持 僧と なる $ 六 年 正月 廿 八日 
寂す、 壽六 十一、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

シン  <  ン 信徧シ ョ  >  へ  > 勝遍を 見よ、 

シン 命 1 -i ン 信法院 コ- タク 光澤を 見よ、 

シン 乏 ml イン 信 命 院  1 ーチゼ ブ日 全を 見よ、 

シン 乏 ヨ 1 -f ン #- 明院 コ I セッ 光攝を 見よ、 

シン m 信譽 11 2: へ 〔淨 土宗〕 京都 念佛 寺の 開山な う、 
信譽は 其 鄕貫詳 かならず、 幡隨 に 師事して 法 1: 嗣ぎ 、京都 念 
佛 寺を 開く、 正 保 三年 寂す、 其 月日、 並に 壽 欠く、 (淨 土總系 
譜) 

シン ヨ 信譽二 •二： 一 A-: 〔淨 土宗〕 三 河 信 光明寺 第 四 代な う、 
信譽は 超 蓮 frfc と號 す、 存牛 上人に 師事して 法を 嗣ぎ 、信 光明 
寺に 住す、 永祿 元年 十月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜)  r 

シン ヨ 信 寒 a  H シユ -惠秀 を 見よ、 

シン ヨ 信擧 a  ェ デ  > 惪 傅を 見よ、 

シン ヨ 信 寒 11  H  - ショ— 英 松を 見よ、 

シン ヨ 信 寒！！ ゥ  >  リョ-運 亮を 見よ、 

シン ヨ 信 寒 t=» ガン シ rl ク巖 宿を 見よ、 

シン 2 信 寒 |=> キ d 丨 クフ ク岌 廓を 見よ、 

シン ヨ 信擧 a キユ —ゾゾ 及存を 見よ、 

シン m 信擧一 I ギヨ- ィ行 意を 見よ、 


シン m  キヨ-ハ 曉把を 見よ、 

シン ヨ 信譽 ク 7 クゾッ 廓存を 見よ、 

シン ヨ 信譽 ヶン リヨ— 見靈を 見よ、 

シン 3 11115 寒！！  ジ ri  I テ— 重貞を 見よ、 

、 V ン 3 m ゾンド 5 存 道を 見よ、 

シン 3 信—!！ ダィ リユ- 大寵を 見よ" 

シン m  信 興®  ド— コ洞 庫 !: 見よ、 

シン ヨ  00  リヨ- ァ良 阿を 見よ、 

シン ヨ 信 # • リヨ-ァン 良 安を 見よ、 

シン ヨ 信 #- リヨ- 卜  > 靈頓を 見よ、 

シン ラク 信樂 (一九ニ ニ) 〔眞 宗〕 下 總弘德 寺の 開山な 
信樂 俗名 相 馬 義淸と s a 、 平將 門の 裔な う、 親鸞に 敎を 受け 
しが 師 命を 受けす して 坐 下を 去 6、 下 總岡田 郡 豐田 村 新地に 
寺を 創む、 後、 覺如 上人 東 遊し、 適々 寺に 入る、 師 之に 謁し 
て 前 過を 謝し、 許されて 門下に 入る、 蓮 如上 人 東 遊の 時、 弘 
德 寺の 號を與 ふ、 (本願 寺通紀 ) 

シン ア眞 阿 =5 81 〔淨土 宗^！ 山城 十 念 寺の 開山な 6、 
眞 阿は  一 R 良 仁と 云 ふ、 後龜山 天皇の 皇子な う、 初め 帥宮と 
號す 、出家して 義 恩と 稱 し" 後 眞 阿と改 む" 初め 誓願 寺に 居 
う、 將 軍足 利 義敎と 和歌を 以て 問答を なす、 義 敎の皈 依に よ 
6 巷 室を 營み 住す、 師 和歌 あう、 「蒜を かき 松 i: 柱 R 柴の庵 風 
は 吹く とも 寂しから め や」、 義敎 乃ち 十 念 寺を 創し 供養 田 四十 
八 石を 寄附す" 師 開山と なう、 法 化 盛んな う、 永亨十 二 年 六 
月疾 R 罹う" 七月 二日 南無 阿の 三 字を 書し、 遂 R 寂す、 壽六 
十六、 遺言 ic よ 6 下 鳥 羽 淵 R 水葬す、 (野史) 


(三 五 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


シン ア 鼠 一 ヵネ ソ河然 を 見よ、 

シン ア眞阿 ノノ ォ- 舊應を 見よ、 

シン ヌ， 眞阿 ジッド  ! 實 道を 見よ、 

シン エ U 具#  ( . ) 〔戒律 宗〕 奈良 戒壇 院の律 僧な り、 

眞慧 字は 總寂 、山城の 人、 發心 受戒して 戒壇 院 竹林 寺に 留寓 
す、 寂 年 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

シン ヱ 眞慧1一 -0 ^ 8宗〕伊勢專修寺の第千代なぅ、 
眞慧は 九 代 定顯の 嫡子な 6、 幼に して 學を嗜 み、 諸 山を 歷詢 
して 敎乘 を硏尋 す長祿 三年 加 越 江 諸 州を 巡 化し、 寬正 元年 伊 
勢に 遊 ふ、 錫を 駐む る Z. と 五 年 許、 六 年 一身田に 專修 寺を 移し 
て 建立し、 文明 四 年 近 江に 無礙充 派と 云へ る異 計を 主唱す る 
者 あ 6 顯正 流義鈔 二 卷を 著し、 念佛 安心を 顯 し、 異 計を 彈斥 
す、 當時比 叙 山の 大衆 大谷 本願 寺を 襲撃し、 專修 寺に 及 はん 
とす、 師 、自ら 比 叙 山に 登ぅ、 一宗の 要義を 辨し 大衆を 服す、 
九 年 六月 後土御門 院綸 旨を 賜 a 依て 專修 寺を 主と る、 十 年 三 
月 義政將 軍 公 書を 授けて 之に 副 ゆ、 爾來永 式と なぅ、 歷代必 す 
國 書を 賜 ふ、 是 月又勑 して 祈願 所と なす 長享 元年 十月 法 印に 
叙し 大 僧都に 任す、 永 正 九 年 十月 二十 二日 寂す、 ( 一 說 二十) 壽 

七十 九 ( 一 說七 十) 稱して 中興と なす、 甞て 文章 數篇を 著し 門 

侶に 示す、 後、 應眞 、堯慧 、堯眞 、堯秀 、相尋 ぎて 之を 著し 今稱 

して 高 田 五帖と s ふ、 (本願 寺通紀 、佛 敎各宗 綱要) 

シン H 眞慧 j AA ii 〔眞言 宗〕 京都 東 寺 長者な 6、 眞 

慧 俗姓は 源氏、 右少將 通 能の 子な う、 延杲 僧正に 從つて 灌頂 

法を 受け、 建 仁 三年 秋權少 僧都に 任し、 承 元 二 年 法 印に 叙し、 
貞應元年石山寺の座主に補す、嘉祿二年夏權大僧正に進む、 


蚤ン(眞)ターェ 


安貞 二 年 冬 藤 原 公經 愛染 堂を 建し 師に請 して 供養の 導師と な 
す、 寬喜 元年 東 寺 三の 長者に 加う、 嘉禎二 年 護持 僧と なう、 東 
大 寺の 寺務を 領 す、 曆仁 元年 秋 東 寺を 主 どう、 法務を 兼ぬ、 
延應 元年 正月 乘 車を 聽され 、同月 二十 一日 寂す、 壽七 十七、 (本 
朝 高僧 傳) 

シン X ン S1 具 圓 (一四 八 二) 〔眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟子な 
3、 眞圓 一に 瘦 律師と 云 ふ、 俗姓 生國 不詳な う、 幼に して 
出家し、 經論を 學 習す、 傅へ 云 ふ 初め 天台 及 a 法相を 宗 とし、 
後、 眞言に 歸 し、 空 海の 弟子と なう、 弘仁四 年 十二月 侍講に 
擢 てられ、 空 海に 就きて 景勝 王 經の秘 義を詢 決し、 空 海 自作 
の 伽 陀を付 せらる、 十三 年 十一月 朝 命 ic ょう 大和 高 市 郡に 益 
田 池を 鑿る のエを 幹す、 寂 年、 及 CA 壽缺く (弘法 大師 弟子 譜) 

シン エン 眞圓 ii oi A: 〔黃檗 宗〕 肥 前 長 崎 興 福 寺の 開 
山な 6、 眞圓は 明の 江 西 浮 梁縣の 人、 出家して 臨濟 下の 禪 
を修 す、 元 和 六 年西來 し、 長 崎に 入る、 同 九 年 居留の 明 人相 
謀 $、 一  寺を 興し、 興 福 寺と 號 し、 師 を 請し 開山と なす、 輿 
福 寺 俗に 南京 寺と 云 ふ、 慶安 元年 寂す、 (禪宗 史料) 

シン H ン眞圓 コ 1 チョ— 光超を 見ょ* 

シン オ ー & (雄 ai 1四 29 ) 〔曹 洞宗 3 伊豫 洞 光寺の 開山な 
う、 眞雄 字は 大 拙、 幼 it して 定 光寺 機 堂を 禮 して 師 とす、 
機 堂の 寂 後淸寧 之に 住し、 後、 俊 鷹 道靑に 謁する に 及 a 初め 
て 宗旨を 悟る、 文 正 元年 三月 衣 法を 受け 席を 繼きて 定 光寺に 
法を 開く、 伊豫 大安 尼 子經久 軍務の 暇師に 法を 問 CA 、 弟子の 
禮を 執う、 出 雲 富 田 城に 洞 光寺を 開設し、 師を 開山に 仰く、 
文明 十六 年 越 中 慈眼 寺に 遷 3、 晚年洞 光寺に 退隱 す、 寂 年 並 


シン (眞) H  — 才 


書辭 名人 家佛本  日  (四 五 四) 


シン (眞) 方 — ガ 


シン (眞〕 ガ 


R 壽缺 く、 法嗣文 質慧才 なう (日本 洞上聯 灯錄) 

i/ ン方？ [1 (级 羽 シ ユ - ヶソ宗 見を 見よ、 

、 V ン方 1 . ^ a ^ 羽 シユ -リ ユ—宗 寵を 見よ、 

シン 方？ - i ン 匕 M- 應 ^ 一ー チ、 ショ* 日 性を 見よ、 

シン オン 眞遠； 一. 一 〇九 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の禪 僧な う、 
眞遠 字は 鑒 仲と 云 S、 心 岳 知に 參 して 法を 嗣ぎ 、東 福 寺に 主 
となる、 寶德 元年 五月 二十 九 0 寂す、 壽 欠く、 (延 寶傳 灯錄) 
シン オン ーー 具 i 退？…： 0  〔天台宗： 一比皲 山の 僧な 
眞 遠ほ參 河の 人、 比 叙 山 東 塔院に 居して 法 華 經を誦 持 t る 乙 
と 日課 四十 部、 兼ねて 密敎 ic 通す、 後、 鄕里 R 巷 居す、 適 馬 
に騎 して 里閭に •出で、 刺史に 遇 ふ も 避けず して 過ぐ、 刺史怒 
6 て 日 ふ， 國 中は 我 管 治す る 所な 6 、 汝 出家と 雖亦吾 民な う、 
何ぞ禮 k 失する や、 と、 士 R 命じて 推 下し、 師を 厩に 繫 師 
厩 中に あうて 一心に 法華經 を 誦 ず、 其 夜剌史 夢に 普賢 菩薩 厩 
に 繫う 、別に 門外よ-^ 一  普賢 來 6 て繫る 所の 毐由を 問 ふ、 剌 
史覺 めて 大に 驚き、 師の 縛を 解き 懺 謝し t 且つ 別館を 構へ て 
四 事 供養した 6 と S ふ、 示 寂の 年 時缺く (本朝 高僧 傳) 

シン ガ眞雅 ii ii  〔眞言 宗 ：一 山城 貞觀 寺の 開山 X う、 

眞雅 俗姓は 佐 伯 氏、 父は 田 公" 弘法 大 © 空 海 1/1 弟 2: う、 延曆 

二十 年讃岐 多 度 郡 屏風 浦に 生る、 大同 四 年甫め て九歲 、京都 

に 往き空 海 R 就きて 眞言 5: 學 ひ、 東大寺に て 得度す、 弘仁十 

年 具足 戒を 受け" 顯 密二敎 を學修 し密敎 Q 祿訣を 傳付 せら 

る、 天 長 元年 九月 廿 七日 高 雄 寺 定額の 例に 準して 廿一 僧 r 置 

き師其 一員と なる、 二 年 三月 五日 東 寺に 兩部灌 頂の 密契を 承 

けて 阿闍 梨と なる、 八 年 六月 七日 敎 王護國 寺の 道塲に 於て 傳 


法 灌頂兩 部の 秘印を 承く、 承 和 元年 九月 十三 日 東 寺 西 院小子 
坊に て兩部 不二 大阿 闍梨灌 頂の 極祕 印を 受傳 す、 二 年 三月 空 
海の 遺命 r ょう、 弘福寺 及 CA 東 寺 大經藏 の 事を 托せられ、 遂 
に 東大寺の 眞言 院を 委ねら る、 四 年 東 寺の 入寺洪 僧 r 加 補せ 
られ 、十四 年 東大寺の 別當に 任し" 職 r 在る を 四 年な 3、 時 

に 聖寶 十六 歲 R 
して 師に投 して 
制度す、 稍 長し 
て 後、 師 之に 無 
量壽の 法を 授 
く， 嘉祥 元年 六 
月 二十 八日 權律 
師とな 6、 九月 
二十日 正 律師に 
轉す 、天皇 特に 
召して 宮中に 眞 
言 三十 七 尊の 梵 
號を 誦せし む、 
三年 三月 二十 五 

日淸和 天皇 降誕した まふ 時、 師 初め 大相國 藤 原 良 房の 請に 依 
6 て 染殿 皇后の 爲 に 尊 勝 法を 修 す、 旣に 天皇 生れ 給 a てょう 
以來 、常 r 宮中に 徵 3 れて 日夜 左右に 奉 侍す" 仁 壽二年 十月 
二十 五日少 僧都 R 昇う、 齊衡 三年 十月 十八 日大僧 郡に 進む、 
貞觀元 年 三月 十九 日 年度を 嘉祥 寺の 西院 r 置かん ことを 請 a 
て 許 S る、 二 年 二月 師 先任 上 鹿の 眞紹を 起ぇ て 長者に 秫せら 


(五 五 四） 


書辭 名人 家佛本 日 


る、 三年 十一月 父に 宿 禰姓を 賜 ふ、 六 年 二月 十六 日 僧正に 任 
し、 法 印 大和 尙位に 階す、 同日 師の 請に よう 故 空 海に 法印大 
和尙 位を 勅 賜す、 十四 年 三月 十四日 正 法務を 管す、 仁 壽の初 
年 相 國忠仁 公 天皇の 不豫を 憂 6i て師と 謀*^ て更 K 寺を 棘せ / 1 
と 請 ひ、 乃ち 毘廬 の寶 塔を 建て、 尊 勝の 金 像を 彫う、 灌頂堂 
を 立つ、 師 自ら 東 堂を 建て V 安置す、 七月 十一 日 表を 上うて 
退隱 せんと すれと も 許されす、 後、 上表 二度 tc 及へ と ^ 猶許 
3 れ す、 九月 廿 一日 貞觀寺 に 定額 十六 僧を 置き， 尙ほ增 補せ 
ん Z. とを 命せられ、 十七 年 六月 廿 三日 宮中に 雨を 祈る、 十八 
年 八月 二十 九日 勅して 貞觀 寺に 座主を 置く、 元 慶二年 二月 奏 
請して 嘉祥 寺. 1^ 定額 七 僧を 置く、 同 三年 正月 三日 寂す、 壽七 
十九、 臘六 十一、 寺務 十九 年 法務 八 年、 著作 胎藏 次第 二卷、 
普賢 延命 口决 、大勝 金剛 次第 あう、 (元 亨釋 書、 密宗 血脉# 、本 
朝 高僧 傳 、弘法 大師 弟子 傳 、弘法 大師 弟子 譜 、諸 宗章疏 錄) 

シン ガ眞我 ソ ハク祖 白を 見よ、 

w 、v ンガィ 1 J 具 海 ( . 〕 〔眞言 宗 U 山城 醍醐 山 勝 俱胝院 

の 僧な う、 眞海 初め 巧 安と 稱し 、字は 行 善 房太輔 律師と s 
ふ、 定海 大僧正の 高弟た 6、 幼よう 書を 好む、 定 海の 命 r 受 
け、 宋に 入うて 書を 學 ふ、 在留 六 年の 後、 盛 # 大に揚 かう、 

法眼に 叙 せらる、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 

シン カク 3 興 覺 (一六 n 一七) 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な う、 

眞覺權 中 納言藤 原 敦忠の 第 四 子な 6、 官 、右衞 門 佐に 至る、 康 

保 四 年 出家し、 師に 就きて 金剛 胎藏 兩界 法、 幷 r 阿彌陀 供養 

法を 受けて 三時に 修 す、 小 病 あう、 同 法 等に 語うて 日 ^ 、 尾の 

長き 白鳥 あう、 去 來去來 と 囀うて 西に 飛 ひ 去る、 閉目 すれば 


シン (眞) ガ；- 力 


極樂の 相髪髴 前に 現す、 と、 入滅の U 誓願して 日 ふ、 我れ 十 
三年 修 する 所の 善根、 今月 惣て 極樂に 回向せ む、 入滅の 後、 
三人 共に 夢中 衆 僧が 龍 頭 舟に 上 $ 來迎し 去 6 穴る ことを 見た 
う、 と， (往生 極樂 記、 本朝 高僧 傅)  一 

シン ガク眞 覺ーー ー gug 〔曹 洞宗〕 加 資佛陀 寺の 開山な う、 
眞覺 字は 了 堂、 和 泉 結 崎 人、 俗姓は 平氏な 6、 十七 歲に して 
奈良寵 華 院願顯 に投 して 出家し、 尋いて 具足 戒を受 け、 東 山 
の 永久 寺の 僧と なう、 三 密の敎 を 習 ふ、 會々 三 光 國師紀 伊の 
能 仁 寺に 開 法す るに 方う、 師衣を 更 へて 弟子の 列 {C 入る、 時 
に 年 二十 四、 後 北陸 東海に 遊 a 、 不一 復菴 珍山祖 一心 悟の 諸 
老宿に 歷參 す、 三 光の 寂後總 持寺峩 山に 參 し、 貞治二 年大源 
宗眞近 江上 野の 報恩 寺に 住する を 聞き、 往きて 之 ■に 參す 、大 
源 加寶の 佛陀寺 住に す 3 に 方う、 師を待 司と なす、 後、 入室 
して 衣 法を 受く 、時に 應 安二 年 A. 月な 6、 甞て南 遊の 志 あう 
しが、 同 六 年 十月 攝津 ょう 發 船し 颶風 K: 遭 a て 薩摩羽 島に 漂 
.着す、 乃ち 其 地に 庵を 結 a て 居る、 市 來邑の 豪族 某 萬 年 山 金 
鐘 寺を 鄉 し、 師 を 開山と す、 至德 元年 和 泉の 信官補 巖 寺を 傲 
して 師を迎 ふ、 朋德四 年 席を 智嚴に 讓 うて 退隱 r、 應永六 年 
七月 二日 寂す、 壽 七十、 偈 あ々、 生命 盡處 、已 一息 中、 清風 
區地 、八面玲瓏、 法嗣大 容梵淸 、竹 窻知嚴 、奇 叟黑 珍の 三人 
あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 

シン isr ン 眞 3 M: ド- ク，- 道 空を 見よ、 

シン キ眞喜 j， g 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 なう、 
眞 喜俗蛀 は 平民 伊勢 多氣 郡の 人な 6、 出家の 後空晴 僧都 r 師 
事して 法相を 學び 、大義に 通ず、 應和二 年の 宮會 R 第 四 座の 


シン (眞) .力—- キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 五 四) 


シン (眞 y キーキ 


問 者と なう、 園 城寺智 興と 宗義 と對 論し* 君臣を して 其 博識 
を 驚かしむ、 天延 三年 維摩 會の講 主と なう、 喜 多院に 居うて 
慈 恩の 敎を說 く、 永祚 元年 三月 常春 日 神 ^ に 幸し、 師を 召し 
て 權大 僧都に 任じ， 尋で 法務を 兼ぬ、 正 暦の 初め 藤 原 道隆積 
善 寺を 建て 諸 山の 衆 僧を 招きて 落慶 供養を 在し、 師を以 て 導 
師 とす、 帝 寺に 幸して 其 法 儀を 見 敕し て權 僧正と なす、 此年 
興 福 寺を 主 どう、 五 年、 正 僧正 r 昇る、 長 保 二 年 二月 七日 寂 
す、 壽六 十九、 (本朝 高僧 傳) 

シン ギ 置( «. (一三 五三) 〔 . 〕 大和の 僧衣う， 眞義 

は持統 天皇 七 年 十二月 勅を 拜し て、 法 員、 善往 等と 共 R 、 近 
江 益 須 郡の 醴 泉を 撿す 、示 寂の 年 蒔幷 R 壽歃 く、 (日本書紀、 
本朝 高僧 傅) 

シン キヨ 1 眞慶 01O S 5  〔眞言 宗〕 攝津天 王 寺の 別當 
f,  眞慶は 宰相 僧都と いふ、 諸 師の法 豚を 受けて 天 王 寺 
の 別當と M る、 密說を 僻 解して 大邪見 を增 長し、 非法濫 行に 
して妻妾を寵愛し子を生0、初め小野の勸修寺の衆に加は6 
しか、 宗門ょう 擯斥せられ 天 王 寺に 居 不淨を 行 CA て 天 王 
寺 流と 稱 す、 付 法 一人 增瑜と S ふ あう、 (後 傳燈 廣錄) 

〔考〕 眞慶は 初め 勸修寺 流を 傳 ふ、 即ち 嚴覺 、莨 勝、 莨 弘 、眞 

慶の次 弟な う、 眞慶に 至うて 邪 說を唱 ふ、 當時 仁寬立 川流唱 

へ、 女 犯を 以て 罪せられし かば、 眞慶は 眞言 宗 R 於て 女 犯は 行 

ふ も 可な うとの 意見を 主張し 穴 6、 天授 前後の 人な 

シン キヨ t 眞慶 j 齡 g  〔天台宗〕 近 江國城 寺の 學頭江 

く、 眞慶は 其 卿 貫 詳か方 らず 、賢 運に 師事して 天台の 敎觀と 

學び 、犬 R 宗風を 興す、 當時三 弁に 四 傑な 6、 師は其 一人と 


シン (眞) キーク 


稱 せらる、 少 僧都に 任し、 本 寺の 學頭 となる、 弘安 三年 三月 
十二 日 寂す、 壽七 十七、 (三 井續燈 記) 

シン キヨ f 眞敎 •一 A: む 〔淨 土宗 西 ill 派〕 山城 金 光寺の 
開山な 6、 眞敎號 は 他 阿 彌陀佛 、俗姓は 源氏、 京都の 人な 
う、 一遍 智心 .に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學を 究め、 諸國を 遊 
歷して 念佛行 化し、 大に道 光を 振 ふ、 世 R 遊行 上人と 稱 せら 
る、 京都 七條金 光寺 相 摸藤澤 無量 寺 等は 師を 開山と なす、 元 
應 元年 正月 二十 八日 寂す、 壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 

シン キ 3 ?  2 具 敎ダ ィレブ 大廉を 見 見ょ、 

シン キ 3 —  S 具 境 ( …： …〕 〔眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟子 
f,  眞境 俗姓は 弓 削 氏 弘法 大師に 就きて 瑜伽敎 を 學ぶ、 
寂 年、 及 a 壽歃 く、 (弘法 大師 弟子 譜) 

シン キヨ ー 眞曉 ( . ) 〔眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟子 

f、  眞 曉生國 俗姓 詳 ならず、 弘法 大師の 徒弟な う、 詳傅 
なし、 (弘法 大師 弟子 譜) 

シンク ー 眞空一 1 S A0 〔三論 宗〕 京都 大通 寺の 律 僧な 
う、 眞空 字は 廻心、 自ら 中 觀と號 す、 俗姓は 藤 原 氏 在う、 
幼に して 奈良の 東南 院に入 6、 定範 法師に ょうて 落髪し、 圓 
寺の 貞禪 定舜に 從ひて 三論を 習 a、 其 奥義に 達す、 二十歳 R 
して 登壇 受戒し、 諸方 R 歷 遊して 性相學 5: 究め、 久し X 醍醐 
寺の 理性 院に あうて 行 嚴阿闍 梨 R 兩 部の 灌頂を 受け、 小野廣 
澤の 二流を 究め" 奈頁 R 皈 うて 敕にょ 6 律師と なる、 時の 人 
皆師の 名を 呼ばず して 東大寺の 碩 才と稱 す、 嘉禎 三年 大悲菩 
薩松院 に 移り 律塲を 開く に 方う、 師重 ねて 滿分戒 を 受け、 寬 
元の 初め 木幡の 觀音院 rc 住し、 大に 戒律を 唱 ふ、 時に 聖一國 


(七 五 四〕 


書辭 名人 家怫本  日 


師宋 よう 皈 6、 普 門 寺に 住す、 師其 禪敎に 通ず るを 聞き 錫を 
掛けて 參禪 し、 宗鏡錄 を 聽き 、三論の 旨を 决 す、 建 長 三年 實 
相 照師を 戒壇 院に迎 へて 法華疏 三論 玄 義を講 せし む、 高野山 
の 榮信阿 闇 梨師を 招きて 三昧 院に 主たら しむ、 弘長 元年 具 支 
灌 頂を 行 a しに、 中性 性院 の賴瑜 音、 木幡 寺の 明 道 性の 如き、 
四方の 大德來 う敎を 受 くる 者 多し、 二 品 本覺禪 尼師の 德を崇 
び、 聽法 受戒し、 西 八 條の亭 を 改めて 佛寺 とし、 師 請せられ 
て 開山と なる、 乃ち 扁して 萬 祥山大 通 寺と 云 ふ、 文 永 四 年 鎌 
倉 無量 壽 院主 席缺 け、 師衆 請に よう Z. れに 主と な 6、 文 永 五 
年 七月 八 □寂す、 壽六 十五、 臘四 十二、 著作 三論 玄義 撿幽鈔 
七卷 、往生 論 註鈔十 因、 文集 三廟鈔 等 あ 3  ( 本朝 高僧 傳 、後 
傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

シンク ー 眞空- -j ix 妙 〔淨 土宗〕 奈頁隨 曲菴の 僧な 6、 
眞空號 は 稱入 、京都の 人な々、 十一 歲に して 京都 松林 菴に投 
し、 稍 長して 東 山に 屛 居し 齊戒を 持す、 淨業を 修 し、 日課 三 
万遍 す、 尋 きて 壬 生の 唯稱 上人、 奈 頁の 良 乗 上人を 歷 問して 
淨土敎 を 究む 、後奈 頁の 隨曲菴 に 住す、 延寶四 年秋微 病 ic か 
V う、 東 山に 歸 6 て 靜養 する そ醫藥 功な く、 翌年 正月 豫め死 
期を 知 6、 益 精 働して 佛 號を唱 ふ、 二月 六日 夜 安然と して 寂 

す、 壽 五十、 眞空 天性 慈に 愍して 同志を 動 誘み て 貪 * を救濟 

し、 また 自ら 貨財を 棄 て、 阿 彌陀の 尊像 若干 軀を 修飾せ 3、 

(績 日本 高僧 傅} 

シンク I 眞空  ニ ョ H ン如圓 を 見よ、 

シンク ー 置 ^ エ ミ ョ丨ォ 妙應を 見よ、 

シンク ウイ it ; 快 パン ジョ— 鎪淨を 見よ、 


(眞) ク 


シンク ワン 眞觀 5: 0: •一，  〔時宗〕 山城 金 蓮 寺 第一 
代な々、 眞觀號 は淨阿 彌陀佛 、上線の 人 俗姓は 源氏、 牧野 
太郎賴 氏の 子な 6、 一遍 智 心眞敎 に從 つて 淨土宗 西 山 派の 學 
を 受け、 戒を忍 性 菩薩に 受け、 禪を法 燈國師 に 詢ふ 、洛 東祗 
陀林 寺 ic 住し、 盛んに 其 敎を弘 む、 朝廷 詔して 寺號を 改め、 
金 蓮 寺と 賜 ふ、 世人 稱 して 遊行 上人と 云 ふ、 曆應四 年 六月 二日 
寂す、 壽 欠く、 四條 派の 時宗と 云 ふは 師の門 流な々、 (淨土 m 
系譜) 

シンク ウン M 觀 カ ンサ ィ感 西を 見よ、 

シン ダウン 眞願 (一 五六 一 C 〔華 嚴宗： 一奈 良 東大寺の 內供 
奉な 6、 眞願は 宣 して 內 供奉 十禪師 となる、 華厳宗の 僧な 
ぅ、延喜三年六月五日官符を賜ひ、十一月八日聖寶に傳法灌 
頂 心 印を 受 く、 (傳燈 廣錄) 

シン、 ゲ眞化 ゲソジ ユブ玄 淳を 見よ、 

シケ ケ*— a 一 詣 リョ-一 j ソ 亮潤を 見よ、 

シン ケン 眞賢 ( . 〕 〔眞 言 宗〕 山城 醍醐の 學講な ' 

眞賢 は大夫 律師と S ふ、 中納言 雅賴の 子な々、 勝 賢 僧正の 法 
を嗣 きて、 同 山の 學講 となる、 (績 傳燈 廣錄) 

シサ ケン 置； 憲  チョ-セ-長 盛を 見よ、 

シン、 ゲン 眞源 ii ^ 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山雞頭 院の學 
僧な 6、 眞 源は 播摩國 姬路の 人な ぅ、 同 國增位 山に 登ぅて 
出家し、 後 比 叙 山に 登 6 凌雲 院覺林 房 豪 潤に 師事して 天台 0 
宗義を 定め、 尋て 東大 慈院に 投 し、 享保 十四 年 九月 雞頭院 に 
住し、 同 院天正 再興 後 第 十代 0 佐 持と なる、 ■同 十七 年 (一 說 
十八 年) 雞足院 に遷 う、 同 院天正 再興 後 第 十四 代の 住持と な 


シン (眞) ク ー 、ゲ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 五 四） 


シン (眞) ダ j n 


る、 同 十七 年 播摩に 皈 增位 山に 住し、 同年 (一說 十八 年) 
四月 十四日 寂す、 世壽 二十 八法臘 十五な う、 眞源顯 密の學 に 
通し、 殊に 梵語に 達す、 著作 梵語 雜名 一卷等 世に 行は る、 (天 
台宗 史料) 

シン ゲン 眞玄 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧な 

$、  眞玄 は號 太白と 云 a 、 太淸 禪師の 下に あうて 大事 因緣 
を 究め、 屢々 諸 剎を經 て 東 山の 建 仁 寺 R 昇 6、 晚 年南禪 寺の 
大周 軒に あうて 寂す、 其 年 時、 及壽 欠く、 著作 語錄 "並に 鴉 
臭 集 あ々、 (本朝 髙 僧傳) 

シン コー 眞廣一 . ^: 七 一 〔日蓮 宗〕 京師 法 華 寺の 開山な 6、 
眞廣は 元 眞言 宗東 寺の 僧な う、 寶治二 年 日蓮 r 見ぇ、 別れて 後 
ち卅年 弘 安四 年の 春 老躬を 厭は ず嶮を 越ぇ 身延 山に 至う" 法 
を 受けて 衣を更 へ、 復東 寺 R 阪 う、 應長 元年 五月 二日 寂す、 後 
ち 其 東 寺の 門前なる 舊跡を 開 敎の塲 と 衣す、 今の 法 華 寺是れ 
なう、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

シンコ ー 眞興  i 謹  〔法相 宗〕 大和 子 島 寺の 學僧な う、 
眞興 俗姓 生國詳 かならず 、幼ょう 松 室の 仲算 僧都に 師事して 
慈恩疏 .ど 學び 、兼ねて 因朗を 禀 く、 子 島 寺 r 住して 法相 宗を 

講究す、 長保茚 維摩 會講 主と なう、 寬弘 元年 詔 R ょう 最勝鲁 

の 講師と なう、 權少 僧都に 住し、 此歲 十月 二十 三日 寂す、 壽 

七十 一、 後人 師の德 を 崇び其 名を 呼ばず 子 島 先 德と云 ふ、 著 

作 唯識章 私記 十二 卷 、般若 經 音訓 四卷、 觀 普賢 畧釋 、般若 心 

經畧釋 、各 一卷四 相違 記、 瑜伽 畧頌 、瑜伽 文義 次第 各 二卷、 

0 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 諸宗章 疏錄) 

シンコー置 (幸 ( . ) 〔眞言 宗〕 西方 院の 僧な う、 


シン (眞) サ 


眞幸 字は 大和 法 橋と SS" 本と 小 野 眞慶の 弟子な う、 廣澤の 
門 R 入うて 眞助の 法を 受 く、  繭 法の 弟子 祐 尊" 覺曜 、智源 
う、 (傳燈 廣錄) 等 

シン サイ 眞際 ( …… ：) 〔眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟子な 
う、 眞際其 俗姓 詳なら す、 空 海に 就きて 密敎に 通す" 大師に 
あ 先ち て 寂す、 (弘法 大師 弟子 譜) 

シン サ r 眞濟一 ii QO s 言 宗〕 山城 神 護國祐 寺 第 こ 代 
f レ， 眞濟 俗姓 紀 氏、 京都の 人、 武 內宿禰 二十 世の 孫に 
て、 父は 巡察 彈正 大弼正 六 位 上 御園 (御園 一に 御國に 作る) 
なう、 延曆 十九 年に 生る" 幼年 句 讀を勸 め 世 典 R 詳しく 且 
詩賦 R 巧な う、 出家して 空 海に 師事し、 大小 乘を 習 a 、 専ら 
密敎 を硏究 す、 弘仁 十一 年 空 海師及 大安 寺の 幹 海を 携ヘ て關 
東 R 遊 a 、 伊豆 桂 谷 寺に 往 き、 下野の 補陀洛 山に 登う、 四 本 
寵寺 R 寓 し" 山 名を 更めて 日光 山と 號 す、 師も亦 別に 寺を 湖 
北の 鉢 山 R 建て、 法 華 山密嚴 寺と 云 ふ、 天 長の 初め 師旣 に 兩部 
の 大法を 承け、 傳法灌 頂阿闍 梨と なる、 時に 年 二十 五に して" 
異數の 出世な う" 三年 十一月 三日 空 海ょ 6 高 雄 山 R て、 親し 
く祕 契を 授かう" 七 年 十一月 十五 日 曼陀羅 次第 法、 並に 諸行 
事 種.々 の祕 奥を 附せら る、 九 年 十一月 空 海 火食を 斷ち て禪味 
R ふけう、 高野山 に歸ヘ る R 及 a 、 遂 R 高 雄 寺を 師 R 讓 る、 
承 和 元年 十一月 十五 日師空 海の 遺命を 受けて 宮中 眞言 院を監 
す、 三年 五月 十四日 藤 原 常 嗣小野 篁 等 入唐 せんとす る や、 師命 
を 奉して 眞然 と共に 之に 從ひ "七月の 初出 發し 途中 颶風に 逢 
a 、 萬 死を 胃して 二人 漸く 助かる を 得、 京師に 歸へ うて 舊 寺 R 
復 す、 四 年 七月 嵯峨 天皇 皇子 從四位 上 源 朝臣 鎭師 R 投 して 髮 


，九 五 四 
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を 剃う、 白雲 禪師 と稱 す、 七 年 正月 內 供奉 十 禪師 となる、 一說 
に 師 之よう 先愛當 護山に 登 $ て 出て 3 る 乙と 十二 年、 嵯峨上 
皇其 苦行を 愛て k 此を授 くと 云 ふ、 十二月 五日には 本 寺の 別 
當汇舖 せらる、 十 年 十一月 九日 權 律師に 任し、 二の 長者に 加へ 
らる 、長者に 二を 置く はこれ よう 始 るな 6、 十四 年 四月 二十 
三日 正 律師に 轉し 、十一月 九日 一の 長者と なう、 寺務を 司と 
る •仁壽 元年 七月 十七 日文德 上皇の 特寵 によう 少 僧都に 叙 
し、 三年 四月 十七 日 神 護 寺の 年度を 賜 ひ、 承 和 二 年 正月 甘 三日 
殊に 年分 度 者を 給せられ、 毎年 九月 廿 四日 金剛 寺に 課業を 試 
み、 得度せ しめらる、 奏請して 神 護 寺に 三人の 度 僧を 置かん 
とし 許さる、 師先に 上表して 神 護 寺に 五重の塔を 建て、 五大 
虛空藏 の 像を 安し、 僧 七 名を 置き、 春秋 二 節 大法 會を設 け、 
空 虛藏十 輪 等の 經 を轉讀 し、 國 家を 鎭護せ ん乙 とを 永 式と し、 
此に 至うて 年度を 置け 十月 廿 五日 權大僧 都に 任す、 此任 
も 亦 / 2 師に 始まるな う、 齊衡 三年 十月 十八 日 僧正と なる、 眞 
言 家の 僧正と なる も 亦師を 以て 始 とす、 天 安元 年 十月 廿七日 
師の 奏請に より 弘法 大師に 大僧正を 追贈せ ら る， 同 二 年 十月 
職を 辭 する も 許^ 〇れ す、 貞觀二 年 二月 二十 五日 寂す、 壽六 十一 
(一 說に六 十二) 世に 之を 高 雄 僧正、 一に 紀 僧正と 云 ふ、 著作 遍 

照發 揮性靈 集十卷 、(弘法 大師の 詩文を 集め 自ら 序を 書し 穴る 

もの) 胎藏界 念誦 私記、 大 悲胎藏 曼荼羅 中修 I 切佛母 念誦 法、 

金剛 頂佛眼 佛 母瑜珈 供養 次第 法、 金剛 吉祥 一切 成就 宿曜祕 記、 

金剛 胎藏總 行 五部 肝心 記、 佛部佛 供養 法、 八 字曼殊 童子 大聖 

持 念 略儀、 寶 金剛 菩薩 瑜珈 法要、 大佛頂 陀羅尼 梵漢 諸本鈔 集、 

略出經 三十 七 尊 契 明 諸本鈔 集、 空 海 僧都 傳 、高 雄 口 訣各一 


シン (眞. )サ 


卷 、孔雀 經 諸本鈔 集 六卷、 別行 鈔一帖 性 靈集序 あ 6  ( 弘法 大師 
弟子 傳 、弘法 大師 弟子 譜 、諸 宗章 疏錄) 

シン サツ 眞察二 gl so 〔浄土宗〕 山城 知 恩院の 第五 代な 
う、 眞察圓 阿と 號 す、 俗姓 武氏美 濃の 人な 6、早歲父を喪ひ、 
出家を 志し、 武藏 無量 山に 登う、 懷 龍 に 投して 落髪 受戒し 顯 
密二敎 を 學び 、宗戒 兩脉を 春 岳 上人に 受 く、 後、 壻上 寺に 移 
6、 日夜 硏究 三十 餘年に 及び、 貧窶 自ら 甘ん ず、 幕府の 命 ic 
ょう 新 知 恩 寺に 住し、 大 に 法幢を 建て、 次に 總州壽 龜山相 摸 
鎌 倉 天 照 山に 歷遷 し、 元 文 三年 京都 知 恩院に 住し、 大僧正に 
任ぜら る、 師華頂 山 知 恩院に ある M と 八 年、 大に宗 風を 振 a 、 
延亨二 年 三月 疾に 罹う、 四月 日 右手 ic 数珠 1: 執う、 左手 阿彌 
陀經を 持ち、 佛名を 唱へ 、睡 るか 如く 寂す、 壽七 十六、 臘六 
十八、 著作 布 薩辨十 念 章 等 和解 一卷等 數十卷 あう C 眞察 大僧正 
傅、 日本 高僧 傅)  ^ 

シンジ ヤク 眞寂 (11D  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 眞寂は 宇多 天皇の 子、 初めの 諱は齊 世と 云 ふ、 延喜三 
年金 剛覺 空理の 室に 投して 落飾 受戒す、 時に 十六 歲な 6、 二十 
三歲 の時胎 金兩 部の 灌頂 法を 受け、 益 信の 示 寂 後 園 城 寺に 住 
す、 時の 人 園 城 王子と 云 ひ、 眞如 阿闍 梨の 再 身と 稱す 、寂 
年 及 a 、 壽缺 く、 著作 大日 經對 注、 胎藏 後出 七日 灌頂 記、 胎 
藏 普通 曼荼羅 m 子 印形 尊 位 不同 記、 胎藏 曼荼羅 指 事、 胎藏諸 
尊 坐 位 撰 集、 胎藏 曼荼羅 尊 號略頌 、胎藏 持 明 五 事 結 護法、 金 
剛界持 明 四 事 結 護法、 具 支 念誦 私記、 蘇悉地 護摩# T 妙 成就 持 
明 事 結 法、 供養 護 世 八 天 私記、 施 一切 鬼神 食、 咒施 八方 天 私記、 
四 種 護摩 壇 諸 要 集、 文殊 所 說宿曜 經音義 、七日 行 法 秘密 成就 


、ンン (眞) サーヤ 
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シン c 眞) ジ—シ 


集、 印度 震旦 兩國 月朔 不同 記、 一法 界理趣 法、 贋 醯摩訶 曼荼羅 
壇圖 、不灌 鈴、 各一卷 、九曜 攘災雜 要 二 卷胎藏 成就 瑜伽 本文 鈔、 
胎藏 成就 瑜伽 私記、 具緣 建立 護摩 支 分 通法鈔 、金剛 頂 護摩 鈔、 
孔雀 經 意義、 各三卷 、蘇悉 、地 羯羅 成就 要六卷 。諸說 不同 記 
十 卷梵漢 、相 對鈔 二十 卷 、梵漢 、語說 集百卷 、普賢 延命 次第 
一帖、 胎藏 成就 祕 要、 胎 藏本說 曼荼羅 壇圖 、阿闍 梨所傳 曼荼羅 
壇圖 、金剛 界九會 曼荼羅 # 記、 金剛 界契 密語 集鈔 、大樂 不空眞 
實 三味 耶經十 七 尊 念 語 次第 法、 大樂 十七 壇圖 、蘇悉 地 十四 壇 
圖 、施 神、 宿 曜略鈔 、各 若干 卷ぁ 6  ( 本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 
錄) 

シン シュ 1 a (宗 キショ ~  -i 宜詳 尼を 見よ、 

シン シュン g m 俊 ( . ) 〔天台宗〕 肥 後 飯 田 山の 學僧 

f、  眞俊 は少歲 よう 比 叙 山に 上 座主 忠尋 r 從 a て 天 
台を 承け、 皇慶の 門裔に 就きて 密 灌を受 く、 其 後、 高野山 R 
登うて 心 蓮に 隨 a て 南院の 流を 傳 へ、 俊覺 法師に 謁して 中院 
の 法を 受 く、 凡を 顯密 の二敎 大小の 諸疏皆 一として 盡 る 
はなし、 寂 年、 及 a 壽缺く (本朝 高僧 傳). 

シンジ ユン 眞淳 |j 晒 ^ 〔眞宗 〕 伊勢三 重 郡 川原 田 常 超 

院 住持 江う、 眞淳 字は 普嚴と s ,a 、 金 光明 院と號 す、 眞證 

和 尙の眞 弟に して、 智慧 光院の 主た う、 元 文 元年 十月 二十 三 

日 生る、 幼よう 學 R 志し、 壯年 に s たうて 笈を 四方 ^ 負 ひて、 

普く 諸 大德に 歷詢 す、 比叡山 R 上うて 天台 敎を學 CA 、 京都に 出 

て V 德門 律師 等 ic よ 6 性 相 及 a 華 嚴の深 旨を 受け、 又 備中國 

井山の 大雲 禪師に 就きて 佛心 宗の微 旨を 研き、 普く 諸宗の 法 

門に 該 通し" 旁ら 岡龍洲 那波魯 堂に ようて 外典を 學 a 、 殊に 


文章に 力を 用 ゆ、 後國 に歸 へうて 深く 道心を 發 し、 身に 圓頓 
戒を 護持し、 口に 念 佛を 専修す、 廿七歲 の 秋 先師 眞證 寂す る 
や、 師其 遺訓を 受け、 悲嘆 Q 餘 A に 西方 辨岐 二卷を 著して 
追 孝に 擬 す、 四十 歲に して少 僧都 法眼 r 任せられ、 五十六 歲 
大僧郡 法 印 R 叙 せらる、 寬政八 年 二月 六十 一歲に して 高 田 派 
專修寺 第 十八 代 法王の 命を 奉して 學頭 となう、 遂 r 朝 奏して 
權 僧正に 任す、 同 寺 第三 代顯智 上人の 先蹤に 傚 a 、 妙法 院宮 
の 令旨を 蒙う、 をの 支院 光明 王 院の兼 住と なる、 天明 寶訓誘 
蒙 記を 著して 一流 安心の 正意を 述 へ、 法語の 科 記. 一卷を 著し、 
當時の邪見を匡正して正信を得せしむ、其寶訓及ひ法語は本 
寺の法主の下せしもの 71 6、下野傳戒記及；3大戒秘要を撰し 
之を 勸學 堂に 講 して 戒律を 說 き" 一門の 行 業を 嚴 整す、 文化 
四 年 四月 病 R か、 6 .、五月 二十 九日 寂す、 壽七 十二、 臘 六十 
一 (新選 念 佛 牲生驗 記、 玉 樹眞嶷 氏 返信) 

シンジ ヨ 3 具 助 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 上 乘院の 僧都な 

う、 眞 助は 京都の 人、 常 陸守國 房の 子、 定覺の 弟に して、 且つ 
定覺の 付 法の 弟子な 6、 詔して 太 元 別當に 補す、 弟子 有眞、 
眞幸 、智 源、 覺曜等 あう、 (傳燈 廣錄) 

シンジ 3 U M シン チン 眞漱を 見ょ、 

シン シヨ ー 0 ^  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 眞 性は 後白河 院の孫 以仁 王の 子、 母は 民 部 大輔忠 成の 女 
7X う、 出家して 契 中 慈圓に 台敎 を學び 、建 仁 三年 八月 二十 八 
日 天台 座主 R 任ず、 寬喜二 年 六月 十四日 寂す、 壽六 十四、 (天 
台座 主 記) 

シン シヨ— 眞 tt AA 結！： 戒律 宗： 一大 和 招提 寺の 律 僧な 
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$、  眞性號 は 勝 順と 云 ふ、 出家して 業を 圓律玄 に 受け、 三 
藏 i'c 精通し、 律篇に 達す、 圓 律の 寂す るに 及び、 衆 請に ょう 
招提 寺の 第三 世と なる、 嘉元二 年 二月 一日 寂す、 壽六 十九 (律 
苑 僧寶傳 、本朝 高僧 傳) 

シン シヨ ー 眞盛二 一 li 天台宗 眞盛 派の 關祖 なう、 
眞盛は 俗姓 紀氏貫 之 十七 世の 孫、 伊勢 國壹志 大仰 鄕の 人な 3、 
母は 西 川 氏、 常に 地藏 菩薩を 信し、 靈 夢を 威して 師 を 生む、 
盖 し嘉吉 三年 正月 廿 八日な う、 小字 5: 寶珠 九と 云 ふ、 幼に し 
て 出家の 志 あう、 寶德 元年 四月 八日 七歲 にして 父の 意を 受け 
て 郡の 光明寺 盛 源の 下に 投 し、 康正二 年 四月 三日 十四 歲にし 
て 得度し、 眞 盛と 云 ふ、 長 祿二年 八月 四！！！ 父の 喪に 遺 a 、 十 
六歲出 遊して 尾 張の 密藏院 に 至う、 瑜伽 を硏究 して 三年を 過 
く、 寬正 元年 八月 十八 歲 伊勢 天 照 太 神宮に 詣し 、擁護を 祈願 
する J 三 七 B、 靈 夢を 感し比 叙 山に 登らん とす、 適、 渡會郡 
の兵衞 太夫と 云へ る 者 あう、 外資を 約す、 二 年 二月 十九 歲、 
遂に 比 叙 山に 登う、 西 塔 北上 房 (後に 行 榮院と 云 ふ) に 入う、 
南 上 房 (後に 眞藏院 と 云 ふ) 慶秀に 師事し、 二十 年の 間 專ら學 
解を 事と す、 應仁 元年 二十 五歲五 瓶灌頂 法を 傅へ、 阿 闇 梨 位 
に 進む、 文明 七 年 十月 三十 三 歲東塔 法 華の 盛 筵に 列う、 傳燈 

法師 位に 任せら る、 九 年 三十 五 歲大乘 曾 講師と なう、 權大僧 

都に 任せら る、 樑題慶 秀に從 うて 圓戒灌 頂を 傳 ふ、 十四 年 十 

二月 十四日 四十 歲 母の 喪に 遭 ふ、 十五 年 四十 一歲 黑谷靑 寵 寺 

に 幽棲し、 大蔵 經を閱 し、 日課 念佛六 萬聲を 修 す、 十七 年 六 

月 四十 三 歲比叙 山 淨土院 の 阿彌陀 堂に 詣 し、 大 菩提心を 祈願 

する こと 三七日、 震 夢に よう慧 心の 往生 要 集を 感得し、 十八 


シン (眞) 、 V 


年 正月 四十 四 歲靑龍 寺に 於て 摩訶 伽羅 神の 法 5: 修 する 士一  千 
過、 靈夢に 威す、 二月 比 叙 山麓の 生 源 寺に 於て 往生 要 集を 講 
演 T る M と 一七 日、 學徒 雲集す、 三月 晦日 楞嚴 大衆の 請に 
よう 西敎 寺を 再興して 念 佛道塲 となす、 盖 し西敎 寺は 慈惪慧 
心の 遺蹟に して、 久しく 荒 廢に歸 したう しが、 師 再 a 經營し 
て佛 殿、 方丈、 鐘樓 、僧 厨、 寮舍 、浴室 等 四十 餘棟煥 然とし 
て 觀を改 む、 因'^ て 中興 第一 ® となる.* 長亨 元年 九月 朔日四 
十五 歲日吉 神社に 詣 し、 十 禪師に 至る、 適 一 猿 あり 袈裟の 角 
を 捉 ふ、 師 乃ち 十 念を 授 く、 二 年 三月 五日 四十 六歲大 將軍義 
政の 請に よ 6 東 山の 第に 至う 圆頓戒 を 授け、 瑜伽の 供 具、 木 
蘭 袈裟 一 副 靑錢五 百糴を 贈らる、 師唯洪 具 袈裟を 留め、 餘は 
洛 東の 元 應 寺に 寄附す、 再 a 義 政の 請に よ 6、 京師 誓願 寺に 
至 6 七日の 間 法を 說 く、 四月 疾あう 法 橋 幸 叙 問 候す、 八月 信 
濃 善 光寺に 詣 し、 途 、越 前を 過き、 引接 寺に 留 う、 牲生要 集 
を 講演す、 學徒 雲集して 數 を 知らす、 一乗谷に 於て 神社の 馬 
に 十 念を 授け、 且つ 狂人を 化す、 其月廿 八日 守護 朝 倉 貞景の 
請に よ 6 法を 說 く、 廿 九日 西敎 寺に 皈 るに 臨み、 安養寺に 寓 
し、 適， 大鷹の 飛來 るを 尾て 十 念を 授 く' 延德 元年 正月 廿五 
日 四十 七 歲西敎 寺に 於て 始めて 六 八日の 念佛會 を 設く 、四月 
再び 越 前に 遊び、 朝 倉 氏の 家臣 上田 某の 請に よう 岡莊に 西 光 
寺を 開き、 六月 四日 落慶 す、 一一 年 四十 八歲 伊勢に 遊び、 觀音寺 
に 法 i: 說き 、道俗の 請に よう 西來 寺を 開く、 弟子 盛算 、盛 品、 相 
績て 住す、 八月 越 前に 遊び、 慈 視禪師 光 玖と 云へ る 者の 請 ic よ 
6 土橋 卿の 道場に 於て 一七 日の 間 法を 說 く、 平 泉 寺の 大學院 
某の 請に よう 阿彌陀 佛號を 書して 與 ふ、 光 玖の 請に よう 大野 


シン (眞) シ 


書辭 名人 家怫 本日 


(二 六  ra  ノ 


シン io シ  シン s)、v 


山の 僧徒 一 百 人 亦 出て 相鬪 ふ、 僧徒 事に 托して 西敎 寺を 園み、 
師 1: 接す、 十九 日師 危難を 逃れて 越 前 R 適く、 十二月 七日 比 
叙 山 三 塔 S 禊 題 師 に 書を 寄せ、 僧徒の 暴擧を 陳謝す、 三年 五 
十二 歲越 前に 留 6、 敎化大 に 盛な 6、 靑蓮 院尊 傳法 親王 特に 
書を 寄せて 出 離の 要 道を 問 ひ ^ まふ" 師答 書を 修め、 具に 淨 
土敎の 深意を 説く、 法 親王 南無 眞盛 上人の 六大 宇を 親書して 
賜 ふ、 三月 二十 三日 西敎 寺に 還う、 八月 伊勢に 行 化し 蓮 生 寺 
を 開く" 十月 北畠敎 具の 執政 經 成の 請に ょう 小倭莊 に 成 願 寺 
を 開く、 其 月 牛 R 十 念を 授 く、 四 年 正月 五十 三歲 伊賀 西 蓮 寺 
に 於て 再び 六 八日の 稱名會 を 開く、 二月 奈良の 道俗 相 率ゐて 
至うて 敎を受 け、 墨 一笏を 呈 する も師已 R 畜 ふると 乙ろ あ 6、 
餘長を 欲せす とて、 遂 R 之を 却く、 二十 九日 疾あ う、 晦日に 
至うて 彌 重し、 午 時 自ら 往生の 期 至れ 6 となし、 懇に 弟子を 
敎訓 し、 端坐 合掌し 阿 彌陀佛 像に 對し 寂然と して 化す、 實 に 
明 應四年 二月 晦 B 酉 時な う" 世壽 五十 三、 法臘 三十 九" 六日 
弟子 相 謀り 遺骸を 西 蓮 寺に 葬う、 十日 西敎 寺に 於て 六 八日 
の稱名 會を修 す、 師 著作 法語 二 篇 、創建 再興 十五 寺、 淨書阿 
彌陀佛 號十萬 R 餘 る、 法 系を 嗣く 者、 西 敎寺盛 全、 西 來寺盛 
算 、引接 寺眞慶 、蓮 主 寺 盛 音、 手 度の 弟子 眞 生、 眞遍等 二十 六 
人、 尼 及 a 俗 弟子 五 百 人な 6、 後柏原 天皇 永 正 三年 十月 十二 日 
勑 して 圓戒國 師の謚 號を賜 ひ、 今上天皇 明治 十六 年 六月 二十 
六日 勅して 慈攝 大師の 謚號を 賜 ふ、 (眞盛 上人 別傳 、往生 傅、 
西方 尼寺 傳 、本朝 高僧 傅、 緇白 往生 傅) 

シン、 >31 眞照 (一丸 一三 M . 〕 京都 增福 寺の 律 僧 

在 P,  眞照號 は 實乘と 云 ふ、 京都の 人な 6、 幼に して 圓照 


- - - - 

郡の 蓮 光 靑蓮二 寺を 不斷念 佛道塲 となす、 明應 元年 正月 五十 
歲 伊賀の 西 蓮 寺に 寓 し、 十五 日 始めて 六 八日 洪名會 を 開く、 西 
蓮 寺は 傳敎 大師の 遺跡な う、 師其 荒廢を 興し 中興 第一 世と な 
る、 三月 十日 後土御門 天皇の 勅 召を 拜 し淸凉 殿に 昇る 天皇は 
圓頓戒を受けたまひ、皇太子(後に後柏原天皇となる)は十念 
を 受け / 2 まふ、 

其 月 河 內の國 守 
畠山義 就の 強請 
にょ 6 其 地 ic 至 
う 一七 0 の 間 法 
を 說き 、且つ 一 
宇を 開く、 五月 
越 前 西 光寺 R 寓 
し、 亡靈を 吊 慰 
して 阿彌 陀佛號 
一 百萬聲 の法會 
を修 す、 十二月 
二十 七日 後 土 御 
門 天皇 宸翰 眞盛 

上人の 四 大字を 賜 a 、 皇太子は 上人の 自賛を 親書して 賜 ふ、 

二 年 正月 五十一 歲 伊勢 西來 寺に 至う 六 八日の 念 佛會を 開く、 

九日 師西敎 寺 R 還る、 比 叙 山 東 塔の 實 報房賴 全來附 して 弟子 

となう" 改めて 盛 全と 云 ふ、 八月 二十 二日 伊勢の 北 畠 村 親近 

江の 佐 佐 木 高賴亂 し、 佛閣神 祠を燒 毀す、 師 人を 遺は して 切 

に 諫む 日吉 二'' 宮十禪 師神祠 に 於て 土 族 四百 餘人 蜂起し、 比 叙 


(三 六 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


律師に 投じて 落髪し、 三聚戒 f 受け、 成 光寺 淨因に 就て 諸 律 
疏を 質し、 泉 涌 寺 思 允に 天台 Q 觀法を 學ぶ 、文應 元年 海に 航 
して 宋に 入り 廣福 寺钞蓮 律師、 竹林 寺 行 居 律師を 拜 して 三大 
律鈔を 决究 し、 弘長 二年皈 朝して 圓 照を 省し、 喊院の 衆 首に 
居し、 日々 法 華義疏 、三論 玄義、 戒本羯 磨の 兩疏 、刪 補鈔、 
梵網# 記 等を 講演し、 圓照に 侍する Z. と 前後 二十 五 年、 後、 
京都 增福 寺 ic 住して、 大に 講肆を 張る、 寂 年、 及壽 欠く  (本 
朝 高僧 傳 j 

シンシ 3 1 3具昭( . ) 〔曹 洞宗〕 土 佐豫岳 寺の 開山 

な 6、 眞昭 字は 雪 心、 石 見の 人、 覺隱永 本禪師 r 師事し、 業 
積みて 分居說 法し 後總持 寺に 出世せ しが 退いて 土 佐 r 往 き、 
豫岳 寺を 開き 尋で闢 雲 寺に 遷る寂 年 欠く、 (日本 洞上聯 灯錄) 
シン シヨ ー 眞紹 ii lj 〔眞言 宗 ：一 山城 禪林 寺の 開山な 
う、 眞紹 俗姓 詳 ならず、 十歲に て 空 海に 師事し、 諸の 密軌 
を 習 ふ、 初め 大安 寺に 住し、 弘仁 十二 年 具足 戒を 受け、 東大 
寺に 隸 す、 天 長 七 年 十二月 五日 東 寺の 少 別當汇 補せられ、 幾 
もな くして 內供に 抜擢 せらる、 十 年 十一月 廿 七日 一門の 上菔 
等の 奏請に ょう 十二月 十六 日傳 法の 職 位を 賜 ふ、 十四 年 四月 
廿 三日 權 律師に 進み、 十一月 二の 長者と なう、 嘉祥 元年 六月 

二十 八日 正 律師に 轉 す、 貞觀五 年 九月 六日 許 3 れて河 內觀心 

山寺に 毘盧 遮那佛 、及 CA 四方の 佛像を 造う、 三年の 後 工事 了 

る、 京都なる 從五 位藤 原 朝臣 關雄か 東 山の 弟を 買 a て 禪林寺 

を 創む 六 年 二月 十六 日 法眼 和 上位 權少 ft 都に 叙し、 十一 年 正 

月廿 七日 正 r 轉 す、 十五 年 七月 七日 禪林 寺に 寂す、 壽七 十七、 

臘五 十三、 人師と 稱 して 禪林 僧都、 ヌは 石山 僧都と 呼 ふ、 師 


生前 禪林十 五條の 寺 規を定 む (弘法 大師 弟子 傳 、弘法 大師 弟子 
譜、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

シン シヨ ー 眞照 CI5  〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當 
f,  眞照 本名は 眞昶 、出家して 華 嚴敎を 學び 、貞觀 元年來 
大寺 別當に 任し、 幾何なら ずして 辭 し、 元慶 三年 二月 四日 再 
び 別當 に 任し、 元 慶某年 寂す、 壽缺 く、 (朿大 寺別當 次第) 
シンジ 3 1 眞乘 ( …… ) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧 
f、  眞乘 字は 爲 全、 县 門の 人 平時 繼 のの 弟な 6、 出家し 
て 洛東小 坂に 居 6 念佛聲 明 ic 長ず、 多年 圓照に 侍して 病牀に 
奉 給す、 寂 年、 及壽 欠く ( 本朝 高僧 傅) 

シンジ ヨ ー 眞乘 リョ- H 亮惠を 見よ、 

シンジ ヨ ー置 (淨 ゲ ソミ ョ-元 苗を 見よ、 

シンジ mlT ン s m 淨院 セソ ガン 千巖を 見よ" 

シンセ 1 匿 (政 エ ソニン 圓忍を 見よ、 

シンズィ0具 « ーー 55 〇= 一_ーーー〔眞宗〕安藝善敎寺第十一代なう、 
眞瑞は 安藝 國郡燒 山村 圓福寺 第 十代 宅淨の 弟な う、 安永 元年 
に 生る、 少壯 の時武 陵の 大運に 從 a 修學數 年、 大 運の 歿する 
に 及 a て 家居 獨學 、瑩雪 倦む 乙と なし、 後、 賀茂郡 田 口村 善 
敎寺 に 入うて 其 第 十一 代と なる、 時に 四十 一歲な 6、 爾來職 
に 在うて 力を 竭 くす 乙と 十有餘 年、 前 住職の 子 稍 長 じて 職に 
當るに 堪 ゆるを 見て、 决 然退隱 し、 近隣 學 侶の 望に 應 して 帷を 
下し、 敎授を 事と す、 不日 {(: して 負 笈の徒 門 R 滿 つ、 天 保 十 
四 年 十月 司敎に 進み、 同年 十二月 病を 以て 沒す 、享年 七十 二 
歳な う、 著作 多く 散逸し、 唯た 略書 講義、 唯 信義 講義、 成就 文 
講義 等の 數部 現存す、 (學苑 叢談) 


シン (眞) シ ー 


シン C 眞) シ ー ズ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 六 四） 


シン (眞) チー ニ 


シン (眞) 夕 I チ 


シン タ r 眞體 (一四 2 0 〔眞言 宗〕 山 域 神 護 寺の 僧な う" 
眞體は 和氣 朝臣の 子に して、 早く 父母を 喪 ひ" 幼 妹を 家に 遺 
して 空 海に 投して 剃髪 受戒す" 妹 寂 後家 産を 擧けて 高 雄 寺の 
燈資 とす、 是れ天 長 三年 十月 八日の Z. とな 6 人 詳傳歃 く、 (弘 
法 大師 弟子 譜) 

シンタィ 3具泰( . ) 〔眞 言宗〕 大和 牟漏 寺の 僧な 6、 

眞泰其 俗姓 生國詳 ならす、 大和 牟漏 寺 R 住す" 弘法 大師の 上 
足な う、 寂 年、 及 D- 壽歃 く、 (弘法 大師 弟子 譜) 

シン チン 眞愀一 • 1: .1 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 無量 壽院第 
六 代な 6、 眞傲 初めの 名は 眞 助， 字は 妙 性と 云 a " 左大臣 
法 印と 稱 す、 尙書 公宣の 子、 閑院 左大臣 藤 原 實 房の 孫 次う、 
仁 和 寺 菩提 院の 大僧正 行 通に 依うて 灌 頂を 受け、 鎌 倉 金澤に 
性 名 寺を 傲し" 開山と なる、 後、 席を 審 海 R 讓 6 て 歸來 し、 
淨眞の 淨を嗣 き" 柽橋第 六 代に 座す" 又 師命に 因うて 意敎、 
の傳を 承く、 文 永 八 年 十二月 十四日 寂す、 壽 歌く、 (續 傳燈 
廣錄) 

シン チ ユ 1 2 具 由 §  カク ショ- 覺昭を 見ょ、 

シン チヨ？ 置 (超 5: 一. 1 ^: 〔天台宗〕 近 江西敎 寺の 學 僧な 

う、 眞超は 京都の 人、 俗姓は 齊部 氏、 初め 日蓮 宗に歸 し、 

日迢と 云 ふ、 後眞 超と 改む 、妙顯 寺に 住し、 日蓮 宗學を 究め 

て、 未だ 意に 滿 穴 ず" 寬永 十一 年 十月 十二 日夜 諸佛に 解脫の 

法を 祈禱 す、 靈驗を 感 し" 念佛 三味に 入る、 手から 八 宗の閽 

を 作うて 前佛 に 捧げ、 天台宗の 閻 を 探 6 得た るを 以て、 即ち 日 

蓮宗を 改めて" 天台宗に 歸 す、 翌年 比獻 山 r 登う、 首 楞嚴院 

に 寓し 、日課 念佛六 万 日々 怠らず、 數 1 靈驗を 感ず ••十七 年 


攝津有 馬に 遊びて 溫泉に 浴し、 行者 用心 集を 讀み 、益 念佛 1: 
勵み、 淨土牲 生を 願 求す、 後、 天 海 僧正に 召 3 れて 江戶に 下 
う、 東 叙 山 R 止 t る、 未だ 幾何なら ずして 叡山に 歸 $、 橫川 
R 止まう、 舜統 院と號 し、 大僧正 R 任せら る、 尋で近 江西敎 
寺に 住し、 圓頓戒 を 擧 行し、 淨土敎 を 弘 通す、 晚年 醍醐に 閑 
居し、 明星 山極樂 寺を 創開し、 不 斷念佛 を 興す、 幾何 もな く 諸 
國に 巡遊して 法 化 盛んな う" 万 治 二 年 十一月 京都 因播 堂に 寓 
して 疾 R 罹う" 十一月 二日 正 念に して 寂す、 壽詳 かならず、 著 
作法 華玄 義訓 釋玄籤 十四 卷 、四 敎義 解新鈔 六卷 、西 谷 名目鈔 
六卷 、觀心 異論 譯、 念 佛選擢 評、 十宗畧 記、 破邪 顯正記 等 ぁ々 
(續 日本 高僧 傳) 

シンチキ眞滴ニーーー ^ 〔日蓮宗〕山城本誓寺開山な3、 
眞滴號 は釋源 院 、俗名は 竹內年 治と 云 a 、 正三位に 叙 せらる、 
出家して 眞滴 齋と稱 し、 風月を 友と し、 和歌を 善くす、 晚年 
山城 久我に 閑居し 讀經唱 題を 事と す、 元 龜二年 九月 二十 八日 
示 寂す、 壽五 十四" 後人 久我の 草庵 i: 更めて 久我山 本 誓 寺と 
云 a 、 眞 滴を 立て 開山と す、 C 本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

シン ト ー 眞統 ( . ) 〔天台宗〕 山城 月輪 寺の 僧な う、 

點統は 其 俗姓 生國詳 からず、 愛宕山 月輪 寺に 住し、 常に 法 華 
を 持す、 寂 年、 及壽 欠く (本朝 高僧 傳)  f 

シン b ! 眞等 ( …： …) 〔眞言 宗〕 祖空 海上 人の 弟 在 6、 
子眞等 其詳傳 なし、 只 弘法 大師の 弟子た るを 知る のみ、 (弘法 
大師 弟子 譜) 

シン ニ ン Lt (^i^  ミヨ— タツ 明達を 見ょ、 

シン ニ ヨ 眞如 a 五一！ S  〔眞言 宗〕 大和 超 昇 寺の 高僧な 


(五六 匹） 


書辭 名人 家佛 本日 


ク， 眞如 初の 名は 高 岳 2 に 高 丘) 親王、 平 城 天皇の 皇子、 母 
は 贈從 三位 伊勢 朝臣 繼子正 四 位下 動 四 等 老人の 女な う、 大同 
三年に 平 城 天皇 勅して 山城 國久世 郡の 地 六 町を 賜 •ひ、 嵯峨大 
皇の 朝 R 方うて 立ちて 皇太子と なる、 弘仁 元年 九月 平 城 上皇 
尙侍藥 子 並に 其 兄 仲 成の 言を 用 a て 重祐を 謀 6 給 ふ、 事なら 
ずして 上皇 落飾し 給 CA 、 師其 謀に 與か ◊給は 3 々し％、 此事變 
の 爲め 皇太子の 位を 廢 せられて 親王と なる •後、 幾 $ なく 出 
家し、 法號眞 如と 稱し 、後に 號を遍 明と S ふ、 奈良の 諸大 
寺を 歷 問して 道詮 、修圓 に 三論 法枏の 敎義を 受け、 禪 林寺宗 
叙よ-^ 經 論の 深意を 傅 ふ、 後、 空 海を 訪 a て 弟子と なる、 雨 
部の 灌 頂を 受け、 阿闍梨 位を 得 ^ 6、 承 和 二 年 勅 あり 奈良水 
陸の 地 四十 餘 町を 賜 ふ、 師 始め 高野山に 居う、 後、 大和 宇 知 
郡の 山中に 河 送 院を營 みて 隱 棲し、 後、 山城 西芳 寺に 指朿菴 
を 營みて 幽棲す 齊衡二 年 九月 勅を 拜して 修理 東大寺 大 佛司檢 
校と なう、 奈 良に 到 6專ら 大佛 修理の Z: とを 經營 す、 工事 六 
年に 亘 り、 貞觀 三年に 至 6 て 金く 功を 竣 6、 同 三年に 東大寺 
に 無 遮 大會を 修行し、 慶讃の 盛典を 擧 く、 其 後 奏請して 諸國 
を經行 せんとし、 太政官 よう 諸國 司に 符を 下し 師を 供養す へ 
き 由を 命せ う、 然るに 唐に 航 せんとの 志を 起し、 再 a 奏請し 

て 勅許を 得、 三年 六月 十九 日奈良 の 禪院を 出て、 攝津難 波よ 

6 船を 發し 太宰府に 至 6、 翌四年 七月 太宰府を 發 し西航 す、 

同行には 禪林 寺宗叙 等 あう、 九月 七日 唐の 明 州に 着す、 即ち 

唐の 懿宗咸 通 三年な り、 貞觀六 年 十二月 r 至-^、 上陸して 北 

行し、 沿道の 諸大 寺を 歷 問し、 一貞 觀七年 即ち 唐の 咸 通六苹 五 

月 二十 一日 長 安に 着し、 留 學僧圆 載の 奏聞に より 懿宗に 謁し、 


阿 闍梨法 全を 訪 a て 祕密灌 頂を 受け" 圓載に ようて 印度 行の 
官符を 請 a 、 南方 廣州に 向 S、 貞觀八 年 即ち 唐 / > 咸通七 年 正月 
七日 廣州 を發 し、 嶺南 道よ 6 雲 南の 山中に A う、 印度に 向 ふ、 
其 後 全く 消息を 絕 す、 其 前年 即ち 貞觀七 年宗叙 等歸 朝し、 師か 
印度 行の 事を 奏聞す、 師か出 家 以前の 王子なる 大和 守從四 位 
上 在 原 朝臣 善 淵、 前 肥 後守從 五位 上 在 原 朝臣 安貞 等 上表して 
師の 封邑を 返 附 せんと 請へ とも 敕 あうて 師の 存亡 知う かたけ 
れは許 3 れ す、 陽 成 天皇 元慶二 年に 至うて 始めて 許 3 れ たう、 
同 八 年に 至 6 留學僧 中 灌遙に 上申して 師 印度 行の 途中 流沙 k 
渉らん として 羅越國 に 於て 逆旅に 寂せ し 乙 とを 傳 ふ、 蓋し 羅 
越國は 今の 老撾 なう、 師 出家 前の 著作 瑜祗經 疏一卷 、胎藏 次 
第 I 卷あ 6、 弟子 壹演 、由 蓮、 隆海等 聞 ゆ (高 岳 親王 事蹟) 
〔考〕 高 岳 親王の 事は 諸 書に 散見せ う、 即ち 文 德實錄 、三代 實 
錄 、帝王 編 年 記、 高 野 春秋、 密宗 血脉鈔 ，弘法 大師 行狀集 記、 
弘法 大師 廣傳 、弘法 大師 弟子 傳 、頭陀 親王 入唐 略記、 撰 集抄、 
春 湊浪話 等に 散見せ う" 佘甞 てこれ ら數十 部の 書に 散見せ る 
ものを 拾収 して 高 岳 親王 CO 事蹟 一篇を 編す、 今一 一 引用 書目 
を 列擧 する 煩を 恐れて 其 一篇を 揭 くるな 6、 然るに 古來 親王 
が 猛虎の 害に 罹 6 /2 まひ -/2 6とて、諸書に其事見ぇ、世間に 
喧傳 する こと、 なる も、 實は撰 集抄に 金 光明 經四 捨身 品最勝 
王 經卷十 捨身 品に 昆ゆる 摩 訶羅陀 王の 王子 摩 訶薩埵 の說 話に 
よ $ 親王の 事蹟を 緣 飾し 穴 るに 由るな う、 决し て歷 史上の 事 
實 として 信用す ベから す、 

シン ニ ヨ 眞如 コ-シ ョ-光 性を 見よ、 

シン ニ 3 イン 3 具 如院  一ー チジュ-日 住を 見よ、 


シン (眞} 二  、、〇  (眞) 二 


書 ^ 辭名 人家 怫 本日 


(六 六 四) 


シン (眞) 子  _  _ _ シン (眞 K.H げ， 


シン手ン眞然一1 1§ -® 〔眞言 宗： 一紀 伊 金剛 峯寺第 一一 代な 
う、 眞然 俗鮏は 佐 伯 氏 空 海の 甥な 6、 延曆 二十 三年 讃岐穸 
度 郡に 生る、 幼に して 出家し、 弘法 大師に 師事し、 初め 大安 
寺に 掛籍 す、 後眞 雅を拜 して 兩 部の 灌 頂を 禀 く。 承 和 元年 十 
一月 十五 日 大師の 命に よう 金剛 峯 寺の 後 住と なる、 同 十二月 
十三 日 大師 修法の 次に 即 身成佛 の秘 文を 授けられ、 二 年 二月 
十三 日納凉 房に て 大師 親筆の 愛染の 秘法 印書を 傳ヘら る、 三 
年 五月 眞濟 と共に 入唐 せんとし、 路にて 颶風に 遭 a 、 逃れて 
歸 へる、 九月 十三 日師 阿波 大瀧 寺に 修法し、 其 寺の 緣 起を 撰 
す、 四 年 JH M 朔 始めて 朝拜の 儀を 行 ひて 永 式と す、 貞觀 十六 
年 十二月 二十 九日 楗 律師に 任す、 是 よう 先き 師旣 に傳燈 大法 
師 位を 拜 せう、 同 十八 年 六月 六日 眞雅 僧正に 懇請し、 貞觀 寺の 
僧慧 宿の 手より 弘法 大師 手澤の 根本 秘策 三十 帖を 借讀 す" 元 
慶 三年 東 寺の 別 當に補 せらる、 承 和 二 年 勅して 年分 度 者 三人 
を 賜 ふ、 仁 壽七年 十月 七 g 詔に よう 仁壽 殿に 於て 東 寺の 源 仁、 
東大寺の 玄津 、祥 勢、 藥師 寺の 義叙 、興 福 寺の 房忠 等と 共に 宗 
乗を 論議す、 乃ち 權少 僧都に 擢て ふれ、 二の 長者 R 加 補 せら 

る、 翌年 一の 長者と な-^。 仁壽 三年 權 僧都と な 3、 次 r 僧都 

を經 て、 四月 五日 權大 僧都に 累進す、 是年 勅を 奉して 九 丈の 多 

寶塔 VJ 建て、 眞言 堂を 創す、 寬平 元年 十月 二日 僧正と なう、 

三年 九月 十一 日 染三摩 地に あうて 中院 に 寂す、 壽八 十八、 寺務 

五十六 年、 東 寺を 管す る 七 年、 ® に 中院 僧正と 稱 し、 大師の 跡 

を 繼きて 金剛 峯寺を 幹す るか 故 R 後 僧正と 呼び、 西 塔 本願と 

も S ふ、 著作 無 障 金剛 次第、 眞然 僧正 記、 各一卷 、攝 一切 佛頂 

輪 王 念誦 法 あう、 (弘法 大師 弟子 傳 、弘法 大師 弟子 譜 、本朝 高僧 


傳 ，諸宗 章 疏錄) 

シンハ ン眞範 (ー セ 〇丸) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
う、 眞 iE は 播 磨刺史 平生 昌の 子な り、 初め 定好定 照の 二師 
に隨 a て 法相の 敎を 習 a 、 清水寺の 淸範に 見へ て 遂に 其 法を 
受 く、 萬 壽三年 維摩 會の 席に 登りて 賞せられ、 出て、 一 乘院に 
住し、 興 福の 寺務を 領し 、兼ねて 元 興 131 階 長 谷の 三大 寺を 司 
とる、 永 承 四 年敕 して 僧正に 任す、 師志 常に 隱逸 にあうて 名利 
を悅はす、玆に於て一日跡を近江の滋賀郡に潜む、數年にし 
て 里人 其德を 尊崇し 稍 集う 來る "駿河 宇津山に 隱れ 、托鉢し 
て 歲を 送る、 邑人延 請す、 師 去うて 越後の 國府に 在うて、 乞 
丐人 となう'  舊識の 者 途中に 逢 a 之を 語らん と 欲すれば、 即 
ち啞 者の まねして 椀を 擊て 急に 去る，'  稍歲 月を 經て 自ら 死期 
を 知う、 大和 三輪 山 下に 歸 へうて 寂す、 其牮 時、 及 ひ 壽缺く 
(本朝 高僧 傅) 

シン ブツ 3 興佛  醒  〔眞 宗〕 常 陸眞佛 寺の 開山な 
眞佛 俗名は 平 太郞、 常 陸 那珂郡 大部 鄕の 人に して、 篤く 親鸞に 
歸 す、 弘長 元年 五月 十五 日 寂す、 壽六 十七、 莨 如上 人 寺號を 
下して 眞佛 寺と いふ、 今 茨城 郡 大部 村橫曾 根 r あ々 (本願 寺 
甬 一紀} 

シン ブツ眞 佛 j 2:5 AX 〔眞宗 〕 山城佛 光寺 第二 代な {、 
眞佛は 俗名 椎尾彌 三郞舂 時と 稱す 、平氏に して 鎭守府 將軍國 
香の 裔 、下野 眞 壁の/、 父は 下野 國司 大輔判 官 眞壁國 春と い 
ふ 常 陸 椎尾山 神に 祈-^ て靈 夢を 感し て師を 生む、 實に承 元 
三年 二月 十日な う、 師夙に 世 典を 學 ひ 六 歲 にして 筑波山 俊沉 
こ從ひ 八歲 にして 深く 道心を 傳し 毎日 三時 十一 面 神咒を 誦す 


(七 六 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


る 乙と 廿一遍 、自ら 其 秘奥を 解す、 元 仁 元年 始めて 稻 田に 至 
う、 親鸞 上人に 謁し 敎を受 く、 嘉祿 元年 七月 年 十七に して 父 
を 喪 a 、 家職を 襲く 已に して 家業を 弟國 綱 r 讓う 十一月 親鸞 
上人に 從 a て 薙髮 す、 十九 歲京に 上う、 上人の 命 4: 受けて 與 
正 寺 C 佛 光寺) を 主と る、 貞永 元年 正月 十五 日 廿四歲 の 時 亦 命 
を 受けて 專修 寺の 席を 繼 く， 乃ち 七月 十八 日 興 正 寺を 源 海に 
附す 、諸方を 遊 化し 淨土敎 を弘 通す、 天福 元年 奧州に 至う、 願 
樂 、性 意、 慶西の 異義を 正し、 懇切に 敎 導す、 延應 元年 甲斐 信 濃 
に 至る、 建 長 六 年 鹿 島の 神宮 等の 請に よ 6 淨土 敎を說 く、 正嘉 
元年 京師に 上うて 上人に 謁し、 同年 東皈し 爾來淨 土 三經を 讀 
む NJ と 凡を 一千 二百 遍 、正 嘉二年 三月 八日 辰 刻 諸 弟に 吿けて 
臨終の 念誦を 修し 、末 刻 獨高聲 に念佛 四十 八遍 し、 晏 然とし 
て 坐 化す、 壽 五十、 高 田 山の 南 林に 葬る、 著す ところ 安心 决 
定鈔等 あう、 (高 田 三祖傳 、本願 寺 M 紀) 

シンべ ン 眞辨- A'. i 一：  一  •〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 /) 學僧 なう、 
眞辨 は紀伊 名手縣 の 人、 出家して 高野山に 登う、 密敎を 究め、 
十 輪院に 住す" 正 元元 年 高野山の 檢校 となく、 荏 職 三年、 弘 
長 元年 寂す、 壽缺 く、 高野山 A 傑の 一人な う、 (本朝 高僧 傅) 
シン ホ ー 眞法 (一一 I- 一 〇) S 律宗〕 奈頁興 福 寺の 僧な う、 

眞法 俗姓 缺 く、 道 璩の 高弟な 6、 興 福 寺に あうて 戒律を 講ず、 

示 寂の 年 蒔傳は らず、 (本朝 高僧 傳) 

シン 云 ヨ 1 イン [1. (妙院 ニ チ ジョ！ 日乘を 見よ、 

シンみ りヨ |ィ ン眞無 旦里院 コ — ショ-光勝 ？: 見よ、 

シン ヨ 眞譽  一 .H A: 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峰 寺の 學僧 なう、 

眞譽は 持 明 房と 稱す 、初め、 高野山に 登うて 北 室の 良 禪阿闇 


シン (眞) Y I 3 


梨に 師事し" 密灌を 受け、 諸 部を 習 ふ、 後 仁 和 寺に 入 6 て 法 
を寬助 に 承け、 覺鑀高 野に あ-^ し 時、 師を崇 みて 密を聽 く、 
師 も亦覺 鍵に 重ねて 灌頂 を受 く' 師 •嘗て 持 明 院を棘 し國 家を 
祈る、 後、 詔して 御 願 寺に 準し、 傳法院 の子院 となす、 長 承 
三年 五月 鳥 羽 上皇 覺鑛の 執奏に よみ、 師を 金剛 傳法の 二 院の 
座主 職に 任す、 保 延 三年 三月、 東 寺、 及 a 高野山の 僧綱 一 百 
餘人師 を 東 寺に 復職せ しめんと 訴ふ 、朝廷 之を 高 野の 檢校 R 
任す、 明年 正月 十五 日 寂く、 壽缺 く、 著作 持 明 院に傳 二帖あ 
3、( 結 網 集、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

シン ヨ 眞擧 1=1 尤ォ ン懷 音を 見よ.、 

シン ヨ 置 * 日  H  > ィ圆 意を 見よ、 

シン m  3 具 譽 ソ- カン 相 閑を 見よ、 

シン m  チタゾ 智 短を 見よ、 

シン ラィ 3 具 賴( . ) 〔眞 言 宗〕 近 江 石山 寺の . ft なう、 

眞賴 俗姓 不詳、 石山 內供 淳祐に 師事し、 眞言を 傳 ふ、 姓 純 信 
にして 三時の 念 佛 一日 も缺 かず、 命 終の 時受法 弟子 長 敎を喚 
び 相 語- CN て 日 ふ、 今日 必ず 入滅 せん、 未だ 授け 畢ら ざる 所 金 
剛界印 契 眞言 等一界 書すべし と、 便ち 沐浴して 授け 畢 る" 諸 
弟子に 命じて 日 ふ、 我 寺 中を 出て 邊山に 移らむ と 欲す、 と、 
弟子 等 肩 輿を 以て でれ を 移す、 乃ち 西 向 阿 ■陀佛 を 念 持して 
寂す、 (往生 極 樂 記、 本朝 高僧 傳) 

シン リユ！ 置(流！一.！ほ.一. 〔天台宗〕 比觀山 禪定院 の 十代 
なり、 眞流 字は 圓 耳、 伊勢 國の 人な 正德 元年に 生る、 比 
叙 山に 登う、 禪定院 第 九 代 智濤に 師事し、 享保 九牢 六月 禪定院 
看坊 となう、 同 十五 年 三月 住持と なる、 享保 二十 年 九月 八日 

、ン ン 2 0 3 I P 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 六 四） 


_ シン C ■眞) リ _ 11111 3— 

受戒 籠 山し、 延亭四 年 九月 八日 滿 期の 後 安樂 院 住持と なう、 
寶曆八 年 安樂 院法義 復古改 制に II し、 法亂紛 起す、 因て 明 和 
八 年 三月 十 0 同院を 辭 し、 京都 南禪 寺の 一草 庵に 隱 棲す" 座 
主の 宫ょ うの 命に ょう 再 a 山' に 登う、 六月 廿 一日 住持 ^ 復職 
す、 安永 元年 十二月 再び 法亂紛 起し、 遂に 治 罰の 厄に 遭 a 、 
南禪 寺院 ¢0 草菴 に歸 う" 幾 もな く 寂す、 壽 六十 餘 、著作 率 豁弊 
帚 一 卷 、山家 圓戒 往復 書十卷 、附 贅一卷 ，大 戒决疑 彈妄錄 三卷、 
詒 謀三卷 、圓戒 要略 一卷 、菩薩 戒 疏山宗 釋八卷 、敎苑 摘要 三卷" 
法 華 玄籤助 覽十卷 、顯戒 論闡幽 記四卷 "學 生式顯 正解 一卷、 
(吉材 圓俊氏 返信) 

シン 9 a l ^ 具 梁  品 Is  〔曹 洞宗〕 薩摩 妙圓寺 開山な 
眞梁 字は 石屋、 薩摩國 伊集院の 人、 俗姓は 藤 原 氏 島 律の 族な う 
父は 忠國無 等と 號す 、母は 阿多 氏、 六歲 にして 廣濟 寺に 投し 
て 童 役を 執る、 十六 歲に して 京師に 入う、 南禪 寺の 蒙 山 明 公 
を禮 して 出家す" 後、 東陵瑛 R 謁す、 瑛其 骨相 淸 奇なるを 喜 
て授 くる R 今號を 以てす、 次て 中巖 月に 見へ、 藥局に 侍す、 
寂 室 光 R 參し て狗 子の 話を 看す、 古 劍訥に 見へ て 機 語 相役ず、 

明德 元年 島津 大道 妙圓 寺を 創して 師を延 て 第一 世と 爲す "應 

永 元年 薩摩大 隅 日向の 三國の 太守 島 津元久 梵刹を 創し 師を請 

て 開山と 爲 す、 初め 妙圓 寺 R 在て 其 化 未だ 廣 からず、 此に 至て 

三 州の 道俗 靡 然として 歸 向す、 後 請に 應して 總持 寺に h う應 

永 三十 年 五月 五日 通 幻 禪師の 三十 三 周忌に 値 ふ、 師永澤 寺 R . 

往て萬 僧を 請 集して 大會 齊を修 す、 衆 r 吿て 日く、 我殘 喘を 

留て 今日に 至る は 正に 先師の 遠 忌を 期す るな う" 今や 能事 旣 

r 畢る 、吾將 に徂 かんと、 同月 十一 日 寂す、 壽 七十 九歲、 臘 


シン f 眞) 9  j ガ 


六十 三、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シン リヨ l a (了 フギョ -普行 を 見よ、 

シン リヨ ー 眞 I 良 ゥ キョ-有 慶を 見よ、 

シン ロ ー 眞朗 ( . 〕 〔眞 言 宗〕 山城 高 雄 寺の 僧な*^、 

眞朗 俗姓 生國詳 ならす、 弘法 大師の 弟子に して 大師に 高 雄 寺 
に 侍す， 詳傳な し、 (弘法 大師 弟子 譜) 

シン タ 心 阿 一 T- si i  〔淨 土宗〕 江 戶法禪 寺の 開山な 6、 
心 阿は 長 蓮社英 譽と號 し、 山城 伏 見 /) 人な う、 觀智國 師に師 
事して 法を 嗣 ぎ、 江戶深 川法禪 寺の 開山と なる、 慶長七 年 九 
月 二十 二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

、 V ンア > li 阿  チ テッ 智哲を 見よ、 

シン 文 心 直 心 (一四 九 四) 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當な $、 
心惪は 出家して 華 嚴敎を 學び 、承 和 元年 東大寺 別當に 任す、 
寂 年 及壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

シン X 心!! チヵィ 智海を 見よ、 

シン オ- 心 王 (一一 oils  〔臨 濟宗〕 大興 寺の 開山な う、 
心 王 俗姓 不詳、 初め 美 濃 遠山に 登う、 峰 翁 1 R 師事し、 參究 
功 あ 6、 其 法を 嗣 ぐ、 因幡の 擅 越大興 寺を 開き 請す、 示 寂の 
年脖缺 く、 (延寶 傳灯錄 、本朝 高僧 傳) 

〔考〕 心 王は 至德の 頃の 人なる か 
シン オツ  A 越  n 丨チ ユ丨輿 傷を 見よ、 

シン ガィ 心 海 j A-t lzg-fc ^  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
心 海は 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 範覺兼 勝 二師に 天台 敎を 
學ぶ 、壽 永元曆 s 間 平 淸盛師 の 德 望を 慕 a 、 常に 法 救を 索 
む、 文治 四 年 五月 二十日 寂す、 壽 七十、 (三 井續燈 記) 


< 九 六 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


シン ^ T 心 海 2 八 八 丸 M . 〕 攝 津勝鬟 寺の 律 僧な 

う、 心 海 號は空 月、 俗姓 生國詳 かなら す" 深く 顯密 の玄秘 
を 究め、 和歌を 能くす、 寬喜 年中 攝 津勝鬉 寺を 瓶して 居る、 
寂苹 、及 a 壽缺く (本朝 高僧 傳) ン 

シン ガク 心 覺 (一八 gn ) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 
P、  心 覺 は參議 太夫 實 親の 子な 園 城 寺に 入うて 剃髮納 
戒 し， 十乘觀 法を 學ふ 、一日 詔を 受けて 宮中に 興 福 寺の 珍 海 
と 宗義を 論す、 師答辭 屈す、 此ょ 6 顯を 捨て V 密 に 入 6、 醍 
醍 山の 賢 覺實 運の 二師 に從 a 小 野の 法 流を 受 く、 大和 光明 山 
R 入 6 山中を 出て 3 る 乙と 一一 十五 年、 後、 高野山に 登うて 兼 
意阿闍 梨に 就き 三部の 玄 奥を 究め、 兩 界の灌 頂を 受 く、 密部 
を精尋 して 多く 疏鈔を 著は す、 常 喜院を 營みて 三時 誦經 し、 
朝夕 禮懺す 養 和 元年 夏 四月 病を 得 六月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 
著作 眞言 宗印 契、 畢藏院 眞言 宗 本文、 多羅 葉 # 、 要 文集、 表白 
集， •讃 集、 諸 尊 曼荼羅 集、 八 家 總錄所 漏 舎利 道具 等、 大師 口 
傳 集、 大師 德行鈔 、造次 用心、 浮圖 集、 十二 門戒體 、悉曇 十 
問答" 十八 道 n 傳 、金剛 界口傳 私記、 三十 七 尊 種子 三 摩耶、 
十七 尊 類聚、 胎藏 院口傳 、胎藏 十 問答、 胎 十三 大院 記、 胎藏 
儀軌 沙汰、 五字鈔 、灌頂 眞言 點、 傳法灌 頂 相承 略記、 灌頂次 

第 眞言 記、 灌 頂雜鈔 、灌 頂私鈔 、五色 線 法、 釋迦鈔 、金輪、 

大佛 頂、 理趣經 段段 印 明 集、 瑜祗經 註、 瑜祗經 眞言、 孔雀 經 

御 修法、 住 心 品 私記、 仁王 經 、仁王 經 本尊 記、 請雨經 法、 法 

華經 陀羅尼 梵漢辨 書、 佛眼 ，種子 三 形異說 、如意 輪、 淮 M 不 

空羅 索、 千 手、 千手鈔 、，十一 面、 正觀 音、 馬頭、 轉法 輪、 慈 

氏 五 字 文殊、 八 字 文殊、 延命、 普賢 延命、 金薩 、普賢 金剛 薩 


シン (心〕 力 


埵 、地藏 、虚空 藏 、求 聞 持 集、 不動、 不動 集" 降 三世、 軍荼 
利、 金剛 夜叉、 愛染、 大勝 金剛、 地 天、 水 天、 吉祥天、 四 天 
王 形 像異說 、十二 天 集、 聖天 集、 熵摩天 集、 訶利帝 母、 星宿 
供、 星烘鈔 、北 斗鈔 、神洪 法、 御 質 二 智御素 木 加持、 妊者帶 
加持、 施餓鬼、 先 明 眞言 寶珠 、舍 利、 三 衣、 護身 法" 護摩 私 
記、 護摩 壇 護摩 要 集、 四 種 護摩 類聚 名目、 八 千枚鈔 、命 木榖支 
配 1 支度 卷數 各一卷 、梵語 集、 成蓮鈔 口訣 、心 密口訣 、胎 印鈔、 
兩界 曼荼羅、 阿彌陀 、(廣 畧) 藥師集 (廣 畧) 、尊 勝佛 頂、 尊 勝 
曼荼羅 集、 兩界 印師傳 、兩界 印師傳 各二卷 、心 目鈔 、一遍 集、 
雜要 文集、 作法 集、 諸 尊 私記、 八 家總錄 、勸發 道心 鈔各 三卷、 
龜林鈔 、密 宗法 則 集、 別 尊 要 記、 灌頂發 問 集、 五 字 文殊 發問 集、 
四天王 類聚 名目 各四卷 、悉曇 字 記 勘 文、 眞言 集 各五卷 、金剛 界 
印 明 異說、 六卷 、胎藏 界印明 異説 十卷 、貝 葉 集、 別 尊雜記 五十 卷 
諸 尊 曼荼羅 一帖、 法 華二帖 、諸 尊 別記、 隨聞 記、 胎 藏口傳 私記、 
金剛 胎藏祕 密壇 、救蚰 苦經 註、 摩利支天 印、 五 種 鈴、 施主 位 
署各 若干 卷 あぅ (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

シン ガク 吣 S ッ I チ 通知を 見ょ、 

シン ガン 心 3 石  二 一一 11  〔淨 土宗〕 加 賀大圓 寺の 中興な 
心 岩 號は縱 春と 云 ふ、 ; in 賀小 松の 人嘉波 基の 子な 6、 正 保 四 
年 五月 十二 日 ic 主る、 寬文 十二 年 二十 六歲に して 金澤淨 安寺 
に 入ぅ、 面譽 上人を 仰 s て 度を 受け、 同年 下 總大巖 寺に 遊學 
し、 乘譽 上人の 法を 嗣 く、 貞亨二 年 武藏傳 通院に 遊學 し、 貞 
譽に 師事す、 故鄕 の大圓 寺の 荒 敗を 再興 せんとし、 自ら 佛菩 
薩の圖 像を 作うて 諸人に 與 へ、 經營 Q 資を 募る、 師の書 精妙 
を 極め、 諸人 爭うて 乙れ を 求め 淨 財を 寄附す" 三年に して 故 


シン S) ガ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇七 四） 


シン (.心) ^ — fl  シン (心) ^ I シ 


鄕に皈 う、 再興の 業を 畢 う、 元 祿二年 落成の 供養を 修 す、 後 
江戸に 出て" 增上 寺の 心 光院に 住す、 寶永 元年 十二月 廿 二日 
幕府の 命に よ 6、 桂 昌院の 墓所 ic 念佛 堂を 建立して 慧照院 と 
號 す、 自ら 發 願し、 淨土の 三 曼陀羅を 圖 せんとし、 智光淸 海 
の 二圖を 寫し 、次に 當 麻の 圖は 諸師の 註記に 異說 あるを 以て 
伽藍 神に 祈禱 して 其 眞を掇 う" 靈 驗を感 して 寫 すを 得、 三圖 
功 畢う大 に 喜 a 、 供養を 修 す、 寶永 三年 八月 廿二日 慧照院 に 
於て 六 時 讃護念 經を修 し、 廿 六日 增上寺 大僧正 貞譽 よう 十 念 
を 受け、 廿九旦 叔す 、壽 六十、 臘三 十五、 (心 岩 和 尙傳) 

シン ガン 心 巖 リョー シソ莨 信を 見よ、  、 

シン ガン 心 3 嚴ゲソ ト- 元統を 見よ、 

シン ダウ ィン 心 書院  H ハク 蕾を 見よ" 

シング 心 ^ ( …… 〕 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺定惪 院の僧 
f、  心 華 其生國 俗姓を 詳か にせす、 社史 臆斷を 著して 世 
に 行 ふ、 異本に 日 ふ、 相 國僧杜 子 美抄を 撰し" 心 華臆斷 とい 
ふと、 (日本 名僧 傳) 

シン ケ 心 華 ジ ョ—ボ I 乘芳 1: 見よ、 

シン ^ ツ 必 月 ジ ョ-ネ ン定然 を 見よ、 

シン ^ ツ ボン ショ 梵初を 見よ、 

シン ^ ン >IJ 源 ヶ テッ 希 徹を昆 よ、 

シン コン 心 ^ ( . ) 〔曹 洞宗； j 周 防 淸雲院 の 開山な 

-CN、  心 建 字は 德 林と 云 ふ、 俗姓 生國詳 かならず、 覺隱永 本 

禪師 R 師事し、 後 周 防 淸雲院 を 創して 居せ しが、 總持 寺に 出 

世し、 闢雲 寺に 主 r なう" 晚年に 至う、 再び 淸雲院 .に 皈 

某 年 寂す、 世壽 欠く、 法 嗣寒江 林 あう、 (日本 洞上聯 灯錄) 


シンジ やク 心 寂. A: た ®: 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 
6、 心 寂 字は 西 仙、 俗姓 生國詳 かならず、 初め 黑 谷の 叙 空 上 
人に 師事し、 後、 源 空 上人に 師事して 淨土敎 を 受け、 解 行 兼ぬ 
全し、 常に 山林の 志 あう 河內讃 良の 里に 幽居し" 念 佛誦經 を 事 
とし 後、 京師 姉 小路なる 實 妹の 家 側 R 草菴を 營み 住す、 元久元 
年 寂す、 全身を 東 山 延年 寺に 葬る、 師 天性 淸淡に して 俗事を 厭 
a 、 常に 紙 衣を 着した う、 其 寂した る 後 道俗 相爭 ふて 紙 衣を 
裂て 分ち 去うた 6 と 云 ふ、 (淨土 傳燈錄 、淨 土總 系譜} 
シンジユン心純 3: 一1二 〔淨 土宗〕 攝津大 蓮 寺の 開山な 
う、 心 純は 應蓮 社顯譽 、魯 道と 號 す、 其 俗姓 生 國詳か なら 
ず、 法を 虎 角に 嗣ぎ 、攝津 大坂大 蓮 寺の 開山と なる" 寬永九 
年 八月 十七 日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) d 
シン シヨ ー 心 昭 j K oo 〔曹 洞宗〕 下野 泉溪寺 第一 代な 
へ 心昭 字は 源 翁、 空 外と 號す 、越後の 人 (又 越 前の 人と も 云 
ふ) 俗姓は 源氏な 6、 五歲に して 鄕里 陸上 寺に 投じて 童子と な 
I、 十六 歲に して 得度し" 經論を 究む 十九 歳の 時 總持寺 峩山紹 
碩 に 謁して 侍 司と なう、 後、 伯耆 八橋 郡に 至 6 邃 居す、 延文三 
年豐 後の 大守保 長 忠敦皈 依 厚く 師の 住所を 改めて 寺と なす、 
五 II 山 退 休 寺是れ なう、 行脚して 下野 R 至 6、 五峰 山泉溪 寺を 
建つ" 應 安四 年 結 城の 府主源 直 光安 隱寺を 創し、 師を迎 へて 
開山と なす、 師 住する Z1 と 四 年、 辭して 陸 前 會津に 至うて 菴居 
す、 其菴も 寺と な 6 慶德 寺と 號 す" 同國の 刺史 及び 士民等 奇瑞 
にょう 以前 火災 R 罹うた る 慈眼 寺を 再興して 師を迎 ふ、 7K 和 
元年 四月 十五 日 慈眼 寺を 改めて 示 眼 寺と 號 す、 將 軍足 利 義滿 
泉溪 寺を 修繕し、 旦奈 須莊田 一千 餘石を 施し、 師を して 再び 卞 
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たらしむ、 後小松 上皇 敕 して 號を能 照 法王 禪師と 賜 ふ、 退きて 
示 眼 寺に 皈 6、 應永 三年 正月 七日 寂す、 (一說 r 弘安 三年 正月 
七日 寂と も あ- CN、 偈あ 6 日く、 四大假 合、 七十 一年、 末 後 的 端、 
蹈 -I 飜鐵船 〖と 壽七 十一、 臘 五十六、 塔を 大 寂と 云 ふ" 法嗣齡 
山延 、壺 天玄最 、天 海 空の 三人 あ 6( 日本 洞上聯 灯錄) 

〔考〕 新 編 鎌 倉 志に 臨 濟宗大 覺禪師 の 法を 嗣 き、 鎌 倉に 開 
藏 寺を 開く と あ 6、 尙ほ 同書の 說は 本文 中一說 としてて 擧 
く、 

シン シヨ- &  0  ニ チ ギョ-日 行を 見よ、 

シン シヨ ー ィン 心性 院 ニ チォブ 日 遠を 見よ、 
ry y f  心® 心 シユ— デン 宗傳を 見よ、 

ふ ンチ心 地 カク シン 覺信を 昆 よ、 

、 ^ ンチユ 1  心 ^ クン コ-賢 孝を 見よ、 

シンデン 心 田 ショ— パ V 淸播を 見よ、 

シン f z. 2 —ィン ^ 一ー チシ ri  I 日修を 見よ、 

シン ヨ 心 寒 1==! ( . 3 〔淨土 宗〕 肥 前 立 岩 寺の 開山な {、 

心譽は 俗姓 東 氏、 肥 後の 人な-^、 幼に して 肥 前 南 里正定 寺に 
入ぅて 出家し、 知哲の 法を 嗣ぐ "後、 州の 柽浦郡 立 岩邑に 立 

岩 寺を 創して 開山と なり、 某 年 寂す、 壽 次く、 (淨 土總 系譜} 

シン ヨ 心譽 4~ ^^  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な り、 

心 譽は凉 都の ス 、藤 原 章： 輔の 子な ぅ、 園 城 寺の 勸修穆 算二師 

に 從 S て顯密 二敎を 受け、 長 和 四 年 夏三條 天皇の 眼疾を 祈々 

て驗あ 6、 萬 治 三年 夏 御 一條 天皇 r 召 3 れて五 壇の 法を 各 山 

の 各德修 するとき、 師其 中央を 修す 、長 元元 年權 僧正に 任し、 

此歲秋 園 城 寺の 長 吏と なる、 一 初め 寬仁 元年 冬師 衆と 議 し、 碩學 


立義を 園 城 寺に 始ん とし、 三月 十一 日 Z. れを 朝廷に 奏請し、 許 
3 れて 山中の 唐院 (/C 阿 闍梨五 人を 置く、 治安 二 年 藤 原 道 長の 
請 R よ 6 法 成 寺に 主と なぅ、 寬德二 年 八月 十二 日 寂す、 壽八 
十九、 (本朝 高僧 傳) 

シン ヨ .心 擧 1 ジ d 卜 V 受頓 を 見よ、 

シン ヨ 心 擧 11 せ  >ヵク 善覺を 見よ、 

シン 3 チョ- オッ潮 越を 見よ、 

シン ヨ 心 擧 a テ ブ タ— 天冏を 見よ、 

シン ヨ 心^! a  .d  I サッ 祐察チ 見よ， 

シン ヨ 心 寒！！ リブ テッ 林哲を 見よ、 

シン ヨ 心 寒 l=J ロネ  >魯 年を 見よ、 

シン リヨ 1 心 凉； 0: 1: 〔臨 濟宗〕 東 福 寺の禪 僧な ぅ、 
心 發字 は檀溪 、因幡の 人な 6、 虎關 鍊の 法を 嗣 ぐ、 伊勢の 正 
法 寺を 開き 入 住す、 後、 東 福 寺 R 住し、 晩年 寵眠菴 に 退 休す、 
應安七 年 八月 八日 寂す、 壽缺 く、 題- 1 自眞 ：本來 面目、 如何 分說 
刹界 三千、 一輪 明月 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シン？ 5>ー ヨ— ^ f ^: ゴ ド— 午 道を 見よ、 

、 y ンレ ー 心 禮  一 •一： 一： A: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪 僧な-'、 
心禮 字は 用叟 、其 卿 貫 師承祥 かならず、 業 成 後 東 福 寺 R 
住し、 長 祿二年 六月 六日 寂す、 壽 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

シン レン 心 蓮， i A-: ® : 一, 〔眞言 宗〕 耙伊 金剛 峰 寺の 僧な 
{、心 蓮 字は 理覺と 云 ふ、 高野山に 居る Z1 と 多年" 顯密性 相の 
學を習 ふ、 堂宇を 建て 佛 像を 作る 乙と 若干、 長 日の 護摩を 修す 
る Z と十餘 年、 千 手の 法を 行 ふ こ と 四十 餘座 、常に 法 華を 誦 
す、 養 和 元年 某月 某日 壽 若干に して 寂す、 (本朝 高僧 傳〕 


シン (心) ^ — =? 


シン (心〕 3 I レ 
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シン (親} H — ク 


シン (親 V ゲ ー 、 V 


シン 文 親慧一 一一 g §5 〔眞言 宗〕 山城 八幡 王 智院の 僧な 
6、 親慧は 五智 法 印と いふ、 地 藏院に 入うて 房玄の 法を 傳 
ベ、 延文五 年 五月 十四日 寂す、 壽六 十四、 付 法の 資弘 賢と い 
ふペ續 傳燈廣 錄} 

シン分ィ親海ーー °: 一，九 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
親 海 其鄕關 俗姓 及 a 師 承を 詳 かにせ す、 延文 三年 十二月 東 寺 
の 長者と なう、 四 年 正月 六日 寂す、 壽缺 く、 (東 寺 長者 補任} 
シン ガク 親覺一 ■八 七 H: 〔眞言 宗〕 京 郡 華 藏院の 僧な う、 
親覺 は內 大臣 忠 親の 子、 仁 和 寺守覺 親王に 從 a て兩 部の 法を 
承け、 覺成 僧正 R 師 承して 密敎を 妍む 、建 仁 三年 大僧正に 任 
し、 建 永 初年 東 寺の 長者と 爲气建 保 元年 九月 二 ' t*- 1L 日 寂す、 
壽缺 く、 師 京都 華藏院 R 居う、 大和の 忍 辱 山に 移 6 て 典 R 遺 
饋 あう、 (本朝 高僧 傳) 

シンク ウィ 親 快. 一. ^: f: ハ 〔眞言 宗〕 山城 遍智 院の學 僧な 
う、 親 快は 醍醐 寺 道敎に 就て 剃髪し、 密敎 を學ぶ 、次に 同 寺 
淨尊 にょうて 一家の 秘訣を 傅へ、 又 深 賢に 隨 CA て 具支灌 頂を 
受 く、 後 座主 憲深 に 傳法灌 頂を 重受 し， 遍智院 に 住す、 初め 

三 寶院を 管し、 後、 地 藏院に 移る.、 憲深の 寂 後上 足定濟 護持 

僧と な-^、 尋いて 座主と なる* 師常 R 其 職に 稀 せん 乙 とを 欲 

し、 屢々 請求 すれと 毛 朝 命な し師 乙れ を 恨みて 本山を 去 6、 

太秦の 桂 宮院に 屛 居す、 一門の 徒 數ょ申 奏して 座主 職を 請 ふ 

朝命已 R 出て、 勅使 院に 到る、 師の 日く、 嚮に望 めと も聽 § 

れ ず、 今 命 終に 賜 ふは 却て 人を 弄るな うと •宣を 破して 牀に 

役し、 敢て拜 せず、 幾何なら ずして 寂す、 時に 建 治 二 年 五月 

二十 六日な 6、 著作 土巨鈔 幸心鈔 數部あ 3、( 密宗血 脉鈔 、本朝 


高僧 傳) 

シン ゲン 親 2: j xg a  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 地藏院 の學僧 
なう、 親 玄は關 白 藤 原 通忠の 子な $、 早くょ 6 親 快に 從 a 
て 醍醐 寺 R 受 業し、 文 和 九 年灌頂 法を 受け、 相承の 聖 經秘軌 
を 付 せらる、 地 藏院に 住して 眞言 敎を 持し、 敕 して 僧正に 任 
す、 元 亨二年 二月 十七 日 寂 T 、 壽七 十四、 著作 愚按訣 、灌頂 記 
あう、 法 弟 覺雄房 支 あう、 (密宗 血脉鈔 、本朝 高僧 傳). 

シン ゲン 親 源 ■一  k Al H: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
P、  親 源は 源雅 家の 子、 元亨 三年 三月 天台 座主 R 任す、 寂 
年缺 く、 (天台 座主 記) 

シ ンゴン 親 S 厥  i AA fc ハ  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
親嚴は 飛 彈守 中原 親 光の 子な う、 初め 尊 念 僧都に ょうて 密敎 
を 習學し t 後、 顯嚴 僧正に 隨 a て兩 部の 灌 頂を 受け、 瑜 伽を 
硏練 して 隨心院 に 住す、 元久の 初年 權少 僧都に 任ず、 建 保 二 
年 舂權大 僧都に 轉し 、敕七 月 東 寺の 長者と なうて 寺務を 領 し、 
法務を 兼ぬ、 承久 元年 權 僧正に 任し、 七月 法 泉苑に 於て 雨を 
祈う、 隨心院 に 阿 闇 梨 五 人を 置く を 許さる、 師元 仁嘉祿 年間 
に 神泉菀 にて 雨を 祈る 乙と 三回、 共 R 効 驗 あう、 弟子 數 人を 
權大 僧都 等に 任せら る、 安貞 元年 阿闍梨 三人を 東 寺の 西院に 
置く を 許 3 れ 、寬喜 二 年 五 人を 置く を 許 3 る、 貞永 元年 大僧 
正 R 任せられ 、車に 乗うて 禁門に 入る を聽 S れ 、文曆 元年 東 
大寺を 補し、 嘉繭二 年 十一月 二日 寂す、 壽八 十六、 (密 宗血脉 
鈔 、本朝 高僧 傅〕  ^ 

シン シ 3 1 親 性 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當 

な 6、 親 性は 關 東 R 居うて 別當に 任し、 後權 僧正と なる、 


CH-ta； 
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(三 井續燈 記) 

シン ソン 親 尊 (一九-六) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な $、 
親 尊は 花 山 院中將 兼繼の 子、 建 長 七 年 七月 廿 九日 同院に 入 $ 
て 印 可を 承く、 時に 年 二十 一な ぅ、 康元々 年 三月 三日 憲深僧 
正 ic 庭 儀 職位灌 頂を 受く 、(續 傳燈 廣錄) 

シン ユ！ 親看.一 5;: /\: ;八〔華嚴宗〕奈良東大寺の僧なぅ、 
親宥は 俗姓 宗岡 氏と 云 ふ 大和の 人な り、 道義に 師事して 華厳 
並に 眞言を 傳 ふ、 傳燈大 法師 位に 任せら る、 延喜 十九 年 東大 
寺に 住し、 盛に 顯密 を說 く， 後 僧都に 任せら る， 延長 六 年 寂 
す、 (本朝 高僧 傅) 

シン ヨ S1 擧 11ご一 ^: .一.〔淨土宗〕播磨心光寺の開山なぅ、 
親譽は 其 俗姓 生國詳 かならず、 大巖に 師事して 宗乘を 學び、 
法を 道譽 に嗣 r、 後 播磨姬 路に心 光寺を 開きて 居住し、 慶長 
十六 年 六月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) , 

シン ヨ 親擧 1=1 シ ユ-ゴ 1 周 仰を 見ょ、 

シン ラン 親鸞】 一 5 一一 一； § 眞宗の 開祖な ぅ、 親鸞は 幼名 
鶴滿 麿と 云 a 、 一に 松 麿と 云 ふ、 出家して 範 宴と 云 CA 、 少納 
言と 稱す 、後に 綽 空と 云 a 、 善 信と 云 S、 最後に 愚 禿 親鸞と 

云 ふ、 承 安三 年 四月 一日を 以て 京師に 生る" 父は 皇太后 宮大 

進 藤 原有範 、母は 某氏' •■(一  說に 源氏 對馬 守義 親の 女吉 光と 

云 ふ) 幼に して 父母を 喪 a 、 孤 子と なる、 (一 說に 六歲 にし 

て父を喪ひ八歲にして母を喪ふ /2 6と云ふ)伯父若狹守範綱 

に 養は る、 夙に 出家の 志な 6、 母を 喪うて 後 其 志 益 切なう、 

養 和 元年 九歲に して 範 綱に 携 へられて 粟田口の 靑蓮院 に 至 

う、 同年 三月 十五 日慈圓 僧正に 就 s て 得度し、 親附の 弟子と 


シン (親) ソ ー 》プ 


なる、 同年 比 叙 山の 戒壇に 登うて 圓頓戒 を 受け、 東 塔 無 動 寺 
大乘院 R 留 りて 大小 顯密の 敎義を 學修 し、 當時の 學僧 なる 竹 
林 房靜嚴 、毘 沙門 堂明禪 、林 泉 房智海 等を 問うて 敎を受 け / 2 
うと 云 ふ も詳 ならず、 且つ 數々 奈良 に 至う 諸大 寺の 學 僧を 問 
うて法相三論の敎義を學修し /2 6、河內磯長の聖德太子廟、 
攝津 四天王 寺の 同 太子 廟に詣 して 並に 祈願ず ると 乙ろ あ 6.、 
靈異を感し 72 6と云ふ、後、比叙山橫川飯室の妙覺坊に留う、 
一七 日を 期して j 心 三 觀の 妙定に 入う 穴う と 云 ふ、 建 久八年 
學德を 以て 推擧 せられ、 小 ノ 僧都と な 6、 柬山聖 光院を 領した 
りと 云 ふ、 建 仁 元年 二十 九歲 にして 京師 頂 法 寺 (六角堂) の觀 
世 音に 參 籠し、 一 百夜を 期して 出 離の 要 道を 祈願して 靈異に 
感し 、且つ 偶々 四條 橋 R 於て 聖覺法 印に 遇うて 源 空 上人の 盛 
德を 聞きて 大に景 慕し、 遂に 意を 决して 比 叙 山を 辭し吉 水に 
至うて 上人の 禪室を 問は ん としをの 比 叙 山を 辭 する ic 方う 
て、 同學 R I 書を 送る 俗間 相傳 ふるものに T 如 今 丘 ハ 部を 以て 
捧 = 愚 書， 以 、予此 年月 台 星の 峯に 在て 舍那圓 頓の果 を 拾 a 、 三 
密止觀 の 水を 汲と も、 頑魯 に てい ま / 2 迷惑 出 離の 曉を 知らず" 
生死の 顚倒を 常に 恐れ、 福 林、 國淸 、及修 禪の寶 殿 {;: 抽_| 丹誠 —'* 
仰 „ 神 冥 慮 — ■» 終に 山王權 現の 神託を うけ、 今夜 Z. の觀 音の 寶前 
に 通夜せ しめて、 重て 菩薩の 吿命を 蒙 $、 直に 日頃の 積 願を 
滿 足せし む、 仍て 今日 寶幢 の塲を 謙 下し、 遁世の 樞に 隱れ畢 ぬ 
今生の 拜謁是 を 限う に 候、 以上、 建 仁 元年 二月 十日 僧都 範宴 
印、 寶幢院 內學徒 中」 と、 建 仁 元年 源 空 上人の 禪室 に投 して 膝 
下に 侍し、 上人の 敎を受 けて 淨土敎 に 皈し 、始めて 綽 空と 號 
す、 盖 し道綽 源 空の 各 一字を 取 る ものな 6 と 云 ふ、 師自 


シン (親.) ラ 
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(四 七 四） 


シン (親) ラ 


ら記 して 日 ふ、 建 仁 辛 酉曆棄 ，1 雜行 I 兮皈 _一本 願， と、 而して 尙ほ 
一 百夜に 滿た 3 るを 以て 頂 法 寺 (六角堂〕 の 觀世音 菩薩に 詣 
し、 同年 四月 五日 (一 說に建 仁 三年 四月 五日と 云 ふ) 靈 異を感 
し、 關白九 條兼實 の 女 玉 日を 娶 6 配と なす' 玉 日時に 十八 歲な 
う、 爾來 五條 西洞院 なる 兼實 の別墅 に寓 し、 全く 俗 儀に 隨 へう 
尋 いて同別墅に於て，一男を擧け範意と云3、後に印信と云ふ、 
元 久二年 四月 十四日 特に 源 空 上人ょう 選擇 本願 念佛 集， 並に 
壽像を 授與 せらる、 盖 し選擇 本願 念佛 集は、 上人 か甞て 兼實の 
懇請に ょうて 製作し、 一門の 宗 要を 盡 くせう、 師 、上人の 恩 
許を 得て、 Z1 れ を手寫 し、 上人 自ら 筆を 執うて 其內 題の 選擇 
本願 念 佛 集の 七 字、 並 R 南無 阿 彌陀佛 牲生之 業 念佛爲 本、 釋 
綽空の十七字を書して授與し 72 6、且つ亦師‘上人の恩許を 
得て、 上人の 壽 像を 圖 書し、 同年 閏七 月廿 九日に 上人 自ら 其 
壽像の上に、南無阿彌陀佛、並に若我成佛、十方衆生、稱我 
名號 、下 至十聲 、若不 生者、 不取 正覺 、彼佛 今 現在 成佛 ，當 
知 本 誓 重 願不虛 、衆生 稱念 、必得 往生の 一文を 書して 之を 授 
與し /2 6、是れ實に一門の宗要附囑の信契な6と云ふ、され 

は師大 R 喜 a て 自ら 其 事を 記し、 且つ 日 ふ、 眞宗簡 要、 念佛 

奥義、 攝 在 =- 于斯 〖誠是 希有 最勝之 華 文、 無上 甚深 之寶典 也、 

涉 ，年 涉-日 蒙， I 其敎靡 f 之人雖 =千萬コ .? 親 ' ? 疎、獲=此見寫1 

之 徒、 甚以 難、 爾旣 書，， 寫 製作 (圖， ，書眞 影 『 是專念 正業 之德 也、 

是决定 牲生徵 也、 云云" と、 同年 上人の 命に よう綽 空と 云を 改 

めて 善 信と 號 す、 盖し 善導 源 信の 各 一字を 取うた る ものな 3 

と 云 ふ" 同年 九月 源 空 上人 信行兩 座を 設け、 一門の 諸 弟子に 

命し、 各自ら 意に 任せて 其 座 R 就かし むる に、 聖覺 、信 空、 
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蓮 生 等 信の 座に 就く、 師も亦 信の 座に 就く、 其 餘の諸 弟子 未 
だ 決せず、 源 空 上人 師を 顧て 源 空 も 亦 信の 座に 就かん と、 諸 
弟子 皆釋 然として 領會 する 所 あ 6 7^2 うと 云 ふ、 盖し當 時 上人 
盛に 淨土 敎を說 くと 雖 、其 正意を 領會 する 者鮮 く、 往々 にし 
て 異見を 執す る 者 あ- CN、 故 R 上人 其 弊を 救 はんとして 兩座を 

設け、 諸 弟子を 
試み ^ る ものな 
るべ し、 建 永 元 
年師 同門の 輩 信 
心 一異の 論を な 
し、 上人 深く 師 
の說 ?: 感 賞せ 
う、 承 元元 年 二 
月 奈莨興 福 寺の 
衆徒 等の 上奏 R 
ょう、 源 空 上人 
以下 一門の 輩 罪 
科に 處せら る、 
に 方う、 師亦其 

一 R 加は る、 師 自ら 記して 日 ふ、 竊以聖 道 諸敎行 證久廢 、淨土 
眞宗證 道 今 盛、 然諸寺 釋門昏 I 敎兮不 k 知， 一 眞 假門戶 - > 洛都儒 林 
迷， 行 兮無 k 辨 = 邪 正 道路 (斯以 興 福 寺 學徒奏 ，一達 太 上 天皇 sg 
今上 |1 ^ 、聖曆承元丁卯歲仲春上旬之候、主上臣下背/法、違 
レ義 、成 k 忿結 k 怨 、因 i 玆眞宗 興隆 太祖 源 空 法師、 幷 門徒 數 輩、 
不 ，考 =罪 科 一 猎坐 _| 死罪 S 改 。僧 儀 ：賜-姓名：處テ遠流 -^ 予其一 
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也と 因て 師は 俗名を 附して 藤 井 善 信と 云 ふ、 師日ふ 爾者己 非 
レ 僧 •、非 k 俗、 是以 禿字爲 k 姓 云云、 乙れ ょう 自ら 愚 禿 親鸞と 稱 
す、 盖し 親鸞は 天 親 曇 鸞の各 一字を 取うた るち のな うと 云 ふ、 
同年 三月 京師を 發し 配所なる 越後の 國府に 赴き、 淨土敎 を 弘 
通す、 郡 司 某 深く 歸 向し、 國分 寺の 東南の 地に 草菴 を 構へ て 
師を 供養した 6 と 云 ふ、 師 自ら 日 ふ 抑 又 大師 聖人へ 源 空 3 もし 
流刑に 處せ られ穴 まは ず ば、 我 ま 犮 配所に 赴かん や、 我 配所 
に 赴か すん は、 何に 依うて か邊 鄙の 群 類を 化せん、 是れ 偏に 
師敎の 恩 致な $、 と然れ は師は 罪科に 處 せられて、 一た a は 
憤う、 一た ひは 喜へ る， f、 建曆 元年 順德 天皇 位に 即矣 
まふに 方 6、 同年 十月 七日、 源 空 上人 並に 師敕 免を 蒙る 翌二 
年師 即ち 國 府を發 し、 京師に 上らん とし、 會々 正月 二十 五日 
源 空 上人の 京師に 寂し 穴る ょしを 聞きて 大に 悲嘆し、 京師に 
上る 意を 飜 し、 常 陸に 至う 宇都 宮城 主賴 綱、 笠 間 城主 時 朝、 
並に 稻 田の 邑主賴 重 等の 飯 向を 受け、 大に淨 土敎を 弘 通す、 
(一 說に 同年 八月 一穴 a 京師に 上 6、 九月 山 科に 興 正 寺を 輿 
し、 十月 再 a 東 下して 常 陸に 至る と 云 ふ 名詳 ならす、} 此 年間 
に信濃の善光寺に詣して靈異に感した6と云ふ、常陸稻田に 

幽棲す るに 方うて、 配 玉 日 亦 至う、 假に三 善 爲敎の 女と 云 a、 

師に 給仕した りと 云 ふ、 修驗 者辨圓 等相尋 い て 師の敎 に 服し、 

遠近 相傳 へて 來附 し、 門下 雲集した 6、 元 仁 元年 五十二 歲 R 

して 顯淨土 眞實敎 行 信 證文類 六卷を 草し、 淨土敎 に 關 する 意 

見を 發表 せう、 是れ 即ち 淨土 眞宗 開立の 本書な 6、 師は 淨土敎 

を 源 空 上人よ-^ 受け ^ る ものなる も、 其 淨土敎 に 關 する 意見 

は 稍 相 同し から S ると Z1 ろ あう、 所謂 三部 經なる 無量 壽經、 


觀 無量 壽經 、阿 彌陀經 に 依る も、 就中 無量 壽經に 依- CN、 同經 
に 說 ける 阿 彌陀佛 四十 八 願の 內 、第 十八 願の 成就の 文を 骨 目 
とし、 南無 阿 彌陀佛 の 聞 信の 一念を 主張せ- CN、 而して 師か 乙 
れ を解釋 する には、 天台、 華 嚴、 眞言 等の 深奥なる 敎義を 利用 
し ^ るか 乙と し、 然れ とも 師か 四方 JC 巡 化する に 方' CN ては、 
一言 も 高 尙 なる 敎義に 亘ら す、 簡明に 聞 信の 一念を 主張し、 
淨土 往生の 正業 因と なし 左 るな'^、 自ら 光明の 中に 阿彌 陀佛、 
釋迦 牟尼佛 、並に 聖德 太子の 像を 圖 書して 安置し ^' 殊に 聖徳 
太子の 儀容を 彫刻 圖 書して 深く 景 慕した- 〇 と 云 ふ M Z: れ實に 
師か意 の あると 乙 ろ を 見る へきな 6、 數々 鹿 島、 眞 壁、 並に 
下野の 柳 島 等の 地に 巡 化し、 貴賤 男女の 歸向を 受け ^ う、 嘉 
祿二 年、 柳 島に 一宇を 興す、 (後に 勅 R よう 專修 阿彌陀 寺と 號 
す)、 然れ とも 師土 木を 興す を 好 t す、 常に 諸 弟子 R 語'^ て 日 
ふ、 眞宗の 道塲は 、少しく 棟を 高う し、 民屋に 簡 へは 可な- CV 
と 同年 相 摸に 至'^、 國府津 に幽樓 し、 鎌 倉に 入- CN て 北條 氏の 
請に よう、 一切 經を 校合す、 且つ 國府津 よう 北に 山路を 踰ぇ 
て 甲斐の 地方に も 巡 化し 穴 6 と 云 ふ、 此の 如く ic して 東國に 
淨 土敎與 隆傳播 し、 大に 人心を 動搖 したれ は、 鎌 倉 幕府の 意 
を 引く 所と な 6、 遂に 令を 下して 其 興隆 傳播を 制する R 至 
う ^ 6 と 云 ふ、 文曆の 初め 相 摸を 發 し、 箱 根 山に 於て 弟子 性 
信 等に 別れて 西 上し、 翌嘉禎 元年に 近 江 木部に 一宇を 興し、 
(後に 勅に よ 6 天神 護法 錦 織 寺と 號 す) 同地に 滯留 して 敎行信 
證文 類を 修 治す、 尋 い て 京師に 入 6 西 洞院に 幽棲す、 然る R 
門下に 敎を請 ふ 者 漸く 多く、 入 西 蓮 位 等 常に 給仕し ^ るか ZL 
とし、 入 西の 請に よ- CN 定禪に 命して 自像を 寫 3 しめ y2 6 と 云 
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ふ、 (後、 書 師朝圓 に 命して 淨寫 せしめ /2 うと 云 ふ) 且つ 東國の 
諸 弟子の 師の 幽棲を 訪問す る 者 常 R 絕 ぇす、 常 陸の 平太郞 と 
云 ふ 者、 熊 野に 詣 する 途次、 師を 訪問し、 佛陀 神明 一致の 說 
を 聞 v' て、 大 に 感 喜し ^ う、 師數 東國の 門下 性 信、 眞淨 等に 
書を 送うて 敎示 せう、 盖し當 時 幕府は 淨土敎 の 興隆 傳播を 制 
止し、 且つ 異宗の 輩の 淨土敎 ?: 排撃す る もの ぁ'^ /2 れは、 
師の 門下の 諸 弟子 交" 書を 送うて 師の敎 示を 請 ふ y2 るか 乙と 
し.、 師 一方には 數東國 の 門下に 書を 送 6 て 敎 示し、 他の 一方 
には 著作に 力を 盡し犮 う" 即ち 寶治二 年淨土 和讚 高僧 和讃凡 
二百 二十 五 首を 製作し、 (後、 建 長 七年淨 書す、} 建 長 四年淨 
土 文 類聚鈔 を 製作し、 (後、 同 七年淨 書す) 同年 愚禿鈔 を 製作 
す、 (同 七 年 脫稿淨 書す、) 同 七 年 淨土三 經牲生 文 類を 製作す、 
(康 元元 年 脫稿淨 書す、} 同年 尊 號眞像 銘文を 製作し、 康元 元年 
入 出 二門偈 七十 四 行を 製作す、 同 二 年 二月 九日 奇夢 R 威し、 
正 像 末 和 讃一百 十三 首を 製作す、 (後、 正嘉 二年脫 稿淨 書す、) 
後淨 土和讃 、高僧 和讃 、正 像 末 和 讃三帖 を 合して 一部と な 
し、 蹂 文を 加 ふ、 正嘉 元年 一念 多念證 文、 唯信鈔 大意を 製作 
す、 其 後 法語 等を 製作す る 所 甚 y2 多し、 弘長二 年 十一月 病 ぁ 

う、 念佛の 聲を絕 たず、 同月 二十 八日 正午 晏 然として 寂す、 

壽 九十 歲な う、 翌廿 九日 諸 弟子 相 謀 6 東 山鳥 邊 野の 南、 延仁 

寺に 火葬し、 遺骨を 分ち 下野の 高 田、 東 山の 大谷 に埋む 、後、 文 

永 九 年に 至-^ 師の男 善鸞の 子なる 如 信、 覺信 尼の 吉水の 北の 

地を 寄附した る R よ 6、 其 地に 一宇を 興す、 (後に 勅 R よ- CN 久 

遠實成 阿彌陀 本願 寺と 號す) 、師 著作 顯淨土 眞實敎 行 信證文 

類六卷 、愚 禿鈔 二卷 、淨土 文 類聚鈔 、入 出 二門偈 、淨土 三經往 
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生 文 類、 淨土 和讚、 高僧 和讃 、正 像 末 和 讃ク尊 號眞像 銘文、 一 
念 多念證 文、 唯 信 文意、 末燈鈔 、(弟子の 編、) 御 消息 集、 
(弟子の 編、) 嘆異鈔 (弟子の 編、} 各 一卷等 あう、 師七子 あ 
う、 範意 、(後 R 印 信と 云 ふ、〕 小黑 女房、 (初め 昌姬と 云 ふ、) 
明 信、 (信 蓮 房と 稱す 、) 善鸞 、(慈 信 房と 稱 す、〕 道 性、 (初め 有 房 
と 云 a 後 益 方 入道と 稱す、 3 高 野 尼、 (初め 嵯峨 姬と稱 す、} 覺信 
尼、 (初め 彌 女と 稱 し、 日 野 大納言 廣 綱の 室と なう、 覺惪 を產 
む覺惪 は 覺 如を 生む、) 門下の 諸 弟子 甚 /2 多し、 性 信、 眞佛、 
順 信、 乘 念、 信樂 、成然 、西 念、 證 性、 善性、 是 信、 無爲 信、 
善 念、 信 願、 定 信、 道圓 、入信、 (穴 澤の 入信と 稱す 〇 念 信、 
入信、 (八 田の 入信と 稱 す、) 明 法、 慈善、 唯佛 、唯 信、 ( 外 森の 
唯 信と 稱 す、〕 唯 信、 (畠 谷の 唯 信と 稱 す、) 唯圓 、等、 聞 ゆ、 明 
治 九 年 十一月 二十 八日 勅して 謚 號見眞 大師を 賜 ふ、 (本願 寺聖 
人 親鸞 傳繪 、宗祖 嘆德 文、 高 田 正統 傳 、高 田 三祖傳 、本願 寺 
通紀 、宗祖 世錄 、門跡 傳 、本願 寺系圖 、眞宗 寶璽傳 、本願 寺 
由緖 記、 大谷 畧譜 、本山 寺 誌、 眞宗 興隆 緣 起" 善 信 聖人 傳繪 
鈔 、聖人 傳照蒙 記、 御傳鈔 視聽 記、 叢林 集、 眞宗 假名 聖敎、 
眞宗 法要" 眞宗 法要 拾遺、 淨土眞 宗敎典 志、} 

〔考〕 以上 後 低の 傳記を 參 酌して 一 篇 となした るの み、 眞宗 
諸派に 傳 ふると Z1 ろ 相 一致せ すして、 各 一家の 傳 として 固 
執せ う、 高 田 派專修 寺には、 親鸞 上人の 高弟 眞佛 顯智の 記録 
し ^ る もの あう ^ 6 と 云 ふ も， 今は 傳はら す、 僅 R 正 德五年 
R 良 空か 編せ る 高 田 正統 傳 R 引用せ ると 乙ろ R ょうて 窺 ふへ 
し、 然れ ども 高 田 正統 傅は、 主として 本願 寺の 傅を 破 却 せん 
とし ^ る ものな れは 、其眞 佛顯智 等の 記録な $ として 引用す 
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る もの も、 故意に 筆を 加へ / 2 る 所 あ-^ て | 々信 凴 しかたし、 
本願 寺に [0[ 宗昭の 本願 寺 聖人 親鸞 傳 繪二卷 、光玄の 宗祖 嘆德 
文 一卷等 あう、 是 等は 古く 傳ふ ると 乙ろ なれ ども、 共に 專ら上 
人の 靈德を 讃揚 せんとした る もの なれは、 修飾 R 過き て 事實 
を 誤る と 乙ろ あ 6、 佛 光寺 錦 織 寺 等の 傳 あれと も、 畢章 眞佛顯 
智宗昭 光玄の 記錄を 出て 3 るな 6、 今は 以上の 諸 傅、 其 末 註 
幷に諸 書に 散見す ると 乙ろ を 參 照し、 一家の 傳に偏 せ さらん 
左を 務め y2 れ とも、 時 R 余 か 見る と 乙ろ R ょうて 取捨を 加へ 
y2 う、 師か 出家 修學 R 關して 、高 田 正統 傳 、高 田 三祖傳 極めて 
詳密なる も 一々 取るべからず、 源 空 上人を 問 ふ 年 時に 關 し、 
宗昭 の傳繪 には 建 仁 三年と あれと 7P、 元年の 誤な う、 視聽記 
等に 辨す るか 如し、 九 條關白 兼 實の女 玉 日を 娶る年 時に 關し 
て、 傳繪 R は 建 仁 三年と し、 正統 傅には 建 仁 元年と なせう、 
是非 容易に 判し 難しと 雖 、正統 傳に師 が 頂 法 寺の 觀世 音 R 參 
籠せ る 年 時 等 R 關し て辨 すると 乙 /) に 依 6、 乙れ を考 ふるに" 
其 源 空 上人を 問 ふたる 同年に して， 元年な*^ と 云 ふ 方 事實に 
近 かるべし、 九 條關白 兼實の 女な 6 と 云 ふに 關 して 亦 異說あ 
う、 一說 R 藤 原 氏の 系圖に 依れ « 、 兼實に 九 男 一女 あ 6、 其 

I 女は 宜秋 門院 任 子 即ち 後鳥羽 天皇の 中宮な う* 兼實に 玉 日 

と 云 ふ 女な しと S ひ、 其 兼實の 女と 云 ふ さ を 事實に あらす と 

なし、 且つ 玉 日惠信 尼は 全く 別人 R して、 惠信 fg J fi ® の 後 配 

た 66 となす もの あう、 是 等の 事は、 史傳備 はら 3 るを 以て、 

全く 明瞭なら す、 姑く 古く 傅 ふると Z1 ろに 隨 ひた6、 而して 

玉 日 惠信尼 同人と 云 ふ 乙と 亦 古くよ 6 傳ふ ると 乙 ^ な 6、 光 

闡房兼 順の 反古 裏書 R Z: れを 明瞭 R 記せう、 且つ 建 曆二乐 の 

、ンン(親)ラ 


頃師の 一女 か 信 濃： ^ 於て 出生せ るを 以て 見る に、 其 母た る惪 
信 尼 か 常 陸眞岡 城主 三 善 爲敎の 女 朝姬に して 師か 未 7^2 常 陸に 
入ら S る 前 師の後 配と な 6 たうと いふと 信用し かたし、 故 ic 
今 姑く 玉 日 惠信尼 同人な うと s ふを 取る、 師勅免 後の 事 R 關 
して 建 曆二年 快 賢 僧都に 迎 へられて 常 陸に 入うた $ と S CA 、 
一た S 京師に 上 6 再； 3 常 陸 小島の 郡 司 武弘の 請に よ 6 東 下し 
穴 6 とい a 、 古よ 6 二說ぁ $、 今は 始く 宗昭 の傳繪 •兼 順の 反 
古 裏書の 說に 依う、 越後よ 6 常 陸に 入うた 6 と s ふを 取る、 顯 
淨土眞 實敎行 信證文 類の 製作 年 時に 關し て、 元 仁 元年な うと. 
云 a 安貞 二 年な 6 と 云 CA 、 嘉顧 二年幷 R 同 三年な うと 云 ふ、 然 
れと名 其 實元仁 元年 R 製作し、 其 後 再三 修 治した る ものな. CN、 
是 等の 事 一々 考證を 要し 尙其餘 考證を 要する 事甚犮 多し と雖 
煩雜 に涉 るを 以て 省略に 附 す、 

シン キ眞機 ii s 〔黃檗 宗〕 山城 宇治 萬 福 寺 三十 五 
代な う、 眞機 字は 獨唱と 云 ふ、 筑後柳 川の 人、 俗姓 花 岩 氏な 
-CS、 出家して 黃檗宗 R 歸 し、 富 峰 如 嶺の法 を嗣 く、 明治 三年 
十一月 朔黃榮 山 主と なう、 一 住 四 年に して 退く、 明治 廿二年 
正月 十七 H 塔 頭 別 峯院に 寂す、 壽七 十五、 (黄 檗山歷 代表} 
シン キ？ 眞敎 ーム S 〔時宗〕 相模當 麻の 僧な う、 
眞敎は 心 阿と 稱す 、京師の 人な う、 嘉禎 三年を 以て 生る、 稍 
長して 出家し、 鎭 西辨圓 上人の 弟子と なう、 後、 建 治 三年の 
秋一遍上人に値ぅて法義を問答し1大に感悟するところぁ6、 
轉して 時宗に 歸 し" 上人の 法 化を 助けて 四方 R 遊行す、 上人 
示 寂の 後、 正應 二. 年 九月 三日 時宗 第二 祖の法 位を 繼 く、 元應 
元年 正月 廿 七日 相模當 麻 R 寂す、 壽八 十三、 著作、 大鏡集 十 


シン (眞) キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 七: S) 


シンー, 眞 ) シ ー  i 


卷 、他 阿 上人 法語 七卷 、三 心 料簡 義 、安食 問答、 元祖 上人 發 
心 記、 道塲 誓文、 各 一卷ぁ 6、 ( 淸淨 光寺 記録) 

シン シ 3 1 眞證 il HS 〔眞宗 〕 伊勢 智惠 Tie 院の 住持 
f、  眞證 一名は 公報と 云、 號は一 佛乘院 と 云 ふ、 左大臣 
藤 原 公 胤 五世の 孫な 6、 西 園 寺 左大臣 致季の 猶子と なう、 高 
田 派 本山の 院 家智惪 光院に 住す、 第 十八 代 法主 圓遵 上人の 師 
範 とな 6 、法 印 權大 僧都に 任せら る、 寶曆 十二 年 九月 十四日 
寂す" 壽 五十六、 (眞岡 湛海氏 返信) 

シン チ 眞智 1  一一 一 V 12 〔眞宗 〕 伊勢 一身田 専修 寺の 第 十 
一代な 6、 眞智は 後柏原 天皇の 第三 子な う、 親王と なう" 常 
磐 弁 宮と稱 す、 永 正 七 年 六月 專修 寺に 入室し、 第 十代 法主 眞 
惪 上人の 法嗣 となう、 同 九 年 十. 一月 甘 四日 勅を 拜して 第 十一 
代 法主と なう、 翌年 十月 廿 六日 紫 衣 參內を 許 3 る、 大永六 年 
專修 寺を 其 男應眞 R 讓うて 退隱 す、 天 正 十三 年 七月 四日 越 前 
國熊 坂 R 寂す、 壽八 十二、 喜雲院 宮と稱 す、 (眞岡 湛海氏 返 
信} 

シン ビヤ ク 5具白二晒 ^ 1:黃榮宗；1山城宇治萬福寺1一千 

八 代な 6、 眞白 字は 梅 岳と 云 ふ、 美 濃 武儀郡 八 神 村 深 川 氏 

の 子な う、 出家して 黃檗宗 天外 如 空の 法を 嗣 く， 文化 十 年 五 

月黃 .檗山 主に 進み、 一 住 二 年 R して 文政 十二 年 九月 十五 日 寂 

す、 壽六 十五な 6、 ( 黃 檗山歷 代表) 

シン £ヨー 眞明一 一 J ^l 〔黃 檗宗〕 山城 宇治 萬 福 寺 三 

十代な う、 眞明 字は 獨 旨と 云 ふ、 長 門下 關の 人な 6、 出家 

して 黃檗宗 金 成 如鐵に 師事し、 其 法を 嗣 く、 天 保 九 年 黃檗山 

主 R 進 む、 同 十 年 四月 二十四日 寂す、 壽六 十五、 (黃檗 山歷代 


シン (森、 審 、晋) 


表) 

シン コ ク森谷 フゴン 普嚴を 見よ" 

シン 3 森 寒 (==> ゲブグ 還 愚 1: 見よ、 

シン ヨ森寒 11  レキ テソ歷 天を 見よ、 

、ン ン ガン { 番甜歐 ショ— ナツ 正 察を 見よ、 

シン シヨ— 審祥 5 : §: 華 嚴宗の 開祖な う" 審祥は 
新羅に 生れ、 夙 R 出家して 唐に 遊び" 賢 首 大師 法藏に 就きて 
華嚴 宗を傳 ふ、 天平の 頃來航 して 大安 寺に 留 る、 而も 其 名 未 
だ 聞えず、 時 R 良辨華 嚴宗を 興さん とし、 偶 夢中に 元 與寺嚴 
智 の同經 R 通ず るを 知う、 就きて 問 ふ、 嚴智 答へ て 日 ふ、 吾 
名は 嚴智 なれ ども、 心は 嚴智 ならず、 新羅 學生 大安 寺 審祥大 
德 、是 れ實 に嚴智 なう、 大德を 請 じて 華 嚴を講 敷すべし、 と？ 
良辨大 に 喜び、 審祥を 問 a て 事情を 陳 ず、 審祥辭 して 出で ず、 
再三 懇請す る も 出て ず* 良 辨是に 於て 奏聞す、 仍て勅 請 ぁう、 
審祥遂 R 同 寺を 出で ゝ 天平 十二 年 十月 八日、 金 鍾道塲 に 於て 
華 嚴經を 講ず、 慈訓、 鏡 忍、 圓證 、其 複師 となう、 京 城の 名 
僧 高 德皆聽 衆と なる、 開講の 時 上 R 紫雲を 現し、 春 B 山に 1: 
覆し と s ふ、 天皇 感嘆した ま a 、 綵帛 一千 餘疋を 施し た 
まふ、 皇后 並に 公卿 以下 皆 檀囉を 施す、 三年に 1: 6、 同 十四 
年 R 滿講 す、 審祥 同年を 以て 寂す、 世 壽法臘 共に 詳 ならず、 
(三 國佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 東大寺 別當 次第 R 華嚴經 開講 日を 七月 八日と し、 本朝 
高僧 傳には 臘月 十八 日と す、 今は 傳通緣 起に 依るな 3、 

シン ア 施 日 阿 ギョ 丨ヵィ 行 誡を昆 よ、 

シン カイ 1 日 海 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 高 雄 山 法身 院の 


(九 七 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


僧正な 6、 晋海 字は 守理 、京 郡の 人、 俗姓は 淸原 氏な う、 
幼に して 高 雄 山 法身 院に 入る、 旣に して 出家 受學 し、 兼て 外 
學に 通ず、 仁 助 和尙に 就きて 傳法灌 頂を 受け、 大毘廬 心 印を 
附 せらる、 德 川家康 深く 師の道 風に 歸 依し、 土地 三百 石を 供 
して 寺產に 充て、 且つ 附近 三 里程の 山林 樹木を 以て 大伽 藍修 
構の 料と なす、 是に 於て か 神 護 寺の 舊廢糎 然として 興る、 寂 
年 及 a 壽缺 く、 (傳燈 廣錄) 

シン オ ー 辰應 

シヨ ー ィソ 性 寅を 見よ、 

シンり ヨ t 辰亮； 5: ^:: 〔淨土宗〕京都雙林寺の僧な 
P,  辰亮は 月 峰 又は 菊 澗と號 す、 京都 東 山 雙林寺 長 喜菴に 
住す、 大雅 を 師 として 書を 學び 、其 遺風を 繼 ぐ、 天 保 十 年 十 
一月 九日 寂す (扶桑 書 人傳) 

シン ア 4- 阿 マン クー滿 空を 見よ、 

ンンケ ー 秦冏； j £: A: 〔淨 土宗〕 下野 弘經寺 五十一 代な 
〇、 秦 冏は寶 蓮 fi 笑譽即 阿と 云 ひ、 字は 白 純 號は梅 痴と云 ふ 
阿波 眉 山の 人、 出家して 佛 儒の 學に 通し、 殊に 詩 名高し、 天 
保 十二 年 九月 幕府の 命に よう 弘經 寺に 住し、 弘化 三年 十一月 
再 ひ 幕府の 命に よう 飯 沼の 弘經 寺に 轉し 、天下の 文人墨客を 

延き相 交れう、 大沼枕 山、 小 野 湖山 等 皆 一時 其 寺に 流 寓し犮 

う、 安政 五 年 九月 九日 寂す、 壽缺 く、 (弘經 寺 返信、 湖山 樓詩 

屛 風} 

シン、 V ユー 愼終 c . ) 〔曹 洞宗〕 因幡 讓傳寺 第一 代 

なう、 愼終 字は 南壽 、石 見の 人、 初め 覺隱永 本禪師 に參し 

て 因幡 ic 到る、 郡 主 某 化に 歸し 、讓傳 寺を 開き 請 じて 主たら 

しむ、 後、 關雲 寺に 住せし が、 復 /2 讓傳 寺に 歸之某 年 寂す、 

シン (辰、 身、 秦 、愼) 


壽 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シン スイ 針 水 ii IK 〔眞宗 〕 肥 後光 照 寺の 住持な 6、 
針水號 は鬱潭 、俗姓は 原 口 氏、 初の 名を 得慶と $a、 後 今の 
名に 改む 、文化 五 年 八月 三日 肥 後 國山鹿 郡 內田村 光照 寺に 生 
る、 同 寺 第 十 R lf 助敎密 道の 第 六 子な 6、 四歲 にして 母を 喪 
a 、 繼 母に 養は る、 父 及 ひ 叔父 顯 明の 薫陶を 受け、 幼ょ 6 父 
ょ$宗 學の 傍華嚴 天台の 學を 修め、 叔父ょり 法相 因 明の 義を 
聞き 廿二歲 始めて 遊 方を 試み、 慶 恩、 都 西、 到 徹等諸 匠の 講 
席に 遊 a 、 後、 曇 II に 博 多 萬 行 寺に 諧 し、 其 行 信の 說に 服し、 
遂に 社中に 加 6、 爾來十 年間 函 丈に 侍し、 宗 乗の 硏究を 怠ら 
ず、 兼ねて 國學を 傳 習す、 曇 寵の沒 する に 及びて 鄕里 ic 歸へ 
$、 父 叔父と 共に 鼎立して 講 學に從 事す， 四方の 學 徒名を 聞 
きて 雲集し、 寮 舍數々 狭隘を 吿 く、 弘化二 年 七月 得 業に # 6、 
翌年 助敎に 進む、 文 ^ 二 年長 崎に 遊 ひ、 外 敎師に 就きて 耶蘇 
敎の 大意を 學 ふ、 慶應 三年 司 敎に遷 つる、 明治 五 年 朝廷 敎導 
職を 置く、 師中 講義に 補せられ、 尋ぎて 大 講義に 遷つ る、 翌 
年勸學 職に 登ぅ、 十五 年 權中敎 正に 進 〇 、 廿二年 請 a て 員外 
となる、 廿六年 五月 浴 湯の 際失蹈 し、 遂に 病を 作す、 月を 越 
えて 漸く 篤し、 法主 特に 病床に 臨みて 慰問 せらる、 特に 院號 
を 與へ昆 敬 院と云 ふ、 中 品の 尊號を 與 .へて 一生の 功勞を 賞せ 
られ 、十二 日 寂す、 十四日 山 費を 以て 大學林 講堂の 西に 葬式 
を 行 a 、 花 山に 火葬す、 生前 安居の 講師を 勤む る Z: とは、 明 
治 二 年 正 像 末 和讃を 副講 し、 八 年 本講大 阿彌陀 經を講 し、 十 
六 年 本 講易行 品を 講 し、 十九 年本講 入 出 二 門偈を 講 し、 廿三 
年別 講 安樂 集を 講 し、 廿四年 本 講觀念 法 門を 講 し、 前後 六 回 


シン (針) 


書辭 名人 家佛本 


H 


(〇八 四) 


シン (湊 、新、 震) fv 深〕 ウ—ガ 


の 多き に 及へ う、 著作 四 恩 辯一卷 、タノ ムタス ク 玉へ 兩語考 
二卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

シン FI ii 道 ジヨ- シヨ-常 照を 見よ、 

シン ラ 新羅 ジッゼ ン實禪 を 見よ、 

シン^ Iff—  1| 辰^^  夕— シ rl  >  景 春 ^ 見よ、 

ジン ウ 深 有 (一一 〇ーニ ) 〔眞言 宗〕 近 江 長 尾 山寺の 僧な 
6、 深 有 字は 覺然 、俗姓は 千 葉 氏、 下總の 人な う、 十五 歲 
に して 京都 R 登う、 支 慧法 印に 就て 天台 敎を聽 き、 河 東 寺 虎 
關和 尙を拜 して 禪錄を 問 a 、 醍醐 寺に 牲て小 野廣澤 二流の 祕 
奧を 傅へ、 文 和 元年 大和 忍上嶽 R 上う、 一千 日を 期して 求 聞 
持 法を 修 す、 後、 近 江 長 尾 山寺 R 住し" 某 年 十二月 四日 寂す、 
壽八 十五、 (本朝 高僧 傳) 

ジン X シヨ ージユ 正 受 を 見よ、 

ジン エン 深 圓 ( . 〕 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧な 

う， 深圓 は內 大臣 法 印と 號 す、 後三條 入道 公 親の 子、 或は 
入道 太 政 大臣 實 重の 子な うと v' ふ、 詳傳 なし、 (仁 和 寺 諸院家 
記) 

ジン オ！ 深應 jj  一一 一 ^ 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山行樹 院の權 

僧正な う、 深應 俗姓は 財 河と S ふ、 加 賀守大 江 光重の 子な 

6、 前 法務 大僧正 源 雅の嫡 傳を受 けて 三十 六祖 となう、 權 僧正 

に 任す、 天 正 元年 七月 七日 寂す、 壽八 十五、 付 法 三人、 雅嚴、 

義 堯と稱 し、 他 一人は 見ぇす、 (續 傳燈 廣錄) 

ジン オン 深 一 H 日 シヨ S ヨ聖譽 を 見よ、 

ジン ガイ 深海 シュー カ  イ周 海を 見よ、 

5> ンガ ク深覺 5? o- SE 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な CS、 


ジン (深) キ—ク 


深覺は 藤 原 師輔の 子、 尋禪の 弟な う、 寬朝 僧正に 師事して 秘 
密灌 頂 1: 受け、 寬忠 僧正に 就て 益々 請 益し、 京都 禪林 寺 R 住 
し、 當 時勸修 勝算と 共に 瑜珈の 三 傑と 稱 せらる、 正 曆應德 中 
東大寺の 寺務に 補す る 乙と 三回、 長 保 五 年 東 寺の 長者と なう、 
權少 僧都 R 任す、 長 和 元年 櫂 僧正に 轉し 、幾何なら ずして 諸 
職を 解き、 高野山 R 隱れ 、同 五 年 無量 壽院を 靱 す、 寛仁 元年 
復 長者と なる、 治安 三年 大僧正 R 昇る、 雨を 祈 6 て 靈驗あ 6 、 
長 元 四 年 諸 職を 辭 し、 六 年長者と なる、 長久 四 年 九月 十四日 
寂す、 壽八 十九、 (本朝 高 惊傳、高野春秋) 

ジン キヨ ー ボ •— 深慶 一!^ シユ 丨ォ I 秀翁を 見ょ、 

ジンク ^ ィ深快 (一九 五八) 〔眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 
6、 永 仁 六 年 五月 東 寺の 長者 R 任し、 同廿 八日 權 僧正に 進み、 
十一月 三日 寺務 とな 6、 同 十五 日 護持 僧と なる、 寂年缺 く、 
(東 寺 長者 補任) 

ジンクワン深寛一 ^ が〔眞言宗〕京都東寺の長者なう、 
深 寬は仁 和 寺 菩提 院の 行遍 僧正に 師事して 傳法灌 頂を 受け、 
五智 院 R 住して 密行の 名 あう、 文應 元年 勅 ic ょ 6 權大 僧都 R 
任し、 弘 安五 年 冬 東 寺の 長者 R 補し、 七 年權 僧正 R 進み、 九 
年 正 僧正と なる、 弘安十 年 正月 十七 B 寂す、 壽六 十二、 (東 寺 
長者 補任、 本朝 高僧 傅) 

;ジ ンクワ ン深觀 j is ハ 〇- 〔眞言 宗 S 都 東 寺の 長者な 
う、 深 觀は華 山 上皇の 子な々、 幼に して 落髪し 上皇 R 就て 
密灌 を禀 く、 後深覺 大僧正に 從つて 傳法灌 頂を 承く、 長 元 四 
年敕 して 權少 僧都に 任ず* 長曆 元年 東大寺を 領し 居る こと 十 
四 年、 長久 四 年 冬 東 寺の 長者と な， リ 、尋で 大僧正に 昇 6、 永 


(一八 四） 


本辭 名人 家佛書  日 


承の 初め 寺務を 補す、 二 年 七月 大旱師 雨を 祈うて 驗 あう、 五 
年 六月 十五 日 寂す、 壽 五十、 へ 本朝 高僧 傅) 

ジン ケン 深 賢 •一. ^; •一 •〔眞言 宗〕 山 域 醍醐 山地 藏院の 開 
山な $、 深 賢は 按察法 印と いふ、 初め 淨林院 を 營みて 居う、 
後地 藏院を 建て 金剛 王院 聖賢の 室に 入うて 灌頂を 受 く、 建 保 
三年 九月 九日 遍智 僧正の 門を 叩きて 職位傳 法を 受け、 弘長元 
年 九月 十四日 寂す、 壽缺く  •著作 秘 藏記鈔 、實 皈鈔、 秘鏡鈔 、 
普賢 延命 記、 五大 虚空 藏 記、 法 輪 印 勘 文 •光 菩薩 印 勘 文、 後 
七日 記、 灌頂 記、 灌頂 私記、 高 野 雑記、 各一卷 あう、 附法雅 
西 あう、 (績傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

ジン ケン 深 ー ハ 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四十 
七 代な う、 深 賢 字は 卓 全、 俗姓は 杉 本 氏、 近 江 淺井郡 今 西 
村の 人な 6、 歲甫 めて 十一 歲 、州の 坂 田 郡長 濱 八幡 山 內龍存 
院深 盛に 投じ •寬政 三年 正月 二十 六日 薙髮 受戒し、 四 年 四 度 
の 加 行を 修 す、 五 年 三月 元榮 大阿闍 梨に 傳法灌 頂を 受け、 八 
年豐 山に 掛 錫し、 能 化 法 住僧 正に 謁す、 時に 師十七 歲な 6、 後、 
珠光 月輪 兩院に 遷 任し、 天 保 四 年 高祖 大師 一千 年 遠 忌に 當る 
を 以て、 闔山 力を 盡して 大 曼荼羅 供 並に 結緣灌 頂を 修し 、師 

其 幹事と なる、 翌五年 能化榮 明の 命に ょう、 三十 九 箇條の 

許狀を 帶 び、 本願 院に轉 じ、 居る Z: と 十二 年、 時に 弘化二 年 

六月 二十 七日 幕府の 命を 蒙 6、 江戸 根 生院に 住し、 二十 六 代 

となる 翌 三年 十月 十六 日擢で られて 遂に 豐山能 化 職に 補し、 

十二月 進 山の 式を 行 ひ 翌年 權僧 正に 任ず、 在職 六 年 嘉永四 年 

七月 十三 日 寂す、 壽七 十六、 (新義 眞言 宗 史料) 

ジン ゲン 0^  H  I ミヨ I 榮 明を 見よ、 


ジン シキ 深識ジ  ッシ ョ丨實 掌 ^ 見よ、 

ジン；、 シヨ 深 助 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 圓融 寺の 學 僧な 

う、 深 助は 耷助 法師の 弟に して 圓融寺 寶蓮院 等の 別當 とな 
る、 寂年缺 く、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

ジン シ 3 1 深 性  i  尬 P  〔眞言 宗〕 京都 六 勝 寺の 檢 校な 
う、 深 性は 後深草 院の第 六 子、 建 治 元年に 生れ 弘安十 年 出 
家し、 正 應二年 受戒し、 永 仁 二年灌 頂す、 仝 三年 六 勝 寺の 檢 
校に 補し、 及 a 寺務に 任じ、 同 五 年 綱 所を 賜 ふ、 正 安元 年 六 
月 七日 寂す、 壽廿 九、 ( 仁 和 寺 御 傅) 

ジン シヨ 1 深聖 ジブ ショ- 尋淸に 同し、 

ジン ジョ ー 深乘  ォーシ ョ— 應昌を 見よ、 

ジン タイ イン 柴謙院  H ゥブ慧 雲を 見よ、 

ジン £ 3 1 イン 深妙院 ショ- ク ユ 正受を 見よ、 

ジン ョ深譽 H  ンチ圓 知を 見よ、 

ジン m  '深 寒 口* ゲ > レキ 源歷を 旯 よ、 

ジン 3 深 寒 J=l n ホ 丨 孤峰を 見よ、 

ジン ヨ 深 寒！！ ゼン テ ー全貞 を 見よ、 

ジン 3 深 m- 一！！ T3* ソサ ッ傳 察を 見よ、 

ジン 3 梁 擧ー ドン ャク吞 益を 見よ、 

ジン レ ー 深 勵二 _初£  〔眞 宗〕 越 前金 津永臨 寺の 住持な 
う、 深勵 字は 子勗 、號 は龜洲 、一に 垂天 社と いふ、 天性 敏 
捷甫 めて 六歲に して 善く 三部 經を 誦し、 九歲に して 粗 ほ 一端 
を 悟る、 播 磨の 隨慧に 就きて 學 習し、 越 前の 永 臨 寺に 住す、 
旁ら 顯密 二敎を 究め、 寬政 三年 六月 宣明 と共に 擬講 とな 6、 
入 出 二 門偈を 講 し'  五 年 夏 進みて 嗣講 となうて 往生 論 註を 


ジン (深 7 ゲ 


ジン (深) i/ _ 3 


書辭 名人 家佛本  日 


【二八 四） 


ジン (尋) 力 


ジン (尋) キー於 


講 し、 六 年 六月 二十 二日 講師と な 6、 香 月 院と號 し、 爾後 宗 

學の 興隆を 期し 講義 R 力を 盡 す、 同年 玄義 分を 講ず、 以後， 累 

年 定善義 、散 善 
義 、正 信偈 、愚 
禿鈔 、淨土 和讚、 
高僧 和讚、 正 像 
末和讃 、安樂 集、 
大經 、文 類聚鈔 、 
阿 彌陀經 、選擇 
集、 淨土論 註、 
觀無 -t 壽經 等 ？: 
順次 講說 し、 文 
化 十二 年 R 至 
る、 同 十四 年 七 
月 八日 永 臨 寺に 
て 寂す、 壽 六十 

九、 遺骸を 寺 後に 葬む る、 師博 覽多識 にして 內外の 書 讀ま S 

るな し、 而 して 皆宗乘 研究の 資料に 供す 東 本願 寺 高倉學 寮の 

學 風師に ょぅて 大成した ぅ (碑文、 眞宗 史料) 

ジン ガイ 尋海.  一. : A ! 一 : A 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 傳法院 十一 

代 座主な 6、 尋海 初め 寶譽と SS、 字は 肥 後阿闍 梨と稱 す、 

隆海 法師 R 從 S て灌 頂を 受け、 建 久四年 八月 七日 重ねて 寂 光 

院 に 登う" 覺 尋に灌 頂を 受 く、 時 R 二十 六歲 なう、 後， 傳法 

院 座主に 任し、 付 法の 弟子 覺禪房 海の 二人を 出 穴 す、 著作 傳 

流小卷 六十 七卷 あう、 (傳燈 廣錄) 


ジン キ ml 尋慶. 一 i: ハ A: (淨 土宗) 山城 二 尊院の 僧な 
う、 尋慶 字は、 理覺 、關 白九條 公の 子に して 正覺睿 澄に 師 
事して 淨土敎 を 修め、 京都 二 尊院に 住し、 龜山 後宇多 二 帝の 
戒師 となる、 延慶 元年 正月 二日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 
ジン サン 尋算 ^A f ハ 1 ハ 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
う、 尋算 字は 動 性と 云 ふ、 出家の 後圓律 支に 師事して 其 法 
を嗣 き、 嘉 元の 初め 招提 寺に 住し、 德治 元年 二月 佛涅槃 の 日 
寂す、 壽七 十九 (本朝 高 ft 傅) 

ジン シヨ ー 尋淸一 -ti yy  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧都な 
う、 尋淸 一に 深 聖に 作る、 俗姓は 藤 原 氏、 右京 太夫 遠 光の 
次子、 關白兼 通の 孫、 延尋 僧都の 弟な う、 勸修寺 雅慶の 室 R 
入うて 出家し、 傳法灌 頂を 受け、 廣澤 流の 心 印を 傳 ふ、 去 6 
て 東大寺 及 a 遍照 寺の 別當 に舖 し、 小 ノ 僧都に 轉 す、 小 野所傳 
の 仁 海の 法を 扣き大 僧都に 任し、 高野山に 登うて 十一 代 座主 
となう、 永 承 六 年 六月 十八 日 寂す、 壽歃 く、 (傳燈 廣錄) 

ジン；、 ン ml 尋靜 ( . ) 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な $、 

尋靜 俗姓 不詳、 出家して 覺惠 律師の 門に 役し、 後、 楞嚴院 に 
住す、 性 慈善に して 人 來れば 先づ飮 食を 勸む 、十四 年 山門を 
出です， 晝は 金剛 般若 經を讀 み、 夜は 阿 彌陀佛 を 念す、 修す 
る 所の 種々 の 善根 唯 極樂牲 生を 期す、 行年 七十 三に して 病 R 
臥し、 弟子に 命 t て 三時 念佛 三昧を 修せ しむ、 命 終 R 臨みて 
正 念 R して 面面 合掌して 寂す、 (牲生 極 樂 記、 本朝 高僧 傅、〕 

ジン ゼン 尋禪 ( . 〕 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 

う、 尋 禪は禪 僧と な 6、 文才を 以て 有司に 任ぜら る、 晚年 
に 及び 世務を 厭 a 再び 僧と な 6、 金剛 峯 寺に 留まうて 蓮 社の 


(三 八 四.） 


書辭 名人 家佛本  日 


業を 修 す、 寂 年 及 壽 欠く、 へ 本朝 高僧 傳、 高 野 往生 傳} 

ジン セン 尋禪 jj so OH 〔天台宗〕 iLr 江 延曆 寺の 座主な 
う、 尋禪は 藤 原 師輔の 第 十 子な り、 比 叙 山 座主 慈惪の 弟子 
とな 6、 顯密を 究め、 靈感 多し 冷泉 帝 不豫の 時、 師 加持して 
平癒す、 天 延二年 一身 阿闍 梨と なる、 天台 僧徒の 此職 は師に 
始爻 るな 6、 天 元 四 年秋權 僧正に 任し， 永觀 三年 延曆 寺の 座 
主に 舖 す、 永祚二 年 印を 解きて 飯 室に 隱遯 し、 正曆 元年 二月 
十七 日 寂す、 壽四 十八、 寬弘四 年 勅して 慈 忍と 謚 す、 へ 天台 座 
主 記'  元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ジン ユ ー 尋祐 ( . ) 〔 . 〕 和 泉 松 尾 山寺の 僧 

f  尋祐は 河内 國河內 郡の 人、 脫 俗の 後 和 泉 國松尾 山寺 
に 住し、 常に 阿 彌陀佛 を 念誦し、 兼ねて 佛 印を 修 す、 行年 五 
十有餘 、正月 一日 自ら 頭痛と 稱 し、 戌 刻ょ 6 亥 刻に 至う、 大 
光明 あう、 普く 山中を 照す、 草木 枝葉 悉く 分明に して 畫日に 
異ならず、 期 {C 至うて 寂 すれば 大 光明 漸く 減した うと 云 ふ、 
(往生 極樂 記、 本朝 高僧 傅) 

ジン エ 神 * (一 五 五 〇) 〔天台宗〕 近 江梵釋 寺の 僧な 6、 
神慧は 天台宗を 學 S、 羯磨に 通す、 寬平二 年 四月 八日 禁殿に 

灌佛會 を 修す るに 方 6、 師之に 先ち て 白檀の 四天王 像を 造う、 

上表して 之を 獻す 、詔して 天皇 梵釋 寺に 遊 ひ / a まへ る 時師供 

を 辨し 行を 迎へた る勞を 賞して 大 威儀 師に 任す、 寂 年 及 ひ 壽 

歃く 、(本朝 高僧 傅) 

ジン ェ ー 神叡 Y Ii -t: 〔三論 S 大和 元 興 寺の 僧な 6、 

神 叙は 唐の 人歸 化して 元 興 寺に 留る、 三論 法相 華 嚴に兼 通す、 

養老 X 年 七月 廿 一日 律師に 任せら る、 天平 元年 十月 七日 少僧 


ジン (尋 、神) 


都に 任せられ、 大安 寺の 道 慈と 並びて 道# 高く 釋門 の二秀 と 
せらる、 封戶 五十戶 を 賜は る、 天平 九 年に 寂す、 (績 日本 紀、 
七大寺 年表、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ジンゴ！ 神 興 55 P  〔眞宗 〕越 前 南 條郡金 相 村 M 念 寺 
の 住持な 6、 神 興 初の 諱は界 雄、 老 南と 號 す、 俗姓は 南條氏 、 
賵 嗣講德 母院良 雄の 長子に して、 文化 十一 年 八月 十五 日 越 前 
南條 郡金粕 村に 生れ、 文政 十一 年 父の 後を 承け て 憶念 寺の 住 
職と なる、 後、 紀伊三 河に 遊歴して 餘乘を 學 ひ、 雲 華 院大含 
講師の 門に 入うて 宗乗に 心を 潜め、 弘化以 後 越 前に 在うて 宗 
乘餘 乗を 講 し、 安政 元年 以後 唯 識三類 境 選， 嬰， 俱舍 論、 義林 
章を 高 倉學 寮に 講す •慶應 元年 五月 二十 九日 年 五十二に し 
て擬講 となうて 五會 法事 讃淨土 論を 請し、 明治 四 年 九月 嗣講 
に 進みて 玄義 分を 講 し、 又 二等 學師 となうて 散 善義を 講 し* 
十一苹 十一月 一等 學師 となうて 愚禿鈔 •無量 壽 經を講 し、 十六 
年 五月 講師と なうて 後 淨土文 類聚鈔 を講 し， 同年 十二月 少敎 
正に 補して 學事 顧問を 兼ねて 學 寮總監 とな 6、 往生 要 集、 牲生 
論 註を 講 す、 二十 年 一月 京都に ぁ-^ て 中風 症に 罹^'、 六月 二 
十八 日 新法 主 親しく 病床を 訪 a て 慰 論 せらる、 同日 午後 八 時 
三十 分 寂す、 壽七 十四、 雲澍 院と號 す、 (碑文， 眞宗 史料) 

ジン シ 神 子  H  I ソン 榮尊 を 見ょ、 

ジン タイ 神泰 ( . 〕 〔三論 宗〕 奈良元 興 寺の 高僧な 

6、 神泰は 俗姓 不詳、 福亮 R 師事し、 元 興 寺に 住し、 三論 
を 講敷 す、 智藏と 名を 齊 うす 示 寂の 年 時歡 く、 弟子 宣融 ぁう、 
(本朝 高僧 傅} 

ジン タイ 神 il ( . 〕 歌 法 帥な 6、 神 退は 近 江 溢 


ジン 〔神) コ| 夕 
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?ンン( 諶) n 


賀の 人 R して 頗る 和歌 R 巧な 6、 古今 集雜 部に 一首を 收む、 
(古今 集 目録) 

ジン ニ チ 神 日 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 愛宕山の 僧な 

$、  神 日は 愛宕山 白雲 寺に 住し、 律師と なる、 故 R 白雲 上 
綱と 云 ふ、 廣澤の 延性の 法を 受く 、(一  說 法皇の 附 法と 云 ふ、} 
醍醐 山の 法を 加 ふ、 寂 年月日 詳 ならす、 著作、 金剛 九 會圖、 
五 秘密 念誦 次 弟、 灌頂 式、 各 一卷あ 6、( 傳 燈廣錄 、諸 宗章疏 
錄) 

ジン ヨ 神# 一一!  マンシュ ー滿 秋を 見ょ、 

ジン ヨ神寒 1=1 レ—、、、 ョ丨靈 妙を 見ょ、 

ジン リユ ー 神 龍 ( . ) 〔曹洞 宗〕 安房 長 安寺の 僧な 

う、 神 龍 字は 大雲 •亘 天要播 に參 し、 其 寂す るに あ ^ 6 衆 
請に 依り 席を 補して 安房 長 安寺に 主と なる、 晚年法 嗣 齡山曆 
壽 に法を付し出て、終ると乙ろを知らす、(日本洞上聯燈錄) 
シンコ ー 諶厚 gi 普 〔天 S ホ〕 下野 滿願 寺の 僧な 6、 
諶厚 號は樂 只、 又は 掣龍 子と 云 ふ、 父は 藤 井穀昌 、母は 小 泉 
氏、 天 保 五 年 正月 二十 五日 信 濃の 長 野に 生る， 幼に して 出家 

の 志 あう、 父 R 強請して 其 許を 得、 日光 山 護 光院第 十二 代大僧 

都諶貞 に 師事す， 藎し諶 貞は 師の 叔父な う、 弘化二 年 十三 歲 R 

して 四 度の 加 行を 修了し、 嘉永 元年 奥山 實行 院大 僧都 觀海に 

聲 明を 受け、 同 三年 三部の 灌 頂を 受け、 迅疾 金剛と 號 す、 當時 

の 碩學隆 頂 律師の 門に 入うて 天台 小 部の 講シ聽 き、 梵網の 十 

重 戒を受 く， 慈 觀 大僧正 R 法華玄 義を聽 き、 日大子 一千 日 行 法 

を修 す、 安政 二 年 廿二歲 の 時、 天台 管領の 宮一品 慈 性 法 親王の 

令旨を 奉して 法 兄 護光院 十三 代諶 常の 後を 承く、 尋いて 大寶 


ジン (53 


尙に悉 曇 / > 法を 相承し 玄 法の 軌を傳 へ、 後、 密門諸 儀 軌を傳 
受 す" 文 久 三年 大悲 懺を修 し、 法 華 三昧を 行す、 慶應 三年 四 
月 東照宮 二百 五十 回の 勅會 大法 會に 出勤す、 此年毛 利 氏を 征 
す、 天下 漸く 多事な う、 三年 大 誓願を 發 し、 三 十三 ヶ月を 期 
して 中禪 寺に 登 6、 寶祐 無窮、 天下 太平、 令法久 住、 山內安 
全を 二 荒の 二 神に 祈る、 明治 元年 七月 三十 四歲 にして 日光 山 
總代 となる、 當時海 內騷擾 し 亦 山中 害を 蒙む る、 師政府 に 歎願 
して 救助ぜ ら る、 其 他神佛 分離 令發 布 R 際し、 頗る 兩京の 間 
R 盡 力して 日光 山寺 社の 保存を 勸ひ 、五 年 四月 權 訓導に fi せ 
られ 、同年 冬 管長の 命に ょう 岩 代 磐 城 陸 前 S 三國を 巡敎 す、 
此年官 令に ょうて 初めて 姓を 彥坂 と稱 す、 六 年 三月 二十 二日 
訓導に 任し、 十一月 二十 五日 宗務 廳議 事に 推 3 れ、 七 年 二月 
四日 中敎院 庶務に 任し、 同月 十二 R 敎導収 締とな る、 七月 日 
光山 寺院の 堂塔 移轉の 官許を 得* 此時報 塔の 移轉 に關 して 紛 
議を 生し、 解けさす る こと 殆んと 三年な- CN、 同年 八月 廿 四日 
小 ノ 講義に 補す、 九月 二日 學頭 代を 改めで 執事と なし、 師 命を 
拜 す、 八 年 九月 十九 日大 講義に 稀し、 十一月 二十 五日 中敎院 
講究 課の 職を 兼ぬ、 十二 年 四月 滿願 寺の 副 住職 R 任せられ、 
翌年 八月 圓頓戒 を大 杉大敎 正に 受く從 十五 年 五月 十二月 滿願 
寺 住職と なう、 十二月 十四日 權少敎 正に 補し、 十六 年 一月 二 
十六 日 紫 衣の 敕許ぁ 6、 同年 十月 五日 輪 王 寺 號復稱 の 官許を 
得、 滿願寺 住職を 以て 直に 輪 王 寺 住職と なす、 十八 年 六月 廿 
七日 權僧 正に 補し、 八日 十日 正に 轉 す、 十九 年 八月 有 栖川宮 
威仁 親王 殿下 額を 賜 a て 得天眞 とい a 、 廿年 五月 北 白 川宮能 
久 殿下 額を 賜 CA て 淸淨窟 と v> ふ、 此月竪 議を遂 業し、 圓頓戒 
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を受 く、 十二月 八日 權大 僧正に 輔し 十二月 二十 五日 命 あ 6 翌 
年 一月 以降 參内拜 賀參拜 を 免 3 る、 廿七年 一月 二十 六日 宗政 
顧問 R 任す、 廿 A 年 五月 二十 九日 大僧正に 昇進す、 三十 年 七 
月 五日 寂す、 壽六 十五、 含 滿に 茶毘 す、 小 松 宮彰仁 親王 殿下 金 
剛心院の四大字を書して下賜し /2 まふ、(四明餘暇) 

、 V や 5 舍利 M (一四 一 〇) 〔 . 〕 肥後某 山の 尼な 6、 

舍利 尼は 肥 後 八 代の 人な 6、 天平 勝 寶二年 十一月 十五 日 生る 
自然 智を 具し、 言詞 巧妙な 6、 七歲 にして 法 華 華嚴二 經を誦 
す、 一日 肥 前の 佐賀 氏に 安居 戒を設 け、 大安 寺戒 明を 請して 
華厳の 議席を 開く、 尼講 席に 列して 乙れ を聽 き、 且つ 大衆の 
ため {C 深義を 解說 す、 時人 稱して 舍 1 菩薩と 云 ふ、 示 寂の 年 
時缺 く、 (法 華驗 記、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

/シヤ クタ 綽阿 C …… ) 〔淨 土宗〕 豐後某 寺の 學 僧な 
多、 綽阿 は豐 後の 太守な 6、 宿 因の 然ら しむる 所 遂に 國務 
を 捨て、 聖光 上人に 投して 出家す、 道化 盛な- CN、 示 寂 年月に 
缺く (鎭 流祖 傅} 

シヤ クニ ヨ 綽如 ダ ゲ- 時藝を 見よ、 

シヤク ゲン イン 釋源院 シソテ キ眞 滴を 見よ、 

シヤク 3 釋眷 ソソク ー 存冏を 見よ、 

シやク m 釋 春 リソチ 輪 智を見 よ、 

シヤク m 迹泉日 ソン ジユ 存樹を 見よ、 

ジヤ クタ ン 寂 ^ ジョ I ショ-上 昭を 見よ、 

ジヤク イン 寂 因 ( . ) 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な う、 

寂 因は 京の 人、 出家して 西 塔院に 住し、 天台を 究め、 殊に 論 

議に 長ず、 壯歲を 過き て 小 庵を 結び， 專ら 讀誦を 事と す" 日 


シヤ (含} シ v ^ s、 釋 、迹多 ャ ク (寂} 


に 法華經 五部を 課す、 示 寂の 年 時缺く (本朝 高僧 傅) 

ジや タエ 寂慧 リョ-キョ— 良曉を 見よ、 

ジャ タエ 丨寂永  ジョ ー ゴ  >  常 動 i: 見よ、 

ジヤク エン 寂 圓 (一 五三九 >  〔天台宗〕 山城 元慶 寺の 學僧 
な-^、 寂圓 久しく 比 叙 山 K あぅて 華 山寺 僧正 遍昭 に從ひ 、兩 
部の 密灌を 受け、 元慶 寺に 住して 顯密を 敷 演ず、 元慶 三年 叙 
山に 登 6、 圓珍 和尙に 謁して 僧臘に 關し 疑を 質す、 某 年 寂す、 
壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

ジヤク エン 寂 圓 yt SI A: 〔曹 洞宗〕 寶慶 寺の 開山な 6、 
寂圓は 宋の 人、 安貞 元年 道元に 從 a て 入朝し、 興 聖寺永 平 寺 
に 待す、 道元の 滅後 孤雲に 依 4 て 深 造す る 所 あ 6、 遂に 其 印 
可を 受 く、 下野 剌史藤 原 氏 越 前に 新に 薦福 山寶慶 寺を 建て 寂 
圓を請 して 開山 第一 世と なす、 義 雲に 心 印を 附 し、 正 安元 年 
九月 十三 H 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ジャ クォ 1 寂 翁 ゼン チュ  -善忠 を 見よ、 

ジヤク オン イン 寂 院 -1 チ ッ丨日 通を 見よ、 

シヤク 、ケン 寂 源 (一六 七三) 〔天台宗〕 山城 勝 林院の 開山 
なぅ、 寂 源 俗姓は 源氏、 左大臣 雅 信の 子、 俗名は 時 信と 云 
ふ、 池 上の 皇慶 に從 a て 落髮受 具し、 顯密の 法を 學び 、長 和 
二 年大原 山に 入 6、 勝林院 を靱 して 乙れ に 居 6、 某 年 寂す、 
其 年 時 及壽 欠く、 (本朝 高僧 傅) 

、ン や クコ 1 寂 晃( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 僧な 

P,  寂晃 字は 徹叟 、其 鄕貫詳 かならず、 同闈 首座と 共に 夢 
窻國師 に 天 龍 寺に 參 し* 書記と なる、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (延寶 
傳 燈錄) 


ジヤク C 寂} 工—コ 
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ジヤク コ！ イン 寂光院 -1 チジ rlv  日 遵を 見よ、 

ジ ヤクゴン寂嚴ーーーー阳与ーー C 眞言 宗) 備中寶 島 寺の 僧な 
寂嚴 字は 諦乘 、俗姓は 富 永 氏、 世々 備中足 守 侯に 仕 ふ、 
師は 元祿 十五 年 九月 十七 日を 以て 生れ， 九歲 にして 郡の 普賢 
院超染 律師に 師事し、 剃髪 受戒し、 經を受 け 業を 習 ふ、 四 度 
の 密軌を 習練し、 佛經 戒及兩 部の 灌頂を 受 く、 徧く講 席に 遊 
びて 名 宿を 訪問し、 顯密性 相に 渉う、 兼て 梵學を 善くす、 元 
文 元 平 京都 五智 山 智積院 に 於て 曇 寂に 謁し、 弟子の 禮を 親う、 
醍醐 院 流の 印璽を 受 く、 六 年 和 泉 家 原 寺に 於て 曇 寂に 重ねて 
具支灌 頂を受 .く、 此年 請に 應し都 羅島寶 島 寺 R 開講し'  宗乘 
を 擧揚 す、 寶曆十 年 三月 長 谷 寺 常 明 僧正 三備の 間を 遊 化す、 
師乙れ に 隨 a て 蘊奥を 傳 へらる 明 和 四 年 弟子 文敝 を擧げ て 席 
を 稀せ しめ、 倉敷. の 玉 泉 寺に 退隱し 。 逍遙 自適、 安 禪長 養す、 
師甞て 井山 了 雲 禪師と 交誼 殊に 厚し、 八 年 八 弓 三日 寂す ' 壽 
七十、 臘六 十一、 著作 大悉曇 章 稽古、 悉曇字 記 大觀、 梵本彌 
陀經 私記、 梵 文心經 私記、 等 若干 卷ぁ う、 (續 □本 高僧 傅) 

;、ン や クサ ィタ 寂 西 阿 トソシ rl - 頓秀を 見よ、 

j ジヤ クシ ツ 寂 室. ゲソ n 丄 兀 光を 見よ、 

ジヤク シツ寂 室 リョ- コ-了 光を 見よ、 

シ V クシ ン寂心 . T : ハ E: -t: 〔天台宗〕 播 摩八德 山の 學 僧な 

う、 寂 心は 賀茂忠 行の 第二 子、 俗名は 保 胤、 家 世々 天文 曆 

數の學 を 以て 朝肊 仕へ、 天曆 の末賦 を 試みられて 高莉に 登う" 

近 江の 椽に 任し、 後" 記箋を 司る、 師 平素 官 R あう と雖 、佛 

を 慕 ひ、 寬和中 嗣子 已に冠 婚 する R 及び、 遂に 祝 髮 出家し、 

比 叙 山の 橫川に 登う、 增賀 R 止觀を 聽 き、 源 信 R 淨業 を學び 、 


性 空、 覺運 ，安慧 等と 講習 研究す、 後、 四方に 遊歴し、 佛事 
を 以て 務 となし、 晚年播 磨 R 到う、 八德 山 R 菴 居す、 長德三 
年洛東 如意 輪 寺 R 寂す、 壽 欠く、 師 俗に あう し 時日 本 往生 傳 
一卷を 撰す、 (本朝 高僧 傅} 

ジヤ クシ ユン 寂 俊 一二 S --E 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
寂 俊 俗姓は 源氏、 後 中 書の 嫡孫 土 御門 右府の 長男な 6、 
俗名を 俊 房と 云 a 、 政事 文學に 通じ、 朝 事の 暇 佛學を 務 とす、 
保安 二 年 桂冠し、 同 三年 二月 落髪して 自ら 寂 俊と 號 し、 比 叡 
山に 登うて 受戒し" 專ら念 佛を唱 へ、 自ら 華 嚴經を 書す、 保 
安二 年 十一月 十二 日 寂す、 壽八 十七、 (元 亨釋 書、 拾遺 往生 傅) 
ジヤ クシ ヨ！ 寂昭一 一 ^ 挪 〔天台宗〕 山城 如意 輪 寺の 
僧な う、 寂 昭は諫 議大夫 大江齊 光の 子な う、 俗名は 定 基、 
仕官して 參 河 刺史 となる、 後、 出家して 八 德山寂 心 法師を 
師 として 衣孟を 受け、 東 山 如意 輪 寺に 住す。 後 比 叙 山の 源 信 
僧都 R 師事して 台敎を 學び 、醍醐 寺 仁 海 僧正に 密乘を 禀 く、 
甞て宋 の敎法 盛んなる を 聞き、 長 保 四 年宋に 往 く， 源 信台宗 
の 二十 四 問を 作う 師に 付して 南 湖の 智禮 法師に 寄す、 智禮師 
を延て 上賓 となす、 亟 相丁晋 寺に 入うて 師 R 見ぇ、 其 德義に 
感ず、 答釋 成うて 師將に 東皈 せんとす、 丁晋 乙れ を 留め、 共 
に 姑 蘇 R 牲 き、 吳門 寺を 御して 師に 居らし む、 景德 元年 師阿 
彌陀佛 の 像、 並に 紺 紙 金字の 法華經 、水晶の 珠數を 眞宗 皇帝に 
上る、 帝 犬に 喜び、 紫袍 衣を 賜 a 、 後敕 して 蘇 州の 僧錄 司と 
なし、 特に 111 通 大師の 號 1: 賜 ふ、 師遂 に 皈朝 せず して 我朝艮 
元 九年宋 地に 寂す、 壽七 十三、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ジ ヤクシヨー 寂照|1一 1£ §(曹洞宗)肥前高傳寺の僧な 
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う、 寂 照 字は 大光 、俗姓は 山 田 氏、 肥 前 佐賀の 人な 6、 十二 
歲高傳 寺 賢 渚 和尙に 就きて 得度す、 五 年の 後、 出て、 長 崎に 
遊 a 、 明 僧徵一 (興 福 寺に 寓 す) 心 越 等に 謁す、 明年 寺 R 歸へ 
6 渚 和尙に 隨 行して 京師に 上る、 延寶八 年 渚 和 尙加賀 に 下 6、 
月 舟 和 尙を訪 ふ、 師亦隨 行す、 後、 京都に 回う、 諸講 席に 列 
す、 尋て 江戸に 下 $、 吉祥 寺に 留ま 6、 精勤 衆を 驚かす、 時 
R 正 泉 寺德翁 高曹洞 禪を唱 へて 盛聲 あう， 師其 下 R 馳 せ參究 
功 あう、 其 法を 嗣 く、 禪定寺 月 舟 胡に 事へ て 益 功 あう'  元祿 
四 年德翁 高大 乘寺に 遷るに あ 穴う、 再 a 其 下 R 事へ 侍者と な 
る， 寶永四 年 高 傳寺拍 舟 寂の 請に よう 其 席を 嗣 き、 法 化 盛な 
6 享保七 年 六月 十日 病を 以て 鞘 光菴に 退隱 し、 同 十一 年 五月 
二日 寂す、 壽六 十七、 臘五 十五、 (續 日本 高僧 傅) 

ジヤ クシ ml 寂 照 チヵ ン智鑑 を 見よ" 

ジヤ クシ ヨ1 寂 照 シュ ー キン 宗昕を 見よ、 

ジヤク シヨ 1 s: 淸 シュン タィ 峻諦を 見よ、 

ジヤク スィ 寂 水  一 —: i A: *.: (淨 土宗) 三 河 大樹 寺の 僧な 
令、 寂 水は 品 蓮 社 九 春 一 吟と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 
出家して 觀智 國師の 室に 入うて 宗乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 

初め 江戶赤 坂淨土 寺に 住し、 後 三 河 大樹 寺に 移る、 寬永六 年 

九月 十八 日 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ジやクセン寂仙一. 0: .一 *: 〔 . 1 伊豫 石槌 山の 僧な 

う、 寂 仙 伊豫 國神野 郡の 石槌 山 R 住し 淨 行を 修 す、 道俗 尊信 

1て 寂 仙 菩薩と 云 ふ、 常に 西方 極 樂を願 求す、 天平 寶字 三年 

示 寂す、 (靈異 記) 

ジヤク セン 寂 仙 r:: H; ブ； t  〔浄土宗〕 山城 金戒 光明寺の 僧 

ジヤク (寂) シーセ 


な々、 寂 仙は 心 蓮社薰 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず" 春 岳 ic 
師事して 法を 嗣ぎ "江戶 幡隨院 R 住す、 後 京都 黑谷 R 移 6、 
寶永六 年 (一 說 元年) 正月 十七 旦 叔す壽 欠く 著作 光明 記 二卷原 
人 論續解 序一卷 ぁう (淨 土總 系譜、 淨土宗 史料) 

ジヤ クゼ ン 寂 # 一一 is -tE 〔天台宗〕 近 江 石塔 寺の 僧な 
う、 寂禪 俗姓は 菅野 氏、 京都の 人な う、 初め 仕官して エ部 
員外 郞 R 至う しも、 佛 法を 慕 a 、 長 和 二 年 三十 歲に して 比 叙 
山に 登う、 座主 慶圓 を拜 して 剃髪 受戒し、 專 ら台敎 を學び 、 
又慶祚 に 從つて 三部の 密を受 く、 後、 遊 方して 杖 錫 定まる と 
乙 ろな し、 晩年 近 江 蒲 生 郡 石塔 寺に 住し、 坐 觀念佛 す、 治曆 
三年 八月 二十 一日 寂す、 壽八 十三、 臘 五十、 (本朝 高僧 傅) 
ジやタ ゼン 寂 # キヨ-エブ 慶圓を 見ょ、 

ジャク セン ボ丨寂 仙 房 二  チ シヨ I 日證を 見ょ、 
ジヤク チヨ ー 寂 超 il ig ハ 〔天台宗〕 筑後高 良 山 某菴の 
僧な 6、 寂 超 字は 正 行、 別號 は即 心と S ふ、 俗姓は 粟谷 氏、 
筑後高 良 山の 人な 6、 萬 治 三年 十二月 R 生る" 幼に して 聰敏 
なう、 季父 久信携 へて 京都に 上 6、 延曆寺 座主 寂 源 僧正に 見 
ゆ'  僧正 一見 器 重し 門下と す" 時に 十二 歲な う、 延寶 元年 御 
井道塲 R て 得度す、 寂 源 僧正に 從 a て東皲 山 R 登う、 天眞法 
親王に 拜 謁し、 名香 並に 瑪瑙 盒を 賜は る、 六 年 比 叙 山 R 灌頂 
し、 靈 空の 門に 敎觀 を習修 す、 當時妙 立の 盛聲 振へ う、 乃ち 
靈 空に 附随して 謁を 取う、 菩薩戒 を受 く、 旣 に して 鄕 里に 歸 
へう、 空 華 庵に 居 6、 修法 誦咒を 事と す、 時に 二十 八歲 なう、 
太宰府の 戒壇 院 に 到 智圓 律師を 禮して 登壇 受 具す、 後、 
再 a 京都に 上う、 妙 立の 下に 留 う、 十義 書觀經 疏 等を 聞く、 


ジヤク (寂) ゼーチ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 八 四） 


ジやク C 寂) チ— ホ 


ジやク (寂 V 之 1 ョ 


獅子 谷 忍 澄 上人に 謁して 淨土敎 を 聞く、 寂 源 僧正 極樂 無常 院 
を 營搆 して 師 に 進む、 乃ち 同院 に 住し、. 顯密の 行を 事と す、 
六十 歲以 後顯 密の雜 行を 廢 し、 專ら淨 土 念佛の 一行を 事と す。 
自ら 即心 金剛 觀と號 し、 誓 a て 彌陀 佛號日 別に 十 幅を 書し、 
衆人に 授與 す、 道俗 受戒 受十 念す る もの 數 ふへから す、 享保 
二十 年 夏 微疾に 罹 6、 冬に 至う 愈 ゆ、 翌元文 元年 夏 四月 再 a 
發 し、 五月 二十 二日 正 念 R 命 終す、 壽七 十七、 臘五 十三、 著 
作淨土 三部 經圓 信疏 、菩薩 戒經 略解、 授戒 法、 圓頓戒 儀 等 ぁ 
う、 (續 日本 高僧 傳) 

ジ ヤクチ 3 1寂超 ジョー ジュン 常 順を 見よ、 

ジヤク ニ チ ボ ー  寂 日 房  ニ チカ 日 家を 見よ、 

ジャク ニ ン寂忍 リョ  I ビン 良敏を 見よ、 

シヤク ニ ュ 1 寂 人 yt ra: •一. 〔戒律 宗〕 奈良 戒壇 院の律 
僧な 6、 寂 入は 出 羽の 人、 戒壇 院圓 照に 從 a て 戒律を 受け、 
後、 京都 東 福 寺 木旛の 觀音院 京都 增福 寺に 歴遊し、 戒律を 唱 
ふ、 弘 安四 年 六月 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ジや クニ ョ寂如  コ丨ジ ョ- 光常 i: 見よ、 

ジヤ クニ ヨィン 如寂院  ニ チ タィ 日 造 ?: 見よ、 

ジヤク ホン 寂 本 ーーーーー歲 一一 一 〔眞言 宗〕 紀伊寶 光 院の學 僧な 

う、 寂 本 號は雲 石 堂、 俗姓は 長 谷川、 山城 深 草の 人な う、 幼 

にして 高野山に 登う、 應 盛阿闍 梨に 從いて 落髪し" 兩 部の 密 

軌及灌 頂を 受く 、幾何なら ずして 應盛 寂し ^ れば 、更に 快 運 

に 師事し、 請 益 日に 新な {、 功 積みて 玄理 に微 し、 外典に 精 

通し、 詩を 賦し 、文を 作う、 兼ねて 書 書 彫刻を 善くす、 寶生院 

の玄宥 師の 多能を 愛して 侍者と す、 師遂 R 安祥 寺 流の 印璽を 


傳 へらる、 萬 治 二 年 高野山を 退き、 請に よう 越 前 九 岡 中 台 寺 
に 住す、 寬文 十二 年 快 運の 遺命に よう" 山に 歸 6、 寶光院 と 
主 どる、 時に 年 四十 二な 6、 天 和 二 年 大雲院 に退隱 し、 尋て 
家 原 寺に 寓す 平常 都 率の 上 生を 願 a 、 自ら 彌勒の 像を 刻み、 
都 率 曼陀羅を 書き" 業 行 怠うな し、 元祿 十四 年 十月 十五 日 寂 
す、 壽七 十一、 著作、 神社 考辨 疑、 弘法 大師 弟子 傳 1 異字編 
等 二十 餘部 ぁう、 (續 日本 高僧 傳) 

ジヤ クミン 寂 ffi rl ジョー 由 常 ？: 見よ、 

ジヤク ミヨ ー 寂 明 ii il 〔曹 洞宗 ：一 攝津 般若 林の 禪僧 
f、  寂 明 字は 覺巖 、號は 一雨、 別 R 無用と $ ふ、 京都の 
人、 九 歲實巖 に 師事し、 稍 長して 近 江淸凉 寺 實參の 下 ic 參究 
し、 印 可を 受 く、 攝津兵 庫に 行 乞し、 海 福寺內 に 一菴を 結 a 、 
般若 林と V* ふ、 禪僧文 墨を 樂 む、 殊に 達磨の 書を 善くす、 安 
政 四 年 十一月 二日 寂す、 壽六 十五、 

ジヤク 3 寂 泉 l r. j H: 一 •一 1: 〔淨 土宗〕 筑 後報 身 寺の 開山な 
P、 寂譽は 肥 前 上佐賀 郡の 人、 其 氏姓詳 かならず、 法を 雪 • 
念に 嗣 ぎ、 筑後 五郎丸 村に 報 身 寺を 創して 開山と なる、 寬文 
五 年 十月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ジヤ タヨ S 擧 a  ィチ _プ キー 的を 見よ、 

ジヤク ヨ ゲソ- ブ —源貞 を昆 よ、 

ジヤク 3 寂 寒 11 セッ ド— 說 道 ?: 見よ、 

ジヤク m  y ン テキ 存的 1: 見よ、 

沒ヤク ヨ 寂 寒 !=» テッド— 哲道を 見よ、 

ジやク ヨ 寂 寒！！ ドン シユ丨 呑 宿を 見よ、 

ジヤク ヨ 4 ン寂用 院杳旭 直よ、 


(九 八 四） 


書辭 名人 家佛 本日 


ジヤク ヨ 1 イン 寂耀院 ニ チヶ- 日 啓を 見ょ、 

ジヤク レ 1 寂 M  一一 一  g EA 一一 一 〔曹洞 { 2 丹 波永澤 寺の 僧な 
々、 寂靈字は通玄、俗姓は藤原氏、璺後國東郡武藏鄕の人 
なぅ、 其 母 初め 嗣子 無き を 以て 佛塔 に詣て 祈願す 一夕 靈夢を 
感して 妊む あ 6 師を 生む 師聰敏 な $ 数年の 間經史 を讀む 、深 
く 世相を 厭 a r 十七 歲に して 同國大 光寺に 至 6、 定山 禪師に 
依て 出家す、 明年 大宰府 の 戒壇に 登ぅて 大僧 となる、 曆應三 
年 遠く 加賀に 遊て 大乗 寺に 掛 錫し 文 和 元年の 春、 總持 寺峨山 
和 尙の道 風を 聞き" 遂 に 往て 謁す、 峨山 一見 器と し、 命して 侍 
司に 居らし む、 一日 峨 山の 身心 脫 落の 話を 擧 ぐるを 聞き、 忽 
然として 大悟す、 後圓融 帝師の 化を 聞き、 欽尙を 加へ、 特に 敕 
黃を 賜て 天下の 僧 錄と爲 す、 是れょ 6 曹 洞の 宗風大 に 興る 永 
德二年 詔を 奉して 總持 寺に 住す、 後 至 德丙寅 越 州の 守 某氏、 新 
に 寵泉 寺を 建て、 師を延 て 第一 世と 爲す、 嘉慶二 年三穴 a 總持 
寺を 董 す、 峨 山の 法 嗣廿五 人、 山の 寂 後 遺誡に 違す る 者 夥し、 
師唯 十一 人を 留めて 餘は皆 之を 接す、 其の 嚴令 常に 斯の 如し、 
晚に事 ど 謝して 龍 泉 寺に 歸 る、 明 德二年 四月 病を 示し、 五月 
朔日 寂す、 世壽七 十歲 、臘 五十二、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ジやク レン 寂 蓮 a 丸一 5) 〔淨 土宗〕 山城 智恩 寺の 僧な 

6、 寂 蓮 俗姓 詳 ならす 法を 源智 上人に 嗣 ぐ、 文 永年 中 京師 

に 於て 四十 八日を 期して 良忠 と共に 源智辨 長の 二流を 校合 

す、 其義 悉く 違は ず、 師 日く 源智 上人 平日の 言、 今日 巳に 符 

合す、 予が 門に 於て は鎭 流の 相 傳を以 て 源 智 上人の 義と なす 

可し、 更に 別 流を 立つべからず、 是れに 因て 勢觀 房源智 上人 

の 門 流は 鎭西 流に 同ず、 と師示 寂の 年月日 缺く 、(鎭 流祖 傅) 


一、 ンヤク (寂) 3 彳レ 


ジヤ クケ 1 積桂ジ トク 自德を 見よ、 

ジヤ クス イ 積翠 ショー リユ-正 隆を昆 よ、 

ジヤク ホ ー 積 峰 キョー ゼン 慶善を 見よ、 

シユ イチ 守 一 無能 ムノー を 見よ、 

シユィ ン守印 j sra ii 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 
6、 守 印 俗姓は 土師 、和 泉の 人な う、 夙に 勝 虞を 師 として 
經 論を 學 a 、 延曆 二十 四 年年 分 得度す、 法相を 精練し、 兼ねて 
俱舍を 善くす、 元 輿 寺に 住して 後學を 導く 承 和 十 年 十二月 二 
十八 日 寂す 壽六 十一 (本朝 高僧 傅) 

シユ H 守惠 (一九 五 七〕 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な $、 
守惠は 左大臣 實 雄の 子、 道融 法師に 就きて 宗旨を 究め、 石山 
寺の 座主と なる、 正 嘉二年 法眼に 叙し、 文應 元年 權少 僧都に 
任す、 文 永 三年 權大 僧都に 轉 し、 同 六 年 法 印に 叙す、 正應五 
革 權 僧正に 任し、 永 仁 二 年 正に 進む、 同 三年 東 寺 長者に 加 任 
し、 五 年寺務 法務を 兼任し、 又 護持 僧と な $ て、 同年 十月 大 
僧正に 昇る、 其 死歿の 年時缺 く、 (仁 和 寺 御院家 記、 朿寺 長者 
稀 任) 

シユ H キ守肢 一 二 ^ 〔曹 洞宗〕 伊豫 闢雲 寺の 禪 僧な 
う、 守腋 字は 支 室、 伊豫の 人、 俗姓は 源氏な 6、 出家して 
闢雲寺 大功に 參す 、時に 英巖 希雄會 にあう、 後 英巖钞 喜 華 光 
の 二 寺に 移つ るに 及 a 、 師隨從 して 入室を 許され、 衣 法を 傳 
持す、 時に 文明 六 年な 6、 出て、 總持 寺に 出世し、 鄕に歸 へ 
$ て 安樂 寺の 故 跡に 棲む、 延德 三年 華 光寺に 主と な 6、 永 正 
四 年闢雲 寺に 遷 つる、 同 十一 年 十一月 二日 華 光寺に 寂す、 壽 
七十、 法 嗣華屋 英曇あ 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 


ジヤク (積) シユ (守) 


書辭名  人 家 佛 本  日  <OAey ) 


シュ (守) ガ—夕 


、 -2/ ユカ ク守覺 一一；^ ー ハ - 〇 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 學 僧な 
6、 守覺は 後白河 天皇の 第二 子、 母は 藤 原 氏、 久安六 年 三 
月に 生る、 十一 歲仁和 寺に 入うて 大僧正 覺性に 侍し、 十二 歲 
剃 髮納戒 し、 十九 歲覺 性に 就きて 灌頂 法を 受け、 嘉應二 年 仁 
和 寺に 住し、 明年 圓宗圓 融圓敎 等の 寺務を 領 す、 承 安元 年 六 勝 
寺の 長 吏に 舖し、 三年 最勝光 院の撿 校に 補す、 翌年 春 蓮華 心院 
落慶 供養の 導師と なる、 安元 二 年 二 品 親王に 叙す、 治 承 二 年 
冬 六波羅 亭に 孔雀 經の 法を 修して 中宮の 產を禱 6、 賞を 覺成 
R 譲うて 權大僧 郡と なす、 四 年 冬 上皇の 病を 祈う、 六 條院に 
北 斗 法を 修 し、 元曆 元年 畿內の 地震を 祈う、 六 條院に 一字 金 
輪の 法を 修 し、 C 員を 親覺 R 讓うて 法眼に 叙す、 文治 二 年 牛車 
の敕を 賜 ひ、 建 仁 二 年 八月 二十 五日 寂す、 壽五 十三、 京都 紫 
金臺 寺に 葬 1T る、 師野澤 流の 密灌を 究め、 梵漢の 書法に 巧な 
6、 又 和歌を 善くし、 文章を 嗜 む、 著作 甚 穴 多し、 御室 法 流 
の 中興と 稱 せらる、 著作、 野月鈔 九十 卷 、澤 見新鈔 五十八 卷、 
野鈔十 八. 卷 、野 决鈔 十卷 、澤鈔 十卷 、澤 見六卷 、修法 要鈔六 
卷 、十八 道 次第、 十八 道 初 行 表白、 廣澤印 可 次第、 佛事略 次 
第 諸 尊 表白 集、 修瑜伽 者 用心， 拾 要 集、 舍利講 一段 式、 右 記、 

左記 各一卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳 "諸宗 章 疏錄) 

シュキ 3 1 守 慶( . 〕 〔淨 土宗 X—/ 近 江豐永 寺の 開山 

S P，  守慶は 其 俗姓 生國詳 かならず 、深 # 圓知に 師事して 

法を 嗣 ぎ、 近 江 愛知 郡中戶 村に 豐永 寺を 傲す、 寂 年及壽 欠く、 

(淨 土總 系譜) 

シュケ ン守 謙 si sg 〔臨 濟宗： 一京 都鈔心 寺の 禪 僧な 

i  守 謙 字 越 難、 若 狭の 人、 十歲 出家し 小 濱常高 寺 大囿に 


h> ユ (守) ゴ—セ 

•師事し、 後、 曹源寺 儀 山 善來の 法を 嗣く 、明治維新の 際 志士 
と 交う 大に 名 5: 知られ、 伊達 自得 居士 等に 師事 せらる、 後钞 
心 寺に 上う、 第五 百卅七 代と なる 宗風を 擧揚 す、 明治 十七 年 
冬 病を 獲 同年 十月 十四日 寂す、 壽七 十五、 會 下に 眞淨 宗詮、 
禾山禪 鐵等あ 6、 

シユゴ ン守勤 (二 一 〇 三〕 〔曹 洞宗〕 丹 波大寧 寺の 開山な 
6、 守 勤 字は 惟忠、 攝津の 人な 6、 出家して 竺 山禪師 に 師 
事し、 後ち 總持 寺に 出世し、 竺 山の 嗣とな 4、 立 川護國 寺に 
移る、 嘉吉 三年の 秋 細 川下 野 守常忻 の 請に 應 し、 丹 州 多 記 郡 
に 神 護山 大寧 寺を 築き、 第一 世と な 6、 某 年 寂す、 壽缺 く、 
偈 あう 一 棚 傀儡、 舞 釉輕飜 、歌 鼓罷處 、蹈， ，破 乾坤， (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

シユジ m 守助一尬 58 8言宗5都東寺の長者な6、 
守 助は 西 園 寺 太 政 大臣 實 氏の 子、 幼に して 御室の 大敎院 に 入 
丨 、隆助 僧正に 師事して 密敎を 熟 習し、 漢頂 法を 傳 ふ、 師性 
相 學に 精通し、 眞言 事相の 秘奥 1: 傳 ふ、 正嘉 元年 大敎院 R 住 
し、 法 印に 敍 す、 建 仁 二 年 法務を 兼ね、 弘 安四 年權僧 正に 任 
し、 此月 法務を 辭 す、 七 年 四月 東 寺の 長者と なう、 九 年 僧正 
に 進む、 明年 秋寺務 法務を 司とう、 九月 護持 僧に 補す、 正應 
元年 大僧正に 昇進し、 二 年 冬 諸 職を 辭 す、 永 仁 二 年 五月 五日 
寂す、 壽五 十五、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記、 本朝 高僧 
傅} 

シユ セツ 守 拙 ( . 〕 〔 . 〕 書 僧な う、 守 拙は 

周 文 R 就 S て 書法を 學ぶ 、水 墨の 觀音 R 秀作 あう、 (扶桑 書 人 
傳)  ■ 


(: 一九 四ノ 


書辭 名人 家佛 本日 


シユソ 1 守 ^ 一一  j ro fj 一 〔曹 洞宗〕 薩 摩與國 寺の 禪 僧な 
$、  守琮 字は 泰雲 、薩 摩の 人、 俗姓は 源氏な 6、 幼に して 
玉 龍 仲 翁 k 投して 出家し、 後" 普く 禪門を 叩き、 心 巖良 信に 
參して 其 法を 嗣き 、總持 寺に 出世し、 次 R 福 昌寺を 主と る、 
明 應六年 薩隅日 三 州の 大守 島津忠 昌興國 寺を 靱 し、 師其 開山 
に 請 せらる、 文龜 元年 十月 廿 四日 寂す、 壽六 十九、 法 嗣龍室 
良從あ 6、( 日本 洞上聯 燈錄) 

シユ女 ツ守脫 タィ ホ- 大寶を 見ょ、 

シユ チユ t 守 中  一 j  一一 一 SI S 洞宗〕 日向 法華嶽 to 開山な 
6、 守 中 字は 代 賢、 俗 稱は中 役 氏、 薩 摩の 人な う、 出家し 
て 初め 敎乘を 學び 、後 衣を 更へ て禪宗 に 皈 す、 福昌 寺の 喜 冠 
龍慶 R 參して 契 悟 あり、 遂に 其 法を 嗣 r、 薩 摩の 太守 島津氏 
師の逭 風を 聞き、 請して 福昌 寺に 住せし む、 師同 寺に ある 乙 
と 二十 年'  法 席 M も 盛んな う、 刺 史島津 氏、 飯 依す る 乙 と 渥 
く， 師に就 て 祝髮 受戒し、 弟子の 禮を 執る に 至る” 時に 伊東 
氏 國疆を 侵し、 ^ めに 士民斃 る、 者 多し、 太守 乙れ を 憂へ、 
無 遮齋を 修す且 朝廷に 奏して 啤光 普照禪 師の號 、及 紫 衣を 賜 
ふ、 日向 法 華 嶽は九 百年 餘の 古刹に して 百 三十 院 あう* 大守 
師 の ^ めに 合せて 一 寺と なし、 延て 開山 第一 世と なす、 日向 

の 永 泰寺大 隅 天福 萬 年 二 寺を 御して 開山と なう、 天 正 十二 年 

二月 十五 日 寂す、 壽 七十、 ( 日本 洞 上聯燈 銀) 

シユチ ヨ ー 守 朝 ( . ) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 

f，  守 朝は 加 賀山田 郡の 人、 其 姓を 詳かに せず、 空晴僧 

都に 侍して 法相の 經 疏を硏 習し* 博議を 以て 衆に 推 3 る、 三 
會の講 を經て 興 福 寺に 住し、 法相を 講ず、 寂 年 及壽 欠く、 著 


、 V ュ (守) ソ I チ 


作 中邊論 私記 九卷 、觀 普賢 經玄賛 三卷韩 あう、 (本朝 高僧 傳) 
シュ チヨ ー 守寵. 5: 0: .一 .  S 相宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 
う、 守寵は 護 命に 從 S て 法相を 受け、 元 興 寺 R 住して 常に 
經 論を 講 す、 承 和 八 年 十二月 某日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 朝傳) 
シュチ ツ 守哲一 一一 一一 ^ 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪 僧な 
う、 守哲 字は 代 翁、 俗姓は 惟宗 氏、 藤 摩の 人な 6、 長して 法 
華 嶽の代 賢 守 中 R 依うて 童子と なう、 祝 髮受 具の 後、 福 昌寺桃 
尾 仲圓に 師事す る 乙と 十 年、 席を 踵き て 同 寺に 住す、 後 總持寺 
に 出世し、 又福昌 寺に 歸 へる、 寬永四 年 十一月 十七 日 寂す、 壽 
六十 二、 臘四 十三、 法嗣日 鑑壽益 あり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ トク 守 篤 ホン ジ riv 本 純を 見ょ、 

シュバ ン守鑀  一一 j -o gi 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 
守鑀は 三條坊 門、 大納言 通 守の 子、 應永卅 四年禪 信の 室 ic 入 
り、 三十 五 年 出家す、 正 長 二 年 直に 法眼 成就 院 管領に 叙し、 
文明 十五 年長者に 任す、 同年 十二月 一日 寂す、 壽六 十八、 (仁 
和 寺 諸院家 記) 

シュ ビン 守敏 (一一 KS  〔眞言 宗〕 京都 西 寺の 僧な 6、 
守 敏俗鮏 生國詳 かなら す、 少 に して、 奈良 R 往 き、 勸操 等の 
諸師に 隨ひて 空 有の 法を 學 S、 兼て 密敎 R 通し、 空 海と 共に 
一時に 名を 揚 ぐ、 弘仁 十四 年 天皇 東 寺を 空 海 R 賜 ふ、 時師に 
西 寺を 授 く、 天 長 元年 春 三月 畿內 久しく 旱魃す、 師 奏して 雨 
を 祈る、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

〔考〕 守 敏の事 古傳に 見ぇず、 修圆の 事を 誤 6 傳へ穴 る 名 
のにして、 實は其 人 あらざる べし、 

>■ ュホ ~ 守 邦 二 -o OH B  C 曹洞 宗〕 大隅含 粒 寺の 開山な 

シュ (守} チ I ホ 


書辭名  人家 佛 本 


二 九 四) 


シユ (守) ホ  ——シ ユ (守、 珠} 


龍 旨し る 平 持 入に 囑間十 至國年 出の 密 山す 師 へ學 りう 
澤 をて 、山寺 室 住を 作 九 6 に 遊 家は （こに 、乙 、てを 康、 

寺 奉師永 常にし す 受の年 、赴 方 學何啓 至國れ 十： g： 好曆 
としを 享珠 出て 、て 西父芳 きし 道を しる 誰に 五で み 元 守 
云て 迎元寺 世 親師隨 來の菴 、足 、やて にれ 隨歲志 七 年 邦 
ふ總へ 年を しし 隨從寺 喪 希 補利庶 、日 及に 侍に を歲 日：^ 

ハ 持て 島 創 ハく 從 しのに 明陀學 く師く でかす し述 R 向； ^ 

去 寺 第 津し事 衣し 日 命 値 二 寺 校 ば 日 、 W 賴 、てぶ し國は 
て R —忠て を 偈て夕 R て師 のに 三く 君 冗ら 會剃 、て飫 仲 
故昇祖 國師 謝を 往咨 應歸に 月就界 、三 2  A 國髮 後世 肥 翁 
鄕 6 と大 をし 附き扣 ずう 謁江 ての 三 州 f  、變す 、相に • 

に 、な 隅 請て せ 命す る  'し 和經導 州に 全將に 、妙 を生薩 
還 紫す 蛤す 再ら せ  'に 再 、尙史 師の藩 f に 値石圓 厭れ 摩 

6 衣-: 良 、びる ら應 及び 次に をと 藩 守 ね 勸 ひ 屋寺 ひ 、國 
•を：^ の三薩 、れ 永び 石に 見學爲 守た g 諭 家 和 石 出 小 主 
大賜盂 莊十摩 時て 二 W 屋日 ゆぶ ら豈る 字 し 臣尙屋 家 字 島 
隅ふ喬 R —  にに 鑑十 S 和峯、 、ん にべ 至て 等 福 和の 梅津 
怡 、 g 於 年回 年 寺 八 名 尙 英居久 、吾し 艺 家相 昌尙志 樹忠 
佐 後 1 て 移る 四と 年 4 に 仲る し 皆が 、 | に議 寺に ょ と久 
の一款 福て 、十爲 竹 5 參二 乙て 感望今 5 還し に師そ 云の 
城 寺 S 壽福太 三る 居 i す 師と棄 嘆む 作 i らて遷 事 う、 ふ 後 
主を 怎山昌 守な 、能 S  、{こ 二て し所務 S し 日る し， 、元 
季興货 含 寺 島う 八 登 5 石參年 去て なす；？ めく にて 竺幼久 
久し？ 粒の 津 、月國 f 屋す 、う 去らる S ん嗣及 童 山, く; 

永 禹く寺 席久明 廿總れ 和 、越 、るん 所 5 と 君ん 子 仙1'  $ 

源 門 四を を 豐年九 持 ひ、 尙 應前美 、やの^:、 す 出て とに し 子 
寺 山 年 創 主太總 日 寺師美 永に 濃翌 '  %  \ 、家 、な 見て な 

I 

しと 野 菴菴を 良な  所賀 う  す 務永守  三夏を 

エな大 をに 削 中う シシシ 在し 、シ シシ 、を 元瑜シ 、伊 創 
夫う 德出 住う 御 、ュ ュュ g て  ュュュ 壽領钜 はュ福 集し 

す 、寺て す、 門  コ ギガ § 日珠ガ アリ 欠し 僧久ュ 昌院て 

、三 一、、 始 R 珠 1 ヨン；^  く巖ン  く  、正し  含に 請 

常 十 休 四 然め住 光  ク ，、字  珠 守、 護に く 守 粒寓す 

に歲宗 方る てす は珠 夕珠溫 永は 珠 ― 壬 4  5 持 任 西：^ にし、 

睡 {こ 純 R  i こ珠 、大 跫ン# 似 w】 肅 2 ㈣ 4 螽 僧ず 大 _ 分て 春 
眠し 禪漂幾 光師 和ノ1 ^  金 翁 威- 、ン f に 、寺：： 葬 病 山 

催大 のし な云歲 人 或莘、 乒 自鄕： i ご I け 安本き 、得 主 
す德盛 、く ふに 、二； 去 丄と家 貫： 5 ら元證 2  G  、 請 
を 寺德二 寺、 し檢  奄 懿師 〇ふ4  る 年上  圼 六て 

患 塔を 十務 十て 校 品  <  g ゴ 承  2  .1  、東 人’ S  S 月 直 

a 中 聞 五の 八奈村 S シ襃 £ i 詳 g  g  f  正 寺に S  f 六 林 

、眞き 歲煩歲 頁 田&ュ f  y  ；! か &  _  |  安二 侍 I 忐日寺 

大珠 、 R 勞 R 北奎 S  |  |  § な £ 予予  二の し 巴 S 寂に 

醫院禪 しを し 市 市山ギ 早、、 S ら 巴よ、 气  年長て 京!！ す 住 

某に 師て 厭ての の城宗 よ、 ず 京  諸 者密都 5  、 せ 

を 住を 俗 ひ 稱稱 子紫祗  § ， 、 都  職に 灌東  壽し 

問し 問に、 名 名た 野を  赛天永 東  を 加大寺  六む 

う、 う 還 二 寺 寺 J 眞見  富 」 明 福  辭は 法の  十、 

て專 てる 十の 珠よ  參 r •塔 寺  し 6 を 長  七 文 

睡ら 其、 歲塔投 冊 院、  5 总 のの  、、受 者  、安 

眠禪俗 後に 中し113* の  f 禪禪  某尋 けな  臘二 

をに 弟、 し 法て々 禪  d 衣 僧  年で、 6  五 年 

驅參子 紫て 林髮奈 ■僧  P をな  寂 寺 文、 十の 

(三 九 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


除す る藥 方を 求む、 某、 睡眠を 驅除 する は 苦味を 甞む るに 如か 
す、 茶は 苦味に して 心 氣を養 ふ もの なれは、 茶を 喫すへ しと 
云 ふ、 珠 光大に 喜び、 拇尾に 至ぅて 茶を 求め、 常に Z: れを喫 
するに、果して効驗あぅ、乃ち大に感すると乙ろあぅ、自ら 
茶の 式を 定む •一日 一休宗純 禪師珠 光に 喫茶の 事を 問へは、 
珠光千 光祖 師榮 西の 喫茶 養生の 說を以 て 答 ふ、 禪師 再 a 趙州 
の 喫茶 如 M と 問 ふ、 珠光默 然として 言な し、 是に 於て 禪師沙 
彌 R 命し、 茶を 持ち 來 らしめ て珠 光に 與 ふ、 珠光 茶を 喫せん 
とする 一 刹 邦、 禪師 忽ち 一喝し、 鐵 如意を 揮 a て 茶の 碇を破 
碎 1、 珠光 自若と して 毫も 驚ける 色な し、 頁久 ぅして 一拜 す、 
禪師 重ねて 茶を 喫する 時 如何と 問 ふ、 珠光柳 綠花紅 眞 面目と 
答 ふ、 禪師 微笑して 印 可を 與ふ 、後珠 光六條 堀川に 於て 四疊 
半の 室を 構へ、 茶 式を 行 ふ、 宗純 禪師師 か荼禪 一味の 旨を 領 
會す るを 喜び、 圓悟禪 師の書 一幅を 與 ふ、 將軍義 政 茶 式を 問 
a 、 珠光菴 の 三 大字を 書して 與ふ 、晚年 紹鷗に 茶 式を 傅へ 且つ 
圓 悟禪師 の菁投 頭巾の 茶 入 鶴の 一 聲の花 入を 附與す 常に 門人 
を誡め て 茶 式の 虛飾に 流る、 乙と なから しむ、 文 龜二年 五月 
十五 日 寂す、 壽八 十一 (一說 八十) 門人 甚た 多し 其 聞 ゆる 

者は 紹_ 、宗珠 、道提 、宗 仁、 紹 滴、 宗理 、引 拙、 胤榮 、道 

耳、 珠報 等な 6、 紹鷗の 弟子に 千 利 休宗易 あ- N、 茶道 大に 輿る、 

(珠光 傳 、茶 家譜) 

シユゼ ン a — 口  ( . ) 〔臨 濟宗； j 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

P,  珠善 字は 仁 甫と云 ふ、 泰秀 宗韓に 參 する 乙と 久時 、遂 

に 其 法を 嗣 き、 妙 心 寺に 住す、 寂 年 欠く ，( 延寶傳 燈錄} 

シュ タン 珠端 c . ) 〔曹 洞宗〕 周 防 瑠璃 光寺の 禪僧 

シュ (珠) ゼ—夕 


なう、 珠端 字は 勁巖 、桃嶽 端 見 R 參して 印 可を 受け、 其 席 
を 繼きて 周 防 瑠璃 光寺に 住す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣 悟宗圭 
頓 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユハ ク珠白 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 信 濃 西 福 寺の 開山な 

$、 珠白 字は 圭嶽と 云 a 、 才應 總藝に 徹證 して 永 平 寺に 住し、 
信 濃の 長 興 寺に 遷つ る、 後、 西 福 寺を 開き、 晚年福 壽院に 退 
老 し、 寂 年、 及 a 壽缺く (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ モン 珠門一 一 ml 〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 
$、  珠門 字は 關 翁、 俗姓は 藤 原 氏、 筑前 穂波 郡の 人な う、 
十三 歲永福 寺 心 翁に 依うて 祝 髪し、 大 寧寺異 雪に 參し 藏鑰と 
なう、 服勸七 年、 異雪 退き、 繁 興存榮 代り 住す、 師之れ R 就 
きて 法を 得、 天 正 五 年 春 毛 利 輝 元の 請に 依う、 大寧 寺に 主と 
なる、 仝 十七 年 退きて 妙 悟 寺に 逸老 し、 慶長八 年 二月 十五 日 
寂す、 世壽 八十 三、 法 嗣安叟 珠養ぁ 6( 日本 洞上聯 燈錄) 
シユヨ ー 珠 * 二 i? 一一 一一 〔曹洞 ' 宗〕 磐 城 II 門 寺の 開山う、 
珠鷹 字は 靑岑 、武 藏琦玉 郡の 人、 俗姓は 平氏な 6、 十五 歲に 
して 同 郡 春 巔和尙 に 投じて 僧と なう、 受 具の 後、 越 前に 赴き、 
明 林 宗哲に 師事して 典藏 となう、 尋で分 座 說 法す、 嘉慶 元年 
伊勢 朝 熊 山に 至うて 虛空藏 菩薩を 拜 し、 轉 して 奥州 磐 城に 抵 
る、 是れ ょう 先 城主 平朝義 病に 罹う、 大士 に 祈 6、 靈應ぁ 6 
しを以て法門を慕ひ、師を迎へて化を受け、同國に禪勝山龍 
門 寺を 開きて 開祖と なす、 寬正 三年 總持 寺 R 出世し、 文明 三年 
再び 龍 門 寺に 住し、 同 四 年 九月 十四日 寂す、 壽百 十一、 臘九 
十七、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

シユヨ ー 珠養一 j r; ®: 〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 

シユ (珠) ハー  m 


書辭 .名人、 家佛本 

‘，，  广.  /  V-?- 


日 


四 九 四、 


シュ (珠) リ ー ホ 


う、 珠養 字は 安叟 、俗姓は 村 氏、 長 門の 人な う、 十五 歲異 
.雪 珠 に 依うて 祝 髪し、 保 寧 寺 雲甫に 謁し" 又關 東の 諸老 に徧 
參 し、 終う に 大寧寺 關翁珠 門に 見ぇて 其 法を 嗣 ぎ、 天 正 十七 
年 席 ど秫 す、 慶長 三年 大蘊 軒に 養老し、 同 九 年 十二月 某日 寂 
す、 世壽缺 ぐ •法嗣 貴 雲嶺胤 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シ ユ9ン珠琳；一：一 +- .一 〔淨 土宗〕 京都 知 恩院の 第二 十二 
代な 6、， 珠琳は 楝蓮社 周 譽と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 了 
曉に 師事 じて 法を 嗣 き、 大譽 上人の 席を 繼ぎて 知 恩院に 住す、 
時に， 應仁 の亂 ぁり 知恩院 兵火に 罹 6 て燒 失す、 師 難を 遁れて 
近. 江.. 溢. 賛都 ^ 香 立 村に 到う、， 新 知 恩院を 築きて 住す、 後 京都 
{(: 皈ゲ "知 恩院を 再建して 中興と なう、 永 正 八 年 正月 二十 六日 
寂す，、、 壽缺く ，( 淨土總 系譜) 

.シ ユ 5 ン珠 林シ ユ| ナン 宗珊を 見ょ， 

シ ユ X 1, 珠榮一 5: ーーー -: 〔臨 濟宗〕 京都# 心 寺の 禪 僧な 
々、 殊榮 字は 江 南と 云 ふ 大宗 玄弘 禪師 に參 しして 印 可を 受 
け亨祿 三年 春敕 命を 受けて 妙 心 寺に 住す、 永 祿五年 某月 二十 
九日 瑞雲 院 R 寂す、 壽歃く (延 寶傳 燈錄) 

シユゼ ン殊 # 一一  j o l^j  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 

i  殊禪 字は 定菴 初め 石屋 禪師 に參し 入室す 應永中 石屋 遊 

方して 周 防 R 到う II 雲 寺を 創して 之 R 居う 後に 師に 命して 席 

を 繼 かしむ 師玆に 住する 乙と 五 年 去うて 長 門に 到う瑞 柽菴を 

構へ て 退 隱す會 々大寧 寺 主席を 欠く 竹 居禪師 師を擧 けて 之 R 

舖す 太守 多々 良敎弘 歸依 深し 永 亨四年 三月 廿 七日 寂す、 壽六 

十臘 四十 四 (日本 洞上聯 燈錄) 

シュホ ー イン 珠芳院  一ー チ ギヨ クニ 日 玉 尼を 見よ、 


シュ (主、 首、 朱、 壽〕 

シュ オン 主恩 1 S AH S 相宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 な-、 
主恩は 大和 十 市の 人、 興 福 寺眞喜 僧正に 法相を 學び寬 和元币 
維摩 會の講 師と なる 後 朝 旨に 悖-^ 筑前博 多に 謫 せらる 幾何な 
ら すして 宥 S れ 還うて 興 福 寺に 居う 法相を 弘 め永祚 元年 六 月 
十一 日 寂す、 壽五 十七、 C 本朝 高僧 傳> 

シュ シン 主眞 「一 h: a: 2l: 〔新義 眞言 宗〕 江 一 a 護持 院の 僧な 
P,  主眞 字は 島 春， 鄕貫詳 ならす 豐 山に 學 a 近 江總持 寺に 
住す、 亨保 十五 年 護持 院に轉 す享保 二十 年閏 三月 十四日 寂す、 
壽歒 く、 著作 起 信 論 注解疏 略三卷 ぁう (新 義 眞言宗 史料) 

シュキ ml 首慶 c . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 僧な 

う、 首慶 字は 雲英 '出家して 久しく 高 雲 僑に 參し 遂に 其 法を 
嗣 ぐ、 京都 南禪 寺を 主と り 某 年 寂す、 (延寶 傳燈錄 )、 

シュシ ヨ  <- ボ<*~  首唱 房 一ー チ ショ 日唱を 見ょ、 

シュバ ィ朱梅 ( . ) 〔浄土宗〕 常 陸 常 福 寺 第 十二 代 

なう、 朱 梅は 法蓮祉 光 譽と號 す、 空 譽玉泉 上人に 師事して 
法を 嗣ぎ常 福 寺に 住す 寂 年 及 世壽詳 かならず、 (淨 十總 系譜} 
ジュ オン 壽遠 一一 I1 A-* 〔一一 一 論 宗〕 大和 西大 寺の 學僧 なう、 
壽遠 俗姓は 橘 氏、 武藏の 人な 6、 延曆牢 中 奈：良 の 東大寺 R 到 
6、 出家して 性 相の 學を 習 a 、 兼ねて 因 明を 學 ふ" 又 安澄に 
三論を 承 票し ■西大 寺 R 住して 二諦を 演述 す、 承 和 元年 詔 ぁ 6 
て 維摩 會 講師と 爲う 、賞せられ て 傳燈大 法師 位に 任す、 五平 
十二月 某日 寂す、 壽六 十八 (本朝 高僧 傅) 

ジュガ ク壽嶽  クーチ ソ景 珍を 見ょ、 

ジュキ ン 1 竞欣( . ： 〔曹 洞宗〕 下總總 寧 寺の 禪僧 なう、 

壽欣 字は 州 翁、 學仲原 周に 師事して 法を 得、 其 席を 踵き て 下 


(五 九 四） 


書辭 名人 家佛本 日 


總總寧 寺に 住す、 寂 年 及 a 壽 欠く、 法嗣義 翁盛訓 あう、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

ジユタ ー If ® -: •一 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 なう、 
壽桂 字は 月 舟、 別 號は幻 雲、 近 江の 人な 6、 正中 首座の 法を 
嗣く 、正中は 古 先 元の 法嗣 にして、 古 先は 元に 入うて 中 峰 和 
尙の 法を 承け 穴る ものな 6、 師 初め 越の 弘祥善 應の二 寺に 住 
し、 永 正中 京都 建 仁 寺に 移つ る、 一 住 二十 五 年、 晚年一 華 巷 
に 退 居し、 天文 二 年 十二月 八日 寂す、 壽缺 く、 著作 語錄 並に 
幻 雲集 あ 6、( 本朝 高僧 傳) 

ジユコ ー 壽廣 一一 删 ora 一一- 〔法相 宗〕 大和 傳法 院の學 僧な う、 
壽 廣は德 一と 共に 修圓の 門に 入うて 法相を 學 a 、 傳法院 に 住 
す、， 承 和 九 年 推 s n て 維摩 會の 講師と な 6、 同年 某月 寂す、 
壽六 十二、 (本朝 高僧 傅) 

ジユ サィ！！ 采ぺ . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

う、 壽釆 ば旣 白と 號 す、 伯蒲惪 稜の 法嗣に して 妙 心 寺 {C 住 
す 修禪の 傍ち！ 51  を 能， くし、 筆鋒 松 花 堂の 風 あう、 (皇朝 名 書 拾 
彙} ——V  ..V. ' ' , 

ジユ セ： 1 籌 星 i 一：  一， E: o: 〔曹 洞宗〕 常 陸大 雄院の 開山な 6、 

壽星字 ぼ 南極、 相 摸 星 氏の 子な う、 吾 寶宗璨 禪師に 師事して 

印 可を 受け、 遊 化して 常 陸に 至り、 窮 山に 入 $ 庵を 構へ て 韜 

晦 す' 山 尾 邑主小 野 崎 支 峰、 師の道 風を 聞き、 山に 入うて 而語 

し 遂に 其 化に 皈し 、新に 天童 山 大雄院 を 築き、 師を迎 へて 之 

れに 主たら しむ、， 文明 七 年 相 摸最乘 寺に 遷 6 住する 乙と 一年 

にして 大雄院 R 皈 6、 延德二 年 七月 九日 寂す、 壽歃 く、 (日本 

洞 上聯 燈錄) 

ジ fU 壽〕 ダ— セ 


ジユ セン 1 0截 ( . 〕 〔臨 濟宗 3 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 

6、 壽戳字 は 繼 天と 云 ふ、 月 舟 桂に 師事して 法を 嗣 ぎ、 建 仁 
寺に 主と なる、 寂 年、 及 a 壽 欠く、 (延寶 傳燈錄 3 
ジユセ ン 1 f 仙 一ー  チ トク 日 得を 見ょ、. 

ジユゼ ン 16 全 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 山城 禪林 寺の 

僧な り、 壽全號 を 澄 空と 云 ふ、 智空 甫敎に 師事して 淨土宗 西 山 
派の 學を究 め、 奈良稱 名 寺に 主と な 後、 京都 禪林 寺に 遷 
う、 盛んに 化を 弘む 、寂 年， 及世_ 欠く、 (淨 土總 糸譜) 
ジユソ ー 1 一一^曹 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 上總 東雲 寺の 禪僧な 
う、 壽曹 字は 靈泉 、助 翁玄輔 に 師事して、 其 法を 受け、 席 
を嗣 きて 上總 東雲 寺に 住す、 寂 年、 及 ひ 壽歃 く、 法嗣 吉宗梵 
貞 ぁう X 日本 洞上聯 燈錄} 

ジユチ ヨ ー 壽長 c 一  五 四- <  5 興 言 宗： 一紀 伊 金剛 峯 寺の 學僧 
f、  壽長其 俗姓 生國詳 かならず、 幼に して 高野山に 登り、 
眞然 僧正に 師事し、 灌頂 壇に 入うて 諸密 印を 授けら る、 眞然 
老衰に 及び、 仁 和 四 年 朝廷に 奏して 師を以 て 金剛 峯 寺の 座主 
に 任ず、 寂 年、 壽 欠く (本朝 高僧 傅) 

ジユ 5- ツ 壽徹一 一一 •一  jy -t: 〔淨 土宗〕 因幡 玄忠 寺の 開山な 6、 
壽徹は 品 蓮 lltt 九 # 、 無道と 號し 、但 馬の 人な う、 隨 流に 從つて 
法を 嗣ぎ 、因幡 島 取に 玄忠 寺を顿 す、 明曆 三年 四月 二十 五日 
寂す， 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

ジュ ヤク壽 益； 〔曹洞 宗〕 薩摩福 昌寺 の禪 僧な 6、 
壽益 字は 日鑑 、俗姓 折 田 氏、 薩 摩の 人な 6、 代 翁守哲 に參 して 
印 可を 受け、 總持 寺に 出世し、 薩 摩福昌 寺に 遷 る、 寬永八 年 
花舜 寺 R 退去し， 幾なら すして 寂す、 壽歃 く" 法嗣壽 叟全珠 


ジユ (壽〕 セー や 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 九 四:) 


三 b  寂を 6  慧う  る 等な  あ 

ジジ ジジ ジジ 論 、ジジ 年嗣 、ジ空 、ジジ ジジ 年 持 ウジう 
ュ ュュュ ュュを  ュュ 及き  ュ等  ュ ュュュ 時. 、ュ、 

トト 5*  5 •セガ 開 樹ロホ 世 、樹 ハと 樹 シオリ リ詳に  V  ^ 

ン クンツ ンク 講朗丨 1 壽後 繁ン高 心ン丨 ヨヨか 主 壽ヨ吴 

すは  ヌ缺其 字  倉は  ヶ 1 1 なと 陵丨 g 

苓受受 受受受 响、 空 樹ンく 席は 樹學 京樹ン イイ らな字  ザ 

? 侍天徹 雜羃 樹： f  n パ 樹—ノ 後 嘗憂雲 

i; リェ， 二 V  土  |  •: 法 洞 く' ぐ；, 会： 王 1 晉延 g  $ 、錄 

:べ。“4塞。？?1繁卜！貧ぐ院院屢”こ 

±  ^  1  i  I T  ?  I H  T  5  1 1  i  f  ^  S  r  ;  ；  *  f  I  ^ 

宗 良を 潜を 良バ ft 論‘ 鳳 i 洞 入 長宗七 し、 ff 臨 
左 拾 見を 見淸 本〗? 宗 g  翔 荔宗高 慶吝； 戈％ 濟 

貨 1 ょ, f ょ， | 奪 暴 矢 f  I 雷 S 貪， 1 姦 ふ 日 ^  LS 

天 f  ょ、 f  g け 和 見  1 桂 波 菜 k 長を 祐證  祖て京 

嶽气  气 [1 て 東よ  _ 澤桂 S  $ 覺見 をを  道 法 都 

院  S 東大、 f に 谷 銎と 寺よ 見 見  をを 相 

の  南 寺  £ 參寺 怠に の、 よよ  揚嗣國 

僧  院の  5 しの S 住 仕  、 、  ぐ、 ぎ 寺 

な  i こ學  塞て 禪 f し®  、、の 

b  住僧  字 其 僧？ 噫 持  寂洛禪 

、  しな  9、 法な^ i 慶 な  す 北 僧 

ジ 

ユ 

S 

m 

光を 大な  源 菴等寺 貞う百  嗣字  淨授  月江受 

寺付徹 i) シ知 にを 第享 、三 シジ きは ジ專譽 ジジ ジ 十戶頓 
をす 宗 、ュ覺 寂 創 四 三 翠十ュ ュ未箕 ュ寺ロ ュュュ 三 新は 
開 、令 宗丨禪 すす 代 年巖四 1 卜 '穴 外コ を其ヨ オラ 日 鳥 深 
き 總に安 ア師、 、と 九 珉代ア f 出 長 1 頫師  1 ク寂越 蓮 

て 持師字 ンと壽 元な 月の なン  世 門  す詳授  イす貞 社 

居 寺 事は  謚六祿 る 東 法う  儒に 大需元 か S 授ン 、巖心 

うにす 禪宗す 十二 、海を 、宗墨 及 寧 g: 和な 誉鸢 壽寺譽 
、出る 室 S  、三年 本寺嗣 6 案里は 寺槪 元ら 三： 羽受缺 をと 
同 世 乙但或 2  、十 山の く  5 玄キす 大？ 年 ず:？ ••シ 益く 開號 
寺し と 馬？  ■享月 R 輪、 峯三三 :し 巷： 十 人 去： ご褰  'きし 
(こ 、十の： 豔保廿 東番天 了て 須； 二譽  ?  、 • 

寂 立 五 人；  5| 三 四 光と 和 S 五窆 ‘ 寂益〇 月に、 3 こ  f 後奧 

す 川 年、 C ， 年 日 巷な 三舄  J すに 二師 f  5 二 J 、 淺州 

、寺、 壯  女 五 開を る 年 f 4 其師 S 日 事 i  i  •ノ  草の 

缺遷 令し} 1 鸾二 しし 尋 月〒 S  f 時す S すて 總 f ョ c 嶽な 
く る 蛾て Sf 日 同 平き 六 ふ、 缺る s 世 法 州 £  <  院う 

、 、山 美 中 八 戶て日 肥 山 やく との 壽を 淨や圓  R  、 

G 晩よ 濃 播じ御 年に 平大前 城'  3 久禪 缺嗣專  '超  移 法 

$ 年 う 妙 磨  門 四靜戶 德國紫  S し 僧く ぎ 寺. を  るを 

篇播 傳應眞  天 月 性 の 寺 平野  溫 くな、 3 總の  見  、滿 

7 磨は 寺 光  皇十護 興に 戸大  t しう f 州 開  よ  萬靈 

忐東 う に 寺  刺 六國國 出津德  忐 て、 忐 小山  、 治に 

1 條し 出の  し 日の 山 世の 寺  S 其  会、 松な  三嗣 

蓉谷法 家 開  て 東 二 正す 人 第  為 法 需裘村 う  年ぎ 

眞 衣し 山  法 光菴宗 ，な 二  S を 糠 じに、  八、 

ジ 

ユ 

受 

m 

喊 

m 

ユ 

I 

宗 

(七 九 四） 


書辭 名人 家佛本  日 


シユ ー ィ宗渭 ii 一  fff  〔臨 濟宗〕 京都 大德寺 第 百 七十 代 
f、  宗渭 字は 淸巖 、自笑 子、 1 R 孤陋 子と 號す 、俗姓は 
奥 村 氏、 近江大 石の 人な. CN、 慶 安二 年 幕府の 命に よう、 東海 
寺に 住し、 淸淨 本然 禪師 の號を 賜は る， 兼ねて 書 書を 好み、 
書は 張 即之虛 堂 禪師に 學び 、書は 佛祖圖 及び 雜圖 多し、 寬文 
元年 十一月 二十 一日 偈を 書して 寂す、 壽七 十四、 (紫 巖譜 略、 

續 本朝 書史)  _ 

シユ ーィ宗 渭ーー ー g SA j 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 6、 
宗渭號 は 太 淸と云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 相 模鎌 倉の 人な う、 十 
三 歲 出家して 西 禪寺雪 村 梅 和尙に 依 6 童子と なう、 十六 歲薙 
髮受 具す、 雪 村の 播磨法 雲 寺に 移る に 及び" 命せられ て 知賓 
とな 6、 職滿 ちて 京都に 歸 う、 瑞龍東 山の 間に 歴遊す、 夢 m 
古 先 等の 諸 大老 其 偉 器を 愛し r 要職を 授く 、再び 雪 村に 參す 
るに 及び、 遂に 記 別を 蒙う、 復南禪 寺に 歸う 、後 版よ 6 前 堂 
に 轉 す、 檀 越の 請に よ 6、 美 濃 龍 門 寺に 住し、 永 和 承 暦の 間、 
相 摸の 東 勝 寺淨智 寺 R 歷遷 す、 應 安五 年 夏 播磨寶 林 寺に 移り、 
印を 解きて 京都に 入う、 南禪 寺に 居り 將 軍足 利 義滿に 招かれ 
て 金剛 經を 講ず、 後、 雲 門菴に 退 居し •再び 起て 南禪 寺に 住 
す、 嘉慶二 年義滿 請して 相 國 寺に 主たら しめ、 且つ 夢窻 國師 

の 三十 三 忌 辰 R 師を 請し、 三會塔 前 R 陞 座して 佛 事を 讃揚せ 
しめ、 特に 金襴の 袈裟を 贈う、 副る に偈を 以てす、 師晚年 相 一 
國 寺の 側 R 菴を 構へ て 居う、 明 德二年 夏 微疾を 感ず、 六月 十 

二日 將軍 山に 入りて 親しく 病を 慰問す、 夜に 入うて 傳 法の 

偈 、幷に 入壙の 語を 書して 諸 徒に 付し、 十九 日偈を 書して 日 

〜 、夢幻 空 華" 不生 不滅、 撥  一 I 轉大機 〖虛空 迸 裂、 と、 筆を 投じ 


て 寂す、 壽七 十一、 臘五 十七、 龍 山の 雲 門菴に 塔す、 著作 六會 
語録 若干 卷 ぁう、 (續群 二三 八、 本朝 高僧 傅) 

シユ ー ィ 宗意 ( …… 〕 〔眞 言 宗〕 山城 安祥 寺 中興な り、 
宗意 は大夫 律師と S ふ、 京都の 人、 東宮 權大夫 季宗の 子な う、 
嚴覺の 高弟 R して 傳法職 位を 受け、 梵漢諸 尊の 密軌 を學ぶ 、 
先に 慧運 安祥 寺を 開きし が、 付 法の 嗣な くて 寂せ しか ば、 法 
脉絕 へたう、 唯實慧 傳燈の 印璽 寶篋慧 運 相承の 祕訣道 器の み 
存せ 師 此の 如くして 法王 大寶 を圖せ すして 得る を慶 ひ 小 
野 流を 合して 一流と なし、 再 a 法脉を 興す、 之を 安祥 寺 流と 
s ふ 寂年缺 く、 付 法の 弟子， 實嚴 、實證 、靜實 、念 範' 淳實、 
仁 嚴の六 人 ぁう、 (後 傳燈 廣錄} 

、ンユ 1 ィ 宗 願 =5 71 八 ハ S 濟宗 S 都大德 寺の 禪 僧な-、 
宗頤 字は 養叟 、俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人 八歲に して 東 福 寺 九 
峯 奏を禮 して 弟子と なり、 祝髮 受戒す るに 及 / L で 侍 局に 列 居 
し、 遊 方し 1: 東 山の 藏鑰 となり、 職滿 ちて 土 佐に 往き 、吸 江 
菴に大 周 t 禪師に 參 し、 其 第二 座に 居す、 時に 華叟の 風を き、 
て 近 江 禪興菴 に 至うて、 禮 謁し、 服 勤 十六 年、 悉く 玄旨を 究 
め、 衣 法を 付せられ、 龍峯 山に 皈 う、 大用菴 に 居す、 文 安二 
年 秋 詔に よ 6 大德 寺に 住し、 紫 衣を 賜は る、 紀 伊の 賽川氏 某 
德禪院 を 御して 師を 招く、 師此 寺 ^ 以て 終老 のと 乙ろ となす、 
後 細 川 勝 元の 請 R より、 再 a 大德 寺に 皈 る、 後花園 天皇 師を 
召して 禪耍を 問 a 、 特に 宗慧大 照 禪師の 號を賜 ふ、 晚年檀 越 
の 請に よ 6 和 泉 (/ >» 陽春菴 {c 休 居し、 長 祿二年 六月 二十 七日 寂 
す、 壽八 十三 臘六 十七、 へ 本朝 高僧 傅) 

シ ユ 1 ィ ーー  一一 一一 一 1£  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 寺大德 第二 百 


シユ 1( 宗)* T 


書辭名 人家 佛本 


(八 九 四; 


' V ユ I  r 宗.' )ィ 


八 代な う、 宗撝 字は 大仲 ■京都の 人な 6、 雪菴の 法を 嗣き 、寬 
文 六 年 四月 廿 一日 大德寺 に 出世し、 十一月 廿 五日 開 堂す、 元 
祿七年 二月 廿 八日 寂す、 壽七 十九、 頌に 日く、 七十 九 年、 順 
行 逆行、 端的 底漸 、耳 低聲 々、と、 元祿十 二 年 勅して 本 寂 心 
印 禪師 と號す 、(紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 

V ユ—ィ 宗偉  二/ 16 〔臨  濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 四 
十一 代な う、 宗偉 字は 雲英 、和 泉の 人、 俗鮏谷 氏、 呼雲齋 
宗臨 居士の 子な 6、 自ら 乍 住と 號 す、 仙 岳の 法を 嗣く "蓥し 
師ば仙 岳の 姪 / 2 るな う、 慶長二 年 三月 廿日 大德 寺に 出世す、 
時 R 三十 八歲 なう、 慶長 六年筑 前の 國主黑 田 長 政師を 請して 
祟 福 寺 R 住せし めて 中興 祖と なす、 是ょ 6 先き 師は和 泉の 海 
眼菴に 住す、 慶長八 年 十月 四日 寂す、 壽四 十四、 (紫 巖譜 略、 
大德寺 世譜) 

シ n!v ン宗 胤？ •  .•… ) 〔曹 洞宗 .一周 防 法 明 寺の 禪僧 
なう'  宗 亂 字は 春 山、 九 江 慈 淵に 參して 支 旨を 了し、 九 江の 
沒後周 防 法 明 寺に 住持す、 寂 年、 及び 壽缺く  c 日本 洞 上聯燈 

錄) 

シユ ー ィン {示 {貝( . ) 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪僧 

なう、 宗寅 字は 建 室、 生國 俗姓 詳なら す、 韓嶺良 雄に 參して 

衣 法を 付せられ、 席を 踵き て 下野 大中 寺に 住す" 寂 年 缺 く、 

法 嗣門菴 宗關の 一人 あう r  (日本 洞上聯 燈錄) 

シュ ー イン 宗因一 一一 ⑽誌 〔臨濟 S 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

6、 宗因 字は 無 因、 尾 張の 人、 俗姓は 平氏、 荒 尾の 族な う、 九 

歲に して 京都 R 上 6 -東 山の 天潤菴 R 投 して 可 翁然禪 師を拜 

して 剃髪し、 侍 童と なる、 十七 歲大 僧と なう*' 能く 詩を 賦 し、 


，ンユ ！ ( 宗 )ィ I ゥ 


周易 R 精し、 可 翁 建 仁 寺 {C 住する に 及び* 師を請 客 侍者と な 
す、 尋て耙 綱を 主 どる、 常に 參 方の 志を 抱く" 將に後 版 R 任 
ぜんと すれ ども 師辭 して 行かす、 授翁弼 妙 心 寺に 主と なる に 
及び、 師往 きて 參講 す、 授翁 法語を 付して 許可す、 其 寂 後 席 
を 繼ぎて 同 寺に 住す、 33 雲の 大守波 多 野 重 通 退 藏院を 建て、 師 
其 第一 代な とり、 莊 園を 附 せらる、 將軍 義持迎 へて 相 見ん と 
欲す、 師辭 して 往 かず 直に 駕に 命じて 攝津海 請 寺に 投ず 、應 
永 十七 年に 京都 大德 寺の 虛席 ありて 幕 命に ょり、 乙れ R 住せ 
ん として 京都に 入り、 劇 かに 病に 罹ぅ、 開 法 k 及ばず して 六 
月 四日 寂す、， 壽八 十五、 臘六 十九、 遺骨を 分ち て 海淸 寺の 退 
藏院 R 葬る、 (妙 心 寺 六祖傳 、本朝 高僧 傅) 

シユ ー ィン 宗印  1 圏  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
四十 二 代な 宗 印字は 月岑 '號 は片菴 、京都の 人、 俗姓 
は大淼 氏な 〇、 古溪の 法を 嗣 く、 慶長 三年 五月 八日 後陽成 天 
皇 勅して 大典 圓光禪 師の號 を 賜 ふ、 元 和 八 年 四月 五日 寂す、 
壽六 十三、 玉林院 に 塔すペ 紫 巖譜 略、 大德寺 世譜〇 
シユ！ ィン J 7K 印  一 HH A— 蚀 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
五十 代な り、 宗印 一に 紹 印と 云 ふ、 字は 傳叟と S ふ', 京都 
の 人、 太 素の 法を嗣 く •慶長 十二 年閏 四月 十 H 日 R 出世す、 
寬永二 年 三十 八歲の 九月 廿 一日 開 堂す、 寬永四 年 十二月 十一 
日 寂す、 壽五 十九、 後水尾 天皇 勅 謚佛性 心 宗禪師 と 賜 ふ、 金 
龍院に 塔す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ーゥ宗右二1 |^ -0 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 百 
二十 三代な り、 宗右 字は 旋峰 ，號は 臥 雲 子、 又は 伴 雲と S 
ふ、 京都の 人な $、 傳外 左の 法を 嗣 く、 延寶七 年 二月 四日 勅 


(九九 四） 


書辭 名人 家#  本  日 


6 子法專 相の 歲 るう  上に し宗  2 高 也 近 族う  六 雨を 

、鳳 をら 摸 二に、 、シ聯 越 ’慧シ 苎僧苦 江 弟 、シ十 寺 奉 
東 菴受坐 建 宗し父  ュ燈後 歸字ュ  傅 屈に な  ュニ ダし 

林を け禪 長を ては 宗] 錄林 6 は 丨宗リ 、積 6 宗！ 、蠢て 
寺し 、す 寺 探敎間 英ェ- 泉て 泰ェ雲  死翠 、雲ウ $ 領大 

にて 尋 、にる 院國 字〗  寺 益 室  は  也 寺 大字 ン靈 し德 

主 最で後 入、 にのは  に 翁、 宗建  苦を 灯は  鬆て寺 

と 勝 遊、 り 二 入 刺拈宗  遷を益 S 武  屈 開 國白穿 辟 皆に 

な 寺 方 山 、十う 史笑蜜  る 省 翁 急の  、き師 翁 _ に、 1 入 

るを しを 明 九薙藤 、央  、し宗 三； 頃 ，畢住 g  、武大 f る 

1 領て 下年歲 髮原應 二； 天て 謙 三： の  竟す装 俗 2 德 L  、 

寶せ復 う 伊に し賴永 i :  正 旨に 瓦： 人  如 、 B 姓 九 寺 夜 八 

德し最 て 豆 至-： 久 十二： 七を 依  な  何 示の 源浩世 » 年 

元め 勝最 尼う 不と六  年 得り g る  、寂 下 氏 巴 譜义東 

年 * 寺 勝 木て‘ 云 年 S  正た て晶べ  苦のに 、辰 J  、海 

上自 {こ 寺 山 所 6 ふ 九 g  月う 薙 £ し  屈 年參出 s  テ ■寺 

總 ら皈吾 に 學 卜-月 S  四、 髮 s  、  苦 時究雲 鑫の 

介甲 う 寶 上を V 盘 二 2  日 初し 越  屈缺 しの s  岛 輪 

溢 州 、宗 う捨 5  5 十 信  寂め、 後  ぺ r  、 人 近  辈番 

野 武主璨 、て 日 濃  す 永 出 林  延* 遂 、江  二と 

信 田席禪 世、 為 苎を定  壽 平て 泉  寶 遺に 大積  百な 

貞 氏を 師祿 禪 $ 呈以津  缺寺 v 寺  傳 偈 其德翠  公る 

^ の嗣 にを 要め、 X て院  くに 諸の  燈あ法 寺 寺  g  、 

ず 招ぐ、 師絕を 深 f 武の  ハ 出方 禪  錄 う を徹の  县請 

各き、 事ち 慕く ム藏禪  日 世に 僧  ，日 嗣翁開  学 泉 

^ に 後して ひ 顯 十に 僧  本、 徧な  本く  r 亨山  、宗 

气依嗣 て、、 密 五生な  洞 次參う  朝 生、 のな  壽鏡 

う 十寶鄉 う  鑑海 後な  大す 成す 五  寺 住の 百  同應信 

、一德 校 、シ あ晏 、う シ德 、天 、十シ 世す 人 九 シ年仁 州 
辭年 元に  ュ うの 竺 、ュ 寺壽 皇天 ニ ュ譜、 、十ュ 十元禰 

し 府年入 宗丨バ 席 翁  1 秕 八 勅叔代 1 ^ 明 天 四 1 月年津 

て內結 う 榮ェ日 を 仲 宗ェ譜 十し のな ェ  曆祐代 ェ十詔 城 

乘に城 、字 1 本繼 仙永丨 j 九て 法う〗  二の な 1 七を 外 

國乘の 十は  洞き に 字  、大 を、  年 法う  日 奉に 

寺國府 七松宗 上て 法は 宰  寬規嗣  宗  七を 、宗寂 じ 臨 

i こ 寺 主歲巷 $ 聯 、を 大: 文 綱く 宗, 月嗣 歪す て 川 
皈を藤 在 ’ 米 燈伯 享年7 K  四宗 、琰秩 ： 廿き宗 天、 總山 

る 建 原 仲 俗 二 元 錄耆け 、 ？  年禪 慶字三 三  五 、英三 三 世 持定 

朝て 持宗 姓；^ 一  瑞 、伯：  十 師長は r ご  日 明 字 壽寺津 

旨 師朝宥 ほ 四 三 仙總 耆：  月の 十 藍 八5  寂 暦は 六^: 欠に 院 

にを 福に 藤  寺 持の ^  廿 號三溪  す元舊  く 住を 

依 開 嚴依原 S  に 寺 人  日を 年、 ぼ  、年 山ぢ 、す 築 

1 中 寺 う 氏 S  移に な S  祖賜 十 近*  壽 十、 s 文、 き 

紫と をて、 S  る 主 6 晶  堂 ふ 二 江 £  五月 S ヒ 5  ra 師、 

衣な 創保奧 2  骑 'と；^  S  に 、月の 巴  十九ら s  £  ^  K 

をす し 度 州 下  g  /x  f  s  安萬廿 人山  二 E 閑 京 t ふ 燹 

賜、 てし の總  £ る 2 伯  牌 治 日、 城  、出 眠 都 £  fc1 7 

a 後師 、人 乗  f  、 ■耆  す 元に s 紫  j 世子 紫 I n 

、，■を 文'  國  く、 e  S 瑞  1 年 出ら 野  g しと 野 £  f ジ 

敕總請 章 八 寺  法 （ こ 5 仙  5 十 世忘大  8  、 號 大 3 J 

黃 林す を 歳の  嗣 し 5 寺  ff 月す 苔德  si 梅す 德  It  f 

ヶ 寺、 修に禪  石て ミの  黯廿 、子 寺  略 岩、 寺  廷 矣 

降 R 文む し 僧  菴 法， 禪  辟 日 後と 第  大菴 日の  t  - 

し 昇 明、 てな  宗 兄く 馏  W 寂 陽號百  德に向 第  \ 今 

シユ上 宗 }ウ1エ  シユ 1( 宗) H 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇〇 五） 


シ  n  (  u la 文  . . . .  . 

て 僧綱と なす、 永 正 元年 七月 二日 寂す、 壽八 十二 遺偈 あり、 
日く、 石火 電光、 八十 餘 霜、 安身 時節、 脫體 堂堂、 法 嗣中明 
榮主 あう、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

、ン ユ！ 文 1 {示榮二1ーーー？^〔臨濟宗〕山城紫野大德寺第百 
八十 七 代な'^、  宗榮 字は 啓 室 大和の 入な う、 龍嶽の 法を 嗣 
き、 承 應十年 十月 九日 大德 寺に 出世し、 肥 後 妙 解 寺に 住す" 
其菴を 臨 流と 稱 す、 寬文六 年 二月 二十 五日 寂す、 壽 七十、 貞 
享年 中 眞機良 猷禪師 の 勅 謚を賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 
シユ 1H1 宗罾  一一 SS 抓 〔眞言 宗〕 山城 圓覺 寺の 學 'fi* な 
i  宗誓は 京都の 人、 俗姓は 池 上 氏、 眞紹 僧都の 族 甥な 6、 
十四 歲に して 比叡山 R 登う、 載鎭 法師 R 從 W て 剃髪し、 經論 
を學び 、受戒の 後ち、 徧く諸 市に 遊び、 興 福 寺 義演師 に 法相 
を學び 、延曆 寺義眞 座主 R 天台 敎を學 び、 菩薩 戒を 受け、 智 
證 大師に 兩 部の密 法を 受け、 實慧 僧正 R 金剛 界を一 t こけ、 遂 R 
禪 林寺眞 紹を禮 して 阿 闍梨灌 頂を 受 く* 淸和 天皇 皇太子 / 2 る 
時 常に 師を 召して 講 侍せし め、 其 即位 R 及び、 寵遇殊 R 厚し、 

貞觀四 年眞如 親王 R 從 a て 唐に 航 し" 初め汴 州の 支 慶 に 謁し 

て 金剛 灌頂を 得、 天台 山 R 登 6 大華嚴 寺に て 千 僧に 齋 供し、 

靑龍寺 法 全に 胎藏灌 頂を 受け、 金剛杵 儀 軌を付 せらる" 慈 恩 

寺造玄 、興 善 寺 智慧 輪 等 R 隨つて 盡く 眞言の 秘軌を 探う、 洛 

陽聖善 寺 R 抵 う、 三 藏の舊 地を 拜し 、院主ょ 6 三藏 所持の 寶 

杵梵夾 儀 器を 授けられ、 再び 天台 山に 登う、 敎觀を 精究 す、 

適 李 延孝來 朝す るに 逢 a 、 師乙れ と共に 舶に乘 して 太宰府に 

着す、 時 R 貞觀九 年な 6、 諸 老宿師 R 新法を 演ん 乙と を 請 ふ 

因て" 即ち 東 寺 R 於て 灌頂 壇を 開き、 四方 雲の 如く 集まる、 


シユ 1C 宗) 工 


十六 年、 帝、 師に就 て 金剛 界三摩 地の 法、 幷 R- 觀音の 法を 受け 
給 ふ、 元慶 三年 東 寺の 長者に 任じ、 冬 僧正 R 任ず、 四 年 四月 上 
皇 山城 大和 攝津 等の 各山佛 寺を 巡覽 するとき、 師隨從 す、 八 
年 三月 二十 六日禪 林 寺に 寂す、 壽七 十六、 臘五 十七、 i£ に 禪 
林 寺 僧 1 IE と 云 ふ、 著作、 胎藏 次第 二卷 、火 布惹耶 私記、 隨求 
八 印 法、 納凉房 次第、 悉曇林 記、 進官 請來錄 、各 一卷 、眞言 11 
疑 目、 後 入唐 傳 、秘密 口决 、(卷 數 未詳) 等 ぁう ペ元 亨書釋 、本' 
朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄〕 

シユ ー エキ { 示 擇 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 

六十 二 代な 6、 宗懌 字は 悅 堂、 其 鄕貫詳 かならず、 景川 
に 師事して 印 可を 受け、 京都 大心 寺に 住し、 後、 大和 興 雲 寺 
R 移る、 明應の 初め、 敕を 奉じて 大德 寺 R 出世し、 開 堂畢 6 
て 闕 R 詣て 、恩を 謝し、 退きて 大心 寺に 皈 る、 寂 年、 及壽缺 
く、 (紫 巖譜 略， 大德寺 世譜、 延寶傳 燈錄) 

シユー エツ & 7k k ( . ) 〔淨 土宗； ，下野 弘經寺 第 四 代 

なう、 宗悅は 曜譽社  一 # 愚 得と 號 す、 曜譽酉 問に 師事して 
法を 受け、 飯 沼弘經 寺 R 住す、 後、 上野 男 衾 郡 鉢 形 R 淨福 寺を 
籾して 開山と なる、 寂 年、 及壽 欠く， 法嗣 R 祖洞 ぁ. c/( 淨土 
總 系譜) 

シユ i ツ 宗悅 is sg 〔臨 濟宗〕 武藏 東海 寺の 禪 僧な 
宗悦 字は 怡溪と S ふ、 品 川 東海 寺 中高 源院を 開く、 藤 
林宗 源ょう 茶道を 傅へ、 石 州 流の 名家と 稱 せらる、 後、 京都 
大德 寺 R 住す、 正 德四年 五月 二日 寂す、 壽七 十一、 法 忍大定 
禪 師と號 す、 

シユ ツ宗悅 ーーーーーー 1 1 $  〔臨 濟宗 ；一 山城 紫 野 大德寺 第 百 


(一〇 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


五代な り、 宗悅 字 (i 怡 雲、 伯耆の 人、 徹 ¢11}! の 法を 嗣く 、弘 
治 元年 十月 十六 日大德 寺 (C 出世す、 永祿 元年 十二月 三日 勅し 
て 心燈慈 照禪師 の號を 賜 ふ、 正 親 町 天皇 重ねて 靈源大 就國師 
の 號を賜 ふ、 瑞峯院 に 住し、 天 正 十七 年 八月 八日 寂す、 壽七 
十二、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 

シュ 1 エン 6 7K 圓へ 一九 ー セ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 大法 
師な う、 宗圓は 祭 酒 二位 隆遍の 子、 正嘉 元年 九月 六日 遍智 
院に入 6 て 憲深に 庭儀灌 頂を 受け、 後名を 改めて 通 海と いふ、 
付 法 一人 賢 助と S ふ、 (績 傳燈 廣錄) 

シュ 1H ン 宗圓 (一八 九 三) 〔浄土宗〕 某 寺の 僧な う、 
宗圓 白蓮 社と 云ぶ、 俗姓 生國 不詳、 初め 比 叙 山に 登う、 證眞に 
師事し、 後、 辨長 上人に 師事し、 淨土 敎を受 く、 天福 元年 辨長 
上人の 命を 受け 宋に航 し、 廬 山に 登 •りて 惪 遠の 宗風を 傳 へ、 
且つ 文惠 大師に 謁して 梵音を 受け、 東皈の 後、 大 に道譽 あう、 
示 寂の 年月日 缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シュ^ =エン i 示 淵 ( . ) 〔 . 〕 京師の 書 僧な う、 

宗淵 字は 如 水、 水 才子と 號 す、 相 摸の 人な 6、 雪 舟 ic 就て 書 
法を 學ぶ こと 數年 、山水に 於て 秀作 あう、 (扶桑 書人傳 、本朝 
書史 、鑒定 便 覽、) 

シュ ーヱン 宗淵一 一一 一一 v ofi AO 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 

七十 八 代な 6、 宗淵 字は 默 翁， 肥 州の 人、 龍嶽の 法を 嗣 く、 

寬永十 九 年 四月 十九 日出 世し、 同年 六月 十日 開 堂して 祥雲寺 

に 住す、 慶安 元年 四月 二十 三日 寂す、 壽五 十九、 寶永七 年 六 

月 四 H 朝廷 謚を 賜 a て 禪慧大 匡 禪師と s ふ、 (紫 巖譜 略、 大德 

ュ寺世 譜 〇 

;!= ■  _ y 

、ンユ I C 宗、 工 


シユ ー ヱン 宗演一 一一 一 SX ハ - b-tr 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百廿 一代な う、 宗演 字は 說叟 •號 は痴默 、京都の 人、 琢玄 
の 法を 嗣 く、 延寶四 年 正月 十九 日出 世す、 武 藏廣德 寺に 住し、 
退 後 眞空菴 に 居る、 延寶六 年 武藏品 川 東海 寺の 輪番と なる、 
寶永四 年 三月 廿日 寂す、 壽八 十一、 勅 謚法海 普 融禪師 と いふ、 
(紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 

シユ ー エン 宗演 ( . ) 〔臨 濟宗〕 尾 張瑞泉 券の 僧な 

6、 宗演 字は 儀 中と 云 ふ、 出家して 久しく 朴菴宗 堯禪師 に 
參 し、 遂に 其記莂 ，ど 禀 く、 輪 請に ょ 6 尾 張靑龍 山瑞泉 寺に 主 
となる、 寂 年、 及壽 欠く (延 寶傳 燈錄) 

シユ ーエン{示 » ーーーーーー -3 |ハ〔臨濟宗〕山城紫野大德寺の第 
百 三代な う、 宗歡 字は 天啓、 越 前の 人な り、 小 溪紹怨 禪師 
に 參究久 うして 印 可を 付 せらる、 天文 七 年 秋 詔を 奉じて 大德 
寺に 住し、 特に 大智佛 勝禪師 の號を 賜 ふ、 二十 年 四月 二十 八 
日 寂す、 壽六 十六、 玉 雲 軒に 塔す、 遺 偈に 日く、 離-- 邵京洛 ハ行-- 
脚 能 州 (佛祖 共 殺、 活機 自由 (紫 巖譜 略、 延寶 傳燈錄 、大德 寺 世 

1 n 

%/ シユ 1H ン宗衍 一 5; s: 一 •〔臨 濟宗 E 城 紫 野大德 寺の 第 
三百 七十 八 代な-^* 宗 衍字は 無 學號は 把不 住と S ふ 龍 門 座 
元の 法を 嗣く  (座元は 大 龍の 法 嗣〕 明 和 四 年 三月 十六 日 勅使 
開 堂 あ 6 即日 參內し 紫 野 玉 林院に 住す 明 和 五 年 武藏品 川 東海 
寺 輪番と なる 後 櫻 町 天皇 勅して 特に 至聖大 妙禪師 の號を 賜 ふ 
寬政 三年 正月 十六 日 寂す 壽缺く (紫 巖 略譜〕 

シユ ー オ ー { 示 ? t (二 H- s-t 一一 一 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 六 代な 6、 宗璜 字は 桂 山、 號は露 眠 子、 京都の 人、 機菴 

シユ i  (宗 )エ—方 


書辭 名人 家怫本  R 


(二〇 五） 


シユ 1 ( 宗) 


の 法を 嗣 く、 寬文 三年 十二月 十九 日出 世す、 武藏に 寵興山 臨 
江 寺を 開く、 元 祿四年 十一月 十二 日 寂す、 壽 八十" 頌に日 
く、 幻 化 八十、 草 宿 露 眠、 一機 轉 底、 馬 答 天咄 、と、 (紫 巖譜 略、 
大德寺 世 譜、) 

‘シユ ？方ツ 宗乙一 j 一 一一 蚀 —〇 〔臨 濟宗〕 仙 臺覺範 寺の 開山な 
P,  宗乙 字は 虎 哉 小字は 虎 千代、 美 濃の 人な 6、 其 家禪房 
に 隣す.， ■日夕 讀經 の聲を 聞き、 悉く 之を 記誦す、 父 之を 奇 
とし 岐秀 禪師に 乞 a て 徒弟なら しむ、 時に 年 十一、 後 快川禪 
師に就 きて 法を 問 ふ" 年 未た 三十なら す、 法 譽喧傳 世に 稱し 
て 少年 上人と 云 ふ、 伊達輝宗 其 名を 聞き、 聘 請して 出 羽 米澤な 
ス資福 寺の 住持と なす、 蓋し 康甫 の師 となう、 T 兼ねて 世子 藤 
次郞 の學師 たらし めんか 爲め なう、 後 政 宗父輝 宗の爲 に 覺範 
寺を 創め  '  師を以 て 開祖と なす、 後、 妙 心 寺 R 輪 住す、 慶長 
十六 年 五月 八日 机に 倚 徒弟 ic 遺命し、 偈を 書して 寂を 覺 
範寺に 示す* 年 八十 二な 6、 敕謚を 賜 a 、 佛海慈 雲 禪師と 云 
ふ、 (仙臺 史傳) 

シユ ーォッ宗乙二 1§ |〔臨濟宗：1山城紫野大德寺第一一 
百 五十 - 1 代な う、 宗乙 字は 虎巖 、和 泉の 人實 堂の 法を 嗣 く、 

元 祿六年 二月 二日 大德 寺 R 出世して 高桐院 ic 住し、 嘉勝院 に 

移る、 元 祿十年 十月 甘 九日 寂す， 壽五 十四、 中 御門 天皇 勅謚 

を 賜 a て 法眼 眞淨 禪師と S ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜、 ) 

、ンユ ー 方ツ {示 越 ( . ) 〔曹洞 宗〕 攝 津大廣 寺の禪 僧 

な 宗越 字け 天巖 、越 中の 人、 幼に して 劫 外 禪師を 禮して 

祝 髮 す、 能 登の 定光寺 實峰 に參 す、 實峰立 川 寺 大徹宗 令 R 依 

らしむ、 遂に 徹の衣 法を 受 く、 越 中の 檀孽妙 川 祗樹の 二 寺を 


シユ If 宗) 才 


建て、 師を して 居らし む、 後、 總持 寺に 遷 る、 池田筑 後守攝 
津 に 大廣 寺を 開き， 師 開山と なる、 寂 年缺 く、 法 嗣大壽 宗彭あ 
う (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ— オン 宗因心 ニー 5': 七 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
う、 宗恩字 ぱ澤彥 、其 鄕貫詳 かならず t 出家して 諸方を 遊 
歷 し、 泰 秀宗韓 R 參して 記莂を 受け、 妙 心 寺 第一 座と なる、 
後、 美 濃に 往 き、 大寶 寺に 萬す'  適、 織 田 信 長 其 家臣 平手 
% 秀の爲 めに 政秀 寺を 建て、 師 請せられ て 開山と なる、 師正 
法 山に 住する Z1 と 前後 五 回、 同門の 請 R 應 し、 美 濃瑞龍 寺に 
移ろ、 天 正 十五 年 十月 二日 寂 r 、 壽缺 く、 法 嗣七人 あう、 貞 
享 三年 春 謚して 田 通 無礙禪 師と賜 ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

、ンユ ー オン { 示 溫ーー 5S H  〔臨 濟宗 ；一 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
i  宗溫 字は 薩 門、 山城の 人、 妙 心 寺內蟠 桃院般 啓に 投じ" 
後玉澗 棠林 に歷 事し、 安政 元年 妙 心 寺に 登る， 明治 四 年 一月 
十一 日 寂す、 壽六 十七、 

シユ ー オン 宗溫二 i! 一 |§ 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
六十 八 代な 6、 宗溫 字は 光澤. 京都の 人、 自ら is 茸 子と 號 す、 
昌林院 に 住す、 寬永二 年 三月 五日 出世し** 同 十二 年 六月 九日 
寂す、 壽四 十六、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜、 ) 

、 V ユ！ 方 ン 宗溫  二三 九 三  -  濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 九十 三代な 6、 宗溫 字は 頁 堂、 武藏の 人、 怡溪の 法を 嗣 
く， 正 德六年 正月 廿日 出世し、 東海 寺內. の 高 源院に 住し、 武 
藏澀谷 景德院 に 移る、 武藏 麻布 R 天 現 寺を 創し、 亨保六 年 東海 
寺 輪番と なる、 亨保 十八 年 十一月 廿 八日 寂す、 壽 六十 七ノ紫 
嚴譜 略、 大德寺 世 譜、) 


(三〇 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


、ンユ ー オン 宗慍 ii し ^ 〔臨 濟宗〕 鎌 倉圓覺 寺の 禪僧な 
i  宗慍 字は 洪 川、 號は虛 舟 攝津の 人、 俗姓 今 北 氏、 文 
化 十三 年を 以て 西 成 郡 福 島 村 こ 生る、 初め 藤澤東 畝に 就 いて 
儒 學を學 a 、 十九 歲 に して 折衷 學を唱 へ、 子弟を 敎授 す、 二 
十五 歲大 に感 すると 乙ろ あうて 妻を 去 6、 相國寺 大拙禪 師の 
弟子と なる、 大 拙は 當 時鬼大 拙の 稱あ う、 禪 風の 峻嚴を 以て 聞 
ゆ、 師其 下 R 刻苦 精練し 遂に 印 可を 受 く、 安政 五平 防 岩國 
侯吉川 氏の 請に 應 し、 西 下して 大に禪 風を 擧揚 す、 文久二 
年禪海 一瀾を 撰す、 明治 五年大 講義に 補せられ、 六 年 敎導事 
務 頭取を 命 せらる、 八 年 東京 十 山總黌 大敎師 R 任せられ、 禪 
宗十 派の 學徒を 敎 育す、 同年 十一月 鎌 食 圓覺 寺に 住し、 大に 
東國 に禪 風を 擧揚 す、 十三 年 權大敎 正に ■進し、 十五 年 七 山 
管長に 任せら る、 二十 五 年 一月 十六 日 寂す、 壽七 十七、 門下 
相 謀う、 蒼龍窟 年譜 一卷 、廣錄 五卷を 編輯 刊行す、 師養 痫謾 
吟に日 ふ、 蚊 蠅撩亂 咬 k 肌 飛、 把， 扇頻 々懶 ，， 一 揮 『不 k 如委 ，肉 
役，， 飢餓 〖垢 面 蓬 頭 閑 wf 衣、 (蒼 龍窟 年譜) 

シユ ー オン {示 園 | -=: 一$4〔臨濟宗〕山城紫野大德寺第百 
十一 代な う、 宗園 字は 春屋 、山城の 人、 俗姓は 園 部 氏、 自ら 一 
默 子と 號 す、 笑 嶺宗訴 の 法を 嗣 く、 永祿 十二 年 三月 出世す、 

正 親 町 天皇 勅して 朗源天 眞禪師 の 號を賜 ふ、 慶長五 年 十二月 

二十 三日 後陽成 天皇 勅して 大寶圓 鑑國師 の 號を賜 ふ、 慶長十 

六 年 二月 九 n 寂す、 « 八十 三、 遺偈に 日く、 蹈， ，飜 天地 (喚， 東 

作， 西、 柱 杖々々、 歸 去來兮 、と、 三玄菴 に 塔す、 師甞て 龍 光、 

三玄 J 方 春三菴 V」 創す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜、 延寶傳 燈錄、 } 

シュ 1 ガ 宗可 ( . ) 〔曹 洞宗一 洞 谷 寺の禪 僧な う、 


宗可 字は 仲 庭、 長して 洞 谷 山 寂 室 了 光に 役して 出家し、 硏究 
する. VJ と 多年、 祕訣を 受け、 辭して 海に 航し て、 支那に 遊び、 
數十 年間 偏く 名山 道塲 を訪 S、 太白に 登うて 淨禪師 の 塔を 禮 
す、 筏 歸國し 洞 谷 寺に 主と なう、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 
上 聯燈鈴 ノ. 

シユ ー 勿 {一 ? 2 箭 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 山城 ^ 德 寺の 禪 僧な 

3、 宗嘉大 象と號 し、 生國 俗姓 W- かなら す、 徹 翁の 要訣を 受 
け、 商 遊して 元に 入う、 普く 諸 山の 名 宿に 參し 、歸 朝して 龍 
寶 山大德 寺に 住し、 其 終る 處を詳 R せす、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ー ガ i 示 菅 ( --; 一八： <〔曹 洞宗〕 下野 本 光寺の 開山な う、 
宗賀 字は 大 朝、 美 濃の 人、 幼に して 出家し、 徧く 諸方に 遊 a 、 
惟通 圭儒に 參して 其 法を 嗣 き、 文 龜二年 檀 越の 請に 應して 下 
野 佐野莊 R 大明山 本 光寺を 御す、 永 正 八 年敕を 受けて 永 平 寺 
に 住す、 幾なら すして 龍 淵 寺に. 遷 ■又 再 CA 本 光寺に 住す、 
亨祿 元年 五月 十三 日 寂す* 壽缺 く、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

シユ ーガ宗 « ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の禪 僧な 

6、 宗峩 字は 雲 山、 幼に して 大燈國 師を拜 して 出家し、 參 
侍 久し ふして 後、 關山慧 支の 室に 入る、 關 山の 寂 後 翁 宗弼に 
依 6、 遂に 心 印を 蒙う、 妙 心 寺 R 出世す、 朝廷 其 道 風を 聽 き、 
特に 莊田を 賜 ふ、 寂 年、 及壽 欠く (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー カ ィ {示 海 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 蓮藏院 

の 僧都な う、 宗海は 民 部 闇 梨と秫 す、 上大夫 阿古 摩 呂宗通 
の 子な う、 定海 大僧正の 法を 受け、 蓮 藏院に 住す、 付 法 二人 
ぁう 光海 實淳と S ふ パ 績傳 燈廣錄 } 

シュ ー ガク 宗覺一 =5 ^ 〔曹 洞宗 3 下 總東昌 寺の 開山な 


、ンュ 1( 宗) 方 I ガ 


、 V ユ 1( 宗 )々 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 C 五） 


シユ ー( 宗) カ  シユ 1( 宗) 力 


6、 宗覺 字は 卽菴 、俗姓は 源氏、 其 先は 常 陸 下 總國の 人な 
$、 後 相 摸國鎌 倉に 移ぅて 居す、 七 歲に して 塾に 就て 書を 習 
ふ、 密に敎 外の 宗を慕 ふ 父 其 宿志を 察して 大雄 山に 登 6 舂屋 
和尙 に 依らし む、 十歲 にして 出家 服 侍する Z1 と 九 年、 永亨元 
年 遊 化して 下 總の山 王 山に 至る、 一夕 靈夢を 感し 、遂に 此地 
に住し、六國寺を創す、後に谋昌寺と改む、八年陸奥國石川 
に 至 6 長 泉 寺を 開く、 文 安二 年 遠 江 國法泉 寺に 住し、 第二 代 
と爲 る、 文明 二 年最乘 寺に 住し、 期 年に して 東昌 寺に 歸 る、 
十六 年 十二月 十三 日 寂す 壽七 十八、 臘六 十九 (日本 洞 上聯燈 
薇) 

シユ ー ガク {示 |8 ( . ) 〔臨 濟宗〕 尾 張瑞泉 寺の 禪僧 

なり、 宗鶚 字は 天 關と云 ふ、 春 江 R 參して 法を 嗣ぎ瑞 泉 寺 
に 主と なる、 寂 年 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ガク {示 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 僧な 

6、 宗譯 字は 直 指と 云 ふ* 龜年禪 偸 國師に 師事す る 乙と 多 
歲 、遂に 其記莂 を 受け、 三度 正 法 山 妙 心 寺を 主 どる、 晚年如 
是菴に 退 居し、 某 年 寂す、 其 年時缺 く、 (延 寶傳 燈錄} 

シユ ー ガン ー! 7K 鑑一一 一一 1^1  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 

$、  宗鑑 字は 龜洋 、俗姓は 藤 原 氏、 豐 後の 人な り、 十四 歲 

廣林寺 了 然に投 して 祝髮 し、 受 具の 後 東 遊し、 正音に 謁し、 

三年に して 省 あ- CN、 辭して 歸 へらん とする や、 正音 頌を 贈ぅ 

て 大寧寺 助 翁永扶 に 見えし む、 師往 きて 堂奥に 延かれ て 衣 法 

を 付 せらる、 天文 六 年 席を 嗣く 、同 十八 年 九月 辭 しそ 豐 前の 

興國 寺に 退去し、 永祿六 年 八月 十九 日 寂す、 壽七 十七、 法嗣 

異雪 慶珠あ 6( 日本 洞 上 聯燈) 


シユ！ カ ン 宗鑑 (一九 sn ) 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪僧な 
6 、 宗鑑 字は 明 窓、 俗姓 不詳、 大 覺禪師 の 下に 在 6 て 參究功 あ 
う、 弘 安四 年武藏 東漸 寺に 住す、 偈 あう 此地分 形 隣， ！ 少林 — ■» 二 株 
嫩桂綠 陰 深、 前 村不斷 漁 歌曲、 遠 谷遙 聞石磬 音， 親說 舌頭 無味 
話、 全提 鼻祖 正 傅 心、 但 仰，， 聖 加， 頻懇禱 、締構 速成 容=衆 襟 ハ 
後 建 仁 寺に 遷 住す、 晚に普 光菴を 構へ て 居す、 示 寂の审 時缺 
く， 後、 勅 謚明覺 禪師と 云 ふ (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 j 
シユ ー ガン 宗茼 (二 〇五 S  〔 臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 學僧 
なう、 宗簡 字は 香 林、 久して 但馬大 明 寺 月 翁に ょ 6 て 其 法を 
嗣 ぎ、 美 濃大圓 寺に 開 法し、 京都 萬 壽大德 南 禪の諸 寺に 歷遷 
す、 晚年 眞乘院 R 於て 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 宗 簡は應 永の 頃の 人な う . 

シユ ー ガン {示 g 千 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪僧 
f,  宗罕 字は 希叟 、武藏 の 人な 出家して 久しく 明叟宗 
普禪師 に參 し、 遂に 其 印 可を 受け、 紫 野大德 寺に 住す" 寂 年 
缺く  •遺偈 あう、 日く、 七十 餘 年、 鐵樹華 開、 賊 賊賊賊 、五 
送聽 k 雷' (延 寶傳 燈錄)  I 
シユ ー カン {示 韓一 •一 •一 •一. 一： 一 • 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
う、 宗韓 字は 泰秀と 云 ふ、 出家して 久しく 興宗 宗松禪 師に參 
し、 遂に 其 印 可を 受け、 席を 繼ぎて 美 濃大寶 寺に 住し、 永 泉 
寺に 移る、 幾何なら ずして 京都 妙 心 寺に 出世し、 天文 十八 年 
秋瑞寵 寺に 移る、 同 二十 年 十一月 十五 日 寂す、 壽缺く 著作 永 
泉餘滴 集 若干 卷あ う、 ( 延寶傳 燈錄) 

シユ ー ガン {示 一 嚴 ； _: j A: 5: 〔淨 土宗〕 常 陸 長 福 寺の 開山な 
6、 宗巖は 源 蓮社傳 譽と號 し、 常 陸江戶 崎の 人、 慶岩 R 師事し 


C 五〇 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


て 宗乘を 究め、 長 福 寺を 開く、 寬永二 年 三月 十四日 寂す、 壽 
缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シユ ー キ宗器 0 二八 セ) 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪僧な 
宗器 字は 傳菴 、京都の 人な 6、 出家して 古嶽宗 亘國師 
に 參究 し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 大 永の 末年 詔を 奉じて 大德 寺に 
住す、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー キ i 示 器 ( . ) 〔臨 濟宗 U 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 宗器 は廷 用と 號す 、京都の 人な $、 幼に して 寶林 寺の 
魯 山周禪 師に從 a て參究 多年、 宗要を 悟 得し、 天寵 寺に 出世 
し、 再 a 南禪 寺に 住す、 後備 前の 臨濟 寺を 開き、 龍寶 山の 德 
雲院に 寂す、 壽歃 く、 永 享十年 秋 勅 謚德光 普 照 禪師と 賜 ふ、 
(本朝 高僧傳 ) 

シユ ー キ宗熙 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

$、  宗熙 は號は 釣船、 美 濃 鵜 沼の 人な う、 幼時 父の 足下に 
臥し 父 般若 經凾 を蹈む と 夢む、 因て 般若と 名く、 妙 心 寺 義天詔 
に 師事し、 參究年 あう、 投機の 偈 R 日 ふ、 百 千 公案 一 無 i 知、 
十 載再酹 十二時、 超 出同參 是非 窟 、從 k 茲 天下 樂阿彌 、と、 細 
川 勝 元 11 安寺を 創して 義天を 請す、 土木の 役繁 し、 師大に 門 

板に 書して 日 ふ、 普請 頻々 少參學 、天牛 風 顚以觸 件、 と 寺を 

出て、 鄕里に 草菴 を營み 、般若 房と 云 ふ、 漆 桶 道 人 萬 里と 相 

交は 6、 萬 里屢稱 遜推與 す、 越 前 刺 史齋藤 利 藤 卒する にあた 

6、 遺命して 師を迎 ふ、 師 至-^ て偈 を唱ぺ 畢 6、 軸 間よう 小 

鉦を 出し、 嗚 すと 三下 阿彌陀 佛號を 三唱して 去る、 甞て足 利 

天 王 堂に 登 6、 詩を 賦 す、 晩年 龍 安寺 特芳に 招かれ、 多福菴 

に 居す、 某 年 二月 十日 寂す、 壽八 十四、 遺 偈に日 ふ、 遮莫人 


、 V ユ 1( 宗 )キ 


呼 作，， 狂人 (佛 法元來 不に掛 k 唇、 猫 日必歸 々亦 好、 高々 峰 頂 釣 こ 
金麟 (( 延寶傳 燈錄) 

シユ ー キ {示 :一1 -0 5£ ( 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪僧な 
$、 宗熙 字は 春 浦、 俗姓は 源氏、 播磨 赤松 郡の 人な $、 幼に し 
て 業を 束 山の 乾 心 禪師 に 受け、 十八 歲薙 髮受 具して 藏鑰を 司 
どる、 一 一十 四歲 にして 大德寺 養 t 和 尙に參 して 省 あう、 遂に 其 
衣 法を 付せられ、 命に ょ 6 雲門祖 塔を 守る 養叟の 寂後洛 東大 
蔭菴に 居り、 寬正二 年大德 寺に 出世す、 初め 足 利義滿 洛來に 妙 
雲院を 建て、 其 女通玄 寺の 尼 竺英鈞 旨を 承け て 額を 養 德と改 
め、 師 請せられ て 主と なう、 後 寺 基を 城 北に 移す、 應 仁の 亂 
に 紫 野 兵火に 罹り、 師亂を 避けて 攝津城 福 寺 和 泉 陽春 菴に止 
ま' CN、 居る Z. と 八 年、 旨 あ'^ て 再び 龍寶 山を 1: し、 火 後の 廢 
を 興す、 文明 十三 年 伏 見に 淸水 寺を 建て、 翌年 龍寶 山に 松原 
菴を 構へ て 終焉の 計を なす、 後土御門 天皇 其德 望を 聞き、 特 
に 正續 大宗 禪師 の號を 賜 ふ、 臨終に 偈 5: 書して 日く、 倚 i 天 長 
劍、 急 磨 k 來 、祖佛 共 殺、 五 送 聽 k 雷、 と， 筆を 投して 寂す、 實 
に 明 應五年 正月 十四日な'^、 壽八 十一、 臘七 十一、 (續群 二 四 
三、 本朝 高僧 傳 、名僧 行錄) 

シユ ー キ宗已 一一 一 §f AO 〔臨 濟宗〕 常 陸淸音 寺の禪 僧な'^、 
宗己 字は 復菴 、俗姓 宮家 氏 常 陸の 人な う、 早 年 出家し、 延慶 
三年 無隱晦 等と 元に 航し 天目山に 登'^、 中 峰 和尙に 謁す" 趙州 
無 字の 話を 參究 し、 印 記を 受 く、 峰和尙 遷化の 後 其 塔を 守 もる 
乙 と 三年に して 東歸 す、 下總の 二階 堂 氏、 常 陸の 佐 竹 氏、 下 
野の 結 城 氏等歸 依し、 寺を 開く、 法 雲、 (常 陸、) 禪源 、(同上、) 
華藏、 (結 城、〕 實相 、(會 津、； 淸音 、(常 陸、) 皆師を 開山 祖 とす、 


シユ ー ( 宗 3 キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 C 五） 


シユ i (宗) キ 


シユ ー( 宗) キ 


貞和二 年 門下 慧 侍者を 元に 遺は し •、蘇 州の 幻 住 寺 玉 庭 月、 及び 
抗 州の 天目山 塔主榮 に書敝 £ を 贈る、 二人 答 書 並に 先師の 法衣 
眞賛の 頂 相を 寄せ、 慇憝 2 情を 通ず， 後、 光嚴 天皇 勅 召 あう 師 
老病を 以て 出で ず'  大將 軍足 利 尊氏禪 要を 問 ふ'  乃 法語 一 篇 
を呈 す、 延文三 年 九月 廿 六日 法 雲 寺に 寂す、 壽七十 九な 6、 

語 錄一卷 あり、 同 五 年 九月 勅 謚大光 禪師を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 
シユ IV 宗規 一一 一 ^ T 〔臨 濟宗〕 筑前聖 福 寺の禪 僧な"、 
宗規 字は 月 堂、 號は水 月 老人、 俗姓 宗氏'  筑前 太宰府の 人な う、 
早 年觀音 寺に 投じ、 照 律師に 師事し、 尋いて 州の 醍醐 寺 良範に 
師事して 律 並に 密 敎を學 ぶ、 京師に 上うて 諸講 席に 遊び  一 / 2 
び 國に歸 へる、 一 宵靈夢 V」 感じて 橫嶽に 登-^' 南 浦 明禪師 に 
謁し、 禪宗 に 歸す、 嘉 元の 初禪師 京師に 上う、 萬 壽寺に 住す、 師 
追 從輪藏 を 典る、 正 和 五 年 國に歸 6、 石 城に 菴居 する こと 十 年 
なり、 聖福 寺、 建 仁 寺 R 獨照 輝出づ るに 方 6 迎へ .ら る、 尋て寵 
翔 寺に 住す、 延元の 初、 崇福 寺に 住し. 貞和二 年 再び 祟 福 寺に 
遷 る、 檀越石 城の 故菴を 改めて 一叢 林と なし、 妙樂圓 滿禪寺 
と號 し、 師を第 一祖 とす、 師崇福 寺に 住する 十三 年、 寺規大 

に 傳ふ尋 てまた 聖福 寺に 遷り 住す、 康安 元年 九月 廿七日 石 

城 R 寂す、 壽七 十七 ’獵 五十八、 rp 錄遺偈 あう、 脫身 一路、 

無，， 古來 今？ 朝 朝日 上、 夜夜 月沉、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シ n 丨キ 宗喜  1  〔臨 濟宗 」 山城 紫 野 大德寺 第二 百 

十代な り宗喜 字は 無 隱攝津 の 人な り 江 雪の 法を 嗣く寬 文 七 年 

二月 六日 大德 寺 R 出世し 看 松 庵に 住す 寬文 十一 年 九月 東海 寺 

輪番 職と なる 寬文 十二 年 三月 十一 日 東海 寺に て 寂す 壽五 十五 

元祿 十六 年 十一月 十九 日 勅 謚妙應 大忍禪 師を賜 ふ (紫 巖譜 略) 


シユ \ キ宗祗 二 -9 1|一1 〔天台宗〕 京師の 歌 僧な 6、 
爲祇は 自然 齋 、見 外齋 、種 玉菴 等の 號ぁ 6、 三 善 姓、 飯 尾 氏、 
紀 伊の 伎 樂師の 子な 〇、 幼に して 律 僧と 壯年の 時 苗 猪 
代 兼 栽 R 就て 連歌の 乙と を 問 a 、 東 常緣に 師事して 古今 和歌 
集を 受け、 卜 部 氏に 就て 神 書を 學ぴ 、後， 連歌を 以て 大 R 聞 
ゆ* 甞て比 叙 山に 登 6、 種 玉菴を 結び、 暫時に して 山を 下う、 
諸國を 旅行し、 到る ところ 連歌を 以て 名- v 擧 r 文 龜二年 七月 
晦日 箱 根 湯 本の 逆旅に 死す、 壽八 十二、 著作 筑波 集、 吾妻 問 
答、 筑紫道 記、 (扶桑 隱逸傳 、野史) 

シユ ー キク {示 * 一 _: 一二 Jl: 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪 僧な 
う、 宗菊 字は 南岑 、京都の 人な う、 以天 宗淸に 師事して 法を 
嗣ぎ 、永 祿八 年大德 寺に 出世す' 某 年 六月 二十四日 寂す、 壽欠 
く、 遺偈に 日く、 罵-, 倒 佛祖？ 鐵壁 ，銀山、 末 後 柱 杖、 打-- 破牢 
關 一 と (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー キン {示 W ニニ ' - •*. 六 〔曹 洞宗〕 伊豫 安樂 寺の 禪僧な 
久 宗忻 字は 喜 山、 俗姓 生國詳 ならす、 出家して 諸老 に徧 
參 し'  大通 山に 入- CV て 華屋英 曇の 室を 叩き、 觀炙久 しくして 
印 可を 付 せらる、 亨祿の 始華屋 退 居して 師に 命して 伊豫 安樂 
寺に 主と ならしむ、 弘治二 年 二月 二十 九日 寂す、 法 嗣泰菴 X 
賢 ぁう (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー キン 宗昕； iv i: へ 〔 曹洞宗 ^ 駿 河大祥 寺の 禪僧な 
う、 宗昕 字は 寂 照、 三 河の 人な う、 法を 行 之 正 順に 得て、 大祥 
寺を 主と る、 天文 五 年 二月 一日 寂す、 壽缺く (日本 洞 上聯燈 錄) 
シ？ キン 宗听一 - 1I J 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第一 一 
百 六十 四 代な'^、  宗昕 字は 陽岑 、万里 小路 大納言 雅 房の 第 


'七：) 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


二子な 6、 仰 堂の 法を 嗣 く、 元祿 十六 年 二月 十六 日出 世 開 
堂して 紫 野 玉 林院に 住す、 寶永 元年 十一月 十六 日 寂す、 壽五 
十一、 勅 謚佛光 慈 照 禪師と S ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 
シユ ー キン 宗訴 E- 一一 - E AO 〔臨濟 宗〕 京都 大德寺 第 百 七 代 
なう、 宗訢 字は 笑 嶺號は 喝雲叟 と 云 ふ、 伊豫 河 野の 族、 高 
田 氏の 子な 6、 幼に して 州の 宗昌 寺に 投して 剃髪し" 長ず る 
に 及ん て徧く 諸老に 參 す、 南禪 寺に 掛 錫して 書記を 掌る 1 古 
嶽和 尙大德 寺 ic あうて 法 化 盛んな 6 と 聞き、 往て記 室に 居し、 
參侍 する 乙と 十 年、 遂に 契 悟 あ $、 第二 座と なる、 後、 和 泉 南 
宗寺に 到う、 大林 宗套國 師に參 し、 益々 宗旨の 奥旨に 達し、 
印 可を 付 せらる、 永祿 元年 春敕を 奉じて 大德 寺に 出世す U 後、 
攝津 廣德夺 席を 虛し 、師 請せられ て 近 邑の棲 賢 寺に 移 居す、 
三 好 義繼龍 寶山內 に聚光 院を靱 して 師を請 し、 開山 第一祖 と 
なす' 師 、和 泉 南 宗海眼 の 二 寺に 歷 住す、 將 軍足 利 義照師 の 道 
化を 慕 a 、 遂に 南宗 寺を 陛せて 十 刹の 列と なす 永 祿十年 秋 
朝廷 特に 祖心本 光 禪師の 號を賜 ふ" 十一 年 十一月 二十 九日 病 
に 臥し、 門下を 集めて 懇ろに 遺誡し、 偈を 作うて 日く、 喝レ雲 
呵 k 雨、 七十 九 年、 斬 _,卻 魔佛 『吹 毛靠 k 天、 と、 書し 終うて 寂す， 
壽七 十九、 臘六 十五、 門下 檀越等 全身を 奉じて 南宗 先師の 塔 

側に 葬る， (延寶 傳燈錄 、紫 巖譜 略) 

シユ ー キン 宗欽 (一一 一二 一) 〔曹 洞宗〕 越後 耕 雲 寺の 禪僧 

なう、 宗欽 字は 德嶽 、初め 越後 耕 雲 寺 瑚海仲 珊に參 し、 後、 

諸 老を膝 問し" 亨德 三年 耕 雲 寺に 皈 6" 寛 正 二 年 遂に 同 寺に 

主と なる、 寂 年 欠く、 法嗣 大安 梵守あ 6( 日本 洞 上聯 燈錄) 

シュ ー ギン 宗闇二 •一一 01 _  〔曹 洞宗〕 常 陸 多 寶院の 開山な 

シユ 1 (宗) キ 


宗闇 字は 少傳 、美 濃の 人、 出家 遊 方して 下總に 至 乘 
國寺 中明榮 主に 依'^ て 其 法を 嗣 r、 多 賀谷左 近 太夫 祥潜 居士 
常 陸 下 妻縣に 多 寳精舍 を 建て、 師其 一世と なる、 天文 十 年 十 
月 三日 寂す、 世壽 欠く、 法嗣 明室玄 浦 ぁ 6、 ( 日本 洞 上聯燈 
錄) 

シユ ー ギン {示‘ 圏 ニニ E: A: 〔曹 洞宗〕 石 見 大龍寺 第二 代な 
う、 宗闓 字は 笑巖 、石 見 邑智郡 佐 波の 人、 出家 行脚し" 龍 
文 寺 雲菴透 龍に 謁し、 侍 司と なる、 服 II 十 年に して 其 印 可を 
受 く、 永 祿十年 三 善 隆秀惪 連と 共に 花 谷 山 R 大寵 寺を 建て、 
師を 請す、 乃ち 雲菴を 開山と し、 自ら 次位に 居す、 天 正 七 年 
天 初 麻 香に 席を 讓 $、 顯親 寺に 退き' 出 雲の 能 儀 郡 常 福 寺 R 居 
う、 慶長 三年 七月 二十 五日 寂す、 壽歃 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 
シユ 1 ギン {示 岑 (一一 〇四 2〕 〔臨 濟宗〕 山城 宗昌 寺の 禪僧 
f、  宗緊 字は 大蟲 、俗姓 不詳、 峰 翁 一の 法を 嗣 ぎ、 宗昌 
寺 R 住す、 學人來 6 問へ ば 日 ふ、 汝に 三十 棒を 放す、 と、 擬 
議 すれば 便ち 日 ふ、 閃電過 了と* 示 寂の 年時歃 く、 勅 謚大證 
禪師と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 宗岑は 至德の 頃の 人なる か 
シユ ー、 キン 宗吟リ  ョーヵ ク莨覺 を 見ょ、 

シユ ー キユ ー 宗球二 -o 2i 〔臨濟 宗〕 京都 大德 寺の 第 六 
十代な う、 宗球 字は 天琢 、尾 張の 人な う、 宗熙禪 師 R 參し 
て 法を 嗣ぎ 、京都 大德 寺に 主と なる、 文 龜二印 九月 二十 八日 
寂す、 壽六 十六、 (紫 i 嚴譜略 、大德 寺 世 譜延 寶傳 燈錄) 

、ンユ ー キユ 宗 休 r- - 一 gK 〔臨 濟宗〕 京都 紗心 寺の 禪 僧な 
ゥ、 宗木 字は 大休 、少に して 東 福 寺 永明菴 に 入 6 て 剃髮受 


シユ 1 ( 宗) キ 
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(八 ◦五） 


、ンユ ， ( { 1S キ  __ 1!!!——!(!——!! 

戒 し、 普く 山中の 諸老に 見ぇ、 後寵 安寺の 時 芳和尙 R 參し 
て宗 記 5: 受 く、 永 正の 初め 勑を 奉して 紗心 寺に 出世し、 暫く 
して 退 居し、 靈雲院 を 寺 側に 0 して 幽棲す、 今 川義元 師の德 
望を 聞き、 駿 河の 臨 濟寺に 招く、 後爯ひ 钞心 寺に 移 6、 尋き 
て 尾 張の 瑞泉 寺を 主と る" 一年に して 舊院 に歸 へう禪 餘講を 
開く、 後奈良 天皇 召して 法を 問 a 、 弟子の 禮を 執る、 特に 圓 
滿本光 國師の 號を賜 ふ、 天文 十八 年 七月 二十四日 寂す、 壽八 
十二、 塔を 靈雲院 に 建つ、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ーキ ユ ー, 一 宗久尼 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 近 江 應聖寺 
の 開山な う、 宗久 俗姓は 內 藤氏、 初め 近 江 鹽津の 熊 谷 氏に 嫁 
す、 常に 世 愛を 厭て 出家を 志し、 遂 R 祝 髮受 具して 洛 東に 卜居 
し、 門を 閉ち て禪 坐す、 時々 大德 寺 R 詣て 養叟に 參 し、 遂に 大 
悟す、 城 北大 原に 居う、 後、 鄕里 に皈 6、 應聖 寺を 建て、 四 衆 
に 接す、 臨終の 偈 R 日く、 四十 餘 年、 呵 k 佛罵 ご祖 、轉身 一路、 
靑 霄獨步 、と、 寂 年 及壽 欠く  一延 寶傳 燈錄) 

シユ ーキ ヨ ー 宗慶； ーー；一 51 ハ1:臨濟宗〕京都大德寺の禪僧 
なう、 宗慶 字は 雲 叔と 云 a 、 京都の 人な う' 天啓 宗酞 に參し 

て 印 可を 受け、 大德 寺に 主と なる、 永 祿九年 正月 九日 寂す、 壽 

七十 二、 遺偈に 日 ふ、 七十 二歲 、片雲 點 k 空、 牢關 一喝， 五 送 

雷同と、 後 朝廷 謚し て佛心 廣通禪 師の號 V 賜 ふ (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ギヨ ー 宗堯 a 二 六 5 〔臨 濟宗 一尾 張瑞泉 寺の 禪 

僧な う、 宗堯 字は 朴菴と 云 ふ、 東 陽 妙 心 寺 R 住する 時， 之 

に 侍し、 參究 して 法を 嗣 ぎ、 尾 張瑞泉 寺に 住す、 寂 年 欠く、 

法嗣 三人を 出す、 C 延寶傳 燈錄) 

シュ ー ギヨ ー {示 堯 i — zr rl ss 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 


シュ 1( 宗) ク 


百 八十 六 代な う、 宗堯 字は 唐叔 、隨流 子と 號 す、 京都の 人 
な 6、 隨偷の 法を 嗣き 、慶 安五 年 八月 廿 三日 出世す、 同年 九 
月 廿日 開 堂す、 豐前中 津大雄 山 法 性 寺に 住す， 萬 治 三年 九月 
九日 寂す、 壽 五十八、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 

シユ ー ク 宗 玫 二 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 四十 
八 代な う、 宗玖 字は 瑤林 とい ふ、 和 泉 境の 人な う、 寶叔の 
法を 嗣 く、 慶長 十二 年 三月 廿 二日 大德 寺に 出 ® して 瑞峯院 の 
禪菴に 住す、 慶長 十八 年 七月 四日 寂す、 壽 五十六、 (紫 3 品 譜 略、 
大德寺 世 譜、) 

シユ ー ク 宗九 1 j  一一 一 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 僧な う、 
宗九 字は 敲岫 、近 江 石山の 人な う、 出家の 後 小 溪紹 M 禪師に 
參究 して 其 法を 嗣 ぎ、 大德 寺に 住す、 後奈良 天皇 其 道 譽を聞 
き、 宮中に 召して 禪要を 問 a 、 特に 普 應大滿 國師の 號を賜 ふ、 
弘治 三年 四月 十三 日 寂す、 壽七 十七、 瑞峰院 に 塔す、 遺偈 に 日 
く、 敎 k 佛敎 k 祖 、遊戯 神 通、 末 後一 句、 猛虎 舞 k 空' (延 寶傳 燈錄〕 

シコ！ クン {示 訓 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 下 總總寧 寺の 禪僧 

なう、 宗訓 字は 天叟 、桂 堂 原 佐の 法嗣に して 下 總總寧 寺に 
主と なう， 某 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣趣翁 周 超 あう (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

シ ユ ークジ ク 宗廓一 1; §: 1:淨土宗〕江戸誓願寺第八代 
f,  宗 廓は 超 蓮 社 輪 譽と號 す、 俗姓は 大田 氏、 安房の 人 
なう、 宗吞に 投じて 剃 髮受 業し、 後、 增上寺 定譽隨 波に 師事 
して 法を 嗣 ぐ、 初め 江戶淺 草 誓願 寺 R 住し、 元 和 元年 淺茅原 
に 玉 蓮 院を靱 して 開山と なる、 寬文 三年 十月 二十 五日 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


(九〇 五） 


書辭 名人 家 沸 本 


シユ ーク !? ン {示 寛  il Il  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
二百 九十 一代な う、 宗寬 字は 江 西、 京鄱の 人、 大英の 法を 
嗣 く、 正 德五年 八月 十五 日大德 寺に 出世して 東 溪院に 住す、 
雲 林院を 再興す、 享保五 年 東海 寺 輪番と なる、 享保七 珥 十一 
月 十； T 寂す、 壽 五十六、 勅 謚法慧 通 明 禪師と $ ふ、 (紫 巖譜略 
大德寺 世 譜、) 

シユ ー ク 9 ン {示 寬 ( . ) 〔眞言 宗〕 伊勢 敎王 山の 開 

山な 6/  宗寬は 近 江闍 梨と s a 、 本の名は 慧 什と 稱 す、 法 
を 受けて 小 野 廣澤の 秘奥を 盡 くす、 華嚴 僧正の 職 位を 受け、 
傅 法灌 頂に洛 す、 時に 四十 二歲 なう、 伊勢 敎王 山に 一院を 建 
て、 內證 院と稱 し、 開山と なる、 付 法 一人な $、 濟 深と いふ、 
一には 濟甚に •作る、 (傳燈 廣錄) 

、ンユ ー クワン 宗觀 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 石 見 靈光院 の 開 

山な $、  宗觀 字は 直菴 、永 萬と 號 し、 上野の 人、 大徹宗 令 
にょうて 得 悟し、 總持 寺に 出世す、 石 見 郡 主 周 兼 居士 立 川に 
靈光院 を 創め、 師迎 へられて 開山と な 6、 又 妙義菴 を 立て 隱 
棲し、 遂に 玆に 終る、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ク ワン 宗關  二額 ハ  〔曹洞 宗〕 江 戶泉岳 寺の 開山 

なう、 宗關 字は 門菴 、俗姓は 源氏、 駿河の 人な う、 出家 受 

具の 後、 朴堂に 謁し、 次に 韓嶺に 見ぇ、 建 室 寅に 參 す るに 及 

ひ、 其 法を 得、 永 平 寺に 出世し、 大中 寺に 移つ る、 江 戶の檀 

信 龍 雲院を 棘し、 師 r 延きて 之に 居らし む、 (後 寺 基を 漩谷に 

遷し改 めて 長 谷と 云 ふ} 後 萬 松 山 泉 岳 寺を 江戸に 靱して 始祖 

となう、 元 和 七 年 十一月 二十 六日 寂す、 壽七 十六、 法 嗣天南 

松 薫 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シュ丨(宗)ク 


:  I 


シュふ ヮン 宗玩一 1 jll ll  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
百 五十六 代な 6、 宗玩 字は 江 月と s a 、 和 泉堺の 人、 俗姓は 
津田 氏な ぅ、 自ら 欠伸 子と 號 す、 別號を 懵 袋 子と s a 、 赫々 
子と 呼 ふ、 春屋の 法を 嗣 く、 天 正 二 年 八 弓 十八 日に 生る、 慶長 
十五 年 十一月 十五 日出 世し、 後水尾 天皇 勅して 大梁興 宗禪師 
の 號を賜 ふ、 師龍 光院に 住す、 國 主の 請に ょぅ筑 前の 崇福 寺を 
董 す、 後 本山に 瑞源院 を 建て、 師其祖 となる' 孤 蓬菴、 寸松菴 
を 建つ、 寬永廿 年 十月 朔日 寂す、 壽七 十" 頌に 日く， 喝々 喝 
々、と •寵 光院に 塔す、 正 保 三年 七月 祖堂に 安 牌す、 (紫 巖譜 
略， 大德寺 世譜〇 

シユ ーケ ー 宗圭 15 11 〔臨 濟宗； 一山 域 紫 野 大德寺 第 百 
八十 二 代な $、  宗圭 字は 雪菴 、京都の 人、 自ら 酉 翁と 號 す、 
藍溪の 法を 嗣き 、慶 安元 年 二月 二日 大德 寺に 出世す、 勅して 
大珠法 光 禪師の 號を賜 ふ、 祥瑞 寺に 住す、 近 江 龍 水菴を 創す、 
延寶 三年 十月 四日 寂す、 壽七 十九、 碧玉 菴に 塔す、 辭世に 日 
く、 上天 無據 、入 地 無 門、 喏 、若 問去處 ，口 是禍 門、 喏と (紫 
巖譜 略、 大德寺 世譜、 ) 

シユ ー ケ丨 & 7K 圭〇 一四 七 五) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
四百 廿八 代な 6、 宗圭 字は 支 道、 武藏の 人、 一山の 法を 嗣 
く， 文化 十一 年 十二月 四日 綸旨 降下して 武藏祥 雲寺內 靈泉院 
に 住す、 自ら 不忘 と號 す、 文化 十二 年 武藏品 川 東海 寺 輪 # とな 
る、 寂 年、 及 壽 欠く (紫 厳 譜略 、大德 寺 设譜) 

シ ユ ー ケ ー 宗桂一 一一 一一 一 g* 〔臨 濟宗 ：一 山城 大德 寺の 禪僧な 
ぅ、 宗桂 字は 千 林と 云 a ■鄕 貫詳 かならず、 東海 宗朝 禪師に 
參究 久し ふして、 遂に 記 前を 受け、 大德 寺に 主と なる、 天文 

、ンユ 1( 宗 / ク j ケ 


書辭 名人 家佛本  日 


(◦-五） 


十二 年 二月 十五 日遺偈 を 書して 日く 六十 八 年 身藏 -- 北 ^ 一掉 
，臂便 行、 來時 無， 口、 と、 筆を 役して 寂す、 壽六 十八、 (延 寶傳 
燈錄) 

シユ ー ダ ー 宗猊( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 前 保 福 寺の 開山 

f、  宗猊 字は 威 仙、 肥 前の 人な う、 出家 遊 方して 天 寧 寺 
繁林瑞 春 R 參 し、 其 印 可を 受け、 總持 寺に 出世し、 保 福 寺を 
鄉 す、 寂 年 及世壽 欠く、 法嗣 春岡揚 天、 緣之等 諸の 二人 ぁう、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ケン {示見 -: 一 ±-: ; 〔曹 洞宗〕 甲斐 慈 照 寺の 禪 僧な 
う、 宗兒 字は 眞 翁、 武藏足 立 郡 岡 部 氏の 子な う、 小山 田の 
大泉 寺 R 役して 剃髪し、 諸老 宿に 徧參 し、 桂 節 宗昌に 龍 華 寺 
に 謁し、 久しくして 徹 悟し、 侍 司と な-^、 尋き て藏鑰 となる" 
寵王邑 主 某、 師の道 望を 慕 a 、 請して 慈 照 寺に 主 / 2 らしむ、 永 
正 十三 年 五月 二十四日 寂す、 壽缺 く" 法嗣 天桂禪 長 ぁ 6、( 日 
本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ケン 宗顯 jj  一一 一 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 大德寺 第 百 一 一代 
なう'  宗顯 字は 江隱 、自ら 破沙 盆と 號 し、 越 前の 人な 6、 古 

嶽宗亘 に參 して 法を 嗣ぎ 、紫 野大德 寺に 主と なる、 朝廷 師の 

道譽を 嘉み し" 特に Ini 智常照 禪師の 號を賜 ふ、 永 祿四年 二月 

六日 寂す、 壽 五十六、 遺偈に 日く、 來時虛 空 七 花、 去處 大地 

八 裂、 柱 杖子轉 k 機、 跳，， 出 龍峯窟 1( 延寶傳 燈錄) 

、 V ユ ー ケン 宗賢一 一一 ^ T  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 第 

百廿四 代な'^、  宗賢 字は 先甫 ♦京都の 人な う、 和溪の 法を 嗣 

.く、 天 正 十一 年 正月 十七 日出 世して 昌 林院に 住す、 正 親 町 天 

皇 勅して 法寵天 源禪師 の號を 賜 ふ、 慶長六 年 八月 甘 五日 寂す 


壽七 十五、 昌林院 に 塔す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜) 

シユ ー ケン 宗賢一 .八 p>! 四 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學 僧な 
P,  宗賢は 紀伊水 谷縣の 人、 少 にして 高 野に 登うて 剃 髮修 
學 し" 法相を 興 福 寺に 聞き、 醍醐 山の 聖賢 僧正に 依うて 金胎 
兩部を 承傳 す、 後 高野山に 歸 へうて 東南 院に 住し、 議論に 長 
け、 覺鐵と 匹敵す、 永 萬 二 年 高 野の 檢校に 任し、 仁 安三 年傳 
法院の 乙と にょうて 薩 摩に 謫 せられ、 翌年 赦を蒙 むうて 歸へ 
る、 師三間 堂を 建て" 金色 佛像丈 六五軀 三尺 十軀 、法 華經二 
十 部 紺 紙 金泥 理趣經 一部を 安置し、 後 堂 位を 鳥 羽 上皇 R 獻 し* 
御願塲 となす、 仁 平 元年 供養し 阿 闇 梨 位を 受け‘ 元曆 元年 九 
月 十三 日 寂す、 壽歒 く、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ー タン 宗 謙 r • 一 il.1  一 〇 : 〔曹 洞宗〕 武藏永 林 寺の 開山な 
6 、 宗謙 字は 益 翁、 棘' 後の 人な う、 天 室 光 育の 法を 嗣ぎ、 
去うて 諸方に 遊び、 一種 純 禪師武 藏に永 林 寺を撤 し、 師を請 
して 第一 座と す、 出て、 永卒 寺に 出世し、 林 泉 寺に 遷 る、 元 
龜 元年 二月 十日 寂す、 世壽 欠く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ！ ゲン { 示 源 I AA 一一 一  f  〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 高弟な 
う、 宗源 字は 乘願 、初め 出家して 仁 和 寺に 留^'、 眞言 宗を 
修め、 尤も 悉曇 章に 精通す、 後、 源 空 上人に 謁して 淨土敎 を 
受け" 醍醐の 菩提寺に 隱捿 し、 晚に淸 水 寺 竹 谷 R 遷る 、時人 
竹 谷 上人と 云 ふ、 常に 聲名を 厭 ひ、 客に 對して 敎學の 事を 語 
ら す、 唯 犮 醫藥 音律の 事を 語れ 6、 然れと 毛 口に 念 佛稱號 の 
聲を絕 穴 ず、 門弟 子に 示して 謂 ふ、 今人 利劍を 持す る もの 太 
7^2 秘 重し、 晝床夜 枕 身に 隨へて 離 S す、 利 劍の靈 能く 鬼恠妖 
精を 防く ものと なす、 吾等 亦 か、 る 思を なし、 六 字の佛 號 と 


シユ上 . 宗)  4 ノ 


シユ I  ( 宗 M ノ 


( -一 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


以て 寶劍 となすべし、 と、 建 長 三年 七月 三日 寂す、 壽八 十四 
(淨土 傳燈錄 、鎭流 祖傳、 淨土總 系譜、) 

シユ ー、 ケン 宗源 jjj -to た /-' ■. 臨 濟宗〕 尾 張瑞泉 寺の 禪僧な 
6、 宗源 字は 桃 雲、 俗姓は 可兒 氏、 美濃姬 村の 人な り、 初 
め曹 洞の 學を 修めし が、 後、 杲觀 祖晦禪 師に參 して 其證を 得、 
梅 龍 寺に 居うて 雲 龍院を 開く、 永 正 十三 年 二月 瑞泉 寺に 遷 う、 
同年 三月 十九 日 寂す、 壽七 十五、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ゲン 宗源 jg EH 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 宗源 初の 
名は 逢 源、 後宗 
源と 改む 、號は 
雙峰 、俗姓 不詳， 
筑 前の 人、 弘長 
三年 生る、 建 治 
元年 十三 歲にし 
て 東 福 寺 聖一國 
師の 下に 投じて 
剃髪す、 弘安六 
年 廿四歲 R して 
鎌 倉に 遊び、 佛 
光禪師 R 謁す、 

尋て大 休 念、 西 

嫺曇、 一 山 寧" 寂菴昭 の 門に 間 遊す る 乙と 二十 餘年 なう、 嘉元 

三年 四十 三 歳、 筑の橫 嶽山崇 福 寺に 住す、 延慶 三年 四十 八歲 

京師に 至う、 ーヶ月に して 筑に歸 へる、 正 和 四 年 五十 三歲 


東 福 寺の 請を 受けて 登山し、 法 化 盛な 6、 元應： 兀年 五十 七 歳 
鎌 倉に 下る、 北 條高時 迎へ禮 し、 防 州の 地を 割きて 來福竒 に 
納め、 禪師の 用に 供す、 元 亨元苹 五十 九歲 勅 (C ょり 南禪 寺に 
住す、 後宇多 上皇 宮中に 召し 法要を 咯 問した ま a 、 雙 峰禪師 
の號を 賜 ふ、 李 部 親王 屢禪師 の 室を 叩き 法要を 問 CA 穴 ま a 、 
遂に 契 悟し、 僧伽 梨を 付 せらる、 親王 洛衆 后妃の 故 宮を 捨て 
V 禪苑を 構へ、 正 法 山 大聖 寺と 號し 、師を 請して 開山と なす、 
後官 寺と なる、 正中 二 年 六十 三歲 、大聖 寺 開 堂を 行 ふ、 t た 
東 福 寺の 東邊に 一菴を 結 ふ、 上皇 特に 万年 桂 昌精舍 の 號を賜 
ふ 嘉曆二 年 六十 五歲 、再び 康福 寺 r 住し、 秋 鎌 倉に 下り、 十二 
月 東 福 寺に 歸 へう 住す、 同 三年 六十 六歲 衆 福 寺を 退 さて 桂昌 
菴に 休す、 再び 南禪寺 住持の 詔 ありし も l.'.i 辭して 受けず、 建 
武元祀 七十 二 歲藤亟 相 再び m 福 寺 住持の 請 ありし も 老衰を 以 
て 受けず、 同 二 年 七十 三歲 にして 十一月 微疾を 示し、 廿 二日 
門弟 子に 後事を 附し 、柬福 寺 正寢に 寂す、 遺偈あ 6、 幻 生 幻 
诚 、畢竟 非實 、本 地 風光、 無 固 無 必 、示 寂の 前 -- r 日 吏 部 親王 
師の頂 相を 圖し讃 を 請 ふ、 師迅筆 書して 日く、 泥 疽 一句、 無 
人咨參 '雲 收碧嶂 、月 落寒潭 、曆應 三年 十一月 廿日 勅 謚雙峰 
國師を 賜 ふ、 (年譜 略、 延寶 傳燈錄  '本朝 高僧 傅) V 

シユ \ ゲン 宗 & ( . ) 〔臨 濟宗〕 京師 相！！ 寺の 禪僧 

な 6、 宗沅 字け 南 江と 云 ひ、 號は漁 庵と S ふ 相國 寺 ic 作り 
て 詩 名 あう、 後 法衣を 脫して 俗に皈 し、 和泉堺 海會 寺に 寓 し、 
漁 菴と號 す、 著作 鶴巢集 あう、 (日本 名僧 傅} 

シユ ー、 ケン 宗況 ii AO M  〔臨 S S 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 六十 代な 6、 宗沅 字は 湘 南、 京都の 人、 大 仲の 法を 嗣 く， 


J  -  >  r  1 
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シユ 宗) ゲ  、  シユ •-( 宗，} ，ゲ 


書辭 名人 家佛本  日 


(ニー 五） 


シユ —宗) 、ゲ —n 


元祿 十一 年 五月 十九 日大德 寺 R 出世し* 同 十二 年 十月 廿 五日 
開 堂して 碧玉 菴に 住す、 朝廷 大鑑 眞宗禪 師の號 を 賜 ふ、 享保 
十四 年 正月 九日 寂す、 壽八 十一、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 
シユ I、 ケン 宗眼二 一一 一 §5 〔臨 濟宗〕 山 M 紫 野 大德寺 第 百 
廿九 代な ぅ、 宗眼 字は 天叔 、號 は土槐 子、 一に、 寶叔 子と 
s a 、 丹 後の 人な 6、 怡 雲の 法を 嗣き 、天 正 十三 年 六月 廿日 
出世す、 正 親 町 天皇 勅して 佛國 大安 禪師 の號を 賜 ふ、 元 和 六 
年 二月 廿 一日 寂す、 頌 R 日く、 吹 毛 磨盡 、八十 九 年、 一機 瞥 
轉 、指 地搭 天、 と、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ー、 ゲン 宗玄 ii s 〔臨 濟宗〕 山城 紫野大 德寺第 一一 
百卅 五代な ぅ、 宗支 字は 天 岸と s a 、 肥 後の 太守 細 川忠利 
の 子な 6、 啓 室榮の 法を 嗣 く、 貞享 元年 正月 十七 日出 世す、 
前に 本山 及 a 五山、 師に 薦めて 歷 住せし めんと し、 請 疏旣 に 成 
$ て 將 R 綸命を 請 はんと 欲す、 時 R 師顔に 疸を發 して 起ち 難 
く、 病中 鳳 書に 接す、 同 二月 朔日 寂す'  壽 五十、 師曾て 肥 州 
妙 解 寺 及 a 常 樂菴に 住す、 正德 元年 七月 四日 中 fp- 門 天皇 勅し 
て 慈德 慧濟禪 師と謚 す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ー コ 宗古 jjj gx B  〔臨 濟宗 U 山城 紫 野 大德寺 第二 百 

十七 代な 6、 宗 古字は 德峯 、武藏 の 人な 〇、 默翁淵 Q 法を 

嗣 く、 延寶 三年 正月 廿日 出世し、 同 九月 東海 寺 輪番と なる、 

武藏祥 雲寺裡 に 靈泉院 を 創す、 同 國多麻 郡 菩提 山 常 光寺 1: 再 

興す、 寶永二 年 七月 廿 三日 寂す、 壽八 十一、 眞常 巷 R 塔す、 

(紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜、) 

シュ In 宗胡 iH ^ s 日 洞 宗〕 加賀 大乗 寺の 禪僧 な-^ 

宗胡 字は 月 舟、 肥 前 國原田 氏の 子な う、 早くよ $ 出 塵を 願 


シユ 1( 宗) ゴ 


ふ、 十二 歲 R して 圓應寺 花 嶽和尙 に 役して 出家す、 修學 倦む 
なし、 十六 歲に して 遊 方し、 關東に 至うて 常 陸國多 寶院に 
留り 、居る 乙と 多年、 一朝 厠に 在 6 て 微風の 扉に 觸れて 聲を 
做す を 聞き、 豁然と して 悟る 所 あ 6、 丹波國 の瑞巖 寺 R 至う 
萬 安に 謁し、 所 解を 呈す、 萬 安 懇ろに 訓誨 す、 師三 十一 歲 にし 
て 遂 R 白 峯和尙 の 室に 入て 法 信を 受く 、出て、 攝津國 の 宅 取 
寺に 住す、 次て 長圓 寺大乘 寺に 遷 6、 興 禪、々 德兩院 を 創して 
第一 世と なる、 師 深く 宗門の 衰微を 嘆して 古 規を憐 復 す、 其 
法を 嗣 r 者 悉く 龍 象な 延寶八 年の 秋大乘 寺を 謝して 京師 
の 田 原邨に 隱 る、 古寺 あり 補陀洛 山禪定 寺と 號 す、 師此に 住 
し興復 して 行樂の 所と 爲 す、 元 祿九年 正月 十日 寂す、 壽七十 
九 •臘 六十 七、 (日本 洞 上 聯燈錄 、續 日本 高僧 傅) 

シユ！ ゴ 宗悟二 一 7L= oo 〔曹洞 宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 なり、 
宗悟 字は 如 幻、 尾 張の 人、 俗姓は 菅原 氏な 6、 十三 歲同國 の 常 
樂寺雲 岡 R 投して 出家し、 十五 歲祝髮 す、 受 具の 後 北 遊し、 
偏く 諸老に 謁し、 遂に 承顔智 順に 總持 寺に 謁し、 藏鑰 となう、 
分座說 法す、 幾年なら すして 辭して 相 摸 R 到る、 吉澤の 布施 某 
松巖 寺を 御し、 師乙れ か 第一 世と なる、 土 佐の 大守仙 波 氏、 高 
座 郡 遠 藤 村に 寶泉 寺を 建て* 上 杉乘國 武藏山 田に 德翁 寺を 創 
し、 皆師を 請して 開山と す、 亨祿 三年 再 a 總持 寺に 住し， 同 
十一月 二十日 普藏院 R て 寂す、 壽八 十一、 臘六 十七、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シユ ーゴ {示 悟一 ー ニ SH 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 七十 八 
代 f、  宗悟 字は 悅溪 、近 江の 人な 6、 東 溪宗牧 に參 する Z. 
と 久しくして 遂に 其 印 記を 授けら る、 紫 野大德 寺 R 住し、 大 


永 五 年 五月 二十 六日 偈 を 書して 日く、 打 k 佛打 ヒ祖 、五 逆兒 孫、 
萬 機休處 、露 柱倒奔 、と 筆を 役して 寂す、 壽六 十四、 參雨軒 
に 塔す、 敕謚 佛肸大 鏡 禪師と 賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、紫 巖譜客 ) 
、ンユ ーコ ー 宗一旦  1 /  〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 七十 
五代な- CN、  宗亘 字は 古 嶽と云 ふ、 俗姓は 佐々 木 氏、 近 江 蒲 
生 郡の 人な う、 甫めて 八歲？ 品 間 寺の 義 濟に投 して 剃髪し、 法 
華を 學ぶ 、十六 歲 京都 R 上う、 建 仁 寺 喜 足噱に 依う、 十七 歲 
受 具して 侍藥と •なる 二十 三 歲春浦 和尙に 參 し、 如意 菴 に實傳 
眞 R 謁して 服勸 する 乙と 二十 餘 年、 永 正 六 年 秋 幕 命 R ょ 6 大 
德寺 R 出世し 後、 大 仙菴に 退 居し、 士大夫 道 1: 問 ふ 者 多し、 
後柏原 天皇 特に 勅して 佛心 正統 禪師の 號を賜 ふ、 後奈良 天皇 
即位し、 師を 宮中に 召し 帽子を 著け て拜 謁し 肩 輿に て 參內す 
5. 乙と を 許し、 重ねて 正 法 大聖 國師の 號を賜 ふ、 天文 十七 年 
六月 二十四日 偈を 書して 日く、 柱杖覓 = 末 後 句 — ■» 倒擲 = 萬仞寵 
峰 — •» 請 汝試卓 破 看、 減-- 却臨濟 正宗 (と、 筆を 役して 寂す、 壽 
八十 四、 臘六 十八、 金剛 經及ひ 靑銅錢 若干を 下して、 葬儀を 
營ま しむ、 全身を 本 菴の北 隅に 葬 IT う、 塔を 立て 松關と いふ、 
(本朝 高僧 傳 、紫 巖譜畧 、大德 寺世譜 、龍 門 夜話、 續 本朝 書 史) 
シユ ー コ ー 宗百一 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の禪 僧 

f、  宗亘 字は 梅 屋と云 ふ、 攝津兵 庫の 人、 梅 津に寓 して 

詩 名 あう、 (日本 名僧 傅) 

シユ 丨コ 1 宗興 i^ l os 〔眞宗 〕 近 江 木 津即往 寺の 住持 

f，  宗興 字は 玄風 、一に 遊識と S ふ、 閑 雲と 號す 、俗姓 

は 瑕 丘 氏、 尾 張 中島 郡 九 淵 村 本源 寺 主 某の 第二 子な $、 幼 ic 

して 父 1: 喪； T 母に 鞠 育 せらる 十五 歲に して 出 遊し 勉學 衆 ic 


超 ゆ、 近 江の 日 溪願證 寺 主 明 公 等の 門に 遊 a 、 專ら內 典を 學 
ふ ZL と 九 年な う、 嘉永 元年 木 津村即 往寺主 某に 養 はれ、 本願 
寺 (C 受 度す、 明年 即往 寺に 住持す、 萬 延元华 安居し、 學林に 
掛搭 し、 得 業に 及第し、 尋 S て 助敎 となる、 明治 四 年 宗主の 
召に 應 して 學林に 入-^、 敎授に 任す、 留まる 乙と 數牢 、司敎 
に 昇う、 權大 講義に 補し、 十三 年 九月 二日 病を 以て 寂す、 壽 
六十 六、 宗主 哀悼して 勸學 職を 贈 號を與 へて 開藏院 と 云 
ふ、 著作 上宮慈 視錄、 曼强錄 、眞宗 二諦辨 、進 道 初 門學 論、 
各 一卷、 步船鈔 講義、 四題帷 策、 二十 八題辨 略、 山 房 夜話、 
各二卷 、大藏 輔國集 科 文、 傍註 略述 法相 義、 訂正 神道 五部 書、 
各三卷 、三條 叢 說四卷 あう、 (碑文、 本願 寺派學 事史) 

シユ ーコ ー 宗興  品 造  〔曹 洞宗〕 加 賀洞谷 寺の 禪 僧な 
$、  宗興 字は 溫老 、能 登の 人な $、 幼に して 出家し、 偏く 
師席を 訪； S、 初め 洞 谷 寺の 明 峰 素哲に 謁し、 次 R 光孝 寺の 壺 
菴 R 依る、 後 加賀に 到 6 承 天 寺 珠巖に 見へ て 示誨を 蒙 6、 珠 
巖大乘 寺に 移る に 及 a 、 師も從 a て 往 き、 其 印 可を 受け、 洞 
谷 寺 ic 主と なる、 應永 十三 年 十一月 八日 寂す、 壽七 十四、 塔 
を 萬 松菴に 建つ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー コ ー 宗興一 一一 ^ - 〇 〔臨 濟宗； 一尾 張 妙 興 寺の 開山な 
う、 宗輿 字は 滅宗と 云 ふ、 俗姓は 源氏、 尾 張 中島 郡の 人、 嵯 
峨 天皇の 後裔な 6、 七歲 光明寺 良 澄 法師に 經書を 習 ひ、 十九 
歲圓興 寺 R 投して 剃髮受 具し、 福 山 天 源 菴に 於て 柏菴に 見へ 
大應の 頂 相を 傳へて 法 信と なし、 尾 張に 皈 -CN て 妙 興 寺を 创し 
て 開山と な'^， 相尋で 梵刹を 建つ る 乙と 凡を 八ケ 所、 近 江、 
尾 張、 駿 河の 三 州に 接待 菴を構 ふ、 應安 中京 都に 遊び、 定山 


シユ 人 宗) コ 


、 V ユ 1 (宗 ) ;2 


書辭 名人 家佛本  日 


(匹!  一  _：n ) 


シユ！  §コ 

- - - -  ■  一： r-_  パ--. .  .  : 、：  ^ Ml .  ■ -- - 

祖禪 、尊 巖砌應 と 交は う、 東 福 寺の 少林 庵に 居る、 應 安五 年 
十月 十二 日 六十 二 歲東福 寺 第一 座と なる、 僅に 三日に して 辭 
す、 筑前崇 福 寺 席を 虛 うし 師を延 請 すれ ども 拒ん て 就かず、 
後洛 西の 龍 翔 寺 JC 住し、 久しから ずして 尾 張の 妙 興 寺に 還う、 
天祥 庵 R 老を投 ず、 寺の 西南 二 里 許 松 竹 四 圍の地 あり、 師自 
らをの 地に 一穴を 掘うて 瓮 1: 中に 設け、 弟子に 命じ、 吾れ 死 
せ ば 全身を 費 中に 收め ょ、 天瑞 塔と 名づ く、 永 德二年 七月 十 
一日 端座して 寂す、 壽七 十三、 弟子 遺命の 如く 全身を 瓮中 R 
收 {/ 、勅諡圓光大照禪師といふ、(禪林僧傳、本朝高僧傳、延 
寶傳 燈錄)  、 

シユ 1 コ*™  {示 胤 ハ  ゲン コ* -玄 興を 見ょ、 

シユ！ コ ー 宗杲二 •二 sl ra: 〔臨 濟宗〕 駿河淸 見 寺の li 僧な 
6、 宗杲 字は 東 谷と S ふ、 太 原崇孚 禪師に 參して 法を 嗣 ぎ、 
淸見 善徳の 二 寺 R 住し、 後 勅令を 奉じて 京都の 妙 心 寺に 遷 る、 
文祿 三年 正月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ .-コ 1 {示 香 ニー ーー K 〔臨 濟宗〕 京都 大德寺 第 百 十八 
世な 6、 宗香 字は 梅隱と 云ぶ、 俗姓 生 國を詳 R せず、 出家し 

て 大德寺 第 九十 五世に して 相 摸 早 雲 寺 第二 世なる 大室 宗碩禪 

師の 弟子と な'^ 法を 嗣 く、 明叟宗 普、 太宙宗 初同參 なう、 天 

正 元年 十月 十日 大德 寺に 出世し、 相摸毕 雲 寺 第 八 世 寶泉寺 第 

二世と なる、 後祐德 寺祐泉 寺を 創し 伊豆 相 摸の 地方に 宗風を 

擧 r 天 正 十七 年 十一月 廿 六日 寂す、 壽六 十六な り、 龍 泉 門 上の 

梅隱 派と 云 はれ、 法嗣菊 隱宗存 あう、 以天宗 淸禪師 一門の 下に 

於て 明 叟 派と對 立し /? う、 (正 燈世譜 、大德 寺世譜 、紫 巖譜 略) 

、ンユ ー コ1 {示 香 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 

な-り、 宗香 字は 梅屋 、攝津 兵 庫の 人な う、 南禪 寺の 香 林間 


シユ？ ({テ、 コ  _ _ 

に參 して 心地を 發明し 外 學を 兼有す、 詔に ょ 6 南禪 寺に 住す、 
某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ー コ—  { 示 孝； i. Ti ili  〔曹洞 宗〕 相 摸總此 寺の 禪僧な 
り、 宗孝 字は 忠 室、 伊豆 初 島の 人、 總世寺 一宇 俊箇 に 依 6 
て 祝髮受 具し、 遊 方して 諸老に 參し 、再び 總世 寺に 飯'^， 一 
宇 R 奉 侍する Z. と 凡十餘 年、 其 寂 後 遺命 R 依う 席を 繼 C、 後 
退 さて 相 摸 獺 鄕に隱 る、 後、 東 陽院を 營み 、養老の 所と す、 天 
文 二 年 正月 九日 寂す、 世壽缺 く、 c 日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ーコ ー 宗高二 SX M  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 二十 二 代な り" 宗高 字は 仰 堂、 號は 湛圓 、京師の 人、 仙 
溪の 法を 嗣 く、 延寶六 年 二月 四日 出世す、 貞享七 年 武藏品 川 
東海 寺の 輪番と なう， 玉 林院に 住す、 水 ) 5 常 照 寺の 開山と な 
る， 貞享四 年 九月 五日 寂す、 壽六 十、 元祿一 m 祖堂に 安 牌す、 
敕謚眞 智圓應 禪師を 賜 ふ、 (紫 巖譜略 、大德 寺世譜 } 
ミ丁コー宗光 |5 涅〔臨濟宗〕山城紫野大德5一百 
五十 七 代な り、 宗光 字は 鏡 岩、 號は露 柱、 但 馬の 人'  眞岩 
の 法を 嗣 く、 元 祿十年 正月 廿 三日 出世し、 豐前小 倉 龍 興山大 
隆寺に 住す、 寶永七 年 六月 廿日 寂す、 壽六 十八 (紫 巖譜 略、 大 
德寺世 譜、) 

シユ ーコー 完 光 -*—. 一  g ^ c 臨 濟宗〕 但馬大 明 寺の 開山な 
う、 宗光 字は 月 菴と云 ふ" 俗姓は 大江 氏、 美 濃の 人な 6、 
嘉曆 元年 四月 八日を 以て 生れ、 大圓寺 峰 翁和尙 R 投し 、十五 
歲祝髮 し、 古 先 元、 夢 窻 石の 二 老に參 し、 南 禪寺笠 仙 仙に 依る、 
竺山建 長 寺に 遷るに 及び 侍 香と なる、 觀應二 年 峰 翁を 省して 
師事す る 乙 と 久しく、 遂 R 法衣を 付 せらる、 延文二 年 


(五一 五） 


書辭 名人 家佛本  H 


する に 及び、 常 陸に 住き" 復菴 a に 謁し、 明年 大圓寺 玉林璨 
に 侍す、 尋て出 雲に 至 6、 孤峯 明に 依う 輪鑰を 掌- 〇/ •遂に 印 
可を 付 せらる、 貞治六 年 但馬黑 川に 遊び、 其 地の 幽靜な るを 
愛し、 錫 5: 駐む 、四方の 道俗 其 道譽を 慕 a 、 遂に 雲 頂 山 大明寺 
を聦 して 師を延 く、 太守 山 名時熙 、弟子の 禮を 執る、 師 、圓 通、 
大同、 禪昌の 諸 寺を 開きて 開山と なる、 康應 元年 三月 廿 一日 疾 
に 罹う、 二十 二日 寂す、 壽六 十四、 臘 五十、 門人 塔を 本山に 
樹て正 法と 日 ふ、 嗣 法の 上 首、 圓 通寺理 有、 大圓 寺寶 林の 二 
人 あ 6、 著作 語 錄四卷 あう、 山 名時熙 其德を 朝に 奏して 正續 
大祖禪 師と謚 す、 (續 群 二三 八、 本朝 高僧 傅) 

、 V ユ ini 宗昊一 •だ二 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧な 
う、 宗昊 字は 天 桂、 駿河久 能 郡の 人、 奇山然 の 姪な う、 聖 
一國師 の法嗣 となる、 顯 密の學 にも 併せ 通ず、 元に 渡うて 諸 
宗匠に 謁見し、 歸來益 聞 ゆ、 藤亟 相に 請せられ て 東 福 寺 ic 主と 
なる、 正慶 元年 八月 二十 七日 寂す、 遺偈 あう、 不ぃ 離，， 當處 r 直 
下 則 行、 地獄 天堂、 一片 打 成、 大雄菴 に 塔す (延寶 傳燈錄 、本朝. 
高僧 傳，) 

シユ In ツ 宗忽 SH S 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 第 
二百 十八 代な う、 宗忽 字は 天偷 、號は 不可 得叟 、丹 州の 人、 

上 月 氏の 子な う、 十二 歲紫野 淸岩渭 禪師に 謁して 剃髪し、 侍 

童と な'^ て 書を 學び 、久しから ずして 群籍に 一旦- C\ 、 三 藏に 通す 

三十 歲に至 る も 未だ 省せ ず、 乙れ よう 數老 に參 叩し、 一夜 定 

中 豁然 大悟し、 淸 岩の 法語 及 法衣を 受く 、時に 寬文 元年 三十 

六歲な う、 延寶 三年 敕賜紫 衣を 拜 し、 命 (C よう 龍寶 山に 住す、 

五 年 和 泉の 檀 請に よう祥 雲 寺を 主 どる-中 村 氏南宗 寺を 再興 


、ンュ 1( 宗： m 


し、 師に請 a て 乙れ に 居らし む、 天 和 元年 民 大に飢 う、 師南宗 
寺に て 濟餓戒 を 開く、 元祿 二年將 軍 綱吉の 命を 蒙り 江 戶 >lc 海 
寺に 住す、 七 年 五月 寺 火災 R 罹 6、 師これ を 再 典す、 九 年辭 
して 和 泉の 舊寺に 歸 う、 十 年 六月 二十 二日 寂す， 壽 七十 二 )] 1 
六十、 遺 偈 ぁう 日く、 生 亦 不可 得、 死 亦 不可 得、 喚爲 不可 得、 
不可 得、 朝廷 勅謚國 英法 鑑禪 師と厢 ふ 著作 語錄ぁ 6、( o 日本 
高僧 傳、 紫 巖 譜畧) 

シユ •-ゴ ン i 示 g M ( 一 AO 五〕 (眞言 宗) 山城 醍醐 山 理性 院の 
第 四 代な 6、 宗嚴は 大納言 僧都と S ふ、 宗 命の 法を 受け、 理性 
院の 席を 補して 第 四 代と なる、 又 治 承 二 年 五月 四日 醍醐 山の 
座主 乗 海の 法を 嗣ぐ 、時に 年 三十 四な り、 寂年歃 く、 (續 傳燈 
廣錄) 

シユ —ゴン 00  ^ . ) 〔曹 洞宗〕 越後 耕 雲 寺の 禪僧 

f,  宗嚴 字は 周剛 、審巖 正 察の 法を 嗣き 、越後 耕 雲 寺に 
住す、 寂 年 並に 世壽 欠く， 法嗣天 初蘂脫 ぁう、 (日本 洞 上聯燈 
錄 J 

シユ ー ザ 宗佐 ii; 一 5; ハ 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な-^、 
宗佐 字は 材 岳と 云 ふ、 希 菴玄密 に 參して 印 可を 受 く、 希菴の 
寂 後大心 院に 居す、 細 川 藤 孝 丹 後宮 律に 寺を 瓶し、 師請 せら 
れて 開山と なる、 天 正 初年 詔を 奉じて 妙 心 寺に 出世す、 晩年 
大心院 を 移して 正 法 山中に 置きて 佚老 す、 幽齋 居士 山城 長 岡 
鷄冠 井の 莊田 若干を 割て、 香 積に 寄す、 天 正 十四 屯 寂す、 壽 
欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ— サ宗佐 ij  一 ii fA 〔臨： S 5 山城 紫 野 大德寺 第 百 九 
十六 代な 6、 宗佐 字は 傳外 、號は 凍 雲 子、 山城の 人、 天祐 


シユ 1( 宗) f 梦 


書辭 名人 家佛本  日  （六 - E) 

_  •  »  _  _ 


シユ！ (宗) サ 


の 法を 嗣 く、 明曆 三年 八月 八日 出世し、 淸泉 寺 R 住す、 萬 治 
元年 十二月 四日 開 堂す、 敕して 大通智 勝 禪師の 號を賜 ふ、 寬 
文 四 年 九月 武藏品 川 東海 寺の 輪番と なる、 延寶 三年 四月 三日 
寂す、 壽六 十八、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ー サ宗佐 ラ ィシ V 賴 申を 見ょ、 

シユー サタ 宗策 ( . ) 〔曹 洞宗〕 周 防眞如 寺の 禪僧 

f,  宗策 字は 規 川、 九 江 慈 淵に 參して 第一 座と なり、 後 
衣 法を 附 せられて 周 防の 眞如 寺 R 住す、 寂 年、 及 a 壽缺く (日 
本 洞上聯 燈錄) 

シユ！ サン 宗璨 r …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
f,  宗璨 字は 說 三、 南溟 紹北 禪師に 侍する 乙と 久しく、 
遂に 入室 印 可を 付せられ、 妙 心 寺 R 住す、 示 寂 年月日 缺 く、 
(延 寶傳 燈錄) 

シユ— サン {示 燦二 —o f -fcA 〔曹 洞宗〕 伊豆 最勝院 の 開山な 
6、 宗璨 字は 吾寶 、俗姓は 藤 原 氏な 6、 嘉慶二 年 R 生る， 幼 
ょり 佛門を 慕 CA 、 鄕の敎 寺 R 入りて 出家す、 遂に 諸方を 歴遊 
し、 後、 最乘 寺に 投して 大綱 R 謁す、 大綱 一見して 器と す、 
師 親しく 師事す る 乙と 數 年 R して 衣 法を 傳 持す、 時に 永 亨元 

年な 6、 管領 上 杉憲淸 先考の 冥福を 追薦 せんと 欲し、 伊豆 大 

見の 莊に妙 高山 最勝院 を 創し、 師を 招て 開山と なす、 永亨十 

二 年 十一月 十三 日 進 院し大 R 祖宗を 唱 ふ、 尋て總 持 寺 R 出世 

し、 永 澤最乘 寺 R 移る、 久 からず して 辭して 復最勝 院に歸 ぅ、 

長祿 元年 十月 六日 寂す、 壽七 十、 最勝院 の 西南の 隅 R 葬る、 

(日本 洞上聯 燈錄) 

シュ？ サン { 示 # ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 


シユ！ (宗) サ I シ 


なう、 宗珊 字は 珠林と 云 ふ、 宗恕 に參 して 印 可 1: 受け、 妙 
心 寺に 住す、 示 寂の 年月日 缺くノ 延寶 傳燈錄 } 

シユ— サン 宗山 卜—キ 等 貴を 見ょ、 

、ンユ ク 宗牲二 IE 益 〔臨 濟宗 S 城 紫 野 大德寺 第 百 
九十 代な 6、 宗竺 字は 天 室と い a 、 自ら 一如 子、 雛 道 人、 破 笠 
子な ど、 號 す、 破 漏 船の 印 あ 6、 尾 張の 人な う、 玉 室の 法を 嗣 
く、 承應 三年 四月 四日 出世す、 寬 文三茚 九月 東海 寺 輪番と な 
る、 寬文七 年 八月 廿 六日 寂す、 壽六 十三、 辭世に 日く、 六十 
三年、 要 識去處 、白日 青天、 喝と 、大源 菴 R 塔す、 勅 謚大覺 
圆明禪 師と賜 ふ、 C 紫巖譜 略、 大德寺 世譜、 ) 

シユ！ シン 〔臨 濟宗〕 京都 紫 野 大德寺 第五 
十六 代な 6、 宗眞 字は 實傳と 云 ふ、 美 濃の 人、 師承詳 かなら 
ず、 大德 寺 R 住し、 第五 十六 世と なる、 法務の 暇® を 好み、 
山水 人物 及 十 牛の 圖を 能くす、 永 正 四 年 四月ス 日 寂す、 壽七 
十四、 佛宗 大弘禪 師と謚 す、 (紫 巖譜畧 、扶桑 書 人 傅、} 

シユー シン 宗眞 ( ….〕 〔淨 土宗〕 近 江 淨嚴院 第三 代 
宗眞 字は 嚴譽と 云 ふ、 俗姓は 結 城 氏、 下野の 人な 6、 
隆 阿 {'C 役して 出家 受 業し 其 席を 繼ぎて 淨嚴院 R 主と なる、 後 
寺を 鄉 する こと 數ヶ 所、 盛ん R 所 承の 敎を弘 む、 寂 年缺く C 淨 
土總 系譜) 

シユ- .シン 宗 直(； 5; 一. S: 〔曹 洞宗〕 加 賀佛陀 寺の 開山な 
6、  宗眞 字は 大源 、加賀 の 入な 6、 幼に して 某 苛 {C 就き 
て 出家し" 總 持寺峩 山に 參し て徹悟 し、 其 法衣を 付 せらる、 
時 R 貞和五 年 六月 一日な 6、 詔を 受けて 總持 寺 R 出世し、， 永 
光寺に 移つ 晚年 加賀佛 陀寺を 開きて 開山と なう、 應 安三 


(e- 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


年 十一月 二十日 寂す、 壽缺く 遺偈に 日く、 幻 而來 k 幻、 幻而 去， 
幻、 幻 無，， 幻 根 (幻 人 幻 i 幻、 と、 嗣法梅 山、 幻 翁， 了 堂 尼、 江 月 尼、 
滿菴の 五 人 あう、 (日本 洞 上 聯燈錄 、本朝 高僧 傅、 續群二 四 三) 
シユ 1 シン ^ 心 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 筑前崇 福 寺の 禪僧 
f  宗心 字は 即菴 、大 應國師 (紹 明} に 師事し、 其 法を 嗣 
ぐ、 筑 前の 廣德 寺に 住し、 豐 前の 萬壽 寺、 筑 前の 報恩 寺、 崇福 
寺、 京師の 萬壽 寺に 歷遷 す" 示 寂の 年時缺 く、 遺偈 あう、 一 
蹈蹈翻 如來地 、一 拳 拳 破 祖師 關 、閃 電光 中 山河 走、 天堂 地獄 
譬如 閑.， 勅 謚弘宗 普 門 禪師と 云 ふ (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
シユ ー シン 宗心  ir g  〔曹洞 宗〕 美 濃寶鏡 山の 禪 僧な 
6、 宗心 字は 祖 道、 越後の 人、 俗姓 詳 かならず、 出家して 
播磨綱 干の 龍 門 寺 弘濟に 見ぇ、 親炙 数年、 次に 加 賀大乘 寺 月 
舟宗 胡 ic 參し 、入室して 印 記を 受け、 美 濃寶鏡 山に 住す、 天 
和 三年 八月 二十 五日 興禪 寺に 寂す、 壽四 十六、 偈あ 6、 日く 從 
來不 > 昧鏡峰 鐘、 體用 齊彰接 _1滿 天 『雖 -- 我 住 山- 虧飿 斧、 無邊風 
月徉 a 女 禪 一と、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー シン 宗信 (一九 九 A) 眞言 宗吉野 山の 修行 僧な-^、 
宗信は 其 師貫詳 かならず、 法 印に 叙せられ、 吉水院 に 住す、 
後醍醐 天皇蓰 山院ょ 6 出て、 穴 太に 幸す る や、 刑 部 大輔大 江 

景繁を 遺し、 師を諭 吿して 蹕 5: 吉野に 駐 めしむ、 師 乃ち 僧兵 

三百を 發じて 奉迎し、 行營を 造うて 乙れ に 御せ しむ、 旣にし 

て 帝 崩す るに 逢 a 、 衆 狙 敗して 守る 意な し、 師吿げ て 日く、 

先帝の 崩す るに 臨み 幼 主を 翼け て 賊を討 穴 しむべし との 遺敕 

あ $、 豈遽 かに 離散を 懷 ふべ けんや， と、 衆を 鼓舞して 守る、 

寂 年、 及壽缺 く、 (太平 記、 大 日本史' 前賢 故實) 

シユ 1( 宗〕 シ 


シユ ー シン {示. ! 1 一 •一： 一 •六 y  〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
宗薛 字は 蘭坡 、詩 ^ 大摸軌 に 受け、 夢 窻國師 第 四 世の 孫な 
う、 諸 寺を 歷遷 して 後南禪 寺に 住す" 寺 務を辭 して 正因菴 に / 2 
6、 文龜 元年 菴 中に 寂す、 壽缺 く、 著作、 仙 館 集、 雪 樵 唱集ぁ 
う** 師在 世の 時、 後土御門 帝屢問 法し、 後柏原 天皇 謚を 佛慧 
圓應禪 師と賜 ふ、 (本朝 高僧 傅、) 

シユ ー シン 宗津一 =5 』j s. 日 洞宗〕 薩摩隆 盛 寺の 開山な 
う、 宗津 字は 天祐* 薩摩大 守島津 氏の 子な 6、 福 昌寺大 雲 
に 投して 薙髮 し、 後 龍 室 良 從に參 して 心 印を 發 明し、 福昌寺 
に 主と なう、 興圓 寺に 遷 る" 後 隆盛 寺を 瓶して 始祖と なる、 
道譽 都下に 聞ぇ、 特に 佛智法 燈禪師 の 號を賜 ふ、 天文 元年 二 
月 四日 興國 寺に 寂す、 壽七 十一、 法 嗣喜冠 龍 慶 、忍 室 文 勝、 恕 
岳 文忠、 大鷹宗 俊、 一川 智濟の 五 人 ぁ 6( 日本 洞上聯 燈錄) 
シユー シン 宗 || 辰  一  i li 一一  〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪僧な 
$、  宗震號 は 東漸と s a 、 美 濃 土 田の 人な $、 幼ょ 6 空 門 
に 入う、 志學に 及 a て 薙染 す、 稍 長して 以安 禪師の 室に 入 6 
て 參禪 し、 一旦 遊 方して 諸 宗匠の 門を 經 由し、 再 a 美 濃に 歸 
6、 以安 に隨 事す、 晝は以 安の 爲に 事を 辨し 、夜は 岩 上に 禪 
坐し、 果して 無碍の 機 用を 得 ^ -CN、 以安に 呈して 其證を 得、 
時に 年 三十 七な 6、 以安師 に號 を與 へて 東漸と いふ、 妙 心 寺 
の 前 堂と なう" 後 美 濃 土 田 村に 河南 山福昌 寺を 鄕して 開 法の 
塲 とす、 又 妙 心 寺の 空席 あるに 方-^ 同門なる 建 章 惟 天と、 
共に 交代して 院務 を 監 す、 若 狹の發 心 寺、 播 磨の 隨 _ 寺に 住 
す、 是 よう 先き 勑して 紫 衣 1: 賜 CA 、 且つ 妙 心 寺に 住す、 今 再 
a 山門の 請を 受けて 再 住する 乙と 一年な う、 豐臣秀 吉の姉 松 


、ンユ 丨 (宗) > 


舎 動 ： 名人 家佛本  日  (A— 3D 


シユ ？ ( 宗) シ 


嶽壽保 信女 慶長五 年に 本山 妙 心 寺 ic 長慶 院を_ し、 師を 請し 
て 之 K 居らし む、 l tt lli 年 慶長七 年 三月 二十 三 H 寂す、 壽七 
十一、 臘 五十七、法嗣庸山庸、南景 {& ，瑞林現、千英茂の四 
人 あ ( 宗統八 祖俜： > 

、ンユ ー ジン ^ 示^ 2  ( . 〕 〔 . 〕 加賀 寶勝 寺の 僧な 

3, 宗仞 字は 千 岳と 云 ふ、 攝津の 人な 出家して 諸國 R 
行脚し、 加賀の 城下 R 老を投 す'  & 午年 七月 藩主の. 召 R ょう 
城 R 登う 寵遇 せられ、 藩主の 命 R ょり 長屋 谷 傳燈尭 の 荒 敗を 
興す、 明年 三月 工事 成う、 師 住持と なう、 道學 文章を 以て 聞 
ゆ、 微妙 公、 陽廣公 光高 共 R 皈依推 尙 す、 陽廣 公の 薨去に な 犮 
う、 師 追福 頌五十 六 句を 棒け、 微妙 公の 薨去 R あ 穴う、 追福 
頌七首を捧け /2 -0/示寂年月日詳ならす"(燕臺風雅」 

シ ユ丄 ジン 宗深二 -o lf ハ 〔臨 濟宗 S 都 妙 心 寺の 禪僧な 
う、 宗深號 は 雪 江と 云 ふ、 攝津の 人、 俗姓は 源氏、 其 先は 
野 間 恃中某 、將 軍足 利 尊 氏の 旗下と なう、 武勇を 以て 聞 ゆ、 師 
幼. R して 出家の 志禁 する 能は ず、 密か R 逃れて 家を 出て、 途 
R 一  僧 R 遇 a 、 伴 はれて 東 山に 至'^、 五葉 菴の 文瑛璣 禪師の 

許 R 投じて 剃髮 受戒して 諸 名 宿 R 參 益し、 日峯の 道 # を 聞き、 

尾 張に 往 き、 瑞泉 寺 R 於て 參 す、 後、 日 峯妙心 券を 再興 せん 

とする R 際して 萁命 R ょう瑞 泉 寺の 後 主義 天 R 師事して 支 旨 

R 達し、 養 源 院の塔 を 守る， 義 天の 寂せ / 1 とする R 臨み、 法 

語を 付して 印 可 せらる、 細 川 勝 元 師の道 容を崇 び、 請して 龍 

安寺を 主と らしむ、 幾何 もな く 妙 心 寺 R 遷う 、攝津 海淸 寺、 
河 內觀音 寺，. 尾 張瑞泉 寺、 丹 波 1-1 興 寺 等. 皆 帥を 以て 住持 穴 

らしむ、 寬正 三年 大德寺 主席を 虛す 、御 敕命を 奉して 入 寺す、 


シ J  ? (宗) 、ン 

應仁 元年 天下 大 に 亂れ 、妙 心 龍 安寺 等 皆 兵燹 R 罹う、 師亂を 
龍 興 寺 R 避く、 文明の 初め 勝 元 城 中 R 龍 安寺を 建て、 師を迎 
へて 居らし む、 九 年 天皇 敕し て紗心 寺 再興の 詔を 賜 ふ、 師大 
R 喜び、 專 ら修營 R 勉め 、周年 R して エ成 6、 乙れ を 帝に 奏 
し、 龍馬 幷 k 銀 券， 若干を 下賜 せらる、 晩年 病に 罹う、 正 法 山 
中の 衡梅院 R 退き'  文明 十八 年 六月 二日 寂す'  壽七 十九、 臘 
六十 二、 敕謚佛 日 眞照禪 師と賜 ふ、 (延蜜 傅 燈錄 、本朝 高僧 
傳 J 

シユ ー シヤク 宗績二 gl Ara 〔臨 濟宗 ；！ 駿河诏 律 蓮 光寺の 
禪僧な $、  宗績 字は 妙 喜 別 R 棘 園と稱 す， 俗姓は 星 野 氏、 
駿河駿 東 郡 大岡莊 の 人な り、 幼に して 鄕の潮 首 寺 R 入うて 薙 
染 し、 遊 方して 阿波の 春 叢に 參 し、 後 卓 州に 謁して 其 印 記を 
受け、 沼 律の 蓮 光寺に 住す、 嘉永 元年 七月 一日 寂す、 壽 七十 
五、 著作 荆棘 叢談 ぁり、 

シ ユ—シ ユ 宗殊 (ニー 八 四) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
な 6、 宗殊 字は 勝舄と 云 ふ、 桂峯玄 昌に參 して 法を 嗣ぎ ，大 
永 四 年 夏 勅を 奉して 京都 妙 心 寺 R 主と なる、 寂 年 壽缺く ■(延 
寶傳 燈錄) 

シユ ーシユ 宗殊 ( . •) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 

f、  宗殊 字は 文 淵と 云 ふ、 久しく 妙 心 寺に ぁうて 獨秀乾 
才 R 參して 其 法を 嗣 く、 寂 年 及壽詳 かならず、 (延 寶傳 燈錄： > 

シ fT シユ 宗珠一 j AS AA 〔曹 洞宗〕 屮斐龍 華 寺の 禪 僧な 
う、 宗珠 字は 輝 山、 三 河寶飯 郡の 人* 俗姓は 藤 原 氏な $、 弱 
冠に して 蓬萊 寺 R 役して 祝 髪し、 瑜珈 の敎を 習 a 、 廿七葳 龍 
華 寺 桂 節 宗昌に 師事して 其 法を 嗣 3 ，桂 節の 寂に 方-^" 其 席 


(九 一 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


を 踵き、 住持 / 2 る Z. と 三十 餘 年、 亨祿 元年 正月 十二 日 寂す、 
壽百 二十 一、 (日本 洞上聯 燈錄、 ) 

シユ ー シユ b 7K a ( . ) 〔曹 洞宗〕 越後 種 月 寺の 禪僧 

な 6、 宗種 字は 月 田と 云 ふ、 久しく 南英鎌 宗に參 し、 開悟 
す尋で 信 衣を 受け、 南英の 寂す るに 及び、 越後 種 月 寺に 席を 
嗣で 住す、 寂 年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ジユ 宗壽〇 一一 丸一 一〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
f、  宗壽 字は 仁岫と 云 ふ、 獨秀 乾才に 師事して 印 可を 受 
け、 美 濃崇福 寺に 住す、 後、 勅を 奉して 京都 妙 心 寺に 出世す、 
幾何なら ずして 崇福 寺に 退 休し、 天文 中 寂す 法嗣十 人を 出す 
(延寶 傳燈錄 ‘) 

シユ ー ジ ユ宗壽 ii n 〔臨 濟宗〕 京師 花園 妙 心 寺の 禪 
僧な 6、 宗壽號 は 棠林飛 彈國益 田 郡の 人 七 歲同郡 中 呂村禪 
昌寺芳 谷 禪師に 師事し、 稍 長して 出 遊し、 讃岐の 九 峰、 美 濃の 
隱山 等に 歷 事し、 遂に 隱山禪 師の印 可を 受け、 其 法を 嗣 r、 文 
，化 元年 美 濃 慈 恩 寺の 師 跡を 繼ぎて 法 化 盛な ぅ、 十四 年 龍 福 寺 
瑞龍 寺の 請に 應じ 、大衆を 接 得す、 美 濃の 棠林 •備 前の 太 元， 
一双の 甘露 門と 稱せら る、 天 保 三年 勅を 拜して 妙 心 寺に 出世 
し、 紫 衣を 賜 ふ、 同 八 年瑞龍 寺に 碧 巖錄を 提唱す、 忽然 寂す、 

翌年 特に 勅して 大徹正 源 禪師の 謚號を 賜 ふ、 弟子 其 法語を 編 

し、 宗門 玄鏡錄 と 云 ふ、 (近世 禪林僧 寶傳) 

シ ユ ー ジユ 宗受； 一： 一 -t: ■二 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

う、 宗受 字は 天縱 、初め 東 福 寺の 永 明菴に あうて 文字を 習 

ひ、 後瑞龍 山南禪 寺 R 往 き、 悟 溪頓に よう 其 印 可を 蒙む る、 

美 濃の 慈 雲 寺を 開きて 開山と な $、 京都の 妙 心 寺 ic 住する に 


及 a て 學徒 雲集す、 永 正 年中 幕 命に ょぅ 大德 寺に 注し'  尾 張 
の瑞泉 寺に 移つ る、 晚年慈 雲 寺に 退 休し、 永 正 九 年 正月 十一 
R 寂す、 壽缺く (本朝 高僧 傅) 

シユ ー シユ— 宗周  18  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
百 六十 六 代な 6、 宗周 字は 文 室、 號 は暗螢 子、 土 佐の 人、 

萬 江の 法を 嗣 く、 元 和 九年閏 八月 四日 大德 寺に 出世し、 寬永 
元年 三月 十四日 開 堂して、 見 性院に 住す、 寬永 十七 年 九月 七 
日 寂す、 壽六 十九、 勅識普 海 本 淨禪師 を 賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大 
德寺世 譜、) 

シユ ー シユ ー J 7K 周 (ニー 八 一) 〔曹 洞宗 3 周 防 顯孝寺 第二 
代な ぅ、 宗周 字は 廓 翁， 九 江 慈 淵に 參して 其 法を 嗣き 、大 
永 元年 師 命を 受けて、 周 防の 顯孝 寺に 住し、 第二 代と なる、 

寂 年 及 a 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー シユ _  {示 秀 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 

七十 四 代な 6/  宗秀 一に 瑞秀と 云 ふ、 字は 雪 岫と云 ふ、 玉 
浦に 參して 法を 嗣 ぎ、 瑞龍 寺に 住し、 後大德 寺に 出世す、 寂 
年缺 く、 (延寶 傳燈錄 、紫 巖譜 略、) 

、ンユ .-シ ユ -宗绣  モ  H1 ES— 〔臨 濟宗〕 山城 大德寺 第 百 十 I 

二 代な $、  宗绣 字は 玉 仲、 日向 櫛 間の 人な 6、 春 林の 法を 
嗣 く、 永祿十 三年 二月 十三 日大德 寺に 住す、 正 親 町 天皇 敕し 
て 佛機大 雄 禪師の 號を賜 ふ、 慶長九 年 十一月 十六 日 寂す、 壽 
八十 三、 頭に 日く、 生 也不來 、死 也不 回、 機 輪 ' vin 處 、瞎滅 聽 A 
雷、 と、 金 鳳 山天瑞 寺に 塔す (紫 嚴譜 略大德 寺 fti: 譜)  一 
シ t ジユ- 宗什二 一- ■〔臨， 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
二百 十一 代な 6、 宗什 字は 一溪 と v' ふ、 松 月 老人、 又は 妙 


シユ 1( 宗) シ  、ンユ ー( 宗) シ 


書辭 名人 家佛本  日  （〇 二 五 j 


シユ -( 宗 )シ  _ I  i ュ丨- 宗) シ 


應 無 方の 印 あ-^、 山城の 人、 玉 舟の 法を 嗣 く、 寬文七 年 二月 十 
二： n 出世 開 堂す、 寬文 十二 年 武藏品 川朿海 寺の 輪带 となる 貞 
享元屯 六月 十六 H 寂す、 壽六 十七、 芳春院 に 塔す、 勑 謚眞覺 
普 應禪師 と S ふ、 (紫齡 譜 略、 大 德寺卅 譜) 

シユ ー、 ンユク 宗叔 ( …… 〕 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 
三十 四 代な-^、  宗叔 字は 性 三、 養叟 に參 して 心 印を 付 せら 
れ 、大德 寺に 主と なる、 某 年 七月 十二 日 臨終に 及び、 偈を書 
して 日く、 撾， ，塗 毒 鼓 (殺 k 佛殺 k 祖、 急 轉 一  機 〖須彌 起 舞、 と、 遂 
に 寂す 壽缺 く、 (紫 巖譜 略’ 延寶傅 燈錄) 

シユ ー シユク 宗 ® 一 I5 KA  〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪僧 
f、  宗俶 字は 春 林、 自ら 咄咄 齋と號 す' 俗姓は 大江 氏、 丹 
後の 人な ぅ、 幼に して 州の 玉寵 寺に 入ぅて 剃髪し、 稍 長 じて 
大德 寺に 掛錫 じ、 悅 溪小溪 の二師 に 參尋 す、 後徹岫 に 參 する 
ZL と 三十 餘年 、遂に 了 達を 得、 印 可を 付 せらる'  勅を 奉じ 
て大德寺に住す*後柏原天皇宮中に召して法要を問ひ、特に 
佛通 大心禪 師の號 、及び 錦 繡を賜 ふ、 後、 和 泉 陽春 菴に居 6 
請に 應して 攝津禪 通 寺、 但馬圓 通 寺に 歷 住し." 大に宗 風を 張 

る、 晚 年大德 寺の 傍らに 黃梅院 を 構へ て 退 休し、 永祿七 年 十 

二月 二十 八日 寂す、 壽七 十七、 S ハ 十三、 遺 偈に 日く 來也 咄咄、 

去 也 咄咄、 七十 七 年、 咄咄 咄咄、 と、 (紫 巖譜 略、 延寶傅 燈錄) 

、 V ユ ーシ ユク 宗肅 0 二 四 六) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 

第五 十四 代な 6、 宗肅 字は 西 浦と 云 ふ、 景 川宗隆 に參 して 印 

可を 受 く、 美 濃の 檀越曹 源 山 正宗 寺を 創し、 師を請 して 開山と 

なす、 文明の 未、 勅命を 奉じて 大德 寺に 出世す、 寂年缺 く、 遺 

偈 あう、 日く 熱喝嗔 寧、 五十 五 年、 末 後一 句、 鑑 在，， 機 前- (紫 


巖譜 略， 延寶傳 燈錄) 

シュ ー シュク 宗宿 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 筑 S 宗福寺 の禪 

僧な. CNt  宗宿 字は 舂 夫、 號は 不味 - f と 云 ふ、 京都の 人な'^、 
幼 (C して 出家し、 南北の 講 席に 遊び、 五山の 諸老に 接し、 後 
無 因 因 和尙に 妙 心 寺に 參 し、 機 語 相 合して 印 記を 受く 、出て 
、筑 前崇福 寺に 主と なり、 後 京都に 皈 ぅて 普 門 山 福聚院 を鄉 
して、 乙れ R 居し、 某 年 寂す、 其 年 時 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

シュ ー シュン 宗俊  ii  〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪僧 
f、  宗俊 字は 大鷹 、俗姓は 平氏、 宮 原の 族、 薩 摩の 人な 
6、 福昌 寺の 天祐 宗 津に參 して 印 可を 受け" 數寺 R 歷 住し、 
後福昌 寺に 遷 る， 天文 六 年 八月 四日 寂す、 壽七 十五、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シュ ー シュン {示 俊 2:: 二 一三 〔曹 洞宗〕 肥 前 龍 雲 寺 第二 代 
S P、  宗俊 字は 大用 、俗姓は 岡 本 氏、 肥 前 小 城 郡の 人な 6、 
幼に して 出家し、 關東に 遊び、 諸老 に歷參 す、 長門大 寧寺奇 
伯瑞龐 に參 し、 奉 侍 數年其 法を 嗣き 、鄕 里に 歸ぅ 、木 島 溝に 
巷 居す、 其 巷、 後、 今の 崇福院 となる、 同 國八戶 城主 宗陽 新に 寺 
を 建て 師を 請す、 乃ち 龍 雲 寺と 名く、 慶闇 尼、 般若 山慶闈 寺を 
頫 し、 師を 開山と す、 天文 十七 年 嫩桂院 に 退き、 仝 二 十二 年 
正月 二十 五日 寂す、 世壽歃 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シュ ー シュン {^示 俊 二. r: ii 〔曹 洞宗〕 相 摸 香 雲 寺の 開山 
なり、 宗俊 字は 噩叟 、舂 屋宗能 禪師の 侍者と なぅ、 朝夕 親炙 
し 落髪して、 其 法を 嗣 ぎ* 後 相 摸 W 原の 山村に 入り、 菴を構 
へて 居る Z. と 十 年、 道を 慕 ふ 者陸續 到-^、 遂に 寶坊 となる、 
今の 香 雲 寺是れ なり、 天文 十二 年最乘 寺に 遷 6、 周歲 にして 


r  一二 五） 


書辭 名人 冢佛本  日 


辭して 香 雲 寺 (C 歸 6、 寬正 六 ^ 十一月 十九 日 寂す、 壽献 く、 
武藏總 泉 寺 7P 亦 師を以 て 開山と なせう、 (R 本 洞 K 聯燈 錄) 
シュ 1 シュン 宗俊 1 j -o IS ss s 甲斐 天澤 寺の 開山 
f,  宗俊 字は 鷹嶽 、俗姓は 源氏、 美 濃賀茂 郡の 人、 秫咗 
寺に て 出家し、 等 具の 後 諸 老に徧 參 し、 雲 岫宗寵 に 參して 侍 
司と なう、 六牢 を經て 去うて 金 墨 山 下 鼇澤に 菴 居し、 居る 
乙 と 三年、 都留の 郡 主 小山 田 某 川 津院を 御し、 師を請 して 住 
持せ しむ' 又 山 梨の 郡 壬 飮富某 鼇 澤の舊 菴を與 へて 師を請 す、 
菴は號 して 天澤 寺と 稱 す、 明 應 元年 十一月 十二 日 寂す、 壽八 
十三、 法嗣積 桂自德 、明 江 德舜の 二人 ぁう (日本 洞上聯 燈錄) 
シュ 1 シュン 宗舜一 一一 一 - o sx 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
f、  宗舜號 は 日 峰と 云 ふ、 山城の 人、 俗姓は 藤 原 氏、 母 
は 源氏の 出な $、 師 幼名を 菊 夜叉と 云 a 、 九歲 にして 龜山本 
源菴に 投じ、 岳 雲 登 禪師に 侍し、 十六 歲に して 落髮 、十九 歲 
受 具し、 辭し 去うて 美 濃に 至う、 南山 薰菴 主に 謁し、 其勸め 
にょり 攝 津海淸 寺に 牲き 、無 因 因 禪師に 參 し' 晝夜 研究す、 無 
因 河内 觀音 寺 R 遷るに 及び、 師從 侍して 五 年を 經 、其 命に ょ 
う 大悟 菴に 住す、 後、 無 因 京 郡 圆福 寺の 請に 應 する 師もま 
た乙 れに從 S， 遂に 印 記を 受 く、 無 因の 寂 後 美 濃 無 著菴 R 隱 

れ 、又 尾 張 鹿 尾 山 R 登 數寺に 寄寓して 大藏 經を閱 す、 山 

下の 居 民 其德を 慕 a 、 瑞泉 寺を 鄉して 師其 開山と なる、 應永 

六 年 冬 大内義 弘の亂 によう、 妙 心 寺の 寺產 悉く 沒 せらる、 後 

將軍 義滿に 請 a 、 寺 產舊の 如くし、 師衆 請に よ 6 同 寺に 住す、 

文 安四 年敕を 受けて 大德 寺に 主と なう、 翌五年 正月 十六 日 

寂す、 壽八 十一、 遺骨を 養 源院の 塔に 葬る、 後土御門 天皇 敕 


シユ 1( 宗 V ン 


して 禪源 大濟禪 師と謚 す (延貲 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シュ ー シュン ル 示 俊 シン ヵィ 信 海を 見よ、 

シュ ー シュン 心 ー ホ ^ ( …… 〕 〔臨 濟宗 U 京都 妙 心 寺の 禪 
僧な 宗峻 字は 孤： 一と 云 ふ、 仁岫 宗壽禪 師に參 して 法を 
嗣 ぎ、 妙 心 寺に 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (延寶 E 燈錄) 

シュー シュン 宗春一 iH i ハ ra/1 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
百 八十 九 代な 6、 宗春 字は 仙溪 、美 濃の 人、 寵嶽の 法を 嗣 
く、 承應 三年 二月 五日 大德 寺に 出世す、 武藏 R 佛陀山 天眞寺 
を 創し、 尋 S て 千 足 山讃州 寺を 興す、 門人 美 濃に 圓通山 吉祥 
寺を 建て、 師を擧 けて 祖 となす、 寬文二 年 九月 東海 寺 輪番 職 
となる、 寬文 六年國 主の 請を 受け、 下野 妙 高山 東 江 寺に 開 堂 
す、 負 享 元年 十一 日廿 五日 武藏 如是 菴に あうて 寂す、 壽 八十、 
千 足 山 普明菴 に 塔す、 勑謚を 賜 a て靈輝 慧明 禪師 とい ふ (紫巖 
譜 略、 大徳 寺 世譜) 

シュ ー シュン 宗春  _1 チ デョ- 日淨を 見よ、 

シュ ー ジュン 帛 純 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 

僧な 6、 宗純 字は 溫中 、出家して 舂夫 宿に よう、 久しう し 
て密 旨を 得、 海に 航して 明に 入 6、 諸 名 宿 R 謁し、 皈 朝して 
建 仁 寺 R 出家す、 後 勅に より 南禪 寺に 住し、 大に 法幢を 樹て、 
晚 年福聖 寺 R 居し、 某 年 寂す、 壽缺く C 本朝 高僧 傳) 

シュ ー ジュン 宗純二 i£ f  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 四 
十六 R な 6、 宗純 字 « 一休、 號は狂 雲と S ふ、 母は 藤 原 氏 
後小松 天皇の 後宮に 入うて 寵せら る、 後. 宮を 出て、 應永元 
年 ! F. 月 朔日師 を 民家に 生む、 甫めて 六歲 、京師 安國 寺の 像 外 
鑑に投 して 侍 童と な 6、 初め 周 建と S ふ、 鑑は 鐵舟濟 の法嗣 


シユ 1( 宗 » 


書辭 •名人 家佛 本日 


(ニニ 五） 


f  ^v> _ : 

な 6、 同 十二 年寶幢 寺に 於て 淸叟 仁の 維摩 終を 講す るに あた 
う， 師大 衆に 加は うて 聽受 す、 同 十三 年 十三 歲 にして 出 遊の 志 
を 發 し、 天寵 寺を 出て、 東 山の 慕 喆攀に 依りて 詩を 學 a 、 祥球 
書記 等に 交る、 一日 春 草を 詠して 榮 辱悲歡 目前 事、 君恩 淺處 
草 方 深の 句 あ-^、 一時 傳唱 せらる， 十五 歲に して 春 夜 宿 花の 詩 
を 賦す 、日く、 吟行客 釉幾時 情、 開 落 百花 天地 淸 、枕 上 香風寐 
耶寤 "一塲 春夢不 -- 分明-と 、乙れ ょ'^ 詩を 以て 聞 ゆ、 應永十 
七 年淸叟 仁 R 就きて 內外の 書を 講究す、 淸叟 屢西宮 夫人の 請 
を 受けて 法を 說 く、 一日 師を携 へて 共に 行く、 途 、神 泉苑を 
齒 くる 時 一 蛇 あう" 淸叟 即ち 安陀 衣を 授け 法を 誦すれ は蛇馴 
れ 尺す、 師之を 見て 一 日 石を 軸 中に 隱し 、蛇の 出つ るを 待ち 
て 擊 殺す、 淸叟之 を 見て 其 擧を壯 な'^ となし、 大 に 賞揚した 
りと い ふ* 時に 謙 翁 (無 因) 西 金 寺に あうて 關山 派の宗 風を 
唱導し*, ■高風 一世に 秀 つ、 師 乃ち 其 室 R 入うて 侍する 乙と 五 
年な う、 應永 二十 二 年 近 江 堅 田 R 赴き、 華叟 に謁を 求む'  華 
叟 門を 閉ちて 峻拒す、 師露眠 草 宿して 毫も 志を 翻 3 す、 數日 
を經 /2 う、 華叟 /2 ま ノ\ 村齋に 赴かん とて 門を 出つ、 師の門 

側に 蒲 ^: せる を 見て、 左右を 顧みて 日く" 前日の 僧 猶ほ此 R 

あ 6, と、 水を 洒きて 師を追 ふ、 旣 R して 歸 へる R 、 師猶ほ 門 

にあう、 Ills として 去らす、 遂 R 延きて 應 接す、 乙れ ょ^' 親附し 

て 孳 々として 參 請す、 應永 二十 五年師 一日 瞽者の 妓王寵 を 失 

して 落飾す るの 物語を 演す るを 聞き、 忽然と して 省す 華叟 

師こ 一休の 二 大字を 書して 與ふ 、因て 號 となす、 應永二 十七 

年 五月 二 十日 夜 II 聲を 聞きて 省 あう、 正 長 元年 六月 二十 七日 

華叟 寂す、 師訃を 聞きて 堅 田に 至^'、 喪を 修 する Z1 と 一七 日 


シユ 1( 宗) シ 


R して 京 R 歸る "永 亨四年 和 泉に 至 6 幽棲す、 毎に 市街に 出つ 
るに 一木 劍を 手 R す、 人 あ 6 師 に 問 ふ、 劍は 人を 殺す を 以て 
能と す、 師劍を 手に する は 何の 用を、 と、 師答 へて 日 ふ* 汝 
未た 知らず、 今 諸方の 贋 智識 此木劍 に 似 / 2 う、 收 めて 室に あ 
れは殆 ん と 眞の劍 R 似 y2 る も、 拔さて 室 i: 出 つれは 3J ハ 木片の 
み ' 殺 能くせ す、 呪 や活を や、 と、 同 五 年 後小松 天皇 不豫の 
際 召 3 れて 御床に 侍し、 心 要を 說 く、 帝大 R 喜 a 給 ひ、 寶 
墨、 及 a 草 飛白 等 數帖を 賜 ふ、 同 八 年 開山 國帥一 百年 忌 R 當 
6、 師 詩を 賦して 齋に當 つ、 日く、 囊覔靑 銅 無-- 半 文 (酬恩 一 
句 豈驚つ 群" 祖師 遷化 己 百 載、 空 拜婆年 婆 子裙、 」 兒孫多 跡 上 頭 
關 、一個 狂 雲 江 海 間、 大會齋 還 在何處 、白雲 蒸 飯五臺 山、 I と、 
五 年師土 御門 殿に 寓し、 禪 風の 敗頹を 憤う、 一門の 嗣書を 火に 
役して 燒棄 す、 永 亨十年 銅 駝坊の 北 (冷泉 萬 里 小路) に 故人の 
一 小 敗廬あ 師此に 一圓 蒲 席を 設け 坐して 咨詢の 輩に あら 
すは 謝絕 して 接せす" 永亨 十二 年 六月 二十日 請を 受けて 大德 
寺 内 如意 菴に 住す、 嘉吉二 年初め て讓羽 山に 入り、 民家を 
借うて 住す、 後尸陀 寺を ■して 移る、 文 安四 年 大德寺 事故 あ 
う、 僧 數人獄 に繫 かる、 師大に 痛心し、 讓羽 山に 入 $、 決す 
ると Z: ろ あ 6、 天皇 即ち 勑を 下し 強請し 穴 まふ、 遂に 九月 末 
京 R 入る" 亨德 元年瞎 驢菴に 移る、 寬正 三年 戯に勾 欄の 曲を 
製し、 童子を して 舞は しめ、 且つ 酒闌 にして 自ら 舞へ う、 八 
月 痢を 患 ふ、 九月 十三 日亂を 避けて 桂林 尼寺に 寓す 、翌年 七 
月 賀茂木 山に 入-^、 大燈 寺 R 寓し 十二月 瞎驢菴 に歸 る、 應仁 元. 

年 六月 京師 兵亂あ う、 A 月 瞎驢菴 を 出て V 東 麓の 虎 丘菴に 徙 
る、 瞎驢菴 兵火に か V る 九月朔 日師虎 丘菴を 出て 酬恩菴 R 入 


(三 二 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


る、 尋 S て 文明 元年 八月 二日 奈良に 遁れ 、和 泉を 歷て 住吉の 
松栖菴 に寓 す、 二 年 檀越某 菴を坂 井の上に 結 CA て 師を延 く、 
師諸 徒を 携 へて 此に徙 6、 雲 門 菴と號 す、 六 年 二月 二十 二 d 
攝津尼 崎廣總 寺柔中 隆和尙 勅を 奉して 來 う、 大德寺 住持の 請 
を 致す、 即ち 辭 すへから すして 之に 應 す、 師頃 者瘧を 病み、 
夏日 熟に 苦しむ、 牀菜菴 の 南畔の 竹林に 小亭を 構へ、 且つ 轎 
子に 乘 6 て 林 中を 逍遙して 凉を納 る、 九月 亂を 避けて 和 泉に 
至る、 十一 年 六月 新に 法 堂を 大德 寺に 營む 、十三 年 十一月 七 
日 病 重く、 水獎- 口に 入らす、 二 十一 日 寂す、 壽八 十八、 偈に 
日く、 須 彌南畔 、誰 會， ，我禪 ― ■» 虔堂來 也、 不  >  直，， 半錢： 弟子 平生 
の 詩偈を 編して 狂 雲集と S ふ、 世 R 行は る、 (一休 和尙 行實、 
同 年譜、 紫巖譜 略、 本朝 高僧 傳、 } 

シュ— ジュン ^ i¥ ( . ) 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪 

僧な う、 宗淳 字は 朴堂白 菴秀關 に參究 して 印 可を 蒙う、 其 
席を 嗣ぎて 下野 大中 寺に 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 法 嗣韓嶺 
良 雄 あ-^  (日本 洞 卜： 聯 燈錄) 

、ンュ ー;、 ンュン 宗淳 セ丨  ョ勢譽 を 見ょ、 

シュ丨 ジュン 宗順二 -0 ’ 〔曹 洞宗〕 尾 張 乾坤 院の 第二 
代な 6、 宗順 字は 逆 翁、 自ら 藏鷺 叟と稱 し、 俗姓は 源氏 尾 

張の 人な う、 幼 R して 儒 書を 讀み 、殊に 易學に 精し、 後出 家し 

て 川僧慧 濟に參 し、 一年の 後記 室と なう、 文明 七 年 尾 張 緖川城 

主 水 野貞守 宇宙 乾坤 院を 創し、 師を延 く. 師川 僧を 開山と す、 

川僧師 に 法衣 及 自賛の 頂 相を 送る、 同 十 一年 一 雲 寺に 主と な 

う、 十六 年大洞 寺 ic 遷 う、 十七 年 再び 一 雲 寺の 請に 依う、 宗 

田を して 替 6 行かし む、 十八 年大洞 寺を 辭 じて 乾坤 院に皈 う 


、ン ュ彳 (宗) 、ン 


長亨 元年の 秋 席を 退く、 時に 遠 江の 法 弟 石 寅 寂して 長 柽院席 
を 空し ふせ- CN、 仍て往 きて 之れ R 補す、 二 年 一八 月 十五 B 寂す、 
壽 五十六、 塔を 長松院 R 立つ、 法 嗣芝岡 宗田ぁ 6  ( 日本 飼 上. 

聯 燈錄) 

、ンュ ー ジュン {示 順 i -r IE #  〔臨 濟宗〕 LU 城 紫 野 大德寺 第 
百 三代な $、  宗順 字は 和溪伹 馬の 人な う、 雲叔 の法ヶ 嗣 く、 
弘治 元年 正月 廿 九日 大德寺 に 出世し、 玉雲菴 R 居る、 天 正 四 
年 十月 廿 一日 寂す、 壽八 十一、 勅謚 德光眞 照禪師 を 賜 ふ、 (紫 
巖譜 略、 大德寺 世譜、 〕  -  . 

シ trl ジュン 宗淘 (一一 I 六 I 一) 〔臨 濟宗〕 京 鄱妙心 寺の 禪僧 
f、 宗洵 字は 西 川、 京都の 人な 出家して 諸 山 宗師の 門 
を 叩き、 悟溪 |/> 輪 下に 於て 契 悟を 得、 文 龜二年 美 濃瑞龍 寺に 住 
す、 後 詔を 奉じて 京都 妙 心 寺に 出世す、 美 濃の 檀越寵 德寺を 
創し、 師 請せられ て 開山と な $、 盛んに 法 化を 布く、 寂 年 及 
壽缺く 著作 十樣 錦一卷 ぁう" (延寶 傅 燈錄) 

シュ ー シヨ 宗恕 (ニー 五八) 〔臨濟 宗〕 京都 大德 寺の 第 六 
十一 代な $、  宗恕 字は 仁 濟と云 ふ、 悟 溪に參 して 遂に 印 可 
を 付 せらる、 美 濃の 檀越瑞 林 寺を 御し、 師 請せられ て 開山と 
なる、 明應七 年 夏大德 寺に 出世し、 居る こと 二月に して 瑞林 
寺に 皈 る、 尋て瑞 泉 寺に 遷 う、 法 化 盛んな う、 晚年瑞 林 寺に 
皈 休し、 某 年 寂す、 其 年時缺 く、 c 延寶傳 燈錄) 

、ンュ ー ジョ 宗恕； 1 =- 敝細 〔臨 S S 山城 紫 5 龜寺 第二 
百 四十 代な う、 宗恕 字は 宥 峰と い a 、 山城の 人な う、 法を 
一溪 ic 嗣 く、 貞享二 年 五月 二日 大德 寺に 出世 開 堂し、 芳春 
院に 住す、 元 祿二年 五月 十八 日 寂す、 壽 五十六、 正德 三年 五 


、ンユ 1( 宗) シ 


書辭 名人 家怫本  日 


(四 二 五） 


シユ — ( {示 ノシ 


月 十八 日中 御 S： 天皇 勅 謚月覺 圓源禪 師を賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大 
德寺世 譜、) 

シユ ムヨ宗 助  一一 一一 I1 OH 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百卅 一代な 6、 宗助 字は 順叟と s ふ、 京都の 人な う、 仙溪 
春の 法を 嗣 く、 天 和 二 年 二月 十三 日 勅を 奉して 大德 寺に 入う、 
同 三 印 九月 朿海 寺輪揩 となる、 元 祿九年 東海 寺 獨住天 倫和尙 
職を 解き、 師 公選に ょうて 席を 繼 く、 九月 入 山 開 堂す 山門の 
知事 頭 首 及 a 老摄疏 を 撰し 之を 請 s て官刹 の 洪規を 行 ふ、 十 
二 年 六 H 鈞聽に 達して 席を 退き、. 一時 軒 R 居る、 天 眞菴の 二世 
となる、 元祿 十三 年 六月 廿 八日 寂す、 壽六 十八、 寶永 三年 四 
月廿 五日 東 山 天 a 勅して 寶覺 佛印禪 師と謚 す、 (紫 巖譜 略* 大 
德寺世 譜、} 

シユ ー シヨ ー 宗松 c . ) 〔曹 洞宗〕 備中善 江 寺の 開 

山な 6、 宗松 字は 竹 翁、 鼎庵宗 梅に 侍して 心 印を 發 明し、 
宗梅 に繼て 備後德 雲 寺に 主と なる、 備中 R 瑞泉山 善 江院を 創 
する R 當 6、 師其 開山と なる、 師は鼎 庵の 子 覺隱の 孫な 6 と 
云 ふ、 明 應八年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー シヨ ー 宗松一 一； j H: 七 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪僧 

な 6、 宗松 字は 萬仞 、美 濃の 人な う、. 南卑宗 菊に 參 して 法 

を 嗣 ぎ大德 寺 R 主と なる、 天 正 五 年 六月 二日 疾 R 罹う、 門下 

を 召して 遺訓し、 偈を 書して 日く、 岐陽湘 浦、 來無 =來處 -\ 急 

磨-- 吹 毛 ---' » 去 無-- 去處 ― •* と 筆を 投し 安然と して 寂す、 壽缺 く、 (延 

寶傳 燈錄)  . 

シユ 宗松 ニー1 5§ 〔臨濟宗妄都妙心寺の禪僧 

なう、 宗松 字は 興宗 、悟 溪和尙 の 法を 承く、 文龜 三年 十月 


シユ 1C 宗) シ 


勅を 奉して 大德 寺の 席を 補す へき 旨を 命せられ、 翌年 二月 入 
寺す、 後 妙 心 寺 龍 安寺を 歷涉 して、 尾 張の 瑞泉 寺 {C 住する 乙 
と 一年、 美 濃の 郡 守 齋藤利 國大寶 寺を 荆 し、 師を聘 して 第一 
世と なす、 大永二 年 六月 二十 一日 寂す、 壽七 十八、 勅して 大 
猷 慈濟禪 師と謚 す、 (本朝 高僧 傅} 

シユ ..シヨ.- 宗松 1 -0 益 〔臨 S S 京 郡 妙 心 寺の 禪僧 
f、  宗松 字は 柏 庭、 景川禪 師に參 して 印證を 蒙む り檀越 
の 請に ょ 6 參 河の 三 支 寺の 開山と なる、 又 尾 張 犬 山に 德聚寺 
を 開く 請に ょ 6 京 部耖心 寺に 住し、 文龜 元年 秋 尾 張の 瑞泉寺 
R 移つ る 一 住 三年、 又 三 支 寺 R 歸へる 、永 正 六 年 後柏原 帝 妙 心 
寺を 昇せ て 賜 紫と する や、 師亦 請せられ て 再 住す、 印を 解きて 
歸 休し、 大永七 年 五月 五日 寂す、 壽 九十、 c 本朝 高僧 傅) 
シユ- シヨ^* 宗性 (一丸-一 〇) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學 
僧な ぅ、 宗 性は 其 俗姓 生國詳 か >2:. らず ，出家して 東大寺に 
居 6、 道 隆光曉 二 師に華 嚴を學 び、 聖禪良 忠の兩 匠 R 請 益し 
て 益 ミ 奥旨を 究め、 後、 良禎 僧正に 法を 承け て 大安 寺 R 住し、 
盛んに 五敎を 唱揚 し、 常 R 尊 勝院に 座す、 後嵯峨 上皇 心を 佛 
敎に皈 し、 諸 宿德を 召し、 各宗 要を 演ぜし む、 師華嚴 の深埋 
を談 し、 本 宗の義 に 依 6、 鈔 數卷を 撰して 叙覽 {C 供す、 上皇 
大に 喜び、 官府に 命して 玉 版 六十 帖を 賜 a 、 權大僧 郡 R 任ず 
後 祖師 道 雄 建設の 海 印 寺 中古 主に 乏しく 他宗の 僧 乙れ R 住せ 
しを、 師 奏して 本宗 に復 せんと 請 ひ、 許 S れて其 廢頹を 興す、 
文應 元年 敕を 奉して 東大寺に 主と なり、 住持 三年、 尊勝院 に. 
退 休し、 壽七 十餘 にて 寂す、 其 年時缺 く、 著作 本義鈔 香熏鈔 
若干 卷ぁ 6、 ( 東大寺 別當 次第、 本朝 高僧 傳 3 


(五 二 五:) 


書辭 名人 家佛本  日 


シユ— シヨ 1 宗翔 jjj ^ l: 臨濟宗 ：一 京都 大德 寺の 第 八 
十一 代な 宗翔 字は 龍 江と 云 ふ、 陽峯宗 韶禪師 に參 して 
印 可を 受け、 和 泉 陽春 菴に 住す、 後 詔を 奉じて 大德 寺に 出世 
し、 大永二 年 十一月 二日 陽春 菴に 寂す、 壽七 十四 遺偈 あう、 
日く 鷺股割 肉、 五逆兒 孫、 末 後業識 、星 飛雷奔 、喝 一喝と、 
(延 寶傳 燈錄)  ， 

シユ ー シヨ ー 宗昇 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京 郡 妙 心 寺の 禪 

僧な- 〇、 宗昇 字は 天 眞と云 ふ、 宗松 R 參して 法を 嗣 ぎ、 妙 
心 寺に 住す、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー シヨ ー 宗韶 ( . ) 〔濟 臨宗〕 京都 大德 寺の 第 

六十 九 代な 6、 宗韶 字は 陽峯 、京都の 人な $、 出家して 春 
浦宗熙 に 依う、 參究 久しう して 心 印を 付せられ、 命に ょ 6 藏 
鑰を司 どる" 後 職を 解 S て 自適 菴 に 居す、 幾何なら すして 大 
德寺 r 出世し、 大 R 宗風を 揚ぐ、 寂年缺 く、 龍 泉 軒に 塔す、 臨 
終の 偈に日 ふ、 八十 三年、 拳來踢 報、 看轉 L 機： 須彌崩 倒、 
(延 寶傳 燈錄) 

シユ ー シヨ ー 宗昭一 一一 2£ -0 1:眞宗〕山城本願寺第三代な 
う、 宗昭は 一名 覺如別 號毫攝 親鸞の 外 曾孫に して、 第二 代 
如 信 上人の 從姪 、父は 本願 寺 留守 職覺慧 房宗慧 、母は 周防權 

守 中原 光重の 女な う、 師文永 七 年 十二月 二十 八日を 以て -5? 都 

三條富 小路に 於て 生れ、 權中納 言 兼 仲 乃 猶子と なる 八歲に 至 

$て 大內記 藤 原業範 に 就きて 外典を 習 ひ、 長 樂寺澄 海 等に 俱 

舍 天台を 學び 、敬 日 坊圆海 自筆の 天台の 初心 抄五 帖を與 へら 

る、 弘 安中 南瀧院 僧止淨 珍に 從ひて 顯密の 奥義を 究め •本 

尊聖敎 を 授けら る、 弘 安九苹 十月 二十日 師十七 歲に して 攝津 


、ンユ — 一 宗) シ 


原 殿の 禪房に 於て 得度し、 奈 良一乘 院信昭 大僧正の 門 侶と な 
る、 爾來 法相 宗西林 院行寬 法 印に 瑜伽唯 識の法 門を 學ぶ 、同 
十 年 十一月 九日 所學を 捨て、 大谷に 入う、 如 信ょう 一宗の 口 
訣を 得、 ] F. 應三 年關策 R 行 化す、 正 安二 年 二 代 如 信 寂せ しが 偶 
法 流 蹉跌 あ 6 /2 るを 以て、 師 奥州 {C 往 き、 延慶 元年 四月 京郤に 
還る、 此年 後伏見 上皇ょう 大 谷坊舍 故の 如しとの 院宣を 賜 ふ 
同 三年 師 宗務を 嗣ぎて 第三 代と なる、 建 武三牢 堂宇 兵火に 罹 
師亂を 近 江に 避け、 延元二 年 春 京師に 歸 6 久遠 寺に 住す、 
曆應 元年 堂宇 再 造 落成し 7*2 るを 以て、 同 二 年 秋 移住す、 觀應 
二 年 正月 二十 九日 寂す、 壽八 十二、 在職 四十 二 年 一流の 法義師 
の 世に 至うて 益 ミ 其 精を 究む 著作 拾遺 古德傳 七卷 、親 驚 聖人 
繪 傳二卷 、口 傳鈔 三卷、 改邪鈔 、執 持鈔 、本願#、 願願鈔 、最要 
鈔 、出世 元 意、 報恩 講 式、 各 一 卷等あ 6 師二男 一女 あ 6 長を 光 
玄 次を 慈 俊と 云 ふ 弟子に 乘專 、道 源'  有昭 、善敎 、覺淨 等 あ 
う、 (慕 歸繪詞 、最須 敬 m 繪詞 、門跡 傅、 大谷蓉 譜 、本山 寺 誌) 

シユ ー シヨ ー 宗日日 二 - 〇 がー ハ i 洞宗〕 遠 江 龍 華 院の開 山 
f，  宗昌 字は 桂 節、 俗姓は 璺島 氏、 駿河 安部 郡の 人、 十三 
歲 に 遠 江 雲 林 寺に 投して 薙髮 し、 雲岫宗 龍の 道# を 聞きて、 
之に 參 し、 心 印を 付 せらら る、 曾禰祥 雲なる 者、 吉國 山に 龍 
華院を 創し 師其 開山と なる、 明 應五年 五月 二日 寂す、 壽 九十 
六、 遺偈に 日く、 •漂， I 泊 苦界 (九十 六 年、 脫-卻簑笠ハ明月滿船、 
と、 法嗣輝 山宗珠 、大虛 自圓、 眞翁宗 見の 三人 あう、 (日本 洞 上 
聯燈錄 .) 

シユ ー シヨ ー 宗淸二 •VLi  〔臨 濟宗〕 相 摸 早 雲 寺の 開山 
宗淸 字は 伊 天、 自ら 機 雲と 稱す 、京都 , 0 人な 6、 大 


、 V ユ 1( 宗 V V 


(六 二 五） 


シユ 1 f 宗)、 ン 


シユ？ 、宗 ) > ! セ 


H 

本 

佛 

家 

人 

名 

辭 

書 


德寺 の m 海 朝禪師 に參 して 心 •印を 禀け "永 正の 末 詔に ょり、 
大德 寺に 住す、.. 後柏原 天皇 特に 勅して 正宗 大隆禪 師の號 を 賜 
ふ、 相 摸の 太守 北條氏 綱 金 湯 山 早 雲 寺を 創して 師を 開山と な 
す、 天文 三年 正月 十九 日 寂す、 壽缺 く" (本朝 高僧 傳) 

シユ！ シヨ— 宗淸  IH li  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
二百 卅代な 6、 宗淸 字は 拙 堂と s ひ、 京都の 人な う、 無隱 
喜の 法を 嗣 く、 延寶八 年 十二月 十九 日大德 寺に 出世す、 天 和 
二 年 九月 束 海 寺 輪番と なり、 桂 昌院に 住して 其 三代と なう’ 
名を 改めて 定惪院 と $ふ 、東海 寺內に 法雲院 を、 武藏大 九に 普 
門菴を 創す、 寶永 元年 六月 廿 二日 寂す、 壽七 十四、 頌に 日く" 
七十 餘乐 、曾 不， 說ご禪 、末 後一 句、 默 然默然 、と、 法 雲 院に塔 
す、 正 德四年 五月 十二 日中 御 門院 勅して 惪日 定光禪 師と謚 す、 
(紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ？ シヨ ー 宗章 一一 一 蚀酿 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
百 五十 四 代な 6、 宗章 字は 龍 室と s a 、 信 濃の 人な う、 明 
叟の法 を嗣 き、 慶長 十四 年 十二月 十六 日大德 寺に 出世す、 棲德 
寺を 傲め 表 德號を 一 禿と $ ふ、 慶長 十九牢 十一月 十四日 寂す、 

壽七 十六、 (紫 巖譜 略、 大徳 寺 世 譜) 

シユ？ シ ヨ3 宗璋ーーー 15 奸1:臨濟宗〕山城紫野大德寺第 

百 八十 三代な う、 宗璋 字は 琢支 、自ら 牧牛 子と 號 す" 相 摸 

の 人な り、 法を 菊徑宗 存に嗣 く、 慶安 元年 三月 廿 九日 大德寺 

に 岀 世し、 桂 香院に 住す、 明曆 元年 九月 武藏品 川の 東海 寺の 

輪番と なる、 貞享二 年 四月 十七 日 寂す、 壽八 十九、 偈に 日く、 

八十 九 年、 减却 正宗、 末後枯 枝、 打破 虛 空、 喝 、と、 貞享 三年 

四月 十七 日 位牌を 祖 堂に入る、 勅 謚法梁 隆德禪 師と賜 ふ、 (紫 


巖譜 略、 大徳 寺 世 譜、) 

シユ —ジ ml 宗條！  j  一一 一 -0 -〇 〔 臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺 第 
九十 二 代な 〇、 宗條 字は 玉 堂、 美 濃の 人、 休 翁の 法を 嗣 く、 
天文 五 年 十月 六日 大德 寺に 出世す、 天皇 勅して 佛德 大輝禪 師 
の 號を賜 ふ、 永祿. 四 年 . I-H 月 十七 日 寂す、 壽八 十二、 (紫 巖 if 略 
大德 寺 ! 11: 譜. - 

シユ 1、 ン ml 宗成一 二 •三 V  〔臨 濟宗〕 山城 大德 寺の 禪僧 
なう、 宗成 字は 蹣菴 、春 浦に 參して 法を 嗣ぎ 未だ 出世に 及 
ばす して、 文明 三年 五月 六日 寂す (延 寶傳 燈錄) 

シユ？ ズィ 宗？} p( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 

なり、 宗瑞 字は 慕 南、 出家して 享仲崇 泉 禪師に 妙 心 寺に 參 
し、 遂に 其 法を 嗣 r、 然れ とも 未だ 出世に 及ばず して 寂す、 (延 
寶 傳燈錄 ) ■ 

シユ —ズィ 宗瑞 ii IJ 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第一 一 
百 十四 代な う、 宗瑞 字は 祥 山と s a 、 蘿月 子、 似則菴 等の 
號 あう、 京都の 人な 天 室の 法を 嗣く 、寬文 八 年 四月 廿七 
日出 世す、 丹 州に 蟠龍院 を 創す、 曠然 自適の 印 あ 6、 延寶元 
年 九月 武藏品 川 東海 寺の 輪番と なる、 元祿六 年 十二月 十六 日 
蟠龍院 に 寂す、 壽七 十五、 頌 に 日く、 柬漂西 泊、 七十 五 年、 
欲 知 端的、 白日 靑天歷 々、と、 元祿 十二 年 東 山 天皇 勅 ■を 賜 
a て 大圓鏡 智禪師 と s ふ、 (紫 巖譜 略、 大德 寺 fli: 譜〕 

シユ— セキ 宗 頓 ( . ) 〔臨 濟宗一 一京 都大德 寺の 第 十 

一代な 6、 奈碩 字は 德 翁* 美 濃 弓 削の 人な 6、 幼に して 大 
德寺 徹翁亨 にょり 剃髮 して 諸方に 參歷 す、 皈うて 徹 翁に 侍し、 
硏究七 年 遂に 其 許可を 受け、 大德 寺 ic 出世し、 後長 勝 寺 R 居 


(七 二 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


る、 臨終の 偈に 日く、 P 佛隸 k、 七十 六 年、 一機 瞥轉 、虛 
空 穿 k 天と、 寂 年時缺 く、 (紫 巖譜畧 、本朝 高僧 傅) 

シユ ー セキ 宗頓 H; 一 •一 〇; 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 九十 
四 代な 6、 宗碩 字は 大室 .但 馬の 人な $、 以 天宗淸 に參し 
て 記 前を 付せられ、 相 摸 本 光寺を 癖して 開山と なる、 天文 七 
伍 敕を 奉して 大德 寺に 主と なう、 盛んに 法幢を 樹 つ、 永祿三 
年 正月 二十 二日 將に 寂せ / L とする や、 門下を 集めて 遺訓し’ 
偈を 書して 日く、 好個 柱 杖、 #,1 葛重關 (末 後一 句' 置-- 枕 泰山 --'* 
と 筆 1: 投じて 寂す、 朝廷 謚して 東 光智 燈禪師 の號を 賜 ふ、 (紫 
巖譜畧 、延 寶傳 燈錄) 

シユ ー セツ 宗拙一 j ii g 〔臨 濟宗〕 仙 臺瑞鳳 寺 開山な 6、 
宗拙 字は 淸岳 俗姓は 佐 藤氏、 初め 伊達 政 宗に 仕へ、 禁法を 犯 
して 亡命す、 後悔 悟して 僧と なう、 天下 2 諸 老に參 し、 終に 
虎哉禪 師に從 ふ、 一日 政 宗覺範 寺に 至 6、 師 を 見て 本 貫を 問 
ふ、 虎 哉 答 ふるに 實を 以てす、 公大に 感 喜して 日く、 乙れ 所 
謂 nfe 日の 外道、 今日は 迦葉な うと、 乙れ ょり 其 名大に 著は る、 
後 妙 心 寺に 住し、 己に して 歸 へう、 保 春院の 開山と なる、 政 
宗薨 す、 瑞鳳 寺を 創し 師を 開山と す、 JH 保 元年 八月 十二 日 寂 
す、 壽六 十六、 (仙 臺 史傳) 

シユ 1 セツ ll TK go H ml) 〔臨 濟宗〕 江戶善 昌院の 中興 

f、  宗拙は 京師の 人な う、 俗姓は 小篠 氏、 桃 井 播磨守 直 

常の 後胤に して 父は 備中 亮直 治と 云 ふ、 母は 藤 木 氏な*^、 師 

元 文 五 年 十月 十七 日に 生る、 幼に して 鹿 苑寺無 聞 和尙に 給仕 

す、 因て 出家 / 2 らんと を 請 ふ も 父母 許さす、 十七 歲の 時母大 

病に 臥す、 師鹿苑 寺の 觀世 音に 精 誠 祈念し、 靈驗を 感 す、 後 


シユ 1( き セ 


益 出家の 志 切な 二十 五歲に 及 a 、 遂に 父母の許を 得て、 
無 聞 和尙に 就 いて 度を 受 く、 天明 二 年大德 寺に 入う、 江戸に 
至 6 て 善 昌院に 住す、 根 津の昌 泉院大 僧都 實心に 就いて 千 手 
觀世 音の 密 法を 受け、 精修 一千 B に 及 ふ、 數 々靈驗 を 感 す、 
後其密 法を 精修 して 盛 R 法 化を 敷け 6、 示 寂 年月日 詳 ならす、 
(北禪 遺草) 

シユ ー セツ 宗雪 iH ^-b y  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 二百 
十三 代な う、 宗雪 字は 雪溪 、號 は芦栖 子、 京都の 人、 玉 翁 
の 法を 嗣く 、寬文 八 年 三月 四日 出世して 威 德院に 住す、 寬文 
九 年 三月 廿 三日 寂す、 壽 五十八、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ！ セン 宗仙； 5: o: v  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 八十 四 代な う、 宗仙 字は 桂隱と s a 、 淸閑寺 大納言の 第 
二子な-^、 天 岸の 法を 嗣 く、 正 德二年 二月 四日 大德 寺に 出世 
開 堂し、 肥 後 妙 解 寺に 住す、 享保 元年 東海 寺 輪番と なる、 寛 
保 元年 正月 二日 寂す、 勅 謚海慧 悟明 禪師と S ふ、 (紫 巖譜 略、 大 
德寺 世譜) 

シユ ー セン {示 仙 ( . ) 〔曹 洞宗〕 伊豆 昌溪院 の 開山 

なう、. 宗仙 字は 竺菴 、實山 永秀の 法を 嗣き 、伊豆に 昌溪院 
を 開きて 居う" 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

シユ ー セン {示 仙 ( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧 

なう、 宗仙 字は 竺芳 、其 俗姓 生 國を詳 かにせ ず、 肥 後 法 泉 寺 
利 蒙禪師 の法嗣 にして 法 泉 寺に 住ず、 示 寂 年壽缺 く、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シュ ー セン 宗暹 1  一一  g o- AS 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な-^、 
宗暹は 崇敬 和 尙に從 ひて 密法を 傅へ、 印 信を 受 く、 後 攝津に 


シユ -( 宗 } セ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 二 五） 


シユ入 宇) セ ー タ _  _ 

性き 倉 垣庄に 巷す、 貞和四 年 四月 十四日 寂す、 壽九 十五、 (三 
# ® 燈 OJ) 

シユ ー セン ー! ボ 1^: 1 一一 一一 一 rl 一一 〔臨 濟宗〕 京都 大徳 寺の 第 九十 
八 代な 6、 宗佺 字は 松裔 、號 は芥舟 子と 云 ふ、 相模糟 谷の 
人な- CN* 以天 宗淸に 師事して 印 可を 受け、 天文 十四 年 秋 大徳 
寺 R 主と なる、 同 二十 一年 五月 十四日 寂す、 壽六 十一、 (紫 巖 

シユ 1 セ〆 宗證一 〔臨 雲〕 山城 紫 野大德 寺の 第 
四百 一代な う、 宗詮 宇は 明 道、 武藏の 人、 貫岑の 法を 嗣 く、 
天明 六 年 八月 五日 新 命 評定 あ*^、 即日 綸旨 降う、 同月 九日佛 
敎に就 く* 武 藏廣德 寺に 住す、 天明 七 年 武藏品 川 東海 寺の 輪 
番 となる、 寬政八 年 二月 四日 寂す、 壽五 十九、 (紫 巖譜 略、 大 
德寺 世 If ) 

シユ ー ゼン 宗 籍( . ) 〔臨 濟宗： H 兄 都 妙 心 寺の禪 僧 

なう、 宗繕 字は 松 岳、 景川 禪師に 參して 法を 禀 け、 輪 請 R 應 
して 尾 張瑞泉 寺 r 住し、 後敕を 奉して 妙 心 寺に 遷 る、 寂 年 及 
壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

.シユ ー ソン 宗存 jj xr $  〔臨 濟§ 山城 紫 野大德 寺の 第 

百 六十 五代な う、 宗存 字は 菊徑 とい ふ、 駿 河の 人、 梅隱の 

法を 嗣 き、 自ら 三 毬と號 す'  元 和 七 年 十月 廿 四日 綸旨 降^'、 

師相摸 早 雲 寺 R あうて 之を 頂戴す、 寬永四 年 六月 廿 一-日 寂す、 

壽 七十、 頌に 日く、 七十 年 前、 殺活 自在、 末 後 柱 杖、 摧碎大 

千、 と、 師甞て 相 摸 R 正眼 寺を 創す と S ふ (紫 巖譜略 、大德 寺 

世 譜 〇 

シュ ー タク { 示 卓： 一 ^: ^: 四 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪僧な 


シユ  <— ( 宗) 夕 ー チ 


り、 宗卓 字は 絕 崖、 大應國 師 ( 紹 明} に 親附 して 法 源を 究 む、 
豐 前の 萬壽寺 R 開 堂し、 後筑 前の 崇福 寺、 京師の 萬壽 寺に 歷住 
す、 後宇多 天皇 詔を 降し、 南禪 寺に 住せし む" 後、 朿下鎌 倉 
の淨智 寺に 住す、 尋て 京師の 妙 勝 寺、 豐 後の 0 福 寺を 開き、 
大應 國師を 勸 請して 始祖と し、 自ら 二世に 居る、 建武 元年 六月 
二十 七日 寂す、 壽 未詳、 遺偈 あう、 逆行 順行、 €: 在縱橫 、天 
堂 地獄、 禁足 護 生、 と、 大明 塔を 建し 骨を 收 む 勅謚廣 智禪帥 
と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

シユ ー タン 宗單一 一一， j 尹 一一 〔臨 濟宗〕 山城 大德寺 第 §■ 九十 
八 代な 6、 宗單 字は 乾英 ，夢幻 泡 影の 印 あ 6 攝津富 田の 人 
淸巖の 法を 嗣 く、 萬 治 三年 三月 廿 六日 出世し、 淸源菴 に 住す、 
寬文五 年 九月 東海 寺 輪# 職と なる、 寬文 十二 年 十二月 廿 九日 
寂す、 壽六 十二、 勅 謚慧燈 神 照禪師 とい ふ、 (紫 巖譜 略、 大德 

寺 * ,ノ 

シユ ー チ 宗智 SH S S 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 百 
九 代な-^、  宗 智 字は 愚溪 、京都の 人な'^、 默 翁の 法 ^ 嗣さ、 
寛 文 六 年 十月 廿 八日 大德寺 に 出世し、 武藏祥 雲寺內 景德院 
に 住す、 寬文十 年 九月 東海 寺 輪番 職と なる、 國 主の 請を 受け 
て 下野 東 江 寺 R 住し、 兼て 祥雲 寺を 管す、 延寶五 年 二月 二十 
五日 江戶天 桂院に あ'^ て 寂す、〗 尋六 十一、 (紫 II 譜 略、 大德寺 

世 f 日} 

シユ ー チタ 宗 築 -:- m  〔臨 濟宗〕 越 前 大安 寺の 開山な 
う、 宗築號を大愚と云ひ、俗姓は武藤氏美濃武儀郡の人な 
6、 十一 歲 郡の 乾 德 寺 R 投じて 狀 元禪師 にょうて 得度し、 稍 長 
じて 雜華院 一 宙和尙 に參 侍し、 智門祚 に 嗣て 第一 座と なる、 元 


(九 二 五） 


書 


名人 家佛 本日 


和 初年 武藏の 諸 士南泉 寺を 籾し、 師其 第一 世と なる、 後參河 
.  到- 〇、 神 菴を 結びて 幽捿 し、 後、 近 江に 遷 る、 堀 田 信 
P 守 某 1BI 鈴 院を 傲して 師を迎 ふ、 寬永 三年 敕を 奉じて 妙 心 寺 
に 出彳す ，上皇 屢<  宮中に 召せ ども 固く 辭して 應せず 、阿波の 
大守輿 源 寺を 以て 師を請 すれと もまた 辭 して往 かすして、 夢 
相 國 師の瘸 したる 播 磨法幢 寺の 廢を 興し、 衆に 請 はれて 中興 
祖 となる、 後に 美 濃瑞龍 寺に 主と なぅ、 正 保 四 年の 秋江戶 に往 
く、 將軍德 川 家 光祖 心 尼に 命して 師を延 見せん とせし に、 其 
夕師潜 かに 遁れ 去る、 明 曆二年 加 賀の溫 泉に 浴して 路を越 前 
に 取る、 大守師 の 道 譽を崇 び、 大安 寺を 荆して 始祖と なす、 
寬文六 年 朝廷 特に 諸相 非 相禪師 の號を 賜 ふ" 九 年法幢 寺に あ 
りしが、 七月 大安 寺に 歸 6、 十四日 偈を 書して 日く、 西 天 的 子、 
東海 直 崙 平生 受 用、. 不二 法 門、 と、 十六 日 寂す、 壽八 十六、 
臘七十 五、 (本朝 高僧 傳、 延寶傳 燈錄) 

シユ 1 チン 宗珍 (ニニ 八 六) 〔曹 洞宗〕 寶珠 寺の 開山な 6、 
宗珍 字は 中華 一の 字國嵬 ，费 馬國林 氏の 子な ぅ、 師國分 寺に 
於て 得度す' 諸國に 偏 參し、 嶺 室に 見 ゆるに 及んで 師資の 禮を 
執る、 寬永 三年 總持 寺に 出世し、 次に 大寧 寺を 領す， 後水尾 上 
皇闕に 召し、 禪要を 問 ふ、 奏對 旨に 稱ふ 、勅して 紫 衣 幷に本 照 

禪一禪 師の號 を 賜 ふ、 晚に 寶珠長 福の 二 刹を 創す、 師示 寂の 

年月日、 並に 壽 缺くバ 日本 洞上聯 燈錄) 

シュ 1 チン {示 珍 二 ◦•一 i 〔曹 洞宗〕 加 賀永祥 寺 開山な 6、 

宗珍 字は 寶 珍、 永 安寺 玄路玄 禪師に 參して 曹 洞の 宗旨を 傅へ 

られ 、又 祗陀寺 大智に 依 6、 益  <、 智證を 益す、 後 洞 谷 寺 {C 出世 

し、 永 安寺に 移る、 大守某 其 道 風を 慕 ひ、 永祥 寺を 傲し* 開 


シュ ー( 宗) チ 


山と なし、 河北 郡 R 寶藏 寺を 建て 第 1 世と なす、 後 大守羽 州 
の 仙 北に 遷るに 及び、 郡の 南郊に 寺を 建て 寶藏 寺と 名け、 師 
を 迎へて 之に 居らし む、 延文二 年の 春 寂す、 壽缺 く、 嗣法寶 
山宗珍 あう (日本 洞 上聯燈 錄) 

シユ ー チン 宗陳！ 一一 一一 S 〔臨 濟宗 ：一 京都 大德 寺の 第 百 十 
七 代な う、 宗陳 字は 古溪 、號は 蒲 巷と s ふ、 越 前 朝 倉 氏 0 
子な う、 出家して 郡の 驢 雪 } 1! 禪師に 師事す、 尋 S て 出 遊して 
足利學 校に 學ふ 、灞 禪師示 寂の 後、 紫 野 大德寺 江隱顯 禪師に 
謁し、 門下 春 屋 園と 同 寮に あうて 參究 す、 寮 方 六尺 許、 壁 間 
R 六 物 蒲 團淨机 書籍を 置く、 舂屋 机に 對して 書を 讀めは 、師 
坐禪 す、 師 書を讀 めは 春 屋坐禪 す、 毎夜 三更 索を 以て 机を 壁 
上に 掛け、 兩人少 時寐ね 、鷄 鳴必す 起きて 作 務諷經 する を 例 
とす、 師 三十 歲の時 笑嶺訢 に 謁して 參究功 あう、 密付を 受 く、 
天 正元华 九月 勅に ょり 大德 寺に 住し、 笑嶺訢 R 嗣 く、 同 十一 
年 秀吉紫 野 R 惣見院 を 鄕 立し、 師を請 して 第一 世と なす、 同 
院に織 田 信 長の 祥忌 を修 す" 拈香偈 あう 日く、 三年 光景 夢紛 
紛 、半熟 黃梁未 足 云、 莫問 上方 香積界 、千 花 萬 草木 欣々、 
と、 十三 年 三月 秀吉 根來傳 法院を 毀ち、 其 古材を 以て 和 泉 (C 
海會寺を建立し、師を請して開堂演法せし 0 、十八年十二月其 
參徒千 利 休 秀吉の 怒に 觸れて 殺 3 れ 、遂に 禍大德 寺 R 及 はん 
とす、 是 ょう 先 利 休 紫 野に 樓門を 建立し、 已の 肖像を 彫し、 
樓 上に 安置す、 秀吉 責めて 日く、 我 常に 山門を 往來 す、 彼 何 
を 不敬なる と、 利 休を 殺し 尋仏て 四使德 川家康 、前 田 利 家、 
前 田支以 、細 川忠 輿を 遺は し 紫 野の 伽藍を 破滅せ /L とす、 乙 
、 {c 於て 師四 使に 對 し委劭 辯す る も 四 使 - H せす、 師 懐中よ-^ 


シユ 1( 宗) チ 


書辭 名人 家佛本  日 


(0 三 五） 


シユ I  ( 宗) チ 


劍を 出し、 一 揮して 日く、 法の 衰替 此の 如し、 吾唯 死 あるの 
み、 と.. 四 使 其 勇 氣に感 し、 歸 りて 秀 吉に說 き、 始めて 破滅の 
禍を免れ /2 6、十九年正月大納言秀長卒す、師秀吉の請にょ 
う 葬祭の 導師と なる、 偈 あう、 榮辱昇 沈 入 k 夢 頻 、閻浮 五十 有 
餘 春、 爲君誰 贈還鄕 錦、 正月 桃 江 依舊 新、 文錄 元年 大光院 落 
成し、 師 居住す、 明年 紫 野に 歸 住す、 後、 市 原の 常 盤菴に 隱 
る、 慶長 元年 八月 二日 病 革う、 遺偈を 書す、 暫時 R して 蘇生 
す、 十二 月 勅 あう、 大慈 廣照禪 師の號 を 賜 ふ、 同 二 年 正月 十 
七日 示 寂す、 壽六 十六な う、 著作 蒲菴 稿二卷 あう、 遺偈 K 日 
く、 六十 餘 年、 胡 喝亂喝 "末 後轉 機、 不作 一喝、 (續 日本 高僧 
傳 、紫巖 譜畧) 

シユ ー チユ ー 宗冑； £; ; _: ; 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 九 
十二 代な 6、 宗冑 字は 淸菴 、攝津 の 人な う、 小 溪紹想 禪師 
に參 して 法を 嗣 ぎ、 大德 寺に 主と なる" 永 祿五年 七月 晦日 寂 
す、 壽缺 く、 敕 謚廣德 正宗 禪師と 賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 延 寶傳燈 
錄) 

シユ ー チ ユ ー { 示 仲 j -rr jgf  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
百卅八 代な う、 宗仲 字は 董甫 、播 磨の 人、 瞎秃 子と 號 す、 

春屋の 法を 嗣 く、 文祿 三年 十月 十七 日出 世し、 近 江瑞岳 寺に 

住す、 慶長六 年 四月 廿 六日 寂す、 壽五 十三、 (紫 巖譜 略、 大德 

寺 世譜) 

シユ ー チユ 1 { 示 冲( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 

僧な'^、  宗冲 字は 月 湖と 云 ふ、 柏 庭 ic 參して 印 可を 付 せら 

れ 、妙 心 寺に 住す、 寂 年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シュ ー チ ュ ー 宗忠一 一一 g gl . 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 七 


i コ ？({ 0 チ ー タ 

代 f、  宗忠 字は 言外、 俗姓は 越智 氏、 伊豫の 人な 6、 十 
九 歲竊に 逃れて 家を 出て、 一 小 院に投 して 落髮受 具し、 近 江 
積翬 寺に 白 翁雲禪 師に參 し、 遂に 印 記を 受く 、永 和 二 年 勅を 
奉して 大德 寺に 住す、 明德 元年 十月 九日 寂す、 壽七 十六、 臘 
五十八、 如意 菴に 塔す、 伊豫の 雲 門 寺、 攝津の 長 蘆 寺 廣德等 
は 皆師行 化の 地な う、 大永八 年 四月 勅諡 密傳正 印禪師 の號を 
賜 ふ、 (續群 二三 八、 本朝 高僧 傅、 紫 巖譜 略、 名僧 行錄) 

シユ 1ST 宗朝. |  j 一 一  ぢ 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 七 
十二 代な う、 宗朝 字は 東海、 淡路の 人、 其 俗姓 詳なら す、 
陽峯宗 詔 4C 師事して 印 記を 受け、 大德 寺に 主と なる、 永 正 十 
五年卞 一月 二十 七 a 遺 謁を 書して 日く、 全 用 全 機、 不 ，改 ，辛 
辣； 大衆 近 前、 喝虛空 裂、 と 筆を 投して 寂す、 壽六 十四 C 紫巖 
譜 略、 延 寶傳燈 錄、〕 

シ ユ ー チヨ 1 一 宗澄 尼 IH fi 〔天台宗〕 山城 靈鑑寺 
の 尼な う、 宗澄 尼は 後水尾 天皇の 女に して、 寬永 十六 年 二 
月を 以て 生れ、 浴 宮と稱 す、 承應 三年 五月 靈鑑 寺に 入うて 剃 
髮 し、 延寶六 年 二月 寂す、 壽 四十、 廬 山寺 R 葬う、 淨 法身 院 
月 江と 號す 、(野史) 

シユ ーチー 宗楨 ( …… 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
なう、 宗楨 字は 邦叔 .久しく. 與宗宗 松 i-c 參して 印 可を 受け、 
京都 妙 心 寺に 住す、 寂年歃 く、. (延 寶傳 燈錄> 

シユ i プ！ 宗程 | --: ーー ^ 〔臨濟宗〕京都大德寺の第百三 
十四 代な 6、 宗程 字は 萬 江と 云 a 、 平安 城の 人な 6、 久しく 
春屋宗 園 R 參して 記 前を 禀 け、 天 正の 末年 敕を 奉じて 大德寺 
に 出世し、 法 化 盛んな 6、 朝廷 特に 德輝普 燈禪師 の 號を賜 ふ、 


: 一二 ii) 


書辭 名人 家怫 本日 


慶長 十九 年 七月 八日 病 篤く、 偈を說 て 日く、 說 ，一 甚嗔 拳 - > 論， 一 甚 
熟喝 『化 緣 一機、 十 方 通達、 喝 一喝、 と、 遂 R 寂す、 壽 七十 
三、 塔を 見 性と 云 ふ C 紫巖譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シユ ー チー 宗卣 r: i 3I; i i; 〔臨 濟宗〕 遠 江方廣 寺の 禪僧な 
ぇ 宗貞 字は II 水、 遠 江 長上 郡の 人、 俗姓 澤木 氏、 早 年 安 
樂寺齡 仙に 就て 得度す、 十六 歲出 遊し、 豐前に 至う、 中 津寂光 
寺 普 照に 師事す、 十二 年の 間 其 下に 參究 し、 三十 二 歲東歸 し、 
奥山 藏寵院 (方廣 寺の 塔 頭)' ic 住す、 美 濃耕隱 、備 後靈機 (神 
應) に 師事して 參究 す、 天 保 十五 年 藏龍院 に 臨 濟錄を 提唱す、 
嘉永 三年 奥山に 僧堂を 起し、 虛堂錄 を 提唱す、 入堂偈 開卷偈 
ぁう、 山 有 枯薪溪 有 水、 曉天一 鉢 入，， 烟霞 (毳衣 卜 得 幽棲 地、 
坐 見 暮林枝 上 鴉、 (入 堂偈 } 從頭 欲得„ 息耕禪 (霧雨 晞風百 畝 田、 
時 至 中秋  >  禾己 熟、 家家 收 / 税蔟- -炊熵 —> (開卷偈}同六年藏龍の 
席を 東 明哲に 讓 うて 閑捿 し、 安政 四 年 碧 巖錄を 提唱す、 雲 m 
五百餘 人な う、 元 治 元年 七月 孝 明 天皇 特召 して 紫 衣を 賜 ふ、 
明治 六 年 八月 二十 一日 寂す、 壽歃く (近世 禪林僧 寶傳) 

シ nih キ宗 的 i= i s 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 十五 代な う， 宗的 字は 傳 心と s ひ、 和 泉の 人な $、 翠巖の 
法を 嗣 く、 寬文 十三 年 正月 廿 四日 大徹寺 .に 出世し、 同 二月 廿 

二日 開 堂す、 寸松菴 に 住し、 後、 慈眼 菴に 居る、 延寶二 年 九月 
眾 海 寺 輪番 職と なる、‘ 東 山 天皇 元祿七 年 二月 八日 勑 して 佛智 

無碍 禪 師の號 を 賜 ふ" 元 祿十年 正月 三日 慈眼 菴に 寂す、 壽七 

す 四、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜、 ) 

シユ ー チキ { 示 的  一 •一 _: r j 五 〔曹 洞宗〕 播磨興 雲 寺の 開山な 

う、 宗的 字は 大透 、俗姓は 安間 氏、 淡路の 人な 6、 幼 R し 


て 京都 栂尾 山に 入う 薙髮 し" 具足 戒を 受け、 律 部を 習 ふ、 後、 
乙れ を 捨て、 折 桂 全衷に 依う、 服 勸數年 其 寂に 及び、 席を 嗣 
き" 丹 波 ® J 通 寺に 主と なる、 天文 年中 播 磨の 檀越興 雲 寺を 鄉 
し、 師其 始祖と なる、 永 祿八年 五月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 法 
嗣團 芝淸餍 あう、 (日本 洞上聯 燈錄} 

シユ i プツ {示 徹 ( . ) 〔曹洞 宗〕 相 摸總世 寺の 禪僧 

なう、 宗徹 字は 智 海、 安 叟宗楞 の 法を 嗣 き、 相 摸總世 寺に 
住す、 寂年缺 く、 法嗣 一宇 俊 固 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー タ ツ & 7K 哲 (一二 〇〇) 〔曹 洞宗〕 出 羽乘慶 寺の 開山 
な 6、 宗哲 字は 明 林、 奥州の 人、 藤 原 氏 出家して 諸 嶽山大 
初禪師 に參 -L て 之に 師事し、 第一 座と なう、 松 隱 寺の 主と な 
る、 永 亨 十二 年龍澤 寺に 主と なう、 總持寺 佛陀寺 等に 遷 る、 晩 
年に 至う、 出 羽に 乘慶 寺を 築 S て 某 年 寂す 世壽缺 く、 (日本 洞 
上聯 灯錄) 

シユ！ プツ 宗哲二 一一 一 ^ 〔臨 濟宗〕 山城 大德寺 第 百 一一 十 
一代な う、 宗哲 字は 明叔 、越 前の 人、 雲叔の 法を 嗣 く、 天 
正 六 年 二月 九日 大德 寺に 出世す、 正 親 叨 天皇 勅して 靈燈普 光 
禪師の 號を賜 ふ、 眞常 軒に 住す、 法嗣俊 叟宗壁 首座 あ 6、 慶 
長 十 年 六月 六日 寂す、 壽七 十七、 (紫 厳 譜 略、 大德寺 世譜、 3 
シユ i ブツ宗 鐵 r- 一一 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 百 三 
十一 代な う、 宗鐵 字は 鍊叔 、奧 州の 人な 6、 萬仞宗 松に 參 
して 法を 嗣 ぐ、 天 正 末年 大德 寺 R 出世し、 慶長 十七 年 二月 十 
五日 寂す、 壽八 十一、 遺偈あ 6、 日く 八十 一年、 掣風掣 顧、 
機 輪瞥轉 、白日 靑天 、(紫 巖譜畧 •延 寶傳 燈録) 

シユ ー チン 宗點 |1 智 〔臨 濟宗〕 山城 紫 對 大德寺 第二 

シユ 1C 宗) チ 


書辭 名人 家佛本  日 


(: 二三  r!) 


シュ ？ ( 宗) チ 


百 五十 代な う、 宗點 字は 梅岑 、美 濃の 人な-^ 無隱の 法を 嗣 
く、 天 祿五年 二月 廿七 日出 世し、 看 松菴に 住す、 寶永五 年 十 
月 四日 寂す、 1  詩 六十 六、 正德四 年 七月 中 御門 天皇 勅謚 眞應大 
觀禪師 を 賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ丄 ブン 宗傳； j;,j ?J 〔臨 濟宗 ；！ 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 二 代な う、 宗傳 字は 實 堂、 號は如 寄 子、 近 江の 人、 淸巖の 
法を 嗣 く、 寬文二 年 三月 十八 日出 世す、 高 桐 院裡の 泰勝菴 に 
注す、 寬文八 年 九月 武藏品 川 東海 寺 輪番 職と なる" 延寶四 年 
九月 十八 日 寂す、 壽六 十四、 元祿 十一 年 勅謚法 雄眞德 禪師と 
賜 ふ、 C 紫巖譜 略、 大德寺 世譜} 

シユ i プン宗 傳 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登 總持 寺の禪 僧 

なう、 宗傳 字は 心 窓、 加賀の 人、 佛陀 寺大容 に投 して 剃髮 
し、 海門 興德 に參 して 旨を 得、 佛陀 寺に 出世し、 總持 寺を 主 
とる、 寂年缺 く， (日本 洞上聯 燈錄) 

シ ユ ー デン &本傳( . 〕 〔W 洞 宗〕 安房 龍 江 寺の 開山 

f,  宗傳 字は 續翁 、奥州の 人、 出家の 後諸老 に徧參 し、 
懷州 周潭の 法を 嗣き 、席を 輔して 安房の 長 安寺 R 主と なる、 
晚年寵 江 及 M- 福の 二 寺を 開く、 寂 年 並に 世壽缺 く、 法 嗣亘天 

要播 ぁう、 (日本 洞 h 聯 燈錄) 

シユ丄 プン 宗田 (二 一 五 S  〔曹 洞宗〕 尾 張 乾坤 院の禪 僧 

f  宗田 字は 芝 岡、 俗姓は 芝 田 氏、 美 濃の 人、 家 世々 武 

家な う、 弱冠に して 某 寺 R 入うて 剃髪し、 具足 戒を 受け、 諸 

老 R 偏 參し 、遂に 逆翁宗 順に 依 6、 服 勸十餘 年' 典 座と なる、 

長 亨四年 逆 翁 遠 江 長生 寺に 遷 る R 及び、 寺に 一函を 遺し、 封 

鑰甚穴 密な $、 逆 翁 長生 寺 R 寂す る R 及び* 徒 衆 これを 開け 


シユ 1( 宗) 卜 


ば、 師 に 印 記を 付す るな 6、 乃ち 席を 繼きて 尾 張 乾坤 院を主 
とる、 延德二 年 越の 龍 澤 寺に 遷う 、辭 して 乾坤 院に皈 る、 寂 
年壽缺 く、 法嗣大 素省淳 ぁう、 (日本 洞 上聯燈 錄、} 

シユ？ ト ー {示 統 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 ^ の禪僧 

f,  宗統 字は 一溪 、獨秀 乾才に 師事して 法を 嗣 き、 妙 心 
寺に 住す、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ，-卜 宗棟二 §5 -*0 1:臨3 2: 山城紫野大德寺第二 
百 八十 七 代な 6、 宗楝 字は 11 岩、 京都の 人、 月溪の 法を 嗣 
く、 正 德四年 二月 廿日 出世して 紫 野 寸松菴 に 住す、 享保 三年 
東海 寺 輪番と なる、 寬保 元年 二月 六日 寂す、 壽七 十八、 刺諡 
實隆眞 空禪師 とい ふ、 (紫巖 譜略大 德 寺 - llh 譜) 

シユ ，-ト ー 宗唐； 一一 一一 一 S 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
四十 四 代な 6、 宗唐 字は 盛叔明 國溫 州の 人'  自ら 閑 田と 號 
す、 先甫の 法を 嗣 く、 慶長八 年 六月 十七 日大德 寺 R 出世し、 
慶長 十五 年 十一月 廿 七日 寂す* 壽六 十四、 本山に 閑 田 軒を 創 
す、 (紫 巖譜畧 •'大 德寺 世譜) 

シユ 1 卜 1 宗洞  rli  〔臨 濟宗〕 山城 大德寺 第 百廿二 
代な 6、 宗洞 字は 仙 岳、 和 泉の 人、 俗姓 谷 氏な 笑嶺の 
法を 嗣 く、 天 正 七 年 九月 十七 日 年 三十 五 R して 大德 寺に 出世 
し、 和 泉 海 眼 菴 R 住す、 自ら 無 底 藍と 號す 南宗 寺を 創し、 文 
祿四年 十月 二日 寂す 壽 五十一、 (紫 巖譜略 大德寺 世譜) 

シユ ー ト？ 宗棟〇 二 七〇) 〔臨 濟宗； 3 京都 妙 心 寺の 禪僧 
なう、 宗楝 字は 鄧 林、 細 川 氏の 子、 山城の 產な 久しく 
特芳和 何に 侍し、 後出て、 大德 寺に 出世し、 又 妙 心 寺を 主と 
る、 永 正 七 年 秋 尾 !] M の瑞泉 寺を 董 す、 朗細 W 右 ^ に ^ うて 執 


(三 三 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


奏し、 妙 心 寺 賜 紫の 寵を請 a 、 後柏原 帝 允 詔して 之を 許し、 
特に 紫 泥の 綸旨を 賜 ふ、 後 丹の 山中 (C 入うて 草 菴を營 み、 此 
に 住して 某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シユ ー ト ー 宗套一 一一 一一 一一 xg 〔臨 濟宗〕 京都 大德寺 第 八十 九 
代な 6、 宗套 字は 大林 、俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な う、 天 龍 
寺の 天 源院に 入うて 肅 元嚴禪 師を拜 して 薙 髪し、 稍 長して 大 
藏を 主と る、 後、 大德寺 東 溪和尙 に 參 し、 伊勢 玉 英禪師 に 依 
$、 古 嶽和尙 R 就 さ、 大林 の號を 付せられ、 第一 座と なう、 
京都 德禪寺 和 泉の 南 宗菴に 居る、 天文 五 年 春 詔に ょり 大德寺 
に 主と なる、 同 十 年 春 和 泉 R 歸へ 6、 裁 松 軒を 御し、 弘治二 年 
南宗菴 を更 め、 南宗 寺と 云 a 、 自ら 開山と なる、 後奈良 天皇 
特に 佛印圓 證禪師 の號を 賜 ふ、 永 祿十 一年 正月 二十 七日 寂す、 
壽八 十九、 臘七 十三， 正 親 町 天皇 重ねて 正覺 普通 國師 の It 號 
を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傳 、紫 巖譜 略} 

シユ 1 トン 宗頓二 -〇 结 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第五 十 
一代な う、 宗頓 字は 悟溪と 云 a 、 尾 張 丹 羽 郡の 人、 其 俗姓 詳 
かならず、 年 十五に 及んで 郡 寺に 入うて 剃髪し、 瑞泉 寺日峯 
舜に 依る、 日 峯の妙 心 寺に 遷るに 及び、 義天 詔に 從 S、 妙 心 
寺に 牲き 日峯に 侍す、 後 美 濃 汾陽寺 雲谷祥 ，伊勢 大樹 寺桃隱 

朔 等に 參 し、 復 京都 龍 安寺に 雪 江を 問 a 、 參叩 する 乙と 數 年、 

一 B 問答の 次で 豁然と して 大悟し、 偈を 作うて 日く、 石火 電 

光 猶鈍遲 、機先 一喝 碎， ，須彌 〖荊 僧更 有，， 轉身句 (展 鉢開單 喫飯 

來 、と、 乙れ を 雪 江に 呈 して 印 可を 付 せらる、 鄕 里に 皈 6 靑 

龍 山中に 臥龍 菴を 構へ て 幽居す、 美 濃の 檀越越 前 剌史齋 藤 利 

藤瑞龍 寺を 創建し、 師請 せられて 開山と なる、 後土御門 天皇 


、ンユ 1( 宗 ント 


其 道譽を 聞き、 寺格を 陛せ て官 寺と なし、 特に 宸翰を 染めて 
金寶 山の 額を 賜 ふ、 後、 敕命 を 奉じて 大德 寺 R 主と なる、 師 
大德 妙心瑞 泉の 三 道場に 坐す る 乙と、 再度 晚年瑞 龍 寺に 皈 6、 
亦 盛ん ic 法幢を 樹 つ、 明 應六年 夏 朝廷 特に 大興 心宗禪 師の號 
を 賜 ふ、 凡 年 九月 六日 寂す、 壽八 十五、 臘六 十一、 瑞龍寺 及 
東海 菴に 塔し 名け て、 虎穴と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、紫 巖譜 略} 

シユ ートン b TK ll 一一 一  j AH g  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
五十 五代な 6、 宗頓 字は 南 隣、 相 摸の 人、 法を 盛叔に 嗣く 
慶長 十五 年 八月 廿 九日 出世し、 虛 白子と 號す 、寬永 三年 閏四 
月廿 三日 寂す、 壽 五十二、 頌に 日く、 五十二 年、 柬漂西 泊 撥 
轉機 輪、 看々 虛 白、 と ( 紫巖譜 略、 大德寺 世 譜，)  •  • 

シユ ー トン 宗暾一 一}  一一 一 S 〔臨 濟 S 京都 妙 心 寺の 僧な ぅ、 
宗暾 字は 朿菴と 云 ふ、 久しく 大休宗 休國師 に參 して 省 悟 あぅ、 
遂に 印 可を 付せ ら る、 妙 心 寺 ic 住し、 靈雲 寺に 遷 る、 晚 年長 
慶 寺に 退 休し、 天 正 十九 年 十五 日 寂す、 壽五 十七、 (延 寶俜燈 
錄) 

シユ ン 宗鈍 jj 一 S 涵 〔臨濟 S 山城 紫 野 大德寺 の 第 
二百 七 代な 宗鈍 字は 銕 舟、 號は恰 令 子、 相 摸の 人、 琢 
玄の 法を 嗣 く、 寬文五 年 三月 九日 出世す、 寬文九 年 九月 束 海 
寺 輪番と なる、 貞享二 年 四月 二十 七日 寂す、 壽七 十二、 和 摸 
德藏 山東溪 院 R 塔す、 勅謚空 慧淨照 禪師と S ふ、 (紫 巖譜 畧、 
大德寺 世 譜、) 

シユ ン 宗鈍一 一一 一 ^ y  〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
う、 宗鈍 字は 鐵山 、俗姓は 窪 田 氏、 甲斐 上條の 人 ^ $、 幼 
にして 州の 慧林 寺に 役して 剃髪 得度し •駿河 淸見寺 東 谷 宗杲 


シユ丄 宗) 卜 


書辭 名人 家佛本  日 


シユ？ (宗) F 


に 師事し、 京都 祥雲寺 南化玄 興、 天 寵寺策 彥周良 等の 諸師に 
請 益し、 學內 外に 渉る、 後、 鄕里 R 皈 6、 深山 R 入うて 禪座 
す、 永 祿の初 め 東 谷 砂 心 寺に 主と なう、 師 乙れ に隨侍 參究し 
て 悟 解し、 印 可を 付 せらる、 駿 河臨濟 寺に 住し、 天 正 三年 敕 
命を 奉して 妙 心 寺 {C 出世す、 德 川家康 幼ょう 師を 知る、 乃ち 
招きて武藏平林寺に住せし0、幾何ならずして潜かに駿府に 
皈 6、 慶長 三年 秋 再び 妙 心 寺に 主と なる、 晩年 正 法 山の 傍ら 
に 大龍院 を 燬して 退 休し、 元 和 三年 十月 八日 寂す、 壽八 十六 
(延 寶傳 燈錄) 

シユ 1F ン A 示 111  一  j oo A— A— 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺第廿 
二 代な り、 宗曇號 は 華叟俗 姓 藤 原 氏、 播磨揖 保 郡の 人、 八 
歲に して 京 it 登 6、 徹翁亨 に 師事して 經を讀 み、 十四 歲剃髮 
して 左右に 侍す、 十八 歲 去うて 河 內の雪 翁 盛に 依う、 壯 年の 
時大德 寺 R 歸 へる、 會 々祥 山禎丈 室 R あ-^、 師 入室して 請 益 
す" 其 命に 依 6 言外に 就きて 參究 し、 遂に 大事に 徹し、 記 室 
となる、 言外 寂す るに 及 a 、 近 江 禪興菴 R 幽居し、 戸を 出て 
さるもの 殆んと 十 年、 養叟 頤屢々 來 うて 問答す、 堅 田の 檀越 
祥瑞 寺を. 鄉 し、 師を請 して 開山と なす、 晚牢鹽 律の 高 源院に 

移 6、 養 病 七 年、 一日 偈を 書して 日く、 滴滴 水 凍、 七十 七 年、 

一機 瞥轉 、火裡 酌 k 泉、 と、 書し 終うて 寂す、 正 長 元年 六月 二 

十七 日な 6、 壽七 十七、 臘六 十四、 後花園 天皇 勅して 大機弘 

宗禪 師と謚 す、 (續群 二 四 一、 本朝^? 僧傳、 紫 巖譜略 ■> _) 

シユ I トン 宗吞； •一； 5; 一  1 〔淨 土宗； 一江 戶無日 一里 院の 開山な 

う、 宗吞は 明 蓮 社 光譽圓 阿と 號す 、俗姓は 內 藤氏、 三 河の 

人な-^、 誓 岩 R 就て 剃髮 受戒し、 法を 圓 譽不殘 に嗣 ぐ， 數寺 


シユ  <-( 宗 y 卜 I 手 


に 歷 住して 後江 戶 小石 川に 無量 院を 築きて 開山と なう、 寬永 
九 年 七月 二 十九 日 寂す、 壽缺 く、 法嗣文 宿宗廓 意覺圓 長の 四 
人 ぁう、 c 淨土總 系譜：)，  ; 

シユ 丨 -F ン 宗吞二 15 =— 〔臨 濟宗 3 山城 紫 野 大德寺 第二 
百 四十 七 代な $、  宗呑 字は 月溪と S ふ、 京都の 人な う、 傳 
心の 法を 嗣き元 祿四年 四月 六日 大德 寺に 出世す、 同年 六月 廿 
三日 開 堂し 寸松菴 に 住す、 元 祿六年 七月 廿 六日 寂す、 壽 五十 
二、 勅謚佛 日永 明 禪師と S ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

.シユ If ずン {示势|( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
f、  宗餘 字は 趙菴と 云 ふ、 興 宗宗松 禪師に 參して 法を 嗣 
き、 妙 心 寺 K 主と なる、 後、 衆 請に 應して 尾 張瑞泉 寺 R 遷 る、 
寂 年 及壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 } 

シユ ー 宗論二 一. 八〇 〔臨 濟宗〕 京都 龍 泉菴 の禪 僧な う、 
宗說 字は 景趙 、久しく 景川 和尙 R 參して 印 記を 付せられ、 龍 
泉 巷 R 住す、 永. 正 十七 年 七月 五日 寂す、 (延 寶傳 燈錄)  . 

シユ ー手ン 宗然； 0; §: .〔臨濟宗ヒ兄師南禪寺の禪僧な 
う、 宗然 字は 可 翁、 筑 前の 人 ノ早年 出家して 大 應國師 (紹 
明} に 師事し、 印 可を 受 く、 文 保の 初 寂 室 光、 屯 翁 俊と 元 R 
渡う" 天目山の 中 峰 本に 謁し、 次に 絕學誠 、元叟 端、 古林 茂、 
無 見觀、 斷崖義 等の 諸 尊 宿 k 歷 謁し、 所得 愈 深し、 元に 留る 
乙と ナ 年、. 嘉曆の 初東歸 し、 筑 前の 崇福 寺に 住し、 後ち、 京 
師の 萬壽 .建 仁 R 遷つ る" 和 泉の 大守某 長 松 山禪通 寺を 開きて 
請す、 宗然同 寺 開山と な-^' 幾 もな く 弟子 大用 任に 讓る 、尋 
いて 詔を 拜 し、 南禪 寺に 昇う、 法 化 盛な'^、 晚年建 仁 寺 中の 
天 潤 菴 .に 退 居す、 貞和 元年 四月廿 五日 寂す'  弟子 毘廬 塔を 違 立 


、五三 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


して 遺骨を 收む 、勅 謚普濟 大聖 禪師と 云 ふ、 宗然蔷 に 妙な 6 、 
其 幅 世 傳賞秘 重す、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シユ ー ノ ー {示能二 -o fjl  〔曹 洞宗〕 相 摸 報恩 院の 開 10 な 
$、. 宗能 字は 舂屋 、陸 奥國の 人な 6、 幼に して 出家し、 具足 
戒を受 けて 後 陸奧を 出て.、 東關 を歷て 最乘 寺を 過 $、 大綱 和 
尙に參 謁す、 師 一日 農家を 過き、 米を 舂く聲 を 聞き、 忽然と し 
て 悟る， 大綱 仍て 贈る に舂屋 の號を 以てす、 師即 ち辭し 去う 
て 遊 方し'  路遠江 を 經 、渴 して 河流を 掬して 飮むに 、其昧 美 
な. CN、 自ら 謂ら く 溪上必 す靈境 あらん、 と、 乃ち 流に 溯うて 
源に 至る、 雙山 競 a 秀て 一帶の 瀑布 あ 6、 恰も 支那 曹溪 山に 
似 穴6、 側らに 老尼 あう、 茆を 結びて 居す、 師 即ち 其 地を 求 
めて 菴を 創す、 今の 曹溪山 法 泉 寺是れ な 6、 己に して 總持寺 
に 出世し、 寵泉永 澤の二 寺に 歷 遊す、 後に 最乘 寺を 主と 6、 住 
持す る Z. と 年 あ 6、 道化 甚た 盛な う、 晚年院 を 大雄 山中に 建 
て、 名け て 報恩 院と 云 a 、 養老の 所と なす、 康正二 年 丙 子 三 
月 十九 日 寂す、 壽七 十五 歲 (日本 洞 上聯燈 鎌} 

シユ 1 バイ 宗 梅. (- 二 S) 〔曹 洞宗〕 備後德 雲 寺の 開山 
なう、 宗梅 字は 鼎 菴大隅 の 人、 闢雲寺 覺隱永 本禪師 に 師事し 
て 印 可を 受け、 備後奴 可 山中に 德雲 寺を 創す、 文明 九 年遷つ 
て 闢雲 寺に 主と な $、 次に 永澤 寺に 住し、 某 年 寂壽缺 く、 法嗣 

玉泉皎 、宗康 南、 竹 翁 松、 幼中秀 、自船 應の五 人 あう、 (日本 

洞上聯 燈錄) 


寺を 主と る、 後ち 駿河石 上 氏の 請す ると ころな- CN、 久 住洞慶 
院に 住し、 康 E 元年 洪鐘を 鑄長祿 元年 石叟 寂す るを 以て 命を 
受けて 崇信 寺に 主と な 6、 文 正 元年 越 前寵澤 寺に 遷 6、 寺 務 
三年に して 山中に 逸老 し、 文 龜二年 六月 四日 寂す、 壽缺 く、 

C 日本 洞上聯 燈錄) 

シユー ハク 宗 50 二 5S 一一 一 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
四十 七 代な 6、 宗珀 字は 玉 室、 京都の 人、 俗姓は 一一^ 氏、 
自ら 瞳 眠 子と 號 す、 春 屋 の俗娃 たう、 春屋の 法を 嗣き "慶長 
十二 年 二月 十九 日 紫 野大德 寺に 出世す、 後陽成 天皇 特に 勅し 
て 直 指 心 源禪師 の號を 賜 ふ、 師大源 菴高 林院を 創す、 加賀の 
國主某 先妣の 爲に 大德寺 內に芳 春院を 建て V 師を請 す、 寬永 
六 年 七月 江戶に 赴き、 宗法の 事 あうて 同月 廿七日 奥州 赤 館に 
配流 せらる、 寬永九 年 七月 十七 日 免 S れ 、寬永 十一 年 八月 四 
日 將軍家 光に 謁す、 寬永 十八 年 五月 十四日 寂す、 壽七 十、 遺 
偈に 日く、 天關 地軸、 當 機踏飜 、喝 、隨 處稱尊 •と、 芳春院 
に 塔す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜〕 

シユ ー ハン 宗範一 . -fc : §: 〔天台宗〕 近 江 三 井寺の 學僧な 
6、 宗範は 薩摩 刺史久 任の 子な う、 三 井寺の 永範 に從ひ て 
習學 し、 承曆 三年 大乘 曾の 講師と なる、 四 年最勝 會の講 導に 
任し、 應德 元年 七月 某旦叔 す、 壽缺 く、 C 本朝 高僧 傳) 

シユ ー ハン {示範(1二0〇)〔曹洞宗〕普門院の開山な4、 
宗範 字は 摸 庵、 伊豆人、 最勝寺 吾 寶禪師 に 依うて 出家 t 度し、 
京都に 遊 a 、 紫 野に 於て 一休 和尙に 侍し、 後 M 勝 寺 {L 皈纟、 
遂に 印 可を 受け、 諸獄山 大雄院 に歷往 す、 晚华 伊豆の 檀越普 
門院を 築き、 師迎 へられて 開山と なる、 寂年缺 く、 法 嗣習巖 


シユ ー バィ 宗梅 た； i  〔曹 洞宗〕 駿 河洞慶 院の禪 僧な 

6、 宗梅 字は 大巖 、遠 江の 人、 大洞寺 如 仲天闊 稆尙に 依う、 
祝 髮受 具し、 石 叟圓柱 禪師に 見え 其 法を 嗣 ぎ、 出世して 總持 


シユ ー( 宗〕 ノ — - バ  、ンユ ー( 宗) ハ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 三 五） 


シユ 1( 宗) ハ 


修 、秀 峰岱の 二人を 出す、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

シユ ー ハン i 示 範 ( . 」 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 十 

七 代な り、 宗範 字は 大模 、久しく 言外 忠禪師 の 門に 入うて 
其 法を 嗣 き'  大德 寺に 出世し、 道譽 高し、 將 軍足 利義持 使を 
遺は して 師に 法を 問 a 、 數旬を 經て將 軍 自ら 大岳崇 、仲 方 伊の 
二禪師 を 率ゐて 山に 入 $、 師を 問 a て昏に 至 6 て歸 へる、 後 
辭して 其 終る 所を 知らす、 嗣法 三人 あ- CN、 即ち 大德 寺の 格 堂 
越， 德禪 寺の 春 作、 興 海 印和尙 あり (本朝 高僧 傳 紫、 巖譜 略) 

シユ ー ハン 1 J 7K 范 ( . 〕 〔臨濟 宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

6、 宗范 字は 春 湖と 云 ふ、 西 川に 參して 法を 嗣 き、 妙 心 寺 
に 出世し、 美 濃龍德 寺に 住す、 後輪 請を 受けて 尾 張靑寵 山に 
主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ハン 宗繁 ( . ) 〔臨 濟宗〕 和 泉 小 林 菴の禪 僧 

な $、  宗繁 字は 茂林、 初め 建 仁 寺に あうて 第二 座に 居し、 
去 〇 て 日菴 光に 大明 寺に 參 す、 後 苹叟に 見へ て 契 悟し、 和 泉 
堺小 林菴に 居し、 一生 默して 更に 禪 道を 說 かす、 寂 年 及世壽 
詳か ならす、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ハン 宗肸 i£ s 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 第 

二百 三十 二 代な う、 宗胖 字は 碩 翁、 號 は曲兮 子、 京都の 人 

實 堂の 法； V」 嗣 く、 天 和 三年 正月 廿 一日 出世し、 同年 二月 十八 

日 開 堂す、 肥 州の 泰雲 寺に 住す、 靈元 天皇の 御宇 出世の 和尙年 

禮の 次を 以て 龍 顔を 拜せ しか、 自今 師 時なら すして 參内 する 

こと 此に始 贫 る、 貞享二 年 九月 武藏品 川 東海 寺の 輪番と なる、 

元 祿十年 十二月 廿 九日 寂す、 壽六 十四、 東 山 天皇 勅して、 妙 

乘神悟 禪師の 謚號を 賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大徳 寺 世譜〇 


シユ 1 IS 1:/ パ —— It 

シユ！ バン 宗瑶 ii l xo c 臨濟宗 ：一 山城 紫 野 大德寺 第 百 
八十 五代な 6、 宗 湣 字は 玉 舟 號は靑 霞 山人 別 號は優 遊 自在、 
春睡 、善哉と 號 す、 山城の 人、 俗姓は 伊藤 氏な $ 玉 室の 法を 
嗣 き、 芳春院 に 住す、 慶 安二 年 二月 五日 出世す、 片桐石 見守 
貞昌 大和 小 泉に 慈 光寺を 建て、 師を請 して 第一 世と なす、 師 
大 德寺內 に 高 林院を 創す、 寬文 元年 九月 武藏品 川 東海 寺の 輪 
番 となる、 勅して 大徹明 應禪師 の號を 賜 ふ、 寬文八 年 十一月 
十八 日 寂す、 壽六 十九、 高 林院に 塔す、 後西 院 天皇 親しく 塔 
額 玄妙 ( 1 に 支 明) の 二字を 書して 賜 ふ、 寬文九 年 十一月 十 
八日 祖 堂に 安 牌す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ー バン i 示 播一一 ••一 〇: •一 •〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 宗播 字は 叔英播 磨の 人な う、 幼に して 太淸渭 和尙に 諸 
刹の 間に 歷 待し、 遂に 其 衣 法を 受 く、 將 軍足 利 義持召 3 れて 
相國 寺に 開 法し 禮遇 渥く 南禪 寺に 登る、 晩年 龍 山の 慧雲院 R 
退 居し、 嘉吉 元年 九月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 著作 五燈 會元鈔 二 
十卷 、曇 華 集 三卷等 あう、 (本朝 高僧 傅) 

シユ ー バン 宗播 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 大德 寺の 禪僧 

f、  宗播 字は 玉 林と 云 ふ 興 宗宗松 禪師に 大徳 寺 R 參し遂 
に 其 印 可を 受く 未だ 出世す るに 及ばす して 寂す 其 年月日 缺く 
(延 寶傳 燈錄) 

シユ ッ 宗弼一 一一 ⑽黯 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺 第二 代 
f，  宗弼 字は 授 翁、 京都の 人 藤原宣 房の 子な 6、 俗名は 
藤 房、 筏 醍醐 天皇 R 仕へ 退 朝の 暇、 明 極 俊に 參 し、 後、 大燈 
國師に 參し 、粗々 所 ^ あうて 衣盔法 號を禀 く、 建武 元年 意を 
決し、 竊 かに 逃れ 城北崑 倉に 至 6、 不二を 拜 して 冠を 裂き、 


(: 七三 五） 


書 辭 名人 家 沸 本日 


綵を 投じて 祝 髮 受戒す、 時に 年 三十 八な う、 帝宣房 に宣 して 
諭し 還 S しむ、 宣房 乃ち 嵩 倉に 到 6 しに 壁 上、 棄 恩人 無 爲眞實 
報恩 者の 句、 幷に 古人 大義 渡に 題す るの 愒を 書して 師巳に 逃 
かれて 跡を 林 藪に 晦 爻 す， 曆應の 初め 關山 慧玄 詔を 奉じて 紗 
心 寺を 開く に 方う 師牲 て掛 錫し， 參究 する 乙と 多 時、 一日 了 
然として 契 悟し、 便ち 偈を 作. 〇 て 日く、 此心一 了 f ,, 曾 失、 利， 一 
益 \ 天一盡 未來 、佛祖 深 恩 難， 一報 謝 — > 1>»] 居-， 馬 |!:' 與驢胎 ― ■* とこれ 
V 關山 R 呈し 、遂に 記莂 を受 く、 關山寂 後將に 遁走 せんとせ 
しが'  一山の 欠 衆の 强請に よ 遂に 席を 椴ぎ て 第二 代と な 
る、 康曆. 一年 三月 二十 八日 寂す、 壽八 十五、 臘四 十三、 門人 
塔を 本山の 天授 院に 建つ、 法 嗣五人 妙 心 寺 無 因因钞 心 寺 雲 
山峨 、拙 堂朴 、莖藏 曇、 有 隣德こ れ なう、 萬 治 二 年 秋敕 して 
神 光 寂照禪 帥の 謚號を 賜 a 、 明治 二 年 勅して 圓 鑑國師 の謚號 
を 加 賜した まふ (妙 心 寺 六祖傳 、本朝 高僧 傅、 延 W 傳 燈錄) 
〔考〕 妙 心 寺 第二 代授翁 宗弼を 以て 藤拟 藤 M なう と 云 ふこと 
古く 傳 ふると 乙ろ にして、 禪林 諸祖傳 、妙 心 寺 六祖傅 ，正 法 山 
誌、 扶桑 隱逸傳 •延寶 傳燈錄 等 皆 乙れ を 記載せ 6 然るに 本钠 
遯史 、大 日本史 等 乙れ を駁 し、 其 誤謬を 辨せ 6、 今考 ふるに 
禪林 諸祖傳 等に 記す 所、 一 も明據 なし •妙 心 寺 文書 中 北朝よ 

う授翁 宗弼に 賜は うたる 綸旨 院宣 令旨 等 あう ★是 等に よれ 

は、 宗弼か 北朝の 厚遇を 蒙う、 數纟 田園 等を 給せられ たるな 

6、 藤 房 一た a 出家して 北朝の 勅願なる 妙 心 寺に 安住して 厚 

遇を 蒙 $、 北朝の 冥福を 祈禱 する を 事と した 6 と 云 ふ 事、 當時 

の 事情よ 6 見る も. 藤 房の 心事よ 6 察する も斷 して 事實 とな 

すべから す、 宗弼に 賜は- cs なる 綸旨 院宣 令旨 等の 文意を 案す 


シユ — ( 宗) ビ 


れは宗 弼の藤 房に 非ら さる 乙とは 自ら 明白 {C して、 一 點の疑 
を 容る へきな し、 然るに 古くよ 6 11: .誤謬を 蹈襲して 種々 の牽 
强附會 をな せり、 近 江の 妙感 寺、 伊豆の 興禪 寺、 温泉 寺、 下野 
の 長 光寺 等は、 皆 藤 房 か 出家 後の 遺跡な 卜と云 ひて 唷傳 する 
に 至る、 然れ とも 一 も確證 なし、 明 和 四 年 四 H 長 光寺の 境内よ 
6 出て たる 古 鏡に、 藤 三位 資 4 藤從 一位 宣方 云々 c 字 ありて、 
其 末に 不 一 行者 授翁 敬白と あるを 以て 藤 房が 祖父 幷に 父の 
冥福を 祈 禱して 製した る ものな A と 云へ 6、然れども :|1: (彫刻 
したる 文を 見る に， 拙！； にして 語を な 5す、後 11£ (>'1 者か故意 
に揑 造した る ものなる {明白な り、 要するに 授翁宗 弼は其 俗 
姓』. 缺け て傳 はら § る も、 藤 房に 何等の 關係 あるな し •故に 
本傳に 言 ふと 乙ろ 此數 句を 削る を 可とす 

シユ ー ブ 宗普 ij i^ g  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 十 
二 代な $、  宗普 字は 明 叟 、俗姓は 福 富 氏、 但馬の 人な^'、 
出家して 大 室宗侦 に參究 し、 遂に 印 記を 受 く、 相 摸 早 雲 寺 4 
五世と な'®'、 武 4 に 廣德 寺， で 開ら i て 之れ に 住す、 文龜 二年大 
德 寺に 出世し、 朝廷よう 眞如廣 照 禪師の 號を拜 す、 天 正 十八 
年 四月 十五 日 寂す、 壽七 十五、 遺偈 あう、 日く、 蹈= 殺佛祖 ― ■» 
一生® 顛末 後 把 k 杖 跳， I 出 梵天 3 延寶 傳燈錄 、正燈 世譜) 

シユ ー ブ b 7K ^ ( . ) 〔曹 洞宗〕 下 總乘國 寺の 禪僧な 

う、 宗孚 字は 中 雄、 下 總乘國 寺 中明榮 主の 法を 嗣 ぎ、 同 寺 
の 主と なる、 寂 年、 及 世壽缺 く、 法嗣信 及前脉 あう、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シユ ー ブ 宗学 シ ョ-シ IX. 1 性宗を 見よ、 

シユ ーブンー示 » ( . ) 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪僧 

シユ 1 ( 宗) ブ 


書辭 名人 家佛本  H 


(八 三 H) 


、ンユ 1 C 宗'} フ — へ 


f、  宗棼 字は 無學と 云び、 海菴 光智に 參して 心 要を 發明 
し、 敕 請に ょうて 永 平 寺に 出世す、 下野 水 代の 檀越大 中 寺を 
傲して 師を 開山に 延 く、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 
シユ ー ブン 宗賁二 五 1: 一 〔臨 濟宗〕 遠 江 藏龍 院の禪 僧な 
う、 宗賁 字は 龍 水、 俗姓は 澤木 氏、 遠 江 國 長上 郡の 人な う、 
幼 R して 鄕の 安樂 寺齡 仙に 依りて 出家し、 遊 方して 中津寂 光 
普 照 禪師に 侍し、 後 金剛 正眼 禪師に 美 濃に、 靈機神 應禪師 に 
備後に參し、悉く宗門の蘊奧を極 0 、奥山の藏寵院に住して 
衆 R 接し、 明治 六 年 八月 二十 一日 寂す、 壽 六十 餘" 

シユ ー ブン宗 分 ーーー ーー li AA 〔臨 濟宗〕 武藏 慧然寺 第一 代な 
う、 宗分 字は 別傳 、俗姓は 黑川 氏、 安房の 人、 幼に して 武藏 
大 松寺舜 鏡に 投じて 刹 髮受 業し、 十六 歲遊 方して 龍 谷 寺賢壽 
和尙に 謁し、 愚 堂 禪師 R 參し 、再び 大松 寺に 寓 し、 台巖の 法を 
嗣 ぎ、 寬永七 年 法 隆寺賢 俊に 謁し、 菩薩戒 を 受け" 高 野 新 別 
所 京都 牧尾 山に 來 う、 多年 毘尼 を究む 、後江 戶淺 草解脫 寺 R 
寓し 、禪戒 を 四 部に 授く 、尋で 總州葛 西に 到う、 雨を 祈る、 
正 保 年中 武藏 雲巖 寺に 居う、 寺を 江戸 深 川 -ic 遷 し、 慧然 寺と 
號 す、 正 保 四 年 故 あ $ て 派を 改め、 法を 月桂 雪山に 繼 r、 晚 

年 寒 江 養 R 遜 居し、 寬文八 年 七月 二十四日 寂す、 壽七 十一、 

臘六 十一、 著作 語錄 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ！<丨 宗甄 iH f ^A 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 

百 二十 四 代な う、 宗甄 字は 別 源、 號は養 拙， 京都の 人、 說叟の 

法を 嗣 く、 延寶七 年 三月 十八 日出 世す、 元 祿二年 二月 十日 開 

堂し、 淸心菴 に 住す、 後武 藏廣德 寺 R 住す、 元祿 十三 年 十月 
苒 ひ 本山の 淸心菴 に 住す、 寶永六 年 九月 十七 日 武藏赤 坂種德 


シユ 1C 宗) へ I ホ 


寺に 寂す、 壽八 十二、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シユ ー へ ン .宗遍 ？-•  — )  C 眞言 宗〕 山城. 尊壽院 第三 代 
f、  宗遍 字は 大夫 法眼と s a 、 定遍の 弟な 6、 其 法を 嗣 
咎 て 尊 壽院の 三代と な 6、 付 法の 弟子 II 通、 實遍 、顯遍 の 三人 
を 出' たす、 (傳燈 廣錄) 

、ンユ ー ホ 宗甫 - : =: s : A : 〔淨 土宗〕 京都 知恩院 第二 十八 代 
なう、 宗甫は 九 蓮社浩 譽と號 し、 菊亭 殿の 息な う" 祖 洞に 師 
事して 法を 嗣ぎ 、知 恩院に 主と なる， 慶長 三年 十一月 十七 日 
寂す、 壽缺 く、 門下の 高弟に 滿譽尊 照、 泉 * 存徹の 二人 あう、 
(淨 土總系 譜) 

シユ ー ホ 宗甫〇 二 七 AX 曹洞宗 U 遠 江 可睡 寺の 禪 僧な 
AV,  宗甫 字は 林英 、尾 張の 人、 稍 長 じて 乾坤 寺 逆 翁 順を 禮 
して 得度し、 可睡寺 大路 一遵 (-C 參して 其 法を 嗣 ぎ、 永 正 十五 
年 大路 寂す るに 及び、 其 席を 繼ぎて 可睡 寺 R 住す、 寂 年 並に 
壽缺 く、 法 嗣大陽 一鴒あ 6、( 日本 洞 上聯 -S 錄) 

シユ 1 ホ ー 〖示 彭 ( . ) 〔曹 洞宗〕 遠 江 大興 寺の 開山な 

6、 宗彭 字は 大壽 、大 隅の 人な 6、 出家して 諸 宗老に 歷參 
せし が、 後ち 天巖 禪師に 師事し、 硏究 多年に して 印 可を 蒙う、 
總持 寺に 出世し、 祗樹 、妙 川、 大廣 、諸 寺に 歷 住し、 晩年 R 
至う、 遠 江 相 良の 莊 R 往て大 興 寺を 建立し" 某 年 寂す、 ut 壽 
缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

'シ ユ S ホ* 宗彭〇 三 01 e 〔曹洞 宗〕 奥州 峰 全院の 開山 
f、  宗彭 字は 州菴 、出家して 諸老 宿に 歷參 し、 遂に 吾寶 
宗璨 禪師に 師事す る C と 十二 年に して 印 可を 受け" 後奧州 に 
遊 化し''  白 河 郡將の 請 R 依う、 峰 全院を 開く 天文 十一 年 相 摸 


けし 三 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


最乘 寺に 主と な 6、 二 年に して 峰 全 院に歸 某 年 寂す、 壽 
缺 く‘ 付 法 弟子 子 賢宗 遊， 天 室 洞 先、 明嚴以 哲 、俊 天 永 球‘ 宗 
正藏 主の 五 人 あう (日本 涧上 聯燈錄 ) 

シユ ー ホー {示 彭 i iH g SH 〔臨 濟宗〕 武藏品 川 東海 寺の 開 
山な 6、 宗彭 字は 澤菴と s a i 法を II 阜寺の 明 堂 古 鏡禪師 
一 凍 滴に 嗣く 、俗姓は 平氏、 但 馬の 人、 正 親 町 天皇 天 正 元年 
十二月朔日出石村に生 5- 、十歲邑の唱念寺に入うて衆譽上人 
の 侍 童と なる、 十四 歲宗鏡 寺 內の勝 福 寺に 入うて 業を 希 先 西 
堂に 受け， 戒法を 授か 6、 名を 秀 喜と 呼 ふ、 更に 佛經を 讀み、 
世 典を 學ふ 、後陽成 天皇 文祿 元年、 師 二十歳に して 宗鏡 寺に 
寓 せる 董甫 仲の 室 {C 參 す、 同 三年 董甫 仲歸 京す るに 從ひて 大 
德寺に 至^^ 三 玄院 に掛 錫す、 此にて 圓鑑國 師に昆 ぇ、 諱を改 
めて 宗彭と S ふ ■師 貧に して 朝夕の 資な し、 因て 筆耕して 口を 
糊す、 大 德寺內 の諸老 宿の 門を 歷訪 して、 多く 得る ところ あ 
う、 慶長四 年 0 一十 七 歳} 近 江 瑞巖寺 脱 6、 圓鑑之 を 開 堂す、 
師從 CA て 往 く、 尋 S て 董甫同 寺に 住する や、 師も亦 侍す、 翌 
年 京に 歸 6 .て 三玄院 R 居る、 藏 する 書を 賣 うて 衣鉢の 資に供 
す、 六 年. 四月 廿六 日董甫 寂す、 和 泉に 往さ 大安 寺に 寄寓せ る 文 
西 洞 仁に 就きて 文 墨を 習 ふ、 七 年 和歌 一 百 首を 詠す、 細 川幽 
齋玄旨 乙れ を 批評して 稱讃 す、 六月 海會 寺の 齋に與 る、 琮玉 

甫 、偉 雲 英師の 法 器なる を 知う、 數々 聘 すれと も 終に 應 せす、 

八 年 八月 二十 五日 文 西 入寂す、 臨終に 師資の 禮を講 し ■僧 具 

書笼を 付 せらる、 此時古 鏡 禪師 陽春 寺に 注す、 師屢 々其 室を 

叩きて 相 見え、 機 辯 相 契す" 因て 桂 塔を 許さる* 九 年 八月 四 

日 古 鏡 帥に 印證の 語、 及 a 澤菴 の號を 授け、 偈を以 て 證 す、 


シュ！  ({示) ホ 


十一 年 四月 二十 三日 古 鏡 示 寂し、 師祖塔 を 守る、 十一月 十： ？ 1. 
日 老父 雲峯以 閉 居士 物故す、 十二 年 三十 五歲 にして 大德 寺の 
第一 座と なう、 德禪 寺の 席を 董す 、四月 十三 日 母 枚 田 氏 歿す、 
故鄕に 歸^ 'て 佛事 を修ず 、八月 一日 和 泉の 南宗 寺に 住す、 十 
四 年 三月 八 H 玉甫琮 の 執奏に ょう 詔を 受けて 大德 寺を 視篆 
す、 幾 もな く 和 泉に 歸 る、 十六 年 二月 九日 圓鑑 寂す、 師三玄 
院の 塔を 拜 す、 豐 臣秀賴 使を 以て 大坂に 召せと TP、 師固辭 し 
て 赴かす、 八月 一日 京都 大傳 院に寓 す ©' 豐後守 細川忠 興亡 父 
の爲 R 一  寺を 創し、 師を請 すれと も往か す、 十七 年秋大 餍院 
にあうて 詠歌 大槪音 義一卷 を 著して 信 尹 公に 贈る、 十八 年 
二月 二十 九日 南宗 寺の 鐘樓を 建つ、 七月に 至りて 功を 畢 ふ、 
此年大 燈國師 の 年譜 一卷を 編す、 十九 年 五月 朔日 養德 院に遷 
る、 夏八瀨 村に 橋を 架して 村人に 便を 與 ふ、 八月 大仙院 の 書 
院を 建つ、 元 和元牢 朝鮮人 李 文 長 和 泉 (C 來る 、師 書を 往復す、 
夏 四月 大 坂の IL 興る、 師南宗 寺に 牲きて 開山 國師 の fll 梨、 及 
ひ 先師の 證 書を 出して 大德 寺に 歸 る、 幾 もな くして 南 宗寺兵 
燹に 罹る、 七月 徳川家 康 法制 數條を 大德妙 心 二 寺に 下す、 九月 
京を 出く、 和 泉に 往 き、 南 宗 寺の 燒趾を 見直に 岸 和 田に 到'^ 
て 日光 寺に 寓す 、十一月 二 十九 日本 光祖の 三十 三年 忌に 聚光 
院を領 し、 歸りて 法事を 修 し、 岸 和 田に 赴き、 日光 寺に 居る、 
其喧騷 なる を 厭 CA て 天下 村極樂 寺に 移う 萬す、 二 年 二月 岸 和 
田の 城主 小 出 吉英に 乞うて 松 三百 餘株を 南宗 寺の 趾に植 ゆ、 
三月 朝鮮人 李 文 長、 愼昌 仙、 裴元臣 、李碩 之と 共 R 和 泉水 間 
及 a 牛 瀧の 二招提 寺、 及 a 攝津住 吉に遊 ひ、 詩 數十篇 を 唱和 
す、 六月 南宗 寺に 歸 う、 八月 京都の 大用菴 甲乙 住持の 任に 輔 

シ ユ .1.( 宗.} ホ 


書辭 名人 家佛本  日 


(C 四 五） 


、、〆 ユ  <— ( 宗) ホ 


す、 但 馬の 宗鏡 寺廢壤 久し、 師出石 郡 主 小 出吉英 (泉 州ょう 
但州に 轉 任せ 6)に 勸めて 再興し、 八月 二十 九日 師但 馬に 牲 
きて 落慶 す" 三年 南宗 寺を 村の 南に 移し、 開山 塔 及 a 鐘樓 
外 門を 建つ、 筑前守 黑田長 政、 大宰府 の崇福 寺の 席を 師に付 
する も'  師辭 して 赴かす、 八月 京の 玉 井 巷に 寓 す、 九月 十三 
日 幕 命を 受けて 大德寺 前 住 長 松 岳、 及 a 門徒の 僧數 人を 擯出 
し、 長く 濫 行の 者を 絕 つ、 四 年 二月 大和 奈茛に 遊 a て 芳林菴 
に寓 止す" 八月 歸 京し" 九月 泊瀨 寺に 到うて 閑居し" 十二月 山 
城の 妙 勝 寺に 移り寓 す、 五 年 夏南宗 寺の 方丈 庫院を 建つ、 六 
年但 馬に 往き宗 鏡 寺の 後山に 菴 居す、 扁して 投淵 軒と いふ、 
七 年 左右 侍者の /2 めに 理氣 差別 論 一卷を 作る、 寬永 元年 (五 
十二 歲) 高 松 好 仁 親王 但 馬に 來 うて 師の禪 房を 叩く •"師 堅く 
閉ちて 謁せす、 四 年 京都に 歸 う、 玉 室 翁の 法 嗣正隱 知を 擧け 
て 大德 寺に 出世せ しめ、 和 泉 R 往 く、 天皇 師を 召す、 師應せ 
すして 但馬 に隱 る、 五 年 和 泉に 往 く、 將 軍秀忠 京都 所 司 代に 
命して 正 隱の大 德寺視 篆の東 照 公 制 法に 反する を 責めし む、 
山中 愕然として 陳謝す ると 乙ろ なし、 師之を 聞きて 京 ic 赴く、 
然れ とも 衆議 决せ S るを 以て 和 泉の 大佛 供 R 到うて 一 小菴に 

居る、 某 上座 追 a 來 $、 强ゐて 起たし む、 師已を 得すして 再 

s 大德 寺に 歸 う、 諸老に 代うて 古法 先 規を錄 して 幕府 ic 呈 す、 

然れ とも 公義 未 y2 决 せす、 大和の 大佛 供 R 入る、 六 年 二月 京 

郡に 出つ、 命に よう 玉 室 月 江の 二人と 共に 江戶に 出て、 訊問 

を受 く、 師玉 室と 寺 法を 執て 動かす、 將軍 有司に 命して 玉 室 

を 奥州 棚 倉に 謫 し、 師を羽 州の 上 山に 貶け しむ、 七月 二十 七 

日 玉 室と 共に 江戸 ^ 發 し、 下 野太 田 原よ 6 分れて 奧羽兩 地に 


シ T  (宗) ホ 


赴く、 將軍大 德妙心 二 寺の 古老に 命して 紫 衣を 脫 し， 黒衣を 
着せし ひ、 師 居る 所の 地に 扁して 春雨と s ふ、 參徒 輻輳す、 
和歌 一千 首を 泳して 謫處の 幽閑を 樂む 、九 年 六 4 -歲 に して 赦 
を 蒙う、 玉 室と 共に 歸 $、 七月 二十 七日 江戶に 着し、 神田廣 
德寺に 萬す、 冬 駒 込に 幽居す、 丹 後 守 堀 直 寄 別業に 師を 招き. 
大に 優遇す、 十一 年武 野氏宗 朝なる もの 師の頂 相を 寫 し、 師に 
賛を請 ふ、 即ち 書し 與ふ夏 六月 命に i う 玉 室と 共に 大德寺 
に 歸 6、 七月 將軍に 二條 城に 謁す、 八月 宮中 R 入-^ て 上皇 ic 
法を 說 く、 九月 和 泉 4C 到う、 請を 受けて 祥害 寺を 落 慶す 、同 
年但 馬の 故 居に 歸 る、 十二 年 幕府の 命を 受けて 江戸に 赴き、 
但馬守 柳 生 宗矩か 麻布の 別邸に 居る、 十三 年 十月 京に 歸 6、 
再 a 但 馬に 歸 る、 十四 年 三月 二十四日 大聖 國師一 百年 忌を 修 
し、 京に 入うて 大仙 寺の 塔を 拜 す、 四月 命に ょ 6 江戸に 赴き、 
麻布 檢束菴 に寓 す、 一位 禪尼淸 春 鎌 倉 翁 谷に 英勝 尼寺を 建て' 
其 子 水 戶中納 言 賴房師 に 就きて 山號を 求む、 師 之を 名け て 東 
光山と s a 、 偈を 作うて 之を 賀す 、將 軍師を して 地を 品 川 R 相 
せしめ、 十五 年 東海 寺を 創す、 師 此年但 馬の 溫 泉に 浴せ A と 
て 江戶を 去う、 和 泉に 柱き、 四月 二十 三日 南宗 寺に 古 鏡の 三 
十三 年忌を 修 す、 但馬守 柳 生宗矩 、神 護山芳 德寺を 大和 R 
建て、 師を 請して 開山と なす、 七月 京に 入 6、 先師の 塔を 巡 
禮 し、 和 泉を 過き て 但馬 に往 かんとす、 上皇の 詔を 受けて 歸 
う、 宮中に 參 し、 原人# を 講 し" 皇朝 類苑 一部、 磁 香爐、 
紫 石 硯を賜 ふ、 十月 國師號 を 賜 はんとす、 辭 して 日く、 願く は 
之を 故徹翁 和尙に 賜へ と， 因て 十一月 十五 日 徹 翁 (C 謚して 天 
應大現 _師 と 賜 ふ" 十六 年 三月 廿八 日江戶 R 赴く、 命 V」 受け 
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書辭 名人 家佛本  日 


て 萬 松 山 東海 寺に 住す、 十七 年 堀 田 正 盛 東海 寺內 R 臨川院 
を 創す、 將軍 邸宅を 師に賜 ふ， ■十八 年 酒 井 忠勝長 松院を 東海 
寺內に 傲す" 十九 年 小 出吉英 の爲に 上中下 三 字の 解を 作う、 
併 R 圖を繪 きて 座右の銘と なす、 二十 年 細 川 光 尙妙解 院を東 
海 寺に 建つ、 寺 後の 111 中よう 淸泉 流出す、 師之を 引きて 一 池 
を 室の 北面に 開く、 幕府の 命を 受けて 萬 年 石 記を 作る、 祠堂 
の 記を 作うて 東海 寺の 祠 堂に 揭 く、 正 保 元年 伊勢 守 小 出吉親 
東海 寺に 雲 寵院を 建つ、 三月 京に 赴きて 上皇に 謁す、 但馬 に往 
き、 十二月 江戸に 歸 る、 翌年 書エ に 命して 自 像を 盡 かしめ、 
親ら 其 中に  一 ^ を 加へ、 讃を其 上に 書す、 斯の 如き もの 二 軸、 
一は 東海 寺に 置き， 一は 南宗 寺に 藏 す、 十 I 月 二十 九日 病に 
罹る， 十二月 十日 將軍松 平信 綱を して 病を 訪 はしむ、 十一 日 
衆の 强請 に より 遣 偈 として 夢の 字 一字を 書し、 筆を 投して 寂 
す、 壽七 十三、 臘五 十七、 東海 寺の 後に 葬る、 實に正 保 二 年 
十二月 十一 日な う、 (東海 和 尙紀年 錄澤菴 大和 尙行狀 、泉 南 
祥雲禪 寺 開山 澤菴 禪師 寂然 塔銘 、本朝 高僧 傅) 

シユ ー ホ ー  示 峰ミョ ー チョ-- 妙趄を 見よ、 

シユ- ホ ー {示 鳳 —Z1 一一 一  sj -o 〔曹 洞宗〕 武藏大 善 寺の 開山な 
宗鳳 字は 在天、 尾 張の 人、 十四 歲 R して 白 坂の 雲 岡 寺 
R 出家し、 具足戒 の 後、 三 河の 全久 寺に 光 國禪師 に參 すれと も 

未 穴 悟る 乙 と 能は す、 靑松寺 泰翁德 陽に 謁して 印 可を 受け、 辭 

して 醫王 山 R 大善 寺を 御して 鼻祖と なる、 弘治 元年 泰翁 遷化 

し師 遺命 R ようて 靑松 寺 R 主と なる， : 兀龜 三年 正月 二十 三日 

寂す、 壽八 十三、 臘六 十八、 法嗣 久室玄 長の 一人 あり、 臨終 

の偈 あり、 日く、 世 尊 七十 九、 宗鳳 八十 三、 拶= 倒 無 影 樹ハ依 k 
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舊 緣鬚擊 , と (日本 洞 上 聯 燈錄) 

シユ ー ボン 宗梵 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 

第 十九 代な り， 宗 梵字は 乾 用と s a 、 法を 德翁 宗碩 R 嗣 
居を 長 松 軒と S ふ、 今 紫 野 龍源院 R ぁ 6、 寂 年 及 ひ 壽傳 はら 
す、 (紫 巖譜 略、 大徳 寺世譜 +) 

シユ ー マン 宗萬ー ニ S 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 僧な う、 
宗萬 字は 休 翁豐 後の 人な 6 出家して 悅溪宗 五 5 に 參して 法を 嗣 
ぎ、 筑紫崇 福 寺に 住し 後大德 寺に 遷 る法幢 最も 熾 / L に  '兴 
名 朝廷に 聞へ 特に 大傳佛 燈禪師 ん號を 賜 ふ 大永六 年 二月 寂す 
壽六 十四 (延寶 傳燈錄 j 

シユ i z ン宗班 ニー. 七 九 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 六十 
四 代な う、 宗珉 字は 玉 浦、 俗姓は 鹽三 氏、 丹 州 紅 里の 人 7X 
う、 幼に して 出家し、 悟溪 R 參して 遂に 其 法を 嗣 r 瑞泉妙 
心 大德の 諸 寺を 歷て 道譽禪 林 {C 重し、 美 作 太守 鷲 見 氏 美 濃の 
山縣 に大智 寺を 鄉し師 を 請し 開山と なす、 永 正 十六 年 十一月 
三十日 寂す、 壽缺 く、 法嗣六 人を 出す (紫 巖譜 略、 延寶傳 燈 
錄) 

シユ ，.ミン. {示 ffi 一一 ir j raA 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
九十 五代な 6、 宗珉 字は 翠巖 とい a 似 玉 又は 柄 蘆 子と 號 す、 
和 泉の 人、 俗姓は 半 井 氏. 江 月の 俗 甥な-^ 江 月の 法を 嗣 き、 明 
曆 三年 三月 十八 日出 世し， 紫 野 寸松菴 に 住す、 大德寺 内に 引 
淸軒 、京都に 山陰 軒 肥 前 平戶に 春 江菴を 創し、 宇治 藏藤菴 を 
中興す 後 肥 前 田 平の 是興 寺、 同 州 平戶の 淸淨菴 、凉 月菴 等の 
延 請を 受けて 皆 開山と なる'  寬文四 年 七月 计 三日 頌を 書して 
日く、 來來去 去、 柱 杖雖 > 瘦 ，附 = - 朶 梅 『駆 年 猫 日、 大衆 珍 
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と 筆を 槨 ち、 茶 二 碗を 喫して 寂す、 壽五 十七、 寸松菴 に 塔す、 
寬文 十二 年 勑謚法 雲 大仰 禪師を 賜 ふ、 延寶八 年 三月 廿三 日祖 
堂歷 住に 入 牌す、 (紫 巖譜略 大德寺 世 譜、) 

、 V ユ丨， 之ョ ！  宗命  Il f  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 理性 院 
の 第三 代な う、 宗 命は 鳥 羽 僧都と S ふ、 內 大臣 宗 能の 子な 6、 
賢覺の 法を 得、 理性 院の 三代と なる、 眞言 肝心 抄一卷 を 著して 
後學に 遺し、 承 安元 年 七月 十日 寂す、 壽五 十三、 (續 傳燈 廣錄) 
シユ If i ヨ 1 ィン宗 院  一ー チ シ ユ ！ 日 宗を 見ょ、 

シユ ー み 宗無；  一 •二 - t: 七 〔淨 土宗〕 筑後 善導 寺 第三 代な う、 
宗 無は 淨 蓮社淸 譽と號 す、 明譽 上人に 師事して 淨土宗 を學び 、 
慶長 十九 年 十一月 十八 日 上人ょう 璽書を 授けられ、 善導 寺 第 
三代と なる、 元 和 三年 二月 三日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シユ ー メ  3  { 示 漠( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 

第三 十二 代な う、 宗溟 字は 季 東と 云 ふ養叟 に參 侍する Z. と 
多年 遂 R 印 可を 付せられ 大德 寺に 出世す、 寂 年 及 壽缺く (紫 巖 
譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シユ ー モク 宗牧； j.  一 -t; 七 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪 
僧な $、  宗牧 字 d: 東溪 、俗姓は 藤 原 氏、 筑紫 太宰府の 入な 

6、 七歲に して 州の耖 藥 寺に 役し、 明 照 和 尙を禮 して 出家し、 

十八 歲西關 文に 參 する 乙と 一年" 寶 山寺の 春 浦 和尙に 就き、 

十 年を 經 犮り、 春 浦 寂す る や、 其 遺命に ょう實 傳眞 R 依る" 永 

正 二年舂 詔を 奉して 京都 大德 寺に 出世す、 後柏原 天皇 特に 佛 

慧大圓 禪師の 號を賜 ふ、 永 正 十四 年 四月 十九 日 寂す、 壽缺 く" 

龍 源院に 塔す、 (本朝 高僧 傳) 

シュ ー モク {示 牧ーー ― : 六 一 •一 〔曹 洞宗〕 武藏香 雲 寺の 禪 僧な 
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う、 宗牧 字は 養 拙" 出家して 久しく 噩叟宗 俊に 師事して、 
法衣 拂 子を 付 せらる、 噩叟の 寂 後 武藏金 澤に菴 居し、 出て、 香 
雲 寺 R 住す、 文龜二 年最乘 寺 R 遷 う、 某 年 寂す、 壽歃 く、 (日 
本 洞上聯 燈錄)  . 

シ？ モク 宗穆 11 货^臨2ボ〕山城紫野大德寺第二 
百 五十六 代な- N、  宗穆 字は 穆 岩、 京都の 人、 春 外の 法を 嗣 
く、 元 祿九年 三月 十七 日大德 寺に 出世し、 十一 年 九月 廿 八日 
開 堂して 黃梅院 R 住す、 正 德四年 九月 廿七 日中 御門 天皇敕 し 
て 佛統大 明禪師 の 號を賜 ふ、 享保 元年 二月 十六 日 寂す、 壽七 
十. —- 、 (紫 巖譜 略、 大德 寺世譜 、}  I 
シ n- モク 宗睦ーーーー -0 |5 〔曹洞宗〕廚馬田口巷の禪僧な一 
P,  宗睦 字は 蒲菴 、對馬 國の人 ■父は 宗氏 世々 國の大 守た I 
う、 師康應 元年を 以て 生れ、 幼ょう 世相を 厭 a 十歲 にして ^ 家 
し 天台の 敎 義を學 ぶ、 後 捨て去て 瑞雲 寺 竹 居禪師 に 謁す、 後 諸 
方に 歷 遊す る數年 、再び 瑞雲 寺に 上て 參究 し、 終に 印 可を 蒙る 
本國 に 歸'^ て 田 口 巷を 創し、 尋、 て 國分 寺 1: 改め ' tr lli 林と なし、 I 
大に大 寧 寺の 門 風を 弘む 、師住 山す ると 三十 餘年 、文明 十一 
年 九月 廿 一日 寂す、 壽八 十三 歲 、臘 七十、 (日本 洞上聯 燈錄) 
シユ ー モン 宗文二 一 V 一 ^ 〔臨 濟宗： J 山城 紫 野 大德寺 二百 
卅九 代な 6、 宗 文字は 質 休、 號は 無住 軒、 近 江の 人な う、 

江 雲 龍の 法を 嗣 く" 貞享二 年 二月 廿日 勑を 奉して 寺に 入うて 
開 堂す、 尋きて 崇福寺 八十 二 代 孤 蓬菴二 代 R 歷遷 す、 同 二 年 
七月 東海 寺 輪番と なう しが、 幕 命 R ょ'^ て 停止せられ、. 天 倫 
和尙獨 住と なる、 同 三年 十一月 廿 八日 寂す、 壽五 十四、 享保 
六 年 十月 三日 中 御 門院 勅して 圓機 眞悟禪 師と謚 す、 (紫 巖譜 
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略、 大德寺 世譜) 

シュ— や ク 宗益一 ii 謀 〔曹 洞宗〕 奥州 泰心院 の 禪 僧な 
$、  宗益 字は 損 翁 •俗姓は 靑木 氏、 出 羽 米澤の 人な 6、 十 
二歲 得度し、 禪林寺 蘭洲 、館 山寺 要 山 R 隨 ふ、 後江 戶 に遊ひ、 
楞巖院 の 講席 R 列し、 感發 すると 乙ろ ぁう、 一旦 國に歸 う、 延 
寶中 加賀の 大乗 寺 R 到-^ 月 舟 胡に 見 ゆ、 貞享 三年 出 羽 東 源 
寺に 首座た う、 翌年 再 a 大乘 寺に 到う" 卍 山 白に 隨 a 、 五位 
訣を聽 く、 白 禪師偈 を 示す、 日く 損 中 有， 益益 中 損、 損益 兼修 
道學 全、 爲 示，， 正 偏 回 互 要 —'* 三 疊五疊 俱幽玄 、と、 後、. 仙臺泰 
心院の 可山悅 R 見 ゆ、 悅禪師 喜 CA て 衣 法を 附す 、因て 等澤に 
菴 居す、 元 祿十年 悦の讓 を 受け、 同院の 席を 補す、 乃ち 老母、 
並に 姉の 二 尼を 迎 へ、 寺 側に 一室を 營み 、日々 講事 怠らす、 
元祿 十四 年老 母壽 九十 一にて 寂す、 師姉 尼と 共に 棺を舁 き 葬 
むる、 寶永二 年微恙 ぁう、 五月 廿 四日 寂す、 壽五 十七、 臘三 
十五、 等澤普 門菴に 大容 塔を 建つ、 遺偈に 日く" 生 也 無，， 所從 
來 T 死 也 無， I 所 去處？ 响 都來錯 、と、 (續 日本 高僧 傅) 

シュ^- ヤク 宗益一 j 二 A- o-t 〔臨 濟宗 ；！ 山城 紫 野 大德寺 第 百 
六十 二 代な 6、 宗益 字は 日 新、 號は哦 松 相模の 人、 田 村 氏な 
$、 龍 室の 法を 嗣 く、 元 和 五 年 二月 十八 日大德 寺に 出世し、 
相 模早雲 寺 內の天 用菴に 住す、 後、 龍 泉菴を 再興す、 同 六 年 

正月 十六 日 寂す、 壽六 十四、 偈に 日く、 這 赤酒壺 、牧拾 修補、 

一 棒 打破、 滴水 凍喝 、と、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シュ 丨ュ 宗愈一 一：  一 • !: 〔臨 SS 京都 大德 寺の 第 四十 九 

代な う、 宗愈 字泰叟 ，其 俗姓 生國詳 かならず、 春 浦禪師 

の法嗣 にして、 文明の 初年、 大德 寺 R 出世し、 文明 十一 年閏 


九月 十日 寂す、 壽缺 く、 遺偈に 日く、 佛界 魔界、 一踢 踢飜、 
末 來句颦 、と、 (紫 巖譜 略， 本朝 高僧 傅) 

シユ ーユ ー 宗友三 ■二 七 S 洞宗 3 下野 洞 雲 寺の 開山な 
ゥ、 宗友 字は 只 山、 下總結 城の 人、 十五 歲に して 出家し、 
山水を 好みて 菴を 結 a 、 獨學を 事と す、 後、 雪 光良 訓に 見ぇ 
て 其 法を 繼く 、詣 山に 招かれて 首座と 江る 乙と 凡を 九 度、 遂 
に 下野 眞名 子の 梅樹 谷に 隱る 、後 其 地に 洞 雲 寺を 建て、 弘治 
三年 五月 九日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ユ 1 ：{ 示 看 ( . ) 〔曹 洞宗 U 美 濃天德 寺の 開山 

f、  宗宥 字は 在中、 春 屋宗能 禪師の 法嗣に して、 其 室 中 
の 上 首たり、 總持 寺に 出世し、 永 澤最乘 諸 寺に 歷 住す、 近江大 
守 六角 氏 賴美濃 關縣に 天 德寺を 築き、 師迎 へられて 始祖と な 
る、 寂 年缺 く、 法 嗣桂堂 佐、 松庵塋 ，南溟 穆の 三人を 出す、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー ユ ー 宗遊 2. 一 六 n  〔曹 洞宗〕 相 模最乘 寺の 禪僧 
f、  宗遊 字は 子 賢、 峯全寺 州 庵 宗彭の 室に 參 し、 其 法を 嗣 
き、 總持 寺に 出世し、 峯全 寺に 遷 る、 文龜 元年 最寺乘 に 主と 
なぅ、 晚年石 雲 寺を 開き。 某 年 寂す、 世缺壽 く、 C 日本 洞上聯 
燈錄) 

シユ ー ユ ー 宗融二 S 嗽 〔曹 洞宗〕 肥 前圓應 寺の 禪僧な 
6、 宗融 字は 松 雲、 俗姓は 田 氏、 肥 前の 人な 6、 十歲 にし 
て圓應 寺華嶽 禪師を 禮し て. 得度し、 二十 一歲 京都に. 上う、 尋 
いて 江戶 R 下う、 洞 濟の諸 高德ヒ 歷 訊し'  後、 國に歸 6、 老 
母を 省す、 長 崎 皓臺寺 一 禎禪師 の 下に 柱き て留 う、 寺侧に 一 
室と 構へ て 老母を 養 ふ、 一日 市に 出て 魚を 買 a 、 草繩 に 貫き、 


シユ丄 き や— ユ  シユ - ( {示) ユ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 四 五） 


>• ユ！ (宗 }ョ > ユ； (宗 )ョ 


杖を 以て 荷 ひ 歸 る、 老母 誠め て 日 ふ、 吁是 れ釋 氏の 爲 すへ きこ 
とか 他日 ま y2 老母に 饋 らんと て 魚を 携へ歸 る 乙と 前の 如し、 
老母 怒 $、 窃かに 婢 をして 魚を 捨てし む、 然れ とも 猶 かくの 
如くす る もの 再三な う、 老母 益 怒う、 遂に 自ら 刀を 握 6 髮を斷 
ち、 師に吿 けて 日く、 今よう 吾を 妙 喜と 稱 せよ* と、 師大に 
賀し 、緇 衣を 懷中に 探 $ 出し、 授けて 日く、 我 願 始めて 滿つ 
と、 爾來 老母と 共に 三 寶に事 ふ、 承應 三年 隱元 禪師宽 來 す、 
師 謁見して 偈を呈 す、 明曆 三年 圓應 寺に 住す、 寬文二 年諌早 
天祐 寺 R 到 6 て大藏 經を閱 す" 五月 老母 鄕里 に 死す、 師圓應 
寺に 歸 へう、 喪 事を 治む、 明年 結 制 大衆 雲集す、 寬文四 年 正 
月 朔日病 あ 6、 四日 朝 門人に 遺誡を 示し、 父母の 位牌を 陳 し、 
其 前に 禮して 後晏然 寂す、 壽 五十六、 著作 語 錄二卷 、詩集 一 
卷 、從 容事畧 十五 卷 、天 龍直說 、禪宗 五 派圖ぁ 6、 遺 偈に日 
く、 五十六 年、 隨 -- 順 世緣 --■* 雨 散雲歛 、碧 落月圓 、と、 師 よく 
箏を 鼓し、 老母 常に 聽 くを 喜 ふ、 師毛亦 常に 廢せ す、 門弟 月 舟 
胡偈を 作うて 諷す、 師笑 CA て 日く、 爾の 知る ところに あらず， 
亦 偈を以 て 答 ふ、 唱和の 偈 左の 如し、 寄 言 借問 誰 家 曲、 只 恐 人 

呼 _|師 曠孫； 止 止莫鈿 ，.鳴 鶴怨 S 風 日夜 普 聞 h、 (月 舟) 老撫 

秦筆，慰--困勞〖豈同=-俗客事--風騷 --'» 絲中佳趣無--人會〖門外松 

風 入， 手 高 (松 雲) (續 日本 高僧 傳 、日本 洞 上 聯燈錄 、名家 略傳 3 

シユ 1 ヨ i 7K » ( . ) 〔曹 洞宗〕 丹 波德雲 寺の 開山な 

$、  宗瑛 字は 希 曇、 薩 摩島津 氏の 子な う、 幼 R して 荆翁和 

尙に依 6、 出家して 弟子と な 進 戒の後 偏く 諸老 R 參 し、 

太 容梵淸 禪師に 見えて 敎を受 く、 太 容玉雲 寺を 退く に 及んで、 

師を して 主 / 2 らしむ、 未だ 幾何なら ずして 總持 寺を 主 どる" 


後ち 丹 波に！！ 雲 寺を 築き、 開山と な 6、 某 年 六月 一日 寂す、 
世 壽缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

、ンユ 1 ヨ  {示 譽 デン テッ 源哲ヲ 見ょ、 

シユ 1 3 宗譽 リョ -n 了 故を 見ょ、 

シユ ー ヨ ー 宗楊 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 第 四 

十四 代な 6、 宗楊 字は 岐菴と 云 ふ、 養叟宗 熙禪 師に參 して 
法を 嗣 ぎ、 大德 寺 R 主と なる、 寂 年、 及 壽缺く  (紫 巖譜略 、 
延寶傳 燈錄) 

シユ ー ヨ ー 宗用 ij a ^A t： 臨 濟 S 京都 大德 # の 第 百 九 
代な 4、 宗 用字は 大歇 、美 濃の 人な. り、 淸菴宗 冑の室 に參し 
て 法を 嗣ぎ •弘治 三年 冬大德 寺に 主と なる、 永祿 「二 年 四月 
二十 一日 疾に罹 6、 遺偈を 書して 日く、 未 後一 句、 假 吐-; 金 亡： 
輝， 天 輝 V 地、 只 死 譫語、 と， 筆を 投じて 寂す、 壽七 十二、 ( 紫巖 
譜略" 延寶傳 燈錄) 

シユ ，.ョ 1 宗曄二酬 ^ ハ〔臨濟宗〕豐前崇福寺の八十七 
代な う、 宗曄 字は 曇榮、 號は禪 月、 別に 幻 弇と云 ふ、 俗姓 
龜井 氏、 龜井 南溟の 弟な う、 七 歲 にして 橫岳 山崇福 寺 R 投して 
度を 受け、 十二 歲 京都に 上り、 東 福 寺に 投 し、 諸禪師 に遍參 
す、 後德禪 寺德隱 宗薩の 法を 嗣 く、 師道 暇 詩 書晝を 善くし、 
殊に 詩 名高し、 晩年 博 多の 妙樂寺 永住 院に居 る、 文化 卜 三年 
寂す、 壽六 十七、 著作 禪月集 一卷ぁ 6、( iE 燈 世譜、 禪宗 史料) 
、ンユ ーヨ ー 宗洋； j •一 - b: s: 〔曹 洞宗〕 越 中光嚴 寺の 禪 僧な 
う、 宗洋 字は 東海、 俗姓は 神 保 氏、 越 中の 人な う、 幼 R し 
て 出家し、 龍 淵 寺 旗雲祖 旭を 禮して 祝髮份 度し、 偏く 禪 門 V 叩 
く 乙 と 凡を 五 年、 皈りて 旗 雲を 省し、 其 印 可を 受け' 光嚴 寺に 


(五 四 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


注し、總持寺に娉る、住持二年、辭して光嚴寺に退休し、永 
正 十二 年 四月 二十四日 寂す、 世 壽缺く 遺偈に 日く、 夢幻 空 華， 
五十八 年、 末 後一 句、 問 不^^ 髮 、と、 荖作語 鈴 ぁり、 (円本 
洞卜 •聯燎 錄) 

シユ ー ョ ー S  00  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
五十一 代な り、 {千： 陽 字は苋 嶺近江 の 人、 天叔の 法を 嗣 く" 
慶長 十二铒 九月 十三 日に 出世す、 後陽成 天皇 特に 龍巖 大雲禪 
師の號 を 賜 ふ TF. 受院に 住し、 自ら 點 々子と 號 す、 寬永二 年 
八月 二日 寂す、 壽五 十七 •(紫.： 嚴譜 略、 大德寺 世 譜) 

シユ i フタ 宗恪 is 器 〔臨 濟宗 S 城 II 福 寺の 禪 僧な 
ぅ、 宗恪 字は 海山、 俗姓は 藤 原 氏、 三河國 渥美 郡 牟呂莊 の 
人な 〇、 幼 R して 鄕の眞 福 寺に 投して 出家し、 初は 隱山 に， 參 
し、 芳 仙の 印 記を 受け、 後 卓洲に 侍して 宗 奥を究 む、 駿 河の 
臨濟寺 山城 八幡の El 福 寺を 董 す、 弘化 三年 夏 月 寂す、 壽七十 
八、 嘉永 元年 三月 朝廷 特に 佛國妙 嚴禪師 の 謚號を 賜 ふ、 

シユ i フン 宗麵 it 一 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第三. 
百 五代な 6、 宗嬾 字は 桂 州、 號は金 ：粟室 ‘京 都の 人、 功 海の 
法を 嗣 く、 享保七 年 正月 廿 六日 出世し、 武藏祥 雲 寺 内 靈泉院 
R 住す、 享保十 一年 武藏品 川 東海 寺 輪番と なる、 享保 十七 年 

十二月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 (紫 巖譜略 ♦大德 寺世譜 、) 

、ンユ 1 リン {示 林 一二 H : ra: 七. 〔曹 洞宗〕 安藝 洞 雲 寺の 禪 僧な 

6、 宗林 字は H 舟、 生阈 俗姓 缺く 、雪山の 法を 得て 總持寺 

に 出世し、 藝州の 洞 雲 寺に 遷 る、 明曆二 年幕妞 を 受けて 皓臺 

寺に 住す、 貞一孕 叫 年 六月 三日 偈を說 て 寂す、 朝廷 論 號 ^ .賜 a 、 
大機盤 空 禪師と 云 ふ、 (日本 洞 上 聯燈錄 ) 


シユ ー リン 宗林 ( …… ) 〔曹洞 宗〕 越 中 IH 豚 券の 開山 
f，  宗林 字は 大成、 豐 後の 人、 大徹宗 计 の 法を 嗣き 、越 
中の 村 椿に 到ぅ、 JF. 脈 ^ を 0 して 住し， 諸 嶽 山に 移る、 辭し 
て ^ 皇院に 退去し、 某 年 寂す" 壽缺 く、 (日本 洞 -r •聯 燈錄) 

シユ ー リン 宗璘二 一一 si 〔臨 S S 山城 紫 野大 俾、 寺坑百 
四十 九 代な- 宗璘 字は 琢甫 、越 前の 人、 njl 叔の 法を 嗣 く、 
慶長 十二苹 四月 廿 二日 大德寺 に岀 世す、 瑞光院 を 創す'  寬永 
元年 正月 十六 日 寂す、 壽六 十一、 瑞光院 に 塔す (紫 巖譜 略、 
大德寺 世 譜) 

シユ ー リユ ー 宗立 1 i 一 V 一 ^ I 〔臨 濟宗： 一山 城 紫 封大德 寺 第 
百 八十 一代な 6.、 宗兑 字は 江 雪* 和 泉の 人、 自ら 不如 子、 又 
は枯體 子、 破鞋 子と 號 す、 江 月の 法 ^ 嗣 く、 初め 和 泉 旭 蓮 社 
に 入りて 剃髪し、 尋 S て 澤 菴宗彭 に隨 a 、 遂に 法を 江 月に 嗣 
きて 寵光院 の 集 一頭と なる、 IF. 保 元年 十二月 十五 日出 世し、 
正 保 三年 九月 廿日 開 堂し、 勅使 門に 入る、 同卅日 退院の 儀式 
あり、 黑 田氏筑 前 R 古 心 寺を 創し'  師 1: 請して 開山 始祖と な 
す、 慶 安四 年 九 H 江 戶品川 東海 寺の 輪番と なる、 京都 大一 £ 村に 
即心東 向の 二菴を 建て、 東海 寺 内に 松 泉菴を 創す •寬文 六 年 
六月 十九 日 寂す、 壽七 十二、 看松菴 に 塔す、 勅謚大 綱智海 禪 
師とい ふ、 天 和 二 年 五月 十九 日 II 堂 (C A 牌す、 (紫 巖 譜略大 
德寺世 譜、) 

シユ ー リユ ー { 示 立 一一 oi E: 〔臨 濟宗〕 京 郡大德 寺の 第 八 
代な う、 宗立 字は 草 然 、浴 姓は 律 守 氏、 攝汴の A な 6、 出 
家して 徹翁義 亨禪師 の 室に 參し 、遂に 其 法を 嗣 ぐ、 輒里 ジ佔 
七 口に 慈 恩 寺を 御して 衆に 接す、 後敕 命を 奉じ 大德 寺 ic 住し 


シユ 丄宗〕 ョ j P 


、 y ユ丄宗 )“ 


書辭 名人 家佛本 日  (六 四 五') 


3 ュ 1C 宗〕 リ 


久しから ずして 慈 恩 寺 R 歸 死期の 近き を 知りて 預め葬 地 
を 定め、 時 至うて 偈を— 書して 日く、 日用 三味， 佛 祖不/ 知、 機 
輪轉處 、橫 = 身 乾 維 —' 4 と， 旣 にして 自ら 棺 内に 入う、 人を して 
釘せ しめて、 日く 幷汾 絕信眞 活計、 と、 寂然と して 聲 無し" 
時 R 至 德二年 十二月 二日な う、 門人 埋葬して 塔を 其 上に 建つ 
(延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 、紫 巖譜 略) 

シユ ー 呈 i 宗龍 |-£ 競 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 
第 百 八十 四 代な う、 宗龍 字は 江 雲、 自ら 任 運 子、 子、 罔 
兩 子と 號 す、 山城の 人、 小 堀 遠 江 守 政 一の殍 な 6、 江 月の 法 
を 嗣 く、 龍 光院の 輪番と なり、 尋 s て崇福 寺、 及 a 孤 蓬菴に 
歷 住す、 近 江に 孤 蓬菴を 營み 、同國 小 室に ® 光寺を 營み 、筑前 
に 望雲菴 を營 む、 承 應二年 九月 武藏品 川 東海 寺の 輪番と な 6、 
延寶七 年 六月 十七 日 寂す、 壽八 十一、 孤 蓬菴に 塔す、 勅謚 を 
圓慧靈 M 禪 師と號 す、 延寶九 年 六月 十七 日祖 堂に入 牌す、 (紫 
巖譜 略、 大德 寺 ilt 譜) 

シユ ユ- 宗龍 =5 詰〔曹洞宗〕甲斐廣嚴院の開山 
f,  宗寵 字は 雲岫 、出 雲 大宮司 國 造の 子な う、 十七 歲の 

.時 出家し、 東西に 徧歷 して 諸師の 門を 叩き、 吾寶宗 璨禪師 に 

最勝 寺に 於て 見ぇ， 乙れ R 師事して 親しく 印 記を 受 く*' 寬正 

元 斗 降 矢道珠 甲斐 中 山に 妙 龜山廣 嚴院を 開き、 師迎ヘ られて 

開山と な 6、 文明 十 年 十二月 九日 寂す、； 壽八 十五、 臘六 十九、 

(日本 洞上聯 燈錄)  J 

シユ ー リユ！ 宗龍一 r: i Q: i  〔曹 洞宗 3 伊勢 花 林 寺の 開山 

なう、 宗寵 字は 眞 翁、 加賀の 人、 浮 翁 全槎に 師事して 其 法 

を 得、 席を 繼ぎて 全久 寺を 主とう、 永 平 寺 R 昇る、 泉 龍 龍溪 


シユ上 宗) y 


の 二 寺に 歷遷 す" 三 河 管 沼 氏 新 城に 宗堅 寺を 建て、 師其 始祖 
となる、 信 濃 小 諸 城主 某宗心 寺を 創し、 伊勢の 長 島に 花 林 寺 
を ■し" 皆師を 姪て 一世と す、 慶長八 年 四月 七日 寂す、 壽缺 
く、 法 嗣九蜂 如珊ぁ う (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ ー リユ— 宗劉 ii xr A-t 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺 第 
百 六十 ra 代な 6、 宗劉 字は 龍嶽 、號は 竿 隱 、石 見の 人、 月 
岑の 法を 嗣 く、 元 和 七 年 十月 四日 大德 寺に 出世し、 同 九 年 五 
月廿 一日 開 堂す、 後 筑 前の 國守黑 田 氏 江 戶廣 尾に 瑞泉山 興 雲 
寺 (今の 祥雲 寺) を 建て、 師を 請して 開山と なす、 後水尾 天 
皇 勅して 特に 竺仙 大法 禪師の 號を賜 ふ、 是れ寬 永 三年 三 r 五 
日な 〇、 同 五 年 十月 廿 八日 寂す、 壽七 十二、 玉 林院に 塔す、 
(紫 巖譜 略、 大德寺 世 譜) 

シユ！ リユ 1 宗隆  r5 8i  〔臨 濟宗) 京都 妙 心 寺の 禪僧 
宗隆 字は 景川 、俗姓は 平氏。 伊勢の 人な う、 幼に し 
て 州の 111 明 寺に 役して 剃髪し、 十九 歲遊 方し、 尾 張 瑞泉寺 雲 
谷 祥に參 する 乙 と三牢 、愚 溪寺義 天 詔、 讃岐慈 明 菴桃隱 朔に ，歷 
參 すれと も 悟らす'  梆隱 伊勢 2 大樹 寺に 移つ るに 從 a て硏 
究 し、 京都 龍 安寺に 再 a 義天に 謁し、 大樹 寺を 訪 a 其 問を 往 
來 する 乙と 三 四 回、 後 龍 安寺 雪 江 深 和尙に 依う ス 室して 大悟 
徹底す、 大和 高 市 郡 主 橘 榮家興 雲 寺を 建てて 師を 1E 山と す、 
文明 七 年 勅を 受けて 京都 大德 寺を 董 し、 京都の 妙 心、 龍 安、 尾 
張の瑞泉.'丹の龍興、伊勢の大樹 -'.;- 券に，歷住す、細川政元京郡 
に 大心 寺を 建て、 師を 請 a て 住持せ しむ、 明 應九牢 春 太 心 院 
にて 病み、 三月 f 日偈を 書して、 元本鹡 明、 七十 六歲 、末 後 
牢關 、.三千 條 罪、 と 云 a 、 連 喝兩喝 して 寂す" を 身を 正 法 山 


(七 四 五） 


書辭 名人 家佛本  0 


の 龍 泉菴に 葬む 6、 大龜 塔と 稱す 、勅して 本 如 實性禪 師と謚 
す、 (本朝 高僧 傅) 

シ ユ 19 2 1 宗锷一 -0 SS 〔曹洞 宗〕 相 摸最乘 寺の 禪僧 
f,  宗楞 字は 安叟 .駿 河の 人、 俗姓 源氏、 大森の 族な ぅ、 
幼 ic して 最乘 寺大飼 禪師に 投じて 薙髮 し、 心を 委ねて 法を 講 
せし が、 大綱の 寂 後 春屋宗 能に 師事して 其 法を 嗣 ぐ、 相 摸 小 
田 原 城主 總世 寺を 創し、 土 肥の 擅 越 寶善院 を 建つ、 師請ぜ ら 
れて皆 開山と なる、 (亨祿 元年 北條氏 綱 寶善院 を 早 川に 移) 改 
めて 海藏 寺と 云 ふ、) 尋で最 乘寺龍 泉 寺に懸 住し 後總侍 寺に 主 
となる、 文明 十六 年 九月 二十 二日 寂す、 享笫 九十 八、 嗣法天 
宰運 、模堂 範 ，學甫 富、 無 方 相、 竺翁符 、智海 哲 •材菴 棟、 
石室 林、 天叟 林、 光 嘴 威の 十 人 あり、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

シユ ー リヨ ー 宗一艮  一一 jlj A— — -fc 〔臨 濟宗丫 !'.] 城 紫 野 大德寺 第 
百 五十 九 代な 9、 宗 R 字は 賢 谷 •號は 泛梗 ■十 佐の 人、 俗 
姓は 吉良 氏、 玉 甫の法 7.- ,-嗣 く 元 和三牢 十一月 十七 日 大德寺 
に 出世す、 時に 六十 "—. 歲な ぅ、 元 和 七 年 十月 二十 五日晏 然寂 
す、 a 六十 五、 勅謚本 覺廣濟 禪師を 賜 ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 
世譜) 

シユ ー レ！ 宗令一 一一 九 ^ 〔曹 洞宗 ：一 越 中立 川 寺 開山な 6、 

宗令 字は 大徹 、肥 前の 人な 6、 U 說に大隅の人と云ふ)業を 

無 方に 受け、 後、 總持寺 峩山紹 碩に參 し了悟 し、 奉侍麥 年、 

總持 寺に 出世し、 峩 CU の法嗣 となる、 美 濃 井 益の 高峰 靈妙菴 

主 妙應敎 寺を 改めて 禪宗 となし 師を延 て 居らし む， 師 乃ち 

峩山を 始祖と なす、 將 軍足 利義滿 山林 田莊を 喜捨す、 越 中の 

檀越新 川 郡 眼目 山 立 川 寺を 創し、 師 開山と なる、 康曆中 攝津信 


シユ 1( 宗 、リ i レ 


官護國 寺を 建て 竺仙師 を 招く、 竺仙. 一 七 推して 始祖と なす 應 
永 十五 年 C 一  說十二 年) 正月 二 十五 日立 川 寺に 寂す、 年 七十 六、 
塔を 立て 師子菴 と 云 ふ、 臨終の 頌あ $、日く、生死熙常人不， 
識、 從前鸽 祖不 k F 及、 頭 長 三尺 更是 誰. 萬 切 峰頭徜 足 立、 と、 
法 嗣普門 元參 、省 三 妙 悟， 大成 宗 林、 春 巖祖朿 、禪室 宗 安、 閽 
道了闓 '越叟 了閩 、月 ? X 應雲 •_  B 桂 宴 來 ，覺 鹾玄了，竺山 # . 
仙、 天巖宗 越、 日 山 良 旭 直 菴宗觀 、不藏 可 直、 浩齊契 養の 
十六 人 あ 6、 (B 本 洞 上 聯燈錄 、伽藍 開基 記-) 

シユ！ レン 宗廉二 一 〇六 〔曹洞 (示〕 尾 張 正毗 寺の禪 僧な 
う、 宗廉 字は 直 翁， 雲 興 寺 天 先祖 命に 謁し、 其 法を 嗣 ぐ、 
尾 張 正眼 寺に 主と なう、 次で 總持寺 に 出世す'  文 安一 -- 年 十一 
月 二 - T 四日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シユ 1- ロ ー宗朗 ( ) 〔眞宗 K 女藝杳 採 坊の 住持な 
う、 宗朗 字は 若 拙、 號は香 山、 一に 岡 水 居士と 云 ふ、 筑前 
岡邑の 人な 6、 博學强 記に して 詩文を 善くす、 此時國 人 皆 詩 
文を 喜ばず、 且つ 若 拙の 豪邁なる を 見， 皆 之を 惡む 、獨 6 姪濱 
の醫龜 井聽 因產を 傾けて 資 給す、 後 趣 | 因の 子 道 載 世に 傑出せ 
しは 師の敎 導 多に ょると 云 ふ、 師一家 の說を なし 親鸞の 敎を 
振起せ ん とし、 香 山 長 語、 及び 大綵剛 註を 作りて 舊說を 駁 す、 
本 山師を 以て 異解 となし 貶 ■す、 師大 に憤恚 す、 後 香 林 房 失火 
して 著書 皆燒 く， 翌年 暴かに 疾みて 寂す 壽缺く 秋 蝶の 詩に 日 
ふ 黄 蝶愛_ 1 黃袭低 飛 日 欲 k 斜 、織 令 霜 下 死、 猶 自在. 陶家 1 著 
作 寵谷講 主 傳一卷 僅に 存す (續 近世 叢 語、 淸流紀 談) 

、ンユ t オ ー 周 i  (二〇 五 四) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 
なう、 周 應 字は 曇芳 、生國 俗姓 詳 ならす、 出家して 久しく 

、ンユ 上 宗 、周) 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 四 TO 


シユ 1 ( 周) 才ーガ 


夢窻 國師 R 師事して 其 法 ？: 嗣き 、鎌 倉 管領の 請に よ 6 0 覺寺 
に 住し、 後 建 長 寺に 移つ る、 晚年瑞 鹿 山の 瑞林菴 R 退 休し、 
應永某 率 九月 七日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

シユ ー オン 周 m (… ：…) 〔曹洞 宗〕 上 總常泉 寺の 開山 
f、 周 恩 字は 斷江 、出家して 天童 寺 南極 壽星 R 師事して 其 
法を 嗣 き、 後、 法 兄 信 中 永 篤の 後を 踵き て 天童 寺 第三 代と な 
う、 晚 年上 總伊篠 鄕に常 泉 寺を 靱めて 老を養 ひ、 某 年 寂す、 
(日本 洞上聯 燈錄)  . 
シユ 1 オン 居 因 心 卜 f ク-等 空を 見よ、 

シユ ー ガ 周賀！ j oo gi t: 臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な-^、 
周賀 字は 慶 中、 號は！ I 華道 人と 云 ふ、 春屋 ic 參して 法を 嗣 ぎ、 
相 國寺に 住す、 後、 天 龍 寺 R 遷 6、 應永 三十 二 年 八月 二十 八 
日 寂す、 壽六 十三 塔を 勝 寶菴と 云 ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

シユ ー ガィ 周 海 一 ■ ii nr 「新義 眞言 宗〕 江戸 根 生 院第十 
七 代な り、 周 海 字は 深海と 云 ふ、 初め 豐山 西藏 院芳壽 R 師 
事し、 後 JH 珊に隨 ひ" 近江彥 根に 遊學 し、 正珊の 寂 後 丹 州 西 
光寺に 住し、 再び 豐山に 登うて 宗奧 を硏究 し、 本山 地 藏院日 
輪 院を經 て 寶曆八 年 鷲宮大 乘院に 移う、 明 和 元年 命 {C よう 根 

生院の 主と なる、 翌年 護持 院光星 席を 退き 穴る を 以て、 師其 

補處を 彌 勒寺榮 慶と爭 ひ、 敗して 三年 五月 十八 日 西 新 井 物 持 

寺 末寺なる 寶藏 寺の 下戶塚 西光院 R 隱れ 、寬政 元年 十一月 五 

日 寂す、 壽缺 く J 者作俱 舍講錄 三十 卷 、因 明 纂解講 林 六卷、 
因 明 篡解紙 文 五卷 、大日 經 肝心鈔 十八 卷 、法 宗源講 要 三卷等 
あう、 (新義 眞言 宗 史料) 

シュ 1 ガク 周噩 1 50 ;^ 〔臨 濟宗〕 京 郡 1 ? 寸の禪 僧な 


シユ？ f 周) 办—キ 


6、 周噩 字は 嚴 中、 九 條經敎 の 第 七 子な 6、 夙に 家を 出て、 
舂屋 國師の 室 ic 投して 大事を 發 lil] し、 內 外の 書を 閱して 頗る 
雅思ぁ 將 軍足 利義持 其德を 慕 a 、 相 國寺に 住せし む、 後 
天 龍 南禪諸 寺に 勝遷 し、 晚年西 山の 持地院 R 退 休し、 正 長 元年 
六月 二十 六日 寂す、 壽七 十、 勅 謚智海 大珠禪 師と賜 ふ、 (本朝 
高僧 傅} 

シユ ー ガン 周 鑑( . ) 〔曹 洞宗〕 伯耆瑞 仙 寺の 禪 蹲 

な'^、  周鑑 字は 石菴 、久 坂の 海晏 性 R 投して 出家 I、 瑞仙 
寺 大年宗 永に 遂して 旨を 悟る、 伯 耆の大 守 山 名 澄 之 師を請 し 
て瑞仙 寺を 主と らしむ、 寂牢缺 く" (日本 洞 上聯 燈錄) 

、ンユ ？キユ S 周及ーーー 0/1 #_〔臨濟宗〕安藝佛通寺第一代 
f、  周 及 字は 愚 中'  俗姓は 藤 原 氏、 美 濃 岐阜の 人な 6、 
學年に 及 S 郡の 敎院に 投じて 學 習し、 十三 歲京 都に 上う、 臨 
川 寺 R て 夢 : t 國師を 禮して 剃 髮し 、其 身長の 人に 超ぇ / 2 るよ 
6 高 沙彌と 呼ぶ、 命 R よ 6 春屋葩 R 師事して 禪を學 ぶ* 春屋 
の勸 め R よう、 首座鑑 翁に 侍し、 德望 高し、 龍 湫默菴 二師に 
謁して、 日に 請 益す、 十七 歲比叙 山 R 登 6、 登壇 受 具す、 十 
八 歲建仁 寺に 掛 錫す、 曆應 十四 年 秋 元 R 入 6、 曹源 寺；^ 江 印 
R 參し 愚卷の 二字を 書して 與ヘら る、 師 Z1 れを以 て 號 とな 
し、 後、 改めて 愚 中と す、 偶 日本の 密禪 人 R 逢 CA 、 其に 金山 
R 登う、 即休 了和尙 R 拜 謁す、 其 記 室と な 6、 次で / r: 右に 侍 
す" 將に皈 朝 せんとす る や" 即休 自ら 頂 相に 題して 贈る、 時 
に 朝廷 金山に 敕して 水陸 會 を修せしむ、即休師を留めて經藏 
を 典せ しむ、 月： d、 楚石、 夢 堂の 諸老偈 を 寄せて 乙れ を賀 す、 石 
室 玖、 龍 山 見 等， 時々 往來 して 互に 研究す、 至 正 十一 年 三月 中 


(ブ 〖四 五） 


書 辭 名  人 家 佛本 _ 日 


旬即 体の 喪 終うて 坂 朝の 途に就 き、 四月 博 多に 着す、 實に我 
觀應二 年な う、 龍 Ill 見 HIIJ の 飯る を 喜びて 相伴 CA て 京都 ic 登 6、 
直 (C 天 龍 寺に 至りて 夢窻 阈師を 拜 す、 同年 秋國： 帥 寂し、 師塔 
下に 止まりて 心 喪す る 乙と 三年、 龍 山の 南禪 寺 {C 住する に 及 
び、 其 書記と なる、 後、 少林 院に寓 し、 招かれて 萬 壽寺竺 堂 
麗の紀 綱を 司と る、 職 終うて 遊 方し、 四 年攝津 の梼賢 寺に 寓 
す、 貞治四 年大中 臣宗泰 の 請に ょう、 丹 州 天 寧 寺の 席を 舖 す、 
應永 二年紀 伊 (C 遊 化す、 運 勝 居士 龍 門菴を 瘸し て師に 居らし 
む、 八月 關 西に 赴か / 1 とし、 安藝を 過 r、 小 早 川 春 平 佛通寺 
を 建て 師を第 一世と す、 八年播 磨の 雲 門 寺に 遊 a 、 景德菴 を 
建て、 居る、 冬檀 越の 請に ょ 6 佛通 寺に皈 る、 時 (C 年已に 八 
十餘な 3、 向上 菴を營 み、 道俗を 說 法す、 十一 年 肯心菴 に 退 
居す、 十四 年將 軍足 利義持 使を 遣して 法語を 求む、 翌年 義持 
州 守 平 則 平を 介して 師を して 京都に 入らし む、 師山崎 に 至る 
に 及 ひ、 義持畠 山 細 川の 二臣に 命して 迎へて 伏 見の 藏光菴 に 
居らし む、 後、 自ら 等 澄 院に寓 す、 義持參 見して 法要を 問 ふ、 
都 城の 道俗 競 ひて 拜謁を 求む、 師 乙 れを 厭 a て紀 伊禪頭 寺 ic 
逃る、 義持 使を 遺して 紫 衣を 賜； 3、 天 寧 寺に 皈 6、 意に 任 か 
せて 住持せ しむ、 八月 十五 日疾に 罹う、 二十四日 自ら 棺銘を 

書し、 二 十五 日 偈を說 い て 日く、 出 行 得_ 一好 日； 快 馬 痛 着 k 鞭、 

萬 回 膛_| 甘 後 — ■» 雲 門豈爭 ，先 1 と、 跏趺 して 寂す、 實に應 永 十六 

年 八月 二十 五日な う、 遺骨を 分ち て 天 寧、 佛通兩 寺に 塔す、 壽 

八十 七、 臘七 十一、 著作 語錄五 卷ノ 卯餘 集と 云 ふ、) 一卷' f 衆、 

二卷 供養、 拈 香、 三卷下 火、 祭文、 ^ 祖讃 、自讃、 四 卷號 題、 

號說 、五 卷題跋 、書 尺、 應 台、 偈頌 、附録 禀明鈔 、應永 十六 


シエ 1( 周) キ 


年 九月 十三 日 勅 ぁう 佛德 大通禪 .帥の 諡號 ヒ 賜 ふ、 應永 二十 八 
一 年 弟子 禪慶 年譜 t 編す、 (年譜、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅、) 
i 〔考〕 周 及 初め 夢 窓 石 (C 從ひ 、後即 休 了に 就 S て 法を 嗣 ぐ、 
其東皈 し、 京都に 入る に 及び、 疎 石の 一門よ 6 迫害を 受け、 
僅に 身を 以て 逃れ、 一 地方に 宗風 を擧揚 し ^ うと 云 ふ 〇 
、ン ユー キヨ— 周 鏡 r:: . I:: o; 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 
f,  周 鏡 字は 月 翁と 云 ふ、 號は江 介 老人と 云 ふ、 嚴中周 
噩 に 參 して 印 可を 付 せらる、 文明の 初年 敕命を 奉じて 京都 南 
禪寺に 住す、 明 應九年 九月 二十 六日 寂す、 壽歃 く、 (日本 名僧 
傅， 延寶傳 燈錄) 

シ ユ—ク 周 九 リョ-ィン 良 因を 見よ、 

シユ 1 ク 周 九 シユ丨 ノノ 集 九を 見よ、 

シユ ー ケ ー 周奎一 .i. ra: 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧 
な 6、 周奎 字は 維 明、 號は羽 山と 云 ふ、 其 俗姓 帥 承詳 かな 
ら ず、 京都 相國 寺の 光明 院に 住す、 書法を 伊藤 若 仲に 學び、 
梅 及 鷄の圖 に 秀作 ぁう、 文化 中 寂す、 壽歃 く、 (扶桑 書 人傳' 
鑒定 便覽) 

シユ ー ケン 周 賢 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧 

f,  周 賢 字は 天 英と云 ふ、 在中に 師事して 法を 嗣ぎ 、相 
國寺に 住す、 後、 慈 雲菴に 退 居し、 某 年 寂す、 壽缺く  (延寶 
傳 燈錄) 

シユ ー ケン 周晨； 「一； 一 •一 •一 〔臨 濟宗〕 京都 和 國寺 の禪僧 な 
う、 周最 字は 朿沼 、號は 祥 光、 別 號留月 道 人と S ふ、 南禪 
寺 遊叟藝 禪師の 心 印を 受 く、 命を 奉じて 相 _寺 に 出世し、 後 南 
禪寺に 昇る、 晩年 建 仁 寺 柄 芳院 に 住す、 好て 莊子 を讀 む、 寬正 


、ン ユ丄 周) キ-デ 


書辭 名人 家佛本 


日 


(〇五 五） 


シュ 1( 周) n 


三年 正月 二日 五葉 菴 R 於て 寂す、 壽缺 く、 遺偈 あり、 日く  • 
朿沼 行脚、 北 斗 藏/ 身、 露 千 江 月、 花萬國 春と 著作 流水 集 あう 
(本朝 高僧 傅) 

シユ Inf  周光 =5 —〔臨濟宗〕京都南禪寺の禪僧な 
6、 周 光 字は 聖 中と 云- r 觀 中和 尙に 侍して 記 別を 禀け、 
諸 寺に 歷 住して 南禪 寺に 昇る、 寬正六 年 九月 二日 寂す" 壽九 
十五、 (延寶 傅 燈錄) 

シユ 1111 周 公 ( …： …〕 〔淨 土宗〕 下 總淨勝 寺の 開山 
なう、 周 公 字は 賴譽 、金 蓮 社と 號 す、 俗姓 詳 ならず、 下總 
國 舟橋に 住す、 其 地方に 宗義 を弘 通せん と 欲す、 日々 諸 所 i'c 
轉 回し、 盛に 化を 施す、 西 光山を 開き" 淨勝 寺と 號 す* ■後、 
德川家 康齋供 三十 石を 給す、 寂 年月日 缺く 、(鎭 流祖傳 '淨土 
總 系譜) 

シユ Ini 周 興 一二；^ 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 禪 僧な 
ク， 周 興 字は 彥龍號 は 半陶 子と s ふ、 山城 深 草の 人、 父は 
土器 師な う" 橫川景 三の 弟子と なう、 相國 寺に 住す、 詩文 R 
長す ', 延德 三年 六月 三日 寂す ■壽三 十四、 著作 丹 陰 記" 半陶集 

あう、 (日本 名僧 傳 、五山 名僧 小傳 )  4 ft 

シユ丨 fl 丨 周 咬  一 5^ 1^  〔臨 濟宗〕 京都 加 藏院の 僧な う、 

周 餃字は 碧潭 、鎌 倉北條 氏の 裔な り'  幼 K して 出家し。 京都 

仁 和 寺の 禪助 に從 a て眞 # 敎を學 .ひ、 密學に 通して 多く 靈異 

あう、 元 弘の亂 ある R 際し、 遁れて 夢 1: 國師の 座 下 R 投 し'、 

敎外の 旨 ある 乙と を 知うて 衣を 更 へ* 國師に 侍して 支 機に 冥 

契す、 天 龍 寺 龜頂塔 落慶の 日、 國師特 R 僧伽 梨尼師 壇を 付して 

師 R 供養の 導師を 勸 めしむ、 後醍醐 天皇 城 南に 狩し、 鸞輿を 


シユ！ 、周〕 コーサ 


駐め ，師を 召して 法を 問 ふ" 康永 元年 國師の 命に よりて 西芳 
寺 R 住す、 檀越地 藏院を 嵯峨に 建て 師を 開山と せんとす、 師 
國師を 請して 開祖と し、 自ら 第二 世と 稱す 、應 安七 年 正月 五 
B 寂す、 壽八 十四、 勅して 宗鏡禪 師と謚 す、 (續辟 二 三 六、 本 
朝 高僧 傅，) 

シユ ー コ— 周 一 ¥ c . ) 〔臨 濟宗} 京都 南禪 寺の 禪僧 

なう- 周亨 字は 大 椿と 云 ふ、 義堂周 信禪 師に參 して 法を 嗣 
ぎ、 京都 南禪 寺 R 主と なる、 後 常 陸 R 遊び 四書を 講 す、 寂 年 
缺 く、 (延寶 傳燈錄 、臥 雲 B 件錄) 

、ンユ 1 ゴ ー  周^^  シ ユ—ゴ ン宗嚴 を 見よ、 

、ンユ；ゴ！ 周 仰  一 -: 1 :一： 一 •〔淨 土 宗〕 武藏增 上 寺 第 七 代な 
う、 周 仰 號は天 蓮 №1: 親 # 、 俗姓 大 平氏に して、 父は 武藏世 田 
ヶ 谷の 人. 吉良 氏の 臣な う、 淺草 の觀 音に 祈誓して 病の 愈ぇ ^ 
るを以 ■て ' 子を して 觀音院 に 入'^ 出家せ しむ， 即ち 師 な-^、 
師常陸 國水戶 藥王 寺 R 到 6、 深く 內 外の 典 藉を究 む‘ 當時常 
總の間 千 葉" 多賀谷 。椎 名、 海上の 諸侯 相戰 ふ、 之を 見て 世間 
を 厭う 心 1: 加へ、 僧譽上 人智 # の 令名を 聞く に 及んで、 淨土 
門の 學 に 志し、 武藏に 至 6 て 初めて 改宗し、 永 正 元年よう 常 
R 論議の 碩匠 となる、 永 正 十三 年 五月 增上 寺の 第 七 代と なう 
天文 廿年 三月 十九 日 寂す、 ( 鎭流祖 傅、 三 緣山志 ) 

シユ ー 梦周佐 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

り、 周 佐 字は 德叟 、俗姓は 源氏、 常 陸の 人 t 幼よう JF. 覺 _ 
師を慕 ひ、 關東 にて 出家し、 從 a て 京都 R 住き、 終に 印 可を 
受け、 天 龍 寺 R 出世し、 南禪 寺 (C 移つ る、 晚年正 因菴を 鄉し 
て 退 居し、- 將 {C 寂せ ん とする 時、 侍者に 命し 著す 所の 語錄文 


(一 五 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


集を 火に 投 せしめ、 一鉅 に附せ 6、 壽缺 く、 勅 謚宗猷 悟達禪 
師の號 を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

、ン f ■一！ ^ 一 ii /PJ ]'4' J リョ— サ良 佐を 見よ， 

、ンユ ！ サツ、 周 {祭 ( . ) 「臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の藏 主 

f、  周容 字は 鑑溪 、夢 窓 一 師に參 して 法を 嗣 ぎ、 藏鑰を 
司 どる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

、ンユ ー サン 周 U カ クオ- 覺翁を 見よ' 

シユ 1、 ンツ ia 室 ユ丨ク ヮ ッ宥觀 を 見よ、 

シユ ー シン 周 信 ^ ra\ AIL 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
々、 周 信 字は 義 堂、 空 華道 人と 號 す、 土 佐 長 岡の 人、 俗姓 
は 平氏、 母は 藤 M 氏の 出な-^、 幼に して 淨義 法師に 從ひて 出 
離の 法を學 a 、 十四 歲薙髮 し、 比 叙 山に 登ぅて 登壇 受戒し、 
迸圆 阿闍 梨 {C 密法を 受け、 深く 别傳の 旨を 慕 CA 、 十七 歲 京都 
に 入ぅ、 臨 川 寺 夢 窓阈師 を拜 して 師と なし、 參究< しくして 
遂に 支 旨に 契す、 國師 遷化の 後、 建 仁 寺 龍 山 見に 師事す、 貞 
和 年中 鎌 倉の 管領 某氏 師を招 きて 圓覺 寺に 挂搭 せし む、 時に 
大喜忻 、束 山 丘、 不聞聞 等 其に 師. V」 擧けて 第一 座と なす、 貞 
治 五 年 善 福 寺 {C 主と なる、 應 安四 年上 杉 氏、 鎌 倉の 城 北に 報 
恩 寺を 建て、 師 請せられ て 其 開山 始祖と なる、 康曆 元年 義滿 

將軍 命して 京都 建 仁 寺を 主と らしむ、 至德 三年 南禪 寺に 移つ 

る、 夏 義滿朝 奏して 京都 鎌倉禪 寺の 位次を 定む 、南禪 寺の 位 

を# して 五山の K に S く、 秋 辭して 慈 氏 院 ic 退 休し、 嘉慶二 

年 春 病 (C 罹うて 攝津 の溫泉 に 浴し、 旬餘 にして 龍 山の 舊院に 

歸へ $、 四月 三日 衆を 集めて 出世の 始終ヒ 說き 、四日 寂す、 

遺命に ようて 本院に 葬む る'  壽六 十四、 臘 五十、 著作 語録、 


シユー  1 ^ ^ v_- ^ i > 


空 華 外 集'  日用 工夫 集 各 若干 卷 、貞和 類聚 祖苑 聯芳 集十卷 等 
ぁう、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

シユ ー シユ —周宗 58 廷 〔臨 濟宗 ：！ 近 ? C 香 積 寺の 開山 
な $、  周 宗字は 南英 、號は 溜 雲、 俗姓は 秦 氏、 武藏の 人な 
う、 六歲 にして 僧の 來 るを 見れ は 喜 a て 之を 迎 ふ、 十歲 にし 
て 建 長 寺の 古 天 誓禪師 の® 子と な 6、 十六 歳に して 薙髮進 具 
して、 侍 局に 居る" 師文學 k 好み、 廣く 典籍を 究め、 藏海 珍、 
大年 登、 古劍 快の 三師に 從ひて 其 蘊奥を 探る、 伯 英俊 禪師建 
長 寺を 主と る 時、 師其 藏鑰 となる、 後 春 m 葩 、絕拇 津 の諸老 
に 謁して 和 摸に 皈へ う、 病に 罹う、 三年を 經て 癒ぇ、 武藏の 
淸水 山中に 入 $ 出て § る 乙と 五 年、 文章辩 籍を 捨て、 專レ禪 
觀を事 とす、 去， りて 近 江の衍 木 山に 入 6、 將に 身 1: 終ぇん と 
す、 一日 定座 豁然と して 覺 る、 御史臺 中原 實齋 居士 請して 山 
を 出て しめ、 京都の 私 第に 館せ しめて 法を 問 ふ、 文武 'V*. 僚 法 
を 問 ふ もの戶 外に 滿 つ、 居士 乃ち 近 江の 地 内に 香 積 寺を 瓶逑 
して、 師を 開山と す、 大江氏 泉 龍 寺に 招けと も 赴かす、 將軍 
の 命に ょう辭 する C と 能は す. 建 長 寺に 主と なる、 永 亨十年 
四月 十九 日 寂す、 壽七 十六、 臘六 十二、 著作 語録 ぁう、 (本朝 
高僧 傳) 

シユ 1 シヨ 1 周 勝 56 S3 〔臨 濟宗 S 都南禪 寺の 禪僧 
な. CN、  固 勝 字は 古幢 、離 幻 道 人と f)5 す、 京都の 人、 藤 原 氏 
の 子 管領 源 賴 之の ? I 子と なり、 不遷序 禪師に 投して 帝 子と な 
う、 十三 歳に して 旣 に 大 僧の 列に 春く、 將 ms 利義光 其 传邁 
を 愛し， 召して 左右に 侍せし む、 太洁渭 、義堂 信、 絕海 in 、 ' 
空谷 應等 に 歷參 して 皆 貧を 蒙む る、 常に 遊 方 せんと 欲すれ と 


シ丨 (周} シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 五 五:) 


シユ ー (周) ズータ 


、ンユ ？(周)ス 

も 將軍許 3 す、 師 小指を 切りて 一偈を 血書して 逅れ 去る、 是 
よぅ 山川の 佳# 名刹 等に 悉く 參詣 し、 國 中を 巡 i する Z1 と 十 
五 印に 及 ふ •後景 福 寺に 出世し、 次 {C 等 - f-'p 寺に 遷 る、 應永二 
十六 年 秋 相 N 寺に 主と なり、 將軍 より 金襴の 袈裟を 授與 せら 
る、 三 平を 經て退 $ て 三 秀の塔 を 守 6、 相 一 寺に 瑞芝菴 5: 襁 
して 終老の 計を なす、 後 義敎の 請に よ 6 天 龍 寺に 住し、 尋 S 
て 鹿 苑院に 移りて 僧錄 司と なる、 永 亨元坧 勅に よ 6 南禪 寺を 
董 し、 開 堂の 日將軍 親しく 臨駕 す、 四 年 將軍其 夫人と 共に 鹿 
苑院に 到ぅ、 師の 衣鉢を 受けて 弟子の 禮を 執る、 永 亨五年 二 
月 十二 日壽 六十 四臘五 十二に て 寂す、 將軍 愛慕に 堪へ す、 金 
十 萬を 送りて 其 塔を 姐つ、 嗣 法順溪 助、 心境 致、 敬芳欽 等、 
皆 天 龍相國 等の 諸 寺に 住す、 勅して 鏡智 法明禪 師と謚 す、 (本 
朝 高僧 傳)  . 

シユ ー ス？ 周 祟 55 5S 〔臨 濟宗一 京都 南禪 寺の 禪僧な 
6、 周 崇字 は大 岳、 自ら 全 愚 道 人と 呼 ふ、 俗姓は 一宮 氏、 
阿波の 人な 6、 幼に して 深く 禪を慕 ふ、 父 其 志を 察して 州の 
寶陀 寺に 役して 默翁誡 和尙に 依らし む* 默 翁の 臨 川 寺に 移つ. 
るに 從ひて 祝髮受 具す、 師禪 餘學を 好み、 百 家の 篇皆涉 獵 し、 

相 摸に 赴 3 て 金澤の 庫 書を 閱 す、 諸 寺の 名匠 (c 謁して 之に 待 

し、 京都 R 歸 へりて 默 翁の 印 記を 受け、 將 軍足 利義滿 の 尊信 

を 蒙 ir る、 應永九 年 寿 相！： 寺に 出世し、 尋きて 天 龍 寺に 移つ 

る、 此日將 軍師に 金爛の 袈裟を 贈る、 諸官 員と 共に 山に 入う、 

院に臨 みて 聽 法し、 特に 相 國 寺の 格 位を 登せ て 五山 第一と な 

す、 南禪 寺を 司と る 時に 畿内 旱 久し、 師將 軍の 命に ようて 雨 

を禱 6 効 あう、 後， 鹿 苑院に 移う、 僧錄 司と なる、 萬 年山慧 


林 寺 靈龜山 性智 寺に 歷遷 し、 晚牢天 龍 寺に 住す、 應永 三十 屯 九 
月 十四日 寶楮寺 に . X 寂す、 壽七 十九、 臘六 十六、 (本 ^ 高 Ilf 傅) 
シユ！ ズィ 周隨 ( …… ) 〔臨 濟宗相 摸 E1 覺寺 の禪僧 
な 6、 固. 隨字 は景 初と 云 ふ、 出家して 法を 芳林 恩に 嗣き、 
冏赀 寺を h とる、 寂 年、 及壽缺 く、 (延焚 傳 燈錄) 

シユ —ゾン 周存三 ■一 •一 *: i H: 〔淨 土宗〕 安藝 浄 安寺の 開山な 
$、  周 存は眞 蓮社乘 譽と號 す、 甲斐の 人、 其 俗姓 詳か なら 
ず、 靈巖 ic 師事して 法 5: 嗣ぎ 、安藝 廣島淨 安寺の 開山と なる、 
寬永十 年 九月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シユ ー茭ィ 周大 15 一；^ OA 〔淨 土宗〕 江 5 增上寺 m 百 三十 
五代な う、 周大は初め秀大に作る，然蓮社慧 -# 、十即生門と 
號す 、俗姓は 朝 倉 氏、 慶安 元年 三月を 以て 江戶 麻布 R 生る、 
出家 修學業 成うて 大念 寺に 住し、 大光院 に遷る ，傳 通院を 經 
て 寶永 元年 十一月 二十 九日 三緣山 貫首と なる、 時に 六十 七 歲 
な'^、 翌二年 四月 一日 堂宇 火災 R 罹'^、 悉く 燒 失す、 同 M 二 
十七 日官に 請 a て 造營に 着手す、 十月 五日 前從 三位 淸楊院 の 
遺骸ヶ -傳 通院ょう 本堂の 後へ 改葬し、 追贈 大法 會 ぁうて 大僧 
正 R 任す、 在職 八 年に して 職を 辭し 、一本松に 退隱 し， 後靑 
山 R 移 1 孚保五 年 九月 十三 日 寂す、 壽八 十三、 常 照 院に葬 6、 
塔を 累代の 傍らに 建つ、 (三 緣山 志) 

シユ ー タク 周澤一 一一 丸 1 AA 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 周 澤號は 龍 湫と云 ふ、 俗姓 源氏、 武 田の 族 ' 甲斐 C0- 人 
なう、 六歲に して 夢 : i: 國 師に隨 ひて 沙彌 とな 6、 稍 長して 剃 
髮 受戒し、 辭して 諸方に 參し 、回うて _ 師を省 し、 遂に 省 ぁ 
うて 印 記を 付せられ、 初め 甲斐の 慧林寺 、京都 臨 川 寺 等に睹 


f 三 五 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


住す、 應 安の 初め 美 濃に 大典 寺を 鄉し 、後， 建 仁、 南禪 、天 
龍の 諸 大利 に晞遷 す、 朝廷 : 1]: (道 Is' を 聞き、 敕して 國師 とな さ 
ん とせし が、 師固辭 して 受けず、 B 慶二卬 九月 九：：： 西 lil s 寧 院 
に 寂す、 壽八 十一、 南禪 寺の慧 芈院に 济 す、 師 ^: 前ろ 動酋ヒ 
肅 く (C 妙を 得* 世に 珍重せ ら る、 又 屯 譜語錄 等を 編す るを 許 
さす、 竊か に fllr -lar する ものを 見れば、 直 ^ 乙れ を 破る、 故に 師 
の 道 蹟此に 傅らず、 へ 績群 二三 八、 本朝 高僧 傳) 

、ンユ •- タン 周 潭 ( . ). 〔W 制 宗〕 安房 高 照 寺の 開山 

なり、 周潭 字は 懷州 、幼に して 安房 長 安寺 寵揪 に從 a て 祝 
髮受 具す、 龍揪の 寂 後天 蓊令播 其 席を 踵く、 師命せ られて 記 
室と なる、 凡を 二師に 侍する 乙と 二十 餘坩な り、 天蓊の 遷化 
の 後 •席を 襲 a て 長 安寺 R 主と なる、 晚笫高 照 寺 $: 開きて 之 
が 開山と なぅ、 其 年 寂す， 壽缺 く、 法 嗣續翁 宗傳ぁ 6  (日本 
洞 h 聯份 錄) 

シユ ー チ ユ！ 周 仲  H5 蚊  〔臨 濟宗〕 京都 建 一一 寺の 禪僧 
なり、 周 仲 字は 叔芳 、丹 後天 橋の 人な ぅ、 絕海に 師事して 
法を 嗣ぎ 、沌仁 寺に 住す、 永 亨 岡 年 瑞勝院 に 寂す、 壽七 十五、 
遺偈に 日 ふ、 蘆 花 水 月、 全 生 全 死、 水 月 蘆 花'  無 』隱= 乎爾 -•» 
(延 寶傳 燈錄) 

シユー チヨ 周 # 一一 jg AO w  C 臨 濟宗〕 鎌 貪 圓 覺 寺の 禪 僧な 

$、  周樗 字は 誠 拙、 Rf' 號は 無用 道 人と いふ、 伊豫 宇 和 島の 

人、 早 年 郡の 佛海寺 僧 某の 下に 業を 受 く、 道心 H に 堅く、 出 
遊して 豐後福 聚寺朿 岩 和 尙に昆 へ、 趙州狗 子 話を 參究 す、 伊 
豫胂藏 寺に 結 制 安居 あ 6、 荆 林禪師 臨濟 錄を講 す、 師衆に 加 

列す、 時に 十六 歲 な-^、 幾なら すして 松 蔭 寺 白 隱禪師 を 問 a 


シユ丨 (周) シ ー チ 


たる も禪 師旣に 寂せ 6、 武溪に 到 6、 月 船#‘ 帥に 謁して 隨侍 
す、 安永 六 年 十月 irll 畳 寺 1-111 日菴に 居り、 次に 正 給 菴を修 埋し 
て遷-0居る、佛光禪師 >1>|| 塔/側に悄堂を構へて大に禪風の衰 
弊を 刷新せ 6、 文化 十三苹 辂 府の命 にょり、 Ini 赍苛の tt 持と 
なう、 開 堂を 行 ふ、 天 龍 寺 大衆 相議 して 金顚僧 伽 梨を 贈る、 
其 製 夢窻國 師に俲 ふ’ 增上寺 典海大 惜 正 帥の 德風 を欽卯 し、 
fnl 覺寺傅 來の佛 牙舍 利を 增上 寺に 請し、 一七 H 供 作す、 幕府 
之を 城 中に 請し、 大 將軍以 ド羅 拜 恭敬す、 師間覺 寺の 廢颓を 
悲嘆し、 修營に 力を {}] ゐ 、樓一 :殿 塔垛百 廢一新 す、 時人 沸 光 
祖師の 再來と s ふ、 德風 pq 被し、 貴賤 蹄 仰す、 出 雲大守 不味 
居士 宇 和 島 桑 名 等の 諸侯 皆 八 室 問 訊せ り、 文政 三 牢京郤 和 國 
寺 僧堂を 建立し、 衆議 師を 請す、 淸衆 三百、 禪軌齊 整す、 心 
華 院を述 立して 棲息の 所と なす、 夏 六月 微疾あ 6、 十九 日危 
篤な り、 淡 海 敬 砒 筆を 具し 遺偈と 請 ふ、 師 書して 日く、 時來 
人 未 k 來 、興 來人將 ，來 、炎羅 大王 令嚴 、明日 打爲君 行、 と、 
廿 八日 曉に 寂す、 壽七 十五、 心 華佛 日兩菴 {C 塔を 建つ'  法 嗣淸 
蔭竺 、志 山 俊、 淡 海 敬 等 あう、 著作 正 法 吸 一卷、 雲 P1] 關 二卷、 
幷に忘 路集 語錄) あり 行は る、 (續 日本 高僧 傅) 

シユ ー チヨ ー 周 超 ( …… ) 〔W 洞宗〕 下總總 寧 寺の 禪 
僧な- CS、  間 超 字は 越 翁、 近 江の 人、 總寧寺 天 叟宗訓 に 師事 
して 其 ■法 シ嗣ぎ .同 寺のキ とな 6、 遠 江 乘安岢 相 校 廣澤寺 等 
を 開く、 寂 年 世壽缺 く， 法 嗣學仲 原 尚 あう、 (日本 洞 上聯 燈錄) 
シユ！ V ツ 周徹 (二〇 五 S 〔臨 濟宗〕 播濟瑞 光寺の § 山 
周徹 字は 靈光 、出家して 普く 尊 宿の 門を 叩き、 海に 
航して 支那に 入- 〇、 諸 刹を 歷 遊して 專ら 參禪を 事と し、 久し 


シ ユー (周) チ ー テ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 石 五） 


、 v tl? l—N llil lv h — F _  — 

く 古林 禪 師 R 鳳臺 寺に て敎を 受け、 東歸 して 夢 ; i; 國師の 印を 
やけ、 天 龍 寺の 主 座と なる、 檀 越の 請 R 應し て播 磨の 瑞 光寺 
を 開き、 寶光 寺を 開きて 第一 世と なる、 臨終 R 偈を 書して 日 
く、 欲 知，- 居處 ハ 不 fe- 神仙 S 剛腦 後、 那 K 面前、 と、 寂 年 
及 CA 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 周 徹は應 永 頃の 人な'^ 

シユ i プン 周 舌 (二 〇五四) 〔臨 濟宗〕 山城 天福 寺の禪 僧 
なう、 周 括 字は 先 覺と云 ふ、 夢 m 國師 R 參して 法を 嗣ぎ、 
初め 天 龍 寺の 輪藏を 司と 後 堂ょう 前 堂 R 轉し 、出て、 天福 
寺に 住す、 晚年辭 して 藏密菴 に 退き、 某华 寂す (延 寶傳 燈錄) 

シユ！  VI 固价寺 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺 第一 座 

なう、 周 等 字は 覺樹と 云 ふ、 宗恕 禪師 (C 參して 印 可を 付せ 
られ 、妙 心 寺 第一 座と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 
シユ！ 周 道 jj K5 f 〔曹 洞宗 S 陸 管 天 寺の 開山な 
5、 周 道 字は m 洲 、俗姓は 藤 原 氏、 伊豫の 人" 幼に して 龍 
澤寺省 文 守 正に 投して 剃髮 し、 十八 歲具 足戒 を受 く、 初め 土 佐 
瑞應 寺の 雪 心に 參し 、後長 門に 牲 き、 大寧寺 器 之に 謁し、 大 

菴 R 參し 、辭 して 備後 に牲き 、德雲 寺鼎菴 R 見ぇ、 其 記 室と 

なう、 久しう して 關東に 遊び、 總 tit- 寺安叟 、龍 泰 寺華叟 、大 

泉 寺泰叟 、眞如 寺密 山、 fl 淵 寺 機 雲 等に 歷參 L、 皆 賞 識を蒙 

る、 文明 元年 再び 西皈 し、 瑞 應寺崑 岡" 大寧 寺全巖 、安樂 寺 

海 雲の 諸老を 訪 a 、 曇英 '箕外 、傳 翁の 三老に 見え、 仝 十一 年 四 
十一 R して 松 岳 寺の 摸 道 永 範に 謁し、 遂 R 法衣 及 印 可を 付せ 
らる 、適々 永 範永澤 寺よう 招かる るに 及び、 師 をして 之に 代 

6 應せ しむ、 一年の 後辭 して 皈る 、時に 摸 道已に 退 休せ う、 


シユ 1 (周) 卜 I ホ 


師 去りて 遠 it 秋 葉 山 R 牲 き、 菴居六 年、 延德二 年 美 J の大守 
土 岐景成 管 天 寺を 興し、 師其 開山と なる、 永 正 十一 年 退 休し、 
大永 元年 七月 二十 三日 寂す、 壽八 十三、 臘六 十六 (n 本 洞 上 
聯 燈錄) 

シユ ー トク 周 德 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京師 m 福 寺の禪 僧 

なう、 周 德は惟 馨と號 す、 書法を 雪 舟に 學び 、殊に 山水 人 
物に 長ず、 其 書く 所の 山水に 周 良の 賛 ぁう、 B く、 雲 谷菴主 
周德以 ， ，繪擧 ，嗚， ，西 周， 者 也、 其 徒 波 月 等薩出 k 紙以見 4 而， ，盡 
本？ 周 德所 k 筆寫 ，1 玉碉所 J 暴 之 佳 山水 I 以付焉 、(本朝 書史 、扶桑 
書 A 傅} 

シユ 1 トン 周賴一 一一 一八 一 •一  •一 (淨土 宗 } 大和 龍巖 寺の 開山な 
う、 周頓は 乘蓮社 鏡 譽と號 す、 尾 張の 人、 其 俗姓 詳か なら 
ず、 法を 道 # に嗣 ぎ、 大和 添 下 郡 郡 山に 寵巖 寺を 開く、 元 和 
九 年 十月 二十 八日 寂す、 剃 度の 弟子に 了隨ぁ 6、 ( 淨土總 系 
譜} 

シユ- バン 周潘 (二 〇五 四) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の禪 僧 
なう、 周潘 字は 華 山と 云 ふ、 靑山慈 永禪師 R 師事して 法を 
嗣 ぎ、 應 永の 初年 圓覺 寺に 住す、 寂年缺 く、 (延寶 傳 燈錄) 

シユ ー ホ ー 周 鳳 二 -* 0 1? 一 〔臨 濟宗〕 京都-相 國 寺の 禪僧な 
6、 周 鳳 字は 瑞溪 、號は 臥 雲 山人と 云 ふ、 fr; 姓は 伴 氏、 明 
德 三年 十二月 八日 佛成 道の 日を 以て 和泉堺 R 生る、 旬 飴に し 
て 州亂れ 、全家 丹 州 桑田 郡に 移る、 十 歲の時 丹 州 も 亦 / 2 兵 起 
6 て 父 軍旅に 沒す 、母に 從 a て 京都 R 入う、 外祖 舅性菴 主に 
師事し、 十四 歲相國 寺 無 求 伸 和尙に 依う、 十六 歲下髮 受戒 
し、 天 龍 寺に 留 6 大周耷 R 侍す、 鹿苑の 嚴中噩 に從 a 、 擇木寮 


rCTLS) 


書辭 名人 家佛本  R 


に 居す、 奈 良に 遊び、 普 一 支 啓 二 講師 rc 謁して 賢 首 慈 恩の 敎 
を 聽き 、兼て 小 乘部を 學ぶ 、回、 りて 嚴中に 侍し、 學 徒を 敎授 
す'  嚴中 相 N 寺に 移る に 及び、 侍して 藏鑰を 司とう、 後、 後 
室 R 轉 じ、 永亨八 年寶華 座を 分た る、 此年將 軍足 利 義敎の 命 
により 景德 寺に 出世し、 幾何なら ずして 洛北等 持 寺 ic 移る、 
九牢鎌 倉 管領 持 氏 家臣 上 杉 憲實と 不和を 生じ、 將に相 戰んと 
す、 師將 軍の 命に より、 牲て？ -れを 論し、 講和せ しむ、 同 十 
二 年相國 寺に 移う、 嘉 I1? 元苹夏 義敎薨 したる を 以て 秋 壽星軒 
に 退 休す、 嗣子 義政 相績で 崇信 厚く、 請して 鹿 苑に主 1 /2 らし 
め、 僧錄 司に 任し" m 年 壽德院 に 退く 康 正中 再 ひ 鹿苑に 住し 
て 僧錄 司を 總ぶ 、職 {C 居る 乙 と 五 年、 北 禪菴に 退 休し* 將軍 
義 政の 請に 應 し、 知 恩院に て 法 華を 講ず、 應仁 元年 京都 大に 
亂る 、因て 北山 巖藏 に 入う、 著述を 事と す、 後、 命に よ 6 僧 
錄司を 掌る、 時に 年 七十 七な 6、 文明 三年 後土御門 帝 行在所 
に 召し 南禪 寺の 詔を 降し、 紫 衣を 賜は う 左れ とも 辭して 受け 
ず、 帝大 に感 し、 將に國 師號を 賜 a 、 戒法を 受けん とし ^ ま 
ぶ も 亦 固辭 す、 義政 奏して 正覺 國師を 追 請して、 師 に 代らし 
めんと す、 依て 正 覺に謚 して 大圓と 云 s  •七 朝の 帝師 となす、 
文明 五 年 五月 八 H 寂す、 壽八 十三、 腦六 十八、 師 生前 蘇 詩に 

精し く. 腔 說 二十 五卷 、稀 遺 一卷を 作る、 其 他の 著作 語錄二 

卷 ，外 集 若干 卷 、人 天眼 目 批判‘ 竹！： 集、 夢 訪 集. •善 雞國寶 

記、 各 一. 卷 、日 件錄 六十 卷 、刻 楮集 二百 卷韩 なり、 後土御門 

天皇 勅して 興 宗明鉍 禪 師と說 す' (續群 二 四 二、 延鹜 傅燈鏹 本 

朝 高僧 傳： j 


周 論 字は 默菴 、俗姓 不詳、 武藏の 人な $、 出家して 元に航 せ 
むと す、 夢窓國 師 止めて 日 ふ、 子 元に 到る も 我に 過き たる 師 
あらず、 と、 因て 志を 架 3 ず、 雪 村 梅. 無 極 玄を 問 a 、 參究 
懈ら ず、 金剛 寺 京師の 等 持 寺に 歷 住す、 應安六 年 六月 十七 日 
寂す、 壽五 十六、 遺 偈 に 日 ふ、 籃繩牽 _、 海 嶽忽昏 、欲 k 求，， 蹤 跡； 
日月 倒奔、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

、 V ユ 1 3 周擧 1=1 n 丨 H ッ 光悦を 見よ、 

シユ —m  周譽 シ rl リン 珠琳 VJ 見よ、 も 
シユ 周 寒！！ リン ォ- 林應を 見よ、 . 

シユ 1 3 1 周 陽 r : 〇; - : 〔曹洞 宗〕 武藏 吉祥 寺の 開山な 
6、 周 陽 字は 靑巖 、出家して 諸 大老に 徧參し 嫩恕全 芳に謁 
し、 入室して 衣 法を 付 せらる、 武藏大 蟲宗心 居士 寺を 鄉 し、 師 
を 請して 開山と す、 名け て 誠 訪山 吉祥 寺と 云 ふ、 天文 十一 一斗 七 
月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄. } 

シユ ー リン 周麟一 一.  一. - t: A: 〔臨 濟宗〕 京 鄱南禪 寺の 禪僧な 
i  周麟 字は 景徐、 號は宜 竹、 用 堂材の 法を 嗣く 、師相 
國寺に 住する 乙と 前後 四 度に 及 ふ、 常に 萬 年 山の 宜竹 軒に閊 
居し、 永 正 十五 年 三月 二日 同 軒 {C 寂す、 壽七 十餘 、著作 翰林 
葫蘆集 十一 卷、 觀世小 次 郞信光 傳一卷 あぅ、 (本朝 高僧 傳、 日本 
名僧 傳 、五山 名僧 小傳) 

シユ ly ヨ ー 周 良 (ニニ ー 五)—  〔臨 濟宗〕 京師 天 龍 寺妙智 
院の禪 僧な う、 周 良 字は 策彥 、號は 謙 齋と云 ふ、 丹 波の 
人な う 俗姓 井上 氏、 出家して 嗟 蛾 天 龍 寺に 投 し、 心 翁 周 安に 
師事して 其 法を 嗣 く、 天 交 十六 年 三十 九歲に して 足利義 暗の 
命を 帶びて 明に 航し 、翌年 珍書を 齋し て苽歸 し、 後、 弘治元 


シュ ■丨 (間 5 


シユ i 周 論 一一 lg 鼓 〔臨 濟宗〕 京師 等 持寺の嗣：僧なり、 

シユ 1( 周し ユ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 五 五） 


シ ュ  (秀) 口-, ; r 


年 四十 七歲に して 再 a 命を 帶 a て 明に 航し燕 京に 入うて 世宗 
に 謁し、 大に 優遇 せらる、 且つ 當 時の 諸 大家の 間に 牲來 し、 
詩を 贈答す、 東歸の 後、 天 龍 寺の 妙 智院に 住し、 盛名 あう、 
示 寂 年月日、 幷に 壽詳 ならす、 著作 九 千 句二卷 、三千 句、 入 
唐 記、 初 度 集、 再度 集、 各一卷 あう、 師 一生 作る と 乙ろ の 詩 
甚穴 多し 殊に 晚過西 湖の 二 首喧傳 せう、 □ふ 餘杭 門外 日將レ 
哺 、多景 朦朧 一景 無、 參得雨 奇晴好 句， 暗中摸索 識， ，西 湖 ご 
日 玆暮矣 興 何 佳、 暗 度，， 西 湖々 水涯 〖眼 似，， 老年， 看不 k 見、 六 橋 
風景 夢中 花、」 師の 集中 次の 詩の 如きは 其 伎倆を 窺 ふへ し、 咏 
史二首 「可惜 先生 it 酒 巾、 有 知中不 J 木 家 塵 『柴桑 門外 五 株 柳、 
總是元 嘉醉後 春、」 二月 驪宮 雨始晴 、催 花 一曲 最關 k 情、 君王祗 
道 春 兜 好、 更 作-, 漁 陽鼙皸 聲，」 と (禪宗 史料〕 么|5 
シユー ロ ー周朗 51 1ハ|ーー|:臨濟宗：3京都南禪寺の禪僧な 
う、 周期は 相 摸の 人、 大法 大_ の 法 弟な $、 初め 密敎を 習 
a 、 後、 捨て  >禪に 歸 し、 天 龍 寺に 住し、 後 •南禪 寺を 司と る、 
應永十 年 五月 二日 寂す、 壽八 十二、 明白 菴に 塔す、 遺 偈 あう、 
日く、 八十 二 年、 幻 生 幻滅、 纔轉 ，i 一機 ― ■» 虛空迸 裂、 と、 (本朝 

高僧 傳) 

シユ ー オ ー 秀翁 iH IJ 〔眞言 宗〕 高野山 蓮華 三味 院の 

學僧江 う、 秀翁 字は 深慶 房と 云 ふ、 伊勢 安濃 津の 人な $、 幼に 

して 州の 智恩 寺慶秀 に投 して 度を 受け、 十二 歲 州の 文 性 房に 

業を 受 く、 十六 歲 高野山に 登り 蓮華 三味 院 {C 入う、 學解益 進 

む、 中年 武藏深 川の 旅館に 光宥 に 隨 a 、 後奈茛 に 遊び、 唯識 

因 明 等を 究め" 四十 二歲賴 仙の 讓を 受けて 蓮華 三味 院に 住し、 

六十 九歲碩 學に 任せられ、 元祿 十二 年 十月 九日 七十 四 歲撿校 


シュ ー( 秀〕 か^ — キ 


に 補 せらる、 幾 もな く 十二月 十五 日 寂す、 壽七 十四な 6、 著 
作 十 住 心 論 科 註 廿一卷 、俱舍 論 圖記四 卷 、俱舍 世間 品 科 注 五 
卷 、夏 中 問答 四 卷 、法語 後 訓一卷 なう、 (高 野 春秋、 眞言 宗史 
料) 

シュ！ カ ク 秀格 ii o: -t: ili  〔臨 濟宗〕 近 江退藏 寺の 開山な 
う、 秀格 字は 越溪 、學 年に して 近 江 永 源 寺 寂 室 光 禪師に 參 
し、 服勸 多年 ic して 契 悟し、 法語を 付せられ、 後退 藏 寺を荆 し 
て 第一 世と なう、 應永 二十 年 四月 十九 日 寂す、 勅 謚圓照 佛慧禪 
師を賜 ふ、 

シュ S ガク 秀學 シュン ヵィ 俊 海を 見よ、 

、ンユ 1 ガン 秀咸 1  ニ チ シュン 日 春を 見よ、 

、ンュ 5 ガン 秀 岸 #: §! 〔眞宗 〕 越後 蒲 原 郡 一日 市 村 安 
淨 寺の 住持な う、 秀 岸は 雲 華 院と號 す、 寮 司と なうて 天 保 
四 年よう、 高 倉學 寮に 起 信論義 記、 唯識 三十 頌を講 し、 天 保 十 
一年 (一に 十二 年) 十月 二日 擬講 とな 6, 十四 年 正月 七日 寂す、 
(眞宗 史料} 

シュ ー キヨ ー 秀慶 ii SH 〔新 義眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 
十八 代な う、 秀慶 字は 應春 、俗姓は 中 氏、 承 應二年 四月 十五 
日 武藏秩 父 郡矢那 瀨邑に 生る、 寬文五 年 十三 歲 にして 同 國那 
賀郡小 平 村なる 成 身 院實秀 に投 して 下髮 し、 四 度の 瑜枷を 習 
S、 兩 部の 灌 頂を 受く 、同 十二诼 豐山 に往 き' 留 6 て 硏究 し、 游 
方して 因 叫 唯識 等を奈 良の 知 足 坊に學 び 四 敎儀法 華 等を 三 井 
の 勸學院 R 學 a 、 元 祿 元年 春 醍醐 山 (C 登 6 大僧正 有雅に 謁し、 
諸 尊の 壇 儀、 及 ひ 經軌 等を 受け、 同 四 年 仁 和 寺に 赴きて 大僧 
正 孝 源に 謁して 西院の 秘訣を 受 く、 同 七 年 八月 卓立の 勸めに 


〔七 五 iij 


書辭 名人 家佛本  0 


よ $、 金 蓮院に 住す、 同 十二 年 七月 請に 應 し、 近 江金龜 山に 
住し 寶永二 年 冬武藏 中島 金剛 院に轉 し、 同 四 年 江戸の 彌勒寺 
に轉 す、 享保 元年 正月 命を 蒙りて 豐 山の 能 化 職に 補し、 二月 進 
院す、 三月 幕府の 執奏 によ 6 權 僧正 R 任し、 同 三年 更 R 僧正に 
昇進す、 同 五 年 1! •辭 して 與喜院 R 退隱 し、 同年 七月 二十 一日 
寂す、 壽六 十八 (豐 111 傳通 記) 

、ンユ 1 キヨ 1 秀鏡 一ー チィ 日 意を 見よ、 

シユ 1 クウ ン 秀 il ( …… こ 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪 
僧な う、 秀關 字は 白菴 、天嶺 呑 補 R 法要を 問 a て 言外の 旨 
を 得、 席を 踵き て 下野 大中 寺に 主と なる、 後 同 國奈須 4C 往 き、 
鏡 山寺を 御す、 寂 年 及 a 壽軟 く、 法嗣朴 堂宗淳 あ-^ (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

シユ -ケ 1 秀馨二 •一九 九 〔浄土宗〕 山城 淨華院 の 僧な う、 
秀馨は 其 鄕貫詳 かならず、 良玉玄 珍二師 R 事へ て 淨土 敎を學 
び、 淨華院 及 金戒 光明寺 R 住し、 天文 八 年 七月 九日 寂す、 壽 
歃 く、 (淨土 總系 譜) 

シユ！ サン 秀算 IH OI 一一 〔新義 眞言 宗 3 大和 長 谷 寺 第 四 
代な う、 秀算 字は 京識 、俗姓 須藤氏 、上野 高 崎の 人 R して 
元龜 三年に 生る、 十三 歲向阈 後閑の 北 野 寺に て 薙髮 し、 慧算 

の 弟子と な $、 從 S て 松 井田 不動 寺に 寓 し、 雨 部灌頂 及秘藏 

の 奥旨を 受く 、未だ 弱冠 R 及ばず、 游 方して 諸講莛 R 交は る、 

慶畏六 年比皲 山に 登 6、 後豊 山 R 入うて 專譽 僧 jh R 從 ふ、 同 

九 年歸鄕 し、 幾何なら ずして 長 谷 寺に 柱く、 同 十四 年 夏 合 山 事 

あるを 以て、 去うて 後閑に 歸 6、 慧算の 席を 嗣ぎて 北 野 寺を 

一 主 どる 乙と 一年 餘 R して 高 崎 大聖 寺に 遷 る、 十六 年春奈 良に 

、ン ュー v 秀寿 j サ 


入 6、 喜 多 院空慶 僧正に 百 法 五重 .^ 敎を受 け、 四聖 坊經 助 ic 
三論 五 敎の義 を 受け'  留學 三年、 同 十 A 年 八月 慧算 fc 井田に 
八講を 行 ふに 當う 、師 招かれて 乙れ を 助く、 講莛 終りて 慧算 
退老 し、 師替 6 て 不動 寺 R 注す、 同年 十二月 二十 九日 幕 命に 
依う、. 城 中に 論莛を 開き、 永く ff 脚の 糧を賜 ふ t 後、 城屮 に 
論莛を 開く 乙と 幾 回なる を 知らず ' 兀和 元年 家康の 命 (C 依り、 
良 谷 寺の 席を 補す、 同 五 年將 軍秀忠 京師 (C 上う、 奏して 帥を 
僧正に 任す、 同 七 年 秋 長 谷 寺 ic 八講を 開く、 同九牢 醍_ 寺に 
至う 准 三 后 法務 大僧正 義演に 見ぇ、 兩 部の 許可 及經軌 等を 傅 
へらる、 寬永九 年 夏 大覺寺 尊 性 二 品 親王に 謁し、 秘密の /' 10 奥 
を受 く、 同 十四 年 德川家 光疹痘 を 病み、 祈 禱の爲 め 長 谷 寺を 
修營 す、 同 十八 年 病に 罹う、 京都 R 往 き醫療 を受 く、 仝 年 十 
月 十六 日 寂す、 壽 七十な 6、 師 生前 多く 諸 名家に 知らる、 家 
康 ’秀忠 、家 光、 待從 伊井 直 孝、 紀 伊中 納 言賴宣 等、 最も 師 
を 器 重す、 (豐山 傳通記 ) 

シユ！ サン 秀算 SH へ ハ 如 〔天台宗；！ 近 江 比 叙 山の與 i な 
う、 秀算 俗姓 小 松原 氏、 播磨廣 山領の 人な う、 出家して 比 
叙 山に 學び 、正 保四牢 五月 上乘 院を領 し、 寬 文九卬 寶園院 R 
遷う 住し、 十一 年 六月 法華會 の擬講 となう、 延寶 三年 十月 己 
講 R 補 せらる、 七 年 新 探題に 鋪せ られ 、學頭 正覺院 R 遷り住 
す、 八 年 權 僧正 (C 任せられ、 執れ 職 ic 補 せらる、 貞享 三年 僧 
正に 轉 し、 7T 祿五部 大僧正に 昇る、 十三 年 故 あうて 諸 職を 解 
かれ、 武 藏江戶 の邊 地 R 諭せられ、 寶永 三年 四月 十一 日謫冲 
に 寂す、 壽八 十二、 (天台 霞標) 

、ン ユ！ シヨ 秀如 |  一一 ® £ 一  i -i 〔W 洞宗〕 武 松 寺 第一 一十 

シユ！ (秀. }サ 1_ ジ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 五 五） 


シユ S  (秀) セ 


代な う、 秀恕字を嶺南と云，ひ、武藏荏原郡の人吉岡氏なう、 
十五 歲に して 出家し、 如 實禪師 に 投じて 童子と なる、 二十 餘 
にして 三藏 の聖經 諸家の 語録 等 記誦せ ざるな し、 後ち 東西に 
歷遊 する NJ と 二十 年、 寬永七 年 總持 寺に 出 ttt し、 岩 城の 大龍 
寺に 住す" 享保 元年 靑松寺 主を 缺く、 宣政院 命じて 之れ R 補せ 
しむ、 二 年の 秋 貫 山を 召して 席を 嗣が しめ、 西溪に 退隱 し、 
專ら 著述を 以て 務とな す、 著す 所ろ 日本 洞 上 聯燈錄 、佛 慈錄、 
宗派 圖 、萬 年 山 志 等 あり、 寶曆二 年 十一月 廿 三日 寂す、 壽七 
十八な*^、 

シユ- セ- 秀盛二 s 5i 〔新 義眞重 S 大和 長 谷 寺 第 丑 
十四 代な $、  秀盛 字は 覺 了、 尾 張 名 古屋の 人、 姓は 楞巖院 氏 
なう、 豐山千 手院快 盛の 室に 入うて 度を 受け 豐山に 學 a 、 總 
持 寺に 住す、 明治 二十 年 十二月 十五 日撰爻 れて豐 山 第五 十四 
代の 能 化 職に 補す、 明治 二十 三年 八月 二十 二 R 寂す、 壽 七十 
五、 著作 五敎章 私記 若干 卷あ う、 (新義 眞言 宗 史料) 

シユ— ゼン 秀善一 一一 一 删 〔新 義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第五 
十三 代な う、 秀善 字は 惠運 、俗姓は 守 野 氏、 越後 XIJ 羽 郡 花 
田 村の 人、 藏部 與右衞 門の 五男な 6、 十八 歲 {C して 上野 梁 田 

郡下溫 垂材自 性寺慶 運阿闍 梨の 室に 入うて 剃髪し、 豐山 に學 

ひ 師席を 繼ぎ 、次で 郡の 覺本 寺 4C 移う、 下總 鰭ヶ崎 m 福 寺に 

轉ず 、明治 六 年 四月 十五 日 擢られ て 豐山能 化 職 R I® し、 大に 

其頹 基を 恢復す、 十二 年 眞言 宗 長者と なり、 明治 十九 年 三月 

大 傳法院 中興 第一 代の 座主 {C 補す、 在職 十四 年、 豐 山の 今日 

ある 師の 力に 由る もの 少 ^: からず、 明治 十九 年 十二月 十四 R 

寂す、 壽七 十五、 (新 義 眞言 宗 史料) 


シュ上 秀 )ソ  ,  I  is!—  _ _ 

シ n! ソン 秀存 jj ^g OA s 宗〕 播磨赤 穂 町 加里 屋萬紐 一 
寺 十八 代 住持な う、 秀存は 一蓮 院と號 し 1 小島 氏な り、 美 濃 
國羽栗 郡中屌 村 西入坊 住職 小島 秀 道の 長子な 6、 幼 (C して 漢 
籍 を村瀨 藤 城に 學ひ 、享和 元 年甫め て 十四 歲 にして 京都に 遊 
a 、 高 倉學 寮 R 入り、 香月院 龜洲講 帥の 弟子と なう" 從學 する 
乙と 八 年、. 後 諸 山に 遊び、 m 舍瑜珈 を 三 緣山照 H に、 天台 敎義 
を東皲 山慧 澄に、 華 嚴三論 律 眞言を 紀伊の 宗英に 一々 之を」 

ひ 就中 最も 華嚴に 通す、 寮 司と なりて 天 保 六 年より 高 倉學寮 
に探玄記華嚴旨歸を講し、同十三年八月二十九日擬講と江6. 
弘化二 年よ-起 信 論義 記、 易 行 品を 講 す、 其 起 m 論 義 記の 講 
錄は 上梓して 世に 行 はれ、 顯正錄 と 題す、 弘化四 年 四月 十 B 
嗣講に 進み、 嘉永 元年よ 6 阿 彌陀經 、讃阿 彌陀佛 偶， 安樂 集、 
大 經下卷 を講 す、 當時頓 成 是海等 あ 6、 共に 異說を 執り、 附 
和す る者少 からす、 師 乃ち 本 法 院義讓 等と 命を 奉して 敎識に 
力を 盡 し、 其 功少 からす、 萬延 元年 閏 三月 二十 八日 (一傳 R 
八日) 學寮に 寂す， 壽七 十三、 明治 十九 年 一月 宗主 特に 師の 
功勞 を賛 して 講師 職を 追贈す、 師 一男 二 女 あう、 (碑文、 眞宗 
史料) 

シユ ー ソン 秀存； -: i: A: 〔天台宗〕 近 江比皲 山 尊 林坊の 
再興な う、 秀存は 山城の 人な う、 初め 食邑一 萬 石を 領 す、 

元 龜の變 に 遇うて 護持の 阿 彌陀佛 1: 負うて 近 江 小 松 谷 R 遁 
る、 天正牢 間 比 叙 山 ic 還 6、 尊 林坊、 (元 祿五年 改めて 樹王院 
と 云 ふ) 及 a 金山 坊 (後 改めて 千 葉 坊と云 ふ) を 建立す、 常に 
淨 土の 念佛を 修行し、 一日 も 怠る 乙と なし、 命 終の 際 阿 彌陀 
の密 供を 修 急、 壇上 R 在うて 寂す' 慶長 三年 八月 十日な う、 


(九 五 E) 


書辭 名人 家佛本  日 


シユ ー タイ 秀泰 ニ チフ 日阜を 見よ、 

シユ *— ^' イ  ー ^ "" Is  シ ri  - ダィ 周大を 見よ、 

シユ ー チキ 秀的二 1X 1  〔曹洞 宗〕 武藏靑 松 寺 第 十三 代 
なう、 秀的 字は ^ 中， 越 前 志 比の 人、 山 崎 氏、 母は 波 多 野 
氏、 九歲永 平寺佛 山に 投して 祝 髮受 具し、 其 命に 依う 大了 
に參 する Z: と半歲 、猶 悟らす、 終に 高 巖薰 道に 謁して 侍 司と 
な* CN、 心 印を 付せられ、 分 座說 法す、 初め 永 平 寺に 出世し、 
上野 耕 雲 寺に 遷 る'  寬文七 年靑松 寺を 主と る、 一 住 十一 年、 
柬堂に 退去し、 延寶五 年の 初め 北 遊して、 氷 •牛 寺に 到り、 業： 帥 
の 塔を 拂ふ 、次に 大了を 間 a、 病を 得て 山 房に 臥し、 同年 九 
月 十八 日 寂す、 壽五 十七、 遺骨を 萬 年 山の 塔に 埋む 、偈 あう 日 
く、如 0 疋來、如 〇 疋去、十方界、不中的、と、法嗣獅巖梅腑あ6 
C 日本 洞 上 聯燈錄 、萬 年 山 志) 

シ ユ ー ー ブン 秀典 一ー チモ* 日 孟を 見よ、 

、ンユ -ド 1 秀道 1-: 六 七 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 院の第 E 十 
二 代な 6、 秀道は 本 蓮 社 白 譽直 至と 號 す、 其 俗姓 生 國詳か 
ならず、 路 白に 役して 剃 髮受 業し、 宗乘を 究めて 後 幡隨院 常 
福寺傳 通院 等の 三大 刹を 經 、元 祿六年 (一說 七 年) 京都の 本山 
知 恩院に 主と なる、 寶永四 年 三月 十一 日 寂す、 壽 欠く、 (淨土 

總 系譜) 

シユ ー ハン 秀繁一 三 •一一 〇: 〔曹 洞宗〕 伊勢 安藥 寺の 禪僧な 

う、 秀繁字 は 茂林、 泰菴文 賢に 依 6 曹 洞の 宗旨を 究め、 總 

持 寺 ic 出世し、 次 {C 泰菴の 席を 繼きて 伊豫 安樂 寺に 遷 る、 永 

祿九年 闢雲 寺を 主と 6、 一  住 二 年 安樂 寺 (C 飯る、 元龜 元年 正 

月 八日 寂す、 世壽缺 く、 法嗣大 龍存安 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 


シユ 上秀) ターハ 


シ ニ！ ホ- 秀峰 ッソ タィ 存岱ビ 見よ、 

V ユ！  4 5 1  一 ^ l!iL ハン シュン 繁俊を 見よ、 

シウホ ン秀本 ；j sg -fcH 〔w 洞 宗嵌藏 靑松寺 第 十五 代な 
う、 秀 本字は 如實 ，肥 前佐賀 城の 人、 源氏 R して 馬 渡の 族 
な 6、 少に して II 泰 寺の 快巖養 に 依りて 童 - f となり、 十四 歲 
にして 薙髮 し、 具足 戒を 受け 徧ね く講 席に 詣 で、 性 和學を 究 
む、 後ち 遊 方して 安 州、 賢巖 、卽 非、 瀨禪 、镦心 等の 諸禪師 
に 謁し、 武藏に 至う、 靑松寺 第 十三 代不 中に 師事す る 乙と 七 
年、 後ち 十四 代 獅巖に 師事し、 寬文 十一 伍， 大松 寺の 寂 元 R 扨 
かれ 後 永 平 寺に 出世し 靑寵 寺に 住す、 天 和 元 平の 春に 至 6 獅 
巖寂 する に 逢 a 靑松 寺に 主と なる、 周 防長們 の 大守大 江 氏、 安 
藝の 大守淺 野 氏、 土 佐の 大守 山內 氏等大 に歸 向す、 後に 不肖 菴 
を營み て 退 休す、 享保二 年 十月 廿 六日 R 寂す、 七十 五歲な 6 、 

( 日本 洞 上 聯燈錄 、萬 年 山 志) 

シユ i 3 秀寒1 |:: 5: 〔淨土宗〕山钱眞福寺の開山な6、 
秀譽は 京都の 人、 俗姓は 熊 岡 氏な う、 幼に して 大坂 一心 竒凡 
愚の 室に 投じて 剃 髮し 、珂 山に 師事して 法を 嗣 r、 山城 綴 喜 
郡多賀 村に 眞福 寺を 靱して 開山と なり、 寬文六 年 六月 六 H 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シユ！ 3 秀譽ガ ンゴ含 牛を 見よ、 

シユ ー ヨ 秀譽 ショ-サィ 生 西 i: 見よ、 

シュ？ リン 秀麟 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登 雲 興 寺の 禪僧 

f  秀麟 字は 祥巖 、初め 尾 張 雲 M; 寺 71< 山 本 典に 參 し、 入 
室 印 可を 受け、 總持 寺に 出世し、 遷 6 て 雲 興 寺に 主と なる' 
寂 年 並に卅 壽缺 く. 法 嗣大雲 永 瑞あ 9、 ( 日 木 洞上聯 燈錄〕 


シ ユ 1( 秀 j ホ I リ 


書辭 名人 家佛本  日 


(◦六 五） 


シユ 人 修 、秋) 


シユ ー レ？ 秀嶺こ • ; 一 〔眞宗 〕越 後出 雲 崎淨支 寺の 住 
持な 秀嶺は 蓮淨院 (一に 蓮 收院 に 作る) 智現 .十 と號 す、 
寮 司と なう、 天 保 七 年よ 6 高 倉學 寮に 摩訶 111 觀 、法 華 玄義、 
十 不二 門 指要鈔 を講 し、 弘 化元牢 七月 二十 五 H 擬講 となう、 
嘉永 元年 夏 金 飾 論を 講 す、 嘉永五 年 九月 寂す、 (眞宗 史料) 
シユ ー ガン 秋， ド-セ ッ道 泉を 見よ、 

シユ— カ ン 秋 ffl ニ チシユ -日收 を 見よ、 

シユ！ ダウ ツ 秋 月 卜-ク 7 -y 等 觀 を 見よ* 

、ンユ ー 修榮 (一三 八 九) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 禪僧 
f、  修榮 俗姓 不詳、 一説に 唐の歸 化 僧な うと S ふ、 天平 
の 頃、 菩提 仙那 に 隨 a て 三藏を 學び 、道 ei ic 隨 a て 戒律を 究 
む、 大安 寺に 住し、 傳灯大 法師 位に 上る、 示 寂の 年時缺 く、 
著作 婆羅門 僧正 碑文 一篇 ぁり， (本朝 高僧 傳) 

シ ni ン 修 圓一^ 31-- 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 
6、 修圓は 其 俗姓を 詳か R せす、 大和 北 谷の 人な り、 賢憬 
僧 郡に 從 a て 法相を 學 ひ、 大小 乘に 通す、 弱冠を 過き て 興 福 
土 寸に 住し、 少 僧都 R 任す、 又傳 法院を 開きて 第一 世と なる、 
師 初め 傳敎 大師よう 密灌を 受け、 義眞に 依うて 顯 敎を受 く、 

義眞 遷化の 後 其 遺命 R より 延膊 寺の 總事 とならん とす， 然れ 

と 7^ 衆徒 肯 せす、 乃ち 大和の 室 生 山に 移 ^ す、 承 和 二 年 六月 十 

五 ：1:寂す、壽六十五著 11- ^ 明纂要記鈔一一卷、因叫纂耍記秘心、 

淸辨 * 决五 種 1'lli 性 義 、法相 燈 W 記、 各 一卷、 法 弟 興 昭’德 一、 

壽廣 、荞德 の 叫 人 ぁう、 (元 亨釋書 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

シュ— カク 修覺二 0 0: 三 〔淨 十宗〕 山城 二 尊院の 僧な 6、 

修覺は 土 御門 天皇の 皇子 R して 坪 覺尋慶 R nlli 事して 淨土敎 を 


シユ 1 ( 修) ク — コ 


究め、 京都 二 尊院に 住し、 康永二 年 六月 二十四日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

シユ— タウン  '修觀 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 姑 寺の 學 

僧な う、 修觀 俗姓 生國詳 ならす、 西 山 派の 開 肌 設空 上人 R 
師事して 淨土の 宗義を 傅へ、 初め 御殿に 住し、 後、 朿國に 下 
う、 宗義 を弘 通す、 示 寂の 年 時 享壽缺 く、 門下綽 空 あう、 C- 浄土 
傳燈錄 、淨 土總 系譜} 

シユ ー コ ー 修廣  一一； 一一 一 〔眞言 宗〕 京都 法 命 •剛院 の 中 
興な 6、 修廣 字は 道 御、 俗姓は 大鳥氏 、大和 服 部の 人、 貞 
應二 年を 以て 生れ、 三歲 R して 父を 喪 ふ、 母 養 ふ Z1 と 能は ず 
して 東大寺の 側に 棄つ ，梅 本なる もの あ-^、 春 日祠に 詣て、 
抱へ 皈うて 養育し、 東大寺に 投じ， 十五 歲に して 剃髪し* 十 
八 歲招提 寺に 往き て 101 律 支に 具足 戒を 受け、 法隆 寺 ic あうて 
法 華、 勝鬉 、維摩 經を聽 き、 京都 靈山院 R 屬して 兩 部の 密法 
を 傳受 し、 洛 西の 法 金剛 院嵯峨 の淸凉 寺 R 至りて 念佛會 を 建 
つ、 都下の 緇素 化に 嚮ふ 乙と 十万 人な 6 即ち 大齋を 設けて 發 
願 廻向し" 終うて 復始 む、 時の 人 依て 十 萬 上人と 呼ぶ、 後、 後 
宇多 天皇 師の 道譽を 聞き、 圓覺 上人の 號を賜 ふ、 後 愛宕山 R 
登う、 地藏 菩薩 R 母に 逢は / 1 乙と を 禱 6、 播磨に 至りて 避逅 
し、 大に 喜びて 共に 鄕に皈 う、 父の 遣 迸に 寺を 營み 、佛 事を 修 
して 冥 報を 增 す、 嘉元苹 中招提 寺の 衆 請して 主席を 細せ しめ 
ん とせし が、 固 辭して 應せ ず' 勸性 をして 代う牲 かしめ、 應長 
元年 九月 二十 九日 寂す、 壽八 十九、 臘七 十一、 門人 塔を 法 金 
剛院 R 立つ、 師 生前 造る と 乙ろ の 伽藍 三十 所、 四 部の 弟子 凡 
を 十万 人 あう、 書を 善くし 自像 あり (本朝 高僧 傅、 續 本朝 書 


〔一六 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


史) 

シユ I ニ ン 修仁 ( …… 〕 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 阿闍 
梨な 6、 修 仁は 大僧正 深 覺を禮 して 灌顶を へけ、 廣澤 流を 
嗣 く、 其 評 傳缺 く、 付 法 弟子 增蓮濟 海の 二人 あ- CN、 增蓮は 
石山 靑龍院 に 住し、 密學に 精通し II 摩兕抄 を 撰す、 增蓮付 
法の 弟子 芳源あ う、 其 下に 齊朝和 實の 二子を 出 だす、 (傳 燈廣 
錄) 

シユー ニ ユー 修入 ( …… ) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧 
なう、 修入は 比 叙 山の 朗善和 尙の 門に 出て 密敎に 精く して 
茜た 神異 あう、 甞て法 幢院に 淨藏と 其に 法を 角し、 奇靈の 行 
を 演して 衆を 驚かす と 云 ふ" (本朝 高僧 傳) 

シユ ー ギヨ ー 集堯 a 三 三 三〕 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 禪 
僧な う、 集堯 字は 仁恕、 號は雲 泉齋と s ふ、 信 濃の 人な 6、 
出家して 相國 寺に 留 う、 天 正の 頃 詩 名高し、 Ag ifif 

シ nl ク 集 九 (ニー 四 六) 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 禪僧な 
6、 集 71 一に 周 九に 作る、 字は 萬 里、 號は梅 菴と云 a、 ■別 
に 梅花 道 人、 漆 桶 道 人と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 京師 相國 寺に 
入うて 大圭宗 价禪帥 に 師事し、 寺 中の 雲頂院 に 住す、 應 仁の 
初、 戰亂を 避けて 美 濃 尾 張に 浪 遊し、 遂に 法衣を 脫して 居士 
と稱 す、 文明の 末 江戸に 入う、 太 田 道 灌の眷 遇を 受け、 詩文 

を 以て 聞 ゆ、 文 iiji 十八 年上 杉定 正に 招かれて 鎌 倉に 赴き 尋て 

美 濃に 歸 う、 草菴を 結 ひて 隱 棲す、 寂 平 月日詳 ならす、 門人 

二人 あう、 千里， 百 里と 云 ふ、 著作 天下 白 二十 五卷、 (蘇 览坡 

詩 註)、 帳 中 香 二十 一卷、 (黃山 谷 詩 註}、 幷に 梅花 無 盡藏二 卷， 

棘 門 集一卷 あう、 (日本 名僧馎 、五山 高僧 小傳 、本朝 通鐙 '古今 


、ンユ 上修 、集} 


- - - - - -  - _ _  ■  ■ 

人物 志、 延 寶傳燈 錄、〕 

シユ ー ヨ ー 集 /» !蘇；^〔臨濟宗〕京都相國寺の禪惜な 
i  集膺字 は 天 眞と云 ふ、 龍澤 寺の柬 嶺に 師事して 參究功 
を楮み 、印 記を 蒙る、 相 國寺塔 頭 玉龍菴 に 住す、 文化 八 年 寂 
す壽 七十 三、 

シユー ガイ 衆鍾 55 ^ 〔眞宗 〕大 坂淨明 寺の 住僧な 6、 
衆 鎧 字は 月皎 、號は 無爲 室と いふ、 初め 直 入院に 隨從 して 宗 
意を 傅へ、 後、 明敎院 を 師と す、 文化 四 年 安居 初めて 門 末 徒 
衆の 懸籍乞 免され し 時、 師及 a 越 中の 惠航に 代講を 命： w ら る、 
同 八 年 正月 十六 日 寂す、 壽八 十三、 著作 易 行品饒 _ 十卷 、二 
乗成佛 章一卷 、淨 土論隨 釋四卷 あり、 (淸 流紀談 ) 

シユ ー モク 血 米 目 セン ソ！ 泉奘を 見よ、 

シユ ー ザ ー 聚藝 |一1  一 i§i 一一 〔曹 洞宗〕 武藏禪 林 寺の 開山な 
ぅ、 聚藝 字は 能 山" 薩摩國 藤 原 氏の 子な ぅ、 父の 任に 從ひ 
て 相 摸 國鎌倉 に 生る、 幼に して 世相を 厭 a 、 十歲 にして 上總 
の東昌 寺に 出家す、 即菴 和尙に 師事し、 後， 諸禪 師に參 見す 
る Z1 と 凡を 十餘 年に して 歸 る、 卽菴 付法傳 衣す即 菴將に 示 寂 
せんと するとき、 帥を 擧げて 席を 繼か しむ、 再び 諸嶽 山に 住 
す、信徒請て興聖寺 5: 開かし 1/ 、關朿の管領足利持氏大に歸 
依し、 武藏國 六 浦の 莊に 就て 禪林 寺を 創し 師を請 す、 永 正 九 
年 十一月 廿 六旦叔 す、 壽七 十一、 臘六 十一、 (n 本 洞 上 聯 燈錄； 
シユ 1 ヨ 取 派 碧 日 ィヵ ク意覺 を 見よ、 

、ンユ ー サン イン 驚 ni 阮  -I チホ-日 E V 見よ、 

シユー シヨ 丨 » 翔( ：〇  〔曹 ?l«ij 宗〕 越 前福聚 寺の ^ 
僧な 6、 鷲 翔 字は 翅 天、 武藏の 人、 初め 大空に 參し 、次に 


シユ丄 集、 衆、 聚 、鷲) 


本辭 名人 家佛書  日 


(二 六 五） 


シユ i 鷲、 州、 拾、 嘯、 終、 收 、取)； ジ ユ 上 重) 


東 木長樹 に桉巖 寺に 於て 參し 、其 法を 嗣 く、 越 前の 福聚 寺に 
住し 盛 R 宗 風を 擧揚 す、 寂 年月日 及 S 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

、 V ユ 1 セン イン ニ チョ I 日 陽を 見よ 、 

シユ 1 ホ IV ン奮 峰院 一ー チ クヮン 日桓を 見よ、 

シユ ン 外 ^ シユ- ホ- 宗彭を 見よ、 

シユ —才 1 #1 翁 ジユ キン 壽欣を 見よ、 

シユ ー ズイ 拾隨 ショ 1 卜—紹 等を 見よ、 

. シユ t デン 拾傳 リョ 1 キョ-良 曉を 見よ、 

シユ 1 ガン 嘯巖ゼ ソコ全 虎を 見よ、 

シユ ー、' タツ ン 終 願 ショ-ガン 淸巖を 見よ、 

シユ 1 ゲン イン 收支院 ニ チ ユ-日 祐を 見よ、 

シユ l a l イン 取要院 ニ チ ゴン日 言を 見よ、 

ジユ ーイ 重怡 j gi g  〔天台宗〕 山城 鞍馬 寺の 僧な-^、 
重怡は 伯耆の 人、 叙 山に 登ぅて 顯密を 究め 年 四十 ic して 鞍馬 
寺 R 投す 、寺の 講堂に 丈 六の 阿彌陀 佛像ぁ 6、 重怡其 前 {C 禁 
足し、 六 屯の 間兩界 法を 修 す、 大治 元年 三月よ 6 保 延六年 八月 
爻で 、十四 年の 間に 阿彌陀 佛 號を唱 ふるに 小豆を 以て 算 す、 

積て 二百 八十 七 斛餘 {C 至る、 一 箱に 蓮 子 木 穂 子を 貯へて 佛前 

に 置き、 來詣の 人を 見て は寶號 を勸唱 し、 傍 {C 筆 硯を備 へて 

自ら 其數を 記す" 凡を 三千 五 百 斛に滿 つと 云 ふ、 是年命 終の 

期を 知うて 沐浴し、 藕絲の 衣を 被 6、 一堂に 諸 弟子を 集めて 

阿字 觀を說 きて 懇に敎 導し、 •左手 R 五鈷杵 を 持し、 右手に 念 

珠 を 拈 し、 西 向して 晏然 眠る か 如く 寂す、 壽六 十六、 (元 亨釋 

書、 本朝 高僧 傳) 


ff j ユ 上 重 IX — デ _  _ 

ジユ！ チン 重圓 j AA ^H 〔天台宗〕 近‘ 江 園 城 寺の 長 吏な 
6、 重圓 俗姓は 源氏、 忠 重の 子な う、 幼に して 出家し、 大小 乘 
を 學び 、眞圓 に 師事して 兩 部の 大法を 受け、 傳法 大阿闍 梨と 
な $、更らに良慶に謁して三大部を習ひ>金玉集を記す、寬喜 
年中 眞言 所 習 之義を 記し、 僧正に 敕 任す、 乙れ ょう 四宗證 義一 
寺 探題 長 吏別當 等を 經 、建 長 元年 六月 二十 二日 寂す、 壽 八十 
八、 (三 弁 續灯 記) 

ジユ 1 キヨ ー 重慶ニニ -fc- fj  〔淨 土宗〕 大和 觀音院 の 中興 
なう、 重慶 俗姓は 橘 氏 伊賀 國 伊賀 郡の 人な 6、 幼に して 薙髮 
し、 東大寺 軍祐 R 師事して 法藏大 德の钠 衣を 付 せらる、 師密乘 
に 精通し 野 澤の法 流硏究 せざる なし、 初め 大和 忍 辱 山に 住し、 
次に 觀音院 を 中 典し， 住持 久しう す、 師牛 常念佛 三味を 勤め、 
兼て 阿 彌陀の 式不勸 護摩を 修 す、 慶長 十七 牢 十月 十五 日 寂す、 
壽 六十、 (續 日本 高僧 傅) 

ジユ ー, ゲン m l 源 —-. 八 si E: /— . 淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 
6、 重 脱字は 俊乘 、鈀季 重が 子、 長 谷 雄 十二 1-H: の 孫な う、 
俗名は 重定 、俄に 佛 門を 慕 CA て 出家 待 度し、 醍醐# にあうて 
密敎を 習 a 、 筏 源 空に 隨 a て 專 修念佛 の 法を 受く 畿內に 遊行 
して 念佛 修行を 勸掖 す、 一時 高野山に 留 6 白蓮 社に 傚 a 同志 
相 謀-^ て 念佛 修行す 仁 安二 年宋 {C 入る、 四 明 山に 明 菴 西と 會 
L 伴 a て 天台 山に 登 蒸 餅 峰の 阿 雑 漢を拜 し、 又 明 州 R 還 $ 
て 鄧嶺の 舍利明 光を 發す るを 見、 翌 秋東歸 す、 治 承 四 年 東大寺 
燒け 、火災 佛殿 R 及 ふ、 朝廷 源 空の 推擧に ょう 師に 命して 幹 
事に 當 らしむ'  師 一輪車を 造う 自ら 其 中に 坐し、 左に 詔書を 
奉し、 右 R 幹疏を 持し、 諸國を 巡行して 四民を 勸 化す、 普く 


三 六 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


淨財 を 募"^、 ® 

エを 集め、 十餘 
年を 經て佛 殿 落 
成す、 建久六 
年 三月 千 僧を 集 
めて 供養し、 鳥 
羽 天皇 百 司を 從 
へ 寺に 幸し、 賴 
朝 諸將を 率ゐて 
同く 列す、 師此 
年 六月 六日 東大 
寺の 某 院に寂 
す、 壽七 十餘、 

(本朝 高僧 傳、 高 
野 表 秋、 淨土總 系譜、) 

ジユ ー コ 重 故 エーシ ョ丨英 松 5: 見ょ、 

ジュ ー シュン 重舜 55 ; -x 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
f ,  重 舜は康 曆二年 春 剃 髮 受戒して 舜淸に 就き、 初め 俱 
舍を學 ひ" 後天 台を 習 ふ、 應永二 年夏大 堂の 立義 となり、 廿 

五 年 題 者の 職に 居る" 應永廿 八 年 六月 十九 日 寂す、 壽五 十四， 

(三 井續燈 記) 

ジュ ー セン 重 泉 ーーー ー 〇〇 卜 g  〔天台宗〕 美 濃 長 瀧 寺の 學頭な 

う、 重 泉は 藤 原 氏、 父の 名は 重 孝， 播 磨の 人、 西宮 左大臣 

高 明の 後な う、 但馬に 移うて 師を 生む、 十五 歲に して 剃 髮 し、 

泉 "; 衍舜 、泉 尊、 房淳の 諸師に 天台 俱舍 を學 a 、 所 聞の 法を 記 


ジュ ー( 重) コ ー セ 


して 意. 1 分別と ^ け、 三十 餘帖に 反 ふ、 後 W 濃 ii ilili 寺に A り、 
學頭 職に 居る 應永 十七 年 八月 十一 日： 叔す壽 五十六、 

ジユ ー ゼン 重 禪 c . 〕 〔律 宗〕 铎良成 壇 垸 の 1 :僧な 

う、 重禪は 鄕貫詳 ならず、 律 一- (C 圓照 .帥惠 す、 初め 1 ハ ''-. 菩 
薩ょ 6 滿分戒 を 受け、 禪慧 律師ょ. 〇敎字 を 受け、 泠圆 i 〖の 弟 
子と なる、 戒律 眞言 三論 R 通し、 盛譽な 寂 年缺 く、 (律苑 僧 
寶傳) 

シユ 1 夕 1 重貞； 一 •一 • §: i: 「淨 土宗〕 安房 善 生 寺の 開山な 
ゥ、 重 貞は 誠 蓮 社 信 譽と號 し、 伊豆 伊來の 人、 法を 傳察に 
嗣ぎ 、安房 朝 夷 郡 加 茂 村 善 生 寺を 開く、 延寶二 年 六月 十四日 
寂す、 世壽缺 く、 ( 淨土總 系譜) 

ジユ i ーヨ重 如  一一^^  S 言 宗〕 大和 金剛 王院の 僧な 
6、 重 如 字は 日蓮、 大和の 人な う、 六歲に して 東 小 [II 原 寺 
に 入う、 胎蓮 法師に 師事し、 胎 蓮の 金剛 王院に 住する や" 師 
も隨從 し、 稍 長 じて. 灌 頂を 受け、 秘 呪を 習 a 、 普く 密塲に 
遊 a て 小 野廣澤 二流を 究 む、 師 寡欲に して 居 止を 定めず、 正 
安元 年 五月 十八 日白 毫 寺に 於て 寂す、 壽七 十八、 (本朝 高僧 

3 

ジユ ー ユ 重 偸 j Atr il 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な う、 
重偷俗 姓は 藤 原 氏、 右 衞門權 佐 重隆の 子な り、 出家して 仁實に 
天台 敎を學 び、 應保二 年 天台 座主と なる、 長 寬二年 正月 五日 
寂す、 壽六 十九 ' 天台 座主 記) 

ジユ 1ヨ 重擧！ 一  a 七 九 五) 〔三論 宗〕 大和 党 明 山の 學僧江 
う、 重 # は 鄕貫詳 ならず、 束 南院の 覺樹に 就 S て 三論を 學 
び、 中 川の 實範に 就 s て 密 法を 傳ふ 、後、 大衆に 交は るを 厭 


ジユ？ (重} ゼ—ヨ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 六 五/ 


び' 大和 光 HJ1 山に 菴 V」 營み 、淨 土敎を 修 す、 某 年 其 山に 寂す、 著 
作秘宗 敎相鈔 十卷 、深 密鈔 、十 住 心 論 略# C 一名 肝心鈔 ) 、菩提 
心 論鈔 、西方 集、 各三卷 、字 記鈔 二卷 、五 相 成 身 記一卷 、護 
摩雜記 (卷數 未詳) あぅ、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

〔考〕 重譽 は保延 頃の 人な 6、 

ジユ 1 ヨ 重 寒 1=4 タン ャク湛 益を 見よ、 

ジユ ー ィ住意 二 •n o: 〔淨 土宗〕 筑後二 尊 寺の 開山な 6、 
住 意は 傅 譽と號 し、 筑 後の 人な 廓 山の 法を 嗣ぎ 州の 蛭 池 
村に 二 尊 寺を 開き、 寬永七 年 某月 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜) 

ジ ユ1 ク !? ン 住關？ ョー シン 良 信を 見よ、 

シユ 1 シン 住， 七 ニ チョ ー 日耀を 見よ、 

ジユー テツ 住 鐵( . ) 一 淨土 宗〕 下野 淨 光寺の 開山 

f、  住 鐵は其 鄕貫詳 かならず、 良 信に 師事して 法を 嗣 ぎ、 
小山 R 淨 光寺を 開く、 寂 年壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ジユ ー ニヨ 住 如  n- チョ 1 光 澄を 見よ、 

ジユ ー ヨ住邀 ロィデン 以傳を 見よ、 

ジユ？ レン 住 蓮.  一 A: 六 七 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 

ぅ、 住 蓮は 東大寺の 維那 なる 實遍の 子な 6、 源 空 上人に 師 

事して 淨土敎 を 受け、 念 佛講經 を 事と す、 建 永 元年 十二月 同 

門 安樂と 共 R 鹿ヶ 谷 R 別時 念 佛會を 修す "後鳥羽 上皇の 宮女 

等 念 佛會 R 參 し落髮 して 尼と なる もの あ 6 " 上皇 大に 怒*^、 

宮女 誘引の 故を 以て 承 元元 年 二月 九日 同門 安樂と ' it , ハに 近 江 蒲 

生 部 馬 淵 R 於て 斬 R 處 せらる、 (愚 管抄、 淨土總 系譜、 淨土傳 

燈錄 、安樂 上人 傳、〕 


ジユ -ジ 十 地 タン ネ ン湛然 を 見よ、 

ジユ ー、 ンユ ー 十 *, ホ ド-補 道を 見よ、 

ジユ ー シヨ ー 十聲； j o: A: -b: 〔淨土 宗〕 岩 城專稱 寺の 開山 
なう、 十聲 は. 號は成 蓮 社良祐 、俗姓は 源氏、 山城 八幡の 人 
な 6、 良 山に 師事し、 奧州岩 城に 專稱 寺を 創し、 德望 N 邊に 
高し、 應永 三十 四 年 十一月 二十四日 寂す、 (鎭 流祖傳 、淨 土總系 
譜)  , 

ジユ？ ジ ml 十乘 (一九二 〇) 〔天台宗〕 河內 磯長の 學僧 
f、  十 乗は 比 叙 山に 居 $ て 五 時 八敎を 討究し" 一心 三 觀 
を 修練す、 後、 河內 磯長に 菴 居す、 JH 元元乐 實相照 金 [II 院に 
住し、. 師を 招きて、 摩 訶止觀 を講 せし む、 師 京都に ある 乙と 
二 年、 又舊菴 に皈 う、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ジユ 1 タツ 十 達 シ ユソサ ィ 俊才を 見よ、 

ジユ 1 ニヨ イン 十如院 ニ チ ギョ 1 日 行を 見よ、 

ジユ 1 ガ從賀 (一一 一六 一) 〔曹 洞宗〕 美 濃龍泰 寺の 禪 僧な 
6、 從賀 字は 蘭恕大 室 祖圭に 參し七 年に して 發 悟、 文龜 年中 大 
室の 寂す るに 及び、 遺命に 依うて 美 濃 11 泰 寺の 席を 補す、 某 年 
同 寺に 於て 寂す、 壽缺く 法嗣林 叟正芳 一人 あう、 (洞 上聯 燈錄) 
ジユ ー ガク 從覺 ジシ ユッ慈 俊 VJ 見よ、 

ジユ ー ニ 3 從如 n 丨 チョ-光起を 見よ" 

ジユ ー ガク縱 M コ> キョ 光 巨を 見よ、 

ジユ 1 シヨ 1 縱性  H ンシ圓 旨を 見よ、 

ジユ 1 3 縱譽 シン ガン 心 岩を 見よ、 

ジュ^-ケン 充賢 ( . )〔 眞宗〕 越 中 某 寺の 學僧な 6、 

充 賢は 越 中の 人な う、 學 自他に 涉6宗 乘は快 樂院に 承け て 造 


シュ ー( 重、 住) 


ジユ上 十' 從 、縦) 


(五六 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


詣 頗 る 深し，， 殊に 唱導に 巧なる を 以て 講說も 亦 自ら 其 習氣あ 
6、 謚 して 淨信 房と 云 S ふ、 著作 帖外讃 講義、 淨+ 和讚 講義 
ありと S ふ、 (學 苑談 叢) 

ジュ 1 ベン 什辨一 一一 g  一一 一 - 〇 〔天台宗〕 近 江 闇 城 寺の 僧な 
り、 什辨 俗姓は 高氏師 直の 子な う、 出家して 長乘增 仁の 二 
師 に 事へ て顯 密を學 S、 名 天下に 達す、 觀應二 年 四月 廿 三日 
盜賊 に 殺 3 る、 時に 年 九十 二、 世に 慈心 上人と 呼 ふ、 〇 一一 井續 
燈 記) 

シュク 文？ 叔英 シ d 丨パブ 宗播を 見よ、 

シュク ホ？  叔芳 シュ- チ ュ-周 仲を 見よ、 

シュ クオ！  肅$ 羽シ ュ、 ガン 珠巖を 見よ， 

シュン H  陵惠 ( . 〕〔 . 〕 京師の 歌 僧な う俊惪 

は 京都の 人、 俗姓は 源氏 俊賴の 子な う、 和歌を 善くし、 頗 
る 父の 風 あ*^ て 世 {C 推 重 せらる、 寂 年壽缺 く、 著作 歌苑鈔 、歌 
仙 合 あう、 (大日 本史) 

シュン H—  俊英 2 九〇 七 ^ . 〕  京都の 書 僧な-^、 

俊英は 後深草 帝 時代の 人な 6、 書を 能くし、 甞て發 願して 
藥 師如來 十二 神將の 像を 圖す 、甚だ 靈驗あ 6 y2 うと 云 ふ (皇 
朝 名 書 拾彙) 

シュン エン 俊圓 j A-t ^ 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な 

う、 俊圆は 鄕貫詳 ならず、 季仁に 就て 天台 敎を 修め、 長寬 

二 年 天台 座主に 任ず、 仁 安元 年 八月 二十 八日 寂す、 壽 六十、 (天 

台座 主 記) .  ， 

シュン オ * 俊 雄 一二 i:' ハ 〔眞言 宗〕 山城 東寺寶 菩提 院權 

僧正な う、 俊 雄は 醍醐 山覺 雄の 流裔 にして 弘宣の 門弟な 6、 


、ンユ ？ (什) シ ュク (肅 、叔) シ f\( 俊) 


弘宣に 招かれて 大法を 付 せらる、 永 正 十三 年 八月 二日 寂す、 
什 法 二人 高慧宗 承の 二人 あ 6、 ( 續 傳燈廣 錄) 

シュン オ 1 俊 雄 ( . ) 〔淨土 宗〕 江戶靈 山寺の 僧な 

う、 俊 雄は 最蓮社 勝 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 詮 雄に 
師事して 淨土敎 を學び 、其 法を 嗣ぎて 後、 江 戶靈 山寺に 住す、 
時に 寺 久しく 檀 林の 外に あ 6、 師乙れ を 嘆 じ、 再三 檀林 とな 
S ん乙 とを 幕府に 請 遂に 許 S る、 後 席を 鑑了に 讓 う、 熊 
谷 寺に 退隱 し、 某 年 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

シュン オタ 俊屋ヶ 丨ゲン 桂彥を 見よ" 

シュン 方ン俊 涵日 ラィ ュ賴瑜 を 見よ、 

シ fv 力 俊賀； oi 五 - t : 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 慈心 院の大 
僧都な う" 俊賀 字は 乗圓 房と S ふ、 公紹の 法を 得て 二十 八祖 
となる、 應永四 年 五月 五日 寂す、 付 法 二人 あ 6 義俊 俊豪と $ 
ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

シュン ガィ 俊 海 ii l- 一 一 〔新義 眞言 宗〕 江戸 護持 院第四 
十三 代な う、 俊 海 字は 秀學 、俗姓は 野中 氏、 武藏埼 玉 郡 上 
大越材 の 人な $、 十二 歲 R して 邑の德 性 寺 俊 澄に 從つ て薙髮 
し、 十六 歲に して 豐山に 登り、 留學 三十 四箇 年、 小 野廣澤 二 
流の 奥義に 達し、 慈眼 院 R 住し、 一山 大衆の 第一 座に 昇る、 
嘉 永二牢 三 保 谷應德 寺に 遷 う、 慶應 三年 幕府の 命 R より、 湯 
島根 生院 に轉 す、 明年 二月 護持 院に 進み、 大 僧都に 任ず、 明 
治 十六 年 六月 七日 寂す、 壽八 十三、 (新義 眞言 宗史 科) 

シュン カ ク俊覺 (二 〇〇三 ) 〔眞言 宗」 山城 東 寺の 長者な 
6、 俊覺は 康永二 年 東 寺の 長者と なう、 權 僧正に 任せら る、 
其 寂年缺 く、 (東 寺 長者 補任) 


、ンユ ン f 俊) 方 1 ガ 


晉辭 名人 家佛本 


日 


(六 六 五） 


、ンュ ン (俊) ^ I 口 

I  .  . k  Is  -  . .  -It  -  ■  is  •  »>  ■  ;•  ■  -  It  ■  I  ,  : 

シュン SI 俊慶一 一 =0 11 〔眞言 宗 s 城 醒醐山 慈心 院 
の大 僧都な り、 俊慶は 俊增大 僧都の 正 脈を 嗣さて 松 橋の 第 
三十 五祖 となう、 文明 十五 年 十月 十六 日 寂す、 壽六 十九、 付 
法 二人 澄惠惪 尊と 稱す 、(續 傅燈 廣錄) 

シュンク ワン 俊觀 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 

僧な う、 俊 觀は慶 俊眞玄 二師に 就きて 敎義觀 門を 學 3 、晚 
年 茅菴を 北山 西 園 寺畔に 結 ひて 屛 居し 某 年 寂す、 世に 心 蓮 上 
人と S ふ、 (三 井續燈 記) 

シュン タン 悛憲一 • 〇: ハー ー 〔眞言 宗〕 山城 醐醍山 慈心 院の 
大 僧都な 6、 贷 憲は俊 盛の 灌 頂を 受け、 小 野 松 橋 流の 三十 
一祖 となる'  應永九 年 五月 寂す、 付 法の 弟子 一人 弘意 とい ふ 
ぁう、 (續 傳燈 廣錄)  , 

シュン ゲン 俊玄一 一一 駿归 SS S 山城 本願 寺 第 四 代な う、 
俊 玄號は 善 如、 第三 世宗昭 上人の 孫、 從覺法 印の 子、 正慶二 
年 二月 二日 {C 生れ、 童 名を 光 養 麿、 權 大納言 俊 光の 猶子 たう、 
得度して 權大 僧都に 任し、 ) pn 父宗昭 上人の 法嗣 となう、 文 和 
元年 就職し、 康安 元年 宗祖 一 百年 忌の 法會 を修 し、 康應 元年 

二月 二十 九 B に 在職 三十 八 年に して 寂す、 壽五 十七 バ 門跡 傳 

本山 寺 誌、 大谷 略譜)  ， 

シュン ゲン 俊彥 リョ— 夕亮汰 を 見ょ、 

シュン n  00  ^ . ) 〔曹 洞宗 \_J 相 摸總世 寺の 禪 僧な 

う、 俊箇 字は 一宇、 相 摸の 人、 初め 安叟 に總世 寺に 參 し， 

四 年の 後辭 して 參 方し、 再 a 總世 寺 {L 歸 へる" 時に 安 叟旣に 

寂し、 智 海宗徹 主席に あう、 乃ち 入室して 衣 法を 付せられ、 
後、 永 平 寺に 出世し 智 海の 席を 踵き て總世 寺に 遷 る、 晩年 


ジュン (俊}  fl— か 


宗淵 寺 R 退去して 裳 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣忠室 宗孝ぁ 6、 rn ) 
本 洞上聯 燈錄) 

シュン 3! 俊 光二 ~: j 五三 〔淨 土宗〕 越後 三 光寺の 開山な 
う、 俊 光は 鎭蓮社 磨 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず "道 # 上 
人 R 投して 淨土敎 を 學び 、總州 久留里 正 源 寺、 越後 三 光寺を 開 
く、 文 祿二年 寂す、 (淨 土總 系譜) 

シュン ゴー 俊豪？…：.) 〔眞言 宗〕 山城 醍圓山 慈心 院 
の大 僧都な う、 俊豪は 俊賀の 法を 嗣 き、 又公紹 大僧正 ^ 就 
きて 悉地を 得、 小 野 流の 二十 九祖 となる、 付 法の 弟子 一人 俊 
盛 ぁう、 (續 傳燈 度錄) 

、ン n ンゴ ー 俊豪 v -t: 七 五 〔天台宗〕 近 江比歙 山の 僧な う、 
俊豪は 早く 比 叙 山 R 上 6 て 東 塔の 玉 泉 房 R 住し 名を 顯密に 擅 
にす、 永久 三年 秋 鎌 倉に 蟄居し、 八月 十五 日 寂す' C 本朝 高僧 傅} 

シュン ゴン 俊嚴 | 九. 5; 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 气 
俊嚴は 關白藤 原俊經 の 子な う、 醍醐 寺 僧正 親嚴 R 從 a て、 兩 
部の 灌 頂を 受け、 英名 高し、 貞永 元年 秋權大 僧都 R 任す、 
建 長 三年 夏 東 寺の 長者 職 R 補し、 四 年 六月 雨を 祈う 法驗ぁ 6 
て 僧綱に 叙 せらる、 同 六 年 十一月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

シュン サ T 俊才 一一 一 gjg  〔華厳宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な 
う、 俊才は 十 達と 號 す、 少 R して 出家し、 師に隨 a て 登壇 
受 具す、 新 禪院の 聖然に 從 a て 華嚴を 受け、 眞言 毘尼を 兼ね 
修む "初め 京 部の 大通 寺 ic 住し v が、 西國 R 巡 禮 し、 歸 へう 
イ 戒壇 院を領 し、 眞言 院に 移つ る、 後醍醐 天皇 菩薩 戒を 受け 
て 國師號 y 賜 a 、 後 鎌 倉の稱 名 寺 R 住す、 文 和 二 年 十月 二日 


(七 六 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


寂す、 壽九 十五、 臘七 十六、 著作 五 敎章要 文集 三十 二卷 あり、 
(本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傳) 

シュン サク 俊 驚 一 ― : i £: た 〔曹 洞宗〕 武藏靑 松 寺の 第 七 代 
f,  俊 鷲 字は 瑞 翁と 云 ふ、 備 中の 人、. 俗姓 源氏な $、 早 
年に して 三寶に 皈 し、 洞 松 寺に 投して 得度し、 具足 戒を受 く 
る 後、 四方に 歷 遊し M 初め 天 嶺和尙 に 謁し" 次に 武藏 江戸に 
下 6 靑松寺 第 六 代 久室支 長の 室に 入る、 玄長擧 して 語 默は離 
微に涉 6 如何 か 不犯を 通す、 と、 師日 ふ和尙 を M 置す、 と、 
玄長 一喝す、 師省 あう、 次の 日 前 話を 理 して 問 ふ、 如何が 不 
犯を 通せん、 と、 師日ふ 出 つれは 戸に 依-^, 入れは 門に 從 る、 
玄長日 ふ、 石頭 道 ふ、 書 も 亦 達せす、 信 も 亦 通せす、 如何 か 
會 す、 と、 師日 ふ、 雪 後 始めて 松柏の 操を 知る、 と、 玄長領 
し、 遂 R 其 法を 嗣く 、總持 寺に 出世し、 後、 玄 長の 讓を 受け 
て 靑松 寺の 第 七 代と なる、 德川家 康師の 道譽を 慕 a 、 天 正 九 
年 貝塚の 地 二十 二 石を 寄附す、 慶長 元年 六月 二十 九日 寂す、 
壽缺 く、 法 嗣頭室 併 天 あう、 師の開 創に 加、 る もの、 臥 雲 山 
寵昌 寺、 慈 雲 山 長 泉 寺 等 あう、 (萬 年 山 志、 日本 洞 上聯 燈錄) 
シュン サン 俊算 j AA ujj 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な-^、 
俊算は 實衍、 靜勇 、幸 尊の 三師 に受學 し、 天台に 精通す、 應提年 

中大學 頭と な 6、 後 三 河 R 居 $、 正 和 元年 蜡月 九日 寂す、 壽 

八十 一、 (三 井績燈 記) 

シュン シヨ ー 俊 承 ( . ) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 

僧な $、  俊 承は 俊 M 僧都に 師事して 法を 承け、 門下の 四 

神 足と 稱せら る、 橫川華 林 房に 住す、 寂 年 及壽歃 く、 著作智 


シュン (俊」 サーシ 


法 藏重門 畧訣 若干 卷ぁ う、 (本朝 高僧 博) 

シュン シヨ ー 俊承；； 0: 5! 〔臨 濟宗〕 山城 相國 寺の 禪僧 
なう、 俟承 字は 西 胤、 筑 後の 人、 鄂隱 慧：歲 の 法 弟に して、 相 
國 寺に 出世し、 後 雲 松 軒に 退去し、 詩偈を 以て 鳴り、 應永二 
十九 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シュン シ コ丁 俊晴 (一八 S) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊 大傳法 
院の學 僧な 6、 俊晴 字は 顯揚 房と稱 し、 俗姓 牛' 國詳 かなら 
す、 出家の 後、 諸師 に歷 謁して、 密敎を 究め、 高野山 大傳法 
院の學 頭と なう、 蓮華 院を 開き 第一 代と なる、 後世 其 門 流を 
蓮華 院 流と 云 ふ、 寂 年缺 く、 (結 網 集、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 俊晴は 文治 前後の 人なる べし、 

シュン シ f  俊證  一一 鐘  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
6、 俊證 俗姓は 源氏、 中 務大輔 能 明の 子、 出家して 世 豪に 
密敎を 學び 、文治 五 年 五月 二十 八日 東大寺 別當 に 任じ、 又朿 
寺 長者と なる、 建 八 三年 三月 十七 H 寂す、 壽八 十七、 (束 大寺 
別當次 第、 仁 和 寺 諸院家 記、) 

シュン シヨ 1 俊彷 j A/\ s 〔戒律 宗： 一京 師泉涌 寺の 開山 
f、  俊钙 字は 我禪 、號は 不可 棄 、仁 安元 年 八月 十四 □肥 後 
飽田 郡に 生れ、 甫めて 四 歲其舅 池 邊 寺珍曉 法師に 就き、 七歲釋 
典を 讀 む、 九 歲味木 縣吏脱 憑の 養子と な 飯 田 山の 僧を 延 
きて 大般若 經を學 ふ、 十歲 にして 吾平 山の 莊嚴 房に 依りて 法 
華 經を讀 み、 尋 S て 飯 IU 山の 眞俊 に從ひ て 精進 勸學 ，十八 歲 
に 至うて 剃 髮し 、翌苹 四月 八日 太宰府 觀音 寺に て 納 具し、 歸 
へうて 眞交の 弟子 和 俊に 隨ひて 益々 天台 眞言を 究め、 戒律の 


シュンへ 俊) シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 六 五） 


シュン (俊 V V 


I _ シュン (俊) シ 

重要なる を感 して 京都 奈良の .間に 周旋し 大小の 戒を 問 a 、 勝 
願院の 蓮迎に 謁して 行事 鈔を聽 く、. 遊學 三年の 後、 鄕里 に歸 
へうて 筒嶽 に楱み 、正 法 寺を 營み 、密灌 を 傅へ、 戒 法を 授 く、 
建 久十苹 四月 安秀 長賀の 二子を 率ゐて 宋に渡 る" 時に 寧宗の 
慶 ；兀 五 年な 6、 師兩浙 の 名刹を 遊歴し、 天台 山に 登うて 五 百 
の應眞 を禮 し、 雪寶山 に 到うて 禪 要を 咨詢 し、 去りて 徑 山の 
蒙菴聰 に參 し、 同 六 年 春 四 明 山に 掛搭 して 景福寺 如 菴了宏 律 
師に 依りて 毘尼を 習 a 、 隨侍六 年" 嘉泰二 年 冬 再 a 天台 山に 
登 6、 赤 城 寺に 寄寓し。 翌春 智者 大師の 塔を 拜し 、大慈 寺に 
夏 坐す、 秀 州超果 寺の 北 峰 印道 # 一世に 高 5 を 慕 ひ、 之に 造 
詣して 居る 乙と 八 年、 天台の 敎 觀硏究 して 餘す 所な く、 屢々 
秘法を 修して 靈 應を感 す、 曾て 周 氏の 妻の 難產を 禱 6、 其德 
にょ 6 阿彌陀 、觀 音、 勢 至の 像を 造 0 て 贈らる、 後師 之を 建 
仁 寺の 榮西 に與 へ、 © 榮西は 亦 後鳥羽 上皇に 獻 すと 云 ふ" 嘉定 
元 伴 師北 峰を 辭して 下 天竺に 寓し 、日に 諸師と 天台の 敎義を 
討論し、 衆 僧 靡 然とし を 皆 伏す、 會稽 山に 朴翁諱 は義鍺 字は 

無懷と S ふ 者 あう、 廣く內 外に 涉獵 し、 禪敎 並に 通す、 師の風 

を 慕び て 長篇の 詩、 及 a 南山 靈 芝の 二 像を 寫 し、 樓鑰參 政の 

賛を 付し y2 る ものを 贈り 來 る、 智瑞 律師 も 亦 師と道 交 深く、 

因りて 師の項 相を 圖して 祖堂 R 入る、 師 書を 能くし、 寧宗帝 

の 詔に ょう 如意 輪咒 を書寫 す、 彼國の 王侯 士大 夫、 多く 師の 

德を稱 嘆して 措かす、 來うて 書を 求め、 道を 問 ふ 者 門 R 充 つ、 

師宋に ある 乙と 十二 年、 敎禪律 部 皆 其蘊を 極め、 嘉定 三年 俄 

に 東歸の 意を 生し、 超果 寺 {C 北 峰 印を 辭 し、 法語 及 a 唯心淨 

土說を 付 せらる、 岸 福 寺の 志隱 、開 元 寺の 道 源 •景福 寺の 道 


常、 會稽 山の 曇秀 、皇 都の 雷 峰 等、 一時の 諸大德 皆 序 偈 i: 寄 
せて 之を； 达 る、 師 W IU1 山の 律 寺に 寓して 便船を 待つ の 序次 溫 
州に往 き廣德 律師 R 七滅諍 を學ひ 、四 年 -# 二月の 初め 四 |!|1 山 
に歸 へう、 蘇 長 六の 船 (C 乘して 出帆し、 五晝 夜を 經て長 門 安 
武郡に 達す、 實に我 か 建曆 元年な うとす、 舶載し 來る もの佛 
舍利三 粒、 戒律 宗の 經鈔 三百 二十 七卷 、天台の 章 疏七百 十六 
卷 、儒 典 二百 五十六 卷 、雜書 四百 六十 三卷 、都合 二 千 一百餘 
卷 、其 他圖 書、 碑帖〆 器物、 若干な 6、 時 R 建 仁 寺の 榮西周 
防に 在う、 師を博 多. に慰勞 して 勸めて 京都に 入らし む、 師乃 
ち、 四月 京師に 入う 建 仁 寺に 寓し 、二 年冬稻 荷の 崇福 寺に 移 
つる、 建 保 二 年 我 か留學 僧-民 祐歸 朝す る R 際し、 之に 詫して 
下 天竺の 古雲粹 、北 峰 印の 眞影 を師に 寄せ、 景福 寺の 道常鐵 
鉢を 贈う 來 る、 六 年 夏 法 弟 道 賢 帥を 京都 仙 遊 寺に 延 く、 後 鳥 
羽 上皇 高 倉 上皇 {C 資を 得て 殿堂を 修繪 す、 二 上皇 師を賀 陽 持 
明の 二宮に 召して 菩薩 戒を 受け、 順德 上皇 も 亦 之を 受けて 永 
刼緣會 の 御 約を 賜 ふ、 貞應 三年 七 パ 勅して 仙 遊 寺を 陞せて 官 
寺と なす 1 同年 十月 肥の 刺史 平家 連の 招に ょ- CN、 相模三 浦 4C 
到 6、 法を 說き 、戒 を授 く、 特に 如 實尼平 泰時師 を 幕府に 召 
し、 菩薩 戒を 受け、 上下 擧り て歸 向す、 嘉祿 元年 冬 初めて 仙 
遊 寺に 重閣 講堂を 建て、 翌年 春大 殿、 山門、 經 堂、 祖 堂、 苹 
構 相尋 きて 成う、 寺號を 改めて 泉 涌 寺と 名く、 en ち 安居を 結 
a 、 講 筵を 開く、 時 A 稱して 台 律の 中 典と なす、 師藤似 道家 
の爲に 佛法 宗旨 論、 念佛 三味 方法、 坐 禪樂 儀、 各 r 卷 、三千 
篛備 二卷を 撰し、 又 唯 心の 號を授 く、 京畿 の紳縉 皆 其 高風を 
慕 ひ、 師の 門を 叩く 者 多し •二 年 冬 病を 示し、 翌 安貞 元年 春 


(九 六 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


其 治す へから さるを 知-^ て 遺誡 V」 書して 法 弟 (C 囑 す、 道家 來 
6 訪ひて 病を 看、 讃岐の .二 村莊を 付す* 師 U11 ち 北 峰の 北 語、 
及 ひ 唯 心 淨土說 を 書し、 宋刻の 法硝經 を 副へ て 退 贈す" 三月 
七日衆に訣を吿け.' /1 日偈を書してて円く、生來徧學、經作論 
敎 、一時 打娇、 寂苹無 kn、 と' 筆を 擱きて 寂す、 壽六 十二、 臘 
四十 四、 遣 骸を 寺の 南に 葬む る、 法 弟思宣 "心 海" 思眞 、承 仙、 
思 敬賴 尊尊隆 、信圓 、定舜 等 あう、 應永 年. 印 後小松 天皇 勅 
して 師 R 大興正 法 國師の 號を追 賜す、 明治 十六华 勑して 月輪 
大師の 謚號を 賜 ふ、 (一 7C 亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 律 苑僧寶 傅) 
シュン シヨ ー 俊 性. 一九 ra: -fc: 〔淨土 宗〕 近 •江 某 寺の 僧な $、 
俊 性は 其 俗姓 生國詳 かならず、 記 主 禪師良 忠に參 して 淨土敎 
を受 く、 弘安十 年 十一月 八日 近 江 R 於て 寂す、 壽缺く  (鎭流 
祖傳) 

シュン シヨ 1 俊 盛 一一  一一 一 V 一 ^ 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 
十代な り、 俊 盛 字は 存 仙* 俗姓は 折 本 氏、 常 陸 天 神宮 地の 人、 
慶長 十七 年の 养を 以て ) HJ 部 邑に 生る、 十九 歲密か に 家を 出で、 
長 福 寺に 入う、 自ら 剃髪し、 俊宥に 師事して 沙彌戒 を 受け、 尋 
で 瑜挪 行を 修む "寬永 十 年 秋 俊宥 南 1MI 寺に 遷う しを 以て 師も 
隨從 して 三摩耶 戒壇に 登う、 密 灌を傳 へらる、 同 十二铒 京都 

智積 院に往 き、 元壽 僧正に 見ぇ、 服 勤十牢 '皈 りて 俊 宥に從 

ふ、 正 保 四 年 十月 京都に 赴き、 頁 譽に敎 を 叩く、 承 應 元年 冬 良 

譽豐 山に 主 / 2 るに 及び、 師も 山 {C 登る、 m 曆元 祀 荞 梅心院 に 

住し、 徒弟を 敎論 す、 寬文七 年の 秋莉部 長 福 寺に 於て 具 支灌 

頂を 修 し、 復長谷 寺 R 皈 る、 仝 九 年 夏 官命を 蒙'^、 江戶 铀 足 

院に 住し、 十 年 冬筑 波の 本院に 赴き、 論講を 開 張す る 乙と / L 


シュン (俊} シ 


を 五次、 三 旬を 經て江 戶に歸 る、 延 寶二牢 春 有司に 命じて 筑 
波 山の 堂 寺 及び frh 頭. V 修造せ しに、 十月 落成せ るを 以て 大曼 
茶羅 供養を 行 a 、 次で' 兩部灌 頂を 修す 、仝 三年 七 H 命に 依 6 
賴 意の 席を 繼ぎ豐 山 第 十代と なり、 仝 年 九月 僧正に 任せられ、 
仝 四年荞 江戸に 往 き、 将軍家 綱に 謁して 乙れ を 奉 謝し、 五月 
日光 ic 東照宮の 神祠を 拜 し、 且つ 筑波盹 島 5: 巡視す、 師一住 
六 年、 延寶八 年 三月 二十 六日 補を 尊 如 R 囑して 寂す、 壽 六十 
九、 (豐 山傳 M 記) 

シュン シヨ 1 俊 正 ミョ-ニ ソ明 忍を 見よ* 

シュン ジヨ ー d 俊 乘 ジュ- ゲン 重 源を 見よ、 

シュン セン 俊 泉  セン、 ノン 泉 尊 VJ 見よ、 

シュン ゾ ー 俊增  ーーー =2 加 S 言 宗一 山城 慈心 院の 大僧正 
なう、 俊增 は顯祐 の 法を 嗣きて 松 橋の 三十 四祁 となる、 康 
正 二 年 八月 廿日 寂す、 壽六 十七、 付 法 一人 俊 慶と云 ふ、 (續傳 
燈 廣錄)  ' 

シュン チン •俊 血 ハク y ィィ 快 意を 見よ、 

シュン 、卜1 俊 道 ュ ガク 1; 岳を 見よ、 

シュン パ 俊 把 i-£ — 5 社 〔浄土宗〕 LIJ 城淸凉 寺の 學僧 なう 
俊 把 一名 堯鑑 、號は 仙 # と 云 ふ ■俗姓は 有 M 氏、 山城 國 愛宕 郡 
の 人、 慶長二 年 叫 月 八日に 生る、 十四 歲に して 嵯 峨淸凉 寺堯 
然に 就て 出家す 十六 年 大和 國長谷 寺 覺 忍に 謁して 密敎を 學 
修 す、 後、 洛苽禪 林 寺に 至うて 小 坂の 法 流を见 空よう 受 く、 
十九 年に しを 下總 國大兴 寺 潮 龍の 會下 に參 し、 十三 回の 階 01 
を歷 て鎭 西の 敎義を 精硏 す、 手燈斷 食して 義學 を勉卿 す、 潮 龍 
掉 だ 之を 異 として、 一 及と 字す、 遂に 宗脉 圓戒 璽書 布薩 等を 

シュン (俊) シ ー ハ 


書辭 名人 家 傚 本  日 


(〇七 五) 


、 V ユン (俊) ハ 1 レ _ —  _ In 

傳ふ 、寶永 三年 京師に 出で 白旗 流の 宗義 を弘 通す、 帝 召して 
圆 戒を禀 く、 后妃 公卿 皆 其 會に預 る、 皇太后 融通の 大法を 禀け 
給 ふ、 帝 喜 賞して 上人の 號を賜 ふ、 淸凉寺 火災は 罹る、 師與 
興して 功 あう、 其餘 寺を 修營 すると 十五 所な う •明曆 三年 六 
月 一日 寂す， 壽六 十一 歲、 (鎭 流祖傳 、續 日本 高僧 傅) 

シュン ハン 茇範 (一殳 一) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の學 僧 
f, 俊 範は其 俗姓 生國詳 かならず、 久しく 奈良に あうて 
法 和 宗を學 び、 後範源 に 師事して 智 君の 旨を 受け、 且性 相の 
奥. 魂に 達す、 承久 三年 僧都に 任し-探題と なる、 後嵯峨 上皇 師 
に 就て 止觀を 受け、 敕に より 山麓の 太 和莊に 居うて 學 徒を 誘 
掖 す、 寂 年 及壽歃 く、 門下の 神 足に 靜明ヘ 經海 ，承瑜 、俊 承 
の 四 人 あう、 (本朝 高僧傳 ) 

シュン ハン 俊 IL n 丨ハン 公範を 見よ、 

シュン ヨ 俊譽一 •九 2: 〔眞言 宗〕 Hi 城 醍醐 山 無量 壽院の 
ヒ代な う， 俊譽は 竹內法 印と稱 す、 閑院 左大臣 藤原實 房の 
孫 (C して 知足院 二位 公俊の 子な り、 建 長六忠 六月 二十 一日 許 
可灌 頂 1: 铸深 僧 iH に 受け、 康元二 年 二月 二十 七日 遍智院 R 庭 

儀 -a 頂を 行 a 、 眞 ft の 法を 受けて 松 橋の 七 世と なる、 文 永 二 

年 十一月 八日少 僧都 K 任し" 正 安三 年 十一月 二十 六日 寂す、 

壽歃 く、 (續 傅燈 蓆 錄) 

シュン ヨ 1 俊薦ド J ショ— 道靑を 見よ、 

シュン 9 ヨ ー 俊 一良 ソン ニ ョ尊 如を 見よ、 

シュン レ ー 俊嶺 ail 一一 丸〗 ハ) 〔眞宗 〕 肥 前 田 代 西 法 寺の 住 

持な う、 俊 嶺は知 空の 高 & にして、 西 國を弘 化し、 頗る 家 

聲あ 6、 西 法 寺を 重 興し、 本山 別院と 爲し、 筑紫 御坊と いふ、 


シュン 「舜) H 彳キ 


元 3C 年中 寂す、 壽歃 く，‘  (本願 寺 通紀) 

シー 1 ン H 舜惠一 一一 ^ J  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
舜惠は 十五 歲に して 出家し、 制 髮の 後俱舍 天台 a 言の 深義を 
學 a 、 又授决 集を 習 ふ'  所 聞の 法を 記して 法界 記と 號 す、 永 
德二年 二月 九日 寂す、 壽六 十九、 ニー ー井 續燈 記) 

シュン VI ツ 舜悅一 1 TT AS 〔曹 洞宗〕 遠 江 石 雲 寺の禪 僧な 
舜悅 字は 隨 翁'  山城 國多麻 郡の 人な り、 其 母 未た 嫁せ 
ず、 偶々 奇夢 1: 感して 孕む t と あり、 永 正 四 年 二月 五日 生る、 
其 父母 其 父な くして 產す るを 疾み ，之を 逐 ふ、 女 乃ち 去つ て 
樹 頭に 棄つ 、三日の 後 之を 見れば 氣貌明 潤な 6、 大 に 驚て 之 
を 收む 、長す るに 及んで 聰敏 なう、 十三 歳に して III 田の 廣園 
寺に 出家す 京師の 南 禪寺相 國寺 に歷參 す、 天文 九 年 傑 山 遠 江 
國 石\雲 寺に 開 法す、 師 乃ち往 て 師事して 、翌年に 至れう、 由 
井城 主 北 條氏照 師の德 に 飯し 永 祿九年 牛 頭 山宗關 寺を 興して 
師を 請す、 相摸國 小 田 原 城主 北條氏 康師を 招て 道を 問 a 、 戒 
を受 く、 其奏 によ〃 勑 ぁり 紫衣幷 R 佛國普 照 禪師の 號-ど 賜は 
る， 天 正 元年の 秋に 至うて 開 堂す、 天 正 十七 年 遠江阈 石 雲 寺 
に 住す、 翌年 春 挟を 得て 牛 頭 山に 歸 る、 是夏 騷亂に 由て 寺 丘 ハ 
火に 罹る、 是れ よう 後 m 西 至る所 緣 R 隨て 化導す、 信徒 地を 
捨て 禪 室を 建る もの 六 所な う 即ち 寶珠 '輝 窻 、興 嶽* 雲 龍' 
良 泉* 信 松 等 皆 師を延 て 第一 代と なす" 寬永 三年 秋 牛 頭に 還 
て 疾む 同し き 十月 廿六 H 寂す 壽百 二十 歲臘百 七 (日本 洞 上聯 

燈錄)  - 

シュン 方 1 舜汾羽 リョ- 才-良 雄を 見よ、 

シュン 1 舜玉一 - 一一 一一 一一 一一 iT  S 洞 宗〕 美 濃 安住の 開 寺 山 


〔一七 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


なう、 舜： A 字は 光國 、伊豆の 人、 俗姓は 平氏、 北條の 族な 
6、 里院 R て落髮 し、 三 河 泉 龍 寺に て克鞴 契嶷 に 參し 硏究久 
しくして 入室し、 永 平傳來 芙蓉 楷祖の 法衣を 付 せらる， 丹 波 
刺 史戶田 全 香 居士 三 河の 渥美 郡に 金 久院を 建て 師を請 す， 師 
i 乃ち 克補を 開山と し、 自ら 二 世と なる、 亨祿四 年 遠 江の 大洞寺 
に 住し、 三 河の 龍 溪寺泉 龍 寺に 歷遷 す、 尋 s て 同國 安養寺， 
信 濃の 瑞 光寺を 微して 始祖と な 6 、 晚年美 濃 明智に 到 6 て 安 
住 寺を 建つ、 永 祿四年 八月 十一 日 寂す 壽八 十五 法嗣巧 安順 智 
あり f 日本 洞上聯 燈錄) 

シュンク— 舜空 jj ii g  〔融通 念 佛宗〕 攝津 平野 大念 
佛寺第 叫 十三 代な 6、 舜空 一名は 良 車 r 攝津花 田の 人な う、 
俗 氏名を 澤池源 右衞 門と 云 ふ、 家 富豪の 聞ぇ あう、 萬 治 三年 正 
月 三日 四十 六歲 にして 大 {C 感發 すると 乙 ろ あ 6、 家を 男 源 治 
に讓 6、 出家して 舜 空と 云 ふ、 大念佛 寺 R 入う、 四十 二 代 良 
實 上人の 弟子と なうて 宗意を 傳 へ、 精 修錬 行す、 幾 もな く大 
念佛 寺の 第 四十 三代と なる、 寬文 元 年 大念佛 寺と 大原 南坊と 
の爭論 あう‘" 師江戶 に 出て 大念佛 寺の 爲めに 力を 盡し 、遂に 
二 寺 別 立し、 大念佛 寺は 一宗の 物 本山と なる、 寬文七 年大堂 
建立の 志を 發 し、 同 十二 年 夏 梁 桁 二十 間 PM 方の 大堂 工事 落成 

す、 萬 治 元年 十月 職を 弟子 崇觀 R 讓 6、 花 田に 皈隱 し、 舜空 

寺を 開く、 延寶二 年 七月 四日 寂す、 壽七 十六、 (大 念佛寺 記録、 

西 本 良 察 氏 返信) 

シュン コ ク 舜國卜 - t> ZL 洞壽を 見ょ、 

シュン サン « u ホ タク 補澤を 見ょ、 

シュン シュク  ー # * n  - ゼン 宏善を 見よ" 

シ ュ ン V 舜」 ク 1.. ン 


シ〒 V ン？ 舜昌 S 土宗 S 師知 恩院第 九 仗 
なり、 舜昌 俗姓は 橘 氏" 近 江 國志賀 の 人な- CN、 父は 弓 削 正 
家、 母は 小 野 氏、 正月 二十 五日に 生る、 十一 歲比叙 山 {C 登. CS、 
天台の 隆眞 に歸 して 出家す、 天資 文才 あ 6、 法 印に 擢で られ、 
功德院 に 住す、 後伏見 太 上皇 勅して 圆光 大師の 傳を 編せ しむ、. 
師諸傳 を 集めて 一部 四十 八帖 となして 天 裁を 請 ふ、 上皇 感喜 
し、 勅して 書圖を 附せ しむ、 所謂 勅修御 傳記な 6、 師尋て 述 
懷鈔 一篇 を 製す、 如 一國師 に 法を 嗣き 、知 恩院第 七 代の 住持 
となる、 建武二 年 Jr. 月 二十 五日 寂す 壽八 十餘、 著作 述懷鈔 、上 
人繪剠 傳 後世 {C 盛 行す、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

シュン シヨ ー 舜政二 j A- $  〔曹 洞宗〕 下野 鷄足 寺の 開山 
f ,  舜政 字は 天 海、 出 羽 米澤の 人、 俗姓は 藤 原 氏な り、 

幼 R して 常 陸の 龍谷院 に投 して 秀峰 存岱を 禮して 下髮 し'  出 
て、 獨峰 (C 4 \寶 寺 {C 謁し、 普 門 寺模菴 R 參し 、徹 悟の 後 龍 谷 
院に歸 へう、 秀 峰の 印 可を 付 せらる、 常 陸片軒 の 檀越大 寧 寺 
を 御し" 師 請せられ て 第一 世と な'^、 居る 乙と 數苹 、辭 して 
游 方し、 下野に 到う、 鷄足 寺を 建て、 其 開山と なる、 大永七 
牢 六月 二十 七日 寂す、 壽 六十、 (日本 洞 卜' 聯 燈錄) 

、ン ユン セツ 1 舜 -說 ニ チ n ン日 近を 見ょ ■ 

シュン トク 舜德 j =o s s 洞宗； 一武藏 青松 寺の 第一 代 
f，  舜德 字は 雲 岡、 伊勢 國の 入、 俗姓は •源氏、 十三 歲 R 
して 美 濃 R 至う、 稀 陀月江 和尙に 投 して 侍 童と なう、 後出 家 
受戒す、 月 江の 遷化に 及 / 1 で‘ 武藏の 大泉 R 至 6、 泰叟に 見 
ゆ、 後 去て 大和 國芳野 山に 入う、 伊勢 C 题の 神官 一夜 靈夢を 
感し 勝地を 求めて 精舍を 建て、 師を芳 野ょり 迎へて 住せし む 

、ンュ > (舜} -> —卜 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 七 五） 


、ンユ ン (舜) ホ I P 


師辭 する を 得すして 赴く、 南 陽 山淸凉 院と號 す" 此れょう 道 
譽， 尚く、 四方 來學の 者 衆し、 上皇 勅 召し / 2 まふ も師 疾と稱 し 
て 起たず 出世り 早き を 恐れて 竊に 遁れて 朿海に 漫遊す、 武藏 
河 越に 茅菴を 結て 住居す、 文明 八 年 江戶城 府主太 田持資 (道 
灌) 城 西を 求めて 寺を 創し" 師を聘 し 第一 代と 爲す 、萬 年 山 
靑松 寺と 號す 、己に して 天菴の 席を 繼 ぎ、 龍穩 寺 (C 移る、 永 
正 二 年最乘 寺に 住し 一年に して 龍穩 寺 ic 歸 る、 永 正 十三 年 五 
月 十五 日 寂す、 壽七 十九、 師を以 て 開祖と 稱 する もの 圓福 
靜勝  >  靑 原、 長 福、 等の 諸 寺な う、 (日本 洞 上 聯燈錄 、萬 年 U 
志} 

シュン ホ 舜甫 ミョ I ショ-明 詔を 見ょ、 

シュン ュ ー 舜融一 一 —- 一 IHt 一一  一  _ 一 〔曹 洞宗〕 山城 興聖 寺の 禪 僧な 
6、 舜融 字は 懶禪 、薩 摩の 人、 八 歲多福 山 護 國禪師 に投し 
て 得度し、 十七 歲東 遊し、 丹 波 大原寺 慈 雲 (C 依うて 具足 戒を 
受け、 徧く關 東の 諸 老に參 す、 終 R 美 濃 水晶 山 萬 安英 種に 參 
し、 入室して 其 法を 嗣 r、 萬 安の 瑞嚴 寺に 住する に 方う、- 從 
64 赴く、 臨 南 寺に 遷るに 及び、 其 席を 補して 瑞嚴 寺に 主と 

なる、 萬 安の 興聖 寺に 遷る とき、 寺務を 辭して 其 化を 助く" 

承應 三年 萬 安 寂せ しか ば、 太守 永 井尙政 請 a て 其 席を ft せ 

しむ、 寬文 十二 年 四月 三日 寂す、 壽 六十、 遺偈に 日く、 一生 

習レ懶 、聖 諦不爲 、今日 遊戯、 雙眼戴 k 眉、 法 嗣龍蟠 松 雲 ぁ 6 

( 日本 洞上聯 燈錄)  , 

シュンリ|钟利一1ニェ1 =0 〔曹洞宗〕甲斐廣嚴寺の禪僧な6、 

舜利 字は 吉岫 、俗姓は 源氏、 美 濃 十岐 郡の 人、 十五 歲谷汲 寺 

に投 して 下髮受 具し、 密敎を 習 ふ、 尋て 捨て去うて 三 嶺獺龍 


シュン (春) ウーガ 


に 參 し、 禪定を 悟う、 分 座說 法す、 三嶺の 寂す る R 方う、 席 
を輔 して 甲斐 廣嚴 寺に 住す、 慶長八 年 十月 二十 一日 寂す、 壽 
八十、偈に日く、行年八十、酿，，水河頭 -> 濟__翻華藏；倒騎_,泥牛； 
と (日本 洞 上 聯燈錄 } 

シュン ウーブ 1 春雨 古 宁 ジク > 似 雲を 見よ、 

シュン H ン 春圓ク 7 ィジ ュ快壽 を 見よ、 

シュン オ ー 春應 i.: i 2.; .〔淨 土宗〕 駿河寶 臺院の 僧な う、 
春 應は念 蓮 rrt 愍譽至 心と 號す 、俗姓は 伊藤 氏、 伊勢 神 戸の 人 
な 幼に して 總州行 德大蓮 寺 潮 # の 室に 入うて 剃髪し， 初 
め傳 通院の 輪 下に あう、 久しく 巖 宿に 侍し、 後、 增上 寺の 座 
下に 入う •貞享 三年 靈巖 寺に 主と なる、 後、 駿河寶 臺院に 移 
6、 元祿 十四 年 三月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜 
シ n ンオ？ 春應一 i£ 22 t: 浄土宗〕 佐渡專 光寺の 開山な 
う、 养應 は專 譽と號 し、 甲斐の 人、 普 光 國師に 師事して 法 
を嗣 ぎ、 佐 渡 雜太郡 相 川に 專光 寺を 開く、 貞享 三年 寂す、 世 
壽八 十七、 (淨 土總 系譜) 

シュ ンオ！ 春 翁ヶ -ョ 丨圭 陽を 見よ、 

シュン オ 1 イン 春應院 ニ チフ H 阜を 見よ、 

シュン オタ シュー エ ン宗 園を 見よ、 

シュン オタ、 春 屋 ミョ— ハ紗葩 を 見よ、 

シュン ガク 春 岳 -: I: H: 心 〔淨 土宗〕 江戶傳 通院の 僧な 6、 
春 岳は 念 蓮 社 專譽一 故と 號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 江 戶西久 
保天德 寺に 投じて 薙髮 し、 十二 歲增上 寺に 入うて 學び知 鑑 に 
11 事して 法を 嗣 r、 初め 酒 井 忠淸の 母の 歸向を 受け 館 林 新田 
の 二 寺に 住し、 後、 江戶傳 通院 (C 遷 る、 貞享 三年 九月 十五 日 


(三 七 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


寂す、 法 嗣遊安 寂 仙の 二人 ぁ--*  (鎭 流祖傳 、淨土 總 系譜) 
シユン ガン 春. a ソト 丨祖 m を 見よ、 

シュン ハ ノ 1 ■一香^^ 一ー チ ショ— 日 性を 見よ、 

シュン コ 春 湖 シ ュ - ハン 宗范を 見よ、 

シュン コー 春龜ハ (一 五三 六) 〔法相 宗〕 奈良 大安 寺の 僧な 
う、 春 興 法相に 精し’ 維摩 會 講師と なう、 貞 a 十八 年最勝 
會 講師と なる >  示 寂の 年 時 缺ぐペ 本朝 高僧 傅} 

、ン ユン コ—  春 與 ョ-フ 楊 富を 見よ-* 

、ン ユン コ 1  H ジ ョ丨慧 成を 見よ、. 

シュン コ 1 春 江 ショ-バィ 紹蓓を 見よ、 

シュン コ1 春 耕 ショ-、 ン V 淸播を 見よ、 

、ン ュ ンコク 谷 リョ- 工—量 榮を見 よ、 

シュン n ク春ハ 合 ヱ— ラン 永 蘭を 見よ、 

シュン サツ 春 {祭 ( . ) 〔曹洞 宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧 

f,  春 察 字は、 明 山 定林支 智の 法を 嗣 ぎ、 肥 後 法 泉 寺に 
住す、 寂 年 並に * 缺 く、 法 嗣大雲 玄廣 ぁう (日本 洞上聯 燈錄) 
シュン サン 春 山 ニ チ H ン 日 延を 見よ、 

シュン サン -* *: d. リョ— ァ了 阿を 見よ、 

シュン サン 春*:: ー ニ チリ ュ -H 隆を 見よ、 

シュン サン # 01 シュ— ィン 宗 胤を 見よ、 

シュン シヨ—  春 星 ニ チヱ ン R 衍を 見よ、 

シュン y 春 素 ( …… ) 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な う、 春 

素定心 院に 住し、 日々 摩訶 It 觀を 披見し'、 且つ 常に 阿 彌陀佛 

を 念 持す、 行牢 七十 四の 冬 十一月、 弟子 僧溫 蓮に 語うて 日 ふ、 

阿 彌陀佛 我を 迎 接せむ とす'  明年 三 四月 其 期な 6、 今よ 6 飯 


茶を 絕穴 むと， 果して 四月に 至 6 寂す、 (日本 往生 極樂 記、 本朝 
高僧 傳) 

シュン ソ 1 春 叢 ショ— シ rl 紹珠を 見よ、 

シュン タク 春澤  H  - ォン 永 恩を 見よ、 

シュン チヨ 1 春 朝 ( . )〔 . 〕 京師の 僧な う、 

养朝 出家して 法 華を 誦する に 巧みな 6、 師 慈悲の 心 厚く、 甞 
て 囵圄を 見て 大 誓を 發 し、 七 返獄 に 入うて 囚人に 法 華を 聞か 
しめん、 と、 即ち 貴家に 入うて 銀器を 盗み ' 獄に 下うて 法 華 
を 誦す、 罪人 ZL n を 聞 いて 皆 合掌して 泣く、 後 獄吏 奇 夢 R よ 
6 師を獄 よ 6 出す、 師出 つれば 復た盜 をな し、 獄 R 入る、 か 
くの 如く 出入す る 乙と 五六 度、 獄吏 議して 日く、 師の 罪狀一 
二に 非ず、 僞奇刑 を 免れ、 心を 恣 にして 盜を す、 宜しく 二足 
を 切うて 後を 犯 止めん と、 獄吏 師を 追 a て 北 野に 牲 き、 將に斷 
切 せんとす、 師 聲を擧 けて 法 華を 誦する に 其 音哀婉 なり、 獄 
吏 感泣して 捨て去る、 師後北 野に 於て 寂す. •其 年 時、 及壽缺 
く" (本朝 高僧馎 ) 

シュン チヨ ーボー 春 潮 房  HH- 懷英を 見よ、 

シュン テ ー 春 庭 (一一 一四ち 〔曹 洞宗〕 山城 淨德 寺の 開山 
なう、 春 庭 俗姓 生國詳 ならす， 長亨 年中 山城 淀の 南 橋-:、 り 
柬 北に 淨德 寺を 開き 住す' 將 軍足 利 義尙に 召されて 文筆を 掌 
る、 當時將 軍は 必 T 僧 一人を f^ a 乙れ を陣 僧と 云へ う、 師即 
其 一人な う'  寂 年 HCZ 詳か ならず、 (貞 丈雜 記) 

シュン ープ 1 春 庭 ヶン ホ-見 芳を 見よ、 

、ンュ ン' ブ ー 春貞 ( . ) 〔淨 土宗〕 江 戶一行 院の開 山 

f.  春 貞は 然蓮社 本 譽と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 


シュン (春) ソ ー チ 


シュン (春} 勿— ソ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 七 五） 


1  シュン (春) チー  1 

明譽 文 宿の 室 {C 入うて 剃 髮受 業し、 江戸 小石 川に 一行 院を創 
じて 開山と なる、 寂 年壽缺 く、 f 淨土總 系譜} 

シュン チ— 春貞 H ヵィ 慧 海を 見ょ、 

シュン ト ー 春 登 (一一 四 丸 〇〕 〔時宗〕 甲斐 上 吉田西 念 寺の 
住僧な う， 寿 登の 鄕貫詳 かなら す、 甲斐 南都 留郡上 吉田西 
今， 寺の 住持の 名を 帶 a て 總 本山 藤 澤淸淨 光寺 R 留 6 、 興德院 
と 云へ る 職に 就 S て 宗務 ic 參 し、 傍ら 國 學を講 す、 後、 京都 
二 條聞名 寺に 轉 し、 天 保の 頃 同 寺に 寂す、 其 年月日 詳 ならす、 
師 音韻の 學に 精し く、 國 語の 硏究に 力を 盡 せう、 著作 萬 葉 用 
字 格一卷 なう、 (淸淨 光寺 記錄) 

シュン トク 春德 (一 五 ニー) 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧な 
6、 春德 俗姓 不詳、 修圓に 師事して 法相 三論を 受學 し、 維 
摩會の 講師と なる、 貞觀 三年 大極殿の 最勝會 の 講師と なる、 
示 寂の 年時歃 く、 (本朝 高僧 傅) 

シュン パ 春 把  一一 ii 九 〔淨 土宗〕 江 戶凉源 寺の 開山な へ 
表 把は 傳蓮社 肇譽頑 立と 號す 、俗姓は 北條 氏、 相 模小田 原の 
人な う’ 江戶本 誓 寺文賀 に 就て 制 髮し 了學に 師事して 宗乘を 
究め、 遂に 其 法を 嗣 r •佐 倉 松林 寺に 住し、 第二 代と なう、 

後、 江戶淺 草に 凉源 寺を 開く、 延寶七 年 五月 十九 日 寂す、 世 

壽缺 く、 (淨 士總 系譜) 

シュン ホ 春 浦 シ ュ—キ 宗熙を 見ょ、 

シュン 乏ヨ 1 春 明 ( . )〔 天台宗〕 比 叙 山の 僧な う、 

春 nil 西塔院 R 住して 專ら法 華經を 誦持 す、 一夜 安座す、 曉に 

天女 忽ち 半身を 現し 吿げて 日 ふ， 汝の 前生は 野犴に して 法 華 

堂の 梁 間に あうて 僧の 法 華 經を讀 むを 聞く、 此勝緣 にようて 


シュン (春、 暧) 

人身を 受け / 2 るな-^' 人身 受け か / 2 し、 策蚴を 加へ て 速に 苦 
海を 度るべし、 云々、 春 明 乙れ より誦 持 六 萬 部に 至る 後 ®- を 
記せず、 示 寂の 年時歃 く、 (本朝 高僧 傅} 

シュン f z 3 —  シ ト-師 透を 見よ、 

シュン や ク春穴 服 三 •一 •一 5 四 〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 僧な 6、 
春： 〇 鄕貫詳 かなら す、 增上寺 新 谷に 住して 德風 あう、 戒臘三 
十 年に して 貞享 元年に 寂す、 (鎭 流祖 傳) 

シュン m 春譽； 一 •一一 H 〔浄土宗〕 佐 渡. 碑 樂 寺の 開山 江 う、 
春譽は 佐 渡 羽 黒 村の 人、 其 俗姓 詳かな ら ず、 靈巖に 師事して 
法を 嗣き 、州の 加 茂郡吉 住村橄 樂 寺の 開山と なる、 慶長 十九 年 
正月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 士總 系譜) 

シ ユン リ 春 flj  ニ チリ 日 利を 見よ、 

シュン 9 ン^^^^  シュ —シ rl ク宗淑 を 見よ、 

V ユン 方 1  翁 レ 1 サン 令 山を 見よ、 

シュン ^ ィ  崚諦 g ii-  〔眞宗 〕 越 前勝授 寺の 住持な う、 
峻諦 一名を 寂淸と s ふ、 越 前 福 井本 覺券 良秀の 弟に して 同國 
三國 港勝授 寺に 住持す、 京畿に 出 遊し 臥 雲 空に 業を 受 く、 身 
院 室た 6 と雖 も、 己を 卑 くし 奴隸の 如くす、 貞享五 年 九月 信 
解宗主師の學を嗜むを聞き、命して紫栢語錄を訓點せし 0 、 
十二 日 宗主 親しく 訂正し、 且つ 白銀 二十 枚を 賜 ふ、 業 己 R 成 
$ て 弘法を 以て 任と す、 甞て 楞嚴 經を講 す" 臥 雲 書を 贈うて 
未 世の 法 鏡と 稱す 、享保 四 年 宗主 進 學圖の 三 字を 親書して 之 
を 賜 ふ、 六 年 正月 五日 福 井 R 赴く 途中 暴疾あ 6、 高屋 村の 民 
家に 入う、 念佛 して 寂す、 壽 五十八、 著作 本尊 義斥謬 一 卷、 
無量 壽經會 疏十卷 、四帖 疏會疏 二十 卷， (欠本) 淨 土眞宗 略名 


(五 七 五：! 


書辭 名人 家佛 本日 


目 圖一卷 、小 經聞持 記 引 證二卷 、北 窓 偶 談一卷 、及 a 祖德頌 
言 百 句 ぁう、 (清流 紀談 、本願 寺通紀 •本願 寺派學 事史) 

、 V ユン T ン龙奸 T 奄 トク ショ- 德昌を 見ょ、 

ジュン 文— 順榮？ …… ) 〔曹洞 宗〕 加 賀雲龍 寺の 禪僧 
f,  順榮 字は以 州、 久しく 惟通 圭儒に 侍して 入室し "惟 
通の 寂 後 席を 繼きて 武藏の 龍 淵 寺に 主なる、 晩年 加賀に 到 $、 
雪 龍 寺を 建つ 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

シュン 方 i 順應二 一二 一 3T: 〔淨 土宗〕 江 戶大雲 寺の 開山な 
り、 順應は 蓮社專 譽と號 す、 江戶の 小石 川の 人、 其 俗姓 詳 
かなら す、 能悅の 室に 入うて 剃髪し'  隨波に 師事して 法を 嗣 
く" 小石 川大雲 寺の 開山な 6 / 明曆 元年 九月 七日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

シュン オ ー 順應二 •一. 5; 2[: 「浄土宗〕 加 賀松緣 寺の 開山な 
う、 順 應號は 近譽と 云 a " 其 俗姓 詳か ならす、 法を 不殘に 
嗣 ぎ、 加賀 大聖 寺に 松緣 寺を 開く  •正 保 二 年 正月 三日 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ジュン オ ー 順應  キョ丨 ズィ 慶隨を 見ょ、 

シュン キョ ー 順敎- . 〕 〔淨 土宗〕 山城 岩 倉の 學僧 

なう、 順敎 字は 良融 ，其 鄕貫詳 かならず、 初め 山城 岩 倉に 住 

し、 金胎兩 部の 秘奥を 究む 、後大 淵 上人に 從 a て 浮 土敎を 窺 

S、 尋 で 然空に 參 して 玄奧を 究む 、示 寂の 年月日 缺 く、 C 鎭流 

祖傳) 

ジュン ク ー 順 空  一一 ^ AH 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の禪 僧な 

う、 順 空 號は藏 山、 俗姓 源氏な う、 夢に 一沙 門 あう、 寂昭 

な 6 と 云 a 、 宿を 乞 ふ、 寤めて 妻娠 めう、 天福 元年 正月 元旦 


シュン (蘇、 順) 


生る、 三歲 父母 其 前身を 問へ ば U11 通 大帥 なりと 答 ふ •相 傅 f 
て 異 とす、 長して 後 水上 山の 神 子 榮 尊 に 師事し、 榮锊 R 携へ 
られて 辨圓 (聖一 國師 } に 謁す 0] の 下 ic 留る乙 と 三年な 6、 
蘭 溪道隆 の道譽 を 聞きて 來 下し'. 姐 位 寺 {C 投して 謁を通 す、 
弘長二 年宋 R 渡 6、 徑山に 登りて 偃溪聞 禪師に 謁す、 明钜禪 
師闇 寂す、 荆叟珏 淮海續 て 席を 董 す、 師歷 事し、 尋て朿 山の 斷 
溪 用、 萬 壽の退 耕 寧、 太白の 巖慧を 問 ふ、 後， 石林鞏 に 就き 
て 所得 尤 多し、 辭し 去る に 臨み、 鞏送 行の 謁 あり、 十 載 中原 
一棹 還、 碧瑞璃 外 更無 r,. m 、 扣 fe 三下 知誰會 、自作， 吳音 ，唱こ 
月彎 T 歸來東 福 寺 4C 住し、 記 室を 掌る、 文 永 七 年 肥 後に 高 城 寺 
を 開き" 後、 筑の承 天 寺に 遷 6 住す、 正 安二 年朿福 寺に 主 ^ 
う、 延慶 元年 五月 九日 双輪 菴に 寂す、 壽七 十六、 遺偈 あう、 
無 生 一曲、 調滿 ，i 指 端 『九 山 崩 倒、 八 海枯 乾、 勅謚岡 鑑禪師 と 云 
ふ、 (延寶 傳燈錄 '本朝 高僧 傅) 

ジュン ケ ー 順繼 (一九 六 三) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の學 僧な 6、 順繼 字は 勝圓 、俗姓 生國詳 からす、 嘉 元元迮 中 
性院賴瑜の遺囑を受け、勸劣5:勝不退門廣短册を作6翌年九 
月 成る、 時に 四十 五歲な 6、 尋 S て傳 法院學 頭に 昇る、 著作 釋 
論 廣短册 一 卷 あう、 (結 網 集、 本朝 高僧 傳 ♦諸宗 章 疏錄) 

ジ コ ンコ 順 故 二 1 砂ーー 〔眞宗 ：一 攝津 光得 寺の 住持な，' 
順 故は 攝津の 人な う、 亨保 十七 年 同 國島下 郡 田 中 光得 寺に 生 
る、 父は 同 寺の 住持 順 諸な 6' 師 幼よ'^ 學に 耽う、 安永 二 年 二 
月 三日 順諦の 後を 繼いて 住持と なう" 寺 務の暇 あれは 內 外の 
書を 讀み 、殊に 悉曇 音韻の 學に 力を 盡せ う、 寬政 三年 正月 廿 
一日 寂す、 壽六 十一、 著作 韻 鏡 聞 書 三卷、 韻 鏡 私記 一卷 、並に 韻 


ジュン (順) Tn 


書辭 名人 家佛本 


日 


(六 七 五 ^ 


シュ ン f 頓) コーシ 

鑑 古義 標註： 音 藏寶 匙、 音韻 相 通 門 記 等の 頭書 註釋 、梵字 抜 
書 等 あう、 (寺 記) 

シコ ン n 順 故 ソンモ 存 茂を 見ょ、 

ジュンコ ー 順孝 -': 1 *.: -: 〔曹 洞宗〕 武藏雲 松 院の禪 僧な 
う、 順 孝 字は 天叟 、俗姓は 永 井 氏、 下總の 人な う、 石 雲 寺 
季雲永 嶽に參 し、 其 記 印を 受け、 文明 十六 年 武藏由 井城 主大 
石 定久心 源院を 興し、 師を 請して 開 法せ しむ、 後、 總持 寺に 
出世し、 幾何なら ずして 辭す武 藏檀越 雲 松院を 建て、 師を請 
す、 下野 佐 野 郡 主 師に乞 ひて 天 應院を 開かし む、 何れも 季裳 
を 第一 世と なし、 自ら 第二 世と なる、 永 正 十六 年 石 雲 寺に 遷 
6 翌年 心 源 院に歸 る、 天文 元年 七月 十七 日 寂す、 塔を 傳 通と 
名く" 法嗣傑 山道 悅 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ジュン シン i 信 ( 1 A 四 5  〔眞宗 〕常 陸 無量 壽 寺の 住持 
な. 傾 ft 俗名は 信廣 •俗姓は 大中臣 氏、 常 陸 鹿 鳥 郡 豐田 
の 人、 父は 尾 張 權守片 岡 信 親と s a " 鹿 島 神社の 社 司 ^ う.、 
親鸞 上人に 歸 依し、 其 子を 弟子と なす、 即ち 師な 6 文治 年中 
常 陸の 刺 史村田 刑 部 無量 寺を 鳥 栖村 に 再興し， 禪宗の 道塲と 

せし か、 後 之を 親鸞に 奉す、 親鸞 之を 改めて 無量 壽 寺と 稱 し、 

居る 乙と 三年" 之を 順 信 R 附して 去る、 後、 西 國を巡 化す、 

攝津溝 杭佛照 寺は 師の 遺跡な う" 下野 緣起 書二卷 あう、 (本願 

寺 通紀) 

シュン シヨ 順 助  ーー ^ 一 〇-b 〔天台宗： 3 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 

順 助は 禪林寺 法皇の 子、 正應四 年 十二月 二十 六日 出家し、 五 

年 十一月 十六 日 受戒す、 元應二 年 十月 十四 H 寂す、 壽四 十四 

C 三 井續灯 記) 


シュン f 順) シーバ  __ I  __ S 

ジュン シヨ 1 順證一 一一 益 〇- su 示〕 伊勢 專脩 寺の 第 セ 代 
f  >  順證 は專 空の 從 子なる 證 西の 子 (C して 康曆二 年四片 
專修 寺に 住し. 明德 元年 六月 十六 日 寂す、 壽 六十、 (本朝 寺 通 

S 

ジュン シヨ！ 順 性 ニ チゴ日 護を 見よ、 

ジュン y 順祖 リョ 1 ガク良 岳を 見よ、 

ジュン ソ 1 順叟シ rl - ジョ宗 助を 見よ、 

ジュン チ 順 知日  一一 j  一 〔曹 洞宗〕 三 河 蓮華 寺の 開山な 6、 
順智 字は 巧 安、 俗姓は 藤 原 氏、 倉 知の 族、 一一 一河 安城の 人な*^、 
十五 歲 京都に 遊學 し'  黑 谷に 役して 薙髮 し、 淨 業を 勸 脩す、 
後禪を 慕 ひて 諸 尊 宿 R 徧參 して 鄕里 に 歸 へう、 全久 寺 ^ て 光 
國舜 玉に 見ぇて 服勸 する 乙と 多年、 首座と なう、 分 座說 法す、 
出て、 永 平 寺に 出世し、 全久 寺に 遷 る、 後 泉 龍龍雞 長 養の 諸 
寺に 歷遷 し、 晚年 芙蓉 山 蓮華 寺を 靱して 逸老 し、 天文 二 年 十 
月 一日 寂す、 壽七 十三、 法 II 萬 久永歲 ぁう" (日本 洞上聯 燈錄) 
シュン チヨ ー 順 長  一一 1! =: 〔淨 土宗〕 山城 光明寺の 僧な 
6、 順 長は 闡 蓮社廣 譽と稱 す、 三 藏に 通達し、 論 才諸檀 林を 壓 
す" 遂に 幕 命に 依て 紫雲 山の 主務を 領 す、 延寶四 年 十月 二十 
三日 寂す、 壽は詳 ならず、 (鎭流 祖傳) 

ジュン 順 道 キョ* 卜  ク敬德 を 見よ、 

ジュン ニ 順爾ク y ィリ ュ！ 恢龍を 見よ、 

ジュン ニ ヨ 順 如  n- ジョ 光助を 見よ、 

ジュン パ 順 波 •ニー Y 一一 • -: —;• 〔淨士 宗〕 K 戶淨閊 寺の 開山な 
順 波は 天 蓮 社 晴譽隨 行と 號す 、俗姓は 梶川氏 ■岩 代會津 の 人 
な 6、 猜 波に ようて 剃髪し、 左右に 侍する 乙と 多年、 遂 R 宗 


(七 七 五) 


書辭 名人 家佛本 日 


の 奧義を 究 む、 江戶箕 輪に 淨閑 寺を 胰して 開山と な 6、 寬文 
二 年 二月 二十 九日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ジュン 3 順譽 ij gi 一 v 一 〔淨 土宗〕 相 摸 光明寺の 五代な り、 
順譽は 俗姓 詳なら ず、 龙明寺 良 順に 師事し、 其 後を 承け て 第 
五代と なる、 後 冏禪師 に 師事す、 永 亨五年 十一月 三日 寂す、 享 
壽詳 ならず、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

ジュン 3 順 * キュ  —クヮ ブ岌觀 を 見よ、 

ジュン 3 順擧ロ  ナン テキ 南 的を 見よ、 

ジュン ヨ M# リョ ーヵン 靈鑑を 見よ、 

ジュン ml 順 耀( . ) 〔天台宗〕 近 江 三 井寺り 學僧 

なり、 順耀は 忠尋に 從 a て 天台を 學 a 、 最も 義 論に 長す、 
著作 疏記鈔 十卷 、四 敎顯鈔 三卷、 大論義 鈔 數十卷 、雜雜 集 三 
十卷 ぁぅ、 (本朝 高僧 傅) 

ジュン リヨ ー 順 一艮一 •一一 •ー パ 〇: 〔淨 土宗〕 武藏 法界 寺の 開山 
な 61 .、 順良は 燈 蓮社傳 譽と號 し、 紀伊小 倉 s 人な り、 法を 
存龍 に嗣 ぎ、 武藤幡 合に 法界 寺を 開く、 寬永七 年 七月 十五 日 
寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ジュン リ 3 1 順 一艮才 -キ應 基を 見よ、 

ジュン リヨ ー 順 了  一  11 58 〔眞宗 ：一 江戸 淺 草光圓 寺の 

住持な 6、 順 了 字は 寶景 、號は 東海と 云 ふ、 出 羽 酒 田の 人 

なり、 江戶读 草 党圓 寺に 住し、 人と な 6 强毅 にして 頗る 慷慨 

の 志 あう、 安永 天明の 間、 大 旭頓朗 等と、 7P R 淨 土眞宗 の宗號 

に 關 し、 淨土宗 の 故障 あ 〇 て大に 紛擾す るに あた 6、 自ら 死を 

决し 、幕府に 出訴す る Z. と 前後 二十 餘 回な 6、 幕府 大に師 の 

熟 誠に 感し 、且つ 輪 王 寺 法 親王の 助言に よう 三 萬 日 後を 期し 


沒ユン (順} 3 — リ 


て 判 决を與 ふへ き HJ とす、 世 ic 傳へて 三 萬 日 御 預と云 ふ、 是 
れょ 6 輪番の 忌諱 (C 觸れ 、數 年の 間 禁錮 せらる、 後'  赦 3 れ 
て 京師に 上ぅ、 享和 三年 六月 十九 日擬諝 とな $、 九月 高 倉 學 
寮に 華 嚴旨皈 を 講 す、 文化 元年 A 出 二門偈 を講 し、 三年 七 
月 二十 三日 嗣講に 進み、 五 年探玄 記を 講 す、 後、 阿彌 陀經、 

牲 生禮讃 •供 
論 •無量 壽經、 
五敎 章を 講 す、 
文政 四 年 五月 甘 
七日 講師に 進 
み、 玄義 分、 序 
分義 、愚 禿鈔、 
淨 土和讃 、正 信 
偈を講 す、 深勵 
宣明二 講師の 後 
を 受けて 大に高 
倉學 寮の 門 風を 
張る、 同 十一 年 
九月 十七 日 寂 

す、 壽八 十三、 (眞宗 史料) 

ジュン ヱ 純惠 ii Ji /— V …… 〕 美 濃淨導 寺の 僧な 6、 
純惠 字は 榮興 、號は 梅 山、 又 雪香齋 無我 道 人 等の 別號 あ-^、 尾 
張の 人、 俗姓は 松 野 氏な 4、 幼よう 書を 嗜み 、岩 井 正 齋に學 
び、 長ず るに 及び 薙髮 して 僧と なう、 美 濃 岐阜 淨樊 寺 R 住し、 
多く 佛書を 書く、 後 法眼に 叙せられ、 安政 四 年 八月 寂す、 壽 


ジュン (純}  H 


書辭 名人 家佛 本日 


(:八 七 五) 


シュン (純 ノエ f ジ 


七十 五、 (扶桑 書 人傳) 

ジュン X 雜 管  |1チシン日新を昆よ、 

ジュン X 丨 純榮 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪 僧： 

な $、  純榮 字は 柏 堂、 在中 衍に 師事して 法を 嗣 ぎ、 相模淨 
智 寺に 住し、 法 化 盛んな ぅ、 寂 年 並 R 壽缺 く、 (， 延寶傳 燈錄) 
ジュン オー 純應  ソョ I ズィ 良隨を 見よ、 

ジュン カ ク 純覺 (115 丸〕 〔天台宗〕 下野 大平 山の 僧な 
ぅ、 純覺 字は 慈 雲 一に 悟 海と 云 ひ、 號を 白痴 子と 云 ふ、 天 
性 豪毅な 6、 栃木の 大平 山に 住し、 內外 の學に 通し、 且つ 書 
を 善くす、 淨名律 院の痴 空に 交は 6、 嘉永二 .年痴 空の 爲めに 
般若 心經講 要の 序 1: 製す 武田 耕雲齋 兵士を 率ゐて 太平 山に 登 
$、 111 中に 屯す るに ぁた 6、 兵士 等 寺 境に 狼藉す、 師大に 怒 
6、 其狠 藉を責 む、 耕 雲 齋師に 面して 深く 其 豪膽に 服し、 部 
下の 兵士を 誠め たりと 云 ふ、 師寂 年月： n 詳なら ず、 

ジュン ケン 純 臥 貝  ホ f ショ！ 芳 勝を 見よ、 

ジュンコ 純 固 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 三 河 法 藤 寺の 

學 僧な 6、 純 固 字は 鐵空 、號は 幻 飲と 云 ふ、 俗姓は 小 栗 氏 

京都の 人な り、 禪林 寺眞空 林圓に 投じて 薙髮 し、 後、 積峯慶 

善に 師事して 三 河法藏 寺に 於て 業を 修め、 圓頓戒 の 廢頹を 悲 

み •佛 像の 前に 自誓 受戒す、 後、 京都 西 山に 退 休す、 寂 年 及 

世 壽缺 く、 著作 觀經疏 記、 儒 釋問辨 、善導 別傳 記" 西 山 略譜 

等 數十部 ぁり、 (淨土 承 繼譜、 淨土總 系譜) 

ジュン、 V 士心  一ー チシュ •- 日秀を 見よ、 

ジュン シヨ 1 純淸； 一：  一 • §: 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧 

f，  純淸 字は 德標 、普く 諸老 R 參 し、 後、 無外圖 方に 謁 


?ン ユン (純，) シ- — ヨ 


し、 問答の 際 忽ち 所 省 あ 6、 遂に 印 可を 蒙 6、 屢令諸 寺に 主 
とな 6、 終に 圓覺 寺に 遷 住す、 文 安元 年 十 | 月 二十 七.：！！ 寂す、 
壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ジュン シヨ 1 純證 (…： ：〇  〔曹 洞宗〕 自得 寺の 禪 僧な 
6、 純證 字は 德標能 登の 人な 早歲 にして 洞 谷瑩山 和. 尚 
に 師事し 出 象す、 執 待す る 乙と 六 年， 

ジュン シヨ 1 純成 51 ^ .:〔淨土宗〕尾張圓輪寺の僧な 
純 成 字は 興 雲尾张 日 置 村の 人な $、 父母 甞て關 通和尙 
に 歸 し念佛 す、 帥 出家の 志 ある も 父母 許 S ず、 十二 歳の 時 私 R 
遁 n て 關通 k 待す、 父母 師の 志の 奪 ふべ からざる を 知 6、 遂に 
許す、 因つ て 和尙に 就きて 得度す， 十五 增上 寺に 投じ 宗脈を 
相承し、 鄕に歸 6 て圓輪 寺を 開き、 梵行淸 臼、 六 時 精勤、 日 
課念佛 六万聲 す、 二十 歲病に 罹う、 久しく 癒へ ず、 寶 ■七 年 
正月 三 H 寂す、 壽二 十三、 (續 日本 高僧 傅) 

ジュン ゾー 純叟  ドゥ スィ 道粹を 見ょ、 

シュン ュ ー純瑜 (… .：：〕 〔眞言 宗 U 藥王 寺の 僧な う 
純瑜 は意敎 上人粮 賢の 法 流を 傅べ、 藥王 寺に 住す、 著作 四 度 記 
£ 卷 •印 决十帖 、灌頂 記 二十 五帖 あ-^、 (諸宗 章 疏錄) 

ジュン ヨ純擧  1 r •一 〔浄土宗〕 攝津法 泉 寺の 開山な 
P， 純 譽は攝 律の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 觀智 國師に 師事 
し師 法 ^ 嗣ぎ 、州の 多田庄 新田に 法 泉 寺を 沏して 開山と なる 
延寶五 年 八月 二十 七日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 士總 系譜) 

ジュン ヨ 純譽 •一 i §; 二 • 〔淨 土宗〕 薩摩昌 了 寺の 開山な 
う、 純寶は 肥 前の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 宣譽に 師事して 法 ^ 
嗣 ぎ、 薩摩樋 脇に 昌了 寺を 開く、 寶永 十九 年 八月 十四日 寂す、 


(九 七 五） 
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壽缺 く、 (淨 土總糸 譜) 

ジュン m  M#  力 V テ ー感 負 を 見ょ、 

ジュン キ 3 1 淳享 C . ) 〔曹 洞宗〕 信 濃靈松 寺の 僧 

f,  淳享 字は 大 養、 能 登の 人眞化 玄享の 法を 嗣 き、 總持 
寺 R 出世し、 次て 能 登の 寵護 寺、 信 濃靈松 寺に 歷 住し、 寂 年 
缺く 、(日本 洞上聯 燈錄) 

シュンク ワン 淳寛 (一七 八 七) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧 
f.  淳寬 字を 宰相 阿闍 梨と S ふ、 京 郡の 人、 藤 原 家政の 
子 •大治 二 年 二月 六日 無量 光院 にて 傳法職 位を 受く 、聖賢は 
護摩 敎受に 當た ぅ、 賢 覺其 導師 禪惪は 其嘆德 犮6バ 續 傳燈廣 
錄) 

シュン セキ 淳頓； j;j A: 2: 〔曹 洞宗〕 三 河 全久 寺な 6、 
淳碩は 香 山、 俗姓は 橘 氏、 京都の 人と、 出家しての 禪僧九 峰 如 
珊に參 し 開悟す、 總持 寺に 出世し、 次に 三 河の 全久 寺、 泉 龍 寺、 
籠溪 寺‘ 上野の 全久寺 等に 歷 住し、 寬永二 年 十二月 三日 三 河 
全久 寺に 寂す、 壽缺 く、 法嗣時 雄專英 ぁぅ、 (日本 洞上聯 燈錄} 
シュン ホ} 浮 甫 ( …… ：) 〔曹洞 宗〕 肥 前 天祐 寺の 禪 僧な 
6、 淳甫 字は 大 尖、 加賀の 人、 春 岡揚富 に 師事して 眞訣を 受 
け、 席を 襲 a て 肥 前 天祐 寺に 主と なる、 寂 年 及 a 壽缺く  (日 

本 洞上聯 燈錄)  ， 

シュン 手 丨 ィン淳 寧 院コ  1 H 1 光漢を 見ょ 

ジュン ュ ー 淳祐 j l'I HO 〔眞言 宗〕 近 江 石山 寺の 學僧な 

う、  淳祐は 山城の 人、 右中辨 菅原淳 茂の 子、 菅 丞相の 孫 

なう、 幼に して 家塾に 就て 漢籍を 學び 、後 般若 寺の 觀賢 僧正 

に 就て 剃髪 受戒し、 延長 三年 二月 一宗の 秘奥を 密附 せらる、 


胎 金の 大法を 受けて 普賢 院に居 6、 專ら 密觀を 事と す、 天曆 
七 年 七月 二 B 寂す、 壽六 十四、 著作、 胎藏集 記 十卷、 胎藏界 
次第 八卷 、金剛 界 次第 六卷 、(一本 四卷) 、四 種 護摩 以下、 同、 
各四卷 、胎藏 七 集、 悉曇集 記、 各三卷 、金剛 界 次第、 金剛 界 
七 集、 不動 次第、 金剛 隨心 法、 字輪觀 集、 各二卷 、如意 輪 念 
誦 次第、 如意 輪 書 合 次第、 金剛 界略 次第、 金剛 界 念誦 次第 私 
記、 金剛 界秘鈔 "金剛 界諸尊 料簡、 胎藏 念誦 次第 私記、 胎藏 
諸 尊 眞言 註釋 、息災 護摩 次第、 內 護摩 次第、 外 護摩 次第、 六 
種 護摩 略記、 護摩 儀軌 中四臂 不動 事、 吉祥天 護摩鈔 、八 大佛 
頂諸說 不同、 熾 盛 光次 第、 孔雀 經法鈔 、陀羅尼 集經鈔 、如意 
輪經鈔 、住 心 品 指 記、 隨求 陀羅尼 供養 次第、 千 手 陀羅尼 梵本 
不同 文、 十 一而 次第、 普賢 延命 秘釋 、護 世 八 天 次第、 吉祥天 
次第、 大自 在天 次第、 聖天 次第、 十二 天 次第、 炎 魔 天 次第、 
金剛 童子 鈔 、神 供密 記、 建立 曼荼羅 私記、 灌頂鈔 、五色 絲鈔、 
擇地鈔 、四 種檀 法、 金剛 隨心鈔 、金剛 隨心呪 、脇 机 記、 眞言 
宗要 文、 眞言 雜要鈔 、細 記 集 諸 尊 梵密號 等、 舍利 禮秘决 、各 
一卷 、胎藏 略記、 胎藏 梵語、 無量 壽軌 、囝 囤、 若干 卷 ぁぅ、 
(密宗 血脉鈔 本朝 高僧 傳傳、 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

ジュン m  淳寒 P  ニ チ ギョ-日 堯を 見よ、 

ジュン 9 3 丨 口 in: タク ゲン 卓 支を 見よ" 

ジュン シン 遵眞 ョーシ ソ揚眞 を 見よ、 

ジュン ヨ遵擧 1=1 キォク 貴屋を 見よ、 

ジュン ヨ 違 譽キュ ー ガン 休 岸を 見よ、 

ジュン リヨ 違 慮 ニ チ タィ 日迨を 見よ、 

ジュン ゲン 準！ H ンガ 圓雅を 見よ、 


、レ ユン (純、 淳、)  シユン (淳 、遵 、準〕 
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シュン (準、 潤、 S  シヨ C 處) 

ジュン シュ I  准秀 ショ-- チョ- 昭超を 見よ、 

ジュン ソン _ m : ショ— ゲン 昭支を 見よ、 

シュン カィ 準 海 二 1 o- j  〔融通 念 佛宗〕 河內 大聖 寺の 
學 僧 な- CN パ 準 海は 字は 卓巖 、號は 龍 照 院と云 ふ、 大通 上人に 
就いて 度を 受け、 一宗の 宗意を 傅 ふ、 河 內春 日の 大聖 寺に 住し 
專ら宗 風の 擧揚 R 力を 盡 し、 寶曆 十三 年 即ち 大通 上人 寂 後 四 
十八 年 融通 圓門章 集註 八卷を 作り、 大通 上人の 說 を敷演 す、 寶 
曆 十二 年 弟子 圆應準 澄 等 版行す、 後 良 山の 私記と 幷へ稱 して 
宗門の 二 書と 云 a 俱舍の 光寶二 記 R 比すと 云 ふ、 大聖 寺の 本 
堂を 建築し 地 藏 菩薩 三千 鉢を 安置す 寬保 元年 正月 九日 寂す 壽 
八十 一な う、 著作 圓門章 集註 八卷 、融通 本緣起 黃葉鈔 一卷 、融 
通 如法 念佛圖 解一卷 ぁう、 (西 本 良 察 氏 返信} 

S ン トク サィ 潤德齋  ゲ 7 ッコ月 胡を 見よ、 

ジュン レ！ 筍靈 1ーーーーーーーー ^ 〔淨土宗〕大和光明寺の僧なう、 
笏靈 字は 本譽 、一に 口 稱と號 す、 加 賀國小 松庄の 人な {、父 
の 名は 賢 海と 云 ふ、 即ち 親鸞の 末流な う、 幼年に して 出家し、 
同 國金澤 に 到うて 三 光寺の 和尙に 師事す、 十五 歲 にして 武藏 

の增上 寺業譽 上人 R 從て 修學 す" 鎭西 流を 傅へ 後、 本國 に歸 

6、 住する 乙 と 一年に して 出 遊し、 京師 嗟 峨の平 山に 菴 居す、 

其 後 大和に 至う、 光明寺に 住する 乙 と 四 年、 日課 念佛六 万聲、 

勵行 する 乙 と 頗る 常 輩に 勝れう、 承應 元年 三月 二十 九日 寂す、 

f 冪 四十 歲 、(緇 白 牲生傳 、續 日本 高僧 傅) 

シヨ ケン 處謙 •一九 九 0 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 6、 

處鎌 字は 潜溪 、武藏 の 人な h、 初め 佛光 禪師に 事へ、 後、 東 
福 寺に 入うて 字聖一 國師に 事 ふ、 正 和 九 年 筑の承 天 寺に 主た 


シ me 處) サ 


う、 尋て東 福 寺 R 住し、 南禪 寺に 昇 住し、 後醍醐 天皇 勅 召し 
たま a 、 宮中に 法要を 說き 、龍 涎 念珠 金 紙 御 扇の 賜を 拜 す、 
其 後 天皇 屢南禪 寺 ic 行幸 あう、 密灌幷 R 衣盂を 受けた まふ、 
特に 普 圓阈師 の 號を賜 ふ、 祝 聖の偈 あ 6、 從來 皇道 自 平平、 
人樂  堯風舜 日 天？ 草木 百年 新 雨露、 乾坤 一統 舊 山川、 後播磨 
に寶 光寺を 開く" 乙れ 同國禪 林の 始めな 6 と 云 ふ、 尋て 攝津 
R 澄 心 寺、 伊勢に 淨法 寺を 開く、 元 德二年 五月 二日 寂す、 慧 
山の 本 成 寺に 塔を 造る、 後、 紹 侍者 謙の 照 容を携 へて 元 R 渡 
6、 木 覺寺靈 石 芝の 賛を請 ふ、 芝 禪師賛 を 作 6 稱揚 す、 (延寶 
傳燈錄 本朝 高僧 傅) 

シヨ サィ 處齊一 一一 gfjjt： 臨 濟宗〕 三 河定 光寺の 開山な々、 
處齊 字は 平 心、 俗姓 千 葉 氏、 重 胤の 子、 肥 前 小 味莊の 人な う、 
適林叟 瓊禪師 支那ょう 歸 う、 小 味莊に 留まる、 母 師を携 へ 請 
a て 弟子と なす" 幾 もな く禪興 寺ょ 6 瓊禪師 を 請 r 、， 師隨侍 
す、 十七 歲延曆 寺 R 登う、 興圓 僧正 R 就きて 顯密二 敎シ學 ぶ、 
尋て東 下して 鎌 倉 R 入 6、 壽福 寺 R 至う、 林叟瓊 、淸拙 澄 R 
歷 事す、 下野 雲巖 寺 R 至う、 高峯 日に 見 ゆ、 夢 窓 石、 寂 室 光 
同會 中 R あう、 相 共に 參究 す、 日禪師 R 隨 侍し、 圓覺 寺に 遷 
6、 尋て美 濃 丹 坂の 竹 翁 禪師を 問 ふ、 留る Z と 三年 R して 鎌 
倉に 歸へ 6、 桂 光 庵の 屛居 R 瓊禪師 を 省し、 益 參究 し、 遂に 
法衣を 受 く、 瓊禪師 の 寂 後 三 河 遠 江の 間に 隱 棲す、 元德 元年 
實相寺 一峯 一 東 福 寺の 請 R 應じ 、師を 招く、 幾く もな く 三 河 
R, 歸 うて 菴 居す、 山中 R 應 夢山定 光寺を 開き 住す、 尋て 退藏 
洞 雲 等の 諸 寺を 開く t 延元 元年 美 濃の 郡 司長藏 寺を 建立して 
師を請 す、 應安二 年長 藏 寺 R あ A て 老病 あ 十二月 廿 九日 


(- 八 五:） 
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寂す、 壽八 十三、 臘七 十六、 師諸國 に 寺を 開く 乙と 十六 所な 
う、 永 和 四 年 勅謚覺 l!i;l 禪師を 賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
シヨ アン 1  庶庵 タィ シユク 大俶  を 見ょ、 

シヨ アン 褚 t 奄ニチ ショ-日 昇を 見ょ、 

シヨ 曙藏主 (二 〇〇〇〕 〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪僧な 
う、 曙藏主 俗姓 生國詳 ならす、 圓覺寺 に 於て 東 明 {C 謁し 藏鑰 
となる、 曆應 三年 冬 東 明 寂す るに 及 a 專使 とな 6 て訃 を朿福 
寺 乾 峰に 吿く、 寂 年 及壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

〔考〕 曙藏 主は 曹洞法 派な う 

ジヨ ウン 徐 1 云 ニニ 七 九 〔曹 洞宗〕 加賀桃 雲 寺の 開山な う、 
徐芸 字は 象 山、 俗姓は 三 田 村 氏、 越 前の 人、 朝 倉 義景に 仕 ふ、 
寶圓 寺大透 圭徐に 從 a て 祝 髮し 、侍者と なる、 去りて 諸 名 宿 
に歷參 し、 寶圓 寺に 歸う 、首座と なう'  其 席を 補して 同 寺に 
住す" 總持 寺に 出世し、 永 澤龍泉 二 寺に 歷遷 す" 加賀 寶圓寺 
に 前 田 利 家の 請に 依りて 住す、 慶長五 年 前 田 利 長 高 德山桃 雲 
寺を 鄕 し、 師其 一代と なる、 同 六 年宗富 尼總持 寺の 三門 f 造 
6、 師 に 請 a て說 法せ しめ、 其 傍らに 芳春院 を 構へ、 師を開 
山に 招く、 輪 島の 檀越蓮 江 寺を 荆 し、 師を迎 へて 住せし む、 
師大 透を 開山と し、 自ら 次位に 居し、 後 桃 雲 寺に 退き" 元 和 

五 年 五月 二十四日 寂す、 壽 欠く" 法嗣 廣山恕 陽 あ $、( 日本 洞 

上聯 燈錄) 

シヨ チン 徐天 SH 一一 OS 〔曹 洞宗〕 加 賀護國 寺の 禪僧 なう、 

徐天 字は 關室 、俗姓は 河 合 氏、 越 前の 人" 少に して 同 國寶圓 

寺徐芸 R 依うて 出家し、 護 國寺量 山に 參 し、 藏鑰 となる、 長 

齡寺 泰山 雲堯に 謁し* 遂に 印 可を 受け ••其 席を 繼ぎて 加賀寶 

~^"ョ (鹿： 楮 、曙) ジヨ (徐) 


圓 寺に 住し" 尋で總 持 寺 R 昇う、 桃 雲 寺に 遷 る、 寬永八 年中 
納言利 常 乞 ひて 護國 寺 (C 住せし む、 慶安 三年 正月 一日 寂す、 
壽七 十七、 遺骨を 護國 寺 R 塔す、 法 嗣傑外 雲英 あう、 (日本 洞 
h 聯燈錄 } 

ジヨオ 1 助 翁  H  - フ永扶 を 見よ、 

ジヨ オ！ 助 公 羽ゲソ ホ 玄輔を 見よ、 

ジヨキ m— 助 慶 ( …… ) 〔天台宗〕 比 叙 山の 僧な 6、 
助慶 は慶祚 阿闍 梨に 師事して 顯 密を虢 ね 傳へ利 め國城 寺に あ 
6、 後比皲 山 慧心院 に遷 名聞を 捨 離して 專ら淨 土 往生を 
願 ふ、 平年 後 學の來 6 て經 論の 學解を 乞 a 、 專 修を妨 ぐるを 
憂 ふ、 示 寂の 年 時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ジ m ク 助 給 ゴシュ-牛 秀を見 よ、 

ジ m ク 助 給テソ レ-典 嶺を 見よ、 

;、ン ヨク 助久キ ュ-ソ V 及存を 見よ、 

ジ 3 、ン ン 助 ^ カン テキ 閑 的 を 見よ 
ジヨシ ン助心  P ギン 露吟を 見よ、 

シヨ ガク 如？ 岳 モン チ ュ-文 仲を 見よ、 

シヨ クウ ン如 1 觀 リョ-サッ 良 察を 見よ、 

ジヨヨ ー 恕陽二 ：二 A: H: 〔曹 洞宗〕 加 賀瑞寵 寺の 開山な $、 
恕陽 字は 廣山 、上野の 人、 俗姓は 源氏な 6、 幼に して 下野 水 
代の 大中 寺に 到うて 至 心 道を 禮して 薤髮 し、 象 山 徐芸の 太白 
寺 R 住すと 聞き、 往きて 之に 參し 、久しくして 發 悟した 6、 
總持 寺に 出世し、 寶圆 寺に 遷 る、 丹 州 永 澤寺越 州 龍 泉 寺に 歷 
住し、 慶長五 年 加 賀護國 寺を 領す 、凡を 七 年に して 越 中關野 
莊に 退去し. て菴 居す、 同 十九 年 春 國守前 田 利 長 卒し、 供養の 


ジ m  (助， 恕) 


ジヨ (除).、 vmlc IH ) 


爲め利 常 卿瑞龍 寺を 建て、 師 請せられ て 開山と なる、 元 和 九 
.年 正. 月 十四日 寂す、 延曆 、信 光、 常 松、 廣 乾、 長壽 、長朔 の 
六院： 皆師 欠 開山と す、 法 嗣量山 繁應あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 
7 ン nr キ '31 除 業 ゼン テキ 善 的を 見ょ、 

''シ 3 1 ィ 正 伊一 j -o s 〔曹洞 宗 3 上野 雙林 寺の 開山な う、 
•正 伊 字は 一州、 周 防の 人、 俗姓 藤 原 氏な 6、 幼に して 國の般 
若 寺に 役し 侍 童と なう、 十三 歲度 k 受け、 顯密の 法を 習 ふ、 
京師 R 入 6 て 妙 心 寺 日 峯舜に 師事し 參叩 多年、 心 印を 受 く、 
後 大川寺 月 江 文 R 謁し 其 法を 受 く、 太 田 道 眞相模 に 一 寺を 興 
し、 師を請 すれ ども 自ら 赴かす、 法 兄 華叟萼 をして 代 6 牲か 
しむ、 長 尾 俊 慶雙林 寺を 興し、 師を 請す、 師月江 文を 推して 
開山と なし、 盛 R 宗風を 擧揚 す、 能 登 物 持 寺に 昇- CV、 尾張楞 
嚴 寺、 出 羽 王 泉 寺、 石 井三鈷 寺に 歷 住し、 相 模最乘 寺 R 住す 
るぶ 三 四 R 及 ふ、 晚に双 林 寺 R 皈 6 住す、 長亨 元年 十一月 四 
日 寂す、 壽 七十 二臘 五十 九、 (本朝 高僧 傳 、日本 洞上聯 燈錄) 
.シヨ ー ィ正爲 二 oi j A: 〔華 嚴宗〕 相 摸極樂 寺の 學 僧な 6、 

正爲 字は 圓 成と SS、 弱年に して 出家し、 俊才に 隨 侍して 戒 

律を 講究し 頗る 勤 學の譽 あ 6、 七 大寺に 開講 ある 乙と に、 師 

必す卷 を 持して 席に 臨む、 此故 R 三 藏の 奥義 凡て 總 括せ 3 る 

はなき R 至れう、 然れ とも 殊 R 華 嚴を以 て 宗 となし、 延文三 

年 秋 照 支の 跡を 接き て 相 摸の 極樂 寺に 住し、 奈良の 戒壇 院に 

入う、 屢々 三 大律部 華 嚴大經 を 講ず、 後 鎌 倉に 歸 へう、 應安 

元年 八月 二十 一日 極樂 寺に 寂す， 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳律苑 

一 僧 寶傳) 


シヨ r.( 正) イ —X 


シヨ ー ィ 正 異 ( . ) 〔曹洞 宗〕 武 藏慶德 寺の 禪 僧な 

う、 正異 字は 仲 字、 武藏 慶德寺 嫩桂祖 香に 師事して 其 法を 嗣 
き、 嫩 桂の 寂 後 席を 繼 ぐ、 寂 年 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 
シヨ 1 ィン 正 因；  一 〇: 一  〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪僧な 
う、 正 因 字は 明巖 、俗姓 不詳、 相 摸の 人な 6、 建 長 寺 西襴曇 
に 師事し、 尋て 圓覺 寺 R 住す、 晚年 正傳菴 R 退 休し、 應 安二 年 
四月 八 a 寂す、 遺偈 ぁり、 寂滅 爲樂 、猶涉 = 多岐 — > 死 蛇 出 k 草、 
踢 -1 倒須彌 ― ■* 勅 謚大達 禪師と 云 ふ (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シ ml 工 正慧〇 ) 〔眞 言 宗〕 京都 泉 涌 寺の 僧な 6、 
正慧 字は 信戒 とい a 、 •幼， 年ょり 泉 涌 寺 R 入う 智鏡淨 因の 二師 
R 歷 事して、 南山 鈔 を .硏 き、 後圓照 R 從 S て 戒疏を 學 ふ、 其 
寂年缺 く、 

シヨ— HI 正榮一 一一 g 一一 一？ r 臨濟宗 ：一 美 濃 正 法 寺の 禪 僧な 
i  正 榮字 は嫩 佳、 俗姓 不詳、 法 燈國師 (覺 心) の 法を 嗣 ぐ、 
初め 建 仁 寺 R 在うて 藏 典を 掌 6、 後、 諸方 R 遊び、 諸老 宿 r 參 
見せざる はなし、 美 濃の 大桑 に 菴 居し、 世事を 杜絕 する Z. と 
二 十 年な $、 三 衣 一鉢蕭 然として 日月を 送る、 同門の 請に ょ 
う、 紀 伊の 常 興 及び 鷲 峰に 住す、 美 濃の阈 守 土岐氏 厚見 郡に 
靈樂山 正 法 寺を 創立し、 香 火の 墳寺 となす、 正榮を 請し で 開 
山と なす、 文 和 二 年 正月 二十 一日 寂す、 壽八 十八、 勅 論 大醫 
禪師と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シヨ 1H ツ 正悅 ーーーーー ^ 〔曹 洞宗； ，下野 大中 寺の 禪 僧な 
P,  正悅 字は 培 芝* 一州 禪師に 投し て薙髮 受戒し、 遊 方し 
て 下野 大中寺 快 菴妙慶 に 謁し、 服勸數 年、 遂 R 席を 繼き て大 
中 寺 R 主と なる、 大永四 年 正月 二 十日 寂す、 壽八 十三、 法嗣 


(三 八 五） 


書辭 名人 家 佛太  日 


圭菴伊 白獨放 摩聚の 二人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ 1 ガイ 正^'  ジコ- 慈 孝 1: 見よ、 

シヨ 1 カ ク 正覺 〇…… .) 〔天台宗〕 播磨增 位 寺の 學僧 
な*^、 正覺 は播 磨の 人な う、 少に して 比 叙 山に 登う、 諸師の 
門に 遊び、 天台 敎を 研究し、 姬路 山に 飯 6、 著述を 事と す、 

I 時の 人 播磨道 邃と呼 ふ、 著作 宗要 科文鈔 三卷 、天台 三 大部鈔 
ニニ 十卷 (世に 姬路鈔 と 云 ふ) 等 あ 6( 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 增位山 長 吏 記 (隨願 寺 集 記 所 引) に 依れば、 十七 代 長 吏 
道 邃は大 江 匡 房の 男 嘉承二 年 出家し、 毘道 法師に 從 CA 、 康治 
中姬路 山稱名 寺を 建立 L、 久壽中 三部鈔 吉祥天 女 護摩 私記を 
撰し、 保 元 二 年 四月 十五 日 千 地 藏院に 寂す と あう、 本朝 高僧 
傳 は、 峰 相 記に 依うた る 名の、 今 長 吏 記に 依 $ 事蹟を 詳に す、 
シヨ 1 ガク 正覺  HI チョ  丨叙 澄を 見よ 
シヨ 1 ガク イン 正覺院  |ー チジョ r 日條を 見よ、 

シ ml カ クイン 正覺院  ニ チョ*- 日 陽 .V 見よ、 

シヨ ー ガク 正 « 二? 社 二 〔曹 洞宗〕 美 濃 龍 泰 寺の 開山な 
6、 正蓦 字は 華叟 、越後 太守 仁木義 長の 子、 應永 十九 年 三月 
十八 日に 生る、 幼 tc して 大和の 常觀 寺に 投じて 出家し、 比 叙 
山に 登て 諸 師に請 問す、 橫 川の 淨高 律師の 指示に よう、 尾 張 

の 月 江 禪師に 謁し、 入室して 密に寶 鏡 三味を 付 せらる、 後に， 

美 濃 國關に 龍泰 寺を 創す、 將軍 義尙莊 田を 付して 僧 供に 充つ、 

，文明 十四 年 六月 六日 寂す、 壽七 十一、 臘六 十三、 (日本 洞 上聯 

燈錄) 

シ ml ギ 正 美 ( . ) 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な 6、 

正義 俗姓 不詳、 慈訓に 師事して 法相 華嚴 I: 學び 、藥師 寺に 華 

シ 3 1( 正〕 ガ ー キ 


嚴の講 席を 張れう、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ ー、 キ正巍 ( . ) 〔臨 濟宗〕 豐後 法界 菴の 僧な' 

正 巍 字は 獨峯 、淸 拙に 參して 印 可を 付 せらる、 然れど A 更に 
出世を 好 ^ ず、 州 守 時 氏 法界 菴を 構へ て 延て 乙れ R 居らし む、 
寂 年 及 世壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

シヨ ー キン 正 W ベ . ) 〔曹 洞宗 V-/ 上野 龍 源 寺の 禪僧 

f、  正忻 字は 笑顔、 上野 龍 源 寺の 獨放 磨聚の 法を 嗣 ぎ、 
其 席を 補し、 次 (C 常 陸圓通 寺， 下 總孝顯 寺 R 歷遷 す、 寂 年 並に 
世壽缺 く、 法嗣傳 葉善迦 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー キヨ ー 正慶一 is =l 〔眞宗 〕 越 中 稗 田圓福 寺の 住 
持な う、 正慶 字は 靈賍 、後、 開悟 院と號 す、 安永 四 年 十二 
月 二十 八日 新 川 郡 稗 田 村 阒滿 寺に 生る、 八歲に して 京都の 黌 
に 入う、 十六 歲 能く 終 典を 講す 、壯歲 に 及 a 、 高野山 豐 山の 
講 席に 遊 ひ、 特に 華嚴 天台の 蘊奧 を究む 、後、 宣明に 師事し 
聲名 一時に 高し、 文政 三年 (一に 文化 十 年) 擬講 とな 6、 同 
七 年 三月 二十 八日 嗣講に 進み、 翌年 淨土論 註を 講し 、後觀 念 
法 門 文 類聚鈔 觀經 を講 し、 弘化 三年 代 講師と なりて 入 出 二 門 
偈を講 し、 嘉永二 年 十月 十六 日 講師と なう、 以後 正 信念 佛偈， 
愚禿鈔 を講 し、 同 四 年 八月 十五 日 寂す、 壽七 十七、 IH1 福 寺に 
葬む る、 (碑文、 眞宗 史料、) 

シヨ キ 31 正 行 ジャク チョ-寂 超を 見ょ、 

シヨ ー ク 正 ^ ( …： …) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 
6、 正 玖 打 建 仁 寺 大統嘉 隱の嗣 なう、 辭 世の 偈なる 夫子 不 k 
知 レ 字、 達磨 不 ife、 A l 無間獄 ― •* 睽叫， ，四 禪 天， の 一首 人口に 
膾炙す、 (日本 名僧 傳) 


シ 3 |(正〕キーク 


書辭名 人 家 佛 本日 


(四べ 五) 


シヨ ♦— ( 正) クーケ 


シヨ 1* ク 正旦ハ ( . ) 〔臨 濟宗〕 筑前顯 孝 寺の 開山な 

正 具 字は 闡 堤* 俗姓 不詳" 京師 法 觀寺救 海禪師 (榮西 
六 世の 法 孫) の 法を 嗣 ぎ、 同 寺に 切る ♦近 江の 太守 大友 貞宗、 
.(直 菴と號 す) 豐前 の萬壽 寺に 請す、 檀 越某筑 前に 顯孝 寺を 興 
して 請す、 乃ち 開山と なる、 示 寂の 年時缺 く、 遺偈ぁ 6、 離-- 
却殼漏 (處處 相 見、 馬 腹驢胎 、日 面 月面、 (延寶 傳燈錄 "本朝 高 
僧傳) 

シヨ ーク ー 正 空；  一：  一； ^ 〔淨 土宗〕 武藏 光明寺 第 九 代な 
AV,  正 空は 忍 蓮 社 源 春と 號 す、 觀譽 上人に 師事して 淨土敎 
を學び 、文龜 三年 十二月 六日 爾書を 授けら る'  後、 武藏品 川 
光明寺に 主と なぅ、 相 模玉繩 二 傳寺駿 河 府中 新 光明寺を 鄉し 
て^ 3 となぅ， 永 正 十六 年 三月 十九 日 寂す、 壽缺く ，( 淨土總 
系譜) 

シヨ If ン 正觀； 5: 2; 〔眞宗 ：； 大阪 米屋 町 正 行 寺の 住 
持な- CN、  正 觀は弘 化 二 年 十二月 擬講 とな-^* 見 性 院と號 す、 
一弘 化 三年 五月 寂す、 (眞宗 史料) 

シヨ 1 ゲイン 正 化院 セ  ン カィ 宣界を 見ょ • 

シヨ ー タ 1 正 登 ( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧 

f ,  正瑩 字は 圓應 、肥 後 法 泉 寺 竺芳宗 仙の 法 席を 嗣 ぎ、 

某 年 寂す 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ 1 ケ 1 正 啓  ニ チチシ 日 珍を 見ょ、 

シヨ！ ケン 正 謙 ( …… ：>  〔曹 洞宗〕 下野 瑞 光寺の 開山 

f、  正 |i 字は 益 之、 初め I 州 正 伊 R 參して 旨を 得、 總持 

寺に 出世し、 後、 諸 寺に 歷遷 す、 下野の 某 鹿 沼の 莊に瑞 光寺 

を 瞑し、 師を延 きて 開山と す、 師自ら 任せす、 一州を 奉して 


I  1  シ mlc 正) ゲーコ 

始祖と し、 自ら 第二 世 R 居る、 晚 年最乘 寺に 移- 〇、 期 年 にし 
て瑞 光寺に 歸 6、 某 年 寂す、 法嗣雪 光良 訓 、雪 巷 壽欽ぁ 6、( 日 
本 洞上聯 燈錄) 

シ 3 1 ケン 正!^ キョ 丨シ ユソ 經舜を 見よ、 

シヨ 1 コ ー 正 光 (二 一〇 二) 〔曹 洞宗〕 越 前金 剛院の 開山 
f、  正 光 字は 玉 翁 •武藏 の 人な 6、 鄕里某 寺 R 出家し、 
出 遊して 最乘 寺の 了 菴總持 寺の 實峰に 參 し、 太平 寺普濟 R 師 
事して 學行大 R 進み、 總持 寺 R 主と な $、 次に 永 澤 寺に 住し、 
嘉吉二 年 龍 泉 寺 R 遷 6 しが、 辭して 後 自ら 越 州 R 金剛 院を築 
S て 住し、 某 年 寂す 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ tfll ィン 正 孝院  一ー チ チユ 1 日忠 ^: 見よ、 

シヨ In ン 正 ffi il s 〔黄 檗宗 ：一 山城 萬 福 寺の 十五 代 
な 6.、 正鲲 字は 大鵰 、號は 笑 翁と 云 ふ、 淸の泉 州の 人、 俗 
姓 王 氏 出家して 黃檗山 全 岩昌の 法を 嗣 く、 享 保の 頃 西 來歸化 
して 長 崎 R 留 る、 延亨 元年 黃檗山 第 十四 代 龍統元 棟の 推擧 R 
よ 6、 同 二 年 六月 十二 日 進て 十五 代の 法 席を 繼 く、 四 年 R し 
て 退隱 し、 再 ひ 寶曆八 年 二月 五日 十八 代の 法 席を 繼く 、安永 
三年 十月 十三 日 寂す、 壽八 十四な り、 師 書を 善くし、 殊に 竹 
を冩 すに 妙な ぅ、 (黃 檗譜 略、 鑑定 便覽) 

シヨ 1オ ン 正嚴；  一：  一. K : *.: 〔曹 洞宗〕 三 河 眞如 寺の 開山な 
6、 正嚴 字は 密 山、 武藏の 人、 源直忠 (太 田 氏) の 子な 6、 幼に 
して 月 江 正文 禪師 R 投じて 下髮受 具し、 左右に 執 侍する Z1 と 
三十 餘年印 可を 受け、 諸方 R 遊び、 京都に 往て 五嶽の 諸師を 
訪ふ 、三 河 大守太 田 氏 上 總眞里 谷 天 寧 山眞如 寺を 開き、 師請 
せられて 開山の 始祖と なる、 文明 中最乘 寺の 請 R 依 6 主と な 


(五八 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


$、 期 年に して 歸 $、 延德 元年 七月 二十四日 寂す、 法嗣陳 l - 
遵 、挺 菴秀の  二人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ 1 サツ 正 i 祭 ( . ) 〔曹 洞宗〕 出 羽勝傳 寺の 開山 

な 6 、 正 察 字は 審巖 、耕 雲 寺 大安 梵 守の 法 嗣 にして 其 席を 繼 
き、 後 院務を 謝して 出 羽 莊內に 到 6、 勝傳 寺を 沏 し、 其 年 寂す、 
壽缺 く、 法嗣周 剛宗嚴 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ 1 サン 正 一一 二 一 fi 一 g 〔臨 濟宗〕 三 河 了 心 養の 僧な 6、 
正 三は 一に 昌三 、又聖 三に 作る、 玄玄軒 又は 石 平 道 人と 號 す、 
俗姓は 鈴 木 氏、 通稱九 太夫、 三 河の 人、 松 平氏に 仕へ、 大坂 、關 
ヶ 原の 役 共に 功 あう、 後髮を 削- CN て 僧と な-^、 臨濟の 雲居、 物 
外、 大愚、 愚 堂、 曹 洞の 萬 安 等に 師事し 大に得 ると 乙 ろ あう、 
諸國 を遍歷 して 三 河 石 平 山に 了 心 菴を 結 a て 居う、 座右 金剛 
經一卷 を 備 ふるのみ と雖 、能く 諸經 卷の蕰 奥に 通曉 す、 後、 江 
戸に 出て、 仁王 座 禪を唱 ふ、 蓋し 膽を 練る 術な- 〇 と 云 ふ、 明曆 
元年 六月 廿 五日 江戸に 寂す、 壽七 十七、 淺草七 軒 町 法 福 寺に 
墓 あ 6、 著作 驢 鞍橋 六 卷 、草 菴雜 記五卷 、因果 物語 三卷 、念 
佛 双紙、 麓の 草 分、 二人 比丘尼、 各二卷 、肓 安杖、 万民 德 用、 
破 吉利支 丹、 でう す 物語、 自己 安心、 各一卷 あ- C/ (戯曲 小說 
通 志、 江戸 名家 墓所 一覽 、近代 名家 著述 目録) 

シヨ 1 シン 正 進.  一. S: H: 四 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧な 

P,  正 進は 華嚴を 等定 僧都 R 受けて 善く 圓理に 通す、 承 和 

十 年 詔 あうて 東大寺 R 住す、 居る こと 四 年、 大に宗 綱を 整 ふ、 

齊衡 三年 勅を 拜して 興 福 寺の 維摩 會 講師と なる" 華嚴の 宗徒 

にして 此 選に 預 る Z1 と師を 以て 始 とす、 貞觀 十六 年 寂す、 壽 

缺 く、 弟子 長 歲興智 の 二人 あう、 (本朝 高 朝 傅) 


シ 3 1( 正) サ ー fy 


シヨ 1 シン 正 信 タンク- 湛空を 見ょ、 
v fnl y ン 正 ^ チ-ァッ 智哲を 見ょ.， 

シヨ ー ジユ 正 受二^  j  〔眞宗 〕 大和 礎 野 順 照 寺の 住持 
ぐ う、 正受 初の 名を 深慧と s a 、 後‘ 聞號 と稱 し、 別に 號 
して 石 園と 云 a 、 後、 自ら 自 休と 呼 ふ、 大和 山 邊郡向 淵 村に 
生れ、 葛 下 郡 花 內村圓 通 寺 天 足 法師の 勸誡を 受けて 出家し、 
其法嗣 となう、 後、 同 郡 磯野 村 順 照 寺の 住持と な 6、 安藝の 大 
瀛輿情 二師に 就きて 宗乗を 學 a 、 豐 山の 快 道 法 印に 從 a て俱 
舍 、唯識 、因 明の 學を修 して 攝津經 歷和尙 に 侍する 乙と 多年、 
華嚴 天台の 學を受 け、 河内の 慈 雲 明 道の 兩 比丘 {C 隨 a て悉曇 
律 家の 作法を 傳 へ、 普 門 律師 R 依うて 佛曆を 習 ふ、 本山 能 化 
職を 廢し たる 際、 學 林に 階級な く、 諸 生勉學 の氣を m 喪せ る 
を 以て、 師 本山に 請 6i て 勸學已 下の 五 級を 定む 、而 して 師首 
に 勸學に 補せられ たう、 輿 正 寺攝信 上人の 侍講た る 乙と 多年、 
天 保 二 年疾に 罹 6、 五月 二十 八日 興 正 寺に 寂す、 壽六 十一、 
謚を深 妙 院と云 ふ、 師四男 二 女 あう、 其 第 四子玄 珠司敎 とな 
る、 師の 著作、 般舟讃 記、 八 宗 綱要 攻證 、起 信 論義 起資講 、敎 
誡 律儀 講述 、各 二卷 •天台 菩薩 戒疏 講演 義三卷 ，日本 紀神代 
卷講 述一卷 あう、 其餘宗 典の 講錄三 經七釋 に 渉うて 四十 餘部 
あう とい ふ (學苑 談 叢) 

シヨ ー ジユ 正授 -; 一 -t: - : 〔曹洞 宗〕 越後 雲 門 寺 第三 代な 
i  正授 字は 牧中 出家して 雲 門 寺 鼎 山存 彝に投 して 心 要を 
問 a 、 服 勤 数年の 後 雲 門 寺を 領して 其 三代と な 6、 永 正 八 年 
六月 十四日 寂す、 壽缺く  (日本 洞上聯 燈錄) 

ヨ 1 ;、 ンユロ 1 ニ ン 正受老 人 エタ ン慧 端を 見よ、 


シヨ 1( 正) シ 


書#  名人 家佛 本  日 


(六 八 五') 


シ 3 1(正)シ 


シヨ ー シュ ー 正磅； -; 一. E: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧 
f、  正诱 字は 溫 伯、 其嗣承 詳 かなら す、 京都 東 福 寺に 住 
し、 永 明 塔の 獲 衣を 賀して 日く、 爛斑色 勝， 一 紫茸氈 -> 雙徑傳 衣 
越- 1 海 天 - > 祖令于 “今 留 ，， 付囑 (鸞膠 再 見續， ，來弦 〖と康 正 元年 
五月 八日 寂す、 (延寶 傅 燈錄) 

シヨ ー シュ ー 正 {示 リユ— 卜- 寵統を 見よ、 

シヨ 1 ジユ 1 イン 正^ -1 チ チュ— 日中を 見よ、 
シヨ ー ジュン 正 順 ij •一  •セ E: 〔曹 洞宗〕 駿 河大祥 寺の 開山 
f,  正 順 字は 行 之* 信 濃の 人 俗姓は 櫻 井 氏な 6、 出家の 
後 遊 方し、 洞慶寺 大巖宗 梅の 法を 嗣 き、 駿河大 谷 里 R 大祥寺 
を 開く、 明應八 年敕を 受け、 總持 寺 R 住す、 富士 郡に 永 明 寺 
を 創して 養老す、 永 正 十二 年 六月 十九 日 寂す、 法 嗣大蒲 正睦、 
寂 照 宗昕の 二人 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ i ジュン 正 純 li xi 〔眞宗 〕京 都 堀川 瑞蓮 寺の 住 
持な-^  正 純は 開發 院と號 す、 寮 司と なうて 嘉永六 年よう 
高倉學 寮に 入う 阿毘 達磨 論俱舍 論慧日 論を 講 し、 安政 六 年 七 
月 十六 日擬講 となう、 同年よ 6 末燈鈔 唯信鈔 文意を 講ず、 明 

.治 元年 九月 十三 日 (一 R 十四日) 陸奧松 前 R 寂す、 一說に 北 

海道 江 差 R 客死す と S ふ、 (眞宗 史料) 

シヨ ー ジュン 正 純一 I チ  ョ日譽 を 見よ、 

シヨ ー ジュン 正淳一 •一 • -: ;:• 〔曹 洞宗〕 加賀 大乗 寺の 禪僧 

なう、 正淳 字は 虎溪 、出家して 諸 名 宿に 徧參 し、 提 室智闡 

R 謁して 其 法を 嗣 き、 分座說 法す、 天文 五 年提室 寂す るに 及 

び、 其 席を 繼ぎて 加賀 大乗 寺 R 主と なる、 晩年 承 天 寺に 遷 る、 

弘治 元年 二月 二日 寂す、 壽缺 く、 承 天 寺 R 塔す、 法嗣 雪窓祐 


シヨ 1 正) シ I. チ 


補 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シ 3 1 ジ 3 ^- •ィン 正 定院 セ丨シ  >制心 を 見ょ、 

シ ml セン 正專  ニ ョシ d 丨如 周を 見ょ、 

シヨ ー ゼン 正 善 二 八 九 七) 〔天台宗〕 攝津天 王 寺の fi な 
う、 正 善 其 氏 姓を 詳 R せず、 攝津天 王 寺 {C 住す、 始め 圓光 
大師に 師事し， 嘉禎 三年 六月 鎭 西の 辨圓に 從 ふ、 德望 世に 顯 
はる 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳) 

シ 3 1ソ 正祖 (二 〇八七 ) 〔曹 洞宗〕 越 前寶圓 寺の 二 代な 
う、 正祖 字は 直傳 、丹 波の 人、 十三 歲に して 永澤寺 通幻禪 
師の 許に 投じて 落髪し、 大原 寺 R 至うて 普濟 に參 し、 左右に 給 
仕す、 普 濟の總 持 寺 R 遷 るに 及んで 之れ R 從うて 印 可を 受け* 
諸嶽 山を 司 ど 6、 後ち 永澤 寺に 移る" 應永中 龍 泉 寺に 主と な 
る、 高瀬 某 越 前 R 寶圓 寺を 建立し、 請して 第二 代と なす、 道 風 
最も 盛んな う、 後ち 命を 受けて 總持 寺 R 住せし が、 老 を吿げ 
て寶圓 寺 R 歸 6、 某 年 寂す、 世壽缺 く， 法嗣心 忠孝 等 七 人 ぁ 
う、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ l y l 正曹 (一二 四 四〕 〔曹 洞宗〕 上野 茂林 寺の 禪僧 
f、  正曹 字は 南溪* ■上野 茂林 寺の 大林正 通の 法を 嗣き、 
其 席を 承け て 同 寺 R 主と なる" 信濃杜 上 義淸風 幡山龍 洞院を 
開き、 師請 せられて 開山と なる、 寂 年 及 a 壽缺 く" 法 嗣嫩桂 
祖香ぁ 6( 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー チ 正 知日 IH II 〔曹 洞宗 3 伊勢 長昌 寺の 禪 僧な A、 
正智 字は 明 堂、 奥州 會 律の 人な $、 天 寧 寺 R 入うて 剃髮 得度 
し、 若 狹發心 寺 R 往 き、 丹嶺に 謁し、 其敎を 受け、 次 R 黃檗 
山木菴 R 參 し、 戒を受 く、 後紀 伊林 泉 寺 傳室文 的の 室に 入 6 


(七 八 五） 


書辭 名人 象佛 本日 


て 衣 法を 受け •伊勢 長昌 寺に 住す、 禪誦の 暇經 典を 血書し、 
每 字三禮 す、 延寶 元年 -A 月 六日 寂す、 壽三 十九、 遺 偈あ 6、 昨 
夜 須彌飛 入 k 海、 天明 脖跳大 虚空、 生生 死死是 何物、 火 裏 優 曇 
徧界 紅、 青天白日、 白日 青天、 作 日恁麽 、今日 恁麽 、古往 今 
來 、只 如 “斯( 日本 洞上聯 燈錄) 

シ 3 1 チ 正 知日  キョ-カク 敎覺 VJ 見ょ、 

シヨ ーチヨー 正 澄 jg 細 〔臨 濟宗： 一京 師南禪 寺の 禪僧 
f,  正 澄 字は 淸 拙、 元の 福 州 連 江邑劉 氏の 子な う、 家世纟 
儒な* CN、 母 孫 氏靈 夢に 感じ 孕む あう" 四 歲學に 入る、 十五 歲 
報恩 寺月谿 圓 R 師事す、 圓は其 伯父な 6、 十六 歲開元 寺に 投 
じて 具足 戒 を受く、明年鼓山の平楚聳に謁し，參究大に力 1; 、 
誓 a て 臂香を 燃して 危坐す る Z. と 六 年な-^、 會中 R 谷 源 岳、 
無 方 普'  大歇眞 あう、 師隨 a て 敲問 怠らず、 二十 二歲淅 に 往 
きて 淨慈 寺愚橄 慧 に 謁し、 十五牢 の 後 諸方に 遊び、 靈隱 寺の 
虎巖 、育 王 山の 東巖 、蔣 山の 月 庭 等の 諸老 宿に 參 し、 皆 器 重せ 
らる 、一時の 龍 象、 古林 茂、 東嶼 海、 竺田 心、 斷江 恩の 如き 
は 皆同參 にして 相 交る、 後、 仰山の 虛谷 陵に 謁す、 陵徑 山に 
遷 $、 晦機熙 仰山の 席を鞴 ふ" 師 同じく 衆に 首た 6、 袁州太 
守 玉本齋 一面して 道を 問 a て 相 交 6、 雞足 山に 請す、 師一住 

四 年、 道俗 歸仰 深し、 尋て松 江の M 淨寺に 遷 6 住す、 我朝嘉 

曆 元年 (元 泰定 三年) 六月 我國 請を 受け、 高弟 永錤 等と 共に 

東航 出發 す、 秋 八月 博 多に 着す、 翌二年 正月 京師に 上る、 北 

條 高時專 使を 遺は して 建 長 寺に 迎 ふ、 寺 制 一に 支那に 則 6、 

鐘 鼓 響を 改む 、高 時 二 千 石を 施し、 食 輪 r 資す、 三年に して 

淨智 寺に 遷 $、 結 制 上 堂す" 尋て 圆覺 寺に 遷 6 て 上 堂す、 住 


シヨ ー( 正) チ 


持 四 年に して 福 山の 禪居菴 に 退 居す、 元弘 三年 後醍醐 天皇 龍 
駕京師に歸う、師を召し、建仁寺に住せしめた$5、莊田若 
干 畝を 賜 ふ、 三年に して 南禪 寺に 住せし め / 2 まふ、 師再一 r 辭 
する も 許されず 、遂に 恩命を 拜 す、 信 濃の 太守 小 笠 M 貞宗歸 
依し、 戒法を 受けて 弟子の 禮を 執る、 延 元の 初め 同國 伊賀良 
庄に疊 秀山開 善 寺を 開きて 師を迎 へて 開山と なす、 一 住 三年 
にして 東 山の 禪居菴 に歸 へる、 朝 旨 あ 6 再び 建 仁 寺を 萤 せし 
む、 師 老病を 以て 辭すれ ども 許されず、 乃ち 職に 就く、 江湖 
の 雲钠歡 喜附隨 す* 曆應二 年 正月 十日 俄に 微恙 あう、 十二 日 
信 濃の 太守 某の 強請に ょ $、 其 女を 度し、 戒を授 く、 歸 .後大 
に 疲勞 す、 十五 日 R 至 6 上表して 辭 謝し、 十七 日 R 沐浴 新 衣を 
著く， 而も 談笑 常の Z1 とし、 伯耆の 太守 土岐 賴貞、 C 存孝居 土) 
同 子 彈正少 弼賴 遠、 同 孫 刑部少 輔賴康 共に 來う 慰問す、 師遺 
偈を 書し、 且つ 古 銅 香爐を 附與 す、 大夫將 監足利 某 吏 部 少輔 
大友某 慰問 法 益を 被る、 道俗の 弟子 皆 永訣を 惜み て悲 泣す、 
師 大笑して 日 ふ、 今日は 百 丈祖忌 の 辰な う、 吾將 R 行かむ、 
と •弟子を 呼び" 筆を 索め て 遺偈を 書し、 晏 然として 寂す、 
壽六 十六、 臘五 十三な う、 語 錄七卷 、並に 大鑑 淸規 あり、 遺 
偈に日 ふ、 毘嵐卷 k 空 海水 立、 三十 三 天 星斗 濕、 地 神 怒 把鐵牛 
鞭、 石火 電光 追不 k 及、 建 仁 建 長の 禪居菴 に 塔を 建つ、 勅謚大 
鑑禪師 と 云 ふ、 (塔銘 、延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

シヨ ー ツ ー .正 通 jj -o g 晒 〔曹洞 宗〕 上野 茂林 寺の 開山な 
正 通 字は 大 林* 美 濃の 人* 俗姓は 土岐 氏な う、 幼に して 
出家し、 京師 及 相 摸の 諸老に 歷參 し、 鄕里 R 歸 6 て 親を 省す" 
因に 龍泰 寺の 華 叟正鼙 に 侍する Z. と 三年 R して 得 悟す、 應仁 


シヨ 丨 ( 正」 ツ 


書 


多 人家 佛本  i 


(八 八 五） 


シヨ ー( 五  > プート  _ 

元年 最乘 寺に 住し、 上野 館 林に 靑寵山 茂林 寺を 開く， 文明 十 
六 年 四月 十九 日 寂す、 壽 九十 -; 臘六 十三、 法嗣 南溪淸 曹ぁ 
5( 日本 洞上聯 燈錄) 

.シヨ 1 プ ー 正呈； Q: 一 6: 〔曹洞 宗〕 播磨永 天 寺の 禪 僧な 
6、 正呈 字は 德翁 、壯 にして 出家し、 偏く 諸老の 門を 叩き、 
松 岸 旨 淵に 大乘 寺に 參し 開悟す、 播 磨の 永 天 寺に 住し、 尋 い 
て 越 前の 光禪 寺を 主と る、 應永七 年 三月 十二 日 寂す、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シヨ 1プー 正 挺  一一 To セ ハー 〔曹 洞宗〕 上野 最興 寺の 第二 代 
なう、 正 挺 字は 天偷 、俗姓は 平氏、 上野 甘樂 郡の 人、 幼に し 
て 雙林寺 一州 正 伊に 師事して 其 法を 嗣き 、小旛 の 城主 平憲直 
南 蛇井鄕 に最興 寺の 古跡を 興して 一州を 問 山と し* 師を第 二 
代 R 延 く、 文龜 元年 二月 二十 二日 寂す、 壽八 十五' 臌六 十三、 
法嗣通 菴浩達 ぁク 、(日本 洞 上 聯 燈錄) 

シヨ i プツ 正徹 jj --o f AO 〔臨 濟宗. 〕 京師 東 福 寺の禪 僧な 
ク， 正徹 字は 淸 岩、 號は 招月菴 、備 中の 人 小 田 氏な 6、 兩親 
に 從 a 京師 東 洞院に 家居し ノ 幼ょ 6 好みて 和歌を 詠す、 稍 長 

して 奈良に 遊び、 釋門に 役 1、 後朿福 寺に 入 6 栗 棘菴に 住し、 

書記と なる、 因て 徹 書記と いふ、 冷泉 爲秀に 就いて 和歌を 學 

び、 益 其 道に 達し、 盛 # 一時に 揚る 、京師の 東なる 今 熊 野に 

閑 棲し、 門學 大に榮 ふ、 偶 火災に 遭うて 詠草 三万餘 首を 燒失 

す、 其 後の 詠草 三 万餘首 ぁり、 長 祿二年 五月 九日 寂す、 壽七 

十九、 著作 草根 集、 徹 書記 物語 等 ぁう、 門人 正廣 、正般 、正 

周 等 皆 和歌を 以て 聞 ゆ、 (徹 書記 物語、 翁 草、 梅菴 古筆 傳 _、) 

シヨ ートー 正 澄 ( …… •) 〔臨 濟宗〕 京師 梅 熟罨の 開山 


> ml (正) 卜； 手 


f,  正燈 字は 無傳 、，羽 州の 人な 6、 永 源 寺 寂 室 和 尙を禮 
して 剃髪し、 龍漱に 參す 、久しう して 了 悟し、 法衣 及び 龍湫 
自® の 不動明王を 付せられ て 信 印と なす、 洛西に 梅 熟 菴を構 
へて 幽居し、 諸方の 招きに 應 せず、 後、 諸 州に 遊 化して 精舎. 
を營 構す、 攝津の 梅 子 寺” 出 羽の 金 勝 寺、 越 前の 梅林 寺 等 乙れ 
な 6、 師ま た 楞嚴法 華に 精し く、 禪 餘講を 開きて 乙 れを講 す 
寂牢缺 く ( 延寶傳 燈錄) 

シヨ ー トツ 正 訥( . ) 〔臨 濟宗〕 相 摸萬壽 寺の 禪僧 

f、  正訥 字は 大辨 、出家の 後 耕 雲 原に 參 して 法を 嗣 ぎ， 

相 模萬壽 寺に 住す、 寂年缺 く、 (延寶 傅 燈錄) 

シヨ 1F ン正暾 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越前寶 圓 寺の 禪僧 

なり、 正暾 字は 直 鷹、 久しく 桂質鵝 芳に參 して 首座と な'^、 
總持 寺に 出世して 桂 質の 嗣 となる、 桂 質の 寂 後、 越 前の 寶圓 
寺に 主と なる、 寂 年 及 a 壽缺 く" 法 嗣大透 圭徐ぁ $( 日本 洞 ■ 
上聯 燈錄) 

シヨ 1F ン 正 曇 ( . ) 〔曹 洞宗 ；一 薩摩 福昌寺 S 禪僧 

なう、 正 曇 字は 天 海， 俗姓は 藤 原 氏 肥 後の 人な う、 悟宗に 
投して 出家 受 具し、 代 賢 守 仲に 參 する 乙と 三年、 其 法を 嗣き、 
出世 歷遷 して 薩摩 福昌 寺に 主と なる、 寂 年 及 a 壽歃 く、 法嗣 
大麟全 索 ぁ A、 (.日本 洞 上 聯燈錄 ) 、 

シヨ ー 字 ン 正 八み ( …… 〇 〔淨 土宗〕 京師 某菴の 僧な^ 〇、 

正 念 俗姓 詳 ならす、 初め 蓮華 谷の 明遍 僧都に 師事して . II 密二 
敎を 究め、 後、 淨土敎 に 皈 し、 鎭 西の 聖光に 謁し 弟子と な 
る、 蓮華 谷の 妓女 某の 念佛牲 生の 祥瑞を 聞いて 深く 隨喜 感嘆 一 
す、 示寂牢 月日 詳なら す、 (鎭流 祖傳) 


(九 八 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


シヨ ー 芋 ン 正 念 ( . ) 〔淨 土宗〕 山城 岩 鼻念佛 堂の 

僧な り、 正 念 初は 黑 谷に 住し、 念佛を 事と す、 日々 京師に 
出て 、托鉢し*- 人々 其 念 佛の聲 を 聞いて 米錢を 施す、 念佛堂 
に皈 り、 其 米 錢を佛 前に 持ち 至 6 へ 其 四 邊を回 行し、 佛像に 
向； 3覯 け々々 と 言 a 、 後に 食した 6 と 云 ふ、 其餘 奇行を 以て 
聞 ゆ、 示 寂 年月日 詳なら す、 一牧 起請文、 並に 辭 世の 歌 あ 6 一 
枚 起請文に S ふ、 もろ Z. し 我 朝の もろ^-の 智者 達の 致し 申 
3 る、 隱 遁の隱 にも あらず、 又學 問して 道の 心を 悟うて いた 
す隱遁 にも あらず、 只 不用の 者の ^ めには 世の 妨 となる まし 
と 3 へ 心得れ は、 疑 a なく 氣樂 なる ？:' と 思 a と 6 て 隱居 する 
ょ， 0外 別の 子細 候は ず、 但し 肝心の 世 わ y2 6 と 申す Z. との 候 
へど も、 みな 衣食住のう ちに 乙 も 6 候な う、 Z. の 外に 慾 深き Z: 
とを 存せば 、諸人の あはれ みに もは づれ 候べ し、 假令薦 を かぶ 
6、 糟糠を なめ、 人の 軒端 R 臥せる と 7P、 食 a ては 寢 、食 ひて は 
遊ぶ 君 か 代の あ 6 がた きを 忘れは、 身は 安樂に なう ^ $ とも、 
生き / 2 るか a も ある ましく 候、 あな かし 乙、 辭世に 日 ふ來て 
見て 來て 見ても 皆 同し HJ Z. 、 らで ちょつ と 死ん て 見やう か 
(正 念の 傅)  . 
シヨ！ 手 ン正念  一 ^ 姑 〔臨 濟宗 - 相 摸淨智 寺の 禪 僧な 

6、 正 念號は 大体、 宋溫 州永嘉 郡の 人、 初め 靈隱 寺に 投じ 

て 東 谷 光に 參して 省 あり、 偈を 作りて 呈 し、 後、 石 溪禪師 に 

參 す、 師問 a て 日 ふ、 達磨 葬- 1 熊 耳 — > 因 k 甚隻 履西歸 、師日 ふ、 

眼觀 = 東南； 意 在 _ ，西北 - ■» 禪子 打つ 乙と 一拂 子、 師當 下に 脫然た 
6、 文 永 六 年 (朱 咸淳五 年) の 夏 商船に 乘う來 る、 鎌 倉に 到う 
建 長 寺 蘭 溪道隆 に 依る、 尋て壽 福、 禪 興、 圓覺諸 寺に 歷 住す、 後 


圓覺寺 內に藏 六菴を 開き、 觀世 音像を 安置す、 道聲四 振し、 北 
條 時宗 屢 就きて 法 益を 受 く、 正 應二年 十一月 三十日 寂す、 壽 
七十 五、 語錄 あぅ、 遺偈に 日 ふ、 粘，， 起須彌 槌ハ擊 ，i 碎虛空 鼓 - > 
藏レ身 沒_| 影踪 ― ■* 日輪 正當 k 午、 勅 謚佛源 禪師と 云 ふ、 (延 寶傳燈 
錄 、本朝 高僧 傅) 

シヨ ー モク 正睦； 一：  一. ^: j  〔曹 洞宗〕 駿河永 明 寺の 禪 僧な 
6、 正睦 字は 大蒲 、旨を 行 之 正 順に 得て 其 席を 繼き駿 河の 永 
明 寺に 主と な-、 X 遠 江大洞 寺に 遷 る、 後 辭 して 永 明 寺に 皈 
る、 永 正 A 年の 冬總持 寺に 住し 居る Z1 と 僅 ic 二日に して 永 明 
寺に 退 居す、 天文 元年 八月 十日 寂す' 壽缺く  (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー モン 正文  一 • =: 一 i: 〔曹 洞宗〕 上野 雙林 寺の 開山な 
ぅ、 正文 字は 月 江、 藤 原 氏の 子な $、 幼に して 出家し、 偏く 
諸講 席を 歷 遊し、 後 相 摸に 至る、 一日 講了て 衆 退く、 唯 一老 
婆あ 6 獨坐默 然として 悲 泣す、 師其 所以を 問 ふ、 婆 日く、 師 
の 真 質を 見る に、 應に 大器と 成るべし、 惜 らくば 只 義學に 止 
る、 十 里の 內に了 菴和尙 あ 6 、盛に 禪道を 唱 へ、 學 人を誨 諭 
す、 請 ふ 去て 之に 見へ ょと、 師 乃ち 講を棄 て 值に大 雄 山に 登 
$、 了 菴和尙 に 謁し、 後、 辭し て舖陀 山に 往 き、 無 極和尙 に 
禮 謁し、 月 江の 號を 贈らる、 師事す る Z. と 数年、 無 極の 寂 後 徒 
衆師を 起て 之を 補せ しむ、 四方の 學者 輻湊 す、 尾 張の 檀越某 
楞嚴 寺を 創し、 師の道 風を 聞き 請て 主たら しむ、 尋て永 澤寺最 
乘寺 等に 遷 る、 應 仁の 歲最乘 寺を 退き、 武藏の 小山 田に 卜居 
す、 即ち 无極 住菴の 地な り、 師 改め 遷 6、 大泉 寺を 建立す、 無 極 
を 以て 始祖と 爲 し、 自ら 二 代に 居す、 長 尾 金 吾 上野 國白 井の 
莊に於て雙林寺を創し、師を奉して開山第一觉と爲す、晚年 


シヨ 1( 正〕 ^ シヨ ー( 正 j モ 


書辭 名人 家佛本  日 


(◦九 五） 


シ 3T  (正} ュ—ヨ 


行 化して 武藏國 足 立 郡に 至 6、 其 境 致の 勝絕を 愛して、 普 門 
院を 築て 逸老 す、 寬正四 年 正月 廿 二日 寂す、 世壽詳 ならず、 
(日本 洞上聯 燈錄)  „ 

シヨ 1 ユ 1 正猷二 -o =§ 〔曹 洞宗〕 周 防 龍 文 寺の 開山な 
$、  正獻 字は 竹 居、 自ら 化 化 禪と號 す、 俗姓は 長 氏、 薩摩 
伊集院の 人な う、 家に 二子 あうて 師は其 長子な 6、 父甞て 其 
弟 R 謂て 日く、 我 聞く 一子 出家 すれば 九族 天に 生ず、 と、 汝 
出家 學 道して 宜しく 我 迷 律を 度すべし と、 乃ち 師に 命して 弟 
を携へて紗圓寺石屋和尙に投じ剃度を乞はしむ、其將に剃度 
の 場に 及び 弟 俄かに 叫喚して 走る、 師 乃ち 弟に 代うて 祝 髪し、 
參叩久 患う して 省 あう、 時に 惟肯巖 京都 南禪 寺に 住す、 師往て 
此に 謁し、 竹 居の 號を 授けら る、 辭して 相 模遠江 等を 歷て諸 
名 宿 R 參し 、紗圓 寺に 歸うて 石屋に 省 す、 尋で 席を 繼ぎて 钞 
圓寺 R 住し、 直 林、 福昌 、永澤 、龍 泉 等の 諸 寺に 歷 住す、 後、 
大內 弘忠の 請に 應じて 長 門大寧 寺に 主と な $、 一  住 十 年、 大 
に 其 廢頹を 興す、 周 防の 龍 文 寺、 薩摩了 心 寺、 松 仙 寺、 堅忠 
寺、 德住 寺を 癖して 開山と な^'、 法 化 最も 盛んな-^、 應永 二十 

八 年 旨を 奉して 總持 寺に 出世す、 寬正 二年疾 R 罹 6、 衆に 吿 
て 日く、 我 命 僅に 五日な 6、 と、 檀越大 內敎弘 之を 開き、 遠 

く來 6 て 慰問す、 師對話 常の 如く、 偈を 書して 日く、 混沌 破 

了、 八十 二 年、 蚊 + 眉 上、 好打 鞦韆、 と， 筆を 投して 寂す、 時に 

十月 二十 五 R なう、 壽八 十二、 臘六 十六、 (日本 洞上聯 燈錄} 

•シヨ 1 ヨ 正擧 a ィ テン 意 天を 見ょ、 

シ 3 •-ヨ 正擧！ I  ォクド ■•憶 道を 見ょ* 

シヨ— ヨ 正 # ギン ジョ闇 助を 見よ、 


シ 3 丨 (正) 3 i  9 

、ン 3 <*~ 3 一止 泉 一 1=1 クヮ クサ - y 廊山 v ^ -^ 、 

シ 3 1 3 正 泉 一 1=1 ョ-シ ュ -陽洲 を 見よ、 

シ 3 1 ヨ 正譽 リン サク 林 作を 見よ* 

シヨ ー ヨ 正 譽リュ -ォク 龍屋を 見よ" 

シ 3 19 ン正麟 (… .…〇  〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 
f,  正麟 字は 德祥と 云 ふ、 絕 海中 津禪師 に 參 侍する 乙と 
久しう して 遂に 印 可を 付 せら. る、 初め 相 模萬壽 寺に 住し、 後 
京都 建 仁 天寵二 寺に 遷 住す、 晚年 靈源院 に逸老 す、 寂年缺 く、 
(延 寶傳 燈錄) 

シ ml リユ ー 正 隆 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 

僧な う、 正隆 字は 淸松 大鑑 禪師 と號 す、 建 仁 寺 禪居院 の 祖師 
なう、 略淸規 、坐 禪膀 、出 班 燒香圖 等を 作る、 寂年歃 く、 (日本 名 

僧傳 、レ 

シヨ ー リユ ー 正隆二 -0 -0 一一  j  〔臨 濟宗〕 豐前 靜泰院 の禪僧 
な $、 正隆 字は 蘭 山、 號は 積翠 、出 羽 山形の 人な $、 早 年 出 
家の 志 あ 6、 葷 肉を 食は ず、 父母 勝因 寺 臺禪嶽 に附 す、 陸奧 
の 月 船 慧禪師 一見して 大に器 許し、 策勵 する 所 あ $、 乃ち 出 
遊し、 丹 波の 大道 可 禪師に 謁し、 服 侍する 乙と 六 年に 亘 6、 
脫然 省す る 所 あ 6、 日向に 遊び、 古 月 材禪師 に 謁す、 當時古 
月 材其嗣 翠巖眞 其 孫 拙 堂 敬幷に 法 化 盛な う、 正 隆是等 諸禪師 
の 間に 周旋す、 有 馬 侯福壽 寺を 建立して 古 月材を 開山と なす、 
材禪師 正隆を 擧げて 繼 かしめ むと する も、 固辭 して 出て す、 
後 豐前開 善 寺に 住す、 寶曆九 年 正 法 山 第一 座に 列 せらる、 明 
和 二 年 開 善 寺に 鳥 耕錄を 提唱す、 大衆 三百 餘 人な $、 小 笠 原 
侯忠總 金穀を 寄附す、 同 七 年 二月 柳 浦 戶上山 下の 靜泰院 R 退 


(一九 五） 


書辭 名人 家佛本  H 


休す 道譽益 高く、 僧俗 追隨 す、 幾く もな く院は 一大 叢林と なる 
小 笠 KC 侯 年年 金穀を 寄附して 衣鉢の 資に充 つ、 寬政 三年 小 笠 
原 侯忠苗 江戸 R 在* 遠く 招聘し、 優禮を 加 ふ、 其 夫人 手 裁の 
僧伽 梨を 贈る、 寬政四 年 靜泰院 に 大鑑 錄を 提唱す、 大衆 三百 三 
十餘 人な 6 •尋て 京都 龍泰 寺の 請に 應し碧 巖錄を 提唱す' 同年 
四月 二十 九日 寂す、 壽 八十、 弟子 大蘇 智玲 、揚 宗智旭 •洪 巖慧範 
其 法を 嗣 r、 勑謚圓 機 應禪師 と 云 ふ、 (近世 禪林僧 寶傳) 

シヨ ー タン 性按！ IH IS 〔黃檗 宗〕 山城 宇治 萬 福 寺の 第 
六 代な 6、 性馁 字は 千獄  一 R 千 呆と云 ふ、 號は曇 瑞と云 ふ 
明の 福 州 府長樂 
縣の 人、 俗姓 陳 
氏な 6、 十七 歲 
にして 僧と な 
6、 卽非如 一 禪 
師 R 師事し 其 法 
を嗣 く、 後、 東航 
して 長 崎崇福 
寺 中興 二 代と な 
ぅ、 寬文二 年 退 
隱 し、 同 三年 卽 
非 如一禪 師に從 
うて 宇治の 黃檗 

山に 登る、 幾 も 

なく 長 崎に 皈う 、再 a 崇福 寺に 住す、 天 和 元年 國內 饑饉す 師 

書籍 II 具を 賣 6、 九月 十五 日よう 粥を 施與 す" 同 二 年益 饑饉 


シ 3 —( 性). ヌ 


な 6、 師徑五 尺 五 寸の大 釜を 鑄 造し、 粥を 施與 す、 元 祿八年 
再ひ黃 •衆 山に 登う、 同 九 年 第 六 代 の 山 主と なう、 正月 廿 八日 
進 山の 式を 行 ふ、 元祿 十一 年 紫 衣を 賜は る、 寶永二 年 二月 朔 
日 寂す、 壽 七十な う、 (黃 檗宗 史料) 

シヨ I イン 性 印-一 ro OA 〔曹 洞宗〕 美 濃 開 元院 (/ > 禪 僧な 
5、 性 印字は 弓 泉、 俗姓は 大江 氏、 京都の 人、 應永 十五 年 
正月 二十日を 以て 生れ'. 幼に して 比 叙 山 首 楞嚴院 {C 投じて 受 
戒 し、 顯 密の敎 を學ぶ 、然れ ども 密かに 禪門を 慕 a 、 諸老を 
歷 問し、 備中洞 松 寺を 過ぎ 6 喜 山 R 參 し、， 服勸二 年、 其 寂 R 
際して 遺命に 依う、 靈嶽洞 源 R 參 す、 後- 辭して 諸方に 參 し、 
永 平 寺に 出世し、 耕 雲寺大 洞 寺に 歷遷 し、 尾 張 野 口に 茅菴を 
結びて 居う、 美 濃 日 吉に入 6、 玆に菴 を 結び 養老す， 永亨十 
年 三月 大悟し、 靈嶽の 用 所に 徹す、 ■. 乃ち 往て 靈嶽に 逢 a " 號 
を與 へられて 月 泉と 云 a 、 且つ 金襴の 袈裟を 付 せらる、 嘉吉三 
年 美 濃 國主土 岐賴元 鷹 巢山開 元院を 開き、 師 之れ を 開 堂す、 
後總持 寺 ^ 主と 6、 開 元院に 皈 る、 文明 二 年 十二月 二十 八日 
寂す、 壽六 十三、 臘五 十三？ 塔を 開 元院に 立つ、 法 嗣盛禪 洞 
奭ぁ 6( 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー イン 性 寅 一一 - to -〇 〔曹 S 25 駿河增 善 寺の 開山な 
う、 性 寅 字は 辰應 、尾 張吉田 氏の 子な 十三 歲美濃 開 元 
院月 泉に 投して 出家し、 游 方して 石 雲寺崇 芝性岱 に， 參 し、 印 
可を 蒙 6、 永 平 寺に 出世し、 石 雲 寺を 司と る、 駿 河の 今 川 氏 
增善 寺 a: 鄉 し、 師其 開山 R 請 せらる、 後 武藏飾 澤 R 到ク 、淨 
收院に 居う、 永 正 八 年 九月 寂す、 壽七 十二、 臘 六十、 法嗣明 
嚴志宣 あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 


シ 3 1( 性 }ィ 


書辭 名人 家佛本 日 


(二 九 五） 


_ ショ ュ性 」ウ|  H  _ _ 

シ 3  — ウン 性 雲  1 i ^x lf  〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 學 僧な 
う、 性 雲 字は 託 龍、 玉 蓮 社 淵 譽と云 ふ、 周防德 山の 人な 6、 
幼に して 八 正 寺謄譽 上人に 師事し、 延亨中 十七 歲に して 江戶 
に 出 遊し、 增上 寺に 錫を 掛け、 隨典 上人 R 學 ふ、 後、 相 摸の 
海濱に 幽棲し 專ら念 佛を 事と し、 靈感 多し、 寶曆中 周 防に 歸 
$、 西 照 寺に 留 う、 益 念佛を 力む、 後 再 a 江戶に 入 $、 淨土 
敎の弘 通を 以て 任と なす、 寶曆 十一 年 六月 二日 江戸 築地 R 寂 
す、 壽三 十四、 增上寺 境に 墓 あ 6、 ( 三 緣山 志) 

シヨ ー ウン 性 帝 云 シユ - H ッ宗悦 を 見よ、 

シヨ 1 ウン ^一雲 タク リユ— 託 龍を 見よ、 

シ？ エ 性慧 コ  — チョ 丨 光超 v 見よ、 

シヨ 1 工 1 性 敷 キョ-ニ ソ慶 忍を 見よ、 

シヨ 1 エキ性 易  i  一 n ll 一  〔黃檗 宗〕 豐 前廣壽 山の 禪 僧な 
性 易 字は 獨 立、 明の 杭 州 仁 和 縣の人 戴 笠 字は 曼 公と 云 
ふ、 其 先は 戴 安道よう 出づ、 世々 山陰 會稽に 家す、 父 詮部敬 
橋 善行 あう* 母陳氏 姚陳寵 江の 女、 六產七 子を 乳す、 末產双 
に して 師 即ち 其 一な 6、 萬曆 二十 四 年 (我慶 長 元年) 二月 十 

九日 R 生る、 幼名 觀胤 、(觀 自在 菩薩の 靈 辰なる R 由る、) 天資 

顧 悟な り、 夙 R 黌 に 登う 學ぶ 、二十 五 歲戰亂 を 避けて 出 遊し、 

山川の 勝を 探る、 五十 歲明亡 び 淸興 る R 方うて 慘 憤に 勝へ ず 

して 自晦 す ' 會 "人の 誘 ふ あうて 東航し、 承 應二年 三月 長 崎 

R 到着す、 奉行 橘正述 請留 する R 任せ、 不歸の 歌を 作う 住す、 

翌 三年 隱元琦 禪師 東航し、 大 R 法 威を 振 ふを 見て 感嘆し 奮然 

禪師の 下に 歸し 得度す、 時に 五十八 歲 なう、 是に 於て 獨立性 易 

と 云 ひ、 天下一 閑人と 號 す、 明曆 元年 八月 琦禪師 R 随行し、 


シ 2 1 ( 性) X 


攝津普 門 寺に あう、 書記を 掌る >  萬 治 元年 九月 同じく 隨 侍し 
て江戶幕府に到る、幕府の重臣松平信 -|! 、源正重等深く師の 
才識 學德に 服し、 住 錫を 請 ふ も 事 阻みて 果さず 、同 Z: 年 病 私 
罹う 長 崎に 還る、 寬文五 年即非 一豊 前の 廣壽 山を 開く 1 R t ^ 
う、 師同 山 ic 登 6、 法 化を 助く、 豐前侯 山內に 白雲 室を 構へ 

幽棲に 充つ 、後 
琦禪師 R 省 覲せ 
むとし、 途次に 
疾 に 罹りて 果た 
3 ず、 廣壽 山に 
還う 遂に 寂す、 
詩 あり 日 ふ、 鑿 
々塵々 傍 海 村、 
不忘 殘夢繞 空 
軒、 咄 、任 他 凍 折 
梅花 就、 接 起 江 
南 白玉 魂、 と、 壽 
七十 七、 臘 十九、 
實 R 寬文 十二 年 

十一月 六日な 6、 闍 維の 後 靈 骨を 黃檗山 R 葬る、 著作 永陵傳 
信錄 、流寇 編年錄 •殉 國彙編 (以上 渡航 以前 作) 一峰 雙 詠、 
有 樵別緖 記， 就菴獨 語、 東矣吟 (以上 渡航 以後 作) 等 あう、 師 
詩文 翰墨 篆刻 醫術 に 通ず、 俗 弟子 長 崎の 高 玄岱其 書風を 傅へ 
て 名 あう、 正德の 末江戶 に 入 6、 信 綱 等 R 謁し、 相 謀うて 武 
藏金峰 山 平 林 寺に 堂を 構へ、 梅花 關と署 し" 性 易の 像を 安 じ、 


(三 九 五） 


書辭 名人 家佛本  n 


碑を 建立す、 享保 元年 三 H 功畢 6 供養を 行 ふ、 (碑銘'  名家 略 
傅、 坤齋 =： 抄 、先 锊叢談 續 編、} 

シヨ 1H ン 性 [ol ll l^ rab 〔贺梁 宗： IS 津 IF 樂 # の 開山な 
6、 忭冏 字は 獨照 、沂 江の 人、 俗姓は 富 m 氏、 幼に して 父 
f 失 a 、 叔父に 「ひ、 居を 但馬 出 rl 郡に 移す、 十一 a- 郡の 
吉祥 寺に n じ 剃 髮受 業す， 十八 歲遊 方し、 和 泉祥雲 寺の 澤 
菴和尙 に 依る， 適 一 絲禪帥 來る 、師 即ち 謁して 法を 問 ふ、 時 
に 年 二十 二な $、 師性 多病、 遂に 高峰 R 傚 ひ、 三年の 死 限を 
立て、 心に 研究す、 其 期限 終 6、 再び 丹 波大梅 山に 一絲に 謁し、 
:所 •解を 呈 す、 然れ とも 未だ 契せ ず、 其 命に ょゥ 、衆を 避けて 
栖雲菴 に 居す、 正 保 三年、 一 絲近江 永 源 寺に 於て 寂す るに 方 
6、 師 病を 力めて 喪 R 奔 う、 後、 嵯峨細 谷に 直 指 庵を 設け. 
終焉の 計 VJ なす、 正 應 4' 隱元禪 師朿明 寺に 住す、 師長 崎に 往 
き、 參 謁して 所 解を 呈 す、 然れ ども 契す る 能は ず、 Z1 れ ょり 大 
r 奮勵 して、 朝參 慕叩搞 だ 力む、 後 命に ょ 6 侍 司と なう、 明 
年 普 門の 行に 從ふ 、萬 治 二 年 春.'  嵯峨に 遊び、 菴に 止まる 乙 
と旬餘 、寬文 十 年 十一月 薄暮， 丈 室に 兀 座し、 忽ち 枯 松の 地 
R 落つ るを 見、 豁然 大悟す. 明年 正月 松隱菴 に隱 元を 請し、 機 
語 相 合し、 拂子を 付 せらる‘ 時 R 年 五十 五な 6、 翌年 新に 方 

丈 §: 建て、 冬 夏二季 禁足 安 衆し 菴 居す と雖 一方に 旗鼓 / 2 う、 

延寶 元年 隱 元の 寂す る や、 柏巖節 遺命を 受け、 源流の 法衣を 

齎し •兼ねて 眞賛を 題して 師に 付す'  貞享 三年奈 ：艮に 遊び、 

聖跡を 歷覽 し、 又攝律 正 樂寺主 貞竹巖 に 請 はれて 開山と なる 

元祿 元年 衆の 爲めに 菩薩 戒を 授け‘ 七 年 五月病に 罹- 〇/ 七月 

十七 日偈を 書して 日く、 鏡象不 h 生， 水月不 k 滅 、打，， 破虛 空， 


、 V ヨ？ (性) X 


生滅 不 別、 阿 呵呵 疮什麼 、咄 と、 筆を 役して 寂す、 壽七 十八、 
臌六 十八、 法嗣澄 月潭等 三人 あ 6 著作 語錄 若干 卷あ 6、( 黃檗 
譜 略、 續日木 高僧 傅) 

シヨ 1 オ ー 性應一 一一. 一. 八 〔曹涧 宗〕 遠 江海藏 寺の 開山な 
性應字 は 物 先、 信 濃 N の 人な ぅ、 十五 歲 R して 大洞寺 如 
沖 禪師に 師事し、 一時の 高僧 {C 歷 謁すれ ども 機緣皆 契は ず、 
再び 如 仲を 訪ひ 自ら 松 雲菴を 築て 居る、 衆 其德 風を 聞き、 來歸 
する もの 市の 如し、 初め 總持 寺に 出世し、 大洞 寺瀧澤 寺に 移 
る， 伊豫 國 太守 今 川貞 址、 海藏 寺を 創し、 請て 開山と 爲 す、 
晚年行 化して 羽 前國高 玉に 至り >  地 を 得て 瑞龍院 を 創す、 長 
祿二年 二月 廿 二日 寂す、 世 壽詳な らずペ 日本 洞上聯 燈錄) 
シヨ1オー  應チク I 知 空 i: 見ょ、 

シ 3 1 方 ン  丑 日 リョ— ショ— R 勝 $: 見ょ、 

シヨ！ カィ 性海一,ーー剛 ^5 1:眞宗；1和泉萬福寺の住持な6、 
性 海 一名は 道 超と s a 、 明 和 二 年 越 中 射 水 郡 樂人 寺 {C 生る、 
後、 和 泉大鳥 郡堺萬 福 寺に 住す、 少壯ょ 6 笈 を 負 a て 諸國を 
遊歴し， 比 叙 山豐 山に 登ぅ、 天台 及 ひ 性 相の 學を硏 き、 後淨信 
院に 師事して 宗乘 を學 a 、 其 衣鉢を 傳 ふ、 文政 五 年 讃阿彌 陀 
偈 k 副講 し、 六 年 安居 本講： !K 信偈を 講ず、 七 年 五月學 林 始め 
て 勸學 職を 置く、 師も 亦擢て られて 其 職に 居る、 天 保 九 年 正 
月 寂す、 壽七 十四、 號を T して 乘誓院 と S ふ、 荖作回 願 遠 fe 
錄 叫卷、 淨土論 服膺 記 二卷 ‘阿彌 陀偈 記一卷 木 典 ^ ^ 若干 卷 
あ-^  (學苑 叢談 本願 寺 派學事 史 } 

シヨ ー カ ィ 性海；」；ーー乾 S 宗 3 .江 高 宮 all H 寺の 住持 
^ ク， 性 ^ 字は 無 ^ " 後慈航 を 名と し、 性 海を 字と す、 京都 


シヨ 彳 (.性) 方 — /> 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 九 五） 


、ン 3 •— (性) ^ キ 


眞覺寺 明 性の 男に して 知 空の 弟な-^、 篤學を 以て 聞 ゆ、 兄 固 
海の 後を 繼きて 圆照 寺 R 住す、 宗主 師を嘉 みす、 享保 十二 年 
正月 十日 寂す、 壽八 十四、 謚して 誠 實院と い ふ、 著作 無量 壽 
經顯 宗疏 十七 卷， 1H 信偈耍 解刊定 說五卷 、小經 聞 持 記 補 科 三 
卷 ，因果 經首 書一卷 ぁう、 (本願 寺通紀 、淸 流紀談 、本願 寺 派 學 
事史) 

シ 3 1 カ ィ性海  一一 j ^l l  〔眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 こ 十五 
代な 6、 性 海 字は 敎任 、父は 平 石 氏、 母は 白澤 氏、 下野 鍋 山 
に 生る* 夙に 寶蓮 寺 1AI 海に 就きて 剃髪 受戒し、 顯密を 學ぶ、 
後 小 野廣澤 に往 きて 灌 JH rv 受 く、 衆 請 (C 依 6 雨を 祈る こと 前 
後 三回、 故に 師を雨 法 印と 云 ふ、 寬延 三年 秋 命 R よう 江戸 根 
生院 に_ 家 安寧を 祈る、 寶曆十 年 六月 十八 日 再 a 命ぜられて 
妙 音 派の 能 化と る、 m 和 元年 八月 二日 豐 山の 方丈 R 寂す、 壽 
八十 一、 臘六 十八、 (豐山 傳通記 追加) 

シヨ-- 分 ィ性海 リヨ-. 力 良迦を 見よ、 

シヨ 1 カィ 性 海 ガカ ィ雅 海 ^ 見よ、 

シ ガィ 性 海 リ  ョ丨ヶ  > 靈見を 見よ、 

シヨ！ ガク 性覺 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏 

f  性覺は 拍 親王と 號 す， 禪林寺 法皇の 子な う、 三た a 

三 井寺の 長 吏と なる、 寂牢缺 く、 (三 井續灯 記) 

シヨ ー キ性 機 iH s 〔黄 檗宗〕 山城 宇治 萬 福 寺 第三 代 

f、  性 機 字は 慧林 、初の 名は 獨 知と 云 ふ、 俗姓は 鄭 氏、 

支那 福 州 福淸の 人、 宋 の一拂 先生 生 介！ <ム の 後な 6、 幼に して 

舉業を 習 ふ、 3 れと頻 に 佛 法を 慕 S、 俄に 明淸 交代の 節 出家 

し ♦祗 園卉に 從 a 業を 稀 山 ic 受く  •時に 年 四十な り、 順 治 六 


シ 3 ? ( 性 ^ 


年黃檗 山/登 〇、 隱元禪 師に參 謁し、 僧堂に 進み、 力めて 趙 
州 布 杉の 公案を 究め、 屢々 心 盤即非 二禪師 ，就きて 請 益す、 
此年冬 比丘 戒を受 く、 m 年隱 元の 命に ょ- 〇 記 室と なる、 本朝 
承應 三年 年 四十 六歲 にして 隱元 に從 a て 東航し 長 崎に 來 る、 
隱元 初め 東 明 寺に 間 法し、 次に 聖壽寺 及； s 普 門 寺に 歷住 す、 
師記 室と なう、 後 綱 維に 任し， 參扣 敢て廢 せす、 遂 ic 隱 元の 
證 明を 得、 擧けら れて西 堂と なる、 寬 文中 靑木侯 攝津 に佛日 
寺を 建て 隱元を 延きて 開山と 矿、 師 元の 命に ょう 往き 住す、 
寬文五 年黃檗 山の 木菴和 尙戒锌 を 開き、 師を請 して羯 辦師と 
す、 歸 山して 接 衆の 餘暇 、手から 華嚴 等の 諸經を 書し、 普 M 
堂を 設けて 安置し、 又 父母 及 a 受業師 の爲に 鉢. 資を减 し w 腕 
田を 置く、 延寶 八年粹 黄 檗山に 住す、 老. 柄 交々 累 a 、 自ら 報 
緣の久 しから 3 るを 知 6、 山中に 龍 興院を 造 6 て 養老の 所と 
し、 是秋毘 尼 壇を 開く、 受 くると Z. ろの 七 衆 五百餘 人な 6 / 
冬 結 制す" 病 重なるに 及び、 乃ち 法語、 並 R 遺 囑を書 し、 天 
和 元 ^ 十一月 十一 日 寂す、 壽七 十三、 臓 三十 四、 遺偈 あ'^ 日 
く、 來也錯 、去 也錯 、一隻 草鞋 活如^ T 打， I 翻 筋 斗， 錯々々 、 
と、 塔を 龍 興と 云 ふ、 年 前著 作す る 所 二 會語錄 、滄 浪聲 ，及 
ひ 耶山 集二卷 あう、 嗣法盧 山經等 若干 人を 出す、 (黄 檗 譜畧' 
續 y 本 高僧 傳) < 

シ ml キク 性 菊 r.: •一 ±: ハ 〔曹 洞宗〕 伯 耆龍仙 寺の 禪 僧な 
う、 竹 菊 字は 仙 林、 華 庭 良 椿に 依-' て 得度し、 永 祥寺密 山 
に 參して 歸う 、華 庭の 法 V 嗣きて 伯 耆龍仙 寺 R 主と なり、 永 
正 十三 年 五月 八日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣嘯巖 全 虎 あり' (日 木 洞 

上聯 燈錄) 


(五 九 五） 


書辭 名人 家佛本  日 


シ 3 1 キン 性欽一 =6 f Elzg 〔曹 洞宗〕 丹 波 松 山寺 - •/, 開山な 
$、  性欽 字は 牧翁 、京師の 人、 沂衞亟 相の 季 -f な 6、 早 年 
丹 波 永 谷に 入. 9、 英仲 俊に 隨 事し、 十三 歲落髮 令 戒 す、 應永 
十一 年 葛 野に 菴 居し、 禪坐 十三 年な う、 雲锆 四來 し叢秫 をな 
す、 乃ち 松 山寺と 號 す、 應永廿 三年 英仲俊 示 寂す、 師 遺命に 
ょう 其 席を 補す、 十 年に して 寺 宇 火災に 罹る、 師慕力 化 財し 
て苒 興す、 晩年 永澤 寺に 住す、 文 安五 年 越 前 慈眼 寺に 遷 る、 
門下 五 百隨從 す、 明年 再び 永 谷に 還る、 康正 元年 十二月 十九 
日 寂す、 遺 偈ぁ り、 牧，， 得 牯 牛， 住、 七十 有 二 年、 如 今 和 i 放、 
端的 臘梅 天、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅、 日本 洞 h 聯 燈錄) 

シヨ ！キ ン性均  一一! ? I 蚀 〔眞宗 完11! 築地 安養寺 S 住持 
f、  性 均 字は 唯 阿、 號は ft 蓮 室、 俗姓は 木 村 氏、 父は 祐 
西、 天 和 元年に 生る、 本願 寺 能 化 知 空に 謁して 宗 學を受 く、 
安養寺に 住し、 後 寺 側に 小菴を 營み "學 問を 事と し、 內外の 
學徒 に m せらる、 賓歷二 年 京都に 上う、 叢林に 選 擇集 を講 す、 
大衆 宗義に 左 ふを 以て、 屢 々難問 V- 加 ふ、 往復 决 せす、 遂に 
遁れて 京を 去る、 寶曆七 年 八月 十四 R 寂す、 壽七 十九、 師内 
外の 學に 通し 淨土敎 に關 し華嚴 UO 鳳潭 、夫 台の 靈空 等と 對論 
す、 著作 俱舍 論頌疏 f? 講鈔 二十卷 、両域 通路 記 五卷、 大經欣 
厭鈔 四卷 、阿 彌陀 經欣厭 鈔 、法相 義微考 、各 三卷 、蓮 門詮要 

縊， 二十 唯識冠 解、 新撰 發心傳 、眞 宗勸誡 集、 同 後編， 追薦 

要决 資講鈔 、性 學開蒙 註、 各二卷 、追薦 要談、 遺 身 往生 傅、 

台 淨念佛 復宗訣 、雷 斧辨 訛、 僻難檢 非、 梵綱古 迸玄談 ，一 紙 法語 

諺 註、 松戶隨 筆、 各 一卷あ 6、( 本願 寺 icl 紀 、本願 寺 派學事 史、 

近代 名家 著述：！！ 錄) 


シヨ 1( 性し キ 


シヨ ー キ 31  性慶 |£ わ - t-l: 〔天台宗： 一 近 江 法 明 院の中 
興な-^、  性慶 字は 義瑞 、近 LC 溢賀の 人、 俗姓は 井上 氏、 其 先 
は 安藝大 守 福 島 正則に 事 ふ、 父の 名は 常康 、母は 大溝 侯の 臣 
小 野寺秀 令の 女な-^、 寬文七 年 正月 二十 三日を 以て 生る、 寬 
文 十二 年六歲 に して 園 城 寺に 入 6、 大 僧都 亮慶 に師举 して 經 
書を 習 ふ、 八歲摩 訶止觀 を 讀み 、延寶 三年 九月 二十 八日 慶-兀 
僧正 ^ 拜して 祝髮 す、 延寶七 年 十一 一: 歲に して 父を 喪 a 、 天 和 
二 年 母を 喪 ふ、 時 (C 十六 歲な 6、 貞享二 年亮慶 僧都痫 に 罹. CV、 
師 夙夜 病に 侍し、 僧都 寂す る 後、 千 葉院に 歸 6、 四 年 春宥雅 
僧正を 拜 して 瑜伽 法を 受け、 十 年論塲 の 講師と なる、 元祿二 
年 妙 立和尙 天台 學 V 洛诋 に唱 ふと 聞き、 往て依 止し、 妙宗十 
義の諸 書を ® t く尋て 菩薩の 大戒 を 受けて 山 (C 歸 る、 四 年 秋 宗 
覺 律師 京 城に 於て 行事鈔 を 講ずる シ 聞き、 四月 十六 日自 誓し 
て 菩薩の 沙彌戒 を 受け、 律師を 請して gt 明と なす、 十一月 架 護 
院道祐 法 親 王師に 大仙 院シ賜 ふて 住持せ しむ、 八牢春 道 W 親 
王の 請に 應 じて 小止觀 を 請す、 九 年 九月 近 ? C 石山の 南に 茅廬 
を 結びて 幽棲す、 十三 年 各 本山の 僧正 敬祐 僧都 祐慶 人を して 
師に請 はしめ て 日く、 志賀 山寺は 正 純禪師 中 典の 地 なれと も 
殆んど 荒 圯に 及ぶ、 師請ふ 興隆せ ょ、 と、 師乃ち 之に 從 a 、 
明年 エ を 初め、 遂に 舊觀 {: 復 す、 十六 年 本山に 請 はれ、 春ょ 
ぅ 秋 (C 至ぅて 法 華 入 注を 講ず、 盖し其 書初め 入疏と 名け しを、 
師入 注と 改め、 其說 .篇 V」 著す、 寶永 元年养 觀 經疏鈔 を講し 
靈 空の肇 記を 駁 す、 靈空 乃ち 內外二 境 7. r 撰して 强て 其前說 
を 救 ふ、 師復 辨內外 二 境 辨 /V 著し、 大に四 明の 正義を 發す、 
二年靈 空の 弟子 問 誥錄を 作りて 3¢ 師說， y 扶く 、師重 ：ねて 內外 


、ン 3 IC 性) キ 


書辭 名人 家佛本  0 


厂 六 九 开 


、ン a *~c  性) ^ 


珩觀拾 遺五卷 を 撰して 之を 斥く、 寬永五 年 春 伏 見 中 務卿邦 永 
親 干 •師 に 法要 シ諮 CA 、 世子 兵 部 卿貞建 親 T : と 俱に殿 中に 請し 
菩-; .一大 戒を 受け 給 ふ、 此歲夏 近鄕淨 信士 女の 請 R ょり、 念佛 
會シ 建て、 勝 蓮 社と 號 す、 正 德二年 八月 貫首 圓滿 院覺尊 親王 
師 の德 風を 仰ぎ、 遠く 賀山 R 到 6、 弟子の 禮を執 6 給 ふ、 三 
年 冬 靈空 未だ 前 義に 伏せず、 彈 拾遺を 著す'- 翌年 四月 師內外 
境 觀二 百難 三卷を 作ぅて 之を 斥く、 享保二 年 八月 內外 境觀大 
義三卷 を 撰して 筐 中 R 藏 し、 後人の 需 R 偯 6、 更に 書 二卷を 
製して 十不 章と 云 ふ、 六 年 知積院 の支院 京都 六 波 羅密寺 開基 
空 也 上人の 七 百 五十 年忌なる を 以て 本院の 大衆 R 請 はれて 法 
華 入 註を 講演す、 八 年 春讃岐 天台 徒の 請に 應じ、 蓮 門院に 於て 
觀 經疏鈔 、及 小經要 解を 講ず、 高松俟 席に 臨みて 聽講 し、 有 
司 R 命して 渥く 勞問 せし む、 講 終りて 歸途播 磨書寫 山 R 登 6 、 
衆 促の ため {C 始終 心 要 大義 i: 講ず、 此歲 十一月 唐土 山 法明院 
の 古趾に エを 始め、 翌九年 落成す、 因て 永く 園 城 寺の 律院と 
なす、 時に 年 五十八な ぅ、 靈元 法皇： 帥の 道譽を 聞き、 十一 年 
A 月宮 R 召して 淨 土の 法要を 問 S、 乙れ ょ 6數< 離宮 r 召して 
道話せられ、 崇信 最も 深し、 元 文 二 年 諸 徒の 爲めに 囑辭三 編 

を 作 6、 四月 疾 {C 罹-^ •更 R 醫藥を 用 a ず、 六月 六日 遂に 寂 

す、 壽七 十一、 臘三 十九、 著作 行事鈔 資持記 節 要 四十 二卷、 

業疏撮 解七卷 、法 華 入 注 義苑三 十卷 、法 華畧 疏十卷 ，同 輯釋二 
十卷 、觀經 疏鈔釋 要六卷 、觀 音玄疏 記講錄 八卷 、普賢 義 疏講錄 j 
二卷 、觀行 節 要二卷 、十 義書講 錄二卷 、四 敎義直 解三卷 ，辨内 j 
外 二 境 辨二卷 、内外 境觀 拾遺 五卷 、內外 境觀二 百難 三卷 、內 | 
外 境 觀 大義 三卷" 內外境 觀十不 章 二卷' 圓戒荅 問、 行事 明鑑 、如 


ジ 3  ! (性) ク 


心 念佛 談義 本辨僞 、同彈 忘 錄 、法 華釋 題、 弘傳序 集註、 敎觀 
綱 宗講錄 、止觀 大意 講錄 、念佛 心 印 記講錄 、敎觀 要 門 講錄、 
沙彌 威儀 經 註、 玄義節 要 註、 各一卷 あう、 外 R 法語 雜文輯 し 
て 二 卷と なし、 題して 唐 山 集と 云 ふ、 (義瑞 和 尙行業 記) 

シヨ ー ク— 性 空  一 ^ -to 〔天台宗〕 播磨 圓敎 寺の 開山な 
う、 性 空は 京都の 人、 橘 諸兄 六 世の 裔、 大中大 夫 善根の 子、 

母は 源氏な 6、 
延喜十 年を 以て 
生る、 十歲 にし 
て 始めて 法 華を 
持す、 承 平 七 年 
父を 喪 a 、 母に 
從つて 日向に 往 
き、 天慶八 年 三 
十六 歳に して 比 
叙 山 R 登 6、 慈 
慧 僧正を 師 とし 
て 剃髪 受戒し、 
敎觀を 習 a 、 辭 
して 日向 R 歸 

一う、 霧 島に 菴 居し、 四 年を 經て 筑前脊 振 山 R 登り、 畫夜 勸修 じ、 

| 康安 三年 出て、 諸 名山を 巡 6、 播磨書 寫 山に 登 6、 圓敎 寺を 
鄉 し、 其 開山と なる* 圓融 上皇 使を 遺して 招けと も師 堅く 辭 
して 起たず、 晚萆 通寶 山彌勒 寺を 鄉して 終焉の 處 とす、 寬弘 
四 年 三月 十日 寂す、 九十 八、 ( 元亭釋 書' 本朝 高僧 傳} 


C 七 九 五） 


嘗辭 名人 家佛本 


日 


、ン ヨ丄 す 性瑩二 一一 一 j ^ ss s lll 城 宇 £ 禺福寺 第 四 
代 f、  性瑩 字は 獨湛 、支那 福建莆 田の 人、 姓は 陳氏、 宋の 
丞相 陳 俊の 裔 ，明の 孝麋御 史茂烈 の 雲 孫、 父は 翊宣 ，母は 黃 
氏、 世々 儒を 業と す、 母 沒す るに 及 a " 生死の 無常を 知 6、 
十六 歲に して 積雲 寺 衣 珠に依 6 て 薙髮し •此日 血を 刺して 疏 
を 書し、 佛に誓 ふ、 法 華、 楞嚴 、並に 高峰の 語録 •雲 棲の 諸 
書を 閱して 坐禪の 要を 明に し、 日夜 萬法歸 一の 話を 參究 し、 
一夜 佛燈に 影して 坐して 四 更に 至 6、 了 然として 其 旨を 會得 
したれ とも、 未た 之を n て 究竟と せす、 石 壁 高 絕の處 に 安 坐 
す、 淸の順 治 六 年 承 天 寺 亘信和 尙に參 謁し、 八 年 夏黃檗 山に 
て 隱 元に 參し 、鼓山に 登 6 » 永覺禪 師に 謁す、 十 年 冬 登壇 受 
具す、 二十 七 歲隱 元に 從； 5 て 來 朝す、 寛 文 三年 隱元 法を 黄 檗 
山に 開く 時、 師西 堂に 任して 分座說 法す、 翌年 遠； d 近 藤 語 石 
居士の 請に 應 し、 六月 初 山に 寶林 寺を 建て、 五 年 十一月 開 堂 
し、 大に法 化を 敷く、 次に 上野に 赴 さ、 國瑞 寺を 御し、 天 和 
二 年 春 命を 受けて 黃檗 山に 主と な •り、 接 衆 十一 年、 寺務 繁多 
の 間 (C あ 6 て 淨土敎 を 修し 、日に 阿 彌陀經 四十 八卷を 誦す、' 
元 祿五年 獅子 林に 退隱 す、 遠 江の 語 石 居士、 屢々 請して 山に 

歸 へらしむ、 十 年 二月 再び 菩薩 戒を初 山に 開き、 受 者萬餘 人、 

會 終ぅて 獅子 林に 歸 へる、 寶 永三卑 正 n 廿五 H の 夜、 偈を書 

して 日く、 我 有，， 一句， 別- 1 于 大衆： 若 問，， 何 句， 不說 不說、 二十 六 

n 念 佛正 念に して 脫 然として 寂す、 壽七 十九、 嗣法 IM1 通 成、 悦 

峰 章镲 若干 人、 著作 語錄 三十 卷 •扶桑 寄 締牲生 傳二卷 、稱 揚淨 

土 詠讃、 授 手堂淨 土 詩作 福 念佛阅 說、 當麻 曼荼羅 緣起說 、各 一 

港、 あう C 黃檗 譜畧 、續 日本 高僧 傅、 蓮 門 經藉 錄) 


シヨ 上 性) ケ 


シ nT ケン 性憲 ^ 10 が1:淨上示西山派〕山域眞宗院の 
中興な $、  性憲 字は 慈 空、 別號 は、 蓮 居、 父は 馬 杉 氏* 京 
都の人にして、世々官吏 /2 $、年甫めて十一歲にして安養 
院龍空 瑞山和 倚に 就きて 侍 童と な 6- 日々 經書を 習 a " 十四 
歲 薙髮染 衣す、 時に 專意 向老な る 者 市中に 隱捷 し、 淨 土の 行 
業を 勸修せ 6、 師 之と 交る、 十六 歲向老 と共に 太秦の 桂宮院 
にて 慈忍猛 律師に 謁して 菩薩 戒を受 け、 甚だ 器 重せ ら る、 之 
ょ 6 多、 律 門の 諸 老に隨 ひ、 且つ 諸宗の 大德を 詢 ひ敎觀 を 究 
め、 儒老百 家の 書と 雖も 、苟も 內典 講究の 補 益 ある ものは 通 
誦せ 3 るな し、 安養 院席 V」 缺 くに 及 ひ、 師 請せられ、 辭退効 
なく 遂に 董 し、 一 住 三年、 犬に 宗風を 揚 、、龍 空深艸 に退隱 
する や、 師其蹤 を 追 ひ、 側に 茅菴 V」 營みて 幽棲す、 四 衆 道 風 
を 慕 ひて 到る もの 多し、 遂に 河内 埜中 寺に 往き 、上座に 禮謁 
し、 懺摩を 修 し、 具足 戒を受 く、 龍 空 深 草 四百 餘 年の 廢趾を 
中興す るに 及 CA 、 師緖を 繼き r、 佛 殿、 經藏 、祖塔 •僧 寮、 方 
丈、 厨 庫、 鐘 鼓、 二樱門 、浴室 等を 成就し •道俗 雲聚の 地と 
なぅ、 日に 源 信 僧都の 往生 要 集を 開演す" 師 別に 一院を 建 
て、 通 西と 號し 、佛を 安し、 自ら 居る 處を東 林 堂と 名け、 
池を 設け 蓮を 植え、 自ら 愛 蓮の 說を作 6 て 高く 揭く 、黃檗 山 
獨湛高 泉の 二老禪 師來訪 し、 山風の 高 邃を喜 a て 詩を 贈 6、 
互に 法盟を 結 ふ、 以後 往來 して 和親む、 師甞て 蓮華 勝！！ を 開 
き、 月の 朔旦よ 6 望 夜 まて 之， V】 續 く、 隣 山の 瑞 光寺 主 慧明燈 
師と親 交し、 慧明師 を 推して 依 止 閑 梨と す、 元祿 年間 眞宗院 
火炎に 罹り、 殿堂 僧房 悉く 烏 有に Bt し、 師洛北 の 蓮養菴 に 退 
隱す 、門人 頻に 回. へらん C とを 請 ひ'  止む 乙と を 得すして 諸 
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(八 九 五） 


シ fnl (性) 夕 


し、 復興を 議し 、幾な くして 竣功す" 正德 年間 大 僧を 集會し 
て 戒律を 擧揚 し、 結界 して 永く 衆 僧の 法 地と す、 享保四 年 十 
一月 二十 一旦 叔す 、壽七 十四、 騰三 十四、 著作 艸山 法， (蓮 
門 小淸規 、臨終 節 要、 m 修蓮門 課誦の 三卷合 册、) あ 6 門弟 瑞 
堂 直 高'  忍 貴 支 門 宜靈潭 澄 等 あう、 (慈 空 和 尙行實 、續 日本 高 
僧 傅} 

シヨーケン 性 害心 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の學 僧 

f、  性 憲は美 濃の 人、 0 照に 從事 して 五篇七 聚を學 a 、 ® 
珠 に 従 a て灌頂 法を 承け" 三 學を硏 究しズ 木に 入うて 留學 し" 
遂 R 彼 地に 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ 1 ケン 性 謙ジ カィ 慈 海を 見ょ、 

シヨ ーゲン性源ーーー ^ $〔黃檗宗：1相模淨業寺の開山な 
6、 性 源 字は 獨本 、俗姓は 法 木 氏、 安房の 人な 6、 六歲に 
して 父と 共 R 江 戶 に 來 6、 靑松寺 春 道 R 從 a て 祝髮受 具し、 
寬永八 年 十四 歲に して 遊方參 請し、 五位の 宗旨を 探る 乙と 十 
餘 年、 後、 龍 安寺 龍谿 潜に 見ぇ、 臨濟宗 を 傳 ふ、 正 保 四年辭 
して 江 戶 に 歸 へう、 深 川 R 自 it 菴を 建て、 承 應二牢 維摩 經を 

講ず、 捨て去 6 て 石戶 山 R 籠る、 明 曆元华 隱元 禪師の 西來を 

聞きて 諸 徒を 率 a て弘福 寺に 往き禮 謁す、 師時に 三十 八 歳な 

6" 萬 治 元年 嚴有 院隱 元を 延 見して 法を 聞く、 師時に 海 ! fffl 寺 

R 住せし かは、 乃ち 請して 開山と す、 寬文二 年 黃檗 山に 掛錫 

し、 藏 司を 知る、 十二月 登壇 受戒し、 明年 辭して 寺 {C 歸へ 

る、 寬文 十一 年 隱元師 R 偈並に 琥珀の 念珠を 贈る、 越ぇて 二 

年 隱元師 に 附囑 の偈シ - 書して 其 登壇を 待つ、 未 / 2 到らす して 

隱元 寂す、 天 和 元年 相 摸石藏 山の 基を 得て 淨業 寺を 開き、 大 


シヨ—  ( 1:¢ ) ゴ ー シ 


R 法 幢を樹 つ、 貞享四 年齡旣 R 七十 R 垂ん とする を 以 f 龍潭 
を 擧けて 席を 補せ しめ、 淨 S 寺に 元 祿二年 八月 十一 日に 寂す、 
壽七 十二、 臘六 十七、 偈 ぁう 日く、 七十 二 年、 堅 fr 橫 還、 履 
底今斷 、生 落 黄泉、 咦 ，(黄 檗譜 略、 續 日本 高僧 傳} 

シヨ ー ゴン 性嚴 ユ-ク ヮィ 宥快を 見ょ、 

シヨ— サイ 性 オボ-シン 法 心を 見ょ、 

シヨ！サン性 !» 二 -0 ;^  〔 © 洞宗〕 備中洞 松 寺の 開山な 
う、 性讃 字は 喜 山、 信 濃の 人、 妙齡 にして 出家す、 時に 如 仲 
禪師遠 江の 大洞 寺 ic 在 6、 化 門 甚だ 盛んな りと 聞き、 乃ち往 
て 師事し、 硏究 久しう して 印 可 VJ 受 く、 時 ic m 子 七 百 人 ぁ-^、 
師擢て られて 座元と なる、 應永 十九 年備中 舟木邑 {C 洞 松 寺を 
創開し、 盛ん {C 洞 上の 旨を PS ふ、 住する 乙と 三十  一 ^ 、 嘉吉 
二 年 七月 四日 寂す、 壽六 十六、 (日本、 洞 上聯 燈錄) 

シヨ ー サン 性 山 二 m  〔天台宗〕 信 濃 坐 光寺の 住僧な 
6、 性 山は 信 濃の 人、 妙齡 にして 出家し、 比叡山 R 登う、 

備 中の 僧 澄 月、 待 雲と 莫逆の 交を 結 a 、 專ら 天台 敎を 練習す、 
後 IP] 志 三人と 其 R 笈を負 CA て 江戸 東 叙 山に 到 6、 解 行 益々 進 
む、 幾なら すして 請 R 應して 信 濃 伊奈 郡大 島山に 主と なる、 
後.* 澄 月 等 も 信 濃 R 來 〇、 師と相 見て 共 R 畿內 山陽 南海 九州 
等 普く 名家に 歷參 し、 京都 R 上う、 新黑 谷に 籠居し、 別れて 
信 濃 坐 光寺に 歸 へう、 天明 五 年 十二月 二日 寂す、 壽缺 く、 (續 
日本 高僧 傅) 

シ ml シ性獅 SH S I: 黃檗 {J S 山城 漢松院 の 開山な う、 
性獅 字は 獨吼 、俗姓は 朱 氏、 支那 福 州 府鎭來 衞の 人な $、 少 
にして 嘉福 寺 R 雲 澗弘 を拜 して 業を 受け、 年 二十に して 弘と 


(九九 五） 


書辭 名人 家佛 本日 


共に 黃橥 山隱 元に 參 す、 冬 具足 戒を 受け、 尋で 左右に 侍す、 
順 治 十一 年隱 元日 本に 渡來 するとき、 師 三十 一歲共 に來 朝す、 
寬文 元年 隱元 黃檗 山に 遷 るに 方 6、 師堂 司と な $、 幾何なら 
ずして 監院に 進み、 十一 年 秋 山 下に 漢松院 を 建て， 明年 職を 
辭 して 乙れ に 住す、 延寶 元年 隱元 寂す るに 際し、 其 法衣 及自 
賛の 像を 受 く、 元祿 元年 十一月 十六 H 偈を 書して 日く、 我是 
西來吼 比丘、 抉，， 師 東海， 振_| 宗猷 (化 緣酬盡 超 ン 分 去、 在 處晏然 
得 = 自由 —'* と* 筆を 投じて 安祥に して 寂す、 壽六 十五、 臘 五十 
三門 人 岱峰師 の 語録を 編し、 五雲 別 集四卷 あぅ、 「 黃蘗 譜畧、 
續 日本 高僧 傳) 

シヨ ー シン 性 信 u sra E-t S 宗〕 下總 報恩 寺の 開山な 6、 
性 信 俗姓は 大中臣 氏、 名は 與四郎 常 陸 鹿 島の 人な $、 性强暴 
なる 1: 以て 惡 五郎と 字 せらる、 十八 歲の 時法然 上人に 歸し弟 
子と なぅ 後 親鸞に 師事して、 諸處 に追隨 す、 親鸞 越後に 配流せ 
らる、時亦追隨す、其京都に歸るに及ひ、箱根に至り命を受け 
て 束國に 一門の 敎義弘 通の？- とを 掌る' 下 總の橫 曾 根に 住し、 
飯 沼に 寺を 營み 、報恩 寺と 號 す、 寶治 元年 親鸞 自像を 刻して 
師に與 ふ、 建 長 二 年 七月 夢 吿に感 し、 奥州 信 走 郡 土 湯 山に 到 

6 て 己 か 前生の 骸骨を 得、 其 地 (C 法 得 寺を 建つ、 相模鎌 倉、 

上總藻 原、 下野 佐 沖 野の 三 所に 寺を 建て， 幷 R 得 法 寺と 號 す、 

親鸞 法語を 師に與 ふ. 建 治 元年 七月 十七 日 下總に 寂す、 壽八 
十九. (木 願 寺通祀 、報恩 寺緣 起) 

シヨ ー シン 件 信 j パ 12 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 檢校な 

i  性 信は 大御 室と 稱す 三條 天皇の 第 四 子、 母は 藤 原 濟時 

の 女な 〇、 寬 弘二牢 八月 一日を 以て 生る、 七歲 にして 親王と 


シヨ 1( 性 V V 


なゥ 、諱 を師 明と 云 ふ、 十四 歲に して 仁 和 寺に 入う、 大僧正 
濟信を 師 として 落髮 し、 東大寺に 往さて 穿 壇 受戒す、 十九 歲 
仁 和 寺の 觀音院 に 於て 濟 信よ 6 傳法灌 頂を 受 く、 萬 治 二 年灌 
項阿闍 梨と なり、 治 曆 元年 皇太子の 病 平 愈を 祈りて 驗 ぁり、 乙 
れ よ- 〇屢々 他の 病を 濟 a 、 時人を して 驚歎せ しむ、 承曆 元年 二 
月洛 衆 法 勝 寺落慶 供養の 導師と なう、 敕によ 6 寺務を 領 す、 
永 保 二 年 六 條宮に 於て 孔雀 法を 修 し" 二 品に 叙す、 皇子 出家 
して 品 階に 昇る ZL と師を 以て 始 とす、 乙れ よ 6 師 孔雀 經 法を 
修 する 前後 二十 餘 度， 毎に 應ぁ卜 -、 應德二 年 九月 二十 九 一 
說寬弘 二 年 八月 一日) 寂す 壽八 十一、 時人 皆稱 して 弘法 大師の 
再 身なりと 云 ふ、 著作 護摩 私記、 灌頂 所用 目録 各一卷 ぁう (元 
亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 諸 宗章 疏錄) 

シヨ 1シン性11具(一九四 /\ ) 〔淨 土宗〕 下總 高聲 寺の 開山 
f、  性 眞號は 唱阿 、武 藏秩 父の 人、 藤 出の 領主 K. 部 丞 f'J 
貞の 子な 〇、 初め 比 叙 山に 登 〇、 天台宗に 歸 し、 後、 良忠上 
人に 師事して 淨土敎 を 究め、 正 應の頃 下 總猿島 郡 藤 田 庄岩井 
に 高 聲寺を a らく、 故に 其 一門を 藤 田 流と 云 ふ、 著作 數部あ 
6、 某 年 二月 七日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

シ ml シン 性 鼠 ー リョ-シン 良心を 見よ、 

シヨ ー シユ 性 守 •一 ^: A : s: 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座キ： な 
$、性守は北山太政入道實兼の子、正中二年天台座主に任し、 
同年 五： IT 廿 一日 寂す、 壽缺 く、 (天台 座主 記) 

シヨ ー シユ ー 性 秀( . ) 〔曹洞 宗〕 能 登 W 泉 寺の 開 

山な り、 性秀 字は 靑山、 能 登の 人、 諸嶽 山峩 山和尙 に投 して 薙 
髮 し、 後， 宗 IM1 寺 瑞巖に 師事して 業肷 6、 分座說 法す、 能 登 

、ンヨ ー ( 性) シ 
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シ 3 ? ( 性)、 V 


堀 松の 檀信曹 泉 寺を 建て、 迎請せ られて 主と なる、 再び 諸嶽 
寺に 昇り、 化榷大 に 張 〇 しが' 死を 吿げ W 泉 寺 ic 退隱 し、 某 年 
寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

シヨ ー シュ— 性宗 56 ^ 5制宗〕类作瑞景寺の開山 
な 6、 性 宗字は 綱菴 、美 作の 人、 俗姓は 源氏な り、 貞治元 
铒 太守 赤松 火 W 峰 良 秀を其 邸宅に 延 き、 法 嬰を 咨詢 する 時、 
投し て實 峰の 弟子と な' リ 、其 法を 嗣さ 、幾 内に 遊 a 、 訥古劍 
に 謁す、 去 6 て 鄕國 に隱 棲す、 太守 靑蓮 寺を ■し、 師を 請す、 
師 乃ち 實峰を 開山と し、 自ら 二世に 居る、 至 德元苹 將 軍足 利義 
滿田莊 若干を 寄捨 す， 應 永六堪 瑜景 寺を沏 して 第一 世と な'^、 
永 亨六苹 八月 一日 寂す、 壽八 十三、 臌七 十二、 嗣法江 中梵巴 
禪室珍 目 ぁり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー シュン 性 俊 二| 纪 j  〔眞言 宗〕 山城 大通 寺の 學僧 
なり， 性 俊 字は 實祐 、尾 張 名 古屋の 人、 俗姓は 伊藤 氏な 
6、 少 R して 八 事 山諦忍 律師に 投じ、 剃 髮受戒 す、 fli 師 寂す 
る R 及び、 出て V 紫 野蓮綦 寺隆辨 僧正に ょ-^、 四 度の 瑜迦 及灌 
頂を 受け、 報恩 院流の 流を 汲む， 又 河内 延命 寺 M 常 和尙 に從 

a し 諸 義軌を 受け、 後'  天猊 禪師に 謁し、 天倪の 寂す る や、 

更 R 性 堂 和尙に 請 益す る ' d と七坧 、密かに 心 印を 傳 へらる、 

師性 多病 R して 尾 張に 歸 6 禪を修 する 乙と 十五华 、丈 化 七 年 

n 堂 朿： f 寺に て 臨 濟宗を 提唱す る や師往 きて 乙れ {C 謁し、 衆 

と共に 岡 敎義及 護法 資治論 等を 講ず、 明年 八月 蓮臺 寺慧嶽 

阿 闍梨大 通 寺 (C て 神' 藏院密 儀を 授 くるに 方う、 師もす たこれ 

を 受 く、 t 华三 H 朿福 寺に歸 り、 金剛經 、禪關 策 進 等を 講 

じ、 十一月 末日 寂す、 壽 五十一、 大通 寺 R 葬る、 (續 日本 高僧 


シ 3 !  f 竹 V ン 


傳) 

シ 3 1 > t ーン カク チヨ— IL 澄 i: 見ょ 
シヨ？ シヨ 性 初 一一 〇九； 二 〔 W 洞宗〕 石 見 •水 E 寺 第一 代な 
6、 性 初 字は H 因、 其 牛國俗 姓 未詳、 ! II 家して ダ. {5乞 徧參 
し、 大洞寺 如 仲 和 II.J に 親炙す る 乙と 多年、 遂に 印 可を 受け* 
總持 寺に 出世し、 盛んに 如 仲の 道を 唱 ふ、 應永七 屯 三 河の 大 
守吉 見 II 弘石見 津和 野を 鎭 し、 永 明 寺を 築き、 師を請 じて 第 
|世 となす、 永 亨五年 九月 二十 五日 寂す、 世 壽缺 く、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シヨ ー ジヨ 性 助  一一 Mg -ra 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧な う、 
性 助 字は 後 中 御堂と 稱 す、 後嵯峨 院の第 六 - f な 6、汜 嘉元年 
出家し、 法 助に 就て 密敎を 學び 、仝 二 年 六 勝寺檢 校に ■し、 
十二月 總 法務 及寺務 ic 任し" 文 永 十一 年 直に 二 品に 叙す、 弘 
安五 年 十二月 十九 日 寂す、 壽三 十六、 (仁 和 寺 御 傳 31 
シ？ シ ml 性 承 一 一一! 1 i xi s  一一 1 宗 3 山城 仁娜寺 二 十二 _ 
代な 6、 性 承は 後水尾 帝 第三 子、 母は 水無瀨 何 書 郎氏 成の 
女な $、 正 保 四 年 九月 十五 日宣 して 親王と なう、 市め て 十一 
歲 、諱を 周 敦と賜 ふ、 覺深 親王に 隨 a て 得度し、 明 曆二牮 三 
月 特進に 叙し、 三年 三月 廿六日 仁 和 寺 金 峰樓閣 に 登う、 信遍 
大僧正 {C 傳法灌 頂を 受けて 第二 十七の 嗣 となる、 延 寶六牢 二 
月廿 五日 一品に 昇^ N、 俄に 病^ J fff て 寂す、 壽四 十二、 後大御 
室と 稱す 法嗣孝 源 あ-^、 (傳燈 脱 錄) 

シヨ t セ ー 性盛 §= 52  S 義 rL ハ宗〕 大和 捩 谷 寺 〇 二 
代な. CN、  性 盛 字は賴 心、 俗姓は 奥 EU 氏、 尾張屮 島 郡の 人な 
$、 九歲に して 書を 能くす、 尋て 無量 光院に 投じて 弟子と な 


(一 〇 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


6、 經典を 習 a 、 十五 歲剃髮 し、 沙彌戒 r 受け、 四 度の 瑜珈 
行を 脩す、 長 野 萬 德寺 にて 兩部 の灌 頂を 傳 へられ、 根 米 山に 
往き 、普ね く 宗匠に 見ぇ、 殊に紗 音院玄 譽 に 心眼し、 宗旨の 
蘊奥を 究む 、弘治 初 SH 奈良に 赴き、 東大寺に て 三論 梧 嚴を、 
興： ' na 寺に て 瑜珈 唯識を 習 ふ、 元 龜元铒 園 城 寺に 至 6, 一乘の 
妙理を 聽 く、 仝 三年 織 田 信 長 土 田莊に 正八 幡及び 寶犓院 を 鄕 
し、 師を延 きて 住持せ しむ、 幾 ! >■! ならず して 一乘 山に 往 き、 
淸淨 金剛 院に 住す、 天 正 十三 年兵亂 に 逢； 5 て 京都 牛 等 院に遁 
れ 、文 祿三平 正月 灌頂 壇を 擧 行し、 兩 部の 印璽を 弟子 朿. 刑に 
授け、 洛 K 歌 中 山淸閑 寺に 遷うて 大悲の 殿堂 及び ftr 院一隨 を 
修營 す、 仝 四 年上 品蓮臺 寺に ぁうて 其廢を 興す、 慶長九 屯 德 
川 家康の 命に 依 >9'  豐山長 谷 寺の 席を 補す、 仝 十四 叩 七月 十 
六日 寂す、 # 壽 七 - +- 三‘ )] i 五十八な う、 之れ ょ^' 先き 師初め 根 
來 山に 在うて 賴玄 專譽の 二師に 謁し、 中性 院 流の ^ 豚， て啤 へ 
醍醐 寺に 往きて 大僧正 源 雅に從 a 、 憲 深の 流 並に重秘 
訣を禀 け、 策 寺に て廣澤 流の 奥旨を 受 く、 近 ?!: H * 、+ 佐 空 
鏡， 總 州宥_ 等は 皆師の 上足な う、 (豐山 傅 通 記) 

シ ml セン 性 潜 JH S2 〔黄 檗宗〕 近： d 日 野 正 明 寺の 禪 
僧な 6、 性 潜 字は 龍溪 、號は 如 常 老人と 云 ふ、 京 帥の 人、 

俗姓 奧村 氏な り、 慶長七 年 七月 二十日を 以て 生る、 幼に して 

多病な 〇、 八 歲父 母に 携 へられて 來寺に 入う 眞言を 習 ふ、 叔 

父 某 常に 禪に 意を 傾け、 禪に 入らん とを 勸ひ '十六 歲 臨濟宗 

普 門 寺に 至 6、 度を 受け •禪 を修 す、 十九歲 出 遊して 諸 國の 

叢林を 偏 歷し 、遠く 支那に 航せん としたる も、 國禁を 以て 果 

3 す、 慶安四 屯 五十 歲に して 勅命 あ 6 紫 衣を 賜 a、 妙 心 寺に 


シヨ ー( 性 j セ 


住す、 幾 もな く 退き、 承應 三年 再び 住し、 宗風の 擧揚に 力を 
盡し 、後： f 津慶瑞 寺を 再興す、 會々 明の 隱元降 琦禪師 長 崎 興 
福 寺 逸然 性融 等の 請に 應して 两來 し、 畏崎の 興 福 寺 •?? 福 寺に 
留 る、 師妙心 寺に 在， 9、 適、、 竺 印の 西 威よ 6 歸ぅ 、隆 琦禪師 
西來の 事を 傳へ 、且つ 禪 師の偈 、挑. 雲 入， 市 無- X 買ハ惱 n 殺 
杖 一黎歸 去來を 示す、 師これ を 聞 S て 好期 失 ふへから すと な 
し、 衆に 謀 ，n 普 P'J 寺に 請 せんとし、 竺印 V」 遣は して 請 書を 送 
る、 隆琦 禪師 aL- 請 書の 懇 誠に 感し 、復. せ を； 2S 6、 遂に 明 抒元 
年 九月 五 R 大 坂に 着す、 翌：： 師衆を 率ゐて 迎 へ、 普 P*] 寺に 請 
し、 自ら 弟子の 禮を 執る、 同 三年 師 後水尾 上皇の 勅 召に よぅ、 
內殿 に禪耍 を 說き 、優 賞を 蒙る、 萬 治 元年 大將芾 家 綱隆琦 禪 
師 7: 相 見し、 !! I 城 宇治に 土地を 給す、 師隆 琦禪 帥を輔 けて、 
黄 蘗山開 立の 事業に 當る 、寬文 四 年 IF. 月 六十 三歲 にして 近 江 
日 野 IF. nJ] 寺の 請に 應し 、同 寺に 住す、 同电四 月 上 - gl u, 勒 召に 
より'  內殿に 繹- を 說き .栴檀 ff 黄金 帛-て 賜 ふ、 尋て 上皇" 
nil 寺 額を 賜 ふ、 五平 十一月 八日 光子 內親王 元瑤に 戒を授 く、 六 
年 三月 十九 日 天壽 lll n 福 寺に 轉注 し、 同年 八月 廿六 R 後陽成 
天皇 五十 周の 大忌に 際し、 内殿に 齋を賜 ふ， 十一月 後水尾 上 
皇の 勅問を 拜 し、 心 經口譚 一卷を 撰し 上る、 同月 柏樹 子の 公 
案を 上る、 上皇 參究洞 徹した ま a 、 宸翰を 下し 賜 a ' 且つ 大 
宗正統 禪帥 の號を 賜 ふ， 特に 勅して 師ハ 語録 請 - » 錄を 改めて 
宗統 錄と號 し、 資を 出し 刊行 流通せ しめらる、 八牮趸 制の 日 
內殿に 於て 上皇に 菩薩の 大戒を 授け 奉る、 九华 四月 八 H 降 琦 
一: 師專 使を 遣は して 源流の 法衣を 送る、 十 年 四月 正 叨 寺に 坐 
夏期 滿ちて 黄 梁 山に 登ぅ、 禪師 に ^ 覲 す、 八月 大坂 の檀 越の 


シヨ 1 ( 性} セ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二。 六) 


シヨ 性く セ 


請に ょう 九 島院に 至 6 滯留 す、 八月 二十 二日 檀 越の 齋に應 し、 
其夜檀 越の 爲め R 禪要 を說 く、 適 暴風雨 あり 諸 川 洪水 溢れ、 
人家を 流す、 師其 難に 遭 ひ、 水中に 溺れて 寂す、 初め 弟子 拙 道 
徵師を 促して 避けん としたる も、 師 詰責して 日 ふ、 生死は 數 
なう、 豈逃 るべ けんや、 と、 從容 として 偈を作 $、 狂瀾 怒濤 
に 捲き 去れた うと 云 ふ、 實に寬 文 十 年 八月 廿 三日な 6、 壽六 
十九、 夏 五十一 一、 偈に日 ふ、 三十 年 前 恨 未 k 消、 幾！； 受 M 爛藤條 、 
今晨 怒 M 向， 一人 il (喝 、卻 ，一 倒 胥江八 月 潮 f と •隆琦 禪師其 韻を 次 
し、 悼 惜の偈 あ 上皇 痛嘆した ま a 、 數 日御瞎 を 減し / 2 ま 
ふ、 且つ 政して 塔を 築かし めた まふ、 著作 語 錄三卷 、鐵觜 錄 
一卷 、辨 TF. 錄一卷 、心經 口 譚一卷 、宗統 錄五卷 あ 6、( 碑銘、 
續 日本 高僧 傳) 

シヨ ー ゼン 性 善 ニヨ姑 〔眞宗 〕 山城佛 光寺の 第 十二 代 
f、  性 善は 文明 元年 五月 十一 R 寂す 壽四 十三 (本願 寺 通 

S 

シヨ ゼン 性 善 iH Ii 〔黄 檗宗〕 山城 朿林菴 の 開山な 6、 

性 善 字は 大眉 ，支那 溫陵晋 江 許 氏の 子、 父は 瑞 宇、 家 衰へて 

日本に 客 遊す、 師家 R 留まうて 母 李 氏に 事 ふる 乙と 至孝な う、 

母 沒して 舅 氏に 依う、 居を 玉融 に 遷 す、 龍 田 良 治 禪師と 方 外 

の 交 1: 結 a 、 淨業 を修 す、 隱元禪 師邑の 獅子 巖 R 居る と 聞き、 

乃ち往 きて 之に 投す 、時に 十七 歲 '遂に 剃髮 得度す、 崇賴十 

年隱 元黃檗 山に 出世し 祖席を 重 興す る や、 師俱に 之を 助く、 

依うて 監 寺を 領 す、 順 治 九年徑 III 費 隱和尙 に 參し 、次に 三 吳 

兩淅の 名刹に 遊 a 、 偏く 具德 、百癡 、孤雲、 諸老に 參 し、 福 

建に 歸 へうて 永寬互 信兩師 ((; 謁す、 各 機 語 あ 6、 十一 年隱元 


シ 3 丨 ( tt ) 夕 


日本の 請に 應 するとき、 師 1J: (船を 備へて 用意周到な う、 隱元 
と共に 長 崎 R 至 6、 初め 興 ) lie 寺.. 崇福券 よ $ 福 濟 寺に 遷 う、 常 
に隱 元に 隨 a て 維那 となる、 寬文 元年 新に 萬 福 寺を 開く とき 
師盡 力して 都 寺に 轉 じ、 エを司 どる、 二 年 秋 職を 辭 し茅菴 t 
山中 R 結び、 東 林 菴と稱 し、 池を 鑿ち 蓮を 植ぇて 日に 禪誦を 
修す 、明年 八 月 十五 日 庭 際 R 禪 座し、 忽ち 明：：！： の朿に 昇る を 
見て、 豁然と して 大悟し、 心身 卅界打 成 一片の 旨を 覺扔 す、 
乙れ よ 6 別に 追尋 せず" 愈々 退隱 す、 五 年 八月 松隱丈 室に 於 
て 隱 元に 見ぇて 歸 る、 十 年黃檗 山 三 檀戒を 開き、 師を 請して 
羯摩師 となす、 延寶 元年 七月 末日 鐵眼禪 師の募 刻せ し大窳 の 
版を 鎭臧 すると 乙ろ なきを 憂 a 、 東 林菴を 捨て、 寶藏院 とな 
し、 十月 梅嶺 雪に 國師 所傳の 衣拂を 付す、 同片十 八 n 偈を書 し 
て 日く  •住 世 五十八 年、 了 却 人 問 報緣： rrTJ 今 撒-手 歸去 、大 千 III: 界 
坦然 、と、 筆を 投じて 寂す、 壽 五十八、 臌 3 十二， 著作 束 林 夢 
語 ぁ 6、 ( 黃榮 譜畧 、續 日本 高僧 傅) 

シ 3 1 タイ 性 ©  一 \ §i 旧  〔曹 洞宗〕 遠 江 石 1? 院の 開山な 
P, 性 岱 字は 崇 芝、 三 河の 人、 十歲 にして 敎菴の 主によ $、 
般若 心經を 習 a 、 尋 s て 遠. 江 大洞 寺 R 入うて 喜 山 {C 見へ" 其 
勸めに より 如 仲 天 闇を 禮して 得度す、 後  >  喜 山に 從 a 、 精勤 
十餘 年'  其 寂す る R 及 ひ、諸方に歷遊し、茂林芝繁の門に入 
る、 寶德 元年 入室して 衣 法を 受け、 席を 繼 9 て 洞 松 寺に 主と 
なる、 康 IF. 元年 辭して 遠. d 高 尾 山に 龍 門 山 石 雲院 を锪 し、 自 
ら 一世と なる、 郡 將葛役 氏 田 痒を 寄 捨 す、 寺務， r 十四华 、應 
永 元年 十月 二十 七日 寂す 壽八 十三、 臘六 十九、 法嗣 隆溪繁 
紹 、大有 良榮、 界巖繁 越、 辰 翁 性 寅、 季 雲永嶽 、賢 仲 繁哲の 


(三〇 六） 


書辭 名人 家佛本 


六 人 ぁ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー チ 性智二 〇: 九九 〔臨 濟宗〕 京 M 南禪 寺の 禪僧な 6、 
性智 、大愚と 號し 、別 R 堆雲軒 倚 松 道 人と 云 ふ、 其 俗姓を 詳に 
せす、 111 城の 人な う、 朿福 寺に 役して 出家し、 大海 弘禪師 に 
師事し、 後洛 十 に退隱 して 四十 年を 過 乙す、 應永 三年 秋 同門 
の 請 {C 應して 伊勢 安養寺 4C 出世し 四 年 R して 駿河 の淸延 寺に 
移つ る、 將 軍足 利義滿 に 招かれて 朿福 寺南禪 寺 等に 歷 住し、 
又 天 龍 寺、 建 仁 寺、 普 門 寺， 鹿苑院 、常 在 光寺 等 R 歷邊 し、 法 化 
大に振 ふ、 永 亨十 一年 六月 三十日 慧日 山の 堆雲菴 に 寂す、 壽 
A 十餘 、(本朝 高僧 傅、 日本 名僧 馎) 

シヨ ー チン 性 珍 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 相模建 長 寺の 禪僧 

なう、 性 珍 字は 藏海 、俗姓 不詳、 山城の 人な 6 、初め 南禪 
寺に 留ま 6、 尋て臨 川 寺に 入 6、 夢 窓 石、 江 西湛に 事 ふ、 後 
近 i£ の 山中に 巷 居し /2 る も、 淨智寺 物 外 什に 招かれて 東 下し、 
其 下に 留 る、 丹 後の 普濟 寺 R 出世し、 江 西湛 Q 法を 嗣 r ‘晚 
年 建 長 寺に 出 tk して 法花甚 盛な 6、 吉祥 菴に退 休し、 其 所に 
寂す、 壽七 十五'  年 nr 缺く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

シヨ ー チ ユ ー 性 中心 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 駿河沾 見 寺の 禪 

僧な 6、 性忠 字は 義 空と 云 ふ、 淸 拙の 室 {C 參 する 乙と 多年、 

遂に 其 法を嗣 r、 後、 海 R 渡うて 元に 入- CN、 偏く 諸 山に 遊び、 

後 智者に 造て 第一 座に 居す、 職 滿ちて 飯 朝し、 駿河淸 見 寺、 相 

模禪興 寺 等に 歷 住す、 寂 年、 及 壽缺く ( 延寶傳 燈錄) 

シヨ 1 チ ユ ー 性宙一 r : 一二 ◦〔曹 洞宗〕 丹 波 In] 通 寺の 禪僧 

f、  性宙 字は 虚空、 俗姓は 脱 氏、 赤松の 1 族、 播磨の 人 

な 6、 十一 歲に して 同國齊 寫 山に 登う、 十五 歲に して 剃髪し、 


シ 3 1( 性} チ 


天台の 敎 を 究め、 密 R 禪門を 慕 S、 諸老に 參 する 2: と十餘 年" 
未、 た 悟らず、， 五十 五歲に して 牧翁 性欽を 丹 波㈨通 寺 R 拜して 
法を 受け、 發悟 し、 遂に 印 吋を 受け、 牧翁の 寂す るに 及び 0 
通 寺に 住す、 永 祿 三年 四月 二十 九日 寂す、 汴嗣竹 鸪 光篤 あう、 
(日本 洞 上 聯 燈錄) 

シ 3 •—ツ 通 リヨ 丨ハ靈 波を 見ょ、 

シヨ 1 卜 1 性增 jjp 〔黄 2 巴山城宇治^:福寺第二 
代 f,  性塯 字 (i- 木 菴 、俗姓 吳 氏、 支那 泉州晋 江の 人な $、 
五 歳 父母 前後して 沒 す、 祖母 蘇 氏に 養育せられ、 十 歲觀世 音 
の靈驗 を感 して 出家の 志 あ 6 、 崇賊二 年 開 元 寺 印 明 和 禪師に 
就きて 得度す、 時 R 十九 歳な 6、 爾来 敎禪 を勵み 、八 年 鼓山 
の 永 覺禪師 に 謁して 具足戒 を 受け、 初めて 宗門の 大事 あるを 
知る、 翌年 出 遊し、 屢 兵禍に 罹る も學 業を 廢せ す、 杭 州 接待 
寺に 到う、 雪 關禪師 に 謁して 敎を 受け、 次に 天童 山に 登う、 
密雲 禪 師に參 し、 禪師 /; 棒を 受けて 流血 淋漓 / 2 るに 至る 名 未 
た 其 旨を 解せ す、 再 ひ 永 覺禪師 に 見ぇ、 益々 勇進し、 一夜 燈 
火の 影の 動く に 對し 、豁然と して 契 悟し、 偈を 作る、 時 (C 二 
十七 歳な う、 十一 年 費 隱禪師 に 謁し、 明年 春 費 隱禪師 1/; 下に 
て 副 寺と なる、 十三 年 職を 辭して 祖母を 省し、 順 治 四 牢 紫雲 
山 R 隱栖 し、 翌五率 黄 檗 山に 登 6、 隱元に 謁す、 七 年 禪師の 
下を 辭して 歛石 太平 寺の 請 ic 赴く、 八 年隱元 禪師 {C 召 S れて 
首 坐と な.^* 尋きて 法信い 大衣源 流を 付 せらる、 十一 年 冬 象 
山慧明 寺の 請に 從 CA 、 同 寺に 移る、 明苹鐵 山を擧 けて 席を II 
$、 自ら 紫雲 山 ic 歸 へる、 六月 日本ょう 招かれて 出發 東航 
す、 是れ 日本の 明曆 元年 4C して、 師四 十五 歲な 6、 寬文 元年 山 


シヨ 1 " 性 j ツ !  U5 


書辭 名人 家佛 本日 


(四：) 六） 


シ a ***®  r 性) 卜 


城 黃檗 山 R 到 6、 三年 冬 結 制し、 四 屯 九月 黃檗 山の 法 席を 繼 
く、 始め 黃檗 山の 法 席、 三苹輪 流の 制な ぅし も、 玆 k 到りて 
隱元改 めて 木菴 の獨 住に 任せり、 翌五年 三月 鐵牛慧 極の 請に 
よう、 三埴 戒堪を 開く、 登山 受戒す る もの 五干餘 人な 6、 七 
n 江戸 幕府に 出て、 將 取 家 綱に 謁し、 大に 優遇 せらる、 特に 
幕府よ 6 宇治 萬 福 寺に 寄附 せらる、 山林 田園の 朱印を 拜領 す、 


尋 $ て 將 軍ょ 6 白金 二萬兩 を拜領 す、 師 即ち 天人 師殿佛 殿 等 

を 增營 し" 輪奐の 美を 極む、 同 十 年 五月 天皇 勅して 師 に 紫 

衣を 賜 ふ、 黃檗山 之よう 益 振興す、 靑木 端山 居士 深く 師 R 歸 

依し、 同年 江戸 白金に 紫雲 山瑞聖 寺を 興し、 其 法 化を 請 ふ、 

乃ち 再 a 江戶に 下う、 瑞聖 寺の 開山と なる、 延寶二 年 十二月 

瑞聖 寺 R 三 壇 戒塲を 開き、 同 三年 瑞聖 寺を 鐵牛 機に 讓 う、 八 


シ f?  一  i  (性〕 卜 


年黃 •檗 山の 法 席を慧 林 機に 付して 退隱 す、 貞享 元年 正月 病に 
罹る、 懇に 弟子を 諭し、 正月 二十日 寂す、 壽七 十四、 臘 五十 
六、 弟子 全身を 萬壽 塔に 窆 る、 法嗣 五十 餘人あ 6、 殊に 鐵牛 
機、 慧極 明、 潮音 海の 三人は 門下の 三 傑と M せらる、 開鄉の 寺 
院信濃 ハ惠 叫 寺、 江戶の 瑞聖 寺、 上野 ハ廣濟 寺、 伊豆の 高 勝 
寺、 近 江の 圓通 寺、 三 河 永 福 寺、 祀伊の 龍 興 寺、 攝津の 力 
廣寺 、常 休 寺、 美 作の 千华寺 等 あう' 著作、 黄 檗木 菴禪師 語録 
十二 卷 、木 菴禪師 語 錄十卷 '木 菴禪師 朿來語 錄七卷 、紫雲 山 
草、 象山訢 錄 、紫雲 開士傳 各一卷 あう、 (木 菴蝻師 年譜、 續 日本 
高僧 傳) 

2 1  K»  I  ^y-l /i!c s. エ クヮ^^  果を 昆 ょ、 

シ ml トン 性 ®  i — -r l ll  〔黄 檗宗〕 山城 宇治 萬 福 寺の 第 
五代な り、 性淥 字は 高 泉、 號は雲 外、 一 rc 曇 華道 人と 云 ふ、 
淸の福 州 福 淸縣の 人、 俗姓 林 氏な り、 十三 歳に して 出家し、 
福 建の 黃檗 山に 登 6、 慧門 沛禪師 に 師事し、 其 法を 嗣く 、寬 
文 元年 隱-兀 琦禪師 に 召されて 東航し、 長 崎に 到着し、 直に 宇 
治黃檗 山 (C 登う、 寵溪潜 等に 道 交 深し、 寬文 十二 年聘 に應し 
て 加賀に 至*^ r. ' 献珠 寺に寓 する Z: と 一年 餘な 6、 隱 元の 寂す 
るに 方うて、 I た ひ 宇治 黃檗 山に 歸 $、 延寶二 年 再 a 聘に應 
して 献珠 寺に 入 $、 中興 開山と なる、 藩主 松 雲 公の 金 龍 山 4C 
先祖の 廟を 建立す るに 方う、 師命を 受けて 工事を 督し 、全く 
明 風を 用 ゆ、 元 祿六屯 諸 宇エを 駿 6、 其 功勞を 賞 せらる、 明年 
二月 金 澤に遊 ふ、 前後 藩主の 供養を 受 くる 乙と 二十 一年な 6、 
後、 宇治に 歸 6、 數々 宮中に 候し、 法要を 說く 、延寶 三年 六 
月 扶桑 禪林 僧寶傅 五卷を 撰して 上う、 優 賞を 蒙る、 山城 R 佛 


(五 〇 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


阈寺を 開き 住す、 靈元 上皇 殊に 勅して 寺 額を 賜 ふ、 元 祿五年 
正月 十九 日佛阈 寺ょう 入- CS て黃檗 III 萬砌 寺の 法 席を 繼き 、第 
五代と なる、 乃ち 紫 衣の 賜を 拜 す、 同 八 年 江戶に 下う、 將軍 
綱吉に 謁し、 城 中に 法要を 說 く、 法 席に 在る 乙と 四 年、 元祿 
八铝 十月 十六 日 寂す、 壽六 十三、 勅謚大 冏廣慧 國師と 云 a 、 
加謚 して 佛智常 國師と 賜 a 、 後世 黃檗 山中 興 Inii と稱 す、 開 御 
幷に中 典の 寺院、 奥州 甘露 山 法雲院 、加 賀明法 山献珠 寺、 山 
城 天王山 佛國 寺、 及び 黃樂 山の 法苑院 等な う、 著作 扶桑 禪林 
僧寶傅 十卷 、同 續三卷 、朿阈 高僧 傳十卷 、洗 雲集 十卷 、佛國 高 
泉 禪師 錄八卷 、山 堂淸話 三卷、 m 渡 諸祖傳 、高 泉禪師 語録、 
法 華 略 集、 翰墨 禪 、各 二卷 、有 馬溫泉 記、 釋 門孝傳 、各 一卷 
ぁう、 (黄 檗譜 略、 黃檗宗 史料、 近世 名家 著述 目録} 

、ンヨ 1F ン性蠱 J 05 &  〔眞宗 〕 山城 佛 光寺の 第 十一 代 
f,  性 曇は (一名 堯經) 佛 光寺に 住し、 永亨 十一 年 十二 
月 四日 寂す、 壽七 十一、 (本願 寺 通紀} 

v mi ーン 性 仁 |狀た|  〔眞言 宗〕 京都 六 勝 寺の 檢校な 
办、 性 仁  一 R 滿 仁と SS、 高 雄 御室を 號 す、 後深草 院の第 
四 子、 文 永 四 年に 生る、 弘安 元年 出家し、 性 助 法 助の 二師に 
從ひ 、仝 二 年 六 勝 寺の 檢校に 補す、 同 五 年寺務 となう、 九 年 

法務に 任す、 十一 年 二 品に 叙し、 嘉元二 年 一品に 登る、 同年 

八月 十日 寂す、 壽卅 八、 (仁 和 寺 御 傅) 

、 V ヨ •ーニ ヨ  ホ-ガン 法 岸 ？: 見ょ、 

シヨ ー ハ 性 派 1  一一 ^ 一一 一 〔黄 檗宗〕 河 內正興 寺の 中興な 6、 

性 派 字は 南 源、 俗姓は 林 氏、 支那 福 唐 福淸の 人な 6、 學年に 

して 黃檗 山の 無 淨璋に 就きて 出家し、 隱元 禪師に 事 ふること 


、ン 2 1 ( 性/ 卜 I ハ 


久しく、 書を 讀み經 R 通ず、 順 治 十一 年隱 元日 本に 波る とき、 
師も從 a て來 る、 寬 文八厍 黃檗 山の 左方に 華 藏院を 開き、 且 
つ 慈 光堂を 建つ、 十一 年 八月 隱 元に 偈怫を 受く 、時に 四十 一 
歲な 6、 翌牢冬 退きて 華 藏院に 住す、 延寶 元年 隱元 寂す る や、 
廣錄を 縮し、 年譜を 修補す、 後、 畿內 及び 關朿の 諸 勝を 遊歴 
し、 八铒攝 津國分 寺の 請に 應じて 主と なる、 元祿 元年 四月 m 
大寺 公慶 上 A 大佛 殿を 重 興し、 千 僧齋を 設け、 師を請 して 法 
會の 首領と なす、 三年 冬 結 制す 五 年の 春河內 TH 興 寺に 至 6、 
寺 主 覺峰曜 の 請に ょ'^、 中興の祖と なる、 久しから ずして 山 
を 降-^、 高壽 軒 {C 退 居し、 柏 堂 首座に 席を 附 し、 六月 二十 五 
日偈を 書して 寂す、 壽六 十二、 臘四 十八、 法嗣因 光晏、 鐵梅香 
等、 作 著 鑑古錄 三十 卷、 芝 林 集 二十 四卷 、藏林 集一卷 ぁう、 (黃 
檗譜 略、 續 日本 高僧 傳) 

シヨ 1 ユ 性瑜 (一九二 S) 〔戒律 宗〕 大和 護 國院の 律 僧な 
う、 性瑜 字は 本 照、 興 JH 菩薩に 親炙し、 律 部を 究め 密灌を 
受 く、 進 具の 後 京都に 遊學 し、 仁 和 寺 R 入うて 廣澤 流の 密法 
を 受け、 醍醐 寺の 阿 性に 依りて 小 野 流の 法 1: 傳ふ 、西 大寺第 
二 阿闍梨 位に 居う、 律を 授け 密を弘 む、 文 永年 中興 正 住 吉祠 
に 五部の 大乘經 を 轉 する 時'  師 命せられ て 梵唄を 唱ふ 、後 護 
國院を 開きて 木 叉瑜伽 並に 行 ふ、 又 基 字荛 字 次第を 著して 後 
學に貽 す、 世傳 へて 西大寺 流と 謂 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ 1 ユ 1 性融 (一九 三 七) 〔戒律 宗〕 奈良 戒壇 院の律 僧 
なう、 性融は 上野の 人' 出家して 戒壇 院圓 照に 師事し、 後、 
關朮に 戒律を 唱ふ 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

、ンヨ ー ユ ー 性融 §§ 7,5 〔黃 is 肥前畏 崎 興 福 寺の 三 

、ン 21 (性し ユ 


書辭 名人 家佛本 


(六〇 六) 


、ン =? ! へ 性、 聖) 


代な う、 性 融字は 逸然、 號は浪 雲 菴と云 ふ、 Fiji 人な う、 正 
保 元年に ffi 來 し、 興 福 寺に 住す、 承應 元年 四月 明の 黃檗 山隱 
元 禪師に 書を 送うて 其 東 渡を 請 ふ、 八月： A び 書 1: 送 6、 尋て 
自恕 古石 等を 遣は し禮を 厚う して 請 ふ、 翌二年 十一月 第 四の 
書を 送う、 益 切に 請 ふ、 遂に 隱-兀 の 東 渡を 見る もの、 全く 師 
の 力なう、 後隱 元に 從うて 敎を受 く、 平素 書を 好み、 筆を揮 
へは 縱橫 にして 雅致 あう、 長 崎に 於け る 漢書の 祖と稱 せらる、 
門下に 渡 邊秀石 僧 fr 芝 等 あり、 寬文八 年 七月 十四日 寂す、 壽 
六十 七、 (國 師廣錄 、長 崎 年表、 皇阈名 書拾彙 ) 

シヨ ー ヨ 性擧 a ダィ サン 臺 山を 見ょ、 

シヨ— リユ ー 性隆 i =o SA l,j  〔曹 洞宗〕 越後 轉輪 寺の 開山 
f、  性隆 字は 雷菴 越後の 人、 幼 R して 出家し、 具足戒 を 受 
けて 後關 東の 諸老に 參し 、京都に 赴き、 妙 心 寺に 日峰に見ぇ、 
又牧翁 性欽に 師事し、 其靑原 寺に 移る に 及 a て、 之に 侍從し 
印 可を 受けて 鄕 里に 歸 へる、 大守 某轉輪 寺を 建て 其 請に 應し 
て 開山と なる、 晚年丹 波圓通 寺の 請に ょ， リ "其 主と なう、 明 
應二年 一 月 十三 日 寂す、 壽七 十二、 臘五 十四、 偈 あり、 本來觸 

目 現 成 了、 莫怪生 平 不ご說 ，禪 (日本 洞 上 聯燈錄 3 

シヨ ー レン 性 蓮 ( . ) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な 

う、 性 蓮は 關 東の 人、 母の 骨を 負 a て 高野山に 到る 寂 年、 

及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ— イチ 聖一 (一四 一四) 〔戒律 宗〕 大和 佛國寺 二 代な 

う、 聖一 俗姓 不詳、 唐の 人、 法 進に 師事して 戒律を 傳 へ、 

天平 勝寶六 年鑑 眞法 進に 隨 a て 來 朝し、 吉 野の 佛國 寺に 住し、 

同 寺 第二 世と なる、 示 寂の 年時歃 く、 (律 苑僧寶 傳、) 


, .  シ -U ュ聖) ィ I ガ  _ _ 

シ 3 — ィチ コシ m 壬  一 tiMI  IS  ベン h ン辨 El i: 見ょ、 
シヨ！ゥン聖 -8 一以 £5 〔眞言 宗〕 山城 醍_ 寺の 學 僧な 
6、 聖 雲は 龜山 天皇の 皇子な う、 實勝 僧正に 隨 a て 剃 髮 搿 
度し、 覺洞院 に 住す、 中性 院の 賴瑜 に從ひ て、 具支灌 頂を 受 
け、 醍醐 寺の 座キ に 任す、 敕ぁ うて 親 土に 叙し、 大僧正と な 
る、 ] F' 和 三年 五 五 H 寂す、 壽四 十一、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ 1H 聖慧 i ^ 姻 〔眞言 宗： 一京 都 仁 和 寺の 法 親王な 
う、 聖慧は 白 河 ^ 皇の 第五 子、 覺 法の 弟な う、 仁 和 寺に 入うて 
出家 下髮 し、 成就 院の寬 助 僧 IE に從 a て 金胎兩 部を 禀く、 諸 尊 
の 秘法 1: 習 a 華 藏院に 住し、 一身 阿闍 梨に 任す、 天 治 元* 中 
宮の 產を禱 6 五 壇の 法を 修 する 時 脇 壇を 修す 、俗に 王子 五 壇 
と稱 す、 大治 元年 女院の 產を禱 う、 五 壇の 法を 修 す、 翌年 春 
三 品 (C 叙す、 長 承 -/ C 年 九月 上皇の 病を 禱 6 孔雀經 の 法を 修 し、 
牛車の 宣を 賜 CA て 弟子 寬曉 k 法 印に 轉せ しむ、 保延 三年 二月 
十一 日 寂す、 壽四 十四、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ 1 オン 聖一音 ( . 〕 〔曹 il»J 宗〕 周 防 洞 鉍 寺の 開山 

聖 音字は 無 聞 土 佐の 人な う、 出家して 量 外和尙 に 師事 
して 總持 寺 R 出世し、 大 隅の 永 興 寺に 遷 る、 晩年に 至う、 問 
防に 遊行し、 盤： m 山 洞 泉 寺を 開きて 自ら 住し、 某 年 寂す、 壽' 
缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー ガィ 聖海二 交 〇  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 三十 代 
の 座主な う、 聖海 初め 聖眞 と稱 し、 宮法 印性 叫 親王の 子な 
$、 成 賢の 室に 入うて 傳法職 位 §: 受け、 元 仁元牢 詔して 醍_ 
山 三十 代の 座主と な*^、 二 年 二月 十一 日 宮符を 奉し、 十一 
十日 拜 堂す 三寶院 の 七 世を 兼ね、 三 品 刹 王に 昇叙す、 安 ii 二 


(七 C 六） 


書辭 名人 家佛本 


日 


年 正月 醍醐の 山 衆 和せ ず、 故に 自ら 職を 辭し 去る、 (續傳 燈廣 
錄) • 

シ ml カ ィ 聖戒 .一. *: A: =: 〔時宗〕 京都 錦 小路 歡喜 光寺の 
僧な 6、 聖戒は 伊豫 河 野 通 慶の第 四 男な う、 一遍 上人の 從 
弟にして眞敎の徒弟 /2 6、時宗舊六條派の派祖な6、元亨-二 
年 二月 十五 日 寂す、 著作 六 條緣起 十二 卷ぁ 6、 ( 佛敎 史料、 倭 
歌 作者 部類) 

シヨ！ カク 聖覺 AA IT 〔天台宗〕 京都 安居院の 僧な 
6、 聖覺は 京師の 人 藤 原 通憲の 孫、 澄 憲法 印の 子な り、 初 
め 出家して 比 叙 山の 靜嚴に 師事し、 夙に 解 行 幷に秀 て、 就中 
法談に 妙な り、 安居院に 閑 棲し、 安居院 法 印と 呼は る、 後、 源 
空 上人の 化 風を 欽 仰し、 其 下に 師事し、 淨土 敎の蕴 奥を 傳 ふ、 
乃ち 唯心鈔 一卷を 作う、 廣 、く淨 t 敎を弘 通す、 元 久二年 八月 
源 空 上人 瘧を患 a 、 藤 原 兼 實甚穴 之を 憂 a 、 大醫を 遺し、 治 
療 せし 1/ る も効驗 なし、 兼 置 乃ち 書 H 澄賀に 命して 善導 和尙 
像を 作らし め、 像 前に 法會を 修 し、 法 救を 請は / L として、 特 
に聖覺を請待す、然るに聖覺亦瘧を患ひたる ^>- 、强いて法曾 
に 列して 法を 說きた るが 滿座 感嘆して 言な く、 上人の 患頓に 
除 たれは、 相傳 へて 奇な うと 云 ふ、 承久 三年 雅成 親王 淨土敎 

に 關 して 問 目 叙條を 作- CN、 遍く當 世の 高僧に 質す、 聖覺亦 其 

選に 當う 、具に 答 解す、 嘉祿二 年 後鳥羽 上皇ょり 隱岐の 行 在 

所よ. 〇遙に 西林院 僧正 承圓に 書を 降した ま a 、 淨土敎 の宗義 

に關 し、 明 禪聖覽 の 二師に 敕問 あう、 聖覺 即ち 宗義を 書して 上 

る、 建 保 二 年 正月 廿 五日 源 空 上人の 三年 忌に 當 6、 眞如 堂に 

念怫會 を盛修 して、 唱導 説 敎 一世を 感化す、 嘉禎 元年 三月 五日 


シ ml (聖) 力 


念佛 1 百 謀に して S す、 Is- s ハ 十九、 irw，. 心 ^ 一  r.: ( 百鍊 鈔、 
法然 上人 行 狀晝圖 、淨土 傅燈錄 、淨 土總 系譜)  ‘ 
〔考〕 聖覺の 著作 黑谷源 空 上人 傳 (世’」* 十六 門 記と 云 ふ) 一卷 
あ- CN とし、 今 iti: 間に 流布す、 署し て、 安 ^ 院沙門 釋聖 ^; 記と 
あ-^、 然れ ども 古傳に 見 t ず、 文章 ti 裁當 時の 書に 類せ ず、 
僞撰 ならん、 

シヨ ーキ 聖基 ーー衫ハー？ 〔眞言 宗〕 山城規 寺 五十一 一代の 長 
者 法務な 6、 聖基は 南 谷 大僧正と s ふ、 攝政 藤原甚 房の 子、 
從 一位 左大臣 隆忠の 子な 6、 元久 元年に 生る、 幼に して 禪林 
寺の 靜遍 に從； 3 て 出家し、 廣澤 流の 法を 令く、 貞應元 年 七月 
上皇の 詔を 受けて 虎 寶？ 室に 入う、 傳法灌 頂を 受 く、 嘉祿二 
年 維摩 會の 豎義 者と な-^、 三年 勸修寺 長 吏の 席を 續 く、 時に 年 
二十 四な $、 安貞 二 年 法眼に 任し、 寬喜 元 iu 最勝會 の 講師と 
なる" 寬喜二 年 四月 榮然に 具 支 庭 上 成 道の 灌頂 V」 け、 法身 
正宗 佛々 授 手の 傳 靈寶篋 を 付せられ、 二十 三世の 祖とな る、 
即ち 傳法灌 頂は 榮然に 受明灌 頂は 戍 寶に受 承し / 2 るな 6 、 四 
年 法 印に 轉 し、 嘉禎 三年 長 吏を 道 賢に 付し、 四牢 法務と なう、 
翌年 大僧都 に 任す、 延應二 年 六月 權僧 正に 叙し、 仁 治 元年 法 
務を辭 す、 二年宣 して 護持 國師 となう、 三年 四月 十日 敗 寺 五 
十二 代の 長者に 補す、 然れ とも 八月 病 あるを 以て 長者を 辭 す、 
故 (C 譜に 載せず •_ 寬 元 中 再 am 寺 長者に 復 し、 建 長 中 之 V 勝 
信に 讓 弘長 二 5H ■六月 詔して m 大 寺の 別當 となる、 文 永 四 
年 大僧正に 叙し、 十二月 九日 寂す、 # 六十 四、 施無畏 院と稱 
す、 (東大寺 别當 次第* 後傳燈 廣錄) 

シヨ ー キン 聖欽二 ― : ra: -t: 〔淨 土宗〕 常 陸 常 福 寺 第五 代な 

V 3 1 ( 聖) キ 


書辭 名人 家 儺 本  日 


(八 〇 六） 


シ 3 J( 聖ノキ — ク 


シヨ 1 ( 聖) ク I. ケ 


6、 聖欽は 昇 蓮 社 超 # と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず、 盛 
# 良慶上 人に 師事して 法を 嗣 さ、 常 福 寺に 住す、 長 亨元坧 十 
一月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 R 音 譽 、聖譽 、了秀 等 あ'^、 
(淨 土總 系譜) 

シヨ？ キン 聖 #* リヨ-ギョ-良 堯 を 見よ、 

シヨ？ ギン 聖吟； ：；j si 〔淨 土宗〕 常 陸大 念 寺の 第二 代 
f、  聖吟は 源 蓮社晃 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 慶岩 
R 師事して 法を 嗣ぎ 、大念 寺に 主と な 6、 元 和五军 二月 二十 
一日 寂す 壽敌 く、 (淨 土總 系譜)  • 

、ン 3 1 キヨ ー 聖慶  一 AA 一， 一一  ■〔三論 宗 3 大和 東大寺の 學僧 
なぅ、 聖慶は 藤 )/, I 師行の 子、 幼に して 慧珍 に從 a て 三論を 
學 a 、 未 / 2 二十歳なら すして 性 相の 理義を 了す、 嘉應 元年 大 
安寺を 董 し、 維摩 會に 列-^ て 答 解 ic 勞す 、時に 年 十九な-^、 
平清盛 南北の 耆宿を 請して 法 華 經を講 せし 〇 る 時、 師を 召し 
て演說せしむ、安元三年三月六日短命にして寂す、壽二十二、 
法 弟 道慶あ 6( 本朝 高僧 傅) 

シヨ ー キ ml sf- 慶 (… ：… ) 〔淨土 宗〕 奥州 成德寺 第三 

代な-^、  聖慶 字は 良 寂と 云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず 出家して 

尊觀 上人の 法を 嗣 ぎ、 奥州 櫓 葉成德 寺に 主と なる、 寂 年壽缺 

く、 門下に 頁 本、 良 冠の 二人 あ-'、 (淨十 -總系 譜) 

シヨー キヨ 1 聖慶 n  - ゥン 康連を 見よ、 

シヨ！ ぎ •ヨ 1 ボ？ 聖行房 ィン ソン 院尊を 見よ、 

シ穸 1 ク S 救 (一六 四 五) 〔天台宗；！ 近 江 比 叙 山の 學 僧な 

う、 聖救 d 暹賀 僧正の 族 弟な 6、 慈 慧に隨 待して 天台 敎を 

學 習し、 比叡山 两塔院 に 居す、 應和 宮會に 夕 座の 講師と な^'、 


奈 良の 仲 算マ宗 義を 論ず、 大僧郤 に 晞昇 し、 其 年 寂す、 壽缺 
く、 (本朝 高傳 僧) 

シヨ ー タワ ィ聖快 (二 C 四 四) 〔眞言 宗〕 山城. 3 百 三十 
一代 長者 法務な う、 聖快 初め 道 快と 稱 し、 中 乙る 快 賢と 呼 
ふ、 成 賢 大僧正の 室に 入うて 出家し" 其 傳法灌 頂を 受けて 成 
立し、 後、 其 正嫡と な 6 て 二十 九祖 となる、 弘顯に 請 a て 具 
支 内 作業 職 位を 禀け 、至德 元年 東 寺 百 三十 一代の 長者 法務に 
補す、 地 藏院を 建て、 密幢を 張る、 其 付 法の 弟子 快 支 宗壽俊 
雄 持 嚴通快 宗承眞 海の 諸子 あう、 (續 傳燈 廣錄} 

シヨ 1 クウ ン 聖觀一 一. 一 = 九 〔浄土宗〕 武藏增 上 寺 第三 代 
な 6、 聖觀號 は 定蓮社 音 # 、 俗姓 望月 氏、 近 江 ^! 甲贺 郡の 
人な り、 父は 望月 幸 俊應永 二十 一年 二月 十八 日 生る、 七歲の 
時 同 國の靑 木 氏は 望月 氏を 滅 ほして 領地を 奪 ふ、 師之を 悲 
み、 九歲の 時に 同 郡 稱名寺 運 # 上人を 拜して 師 とす、 上人 其 
才を異 とし、 名け て 聖觀と S ふ、 十五 歲 志す 所 あ 6、 諸國を 
遊歴して 東 國に下 6、 增 卜： 寺 ic 入うて 學ぶ 、山 主酉譽 之を 愛 
し、 附法 遺す 所な し、 後、 本 國に歸 う、 瀧の 神 祠に詣 し、 諸 
州を 巡うて 靈塲を 拜 し、。 精舍を 建つ、 攝津 の國兵 庫に 宗祖の 
遺跡を 得て、 西 光寺を 開き、 又關 東 R 至 $、 師の 命に 依うて 
法 源 寺の 二 代と なう、 同 國都筑 郡 金 河に 慶運 寺を 開く、 寶德 
元年 三月 增上 寺の 第三 代と なう、 其 職に 動 ひ、 長祿二 年 i: 田 
道灌の 江戶に 居る や、 師と交 6 深く、 又當 時の 禪俏蘭 坡寵澤 
橫川等 との 間に 詩文の 贈答 ありし と雖 も、 世 R 傳 ふるものな 
し、 文明 十一 年 七月 二日 寂す、 (鎭 流祖傳 、三緣 III 志) 

シヨ ー ケ ー 聖間二 co g o- 〔淨 土宗〕 江 戶傳通 院の 開山な 


(九〇 六） 


書辭 名人 家佛本 


日 


6、 聖冏號 は 酉 蓮 社 了 譽と云 ふ、 俗姓は 源氏に して、 常 陸 

久琿郡 、巖瀨 の 人な り、 父は 下岩瀨 の 城主 ft 吉志 摩守義 光、 坪 

は 橘 i なり、 父母 壯歲 にして 子な きど 憂 ひ、 上岩瀨 の神祠 に 11 

5 て 祥夢 を感 す、 曆應一 I 年 IH 月廿 五日に 生る、 貞和 元年 父戰 

塲 {C 死す、 母懷 S て 山中に 幽棲す、 貞和四 年 八歲に して 常 福 

寺 了實の 下に 投 し、 師資の 禮を 執る、 了實 上人 出家 名を 命し、 

聖冏と 云 ふ、 文 

和 四 年 十五 歲蓮 

勝 上人の 下に 學 

び、 延文 三年 十 

八 歲箕田 乘願寺 

定慧の 下 R 學 a 

聖淨二 門の 義を 

講究し、 康 安元 

年 二 十一 歲にし 

て 口述 二 卷を作 

$、 貞治 四年廿 

五歲 にして S 

し、 常 陸 法幢院 

祐存を 問うて 眞 

言を 受 く、 祐存 は師の 舅な うと 云 ふ、 又眞 源を 問うて 天台を 

受け、 月菴 天命の 二 禪師を 問うて 禪宗を 傅へ" 傍ら 唯 識俱舍 

因 明 R 及 ふ、 權禰宜 某に 神道を 學び 、麗 氣記鈔 を 作 6、 頓阿 

R 和歌を 學 CA 、 古今 集 序 註を 作る、 後、 圆融 天皇の 勅 召 R よ 

6 宮中に 淨土敎 を 說き 、且つ 和歌を 製して 上る、 鎌 倉 R 遊び、 


シヨ 1 ( 聖)  4 ノ 


建 it 寺に 於て 禪秫歌 一 篇を製 して 禪扉に 書す、 鹿 島 安居 寺 {C 
逝び、 顯 IH 記 t: 作る、 永 和 四 年了實 上人よう 宗脉受 け、 至 
11 二 年 千 葉貞胤 の 請に 赴き、 淨士 敎を說 く、 法 益來國 に遍し 
N 年 北 相 馬 曾 松 鄕に 於て 一家の 綱目を 提け 、頌義 本末 三十 一 
軸を 述 へ、 弟子 聖聰 R 附す 、同 三年 常 福 寺に 住持と な 6、 嘉 
慶 元年 七月 傳戒 論を 撰し、 又 十八 通を 輯 す、 明德 元年 頌義 見聞 
を 著し、 翌二年 心 具 往生 義を作 6、 同 三年 牲生 寺两瀧 法師の 
請に 因て、 下野 大底 山 R 至 6、 淨土敎 を 說 く、 是 より 先 建曆元 
年 八月 法然 上人 攝津勝 尾 寺 R 於て 淨 土の 敎相を を講 し、 聖覺 
法 tlj 筆記して 大名 目と 云 ふ、 聖冏 大名 目を 略して 略名 目圖を 
作う、 大底 山に 於て 乙れ を 講ず、 應永二 年糅鈔 四十 八帖 VJ 撰 
し、 三 平 直 牒十册 を 綴る、 同 六 年 九月 涇渭 分流 集を 作る、 當時 
佐 竹義秀 の亂を 避けて 下惶 山 R 隱れ 、念怫 を 事と す、 弟 - f 聖 
聰武藏 に增上 寺を 建立し、 師慶讃 の 法會に 請 せらる、 應永 二十 
二 年 二月 武藏 小石 川 R 一  寺を 建立し 幽棲す 後に 號して 無量 山 
傳 通院と 云 ふ、 同廿七 年 九月 廿七 日偈を 作うて 弟子に 示す、 日 
ふ、 放 行 把 住、 滿 八十 年、 即今 端的 知不識 、日曜 東 山 月 西 天、 と 
念佛 して 寂す、 壽 八十、 臘七 十三、 稱光 天皇 勅して 禪師 の號を 
賜は る聖冏 時人 稱して 三日月 上人と 云 ふ、 眉間よ 6 新月の 如 
き 光を 放つ 靈相 ある R 因る とて、 種々 靈異 の說傳 はれ-^、 (淨 
土總 系譜、 鎭流祖 傳 、淨土 傳燈錄 、東國 高僧 傅、 緇白牲 生 傅、) 
シヨ ー ケン 聖兼ーー £§ |ーー.〔三論宗〕大和東大寺の學僧な 
P、  聖虢 俗姓は 藤 原 氏、 太 政 大臣 家實の 子な $、 幼に して 
朿南院 R 入う、 族 兄聖實 大僧正に 就て 三論の 書を 讀み 、顯密 
二 敎の奧 旨を 究め、 東南 院 {C 住して 學 徒を 誘 掖 す、 後醍醐 寺 


シ 3 上 聖) ケ 


書辭 名人 家佛 本日 


CC 一六） 


、ン ョュ life ) ケ _ _ _ _ _ 

の 座主に 舖 し" 三寶 院を領 して 大僧正に 任す、 法務を 兼 管し、 
建治弘 安の 間 東大寺を 主と る Z1 と兩 次、 永 仁 元年 九月 十一 日 
寂す、 壽 五十二、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ ー ケン 聖賢 (一七 八 丸) 〔眞言 宗〕 山城 金剛 王 院の學 
僧な 6、 聖賢は 勝 覺の付 法な 6 著作 十八 帖 、諸 尊略頌 、具 
支灌頂 私記 並敎授 次第、 大師 廣傳〇 一卷) ぁう、 (諸宗 章 疏錄) 
〔考〕 聖賢は、 大治 頃の 人な 6 

シヨ ー ケン 聖 }恵( . ) 〔眞 言宗〕 大和 吉野の 僧な 6、 

聖憲吉 野 山に 住して 眞言 事相を 以て 聞 ゆ、 著作 金簿鈔 ぁり、 
金 峰 山の 金字と 簿 双紙の 簿字 とを 取 $ て 書名と なし y2 る もの 
な. 〇 と 云 ふ、 f 諸宗章 疏錄) 

シ 3 1 ケン 

聖憲 5i ?? 

〔眞言 宗〕 耙伊松 
來山 中性 院の學 
僧な う、 聖憲 
字は 定林 、和 泉 
の 人な う、 幼 R 
して 彌勒 寺の 實 

俊 僧都に 侍し、 

歲 弱冠に して 中 

性 院の增 喜に 隨 

a 、 密敎を 學ふ 

順繼賴 豪の 二 室 

に 出入して 益々 


、ン 3 1( 聖」 ゴ ー サ 


其玄 旨を 探う、 諸 流 兼ね 修めて 皆 洞 徹す、 後 中性 院の 院務を 
司と る、 衆に 推 3 れて學 頭と なる、 昌平 年中 病に 罹う、 大徹 
禪師の 慰問を 受け、 阿字 觀を 示す、 明德 三年 五月 三十日 寂す、 
壽八 十六、 著作 大疏 百條論 艸十卷 、自 證說法 十八 段論艸 一卷、 
釋論 百條論 艸十卷 、阿字 觀 法一篇 、五敎 章聽鈔 六卷 、王 心鈔 
一卷ぁ 6、( 結 網 集、 本朝 高僧 傳 、諸 宗意 疏錄〕 

ジ 3 1 ゴ 聖護 (一八 丸 6  〔淨 土宗〕 某 寺の 學僧 なり、 
聖護姓 は 草 野氏筑 後の 人な 6、 聖光 R 師事して 修學 す、 曆仁元 
年冬聖 光疾に 罹う、 師 之を 看護して 倦まず、 聖 光示 寂の 時自 
筆の 阿 彌陀經 を 付 せらる (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜、) 

シヨ 1コ1 聖辜， 一一 g 2s 〔戒律 宗〕 京都 雲 龍 寺の 律 僧な 
6、 聖皐 字は 竹巖 、俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な う、 正中 元 
年に 生れ、 十七 葳肊 して 剃髪し、 二十 三歲 にして 具足 戒を受 
け、 拙叟 珍の 法を 嗣ぎ 、兼ねて 密敎を 究め、 泉 涌 寺に 住す、 
文 和 年中 上皇 師を 召して 戒 法を 受 く、 師又寵 華院を 建て 其 開 
山と なる、 後圓融 天皇 深く 師に皈 依し 給 a 、 宮中 R 召して 受 
戒 し、 數寺に 幸して 聽 法す、 康應 元年 勅を 奉して 法 華 經を寫 
し、 懺 摩の 法を 修して 寶塔 R 藏む 、所謂 如法 經乙れ なう、 應 
永 九 年 六月 二十 七日 寂す、 壽七 十九、 臘 五十六、 著作 南山 敎 
觀 名目 二卷 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ S コ 1 聖 ベン チョ-- 辨長を 見ょ、 

シヨ ー サィ 聖濟(一丸ーー 〇 ) 〔眞言 宗〕 山城 慈 尊院の 五代 
な 6、 聖 濟は榮 尊の 潰 瓶を 得て 慈 尊院の 五世と な-^、 詔し 
て 權 僧正と なう、 高 雄 山 神 護 寺の 別當 となる、 付 法 二人、 榮 
海、 榮紹と S ふ ぁう、 (後 傅 燈廣錄 } 


一 •，一六） 


書辭 名人 家佛 本日 


シヨ-- サン 聖ーニ シヨ-サン 正 三を 見ょ、 

シヨ.- シン 聖信一-ーーー| 5§ » 0言宗〕山城勸修寺の1一十六 
代 長 吏な 6、 聖信 は從 一位 左大臣 房 通の 子、 伏 見 院二品 式 
部 卿貞康 親王の 猶子に して、 天文 十三 年に 生る、 寬欽法 親王 
の 室に 入うて 出家し、 弘治 年間 大 僧都に 任し、 永 正 年中に 長 
吏に 補す、 高 雄 山 普賢 院尊 進に 隨 s て 傳法灌 頂 位を 受けて 第 
三十 九祖 となり、 權 僧正と なる、 永 祿年 間大臂 都に 轉 し、 元龜 
年間 宣 して 淮三后 となる、 文祿 元年 三月 八日 寂す、 壽四 十九、 
慈 光 院と稱 す、 (後 傳燈 廣錄) 

シヨ！ シン 聖 匕 具 ショ-カィ 聖 海を 見ょ、 

シヨ S ジン 聖尋 c 一 九 A e 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 
う、 聖尋 俗姓は 藤 原 氏、 關白鷹 司 基忠の 子な う、 三 寶院に 
入りて 聖尊法 親王に 從 a て 落髮 受戒し、 四 度の 加 行を 修 し、 

| 兩 部の 灌頂を 受け 阿闍 梨と なう、 去うて 奈 良に 往き 、法相の 
義旨を 究め、 泉 南院に 寓 す、 後 大僧正 ic 任す、 文 保 初年 東 寺 
の 第一 長者と な 6、 尋 s で 法務を 掌る、 元 應の末 醍醐 寺の 座主 
に 補し、 傳法院 の 座主を 兼ぬ、 元享三 坧策大 寺 {C 住し、 其 終 
ると ころを 知らず、 (東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傳) 

シヨ ー ジン 聖、 深 ( . 〕 〔浄土宗〕 山城 淨華院 の 僧な 

う、 聖深 字は 阿緣其 鄕貫詳 かならず、 泉秀 に師爭 して 法を 

嗣ぎ、 淨華院 及び 金戒 光明寺に 住す、 寂年缺 く" 嗣 法の 弟子 

に 等 珍 あ 6" ( 淨土總 系譜) 

.ー シヨ ーシユ 聖珠 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 越 中崇聖 寺の 僧 2: 

一う、 聖珠 字は 南海 秀峯奇 に 師事して 法を 嗣 ぎ、 越 中 崇聖寺 

に 住す、 某 年 十一月 二十 九日 寂す、 (延 寶傳 燈錄) 


シヨ ー ( 聖 ) サ ！，！シ 


シヨ ー シユ 聖守 j is f  〔眞言 宗〕 大和 眞言 院の 中興な 
P, 聖守號 を 中道と 云 ふ、 奈 良の 人、 0 照の 俗 兄な 6、 十 
八歲に して 剃髪し 大悲 菩薩 V」 禮して 具足 戒を 受け、 兩 京に 遊 
歷して 家學を 究め、 醍醐 寺の 座主 憲 深ょぅ 密敎を 傅へ、 來南 
院 の樹慶 僧都に 三論を 聽き 、戒律 顯密 の學 {C 精通す、 初め 大 
和白毫 寺に 住し、 次に 眞言 院 、新 禪院を 開きて 瑜 伽の 道塲 とな 
す、 石淸 水の 檢校 行淸 新に 法圓 寺を 建て 師 請せられ て 開山と 
なる、 JF. 應四年 十一月 二十 七日 寂す、 壽七 十三、 臘 五十六、 
寺の 西北 隅に 葬る、 著作 酉 酉 大事 口 决一卷 あぅ、 門下 聖然惠 
談あ り、 (本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) \ 

シヨ ー ジユ  ■Ig  so 五一) 〔曹 洞宗〕 大隅永 興 寺 開山な 
6、’  聖壽 字は 量 外、 大隅蒲 生の 城主 淸種か 子、 俗姓は 藤 原 
氏、 幼に して 出家し、 普く 諸 名 宿 {C 參し 、後に 永 澤寺通 幻 寂 
靈に 師事す る 乙と 十二 年、 遂に 其 法を 嗣き 、辭 して 鄕に歸 る、 
郡 主 藤 原 氏 永 興 寺を 棘し、 其 開山と なろ、 某 年 正月 六日 寂す 
壽缺 く、 法 嗣無聞 聖音あ 6 、( 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー ジヨ 聖助 (一一 三 〇七) 〔眞言 宗〕 近 江 石山 寺 S 座主 
なり、 聖助は 退院 一位 賴國の 孫 刑 部 大輔賴 兼 朝臣の 子、 石山 
寺の 座主と な-^、 寬永 十三 年 入室し、 十七 年 得度す、 十八 年 
直に 法眼に 叙し、 卅一 年少 僧都 ic 任し、 正 保 四年大 僧都 {C 轉 
す、 (仁 和 寺 諸院家 記)  • 

シヨ.- シ T5T 聖昭 (ー セ 20  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 
僧な 〇、 聖昭 字は 大慈 房、， 一 ic 少 將阿闍 梨と 云 ふ、 鄕貫詳 
かなら す、 佛頂房 行嚴に 師事して 池 上 >1 闍 梨皇慶 流の 事 和 
を 究め、 後に 穴 太 流の 祖と稱 せらる、 寂 年幷 R 壽缺 く、 著作 

一 
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書辭 名人 家佛本  日 


(二一六） 
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| 十八 道 口 决四卷 西 圓鈔 二十 帖口决 あう、 C 台密 血脈 譜 、諸 宗章 
疏錄} 

シ 3 1 、 v 3 — 聖照 (一七 一一 六) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 律 
師な $、  聖 照は 成典 僧正の 高足な う、 县曆 年間 延殷 と共に 
仁 海 僧正の 灌頂 をを 受け、 治 曆二年 十二月 十九 日權 律師に 任 
す、 (續 傳燈 廣錄) 

シヨ^- ズィ聖 « .( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 

な 6、 畢：瑞 字は 一 曇と 云 ふ復菴 R 師事して 印 可を 付せられ、 
圆覺 寺ょ- 〇 南禪 寺に 昇る、 晚年 印を 解き - -L 福 山靈芝 軒 R 居す、 
寂 年缺く (延 寶傳 燈錄) 

シヨ— ゼン 聖禪 (一九二 四) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧 
なう、 畢禪 俗姓は 藤 原 氏 任 尊の 子な う、 常に 東大寺に あ $ 
て 三學 に 思を 凝らす、 時人 秀慧 顯範覺 雄と 共 R 四天王と 稱 す、 
尊玄 ic 師事して 華嚴を 學ぶ 、兼て 俱舍を 學ぷ 、又 京都 仁 和 寺 
R 寓して 翁 尊 行 遍二師 R 密敎を 禀 く、 後 城 西 R 常樂 寺を 構へ 
て 居す、 寂 年、 及壽缺 く (本朝 高僧 傳) 

シ fT ソ- 聖聰二 o§ g  S  土宗〕 武藏壻 上 寺の 開山な 

$、  聖聰 、號は 大蓮 社、 酉 # 、 下總千 葉の 人な $、 俗姓は 

平氏 千 葉 氏 胤の 一一 男、 女は 新田 氏、 貞治五 年 七月 十日 R 生る、 

幼名 德壽 九、 (一 說德 千代 九} 冠して 胤明と 云 ふ、 幼ょ-' 出家 

の 志 あ々、 庶兄滿 胤 家を 嗣 乃ち 母の 意を 受けて 千 葉の 明 

見 寺 R 役し、 眞言 宗を學 ぶ、 時 R 九歲な う、 後、 至 德二年 二 

月 十歲に して 橫曾 根 R 於て 犁冏 上人に 謁し、 淨土敎 を 受け、 

親附の 弟子と なる、 聖冏 上人よう 略頌 二藏義 等を 授けられ、 

尋で圓 頓戒を 授けら る、 明 德四年 十二月 十八 日 傅を 襲 a 、 後、 


シヨ ー( 聖 } y 


岩 殿の 大藏に 入りて 諸經を 通覽 し、 大 R 啓發 すると 乙ろ あ 6,、 
五畿内 地方 R 入うて 遍く 各山靈 蹟を訪 CA 、 後ち 故鄕 に歸 うて 
道譽 高し、 適 ミ武藏 貝塚に 地を 相し 一 寺を 建立して 三 緣山增 
上 寺と 云 ひ、 念佛の 道場と なす、 (慶 長の 初め 江戶 芝に 移 S る) 
應永十 年 九月 聖冏 上人ょ 6 宗脉を 授けら る、 十七 年 四月 行儀 

分の 講會 R 參與 
し、 見聞 八卷を 
作る、 永 亨五年 
無量 壽經要 註記 
二 -I 四 卷 、阿彌 
陀經要 註記 八 
卷 、觀 無量 壽經 
要 註 le 十六 卷を 
作る、 八 年當麻 
曼陀羅 鈔四 十八 
卷を 作る、 又 註 
記 見聞 十卷 、大 
原 談義 見聞 五 
卷 、五大 集金 明 

徹 髓論藏 拾遺 等を 作る、 永 亭十二 年 七月 十八 日 寂す、 壽七 十五 
臘六 十七、 (淨 土總 系譜、 鎭 流祖傳 、淨土 傳燈錄 、東 國萵僧 傅、 
三緣山 志、 緇白牲 生 傅) 

シヨ？ ソン 聖尊 ( . ) 〔眞一 一一 日 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

り、 聖 尊は 佐 渡 阿 闇 梨と 稱す 、京都の 人、 尙書基 俊の 子な 
う、 醍醐 山 R 入り、 禪惠 R 從 a て 灌頂を 受け、 密印を 付 せら 


(三一 六） 


書辭 人名 家佛本 日 


る、 (續 傳燈 廣錄) 

シヨ-ソン 聖尊. - oi gs c 眞言 宗〕 山城 醒醐 山 五十八 代 
の 座主な 6、 聖尊は 後二條 帝の 皇子 二 品 親王な う、 聖雲親 
王の 室に 入うて 出家し、 文 保 二 年 醍醐 山 五十八 世 座主に 補す、 
元德 元年 十二月 二十 六日 遍智院 に 於て 賢 助 大僧正ょり 傳法灌 
頂 職 位を 受け、 席を 聖尋 に讓 りて 遍智院 に 退く、 尋 きて 聖雲 
親王ょ 6 實 勝の聖 軌寶釐 を 相承す、 應安 三年 九月 二十 七日 寂 
す、 壽六 十七、 著作 初心 行者 用心、 音律 菁花葉 若干 卷 ぁり、 
(續傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

シ ms タツ 聖達 (一九 2 ) 〔淨土 宗西山 派〕 肥 前 知 恩 寺 
の 開山な う、 聖 達は 鎭 西の 人な 6、 俗姓 詳 ならず、 西 山 派の 
開祖 證空 上人 R 師事して、 淨 土の 敎義を 傅へ、 後 肥 前藤津 郡の 
原 山に 智恩 寺を 開き 住し、 講席を 張うた う、 示 寂の 年時享 壽歃 
く、門下聖觀ぁ6、其後を繼きた6、(淨土傳燈錄、淨土總系譜) 
シヨ 1 チン 聖珍〇 一〇 一四) 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 
う、 聖珍は 伏 見 天皇の 季子な う、 幼に して 醍醐 寺の 聖尋僧 
正に 師事して 三論 三密を 禀 け、 無 品 親王に 叙し、 奈 良の 東南 
院に 住す、 建武貞 和の 間に 三度び 東大寺 R 住し、 文 和 三年 秋 
東 寺の 長者と なう、 大僧正に 任し、 又 高野山の 金剛 三昧 院に 

住す、. 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ 1 チ ユ ー 聖忠 a 九 <5  〔眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者 
なう、 聖忠は 關白藤 原 基忠の 子、 幼 ic して 東南 院に投 し、 
聖兼 大僧正に 從 a て 剃 髮受 具し、 東大寺の 戒壇に 登うて 具 

足戒を 受け、 賴瑜の 室に 入 6 て 灌頂 法を 承く、 早く 三 藏に通 

し、 三 會の 講師と なり 电南院 に 住し 大に宗 乗を 調へ、 醍醐 寺の 


、ン 3 1 ヘ聖) y — チ 


座主に 浦して 大僧正 {C 任し、 德治 元年 十月 東 寺の 一長 者を 拜 
し* •延慶 元年 三月 東 寺の 法務を 領 し、 正應初 年よ 6 正 和 五 年 
に る 間、 頻に宣 旨を 賜 a て 三た ひ 東大寺を 管し、 法 柄を 
秉る 乙と 前後 十餘 年な 〇、 晚乐諸 職を 辭 し、 東南 院に 退去す、 
其 示 寂の 年を 知らす、 弟子 聖尋 あう、 師の 弟に して 師に從 a 
て 深秘を 盡 し、 正中の 初 醍醐 寺の 座主に 稀して 大僧正に 任す* 
嘉曆二 年 夏 東 寺 一の 長者に 補し、 元 亨二年 東大寺に 住す、 又 
傳法院 の 座主に 任し、 後 其 終を 詳かに せす、 (本朝 高僧 傳) 

シ 3 1 チ ユ 1 加 壬* シ H  -  n  ― 周 光を 見よ、 

シヨ ー デン 聖傳こ H; -i:: o: 〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 僧な う、 
聖傳は 昇 蓮 社 奉 # と號 す、 範譽 上人に 師事して 淨士敎 を 學び、 
元祿 十三 年 八月 六日 上人よ 6 璽書を 授かる， 初め 二傳 寺に 住 
し 次に 鎌 倉 光明寺に 遷る、 後 八幡 正 法 寺、 京都 知 恩 寺 等に 歷住 
し、 慶長 十五 年 正月 十八 日 寂す、 嗣 法の 弟子 あ'^ ^: 山と 云 ふ' 
(淨 土總譜 系) 

シヨ 1 卜聖徒 ミョ-リン 明麟 1: 見よ、 

シヨ！ トク タィ シ 聖德 太子  一一 j 5g 〔 . 〕 用 明 

天皇の 皇子な う、 聖德 太子は 初め 諱厩戶 と 云 ふ、 用 明 天皇 
の 第二 皇子な り、 母は 欽明 天皇の 皇女 穴 穗部間 人皇 后な り、 
敏達 天皇の 三年 甲 午 C 一傳 元年) 正月 元旦に 出生す、 皇后 大內 
を 巡行し、 厩の 下に 至うて 產す 、故に 厩戶と 名く と 云 ふ' 後， 
磐 余 池 邊宮の 南 上 殿に 居せ るを 以て 上宮 皇子と 云 ふ、 幼よう 
聰明 衆人に 超え、 百濟 等よ 6 舶載せ る 諸種の 書籍、 得る に隨 
うて 閱覽 し、 其義に 通達せ り、 用 明 天皇の 病に 罹り 72 まふに 
方 6、 晝夜 衣帶を 解かす して 看護し、 自ら 香爐を 擎けて 其 平 
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癒を 佛 天に 所禱 す'  二 年 天皇の 崩御した まふに 及 a て 厩戸甫 
めて 十四 歲 (傳 十六 歲) 悲哀 慟哭し、 數々 絕ぇん として 漸く 
蘇したり と 云 ふ、 大臣 蘇 我 馬子 等の 大連物 部 守 屋を攻 伐す る 
に 方う、 軍 後に あ. CN、 白 膠 木を 斫 6 て 四天王の 像を 刻し* 頂 
上に 戴み'  誓言して 日 ふ" 此戰爭 R して 勝たは、 必す寺 塔を 
建立して 四天王を 奉安せ ん "と 果して 守屋敗 死し、 馬子 等の 
軍大 R 勝つ、 仍て 厩戶 誓言を 踐み 、攝津 の 玉 造に 四天王 寺を 
建立し、 且つ 守屋の 子孫 從類 二百 七十 三人を 收めて 其 寺の 奴 
婢と なし、 1L つ 河 內攝津 なる 領地 十八 萬 六 千 八 百 九十 代を 收 
めて 其 寺の 資產 となす" 是れ寺 田 寺 奴の 始めな う、 爾 來廐戶 
は佛 敎の與 隆 R 意を 傾け、 馬子 等と 共に 經營 せう" 馬子の 大 
逆を 犯す R 方うて、 痛く 憂戚した る も、 誅戮を 加 へんと す 
る R 至らす、 推 古 天皇 元年 十九 歲 X 一  傳 二十 二歲) ic して 皇 
太子と なう， 且つ 攝 政の 要職に 當う 、一人に して 一時に 八 人 
の訟を 聞きて、 其 理を辨 する よ'^、 豐聰八 耳 命の 號 あ-^' 同 
二 年三寶 興隆の 大詔 出つ る R 方り 厩戶は 大臣 馬子 等と 共に 
乙 れを拜 し、 專 ら經營 せ- 〇/ 其 本願に か、 る 玉 造の 四天王 

寺を 難 波の 荒 陵 R 遷し 、改めて 建築の 工事を 起し、. 崇竣天 

皇 朝の 末に 來り穴 る百濟 の寺エ 等を 督して 一大 設計を なし ' 

且つ 用 明 天皇の 御 願 R か、 る 法 隆學問 寺の 工事を 起せ 6、 

同 三年 五月 高麗より 惠慈 、百 濟 より 慧聰 、相尋 S て 來 貢し 

たれは"， 厩戶 は禮 請して 佛敎弘 通の 事を 任す、 二 僧は 馬子 

の 本願に か、 る 法 興 寺の 新 堂に 留うて 佛敎弘 通し、 就中惪 慈 

は 厩戶 の禮 請を 受けて 經論 を講授 した 厩戶は 内典を 惠慈 

R 學 a 、 外典を 博士 覺哿 R 學 a 、 幷 R 通達し、 內 典は 法 華 維 
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摩 等の 諸經の 義理に 通達し" 數々 惪 慈の 驚嘆して 推服した る 
と 乙ろ な 6 と 云 ふ、 厩戶 百濟の 王子 阿佐の 來 貢を 喜 ひ、 宮室に 
引 S て 相 見る、 阿佐 其德容 R 接して 大に 推服し、 後、 肇寫し 
て 傅 f たう と 云 ふ、 同 六 年 (一 傳 十四 年) 四月 十五 日 R 勅を 
拜して 法 華 經勝鬉 經を講 し、 諸 王諸臣 連ょ 6 公民に 至る まで 
拜聽 する Z. とを 許され、 皆信受 して 歡 喜し 左 6 と 云 ふ、 厩戶 
は 其 講塲に 出つ る R 方うて は、 全く 出家の 風儀に 從 a、 袈裟 
を 掛けた う" 天皇 大 R 喜 a たま S、 播 磨の 佐 西の 地 五十 萬 代 
を 布施した ^ へ 6、 九 年 二月 斑媽 R 宮室を 造 營して 移 6 住す、 
十一 年 十一月 百濟 ょう 貢献した る彌勒 菩薩の 像 (一 傳に觀 世 
音 菩薩の 像と 云 ふ) を秦河 勝 ic 附し 、且つ 命して 葛 野に 蜂 岡 寺 
(後 R 廣隆 寺と 號 す) を 建立せ しむ、 同月 天皇に 請うて 大楣及 
び 靱を 作うて 旗幟に 繪く 、十二月 勅を 拜して 冠位 十二 階を 制 
定 し、 十二 年 正月 勅して 冠位を 諸臣に 賜 ふに 各 差 あ $、 四月 
厩戶 自ら 憲法 十， V 條を 制定し、 諸臣 に頒與 す、 其 第二 條 R 日 
ふ、 篤 敬- 1 三 寶 (三 寶者 (佛法 僧 也) 則 四 生 之 終歸、 萬 國 之極宗 
何 世 何人 非 ^ 貝 a 是 法 —'* 人鮮 -- 尤惡： 能 敎從 ，之、 其不 』歸= 三 寶 一 何 
以直 k 抂 、と、 盖し 冠位を 制定して 氏族の 習慣 制度を 打破し、 
憲法を 制定して 上下の 道德を 扶持 せんとした る もの R して、 
憲法 第二 條は其 主と し 佛敎に 依らん とする 意を 示せう、 十三 
年 四月 勅を 拜して 銅 繡の佛 像 一 丈 六尺なる もの 各 一軀を 造 立 
せ / L とし" 鞍作止利 R 其 工事 1: 命す、 高麗 王 其 盛擧を 聞いて 
黃金 三百 兩を 貢献せ う、 七月 厩 戶諸王 諸臣に 命して 褶を 着け 
しむ、 十四 年 四月に 至うて 像二軀 ，幷 に 狹侍皆 功を 駿ふ 、其 
銅像に 用 ふると 乙 ろの 銅 二 萬 三千 貳百 斤、 金 七 百 五十 九兩な 
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6 と 云 ふ、 Z. れ我國 R 於て 新規 摸を 以て 佛像を 造 立す る 始め 
なぅ、 同月 八日 大 に 齋會を 設けて 開眼の 供養を 行へ $、 同年 
七月 勅を 拜して 勝 鬉經を _ し、 三日に して 畢 ふ、 後、 岡本宮 
に 於て 法 華 經を講 す、 天皇 大に 喜 a y2 t s、 播 磨の 水田  一 §* 
町を 布施し ^ まふ、 乙れ 六 年の 擧の 同事 異傳と 毛 見 ゆると 乙 
ろ なれと も、 厩 
戸は 每年乙 れを 
講 せ / L を 誓 ふ / a 

れは 、數 々此盛 
擧ぁ -c\ /2 る もの 

なるべし、 十五 
年に 難 波の 四 天 
王 寺， 斑鳩の 法 
隆學問 寺 等 皆 落 
成す、 共に 工事 
十餘 年に 亘 6、 

金堂、 講堂、 寶 
塔 •食堂、 等の 
七堂伽藍 缺 くる 

なく、 結構 壯麗を 極め、 一世の 人目を 驚した ぅと 云 ふ、 四 天 

王 寺には 四天王を 奉安し、 法 隆學問 寺の 金堂には' 同年に 造 立 

し 穴る 藥師佛 を 奉安し、 用 明 天皇 か 崩御の 際の 本願を 果せう、 

同年に 中宮 尼寺、 片岡 僧寺、 等 皆 落成す、 厩戶は 天皇よう 布施 

した ま a y2 る播 磨の 地を 法 隆學問 寺中宫 尼寺 片岡 僧寺に 分ち 

て 納め， 殊に 法 隆學間 寺の 地を 四 分して 功德 分、 (佛 法弘通 の 
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料、) 食 分 • 學問 僧の 食料、) 衣 分、 (學問 僧の 衣料、) 主 分、 (堂 
塔の 修補 料-) となし、 永く 同 寺の 領 とせ 6-、 其 後 橘 尼寺 (後 ic 
菩提寺と 號す〇 池 後 尼寺、 (後に 法 起 寺と 號す、 ) 葛 城 尼寺、 (後 
に 妙 安寺と 號す、 ) 坂 田 尼寺 (後に 金剛 寺と 號 す、) 等 相尋 いて 
工事 落成す、 皆厩戶 の 經營に 意を 用ゐ /2 る ものな*^ と 云 ふ、 
十五 年 七月に 大禮小 野 妹 子を 隋に發 遣し 法華經 等を 求めし 
む、 翌 十六 年 四月 妹子隋 より 還うて 復命し、 且つ 隋の 使裴世 
淸等來 う 謁す、 九月 勅 あう 妹 子を 大使と なし、 吉士雄 成を 小 
使と なし、 國書 を 齎して 隋に發 遣す、 乙れ 我國 よ〇國 書を 外國 
に 送る 始めな 6、 盖し國 書は 歷戶の 草す ると 乙 ろ な*^、 大使 
小 使に 附し て留學 生留學 僧を 送る、 Z: れ我國 より 支那に 留學 
する 始めな う、 十七 年 妹子隋 よう 歸うて 復命し •支那 交通の 
端を 開き、 漸く 制度 文物 等の 輸入を 見る に 至る、 同年 五月 厩 
戸の 奏請に よう、 天皇 獸獵の 儀を 廢し 、菟 田野に 藥獵 す、 
盖し 藥獵は 藥草を 採集す るな 6、 二十 一年 十二月 片 岡を 巡行 
し、 偶々 飢餓に 迫うて 路傍に 困 臥す る 者を 見て 大に憫 み、 飮 
食を 與へ 、且つ 親ら 衣裳を 脫して 與へ乙 れを 慰め、 歌を 詠し 
て 日 ふ、 ぎ 立てる 片岡 山に、 飯に 飢て臥 在る をの 旅人 あはれ、 
親無し R 汝成 6 けめ や、 剌 竹の 君は や 無き 飯 {C 袅て乙 やせる 
をの ^ ひ と あはれ、 と、 是 等の 事實は 厩 戶の慈 仁なる 性情を 
察する に 餘りあ 6、 其德澤 乞丐 禽獸に 及べる ものと 云 ふへ き 
な. CN、 二十 八 年 十二月 馬子と 共 U 議 し、 國史の 編修を 企て、 
天皇 記、 國 記、 臣 、連、 伴 造、 國 造、 百 八十 部、 弁に 公民 等 
の 本 記を 錄 す、 乙れ 我國に 國史を 編修す る 始めな う、 三十 牢 
(一傳 二十 九 年) 二月 廿一 日妃菩 岐々 華 姬 甍 し、 其翌 二十 二 
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日 半夜 厩戶 斑鳩の 宮室に 薨 す、 壽四 十九な り、 其薨 する に 臨 
み、 推 古 天皇 ハ 勅問に 對して 遺言し、 熊 凝の 精舍を 盛に 興し 
て 皇統を 萬 世に 保護 祈禱 せんとを 願 a 、 王子 山背 王 等を 召し 
て 遺言し、 諸 惡莫作 諸 善 奉行 等の 數句 を附 す、 天下の 百姓 慈 
父 慈母を 亡 a たる 乙と く、 耕 夫は 耝を 止め、 舂 女は杵 を 止め 
て 哭 泣の 聲 街衢に 滿 T> たうと 云 ふ" 同月 磯長 陵に 葬う、 謚し 
て 聖德と S ふ/高麗の 惪慈 は國に あ-^ 1:- 訃音を 聞き、 僧を 請 
し、 齋を 設け" 大に 法事を 行 a 、 且つ 誓 a て 日を 期し、 厩戶 
の 後を 追うて 寂した うと 云 ふ、 厩戶の 著作 憲法 十七 條 、幷に 法 
華、 勝 鬣、 維摩の 三部 經の 義疏 世 R 傳へて 行は る、 (法王 帝說、 
日本書紀、 扶桑 畧記 、一代 耍 記、 皇胤 紹運錄 、古今 目錄鈔 、法 
隆寺 資財 帳、 廣隆寺 資財 帳、 東 院緣起 資財 帳、 古 京 遺文、 七大寺 
年表、 上宮皇 子 菩薩 傳 、太子 傳曆 、太子 傳秫闕 記、 太子 傳通 要) 
〔考〕 聖德 太子の 傳の 最も 確 實な るは 法王 帝說に 若くな し， 
今 主と し T 同書、 幷 に 日本書紀に 依う、 且つ 資財 帳 等の 確實 
なる 史 科を 參照 採集して 本篇 k 撰す、. 普通 R 用ゐら る、 太子 
傳曆以 下 後世の 書は、 唯一 面の 參考に 供し / 2 るな-^、 太子 出 

生の 年 R 關して 異說 あう、 太子 傳曆 等は 敏達 天皇 元年 壬 辰と 

すれと も、 今は 法王 帝說に 依 〇、 同 三年 甲 午と す、 薨去の 年 

に關 して 亦 異說あ $、 日本書紀 等は 推 古 天皇 廿九年 辛 己と す 

れ とも， 今は 法王 帝說に 依う、 三十 年 壬 午と す、 其餘に 異說 

の 考證を 要する 名の あれと も、 煩 R 涉るを 以て 略す* 

シヨ 1 ーン 聖仁 j ii M  S 言宗〇 紀伊 高野山の 學僧な 

う、 聖 仁は 大和の 人、 醍醐 寺の 勝覺 に從 a て 密印を 承け、 

遍明院 R 住し、 保 延五年 高 野の 檢校を 司と る、 同年 六月 十二 
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H 寂す、 壽八 十二、 c 本朝 高僧 傳) 

シヨー ニ ユ 1 聖人 C 一九 〇 四) 〔淨 土宗匝 山 派〕 信 濃 善‘ 兀 
寺の 僧な 6、 聖 入生國 俗姓 詳 ならず、 朿山證 入の 弟子 觀日 
に 師事して 淨 土の 宗義を 受け、 後 M 濃 善 光寺に 牲 S て 宗歲を 
弘演 す、 示 寂の 年月 □缺 く、 (淨土 傳燈錄 、淨 土總 系譜} 

シヨ If ン 聖然 一九 七； 一 〔三論 宗〕 大和 新禪 院の學 僧な 
う、 聖然 字は 道 明と s a 、 中道 守に 從 ひ 眞言 院に入 A て 剃 
髮受 業す" 圓 照證玄 の 二師に 就きて 禀具學 律し、 後 智舜に 嗣 
く三藏 に 通 すれと も獨 6 三論を 宗 となし、 空 宗の 中興と なる、 
新禪院 R 住して 宗旨を 弘 め、 正 和 元年 八月 十五 日同院 {C 寂す、 
壽缺 く、 著作 戒壇 院緣起 二十 卷 ぁう (本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 
傳) 

シユ 1 ホ— 聖法 一九 S: ハ 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な*^、  聖 
法は 其 氏族 詳 ならず、'  聖光に 師事し 出 離の 思 篤し、 只 師の風 
彩に 習て 正 行を 修 す、 弘安九 年 二月 十五 日 寂す'  享壽詳 なら 
ず、 (鎭流 祖傳) 

シヨー ボ ー 聖寶 j 細 ^ 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 開山な 
う、 聖寶は 大和の 入 (一に 讃岐の 人と 云 ふ) 光仁 天皇の 末 
葉な うと 云 ふ、 (一に 嗟峨 天皇の 末な 6 とも 云 ふ) 天 長 九 年に 
生れ" 十六 歲 R して 東大寺に 入う。 眞雅 僧正 R 師事し 度を受 
く、 次に 元 興 寺 R 入 6 て 願曉 圆 宗の 二師に 就 S て 三論を 學び 
東大寺 •牛 仁 {c 就いて 法相を 學ふ 、且つ 同 寺の 玄榮 (一に 支 永 
R 作る) に 就 S て 華厳を 受 く， 貞觀 十一 年 興 福 寺の 維摩 會講 
師に推 3 れ三 論宗の 一義を 立て、 衆議を 論破し、 其 名大 R 聞 
ゆ、 顯敎の 諸宗を 講究し 後、 再び 眞雅 僧正の 下に 歸 し， 
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眞言 宗を學 び、 秘密 儀軌； H 受けて、 諸國の 山川を 經 行し、 閑 
寂の 十-地に 至 6、 儀截に ょりて 苦 修錬 行す、 殊に 役 小 角 / > 跡 
を 慕 a て、 大和の 諸 高峯を 移 躋し 、金 峰 山の頂 上に ^ 剛藏王 
の 像 等を 造 tr 安置し、 且つ 吉野 川に 渡船を 設けて 薄. 躋り路 を 
閗 けり、 之ょ 6 小 角の？ ir m 大に 輿， 9、 修驗 道の 稍を 得る に 至れ 
傳へ 云ふ師 
山に 登濟 する 
に、 三 衣を 着す 
るは 煩は しきを 
以て、 三 衣の 種 
子 阿鑀呼 を 帛叚 
に 書し、 縫うて 
連 環し、 頸に 掛 
けこれ を 挿-子 袈 
裟と云 ふ、 後世 
略して 輪 袈裟と 
な- CN たりと 云 ふ 
貞觀の 末 醍醐の 
山中に 一 寺を 草 

創し、 修行 s 5t 塲 となす、 即ち 醍醐 寺な う、 眞雅 僧正 示 寂 後 其 

附 法眞然 僧正に 師事して 兩 部の 灌頂 r 受け、 尋て源 仁を 問う 

て 益 眞言の 秘奥を 究む ，寬平 二 年眞然 の推擧 によ 6 眞雅 僧正 

の 後を 繼 S て 貞觀寺 座主と なう、 且つ 東寺權 法務を 兼ぬ、 

延喜二 年 六月權 僧正に 進む、 南都に 至 6 東大寺の 修營に 力を 

盡 し、 •中 門の 二 天 王 像 長 二 丈なる を 造 立し、 南北の 衆 僧 一千 


シ 3 —  ( .聖. ) ホ 


二百 餘人を 請して 開眼 供養を 行 ふ、 東大寺 境に 朿南院 を 建立 
し， 三論 宗の本 所と なし、 自ら 其 第一 世と なる、 延喜六 年益 
信の 示 寂の 授 ^ 寺 一長 者と なり ft 正に 進み、 東 寺つ 諸 堂宇を 一 
佟 營 し、 且つ郇 菩薩の 形 像，' V- 造 立 安置す、 叫. 天 王の 開眼 供養； 
には 宇多 法皇 親' h 臨幸した まふ、 延喜九 年 六 H 老病 V- 以て 訊 
官 職， ^ 辭し 深 萆 の 普 明 寺 ,: 退隱 し、 七月 十六 日に 至 6 て 同 
寺 寂す、 壽七 十八、 勅して 御讀經 あり、 且詞布 二百 端を 一 
賜 ふ、 門下に 顯密 の學僧 輩出す、 就 屮 三論の 延漱 、眞言の 觀 
賢嫡 統と稱 せらる、 東 山 天皇 寬永四 年勒論 fo 源 大師の 號を賜 
ふ、 著作 疏鈔 、胎藏 次第、 五大 虛空藏 式法、 持寶 金剛 次第 各 
一 卷あ 6 古今 集に師 の 和歌を 收む 、(聖 寶 僧正 傅、 密宗 血脉鈔 . 
元亨釋 書、 傳 燈廣錄 、本糾 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

、ンヨ ー ボタ 如 キ •僕 ミョ-タィ 妙諦を 見ょ、 

シヨー マン  9 ョ-ジ rl ソ良 順を 見ょ' 

シヨー ユ 聖瑜 (二 一九二) 〔新 義 ift 言 宗〕 紀 伊大傳 法院の 
僧な う、 聖瑜 字は 玄 正、 俗姓 生國詳 かなら す、 十 輪 院に住 
し、 聖譽 に繼 きて 學頭 となる、 寂年歃 く、 (結 網 m) 

〔考〕 聖瑜は 天文 前後の 人な 5、 

シヨ ー ユー 聖融 (二 〇〇 〇) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な う、 聖融 字は 空識 俗姓 生阈詳 ならず、 中性 院聖增 の 
室に 入 6 學譽 あう、 中性 院第六 世の 祖と なり、 學 頭に 昇る、 
聖增の 灌頂記 五卷 V 節 略して 三卷 となし、 世に 行は る、 諸宗 
章疏錄 には 三卷 となせ 6、 寂年歃 く、 (結 網 集、 諸章宗 疏錄) 
〔考〕 聖融は 南北朝時代の 人な 6、 

シヨ.- ヨ 聖譽.  一. A: ;; -t: 〔眞言 宗〕 钯 伊 金剛 峯 寺の 僧な り、 

シヨ— (聖〕 ボ ヨ 


書辭 名人 家佛本  日 


C 八 一〕 


シ m 上 聖 '勝) 


聖譽 初め 仁 和 寺に 居ぅ、 後、 高野山に 遷 る、 時の 人 西 谷の 勝寶 
房と 稱 す、 入壇灌 頂の 後 千日 十 座の 法 己に 九 百 九十 九日を 充 
穴 し、 仁 安二 年 二月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳、 高 
野 往生 傅) 

シヨ ー ヨ 聖譽 〇 二 九 一一) 〔新 義眞 言宗〕 紀伊大 傳法院 の 
僧な 6、 聖譽 字は 深 音 俗姓 生國詳 かならず' 十 輪院に 住し、 
學頭 R 昇る、 寂年歃 く、 C 結 網 集) 

〔考〕 聖譽は 天文 前後の 人な 6、 

シヨ 1m 聖 寒！！ -: 1: 四 一 〔淨 土宗〕 丹 波正覺 寺の 開山な ぅ、 
聖譽は 江戸 下 谷の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 廓 源の 法を 嗣 ぎ， 
丹 波 中 山に 正覺 寺を 創して 開山と なる、 天 和 元年 二月 十三 日 
州の 黑井稱 名 寺に 寂す、 (淨 土總 系譜) 

シヨ— ヨ 聖 » ( . ) 〔淨土 宗〕 京都 知 恩 寺の 僧な-^、 

聖譽は 千 蓮 社と 號 す、 其 鄕貫詳 ならず、 超 譽聖欽 上人に 就て 
法を 嗣ぎ 、八幡 正 法 寺 R 住して 第 十 世と なる、 後％ 後柏原 帝 
の 詔を 奉して 京都 知 恩 寺 R 住す、 寂 年 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 
シ 31 3 聖寒 I キョ- ジ d  > 慶 順を 見よ、 

シヨ 1ヨ 聖 擧 1 1 ー ブ- ァン 貞 安を 見よ U 

シヨ-* 3 聖 # • ロ ド- 魯 洞を 見よ、 

、ン 3 1ヨ 聖擧 1==> ク ヮク ホ-靡 法を 見よ、 

シ？  H 勝惠  I IS AA  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 

勝惪は 太 政 大臣 公助の 子、 正 應五年 東 寺の 長者 R 任し、 永 仁 

二 年 正 僧正に 轉 し、 同 十一月 寺務 法務 R 補す、 後 護持 僧と な 

う、 同 三年 大僧正と なる、 正 安元 年 二月 八日 寂す、 壽 五十二 

(東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 御 傅) 


、ン 3 1 (勝) H  — キ 

シヨ ー エン 勝圓 (一 三條 一流の 佛エ なり'  勝 
圓は長 俊の 子な う、 法眼に 叙せ ら る、 康治久 安 年代の 人な な 
6  ( ^fl 記 日記) 

シヨ 1H ン勝圓 ジ ユ ソヶ- 順繼を 見ょ、 

シヨ ー カク 勝覺 一一 - t-t A- 尬 〔眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 6、 
勝 覺は源 浚 房の 子な う、 醍醐 寺 座主 定賢に 師事して 密灌 頂に 
入う、 又 義範範 俊に 從 a て 益 其 蘊奥を 究む 、初め 三寶院 R 住 
し、 應德二 年 醍醐 寺 座主に 補し、 寬治六 年廣隆 寺 {C 住し 長 治 
元年 東大寺 R 移つ る、 二 年 春 彗星 出て し 時勑を 奉して 仁王 經 
法を 修 す、 嘉承二 年權少 僧 郡に 任す、 天 永 三年 六月 神泉苑 R 
請 雨經の 法を 修し 、大に 賞 賜 あり、 永久 五 年 夏 亦 神 泉苑に 雨 
を禱 る、 保安 元 年少 僧都と なう、 天 治 元年 春 東 寺の 長者に 11: 
す、 翌年 春 法務を 兼ね 尋きて 寺 務を領 す、 夏 五月 三條 殿に 孔 
雀經 法を 修して 皇后の 產を 祈-^、 權僧止 R 任す、 此年 再 a 東 
大寺 R 補し •住持 前後 十四 年な 6、 大治四 年 春 病 R か、 う、 
四月 一日 寂す、 壽七 十三、 弟子 ニナ 四 人、 定 海、 賢覺 、聖賢は 
皆英悛 にして 三人 各 一家を なし、 醍醐 寺の 密派 分れて 三と な 
る、 (東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傅) 

、> 5r l ガン 勝 山 品 シユ •シユ 宗殊を 見ょ、 

シ tnl キン 勝 均 ( …… ) 〔法相 宗〕 大和 西大 寺の 學僧 
f、 勝 均は 西大 寺に 住して 法相の 宗義を 講す、 著作 註樞要 
二卷 あう、 (諸 宗章 疏錄) 

シヨ！、 キヨ 1 勝堯 (一三 八 〇)〔 . 〕 奈 良の 僧な 6、 

勝 曉は轉 經唱禮 に 長ず、 養老 四 年 十二月 唐 僧 道 榮幷に 勝曉に 
詔して、 轉經 唱禮の 法を 正 ざしむ、 示 寂の 年時缺 く、 (續 日本 


(九 一六） 


書辭 名人 家佛 本日 


紀) 

シ ml キヨ ー ィン 勝 行 院 ゲン ォ-玄 雄を 見よ、 

シヨ 1 ' ク勝虞 | ?| 一  j 一一: 法相 宗〕 大和 元與 寺の 學僧な -=、 
勝 虞 俗姓は 凡 直 氏 阿波 板 野 郡の 人、 初め 行 基を 師 として 法相 
を學 S、 後 尊應に 從 a て 深く 蘊奥を 究め、 善く 唯識因 明に 通 
す、 元 興 寺 R 住して 宗義を 張る、 延曆 二十 四 年 正月 桓武 天皇 
の 不豫の 際、 勅に より 召 § れて 法を 說 く、 弘仁二 年 六月 某日 
寂す、 壽 八十、 法 弟 護 命、 守 印、 慈寶 、泰演 あう、 (本朝 高僧 傅) 

シ n 丁 ケン 勝 賢 Ai g o- 〔眞言 宗： 一山 城 東 寺 一一の 長者な 
6、 勝 賢 初め 勝 憲と呼 ひ、 岳 東 院侍從 僧正と 稱 す、 本と 仁 
和 寺の 越 中 法印最 源の 弟子、 給 事 中 通憲の 子な う、 平 治 元年 
四月 十六 日 三 寶院に て 置 運 傳法職 位を 受 く、 時 {c 二十歳な 6、 
永曆 元年 五月  一 H 醍醐 山 十九 代の 座主と なう、 又 常 喜 院心覺 
に 謁して 諸 尊の 秘訣を 受 く、 應保二 年 四月 故 あ* CN て 高野山に 
逃る、 壽永 元年 十月 十五 日 詔して 醍醐 山に 歸 へらしめ、 二十 
三世 座主に 補す、 之よ-^ 先き 仁 安二 年 正月 少 僧都と な-^、 嘉 
應二 年少 僧都を 辭して 師最 源に 遜つ る、 承 安四 年 十二月 大僧 
都 {C 任し、 治 承 二 年 五月 勅して 座主に 稀す、 但し 還秫な るが 
故に 官符 なし、 暫く 無量 光院に 在-^、 三年 法 印に 轉す 、十二 

月 座主 職を實 海に 讓 6、 覺洞院 に 退 閑す、 此間 寺務を 執る 乙 

と 二 年な う、 文治 元年 八月 櫂 僧正と な 6、 三年 十二月 二十 一 

日 東 寺 二の 長者に 加 補す、 四 年 三月 二十 九日 長者 及 S 權 僧正 

を 辭し 、十月 座主を 實繼 4C 讓 6、 建久 元年 六月 二十 二日 寂す、 

壽五 十九、 莘作灌 頂 秘訣 一卷 、及 a 六月 抄 あう、 (續 傳燈 廣錄) 

シヨ ー ケン  §^需心 シヨ 丨ケッ 勝 賢を 見よ、 


、 V ヨ ー ( 勝)、 キ ー グ 


シヨ ー コ ー 勝 咬 (10〕 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當 
な- CN、  勝 咬は 出家して 華 嚴を寧 び、 寬平 二 ^ 三月 五日 東大 
寺 別當に 任し、 同年 五月 二十 二日 寂す、 壽献 く、 (東大寺 別 當 
次第) 

シヨ 1 コ 1 勝 光 ニ チョ-日 耀を 見よ、 

シヨ ー ゴ 1 » @ チョ-- ーユ- 長柔を 見よ、 

シ 31 サン 勝算  蓮  〔天台宗〕 京都 修學院 の 僧な 6、 
勝算 俗姓は 滋野 氏、 京都の 人な- CS、 十四 歲出 家して 運昭 に 止 
觀を學 び、 餘慶 に灌 頂を 受 く、 播 磨の 剌史佐 公行 洛 北に 修學 
院を瘸 し、 師を 開山と す、 一條 帝 上げて 官 寺と せらる、 師甞 
て 靈夢 によぅ 自ら 等身の 不動 尊像を 刻みて 安置す、 正 曆二年 
園 城 寺の 長 吏に 補し、 長 保 四 年權 僧正に 任ず、 寬弘八 年 八月 
二十 二日 (或は 十月 二十 九日と も 云 ふ) 門人を して 彌陀 の寶 
號を唱 へしめ、 自ら 彌陀 の大呪 を 誦して 寂す、 # 七十 三、 臘 
六十 一、 病中 it 朝廷 智觀 の號を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ ー シン 勝 信 j s -ts 〔眞言 宗； 一京 都 東 寺 七十 二 代の 
法務な 6、 勝 信は 福 岡 僧正と V' ふ、 光明 峰 關白藤 原 相國准 1 二 
后 道家の 子、、 嘉禎 元年に 生る、 幼に して 東大寺 尊 勝 院に入 6 
て 出家す、 時に 年 十一な 6、 乃ち 勸修寺 道 寶の資 とな 6、 寬 
元三 年 五月 權大 僧都に 任し、 寶治二 年 大僧正 R 移つ る、 四 度 
の 大業 訖 ぅて 建 長 中 法 印に 任し、 五 年 勸修寺 十二 世の 長 吏に 
補し、 牛車の 宣を li ふ、 六 年 四月 五 B 榮然に 傳法灌 頂を 受け、 
文應 中 {C 長 吏を 辭 す、 文 永 三年 十月 廿 六日 聖 基に 秘密 具 支 ® 
頂を 受け、 小 野 流の 第 廿五祖 となる、 六 年權 僧正 R 叙し、 十 
一年勸 嗲 寺の 檢校 となる 弘安 元年 正月 十四日 正 僧正 {C 轉 し、 


シシ 1 、勝}コ.！シ 


書辭 名人 家佛本 日 


C 〇二 六) 


シ 31 「勝) シ. 


三年 八月 東 寺 二の 長者 R 加 任す、 四 年 八月 朿大 寺の 別當 とな 
$、 又勸修 寺の 長 吏 R 復 す'  道 寶師に 無上の 寶篋を 附 す、 五 
年 十月 詔して 東 寺 七十 二 代 長者 法務 僧正に 任し、 護持の 國師， 
となる、 六 年 六月 月蝕を 祈うて 大僧正 (C 轉 し、 七 年 二月 之を 
辭 し、 十 年 五月 牛車の 宣を 賜 a 、 七月 長 吏を 信忠に 馬し、 四 
日 寂す 壽五 十三 慈 金剛 院と稱 す、 (後 傳 燈廣錄 、本朝 高僧 傅) 
シヨ ー シン 勝 心 (一八 九 七) 〔眞言 宗〕 京都 三 寶院の 僧な 
う、 勝 心は 京都の 人、 其姓詳 かならず、 最も密 典に 精し く 
三 寶院に 住 じ、 後、 高 野の 檢校 となる、 嘉禎 三牢職 を辭 し、 
其 終る と ^ ^ を 知らず、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ— ジュン  順 シン ショ 丨眞 性を 見ょ、 

シ 3 1 ジヨ ー 勝 成  一- A-fc ^  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當 
なう、 勝 成は 其鄕貫 師承詳 かならず、 承 元 二 年 十二月 別當 
に 任じ" 拜堂な くして 同 三年 六月 二十四日 寂す、 壽七 十八、 
(三 井 續燈記 ) 

シヨ-ジヨ！勝乘|一1涵 §| 〔眞宗〕播磨常德寺の住持な 
う、 勝乘 は播磨 護持 村 本 誓 寺 密嚴の 弟な 6、 少に して 父母 

を 失 ひ、 兄の 敎 育を 受 く、 二十 二歲に して 學林に 入 諸 匠 
の講 席に 陪 し、 或は 學 徒の 爲めに 私 かに 自他の 書を 講授 せう、 
文化 十一 年 安居して 天台 佛心印 記を 附講 し、 文化 十三 年龜山 
本德寺 主の 薦に 因うて 同 國神東 郡 御 立 村 (船 律} 常德 寺 (C 住 

す、 學階 創設の 後司敎 に擢 てらる、 天 保 十一 年 安居 副講 し、 

觀經散 善 義を講 す 秋に 及 a て 伊勢 學 徒の 講に 應し往 きて 略 

文 類を 講 し、 其歸途 病を 得 京都の 旅 宿 R 着し、 數 日に して 寂 

寸 、壽 六十 二な う、 著作 義林總 料簡 童 略記、 佛心 印記講 翼、 


シ 3 1 ( 勝)、 ン — 二 


各一卷 あり、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

シヨ ー ;、 ンヨ！ イン 勝定院 サィ チョ i 齊朝を 見ょ、 
シヨー セン 勝 ® (… ：… ) 〔華厳宗〕 大和 尊 勝 院の學 僧 
なう、 勝暹は 俗姓 生國を 詳に せず、 勝 快に 從 a て 華 嚴を問 
尋 し、 三 會の講 を經て 尊勝院 に 住し、 華嚴を 敷說 す、 寂 年 及 
CA 壽缺 く、 高弟 嚴 意" 頁覺の 二人 其に 光智 五世の 孫な うと い 
ふ、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ ーソン 勝 尊 (一九二〕 〔眞言 宗〕 山城 醍麵山 第三 十 
四 代の 座主な 6、 勝 尊は 松 殿 僧正と S ふ、 宇治 小 松 相國の 
孫、 師家の 子、 寛 元三 年 十二月 宣して 醍醐 山 三十 四 世 座主と 
なう、 廿 九日 官符を 下し、 四 年 三月 十一 日拜 堂す、 寶治 元年 
五月 廿 二日 祈 雨の 功 5: 賞して 阿 闍梨ニ ロを 賜 ふ、 建 長 111 年 六 
月 四日 寺務を 訖へて 法 性 寺の 坊に 移つ る、 寂 年缺 く、 (續 傳燈 
廣錄) 

シ？ F1  勝 道 (一四 八 三.〕' 〔 . 〕 下野 神宮 寺の 開山 

なり、 勝 道俗 姓は 若 田 氏 下野 芳賀 郡の 人、 夙に 出家して 道 
業を 修し 、戒範 を 持し、 意 興 法 ic あ 6、 洲の稀 陀落 山に 地を 
相し、 天應 三年 神宮 寺を沏 し、 經 像を 安置す、 居る Z: と 四 年、 
道譽 四方に 高し、 桓武 天皇 勅して 上野 講師に 任す、 師都賀 郡 
に 華厳 寺を 造う、 州 民を 遊 化す、 大同 二 年 夏 二 荒 山 R て 雨を 
祈 6 靈應 あり、 弘仁 末年 壽七 十餘 にして 寂す、 後、 弘法 大師 
空 海 師の道 跡を 慕 ひ 二 荒 山に 登る、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ ー ニ m 勝 如 ( …0  1: . 〕 攝津 彌勒 寺の 僧な 

う、 勝 如 俗姓 不詳 攝津 彌勒券 中 R 一草 庵を 結 a て 蟄居し、 
十餘 年の 間 言語を 禁斷 す、 偶 夜中 人 あ 6 柴戶を 叩く、 勝 如 言 


(一二 六) 


書辭 名* 人家 佛 本日 


語を 忌む を 以て 問 ふを 得ず、 唯 咳 聲を以 て 人 あるを 知らし む、 
戶外の 人 日 ふ、 我は 是れ播 磨 國賀古 驛邊に 住する 沙彌敎 信な 
う、 今日 極樂に 往生 せんと 欲す、 上人 某 年月 其迎を 得べ し、 
Z1 れ を吿げ むが 爲 R 來 るな*^、 と、 言訖 うて 去る、 勝 如驚恠 
し、 明旦 弟子 僧 勝鑒を 遺は し 彼 地に 尋ね、 眞 僞を驗 せし む、 
勝鑑歸 う來 りて 日 ふ、 驛 北の 家 竹廬 あう、 廬前 死人 あう、 群 
狗競 食す、 廬内 (C 一老 嫗一 童子 あう、 相 共に 哀哭す、 老嫗語 
うて 日 ふ、 死人は わが 夫 沙彌敎 信な 6、 一生の 間 阿彌陀 の號 
を 稲し、 晝夜 休まず、 己の 業と なす、 隣 里の 人々 皆 呼びて 阿 
彌陀 九と なす、 今 我れ 老後 相 別る V を 以て 哀哭す、 此 量子は 
即ち 敎 信の 子な う、 云云と、 勝如此 言を 聞て 自ら 謂 ふ、 我れ 
言語な し、 敎 信念佛 する R 如かず、 故に 聚洛に 往詣 し、 自他 
念佛 し、 他日 R 及びて 入寂す、 (往生 極樂 記、 元亭釋 書、 本朝 
高僧 傅) 

〔考〕 彌勒 寺は 淸和 天皇の 朝に 改めて 勝 尾 寺と 號す 、今は 眞 
言宗の I 名刹な 6、 

シヨ ー ハン 勝範 1 15 $  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 勝範 俗姓は 淸似氏 近 江 野洲の 人な う、 初め 座キ 覺慶に 
從 a 後 都 率 院の覺 超を 師 とし、 天台宗を 學ふ 、尤も 止觀に 精 

しく、 義釋 多し 師寶 持院に 居うて 大に慧 心の 道を 唱 へ、 延久 

二 年延曆 寺の 座主 R 住す、 承® 元年 正月 十八 日 寂す、 壽 八十 

二、. (本朝 高僧 傳) 

シヨ 1 フク ィン 勝福院 コ- ィソ 興院を 見ょ、 

シヨ！ ヘン 勝 遍 (： ■ ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和寺理 符 院 
の 開山な 6、 勝遍 初め 信 偏と S ふ、 中 太夫 源 信 時の 子な り、 


シヨ ー( 勝) ハ ー へ 


寬遍の 心 印を 承け、 仁 和 寺 理智院 を 開きて 祖 となり、 太 元 阿 
闍梨に 任す、 付 法の 弟子 良遍 一人 あぅ、 (傳燈 廣錄) 

シヨ ー ホ ー 勝法( . ) 〔淨 土宗 U 祖源空 上人の 弟子 

f，.  勝 法 俗姓 詳 ならす、 源 空 上人に 師事して 淨十- 敎を受 
く、 書 事に 妙に して、 上人の 像を 寫す 、上人 自ら 讃を 書して 
其 妙技を 賞した 6 と 云 ふ、 示 寂の牢 月日 缺、 (淨 十傳 燈錄} 
シヨ 13 勝譽 ヵォ ク珂 憶を 見よ、 

シヨ ー ヨ 勝 寒 I クォ- 舊應を 見よ、 

シヨ 1ヨ 勝擧 (=1 シ 1 V 才 ，俊 雄を 見よ、 

シヨ 勝 寒 I ヘキ サン 碧山を 見よ、 

シ 31 イン 證 印  一一 錢  〔眞 W 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
ぅ、. 證印號 は大乘 傅 法 院の學 M となる、 學顯密 を 統べ、 密 
嚴院 R 住し 文治 三年 七月の 初め 寂す、 壽 八十、 (本朝 高僧 傅、 
高 野性 生 傅) 

シヨ ー ヱ 證賺 j ^ l  〔淨土 宗西山 派 3 山城 淨 金剛 院の 
開山な リ、 證慧 字は 道 觀と云 ふ， 京都の 人、 文章 博士 孝範 
の 猶子な 6、 初め 證空 上人の 弟 - f 證 入に 從 a 、 後證空 上人 ^ 
師事して 淨土敎 の 奥義を 受け、 法 化 盛んな 6、 後嵯峨 天 阜の 
敕請を 拜して 法 門を 說き 、天皇の 本願に よ 6 嵯峨小 倉 山の 麓 
に淨 金剛 院を 開き、 第一 祖とな る、 善導 和 尙の觀 無量 壽經疏 
等の 記を 作 6 て 弟 十に 與ふ 、弟 - f 道念 等 あ 6、 門 業 一時 盛ん 
なう、 乃ち 嵯峨 流と稱 す、 文 永元牢 五月 六日 寂す. 壽七 十、 
著 怍淨土 名目 二卷 行る、 (淨 土總 系譜、 淨土傳 燈錄、 吉水 實錄、 
淨土承 繼譜) 

シ ml ガク證 覺ゲン ニ ン玄 忍を 見よ" 


シヨ ー(勝、蔚) 
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(: ニニ 六） 


_ シヨ— C 證) ケ—ク  _ _ シヨ— (證) 夕ーゲ 

シヨ ー キヨ？ 證慶  一一 W OH W  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 


う、 證慶は 其 鄕貫詳 かならず、 珍玄 {C 從つて 宗義を 學び 、聞 
くと 乙ろ の 法皆鈔 を 著す、 曆仁 元年 十一 n 圆淨を 拜して 灌頂 
を 受け、 本 寺 題 者 並大學 頭と なう、 寬元四 年 九月 四日 寂す、 
壽七 十七、 (三 井續灯 記) 

シヨ ーク —證空 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

う、 證空其 俗姓 國詳 かならず、 幼に して 園 城 寺の 智興阿 闇 
梨に 師事して 顯密の 法を 禀け、 後、 常住 院を鄉 して 其 開山と な 
る、 寂 年、 及壽 欠く (本朝 高僧 傳) 

シヨ！ ク— 證空一 一；^ - t-fc 淨土宗 西 山 派の 開祖な 〇、 
證空 字は 善慧 、俗姓は 源氏 加賀 守親季 (入道 證玄) の 長男な 
う、 治 承 元年 十一月 九日を 以て 生れ、 建久 元年 四月 十四 歲に 
して 出家の 志 禁じ かたく、 吉 水に 至 6 て 源 空 上人に 謁し 得度 
して 解 脫と號 す、 後 笠 置 山の 解脫 上人 貞慶 に 同し きを 以て 改 
めて 善 慧と云 ふ、 乙れ ょう 上人に 親附 して 淨十： 敎の宗 義を受 
く、 建 久九年 二十 二歲 にして 菩薩戒 を 受け、 且つ 諸 高 德を歷 
問して 顯 密の敎 義を學 ふ、 即ち 顯敎を 願 蓮に 受け、 密敎を 政 

春、 慈 圓 、公圓 に 受く 、源 空 上人 選槔 集を 著す に 際し、 勘 文の 

任に 當 る， 正 治 元年 六月 選擇 集を 相 國藤原 兼實の 第に 源 空に 

代りて 講ず、 同 二 年九條 道家の 請に ょ 6 觀 無量 壽經疏 十卷を 

作り 呈 進す、 建 保 元年 慈圆 僧正の 意を 受けて 西 山の 善峯 寺に 

住し、 盛んに 淨土敎 を 說 く、 同 二 年 白木 念佛の 法語を 著す、 文 

曆 元年 正月 以来 大藏經 を 讀 誦す、 寬元 元年 後嵯峨 天皇の 敕請 

を拜 して 淨土敎 を 宮中に 說き 、且つ 菩薩戒 を 奉る、 仝 年敕し 

て 彌天 の號を 賜 a 、 觀喜 心院を 創立し、 鎭護國 家不斷 說戒の 


敕願 寺と なす、 仝 二 年道覺 親王の 請に よう 鎭勸 19 心と 名く る 
法語を 作る、. 尋で 皇太后 {C 解を 奉う、 ■且 和字 念佛 法語を 作る、 
後に 女 院御鈔 と 云 ふ もの 乙れ な-^、 寶治 元年 十一月 疾 ぁう、 
二十 五日 門人を 集めて 法要を 說 き、 二十 六日 門人と -da: ハに 阿彌 
陀 經を讀 誦し、 念 佛 二百聲 にして 寂す、 壽七 十一、 臌五 十七 
門人 塔を 西 山三鈷 寺に 建て 華 臺と云 ふ、 著作 觀經疏 秘訣鈔 二 
十卷 、觀門 要義鈔 四十 八卷 •曼陀羅 註記 十卷 、四十 八 願鈔、 
修業 要訣、 選擇密 要訣 五卷等 ぁう、 寬政八 年 八月 敕謚 鑑知國 
師の號 を 賜 ふ、 (西 山上 人緣 起、 法然 上人 行 狀書圖 、淨 土傳燈 
錄、 淨土總 系譜、 佛 敎各宗 綱要) 

—、STf ン證觀 .一七 九 六 「天台宗〕 近 江 三 井寺の 學僧 
なり、 證觀は 源 俊 房の 子な う、 少に して 園 城 寺 ic 入-^、 淨覺 
法 印に 從 ひて 落髮 得度し" 經 疏を硏 く、 應德二 年 冬法叹 寺の 
勸學 講の豎 者と な'^、 承 德二年 靑龍院 の 最初の 阿闍 梨に 補す、 
最勝 會の聽 衆を 經て 二會の 講師と なり、 五 年 冬 最勝會 の講を 
司と り、 康和 二年權 律師よう 少 僧都に 昇る、 嘉 承の 初め 更に 
大僧 郡に 轉 し、 法 印に 叙す、 長 治 元年 摆 題の 宣を 豪む 6 しも 
山 徒の訴 に よりて 止む、 天 治 元年の 最勝會 に 講師と なう、 興 
福 寺の 勝 越と 問答す、 同 七月 瞻西 上人 雲居 寺を 建て 八 丈彌陀 
の 像を 慶讃 する 時、 師 請せられ て 導師と なる、 天 承 二 年最勝 
會 の證義 とな 6、 長 承 元年 法 勝 寺 八 講會を 主と る、 三年 八月 
園 城 寺 金堂の 落慶 供養 會に 導師と なる、 保 延二年 二 月 十 【日 
寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シヨ.- ケン 證賢一 一一 g or. ES 〔淨 土宗〕 山城 淸淨 華院 第五 代 
なう、 證賢號 は 向 阿、 別に 是 心と 云 ふ、 俗姓は 源氏、 父は 
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安藝 守 武田時 綱、 母は 遠 江 守 朝 綱の 女な う、 童 名は 德光 九、 甲 
府に 生る、 建 治 三年 十一月 相 摸 守 時宗 鎌 倉に 於て 加冠して 信 
宗と 名け、 伊豆 甲斐 駿河 安藝 等の 守 / 2 6、 俗世の 榮盛を 樂ま 
ず、 遂に 園 城 寺に 登うて 得度し、 諸 典を 硏究 し" 後、 京都に 
入う 淨土 敎に歸 し、 禮阿 R 師事し、 尋て淸 淨華院 に 住す、 平 
生 和歌を 嗜み 、其 道に 通ず、 勅を 奉して 集を 選す、 弘安十 年 
離山の 詠を 如意の 門 桂に 書して 日く、 於 茂 比多津 古路 茂 能 伊 
路波字 寸貝登 茂 可 惠良自 茂 能 興 寸美曾 女 能 曾 天、 乃ち 隱遁し 
て 双 岡に 棲 止す、 後 往生 至要 决一篇 を 製し 代々 相 傅の 的 旨を 
述ぶ 、草隸 を 善くす、 貞和 元年 六月 二 □双 岡 池 上の 西 光菴に 
於て 念佛 して 寂す、 春秋 八十 三、 著作、 皈命 本願鈔 三卷 、西 要 
鈔二卷 、父子 相 迎二卷 、(鎭 流 祖傳、 淨土總 系譜、 蓮門經 籍錄) 
〔考〕 三 井 績燈記 等に 依れば、 建武 三年 六月 二日 寂、 壽七 十一 
なう、 且つ 本 文武 田 時 綱と あるは 附會な A 信ずべ からず、 
シ？ ゲン 證玄一 一 * A S  〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
6、 澄 支 字は 圓律其 俗姓 生國詳 ならず、 常 喜院覺 盛に 依り 
て 剃髮 し、 嘉禎 三年 秋 沙彌戒 を 受け、 次に 具足 戒を受 く、 時に 
十八 歲な 6、 寬元 年中 家 原 寺に 抵 う、 別受の 法に ょうて 重ね 
て 具足 戒を受 く、 覺盛 寂す るに 及び、 師其囑 幻 承け て 招提寺 

に 主と なる、 正 應五年 八月 十四日 寂す、 壽七 十三、 臘五 十五、 

門下 道 御、 廣 勝、 順 性、 勸性 、算 了、 寂 證等 あう、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ ー シン 證匕具 U 八 六 四」 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧 

f、  證眞 は隆慧 '永辨 の二師 に從 a ' 慧心 壇那法 流の 源 

底を 盡 す、 寶處院 に 入うて 世を 離れ 戸を 閉 ち、 大藏 を遍閱 する 

乙 と 十六 遍、 源平の 擾亂を 知らす、 朿 塔の 華 王院 に 住し、 大 に 


講席を 張る、 後寶地 房を 構へ て獨う 著述を 任と す、 三 大部 私記 
三十 卷を 著し 一家の 說 あり、 文治 五 年 勅を 奉して 論 義の摆 題 
となう、 尋必て 法 印に 任す、 甞て源 空に 謁して 圓頓戒 を 受け、 
專修 念佛の 旨を 問 ふ、 元久 元年 師座キ 慈 鎭を勸 めて 四 谷の 碩 
才 二百 七 - T 人を 選 a 、 根本 中堂 ic 九 旬 安居して 法 華 仁王 經等 
を决擇せしむ、高倉上皇宣して師に衆義を判せしむ、寂年及 
a 壽缺 く、 著作 三 大部 私記 三十 卷、 涅槃 論 疏義鈔 四卷 、涅槃 
私記 四卷 、智度 論 私記 二卷 、金婢 論 私 . IB 一卷、 觀音玄 義略鈔 
一卷 、金 光明玄 義略鈔 一卷 、觀音 疏略鈔 一卷 、(上 三部は 小 部 
集に 入る、) 天台 眞言 同異 集一卷 あう、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 
錄) 

、ン ml シン 證 信 iA =l 〔眞宗 〕常 陸上 宮 寺の 僧な 6、 
證信 字は 明 法と 云い a 、 常 陸 那珂郡 東 野 尾 村の 人な 初 あ 
修驗 道を 學 a 、 播 磨公辨 圓と稱 す、 承久 三年 眞宗に 歸 し、 建 
長 三年 十月 十三 日 寂す、 壽六 十八、 今の 常 陸 那珂郡 米 崎 松原 
楢原 山上 宮 寺は 其 遺跡に して、 墓は 東 野に あう、 (本願 寺 通 
紀) 

、ンヨ ー シ ユ 1  111 ' 52. 1^ キョ- ギョ- 慶堯を 見ょ' 

シ 3 1 シ 3 丨 證 性  i 議  〔眞 宗〕 常 陸靑遘 寺の 中興な 
$、  證 性は 俗名を 畠 山 重秀と S ふ、 重忠の 子な 建久六 
年 父に 伴 はれて 栂 尾の 明惠を 禮し 、之に 師事して 惠 空と flii す 
師時に 七歲な 6、 承 元 四年栂 尾を 出て、 東國に 歸 う、 建曆三 
年 親鸞 上人 (C 稻田に 謁し、 師資の 禮 を執ゐ 、乃ち 今の 名に 改 
む、 常 陸 久慈郡 取 蓮寺邑 に靑蓮 寺を 再興す、 文 永 二 年 四月 廿 
五日 寂す、 壽七 十七、 嗣了證 下野 戍 飼に 蓮 牛： 寺を 創し、 寬 永 


シヨ—  (證) ザ 1- シ 


シ 3 1( 證)、 V 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 二 六） 


シ 3 上 證 、承) 


四 年、 奥州 棚 倉に 移す、 (本願 寺通紀 ) 

シヨ-? ン ヨー 證定ゲ ン コ-玄 康 を 見よ、 

シ 3 1F1  c ジッ d  I 實融を 見よ、 

シヨ-ニ ユ 1 證 A •一  . si ra: 〔淨土 宗西山 派〕 山城 束 山の 
學僧 なう、 證人 字は 觀 鏡、 仁 田 四郞忠 常の 子な う、 西 山 派 
の 開祖 證空 上人に 師事して 淨 土の 敎義 を傳 ふ、 後 東山宮 辻に 
阿彌陀 院を荆 し、 盛ん R 淨土 敎を說 く、 故 R 東 山 流と 云 a 、 

一 R 宮辻義 と 云 ふ、 寬元二 年 七月 七日 寂す、 門下 R 覺入 、觀 
日、 觀 明、 唯覺 、正乘 、蓮 宿、 證佛等 あう、 皆當 時 {C 聞へ 穴 
う、 (淨 土總 系譜、 淨土 傳燈錄 ，、吉 水實錄 、淨土 承 繼譜) 

シヨ ー ニ ヨ 證如 コー キョ-光 敎を見 よ、 

シヨ ー ブツ證 佛( . ) 〔淨 土宗〕 京都 東 山の 學 僧な 

う、 證 佛は備 中の 人、 本と 官 R 仕へ て 雄武の 譽あ 6 しが、 
出家して 京都に 上う、 證入に 師事して 念佛を 學び 、後 歴遊し 
て 高野山に 登う、 正智 院道範 R 眞言 敎 を禀學 し、 又奈 良に 往 
き 戒壇 院實 相に 就て 木叉戒 を 受け、 寺を 京都に 瓶し 淨土敎 を 
弘 め、 大 八幡 某 寺 R 住し、 其 終る と Z1 /S を 知らず、 (本朝 高僧 

傳) 

シ mlfn 證擧！ ー クンダ ヮ雲 臥を 見よ、 

シヨ 1ヨ 證邀 2 シヨ-ニ ユ-誠 入を 見よ、 

、ソ 3 1 3 證譽 ショ  -デ > 淸傳を 見よ、 

シ m 1 ヨ 證寒 1=1 タィ ォ-泰 ■を 見よ、 

シヨ 1 ィン 承 1L •一  •一 o: H: -t: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 

う、 承 胤 天台 座主と なる 乙と 三度、 永 和 三年 四月 九日 寂す、 

(天台 座主 記) 


シ m! 一 承) 工—キ  II  .  _____  _  — 

シヨ 1H ン 承圓一 Ax ig 〔天台宗 遠げ 延曆 寺の 座主な 
う" 承 圓は松 殿禪定 殿下の 子、 母は 前 大政 大臣 忠雅の 女な 
う、 出家して 承 仁 仙 雲の 二師 に 天台 敎を學 a 、 天台 座主と な 
る Z1 と 前後 二回、 大 原に 閑居し、 嘉禎二 年 十六 日 寂す、 壽五 
十七， (天台 座主 記) 

シヨ 1H ン承演 jjl -E f ハ 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪 僧な 
6、 承演 、字は 大拙 、俗姓は 友 本 氏. 若 狹大 島の 人な う、 幼 
にして 鄕 里の 東 源 菴實 堂 R 依うて 受 度し、 十八 歲窺 か R 實堂 
の 下を 逃れ出て、 四方 R 歷 遊す、 美作備 中に 入う、 寳福 寺妙峯 
曹源券 太 元 R 參 し、 播 磨 R 到う 行 應に參 せ / 1 乙と を 請 ふ も 事 
に 妨け られて 果 S す、 相國寺 拙菴の 招 R ょ 6 同 寺に 到-^、 心 
華院 に 入る、 嘉 永三苹 相國 寺に 普 明錄を 提唱し、 會下 群を な 
す、 其 威 形嚴肅 R して 接 契峻厲 なる を 以て 鬼大 拙の稱 ぁ- 
安政 三年 十月 二十 一日 寂す、 壽五 十九、 門下 浜 川 ぁ 6、( 近世 禪 
林 僧 寶傳) 

シヨ ー カ ク 承覺 (一九 八 五〕 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 
ゥ， 承 覺は後 宇多院の 子、 出家して 範胤に 師事し、 顯密二 
敎を對 習し •正中 二 年 五月 天台 座主 R 任ず、 寂 年、 壽缺 く、 
(天台 座主 記 •三國 名匠 略記) 

シヨ ー カ ク $ »  i  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
承 覺は其 卿貫詳 ならず、 經玄の 室 R 入うて 得度 受 具し、 俱舍 
天台を 練う'  大 に 講學 の譽ぁ $、 寶治二 年 十一月 十三 日 寂す、 
壽六 十八、 (三 井 續燈記 ) 

シヨ 1 ガン 承 顔 チジュ ン智 順を 見ょ、 

シヨ ー キン 承 均 (一 五三 七 〕 〔 . J 大和の 歌 法師な*^、 


(五 二 六） 


書辭 名人 家佛本  日 


承 均 大和 大掾 某の 子、 元 慶の頃 世に あう、 和歌に 巧な 6、 古 
今 集 寿 部 R 二 首、 雜部に 一首を 收む 、(古今 集 目録) • 

シヨ ー ケン 承 1 思 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和戒 檀院の 律 僧 

なう、 承 憲號を 通 觀と云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 奈 良の 人、 輿 
福 寺 II 憲法 印の 俗 弟な 6、 四十 六歲 にして 具足 戒を受 け、 金 
山院に 住し、 善 法院に 移うて 戒律を 唱ふ 、寂 年、 及 壽缺く (本 
朝 高僧 傅} 

シヨ ーコ ー 承廣 ( . ). 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 

なう、 承廣 字は 無 外と 云 ふ、 空谷 明應 に參 して 法を 嗣 ぎ、 
建 仁 寺に 主と な $、 南禪 寺に 遷 る、 將 軍師の 道 # を 崇 ひ、 屢召 
して 法要を 問 ひ、 寵遇 渥し、 寂年缺 く、 遺偈 あう、 日く、 謗 レ 
佛 謗， 法、 六十 三年、 末 後一 句、 露， J 歷靑天 ，( 延寶傳 燈錄) 

シヨ ー シン 承 信 ( . ) 〔三論 宗〕 大和 東南 院の學 僧 

f、  承 信は 義 海と 同し く 東南 院の 重器に 依 6、 小乗 論に 
節目を 解 折す、 東南 院 ic 居 6 て 講席を 開く、 寂 年、 及 a 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ ー シュ ー 承 秀 ( . ) 七 條佛所 佛エな 6、 承 

秀は康 運の 弟子な う、 兵 部 卿と 號 す、 

、ンヨ ー シュン 承 俊 (1SK 四'  〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧 

なう、 承 後 興 福 寺に あう、 顯密に 兼ね 通す、 勸修 寺を 開き 

て 第一 世と なる、 天 長の 頃 寂す、 C 本朝 高僧 傳〕 

シヨ！ セン 承 先 ド-キ ッ道欽 を 見ょ、 

シヨ！ チン 承鎭 (一九 八 六) 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主 

なう、 承鎭は 後 宇多院の 猶子、 岩 倉宮の 子な り、 嘉曆 元年 

天台 座主 R 任す、 其 寂年缺 く、 (天台 座主 記) 


シヨ 丄 承) ケ ー チ 


シヨ ー チヨ！ 承 澄 jMH  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學悅 
な-^、  承 澄は 小川 僧正と 稱 す、 松 殿 小 殿下 師家の 子、 十一 
歲 (一 傳八歲 とも 云 ふ、) 出家 受戒し、 忠快法 印に 師事し、 相 
摸 覺審大 僧都に 法 曼院を 受け、 灌頂 法を 究む 、書に 巧に して 
馬を 描き、 典 法 覺猷に 似た 6、 弘 安五 年 十月 二十 二日 寂す、 
壽七 十八、 著作 阿 婆 轉鈔 二百 二十 八 卷 、明 匠 略 傳三卷 、幷に 
自書 韋駄天 馬 等 ぁり、 (三 國 名匠 客 記、 扶桑 書 人傳、 } 

シヨ ー チ ml 承朝 =§ §| 〔臨濟宗〕京都南禪寺の禪僧 
なぅ、 承 朝 字は 海門と 云 ふ、 空谷に 參して 法を 嗣 ぎ、 相國 
寺に 住す、 後、 南禪 寺に 法を 開き、 晩年に 及び、 景壽院 に 居 
す、 嘉吉 三年 五月 九日 寂す、 壽 七十、 敕謚 寶智圓 明禪 師の號 
を 賜 ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

シヨ 1F1 承 道  一- j -2 iA 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 
6、 承 道は 法 金剛 院と號 す、 木 寺 殿 世 平 王の 子、 應永 十五 
年 八月 廿日 生る、 同 廿六年 出家して 求 助に 習學 し、 廿四年 直 
に 二 品に 叙す、 正 長 二 年 寺務に 任し、 亨德二 年 一品に 昇る、 
同年 九月 十日 寂す、 壽四 十六、 (仁 和 寺 御 傅) 

シヨ i ー  ン 承仁| /\/\ |^〔天台宗〕近江延曆寺の座主な 
6、 承 仁は 御白 河院の 皇子な $、 出家して 明 雲顯眞 二師に 
天台 敎を學 び、 建久七 年 二十 八歲に して 天台 座主に 任じ、 同 
八 年 四月 二十 七日 寂す、 壽二 十九、 (天台 座主 記} 

シヨ 1 ヨ 承 泉 日 ホ— シユ— 法洲を 見よ、 

シヨ 17 ン 淸 «  シユ— チ ri 丨宗冑 を 見よ、 

シヨ 1 タン 衝 i 奄 シユ 1 ム宗 無を 見よ、 

、ン ml ィン 淸蔭( …… し 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 圆覺 寺の 禪僧 

シヨ ー (承、 淸) 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 二 六） 


v m! (淸 —キ 


シ 3 1/淸)ケ|サ 


f  >  淸 蔭は 周 防の 人な 遊 方して 誠 拙 R 圓覺 寺に 侍す 
る Z1 と數 年を の 印 記を 受けて、 圓覺 寺の 僧堂を 董す 、示 寂 年月 
日詳 ならず 

シ3?カィ淸海(一七〇六) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 
う、 淸海は 常 陸の 人、 其 俗姓 師承詳 かならず 出家して 與福 
寺に 住し、 後、 超證 寺に 移る、 永 承 年中 寂す 壽缺 く、 (拾遺 牲 
生 傅) 

シヨ 1ガ ク シ ユ— セッ 宗 拙を 見よ、 

シヨ— ガン 淸 3 石 ショ-テッ 正徹を 昆 よ、 

シヨ 1ガン淸}嚴ニー 5: こ 〔淨 土宗〕 上野 大信 寺の 開山な 
う、 淸巖は 圓蓮社 總譽終 願と 號 す、 相 模小田 原の 人な う" 
其 俗姓 詳 かならず、 幼 R して 相 摸 鎌 倉 天 照 山 光明寺に 投して 
度を 受け、 專ら學 業を 勉勵 し、 夙に 盛譽 あう、 鎌 倉の 諸禪 寺を 
歷 問して 禪宗の 深 旨を 傅へ 大に 啓發 すると 乙ろ あ 6、 後、 光明 
寺 看 # 上人 I/C 師事して 一流の 宗意を 受 學し尋 S て 武藏河 越の 
蓮馨 寺に 至 6 感譽に 師事し、 遂に 其 法を 嗣 く、 初め 武藏 平方 馬 
蹄 寺に 住して 第二 代と なり、 後、 蓮馨 寺 r 留 う、 大衆 (C 推 3 れ 

て學 頭と なる、 元龜 元年 上野 高 崎に 大信 寺を 瓶して 開山と な 

6、 天 正 十五 年 武藏埼 玉 郡 岩 付 R 淨國 寺を 開き 開山と なう、 盛 

んに法 幢を樹 つ、 文祿 元年 六月 二十 七日 同 寺の 方丈に 寂す、 

壽詳 ならす、 (淨 土總 系譜、 鎭流祖 傅) 

シ 31 ガン 淸 3 厳 シ ri  - ィ宗渭 を 見よ、 

シヨ 1 キ 31 淸狂グ 7 クシ ョ—月 性を 見よ， 

シヨ 1’ キ ml 淸 s (l ニニ 九) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 

僧な- 0\、  淸 縣 字は 子 才と云 ふ、 心 田 和尙 に參 して 法を 嗣 ぎ、 


文明の 初め 敕命を 奉して 建 仁 寺に 主と なる、 寂 年 缺く  (延寶 
傳 燈錄)  , 

シヨ.- ケ 3 淸啓 n 二 i) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
f  淸 啓は 萬 里 叟と號 す、 天 興 伯 元の 法嗣 にして 淸 拙の 
法 孫な 6、 明に 渡り'  諸老 宿に 謁し、 皈 朝して 建 仁 寺に 住す、 
長祿中 寂す 壽歃 く、 著作 戊 子 入 明記 一卷 
シヨ ー ケ で 淸溪ッ -テ ッ通徹 を 見ょ、 

、ンヨ ーケン ^^10^  ( . ：〕 〔 . 〕 大和の 歌 法師な'^、 

淸 見は 萬 葉 集 作者の 一に 列し、 和歌を 能くす るを 以て 知らる、 
詠歌は 萬 葉 集に 载す 、(萬 葉 集 作者 履歴) 

シ ml ケン 淸顯一 一一 ？ S -A 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
i  淸顯は 高 泰繼の 子な 6、 乘 伊定 顯の 二師に 習學 し、 曾 
て 灌 頂の 軌に 就き、 十五 帖の抄 を 製し、 又修 惪抄 開口 抄の著 あ 
う、 貞治六 年 十二月 十三 日 寂す、 壽八 十四、 (三 井續燈 記) 
シヨ— サン 淸算一 一一 g rra -A 〔戒律 宗〕 大和 白毫 等の 律 僧な 
う、 淸算 字は 彥證 、總願 盛 律師に 戒波 羅密を 受け、 奈良白 
毫寺に 開 法す、 延文 年中 西大 寺に 主と なう、 又洛 西大覺 寺の 
招きを 受けて 盛んに 同 寺に 於て 律 幢を樹 て、 貞治 元年 十一月 
十四日 寂す、 壽七 十五、 著作 三 宗綱義 、三 寶綱義 、持 犯 綱義、 
梵綱古 迹綱義 、菩薩 戒綱義 、三 聚綱義 、四 藥綱義 、戒體 章 綱 
義等 若干 卷あ う、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

シヨーザ ン淸 ニー( …… ) 〔臨 濟宗〕 伊勢 無量 壽寺 の禪 
僧な 6、 淸三 字は 笑 雲、 號 は三朿 堂と 云 ふ、 伊勢 無量 壽寺 
R 住して 詩 名 あう、 著作 四 河 入海 (柬 坡詩鈔 )、 古文 眞寶鈔 十 
卷あう 、(日本 高僧 傅}  ▲ ?! 
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二 

七 


_ 


シヨ ー シン 淸心ーー 〇 が一 〔法相 宗〕 大和の 學 僧な 6、 

淸 心は 其 俗姓 生國詳 ならす、 出家して 唯識 1: 究 む、 時に 維摩 會 
の講絕 ぇて 久しく 續 かず、 應永 三年 師敕 を 奉して 講師と なう、 
尋で 權大僧 郡 ic 任す、 永 亨五年 某月 菜 日 寂す、 壽歃 く、 (本朝 
高僧 傳) 

シヨージン淸尋 --: ;; =: 〔眞言宗〕大和東大寺別當な6、 
淸尋は 堀川 中納言 時 光の 三 子な 6、 出家して 密敎を 學び 、寬 
仁 元年 律師に 任し、 長 元元 年少 僧都と なう、 同 八年大 僧都に 
昇る、 永 承 四 年 東大寺 別當に 補し、 六 年 六月 十八 日 寂す 壽歃 
く、 (東大寺 別當次 第) 

シ ヨージュ 淸壽 1:; ハ II 〔眞言 宗〕 京都 東大寺の 僧な 6、 
淸壽は 寬朝 大僧正の 門弟に して、 寬 朝に 密灌を 受け、 長德四 年 
僧都と なう、 長 和 二 年 東大寺に 主と な $、 居る 乙と 二 年、 同 
四 年 四月 二十 七日 寂す、 壽歓 く" (本朝 高僧 傅) 

シヨ 1;、ンュ1 淸住 シ  ョ丨サ  >  盛算を 見ょ、 

シヨ 1 ジュン 淸順 (二 四 五三) 〔曹 洞宗〕 能 登 龍 淵 寺の 開山 
f、  淸順 字は 和菴 、能 登の 人、 俗姓は 源氏な り、 幼に し 
て 七 尾の 實相 寺に 投して 一 菴如淸 に 依う、 出家 受戒し 諸方に 
徧參 して 歸 へう、 遂に 印 可を 受 く、 一菴の 寂後關 東に 行き、 

忍 城 皿 尾 村に 掛搭 す、 成 田の 府主左 京 兆 藤 原 家 時 其 道化を 慕 

a て 法を 問 ひ、 受戒して 龍 淵 寺を 建て、 師を請 して 開山と な 

す、 寬政五 年 十一月 十五 日 行脚し、 其 終る 處を 知らす、 (日本 

洞 上聯燈 錄、) 

シヨ 1 シヨ- 淸松 ショ— リュ I 正隆を 見ょ、 

シヨ ♦-ジ ョ1 コ—イ ン ー淸淨 光院  n  - チョ-光超を 


見ょ、 

シヨ 1 セツ 拙 ショ— チョ.- 正 澄を 見ょ、 

シヨ ーソ 淸祖二 c E: /\: 〔臨 濟宗〕 京都 嘉隱菴 の 開山な 6 
淸祖 字は 柏 庭、 將 軍足 利義詮 の 庶子な り、 夢 窻國師 を拜 して 祝 
髮受 具し、 國師 寂す る 後、 西 山 永に 依り 其 印 記を 蒙む 6、 龜山 
天 龍 寺に 主と なう、 後、 東 山に 喜 隱菴を 構へ 門を 閉ちて 諸方 
の 請 (C 應 せす、 應永五 年 六月 二十 八日 寂す、 遺偈 あう、 日く 
說 ，_甚 安居， 說. 林！ 足，.' ヂ處道 塲 天堂 地獄、 と、 法 嗣南禪 寺の 
遊慶藝 ’相阈 寺の 友 山師、 建 仁 寺の 釣文渭 、南禪 寺の 心 田播 •建 
仁 寺の 嘉泉慶 、瑞雲 嘉 、政 書記の 七 人 あう、 勑諡佛 運. 一 師と賜 
ふ、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ i ブン 淸傳二 一一； 八 四 〔淨 土宗〕 武藏淸 傅 寺の 開山な 
6、 淸傳は 信 蓮社證 譽 と 號 し、 武藏江 戶の 人な う、 觀智國 
師に 師事して、 法を 嗣 ぎ、 後、 州に 新 方增林 淸傳寺 等を 鄉し 
て 開山と なる、 寬永 元年 十月 十七 日 寂す、 世壽缺 く、 (淨十 總 

系譜) 

シヨ ー ドン 注 ml 雲  一一 ◦五 〇 〔臨 濟宗〕 山城 天 龍 寺の 住僧な 
6、 淸曇 字を 獨芳 と云ひ 、生國 俗姓を 詳 R せず、 久しく 淸 
拙 澄 和 尙に參 し、 後 支那に 往き諸 刹を 歷 叩し、 其 名高く、 元 
人稱 して 曇 菩薩と S ふ、 永 德 年中 歸 朝して 淸 拙の 而證を 禀 く、 
將軍義滿聘して天龍寺に住せしむ、至德二年衆請にょ6萬壽 
寺に 移つ る、 藤 原玉菴 居士 其 道化- v 一 慕 a 請して 豐 州の 萬壽寺 
に 住せし む、 後、 大智 寺を 鄕して 終老の 謀を なす、 明德 元年 
京都 興聖 寺に ありて 八月 六日 病に 罹う、 手翰 並に 袈裟を 玉菴 
居士に 贈うて 永訣と なし、 八日 衆を 集めて 遺訓し、 泊 然とし 


シ？ (淸 )シ 


シヨ 1( 淸) セ—, 卜 


書辭 名人 家， 1 本日 


c 八 二 六） 


シヨ？ (淸) ブ  — 9 


シヨ？ (淸) ニ ー /- 


て 寂す、 壽缺 く、 門人 靈 S 師の寫 照を 持して 明國に 入る と s 
ふ、 (本朝 髙僧 傅) 

シヨ i ー ン 淸仁 i : !: 〔法 想 S 山城 清水寺の 僧な 6、 
淸仁 攝津槓 並縣の 人淸水 寺に 住し、 毎日 花を 摘みて 佛 菩薩に 
供す、 甞て 人に 語 6 て 日 ふ、 我れ 一生 女 身に 觸れ ずと、 衆崇 
みて 布薩の 戒師 となす、 凡を 檀 11 あれば 一毫 も 留めず" 卽ち 
命じて 分與 す、 或は 法 樂院の 三味 一 和尙に 施し、 又 無 緣の捨 
を 行して 寒 素を 悲濟 す、 金 住 寺を 建立して 毎夜 堂 R 入うて 定 
坐す X 延久五 年 九月 二十 二日 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

シ nil ハン 淸範 ( •.… •：) 〔法相 宗〕 京都 清水寺の 學僧 
f、  淸 範は播 磨の 人、 幼ょ 興 福 寺 守 朝に 師事して 法 
相を 禀 習し、 又 小島の 眞興に 依うて 益 < 支 旨に 達す" 出て、 洛 
東 清水寺に 住し、 盛んに 法相を 講す' 皇后 藤 原定子 先考の 爲め 
に齋を 設け、 師を請 して 法を 說 かし IT ， 其 深微を 講ずる や、 
滿座を して 感泣せ しむ， 僅かに 三十 八歲 にて 寂す、 時人 其德 
を崇で 淸水寺 上 綱と 號 す、 著作 般若 理趣分 註一卷 あう、 (本朝 
高僧 傅}. 

シヨ 1 ハン 淸範ジ ョ— セン 乗專を 見ょ、 

シヨ！ バン 淸播二 -o OH y  〔臨 濟宗 U 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 淸播 字は 心 田、 號は春 耕と 云 ふ" 九歲柏 庭 R 侍して 學 

を 得 十四 歲に して 剃髮 受戒す、 十八 歲遊 方し、 一菴麟 、大中 

益、 聖徒 麟 等の 諸 禪師に 建 仁南禪 等の 諸 寺の 間 R 參究 する Z: 

と 十 年、 後 東 山 建 仁 寺の 藏鑰を 司とう、 柏 庭の 印 記を 受 く、 

諾菴肇 建 仁 寺を 司と ると き師其 第一 座と なる 時に 已 {C 四十 八 

歲 なう、 將 軍足 利 義持 命を 下して 伊勢の 正 興 寺に 主 穴ら しむ、 


居る 乙と 十 年、 又將 軍の 命に より 京都 寶幢 寺 R 移つ る、 數年 
を經て 建 仁 寺南禪 寺を 司と る、 時 R 六十 九歲な 6、 筏 義政の 
請に よう 伏 見の 常 在 光寺を 司とう* 久しから ずして 退隱 し、 
東 山の 大統院 に 棲 居し、 文 安 年中 寂す、 壽七 十三、 著作 四會 
語錄 、及 a 聽雨 集、 春 耕 集 等 あう (本朝 高僧 傅) 

シヨ •- ブ*-  風 ハクゲ ソ白玄 を 見よ、 

シ ヨ 1411  キョ-ボン 慶梵を 見よ、 

シヨ ー マ 淸 g  ij ■一 Hi H: 〔曹洞 宗〕 丹 波圓通 寺の 禪 僧な 6、 
淸麾 字は 11 芝' 俗姓は 源氏、 佐々 木の 族な 近 江の 人、 十三 
歲總寧 寺に 投し 十五 歲落 髮受 具す、 初め 法 華を 誦せし が 捨て 
>禪 林に 入う、 十餘 年の 後 大透宗 的に 參し、 堂奥に 昇る、 天文 
二十 一年 其 席を 稀して 丹 波圓通 寺に 住す、 永祿六 年 四月 十日 
寂す'  世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シ 31ユ 淸瑜 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧な 

，リ、 淸瑜 字は 溫 中と 云 ふ、 淸拙に 師事して 心 印を 付せられ、 
興 聖萬壽 建 仁の 三 寺 R 歷 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (延寶 傅 燈錄) 
シヨ ー リヨ 1 淸 頁； iY  o s 〔曹 洞宗〕 越 前 龍 興 寺の 開山 
f，  淸良 字は 希 明、 越 前 味 美 郡 井 白の 人、 母は 武田 氏な 
う" 七歲に して 淸水 寺に 投じて 下髮受 具し、 天台の 敎 觀を學 
びし が、 後ち 南 禪寺龍 山 和尙に 見ぇて 敎を 聞く、 會々 天眞の 
越 前 慈眼 寺に 住して 曹 洞の 宗旨を 弘むと 聞き、 牲て 師事し、 
勸究十 年に して 印 可を 受け、 山中に 默味菴 を 構へ 閉關 せし 
が、 請に 依-^ 遂に 慈眼 寺に 住し、 龍 泉 寺 {C 遷 る、 越 前 安居の 信 
官藤 淸畏龍 興 寺を 築き、 師を聘 して 開山 第一 世と 爲し 、時の 
將軍足 利 義政莊 田 若干を 寄附す、 文 安二 年 九月 十六 日 寂す、 


(九 二 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


世 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シ 3 丨ヌン 日！ 一!. 「 ^IL W  - ボ - ti 丰を 見よ、 

シヨ ーカィ 日日 海 (一四 gill) 〔法相 宗〕 大和 典 福 寺の 學僧 
f，  昌 海は 奈 良の 人、 幼に して 善珠 僧正に 師事して 唯識 
の 奧蘊に 達し、 大和 廣岡 に靖 居す、 寂 年 及壽缺 く、 弟子 基繼 
一人 ぁう、 著作 西方 念佛 集、 阿彌 陀悔 過、 各一卷 ぁう、 (本朝 
高僧 傅} 

〔考〕 昌海 は延曆 頃の 人な う 

シヨ ーキン 日日 謹 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪僧 

f，  昌饉 字は 無言と 云 ふ、 義堂 に參 して 法を 嗣 ぎ、 相模 
淨智 寺に 住す、 寂 年 及 世 壽詳 かならず、 (延 寶傳 燈錄) 

シヨ ーケ ー 日日 桂 ( . ) 〔曹 洞宗〕 阿波 丈 六 寺の 禪僧 

なり、 昌桂 字は 月 殿 出家して 偏く 禪 席に 歷參 し、 後に 金 岡 
用 兼に 師事して 其 法を 嗣ぎ 、永 平 券 R 出世し、 移うて 阿波 丈 
六 寺 ic 主と なる、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ 14 ノ— 日白 | 榮 3 セ— ガン 誓 岩を 見よ、 

シヨ 1 サン 日日 三 ショ-ナン 正 三を 見よ、 

シヨー ジュ ー 日日 住 (一 五 五六)！： . 〕 平安京の 學 僧な 

う、 .昌 住は 昌泰の 頃 新撰 字 鏡 十二 卷を 作り 上る、 事 歷詳な 

ら ず、 著作 新撰 字 鏡 十二 卷 、同 抄錄 二卷傳 はる、 

シヨ ー シュン 日日 俊 (二 五一 〇) 〔臨 濟宗〕 和 模圓覺 寺の 禪 

僧な 6、 昌俊 字は m 海、 備 後の 人な 6、 圓覺寺 誠 拙の 下に 參 

究 し、 其 印 記を 受 く、 佛日菴 に 住し、 雲 荊に 接す、 嘉永 三年 天 

龍 寺の 請に よ 6、 同 寺 (C 至 6、 夢 窓 國師五 百年 忌を 修す 、夢 

窓 錄を 提唱す、 雲 荊 一千 餘人な $、 近世の 盛事と なす、 寂 年 


v 3 ^ ■^昌 ) ァ •— V 


缺く 、(本朝 高僧 傳) 

シヨ ー シュン 日日 春シ rl シン 主眞を 見よ、 

シヨ ー セキ 昌碩 (一一 五一 一 五) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 
なう、 昌碩 字は 義 堂、 初め 曹源寺 儀 山、 後、 相 國寺大 拙に 師事 
し、 其 法を 嗣 ぎ、 天 龍 寺 内の 鹿王院 に 住す、 元 治 元年 長 門 藩 天 
龍 寺に 兵を 屯し 薩摩 會津諸 藩と 事を 爭 a 、 遂に 天 龍 寺に 火を 
放つ に 至る、 師 兵馬の 間 ic あうて 豪 氣を以 て 知らる、 慶應の 頃 
寂す、 壽 五十一、 

シヨ ートン日臼 « ( . ) 〔曹 洞宗〕 大隅西 福 寺の 第二 

代な $、  昌暾 字は 明 室、 大隅佐 多 城主 島 津氏義 の 第 九 子な 
う、 十六 歲の 時薩 摩福昌 寺に 役し、 覺隱永 本 禪師に 依 6、 祝 
髮受 具し、 孜々 業を 積み、 十八 歲に して 印 可を 受 く、 父 氏義 
同國 佐多橄 樂山に 西 福 寺を 創立し、 覺隱 を延て 第一 世と なす、 
覺隱 之れ に 住する 數年に して 周 防に 還る、 師命を 受けて 其 跡 
を 嗣 ぎ、 後總持 寺に 出生し、 闢雲 寺に 遷る 、晚卬 に 至う、 西 
福 寺に 歸 う、 某 年 寂す 壽缺く (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ.- ヨ日日 寒 K ラ ィォ- 來應を 見よ、 

シヨ ーリ ュ！ 日日 隆二 •二 七 五 〔曹 洞宗〕 能 登 安樂 寺の 禪 位 
なう、 昌隆 字は 紹屋 、南 榮禮 三に 參 する 乙 と十卬 、其 印 可を 
受け、 總持 寺に 出世し、 安樂 寺に 遷 る、 一 住 十四 年、 木下延 
俊 請して 松屋 寺に 住せし む、 住 後 三月に して 其廢を 興す、 元 
和 元年 四月 一日 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ.-. リユ— 昌隆； I: • • «: 〔曹 洞宗〕 薩 摩妙圓 寺の 禪僧 
なう、 昌隆 字は 虎溪 、薩 摩の 人、 業を 竹 居禪師 R 受け、 後 
諸方に 徧參 し、 妙 圓寺愚 丘 妙智に よ 6 久しくして 印 可を 蒙る、 


シ 3 彳 (昌) シ _ リ 


書辭 名人 家佛本  H 


10 ニ パ； 


シヨ^- (祥 )ゥ ー サ 


長亨 ：兀 年 大守聘 して 妙圓 寺に 開 法せ しむ、 道 # 朝 聞に 達し、 
特に 紫 衣 並に 廣換 快菴禪 師の號 を 賜 ふ、： 明 應五年 病に 罹 6 て 
松 尾 山に 退隱 し、 永 正 二 年 八月 九日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

シヨ ー ウン 帝 云 ゲン キョ丄 兀慶を 見よ、 

、ンヨ ー ウン ボ^- 祥 S 房 リョ- グタノ  了 願を 見よ、 
、ンヨ ー ガン 祥巖 シュ •- リン 秀麟を 見よ、， 

、s 丁 キヨ ン 祥慶院 ギホ ■義寶 を 見よ、 

シヨ- ケ- 祥啓； i o: s! 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪 僧な 
祥啓 字は 雪溪 、號は 貧 樂齋と 云 ふ、 又 休月齋 、龍 杏、 
榮普齋 の別號 ぁう ' 下野 宇都 宮の 書師九 良 氏の 男な う、 鎌 倉 
建 長 寺 R 入うて 書記と なる、 人 呼びて 啓 書記と 云 ふ、 天性 書 
を 好み、 殊 R 佛書を 善くす、 山水 人物 乙れ R 次 r、 後 宋人收 
溪の 書風を 慕 a 、 其 妙を 極む、 彩色を 好まず、 墨色を 主と す、 
貞和 元年 寂す、 壽缺く (本朝 書史 、扶桑 書 人 傅) 

シヨ— サン 祥參 -: —: -: 七 〔曹洞 宗〕 能 登瑞龍 寺の 第二 代 
なり、 祥參 字は 實 庵、 駿 河の 人、 幼 R して 海 藏寺物 外 性應 

禪師に 投じて 下髮 し" 出で、 諸方を 參歷 する 乙と 數年 にして 

歸 6、 遂に 衣 法を 付せられ、 總持 寺に 出世し、 繼で瑞 龍 寺 第 

二 代と な $、 堂 屋の老 弊を 修し 、再び 總持 寺を 主 6、 紫 衣を 

賜は 6、 應仁 元年 正月 十九 日 寂す、 嗣法明 翁 永、 九皐 鶴、 月 

窓 印、 勝山最 "栽 松 牛の 五 人 ぁ 6( 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー サン 祥山 シ ユ-ズ ィ宗瑞 を 見よ、 

シヨ 1 サン 祥山ズ ィ テ- 瑞禎を 見よ、 

シヨ 1 サン^ § -1 ン テ-仁 願を 見よ、 


.  シ I  =? l lp 」 l 3 — チ 

シヨ！ ヨ 祥擧 I ゲン ズィ 元瑞を 見ょ、 

シヨ— セ？ 祥 勢. 一. 3I: E: 5:: 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 
i  祥勢は 出家して 華嚴 を學び 、貞觀 十三 年 東大寺 別當に 
任せられ、 元 慶七年 十月 七日 律師と なう、 寬平 元年 九月 二十 
五日少 僧都 R 昇任し、 二 年 十月 二 B 大僧 都 R 轉 ず、 同 七 年 寂 
す壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

シヨ？ ズ T 祥藥二 四 £: 〔眞言 宗〕 阿波 正 興菴の 僧な 6、 
祥蘂は 阿波 板 野 郡 木津野 村の 莊官 湯淺官 次の 子、 十六 歳に し 
て 出家し、 正 興 菴の晋 海 尼 {C 師事して 專ら 文學を 修練し" 長 
ずる R 及び 學才ぁ 6、 善く 詩を 赋し 、文を 作る、 五十 歲の時 
正 興菴に 住し、 十 年を 經て 弟子に 讓う て黑崎 長 谷 部 幻夢 庵を 
構  <  て 退 居し、 文政 六 年 十一月 十九 日 寂す、 

シヨ Jr ン 祥椿 =5 s 〔曹 洞宗〕 能 登 一 雲 寺の 禪 僧な 
6、 祥椿 字は 大年遠 江の 人、 十三 歲 山寺に 入うて 祝髮 し、 
法 華 經を讀 む、 山の 一大 士の勸 め R 依'-、 一 雲 寺の 川 僧慧濟 
R 參 し、 一 雲 寺に 住し、 總持 寺に 昇る 永 正 十 年 四月 四日 寂す、 
壽 八十、 法嗣 大路 一遵 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄)  ■ 
シヨ-^ hi 祥貞二 •一七 •一 • 〔曹 洞宗〕 信 濃 龍 雲 寺の 禪 僧な 
6、 祥貞 字は 天英 、播 磨の 人な 6、 俗鮏藤 原 氏と 云 ふ、 家 
世々 儒を 業と す、 年 十五 R して 京都 R 遊 a " 經 傳を學 CA 、 廣 
く 群 書 R 通す、 建 仁 寺 R 役して 祝 髮 し、 奈良 R 往きて 具足戒 
を 受 く、 文明 二年關 東 R 遊 a 、 諸老を 參訪 し、 傑傳禪 長 R 見 
ぇて 硏究 する 乙と 多年、 其 法を 嗣き 、八 工 十二 年長 源 寺 R 住す、 
明 應二年 信 濃 佐 久郡大 井 氏 龍 雲 寺を荆 し、 師其 開山と なう、 
道 風 盛大 R して 同 郡の 正眼 寺？ 棋 島の 興禪 寺、 長 沼の 妙 笑 寺 


(一三 六） 


書辭 名人 家佛本 日 


須 坂の 興 國寺等 皆師を 開山と す、 明應 九牢傑 傅 下野 成 高 寺に 
寂す、 師訃を 聞きて 到る、 同國 の刺史 堅く 師を 請して 席 $:■ 補 
せし む、 永 正 八 年 三月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 
-錄) 

シヨ ー ト ー 祥登 ( . ) 〔臨濟 寺〕 京都 南禪 寺の 禪僧 

な- 〇、 祥登 字は 大年 、建提 寺 了 堂 安 禪師の 高弟な 6、 應 安の 
初年 法 兄 伯 英俊に 從 CA て 元に 入 6、 諸老 R 請 益し、 東歸 して 建 
仁 寺に 出世し、 後、 南禪 寺 {C 移つ る、 一日 諸 山の 意 宿と 共に 
將軍義 持の 第に 齋に 到ぅ、 請に 應して 軸に 賛 し、 其 達筆を 賞 
せられ、 之よぅ 優遇 最も 篤し、 寂 年 及 ひ壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
シヨ！— 1 祥明一 一 ii raA f  S 宗〕 伊勢 小山 靑巖 寺の 住 
持な 6、 祥剛は 功德池 院と號 す、 專修寺 大僧正 圆祥の 子な 
り、 准 講師 R 任し、 #" 少敎 正に 補す、 明治 十四 年 十月 十四日 
寂す、 壽 五十八、 

シ 31 レン 祥蓮 ( . ) 〔天台宗〕 近江楞 嚴院の 僧な 

6、 祥蓮 は鄕貫 師承詳 かならず、 楞嚴院 に 住し 久しく 西方 
業を修し、又每日懺悔法を修ひ、寂年、及壽缺く、(三外往生 
傅} 

シヨ 1 アイ 松 霞 トク ガン 德 含を 見よ、 

シヨ ー アン 松萊チ ド— 智幢を 見よ、 

シヨ 1 アン 松萊 シ rl 丨エ— 宗榮を 見よ、 

シ ヨーゥン松 « ^ |プ〔曹洞宗：！山城宇治興聖寺の禪 

僧な う、 松 雲 字は 寵蟠 、陸 奥國の 人な 6、 十一 歲に して 禪 

龍 寺の 傑 山和尙 に從て 出家す、 十六 歲に して 歷 遊し、 關 東の 
名 宿に 參す 、時に 萬 安道を 瑞巖 寺に 唱ふ 、師往 て 謁す、 執 侍 


する 乙 と 七 印、 次 R 五嶽華 園の 諸 老に參 して 鄕に還 る、 正 保 
二年西鐵央「牛龍淵寺に住し、師を招て衆に首たらしむ、再ひ 
瑞巖 寺に 抵る 、時に 懶禪和 尙 席 {C 據る 、師 誠を 傾けて 叩 請す、 
禪師 公案を 舉して 之を 語る、 應酬滯 るな し、 禪師 之を 領 す、 
會々 萬 安寶林 寺を 重 興す、 師禪師 と 同く往 て 稀 佐す、 明歷二 屯 
杉 山の 神應 寺に 住す、 萬 治 二 年興聖 寺に 遷 る、 信 濃 大守永 井 
尙政 弟子の 禮を 執て 戒 法を受 ん と 乞 ふ、 黃檗 山隱 元禪師 師の 
旺 化を 聞き、 來 謁して 隨 喜す、 師 亦黃柒 山を 訪ふ 、師 興聖寺 
に 居る 十八 年、 晚 R J11 林院を 創して 佚老 す、 天 和二牢 十一月 
朔日 寂す、 壽七 十七 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー ウン 松 S ゲ V キョ-元 慶を 見よ、 

シヨ ー ウン 松 ■雲 シ d  I ユ- 宗融を 見よ、 

シヨ 1 工 1 5/ 工丨 セン 宗俭を 見よ、 

シ 3 1ガク  シ ユ - セソ宗 辖を 見よ、 

シヨ ー ガク 松嶽 ショ— チョ- 紹 長を 見よ、 

シヨ 1 ガン 松 岸シ H ソ 旨 淵を 見よ、 

シ 3 1 ガン 松 山 石  一ー チ チョ-日 潮を 見よ、 

シヨ 1クン 松薰 0 三 七 五) 〔曹 洞 宗： 一武 藏天曉 寺の 禪僧 
なぅ、 松薰 字は 天 南、 遠 江の 人、 俗姓 不詳な 6、 九 歲可睡 
寺 鳳 山 膳に 從 S て 童 - f- とな $、 受 具の 後 大中寺 韓嶺に 參 し、 
執侍數 年、 門 菴宗關 R 謁して 印 可を 受け、 江 戶天曉 寺に 住す、 
家康 曾て 鳳 山の 室に 詣て  >禪を 問 ひて、 侍 遇 最も 篤し、 元 和 
元年 旨を 受けて 大中 寺に 住し、 尙綱を 領 す、 某 年 寂す 壽缺く 
C 日本 洞 上聯燈 錄) 

シヨ ー クジシ 松 |化1ナ ホ-リン 法霖を 見よ、 


、ン ヨ丨 (祥 、松} 


シヨ 1( 松〕 ウタ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二三 六） 


シヨ—  (松/' 夕-! ョ 


シ 3 1 ( 松、 照} 


■シヨ*- ダウ ツロ ー ニン 松月老 A シ ユ丨ジ ril 宗 什を 
見ょ、 

シヨ ー コ 1 松 江 ショ- 卜-紹 等を 見ょ、 

シヨ ー サツ 松 * 一一：  一. H  〔淨土 宗〕 伊勢 樹敬 寺の 開山な 
う、 松 颯は勢 蓮 社 敬 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 勢譽 上人 
に 投して 制髮受 業し、 享祿 元年 伊勢 飯 高 郡 松 坂 R 樹敬 寺を 開 
く、 天文 二 年 四月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シ 3 — ジユ 一ー  ョリ ユ！ 如隆を 見ょ、 

シヨ 松 堂 コ - ショ 1 高 盛を 見ょ、 

シヨ ー ブ ー ® 風 ii 2r 〔淨 土宗〕 武藏靈 岩 寺の 開山な 
う、 松風 字は 靈岩 、號は 檀蓮社 雄 # と 云 ふ、 上總の 人、 里 見 
某の 子な う、 (一 說駿 河の 人〕 十三 歲 にして 靑 寵寺秀 岩に 役し 
て 度を 受け、 次に 道譽の 門に 入り、 安 # 虎 角に 師事し、 其 法を 
嗣 く、 慶長十 年生 實の大 岩 寺に 住し、 次に 大和 奈 良に 遊び、 靈 
岩 寺を 開き 住し、 幾 もな く 再 ひ 生 實に皈 住し、 一旦 幕府の 命 
に 忤 CA 、 安房 大綱に 流 3 る、 一說に 幕府 師を 推して 知恩院 R 
住せし めむ とする も、 師應 せ S 6 しに 由る と 云 ふ、 師 安房 £-c 在 
う、 大岩院 を 開き 上 總に遊 ひて 佐 貫の 善 昌寺湊 の宗濟 寺を 開 
く、 後、 伊勢に 遊び、 山 田の 靈岩 寺を 開く、 安房に 歸 $、 大 
勝院別 願院を 開く、 江戶 に歸 6 て 深 川 R 新地を 築き 一 寺を 開 
く、 靈岩 島靈岩 寺と 云 ふ、 後、 智恩院 第三 十二 世と なる、 江 

戶の英 信 寺 伯耆の 大雲寺 皆師の 開く ところな 6、 寬永 十八 年 

九月  一 m 寂す、 壽八 十一、 (淨 土總 系譜、 鎭流 祖傳) ' 

シヨ ー ホン ボ ー 松 本 房  ニ チネン 日 念 ^ 見よ、 

シヨ 1ョ ® 塞 r. i; 一四 〇 〔淨 土宗〕 美 作念佛 寺の 開山な う、 


松譽 は貞 蓮 )] 0: と號！ 、出 雲の 人な り、 法を 潮 龍に 嗣 ぎ、 美 作 
新庄 に念佛 寺を 頫 す、 延寶八 年 十月 七日 寂す、 壽歃 く、 (淨土 
總 系譜) 

シ 31 ヨ 松擧！ I リョ！ シン 了 心を 見よ、 

シヨ 1 ヨ 松 齋与 セ ソサ ッ詮 察を 見よ、 

、 V 3 1 9 ン イン  ニ チ ギョ— 日 行を 見よ、 

シヨ ー レ-*  松 嶺 ド-シ H  - 道秀を 見よ、 

、 -2/ 3 *-レ1  ゲン シユ！ '二 玄秀 尼 1: 見よ、 

シ 3 1 レ—  チ ギ智義 を 見よ、 

シヨ ー ア照 阿' 一丸 lm) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 
P、  照 阿字は 禪 ！、 出家して 戒壇 院圓 照に 師事し、 竹林 寺 
R 住す、 文 永年 中宋に 入り 蒙古の 亂に 逢 a て 山 谷に 逃れ 隱れ、 
後 本邦 人の 元に 入る ものに 逢 a て大に 喜び / 2 ぅと 云 ふ、 其 終 
ると乙 /3 を知らず、(本朝高僧傳) 

シ 3 ! タン 照 庵 チカ  ン智鑑 を 見よ、 

シヨ ー文 照慧二 ■〇三 一. 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な $、 
照慧 字は 淨心 、照 支に 從 ひて 具足 戒を 受け、 諸 寺に 歴遊して 
三藏を 探る、 文 和 年中 諸 夏に 遠 渉して 耆 宿の 門に 請 益して 歸 
へる、 盛覺 上人 師を延 きて 久米多 寺に 住せし む、 師亦衆 請 R 隨 
a て 戒壇 院を 主と る、 戒密の 二 壇を 開く と 雖華嚴 を 以て 宗と 
なす、 晚 R 八幡の 善 法 寺に 住し、 應 安四 年 十一月 二日 寂す、 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

シ 3 1 方 1 昭川應 エショ ■■慧 照を 見よ、 

シ 3 1 X ン  M  (二 01 二) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧 
なぅ、 照 遠 其 俗姓 生國詳 かならず、 元亨二 年招提 寺 R. 於て 


(三 三 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


通受の 法に よりて 具足 戒を禀 く、 嘉曆 年中 覺世 覺慧二 律師の 
講堂に 梵網經 を 聽 _ き、 深く 律疏を 研究し、 大悲 菩薩 輿 IH 菩薩 
の 後 律學稍 衰 へたる を 以て、 師 常に M れを囘 復の志 あ- CN、 
遂に 三大律 部の鈔 六十 五卷を 著作す、 即ち資 行 警意顯 義と名 
く、 歷應二 年 八月に 筆を とう、 肩 和 五 年 八月 稿を 脫 す、 又梵 
網經古 迹述鈔 五卷を 著作す、 康安 年中 招提 寺に 講席 V」 開く、 其 
終る と Z: ろを 知らず、 (本朝 高僧 傅、 諸 宗章 疏錄) 

シ 31 ク 1  照© 一 ニ ヨー I チ 如 日を 見よ、 

シ 2 1 ク 1 ボ 1 昭⑴处 工房 ジク 

ヮン 慈觀を 見よ、 

シヨ ー ゲン 照 源 ( . ) 〔天台宗〕 京都 廬 山寺の 學僧 

f-,  照 源 字は 明 導、 源 有 房の 子な 6、 少 にして 比 叙 山に 
登うて 諸師の 席に 陪 し、 顯 密に該 通す、 大 原の 來迎院 に 住して 
台密 乘を講 し、 11 顧 戒を 授け 淨土 業を 勸む 、後檀 請に ようて 
京都 金剛 院に移 6、 額 5: 廬 山と 改む 、屢 々勅を 蒙りて 宮中に 
天台を 說き 、法衣を 賜 ふ、 師甞て 猪 熊 亭に三 大部を 講す 、學 
者 筆記して 一 百卷を なし、 猪熊鈔 と 名け、 或は 廬談と 云 ふ (本 
朝 高僧 傳) 

シヨ ー、 ケン 照 源 ( . ) 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學僧 

f、  照 源 字は 道 明、 京都の 人、 金山 院に 入うて 落 髮 受戒 

し、 戒壇 院に往 て 戒を受 け、 眞言 院に 留まつ て 三論を 習 究 す、 

又智舜 の 道譽を 聞き、 光明 山に 登うて 左右に 侍し、 益々 空 宗 

の玄旨を探る、其終ると乙ろを知らず、(本朝高僧傳) 

シヨ ーゲン 照 支 廷 起 〔曹洞 宗 S 濃 玉 泉 院の 開山な 

6、 照 支 字は 智燈 、山城 宇治の 人、 俗姓 下司 氏な 6、 出家して 

Ft! 山道 白の 法を 嗣 く、 元 文 四 年 十一月 廿 八日 寂す、 壽七 十五、 

シヨ 1( 照) クーデ  ! 


(鷹 峯 系譜) 

シヨ i ノン 照玄一 一一 ci ー ハ A- 〔華 嚴宗〕 大和 戒壇 院の學 僧 / X 
ゥ、 照玄 字は 登 行、 戒揸院 に 入 $、 本 無に 就きて 得度し、 
俊才に 依ぅて 納 具し、 律 部 密敎を 討究し 常に 華嚴を 業と す、 
康永四 年 三月 敕を 奉して 關東を 巡 化して 東大寺の 齋堂を 建 
つ、 相 摸の 極樂寺 、大和の 戒壇 院 、京都の 大通 寺に 歷 住して 
講席を 張り、 延文 三年 六月 五日 大通 寺に 寂す、 壽 五十八、 (本 
朝 高僧 傳) 

シヨ ー、 ンン 照 it 一  H ン セ-冏 晴を 見ょ、 

シヨ ー ジユ ー 照 什 il ii 〔眞言 宗〕 京都 大通 寺の 僧な 
6、 照 什 字は 南 谷、 別 號は幻 華と s ひ、 佐々 木 氏な り、 石 見 
吉永の 人、 幼名 勝 之 允と いふ、 父は 源 太 左 衞門忠 綱と 云 a 、 
初め 會津 侯に 仕 ふ、 致仕して 後 京都に 寓 す、 寬文九 年長 男豐長 
の爲に 官途を 求めむ とて 江 戶に下 6、 赤 坂 m 町の 旅舍 に滯留 
せし が、 三月 二十 一日の 夜、 早 川 八之亟 と v' へる 者に 殺害せ 
ら- る、 同 十二 年豐長 十四 歲 に して 攝津芥 川に 於て 八 之亟を 殺 
し、 父の 讐を復 す' 師 初め 兄 豐 長に 從 S、 諸國を 巡歴して 父 
の警を 搜し 、共に 復仇 せんとせ しも、 幼穉な るを 以て 兄 許 3 
ず、 是に 於て 出家し、 父の 冥福を 禱る 、時に 九歲な 6、 十一 
歲の時 六 孫王經 基の 古跡なる 遍照心 院に投 し、 義洞 長老に 從 
ひて 得度す、 眞言 宗に歸 し、 地 藏院 流を 究む 、智 積院泊 如、 
嵯峨 の月潭 、及 a 熊 谷 某に 就きて 詩文を 學 a 、 尋 s て 禪林寺 
快 支 和尙に 謁し 楞嚴 義疏を 聽き 、安樂 院靈空 和尙に 謁して 法 
華 文句を 聽き 、講錄 八十 卷を 謄寫 す、 三十 歲大通 寺 大聞院 に 
歸 住し、 大に講 席を 張る、 梵 網古迹 記 等を 講し聽 衆 常に 千 人 


シヨ 1 ( 照 JT;、 ン 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 三 六） 


シ 3 1( 照) チー  tn 


R 滿 つ、 師源廟 (六 孫王經 基) の 興復を 計う、 幕府 R lff へ、 
元祿 十二 年 十月 工事 成う 壯觀を 呈 す、 源廟 の Z: とに よう 江戸 
;c 至る 乙と 前後 三十 九 回な う、 天皇 嘉賞して 紫 衣を 賜 ふ、 將 
軍 六 孫王權 現の 額を 下す、 水戶 光园 手書を 送りて 盛事を 祝す、 
晚年朿 林 院 R 隱れ白 業を 事と す、 元 文 元年 十月 三日 疾に罹 6 
て 寂す、 壽七 十四、 偈 ぁり、 日く 陰來則 陰， 晴 來則晴 、君 家歸 去、 
天朗 パ淸 、と、 師ま穴 書 1: 善くし 江戸 R 至る 毎に 侯伯 等の 揮毫 
を 需むる もの 夥し か 6 しとい ふ、 著作 楷書 千 宇 文五卷 、克己 
銘 、八景 法帖、 大通寺 開 山師 行 業 記、 幻 華 消息、 各一卷 ぁう、 世 
に 行は る、 (名家 略傳 、續 日本 高僧 傳) 

シヨ ー チン 照 珍  一 jjj si 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
う、 照 珍 字は 寶囿號 は 玉 英-と 云 ふ、 俗姓は 津田氏 河 內の人 
なり、 壽德院 の 照瑜を 禮して 滿分戒 を 受け、 業を 泉獎に 受け、 
兼ねて 顯密 R 通ず、 南北の 律苑 R 止まりて 講 筵を 開く、 德川 象 
康甞 て師を 召して 宗要を 問 ふ、 文祿 二年敕 命に よ 6 泉 涌 寺 R 
住し、 慶長 十年奈 良の 招提 寺、 京都の 法 金剛 院に 住し、 詔に よ 
う戒師 となる、 寬永五 年 十二月 六日 寂す、 壽七 十四、 (本朝 高僧 

傅} 

シヨ 1 K ヨ 1 ド 1  照冰堂 ド-チ rx. - 道忠を 見よ、 

シヨ 1 マン 照 滿  ソンク-尊 空を 見よ、 

シ 3 丨モク 照^^ サィ ギッ 西吟を 見よ、 

シヨ 1 ヨ ffs 寒 2 クヮィ クン 快 運を 見よ、 

シヨ- ml 照 陽 ( . )〔 . 〕 京都の 書 僧な 6、 

照 陽は 朱 玉と 號す 、書法を 雪 舟に 學び 、山水 人物を 能くす、 

(扶桑 書人傳 、鑒定 便覽) 


シ 3 *- ( 韶) ク ー シ 


シヨ ー クン 韶動 ( . ) 〔曹 洞宗 3 某 寺の 禪 僧な. 〇、 

詔 動 字は 大方 其 鄕國を 知らず、 峩山 紹碩を 師 とし 印 可を受 く、 
未た 出世せ すして 終る、 寂 年缺 く、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ？ クン 韶 111  ( …… ) 〔曹洞 宗〕 能 登靈松 寺の 禪僧 
な 6、 韶薰字 は 龍 門" 大養 淳亨の 法 ^ 嗣 き、 總持 寺 R 住し、 龍 
護靈 松の 二 寺 R 歷遷 す、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ？ コー 韶政ハ ( . ) 〔曹 洞宗〕 能 登慶德 寺の 開山 

な-^、  韶興 字は 雲澤 、能 登の 人、 世々 儒を 業と せし が、 瑞 
巖禪師 R 投じて 出廉 し、 後ち 諸方を 參歷 して 歸 6、 遂 R 印 可 
を 受け、 總持 寺 R 出世し、 能 登 阿岸 鄕に退 休して 慶德 寺を 創 
立し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 C 日本 洞上聯 燈錄〕 

シ ml シュン 韶春 (二 〇八 四) 〔曹洞 宗〕 能 登靈泉 寺の 開 
山な-^、  韶春 字は H 朿 、加賀 の 人、 幼 R して 能 登の 宗圆 寺 R 
投じて 出家し、 韶 麟禪師 に 師事して 寵 せられ、 韶麟の 洞 谷 山 
R 移ぅ、 再び 諸嶽 山に 住する に 及んで、 師 も亦從 a 遂に 印 可 
を 受け、 總持 寺 ic 出世し、 諸 橋の 洞 光寺 R 退 居せ しが、 能 登 七 
尾の 檀越靈 泉 寺を 築き 師を迎 へて 開山と なす、 某 年 寂す、 偈 
ぁぅ、 七顚八 倒、 五十二 年、 功位 共轉 、歸來 分明、 法嗣韶 遵 
麟貞の 二人を 出す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー シュン 韶舜 j ira gs ハ 〔天台宗〕 武藏淺 草 寺の 僧な 
$、  韶舜 字は 薰 契、 號は如 風と 云 ふ、 姓は 唯 我 氏 木 村 氏の 
子 出 雲島极 郡の 人な 6、 文政 八 年 四月 一日 R 生れ、 天 保 八 年 
十三 歲に して 郡の 圓流 寺に 詣 6、 泰 道阿闍 梨に 從つて 剃 髮し 
尋で鰐 淵 山に 登 天台の 學を 修め、 弘化 元年 嚴王院 を 主 
どる、 三年 比 叙 山に 登 三密瑜 伽の 灌 頂を 受けて 故山 R 


書辭 名人 家佛本  日 


歸 6、 止惡行 善の 十條を 制して 山規を 改め、 四 年 再び 比 叙 山 
に 登 $、 白 毫院覺 洞に 隨つて 顯密 の學を 修め、 遮那止 觀の兩 
業を 勵 精す、 三七日を 期して 法 華 三昧を 修 し、 法 華經を 血書 
す、 嘉永二 年 十月 權大 僧都に 任ぜら る、 三年 覺洞僧 正宗 淵 阿 
闇 梨の 二 師を鰐 淵に 屈 請し、 顯密 梵唄の 法義を 習 ひ、 兼ねて 
闔 山の 規則 數條を 制定す、 此歲 因幡 伯 耆の二 州を 遊 化し、 安 
政 元年 院を辭 して 東溪雙 嚴院に 住し、 三年 東 塔 西溪の 護心院 
に 轉 ず、 五 年 十月 仁 孝 天皇 十三 齋忌 に當 6、 孝 明 天皇 親しく 
法華懺 法を 淸凉 殿に 行は せ 給 ふ、 此時師 其 衆に 加は う、 大法 
印の 敕賞を 賜は る、 元 治 元年 西 隣の 行 光坊に 移う、 大 僧都に 
任ず、 盖し行 光 坊は穴 太 流行 傳の灌 室に して、 延曆寺 子院中 
の 巨刹な う、 慶應 元年 十月 法華敕 會の會 行事を 勸 め、 二年宗 
務を帶 びて 關 東に 出で、 留まる 乙 と 一年、 公私 眞 俗の 事を 幹 
し、 屢書を 幕府に 致す、 明治 元年、 朝廷 神祇官を 置きて 神佛 
混淆を 廢 す、 國中 到る 處廢佛 毀 釋の論 興 6、 神 儒 二道の 徒 
頻 うに 佛 徒を 攻撃し、 其 極 動もすれば 暴行を 加 ふるに 至る、 
此 時に 方 6 師東 塔の 執行 代に 選ばれて 京都に 出で、 考恭信 如 
の 二 師と相 提携して 政府に 建言し、 死を 以て 其 不可を 論じ、 

廟議 之れ か爲 めに 動き、 廢佛論 漸く 其 勢を 减 ず、 此歲 再び 關 

東に 出で、 宗務 取締の 職に 任じ、 二 年 八月淺 草 寺別當 とな 6、 

尋で 管領 執事に 任ず、 師甞 つて 閱藏の 志 あう、 聖觀世 音 一千 

驅 を 刻して 願を 滿左 さ / I 乙と を 祈る、 四 年 夏各宗 同盟 # 輿- 〇 

其總黌 V」 谷 中天 王 寺に 設け、 師之れ が 主と なる、 五 年 朝廷 敎 

部 省を 置き、 神佛 合阱大 敎院ヒ 開設す る や， 師日夜 敎 義に勵 

精し、 功 1: 以て 大講義 に ft せらる、 同年 十月 各宗 僧侶 姓氏を 


、 > 3 1(韶)、ン 


用 ゆる Z: とを 得る に 當 .9、 師は 平素 天上 天下 唯我獨 愚と 自稱 
せし を 以て 唯 我を 以て 姓と なす、 六 年 一月 大敎 院議 事 職と な 
6、 二月 四日 淺草寺 住職に 任じ、 三月 三日 權少敎 正に 輔 す、 
此歲惡 徒の 讒に 罹う 無辜の 罪に 座して 大政 官敎 職を 免 せら 
る、 幾何なら ずして 白日の 身と な 6、 九月 中 講義に 補し、 八 
年 二月 中 敎院會 計 課長と な 6、 尋で嗣 院長 心得に 任ず、 同年 
三月 說敎 取調 掛を 兼ね、 大 講義に 補し、 十月 更に 權少敎 正に 
進む、 九 年 春 少敎 正に 補し、 九州を 巡 化し、 十二月 權中敎 正 
に 補し、 十二 年 一月 中敎 正に 轉 ず、 同年 八月 大坂四 天 王寺實 
戒の 下に 詣で密 乗の 秘蘊圓 頓大戒 の 奥義を 受けて 歸る 、十四 
年 七月 權大敎 正に 補 せらる、 十五 年 四月 東 叙 山 天台宗 中學林 
校正と なり、 十六 年 三月 之を 辭 す、 十七 年 六月 日光 山に 登り 
安居 結 制し、 衆徒の 爲に經 論を 講ず、 同 十月 朿 京に 歸 6、 幾 
何なら ずして 肺 患に 罹る、 十八 年 三：：：： 鳥 尾 小 彌太等 設立に か 
、る 明 道協會 長に 擧げら る、 七月 大學林 支 校を 置く に 方うて 
師其 校長に 任ぜら る、 官 、各宗 僧侶の 職 位を 廢 し、 各 管長に 一 
任す るに 方う、 師は 新たに 權 大僧正に 補 せらる、 ナ九 年大僧 
正に 進む、 其歲 三月 三十日 近 ir 坂 本 雙嚴院 に 寂す、 壽六 十二、 
臘 五十、 (事 歷) 

、ンヨ ー ソ ー 奏ーー ー g -A ss 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
6、 韶奏 字を 九 峰と 云 ふ、 出 雲の 人な'^、 東 福 寺の 靈鋒慧 和 
尙來 6 て 州の 華藏 寺に 住する に當 6、 師 之に 投して 遂に 記莂 
を 得、 豐後 の萬壽 寺に 出世す、 後 印を 釋きて 華藏 寺 の朿 菴に隱 
居す、 藤 原 丞相 其 道 # を 聞き 之を 招き、 朿福 寺に 住せし む、 
次て 南禪 寺 R 登る、 定光院 を 龍 山の 傍に 聦して 退 休し、 應永 


、 V 3 丄韶) ソ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 三 六） 


シ fnl( 韶 、紹) 


十二 年 十一月 十二 日 寂す、 壽八 十一、 臘六 十六な う、 (本朝 高 
僧 傅} 

シ 31 チン， 韶珍 . ) 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 

f >  韶珍 字は 大琳肥 後の 人に して 宗 圓寺瑞 巖禪師 の法嗣 
なう、 能 登總持 寺に 出世して 某 年 寂す、 壽詳 ならず、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

シ a l ホー 幼 S 11 キョ 丨才— 敬 雄を 見よ、 

シヨ？ 3 1 A77 S 陽 ィオン 以遠を 見よ、 

シヨ？ 9 ン， Is 麟 (二 〇八 四) 〔曹 洞宗〕 能 登宗園 寺の 開山な 
6、 韶麟 字は 瑞巖 、能 登の 神 保 氏の 子な う、 幼に して 總 持寺峨 
山 和尙 に 師事し、 後、. 瑩山に 依 こと 年 ぁり、 又 大乘寺 明 峯素哲 
淨住寺 無 涯知洪 R 參 して 開悟し、 鮮園 寺に 赴き、 無 端祖 環に 
見ぇ 其 侍 司と なる、 後 諸 嶽山に 出世し、 祥園 寺に 主と なる、 
能 登の 大守 畠山滿 家宗園 寺を 創し、 師其 開山と なう、 又遷 6 
て 永 光寺を 主 どる、 應永拊 一年 再び 諸嶽 山 R 主と なる、 寂 年 
缺 く、 宗園券 に 塔す、 法 嗣靑 山性秀 、玉 林韶 天、 日 東韶春 •大 
琳韶 珍、 雪澤韶 興の 五 人 ぁう 皆 一方に 法 化を 敷く  (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

シヨ！ -i ン紹允 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 僧な 

$、  紹允 字は 信叔と 云 ふ、 獨 秀乾才 R 參して 法を 嗣 ぎ、 妙 

心 寺に 住し、 後 美 濃瑞龍 寺に 主と なる、 寂 年、 及 壽缺く  (延 

寶傳 燈錄} 

シ 31 イン 紹印 シユ ーィ  ソ 宗 印を 見よ、 

シヨ！ エ ー 紹榮 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 安國 寺の 僧な 

う、 紹榮 字は 枯木 出家して 夢 窓 石に 參 する こと 久しくして 


シ 3 1 (紹} オ ー キ 


密 契を 得、 藏主 寮よう、 第一 座と なる、 後、 檀 越の 請を 受け 
て 安藝 長 保 寺 4C 住し、 山城の 安國 寺 R 移る、 寂 年、 及 a 壽歃く 
(本朝 高僧 傅) 

シ m— オタ  00  シヨ— リユ _ 昌隆を 見よ、 

シヨ？ キ紹喜  一一 • ii jj 〔臨 濟宗〕 甲斐 慧林 寺の 禪僧 なう、 
紹喜 字は 快 川、 美 濃の 人、 俗姓は 土岐 氏な う、 仁 岫壽禪 師に法 
を嗣 き、 妙 心 寺に 出世し、 ■美 濃の 崇福 寺 R 住す、 大守藤 原義 
龍の 不敬を 怒 6、 衣を 拂 a て 甲斐に 性く、 大守武 田 晴信師 の 
名を 聞き、 迎へ 請して 慧林 寺に 住せし め、 禮遇甚 /2 篤し、 
正 親 町 天皇 其 偉 望を 聞き、 特に 大通智 勝 國師の 號の賜 ふ、 
天 正 十 年 春 信 長 父子 勝 賴と隙 あう、 攻めて 城壘を 抜き、 武 田の 
全家 壤滅 す、 府內の 禪锵慧 林 寺 R 會 し、 胥議 して 共に 武田 氏の 
爲めに 死 せんとす、 近 江の 大守 佐 ❖ 木義弼 敗軍して 甲府 R あ 
う、慧林寺に寄寓せしが、師竊に北國に逃れしむ、信長大に怒 
6 て 兵を 遺し、 四面よ 6 火 と 放つ、 師寶泉 寺の 雪峰存 、東 光寺 
の 藍 田 靑長禪 寺の 高山 壽 等、 及 CA 學 徒百餘 入と 共 R 烟 ■の 中 
に 死す、 實 4C 天 正 十 年 四月 三日な う (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅，) 

シヨ S キン 紹瑾 ju A- SA 〔曹 洞宗〕 能 登 總持 寺の 開山な 
i  紹瑾 字は 瑩 山と 云 ふ、 越 前 多 福の 人、 俗姓 藤 原 氏な う、 
文 永 五 年 十月 八日を 以て 生る、 (一 傳甫 めて 八歲に して 徹通 
義价に 就き 沙彌 となる) 甫めて 十三 歲 にして 永 平 寺 R 至 6、 
孤雲懷奘の下に投し、祝髮納戒す、同年八月懷羿寂七、師遺 
言を 奉して 徹通 義价に 師事す、 十八 歲 R して 出 遊し、 寶慶寺 
寂圓を 訊 CA 、 次に 京師に 上う、 萬壽 寺寶覺 、東 福 寺 慧曉を 歷 
訊し、 次に 紀伊に 至 6、由良の興國寺覺心を訊ひ、臨濟の宗 


C 七三 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


風を 窺 ふ、 一年に して 寶慶 寺に 皈 う、 寂圓の 下に 留 る、 正應 
二 年 大乗 寺に 至り、 徹 irrl 義价に 省 覲す 、會； 法 華 經を讀 みて 父 
母 生 眼悉 見， 1 三千 界 一と 云 ふ 文句に 至*- 省 あう、 即ち 所 解を 
義价に 呈 す、 義价日 ふ、 此 事を 究めん と 欲せは、 些 子の 覺觸に 
則を 取る を 得 ざれ、 汝 去うて 工夫を 做せ、 と、 師 乙れ ょり 益 
勵 精し、 攝心 工夫し、 七 年 一日の 如し、 義价の 上 堂して 平常 
心是 道の 話を 擧 
示す るを 聞 s 
て、 豁然と して 
徹證 す、 乃 日 ふ、 

我會 す、 我會 す、 

と、 義价日 ふ、 

子作麽 か會 す、 

師日 ふ、 黑漆崑 
崙夜 裏 R 走る 
と、 義价 日く、 未 
在 更に 道へ、 と、 

師日 ふ、 茶に 逢 
は 茶を 喫し、 飯 
に 逢は 飯を 喫 

す、 と、 義价 笑うて 日 ふ 子 向後 當に洞 上の 宗風を 輿すべし と、 

尋て寶 鏡 三味 三 滲 漏 等の 支 旨、 一々 究盡し 餘蘊あ るな し、 

永 仁 三年 正月 十四日 義价よ 6 道元禪 師傳 ふる 所の 法衣を 附屬 

せらる、 翌年 阿波の 郡 司 某城滿 寺を 建立して 師を請 す、 師請 

ir 應し 開山と なる、 正 安元 年 大乗 寺に 歸 う、 翌二 年歷代 佛齟 
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の 相承 機縁を 提唱し、 乙れ を 錕錄 して 傳光錄 と 題す、 乾 元元 
年義 价に繼 S て大乘 寺に 住す、 一 住 十 年、 大に寺 門を 張る、 
應長 元年 明 峯素哲 に 法衣を 附屬 し、 大乘 寺を 退 S て 淨注 寺の 
請に 應す 、正 和 二 年 能 登の 滋野信 直 及 a 其 夫人 平氏、 師を 
請し、 酒 井の 莊を寄 附す 、師其 地の 幽勝を 愛して 一宇を 開き、 
洞 谷 山 永 光寺と 號 す、 翌年 羽 喰の 郡 司 光孝 寺を 建立して 師を 
請す、 是 ょり 淨住 、永 光、 光孝の 三 寺を 兼 管し、 往來敎 化す、 
後醍醐 天皇師 の 高風を 聞き 7? まひ、 特に 十 種の 疑問を 下し、 
師の答 話を 徵 した ^ ふ、 師一々 奏對 して 感賞を 蒙'^ たぅと 云 
ふ も詳 ならす、 能 登 諸 嶽山總 持 寺の 定賀 律師、 師に歸 依し、 寺 
を擧 けて 師に附 丁、 寺は 戒律 宗な ，9 しも、 師 入-^ て 開山と な 
ぅ、 改めて 曹洞宗 となる、 後醍醐 天皇 勅して 寺 額を 賜 ひ、 陞せ 
て 官 寺に 列し、 且つ 賜 紫 出 li: の 道場と なした 爻ひ た 6 と 云 ふ、 
應長 三年 光孝 寺を 弟子 壺菴至 簡に附 し、 淨住 寺を 無 涯智洪 に 
附 し、 正中 元年 總持 寺 ^ 峨山紹 碩に附 し、 自ら 永 光寺に 住す、 
二年 /\ 月永光寺を明峯素哲に附し、同月十五日沐浴淨髮し、 
夜半 (C 大衆を 集め、 示して 日 ふ、 念 起是れ 病、 續か S る是れ 
藥 、一切 善悪す へて 思量 T る Z. と莫れ 、-纔 に 思量に 涉れは 白 
雲 萬 里、 と、 偈を 書して 日 ふ、 自耕自 種 閑 田地、 幾度 賣來買 
去 新、 無限 靈苗 繁茂 處 、法 堂上 見揷 i 鳅人 、と、 筆 ^ 擲て寂 
す、 壽 五十八、 坐 夏 四十 六、 遺骨 i: 分ち て大乘 、永 光、 淨 住、 
總 持の 四 寺に 葬う、 塔を 立て 院を傅 燈院と 云 ふ、 法 嗣七人 あ 
う、 素哲 、智浜 、紹碩 、至簡 、源 照 尼、 祖忍 尼、 慧球な 6、 
就中 素 哲紹碩 の 二人 門 風大に 盛な う、 著作 傳光 錄二卷 、坐禪 
用心 記、 三 根 坐禪說 、淸規 、信心 銘拈提 、各 一卷 あう" 正 平 
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書辭 名人 家佛本 日 


(:八 三 六） 


、 v fn  ( 紹^  キ — - シ 


七 年 後村上 天皇 勅して 佛 慈禪師 の 謚號を 賜 a 、 安永 元年 後 桃 
園 天皇 勅して 弘德圓 明 國師の 謚號を 加 賜し 为 まふ、 後世 曹洞 
宗の 中興 祖と云 ひ、 太祖と 云 ふ、 (行 錄 、洞 上 諸祖傳 、日本 洞 
上 聯燈錄 、本朝 高僧 傳) 

シヨ？ キユ .1 紹及一 一 一ーー ー S 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
二百 代な う、 紹及 字は 見 岩、 號は侖 々子、 京都の 人な 6、 
天祐の 法を 嗣 き、 萬 治 三年 十二月 九日 出世し、 萬 治 四 年 正月 
廿 九日 開 堂す、 寬文六 年 九月 東海 寺 輪番 職と なる、 延寶 年中 
勅して 慈 光 圓照禪 師の號 を 賜 ふ、 大和 宇多 擁護 山 千 眼 寺、 及 
び、 法 林 寺 法 性 寺 慈 恩 寺 等を 創す、 元 祿五年 七月 廿 八日 寂す、 
壽八 十五、 頌に 日く、 八十 五 年、 喚， 地爲 k 天、 要。 知， 端的 I 脫 
休如然 、と、 (紫 鼹譜 略、 大徳 寺 世 譜)， 

シヨ ー クウ Is * 一一 臨濟宗 U 山城 紫 野 大德寺 第 百 
六十 九 代な う、 紹果 字は 天祐、 號は夢 伴 子、 芡は實 夢叟と 
s ふ、 近 江の 人、 俗姓 菅原氏 美 濃 部と 稱す 、萬 江の 法を 嗣 き、 
寬永二 年 六月 十八 日出 世す、 後水尾 天皇 勅して 佛海祖 燈禪師 
の號を 賜 ふ、 師 大和 宇多に 長 泉 山德源 寺を 御し、 寬文六 年 九 

月廿 一日 寂す、 頌 R 日く、 兩曜相 積、 八十 一年、 即今 底 也、 

淸風拂 天、 と、 塔 1: 梅 岩 菴とい ふ、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シヨ ー ク 5? 紹化 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 

あう、 紹化 字は 南溟と 云 ふ、 玉 浦 R 參して 得 法の 後江 南榮 

と共に 行脚し、 賊の爲 め R 捉はれ 、奴隸 となる、 後、 賊曾師 の 

德に 化し、 尾 張 熱 田 R 龍珠 寺を 靱して 師を請 し 開山と す、 後、 

妙 心 寺に 出世し、 九十 餘歲 R して 寂す、 (延 寶傳 燈錄) 

シヨ ー シュ 紹珠一 一一 一 1 裝 〔臨 濟宗〕 美 濃大仙 寺の 禪 僧な 
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P、  紹珠 字は 雪關 、美 濃の 人、 早 年 美 濃 慈 恩寺隱 山の 室に 
投じ、 太 元棠林 古鑑と 伴 / 2 う、 併稱 して 隱山輪 下の 四 哲と云 ふ 
隱山禪 師の 法を 嗣き "天 澤菴 R 居う、 法 席を 張る、 天 保 六 年 
二月 三日 寂す 壽 七十、 遺偈 ぁう、 日 ふ、 百 前 古路、 一條 廣博、 
末 後 商量、 有 k 棺無 k 槨、 C 近世 禪林僧 寶傳) 

シヨ 1シ ユ 紹珠二 四 九 E: 〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪 僧な 
6、  紹珠 字は 春 叢、 豐後 佐賀の 人、 十一 歲地藏 寺 大百丈 
に 就きて 出家す、 十八 歲出 遊し、 臼杵多 福 寺に 掛搭 す、 偶禪 
關策 進を 讀みて 發 憤し、 豐 前開禪 寺 K 到う、 蘭 山隆に 謁し、 
次 R 天 猊大休 靈源遂 翁に 歷 謁し、 遂翁盧 の 下に 大事を 了す、 
慈 光寺 圓福 寺 R 住し 文政 六 年 妙 心 寺に 昇う、 法 化 盛な う 天 保 
六 年 十月 廿 五日 寂す、 壽 八十 餘 、初め 天皇 紹珠に 皈 依し、 勅 
して 紫 衣を 賜 a 、 且つ 大鑑 廣照禪 師の號 を 賜 ふ、 (近世 禪林僧 
寶傳) 

シヨ ー シヨ？ 紹淸 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 長 福 寺の 禪 

僧な 6、 紹淸 字は 月菴 、俗姓 不詳、 月 林 晈禪師 に 師事し、 長 福 寺 
に 住し、 後 藏龍菴 R 退 休す、 示 寂の 年 時、 缺く (本朝 高僧 傅) 

、ンヨ ー シユ 1 紹肅！ _j sx HA 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 
二百 廿六 代な う、 紹肅 字は 端 堂、 號は克 々子、 京都の 人、 賢 峰 
の 法を 嗣く延 寶七年 十月 廿 二日 出世す、 元 祿 元年 十二月 十四 
日 開 堂し、 正受院 に 住す、 後 慈 峰菴に 居 6、 正德 三年 十月 廿 
六日 寂す、 壽八 十六、 勅 謚太寂 法明禪 師と s ふ、 c 紫巖譜 略、 大 
德寺世 譜) 

シヨ ー セキ 紹頓一 一一 g il 〔曹洞 宗 3 能 登 總持寺 第二 代な 
6、 紹碩 字は 峨山 、俗姓は 源氏、 能 登 羽 喰 郡 瓜田の 人な 6、 


(:九 三 六）  書辭 名人 家佛本  日 


甫めて 十六 歳の 時、 比 叙 山に 登うて 剃髮 受戒し、 摩 訶止觀 を 
學 ふ、 後 加 賀大乘 寺の 瑩山 紹瑾に 謁し、 問うて 日く、 天台の 
祖は脫 體の機 情 妄想を 得す、 又 法 性を 得すと S へ 6、 性に 法 
相を 存せ S るは 是れ吾 か 宗の密 旨な う、 豈に敎 外の 旨と 異な 
らん や、 と、 瑩山 笑うて 日く、 別、 別 師問ふ 別處は 作麽生 、瑩山 
便ち 寢 室に 入 
る、 師 沈思す、 

因て 衣を 更へて 
掛搭 す、 一日 問 
うて 日く、 是非 
不 到の 處 請ふ師 
一句を 道へ、 と、 

瑩山 日く 道は 
す、 道は す、 と、 

師 日く、 甚麽の 
爲にか 道は 3 る 
ぞ、 瑩山 日く、 

蹉 過し 了せ 6、 

師硏究 措く Z. と 

なし、 一日 瑩 山師に 日く、 是非 不 到の 處 何を 道 a 將ち 來らさ 

ると、 師口を 開かん と擬 すれば、 瑩山 便ち 打つ、 師省 あう、 

一夜 月を 賞す、 瑩山 日く、 汝月に 兩個 あるを 知る や、 師 日く 

知らす 瑩山 日く、 月 R 兩個 あるを 知らす ば 以て 洞 上の 種 草 

となす MJ 能は すと、 師是 よ-^ 激働甚 切に して 三年を 越 ゆ、 一 

夜 月に 對し て跌 坐す、 夜半 R 至- CS、 心身 湛寂 にして 物 我 共に 
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忘す、 瑩 山師の S 邊に 於て 彈 指一聲 す、 師 豁然と して 大悟し、 
遂に 印 可を 蒙る、 依て 諸方に 徧參 し、 智識の 門を 叩き、 大乘 
寺に 歸 る、 瑩 山の 洞 谷 山に 移る に 及 a 、 師 之に 從 ふ、 元亨元 
年の 秋 入室して 所 傳の衣 法を 附 せらる、 正中 7C 年總持 寺の 席 
を繼 く、 唇 應 三年 能 登の 洞 谷 山 永 光寺を 董 す、 貞治二 年 再 a 
席に 臨み、 久しから すして 退院し、 總持 寺に 歸 る、 貞治 叫 部 
十月 初旬 疾を示 し、 二十日の 夜 沐浴し、 諸 徒を 遺誡し、 頌を 
書して 日く、 合，- 成 皮肉 『九十 一年、 夜來依 \舊 、横-- 身黃泉 ハと、 
筆を 投して 寂 す、 遺骨を 本山に 塔す、 法嗣に 大源 、通 幻、 無 
端、 大徹 、實峰 等 あぅ、 此五人 殊に 著は れ峩 山門 下の 五哲と 
呼は る、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

シヨ？ ソ紹 蘇 SH 一 ^ 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第二 百 
三代な- 〇、 紹蘇 字は 昭海號 S 睡雲 、京都の 人、 天祐の 法を 嗣く 
寬文二 年 十月 二十 五日 出世す、 寬文六 年 九月 十三 H 開 堂す、 
寬文七 年 九月 十九 日 寂す、 壽 五十六、 梅 岩菴に 塔す、 (紫 巖譜 
略、 大德寺 世譜) 

シヨ ー ソ ー 紹综二 一一 一 SS 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 
卅 代な 6、 紹琮 字は 玉甫 、號は 半 泥 子、 京 郡の 人な ぅ、 古溪 
の 法を 嗣 く、 師は三 淵 伊賀 守晴 員の 子に して 細 川 幽齋の 弟な 
6、 天 正 十四 年 十月 十三 日大德 寺に 出世す、 正 親 町 天皇 勅し 
て 大悲廣 通 禪師の 號を賜 ふ、 天 正 十六 年 古溪事 ありて 總見院 
を 退けられ、 筑紫博 多に 徙 3 る、 豐臣 秀吉師 に 命して 其 席を 
繼が しめ 第二 世と す、 慶長中 本山に 高 桐院を 創す、 慶長 十八 
年 六月 十八 日 寂す、 壽六 十八、 頌に 日く、 末 後 牢關絕 -- 點 埃 —' » 
と、 高 桐院に 塔す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜」 
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(〇四 六) 


シヨ 1C 紹) 夕—ラ _ 

シヨ ー タ紹佗 ii is AE 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野 大德寺 第 百 九 
十一 代な う、 紹佗 字は 方充と SS、 野 雲子蜞 午 等の 號 あう、 山 
城の 人な う、 璧瑩 宗趙の 法を 嗣く 、(宗 趙 は州甫 の法嗣 とす J 
承 應四年 二月 九日 出世す、 前 堂法嗣 出世の 始 なう、 萬 治 元年. 
十一月 武 藏廣德 寺の 諍 論 非理の 科に 落ち、 將軍家 綱 命を 下し 
て 江戸を 追は る、 京都 久米川 永 春 庵に あり、 元祿 元年 九月 廿 
三日 寂す、 壽八 十四、 永 春 庵に 塔す、 (紫 巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シ タク 紹琢 ( . ) 〔臨濟 宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

6.、 紹琢 字は 大圭 、景聰 興勗禪 師に參 して 法を 嗣 き、 妙 心 寺 
に 住す、 佛成 道の 偈に 日く、 兀坐六 年 g 弊衣、 明 量 穿 k 眼不 k 投 
機、 臘天莫 V 怪梅花 笑、 三脚 驢兒 蹈雪歸 、と、 寂年缺 く、 (延 寶傳 
燈錄)  ■ 

シヨ— チヨ ー 紹長二1ーー & 〔臨濟宗〕山城紫野大德寺第 
百卅七 代な 6、 紹長諱は松嶽、和泉堺の人、俗姓半井氏な 
う、 玉 仲の 法を 嗣 く、 文 祿二年 九月 十一 一一 日出 世す、 時 R 四十 
歳な う、 元 和 三年 九月 十三 日擯 せらる、 寬永 三年 三月 朔日三 
井の 麓に て 寂す、 壽七 十三、 曾て 金 龍院を 創す、 (紫 巖譜 略、 大 

德寺 世譜) 

シヨ ！プ キ紹滴  一一 一一 一一 一 S 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪 

僧な う、 紹滴 字は 一 凍、 和 泉の 人、 俗姓は 源氏、 高屋の 族な 

6、 幼 R して 邑の龍 門 寺に 投じて 雪岫祥 首產に 依る、 十五 歲 

にして 剃髮 得度し、 和 泉 南 宗寺大 林宗套 に 從 侍す、 後 笑嶺席 

を繼 ぐ、 師ま y2 之 R 參 する ^ と 久しくして 遂に 印 可を 付 せら 

る、 天 正 十一 年 春 京都 聚 光寺 R 主と な 6、 冬德禪 寺 R 移る、 

後 同門の 請 R 應して 和 泉南宗 寺を 司 どる、 文祿 三年 夏敕を 奉 


シ 3 — ( 紹) h  — バ 


じて 大德 寺に 住し、 晚年 職を 辭 して 南 宗寺に 退 休す、 朝廷 師 
の 道 # を 聞き、 特 R 明 堂 古 鏡禪師 の號を 賜 ふ、 慶長 十七 年 四 
月 二十 三日 寂す、 壽七 十四、 遺偈あ 6、 日く、 七十 四 年、 熟 
喝嚏擧 、未 後一 句、 動 _ ，搖大 千， (紫 巖譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シヨ ー ト— 紹董 ij_ 一一 II' ，〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪 
僧な う、 紹董 字は 督宗 山城の 人な 6、 徹岫宗 九に 參尋 する 
Z: と 多年 遂に 契 悟 あう、 永 祿七年 春大德 寺に 住す 〇天正 三年 
七月 十一 日 寂す、 壽六 十三、 (紫 巖譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シヨ ー ト ー 紹等一 •一： 一. 5; ハ 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪 
僧な う、 紹等 字は 沒偸 、號 は墨齋 、又 月 婿* Ih p 、 拾墮 "禿 
樵、 墨 隱漁白 樵、 靑松江 等の 號 あう、 大德寺 一休 和尙の 高弟 
なう、 一休 城 南 薪 里に 酬恩菴 を 開き 師命せ ぜられ て 第一 世と 
なる、 書を 嗜み 、蛇足に 學びて 、師の 一休に 伯仲す、 其 書き 
し 山水 樹 草は 密書に して 多くは 一休 其 上 R 賛 す、 明 應五年 五 
月 十六 日 寂す、 壽歃 く、 (扶桑 書 / V 傳 、鑒定 便覽 、皇朝 名 霜 拾 
彙、) 

シヨ ー ニ ン紹仁 (一九' し 六) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 
f、  紹仁 字は 義 翁'  宋 西蜀涪 江の 人な う'  寬元四 年蘭溪 
道隆に 從 a て 來 る、 建 仁 寺に 在う'  後" 建 長 寺 R 移 6、 大 R 
大覺 禪師の 道を 唱ふ 、晚 年 m 山 正傳菴 に屛 居し、 某 年 六月 二 
日 寂す、 軌謚 普覺禪 師 .と 云 ふ 1 ( 本朝 高僧 傳 > 

シヨ ー バィ 紹 宿 ij is g  〔臨 濟宗〕 美 濃 梅 龍 寺の 開山な 
6、 紹蓓 字は 春 江、 關朿の 人な. 9、 初め 京師の 諸 山を 徧 
歷 し、 南都の 講肆を 遊歴して、'  大小 乘 R 精し、 後、 景 川和尙 
の禪 化を 慕うて 掛 錫參究 久し ふして 遂 R 宗機に 達す、 景川乃 


V 一 四 六） 


書辭 名人 家佛本  ：: 


ち師に 印證を 付し、 命して 大德寺 第一 座と なす" 辭して 美 濃 
武藝 郡に 往き 、敎 寺に 萬して 大藏 經を閱 す、 檀信等 謀 6 て 梅 
寵寺 を荆 し、 師 請せられ て 開山と なる*- 後瑞龍 寺悟溪 和尙師 
の臘德 共に 高き を昆て 、屢々 大德 寺 ic 出世 せん 乙と を勸 む、 
師 遂に 乙れ を諾 し、 未だ 開 堂せ S るに 明 應八年 三月 二十 六日 
梅 龍 寺に 寂す、 壽 八十、 (延 寶傳 燈傳) 

シヨ ー ブ 紹 付心  一一!  { il 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪僧 
f,  紹玆 字は 小溪 、俗姓は 菅原 氏、 美 濃の 人な 6、 七歲に 
して 南 豐の梅 心 和 尙に從 つて 童 役を 執う、 稍 長 じて 剃髮 受戒 
し、 錫を 東 山に 掛 くる 乙 と 久し、 大德寺 東 溪宗牧 に參 し、 服 
勤 十 年に 及ぷ 、一日 世尊拈 華の 因緣を 看て 豁然 省 悟す、 後 法 
兄 悅溪の 法を 嗣 ぎ、 享祿 年中 詔を 奉して 大德 寺に 住し、 盛ん 
に 法 幢を樹 つ、 朝廷 特に 佛智大 通 禪師の 號を賜 ふ、 晩年 輿 臨 
院を沏 して 退 居し、 天文 五 年 七月 二十 八日 寂す、 壽六 十二 遺 
偈あ 6、 日く 一  挨一拶 、魔佛 失， 心、 行脚 好事、 生鐵 鑄， 金 (紫 
巖譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シヨ ボタ 紹璞一 S5 IC 一 〔臨 濟宗〕 京都 紗心 寺の 禪 僧な 6、 
紹璞 字は 雪潭 、俗姓 吉田 氏、 紀伊 國牟婁 郡の 人、 十歲 出家し 
て 郡大泰 寺桐嶽 R ょう、 後、 出 遊して 播磨慈 音寺棠 林 ic 師事 

し、 參究功 あ $、 印 記を 承く、 弘化四 年 伊深の 正眼 寺 R 住し、 

關山 下の 宗 風を 擧揚 し、 慶應 三年 九月、 勅 あう、 眞如 明覺禪 

師の號 を 賜 ふ、 明治 六 年 九月 十八 日 寂す、 壽七 十三、 

シヨ 1乏 紹彌 (一二 五一 一) 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪 

僧な 6、 紹彌 字は 天釋 、特 芳に參 侍して 印 可を 受 く、 明應 

の 初め 勅命を 奉じて 大德 寺に 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 嗣法 

v fn  1 ( 紹ーク • — £ 


甫英暉 一人 あう、 (紫 巖譜 略、 延寶傳 燈錄) 

シ 3 1 ヤク紹 益 jj H- 群 〔臨濟 宗〕 山城 紫 野大德 寺の 第 
二百 十二 代な 6、 紹益 字は 堅 峰號は 三 江 子 京都の 人、 笑 堂 
の 法を 嗣く t 寬文八 年 二月 十： n 出世して 正 受院に 住す、 丹 州 
に 林 泉 寺を 創立す、 元 祿五年 十一月 四日 寂す、 壽七 十六、 (紫 
巖譜 略、 大德寺 世譜) 

シヨ！ |丨 紹明  ーー ^ 紅 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 
な 紹明 字は 南 浦、 俗姓 藤 原 氏 駿河國 安部 縣の 人、 幼 (C 
して 州の 建穗 寺淨辨 法師に 就きて 學問 し、 十五 歲剃 髮受 具し、 
鎌 倉に 柱き 建 長 寺 蘭 溪隆に 謁し、 正 元の 頃 (同 元年 か) 宋に 
渡う、 諸 刹を 徧 訊す 禪師問 ひて 日 ふ、 古 帆 未 k 掛時 如何、 師日 
ふ、 蟪螟眼 裏 五須彌 、禪師 日 ふ、 掛後如 W、 師日 ふ、 黄河 向 k 
北 流、 禪師日 ふ、 未在更 道、 師 H ふ、 某甲恁 麽和尙 又作麽 生、 
禪師日 ふ、 參堂 去、 文 永 二 年 (唐 咸淳 元年) の 夏 禪師の 頂 相を 寫 
して 賛を請 ふ、 禪師 即ち 書して 日 ふ、 轺旣 明白、 語 不 .V 失； r 
手頸 簸 弄、 金圈栗 蓬、 大蜜國 裏 無 = 人會 (又 却乘 k 流 過-.- 海 東 ハ 
と、 同年 八月 愚 禪師徑 山に 遷る師 を 携へ て俱に 行く、 師 益參究 
一宵定 ょり 起ちて 大悟 偈を呈 して 日 ふ、 忽然 心境 共 忘 時、 大地 
山河 透-- 脫機 T 法王 法身 全 鉢 現、 時人 相對不 -- 相 知 —'* と' 文 永 四 年 
(唐 咸淳 三年) の 秋 東 歸の途 に 上る、 愚 禪 師贈偈 あ*^ 日 ふ、 敲 -- 
磕門 庭-細 揣摩 、路頭 盡 處再經 過、 明明 說與 虛堂叟 、東海 兒孫日 
轉多 、建 長 寺 蘭 溪隆の 下に •あう、 七 年の 冬、 筑 の興德 寺に 出世 
すと、 嗣法書 並に 入 寺の 法語を 錄 し、 曇 侍者に 付し、 徑山虛 堂 
愚禪 師に呈 す、 禪師大 に 喜び、 衆に 謂 a て 日 ふ、 吾 道東矣 "と、 
九 年 太宰府の 崇福 寺に遷 る、 住持 三十 餘 年、 西國 風靡す、 嘉元 

-  I  ,1  -I  ■  ”  In  >  -HI  ■-  -■  -(M.  I 
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書辭 名人 家佛 本日 


(二 四 六) 
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三年の 秋 詔を 奉じ 京師に 上る、 伏 見 太 上皇 宮中に 禪要を 問 a 
たま a 、 勅して 萬壽 寺 ic 住せし めた ^ ふ、 上 堂の 法語 あう、 
太 上皇 大 R 感嘆し ^ ま s 東 山の 故趾に 嘉元 寺を 興し、 師を 
延きて 第一 祖 となした まふ、 德治二 年 北條貞 時の 聘にょ 6 東 
下し、 正觀 寺に 留まる、 尋て建 長 寺に 住す、 翌延慶 元年 太 上 
皇詔を 降し 存 問した まふ、 建 長 入 寺の 夕 小參に 日へ る あう、 
今年 臘月 二十 九日 來 無， 一所 來 - > 明年 臘月 二十 九日 去 無， 一所 去 —' » 
と、 大衆 驚 訝して 其 意を 了す るな し、 延慶 元年 臘月 廿 九日に 
至う 突然 微疾を 發し 、二更に 至 $ 偈を 書し、 跏跌 して 寂す、 
壽七 十四、 夏 六十、 偈に日 ふ、 訶 ，風 罵 k 雨、 佛祖不 k 知、 一機 
瞥轉 、閃 電猶遲 、勅 謚圓通 大應國 師と云 ふ、 重て 勅して 西 京 
に 龍 翔 寺を 建立し、 寺 後に 普 光 塔を 構へ て靈 骨を 收む 、菴を 
祥 害と 云 ふ" 建長崇 福 R ある 弟子 靈骨を 分ち 收む 、建 長 寺に あ 
るを 天 源 塔と 云 a 、 崇福 寺に あるを 瑞雲 塔と 云 ふ、 語 錄三卷 
あう、 徑 山の 及愚菴 、天 界の泐 季潭 、其 首 R 題し、 俊 明 極、 
曇西鐧 、其 尾に 蹂 す、 抗州 中天 笠 住持 廷俊 大師 塔銘を 作る、 
幷 R 世に 刊行せ 6、 ( 塔銘 、延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

シヨ ー ユ 紹由一 . ^: 一 •〔曹 洞宗〕 肥 後大慈 寺の 二 代な う、 

紹由 字は 斯道、 肥 後の 人 幼に して 如來 寺寒巖 R 役して 出家し、 

寒 巖の肥 後大慈 寺 R 遷 るに 及 a て、 師 も亦從 a て 行き、 執務す 

る 乙と 十 年、 遂に 印 可を 付 せらる、 永 仁 六 年 其 席を 繼きて 第 

二 代と なる、 正 安三 年 寂す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ！ リン 紹麟 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 大徳 寺の 禪僧 

f ,  紹鱗 字は 一岫と 云 ふ、 東溪宗 牧に參 して 印 可を 受け、 

紫 野大德 寺 ic 住す、 寂 年 及壽缺 く、 (紫 巖譜 略、 延寶傯 燈錄) 


シ mlf 紹 、昭} 


シヨ— 9ユー 紹立 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 

僧な 6、 紹立 字は_ 叟と云 ふ、 策 菴宗暾 に參 して 印 記を 禀 
け、 三 河 太平 寺 ic 主と なる， 寂年缺 く、 (延寶 傳燈錄 } 

シ 紹 | 良 (H ハ S) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學 
僧な り、 紹 良は 夙に 叙 山に 登り、 •源 信 僧都に 師事して 山家 
の 法を 學び 、其大 旨 R 通し、 又諸師 R 請 益す、 長 元の 初め 支那 
に 渡う、 延慶 寺尙賢 法師に 謁し、 齎 せし 金字の 法 華經を 呈 す、 
留學 する 乙と 三年、 三 觀十乘 の 奥旨に 達し、 歸 朝して 近 江比叡 
山に 住し、 所業を 敷演 す、 寂 年月日 及壽詳 ならず、 (本朝 高僧 
傅). 

シヨ— ガイ £& « ショ I ソ紹 蘇を 見ょ、 

シヨ？ カク 昭覺こ o: s; 〔臨 濟崈 i 羅漢 寺の 禪 僧な 
う、 昭覺 字は 圓龕、 壽福 寺の 寂 菴昭に 隨ひて 禪觀 を參究 し、 
曆應の 初出 遊して 豐 前大？ 品 屋に 到る に、 大石窟 あう、 師 自ら 
十六 羅漢の 像を 圖 して 窟內に 奉し、 耆闍窟 と 名け、 幻 住菴を 
口 W 下に 結び、 其 近 地に 智剛 寺を 鄉し 、錫を 移して 安居す、 延 
文 四 年 春 三 光 圓師の 徒 逆流 建 順 來り師 と 相 見て 舊識の ，如く、 
洞窟に 遊 ふ R 及 S て 追憶す る もの あるか 如く、 遂に 窟に入 6 
て 晏坐 する こと 一年、 後、 幻 住菴を 改めて 安心と 稱 し、 師と 
志を 同し くして 石像 長け 各 三尺 許なる を 造う、 中央 R 釋迦左 
右に 文殊 普賢 當面に 十大 弟子、 五 百 阿羅漢 侍 衞給侍 まて 七 百 
餘軀を 窟內に 安置す、 五 年 十月 十五 日 一千 僧を 招き、 聖福寺 
の 月 堂 和尙開 導師と な 6、 慶讃 供養す、 翌日 建順偈 を 書して 意 
を 示し、 支那 天台 山に 歸 へる、 師 普く 地方を 化し、 至德 元年 
九月 十一 日 寂す、 壽缺 く' 弟子 祖訣省 卓 あ 6、 ( 本朝 高僧 傅.) 


(三 ZS 六:) 


書辭 名人 家佛 本日 


シ 3 *- ギ 昭 ft クッン ド丨觀 道を 見よ、 

シヨ キボ ー 昭 儀！^ リョ I ィ了 意を 見よ、 

シヨ ー、 ゲン 昭 一兀 yt -t: . 一. 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪 僧な 
う、 昭元 字は 無爲 、平安 城の 人な 6、 辨圓 (聖一 國師) の 下 
に 在 6、 法嗣 となる、 道隆 (大覺 禪師. ) 祖 元 (佛光 禪師) の 
下に 遊ぶ、 筑 前の 承 天 寺、 京師の 三聖 寺、 東 福 寺、 鎌 倉の 圓 
覺寺 に歷 住す、 應長 元年 春 病に 因うて 圓覺 寺に 退 休し、 寶滿 
寺に 寓 す、 五月 十六 日 寂す、 遺偈 あう、 倒 却 刹 竿、 縦 橫 自在、 
左右 逢 憚、 威 音 王 外、 後 勅 謚大智 海 禪師と 云 ふ、 (延 寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傳) 

シヨ ーゲン 昭玄一 一 jij 5g 〔眞宗 〕 [u 城 興 正 寺の 第五 代な 
P,  昭支 字は 准 尊と SS、 顯 尊の 第二 子" 母は 冷泉 中納言 
爲 益の 女な う、 文祿 三年 三月 准 如 宗主に 就きて 得度し、 先考 
の 例に ようて 宗主の 名字 一字を 賜 ふ、 是れ 遂に 永 式と なる、 
元 和 二 年 七月 十三 m 權 僧正に 任し、 八 年 四月 四日 寂す、 壽三十 
八、 謚を不 退院と $ ふ、 十三 子 あ 6、 ( 本願 寺 通紀) 

シヨ-;' ンヨ 1 昭乘ニ ニ ^ 〔眞言 宗〕 山城 瀧 本 坊の學 僧 
なう、 昭乗號は惺惺、晚年松花堂と云ふ、俗姓は中沼氏名 
は 式部、 大和 奈良 一乗 院坊官 中 ? a 左 京の 弟な う、 早歲 にして 

出家し、 山城 男 山 瀧 本房實 乗に 師事して 眞言 宗を受 く、 傍ら 

書を 學び 、弘法 大師の 筆法を 學 ふ" 具足 戒を受 くる 後、 攝津 

天 王 寺に 寓し 、益 筆法を 究め、 靈驗， V」 感じ、 六書 八 棘 六十 餘 

涤 に 通達す、 且書を 好み、 牧溪の 遺風を 愛慕して 其 妙に 人る、 

初め 近衞龍 山に 書を 學び 、狩 野 山 樂に書 V」 習 a /2 るが、 茲 に 

至つ て 書 書 共に 自得の 妙趣を 發 揮し、 別に 一家を なす、 殊に 


書は 寬正 三筆の 一と稱 せらる" 後" 吉野 山に 幽棲し、 道行を 
勵み 、數 靈驗を 感ず、 晚 年男 山に 草菴を 結び、 松 華 堂と 號 す、 
寬永 十六 年 七月 背に 痛疽を 發 し、 九月 十八 日 寂す、 壽 五十六 
(績 日本 高僧 傳 、扶桑 書 人傳) 

シヨ-チ nT 昭超一 -jj, 弱 〔眞宗 〕 山城 與正 寺の S ハ 代 
な-^、  昭超 字は 准秀と s ひ、 童 名は 岩 九 准 尊の 第 四 子な 
元 和 七 年 四月 十九 日 得度し、 年 十五に して 權 僧正に 任す、 明 
曆 元年 七月 廿 九日 越後 今 町に 遷 四 年 十月 歸 京す、 万 治 三 
年 十二月 十二 日 寂す、 壽五 十四、 寂靜 院と謚 す、 六 子； Q6、 
(本願 寺通靶 ) 

シヨ ー ガ省 g 貝 j rr: 二 〇: 〔曹 洞宗〕 丹 波圓通 寺の 禪僧な 4、 
省 賀 字は 慶香 •尾 張の 人、 孝山祚 養に 依りて 曹 洞の 宗旨を 究 
め、 法の 源 底を 盡す 、大永 元年 圓通 寺を 御し、 後 永 平 寺を 主 
とる、 天文 十一 年闢雲 寺に 遷る 、七 州 大守大 內義隆 請して 永 
福 寺に 住せし む、 寺は 本 大內弘 幸の 開基に して 師其 始祖と な 
る、 天文 十九 年 四日 五日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ー キ 省已  ニ チ チユ- 日中を 見ょ、 

シヨ ー ゴ 省 五 ロー ー  1  gl -o 〔臨 濟宗〕 明 牛 頭 山の 禪僧な 6、 
省 吾 字は 無我、 京師の 人、 早 年 出家し、 顯密 兼ね 學ぶ 、後、 
大德 寺宗峰 國師の 下に 事へ、 器 許せら る、 嘉曆二 年 龍 翔 寺 月 
堂 禪師の 下に 輪藏を 典ぅ、 月 堂崇福 寺に 遷る にあた ぅ、 師 
亦隨 侍し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 貞和二 年 石 城 山 妙樂寺 成る、 師 
一樓を 建て 呑 碧 樓と云 ふ、 四 年 春 月 堂の 下を 辭し 元に 渡う、 
承 天 寺仲銘 新、 淨慈寺 用 章 俊、 靈隱 寺用貞 良、 天 寧寺楚 石琦、 
本覺 寺了菴 欲、 育 王 山 月 江 印に 歷訊 す、 徑山に 登うて 虛堂敞 


シ m1( 眧省) 


シヨ 昭) キーシ 


書辭 名人 家佛 本日 


•:四 四 A) 


シヨ S  (省、 生) 


の 塔を 禮 し、 五臺の 金剛 窟 R 登 6、 親しく 化佛 を拜 して、 妙 
戒訣を 受け、 導て 靈隱 寺 R 入う、 見心復 R 謁し、 吞碧樓 記を 
乞 ふ、 是 R 於て 一時の 老宿皆 題 贈 あう* 道俗の 勸 R ょう 金 陵 
の 牛 頭 山に 開 法す" 元 R 留まる こと 十餘 年、 延文二 年 牛 頭 山 
住持の 職を 辭 して 東皈 す、 諸老 宿の 送別の 偈甚だ 多し、 石 城 
山に 赴きて 月 堂を 拜觀 す、 月 堂の 寂 後 衆 外 越妙樂 寺に 請す る 
も 出で ず、 貞治二 年 再び 遠 遊す、 元 明の 亂後牛 頭 山荒 廢す 、吾 
弟子 痴禪 柏に 命じて 修理の 事を 幹せ しむ、 大衆 隨喜師 を 推し 
て 住持と す、 明 太祖 道 望を 聞き、 (明 洪武六 年) 延 見して 法要 
を 問 ひ、 紫 金 衣を 賜 ふ、 永德 元年 (明 珙武 十四 年) 心 華 堂 R 
在 6、 平生の 文字 數十卷 を 焚き、 法 弟 無法 應を 召し 遺誡を 附 
して 示 寂す、 壽七 十二、 臘五 十九な う、 辭 世の 偈 に 日く 此岸 
彼岸、 一蹈蹈 翻、 迦文 求藥 、幷吞 乾坤 (延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧傳) 

シヨ ー サン 省 ミ ョ-ゴ 妙 悟を 見ょ、 

シヨ ー チ ツ省鐵 ( . 〕 〔臨 濟宗 U 京都 天 龍 寺の 禪僧 

f、  省鐵は 夢 嵐 國師 R 參して 其 法を 嗣ぎ 、天 龍 寺に 居し 

て藏 主と なる、 (延 寶傳 燈錄) 

シヨ ー サィ 生 西 E:* 一四 Izg: 〔浄土宗 U 山城 極 樂寺 第三 代な 

う、 生 西は 秀譽 と號 し、 其 師貫詳 かならず、 能 信 R 投じて 

剃髪 受 業し、 山城 川 島 村に 冷藶院 を 建て 、開山と なう、 又 桂 

の 極樂 寺に 住す、 天 正 十二 年 九月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 

土總 系譜) 

シヨー サィ 生 西 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 隱士 

道 者な 生 西 字は 乗 蓮と S3、 辨道 者と稱 す、 尙書郞 通 


、 V ml (生、 尙} 


憲信 西の 家嗣 俗名は 權右中 辦貞範 、笠 置解脫 上人 貞慶の 父な 
う、 得 一の 法を 嗣きて 醍_ 山 R 居る、 (續 傳燈 廣錄) 

シヨ*—、 V ヨ 1  生 f 召 シユ — n  — 宗一旦 を 見よ、 

シ ml ブツ 生 « 2 八 九 三) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 僧な 
う、 生佛一 ' R 性佛に 作る、 東國の 武人な 6、 四條 天皇の 時 
出家して 比 叙 山 R 登 6、 撿挟 となる、 後、 俄に 肓人 とな 
れば 、山 王權 現に 祈 禱 し、 肓 人の 業 R は 何事を なすへ きか 託 
宣を 請 a 、 平家物語を 語る 〈しとの 靈吿を 受け、 爾來 平家 物 
語を 語る を 業と し、 悲凄幽 婉の聲 音を 以て 聞く 者を 感動せ し 
め ^ 6と云ふ、後世の肓人其技を習3、琵琶法師と云へう、 
(徒然 草、 聲曲 類纂) 

シヨ— 3 生 患 »=> シキ シ直 至を 見よ、 

シヨ； ヨ 生譽 リョ 丨ヶ ン靈玄 を 見よ、 

シヨ 1 T 尙阿ゲ ンド —玄 道を 見よ、 

シヨ ー タ 1F?  尙 ^ 堂 モッォ _ 文 雄を 見よ、 

シヨ ー、 ゲン 尙支 (ニニ セ 五〕 〔日蓮 宗〕 能 登 妙 成 寺 開山な 
尙玄阿 闇 梨 何れの 人なる を 知らず、 日 像の 能 登 加 北 郡 
大野 村に 巡 化する R 方つ て、 德 に 服し、 弟子と なう、 化を 助 
く、 寂年詳 かなら す、 元 和 元年 同 國瀧谷 妙 成 寺 第 十五 代正覺 
院日條 大野 村の 日 像の 舊跡 を 再興す るに 方う、 尙玄 阿閣 梨を 
開山と なす、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

シヨ ーゲン尙彥ーー 11 &』 〔新義 眞言 宗 U 大和 長 谷 寺 第二 
十代な-^  尙彥舊 名は 賢 如、 字は 嚴覺 、舊 字は 海 說 、俗姓 
は波极 氏、 其 先は 石 見 波 根の 城主な う、 寬文六 年の 春 武藏江 
戶 R 生れ、 幼名を 小 十 郞と云 ふ" 十四 歲父 に從 S て 知 足 院尊 


(五 四 六） 


書辭 名人 家 傑 本  日 


如に 謁し、 延寶八 年 正月 中島 金剛 院に往 き、 慧 賢の 室に 入う 
て 剃髪 受戒し、 四 度 行を 修す 、天 和 元年 尊如豐 山を 司 どるに 
方う、 師隨從 して 山に 至る、 尊 如の 寂す る 後、 都郄の 間を 往 
返して 諸宗の 章疏を 學 ひ、 又 大衆の 請に 應して 法 門を 開演す、 
寶永四 年 春亮貞 僧正の 許狀を 蒙う、 護國 寺に て 快 意 大僧正よ 
6 傳法院 流を 受け 同 五 年 春 醍醐 寺に て 大僧正 寛 順よう 三 寶院 
流を 傳 ふ、 六 年 春 再び 豊 山に 登り、 隆慶 僧正の 命に 依う、 梅 心 
院を主 どる、 正德 元年 秋 隆慶傳 法 大會を 開く に 際し、 師初會 の 
精義 者と なる、 仝 三年 請に 應じて 下總北 斗に 議席を 張る、 享 
保 元年 幕 命に 依う、 彌勒 寺に 住し、 仝 七 年紳齡 山に 歷遷 し、 仝 
九铒 正：^豐 山の 主席 i: 命ぜられ、 三月 幕府の 執奏に 依， 9 權僧 
正に 任ず、 仝 十一 年 春江戶 に 登 6、 僧正に 昇進す、 仝 十五 年 
春江戶 に牲き 與喜院 に退隱 し、 元 文 元年 五月 一日 寂す、 壽七 
十一、 喔五 十七、 奥の院に 葬る、 著作 密嚴 遺珠錄 一卷ぁ 6、 
(璺山 傳通記 追加、 新義 眞言 宗史) 

シ ヨーソ 尙祐. 一九 0: 2: 〔眞言 宗〕 高野山 心 南 院の學 僧な 
$、 尙旆 俗姓 生國詳 かなら す、 密敎を 習 究して 其 奥旨に 達し、 
高野山 八 傑の 一人に 推 S る、 心 南院を 開き、 彌陀の 像 二を 安 

置し、 密誦の 外 兼ねて 淨業 を修 す、 寬元 三年 十一月 二十 五日 寂 

す、 壽缺 く、 著述 數篇 世に 行は る、 (本朝 高僧 傳) 

シヨ ーア .， 稱阿エ トン 慧頓を 見よ、 

シヨ 1 ア稱阿 カンジ rl ク巖 宿を 見よ、 

シヨ ー ィ 稱音仙 ユィ クヮン 唯觀を 見よ、 

シヨ ー 方 1 稱性； 一 •一 一 た E: 〔浄土宗〕 相 摸 稱往院 の 開山な 

稱往は 幡蓮社 白 譽と云 ふ 下野 宇都 宮の 人、 俗姓 飯 田 氏、 出家 


-CN 


して 幡隨に 師事し、 相 模小田 原に 於て 道化し、 遂に 一宇を 創 
して 稱牲 院と稱 す、' 後 武藏湯 島に 住す、 亦精舍 創して 稱往院 
と 云 ふ、 慶長十 年 五月 二十 五日 伊勢 國 菩提 山に 於て 寂す、 春 
秋詳か ならす、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

シヨ.- チィ ン 稱智院 ニ チゼソ 日禪を 見ょ 
シヨ1 ニ ユ- ff A シンク  -眞空 を 見ょ、 

シヨ*- 手 ン 稱 念  i -r l — -tr g  〔淨 土宗〕 山城 一心 院の 開山な 


>9 


稱念 字は 吟應、 三 蓮社緣 譽と稱 す、 永 正 十 年に 生れ、 十 
五歲 にして 出家す、. 鎌 倉 天 照 山に 至-^、 眞譽 に隨て 宗學を 修 
め大谷 寺に 脇 司す 後 避隱の 地を 選して 一宇を 卜す、 一心 院と 
云 ふ、 天文 二十 三年 七月 十九 日 寂す、 壽四 十二 (鎭流 祖傳) 
シヨ 1 1 ヤン 稱令 心 ギン ォ-吟 翁を 見よ、 

シ？ ベン 稱辨  シンク ー信 空 ^ 見よ、 

シ ml ヨ 稱寒 a( . ) 〔淨 土宗〕 播磨廣 度 寺の 開山な 

ぅ、 稱譽は 其 俗姓 生國詳 かならず、 貴屋に 師事して 法を 嗣 
き、 播磨赤 穗に廣 度 寺を 沏して 開山と なる、 寂 年 及壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

、 V 3 1 3 稱一赏 ゴク ヮク 牛 JIP を 見よ、 

、 V 3 1 3 赏ジ ョ-ォ * 淨往を 見よ、 

シヨ lm  稱擧 1=1 ユ —于ン 酉 念 1: 見よ、 

シヨ.- ヨ 稱擧！ I デン ジ 3 傳序を 見よ、 

シヨ ー ヨ 稱 # マン キ ri  - 萬 休を 見よ、 

シヨ ー ガイ 政 海 ( . )〔 天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧な 

う、 政 海は 其 俗鮏生 國詳か ならす、 出家して 靜明に 師事し 天 
台敎の 奥義を 究め、 無 動 寺の 松林 房に あうて 盛んに 天台 敎を 


シヨ 上 尙 、稱) 


シヨ！ (籾、 政) 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 四 六） 


シヨ ■(政、 靑) 


シヨ 上 青、 昇、 少、 笑、 精) 


敷 演す寂 年 及壽缺 く、 著作 宗要 類聚 若干 卷 ぁう、 (本朝 高僧 
傅} 

シヨ ー ケン 政憲 (二 〇〇〇) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の學 僧な 政憲 字は 信聖 、俗姓 生國詳 かなら す、 總持院 
に 住し、 妙樂院 融秀に 繼きて 學頭 となる、 寂 年 缺 く* (結 網 集} 
〔考〕 政憲は 南北朝時代の 人な う 
シヨ-ガサン ニン 主 円 1 段 山人 ' y ユ—パ ン宗瑶 を 見よ、 
シヨ— ガク イロ 1 主 円 岳 1 、退 老ト クシ H  > 德俊 を昆 よ、 
シヨ！ ガン 主 S 嚴シユ -ョ- 周 陽を 見よ' 

シ fn! ギン 主 円 致 コ シユ ョ—珠 鷹を 見よ、 

シヨ！ ゴ主円 牛 ニニ ハヵ 〔曹 洞宗〕 奥州 頭陀寺 第一 代な 
$、 靑牛 字は 栽 松' 肥 後の 人、 出家して 徧く師 席に 遊び、 出 羽 
米澤 R 往 き、 瑞 龍寺實 菴祥參 R 謁し、 其 法 1: 嗣 き、 辭し 去うて 
各地 R 漂 遊す る Z. と 多年、 後、 奧州 小牛 郡の 山中 R 入り 菴居 
し、 常に 石 上に 座禪 し" 又 山に 登り 松を 植へ 、自ら 栽 松逭者 
と號 す、 斯 くの 如くして 二十 年の 後、 國主某 寺を 建て 師を延 

く、 頭陀 寺是れ なう、 永. 正 三年 六月 二十 六日 寂す-* 世壽缺 く、 

(日本 洞 上 聯燈錄 } 丨  , 

シヨ？ サン 主 円 U ジ H  - 慈 永を 見よ、 

f ン 3 1 サン 主 円 111 ショ I シユ- 性秀を 見よ、 

シヨ ー レン 主 円 蓮 ( . ) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧 

f、  靑 蓮は 阿波の 人、 七歲 R して 出家し、 大僧 となる に 及 

a て、 遍 く密塲 R 遊 S、 瑜伽乘 に 通す、 會々 覺鎪 和尙の 登山す 

る あうて 師 之と 大 塔の 下に 遇 a 、 互 R 道 交を 結 a 、 覺鎪 を延き 

て菴 R 居らし む、 寂 年、 及 CA 壽歃く (本朝 高僧 傅} 


シヨ— レンボ ！ 主 円 蓮 房 リンゴ-林 豪 1: 見よ、 

シヨ 昇 道  一 i: 一； 〔眞宗 〕京 都 釜 座圆重 寺の 住持 
なぅ、 昇 道は 寮 司と なり" 嘉永七 年 以後、 百 法 明 門 論、 心 
經幽賛 、義林 章、 成唯識 論を 講 し'  慶應二 年 三月 廿 一日 (一 
に 七月 五日 又 八月 R 作る) 擬講 とな 6、 明治 元年よ. ^ 大乘起 信 
論 唯信鈔 文意を 講 し、 明治 二 年 六月 寂す、 (眞宗 史料〕 

シ m - ヨ  昇 擧 1 1 テン キ 天機を 見よ" 

シヨ ー ウン 少雲シ ドン 士 曇を 見よ、 

シ 3 1 クン 少 1 熏ボ ンキ梵 結を 見よ、 

シヨ 1、 ツツ 少室 キョ-ホ- 慶芳を 見よ、 

シヨ ー デン 小 ノ傳シ ri  - ギッ宗 闇を 見よ、 

シヨ 19 ン少 林ヶ -ガク 桂霉を 見よ、 

シヨ— 妙ン 少林 ニ ョシ ユソ如 春を 見よ、 

シヨ 1 方— 笑 翁 ショ— コン 正 11 を 見よ、 

シヨ— ガン 笑顔 シヨ— キン 正 W を 見よ* 

シ ml ガン 笑 巖 h キ  > 慧忻を 見よ、 

V 3 |ガ ン^^ 嚴シ ユーギ ン宗 闇を 見よ、 

3 1 F I 笑 堂  ジヨ* ソ常訴 を 見よ、 

シヨ？ m  笑势日 シン ヶ- 秦冏を 見よ、 

シ 3 1 レ •一  粉 夭^^ ソユ― ショ — 隆盛を 見よ、 

シヨー シン 精 y m リ ユ I ショ-隆盛を 見よ、 

シヨー；、 ンン 精進 ユ-ゲ ン祐 源を 見よ、 

シヨ ー ジン イン 精進 院 ニ チ h  - 日英を 見よ、 

シ ttT ジン T ン 精進 院 ニ チリ ri  - 日 寵を 見よ、. 

、ンヨ 1ジンボ！  ニ チ ソン 日 存を 見よ、 


(七 四 六） 


書辭名 •人家 佛本  日 


シヨ ー ウ蒼 雨ズ イセ ン瑞 仙を 見よ、 

シヨ 1 ケン 雀-; 欧土 チ ユ-シ ッ中津 を 見よ、 

、ン 3 1 チ ユ  1•  雀 i 中 ヶンジ ョ-顯 常を 見よ、 

シヨ？ リヨ 1 黨了ズ イセ ン瑞 仙を 見よ、 

シヨ ー サン 立 早 山 ユ- モン 貺雯を 見よ、 

シヨ 1 ハン 立 早 範タイ リョ- 大了を 見よ、 

シヨ ー ヨ 章 譽リョ I シユ- 了秀を 見よ、 

シヨ Itv s 鐘阿彌 一ー チ ショ 1 日唱を 見よ、 

シヨ 1 コタ 鐘 ハ ハ ロリ モン 利 聞を 見よ、 

シヨ ー サン 鐘 山 リョ- ョ- 靈曜を 見よ、 

シヨ 1 コタ 樵 ハ 合 イセ ン惟 塵を 見よ、 

シヨ ー、 ン ml 樵 主 円 ショ- 卜-紹 等を 見よ、 

、ンヨ •-ジ ヨ •- 星定 ゲソシ 元 志を 見よ、 

シヨ 131 星 陽 ニ チ ショ-日 紹を 見よ、 

、ン 3 1 オク シ ユ - ノ—宗 能を 見よ、 

シ 3 1 ブ シ ユ-シ ユク宗 宿 を 見よ、 

シ ml 夕 唱阿シ ョ—シ ン性眞 を 見よ、 

シヨ ー乏 ヨ ー 唱名  一 〇; 一ぇ 〔浄土宗〕 武 藏聖德 寺の 開山 

な 6、 唱名は 其 俗姓 生 國詳. かならず、 出家して 高 聲寺持 名に 

師事し 其 席を 繼ぎて 高 聲寺第 四 代と なる、 後、 武藏樋 河聖德 

寺を 靱して 開山と なる、 延文四 年 九月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 

(淨 土總 系譜) 

シヨ ー アン 請 安 C  一三 00) 〔 . 〕 入 唐學問 僧な う、 

請 安一に 淸安に 作る、 推 古 天皇 十六 年西航 す、 日 文、 惠隱、 

廣齊等 同行せ う、 舒明 天皇 十二 年 十月 新羅を 經て歸 朝す、 示 

シヨ 丄蕉 、章、 鐘、 樵、 星、 舂 pal 日、 請) 


寂の 年時缺 く、 (日本書紀〕 

シヨ ー ウン 召 1 云 トク リ ユ -德 龍 1: 見よ、 

シヨ ー オン ^y 園 ダ ィエ— 大 灝 を 見よ、 

V 3 1 ク !? ツアン  奄 ショ- テッ 正徹を 見よ、 
シヨ ー ケー  4 溪 ショ- フ紹付 心を 見よ、 

シヨ ー、ゲン 邵元一 一一 ii lail 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
$、  邵元 字は 古 源と 一 K ふ、 俗姓は 源氏 越 前の 人な $、 初め 
南山 雲に 侍し、 後、 雙峰 和尙に 師事して 遂に 密契を 承く、 嘉 
曆二年 元に 渡 6、 雪 峰に 於て 樵隱 逸に 見ぇ 法を 問 a 、 偈を呈 
し、 去うて 天台 山に 登-^、 無 見覩を 禮し 、天目山 斷崖 義に謁 
し、 龍 山千巖 長に 參して 法語を 需 め、 王 泉 4 林 寺に あうて 版 
首に 居し、 二 祖菴に 萬す、 會 朝廷 僧： B 人を 撰び 宮中に 大藏を 
轉 し、 師亦こ れに與 6、 後 水 月に 居して 大 般若經 を閱 す、 師 
元に ある 二十 一年、 本朝 貞和 三年 東皈 し、 夢窻 國師 によう 天 
寵寺前 堂に 居す、 幾何なら ずして 京都 大聖 寺に 住し、 次に 等 
持、 東 福、 及び 播磨の 法 雲 寺 等に 歷遷 す、 後藤 原 丞相の 請に 
よう、 再び 東 福 寺に 住し、 晩年 南 泉菴に 退 休し、 貞治 三年 十 
一月 十一 日偈を 書して 日く 末 後一 句、 始到 牢關擊 碎鐵壁 
踢倒 銀山、 阿 阿 阿と、 書し 終りて 寂す、 壽 七十、 師如如 道 人と 
號 し、 又 物 外 子と 稱 す、 (續群 二三 五、 本朝 高僧 傳) 

シヨ！ サン 障 山 ユ-ヶ 1 融珪を 見よ、 

シヨ ー サン 蔣山 ニ ン テ-仁 禎を 見よ、 

シヨ ー シユ ー 脚 生 ^ 卜-テ キ凍 滴を 見よ、 

シヨ 1 5- ン =7J PP 天 ( . ) 〔曹洞 宗〕 能 登 慧眼 寺の 開山 

f、  詔 天 字は 玉 鱗、 羽 州の 人、 出家して 毘尼を 習 ふ、 偶 

シヨ 丨，、 、病、 招 •小、 邵 、_ 、藤、 星、 5 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 四 六：) 


シ 3 人 湘 '岩、 肇 、逍 、敝) 


々楞伽 經を閱 して 大に 悟う、 遊 方して 曹 洞の 諸 老宿 R 從ふ乙 
と 十 年、 後、 瑞巖に 師事して 總持 寺に 出世し、 辭して 鄕 里に 
退隱 せし が、 能 登 畠 山 家臣 佐 藤氏 慧眼 寺を 築き， 師を 請して 
開山の 祖 とす、 忠與寺 得 雲 寺 榮芳寺 等は 皆師の 前後 請に 依 6 
開設せ る ものな う、 •後、 慧眼 寺に 皈う 、某 年 寂す" 壽缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

シ 3 1ナン^:|®  シユ ■-ゲ ソ宗況 を昆 よ、 

シヨ ー ミン®！ 贩二！ 〔臨 濟宗 u 山城 妙 心 寺の 禪 僧な 
6、 岧岷 字は 古 梁、 號は 南山、 一 號山菴 、別 R 南屛 山人と 云 
S、 俗姓 笹野 氏、 相模 高座 郡大澤 村の 人、 幼に して 佛門に 入 
江戶朿 禪奇 K 投じて 內外 の學を 力め、 後 仙 臺瑞鳳 寺に 住し、 
覺範 寺を 主と 6、 再 a 瑞鳳 寺に 移つ る、 曾て 敕を 受けて 本山 
妙 心 寺 {C 入る、 其 後歸へ 6 て 瑞鳳 寺に 住する 乙 と 若干 年 雄心 
院 に 退老 す、 師 傍ら 儒 學を 修め、 緖餘 詩文 書 書 R 渉う、 皆な 
能くせ S るな し、 一時の 名流 皆 交を 結 ふ、 天 保 十 年 十 | 月 八 
日 雄心 院 R 寂す、 壽八 十七、 遺言に よう 其 屍を 水葬す、 齋藤 
竹 堂 天下を 周遊し、 當 世の 學 僧を 擧け 、西に 玉澗 あう、 東 R 

南山 あう と 云 ふ、 師の 著作 叢林 貫 華 集、 法 苑詩規 、南屛 燕 語、 

南山 外 集 あ 6 て、 ® に 行は る、 未 ^ 梓に 上ら さるものに 南山 

內集あ 6、 ( 遺跡 之 碑、 仙臺史 傅) 

シヨ  ヨ 肇磬 |==1 クン n  — 訓公を 見よ， 

シヨ 131 逍遙 モン ミョ-文明 1: 見よ、 

シ ml リユ ー， « 隆( . ) 〔新 義眞 言宗〕 紀伊 大傳法 

院の學 僧な 6、 ， 敝 隆傳詳 かならず、 根來 山に rt うて 高野山 

妙瑞の 新義を 破す る R あ たう、 根 來家語 一卷を 著は して 辨駁 


シ tn  (賞) ジ 3 1 ( 定〕 


し、 一時 宗門を 騷 かせう、 寂 年、 幷に壽 缺 く， 

シヨ 1 サン {負 山 (二 三 六 四) 〔時宗〕 駿河两 光寺の 僧な-^、 
賞 山は 四十 五 祖尊遵 の 弟子に して 元 祿寶永 間に 於け る 宗學を 
以て 聞 ゆ、 鎌 倉の 天 照 山、 下野 茂 木の 蓮華 寺、 出 羽 秋 田の 龍 泉 
寺、 兵 庫の 眞光 寺、 駿河沼 律の 西 充寺 等に 歷 住す、 著作 一遍 
上人 繪詞傳 直談 抄ナ 八卷 、播州 問答 私考 抄五卷 、淨土 二藏義 
引 文 私考 三卷 、諸 經彌陀 採 摘二卷 、廿五 菩薩 名義 抄一卷 あう 
(淸淨 光寺 記録} 

シヨ 1 アン 定朴奄 シユゼ ン殊禪 を 見ょ， 

シヨ-. エ 定慧一 H: 七 四 〔法相 宗〕 大和 多 武峯の 開山な う 
定慧は 俗姓 藤 原氏內 大臣 鎌 子の 長子な-^' 母は 車持國 子の 女 
{C して、 初め 天智 天皇の 妃 となる、 女姙 める あう、 天皇 鎌 子 
に 賜 a て 日 ふ、 生める 子 男子なら ば 卿が 子と せょ、 女なら ば 
睽が 子と せむ と、 而して 其 子は 即ち 定慧 なりと 云 ふ、 小字 眞 
人、 慧隱に 就きて 出家して 三論を 修 習す、 孝德 天皇 白 雉 ILM 年 
に 道昭等 と共に 唐に 航 し、 慧日寺 神泰に 師事し、 後東歸 し、 
大和の 多 武峯を 開き、 父 鎌 子の 遺骸を 攝津 安威 山の 墳ょ り遷 
し 葬う、 其 上 R 十三 層の 塔を 建立す、 乙れ 唐の 淸凉山 寶地院 
の 塔を 摸し ^ るな 6、 後 和 銅 七 年 六月 寂す、 壽 八十 餘 な*^、 
c 日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅、) 

〔考〕 日本書紀の 註に 定慧以 = 乙 丑年 I 付， I 劉德 高等 船， 歸とあ 
う 乙 丑は 天智 天皇 四 年な 6、 此說稍 信すべし、 多武峯 略記 R 白 
鳳 七 年と 云 CA 、 元亨釋 書 本朝 高僧 傳に白 鳳 八 年と 云 ふ、 多武峯 
略記に 示 寂の 年 時 等 R 名異說 あれ ども、 今は 姑く 元 亨釋書 本 
朝 高僧 傳に從 ふな 6、 多 武峯は 初め 法相 宗 なう しも、 後增贺 


(九 四 六) 


書辭 名人 家佛 本日 


の 住する ic 至うて 轉 して 天台宗と な-^ たう、 

シヨ ー ヱ定慧 1 一一 g gs 〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 一一 R とな 
6、 定慧 字は 良#、 俗姓 大森 氏、 相 模小田 原の 人な 6、 幼に し 
て 出家の 志 あり、 十五 歲 光明寺 良曉 上人に 就 S て 得度し、 京師 
幷に奈 良に 歷 遊して 顯 密の講 席に 列す、 元 應二年 七月 六日 良 
曉 上人ょ- 一  家 
の 蘊奥を 傳へら 
れ 、觀應 文 和の 
頃、 武藏足 立 郡 
箕田 に往 化し、 

淨土敎 を弘通 
し、 遂に 一 寺を 
建立し 乗 願 寺と 
號 す、 將軍尊 氏 
師の往 化を 喜 
a 、 殊に 寺祿百 
石を 附 したう、 

尋て 光明寺の 師 
跡 V 繼 き、 同 寺 

第三 代の 住持と なる、 後ち 相模 桑原に 隱 棲し、 淨蓮 寺を 開 

き、 且つ 聖冏の 請に ょ 6 起 信 論釋論 等の 講席を 開けう、 應安 

三年 十二月 廿 六日 寂す、 壽七 十五、 弟子 光明寺に 塔を 建つ、 定 

慧 自ら 號して 良 # と 云 ふ、 盖し 善導 大師 觀 無量 壽經に 依うて 

五 種の 嘉譽を 釋 せる 者に 取れるな 6、 淨土宗 の # 號と云 ふ も 

の、 師 よう 始まう 後世 皆法諱 に 加へ て 譽號を 附 すると、 なる 


ジ 3 1( 定 )ェ 


(淨 土總 系譜、 鎭流 祖傳、 淨土傳 燈錄) 

ジヨ 丨工 定 « ヵ ィジ ョ— 戒定を 見よ、 

ジ ml エン 定圓 (一八 六 四) 三條 一流 七 代の 佛エな う、 
定圓 は寬圓 の 子な- CN、 法 橋 (C 叙せ ら る、 又 法眼 {C 任す とい ふ、 
元久年 代の 人な 6、( 明月 記) 

ジヨ ー オ ー 定级羽  H 1 マ ブ永滿 を 見よ、 

ジ ml カ ィ定海 j A-t OH u 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
定 海は 源顯 房の 子に して、 出家して 醍醐 寺の 義範 に從ひ 、後 三 
寶院の 勝 覺に灌 頂 法を 受け、 一乗 院良雅 に 就きて 要旨を 盡す 
永久 四 年 醍醐 寺の 座主と なう、 大治四 年 東大寺を 補す、 翌年 春 
權 僧都に 任す、 七月 醍醐 寺に 孔雀 經法を 修して 雨を 請 S、 功 
にようて 阿 闍梨五 人を 同 寺に 置く、 天 承の 初年 護持 僧と なう、 
長 承 元年 上皇の 病を 禱 う、 東 寺の 長者に 加は-^、 法 印に 叙す、 
尋きて 權大 僧都に 轉 し、 東 寺 一の 長者に 任す、 三年 秋 法務を 
兼ね、 待 賢 門院の 病を 禱 6、 賞 賜 V」 受 く、 保延 元年 權 僧正に 
任す、 二 年 秋 皇后の 病を 禱 6、 勅に よ 6 阿 闍梨五 人を 三 寶院 
に 置き、 御衣 及 a 駿馬を 賜 ふ、 三年 正 僧正と なう 四 年 九月 大 
僧正と なる、 醍醐 院流の 僧都 此職を 得る もの 師を始 とす、 永 
治 元年 職を 辭 する も 許 S れ す、 久安 元年 再 奏して 遂に 免し、 
五 年 四月 十二 日 寂す、 壽七 十五、 著作 大治記 保 延記各 一卷ぁ 
3、 ( 東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傅) 

ジヨ ー カ ク 定覺 (一八 五 五) 七 條佛所 佛エな 6、 定覺は 
康慶の 二 男に して 法 橋に 叙し、 別に 一派を なして 奈良 一流の 
祖とな れ 6、 後鳥羽 天皇 建 久六年 正月 東大寺 中 門の 西方 持國 
を 刻す、 康慶運 慶快慶 と 併せて 東大寺の 四大佛 師と稱 せらる、 

一、 ン 3 丄定 X VC  . 


書辭 名人 家佛本  日 


eOii 六ジ 


_ ジヨ ー( 定) か I ., ク I—  — 

(朿大 寺 造 立 供養 記、 佛エ 系圖) 

ジヨ ーガ ク定覺 (： ) 〔眞言 宗〕 京都 上乘院 の已講 
f、  定覺は 上乘院 巳講と s ふ、 常 陸守國 房の 子、 眞助僧 
都の 兄弟に して 眞 助の師 なう、 上乘院 は 初め 洛東 山に 在 $、 
長 和親 王の 乳母 左 近衞少 將源定 季の母 尼の 創建に して 定覺を 
院主と なし、 後 性 信 親王 此 R 住す、 (傳燈 廣錄) 

ジヨ ー ガン 定 5 嚴 n  -  H キ 交易を 見ょ、 

シヨ 1 キ定喜 io ra ) 京師の 佛エな 6、 定喜は 伊 
賀の 人、 正 保の 頃 京師に 入'- 佛 像の 名工を 以て 聞 ゆ、 神 護 寺 
翫玉院 の 弘法 大師の 像、 伊賀 郡來迎 寺の 阿彌 K- 佛の像 等を 造 
る、 死沒の 年月 詳 ならず 

;、ンヨ！ キヨー 定慶 0 一四 i  京師の 佛エ な-^、 定慶 
は 明 和 七 年 仙 洞 御所 御用の 大隨求 菩薩を 作う、 同 九 年 不動 
明 王を 作る、 寬政 元年 御所 御黑戶 本尊 釋迦地 藏臺坐 後光を 
作る、 死沒の 年月 詳 ならず 

ジヨ •- キヨ 丨 定慶 コ- クン 康運を 見ょ* 

ジ 3 1 ギヨ 1 定曉一 .九 八 七 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 妙法 院 

の 開山な 6、 定曉 は定 勝の 法を 得て 妙法 院シ 開く、 僧正 R 任 

せられ、 嘉曆二 年 十月 二十 三日 寂す、 (續 傳燈 廣錄) 

ジ 3 1 ダウ ヅ •一疋 月  -I  〔淨 土宗〕 江 戶增， 上 寺 第 四十 

六 代な う、 定 月は觀 蓮 社 妙譽道 阿と 號 す、 伊勢 國 二見 鄕の人 

な 6、 早く 世 塵を 厭 a 、 十二 歲 にして 同國西 光寺 誓 譽祐定 に 

投して 出家す、 尋で增 上 寺に 來 6、 梁 道に 師事す、 後、 鄕 に 

歸う法 化に勸 む、 寬保二 年 東漸 寺に 住し、 九 年を 經て常 福 寺 

に 住す、 四 年に して 寶曆 三年 傳 通院に 轉 住す、 同 六 年の 秋增 
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上 寺に 住し、 例に ょう 大僧正に 任ぜら る •明 和 七 年 十一月 官 
命 別に 二百 石を 賜う 閑 室の 資糧に 給 ふ、 列 侯 貴紳 益々 其 高徳 
に 感 し、 山門 車馬 輻輳す、 明 和 八 年 十二月 三旦叔 す、 壽八 十四' 
法臘七 十、 著述 明燈章 一卷、 師子絃 十卷 、俱舍 講林折 條數卷 
論 注 眼髓等 あう、 (三 緣山 志) 

ジヨ ー クワン 定觀 〔 . ) 〔眞言 宗 \_/ 紀伊 高野山 第 七 

代の 別當 執行な 6、 定觀は 其 姓氏を 記せす、 詔して 若狹講 
師 とな- CN、 元杲の 燈を傳 へ、 聲價時 R 高し、 後、 高野山 小 別 
當 執行と なり、 第 七 代執行 R 轉 す、 寂年缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 
ジ ml ケン 定顯二 -o --t l  〔眞宗 〕 伊勢 專修 寺の 第 九 代な 
$、  定顯 は定 順の 子な 6、 嘉吉 三年 四月 專修 寺を 主と る、 
寬正五 年 五月 廿四 0 寂す、 壽四 十九、 (本願 寺通耙 ) 

シヨ ー ケン 定憲 (二 〇 一九) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
P,  定憲は 京都の 人な 6、 密敎に 精通し、 後村上 帝の 詔に 
ょう 僧正に 任し、 文 和 三年 東 寺の 長者と なう、 延文 元年 法 
務を 兼ぬ、 四 年 僧職を 辭 し、 其 後を 詳か にせず、 (本朝 高僧 
傳 j 

シヨ ー ケン 定兼 一一 A-t ^: 〔眞言 宗〕 祀伊 高野山の 學僧な 
i  定 兼は 大和 宇智 郡の 人な 6、 北 室の 兼 賢に 侍して 密法 
を修 す、 敎覺阿 闍梨其 機 辯を 愛して 師を正 智院に 付す、 此 R 
於て、 講 席を 開き、 學 徒を 化導す、 治 承 三年 高 野の 檢校を 管 
し、 元曆 元年 八月 二十 五日 寂す、 壽七 十九" (本朝 高僧 傳 j 
ジヨ ー ケン 定兼 j gi i 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 6、 
定 兼は 比叡山 R 住し 後 阿 彌陀院 の 供 僧と なる、 保 延六年 八 nc 
二 十四日 寂す、 壽 四十、 (本朝 高僧 傅) 


(一 五六） 


書辭 名人 家佛 本日 


ジヨー ケン 定欧貝  ii  〔眞言 宗〕 山诚東 寺の 長者な 6 
定賢 俗姓は 源氏、 大納言 隆國の 子な う、 幼 R して 醍醐 寺の 座主 
覺源 僧正 R 師事して 灌頂 法を 受け、 康平五 年 醍醐 寺の 座主に 
任し、 永 保 三年 權少 僧都に 補し、 朿 寺の 長者を 司 どる、 應德 
元年 寺 務を領 し、 二 年 冬 十月 東 寺の 寶塔 成う、 落慶 供養の 導 
師 となる、 寶治 三年 五月 欠 旱 、敕 にょう 東 寺 R 於て 雨を 祈う、 
靈驗 ありて 權大 僧都に 任す、 永 長 元年 法 印に 叙し、 康和二 年 
十月 六日 寂す、 壽七 十七， (本朝 高僧 傅} 

ジヨ ー ケン 定顯一 尬 fe 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
定顯 俗姓 源氏、 中 納言資 平の 子、 永 仁 元年 實圓 を拜 して 登壇 受 
戒 し、 後 大阿闍 梨 位に 居る、 元 德二年 二月 十四日 寂す、 壽七 
十五、 (三 井續燈 記) 

ジヨ ー ゲン 定 . ) 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 第 九 代 

f,  定玄 字は 僧 然と 云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず、 敬 法大僧 
正に 師事して 淨土敎 を 修め、 其 席を 繼ぎて 淨華院 に 住し、 僧 
正に 任ず、 後金 戒 光明寺に 住し、 第 九 代と なう、 又 近 江 坂 本 
に 法 藏院を 開く、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 弟子に 隆堯 、等頫 の 二人 
あ 6、 共 4C 一代に 傑出す、 (淨 土總 系譜) 

ジヨ ー コ ー 定興 一四 六 五 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 

6、 定興は 出家して 華厳の 敎を學 ひ、 延曆廿 二 年 東大寺 別 

當に 任ず、 同 二十 四 年 十二月 寂す、 壽缺 く、 (東大寺 別當 次第} 

シヨー ゴ ー 定豪 j AA fc 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な- os 

定豪 俗姓は 源氏、 侍從民 部少 輔延 俊の 子、 良 豪 法印灌 頂の 高 

足な う、 承久 元年 夏權小 ノ 僧都 R 任 じ、 三年 冬 熊 野 三 山の 檢校を 

司とう、 貞應 二年權 僧正 R 任ず、 嘉祿 元年 冬 東 寺の 長者に 補 


ジ 3 "-  C 定) ケ！ 、コ 


し、 安貞 二 年 秋 東大寺を 司 どる、 貞永元 年 閑 院 に 於て 修法し 僧 
正に 51 み、 嘉禎二 年 十二月 寺務 法務を 管し、 三年 高 野 傳法院 の 
座主に 補し、 翌年 護持 僧と な 6、 乘車 宮中 R 入る を聽 3 る、 
曆仁 元年 九月 二十四日 寂す、 壽八 十七、 (本朝 高僧 傅) 

ジヨ ー ゴ ー 定毫 ( …… 〕 〔眞言 S 京都 東 寺の 第五 十 
三代 長者な- CS、 定毫 は辨 僧正と S ふ、 民部少 輔延 俊の 子な 6、 
詔 R よ 6 東 寺 五十 三代の 法務に 任す、 兼毫の 法を 受けて 一方 
に 鼎立し 忍 辱 山 流と 稱 す、 付 法の 弟子隆 毫 、正範 、貞滿 、顯 
宴， 寬耀 、定燈 ，定 信、 定濟 、定淸 、定融 ぁ 6  ( 傳燈 廣錄) 
ジヨ ー ゴン {疋5 厭 一八  一 H; 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
$、  定嚴 字は 調 御、 俗姓は 紀 氏、 紀伊 相賀の 人な 6、 高 野 
山に 登りて 眞言 敎を學 び、 多 武峯に 登^' て 天台の 法を 習 ふ、 
後 高 野に 皈う 、草菴 に 居うて 法 華を 誦す.， 仁 平 三年 八月 二十 
三日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅、 高 野牲牛 傅 一 
ジヨ ー ゴン 定嚴 ラィ ョ賴譽 を 見よ、 

ジヨー サイ 定西 (ニニ 三 15  〔浄土宗〕 武 藏靈巖 寺の 僧な 
P、  定 西は 石 見の 產な う、 俗姓 詳なら ず、 天 正の 頃壯 年 (C 
して鹿兒島に遊 64 、醫師某の家に寄留して藥法を學ひ、後、 
琉球 R 渡航し 同地に 於て 王女の 疾を 治して 大に 厚遇を 受け、 
同國 主の 許を 得て 便船に よう 福 建に 渡航し、 產 物の 貿易を 營 
む、 幾 もな く琉 球を 經て石 見に 歸 り、 石見國 代官 大久保 十 兵 
衞の 厚遇を 受け、 相 共に 專橫の 行 あ'^、 後 十兵衞 罪に 處 せら 
れ 、定西 深く 自ら 前の 行を 悔 ひ て 法 華 寺に 投して 得度し、 元 
和の 頃 江戶に 下り、 靈岩 寺の 上人に 從うて 淨土敎 k 受け、 念 
佛誦經 を 事と す、 示 寂の 年月日 詳 ならず、 (定. 西 法師 傳) 


ジ ml( 定) ゴ -—サ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 五六） 


7、 ン 3 1 ( 定) サ ー シ 


ジヨ 1 サィ 定濟 y 九 四 二 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な う、 
定濟 俗姓は 源氏、 久我內 大臣 定 通の 子、 母は 後嵯峨 帝の 乳母 
なう、 幼に して 憲深 僧正に 就て 落髮受 業し、 稍 長して 母に 隨 
つて 帝 (C 謁す、 帝の 日く 他日 學道 成熟せば、 汝を以 て 護持 僧 
とな S ん 、と、 師 乙れ よう 辛勸 精進して 性 相の 學を究 0 、初 
め東南院樹慶に三論を習ひ、醍_寺に歸6、定親僧正に兩部 
の灌 頂を 受 く、 寬文 元年 三 會の講 を畢 う、 建 長 五 年 法 印に 叙 
す、 八 年 秋 醍醐 寺 座主と なう、 正 元元 年 法務を 兼ね、 弘長二 
年 東 寺の 長者に 補し、 文 永 二 年 五月 權 僧正に 任し、 四 年 春 東大 
寺の 寺 務を領 す 十 年 七月 十六 日月 蝕を 禱 6、 僧正 R 進み、 此歲 
十一月 座主 職を 前の 權僧 JH 道 朝に 讓 る、 帝寵遇 日に 渥く、 遂に 
大僧正に 昇る、 弘 安四 年 正月 勅を 奉して 伊勢 太 神宮 R 蒙古 調 
史を禱 う、 五 年 十月 三 n 寂す、 壽缺 く、 著作 報恩 仗 院口决 若干 
卷 ぁう、 門下 定勝通 海定海 ぁう、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 
ジヨーサン定算(一九一一一) 〔法相 宗〕 大和 修行 院の學 僧 
なう、 定算は 其 俗姓 生國詳 かならず、 實算に 師事して 法相 ^ 
究め、 年 二十 R 及 a 、 三 會の講 を 經た う、 寂 年 及 壽缺く  (本 

朝 高僧 傳) 

ジヨ 1 サン 定山 ソゼソ 祖禪を 見よ、 

ジヨ？ シキ 定識 ラィゲ ッ賴立 を 見よ、 

ジヨ ー シン 定親 M 益 〔眞言 宗〕 京師 朿 寺の 長者な 6 

定親は 藤 原 氏、 內 大臣 通 親の 子な 6、 定豪 僧正 R 師事して 灌 

頂 法を 受け、 行遍 僧正に 重受 し、 東南 院樹慶 僧正 R 三論を 受 

く、 嘉祿 三年 法眼に 叙し、 寬喜 元年 三會の 講師を 經て 權少僧 

都に 任す、 仁 治 二 年 春 衆 大 寺の 席を 秫 し、 化 儀 振 ふ、 明年 夏 東 
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寺の 長者に 稀し、 法務を 兼ね、 建 長 五年權 僧正と な 6、 康 元元 
年 醍醐 寺の 座主に 補 せらる、 文 永 三年 九月 九日 寂す、 壽六 十四 
(本朝 高僧 傳 、東 寺 長者 補 住) 

ジ ml、v ュー 定秀 5: ^: !;天台宗〕近江榜嚴院 0- 僧な 
6、 定秀は 近 江 蒲 生 郡の 人、 出家の 後、 源慶源 照の 二師に 
就て 天台 敎を學 び、 初め' 榜源院 に 住する 乙と 一. 一十一 年 土佐國 
鹿 園 寺に 住する 六 年、 後、 備中新 山 R 移 6、 居る Z1 と 十二 年、 
其 間 諸國を 巡遊して 一處 R 留まらず、 承 和 三年 三月 三日 寂す、 
壽缺 く、 (拾遺 往生 傅) 

ジヨ ー シュン 定舜 ― : t o: sl: 〔戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺の 律 
僧な 6、 定舜 字は 來緣 、俊锊 に 師事して 開 遮の 法を 傅へ、 性 相 
の塲に 遊 ひ、 東 山の 徒を 敎 導す 嘉禎 三年 春 海 龍王 寺 主の 招に 
よ 6 奈 良に 九十 日 開講す、 寬元二 年 三月 五日 寂す、 壽缺 く、 
(本朝 高僧 傅) 

ジ ml シュン 定春〇  :…〇  〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 
僧な ぅ、 定春は 十五 歲 にして 東大寺に 入 6、 東南 院樹慶 に 
師事して 三論を 學び 、兼て 俱舍 論に 精し、 後、 嵯峨 天皇の 御 
宇 R ぁぅて 聲譽 朝野に 高し、 寂 年" 及 壽缺く (本朝 高僧 傳) 
ジヨ 1 シュン ■ {疋 リョ— デブ 良 殿を 見よ、 

ジ シュン 定俊ク ヮィ ジン 快 深を 見よ、 

ショ ー ジュン 定順 =5 ^ 8宗〕伊勢專修寺の第人代 
f,  定 順は 順證の 子に して 明德 元年 專修 寺を 主と 6/ 僅 
R 二 年に して 嘉吉 三年 寺を 定顯 に囑 して 隱 居し、 長祿 元年 正 
月廿 八日 寂す、 壽六 十九、 (本願 寺通紀 ) 

ジヨ t;、ru 一定 助 j -5 1  ハ a 〔眞言 宗〕 山城 醒醐山 第 七 代の 座 


(:三 五六） 


書辭 名人 家佛 本日 


主な 6、 定助號 は東院 律師と $ ひ、 一定の 法を 嗣きて 醍醐 
山 第 七 代の 座主と なる、 師 初め 東大寺 延撇の 法を 受け、 後一 
定の 法を 合せて 一流と なす、 之を 壺坂 流と S ふ、 元德 元年 四 
月 十三 日 寂す、 壽四 十九、 (續 傳燈 廣錄) 

ジ シ 3 1 定勝 j 域 is 〔眞言 宗〕 山城 醒醐山 四十 一 
代の 座主な 6、 定 勝は诋 塔の 檢校法 印と い ふ、 左大臣 實雄 
の 子な う、 定濟 大僧正の 室 {C 入りて 得度し、 建 治 三年 十二月 
二十 三日 醍醐 山の 座主に 補 せらる、 弘安六 年 十一月 九日 寂す、 
壽三 十九、 (續 傳燈厝 錄) 

シヨ ー シヨ ー 定昭 jgl H- 〔法相 宗 3 大和 興 福 寺の 學僧 
f >  定昭は 藤原師 尹の 子、 仁斅 和尙に 法相を 學 3、 寬空 
僧正に 密灌を 受け、 應和二 年 維摩 會の 講師と な 6、 安和 二 年 
東 寺 四の 長者と なる、 此職師 を 以て 始 とす" 天祿 元年 冬 興 福 
寺に 住し、 勅して 大 會の揲 題と なる、 天 元 二 年 金剛 峰 寺の 座 
主とな*^、大僧都に任ヒ、兼ねて法務を掌とる、又一乗院を 
開きて 第一 世と なる、 常に 法 華を 誦して 日課と なす、 晚年職 
を辭 して 舊院に 退 居し 淨土 往生を 願 ふ、 永觀 元年 三月 二十 一 
日 寂す、 壽七 十三 (本朝 高僧 傅、 高 野 春秋) 

シヨ ー シヨ ー 定照 (一八 八 七) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

う、 定 照は 並槓竪 者と 云 ふ、 比 叙 山 {C 天台宗を 修め、 源 空 上 

人の 淨土敎 を 排撃し、 彈選擇 集を 作うて 上人の 高弟なる 長 

樂 寺隆寬 R 送る、 隆寬 即ち 顯選擇 集を 作うて 痛く 定 照の 說 

を 斥く， 定照大 R 怒 6、 比 叙 山の 大衆と 謀う、 貫主 淨土 寺圓基 

に 訴へ 、且つ 朝廷に 上奏して ! 1: 寬 等の 罪を 數ふ 、遂に [1 寬等は 

配流 せらる、 安貞 元年 六月 二十 二日 比 叙 山の 大衆 相率ゐ て 源 


ジ 3 丨 (定) シ 


空 上人の 遺跡 大谷を 圍み 、上人の 墳を發 く、 平時 氏は 藤 原 盛 政 
等を遺はして大衆を制止し、武威を以て驅逐し /2 うと云ふ、後 
定照比 叙 山に 寂す、 其 年月日 缺 く、 (浄土 傳 燈錄) 

ジ ml シヨ ー 定紹一 一一 ^ 找 〔曹 S S 周 防禪昌 寺の 開山 
な 6、 定紹 字は 慶屋 、能 登の 人.， 俗姓は 長 氏、 光禪明 峰に 投 
じて 出家 受戒し、 明 峰の 寂 後 加賀大 乘寺徹 山に 師事す る 乙と 
多年、 印 可を 受け、 後に 周 防に 遊 化し、 鯖 山の 勝地に 法幢山 
禪昌 寺を 創建して 犬に 大守大 內義弘 の歸依 V」 受 く、 應永 十四 
年 六月 二十： C 寂す、 世壽 六十 九、 臘四 十三、 嗣法 崇裕說 通、 
令 應柏巖 、大虛 等 五院を 山中に 建つ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

シヨ ーセ ン定泉 二 九 七 二) 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧 
なり、 定泉號 は堯戒 と 云 a 、 西 大寺慈 眞和尙 の 高弟な 6、 正應 
五 年 二十 歲に して 進 具し、 毘 尼の 幽旨を 究め、 正 和の 初年 梵 
網經の 古迹を 講ず、 某 年 九月 二十 一日 寂す、 著作 補 忘 鈔、 三 聚 
淨 戒通受 懺悔、 三 聚淨戒 四字鈔 等 若干 卷ぁ う、 C 本朝 高僧 傅) 
ジヨ ー セン 定專一  一一 g --t w  〔眞宗 〕 伊勢 專修 寺の 第五 代な 
う、 定專 は專 空の 第二 子に して 康永二 年 六月 專修 寺を 主と 
る、 延文 三年 _要 集を 著し、 口 傳法義 を述 ふ、 應 安二 年 七月 
十一 日 寂す、 壽五 十三 (本願 寺通紀 ) 

ジ彐 1 ソ ー 定聰 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松本最 

勝院の 已講な う、 定聰 字は 養 性 房と s a 、 聖雲 親王の 法を 嗣 
き、 實 勝の 流を 受 く、 付 法 一人 定位と s ふ、 (續 傳燈 廣錄) 

ジ ml ソン 定尊 ( . )〔 . 〕 信 濃 善 光寺の 僧な 

$、  定尊は 尾 張 熟 田の 人、 生れて 六歲に して 法 華經を 習は 
1/ C とを 請 ふ、 父母 驚異して 郡の 某 寺に 托す、 九： 威に して 八 


ジ 3 *— ( 定)、 ン— y 


參 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 五六） 


ジ 3 1 ( 定) ソ ー チ 


軸を 暗記す、 出家の 後 讀誦を 業と なし、 三十 二 年の 間に 四 万 
八 千 九 百 二十 部 i: 讀誦 す、 其後每 字に 阿彌陀 の 號を唱 へて 一 
千 部を 課す、 建久五 年に 毎 字 ic 念 佛して 阿 彌陀經 一千 部を 課 
す、 夢 {C 一沙 門 あ 6、 團扇を 持し 吿げて 日 ふ、 我は 善 光寺 如 
來の 使な 6、 汝當 に來詣 すべし、 と、 師 即ち 善 光寺に 到 $、 
九十 日の 間 堂上に 坐して、 讃禮 念佛 す、 十月 十五 日に 夢覺め 
恍 として 繡張 開けて 三 尊 並 現し 靈吿 あう、 後、 同 五 年 四月 廿 
一日の 夜 寺 僧 燈阿俊 圓如來 の靈吿 にょり 師を 召す、 乃ち 繡 
張 自ら 開き 妙 相を 現す、 師靈吿 にょ 6 三 尊を 圖 す、 同年 六月 
勸 化して 金 像を 鑄 造す、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ジ fnl ソン 定尊 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 學講 

f、  定尊 字は 禪定 、京都の 人、 朝日 威儀 師の 子な う、 比 
叙 山寬印 供奉 rc 依うて 出家し、 寬 意を 禮して 眞言を 傳 へ、 乃 
ち灌 頂を 受けて 其 法を 嗣 く、 覺鎪 曾て 師に 隨從敎 相の 奥旨を 
聞く とい ふ、 其 寂年缺 く、 (傳燈 廣錄) 

〔考〕 傳燈 廣錄に 日く 小 野の 定 尊を覺 鐵の師 な 6 と s ふは 誤 
な- CN と 

ジヨ 1 チ ユ ー 定忠 〇一〇 五 四) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 七十 

三代の 座主な う、 定忠 は應永 元年 四月 詔して 醒醐山 七十 三世 

の 座主と なう しが、 將軍 義滿の 意に 應せ すして 退く、 師先に 敎 

を 光助に 受と雖 も 泉 涌 寺 安樂 光 院實濟 の法燈 を繼げ う、 寂 年 

缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 

ジヨ ー チヨ ー 定朝.  一 - t: •一. - t: 七 條佛所 初代 佛 H なう、 

定 朝は 佛ェ 康尙の 子な う、 後 一條 天皇 治安 二 年 七月 十六 日 

浅 成 寺 會堂佛 像 造 立の 恩賞に よう 法 橋に 叙 せらる、 乙れ 工人 


ジ 3 1( 定) 二 I 《 


綱 位の 始な 6、 萬 壽中章 任 朝臣の 命に ょう 阿彌 陀佛 三尺の 
像を 造 立し、 長曆 .四 年 五月 二. 日 勅命を 拜して 御 持 佛を造 
立す" 永 承 三年 三月 三日 山 階 寺の 佛像造 立の 恩賞 R ょう 法眼 
に 轉 し、 淸水寺 別當に 補 せらる、 後冷泉 天皇 天 喜 五 年 八月 一 
日に 寂す、 定朝 七條通 東洞院 東に 住した- CS しを 以て 其 後を 七 
條佛 所と 云 ふ 造 立の 阿 彌陀佛 等 極めて 多し、 (釋家 初例鈔 、下 
學 集、 谷 阿 闍梨傳 、資 房鄕 記、 重 隆記、 ) 

ジ 3 1 ニ ン 定仁 一 八 一一 一一 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
う、 定仁 高野山に あうて 金堂の 職を 守う、 常に 地藏 尊を 念し、 
承 安元 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 、高 野 往生 傅) 

ジヨ 2 ーン 定任一 九 六 九 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な う、 
定任は 藤原經 任の 子な う、 出家して 定勝 僧正に 灌頂を 受け、 
三 寶院に 住す、 德治 元年 冬 東 寺の 長者と なり、 權 僧正に 任ず、 
延慶二 年 醍醐 寺の 座主と なう、 同年 八月 二十 七日 寂す、 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傳) 

ジヨ ー ネン定 妖⑼ ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 入道 

隱 者な う、 定然 字は 心 月、 在俗の 時 k 仕官し" 按察使 光親の 
子尙 書郞定 嗣と稱 す、 大藏卿 正 二位と なる、 母は 參 議定 經の 
女な 6、 師家 產を 子の 參議 正三位 定藤 に讓 うて 出家 入道し、 
醍醐 山に 退 閑し、 篤く 意敎の 法燈を 得、 (續 傳燈 廣錄) 

sml ハン 定範 ' KS〕 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 別當な 
う、 定範は 東南 院成範 の 子な 6、 出家して 三論の 宗 義を學 
び、 兼ねて 眞言に 通ず、 遂に 法 印に 至 6、 大 僧都に 任し、 醍 
醐山 Q 座主と なる、 建 保 元年 十二月 六日 東大寺 別當に 任せら 
る、 寂 年 幷壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 


(五 五六） 


書辭 名' 人家 佛本 日 


ジヨ ー ハン 定範 (一九 主 〇 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧 
な $、  定範は 和泉橫 山の 人な 6、 出家して 高野山に 上-^、 
密學 を 硏 習して、 其 奥旨に 達す、 正 和 三年 撿校 となう、 引接 
院に 住す、 五 年 冬 法 印 大和 尙の 位に 任す、 寂 年 及 壽缺く  (本 
朝 高僧 傳) 

ジヨ 1<ン 定遍 j A-t ls 〔眞言 宗 S 都 仁 和 寺の 別當な 
ク， 定遍は 藤 原 顯定の 子、 寬遍 僧正に 灌頂 法を 受け、 深く 
密學に 通す、 平 治 年中 僧官に 歷 任し、 嘉應二 年大 僧都に 任し、 
安元 二 年 冬 東 寺の 長者を 司と る、 治 承 四 年 夏 勅を 奉して 雨を 
神 泉苑に 祈う、 壽永 元年 權僧 正に 任す、 二 年 東 寺の 寺 務を領 
し、 東大寺を 董す、 元曆 初年 仁 和 寺の 圓宗院 に 移うて 法務を 兼 
ぬ、 文治 元年 京都 法 勝 寺 ic 住し、 正 僧正と なる、 八月 奈良大 
佛の 開眼 供養 導師と な-^、 十月 宮中に て 五 壇の 中中 壇の 法を 
修 し、 法眼に 叙す 此歲 十月 八日 六條の 北西 洞院 に 寂す、 壽 
五十 三、 (本朝 高僧 傅) 

ジ ml ホ ー 定寶 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 寶滿院 

の 法 印な 6  定寶は 中 院尙書 持進定 平の 子に して 伯父 太 政 
大臣 俣 氏の 猶子な う、 尊信 親王の 脈を 傳 へ、 又 東 寺 山門 三 井の 
諸 流を 合して 密敎に 精し、 寶滿院 を 建て、 法 門を 弘 通す、 (後 

傳燈 廣錄) 

ジヨ 1 ホ 1 イコ^- 定法 已 講ゴン ヵク 嚴覺を 見ょ、 

ジヨ 1 ユ ー 定祐 (.一九 一一 一 5  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

う、 定祐 字は 戒 光、 文 永 九 年 三月 十八 日 傳法職 位を 三寶院 

にて 聖賢に 受け、 所 住を 戒光 院と稱 す、 (續 傳燈 廣錄) 

ジヨ 1 ヨ 定擧！ I  一 ■Lr, 四 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當 なう 

ジヨ -( 定) へ— ヨ  — 丨： 


定譽は 前 大僧正 雅緣の 子な り、 出家して 恒惪 R 天台 敎 i: 學び、 
仁 治 二 年 七月 別當 に 任ず、 後權 僧正 R 任し、 寬元二 年 七月 三 
日 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記， 一 
ジ ml ヨ 定譽  一 ^ - tA 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な 6、 
定譽は 別に 持經 上人、 祈 親 上人と 云 ふ、 何 許の 人なる かを 知 
らす 、七 歲 父を 喪 a 、 稍 長して 母に 謹 事し、 十三 歲興福 寺に 
役して 眞興 、仙 救に 師事して 法相 宗を學 ふ、 母の 疾 R あた. CN 
家に 皈 6 て 看護し、 母の 大恩を 酬 ひ ん とし 僧と なる、 母沒せ 
る 後、 師益 堅志を 持し、 常に 法 華を 讀 誦す、 故に 祈 親 上人、 持經 
上人の 名を 得た う、 後 兩親か 再生の 土地を 知らん とし、 長 和 
五 年 大和 長 谷 寺に 一七 日間 參 籠、 其靈吿 によ 6 て 高野山に 登 
う、 弘法 大師 廟 {C 詣 し、 益祈禱 し、 治安 元牢 大師の 靈吿 によ 
う 父母 再生の 土地 等を 知う、 其 家に 就 S て 小兒を 請 得て 養育 
す、 即ち 明算 上人な う" 當時 高野山の 諸堂頹 敗し たれは、 師 
大 R 慨嘆し、 長 元元 年大勸 進して 修理 興復に 力を 盡 す、 幾 も 
なく前觀に復し /2 6、師因$て峰禪和尙を推して座主となし、 
相 共 R 一山の 興隆を 謀うて 大に功 あ 6、 永 承 二 年 二月 寂す、 
壽 九十、 正 平 五 年 四月 晦日 後村上 天皇 勅して 常 照 大和 尙の謚 
號を賜 ふ、 (高 野 春秋、 續傳燈 廣錄、 元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 
ジョ - ョ 定譽  h テ >  ii 天を 見よ、 

ジヨ 1 ヨ 定擧 11 サッキ rL. 丨三 休を 見よ、 

ジヨ ー ヨ 定譽 ソ テ- 祖貞を 見よ、 

ジヨ！ リン  {疋 林 ゲン チ 玄智を 見よ、 

ジヨ 1 リン 1 疋 ショ— ヶン 聖憲を 見よ、 

ジ 3 1 アン 靜安 a 五 〇〇) 〔 . 〕 近 江 比 良 山の 僧な 

2? r» T  (定、 靜  > 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 五六） 


1 .  f  ュヨ 1( 靜 、ィ  —  fl  I! _ _ _ 

う、 靜 安は 俗姓 不詳、 西大 寺常騰 僧都に 就きて 法相 宗を 受け、 
元 興 寺 R 住す、 後、 近 江 比 良 山麓に 草庵を 結び、 佛名經 を讀み 
て 禮 拜修懺 す、 承 和 五 年 十二月 天皇の 勅 召に よ 6、 宮中に 參 
候し、 三日三夜 淸凉 殿 R 於て 三千 佛 名を稱 ふ、 靜安 •道昌 •願 
安、 實敏 、願定 等 かは る  <導師を勸0、之を御佛名會と云ひ 
例時 御佛 事と な 6、 年々 盛 R 行は る、 同 七 年 四月に 奏して 宮 
中 R 灌佛會 を 行 ふ、 Z1 れも 同じく 例 事御佛 事と なれり、 後、 比 
良 山 R 妙寶 寺" 最勝 寺を 開きた 6 と 云 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 
弟子 賢 護 賢眞ぁ ( 續日 本後紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 
〔考〕 帝王 編 年 記 承 和 五 年の 條 に 淨安勅 召に よ 6 御 佛名會 の 
導師と なるよし 見 ゆ、 淨安は 即ち 靜 安の 事な り、 

ジヨ ー ィ靜音 心 ( . ) 〔眞言 宗 3 山城 德大 寺の 開山な 

り、 靜 意は 京都の 人、 京 極 尙書贈 大相國 經實の 子な 6、 醍 
醐山 義範の .室に 入うて 出家し、 賴觀 R 依うて 毘盧心 印を 續き 
德大 寺を 開く、 (傳燈 廣錄) 

ジヨ ー ウン a 靜雲. l. ra: A: v  〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 
P,  靜雲は 鄕貫詳 かならず、 弘仁十 年 東大寺 別當に 任ず、 

同 十二 年 十一月 寂す、 壽献 く、 (東大寺 別當次 第) 

ジヨ 1 X 靜惠一 Ai s.i 〔天台宗〕 三 弁 聖護院 法 親王な う、 

靜惠は 後白河 天皇の 第 七 子に して、 母は 坊門 局と 稱 し、 兵衞 

尉 信 業の 女な 6、 C 一說 に 母は 遊女 丹 波/ 始の 名は 眞慧と S 

S、 後靜惪 と改む 、三 井 聖護院 覺忠の 弟子と なう、 建 久二年 

三月 十七 日 (一說 R 廿七 日) 一品 親王と なう、 法印大 僧都に 

任し、 聖護 院大 宮と稱 す、 元 曆元坧 十二月 十八 日 千 手觀音 丈 六 

像 並 廿八部 衆を 圖繪 して 粉 川 寺に 安置せられ 穴り とい ふ、 建 


ジ 2 丄靜 ) H— ゴ 


仁 三年 三月 十三 日 (一に 十二 日) 寂す、 壽歃 く、 (粉 川 寺緣起 
本朝 皇胤 紹運錄 、諸 門跡 譜 、僧 官鞴 任、 明月 記、 百練抄 } 

S ヨ ー X 靜 -1 チト- 日 等を 見よ* 

ジヨ ン 靜衍一 一一 g gj 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
6、 靜衍 父を 阿靜と $ ふ、 嘉曆 元年 ic 生れ、 十五 歲 出家し、 
深く 天台、 俱舍 及 a 密乘を 究む 、至 德二年 二月 八日 寂す、 壽 
六十、 (三 井續燈 記)  < 

ジ ml ガク 靜覺一 一二 5§ 一 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 門跡な 
6、 靜覺は 木 寺邦康 親王の 子、 後花園 上皇の 猶子と な 6、 
享德二 年 十二月 十八 日宣 して 親王と なる、 時 R 十五 歲 な-^、 
諱 を師熙 と 賜 ふ、 廿 一日 得度し、 長祿 元年 十二月 十三 日禪信 
僧正に 傳法灌 頂を 受けて 一品に 叙す、 文龜 三年 七月 十 •五日 寂 
す ' 壽六 十二、 稱して 後光 臺院 御室と いふ、 付 法の 弟子 一人 
あぅ、 尊 海と s ふ、 (傳燈 廣錄) 

ジヨ ーキ 3 1 靜慶 シン H 信慧を 見よ、 

ジヨー クウ ィ靜槐 a 七 六 5  〔眞言 宗〕 大和 金 峰 山の 僧 
なぅ、 靜槐 字は 上 東と s ふ •嘉承 元年 二月 十七 月 兼 俊と 共 
に 金 峰 山鳳閣 寺に 傳法灌 頂を 受 く、 (續 傳燈 廣錄) 

ジヨ 1 クワン 靜觀ゾ I ミョ— 增 命を 見よ， 

ジヨ* ■•ケン 靜見 リョ- -1 チ 良日を 見よ* 

ジ 3 1 ゴン 靜嚴 i ls ね 〔眞言 宗 ：一 山城 隨心院 の 僧な-' 
靜嚴は 俗姓 藤 原 氏、 攝政關 白 一條 實經の 子な 6、 幼に して 嚴 
舜 僧正に 隨つて 剃髪し、 灌頂 法を 禀けて 小 野 隨心院 に 住す、 文 
永 元年 冬權少 僧都に 任す、 弘安六 年 僧正に 轉 し、 八 年 冬 東 寺 
の 長者に 加 任し、 正應 元年 護持 僧と なる、 二 年 十月 大僧正 ic 


(七 五六） 


書辭 名人 家佛 本日 


昇り、 尋て 寺務シ -領 す、 IF. 安元 年 JH 月 七月 寂す、 壽五 十七' 
著作 密典 疏鈔 あり、 (本朝 高僧 傳) 

ジヨ ー、 ンヨ 靜助 リョ- d 良瑜を 見ょ、 

ジヨ ー シヨ ー 靜照一 一 ^ 如 〔臨濟 1:-: 小〕 相模淨 智寺 の禪僧 
な $、 靜照 字は 無 象 俗姓 平氏な $、 相模鎌 倉の 人な う、 出家し 
て 東 福 寺に 投 し、 聖一 國師に 侍し、 尋 て諸禪 師に歷 訊す、 建 長 
四 年 十九 歲に して 宋に 渡う、 徑 山の 石 溪禪師 に 謁し、 趙州放 下 
著 話を 參究 し、 印 證を拜 す、 服 勤す る 乙と 五 年な う、 弘長 一一 
年 (宋 景定 三年) 天台 山に 登う、 五百羅漢に 茶を 供す、 偈二 
首 あう、 崎 嶇 得得 爲煎 k 茶. 五 百聲聞 出，， 晚霞ニ ニ 拜起氷 開 夢 眼 - > 
方 知 法 法 總空 華〕 瀑飛. 雙碉 -電聲 急雲歛 = 千 峰- 佘殿開 、尊者 
家風只如 0 疋、何須賺わ朿海來〕一時の名格、琪橫川度虛舟等 
四十 二人 唱和 あう、 弘長 三年 (宋 景定四 年) 天童 淨 慈の 間に 
虛堂 愚に 隨 ふ、 文 永 元年 (宋 景定五 年} 洞 庭 湖 R 遊び、 偈あ 
6、 雁 落 洞 庭 蘆 岸 秋、 楚 天雲 淡 書圖幽 、孤舟 游泳 波 心 月、 七 
十二 峰 一目收 一同 二年宋 (咸淳 元年) 虛堂 愚の 下を 辭して 歸 
る、 偈 あう、 十载從 k 師幾 詬擧 、到頭 一法不 曾 傳 、有無 句蕩家 
私盡、 萬 里 空歸菜 海 船」、 我國の 學僧圓 海と 云 ふ 者、 深く 師の學 
德に 服し、 同船して 歸 $、 京師に 平安 山郇心 寺を 開き， 師を請 

す、 師は 先づ鎌 倉に 下う、 II 華 山 fi 際 精舍を 開き、 翌 三年 佛 

心 寺 R 遷う 住す、 丹 後の 佐 野 某寶林 寺を 開きて 請ず、 尋て再 

び 鎌 倉に 下 6 / 胡桃 谷の 法 源 寺 R 住す、 時 R 比窬 山の 徒 衆 禪 

宗の 隆盛を 嫉み 、上奏して 之を 停めむ 乙と を 請 ふ、 師書 一篇 

を 作う 上る、 朝 命 あ. 〇興禪 記と 云 S、 常 陸の 吉源 入 ill 善行 一 

寺を 開きて 師を 請す、 仍て號 して 輿禪 寺と 云 ふ、 建. rs 三年 十 

ジヨ ー 靜) シ 


月 衆 請に よ 6 筑 前の 聖福 寺を 董す 、二 年に して 三た び 朿 下し ■ 
相模 \ 慶 寺に 遷り 注す、 弘 安八 年 五月 佛光禪 師 法衣を 傳 付す、 
正 安元 年 北 條貞時 延きて 淨智 寺の 主と す、 德. 泊 元年 五月 十五 
月 諸 弟子を 集めて 喪 儀を 條盡 し、 遺偈を 書し‘ て 日 ふ、 諸怫火 
也 如是、 諸佛來 也 如是、 諸佛來 去 一般、 今我說 也 知 是 、端坐 
して 化す、 壽七 十三、 臘五 十五、 四鲁語 錄三卷 、興 禪記 一卷ぁ う 
勅謚法 海禪 帥と 云 ふ、 (續群 ニニ 八， 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
ジ 3 1 シ 3 1 靜聖 ケン シン 賢 信 VJ 見よ、 

ジ 3 1 V 3 1  ^ 靜 \ 疋 9 ユ—シ ン隆眞 を 見よ 
ジヨ ー セン 靜泉 一九 九り 〔天台宗； 一 近 江 園 城 寺の 僧な り、 
靜 U は 出 承して 幸 尊 法師に 習學 し、 聲譽 高く、 乾兀弘 安正 應 
正 安の 諸. 半 間、 當時の 高徳の 間に 知らる、 文 保 二 年 丹 羽の 普 
E- 寺に 移う、 門弟 四 人を 出 / 2 す、 元 德二年 十一月 廿 一日 寂 
す、 壽歃 く、 (三 井續燈 記) 

ジヨ ー チ ユ ー 靜中心 一一 發 -〇 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 靜忠は 普賢 寺 殿の 子、 嘉禎 元年 十二月 長 吏に 任す' 弘 
長 三年 十：：：： 二日 寂す 壽七 十四、 (三 井續燈 記) 

ジ 3 1 ニ ン靜仁 (一九 一三) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏 
な ゝ 靜 仁は 土龄 門院の 子、 建 長 五 年 四月 長 吏 R 任す、 寂 
年 及 a 壽歃く (三 并錆燈 記) 

ジ ml 二 m 靜如 nlhl 光雄を 見よ、 

ジヨ ー 手 ン 靜然 ( …… ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧 
f  > 靜然 字は 戒 jt 房 京師の 人、 和 泉 守 有 成の 子な り、 出 
家して 比 叙 山の舉 僧 相 實に師 単して 一流の =!•>• 和 3: 傳ふ 、著作 
行林鈔 一 百卷ぁ う、 (台密 血脉譜 、諸 宗韋 疏錄) 

S ヨ ー( 靜) シ ー 手 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 五六） 


ST  (靜 、淨) 


i、 ンヨ S へ ン 靜遍一 八 A : 1 V 一 〔眞言 宗〕 京都 禪林 寺の 學 僧な 
$、  靜遍は 平賴输 の 子な-^ 醍醐 寺の 座主 勝憲 を師 として 
小 野 流の 法を 傳 へ、 仁 和 寺 上 東院の 仁隆に 依 6、 廣澤 流を 受 
く* 初め 仁 和 寺に 居 6、 源 空の 聖道 門を 捨て、 專修の 法を 立 
つるを 謗 6、 書を 著して 之を 破らん と 欲せし か、 撰擇 集を 讀 
むに 及 a 、 其 末世に 益 ある 乙と を 知う、 續撰擇 集を 作る、 高 
倉 上皇 勅して 禪林 寺に 住せし IT' 、 貞應 三年 四月 二十日 寂す、 壽 
歃 く、 著作 三角 院口决 、三角 院目 錄二帖 、酉 酉 本流 口决 、三 
室院 問答 記、 秘藏 記鈔 、秘鈔 口决 十三 帖 若干 卷. •あう、 本朝 高僧 
傳 、諸宗 章 疏錄) 

シ 31 sm! 靜明 (一九 〇三) 1 : 天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 
僧な 靜 明は 山城の 人、 俗姓は 藤 原 氏な 6、 出家して 範源 
R 天台 敎を學 び、 後俊範 R 法を 嗣 ぐ、 又 東 福寺聖 一國師 に謁 
して 禪を學 び、 支 旨に 達す、 箱 嗟峨 天皇 召して 天台の 義を問 
a 、 敕して 法 印に 叙す、 常 R 粟田に あうて 學 徒を 誘掖 し、 甞 
て 論題 百條を 撰す、 寂 年 及壽歃 く、 門下の 神 足に 性暹、 靜 運、 
心 賀 、政 海の 四 人 あ 6( 本朝 高僧 傅} 

ジヨ Ifn 靜譽 (一七 六 五) 〔眞言 宗〕 山城 光明 山の 僧な う、 

靜譽は 越 前 阿 «1 梨と S ふ、 初は. 小 野 R 在う、 長 治 二 年 R 範俊國 

師を 拜禮 して 法を 傳受 し、 後 嚴覺に 就きて 金剛 界會を 禀 承す 

去りて 石山 R 住し、 後、 相 樂郡 光明 山に 柱き て 一方の 法幢を 建 

て、 光明 山 流と いふ、 其 寂年歃 く、 著作 入 曼荼羅 鈔七卷 、入 

埴鈔 一卷 、小 野赤緖 (卷數 未詳) 付 法の 弟子 眞譽 、重 # 、 增忍、 覺 

.暹の 四 人 あ 6、 ( 後 傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄〕 

ジヨ -ア淨 阿 一一 一 g o- f  CES 京都 金 蓮 寺の 僧な 6、 


、f、 ン 3 ! ( 淨) ア — イ 


淨阿 俗姓は 源氏、 總 州の 人な う、 十九 歲 R して 州の 圆通 寺に 
入う、 大小 乘を習 a 、 鎌 倉の 極樂 寺に 往て忍 性 律師を 拜 して 受 
戒 す、 永 仁の 初め 法 燈國師 i: 拜して 禪說を 問 a 、 辭して 諸方 
を 巡 化し. 越 中の 野 尻に あ- CN て 淨土敎 を 說 く、 正 安二 年 武藏に 
あうて、 陀 阿に 會 し、 淨土敎 を 論 量し、 其 法義を 承け て 常 麻 
山に 居す、 延慶二 年 京都に 上り、 祗陀林 寺に 寓 し、 後敕 によ 
う 同 寺に 主と なう、 錦 綾 山 金 蓮 寺の 名を 賜 a 、 上人の 位に 補 
せらる、 曆應叫 年 六月 二日 寂す 壽七 十三 (本朝 高僧傳 ) 

ジ ヨ1 ^ 淨 阿 テッ ガン 哲顏を 見よ、 

ジヨ 1 ア 淨阿 コーシ ョ- 公聖を 見よ、 

ジ f ァ淨阿  ォソ チョ t 音 徵 VJ 見よ、 

ジヨ 1ア乏 ダブ ツ 淨阿彌 陀佛シ  ンク ヮン 眞觀を 見よ、 
ジヨ— ィン 淨因 ― A ^ ベ 〔戒律 宗〕 京都戒 光寺の 律 僧 
なう" 淨因 字は 11 悟、 自ら 西 査と號 す、 京都の 人な り、 曇 
照を 禮して 削髮 受戒し、 智舜智 鏡 二師に 執 侍して 三 大律鈔 の 
蘊奥を 討究す'  三聖 寺に 入うて 禪關 を 參 請し、 東 林 寺に 住す 
後戒 光寺に 移 6、 大 R 學徒 を 延 く、 正 元元 年 戒壇 院の 圓照師 
を 招きて 律 章を 講せ しむ、 後 請に 應して 相 摸の 無量 寺 R 住し 
尋きて 飯 山の 放光 寺を 開きて 第一 代と なる、 文 永 八 年 十一月 
十二 日 飯 山に 寂す'  壽五 十五 (本朝 高僧 傳) 

ジヨ ー ィン 淨印二 M 3 ハ ハ 〔黃檗 宗〕 宇治 萬 福 寺 十三 代な 
う、 淨 印字は 竺菴 、淸の 人" 陳氏 なう、 享保八 年 七月 二十 
八歲 にして 両來 し、 杲堂脉 の 法を 嗣 く、 享保廿 年 三月 黃檗山 
R 進む、 當時 一山の 宗風 漸く 荒 敗し、 漫然と して 慣例 R よう 
歸化 僧を 推 奉し、 種々 弊害 あう、 師一住 六 年 幕府の 命 (C より 


(九 ii 六 > 


書辭 名人 家佛 本日 


退隱す >  寶曆六 年 七月 六日 寂す、 壽六 十一 (黄 檗譜 略) 

£> ヨ ー ウン ^ 雲 クヮン i/ ョ -寬昌 を 見ょ、 

;、ン？エ 淨慧 C . ) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 僧な 气 

淨慧は號を愚溪と云 64 、其鄕貫詳かならず、或は云ふ支那の 
僧な うと、 壽福 寺に 居うて 無 惑に 師事す： 書法 牧溪を 學び、 
秀作 あり、 寂 年 並に 壽缺 く、 (本朝 書史」 

シヨ f  H 淨慧 (二 四〇 五) 〔眞宗 〕伊勢 國無見 金剛 寺の 住持 
f、  淨慧は 伊勢の 人、 眞宗高 田 派 金剛 寺に 住し、 學譽あ 
う、 延亨二 年 高 田 派の 安居 本講を 勤む、 寂 年月日 詳なら す、 
ジヨ 1H1 淨英二 sl t  〔黄 栗 宗〕 山城 宇治 萬 ？ ii 寺の 
第二 十三 代な う、 淨 英字は 蒲 菴と云 ふ、 攝津大 坂の 人な う、 
出家して 黃檗 山に 入う、 香 林 椿の 法を 嗣き 、寬政 四 年 進 山し 
て 第二 十三 代の 法帶を 繼 く、 一 住 五 年、 寬政八 年 十月 朔 寂す、 
壽七 十五、 (黄 檗山歷 代表，) 

ジヨ Iff ン 淨圓こ •一一 1 !; 〔淨 土宗〕 攝津滿 福 寺の 僧な 
6、 淨圓 字は 頓譽其 俗姓は 詳なら ずと 云 ふ、 攝津芥 川村滿 福 寺 
の 僧な り、 常に 專 精念佛 して 淨業 となす、 道化 盛な 寬文五 
年 三月 九日 寂す、 壽詳 ならず、 (緇 白牲生 傅) 

ジヨ ー オ！ 淨往 jjl si - 一一 〔淨 土宗〕 山城 攝取院 の 開山な 

$、  淨往 字は 稱譽. 京師の 人な 6、 俗姓 詳なら す、 初め 西陣 

に 住し、 工匠を 以て 家業と 爲 す'. 壯年の 頃 品行 修ら ず、 後、 

大に 其の 不心を 悔悟し、 大 原に 往て 小菴を 結び、 別時 念佛を 

修 する 乙と 日 久し" 攝取院 を 創し 住す" 後 •京師に 眞敎 寺を 

開き 後、、 近 ? X 丹 波に 寺を 開き 三体に して 九ケ 寺を 建立す、 寬永 

十八 年 十月 二十 八日 寂す、 壽七 十、 (緇白 往生 傳) 


ジヨ I  ( 淨 }ク ー オ 


ジ 3 1 オン 淨音ホ - コ I 法 興を 見よ、 

シヨ ー ガ淨雅 j  Mi 狀 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な 
う  淨雅 俗姓は 藤 原 氏、 右大臣 定雅の 子な 6、 忠尊 法師に 學 
修 し‘ 永 仁 元年 三 井寺 別當 職に 居 6、 五 年 五月 長 吏に 補す、 
嘉元 三年 四月 密灌 大阿闍 梨と なう、 元應 元年 四月 七日 寂す、 
壽六 十一 (三 井績燈 記) 

ジ 3 1 カ ク 淨覺 セン ユ宣瑜 を 見よ* 

ジヨ ー カ ンィン 淨 成心院 ニ チォ 1 日應を 見よ， 

シヨ！ キ淨观 jlio 二 四 〔曹洞 宗〕 肥 後 法 泉 寺の 開山な 
P, 淨熙 字は 仁叟肥 後の 人、 幼に して 寒巖義 尹に 依りて 薙髮 
し、 左右に 執 侍する こと 久しくして 信 印を 受 く、 肥 後 宇 土の 郡 
主 某 法 泉 寺を 創し. 師迎 へられて 開山と なる、 正 平 十九 年 十月 
十一 八日 寂す、 壽歃 く、！ 一法 能 翁玄慧 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
ジヨ ー キヨ.- 淨慶 (一 i 四 八〕 京師の 佛 エ なう、 淨 
慶は京 師寺町 三條 上る 町に 住し、 元 祿の頃 東國に 下う、 下總 
印 播郡鏑 木 村 千 葉 山海 隣 寺の 阿彌陀 、幷に 二 菩薩 像を 造る、 
後 法 橋に 叙せ らる 

;'ン ヨ 1 キヨ ー 淨慶ユ ンキ圓 喜を 見よ、 

ジヨ ー ギヨ ー 淨業- 一2 ^ 〔戒律 宗： 一京 都戒 光寺の 開山 
なう、 淨業 字は 法 忍、 號は暴 照、 山城の 人な'^' 十五 歲制 
髪し 弱冠に して 受 具す、 園 城 寺に 投して 顯密 の學を 得、 奈良 
に遊學 し'  宋 の律學 盛大なる を 聞き、 建 保 二 年 春 彼 地に 注き 
•鐵翁 一に 巾 峰に 從 ひ、 具足 戒を重 受し諸 州 縣に遍 遊し、 偏く 
大德を 歷 問す、 理宗 召して 忍 律 法師の 號を賜 S、 紹定 元年 春 
藏經を 求めて 歸 朝す、 我 か 安貞 二 年 二月な う、 尋 S て 京都に 
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入う、 盛に 戒律を 說く 、靈夢 R ょ 6 地を 京 城の 南に 卜して 戒光 
寺を 建て、 戒を說 くの 外 顯密 時に 應し て弘 布す、 人 以て 泉 涌 
戒 光二 寺を 以て # V 律の 窟 となす、 天福の 初め 席を K 足淨 因 R 
讓 うて 再 a 宋 に 入 b 多く 佛像 梵夾を 得て 仁 治 二 年 太宰府に 
歸 へる、 地の 檀衆西 林 寺を 建て 師を迎 へて 法を 問 ふ、 後、 京 
都 R 歸へ 6、 朿林 寺を 建て、 戒 光寺の 子院 となす、 晚年 退き 
て 念佛 三味に ふけり、 正 元元 年 二月 二十 一日 寂す、 壽七 十三 
臘五 十四、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傳〕 

シヨ ー芩ヨー 淨業 ( . ) 〔臨 濟宗 U 京都 建 仁 寺の 禪 

僧な $、. へ ' 0.- 淨業 字は 子 建、 中 岩に 從 a t 坐 禪參究 し、 後明に 
入る、 詩 あ 6 日は く 不識何 山 松 竹 底 又 添 一箇 土餳 頭と、 彼 地 
に 寂す、 (日本 名僧 傳、 異阈使 僧 小傳) 

ジヨ ー ク ー淨空^ 1| §義眞言宗〕山城智積院第二 
十代な う、 淨空 字は 慈潭 、號 ヶ白壤と云ひ、後に改めて法 
國とい ふ、 下野 舟津川 村の 人、 俗姓は 鈴 木 氏、 母は 同 鄕の新 
井 氏の 女な う、 元 祿六屯 十月 十日 R 生る。 甫めて 七歲 四書を 
父 R 學 a 、 翌年 村の 寬 光寺 R 投して 三體 詩、 古文を 讀み "九 

歳の 時龍苹 院 R 往き、 至 日 院主 ic 五經 文選 幷に佛 書 等を 受け、 

十歲 R して 詩を 赋し 、文を 綴る {C 至る、 初め 叔父 出家して 名 

を 海淨 、字を 善 衣と 稱し 京都 R 在 6、 十三 歲の 時、 翻 照 H 

闍梨 海淨に 代 6、 師の髮 を 制う、 戒を授 く， 十四 歲の 冬論塲 

R 於て 論鋒を 交へ" 老宿舌 V 捲き、 敢て當 る 者な し、 十七 歲 

の 時" 海 淨武藏 倉 田 明星 院 {C 注す、 師從 a 住き て 常 R 給仕す" 

師袁 中郞の 集を 愛 讀す 、十八 歲和 上の 住 心 品 疏起信 論 藏疏四 

敎集解 等の 講席に 侍す、 二十 歲智 積院 に掛 塔し、 祖 审に 於て 
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十 住 心 論 5: 讀み 、自警して 日く， 住 心 次 弟、 大小 權實 、孔老 勝 
數の 道の 如きは、 一一 宗祖の 範を 涉獵 して 分別す へからす" 
戒を學 定 k 學 S、 惠 %: 學ふ とも， 中間 期な からん、 大毘 
廬遮如 來を俟 ちて 止まん のみ、 と、 論 塲 匹敵す. る ものな し、 
爾後 儒 林に 遊學 し、 盛 唐の 詩 調を 學ふ 、後、 華 開院 湛惪の 下に 
て圓 暉頌 疏を聽 き、 奈良 藥師寺 高範の 下 R て 因 明 唯識を 聞き 
沓掛の 如 山 禪師の 下に 往き 、俱舍 論 光記を 討論し'  退きて 光 
寶二 記’ 俱舍 '婆娑 ，正埋 、顯宗 等を 對撿 する Z. と 一年、 尋 
S て 鳳 潭の輪 下に 因 WI 瑞源記 •四敎 儀 集註、 起 信 論 義 記、 五 
敎章匡 輿 鈔の 請述を 聞き、 北 野 高 it 寺に 於て 三論 及 a 金鍥消 
毒講莛 R 交は ぅ 成 唯 識疏を 聞かん と 欲して 半途 退隱 し、 自ら 
三十 論、 廿論 兩疏瑜 伽 等を 見る 乙と 一年" 其餘暇 五智 山 如 幻 
を訪 a て 問尋 す、 其 後 三 井の 義瑞 の入疏 k 聽受 せんと 欲し、 
兩三席 にして 市中に 屛 居し、 入疏三 大部， 觀 音玄義 、光明 玄義" 
涅槃 經會疏 、指 要抄 等を 講究し，， 鳳潭梵 網經 疏を講 する を聽 
受 し、 新 舊華嚴 を决 擇し尋 S て 範 僧正 R 隨ひて 報恩 院 流の 聖 
敎を受 け* 實詮和 上に 安 流の 聖敎を 授かぅ、 其 源 底を 盡 くし" 
秘密 諸軌 を傳授 す、 後、 大日 經疏 諸鈔を 集め、 沈潜 反復して 
怠る 乙と なし、 時 ic 智山 喧擾ぁ 6、 師黑 谷の 傍 R 幽棲し" II 
て 人事を 絕 ち、 書卷 中に 遊 ふ 乙と 三年" 其 中 百日 百夜 誓て 無 
言を 保ちて 思惟す 師智 山野 III II •山 三 山を 離れて 孤峯 頂上に 隱 
棲し、 一門を 立てん と 欲する 乙と 數度 なれと も 老師 其 法 脈を 
絕たん 乙と を 恐れて 許 3 す、 是 R 於て 隱 棲を 遂 けす， 享保十 年 
四月 三十日 老師の ^ 報 來 る、 即ち 智 山ょ 6 起ち、 百 三十 四 里 
の 問を 馳せ .五月 力 日 ^ 床 R 着し、 兩日兩 夜 手つ から 湯藥を 
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奉す、 老師 八日に 寂す、 其 臨終に 方 6 持 寶山淨 妙に 法を 授け、 
諸 流の F.n 可を 授 く、 師 乃ち 淨 妙の 下に ぁ 6 て 西 院流叫 度の 灌 
頂 三部 匿 紙艸等 悉く 付 可 せらる、 仍 て 席 5: 嗣き 、明星 院に住 
し、 其 三十 二 代と なり、 翌年 集 解を 講ず 後 二十 二笫間 牛は 智山 
に 荏 6 て 學業 5: 力む 寶曆六 年 六十 四 歲に して 幕 命を 蒙む. CV、 
江戸 圓福 寺 {C 住する 乙 と 四 年、 寶曆九 年 再 a 命を 承け て智積 
院 に 進み、 參 内して 龍顏を 拜す 、學 徒を 指揮す る 乙と 八 年、 
明 和 三年 三月 退隱 す、 六 年 大衆の 請を 容れて 奧疏 を講授 し、 
八 年 六月 五日 瑞應 山に 移住し'  同 十二 日ょ 6 九月 九日に 至る 
まて 住 心品疏 '蘇 漫聲 、殺 三 磨娑釋 を講 す、 安永 四 年 十月 廿 
四日 病に 罹り、 同 二十 八日 夜 寂に 入る、 壽八 十三、 著作、 禪 
餘筆陳 四 卷、 减行减 緣爾暉 論游及 一卷 、釋 難一卷 、八 轉聲鈔 
批 點一卷 、六釋 通 開批點 一 卷’因 明 講 述五卷 、俱舍 執 中 十九 
卷 、唯 識執中 三十 一卷 ，起 信 論 執 中十卷 、集 解 通 釋十卷 、指 
要 通 釋五卷 、敎分 記 執 中 r 二卷 、大日 經疏鈔 執 中 四十 九卷、 
大毘 廬舍那 心地 法 門 - r 八卷 、即 身成佛 安心 决定 一卷 、付 法 ^ 
錄一卷 ぁぅ、 (新義 眞言 宗 史料) 

ジヨ ー。 クウ ツアン 淨月巷 ヶン ド I 賢幢を 見ょ" 

ジ 3 •-ク !? ン 淨觀  一一 剛彰  〔天台宗〕 周 ■防 德山 敎學院 の 

修驗 者な 淨觀 字は 道甫 、號は 藍 泉と 云 ふ、 別に 興 山と 

S CA 、 右京と 稱す 、本姓は 鳥 田 氏な 役 小 角の 法 系 V 繼き、 

卩 氏と稱 す、 周防德 山の 人な う、 世々 毛 利 氏 (C 仕 ふ、 七 代の 

祖良榮 始めて 毛 利 元 就の 命に よ 6 て 修驗宗 に 入る， 盖 し永祿 

五 年 毛 利 元 就 大友宗 麟の二 氏 fl li する (C 方 6 京師よう 道增法 

親王 安藝 ic 下う、 二 氏を 調訂 す、 元 就 法 親王を 德 として 家臣 
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一人を 法 親王の 下 {C 送る， 良榮其 選に 當う 、修驗 者と なる' 
後、 輝 元の 子 就 高 周 防德 山に 分封 せらる > に 方 1 族德山 
に 移り 住し、 世々 修驗 者と なる、 淨觀は 瀧 鶴 臺に就 s て 租徠 
派の 學を受 け、 且つ 詩文に 長す、 文明の 頃 藩儒 本 城 貫 治 (號 
は 紫巖) の 後を 繼 き、 藩 學鳴鳳 館を 興し、 (後に 興讓 館と 云 ふ) 
藩士の 敎授を 擔任 す" 賴春水 龜井南 冥 等に 交は う、 大に推 重 
せらる、 龜井昭 陽甞て 當 世の 文人を 擧けて 西に 藍 泉め 6 朿 に 
古 梁 (南山) ありと 云へ 6、 文化 三年 正月 寂す、 壽五 十七、 著 
作學範 、藍 泉 一家言、 大道 公論 各一卷 、詩文 集 若干 卷あ 6、 
其 孫 島 田蕃根 東京 ic 移 6 住し 世. に 知らる、 

ジョ！ 夕 9 ン 淨觀；  一  1 ^ OA 〔新 善 5  一口 宗： 一佐 渡 大聖 院の 
中興な り淨觀 俗姓は 鈴 木 氏 佐 渡 加 茂 郡 柿 野 村の 人な う、 幼 
にして 郡の 吉 井本 鄕 大聖 院佛 如の 室に 入りて 剃 il し、 弘化二 
年豐 山 ic 登 6、 留錫四 年、 嘉永二 年 更に 智山に 抵 6、 習學 久し 
うして 內外 の敎與 に 通ず、 弘化二 年吉 井本 鄕下之 房に 住し、 
後、 瀉澤村 正 福 寺に 移る、 元 治 元年 靑木讨 藥泉 寺に遷 6、 在 
職 十六 年、 明治 十二 年 六月 大聖 院に 主と な 6、 同 寺の 廢頹を 
興し、 舊 觀に復 す" 此歲夏 旨 ありて 朿 上し 宗 局に 滯 在して 年 
を 閱し 、疾に 罹う、 十三 年 一月 二十 一日 寂す、 壽五 十三、 (0 
義眞言 宗 史料) 

ジ min 淨踞 二晒紅 〔黃樂 宗〕 山 S 于治萬 福 寺の f5 
二 f 七 代な り、 淨踞 字は 金倪と s ふ、 俗姓 生國詳 ならす、 出家 
して 黃檗 山に 登う、 梅峯 玉の 法を 嗣 く、 文政 六 年 二月 十九 □ 
進 山して 第二 十七 代の 法 席を 繼 く、 一 住 四 年、 文政 九 年 十一 
月 十六 日 寂す、 壽六 十八、 (黃檗 山歷 代表) 
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ジョ ー コ！ 淨光 ii si 〔新義 眞言 宗 3 山城 智積院 第二 
十六 代な 6、 淨光 字は 信 俊、 安房の 人、 智積院 に 留學 し、 江 戶 
圓福 寺に 住す、 亨和 三年 四月 ；一 十一 日圓福 寺よ 6 入*^ て智積 
院 第二 十六 代 能 化と なる、 其 職 R ある ZL と 一年に 滿 为 ず、 仝 
年 九月 十五 日 寂す'  壽七 十五、 同日 僧正を 贈らる、 (密 嚴譜豚 
新義 眞言 宗史) 

ジヨ In- 淨光 キョ I  h  > 鏡圓を 見よ、 

ジョ* -コ 1'  淨光ハ  ブヶソ 範賢を 見よ、 

ジヨ？ ゴン  '淨 g 厭 -: S: 二： — •• 〔淨 土宗〕 京師 知 恩院第 七十 二 
代な う： 淨嚴號 は 莊譽と 云 ふ、 鄕貫詳 ならす、 出. 家して 山 
城 光明寺に 住し、 嘉永五 年 八月 四日 光明寺よ 6 出て、 知恩院 
第 七十 二 代と な 6、 第 七十 一代 萬譽顯 道の 後を 繼 く、 同年 十 
:: 月 十二 日 ^ 僧正 R 任せら る t 文久 元年 四月 十六 日 (一 說五 
月 六日) R 寂す、 壽缺 く、 著作闡 敎齊緣 記 三卷ぁ 6、( 淨土宗 
史料) 

ジヨ ーゴン 淨嚴！ j H— 說 〔眞言 宗〕 江 戶靈雲 寺の 開山な 
6、 淨嚴 字は 覺彥 、號は 雲 農と 云 a 、 別 R 妙 極と 云 ふ、 河內 

錦 部 郡 鬼 住 村の 人、 俗姓は 上田 氏、 世々 鄕邑 に 長 穴 う" 父の 

名は 道 雲、 母は 秦氏 、共に 厚く 佛に歸 す、 寬永 十六 年 十一月 

1;一十三日師を生む"其生る、や腥血流れず、俗に乾子と糊す 

三四歲 にして 能く 普 門 品 尊勝咒 等を 誦し、 自ら 空經と 名け て 

專ら 僧伽の 風を 樂む 、正 保 元年 肥 前の 大德 桂鼹 禪師檜 尾山觀 

心 寺に 寓して 碧巖錄 を講 す、 師 席に 陪して 之を 聞く、 同 三年 

八歲 にして 高野山 R 登〇靈 跡を 拜 す、 慶安 元年 再 CA 高野山 R 

登う、 悉地院 R 寓す 、遂に 撿校雲 雪を 禮して 薙染納 戒し業 
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を受 く、 雲 雪 寂す る R 及 a 、 釋 迦文院 R 寓 し、 朝遍 に 師事して 
密乘 を習學 す、 四年紀 伊 守中納 言南靈 君に 謁し、 唐 刻の 通鑑綱 
目の 序を 授けら る.'  明曆 元年 南 院の良 意 僧都に 從 a て 中院流 
十八 契印 兩 部の 廣 法、 及 a 護摩の 密軌を 受け、 三月 廿 一日ょり 
十月 廿 八日 迄、 二百 餘日修 習 精勤し、 多く 祥瑞 あう、 翌年 金 
剛山寶 相 院の長 快を 禮して 二界灌 頂 R 沐 す" 三年 十九 歲 にし 
て 高野山の 衆に 加は う， 學侶に 交を 結 ふ、 師生 平苦學 して 日 
夜 書を 閱 し、 凡を密 部の 典籍ょう、 法 華、 華厳、 俱舍 、唯識 
の 諸 典、 乃至 諸子 百 家の 書に 至 6、 未 / 2 曾て 其 奥を 究め 3 る 
は あらす" 詩文 書晝を 巧に す、 萬 治 元年 六月 廿 八日 莨 意 僧都 
に從 a て 安 流の 許可を 受 く、 三年 朝遍幕 命を 蒙うて 寶性院 R 
住す、 師朝遍 に從 ふ、 寬文 元年 正月 十一 日 良 意 僧都を 禮して 
傳法阿 遮 梨の 職 R 登る，‘ 旣に して 朝遍の 東行に 從 a 、 江 戶に 
往き、 g 年辭 して 高野山に 皈 る、 良 意 僧都に 從ひて 安祥 院流 
の 法を 受け、 遂に 附 法の 印璽を 得 ^ 6、 七 年 十一月 十五 日朝 
遍法 印を 禮して 重ねて 印 可を 受け、 同 十二月 十三 B 傳法密 灌 
を 同師に 受 く、 師平 生譜 曲に 達し、 理 趣の 譜曲を 訂正して 衆 
に 示す" 當時梵 言を 解す る 者な きを 慨 し" 自ら 硏究に 力を 盡 一 
す， 十年師 三十 二歲 にして 高 野に 即身義 、及 a 悉曇字 記 等を I 
講し學 徒 雲集す ••朝 遍良 意の 諸師に 深く 愛 重 せらる'  然る 
に 賴 周と s ふ もの 師の 英才を 僧み、 之を 害せん と 欲す、 其擧 
動屢々 現 はれし かは、 師 護法の 大任を 有する 者， •輕 々しく 命 
を 失 ふへ きに あらす とし" 難を 避けて 鄕 {C 遷 る、 良 意 大に驚 
きて 人を 走せ、 師を諭 して 日く、 師若 し賴 周と 和せ 3'' る 所 あ 
らば 佘 宜しく 力めて 和せ しめんと、 而して 父母 親戚 帥を 磬め j 


(三 六 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


て 日く、 佛門 R 歸 したる 者 家に 歸へ るは 恐らく 非な らん、 と、 
師 H --E: に 於て 再 a 山に 歸 る、 茛意賴 周を 招きて 問 ふ賴周 日く、 
我 淨嚴と 何の 挾む 所な しと、 乃ち 良 意 欣然と して 日く、 僧伽 
は梵 言に して 一味 和合と 釋 す、 子 今日ょ 6 以往 淨嚴と 共 心 同 
力して 背 違す るな かれと、 且つ 師を呵 して 日く" 賴周怨 なし 
子 何ゼ鬼 形を 見る や、 向後 當に繩 麻の 糾合せ るか 如くなる へ 
し、 師 乃ち 諾 して寶 性 房に 歸へ る、 然れ とも 賴周 未 / 2 意 解け 
す 今宵 恐く 害せられん と 遂に 自房を 去うて 他 室 (C 入る、 老僧 
某 師の 房を 監す 、夜 三更に 箠 とする 時、 賴周燭 を 執う 刀を 提 
けて 師の 室に 入る、 老僧 駭きて 起つ、 賴周 見て 奔う 去る、 翌 
朝師 に吿 く、 師 日く、 我甞て 之を 知れり、 と、 恐らくは 是れ 
邪神の 崇 るな らん、 宜しく 之を 祭ら / L と、 香華を 備へ 堂に 上 
6 て 供を 修 す、 夜 深更 R 到 6、 賴周 刀を 提け師 の 左 腋及ひ 頭 
上を 穿つ、 師高聲 に 呼 a て 走る、 衆 駭き馳 せ 集まる に 賴 周の 
所在を 失す、 良 意之を 聞きて 驚き、 師を 論して 日く、 是我が 
誤ょう、 遂 R 是 に 至る ものな. CN、 若し 此の 如きな らんを 知ら 
は、 何 そ 子 か歸院 を勸 めんと、 哀歎甚 し、 父母 も 亦 切 R 之を 
愁 ふ、 乃ち 家に 歸 う、 醫を 招き 瘡疵 を療 す、 日なら すして 舊 

に復 す、 十 一 年 良 意 師の歸 山を 求む •師 閑地 にあらん 乙と を 

思 a て 固辭 す、 正月 二十 六日 朝遍 寂し、 秋 九月 師の父 道 雲 兄 

良 淸相繼 きて 逝く' 師休隱 の 思 倍々 切な， ジ 、母を 養 a て 家に 

住す、 近 里の 道俗 風を 慕 a て 禮 謁す、 天 野 山の 徒師を 招きて 

普 門 品を 講せ しめ、 觀心 寺の 衆、 師を請 して 即自義 の 講を開 

く、 又理趣 般若を 講して 朝遍法 印の 恩德に 報す、 十二 年春鄕 

里に 如晦菴 を營む 、檜 尾 山地 藏 院主の 請に 應 し、 菩提心 論及 


a 理趣經 を 講 し、 又 加 賀田村 氏の 爲に普 門 品を 講ず、 又鄕里 
の 徒 衆を 勸め て大 般若 經を請 し、 常樂蘭 若を 鎭 す、 延寶 元年 
春淸 水に 因果 經八 齋戒 を講 し、 茱更木 新田に 普 門 品を 講 す、 
又 古野の 極樂 寺に 阿 彌陀經 を講 し、 後 如晦菴 に歸 る、 快圓慧 
空 律師を 禮して 菩薩の 大戒を 受 く、 翌年 和 泉 小 寺 村 常 念 寺に 
即身 義を講 し、 丹波發 光寺に 藥師經 を 講し 、旣 にして 故 居に 

還る、 春 三月 帥 
謂は く 夫れ 密藏 
の 法 源は 一な 
ぅ、 師資 相承し 
て 支流 分る、 苟 
も 大成せ すは 安 
の 

深廣を 觀る 乙と 
を 得ん、 然れと 
も 密敎は 專ら其 
口授を 貴む、 今 
旣 に 小 野 流の蘊 
底を 得 ^ -^、 未 

た廣澤 流の 淵源を 知らす、 應に明 師を訪 a て 之を 禀承 せんと 
遂に 僧 龍 海、 及 a 弟子 蓮體 と共に 京に 入る、 東 山の 觀善 院主 
臥 雲菴に 師を請 す、 先き に 神 鳳 寺の 政 律師 修善要 法 及 ひ 觀行 
要 法 二 典を 上梓 せんとす る や、 師其 校閱を 助く、 其 時 仁 和 寺 
の顯箝 に 遇 ふ 乙と を 得た う、 顯證師 を 見て 欣然と して 日く、 
吁我れ 歲老い 穴6、 幸に 此良 器に 遇 ふと、 乃ち 尊 壽道塲 に 就 
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(四 六 六） 
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きて 密經 秘軌の 蘊奥を 授く ，師 高山 法 鼓臺の 舉敎 を# て 害 功 
畢 る、 然れ とも 顯說 老衰を 以て 其傳 法を 辭す 師此を 以て 法務 
大 僧 IH 孝 源に 見え、 求 法の 志を 吿 く、 孝 源“ M を 美と し、 函 
底を 傾 附 し、 具 R 三 华を閱 す* 師詩 を赋 して 謝す、 日く nn 
轉來正 法 輪， 萬 年 槁木巳 凹 k 春、 fr 端#, 1 是自 ¥箒、稍觉掎，|除 
心裡塵 ハと、 時に 黃柒 山の 道 光禪師 帥と 和 善し、 其 刻 T ると 乙 
ろ の大 藏經を 梓し、 山 (C 鎭 す、 一 H 帥を 延さ て 11: : 本 刻 T ると 
乙ろ を閱 せし IT 、 師之を 見て 日く、 世 運 澆季 {C して 人 太た 虺 
弱な 6、 彼の 密軌の 如きは 數百軸 誰か 之を 書 寫せん 、希く は 
之を 梓に 上して 弘通を 肋け / L との 食 あると n 久し、 今に 大藏 
經を閱 する に 反 ひ、 我 願 方に 成りぬ、 冀 くは 密軌を 拔粹 して 
同學に 示 3 ん ，禪師 乞 ふ 之を 憶へ と、 道 光 欣然と して 之を 諾 
す、 乃ち 密 軌を擇 S て 若干 軸、 別 {C 題して 秘密 儀軌と M し、 
通 f-f 若干 軸と なし、 密饨に 示す : 二 年# 田に詣 て 神の 爲めに 
理 趣般荇 を 講ず、 二月 法 華を 朿针の 蓮華 寺に 講し 、一如の 科 
註 ic 依る、 此書は 深 草の 0 政の 梓に 刻せ しものに して、 後 f1! 
肆に遺 棄し て敢て 識る ものな し、 師之を 見て 沙 中に 金を 以た 

るの 思を なし、 此年法 華 經を講 する に 及 a 、 是 k 諸方に 弘：他 

す、 七片 再 CA 仁 和 寺に 入る、 孝 源 僧 IK の 命を 受けて 般若 寺を 

主と る、 寺は 觀賢 僧正の 遺 地な り、 九月 河内に 歸 6、 常 明 精 

舎に 就きて 即身 義を講 し、 梵綱 經を講 す、 伯父 良 m の 求 {C 腿 

して 其 諺 註を 著す、 冬 和 泉の 大 鳥に rr M lL! 寺を荆 す、 四 年常樂 

精 舍に 於て 始めて 學法灌 頂 檀を設 く  •蓋し 宗祖 空 海 唐に 入う、 

靑 寵和尙に随ひ、兩部の灌頂を受く、時に六パ七月にして八 

月 上旬に 傳法灌 頂 R 浴す とい ふ、 其 六月 七月の 灌顶と いふは 
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M ぞ や、 所謂 學法处 な* CS、 一に 持 叫と 名く、 傳密の 人 先つ 此 
密灌に 浴して 偏く 諸 尊 經軌を 學 a 、 而して 後 阿 遮 梨の 職 位 {C 
:升 るな. CS、 夫れ 空 海は 學法傅 法 二 M の灌 顶を 行 ふ、 其 筏 師資 
相！！ きて 實嚴 等に 及 ふ、 時に 兵 革 競 發し 、授受す るに 餘暇な 
し、 是に 於て 此法赌 せぅ、 此に 於て 師 11: (因 緣を經 軌 .草 疏の幽 
M に摆 り、 其 儀 則を 編し、 春 二月 遂に 其 所 志を 果 1、 許可 及 
CA 結緣灌 頂を 行 ふ. 其受 くる もの 通計 一千 六百餘 人な 6、 三 
=： 仁 和 寺 (C 入 6 て 西 院の法 流を 繼 承す、 回 頓大戒 を 頂受 せ / I 
と 欲し、 先つ 鳴 瀧の 般若 寺に 就 さ、 豫め 一字 頂 輪 王 時 處念誦 
の 儀軌に 依りて 精 修錬 行し、 好扣を 感 する 2: とを 得た 6、 遂 
に 五月 十四日 和 泉の 高 aj 寺に 於て 慧隆 念と 共に 自ら 誓 CA 、 滿 
分 戒を納 る、 耙伊名 艸郡和 佐 村 慈 光寺 玄忍海 之を 證明 す、 
次て 高 野 寺に 安居し、 囘行賴 IMI 等の 求に 應して 密軌を 傳授す 
七 n 來ぬ寺 に 秘鍵を 講し 、八月 竹 谷の 明 王 寺 (C 三 敎指皈 V- 講 
す、 十二月 密軌セ 高山 寺に 繼授 し、 因に 二 時 食 及 a 施餓鬼の 
軌則を 作る、 五 屯 正月！： 趣舣若 を 如晦菴 に講 して 朝遍七 回の 
遠 忘に 薦 む 、次に 和 泉の 陶器 村 R 往き 、里 民の 請に 應 して 善 
惡 因果 經 、及 a 尊勝咒 經 V 講 す、 二月 密灌を 常 樂 寺に fr ふ、 
其 浴す る 者 總計二 千 四十 餘んな 6、 播磨飾 東の 牛 堂山國 分 寺 
R て 即身義 ，梵網 經を講 す、 大 戒を受 くる 者 萬 餘人な 6、 灌 
m 曼荼羅を 開き、 法を 令く る もの 五-, 餘 人な'^、 次て 印南 山 
報恩 寺に 至りて 普 門 品を 講 す、 五月 延命 寺を 鄕 M に 建て / I と 
欲し、 Jt 基地を 牛 か (C する に 古簡一 紙を 得た 6、 之れ を讀む 
に 父 ifr l? の誓狀 なぅ、 師 大に悦 a 、 其の 地の 古緣を 探る (C 昔 
B  一 Irr 堂 ありた 6 とい ふ、 村 ^ 相 謀り 一宇を 興し、 師を請 せ 


(五六 六） 
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ん とし、 之を 仁 和 寺の 法 親王に 聞す、 乃ち 令旨を 賜 a 、 伽羅 
山 延命 寺と 號 す、 師 自ら 斧. v 執う、 工事を 助く、 七月 和 泉の 
陶器 村大村 寺に 梵網經 を 講 し、 k 戒ヶ受 くる 者 五 百 人、 九月 
僧房 食堂 成る、 因て 四 敎集 解を 講 す、 冬 十二月 神 鳳 寺の 政 律 
師 寂す、 師其 行狀及 s 道 影の 賛を 作る、 六笫 二月 灌 m 曼荼羅 
を 延命 寺に 開く、 三片 下旬讃 岐善沛 寺の 請に 應し て善惡 因果 
經 5r 講し 、次 ,/' て 妙法 蓮華 經の 講莛を 開く、 六月を 越ぇて 其 
功を 畢 ふ、 此夏 炎暑 甚し師 諸 衆の 求に 應 し、 四 階 堂 邊の池 中 
に 小祠 を經營 し、 善 龍王を 請し、 菩提 塲咒 一千 遍を 持し、 兼て 
梵 文 ^ •血書し、 龍王 (C 法 施す、 忽 R して 黒雲 起り、 大雨 降る 
師 金比羅 山に 登う、 萬 農の 池を 見る、 是れ 弘法 大師 手つ から 
穿鏊 せし 所な う、 高 松 城主 利 林 次 郞賴 重の 請に 應 し、 藏六菴 
に 宿す、 翌年 相 見て 大 に 歸 仰せられ、 大守 弟子の 禮を 執る、 
二 年 梵網經 を 聽德菴 に講 し、 大守幷 に貞娘 日に 席に 臨む、 三 
月大守 現證莱 を 建て、 師を延 きて 之に ^ らしむ、 夏 四月 母を 
鄕 里に 省す、 讃岐 R 赴く、 大守巨 船を 發して 来迎す、 五月 觀 
音 寺に 寶鑰 論を 講 し、 六月 北 鴨 桑 多 山道 隆寺に 止 交る、 土沙 
を 加持す る 乙 と 一七 ケ日 なう、 阿字 觀 を 講す 、七月 伊豫 有 麻 
郡を 過き て 高 松 城に 入う、 心經 秘鍵を 現 證菴に 講 し、 砰趣般 

若を 講 す、 九月 延命 寺に 歸う 、母を 省す、 冬尊覺 空の 囑を受 

けて 敎興 寺を 主と る" 寺は 乃ち 聖德 太子 手 創の 地、 輿 rh 菩薩 

再建の 塲 なう、 然れ とも 數百 年來廢 荒す、 師 再興す、 八 年 二 

月 延命 寺に 密灌を 行 -a 、 三月 高 松に 到 $、 法 華經を 聽德菴 に 

講し 、五月 請 半に して 止む、 八月  一 R 績講 す、 太守の 請に よ 

り秘 略要鈔 十二 卷を 著す、 十二月 延命 寺に 歸 る、 天 和元华 正 


月 一七 ヶ日舍 ：門 鳥敏の 法を 修 し、 國 家の 災を復 ふ、 二十 一日 
攝津朿 成郡大 今 ¥. 妙法 寺に 即身義 の講を 開く、 三月 灌頂を 延 
命 寺に 行 ひ、 夏 四月 邱趣 般若を 講 す、 五月 攝 雄 西 成 郡 天 滿寶 
珠院 に寶鑰 論を 講す 、七月 11 日 良 怠 僧都 寂す、 師 登山 拈 香し 
て受法 の 恩を 謝す、 九月 朔悉曇 字 記を 講 し、 三 密鈔 八卷 を镔 
す、 - r 月 攝津小 橋興德 寺に 秘鍵を 講 し、 復た津 村の 新坊に 赴 
きて 大灌頂 光 HI1 眞言 經を講 す、 十一月 重ねて 灌 頂道塲 を 延命 
寺に 開く、 二 年 正月 大元帥 金剛の 法を 修し て國 家の 安穩を 祈 
$、 永く 恒規 となす、 二月 攝津 の興德 寺 R 住 心 品を 講 す、 蓥 
し 良 意 僧都 一回の 周忌に 薦む るな ぅ、 八月 二十 二日 奈 良の 西 
大 寺に 留 る、 四月 高 松に 性き、 十 住 心の 疏を 聽德菴 に講 す、 三 
年 rF 月灌 頂道塲 を聽！ I 菴に 開き、 三月 鹽飽の 正 覺道場 に 再 a 
曼荼羅を 建つ、 夏 四月 備前 小島の 近 壽院に 至 6、 國 中の 庶民 禮 
謁する もの 多し、 備 後尾 道に 往 き、 西大 寺に 安居す、 夏 八月 
京都に 登ぅ、 仁 和 法 親王の 薙染を 賀し 、延命 寺に 歸 へる、 此坧 
觀舗要 門を 上梓す、 貞享 元华宗 祖 の 八 百 五十 遠」 心に 方れ は、 
師は敎 興 寺の 祖堂 を營搆 して、 聖德 太子 及 s 空 紐の 肖像を 其 
堂に 奉す、 曼荼羅 供を 修し て寶 殿を 落慶 す、 三月 二十 一日 京 
都 也 寺に 住き、 宗祖 遠 忌の 席に 陪す 、黃檗 山を 經て 延命 寺 (C 
歸 る、 諸 M  士の 請に 應し充 明眞一 一 r> 觀誦要 門を 撰す、 秋 八月 天 
野 山の 僧侶の 爲に 延命 寺に て密軌 を授 く、 又 和 泉 坂 本 村に 至 
う、 禪寂 寺に 就きて 菩提心 論 1: 講 す、 十月 1i> 谌信濃 守 藤 原 長 
輿地 若干を 敎興 寺に 寄す、 同月 江戶に 下う、 十一月 六日 三 [Q 
に 僑 居す、 牛 込 南 藏院に 汴華經 を 講ず、 三 ff 寺 主 帥を 請して 
歸戒を 道俗に 授けし む、 二 年， 一 I 田 nil 王院に 即身蕤 及 CA 菩提 論 


ジ 3 上 淨 jfj  ジヨ上 淨 S 


書辭 名人 家佛本  日  （六 六 六) 


ジ m 丄淨) コ 


ジ ml ベ 淨) コ 


を 講ず、- 道俗 ft 仰 盛な う、 牛 込 多 聞 院内に 息 障菴を 搆へ て師 
を 請す、 夏 四月 往さて 之に 安居す、 次いて 即身義 等 七 部十卷 
を 誠す、 年を 趑最て 講を畢 る、 其 餘暇 許可 灌 頂を 授 く" A 月 
南藏院 の齋に 應 す、 : J: 年 春 寶鑰論 等を 續講 し、 三月 穴 八幡 放 
牛 寺に 曼荼羅を 建て、 檀塲 に 入る 者 万 三 - r 人と 稱 す、 夏 住 心 
疏及悉 曇， r 記を 講し 、六月 衆 請に 應して 密軌を 授け、 四 年 春 
梵網經 を 請し 1 牧野 備州 侯、 喜 多昆若 州 侯、 松 平和 州 侯、 隱 
州 長 州 侯 等 R 見 ゆ 八！^ 日光 山 R 詣て東 照 宮を拜 す、 九月 河 
內に歸 る、 元祿 元年 正月 國禱 を修 する 乙と 例の 如し" 攝津武 
庫 郡 野 間 村に 赴く、 時に 觀音 寺大 殿の 營 構成る、 寺 主の 請に 
ょう 慶讃の 會を設 く、 次て 淡路福 浦に 到う、 灌頂檀 を 慈眼 寺 
に開き、高松に往きて太守に謁し、去うて備中河邊城に到る 
旣に して 備後两 國 寺の 請に 赴き、 曼荼羅 會を 開き， 結 緣密灌 
を 開く、 三月 下旬 鞄 浦に 遊 a 、 福 禪增福 二 寺を 經て敎 興 寺に 
歸 る、 四月 敎興 寺の 大 殿を 營 構し、 彌勒慈 尊の 寶 像を 奉す、 
梵網經 を 境 浦の 十輪院 に講 し、 敎興 寺 R 移うて 安居す'  諸 徒 
グ爲 に 淸規を 著し、 題して 妙 1% 敎誡 とい ふ、 秘密 要 咒を集 梓 

し、 朝夕の 課誦 に充 つ、 八月 巨鐘を 鑄て 敎興 寺の 高樓 に 置く、 

經藏 一基を 建て 大藏經 を 安す、 冬 十月 敎興 寺 R 灌 頂を 行 ふ、 

二 年 江戶に 往き 二月 谷 中 多 寶院の 請 R 應 し、 四 敎集解 を講 す、 

九月 許可 灌 頂を 授 く、 冠 解 妙法 蓮華 經を 著す、 三年 二月 法 華 

經を講 す， 羽 州 侯 柳 澤保明 篤く 崇 信し、 十月 靈岸 島の 別業に 一 

宇を 建て、 師を請 して 瑞雲 寺と 號す 、十一月 許可 灌 頂を 王子 

の 金輪 寺に 行 ふ、 四 年 正月 上野 1: 石の 請に 赴き、 梵網 經を講 

す、 三月 朔夜 普く 緇素の 爲 に 臨終の 要 誓を 勸獎 し、 兼て 密印 


秘咒 を授 く、 歸路板 橋を 過き 6、 安養 院 R 菩提心 論の 講筵を 
開く、 三月 二十 二日 將軍 綱吉に 羽 州 侯の 宅 R 謁し、 觀音普 門 
品を 講 す、 將軍 深く 信仰し、 四た a 齋を 賜 a 、 三た a 香を 賜 
ふ、 夏 許可 灌 頂を 瑞雲 寺に 行 a 、 辨感 指南を 著す、 八月 二十 
二日 將軍 命を 下し 地を 與 へ精舍 を鄕 建す、 即ち 今の 寶林 山靈 
雲 寺な り 牧野 備州侯 巨鐘を 錆て 寺に 寄進す、 十月 寳林 山に 移 
6、 次て 普 門 品を 講し 、隨行 軌を授 く、 五 年 正月 一七 ヶ日大 
元帥の 秘法を 行 a " 兼て 息災 增 益の 兩 護摩を 修 す、 二月 秘鍵 
及 a 盂蘭盆の 疏を講 す、 亦護阈 僧正 賢廣 等の 求に 應し 、許可 
灌： J« を 行 ふ、 寶幢閣 を 建つ、 六 年 _ 禱を修 する 乙と 例の 如く 
僧 三十 人を 率ゐ て大 般若 經を 轉讀 し、 將 軍の 武運を 禱 る、 五 
月 諸 徒の® に密軌 を 授け 結緣灌 頂を 行 ふ、 七月 十五 日理趣 
經千 部を 轉 し、 先 亡の 追薦 に 擬 す、 十月 二日 將軍武 藏多麻 郡 
上 圖師莊 を 賜 ふ、 七 年 正月 六日 輿に 乘 ぅて 登城を 許 3 れ 、六 
月 二十 九日 將軍 R 召され、 關 八州 眞言 律儀の 僧統 に 叙せ ら る、 
即# 義 、及 a 六 物 圖 等を 請し、 冬 二三 子の 爲 R 安祥 寺 流の 蘊 
奥を 授 く， 八 年 二 月梵網 經古迹 を講 し、 南山の 敎誡を 講ず、 
五月十一日將軍親筆して大元帥金剛の像一軀を賜ひ、靈雲寺 
に鎭 す、 九月 十日 大に 結緣の 曼荼羅を 開く、 十一月 源 輝貞上 
野 高 崎に 大染 寺を 建て 靈雲 寺の 支院 となす、 師其 高弟 戒深光 
に 命して 主と らしむ、 同月 悉曇字 記を 講 し、 那地鈔 k 草す、 
九 年 六月 本 多 伊豫 守忠恒 田園を 延命 寺に 寄せ" 檀信を 表す、 
寶林 寺 R 許可 灌 頂を 行 ふ、 十 年 正月 辨顯 密二敎 論を 講ず、 因 
に 集 解' 及 a 沙 蘗羅鈔 草す、 閏 二月 三七日 夜間 結緣灌 頂を 
設 く， 水戶の 儒者 森 尙謙如 の德を 慕 a ’ 此の 灌頂 5: 祝して 詩 


(七 六 六） 


書辭名 人家 佛本 


日 


を 寄す、 七月 聲字實 相、 及 a 吟 字義を 講す 、九月に 至う 許可 
灌頂を 重 行す、 高野山 寶性 院主 唯 心阿闍 梨の 爲に 安祥 寺 流の 
蘊底を 授 く、 即身義 の 冠 解を 撰し、 十月 高弟 本 淨體に 命して 
河内 敎輿 寺を 掌と らし ひ、 十一 年 三月 - i 楞嚴經 を 講 し、 兼ね 
て 冠 註を 著す、 秋 九月 三密鈔 の 中 字義 門を 講し 、十一月 門徒 
の爲 に密軌 を 授け、 灌 頂を 行 ふ、 幕府 谷 中の 地 若干を 賜 a て 
沒 後の 塔 院に擬 す、 十二月 灌頂大 殿を 建て、 四月 二十 三日 落 
成す、 大に 曼荼羅 供を 設け" 廣く 慶讃の 會を修 す、 尋て灌 頂 
會を 設け、 五月 即身義 、秘 藏寶鑰 、及 a 菩提心 論を 講ず、 十月 
戒深 光の 請に ょう 結緣 曼荼羅を 大染 寺に 行 ふ、 十三 年 三月 大 
に 灌頂檀 を 開き、 毘廬成 道經疏 一部 二十 卷を講 す、 旣 にして 
住 心 疏を講 す、 餘暇住 心 品 疏冠註 略解を 著す、 講學の 餘暇杲 
寶 僧都の 演奧鈔 を 梓に 附 せんと 欲して 校正す、 (其 業畢ら すし 
て 寂せ しか ば、 門弟 戒深光 其 遺志を 繼きて 完成し ^ $ と S 
ふ、} 此年 九月 結緣灌 頂を 開く、 十四 年 正月 幕 命に ょう 染王密 
供を 修し 、兼ねて 般若を 轉して 將 軍の 子 鶴 千代 公の 疱瘡を 瘡 
す、 此年復 穴 梵網經 を 講し 、灌 頂を 行 a 、 大疏を 授く 、十五 
年 正月 不可思議の 疏を 講授 し、 許可 灌頂を 授 く、 二月 秘藏記 
を傳授 す、 六月 十三 日暑氣 R 中-^、 醫師田 中東 說 、近 藤 雲 泉、 

交々 藥を投 する も 効な く、 幕府 大醫令 藥師寺 宗仙院 法 印'  及 

ひ 船橋 宗廸 等に 命して 藥を 配せ しむる も、 猶ほ應 なし、 再 a 

漉 江 松 軒'  木 村謙菴 、須原 通玄 、關正 伯 等に 命して 晝夜 病床 

に 侍せし む、 遂に 廿七 日朝 頭 北面 曲して 手に 印 契を 結 ひ、 恬 

然として 脫 化す、 壽六 十四な う、 谷 中の 地に 葬り、 妙 極院と 

號 す* 得度の 弟子 四百 三十 六 人、 灌頂を 受 くる 者 百 六十 七 人 


菩薩 戒を受 くる 者 万 五千餘 人、 著作、 悉曇 三密鈔 八卷 、法 華 
秘 略要鈔 十一 卷 、法 華 新 註 首 書 十二 卷 、住 心 品 冠 註 九卷 、辨 
惑 指南 四卷 、大 辨才天 秘訣 三卷、 眞言 大科 證三卷 、諸 眞言 要 集 
四卷 、普通 眞言 藏三卷 、光明 眞言 觀誦要 門、 秘密觀 行 要覽、 
授法 撮要、 法界 一觀圖 、即 身義冠 註、 眞言 開 庫 集、 十八 道 作 
法、 各二卷 、法 華 略 要、 梵網經 集 解、 頭書 種子 眞言 集、 朝昏 
科 誦二時 作法、 眞言 施餓鬼 作法、 法 華 要略 妙 _ 、妙極 堂誡義 
通用 字輸卷 、念珠 略詮 、隨求 陀羅尼 異 本義、 答 nq 問 編、 摩多體 
文、 二敎論 通解、 仝 婆餓 羅鈔 、各 一卷 ぁう、 (淨嚴 大和 尙 年譜 
草稿、 淨嚴和 尙行狀 記、 續 日本 高僧 傳 、近代 名家 著述 目録) 
ジ f ゴン 淨嚴  カク キ覺 喜を 見ょ、 

ジョ 丨ゴン 淨嚴  ニ チ ゼン 日禪を 見ょ、 

ジヨ ー シン 淨眞一 . si o: 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 無量 壽院 
の 五代な 6、 淨眞 字を 侍從法 印と s a 、 右中辫 貞憲の 孫 成 
腎の 甥な う、 貞敏 僧都に 依うて 出家し、 建 曆二年 三月 二十 六 
日 成 賢に 從 a -L 三 寶院に 登り'  職位灌 頂を 受け" 後 松 橋の 法 燈 
を績 き、 無量 壽院の 五代と なる、 仁 治 元年 十月 二十 入日 寂す 
壽缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 

ジヨ ー シン 淨眞 ( I i gi 一 一 ) 〔眞宗 〕 安藝 廣島眞 行 寺の 住持 
f  淨眞は 紀 伊の 芳英 に隨 ひて 華 嚴 天台を 承け、 宗乘は 
深 諦院の 遺 流を 汲み、 論議 問答に 長し ^ うとい ふ、 (學 苑談 

叢ン 

ジ ml シン 淨心 j A-t fjM A 眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
$、 淨心は 紀伊 花園 村の 人な う、 高野山に 掛 錫して 諸 老に親 
近し、 密 部に 該 通し •.傳 法 灌頂を 受 く， 仁 安元 年 七月 十三 日 


ジヨ ー ( :]> ) ゴ  ジヨ！ (淨) ゴーシ 


書 


名人 家佛本  日 
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シ ml (淨) ジ 


寂す、 壽六 十九 ■(本朝 高僧 傅， 高 野性 生 傅) 

ジヨ— シン ショ- =照慧ど兒ょ、 

ジヨ •■シンィン ^ 七 院  ニキ ヵィ ニ C： 海 尼を II ょ、 
ジヨ 1;、 ンユン & 純  エ丨シ ョ— 榮祥を 見ょ、 

ジヨー シヨ ー 淨勝一 •九 o: -t: 〔淨 土. VK 两山派 ^ 山城 光明 
寺の 學僧な 6、 淨勝 字は 良 空と 云 ふ、 If 空に 帥 事して -m 土 
宗两山 派の 學を 究め 光明寺 遺迎院 等に 住して 盛んに 所 承の 
敎を弘 ひ 文 和 九 年 二月 十三 日 寂す、 著作 候詞鈔 若干 卷あ 6、 
(淨 土總 系譜) 

ジヨ ー シヨ ー 淨淸一 一一 一 ? l iLH 〔淨 土宗〕 江 戶 麻布 某 菴の僧 
な-^、  淨淸は 江戸 湯 島の 人な 6、 家 世々 豪 富に して 酒造を 
業と す， 淨淸早 年 三寶 を欽崇 し、 肉食を 忌み 女色を 厭 ふ、 
兩親の 喪を 畢 う、 三女 弟を 嫁せ しめて 後、 ^ 附の 券を 取うて 
盡く 借主に 興へ、 家財を 從若 等に 配與 し、 飄然と して 出て、 
成 覺寺 團譽に 就きて 得度す、 時 (C 廿卜歲 なり、 檀 林に 投して 
宗脉を 和 承す、 3 れ とも 學問 を ai とせす、 陶鍋 一個を 存 し、 
日に 一握の 糲 米 ^ 粥と なし， 鹽を 和して 喫す、 阿彌陀 佛ヒ禮 

拜 し、 深 信 感激、 泣淚 する に 至れり、 親族 相 謀りて 金帛を 贈 

れは 、直に 丐兒に 回 施す、 府中 侯の BJ: 堂 慈 木 院禪 尼、 一本松 

の 邸に あ*^、 其 地師の 菴に 接する を 以て 延 請して 法要 i: 問は 

ん とする も、 固辭 して 出て す、 再三 使來 る、 遂に 使に 伴 a 至 

る、 破 笠 弊衣 僅に 身を 覆 ふなう、 禪尼 仰き て 十 念を 受け、 噻 

啜甚た 多し、 師尚辭 して 一 も 受けす、 其 後禪尼 等の 問 候を 厭 

a て 其 跡を 晦 ます、 數年の 後 妹 夫 夏 目 氏の 臣 某の 家に 至りて 

日く、 我 己 R 老衰す、 死を 取らん、 と、 某 室を 造 $、 安居 


シ 3 1( 淨) セ — 夕  _  _ _ _ 

念- # せし ひ、 明 和 二 年 九月 十三 H 端坐 合掌して 寂す、 壽 六十 
三 (續 日本 高僧 傳) 

;、ン ヨ ー セン 淨泉  リョ- 夕亮汰 を 見ょ、 

ジ ml ゾ ー 淨藏 jm  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 
6、 淨藏は 京都の 產、 諫議大 夫 殿中 監三 善淸 行の 第 八 子、 
母は 嵯峨 天皇の 孫 女な う、 師寬平 一一 年に 生れ、 七 歲に して 出 
家す* 勝地を遊歷して^011:ら修練をこと、す、 十二歲宇多法皇 
の 弟子と なう、 勅に ょ 6 比 叙 山に 登りて 登壇 受戒し、 玄昭阿 
閎梨に 就きて 密敎を 受け、 大慧比 帥に 從 a て悉曇 章を 學ふ、 
天慶 三年 正月 平將 門叛 する 時， 比皲 山の 首 楞嚴院 にて 大威德 
の 法 ^ 修 す， 朝廷 諸 名 宿を 召して 仁王 會 k 修 する 時、 師待賢 
門の 講師と なる、 天曆华 中 八 坂# {C 寓す 、康保 元年 十一月 二 
十一 日、 朿 山の 雲居 寺に 寂す、 壽七 十四、 (ヂ朝 1 尚 僧 傅) 

ジヨ 1 ソン 淨尊 (一 A 九 一) 〔眞言 宗〕 山城 醍酬山 御園の 律 
師な 6、 淨尊は 中 納言律 師とぃ ふ、 成 賢の 室 (C 入う、 許 nj 
灌項 を受 く、 (續 博燈廣 錄) 

ジヨ —ゾン 淨尊 ― H oo g — A 〔天台宗〕 近.' d 園 城 寺の 學僧な 
淨 尊は 貞和四 年 十七歲 出家 受 具し、 靜衍衍 舜朝圓 の 三 
師 に就學 し、 天台 供 舍を習 ふ、 十九 歲 初めて 諸 社 例 講 に 出て 
康曆 の夏大 堂の 立義荇 とな 6、 至德一 ; 年の 大會 {C 初 問 役と な 
る、 叫 德一 一年 六月 七日 寂す、 壽四 十五 (三 井續燈 記) 

ジヨ ー ソン 淨尊 ( . )( . ：) 筑 前の 僧な 6、 淨 

尊は 筑 前の 山中に 菴 居し、 常に 死肉を 喰 a 、 法 華 懺を修 す、 
某 年 寂す、 壽缺く (本朝 高僧 傅) 

ジ f タツ 淨達 (一 1 ハ 丸〕 〔法 和宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 
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淨達は 慶雲四 年 iL 月に 義法 、義 基， 偬 染 、慈定 等と 共 
に 新羅ょ 6 歸來 し、 和 ap] 二 年 十月 右大臣 不比等 植槻迫 場に 於 
て 維摩 會を修 する 際淨 達を 推して 上 首と なす、 示 寂の 年時缺 
く、 (續 日本紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ジヨ ー チヨ S 淨超 ii E-t v 〔黄 檗宗〕 山城 宇治 萬. 碱 寺の 
第二 十二 代な 6、 淨超 字は 格 宗と云 ふ、 伢勢多 氣の 人な 6 
出家して 黃檗 山に 入 $、 衝天 統の 法を 嗣 き、 天 njl 六 年 六月 二 
十二 日 進 山して 第二 十二 代の 法 席を 繼 く、 一  住 五 年に して 寬 
政 三年 八月 廿 二日 寂す、 壽 八十、 (黃 檗山歷 代表) 

ジヨ 1 ホ*— 淨法  ヶソ ヵィ 兼 海を 昆ょ、 

£^ 3r ! ミ 3 上 一 淨明尼  一ーー ^: 二  〔融通 念 佛宗〕 大和 高 林 
寺の 尼な 6、 淨叫尼 一名 壽保 尼と v> ふ、 攝津牛 野の 人な 6、 
俗姓は藤井氏なぅ、幼 ^ して世塵を厭ひ、大念佛寺に居る、 
十四 歲 R して 父を 喪 a 、 ます  <  諸行の 無常を 知-'、 母に 懇 
請して 出家 せんと 欲す、 母 之を 惜みて 敢て許 3 す、 廿歲に 及 
a て 十月 十四日の 夜、 手つ から 髮 5: 切. cn て 其 志の あると 2. /) 
を 示す、 母 も 遂に 其 志の 奪 ふへから さるを 知ぅ、 奈頁法 德 寺の 
良 虎和尙 (尼の 兄) の 許 R 送ぅて 剃 度せ しむ、 即ち 宗門の 經敎 
を 習 ひ、 尋いて 故 鄕 なる 長寶 尼寺に 寓居して 大念佛 寺の 觀山 

和尙に 從 a 、 顯 密の敎 相を 學 ふ、 寬政 元年 三十 八歲 R して 大 

和 辰の 市藏野 寺 R 居て 勇猛 精進す、 融通 念佛 5: 以て 往生の 正 

業と なし、 每日 行す る Z1 と 五十二 匝して、 五十二 位に 配す、 

一 © する 毎に 一位に 回向す、 次 R 廿五 匝して 廿五 菩薩を 讃詠 

す、 行 業 日を 積みて 好 相を 感ず、 後 R 奈良高 林 寺に 移りて 住 

す、 歸依 信仰の 徒輩 益增 加す、 時の 人 呼て 今中將 姬と稱 す、 


曾て 謂へ らく 我れ 曾て 密敎を 聞きし も、 未た 其 法を 傳 へす、 
實に 還 慽な 6 とて、 慈 S? 尊者の 徒 沿 慈幢 律師 ic 從 a て 叫 度の 
行 法を 傳受 す、 是よ 6 日 {C 密供を 兼ね 修 す、 六十 歲の •夏より 
乳癌と S へる 病を 患 a 、 文化 九 年 三月 十五 日 寂す、 壽六 十一 
附 法の 弟子には 壽照 尼、 « 惪 尼、 壽吡 尼、 壽 信 尼 •壽蓮 尼、 
壽養 尼、 壽戒 尼、 壽調 尼、 壽庇 尼、 壽演 尼、 壽 ^ 尼、 壽仙尼 
笠 十二 人 あり、 へ壽保尼行業記) 

ジ mlm 淨擧 !=> ィチ ネ V 一念を ii よ、 

、'ツヨ 1 ヨ 淨泉日  カ クゥ ッ覺雲 を 見よ、 

ジ ml ヨ ソソホ 存保を 見よ、 

ジ m 1 ヨ 淨譽  ベン ギョ ク辨 玉を 見よ、 

ジヨ* -ヨ 淨譽  リョ-ホ 良 補を 見よ、 

ジ 3 1 リン 淨 初  ジン ヶン  深 賢 ^: 見よ、 

ジョ？ レキ 淨歷 二 §| 以 C 黃谋〕 ホ〕 武藏 M 漢 寺の 二 代な 
淨歷 一に 元歴字 は 象 先號は 如々 子、 鄕貫詳 ならす、 出 
家して 黃槩宗 瑞龍寺 二 代 寶洲元 聰 に 師事し、 其 法を 嗣 く、 
銕眼道 光 禪師の 遺命に よ 6、 正德 三年 江 戶 に 下ぅ、 羅漢 寺に 
住し、 松 雲 元慶の 志を 繼 き、 羅漢 寺の 大伽藍 造‘ y£ の經營 をな 
し， 享保二 年 正月よ 6 日々 江戶市 街を 行 乞して 淨 財を 積み、 
困苦 十餘华 にして 郇殿 僧房 等の 工事 功を歧 ふ、 同 十二 年 二月 
大 供養を 修 す、 寬延 元年 六月 五 H 寂す、 壽七 十三な 6、 師平 
素 道行 高く、 日々 般若 理趣 分れ 卷 、華 嚴經行 願 品 百 五十 卷を 
讀 誦す、 且つ 一字 百禮 して 大般若 經六 rl 卷 を書寫 し、 三筇間 
日々 手指を 刺して 華嚴經 八十 卷を 血書した 6、 其 本 今 R 羅漢 
寺 R 傳ふ 、(黄 檗 宗鑑錄 、江戶 墓所 一覽 、江戶 名 所圖繪 '舊事 


ジ 3 1(淨}チ—_ 


ジヨ上 淨 }ヨ| レ 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 七 六) 


ジ m 上 淨' 常) 


茗 話) 

ジヨ 1 レン ^0  ゲソ h ン源延 を 見よ、 

ジヨ 1 レン 淨 由 a ホーシ V 寶心を 見よ、 

ジヨ I アン 常 安 ( . ) (一1-一〇5 大和 元 輿 寺の 僧な 

う、 常 安は 元與 寺に 住す、 孝德 天皇の 朝 十師に 選は る、 示 
寂. の 年時缺 く、 (日本書紀、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傅に 入唐 嘉祥寺 吉藏に 學び たうと あれ ども 詳 
す、 

ジヨ ー アン ^0 サ ^ リユ 丨ス— 龍崇を 見よ、 

ジヨ ー オン 常 音 (一一 S ハ 六) 〔眞宗 〕紀 伊海 部 郡 丁 村 眞敎寺 
の 住持な う、 常 音は 越 中の 人に して 藥を鬻 きて 紀 伊に 來れ 
6、 生來 道心 深く 计歲 の時鷺 森别院 に 於て 桃花 房智 洞に 謁し 
剃 度を 受け'  爾來函 丈に 侍し、 毎日 宗餘乘 に 就き、 二三 個の 
不審を 尋ぬ るを 例と せし かは、 桃花 房 も大に 其 殊勝を 稱し穴 
6 と、 宗義 擾亂の 時速に 翻邪歸 正して 毫も 餘臭 を帶 a ず、 後 
司敎 となる、 平素 孜々 學を 勉めて 身 机 案を 離れす、 睡眠を 催 
すと きは、 額を 爪して 自ら 警醒し y2 る/、 老年 R 至る まて 變 

るな し、 故に 額の 中夬 常に 赤く" 時々 鮮血を 出せ $と$ ふ、 紀 

伊 有 田 郡 神職 某 曾て 淨土宗 西 山 派 檀林楫 取 村 總持寺 住職 辦才 

僧正に 向 a て 神 佛の諍 論を 企つ、 寺社 奉行 九 鬼 某 陰に 神道に 

左袒 し、 殆んと 法 門の 大厄と なる、 當時 其派內 及び 鎭西 派に 於 

て 國 書に 通曉 せる 者 全 國に其 人な し、 師國學 R 深き 5: 以て 請 

R 應して 数々 問答 案を 製し、 遂に 能く 厄 運を 挽回せ $、 師 所在 

の 里は 特に 無法 義 R して 唱導を 參聽 する ものな かう しかは、 

每月兩 度の 法 鉢 R 師 自ら 村 中 戶毎に 巡回して 參聽を 促せる 乙 


ジ m; (常 キ 


と 數十牢 間 怠ら さ 6 しに、 遂に 闓 ■村 其德 化に 歸して 毎朝 谷 
家の家族かはる^-^"參詣するを常となすに至う /2 6と云ふ、 
著作 •神 佛逢 源、 (卷數 未詳) 二 辨龍燭 篇一卷 、返 破一卷 あう、 (學 
苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

ジヨ ー キ常輝 (一三 四 一) 〔 . 〕 百 濟の皈 化 僧な-^、 

常 輝は 百濟の 人な う、 天武 天皇 十四 年 百歲の 高壽に 達す、 同 
年勑 して 封 三十 戶を賜 ふ、 示 寂の 年 時缺く ( 日本書紀、 本朝 高 
僧傳} 

〔考〕 日本書紀 R 天武 天皇 十一 年の 條並に 十四 年の 條に常 輝 
に 封を 賜 ふと 出づ 而も 十一 年の 條は 後人の 攙入 なう、 

ジヨ -キ 常喜 -: 0: $; 〔曹§ 2: 備中聖光寺の開山な 
う、 常 喜 字は 悅堂、 京都の 人、 俗姓は 平氏な 6、 十四 歲天龍 寺に 
て 得度し，’ 永澤 寺の 通 幻寂靈 に參 し、 能 登に 赴き、 定 光寺 實 
峰良秀 に參 して 其 法を 嗣き、 實 峰の 總持 寺に 出世す るに 及 a 、 
其 席を 繼きて 定 光寺 R 主と 江る、 備中守 毛 利 元 春 安藝に 聖光 
寺を 靱 し師迎 へられて 之 か 開山と なる、 應永 十四 年 正月 一 
日 寂す、 ( 日本 洞 K 聯 燈錄) 

ジ ヨーキ 常 魏( . ) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 僧な $、 

常魏 俗姓を 缺 r. 道璿の 高弟な 6、 大安 寺に あうて 疏鈔を 講 
ず、 示 寂の 年時傳 はらず (本朝 高僧 傅) 

シヨ-- キヨ- 常嘵： ?- 六〔眞ーー11 1 〕山城法琳寺の學僧 
な'^、  常曉生 國 俗姓詳 かなら す、 一說 に 大和 秋德の 人な'^ 
と 云 a 又 一に 山城 小 栗栖の 人な 6 と 云 ふ、 幼に して 捨てられ、 
或 人に ょうて 養は る、 元 興 寺の 豐 安 R 師事し、 落髪して 空宗 
を學 ふ、 弘仁六 年 東大寺に て 具足 戒を 受け、 後 弘法 大師に 從 


(一七 六） 


書辭名 人家 佛本 


a て 眞言の 敎を 習 a 、 灌頂 壇に 登う、 天 長 六 年 御齋 §• の 導師 
となる" 承 和 三年 正月 廿八 日留學 を 命せられ. •同月 海に 泛 a 
風に 逢 a て果さ ず、 五 年 五月 (一に 六月に 作る) 遺 唐 使に 從 a 
て 入唐し、 揚 州に 到る、 樓 靈寺灌 頂阿闍 梨文琉 和尙 、及 a 花 
林 寺 n 一敎講 論 t 德元照 座主に 謁し、 十二月 節度 使の 處分を 請 
U て 棲靈 寺の 大悲持 念院に 住し、 和 尙を拜 して 師とな し、 始 
めて 法 儀を 學び 、更に 花 林 座主に 從 a て 三論の 宗義を 問 a 、 
並に 章 疏を得 、太 元帥 明 王の 秘法を 附 せらる、 乙れ よう 先き 
唐に 留學 したる 日本の 僧靈宣 抑留せられ て歸 へる を 得す、 遂 
に 彼 地に 寂す、 其 遺命に より 侍僧よう 師に靈 宣所傳 の 諸曼荼 
羅 法文 道具 等を 附す 、師 夜は 瑜伽を 學 a 、 晝は諸 寺を 歷訪し 
て 法 門を 求め、 李 全 等を して 大元帥 曼荼羅、 諸 尊の 像、 並に 
經軌 を圖寫 せし む、 六 年 二月 十九 日傳法 阿闍梨 位の 灌頂を 受 
け、 五智の 灌 頂を 得、 承 和 六 年 八月 歸 朝す、 七 年 六月 三日 山城 
宇治 郡 法琳 寺に 太 元帥の 靈像 秘法を 安置せ んと請 a て 許 3 
る、 師其 木像を 作 6、 先つ 淸凉 殿に 置く、 所謂 御 願 堂な 6、 仁 
壽 元年 十二月 廿 九日 眞言 院御 修法の 例 R 准して 毎年 正月 八日 
よ. CN 七日 間 太 元帥の 法を 修して 常 典と なす、 齋衡 三年 三月 天 
下 大に旱 し、 師詔 によ 6 雨を 禱 りて 驗あ .〇、 法琳 寺の 山號を 改 

めて 福德 龍王 山と 云 ふ、 貞觀六 年 二月 十六 日 法 橋 上人 位權律 

師に 任し、 八 年 十一月 三十日 寂す、 壽缺 く、 (一に 七 年 寂す と 

云 ふ〕 著作 尊 勝佛頂 次第、 入唐 根本 大師 記、 進官請 來錄谷 一 卷 

あう、 (元 享釋 書、 本朝 高僧 傅" 弘法 大師 弟子 譜 、諸宗 章 疏錄) 

ジョ ー キュ！ 常久 AA I8 〔天台宗； 一 近 江 園 城 寺の 學頭 

なり、 常久 は其鄉 貫師 承詳 かならず、 南院 にあうて 智 證 の 一 


ジ ョ！ (常.} キ 


流を 究め、 亦 龍 淵の 奥義に 達す、 常に 信 僧の 座 下に 詣で "授 
决 集の 玄理を 兼 習し、 本 寺の 學頭 となう、 法 橋に 叙す、 建 保 
元年 一二 月 十四日 寂す、 壽七 十四、 (三 井續燈 記) 

ジヨ ー ダ 常弘 1 jj s= s 言 宗〕 山城 勸修寺 第二 十三 代 
の 長 吏な 6、 常弘は 伏 見 贈 一品 吏 郞卿貞 常 親王の 第 四 子、 後 
花園 上皇の 猶子、 母は 庭 田 贈 一位 源 重 有の 女從 二位 盈子 とい 
ふ、寬 |£ 二年に師を生む、師文明年間恒弘親王の室に入$て 
出家し、 宣して 親王と なる、 明應 元年 十二月 十五 日 傳法灌 頂 
を恒弘 親王に 受け、 第三 十六 祖 となり、 長 吏に秫 す、 文龜二 
年 兵を 避けて 加賀 に往 き、 永 正 七 年勸修 寺 R 歸 へる、 十年宣 
して 二 品に 叙し 八月 二十 八日 寂す、 壽五 十三、 號して 染王院 
と 呼 ふ、 (後 傳燈 廣錄) 

ジ f クワン 常觀 Hi 八 八 〔眞言 宗： 一京 師の學 僧な う、 
常觀 は自息 軒と 號 す、 京師の 人、 舟橋 式部少 輔經 方の 官人な 
う、 後水尾 天皇の 侍 | 頃と なる、 三十 四歲 にして 出家し、 太 
秦 の慈觀 僧 IF に 就 S て 灌 頂を 受け、 四十 九歲 にして 東 下し、 
安藤 爲實の 客と なう、 水戸義 公に 招かれ、 水戶 藩に 留寓 す、 
義公 白金 十 枚 米 百 俵を 給す、 寬永 五年閏 正月 六日 江戸 芝 ヵ ハ 
ラヶ 町の 假居に 寂す、 (舊得 聞) 

ジ ml クワン 常 觀 ( …： …〕 〔眞言 宗〕 た 和 三輪の 僧な 
6. 常觀は 大和 三輪の 人、 久しく 密 法を 修 す、 寂 年 及 a 壽 
缺く 、(本朝 高僧 傅) 

シヨ ー ケン 常 取 貝 --: ^: ^: A: 〔曹 洞宗〕 肥 後 鷲 林 寺の 開山な 
6、 常 賢 字は 愚 谷、 幼 R して 出家 遊 方す、 弘安六 年 寒 巖義尹 如 
來 寺ょう 大慈 寺に 遷 る、 師往き て 之に 師事し、 記 室と なる、 五 

ジヨ丄 常} ク I ケ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 七 六） 


ジ 3 1 「常 ノ-コ — シ 


年の 後檀越 某 M 桃 寺を 建て 請して 開山と す、 後智 足菴に 退去 
し、 曆應二 年 十一月 三日 寂す、 法 嗣五人 あれ ど％ 傳 なし、 (日 
本 洞 卜 •聯 燈錄) 

シヨ 1 ゴ イン， 常 護 院  リジユ ン理準 を 見よ、 

ジヨ —コ 1 イン C 吊 光院  ニ チ タィ 日諦を 見よ、 

ジ ml ゴン 常勤！喔 0= £宗〕山城輿正寺の第九代な 
う、 常勤 字は 寂 永、 童 名は 藤 九と SS、 淮秀の 孫 R して ! B] 
尊の 子な う、 7C 祿三华 四月 二十 八日 褂 度す、 二十歳 五 年 二月 
廿日 本山の 晨課 R 始めて 北座院 家の 上 首 R 座す、 五月 计 七日 
助 和を 許 3 れ 、十二 年 三月 廿 三日 幕府に 詣 り、 ra 月 三 口 寺 {C 
歸 る、 享保元 文の nn 始めて 佛殿再 興の 擧を唱 ふ、 寶曆一 ： 年 二 
月 本山の 執奏 によう 大僧 IF. R ff す、 是年 七月 十七 日 寂す、 壽 
八十 四遠慶 院と謚 す、 (本願 寺 通紀) 

ジ 3 1 サイ  常 濟 (一 五三 六) 【天台宗〕 近江延 ◎寺の 學僧 
な 6、 常 濟は 初め 慈覺大 BIT を拜 して ^' 髮 扮 /1 し、 長す る (C 
及び 慧亮に 就て 顯密の 法を 學び 、後 慈覺の 室に 入りて 兩 部の 
大法を 受 く、 貞觀四 年 敕を 奉して 西 塔 院に fl-: し、 第二 K とな 

る、 十八 年 夏智說 大帥 朝 R 奏し、 師を延 牌 寺の 總扑 阿閣 梨と 

なす、 寂 年、 及 壽缺く (本朝 高僧 傳) 

ジヨー ザ イイ ン常在 院  ニ チ チョ-日朝を 見よ 

ジヨ 1 ザ T イン 常 在院  ニ チ. n  - 日豪を 見よ 

シヨ ー ジ常 慈 -^ ㈠ ^ 〇^ ^ け江木部錦城寺の第十六 

代 f、  常 慈は 第 十五 R の 門 主 良 慈の 子 (C して 京 帥 京！！ 家 

仁の 猶子と なり、 天 * 1)1 七卬良 慈の 後を 繼 S て 錦 織 寺 第 十六 代 

の 門 主と な 門 未を 敎妈 し、 一派の 法 化を 揚 く、 文政 二华 


シ 3 丨 f a ノシ 


五月 十三 H 錦 織 寺 (C 寂す、 壽七 十六な 6、 ( 本願 寺通紀 .錦 織 
寺歷 代表) 

ジ m 丨ジヤ ク 常 寂  一 1 0〇  (眞言 宗) 山城 醍闘 山の 僧な 
う、 常 寂は 北 M 上人と S ふ、. 京都の 人、 俗姓は 平氏、 右大將 
惟範 ±L 代の 孫、 播磨守 生 昌の 子、 眞範 僧 iK の 弟な う、 十九 歲 
にして 出家し、 初め 廣壽に 叫 度の 法を 受け、 長曆 三年 十一月 
十四日 小 野に 仁 侃に 謁し、 醍_ 山 照阿院 に灌 頂を 受け、 密印 
を 授けら る、 承 保 元年 四月 十三 日 寂す、 壽八 十五、 (續 傳燈廣 
錄)  . 

ジヨ 1 ジマ ^ 常 S: ーー千コン日近ヒ見よ、 

ジ 3 1 ジヤク ボ C 吊 上 ^ 一 ^ クィ チ‘ I _ 契 中 ^ 見よ、 
ジ 3 1 ' ンュ イン ”ipE r il^  一ー チ キョ 丨日度 を 見よ、 
ジヨ ーシ ュ 1 イン 常 修院  ニ チ ダ ョ- 日常を 見よ 
ジ 31 シュン 常 俊 ニー 六 - t: 〔 w 洞宗〕 駿河眞 珠院の 開山 
f，  常 俊 字は 賢 窓 出家して 諸老の 門を 叩き、 洞慶 寺大巖 
宗梅 に參 する こと 久しう して、 其 法 ^ 嗣き 、總 持 寺 R 出世し 
崇信 洞慶二 寺に 歷遷 す、 次で 駿河梅 谷に 眞咪院 を 創し、 文明 
十六 年 越 前 龍澤 寺に 注す、 明應二 年大洞 寺 (c fitj し、 永 正 四 年 
十一月 四日 寂す、. 弟子 和 謀うて 塔を 眞珠院 4C 建つ、 (日本 洞 
上 聯燈錄 } 

ジ ml ジュン 常 順 ^ ；  S 宗〕 山城 興 正 寺の 第 十代 
な 6、 常 順 字は 寂聽 、黄 名は 州 九と いふ、 寂 永の tr. 三 子に して 
廳 司 房 洪の猶 千と なる、 享保七 51-. 十二月 廿四 n 得度す、 時に 年 
廿 九、 木 願 寺寂如 宗キの 女竹姬 V. 娶る 、元 文 二 年 九 月 二 B 竹姬 
沒せ しかは、 其 妹 信 姬シ娶 る、 寬保 元坧三 パ 幕府 R 詣 6、 江 


(三 七 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


戶 築地の 別院に 館す、 寶曆六 年 正月 正 僧正に 任す、 安永 元年 
六月 末寺 阿波 朿 光寺 主 興 正 寺 本堂の 再建の 地に 幟 布を 建て 御 
本山と 書す、 十五 日 京都 所 司 代 之を 禁す 、三年 七月 太后 藤 原 
氏洪 鐘 ^ 興 正 寺に 寄す、 此年 七月 江戶 幕府の 官女 白銀 二十 枚 
錦戶帳一組を施し、京都所司代に吿くる文に、本山興正寺の 
語 あ 6、 廿 三日 所 司 代 之を 却く、 六 年 六月 中旬 近衞前 關白內 
前 公 右 小辨其 をして 興 正 寺寺務 不正の 事 十條を 警論 せし む、 
天明 元年 十二月 本山 諸 末寺の 金を 貢して 色 衣を. 著く るを 許 
す、 興 正 寺獨り 古制を 守う、 敢て 適從 せす、 二 年 二月 讃岐高 
松 領主に 託して 領下異 計の 徒 十二 寺を 罰せし む、 此夏藤 原 太 
后の 請に 應 し、 淨土 三經を 寫して 之を 進む、 三年 五月 寺社 奉 
行 本山に 吿けて 去舂以 來典正 寺 門 主天滿 別院 R 揭 けし 本山 號 
の標牌を徹せしむ、六月八日寺社举行興正寺家司に諭すに本 
願 寺と 和親し 速 R 婚儀を 成 3しむ、四年八日佛殿上楝す、天 
明 七 年 六月 廿 九日 寂す、 壽八 十六、 (本願 寺 通紀) 

シヨ ー シヨ ー 常 昭 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

う、 常 照は 鄕貫詳 かならず 、幼時ょう 戯れに 自ら 比丘の 像を 
刻み、 日々 採 花 致 供す、 稍 長す るに 及び 園 城 寺に 入うて 天台 
敎を學 ぶ、 年 三十 R して 寂す、 其 年時缺 く、 (拾遺 往生 傳 、本 

朝 高僧 傅) 

ジ 3 1 シヨ 1 常 照 as 二 5 〔眞宗 〕 肥 後 玉 名 郡 野 部 田 村 

法 光寺の 住持な-^、  常 照は 一名は 辕 M 、 超 倫 巷と 稱 す、 肥 

後 八 代 郡 某 村の 俗 家に 生れ、 智暹の 門弟 穴 6、 朿派某 寺に 於 

て薤髮 し、 後 故 あ-^ て 西 派の 法 光寺に 投 す、 寺 主は 少しく 宗 

學を 修めた る 人に して、 法務の 暇には 孜々 として 師 に 宗學を 


c' i a i  (常) シ 


授けた う、 同地は 川上の 願 正 寺な と 云へ る 三業 派の 有力者 あ 
うて、 該 寺の 法 類は 多く 其 徒な 6しに、師法中講の法談に於 
て 痛く 三業 義 の 非を 排擊 せし かは、 大に法 類の 忌む と Z1 ろと 
なう、 終 R 寺 1: 脫して 讃岐に 遊へ 6、 晩年に 及 a て 歸 へれと 
も復た 寺に 住持せ S うしと S ふ、 著作 眞宗 安心 相承 義 、同 追 
說 、各 一卷 、三帖 和讃述 要五卷 あり、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 
事史) 

ジヨ？ シヨ ー 常 精  トン ジョ- 頓乘を 見よ、 

ジヨ彳 セツ 广 吊 說  リョ-- トク 靈督を 見よ、 

ジヨ ーソ常訴二 00 \1一ーー 〔臨 濟宗〕 美 濃 大安 寺の 開山な 
う、 常訢 字は 笑 堂、 俗姓は 橘 氏、 攝津兵 庫の 人な り、 十六 
歲 にして 剃 髮受 具し、 業を 京都 建 仁 寺に 受 くる Z: と 年 あり、 
擧 けられて 記 室と な 6、 去りて 大明 寺の 月 菴光禪 師に參 す、 
月菴 寂す るに 及び、 大有 席を 嗣 ぎ、 師ま たこれ R より 支 旨を 
究む 、美 濃鹈 沼に 大安 寺を 靱して Z1 れ に 居う、 数年 R して 大 
明 寺に 遷 う、 應永 十八 年 七月 九日 寂す、 壽 五十、 臘三 十七、 
敕謚 圓應大 機禪師 の 號を賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ジヨ I ソクド 丨ニ ン常足 道 人  ィッ サン 佚 山を 見よ 
シヨ ー ト ー 常騰一 一. 晒 18 〔法相 宗〕 大和 大安 寺 i// 學 僧な 
6、 常騰 俗姓は 高 橋 氏、 京都の 人な 6、 敎嚴大 法師 (C 就き 
て 法相を 學 a 、 普く 諸 部を 究め、 殊 R 唯識を 善くす 大安 寺に 
住して 講を 開き、 延曆 二十 二 年 詔 R よう崇 福 寺の 檢 校を 兼 
ぬ、 大同 元 年少 僧都に 任し、 弘仁 六年桀 日 寂す、 壽七 十六、 
著作 顯唯識 疏隱决 鈔十卷 、唯 識樞耍 要 决八卷 、唯 Hnf 樞耍鈔 七 
卷 、唯識 論 記二卷 、了 義燈 記一卷 、無垢 稱 註六卷 、最勝 註 十 


ジヨ^ ■(常〕 シート 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 七 六） 


卷 、法苑 記六卷 、揋要 記 二卷、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 '諸宗 
章 疏錄) 

ジヨ i ーン 常 忍  一ー  チジヨ ..日常を 見よ、 

;、ンヨー ニ m  C 吊 如  n- セ！ 光晴を 見よ、 

ジヨ ー ネン 常然  ニ チト-日 朿を 見よ、 

ジヨ ，ーユ イン 常 瑜院  クヮン シヨ- 寬性を 見よ、 

;、ン ヨ！ ヨ 常 擧 11  セッ モン 攝 門 を 見よ- 

ジヨ 1 ラク イン C 吊 樂院  ニ チ キヨ-日 經を 見よ、 

ジ 3 —  ロ  ー 常 a  一一  i ^  〔法 枏宗〕 大和 秋篠 寺の 學 僧な 
た 常樓 俗姓は 秦氏 山城の 人な 6 弱齡に して 善珠 僧正に 從 
s て 出家し 慈 恩の 宗旨を 學 a 外 學を 兼ぬ、 年 二十 歲に 及 Gi 登 
壇受 具す 延曆の 末 勅を 奉して 秋篠 寺に 住し 誓願を 發して 四十 
年間 法 華 經を轉 する 1 と 一十 二 萬 四千 九 百 六十 卷又 日に 般若 
心經を 誦する 乙と 一 百八遍 なり 弘仁五 年 十月 某日 寂す 壽 七十 
四 著作请 勝 王經 t. 十卷 ぁり C 本朝 高僧傳 ) 

ジヨ 1 ア 成 阿  リヨ.- ジッ 了實を 見よ、 

ジヨ .-イ 成 音 T . x 天台宗〕 山城 比叡山の 僧な 6、 

成 意は 叙 山 定心院 十 禪師の 一な 6、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 

高僧 傅} 

ジヨ？ X 成慧 j is Jj  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 

成慧は 安 禪 寺の 寬伊僧 正に 隨ひて 兩 部の 灌頂を ぅけ、 安祥 寺 

に 住し、 正 安二 年權 僧正に 任す、 嘉元 三年 東 寺 三の 長者に 加 

任す、 二 年 七 W 故 ありて 僧正の 僧位を 貶黜 せられ、 明年 十月 

月蝕を 加持して 舊官に 復 さる、 延慶 三年 第二の 長者に 加し、 

兼て 寺務 を領 す、 正 和 四 年 十二月 二十 三日 寂す、 壽七十 三、 


東 寺 長者 鋪住 、本軔 高僧 傅) 

;、ン ヨ ー オ ー 成 雄 jj Ig j 3 ハ 言 宗〕， l.ll f 5 野 山 sf 性院の 
學 僧な $、  成 雄は 甲斐の 人、 二十歳の 頃、 關東 ic 出て、 學 
問し、 應永苹 中京 都に 游 a て 顯密 を究む 、傍ら 性 和に 通す、 後 
高野山に 登う、 寶件 院の宥 快に 謁す、 兩 部の 大法を 傳へ 、寶 
性の 席を 補す、 寶德 三年 五月 八日 住院に 寂す、 壽七 十一、 (本 
朝 高僧 傳) 

ジヨ ー ケン 成賢| /\/\ ぢーー 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺の 座主な 
う、 成 賢 姓は 藤 原 氏、 中納言 成範の 子な う、 幼よ 6 醍醐 寺の 
勝 賢 僧正に 役して 落髮受 業して 灌頂 法を 禀 け、 遍照院 に 住 T 、 
承 元三 年大 僧都に 任 ず、 明年 冬 東 寺の 長者に 加う、 醍醐 寺の 
座主 (C 補す、 建曆 元年 秋 勅を うけて 雨を 禱 うて 驗 ぁう、 賞せ 
られ て、 權僧正 R 任す、 寬喜 三年 九月 十九 日 寂す、 壽 七十、 
弟子 四十 人 ぁう、 著作 兩界略 次第、 護摩 次第 各二卷 、後 七日 
法、 佛頂鈔 、駄 都口决 、結 緣灌頂 私記、 各一卷 、阿 彌陀 次第 
小 次第、 各二帖 、灌頂 護摩、 野决鈔 、各 一帖、 作法 集， 護摩 理 
鈔 、薄 雙鈔 若干 卷ぁ う' (密宗 血脈#、 本朝 高僧 傅、 諸 宗章疏 
錄) 

ジヨ 1 方*- 成极 羽  一ー チソ— 日 窓を 見よ、 

ジヨ 1 ガク 成覺  n 丨サィ 幸 西を li よ 
ジョ ー クゥ 成果  ジ ツィン 實 因を 見よ、 

ジ ヨ1グ ワン 成 ® ヵク-ー ョ覺 如を 見よ、 

ジヨ ー サン 成算 jw H-b y  〔眞言 宗〕 京都 m 寺の 長 ^ な 
6、 成算は 興 福 寺 仁 盛 威儀 帥の 子な り、 幼 {C して 仁 海 僧正に 
養 はれ、 稍 長す るに 及 a て、〃 學日 進す、 二十 八歲に 至うて 


ョー( 常、 成) 


ジヨ彳 (成) ^ — サ 


(五 七 六） 


書辭 名人 家佛本  B 


灌頂を 受け、 野 澤の兩 流を 汲みて 餘 3 す、 朿 寺の 阿闍 梨と な 
う。 曼荼羅 寺 (C 住して 大に密 藏を 啓く、 康平八 年 神泉苑 に 請 
雨經の 法を 修 し、 賞 賜 あう、 延久 元年 春 m 寺の 長者と な 6、 
六月 權僧 都に 任じ、 四 年 冬寺務 ?: 領 す" 承 保 元年 正 M 七日 寂 
す、 壽六 十三、 眞言 付 法 纂要鈔 を 著す、 世に 小 野 僧都と 稱 す、 
(東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傅) 

ジヨ ー ジツ 成實 (一 A 七三) 〔三論 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
$、  成實 は寬信 法師の 孫弟子 ic して、 學顯密 に 通し、 僧正 
に 補任す、 東 寺 兼學の 長者と なり、 寬 信の 後を 續 く、 建曆建 
保の 問 請雨經 の 法を 修 し、 靈驗 あり、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (東 
寺 長者 補任 •本朝 高僧 傅) 

ジヨ？ シン 成 信 2 九〇四 K 淨土宗 西 山 派〕 山城 東 山の 學 
僧な う、 成 信は 伊豫の 人、 其 俗姓 詳か ならず" 出家して 東 山 
證 入の 弟子 觀 日に 師事して 淨 土の 宗義を 受け、 後、 伊豫に 皈 
6、 盛んに 宗義を 弘 通す、 寂 年月日 缺く ♦(淨 土傳 燈錄) 

ジヨ ー;、 ンン 成尋ーー給ーー〔天台宗：！山城大雲寺の僧な会、 
成尋 俗姓は 藤 股 氏、 參議 佐理の 子な う、 寛弘八 年を 以て 生れ、 
七歲に して 岩 倉 大雲 寺に 入うて 族 兄 文慶に 師事し、 剃 髮 受戒 

して 內 外の 書を 學ぶ 、稍 長して 顯密の 法を 受け、 大雲 寺に 住 

し、 常に 法 華を 轉 す、 延 久四苹 六十 二歲 にし 宋に渡 6、 天台 
山五臺 山に 歷 遊し、 靈異を 威し、 尋て汴 京に 入う、 神宗 皇帝 
に 謁し、 敕によ $ 太平 興國傳 法院に 止まり、 紫 服 絹帛の 賜を 

拜す 、時に 西 天 譯經三 藏朝散 大夫試 鴻臚卿 宣梵大 師賜 紫日稱 

飜譯 に從 事し、 宋の 沙門 朝 散 大夫試 鴻臚小 卿宣祕 大師 賜紫慧 

賢、 梵才 大師、 賜 紫慧詢 、中 印 土の 沙門 證梵 、義廣 、梵 大師 


ジ 3 上成〕シ 


賜 紫 天 吉祥 等 皆參與 す、 師其 間に 交 6 て 論談 す、 六 年 夏敕を 
# して 雨を 禱り 、靈驗 あうて 帝の 感賞を 蒙る、 後、 十 餘日春 
慧 大師の 號を 賜 a 、 譯塲 監事に 任ず、 此歲 日本の 便船に 托し 
大小 乘經律 論 五 百 二十 七 卷を寄 送す、 明年 方 物を 白 河 天皇に 
獻 じ" 宋后 贈る と 乙 ろの 十六 羅漢、 及び 僧伽の 晝眞自 肖 等を 
大雲 寺 ic 寄す、 師 皇帝の 優遇を 蒙うて 東 皈 r るを 許 3 れ ず、 開 
寶 寺に 住す" 我 永 保 元年 宋の 元豐四 年 疾に 罹り、 念佛 して 寂 
す、 壽 七十！、 敕 あうて 天台 山の 國淸 寺に 全身を 葬り、 塔を 
建て 題して 日本 奔 慧國師 之 塔と 云 ふ、 師大雲 寺に ある 時、 觀 
心 論 註 •法 華經 註、 法華寶 相觀 註、 觀經鈥 、普賢 經 科、 善 財 
童 - f 知 議集等 若干 卷 5: 著作す、 (朝野 群 載、 元亨釋 書、 本朝 高 
僧傳 、寺 門傳記 補錄 、佛 祖統紀 y 

〔考〕 百錬 # に 成 尋延久 五 年 十月 宋主の 意に よう 金泥 法華經 
一切 經錦 二十 段を 獻すと 云 a 、 承 保 二 年 正月 二十 六日 再び 貨 
物を 獻ずと 云 a 、 一度 皈 朝した るが 如く 見 ゆる も、 詳 ならず 
ジヨ 1;、 ンュ 成 ^ コ—クヌン公觀を見よ、 

ジヨ 1 ジュィ ン 成 S; 院  -I チが ク日學 を 見よ、 

ジヨ ー ジュィ ン 成就 院  ニ チ H ン日圓 を 見よ、 

ジヨ ー ジ m 成 助 (一 50 0〕 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
$、  成 助は 大臣 僧正 入道と 號 す、 內 大臣 道 重の 子な り、 禪 
助 法師に 就きて 受學 し、 仁 和 寺別當 傳法院 座主を 歷て 嘉曆二 
年長者に 任す、 尋 s て 權 僧正と な*^、 元 德二年 正 {(; 轉す元 
弘二年 寺務に 補し、 建武 三年 法務に 任し、 曆應 三年 大僧正に 
昇る、 其 寂 年 及 a 壽缺 く、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記) 
シヨ 1 ゼン ■成禪 a 六 九 六 K 眞言 1 〕 山城 醍醐 山の 座主 M 

ジヨ ー ( 成) V ― セ 


書辭 名人 家佛本 日 


(六 七 六） 


一、 ン =? ?( 成) y —  :,  i、 ン 3 ^~(成}テ I ベ 


6. 成 禪は辨 成 房 上人と S C/ 、 本比戬 山の 學徒な り、 退き 
て 醍醐 山 R 在 6、 長 元 九 年 十一月 十一 日 仁 海 僧 IE- の 法を 嗣き 
法 匠と なる、 後 其 終を 知らす、 (續 傳燈 廣錄) 

ジ？ ソン 成 尊 一 拉誌 〔眞言 宗〕 山城 小 野 曼荼羅 寺 第 
二 代な う" 成 尊は 奈 良の 人、 興 福 寺眞喜 僧正の 侍 童に して 延 
命 麻 品の 子 長 和 三年 R 生る" 仁 盛 威儀 帥の 猶子と なる、 稍 長 
して 小 野の 仁 海 僧正 {C 役して 出家す >  先つ 五 經三史 を讀み 、 
諸 陀羅尼を 受 く、 尋 S て 四 度の 大法を 習 ひ、 遂 に 長曆 三年 九 
月 三 E 三味 耶戒 壇 R 入うて 傳法灌 頂を受 く、 時に 二十 八歲な 
う、 寂： D 和尙を 受 業師に 仰^/ 兩 部の 儀 軌灌 頂を 受く 、請 雨 
の 法を 修錬し、 夙に 悉 地を 得 ^ 6 、女 阿 闍梨泣 とな 6、 仁 海 
に 八 祖傳來 の舍梨 寶珠を 與へ 、られ て 人 天の 導師と な 6、 其囑 
を 受けて 曼茶羅 寺 第二 代と なる、 天 喜 八 年 五月 旱魃に 際し、 
師 命を 受けて 六月 十五 日 一七 日間 請 雨の 大法を 修し て驗あ 
り、 延久元 年 五月 二十 五日 權 律師 R 任し、 三年 二月 三 長者に 
咖 任す、 六月 二十 九日少 僧都 R 轉 し、 四 年 九月 東 寺 二十 八 世 
の 長者 法務と なう、 承 保 元年 正月 七日 寂す、 壽六 十三、 著作 
愛染 大 次第 口 决 、觀心 月輪 記、 舍利講 式、 眞言 付 法纂耍 鈔、 

各一卷 、六 帖口决 五卷あ 6、 眞言 付 法 纂耍鈔 は 後三條 天皇の 

勅を 奉して 撰し y2 る ものな う、 法 弟義範 、範 俊、 明快 等 あ 

う、 (密宗 血脉鈔 、後傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

ジ 3 丨チヨ ー 成 朝 2 八 四 一) 七 條佛 所佛ェ なう、 成 朝 

は康 朝の 子な う、 時 tc 明 圓と云 ふ 者 興 福 寺 佛師の 職に あう、 明 

一京 師の 人佛師 iMi は定 朝の 弟子 R して、 三條 一流の 祖 穴 る 長 勢 

よう 四 代 R 當る ものな り、 師之 を不當 とし 養 和 元年 六月 二十 


七日 參內 して 已は定 朝ょう 六 世の 血統なる を演 へて 之を 故障 
したれ とも 採用せられ ず、 後 鎌 倉 {C 下 6、 圓 明の 後を 受けて 
院承と云ふ者職に就きたるを憤う、之を幕府に訪ふ、院承は 
七條大 宫佛處 院覺の 孫 (C 當れ う、 賴朝 其狀を 具して 京師の 裁 
判を 請 a しか、 興 福 寺佛師 の 事は 遂に 師の 手 ic 落ちす して 其 
伯父なる 康慶の 子弟 勸任 する 乙と 、なう / 2 う、 (吉 記、 吾妻 鏡) 

f、 ン 3 丨テン 成 J#L ハ  i 藍  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 
6、 成典は 小 野の 仁 海 僧正の 上足な 6、 灌 頂を 得て 後 仁 和 寺 
の 圓堂院 R 居し、 法驗 の # 高く、 封戶 七十 五を 敕賜 せらる、 
治安 三年 東 寺の 長者と なる、 萬壽四 年 春權少 僧都 {C 任ず、 長 
元 四 年權大 僧都と なる、 長 曆二年 六月 十一 八日 仁 海と 共 R 權僧 
正に 轉 ず、 長 元 八年敕 にょう 皇子 誕生を 祈うて 住 房を 改め 
て 寺と なし、 圓敎 寺なる 敕額を 賜は る、 寬德 元年 十月 二十 二 
日 寂す、 壽八 十七、 (密宗 血脉鈔 、本朝 高僧 傳) 

ジヨ 1 孑 ン成狹 ^  (一九 七 一) 〔眞宗 〕下總 妙 安寺の 開山な 
$、 成然 俗名は 行實 、俗姓は 中 村 氏、 九條 家の 一族な 6、 卽に坐 
して 下總猿 島 郡 一谷に 謫 せらる、 親鸞 (C 稻田 R 謁し 弟子と な 
う、 成 然と 名く： 寺を 一谷 ic 創して 妙 安寺と s a 、 後 同 郡 三 村 
に 移つ す、 書 を 善くし 秀作 世に 傳 ふと 云 ふ、 (本願 寺通紀 、續本 
朝 書史) 

ジ ヨ！ ベン 成辨 — : 一 •一  j 一. 一一 ‘一一 〔浄土宗〕 江 戶蓮 花院の 開山な 
P、  成辨は 覺蓮社 轉譽傳 夢と 號す 、俗姓は 川 田 氏、 上野 館 
林の 人な 6、 善覺に 就て 剃髪し、 法を 增上 寺智 童 R 嗣 r、 江 
戶淺草 今戶蓮 花 院を靱 して 開山と な 6、 寬文 十二 年 四月 十. 三 
日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


七 ヒ 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


ジヨ ー ホ ー 成寶一 AA ね S 言宗 S 都 東 寺の 長者な 
ぅ、 成寶 姓は 藤. 原 氏、 參議惟 方の 子な り、 顯慧 僧正 ic 從 CA 
て 三論を 學び 、雅寶 法 印よ 6 密灌を 受け、 悉く 支 秘を究 む、 
治 承 三年 三會の 講師を 經 、建久 八 年權大 僧都に 任 デ、 正 治 元 
年 元 興 寺に 住し、 冬法隆 寺に 移る、 建 永 元年 東 寺の 長者と な 
6、 法務を 兼ぬ、 承 久 三年 權 僧正に 叙す、 冬 十二月 僧正 並 R 
長者 職を 奏辭 すれと も 許 3 れ ず、 四 年 春 東大寺の 主務に 補す、 
建 保 元年 詔を 奉して 神 泉 苑に兩 を禱 6 て效 あり、 冬 十月 大安 
寺に 遷る 、承 /A 元年 四月 大僧正に 進み、 三年 正月 又 長者と な 
ぅ、 寺務 法務を 領す 、安貞 元年 十月 七日 寂す、 壽六 十九 (密 
宗 血脉鈔 、本朝 高僧 傅) 

;、 ンヨ 1 ヨ 成 寒 ロ  タヮ クドン 廓 呑を 見よ、 

;、ンヨー ヨ 成 # J タィ ゲン 大玄を 見よ、 

ジヨ ー ヨ成擧 2  チ ゲン 智旬を 見よ、 

ジヨ ー ヨ 成譽  テキ ド-的 道を 見よ、 

ジ 3 ••■レン 成 蓮  ケン イ兼 意を 見よ、 


ジ？ クン 盛訓 C 


) 〔曹洞 宗〕 下 總總寧 寺の 禪僧な 


$ •盛訓 字は 義 翁、 州 翁壽欣 に參 して 其 法 §: 嗣き 、席を 襲 a 

て 下總總 寧 寺に 主と なる、 寂 年 及 a 壽歃 く、 法 嗣養室 壽孝ぁ 

ぅ、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

ジヨ ー サン 盛 算 j  i ハ S5 〔眞言 宗； 一山 域 m 寺の 長者な 

6、 盛算は 字 ^ 淸 住と 云 ふ、 S 貫 詳かな らず 、長 和 二 ^ 柬寺 

長者に 任し、 同 三年 權少 僧都と なる、 長 和 四 年 七月 寂す、 壽 

八十 四、 (衆 寺 長者 秫 任) 

ジヨ 1シ ュク 成迎.！^  シュ —卜 .-宗 唐を 見よ、 


ジヨ！ ゼン 盛 全 二 ー ア S 〔天台宗〕 近 江 西敎 寺 as 二 代な 
$、  盛 全 初の 名は 賴 全と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 出家して 比 
叙 山に 登- CV、 两塔寶 報坊に 在り、 顯密 S 學を究 む、 性 酒を 嗜 
み、 數 酩酊す、 眞盛 上人の 比 叙 山 R 留る にあた ぅて 相 交 6、 
上人の 勸誡 に 遭 CA 、 靈夢を 感 し、 遂に 其 弟子と なり、 盛 全と 
改め、 淨土敎 に 意を 傾け、 德化甚 盛な 6、 永 正 二 年 七月 十八 
日疾 R 罹 6、 八月 十五 日 志 賀の比 良 山 西 光寺に 寂す、 S 五十 
七、 (眞盛 上人 往生 傳記 追加) 

ジ ml セン 盛 禪  卜- セキ 洞奭を 見ょ、 

ジ ml ソン 盛 尊；  一 sl ra: 〔新義 眞言 宗〕 大和 S 谷# 第三 
十六 代な り、 盛 尊 字は 堪識 、大和 宇智郡 野原 鄕の 人な り、 
出家して 豊山に 留學 し、 業 成， 9 て 千 葉 妙 見 寺に 住し、 彌勒寺 
護持 院を歷 て亨和 三年 豐山能 化 職と なる、 翌文 化元苹 五月 九 
日 寂す、 ( 新義 眞言 宗 史料) 

ジ f チン 盛典 a io 一) 〔眞言 宗〕 下野 佐 野 大聖 院の 
學 僧な り、 盛典は 鄕貫詳 ならず、 出家して 眞言 宗に皈 し、 內 
外の 學を究 む、 寬 保の 頃、 下野 佐 野植野 大聖 院 第二 十八 代と な 
る、 同 二 年 八十 歲な 6、 其 後 幾 もな く 寂す、 年月日 詳なら ず、 著 
作 悉曇字 記 指南鈔 七卷 、韻 鏡 易 解新增 大全、 入定 冥 祥錄， 
冠 註 背. M 大全、 各 五卷 、韻 鏡 易 解四卷 、伊呂波 童 ^ 鈔三卷 
韻 鏡 九 弄 fn 解、 箭書暗 論、 聖道 衣料 編、 人定 記" '1？ 簋初心 鈔、 
阿彌陀 如来 出現 記、 各二卷 、韻 鏡 易 解 易 引， 韻 鏡 易 解字 子、 
印判 秘决 集、 各 一卷あ 6、 ( 聖道 衣料 編 序文、 近代 名家 著述 0 
錄) 

ジヨ ー ノ ー 盛 能；  一： 一. S-. 3I: 〔天台宗〕 伊勢 西 蓮 寺の '! iii? ffr な 


、f、 ン 3 — ( 盛〕 


シヨ 上 盛. >セ ーノ 


書辭 名人 家佛 本日  CA^) 

'  い 


ジ (盛)  <— レ 


〇、 盛 能は 北 越の 人、 西 敎寺眞 盛 上人に 師事し、 眞盛 派の 
念儸を 行し、 伊勢 長 田の M 蓮 寺に 住し、 化導 盛んな 6_、 明應 
四 年 正月 十二 日 寂す、 (緇白 往生 傳) 

ジヨ 1 〈ン 盛 遍 ( . )〔眞 言 宗〕 山城 理智院 の 第 四 代 

なう、 盛遍は 忠遍の 法を 受けて 理智院 の 第 W 代と なう'  早く 
隱遯 して， 理智院 S 席を 隆 澄に 付す 其詳傳 なし、 (傳 燈廣 錄) 
ジ m-ヨ 盛譽ー ー〇ニ ニ 〔華厳宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な 
i  盛譽 字は 明 智と SS、 業を 禪爾及 ひ 凝然 {r. 受け、 三學 
を 精練す、 初め 久米多 寺 R 住し、 戒壇 院に遷 6 て大に 羯 磨を 
張り、 華嚴を 敎へ 兼て 密乘 を授 く、 貞治 元年 正月 二十  一 B 所 
住 R 寂す、 壽缺 く、 著作 五 敎章鈔 五卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳 ，律苑 
僧 寶傳) 

ジ m J  m 盛 寒 «=> ンン ォ-存 雄を 見ょ、 

ジ 3  1•  ヨ 成 一 譽  リョ-キョ-良 慶を 見ょ、 

ジ ml リン 盛 林 m  〔浄土宗〕 伊勢 淨閑 寺の 開山な 
P,  盛 林は 泰蓮社 琴譽昶 阿と 號す ，伊勢 2 人、 其 俗姓 詳か 
ならず。 虎 角に 師事して 法を 嗣ぎ 、天 正文 錄 年間 山 田に 淨 .閑 

寺 天機 院等を 荆して 開山と な 6 へ 後、 京都 金戒 光明寺 R 移る' 

元 和 二 年 411 び 伊勢 R 飯う、 同 三年 十一月 二十 一日 天機 院に寂 

す壽缺 く ^： 嗣 淨譽淸 印、 體譽 慶壽、 敎譽隨 門の 三人 ぁり、 淨# 

は 京都 聚樂松 枝 寺を 開き、 體譽 は昌福 寺を沏 す、 敎譽 門隨の 

傅は 別 (C 擧 ぐ、 (淨 土總 系譜} 

ジ ml レン 盛 蓮 r …… 〕〔淨 土宗〕 咱模某 寺の 僧な 6、 

盛 蓮は 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 尊觀に 從 a 、 後 寂 慧良曉 

上人 ic 師事して 淨土敎 を學 ぶ寂牢 壽缺 く， 著作 領解 業 成圖一 


ジ 3 上乘 ンタ ー 


卷ぁ り、 (淨 土總系 譜) 

ジ m 1 ア乘阿  リユ-ゼン 隆 善を 見ょ、 

ジ ft ィ乘伊 j is Ara 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
り、 乘伊 俗姓は 藤 M 氏 ■聖 勝の 子な う、 覺 助、 幸 尊、 實圆 の諸師 
に 歷 事して 深く 天台を 究め、 後醍酬 天皇に 尊 星 王法、 幷 5-C 不 
動 秘法を 授け、 帝 親ら 水精 念珠を 賜 ふ、 師 曾て 除暗遍 明抄、 
-7T,- - 言 抄 、守 口抄 、祖 對抄等 若干 卷を 著は す、 曆應 元年 十一月 十 
五日 寂す、 壽六 十五、 (三 井續燈 記) 

ジ ml ウン 乘運 ( . )〔 淨土宗 西 山 派〕 尾 張 曼陀羅 寺 

の 開山な う' 乘運 字は 光融 、妙靜 に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學 
を修 し、 尾 張 久野庄 飛 保 曼陀羅 寺を 沏 し、 其 開山と なう、 又 
粟生野の 光明寺 R 住し、 盛ん R 道化を 布く， 寂 年、 及 世壽缺 
く、 (淨 土總 系譜} 

シヨ？ ウン 乘運一 5: 5: ハ 〔日蓮 宗〕 加 賀本興 寺 開山な 
乘運は 日 像の 弟子な $、 加 賀藥師 材 なる 日 像の 舊跡に 本 
與 寺を 開き* 自ら 開山と なる、 至德 三年 四月 二十 七日 寂す、 
壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀： 一 

ジョ -エン 乘圓 SH HA HA 〔眞言 宗〕 山城 丑智 山の 中興な 
う、 乘圓 字は 朗然 、號を 支 玄と云 ふ、 俗姓 岡 本 氏、 攝津 大阪の 
人、 男 山昭乘 R 師事す、 後 智積院 R 投じ、 隆長 、宥貞 、運 敬 
の 三 能 化に 師事し、 一宗の 奧蘊を 受け、 且密 乗院宥 雄 R 見ぇ 
秘密 義規 を 受 く、 後山 城 五智 山の 廢類を 興し、 中與祖 となる 
尋で六 波 羅密 寺 R 住し、 修業の 餘暇松 花 堂 昭乘に 就 S て 繪書 
草隸を 善し、 自ら 一家を なす、 延寶 元年 五月 二十 一日 暴に 疾 
ぁうて 寂す、 壽四 十六、 (續 日本 高僧 傳、 扶桑 書 人 傅} 


(■九 七 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


ジ 3 1 エン 乘圓  ドゥ チ ュ  丨道忠 を 見よ、 

;、ン？エ ンボ I 乘圓房  シュン ガ俊賀 を 見よ， 

ジ ml オン 0M  ii ^ s  〔眞宗 〕 京都 一條 淨敎 寺の 住持 
f ,  乘恩 字は 湛然 、號 は大 珠と秫 す、 近 江河 原 村の 人な 
6 西吟の 門下に して 學諸 部に 通し、 兼ねて 古文 辭を修 す、 延 
亭 元年 磨 光 韻 鏡 序を 書し、 太 宰純序 後を 繼く 、時に 年 十九 歲 
な $、 堺の覺 洲甞て 師を 門弟たら しめ / I と 欲し、 名を 德 州と 
授く 、己に して 德 望を 以て 淨敎 寺 {C 住す、 寶曆五 年淨 土三經 
音 義五卷 を 著し、 三 井門 主祐 常、 興 門 主法 高、 各 3i: 序を 書し 
了 蓮 寺 文 雄蹂を 作る、 大 經莊嚴 記 ^ 著し、 未 / 2 稿を 脫せ すし 
て 病を 得、 手足 拳攣 し、 語 言謇濉 す、 百 療醫せ す、 終 R 廢人 
となる 乙 と 凡を 三十 年、 天 W 五 年 十月 廿 九日 寂す、 壽六 十一 
洛西 逢阪に 葬 1; る、 著作 大經 莊嚴 記五卷 、三經 音 義五卷 あ 6 
(木 願 寺 神 紀 、本願 寺派學 事史) 

ジ オン 乘一音  ゥン ド-雲 堂を 見よ、 

ジヨー ガィ 乘海 j A-b f^ 〔眞言 宗 3 山㈣ 醍醐 山 第一 一十代 
の 座主な $、 乘海 字は IH1 月、 中將法 印と 稱す 、中將 師 金の 子な 
ぅ、 實連 の灌 頂を 受け、 應保二 年 勝 賢の 職を 奪 a て 二十代の 

座主と な. 〇 /圓光 無量 壽兩院 を帶ふ 、屢 ミ 宮中に 召 S れ秘咒 

を 誦して 効驗あ 6、 治 承 二 年 五月 四日 寂す、 壽六 十三、 (锫 傳 

燈 廣錄) 

ジヨ？ カ ン乘感  リョ _ヶ| 良冏を 見よ、 

ジヨ ー .キヨ-ィン 乘行院  エダ 7 ッ慧 月を昆 よ、 

ジヨ 1 グウ ン乘願  シュ- ゲン 宗源を 見よ、 

ジヨ ー グウ ン イン 乘願院  キヨ-二. ノ慶 忍を 見よ、 


ジ 3 X 乘) 工—ク 


ジ ml シン 乘心 ( …… )0 興 言 宗〕 大和 五智 院の律 僧な 
6、 乘心 字は 禪忍と 云 ふ、 初め 大悲 菩薩に 三 聚の 法を 受け、 
後、 實相 上人に 五 篇の軌 V」 承け、 性 相の 學に 通し、 密敎に 精 
しく、 三輪の 五智 院に 住す、 世に 阿 門 大乘心 、又は 三輪の 上 
人と 稱 せらる、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ジヨ ー シヨ クボ ー 乘織房  イン ケン 胤憲を 見よ、 
ジヨ ー セ ー イン 乘蜇〇 院  ショ-カイ 性 海.. 見よ、 

ジ ml セン 乘專 (1 0 一二) 〔眞宗 5 前毫攝 寺の 僧な 6、 
乘專 初の 名は 淸範 、姓は 和氣 氏、 淸 磨の 裔 なう、 出家して 禪 
宗 {C 入う、 兼ねて 法 華を 讀ひ 、丹 波 天 田 郡 六 人部莊 大內 林に 
梵刹. を 創す、 元弘 元年 十一 弓覺 如上 人に gf 仰し、 眞宗の 要訣 
を受 く、 建 武四年 九月 重ねて 請 a 、 改邪鈔 を 著して 與ふ 、某 
年上人殊に師の創立したる寺に €* 攝寺の额を與ふ、後丹波と 
出て、 京都 出雲路 に 住し、 攝津 川 邊郡 小濱に 移る、 丹 後 1H 馬 
を歷 巡して 寺を 營み 、大和 吉野 郡を 巡 化す'  越 前に 遊 U 寺を 
今 立郡橫 越、 及 a 淸水 頭に荆 す、 橫趑 の誠證 寺、 淸水 頭の 出 
雲 路山毫 攝寺是 なう、 師覺 如上 人の 季 -f 菊 壽九シ 請して 嗣と 
なし、 長す るに 及 a て 寺務を 委ね、 丹 波 六 人 部 {C 隱 る、 文 和 
元 屯 十月 自ら 最須敬 重 繪七卷 を 著\ 某 年 三月 八日 大和 吉野 
郡 平 尾 村に 寂ゝ 、(本願 寺 通 紀). 

〔考〕 毫攝 寺の 傅に よれは、 天福 元年 親 fl 京都 ! 1: 雲路 R 毫攝 
寺を 開きて 嫡子 善鸞に 附 し、 後 越 前に 遷 し、 漸く 廢頹 す、 
乘專に 至'^ て 4TI 與し 、覺如 の 子 善 入を 請した る ものな 6 と 云 
ふ、 然れ とも 其實嗛 專乙れ を ilij して 善 入を 請した るち のなる 
べし、 


I、 ン ヨ ？c 乘 V ンーセ 


書辭 名人 家佛 本日 


、OA 六） 


ジヨ ？ ( 乘) 夕 I ョ 


ジ m 上乘 、誠、 上) 


ジヨ！ タイ 乘牀二 sg -to 〔眞言 宗〕 高野山 釋迦 文院 :/) 學 
僧な- c\、 乘孙 字は 光嚴 房と 云 ふ、 阿波 板 野 郡 竹 瀬 村の 人、 俗姓 
木 内 氏、 出家して 高野山に 登う、 顯密 の學を 究め、 殊に 俱舍 
論に精通し、發明すると乙ろおほく時人俱舍光嚴と云ふ、文 
化 四 年 正月 十日 寂す、 壽六 十八、 著作 得 捨逢源 一 卷等若 干 部 
あう ' 高 野 lli 某氏 返信) 

ジヨ 1 タイ イン 乘鉢院  ニ チ ゥン 日 運を 見よ、 

ジヨ 1 二 m 乘如  コーへ  > 光遍を 見よ、 

ジヨ ー 手 ン乘念 (一八 八 七) 〔眞宗 〕常 陸如來 寺の 住持な 
う、 乘念 俗姓は 藤 原 氏、 尾 張 守 親 網と 稱す 、兄は 信 親と s 
;3、驍勇の名高し、師大に世を厭ひ、貞應元年に親鸞に謁し 
て 淨土敎 を 聞き、 弟子と なる、 安貞 元电 親鸞 常 陸霞ヶ 浦 信 田 
浮 島に 如來 寺を 創して、 師に屬 すと S ふ、 (本願 寺通紀 } 

ジヨ ー ハン 乘範 (一九 ii (法相 宗) 大和 竹林 院の學 僧な 
う、 乘範 は敎 尹に 師事して、 法相 宗を學 a 正嘉 元年 維摩 會 
の 講師と な 6、 竹林 院に 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
ジヨ ー ホ ー 乘芳 ( …… )〔曹 洞宗〕 能 登乘碩 寺の 禪 僧な 

P,  乘芳 字は 心 華、 天巽慶 順の 法を 嗣 き、 上野 高藝院 に 出 

世し、 後總持 寺に 遷 う、 又乘碩 寺に 轉 住す、 某 年 寂す、 壽缺 

く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ジ f ヨ 乘譽  ヵ テン 珂天を 見よ、 

ジヨ *~ 3 乘 # ガクシ d  - 學宗を 見よ、 

ジ m I ヨ 乘麥日  シユ- ソン 周存を 見よ、 

ジヨ lm 乘譽  ル トン 流頓を 見よ、 

ジヨ ，ヨ 乘擧ロ  リュ— トン 龍頓を 見よ、 


ジ fnl レン 乘蓮  ショ.- サィ 生 西を 見よ、 
f ンッ アン 誠 {貫 菴  エヶ ン慧 H VCJ を 見よ、 

シヨ 1 セツ 誠 拙  シュ ー チョ 周 II を 見よ、 

;'ンヨ？ チ ユ？ 誠 仲  チュ 8 ジュン 中 諄を 見よ、 

ジ mis  3 誠 入；  一 • 5: ヤ 〔淨 土宗〕 越 前 西 福 寺の 僧な 
ぅ、 誠 入 字は 聞 益、 行 蓮社證 譽と稱 す、 三緣 山中 谷に 住し 
法 門を 硏究 す、 後、 敦賀西 福 寺に 擢て られ 法を 江 越 若の 三 州 
に 弘 通し、 諾 堂を 構 營 せぅ、 貞享 三年 八月 二十 五日 寂す、 大 
原 山に 葬る、 (鎭流 祖傳) 

ジヨ ー ヨ 誠譽  ロ テン 露天を 見よ、 

ジヨ 1 3 誠 泉 日  テキ サン 的 山を 見よ、 

ジ 31 レン 誠 蓮  一 •i o HI JL: 〔戒律 宗〕 京都 安樂 院の律 僧な 
$、 誠 運 俗姓は 藤 原 氏 冬嗣四 世の 孫な 6、 俗名は 俊 經と云 ふ 
出家して 戒律を 學 ひ、 受 具の 後敎を 諸宗に 問 ふ、 延文 年中 安 
樂浣火 災 R 罹る、 師 乙 れを 再興して 開 法し、 晚华辭 して 專ら 
淨業を 修 し、 永 和元坧 五月 二十 五日 寂す、 壽缺く  (本朝 高僧 
傅} 

ジヨ？ ギヨ 1 ィン 上 行 院二  チヱ-日 叙を 見よ、 

ジヨ ー シュン 上 俊 2 九 三 七〕 〔戒律 宗〕 大和 戒壇院 の 律 僧 
な 6、 上俊號 は阿實 越後の 人な り、 出家して 戒壇院 圆照 律師 
に 帥 事す 後 善 法院に 住す、 寂 ii' 缺く ，(本朝 高僧 傳) 

ジ ml;、 ン ml 上 生  ゼン チュ- 善忠を 見よ、 

;、ン ヨ 1 卜 .一 上 東  ジ ョ-ク y ィ靜 塊を 見よ、  - 
シヨ ー シヨ ー 上昭 〔臨 濟宗〕 和 模壽福 寺の 禪僧 
な 上 [IU 字は 寂菴 、姓 里 其に 未詳、 藏叟叟 R 師事し、 其 法 


(一八 六） 


書辭 名人 家 佛本口 


嗣と なる、 後、 宋 に 渡 $、 南 浦、 約 翁、 無 象、 樵 谷と 共に 虛 
堂 愚、 偃溪 聞、 介 石 明、 簡翁 敬の 諸老 宿に 參 す、 歸來大 休 念 
R 依う、 壽福 寺に 分 座し、 後'  出世して 藏叟の 後を うく、 晚 
年 松 鵠菴に 退 休す、 IH 和 五 屯 六月 十六 日 寂す、 壽八 十八、 勅 
謚宏 光禪師 と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

スの部 

スヱ キ須穴 :!ar: i =o J^  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の禪 僧な う、 
須益 字は 大菴、 ® 摩の 人な 6、 少 にして 福 昌寺竹 居に 投じて 
剃髮 す、 寶德 元年 六月 一日 器 之爲瑶 の 室に 入る を 許され、 法 
衣 並に 從上 相承の 圖を付 せらる、 寬正四 年長 門大寧 寺に 住し、 
應仁二 年 龍 文 寺に 遷り 、文明 二 年 耕 雲 軒に 隱 棲し、 同 五 年 三 
月 二十 二日 寂す、 壽六 十八、 臘五 十三、 大寧龍 文 二 寺に 塔す、 
法嗣全 巖朿 純、 爲宗仲 心、 平 室 安、 海 雲 道會、 泰伯康 、箕外 
需 糠、 道圓ぁ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ス ー ヱ ー 祟 永； j r2 u  S 洞 宗〕 遠 江 111 通 寺の 禪僧な 
ゥ、 崇永 字は 古山、 遠 江 周知 郡 飯 田莊の 人、 七葳 にして 大洞 

寺如忡 和尙に 依 6 童 役を 執り、 進 具の 後、 大輝 靈曜禪 師に師 

事して 法 1: 嗣ぎ 、遠 江圓通 寺を 主と る、 寺務 二十 餘年 、應仁 

元年 七月 十三 日 寂す、 壽六 十七、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ス ー キ崇 喜. 一九 八 H: 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪僧な 6、 

崇喜 字は 見 山、 上野の 人な 6、 祖 元元の 下に 大事を 了し、 印 

可を 附 せらる、 宋に 遊びて 諸老 宿を 歷 訊す、 後歸 朝し、 鎌 倉 

の淨智 寺に 住し、 尋て 京の 南禪 寺に 遷う 、道聲 益 高し、 天皇 


K- 須) KX 崇) 


勅 召 あり禪 要を 問 a /2 ま a 、 佛宗禪 師の號 を 賜 ふ、 後、 東 下 
して 常 陸の 三會 寺を 開き、 四 來の學 人を 引接す、 檀 越の 招に 
よ 6 信 濃の 輿 福 寺を 開く、 元亨 三年 六月 八日 金 峯の正 紹菴に 
寂す、 壽 不詳、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

K1 クウ ク 祟 廓 ( …… )〔眞 宗〕 豐前森 山敎覺 寺の 住持 
f,  崇廓 は陳 善の 上足に して、 九州の 學 徒を 領す、 當時僧 
鎔慧 雲の 二師と 併せ 稱 せらる、 沒後謚 して 窮達 院と稱 す、 嘗て 
繼 成天倪 二 師同國 にあぅて 英名を 擅に し、 邪義を 唱 ふるや、 
師之を 糾問して 大に 法を 輿す、 繼成は 小 倉 永 照 寺に、 天倪は 
中 津西淨 寺に 住した ぅと S ふ、 師の 著作に 大 經獨留 記、 六 ^ 
#助覽、旁觀正僞辐、各一卷、往生論註疏'注生耍集唯稱記 
起 m 論 義記筌 蹄. 各五卷 、二 卷鈔記 七卷 、幷に 安樂 集 覆 述若 
干卷 あり、 (淸 流紀談 、本願 寺通耙 、本願 寺 派學 事史) 

ス ー ゴン忠 示 一一  一ー ロ  ii fi: 一六 〔眞宗 〕 出 羽莊內 s 川 郡 鶴 岡 廣濟 
寺の 住持な 6、 崇言 は大實 院と號 す、 嘉永二 年 二月 二十 八 
日 (一に 二 十三 日) 擬講 となり、 六 年 以後 高 倉學 寮に 四 敎義集 
註、 法荼經 、易 行 品を 講 し、 安政 三年 二月 二 十六 日 寂す、 (眞 
宗 史料) 

ス 1 シ思 ^ 之  ショ-タィ 性岱を 見よ、 

ス 1 シン 坦亦信  ダ ヮッ セン 月筌を 見よ、 

ス ー シュ！ 祟 酋 ( . ) 〔曹洞 宗〕 長 門大寧 寺の 禪 僧な 

崇曾 字は 歡夫 、俗姓は 平氏、 長 門 大寧寺 大菴須 益の 法 
V- 嗣さ 、未た 出 - S に 及は すして 寂す、 (日本 洞 上聯燈 錄、' 

ス ー シュン 崇春 Hr 廷 〔臨 濟宗〕 日向 延命 寺の 開山な 
り、 崇春 字は 天澤と s ふ、 俗姓 生 國詳な らす 、笾長 寺雲蔡 和 


ス* 崇) キ—シ 


X ! ;;: 崇  y ^ i  チ 


x l ~-\ 崇〕 ^ 


六 

八 

二 


日： 

本 


家 

人 

名 


尙に 師事して 其 法を 嗣 く、 十九 歲東國 に 下うて 足利學 校に 學 
ふ、 時 {C 不閑 と稱 す、 後* 越 前に 遊び、 I 拍 上人に 師事して 內 
外 兩典を 究め、 四十 九歲 にして 日向 (C 入-^" 目 井の 延命 寺を 
開き 住す、 永祿 十二 年 同 寺に 寂す、 壽六 十一、 門下 R 南 rill 玄 
昌出 つ" (南 浦 文集) 

ス ーセン祟泉二.二 0: .^〔臨濟宗〕京都妙心寺 /> 僧な*^ 
崇泉 字は 亨仲 、小 ノ R して 出家し、 東 陽に 參して 宗旨の 奥義を 
究め、 旨を 奉して 妙 心 寺に 出世す、 大 永の 初年、 兩 [pi 尾張瑞 
泉 (C 住す、 天文 十八 年 四月 五日 少林 寺 R 寂す、 (延 寶傳 燈錄) 
ス ー チン № 1 珍 ( …… 〕 〔曹 洞宗〕 越 前 洞 源 寺 第一 代な 
う、 崇珍 字は 寶 山、 越 前の 人な う、 幼 (C して 出家し， 聖興寺 
に 於て 普濟に 敎を 受け、 久 うして 出て V 歷 遊す、 朝 倉 兵 庫 元 
勝 越 前に 洞 源 寺を 創建し、 師を招 さて 居らし む、 後 旨を 奉じ 
て 總持 寺に 住し、 盛んに 普濟の 道 1: 唱へ しが、 辭して 復洞源 
寺に 歸 り、 某 年 寂す、 壽缺 く， (日本 洞上聯 燈錄) 

ス i ブン祟 傳 三 一一 說 〔臨 濟宗〕 江 戶金 地院の 開山な 
り、 崇傳 字は 以心、 俗姓は 一色 氏、 紀 伊守秀 勝の 子な 6、 

南禪 寺の 長老に して 金 地院の 住持た 6、 德 川家康 に 侍して 常 

R 陣中に 扈從 して、 筆 札を 司 どる、 味方 原の 役" 敵 兵家 康の 

牙 營を襲 ふ •時に 左右に 侍する の士 頗る 少し.、 師 刀を 執 6 て 

鬪 ひ、 敵 首 三を 得 ^ ^'、 家康 之 1: 賞し、 黑星 三を 以て 徽號と 

な S しむ、 慶長 十三 年 召 3 れて 駿府 に 至う i 家康 に 謁して 命 

を 受け、 主として 諸 寺を 管し、 京都 所 司 代 板 倉 勝 重と 共に 諸 

事を 行 ふ、 十五 年 命に よ 6 て 駿府に 金 地院を 建て" 後 京都 

南禪 寺 R 亦 金 地院を 建つ、 十六 年 墨士哥 i 使を 遺して 通交を 


乞 ふに 方り， 師 召されて 其復書 立案を 命 せらる、 元 和元苹 足 
利 氏の 舊 制に 倣 ひ、 諸 寺の 僧錄 職を 命せられ、 元 和 五 年江戶 
に 地を 賜 a 金 地 院を增 上 寺の 傍らに 建立し、 寬永 三年 敕して 
圓 照 本 光 阈師ハ 號を 賜. ふ、 寬永十 年 一月 寂す、 壽六 十五、 師 
生前 家 康の寵 遇を 受 くる 乙と 最も 深く、 元 和 二 年 其 募す るに 
臨み、 本 多 正 純と 共に 召 S れて 枕頭に 伺候し、 秘密の 遺言 V 
受け /2 6と云ふ、又公家法度を初とし、禁中公卿に關する文 
書は、 多く 師の 手に 成る、 其 他 比 tj! 山 法度、 關東 古義 眞言 宗 
法度、 高野山 法度、 曹洞 宗法 度、 興 福 寺 法度、 七大寺 法度、 
關東 天台 法度、 智積院 法度、 關東 新義 眞言 宗法 度、 五山 十 刹 
諸 山 法度、 淨土 宗法 度" 淨土宗 西 山 派 法度、 眞言 宗法 度、 永 
平 寺 總持寺 增上寺 等の 法度 等" 一として 師の 手に 成ら 3 るな 
く、 武家 法度 案文の 如き も 亦 其の 筆に なれう と 云 ふ、 別 R 語 
錄 、日記 ぁう (史 徵墨寶 、寺社 奉行 記録) 

ス ー ト ー 5 f it u ニニ 〇 九) 〔臨 濟宗〕 尾 張瑞泉 寺の 禪 僧な 
崇透 字は 濟關と 云 ふ、 亨仲崇 泉に 參し て遂 R 印 可を 受 
く、 天文 十八 年 尾 張瑞泉 寺 ic 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (延寶 
傳燈 S  . 

スー プ祟 学； j;j •一. 5:: 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な'^ 
崇孚 字は 太股、 駿 河の 大守今 川 氏 親の 子な う、 幼 R して 京都 
建 仁 寺 R 入'^ 僧と なうて 雪 齋と稱 し、 西 堂の 位 R 居す、 大休 
和 尙の道 風を 慕 a 、 參問 久しくして 安 旨に 達す、 後 妙 心 寺に 
出 tli し、 駿 河の 臨 濟寺に 住す、 太守 4r 川義 元善德 寺を 創し、 
師 乞 請して 開 堂說 法せ しむ、 弘治 元年 十月 十日 臨 濟寺に て 寂 
す、 壽臘缺 く 勅して 寶珠護 M 禪 師と謚 す、 (本朝 高僧 傅) 


C 三 八 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


ス ー ボタ 出 示 睦( . )〔 臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の禪 僧な 

令、 崇睦 字は 天淳と 云 ふ、 月航玄 津に參 して 法を 嗣 C、 然 
れ とも 未だ 出世に 及ばず して 寂す、 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ス 1 ユ ー 0^  . …… ) 〔曹 洞 宗〕 周 防禪昌 寺の 禪僧な 
6、 崇祐は 其 俗姓 生 hi を詳 かにせ ず、 初め 久しく 周 防禪昌 
寺 慶屋禪 師に師 爭 して 信 衣を 得、 總持 寺 R 出世し、 次で 禪昌 
寺に 遷 る、 晚年 R 至り' 11] 中に 圆通菴 を 築 S て 退去し、 某 年 
寂す、 世壽缺 く、 法嗣に 聰徹 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ス彳ロ ク祟六  ii ll i  〔臨 濟宗〕 武藏 朿禪 寺の 開山な 
6、 崇六 字は 嶺 南と 云 a 、 俗姓は 守 永 氏" U 向飫 肥の 人な 6 
幼 R して 禪 門を 慕 a 、 郡の 角隱西 堂に 投じ、 學年 R 及びて 剃 
髮 し、 佐 土 原に 往 き* 定山慧 和尙に 侍し、 南北の 京に 遊び、 
差別の 敎を 聞き •駿 河淸見 寺に 至-^、 說心宣 禪師に 謁し、 復 
京都 R 歸 6、 大心 院に掛 錫し、 芳澤恩 和尙の 下に 參究 し、 印 
可を 付せられ、 妙 心 寺に 分 座す、 後、 東 遊して 江戶に 到*^、 
日向 飫 肥の 郡 主 伊藤 祐慶の 第に 投ず 、祐慶 待遇 甚だ 渥く’ 江 
戸 櫻 田 R 東禪 寺を 鄉 し、 師を 請して 開山と す、 出世して 紫 方 
袍を 賜 a 、 寬永 初年 妙 心 寺の 請に 應じて 開 法す、 寬永 二十 年 
七 rh 二十 七日 疾 R 罹う、 後事を 定州陶 禪師に 付し 安然と し 

て 寂す、 壽六 十一、 嗣法 二十 二人を 出し、 其 中 賜 紫の 者 五 人 

琉球 R 化を 擧 ぐる 者 一人 ぁう、 剃 度の 弟子 六十 餘 人、 明年 六 

月 勅 謚大天 法 鑑禪師 と 賜 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

スー ザ ン嵩山  コチ ユ-居 中を 見ょ、 

スーザ ン崔同 山  ド-シン 道 振を 見ょ、 

ス t オ ー 樞$ 羽  ミヨ-クワン 妙 環を 見よ、 


Ki 崇、 嵩、 樞) 


ス ー クシ ^ 狗子  ダイ ヶ V 大賢を 見よ、 

ニ ン雛道 人  シユ- ジク 宗竺を 見よ、 

スイ グウ ツ 水 月  n— 夕 V 朗湛を 見よ、 

スイ、' クジツ 、トー;、 ン ml 水 月 道塲  ジホン 慈 本を 見よ、 
スイ ダ ワゥ ロ  i ー  ン水月 老人  シ ri  I キ宗規 を 見よ、 
スイ サイ シ 水 才子  シ rl - H ン宗 淵を 見よ、 

スイ ウン ケン 翠® ^ 軒  チョ-ダ ワツ澄 月を 見よ、 
スイ ガン 翠一嚴  シ H  - ミン 宗眠を 見よ、 

スイ々^ > 睡愛 み  ショ- ソ紹 蘇を 見よ、 

スイ シン ^ ヨ 1 ソ ー 睡心 病叟 ニ チシユ -日收 を 見よ 
スイ 方*— W 私 羽  ゲン ロ元 廬を 見よ、 

X イム アン 醉 夢 ^ チョ- ク-澄 空を 見よ、 

ス 1 ン 邃印一 一 1: 九 〔眞宗 〕 豐後長 福 寺の 住持な-^ 
遂 印字は 晈 印、 號は鉢 堂、 東 本願 寺 末なる 山城 淀 願 成 寺に 生 
れ 、豐 後日 田 長 福 寺に 入 6 住す、 內外 の學を 究め、 尤阆 覺楞 
嚴 維摩の 諸經に 通じ" 兼ねて 禪を喜 ふ、 元祿 十二 年 五月 十七 
日 寂す、 壽缺 く、 (豐繪 詩史) 

スイ オ 1 遂翁ゲ ン -P 元盧を 見よ、 

スイ 5* ンシヤ 垂天社 ジン レ— 深勵を 見よ、 

ズイ X ンイン 瑞圓院 ニ チィ ニ 日怡 尼を 見よ、 

ズイ方 1 S 雄 (ニニ 三 三) 〔曹 洞宗〕 常 陸 芳全寺 第一 代な 
ぅ、 瑞雄 字は 威巖 、俗姓は 源氏、 定 利の 族な ぅ、 幼 ic して 
下野の 藥師 寺に て 出家 受 具し‘ 後 捨て、 禪に入 6、 良室榮 rr 
に 乘國 寺に て 參 し、 服 勤 十二 年" 心 要を 付 せらる" 天文 十四 
年 水 谷 正村久 下田に 蟠龍 山芳全 寺を 荆 し、 師を 請して 第一 代 

スユ蒭、 雛) スイ (水、 翠 、睡、 酔、 遂 、遂 、垂、 端」 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 八 六） 


♦スイ (瑞 才 trl!_ _ _  I 

とす， 天 ] H 某 年 正月 十三 日 寂す、 壽七 十八、 遺偈に 日く、 虛 
空銷殒 、大地 平沉 .•日 面 月面、 山 高 海深、 (日本 洞上聯 燈錄」 
ズイ方 — 藉私- 羽  シュン サク 俊 1 を 見よ、 

ズ イオーイン ^ 應院  - ーチヂ ニ 日 慈 尼を 見よ、 
ズイガ ツ Is 易 (.… …〕 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
6、 瑞曷 字は 末宗と s ふ、 紹喜に 師事して 法を 嗣 ぎ、 妙 心 
寺に 注す、 寂 年 及 壽缺 く、 (延寶 傅 燈錄) 

ズイガ ン瑞 J 嚴  ショ-リン 韶麟を 見よ" 

ズイガ ン s i 嚴  ドンゲン 曇埤を 見よ、 

ズイガ ン端 5 嚴  リユ-セ-龍 惺を 見よ、 

ズイケ 1 ^ 奎( . 〕 〔臨濟 宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

う、 瑞奎 字は 文 益と 云 ふ、 明叔慶 浚に 參して 法を 嗣 r' 寂 
年、 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ズ イ ケ 1  シ H  ~ ホ-周 鳳を 見よ、 

ズイケ ン瑞見 二 一 •七 ■八 〔曹 洞宗〕 周 防 瑠璃 光寺 第三 代な 
う、 瑞昆 字は 桃 岳， 備後 下見 氏の 子な り、 初め 全巖 m 純に 參 
して 其 法を 嗣き 、周 防 瑠璃 光寺 - R 住し、 第三 代と なる、 明 應 

三年每 門妙榮 寺の 金 巖を訪 はんとして、 萬 倉 鄕を 過き、 TF. 樂 

寺の 古趾を 再興し、 天 龍 寺と 更め. 稱 す、 筑 前の 原 田 其 金 龍 寺 

を荆 し、 師 請せられ て 開山と なう、 一年 餘に して 瑠璃 光寺に 

歸う 、永 正 十五 年 六月 二十 一日 寂す、 壽缺 く、 法嗣頸 巖珠瑞 

ぁう、 (日本 洞卜聯 燈錄) 

ズイコ 1 ’ 瑞光 0 1 三 七三 X 新義 眞言 宗〕 下野 命 蓮 院の學 僧 

f  瑞光 字は 智瑞、 鄕貫詳 な. らす 、正 德 三年 醍醐 山寬順 

僧 IH よ 6 秘法を 傳ふ 、著作、 醍醐 住 山 日記 五卷 あり、 (新 義眞 


ズイ (瑞) ケ ー 、 V 


言宗 史料) 

ズィケ ン TUJ 1P 建 ( . U 臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 

6、 瑞建 字は 立叔 、出家して 朋叔慶 浚に 京都 妙 心 寺に 參 し、 
遂に 其 印 可を 受く 、出世に 及ばず して 寂す、 其 年時缺 く、 (延 

寶傅 燈錄) 

ズ 1 ザ ン墻山 ( …… ) 〔淨七 宗西山 派〕 山城 誓願 寺の 住 
僧な う、 瑞山 字は 龍 空、 積峯慶 善に 師事して 淨土宗 西 山 派 
の學を 究め、 京都 安養院 三 河 山中の 法藏寺 等に 歷 住し、 後、 
洛東 誓願 寺に 主と な 0、 其 化を 弘 め、 晚年洛 南 深 草 眞宗院 に 
退隱 す、 寂 年、 及 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ズィシ ュ— 端 {示 ( . 〕〔 罾洞 寺〕 能 登興禪 寺の 禪 僧な 

う、 瑞宗 字は 幻 仲、 初め 講 席に 遊び、 後 鼎 庵宗 梅に 參 し. 其 
法を 嗣 ぎ、 總持 寺に 出 1U' し" 興禪 寺を 開く" 晚年周 防に 至 6 
瑞光院 に 居る、 寂 年缺く (日本 洞上聯 燈錄) 

ズィ シュン S 春 二 一 -t'l A: 〔曹 洞宗〕 豐前大 寧 寺の 禪 僧な 
-CN、  瑞春 字は 繁林 、出家して 諸老 宿に 徧參 し、 次に 足 翁 永 
滿に師 事し、 足 翁の 大寧寺 天 寧 寺に 歷遷す るに 從 a 、 往 きて 
衣 法を 付せられ、 天 寧 寺に 出世す* 喜 福 寺 及 a 筑 前寵昌 寺に 
主と なり、 永 正 十五 年 十二月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣威仙 
宗猊 ぁう、 (日本 洞 上 聯燈錄 ) 

ズィシ ヨ ® 一 初 (二 一九二) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺ハ禪 僧な 
り， 瑞初 字は 先 照、 功甫 支 勳 に 師事して 印 可を 受け、 天文 
の 初年 尾張靑 龍山瑞 泉 寺に 主と なる、 寂 年、 及壽缺 く' (延寶 
傳 燈錄)  . 

ズ ィシヨ 8 ィン 瑞 照院- ー チ ッ-二 日 通 尼を 見ょ、 


(五八 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


ズィ 、ン ヨ 1 F I  一ー  チ チョ— 日 潮を 見ょ 

ズ T セン 瑞仙 ( •.… ) 〔臨濟 宗〕 京師 相國 寺の 僧なら、 
瑞仙 字は 桃源、 號は蕉 雨，、 別 t: -- 一; 了と 云 ふ、 相國 寺 {C ちう 
て史記鈔十九册、易鈔廿四册を作る、 .% 5 
ズィ セン ^ 仙  一 5: 5: た 〔曹洞 宗〕 武 藏宗關 寺の 二 代な 
$、  瑞仙 字は 碧山' 由 井城 主大石 定久の 子、 木曾義 仲の 裔な 
6、 年 廿五歲 ，心 源 寺 玉 田に 投して 薙髮 し， 辭して 乾 晨寺自 山 
に 謁し、 終に 永 林 寺 一種に ょう、 再 a 心 源 寺に 歸 へる、 時に :; 3 
翁舜悅 主席 R あう、 師親炙 して 印 可 5: 蒙む $、 永 祿七眾 郡の 牛 
頭 山に 入 6、 神 護 寺の 廢趾に 居る、 城主 北 條氏照 殿堂を 修 し、 
師更 めて 禪寺 とし、 名け て宗關 寺と 云 a 、 瑞翁を 請して 開山 
とし、 自ら 次位と なる、 天 正 元年 席を 續きて 主と なる、 晚牢 
華 嚴院に 逸老 し、 同 十四 年 二月 二十 一日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 
谿州達 翁 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ズィ タン 瑞潭一 一 jj g? 〔曹 洞宗； 一甲 斐廣嚴 寺の 禪僧な 
6、 瑞潭 字は 菊隱 、但馬 城 崎 郡 上 杉 村の 人、 ^ 姓 荒木 氏な 
$、 父に 從 s て 越後に 往 き、 十六 歳同國 の 雲 門 寺 鼎 山に 投し 
て薙 髪し、 京都 {C 入う、 大德寺 日峯に 參 し、 奉 侍 三年、 時の 
諸老に 徧參 せ S る Z: となし、 廣嚴寺 一華 文英に 謁し、 參究二 

年を 經て 、遂に 印 可を 蒙る、 後、 一華 甲斐 永昌 寺に 遷 る、 時 

に師隨 待して 性き、 後に 其 席を 踵き、 永 昌寺を 主と る、 檀越 

の 乞に 應して 甲斐の 善應寺 •武藏 の瑞泉 寺を 開きて 其 開山と 

なる、 永 正 九 年 丹 波の 永澤 寺に 住し、 後辭 して 歸 へう、 大永 

四 年 十二月 八日 廣嚴 寺 R 寂す/ 壽七 十八、 臘六 十六、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 


ズイ ( 瑞) セ！. 夕 


ズイテ 1 S 賴 ( . 〕〔 曹 洞宗〕 常 陸 E 法 寺の 開山な 

6、 瑞禎 字は 祥 山、 明 室 支 浦に 參じて 法を 得、 玄 浦の 寂 後 
席 r 繼きて 多寶 寺に 主と なる、 晚年正 法 寺を 荆 し、 某 年 寂す、 
壽缺 く、 法 嗣獨峰 存雄ぁ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ズイ 、ト ー 瑞堂  シヨ— シ ユ ク紹肅 を 見ょ、 

ズィ ホー 瑞龐二 一一 一 ? 5 〔曹 洞 宗〕 li 門大寧 寺の 禪僧な 
$、  端龐 字は 奇 伯、 肥 前の 人、 十一 歲叫鑑 を 禮して 落髪し、 
出 遊して 長 門大寧 寺に 往き 、足 翁に 見ぇ、 未 / 2 契せ ず、 辭し 
て 近江翫 月菴 ic 住き、 慶文 長を 訪 ひ、 止まる こと 二 年、 又 長 
門に 皈り 天甫存 佐 (C 參し 、其 嗣と なり、 It : 席を 補して 長 門大 
寧 寺に 主と なる、 大永六 年退隱 し、 玉 雲 寺に 隱 る、 天文 十六 
年 七月 七日 寂す、 世壽 八十 五、 臘七 十五、 法 嗣助 翁永扶 、大 
用宗 俊の 二人 ぁ $、( 日本 燈上聯 燈錄) 

ズィホ —瑞 方 ii ^I 〔曹 洞宗〕 若 狹空印 寺の 禪僧な 
ぅ、 瑞方 字は 面 山、 俗姓は 今衬 氏、 肥 後 三 島の 人な 6、 元 
祿十 一年 十六 歲に して 得度し、 流 長院遼 雲に 師事す、 同 十三 
年 泰勝寺 性 天の下に 臨 濟錄を 聞く、 翌年 湛堂 律師に 梵網經 を 
聞く' 同 十六 年 江戶靑 松. 寺 {C 掛 錫し、 卍 山 白、 損 翁 益に 見 ゆ 
次に 德翁 高 R 見 t て 示 誨を受 く、 同年 八月 損 翁 為 奥州に 歸へ 
る、 師隨 侍して 恭心院 に 留 る、 寶永二 年 正月 遍 く關苋 の 尊 宿 
を 問 訊す、 三月 仙臺 に歸 へぅ、 損 翁 益に 事 ふ、 親しく 法脉を 
付せ ら る、 中陰 畢うて 後、 東 昌寺隱 之 顯に隨 ふ、 翌年 江 月 靈 
雲 寺慧光 律師よ 6 秘密 三味 耶戒を 受 く， 夏 相 模老梅 菴に留 る 
寶永六 年 正月 東昌 寺に 歸 6、 大藏經 を 関す'  享保四 年 肥後禪 
定 寺に 住して 結 制し、 六 祖檀經 を 講 す、 十四 年泰 ?,- 狹空印 寺 


ズィ (瑞」 チ：： ホ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 八 六） 


ズイヘ 瑞) ホー^ ン 


に 住す、 寬保 元年 永 福菴に 幽棲す、 m 和 六 年 九月 建 仁 寺西來 
菴に寓 して、 微疾 ぁ- N、 同月 十六 日 寂す、 壽八 十七， 臘 七十 
二、 永 福菴に 葬む う、 老梅 塔を 越つ、 法 嗣二 十七 人 ぁう、 師 
初め 泰勝寺 性 天の 臨 濟錄を 聞き、 次に 正宗 賛を 聞く、 日夕 精 
硏し 、徹夜 眠らす、 遼雲 之を 嫌 a lnr 責 すれと も師肯 せす、 遼 
雲 一朝 巡察す るに 點燈 未 / 2 減せ す" 驀然柱 杖を 携へて 突入す、 
師篋 中に 匿る、 遼雲亂 打して 篋碎 く、 翌朝 師偈を 作う 方丈の 
扉に 貼す、 日く 熟 似ョ祿 山 穿，， 鐵壁 、曉大 活棒謾 雲 門  ' 打 注 打沒 
祖師 意、 何說 老婆 望，， 子孫、 と 遼雲大 に 怒りて 擯 出す、 師 深く 
懺 謝して 漸く 赦 3 れた りと 云 ふ、 著作、 永 平 得度 畧 作法、 吉 
祥 草、 天童 如 淨行錄 、釋氏 洗淨 法、 洞 上唱禮 法、 梵網素 本 口 
訣 、洞 上 夜 明 簾、 寶鏡 三味 吹唱、 續唱禮 法、 羅漢 講式 、天童 
淨禪 師事 略、 諸 堂 安 像 記、 得度 或 1 r 句中玄 、普 勸坐禪 儀 聞 
解、 龜鑑文 聞 解、 典 坐 敎訓聞 解、 各一卷 、學道 用心 集 聞 解" 
衆寮箴 m 聞 解、 羅漢 應驗傳 、茗州 永 福和尙 說戒頌 古、 稱提建 
撕 記、 永 平 家訓、 觀音懺 法、 各二卷 、洞 上 僧堂 淸規 考訂 、大 
智禪師 偈頌聞 解， 各三卷 、洞 上 僧堂 淸規 行法鈔 五卷、 正 法眼 

藏涉典 錄十卷 、正 法眼 藏聞解 若干 卷ぁ う、 (年譜、 續 日本 高僧 

傳 、近代 名家 著述 目録) 

ズィホ IV ン JS 法院 i ー  チジュ ーー 日壽 尼を 見ょ、 

ズ r ヨ瑞塽 二 一一 一 18 〔臨 濟宗〕 某 寺の 學僧 なう、 瑞瑛 

字は 玉 崗號は 九 華と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず 出家して 臨 濟禪を 傳 

へ、 怫 儒に 兼 通し、 殊に 漢詩 文を 以て 聞 ゆ、 下野 足 利 學校第 

七世學 頭と なう、 天 正 六 年 八月 十日 寂す、 壽七 十九、 (寒 松 稿) 

ズイ リユ.- イン 瑞龍院 ニ チシ rl - i 一日 秀 尼を 見よ、 


ズイ 「隨' >k-i プ 


ズイ オー 隨應二 三 〇 二 〔淨 土宗〕 信 濃法藏 寺の 僧な 6、 
隨應は 還 蓮 社 本 # 直 至と 號す 、俗姓は 勝 田 氏、 江戶の 人な ぅ 
林 長に 師 ii- して 宗乘を 究め、 信 濃法藏 寺に 主と なる、 寬永十 
九 年 六月 八日 寂す、 诋壽詳 かならず.. (淨 土總 系譜) 

ズイオ I 隨奴羽  シ rl ンヱッ 舜悅を 見よ、 

ズ 1 カン 隨巖 —: 一 ~: i : ハ 〔淨土 宗〕 江戸 幡隨院 第二 代な 
6、 隨巖は 呼 蓮 社 阿 譽と號 す、 智譽 上人に 師事して 慶長七 
年 十一月 十四日 璽書を 授けられ、 幡隨院 第二 代と なる、 寬永 
十三 年 十二月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜 鎭流 祖傳) 
ズ v sf ml 隨行  ジ ri ン、 ノ順 波 1: 見よ， 

ズイグ ウン 隨願 ( . 〕 〔淨土 宗〕 某 寺の 僧な-^、  隨 

願は 大 隅の 人な 6、 德行 甚だ 高し、 聖 光の 道譽を 崇敬し、 淨 
土 門に 入 6 化を 助く、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳、 淨十總 
系譜) 

ズ T シン 隨心一 丸 セ 四 〔淨土 宗西山 派〕 山城 雙林 寺の 僧 
f,  隨心 字は 國 阿、 號は直 空と 云 ふ、 播 磨の 人、 俗姓は 安 
氏、 苢 崎の 城主 一利の 子、 俗名は 國 明と 云 ふ、 文 和 四 年師四 
十二 歲に して 發心 出家し" 澤阿に 師事して、 淨土宗 西 山 派の 
學を修 し、 洛 Ml 靈山 1F. 法 寺、 及 雙林寺 等 R 住して 門 業を 張る、 
寂 年、 及 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ズ イシヨ ロ 1 隨處樓 タィ ゼン 泰禪を 見よ、 

ズイジ ヨ 1 隨乘  タン H 湛慧を 見よ、 

ズイタ キ隨的 ニー ーー o -t: 〔浄土宗〕 伊勢 一行 寺の 開山な 
ぅ、 隨的は 典 蓮 社 忍譽 と號 す、 阿 •# 上人の 法を 嗣ぎ 、伊勢山 
田の 一行 寺、 及び 淨林院 を 開く、 正 保 四 年 九月 七日 寂す、 壽 


(七 八 六） 


書辭 名人 家怫 本日 


缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ズイ 隨道  ゲン セ-元 晴を 見よ、 

ズイ F— 隨道  リョ-タィ 良 it を 見よ、 

ズィニ ョ 隨如  ギョ 丨 ョ丨堯 庸， V〗 見よ、 

ズイハ 隨波ーーーーー|^〔淨土宗〕江戶增上寺の第十 /\ 代な 
A 、 隨波號 は定譽 、浴 姓 藤 原 氏に して 筑前 槽屋り 人， 藤 原 端 
山の 子な 6 、(一  說江戶 に 生る 父は 麾下の 士蜂屋 氏と、- 幼よ 6 
聰審な り、 慶長 三年 鄕の 長德 寺 {C 入ぅて 出家し， 其 後 義學に 志 
し、 檀 林に 投 し， 關 東の 學匠を 訪ぅて 論塲を 重ね、 幡隨 上人 
に 服し、 師事す る i 數年 にして 圓戒 を受 く、 又 源 譽觀 智國師 
に從學 し、 上野 國館林 善導 寺に 職を 奉す、 去て 諸国に 遊び、 
武藏小 塚 原 誓願 寺の 廢亡を 興し、 駒 込に 常 泉 寺を 開き、 小石 
川に 玄覺 寺を 建つ、 寬永二 年 命に 依 6_傳 通院に 住し、 龍 閑 寺 
を 神 田 龍 閑 町に 開く、 同 十一 年 三月 增上 寺の 第 十八 代と なり、 
同 十二 年 正月 北 谷に 瑞花院 の 廢絕を 興し、 再建 改修す、 同年 
九月 十日 寂す、 壽七 十三 ( 鎭 流祖傳 、三緣 山 志) 

ズ イヨ 隨譽二 三 五 四 〔淨土 宗〕 筑後榮 長 寺の 中興な ぅ、 
隨譽は 筑後嘉 摩 郡 幸 袋の 人な 6、 傳譽に 就て 剃髪し， 廣譽順 
長に 師事して 其 法を 嗣 r、 後锶 里に 皈ぅ 、目 尾 村榮長 寺に 住 

して 中興 祖と なる、 元 祿七年 十一月 二十 九日 寂す、 世 壽缺く 

(淨 土總 系譜) 

ズ イヨ 隨寒 1=1 ゲ V サツ 支 察を 見よ、 

ズ ィョ 隨譽  タン キ ユ丨單 3 及を 見よ、 

ズイヨ 隨 # リョ-タツ 了 達を 見よ、 

ズイ ml 隨庸二 三 四 レ 〔眞宗 〕 山城 佛光 寺の 第 十九 R な 


ゥ， 隨庸は 二條 攝政康 通の 猶 + にして、 堯然二 品 親王を 戒 
郎とな し、 僧正に 圧す、 書 書を 善し、 寬文 年中 後水尾 法皇の 
院： 一 日 一を 蒙 6、 後醍醐 帝 宸翰 祖傳繪 及詞を 寫して 之を 奉る、 甞 
て 本願 寺に 傚 a 、 文章 廿九 章を 著し， 法要を 和述 して 門徒に 
授く 、俗に 廿 九日 御 » とい ふ、 元 祿二年 三月 廿 九日 寂す、 壽 
缺 く、 良 正 院と號 す、 (本願 寺 通 耙) 

ズィ リユ ー 隨流 ijij i:- へ 〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 僧な 
ぅ、 隨流 は肇 蓮. 1!;!: 源 # 一法と 號 す、 山城 山 科の 人、 雲 潮 虎 角 
に 師- 事して 法を 嗣ぎ 、大に 唱導に 妙を 得た 6、 初め 上總撿 見 
川 善 勝 寺を 創して 開山と な 6、 後生 實の 大巖 寺に 柱し、 第 四 
代と なる、 又 鎌 倉 光明寺 R 住し、 越 前 福 井の 運上 寺に 遷 る、 
晚 年大嚴 寺に 皈 〇、 寬永 十三 年 十月 二十日 寂す、 世壽缺 く、 
師 生前 江 戶赤坂 龍 泉 寺を 荆して 其 開山と / 1 る、 門下に 世に 傑 
岀 したる 者 多し、 (淨 土總 系譜) 

ズ -T リユ 1 シ隨流 子 シュ- ギョ- 宗堯を 見ょ、 

ズィ レン 隨蓮 ( . )〔 淨 土宗〕 祖源空 上人の 高弟な 

i  隨蓮俗 姓 生國詳 ならず、 源 空 上人に 師事して 淨土敎 を 
受 く、 上人 讀岐に 流 S るるに あた ，リ、 隨從 して 俱に W 難す、 
上人 滅後 京師 (C 在ぅて 淨土 敎を弘 通す、 示 寂の 年月日 缺 く、 
(淨 土傳 燈錄) 

ズィゲ ン 源 二 一 A- 0- 〔曹 洞宗〕 奥州 輪 王 寺の 禪僧な 
蘂源 字は 天 初、 奥州 太守 伊達 持 宗の子 十五钹 得度し、 
敎部を 習 S、 衿 耕 雲 寺 周剛宗 M に參 し ty] 應七 年輪 王 寺に 出世 
し、 耕 雲 寺 光明寺に 歷遷し 大永四 年 五月 十四日 寂す、 壽 七十 
四、 (日本 洞 上聯燈 錄 3 


ズィ (隨 /Aim  ズィ (隨 蘂) 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 八 六） 


セ C 施キ ：1 み  セ「施)_罗’世、§ 


セの 部 

セキ ml 施嘵 (一四 ix . ) 近 江梵釋 寺の 僧な う、 

施曉 俗姓 不詳、 延曆の 頃# 德を以 て 顯 はる、 桓甙 天皇 近 江 梵 
釋 寺を 建立した ^ ふに 際し、 請せられ て 住持と なる.. 延較 十一 
年に 上奏して 日 ふ、 竊以 眞项 無二、 帝道 惟一、 敷 化 之 門雖 k 異、 
覆 載 之 功 乃 同、 故 衞 ，， 護 萬 邦 —'* 唯資 ，， 於佛化 『弘 = 隆三寶 ，靡， 非 = 
帝 功？ 又 夫 沙門 釋子 三界 旅人、 離 k 家 離 k 鄕 、無 k 親、 無， 族 或 
坐，， 山林， 而求 k、 或 蔭 _| 松柏， 而思 ヒ禪、 雖 ，有 =1 避 k 出 k 之 
操、 不 .■忘 護“國 利 k A 之 行 — > 而 粮粒罕 ，得、 飢餓 常 切， 伏 望 本 
州國分 之 供 分-給 彼 所 - ■» 然則緇 徒 得， I 不 ，虞： rfn 修 『聖 恩 有，， 不 ，督 
而 化？ 云々、 灭 上奏して 日 ふ 山背 之民秦 氏、 及 男女 等 三十 一 
人— 寶龜 三年， 迄 xr 毎歲 春秋 悔 k、 修練 其 精 誠實可 k、 伏 
願 天 慈 賜 k 度、 又旌 k 善 之 一 化 也、 云々、 即ち 同年 4C 勅して 田 
百 畝を 梵釋 寺 R 納れ たま a 、 後田 千 fvt 封 五 千戶を 納れて 修營 
の 費に 備へ たま ふ、 されば 施 曉 k ょりて 梵釋 寺大に 興れ 6、 

延曆 十三 年 律師と なう、 同 十六 年 ] R 月 十四日 少 僧都と なる、 

示 寂の 牢時缺 く、 (七 大寺年 表、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

セへ-- 施 平 2 四 八 七) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學僧な 6、 

施 平 其 牛 ■國 俗姓 詳か ならず、 天 長 四 年淳相 天皇 藥師佛 像を 作‘ 

う、 蓮華 法 曼荼羅を 金 書し、 宵 中に 法會を ，設け 供養 慶讃 した 

まふ 時、 空 海、 豐安 、截榮 、明 福 等と 共に 法を 論じ、 優 賞を 

賜は る、 某 年 元 興 寺に 寂す、 壽缺 く， (本朝 高僧 傅} 

セ ムイ イン 施 無畏院  ククン カイ 寬 海を 見よ、 


セム イイ ン 施.^院コ  -シン 興 信を 見よ、 

セみ リ mi イン 施 姐 貨里 院シ ョ-キ 犁基 を 尾よ、 
セデン 世 源  一 AA A-;l 一一 一 〔臨 濟宗〕 相 模建技 寺の 禪 僧な.^、 
世 源 字は 太古、 常 陸の 人な $、 初め 亢庵和 何に 參 謁して 省し 
其 下に 在る 乙と 十 年、 後怫光 禪師に 見 ゆ、 禪師 香嚴擊 竹の 偈 
を 擧す I 師 未だ 契 悟せ ず、 禪師 の M 福 山に 遷れる 後、 相從げ 
て 益 工夫 參究 し、 遂ひ R 廓然契 悟す、 謁を作 $ 呈す、 C 鞍 破 
處脚頭 穿、 纔到 k 家 時 洗 k 脚 眠、 昔日 柱 成 = 岐路 泣 -'* 今朝兒 得 火 
中 蓮、 即ち 第一 座 R 推 S る、 永 仁 年中 光 福 寺に 住し、 尋 いて 
萬壽建 長 寺に 歷 住す、 後 巨 福 山中に 向 h 菴を搆 へて 屛 居し、 
元亨 元年 九月 廿 五日 寂す、 壽八 十九、 勅謚 _ 一  禪 師と云 ふ、 
(延寶 傅燈錄 、本朝 高僧 傳) 

セゴー 世 j 象 一八. i: 〔眞言 宗〕 京 郡 仁 和 寺の 僧な 6、 

世 豪 本の名は 範覺 •靈夢 に ようて 今の 名に改 む、 筑前刺 史藤原 
基實の 子な $、 仁 和 寺に 居うて 寬助に 從 a 、 密数 を學 ふ、 甞 
て 觀慧を 超ぇて 胃 進せ しを 以て 高野山に 斥けら る、 眞 譽阿闍 
梨は 師と ini 學な 6、 先に 山中に 隱 る、 師 逢 a て 共に 道を 修 す、 
大治五 年 僧都 {C 任し、 仁 平 三年 四月 某日 寂す" 壽歃 く、 (本朝 
高僧 傅} 

ゼアン 是巷 ( . )〔 臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 僧な 6、 

是菴は 其鄕貫 師水詳 かならず、 相阈 寺に 住し、 書を 能くし、 
瀟洳 八景を 書 さて 其 名を 知らる、 (本朝 書 史 、鑒定 便覽) 

ゼウ ン是： 雲 二 三 三 ^: 〔浄土宗〕 煳防實 扣院の 開山な 6、 
是 雲は 典 # と號し 、俗姓は 佐々 木 氏 出 雲 松 井の 人な う、 fi;- 
を 潮 龍 ic 嗣 ぎ、 周 防岩國 K 實相 寺を 開きて 住し 延：貨 四牮十 


(九 八 六） 


書辭 名人 家佛本  日 


月 七日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

、セ X 1 日疋英 二 〇: 三 A: 〔臨 濟宗〕 相槙 圓覺 寺の 禪僧な う、 
是 英字は 傑 翁、 俗姓 不詳、 早 年 相 摸の 大度 寺に 入う、 菴貫禪 
師を拜 して 得度し、 尋で 圓覺 寺に 入う* 東 峰 川、 大川 通に 師 
事し、 元弘 三年 甲斐の 心經 寺に 出世す、 貞和觀 應の間 長谷寶 
福 二 寺を 開く、 出 羽の 資福 寺、 相模 の大廣 寺、 淨智 寺、 圓覺 
等 寺に 歷 住す、 永 和 四 年 三月 十二 日 圓覺寺 中歸源 菴に 寂す" 
勅 謚佛慧 禪師と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

、セガ ィ是海  一ー ノツシ rl I 徹 周を 見よ、 

、セ ゲン 是還  クワク ド— 廓 同を 見よ、 

ゼ 、、ノン 是心  一一  _  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 なう、 
是心其 俗姓 生 國詳か ならす、 文 永 三年に 生れ、 十四 歲三 井寺 
に 入う、 剃髪して 後 佛乘を 究めし が、 專修 念佛の 道に 入う、 
名を 向 阿と 更， ir 、 延元 元年 六月 二日 寂す、 壽七 十一、 (三 井績 
燈 記) 

ゼシ ン是心  クフ ィソ ン快存 を 見よ、 

、セ シン 是心  シ m 1 ケン 詩 賢を 見よ、 

ゼシン 是 c  ニ チソ- 日 相を 見よ、 

、セ シン 是心  ニ チ ニ ヨ日 如を 見よ、 

、セ シュン 是春  ク ワィカ ソ快 侃を 見よ、 

、セ、 ン 3 *— 日疋生  ニ チシュ ツ日 出を 見よ、 

セ タン 是湛 ii§ ?= 〔淨土 宗西山 派； 一京 師東 山禪林 寺の 

僧な 6、 是湛 字は 靈 空と 云 ふ、 父は 佐 久間義 道、 母は 加 藤 

氏な- N、 尾 張 熟 田に 生る、 九歲 家塾に 入うて 四書 等を 素 讀 し、 

十三 歲 伊勢 大 井寺に 至-^ 鐾空 上人に 就いて 得度し、 內外の 


典を 學ふ 、十七 歲尾 張正覺 寺に 入うて 學を 力め、 二十 一歲炬 
範 上人ょ 6 法を 傳ヘ 、二十 四歲洛 西報國 山に 至う、 絕道 上人 
に 師事し、 二十 七 歲聖來 山に 遷 6、 普及 上人に 依う、 大小 性 
相の 學を受 く、 三十 九歲大 井寺に 入う、 鑒 空 (C 師事し、 五十 
一歲 請に 應して 桑 名 浄土 寺に 住す、 享保八 年 五穀 登らす、 師 
米 三百 餘 石、 銅 錢 二千餘 貫を 救與 し、 大 施主と 稱せら る、 五 
十八 歲請 に應 して 東 山禪林 寺に 住し、 紫 衣を 賜は 6、 宮中に 
參 候し、 天顏を 拜 す、 同年 東下將 軍 (C 謁す、 六十 八歲 信行菴 
に 退隱す 、後、 京極佛 光寺に 入 6、 寬延二 年 八十 四歲 にして 
寂す、 著作 西 山上 人傳 報恩# 七卷 ぁう、 (靈空 上人 傳 .蓮 門經 

置) 

ゼ 5* ツ 是折口 こ •一 •一 1: 三 〔浄土宗〕 江戸 重 願 寺の 開山な う、 
是哲は 本 蓮 社 願 譽と號 す、 下總の 人、 俗姓は 椎名 氏な 6、 州 
の 光 泉 寺に 入うて 剃髪し、 普 光觀智 國師に 師事して 宗 學を禀 
く、 江戶本 所に 重 願 寺を覜 す、 明 曆二年 十二月 七日 寂す'  壽 
詳か ならす、 (淨 土總 系譜) 

ゼデン 日疋傳 二 1:. 一1ー ハ 〔淨 土宗〕 駿 河照久 寺の 開山な $、 
是傳は 相 譽と號 し、 出 雲の 人 其 俗姓 詳か ならず、 隨波に 師事 
して 法 •を 嗣 f 、 駿河久 能に 照久 寺を 鄉 す、 寬文六 年 十二月 十 
八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゼトン 日疋 © - : •一； C; 一 〔曹 洞宗〕 武藏 龍 穩 寺の 禪 僧な 6、 
是暾 字は 朝 谷、 俗姓 生國詳 かなら す、 永 源 寺大鐘 良賀に 師事 
して 法を 嗣 き、 武 藏龍穩 寺に 住す、 慶長七 年 十一月 二十四日 
寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

'セ 早 ン日疋 妖 心 ニ チ シュン 日 春を 見よ、 


ゼ (是 }ェ —夕 


ゼ (是) テ.- 芋 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇九 六) 


ゼ (是) セ 人 誓) 


ゼホ ー 是法 ( . ) 〔 淨土 宗〕 某 寺の 僧な $、  是 法は 

俗姓 詳 ならず、 內外 の學に 精し、 且つ 世事に 染まず、 吉 田の 
兼 好 法師 等に 交う、 和歌に 思を 述ぶ 、其 作 新 千載 新 後 拾遺 集 
に 載た 6、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳) 

セ— 夕莖 B 阿 (二 五 二 三) 〔淨 土宗〕 京都 知 恩院第 十二 代な 
う、 誓 阿は 圓智に 師事して 法を 嗣 ぎ、 其 席を 受けて 知恩院 
に 住す、 文中 三年 七月 十九 日 寂す 壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 

セ 1 ガイ 誓 海 ^ ii ハ 〔眞宗 〕 山城佛 光寺の 第五 代な 
$、 誓 海 一名は 願 念と S ひ、 佛 光寺に 住す、 正 和 五 年 五月 廿 
六日 寂す、 壽 五十二、 (本願 寺 通紀) 

セ ー ガン g s 石 Z:: 二 3:: ハコ j  〔淨 土宗〕 三 河 松應寺 第三 代な 
う、 誓 岩は 光 蓮 社 演譽昌 馨と號 す、 俗姓は 内 藤氏 三 河の 人 
な $、 貞鈍に 從つて 淨土敎 を學び 、初め 州の. 松應 寺に 住し、 後 
奧川飯 野の n 善昌 寺、 及び 總州佐 貫 勝隆寺 等を 沏 して 開山と 
なう、 慶長八 年 七月 十四日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣宗呑 ぁう、 (淨 
土總 系譜) 

セ ー シン 誓眞 ii 8§ 〔淨 土宗 ：一 安藝 光明 院の 僧な り、 

誓眞 俗姓は 村 上 氏、 伊豫 國務司 城主 村上賴 冬の 後裔な 6、 家 

道 衰微して 安藝 廣島 大工 町 R 移り、 白米 商と なれう、 一夕 婦 

人の 店頭に 來 $、 一領の 着衣を 出し、 白米に 易 へん 乙と を 乞 

ふ、 乃ち 其 衣を 撿す るに 猶溫氣 ぁう しかは、 異しみ て 其 故を 

問 ふ、 婦人 日 ふ、 妾 明朝 米の 炊ぐべき ものな し、 因て 今 小兒の 

眠れる を 伺 a 、 着衣を 褫 ひ 來 $、 一時の 急を 凌かん とす、 と、 

師其實 情を 聞き、 頓 かに 世 味の 冷 凄なる を 覺え 、奮然と して 

意を 決し、 嚴 島 R 奔 6、 光明 院了單 和尙の 室に 入うて 剃 度す、 


セ J 誓} タ ー …  .  _ 

時に へ 一十 五歲 なう、 爾來苦 修鍊行 を 事と し、 神 泉 寺に 住し、 道 
化 高し、 師嚴 島の 地 狭隘に して、 人口 稠密に 過き 皆 生計 R 苦 
しめる を 見、 百方 苦心し 自ら 山林に 入りて‘. 竹 木を 採う、 念 
佛誦經 の 傍ら， 刀 鋸を 執うて 種々 の 器具を 製し、 島中の 諸人 
に 其 製造を 勸 獎敎授 し、 遂に 島中の 人 K 耕 職を 知らず して 衣 
食 足る に 至る、 又飮 用の 水に 乏しき を 憂へ" 四方に 行 乞して 
工費の. 料を 積み* 井十ヶ 所を 鑿ち て 諸人の 用に 供す、 其 他 道 
路 溝渠 堂廟 等を 修 し、 專ら 心を 公 供 R 盡 す、 藩侯 師の 功勞を 
賞して 物を 賜 ひ、 且つ 命して 藝備孝 義錄に 其 事績を 錄せ しむ、 
寬政 十二 年 八月 三日 突然 廣 島の 生家に 歸う 家人に 永訣して 
日く" 吾命纔 かに 四日な 6、 と" 果して 六日 R 至う 病な くし 
て 寂す、 壽五 十九、 人々 驚 S て 神 泉 寺に 訃を 通ぜ しに、 同 寺 R 
留めた る 一 匣 中に、 已れの 葬具を 悉く 備へて 收めぁ 6 しと 云 
ふ、 (碑文} 

セ ー タツ 莖 in 達 ( . 〕 〔淨土 宗〕 尾 張 善 住 寺の 開山な 

P,  誓 達は 音 蓮 社 潮 譽と號 す、 俗姓は 田 中 氏、 尾 張 愛知 郡 
の 人、 廓 呑に 就て 剃髪し、 東漸 寺 順 長に 師學 して 法を 嗣 ぐ、 
御 里 本 地 村に 皈うて 善 住 寺を 開く、 寂 年壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セ 1 ハン 莖日般  一一 •二 六 二 〔淨 土宗〕 武 藏月宗 寺の 開山な 
$、 誓 般は乘 蓮 社 敎譽法 林と 號す ，別に 自ら 無月と 云 ふ、 其 
俗姓 生國詳 かならず、 感譽に 就て 剃 髮受 業し、 又淸巖 に 從つ 
て 宗乘の 奥義に 達す、 岩付淨 國寺騎 西大英 寺 R 住し、 共に 第 
二 代と なる 後 武藏笠 間月宗 寺 1: 建て、 開山と なり、 慶長七 年 
六月 二十日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セ 1 ヨ 抵一日寒 (=| -: = _: 一 ^: 〔淨土宗〕駿河亨德寺の開山な6、 


(—九 六） 


書辭 名人 家佛本 日 


誓譽は 江 戶西久 保の 人" 其 俗姓 詳か ならず、 知 童に 師事して 
宗乗を 究め、 駿河富 士郡栗 倉に 亨德 寺を 開く、 延寶二 年 七月 
十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セ ー ヨ 誓譽 .キョ-テ  >  曉 天を 見よ、 

セ 13 誓譽 ナン テキ 三 笛を 見よ、 

セ ー n 一莖日 眷 ザゾ レ- 殘嶺を 見よ、 

セ ー ヨ 罾 口#  デンズ ィ傳隨 を 見よ 0 
セ i ン勢緣 (  一七 三 四) 〔眞言 宗〕 伯耆某 寺の 僧な 卜 V 
勢緣 は、 出 雲 能義北 郡の 人な う， 少 にして 出家し、 眞言を 尊 
隆嚴範 二 師に受 習し、 後、 兩界 法を 受 く、 晚年 寺を 伯 香に 建 
て、 移住し、 承 保 年中 八月 十八 日 寂す、 壽缺く (新修 往生 傳) 
セ 1 クワン 勢觀  ゲン チ 源智を 見よ， 

セーゾ 1 勢增 2 七 九 四) 七條佛 所 佛エな う" 勢 增は康 
助の 弟子な う ( 一 說に は賴 助の 弟子と S へう)、 崇德 天皇 長 承 
三年 R 仁增 と共に 東 寺の 二王を 作る ■(大 佛師 系圖) 

セ 1 3 勢譽 E: 一 5; 一  r 眞言 宗〕 高野山 文殊 院の 僧な $、 
勢譽 字は 宗淳 、號は 可 中、 俗姓 阿部 氏、 和 泉の 人な り、 出家 
して 高野山に 登 6、 ■行人 方と なう、 興 山寺 應其の 後を 繼きて 
同 寺 二 代と な 大 {C 行人 方の 勢力を 張る、. 慶長 十七 年 三月 

廿 三日 輿 山寺に 寂す、 壽缺 く、 (高 野 春秋、 南紀 M 雅集) 

セ lm 勢擧 1=1 クテ- 愚 底を 見よ.* 

セ 1 シン 制 心 j ii i ハ 〔 眞宗 \_,' 尾 張 津島成 信坊の 住持な 

々、 制 心は 正定 院と號 す" 寮 司と なう、 天 保 十五 年 高倉學 

寮に 阿毗 達磨 論を！！ し、 弘化 元年 七月 廿 五日に 擬講 となう、 

嘉永二 年 夏 秋の 間鎭西 十八 通、 三經 往生 文 類を 講 L 安政 六 

セ ー (誓、 勢、 瓶) 


年 七月 十六 日 嗣講に 進み、 文久 元年 二月 十日 故 あ- 0\て 嗣講職 
を 罷 めら れ 、慶應 二 年 正月 二十 三日 寂す、 (眞宗 史料) 

セ i ジ f  栖 城 55 51 一  SS 若 狹妙延 寺の 住持な 
6、 柄 城は 肥前諌 早に 生る、 俗姓は 大坪 氏、 幼に して 金 光寺 
に投 して 落髪す、 文政 元年 叢林に 掛搭 し、 南 遊して 芳樹 に從 
ひ、 宗乘を 硏む 、兼ねて 華嚴を 學 a 、 後、 天台を 三 井の 敬 長 
に 受く 、適々 學林 にて 龍 華に 謁し、 其 行 信の 說に 服し、 拜し 
て師 とす、 同 十二 年 龍 華の 薦に よう、 若 狹妙壽 寺に 住す、 天 
保 二 年 科に 登う、 漸く 進みて 司敎に 任す、 嘉永二 年探玄 記を 
副講し 、五 年歸 省す、 會 々師を 本 國に請 ふの 議あう 、故を 以 
て 若 狹に歸 へう、 寺 務を辭 す、 安政 元年 往生 要 集を 副講 し、 
冬 肥 前に 歸 へう 敎宗寺 住持た 6、 此年 勸學に 任し、 翌年 本 # を 
領 し、 其 翌年 小 經を講 す、 且つ 命を 奉して 高僧 1-IJ 讃龍樹 章を 
侍講す' ■文久 元年 東上して 大會 に 値び、 四月 若 狹に抵 6、 春 
來疾に 罹う. 遂に 七月 十六 日を 以て 寂す、 壽六 十九、 謚を易 
行 院とぃ ふ、 著作、 因 願 成就 兩文 對辨 、往生 要集義 例、 各 一 
卷 ♦眞宗 要義 決 若干 卷あ う、 (碑文、 本願 寺 派學 事史) 

セー ロ、 ン 栖蘆子  シュ ー ミブ宗 瑕 V 一見よ、 

セ ー シン ソ！ # 神 叟ゲン セッ 支 節を 見よ、 

セ 1ヨ 晴參日 ジュメ ハ 順 波を 見よ、 

セ 1 リユ 1シ m ジン n  — 露 厚を 見よ、 

セキ オ ー ¢1 ¢ 羽シ ュ ーハン 宗胖を 見よ、 

セキ ケ ー 頓圭 ( . 〕〔 臨 濟宗； j 筑前覺 晶菴の 僧な 6、 

碩圭 字は 支 室、 其 鄕貫詳 かならず、 運 勝の 室に 參して 印 可を 
受け、 筑前に 覺晶菴 を 創して これ に往 す、 寂 年、 壽缺 く、 (延 

セ 丄栖 、棲、 晴、 靠) セキ (碩) 


書辭 名人 家佛 本日 


、二 九 六） 


セキ C 頭、 石) 


セキ (石} セツ (雪} 


寶傳 燈錄} 

セ キシュ 


頓宗  クヮ果 を 見よ、 


セキ ユ 碩由 jj  j Jg 〔臨 濟宗〕 筑前聖 福 寺の 禪 僧な 6、 
碩由 字は 一華、 俗姓は 秦氏 、筑 前の 人な 6、 幼に して 郡の 建 
德 寺梅隱 禪師に 投じ、 十七 歲 R して 落髪 受戒す、 後、 偏く 諸 
老 R 謁し、 覺晶菴 に 玄室碩 圭に參 し、 勤 侍 六 年、 遂 R 省 あう、 
偈を呈 して 日く、 趙老無 無已絕 k 無、 無 無 絕處郤 呈 ，無、 芭蕉 葉 
上題_|無字(蕉葉破時無亦無、と、碩圭遂に印可を付す、文龜三 
年聖福 寺 R 住し、 禪 餘諸經 論を 講じて 學徒を 誘掖す t 晚年覺 
晶菴に 歸 う、 永 正 四 年 二月 疾に 罹う 醫藥 を郤て 用 a ず、 三月 
四日 偈を 書して 日く、 脫 = 郤 三界 - > 六十 一年、 一機 轉處 、日 
月 交 J 屑、 と， 泊 然として 寂す、 壽六 十一、 (延 寶傳 燈錄} 

セキ アン 石莱  シミ ョ—旨 明を 見よ、 

セキ アン ジシ ユ—慈 舟を 見よ" 

セキ ァン 石 奢  シユ ー カン 舟鑑を 見よ、 

セキ オタ 石屋  シブ ョ-眞 梁を 見よ、 

セキ オン 石 園  ショ— ジユ 正受を 見よ、 

セキ サン 石山  リョ-ゲン 頁 源を 見よ、 

セキ、 V ツ 石室  せ ソノ ノ善玫 を 見よ， 

セキスィ石水二 |^ 址〔臨濟宗〕奧州圓同寺の禪僧な 

6、 石 水は 幕府 麾下の 士落合 某の 子な う、 少 小薙髮 して 僧 

とな-^、 諸 州を 行脚す、 後來 うて 涌 谷圓同 寺に 住す、 曾て 閣老 

板 倉 氏と 舊交 あう、 伊達 家寬 文の 事變 ある R 方う、 伊達 安藝 

の密 旨を 受け、 屢々 江 戶 R 往來 して 當 日の 事情を 幕府に 伸 ふ 

安藝 等 忠義の 志を 達し 伊達 家を 安ん する もの 石 水 與りて 力 あ 


うとす、 事 平く に 及 a 、 安藝の 子 之に 酬 s ん とす、 石 水 一詩 
を 壁 書して 日く" 石 居 水 宿 也 風流、 到 處溪山 任，， 杖 頭 『此 去禪 
捿 天下 濶 、扶桑 六十 有餘州 、と 飄然と して 去う、 後、 攝津島 
上 郡眞上 村光德 寺 k 住し r' 元 祿二年 正月 二十 九日 同 寺 R 寂す 
壽 六十'  (仙 臺史 傅) 

セキ セン 石 泉  •ソー H 丨僧敷 を 尾よ、 

セキ y l 石叟  ェンヶ I 圓 桂を 見よ 1 
セキ チ ユ 1 石宙  H  - サン 永珊を 見よ、 

セキへ！ Fe- ニン 石平道スシヨ—サン正三を見よ、 
セキ モン 石 門  トク レ 1 德 令を 見よ、 

セキ 9 ヨー 石 梁  ニン キヨ-仁 恭を 尾よ、 
セツアン賺—  シユ- ヶー宗 圭を 見よ、 

セツ エン @1 圓 (：••：.) 〔臨 濟宗〕 京師 某 寺の 禪僧 なク、 
雪圓は 雲 舟の 書法を 學び 花鳥を 書く に 最も 妙を 得 y2 う、 (扶桑 
霜 人傳) 

カク ズィ覺 端を 見よ、 

ユーシ ヨ-借 松 ^ 見よ、 

シヨ I シユ 紹珠を 見よ、 

シヨ- ヶ-祥 啓を 見よ、 

シユ ー セッ 宗 雪を 見よ、 

ホ コ 保廣 i: 見よ、 

シュ ー シン 宗深を 見よ、 

シジ ュン孜 純 ir 見よ、 

リヨ I クン 莨訓を 見よ、 

ス T フ崇孚 を 見よ" 


セツ ガン 雪巖 

セツ ガン 雪巖 

セツ クウ ン 00 


セツ ケ ー 
セクタ ー 
セツ ケ— 
セク 3 丨 
セク 3 丨 
セソコ ー 
セツ サイ 


雪溪 
雪溪 
雪溪 
雪 江 
雪航 
雪 光 
雪齋 


(漏 九 六) 


書辭 名人 家佛本  日 


セッ サン M 山 
セツ サン 雪山 
セツ サン 雪山 
セツ シン 114 • 
セツ シユ 書 主 
セツ シユ ー 1111 舟 
セッ シュ -雪岫 
セッ ソ丨雪 窓 
セツ ソ-雪 窓 
セツソー ^ .; lc 
セツ ソ！  ^5 
セツ ソン S 村 
セヅ タク 00  C 


クヮク ドン 鶴 曇を 見よ、 

エガン 慧岩を 尾よ、 

ソ丨ヨ _ 僧 ^ を 見よ、 

シン シヨ ー眞昭 を 見よ、 

ミッ ゥン 密雲を 見よ、 

卜丨ヨ i 等 楊を 見よ、 

シ ユ-シ ユ-宗 秀を 見よ、 
rl 丨ホ祐 補を 見よ、 

ホ 丨シ ャク鳳 積を 見よ、 

ィチ ジユッ ー純を 見よ、 

シヨ— リユ.- 紹立を 見よ、 
ri 丨バィ 友 梅を 見よ、 

:; •卜.) 〔臨 濟宗〕 京師 某 寺の禪 僧な ぅ、 
雪澤は 奥州の 人に して 常に 仁王 經を讀 む 書を 好み 能く 佛像を 
書く、 雪舟の筆 意を 宗 とす、 (皇朝 名 書 拾彙)  J 
セツ タン 00  シヨ-ボタ 紹璞を 見よ、 

セツ 5* <~  年 "— > 滞  ジッ惪 {貫を 見よ、 

セツ 孑 ン雪念  一 j gi g  〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺 第一 一十代な 
6、 雪 念は 良 蓮 社 南 譽と號 し、 慈眼と 稱 す、 俗姓 詳 ならず、 

初め 甲斐 國巨摩 郡 龍王 村曹洞 宗慈昌 寺に 住し、 宗內の 弊風を 

厭 a 、 江戶に 入 $ 靑松 寺に 留 6、 尋て淨 土 宗增上 寺存應 上人 

に 皈して 敎を受 く、 幾 もな く學德 衆に 抜ん じ、 飯 沼弘經 寺に 

住し、 寬永 十六 年 二月增 上 寺 第二 十代の 貫主と なる、 同 十七 

年 九月 十八 日 寂す、 壽六 十七、 (三 緣山 志) 

セツ FI II 洞へ . 〕〔 臨 濟宗〕 京師 某 寺の 禪僧 なう、 


雪洞は 奥州# 律の 人. •其 姓氏 詳か ならず、 書法を 雪 舟に 學ぶ 
半身の 達磨、 及 花鳥の 秀作 ぁ 6、( 本朝 書史 、扶桑 書 人 傅、 鑒 
定便覽 } 

セット 1 雪 堂 ii l li  〔黃 檗宗〕 肥 前 長 崎 崇福 寺の 住僧 
f,  雪 堂は 明の 人、 延寶二 年 西 来し、 長 崎崇福 寺に 留て 
後、 聘 に 應 して 伊豫 松 山 {C 遊 化す、 貞享三 年 二月 十六 日 寂す、 
壽三 十二、 (黃檗 史料) 

•セツ ボ ー 雪 峯 ( . 〕 〔臨濟 宗〕 京師 菜 寺の 禪僧な 

雪峯は 大覺良 高 禪師の 法 孫 悟 有 和尙の 法嗣な 6 、 啬を能 くし 
て甞て 少林 寺の 祖像及 芙蓉 峯の圖 を 書き 穴- CN と 云 ふ、 (鑑定 便 
覽) 

セツ、 ホ ー 雪 » ( . )〔 臨 濟宗〕 京師 某 寺の 禪僧 なぅ、 

雪 舫は雪 舟の 書法を 學び 、雑書を 能くす るを 以て 知らる、 (本 
朝書史 、鑒 定便覽 J 

セツレ1 取 111 嶺  エ t キン 永谨 i- 見ょ、 

セツ アン 拙 巷  チ ド- 智幢 を 見ょ、 

セツ ガン 拙 巖 i i; j o: ( 眞宗) 肥 前平戶 龍 溪山 光明寺 十 
一代な $、 拙巖は 百癡道 人と 號す、 豐 前の 人な 6、 少に して 
淨信院 の 門に 入ぅて 宗 典を 硏究 し、 長 崎の 光源 寺に 住す、 松 
浦 肥 後 守源熙 侯の 側室 幾 世の 歸依を 得 •侯に 招かれて 平戶光 
明 寺に 移住す、 嘉永四 年 六月 助敎 とな 6、 七 年 六月 司 敎に進 
み、 安政 四 年 安居 佛心印 記を 學林に 副 講 す、 萬延 元年 六月 二 
十三 日 病を 以て 寂す、 私謚 して 全 痴院と S ふ、 明治 十四 年 法 
主 巡 敎の際 生前の 學德を 追 賞して 厚く 香 花 料を 賜 ひ、 廿四年 
十二月 勸學 職シ贈 ら る、 著作、 眞宗 要義 論、 眞宗關 節義、 正 


セツ (雪) サー  F 


セツ (雪、 拙) 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 九^^ 


セツ S、 攝、 說〕 


セツ (節、 折) ゼツ (絕) 


信 偈講讃 、光號 因緣義 、二種 深信釋 、江湖 錄 、淨土 和 讃攝釋 
末代 章 柳川錄 、眞宗 斷疑辨 、雪 朝 茶話、 國家 繁昌 記 等 若干 卷 
ぁう'  (學 苑談 叢、 本願 寺 派學 事史) 

セツ 拙 堂  ゲン コ- 元劼 5: 見よ、 

セツド1 拙 堂  シユ ー タ宗汰 を 見よ、 

セツ サン 說一ニ  シユ丨 サン 宗璨を 見よ、 
セツソ*—^^©{  シユ丨 H ン宗演 を 見よ、 
セツド|說道|一 1; :一 ^: 〔淨土宗〕江戶道林寺の開山な 
う、 說 道は 照 蓮 社 寂 譽と號 し、 上總の 人な 6>、 幼 R して 江戶 
天 德寺滿 龍の 室 R 入うて 剃髪し、 潮 龍 R 師事して 宗乘 を究む 、 
後、 江戸 淺草三 谷に 道 林 寺を 開きて 此 R 住し、 萬 治 二 年 四月 
十一 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セツ モン 攝門  議  〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 學 僧な 
i  攝 門は 常 # 察 阿と 稱 す、 武 藏江戶 の 人な う、 天明 元年に 
生る、 寬政五 年 十三 歲に して 伊勢に 赴き。 翌六年 十四 歲 にし 
て 伊勢 深 野 村 R て 得度し、 察 龍と 云 ふ" 同年の 冬 漢文に て 妙 
俊 尼傳を 作る、 同地に 留 うて 講學 修行を 事と す、 和漢 内外の 

典籍 手 R 任せて 繙 き* 且つ 數 年の 間 R 阿彌陀 經を讀 誦する Z: 

と 十七 萬 部、 佛 菩薩を 禮 する こと 三十 六萬遍 に餘 る、 文化 四 

年 京師に 上 6 て 嗟 峨淸凉 寺 R 留う 、益 講學 修行 R 耽る、 芝 山 

大納言に 和歌を 學びて 秀作 ぁう、 同 十 年 江 戶 に 下うて 增上寺 

に 投じ、 境內中 谷の 寮舍 R 學 徒を 敎授 す、 十二 年 同 寺の 大僧 

正敎譽 上人よう 攝 門と 云 ふ 名を 與へら る、 爾來攝 門を 以て 聞 

ゆ、 文政 元年 七月 二十日 寮舍 R 於て 原人 論の 講席を 開き、 且 

つ講解 三卷を 撰して 學 徒に 與ふ、 一一 年 三 緣山志 十二 卷を 撰し、 


敎譽 上人に 進む、 翌 三年 續三緣 山 志 十卷を 撰す、 尋 $ て 四 年 
十月 廿 一日 增上 寺を 辭し 俗 R 歸 す、 其增上 寺を 辭 する R 方. 〇 
進 學日札 三卷固 續編 一卷を 作うて 大衆 R 與 へ、 置 文 一 篇を作 
うて 寮舍に 止む* 其 文意に 德 行なく して 供養を 受 くる 罪業 恐 
ろしければ、 今よ^' 供養を 受けざる 身と なるよし いへ- CN、 乃 
ち 湯 島 R 隱捿 し、； 覺 齋と號 し、 讀書を 事と す、 當時 和漢 學の 
名家 皆 親交 あう、 近 藤 守 重、 (正齋 3 松崎復 、(慊 堂} 立 原 萬、 (翠 
軒) 松 平定 常 (不輕 居士) 墙保已 一、 尾 代 弘賢等 常に 往來 した 
$、 後、 幕府の 侍讀 となう、 天 保 二 年 舊考餘 錄五卷 を 上 6、 金 五 
十雨を 賜は る、 天 保 九 年 某月 江戶に 逝去す、 壽五 十七、 ( 一 
R 五十八) 著作 頗る 多し" 寬政五 年よ 6 文政 四 年 俗に 歸 する ま 
で 九十 七 部 二百 十九 卷 R 及 i: と S へう、 然れ ども 其 目詳な 6 
ず、 三 緣山志 十二 卷、 續三緣 山 志十卷 、(首 卷 一卷存 し、 餘は 
散佚す、) 四 本山 志十卷 、十七 檀林 志十卷 、無量 山 志六卷 、新 
撰淨土 系統 略五卷 、廣 濟和尙 傳三卷 ，淨宗 祭神 祝 禱篇 三卷、 
釋迦 佛傳來 記三卷 、霽 光寺 如 來渡證 考二卷 、法 儀 職 令 一卷、 
舊考餘 錄五卷 、原人 論義 解三卷 "進 學日札 三卷 、繽進 學日札 
一卷 、妙 俊 尼 傳一卷 、崇廟 祭名錄 若干 卷等あ 6、 ( 淨 土宗史 
料) 

セツ タン 節 巷  リョ— キソ良 | 均を 見よ、 

セツコ—  節 香  トク チユ丨 德忠を 見よ、 

セツ サン 節 lu PN ョ ー グヮン 了 願を 見よ、 

セツ^**-  節 堂  ッチ ユ丨祖 忠を見 よ， 

セツ ダ— 折 桂  ゼン チ d- 全衷を 見よ、 

ゼ ツガ イ^ § 海  チ d  — シン 中津を 見よ、 


(五 九 六） 


書辭 名人 家佛 本日 


セツ ガィ 絕崖 
セッ ガン 絕巖 
セツ シ 3 1 絕照 
セツ ホ ー 絕方 
セン カ イ也 1® 


シユ I タク 宗 卓を 見ょ、 
ウン キ運奇 を 見よ、 

チコ ~智 光を 見よ、 
ソチ ヨ-祖 意を 見よ、 
ギボン 義梵を 昆 よ、 


セン ガク 仙覺 (一—) 〔天台宗〕 相模 新釋迦 堂の 僧な 
$、 仙覺 は其鄕 貫を 詳か にせず、 初め 鎌 倉 新釋迦 堂 R 居う、 
權 律師に 任せられ、 後 遷うて 武藏比 企 郡に 居る、 和歌を 善く 
し、 萬 葉に 通ず、 龜山 天皇の 時 其の 訓を 施して 古訓を 改竄し、 
後、 後 嗟峨 上皇に 獻 す、 上皇 大 に 嘆賞し、 敕 して 其 歌を 續古 
今 集に 收めた まふ、 (大日 本史) 

セン ガク 仙 岳  シュ I ド— 宗 洞を 見よ、 

セン ガン  ノー ハン 能 範を見 よ、 

セン ガン fill 岩  ゲン ス—元 嵩を 見よ、 

セン ケ ー fLIJ 溪  シ d  I シ H ン宗 春を 見よ、 

セン ゲン 仙 原 ( . ) 〔臨 濟宗〕 筑前承 天 寺の 禪 僧な 

う、 仙 原 字は 耕叟 、俗姓 生國 不詳、 聖一 國師の 下に 在 6、 
尋て鎌 倉に 下う、 無學 7C に 謁す、 後 國師の 下に 歸へ $、 其法嗣 
となう、 筑前承 天 寺に 出世す、 肥 後の 檀越某 竹林 寺を 開きて 師 

を 請す、 師 乃ち 開山と なう 留 住す、 西 國の學 侶 皆 其 下に 集る、 

因 レ 雪 示， 衆偈 、寥寥 宇宙 無= 遮 欄 —'* 佛國 三千 一目 間、 誰 把 =須 

彌一藏 = 芥子 — > 白 乾坤 外 更無レ 山、 示 寂の 年時缺 く、 (延 寶傳燈 

錄 、本朝 高僧 傅) 

セン ジュィ ン ニ チ カン 日 閑を 見よ、 

センチ ヨ ー 仙 朝 iA f? 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當な 


6、 仙 朝は 其鄕貫 師承詳 かならず、 文 永 四 年別 當に 任し、 
七 年 護持 僧に 補し、 建 治 二 年 大僧正に 勅任 せらる、 弘安 元年 
十二月 十四日 寂す、 壽七 十七、 (三 井續燈 記) 

センチ 3 1 也 丁  ユ丨テ 丨宥貞 を 見よ、 © 

セン  3 仙 命 il 湖  〔天台宗〕 近 江 無 動 寺の 僧な 
う、 仙 命は 丹 波の 人、 幼に して 比 叙 山に 登 6、 天台 敎を學 び 
無 動 寺 法 花坊に 住し、 止觀を 究め、 坐禪 をな す、 中年よう 法 
華 三眛を 身 行と し、 彌陀 念佛を 以て 口 業と なす、 額に 三 寶名 
字を 彫み、 背に 彌陀形 像を 鏤め、 手足の 指を 燒きて 佛を 供養 
し、 永 長 元年 八月 十三 日 寂す、 壽八 十三、 (拾遺 往生 傅) 

セン 3 仙 泉 日  シユ V ハ 俊 把を 見よ、 

センリ ン^^!^  シヨ- ギク性 菊を 見よ、 

セン アン ー ー旦 安  ミ ヨ-ゴ ン 明言を 見よ、 

セン エン 宣圓 a 八 七 n 三 條 一流 八代佛 H な*^、 宣圓は 
定圓の 子な- 法眼に 叙 せらる、 建曆 年代の 人な 6、 (明月 
記) 

せンガ ィ宣界 i ii s-t i  〔眞宗 〕 越後 本 與坂光 西 寺の 住持 
f、  宣界は 越後 頸 城 郡 櫻 町 新田 眞常 寺惠 照の 長子 R して 
三 島 郡 本 與坂村 光 西 寺に 住持せ う、 志學の 年崑崙 社に 入 6、 興 
隆僧朗 二師に 師事し、 慧麟師 に 兄事して 宗 乗を 硏究 する 乙と 
凡 十 年、 造詣 頗る 深し、 後 私塾を 寺 側に 開き" 子弟を 敎授す 
輿 正 寺攝信 上人 額を 賜 ひて 德水 社と いふ、 慶應 三年 秋 司敎と 
なう、 明治 五 年 朝廷 敎導 職を 置く、 師十 一級 試補 R 命せられ、 
後進み て權少 敎正に 至る、 十六 年 夏勸學 職に 登 6、 十七 年 安 
居讃阿 彌陀偈 を大敎 校に 代講す、 廿三年 二月 病を 現し" 二十 


ゼツ (絕) セン (仙} 


セン (仙、 宣) 


書辭 名人 家佛本 日  （六 九 六:) 


セン (宣) ガ—ゾ 


八日 寂す、 壽 八十、 宗主 謚を與 て 正 化院と 5 、ふ'  著作 易 行 口 g 
拾遺鈔 .，同 安政 錄、 玄義分 明治 錄 、選 擇集二 行 章 明治 錄 、入 
出 二門偈 安政 錄 、同慶 應錄 、聖德 太子 奉讃 明治 錄 、正 信偈拾 
遺、 本 類 成就 文 安政 錄 、同 撮要、 十八 願文 安政 錄 、六合 釋元 
治錄 、大經 五惡段 東京 記、 因 明 入正埋 論玄談 、各 一卷 、淨土 
論 捃拾錄 、讃 阿彌 陀偈 弘化錄 、同 明治 錄 、正 信偈 、乙 酉錄、 
起 信 論義記 明治 錄 、各 二卷 、序 分義 定善義 、慶應 錄三卷 、安 
樂集 元治錄 、愚 秃鈔 安政 錄 、各 四卷 、文 類聚鈔 文久錄 、高僧 
和讚 弘化錄 、各 五卷 、起 信 論義起 拾遺 錄 、四 敎儀 集註 天保錄 
各六卷 、往牛 ：論註 嘉永錄 、四敎 儀 集註 明治 錄、 共に 未完 若干 
卷ぁ ぅ、 師の二 男師の 言行を 記し 名け て 居喪雜 記と S ふ、 (學 
苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

セン カ ィ 宣海  ニ チ ゼン 日禪を 見ょ、 

セン カ ク 宣覺 2 九 八 五} 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な ぅ、 
宣覺は 延慶三 年 東 寺の 長者 R 任し、 正中 二 年 大僧正に 轉 す、 
(東 寺 長者 補任) 

.セン ゴン 宣嚴一 .九 二 • 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 6、 
宣嚴は 其鄕貫 師承詳 かならず、 寶治二 年 東 寺の 長者に 任し、 

建 長 元年 權 僧正に 任す、 同 三年 八月 七日 寂す、 壽缺 く、 (東 寺 

長者 補任) 

セン y ン宣存 ^ 〔天台宗〕 武藏江 戶淺草 寺の 僧な 

う、 宣存 號は默 堂、 俗姓は 反 町 氏、 母は 獺 下 氏な う、 上野 

群 馬 西 鳥の 人、 父母 菅亟 相の 廟に 祈う 嗣を 求む、 誕生の 後祥 

瑞 あう、 神童と 稱せら る、 九歲 にして 石塔 寺長淸 に 依う 三 寶 

に 給仕す、 東叡山 圓珠院 第二 代宣海 請うて 弟子と なす、 承應 


セン (宣) 二— i 


二 年 得度し、 久遠 壽院 公海を 戒師 となす、 名を 公 祐と云 ふ、 
寬文四 年 比叡山 敎王坊 を 主う、 改めて 賢 空と s ふ， 後水尾 天 
皇盛胤 親王を 請して 法華懺 法を 修し穴 まふに 方う、 師 亦預れ 
6、 天皇 親ら 諸 惡莫作 等の 八 字を 書して 賜 ふ、 十二 年 東叡山 
の 東漸 院に遷 う 任し、 天 和 二 年執當 職に 舖 せらる、 解脫 親王 守 
快と 云 ふ 名を 賜 ふ、 圓珠院 R 轉 し、 傳法心 院と云 ふ 號を賜 ふ、 
三年 越後の 藏王院 を 兼ぬ、 疾に罹 6 職を 辭し 、改めて 宣存と 
云 ふ、 元祿 元年 紅葉 山別當 よう 擢 てられて 權 僧正と な 6、 金 
龍 山淺草 寺を 主る、 幕府の 命に よ 6 淺草 寺の 堂舍を 改新し、 
五 年 梵鐘を 改 鑄し、 師 自ら 銘を 撰す、 同年 東叡 山の 林 麓に 退 
隱 す、 六年淺 草 川 觀世音 出現の 靈地 なる を 以て、 請うて 魚族 
を 捕 ふるとを 禁斷 す、 即ち 南、 諏訪 町よ 北、 聖天 町の 岸 
に 至る 十 町餘を 境界す、 師 自ら 文を 撰し、 禁殺 碑を 立つ、 寶 
永 五 年 三月 十七 日 寂す" 壽七 十、 著作 顯戒 論鈔 三卷 、詩文 集 
一卷 ぁう、 (天台 霞標) 

セン 11 ヨ 宣如コ -ジユ -光從 を 見よ、 

センミ 3 1 宣明  iil A- ?  〔眞宗 〕 越 中高 岡 開 正 寺の 住持 
f、  宣明號 は 巴 陵、 越 中高 岡の 人、 父は 惠山 、母は 石 井 
氏、 寬延 三年 三月 五日 加 賀の某 地に 生る、 幼に して 俗 典を 州 
の 了 現 翁に 學 ひ'  十八 歲初 めて 京都 高倉學 寮に 入 $、 業を 伊 
勢の 慧琳 、播 磨の 隨慧に 受け" 奈 良初瀨 等の 諸 名刹に 遊 a 、 
諸學 匠に 就きて 俱舍 、唯識 、維摩、 勝 鬉の諸 經を學 a 、 就中 
俱舍 論に 力を 竭 くす、 故に 俱舍宣 明と 稱 せらる、 某 年 高倉大 
學 寮に 開 筵して 瑜伽師 地 論を 講 す、 安永 八 年 瑜伽釋 論を 校警 
し、 九 年敎行 信 證自釋 を 刊行す、 天明 七 年 越 中高 岡の 開 正 寺 


C； 七 九 六) 


書辭 名人 家佛 本日 


に 住し、 寮舎を 修理し、 一切 經藏を 建つ、 寬政 三年 六月 擬講 

となぅ、 翌年 二十 述 記を 講し 、五 年 夏 嗣講に 進みて 群 疑 論を 

講 L、 以後 累年 文 類聚鈔 、義林 章 書 末、 往生 禮讃 、勝 鬉經、 

選擇 集、 一念 多念證 文、 維摩 經 、正 信 偈 、正 像 末 和讚を 順次 

講說 し、 文化 八 

年閏一 一月 十二 日 

に 至ぅて 講師に 

進み、 同年 文 類 

聚鈔 を講 し、 爾 

後 安樂 集、 高僧 

和讚、 正信偈 、入 

出 二門偈 、文 類 

聚鈔、 往生 論 註、 

選擇 集を 講 し、 

文政 四 年 五月 十 
七日 寂す、 壽七 
十二 (眞宗 史料) 

セン ユ 宣瑜 ーム A- $0 〔戒律 宗〕 大和 西大 寺の 律 僧な 6、 
宣瑜 字は 淨覺と SS、 其 俗姓 生國詳 かならず" 出家して 興 正 

の 律 r 禀 け、 顯密の 二敎を 學び '興 福 寺に 居し、 正 和 五 年 西 

大 寺に 遷 る、 師一住 十 年、 法 化 盛な- N、 正中 二 年 三月 二十 九日 

寂す、 壽六 十六、 (本朝 高僧 傅) 

セン ヨ 宣譽  ソハ ク祖 白を 昆 ょ、 

セン ヨーボー 宣陽房  リキ ョ- 利慶を 見ょ、 

セン ア乏ダ ブツ 專阿 彌陀佛 C . つ 〔眞宗 〕 山城 安養 

セン (宣 、專) 


寺の 住持な- CS、  專阿 彌陀佛 俗名は 袴 殿、 姓は 藤 原 氏、 父は 
左 京大 夫信實 なう、 某 年 親 鷲に 就 ^ て 剃染 し、 京都 西武 者 小 
路常磐 井 殿 地 太子 堂に 住す、 親 驚の 立像 一尺 許なる を 寫 す、 
世に 鏡 御影と $ ふ、 今 本山の 寶庫 R ぁう、 今 西武 者 小路 常 盤 
井辻 子の 安養寺は 師の 遺跡な 6、 ( 本願 寺通紀 ) 

セン H 專惠一 一 ^ 姑 〔眞宗 ；！ 三 河專 光寺の 住持な 6、 
專惠 俗名は 唯 重 左衞 門と S び、 姓は 加 藤氏な 6、 筑 前の 人、 
父は 左 兵 衞督と S ひ、 源平の 軍に 死す、 唯 重 將軍賴 家の 臣 /2 
う、 賴家弑 に 遇 ふ、 乃ち 宗祖 考妣に 薦せん と 欲し、 諸 國の靈 
塲を 巡拜 し、 暫く 三 河 幡豆郡 野塲村 法名 院に寓 す、 時に 親鸞 
柳 堂 R 弘 化す、 師 之を禮 して 弟子と なる、 名を 專惪 と與 へら 
る" 親鸞 師 R 九字佛 名、 及 CA 吉水 輪光眞 像を 授 く、 弘 安二 年 
十二月 十二 日 寂す、 壽九 十四、 今野塲 村專惠 寺は 其 遺跡な う、 
(本願 寺 通紀) 

セン エ ー 專英二 • !!: 九 五 〔曹 洞宗〕 三 河龍雞 寺の 禪 僧な 
う、 專 英字は 特雄 •俗姓 生國詳 かなら す、 香 山淳碩 に 徹瓰 
して、 永 平 寺に 出世し、 上野 全久 寺に 遷 次に 參 河の 龍 谿 
寺を 領 す、 寬永 十二 年 六月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 天外 
梵舜 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

セン エ ー 專英 (一九 〇 八〕 〔法相 宗〕 大和 某 寺の 學僧 なう、 
專英は 其 俗姓 生 icl 詳か ならず、 新院 の良算 僧都に 師事して 法 
相を 學び 、其玄 旨を 究む 、寶治 二 年 維摩 會の講 帥と なる、 寂 
年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

セン f  專榮  シンク 信 有を 見ょ* 

セン カィ 專海 (一八 八 八) 〔眞宗 〕三 河 願 照 寺の 僧な 6、 

セン (專} エー为 


書辭 名人 家佛本  日  （八 九:？;) 


セン (專} ガーセ 


專海 は專信 房と 號 す、 鶴 見專信 房と 稱 す、 遠 江 桑畑の 人、 安 
貞 元年 顯智と 共に 眞佛の 門下に 投 し、 二 年 ま 左 顯智と 共 R 親 
鸞に 師事す、 遠 江を 出て、 三 河 R 移る、 時、 親鸞 消息を 興 ふ、 
今 三 河 碧 海 郡長 瀨衬願 照 寺は 其 遺跡な 6、 三 河の 照 心， 和 田 
の圓 善は 幷に師 の 門人な り、 (本願 寺通紀 ) 

セン カ r 專戒 ii -to g  〔眞言 宗〕 山城 智積院 第，， 十代な 
办、 專戒 字は 芳春 、幼に して 出家し、 安樂 壽院專 敎の弟 壬と 
なう" 長 じて 智積院 に 投じ、 第 七 代運敞 僧正 R 師事す、 後、 
江 戶圓福 寺に 住し、 將軍 大奥 小 谷の 方の 皈依 を受 く、 元祿十 
年 智積院 第 十代 能 化と な 6、 其 職 R ある Z. と 九 年、 寶永二 年 
瑞應 山 R 閑居し、 寶永七 年 六月 二十四日 寂す、 壽七 十一、 (新 
義 眞言 宗史) 

セン キュ 1 サィ 專求西  ソン H キ存 易を 見よ、 

セン キュ 1 專慶一 •一 •一. 一 ‘ i: へ 〔淨 土宗〕 安房 淨蓮 寺の 開山な 
う、 專慶は 相 蓮 社 傳譽愚 極と 號 す、 安房の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず、 虎 角に 師事して 法を 嗣 ぎ、 州の 勝山淨 蓮 寺を 開く、 
寬永 十三 年 二月 一日 寂す、 壽缺く (淨 土總 系譜) 

センタ 1 專空 1  一 OA o-fc H- 〔眞宗 〕 伊勢 専修 寺の 第 四 代な 

6、 專空 俗姓は 平氏" 俗名は fr 弘 "大內 冠者と 稱 す、 大內 

國 行の 第三 子な 6、 安貞 二 年 五月 親鸞の 弟子と なう、' 正應二 

年 三月 專修 寺 R 住し、 康永二 年 十二月 十八 日 寂す、 壽百 三十 

三、 (本願 寺通紀 ) 

セン シン ボ ー 專信房  セ ブヵィ 專海を 見よ、 

セン ジュン 9 ュ丨 キヨ 丨隆慶 を 見よ、 

セン セン 專々  カイ オン 海 音を 見よ、 


セン (專〕 ヨ  _ 

セン 3 專寒二 -r 一； T 0O 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 中興 第' | 
代な 6、 專譽 字は 宮賢 、俗姓は 石垣 氏、 和 泉大鳥 郡の 人な 
ぅ" 亨祿 三年を 以て 生れ、 九 歲根來 山 R 上りて、 玄譽に 投じ 
習學を 事と し" 十三 歲剃髮 受戒し* 同年 春玄譽 灌頂密 壇を 
開きて 兩部の 秘奥を 授 く、 弘治 初年 師奈 良に 遊び、 多 聞院僧 
都 英俊に 唯識 を學び 、四聖 坊 法印宗 助 R 華 嚴を學 ぶ、 元龜元 

年 園 城 寺 比 叙 山 
にて 天台の 敎理 
を 探 6、 醍醐 寺 
無量 壽院 僧正 堯 
雅に諸 尊の 儀軌 
印 契、 及び 三部 
の經を 習 ふ、 數 
年間 聖 空 R 從ひ 
て 中性 院の 一流 
を究 む、 法主 賴 
玄師を 脇能 化に 
補す、 職に ある 
乙 と 多年、 後钞 
喜院に 住す、 天 

正 十二 年 八月 十一 日 玄譽の 席を 繼ぎて 根 來山に 住す、 後玄譽 
の 弟子 玄宥 一方の 化 主と な $、 法主と 號す るに 至-^* 紗音智 
積の 兩派 始めて 分る、 同 十三 年 三月 七日 豐臣秀 吉根來 山を 攻 
むる R 方ぅ、 二十 二日 深更 遁れて 和 泉國分 寺 R 隱 る、 夏 四月 
師 高野山 R 上 $、 淨智院 に寓 す、 上足 宥儀 、日譽 、賢 眞 ，典 


(九九 六) 


書辭 名人 家佛本  日 


慧 等追隨 す、 同 十四 年 二月 宥儀等 も 醍醐 寺に 上 堯雅の 室 
に 入ぅて 密藏の 秘訣を 傅へ、 其需 めに 應じ論 筵を 開く 乙と 三 
回、 和 泉國分 寺に 隱る 、同 十五 年 大和 大守 豐臣秀 長の 請を 受 
け 長 谷 寺の 房に 住す" 名を 更めて 小 池 房中 性 院と號 す、 道譽 
天聽に 達し、 敕に よぅ 僧正 R 任ぜら る、 同年 冬 再び 講筵を 開 
き、 學徒 雲集す、 同 十六 年 正月 秀長に 請 ひて 殿堂の 頹廢を 造 
營し 、九月 落成す、 豐 臣秀吉 、德 川家康 、歸依 最も 渥し、 慶 
長 九 年 五月 五日 寂す'  壽七 十五、 奧院 に 葬る、 (豐 山傳通 記) 
セン 3 哀寸寒 n  クヮ クォ-靡 翁を 見よ、 

セン ヨ專 寒！！  コクン 孤雲を 見よ、 

セン ヨ 專眷  コシュ ■•孤舟を 見よ、 

セン ヨ 專寒日  シュン ォ ー 春應を 見よ" 

セン m  專譽  シ ュン ガク春 岳を 見よ、 

セン ヨ 專 m- 日  ジ h ンオ 1 順應を 見よ、 

セン ヨ專寒 t=» ソン キヨ- 存慶を 見よ、 

セン 3 .專寒 a  タッド！ 達 道を 見よ、 

セン 3 專擧一 I  タッ リヨ. 達亮を 見よ、 

セン ヨ專泉 一！！  ダン ソ ュ - 圑 II を 見よ、 

セン ヨ S 擧ロ  トク グヮン 秃 頑を 見よ、 

セン ヨ 專寒！ I  ボシ H  - 慕秀を 見よ、 

セン ヨ 專擧！ I  ルネ ソ流 念を 見よ、 

セン ヨ «: 泉日  リヨ- ャク靈 益を 見よ、 

センガ ク千岳  、ソ ュ 丨 ジン 宗伤を 見よ、 

セン ガン 千 3 嚴二 〔眞宗 〕筑 後 伯 東 寺の 住持な 

千巖は 初め 法名を 知 海と いふ、 後 改めて 現 方と SS、 來來子 


と號 す、 姓は 細 川 氏な う、 天 保 五 年 正月 廿 五日 美 濃 安八 郡 南 
條村に 生る、 九歲 R して 父母に 出家を 請 ひ、 弘化二 年 東 本願 
寺 ic 得度し、 慶應 元年 筒井 伯 東 寺の 住持と なる、 宗主の 命を 
受けて 長 崎に 住き、 耶蘇 敎を 偵察し、 後、 破邪に 力を 盡 す、 
明治 四 年 R 靈崎頓 成の 黨 、東 鳳、 無性 等が 異義を 主張して 香 
山院講 席を 敵視し、 學寮に 暴論を 以て 挑む に 方う、 師 、闡彰 
院嗣講 と共に 聞 役を 命ぜられて 大に盡 力す、 又 明治 十五 年 二 
等學師 占部觀 順、 異義を 主張す る や、 師之が 調理に 力む、 師 
の 任職を 年代順に 擧 ぐれば 下の 如し、 嘉永六 年擬寮 司、 安政 
三年 寮 司、 明治 二 年 員外 擬講 、四 年 九月 擬講 ，四 年 五月 訓羝、 
七 年 四月 三等 學師 、八 年 五月 錄 事、 十四 年 五月 二等 學師 、十 
六 年 十二月 賛 衆、 十九 年 一月 嗣講 、廿 一年 三月 一等 學師 補、 
同年 六月 權少 賛敎 、廿六 年 一月 大學 蔡學監 、廿七 年 七月 講師、 
同 九月 大學 寮敎授 、卅年 十一月 權 中賛敎 に昇歷 す、 明治 卅年 
十一月 廿 五日 寂す、 壽六 十七、 著作 起 信 論 講義、 傳通緣 B 典 
據 、安心 道の 志ら ベ、 二種 深 信 决擇記 等 あ 6、 

セン クワン 千觀 jg K 〔天台宗； 3 攝津金 龍 寺の 學僧な 
う、 千觀 俗姓は 橘 氏 相 模刺史 敏貞の 子な 父母 初め 子な 
く 千手觀 音の 像に 禱うて 師を 生む、 因て 千觀と 名く、 弱齡 にし 
て 園 城 寺に 入 6、 落髮受 業し、 常 (C 淨業を 修 し、 阿 彌陀の 和 
讃 二十 餘行を 作る、 應和二 年夏旱 し、 朝議 師に 詔して 雨を 禱 
らしむ、 時に 師攝 津箕面 山に 在うて 自他 相 對の釋 文を 撰す、 勅 
使菴に 到る 師 乃ち 菴後三 里程に ある 大柳樹 に 登う、 香爐を 持 
して 持 誦し、 忽ち 大雨 降る、 攝 津安满 に 勝地を 得、 菴を 結び 
て 居る、 里 民其德 に皈 し、 遂 R 寺を 建つ、 即ち 金 龍 寺と 號す 


セン (專 、千) 


セン (千) ク 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇〇 七) 


セン (千) コ！ ハ 


師 常に 八 誓を 以て 衆徒を 誡め 、十 願を 以て 群生を 導く、 一時 
淀 河邊に 出て 馬 夫と なうて 往來の 人を 惠む 、永觀 元年 十二月 
寂す、 壽六寸 六、 著作 四十 問答、 三 宗要錄 、十 大願 六 即義私 
記、 被接義 私記、 十 如是 義 私記、 十二 因緣 私記、 三觀義 私記 
三諦義 私記、 十妙義 私記、 三 周義記 囑累義 記、 即身成 佛義記 
七聖義 記、 五味 義 記、 等 各 一 卷 ぁう、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 
諸宗章 疏錄) 、 

セン コ1 千 江 (i 二 五) 〔臨 濟宗〕 磐 城國某 寺の 學 僧な 
へ 千 江は 寬永 中中 村 藩 城下に 寓居す V 藩侯の 請に よう、 
四書を 講 す、 明曆 元年 藩侯の 意 {'C よ 6 某 寺に 住す、 寂す るに 
臨みて 極圓 を薦む 、(日本 敎育 史料) 

セン ザ ン千山 こ 一一 A : $: 〔淨 土宗〕 江戶 光感 寺の 開山な 
う、 千 山は 長 蓮社英 譽と號 す、 上野の 人、 其 俗姓 詳かな ら 
ず 「法を 普 光 國師に 禀け 、江戸 淺 草光感 寺を 開く、 寬永二 年 十 
二月 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セン シヨ 1 千 丈  ジッガ ン實巖 を 見よ、 

セン hi 千 到 (一六—  ) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 

P、 千 到は 興 福寺延 空 R 師事して 唯識を 討究し、 大小 乗に 

渉る. 應 和の 宮會に 比 叙 山の 禪愉法 華 經を講 し'  師問 者と な 

'^對 論數遍 、衆を 驚かす" 天延 元年 維摩 會の講 主と な- CN、 興 

福 寺に 住し、 後、 南都 戒壇 院に 移る、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朗 

高僧 傳 j 

センナ 千那  ミ ョ ~  シキ 妙 式を 見よ、 

セン ハン 千攀 1 s g  〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 

千攀は 鄕貫詳 かならず、 天延 元年 東寺县 者と な. CS、 貞 1 兀二年 


セン (千、 泉) 


權少 僧都に 任し、 天 元 二 年 正 僧都に 昇る、 同 三年 正月 四日 寂 
す、 壽七 十二、 C 東 寺 長者 補任) 

セン ホ 1  千 峰  ホン ジユー 本 立を 見よ、 

セン 及ン 千 # シユ丨 ヶ丨宗 桂を 見よ、 

セン ィチ 泉 一一 一一 gM o- 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
う， 泉 一 俗姓は 藤 原 氏、 依田 兵 庫 重 綱の 弟な* CN、 泉 尊に 師 
事して 專ら俱 舍宗を 究め 他學に 渉らす、 明德 元年 十二月 二十 
二日 寂す、 壽 六十、 (三 井續燈 記) 

セン X 泉惠一 一一 g =l 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 6、 
泉惠は 袈裟 法師と S ふ、 弘 安八 年 R 生れ、 十五 歲 剃髪し、 
靜泉長 乘二師 に 從 a て學 習し、 延慶 三年 十一月 傳法灌 頂 壇に 
入り、 文 保 二 年義釋 問題を 撰し、 元 亨二年 義釋要 文を 撰し、 
又 金剛. 頂 經疏要 文を 撰し、 康安 元年 十二月 十日 寂す、 壽七十 
七 (三 井續燈 記) 

セン エン 泉圓  チョ  丨エン 朝圓 ^ 見よ、 

センサ ツ泉 察； 一 -: j A: •一. 〔浄土宗〕 武藏西 光寺の 中興な 
う、 泉 察は 便 蓮社芳 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 吞龍に 
師事して 法を 嗣 ぎ、 武藏新 方 大畠西 光寺に 住し、 其 廢頹を 興 
す ; 兀和七 年 八月 十一 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セン シヨ ー 泉壯大 二 一一 一 1 AA 〔戒律 宗〕 大和 傳香 寺の 律 僧な 
泉奘 字は 象 耳、 寬 順と 號す 、俗姓は 今 川 氏、 駿 河の 人 
な $、 華藏 山に 投じて 祝 髪し、 招提 寺高範 R 受 具す、 後 旨を 
奉して 泉 涌 寺に 住す、 正 親 町 天皇 宮中 R 召して 菩薩 大 戒を受 
け、 これよう 數帝 R 召 3 れて經 論を 講ず、 大和 刺史 筒井 順慶 
傳香 寺を 荆 し、 師 請せられ て 開山と なる、 晚 年招提 寺を 主と 


(一〇 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


6、 天 正 十六 年 五月 十八 日 泉 涌 寺に 寂す、 壽七 十一、 門下 R 照 
珍 律師 ぁ 6、 ( 本朝 高僧 傅) 

セン ソン H  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
泉 尊 初の 名は 俊 泉、 藤原久 行の 子な う、 靜 泉定憲 長乘衍 等の 
諸師 R 就き、 文 保 二 年 戒壇を 建立す、 山 衆の訪 によう 奥州に 
流 3 る、 曆應 元年 本 寺に 歸 へう、 康永 元年 五月 谷 堂、 六月 峰 堂 
の學 頭と なう、 延文 三年 法 勝 寺 三十 講 R 召 3 れ法 印權大 僧都 
となる、 應 安二 年 十二月 二十 五日 寂す、 壽八 十二、 (三 井續燈 
記) 

センープキ泉滴ーーー_ーーーー 01: 一 〔曹 洞宗〕 加 賀天德 寺の 開山な 
$、  泉 涌 字は 巨 山、 武藏の 人、 其 俗姓 詳か ならす" 出家して 
諸老に 遍參 し、 長 安寺に 嫡宗田 承に 師事して 記 室と なう、 久 
しからす して 首座に 上う、 分座說 法す、 宗 田の 寂 後 席を 踵 さ 
て 長 安寺を 領 す、 德川 秀忠の 招に 應し 登城して 說 法し、 其寵 
を 蒙 6、 前 田 利 家 金澤に 金 龍 山天德 寺を 創して 師を聘 す、 師 
固辭 すれと も 秀忠の 命に よう 止む を 得すして 應 す、 寬永 十八 
年 十月 二十 五日 寂す、 壽八 十一、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

セン ヨ 泉譽  H リユ 1 慧流を 見よ、 

セン ヨ 泉 # ソン テッ 存徹を 見よ、 

セン 9 3 1 泉 | 良 ( . ) 〔淨土 宗〕 江戸 法眞 寺の 開山な 

6 、泉 良は 源 蓮社榮 譽と號 す、 甲斐 府中の 人、 俗姓は 竹 田 氏 

な 潮 龍の 室 {C 入うて 剃 髮受 業し" 江戸 本 鄕法眞 寺の 開山 

となる、 寂 年、 及 世 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

セン エ 證 慧 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 越 前 永 興 菴の禪 僧な う、 

詮慧 俗姓 源氏、 近 江の 人な 6、 幼に して 出家し、 撗 川に 住す 


顯密 兼修し 通達せ ざるな し、 尤 論議に 長 じ、 敵す る ものな し、 
道元 禪師の 新に 宋ょ 6 歸う禪 風を 揚 ぐるを 聞き、 深 草 R 至 4 
訪問す、 偶 禪師の 上 堂す るに 際す、 禪師說 きて 日 ふ、 有 レ 人 
道= 得 一句； 法界 量滅 、未 k 免，， ，春 夢說， | 吉凶； 更若道 得 一句； 破 
レ 塵 出， 經也、 是紅 粉铹 ，i 佳人 - •* 直下 照，， 了 面 i 夢 之眞覺 『便 見 f 法 
界 ，未 大 、微塵 未 k 爲/ 小、 兩旣不 J 貝 一句 何 憑、 井底 蝦嫲吞 __ 
却 月 (天邊 玉 兎自眠 k 雲、 詮 慧欣聽 して 此 に 至う 茫然と して 測 
るな し、 即ち改 衣して 隨 待し 後 契 悟す、 永 興菴を 開きて 住す 
雲 衲四來 し、 一方の 叢林と なる" 示 寂の 年時缺 く、 (延 寶傳燈 
錄 、本朝 高僧 傳 、日本 洞上聯 燈錄) 

セン オ ー 詮雄 ii i 伙 〔淨 土宗〕 江戶增 上 寺の 第 廿八代 
f,  詮 雄は 一に 詮翁 につく る、 深 蓮 社廣譽 と號 し、 直 心 蓮 
阿良 海と 云 ふ、 武 藏江戶 の 人な う、 父は 石 野 新 藏廣繼 と 云 ふ、 
其 嫡子な 6 と雖 も、 自ら 請て 出家と な $、 後、 熊 谷 蓮 生 山 
熊 谷 寺に 止る、 四方 遠近の 徒來て 師の德 化を 蒙る、 母 死去の 
後は 其 追福の 爲に 武藏 小石 川に 智願 寺を 創立す、 慶 安四 年 十 
二月 廿 四日 淺草 誓願 寺に 住す、 承應二 年の 春 命 R ょう 大善寺 
に 住す、 此時 幕府ょう 新境內 一万 五 千 坪を 加 賜 せらる、 本堂 
門 庫を 再修し ■■學 徒を 敎 育す、 故に 當 山の 中興と 稱 せらる、 
後、 大 光院に 轉 し、 延寶 三年 增上寺 第廿八 代の 貫主と なる、 
天和二年二月十八日伊勢國蓮_花谷梅香寺に住矿、專ら念佛を 
修 し、 貞享四 年 七月 八日 寂す、 壽八 十一、 (緇白 往生 傳 、三緣 
山 志) 

セン オ— S 汾羽 セン オ 1 證 雄に 同し、 

セン カイ 詮海一 ii fjg  S 通念 S ボ〕 大和 常樂 寺の 學僧 


セン (泉、 * 〕 


セン (詮) オーガ 


書辭 名人 家佛本 日 


(二〇 七） 


セン (詮) 力 


なう、 詮海 字 rl 幡 光と sa 、戒珠 院と號 す、 別 號四德 、坊 
主 墨 海、 天竺 老人の 稱 あう、 大和 山 邊郡筑 紫 村の 人、 中島 氏 
の 次男な う、 母は 庄司 氏の 出な う" 天明 六 年 六月 (一に 十月) 
十六 日に 生る、 幼名： i 馬 之祐と s ふ、 寬政五 年 八月 甫めて 八 
歲 にして 大和 牛 群 郡 奥 留西念 寺 東海 上人に 役して 得度し、 詮 
海と 名く、 寬政 十一 年 十一月 大源 山に 上 6、 法脉及 ひ 圓戒を 
受く 、號を 幡 光と s ふ、 寬政 十二 年 六月 親敎 に從 a て 大和 添 
上 郡 稗 田常樂 寺に 住持す、 亨和 元年 夏深戒 律師に 就きて 悉曇 
章を 受 く、 亨和二 年 春 杉 山 儒生に 從 a て 詩を 習 ふ、 亨和 三年 
慈 雲 大和 上に 七 條 松の坊 にて 參禪 す、 文化 二 年 十一月 宗 脈を 
受く 、文化 三年 四 朝 高僧 傳を讀 みて 緇林蒙 求を 撰す、 五 年 二 
月 上京して 香 衣を 拜 す、 八月 河內髮 切山鑀 慶阿闍 梨に 謁して 
法要を 問 ふ、 文化 六 年 六月 二 十九 日鐵 慶阿闍 梨に 從 a て 菩薩 
戒を 分受 す、 七 年 北室院 叙辨和 上 R 從 a て 唯識 論を 聽く 、八月 
廿 一日 鎪 慶阿闍 梨ょう 形 同 沙彌戒 を 受 く、 文化 八 年 三月 起 首 
四 度 加 行、 十 年 三月 鎪 慶阿闍 梨 R 從 a て 豐山に 赴き、 大日 經 
疏を 聞く、 文化 十一 年秋豐 山に 遊 a 眞 應和尙 の俱舍 論の 講を 

聞く， 文化 十二 年 八月 常樂 寺ょ- 〇 北の方 字 西の 堂 R 我淨 庵を 

經營 す、 文化 十三 年 貫主の 命を 奉し 阿 彌陀經 を大源 山に 講し 

課 誦を以 て 副講 とす、 八月 豐山に 遊 a 、 道 源 和 尙の尙 書を 聞 

き、 眞應 和尙に 八 轉義を 習 ふ、 十一月 一 浪華 ic 赴きて 普 門 和 上 
R 就きて 須彌山 儀を 聽 き、 應天曆 を 受 く , 文化 十四 年 秋 巨 岡 
道 人 R 謁して 書法を 間 ふ、 十一 弓 鎪阿闍 梨に 從 a て 報恩 院流 

密 灌を受 く、 文政 元年 二 月 豐山に 赴き、 眞應に 從 s て 再 a 大 

日 經疏を 聞く、 文政 二 年 夏 重ねて 命を 奉して 大源 山に 梵網經 


セン (詮) 力 


を 講ず、 九月 廿 三日 道 源と 共に 重ねて 形 同 沙彌戒 を 明 堂 大和 
上に 受 く、 文政 三年 夏 また 貫主の 命を 受けて 圓門 章を 大源山 
に講 す、 文政 四 年 二月 菩薩 戒を授 く" 受者 五十 四 人な 6、 三月 
例月 念 佛會を 創建す、 文政 五年閏 正月 斑鳩 常 念 寺に 赴きて 圓 
門 章を 講ず、 此夏 往生 要 集を 大源 山 R 講し、 六 物 圖を以 て 副講 

とす、 文政 六 年 
二月 十四日 明 堂 
大和 上ょう 法 同 
沙彌戒 を 受 く、 
三月 廿 一日 起 首 
別行を 行し、 六 
月 二日に 滿行 
す、 八月 廿一日 
播 磨の 覺 尊と 共 
に 得 戒和尙 ょう 
具足戒 を受 く、 
智幢 和尙を 請し 
て 依止闍 梨と な 
す、 貫主 隨 喜し 

て師に 戒珠院 の號を 下す、 文政 七 年 四月 五日 比叡山の 戒壇に 
登うて 圓 頓大戒 を 受け、 本山 金 光 院主 亮照 律師を 請して 傳戒 
和 上と なす、 同日に 大趙良 本 因に 沙彌 戒を受 く、 九月 下旬 宇 
治平 等院を 過く るに、 會 、立 道 上人が 選擇 本願 念佛 集‘ を 講ず 
るを 見て、 之に 就きて 淨士 要義を 咨决 す、 十月 明 堂 大和 上 ic 
從ひて 光明 眞言の 深義を 聞く、 十一月 良 本 等十餘 人に 十 善戒、 


(: 三〇 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


及 S 菩薩 戒を授 く、 文政 十二 年 課 誦を改 刻す、 阿 彌陀經 の 振 
假名は 西 來寺眞 阿僧 都 ょう 相傳 すると zl ^ l: 取 6 し ^ うと S 
ふ、 當時大 源 山の 講主 とな 6、 眞光 院と號 す、 天 保 八 年 冬 駒 
塚 東 福 寺に 兼 住す、 寺は 正 法律 源 無 和 上の 開基に して、 和 上 
は 融通 念 佛宗を 唱導せ しが、 師の 住する R あた 6、 廢を 興し 
蹟を 求めて、 融通 念佛 宗の弘 布に 勉め たう、 萬延 元年 十月 一 
日 稗 田常樂 寺に 於て 辭 世の 和歌 一首を 詠して 寂す、 壽七 十五 
臘六 十七、 歌に 日く 「S つの 年 s つの 頃を と 思 a しに 今月の 
け ふ 今を 往生」 と 師甞て 自鳴鐘 十德な る ものを 作て 自他の 規 
となし、 弟子を 訓戒す、 十德に 日く、 一、 朝 起を 早くす る德、 
二、 宵 寐を晚 くす る德 、三、 齋 食の 規 となる 德 、四、 懈怠を 
誡しむ るの 德 、五、 精進を 進む る德 、六、 時の 過不及を 知る 德、 
七、 寂寞を 慰む る德 ©' 八、 作業の 限を 立つ るの 德 、九、 氣を 
養 ふの 德、 +■、 無常を II せし むる の德 、と師 六十 一 歲の時 愚 
身 十 喜なる ものを 作うて 日く 一、 生爲 男子 喜、 二、 六親 完具 
喜、 三、 時世 泰平 喜、 四、 出家 無累 喜、 五、 値遇 正 法 喜、 六 
師友 提携 喜、 七* 行 學日新 喜、 八、 子弟 孝順 喜、 九、 無病 長 
壽 喜、 十、 後生 淨土 喜と 師は 天明 丙午に 生れ 弘化 丙午は 則ち 

六十 一 歲に當 うて、 世俗 丙午 R 生れし ものを 忌 1; 乙と 甚し 、師 

之を 槪し て弘化 丙午 サトシ 書なる ものを 作 $、 一枚 摺に して 

普く 施 印して 人の 迷を 解けう、 師は 自ら 坊主 墨 海と 名乘 うて 

我は 全體糞 坊主の 外 一文の 値な しとて 詩を 賦して 日く、 「我是 
一體糞 坊主、 數着 =味增-不，懷鉍、$張殊勝知識顏、遂被.拜 
，顔 至- <  放 庇 一と 平素 持 律 堅固に して 時人の 爲に 敬服せられ、 稗 

田の 和 上、 又は 稗 田の 眞 人と 通 稱 せらる、 弟子には 大超樂 山 


圓趄 、明 意、 州 山、 信 善、 諦 住、 樂 信、 明 立、 能 海、 戒 善、 
靜眞 、詮應 、嘿乘 、浩然、 賢靜 、超染 、忍 了、 戒道等 あ 6、 
就中 初の 四 子 最も 著は る、 師の 著作には、 入道 初 門、 融通 宗意 
辨 、融通 課誦鋪 妄抄 、引接 賛 講義、 融通 他力 解、 宗法 口 決、 
十一 尊 秘訣 抄 、融通 妙宗 行事 要録 、圆念 法語、 剃刀 略 作法、 
聖應 大師 十德諺 註、 聖應行 狀和贊 、融通 念佛 大宗 記、 水藥師 
中興 緣 起、 正 法律 宗 名義、 大念佛 事蹟 考、 緇林蒙 求、 融通 法 豚 
異傳 、丙午 サトシ 物語、 各一卷 、融通 念佛 驗得傳 、圓門 章 大意 
各 二 卷其他 未 ^ 卷をな 3 レる 篇章 夥多 あう と S ふ (戒珠 放光 
錄 、及 a 西 本 良 察 氏 返信)  . 

セン サツ 證察 j iH 蚀 UC 淨 土宗〕 江戸 增上寺 第一 一 一 十七 代 
なう、 詮察は 雄 蓮 社 松 譽忠阿 觸 光と 號 す、 伊勢の 人、 慶 安元 
年 正月を 以て 生れ、 七 歲に して 出家し、 詮雄 上人に 師事す、 
詮雄 寂す る 後、 增上 寺に 登 6 て修學 し、 遂に 學頭 となる、 後 
大光院 光明寺 等に 歷 住し、 正 徳四年 六月 二十 八日 三緣山 貫主 
となう 大僧正に 任す、 享保 元年 四月 三十日 將軍 家繼薨 し、 師 
大 導師と なう、 中陰 法會 にも 大 導師を 勤む， 同 二 年疾に 罹う 
二月 十七 日辭 して 一本松に 退隱 し、 三月 十八 日 寂す、 壽 八十 
臌 、六十 七、 芝 峰に 塔を 建て 蓮 花 谷に 碑を 立つ、 (三 緣山 志) 
セン 3 擧一 I ビヤ クゲソ 白玄 5: 見ょ、 

センガ 暹賀 f  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な. e/ 
暹賀 俗姓は 藤 原 氏、 駿 河の 人、 (一 傳近江 志賀の 人) 幼に して 
弟聖 救と 共に 比 叙 山に 登 6、 座主 慈慧の 室に 投して 剃 髮受戒 
し、 顯密 一 敎を究 む、 本覺 院を荆 して 此に 居る、 正 暦 元年 十 
二月 廿 □敕を 奉じて 延曆寺 座主と なる、 時に 七十 七歲 な*^、 


セン (詮) 力 


セン (詮 、滞 0 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 0 七） 


セン (暹) ガ — 3 


職に ある 八 年、 辭して 本覺院 に歸 6、 長 德四年 八月 一日 寂す、 
壽八 十五、 (天台 座主 記、 本朝 高僧 傅) 

セン ガク遷 覺 j A-t oo w  〔天台宗〕 大和 崇敬 寺の 僧な う、 
暹 覺は豐 後の 人、 俗姓は 三峯 氏、 壯に して 出家し、 後、 大和 
に 牲 き、 崇敬 寺の 東北に 別院を 結び、 深く 禪定を 修 す、 保延 
六 年 正月 某日 寂す、 壽九 十五、 臘六 十六、 (本朝 高僧 傅) 

セン ク邊救 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 僧な 

P、  暹 救は 字地藏 房と 云 ふ、 雙嚴 房賴昭 、幷に 其 弟子 經暹 
に 就 S て 一流の 事相を 傅へ、 當 時に 名 あう、 (台密 血脉 譜) 

セン ゲン 邊玄 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學 僧な 

う、 暹玄は 後 R 改めて 圓 運と 云 ふ、 陸 奧守源 信雅の 子な う、 
出家して 比叡山に 登 6、 三昧 阿闍梨 桂林 房 良祐の 正統なる 相 
實法 印 R 師事し、 一流の 事相を 傅へ、 勅を 拜して 內供 とな 6、 
法 印に 叙 せらる、 寂 年月日 詳なら す、 門下に 貞覺 圓智の 二人 
あう、 (台密 血脉 譜) 

センコー邊 ^ 2 七三八)〔天台宗〕近江延曆寺の學僧な 
う、 暹斅は 比叡山 R 隸 し、 諸老に 親近して 天台を 學び 、他 部 

を 蒹讀 す、 承 曆二年 正月 十五 日 始めて 白 河 上皇 詔して 大乘會 

を 法 勝 寺に 修 す、 師 講師と なう、 上皇 R- 賞せられ て 權 律師に 

任す、 後 其 終る 處を 知らす、 (本朝 高僧 傳) 

セン シュン 遷俊 ( . ) 〔天台宗〕 攝津別 所 寺の 僧な 

う、 暹 俊は 俗姓 生國詳 かなら す、 初め 比叡山に 登うて 顯密 

の 學を習 ひ、 後 攝津渡 邊の別 所 寺 (C 住し、 藕絲三 衣を 傳 持せ 

う、 是は 本禪瑜 僧都の 所持し 犮 る ものな う、 加 茂 長 明の 發心集 

R 其緣 起を 載す、 寂 年 及 ひ 壽缺 く， (本朝 高僧 傳) 


_ _ _ ^ン (暹 、潛)  I  ■ 

セン、— 1 暹命一 AA ii 〔天台宗〕 近 江 無 動 寺の 僧な 
P、  暹 命は 丹 州の 人 幼よう、 比 叙 山に 登うて 天台 敎を傳 習 
し、 兼て 淨業 を修 す" 額に 三寶の 字を 鏤み 、背 R 彌陀の 像を 黥 
す、 初め 畿內に 往遍 して 四天王 寺に 詣で 、後、 無 動 寺內に 菴を 
結びて 居し、 更に 信 施を 受けず、 一 僧 來る每 に 山 衆に 巡 乞して 
食を 供す、 順德 皇后 布 袈裟を 裁して 贈う y2 まふに、 師 熟視し 
て 三世の •諸佛 に 供養と 唱へて 溪 谷に 投 す、 師の 奇行を 知る ベ 
し、 嘉祿 元年 八月 十三 日 寂す、 壽八 十三" (本朝 高僧 傳) 

セン ヨ邊血 ハ -: A: -: J[: 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な $、 
暹 與は紀 伊の 人、 高野山に 在うて 金堂に 供 役し、 私財を 捨て 
て佛 具を 造う、 金堂に 寄附す、 永 萬 元年 十二月 十六 日 寂す、 
壽缺 く"  c 本朝 高僧 傳 、高 野 往生 傅) 

セン 3 邊譽  、ノ テキ 祖 的を 見よ、 

セン ケ— 潜溪  ショ ヶソ處 謙を 見よ， 

センリ ユ I 潜 龍； j seg ls 〔眞宗 3 美 濃 安養寺の 住持な 
う、 潜 龍は 三 河 幡豆郡 室 村 順 成 寺 得 成の 二 男に して、 天 保 
五 年 十二月 廿 三日 生る、 八歲 よう 臨 濟宗華 岳 寺 烏居廉 溪に從 
ひて 文選 五經 等の 素讀 講義を 受 く、 本 法 院義讓 、師の 秀才を 知 
$ 京 郡 R 伴 S て 漢籍を 學ば しめ、 又 江戶の 聖堂に 入らし む、 
後、 京都に 皈办 、智 積院に 入うて 俱舍 を學 び* 又 叡山坂 本 R あ 
うて 專ら 天台を 究む 、大坂 善覺寺 法宣の 養子と な 6 しが、 繼父 
了 海の 實家 專覺寺 了演沒 し， 嗣子 幼な 6 しか ば、 師其 寺に 入 
6 て 在住す る 乙 と 三十 一年、 春風 舍 R 學 徒を 集めて 敎授 し、 
維新の 際には 各宗 と會議 して 大に宗 敎に 力を 盡 す、 三十 歲の 
時、 擬講に 任し、 明治 五 年敎部 省の 時 渥美 契緣 等と 共に、 


(五〇 七） 


書辭 名人 家佛本 日 


本山 R 身を 委ね 大に 事務の 改正を 計る、 同年 六月 權 訓導に， 
同 九 年 七月 三等 敎師 に、 十二 年 五月 三等 學師に 、十七 年 四月 
賛衆 に、 十九 年 二月 二等 學師 R 歷 任す、 同年 六月 十二 日 美 濃 
國郡上 郡 八幡 町 安養寺に 住持と なる、 廿 一年 三月 一等 學師 R 、 
六月 廿二 日權少 賛 敎に歷 昇す 廿四年 三月 十七 日 三 河 別院に 出 
張し 是 海の 安心を 調理す、 廿八年 九月 顧問に 任じ、 特受 參務の 
侍 遇を 得、 廿九年 一月 廿 三日、 病に 罹う、 法主 親く 其 病床を 訪 
ふ、 三月 甘 五日 權中 賛敎に 補し ■廿 六日 午前 五 時 寂す 壽六 十三 
セン リユ I 潜 龍  エタ ン慧湛 を 見よ、 

セン ガィ 施 崖 ii ll 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺獨住 第一 代 
f、  旃崖 字は 奕 堂、 號は無 似 子， 別に 三界 無賴と いふ、 
俗姓 平野 氏、 尾 張 名 古屋の 人、 十四 歲 出家し、 聖 應寺曉 林に 
師事し、 後出 遊して 越後に 到う、 黃龍寺 道 契に 仕へ、 天 保 四 
年 美 濃に 到う、 全昌寺 洞門を 訪 a 、 次に 大坂 R 住き 風 外を 問 
ふ、 天 保 十二 年 風 外 京都に 上 6、 眞如 堂の 子院 に寓 す、 師隨 
侍して 其敎を 受け、 遂に 印 可を 受 く、 弘化 元年 大慈 山 R 移 6、 
同 二 年 播磨龍 海院に 住し、 安政 四 年加賀 天德院 R 轉 住す、 明 
治 元年 永平總 持の 二 寺相爭 ふに 方う、 師其 調和に 力を 盡し 、遂 

に 同 三年 大衆の 推擧 により 總持 寺獨住 第一 代と なる、 勅 ぁ 6 

弘濟 慈德禪 師の號 並 R 紫 衣を 賜 ふ、 十二 年東國 R 巡 化し 羽 前 

の善寶 寺 R 入う、 八月 二十四日 同 寺に 寂す、 壽七 十五、 臘六 

十二、 著作 懶眠餘 稿 ぁ 6、 

セン リン イン 施 林院  一ー チェン 日 衍 を 見よ、 

セン ケ ー 讖桂一 一一 g ll s 濟宗 3 相 模圓覺 寺の 禪 僧な 

う、 讖桂 字は 香 林、 俗姓 不詳、 肯山 悟の 法を 嗣 ぐ、 永德二 


セン (潜、 摘、 讖) 


年 01] 覺寺に 住す、 後、 慶雲菴 に 退 休す、 至 德二年 二月 十八 日 
寂す、 壽七 十三、 遺 偈死似 。 脫 k 袴' 生 如 衫 、全 無 = 生死 〖討， I 
其 生死？ 前 三 三 ■後 三 三、 勅 謚等慈 禪師と 云 ふ (延寶 傳燈錄 、本 
朝 高僧 傳) 

センサ ィ瞻西 C 1 七 八 B 〔天台宗〕 京 郡 雲居 寺の 開山な 
$、  瞻 西は 比 敖 山の 住僧な 京都に 移 6、 止觀に 意を 注 
き、 天 治 初年 雲居 寺を 開き、 八 丈の 金色 大像を 彫刻して 勝應 
院に 安す， 寂 年 及 a 壽缺く  (本朝 高僧 傳) 

セン カ ク $ *  シユ — 7- ン 周 ® を 見よ よ、 

セン シン 先晋 is si 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第三 十 
五代な 4、 先晋 字は 音 長、 武藏の 人な 馬 室 常勝 寺に 入 
ぅて 剃 度し、 智積院 に 留學 し、 學業 功を 積み、 天 保 十二 年 能 
化 職に 任ず、 法務を 執る 六 年老を 以て 職を 辭 し、 弘化四 年 十 
二月 十七 H 寂す， 壽七 十六、 (新義 眞言 宗 史料) 

セン シヨ^- 先 照* スィ ショ 瑞初を 見よ、 

セン ホ^^^® シユー ヶン 宗 賢を 見よ、 

センチ 尖智 (一二 炅〕 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪僧 な*^、 
尖智 字は 海菴 、龍 州 文 海に 參 して 其 法を 嗣 き、 記 室と なる、 
寵 州の 寂 後 席を 繼きて 下野 大中 寺を 主と る、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 
法 嗣快叟 良 慶無學 宗棼の 二人 ぁ 6、 (日本 洞上聯 燈錄) 

セン<ン仟遍ーーーー ^ 徊〔眞言宗〕紀伊高野山の學僧な6 
仟 遍は少 き 時よう 諸方を 巡遊し、 廿四歲 眞言 敎を 慕 a て、 高 
野 山に 登う、 寶性院 の 良 雄 阿 闇 梨に 兩 部の 灌頂 法を 得た $、 
文明 九 革 寶性院 に 住し、 顯 密兩敎 を布敎 し、 永 正 十三 年 五月 
十一 日 寂す、 壽六 十三、 (本朝 高僧 傅) 


セン S、 先、 尖、 仟) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六〇 七) 


セン C 闡. 染 、鮮 、洗、 川、 险 、錢 、旋} ゼン (善) 


ゼン C 善) イ —X 


セン シヨ— イン 闇彰 院卜 - H  - 東瀛を 見よ、 

センタ イ 扣強相征 ショ— グ正 具 5: 見よ、 

セン m- 閽揚 51 |^ 1:眞宗〕山城興正寺の廿凹代方？ 
闇揚 字は 法 高 寂 聽の第 一子 寶曆 三年 秋 W 來憲榮 侍講に 就き 
て宗乘 を習學 す、 六 年 二月 權僧 正に 任し、 八 年 三月 乘惠の 請 
によぅ 其 著 淨土三 經音義 の 序を 作る、 天明 六 年 映姬を 娶ぅて 
室と なす、 寬政七 年 十月 十日 寂す 壽五 十九 ( 本願 寺 通 紀) 

セン オ 1 イン 染王院 ジョ  —グ 常弘を 見よ、 

セン コー ニ ン染 香 A ダイガン 大 含を 見よ" 

セン モン 0^. タン チョ ー湛 澄を 見よ、 

セン ケ 1 鮮溪 インジ ョ丨 印定を 見よ、 

セン シン シ洗心 子  ゲン M 立 慧を 見よ、 

センソ1 H サイ 慧濟を 見よ、 

セント 1 ® 菩  ギョ- ネ-行 寧を 見よ、 

セン hi 錢塘  H ンモ ン圓 門を 見よ、 

セン ホ 1 シユ- ク宗石 を 見よ、 

ゼンタ  善 阿  ク丨 H ン空圓 5: 見よ、 

ゼンタ  #w  レキ テン 歷天を 見よ、 

ゼン アン 盖口養 リョ— チ 良 置を 見よ、 

ゼン イ盖口 音 rli A: *: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な り、 善 

意は 備 前の 人、 比 叙 山に 登ぅて 僧房に 兒 役し、 受 具の 後顯密 に 

精し きを 以て 衆に 推さる" 西 塔の 黑 谷に 室を 閉ぢ 、誦 呪觀心 

苦修 精練す、 千日を 期して 法 華を 講演し 常に 衆に 云 a て 我は 

佛と 日を 同し ふして 死 せん、 と、 果して 大治四 年 二月 十五 日 

を 以て 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 


ゼン v  # 口 音〗 (一一 II 二 七) 〔眞宗 〕 越 中 氷 見 西 光寺の 住持な 
う、 善意は 字を 芳 山と SS、 尺 伸 堂と 號 す、 西 光寺 安定の 下 
R 學 S 義敎と 同輩た $、 一に 峻 謙の 弟子と い ふ、 義敎の 日蓮 
宗を駁 する に 方 6 師大 R 助〜、 明 和 四 年 六月 (一傳 六 年) 評僞 
辨一卷 を 著して 柬 派なる 越後 法義異 諍を 評駁 す、 東 派の 慧 
琳は彈 評 僞辨を 作うて 師の 說を彈 斥す、 師慧日 霜 露 篇三卷 を 
作うて 之を 再駁 せう、 後 本山 R 出て 無量 壽經を 侍講す、 某 年 
二月 廿 三日 寂す、 謚して 明達 院と S ふ、 著作 評僞 辨一卷 、阿 
彌 陀經述 聞、 白糸 編 t 慧日霜 露 編、 各三卷 、正 信偈歸 仰錄四 
卷 、大 經弘願 釋七卷 ぁう、 (本願 寺通紀 、本願 寺 派 學 事史) 
ゼン ィ善 偉； i o: s: aE: 〔淨土 宗西山 派〕 京都 圓福 寺の 學僧 
なう、 善 偉 字は 堯慧 、鴨 空頓 葉に 師事して 淨土宗 西 山 派の 
學を究 め、 圓福 寺に 住して 其 門 業を 張る、 應永二 年 七月 二十 
九日 寂す、 壽缺 く、 著作 論 註 私集鈔 若干 卷 ぁう、 c 淨土總 系譜} 
ゼン ィク 善 育 -: o: l H; 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 善 育 字は 大 林、 相模の 人" 淨智寺 無 象 照の 下に 師事し 
其 法を 嗣 r、 足 利 氏 天 龍 寺に 請 すれ ども 出で ず、 後、 建 仁 寺 
南禪 寺に 住す、 晚年 正宗 菴に屛 居す、 應 安五 年 十二月 三日、 
美 濃瑞巖 寺に 寂す、 勅謚 僧海禪 師と云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 
高僧 專 〕 

ゼン X #口 慧シ ョー クー證 空を 見ょ" 

ゼン エィ ン 善慧院  - ーチテ 丨日貞 を 見ょ、 

ゼン X 1 善 榮 (一四 五 四) 〔 . 〕 孝 謙 天皇の 朝の 僧な 

う、 善榮 俗姓 不詳、 神 護 景雲 元年に 中 律師と なう、 延曆 十三 
年に 其官を 去う 幾 もな く 寂した る もの V 如し、 (.七 大寺 年表) 


(七〇 b) 


書辭 名人 家佛本  日 


ゼン 菩榮 _: l: o: 〔浄土宗〕 三 河 誓滿 寺の 開山な 
う， 善榮は 聲蓮社 聞 譽と號 す、 俗姓は 平野 氏、 三 河 碧 海 郡 小 
垣 井村の 人な $、 廓 呑に 投じて 剃髪 受戒し、 萬 無に 師事して 
宗乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後、 鄕 里に 歸 り、 誓滿 寺を 創 
立して 開山と な- N、 元祿 三年 七月 五日 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

ゼン エツ 善悅 ( . )〔 淨 土宗〕 下野 弘經 寺の 第 七 代な 

う、 善 悅は名 蓮 社 見譽退 堂と 號す 、筑 紫の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず、 祖洞に 師事して 法を 嗣 ぎ、 飯 昭弘經 寺に 主と なる、 
武藏都 築 郡 小 机の 泉 谷 寺、 及 相模酒 匂の 大見 寺を 籾して 開山 
となる、 寂 年 井に 壽缺 く、 C 淨土總 系譜) 

'セン オ ー 善往.一 —: ?-: 一. 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 6、 
善 往は元 興 寺 ic 住す、 持統 天皇 七 年 十二月 勅を 拜して 法員眞 
義等 と共に、 近 江 國益須 郡に 至うて 醴泉を 撿 す、 文武 天皇 二 
年 三月 十八 日 律師 R 任せら る、 是れ元 興 寺 律師の 始 なう、 大 
寶 二年大 僧都に 任せら る、 和 銅 四 年に 寂す、 (續 日本 紀 、七大 
寺 年表、 僧綱 補任、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 本朝 高僧 傳に 大僧正に 任せられた 6 と あるは 誤な 6 

ゼン カ 善 迦( . )〔曹 洞宗〕 上野 11 源 寺の 禪 僧な 6、 

善迦 字は 傅 葉 •龍 源 寺 笑顔 正忻 に參 して 其 法を 嗣 ぎ、 寵源寺 

に 主と な $、 次に 常 陸圓通 寺 ic 遷 る、 晚年結 城安穩 寺を 司 ど 

る、 其 頹廢を 興す、 寂 年 並に 壽缺 く、 法 嗣春翁 桂 陽 あ 6、( 日 

本 洞上聯 燈錄) 

ゼン カィ 蛊口海 r . 〕 〔浄土宗〕 江戸 法界 寺の 開山な 

6、 善 海は 光 蓮 ； Trt 明 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 隨 波の 


ゼン (善) エーカ 


法 流を 受け、 江 芦三 河 島に 法界 寺を 靱して 開山と なる、 寂 年 
及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゼン ガク盖 口 覺 jj -: A: A: 〔淨 土宗〕 江戸 淸德 寺の 開山な 
う、 善 覺は專 蓮 社 心 # 念 阿と 號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 靈# 
の 室に 入うて 剃 髮 し、 虎 角に 師事して 法を 嗣 C、 江戶淺 草に 
淸德 寺を 開きて 乙れ に 住し、 寬永五 年 九月 十三 日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

ゼン カ クイン 善 覺院  ニ チ キヨ-日 鏡 v_- 見ょ、 

ゼン ギ善議  一一 0H S 〔一一 一 論宗〕 大和 大安 寺の 僧な 6、 
善議 俗姓は 慧賀 氏、 河 內錦織 郡の 人な-'、 幼に して 俗塵を 絕 
ち、 大和 大安 寺の 道 慈に 從 S て 三論を 習 S、 其 奥蘊を 盡す 、後 
唐に 入 6、 逼く 名德を 尋ねて 敎門を 探う、 歸 朝して 大安 寺に 
往 し、 盛に 空 宗を說 く、 弘仁 三年 八月 某日 寂す、 壽八 十四， 
法 弟 安澄 勸 操の 二人 あう、 (本朝 高僧 傅) 

ゼン キン 善 均 (一一〇 五 四) I; 臨 濟宗〕 山城 臨 川 寺の 禪僧な う 
善 均 字は 平 山、 其生國 俗姓 詳か ならす、 久しく 夢 窓國師 に從 
S て 宗旨を 硏め 、命を 享けて 臨 川 寺に 主と なる、 寂 年、 及 ひ 
壽歃 く、 (本朝 高僧 傅) 

〔考〕 善 均は 應 永の 頃の 人な 6 
、セン キヨ ー 善慶； ii si 〔淨 土宗 ：一 常 陸 常 福 寺の 僧な 
善 慶は信 蓮 社 澄譽魯 光と 號 す、 存樹に 師事して 淨土敎 
を 學 S、 初め 館 林 善導 寺に 住し、 後 瓜 連 常 福 寺に 移る、 正德 
四 年 七月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゼン キ ml 盖口 慶一 -: - : j H: 〔淨 土宗〕 總州 光岳 寺の 開山な 
う、 善 慶は道 蓮 frfc 玄譽 天機と 號 す、 總 州の 人、 其 俗姓 詳か 


ゼン (善) カー キ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八〇 七） 


ゼン (善) ク 


ならず、 存把に 師事して 法を 嗣 ぎ、 飯 沼弘經 寺に 住し、 第 十 
代と なう、 後 總州關 宿に 光岳 寺を 開く、 慶長八 年 三月 八日 寂 
す" 壽缺 く" (淨 土總 系譜) 

ゼンタ 善 救 55 SS 〔曹 S S 越 前 願 勝 寺の 開山な う、 
善 救 字は 普濟 、加賀 河北 郡の 人" 俗姓は 藤 原 氏な 6、 十三 歲 
にして 淨住寺 寂 室を 禮 して 薙髮 し、 十五 歲に して 受戒し、 偏 
く諸老 宿に 謁し、 永 澤寺通 幻寂靈 R 依う 侍 司と なる、 通 幻 總 
持 寺を 司と るに 及 ひて、 師從 ひて 諸 職に 歷 住す、 康應 元年 十 
二月 六日 印 可を 受けて 分 座し、 加 賀の聖 興 寺 R 出世す、 明 德 
四 年 詔を 承け て 總持 寺に 住す、 已 R して 辭し て聖興 寺に 歸 / 
う、 應永 三年 丹 波の 永澤 寺に 主と なう、 同 五 年 越 前 龍 泉 寺に 
遷 る、 同 S の棋 富の 檀越願 勝 寺を靱 して 延きて 此 に 居らし む、 
應永 十三 年 正月 十二 日 寂す、 壽六 十二、 臘四 十七、 法 嗣玉叟 
良 珍、 大圓禪 雄、 寶山崇 珍、 玉 翁 正 光、 直 傳正祖 の、 五 人 あ 
う、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

ゼンク#口玫1一1§|1〔臨濟宗〕相模圓覺寺の禪僧な令、 
善 玖 字は 石室、 筑 前の 人、 文 保 二 年 古 先 元 無涯浩 等と 船を 同く 

して 元 R 入う、 一時の 禪匠徧 く 其 門を 叩き* 久しく 古林 茂 和 

尙に金 陵の 鳳臺 寺に 參 し、 遂 R 印 可を 受け、 嘉曆 の初牢 諸 友 

と共に 歸 朝す、 時に 竺仙梵 和 尙南禪 寺 R 住して 師を 待つ、 會 

々仲 嚴 月萬壽 寺の 席を 退きし を 以て 師 を 擧けて 補せ しむ、 尋 

S て 天 龍 寺 R 移る、 法幢 盛 R して 鎌 倉 管領 基 氏 其 道譽を 慕 ひ 

圓覺 寺を 主と らしむ、 應安 元年 六月 建 長 寺 R 移る、 住持 六 

年、 金 龍菴を 福 山の 傍に 建て V 幽居す 永 和 元年 檀越等 武藏巖 

築に 平 林 寺を 建て 師を 招きて 開山と す、 康應 元年 九月 二十 五 


ゼン C 善) ク I シ 


日 平 林 寺に 寂す、. 壽九 十六、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
ゼンタ ワク 善 廊ク 7 ンク —關 空を 見よ 
ゼン サク# 口 作 m -t:: 〔淨 土宗〕 江戶敎 善 寺の 開山な 
P，  善 作は 信 蓮 社 行 譽と號 す、 甲斐の 人、 俗姓は 高 坂 氏な 
$、 虎 角に 投じて 剃髪 受 業し、 其 法を 嗣ぎて 後、 江戶 麻布 R 敎 
善 寺を 籾して 開山と なる、 寶永 十四 年 五月 十四日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) . 

ゼン サン 善 算ぜン チコ-善 仲の 傳を 見よ 

ゼン シン ニ 善 信 尼 (111 五 〇)〔 . 〕 我國 最初の 尼な 

6、 善 信 尼 俗名は 鞍部 島 女と 云 ふ、 鞍部 村 主 司 馬 達 等の 女 
なぅ、 敏達 天皇の 十三 年 九月 R 鹿 深- 臣 (名 缺 く}^^ ノ連 (名 
缺く} 新羅よ 6 彌勒の 石像 幷に佛 像を « し歸 る、 蘇 我 馬子 之 
を 請 S 得て 祀らむ とし、 播 磨よぅ 修行者 惪便を 請 じ、 島 女を 
度せ しむ、 島 女 時に 十一 歲な 6、 出家して 善 信 尼と 云 ふ、 我 
國に 於て 出家せ る者實 R 善 信 尼 R 始まるな 6、同時に漢人夜 
菩 の女豐 、錦 織壺の 女 石、 慧便 R 就きて 出家し、 豐は 禪藏尼 
と云ひ、石は惠善尼と云ひ1善信尼の弟子となる、同年に善 
信 尼 等は 馬子 R 請せられ、 像の 前に 大齋會 を 行 ふ、 同 十四 年 
に 物 部 守 屋中臣 勝 海 再び 奏して 佛敎を 排 す、 善 信 尼 等は 捕は 
れ海 石榴 市の 市亭に 引出 3 れて 鞭打たる、 後、 赦 3 れて 馬子 
に附 せらる 馬子 再び 精舍を 興して 善 信 尼 等を 供養す、 用 明 天 
皇二年 六月 善 信 尼 等 馬子に 請 ひて 日 ふ、 出家の 途 戒律を 以て 
本と す、 百濟に 航 して 戒律を 受學 せむ、 と、 崇峻 天皇 元年 R 
馬子の 意を 得て 百 濟國使 恩 率 首 信 等 ic 隨 3 同國に 航 し、 同 三 
年 三月に 歸 $、 樱 井寺に 住す、 我國の 出家 R して 戒律を 受學 


(九 〇 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


する もの 之を 始めと す、 同年 大伴 狹手彥 連の 女 善德拍 /夫人、 
新羅 嫒善 妙、 百 濟媛妙 光、 漢人 善聰 、善 通、 妙德 、法定 照、 善 
智聰 、善 智慧、 善充等 出家す る 者 皆 善 信 尼の 度せ る ものな 6 
と 云 ふ、 善 信 尼の 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀) 

ゼン シヤ善 謝 si l rafi 〔法相 宗 S 良 興 福 寺の 僧な*^、 
善 謝 俗姓 不破 氏、 美 濃不破 郡の 人な う、 理敎 法師に 就きて 法相 
を 受け、 興 福 寺に 住す、 延曆五 年に 律師と なる、 晚年梵 福 山を 
開き、 人事を 屛絕 して 淨 土の 行 業を 修 す、 延曆 二十 三年 五月 
同 山に 寂す、 壽 八十、 (七 大事 年表、 往生 極樂記 、元 亨釋 書、 
本朝 高僧 傳) 

ゼン シユ 善珠 jg la sss 大和 秋 m 寺の 學僧な 
$、  奔珠俗 姓は 阿刀 氏、 大和の 人な 6、 興 福 寺に 役して 玄 
昉に 師事し、 法相を 傳 ふ、 平素 學 問に 勤勉し、 盛暑に 頭 熟 瓜 
の 如く、. 髮毛半 落す る も、 確乎と して 橈まず、 弱冠に 至らず 
して 三藏に 通じ、 最も 法相 因 明に 精し、 秋篠 寺を 開き 住す、 
比 叙 山の 最澄 根本 中堂の 落慶 供養を 行 ふに 際し、 善珠請 せら 
れて 導師と なる、 延曆 十六 年 宮中に 召 3 れて 般若 經を 講じて 
皇子の 病を 祈禱し 靈驗ぁ 6、 擢て られて 僧正と なる、 (一 說延 
曆 三年 僧正と なる、) 同年 四月 廿 一日 示 寂す、 壽七 十五な う、 
著作 甚だ 多し、 唯識 燈明抄 十二 卷 、唯 識肝心 八卷 、因 明論燈 

鈔六卷 、了 義燈增 明記 四卷 、彌 勒經畧 賛三卷 、最勝 王 經遊心 

訣三卷 、梵網 經略鈔 三卷 、法 華 肝心 一卷、 藥師經 疏一卷 、八 

石經私 見 記一卷 、法 苑林章 記一卷 等な う、 (七大 寺 年表、 元亨 

釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

ゼン シュン 善 俊 (一四 ーセ) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 高僧 


ゼン (善)、 V 1 シ 


な 善 俊 俗姓 欹 く、 道璩に 師事して 戒律を 傳へ 、行事 鈔を 
講究す、 後、 思 託に 就きて 法 勵疏を 聞く、 天平 寶 字の 間 大安 
寺に 住す、 示 寂 年時傳 はらず、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傅) 
ゼン シヨ！ 善性  一一 ^ J  〔眞宗 〕越 後淨 光寺の 住持な 
6、 善性は 後鳥羽 天皇の 第二 子な 6、 出家して 圓 觀と稱 し、 
比 叙 山に 登 6 修學 す、 建 保 六 年 常陸稻 田に 親鸞 {C 謁し、 眞宗 
に歸 し、 善性と 改む 、是 よ'- 先き 親鸞 稻 田の 吹雪 谷に 常 光寺 
を 建つ、 乃ち 師命を 受けて 此に 住す、 又 近 江 木部の 錦 織 寺に 
住し、 甞 て下總 石下大 房東弘 寺、 及 a 磯部 勝 願 寺に 住す、 文 永 
五 年 八月 廿日 寂す、 壽 七十、 常 光寺は 後 諸處に 基を 移し、 十 
二 代 了 性 之を 越後 高 田 町に 移した うと 云 ふ、 (本願 寺 通紀) 
ゼン； ジ 3 1 善 譲  一 ii ss 〔眞宗 〕豐前 螺瀨照 雲 寺の 住持 
なう、 善讓 字は 龍 天、 父は 娀 文、 母は 渡邊 氏、 文化 三年 七 
月 十五 日に 生る、 文政 十 年始め て 京都 R 登う、 本山に 得度 
し、 性 海老 人に 師事して 宗義 を學 ふこと 十 年、 業 成うて 鄕に 
歸 へる、 乃ち 學舍を 建て、 諸 生を 敎授 す、 某 年 得 業 科に 登 6、 
此 よう 累年 召 て 黌務を 掌と る、 安政 六 年 秋司敎 とな-^、 万 
延 元年 學林に 副 講し％ 文 久二 年勸學 職に 任し、 慶應 元年 夏學 
林に 安樂 集を 講 す、 此秋 某の 稱名正 因の 異計を 糾 す、 是 よう 
先き 某 等督責 せられし と雖保 執して 改めす、 故に 再 a 師に命 
を 下さる、 なう、 師專ら 敎理に 依うて 難詰し、 遂に 之を 服す、 
明治 五 年 夏 朝廷 敎導 職を 置く 時、 師を大 講義に 任す、 後中敎 
正に 昇る’’ 同 六 年、 同 十二 年の 安居 R 代講を 命 せらる、 十二 
年疾 あう" 會 々大敎 校 落成す るに 方う 本山の 召に よ-^ 疾を 
勤めて 出て 新 講堂に 大經を 講ず 、老疾 年に 加は る、 大法 主特 


ゼン (善) シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 一七） 


ゼン (盖〇 シ ー チ 


R 使を 遣は して 慰問し 物を 賜 ふ、 十九 年 七月 六日 寂す、 壽八 
十一、 諡を 勞謙院 とい ふ、 明年 六月 十三 日 葬儀を 行 ふ、 著作 
大經錄 、本 典錄 、各 十一 卷‘ 往生 要 集 錄十卷 、選捧 集指津 錄、 
指津錄 各八卷 、安樂 集 前記、 論 註記、 文 類聚鈔 聞 書、 各 六卷、 
眞宗論 要 前後 編、 信卷錄 、各 五卷 、安樂 集 後記 四卷 、四 法大 
意 觀窺錄 、五， 惡段洗 心 錄 、二 門偈錄 、行 一念 猶存錄 、易 行 品 
錄 、各 一卷 、愚 秀鈔 橫超錄 三卷 、大經 奉命錄 若干 卷ぁ う、 (學 
苑談 叢、 碑文〕 

ゼン シユ— 善 集 ノノ セ-救世を 見ょ" 

ゼン ジユ ー 善 住-ー チ ォ丨日 雄を 見ょ、 

ゼン ソ1 善 叢… . 0: •一. 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪 僧な 
う、 箸 叢 字は 茂彥 、其 鄕貫詳 かならず、 松嶺義 R 參 して 印 可 
を 受け、 朿福 寺に 主と なる、 天文 十 年 十二月 十四日 寂す、 世 
壽缺 く、 有 隣菴に 塔す、 C 延寶傳 燈錄) 

ゼンタ ツ盖口 達 ( . 〕 〔淨 土宗〕 江 戶常德 寺の 開山な 

う、 善 達は 建 蓮 社 立 譽と號 す、 俗姓は 安藤 氏 江戸の 人な 6、 
潮 呑 R 投じて 剃髪し、 萬 量 R 師事して 法を 嗣 r、 江 戶本鄕 駒 
込 R 常 德寺を 開く、 寂 年 及 1H: 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゼン チユ 丨 #口 中心 二 〇五五 〔淨 土宗〕 三 河悟眞 寺の 開山な 

う、 善 忠は上 生 寂 翁と 號 す、 唱名 R 師事して 淨土 業を 修 し、 

貞治五 年 三河吉 田 R 悟眞 寺を 建て、 開山と なる、 應永二 年 八 

月 二十 八 m 寂す、 壽缺 く'  (淨 土總 系譜) 

ゼン チュ！ 善 伸. 一三 六 : A 〔 . 〕 攝津勝 尾 山の 僧な 

6、 善 仲は 俗姓 藤 原 氏、 攝津權 守 致 房の 子な 6、 母は 源氏、 紀 

伊守懷 信の 第 八 女、 慶雲四 年 正月 十五 日の 夜 蓮華 二莖 空中よ 


ゼン (善) チ ー -V 


$ 降りて 口に 入る と 夢み て娠 ぁう、 即ち 葷腥 を絕 ち、 佛前 R 
危坐す、 和 銅 元年 正月 十五 8 雙子 生る、 母 難 苦な く、 一胞の 
中に 二見 相對 して 笑 ふ、 即ち 善 仲善算 なう、 二子 共 R 九歲 R 
して 天 王 寿 榮堪に 師事し" 十七 歲 R して 菩薩 戒を 受け、 學內 
外を 兼ぬ、 神 龜四年 二人共 R 潜に 出て 世間を 遁れ 、攝津 の 勝 
尾 山に 登う、 草菴を 結びて 淨行を 事と す、 神 護 景雲 二 年 二月 十 
五 B 善 仲 草菴を 出て、 天 (C 飛び去る、 年 六十 一、 其後算 不語 禪 
に 坐し、 翌年 七月 十五 日 同じく 天に 飛び去 6 た $ と 云 ふ、 (神 
仙傳 、往生 傳 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

ゼン チヨ ー盖口 長 ( …… •〕 〔曹 洞宗〕 遠 江 可睡 寺の 禪僧な 
6、 善 長 字は 天叟 、潜 II 慧湛の 法を 嗣 ぎ、 其 席を 襲 ひて 遠 
江可睡 寺 R 住す、 寂 年 並に 壽缺く  •法 嗣鳳山 等 膳 ぁう、 (日本 
洞上聯 燈錄)  . 

ゼン ツ— 盖口通 リョ-テツ 良哲を 見よ* 

ゼン チ ー 善貞二 一， 1: 七 〔淨 土宗〕 武藏淨 林 寺の 開山な 
う、 善 貞は 載 蓮 社運 譽と號 す、 其 俗姓 生阈詳 かならず、 源 
底 (C 師事して 法を 嗣 ぎ、 武藏埼 玉 郡 柚木衬 に淨林 寺を 創して、 
開山と なる、 延寶五 年 四月 二日 寂す'  壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
ゼンタ キ善 的 si AI 〔浄土宗； 一備 中智 光寺の 僧な う、 
善 的 字は 除 業 障、 笠岡智 光寺 R 住して 道聲 高し、 寒 廚煙斷 て 
三 衣 時に 缺 くも 意と なさす" 念佛稱 名す、 寶曆八 年 九月 微疾 
R か、 う、 十一月 十五 日 寂す、 壽七十 五、 (續 日本 高僧 傳) 
ゼン ニ m  善 如シ 1 ンゲン 俊玄を 見よ、 

ゼン ホ 盖 口 保 リョ- f 艮補を 廷 よ、 

ゼン や 善 也 シン ィ眞爲 を 見よ、 


C 一— 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


ゼン マ ク 善 益 0105 ) 〔臨濟 宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 
6、 善 益 字は 大 中、 俗姓 不詳 僧 海 禪師善 育 (C 師事し 法を 嗣 
r、 建 仁 寺南禪 寺に 歷 住す、 某 年壽 七十 四に して 寂す、 遺 偈あ 
ぅ 日く 一機 瞥轉 、閃 電猶遲 、拗， ，翻 大海 〖踢， ，倒 須彌 -■» ( 延 寶傳燈 
錄 、本朝 高僧 傅) 

ゼン ヨ 善 # ゥン パ 雲 把を 見よ、 

ゼン ョ 善 譽リ ョ丨ビ  ン良敏 を 見よ、 

、セン ヨ 善 譽 リン テ-林 貞を見 よ、 

ゼン ー フィ#！ 來 jg& AE 〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 禪僧 
な 6、 善來 字は 儀 山. 若 狭の 人、 十一 歲 出家し 二十 二 歳 ! II 遊 
して 備前曹 源 寺 太 元に 謁し、 參 究十餘 年、 遂に 其 法を 嗣 く、 
後 京都の 妙心大 德二大 寺に 歷 住し、 慶 應二卬 勅 あ 6 佛國典 盛 
禪師 の號を 賜 ふ、 明治 十一 年 三月 二十 八日 寂す、 壽七 十七、 
ゼン ー フン 養 « IA j x-E 〔眞宗 〕 開祖 親鸞 上人の 第三 子な 
善 鸞假の 名は 宮內 卿、 遁世して 慈 信 房と 號す 、親鸞の 
第三 子 R して、 覺信 尼の 同 母 兄な 6、( 一  說親鷲 の 第二 子' j 甞て 
父の 命を 奉して 關 東を 弘 化す、 而して 一宗の 敎義に 反する と 
乙ろ あるを 以て 法を 嗣くを 得す、 後 相 摸 ( 鎌 倉} 越 前 等の 諸 地 

に 流浪し、 弘安九 年 三月 六日 奥州 大綱 R 寂す、 壽七 十な 6、 

一子 あ $ 如 信と S ふ、 (本願 寺通紀 ) 

〔考〕 善 鷲の 事蹟に 關 し諸傳 一致せ す、 越 前山 元 派の 傅に 建 

治 三年 九月 十四日 寂壽 七十 一と $ ひ、 越 前 出雲路 派の 傳 に 弘 

安元 年 三月 廿 二日 寂壽七 十四と 云 ひ 別の 一傳 {C 正應五 年寂壽 

八十 一とい ふ。 是非 未 / 2 詳なら ず、 今 姑く 本願 寺 通耙 に 依る 

ゼン 沒ュ ー イン 善 立院  ニ チネン 日 念を 見よ、 


ゼン (善 )ャー及 


ゼン イ禪音 r 一 •tgit  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 6、 
禪意 出家して 密灌 頂を 尋禪 僧正に 受けて、 山中 R 菴 居し、 寬 
治 三年 春 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳} 

ゼン イチ 1? ー  ショ- ァ照 阿を 見ょ、 

ゼン ウン 禪 11 rIS E: .! 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當な 
i  禪 雲は 其 俗姓 生國詳 かならず、 出家して 華厳宗を 等定 
R 學び 、延曆 十 年 東大寺 別當 ic 任ず、 寂年缺 く、 (東大寺 別當 
次第) 

ゼン エ 禪惠 (一 A 0 四) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 學 僧な 
6、 禪慧は 字敎王 房と 云 a 、 別に 心 一と 稱す 、初の 名は 義 
覺と云3、奈良に留6、法相宗を究め、論議に長す、興福寺 
學徒湛 秀と幷 に 名 あう、 數- 論議を 戰は して 勝敗 決せす、 後、 
師感玆 する 所 あ $、 奈良を 去 $、 醍醐 山に 登う、 賴照 阿闍梨 
に 從うて 眞言 宗に皈 し、 事相を 修 習し、 次に 定海 大僧正に 從う 
て 法嗣 となる、 晚年 相模の 極樂寺 第二 代と な. 〇/ 大 R 眞言を 
弘 通す、 示 寂 年月 缺く 、門下に 元 海 等 あ 6、 ( 續傳燈 廣錄) 
〔考〕 禪慧は 天 養 元年の 頃播 磨の 極樂 寺別當 となれ う、 當時 
願主と な 6、 瓦の 兩 面に 諸經 文を 彫刻して 土中 ic 埋み 、永劫 
に傳 へん {を 期した う、 寬政 十一 年 同 國神崎 郡 須賀院 村の 土 
中ょ'^ 之を 發掘 し、 世に 播 磨の 瓦 經と云 ふ、 

ゼン エ禪慧 (一九 〇一一) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 律 僧な 
り、 禪慧 字は 本性、 m 南院に あうて 三論を 學び 、其玄 旨に 
達す、 常 喜 院の覺 盛 R よ 6 て 滿分戒 を 受け、 大安 寺 R 住す、 
仁 治の 末 竹林 寺の 良遍 律師の 招き R よ 6 行事 鈔を 講じ、 尋で 
海 II 王 寺の 請 R 應 し、 行事鈔 を 講ず、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高 


ゼン ■禪 h -I- エ 


書辭 名人 家佛 本日 


(ニー 七） 


ゼン (禪) 工 


ゼン (禪) H  — 力 


僧傳) 


模圓覺 寺に 主と なる、 寂 年" 及壽 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

セン H キ禪易 (ニニ 五六) 〔曹 洞宗〕 遠 江可睡 寺の 禪 僧な 
6、 禪易 字は 一 柱、 參 河の 人、 初め 鳳 山 等 膳に 參して 法を 得、 


ゼン H 禪 慧 5i l 一一 一 〔臨 濟宗 3 奥州 高 乾 院の禪 僧な-^ 
禪慧 字は 月 船、 奥州 田 村 郡 小 野の 人な 6、 郡の 高乾院 北禪濟 
禪師に 師事す、 後、 東溪 門禪師 の法嗣 となる、 高 乾院に 住持 
となる 乙と 十餘 年な う" 一晩 年江戶 東 輝 菴に隱 る V 乙 と 三十 七 
年な- CS、 其 間の 偈あ う、 蓮華 峯北 竹溪 南、 借， 一個 蒲圑 ，坐， 一草 
菴”將 謂 山中 無， ■ 事 n 又隨 -I 月色 一 下 _|烟 嵐 — \ 又 日く、 一  臥 十 
苹深鎖 k 關、 白雲 明月 照， 一衰 顔 -'* 丁々 伐木 如 相 問、 人 在，， 西山烟 
翠 間 - ■* と 又 日 ふ 白雲 深 鎭舊靑 山、 一 枕 淸風萬 境 閑、 入 i 海 泥 牛 
絕 =消 息 —- •» 隨 k 菜 葉 到-一人 間？ と、 天明 元年 六月 十二 日 寂す、 
壽 八十、 遺偈 あう 有 過 無 過、 不， ，敢覆 藏ハ末 後 大罪、 驚，， 殺閻 
王： と" 著作 武溪集 あ- CN" (續 日本 高僧 傳) 

ゼン x. 1 if 英 (二 01 三) 〔臨 濟宗〕 近 江曹源 寺の 開山な 
P,  禪 英字は 靈 仲と 云 ふ、 出家して 京都の 諸 寺に 歷參 し、 
後、 寂 室の 許に 皈 し、 心 要を 發 明す、 松 嶺秀備 中 R あ うしと 
き 铞を 招きて 松泉菴 R 居らし 0 、師乙 れと 相往來 して 共に 道 
を 語 玄 旨を 悟う、 永 源 寺 R 皈 う、 寂 室を 省し、 機 語 相 契 

して 印 可を 蒙る、 貞治 年中 丹 州 大中臣 宗泰師 を 招きて 金山に 

住せし む、 會愚仲 支那ょ-^ 皈るに 方- 〇、 師舊交 あるを 以て 金 

山の 席を 讓 $、 自ら 近 江に 柱き、 曹源 寺を 開き、 第一 世と な 

る、 永 源 寺に 遷 う、 道譽 高し、 將 軍足 利 義持 使を 遺して 法要 

を 問 ふ、 寂 年、 及壽 欠く  •(本朝 高僧 傅) 

ゼン X 1 ボ ー 禪榮房 ィン シ H ン胤舜 を 見ょ、 

ゼン エキ禪 擇( . 〕 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪 僧な 

6、 禪懌 字は 悅禪と 云 ふ、 殷 賢に 師事して 印 可を 受け、 相 


席を 繼 ぎて 遠 江可睡 寺に 主と なる、 慶 長の 初め 詔に 依 6 京 R 
入 6、 參 S： して 法を 說く 、特に 覆 天 一 柱 禪師の 號を賜 ふ、 寂 
年 並に 壽 欠く、 法嗣士 峯宋山 ぁ- CN、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン オ 1 禪 雄 01 〇七二 ) 〔曹 洞宗〕 能 登曹龍 寺の 開山な 
う、 禪雄 字は 大圓 、加寶 の 人な-^、 初め 妻孽を 捨て、 空宗 
を學び 、後ち 禪林寺 善 救に 師事して 侍 司と なう、 善 救の 永澤 
寺に 遷 るに 從 つて 行き 鑑 寺を 典 6、 復 穴 首座と なる、 後ち 總 
持 寺 R 出世す、 應永 十九 年 龍 泉 寺 R 主と なる、 郡 主 其 道 風を 
聞き、 曹龍 寺を 建立し、 延て 開山と なす、 寂年缺 く、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

ゼン カ ィ # 海 ( . ) 〔臨 濟宗 U 京師 東 福 寺の 禪 僧な 

禪海 字は 無聖 、東 福 寺に 出世し、 化 儀 甚だ 盛な う、 臨 
終に 弟子 偈を乞 へば、 辭 世の 偈は 老僧の 欲せざる 所な うとて 
暍 一喝して 化す、 其 年時缺 く、 勅 謚法源 禪師と 云 ふ、 (延 寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ゼン カク # 覺 1 ，八 - br ra: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當な 
i  禪覺は 鄕貫詳 かならず、 天 仁 三年 五月 寂 勝の 講に聽 衆 
と 共 R 侍し、 承 元三 年 六月 二十 七日 別當に 任じ" 四 年 四月 七 
日拜 堂、 建 保 二 年 二月 十一 日 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記) 
ゼン カン 禪鑑二 〇.  一 •五 〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪 僧な 
P.  禪鑑 字は 象 外、 肥 前の 人、 桃溪 悟の 法を 嗣 ぐ、 建 長 寺 
に 住す、 晩年 同 契菴を 構へ て 退 休す、 文 和 四 年 十一月 十八 日 


(三一 七） 


書辭 名人 家怫 本日 


寂す、 遺 偈 ぁう、 上 無，， 攀 仰； 下 絕=已 躬 - > 若 又 有，， 生 可， 度、 
不， 妨隨處 露， 蹤 、勅謚 妙 覺禪師 と ^ ふ、 題， I 一覽亭 ― ■* 等 見， I 乾坤， 
沒 =兩般 『飛 烏 走 兎 遶= 欄干 -- ■» 不ョ徒 絕頂施 _ ，牀 座 — > 只 貴人 人 向 
上 看、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ゼン キ禪喜 =5 一 一 is 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 なう、 
禪喜 俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な う、 七 歳の 時 父と 共に 比 叙 山 
に 登 6、 出家の 志を 起し" 十六 歲 山に 入うて 座主 尊意を 拜し 
て 祝髮受 業し、 尊意の 神 足 二百 餘 人の 上 首と なる、 延長 中 三 
會の講 主と な 6、 僧都に 任せら る、 晚年極 樂寺內 R 竹林 院を 
構 4 て 終焉の 所と し、 天 曆九年 六月 九日 寂す、 壽八 十二、 師 
生前 孝順に して 母 死して 後 肖像を 雕み 、室 中に 安置し、 飯蔬 
菜 先つ 其 像に 供へ、 而して 後 食し、 身を 終る まで 怠ら 3'' うき 
と 云 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ゼン f 禪空  ニ ョシ ョー如 性. 見ょ、 

ゼン ダ !? ツ 禪 月  シ ユ丨ョ r 宗曄を 見ょ、 

ゼンタ ! 7 ン禪觀 (一九 〇 九) 〔戒律 宗〕 大和 東大寺の 律 僧 
なう、 禪觀は 長 聖と號 す、 戒 如の 弟子な 6、 常 喜 院の覺 心 
R 從 S て 大和 海 住 山に 住す、 後 如意 輪 寺に 移 6、 戒律を 弘通 

す、 建 長年 中 戒壇 院の圓 照， に 招かれて 梵 網の 古 迸を 講 し.、 諸 

寺の 請に 應し て屢 々講 筵を 開く、 寂 年缺 く、 著作、 鈔三卷 、文集 

十九 卷 、及 a 大賢 疏を釋 したる もの ぁ 6、 ( 本朝 高僧 傳) 

ゼンケ ツ禪傑 i =9 tf ハ 〔臨 濟宗 U 京都 妙 心 寺の 禪僧な 

6、 禪傑 字は 特芳 、尾 張 熱 田の 人、 幼に して 京都に 上う、 

業を 妙 喜 院瑞嵩 禪師に 受 く、 後、 慧峰 に掛搭 して 才學 を錬 る、 

關山派 下の 禪道 盛な 6 と 聞き、 龍 安寺の 義天 詔に 參し 、汾陽 


ゼン (禪) キーケ 


寺の 雲谷祥 、大樹 寺の 桃 隱朔に 依る 乙 と 年 ぁり、 出て、 丹 波 
の 11 興 寺、 攝津 の海淸 寺に 歷 住す、 文明 十 年 勅を 奉して 京都 
の大德 寺を 董す 、京都 妙 心 寺 尾 張瑞泉 寺に 歷遷 す、 檀越丹 波 K 
龍潭 寺を 開き、 師を 招きて 法を 布 かしむ、 終に 京都 龍 安寺の 
席を 補し、 晚年 山の 側に 西 源 院を 建て、 自ら 壽塔を 卜し、 永 
正 三年 九月 十日 寂す、 壽八 十八、 著作 西 源 錄ぁ 勅して 大 
寂 常照禪 師と謚 す、 (本朝 高僧 傅) 

ゼン ゴ # 牛 ( . 〕 〔淨 土宗〕 攝津楞 嚴 寺の 開山な 

う、 禪牛は心蓮社圑譽覺齊と號す、法を虎角に嗣ぎ、攝津 
大坂寺 町に 楞嚴院 を 創す、 寂 年 及壽缺 く， (淨 土總 系譜) 

ゼン コ 1 # 一！！ 了  (二 一六 一) 〔曹 洞宗〕 美 濃龍泰 寺の 禪 僧な 
6、 禪亨 字は 乾叟 、俗姓 生國詳 ならす、 初め 久しく 月 江に 
參 し、 又華叟 一州 密 山の 諸老に 從 a て 硏究 し、 終 R 絕 方祖耷 
に 美 濃龍泰 寺に て 謁し、 其 法を 嗣 き、 席を 繼 きて 龍 泰寺に 主 
となう、 信 濃の 大澤 寺に 遷 つる、 某 十月 十四日 寂す、 歃壽 く、 
法嗣大 室祖圭 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン サィ # 才 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧な 

6、 禪才 字は 奇 文と 云 a 、 叔悅禪 懌に參 して 記 前を 受け、 
圓覺 寺に 主と なる、 寂 年世壽 其に 詳か ならず、 (延 寶傳 燈錄) 
ゼン ザ ィ @ 材 51 一一 一 -- b 〔臨 濟宗〕 薩摩大 光寺の 禪 僧な 
う、 禪材 字は 古 月、 俗姓 金 九 氏、 初め 日向 那珂郡 佐 賀利村 
瀨川氏 夫妻 文珠 菩薩を 崇 信し、 男子を 生まむ Z1 とを 祈る、 其 
婦 一夜 靈 夢に 感じ 身む あう、 寬文七 年 九月 果して 男子を 生む、 
即ち 師な 6、 七 歲同材 瑞光院 に 詣 6、 梵唄を 習 ふ、 父母 松鹾 
寺 一道 楝に歸 依し、 師を 一道に 附 す、 十歲 自ら 出家を 求め 


ゼン (禪) ゴザ 


書辭 名人 家佛本 日 


(四 一七） 


ゼン (禪/ サ  ゼン (禪) 、ン 


一道の 下 R 剃髮染 衣す、 後一 日楞嚴 經を讀 み、 汝修 J 二味； 本 
出，， 塵勞 ― > 樘心不 i 除、 塵不 k 可 k 出、 縱 有，， 多 智禪定 現前， 如不 
レ斷 i 娌、 必 落-, 魔道 — •> と 云 ふに 至うて 大に 感激し、 佛前に 跪拜 
し、 祈誓して 初志を 改めず、 と* 二十 三歲 阿波 慈 光寺 湛梁巖 
の禪 風を 聞きて 其 下 {C 馳 す、 一日 巖の 命 R よ 6 禪燈偈 1: 作- CN、 
賞 せらる、 光明 照破盡 乾坤、 這裡 何人 著， 一議 論 — ■» 四 七 二三 直 吹 
滅 、今 來古往 暗 昏昏、 次に 豐後多 福 寺に 往き 、賢 巖悦に 謁し、 
日夜 參究を 事と し、 三十 三 歲黃檗 山 千 默铵三 壇 戒會を 鄙き、 
四 衆に 授 く" 師 登檀受 具す'  三十 四歲紀 伊禪林 寺大洞 柏の 請 
によう 楞嚴 經を講 す、 三十 七 歲碧巖 集を 講ず、 尋て同 國海藏 
寺に 寓 す、 三十 八歲 法兄英 山の 勸 によ 3 大 光寺 R 住し、 四十 
一 歲島津 惟久の 命を 承け 大 光寺 住持と なる、 尋て一 菴を營 み 
て 知 又 軒と 號 す、 四十 二歲檀 越宗恕 居士 一  百年 忌 R 値 a 、 大 
齋會を 設け、 金剛 經を 提唱す， 四十 二歲大 般若 經書寫 の 業を 
始め、 助 筆 三十 人、 二 年を越て 功畢 る、 尋て大 藏經を 求む る 
意 ありて 未だ 果 3 ず、 妙 句 尼等數 人相 謀うて 淨 財を 投じ、 支 
那 よう 全 藏 六十 函 、幷に 傅 大士二 童の 像を 購 a 安置す、 五十 

二 歲退隱 の 計を なす、 惟久 公廩米 五十石、 幷 に 山林 若干を 知 

又 軒に 寄附す、 五十 四 歲竟に 知 又 軒に 退隱 し、 次 歳 備の鳳 源 

寺の 請 R 應じ結 制す、 淸衆 三百 餘人法 化を 蒙る、 尋て 甲斐 慧 

林 寺の 請に 應じ結 制し、 110 覺經を 講ず、 淸衆 四百 餘 人な 6、 

其 後江戶 R 赴き、 惟久 公 R 謁し ® 遇せら る、 延岡侯 使を 遺は 

して 請 ふ も 出で ず、 惟久 公知 又 軒を 修繕し、 改めて 寺と なし、 

天壽山 自得 寺と 號し 、師を 開山 始祖と なす、 後、 三年 八月 火 

.災 R 罹る も 幾なら ずして 再建す* 寺侧 R 小 院を營 みて 骨淸堂 


と 云 S 隱 退す、 三十 年來 立，， 化 城 T 點， ，過寶 所： 接，， 群 情一累 思 
寂 室 好 言語、 死 在-; 巖根 ，骨 亦淸 、筑 後久 留米侯 有 馬 氏 深く 欽 
仰し、 朝日 寺 主を 遣は して 請す、 師 再三辭 せど も强 請して 已 
まず、 乃ち 久留 米に 向 ふ、 時に 七十 八歲な う， 梅林 寺 R 留う 
法要を 說く Z1 と 三十 餘 3 、上下 翕然と して 歸 仰す、 二月 廿五 
日 同地 R 慈 雪山 福聚 寺を 開き、 開山 始祖と なる、 八十 二歲薩 
摩大寵 寺の 請 R 應 す、 翠巖眞 臨 濟錄を 代講し、 師は唯 參禪を 
主る、 淸衆 二百 五十人な う、 八十 三 歲大慈 寺の 請 R 應 じ、 開 
山 佛智大 通 禪師の 四百 年忌を 修す 、旣に して 骨淸 堂 R 歸 る、 
久留米 侯福聚 寺に 寺 祿二巨 五十石を 附 す、 師 開堂演 法す、 八 
十四 歲長 門長府 侯の 請に 應 じ、 日來寺 R 法要を 說 く、 歸後福 
聚寺侧 R 濟松 軒を 築きて 幽棲す、 京都 妙 心 寺よう 招かる、 も 
出で ず" 寶曆 元年 四月 二十四日 福 聚寺 R 寂す、 壽八 十五、 遺 
偈を 一一 紙に 書し、 福聚 自得の 雨 寺に 留 む、 好不啷 留 、八十 五 
年、 翻 身 一擲、 棒= 殺靑 天； (續 日本 高僧 傅、 近世 禪林僧 寶傳) 
ゼン シツ禪 室  シユ丨 アン 宗安を 見よ、 

ゼン、 V ツ禪室  チン モク 珍 目を 見よ" 

ゼンシン # 信二 --0 :| ^0 〔眞言 宗 3 山城 東 寺の 長者な 6、 
禪 信は 洞院 大納言 實 信の 子'  應永七 年に 生る、 廿年 六月 禪守 
の 室に 入うて 得度し、 廿五年 正月 入 壇す、 時に 僧都 为$、 廿 
七 年 七月 權 僧正 R 任し" 同月 同日 東 寺の 長者に 加 任す" 卅三 
年寺務 に 補し， 永 享五年 法務に 任す， 應仁 元年 十一月 八日 寂 
す、 壽六 十八、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

ゼン シユ 禪守 C 一 〇 七 五) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 禪 守は 僧 JF. 花町 入道と 號 す、 式部 卿 親王 邦 省の 子 永 和 


(五一 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


二 年 六月 二日 成 助に 從 a 灌 頂し、 應永 二十 一年 五月 十一 日 寺 
務に 補し、 同 廿二年 八月 廿八 日長 者に 加 任す、 寂年歓 く、 (仁 
和 寺 諸院家 記) 

ゼン シユ 1 « # 一  jij if t  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪 僧な 
う、 禪鷲 字は 嶺 室、 俗姓 高 氏、 壹岐の 人な う、 十一 歲の時 
眞翁 達に 投 して 薙髮 し、 闊 東の 諸老 に徧參 し、 長門大 寧寺鐵 
村玄鷲に見ぇ、留6て左右に侍し、元和六年席を踵きて同寺 
を 司と る、 寬永 十三 年 十一月 九日 寂す、 壽 五十八、 臘四 十二 
法 嗣國！ 鬼宗珍 あう、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

ゼン、 ンユ ー 祿 秀 (一九 七 五) 〔眞言 宗； 一山 城 東 寺の 長者な 
6、 禪秀は 美 濃守秀 時の 子な 6、 出家して 禪 助に 師事し、 
正 和 四 年 入 壇し 權大 僧都に 任せら る、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 
諸院家 記) 

ゼン シヨ 禪曙 ( . ) 〔暫 洞宗〕 加賀 開禪 寺の 禪 僧な 

6、 禪曙 字は 天菴 •能 登 ■の 人、 初め 童子と なうて 洞 谷 寺の 
S 峰 素 哲に從 CA て 祝 髪し、 無 等慧宗 に ょうて 進究 す、 其 法を 
嗣き 、遂に 洞 谷 寺に 出世し、 諸嶽 山に 轉 す、 後 辭して 加賀の 
開禪 寺に 退去し、 同 寺に 終る、 寂 年歃 く" (日本 洞 上聯 燈錄) 
ゼン シヨ 禪助 j is o-t .〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な.^、 

禪 助は 源 通 成の 子な う、 幼に して 仁 和 寺 法 助 僧正に ょうて 祝 

髪 受戒し、 文 永 二 年 冬 法 助の 傳法灌 頂を 受けて 眞 來院に 住し、 

永 仁 元年 大僧正に 任ず、 翌年 二月 東 寺の 長者に 任し、 寺務法 

務を領 して 護持 僧と なる、 德治一 一年 七月 伏 見 上皇 薙 髪し 給； 3、 

師を以 て 戒師 となす、 三年 正月 後宇多 法皇 師に就 て 灌頂を 受 

け、 牛車の 宣を賜 ふ、 同年 三月 東 寺の 座主と なる、 延慶四 年 


ゼン (禪〕 シ 


仁 和 寺を 主と 6、 文 保 三年 秋 再び 東 寺の 長者に 任し" 元應二 
年 七月 諸 職を 辭して 舊院に 退き、 元 德二年 二月 十二 日 寂す、 
壽八 十四、 (東 寺 長者 補任、 本朝 高僧 傳) 

ゼン シヨ ー 禪 勝 ^ 一一 AO 〔淨 土宗〕 遠 江 某 巷の 僧な 6、 
禪勝 俗姓 生 國詳な らす 、出家して 遠江國 蓮華 寺 ic 止う、 天台 
宗の 敎義に 通す、 後 武藏熊 谷に 到う、 蓮 生に 逢うて 浄土宗の 
敎義を 問 ひ、 蓮 生の 指示に よ 6 京師に 上う、 源 空 上人に 謁し、 
其敎 示を 受け、 常に 念 佛誦經 を 事と す" 尋て 上人の 下を 辭し 
て 遠 江に 歸 う、 市鄭に 住居して 出家の 風儀を 掩 へ-^、 國人禪 
勝に 皈 依し、 一菴を 開きて 請 待す、 嘉祿 三年 長 樂寺隆 寛の 東 
國に 配流 せらる、 際， 暫く 遠 江 見 付に 滯留 し* 特に 禪勝を 
訪 間して 尊 仰せり、 當時禪 勝 傭 作して 民家に 往來 したれ は、 
其學德 を知るものなか-^しが、乙、に至-^て守令吏民共に大 
に 驚き 尊 仰した うとい ふ、 正 嘉二年 九月 疾ぁ 6、 十一月 四日 
念佛 して 寂す‘ 壽八 十九、 (淨土 傳燈錄 ，淨 土總 系譜) 

ゼン シヨ 1 ク—グ ヮッ空 月を 見よ、 

ゼン シヨ 1 禪定  ジ ョ-ソ  ソ定 尊を 見よ、 

ゼン ゾ ー 禪藏 (一二三 二) 〔 . 〕 我國 最初の 尼な 6、 

善 信 尼の 弟子と なる、 善 信 尼の 下を 見よ、 

ゼン タク 禪宅 ii =l 〔新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第三 十 
四 代な 6、 禪宅 字は 戒 舟、 武藏足 立 郡の 人、 謙 順の 法資な 
う、 移轉 地の 制 改正せられ て 越 前 瀧 谷 寺に 移轉 し、 圓福 寺に 進 
み、 尋で天 保 八 年 智積院 能 化に 任せし が、 一年 餘 にして 其 職 
を辭 し、 江戸 谷 中 加 納院に 幽棲し、 十四 年を 經て嘉 永 四 年 二 
月 十六 日 寂す、 壽六 十七、 •遺命に よう 加納院 R 葬る、 C 新義眞 

ゼン (禪) 、ン ータ 
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書辭 名人 家佛本  日 


(六 一七) 


ジョ— シン 乗 心を 見よ、 
タソシ ョ ー 湛照を 見よ、 
ギュ- 義融を 見よ、 

n 丨 キヨ- 宏敎を 見よ、 


傅) 

ゼン ニン 
ゼン ニ 3 
ゼン ノ* - 
センへ ン 


う、 禪爾 字は 圓戒 、京都の 人、 俗姓は 阿部 氏、 陰陽 博士 晴 
明の 遠裔 なう、 十九 歲 R して 八幡 大乘院 の琳 海に 就きて 剃 髮 
し、 凝然に 師事して 戒律を 學ひ 、華嚴 の 敎理を 探 C る、 三十 
三歲圓 照に 具足 戒を受 け、 京都 金山 院 に 住し、 加賀の 無量 壽 
福 寺に 移う、 華嚴 、及 a 戒律を 講す 、又奈 良に 移う、 眞言 院 
の聖 守に 隨 a て 密敎 を ^ け、 灌頂 壇に 入る* 法 燈國師 の 道 風 
を 聞き、 興國 寺に 至うて 謁し、 參尋 して 其 支 旨を 得た 6、 弘 
安 六 年 和 泉 久米多 寺の 顯 尊の 招に ょり 其 後を 嗣きて 同 寺に 住 
し、 禪 堂を 構へ、 晝夜二 時 衆と 共に 靜 坐す、 禪 餘華嚴 及 a 三 大 
律疏を 講 し、 住持 四十 年尙 一日の 如し、 正中 二 年 正月 八日 寂 
を. 7T: す、 壽七 十三、 臘 五十一、 遺骸を 寺 後に 葬む る、 (本朝 高 
僧 傅、 律苑僧 寶傳) 

'ゼン ニン # 仁 ( j 七 九 一) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
i  禪 仁は 越 前 守 源 基 行の 子、 禎範僧 郡に 顯密を 受け、 康 
和 五 年 尊 勝院の 初阿闍 梨に 任す、 嘉承 元年の 最勝會 に 興 福 寺 
の永緣 僧正 講師と なう、 師問 者と なる、 嘉承 元年 二會の 講師 
となう、 天 仁 二 年 最勝會 の 講師に 任す、 大治二 年 律師よ 6 少 
僧都に 轉し 、翌茚 大僧 郡に 昇う、 法 印 {C 叙す、 天 承 元年 法 勝 
寺八講 會の講 主と なう、 證義 者を 兼ぬ、 年 七十 餘 R して 園 城 
寺 {C 住し、 兼ねて 探題と なる、 其 終を 詳 に せす、 (本朝 高僧 


ゼン (禪) ニー  { 
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言 史料) 

ゼン チ 禪 知日  レンゲ ン蓮眼 を 見よ、 

ゼン チ T ン » 智院  ニ チ n  - 日 好 1: 見よ、 

ゼン チヨ S 禪長！二后〔曹洞宗〕甲斐大泉寺第一代な 
5, 禪長 字は 天 桂、 俗姓は 源氏、 加賀能 美の 人な り、 幼に し 
て 郡の 敎寺 に投 して 祝 髪し、 廿歲 衣を 更± て 越 前の 龍 泉 寺に 
入う、 禪觀の 法を 習 ふ、 永 正 十四 年甲斐 慈 照 寺 眞翁宗 見の 道 
譽を 聞き、 牲き て參 謁しノ 遂に 衣 法を 付せられ 、山 谷に 菴を 
結 a て 隱 棲す、 大守武 田 信 虎府內 R 大泉 寺を 瓶し、 師を 第一 
祖に延 く、 大永四 年 九月 二十 九日 寂す、 壽六 十三、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

ゼン チヨ— ® S 長 一一： エハ 〇: 〔曹 洞宗〕 下野 慈眼 寺の 禪 僧な 
う、 禪長 字は 傑傳 、奥州 伊達 郡の 人、 幼に して 出家し、 遊 
方して 越 前に 到 h、 龍 興 寺 大見禪 龍に 參 し、 康正二 年 十一 月 
四日 ス 室して 衣 法を 受け、 上野 長 源 寺 R 出世す、 後、 下野 長 
林 寺に 移- CS、 慈眼 寺 ic 主と なる、 明 應九年 八月 十日 寂す、 壽 
缺 く、 法嗣天 英祥貞 ぁ 6、 ( 日本 洞 上 聯燈錄 } 
、ゼンドー禪洞；「一 1: 〔曹洞宗〕越前心月寺の開山な 

う， 禪洞 字は 桃菴 、越 前國の 人、 其 俗姓は 詳なら ず、 大 #. 

に 師事し 龍 興 寺の 席を 嗣き 、遷て 龍 泉 寺を 董す後 詔を 受けて 

總持 寺 {C 出世す、 美 作の 大守朝 倉 敎景越 前に 心 月 寺を 創し、 

師 を 請て 開山と 爲す 、文明 十七 年 三月 十二 日 寂す、 壽詳 なら 

す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン ナィン # 那院  一ー チチユ 1 日忠を 見よ、 

ゼン ニ 禪爾 j At si 〔蕾 厳 宗〕 和 泉 久米多 寺の 學 僧 ^ 


七 一七） 


書辭 名人 家佛 .本  日 


ゼン ホ 1 禪 峰  i  一一 I  〔浄土宗〕 出 羽 松 高山 其 菴の價 な 
$、_ 禪峯 字は 侍定 、俗姓は 東海 林 氏" 出 羽 國村山 郡 藏增村 
の 人な， リ、 家 世々 豪 富な う、 師 生れて 凡なら す、 夙に 佛敎を 
信して 葷腥 を嗜ま す" 羽 鱗 ^ 害せす、 奧 州の 無能 和 尙道聲 振 
ひ、 出 羽に 遊 化し、 誓願 寺に 選 擇集を 講す 、師 日々 講 筵に 陪 
し、 爾來 日課 念佛 三万遍 す、 後妻 子 田 宅を 捨て、 行脚す、 時 
に 三十 三歲 なう、 初め 羽黑 山に 登りて 岩窟の 間に 端坐し、 一 
食 長 齋盡夜 臥せず、 一心 念佛 十萬聲 、四十 八日 間斷な し、 次 
に 月 山 湯殿 山に 登 6 二七日 斷 食念佛 し、 次に 最上 山に 登う 三 
七日 念 佛 す、 奧州藏 王嶽に 登り 三七日 斷 食念佛 し、 鳥 海山、 
(羽 後) 淺間嶽 、(信 濃) 熊 野 山、 (紀 伊) 富士山 バ駿 河)、 筑波山 • 
神 波 山、 (常 陸) 妙義 山、 (上野) 大山 箱 根 山、 (相 摸) 立山 (越 中) 
等の 諸 名山を 經歷 し、 到る と Z: ろ 三七日、 或は 五十 日 百日 苦 
修錬 行す、 享保五 年 六月 自ら 刀を 把^' て 勢を 截 る、 九月 出 羽 
の 寶勝禪 師瑞峰 和尙を 仰き て 受戒し、 且つ 不思善 不思惡 の 話 
を 得て 參究 す、 峯搬柴 運 水の 作 務を辭 せす して 工夫 相續 す、 
機 緣初發 心ょ-^ 念 佛 三味に あう、 幾 もな く 和尙の 下を 辭 し、 
用 村の 草菴に 住す、 晝夜念 佛 十五 万 聲 す， 衆人 歸 敬し、 來者 
市を なす、 師十 念を 授 く、 後 和合 村の 菴に 移う 住し、 兩 所に 

往來 す、 常に 枕席 蚊蟵を 用 a す、 三日に 一 喰 木 果草實 にょ 6 

て 支 ゆ、 冬 夏 一 葛 衫な り、 赤 脚に て 步 す、 毎年 嚴 冬の 日 最上 

川の 中流に 立ちて 一七 間勵 聲念佛 す、 遠近の 士女 兩 岸に 群集 

し、 念佛相 和す、 また 時々 自他 業 障 懺悔の ため 頭 燈掌燈 を 燒 

きて 諸佛に 供養す、 享保十 年 夏 松 高山に 登 6、 一七 H 間斷食 

し" 日課 念佛 十五 萬遍 す、 山上に 靈吿- V」 蒙う、 鐘樓 建立の 願 


ゼン (禪 J ホ 


を發 し、 四方に 募緣 し、 十五 年 六月 鐘 及 a 鐘樓 成る'  尋て大 
悲閣を 建 tr し、 阿 彌陀佛 並に 大悲 三十 三 身の 像を 安置す、 鐘 
樓の側 なる 巉巖を 穿ち、 縱橫五 尺、 恰も 石槨の 如し、 是れ自 
ら遺 身の 地と なす、 十七 年 七月 十六 日の 夜 自ら 利刀を 把*^、 
雨 眼睛を 刳う、 次に 身 肉を 斬う、 兩耳唇 舌 腕 腹 足 指 等 八十 七 
片を 机上に 置く、 A 乳 出 迸して 腥血な し、 十七 日 正午 道俗に 
永訣し、 徐步窟 前に 到 6、 悉く 衣 被を 脫 し、 裸 形に して 巉巖 
の裡に 投 し、 低頭 合掌 西に 向 CA 、 念 佛十餘 遍結跏 趺 坐して 寂 
す、 壽四 十七、 獵 十一な 6、 道俗 感激 涕 泣す、 八十 七 片の肉 
を 有緣の 地に 送うて 葬う、 其 上に 塔を 建つ、 (續 日本 高僧 傳) 

ゼン ポ ー 禪芳； 一 .ii-ii  〔淨 土宗〕 武藏願 行 寺 第三 代な 
々， 禪芳は 法 蓮社然 譽と號 す， 其 卿貫詳 かならず、 出家し 
て 法 譽智聰 上人に 師 14 して 淨土敎 を 學び 、遂に 其 法を 嗣 r、 
初め 武藏品 川 願 行 寺に 住して 第三 代と なう、 次に 鎌 倉 光明寺 
に 主と なる、 後、 相模芹 澤來迎 寺、 州の 金澤 天然 寺、 三 浦 長 
安寺 等を 刑して 開山と なる、 永 祿七年 二月 二十 六日 寂す、 壽 
缺く 、嗣法 洞 庫の 一人 ぁ 6、 ( 淨土耱 系譜) 

ゼン モ禪茂 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 

P、  禪茂 字は 南 英と云 ふ、 景堂和 尙に參 して 法を 嗣ぎ 、妙 
心 寺に 主と なる、 寂 年 及 世壽缺 く、 法嗣舂 澤榮奕 一人 ぁう、 
(延 寶傳 燈錄) 

ゼン モク # 睦二： 二 H  〔曹 洞宗〕 武 藏龍穩 寺の 禪 僧な 
う、 禪睦 字は 天 室、 上總長 南の 人、 俗姓は 平氏な 6、 幼に 
して 同國三 途臺に 依うて 蓮 髪し、 天台を 學ぶ 、時に 節 菴良筠 
武 藏龍穩 寺に 於て 開 法す る V」 聞き、 往きて 之に 見え、 親炙 久 
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書辭 名人 家佛本  日 


( 八 一七） 


ゼン (禪 ^ —9  ゼン (全) ケ 


しくして 遂に 宗 奥を 究む "筋菴 の 退席す るに 及 a 、 衆 請に ょ 
6 龍 穩寺に 主と なる、 天 正 五 年 移うて 最乘 寺を 領 し、 二 年に 
して 龍穩 寺に 歸 へる、 天 正 十二 年 八月 二日 寂す、 法 嗣布州 東 
播 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン ユ ;# 愉一 5: ご 二 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 6、 
禪愉 字は 龜 年、 京都の 人、 俗姓は 源氏、 遠山の 族な う、 幼に 
して 特 英和 尙を禮 して 薙髮 受戒し、 諸 山 R 偏 歷 して 建 仁 寺に 
て 桂月 舟瑾 雪嶺 二師に 新 近して 硏究 多年、 靈雲 寺に 歸 へう、 
大体 國師に 依うて 其 法を 得て 妙 心 寺に 出世す、 後奈良 天皇 深 
く師の 道化を 崇み 、恩 遇 甚 た篤く"屢々法を宮中に問3、特 
に 照 天祖 鑑國師 の 號を賜 ひ、 歲時 の朝覲 ある ごと R 、 先つ 師 
の 到る を 待ちて 而 して 後 他 僧の 入內を 許す、 晚年辭 して 退藏 
院に 逸老 し、 永 祿四年 十二月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 
傅} 

ゼン ョ # 譽  一 ^ 1  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な り、 

禪 譽賢聖 房と 號 す、 肥 後 守 重 房の 子、 性 信 親王 傳法灌 頂の 嗣な 
う， 官 僧都に 昇うて 仁 和 寺に 居る" 白 阿 上皇 女 院の產 の爲に 

時の 名德に 五 壇の 法を 修せ しむる や， 師降 三世の 壇を 修 す、 

承德 三年 上皇の 病を 禱 う" 師 護摩 壇を 修 す、 天 仁 年中 東 寺の 

長者に 補し、 大治 元年 三月 十七 日 寂す、 壽六 十九、 (本朝 高僧 

傅} 

ゼン リウ # 龍 i 一一 一 K ハ 〔曹 洞宗〕 下野 長 雲 寺の 開山な 

6、 禪寵 字は 大 見、 奥州の 人 越 前寵興 寺に 於て 希明淸 良に 

師事し、 文 安二 年 八月 一日 印 可を 受け， 同 四 年 法 席を 嗣 ぐ、 

同 五年但 馬 守 長 美 下野 足 利 R 長 雲 寺を 建立して 師を 招く、 師 


乃ち 其 第一 世と なる、 長 雲 寺 後に 長 林 寺と 云 ふ、 寺務六 年 R 
して 傑傳 に讓 う、 再び fi 興 寺に 主 y2 6、 康正二 年 十一月 十一 
日 寂す、 壽六 十六、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン アン ^ « ィチ リン ー藺を 見よ、 

ゼ ン 、カ ン  1 嚴  卜-ジ ユン 東 純 ？: 見よ、 

ゼン、 キヨ ー  全 一 ' IT ユー シン 友 心を 見よ、 ■ 

'ゼン ニ ン 全 愚 道 人  シ ユ-ス 1 周崇を 見よ、 
ゼンタ !? ィ 全快  一一 一 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 
う、 全快 字は 鈍 夫、 俗姓 不詳、 靈巖昭 の 法を 嗣 ぐ、 元に 渡 
う 育 王 山 月 江 印に 依ろ、 歸後信 濃に 善應 寺を 開き、 尋て 圓覺 
建 長の 二 寺に 上る、 上 杉心傳 居士に 歸依 せらる、 晚年 華光菴 
を 構へ て 退 休す" 至德 元年 八月 十四日 寂す、 壽七 十六、 瑞應塔 
を 立つ、 遺 偈 、末 後一 句、 應用無 k 虧 、手 把_| 明月， 到 上， 一須彌 \延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ゼン ギヨ ー 全堯一 iH sl 〔曹 洞宗 S 前 II 泰 寺の 禪僧な 
う、 全堯 字は 天菴 、筑 前の 人、 俗姓 詳 ならす、 初め 萬安鐵 
心 等と 共に 諸國に 行脚し、 寵泰寺 朝國正 補に 謁して 衣 法を 享 
く、 和 泉の 刺 史源桊 壽美濃 岩 村を 鎭し 、師を 請して 盛嚴 寺に 
住せし む、 後 遷うて 總持 寺 R 升う、 寬永十 年寵泰 寺を 領 す、 
晩年 倉 知の 大龍院 に 退去し" 正 保 元年 十一月 二十 八日 寂す、 
壽六 十八、 偈ぁう 虚空 粉碎 、大地 平沉 、末 後一 句、 的 的 分明、 
と、 大龍滿 願 淨光千 手の 諸 寺は 皆師の 開く 所と す、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

ゼンケ ン 全 賢 AA 頌 〔眞言 宗〕 山城 醍_ 山 無量 壽院の 
四 代な う、 全 賢 字は 中納言 僧都と い ふ、 南 家 備中守 藤 原 光 


(九 一七） 


書辭 名人 家佛 本日 


兼の 子な り、 雅海 の燈を 續 き、 松 橋の 二十 三祖 とな 6、 無量 壽 
院に 住す、 後 又 成 賢の 傳を受 け、 淸住 寺の 別當 となる、 天福 
元年 正月 二十 八日 寂す、 壽 五十、 付 法の 弟子 淨眞と s ふ あう、 
(續 傳燈 廣錄) 

v>vf ン 全玄 Ai ?l 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う’ 全玄俗 姓は 藤 原 氏、 少 納言實 明の 子な う、 行 玄最嚴 二 
師に 天台 敎を學 び、 壽永 三年 天台 座主に 任ず、 建久 三年 十二 
月 十三 日 寂す、 壽 八十、 (天台 座主 記) 

ゼン コ 全 虎 (一二 主ハ) 〔曹涧 宗〕 伯 耆東昌 寺の 開山な 
う， 全 虎 字は 嘯巖 、久しく 龍 泉 寺の 仙 林 性 菊に浓 6、 心 旨を 
發 明し、 總持 寺に 出世し、 美 作靑蓮 寺 R 遷 る、 伯 耆の牧 某 安 
泰東昌の二寺を荆し、共に師其開山 /2 6、寂年並に壽歃く、 
法嗣秋 山總菊 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン コク 全國  n 丨ゲ高 外を 見ょ、 

ゼン サ全磋 i zr: s: •一 j  〔曹洞 宗〕 三 河全久 寺の 禪僧な 6、 
全槎 字は 浮 翁、 初の 名は 志淳 、遠 江の 人な う、 幼に し. て 出家 
し、 萬 休 永歲に 師事して 印 可を 蒙う、 其 席を つきて 參 河全久 
寺に 住し、 永 半 寺に 出世し、 泉 11 寺寵溪 寺に 歷遷 し、 又全久 

寺に 皈 へる、 文祿 元年 十月 八日 寂す、 本山に 塔す、 法 嗣眞翁 

宗龍 あう， (日本 洞上聯 燈錄) 

セン サク 全索‘二 -: 六八 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪 僧な 

う、 全 索 字は 大麟 、薩 摩國の 人、 鎌 田 氏の 子な $、 初め 諸 

方に 參 して 铖芥 投じ 難し、 後に 天 海 R 依 $、 一日 豁然と して 

旨を 領 す、 天 海 之を 印 可す、 未だ 幾なら ず 衆に 首た 6、 後に 

信 衣を 受け、 妙 谷 寺に 住し、 福昌 寺に 移る、 大に石 1 の 道を 


ゼン (全)、 4 \ サ 


唱ふ 、詔に 應して 禁中に 入う、 法を 說き "旨に 稱ふ 、金襴の 
伽黎 と、 佛印眞 證禪師 の號を 賜 ふ、 慶長 十三 年 九月 朔日 寂す、 
世 壽詳な ら ず、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン シユ 全珠ーーーー 55 ;1〔曹洞宗〕薩摩妙圓寺の禪僧な 
6、 全珠 字は 集叟 、薩 摩の 人、 俗姓は 祀 氏、 父は 景 次、 母 
は 源氏の 出な 6、 幼に して 福昌寺 大麟に 依うて 祝髮受 具し、 
上野に 到うて 泉 通 寺 應朔に 謁し、 服勸四 年、 薩 摩福昌 寺に 飯 
へ- CN、 日鑑壽 益に 參 し、 其 法 1: 嗣 く、 寬永 中島 津家久 請して 
妙圓寺に住せしむ、道譽京師に達し、召5れて參內し、紫衣 
並に 佛證古 心禪師 の號を 賜 a 、 且つ 手 詔を 賜は る、 一 住 六 年、 
同 十四 年辭 して、 谷 山の 藏六 軒に 退隱 し、 寬永 十九 年 六月 二 
十四日 寂す、 壽五 十五、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン シユ ー 全宗一1一1ーーー 15 ハ 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
う、 全 宗號は 德運院 、近 江甲賀 郡の 人な 6、 橫川に て 得度 
し、 敎觀を 擧 習す、 元 龜二年 織 田 信 長の 兵火に 罹う、 一山の 
堂塔 悉く 灰燼と なう、 山 僧 四方に 離散す、 師 還俗し 醫業を な 
す、豐臣秀吉に舊識あ$、其勢あるに及；5、師擢てられて大 
醫院 とな 6、 正 四 品に 叙 せらる、 會 々京都 疫病 流行す るに あ 
た 6、 師藥を 施 乙 す 乙と 一 百日、 其 ic ょうて 平 治し 穴る 者數 
ふへから す、 幾 もな く 再； 3 出家し、 藥樹院 に 住し、 法 印に 任 
せらる、 竊かに 比 叙 山 再興を 計う、 秀吉に 勸說 せう、 遂に 自 
ら 四方に 勸 化して 資財を 募り、 中堂 戒壇 堂 等 次第に 營 興す、 
秀吉食 封 三千 石を 寄附して 助く、 師晚 年念佛 三昧に 入う、 慶 
長 元年 十二月 十日 寂す、 壽六 十九、 (續 日本 高僧 傳) 

ゼン シユ ー 全 洲  リヨ- 才-良 雄を 見よ、 


ゼン、 全} シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇二 七） 


セ ュ C 全孓 I チ 

ゼン、 ンユク 全視  ii  〔曹 洞宗〕 信 濃 龍 雲 寺の 開山な 
P、  全 祝 字は 北 高、 出 羽の 人、 俗姓は 源氏" 父を 北 殿と 號 
し、 奥州の 國司北 畠顯べ の裔 なう、 十一； 歲 州の 廣 碩禪師 R 投 
して 薙髮 し、 遊 方して 關 東の 諸 老宿に 徧參 し、 越後の 雲 洞 寺 
に往 き、 不點存 可に 見ぇて 侍 司と な 6、 明年 登うて 第一 座と 
なる、 久しくして 總持 寺に 岀 世し、 繼きて 不點の 席を 補して 
雲 洞 寺に 移つ る、 甲斐の 大守武 田 晴信信 濃 龍 雲 寺を 重 興して 
師を聘 して 其 一世と す、 天 正 十三 年辭 して 長 壽院に 退院し、 

八 ヱ 十四 年 十二月 二日 寂す、 壽 八十、 遺偈に 日く、 迂言 妄語、 
滿 八十 年、 末 後端 的、 孤舟 沒 i 煙、 (日本 洞 上 聯燈錄 )• 

ゼン ゾ ー 全 象 ( . ) 〔眞宗 〕 近 江顯了 寺の 住持な 

う、 全 象は 宗學を 龍 華に 承け、 兼ねて 詩文に 通す" 當寺近 
江 各處に 三業の 餘黨 ぁう、 愚 俗の 惑 未た 去ら しかは 本山 
師 R 命して 之を 說 諭せし む、 到る 處皆 正義に 歸す 、甞 て學徙 
に 送る 詩に 日く、 忭矣 再遊 應 k 有 k 期、 暫時 何必說 = 離 思 『由 來 
男子 四方 志、 笑 折- 1 門前 楊柳 枝 — > と、 著作 浄土 和 讃復集 記 等 ぁ 
う、 (學 苑談 叢) 

ゼン チ イン 全痴院  セッ ガン 拙巖を 見ょ、 

ゼン チユ ー 全 衷一 jil o : 〇 : 〔曹 洞宗〕 丹 波圓通 寺の 禪 僧な 

う、 全衷 宇は 折 桂、 備 後の 人' 幼 R して 敎寺 R 於て 貺髮 し、 

後出 遊して 關東 4C 柱き、 諸 名 宿を 歷參 し、 永澤 寺 R 於て 安室 

永 忍に 參 し、 七 年に して 其 蘊奥を 究め、 亨祿二 年 安室の 遺命 

を 受けて 丹 渡の 圓通 寺に 住し、 靑原寺 普 門 寺に 歷 住す、 幾な 

らず 再び 圓通 寺に 歸 へる、 天文 九 年 二月 十四日 寂す、 壽缺 く、 

法嗣大 透秀的 あう、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 


111  ゼン (全 IV プ I 3 

ゼン チ— 全負ニニ七六〔淨土宗〕甲斐西凉寺の開山な 
i  全 貞は 信 蓮 社 深 譽と號 し、 其 俗姓 生國詳 ならず、 觀智 
國師 に 投じて 剃髪し、 後、 鎌 倉 光明寺 看譽に 師事して 法を 嗣 
ぐ、 甲斐 郡 內西凉 寺の 開山と なる、 元 和 二 年 寂す、 世壽缺 く、 
(淨 土總 系譜)  . 

ゼン ハン 全 播 S ニニ 六) 〔曹洞 宗〕 安房 長 安寺の 禪僧な 
全播 字は 天蓊 、俗姓 海 野 氏 信 濃の 人な ぅ、 寵湫 玄朔に 
參 し、 其 提唱を 聞きて 發 悟し、 席を 嗣きて 安房 長 安寺に 住す、 
晚 年安國 寺に 養老し い 某 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣懷州 周潭ぁ 6、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

ゼン。 ホ ー 全芳 (二 一六 四) 〔曹 洞宗〕 上野 永 源 寺の 禪 僧な 
6、 全芳 字は 嫩 如、 初め 曇 英慧應 に 隨 ひ、 次 R 賢室自 超 R 
師事して 印 可を 蒙 6、 賢 室の 寂 後 其 席を 繼きて 上野 永 源 寺 R 
主と な* CN、 某 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣靑巖 周 陽 ぁぅ、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

ゼン。 ホ ー 全 報  サッシ ョ丨薩 生を 見よ、 

ゼン £ 3 —  全 苗  グ 7 ッタン 月湛を 見よ、 

.ゼン ヨ 全 # モサン 茂產を 見よ、 

ゼン ヨ 1 全 用 (二 〇四 一) 〔臨 濟宗 U 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
$、  全 用字は 大用 、出家して 少林 蓦禪師 に 印 可を 受け、 下 
野の 長樂 寺 R 出世し、 盛 R 法 鼓を 鳴す、 後、 勅を 奉して 京都 
の南禪 寺 R 住し、 晚年聚 松院を 荆 して 退 休し、 將に 寂せ / L と 
する や 衆 1: 集めて 遺誡 訣別し、 觀 自在の 像に 對し て偈 を稱へ 
て 日く、 七十 有 一、 大事 了畢 、虛 空紙窄 、閣 ，i 須彌筆 一と、 安 
然として 寂す、 壽七 十一、 (本朝 高僧 傅}. 


ゼン リユ I 全 龍 二 ij E: 〔曹 洞宗〕 相 模寶珠 寺の禪 僧な 
i  全 龍 字は CT 潭 、肥 後 熊 本の 人、 初め 鄕 塾に 懦學を 習 ひ、 
後 比叡山に 登う、 天台の 學を 硏究 し、 次 R 禪に 入る、 尾 張の 
默旨相 摸の 養壽 V 歷 問し、 養壽の 下に 滯街 參究 する 乙と 年 あ 
$、 遂に 其 法を 嗣 き、 寶珠 海藏二 寺に 歷 住し、 大に宗 風 を 擧 
楊す、 慶應 7C 年 六月 二十四日 寂す、 門下に 梅 仙 穆山等 あ*^、 
ゼンタ ー 漸© 1  9 ョ  I クヮン 了觀を 見ょ、 

ゼン トン； j 刖 M ( …… ) 〔曹 洞宗〕 下 總乘阈 寺の 禪 僧な 
$、  前 豚 字は 信 及と 云 a 、 中 雄 宗孚の 法を 享け 席を 嗣きて 
下總 乘國 寺に 主と なる、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣良 室永忻 あ 6、 
(日本 洞 上縣 燈錄) 

ソの部 

ソアン 祖安 il ix 〔臨 濟宗〕 尾 張 大山 寺の 禪僧 なう" 
祖安 字は 伊山、 俗姓は 山 田 氏 美濃阈 高 柳の 人な う、 甫 めて 九 
歲 州の 市 瀨村天 喜 寺 栴叟に 役して 剃 染し 、隱 山に 天 澤菴に 參 
し、 後、 隱 山の 命を 受けて 尾 張 大山 寺の 雪關に 侍し、 刻苦す 

る もの 十餘 年、 大悟 徹底して 印 可を 蒙む る、 元 治 元年 五月 十 

六 B 寂す、 壽七 十七、 臘六 十九、 

ソィチ 祖ーー ーー g Il 〔臨濟 S 美 濃 欠 覺 寺の 開山な 6、 

祖 一字は 峰 翁、 俗姓 不詳、 家居 書を 好み、 學内外 に 渉る、 二 

十四 歲禪宗 R 歸 し、 雲嚴 寺 ic 掛搭 して 一 夏 高峰 禪師 に參 し、 

西砩 R- 向 ひ 橫嶽 に 登りて 南 浦 禪師に 參 し、 其 下 (C 留 侍する Z: 

と 六 年な う、 其 間 辛 II 苦修 し、 疲勞疾 をな す、 一 信士 あ 6 請 


ゼン (全、 漸、 前) ソ (祖) 


S て 迎へ歸 へ. リ 、供 # 醫 治す、 尋て南 浦 禪師 ょう 印 id を 受け、 
京師に 登り、 紫 ff に 宗峰國 師を訪 ひ、 日に 碧 M 集を 擧揚 す、 

. 崇福 寺に 注し、 法 化 X に 盛な 6、 後、 美 濃の 明覺 山大覺 寺の 
開山と なる、 郡 守 某の 創立して 請 侍し / 2 るに ょる、 延文二 年 
三月 某：！： 寂す、 壽八 十四、 勅謚 lb 宗大曉 禪師と 云 ふ、 著作 佛 
祖 III 傳一卷 あ 6、 上 七佛ょ 6 密菴咸 傑に. 生る まて、 臨濟下 正 
傳 の大較 を 列した る ものな 6、 梓 fT し ^ る も今傳 はらず、 (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ソィ ン祖寅  a 二 一 五) 〔揮 洞宗〕 近 / C 新 豐 寺の 禪 僧な 
う、 酣寅 字は大 叟 、近 ic の 入な う、 美 濃 妙 勝 寺に 於て 出家 
し、月洞禪帥に師事して戒を受け、後、雪叟一純に見之、其 
席を 嗣 き、 近 江新豐 寺 R 主と なる、 後總持 寺 慈眼 寺に 歴 住す、 
瑞泉 寺光嚴 寺を 開きて 終る、 寂 年、 壽缺 く、 法 嗣龜阜 豐壽、 
機雲祁 旭、 興 威 玄晨の 三人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

yxl 祖裔一 -一 0*. 乾 〔臨 S S 京師 南禪 寺の禪 僧な-^、 
祖裔 字は 竺芳 、俗姓 +詳 、遠 江の \ なう、 禪敎兼 通し、 且つ 文 
藻 あう、 曆應の 頃 本 師石 梁の 跡を 繼ぎて 信 濃慈壽 寺 ic 住す、 貞 
和の 初 詔を 拜して 京師の 建 仁 南 禪兩 寺に 歷遷 し、 晚年垠 山に 
海 雲院を 構へ て 屛 居す、 應永 元年 七 H 廿 七：：： 寂す、 壽八 十三、 
祖裔甞 て 筑の 呑碧樓 に 登りて 東 陵瑜の 韻を 次して 詩 あ*^、 樓 
呑： 碧 海：景 殊奇 、不- 登臨， 孰 敢 知、 壁 躍-- 淸 波-明月 夜、 錦 
翻，，孤島1夕陽輝、星楂秋辛期故，忒、海ね忘-機狎有^宜、祗 
鶯 ，i 望屮風 味 好 -'* 未， 知-- 日影 向 k 西 移 — > 又 東漸 苛の 作 あ 6、 傑 = 
出 東 州， 仙境 地、 千 1111 環 拱 鎖-, 烟 雲 —' » 杖 頭 活落生 平 眼、 月 印， I 海 
心 一玉 一痕、 (延寶 傅 燈餘 、本朝 高僧 傅} 


ソ. (祖) ィ1エ 


書辭 名人 家佛 本日 


(ニニ 七） 


ソ  C5H  . 

ソエ— 祖永  ホ- ゴン 方嚴を 見ょ、 

ソヱ ン祖圓 j5 lr 〔臨濟 宗〕 京 部南禪 寺の 禪僧な り、 
祖圓 字は 規菴 、俗姓 不詳、 信 濃水內 郡長 池の 人、 弘長 元年 正 
月に 生る、 幼に して 鎌 倉に 出で、 淨妙寺 龍 江 禪師に 就きて 剃 
髮受戒 し、 稍 長して 建 - N- 圓覺二 寺 R 遊び、 佛 光國師 に參す 9 
國師示 寂の 後、 京師 4C 上 $、 東" J 寺大明 國師普 門に 師事し* 
入室 請 益す、 また 紀併 の鹫 峰に 登る、 法 燈國 師瑞龍 山を 開き、 
師を率ゐて往き住す、龜山上桌屢儿：學德を稱したまふ、正應 
四年大 明國師 寂す、 上皇 勅して II 圆を擧 r、 師 時に 三十 一歲 
な $、 鎌 倉に 下 6 佛光 禪師の 塔を 拜 し、 高峰 顯 日 (C 謁して If 
明を 得、 旣 にして 瑞龍 山に 據る 、四方の 英俊 雲 t4 す、 上皇 歸 
依 殊に 深く、 常に 宗乘を 問答し / 2 まふ、 上皇 病中 御製の 偈あ 6 
師 {C 賜 ふ、 祖 圓韻を 次し 上進す、 玉 皇仙是 病 無垢、 一朶 紅雲擁 ，1 
九關 ― ■» 常 寂光屮 塵不レ 到、 上方 香 散 手， 一盂 盤？ 師の 時南禪 寺の 構 
造 未だ 備 はらず、 師經營 功 あぅ、 女 殿、 法 堂、 厨 庫、 雲 堂、 
三門、 廊廡 、叢林 等 皆 全備す、 住持す る 乙 と 二十 四牢 な. CV、 
正 和 二 年の 春 末 疾を示 し、 四月 二日の 夜 寂す、 壽五 十三、 遺 

偈あ 6、 一躍 躍 翻 黃鶴樓 、一 拳 拳 倒 II 鵡 州、 臨 k 行 一 著 元 無 

，別、 黃鶴樓 前 鸚鵡 州、 南禪卦 中の 歸雲菴 に 葬る、 嘉曆 三 ¥ r 

一 弓 天皇 御駕親 臨した ま a 、 勅謚 南院阈 師を賜 ふ、 (行 狀、 元、 

釋 書、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ソエ ン祖緣 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 加 M 慈 照 院の禪 僧な 

h、  祖緣 字は 別宗 、號 は頤 神、 其 先は 近 江の 人、 俗姓 源氏、 

佐々 木 氏 加 貧 策 澤 に 生れ、 出家して 中興 光雲 寺 英中賢 禪師に 

師事し、 前 住 相 國寺覺 雲 古 禪師の 法を 嗣 き、 景德眞 如 二 寺を 


ソ ( 祖) 才 


經て 相國 寺に 住し、 紫 衣の 賜を 拜 す、 後 南禪寺 に轉 し、 詩文 
の 技に -M す、 示 寂の 年月 r 缺く 、(燕 臺風 雅) 

ソオ ー祖雄 一 m  〔臨 濟宗〕 丹 波高. 源 寺の禪 僧な- OV、 
祖雄 字は 遠溪 、俗姓 藤 M 氏、 丹 波冰 h. 郡 佐 治 莊の 人、 父は 光 
基と 云 ふ、 師早坧 出 塵の 志 あ- CS、 十九歲 某 寺に 役 じ r. 落髮受 
戒し德 治 元年 Tc ic 渡- N、 天 H 山中 峯禪帥 に 謁し、 勤^: 十 年、 
心 印 並に 禪門戒 Ji を受 く、 尙ほ留 る こと 三年、 母の 書に 妾し 
て lr 歸 す、 中峯 0 譜の m 相 ヒ與 ふ、 IH 和' VL 年朿皈 す、 母旣に 
死せ るを 聞き、 筑 |>1|) に留 6 1 巖穴に 棲む 乙と 十餘屮 にして 丹 
波に 歸 へる、 瑞巖山 高 源 寺を 開きて 禪風 を揚 r、 道擧 朝に 聞 
ぇ屢 J 龍 錫を 蒙る、 康 永三牢 六月 计七 U IPJ 寺 ic 寂す、 壽 五十 
九、 遺偈あ 6、 悟 „  了 牛 死 - > 五十 九 年、 來來去 去、 白日 青天、 
門人 靈光 塔を 建て 骨を 收む 、嗣法 r 悟 菴 あぅ、 ( fr 實、 延寶傳 
燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ソオ ー 祖應一 1 o: i s: 〔臨 濟宗〕 京師 ^ 福 寺の 禪 僧な-^、 
祖應 字は 夢巖 、出 雲の 人、 朿 i 寺 潜 溪馳に 師事して 宗乘 を參 
究 し、 後國に 歸 6、 門を 閉ぢて 靜養 する 乙 と 二十 年な- ON、 道 
譽四傳 し、 東 福 寺ょ 6 請 せらる、 法 化 W だ 盛な ぅ、 大 岳崇、 
朿漸 易、 大愚 智、 岐陽秀 、惟 肖嚴； 皆 N-1 後 其 門に 遊ぶ、 應.： 女 
七 年 十一 Hlln 寂す、 , 1/! 錄 、並に 旱霖枭 あ- CS、 勅 謚大智 圆應 
禪師と 云 ふ、 (延％^ 燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ソオン 祖恩  一一 5 : 四 〔臨 濟宗〕 京 帥 妙 心 寺. 9 八十 二 代な 
i  祖恩 字は 芳澤 、號は 探 春と： M ふ、 姓氏 詳 ならず、 少時 
ょ 6 東西に 雲 遊して 諸 禪德 に 歷參 し、 後、 材嶽宗 佐 禪師の 室 
に 役し 其 法を 嗣 ぎ、 妙 心 寺 塔 叫 大心院 第五 K とな 6、 慶畏五 


(三 二 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


年 詔を 奉して 妙 心 寺に 升う、 第 八十 二 代の 住！ 5： となる、 ft 門 
の 大守妻 木 氏 法名 宗錶 居士、 妙 心 寺 塔 頭 瑞松院 の廢を 輿し 師 
を 請す、 師 «: 院に 住し、 起居 進退 規矩を 脫 せず、 時 八 百丈禪 
師 {C 比す、 寬永 元年 四月 十七 日 微疾を 示して 寂す、 法を 嗣く 
者 三人、 嶺南 六、 龜峯 元、 秀巖說 なう、 師 詩文に 通し、 ? t 作 
世間に 傳 はる、 (野原 稍 藏氏返 信、 松 山 七 祖錄) 

ツカン 祖鑑こ 三 ニー) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 
う、 祖鑑 字は 天 室と 云 ふ、 久しく 妙 心 寺 明叔慶 浚禪師 R 參 
して 法を 嗣 ぐ、 然れ ども 未 72 出世に 及ばず して 遂 R 寂す、 (延 
寶傳 燈錄) 

ソキ 祖輝 (一九 〇六) 〔臨 濟宗〕 京師 建 良 寺の 禪僧な 6、 
祖輝 字は 獨照 、京師の 人、 养翁 仁の 法を 嗣 ぐ、 初め 奥州 太守 
の 請に ょ 6 松 島 寺に 住し、 後筑 前の 聖福 寺、 相 校の 淨妙 寺、 
京師の 建た 寺に 遷う 、終に 建 長 寺に 升る、 元弘 元年 三月 二十 
四日 寂す、 .,-?? 偈ぁ う、 生死 如 幻、 去來 ¢11 電 、生死 去來 、打 成 
一片、 勅謚眞 覺禪 nl'l と 云 ふ、 (延 寶傳 燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ソキ ユ 1 ■岌 iiili r: i 一: 淨土 宗〕 武藏圓 一 寺の 開山な 
6、 祖岌は 光 譽と號 す、 武藏埼 玉 郡の 人、 其 俗姓 詳かな ら 

ず、 呑 龍に 就て 淨土敎 を 學び 、都の 一割 村に [nl 福 寺を 創して 

開山と なろ、 承應 元年 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

ソキ ユ 1 祖休 ド-ヵク 道覺を 見ょ、 

ツキ 3 1 祖 京！  一一 j ?H --t 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學僧な 

$、  祁 京 初の 名は 舜 海と 云 ふ、 俗姓 山野 氏、 丹 波笹 山の 人 

なう、 幼に して 無量 院賀 順法 印に 從うて 度を 受け、 貞享三 年 

囑を 受けて 坊を領 す、 元祿 十一 年本坊 を 改造す、 十二 年輪 王 


ソ (祖 3 力 j キ 


寺 法親モ 衆に 命して 問 山大邮 制定の 一紀 1E 山を 中興す るに 方 
$、 禪定 院燈外 、護 心 院祖室 と 其 串 {C 從ふ 、名を ® R 京、 字を 
覺門 と改む 、靈空 和尙に 學 a 、 一旦 ft # を 論して 意 U 合は す、 
遂に 門下を 去る、 寶永三 k 五 T 故 あ. CV て 山を 下- 〇/洛 東 岡 崎 
に 居す、 正 德二年 十月 计九 H 寂す、 壽四 十六、 a 三十 二、 全 
身を 鈴 聲山眞 如 堂に 葬る、 (天台 霞楞) 

ソキ ml 祖曉 iH 一 j — -fc 〔曹 洞宗〕 甲斐 法 泉 寺の 第二 世な 
々、 彌曉 字は 天巖 、甲斐 都 留郡寶 村の 人、 同村 江 西院に 
入うて 某師 に 就 s て 度を 受け、 性行 豪邁な う、 後 法 泉 寺 第二 
世と な 6、 相 模國足 柄 郡 萩 野 松 石 寺、 近 江 國溢 賀郡彥 根淸凉 
寺に 歷 住し、 晚年 駿河國 富 - t 郡 秀道院 に 退隱 し、 享保 十六 年 
十一月 七日 寂す、 壽六 十五、 世に 傳ふ 師黃檗 の宗 胤を 惡み、 
幕府に 請うて 禁制 せんとし、 大に 奔走した る も 遂に 果 5 す、 
然れ とも 畢生 攻擊 して 止ま さう きと 云 ふ、 (法 泉 寺 返信) 

ソキ ml 祖慶〇 二 三 五) (曹洞 宗能 登總持 寺の 禪僧な 
う、 祖慶 字は 雲 窓、 越抟の 人、 俗姓 氏な り、 出家して 慈 
光顯 窓に 依る、 ffl 長して 諸老の 門に 遊び、 一 雲 寺 (C 於て 川 僧 
に 侍す、 川衔總 持 寺 及び Bf 澤寺に 歷 住する に 常う、 尙 之れ ic 
從ひ 、或は 記 室と なう、 或は 藏鑰 となる、 川 ffr 師に雲 窓の 號 
を與 ふ後總 持 寺 ic 出世し、 雲 洞の 席を 嗣きて 住す、 寂年缺 く、 
(日本 洞 上 聯燈 錄) 

ソキ ヨク 祖旭一 j o -fc : 一 v 一 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 丽旭 字は H 東、 桂 嵩 昌に師 事して 法を 嗣 ぎ、 京都 南禪 
寺に 主と なる、 應永 二十 年 四月 五 H 寂す、 常 照菴に 塔す、 (延 
寶傳 燈錄) 


ゾ 「瓸) 笮 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 二 七） 


ソ (祖 }キ —ケ 

ソキ ヨク 祖旭二 -0 M1 I： 曹 洞宗〕 越 中光嚴 寺の 禪僧な 
办、 祖旭 字は 旗 雲、 俗姓は 藤 原 氏、 越 前の 人な 6、 幼に し 
て 慈眼 寺 希 明 R 依うて 祝 髮受 具し、 稍 長して 遊 方し、 定 光寺 
機堂に見 ± 、又靑原寺雪叟に謁す、終に新豐寺天叟祖寅に參 
して 其 法を 嗣 き、- It 嶽山を 領し 、慈 服 寺に 遷 る、 寛. IF 五 年下 
總の大 守 藤 原 顯泰聘 して 龍 淵 寺に 住せし む、 文明 年間 越 中 光 
嚴寺を 主とう、 明應 元年 十一月 二十 八日 寂す、 壽六 十九、 遺 
偈 あう、 日く、 拂， ，佛魔 塵； 拭，， 眞如 月； 六十 九 年" 傀儡 一橛、 
と、 遺骨を 分ち て 新豐 寺、 光嚴 寺、 龍 淵 寺 R 塔を 建 葬む 
る、 块嗣 東海 宗洋 、惟通 桂 儒 二 入 あう、 (B 本 洞 上 聯 燈錄) 
ソクウ ィ祖晦 1 -5 ” 一一 〔臨 濟宗〕 伊勢 萬 笑 院の禪 僧な 
う、 祖晦 字は 杲觀と 云 ふ、 春 江 R 參 侍して 心 印を 付せられ、 
萬笑院 R 住す、 文 龜二年 三月 二十 七日 寂す、 壽八 十二、 (延寶 
傳 燈錄) 

ソク ウン 祖環 (一九 八 五〕 〔曹 洞宗〕 越 前祥園 寺の 開山な 
夕， 祖環 字は 無 端、 能 登の 人、 幼に して 大 乘寺瑩 山を禮 し 
て 得度し、 瑩 山の 命 R よ 6 明 峰素哲 、無 外圓 照 R 師事し、 後 

に 峩 山の 門に 入 6 て 信 衣を 受く、 l 會々 諸嶽 In 席を 虛 くせる を 

以て 請せられ て 主と なる、 越 前の 檀越祥 園 寺を 創し、 師 請せ 

られて 開山と なう、 其 年 二月 二十四日 寂す、 法 嗣瑞巖 韶麟あ 

う、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ソクワ ン  ー / TIS 關  9  m —ギ 3 ク茛 玉を 見よ、 

y ケ— 祖繼  ダィ チ 大智を 見よ、 

/f  祖圭二 •一 • ?: 一 〔曹洞 宗〕 美 濃龍泰 寺の 禪僧 M  6、 

祖圭字は大室、乾叟禪亨の汴嗣にして美濃龍泰寺に由し、 


y f m ) ゲ 


後大澤 寺 {C 遷 る、 文龜二 年 三月 三日 寂す、 塔を 龍泰 寺に 
建つ、 法嗣 巨海祖 綱、 蘭 恕從賀 の 二人 あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈 
錄)  • 

2 s ン祖元 d ー ハ ハ 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 IMI 覺寺の 開山な 
祖元 字は 子 元、 號は 無學、 宋の剛 州 慶元府 の 人、 俗姓は 許 氏、 
父は fn 濟 、母は 陳 氏の 出な 6、 甫めて 七 歲 家塾に 就き、 十三 
歲 父の 喪に 際し、 伯父 冲虛禪 師に携 へられて 杭の 淨慈 寺 4C 牲 
き、 北嫺簡 和 尙を禮 して 出家 得度し、 服勸 する Z: と 五 年、 徑 
山 ic 趨りて 無 準 和尙に 依る 乙と 五 年、 一夜 首座 寮 前の 版贊を 
聞きて 忽然と して 省 あ 偈を 作うて 日く、 一  槌擊碎 精 靈窟、 
突出 那吒鐵 面皮、 兩耳如 k 聾 □ 如 旨、 等 間觸： 者 火星 飛、 と、 之を 
無 準 和尙に 呈 す、 和 尙史に 香嚴擊 竹の 頌 を 擧して 之を 問 ふ、 
師應對 に 涟 ふる、 旣に して 和尙 寂す、 師 乃ち 靈隱寺 石溪月 、 
育 王 山偃溪 聞に 歷參 し、 錫を 小朶 峰 R 寄す、 時 R 虛堂愚 鷲 
峰菴 R あり、 師往來 して 講 明す、 後、 鄕里に 歸ヘ 6、 大慈寺 
の 物初觀 R 依う、 侍 坐 二 年、 一日 井樓 R 登うて 水を 汲む、 轆 
轤を率 動して 廓 然として 大悟す、 向き R 諸老 示す 所の 話頭 一 
旦釋然 たう、 時に 年 三十 六歲 なう、 翌年邑 主羅 季莊に 招かれ 
て 東 湖の 白雲 菴 R 住し、 居る 乙と 七 年、 母 歿して 後靈隱 寺の 
退 耕 寧の 下に 歸 し、 第二 座と なる、 大傳 賈秋壑 R 請せられ て 
台 州の 眞如 寺を 主と る Z. と 七 年、 德祐 元年 元 兵 中國 ?; 蹂躪す、 
師 難を 辟け て 溫 州の 能 仁 寺 i'c 至る、 翌年 元兵溫 州を 壓 す、 衆 
擧う て竄匿 すれと も、 師獨り 堂に 居る、 虜酋 刀を 以て 己に 師 
の 頸に 擬す 、師 神色自若と して 偈を說 きて 日く、 乾坤 無 レ 地 
卓， 1 孤筇フ 喜 得 人 空 法 亦 空、 珍 重大 元 一 -* 尺劍 、電光 影 裏 斬，， 春 
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風 --'* と、 群虜 之を 聞きて 敢て刃 を 下す 乙と 能は すして 去る、 
翌年 四 明 山 ic lf へ.^、 天童 山の 法 兄 環 溪一を 訪 W 、 切 まうて 
前 版に 居う、 衆の爲 に 法を 說 く、 弘 安二 年 冬日 本 建畏 寺 0 を 
虛 す、 北條 時宗 書幣を 具し、 詮慧の 二 禪師を 遣は し 元 ic 入. 〇/ 
高 0 の禪師 を聘 せし む、 官師を 推す、 玆に 於て 師將に 渡 束せ 
ん とする 時、 環 溪師に 佛鑑の 法衣を 授 く、 祥興 三年 夏 五月 太 
白山を 離れ、 六月 三十日 太宰府に 就く、 即ち 我か弘 安三 年な 
$、 秋 八月 鎌 倉 4C 到る、 時宗 迎接 慰勞 し、 請して 建 長 寺 {C 住 
せし ひ、 五 年 冬 十二月 時宗 圓覺 寺を 建て、 師を請 して 開山 第 
一祖 となす、 開 堂の 日 群 鹿 筵 {C 來 る、 衆 驚く、 師以て 吉徵と 
なし、 因て 山を 名け て 瑞鹿 山と稱 す、 七 年 秋大に 旱 す、 師貞 
時の 請を 受けて 雨を 禱 る、 九 年 八月 病を 示し、 九月 三 [3 自ら 
遺書を 書して 將軍及 S 諸 檀に別 れ 、晚に 至 6 遺 偈を 書して 日 
く、 諸佛 凡夫 同是 幻、 若求_ ，實 相， 眼中 埃、 老僧 舍利 包，， 天地、 
莫 向， 1 空 山 一 撥，， 冷 灰； と、 夜 三更に 至うて 衣を 易へ、 端坐し 筆 
を 求め、 書して 日く、 來亦不 ，前、 去亦不 k 後、 百億 毛頭 獅子 
現、 百億 毛頭 獅子吼、 筆を 投して 寂す、 壽六 十一、 Hi 四十 九、 
遺骨を 同 寺に 蜜む、 著作、 語錄 若干 卷ぁ 6、 勅して 佛光 禪師 

と謚 し、 光嚴 天皇 重ねて 回 滿常照 國師を 賜 ふ、 (元 亨釋 書、 本 

朝 高僧 傳、 延寶傳 燈錄) 

ソ 、ケン 祖支三 一一 〇: 一 〔淨 十宗〕 尾 張西抹 寺の 開山な 6、 

祖玄は 本 譽と號 し •尾 張 白山 村の 人な $、 祖的に 師事して ?? : 

土敢 を學び 、州の 小收 村に 西 林 寺を 開く、 寬永 十九 年 八月 十 

四日 寂す、 te 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソ ゲン 祖支二刚怨〔 ?| 洞 宗〕 肥 前 長 崎 皓臺 寺の 禪僧な 

■ yl s) ゲ 


6, 祖玄 r^ は活步 、俗姓は 秋 本 氏、 周 防 國吉敷 郡の 人な 
W めて 八 ^ 郡の IH 福 寺大 朝に 依りて 出家し、 天 苗の 法を 得て 
皓晷： 寺 ic 住す、 天 保 元年 十一月 九日 寂す、 八十 四、 腽七十 

七、 

ソゲ ン  ー M 眼  ゲン ミヨ— 元 明を ii ょ、 

ゾコ！ 祖香 c …… 〕 〔曹 洞宗〕 武 藏慶. ：〇 寺の P 山な 
6、 祖香 字は 嫩 桂、 南 溪正曹 に參 して 其 法を 嗣き 、數 寺 (C 
歷 住して 後武 藏慶德 寺を 荆す 、寂 年、 及 a 壽缺 く、 法 嗣仲孚 
正異 あう、 (日本 洞 上 聯燈錄 ) 

ソコー 祖香 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 越 前寶圓 寺の 禪 僧な 
う、 祖香 字は 桂林、 心 忠賢 孝の 法嗣な 6、 越 前寶圓 寺に 住 
す、 寂 年壽缺 く、 袪嗣 高巖坪 柏 あう、 (_B 本 洞上聯 燈錄) 

ソ コ ー 祖綱 ( …： こ 一曹 洞 ^ \_/ 信 濃 大澤 寺の 禪僧な 
$、 祖綱 字は 巨 海、 美 濃 龍 泰寺大 質 祖圭の 法 V 嗣 $、 信濃大 
澤寺に 主と なる、 寂 年、 及； S 壽缺 く， 法 嗣功巖 支 策 あ. 9、( 日 
本 洞上聯 燈錄) 

ソゴン 祖嚴〇 三 二) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
ゥ， 祖嶺 字は 義 雲と 云 ふ、 月 湖宗冲 に參 して 法を 嗣ぎ 、天 
文の 末年 尾 張瑞泉 寺に 移る、 寂 年、 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄} 
ソゴン 祖嚴一 一 ◦セ 八 〔曹 洞宗〕 越 前 願 成 寺の 開山な 6、 
祖嚴 字は 芳菴 、攝津 の 人、 幼 (C して 出家し、 長して 諸老に 參 
し、 fl 泉 寺 通 幻 寂靈に 謁して 司 侍と な $、 久しくして 發悟 し* 
僧伽 梨拂 + 及 自賛の 頂 相を 付 せらる、 初め 總持 寺 ic 出世し， 
龍 泉 寺に 遷 る、 智 本と 云 ふ 者 越. 刖丹 生の 北 郡 R 寶土山 願 成 寺 
を 建て、 師其 開山と な 6、 應永廿 五 年 四月 二十 三日 寂す、 壽 


ソ (趣} ゲ，‘： ゴ 
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缺 く、 臨終の 頌 あう、 日く、 本 離，， 死活？ 今絕= 去來 - •» 不 ，住- 1 
正 偏； 豈染， ，塵埃： 法嗣嫩 桂 祐榮、 日日 菴忮丰 の 二人 あへ (日本 
洞 上聯燈 錄)  . 

y サン 祖璨〇 八 〇  〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧 なう、 
祖燦 字は 大輝 、日 ) IX 姐に 參 する L と 多年、 遂に 其 法を 嗣 ぎ、 
東 福 寺 内 續燈菴 に 居す、 應永 二十 七 年 十二月 二十 一日 寂す、 
續燈菴 に 塔す、 (延赞 傅 份錄) 

ソ矽 ン祖山 ( …… 〕 〔淨 土宗〕 伊勢 樹敬 寺の 僧な う、 
祖山は儿：鄕貫詳かならず、無綏に就て剃髮受笼し、其法シ-嗣 
•ぎて 後、 伊 熱 松 坂樹敬 寺に 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 法 y 一人 
あ 6 岸 了と 云 ふ t  (淨 土總 系譜) 

ゾサン 祖山  ホ サン 輔山 V」 見ょ、 

ソサ ン リヨ 丨卜 -良燈 V 」 見ょ、 

ソ シン 祖心 一一 五三 四 〔W 洞宗〕 越 前 永 建 寺の 第二 十五 代 
f、  祖心 字は 傳 翁と S ふ、 信 濃 更科郡 東 和 田 村の 產な 6、 
姓は 戸根 川 氏、 幼に して 州の 龍 泉 寺 M 滴 全和尙 に隨ひ て 薙髮 
し、 後、 全久 洞門 龍 泰來應 諸 寺に 歴遊す、 後、 遊 方して 加賀 
實性 寺の 爲霖 和尙 に參 し、 機々 役 合し、 親炙す る 乙と 多年、 

爲霖 和尙越 州の 永 建 寺 R 移る に 從 a て 補 翼 勤務し。 典 座す る 

乙 と 都て 十有餘 年、 後、 師洲 江菴の 請 R 赴きて 住する 乙と 多 

年な-^、 安政 三尔 秋爲霖 の讓を 受けて 永 建 寺に 住する 乙と 六 

年、 夏 本院を 移轉 して 住 山 十四 年、 僧堂を 再建し、 僧 衆を 安 

す、叨治七年秋法弟忍海を召して美濃全昌寺の席を繼かしめ、 

同年 十二月 三日 寂す、 (行 實：} 

y シン 祖心 ( . ) 〔臨 濟宗〕 和 棹 淨智 寺の 禪 僧な 


ソ c 祖) シーゼ 


之 祖心 字は 大輪、. 其 鄕貫詳 かならず、 無 等 平の 法 孫なる 
大機 用に 參して 法を 嗣ぎ、 東 福 寺の 藏鑰を 司と 6、 後淨智 寺 
にと 主なる， 寂牢 、及 壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 } 

ソ シュン 祖濬一 一一 ？^ g 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の藏 僧な 
祖； i 字は 哲巖 、播 磨の 人、 俗姓は 佐 m 氏、， 母は鈀 氏の 
出 な $、 學年 R 及びて 州の 長 福 寺 R 投し て梵經 を讀む 、龍 谷 
雲播 磨を 遊 化する とき、 師之れ を拜 して 薙髮 受戒し、 左右 (C 
侍する 乙と 久しく、 辭して 比敖 山に 登- CS、 密敎ヒ 座主に 受け、 
一心 三 觀の宗 を聽 く、 皈-^ て 又 龍 谷 R 侍し、 印， 記^ j 受く 、應 
安三 年攝涑 澄 心 寺 ic 注し、 至德 三年 京都 普 門 寺に、 明 德二年 
萬壽 寺に、 翌年 東 福 寺 R 歷 住し、 晚年本 成の 祖塔を 守- o’  藤 
原 亟 相の 執奏 R ょ $ 南 禪寺を 司と る、 三年 慧： ：！ 寺の 常 喜 庵 ic 
退 居す、 應永 十二 年 八月 十七 日 寂す、 壽八 十二、 臘六 十七、 
(本朝 高僧 傅) 

ソシヨ 1 祖生 ( . ) 〔曹 洞宗〕 日向 一雄 院の 開山な 

6、 祖生 字は 南天、 備 後の 人な ぅ、 出家して 諸 名 宿 R 歷參 
し、 後、 PI1 窻禪師 に 師事す る 乙と 十餘 年、 總持 寺に 出 19: し、 
日向に 一雄 院 を 開き、 某 年 寂 ?' 、 世 壽缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 
y ゼン 祖禪 一 一一 a J 〔臨 濟宗 ：一 京師 南禪 寺. 禪僧な 
祖禪 字は 定山 、俗姓' f 詳 、相模 の 人な 6、 出家して 東 福寺雙 
峰 源に 師事し、 京 帥の 大聖 寺筑 前の 承 天 寺 京師の 東 福 寺南禪 
寺に 歷 住す、 應 安七 年 十一月 二十 六日 寂す、 壽七 十七、 東 ) Tlra 
寺棼陀 利華院 R 塔を 立つ、 遺偈に H ふ 順 緣逆緣 、冠 k 地 履 k 天、 
打，， 翻 筋 斗 ハ歸路 坦然 、勅 謚普應 1M1 融禪師 と 云 ふ、 へ. 延 寶傳燈 

錄 、本朝 高僧 傅} 

i 
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ソチ ク 祖竹  ギリ rl - 義 龍 ^ 見ょ、 

ソチ ユ ー 祖 S 三 SX 3 〔 W 洞 S 丹 波 慈 德寺 の 13 山な 
6、 祖哀 字は fv 嶺俗姓 は 田 邊氏 、若 狹忤 田鄕の 人、 九 0 
淸芳 叟に投 して 音 子と なり、 十二歲 出 ¥ し、 十六 歲遊 方し、 
諸 老に徧 參す 、終に Htl 虎 rj に參 して 法要を 付せられ、 去ぅ 
て 近 ? r 深淸邑 に菴居 し、 後、 山城 平 尾 山 (C あ 6 て 大徹 す， 贾 
圓 寺に 歸 6 て 月 嘯を 省し、 It ; 法を 嗣さ 、總待 寺に 出世し'  若 
狹發心 寺、 芳春 寺に 歷 住す、 近 江 菴原 主税居 土靈水 寺に 招き 
居らし む、 後、 辭 去す、# 濃 /! II 納の 城主 丹 波 刺史松 平氏 聘し 
て全久寺に主 /2 らしむ、兼て參河の龍溪寺を領す、尋て加賀 
太守 前 田 氏 請して 寶 IMi 寺に 主たら しむ、 住持 多年 退院し'  丹 
波 小 尾 山に 慈德 寺を 開き、 虎 白を 始 M に 仰き、 法 華 寺を 營み 
て 之に 移る、 寶永七 年 七月 十六 日 寂す 壽八 十七、 (日本 洞 上聯 
燈錄) 

ソチ ユ ー 祖忠 (15 丑 一) 〔曹 洞宗〕 大隅圓 林 寺の 禪僧な 
ぅ、 祖忠 字は 節 堂、 俗姓 生_詳 かならず、 了巖元 明禪師 に 
謁して 其 提唱を 間き、 後、 其 席を 繼ぎ、 V 隅 則 林 寺 U 主と な 
6、 復朝 命に 砍 6總持寺に出世し、遷つて永澤寺龍泉寺 (: 肢 

住し、 某 年 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞 上 1 ，燈 錄) 

ソチ ml 祖 餘二 一六 二 〔曹 洞宗〕 m 濃 大 "e 寺の 開山な 

i  祖育字 は絕 方、 一名 素 脔と云 ひ、 美 濃 山 縣郡福 富 fr の 

人、 父は 對 島守 大野 氏な う、 幼に して 出冢 し、 諸方に 徧參 し、 

龍 泰寺華 叟ル華 に 投じ、 入室して n 嫡子と なる、 華 叟の示 寂 

に 及び、 席を 繼さて 龍泰 寺に 居る、 後、 最典 寺に 遷 6、 法 ai 

快菴大 林の 輩 其 化を 助く、 信 濃 平 盛 直 仁 科 莊に 神寵山 大作 寺 


ソ£} チ 


を 創し、 師其 開山と なる、 文 龜二年 九月 五日 寂す、 世壽缺 く、 
汶 嗣乾叟 禪亨ぁ 6、 ( 日本 洞 上聯燈 錄} 

ソ 5- 1 祖貞一 -T: 二 八 〔淨 土宗〕 越後 淨泉 寺の 開山な A、 
祖 育は 宣 蓮社定 譽と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず、 道# 上人 
に 師事して 法を 嗣 ぎ、 越後 蒲 原 郡に 淨泉 寺を 開く、 永祿 元年 
三月 一 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 +. 總系 譜) 

ソテ キ祖的  一一 -: / \ 五 〔淨 土宗〕 尾 版 西 蓮 寺の 開山な-^、 
祖的は 慶蓮社 逞譽 と號す 甲斐の 人、 ift 々武 田の 武族た $、 
道譽に投じて剃髮受業し、遂に其法を嗣ぐ、尾張名古屋西蓮 
寺の 開 111 となう、 寬永二 年 九月 二十 七日 寂す、 (淨 土總 系譜) 
ソチ キ祖的 二-ー セ 七 〔淨 土宗〕 三 河 大樹 寺 第 十八 代な 
う、 祖 的は 昌蓮社 乘譽信 三と 號す觀 智阈師 に 師事して 法 
を嗣 ぎ、 三 河 大樹 寺に 住し、 馍 十八 代と なる、 元 和 三年 八月 
六日 寂す 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソチ ツ 祖徹；  一 E? ハ ra- 〔臨 濟宗〕 下野 東 光寺の 禪僧な 6、 
祖 徹字は 通應 、尾 張淸洲 の 人な う、 甫めて 十二 歲桑 名大 藏寺褒 
山に 投して 祝髮受 具し、 顧鑑に 侍する 2. と十餘 年、 終に 其 印 
可を 今け. 三十 九歲 下野の 朿 光寺に 請に 應して 住す、 又 遠 江 
大 M 院の 請に ょ 6 法 幢と 知勝院 に 移つ す、 乙の S 大に阜 す、 
師 法力を 以て 雨を 降らす、 安政 元年 二月 二十 八日 寂す、 壽五 
十四、 腦 四十 三、' 

ソト ー 祖東； j oo fe 〔曹 洞宗〕 大隅瑞 光寺の 開山な 6、 
祖來 字は荞 巖 、俗姓 伴 部 氏、 伊豫 喜 多 郡 大野の 人な 6、 十二 
歲本空 和尙 に 投して 童子と なり、 nil 年の 夏 薇 髮し尋 て受 具す、 
初め 黑川寺 月 庵に 參 し、 其 印 可を 受 く、 後、 美 濃妙應 寺に 往 


ソ C 祖 ) 5* — 卜 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 二 七） 


ソ 「 祖) K 1 ノ 


き、 大徹宗 令に 依る、 大徹 これに 曹 洞の 宗旨を 授 く、 應永七 
弟 竺山得 仙總持 寺 (1C 住する に當 師を招 さて 首座と なし、 
分座說 法せ しむ、 同 九 年 二月 大隅 高山に 曹 溪山瑞 光寺を 創し、 
法を 開く、 同 二十 一年 十月 二十 八日 寂す S ハ 十三、 臘 五十 
.一、 塔を 大寶と 云 ふ、 (日本 洞上聯 燈錄) 
yK.— 祖洞ニ ニ ：一 七 〔淨 土宗〕 下 针 弘經# 第 九 代な- CV、 
祖 洞は 呈蓮社 鎭譽魯 耕と 號 す、 丹 後の 人、 元は 禪宗の 徒な ぅ 
しが、 淨宗に 入 6、 一  譽を師 として 法を 嗣ぐ 、鈑诏 弘經寺 第 
五代と なる、 永 正 年中 下野 中 里の 龍 門 寺 宇津宮の 慈 光寺を 頫 
して 開山と な 6、 後 三 河 大樹 寺 R 住し、 m 九 代の 主と なる、 
弘治 三年 JF. 月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソ M 道  シ ユ I シン 宗心を 見ょ、 
y ニ ン祖刃 心 尼 2 九 八 二) 〔曹 洞宗〕 能 登 111 通院の 尼な 
6、 祖忍 字は 默譜 、能 登 酒 勾 八郞賴 親 か 女な 6、 早歲 にし 
て滋野 信 直に 嫁す、 瑩山 大乗 寺 (C 住し •道を 唱 ふるに あ /2 $、 
信 直と 共に 瑩 山を 邸 (C 迎へ 、供養して 戒を 受け、 法を 問 ふ、 
正 和 元年 鎌 倉 幕府に 乞 ひて、 酒 井 保なる 山 莊を瑩 山に 寄附す、 
瑩山其 志に 感 し、 其處 4C 茅菴を 結びて 居る、 茅菴， 代 寺と な 

-CS， 永 光寺と 云 ふ'  元應 元年 八 H 師永 光寺に 入ぅ'  瑩山に 依 

つて 制 髮 す、 元亨 -/C 年 十二月 二十 二 n 衣 法を 付 せらる、 翌年 

亦 瑩山 勝蓮峯 に圓 通院 ^ 構へ、 師の母 m 禮 せる觀 音を 奉安し、 

師 に命して居らしむ、寂する壽八十餘、肚壽缺く、(日本洞上 

聯 燈錄) 

ゾノ ー 祖能一 一一 ^ 拉 〔臨 濟宗〕 常 陸楞嚴 寺の 禪僧 なう、 

祖能 字は 大 拙、 俗姓 藤 原 氏、 和模鎌 H の 人な う、 早华善 福 寺 


ソ C 祖) F 


大川 通の 下に 事 ふ、 十四 歲比叙 山に 登り、 落髮 受戒す、 十七 
歳來福 寺 雙峰源 に 謁し、 一た び 大慶 寺大川 通の 下に e'.ll へ. PN、. 
尋て出 遊し、 建 長寺嶮 崖 安、 m HJl 口の 下に 參究 す" 大 川通圓 
覺 寺 (C 遷 6、 師其 下に 記 室を 司る ' 天 龍 寺 夢 窓 石の 下に 參究 
す、 曆應二 年大川 通の 喪 事を 修め •天外 高の 下に 侍す、 康永 
元年 元に 航 せひと し、 翌二 年 rn] 志 數十 人と 出發 し、 福 州 長樂. 
縣 に 着す、 初 鼓山 ic 登る- 溫州江 心 寺 無言 宣 、婺州 雙林寺 東 
陽 輝に 歷 謁し、 偈を呈 す、 輝 ic 呈せる 偈に日 ふ、 _,師 訪 ，道 
入，- 中華 r 却 輿，- 扶桑-事 不 k 差、 若奋， ，少林 春色 住 『黃 梅碓觜 又 
生花、 輝の 答 詩 あう、 日く、 獨存， ，眞實 ，落，， 浮華 〖動 k 舌搖 」 層 
事 HIJ 差、 未， 跨 船舷 三十 棒， 千 ^ 鐵樹 "開 V 化. 伏 龍 山 千巖長 
R 謁して 參究功 あ 6、 長 許可し、 中 峰國帥 の 法衣を 付す、 尋 
で 明 州 定水寺 無 印證に 謁す、 延文 三年 姬歸 し、 薩摩甑 島に 着 
す、 肥 後永德 寺 {C 萬して 法 化 あ 6、 大友氏 時顯孝 寺に 請す、 
尋て豐 前の 天 目 萬 壽の二 寺を 領 す、 貞治二 年 相模に 入- CS、 翌 
三年 卜-野 吉祥 寺 R 住す、 駿 河の 太守 大江氏 上 總眞福 寺を 傲 立 
し、 武藏の 肥 塚 氏歡喜 寺を鄉 立し' 皆師ヒ 請す 應安六 平 足 利 
義滿 Ini 覺寺に 請す るも辭 して 出で ず、 强 請 {C ょり 僅 {C 十日 間 
住して 去る、 常 陸 笠 間 R 遊ぶ 郡キ： 律 寺を 改め 佛頂山 楞嚴寺 
と號 し、 師を請 す、 後圓融 天皇 勅 あ- CV 天 龍 寺 ic 召さる、 固 
辭して 出です、 僧 如 林と 云 ふ もの あ $、 知定 寺 ic 請す、 永 和 
二牢 楞嚴 寺に 在う、 僧堂を 造 钤す 、同年 十： T 建 長 寺に 請 せら 
る、 請狀 W 三に して 赴く、 足 利 氏 滿能を 請し、 先考の 法事を 
修す、 三年 八月 五 门微 恙あ纟 、十八 n 圓覺寺 靑松菴 に 回う、 應 
接 常の 如く、 門人の 需に應 じ眞譜 を 書す -: 十日に 至 6 寂す、 


(九 二 七） 


書辭 名人 家佛本  B 


壽六 十五、 臘 •九十 二、 明日 崇福 寺に 火し •靈骨 t 靑松菴 に 瘗 
む、 所 度の 弟子 二 千餘人あ$、勅謚廣間明鑑禪邸と云ふ、(延 
寶傳 燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ゾノー 祖濃こ 一一 〇一) 〔曹洞 宗〕 越 前興禪 寺の 開山な 
$、  祖濃 字は 茸 庵、 伊豫の 人な 6、 盛景寺 昌庵饺 丰に 師事 
し、 其 法を 嗣 ぎ、 越 前 丹 生 郡に 興禪 寺を 開く、 寂年饮 く、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

ソハク 祖白 ( . ) 〔淨 h 宗〕 下野 弘經寺 第 八 代な 

$、  祖白は 堯蓮社 宣譽眞 我と 號 す、 鎭# 祖洞に 師事して 法 
を 嗣 き'  飯 沼 弘經 寺に 住す" 常 陸 土 浦に 高 翁 寺を 荆して 開山 
となる、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソミ ヨ ー 祖命一 一 j -o y A-t 〔曹 洞宗 3 尾 張 雲 興 寺の 禪僧な 
6、 祖命 字は 天 先、 加賀の 人、 菅原道 眞の裔 な 6、 十六 歲 
出家し、 祖祐 禪師の 道譽を 聞き正 吸 寺 R 至りて 師事す、 應永 
十 年 八月 祖祐師 に 命じて 尾 張 雲 興 寺 {C 住せし む、 同 十八 年の 
秋 正眼 寺に 遷 6、直翁に命して雲興寺を鞴せし 1/ 、文安中祖 
父 江 氏 ハ 請に 應 じて 慧日 寺を 開き、 自ら 第一 代と な 6、 後 亦 
鑑翁を 留めて 慧日 寺を 守らし めて 雲 興 寺に 歸 6 两菴に 老を養 
a ' 長 祿二年 八月 四日 寂す、 壽 九 -t 二、 偈 あぅ、 有』 生 有 k、 

九十 二 年、 虚空 迸 裂、 獨， ，步天 先： (H 本 洞上聯 燈錄) 

ソモク 祖 K 一一： 1  ij -fe: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な $、 

祖默 字は 存畊 、東 福 寺の少 室量禪 帥に 法を 嗣 ぎ、 初め 來福寺 

に 住し、 後南禪 寺に 昇る、 晚年慧 U 山に 皈 り、 應仁 元年 二月 

十四日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) ♦ 

ソモン 祖文 (二 一六 八) 〔曹 洞宗〕 加 賀泉龍 寺の 禪耵な 


ソ 「祖) ノ —-乇 


6、 祖文 字は 字 岡， 俗姓 生國詳 ならす、 出家して 聞 菴道見 
R 師事して 其 法を 嗣 き、 總持 寺に 出世し、 後 泉 龍 寺に 遷 る、 
永 正 五 年 龍 澤寺を 司とう、 又 泉 龍 寺に 歸 へう、 某 年 寂す、 壽 
缺 く、 法 嗣克補 契嶷 あう、. (日本 洞 上 聯燈錄 ) 

ソモン祖門一蘇^  〔臨 濟宗〕 長 崎春德 寺の 禪僧な 
祖門 字は 鐵 翁と 云 ふ、 肥 前 長 崎の 人、 俗姓 日 高 氏、 出 
家して 臨 濟宗某 禪師に 師事す、 道 暇 稼圃に 就 S て 南 書を 究め、 
殊に 蘭に 妙な 6、 然れ とも 漫に 人の 其 書を 求む る も應 せす、 
曾て 久留 米の 藩 十 某 遠く 來うて 剌を 通し、 蘭を 請 ふ、 師 自ら 
意に 契は さると 乙ろ あうて 峻拒して 斥く、 某 激怒し、 刀を 揮 
うて 師を 斬らん とする も師 自若と して 日 ふ、 钠か 首は 得べ し、 
m が 蘭は 得べ からす、 と、 其 平生 想 ふべき なり、 道行 洒疼常 
に 鎌 倉の 無住 禪師の 遺風を 慕 ひ、 砂 石 集を 愛讀 したり 明治 
四 年 十二月 七 = 寂す、 壽 八十 一、 俗 弟子 煌 園 編 鐵翁書 談一卷 
あう、 (鐵 翁書談 、近 tB: 高僧 年表) 

ソヤ ク 祖益； 一： 一. 2: 〔曹 洞宗〕 奥州 關錢 寺の 中興な $、 
祖 荔 字は 大嶽 •出家して 諸方を 遊歴し、 鳳菴 英麟に 見 ゆるに 
及 S て 印 可を 付せられ、 總恃 寺に 出 Ht す、 結 城 宗廣奧 州の 白 
河 ^ 鎭 す、 此 §> に 古寺 あう 關錢 寺と稱 す、 師 請せられ て 之を 
再興し， 更め て禪 寺と す、 文 龜二年 四月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 
(日本 洞 上聯燈 錄) 

ソユ ― ri§ 祐 ox s^  〔曹洞 宗〕 尾 張 雲 興 寺の 禪僧な $、 
祖祐 字は 天 鷹、 加 賀の 人、 俗姓は 藤 ) M 氏、 波 多 野 氏の 族に し 
て 大織冠 鎌足の 後な 6、 幼 (C して 同國 C/) 律院に 入 $、 具足 戒 
を受 く、 後、 禪門を 慕 ひて 通 幻 寂 靈の敎 を 聞き、 丹 波の 村 雲 


ソ (祖) モーユ 


書辭 名人 家佛本 日 


(0 三 七:) 


ソ (祖 、素)  ゾ (素) ウーお 


山に 巷 ;i: 建て、 居り •明 德二年 再 ひ 寂靈に 謁し、 衣 法を 附せら 
る、 將 軍足 利 義滿僧 侶を 内野に 集めて 法 華 萬 部を 誦せし め、 
師を 招きて 式を 讃揚 せし ひ、 尾. 狼の 大守 直政敁 德を慕 ひて 弟 
子の禮 を 執 6、 應永 元年 IPJ 阈の 下 -nt 城 漱に靑 松 III IH 吸 寺を 期 
建して 師 k 迎 ふ、 師乃 ち Mil 幻を 始祖と なし、 自ら 第二 代と な 
る、 總持 寺に 出 lit し 泰平 寺 '! f M 寺に 勝 作 す、 汁 波の 制 ^ 寺 
尾張の雲興寺等皆師を請して第1此となす、應永二十年£乃 
一一 日 寂す、 壽七 十八、 臘六 十五、 法嗣沒 照 良 源 天 光祖 命の 二 
人 ぁう、 ( 日本 洞 卜' 聯垃 錄) 

ゾリ ユ ー 祖 il] (  .：：) 〔臨 濟宗ヒ M 部 建 t: 寺の ' 11« 僧ャ 
う" 祖瀏は 河淸と 云 a 、 其鄕 貫詳 かならず、 朴堂淳 に 勤 侍 
する M と 多年、 遂に 印 記 V- 受く 、乙れ より 建 仁 寺 {C 主と なる 
乙と 前後 四 度、 某 年 寂す lib 壽缺 く、 (延寶 4 燈錄) 

ソ 9ヨー 祖棱二 一へ  11 〔 # 洞 宗〕 山 M 興聖 # の禪 僧な 
$、 . 租稜 卞 よ 高 雲、 俗け 竹內 氏、 大隅 ijll 治 木の 人な り、 卜 
三歲 ic して 薩摩福 a '.f の 天 室 ic よりて 祝髮受 具し、 十 tL 歲關 
菜に 遊 ひ、 一作の 名 宿に 歷參せ 3 る 乙と なく、 龍 泰卞愚 趣 ^ 

謁し、 次に 梅峰竺 信に 參して 其 印 可を 蒙う •延 寶七牢 越 前 钦 

賀永嚴 寺に 住す、 貞 享元牢 典聖 寺に 卜 •とな 6、 一  注 - t- 年、 元 

祿六屯 の养 近： d 德應# に 退 居し、 河 內の安 養 寺に i@ る、 ITO /L 

年 二 E：  一  n 寂す、 壽六 十一、 遺 似 ぁ 6、 H く、 來 時 非. 存 ，去 

時 非 Mrf 來不去 •須彌 倒 趨 、と、 (日本 洞 卜' 聯燈 錄)  ， 

ソア ン素 安一 0A . —11 0- 〔臨 濟：^ 〕相榄 鎌 倉 建. 提寺 の禪 f^ な 

6、 泰安字 は 了 堂 俗姓 - 1' 詳 、筑 [r>j !f 多の 人、 十 - £ 歲同國 

保 寧 寺に 投して 同 原 小 禪師 を禮 し、 剃 髮受 具し、 參究年 あウ、 


一日 其 下を 辭 す、 禪師云 ふ、 何處 にか 去る、 G P ふ -# 方し 去 
る、 股 日 ふ、 參 方の 事作麼 生'  師 ,1 を 開か ひとす、 禪帥 便ち 
打つ、 師忽然 開 悟し、 去りて 相 摸に 遊び、 Ini 赀寺两 硐 曇禪師 
に 謁す、 曇禪 帥 H ふ、 揉 處： よりか 來 る' 師 H ふ， 錤西 よりと- 
日 ふ 阿 誰に か昆 之來 る、 師 日ふ卽 今 和尚に 昆 ゆ、 と" 曇禪師 
休し去る‘禪師常に衆に對し之を稱す、東叫：=和尙建 ^ 寺に 
住す、 師七延 きて 第一 座と す、 紀 fp- 太守 畠 ! II 阈淸 其德 V 景仰 
し、 弟子の 禮 ，ど 執る、 鎌 倉の 城 西に 法 泉 寺 V- 建立し、 請して 開 
山と なす、 伊豆に 吉祥 寺を 建立し 同じく 請して 開山と なす、 
越後の 檀越站 ゅ 禪 寺を 建立し、 使を 遺は して 請す'  後、 諸 山 
の 選に 應じ 、朿勝 壽福建 長の 三、 刹に 晞 住す •晚牢 寶珠毡 を 
營みて 退 休す、 延文五 年 十月 二 R 寂す、 壽 A 十九、 臘四 十三、 
寶珠菴 に 如意 塔を 立つ、 勅謚本 覺禪師 と 云 ふ、 (延赍 傅 ^ 〇 、 
本朝 高僧 傅) 

ソウ ン .素 雲-ー チギ H S を J1 よ、 

ソ X I 素 瑛 ( …… ) 〔臨 濟宗： 一京 抓‘ 南 a 寺の d はな 
ゥ， 素瑛 字は 藍 田、 大業 基禪師 の 法 レ 承け て 南禪 寺に 出 iir 
し、晚叫金地院に退店し、某牢寂す、其年卟、及壽缺く、(本 
例 高僧 傅) 

ゾエン素 1! 二四 ^1 〔W 洞宗： 一延： d 少休# の E1 山な 6、 
素 淵 字は默 f、 俗姓 馬場' 氏、 肥 前佐嘉 の 人な 6、 良 高 禪師の 
法 ^ 嗣 く、 後、 黃谁 山の 高べ 鐵牛 等の 諸禪師 に 謁す、 備 中の 
西來 寺 {C 住し、 後、 州の 梅 ^ 院伊勢 の來粪 寺， 遠 江の 少林 
寺を 開く、 延 亨三华 六：：：： 二 十 n 寂す、 壽七 十四、 

ソカク 素覺一 三 七 二 〔猙 土宗 河内 一 3Te 寺の 開山な ぅ、 


(一三 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


素覺は 明 蓮 社 光 # と號す •大和 奈 良の 人、 其 俗姓 詳かな ら ず、 
靈嶽に 事へ て 淨宗を 修め、 河內牧 方一乘 寺の 開山と なる、 慶 
長 十七 年 三月 二十 五日 寂す. 壽觖 く、 (淨 土總 系譜) 

ソケ 1 素 溪 (二 〇一 〇〕 〔曹洞 宗〕 加 賀放生 寺の 二 代な 
う、 素溪 字は WI 松、 初め 洞み 寺瑩 山 ^ 參 する こと 多年、 ^: 
に 開悟す、 其 命に 依う、 m 峯素哲 の 法を 嗣 ぐ、 加贺の 檀越放 
生 寺を 初めて s 峯を M して 開山と し、 P を 二 代と す、 某 年 寂 
す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 份錄) 

ソケ 1 素溪ダ ィチ 大智を 見よ、 

ソゲ ツ 素 il ニ チ ゼン 日禪 見よ、 

ソゲ ン丰 t 眼 ( . ) L 時宗〕 京都 金 蓮 寺の 恺な う、 素 

眼は 其鄕貫 師承詳 かならず、 京都 四條 道埸金 蓮 寺に 住し、 能 
書の譽れ高く、遂に素肌流の一派を典し穴$、寂年壽缺く、(金 
蓮 寺 記) 

ソシヨ 1 素性 2 5ハを？。 ••… 〕 京 郡の 歌倌な 办、 
素性は 良峯 朝： t 古 近衞少 將宗貞 の 子、 俗名を 玄 利と 云 ふ、 淸 
和 天皇 R 仕へ て 左 近將監 に 任ぜら る、 筏、 父の 勸め に より 兄 
と共に 出家す、 雲 林院及 良 因院に 住す、 寬牛 A 年閏 正月 宇多 
天皇 雲秫院 に fr 幸の 時 權 律師を 拜 し、 度 者 一人を 賜 ふ、 昌泰 

元年 良 W 朝 ts を 賜 ふ、 因て 良 祟 朝臣を 改め、 良 因 朝臣と 云 ふ、 

延喜六 年 二月 敕召 によ 6 御屛風 を 書し、 同 九 年 十月 御前に 於 

て屛 風を 書す、 因て 酒を 賜 ふ、 素性 歌を 獻じて 天恩を 謝す、 

再び 敕して 綠赤 絹綿 御馬 等を 賜 ふ、 (三十 六 歌仙 傅、 大日 本 

史) 

y セン 素 ^ ( . )  〔〇 濟宗〕 京都 朿福 寺の 禪僧な 

ソ (素 7夕 I V 


i  素璿 字は 在 山、 其 鄕貫詳 かならず、 神 子 a の 法 孫なる 
岩窻 海に 師事して 法を 嗣 ぎ、 京 邡朿- 51 寺に 住す 某 ^- 三月 十 
二日 寂す、 壽缺 く、 塔を 如意 山 寶珠と 云 ふ、 (延？ M 傅燈錄 ) 

ソチ 3 — 素 ^ ソ テョ- 祖耷に 同し、 

ソチ ツ素哲  一一 一 g 5i 〔曹 洞宗〕 加賀 大乘 寺の禪 僧な 办、 
素哲は 字は BJ1 峯‘加 賀國富 樫 氏の 子な 6、 比 叙 山に M1. 家し、 
具足 戒を受 く  •專ら 顯密を 究め 幾何 もな くして 棄て 去て、 加 
贺大 乘寺瑩 山に 參す 、瑩山 之を 碧と し、 侍 司に 居らし む、 室 
中 常 R 喚て 日く、 哲 侍者と、 師_諾 す、 瑩山 日く、 是 れ什麽 
を、 師對 するな し、 斯の 如くす る ^ 凡を 八 年、 後 P して 東 g 
に歷 遊し、 諸 善 智識を 訪 ふ、 至る S 皆 印 可を 蒙る、 元 亨の問 
瑩山洞 谷に 據る 、蹄 住て 省 觐 す、 山 喜て 第一 座に 居らし む、 
同 三年 夏六片 入室す、 一 住 十 餘 年、 叢 席を； g す、 道 ^ 彌ミ高 し 
て 玄化益 、、廣 し、 是に 由て 名聲輦 下に 達す 後醒醐 帝 深く 仰 慕 
し、 屢々 之を 徵 せと も 病と 稱して 起たず、 元 弘の初 天下 大に 
亂れ て戎馬 野 R 滿つ 、二 品 尊 雲 親王 高德の 沙門を 撰て 兵災を 
讓 はしむ、 師 も 亦與る 、帝 之を 聞て 大に 悦び、 特に 州の 若 部 
保を 捨て、 寺產に 充て、 寺を 陞して 勅願 道塲 と »: す、 秤 應の初 
め大乘 寺に 移る、 事を 謝して 越 中に ャ6、 光禪 寺に 樓む ，觀 
應 元年 三月 廿 九日 寂す、 壽 七十 DM 、 腿 五十八 (n 本 洞 上聯 
燈錄 } 

ソハン 素 範ギホ 丨義寶 r 見ょ、 

ソケン 楚見 ijj ir 〔臨 SB J;C 都 妙 心 寺の p fvr なう、 
楚見 字は 希 雲、 幼に して 出. ¥ し、 oi 陽に 參して 印 可を 受け、 後、 
徧く 諸老を M 見して 益々 支 旨に 達す、 ^ 0 伊志良に 柬 光寺を 


ソ (素、 楚) 


書辭 名人 家佛本  日 


(二三 七） 


ソ へ楚、 疎) 


沏して 乙れ R 住し、 後、 詔を 奉して 妙 心 寺に 遷る 、天文 五 年 
四月 六日 寂す、 壽七 十二、 嗣 び 玉 淵 額 あり、 (延 寶傳 燈錄) 
ソシユ ン楚俊  一： g iH 〔臨 濟宗〕 京師 南錄寺 の禪 僧 ^ 

$、  楚俊字 は 叩 極、 元の 明 州 慶 7C 府黃 氏の 子、 母は 李 氏、 
神 光香 氣を 感じて 生む、 十二 歲靈巖 寺 fl 牕 喜禪師 R 投じ、 制 
髮受 具す、 後、 橫川 珙虎巖 伏に 歷 謁す、 尋ぎて 天童の 止泓鑒 
の 下に 藏鑰を 掌ぅ、 金 陵の 奉聖 寺に 出 tH: し、 虎巖 伏の 法を 嗣 
r、 瑞巖普 慈の 二 寺に 遷 6、 徑 山靈隱 天童 淨慈皆 第一 座を 以 
て 聘す元 德二年 (元 至 順 元 半) 書幣 に 應じて 東 渡す、 時に 六十 
九歲な \ 後醍醐 天皇 勅 召 法要 ^ 問 ひた ま a 、 特に 佛日燄 慧禪 
師の號 を 賜 ふ、 攝津に 廣巖 寺を 開 さて 住す、 尋て 相模に 下る 
北條 高 II.V 建 長 寺に 請す、 住持 二 年に して 後 雲澤菴 に 退 休す、 
幾く もな く 再び 建 長 寺に 入る、 檀越巢 戒律 宗の 報恩 寺を 改め 
て禪宗 とし" 師を 開山 祖 とす、 開 堂の 法語 あ-^、 後 詔 あ 6 南禪 
建仁兩 寺に 歷 住す、 延元の 初 退 休して 廣 巖 寺に 在り、 楠 正 成の 
來問に 接し 法 化 あ $、 同年 九月 二十 七 HR 寂す、 壽七 十五、 
臘六 十三、 嗣法六 人、 九會 Ifv 錄 若干 卷あ 6、 遺偈に 日 ふ、 七 

十五华 、一脩 生鐵 、大地 紛碎 、''虚空 迸 裂、 建 長 寺に 雲 澤菴南 

禪 寺に 少林 塔を 建て 靈 骨 ^ 收む 、(塔 銘 、廣摄 寺緣起 延寶馎 

燈錄 、本朝 高僧 傅} 

〔考〕 1 r 巖寺緣 起には 正 成 請 益の 事 k 錄して 頗る 詳密なる も 

搭銘 之を 揭 けず 事 實信ず ベから ざるが 如し、 今 姑く 同 寺傳ふ 

る 所を 存 す、 

ソセ キ疎 石；  一一 5| イ〔臨濟宗〕山城嵯峨天龍寺の開山な 

う、 疎 石 字は 夢牕 、俗姓は 伊勢 源氏 (C して 宇多 天皇 九 世の 


ソ (探) セ 


孫な う、 母は 平氏な 6、 建 治元牢 に 生る、 弘 安 7C 年 父 故 あ 6 
て 一家を 率ゐて 甲斐に 移る、 此年 八月 母を 喪 ふ、 弘安六 年 九 
歲の時 平揸 11! 空 阿の 室に 役して 佛敎を 學 ふ、 父 後妻を 娶 る、 
師乙れ に 事 ふる 乙と 至孝 4C して 常に 歸省を 怠らす、 IF. 應五年 
十八 歲祝 髪して 奈 良 {C 到う、 叔父 內 山の 明 眞に從 a て 其敎を 
受け、 戒壇院 慈 i]i 律師を 禮 して 登壇 受戒す、 乃ち； 牛 摅山に 歸 
る、 永 仁 二 年 開 無 門の 法嗣 なる 由 良 和 尙に參 せんと 欲し、 路次 
京都に 入り 適 ミ德 ii 禪 人と S ふ 者 ic i% ふ德 照： n  く、 汝 宜しく 
當に叢林にあ6て 1|: .、規矩 ^ 學ぶべし、然る後深 1|| 巖崖に佛法 
を 訪問す る も 亦 ^ 妨けず 、と、 巷し 當 时 師か參 せ / 1 とする 由 
良未た叢林女な3>ればなう、乃ち帥先つ建仁寺の無隱範に 
依る、 永 仁 三年 十月 建 仁 寺を 辭して 鎌 倉に 往 き、 東 照 寺の 無 
及和尙 に參 す、 朿勝寺 火災 あ 6しが故に、建长寺の葦航及ひ 
痴純 •圓覺 寺の 桃谿 等に 歷參 す、 永 仁 五 年 京都に 上うて 無隱 
K 侍す、 八月 一山 寧 近 江ょう 京都に 來 $ しか ば nllj 謁して 參叩 
す、 IK 安元 牢二 十五 歲鎌倉 建 長 寺 ic 往 き’ 一山 寧 (C 追隨 す、 
正 安二 年 秋舊識 を 羽 州に 訪はん として 驿途 し、 途中に て 其訃 
を 聞きて 陸 前 松 島 ^ に [^. まる'其沂地に一僧あ$、草河の眞 
觀の 弟子な $、 天台 止 觀を講 す、 師之を 聞く、 是歲 臘月 佛國 
禪帥 に參 せんと 欲し， 那須に 到る 時に 禪師相 模の淨 妙 寺を 
董し ■太平 雲巖 寺 (C 留うて 院事 を監 す、 師脚疾 を 患 a て 此 に 宿 
留 す、 正 安三 年 阆通懺 摩のは r 修し 、二月 再 ひ 鎌 倉 (C 往 き、 
0 長 寺に I 山 寧 R 侍す、 一 山師に 時を 限らす して 入室す る 乙 
とを 得せし む、 嘉元 々年 翻然と して 感 すると 乙ろ あ-^、 所持 
の書册 一切を 執 6 T 焚火 R 投し 、一心に 工夫を 務む ，時に 佛 


(三 三 七）  書辭 名人 家佛 本日 


國禪師 乾 明 寺 R 住す、 師性 きて 參 叩す、 少しく 省 あ $、 去う 
て 奥州 白鳥の 鄕 R 往 く、 蓋し 3K 友の 招 ic 依るな $、 翌二年 二 
月 白鳥を 去うて 內草 山 R 入う、 草廬を 結 CA て 居る、 三年 正月 
元日ょ 6 一七 日間 觀音 妙懺 を修 し、 舊業宿 曾を 消滅せ んと す、 
遂に 所 疑を 佛國 禪師に 質 5 /1 と. 欲し、 二月 内 草 山を 出て、 常 
陣 •臼 庭に 至る、 比 佐 居士と いふ もの 師を 草菴に 請す るに 因 6 
此 R 居る、 十月 臼 庭を 出て、 相 摸に 到る、 時に 佛阈禪 師淨智 寺 
に 住す、 仍て往 き 謁し 機 辯 相 合す、 翌日 辭して 甲斐に 入うて 
父母を 省す、 牧 山の 里 正の 請に 應 して 淨居寺 に 居る、 檀徒 日 
に 信を 益し、 四 衆 雲集す、 德治 二年佛 國禪師 萬壽 寺 ic 住す、 
師其頂 相を 書き、 万壽 寺 4C 至うて 題を 求 0 、佛 國禪師 師 に 法 
衣を 附 す、 遂に 止うて 參 叩す、 延慶 元年 正月 擧 けられて 耙綱 
となる、 夏 甲斐 ic んと 欲し、 禪師を 辭す 、禪師 法語 一篇 
VJ 師に 送る、 又 玉 雲に 謁して 別を 吿 く、 八月 舊 業の 敎院 R 到 
6、 本 師靜達 上人を 省す、 延慶二 年 三十 五 歲佛阈 禪師 雲巖寺 
に 歸隱 す、 師往 きて 問 ひ、 選 はれて 記 室と なる、 夏畢 うて 禪 
師を辭 して 歸らん とす、 禪師佛 光の 遺書を 贈うて 師に附 す、 
師之を 懷 にして 甲斐 R 歸 る、 後、 屢 々書を 性 復 す、 延慶 三年 師 

佛光國 師の頂 相を 書き、 佛國禪 帥 之に 賛 す、 應 長元乐 春 龍 山 

菴を彻 して 居る、 地幽 僻に して 人烟を 去る 己と 三十 里な 6、 

道を 問； 3 て 集る もの 稍 多し、 正 和 元年 二月 野 燒の 火焰 風 R 隨 

S て 將 に 庭に 延燒 せんとす" 師 唯 / 2 佛國禪 帥よう 附 せられ /2 

る 法衣を 擁して 巖 上 {C 坐す、 俄に 猛風 あり 逆に 吹き、 諸 庵 皆 

恙なし、 見る 者 また 神衞 とい ふ、 師笑 a て 日く、 風 吹きて 方 

向を 易 ゆるは 山間の 常事な. 〇、 偶災を 免れた るの み、 何を奇 
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とな 3 ん や、 と、 四 來の學 徒 日を 追 a て 多く、 巖阿澗 際 茅屋 
相 連なる、 師 U く、 吾 初め 居を 卜して 龍 山 菴と云 ふ ものは、 
隱山 和 W の 風を 慕 ふに 出つ るの み、 今此 山中 居る老 亦 多く、 
恰も 聚落に 似た $、 是れ 我が 素志に 非 3 るな う、 と、 是に於 
て 菴を遷 して 深山に 入らん と 欲する 志 あ* C/ TH 和 二 年 龍山菴 
を 出つ、 然れ とも 未た 往く へきと 乙ろ 定茇ら す、 且つ 將 に 居 
ると 乙 ろ の菴を 壤ち て淨居 寺に 施し、 僧 寮に 成さん とす、 故 
に 暫く 淨居 寺 R 寓す 、時に 5t 濃 二 州の 閑地を 報す る も. の あ*^、 
師意 未た 肯 せす、 時に 佛國禪 師淨智 寺に あ $、 師を 招きて 上 
野 長樂 寺を 董 せしめん とす、 一 僧 あ 6 豫め師 に吿 く、 師 之を 
避け / I と 欲し、 潜に 淨居券 を 出て、 先つ 遠 江に 到る、 元 翁、 
不二、 祖用等 七 八 人 偕に 來 う、 苟も 意に 適する あらは 1: しく 
其 地を 以て 緣とな す、 徐 々として 美 濃長瀨 山に 到る、 其 境 
たる や 四隣 人な く、 數里の 間 山水 景物 恰も 天 開の 圖書に 似 / 2 
る 幽致あ $、 即ち 此 (C 居を 卜し、 古谿 菴と云 ふ (後 虎谿 と改 
む) 兩月を 過き て訪來 する ものな し、 師其 徒に 謂 a て 日く、 
吾 素志 巳 R 成れう、 と、 旣 に して 四方の 徒來 集す る 乙と 猶ほ 
寵山菴 に 於け るか 如し、 師門に 貼し 書して 日く、 四 來の學 徒 
此山に 群居す るの 意 何く ic 在る か、 若し 參學 せんと 欲せは 
諸方 自ら 尊 宿 あ $、 若し 閑 捿 せんと 欲せは 亦 自ら 他山 あ $、 
何を 必 すし も此 に來 るを 要せん 切 {C 閑悛を 相妨 くる Z. と莫 
れ 、と、 然れ とも 四方の 來者 益々 多し •師 乃ち 日く、 此地は 
我が 有に あらず、 已に 自ら 占めて 他人の 來 るを 忌む は 理 にあ 
ら す、 宜しく 自ら 遁 去すべし、 と、 两 郡 (r 淸水 敎院あ $、 彼 
の 衆 中 篤く 師の 道を 信す る 者 あう、 師の閑 地を 求む るを 知*^、 
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密に小 庵を 以て 迎 ふ、 師喜 a て 明年を 期し 往かん 乙と を 約す， 
正 和 五 年 春 古谿 菴を 出て 弟子 二人と 共 R 彼の 小 庵 R 移 6、 一 
夏を 過く、 淸水 寺の 衆 亦 遂に 師の 名を 知 6、 競 a 來 $ て 訪問 
す、 四隣 師の 高風を 傳 聞し 來皈 する も 漸く 多し 師固辭 すれと 
TP Ih ます、 古谿 菴の衆 稍 散し. 初の 六 七 名のみ It 住せる 乙と 
を 聞き、 再； s 古谿に 到る、 時に 元 翁 本 菴に 住す、 師別に 小 庵 
を 構へ、 ic 包 菴と云 ふ、 冬佛 _ 禪： 1 の訃 至ぅ しか ば、 法の 如 
く 祭儀 i: 執行す、 文 保 元年 九：！！： 古谿を 出て、 京都に 游 a 、 北 
山 R 寓 す、 文 保 二 年將軍 北條高 時の 母覺海 夫人佛 國禪師 の 遺 
囑を 受けて 師を請 せんと 欲す •師 之を 聞きて 延 請を 避けん が 
爲に 、正月 京を 出て 土 佐の 五臺 山に 入 6 て •菴 に 閑捿 す、 菴 
は 西 江 R 臨む を 以て 吸 江 菴と云 ふ、 元應 元年 四月 覺海 夫人 使 
を 土 佐に 遣は し、 師 re 逼 6 て 起たし む、 夫人 固く 使者 ic 囑し 
て 日く、 師 若し 起たす は， 汝歸る 乙と 莫れ 、と、 使 奔已に 垃 
に 入る、 師 先つ 海- j の 間に 潜む、 使者 命を 傅 ふ、 和 州の 國守 
も亦官 使を 發し 、俱に 來る •各戸 {r 論して 日く、 若し 師を隱 
惹するものぁらは罪に坐せん、と、是に於て師も亦計策を廻 

らし、 百方 遁 如 すれと も 遂に 免る へからす、 師 1  く、 業 債 逃れ 

難し、 と、 遂に It 請に 赴く、 夫人 厚く 禮して 假寓 勝榮 寺を 以 

て 待つ、 道 友 相訪ふ も、 門を 社ち て 接せす、 等に 1? 巖寺席 を 

虛 す、 太 牛 準覺海 夫人に 白- 師 i 請して 外 •持せ めんと す、 

師固辭 して 赴かす、 夏 終に 三 浦に 抵う 、橫洲 i れ船 庵を 營み 

て 居る、 問 訊の 客 愈々 多ければ、 師門を 杜ちて 益々 絕す 、舊 

好 ある 者師に 日く、 出て すは 巳 t ん 、旣 に出づ n ぱ宜 しく須 

く 人の ため 抟 すべし、 然るに 堅く 關を掩 ふは M そや、 是れ人 


の怪 むと 乙 A な $、 と： 師 笑 a て 日く， 我 iL 未 / 2 人の 怪む所 
を 知らす、 苟も 具眼 者たら は、 必す當 に 機， v 知 6、 時を 知 6 
て 門を 掩ふ へから さる 怪しと すべし、 若し 無 眼 者なら ば 門を 
開き 接 ^ 爲すも 何の 益 か あらん、 即ち 一 偈ヒ壁 上に 書して 日 
く、. 一把 茅 茨 天 宇 闊 、山 爲，， _ 落， 海爲て 牡、 庵 中 消息 無，， 囊签 -> 
來者桝 言 掩. 竹 ^ T と 元 應二年 二 H 覺 海の 請に ょ 6 齋に 赴き、 
歸路使 にょうて 妞 提 寺 靈山和 尙を訪 ふ、 元亨 元年 泊 船菴 後の 
山角聳 然として 海中に あ-^ •師 1(; (上に 一 塔を 建て、 船舶の 仰 
觀に 充て、 亦 海中の 魚族に して 塔 影の 下に 游泳す る もの 並に 
苹藏海 印 三昧の 中 ic 結鉍 する を# せし む、 元亨 三年 上 總千町 
莊に 住き て 退 耕 菴を沏 す、 . TF. 中二 平 it. 十一 歳の 春 後醍醐 天皇 
京都 南禪 寺の 席 席を 以て 師に 付さん と 欲し、 特 R 使 ^ 發して 
請せ しむ、 師 病ふ稱 して 應せ す、 將軍 切に 勅に應 せん 乙と を 
勸め しかは 已む を# すして 起ち、 甲斐を 經 由し、 八月 古谿の 
舊隱 R 至 6、 元 翁 等と 共に 京都に 人る、 翌日 宮中に 入うて 天 
顔に 咫尺し、 佛 心宗耍 を坐說 す、 勅し ^询禪 寺に 住せし めん 
とすれ と4應 せす、 洱ひ詔 46、 竟に 寺を 領し ，常に 天皇の 
爲 に 法を 說 く、 嘉枰 元年 七 H 高 p'f 壽福 寺の 席 ^ 囑せん 乙と を 
請へ とも 赴かす、 八月 fM- 勢に 往き 、希 •應寺 を 開き、 幾％ なく 
して 歸 る、 九 A 鎌 倉 {C 到う、 永 福 寺の 傍 (C 南 芳菴を 結 a て 居 
る、 嘉曆二 年 二月 高 時淨智 寺 (C 延く 、固辭 すれと も 免る へ か 
らす 、强ゐ て 之に 應し 、一. 夏 V.- 過き て 勇退し、 南芳菴 に歸 る、 
八：：：： 錦屛 山 (C 居を 移し、 瑞 Q 寺を 開く、 嘉肢 三苹瑞 M 寺に 觀 
音 堂を 造 6、 絕頂 に 一亭 V 構へ て 遍界亭 と 名く、 高 Itv 圆覺寺 
に 請 すれと も 赴かす， 元徳 元年 八” 將軍冉 s fnl 覺寺に 請 すれ 
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とも 赴かす、 是 に 於て 密に師 の 門弟、 并に 先輩に 言 a て勸め 
しむ、 師 遂に 推 院す、 元 德 二年師 圓覺 寺を 領 する 乙と 二 年に し 
て ki 廢皆 興る、 九月 潜に 遊れ て 瑞泉 寺 (C 歸 る、 一 衆 追； 5 至る 
名 師門を 社ち て 之を 避く、 翌 = 早朝 甲斐 (C 往 き、 牧莊 に慧林 
寺を荆 して 居る、 元弘 元年 二月 瑞泉 寺に 歸 る、 将軍 建 長 寺の 
席を 以て 付す るも辭 して 赴かす、 元 弘二年 春 # び 慧林 寺に 往 
く、 此电瑞 光寺を 開く、 元弘 三年 正月 嶮？： it. 和 尙建提 寺 ^ - 辭 す、 
北 條高時 其 席を 以て 再び 師に囑 せんとす、 師辭 する に 病を 以 
てす、 此 年後 醍醍 天皇 伯耆に 蒙 塵し、 四方の 兵戈 動く、 三月 
師瑞泉 寺に 歸 る、 ？ T 月 鎌 倉 滅亡し、 士卒 檎 へらる、 師其 間に 
斡旋して 救助す る もの 多し •六月 V 皇還 幸し、 勅を 拜して 師 
京 (C 上る、 翌日 參 内して 玉顔に 對 し、 八月 勅 あ 6 臨 川 寺に 居 
る、 建武 元年 秋 皇后の 爲 に ^ を說 く、 南禪 寺に 住せし めんと 
すれと も固辭 す、 然れ とも 勅 請 Ih ^: す、 依て 再 CA 南禪 寺の 席 
を董 す、 建武 三年 正月 京師 兵亂 あ-、 師南禪 寺を 謝し'  臨 
川 寺に 歸 る、 足 利 尊氏師 を延 きて 弟子の 禮を 執る、 十一月 建 
仁 寺 席を 虛 1、 衆師を 請 すれと も固辭 して 出て す、 曆應二 年 
三月 師臨川 寒 訓を 作ぅて H 人に 示す、 四月 西方 敎院を 革め て 

禪院 となす， 蓋し 行 基 菩薩の 沏立 すると Z1 ろな ぅ、 即ち 改め 

て 西芳 寺と S ふ、 蓋し 祖師 西 米 五葉 聯芳 の義 なり、 同年 八月 

十六 日 天皇 崩し、 It 冥福の 爲 {C 龜 山に 寺 7 r: 建つ'  師請 せられ 

て 開山と なう、 寺を 靈 m 山 天 龍 資聖禪 寺と 號ヲ 、曆應 三年 阿 

波の 太守 細 ) II 氏補陀 寺を 建て 師を 請して 開山と なす、 康永元 

年 四月 十五 日 高 師直師 を 請して 眞如 寺を 兼ねし む、 是れ佛 光 

禪師の 遺跡に して 師か師 直に 勸めて 寺を 建てし めしものな 
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七月 眞如 の寺務 を辭 す、 三年 正月 靈-七 菴を荆 す、 貞和二 
年 八月 二 r 七日 特に 金 欄 紫 衣 V 賜 ふ、 同 屯 十ー パ廿 五日 參內 
して 衣服を 賜は 6、 翌日 特に 夢 窓 正 ^ 國帥 の號を 賜 ふ、 觀應 
二华 八月 十五 日 再び 嬰 窓 正覺 心宗阈 帥と 追加し々 まふ、 十六 
H 衆 ^ 辭して 三 會院に 退き 疾を示 し、 九月  一 n 朝廷 胬藥を 賜 
ふ も師辭 して 請けず、 十九 日 太 上天皁 親しく 幸して 病を 問 a 
給 ふ、 廿九 日偈を 書して 日く、 轉分 一路 撗該 竪抹 、畢竟 如 
何’ 彭八刺 札， と、 翌日 終に 寂 T、 壽七 十七 後歷朝 勅して 
普. 濟 ，玄猷 、佛統 、大 InJ の 國師號 を 追贈した ふ、 c 年譜、 延寶 
傳燈錄 ，本朝 高僧 傅) 

ソト ー 陳棟；  一 ii x;c 〔臨 濟 § 京都 也. ®； 寺の禪 僧な 6、 
疎楝 一に 楚楝、 字：： 海 州、 號は枯 華 室 美 濃ん 野 郡の 人、 九歲州 
の觀音 寺に 投し 、大鶚 に 事へ、 十六 歲 尾張總 W 寺に 到 6、 卓 
洲に 謁し、 參究數 月に して 印 可を 受く 、十七 歲一 たび 鄕 里に 
歸 6、 十九 歲洱ひ 總見 寺に 到ぅ、 卓洲に 師事し、 益々 參究を 
事と し， 大に 大衆 (C 重 せらる、 安永 7C 铒四 十七 歲 近 江 永 源 寺 
に 住し、 宗門を 張る、 其 後 幕府“ を 失し、 國事 多端の 際、 出 
て 、志士と 交を 結 ひ、 屢 M 張 侯に 謁し、 國 事を 謀る、 明治 元 
年 侯の 請に ょぅ 尾 張に # り- 國內を 巡敎 す、 nil 治 二 年 京都 也 
福 寺の 請に ょり、 同 寺に 住す、 同 十一 年 四月 二十 一日 寂す、 
壽七 十一、 e 六十 三、 (近 tti: 禪 林僧寶 傅) 

ソ ml 祐 養 二- A : 〇: 〔曹 洞宗能 登 總持 寺の禪 僧な'^、 
祚養 字は 孝 山、 出家して 龍 文 寺 器 之に 見え 後 龍 華 院に至 6、 
西 湖 M 景に參 し •侍 司と なう， 明 應七年 西 湖關雲 寺 {C 遷 6 に 
及び、 其 命に 依 6、 寵華院 を 司と*^、 居る こと 二十 餘 年、 後 


y (疎、 祚〕 
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總持 寺に 出世し、 永 正 十七 年 三月 十一 日 寂す、 W: 壽缺 く、 法 
嗣慶香 省 賀あ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ソレン 祚蓮 (  一三 三 九)！： . 〕 大和の 僧な $、  祚蓮 

は 天 武 天皇 八 年 十一月に 皇后祸 みた ^ ふに 際し、 勅して 藥師 
寺を 造 營 し、 冥 救を 祈禱 せ 1T とした まふ、 祚蓮定 に 入うて 龍 
宫 伽藍を 見、 營 構の 風を 奏す、 天皇 大 R 悦び ^ まひ、 其 奏す 
る 所 R 因 6 營 構し / 2 まひた 6 とい ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (元 亨 
釋書 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 日本書紀 {C 祚 蓮の 事な し、 一代 要 記 等に 藥師寺 建立の 
年 時， の異說 あ $、 七大寺 日記には 天武 天皇の 朝、 乘永 和尙定 
R 入'^ て 龍宮の 伽藍を 見來 うて 祭 構す と あ'^、 肺 蓮乘 永 IPJ 人 
なる か 未だ 詳なら ず、 

ソオ 1 蘇 砂 羽  タク シ rt. > 琢宗を 見ょ、 

ソザ ン蘇 as ゲン キョ  -玄喬 を 見ょ、 

僧叡一 jl si S 宗〕 安 fe 專敎 寺の 學僧 なう、 
僧 叡は鷹 城と 號 し、 石 泉  一 R と 云 ふ、 安藝 山縣郡 戶河內 fr 眞 
敎寺 圓諦の 嫡子、 寶曆三 年 某 M 同 寺に 生る， 甫めて 十二 歲從 

兄 大瀛に 從 s て 深 諦院の 門に 入う、 專ら宗 典を 硏 き、 夙 {C 造 

詣 する 所 あ 6、 諸方の 講肆に 遊 ひ、 權 實の學 ic 通す、 業 成 6 

て 後 高 田 郡 船 木 村專敎 寺 R 住し、 幾 もな くして 加 茂 郡 川尻 村 

光明寺 ic 轉 す" 常に 讀書に 耽け 6、 檀 越の 請 R 赴かす、 遂に 

寺を 捨て、 去う、 將 に 廣島に 往か ん とし、 廣 H を 過く、 多賀 

屋某 地を 長濱に 和して 小廬を 建て、 師を 抑留して 住せし め 衣 

食を 給し、 黃檗 山藏綷 を 購ひて 施 乙す、 玆 {C 於て 學 佔 を 集め 

て 敎授 す、 笈を負 ふ ^ 門に 滿つ 、文化 元卑安 居す、 大瀛钟 洞 
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の 事を 以て 江戸に 赴 さて 在らす、 佛護寺 主師に 請 ひて 般舟讃 
を講 せし む、 此時 始めて 弘願助 正の 義を 立て、 頗る 師說 と乖 
く 所 あう、 大瀛の 徒 之を 寺 主 (C 訴 へ、 誣て不 正義と なす、 
師 乃ち 助 正 釋助正 芟祚を 著して 辨破甚 た銳 なう、 復 た 敢て當 
る 者な し、 十四 年 安居し、 命を 受けて 大經ヒ 欠 學钵に 講 す、 
是ょう 先き 師祖 典を 衆 塾に 講 し、 法 杓 表裏 禀受 前後の 目を 設 
け、 詳 か (C 行 m 交際 ^ 辨す 、而 して 學 林の 講說亦 其 目を ⑴ ゆ、 
聞く 者大に 訝 かう、 稱名正 因と なす、 世評 漸く 囂然 /2 $、 遂 
R 本山に 叫 問せ ら る" 乃ち 著す とと ころの 柴門玄 話を 上る、 
本山 玆 R 於て 師の 安心 異途 なきを 知 6、 宥 して 罪せす、 佴 論 
して 名目^ 一川 ゆる 乙と なから しむ、 文政 八龟學 林 創めて 司敎 
五 員を 置く、. 師其  一 - R 擢てら る、 三：：：： 廣島學 侶の 請 (C 應 し、 
專立 寺に 淨士 論を 講す 、未 / 2 半なら すして 病暴發 して 逝く、 
實に 同月 四日な 6、 壽七 十三、 著作 y, 行 品義疏 、淨土 論 義疏、 
序分義 々疏. 定善義 々疏 、往生 要 集 偏歸笺 、二 門 偈義疏 、御 
傳鈔 私記、 十八 願文 津 江漫錄 、六 字釋錄 助 ! R 釋問、 柴聞玄 話、 
寒風 夜話、 十八 願卒應 ，會疏 典據、 三 一問 答、 四敎 義講錄 、四 
敎儀科 圖八敎 大意 科 節、 和語 ィロ ハ 分類 •各 一卷 、往生 論 
註 海岸 記、 安樂 集義疏 、選擇 集義疏 、正 信偈耍 訣 、助 正 芟柞， 
大經丁 丑 記、 安永 錄 校、 各二卷 、支 義 分義疏 、.愚 禿鈔 義疏 、十 
義齊 煥宗 記、 各三卷 、般 舟讃 懷愧錄 四卷、 大經義 疏五卷 、文 
類 1111 聞’ 三帖 和讃觀 海， tt« 、 各 八卷 、標誌 ィロ ハ 印 十一 卷 、及 
W 散 善 義〇疏 V 未.： 5 ぁう、 (學苑 哉 叢、 本願 寺 派學事 史) 

ソ ーエー .僧 II , 一  五' ^ 〔眞宗 〕筑 後 三 井 郡久留 米 西 福 寺 
の 住むな 6、 僧颖は H ffl 院と號 す寶泶 の P1! 人な- CS、 寮 司と 


(七三 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


なうて 天 保 八 年 高倉學 寮に 略 八 轉聲を 講 し、 弘化 元年 七月 二 
十五 日擬講 となり、 嘉永二 年 寂す、 (眞宗 史料) 

ソ オン tf 溫  〔眞宗 〕 越 中正 念 寺の 住持な-^* 
僧溫 字は 慧麟と S ふ、 越 中中 頸 城郡漩 柿 村 專念寺 某の 弟な う、 
文政 六 年 九月 正 念 寺に 入*^ て 僧 朗の嗣 となる、 同 十 年 六月 得 
業と なう、 天 保 二 年 四月 助 敎兼主 儀に 進む、 同 七 年 四月 學林 
造 營掛を 命せられ、 九 年 學林敎 論 役を 命せられ、 七月 司敎に 
昇る、 十二 年の 安居に 成唯識 論を 副講 し、 十月に 至うて 擢て 
られて 勸學 職と なる、 此時 興隆、 僧朗 、尙ほ 健在に して 一 寺 
中 勸學職 三人 あ $、低 稱して 三 葉 勸學と S ふ'  同 十四 年 安居 
學林 R 愚 禿鈔を 講ず、 嘉永 三年 安居 學 林に 安樂 集を 講 す、 五 
月 本山 黑 書院に 願 生偈を 侍講し、 七月 院 家格に 列せられ、 十 
月等壽 院の號 を與ら へる、 同 四 年の 安居、 學林 R 正信偈 を講 
し、 黑 書院に 選 擇三心 章を 侍講す、 文久 二部 安居 (C 入 出 二 門 
偈を學 林に 講 し、 同 三年 二月 黑 書院に 三 經牲生 文 類を 侍講す、 
慶應二 年 安居 特別の 命 R 因て 玄義 分を 學 林に 講し 、黑 書院に 
序 題 門を 侍講し、 尋て南 殿に 四 法 大意を 侍講す、 是に 至うて 
安居の 講筵に 上る Z1 と 本 副 併せて 六 回、 侍講を 命 せらる V 乙 

と 五 回な 6、 明治 二 年 九月 二十 七日 病を 以て 逝く、 壽八 十二、 

師 一生の 講筵一 百 五十二 會 に 及 ふが 著作 三誓偈 重笠錄 、三 寶 

偈 記、 選擇 集玄談 、成就 文 記、 易 行 品 記、 讃阿彌 陀偈 記、 玄 

義序題 門 記、 往生 要 集 大意、 小經讃 記、 四 法 大意 錄 、六合 釋 

記、 天台佛 心 印 記 略記、 金剛 婢 論生肓 記、 列祖 綱要 略 註、 勸 

章 五帖目 丙午 記、 四敎儀 丁亥 記、 各一卷 、小 經講錄 、觀念 法 門 

記、 愚 禿# 癸卯錄 、正 信 偈講錄 、尊 號眞像 銘文 記、 淨 ‘土 和讃辛 

ソ丄 僧) 才 


卯 記、 起 信義 記戍申 記、 各二卷 、入 出 二 門偈錄 、安樂 集 記、 
觀 經講錄 、.各 三卷 、論 註 庚 寅 記、 散 善義記 各四卷 、成 唯識論 
甲 午 記、 大 經講錄 、各 九卷 、安心 决定鈔 記 若干 卷 あう、 (學苑 
談 叢、 本願 寺派學 事史) 

ソ ー ガ僧 可( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 

う、 僧 可 字は 久菴と 云 ふ、 無礙に 參して 法を 嗣 ぎ、 明に 入 
6 て 偏く 各 宿に 參 し東皈 して 間 覺 寺に 住し、 建 長 寺に 遷 る、 
府內 の檀越 實際菴 V」 建て 帥 請せられ て 開基と なる、 某 年 正月 
二十 六日 寂す* 嗣法 伯溫 fe 瑛 、宇江 德永 、星 嵩 統 悟の 三人 あ 
6、 共に 建 長 寺に 住す、 朝廷 其德を 聞き 勅謚佛 印大光 禪師の 
號を賜 ふ、 (延 寶傳 燈錄) 

ソ ー ガイ 僧 海 ( . ) 〔曹 洞宗〕 山城 興聖 寺の 禪 僧な 

う、 僧 海道 元禪師 に隨ひ 、心 印を 傳 へ、 興聖寺 に留 る、 不 
幸に して 短命な 6、 其 示 寂の 年時缺 く、 遺愒あ 6、 二十 七 年、 
古 債 未， 轉 、蹈 = 翻虛 空 — > 投 k 獄 如 ^ 刖、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳， 
日本 洞上聯 燈錄) 

y l カ イ僧海  卜—チ  ン等 珍を 見よ、 

ソ1ケ1 僧 ^ モン オ-文 雄を 見よ、 

ソ1 ジン 僧! 一等  リョ-- シュ- 良秀を 見よ、 

ソ 1 シュン 00  一 lI Ara  〔華 嚴宗〕 山城 松 尾華嚴 寺の 
開山な う、 僧_ 字は 鳳潭 、(一に 芳潭 に 作る} 號は華 嶺道人 
と 云 ふ、 越 中西礪 波の 埴生 村に 生る、 俗姓 詳なら す、 資性 豪 
邁に して 奇氣あ $、 夙に 出 塵の 志 あ 6、 比 叙 山に 登-^ て 度を 
受け、 敎觀を 兼ね 修め、 勵精 衆に 超 ゆ、 某 講師 ( 1 R 安樂 院 
光謙な 6 と 云 ふ) の 三 大部を 講す るに 方う、 師聽 衆の 列に 加 


ソ丨 (僧) ガ ー シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 三 七:) 


ゾ ー  (僧〕 シ 


はる、 其 初め 聽衆 群を なした る も、 日々 席を 重ぬ るに 隨ぅて 
漸く 减す 、獨 ぅ師は 一日 も缺 くるな く謹聽 す" 一日 某 講師は 
聽衆 なきを 見て 講を廢 せんとす、 師日 ふ、 明日 必す聽 衆を 誘 
a 來る べし、 と， 次の 日 伏 見ょ 6  土偶 數十 個を 購 a 來 6、 豫 
め 席 R 陳列す、 講師 出て、 大に 驚異す、 師進て 日 ふ、 其 初め 
聽衆 群を なす 
も、 實は 土偶に 
同し、 和尙 今日 
何を 卿 躊す 、と、 

某 講師 遂に 師一 
人に 對し三 大部 
を講 了し y2 ぅと 
云 ふ、 後、 大志 
を 抱き、 支那 1: 

經て 印度に 渡ら 
ん とし ^ る も、 

國禁 あぅて 出 發 
する 能は ず、 攝 
津 山城の 他方を 

往來 して 學問 硏究を 事と す、 一時 大阪 に留 住し、 自ら 浪華の 

鳳潭と 云へ 6、 內外 大小の 典籍を 硏究 し、 三論 玄義首 書 起 信 

論 幻虎錄 等を 撰す、 後、 華 嚴宗の 章 疏に心 力を 盡 し、 華 嚴宗の 

再興を 以て 任す、 寶 永の 初 江戸に 下う、 大聖 道 塲に華 嚴經を 

講 す、 諸 宗の學 徒 相 競うて 敎を 受け、 門學 市を なし / 2 うと 云 

ふ、 當時荻 生 租徠濡 學を以 て 盛 聞 あう、 師牛 込の 居を 訪問し 


ソ 1( 僧) シ 


て 徂徠に 面し、 日 ふ、 伊藤 仁齋佛 敎を 論して 唯 空と 云へ ると 
尤當ら す、 佛敎决 して 空の 一句に 盡 きさるな う、 先生の 高虼 
如何、 と、 徂徠 直に 其 聲に應 して 日 ふ、 仁 齋の言 常に 當ら す、 
然れ とも儆 敎 5: 論して 唯 空を 云へ るは 大に 當れ $、 達 言な う、 
と、 師默 然として 座を 起ち、 獨 言して 日 ふ、 緣 なき 衆生は 度 
し 難し、 と、 同 四 年 匡眞鈔 十卷を 撰し、 & 華 嚴宗に 就 S て 一家 
の 見を 發 表す、 眞言 宗の慧 光密軌 問辨を 作う、 師の說 を 破す、 
正德 三年 師圓宗 鳳髓を 撰して 反駁す、 享保四 年 鐵壁雲 片三卷 
を 撰して 禪宗を 破し、 同年 徧界紅 爐雪 三卷を 撰して 眞 =r r 宗を 
破し 八 年 山城 松 尾に 大華嚴 寺を 開き、 益 華厳宗の 再興に 心 力 
を盡 し、 且つ 一方には 陸續 書を 撰して 諸宗を 破せ う、 淨土宗 西 
山 派の 顯惪幻 虎 錄辨疑 三卷を 作うて 師の 說を駁 したれ は、 師 
即ち 解 謗、 ^ 1 珍 等を 撰す、 眞言 宗 の實證 一 唾 編 ^ 作*^ て 師の徧 
山派爐 雪に 當 $ 穴れ は、 師 即ち 紅 爐反唾 剳を 撰し、 實詮 再 a 
反 唾 汚 己 情 笑 篇を作 6、 相 論難す" 師淨嚴 の 說を排 し、 其 一 
門の 實詮慧 光 等の 書を 見る に隨 a て 破し、 菩提心 戒義 破文密 
輒 問 辨破書 等を 撰す、 享保 十五 年 安樂 院 光謙、 三 井の 法明院 
性慶の 二師念 佛に關 して 論 諍す、 師念佛 往生 明 導 剳 二卷を 撰 
して 光謙の 說を 評し、 性慶の 說を排 し、 念佛 即ち 觀佛 の說を 
主張す、 諸 宗の學 徒 相 競うて 師の說 を 評 論駁 撃し、 眞宗の 法 
霖は淨 土 折衝 篇二卷 を 作う、 知 空は 指 迷 顯正决 二卷を 作う、 
慧海は 連 環 辨導略 一卷を 作う、 淨土 宗の義 海は 蓮宗禦 寇篇二 
卷を 作う、 天台宗の 守 一は 蓮 門 却 掃 篇二卷 を 作-^" 日蓮 宗の日 
達は 顯揚正 理論 三卷 、决膜 明 眼 論 四卷を 作う、 日諦は 窓燈塵 
壺篇 一卷を 作う、 各、 師の說 を 評論 駁擊 し、 諸 宗の學 徒 大に騷 


(_ 九 H 七:) 


書辭 名人 家佛 本日 


擾 3: 極む、 師 即ち 淨土 折衝 篇雷斧 二卷を 撰して 法霖に 答へ、 指 
迷顯正 决索印 二卷を 撰して 知 空 4C 答へ、 蓮宗 禦寇篇 雪 鵝箋一 
卷を 撰して 義海に 答へ、 蓮 門 却 掃 篇牙旃 一卷を 撰して 守 一に 
答へ、 金剛 槌論 一卷を 撰して 日 達に 答へ、 殆 と其應 接に 遑ぁ 
ら す、 法霖再 S 笑蜮臂 五卷を 作う、 性 均 雷 斧辨訛 一卷を 作 6 
義海 再び 雪 鵝箋斷 非 二卷を 作う、 守 一再び 牙旃 虛僞决 二卷を 
作 $、 相 論難して 盡 くるな し、 師 學問敎 義の 論難 攻撃には 毫 
も假 借す ると NJ ろな しと 雖 、相 見れ は 親 情を 以て 交れり、 南 
都 般若 寺の 僧 某 常に 學問 を 以て 師に抗 敵し、 二人 相 下らず、 
論難 攻撃して 仇讐の 如し、 某 偶 e 病に 臥す、 師聞 S て 南都に 赴 
き 某を 訪問す、 某の 徒弟 師の 名を 聞 S て 峻拒して 通せす、 師 
長吁 して 日 ふ、 我れ 京師ょう 來 るは 某師を 一見し、 吾 思 ふと 
乙 ろを 吿 けんとす るな う. 今 相 見る を 得すして 某 師世を 厭は 
は、 終 天の 恨 止むな しと、 徒弟 巳む を 得す 事を 某 師に吿 く、 
乃ち 二人 相苑 て大に 喜 ふ、 師は 某師の 手を 握う、 其衰 羸を 
見て 漣 然として 涙を 流し、 携 ふると Z. ろの 延命 酒 一 瓶を 出し 
贈る、 某、 侍者に 命し で 杯を 取う 來 らしむ る も、 徒弟 其 毒 ぁら 
ん乙 とを 疑 a 、 遲 疑して 出さす、 某 再三 促し、 杯を 把うて 一 

嚼 して 盡す -^' 師淚を 擅うて 辑辭 して 出て た. うと 云 ふ、 元 文 三 

年 二月 廿六 日華 嚴 寺に 寂す、 壽八 十五な う*’ 弟子 覺洲 亦學譽 

ぁう、 師 著作 華嚴經 五敎章 匡眞鈔 十卷 、同 略 匡眞鈔 五卷 、五 

敎章 傍註 三卷 ，華 嚴宗 輸毘盧 法戒觀 探玄記 玄譚 各一卷 、俱舍 

論 冠 註 十四 卷 "因 明大 疏瑞源 記八卷 、四敎 儀 集註 增暉記 七卷、 

大乘起 信 論 幻虎錄 、楞 嚴經千 百年 眼髓 、梵網 戒本疏 紀要、 維 

摩經 發朦鈔 、圓 覺經 集註 日本 訣 、兩部 神道 心鏡錄 、十 不二 


門 指要鈔 選 翼四卷 、佛門 衣服 正儀篇 、徧界 紅 爐 雪、 鐵壁 雪片、 
金剛 銲 逆流 批 、各 三卷 、三論 玄義首 書、 圓 宗鳳髓 、紅 爐反唾 
剳、 布 鼓 集、 念佛明 導 剳、 指 迷 顯正訣 索 印、 淨土 折衝 篇雷 斧、 
僧服 正撿 却撓訓 各二卷 、俱舍 論新鈔 、梵網 戒本疏 龍 鳴 斥 謬、 
戒鉢 續芳訣 、圓 門境觀 還 源 策、 金剛 槌 論、 幻 虎 錄辨疑 解 謗、 
起 信 論 講義 斥 霧、 起 信 論 註疏 非 詳略訣 、密軌 問辨破 書、 菩提 
心 戒義破 文、 蓮門锲 寇篇 雪鵝箋 、蓮 門 脚 掃 篇牙旅 、搏 桑藏外 
現存 目錄 、萬 國 掌菓圖 、各 一卷 ぁう、 (燕 臺 風雅、 筆 疇、 讀書 
會 意、 尙友 小史、 近代 名家 著述 目錄) 

ソ ー シヨ ー 僧 照. —- H: -t: •一. 〔 . 〕 大和の 僧な う、 僧 

照 一に 僧昭に 作る 大寶二 年 正月、 律師と なう 和 鎖 四 年の 頃 寂 
す、 (續 日本紙、 七大寺 年表) 

ソ t シヨ ー 僧 生 三〇一〇) 〔曹洞 宗〕 能 登靜泰 寺の 開山 
f、  僧 生 字は 館 開、 俗姓は 德田 氏、 能 登の 人、 長して 明 
峯素哲 に 依りて 剃髪す、 出て、 素 哲に參 する Z. と十佘 年、 再 
び 明峯を 省す、 初め 大忍 寺に 住し、 又 洞 谷 寺に 遷 う、 美 濃に 
靜泰 寺を 開き、 後 同 寺に 寂す、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ソー ニ ン 曾 忍 (一三 一三) 〔 . 〕 入 唐學問 僧な う、 

僧 忍 白 雄 四 年 五月 遣唐使に 隨 a て 唐 (C 航 す、 事蹟 傳 はらず、 
(日本書紀) 

ソ ー トク 僧秀  リョー ギョ ク良 玉を 見よ、 

ソ ー ナイン 僧那院  ニ チホ-日 豊， VJ 見よ、 

ソ*- 手 ン僧 r  ジョ— ゲン 定玄を 見よ、 

ソ ー、 ヒン 僧畏 1 三 =:: 二 〔  〕 入唐 學問 僧な う-. 僧 
旻は推 古 天皇の 末 唐に 航 し、 舒明 天皇 四 年 八月 靈雲 と共に 歸 


ソ ー( 僧)、 V 


ソ！  |、僧)、ン|  —ビ 


書辭 名人 家佛本 日 


(〇四 七） 


ソ？  ( It yiLS 


y <— ( 僧) ボ 


朝す、 同 九 年 二月 大眾來 ょり 西 R 流る" 聲 あう 雷 R 似 犮 う、 
時人 流星の 聲と云 ふ あ'^、 地雷な 6 とい ふ あ-^、 是 R 於て 僧 
旻說叨 して 日 ふ、 流星に あらず" 是れ 天狗な $ と、 孝德 天皇 大 
化の 初、 高 向 史玄理 と共に 國 博士と なる、 僧に して 博士號 を 得 
る も の 之を 始めと , t 〔尋で 劾して 十師 を 置きて 衆 僧の 敎導 ic 
當 らしむ るに 際し 僧旻其 一に 選ばる、 同五牢 勅を 拜し 高向史 
玄理 と共に 八 省 百官の 制を 置く、 白 雉 元年 三月 穴 戶の國 白 雉 
を 献 す、 僧旻 奏して 其 瑞祥 穴る を 說 く、 同 四 年 五月病を 獲て 
阿曇 寺に 臥す、 天皇 行幸して 親しく 慰問し 左 まふ、 同 六月 寂 
す、 天皇 大 に 悼 措し / 2 ま a 使を 遺は して 賻を賜 ふ、 且つ 僧旻 
の爲に 書エ拍 竪部子 麻呂 ip 、 魚戶直 等に 命し、 多く 佛 菩薩の 像 
を 造らし めて 川原 寺に 安置せ しめ ^ まふ、 (日本書紀) 
y i ビン 僧敏 jj|  一  j 一  f  〔天台宗〕 備中 甘露 巷の 學 僧な 
i  僧敏 字は 密成 、俗姓は 小 西 氏、 讃岐三 野 郡 寺 家 村の 人 
なう、 幼に して 沈 重 群 童 R 狎れ す、 九歲 R して 福壽 院慈圭 に 
就きて 得度し、 天台 敎を學 ふ、 寬政九 年 比 叙 山 (C 登う、 益々 
敎觀を 習練す、 八月 天 王 寺 唯 門和尙 R 謁して 菩薩 戒を受 く、 
文化 六 年 二月 勝 尾 寺 R 登うて 德本 上人に 謁し、 安心 起 行の 要 

を問ひ、信解開發す、八年二月唯門和尙有門菴に寂す、僧敏 

備中 に 歸へ う、 黑 崎の 茅 庵に 隱 棲し、 禪誦を 事と す、 幾 もな 

く 出て、 安藝 R 行脚し、 嚴島 R 茅菴を 結 a 住す、 謁 あう 日く、 

單屏 孤島 意 垣 空、 偶 遇， 1 芳春， 感不 J 躬 、世事 百 端 晨夕改 "年 華 

一樣 古今 同、 禪麟 義虎歸 ，泉下： 野 鬼 閑 1¢ 過，， 域 東； 法 運陵遲 

難 忍 見、 誰 人後 世 仰， 1 眞風 〖と 後寶壽 院法憧 より 安祥 寺 流の 事 

相 V 傅へ、 石 見に 遊 ひ、 泥 牛禪師 よう禪 を 傳 ふ、 嚴島 に 歸住 


し" 虛堂錄 を閱 —省發 する 所 あぅ、 丈 政 八 年廣島 敎禪院 R 移 
6、 四敎儀 法華會 義三敎 指揮 歸を講 し、 兼ねて 專修 念佛を 弘 
む* 十二 年 二 /} 京都 建 仁 寺 R 寓す 、後 安藝に 歸へぅ 、猪口 島 
に 蟄居す、 一千 日を 期して 門を 出て す、 嘉永四 年 三月 石 見に 
遊 CA ' 專修 念佛を 弘む 、日課を 誓約す る もの 二 千 六 百 餘人あ 
ぅ、 五月 猪口 島 R 歸へぅ 老病 あ 6、 九月 七日 輕 舟を 棹し、 備 
中 甘露 菴に歸 らんと し、 九日 舟 笠 岡の 海中 R 泛 ふ、 俄然 阿彌 
陀佛 を念唱 して 寂す， 壽七 十六、 臘六 十九、 眞岳 山 R 荼毘 す、 
著作 神 國决疑 篇考證 、念佛 追福 編、 散 心 持 名 往生 編、 六 字 名 
號啐 法辨等 十餘部 あり、 (續 日本 高僧 傳) 

y ?' ホ ク僧樸 SI HS 〔眞宗 〕京 都 六條宏 山寺の 學 僧な 

P,  僧樸 初の 
名は 關樸 、字は 
抱 質、 號は 休々 
子と S ひ、 居を 
昨 夢蹬と 云 ふ、 
俗姓は 高 橋 氏、 
越 中 射 水 郡 小 泉 
村の 人な-^、 郡 
の 誓 光寺 R 於て 
薤髮 得度し、 京 
都 R 遊 ひ、 日溪 
R 從ひて 宗敎を 
聽く 、未 穴 幾な 
ら すして 大器と 


陳 
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衣う、 名 宇內 R fi く、 常に 聖典を 講し 、旁ら 唱導を 善くす、 
某 年攝津 住吉に 祐貞 寺を 創建し、 寶曆八 年 本山 黑 書院に て往 
生 禮讃を 講ず、 是ょ 6 常に 侍講し、 十 年 秋 京都 六 條の宏 山寺 
R 住持す、 本山 祖像 及び 先 宗主 像を 下し、 且つ 僧 階を 進む、 
十二 年 九月 二十 三日 寂す、 壽四 十四、 狐塚に 闍 維し、 遺骨を 
大 谷 {C 藏む 、宗主 謚して 陳善院 と S ふ、， 筑 前の 大同 師の 年譜 
を 作り、 具 3 に 行狀を 叙す、 師 著述 頗る 多し、 阿彌 陀經錄 、易 
行 品懸談 、幷 科、 十二 禮講錄 、選擇 集 科、 選擇 集録、 興 御 書 
鼷飮錄 、淨土 和讚 略解、 御傳鈔 大旨 、淨土 眞宗 現益辨 、管 窺 
錄 、行 信辨 疑、 睢夢廬 法語、 示 某 室 人 法語、 別時 意趣 章講 解、 
十 疑 論 升量錄 、平生 臨終 業成辨 、紫 朱 稿、 唯 夢 遺稿、 各 一卷、 
正信偈 五部 評論、 往生 禮讃錄 、各 三卷 、安樂 集 講義 四卷 、往 
生 禮讃甄 解、 文 類襲鈔 講錄 、各 五卷 、法事 讃甄解 七卷 、選擇 
集 知津錄 十二 卷 、及 a 往生 要 集 私考、 雜 行雜修 七家說 、顯彰 
隱密義 、各 若干 卷 ぁう、 (本願 寺通耙 、清流 鈀談 、本願 寺派學 
事史) 

ソ丨 f  僧 墨  ヶンジ rl 硏壽を 見ょ、 

ソ？ ヨ 僧譽  チゥ ン智 雲を 見ょ、 

ソ 1 ョ 1 僧鎔 5| |§ 1:眞宗〕越中浦山善巧寺の住持な 

6、 僧鎔は 空 華と 號し 、一に 雪山と S ふ、 俗姓は 渡邊 氏、 

越 中 新 川 郡 市 江村の 人な う. •父は 東 本願 寺 下に 屬 す、 十一 歲 

靈潭に 就きて 祝 髪し、 法名を 靈關 とい a 、 後、 今の 名に 改む、 

家塾に 在うて 學修 し、 每に 栗實を 以て 食と なす、 十九 歲善巧 

寺に 入うて 嗣 とな $、 笈を 京都に 負 ひ、 宗乘 を硏究 す、 陳善 

院僧撲 の 門下 師を 推して 上 首と なす、 陳 善院沒 する {C 際し、 


yl (僧) ホー ヨ 


其秘籍 悉皆を 附囑 せらる、 因りて 法脉を 受け、 兼ねて 祐貞寺 
を 主と る、 明 和 元年 四十 一歲 再 a 學 林に 出て 上座 R 進 〇 安永 
二 年 賞せられ て 位餘 間に 昇る、 年 五十一の 時飛彈 古川 R 異安 
心の 諍 あ-^ 命を 奉して 之を 治す、 宗主 親ら 九 字 十字 尊號を 
書して 與 ふ、 六 年 四月 亡 師著 すと 乙 ろの 法事 讃註七 卷を校 刻 
し'  題して 甄 解と S ふ、 天明 三年 富 山の 客舍 にて 病を 示し、 
九月 法事 讃念佛 を 修 し、 二十 五日 以來 一心 稱佛 し、 十月 二 
日 寂す、 壽六 十一、 宗主 謚して 明敎院 とい ふ、 著作 如 來會述 
要、 後出 阿彌陀 偈錄 、觀 經玄談 、易 行 品彌陀 章 法 音 鼓、 淨土論 
述要讃 、阿 彌陀 偈筌讃 、阿 彌陀偈 法 音 鼓、 玄義 分箋述 、一枚 
起請文 遺語訣 、淨 土寶綱 章、 本典畧 註、 正 信偈疏 略、 帖外讃 略 
註、 述懷讃 略 註、 聖淨 二門義 、三 定聚義 、宗 目秘錄 、勸式 問 
答、 末法 燈明 記箋述  >  十邪問 辨 、各 一卷 、散 善義 文類齡 鈔箋 
述 、正 信 偈講讃 、日 溪學則 聞信鈔 、各 二卷 、阿 彌， 陀經 受信 錄、 
二 門偈錄 、各 三卷 、和讚 開講 說要 四卷 、觀念 法 門甄解 、二卷 
鈔 溫古錄 、安樂 集録、 各五卷 、正 像末讃 後記、 末燈鈔 管 窺、 
各六卷 、如 來會記 九卷 、三 帖和讃 集 義方軌 十二 卷 、本 典一諦 
錄 、(或は 顯考 記と いふ) 十六 卷 、及 a 信 行 一念 辨改悔 大意、 
小兒 往生 辨 、尊號 爲體辨 、讃揚 法則、 各 若干 卷あ ぅ、 (本願 寺 
逋紀 、淸流 紀談 、本願 寺派學 事史： > 

ソー リユ ー 僧隆 (二！ 六 二)！： . 〕 高麗の 歸化 僧な 

ぅ、 僧隆は 推 古 天皇 十 年 十月 雲聰 と共に 來り歸 化す、 事蹟 
詳なら ず、 (日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ソ ー リヨ 1 僧亮 (li 九 八) 〔眞宗 〕肥 後 小島 專稱 寺の 住 
持な 6、 僧亮は 宗乘を 乘誓院 に 承け て 造詣 頗る 深し’ 斷鎧 


yl (僧) リ 
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(二 四 七〕 


ソ上 僧) 口 


の 肥 後 R 在る -{It 'R 方 6 て 才名 相抗 せう、 人稱 して 行 信僧亮 、正 
雜斷 鎧と S ふ、 近年 宗瀛 司敎 師の隨 筆を 抄して 一卷 となし、 
淸凉 遺芳と SS、 上梓して 世 R 行 ふ、 明治 十七 年 司敎を 追贈 
す、 著作 秋 夜 夢物語 一卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史} 
ソ Itlt  , 僧朗 一-一涵- 一一 f  〔眞宗 3 越後 正 念 寺の 住持な 3、 
僧朗は 越後 中 頸 城郡姬 川原 正 念寺覺 音の 第 九 子に して、 奥隆 
の 異母 弟な 6、 明 和 六 年 五月 生る、 安永 八 年甫て 八 歲高田 小 
淼氏に 就きて 儒 典を 習學 し、 寛 政 十 年 九月 得度して 興隆の 法 
嗣 となる、 十一 年 十月 越 中に 赴き、 北天 菔滿に 就き 宗乘 を硏 
究 す、 文化 八 年 五月 住職を 繼 く" 爾來 兄と 共 R 興學布 敎懈た 
らす 、文政 十一 年 興隆と 同時に 司敎 に擢て られ 、同年 安居し 
學林 にて 起 信 論議 記を 副講 し、 十三 年の 安居 R 學林 にて 起 信 
論義プ v 副講 す、 天 保 二 年 三月 興隆と 共 R 勸學 職に 任せられ、 
同 三年の 安居に 學 林に 大 經を講 す、 同 八 年 十月 隱 居して 擇善 
房と 號 す、 蓋し 法主の 與 ふる 所な 6、 同 十 年 安居して 學林 R 
觀經 を講 し、 同 十四 年 三月 本山 殿 内に 易 行 品を 侍講し、 五月 
本山 白 書院に 於て 御 一代 聞 書の 講話を 開く、 十二月 法主 眞綿 
五 把を 下して 從來の 勸勞を 慰す、 弘化二 年の 安居に 學林に 於 

て 小 經を講 す、 講 終うて 法主 三 葉 勸學精 舍の六 字を 親書して 

師 に 下し，； 併せて 法主 依 用の 杖 一枝 1: 與ふ 、嘉永 二 年 安居し、 

學林 R 定善義 を講 す、 是 R 於て 安居 本講の 任 R 當る Z. と旣に 

四 回、 盖 し異數 なう、 其 四月 十三 日よう 更 R 讃阿彌 陀偈の 侍 

講を 命せられ、 同時 R 虎の 間 段 下 乘輿參 入の 許可を 受 く。 滿 

講に及 ひ 懷 紙、 並 R 實行院 の 號を與 へらる、 同 四 年 十月 二十 

七日 寂す、 壽八 十三、 一生 開く と ころ の 講筵几 て 一 百 九十 三 


ジ上 相} 才 


會と S ふ、 著作 易 行 品 丙 申 記、 讃阿 彌陀偈 嘉永錄 •正 信偈壬 
寅錄 、尊號 銘文 記、 本願 成就 文 戊 丑 記、 論 註 八 # 問答 記、 法 
事讃錄 、二 門 偈記、 三 經 往生 文 類 甲 午 記， 唯 信 文意 庚辰錄 ，浄土 
和 讃戊寅 記、 勸章二 帖目壬 午 記、 日 溪學則 綱要鈔 、三論 玄義 科、 
華嚴 綱目 甲 午 記、 六合 釋錄 、諸 神 本 懷集甲 辰 記、 領解 文 略解、 
三論 玄義甲 申 記、 妄盡還 源 觀戌寅 記、 四 敎略頌 略 註、 四敎儀 
天 保 記、 四敎義 集注 錄 、僧 分 敎誡 、各 一卷 、序 分 義甲戌 記、 
愚禿鈔 辛 丑 記、 末燈鈔 丙 子 記、 往生 論 丁亥 記、 略文 類 記、 口 
傳鈔 記、 步 f 鈔 丙子錄 、起 信 論 戊 子 記、 十 不二 門 指要鈔 記、 
同 略 註、 曇 鸞和讃 丁 丑 記、 各二卷 、三十 論疏 私記、 金剛 鞞論 
乙已 記、 法 華支義 略解、 起 信 論 義記戌 寅 記、 法相 義癸酉 記、 
小 經乙未 記 $ 玄義分 癸 酉 記、 定善義 丁 丑 記、 各三卷 、散 善義 
庚 寅 記、 選 釋集戊 寅 記 御 一代 聞 書 癸卯錄 、各 四卷、 大經述 記、 
觀經述 記、 五敎 章卯已 記、 各五卷 、論 註 丙 子 記 六卷、 揲玄記 
丙 戌 記十卷 、法 華 文句 記 戌 申 記 十三 卷 、本 典 丙 申 記 十五 卷、 
善導 和 讃乙亥 記、 正 像 末知讃 記、 法 華入疏 癸丑 錄 、各 若干 卷 
あう、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

ソ 1 オ ー 相應 一一 親 A-- 〔天台宗〕 近 江 無 動 寺の 開山な 
う、 相應 俗姓は 櫟井 氏と い a 、 近江淺 井 郡の 人 R して 其 先 
は 孝德 天皇の 第一 皇子 天 帶彥國 押 人命の 裔 なう、 天 長 八 年 母 
一夜劍 を吞む と 夢み て 師を 孕み、 幾 もな くして 生まる、 承 和 
十二 年 鎭操和 尙に隨 ひて 比 叙 山 R 登る、 時 R 十五 歳な 6、 十 
七 歲剃髮 して 十善戒 を受 く、 經を學 a て 法華經 常不輕 菩薩 品 
R 至り、 大 菩提心を 發 し、 不輕 菩薩の 行を 修 せ / I と 欲する の 
念甚 し、 毎日 和尙に 侍する 餘 暇、 必す 花を 折うて 中堂 R 奉す 


(三 四 七:) 
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る こと 六 七 年 問 毫も 懈怠な し、 慈覺 大師 之を 見て 奇と なし、 
齊 衡元笫 師を 召して 度を 加 へんと す、 師大 R 喜 ふ、 幾なら す 
して 師 夜半 中堂に 參し 一人の 僧 あうて 五體を 地に 投し淚 に 咽 
a て 得度 受戒を 祈請せ る ものを 見、 心中 大に 感激し、 大師に 
吿けて 日く、 願く は先づ 彼の 其 九を 度せ よ、 彼 願 滿たば 、我 
願 成就す るの み、 と、 大師 其 謙讓の 志を 知うて 之を 許し、 衆 
R 吿けて 日く、 陰 德必す 陽報 あらん、 と、 齊衡 三年 西 三條大 
納言良 相 度 者狀を 大師に 賜うて 修行 謹愼の 者を 賜 a " 身 R 代 
うて 度せ しめ、 其擔 護の 力に 依うて 息災の 謀を 爲 3 ん とす、 
大師 即ち 師を 召して 日く、 大納言よ 6 度を 給せられ、 且つ 身 
に 代うて 謹 厚の 者を 度せ しめ、 將 に 一生の 師 とならん とす 是 
れ汝 良縁の 相應な う、 仍て汝 R 相 應と云 ふ 名を 與 へん、 此一 
字は 大納言 良 相の 一宇を 取 --S のみ、 汝 若し 去年 入を 推す の德 
なくは 豈 今日 自ら 當 るの 運 あらん や、 と、 即ち 名簿を 奉す、 
此年 受戒す、 時に 二十 五歲 なう" 得度の 後 誓 a て 十二 年間 山 
を 出て すして 籠居す、 大師よう 不動明王 法、 並に 別 尊 儀軌護 
摩 法 等を 承 習す、 師比叙 山の 南岫に 幽邃の 地を 卜し、 草菴を 
構へ て 苦修鍊 行し、 三年の 間 六 時に 行す、 天下 國 土の 鎭 護の 

爲 R 四季 每に般 若經 を轉讀 し、 自他の 罪障を 消滅せ んか爲 R 、 

十二月 一日よう 三 夜 佛名 懺悔を 修 す、 此の 如き 展轉の 間、 不 

輕 菩薩の 行を 遂け す、 籠 山の 後 若干 年を 歷て天 安二 年 西三條 

女御 重病に 罹る 時、 師懇囑 を 受け、 止 IJ* とを 得す、 住 山 十二 

年に 滿 た すして、 下う 殿中 R 入う、 呪を 誦して 病魔を 除く是 

よう 世人 師の 靈德な るを 知る、 貞觀 元年 大願を 發し、 三 箇 年を 

限うて 粒食を 絕ちて 蕨 類を 食し、 比羅 山の 西 阿 都 河の 瀧 R 安 


ソ丄 S 才 


居して 智慧を 祈請す、 夢 R 普賢 菩薩よう 一分の 智慧 種子を 得、 
其 後苦學 せす と雖 も、 聖敎の 深 旨を 悟る、 貞觀 三年、 天皇 勅 
して 師を 召した まふ、 師止 1/ Z1 とを 得す 三年 R 滿た すして 下 
山參 内す** 詔 あ $ て 阿比 舍 法を 修 し、 野 狐を 驅出 す、 賞と し 
て 度 者 及 S 御衣 1: 賜 ふ も 師固辭 して 受けす、 同年 西三條 女御 
ま / 2 惱あ う、 大臣 帥を 請して 加持せ し V、 幾なら すして 平復 
す" 大臣 大 R 喜 ひ、 入唐 三 品 親王 唐よう 賜う / 2 る 不動明王 呪 
佛慈 護を 銘鏤 したる 刀を 師に 賜る、 師 名望 一時 R 高く、 先師 
鎭操和 尙か定 心院十 禪師の 任は 師か 右大臣 及 a 朝廷の 間に 斡 
旋し 左 るに よると S ふ、 貞觀四 年金 峯 山に 登うて 三ヶ 年間 安 
居す、 湛譽 院主 も 同し く 登う 東西 兩： 一に 草菴を 結 a 、 互に 使 
者を 送うて 其 法驗を 試む、 朗善 和尙師 と共に 夜菴を 出つ、 大 
叫して 地に 仆る 、師走うて 之を 見れ は 舌を 囑みて 死に 頻 せう、 
師直に 刀を 抜きて 加持し、 遂に 蘇生す るを 得た $、 朗善 日く 
鬼の 爲 R 打 穴れ 左 $ と、 ZL れよ 6 益々 師 R 敬 伏す、 安居 終う 
て 本山 R 歸 る、 其 年の 秋 天皇 齒痛 あう ^' 師參內 して 理趣經 を 
誦して 平癒す るを 得た 6、 貞觀 五年篯 身の 不動明王 像を 造う、 
後佛 エ仁算 をして 之を 修造せ しむ、 貞觀 七年佛 堂を 造 tr し、 
此像を 安置して 伽藍と なし、 無 動 寺と 號 す、 同年 染殿 皇后の 
狐疾を 祈うて 平癒す、 此 年三條 右大臣 備前 鹽庄の 地を 施 入す、 
師 之を 自坊に 留めす して 延曆 寺 (C 寄附す、 同年 七月 十四日 先 
師圓仁 及 ひ 最 澄に 謚號を 賜 ふは 師の 斡旋 多き ic 居る と いふ、 
天 慶五年 示現 R より 金 銅毘盧 舍那佛 像、 不動明王 像 各一軀 を 
鑄 造し 同年 亦 洪鍾を 鑄 造す、 元 慶六年 堀 河 太 政 大臣の 執奏に 
よ- 〇官符を下して無動寺を天台机院となす、 同年 師 上表して 


ソ上 相) 才 
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ソ？ (相) 才 


中堂 長 講師 並に 常 行 堂堂 童子 等 料 度 者 各  一 A を 置く、 其 年始 
めて 中堂 長講 基延 法師、 常 行 堂堂 童子 基 命 法師を 得度す、 西 
三條 女御 滋賀郡 倭庄を 寺に 施 入す、 其苹常 行 堂を 造 立す、 仁 
和 元年 六條 皇后の 疾を 加持して 平癒す、 勅 あぅ 度 者 及 ひ 被 物 
を 賜 ふ、 仁 和 三年 大宮社 前に 率 都 婆 一基を 建て、 法華經 一部 
を納 む、 華臺大 菩薩 寶殿 一宇を 建立す、 寬平 元年 華芳廟 前に 
率 都 婆 一基を 建て、 法華經 一部を 納む 、寬平 二 年 宇多 天皇の 
齒痛を 加持して 平癒す、 勅して 法 橋 位 及； s 度 者を 給 はんとす 
れ とも、 固辭 して 受けす、 依て 內洪 奉に 配し、 御衣 i: 賜 ふ、 
寬平四 年 舍利會 の 職 衆 並に 瓶 華 四 口を 奉 供す、 昌泰 三年 大般 
若經 一部を 寫 す、 延喜 三年 支 照 律師の 病を 癒し、 其 年 醍醐 天 
皇の 不豫を 加持す、 乃ち 度 者 二人 及 a 御衣を 賜 ふ、 其 年 五條 
女御の 產を 祈りて 度 者 二人を 賜 ふ、 後 本山に 於て 八月 不斷念 
佛の壇 供を 調へ、 兼て 念佛僧 及 a 滿 山の 僧を 供養す、 延喜十 
年 六道の 衆生を 引接す る / 2 めに 阿 彌陀佛 並に 六觀 音を 造 立 
し、 天下 國土を 鎭護 する ために 半 出 五大 尊、 並に 般若 菩薩 像 
を 造 立し、 三千 佛名經 一部を 書寫 す、 是年 草菴を 結 ひて 修行 

を 事と し、 十二月 一日ょ 6 三日まで 日夜 一切衆生 滅罪 生善薦 

福の 爲に佛 名 懺悔を 修 す、 爾後 每年缺 くる 乙と なし、 延喜十 

一年 秋ょり 世事と 絕ち 、爾後 門を 杜ちて 一室に 籠居し、 專ら本 

尊 並に 諸佛に 奉す、 延喜 十四 年 佛經開 題を 書 寫 し、 闍梨 供養 

導師に 令 祐阿闍 梨を 咒願 師に玄 照 律師を 請す、 延喜 十五 年 本 

尊 R 祈禱 して 後生の 處を示 3 んとを 請 ふ、 夢に 明 王師を 導 S 

て 十 方 淨土都 率 極樂を 見せしめ、 願に 隨ひて 往生す へきよ し 

を吿 r" 師覺 めて 後 感歎し、 都 率內院 R 念を 係く、 後、 再 ひ 


ソ！ (相) ガーケ 


夢 (C 都 率 外 院に 至る に、 慈 慶大 德内院 に 坐し、 紫 磨 金色の 獅 
子に 乗う" 師を見 て吿 けて 日 ふ、 我れ 法 華 經讀誦 の 力に ようて 
內院に 上 生す、 子 早く 本山に 歸 6、 一心 一向に 法 華 經を讀 訕 
すべし、 と、 師覺 めて 後、 專ら法 華經を 讀 誦す、 其 年 枇杷 大 
納言 等身の 不動明王 像を 造 立し、 且つ 三 間の 堂宇を 建築して 
無 動 寺に 寄附す、 十八 年 十月 本尊の 右 膝に 對 し、 慇憝に 啓 白 
し涕 泣す る Z. と 常と 異な-^、 恰も 人の 父母に 別る、 を悲む か 
如し、 踟躊廻 顧して 謝 辭し去 6、 後、 復 左 參拜 せす、 十一月 
二日 佛像を 隔離せ る 十 妙 院に遷 し、 香 花を 點し 、西方に 向 CA 
て 阿彌陀 佛の名 號を唱 ふ、 容貌 常よう も嚴 に、 音聲 常よう も 
雅 なり、 翌 三日の 夜半 右 脇して 寂す、 壽八 十八、 (相應 和 尙傳、 
明 匠略傳 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ソ ー カ ン相 閑 -: 一 •一  j 四 三 〔淨 土宗〕 江 戶傳 通院の 僧な 6、 
相 閑は 源 蓮 社 眞譽空 寂と 號す 、其 俗姓 生國詳 かならず、 了 的 
に 師事して 宗乘を 究め、 瓜 連 飯 安の 二 刹に 住し、 後、 江戶小 
石川傳 通院に 遷 る、 天 和 三年 二月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜) 

ソー ケン 相 害て 一一^ g A- 〔新 義羼言 宗〕 大和 長 谷 寺 第五 十 
六 代な う、 相憲 字は 玄識 、號は 竹 堂、 一に 塚 問と 云 ふ、 姓 
は 上野 氏、 江戶 小石 川に 生る、 染 井西 福 院田 下憲 尊の 下に 投 
じて 度を 受け、 豐山 に學び 、眞言 宗大 會議の 議長を 勤む る 乙 
と兩 度、 下野 鷄足寺 東京 彌勒 寺 ic 歷 住し、 明治 二十 七 年 遂に 
擧げ られて 豐山能 化 職に 補す、 同 三十 一年 十二月 二十日 寂す、 
壽六 十七'  著作 義林 章目講 記十卷 、淨 菩薩 心 私語 要 錄 、住 心 
品 私記、 永 波 同異 章 私考、 慈猛 流口訣 、興敎 大師 行狀 記、 各 


(五 四 七） 
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三卷 、極微 成 折 考二卷 、懺悔 文 私記、 俱舍 論日詮 記、 因 明 入 
正論 科注玄 談 、同宗 過幷 不决擇 、同 入 正 理論 講錄 、六合 釋茶 
談 、有宗 七 心考 、標 眞避異 、悉曇 章 指南、 三論 宗 綱要、 眞言 宗 
綱要、 密海慈 舟、 璺山眞 砂 集、 各一卷 ぁう、 (新義 眞言 宗史) 

ソ ー ぜン 相 山 1 一 H: 3£: o: 〔淨 土宗〕 駿河寶 臺院の 僧な 
う、 相 山は 眞蓮 社諦 譽と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず、 法 
を 巖 宿 R 嗣 ぎ、 傳 通院の 學侶 となう、 後增上 寺に 入うて 學頭 
となる、 貞享 三年 水 戶中納 言 光園の 請に ょり 駿府寶 臺院に 住 
して、 法 化を 布き、 元祿 三年 十月 三日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

ソ- サン 相*:: i  リョ  - H  - 良 永を 見ょ、 

ソージ ツ相實 一八 i 5: 〔天台宗〕 近 江比歙 山の 學 僧な 
う、 相 實は字 法 曼院と 云 ふ、 鄕貫詳 かなら す" 比 叙 山に 登 
う、 三昧 阿闍 梨、 桂林 房良祐 、圓陽 房 陽 宴、 相 豪に 歷 事し、 
事相の 秘奥を 傳 ふ、 永 萬 元年 七月 七日 寂す、 壽歃 く、 著作 息 
心鈔 、相實 私記、 審印 信謬譜 ぁう、 (台密 血脉譜 、諸宗 章 疏錄) 
ソ ー シュン 相 俊 (一 さ 〔天台宗〕 肥 後 飯 田 山の 學僧 
f  相 俊は 鎭 西の 人 兄 般若 房に 從 a て 受學 し、 顯密を 盡 

す、 泉 涌 寺の 俊钙師 に 顯密の 法を 受 く、 寂 後人 師を後 般若 房 

とい ふ、 師の兄 般若 房は 祕密莊 嚴記一 百卷を 撰す、 共に 寂 年 

歃く 、(本朝 高僧 傳) 

ソージ ヨ相助 一六 五 H: 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧な 

う、 相 助は 其 鄕貫詳 かならず、. 增賀に 師事して 天台 敎を學 

び、 平常 念佛怠 6なし、正曆四年寂す、壽缺く、ハ三外往生傳) 

y?3  相 # ゼ デン 是傳を 見よ、 


ソ丨 (相) ぜ —3 


y l ヨ 相譽  ホ— クン 法 運 VJ 見よ、 
y lH ン總圓  シ 妒 ョク志 玉を 見よ、 

ソー ガク 總覺 (一九 s 九〕 〔臨 濟宗〕 越 前淨福 寺の 禪僧 
なう、 總覺 俗姓 生國 不詳、 幼よう 建 長 寺 R 入う、 兀菴 寧に 師事 
し、 後、 支那に 渡う、 叢林を 遍歷 す、 東歸の 後佛源 禪師正 念に 參 
し、 趙州狗 子 無佛 性の 公案を 提 持す、 偶 大慧の 法語を 閱 し、 
不壤 tit 間 相 而談實 相の 語に 至うて 信 入の 處あ $、 趨 6 て 佛源 
禪師正 念に 吿 ぐ、 禪師呵 して 日 ふ、 門よ 6 入る 名のは 是れ家 
珍に あらず、 と、 一日禪 師 上堂狗 子の 話を 擧して 日 ふ、 有無 
の會を 作す を 得され、 但 直下に 個の 無を 提 せよ、 と、 遂に 高 
聲に 無と 云 ふ、 總覺聞 得て 豁然 大悟す、 禪師 即ち 法衣を 付し 
て 印 可す、 越 前の 檀越 某淨福 寺を 創し、 請して 開山と す、 示 
寂の 年時缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ソー キク 總菊二 _: 二 五 〔曹 洞宗〕 伯耆觀 音 寺の 禪 僧な 
う、 總菊 字は 秋 山、 靑蓮寺 嘯巖全 虎に 法を 受け、 観音 寺に 
出世す、 伯 耆守豐 輿 師の道 風を 慕 a 、 弟子の 禮を 執. 9、 厚く 
田園を 施す、 弘治 元年 十月 七日 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 
燈錄) 

ソ 1 ゲ ー 總戴  1  ( . ) 〔曹 洞宗〕 越 前 心 月 寺の 禪 僧な 

6、 總藝 字は 才翁 、幼に して 出家し、 諸老を 徧參 し、 大室 
總 芳に參 して 其 法を 得 席と 踵き て 越 前 心 月 寺 R 住す、 檀 請に 
よ 信 濃長與 寺を 開く、 詔に よう 總持 寺に 出世す、 寂 年 及 a 
壽缺 く、 長 興 寺に 塔す、 法嗣圭 嶽珠白 あう、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

ゾー ジ 總持 (一九 五 S  〔戒律 宗〕 河 內西林 寺の 律 僧な 
yll 上 相、 總) 
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ソ 1 へ 雜)； ' ン彳ユ 

ク， 總持 は號を 日淨と 云 a 、 大和の 人、 源景 親の 子、 睿尊 
の 姪な $、 幼に して 佛 經を崇 び、 多羅 尼 童子と 名く、 寬元二 
年 # 尊を 師 として 剃髪し、 尋で 具足 戒を受 く、 建 長の 末睿尊 
の屬 命に よう 河 內西林 寺を 領 し、 開 會說戒 し、 弘長二 年 重ね 
て 自誓受 具す、 弘安九 年 支那の 僧行禪 をして 法 華經を 書せ し 
め、 且 七日を 期して 法 華を 手書し、 懺 法を 修 し、 父の 冥福を 
資 く、 又 母 恩に 報して 尼鈔資 行 錄を 撰す、 正應 三年 四 王院に 
就て 最勝會 を 開きて 響 尊の疾 を 祈う、 其 寂す る R 及び、. 忍 性 
信 空 等と 共に 心に 誓 a て 其 遺 託を 墜 3 ず、 寂 年 及壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傅} 

ソ •-ジ ボ丨總 持 房  リユ— セ V 隆暹を 見よ、 

ソ丨ジ ヤク總 寂  シン エ眞慧 を 見よ、 

ソ ー ツ 1 總通一 一 i.: 一 i; 〔淨 土宗〕 越 前 欣淨院 の 開山な 
$、  總 通は 英譽 と號 し、 越 前の 人、 隨流に 投じて 剃 髮受業 
し、 州の 丹 生 郡 白濱の 欣淨寺 開山と なる、 後、 伊勢山 田に 於 
て 寂す、 時に 延寶 元年な う、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソ1 ホ ー 總芳 (■ …… ) 〔曹 洞宗〕 越 前 心 月寺禪 僧な 
う、 總芳 宇は 大 室、 大英梵 策の 法を 嗣 ぎ" 越 前 心 月 寺に 住 

す、 寂 年 並に 世壽缺 く" 法嗣才 應總藝 ぁ"^  (日本 洞 上聯燈 

錄) 

ソ 1 ユ 1 總融二 5: @| ハ 〔華 嚴宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な 

う、 總融 字は 通識 ，別號 は 雪 心、 久しく 靈 波に 侍して 戒律 

を 學 ひ、 學諸敎 に 涉うて 尤も 華厳に 通す、 大和の 龍華院 R 住 

し、 戒擅院 に 移つ る、 至德 三年 四月 二十 一日 寂す、 壽缺 く、 
(本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 


_ _  ——ソ ー( 總 、聰 ) 

ソ 3 ヨ ショ- ガソ 淸巖を 見ょ、 

ソ！ キ聰暉 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 僧な $、 

聰暉 字は 東海と 云 ふ、 無礙妙 謙に 師事して 印 可を 受け 建 長 寺 
R 住し 大に宗 風を 揚 r 寂 年 及壽缺 く、 (延寶 傅 燈錄) 

ソ ーシ ユ ー 聰秀二 5: 三 一 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪 僧な 
う、 聰秀 字は 實 翁、 俗姓 不詳、 葦 航道然 に 師事し、 後 R 高 
峰顯 日に 事 ふ、 元 R 航 し、 諸 刹を 遍歷 す、 東 歸の後 淨智建 長 
に 藤 住す、 貞治 年間 長 福 寺を 開く、 晚年建 長 寺 中の 大智菴 に 
退 休し、 應 安四 年 三月 廿七日 寂す、 聰秀 書に 巧妙な 6、 元の 
天子 詔して 浪 6 に 書す る 乙 とを 許 3  C 6 きと 云 ふ、 又 詩 1: 善 
す、 一二 首を 傅 ふ .', 遊，， 吉備中 山， 作、 に 日 ふ 三月 三春 盡 、風 
光一 夢 間、 偶 逢 U 無事 日 〖遠 尋- 有 花 山 『路與 k 巖 高下、 人隨 
，雲 牲 還、 兩天敎 _ ，我 友 — ■» 隱約 自來攀 、遺偈 R 日 ふ 末 後一 句、 
佛祖不 k 知、 掀翻四 大海、 踢倒五 須彌、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧傳) 

y l ホ 聰保一 . i; 一一： 一 〔淨 土宗〕 武藏勝 願 寺の 僧な $、 
聰保は 聖蓮社 冏譽如 忍と 號 す、 相 模小田 原の 人な 6、 廓 山に 
師事して 淨土宗 を學び 、鴻巢 勝 願 寺に 住す、 寬文 元年 四月 二十 
四日 寂す、 壽缺 く' 嗣法聽 譽 保 山 ぁう、 (淨 土總 系譜) 

ソ 1 3 聰林  ユ -n- 酉 仰を 見ょ、 

ソ 19 ン聰林 •ニー 五 ra 〔浄土宗〕 江 戶善德 寺の 開山な 
う" 聰 林は 十 蓮社樂 譽と號 す、 俗姓は 千 葉 氏 胤 行の 子な 6、 
酉 # 上人に 就て 剃髪し、 法を 聰 譽 上人に 嗣 ぐ、 江戶淺 草に 善 
德寺を 荆して 開山と な-^、 明應 三年 七月 十六 H 寂す， 壽缺 く* 
(淨 土總 系譜 J 
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書辭 名人 家佛 本日 


ソ 1ゲツ往心月二 =: —: --: 〔浄土宗〕 山城 善 法 寺の 開山な 
トノ、  窓 月は 西 # と號 し、 山城の 人な $、 靈巖に 師事して 法 
を 嗣 ぎ、 州の 久世郡 宇治 善 法 寺の 開山と なる、 慶 安四 年 八月 
十五 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソ ー サン 宋山 i 三 Is 〔曹 洞宗〕 遠 江 可睡 齋の禪 僧な 
$、  宋山 字は 士峯 、伊勢 國篠 島の 人な $、 俗姓は 石橋 氏 幼 
にして 妙 見 寺 等 膳 禪師に 依て 出家す、 十八 歳に して 具足 戒を 
受 く、 膳 可 睡齋に 遷 る、 師侍從 す、 膳の 遷化に 及んで、 一 柱 
位を 嗣 C •師 入室し、 機 語 相 契 ふ、 慶長 三年 幕府の 命を 承け 
て 可睡齋 に 住し、 僧錄 司に 任せら る、 五 年 幕府 命して 江 戶の城 
中に 曹 洞の 高僧を 召し 論議せ しむ、 師其 事を 司る、 家 康大に 
師の德 望を 歎して 親しく 法 門を 問 S、 賜賫最 7P 多し、 已 にし 
て 事務を 謝して 金 生 寺に 退 居す、 秀忠 寺產を 寄附して 老を養 
はしむ、 寬永 十二 年 九月 廿 三：！： 寂す、 壽九 十二 歳、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

ソ 1;、 ンユ ン宋順  ジカィ 慈 海を 見よ、 

ソ 1エ ン錐又 一^  キョ— シュン 慶舜を 見よ、 

ソ1 ク 惟ス * _  ドーシ ニ— 道宗を 見よ、 

ソ ー ホ ー 雙峯  シ ri  ~ ゲン 宗源を 見よ、 
ylFl 草堂  トク ホ-得 芳を 見よ、 

ソ ー ド ー 草堂  リン ホ 1 林芳を 見よ、 

ソ 1 クウ ン相心 觀  シホン 思 本を 見よ、 

ソ 1 ヨ 相 心 參 日  ク 7 クド- 廓 道を 見よ、 

ソ- デン 桑田  ド丨 カィ 道 海を 見よ、 

ソ1 3 ヌ菜建 !==* リヨ— テキ 了 的を 見よ、 

ソ上窓 、宋 、雙 、草、 想、 桑) 


ソーア 叟阿  リョ-カク 良覺を 見よ、 
y l ダウ h jL ド丨ヶ -道 契を 見よ、 

ソ ー ゲン W0  テキス ィ 滴水を 見よ、 

ソ1シ ユ 1 口 1シ 3 1 斗 M ^I 老樵  ェソシ キ圓識 V ■見 

よ、 

ソ1 3 走 寒 1=1 レン サッ 連 察を 見よ、 

ゾ ー エン 增延 (一入- i) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な 
う、 增延は 和 泉 のん、 高野山に 登 6 良 幸阿闍 梨に 師事し、 
秘軌を 受 く、 勸學 力行な- <= '，一字 三禮 して 經典を 寫 す、 每朝 
大佛頂 呪 尊 勝 呪、 幷に理 趣 經二千 遍慈救 呪 一 萬 遍を誦 じ、 毎 
夜 千禮 す、 永 萬 元年 十月 廿 五日 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

ゾ ー ガ增賀  _ i? s  〔天台宗〕 大和 多武峯 寺の 僧な う、 
增賀は 俗姓 橘 氏、 京鄱の 人、 參議恒 平の 子な う、 延喜 十七 年 
R 生る" 幼稚の 時よ-^ 異相 あう、 四歲 にして 始めて 父母に 吿 
け、 自ら 出家 せん 乙 とを 請 ふ" 十歲 に して 父母に 携 へられて 
比 叙 山に 登 $、 慈惠 僧正 良 源を 問 a て 侍 童と なる、 幾許 もな 
く 解 行 共 (C 優れ、 三 塔の 間に 盛譽 喧し、 乃ち 僧正を 仰き て 得 
度 受戒し、 大乗の 比丘と なる、 爾來比 叙 山の 法規 R 遵ひ 、十 
二 年の 間 山を 下らす、 修行の 功を 積む、 其 後 大乗の 比丘の 威 
儀を 整へ、 僮 僕を 名 從へて 京師に 入 6、 五條 西 涧院な る 父母 
の 家を 訊 ふ、 然る ic 當時父 己 R 沒 し、 母 寡居して 家を 守 6、 
一門 零落し、 牆壁 破れ、 檐庇 傾き、 舊時 の觀を と、 めす、 師 
其 荒廢を 見て 大に 驚き、 且つ 悲み 、母 R 謁して 具に 侍 養を 怠 
る 罪を 謝す、 然る R 母は 却て 悅は す、 嚴 然として 誡めて 
日く、 汝は已 に 出家の 身 なれば 汝の待 養を 求めす、 唯 汝か修 


ソ丄叟 、概 、曹 、走} '/ 上 增) 


書辭 名人 家佛 本日 
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行の 功 ^ 賴みて 、一日 も 早く 菩提の 道を 成就し、 兩 親を 救は 
ん乙 とを 望むな う、 然るに 今汝を 見る R 美麗なる 袈裟を 着け、 
僮 僕を 從 ふは 汝の心 菩提 にあら すして 名聞に あるに あら 3 る 
か、 汝徙に 名聞を 求む るなら は、 兩親も 永く 出 離得脫 する 乙 
と 能は 3 るへ し、 云云、 と、 增賀は 母の 言を 聞きて 大 に 愧 ち、 
且つ 威し、 膝下に 拜 俯して 慈訓を 受け、 直 R 比 叙 山に 還 6、 
以前に 倍して 解 行を 勵み 、誓を 立て、 一千 夜の 間 根本 中堂 R 
籠う、 毎夜 本尊 藥師 如來の 前 (C 一千 禮を なして 菩提の 心の 發 
乙る やう 祈願し、 一千 夜の 期滿 ちて 何の 靈驗 $: も覺乏 すと ' t: 

一 錫 飄然と して 山を 下う、 近江路 ょう 東行して 伊勢に 入う、 
太 神宮に 詣て 、同榛 の 祈願を なし、 一夜 夢 R 菩提を 發 3 んと 
する には、 其 肉體を 見るな かれと 吿 くる もの あ*^ と覺 ぇ、 全 
く 太 神宮の 靈吿 なう と 信して 大に歡 喜し、 乙 れ ょ-^ 名聞を 嫌 
ふ 乙と 蛇竭の 如く、 即時に 装 裳 等 一切 着用す ると 乙 ろを 脫き 
棄て V 路傍の 乞食に 施與 し、 身 R 寸絲を 掛けす して 歸途 に 趣 
く、 行人 笑 嘲 すれと も師 自若た 6、 四日を 經て比 叙 山に 歸 る、 
儕輩 狂と なし、 或は 笑 a 、 或は 憐む 、慈 惠竊 に師を 招きて 日 

く、 我れ 汝の 名利を 捨つ るを 知る、 但左 狀貌玆 R 至 $ ては 甚 

しからす や、 外は 威儀を 正しう し、 內は 名利を 捨つれ は 可な 

らす や、 と、 師 日く、 我れ 永く 名利を 離る、 を 得て 後、 師の 

訓に遵 はん、 と、 高く 叫 ひて 走 6 去る、 慈惠 門に 出て 目送 感 

泣す る 乙と 久し、 是よ 6 後 破 笠瘦筇 四方に 雲 遊し、 實を隱 す、 

冷泉 上皇 勅して 供奉と な 3 ん とす、 師輙 ち佯 $ て 狂し 去る、 

東 三 條院詮 子 (一條 天皇の 母) 師を 宮中に 延きて 戒師 となす、 

師 In ち 南 殿の 高欄に 倚 6、 宮女に 向 a 放屁して 去る、 一日 人 


ゾ上增 )ガ 


あう 新に 佛像を 作う、 師の慶 讃を請 ふ、 途中 惟た 何 法を 說く 
へき かを 思 ふ、 忽ち 猛省して 日く、 是亦 名利を 邀 ふるな う、 
我今魔に魅せらるな6と-檀家夂至6大に檀主を罵6て慶讃 
せす して 歸 へる、 比 叙 山に 內論義 あ 6、 其 法は 論義訖 うて 後 
大衆 供 佛の餚 譲を 以て 之を 前庭に 擲ち 、乞食を して 競 a 集 6 
て 食は し 〇 るを 以て 常例と す、 師或時 衆 中ょ- C\ 出て 之を 取. CS 
て 食 ふ、 衆 嘲うて 日く、 增賀は 狂せ うと、 師日 く、 我 狂せ す、. 
貴坊等 乙 を 却て 狂せ る なれ、 と、 慈 慧の 僧正に 任せられ、 宮 
に 入うて 恩を 謝する に 方う 儀衞 甚だ 盛な う、 都人 聚 6 て 見る、 
師 乾® 魚を 帶して 劎 となし、 瘦牛に 乘 6 前 軀の 列に 交る、 諸 
徒 叱して 之を 去らし む、 師勵聲 して 日く、 僧正の 前軀 我を 去 
6 て 誰か せん、 常に 歌 a て 日く、 名聞は 乞食の 樂に 若かん 
や、 と、 應和 三年 七月 如 覺禪師 に勸 めら れて多 武峯に 上る、 

其 山川 風物 甞て 夢み たる 如くな 6 とて 深く 感 喜し、 終焉の 志 
を 決し、 錫を 智朗 の舊菴 に駐む 、其 住持 千滿 "寺 主 平 仙なる 者、 
新に 三 間の 精舍を 建て 師を 奉して 之に 居る、 師 其精舍 にあ 6 
て 山 月 {C 對して 三觀を 凝し、 綱 泉を 聞きて 一心を 澄ます、 或 一 
は密 供を 修し 、或は 妙經を 諷し、 造次 顚沛 間斷 なし、 如覺、 
千滿 、泰 善、 聖昭 、平 救 等 敬 事して 學を 受け、 仁賀 、行眞 等 
德を 慕 a て 來う 居る、 每歲 四季 各 法 華 三味 三七日を 修す 、康 
保 元年 止 觀を講 し、 明年 文句を 講 す、 天 延二年 十月 十五 日 初 
めて 維摩 會を改 めて 法華會 となし、 一 僧を して 竪義 せしめ* 
奥義を 論决 す、 寬政 年中鈔 釋玄義 を 著す、 師多 武峯 {C 住する 
乙と 四十 一年な $、 i 日 門弟を 集めて 死期 遠から § るを 語-^、 
即ち講筵を設けて深義を演說し、侍僧に命し碁局及ひ_泥を 


(:九 四 七） 


書辭 名人 家怫 本日 


持ち 來 らしめ、 便ち 局に 就き 手から 談 し、 韓を 被うて 胡蝶の 
曲を 奏す、 仁賀 1£ (故を 問 ふ、 師 日く、 我 少時 此二 事を 嗜む、 
然れ とも 人の 爲 に 諌止 せらる、 餘習 除き か / 2 く、 動 も すれは 
持 念す、 一毛 繫着 すれは 万劫の 苦 因な 6、 故に 今 之を なして 
消 遺す るな 〇、 >; 、然る 後 第 子を して 念佛 せしめ 自ら 靜室 ic 
入 6、 繩 床に 坐し 法 華 V 誦し、 誦讀罷 みて 俄に 日く、 聖衆來 
れ -CN と、 乃ち 辭 世の 和歌を 吟し 、金剛 印を 結 ひ 泊 然として 寂 
す、 壽八 十七、 實に長 保五苹 六月 九 B な*^、 (增 賀傳 、往生 極 
樂 記、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 蓋し 多武 峰は 定慧の 開く と Z. ろに して 法相 宗に屬 し / 2 
る も、 增賀 入- CN て 住する 後、 轉して 天台宗と な 6、 比 叙 山延 
曆 寺の 別院と なる、 

ゾ ー キ曾基  一一 一 gf 二 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な \ 
增基 俗姓は 藤 原 氏關白 基忠の 子な 6、 出家して 覺助淨 雅の二 
師に 師事し、 元亨 年中 三 井の 長 吏と なる、 文 和 元年 七月 廿一 
日 寂す、 壽七 十一、 (三 井續燈 記) 

ゾ ー コ 增護 ； 5; 一 - S: 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 長者な 6、 

增 護は 二條 左大臣 治 孝の 息" 童 名家 壽 君と 云 ふ、 文政 三年 五 
月 七日 山城 隨心院 に 入り 得度し、 大 僧都と な 6、 同 八 年 十二 

月 十九 日 大僧正に 昇う" 護持 僧と なる、 安政 二 年 七月 東 寺 一 

長者 法務と なう、 明治 八 年 十一月 十二 日 寂す、 

ソ 1 シュン 曾 俊 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 小 野隨心 院の 

開山な う、 增俊は 中納 言阿闍 梨と いふ、 京師の 人 常 鄕國俊 

の 子な う、 幼に して 出家し、 四 度の 法業訖 はうて 傳法 戒壇に 

登. CN、 灌頂職 位を 受け 嚴覺の 法を 嗣き 、去うて 一方に 法幢 VJ 

ゾ ー( 增) キ—シ 


建て、 隨心院 派と 稱 す、 即ち 曼荼羅 寺 一院な 6、 寂 年 缺 く、 
附法 一人 顯嚴 ぁう、 (後 傳燈 廣錄) 

ソ ー ゼン 增全 一1|」 ^ ハ 〔天台宗〕 近 江極樂 寺の 僧な 6、 
增 全は 河内 國河內 郡の 人、 十八 歲比叙 山治哲 法師に 就て 出家 
し、 天 安二 年定光 大師に ょ-^ 大僧 となる、 慈覺 大師に 秘密 敎 
を 受け、 內 供奉と なう、 後、 極樂寺 最初の 座主と な 6、 延喜 
六 年 正月 六日 寂す、 壽 七十、 (三 外 往生 傅) 

ゾ ー チ 管 知日 ( ：.) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な 
う、 增智は 藤 原 師實の 子、 少に して 園 城 寺に 入う、 增譽僧 
正を 師 として 落髮受 具し、 顯密の 敎を學 ふ、 千 光院に 住し、 
法 印 權大 僧都に 任す、 幾なら すして 園 城 寺の 長 吏と な*^、 僧 
正 ic: 轉し 、法務を 兼ね、 某 年 日蝕を 祈うて 牛車の 宣を賜 ふ、 
寂 年、 及 a 壽歃 く、 (本朝 高僧 傅) 

ゾ丨チ ユ 1 增忠.  一. ^ L: 五八 〔天 怠 S 近 江 園 城 寺の 長 吏な 
P，  增忠は 猪 熊 殿の 子、 弘 安八 年 十二月 七 H 園 城 寺の 長 吏 
に 任し、 永 仁 六 年 正月 廿 四日 寂す， (三 井續燈 記) 

ゾ！ ，』ヨー 增命  一一 g ig 〔天台宗 £ 江延曆 寺の 座主な 
6、 增 命は 京都の 人、 左大夫 桑原 安岑の 子な 6、 少 にして 
比 叙 山に 登う" 西塔院 の延最 R 師事す、 齊衡二 年 詔に ょ 6 試 
席に 登る、 時に 十四 歲 な-^、 二 年を 經て 東大寺の 戒壇に 登 6、 
具足 戒を受 け、 貞觀九 年 比 叙 山 {C 登うて 菩薩 大戒を 具し、 慈 
覺 大師に 天台 敎を習 ふ、 仁 和 元年 圓珍 座主に 三部 灌 頂を受 く、 
寬平 三年 夏 西 塔の 釋迦堂 後に 菴を結 ひて 禪 坐す、 昌泰二 年 園 
城 寺の 長 吏に 任す" 延喜二 年 齋宮公 主 病 あ 6、 無 動 寺 相 應に 
命して 穿 念せ しむる C と 十日なる 7^ 効な し、 因 6 て 師を 召し 


ゾー( 增) ゼ —  2 
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ダ ー (取) ユ —ョ 

て 持 誦せし む、 日なら すして 癒ぇた*^、 此 年長 公主師 を六條 
院 R 迎へて 出家 受戒し、 灌 頂を 禀 く、 五 年 四月 宇多 上皇 比 叙 
山に 幸し、 師 に 隨 a て 受戒灌 頂す、 十一月 總持院 にて 蘇悉地 
の 法を 受 く、 翌年 比 叙 山の 座主と なる" 十 年 九月 上皇 千光院 
に 幸し、 阿闍梨 位を 受け、 親しく 磨铆の 袈裟、 香爐、 數珠、 
並に 御衣を 賜 ふ、 十五 年 秋 天下 疱瘡 大に 流行す、 帝 も 亦不豫 
なう、 師に 詔して 宮 に入う持念せしむ"尋きて少僧都に任せ 
られ 、延長 元年 春 宮中 騷擾 あるの 際、 命を 奉して 之を 治む、 
五月 一日 山に 歸ぺ り* 僧正 R 任せられ" 法務を 兼 管す、 天台 
の此 任命は 師に 始まるな う、 三年 秋 天皇 瘧を 病む、 師亦 之を 
禱うて 癒 やす、 延長 五 年 十二月の 初旬 病を 得， 十日 寂す、 壽八 
十五、 此月 十七 日間 珍に 智證 大師と 追號 す、 藎し師 の 先に 奏 
請す る 所に 依るな-^、 師の 遺命に ょう 師を靜 觀と諡 す、 (本朝 
高僧 傅) 

ゾ 1 ユ ー 增祐一 •六 H: 六 〔天台宗〕 山城 如意 寺の 僧な 
り、 僧 祐播磨 賀古郡 蜂 目鄕の 人な う、 京に 入り 如意 寺に 住 
し、 念 佛誦經 を 事と し" 貞元 元年 正月 身に 十瘡 あり、 飮食例 

にあらず'  夢に 寺 中 西 井邊に 三 車 あう. 問 a 日 ふ、 何 車 か、 

車 下人 あう、 答へ て 日 ふ、 增祐 上人を 迎へむ ためな うと、 重 

ねて 夢に 車 初め 井邊 にあう しもの 房 前に あう、 同月 晦日 增祐 

弟子 R 謂て 日 ふ、 死期 旣に 至る、 葬具を 儲 ふべ し、 と、 弟子 

等に 扶け られて 葬 所に 向 a 、 豫め 鑿ち おける 一大 穴の 中に 陷 

り、 阿 彌陀佛 を 念誦し なから 寂す、 (往生 極樂 記、 本朝 高僧 

傳) 

ソーョ 增擧 a  蓮  〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主 次う、 


ゾ 1( 增、 藏) 


增譽 は權 大納言 藤 原 經輔の 子、 少時よ 6 佛に歸 し、 園 城 寺 行 
觀 僧正に 師事して 得度す、 普く 聖跡を 巡う、 呪 練 難行して 神感 
あう、 三 井の 千 光院洛 東の 聖護院 を 建て、 熊 野 神を 勸 請す、 
應德 元年 秋 中宮 賢 子 崩す、 白 河 天皇 召して 師 に 法華實 相の 深 
旨を 聞き、 勅して 法 印に 任す" 寬治 三年 三 井の 覺圓の 讓を受 
けて 法務と なる、 同 五月 勅を 受けて 神 泉苑に 孔雀 經 法を 修し 
て 雨を 禱 る" 八 年 秋 天 王 寺の 主と なり、 永 長 元年 權 僧正に 任 
す、 承德二 年廣隆 寺を 司とう、 康和二 年 園 城 寺の 長 吏に 補す， 
三年 春 白 河 上皇 鳥 羽院に 論議を 開き 師に 命して 證議 者たら し 
む" 四 年 正 僧正に 轉 し、 三 山の 檢 校を 主と る、 此職帥 より 始 
まるな う、 又洛 北の 一條 寺 {C 住し、 長 治 二 年延曆 寺の 座主に 
任す、 尋きて 大僧正に 任し、 尊 勝 梵釋崇 福 等の 十三 寺を 兼領 
す、 嘉承二 年 最勝會 の證義 者と なる、 永久 四 年 二月 十九 日 寂 
す、 壽八 十五、 (本朝 高僧 傅) 

ゾ19 增利  一一 ハ ハ 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な-^、 
增利 俗姓は 坂 氏、 中 納言家 時の 子、 紀 伊の 人な 6、 或は 云 ふ 
姓は 伴 氏 山城の 人な 6、 と、 興 福 寺 載 豐空操 二師に 事へ て 法 
相を 學び 、二十歳 R して 東大寺 R 受戒す、 貞觀の 末 大安 寺眞 
然に從 つて 胎 金の 秘奥を 傳 へ、 興 福 寺 R 居して 法相を 說 き、 
兼て 密法を 修 す" 延喜 三年 維摩 會の 講師と なう、 六 年 律師に 
任ず、 十一 年敕に より 維摩 會の 探題と なう、 十六 年少 僧都に 
昇る、 延長 三年 大僧 郡に 轉 し、 西唐院 R 退き 六 年 七月 十三 日 
寂す、 壽九 十三、 臘七 十二、 (本朝 高僧 傅) 

ゾ 1 ウ藏有 一. 八 八 —: 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な う、 
藏有 字は 三 河 僧都と S ふ、 理性 院宗 嚴の傳 法灌 頂を 得、 照 


(—五 七） 
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阿雅 西の 法を 受 く、 承久 三年 十一月 九日 寂す、 附法九 人 あう、 
寬秀 、蔵 秀 、藏寶 、敷 覺 、琳經 、叙 賢、 深 尊、 昌祐 、藏尊 等、 
是な う、 (績 傳燈 廣錄) 

ゾ1 エン 藏緣 ( . )〔 . 〕 越 前 白山の 僧な 6、 

藏緣 は泰澄 和尙の 徒な 6、 專ら 地藏の 名號を 持して 他を 省み 
ず、 北 國に遊 化して 他方に 出て す、 白山 立山を 以て 修練の 塲 
所と す、 晚年 白山の 笥 笠に 菴 居し、 某 年 寂す 壽缺 く" (本朝 高 
僧傳) 

ゾ 1 カィ 藏海 (一 5 四 S  〔曹 洞宗〕 武藏某 寺の 禪僧な 
う、 藏海 は、 俗姓 生國詳 ならす、 一に 越後の 人と 云 ふ、 出 
家して 曹洞宗 の 宗學に 力を 用ゐ 、天明 四 年 武藏川 越 其 寺に 於 
て 正 法眼 藏を講 し、 後、 錕して 正 法眼 藏 私記と 云 ふ、 示 寂 年 
月日 缺 く、 著作 正 法眼 藏 私記 若干 卷 あう、 

ゾ ー カ ィ藏海  ショ-チン 性 珍を昆 よ、 

ゾ ー カ ィ藏海  ムジン 無盡を 見よ、 

ゾ ー サン 藏山  ジ ュ ンク- 順 空を 見よ、 

ゾ1 シュン 藏俊 (一八 三 八) 〔法相 宗〕 大和 輿 福 寺の 學僧 
f、  藏 俊は 京都 貴族の 子、 覺晴 、覺 超二師 に從 a て 法相 

を 受け、 諸師の 門に 遊 s て 益々 支 致を 研く、 仁 安二 年 維摩 大 

會に登 6、 後、 菩提 院に 住し、 本宗 を弘 む、 安元 年中 高 倉 天 

皇の 詔に よう 相 宗章疏 の 目録を 纂し て呈 進す、 治 承 二 年 興 福 

寺を 董し 、其 年 寂す、 平清盛 奏して 僧綱を 追贈す、 法 弟 七 人 

あ 6、 就中 覺憲 、堯諶 等 最も 顯は る、 著作 因 明疏廣 文集 三十 

八卷 、因 明 疏鈔 四十 一卷 、並に 注進 法 和 錄一卷 あう、 (元 亨釋 

書、 本朝 高僧 傅、 諸宗章 疏錄) 


ゾ 1 シュン 藏春  チ ュ-ド ン中 曇を 見よ、 

ノ 1 ゾ 1 藏叟  口.- ョ朗 眷 を 見よ、 

ゾ ー チン 藏珍一 一一 g II 〔臨濟 宗〕 相 模圓覺 寺の 禪 僧な 
、 藏珍 字は 玉 岡と 云 ふ、 別傳紗 胤に 從つて 東來し •出て 
相 模善福 寺 上野 長樂寺 相模阅 覺寺 等を 藶遷 す'  應永二 年 四 
月 二十 二日 病に 罹り、 偈を 書して 日く、 來不 i 入 k 門、 去 不レ出 
\戶、赤肉圑頭、淨寂光土、と、筆を投し、卽時に寂す费-ノ 
十一、 (延 寶庳 燈錄) 

•'VI マン 廣萌 (一八 二) 〔法相 宗〕 山城 笠 置 山の 僧な 
ぅ、 藏滿は 俗姓 不詳、 東大寺 義藏 法師に 帥 事し、 諸經 論を 
習 ふ、 相 者 通 照と 云 ふ 者、 師を 見て 日 ふ' 子學に 敏なれ ども、 
壯 年に 至らず、 須く學 を棄て 、精修 すべし、 師 乃ち 山城 笠 置 
山の 岩窟に 禪 坐して 苦 修練 行頭 燃を 救 ふかごと し、 每朝必 ず 
地藏 菩薩の 號を唱 ふ、 三十 歲に して 益精修 し、 九十 餘に して 
寂す、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 本朝 高僧 傳藏滿 の 年代を 錄 せず 盖し仁 平の 前後の 人なら 

む、 

ゾ 1 ロソ 1 藏雪叟  シュ- ジュン 宗順を 見よ、 

ゾ ー ロ ク藏丄 ハ  ヱ クフ 慧果を 見よ、 

■、xl ロ クアン 藏丄 ハ ^ リョ！ グヮン 了 願を 見よ 
2/ 1 カ ィ象海  エタ ン惪湛 を 見よ、 

ゾ1 ザ 象 外  ゼッヵ ン禪鑑 を 見よ、 

ゾ 1 サン 象 山  ジョゥ ン徐 雲を 見よ、 

•、N1 V ヨ 象 一 初  チュ I  n 1 中爻を 見よ、 

ゾ ー セン 象 先  モン ギッ 文岑を 見よ、 


ゾ ー(. 藏-エ ーシ 


!/ 丄藏 、象 
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ゾ丄 象、 雜) ソク (即) 


ソク (即 、則) 


!/ ! セン^ ジョ- レキ 淨歷を 見よ、 

>/ 1 ホ _ 象が fEL モン ガ 文雅を 見よ、 

ゾ ー ウン 象 雲  ギョ— テ-行 貞を 見よ、 

^ I ^ K» 1 雜寒堂  ド- ヒ道 費を 見よ、 

ソ クタ 即阿  シ V ヶ丨秦 問を 見よ、 
y ク T ン 即 養  シ ユ I カク 宗覺を 見よ、 

ソク アン 即菴  シユー シン 宗 心を 見よ、 

ソ ク V チ即ー  ゲン シ玄趾 を 見よ、 

ソク方 ーイン 即往院  H ン リユ-回 龍を 見よ、 
y クシ ン即心 l; i: ハ 〔曹 洞宗〕 甲斐 文 珠院の 第二 代な 
$、 10 心は 號を圓 瑞と稱 し、 甲斐の 人な $、 大乘寺 卍 山に 
師事して 其 法を 受け、 鄕に歸 へ $、 文 珠院を 建て、 卍 山を 請 
して 開山と なし、 自ら 二 代に 居る、 元 文 元年 正月 六日 寂す、 
壽七 十餘な 6、 

y クシ ン^^ >li ジャ クチ ョ丨寂 超を 尾よ、 

ソクゼ イン 即是院  ニ チタ 7 ン日完 を 見よ、 

ソ タト— 即 g  リヨ ー  シユ- 良 拾を昆 よ、 
y ク 即同 こ ^ 七 - 一 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第三 十 

八 代な $、  即 同字は 逮 見、 武藏 幡羅郡 儀瀨材 の 人な 6、 幼 

R して 邑の 成就 院 R 入うて 剃髮受 度し、 豐山 R 登 6、 學業成 

うて 武藏 金剛 院に 住し、 彌勒 寺に 移る、 文化 五 年 選 はれて 豐 

山 能 化と なう、 在職 四年辭 して 閑居し、 文化 九 年 九月 二十 四 

日 寂す、 S 義 眞言 宗史 科} 

ソク 即道 il . ig 〔曹 洞宗 ^ 大和 靈鷲山 某 巷の 僧な 

令、 即道 字は 雲 門、 肥 前の 人、 俗姓は 富 永 氏と S ふ、 甫め 


て 八歲法 華提婆 品を 聽き 、激 奮して 父母 R 出家の 事を 乞 ふ も 
許 S れす 、漸く 十一 歲に して 許 3 れ 、玉 林 寺 天 淳禪師 {C 見 ゆ， 
十四 歳、 論孟、 五經 、文選、 老莊 、荀列 等を 讀み 、次 R 周易、 
韻 鏡、 俱舍 世間 品等を 讀む 、尋 $ て 江戶 に留學 する 乙と 五 年 
なり、 病に 罹ぅて 感發 し、 學 解を 放擲し、 諸方の 知識 宗匠を 
歷 訊して 請 益す る 所 多し、 後國 R 歸へ 6、 天淳の 命に より 攝 
津 大道 寺を 領 す、 享保 十二 年長 門 大寧寺 玉洲に 招かれ 首座と 
なる、 後、 攝津の 大道 寺、 三 河の 龍 海院に 歷 住す、 寶曆二 年 
三月 大和 靈鷲 山の 請に 應 す、 明 和 二 年 正月 微疾 ぁぅて 寂す、 
壽七 十六、 臘六 十六、 著作 語録 若干 卷 、法 嗣未徹 支 機 等 三十 
六 人 ぁ 6、 ( 續 日本 高僧 傅} 

ソク F1 即道  ク 7 ンサ ン觀 山を 見よ、 

ソクニ ヨィン 即如院  一ー チ ゲン 日限を 見よ、 

ソクヒ 即^^  ニョ ィチ 如 一を 見よ、 

ソク チユ！ 則 中 (一 H pq 二) 〔淨 土宗〕 尾 張相應 寺の 僧な 
則 中 字は 快玄 、阿波の 人、 無量 山 R 留ぅ常 に 起 信 論を 愛 
讀 して微 旨を 發 明し、 大衆に 講說 する 乙と 數百 回な 6、 世人 其 
菴を 呼で 起 信 菴と云 ふ、 延寶 三年 四月 學 者の 請に 因て 起 信 論 
文を 科 解して 二卷 となす'  別に 起 信義 一卷を 述ぶ 、六 年 七月 
宋柯 山の 偷師の 法 華 科 註 一帙を 得て 評を 加へ、 世 R 流行す、 
八 年 秋 冥 敎誡經 を 註す、 天 和 二 年 秋 冬の 間 量 岳 東 谷 R 於て 法 
華 經を講 す、 乃ち偷 公の 科 註 R 依る、 諸宗 の學士 翕然と して 集 
る、 聽徒 千を 以て 數 ふ、 三年 尾 州 大納言 延て名 護屋相 應寺 R 
居らしむ、示寂の年月日詳ならず、(鎭流祖胳) 

y ? プン 則傳〇 三 1 6  〔眞言 宗〕 豐後 彌彥 山の 修驗者 
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な $、 刖傳 一に 即傅に 作る、 阿 吸 房と 稱 す、 筑前柳 川の 人 
なう、， 初め 眞言 宗の惯 な 6 しが、 後、 彌彥 山に 登う、 修驗者 
とな 6、 諸 N を 周游 す、 永祿元 i 三 峰相應 法則 五卷を 製し、 
弟子！ P S 房 定 珍に附 す、 寂祀月 U 詳ゎ ならず、 

ソ V パィ 息 « 2 丸一 一 ゎ) 〔臨 濟宗〕 京師 其 寺の 禪 僧な 
う、 息 梅は 越. HM の 人、 丹 靑を鹑 舟 t 做 ふ、 墨書に 最も 妙を 
得た う、 寂 年壽詳 かならず、 (本糾 書史 、鑒定 便覽) 

ソ クコ ー 自心 W ガサン 峨山を 見よ、 

ソ クシ ツ 足 室  エンキ ユ-圓 給を 見よ、 

ソク； 、ン ml ィン 速 ) IK 院  ギダ ィ義諦 を 見よ、 

ゾ ク方 1 續汾羽  シユ ー デン 宗傅を 見よ、 

ソン ィ尊音 r- f&g  〔天台宗；！ 近 江 延將寺 座主な 6、 
尊意 俗姓は 丹 牛； 眞 入と 稱し 、京師の 人に して、 其 先は 應神天 
皇第七 皇子に 出つ、 貞觀八 年 七月 十五 日に 生る、 甫めて 十一 
歲の時 僧 賢 一に 從ひて 賀尾 寺に て受 度し、 三年の 間 寺を 出て 
ず、 日夜 千 手 陀羅尼を 暗誦す、 賢 一越 中 白山 R 入る R 方う、 
所持の 藥師佛 像を 師に附 す、 元慶 三年 九月 十四日 十四 歲にて 
比 叙 山に 登る、 十七 歲に及 ひて 制 髮し 、山を 下*^ 京師 奈 良の 
間に 巡禮 し、 河 內國に 宿す'  時に 若 江 郡 (C 白 心 木 あう、 師其 

の 枝を 研うて 千手觀 世 音像を ^ 刻し 一生歸 依 本尊と なす、 

仁 和 三年 四月 十三 日 廿一歲 にて 登壇 受戒す、 天台 敎の 奥義 R 

達するを得 /2 う、師初め極樂寺最初座主内供奉十禪師增今阿 

闍梨に 從ひて 、兩 部の 大法 諸 m の譴摩 等を 禀け 、後、 內供舉 

十 禪師榣 律師 玄昭阿 闇 梨に 依 6 ® ねて 先 R 學 ふところを 硏靈 

し、 並に 蘇悉地 法を 禀 く、 乙れ よう靈 驗を感 する こと 多し、 

^ク (自 r 足、 速) ゾク (續) ソン (尊： > 


延喜 十九 年 八月 七日 傅 法 阿闍梨 位を 賜 ふ、 延長 三年 夏旱 し、 
天下大 に 苦む、 七月 十四日 勅を 下し、 師を して 十六 日ょう 三 
ヶ日 問 延膊 寺に て 雨を 祈らし む、 師 即ち 六 口の 僧を 引率して 
佛頂尊 勝 法を 修す 、旣 にして 大雨 降下し、 天下 皆 驚喜す、 尊 
勝 秘法の 興隆 此 ょ'^ 始まる とい ふ、 延長 四 年 五月 十一 日 六十 
一歲 にて 延曆寺 座主に 任せら る、 此月 勅を 奉して 中宮の 產を 
祈らん / 2 めに 七日 間 不動 法を 修し '修法 三日に て 皇子 成門宮 
誕生す、 延長 六年閱 八月 廿 八日 勅して 法 橋 位を 賜 ふ、 延長 七 
年 三月 京 畿諸國 に 惡疫 漫延 す、 師勅を 奉して 三十 口の 伴僧と 
共に 一七 日 nn 豐樂院 にて 不動 法を 修 し靈驗 あう、^; して 度 者 
三十 人を 賜 ふ、 其 他 勅を 奉して 延畏八 年 六月には 南を 禱 う、 
同月 雷を 治す、 天慶 元年 八月 二十 九日 大僧郤 を 賜 a 、 同日 法 
務 に任す、翌二年七月廿五日亦雨を «. り、度者廿三人 5: 賞賜 
せらる、天慶三年二月廿三日剡髮沐浴し、夕刻に及ひ、弟子 
恒昭を 召して 千 手 陀羅尼を 誦せし め、 且つ 日 ふ 我れ 積牢砾 樂 
に 往生 せん. とを 願 ふ も、 今 蓄念を 改めて 兜 率に 上 生 せんとす、 
燒 葬の 後 骸骨を 留む へからず'  墓 )1 if に 石柱を 造 vr. し、 見 間す 
る 者を して 兜 率 上 生の 因緣を 結は しめん'  云云、 輿に 乘し定 
印を 結 ひ、 五 字を 誦して 習禪 房に 赴き、 翌 二十四日 恬然と し 
て 寂す、 壽七 十五、 著作 法 性 私記， 法 性別 記 四 卷 あ-^- 明 匠 
略傳 .元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

ソン ィン 尊 胤 (一丸 丸 i  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
6、 尊 胤は 後伏見 院の子 承鎭法 親王に 灌 m を 受け'  天台 座 
主と なう、 歷應二 年 四！！： 十六 日 二 品 親王に 叙す， 寂华歃 く、 
ソン ウン 尊 雲 (一九 九九) 〔天台宗； 一 近 江 延曆 寺の 座主な 
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ソン c 尊 ) H  — カ  ソン (尊〕 カー キ 
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う、 尊 雲は 後醍醐 院の 子" 天台 座主と なる 乙と 二度 (C 及 ふ、 j を 講す 、師京 都 比 叙 山に 隸 し、 硏學七 年、 心賀 僧正の 室に 入 
(天台 座主 記) 


ソン h 尊 sb  ジシン 慈心を 見よ、 

ソン チン 尊衍一 一一 g Hl c 天台宗： 3 近 江 園 城 寺の 僧な〜 
尊衍は 幼に して 靜 a 幸 尊二師 R 歷 事して 天台 俱舍 を學ひ 、十 
五歲剃 髮 す、 嘉元四 年 四月 六日 十九 歲に して 大堂立 義者 とな 
る、 曆應四 年 正月 十四日 寂す*  I 薄 六十 七、 (三 井續燈 記) 

ソン X ン 尊 圓ーー ー gw AA 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 尊圓諱 は 尊彥と S ひ、 大乘院 宮と號 す、 伏 見 院の筚 五 
皇子、 母は 俊衡 朝臣 播磨內 侍な り， 慈 深 僧正の 入室 弟子と な 
る* 天台 座主と なる 乙と 四 度に 及 a 、 二 品に 叙せられ、 一身 
阿闍 梨と な-^ 牛車を 聽 許せら る、 粟田 宫檢 校と なる、 平生 書 
並 R 歌 1: 善くし 歌は 千載 集 R 二首續 千載 集に 二 首、 風雅 集に 
八 首、 新 千載 集に 十 首を 載す、 書は 一家の 風を 成し、 後世 入 
木 道 高祖と 稱 せらる、 延文 元年 九月 十三 日 寂す、 壽五 十九、 
(天台 座主 記、 諸 門跡 譜 、門跡 傅) 
y ン X ン 尊圓  ライケン 賴賢を 見よ、 

ソン ガ 尊賀  -1 チ テ 丨日廷 を 見よ、 

ソン カイ 尊 海 0 三 5 W ( . ) 大和の 僧な う.*  尊 

海は 芝 法眼と 名 聲を齊 うす、 世 誤 6 て 芝 法 吸と なす もの 多し、 

i 奈 良に 住し、 佛霤を 能くす、 文祿 中の 人な $、( 本朝 書史 、鑒 

定 便覧) 

ー ソン カイ 尊 海 ( . ) 〔天台宗〕 武藏星 野 山の 學 僧な 

5, 尊 海 字は 圓頓 、武藏 足 立 郡の 人な 信 尊を 拜して 剃 

髮受戒 し、 顯密の 旨を 解し、 初め 武藏の 慈 光寺に 住して 炒經 


う、 七 科の 法要を 傅へ、 三重の 脉略を 極む、 歸 へうて 佛地院 
を创 して 大に 天台 敎を弘 め、 關東の 天台 敎寺五 百 八十 皆附壩 
し來 る、* 又 佛藏院 を 建て 求 聞 持の 法を 修す 、寂 年、 及 ひ壽缺 
く、 弟子 宥海 あ'-、 顯密 R 博 通し、 泉 福 寺に 住す、 顯密論 談 
鈔 、肝心要 義鈔 、心觀 明 鈔等數 十卷を 著は す、 (本朝 高僧 傅} 

ソン ガィ 尊 海； 一一 一一 一 Ml 〔眞- i!L 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な り、 
尊 海は 衆 久世生 國通俜 の 子、 文明 四 年 九月 七日に 生る、 十六 
年に 出家し、 弘覺信 嚴二師 に習學 し、 同年 四月 直に 法 吸に 叙 
す、 明應 元年 法 印に 登う、 六 年 入 壇す、 七年權 僧正と なり- 
，九 年 正に 轉 す、 同 十一 年 大僧正と なう、 同年 御室 御傳幷 に 序 
を 製す、 天文 十二 年 十一月 四日 土 佐に 寂す、. 壽七 十二、 (仁 和 
寺諸院 記、 仁 和 寺 御傳) 

ソン カク 尊覺 -iA is 〔天 S S 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 尊覺は 順德院 第一の 皇子、 母は 從三位 淸季の 女な 6、 
出家して 尊 快に 就て 天台 敎を學 び、 建 長： 兀年 天台 座主に 任ず、 
文 永 元年 十月 二十 七日 寂す、 壽 五十、 (天台 座主 記) 

ソン キヨ ー 尊敬 (M ハ〇一 :) 〔天台宗〕 近： d 比 叙 山の 學僧 
なう、 尊敬 俗姓は 橘 氏な'^、 名は 在 列、 字は 卿と 云 ふ、 和 
州 員外 刺 史秘樹 の 第三 子な り、 少 にして 大學に 遊び、 聰識群 
を 出づ 、三十 歲 始めて 文人 R 鋪 せらる、 人 皆 名士の 晚 選を 痛 
む" 在 列 も 亦 自ら 倦む-. 後 御史中 丞 とな 6、 一年 餘に して 朝 
市の 榮曜を 厭 a 、 佛敎の 門に 意を 傾け、 經 論の 奥義を 探る、 天 
慶七年 十月 遂に 比叡山に 登り 僧と なう， 道行の 餘暇に 詩文を 
樂む 、寂 年月日 詳なら す，'  門下に 源 順 出つ、 天 曆八年 順師の 


(53： 七） 
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詩文を 絹纂 して 七卷 となし、 自ら 序を 作れ 6、( 本朝 文粹 、日 
本 詩史) 

〔40 信西藏 書目 錄に 沙門 敬 公 集 三 卷を錄 する 名 傳ら す、 日 
本詩史 にも 傳 はらす と 云へ り、 然れ とも 本朝 文粹 朝野 群载" 
扶桑 集 幷に其 詩を 收錄 せり、 

ソン キヨ ー 尊敎 (一九 50  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
f.  尊 敎は太 政 大臣 藤 原 公 相の 子、 房 令 尊 趄二師 に 從 S 
て 宗義を 學 a 、 永 仁 四 年 天台 座主に 任す、 其 示 寂の 年時缺 く、 
(天台 座主 記) 

ソン キヨ！ 尊慶 i — — _ =i -o 〔新 義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第五 
代な ぅ、 尊慶 字は 賴心 、俗姓は 會田 氏、 天 正 七 年 武藏の 越ヶ 
谷に 生る •、十三 歲 にして 尊 阿 上人の 室に 入-^ て 落髮 受戒し、 
之に 隨從 して 經論を 習び、 續きて 四 度の 密行、 及 ひ 兩 部の 灌 
頂を 傳 へらる、 受 具の 年洛 東に 至ぅ •日 * 僧 rh に 就きて 習學 
する <1 と 多年'  常に 其 請 筵に 列なる、 元 和 二 年春奈 良に 遊 S、 
俱舍 、唯 識 ，三論、 五. 敎を學 a 、 廣く 權實性 相の埋 に 通す、 
冏 四 年表 醍既 寺に 登り 光臺の 亮濟に 謁して 兩 部の 大法 諸 尊の 
儀軌 、及 ひ 重 書 秘訣を 受 く" 寬永 元年 三 n 金剛 院賢 尊に 從 a 

廣澤 流の 許可、 及 a 諸 部の 契 叫を 受け、 同 十 年 春大覺 寺 尊 性 
法 親王に 見ぇ •雨 部の 許可、 及 ひ 灌項を 受け、 猶諸 尊の 儀軌 
を饴へられ、廣澤の源底を極む、同年夏請にょ6越後高田の 

毘 沙門 に 住し、 封戶 二百 石を 賜 ふ、 同 十二 年 賢 尊 入寂し、 

師席を 嗣きて 中島 金剛 院に 主と なる、 師 即ち 安藤 右京 進 重 長 
に吿 けて 金剛 院主を して 永く 毘沙門 堂を 兼ねし めんと す.、 重 
長 幕府に 乞 ひて 之を 許す.、 同 十五 年 秋 余 剛院を 宥 重に 讓 ，り、 


ソン (尊) キ 


智積 院に往 き、 元壽 僧 IE に 思 ゆ、 同 十. へ 平 冬 四 代秀算 僧正 病 
篤く、 師に豐 山の 席を 囑して 寂す、 時に 纱音院 に 注す、 家 光 
の 命を 蒙む 6 て 兜に 遷 -- .講 筵を 開く. 翌年 春 江戸 (C 趣き、 
將 軍に 謁し、 •且つ 豐 山の 修營を 寺社 奉行に 請 ひ、 二十 年 五月 
許 れ黃金 貳萬兩 を 賜 a 、 中 坊美作 守' 時祐を して 監せ しむ、 
正 保 二 年 五月 ユを瘸 し" 慶安 三年 五月に 到る、 六ヶ 年に して 
漸く 成就す" 同年 六月 幕 命に ょ 6 落熳 供養 V」 動め、 九月. ？ X 戶 
に往き て 之を 謝す、 將軍大 に 喜 a て 奏請して 僧正に 任す、 承 
應 元年 十二 H 十九 日 寂す、 壽七 十三、 (璺 山傳通 記) 

〔考〕 璺山傳 通 記に 師天正 乙 亥年に 生る とせぅ、 乙 亥は 三年 
に當 .り、 寂 手、 及 a 壽と合 はす、 故に 之を 改む、 

ソンク！ 尊 空 ~: 三 四 八 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 院の 僧な り、 
尊 空は 天 蓮 社 帝 譽照滿 と號 す、 伏 見 宮守 邦 親王の 子に して 靈 
巖の 室に 入りて 剃 髮嗣法 し、 京都 知 恩院に 住す、 元 錄 元年 十 
一月 七日 寂す. ■ lit 壽缺 く、'  (淨 土總 系譜) 

ソンク！ 尊 处 エ (一九 三 5  〔戒律 宗〕 弋和 戒壇 院の律 僧な 
P、  尊 空 號は禪 林、 伊勢の 人、 回 照の 弟子と なる、 後、 十 
六 羅漢の 像を寫 して 金 1!! 院に 安置す、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 
1% ) 

ソンク？ 一  尊果 尼 ii s 〔天台宗〕 山城 光照 院の尼 
f、  尊果 尼は 後西 院 帝の 女に して 延寶 三年 六月を 以て 宮 
人 藤 原 氏の 腹に 生れ、 榮 宮と稱 す、 天 和 二 年 九月 光照 院に入 
6 、 貞享 三年 四月 制 髮 L 、 玄龍に 就て 戒 を 受く、 享保四 年 十月 
寂す* 壽四 十五、 花 關院に 葬る、 (野史〕 

分ノ ンクウ ィ 尊 快  薩  〔天台宗〕 近 li 延曆 寺の 座主な 
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ソン (尊) ク—ブ 

i  尊 快は 後鳥羽院の 子" 母は 修明院 なり、 承圓に 師事し 
て 天台 敎を 承け.. ■承久 三年 十八 歲 にして 天台 座主に 任す、 寬 
元 四 年 四月 二日 寂す、 壽四 十三、 (天台 座主 記) 

ソンク ワン ハ ^ 觀一 •九 七 六 〔淨 土宗〕 相模 善導 寺の 二 代な 
う、 尊觀 字は R 辨 、俗姓 生國詳 ならず、 出家して 良忠 上人に 師 
事し、 淨土敎 を 受け， 鎌 倉 名 越の 善導 寺に 住し、 尋て名 越の 安 
# 寺の 第三 代と なる、 をの 一門を 名 越 流と 云 ふ、 一 R 善導 寺 
義と云 ひ、一念繁成等の義を立て -/2 6’.正和五年三月十四日 
寂す、 著作 大經 口筆鈔 等 ぁ-^ 門下 慈 觀慧觀 等 ぁう、 (淨 土總 
系譜、 鎭流祖 傅) 

ソン ケン 尊顯一 一一 g gi 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
i  尊 顯は圓 顯道猷 の 二師に 師事し、 四十 二 歲灌頂 法を 得、 
八十 一歲 初めて 大阿闍 梨 位に 昇る" 後、 法を 尊 順 賴昭の 二子 
に授 く、 之を 如意 寺 流と S ふ、 康曆二 年 六月 廿 五日 寂す、 壽 
八十 四、 (三 井續燈 記) 

ソン ゴ 尊晤ーーー °1 1ハ七 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 なう、 
尊 悟は 伏 見 院の 子、 九歲 平等 院に 入う、 十二 歲 出家 得度し、 

淨雅 觀昭二 師に從 ひ、 元應 元年 密灌を 受け、 曆應四 年 三月 初 

めて 大阿闍 梨 位に 上う" 延文四 年 七月 三十日 寂す、 壽 五十八、 

(三 井續燈 記) 

ソン コ- 尊 興 65 S1 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第 千 八 代の 

長 吏な う、 尊 興は 龜山 天皇の 四 世の 裔 ，常 盤 井 彈正 尹滿仁 

親王の 子、 崇光 天皇の 猶子な 6、 永 和 元年 R 生る、 興 信 親王 

の 室 R 入りて 至德 年間 出家す、 明 德二年 三月 長 吏に 補し、 僧 

正に 叙す.. 應永 十一 年 十一月 十六 日 慈 尊院實 順より 傳法職 位 


ソン (尊) シ  I 

を 受け、 三十 一祖 となり" 大僧正に 轉 す、 二十 年 准 三 后と な 
り、 三十 一年 五月 廿 七日 寂す， 壽 五十'  安養 院と稱 す、 (後 傳 
燈廣錄 } 

ソン シン 尊信  一一 一 g gg 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 十六 代の 長 
吏な. CN、  尊信 始の 名は 恒 胤と S ふ、 龜山 上皇の 子， 式部 卿 
常 盤 井一 品 親王 恒 明の 子に して 南朝 天皇の 猶子と なる、 正中 
元年に 生れ、 一德 公と 稱 す、 建 武 年中 寬胤二 品 親王の 室に 入 
$ て 导 連し" 貞和四 年 三月 廿 四日 寬胤に 從 ひ て 傳法灌 頂を 受 
け、 時 R 二十 四歲 なぅ、 俊然に 依りて 慈尊院 流を 汲み、 權僧 
正に 叙す、 應安六 年長 吏に 補し、 九月 七日 東大寺の 別當に 任 
し'  宣して 親王と なる、 康曆二 年 四月 長 吏を 辭 し、 同年 寂す、 
壽五 十七、 號して 後 寶山院 と s ふ、 附 法の 弟子 實 信、 興 信、 
繼 助、 公海、 定寶の 五 人 あり、 (後 傳燈 廣錄) 

ソン シン 尊信 一九 四 =: 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
P,  尊信 俗姓は 藤 原 氏、 太 政 大臣 敎實の 子な*^、 圓實 僧正 
に 就て 剃髮 受戒して 法相を 習究 し、 圓實 塔英 の二師 に 師事し 
て 益々 秘奥を 究む 、寶治 元年 維摩 會の講 主と な 6、 後師 命に 
遵ひて 大乘院 に 住す， 幾何なら ずして 興 福 寺を 領し 、尋で 法 
務に 任し、 長 谷 寺 菩提 山を 兼ね ■大僧正に 任ず、 弘安六 年 七 
月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 
y ンシュ 1 イン 尊 周院  ニ チ ゥン 日 運， V」 見ょ、 

ソン シュン 尊茇〇 二八 八) 〔眞言 宗〕 大和 報恩 院の 僧な 
尊 俊は 文 筌と號 す、 俗姓は 柳 原 氏、 大和 菩提 山 報恩 院 
に 住し、 僧正に 任ず、 «! 法を 狩 野 元 信に學 び、 佛 像及雜 書を 
fig くし、 寵 觉 墨 梅 竹 及 半身の 達 摩 R 秀作 あ 6 .、又 和歌 及 a 和 


(七 五 七） 


書辭 名人 家佛本  n 


字の 書を 能くす" 世に 菩提 山の 古 僧正と 呼ぶ、 寧 祿中 寂す、 
壽缺 く， (本朝 書史 、扶桑 書 人 傅) 

ソン シュン 尊舜〇 二 TI 5  〔天台宗〕 常 陸 那珂月 山寺の 
學 僧な 6、 曾舜は 常 陸 那珂郡 友 部の 人な $、 出家して 月 山 
寺尊溆 に 師事し. 明應牢 間 月 山寺に 住し、 大衆の 請に ょう 三 
大部 見聞を 講談す、 示 寂 年月日 幷に享 壽詳な らず 、(止観 見聞 
註) 

ソン ジヨ 尊 助 —: 九 四 九 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 尊 助は 土 御 門院の 長子、 母は 法 印® 惠の 女、 尊 性、 尊 
快、 最 守'  公圆 の四師 に歷 事して 宗義 を學 ひ、 天台 座主に な 
る こと 四 度に 及 ふ、 正 應二年 十一月 朔日壽 若干に て 寂す、 (天 
台座キ 記、 諸 門跡 譜) 

ソン シヨ？ 晉 I； 照 jj  一 AH O- 〔淨 土宗〕 京師 知 恩院の 中興な 
6，. 尊 照 字は 滿譽行 蓮 社と 號す 、俗姓は 橘 氏、 京師の 人な 
う、 父は 恒 平の 後胤 家 i^; なり、 元龜 三年 廬山夺 に 役して 受度 
す、 天 正 四 年 十五 歳に して 諸檀 林に 修學 し、 大藏に 通す、 將 
軍 秀忠崇 敬 最も 厚し、 文祿四 年 十 H 廿ニロ 華 項 山 知恩院 第二 
十九 代の 主に 推 3 る、 幕府の 命に ょう 新に 殿堂を 建 ^ し、 齋 
田 千 七 百 石 餘を 寄附 せらる、 慶長元 和 /) 間 盛に 法 化を 爲 す、 

天皇 櫂て 僧 IF. となす、 元 和 六 年 六月 二十 五日 寂す、 壽五 十九. 

(鎭 流祖 傅、 勅 修傳翼 賛) 

ソン、 vm! 尊 性 AA S 〔天台宗 sy 延曆寺 の 座主な 

尊 性は 高倉院 第二 皇子な. り、 出家して 實全隆 安二 師に 

天台 敎を學 び、 天台 座主と なる 乙と 二度、 延應 元年 九月 三日 

寂す、 壽四 十六、 (天台 座キ 記) 


ソン (尊  >ン 


ソン シヨ 1 尊 性  エン ショ-- 圓晴を 見よ、 

ソン シヨ 1 尊聖 5: 九 二 •〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第二 十代 
の 長 吏な 6、 尊銎は 長 慶帝寬 成の 子な J、 應永某 印に 生れ、 
佐 山 宮と秫 す、 興 胤 大僧正の 室 R 入 6 て 出家し、 僧都に 任じ、 
權 僧正を M て 大に轉 す、 慈 尊 院興繼 に從 a て 傳法灌 項 位を受 
けて 第三 十二 祖とな 6、 長 吏に 補す、 永 亭四年 七月 四日 寂す、 
壽缺 く、 (後 傳燈 廣錄) 

ソン シヨ 1 尊 勝  ィチカ ィー 海を 見よ、 

ソン チユ 1 尊 中 5  ニ チ クヮン 日 桓を見 よ、 

ソン チヨ！ 尊 朝 二 OO HO AS 〔眞言 宗〕 京 郡 仁 和 ^ の 僧な 
う、 尊 朝諱は 尊敦 、初の 名は 惪仁、 後に 改めて 尊 朝と いふ、 
充嚴院 の 子、 康永 三年 三月 生る •文 和 四 年 出家して 法 守 和 W 
に從； S て 學 習し、 貞治 元年 灌 頂す、 永 和四苹 七月 十六 日 寂す" 
壽三 十五、 (仁 和 寺 御 傅) 

ソン チヨ！ 尊 澄 (一九 丸 5  〔天台宗〕 近 江 延勝寺 の 座主 
f,  尊 澄は 後醍醐 院の 皇子、 元 德二年 天台 座主 R 仟す、 元 
弘 三年 讃岐 よう、 上洛して 再び 舊 職に復 す、 (天台 座主 記) 

ソン ツ ー 尊通二 -〇 拉 C 天台 ^ 〕 近 江 園 城 寺の a 僧な 
.〇、 ， 尊 通は 拓 菴と號 す、 別號 一葉 老人、 三 井寺の 南 !,: 1 水 坊北 
林 坊に歷 住す、 明應 元年 臨濟 宗の宗 印の 明に 航す るに 方 6 送 
詩 あう、 明 人詩シ .贈 6 て 大師と 稱 す、 永 正 七 年 六月 十九 日大 
學 頭と なる、 永 正 十三 年 八月 二日 寂す、 壽 九十、 著作 科 註 養 
愚 七卷 、三 井 續燈記 五卷 、授決 集扶老 、音. 稚鈔 見聞 二卷 、智 
證 大師 年譜、 北 林 名目 集、 禿 丁 記 各 一卷等 あり、 

ソン ト 1 尊統； 一 -: 九. 一. 〔浄土宗〕 京都 知 恩院の 僧な 6、 

y ン (尊) シー ト 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 五 七） 


ソン —ュ 


ソン (尊) F— 二 


尊統は 源 蓮 社 高# と號 し、 有 栖川宮 の 子な り、 出家して 圆理 
に 師事し， 淨土 敎を學 ぶ、 寶永八 年 五月 十八 日 寂す、 毒 缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

タン ft 尊 道 一一 一 ^ Hr. 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な 
$、  尊 道は 後伏見 天皇の 第 十一 皇子、 母は 藤原氏の出な 6、 
正 慶元牢 を 以て 生れ、 七歲 R して 靑蓮院 (L 入う •延曆 寺 座主 
尊圓に 隨 a . 唇 應四年 十樂院 R 移り、 十 歲の時 尊圓に 就て 落 
髮受戒 し、 辨靜 僧都 K 從ひて 四 敎儀摩 訶止觀 を 習 a 、 十歲靜 
銥法 印に 三 大部を 受け. 十六 歲入壇 加 行 一身 阿 闇 梨に 任す、 
此 歲冬兩 部の 灌項を 受け， 觀應 元年 秋 仙 洞院に 於て 佛眼の 法 
を 行 S、 修學 成熟して 尊圓の 一心 三觀 の血脉 を傳 承す、 文 和 
四 年 十一月 延曆 寺の 座主に 種し、 延元 初年 護持 僧と なる、 三 
年 七月 座主を 辭 し、 貞治四 年 再任し、 應安 元年 夏 牛車に 乘 るを 
聽 3 る、 六 年 二 品 親王 R 叙す、 永 和 四 年 秋 彗星 北に 出で、 師 
敕に ょう 五 壇の 法を 修 す、 乙れ ょ.^ 五 壇を 修 する 前後 五 回、 
皆 成就す るを 得た う、 應永六 年相國 寺の 寶塔 落慶 供養の 導師 
となう、 十 年 七月 五 n 花園の 妙 心 寺に 寂す、 壽七 十二、 西 山 
の靑龍 寺 R 葬る、 (天台 座主 記、 門跡 傳 、本朝 高僧 傳) 

ソン ユヨ尊 如 IH S 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 十二 

代な 6、 尊 如 字は 俊 良、 俗姓は 撗山 氏、 土 佐 高 知の 人な 6、 

鄕の常 通 寺嚴昭 R 投じ、 十二 歲薤髮 し 十六 歳に して 四 度 加 行 

を修 し、 十七 歲に して 五臺 山に 於て 兩 部の 灌頂を 傳へ 、十八 

歲の時 長 谷 寺に 登* て 尊慶 僧正 R 謁して 弟子と なう" 左右 R 

奉 侍す、 慶 安三 年豐山 堂宇の 築 H 落成した るを 以て 三 問一講 

を 行 ひ、 師巩第 三の 問 者と なる、 奈良 R 遊び 華 嚴五敎 唯識百 


法を 禀 習し、 醍醐 寺に 登る 乙と 都て 六 度に して 大僧正 寬濟に 
見ぇ、 憲深 一流の 秘奥を 究め、 東 寺に 至り 寶嚴 僧正 眞 源に 就 
きて 西院の 秘密を 傳 へらる、 寬文二 年 四月 尊 鏡に 招かれて 武 
藏の 大聖 寺に 住し、 同 六 年 秋 賴意席 を 主 どるに 及び、 再び 豐 
山に 登う、 梅 心院に 住し、 第一 座と なる、 翌年 尊 鏡 示 寂し、 
師其 遺囑に 依り、 金剛 寺に 移り、 越後 多 聞 堂を 兼ぬ、 延寶三 
年 幕 命を 蒙 6, 筑波山 知 足院 に 主と なる、 同 八 年 舂俊盛 寂し、 
遺命して 師を 以て 後 補と す、 師 堅く 辭して 亮汰に 讓る ，同年 
十一月 亮汰 寂す るに 方う 將 軍の 命 R 依り 師其 席を 繼きて 第 十 
二 代と なる， 天 和 元年 二 片 敕して 僧正 R 任せら る、 同 三年 夏 
護 國寺開 山亮賢 幕 命に 依う、 洛西に 入る、 師共 に隨 行し、 仁 
和寺に往て大僧正孝源に見ぇ、傳流の許可及び甫：書秘密を受 
く、 貞享 元年 二月に 至-^、 食を 斷ち 、三月 六日 寂す、 壽 六十 
三、 遺命に ょ 6 奧院堂 前に 葬る、 ( 豐山傅 通 記) 
y ン f 之ヨ？  尊 明  一ー チキ 日 輝を 見ょ、 

ソン ユ ー 尊祐 ii lg 〔新義 眞言宗 .〕 大和 長 谷 寺 第 十六 
代な 6、 尊祐 字は 敎算 、俗姓は 篠拟 氏、 下野鄱 賀郡 鍋山邑 
の 人な 6、 正 係 二 年に 生る、 七歲 西方禪 寺に 入うて 書を 習 ひ、 
十二 歲寵榮 寺 尊 精を 禮して 落髮 し、 十四 歲四 度の瑜 _ 行を 修 
し、 十八 歲小 山の 持寶 寺 R て兩 部の灌 項を 受け、 東西に 遊 方 
して 諸講肆 R 列な 6、 寬文九 年の 秋 京都に 性き、 運敞 僧正に 
謁して 密敎を 習 ひ、 同 十二 年 春 法隆 寺に 到う、 俱 舍唯識 を 學 
ふ、 延寶 三年 園 城 寺に て 法 華 經を聽 き、 同 四 年の 春歸鄕 して 
寶蓮 寺に 住す、 同 五 年の 秋 仙 波の 金藏 寺に 遷り 、四 年の 後寶 
蓮 寺に 歸 へる、 天 和 元年 豐山に 到り 尊 如 僧正に 見ぇて 其敎を 


(九 五 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


禀け 、同一 一年 隆光快 意 等と 共に 醍醐 寺に 大僧正 宥雅に 謁し、 
憲深 一流を 傳 へらる'  貞享二 年の 冬 卓 支の 命に よ 5 鳳 梧院に 
住し、 11 T 講筵を 開く、 元 祿二年 春 卓 支の 命に 從 a 喜 多 坊に移 
る、 同 十二 年中 野の 寶仙 寺に 住し、 寶永 元年 光大 僧正の 執 達 
によう、 命 あうて 江戸 大護院 に 移る、 同 四 年 二月 豐山に 遷住 
を 命せられ、 其 第 十六 代と な 6、 幕府の 執奏に ようて 權 僧正 
に 任じ、 四月 進 院す同 五 年 二 M 護 國に轉 住を 命せられ、 勅し 
て 僧正に 昇る、 享保二 年 四月 十八 日 寂す、 壽七 十三、 著作 二 
敎論 略解 五卷 、梵字 眞言 十六 玄門 義一卷 、呼 字 略解 三卷 、菩 
提必論 文 林一卷 、三論 支 義科 注七卷 、起 信 論 專釋鈔 蒙 引十卷 
あり、 (豐 III 傳 M 記、 新義 眞言 宗史) 

ソン m 尊 寒 !=» 一 •一 • -: え 三 〔淨 土宗〕 山诚 悟眞 寺の 開山な- CS、 
爲譽 は武藏 熊 谷の 人 法を 感譽 に嗣 き、 山城 伏 見に 悟眞 寺を 開 
く、 寬永十 年 九月 二十 二日 寂す， 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ソン ヨ 尊譽  ゲン テキ 源 •的を 見よ、 

ソン ヨ 尊 擧 11  リョ-ハン 了般を 見よ、 

ソン フン 村} 奄  リョ-- ゲン 靈彥を 見よ、 

3/ ンィ 存彝 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越後 雲 門 寺 第二 代な 

う、 •存彝 字は 鼎 山 久しく 湖海 仲 ii に 侍して 印 可を 受け、 出 

て、 越後 S 門 寺に 住し、 第二 代と なる、 後、 少林 山 禪長院 VJ 

開きて 居れ-- 寂尔 缺く法 嗣枚 中正 授あ $、( 日本 洞上聯 燈錄) 

ゾン ィ存易  一 j T?, 1  〔淨 土宗〕 安 f ® 島 光明 院の 僧な 

り、 存易字 は 以 八、 別 號は專 求 西と S CA 、 行 蓮 社 信譽み 稱 

す、 俗姓は 賀 氏、 岩 代の 人な り、© は幡 氏の 女、 天文 八年師 

を生 0 、師幼ょ6出家の志ぁ$、十一歲郡の能滿寺存洞に師 


事し、 大澤 Irll 通 寺に 投じ、 淨土敎 を 講究す、 幾 もな く 出 遊し、 
諸國に 行脚す、 時に 二十 八歲な 6、 北 越 西備法 化を 敷？、 專 
ら淨十 往生を 觀說 す、 後 某 禪院に 投して 薪水の 勞に服 する も 
念 佛の聲 を 斷 たす、 伊勢山 田 源 福 寺 石 見 都 川 杖溪赤 京都 一心 一 
寺 吉野西 行菴皆 錫. r 駐め たる 地な り、 安藝 嚴岛の 小 河 及 F! 光 
明 院. v 創立し、 請して 開山と す、 師同院 に 住して 淨土 往生を 
勸說 し、 屢<靈 巽 あ 6、 是ょ 6 先天 正 六 年 五月 宇喜田 直 家 美 作 
誕生 寺を 破 却し、 經像 灰燼と なる、 師祖 跡の 廢亡， v 悲嘆し、 
弟子 雲譽 5: して 再興の 朝 命を 請は しひ、 幾 もな く 寺 塔 舊觀に 
復す 、慶長 十九 年 夏 微恙 あ*^、 九月 十 pq 日 正午 頭 北面 西して 
眠る かこと く 寂す、 壽七 十六、 臘六 十五、 (以八 上人 行狀 記、 
績 日本 高僧 傳、 緇臼 往生 傅) 

ゾン 存然木 1 _ii 一九 5:: 〔淨 土宗〕 山城 心 光寺の 開山な 
ぅ、 存榮は 號を故 道と 云 ひ、 三 河の 人な 6、 觀智阈 師の室 
に 入 6 て 剃髪し 多年 隨侍 遂に 其 法を 嗣ぎ 、山城 伏 見 毛 利 橋 心 
光寺 1: 創す、 寬永 十二 年 四月 十一 日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

ゾン 存榮；|一 5:: /\: 〔淨土宗〕江戶淨土寺の僧な6、 
存榮は 光 蓮 社 瑩譽願 故と 稱 す、 普 光觀智 國師に 師事して 法を 
嗣ぎ 、江戶 赤 坂淨土 寺に 住し、 後 三 河 大樹 寺に 移る、 慶 安元 
年 十月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 士總 系譜) 

ゾン H1 存榮 二 — — SS 〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺 /) 禪 僧な 
6、 存榮 字は 繁興 、俗姓は 永氏對 馬の 人、 十三 歲國 分の 昌 
春 寺に 到 6 て受 度し、 尋 s て異雪 慶珠に 依りて 其 法 V- 得、 永 
祿四年 席を 嗣 3 て 長 門大寧 寺に 住し、 天 正 五 年 正月 十五 R 寂 
す、 壽六 十四、 臘五 十、 法-: I 關翁殊 門 あ 6、 


ソン (尊、 村 j ゾ ン (存) ィ —H  ゾン (存) H 
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H 


(〇六 七) 


.ゾ ン (存 }ェー オ 


ゾン エン 存圓 (二 〇四三 〕 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 僧な 
P,  存 Ini 字は 天鑑 、俗姓 生阈詳 かなら 1' 出家して 回 覺寺無 
礙謙禪 師に隨 侍して 其 法を 嗣き 、伊豆の 國淸 寺に 法を 開き、 
宗風大 に 振 ふ、 永德 三年 八月 命を 受けて 相模 の淨错 寺 (C 主と 
な-^ 後 1J1J 覺建長 二 寺に 歷遷 す、 寂 年、 及 ひ 壽缺 く、 勅謚佛 
果禪師 の 號を賜 ふ、 (本朝 高僧 傅) 

ゾンオ ー 存雄一 •一： 一 i 五 〔曹 洞宗〕 駿 河多寶 寺の 禪 僧な 
存雄 字は 獨 峰、 駿河國 藤 原 氏の 子な う、 母は 某氏、 富 
士淺 間の 廟 ic 祈りて 奇 夢を 感じて 師を 生む、 幼に して 出家す、 
徧く 諸方 R 歴遊し 時に 祥 山多寶 寺 R あうて 道 風 最も 高し、 師 
往て 謁す、 機鋒 相 契 ふ、 初め 布 川の 賴繼 寺 R 住す、 永祿 十一 
年 相 模國 報恩 寺に 住す、 朞年 にして 多 寶 寺に 歸る 、偶々 法に 
坐して 斬に 當る もの あう、 免を 祈れと も赦 3 ず、 師其 人を 度 
して 僧と なし、 携へて 下野 園 {C 至 $、 次 R 長 野に 往 く、 邑主 
師の道風を慕ひ、遽に長谷寺を建て、居らしむ多寶寺檀越穸 
賀 谷重經 使を 遣は して 再 ひ 多寶 寺に 還ら / L $ を 願 ふ、 師許 S 
ず、 是に 於て 城外に 就き 別に 覺心院 を 建立し 師を 請て 開山 祖 
となす、 師罷む 乙と を 得ず して 請に 應す 、天 . TH 上皇 詔して 道 

を 問 ひ、 戒を說 かしむ、 是れに 由て 諸 大臣 等歸依 信仰す る 者 

甚 穴 多し、 十 年 夏 勅して 大光佛 國禪師 と 賜 ふ、 ■天 正 十三 年 正 

月 七日 寂す、 世 壽は缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ゾン 方—  存雄 ニニ - t: 五 〔淨土 宗〕 越 前 大法 寺の 開山な 

う、 存雄 字は 盛譽其 鄕貫詳 かならず、 源 立 R 就 v» て 剃 髮受 

業し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 慶長八 年 越 前 南條郡 府中に 大法 寺を 

沏して 開山と な $、 後 州の 今 立 郡 JT. 高 寺に 隱接 し、 元 和 元年 


—ソン 1 存 、 オ ー ゴ 

九：：！： 十二 C： 寂す， 壽缺 く、 (淨 十總 系譜) 

ゾンオ ー  存應  ジシ ョ-慈 昌を 見ょ、 

ゾンカ ィ 存海 ( . ) 〔天台宗〕 山城 比 叙 山の 學僧な 

存海 は比皲 山朿 谷の 神 護 寺に 住し' 禪缺 を樂 とす、 西 谷 
の 行 光房に 入うて 久しく 阿字 觀 5: 修す慧 ：： 山に 往 さて 佛心宗 
を 探る、 常に 楞嚴 經宗鏡 錄を閱 し、 口 稱念佛 を 制 立す、 某 年 
寂す、 著作、 觀心 類聚 九桊 、正 E 果鈔 二卷 、三重 鈔三卷 、自 
心 决夜字 大意" 直顯集 各 一卷， 眞要十 一條 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 
ゾン ガィ 存海一 一一 一 ^I A-t 〔眞宗 〕 山城佛 光寺 第 十七 代な 
う、 存 海は 堯尊無 品 親王を 戒師 となし、 權 僧正に 任す、 元 
和 四 年 八月 四日 寂す、 壽四 十二、 即性 院と號 す、 (本願 寺 通 
紀) 

ゾン ガク 存覺  n- ゲッ 光玄を 見ょ、 

ゾン キヨ ー 存慶一 • =  : 0; •一一 〔淨 土宗〕 三 河 昌福 寺の 開山な 
う、 存慶は 念 蓮 /]:! 專 譽と號 す、 尾张の 人 其 俗姓 詳かな 0 ず、 
廓譽の 室に 入うて 宗乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 三 河 碧 海 郡 
m 原 庄野田 村に 昌福 寺を ■し、 天 和 二 年 七月 二十 五日 寂す. 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゾンケ ー 存間二 y E: r  〔淨 土宗〕 三 河 信光门 ノ寺の 開山な 
う、 存冏は 音 蓮 1!-. 釋 譽と號 す、 俗姓は 千 葉 氏、 總 州の 人な 
$、 酉# 上人の 室に 入うて 出家 受 業し、 後、 嘆 # 上人に 就て 
法を 嗣 r、 寶德 三年 源 信 光の 請に 依う、 三 河 額 田 郡 岩津の 信 
光明寺の 開山と な 6、 rF 住 四十 九 年 法 化 益 盛んな-^、 明 應 八 
年 三月 四日 寂す、 法嗣 超 # 存牛 ぁ. A、 (淨 土總 系譜) 

ゾンゴ 存牛；1ーー 0 1 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 院第 二十 五代な 


(一 ■六 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


う、 行 牛は 尊 蓮 社 超 # と號 す、 俗姓は 源氏 松 平 左 京 亮親忠 
の 子な $、 釋 譽存冏 上人に 師事して 法を 嗣 ぎ、 初め 三 河 信 光 
明 寺に 住し、 後、 京都 知 恩院に 主と なる、 天文 十八 年 十二月 
二十日 寂す、 tit 壽缺 く、 法 嗣信譽 あ 6、 (淨 土總 系譜) 

ゾンコ 1 存 W ソモ ク祖默 を 見ょ、 

ゾンサ 存佐二 io 找 〔曹 洞 1 長 門 ^: 寧 寺の 禪僧な 6、 
存佐 字は 天甫 ，奥州の 人、 俗姓は 大野 氏な 6、 十五 歲に して 
正 法 寺に投 して 祝髮 し、 受 具の 後 南 遊して 遠 江 松 巖 寺に 至う 
朿 木に 見え、 留 t る C と 五 年、 辭して 薩摩 に往 き、 福 昌寺愚 丘 
に 謁し、 次に 長 門に 到う、 大寧寺 足 翁 永 滿に參 し、 其 法を 嗣 
き、 席を 承け て大寧 寺 {C 主と なる、 永 正 十四 年 寂す、 毒 六十 
九、 ) 31 五十 五、 法 嗣了然 永 超、 奇伯 瑞龎の 二人 あう、 (日本 洞 
上聯 燈錄} 

ゾン サツ 存察 (ioi  〔淨 土宗〕 三 河 悟眞 寺の 僧な 
6、 rr 察は 其 俗姓 生_詳 かならず、 河 越 蓮 馨寺存 寵 の 室に 
入うて 出家 受 業し、 宗 衆の 奥旨を 究めて、 後、 同 寺の 學 頭と 
なう、 增上 寺 R 入う、 三河吉 田悟眞 寺に 住す、 寂年缺 く、 1 淨 
土總 系譜} 

ゾ ンシン 存心  リヨ  -ク ワィ 亮快を 見ょ、 

ゾン シユ 存守二 一 •一 •一 •一 j 九 〔曹洞宗〕识豫安樂寺の禪僧な 

う、 存守 字は 大 龍、 久しく 茂钵 秀繁 R 參して 印 可を 蒙う、 

總持 寺に 出世す、 旣 にして 茂林の 席を つきて 伊豫 安樂 寺 R 移 

つる、 天 TH 六 年闢害 寺を 主とう、 又乘慶 寺を 沏して 第一 W: と 

なる、 同 七 年 十二月 五日 寂す、 壽缺く 法 嗣大室 永 廓 あ 6、( 日 

本 洞上聯 燈錄) 


ゾ ン C 存) コ ー V 


ゾン シユ 存首  ニ チ テ-日 貞を 見よ、 

ゾン シユ 存樹二 1; 30〔淨士宗〕三河大樹寺の僧なら、 
存樹は 源 蓮 社迹嬰 魯信 と號 す、 了 的に 師事して 法 V」 禀け 、河 
越述馨 寺に 主と なり， 後、 三 河 大樹 寺に： 遷 る、 延 寶八筇 十月 
二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゾン セン- 存仙  シュン ショ-俊 盛 ^ 見よ、 

ゾン セン 存 ® キョ* -  H 曉惪 t M よ、 

ゾン ソク存 則； £: 四た 〔淨 土宗〕 近：； d 西 願 寺の 開山な 
う、 存 則は 脱 蓮 社 應 譽と號 し、 三 河の 人な 6、 法を 感 譽に 
嗣ぎ 近 ? L 舟 本 西 願 寺の 開山と なる、 天 正 十四 年 八月 二十日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

ゾン タイ 存代山 (ニー 五 七} 〔曹洞 宗 U 常 陸 龍 谷院の 開山な 
う、 存岱 字は 秀 峰、 普 門 寺 摸 菴宗範 に 謁し、 入室して H: 法を 
嗣き 、後 遊 方して 常 陸に 半， 6、 寵谷院 を 創す、 明應六 年最乘 
寺に 出世し、 某 年 寂す 塔を 其 寺 R 立つ、 法嗣天 海舜政 あう' (日 
本 洞 h 聯燈 錄) 

ゾンチ ヨ ー 存長二 •一 si A: 〔曹洞 宗〕 伊豆钺 勝 寺の 禪僧な 
う、 存長 字は 大 洞と 云 ふ、 鳳菴 英麟に 師事し、 其 法を， $て 
首 坐と なう、 明應五 年鳳菴 寂し 其 席を 補し、 伊豆 最勝 寺に fi 
す、 晚年辭 して 武藏に 到る、 士坟其 道化を 慕 a 寺を 建つ、 骨 
畠の 長 泉 寺、 市 河の 永 福 寺、 葛 蒲の 長 龍 寺等玲 師を i-IH 山と す、 
永 正 十六 年 十 nr 十七； n 寂す、 壽欹 く、 (日本 洞上聯 燈錄} 
ゾンテ ー 存卣(ニーーー -/\ 0- 〔淨土宗〕江戶增上寺の第十代な 
P. 存貞號 は 鎭蓮社 感譽と S ひ 別に 願 故と 云 ふ、 俗姓 平氏に 
して 相 模國小 田 原の 人、 北條 家の 藩老 平政 繁の男 な _6、 大永二 


ゾン (存) シ I テ 


書辭 名人 家 佛 本  日 


二 六 七） 


ゾン (存ゴ プ 


年 三月に 生る 武藏 傳肇 寺 K 入うて 學業 日 (C 精し、 天啓 上人 R 
師事し、 後 飯 沼に 弘經 寺祖洞 上人に 從うて 法を 受 く、 梵 行甚嚴 
な $、 傳肇 寺に 住す" 政繁 時に 武藏國 川 越 城主た う、 先妣 追 
福の /2 めに一巨刹を創設し、師を請うて開山と爲す、孤峰山 
蓮 馨寺是 な 6、 天文 十八 年廿 八歲に して 始めて 弟子を 集めて、 
法 V- 說 く、 近鄕 に勸 論し、 請 (C 依て 寺院を 建つ る 乙と 数十 餘、 
平方の 馬蹄 寺、 小 林 寺、 淸戶の 長命 寺、 高 澤の大 蓮 寺  >昆 立 
寺、 信 濃國史 科 郡網嶋 安養寺 等な うとす、 桁 主 北 條氏繁 の 母 
大趄院 の爲に 相 模國鎌 倉 郡 岩瀬鄕 に大超 寺を 建て、 後 深 谷に 
專念 寺を 開く、 永 祿六年 四月 四十 三に して 增上 寺の 第 十代と 
な， 6、 學 徒の 爲めに 淸規 三十 三條を 制し、 宗 風を 起す、 永祿 
九 年 職を 辭 し、 天 正 二 年 病を 得、 五月 十八 日 別を 門徒に 吿け、 
學則勵 策して 寂す、 壽五 十三， (三 緣山 志、 鎭流祖 傅、 淨土總 
系譜) 

.ゾン ープキ 存的 jjj 一  j  一 〇- 〔淨 土宗〕 安藝 秀翁 寺の 開山な 
う、 存 的は 靜蓮祉 寂 擧と號 す、 紀伊 和歌 山の 人、 其 俗姓 詳 
かなら す、 信譽の 室 R 入りて 剃 髮受 業し、 安藝 廣島 R 禿 翁 寺 

を 鄉す、 萬 治 三年 六十 歲 R して 寂す、 (淨 土總 系譜) 

ゾンタ ツ存哲 1 一： 一 〔淨 土宗〕 筑 前隨專 寺の 開山な 

う、 存哲は 三 蓮 社 絆 # と 號す>  筑 前遠賀 郡の 人、 其 俗姓 詳 

かならず、 法を 隨波に 嗣 ぎ、 州の 直 方 隨專寺 開山と なる、 寬 

文 元年 七月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

ゾ ンタツ 存徹一 jii 七 〔淨 土宗〕 攝津 金臺 寺の 開山な 

う、 存微は 寶蓮社 泉# と號 し、 京都の 人な $、 浩譽 上人に 

投じて 薙髮受 業し'  攝津大 坂 R 金臺 寺を 開く、 元 和 三年 六月 


ジン (存) ト ー モ 


九日 寂す、 世壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 

ゾント I  存 母 田  リョ— ヶ  ン良 賢 ^ 一見よ、 

ゾン F1 存道 m A: 〔淨 土宗〕 筑前淨 蓮 寺の 開山な 
う、 存 道は 單蓮社 信 譽と號 す、 俗姓は 麻 牛 氏、 筑前黑 崎の 
人な-^ 幼に して 州の 弘善 寺雄譽 の 室に 入うて 剃髪し， 觀智 
國師に 事へ て 法を 嗣 r， 後鄕 里に 歸 明 願 寺を 開き、 仲間 
村に 淨蓮 寺を 御して 開山と なる、 寬永 十五 年 正月 八日 寂す、 
坻 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ゾン F 1 存道  ニ チェ-日英を 見よ、 

.、ソン F—  存道  ニ チ ユ-日 勇を 見よ、 

ゾンニ m 存如  ェンヶ  ン圓 兼を 見よ、 

ゾンバ 存把 ( . ) 〔淨 土宗〕 下 總弘經 寺の 開山な 

〇、 存把 W 相模の 人、 九歲 にして 貞把に 役して 出家す、 後 
下總國 結， 城 JC 住し、 弘經 寺を 創す、 道化 甚だ 盛な- CN、 其 年 某 
月 二十 一日 寂す、 壽詳 ならず、 龜 山に 葬る、 (鎭流 祖傳) 

ゾ ンボ存 保 ( …… 〕 〔淨 土宗 U 武藏淨 音 寺の 開山な 
う、 存 保は 音 蓮 社 淨 譽と號 し、 武藏足 立 郡の 人、 俗姓は 宇 
田 氏な り、 法を 普 光 觀智國 師に嗣 ぎ、 郡の 大相模 淨音寺 開山 
となる、 寂 年、 及 世 壽詳 かなら す、 (淨 土總 系譜} 

ゾ ンみ存 企-  リョ-ド-了 道を 見よ、 

ゾンモ 存茂一 _: 一 - t: 九 〔淨 土宗〕 江 戶正信 寺の 開山な 6、 
存茂は 學蓮社 當譽順 故と 號 す、 筑後柳 川の 人、 其 俗姓 詳かな 
らず 、幼年に して 州の稱 念 寺 R 入*^ て 刹 髮 し、！！ 智國師 に 師事 
して 宗乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 . 江戸 麻布 R 正 信 寺を 御し 
て 開山と なう" 元 和 五 年 七月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 


(三 六 七） 


書辭 名人 家怫本  日 


譜) 

ゾ ンや存 也 •ニ ニ =: 5:: 〔浄土宗〕 總 州東國 寺の 開山な"^ 
存 也は 心 蓮 社 光 # と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 上野 新田 大光 
院 開山 呑 龍 上人に 師事して 遂に 其 法を 嗣ぎ ，總州 藤 塚 東國寺 
の 開山と なる、 慶長十 年 正月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜)  • 

ゾンヨ 存 寒！！  ィチ サ V 一山を 見よ、 

ゾン m 存譽  タク サソ澤 山を 見よ、 

ゾ ンヨ 存譽  リャ ク理 益を 見よ、 

ゾ ンリン 存麟二 一 i: ^: 〔曹 洞宗〕 武藏皎 月院の 開山な 
$、  存麟 字は 玉 田'  信 濃の 人、 俗姓は 源氏な ぅ、 七歲 にし 
て 出家し、 心 源 寺 傑 山に 參 し、 次に 自山臨 罷に參 する 乙と 
二十 餘年 、遂に 其 法を 得、 永 平 寺に 出世し、 心 源 寺に 遷 る、 
後 武藏に 皎片院 を 開き、 天 正 十四 年 四月 二十 六日 寂す、 壽缺 
く、 法嗣隨 翁舜悅 あぅ、 (日 木 洞 上聯 燈錄} 

ダン リユ ー 存龍； H: 〇九 〔淨 土宗 ^ 相模孤 峰 山の 僧な 
6、 存寵號 は 本 蓮社涛 譽と云 ふ、 相模の 人な 6、 論 辨の令 
名 一時に 播 る、 常に般 舟定 を修 し、 相模 孤峯 山に 住す、 慶 
安二 年 五月七日 寂す、 孤峯 山に 葬る、 其の 壽命 は詳 ならず、 

(鎭流 祖傳) 


夕の部 

夕 tv， 5 ブツ他 阿 彌陀佛 

タジヨ 1 タタ 常 ('一三 3 七) 〔：• 


シン キヨ-置； 敎を 見よ、 

〕 百 濟の歸 化 僧な う、 


多 常は 持統 天皇の 朝聖 化を 慕 a て來 6、 大和 高 市の 法 器 山寺 
に 住し、 大乘經 の 神 呪を 誦じて 專ら度 生を 事と す、 死者 驗を 
受けて 蘇生せ ぅ、 3 れば 門前 病 者 常 R 群を なす、 奇異の 行甚 
だ 多し、 示 寂の 年時缺 く、 (靈異 記、 本朝 高僧 傳) 

タイ 泰 (i ra 九 5  〔眞言 宗〕 某 寺の 僧な 6、 泰其 俗姓 
生國詳 かなら す、 弘法 大師の 弟子 ic して 密灌を 受 く、 故に 泰 
金剛と 稱す 、寂 年、 並 ir. 壽缺 く、 (弘法 大師 弟子 譜) 

タイ タン 山 衆 t 奄  モンク ン丈 賢を 見よ、 

タイ タン^^ 審】  リヨ ー クン 了 運を 見よ、 

タイ タン 泰安  ユ - コ 1永 康を 見よ、 

タイ クン 泰運  ニ チ ミヨ-日 妙を 見よ* • 

タイ ウン 泰雲  シ d ソ -守琼 VJ 見よ、 

タイ エン 泰 、演 2 三 i ハ) 〔法相 宗〕 奈 良西大 寺の 僧な 
泰演 俗姓 不詳. 西大 寺に 住して 法相 宗を弘 む. 神龜二 
年に 律師と なう、 天平 八 年 正月 四日 寂す、 (七 大寺 年表) 


タ ィォー 泰 


二 三 一八 


〔淨 土宗〕 江 戶遍照 寺の 開山な 


り、 泰應は 誠 蓮 社 It # と號 し、 相 模小田 原の 人、 俗姓は 平 
野 氏な ぅ、 江 戶谴草 天 岳院に 入りて ilj 髮し 普光觀 智國師 に 
師事して 法を 嗣 ぐ、 麻布に 遍照院 を 創建して、 萬 治 元年 十月 
十四日 寂す、 世壽缺 く， 一 淨土總 系譜) 

タイ オ ー 00  トクヨ- 德陽を 見ょ、 

タイ オン 泰音  ジッタ 7 ン實 貫を 見ょ、 

タイガ ン泰〗 品 0 云 OS) 〔眞宗 〕 安藝 安藝 郡專念 寺の 住 
持な $ 、  泰舄は 安藝 國安藝 郡 大屋 村 安定 寺に 生れて 中 野 村 
專念 寺に 住持せ 6/ 初め 筑前の 寶雲師 に隨ひ て 性 和を 硏磨 し、 


ゾン S3 夕 (他、 多} 


夕 i 泰) K ， 力 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 六 七） 


タイ (泰) ザ— € 


夕 V  (泰 }ゼー チ 


後 石 泉に 就きて 專ら宗 乘を講 す、 (學 苑談 叢) 

〔考〕 泰？ 品は 弘化 頃の 人な 6、 

タイ、 ケン 泰 T. 一  j Era H-t B  〔眞宗 〕 伊勢 十 宮本淨 寺の 住持な 
\  泰玄 は顯正 院と號 す、 講師に 任し、 權少敎 正に 補す、 
明治 十二 年 一 月 一日 寂す、 壽六 十七、 

タイ ゴン泰 叩 厭  ヶン ヱ _憲 永を 見よ、 

タイ サン 泰山  ニ チシ  ヨ - R 昇を 見よ、 

タイ シツ泰 室  シュ 1 ヱ 宗慧を 見よ、 

タイ；、 ンン トン ア頓 阿を 見よ、 

タイ ジュ イン 泰壽院  ニ チリ ョ-日 量 ゲ」 見よ、 

タイ、 ンユ！ 泰宗二 一 vlo A: 〔淨 土宗〕 甲斐 定得 寺の 開山な 
う', 泰宗は 松 蓮 社 岩 譽と號 す、 俗姓は 古屋氏 甲斐の 人、 法 
を 阿譽 上人に 嗣 ぎ* 州の 八 代 郡 二宮 R 定 得 #. を 開く、 慶 安二 
年 六月 十 一 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

タイ シユ！  "l -ak 一芳 .シ h 丨ヵ ン壽 k 見よ、 

タイ シュン 泰舜 1 81 狄 〔眞言 宗〕 山城 法琳 寺の 僧な 
う、 泰舜 俗姓は 藤 原 氏、 山城の 人な り、 初め 蓮 舟阿闍 梨に 
從 ひて 灌 頂を 受け、 小 栗 栖の命 藤 供奉に 從 a て 大元帥の 法を 

受く 命 ) ji は 常 嘵の法 孫な り、 承 平 元年 師藤師 の 命 {C よ 6 法 

琳寺に 住し、 勅して 大 元阿闍 梨に 任す、 天慶 三年 平將 門を 降 

服せ しめんと し、 勅に よ 6 其 法を 修し 、功に よう 律師に 任す、 

四 年 東 寺の 長者と 爲 6、 七 年 法務を 兼ね 司と る、 天曆 三年 十 

二月 二日 寂す、 壽七 十三、 (本朝 高僧 傳) 

タイ シ 2 .泰一 初  ジホン 慈 本を 眞 よ、 

タイ ゼン 泰# I  (一六三セ) 〔法相 宗〕 大和 國源 寺の 開山な 


う、 泰善は 多 武峰に 住して 寺の 撿校 に輒 し、 天 延二年 三月 
十一 日 大和 高 市 郡 畝 傍 山の 側に 菴 居し、 毎年 三月 十一： U 法 華 
經. 七 謙す、 貞元二 年 大和 守 藤 原 國 光之を 聞きて 方丈、 及 ひ 堂 閣 
を 建て 觀世 音の 像を 置く 名け て 國源 寺と 云 ふ、 寂 屯 及 a 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傳) 

タイ ゼン 泰禪二 酬 il 〔曹 洞宗〕 志 摩 常 安寺の 禪 僧な 
i  泰禪は 雲 欞と號 し、 別に 夢 遊、 矮道 人、 隨處樓 、爾時 
菴 等の 號 ぁう， 俗姓は 長 野 氏 越後 國新 潟の 人な 6、 甫 めて 九 
歲宗 現の 嶺隨に 依て 薙染 し、 鐵 文の 法を 得て 志 摩國常 安寺 (C 
住す、 文化 十' 三年 二月 十七 日 寂す、 壽六 十五、 臘五 十七、 
タイ y •-  泰叢  シ H  d 宗愈を 見ょ、 

タノ f ゾ f  泰叟  ミヨ- n  - 妙康を 見ょ、 

タイ チヨー 泰澄 j ?i に 〔 . 〕 加賀 白山の 僧な 

う、 泰 澄は 俗姓 三 神 氏、 越前國 麻布の 人な リバ ーに 加 賀の 
人な- 〇 と い ふ) 父の 名を 安角と いふ、 ：: に 安澄に 作る) 白 E 十 
一年 六月 十一 日に 生れ" 幼に して 三寶を 崇敬し、 十四 歲の時 
越 知 , 1! に 登り、 岩窟の 中に 棲 住し、 十一 面 觀世 音の 號 a: 唱 ふ、 
時人 呼びて 越の 大德と 云 ふ、 其靈德 S 聞 R 達し、 大寶二 平 勅 
して 鎭護 國家大 法師の 號を 賜 a /2 うと 傳ふ 、.養老 元年に 弟 - f 
淨定 行者 等を 率 a て 白山に 登う、 妙理 菩薩を 感 見す、 後、 山 
を 下りて 京に 出で、 行 基 等と 相 知る、 元 正 天皇 勅して 神融禪 
師の號 を 賜 s たうと 傳 ふ、 天平 寶字二 年 越 知 山に 歸へ りて 岩 
窟に棲 住し、 讀經持 呪を 事と し、 餘 暇に 小 塔婆を 彫 作して 衆 
人に 施 興せう、 神 護 景雲. 7n 年 三月 十八 日 岩窟の 中に 寂す、 壽 
八十 六、 (本朝 神仙 傳 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 


(五六 七） 


書辭 名人 家 沸 本日 


〔考〕 元亨釋 書に 泰 澄の 事蹟を 揭 r る 乙 と 詳細 なれ ど 名、 ま 
、信憑し がた し、 今 唯 其 要を 摘む のみ、 

タイ 泰堂  ニ チ？  日 政を 見よ、 

タイ ハク 泰伯  コ丨康 を 見よ、 

タイ ハン 泰範一 • ;! : A 〔眞言 宗〕 山城 高 雄 山の 僧な う、 
泰範は 其 俗姓 生國を 傳 ふるな し、 鼓 乗に 通し、 元 興 寺に 掛搭 
し、 一時 近 江 高 島に 遊 息す、 初め 最 澄に 從 ひ て 天台 5: 學ひ、 
稍聲譽 あう、 弘仁 元年 正月 十九 日 師比叙 山に あうて 最 澄と 相 
謀う、 寺規を 定 む、 三年 十二月 十四日 高 雄 山に 到う、 空 海に 
胎藏 界の灌 頂を 受け、 最澄亦 席に あう、 同月 廿 三日 最澄師 を 介 
して 空 海に 寄す る 書に 南 院範闍 梨と 云へは 師此時 南院に 住せ 
しなる へし、 四 年 正月 十八 日師圓 澄賢榮 等と 相 謀うて 比 叙 山 
よ-^ 高 雄 山に 往き 、重ねて 眞言の 道を 空 海よ 6 受く 、七 年 五 
月 九日 但 馬よう 歸 路乙訓 寺に 寓 す、 同年 大師 高野山を 瓶 せん 
と 欲し、 師及 a 實慧を して 先つ 地を 相せ しめ 一雨の 草菴を 建 
てし む、 承 和 四 年 四月 東 寺の 定額を 五十 僧を 二十 四 人に 减す 
る 際、 師其 鞴 任 入 寺の 僧籍 中 ic あうて 上 首に 載す、 時に 師年 
六十、 法臘 三十 六な う、 後 終る 處を 知らす、 (弘法 弟 +譜} 
タイヨ 泰擧 P  コシン 故 信を 見よ、 

タイ リン 泰林  コ—シ ン光 心を昆 よ、 

タイ リユ 丨 » 龍  モン イ文蠢 を 見よ、 

タイ タ 71 部 阿  リョ-ショ 良處を 見よ、 

タイ H ン シンジ ョ信恕 を 見よ、 

タイ キヨ ー 謙 鏡 ( …… 〕 〔眞言 宗〕 大和 毛 野 寺の 僧な 

P,  諦 鏡は 大和の 毛 野 寺に 居 6 て 修法す、 寂 年、 及 ひ 壽缺 


く、 (本朝 高僧 傳) 

タイ シュ 1 謙洲  シシン 至 信を 見よ、 

タイ ジュ ー 諦住； j gi A-. L 眞宗〕 近 江 ^ 忍 # の學 僧な 
ぅ、 諦住 字は 義圭と 云 ふ、 近 江 膳 所 響 忍 寺に 生る、 高倉學 
寮 R 入- CN て宗乘 を硏究 し， 後、 唱導に 力を 盡し 、粟津 興 圭の 
名大に 著は る、 寬政の 頃柬 西本願寺 共に 宗學 盛典し、 異解競 
行す、 師同 三年 二月 徹照 西方 義を 作ぅて 西本願寺 下の 功存か 
主張に か、 る 願生義 を駁墼 し、 行の 一念は ! K 因に して、 第二 
念 以後は 報謝な-と 云 ふ義を 唱へ 、一時の 議論と なる、 然れ 
ども 師が 主と すると 乙 ろは 學解 にあらず 唱翦 な* CN 、 眞宗朿 本 
願 寺 下の 唱導 談義は 師 より 興 6、 為 盛 ff する rJ と、 なる、 寬 
政 十一 年 五月 十日 寂す、 壽缺 く、 著作 阿彌陀 經 依正譚 六卷、 
一牧 起請文 說 薮三卷 、和讃 即席 法談 九卷， 高僧 和讃開 導 三卷、 
二 河 A 道 護 信 錄三卷 、同 後 li 三卷 、現世 利；； $ 辨三卷 、改悔 文 
匝 導 二卷 、新選 即席 譚三卷 、御 傳鈔 演義 十三 卷 •善 光寺 如來 
東漸錄 五卷 、帳 五十 座 法談 二卷 、卷懷 五十 座 法談 二卷 、軸 珍 
勸 考一卷 、軸 珍勸 錄一卷 、軸 珍勸序 考一卷 、淨土 現世 利益 讃 
二卷 、一牧 起請文 信鈔 二卷、 眞宗閊 論二卷 、徹照 西方 義二 卷、 
(響 忍 寺 返信、 大學 寮講者 鏡、 即席 法談 奥附} 

タイ シュン H  ~ シヨ- 榮性を 見よ、 

タ イ £> 3 *—  ^^流パ  ジヤ クゴン 寂嚴を 見よ、 

タイ F1 謙 道  チ ド—智 幢を 見よ. 

タイニン 諦忍一 一 jf -to 一  j 一 〔眞宗 〕璺_刖幅 島 長久 寺の 住持な 
う、 諦忍 別名は 薩州 字は 道隱と S ふ、 薩 摩の 人な 6 初め 河 
內西念 寺に 住し、 後 豐前福 島の 長久 寺に 轉 住す、 師は元 遊行 


タイ (泰、 諦) 


タイ (謙)、 V ! 二 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 六 七） 


タノ A 謙、 太) 


タイ (太、 體) 


派に 歸 し、 専ら 性 相を 習 學せ しが 僧 僕の 學譽を 欽 敬して 其 門 
弟と なうた う" 僧 僕 寂 後 僧 鎔に學 ふ、 後學 林に 於て 講義せ し 
が 享 和の 初め 學 徒 {C 追 はれて 出て 市中に 隱 る、 惑 亂の 時師大 
に 功を 奏すと S ふ、 文化 十 年 六月 四日 寂す、 壽七 十三、 謚し 
て 淨心院 と S ふ、 著作 十二 禮隨 筆、 藝 洛傍觀 、末法 燈明 記箋述 
删铺鈔 、簡濫 五條谷 一卷 、寶章 明燈鈔 通 關二卷 、正 信 偈甄解 三 
卷 、淨土 論 註記 四卷 、文 類聚鈔 稞燭編 、愚 禿鈔 知津錄 •各 五 
卷 、文 類聚# 六卷 、本 典 略 讃八卷 ♦撰擇 集耍津 錄 十二 卷 、寶 
章 明燈鈔 十七 卷、 大經甄 解 十八 卷 、小 經增 明記 若干 卷 ぁう、 
(淸 流紀談 、本願 寺派學 事史) 

タイニン 諦 S ミヨ-リユ-妙 龍を 見ょ、 

タイヨ 謙 擧口  H ゴン 言を 見ょ、 

タイヨ 諦譽 

タイ m 謙 寒！！ 

タイアン 太 安 
タイ ダ 太 愚 
タイ ゲン 太 歌 貝 
タイ コ太虛 


ソ 


サン 相 山を 見ょ、 

卜丨 ィン 東 ) t を 見ょ、 
ポンシ ュ 焚 守を 見よ、 

9  p  ~ ク y -y 良寬を 見よ、 

タワ イシ キ快識 を 見よ、 
ゲン ジュ元 書を a よ、 


タイ コ 太古  セ ゲン 世 源を 見よ' 

夕 V サン ± ば  ニ ョゲン 如 元を 見よ、 

タイ シヨ！  太淸  シユ f ィ宗渭 を兒 よ、 

タイ チ 太痴； ーー||/ 一 〔曹 洞宗〕 甲斐 郡 留泉福 寺の 僧な 

う、 太 痴號 は香芸 、俗姓 大森 氏、 都 留郡境 村泉輻 寺に 住し、 

後、 東 山 梨 郡永昌 院に轉 す、 俳句を 以て 聞 ゆ、 「春寒し 思 a 筑 

紫の 博 多 船、」 人口に 膾炙す、 明治 十五 年 寂す、 壽六 十二、 (俳 


諧名# 談) 

〔考〕 寺 記に 依れは 太 痴は 太痴の 誤な り、 

タイ ハク 太白  シン ゲン 眞玄. v 見よ、 

タイへ！  •太平  ミョ*- ジュン 妙 準 5r 見よ、 

タイ や ク 太 益 (二 f 七) 〔淨 土宗〕 近 江 兼 平 寺の 開山な 
う、 太 益は 生 蓮 社 實譽光 珪と號 す、 武 藏江戶 の 人、 大巖に 
投じて 剃髮受 業し、 珂山に 師事して 法 1: 嗣 r、 近 江 膳 所 別 保 
村に 兼 平 寺， v 沏めて 開山と なる、 へ 淨土總 系譜) 

タイヨ ー 太陽  ィチ レ-一 鴿を見 よ、 

タ イヨ？  太 ^ ギ チュ- 義冲を 見よ、. 

タイヨ， _  太 一谷  ボン ショ- 梵淸を 見よ， 

夕 vyfnl 太 了  ヱ-テン 榮天 を廷 よ、 

夕 V アン 體朴奄  ミョ-ゼン 明 全を 見よ、 

夕 V 才— 體應 ~- 1 H ハ 〔新 義 眞言 宗〕 越後 曼荼羅 寺の 僧 
f,  體應 字は 靈幢 、俗姓は 加 藤氏 越後 雜太郡 後尾 村の 人、 
父の 名は 謹 吾と 云 a 、 母は 朝 山 氏の 出な う、 文政 元年 七月 二 
十七 日を 以て 生れ、 甫めて 七歲 州の 高下 金剛 密 寺憲_ 阿闍梨 
に 就て 剃髪し、 天 保 六 年 京都 智積院 に 登う、 信海隆 榮二師 
に俱舍 唯識を 學ぶ 、十二 年 二十 四歲の 時憲應 寂を 示し / 2 る 
を 以て 乙れ よう 信 海の 室に 入うて 徧く 法燈を 嗣 ぎ、 十四 年 二 
月 文 英和 上に 從つて 密灌を 承け、 又 小 野廣澤 二流を 習究 す、 
弘化 三年 信 海 大和 上に 重ねて 秘密 灌項を 禀 け、 嘉永 元年 不退 
位に 昇う、 初めて 法燈を 樹つ 、安政 元年 集 議席を 董 し、 五 年 
傳法大 會を設 け、 精義の 任に 當る 、萬 延 元年 學 徒の 請に 應 し、 
槇の 寮 R 於て 俱舍 論を 講じ* 翌年 傳法灌 頂を 修 し、 六十 三人 
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に 乙れ を授 く、 同年 四月奈 良 戒壇 院慧訓 に從 a て 具足戒 を受 
け、 三年 第一 座に 昇る、 元 治 元年 南 越の 大守 茂昭の 請に より 
同 國性海 寺に 主と なる" 時に 四十 七 歲な 6 、明治 三年 藩に 各 
宗 .敎院 を 輿し、 師其敎 頭に 任し、 又 本願 寺 別院に 五 敎章及 唯 
識 論を 講ず、 五 年權少 敎 正に 任し、 商 敎使 となうて 諸縣に 出 
張し 專ら 化導に 勸む 、七苹 木宗の 管長 職に 稀し、 <エ 九月 これを 
辭 す、 翌年 越後 曼荼羅 寺に 住し、 十 年少 敎 正に 任ぜら る、 十 
六苹定 額 位に 補し、 幾何なら ずして 疼に 罹う、 十九 年 二月 二 
十五 日 寂す、 壽六 十九、 臘六 十三、 門弟 瑠璃 山の 西巔に 葬る、 
二十 一羊 中 僧 IE を 追贈せ らる 、(新 義 眞言 宗 史料) 

タイ シン 1 -S M  ゲン ニ m 二 元 如 尼を 見よ、 

タィ 鉢 堂  スィ ィン ii 印を 見よ、 

タイ ニ チ # 日  ィン シ h ン印 俊を 見よ、 

タイ ソ 脉素 ギヨ- ジ ョ堯恕 を 見よ、 

タイ シツ提 室  チ セ ソ智闡 七 見よ、 

衣 イシ ユ！  5 疋阳 (二 四 二八) 〔臨 濟宗〕 1 耳 前 自性 寺の 僧な 
う" 提 洲伯耆 の 人な 6、 內外 の學に 通ず、 未だ 妫に 通ぜざ 
れば 乙れ を 大儒に 問は むと て 江戶に 下る、 路 次白隱 鶴の 門前 

を 過ぎ、 入うて 謁す， 鶴 日 ふ、 苟も 禪に 通ぜず ば 易 ^ 解す る 

能は ず、 汝 且く留 6 て 我 禪を味 ふべ し、 と* 提洲 乃ち 掛搭し 
て敎 示を 受 くる Z1 と 十餘 年に 至 6、 荆叢 毒藥を 編す、 後豐 III 

自性 寺 R 住して 法 席を 張う、 大衆を 接 得す、 其 下に 愚溪 、行 

應 、海門、 芝 山、 松 山 等を 出せう、 寂年缺 く、 (近卅 禪 林僧寶 

傅} 

タイ キム ロ 機 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 甲斐 法 泉 寺の 僧な う、 


台 機は 其 鄕貫詳 かならず、 & 斐法泉 寺 ハ 住持に して 盡を能 く 
し、 殊に 佛 像に 於て 秀作 あり、 C 續木朝 書 史) 

タィ ロタ 台 麓  リヨ- ア了 阿を 見よ、 

夕 VII!  退畊  キ m-ri- 行 勇を 見よ、 

タイ；^ 1 退 道  ゼソヱ ツ赛悅 を 見よ、 

タ イロ 退 魯  テ— アン 貞安を 見よ、 

タイ クン ケン % 雲 軒  シヨ ー チ 性 智 5: 見よ、 

夕 V ジュン t a « ( …… ) 〔浄土宗 \_/ 安房 護國 寺の 開山 
f、  苔 順は 信 蓮 社 三 # 又は 向 西と 號 V、 安藝 廣島の 人、. 
正 譽 上人に 師事して 其 法を 嗣ぎ 、安房に 牲き 米津に 護國 寺を 
開く 寂 年、 及 世 壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) 


タイ チ ュ 


袋 中 


ヨ丨ジ ヨ丨茛 定を見 よ* 


タィツ ー 胎通一 15 55 〔眞言 宗〕 山城趙 榜 院第 一平 四 代 
なり、 胎通 字は 意 純、 磐 城の 人と 云 ふ も詳 かならず、 天明 七 
年 四月 七日、 智檀院 第二 十四 代 能 化と なる、 寬文六 平 館 林忠 
善伊與 泰山 等 五 人 首謀と な-'、 能 化 以下 二十 餘 人の 非行を 發 
き、 官に訴 へし かば •師は 其禍に 罹ぅ しが、 仝 八 年に 及び、 
忠# 等の 罪 も拎覺 せられて 獄に 下され 一山の 紛糾 益 甚し 、世 
に 之を 忠善騷 動と 云 ふ、 師此間 にあぅて 自若と して 屈せず、 
其 見を 主 振し、 能 化 職に 居る 乙と* 十二 年 紛糾 未だ 治らざる 
に、 TI 政 十 年 二月 二十四日 寂ず、 壽七 十九、 (新義 眞言 宗史) 
ダ T ア大阿  ドン リ ユ-吞 龍を 見ょ、 
f ィアン 大安 二 だ ハ；， 一 〔眞宗 j 伊勢 香収法 泉 寺の 住 仲な 
う， 大安は 伊勢の 人 高倉學 寮 (C 學び 、寬政 七 年 八月 七口擬 
講 となう、 亨和 元年 學 寮に 淨 + 論を 講 す、 同 三年 五月 寂す、 


タイ (體 、鉢、 堤、 台) 


タイ (台、 退、 堆 、苔、 袋、 胎) ダイ (大) 
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•夕 r  (大) T X 


f  C  大) H 


世# 缺く 、(高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

ダ - i アン 大萊  ス ャク須 益を 見よ、 

女 v ウ大有  コ E ホ 康甫を 見よ、 

ダイウ 大有  リゥ 理 有を 見よ、 

ダイウ 大有  リョ*-  H  - 良榮を 見よ、 

ダイウ ン大運 二， g  〔眞 宗〕 安藝 品 秀寺第 九 代な り、 
大 運は 安藝 山 縣郡寺 原 村 永 末 某の 子な う'  幼に して 佛 門に 歸 
し、 業を 深 諦院に 受け、 內外に 通涉 し、 最も 宗乘に 精し、 後畑 
賀村品 秀寺第 九 代の 住持と なり、 寬政 十二 年 正月 六日 寂す、 
壽四 十四、 著作 阿彌陀 經錄 、述懷 和讚、 日溪學 則、 自省 錄各 
一卷 ，易 行 品管蠡 記、 孝經錄 ，各 二卷 、二 門偈錄 、，高僧 和讃 
錄 、正 像 末 知讃錄 、各 四卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派學事 
史) 

ダイウ ン 大 1 云  H1 ズィ 永瑞を 見よ、 

、 ^' イ ウ ン^^ 中 云  ゲン =1 -玄廣 を 昆 よ、 

ダイウ ン大妻  シン リュ- 神寵を 見よ、 

ダイウ ン大雲  モン リ rl - 文 龍を 見よ、 

ダイウ ン大 ® リョ！ ジュン 亮潤を 見よ、 

茭イユ 大慧 AA -tA n  〔臨 濟宗〕 京師 m 福 寺の 禪僧な 6、 

大慧 字は 癡亢 、伊勢の 人、 平淸 盛の 後な う、 初め 平等と 號 す、 

比 叙 山に 登^^ 天台を 學び 、兼ねて 諸宗 に 通す、 就中 眞言に 

發明 する 處 多し、 當賠 東密 台密の 學者傳 へて 平等 義と云 ふ、 

聖一國 師の禪 化を 聞きて 憤然 論議せ /I と 欲し， 朿福 寺に 往き 

て 謁見 問答す、 國師日 ふ、 經 R 云は ずや緣 心を 以て 法を 聽け 

ば 此法も 亦 緣な う， 法 性を 得る にあらず と、 汝 H を義 解 R 涉 


る や、 と， 大慧 伎倆 頓に盡 き、 法衣を 改めて 弟子と なる、 參 
. 究功ぁ $、 法嗣 となる、 伊勢 R 長 松 山 安養寺 瑞害山 大福 寺の 
二 寺を 開きて 禪を唱 ふ、 •晩年 安養寺の 側に 塔 院を 構へ、 寶鏡 
と 云 ふ、 應長 元年の 秋 東 福 寺に 主と なる、 正 和 元年 十一 月 廿 
二日 寂、 壽八 十四、 遺偈 ぁぅ、 高 超， ，方便 - > 自證 自然、 爲： ，物 
應 ，世、 八十 四 年、 塔を 大 慈と 云 ふ、 著作 法 華要鈔 、枯木 集、 十 
牛訣 ぁぅ、 滅後 三十 三年、 勅 謚佛通 禪師を 賜 ふ、 (續群 ニニ 
八、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

、タィ H 大惠 一一 四 六 三 〔眞言 宗〕 江 戶三念 寺の 學 僧な- 〇* 
大惠は 律 學を以 て 聞 ゆ、 亨和 三年 二月 卅日 寂す、 (江戸 名家 墓 
所 一. 覽) 

大瀛 ii ss 〔眞宗 〕 安藝 可 部 勝 la 寺の 住持な 
6、 大瀛 一名は 廓亮 、字は 子容と S ひ、 荷 園と 號す 、安藝 
山縣 郡恙材 の 人、 寶曆九 年 正月 二日に 生る、 父は 森 養哲 、母 
は 河 本 氏の 女な 6、 十一 歲に して 正 傳を禮 して 剃 髮 得度し、 
後、 報 專雲師 R 事ふ經 論を 學 ふの 餘暇 武藝伎 樂を嗜 み、 更に 
遊 方して、 深 諦院の 衣鉢を 傅へ、 東嶽 門下の 顔 回と 稱せら る、 
巳に して 觀經 "論 註、 讃阿 彌陀偈 、文 類聚鈔 等の 講席を 張る 
や、 四方 雲集して 聽者 欣喜す、 初め 甲 山正滿 寺 R 任し、 三年 
の 後 可 部 勝 ia 寺に 移つ る、 而して 俗事 道 業を 碍 くるを 厭 a " 
廣陵城 西に 隱れ 、自ら 树 園と 號 す、 人追隨 して 已ま す" i3 を 
問 ふ もの 常 R 門下に 充つ 、寶曆 中 南 越の 功存願 生歸 命辨を 作 
6、 宗學の 異說を 斥く、 而して 功 存も亦 中道を 知らす、 其辨 
亦 更に 異說を 牛' す •'京都の 智洞 其說を 承け て 異說を 張る、 玆 
R 於て 天下 大 R 惑 IL す、 師宗門 の 疲頹を 坐視す るに 忍 a す、 橫 
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超 直 道 金剛 絆を 作る 智洞答 ふる 乙と 能は す， 是に 於て 其 徒と 
謀りて 日く、 法キ V 脅かし、 命を 乞 ひ て 之を ia かん、 と， 乃 
ち 兵器を 執り 法主の 室に A る 兇暴 制すへから す、 之を 官に附 
す、 官 師及ひ 河内 西 念 寺道隱 等を 東都に 召し、 懇に 本末を 問 
ふ、 智洞 遂に 罪に 伏して 禁錮 せらる、 宗門の 大事 玆に 至ぅて 
定まる、 師甞て 骨疽を 患 ふ、. 毒 全く 除かす、 江戸の 水 土 身に 
適せす、 ■病 重發 し、 藥石 効な く、 臥蓐 二十日 遂に 寂す、 壽四 
十五、 實に 文化 元年 五月 四日な 6、 官 僧家の 禮を以 て 葬らし 
〇 、 侍汽 普嚴 遺骨を 載せて 歸 へる、 謚して 眞實院 とい ふ* 著作、 
本 典義例 略賛 、本 典科說 、三 帖和讃 支 談 、金 一 銲釋難 筆澤、 
行 一念 義 、信樂 一念 義 、一心 歸命辨 、東行 詩艸 、各 一卷 、觀 
經述 義二卷 ，橫超 直 道 金剛 鞞三卷 、讃 阿彌陀 偈繼聲 記、 文 類 
聚鈔崇 信 記、 愚禿鈔 仰 高 記、 各五卷 、往生 論 註 原 要六卷 、眞 
宗十諭 若干 卷ぁ- '、(碑文、 淸流紀 談 、本願 寺 派 學 事史) 

ダ イエ ー 大英  ボン サク 梵 策を 見ょ* 

ダイ エン 大緣； i o: n 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧な 
$、. 大緣 字は 竹 菴と云 ひ、 出家して 登山 庸の 堂に 參して 其 
法を 嗣ぎ 、初め 東 福 建 仁 寺に 歷 住し、 後、 天 龍 寺に 移る、 永 

亨十 一年 四月 二十 三日 寂す、 聖壽菴 に 塔す、 (延 寶傳 燈錄) 

ダイ エン 大圓 iil gi 〔眞宗 ：一 近 江 日 野晴明 寺の 住持な 

ぅ， 大圆號 は 白 堂と 云 一に 如是 院と云 ふ.， 俗姓 安部 氏 

な-^、 河 內國丹 北 郡 黒土 村の 人、 文化 六 年に 生る、 幼に して 

孤と なり、 皆 遵院宜 成に 養は る、 甫めて 十歲度 を 受け、 同國 

金 田 村 照 光寺の 衆徒と な $、 稍 長して 根 來伯瀨 並に 比 叙 山に 

歷 遊して、 性 相の 學を 修め、 後， 京都 高倉學 寮に 入-^ て 宗乘 


を 學 ふ、 天 保 二 年擬寮 司と な-^、 六 年 寮 司と なう、 嘉永七 年學 
寮に 唯識 三十 頭を 講 し、 安政 五 年 唯識了 義燈を 講 す、 同年 近 
江 日 野晴明 寺の 住持と なう、 翌年 成 唯識論 を 請す、 慶應 三年 
三月 擬講 となう、 明治 十三 年 二月 二等 學師 となう、 十三 年 二 
月大 講義 {C 補せられ、 同苹 十二月 十日 寂す、 壽七 十二な-^ 
明治 二十 一年 七 片權少 講義を 贈らる、 著作 唯識 三十 頌帷中 策 
一卷 、三 類 境 溫知錄 三卷等 ぁう、 (碑文) 

ダイ H ン大匿  ぜン ォ-禪 雄を 見ょ、 

ダイ H ン大圓  チ セキ 智碩を 見ょ、 

ガイ エン 大圓  9 ョ  -イン良亂を見ょ、 

n 1 チン 廣 棒を 見よ、 

モン セツ 文 刹を 見よ、 

ゲソテ ツ玄徹 を 見よ、 

リヨ-マ 亮馨 を 見よ、 


ダ i ン大焉 
ダイ H ン大淵 
ダ イオ ー 大應 
女 イオ ー 大雄 


ダイ ガシ大 可 子  チタ-知 空を 見ょ、 

ダイ ガ大我 ニー m  〔淨 +H 5 山城 八幡 正 法 寺 第二 十二 
代な 6、 大我 字は 孤立 白蓮 社 天 譽と稱 す、 赤穗 藩士 某の 側室 
師を 孕み、 正妻の 嫉妬に 逢 a て 家を 追 はれ、 寶永六 年 江戸 城 
北の閭里に師を生0、幾ならすして母歿し、乳母蓮心の手に 
養育 せらる、 蓮 心佛に 歸 し、 師も亦 逆境に 臨みて 世の 無常を 
覺 -CN、 自ら 髮を斷 ち 眞言 宗靈雲 寺に 投し 、慧 光和 尙に 就きて 
戒 V〕 受け、、 其 門下に ある Z. と 二 年、 內 ^1 の墳 典を 硏鑽し 兼 
て 和歌 ヒ善 す、 衆 侶の 嫉妬に 逢 a -c 靈雲 寺 ^ 出て、 廣く 天下 
の 名山 靈 地を 蹂涉 する Z1 と數 年、 遂に 吉野山 西 行 菴に留 $ て 
道を 彥 す、 歌 あり 「苔 淸 水汲み ほす ほと もな き 身に もとく^^ 


ダイ (大 X 


女 ィ (大) H— ガ 
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交 イ (大) ガ 


ダイ ( 大〕 方 


落つ る Ji> 淚か な」、 「露の 身の 置 所と て ^ の 庵の 出て 入る 乙と 
に 軸は fj け 6」師常に奥院にげ來して苦修練行し、漸く挤ぁ 
乃ち 山を 下らん として 卬來吉 野 鄕 人の々 鉢シ 給す る 者を 
會し 、初めて 自掛の 法を 說き 、盛. {C 念 佛の門 戶を闡 く、 歌 あ 
6 「暌き 散る も 世の 習を とみよし の、 花の木 蔭に 南無 阿彌陀 
佛、」 是れ享 保 十 


六 年に して 師二 
十三 歲江 6、 旣 e 
に 眞言ょ 6 轉し 
て 淨土宗 に歸 
し、 江戶に 住く、 
時の 名僧の 相 競 
ぅて 名利を 好む 
を慨 し、 金寵山 
谣草 寺觀世 音に 
明師を 得ん とを 
祈る、 啓示に よ 
6 鎌 倉 光明寺に 
到- 〇 て 稱譽莳 察 


に 從 CA 、 常 {C 坐 右に 侍する 乙と 十 餘年 、傍ら 交を 南北の 學匠 

に 結 a 、 法 華、 華厳、 戒律， 禪宗 、皆 參究せ さるな く、 日蓮 

宗の 宗義に 至ろ まて 涉獵 して 餘 さす、 即ち 甞て 身延 山に 登 6、 

某 上人 (C 謁し 宗 趣を 講習し、 稱 題成佛 論を 草す、 其 他 儒學、 

國學 、武技、 諸禮 と雖 、苟も 一能に 名 ある 者は 之を 訪問す、 

尋て 稍# 知 恩院 に遷 る ic ^ a 、 師も亦 共に 往 く、 延享二 年 稱譽 


の 寂す る や、 知 恩院を 下-^、 紫雲 山 r の 風 松 軒に 隱れ 、專ら 
道 紫を 修し 兼ねて 大藏經 を 閱 す、 同 冬正ぴ 寺 風# 寂し、 翌屯師 
其 後を 承け て 同 寺 二十 二 代と なる ' 寶歷 五六 年の 頃、 師山愔 
の 鞅掌に 倦み、 事を 辭して 雲水を 追 はんと 欲すれ とも、 衆 仰 
留して 聽 さす、 師乃 ち佯り て 狂と な*^、 因*^ て 山を 下る 乙と 
を 得、 岡 崎に 一菴を 營み 、夢 菴と號 して 居す、 增上寺 妙擧定 
月 大僧正 遠く 召して 相 親み、 詩 韻 相 和す、 師の江 戶に往 くや、 
姥池 愛蓮菴 に寓 し、 武藏 野の 草 端 房と 稱 す、 安永 二 年 同菴に 
あうて 遊 芝談を 作う、 普 寂 律師を 指彈 し、 盛に 論 鼓を 鳴らす、 
是 よう 先性惡 論を 述へて 律師を 貶し、 扶宗 編を 作うて 關通和 
尙を 斥けた*^、 終に 其 寂す る處を 知らす、 一說に 天明 二 年 八 
月 十五 日 寂し" 壽七 十四な りと 云 ふ、 一說に 遺命に よ 6 魚類 
と結綠 ある 爲め 綾瀬川に 水葬す と 云へ う、 著作 1 枚 起請 辟 邪 
訓 、眞察 大僧正 傳 、新撰 念佛 和讃 ，專 修祈禱 辯、 唯稱辟 魔訣、 
'疾 虎錄 、紫 朱 論、 降魔 决、 金鍮 論、 曇 花 論、 大學考 、辨惑 論、 
淨業 論、 獅蟲 論、 春 遊興、 性惡 論、 唯稱 安心 鏡、 遊芝談 、圓 
敎 論、 愚考 問、 遊 江 吟 、俳諧 論、 風 詠 林、 破二痴 、釋敎 論、 
眞宗 論、 僞論 解、 善 光寺 緣起 、淺草 遊 文、 西路談 、(寫 木) 扶 
宗論、 夢 菴戯 歌集、 三 彝訓 、辨 正論、 各一卷 、唯搁 問津訣 、楠 
石 論、 玉石 論、 彌陀 經略纂 、各 二卷， _ 足 論 四 卷あ 6、( 大我 
上人 小傳 、淨七 宗經論 首 疏錄) 

〔考〕 僧大我 傅に 大我は 大石良 雄の 庶孽子 との 一 說を擧 げた 
る も、 大我 上人 小 傅の 末に、 師は良 雄 歿後 八 年に して 誕生し 
た $ と 云 ふ 一 事. V〕 以て 否認せ. CS、 咎田然 な 6 とす 〇 
女 ィ ガク 大覺 ゥン ホー雲 峯 k 見よ、 


(一七 七） 
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女 イ办ク 大覺  ミ ョ丨ジ ッ妙實 を 見よ、 

女 イヵ クイン 大覺院  ニ チ キヨ-日 敎を見 よ、 

ダイ ガク -A: -fe  シ rl 丨ス- 同 崇を 見よ、 

女 イガク 大岳  ミ ヨ-シ ャク妙 積を 見よ、 

ダイ i? ク 大 S ソヤ ク祖 益 ^ 見よ、 

女 イガク -* « モンテ-文 禎を 見よ、 

茭 イカ ツ 大歇  ユ- ケン 勇健を 見よ， 

^ イガツ 大^^  シ H  - ヨ-宗 用を 見よ、 

女 イガツ 大歇  y ヨ—シ ン了 心を 見よ、 

ダイガン 大 3 嚴 ii Hi -fc: 〔淨 土宗〕 伊勢 大巖 寺の 開山な 
6、 大巖は 德蓮社 本譽愚 闈と號 す、 上 總富津 の 人、 其 俗姓 
詳かな らず 、法を 靈巖 (C 嗣 ぎ、 伊勢 鈴 鹿大巖 寺を 鄕して 開山 
となる、 寬文七 年 四月 六日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣實譽 太 益 ぁう、 
(淨 十總系 譜) 

ダイガン 大巖  シユ丨 バイ 宗 梅を 見よ、 

ダイガン 大含 i is 一  j CH 〔眞宗 〕 豐前 古城 正 行 寺の 學僧な 
6、 大尽： 號は雲 華と い S、 後に 雲 華 院と云 ふ、 別號鴻 雪と い 
a 、 染杳 人と 云 ふ、 東 本願 寺 末なる 璺前岡 滿德寺 住持 某の 子、 

安永 二 年 癸已一 朔を以 て 生る、 稍 長して 學を嗜 み、 古城 正 

行 寺 鳳 嶺に養 はれ、 其 寺務を 繼 く， 後 京都に 上う、 佛 儒の 學 

を 修め、 文政 二 年 六月 晦日 高倉學 寮擬講 となう、 學寮に 瑜伽 

釋を講 す、 四 年 八月 五日 進みて 嗣講 となう、 六 年夏學 寮に 安 

樂集を 講 し、 九 年 夏 文 類聚鈔 を 十三 年 夏淨土 論を、 天 保 五 年 

夏 正 信 偈を講 す、 同年 八月 廿 五日 講師 (C 昇る、 七 條枳穀 殿の 

東 R 住居し、 自ら 枳東 園と 號し 、講演の 餘暇書 書を 樂む 、六 


愛華 奥 貪 替； 


苹 夏選擇 集 i: 講し七 年 夏 同續講 す、 八 年 夏淨 -h 論 註 £- 請し、 
九 年 夏 同續講 す、 十 年 夏 二 門偈 を、 十一 年 夏 阿彌陀 經を 、十 
二 年 夏 往生 禮賛 を、 十三 年 夏 安樂 集を、 弘化 元年 夏 請 阿彌陀 
佛偈 を、 弘化 二牢夏 正 信念 佛偈 を、 PM 年 夏往牛 論を、 嘉永二 年 
夏 無 景壽經 を 各 請 t、 此年間 京都 1C 留* CN て忡問 の 文人に 交れ 

6、 賴 山陽、 篠 
崎 小 竹、 貫 名 海 
屋 、田 能 村 竹 田 
等、 常に 往來し 
たう、 師の書 書 
共に 聞え たる 
も、 殊に 墨 蘭は 
獨得の 妙趣 あう 
と稱 せられ、 甞 
て 仁 孝 天皇の 御 
覽に上 6、 優 賞 
を 蒙る、 師因て 
塗 鴉經， ，御 覽 —> 野 
雀躍， I 中 林， の 句 

あう、 講師の 職に 在る と 十七 年に して 嘉永 三年 十月 八日 寂す、 
壽七 十八な う、 師自照 賛 あ'^、 日 ふ、 誕生 ful 歲 、宗祖 同 庚、 
經藏 mi 日、 桑 弧喜呈 、自 k 少志 』學、 隨 k 分硏 精、 偶然 承“ 之、 一 
朝擢 kr 業蹈 -- 先 轍 -'* 職 誘-- 後生 - > 愧將 -- 淺識ハ 叩-- 推 老成 - > 帥 
主優恤 、父子 寵榮 風波 閱 *世、 詩 書 寄 k、 不 i 移-- 時 俗 〖不 k 屑 = 
利 名 -'* 年踰 = 七十 - ■* 心安 身輕 、天 保 癸 卯秋應 -- 門 生 制 心 之 索 - > 


蒼 イ (大) か 


ダ i 大) ガ 


書辭 名人 家怫 本日 


(二 七 七） 


ダイ (犬) キーケ 


タイ f 大) 夕—ゲ 


雲 華 大含時 年 七十 一、 (高 倉 學寮講 者 列 傳稿 本、 豐繪 詩史) . ， 
茭イ キ大輝  ソサ ン祖 ^ ^0 見よ、  / 

女 イキ 大輝  リョ- ョ 1 靈曜を 見よ、 

ダイ キ大喜  ホ-キン 法忻を 見よ" 

ダ イキ 大 11 我 ( . ) 〔臨 濟宗〕 豐前萬 壽寺 の禪 僧な 

ぅ、 大義は 俗姓 源氏、 甲斐の 人、 善 玖の 法脉を 受け、 瑞田 
寺 R 出世し、 豐 州の 萬壽寺 R 移ぅ、 晚年恩 光寺 R 主と な 6、 
此寺 R て 寂す、. 壽缺 く、 (本朝 高僧 馎) 

ダイ ギ T ン大 « 院  ホ- イ法 位を 見よ、 

ダイ キユ- 大休  H ボ -慧肪 を 見よ、 

茭 V キユ 1 大 休  ゲン ソ丄 兀聰を 見よ、 

女 イキ ユ ー 大休  シユ -キユ ■■宗 休を 見よ、 

茭イ キユ丨 大休 

シヨ- ネン正 念を 見よ、 

f キヨ ー イン 大敬院 

ホ ーギ ン芳 闇を 見よ、 

^■ v*¥ 3 1 ボ S 大敎房  チ ユ-ク ヮイ 忠 快を 見よ、 
ダ イダ ^0  ジ H ン慈延 を 見よ、 

茭イダ ^0  シ H  - チ ク宗 築を 見よ、. 

ダ イダ 大愚  ショ-チ 性智を 見よ、 

ダ イダ 大愚  ユ„.ク.— 酉冏を 見よ、 

女 イク ー 大空  ゲ. .ン コ玄 虎を 見よ、. 

ダ イク ？诺1 大 yts fl 房  ダィ リョ-. 大了を 見よ、 

女 イク ワン 大觀  ボン h  I 梵英を 見よ、，' 

ダイク ウン 大觀  モン ジユ 文珠を 見よ、 

茭イ ケ—  大圭  ショ-タク 紹琢を 見よ、 

.タイケ 1 大 溪( . >..〔 黃檗 宗〕 筑後柳 川 某 寺の 禪僧 


な 6、 大溪 は號を 夫 山と 云 ふ" 筑後柳 川の 人な 6、 道 暇 詩を 
嗜み 傑作 あ 6、 大潮 元皓に 交は. CS、 常 R 往來 す、 寬保 元年 詩 
稿を 刻す、 元 賭 序を 撰せ 6、 師寂 年月日 詳 ならす* 著作 天 山 
詩稿 二卷 あう、 (魯寮 文集) 

ダィ ケン 大賢 si ^I 〔曹 洞宗〕 仙 臺輪王 寺の 禪 僧な 
う、 大賢 字は 鳳樹 、號 は右寵 、晚に 芻 狗 子と 號 す、 俗姓は 
桑 島 氏、 父は 仙臺； 旦理邑 主 伊達 氏の 臣な 6、 蕕髮 して 僧溪水 
の 徒弟と な $、 次 R 文 堂 禪師に 從 CA 、 次 R 江 戶靑松 寺 R 赴く 
後歸て 輪 王 寺の 席を 曇 龍の 後 R 嗣 く、 釋迦 十六 羅漢 像を 山門 
に 安し、 二十 一 一史 等の 諸 書を 買； 3 て 文庫に 置き、 後 遺命して 
藩の 學館 に納れ 、其 散佚を 防き、 一山の 衆徒は 隨意 閱覽を 許 
3 ん Z. とを 請 ふ" 文政 五 年下 總國府 臺總寧 寺 R 寓して 微恙あ 
う、 靑松 寺 R 來 6 て 病を 養 ふ、 都下の 老 宿士大 夫の 病を 訪ふ 
者 多し、 同年 七月 廿七日 寂す、 壽六 十五、 (仙 臺史 傅) 

茭 -i ケン 大見  ゼン 9 ユ-禪 龍を 見ょ、 

茭 V ゲン 大玄二 ii H: •一. 〔眞宗 〕 越 前專念 寺 2 住持な 6、 
大玄 字は 無休、 別に 五樂 隱と號 す、 伊勢 水 澤の人 常 願 寺 住持 
某の 子な 6、 越 前 福 井 R 住し、 日々 勸導を 事と し、 東 本願 寺 
の 說敎師 として 世に 其 名を 知らる、 明治 四 年 五月 三日颳 井 K 
寂す、 著作 十八 願勸 錄三卷 、帖外 和 讃勸錄 三卷等 あう、 

女 ィザ ン大 2 二 !!1 一以 〔淨 十： 宗〕 江 戶增上 寺 第 四十 五代 
な 6、 大玄は 速 蓮 社 成 譽と號 し、 單直水 月聖引 と 云 ふ、 下 
野_ の 人、 父は 1H 馬 守 惟 守 五世の 孫な 6ノ 母は 高 橋 氏、 師幼 
に して 隱遁の 志を 起し、 同阈黑 羽の 長 松 院に至 6、 住持 俊 能 
の 下 {C 役して 出家す、 尋て弘 經寺祐 天上 人 R 從て 修學 し* 宗 


(三七七 ■ 


書辭 名人 家佛 本日 


脉を受 く、 尋て 京師に 學はん とす.‘ 俊 能 京師の 繁華に 雜りて 
婦女の 難の 怖るべき を 戒めし 加は、 即時に 男根を 斷つ 、學 成ぅ 
て 東皈し •增 K 寺に 入る、 元 文 元年 行事と なる、 初 學の爲 め 
圓戒略 撰圓戒 啓蒙 V 著す、 元 文五钜 命を 奉て 弘經 寺に 住す、 
M 享二年 大光院 に 轉 ず" 寬延 三年 十二月 傅 通院に 移る、 寶曆 
三年 十一月 二十 八日 增上 寺 R 主 左ぅ， 大僧正に 任せら る、 師 
目黑 ic 一宇を 創し、 陸 奥の 無能 和尙を 請 じ、 大に 戒律を 主唱 
す、 寶鞒六 年 八月 四日 寂す、 享年 八十 歲ペ緇 白 往生 傳 、三 綠 
山 志) 

女 イゲン 大元  シゲ V 孜 元を 見よ、 

女 イゲン 大源  シユ- シン 宗眞を 見よ、 

ダイ’ A ノン 大幻  チ クン 知日 af を 見よ、'.-」 人 
ダイ ゲン 大原  ス -フ崇 字を 見よ、 

ダ イコ  ^0  ヶ-ジ h  - 契无を 見. よ、 

ダ イコ 大虛  ジヱン 自圓を 見よ、 

女 イコ t 大江 ii s 一一 一 〔淨 十： 宗西山 派〕 紀伊總 持 寺の 學 
僧な 6、 大江 字を 南楚 とい ふ、 紀伊 六十 谷の 人な 6、 紀伊 
總持 寺の 長感 應沾に 師事して 西 山 派の 學を受 け、 比 叙 山に 登 

6、 南光 坊天 海に 就きて 天台の 秘要を 受け、 知 恩 院靈巖 に 就て 

鎭西 流の 宗要を 聞き、 南禪 寺の 裁 長老、 與聖 寺の 圓耳 禪師を 

問 ふて 禪に參 す、 後、 總持 寺に 歸 $ て 上 首と なる、 寬永二 年 

方丈 ic 入う 講授 倦まず、 聽衆甚 た 多し 三度 光明寺の 請 あれと 

も固辭 して 往か す、 晚年幽 地を 卜して 隱 棲す、 寬文 十一 年 三 

月 四日 寂す、 壽 八十、 著作 大經義 苑七卷 、論 註 隨聞記 五卷、 

具疏記 八卷 、重 笠 十三 卷 "抒 海一卷 、六 物 採 摘 三卷、 隨信鈔 


二卷 •窓 骨 辨一卷 ，布 薩辨正 二卷、 两鎭典 記一卷 光明寺 緣 
記 三 卷等ぁ 6、 ( 總持寺 記録} 

! ダ イコ-* 大衡 (ニー 1 一 丑 四〕 〔黃檗 宗〕 肥 前 長 崎崇" j 寺の 三 
代な 6、 大衡は 明の 福 州の 人、 姓は 翁な う、 十四 歲出 家し 
て禪 に皈 す、 元祿五 年西來 して 長 崎に 留 6、 同 七 年 崇福寺 三 
代と なる、 翌年 退隱 して 綠羅菴 に 居す、 寂咕詳 ならず、 

茭 イコ'  大綱  キ セ丨歸 整を 兄よ、 

.タイ n— 大 »  ミヨ 丨シ 1 i 丨明宗 を 見よ、 

ダ イコ 1 大功  H ンチユ I 圓忠 5: 見よ、 

ダイ n 1 大 7^  ジヤ クシ ヨ-寂 照を 見よ* 

ダイ ゴン大 §厫( …… ) 〔眞宗 〕長門 某 寺の 嗶僧 なう、 
大嚴は 長 門 江 崎の 人 履 善に 師事し、 後說を 改めて 能稱 正業の 
異義を 取る、 然るに 學内外 を 通して 及 ふ 者な し 長 州 萩に 在る 
時學 徒の 請に 應して 易 經を講 t 解說縱 橫奥蘊 k 盡く すを 以て 
名 聲頓に 高く、 城中讀 書の 士爭 a 來 6 て 其 席に 陪し 、藩校 明 
偷舘之 か爲に 其講を 休む {C 至りた 6 と s ふ、 著作 本 典 襲 石、 
行信畧 論、 敎章說 言 餘 論、 正信偈 記、 眞宗 要義 問答、 領解 文 
勸錄 •易 行 品 渡海 篇 1 正 像 末 讃記ぁ 6、 

ダイ サ 大佐 二 _: l -t: た 〔曹 洞宗 U-; 磐 城 長 源 寺の 開山な う、 
大佐 字は 國巖 •遠 江 種智郡 川上の 人な 6、 出家 遊 方して 舜國 
洞授に 旨を 得た う、 結 城考顯 寺に 出世す、 奥州 磐 城 城主 鳥居 
忠政淵 室 山に 長 源 寺を 鄉し師 其 一世と なる、 慶長 十三 年舜國 
越 前孝顯 寺 k 於て 寂す るに 方 6、 中納 言 M 秀康師 に 請 a て 之 
れに 住せし む、 幾何 もな くして 辭 退し、 長 源 寺に 皈り仝 十四 
筇退老 し、 元 和 二 年 某月 某日 寂す、 世壽缺 く’ (H 本 洞 上 聯燈 


女 イ (大 }' ゲーコ 


f  (犬) T サ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 七 七) 


;§* イ (大) ぜ ー シ 


ダ 1 大 


錄) 

蒼 イザイ 大材  ヶソ 9 ヨ-堅 梁を 昆よ、 

ダ イジ ボ ー 大 •慈 房  シヨ-シヨ— 聖昭を 見よ、 

ダイ、 V キ大 a ， ユ 1 ブ宥璺 を 見よ" 

女 イシ ツ大室  H  - クヮク 永 廓を 見よ、 

ダ イシ ツ 大室  シユ- セキ 宗碩を 見よ、 

ダイ、 V ツ大室  ソ-ホ -總芳 を 見よ、 

ダイ V ツ大室  ソタ -祖圭 を 見よ" 

ダ V ジツ イン 大 {貫 院  ス ー ゴン崇 言を 見よ、 

ダイ シン 大進  子 ン ハン 念範を 見よ、 

ダイ シン 大進  ミチ ユ- 彌忠 を 見よ、 

茭 V シン 大進  H タン 慧旦を 見よ、 

ダイ シン 大心  ギト- 義統を 見よ、 

女 T シン アン 大 進 ^ ギヨ ーグヮ ン行 願を 見よ、 
ダイ シン カ イ大心 海  ギ キヨ— 義敎を 見よ、 

ダ イジ ヤクア ン大寂 巷  グン nt 支 綱を 見よ、 

ダイ、 V ユ 大殊一 一一 ^ 一一 一 〔臨 濟宗〕 河 內光通 寺の 禪僧な 

$、 大殊は 別 峰と 號 す、 周 防の 人な 6、 出家 受戒の 後、 諸國 

に 游 方す、 偶々 義南 菩薩 關西 R 化を 布く、 師往 きて 問答 省 あ 

$、 三 光 國師に 雲樹 寺に 參す るに 及 a 、 國師其 省 所を 證す、 

後* 備 中の 吞海に 靈嶽穆 に參 して 機 語 相 契す、 師の名 漸く 顯 

はれ、 人爭； S て 之を 請す、 和 泉の 興聖 寺、 伊勢の 淸水 寺、 播 

磨の 臨濟 寺、 備前 の定林 寺" 河 內の光 通 寺、 紀 伊の 西 光寺 等 

は 皆 師の歷 住せし 所な 6、 永 德二年 夏 伊勢の 太廟 R 詣て 、靈 

應あ ぅ、 西 光寺に 住する 時、 後龜 山院紀 伊に 幸し 穴 まふの 序 


次駕を 柱け て 道を 問 ひ y2 まひ 殊 に 大珠圓 光國師 の號を 賜ふ晚 
年 光 通 寺 R 退去し、 應永九 年 八月 二日 寂す、 壽 < 十二、 (本朝 
高僧 傅} 

。タ イジ ュ 大 1 帚  シュ— ホ ~宗彭 5: 見よ、 

ダ Y シュ— 大宗  ゲン コ1 支 弘を 見よ、 

ダイ V ュ—ノ *ン 大盾院  -1 チ ソ-日 f| を 見よ、 

ダ V シュク 大 淑 ニー 四 七 C 臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪 僧な 
6、 大俶 字は 季弘號 は 蔗菴と 云 ふ、 竹菴 緣に參 して 法を 嗣 
ぎ、 文明 十二 年 東 福 寺に 主と なう、 長亨 元年 八月 七日 寂す、 
壽缺 く、 (延寶 傅燈錄 } 

ダイ ジュン 大順  リキ ショ-^ 力 精を 見よ， 

ダイ シヨ 大 一 初  ヶ- カク 繼覺を 見よ、 

茭 イシヨ 大一初  ヶ丨ゲ ン啓 源を 見よ* 

茭 イシヨ 1 大聖 2 七 四 さ 〔眞言 宗〕 遠 江 潮 海 寺の 住僧 
なう" 大聖 其 俗姓 生國詳 かならず、 遠 江 城苽郡 潮 海 寺に 主と 
なう、 德 行人 ic 邁れ 、常に 阿 彌陀の 法を 修 し、 寬治 年中 寂す、 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ダ イシ？ 大鐘  9 ョ丨ガ 良 賀を昆 よ、 

茭 イシ ml イン 大聖 院  ニ チュン 日延を 見よ、 

ダイ シ 3 — イン 4^ 聖 ニ チ ギョ— 日堯を 見よ、 
? ^31 大成 C …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
な 6、 大成は 越 前の 人、 幼に して 州の 善應 寺 (C 入りて 剃髮 
し、 二 十五 歲 R して 京に 入 6 建 仁 寺に 留 る、 初め 鞞藏を 掌 $、 
後 首座と なる、 出て、 州の 善應 寺に 住し、 後、 京都の 眞卯寺 
建 仁 寺に 歷 住し、 某 年 八月 二十 一日 寂す、 壽五 十九、 臨終の 


(五 七 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


偈に 日く、 一 出 一入、 五十 九 年、 浮 雲 不^ t, 明月 在， 天、 と 
(延 寶傳燈 鎌} 

ダ イジ 3 1 大成  シユ •■リン 宗林を 見よ、 

ダ イジ ヨ ー 大乘一 ~i si 〔眞宗 〕 筑前嘉 摩 郡 3 并 村長 源 
寺の 住持な 6、 大乘 字は 慧 雲、 幻 園と 號し 、後、 福 岡 光 lfll 
寺に 住す、 少時 大同 師の 門に 遊 ひ、 日夜 學を積 み、 出藍の 名 
あ. CV、 よく 大 In! の 風儀を 傳 へ、 ff 儀 作法甚 た 嚴 重なう、 法 門 
.惑 亂の後 命を 奉して 居 敬 履 善 等の 諸師と 同く 祖 山を 護 守し 
大 に法門 に 功 あ 6、 文化 八 年夏砖 敬と 同し く 代講の 命を 蒙り、 
觀經を 叢林 k 講 す、 聽衆 一千 二百 有餘 人な 6、 其後嚙 に歸へ 
6 疾を以 て 寂す、 壽七 十一、 實に 文政 六 年 正月 廿二 日な 6、 
謚して 遍照院 と S ふ、 明治 十八 年 司敎を 追贈 せらる、 著作觀 
經講述 五卷 、易 行 品 毛諦 錄二卷 あう、 (淸 流紀談 、學苑 談 叢、 
本願 寺派學 事史) 

ダィ；、； V 3 1 大乘  シヨ ー イン 證印を 見よ、 

ダイ；、 ン ml ベン 大成 辨  ニ チ シヨ-日 昭を 見よ、 
ダイ セツ 大拙  シン オ-眞 雄を 見よ、 

ダイ セツ 大拙  シヨ—  n ン承演 を 見よ、 

ダイ セツ 大拙  ソノ- 祖能を 見よ、 

ダイセン大宣；一 1:- ;;二 〔眞宗 〕 能 ^ 羽 喰 郡此浦 村專 稱 寺 

の 住僧な う、 大宣は 寮 司と なりて 天 保 十三华 より 遊 心 法界 

記 華 M 五敎 章を 高 倉學 寮に 講 し、 嘉 永二苹 十二 n 二十 三日 擬 

講とな う、 文久 三年 五月 二十 六 H 寂す、 (眞宗 史料 J 

ダイ セン 大闊 (二 三  一 S  〔臨 濟宗〕 5 模浄智 寺の 禪 僧な 

う、 大闡 字 W 大法、 俗姓は 源氏、 武藏の 人な 6、 幼 (C して 


夢蒽一 師の 下に 侍し、 入室 衣 ^ を附 せられ、 諸方に 遊歴して 
悉く 推 獎を蒙 むる、 應安 元年 命を 享けて 相 模の萍 智 寺に 住し、 
居る 乙と 七 年、 圓覺 寺に 移つ る， 後、 將 軍の 命に 應して 京都 
天 龍 寺に 主と な 6、 幾なら T して 寂す、 壽七 十九、 勅謚 怫範 
宗 油 禪師の 號を賜 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

女 イセ ン 大川 J- ンリ H  - 音 龍を 見よ、 

女 V セン 大カ  チョ- ヤク長 益を 見よ、 

ダイ セン 大川  ツ-エ ン通衍 を 見よ、 

ダ T セン 大川  ド- ツ丨道 通を 見よ、 

ダイ セン 大尖  ジュン ホ淳甫 を 見よ、 

女 イゼン 大千  ダイ キ大熹 V」 見よ、 

ダイ ^ ン大全  イチガ ー雅を 見よ、 

ダイ センボ 1 大泉房  ニ チジ ョ-日 成を 見よ、 

ダイ '/ 1 大藏 ( …… ) 七 條佛所 佛エな $、  大藏は 
康 永の 二子な ぅ、 淸水 寺阿阱 の 二王を 作る、 

女 イゾ 1 大象  シュ— 力 宗嘉を 見よ、 

ダイ y 1 イン 大相院  ホ-リン 法霖を 見よ 
ダイ チ 大知日  一一 一 g -E 」9  〔曹 洞宗〕 加 貿祗陀 寺の 開山な 6、 
大智 別に m 繼と云 ひ、 素 溪と云 ふ、 (一 說に祖 繼素溪 は 共に 後 
人の稱すると乙ろにか、ると云ふ-)肥後宇土郡長崎の人な6 
TF. 應三苹 を 以て 牛れ、 幼名 萬 十と 云 ふ、 幼 R して 出家の 志 あ 
.CN、' 七歲 親 R 携 へられて 大慈寺 寒巖尹 禪師 {C 謁す、 尹禪師 一 
見 器 許し、 手 r ら饅頭 を 把 6 て 帥に 與へ 、其 名を 問 ふ、 師 3 
ふ、 萬 十と、 尹 禪師戯 れて日 ふ 萬 十 饅頭を 喫する 時 如！： と、 
師日 ふ'  大蛇の 小 蛇を 呑 1; か 如しと、 禪帥大 R 奇 とし、 命し 


女 イ (大) ジ — セ 


ダ T  (大) セー チ 


書 辭名 人家 佛本  日 


ダイ (大) チ 


ダイ (大) チ 


て 小智と 云 ふ、 師日ふ 願く は大智 と. パ はれょ、 禪師益 其才に 
感し 、遂に 命して 大智と 云 ひ、 度を 授 く、 TH 安二 年 尹 禪師示 
寂す ' 師喪 を修 して 後出 遊し、 和 模建提 寺 南 浦 明に 謁した 
る も 機緣 契せ す" 尋て釋 運 西 堂に 謁し、 許 0 r を受 く、 後加賀 
大 乘寺瑩 山 瑾に謁 し、 百 丈 野 狐 話を 參究 して 七 华を £2 、 一日 
束廊に 在 6 て、 

僧の两 廊を 過く 
るを 昆て 忽然と 
して 省 あ 6、 許 
可を 受 く、 正 和 
三年 師 廿五歲 R 
して 元に 航 し、 

古林 茂、 雲 外 1111!! " 

中銎 本、 無 見覩 
等の 諸禪師 に歷 
謁し、 徧 く靈塲 
を 巡 禮 し、 滯留 
十一 年に おょ 
ふ、 (正 中元 年 元 

泰定元 矩甲子 ) 元の 帝に 謁し、 朿皈 のとを 奏す、 rf あり 日 ふ、 

萬 m 北钾 宣：玉 詔 — ■» 三山也 海 迗 -- 歸船ハ 皇恩至 厚將 “何 報、 一往 

心 香 祝，， 萬 年； と、 旣に して it を 触き、 半途 (C して 風浪の 難に 

迺ひ 、高麗に 飄 泊す、 高 it 王に呈 する 詩 あ-^、 日 ふ'  曠刼飄 

生死 海、 今朝： 史 被-- 業 風 吹 ハ 無‘ 端 失 TT 却歸 家路 -' » 空 望-- 扶桑- 

日出 時、 と、 高 ffi ic 上-^、 •白 運 ilr-l ic 遊 ふ、 詩 あ $、 日 ふ、 千 


峯頂上 白蓮 社、 十 里 松 門人 更 深、 僧舍不 k 留 ，， 塵 世 客 - ■» 一輪 明 
月 照，， 禪心； と、 王の 好意に ょ-^、 再 S 出發 し、 加賀宮 腰 津に 
着す、 即ち 能 登 洞 谷に 至*^、 瑩山瑾 禪師に 宵 M す、 瑾禪師 の 
意を 受けて 1111 峯 rf 禪師に 謁し、 師資の 禮を 執る、 加賀河 內莊吉 
野鄕 の峰戀 の 幽靜を 愛し、 巷を 營み 閑居す、 未 7^2 幾なら ずし 
て 參 徒四來 し、 遂に 一 寺を 開き、 師子 山祗陀 寺と 號 す、 正 慶 
二 年 正月 明 峰 哲禪師 ょり 法衣を 附 せらる、 後 肥 後に 歸 り、 菊 
池 郡 穴 鄕斑 蛇口 山に 鳳 儀 山聖護 寺を 構へ て 住居す、 大守從 五 
位下 菊池武 時 (入道 心 空寂一 : 居士} 深く 崇仰 す、 師鳳儀 山を 
下ら さる MJ 二十 年な う、 1!? 應 二年武 時の 男武重 玉 名 郡 石貫鄕 
に 紫 陽 山廣福 寺を 築き、 師を 請して 開山と なす、 師 一日 手 か 
ら自影 k 寫して 、训源 旨 禪師 に賛を 求む、 (本文の 問に 揭 くる 
圖像は 即ち 其 内 影に 依る、) 正 平の 際、 肥 前高來 郡に 水 月菴を 
營み 閑居す、 詩 あ-^' 日 ふ、 聞坍修 TT 入 三 摩 地 (五 五 同 通 一念 
觀 、永 夜淸風 翻-- 白 月 ハ松聲 長 似-- 雨聲寒 (」 毘盧 海上 起-- 波瀾 ハ 
江 月 松風 永 夜寒、 箇箇 而前觀 自作、 人人 一座輔 陀山、 」 と 、同地 
なる 笠津埼 望の 詩 あう、 日 ふ、 「蓬 窓冷對 一江 秋、 智鏡融 時 見 
瞧 周、 岸 上 靑山雖 -不.動、波心明=^去隨。流、」性海無1瞅寶鑑 
明、 猿啼 未. 足 第三 聲 、寒濤 打-- 碎蒼崖 月 〖萬 仞 峰頭 lllt :,,v 路行、 」 
と 同 S 河 尻の 蘆月卷 の景を 賞し、 詩 あう、 日 ふ、 「長年 獨坐 
寒 岩 草、 一色 功 中轉 k 步 難、 時 夜長 鯨 吸 k 海盡 、.珊瑚 枝 上 月 M 
團、」 「洞 上 宗風觭 尊貴、 何勞 默默 守-- 功 動 T ® 麟掣 n 斷黃命 鎖 ハ 
獨步， 丹 霄 五色 裏 r' IF. 平 二十 一年の 冬徴恙 あり、 十二月 十日 端 
然として 寂す、 * I 七十 七、 51 六十 九、 関 維して 遺骨を 堆 II 祗 
陀费月 水 月の 四處に 分ち、 搭を 立 て大 梅と 云 ふ. 著作 偈頌 一卷 


(七 七 七） 


書辭 名. 人家 佛 本日 


ぁぅ、 世間に 盛 行す、 法嗣 一人 ぁぅ、 禪 古と 云 ふ、 法 孫梵丁 
其傳を 作る、 (大智 禪師傳 •日 木 洞上聯 燈錄) 

女 イチ 大智  ヶン H ン賢固 を 見よ、 

ダイ チ大癒 .イガ ク爲學 を 見よ、 

ダイ チン 大椿  シユ 5 コ丨岡 亨を 見よ、 

^ イチ ユ ー 大生！ ー  シユ丨 ギン 宗岑を 見よ、 

女 イチ ユ ー 大蟲  チョ In 超 虎を 見よ、 

ダイ チユ ー 大 # シ ZL- 丨イ 宗鴻を 見よ、 

ダイ チ ユ 1 大中  ゼン ャク善 益を 見よ、 

ダイ チ ユ 1 イン 大中院  ニ チコ-日 孝を 見よ、 

女 イチ ヨ ー 大潮  ゲン n- 元皓を 見よ、 

ダイ チヨ ー 大朝  シユ -ガ 宗賀を 見よ、 

ダイ チヨ 1 大超  トク ダ ワ V 禿 頑を 見よ、 

ダ イツ ー 大通二 -0 3E W  〔臨 濟宗〕 相模淨 妙 寺の 禪 僧な 


二 

ぇ 大 通は 尾 張の 人、 俗姓は 源氏 新田の 族な ぅ、 精し く宗 
義に 通し、 善く毘 尼を 持す、 春嶽喜 R 師事して 其 法を 嗣 ぎ、 
伊勢 朝 熊 山に 隱 逸す、 後、 丹 波 娑婆 山に 移ぅて 菴 居す、 里 民 
其德に 嚮 a 、 遂に 寺を 名け て瑞巖 寺と 云 ふ、 將 軍足 利 義尙其 

道 * を 聞き 相 模淨妙 寺に 請す、 師辭 する 乙と 再三、 終に 止 ひ 

乙 とを 得すして 往き 住し、 居る 乙 と 一年に して 瑞巖 寺に 皈る、 

延德 元年 正月 十日 病に 罹 6、 懇に 門人を 誡め 、恬然と して 寂 

す、 壽九 十二、 臘七 十一、 (本朝 高僧 傳) 

女 イツ ー イン 大 通院  ギジ ユン 義順を 見ょ、 

ダイ ツ ー イン 大通院  ニ チ H  I 日永を 見ょ、 

ダイ 5* ツ 大哲 1 一) 〔淨 土宗〕 江 戶正命 寺の 僧な 


ぅ、 大哲は 常 陸の 人、 出家して 論辨 演說に 達す、 日蓮の 徒 
を 論 伏して 歒 すろ ものな し、 然れと も 彼等 常 {C 之を 恨みと す、 
他日 常 野 二 州に 頭陀 す、 日蓮の 徒數 百人竊 に師に 暴ヶ ，加へ ん 
とす、 師瞢力 あ 6 大樹を 抜きて 之を 打つ、 H 蓮の 徒 恐れて 去 
る、 寬文 年中 武藏 の國下 谷 {C 於て 別時 會を修 す、 道化す る 所 
其 / 2 多し、 後 駒 iA 正 命 寺 R 住し、 大に法 門を 弘通 す、 示 寂. の 
年月日 缺 く、 (鎭 流祖 傳) 

ダイ 5* ツ 大鐵一 •一四 A : *.: 〔眞宗 〕 越 前 米 浦 蓮 光寺の 住持な 
ぅ、 大鐵は 越 前の 人、 高 倉 學寮に 學び 、文政 三年 寮 司と な 
6、 俱舍 頌疏を 講じ、 其 秋擬講 となる、 後、 四敎 儀、 末燈鈔 
を 講ず、 文政 十二 年 八月 五日 寂す、 壽缺 く* (高 倉 學寮講 者 列 
傳 稿本) 

ダィ テツ 大徹  シユ丨 レ 丨宗 令を 見よ、 

タイ テン 大典  ケソジ ヨ  丨顯 常を 見よ、 

ダイ 5* ン大轉  シン エ信慧 を 見よ、 

ダイ チン * « ポンセ ン梵 千を 見よ、 

、タイ デン ^: 田  リヨ 丨ヨ •靈 用， で 見よ、 

ダイ トー 大透  ケ—ジ ヨ圭徐 を昆 よ、 

^ イト*-  大透  シユ- テキ 宗的を 見よ、 
f  h! 大等  イチ ユ— 一祐を 見よ、 

ダイ F1 大同 (二 四 二) 〔眞宗 〕 筑前攸 須郡甘 木 敎法寺 
の 住 待な 6、 大同は 陳善院 の 門人な $、 學内外 を 兼ぬ、 道 
心 深く して 眞宗律 の 名 あ $、 殊に 詩文に 長し、 龜井南 冥と 文 
雅の 交を なす、 門人 其 詩を 集めて 玄澥錄 と 名く、 師の 著作 陳 
善 院僧樸 年譜 一卷 あう、 (淸 流紀談 •本願 寺 派 學 事史) 


ダイ (大) チ— 5* 


ダイ (大. 3 5- fK 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 七 七） 


ダイ C 大) F  ベ 


ダイ、 大 ％ へ！ ホ 


〔考〕 大同は 寶曆 頃の 人な ぅ、 

女 イ F1  大同  ミョ- キツ妙 詰を 見よ、 

ダイ 大幢  ライ ニ ョ賴 如を 見よ、 
f  r 大幢  シン カィ 信 海を 見よ、 

^ イ 大道 

イチ イー 以を 見よ、 

ダイ ド 1 大、 P ソン チョ— 存長を 見よ、 

ダイ ボ 1 大同 房  キぺン 基辨を 見よ、 

ダイ ニ 大 威 ( . ) 七 條西佛 處の佛 エ なぅ、 大貳 

は康 住の 養子な $、 事蹟 詳 次らず、  ， 
ダ* T ニ チ 大日  ノ  I  - ーン能 忍を 見よ、 
タイニン大任0一§^5  〔浄土宗〕 江戶山 谷瑞泉 寺の 僧 
f,  大任は 號を墨 庵と 云 ふ ■詩文を 以て 名 ぁ 寬政十 
一年 三 nr 山 谷を 出て 東海道を 經て 五畿内 地方 R 歴遊し、 六月 
寺に 皈 6、 雲 遊 文 蔚五卷 を 著は す、 抱 一、 月 仙、 雲 室、 司 馬 江 
漢 、谷 文晁等 數十 人の 書を 附し 刊行す、 師寂 年月日 詳 ならす、 
著作 元亨釋 書輔玷 十二 卷 、雲 遊 文 蔚五卷 、蔸道 夢 枝淤哩 二卷、 
佛 舍利考 、墨 庵々 話 各 一卷ぁ 6、 ( 雲 遊 文蔚) 

女 イキ 1 大！^  9 ョー ニン 了 忍を 見よ、 

ダイ 手 ン大年  シユー H  - 宗永を 見よ、 

ダイ 手 ン *1^ 年  ショ- ケ-祥 啓を 見よ、 

女 イ手ン 大年  シ 3 -卜 -祥登 を 見よ、 

ダイ 手 ン大年  ホ- H  V 法延を 見よ、 

ダ T バイ 大梅  ホ-セン 法 撰を 見よ、 

ダイ、 t: 大眉  シヨ-ゼン 性 善を 見よ、 

ダイべ ン大辯  シヨ ートッ 正 訥を 見よ、 


受 イべン 大一^  リヨ-トツ 了 酌を 見よ、 

芬イホ 大蒲  シヨ-モク 正睦を 見よ、 

\ナイ ホコ ー 大輔公  ニ チ d- 日 祐を氣 よ、 

ダイ ホ— 大寶一 一， _  〔天台宗 S 江 園 城 寺 卩光院 の學 
僧な 6、 大寶は 一名 守 脫と云 ふ、 伊勢 佐 倉の 人な 6、 東 本 
願 寺 末なる 佐 倉の 安 性 寺に 生る、 稍 長して 天台宗 {C 入- CN、 
比數 山に 登 6 て 三 大部の 講究を なし、 安樂 院 R 留寓 して 慧澄 
律師の 講席に 列す、 後、 下野 日光 山 R 留 6、 三 大部の 講席を 
開き、 慧澄 の學 風を 襲は す、 別 {C 一旗 幟を 樹つ 、遂 R 安樂 院 
一門の 容 ると 乙 ろ とならず、 山內の 學籍を 脫 し， 寺 門に 入. CV、 
園 城 寺の 日光 院 k 管す、 然る R 常 ic IHI 寺の 自性 院に留 寓 し、 
三 大部の 講席 V 開く、 大衆 四 來 し、 門學 漸く 盛な. CN* 明治 十 
五 年の 頃、 西本願寺の 聘によ 6、 京都に 至ぅ、 西本願寺 大敎校 
に 三 大部 等を 講し 、大 ■に 學 徒の 敎 育 R 力を 盡 す、 師 天台の 學 
に 精通し、 # ねて 儒學に 該汕 す、 殊に 音韻の 學に長 したれ は、 
一時の 儒家 等 常 (C 師に就 いて敎を受けた6と云ふ、明治十七 
年 二月 十日 京郤 の寓舍 W 寂す、 壽八 十一、 前後 帥の 門に 學 a 
たる 者 W /2 多く、 殊に 前⑴慧 雲 等 聞 ゆ、 著作 沈 華 玄義稃 籤講 
述 十五 卷 、止 觀輔行 _ 述 、冠 It 四 敎儀集 註、 觀經 妙宗鈔 講述、 
各 六卷 、十 不二 門 指要鈔 講述 、金鞞 論 講述 '八 識 rll 矩講述 
天台 菩薩 戒疏 講诎各 二 卷 、起 信 論講述 、六 <n 釋講述 、敎誡 律 
儀鈔、各一卷、び華文旬、觀.背支葬記五敎章，'俱公頌疏等 
の 講述若 干卷 、學 庸講述 一卷ぁ 6、 

女 イホー 大鹏  ショ~コン正 || .で見よ、 

ダイ ホ 1 大 江  ジツ- l v ls tt VJ li よ、 


(九 七 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


女 イホ ー 大法  ダイ セン 大闡を 見よ、 

衣イ ホ— 大方  ゲン クヮイ 元 恢を昆 よ、 

交 イホ 1 *1^  ■万  ショ-クン 韶動を 見よ、 

女 イホ 1 大 1 方  rl~ シン 融眞を 見よ、 

爻イボ ク ± #  ゲン ソ玄 素を 見よ、 

^ イ fM 3 l ^; •-  大明房  -1 チ H  ~ 日 榮を見 よ、 

ダ イム カ ク 大夢覺  コ I ゲン宏 源を 見よ.* 

芟イモ 大模  シユ— ハン 宗範を 見よ、 

女 T モク 大默  H ジャ ク慧 寂を廷 よ、 

茭イ m 大譽 ( …… ) 〔淨 土宗 3 河內報 土菴の 開山な 
办、 大譽 俗姓は 小 田 氏、 伊賀上 野の 人な 6、 州の 念佛 寺に 
投じて 剃髪し 法を 知哲 に嗣 河內 R 柱き て 報 土菴を 搆 へ'* 
某牢 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ダ イヨ  H V チ 圓智を 見よ， 
f 3 大擧 a  カン テキ 閑 的を 見よ、 

ダイ 3 大患 ¢=1 ギネン 巍然を 見よ、 

ダ イヨ 大譽  キョ 丨ジ ク慶竺 を 見よ、 

爻イヨ 大幾日  サブ ジョ三 恕を 見よ、 

芟イ 3 ド グヮン 土 九を 見よ、 

女 イヨ 大譽  ド—ク ソ洞 雲を 見よ、 

ダイ m 大喪 日  ムゴク 無 極を 見よ、 

ダイ ml 大用 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 奥州 泰心 院の禪 僧な 

ク， 大用 俗姓は 平氏、 出羽莊 S の 人な-^、 晚年 に 及 64 て 僧 

とな 6、 泰心院 に 住し、 後、 辭して 三 河の 龍海院 に寓 し、 小 

室を 街路の 傍に 營みて 閻羅 王の 像を 安置して 居る、 岡 崎の 城 


主 水 野 氏師を 招きて 法趄を 問 ひ 金 帛を 贈る、 師之を 受けて 悉 
く 乞丐 ic 與へ 去う、 東西 意に 任して 遊行し、 其 終る處 を 知ら 
す、 (日本 洞 上 聯燈錄 j 


女 イ f  大用 
ダイ？  大用 
女 T? 大用 
?? 大鷹 
ダイ？ 大養 
^• イヨ*- 大陽 
ダイ リン 大林 
ダイ リン 大林 
女 イリ ン大林 
女 イリ ン大 * 
ダイ リン 大麟 
ダイ リン 大輪 


H タン 慧湛を 見よ、 

シ ューシ ュソ宗 俊を 見よ、 
ぜンョ I 全 用 1: 見よ、 

シュ ー シュン 宗俊 1: 見よ、 
ジュン キョー 淳享を 尾よ、 
ミョ— チュ— 明 中を 見よ、 
.シ ュ丨卜 —宗套 を 見ょ、 
シヨ ーッ丨 正 通を 見よ、 

ゼン. イク 善 育を 見よ、 

シヨ ー チソ韶 珍を 見よ、 
ゼン サク 全 索を 見よ、 


f リユ 1 大龍 


ソシ ン祖 心を 見ょ、 

=• =: 一 —: Yi 〔淨 土宗〕 尾 張大淼 寺の 開山な 
ぅ、 大龍は 行 蓮 社 信 # と號 す、 俗姓は 酒 井 氏、 肥 後 松 本の 
人な 6、 幼に して 郡の 西 福 寺に 入 $ て 剃髪し、 聞悦に 師事し 
て 宗乘 を究ひ 、後‘ 尾 張 春 日 井 郡に 大淼 寺を 沏して 住し、 延 
寶 元年 二月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ダィ リユ— 大龍  ゾソシ ユ存 守を 見ょ、 

ダィ リヨ— 大了！ 一一  ぽ糊 〔新 t, 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 i« 五 
十五 K な 6、 大了 字は 章範 、初め 大空 房智 盛と 云 ふ、 伊豫 
國溫泉 郡 高 岡 村の 人、 俗姓は 河 合 氏な $、 父は 伊左衞 門と栩 
し、 師は其 第二 子な り、 天 保 五 年 七月 十一 日を 以て 生わ、 幼 


ダ T  (大) ホ ー 3 


女 T (大} 3 丨リ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇八 七） 


. ____  交 文 欠) レ： 

にして 出家の 志 禁じ 難く* •十六 歳に して 邱 - TH 院章榮 阿 闍 梨の 
室 R 投して 薙髮 ず、 嘉永四 年冬豐 山に 登う、 永 雅僧 iK JC 謁し、 
六 年 二月 入壇灌 頂す、 乙れ よ 6 眞猙覺 了の 二師に 性 相の 奥義 
を聽 き、 海 如 啓 本 二師に 小 野廣澤 二流の 秘訣を 究め、 雲井 坊 
に 住す、 明治： 一一 年祭 良戒增 院惠訓 (C 隨 ひ、 登壇 受戒し、 朿 
大寺 主の 懇請 R よ 6、 新藥師 寺に 住す、 同 八 年 伊豫' 心 手 寺 
に 移り、 十一 年 命 {C よ. CS 柬京に 出て* 敎導 職に 舖 せられ、 累 
進して 少敎正 に 至う、 宗務を 大敎院 に 執る、 護一 寺 俊 海 僧正 
常 ic 師の 學德を 慕 a 、 延て副 什 職と な' cn 、 ： 遂 (C 其 職を 讓 る、 
時に 明治 十六 年 八月な 6、 後、 幾何ち なく 寺 中火を 失し、 殿 
宇坊舍 悉く 烏 有に 坂す、 師刻苦 經營 、出て、 は 宗務を 執う、 
入うて は fn 建の 事を 謀- CN、 高 城義海 僧正を 延て 再建の 事を 托 
し'  相 助けて 漸く 舊觀 に復 する を 得た 6、 明治 二 - I 四 年 選ば 
れて豐 山の 化 牛と なう、 大傳 法院の 座主を 兼ぬ、 二十 七牢六 
月史 に 選ばれて 眞言 宗長窝 となり、 大僧正 {C 稀す、 明年 淸と 
戰を 開く や、 師敕を 奉じて 大元帥の 神 法を 修 し、 征淸 の戰勝 
を 祈る、 同年 十月疾 {C 罹 6 て 職を 辭 し、 退て 護國 寺に 居 6、 

靜養 怠たら ざり しが、 遂に 明治 三十 一年 八月 二十 五日 寂す、 

壽六 十五、 臌五 十、 著作 野 根敎和 和 會論一 卷ぁ 6 .、(新 義 眞言 

宗史 料) ' -. .... 

タイ レン 大廉！ ；額」 社 【. 眞宗〕 飛騨願 念 寺の 僧な 6、 

大廉 一名を 眞 敎と稱 し、 鳥 溪と號 す、 明 和 四 年 三 片飛騨 吉城 

郡 新 名 村 願 念 寺に 生る、 少 {C して' 越 中の怏 樂. 院卖遠 に從 a 、 

宗餘 乘を學 ふ、 後、 攝津得 聞院の 敎授を 囑せ .られ 、往 きて 寓 

する 乙 と 多年、 後 美 濃攝津 山城 河内 ■越 中等め 諸國を 巡錫して 


女 文 大 * r R ) タク (卓) 


學 徒を 獎勵 す、 文化 九牢 安：！ 代講の 命を 承け て 文 類聚 鈔を講 
す、 文化 十一 年寺號 を 下して 隨緣 寺と s ふ、 天 保 二 年 助敎に 
昇う、 弘化 元华 九月 廿 九日 寂す •壽七 十八、 著作 文 類聚鈔 記 
一卷 あり、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派學事 史) 

ダイ ロ  大路  イチ ジュン ー遵を 見よ、 

?ォク 臺屋 li' . A: 〔淨 土宗 ；！ 安藝 源 光院の 開山な 
6、 事. 屋は三 蓮 社 緣 譽と號 す、 遠江濱 松の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず、 信 * に師學 して 宗乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 安藝 
廣島に 源 光院を 創して 開山と なう、 慶安 元年 八月 二十 七日 寂 
す、 壽缺く 1 ( 淨土總 系譜)  :- 
茭イ サン 1 量 山 (二 三 一 五) 〔淨 土宗〕 越後 大巖 寺の 開山な 
6、 臺 山は 行 蓮社往 譽と號 す、 越後 春 日 山の 人な $、 智譽 
上人に 法を 嗣ぎ 、越後の 高 田に 大巖 寺を 開きて 淨土宗 を弘通 
し 道俗の 皈向 盛な 6、 明曆 中大巖 寺に 寂す* 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜)  , - 
ダイ ぜン臺山 1: 0: /\: .〔淨士宗〕下野大光院の僧な6、 
臺 山は乘 蓮 社 傳 譽と號 す、 俗姓は 岩 木 氏 江戶の 人な 6、 初め 
父 劫 大山の 明 王に 祈 6 て師を 生む、. 稍 長して 了 的の 室に 入う 
て 弟 - f とな 6、 大山と 名け、- 後、 臺 山と 改む 、學 行年を 積み 
て 瓜 連 常 福 寺に 住し、 後、 新 ffl 大光院 に 遷 る、 慶安 元年 九月 
十七 日 大光院 に 寂す 一 幕 缺く 、門下に 靈 玄梵貞 等 あ 6、 ( 淨土 
總 系譜) 

ダ イオ ー 代 你羽  シュ テッ 守哲 を 見よ、 

タイ タン 代 R  シュチ H  - 守 中を 見よ、 

タカ 方ガ、 X ンノ ー 高 岳 親王  シシー ーョ眞 如を 見よ、 


〔一八 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


タク ガン 卓 i 嚴  ジ H. ン 为 ィ準 海を 見よ、 

タク ガン 卓 3 石  ド-タワ ツ 清 活を 見よ、 

タク ゲン 卓 支 iH 筵 S 義眞 W 宗〕 大和 長 谷 寺 第 十三 
代な 6、  卓玄 字は 淳亮 、俗姓は 兒玉氏 、寬永 十 年を 以て 
臨摩伊作郡魔島に生る、正保四年十五歲にして儒書を學び、 
廣く 經史に 通達す、 慶 安四 坧十 九歲に して 出家して 沙彌 とな 
6、 海 藏寺覺 有に 師事して 三密 の钞 行を 精修 し、 又 安養寺 秀 
瑜に隨ひて金胎兩部灌頂を承く、明曆元年二十三歲にして出 
遊し 大和 豐山に 赴き、 良譽に 謁して 初めて 一山の 大衆に 加は 
6、 法論の 席に 列なる、 多年 淨泉 和尙に 親炙して、 事敎 二相 
を 講究し 遂に 和尙よ 6 兩 部の 大法、 諸 尊の 儀 軌經疏 及び 秘訣 
を傳 へられ、 無量 壽院 一流の 蘊奥を 究む、 後、 轉 して 奈良に 赴 
き、 法隆寺 高榮を 問うて 維摩 經を 講究し、 興 紹 寺 盛 源を 問うて 
成 唯識論 等の 章 疏を聽 き、 寬文四 年 三十 二歲 ^ して 始めて 講 
筵を 開く、 賴意 僧正 豐 山に 主と なる ic 反び、 寬文九 年師を 推 
して 喜多坊 に住せしむ、延寶元年一たひ鄕里に皈6て老母を 
省し、 二 年 夏 再 a 豐山に 歸 6、 法臘 二十 二 R 滿 つるを 以て 許 
狀を 掌る、 仝 年 七月 賴 意の 讓 6 を 受けて 總持 寺に 移る、 仝 六 年 
尾 張 大納言 光友の 聘 {C ようて 長 A 寺に 住す、 貞享 元年 三月 五 

十二 歲 R して 將軍 綱吉の 命に 依 6、 豐 山の 能 化 職に 任せら 

れ 、五月 進 院 す、 八月 敕して 僧正に 任せられ、 仝：：：： 參 内して 

奉 謝し、 九月 江戶に 至.^、 進院の M とを 謝す、 後、 菩提 院結 

衆 三十 人を 能 屬と定 む、 元祿 元年 仁 和 寺 R 往き 、大僧正 孝 源 

R 就 $ て 傳法院 流の 許可 重 書 秘訣を 受 く、 仝 三年 夏 開祖 - i: 鎪 

の 五 百 五十 回の 忌 辰 ic 當れ るを 以て 信 盛と 議 し、 謚號を 朝廷 


ic 奏請し、 冬 十二月 特 R 勅な う興敎 大師の 謚號を 賜 ふ、 師將 
軍に 寵 せらる vrj と 最も 厚く、 數 ミ 懇請に ょ $ 江戸に 出て 城 
中に 於て 論 筵を 設 く、 將軍 自書 自賛の 觀音 の圖を 賜は る、 元 
祿四年 八月 牧野 備中 守成 貞 の寄捨 R 依 6、 豐山 R 經藏を 造 營 
す、 仝 八 年 三月 江戶 R 赴き、 將軍 R 謁し、 nj つ 桂昌院 一位 尼 
公に 見ぇて、 後ち 1111 融 帝の 宸翰 豐 山の 繪緣 起を 賜は る、 師一 
住 十二 年 R 及ぶ、 元祿八 年老を 吿けて 興 元 寺に 退 〇 し、 寶永 
元年 正月 二十 五日 寂す、 壽七 十三な 6、 菩提 院に 葬む る、 著 
作、 疏艸 第五 私記 一卷 、精 談一卷 等 ぁう、 (豐 山傳通 記、 新 
義 眞言宗 史} 

タク シユ 1 卓洲  n セン 胡僵を 見ょ、 

タク チユ 1 卓 中 一ー ー酬 A- I 〔浄土宗〕 信 濃敎念 寺の 學僧な 
う、 卓 中 初の 名は 卓 道、 號は tr 禪と云 ふ、 時人 呼 a て 曼荼 
羅和 上と 云 ふ、 信濃國 詉訪郡 文 出 村の 人、 明 和 元年 九月を 以 
て 生る" 幼に して 三寶を 崇敬し、 父母に 出家せ / 1 を 求む る 
も 許 3 れす 、安永 四 年 十一 歲に して 敎念寺 卓巔に 遇 S、 出家 
せんぶを 求め、 寺に 至うて 强請悲 泣す、 卓巔 即ち 兩親 R 吿け 
剃 度を 授く 、安永 三年 可圆和 上 巡敎の 途次 此 地に 至る、 師就 
S て 敎を受 く、 同 七 年師の 兄弟 三人 栩尋て 歿す、 兩親師 の 家 
に 皈 6て業を繼かんさを求む、師11く辭して出家の形相を全 
うせんと す、 兩親も 其 堅志に 感し 、遂に 乙れ を 許す、 師解行 
其に 力を 盡 し、 漸く 盛 # 四方 (C 傅 ふ、 諏訪の 正 光寺に 留ま $ 
て 敎化を なすに 方う、 高遠 城主 內 藤氏禮 請す るも固 辭して 出 
てず、 寬政 三年 三十 八歲 R して 行脚し、 文政 七 年 四十 七 歲 にし 
て 江戶增 上 寺慧呢 律 院の玉 釧和 上に 就て 戒律を 修 習し、 箕輪 


タク C 卓} ガーデ 


タク (卓 v y I チ 


書辭名 人 家佛本  H 


(: 二八 七 ノ 


ダクへ 卓ノ S 


の 立 巖和尙 を 仰 s て 沙彌戒 を 受け、 初めて 名を 立 禪と云 ふ、 
文化 九 华正月 一 百 - H. 十：： 一別 行を 修して 具 & 戒 ^: 受け、 別行 中 
卍 字を 威, す'  攝津 勝 M 山 (C 登う、 德本行 者に 謁して p nz 字 感 
見の冥兑を問ふ、行老具に其深意を解說し.彌勒の印可說誠 
なりと し、 特に 道號 を附與 して 德 正と 云 ふ、 文化 十一 年 信 濃 
に 遊 化し、 沲 津の荠 _ 菴 に 住す、 十四 中 薩摩島 津氏遙 に 增上 
寺の 敎 # 上人を 介して 禮 請す、 同年 十月 卓嶺 寂す" 師其喪 (C 
服し、 翌十五 年 四月 藤 摩に 赴き、 大に宗 風を 擧揚 す、 文政 六 
年 去うて 筑 紫に 遊 化し， 轉して 肥 前の 佐賀 等を 經 て、 長 門 周 
防 {C 至 $、 舟路難 波に 着し、 尋て 京師に 入- CN、 轉輪 寺に 講席 
を 張う、 後 東 下 fr 戶 に 入- 〇轉 して 鎌 倉に 至 6、 光明寺に 留 6、 
文政 八 年 信 濃に 至り、 同年 十一月 松 本に 入* CN、 淺間に 一菴を 
營み 住す、 幾 もな く 再び 江戸 R 入 6、 十 年 京師に 上う、 華 頂 
山 尊 超 法 親王の 命に よ 6、 六月 十一 日よ 6 當麻 # 荼 M を 請し- 
九月 十日に 至りて 終了す、 法 親王 大 ic g a 、 曼荼維 院の號 を 
賜 ふ、 文政 十一 年 十 2T 信 濃 松 本の 玄 向寺に 曼陀羅を 講 し、 中 
途 に して 病に 罹る、 師弟 子に 吿けて 日 ふ* 是れ 最後の 講 席な 

$、 終了 すれは 我れ 西皈 せんと 欲す、 と、 翌 十二 年 正月 二十 

二日 講席 終了し、 一刻を 過き て晏热 として 寂す、 壽六 十六、 

法臘 五十一、 戒臘 十八、 師 一生 當麻 曼荼羅の 妍究に 心 力 k 傾 

け、 其講 席を 張る さ 四十 八 回 {C 及 ひた. 〇/ 門下 立亨法 席錄十 

五 編を 編せ 6、 

次 クゼ ン卓全  ジブ ヶン 深 賢を 見よ、 

タク 手 ン卓梦 川  シユ ユ—宗 立を 見よ、 

タク ア 1 託 阿  ホ-シ ュ— 法洲を 見よ、 


タク C 託、 澤) 

タク ア託阿 〔時宗〕 京都 七條金 光寺の 僧な 6、 

託 阿は^- 總の 人、 弘 安八 年に 生る、 中聖の 弟子な う、 常に 天 
下を 遊行して 四 衆を 化し、 器朴論 三 卷を 撰し 大に 敎埋 を闡明 
して 時宗の 眞 面目を 錄 揮す、 遂に 元應 元牢 八月 十日 京都 七條 
の 金 光寺 {C 於て 寂す、 壽七 十、 著作、 器朴 論三卷 、蔡窈 和傳 要、 
佛心 解、 無上 大利 註、 東西 作用 抄 、用心 大綱 註、 各 一 卷等ぁ 
う、 (淸淨 光寺 記録) 

タク リユ— 託龍二阳 ^ ^:淨土宗裔防入正寺の僧な 
$、  託 龍 字は 性 雲* 周防德 山の 人な 6、 早 年 得度し、 郡の 
八 正 寺 R 投す 、幾 もな く 東 遊し、 增上 寺に 寓 し、 淨土 敎を講 
究 し、 宗戒兩 豚を 嗣 く、 後、 諸國 に 歷 遊し、 一時 相 模眞名 鶴 
村藥帥 堂に 寓 し、 日課 念佛七 八 万より、 十二 三 万に 上る、 寶 
暦 -h. 年 九 =：： 尾 張 {C 遊； 5、 八 事山諦 忍 和 尙に 師事し、 菩薩 戒八 
齋戒 を受 く、 時 R 二十 八歲な 翌年 周 防の 受業 帥の 下に 歸，， 
覲し 、尋 さて 两照 寺に 寓 し、 一向 專念に 練 行す、 八 年 五月 江 
戸に 飛 錫し、 麻布の 小菴 に寓 す、 九 年 七月 尾 張に 遊 化し、 奈 
良 村の 阿彌陀 堂 ic 閑 棲す、 甞て諦 忍 和尙に 謁して 具に 從上三 
味發 得の 狀を語 る、 和尙證 明 許可せ 6、 十一 年 三月 疾に 罹う、 
六月 二日 正怎念 佛して 寂す、 壽三 十四、 (續 日本 高僧 ^ ) 

孩 ク 9 ユー 00  ショ-ゥン 性 雲を 見よ、 

タク >** > 澤サ奄  シ ユ ー ホー宗 彭を見 よ、 

タク ゲン 00  シユ ..オン 宗恩を 見よ、 

タク ザ ン澤山 二 H: 一 1 六 〔淨 土宗〕 豐後 技昌 寺の 開山な 
う、 澤 山は 滿蓮社 介 # 一 無と 號す 、安巍 廣 島の 人、 法を 隨 
波に 嗣ぎ： 豐後木 付長昌 寺、 舊野 來迎 寺の 開山と なる、 寬文六 


(三 八 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


年 二月 二十 七 寂す •壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

タク V ユ I 澤秀 二三 六 - t: 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 寺の 僧な 
6、 澤秀は 辨蓮社 懐 譽と號 す、 法 V- 知 哲に嗣 ざ、 初め 鴻巢 
勝 願 寺 (C 住し、 後 京都 知 恩 寺に 移る、 寶永四 年 六月 一日 寂す、 
(淨 土總 系譜) 

タク スイ 澤水  チョ— モ長 茂を 見よ、 

タク. ケン 琢玄  シ rl  丨ショ - 宗璋を 見よ、 

タク シユ— 琢宗 is s ハ 〔曹 洞宗： 一越 前 永 平 寺 力士 一一 代 
f，  琢宗 字は 魯山 、號は 蘇 翁と 云 ふ'  越後の 人、 小川 氏 
な 6、 後 瀧 谷 氏と 云 ふ、 嘉永 元年 眞福 寺に 投し 度を 受 く、 長 
して 江戸に 遊び、 吉祥 寺の 學寮に 入ぅ、 内外 二 典を 學び 、尋 
て 奕 堂 禪師に 謁し、 其 法を 嗣 く、 後、 永 平 寺に 住し 大に宗 門 
の 隆盛を 謀る、 勅 號眞 晃斷際 禪師を 賜は る、 明治 三十 年 一月 
三十 一日 東京 麻布の 寓舍に 寂す、 壽六 十二、 

タク ニ ヨ ?r 如  n 丨エ— 光琪を 見よ、 

タク ホ琢甫  シユ- リン 宗璘を 見よ、 

タツ オ ー 達 〈翁； H A: 〔曹 洞宗〕 武 藏宗關 寺の 禪 僧な 
達 翁 字は 雞州 武藏の 人、 隨翁に 依ぅて 剃 髮 し、 碧山 瑞 
泉に 參し共 首座と な- CN, 出世 歷遷 して 宗關 寺に 至る、 寬永十 

五 年 十月 五日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣北巖 寅 嘯 あ- CV、 (日本 洞 上聯 

燈錄) 

タツ クー達 空  H ソ  ョ-慧 亮を 見よ、 

タツ ジユ 1 達 住  コ- ショ-光勝を 見よ、 

タット ー 達 等 〇 ー セ C)  我國 最初の 怫敎 5 徒な 6、 

達！ K  |に達止に作る)は南梁の人、司馬仄な6、繼體天 0 :の 

タク (澤 、琢) タツ (達： > 


朝 {C 始めて 佛像. で奉して西來し、大和萵市の坂田原に氓堂を 
營みて 安置 崇禮 す、 然れ とも 我 國人未 た佛 像の W たるか^! 迚 
ら す' 唯異阈 の 神と稱 したう、 後 我 國に 皈化态 河內踮 川なる 鞍 
作 2 に 鞍部、 と 云 ふ 地の 村 主と なる、 欽明 天皇の 朝に 百濟の 
聖王明 禮の佛 像 經卷等 ヒ 獻上 する に 方 6 て、 蘇 我物 部 兩 氏の 
權柄哦 奪を 媒した るが 蘇 我 氏か佛 软を 信す る {C 至うた るは 達 
等の 力與 りて 多き に 居るな う、 敏達 天皇の 十三 年 九月に 鹿 深 
臣 、佐 伯 連は 各佛 像一軀 を 齋して 百濟 ょり 歸 る (C あたりて、 蘇 
我 馬子は 司 馬 達 等、 池 邊直 氷田 等と 之を 迎へ、 堂宇を 築きて 安 
置す、 乙の 時 始めて 大齋 曾を 設けた るに、 達 等は 齋 食の 上に て 
佛舍 利を 得、 乙 れを 馬子に 獻せ しかは， 馬子 試に 舍利 を鐵器 
中に 置き、 鐡鎚を 以て 打ちた れ とも、 摧毀 する 乙と なく、 水 
中に 投すれ は、 心の 願 ふま、 {C 浮沈した $ しかは、 馬子 大 に 
佛 德の靈 異なる に感 し、 Z: れょ $ 崇敬の 念を 生し、 堂宇を 修 
治して 興隆を 謀れ $、 達 等の 一家 传佛敎 に 力を 盡せ 6 初め 鹿 
傑 臣等 か佛 像を M して 還る や 乙れ を 安置せ ir とする も奉恃 す 
る もの あらさ 6 しかは •馬子は 達 等ら と 謀 6、 達 等の 女 島と s 
ふ 者を して 出家せ しめて 比丘尼と ならしめ た 6、 乙れ 我阈 (C 
出家 ある 始めな 6 島 伎に 百濟に 渡うて 戒律を 學 a 蹄る、 我阈 
にて 出家し 且つ 外 國に 佛敎を 求めた るは 此 女を 以て 始と す" 
達 等の 子 多須奈 は ) II 明 天® の 瘡を患 a 給 ふ II 'F に、 自ら 誓 ひて 
出家して 什 丘と なる、 是れ y} 子 出家の 始 な$、 共 (C 達 等の 一 
家よ 6 出て / 2 るな 6 旦つ 上古の 佻 ェ として 订 f, なる .^ 佛師 J 
達 等の 孫な りと す、 達 ' ^ の寂 屯 壽弹は 一切 ^ はらす (日本 害 
紀 ，法 4帝說、扶桑略記、水鏡、元卒釋書」 
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タン、 湛 


{ 考〕 司 馬 達 等の 西來は 扶桑 略記に 浓れ は繼體 天皇 十六 年 二 
月と あ. 然れ とも 我國歷 史の此 年間の 紀年正 確なら さる も 
の あるを 以て、 遽 R 信憑す ベ， からす、 日本書紀に 依れは 達 等 
の 女 島は 敏達 天皇の 十三 年に 十， 一歲 R して 出家した 6、 され 
ば 島は 達 等 西來よ 6 五十 三年の 後なる 敏達 天皇 三年に 出生し 
たる ものな 此事實 如何は 未た 詳 ならされと 7P、 達 等が 弱 
年に して 我國に 來 6、 殆と 一生を 此國に 送う 穴る {は、 略 ほ 
推測せられ S るに あらず、 

タツ 達 道 ( …… ) 〔淨 土宗〕 江戸 正 行 寺の 開山な 
6、 達逭は 念 蓮 flrt 專 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 蓮馨寺 
R 入うて 習學 し、 法を 源 的に 嗣 r、 江戶駒 込 ic 正 行 寺を 創し 
て Z. れ R 住し、 某 年 寂す、 其 年 時、 並 R 壽歃 く、 (淨 土總系 
譜) 

タツ ニヨ 達 如  コ—  口-光朗を 見よ、 

タツ 9ml 達亮二 晒 fc 〔淨 土宗： 一三 河隨念 寺の 僧な 
6、 達亮 字は 仟 阿、 向 蓮 社 專 譽と稱 し、 蒙 光と 號 す、 三 河 
國刈 谷の 人、 父は 由 比 又 左 衛門 、母は 印東 氏、 共に 刈 谷の 藩 

な 6、 寶曆 元年 十一月 一日 誕牛 す、 七 歳の 春よう 鄕 里の 利 勝 

寺 ic 入- CN、 列擧 上人に 入木 道を 學 ひ、 寶暦十 年 池 郷鮒の 了 運 

寺 忍# 上人の 意 R よ 6 岡 崎 隨念寺 達 源 上人に 投して 出家 剃髮 

し、 翌华 正月 江戶增 上 寺 R 到 $、 先つ 宗 の疏抄 を硏尋 し、 漸 

く : tt 蘊奥に 泔み、 H]l 和 三 华日課 念怫三 万遍を 自 誓す、 同 五 年 十 

一月 宗戒 兩脉 を禀 けて 一宗の 秘訣を 傅 承す、 後、 目 黑 長泉院 

_ 門 律師の 下 (C 俱舍 •喵識 、華 嚴 、法 華 等 大小怫 實の 宗乘を 

筲 ひ、 n/1 和 七 54- 养 二片鄕 里 (C M へ. CN、 達姒の 化を 助く、 安永 


二祀舂 增上寺 法主 大僧正の f*v 翰を 携へて 知 忍 院に登 6、 大僧 
正 R 見ぇ、 其 奏上に ようて 賜 衣の 綸旨を 下 3 る、 歸路來 大寺 
龍 松院 、天の 香 八 山、 常 麻 寺‘ 高野山 im 華 谷、 紀伊大 川 報恩 
寺 等 宗祖の 舊蹟を 訪ひ 、西 國 三十三所 ii 音の 靈堪 を拜 して 歸 
へう、 十月 一宗の 奥義の 相承を，# ん とし、 再 ひ 增上却 に 赴き、 
悅譽中 春 和 尙の學 筵に 列し、 和尙 より！ If 淨二 門の 秘奥を 傅へ 
られ 、四 ホの 後に褅 へる、 時 (C 達 源 隨念 寺の 諸 伽藍 再 姐を 企 
て、 師も 命せられ て 之 ^ 助けて エを畢 ふ、 寬政二 年 六月 先師 
の 席を 舖 し、'  同 寺を 主と る、 翌苹 正月 江， 戸城に 登 6、 將 軍 (C 
謁す、 師隨念 寺を 退 さてよ 6 畿内、 東海'  東 山の 諸 州 十六 ヶ 
國を遊 化して 念 佛を弘 め" 請 待され /2 る 寺 ic は 必す祠 堂 金を 
寄す、 後 可 久寺 R 住し、 寬收 十一 年 七月 辭して 達 源の 隱 室 (C 
退 さ、 念佛 三昧を 修す 、信 濃の 山吹の 領主庳 光寺. の 請に よ $、 
領内の 某 寺に 開 法し、 大衆を 化す、 文化 七 年 六月 一 □知 恩院 
宮の命 R よ 6 京 R 上. CS 七月 八日 華 頂 御殿 ic 召 , $ れ準院 家の 職 
とな-^ 遍照院 の 號を賜 ふ、 石見大 g 寺の 眞 海と 和 見て 交を 結 
ふ, 〇 と 深し、 文政 二 年 秋 江戸に 往き 、四 年に 歸へ 6、 六 年 正 
月 三十日 隨念 寺 {C 寂す、 壽七 十三， 臌六 十三、. 遺命に よ 6 隨 
念 寺 (<: 葬る、 著作 二 利 要 交拔蘂 、二 利 要 文抜蘂 、誘 蒙 若干 卷、 
雜詠集 三 卷 、一枚 起請文 諸說談 IF •誤、 金槌 等 あう、 (遍 n« 院任 
阿 上人 傅) 

タン エ湛慧 ( …： ： ) 〔臨 濟宗〕 筑 M'l 崇福 寺の 開山な 
6、 湛慧 字は 隨乘 、筑 前の 人な 6 顯密の 二敎に 精し く、 
宋に參 遊して 無 準の 法を 受け、 Ini 爾に請 益す、 旣 に して 歸 6 橫 
嶽 山を创 し、 回 爾の來 るに 及 S、 延きて 主たら しむ、 關 ft 藤 


(五八 七） 


書辭  名人 家佛本  日 


原 良實師 を延 きて 顯密 及 a 淨土敎 を 問 ふ、 其 父 道家 亦 召して 
禪要を 聞く、 師鎭 西に 多く 禪寺を 建つ、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

タン エ 湛慧  シン バィ 信 培を 見よ、 

タン H1 湛眷 (一丸 丸 S  〔華厳宗〕 武藏稱 名 寺の 學僧な 
6、 湛睿 字は 本 如と 云 ふ、 少より 凝 然に從 a て 羯 磨に 從事 
す、 華 嚴を學 a て 圓理 に 通し、 禪爾の 後を 繼きて 戒壇 院の學 
頭と なる、 元應 初年 檀請を 受けて 金 澤の稱 名 寺に 住し、 戒を 
授け、 經を講 す、 元 亨二年 敎理鈔 を 著し、 建武 元年 纂釋 三十 
二卷を 撰し、 華 嚴大疏 を 翼 解す、 某 年 同 寺に 寂す、 壽缺 く、 
(本朝 高僧 傳 、律苑 僧 寶傳) 

タン エン VS 圓  シ ユ丨コ —宗 高を 見よ、 

タン カィ 湛海 (I 九 一 五) 〔戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺の 律 僧な 
う、 湛海 字は 聞 陽と 云； 3、 夙に 經論 に 通し、 戒律を 奈頁に 
學 ふ、 俊苈の 室に 入うて 東 山に 首座 た6、 嘉禎の 末宋に 入う、 
兩淅 を歷て 南 湖に 遊 ひ、 晦崑 照に 謁して 一心 三 觀の 旨を 受 く、 
淳祐四 年 泰山の 白蓮 敎寺に 寄寓し、 同年 秋 經論數 千卷を 持し 
て 東歸 す、 然れと 名 白蓮 敎寺 にある 釋迦牟 尼の 佛牙を 慕うて 
止ます、 數 年の 後 再遊して 白蓮 寺に 留まる に、 寺旣に 廢 せ- 

依うて 頁材數 千を 得、 エを督 して 同 寺を 再興す、 功に よう 佛 

牙を 付せられ、 歡 a て 山を 下う、 天竺 寺を 訪ひ又 上 天竺 寺に 

到る、 寶祐 三年 佛牙舍 利を 奉して 東歸 し、 泉 涌 寺を 主と る、 

某 年 某月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

タン カ ィ湛 海 ~- =- li 〔眞言 宗〕 大和 寶 山寺の 開山な 

P、  湛海 字は 寶山 、伊勢 安濃 郡 一色 村の 人、 父の 姓は 山 田 


タン (湛) エガ 


氏、 母は 辻 氏、 寬永六 年 二月 一日 生る、 正 保 三年 師 十八 歳に し 
て竊に 薙髮染 衣し、 武藏に 往き深 川 永代 寺 周 光に 事 ふ、 高野山 
の 蓮華 三昧 賴 仙に 役して 五部の 密灌を 受け、 次に 仁範に 學 a 、 
後、 京都に 到う、 某 儒に 就きて 詩 書六經 を 學ふ乙 と 三年、 其 
間每に 二十四日 ic 値へ ば 穀を斷 ち、 徒 跣して 洛 西の 愛宕山に 
登う、 嚴寒炎 熟を 乙と、 せす、 來 往必ら ず 心 經 一千 卷を 誦す、 
三年の 期滿 ちて 後、 終に 山中に 寓 し、 if 穀 七日、 精進 猛勵 して 
證杲 1: 祈る、 幾なら すして 束 京に 返へ- =\、 講肆に 周遊して 硏 
究 す、 師 深く 名利を 忌み、 苦行を 重し、 常に 小角泰 澄の 人と 
なう を 慕 ふ、 無 畏三 藏の禪 要に 依うて 自誓 受戒し、 諷誦 懈る 
Z. となく、 修行 甚だ 勤む、 時人 稱して 如來 房と稱 す、 時に 鼎 
峯二 光宥と 云へ る 者 あ- 〇、 迦文赢 髻の舍 利を 奉す、 師之を 求 
むれと も應 せす、 宥の寂 後 其 遺 弟に 乞 a て 一を 得、 忽にし 
て 其 一 殖ぇて 十二と な 4、 四十 八と な 6、 後靈現 あうて 百 六 
十と なる、 靈夢を 感 する Z: と 幾 回なる ？:- 知らす、 其 度々 に 愈 
々精勤し、 常に 護摩 或は 八 千 枚を 修 す、 密軌に 依り 華 水 供を 
修 する Z. と 二 万 三千 餘回、 浴 油 供を 修 する Z. と 二千餘 日な 6、 
師萬 座の 天 供を 行 ふと 數千 座に 及び、 啓示に ょうて 京都に 緣 
あるを 知う、 往きて 粟田の 天王坊 に 住す、 後 檀越某 歡喜院 を 
建立して 師を請 す、 一 住 二 年、 周 光 八幡宮の 經始の 任を 托 
し、 承應 三年ょ 6 翌年の 間 土木 功畢 6 て 財 足ら 3 る 際. 師祈 
禱して 之を 助く、 京 郡に 歸 へうて 浴 油 供を 修 し、 靈驗 あうて 
永代 寺に 周 光の 席を 補せ しめんと すれと も 師肯せ ず、 年 四十 
五 歲眞政 忍 律師 R 就きて 菩薩 大戒を 受け、 沙彌 となうて 威儀 
を學 習す、 後、 大和の 法隆 寺に 到うて 北 室 院に寓 し、 延寶四 


タン (湛) 力 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 八 七〕 


タン (湛) クーシ 


タン (湛) キ ー ク 


年壽 四十 七 和 泉 神 鳳 寺に 入う 登壇 受戒す、 役 小 角の 古跡なる 
寶山に 入うて 難行 苦修 す、 延寶 元年 正月 十六 a 寂す、 壽 八十 
八、 臘七 十一、 (湛海 律師 行狀 、續 日本 高僧 傅) 

タン キ 3 ! 湛慶 (一八 九 七) 七 條佛所 七 代佛エ なう、 
湛慶 は佛エ 運慶の 子な 6、 尾 張 法 印と 云 ふ、 彫刻の 技を 祖 
父康慶 、父 運慶に 授か 6、 早く 名工の 聞 あう、 彫刻 繪書 兼ね 
て 善くす、 建久 年中 運慶 と共に 東 寺の 本尊を 修理し、 南 大門 
の 二王を 造る、 東方 金剛力 士運慶 彫刻し、 西方 湛慶 彫刻す、 
又 共 R 二 天を 造る、 東方は 康 運、 康 勝、 運 助 彫刻し、 西方は 
湛慶 、康辨 、運賀 彫刻す、 湛慶 大門の 金剛 力士 十三 重寶 塔の 
脇士 制多迦 童子、 梵天、 帝釋 、毘 沙門を 彫刻す、 嘉禎の 頃 新 
大納言 賴經の 請に ょう、 一切 經 供養の 本尊 等身の 釋迦 牟尼佛 
を 書く， 嘉禎 三年 高野山 金剛 力士 二 鉢を 造る、 貞慶 三年 高山 
寺 善 州 寺の 善妙幷 R 獅子貊 犬を 造る、 其餘 彫刻す ると 2: ろ 甚 
/2 多し、 沒年缺 く、 一說に 元久二 年 五月 十四日 沒 すと 云 ふ も 信 
すべから す、 (東寶 記、 高 野 春秋、 高山 寺緣 起、 大佛師 系圖} 
タンク！ 湛 一  が 〔淨 土宗〕 京都 一一 尊院の 開山な 
湛空 字は 正 信、 左大臣 實 能の 孫、 法眼 圓實の 子な. CN、 

初め 比 叙 山に 登-^ て 出家して 圓實 僧正 R 從 ひ、 次に 實全 僧正 

に從 ふ、 後、 源 空 上人に 師事して 淨土敎 を 受け、 道譽 高し、 

毘 沙門 堂 明禪疾 革る R 際し、 師 請せられ て 枕 上に 淨土敎 を說 

き、 大に 尊重 せらる、 源 空 上人 讃岐に 流 3 る R あた. CN て隨待 

す、 海 舶の中 R 於て 自ら 紙を 聚め て Jbr 人の 像を 造る、 後赦 3 

れて 京師に 入 嵯峨の 東 麓に 上人の 舊 跡を 求め、 一 寺を 開 

き號 して 二 尊 院と云 ふ、 蓋し 阿彌陀 釋迦牟 尼の 二 尊を 安置す 


るを 以てな 6、 一一  尊院 落成の 後上 人の 紙 造の 像を 塔 中 (C 納む、 
建 長 五 年 五月 疾 あう、 七月 廿七日 (一 說廿 二日) 念 佛して 寂す、 
壽七 十八、 (淨土 傳燈錄 、鎭流 祖傳、 淨土總 系譜、 本朝 高僧 傳) 
タンク？ 湛空 二 |^ 0/\ !;眞宗〕伊勢高田隆崇寺の住持な 
う、 湛 空は 普 妙 院と號 す、 梅 仙、 梅花 仙 嶺道人 等は 其別號 
なう、 俗姓 稻垣氏 天 保 九 年 十月 十七 日を 以て 伊勢 河藝郡 磯山 
村專照 寺に 生る、 後、 本山 寺 中 隆崇 寺の 養子と なう、 悦淨院 
至妙 院に就 きて 佛典を 硏究 し、 齋藤拙 堂 土 井有恪 等に 就きて 
漢學 を修む 、傍ら 書を 好み、 宮崎靑 谷に 學 ふ、 晩年 洋書 VJ 習 
ふ、 明治 十一 年權少 敎正に 補す、 屢 々法務に 參與 し、 高 田 派 
の爲 に盡 すと ZL ろ 多し、 明治 二十 三年 九月 三日 寂す、 壽 五十 
三、 著作 法 海一瀾 、改悔 文圖說 、三重 縣 監獄 敎誨記 あう、 
タン シ ml 湛 昭ーナ '四 七 〔法相 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 
う、 湛昭 俗姓は 菅氏 、山城の 人な 6、 寬監 僧都に 師事して 
，法相を 學び 、應和 二 年 宮會に 講師と なり" 比 叙 山の 崇壽問 者 
と論戰 し、 師酬 答明斷 、一座を 驚かす、 康保 三年 敕を 奉し で 
維摩 會の講 首と なう、 天 元 四 年少 僧都 R 任ず、 貞元 三年 東大寺 
主務を 領 し、 五 年の 後 吉祥 院を聦 し、 永 延 元年 寂す 壽缺 く、 
時人 吉祥 院 僧都と 呼ぶ、 (本朝 高僧 傅) 

タン シヨ ー 满照 iA を 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺 一一 代な う、 
湛照 字は 東 山、 號は十 地、 俗姓 不詳、 備中一 萬鄕の 人、 初め 
淨 土の 行 業を 修む 、辨圓 (聖 一國 帥} の禪 風を 仰ぎて 其 下に 歸 
し、 三聖 寺を 開きて 第一 代と なる、 伏 見 天皇 勅 召し 禪を 問 a 
た まふ、 師萬壽 寺 R 住す、 天皇 寺產を 賜 ふ、 雨を 禱 6 て 靈驗 
あ 特に 水紋伽 梨を 賜 ふ、 弘 安三 年辨圓 寂す、 東： i 寺の 席 


(七 八 七） 


書辭 名人 家佛 本日 


を 補すべき よしの 遺命 あう しも 謙譲して 嗣 かず、 藤 原 丞相 再 
三 堅 請し、 遂に 第二 代と なる も、 纔に九 旬に して 三聖 寺に 退隱 
す、 正 應四年 八月 八日 寂す、 壽六 十一、 法臘 四十 一、 後勅謚 
寶覺禪 師を賜 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

タン シヨ ー S 照 C  一 A 九 一) 〔戒律 宗〕 奈良戒 壇 院の律 僧 
f,  湛照 字は 禪 如、 京都の 人 ■比 叙 山の 經海 僧正の 門人 
なう、 文應 元年 三十 歲に して 山を 離れ、 招提 寺に 入う、 戒律 
の 學を硏 む、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

タン '/ 1 湛增 2 七 五〇) 〔眞言 宗〕 紀 伊新 熊 野 別當な 
う、 湛增は 武藏坊 辨慶の 祖父な- ^紀 伊田 邊 R あう、 大峯 
の修驗 行を 以て 聞 ゆ、 寬治四 年 白 河 上皇の 敕を拜 し、 高野山 
に 登う、 遍照 光院を 修繕す •これよう 高野山 大峯雨 山 始めて 
關係 あう 寂年詳 ならず'  (高 野 春秋) 

タン チ 3 丨 湛 澄 ii 5= 一 一 〔淨 土宗〕 山城 報恩 寺の 僧な 
う、 湛澄 字は 染 問、 別 號向西 子と 云 ふ、 俗姓 生國詳 ならす、 
出家して 淨土 敎に皈 し、 智行其 に 高く、 殊に 和歌に 長す、 貞 
享三年 三十 六歲 R して 三部 假名鈔 諺 註を 作る、 後 法然 上人の 
和歌を 注して 數-靈 吿を蒙 $ た. CS と 云 ふ、 正 德二年 二月 疾あ 

う、 廿 九日 偈を作 $ て 日く、 四大五 蘊本是 空、 終 時 弗/免 業 力 

風、 涅槃 生死 兩般浪 、同 入， 一彌陀 性 海中， と 泊 然として 寂す、 

壽六 十二、 著作 三部 假名鈔 議註 十四 卷 、同 要 解七卷 、桑 葉 和 

歌集 三卷 、說法 用 歌集 十卷 、空 花 和歌 集、 秋の 初 風、 淨土 長歌 

註、 首 書 一言 芳談 、往生 至要 决要 解、 阿彌陀 勸持鈔 、女人 往生 

傳 、有 鬼 論 等な ( 近世 往生 傳 、續 日本 高僧 傳 j 
女 ン K 1 湛堂  ゲン ジョー 元 丈を 見よ、 


タン (湛) シ ： F 


タン ニヨ湛 如  n 丨ヶ  - 光啓 5: 見よ、 

タン 字 ン  5^梦 >>> ジ ョ—メ ン乘 恩を 見よ、 

タン や ク a s こ. ei o: 〔淨七 宗 \_/ 山城 大善 寺の 僧な $、 
湛 益は 尊 蓮 社 重譽幽 海と 號 す、 fl 山に 師事して 法を 嗣 ぎ、 初 
め 瀧 山大善 寺に 住し、 後、 新田 大光脘 に 移る、 萬 治 三年 十二 
月 二十日 寂す、 壽缺 く* 法 嗣門周 あう、 (淨 土總 系譜) 

タン キユ 1 單 3 及 —: 一 •二 三 五 〔浄土宗〕 信 濃隆芳 寺の 開山な 
$、 單芨は 順 蓮 社隨譽 > -號 す、 出家の 後 知 哲に隨 侍して 宗 
乘を 究め、 遂に 其 法を 嗣 r、 信 濃 伊那 郡 上中關 に隆芳 寺を 創 
して 開山と なり、 延寶 三年 四月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總系 譜) 

タン キヨ ー單況 (1101 六) 〔臨 濟宗〕 攝 津報國 寺の 開山 
なう， 單況 字は 無比、 幼に して 虎關 和尙 に從 S、 延文 元年 
法 兄 龍泉淬 に勸 めて 上書して 元亨釋 書を 大藏に 入れ 後世に 流 
傳 せしめん とす、 勅 あ 許 § る、 後、 攝津 報國 寺に 住し、 開 
山と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳〕 

タン コ 1 單 W キユ -ク 7 ク芨 廓を 見よ、 

タンシン 單信 ゲン コ玄 故を 見よ、 

タン シ ml 單淸 ( …… ) 〔浄土宗〕 佐 渡 某 寺の 僧な 
單淸は 佐 渡の 人、 壯 年の 比百餘 輩を 率 a て 山に 入う、 
礦を 堀う 穿 人す る Z1 と數 里峒窟 一時に 崩陷 す、 數日 にして 堀 
6 出す に 師獨 6 全し、 直に 世事を 棄て 出家す、 長髮 双肩に 亂 
る 人恠ま S るな し、 寂 年詳な らず 、(鎭 流 祖傳) 

タン シヨ ー 單稱  チョ-サッ 長 察を 見よ、 

タン デン - E ‘傳  モ s シヨ-文 淸を 見よ* 


タン (湛 、單) 


書辭 名人 家佛本  日 
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タン 5、 探) 


タン 3 單譽二 •三 四 四 〔淨 土宗〕 攝津 安養寺の 開山な 6、 
單譽は 其 鄕貫詳 かならず、 法を 聞悅 R 嗣ぎ 、攝津 河 邊郡多 田 
庄槻 並に 安養寺を 開く、 貞享 元年 二月 三 B 寂す、 ( 淨土總 系 
譜) 

タンク « 久(一四五五) 〔華 巖宗〕 奈良 東大寺の 僧な 6、 
堪久 は桓武 天皇の 皇子な うと 云 ふ、 出家して 東大寺 R 投 し、 
良慧 僧都に 師事し、 華嚴宗 を傳 ふ、 延曆 十四 年に 空 海 登壇し、 
堪久に 就きて 具足 戒を受 けた 6 と 云 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (本 
朝 高僧 傅} 

タン シキ 堪識  シヨ ーソン 盛 尊を 見ょ、 

タン ヨ « 泉日  リヨ— ツ—靈 通 1: 見ょ、 

タン カ ィ琛海 一一 致 A- 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪 僧な 
6、 琛海 字は 月 船、 俗姓 菅 氏、 播磨賀 古 郡の 人な う、 早 年 
出家して 書寫 山 R 登 $、 後 南北 二 京に 笈を 負 a 、 講席 に 列し、 
三藏の 聖敎該 通せざる はなし、 殊に 密典 R 精し、 旣 R して 書 
寫山べ 歸 へう、 菴 居して 禪觀を 事と す、 龜山 天皇 師の 學德を 
聞きた まひ、 權 法眼に 昇す、 飄然と して 去う、 上野 - 1- 樂寺 R 

抵 う、 一翁 豪の 下 R 投 ず、 豪 禪師甞 て 盛 聞を 耳 ic したれば、 

厚く 禮 す、 師 始めて 臨 濟の宗 風を 知うて 大 R 喜び、 禪宗 に歸 

す、 時 R 聖一國 師東福 寺に ぁうて 盛 聞 東西に 振 ふ、 師其 下に 

掛搭 する 乙 と數 年な う、 弘 安四 年 一翁 豪 寂す* 高弟 斷岸空 長 

樂 寺の 席を 繼ぎ 、僅 R 一年 ! C して 寂す、 北條時 宗長樂 寺 {C 請 

す、 師住持 二十 年、 禪敎 律を 以て 大衆を 示 導し、 法化大 R 揚 

る、 乙の 時 高峰 禪師 下野の 雲巖 寺 R m る、 高峰 片 船併稱 して 

東方の 二 甘露 門と 呼ばる、 武藏の 太守 平氏、 東 永 精舍を 創立 


タンへ 潭 、淡坦 、探、 但 、端) 


して 師を 請し、 弟子の 禮を 執る、 赤 城 山の 修行者 師の 道譽を 
景仰し， 就きて 三歸戒 を受 く、 師 下野 日光 山 R 登- CS、 山上 R 
灌頂 法を 修 す、 德治二 年 關白九 條師敎 に 迎 へられ 東 福 寺に 住 
す、 未だ 期 年なら すして 微疾 あう、 先師 聖一 國師常 樂閣に 坐 
して 涅槃に 入る、 老僧 も 亦 之 R 傚は むと て" 國師 像の 右に 屹 
立し、 筆を 索め て偈を 書す、 四大假 合、 七十 八 年、 末 後一 句、 
威 音 王 前、 泊 然として 寂す、 實 に延慶 元年 六月 二十 六日な 6、 
門人 正統 塔を 建立して 遺骨を 收む 、後長 樂寺牧 翁 一、 普 光 塔を 
建立す、 勅 賜 號法照 禪師と 云 ふ、 (行 狀 、延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧傳) 

タン ィガ潭 海  ゲン シヨ ー玄昌 を 見よ、 

タン コタ 淡 ハ 八 口  n クヮン 古 貫 1: 見よ、 

タンザン ±0 1:1  リョ  1 サク 頁 作を 見よ、 

タン、 V ユン ® ¥  ソォン 祖恩を 見よ， 

タン シヨ ー 但唱 0 三 九 五〕 〔天台宗〕 武藏 大日 院の 開山 
f，  但唱 は攝津 有 馬 高須の 人な う、 其 母 有 馬 藥師に 祈請 
して 子を 擧 く、 即ち 師な 6、 九歲 出家し、 十五 歲木 食但 善の 
弟子と な 6、 後、 信 濃の 山中に 籠う、 百日 間 念佛 三昧を 修 し、 
次に 淺間嶽 •及 a 紀 伊那 智山 等 {C 籠りて 苦行す、 終に 江戸 R 
至-^、 寬永 十二 年 高 輪 R 一  寺を 開き、 皈命山 如來寺 大日 院と 
云 ふ、 自ら 五智 如來の 像を 刻して 安置す、 時人 芝の お ほ、 と 
けと 云 ふ、 後'  攝津有 馬 興 勝 寺の 釋迦 牟尼佛 、山城 鳴 瀧の 五 
智如來 等を 造う y2 6 と 云 ふ、 寂 年月日 詳なら す、 (芝の お ほ、 
とけ 緣 起、 江戸 名所 圖繪) 

タン シヨ ー 端 照 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 


(九 八 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


なり、 端 照は 天 龍 寺 夢 窓國師 の 下に あうて 前 堂に 居し、 其 
首座と な ..9 て 國師の 化を 助く とい ふ、 其 寂 年、 及壽缺 けて 傳 
はらす ，( 延寶傳 燈錄) 

タン セ ー 彈誓二 二 II 〔淨土 宗〕 山城 古知 谷 某 養の 僧な 
う、 彈 誓は 美 濃の 人な. 9、 母靈 夢に 感 して 孕む あ 6、 師乃 
ち 生れて 奇瑞 あう、 幼名は 彌釋 麻呂と s ふ， 生來 俗世を 厭 a 、 
十四 歲遁れ て 尾 張に 至- 9、 次 i-c 伊勢に 往き 、天 岩戸に 籠居し、 
一七 日間 菩提心を 禱 る-* 後、 紀 伊熊 野 山に 詣 6 て神異 あう* 
甲斐 ー ヶ澤に 遊 ひ、 石 窟に住 する 乙と 三年な 6、 相 模箱极 山 
に 登うて 神異 あう、 後幡隨 上人と 交う、 法 化 四方に 擴 かる、 
讃岐八 島 R 遊 S、 古 戰塲を 吊 ひて 法 施を なす、 京都に 上う 鳥 
部 野に 菴 居し、 次に 城 北 古知 谷の 石窟に 住し、 專修 念佛を 事 
とす、 慶長 十八 年 五月 二十四日 弟子 1: 誡 め、 廿 五日 念佛 回向 
し、 寂然と して 化す、 壽四 十一、 弟子 石窟の 側に 精舍を 營構 
し、 一心 歸命 決定 光明 山 阿彌陀 寺と s ふ、 師を 請して 開山と 
なす、 (續 日本 高僧 傳、 緇白 往生 傅) 

タン ソ 1 冉叟  シン レ ー 心 禮を 見よ、 

タン ヨ 短譽  モン キヨ- 文慶を 見よ、 

タン ヨ 01 寒！！  リヨ— チョ I 良肇を 見よ、 

タン レ 1 ソチ ユー 祖衷を 見よ、 

^' ンシ 1^1  ショ— マ淸 磨を 見よ、 

ダン ヨ 團寒 r. i; 一 •一 H; 〔淨 土宗〕 山城 吟松 寺の 開山な う、 

圑譽は 俗姓 波 多 野 氏 石 見の 人な う、 法を 不殘 に嗣き 、山城 愛 

{石 郡 千 束 村吟松 寺の 開山と なる、 寬文 十二 年 七月 二十 七日 寂 

す、 壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 


茭 ンヨ 團譽  ゼン =1* 禪牛を 見よ、 

ダン ヨ  H#  ォク ド- 屋 道を 見よ、 

ダン ヨ H#  モン タィ 聞諦を 見よ、 

ダン m 團擧 n  ギョ クォ-玉 翁を 見よ、 

女 ンリユ ！ 團龍こ一,ーー ^: 〔淨土宗〕江戶泰壽院の開山な 
う、 圍 龍は 成 蓮社專 譽と號 す、 常陸吉 生の 人、 江 111 小石 川 
小 日向なる 還國 寺に 入うて 剃髪し、 普 光 國師に 法を 嗣く ，筏 
下 谷 坂 本 泰壽院 の 開山と な- CN、 延寶七 年 五月 二十日 寂す、 壽 
缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ダン リヨ t 團了  r . ) 〔浄土宗 U 下總 延命 寺の 開山 

な- CN、  圑 了は 繁 蓮社榮 譽と號 し、 武藏 大宮の 人な 6、 了學 
に 役して 剃髪 受 業し、 下總羽 生に 延命 寺を 開く、 寂 年、 及 ひ 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

女 ンガ ィ斷 ffi ( . ) 〔眞 宗〕 長 門 萩 光明 坊の 住持な 

う、 斷 鎧は 肥 後の 人に して 宗學を 繼興院 に 承く と S へと も 
師說 R 拘泥せ す、 自ら 發揮 すると 乙 ろ 頗る 多し、 學階 司敎に 
至うて 終る、 明治 十九 年 六月 勸學を 追贈せ 6、 著作 淨土論 註 
錄 、六 字釋 提要、 本願 成就 文錄 、行 信 决决擇 編 各一卷 、選擇 
集錄 、本 典錄 、法要 類 文、 和語 類 文 各二卷 、七 祖 論題 三卷ぁ 
う、 (學苑 談 叢、 本願 寺派學 事史) 

女 ンコ ー 斷江  シ H 丨 ォン 周 恩 1: 見よ、 

ダン、 V キ斷識  カィ セキ 介 石 1: 見よ、 

ダン ケ ー 檀溪  シ ン リョ-心 筏を 見よ、 

ダン ズィ 檀隨二 三 四 〇  〔淨 土宗〕 伊勢 金剛 寺の 開山な 
う、 檀隨は 源 蓮 社 本 譽と號 す、 武藏 江戶の 人、 業 # 上人に 


タン (彈 、冉 、短、 嘆、 丹) fv 圑) 


女 ン (團 、斷 、檀) 
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CO 九 七） 


チ (智) H. 


交 ン C 談' 亶) チ (智) 


師事して 法を 嗣 き、 伊勢 馳出 村に 金剛 寺 ^ 開く、 延寶八 年 十 
一月 十四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

爻ンヨ 檀 # モンテ ッ門哲 を 見ょ、 

女 ンシユ ー 談宗  シギ ョク志 玉を 見ょ、 

チの 部 

チイ 知日 威 (一四 ニー e 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 6、 
智威 俗姓 不詳、 唐に 生れ、 鑑眞に 師事して 戒律を 傅へ、 兼て 
天台を 學 ぶ、 眞和尙 R 隨 S て 来朝す、 示 寂の 年時缺 く、 (律苑 
僧寶 傅} 

チウン智雲ニー. ±: ~  〔浄土宗〕 武藏增 上 寺の 第 六 代な 
う、 智雲號 は 上 蓮 社僧 譽 、俗 勉は三 浦 氏、 相 模國の 人、 三 
浦 家久の 庶子な う、 病弱に して 戰を 好まず、 武藏 國岩槻 R 至 
う、 谷 土 田 城主 太 田 氏に 萬し、 延德の 末 花 又 村に 天 # 上人 了 
聞の 說 法を 聞き、 其 門 R 入 $ て 學を究 む'  和歌を 嗜みて 了譽 
聖冏 上人 音# 聖觀 上人の 風を 慕 a 、 頻う に淨 業を 修む 、文龜 
二 年 二月 十二 日 師の讓 りを 承け て 增上寺 第 六 代と なる、 永 正 

元年 上 杉 顯定の 朝 良と 戰 ふや、 愈 世を 厭 a 長 松 寺を 建て 隱栖 

す、 仝 十三 年 八月 十四日 寂す、 (鎭” 祖傳 、三緣 山 志〕 

チウ ン智 運！ 二.^  〔時宗〕 某 寺の 僧な う、 智運は 上 

野 新田の 人な 6、 出家して 時宗の 第 廿一祖 となる、 永 正 十 年 

寂す、 壽五 十五、 著作 時宗 要 法 記、 神宣 遊行 念佛記 若干 卷ぁ 

6、 ( 淸淨 光寺 記錄) 

チェ ー 知日漢ーー四一 !: 〔淨 土宗〕 江戸 增上寺 第 四十 八 代な 


智瑛は 到 蓮 社 典譽凉 如 海と 號す 、伊勢の 人な- CN、 幼に 
して 度 會郡射 和 村 延命 寺 R 入う、 一一 十八 代 空譽の 弟子と なう、 
後 三 緣山嶋 谷 白隨上 人の 室に 入うて 修學 し it R 學 頭に 進み、 
大 念寺弘 經寺傳 通院 等に 歷 住し、 明 和 七 年 十一月 增 H 寺 R 主 
となう、 大僧正に 任ず、 安永 二 年 二月 二 十五 口 寂す、 壽缺 く、 
筑 前善尋 寺住務 は三緣 山よう 命す る 例な うしが 明 和 八 年 二月 
十一 日師の 願 R よ 6 幕府よ- CN 任命の 事と 定めら る、 (三 緣山 
志) 

チェ-*  知 日英  ニ チ ミヨ-日 明を 見よ、 

チ X ン知 日圓 (一三 三 四) 〔 . 〕 大和 元 興 寺の 僧な-^、 

智圓は 俗姓 鞍部 氏、 推 古 天皇の 末に 唐に 渡う、 歸 朝の 後 元 興 
寺に 住す、 天武 天皇 二 年 僧正と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (僧綱 
補任、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕本朝高僧傳に審の嘉祥寺吉藏に師事すとぁれども詳な 

ず • 

チェン 知日 演二 o: e.: j  〔淨 土宗〕 鎌 倉 光明寺の 僧な 6、 
智演は 旭 蓮 tr 澄 圓と云 ふ、 俗姓は 源氏、 和泉大 鳥の 人な- CN、 
父は 和 泉 守義貞 、母は 百濟 氏、 九歲に して 東大寺 圓雅 法師を 
頂禮 して 出家す、 横 尾 山に 登うて 兩部 秘奥を 究め、 承遍觀 豪 
の 二 老に參 して 天台宗を 學び 、東 福 寺' R 往 き、 虎關 禪師に 謁 
す、 後 京師に 出で、 淨土宗 小 坂 九 品の 流義を 受け， 東 下して 
鎌 倉 光明寺 R 投 し、 寂 惠定惪 の 二 師に就 S て、 白篯 流を 受 く、 
文 保 元年 支那 R 遊び、. 廬 山に 登 6、 優 曇 普 度 大師に 參 して 宗 
義 を精窮 す、 留學 する Z1 と 五 年、 靈地を 蹂涉 し、 顯密 の敎を 
究め、 元の 英宗至 治 元年 佛圓 澄將 來の舍 利、 慧遠 所持の 蓮 花 


(一九 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


漏 ■、幷 に 佛像經 論 等を 携へ て歸 る、 即ち 我が 元亨 元年な う、 
後 正中 元年 後醍醐 天皇の 勅を 拜して 旭 蓮 社を 創し、 般舟 三味 
を修 す、 後村上 天皇の 勅を 拜 し、 宮中に 淨土敎 を 說く 、南北 
の碩德 之と 論爭 す、 天皇 益 崇敬し、 紫 衣 及 a 大經 寺の 額を 賜 
ふ、 永康 元年 天皇 師を 召して 圓頓 大戒を 受け 鈴 ふ、 其 年天變 
地妖 疫病 等 あう、 勅 あ 6 師を して 禳は しむ •天皇 其 功を C 員 
して 澄圓大 菩薩の 號幷に 封 戸田 二 頃を 賜 ふ、 重て 扶桑 廬 山の 
額を 賜は る、 世人 淨土宗 の 中興と 稱 す、 應 安五 年 七月 廿 五日 
寂す、 享壽 九十 歲、 著作 十 勝 論、 驚覺 論、 松風 論、 獅子 伏 象 
論 等 あう、 (鎭 流祖傳 、淨 土總 系譜) 

〔考〕 本朝 高僧 傳 に澄圓 は宋 人な 6 と ある も事實 にあらず、 

チェン 智淵 a 一 一一 2 d 〔 . 〕 大和 藥師 寺の 學僧な 

う、 智 淵は 俗姓 大原 氏と い ム 、惠 輪が 出家 以前の 子な 6、 
藥師 寺に 住す、 大寶二 年 三月 少僧 都に 任ぜられ、 同 三年 正月 
僧正と なる、 同年 十二月 寂す、 (續 日本 紀 、七 代 寺 年表) 

〔考〕 七 代 寺 年表、 僧綱 補任には、 文武 天皇 二 年 三月 十八 日 
に少 僧都と なう、 同 十二月に 大 僧都 R 轉 し、 大寶二 年 僧都に 
登る と あ- CN、 今は 暫く 續日 本紀 R 從ふ、 

チェン ニ 知日 緣尼  智泉 の條を 見ょ、 

チオ ー 知！！ 4 羽 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 近 江靑蓮 寺の 禪 僧な 

う、 智翁 字は 無才、 幼に して 聖一 國師に 侍し、 後寶 覺禪師 

に 師事し、 法 燈國師 の法嗣 となる、 萬壽 寺に 開 堂し、 後 近 江 

に靑蓮 寺を 開き" 第一 ® となる、 甞て 自ら 項 相に 題して 日 ふ、 

爾不 > 似 kn、 吾不 k 似 k 爾、 畢竟 如何、 不 是不是 、(延 寶傳燈 

錄 '本朝 高僧 傅) 


チ (智) エーオ 


チ f  智翁  H 丨シユ •永 宗 ^ 見よ 
$1 智雄 (二 X ハ 15  〔法相 宗〕 某 寺の 學僧 なう， 智 
雄は 大 W 三年 勅を 拜し智 鳳智鸞 と同乘 して 密 に 渡う、 法相 宗 
を傳 ふ、 此等智 鳳 智鸞智 雄の 傳を 同宗の 第三 傳と稱 す、 (三 國 
佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 资 

チ オツ ^* M ( …… ) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪 僧な 
P,  智越 字は 雲 山、 無隱範 に 師事し、 印 記を 受く 圓覺 寺に 
住し、 後淨妙 寺に 遷 る、 晚年禪 昌菴に 退 居す、 示 寂の 年時歃 
く、 遣偈 ぁう、 問， 佛 佛不」 知， 問ヒ 祖祖不 ，會 、百 不會 •百不 
知、 是唯 生、 是唯 死、 C 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

チ .k ン智遠  キヨ 丨 チヨ-敬 長を 見よ、 

チカイ 知日 海 (一九 五六) 〔戒律 宗〕 相 模覺園 寺の 律 僧な 
う、 智海 字は 心 慧〇號 は 道 照と 夭 ふ、 宗燈の 室に 侍して 毘尼 
を 保受 し、 兼て 密乘を 傅へ、 忍 性に 從 a て 通 受の羯 磨を 承く 
永 仁 四 年 北 條貞時 鷲 峰 山覺園 寺を 開き、 師請に 應して 其 開山 
となる、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

チカイ 智海  シユー テツ 宗徹を 見よ、 

チ ガイ 智海  ニ チ ゲン 日 源を 見よ、  . 
チ ガイ 知日 it j EE i A-- (華厳宗〕 大和 東大寺 /'; 學僧 なう、 
智鐙は 一に 智愷に 作る、 俗姓は 內藏 氏、 京都の 人な 〇、 道 雄 
僧都よう 雜華を 傳 へ、 密敎を 學び、 傳燈大 法師に 任ず、 延喜 
十 年 維摩 會の 講師と なう" 尋で法 華 最勝二 會の講 主を 經 、十 
二 年 春 東大寺に 住す、 同 十八 年 八月 八日 寂す、 壽六 十八、 臌 
五十一、 (本朝 高僧 傅) 

チ ガイ 智惶  チ ガイ 智鎧 R 同 L、 


チ (智) オーガ 


書辭名  人家 佛本 


日 


(二 九 七) 


チ (智、 力  ! !| 

チ ガタ イン 知日 覺院  一ー チ ヶ- ■日 啓を 見ょ、 

チ ガン 智鑑二 i 八 〔淨 土宗〕 京都 知恩院 第三 十六 代な 
ぅ、 智鑑は 信 蓮 社 支 譽忠阿 寂 照と 云 ふ、 俗姓は 平氏、 遠 州濱 
松の 人な 6、 父は 和 田 主 水、 師 十三 歲 R して 智童に 從て 出家 
し、 諸宗に 通達す、 鎌 倉 建 長 寺に 遊學 する 乙と 三年、 碧 岩錄を 
研究し、 禪 宗を傳 ふ、 始め 孤峯 山 R 住し、 尋て 光明寺に 住し、 
後に 華 頂 山 知 恩院に 上 6、 三十 六 代の 住持と なる、 寬文 年中 
勅 あぅ、 師を 召して 紫宸殿 R 淨土敎 を說 かしむ、 是れょ 6 先 
寬文 十五 年 七月 智童 ょり 十八 通の鈔 を 遺 屬せら る、 故に 職に 
在る 間を 以て 事理 縱橫鈔 一部 十五 卷を 編して 師命に 報す、 時 
に 攝津大 坂 {C 黃檗 宗鐵眼 道 光と 云 ふ 者 あ-^、 師の 名を 聞き、 一 
日大 谷 ic 參す 、師 高座 ic 坐し 拂 子を 拈 し、 勢至觀 音の 兩圓通 
に 依て 三般の 試問を 擧 r、 鐵眼慚 縮して 出づ 、後 伊勢山 田に 
寂 照 寺を 開く > 姪 寶六年 三月 六日 寂す、 壽 八十 有 餘 、(鎭 流祖 
傅、 淨土總 系譜)  . 

チカ ン知日 鑑( . ) 〔曹洞 宗〕 能 登 長 松 寺の 開山な 

>9, 智鑑 字は 照 庵、 初め 祗陀 寺に 大智に 參 し" 後 松 岸 旨 淵 

に 師事して 遂に 印 可を 受け、 能 登 永 光寺に 出世し、 同 國孝恩 

寺に 移る、 同國の 刺 史某長 松 寺を _ 患師其 開山と なる、 寂 年 

幷に 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チカ ン智侃 一一 姑 5g 〔臨 濟宗〕 京師 萬壽 寺の 禪僧な 6、 

智侃 字は 直 翁、 上野の 人、 俗姓 足 利 氏、 ェ 部侍郞 足利泰 氏の 男 

な 6、 夙 R 出家し 天台を 學び 、眞言 R 兼 M す、 建 長 寺 R 到う 

て 蘭 溪隆に 謁す、 隆一而 器 許す、 後宋 R 渡う、 諸 宗匠を 歷訊 

し、 歸朝以 來再 び隆 和尙 に隨 ふ、 尋て東 福 寺 R 到 6 聖 一國師 


チ (智〕 キ 


に謁して益參究す*嘉元の末筑の承天寺に主た6、德治の初 
出 羽太 守大友 親平豐 後に 萬 壽 寺を 開きて 師を 請す、 乃ち 開山 
となう、 禪 風西國 R 振 ふ、 延慶 三年 相 國九條 忠敎東 福 寺に 迎 
ふ、 乃ち 同 寺 R 主 ^ 6、 僅 R 一年 R して 大 友氏疾 あう， 切に 
末 後の 敎示を 仰く、 師東福 寺を 辭して 西皈 し、 再び 萬壽寺 に 
住す、 元 亨二年 四月 十二 日 同 寺 R 寂す、 壽七 十八、 偈 あう、 
應 i 世隨綠 、七十 八 年、 撒 k 手 便 行、 古路 坦然 、諸 弟 - f 靈骨を 分 
ち、 萬壽 寺の 常樂 塔’、 東 福 寺の 光明 藏に 安す、 南 禪寺椿 庭、 壽 
塔銘を 作る、 勅 謚佛印 禪師と S ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 
傅) 

チギ智 1 我 •一 A : A-. た 〔臨 濟宗〕 京都 萬壽 寺の 禪僧 なう、 
智義號 は 松嶺 後深草 天皇の 皇子な う、 寶 覺禪師 (湛 照) に 就て 
出家し 後 建 仁 寺に 投じ 鏡 堂 圓禪師 に 隨 a 參究 す、 寶覺 禪師の 
法嗣 とな 6 圓通三 聖萬壽 の 三 寺に 歷 住し 後 如意 菴に退 休す、. 
嘉曆 元年 十月 十一 日 示 寂す、 遺 偈 あう、 昔年 怒 麽來 、著 趙州布 
衫 、今日 恁麽 去、 脫貼 肉布衫 、一 去 一 來莫， ，相 嫌 (發明 千 山 與= 
萬巖； (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

チ ギン 智闇 〇 … ：)匾 濟 S 京都 天 龍 寺の 首座な 
智闇 字は 悅巖 、其 嗣承詳 かなら す、 天 龍 寺に 居りて 首 
座と なり、 說法 に 長ぜ 6、 寂 年、 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

チキ ユ ー 智丘 5: 三 A: 〔曹洞 宗〕 肥 前龍泰 寺の 開山な 
う、 智丘 字は 隆 室、 周 防の 豪族な 6、 夙に 出家し* 龍 文 寺 
雲菴透 龍に 從 a て 遊 方し、 心 要を 發 明して 後 永 平 寺に 出世し、 
雲菴の 席を 繼きて 龍 文 寺に 住す、 肥 前檀 越龍泰 寺 1: 立て 師其 
開山と なる、 永祿 十一 年 二月 二十 五日 寂す、 世壽敏  (日 


(:三 九 七） 


書辭名  人冢佛 本  日 


本 洞上聯 燈錄) 

チ キヨ！ 知日 慶 (… ••… ) 〔淨 土宗〕 鎌 倉長樂 寺の 開山な 
う、 智慶 字は 南無、 出家して 東國に 在'^、 敎觀を 硏免 す、 
後 京師に 上 6 長樂寺 隆寬に 師事し、 淨 七 敎に皈 し、 東國に 歸 
うて 鎌 倉に 長樂 寺を 開きて 大に弘 通す、 寂年缺 く、 門下 信樂、 
隆慶 、信 承 等 聞へ たう、 (淨土 傳燈錄 、淨土 總 系譜) 

チ キヨ ー 知日 鏡 (1 A 九 10  〔戒律 宗〕 京都 泉 涌 寺の 律 僧な 
り、 智鏡 字は 明觀 、別 號は月 翁、 久しく 俊苈に 侍し、 敎律 
を禀受 す、 俊苈の 寂 後 定舜に 咨决 し、 南北に 赴きて 性 相の 旨 
を學 ふ、 曆 仁の 初め 宋 に 入う、 諸 刹を 敲き 、學 成りて 歸 へる、 
泉 涌 寺を 主と り、 後 來迎院 に 退く、 靈 芝の 風を 慕 a て 晚に安 
養を 修 す、 師宋 にある や 蘭溪隆 禪師と 交り 篤く、 其 東 渡を 進 
め其來 朝して 來迎院 を訪ふ 時、 優遇して 相模に 赴かし む、 某 _ 
年 三月 二日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 ，一 
チ キヨ ー 知日 鏡  クヮン カク 觀覺を 見ょ、 

チ キヨ 1 知日 敬  クヮ クシ ョ I 赫 照を 見ょ、 

チ、' ク 智弘 ( 一 四 九 五) 〔眞言 宗〕 土 佐 金剛 定 寺の 僧な か、. 
智弘は 空 海に 役し 專ら 定を修 し、 空 海の 禪 座した 6 と 云 ふ 土 

佐の 金剛 定 寺の 樹窟 内に 棲みて 一生を 終う ^ 6、( 弘法 大師 弟 

子譜) 

チタ ー 智空一 一} ^ c-t 〔淨 土宗〕 山城 安養 巷の 開山な う、 

智空 字は 唯稱 、號 は覺 雲、 京都の 人、 俗姓は 仲 村 氏な 6、 母は 味 

岡 氏の 出、 十四 歲 出家し、 十八 歲選擇 集を 講ず、 十九 歲良澄 和 

尙に師 事して 俱舍 、並に 天台宗の 三 大部を 學ぶ 、二 十三 歲 大衆 

の 請に 應し法 華 玄義 1: 講ず、 二十 四歲 大和 法隆 寺に 往き了 性 


チ (智) キ ー ク 


律師に 謁し 戒律を 學び 、觀音 院高榮 に 謁して 法 華勝鬉 等の 經 
を學び 、勸 學院に 於て 俱舍を 講ず、 後、 高野山に 登う、 秘密 灌 
頂を 受く 、尋 で 京都に 皈 6、 草菴 を營み 、塞 耳 茅と 名け、 日 
々念 佛三 万聲に 至る、 幾何 もな く 壬 生 寺の 下に 移う、 草 巷 VJ 
結び 安養 菴と 名け、 淨 土の 業 行を 修 す、 草菴 を訪 うて 敎を受 
け、 得度 受戒す る もの 二百 餘人 、遂に 念佛の 一流を なす、 世 
に rJ れを壬 生 派と 云 ふ、 延寶八 年 五月疾 に 罹う 同月 十八 日 寂 
す、 壽六 十四、 門人 遺骸を 壬 生 寺の 西南 隅に 葬る、 著作 念 死 
念佛 集七卷 、自警 集 五卷、 諫母艸 | 卷 ぁう、 (緇白 往生 傳、 續 
日本 高僧 傳) 

チ クン 智暉一 一 si SJ 〔眞言 宗 ：一 山城 春 日 寺の 開山な 6、 
智暉 字は 大幻 、號は 空空 菴 、俗姓 不詳、 播磨三 草 村の 人な う、 
幼に して 明 石寶藏 寺. に 投じて 剃髪し、 瑜枷 を學ぶ 、稍 長 じて 
京師に 上う、 智積院 に 止まう、 專ら 顯密性 相を 學ぶ 、次に 棋尾 
山に 登う、 毘尼藏 を 習 ひ、 五智 山の 曇 寂に 謁して 顯密の 蘊奥 
を究 む、 師大 原野 春 日 寺 及 播磨加 東 郡 小山 寺を 籾し、 兼て 主 
ど $、 兩 所に 衆を 接し、 大法 幢を 立て、 頻 $ に 古 三 藏を唱 ふ、 
晚年 請に 應して 粟賀 の法樂 寺に 遷う 、天明 四 年 二月 十五 日 寂 
す、 壽六 十八、 (續 日本 高僧 傅) 

チタン 知日 訓二 5FT: 一 〇: 〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪 僧な $、 
智訓 字は 耕隱 、美 濃 池 田 郡 小島 村 杉 島 氏の 子な う、 早 年 出家 
して 圆成 寺 R あう、 後 南 遊して 阿波に 到-^、 慈 光寺 廣照 禪師 
の 下に 飯 頭と なう、 舂炊 の勞に 服し、 一日 淘 米の 時、 沙米俱 に 
淘 くの 語に 警省 し、 靈機轉 撥す、 行應 、愚溪 、寵 門、 抗州 等の 
諸 禪師に 歷參 し、 後、 福 田 大勝 寺葦溟 勸の嗣 とな 6、 同 寺に 住 


チ (智) ク 


書辭 名人 家佛本  日  (四 九 七) 


チ (智 )コ 


チ (智) ダ ー ゲ 


し、 法 化 盛な う、 文化 元年 槐安國 語を 提唱す、 江湖の 雲热來 
集す る もの 二千餘 名な 6、 後 勅を 拜して 妙 心 寺 R 昇う、 特 R 
勅號 金剛 正眼 禪師を 賜は る、 嘉永 三年 七月 一日 疾を 得* 三日 
に 寂す、 (近世 禪林僧 寶傳) 

チ ダウン 知日 願  / クズィ 白隨を 鈇 ょ* 

チ ケン イン 知日 見院ニ チ セン 日 暹を見 ょ、 

チ ^ ン 智 玄( 一八 五〇) 〔 . 〕 下野の 醫 僧な*^、  智 

支は 下野 安蘇 郡 糖 尾 村に 居る、 甞て宋 R 赴きて 醫方を 受 く、 
後鳥羽 天皇 不豫 なるとき 藥を 進めて 効 あう、 栖て 法眼に 叙せ 
ら る、 世 R 錄事 法眼と 云 ふ、 沒年傳 はらず、 (皇國 名 醫傳) 

チ ゲン 知日 眼 -: ; K: 七 〔浄土宗〕 遠 江 心 造 寺の 開山な トノ、 
智眼は 廣蓮社 讃譽恕 目と 號 す、 感譽 R 師事して 法を 嗣 き、 遠 
江濱松 R 心 造 寺を 瓶す、 慶長二 年 三月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜〕 

チ ゲン 智幻こ三あ 〔淨七 宗〕 上野 專修垚 の 開山な 6、 
智 幻は 成 # と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず、 法を 路白 R 嗣 ぎ、 
上野 下 三 田 村 R 專修 寺を 御して 住し、 負享 元年 九月 九日 寂す、 

壽歃 く、 (淨 土總 系譜) 

チ’ ゲン 知日 現 二 i:. 九 E: 〔眞 宗〕 越後 出 雲 崎淨支 寺の 住持な 

う、 智現號 は 長生 院 、越後の 人、 高倉學 寮に 學び 、文政 元 

苹寮 司と なう、 金銲 論を 講ず、 二 年 六月 晦日 擬講 とな 6、 法 

華 文句を 講ず、 後 步船鈔 、决 智鈔 、科 註 法華經 を 講ず、 天 保 

二 年 二月 二十 一日 嗣講 とな 6、 三年」 め 舟讃を 講ず、 天 保 六 年 

正月 十四日 寂す、 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

チ ゲン シ知 E 現 子  シュ- レ— 秀嶺を 見よ、 


チコ？ 知日 光 (一三 三 三) 〔三論 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 
う、 智 光は 河 內國の 人、 俗姓 鋤 田 連、 後 改めて 上〃 村 主と 云 
3、 出家して 安宿 郡 鋤 田の 寺に 居る、 後、 元 興 寺智藏 に從： 3 て 11 
三論 宗を 受け、 兼て 諸經 論 R 通ず、 同時 K 禮光 あう、 亦 三論 | 
宗に 盛 # あ 6、 智尨相 交 6 其 R 道行を 修 す、 後 禮光淨 土の 行 
業に 意を 傾け 示 寂す、 智 光大に 悼 惜し、 日夜 追懐す、 偶 夢中 
禮 光の 阿 彌陀 佛の淨 土 R あ 6、 智 光を 見て 淨 土の 行 業を 勸む 
るに 遭 ひ、 大 {C 威發 し、 乙れ ょう 專念阿 彌陀佛 R 歸依 す， 夢 
中 R 見 /2 る淨 土の 相を 圖 書し、 極 樂 寺を 開きて 安置す、 乙れ 
智 光の 淨土 曼陀羅と 云 a 、 日本 三 曼陀羅の 一に 數 へらる、 其 
示 寂の 年時缺 く、 著作 淨土 論疏釋 五卷等 ありし 7P 今傳 はらず、 
(日本 現 報 善 惡靈異 記、 往生 極樂 記、 元 亨釋書 ) 

チ nl 知日 光 (二 〇1 一) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な 
6、 智光 字は 絕 照、 夢窓國 師に參 して 天 龍 寺 R 居-^ 記 室を 掌 
6、 後擢で られて 第一 座と なる、 寂 年 缺 く、 (延寶 傳燈錄 〕 

チコ ー 知日 洪二 〇: •一： 一， 〔曹 洞宗〕 加 賀淨住 寺の 禪 僧な 6、 
智洪 字は 無涯 、加賀 の 人、 幼に して 出家し、 業を 可鐡 鏡 R 受 
け、 大乘 寺 R 柱き て瑩 山紹瑾 R 謁し 印 可を 蒙る、 元亨 三年 加 
賀淨住寺に住む"晚年洞谷寺に移6、淨住寺に歸る、觀應二 
年 五月 九日 寂す、 遺骨を 淨住 寺と 洞 谷 寺と に 分ち 納 1; 、 塔を 
新豐 塔と 號す法 嗣寂室 了 光 あ 6、 ( 日本 洞 K 聯 燈錄) 

チ n I 智興三 .一一 八 A 〔眞言 宗〕 山城 智積院 弟 十四 代な 
6、 智興 字は 法 音 俗姓 生國詳 かなら. ず、 智積院 に學び 、越 
前 瀧 谷 寺 江 戶圓福 寺を 經て享 保 三年 智積院 第 十四 代 能 化と な 
る、 師長 谷 寺 第 十 A 代 能 化秀慶 僧正と 相議し >  仁 和大覺 ド 請 


(五 九 t) 


書辭 名人 家佛本  B 


うて 色 衣の 許可を 受け、 一山 華美の 風を なせう、 能 化の 職に 
ある Z: と 十一 年、 享深 十三 年 六月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 (密嚴 
譜 豚新義 眞言 宗史) 

チコ ク智穀  iiir SF  〔眞言 宗〕 出 雲 朝日 寺の 僧な う、 
智穀 字は 法 輿、 別 號は海 印、 出 雲 松 江の 人な 6、 世々 修驗の 
行者な う、 智穀早 年に して 聰敏な 4、 稍 長して 學を 好む， 天 
明の 頃 例に 依う 金峯 山に 登る、 時に 卄一歲 なり、 道心 奮 輿し、 
道 侶に 依うて 志を 父母に 通し、 自ら 播磨 相模 寺に 詣て 、慧岳 
阿闍 梨に 師事し、 剃 度納戒 す、 寬政 元年 高野山に 登り、 普賢 
院深 覺を禮 し、 灌頂を 受 く、 爾 來京攝 R 寓 し、 諸師の 門に 歷 
遊す、 三十 歲 にして 出 雲に 歸 へう、 鰐 淵 山 敬 光に 就きて 圓頓 
戒を受 く、 幾 もな く 京師に 上う、 東 寺 智楕院 に歷 遊し、 瑜珈 
の 奥義を 究め、 且つ 性 相 二 門に 通す、 智積院 にあうて 普 門 律 
師圓 通と 交 6、 且つ 囑 にょう 佛國曆 象 編を 校讐 す、 文化 四 年 
出 雲に 歸う 、朝日 寺に 住す、 時に 四十 二歲 なう、 文政 十一 年 
京都 大道 寺 大衆の 懇請に 依う 慈眼 院に留 る、 天 保 年中 仁 和 法 
親王の 招請に ょう 南 勝院に 住し、 顯密 の敎義 を講 す、 法 親王 
特に 摩 尼 院の號 を 賜 ふ、 天 保 五 年 三月 九日 寂す、 壽六 十九、 

法 金剛 院 に 葬む る、 (續 日本 高僧 傅) 

チゴン 知日 g M 一一 〇: 八 •一 •一  j  〔曹 洞宗〕 大和 補巖寺 第二 代な 6、 

智巖 字は 竹 窓、 近 江の 人な う、 大源 を拜 して 祝 髪し、 諸 名 宿 

. に 參して 稍 所 省 あ， 9、 了 堂眞覺 に舖巖 寺 R 參 し、 服 勤して 印 

可を 付せられ 、繼で 其 席を 讓られ 、第二 代と なる、 後出て、 

總持 寺に 住し、 大 に 宗旨を 唱ふ 、應永 二十 年加賀 R 往きて 龍 

負 山 瑞川寺 tv」 鄉 し、 了 堂を 迎へて 第一 代と なす、 了 堂の 寂 後 


チ (智) コーゴ 


遺命に ょうて 院事を 領 す、 應永 三十 年 八月 九日 寂す、 遺偈に 
日く、 金 烏 東 出、 玉 兎 西 走、 生 也 死 也、 全 機 現 時と、 荼毘し 
て 瑞川 寺に 塔す， (日本 洞上聯 燈錄) 

チサィ知日濟ニー /\: .一 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪僧な う、 
智濟 字は 一川、 俗姓は 藤 原 氏、 大 重の 族 薩 摩の 人な う、 同國 
福昌寺 天祐 宗 津に參 して 印 可を 蒙り、 永 正 十五 年大守 島津公 
の 命に 依 6、 福昌 寺の 虛席を 秫 す、 大永 元年 七月 二十 六日 寂 
す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ サツ 知日 察！ 一一 一一 S 〔臨 濟宗； m 師妙心 寺の 禪 僧な- 〇/ 
智察 字は 以 安と s ひ、 美 濃 細目の 人、 姓は 古田 氏な $、 性强 
暴に して 里 民に 恐れら る、 大仙寺 先 照 一日 村齋に 赴き、 黃昏 
に 及 a て 寺に 歸らん とす、 其の 家師を して 先 照を； 达 らしむ、 
途路先 照の 法話を 聞きて 頓に 道心を 發し 、直に 剃髪して 道 R 
入る、 時に 二十 ? T" 歲な う、 精修勸 苦して 業を 勵む 、後出て、 
行脚し、 遍く 諸方の 禪師 を歷 問し、 再 a 鄕に歸 6、 大仙寺 先 
照の 室に 入る、 所見を 呈して 遂に 證語を 受く 、時に 天文 十七 
年 五月 一日な 6、 即ち 首座と なる、 六月 先 照 寂せ しか ば 師其 
席を 繼きて 大仙 寺に 住す、 勅を 奉して 妙 心 寺に 住し、 請を 受 
けて 瑞泉 寺を 主と る、 一 住 一年 ic して 栗 栖の大 泉 寺に 歸 る、 
時に 長藏寺 席を 缺く 、師 之を 監 す、 再 ひ 妙 心 寺に 住し、 一年 
にして 美 濃長藏 寺に 歸 る、 後、 尾 張の 劍光 寺に 移る、 衆の 請 
に ょ-^ 美 濃 伊自良の 東 光寺を 再興す、 後大仙 寺に 居う、 天 正 
十五 年 三月 二十 六日 寂す、. 壽七 十四、 臘 五十、 塔を 大仙寺 西 
北の 山 R 建つ、 附 法の 弟子 朿漸 震、 建 章 寅、 惟天縱 、斗 山泰、 
瑞雲 呈 .の 五 人 あう、 (宗統 八 祖傳) 

チ (智) サ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 九 七） 


チ S) シ 


チ (智 )シ 


チシ智 至 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 萬壽 寺の 禪僧な 6、 
智至 (一に 知 至に 作る) 字は 愚溪 、龍 泉淬の 法を 繼 r、 重ねて 
元亨釋 書を 刊行 するとき、 師 一筆に 繕寫 す、 南禪 寺の 笠 仙 和 
尙偈を 寄せて 祝す、 初め 筑の承 天 寺に 住し、 京都 萬壽 寺に 遷 
る、 寂 年、 及 世壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

チ シン 智眞 j$ K 時宗の 開祖な- N、 智眞 C に智心 
に 作る)、 一遍と 
號 す、 俗姓 河 野 
氏な う、 伊豫 剌 
史河 野道 廣の第 
二子な う、 延應 
元年 {C 生る、 幼 
名松壽 九と 云 
ひ、 夙に 三 寶を 
崇敬す、 七歲に 
して 同 國得智 山 
繼敎 寺に 入う、 

大衆の 間に 交は 
る、 寶治二 年 十 
歲に して 母を 喪 

び、 出家の 志 益 切なう、 建 長 五 年 十五 歲に して 同 寺の 緣敎律 

師を仰 S て 剃 度し、 始めて 隨緣と 云 ふ、 專ら 天台の 敎 觀を修 

す、 然れ とも 末代の 凡夫 出 離の 要路は 淨土敎 R あるを 思 a 、 

筑前 太宰府に 至う、 西 山 派の 開祖 證 空の 弟子 聖 達を 問 a " 親 

しく 念佛の 奥義 i: 受けて 信受 し、 自ら 改めて 智眞と 云 ふ、 弘 


長 二 年 父の 喪を 聞 s て 國に皈 $、 道心 益 堅固な り、 文 永 八 年 
に 東國に 遊 a 、 信 濃 善 光寺に 詣 し、 數日參 籠 祈願して 靈驗を 
感 し、 善導 大師の 二 河 白 道の 圖一 幅を 手寫 し、 伊豫に 皈 うて 
窪 寺に 一 小 菴を營 み、 日々 戶を閉 して 念佛 修行す る 乙と 三年 
なう、 文 永 十 年に 至う、 自ら 念 佛 の奧義 を領 悟し、 一頌を 作 
うて 日 ふ、 十 劫正覺 衆生 界 、一念 往生 彌陀國 、十一 不二 證無 
生、 國界 平等 坐大會 、と、 乙れ ょう遍 く 諸國を 遊行して 十 方 衆 
生を 濟度 せんとし、 先つ 諸國 の靈塲 に參 籠して 佛陀 神明の 加 
護を 請 はんとし、 伊豫 菅 生の 岩屋、 豐汕 宇佐の 八幡宮、 攝津 
大 坂の 四天王 寺、 山城 男 山の 八幡宮 等 {C 巡拜參 籠し、 後 建 治 
元年 十二月 紀 伊に 至う、 熊 野權 現 R 參 籠し、 一 百日を 期して 
祈願し、 靈驗に ょ 6 一頌を 感得す、 日 ふ 六 字名號 一遍 法、 十 
界依正 一遍 鉢、 萬 行 離 念 一念 證 、人中 上々 妙 好 華、 と、 是 R 
於て 師大に 喜び、 自ら 一遍と 號 し、 建 治 二 年 三月 廿 五日 勸進 
帳念佛 札を携 へて 諸國 遊行の 途に 上る、 念佛 札には 南無 阿彌 
陀佛决 定牲生 六十 萬 人と 記せう、 蓋し 六十 萬 人は、 神授 感得 
の 頌の四 句の 初の 各 一字を 取^' たる ものにして 人數を 限れる 
意に あらす と 云 ふ、 先 づ西國 に 至う、 九州を 遊行し、 四國を 
經て 京師に 出て、 北陸 道の 諸 國を經 て、 信 濃に 入 6、 武藏ょ 
$、 上野、 下野、 奥州を 遊行し、 常 陸を 經て 武藏に 回う、 伊 
豆 相模を 經 、東海道の 諸國 を經 、再 a 京師に 入 6、 西の方 山 
陰山 陽の 二道の 諸國を 遊行し、 伊豫に 歸 6、 再 a 出發 して 攝津 
に 至る、 此 R 至うて 師か 熊野權 現の 寶 前ょう 遊行の 途に 上う 
て以來 十六 年な う、 日本 六十 餘州殆 と 足跡を 印せ^* る 地な し、 
念佛 札を 授け 勸進 帳に 名を 記し 穴る 者 二十 五 億 一千 七 百 二十 


(七 九 七） 


書辭 名人 家佛本  日 


四 人に 及 S たり、 正 應二年 八月 兵 庫の 觀音 堂に 滯留 して 最後 
の 法談を 開き、 自作の 書冊を 火中に 投し 、一代の 聖敎は 今日 
滅盡 して 唯 南無 阿 彌陀佛 を留む 、と、 弟子を 顧みて 日 ふ、 自 
毛 南無 阿彌 陀佛 、他 も 南無 阿 彌陀佛 なう、 故に 汝を他 南無 阿 
彌陀佛 と 名くべし、 と、 乙れ よう 法 豚を 嗣く者 皆 他 阿彌陀 佛 
と號 す、 同月 廿 二日 阿 彌陀經 を 誦しな から 眠る か 如く 寂す、 
壽 五十一、 師 和歌を 善くし、 秀作 多し、 著作の 傅は る もの 語 
錄二卷 、播州 問答 集二卷 (持 阿 記) めう、 後に II 號を圓 照 大師 
と 云 ふ、 (六 條緣 起、 繪詞 傳緣 起、 播州 問答 集、 本朝 高僧 傳、 
淨土總 系譜) 

〔考〕 一遍 上人の 事蹟 諸 傳を參 照す るに 其 年 時 等 往+ にして 
一致せ す、 今 主として 六條緣 起、 繪 詞傳緣 起、 播州 問答 集 序文 
等を 參照 斟酌した $、 其 異說は 煩を 恐れて 一々 擧け す、 

チ シン 智津  H 丨サ ン榮 山を 見よ、 

チ ジヤ クィン 知日 寂院  ニ チ ショ— 日 省を 見よ、 

チシユ 1 智宗 (一三 五 〇) 〔 . 〕 入唐 學問 僧な 6、 

智宗 入唐の 年時詳 ならざる％、 持統 天皇 四 年 九月 義淨願 等の 
一行と 共に 筑紫に 歸 着す、 同 十月 京師に 入る、 事蹟 詳に 知る 

可から ず、 (日本書紀) 

チシユ ー . 智周 si o- 劫 〔天台宗〕 薩摩佛 日 寺の 學僧な 

6、 智周 字は 徧詢 、號は 願 王 院と云 ふ、 近 江 膳 所の 人な う、 

出家して 比 叙 山に 登う， 靈空に 師事し 學 名高し， 寬保 三年 九 

月廿 一日 寂す、 壽八 十五、 著作 台宗 二百 五十 題 十五 卷ぁ う、 

チ シユ ー 智秀  一ー  チ ヵク 日覺を 見よ、 

チ シュン 智舜 (一九二 九〕 〔三論 宗 \_/ 大和苽 大 寺の 學 僧な 


う、 智舜は 幼に して 奈 良に 遊び、 八宗 を綜硏 し、 東南 院樹 
慶 R 師事して 三論を 承け、 僧都に 任す、 初め 東大寺に あうて 
後 大和 光明 山に 移る、 正嘉 元年 中 請に 應して 知 足院に 三論を 
講ず、 文 永 六 年 賞 相 照に 招かれて 戒壇 院に 三論を 講ず、 寂 年 
及壽缺 く， 門下の 神 足に 聖然 、證禪 等 九 人 あう、 --t 能く 師道 
を唱 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

チジュ ン ^ « ( …… ) 〔曹 洞宗 U 越 前松隱 寺の 禪 僧な 
う、 智順 字は 承 顔 •出家して 敎乘を 習 ひ、 玉 田 榮珠に 參し 
て 得 悟し、 其 席を 繼さて 越 前松隱 寺に 住し、 後總持 寺に 遷 る、 
寂年缺 く、 法嗣虎 溪正淳 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ；、 ンュン 智順ーーーーセ八 〔淨 土宗〕 對馬 海岸 寺の 開山な 
ク、 .智 順は 心 蓮社傳 譽と號 す， 俗姓は 佐 伯 氏、 肥 後の 人な 
う、 阿譽 隨巖 上人に 師事して 法を 嗣 ぎ、 對馬 府中に 海岸 寺を 
開きて 法 化を 布く、 元 和 四 年 十月 二日 寂す、 壽缺 く X 淨土總 
系譜) 

チシ ml 知日 樵 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越 前 慈眼 寺の 禪 僧な 

う、 智樵 字は 天巖 、越 前 心 月 寺 海 圖梵覺 に參 する 乙と 十 年 
にして 印 可を 蒙 6、 其 席を 補し、 慈眼 寺に 遷 る、 晚年英 林 寺 
を 鄉して 住し、 某 年 寂す、 世 壽缺 く、 法嗣 大雄亮 摩の 一人 あ 
り、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チシ 3 1 ィン 知日 照院  一ー チ ゲン ニ日 玄尼を 見よ、 

、 ?: 、ン 3 !ィン 智靜院  ニ チテ丨 日貞を 昆 よ、 

チ；、 ンヨ ー ィン 知日 定院  一ー チ H 日 慧を兒 よ、 

チ X ィ智水  リョ-ニ ョ良 如を 見よ、 

チ セ- 智盛  ダイ リヨ— 大了を 見よ、 


チ (智) シ 


チ (智) ジ ー セ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 九 七） 


チ、 智 }セ 


チ セ涞 智 ® ( 一一 OKC) 〔臨 濟宗〕 周 防 正 法 寺の 開山な 
う、. 智碩 字は 大圓 、周 防の 人、 州の 高山 寺棊山 仙に 投じて 
剃髮 得度し、 其 印 可を 蒙 6、 京都に 登う" 建 仁 東福兩 寺の 間 
に掛 錫し、 諸老 に擧 けられて 數-高 職に 任ず、 久しくして 鄕に 
皈う 、高山 寺に 開 法し、 其廢 頸を 興す、 應永七 年豐後 大守大 
友 氏師の 名を •聞き 奏上し、 萬壽 寺に 招く、 然れ とも 師固辭 し 
て 牲 かす、 後 正 法 寺を 頫 し、 門を 閉ちて 跡を 晦爻 し、 某 年 寂 
す" 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

チ セン 智闊一 一一 :: z ir ハ 〔曹 洞宗〕 加賀 大乗 寺の 禪僧 なう、 
智闡 字は 提 室、 大東 寺の 幾年臀 隆 に 參して 其 法を 嗣 き、 其 席 
を 铺 す、 大永二 年 夏 雨を 禱 6 靈驗ぁ 6、 天文 五 年 四月 二日 寂 
す、 壽七 十六、 塔を 承 天 寺に 建つ、 法 嗣虎溪 正 淳 ぁう、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

チ セン 智暹 ii fj AO 〔眞宗 〕播 磨魚崎 眞淨 寺の 住持な 
う、 智暹は 遊 心 齋と號 す、 汝岱に 就きて 業を 受け、 二巖寬 
水 等と 學友 た う、 諸 部に 該 通す、 寶曆の 初め 學黌 にて 論 註 五 
敎章 等を 講 し、 義敎 と共に 譽を馳 す、 時に 能 化 職缺く 乙と 久 

し、 大衆 義敎を 立てん と 欲し、 或は 智暹を 立てん と 欲す、 而 

して 義敎 R 歸 する もの 稍 多し、 義敎 遂に 能 化の 任命を 受く 、是 

ょ 6 智暹 一方 R 僻處 して 法 化を 務 となす、. 門 日 繁盛して 英才 

に 乏しから す、 明 和 元年 本尊 義 •?: 著し、 暗に 日 溪の義 を 彈 す、 

大衆 憤激し、 本山に 凿 論して 本尊 義 版を 毀つ、 後、 題を 易へ 文 

を 修し改 刻 流布す、 明 和 五 年 五月 十四日 寂す、 壽七 十九、 著 

作大經 正義 錄四卷 、本 典 校本 六卷 、阿 彌陀經 展持鈔 九卷 ，選 

擇集 潟瓶鈔 十卷 ，本 典樹心 錄九卷 •二 卷鈔樹 心 錄四卷 、二 門 


チ (智 •-セ ー ソ 


偈流情 記三卷 、御 交 解 十四 卷 、略述 法身 義一卷 或問篇 一卷、 
高僧 和讃正 說六卷 、正 像 末 和 讃正說 十二 卷 、本尊 義一卷 、本 
尊 義斥謬 答 釋一卷 あり、 (本願 寺通紀 、本願 寺 派 學 事史) 

チ セン 知日 泉 jl Ara M  〔眞言 宗〕 山城 報恩 院の 開山な 6、 
智泉は 讀岐の 人、 弘法 大師の 甥な 6、 俗姓は 菅 原民、 家 世々 
州の 瀧の 宮宮 司た 6、 母は 佐 伯 氏の 出 R して 大師の 婶 なう、 
後に 染 衣して 智緣 尼と 號 す、 師延曆 八 年 二月 十四日 生る、 九 
歲の 時空 海に 携へ られて 大安 寺 R 入 6 勸操 R 事 ふ、 十四 歲近 
士 とな'^' 延曆廿 三年 剃 髮 受戒し、 大師 入唐す るに 從 CA て 侍者 
となう" 觀風弘 益して 歸 へり、 兩 部の 密灌を 受け、 且つ 諸の 
秘義 .を 質す、 大同の 末年 河内 高貴 寺に あり、 父母を 思 ふの 情 
禁する 乙と 能は す、 歸省 して 父の 病を 見る、 父 逝去して 喪 R 
居る 乙と 百日、 後* 入京して 高 雄 山に 空 海の 室に 入る、 橘皇 
后 嘉智子 密かに 子を 祈る 乙と あう、 山城 相樂 郡 R 報恩 院を沏 
し、 師を 請して 禱 らしむ、 弘化 三年 十二月 空 海の 命に よう、 
高 雄 寺の 三 綱 司と なう、 十二 年 四月 十六 日 大師の 指授 によう 
諸 天 灌頂神 菩薩 灌頂神 二 尊を 圖寫 す、 天 長 元年 九月 廿七日 高 
雄 神 護 寺 R 廿 1 P の 定額を 置く に 方う、 師も亦 其數に 入る、 
同一 一年 二月 十四日 高 野 本院に 寂す、 壽三卜 七、 臘二 十二、 (弘 
法 大師 弟子 譜 、弘法 大師 弟子 傅) 

チ セン 智泉  ニ チリ 日 利を 見よ、 

チ y l 智聦 〇一 HS  〔浄土宗〕 相模 宗圓 寺の 開山な 
う、 智聰は 督蓮社 法 # と號 す， 其 鄕貫詳 かなら す、 源譽上 
人に 就て 出家 受 業し、 永 正 六 年 九月 十七 日 上人よう 種 書を 授 
與せら る、 光明寺に 住し、 相模三 浦に 宗圓寺 長 井寺を 開き、 


(九九 七) 


箐辭 名人 家佛本  日 


駿 河に 報 土 寺を 御して 開山と なる、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 高弟 
に 皇安 ••叙#、 禪芳等 あり、 (淨 土總 系譜) 

チ ゾ 1 智藏 (一三 四 七) 〔 . 〕 入唐 學問 僧な う、 智 

藏 俗姓は 禾田 氏、 出家して 學譽 あう、 弘文 天皇の 朝に 唐に 渡 
る、 時 R 吳 越の 間 R 高 學尼 あ'^、 智藏 就きて 業を 受 くる 乙と 
六 七 年、 學業大 に 進む、 同伴 僧 等 頗る 忌 害の 心 あ $、 智藏乙 
れを察 知し、 遂に 髮を 被うて 狂の f ねし、 身を 全くす るを 得、 
持統 天皇の 朝に 東 歸の途 に 上る、 同伴 陸に 上り、 經 書を 曝 
す、 智藏 襟を 開きて 風に 對して 日 ふ、 我 も亦經 書の 奥義を 曝 
3 むと •同伴 皆嗤 笑す、 後 試 業に 際し 座に 昇 6 敷演 し、 辭義峻 
遠、 音 詞雅麗 なう、 論難 蜂起す と 雖應對 流る、 が 如し、 皆 屈 
服す、 天皇 嘉 して 僧正 R 任じ 穴 まふ、 時 {r 年 七十 三、 示 寂の 
年時缺 く、 (懷風 藻) 

チゾ！ 智藏 (一三 一二 6  〔三論 宗〕 大和 法隆 寺の 學僧な 
う、 智藏 俗姓は 能 一 凝 氏と S ふ、 福亮が 出家 以前の 子な 6、 
父福亮 と共に 慧灌に 師事し 三論 ^ 學ぶ 、白 鳳 二 年 三月 大和 川 
原 寺 (後に 弘福 寺と 號 す) に 於て 始めて 一切 經謄寫 の 事 あう、 
智藏與 6 て 功勞 あう しか ば、 同月 僧正 R 任せら る、 後 法隆寺 
に 住して 三論 宗 を弘演 す、 示 寂の 年時缺 く、 門下に 道 慈、 智 

光、 禮 光の 高僧 あり、 (扶桑 畧記 、僧綱 補任、 元亨釋 書) 

〔考〕 元享釋 書" 本朝 高僧 傅に、 唐に 航し 嘉祥寺 吉藏に 謁し 

た-と あれ ども、 年代 相違 すれば 取、 b ず、 三 國佛法 傳通緣 起、 

元享釋 書、 本朝 高僧 傅に 僧正 任命电 時 R 異說あ 6、 今は 僧綱 

補任、 扶桑 略記を 取る、 

テ タク 智琢 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧な 

チ (智 }ゾ — 夕 


3、 智琢 字は 玉 峰 其 鄕貫詳 かならず、 極 仙 初に 參して 其 法 
を 嗣 ぎ、 駿河淸 見 寺に 住し、 後 京都 建 仁 寺. に 遷 る、 寂 年壽缺 
く、 (延 寶傳 燈錄) 

チタ ツ 知 日 a (一三 一八) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學僧な 
6、 智達 俗姓 生國詳 ならず、 齊明 天皇 四 年 七月に 勅を 拜し 
て智 通と 共に 出發し 唐に 渡う、 玄 奘三藏 並に 其 門下なる 窺 基 
に 就きて 法相 宗を學 ぶ、 歸朝 、並に 示 寂の 年時缺 く、 (日本 書 
紀 、三 國佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

チタン 知日 短 二 一二 i: 〔浄土宗〕 駿河華 陽院の 開山な う、 
智短は 尊 蓮 社 眞卷願 故と 號 す、 其 俗 独 生國詳 かならず、 感譽 
の 室に 入うて 剃髪 受 業し、 宗 乗の 奥義を 究め、 遂に 其 法を 嗣 
r、 亨祿中 將軍德 川家康 祖母 源應 尼の 爲 めに 駿府に 華 陽院を 
建て** 師 請せられ て 其 開山と なる、 永 祿六年 三月 十五 日 寂す、 
世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チツ 1 智通 (一一 1 ) 〔法相 宗〕 大和 觀音 寺の 開山な 
P,  智通は 俗姓 未詳、 天性 聰敏 •道を 學びて 倦まず、 齊明 
天皇 四 年 七月に 勅を 奉じて 新羅 船に 乗じ 唐に 渡 6、 玄 奘三藏 
に 待して 法相 宗を 受け、 窺 基に も學 ぶ、 歸朝の 後 大和に 觀音 
寺を 開^/ 法相 宗を 弘演 す、 白 鳳 二 年に 僧正に 任ぜら る、 同 
年に 同國矢 田に 金剛 山寺を 開きた 6 と傳 ふ、 智通 並に 智违の 
傳を 法相 宗の 第二 傳と稱 す、 示 寂の 年 時缺く •(日本 書祀； 三 
國佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 僧綱铘 任) 

〔考〕 本朝 高僧 傳に白 鳳 元年 三月 僧正 R 任せら ると あれ ど 
も、 今は 僧綱 铺任 に從ふ 、 

チツ ー 知日 通 一一 一 si HS 〔浄土宗 西 山 派： 一美 濃 立 政 寺 開山な 
チ (S 夕 __ ツ 
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チ (智 J チ 


智通 字は 光 居と いふ、 石 見國池 田莊の 人、 正 ^ 三年に 生 
る、 因幡の 智圓 R 就き r 得度す、 智圓は 源 空 上人の 六 世の 法 
孫な. C/ 學 成うて 後東國 R 化導す、 文 和 二 年 四十 歲 にして 葛 
西庄 司の 家に 宿す、 岐 山の 下 R 達智玄 了と S へる 修驗者 あ 
6、 師と對 論して 遂 R 降服す、 文 和 三年 後光 嚴 天皇 南 軍を 避 
けて 美 濃 小島 里 R 1T 幸す、 二 條關白 良 基の 執奏 R 因うて 始め 
て 天顏を 拜 す、 勑を 奉して 天下の 安寧を 祈る、 文 和 四 年 詔を 
受けて 立 政 寺を 御す、 關白良 基 奏して 境內四 町の 地を 賜 ふ、 
永德二 年後 圆融 天皇 不豫の 時'  召 3 れて金 光明 最勝讖 儀を 修 
す、 此年龜 甲 山 立 政 寺の 額を 賜 ひ、 且つ 六 字 名號の 宸翰を 賜 
ふ、 至德 三年 後小松 天皇 勅して 黃 衣を 賜 ふ、 明德二 年代々 の 
住職 常に 紫 衣 大和 尙位に 任す るの 綸旨を 賜 ふ、 是れ淨 土宗紫 
衣 着用の 始 なう とい ふ、 應永八 年 八十 八歲 、勅 あう、 菩薩の 
尊號を 賜 ふ、 應永十 年 五月 朔日 寂す、 壽 九十、 臨終 示 衆に 品 ハ 
日く、 往生 在，， 初一念； 當得 在，， 死期； 猎托 =本 願： 勿ピ誤 ，， 戒 
と、 著作 四 帖疏口 筆 錄十卷 、選 擇集口 筆 錄三卷 、照明 記 一、 一卷、 
論 註 口筆錄 若干 卷 あう、 (光 居 菩薩 傅〕 

チタ ツ智哲 i 5i 益 〔浄土宗〕 武 藏江戶 增上 寺の 第二 十 

五代な う、 智 哲は乘 蓮社頓 譽と號 し， 心 阿 正 心と 云 ふ、 美 

濃國の 人な 俗姓は 戶田 氏、 慶長七 年に 生れ、 七歲 R して 

京師 R 上う、 稱名 寺 R 於て 出家す、 元 和 元年 增上 寺 R 登 6、 

國師に 師事し、 其 才譽檀 林 R 冠 ^ 6、 始め 命を 受けて 大嚴寺 

に 住す、 再 命を 受けて 傳 通院 R うつる、 寬文二 年 九月廿 五日 

增上寺 第二 十五 代の 貫主た う、 同し き 九 年 七月 廿 三日 麻布 ic 

居し、 八月 十日 寂す、 壽六 十八、 師は 詩文 R 長し、 待 月雜集 


チ (智 j デ ー F 


三卷あ 6 、(鎭 流 祖傳 、三緣 山 志) 

チト**"  知日^^  シヨ*- ゲン 照玄 t: 見よ、 

チ ド- 智嚯 ； s; ii 〔眞宗 〕 美 濃 須脇覺 明 寺の 住持な 
6、 智幢は (一に 智 道 {C 作る) 松菴 ( 一に 拙菴) と號 す、 寮 司 
とな 6 て 天 保 三年よぅ 高 倉學 寮に 義林章 解 深 密經を 講し 、弘 
化 元年 七月 廿 五日 擬講と な 6、 同 四 年より 成唯識 論を 講 し、 
安政 六 年 七月 十六 日 嗣講に 進み" 萬延元 年 正 信念 佛偈文 類聚 
鈔入出 二門偈 k 講 し、 元 治 元年 七月 十三 日 寂す、 壽詳な らず 
(眞宗 史料) 

チ F1 智一童 ( . ： >  〔曹 洞宗〕 備中 吉祥 寺の 開山な 

り、‘ 智幢 字は 說 通俗 姓生國 未詳、 初め 慶屋に 師事して 法眼 
を 印せられ、 後備 中小 田 郡 (C 遊 化して 樣隱の 地 1: 求め、 寺を 
築き 萬 松 山 吉祥 寺と 云 ふ： 寂 年 缺く •(日本 洞上聯 燈錄) 
t ト ー 智幢- 一一 J lg 〔眞き 尾 張 赤 津萬德 寺の 住持な 
P,  智幢 初の 名は 諦 道と S ひ" 初め 高 田 派萬德 寺 R 住せし 
か 後 本山 常 照院に 住す、 講師に 任し、 天 保 四 年 十一月 廿 二日 
寂す、 壽五 十四、 本定 院と號 す、 

チ F1 知日 幢  ホ ージ ユ~ 法 住を 見よ、 

チ 知日 道  チ ド- 智幢 R 同し" 

チ ド， 智道  一ー チ ミヨ- 日 明を 見よ、 

智洞； si ハ E : 〔眞宗 〕 京都 一條 淨敎 寺の 住持な 
6、 智洞は 桃花 房と 號 す、 京都 五辻 勝 滿寺淨 謙の 男 R して 
出て、 淨敎 寺を 繼 く、 其 寺 一條 街 R あるを 以て 桃花 房と 號 す、 
少 R して 陳善院 の 門に 入ぅて 宗乘 k 習學 し、 後 華嚴を 究め 造 
詣 する 听あ 6、 敏才を 以て 世に 知らる、 明 和 四 年 本尊 義 R 就 
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き智暹 と ti 論の 時、 巧存 、繼 成、 天倪 と共に 一方に 名 ぁ 6、 巧存 
沒す るに 及 a 、 寬政九 年 五月 第 七 代の 能 化 職と なる、 遂 R 宗 
內の 騷擾を 起す、 是を 三業 惑亂 とい ふ、 蓋し 巧存の 遺說を 紹述 
し、 欲 生 正 因 三業 歸 命を 唱導して 正義の 徒を 宗義に 背す る も 
のとし ^ るな $、 幕府の 命に ょう 罪に 伏し 獄中に て 寂す、 實 
に 文化 二 年 十月 二十 二日な う、 著作、 選擇 集玄談 、歸 三寶偈 
摘要 記、 本書 分科、 麗藏明 藏互闕 目録、 各一卷 ，般舟 三昧 經講 
林、 二卷鈔 講 林、 略文 類講錄 、正 信偈講 林 II 解、 各二卷 、觀 
經講林 桃華錄 、二 門偈講 林、 11 谷 學黌 現存 書籍 目録、 華嚴綱 
目 記、 各三卷 、勝 鬉經 隨疏義 記、 正 信偈講 林助覽 、往生 禮讃 
講林 、玄 義分講 林， 小經講 林、 各四卷 、維摩 詰 經隨疏 義記五 
卷 、高僧 和讃講 林六卷 、般 舟讃講 林十卷 、(本願 寺派學 事史) 
チト ー 智洞二 gx 一 5  〔眞宗 〕 能登菅 原明傳 寺の 第 八 代 
なう、 智洞は 法名 如 達 能 登の 人な 6、 京 坂に 出 學し內 
外の 學に兼 通し、 勸 導に 巧な-^、 安永 八 年 十月 二十 八日 
寂す、 壽 五十二、 後世 眞宗 の勸 導は、 粟津の 義圭 、菅原 
の 智 洞の 二人を 推す、 著作 勸導簿 照 二十 卷 、芙蓉 篇十卷 、 
巍 々篇 五卷、 言々 海. 同 後篇、 無盡藏 、各 三卷 等、 戯作 淨 瑠璃 七 
種 ぁ 6、 詩 一首を 左に 錄 すべし、 奉 寄 痴龍富 君、 君 家 彩 筆 若， 存 

，神、 明月 淸風 字々 新、 豫識 自今 楮皮 貴、 宣 海 內 -不栲 珍、 

チ 知日 里 i  一  i Ai 姻 〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺の 第 十九 代な 

う、 智童號 は 登譽 、江 戶淺 草の 人、 (一說 に 父は 山 口 好景) 

天 正 二 年 三月 R 生る、 文祿二 年廿歲 R して 淺草法 源 寺 聞諦上 

人に 從ひ剃 髪し、 其の 駿府寶 臺院に 移住す るに 從 ひ、 世務を 

助く 天性 魯鈍な 4、 志を 起し 敏利な らむ Z: とを 相 模 大山の 不 

チ S)F 


動 尊に 祈う、 江の 島に 詣づ 、初め 師 に 寶臺院 に從ひ し 時、 請 
a に 依うて 西 福 寺に 住し、 聞諦 寂す るに 及びて 寶臺院 に 主た 
$ しが、 命に 依うて 大光 院に轉 し、 傳 通院 R 第三 代と なり、 
寬永 十二 年 九月 增上 寺の 第 十九 代と な-^、 仝 十六 年 正月 九日 
寂す、 壽六 十六、 (一 說五 十四) 法臘 五十二、 (三 緣山 志} 

チ 智堂 j sl gs 〔淨 土宗 S 藏增上 寺 第五 十三 代な 
う、 智 堂は 耀蓮 社巖譽 在 阿と 號 す、 伊勢 國多氣 郡 丹 生 村の 
人" 父は 梅 田 某と 云 a 醫業 なう、 師 幼よう 學業を 勵み 、塵 事 
を 厭 ふ、 同 國度會 郡 射 和 村 延命 寺 還譽に 事へ、 十七 歲 にして 
出家す、 元 文 六 年 正月 十一 日增上 寺に 入う、 翌年 智瑛 上人 ic 
師事す、 延亨 元年 十一月 尊 # 大僧正 0 下に 五重 相承し、 安永 
四 年 十二月 十六 日 命を 奉して 靈嚴 寺に 住職す、 天明 四 年 六月 
隱 居す、 是れ よう 諸方の 名山 勝塲を 、巡 拜 し、 獨 6 山水 風月を 
樂み 、大崎 村の 古堂 宇に 幽居す、 寬政二 年 十一月 甘 R 不時に 
幕府の 命を 蒙り、 傳 通院に 進み 賜 紫の 光榮ぁ 6、 同 四 年 二月 
增上寺 貫主と な- CN、 十一 年 三月 廿 四日 職を 辭 して 麻布 一本松 
に 移う、 翌 十二 年 五月 十六 日 寂す、 壽七 十五、 法臘 五十 九、 
チ トク 智得  チユ r •ショ-中 聖を 見よ 
チ トツ 知日 (一九 丸 九) (臨濟 宗) 和 泉大雄 寺の 禪 僧な 
う、 智訥 字は 古劍 、三 光國 師に參 して 宗旨を 究め、 和 泉の 
大雄 寺 R 出世し'  法 化 盛な う、 後村上 天皇 宮中 ic 召して 法要 
を 問 S、 寵遇殊 に 篤く、 佛心慧 燈國師 の號を 賜 a 、 大雄 寺を 
登して 南禪 寺に 比す、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳〕 

チ 孑 ン 知日 念  ォク ド-憶 道を 見よ、 

チ ハク 知日 白 (ニニ 九九) 〔淨 土宗〕 尾 張 建 中 寺の ri* なう、 

■!  -  I  ■  ,  ■ 
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智白 姓は 長 谷川 氏、 武藏の 人な う、 六歲に して 增上 寺智 童に 
見 ゆ、 稍 長して 南都に 遊び、 宗 學を受 く、 紀州 大納言 酒井雅 
樂守其 道譽を 慕 a 崇敬 渥し、 高野山 善導 寺に 住し、 幾！： なら 
すして 尾張國 大納言の 請 R ょ $、 退 中 寺に 住す、 示 寂の 年月 
日缺 く、 (鎭 流祖傳 3 

チホ ー 智鳳 (一三 六 六) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 
i  智鳳 俗姓 生國詳 ならず、 大寶 三年に 勅を 拜して 唐に 航 
し、 濮 陽の 智周に 謁して 法相 宗を受 け、 數年 にして 歸 朝し、 
慶雲 三年 十月に 維摩 會の 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 門下 
に義 淵出づ 、(三 國佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅} 

チ ホン 知日 本  カ ィオ I 海應を 見ょ、 
f  3— 知日 明 二 四 - b: o: 〔眞 宗〕 豐後 古城 淨證 寺の 住持な 
う、 智 明は 豐 後の 人、 正 行 寺 內淨證 寺に 住 じ、 文化 二 年 東 
本願 寺擬講 となう" 四年樂 寮に 三論 支 義を 講ず" 七 年 五月 一 
日 寂す、 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

チ 智明一 一一 ^ j 一 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の禪 僧な 
う、 智明 字は 蒙 山、 俗姓 不詳、 攝津玉 造の 人、 •幼時 父母を 

喪 ひ、 元の 皈化 人なる 將軍 某に 養育 せらる、 施 藥院に 投じて 

僧と なう、 戒律を 學ぶ 、十六 歲南禪 寺の 規菴圓 を 問 a 、 師資 

の禮を 執る、 圓寂 後一 山 寧に 依る、 嘉曆の 末 相模に 下う、 諸 

禪 刹を 歷 問す、 明 極 俊の 下に 第！ 座と なる、 旣に して 建 長 寺 

中の 宗蒲菴 に屛 居し、 大藏經 を閱讀 し、 課餘韵 事を 樂む ，曆 

應 の初將 軍足 利 尊 氏に 聘請 せられ 筑 前の 聖福 寺 R 出世す、 一 

住 六 V 年に して 京師に 上 6、 足 利 直義に 歸阪 せらる、 建 仁 寺 南 

禪寺 R 歷 住す、 南禪 寺 R 上 靱院を 開き、 退 休の 所と なす、 將 


軍足 ^ 義設 に IT せられ、 營 中 {C 法要を 說 く、 後光 嚴 天皇 臨幸 
ぁ'^， 金字 法華經 一部、 水精 念珠 一臂、 錦 被 三領を 賜は る、 
師は少 時よう 日課 法華經 一部を 讀誦 し、 寒暑 闕 くるな し、 毎 
夏首楞 嚴經 を講 す、 貞治五 年 八月 二十日 示 寂す、 壽七 十五、 
門人 無欲 舍利 塔を 建て、 靈骨を 收む、 遺 偈に日 ふ、 住，， 妄想 境 —' » 
滿九十年、虛空崩裂、倒上--梵天 —-» (延寶傳燈錄、本朝高僧傳) 

チ 乏ヨ 1 ボ— 知日 明 房  ラィナ ィ賴 西を 見よ、 

チユ 智踰 2 1  一一  一  5  C . 〕 奈 頁の 僧な $、  智踰は 

一 {t 知 由に 作る 齊明 天皇 四 年 十一月 R 指南車を 造う 獻 す、 事 
蹟歃 く、 (日本書紀) 

チ ユ ー 智幽 〔天台宗〕 比 叙 山 安樂 律院の 中興な 
$、  智幽 字は 支 門と 云 ふ* 伊藤 安濃 津 中島の 人、 俗姓は 茨 
木 氏な-^、 父 理兵衞 は 伊賀 國主藤 堂 家の 臣， 母は 山中 氏の 出 
なう、 寬文六 年 正月 晦日を 以て 生れ、 延寶六 年 十一月 十三 歲 
R して 州の 神 山一乘 寺に 登 $、 順 海阿闍 梨の 室に 投ず '翌年 
十一月 尾張觀 心 院珍舜 僧正 R 從て 剃髪し、 天 和 二 年 十七 歳に 
して 比 敷 山に 登- CN、 滋賀院 R 寄 住し" 明年 西 塔 喜 見院に 移る、 
貞享 元年 十九 歲の時 妙 立 和 尙を拜 して 法要を 聽 き、 齋 戒を受 
け、 二 年 正月 菩薩戒 を受 く、 三年 妙 立の 法を 慕 a 、 山を 下う 
て 平野 等の 處々 R 寓居して 法要を 禀 く、 元祿 元年 二十 三歲に 
して 伊勢 神 山に 皈 う、 師友の 勸請 によ 6、 一乘 寺 R 主と なる， 
幾何なら ずして 寺を 棄て 、京都に 上 $、 妙 立に 從 a て 律 徒と 
な 6、 專ら道 業を 修 し、 二十 五歲形 同沙彌 となる、 同年 七月 
妙 立和尙 寂す、 乙れ よう靈 空 和 尙に從 うて 法を 受 く、 五年靈 
空 和尙に 從 a て 安樂 院に 寓居し、 秋洛康 R 歸 る、 翠年 安樂 院 


< 三 〇八） 


書辭 名人 家佛 本日 


改めて 律院 となし、 靈空 請に 應して 移 5 住せし かば" 師も亦 
了 轍 端 峯義茆 即 超と 共に 隨 a 行き、 十一 年 五月 三十 三歲に し 
て 安養 院の湛 堂 和 尙を證 明と し、 了 轍 等と 梵網瑜 伽 及 十戒を 
受け、 法 同の 沙彌 となう、 同年 具足戒 を受 く、 十四 年 三十 六 
歲の時 伊勢 神 山一乘 寺を 改めて 律院 となし" 盛んに 法幢 を樹 
つ、 寶永 三年 靈空 安樂 院を辭 して 山麓の 別院 R 退き、 師をし 
て 席を 繼 かしむ" 師時に 四十 一歲な 〇、 七 年輪 王 寺宮の 命に 
よう、 安樂 院 正殿 建立の エを 始め、 正德 三年 落成し 供養の 儀 
を設 く、 此歲 病を 以て 席を 辭し 、山麓に 草菴を 結びて 退隱 す、 
享保元 年 七月 悉地 院慧 潤よ 6 秘密 灌 頂を 受け" 同月 二十 九日 
靈 空より 兩部灌 頂密印 等を 傳ヘ 、八月 二十四日 安樂 院に 於て 
南部 灌 頂を 行 ひて 眞蛟 に授 く、 是れ 安樂 院密灌 の 始めな う、 
同 二 年 備前岡 山 111 然廢 寺を 興して 律院 となし 佛心 寺と 號 し、 
安樂院 の枝院 に屬せ しめ、 靈空を 請ず、 靈空老 を 辭し師 をして 
代う 赴かし む。 師因て 佛心 寺に 赴き. 律軌を 定め 諸 徒の 請に 
應 じ、 講經說 法す、 齋を 受け， 佛號を 課する 者擧 けで 數 ふべ 
からず、 歸 路書寫 山、 增位 山、 法 華 山、 刀 田 山等遍 く經歷 し、 

書寫 山に 於て 叙 山 灌頂幷 寫山灌 頂を 授 く、 五 年 洛東岡 崎 功德 

菴に 住し、 翌年 聖護院 邑至心 菴に 移る、 八 年 東 叡山淨 名院律 

院 となう、 秋靈 空 ic 代うて 赴き 律軌を 定め、 衆の 請に 應して 

講經說 法し* 大に 親王の 崇信を 蒙る、 九 年 日光 山に 詣で 、中 

禪 寺に 登う、 華 藏院に て 法要を 說 く、 寶永 十四 年 公寛 法 親王 

日光 山に 律院を 興し、 師 をして 東叡 山よ-^ 日光 山に 赴き、 律 

院淸軌 を 立てし めた まふ、 十八 年 三月 安樂 院 R 於て 四 分 衆 法 

布薩を 行 a 、 二十 年 正月 十一 日 神山義 節和尙 入寂す、 因て 師 


チ S) ュ 


四月 大乘 寺に 柱き、 夏 過ぎて 至 心 菴に歸 る、 元 文 元年 九月 安 
樂院に 於て 傳法灌 頂を 行 a 、 義珍 "性 貫に 授け、 寶道 、覺 道、 
珍 州、 現脫 ，籠 山の 僧禪充 院妙 中の 五 人 R 受明灌 頂を 授 く、 
乙れ 安樂 院受 明灌 頂の 始めな 6、 四 年 十月 四日 靈空幻 幻菴に 
て 寂し、 公 遵法 親王 令して 日く、 今ょ-^ 玄 門を 崇信 する 乙と 
靈 空に 異る乙 となし、 一派の 徒亦靈 空の 如くすべし、 と、 同 
年 冬 妙法 院宮至 心 庵に 來 り、 師に 菩薩戒 を 受け、 數 i 殿に 請 
し 法要を 問 ふ、 五 年 伊勢 _ 原の溫 泉に 浴し、 太守 藤 堂 高豐と 
寒 松 院に相 見へ、 Z. れ ょぅ崇 信 最も 渥し、 寬保 三年 八十 一歲 
の 時 安樂 院 一年 輪番の 式を 定め、 條 制を 製し、 永く 一派の 準 
繩 とす、 延亨二 年 四月 傳法灌 頂を 行 a 、 忠谷 、仝 空、 珍洲、 
現脫 に傳 へ、 時に 受明灌 頂を 受 くる 者 多し、 同年 輪 王 寺宮上 
洛 し、 數ミ有 門菴を 訪 ひて師に見 ± 、法_嬰を問ひ、且師の老 
衰を憂 へ、 其 輔佐と なる 者を して 近く 住せし 1;* べきの 旨， 安 
樂院の 衆に 命ず、 衆 即ち 議し て忠 谷和尙 をして 至 心菴に 住し、 
師の 輔佐たら しむ、 法 親王 書エに 命じ、 師の 像を 圖せ しめ、 
自賛 辭を 製す、 又 更に 一幅を 圖 し、 自ら 其賛 辭を寫 し、 柬台 
山に 送-^ 安樂 院に藏 す、 寶曆 元年 紀伊 和歌 山 明 王 院高映 新に 
律院を 建て 寂 光 院と號 し、 師を 請して 第一 ® /2 らし めんと す、 
師 老病 自ら 往く 能は ず、 珍洲を して 代ぅ 往 かしめ 且つ 高 映の 
願に 應 し、 圓戒 場の 三 大字を 書して 與へ 、彫て 僧堂の 額と な 
S しむ" 翌寶永 二 年 五月 十三 日 有門菴 に 於て 眠る が 如く 寂す、 
壽八 十七、 臘五 十三、 同月 十六 日 遺骸を 山門 安樂 院靈 空和尙 
の 塔 南に 葬る、 (支 門 大和 尙 年譜) 

チ ユ， -智祐  一ー チ T  a 祐を 見よ、 


チ (智) ユ 


書辭 名人 家佛本  日  （四 〇 八) 


_ _  チ (智 ii _ _ 

チ ユ ー 智友  rl 丨 シヨ- 宥性を 見よ、 

チ ユ 1 イン 智勇 院  一ー チン rl  - 日收を 見よ、 

チョ 智警  ピャ ク ド.. 白 道を 見よ、 

チラ ン智鸞 a  -1H ハ ーー d  〔法相 宗〕 大和 元與 寺の 學 僧な 
う、 智鸞 俗姓 生 國詳か ならず、 大寶 三年に 勅を 奉して 唐に 
航し智 鳳と 同乘 す、 歸 朝、 並 R 示 寂の 年 時缺 く、 c 三 國 佛法傳 
通緣 起 : 兀亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

チリ fT 智隆  匪  〔眞言 宗〕 土 佐發生 寺の 僧な う M 
智隆は 土 佐 高 岡 郡 仁 井田 村 0- 人、 堀 內新 助の 二 男、 幼名を 勇 
次と 云 ふ、 同 郡 半 山 鄕繁國 寺 R 入うて 剃髪し、 智隆 と改む 、學 
行 日に 進み、 後擧 けられて 須崎發 生 寺に 主と なる、 乙 れ よう 先 
き須 崎の 土人 久しく 惡風に 染み、 墮胎拉 殺の 弊 盛 / L に 行は る、 
師 寺に 入りて 其惡 風を 洗 除 せんと 欲し、 富者 R 向つ ては 恒 R 
偷理 を說 き、 貧者 R は 金穀を 給與 して 生兒を 鞠 育せ しむ、 而 
して 尙ほ 育す る R 苦しむ もの あれば 乳母を 傅して 撫育せ し 
め、 稍 長して 父母に 還す、 かくする 乙と 數 年、 弊風 大 R 改ま 
う、 救 養す る もの 三十 餘人 R 及ぶ、 文 久二年 同 郡 多の 鄕觀音 

寺 R 移る、 別れ R 臨み、 村民 父母に 別る V の 思を なし、 道路 

に相哭 す、 初め 國 勢の 日 R 衰頹に 趣き、 上下 騷 然として 人心 

穩か ならざる を 憂へ、 身を 以て 國 家の 犧牲 ic 洪 せ / L とし、 遊 

學を以 て 名と し、 遂に 國を 去-^、 此歲 十一月 京都に 上 6、 各 

藩の 志士と 交は る、 明年 二月 廟議外 攘に决 す、 師大 R 喜び、 

同志と 爲す あらんと し、 五月 土 佐に 歸 う、 諸 寺の 佛器冗 具を 

集め、 砲礮を 鑄 造し、 國 用に 供 せんとし、 國中を 遊説せ しも 

諸 寺の 僧 皆 ^ の 言を 肯 せず'  師其 益な きを 覺 去. りて 伊豫 


チ C 智 .知) 


に 入う、 大和を 經て 再び 京都に 往 く、 事 皆 蹉跌し、 憂悶 措く 
能は ず、 十一月 豊後 R 柱き、 庄內谷 中原 村正德 寺の 別菴 R 潜 居 
し： 慶應 元年 七月 二十 六日 寂す、 壽 五十、 祐圓 法師と 謚 す、 
(南海 義列 傅) 

チ 9ユ！  知日 隆 (一三 四 七)！： . 〕 新羅の 歸化 僧な う、 

智 隆持統 天皇 元年 新羅の 國 使に 隨 S て 來 朝す、 事蹟 詳かな ら 
ず、 (日本書紀) 

チ 931 智了= |? 8  〔淨 土宗」 山城 法 然院の 僧な う" 
智了 字は 明覺 、俗姓 不詳、 但馬廣 谷の 人な う" 幼に して 了 海 
和尙の 弟子と なる、 十一 歲の 時佛 前に 誓 CA て 日く、 我れ 生涯 
出家 相續 して 道心 堅固に 一心 念佛 して 上品 R 往生せ む、 と、 
乃ち 日課 念佛 一万 聲せむ 乙 とを 約す、 十五 歲增上 寺に 登- CN、 
精勸を 以て 聞 ゆ、 二十 一歲奧 州に 遊 a 、 出 羽本庄 R 到る、 檀 
越 等の 請に より 常 念 寺に 住す、 三十 一歲の 時に 遁れて 尾 張 R 
遊 a 、 義燈 和尙を 問 a て 八 齋 戒を受 く' 花 頂 山眞察 大僧正の 
推擧 に よう、 獅子 谷 法 然院に 住す、 一 住 七 年''  山門 觀を改 む、 
後， 岡 崎 法春菴 に 居る、 次に 一 乘寺村 淸賢院 に 居る、 安永 九 
年 八月 二十 三日 正 念 R 寂す、 壽七 十一、 (續 日本 高僧 傅) 

チロ 1 知日 朗  11 チ ケン 日 賢を 見よ、 

チ チン 知圓  グフッ ショ-月 性を 見よ、 

チ 拿 ン知恩 ( . ) 〔曹涧 宗〕 越 前 慈眼 寺の 禪僧な 

う、 知 恩 字は 報 扇、 慈 伯 道順の 法を 嗣 き、 備後龍 雲 寺に 主 
となう、 越 前 慈眼 寺に 移る* 後、 能 登の 總持 寺 R 出世し、 某 
年 寂す、 壽缺 く、 法嗣順 應慶隨 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
チタ— 知空一-ilvl ^ 〔眞宗 〕京 郡 光隆 寺の 學僧な 6、 知 


(五〇 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


空 字は 性應 、臥 雲叟 と號す 俗姓は 渡邊 氏、 京都 三 橋 東 下 粟田の 
人、 父を 明 性、 母. §: 妙 喜と いひ、 俗姓は 田 原 氏な 6、 十歲 にして 
內外の 典籍を 誦 通し、 旣に參 究の志 あう、 翌年 媽峯山 下 念佛寺 
に 登う、 露 道に 從ひて 鎭西義 を 學 S" 兄圓 海に 從ひて 密敎を 受 
け、 居る、 と 五 年の 後、 眞覺寺 (父の 開基に 係 ^ ) にて 圓 海に 從 a 
て 落髮 し、 宗義 
を 學 ふ、 時 R 十 
五歲 なう、 泉 涌 
寺に 入う、 天圭 
長隆 に從 a て 法 
華、 楞嚴、 圓覺、 

梵網 、盂蘭盆 新 
記 起 信唯識 の 諸 
經 論を 學 S、 粟 
生 R 到り、 泰瓚 
談笈に 從ひて 西 
山 義を學 ひ、 十 
七 歲に して 黌に 
入う" 西 吟を禮 

して 之を 師 とし、 說法明 眼 論の 序 註を 作うて 智積院 の 運敝に 

贈 6 大に稱 せらろ、 十九 歲西吟 の 安樂 集を 講す るを 聞き、 私 か 

に鑰 聞を 著す、 秘 して 傅へ す、 十月 二十 五日 典 使に 擧け られ、 

典講を 兼ねし む、 法主の 命に 依 6 建 仁 寺に 詣う 高麗 本を 見て 

藏 本の 脫 漏を # す、 二十 四 歲論註 翼 解を 著し、 兩 法主に 江戸 

に從ひ 、二十 七 歲和讃 首 書思齊 記を 作う、 萬 治 三年 龍 谷 山の 


佛堂を 修し 、土木を 司と る、 私 院を沏 造し、 號 k 光隆 寺と 云 
ふ、 寬文 元年 開山 親鸞 上人の 四百 年忌 大會を 修 し、 師主辨 す、 
已に して 大坂に 到う、 寺に 歸 6 て 論 註を 講 す、 法主 號を與 へ 
て 大 可と s ふ、 光圆 僧正 寂し、 第 十四 代 光常 僧正 立つ や、 師江 
戸に 至りて 拜賀 す、 六月 南紀 伊に 至 6、 黑 江の 異義を 論破し、 
攝 津に歸 へる、 已 R して 江戸の 別塲を 監 する 乙と 三年に して 
歸 へる、 法主 召して 經を講 せしめ、. 華賤 、白銀、 絹 衣を 賞 輿せ 
ら る、 近 江の 野須粟 本に 邪 義流傳 す、 師 之を 論破 矯正し、 美 
濃黑野 の 別塲に 至うて 修會 す、 延寶 -兀 年 西 山の 久遠 寺を 修營 
し、 土木を 司と る、 鈀伊 に 到り 河那 部の 地方 邪義を 流傳 する 
を 聞き 論破して 之を 正す、 二月 法主の 命を 奉して 美 濃ょう 越 
に 入 6、 翌年 夏 五月 信 濃に 到る、 信越の 地方 邪義 を流傳 する 
を 論破して 之れ を 正す、 三越を 巡り、 近 江 -？: 經て歸 へう、 費 
にて 講授 す、 本山 藏庫を 建つ る 時、 其 土木を 司と 6 法主の 敎 
を 奉して 播磨龜 山 R 到り、 法主に 從 S 大和 畝 火別塲 に演唱 す、 
天和二年江戶の另.瘍に楞嚴經を講し ©' 諸宗の學人雲集す、攻 
異十卷 を 著す、 時の. 諸 名德各 詩 1: 賦して 之を稱 す、 攝津を 巡 化 
し 和 泉に 到りて 歸 へう、 美 濃 妙德の 地方 邪義を 流傳 する を 聞 
い て 其黨を 本山に 召し、 之を 正す、 光 澄 僧正 立ちて 法嗣 とな 
るに 方 6 師に從 ひて 江戶に 入る、 元 祿六年 大阪の 別 塲に修 し、 
化緣を 司と る、 河内 出口の 光善寺の 寂玄 、攝津 名 鹽の敎 行 寺 
の 寂 超 等 邪義を 立て 國内 に流傳 す、 乃ち 法主の 命を 奉して 大 
和 (C 入-^、 五所の 別 場を 巡く り、 說法勸 論し、 邪を 回へ し 正に 
歸 せしめ、 法 五 章を 約す、 巳に して 河内に 到 6、 其黨 を責む、 
寂 玄是に 於て 逃亡す、 六十 四歲西 安藝に 到う、 廣島佛 護 寺に 


チ (知) タ  チ (知：^ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 〇 八） 


チ (知 ク 


在うて 寶王 論を 講ず、 法主の 命を 奉して 八 郡の 檀越 R 吿 論し、 
三備を 過き、 兩播 を經て 大阪ょ 6 歸 へる \ 十 三年 加賀 R 至 6、 
金 澤別塲 を 修繕し、 九月 歸 へる、 十月 大阪 の別塲 成る、 師修 
會を 典る、 翌年 三月 近 江ょ 6 出て、 美 濃 越 前を 過き て 加賀に 
至 6、 金澤ょ 6 能 登 七 尾に 至 6、 海を 越ぇて 松 波に 至うて 歸 
へる、 法主 選擇 集を 訓授 す、 師に 命して 聽 かしむ， 師が 積年 
の 勸勞を 慰して 參唱 となし、 內陣 R 列座す る ZL とを 聽 許す" 時 
に 七十 七 歲 なう、 寶永 三年 五月 大阪 に 注き" 尼 姑を 化して 本山 
の 石橋、 正門の 華 磚及ひ 經庫鐘 樓の石 基を 造る、 寶永七 年 秋大 
阪 に 講授し 八月 九日 病を 得て 歸 へる、 九月 黃金二 千兩を 獻し 
て 賞 せらる、 八 年 三月 開山 四百 五十 年 B 大會 R 十日 十 夜 唱導 
師とな 6、 內陣 R 坐す、 己に して 大阪 R 柱き、 病を 力めて 法主 
を迎 へて 別塲を 修繕す、 正德 三年 越 前勝授 寺峻諦 "近 江 圓正寺 
性 海を 擧けて 代講せ しめ、 命を 承け て黌 中の 法 五 章を 制す、 
病再發す、秋に至りて癒 ± 、大阪ょう和泉耙伊を巡化し、享 
保 二 年 四月 高僧 和讃を 講し畢 りて 病甚 穴 篤し、 翌年 八月 十三 
日 寂す、 壽八 十五、 龍 谷 R 葬る 法主 師を謚 して 演慈院 とい ふ、 
著作 往生 論 註 翼 解九卷 、安樂 集 鑰七卷 、選擇 集 私考 三卷 、正 

信 偈要解 助 講二卷 、文 類聚鈔 講 錄三卷 、淨土 和 讃思齊 記 三卷、 

高僧 和 讃思齊 記十卷 、御 傳照蒙 記九卷 、三 帖和讃 首 書 三卷， 

正 信 偈要解 首 書四卷 、十六 條答 問一卷 "淨土 問 辨一卷 、鷺淼 

含 毫一卷 、三條 答 問二卷 、蓮 窓 塵 壺二卷 、南 窓 塵 壺一卷 、淨 

土眞宗 作法 書一卷 、眞 宗錄外 聖敎目 錄一卷 、現世 利益 辨一 卷、 

持 妻 食肉 辨一卷 、金鍮 記 一卷 、甲 陽 軍鑑評 談一卷 、'淨 土 惑 問 

鉤隱 I 卷 、遺 敎經論 疏節要 補注 私考 一卷 、註 維摩 經日講 左 券 


チ (知 V V — ジ 


十卷 、觀 經義疏 、正 觀記秫 闕若卷 、念佛 三昧 寶王 論語 鉗三卷 
ぁ 6、 ( 龍 谷 講主傳 、知 空自傳 、本願 寺 派 學 事史) 

チ シン 知 新  H ンシ ユ*- 圓秀を 見よ、 

チ、 vfnl 知 生  シ ソニン 信 忍を 見よ、 

チジヨ ー 知常ーー1 1§ 210 〔曹洞宗：1伊豆修禪寺の禪僧な 
P,  知 常 字は 古知.、 普 明と 號 し、 別 R 去 來菴亂 鴉の 號 ぁう、 
俗姓は 野 田 氏、 世々 大久保 伊賀 守に 仕 ふ、 天 保 十一 年 小 田 原 
の 第に 生る、 幼に して 出家し、 早 川 海 藏寺月 潭和尙 R 從； S て 
得度す、 月潭壁 間の 文殊 像を 指して 問うて 日く、 是れ男 か、 
將 y2 女 か、 師答 へて 日く、 是れ 男に 非す" 女 R 非す、 文殊な 
うと、 月潭 日く、 此 小僧と、 入室 傳 法の 後、 駿 河の 如來 寺に 
住す，、 盖し月 潭和尙 開 創の 道場 なれば な 6、 明治 八 年 駿河洞 
慶院 に 移り、 法幢を 開きて 獨住 第一 世と なる、 明治 十 年大學 
林 學監に 任す、 仝 甘 一年 靜岡縣 第一 號 宗務 支局 敎導 取締 R 任 
す、 仝廿 三年 九月 大學林 敎授に 任し、 全 廿五年 一月 敎 頭に 進 
む， 仝 廿六年 伊豆 修禪 寺 R 移う、 廿八年 七月 廿 五日 寂す、 壽 
五十六、 臘四 十九、 

チ；、 ンヨ 1  知定  ガサ ィ雅 西を 見よ、 

チ セン 知闊 ~: i; H: E: 〔淨 土宗〕 江 戶幡隨 院の學 頭な う、 
知闡は 心 蓮 it 演譽盛 阿と 號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 知 童 
R 師事して 剃髪 受 業し、 幡隨院 R 於て 學業を 積み、 遂に 學頭 
となる 後 下野 飯 沼 R 到うて 山 衆を 誘掖 し、 延寶 三年 四月 二十 
七日 寂す、 壽歃 く、 (淨土 總系譜 ) 

$1 知聰 a 三 iM . 〕 入 唐學問 僧な う、 知 

聰 は白雜 四 年 五月 遣唐使 R 隨 a て 唐 R 航 し* 海 R 投して 窕 す、 


(七 G 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


(日本書紀) 

チ ソク .郊足  ヵィ ニ ョ戒 如を 見よ、 

チ デン， 知 傳( . ) 〔淨 土宗〕 近 江 永 福 寺の 開山な 

う、 知傳は 其 俗姓 生國詳 かならず、 圓知に 師事して 法を 嗣 
ぎ、 近 江 愛知 郡大津 村 ic 永 福 寺を 靱して 開山と なる、 寂 年、 
及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チべ ン知辨 二 ■三 七 〇: 〔淨 土宗〕 駿河實 相 寺の 僧な う、 
知辨は 燈蓮 1}: 傳譽愚 休と 號 す、 知鑑に 法を 嗣 ぎ， 駿河淸 水の 
實相 寺に 主と なる、 寶永七 年 九月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 
燈譽辨 蘢 ぁう、 (淨 土總 系譜) 

チ ユ知由  チユ 智踰を 見よ、 

チヨ ー 知 影 二 晒 装 〔眞宗 ：一 京師 光隆 寺の 學僧な 6、 
知影號 は獨 鶴と 云 ふ、 京師の 人な 6、 母は 讃岐の 人に して 師 
は 母の 家に 生れ、 京師に 長す 稍 長して 詩文の 名高し、 文政 八 
年 九月 廿四日 寂す、 壽六 十四、 著作 獨鶴 集二卷 ぁう、 (光隆 寺 
返信) 

チタ！ 癡空 ii Hg 〔天台宗 £戶淨 名 院の學 僧な 6、 
癡空 字は 慧澄 、號は 愚 谷と 云 ふ、 近 江 溢 賀郡仰 木 村の 人、 俗 

姓は 高 橋 氏、 母は 松 野 氏の 出な 6、 安永 九 年 十二月 五日を 以 

て 生る、 幼なる 時よ*^ 群兒を 集め、 自から 高座に 登う、 法談 

する の狀を なして 遊戯す、 寬政 元年 十 歳に て 比 叙 山の 安樂 院 

R 登 $、 覺忍和 上を 拜 して 剃髪し、 五戒を 受けて 大雲 律師 0 

法嗣 とな $、 耙 伊和 歌 浦 作 是菴に 隨 侍す、 四 年 律師 寂'- る R 

方う、 安與院 に皈 6、 文 道 沙彌に 依る" 九月 海 忍 和 上に 從 s 

て 八齋 戒を受 く、 十 年 二月 性 潭和尙 を 請うて ft 明と し、 自警 


して 菩薩の 十重 戒を受 け、 同年 十月 胎藏界 の 學法灌 頂を 受 く、 
時に 十九 歲な う、 亨和 元年 二月 金剛 界の 學法灌 頂を 受け、 五 
月性脫 の俱舍 論を 講す るを 聞き、 ZL n ょう 山城 尾 張の 間に 遊 
學 し、 出藍の 稱 あう、 文化 六 年 二月 安樂 院にて 仁 海を 拜 して、 
形 同沙彌 となる、 時に 三十 歲な $、 此年 三月 衆 請に 應し 、始 

めて 比 叙 山の 無 
動 寺に 筵を 開 
き、 俱舍 論の 頌 
疏を 講ず、 九 年 
春 東 叙 山に 抵 
う、 留錫六 年、 
法 華玄義 文句を 
講 し、 終うて 安 
樂院に 皈る 、十 
四 年 三十 八歲に 
して 具足 戒を受 
く、 文政 元年 傳 
法灌 頂を 受け、 
大阿闍 梨と な 

る， 六 年 比叡山 麓の 世 尊 寺に 移 6、 摩 訶止觀 を 講ず、 天 保 元 
年 三月 從 一位 紀伊侯 粉 河 ic 十禪院 k 瘸 し、 師 請せられ て 開山 
となる、 八月 東 叙 山 淨名院 に 轉 住し、 自在 心院 普賢 行 院の兩 
親王に 待讀 す、 十 年 安樂 院に轉 住し、 文 久二年 二月 疾に罹 6、 
三月 一日 門 T 5: 集め、 懇るに 遺誡し、 二日 午後 泊 然として 寂 
す、 壽八 十三、 臘四 十四、 淨名院 に 葬る、 著作 十 不二 門 指 要 


チ (知' 痴) 


チ (癡) ク 


書辭 名人 家佛 本日 


(八〇 八） 


チ (癡 、地、 遲) チタ (竹} 


チタ (竹) チン (珍). 


鈔 講義 二卷 、妙 宗鈔 講義 三卷* 觀 音玄義 講義 三卷 、菩薩 戒疏 
講義 二卷 、四敎 儀 集註 半 字 談五卷 、法 華 文句 記 講義 十五 卷、 
法 華玄義 講義 十卷 、法 華 綸貫講 要一卷 、摩訶 止 觀輔行 講義 十 
卷 、四敎 儀 集註 匡 謬一卷 、四 敎儀山 簣三卷 、大乘 起 信 論 講義 
三卷 、俱舍 七十 法 大意 一卷 、六合 釋 講義 一卷 、因 明大 三 支 一 
卷 、後 © の 道 菜一卷 、等 ぁぅ、 (行 業 記) 

チコ ツ S 兀  ダイ H 大慧を 見よ、 

チ ゼツ 療絕  デン シン 傳心を 見よ、 

チ F1 一 ^ 堂  ク ヮイ レ- 恢嶺を 見よ、 

チ ドン 痴鋪 ( . ) 〔臨 濟宗〕 周 防保壽 寺の禪 僧な 

P,  痴鈍は 無傳禪 師の 法を 嗣き 、未た 出世に 及は すして 寂 
す、 塔は 周 防 長 松 山保壽 寺に ぁぅ、 詳傳 なし、 (日本 名僧 傳) 
v»  ■一^^^  ク I シヨ t 空 性 1: 見よ、 

チモ タ i: «n rv シ rl I ユ  >  宗演 k - 見よ、 

チ ダウ ツ 遲月  ニ ヨニチ 如 日を 見よ、 

ギゾ ー 地藏  ニン サイ 仁濟を 見よ、 

ギゾ ー ニ 地 藏尼  二 3 ゾ-二 如藏 尼を 見よ、 

チ クヌン 竹 « - ー  チカ 日 可を 見よ、 

チ クオ—  竹 翁  シユ丨 シヨ 丨宗 松を 見よ、 

チ クガン シヨ- n  - 聖阜を 見よ、 

チ クコ 竹 居  シヨ ~ ユ -正献 を 見よ、 

チタ ソ ー 竹！！ 念  チゴン 智嚴を 見よ、 

チクタン竹端一 ^ 譯 〔淨十 - 宗〕 伊勢 宇治の 僧な う、 

竹 端 俗姓 不詳、 山城の 人な う、 近 江 宗淸寺 元 瑞禪師 に 就きて 

得度し、 次に 良 悟 和尙に 參 し、 面璧 多年 省 悟す ると NJ ろ あ-^、 


四十 歲の 時" 大我 上人に 値 a て 淨 土の 宗要を 聞き、 爾來 日課 
念佛七 万聲、 .寶曆 五 年 十二月 疾に 罹う、 日課 倦むな し、 翌六 
年 正月 十五 日 安祥と して 寂す、 壽 七十" (續 日本 高僧 傳) 
チク^®*-  竹 堂  ソ丨 タン 相憲を 見よ、 

チタ' 卜*™  竹 堂  リヶ V 利 賢 1: 見よ， 

チ クバ 竹馬  n  * トク 光篤を 見よ、 

チン カ V  珍 海  リヨ-チン 頁 探を 見よ、 

チンゲン 珍 支 AA & 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
珍 支は 鄕貫詳 かならず、 頁 慶の座 下に ぁりて 天台の 宗旨を 受 
け、 建 仁 二 年 五月 十八 日眞 圓に從 つて 灌頂 壇に 入る、 元久元 
年 十二 年 十九 日 寂す、 壽四 十七， (三 井續燈 記) 

チン サン 珍 111 ゲン シヨ 1. 源 照を 見よ、 

チン；、 ン 3 ? 珍 成  ヵク ズィ 覺瑞を 見よ、 

チン セ ー 珍 西 一’ - t : i : い 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な う、 
珍 西は 比叡山 無 動 寺に 住して、 天台 敎を學 び、 其 大義に 通ず、 
檀越 秦行季 寺を 構へ 請して 乙 れに 居らし む、 晚年 所學を 捨て 
、淨 業を 専修し、 保 延二年 三月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 
僧傳) 

チン モク 珍 @ =5 15 〔曹 洞宗〕 美 作靑蓮 寺の 開山な 
う、 珍！ n 字は 禪 室， 出 雲の 源氏の 子な 6、 幼よ 6 俗に 混せ ず、 
天性 禪を 好み， 永祥 寺に 至 6、 實 峰和尙 に 師事す、 十五 歳に 
及 s て 永 澤寺通 幻に 謁し、 新 豐寺機 堂 龍 泉 寺 無 極を 叩く、 後、 
諸國の 高僧を 歷 遊し， 尋で備 中に 歸 うて 實峯を 省す、 峯 日く 
汝美 間作に 至うて 綱 菴師に 依る 可し と， 師 命を 受けて 注て 謁 
す、 菴 一見 機 語 相 合し、 密に 法衣を 授けて 附屬 す、 應永六 年 


(九 〇 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


靑蓮 寺 ic 主と なう、 法 化 盛んな う、 筑 州の 守 赤松滿 祐 法要を 
問 ふ、 大丞相 足 利 義政莊 田を 寄附す 伯 # 國黑 坂の 城主 某氏 泉 
龍 寺を 創し、 相 模國守 源 敎三山 名 氏觀音 寺を 創し、 皆 師を請 
て 開山と なす、 文明 五 年 三月 三日 寂す、 壽六 十七、 c 日本 洞 上 
聯 燈錄) 

チン レン 珍 * ( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

う、 珍 蓮は 奥州の 八、 出家して 園 城 寺 長 吏 明 尊に 就きて 顯 
密を 兼ね 傳 ふ、 平生 法 華經を 誦 持す、 甞て 奥州より 東に 赴く 
途中、 野燒に 逢 ひ、 烟熵逼 6 來 うて 廻 避すべからず、 奴僕悲 
泣し、 馬 牛嘶號 す、 珍 蓮 精 心に 法 華を 誦すれ は野燒 自ら熄 み、 
主 僕 相 顧みて 感嘆す、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

チン ケ ー 鎭冏二 三 〇四 〔淨土 宗〕 武藏泉 谷 寺 第 十代な 
う、 鎭冏は 眞蓮社 天 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 了學に 
師事して 淨土敎 を學び "其 法を 嗣 きて 後、 武藏木 机 泉 谷 寺に 
住す、 後 同所に 本心 寺を 創して 開山と な 6、 正 保 元年 五月 二 
十五 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チン シヨ ー I-I 7 II モン チョ I 文 超 5: 見よ、 

チン ゾ！、 ンユ 鎭藏主  シコ 丨支考 を 見よ、 

チン チョ ー 鎭朝 六 一一 四 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 

6、 鎭朝 俗姓は 橘 氏 京都の 人な う、 康保 元年 天台 座主 R 任 

し、 康保 元圯十 ET 五日 寂寸 、壽缺 く、 (天台 座主 記) 

チン ヨ 鎭寒！ I  ィチゴ ー 牛を 見よ、 

チン ヨ 鎭 # ソド —祖 洞を 見よ、 

チン ナケ ー 陳和卿 (一 会5 宋の 歸化佛 H なう" 

陳和 卿は 宋の 人、 其 弟 陳佛壽 と 共 R 、 我 國に歸 化す、 壽永二 


チン (珍、 鎭 、陳) 


年 四月 十九 日 東大寺の 大佛鑄 造に 着手し、 五月 二十 八日 功畢 
る、 常時 別當前 法務 大僧正 禎喜馬 一疋 絹 十 疋を陳 和 卿に 贈る 
又 鎌 倉 長 谷 寺の 觀音を 造る、 建久 元年 勅して 東大寺 鑄 佛を賞 
し、 伊賀國 阿波 廣瀨山 有九莊 及 a 播磨 大部 莊を賜 ふ、 乃ち 前 
者を 淨土 堂領 に、 後者を 大佛領 に 寄進す、 建 曆六坧 十一月 二 
十四日 將軍實 朝の 命を 受けて 唐 船を 作う、 建 保 五 年 四月 十七 
日 成る" 是れ實 朝 か 支那に 渡らん と 企てし に 依る、 建 久七年 
後鳥羽 天皇の 命を 奉して、 東大寺 中 門を 建て 石を 支那より 取 
寄せ、 獅子を 彫む と 云 ふ、 其 沒年缺 く、 (山 槐 記、 吾妻 鏡、 東 
大 寺要錄 、東大寺 大佛 供養 記， エ藝志 料) 

チン y l 陳叟  ミョ-ジュン 明遵を 見よ、 

チン ブツジ ユ 陳佛 1 #  (一 八 all) 宋の歸 化佛エ なう、 
陳佛壽 は宋の 人 R して、 兄陳和 卿と 共に 本邦に 歸 化し、 壽永 
年間 東大寺 鑄佛の 業に 就きて 兄陳和 卿を 助く、 (東大寺 大佛供 

置) 

チン 5* 丨棒庭  カィ ジュ 海壽を 見よ、 

チ や クシ ユ ー ti 宗 デン ' > ョ ー 田 承を 見よ、 

チユ ー ク 中 阿  エン  チ 圓智を 見よ' 

チ ュ ー H ン 中淹 j oo AO A- 一  S 濟宗 3 京都 南禪 寺の 僧な 
6、 中淹 字は 在中、 能 登の 人な う" 母 京都に 登り、 朿 西の 靈跡 
を拜 し、 天 11 寺 R 到うて 殿堂の 莊嚴衆 僧の 威儀を 見て 誓 a て 
日く， 若し 男子を 得れは、 斷して 此寺に 入れ 僧と な 3 ん 、と、 旣 
にして 師を 生む、 稍 長して 母 夙 誓を 思 a 、 師を携 へて 京都に 
入 6、 龍揪澤 和尙に 見えて 師を 托す’ 即日 剃髪し、 比皲 山 R 
入りて 登壇 受戒す、 學業 進みて 諸方 R 遍歴し、 再 a 寵湫を 谷 
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チ ユ丨 (中) H 丨 11 


チユ — ( 中/ザ ー シ 


して 親しく 印 可を 付せられ、 相國 寺に 出世し、 天 龍 寺 南禪寺 
等に 歷 住す、 若 狭の 安養寺， 遠 江の 總持 寺、 丹 後の 慈 光寺、 
丹 波の 妙樂寺 等は、 皆師の 錫を 留むる 地な う、 晚牢瑞 龍 山に 
瑞雲 菴を搆 へて 終焉の 處 とし、 正 長 元年 十月 七日 寂す、 壽八 
十七、 (本朝 高僧 傅) 

\ノ ユ ン中圓  ホーホ ー 方法を 見よ、 

チユ —才— 中 雄  シ rl I フ宗 字を 見よ、 

チ ユ！ ガン 中巖  H ングヮ ッ圓 月を 見よ、 

チユ？ ガン 中 3 品  チユ- ホン 中 本を 見よ、 

チ ユーク !? ン中觀 (二 五一 一七) 〔眞宗 〕 越後 蒲 原 郡 出 雲 崎 
淨嚴 寺の 住持な う、 中 觀は寮 司と なうて 安政 六 年 以後 高 倉 
學寮に て 法 華 經佛心 印 記を 講 し、 文久 元年 十二月 二十日 擬講 
となうて 慶應 三年 夏 秋の 間、 金牌 論改 邪# を講 し、 後嗣 講に 
進み、 欣淨 院と號 す、 (眞宗 史料) 

チユ 1 クワン 中. •觀  シンク- 眞空を 見よ、 

チユ 1 ク ジン 中觀  チョ 丨ク ヮン 澄觀を 見よ、 

チ ユーク !? ン中觀  リョ— ショ 丨良聖 を 見よ、 

チ ユータ 中華  ヶーホ 1 桂 法を 見よ、 

チユ ーケ ー 中啓 (… ：… ) 〔臨 濟宗〕 京都 寶幢 寺の 僧な 

う、 中啓 字は 東 輝、 其 鄕貫詳 かならず、 幼に して 京都 建 仁 

寺に 投して 剃髪し、 春 屋葩の 法 孫なる 松嶺 岳に 參して 契 悟 あ 

、遂に 其 法を 嗣 ひ、、 寶幢 寺 K 住して 法 化 盛 / 1 な 6、 寂年缺 

、(延 寶傅 燈錄) 

チユ il 中爻！ j -o ig 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の禪 僧な 

、 中 交 字は 象 初、 其鄕貫 嗣承詳 かならず’ 京都蒗 福 寺 R 


住し、 亨德二 年 三月 十一 日將に 滅度に 入らん とし、 雲 章 R 偈 
を 寄せて 日く' 老病 相這已 到，， 牢關 ― > 訃音 若 達 恐 煩 V 潜 —'* と、 
檀越偈 を 請 ふ、 師 便ち 書して 日く、 倒騎 ，一鐵 馬 —' » 躍 _ ，出閻 浮 - \ 
燈籠 合掌、 露柱點 頭、 と、 筆を 抛て 寂す、 壽六 十九、 (延 寶傳 
燈錄) 

チ ユ 1 サン 中 U  ホ- H- 法 穎を 見よ、 

チ ni サン 中 0] ホ-ギン 法 闇を 見よ、 

チ ユーシ ン中津 一一  一 g li ハ 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 
う、 中津 字は 絕 海、 自ら 蕉堅道 人と 號 す-土 佐國津 野の 人 
なう、 父は 藤 原 氏、 母は 惟宗 氏、 五臺 山の 文殊 菩薩の 像 R 禱 
て劍を 授 くと 夢み て 身む 乙と あ* CN、 實 R 延元 元年 一月 十五 日 
鄕 里に 誕生す" iE 平 三年 師 十三 歲 R して 天寵 寺 {C 入る、 時に 
疎 石西芳 寺に 老を養 ふ'  師時々 往て 之に 侍す、 適 t 月夜に 聲 
を勵 して 書を 讀む 、疎 石 禪師 ffi て V 燈下 に 呼び 來て 之を 試 
む、 師 輙ち卷 を掩て 暗誦 琅々 た 疎 石 云 ふ、 此兒 他日 必ず 
儀悔の 器と 爲らん 、叢林に 文字を 學 はしむべし、 徒らに 玆に 
使役す ベ けんや* と、 師固く 請て 日 ふ、 見 性は 文字 R あら / 1 
や、 左右 R 執 侍せん Z: と 素 願な うと、 練 石 其 言を 奇 とす、 正 
平 五 屯 師 十五 歲 R して 剃髮 して 沙彌 となる、 疎 石 時 R 西芳 
寺に 在 6 、 雲居の 葩 首座 R 命じて 日 ふ 童 蒙の 左右 R 執 侍すべ 
き 者を して 來 らしめ よと， 師傍に 在て 聞て 日 ふ、 某 執 侍を以 
て 幸と 爲 す、 と、 乃ち 西芳 寺に 侍す、 疎 石 一日 圆覺經 を講 
ず、 講畢て 學徒あ 6 相 ひ 詰問して 未だ 决 せず、 師傍に 在うて 
疎 石 引く 所の 釋 、講ずる 所の 義を以 て 吿けて U 子を！！ ら ず、 
掌を 指す が 如し、 學徒 驚て 碧潭 R 告げ、 潭驚 S て 疎 石 R 吿 〈'' 


一一 八） 
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疏石此 に 於て 師を 召して 之を 驗し て悅 ぶ、 是 ょう 入室し， 徵 
詰 せらる、 ごとに 應答 響の 如し、 日 ふ 子 他日 能く 臨 濟を 支へ 
ん者 か、 厚く 自愛せ ょと、 正 平 六年師 十六 歲に して 大 僧と 爲 
る、 天 龍 寺 R 在て 一 夏 百 H の 間" 毎日 四更 の一點 、坐禪 の 後ち 
徒 跪して 法 輪 寺に 詣して 燒 香禮拜 し、 風雨と 雖も 之を 怠らず、 
蓥し尊 ら白 業を 進み、 魔 事な からん 名を 祈るな 6、 正 平 八 年 
師 十八 歲 、東 山の 建 仁 寺 R 錫を 掛 く、 義堂 信、 先覺怙 、月 舟 
勳 、天 錫壽 等と 同く 寵山 和尙の 高風を 慕うて 往て 之に 依る、 
次て 大林 和尙東 山の 席を 董す 、師を して 侍藥の 職 R 登らし む、 
建 仁 寺 東 堂 放 牛和尙 例年 冬至に 大齋を 設けて 八 坂の 法觀 寺に 
就て 大衆 五 人 1: 請して 各 座に 登 6 法を 說 かしめ 且つ 門下を 
して 問禪 せしめ 放 牛 座 下に 立て 證 明す、 年々 常と なす、 一年 
例に 隨て 亦然 う、 而も 問禪の 人を 使は 3 ず、 唯 だ 師 一人 故 牛 
に 随伴して 至る、 第一 座の 座 R 登る に 及で" 放 牛、 師に向 C 
日 ふ、 子を 煩は して 問禪 せし むと、 師辭 する 乙と を 得ず、 大 
衆を 出で、 問 話す、 次に 四 人の 座に 登る ごと R 放 牛 亦 之 R 命 
ずると 前の 如し、 師讓る 所な し， 愈々 出て、 愈々 奇な $、 是 
に 於て 一座 靡 然として 之が 爲 R 歎 服す、 當時師 十九 歲な 6、 
正 平 十九 年 一策 翻然と して 關 東に 行く、 萬壽 寺の 石室 玖 偈を 

以て 餞して 云 ふ、 仲 靈蚤歲 出，， 潭津 - ■» 五 百年 來間出 人' 蠹簡陳 

篇消 n 白紙 i 衾 瓦 鉢 樂，， 淸 貧？ 非，， 唯廣域 海 中寶 i 是諸方 席上 

珍、 拓 出 東 山 左邊底 ハ何妨 侍者 續，， 芳塵 (即ち 相模 R 到て 法 兄 

義堂周 信を 省す" 遂に 建 長 寺の 靑山 和尙の 化を 助け、 次 R 佛 

滿禪師 盛に 法 席を 巨 福 山 R 開く、 師佛 滿の會 下 R 在て 上 首を 

以て 賞異 せらる、 正 平 二十 年師 三十 歲 、當 時ん を 叢林の 職 事 


は德 ある 者に 非 ざれば 擧げ ず、 率ね 提唱 偈頌を 試む、 特に 師 
を 拔て 藏鑰を 典ら しめ、 次に 侍 香に 遷 る、 正 平 二十 三年 師三 
十三 歳な ぅ、 同年 二月 海 {C 航して 支那に 遊 ふ、 明 太祖の 洪武元 
年な り、 師杭 州の 中竺 寺 R 寓して 全 室 和尙に 依る、 全 室 甚だ 
器 重して 命じて 燒香 侍者 穴ら しむ、 後、 復 た 藏主に 轉ず 、師 
靈隱 寺に 登りて 用貞 良， 淸遠渭 の 間に 周旋す、 師嘗て 自ら 謂 
て 日 ふ、 佘大明 に 入て 最初に 道 塲の淸 遠に 依り、 侍 局を 命せ 
ら るも辭 して 就かず、 遂に 中竺 寺の 季潭 和尙 ic 依る、 と* 師未 
だ 中竺 寺の 藏 司たら ざる 前、 莨 用 貞靈隱 寺の 書記を 以て 引く 
も辭 して 就かず、 故 R 了 堂 一、 師に與 ふる 偈に 「展 -- 開佛 手- 
伸，， 出驢 脚，」 の 語 あぅ、 建德 二年師 、徑 山に 登て 全 室 和尙を 
省す" 後 堂 和尙を 以て 延 く、 師辭 して 就かず、 天授 二 年師四 
十一 歲 明の 洪武九 年 正月 太祖 師を 召して 英武 樓に延 き、 親し 
く 法要を 問 ふ、 奏對 旨に 稱 ふ、 板 房 K 至て 日本の 圖を 指し 顧 
みて 熊 野の 古祠を 問 a 、 敕して 詩を 赋せ しむ、 師の應 制の 作 
に 日 ふ、 熊 野峯前 徐福祠 、滿 山藥草 雨餘肥 、只今 海上 波濤 穩、 
萬 里 好 風 須= 早歸 (太 ! m 和を 賜 ふ 日 ふ、 熊 野峯高 血食祠 、松 根 琥 
珀也應 V 肥、 當年徐 福 求， 一 仙藥 ― > 直 到-- 如 今， 更不 k f」 と 同年 辭し 
て東歸 す、 太祖 僧伽 梨、 鉢 多羅、 茶褐裰 、榔 栗杖幷 に寶鈔 若 
干を 賜 ふ、 天授 五 年 十月 普 明 國師師 を 招きて 靈龜 山の 雲居 庵 
に 館せ し IT 、 性 海 見 和 尙天龍 寺の 席を 主 3 どる、 十二月 師を 
請して 第一 座に 居らし む、 明年に 至て 解く 天授 六年師 四十 五 
歲 、春 赤松 氏師を 法 雲 寺 R 聘 すれ ども 就かず、 汝霖 佐を 擧て 
之に 代らし む、 软 幕府の 命を 以て 甲斐 國乾德 山 慧林禪 寺に 開 
法す、 九月 三日 靈龜 山の 雲居 庵に 就て 請. を 受け" 十月 八日 入 


チズ 1( 中)、 y 
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寺す、 時に 京師 幷に 相模に 在る 有名の 學徒 雲の 如くに 集り、 
寺 屋殆ん ど容 る、 所な し、 師 之 ^ 拒まず、 孜々 として 誘掖 
す、 學 徒の 爲 め、 禪 宴の 餘暇に 法 華、 楞嚴 、圓覺 等を 講ず、 
緇素の 聽衆汎 溢す るに 至る、 元 中元 年師 四十 九歲 R して 宗 
柄を 孰 6、 議論 公評 避る 所な し、 適々 直言を 以て 相 國足利 
義滿の 旨 R 件 ふ、 師長 揖して 去ぅ、 夏 六月 攝津 の錢 原に 隱 
る、 元 中二 年 四月 師 始めて 鑲羊 谷の 牛隱 庵 R 到る、 是歲の 
秋 伊豫 土 佐讃岐 阿波 四 州の 太守 桂 岩 居士 禮を 厚ぅ して 師を 
邀 ふ、 七月の 末讃岐 に 到る、 居士 郊迎 して 州の 普濟院 R 安 
置す、 居士 是に 於て 新 R 寺を 開 創 せんとし 1 國內を 巡徧し 
て 地 1: 相る" 即ち 阿波に 地を 得た- 居士 乃ち 躬 から 土を 搬 
び、 基を 築く 1其主山の形狀寶冠に似 /2 $、因て寺を名けて 
寶冠 寺と 云 a 、 師を 請して 開山と なす" 同年 十月 相 國義滿 慈 
氏 和尙に 命じて 專 使を 發して 師を徵 す、 師固辭 する に 病を以 
てす、 十一月 相國 親しく 手書を 制して 四 州の 太守 桂 岩 居士に 
與へて 命じて 師を徵 す、 居士 即ち 駕を 命じて 夜寶冠 寺に 到 6、 

相 國義滿 の 命を ft し* ■涕 泣して 日く、 法 門の 汚隆と 弊 邦の 安 

危は師 の出處 に 係る、 と、 師已を 得ず して 京師に 上る" 十二 

月 幕府の 命を 以て 等 持 寺の 席を 董 す、 二十 五日 入 寺す、 元 中 

三年 二月 十二 日義持 誕生す、 一日 慈 聖寺龍 湫和尙 師が說 法の 

席に 陪 す、 龍湫感 喜して 日く、 先師 (夢 窓 疎 石) 說 法の 鉢 裁 

これ あ 6 と、 遂に 正 覺國師 夢 窓 疎 石の 法衣 一領を 以て 之を 師 

に 贈る， 元 中 五 年 春 正月 九日に 師 京師 三條の 宮 第に 於て 始め 

て 金剛 經を 講ず、 十九 日 R 至*^ て講し 了る、 同廿 三日 香嚴芳 

林 太夫 人、 師を 請して 圓覺經 を 講ぜし む、 月 尾に 至うて 講し 


チ ユ 1C 中〕 シ 


了る、 此年法 兄 義堂周 信 寂す、 元 中 八 年 七月 十六 日に 師等持 
寺を 退いて 等 持院に 移住す、 向に 師が等 持 寺 R 在る の 日" 相 
國義滿 、師 の室內 R 到て 親しく 師の 常 R 着す る 所の 安陀衣 
を 乞うて 之を 奉持す、 是冬 十二月 晦 B 藩 臣 謀反して 內野 R 戰 
ふ、 遂に 之を 平らぐ、 朝野 歡 呼して 大に昇 平を 賀す 、禪 林の 
諸 老俱に 幕府 R 入て 之を 賀 す、 相 國義滿 法服を 着けて 相 見し、 
手を 以て 衣を 擧げて 云 ふ、 敵を t すは 乃ち 衣の 靈驗 なう と、 
相 國の師 を 崇信 する の 一端を 知るべし、 應永二 年 某日 相國義 
滿十 牛の 圖に 依て 宗旨を 請 益す、 師 云く 宗門 直 勘の 旨 紙 墨 
言說の 能す る 所に 非ず、 然れ ども 古德十 牛の 說は中 下の 機の 
爲に强 て 途轍 なき 中に 途 轍を 立て、 無 功 用の 功 用 5: 顯は すな 
と、 說て 始め 牛を 尋ぬ るょう 終う 人牛俱 R 忘ず るに 至 
る、 入 鄙盡 手に 及び 師日 ふ、 此は是 れ相國 自巳本 地の 風光 人 
ょう 得る に 非す、 得て 後ち 只是れ 門を 叩く 瓦 子の み、 と" 相 
國是に 於て 頗る 至訣を 得 / 2 6、 遂に 師に請 うて 手から 梁电廊 
庵 十 牛の 圖の叙 幷に偈 を 書せ しむ、 父エに 命じて 之を 常に 居 
る 所の 禪觀の 室の 壁に 繪か しめ、 叙偈を 上に 貼て 公暇に 之を 
覽て 修禪の 資と爲 す、 應永 八年師 六十 六歲 、幕府 強て 起たし め 
して 復た 相國 寺に 住す、 in ち 第三 次な 6、 七月 十六 日 鹿苑院 
に 就て 請を 受け" 寺 位を 以て 陞して 五山 第一と 爲 す、 八月 十 
一日 入 寺 兼て 鹿苑 院を領 す、 應永 十二 年 四月 五日 寂す、 壽七 
十、 遺 頌に日 ふ 虛空落 k 地、 火星 亂 飛、 倒 打 4 助 斗 -'* 抹„ 過鐵 
圍 -•* 師 日常 課する 所圓覺 、首 榜嚴 なう、 師甞. て 日く 我れ 首榜嚴 
に 於て 失笑の 分 ぁりと、 後小松 天皇 應永 十六 年 特に 國師 の號 
を 追贈せ らる 勅に 日 ふ 尊， 一 其德 f 樂 ，一 其 道、 必建 ，一稱 號一以 示， 一天 


(三 一八） 


書辭 名人 家 沸 本 


下 後世 〔乃是 古今 之通規 、國家 之 盛典 也、 睽聞前 住相國 、後 住 
南禪絕 海和尙 、紹 =圓 照之緖 〖承，， 正 覺之宗 〖德 溢，， 寰區 〖澤 被=殊 
域； 所 JS P I 範佛祖 ；師，| 表 人 天， 者 也、 其證 可， 日， I 佛智 廣照國 
師ハ應 永 十六 年 九月 十四日」 越て 八 年、 稱光 天皇 應永 二十 三年 
に 更に 徽號を 加 贈せ らる 、勅 R 日 ふ、 睽聞昔 在，， 曆應康 永 之 間 I 
發_ ，大願 力 〖痛 救， I 末法 之 弊 (具，， 大辯才 ，普 應， ，十 方 (而無 礎 者 夢 
窓 正覺國 師而已 升， 1 其 堂 I 入，， 其奧 ，親 獲， ，本 有淸淨 之 心 印； 印， 
定萬像 於 方寸 —'* 陰翊 ，- 四海 同文 之聖治 〖乃 佛智廣 照國師 也、 兹 
恨 =1 生晚不 其 光儀， 矣 、時 迎=慈 像於內 殿？ 頂，， 戴 衣 孟於眞 
煎自 k 非，， | 特立， 一稱號 ，以表 = 示 天下 —'* 無 H 以昭 墓 道 欽德意 『先， 
是 巳丑歲 上皇 旣 賜，， 大謚 ，今 加， _徽號『 宜 i 日，， 淨印翊 聖國師 ハ 
應永 二十 三年 十二月 日」 著作 四 會語錄 二 卷蕉堅 稿二卷 世に 行 
はる、 (年譜、 本朝 高僧 傅、 延寳傳 燈錄} 

チュー ジュン 中；！^ ( …… ) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪 
僧な $、  中 諄 字は 誠 仲、 幼に して 出家し 禮 3 品 和 R 參して 法 
を嗣 ぎ、 相 模圓覺 寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

チ ュ 1;、 シヨ 中 如 心 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の禪 僧 
な {、  中恕 字は 如 心、 筑紫の 人な う、 古 劍妙快 禪師に 師事 
して 法を 嗣ぎ 、天 龍 寺に あうて 夙に 才名 あう、 (延 寶傳 燈錄) 

チュ l シヨ— 中聖 ^ A- o- 〔時宗〕 相模 無量 光寺 第三 代 

な $、 中聖 一に 智 得と 稱す 加賀堅 田の 人な う、 初の 名 良 道、 

弘 安四 年 一遍 上人に 謁し 翌年 金 光院に 入る、 元 應二年 七月 相 

模當麻 無量 光寺に 寂す、 壽 六十、 著作 知 心修要 記一卷 、念佛 

往生 綱要 等 あう、 

チ ュ •■■シヨ IV ン中正 院  ニ チゴ日 護を 見よ、 


チ ュ ー ( 中) ジ I シ 


チユ ー ソ- 中叟  ケン ショ 丨顯 正を 見よ、 

チユ ー ソン 中座 ハ ( . ) 〔臨 濟宗 \_/ 京師 某 寺の 禪 僧な 

P、  中 巽 字は 權 中と 云 ふ、 明に 航し 、書を 以て 聞 ゆ、 虞 世 
南の 筆法を 學ひ 、明 人に 感賞 せらる、 (半陶 藁、 書 史會要 補 
遺) 

チ ユ ー タイ 中 1¢ 一一 50 29 一 〔臨 濟宗 U 京都 相國 寺の 禪 僧な 
$、  中諦 字は 觀中 、俗姓は 日 奉 氏、 阿波の 人な $、 觀應元 
年 九歲に して 京都に 入う、 正 覺國師 を 拜して 侍 童と なう、 翌 
年 II 登 受戒す、 此年 秋國師 寂す ようて 諸兄に 就て 習 寧す、 南 
北の 敎肆に 遊び、 後棄て -ゝ 相模に 往き 、諸老 に 福 參 し、 劇 か 
に 元に 往 き、 台 州よ 6 福 州に 入る、 時に 黃 巾の 亂 ぁ-^ て 道 
通せず、 故に 東歸 して 天 龍 寺に 春屋葩 によう、 記 室と なう、 
遂に 玄旨に 徹す、 幾 もな く" 分座說 法し 出て、 阿波の 寶陀寺 
を 主 どる、 後、 京都 等 持 寺に 遷 う、 應永 七年將 軍足 利義滿 の 
招に 應じ 、相國 寺を 領 す、 義滿乾 德菴を 建て、 退 休の 處 とな 
す、 細 川 賴之永 泰院を 建て k 師を延 く、 應永 十三 年 四月 三日 
寂す、 壽六 十五、 腦 五十六、 敕 して 性 眞圓 智禪 師と謚 す、 著 
作 三 會語錄 、及 靑障集 若干 卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 

チユ 1 ツ 1 イン 中 通 ^ • ニ チ セー日 栖を 見よ、 

チ ユ 中道  ショ- シユ聖 守を 見よ、 

チ ユ* -F1 イン 中道 院  -I チ、 ゾ H ン  日 春を 見よ、 

チ ユ 1F1 イン 中道 院  ニ チョ..  日 陽を 見よ* 

チ ユ 1 K 1 イン 中道 院  ニ チ リョ-日 了を 見よ、 
チユ 1F<- V 2 ， ニン 中道 上人  'シヨ 丨シ ユ聖守 を 
見よ、 


チ ユ 1( 中) ソ IF 


書辭每 人家 佛 本日 


(四  - •八） 


チ ユ ー( 中、 忠 


チ ユ ン 中 曇 (一一 〇 八 八) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 
なう、 中 曇 字は 藏舂と 云 ふ、 在中 中淹 に參 して 法を 嗣 ぎ、 
安養 天 龍 二 寺を 歷て 南禪 寺に 昇る、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 
チユー ホン 中 本 (|1〇 二〕 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 
なう、 中 本字は 中 J 品と 云 ふ、 夢 窓國師 に參 して 法を 嗣 ぎ、 
天 龍 寺に 居うて 記 室よう-首座 となる、 寂年缺 く、 (延 寶傳燈 
錄) 

チ ユ 19 シユボ •- 中 理趣房  ラィ ショ- 賴照を 見 
上' 

チユ 1 衫ヨ 1 中 亮〇一  § 八) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪 
僧な-^、  中亮字 は 菊 隱と云 ふ、 義堂 和尙に 參侍久 うして 遂 
に 其 法を 嗣 ぎ、 相 模建長 寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳燈 
錄} 

チ ユ 1乏 2 1 中 明  工丨シ ユ榮 主を 兒 よ、 

チ ユ—二 C ヨ 1 中 明  ヶン ホ-見方を 見よ、 

チ ユ 1 ア中吧 阿  ゲン リョ- 敍良を 見よ、 

チ ユータ 中 S 阿  センサ ッ詮 察を 見よ" 

チユ 1 ア ヰぬ ^ チカ ン智鑑 を 見よ、 

チ ユ？ X 中心 慧 ( . 〕 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 律 僧な 

う、 忠慧は 俗姓 缺 く、 道璩の 高弟な-^ 近 江に あうて 法勵の 

疏を講 敷す 示 寂 年時傳 はらず、 (本朝 高僧 傳) 

チ ユ 1 X 申 g s ^( 一 四 三 四) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 

Av>  忠惪は 出家して 良辨に 師事し， 華厳宗を 學び 、寶龜 五 

年 東大寺 別當に 任す、 寂 年、 及壽缺 く、 (東大寺 別當 次第) 

チュ丨 H ン中心 圓 2 七 七 五) 三條 一流 第三 代の 佛 ェ な 


4 n ユ 1( 忠) H — キ 


う、 忠 圓は圓 勢の 長 孑な 6、 永久 三年 十一月 二十 九日 法 橋 
に 叙す'. (中 右 記) 

チユ ー 艺ン中 § 緣〇七 六 四〕 〔眞言 宗〕 京師 仁 和 寺 相應院 
法の 橋な 6、 中緣 字は 南證と SS、 音聲に 巧な $、 經範の 
法を 嗣きて 仁 和 寺の 學講 となる、 (傳燈 廣錄) 

チ ユ， -芏 ン 忠延 (一四 r< 四) 〔眞言 宗〕 山城 神 護 寺の 僧な 
う、 忠延其 俗姓 生國詳 ならす、 一に 忠仁公 (良 房) の 子に し 
て、 母は 宗方 氏な 6 と 云 ふ、 天 長の 初年 東大寺 戒壇に 登う、 
滿分戒 を 受け、 諸 寺を 巡遊し、 性 相の 義を學 ふ、 九月 廿七日 
神 護 寺 定額 二十 一 僧の 一員と なる、 師 親く 弘法 大師に 就き、 
兩 部の 祕 法を 禀 け、 東 寺 又は 西 山に 棲 止す <  弘法 大師 十大弟 
子の 一人に して 道譽 高し、 寂 年、 及 S 壽缺く  •(弘法 大師 弟子 
譜) 

チユーギ忠義 =5 發 〔眞言 宗〕 g 伊 高野山 明 王 院の學 
僧な う、 忠義 字は 長 泉 房と 云 ふ、 鄕貫詳 ならす、 高野山に 
登り 勝 義阿闍 梨に 師事し、 敏才を 以て 知らる、 一休宗純 禪師 
の 山に 登る にあ ^ $ て 問答す、 師 山中の 神社に 詣し 、印. 一目 
默 祈す、 傍に 一 客僧 あ 6、 大 般若 經函に 踞 す" 師拜 して 後吿 
けて 日 ふ、 客僧の 踞 する ものは 大 般若 經の函 なう、 と， 客僧 
平然として 日 ふ、 大 般若 經の上 に 大 般若 經を 置く 何の 妨かあ 
らん、 と、 師 即ち 客僧の 膝の 上に 踞す 、客僧 痛に 堪へず して 
師を排 せんとす、 師日 ふ、 大 般若 經の 上に 大般 若經を 置き、 
尙ほ其 上に 大 般若 經を 置く， 何の 妨か あらん、 と、 敏才 常に 此 
類な り、 客僧は 即ち 一休宗純 禪師な 6、 後大 僧都と な 6、 明 
王院に 住す、 明 應七年 十月 八日 和 泉に 至 6、 行 基の 古跡なる 


c 五一 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


久釆多 寺を 修營 す、 同月 廿 三日 明 王院に 寂す* 壽七 十三、 (高 
野 春秋) 

チ ユーク ウィ 忠快 (二 三 六 二 〔天台宗〕 比 叙 山の 學僧な 
$、  忠 快は 字は 大敎 房、 世に 小川 法 印と 云 ひ、 又中納 言 法 
印と 云 ふ、 京師の 人、 平敎 盛の 子 敎經の 弟な う、 出家して 比 
叙 山に 登う、 但馬阿 闇 梨 契 仲に 師事して 台密の 秘奥を 傳ふ、 
寂年幷 に壽缺 く、 著作 船中 鈔三卷 、密談 鈔 六十 卷ぁ う、 (台密 
血脉譜 、諸宗 章 疏錄} 

チユ ー ヶ ー 忠桂  -1 チ 1 1 ョ I 日遶 を昆ょ 、 

S 各 ン忠讃  カク シン 覺信 1: 見ょ、 

チ ユ L サン 中心 殘ニー is j  〔浄土宗〕 下 m 淸岸 寺の 開山な 
6、 忠殘 は TH 蓮 社 行 # と號 す、 下總 行德高 谷の 人、 其 俗姓 
詳か ならず、 不殘に 師事して 法を 嗣ぎ 、行 德源心 寺に 住し、 
第二 R となる、 後、 同所 伊勢宿に 淸岸 寺を 建て、 開山と な- 
寬文 十一 年 寂す、 壽九 十一、 (淨 土總 系譜) 

チ ユ 1シ ツ 中ぬ 室  シ d  -  n  I 宗考を 見ょ、 

チ ユ ー ジン 中心 1¢  j -t-t ££ AE 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧な 
う、 忠尋は 佐 渡 刺史源 忠季の 子な う、 少 にして 比叡山に 登 

う、 顯敎を 長 豪 覺尋の 二 師に學 ひ、 密灌を 良 祐阿闍 梨に 承く、 

京 部 曼珠院 に 住し、 化導 甚 /a 盛な う.. 保安 二 年 正月 最勝 會講 

師とな $、 大治五 年 天台 座主に 補し、 大僧正に 任す、 天 承 元 

年 三月 鳥 羽 上皇 得 長 壽院を 建て、 山門 三 井の 衆 僧を 召して 落 

慶洪 養を 伸 ふる 時、 師詔 によう 導 主と なる、 二 年 冬 最勝會 の 

證義 者と なる、 保延 三年 春 上皇 鳥 羽の 勝 光明 院を 落慶 し、 師ま 

た 導師を 命 せらる、 翌年 十月 十四日 寂す'  壽七十 四、 著作 止 


チユ ー( 忠) ク丄ジ 


觀 心要鈔 四卷 、法 弟順耀 "皇覺 、瑜 伽、 觀昭の 四 人 あう、 (本 
朝 高僧 傳} 

チ ュ ー シュン 中 § 俊 (一 A 七 5  〔新義 眞言 宗〕 紀伊 大傳法 
院の 僧な 6、 忠俊 字は 道 悟、 俗姓 生國詳 ならす、 高野山に 
住し 其 房を 東 別 所と 號 す、 大傳 法院學 頭に 昇る、 寂年缺 く、 
(結 網 集、 本朝 高僧 傳) 

〔考  '一忠 俊は 建曆 前後の 人なら む 
チ ュ ー へ ン 忠遍 x il s s s 宗〕 理智院 の 第三 代な 
$、  忠遍は 大夫法 印と い a 、 內給事 長 信の 子 大藏卿 長 成の 
孫な 6、 建曆 元年 四月 十二 日 理智院 に 登うて 傳法職 位を 受 く、 
時に 四十 二歲な う、 附 法の 弟子 盛 遍道俊 等 あう、 (傳燈 廣錄) 
チュ 1 才 -- 伸 於 羽  シュ ホ— 守 邦を 見ょ、 

チ ュ ー カ ク 伸覺 (一七 九 S  〔眞言 宗： 一大 和金 峰 山の 阿闍 
梨な う、 仲覺 字は 觀 明と s ふ、 勝 賢 座主の 法燈を 受け、 金 
峰 山に 在うて 修驗 す、 保 延年 中の 人な う、 (績傳 燈廣錄 、竹林 
院見 記) 

チュ ー ケ ー 仲繼一五 2; 7一 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 學僧な 
う、 仲繼は 元 興 寺の 護 命 僧正に 侍する M と 三十 餘年 、有 空 
の钞理 に 達し、 大和の 藥師 寺に 住して 大に 法相 宗を弘 む、 天 
長六年最勝會を藥師寺に修し、永式とな3んと請ひ、可3る、 
仍て 三月 朔日 名德を 招きて 一七 日 景勝 王經を 講す 、勅して 律 
師に 任し、 永 和 十 年 某日 寂す、 壽缺 く、 法 弟明詮 、眞 ST 隆 
光の 三人 あ ( 本朝 高僧 傅} 

チュー コン 仲 建  リュ- セ-龍 惺を 見ょ、 

チ ュ ー サン 伸算 (一六 一一 丸) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 


チ ユ ー ( 忠 、仲} 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 一八） 


チ ュ！ (仲) サ 


なう、 仲算は 其 俗姓 生 國詳か なららず" 空晴 僧都 一日 興 福 
寺の北門を過き、師に逢ひ、其器宇非凡なるを見て携<て寺 
に歸 う、 經論 を敎 ふ、 稍 長して 內外の 典籍を 極め、 尤も 論義 
に 長ず、 然れど 4 師僧 官を 喜ばす、 選 ある 毎に 他に 讓 6、 常 
に 松 室に 蟄居す、 應和 三年 村 上 天皇 法 華經を 御寫 し、 八月 淸 
凉殿に 南北の 碩匠を 召し、 齋を 賜うて 慶讃 し、 五日 十 座 深義を 
議論せ しむ、 玆に 於て 法相 天台の 學僧對 論す、 第二 日に 至 6、 
比 叙 山の 頁 源 講師と な $、 法 藏平州 問 者と な- CS、 こ 人詞 屈す、 
時に 藤 原文 範官 席に 陪し 、夜を 侵して 南行して 師 に 逢 a " 事 
の 急なる を吿 r、 師大 R 驚き、 文範と 共 R 宮に 入る、 散 筵の 
日に 比 叙 山の 壽肇聖 救 講師と な-^ 奈 良の 仁 賀圓藝 問 者と な 
る、 師 乃ち 二人に 代 $ 出 づ良源 前に 出せし 衆生 皆 成佛の 文を 
擧げて一々難詰し、講師をして辭屈せしむ、講筵終$て帝師 
を 便殿に 召し" 優 賞を 賜 a 、 尋て 法相 宗を以 て 六宗の 長官と 
なし 給 ふ、 安和 二 年 喜 多 院林 懷と 共に 熊 野 山に 登う、 往 くと 
乙ろ を 知らず、 或は 慈 恩 寺の 山に 入-^ て 出で ざるな 6 とも 云 

ふ、 著作 法 華 音 釋三卷 "四 分義私 義二卷 、法 華略頌 、陀羅尼 

集、各一卷あう、(本朝高僧傳、諸宗章疏錄ソ；  . 

チ ユ ーサン伸 # 二 --0 _〔曹洞宗〕下野雲門寺の開山な 

仲珊 字は 瑚 海、 備 中の 人 俗姓は 源氏な $、 幼歲 にして 

深く 官榮を 厭 ひ、 牛 頭 山の 南 英和 尙に投 して 出家し、 受戒の 

後 諸方を 徧歴 して 諸師に 參 見す、 永 亨六年 舶に乘 して 明に 入 

う、 天童 山に 掛搭 す、 偶々 南谷菴 R 寓 す、 菴は如 淨和尙 の 塔 

所な う" 師 自ら 衣 財を 出し、 燈 油の 田 若干 畝を 買うて 寄附 

す、 明 R 留る 乙 と 十九 年 R して 歸 朝す" 亨德 元年の 秋 英和 尙 


チ ュ 1C 仲) シ I セ 


耕 雲 寺を 主る と 聞き、 往て 省す'  參持 する こと 數年 、悉く II 
底を 究 ひ、 南 英の耕 雲 寺を 退く に 及んで、 師 席を繼 で此に 住 
す、 寬正二 年 春 上野 國 太守 齋 藤氏の 請に 應じ •赤 田莊に 洞 福 
院を 開き" 原 英和 尙を以 て 開山と なし、 自ら 第二 代と なる、 
後 瑞鳳山 雲 門 寺を 創し、 法 門大に 興る、 文明 元年 正月 廿 四日 
寂す、 壽六 十七、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ ユ ？ シン 伸 心 (一二三 一一 r: 〔曹 洞宗〕 周 防 龍 文 寺の 禪僧 
f,  仲 心 字は 爲蕨 初め 大菴須 益 R 參して 印 可を 受け、 周 
防 龍 文 寺に 住して 某 年 寂す、 法 嗣金岡 用 兼、 默巖爲 契、 春 明 
師 透の 三人 ぁぅ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ ユ ー シヨ ー 伸 正 010 六 一) 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 僧 
な 6、 仲 正字は 仲 芳と云 ふ、 相模鎌 倉の 產 R して 中巖圓 月 
と 同鄕な ぅ應永 八年國 使に 隨 ひて 明に 入-^、 書を 以て 聞 ゆ、 
明に 留る 時、 相國 承天禪 寺の 六 字を 大書して 我相國 寺に 贈 
る、 永 樂通寶 の 四 字を 書し、 錢 に 鑄る、 世に 其 筆法を JT. 藏主 
樣と云 ふ、 足 利義滿 R 厚遇せられ、 義 持義敎 にも 厚遇せられ、 
蔭凉 軒に 留 る、 寂 年月日 缺 く、 門下 R 心 月梵初 ぁ'^、 亦 書を 
善くす、 (補菴 京華 集) 

チユ 1 セン 仲 仙 (一ニ ニ 六) 〔曹 洞宗〕 伯 耆瑞仙 寺の 開山 
仲 仙 字は 竺翁 、薩 摩の 人、 俗姓は 藤 原 氏 '^ 6、 十五 
歲に して 日向 國長善 寺 R 至 6、 天 海和尙 R 業を 受 く、 出 遊し 
て 石屋 和 尙に福 昌寺 R 謁し、 後 諸方 R 徧歷 す" 天 海 衣 盂を附 
し、 其 席を 繼 かしむ、 幾 もな くして 諸嶽定 光寺 R 住す、 隱 
岐 太守 山 名 f: 成 伯 耆の瑞 仙 寺を 創し'  師を迎 へて 開山と な 
す-- 文 正 元年 相 模國守 山 名敎之 田園 若干を 施して 永く 食邑 


(七 一八） 


書辭 名人 家 •怫 本日 


となす、 晚 年海晏 性を 招て 席を 附 し、 自ら 東菴に 退く、 師示 
寂の 年月日 幷壽詳 ならず" (日本 洞 上 聯 燈錄) 

チ ユー 5- —  シ rl I 力宗 可を 見よ、 

チユ 1 ク 仲 字  ショ- ィ正異 を 見よ-.‘ 

チ ユ！ ホ 仲圃〇 三 八 四) 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の禪 僧な 
ゥ、 仲圃 字は 桃屋 俗姓は 中滿 氏、 薩 摩の 人な う、 弱冠 {C し 
て 出家し、 關 東の 諸 老 に徧參 し、 歸 へうて 大川長 益に 參 し、 
其 信 衣を 附 せられ、 元 和 七年薩 隅 日 三 州の 太守の 請に よう、 
薩 摩福昌 寺に 住す、 寬永 元年 上足 守哲を して 席を 補せ しめ、 
花舜 寺に 退 休し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣代翁 守 哲ぁク 、(日 
本 洞上聯 燈錄)  r 

n クィ 國 伊を 見よ、 

チ ユ—シ ョ—仲 正を 見よ、 
リョ-モク 良睦 VJ 見よ、 

リヨ-ミ ョ丨靈 妙を 見よ、 

■SN ョ- クン 了 運を 見よ、 

ソ ーケン 相憲を 見よ、 

天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 


チユ ー ホー 伸 ^ 

チユ ー ホ ー 伸芳 
チ ユ—ヮ 仲 和 
チユ 1 ァ 冲阿 
チ ユ丨 サン 籌山 
チ m カ ン塚間 

チョ ー ィ長音 心 

長 意 俗姓は 紀 氏、 和泉大 鳥の 人な 6、 弱齡 ょぅ 慈覺大 

師に隨 つて 顯密を 習 a 、 安慧 座主に 灌 頂を 受 く、 二十 歲にし 

て 圓澄を 拜 して 菩薩 大戒を 受け、 尋で 傳法灌 頂を 禀く '時の 

人師の 其德を 崇めて 露地 和 尙と號 す、 昌泰二 年 十月 内宣 あう 

て 延曆 寺の 座主に 任し、 翌年 內 供奉 十 禪師に 補す、 延喜六 年 

七月 三日 寂す、 壽七 十 -: - 臘四 十七* •明年 四月 勅して 僧正 法 

印大尙 和の 位を 贈らる、 C 延 _轉 寺 座主 記、 本朝 高僧 傳) 


議 


P 


チ 3 1 イン 長 胤 (一四 九 五〕 〔眞言 宗〕 祖空 海の 弟子な 
、  長 胤生 國 俗姓 詳かな ■らず 、初め 大安 寺 上座 某の 弟子と 
な 6、 後 空 海に 師事す、 寂 年 並に 壽缺 く， (弘法 大師 弟子 譜) 
チヨ— X 1 長榮  ニ チ リユ-日 隆を 見ょ、 

チヨ ー エツ 長 悅二 • §; 一’ 七 〔浄土宗〕 江戶長 安寺の 開山な 
6、 長 悅は九 蓮 社 品譽一 西と 號 す、 肥 後 熊 本の 人、 其 俗姓 
詳か ならず、. 法を 雪 念. に嗣 ぎ、 江 戶靑 山に 長 安寺を 開く、 寬 
文 七 年 三月 十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チヨ 1H ン長宴 二枝耻 4  〔天台宗〕 近 江比歙 山の 學 僧な 
ク， 長 宴 世に 大原僧 郡と 云 ふ、 京都の 人、 伊賀 守 重 經の子 
なぅ、 出家して 慶 命寬圓 に歷 事し、 顯密 の學を 受け •後 皇慶 
に 事へ て 事相の 秘奥を 傳 ふ、 治曆 元年 十二月 律師に 任せられ、 
承 保 三年 十二月 少僧 都に 任せら る、 永 保 元年 四月 二日 寂す 壽 
六十 六、 著作 四十 帖决 十五 卷は師 十二 年間 皇慶の 下に 通 a 、 
其 口授を 錄し たる ものな $、 其 外に 隨聞鈔 、五 相 成 身 私記、 
(二部 卷數 未詳)、 秘嬰記 二卷 、胎 灌問受 集五卷 、金 灌問受 集 
三卷 ぁり、 (台密 血脉譜 、諸宗 章 疏錄) 

チ 3 1エン長圓一八 -: )三條一流の佛エな$、  長圓 
は圓 勢の 二子な 6、 法 印に 叙せられ、 山 階 寺 大佛師 とな*^、 
又 清水寺 別當に 補す、 久安六 年 寂す、 (外 記 日記、 長 秋 記) 

チ ml エン 長圓 (一七 〇 七) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
う、 長圓 は鎭 西の 人、 出家して 比殽 山に 登 6、 法 華 經を誦 
持し'  不動 法を 修 す、 葛 木 山に 登うて 三七日の 間食を 絕 し、 
誦經 修法す、 夢に 八 金剛 童子 鈴杵劎 等を 持して 異口同音に 合 
掌讃 嘆して 日 ふ.. 勤苦 修業す る ものは 婆 伽梵の 如し、 三 摩 地 


チ ユ丄 仲、 冲' 籌 3 チ 3 ( 塚) チ nT (長) 


チ彐 1( 長〕^ X 


書辭 名人 家佛 本日 


(八-八） 


チヨ^- (長} X — キ 


に 上りて 諸 菩薩と 俱 なる 乙と を 得、 云云 熊 野 山 金 峰 山 等 R 登 
りて 修行し、 長久 年中 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

チヨ— エン 長 匱  ニ チ リョ-日 了を 見よ、 

チヨ— 才— 長應 (一四 §1) r 曹 洞宗〕 近 江 新豐 寺の 開山 
f，  長應 字は 機 堂、 伯 耆の刺 史南條 氏の 子な う、 出家し 
て 徧ね く講 席を 歷 遊して、 三藏の 聖敎を 究め* •後游 方して 北 
越に 至う、 慈眼 寺 天眞に 親炙す る 乙と 久しう して 丹 波の 永澤 
寺 越 前の 龍 泉 寺、 大 隅の 楞嚴寺 等に 歷 住す、 近 江の 佐々 木 氏 
新豐 寺を 創建して 開山と なし、 又 伯 耆の南 條氏曹 源寺定 光寺 
の. 二 刹を 創し、 皆師を 請して 開山と なす、 某 年 寂す'  世壽缺 
く、 (日本 洞 h 聯燈錄 } 

チヨ^-オン ィン 長 遠院  一 ー チジュ 日樹を 見よ、 

チヨ ー ガク 長覺二 oo ig ハ 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 無量 壽院 
の學 僧な 6、 長 覺は出 羽の 人な 6 .、青年の 頃 鄕を去 高 
野 山に 登^^ 眞祕に 面 承す、 甞て俊 譽阿闍 梨西院 流を 極む と 
聞き、 之に 就きて 其眞 印を 傳ふ "應永 初年 無量 壽院に 住し、 
金剛 幢を 立て 密 門を 管す、 二十 三年 十一月 十五 日 寂す、 壽七 

十一、 著作 大疏 指南 九卷 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 

チ 3 1ガンー長甜歐  デン H ッ田 悅を兒 よ、 

チ 3 1ギ長 # (一四三二) 〔法相 宗〕 奈良藥 師寺の 僧な 

6、 長 義寶龜 三年の 頃 眼病を 患 ふ、 五月 許に して 癒ぇず、 

衆 僧を 屈 請して 三日三夜 金剛 般若 經を讀 誦す.、 即ち 癒ぇて 舊 

R 復 す、 皆 傅へ て 般若 經 の功德 R 感嘆す、 長義示 寂の 年時缺 

く、 (靈異 記、 本朝 高僧 傳) 

チヨ！ キヨ ー 長慶； 0: 5: 〔天台宗〕 山城 施無畏 寺の 僧 


チ 3 3  ( !: 」 ク ― ゲ 


f、  長慶 俗姓は 源氏 安藝の 剌史雅 房の 外 舅な 少にし 
て 比 叙 山に 登 6、 密敎を 究め 淨 業を 修 す、 後 洛北施 無畏 寺に 住 
し， 延文五 年 七月 某日 寂す 1 壽缺 く、 (拾遺 往生 傳 、本朝 高僧 傅) 
チヨ t ク 1 長^}!  シン キョ— 信 敎を 見ょ、 

チヨ ー ク！ 長 空 一. 九 —: 九 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な 6、 

長 空 字は 持 願、 其 氏 姓を 詳に せず、 聖光 辨圆に 師事して 宗義 
を學ぶ 、嘉賴 一 V 一年 四月 辨圓門 輩の 爲 め R 宗要 を說 く、 時に 五 
哲 あう" 師は 其隨一 なう， 文 永 六 年 四月 十八 日 寂す、 壽詳な 
らず 、(鎭 流 祖傳、 淨土總 系譜) 

チヨ If ン長訓 j 删 5§ 〔法相 宗 3 大和 興 福 寺の 學僧な 
う、 -S 訓 俗姓は 錦 氏、 近 江 滋賀の 人な 6、 少 ょり玄 賓 僧都 
に 從 a ' 延曆十 年 南都 戒壇 R 登りて 具足 戒を受 け、 法相を 硏究 
す、 擢て られて 同 寺の 維摩 講師と なう、 數年を 越ぇす して 宫 
中の 最勝 講座に 昇る、 僧官累 うに 轉 進して 遂に 僧正に 進み、 興 
福 寺の 席を 董 す、 齊衡二 年 某月 日 R 寂す、 壽八 十二、 (本朝 高 
僧 傅) 

チヨ ー ケン 長 g 貝 (一 五 ニニ) 〔三論 宗〕 奈 良法 隆 寺の 僧な 
う、 長 賢は 俗姓 不詳、 道詮に 師事して 三論を 受學 し、 法隆 
寺に 在 6 て 八不 中道を 説く、 維摩 會の 講師と な-^、 貞觀四 年 正 
月 初 八 最勝會 講師と なう、 盛 # 5: 博す、 示 寂の 年時缺 く、 (本 
朝 高僧 傅} 

チ ml ゲン 長 玄( . ) 〔曹 洞宗〕 下野 長 安寺の 禪僧 

な 6、 . 長玄 字は 政 峰と s  a、 體菴明 全に 參し 、服勸 十五 年、 
其 法を 嗣 き、 下野 長 安寺に 住す、 寂 年、 並 R 壽缺 く、 (.日本 淌 
上聯 燈錄) 


(九-八） 


書辭名  人家 滿本  日 


チヨ ー ゲン 長 源 ( i) 〔：：••〕 奈良兀 興 寺の 僧な 
う、 長源經 論に 該 通し 法相に 精し 維摩 會 講師と な 6 ic 觀 十四 
年 最勝會 講師と なる 示 寂の 年時缺 く， (本朝 高僧 傅') 

チヨ？コ1 e 反古 午  ii wi  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 長 幸は 鄕貫詳 かならず、 嘉應 元年 東 寺 長者に 任ず 後 
權大 僧都に 任せら る" 承 安三 年 八月 十三 日 寂す、 壽七 十二、 
(東 寺 長者 補任) 

チヨ 1 コ - 長 2  ニ チ ゴン日 言を 見ょ、 

チ 3 1コン長 |1 ( . 〕 〔新義 眞言 宗〕 下 總香取 根本 

寺の 僧な り、 長鲲 字は 呑 舟" 號は 北溟 子と 云 ふ" 俗姓 松 永 
氏な う、 紀伊有 田 郡 廣縣の 人な 6、 初め 諱友 也、 字 宗弼と 云 
ふ、 九歲 にして 江一戶 に來 林 氏の 塾に 入'^、 儒敎を 學び 
英才を 以て 衆に 推. 5 れた う、'  學 成りて 後山 城越智 氏に 仕へ、 
祿 二百 五十石を 食み、 甚 た 優遇せられ たう" 後數 年に して 致 
仕し" 佛敎に 歸し 、今の 名に 改め、 大和 長 谷 寺に 遊 a 、 次に 
京師に 遊び、 善師を 問 ふ、 晚 年下 總香取 根本 寺に 住し、'  儒佛 
を 幷せ講 す、 示 寂 年月日 詳 ならす •■著作 北溟 集二卷 あり'  門 
人の 編に か、 る、- 門下に 儒家 久保木 竹 窓 あり、 德 行を 以て 聞 

ゆ (碑文) 

チヨ！サィ長西(一べ七二) 〔淨 土宗〕 京都 九 品 寺の 學僧 

なう、 長 酉 字は 覺 0P 讃岐の 人、 伊豫 守 藤 原國 明の 子な 6、 

九歲に して 京師に 上う， 儒學を 學び 十九 歲に して 出家し、 源 

空 上人に 師事して 淨土敎 を 受け； 上人 示 寂の 後、 俊钙 律師に 

就て 止觀を 學び ，佛法 禪師に 就 S て 禪宗を 傳 ふ、 然れ とも 尤 

淨土敎 に 意を 傾けて 硏究 し、 出 雲路住 6 と 云 ふ ものよう 諸行 


チ 3 •(長.) ^ — 9- 


本願の 義と 聞きて 大に 服し、 京都 九 品 寺に 住し、 諸行 本願の 
義を 主張し、 九 品 流と 稱 す、 門下 大 に 興る、 讃岐西 三 谷に 一 
寺を 開き、 同地 方に 法 化 盛んな- 〇、 示 寂の 年月日 缺く 、門下 
上 衍證忍 九 品 寺の 後 5: 繼 r、 著作 五 却 思惟 諍 論 章 あう、 又 門 
下證 空理 宗 二人の 間に 法藏 比丘 五 却 思惟に 闘し， 唯 思 唯 行の 
靜 論 ある 1: •判し、 修行 思惟 兩具 する ものな 6 と 云へ 6、( 淨土 
傳燈錄 •，淨 土總 系譜} 

チヨ ー サィ ー長 歲 (1 五三 四) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧 
な 6、 長歲は 正 進の 高弟 R して、 華嚴を 硏究 し、 兼ねて 唯 
識 に 通す、 時人 日 域 因 明の 祖 となし、 稱讃 措かす、 (本朝 高僧 
傅)  •  _  /  - . 

チヨ f サツ 長 察 i 一 5: 「：淨 土宗〕 江 戶 西岸 寺の 開山な 
う" 長 察は 本 蓮 社覺# 單 稱と號 す、 相 模小田 原の 人な 6、 
能悦に 就て 剃髪し、 廓 山に 法 1: 嗣 C、 小石 川に 西岸 寺を 開き、 
延寶 三年 五月 九 H 寂す'  壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チヨ ー サン 長 算 pm  一; 天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧な 
う、 長算 俗姓は 藤 原 氏、 中納言 朝範の 子な う、 比 叙 山に 登 
$、 覺 運に 師事し、 圓宗の 奥義を 究む 、池 上の 皇慶 阿闍 梨に 
秘密 灌頂を 禀け 、檀那 院に 住して、 天台 敎を弘 む、 天 喜 五 年 
寂す 壽六 十七， (本朝 高僧 傳) 

チ 3 1、ンン 長 信  一一  _  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 長 信は 藤 原 道 長の 子な う'' 初め 延尋 僧正に 從つて 、剃 髮 
受戒し、 後、 性 信 親王を 拜して 灌頂密 印を 傳 ふ、 永 承 五 年の 冬 
權少 僧都に 任 t、 尋 で 一身 阿闍 梨に 叙す、 天 喜 二 年 秋 東 寺の 
長者と な 6、 治 曆 元年の 秋 寺 務幷に 法務を 領す 、一一 年權 僧正に 


チ 3 |(長〕サ ー シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 二八） 


チヨ ー( 畏 j;、 ン 


チ 3 1(長)シ —，， セ 


轉 す、 •此年 七月 大旱敕 にょり 師 二十 僧を 率ゐて 雨を 祈う K 驗 
ぁう、 延久 三年 詔 5:- 奉して 圓宗 寺に 住し、 後三條 天皇 百 僚を 
率 a て 行幸し" 封 二十 五戸を 賜 ふ、 翌四年 九月 三十日 疾にょ 
う 寂す、 壽五 十九" (本朝 高僧 傳) 

チヨ？ ジュ 長 樹〇二 六 六〕 〔曹 洞宗〕 越 前福聚 寺の 禪僧 
な. CS、 長樹 字は 東 木、 久しく 大空 玄虎 に參 して 印 可を 受け、 
福聚 寺に 出世し、 次に 遠 江松巖 寺に 遷 る" 永 正 三年 寵澤 寺を 
董す 1 某 年福聚 寺に 寂す、 壽缺 く、' 法 嗣翅天 鷲 翔 ぁう、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

チヨ ー シュン 長 舜ーー AA AO g  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
う、 長舜は 伊豫 守 康宗の 子な う、 十歲 にして 出家し、 良慶 
に 師事して 天台 敎を學 び、 建 保 六 年 十 一 月 十四日 覺朝に 隨つ 
て 傳法灌 頂を 受 く、 承久 年間 大學頭 となう、 敕して 法眼 R 叙 
せらる、 嘉祿二 年 四月 九日 寂す、 壽八 十三、 (三 井續燈 記) 
チヨ！ シュン 長 俊 •一.^^ 四 三條 一流の 佛 H な $、  長 
俊 一に 長 助、 一 {C 長 順に 作る、 法眼 長圓の 子な う、 法眼に 叙 
せらる、 長 承 三年 正月 二十 九日 寂す、 (古本 僧綱 補任、 長 秋 

記} 

V フ ヨ！ ジュン^ K  チョ 丨シ ュブ長 俊を 見ょ、 

チヨ ー ジ m 長 助  一 | 一  g -A -o 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

う、 長 助は 後伏見 院の子 尊 悟 法師 R 從ひて 天台 敎を學 a 、 

建 武四年 正月 十日 無 品 親王を 賜 ふ、 師甞 X 大師の 八帙を 讀み、 

撮 約して 六 卷抄を 作る、 康安 元年 二月 八日 寂す、 壽四 十二、 

(三 井續燈 記) 

チ 2 1ジョ ー^^^  チョ- シュン 長 俊を 見よ、 


チヨ！ シヨ ー •長 淸 (二〇 九 三) 〔曹 洞宗〕 越後 慈 光寺の 禪 
僧な う、 長淸 字は 虛廓 、俗姓 生國 未詳 出家して 講肆に 遊び、 
後 傑 堂 禪師に 師事して 印 記を 受け、 總持 寺に 出世す、 永享五 
年 法 兄 顯窻示 寂した る R 依う、 請に 依う 越後 慈 光寺 主と なう、 
某 年 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ f シヨ- 長 聖  ゼン クヮン 禪觀复 よ、 

チヨ！ ジヨ？ 長 乘 1 尬 £2 〔天台宗：！ 近 江 園 城 寺の 僧な 
う、 長 乗は 俗姓 藤 原 氏、 出 雲 守 長貞の 子な 6、 寬乘親 融寬師 
の 諸師に 就きて 天台 俱舍の 旨を 得、 文 永 五 年 入 壇し、 翌年 大 
阿闇梨となる、後罪を蒙 1/ 6て遠島に流3れ、元亨元年三月 
本 房に 歸 へる、 元亨 三年 十一月 五日 寂す t 壽 八十、 (三 井續 
燈 記) 

チヨ ー セ ー 長 盛 (二 002  〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 
の 僧な 6、 長 盛 字は 眞憲 ，俗姓 生國詳 かなら す、 博 學多識 
に して 學頭に 昇 大衆に 推服 せらる、 智積院 を 開き 初祖と 
なる、 寂年缺 く、 著作 論 草十卷 あり、 (結 網 集、 諸宗章 疏錄) 
〔考〕  長 盛は 南北朝時代の 人な 6 
チヨ •—ジ ヨ ー 長 成  チョ 丨 セ-長 勢を 見よ、 

チヨ ー、 ンヨ？ ィン 長生 院  チ ゲン 智 現 ?: 見よ、 
チョ-セ- 長 勢 ^ 三條 一流 初代の 佛エな 6、 

長 勢  一 R 長 成 R 作る、 定 朝の 弟子に して 三條 一流の 祖 y2 6、 
治曆 元年 十月 十八 日 法 成 寺造佛 賞と して 法 橋に 魚し、 延久二 
年 十二月 二十 六日 圓宗寺 金堂 造 立の 賞と して 法眼に 轉 し、 承 
曆 元年 十二月 十八 日 法 印 R 轉ず 、是れ 法 勝 寺 阿彌陀 堂 造佛の 
賞な う、 寬治五 年 十一月 九日 寂す、 壽八 十二、 (釋家 初 例抄) 


(— 二八） 


書辭 名人 家佛本  日 


チ nY ゼン 長 善  ユ i ギ祐宜 を 見よ、 

チヨ-ゼン 長 # コ丨 ソン 幸 尊を 見よ， 

チヨ セン ^ •- B 泉！！ 厉  チ d 丨ギ 忠義を 見よ、 
チヨ！ゼンボー il 菩房  ジッョ * 實養を見よ、 
チヨ！ ソン ft # ゲン ジ H 元壽を 見よ、 

チヨ ー?h ン長血 ハへ …… 〕 〔新 義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺の 
學 僧な 6、 長 典は 伊豫の 人な う、 豐 山に 登 6 金 蓮院に 住し 
て學 解を 以て 聞ぇ、 I 時 亮汰と 肩を 比ぶ、 寂 年幷に 壽缺 く、 
著作 心 經科鈔 一卷 、釋 論三師 、指 掌 圖六卷 ぁ 6、( 新義 眞言 宗 
史料) 

〔考〕  長 典は 延寶 頃の 人な 6、 

チ ml デン 長 傳 •ニー ii j A: 〔淨土 宗〕 大和 西方 院の 開山な 
$、  長 傳は白 譽と號 す、 路 e R 師事して 淨土宗 を 究め、 大 
和 西方 院を ■して 開山と なる、 延寶六 年 九月 十九 日 寂す、 壽 
缺く 、(淨 土總 系譜) 

チヨ ー ト！ 長 棟 二 r 一七 〔曹洞 宗〕 伊豆 雲 洞 寺の 中興な 
う、 長 棟 字は 高巖 、俗名は 憲 貫、 上 杉 氏の 一族な 6、 初め 
管領 持 氏を 輔けて 鎌 倉に 住せし が、 後 伊豆 國淸 寺に 投じて 僧 

となり、 名を 高 巖長 棟と 改め、 雲 洞 寺の 廢を 興し 專ら 禪誦を 

務とな す、 後、 耕 雲 寺 顯窓和 尙を迎 へて 住せし め、 長 門に 到う 

大寧 寺に 於て 竹 居 眞梁 禪師に 謁し 接待 多年 遂に 印 可を 受け、 

山中に 廬 を 構へ、 槎留軒 と號 す、 應仁 元年 寂す、 世壽缺 く、 

(日本 洞上聯 燈錄) 

チヨ 1F ン長呑 ( . ) 〔淨 土宗〕 常 陸稱名 寺の 開山 

なう、 長吞は 其 俗姓 生 國詳な らず 、出家して 良 信に 法を 嗣 


チヨ — (長、 )ゼ ー  F 


ぎ， 水 戸 R 稱名 寺を 築きて 開山と なる、 寂 年、 及 世壽缺 く、 
(淨 士總 系譜) 

チヨ*" ドン ー T 反 吞二三 一八 〔淨 土宗〕 武藏 還到院 の 開山な 
i  長 呑は 淨 蓮社欣 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 吞寵に 
師事して 法を 嗣ぎ 、武藏 新 後備 後 村に 還 到院を 開く、 後、 勝 
林 寺に 移ぅ、 萬 治元苹 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チヨ！ ニン {一^ 5  クゴン 有嚴を 見ょ、 

チ nT ニ ユ！ 長柔 ij. 一： 一六 S 濟宗 S 都 東 福 寺の 禪僧 
f、  長柔 字は 勝剛 、其 鄕貫詳 かならず、 久しく 傳 宗派に 
參して 契 悟し、 出て、 普 門 寺に 住す、 晚年 石見朿 光寺に 佚老 
し、 康正二 年 十二月 十三 日莊 嚴院 に 寂す" 壽缺 く、 (延 寶傳燈 
錄) 

チヨ！  <ン 長 I、 遍 j  〔眞言 宗〕 京 郡 東 寺の 長者な 
ぅ、 長遍は 正三位 辰季の 子、 寬典賢 長 靜瑜行 遍了遍 の五師 
に學を 受け、 正 安二 年 東 寺の 長者に 任す、 乾 元元 年 正 僧正に 轉 
し、 同年 七月 九日 寂す、 壽 八十、 (東 寺 長者舖 任、 仁 和諸院 
家 記) 

チ？ ホ 長 保 rr AO A-t 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
P、  長 保は 出家して 法相 宗を學 び、 新院に 住し、 治安の 初 
め 維摩 會の講 首と な*^、 長 元 初年 十一月 十八 日 寂す'  壽 八十 
二、 (本朝 高僧 傅) 

チヨ ー ホ 長 甫二 〇: ニニ 〔臨 濟宗〕 日向 大 光寺の 開山な 
-CN、 長甫 字は 嶽翁 、伊勢 中原の 人な'^、 朝峰祿 師に 師事し 
其法嗣 となる、 諸方に 歷 遊して 日向に 到う'  郡 主 田 島 氏の 歸 
依に よう 大 光寺を 開く、 法 化 其 だ 盛な う國 中に 興聖 大乘 等の 


チヨ^- ( -K jF  —  ホ 


書辭 名人 家 沸 本  日  （こ 二八) 


チ 3 ?「長)乏 — ユ 


六 寺を 開けう、 貞治 元年 八月 二日 寂す、 壽 不詳‘ 門下 多 福 塔 
を 建つ'  (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

チヨ I 之ヨ ー 長 明 2 七 一八〕 〔天台宗〕 信 濃戶隱 山の 僧 
f,  長 明は 俗姓 生國詳 かならず* 戶隱 山 R 居う 二十 五歲 
に して 誓て 言語を 絕ち法 華を 誦し* 橫 臥せざる Z. と 三年'  一 
日邑 人に 謂 64 て 日く 我は 乙れ 一切衆生 喜 見 菩薩な 6、 此の所 
に來 -CS 身を 燒く ZL と已 に 三回、 今 命盡て 兜 率 R 昇る、 と t 即 
ち 薪を 積みて 內 に 入う 自ら 火を 放ちて 寂す、 實に康 平年 中な 
う、 壽缺 く、 (元 亨釋 書、 拾遺 往生 傳 、本朝 高僧 傅) 

チヨ！ 乇長茂 (二 四 〇〇) 〔臨 濟宗〕 江 戶大住 菴の禪 僧な 
長 茂は 澤 水と 號 す、 久しく 龜庵珠 光に 參して 其 印 記を 
受く 、實に 中 峰 第 十四 代の 法 孫な うと S-T 江戶の 大住菴 に 
住し、 元 文の 末年 化す 壽百 六十 餘歲 な-^ と いふ、 

チヨ ー やク 長 益 ニニ 七 ヒ L 曹涧 宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪 僧な 
う、 長 益 字は 大川 、俗姓は 平 说、 兒 玉の 族な う、 諸老に 歷 
參し 、終に 三 了麟 達 R 參 して 記 室と な 6、 親炙 七 年 元 和 二 年 
席を 繼ぎて 薩 摩福昌 寺に 住す、 同 三年 九月 二十 三日 寂す'  潮 

音 R 塔す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チョ*" ユ^-  長 ft  1 S 11  〔曹 洞宗〕 近 江洞壽 寺の 禪 僧な 

長祐 字は 以翼 、村 上 天皇の 後裔に して、 尾 張の 人な 6、 

幼に して 薙髮 し' 出 遊して 大雄寺 吾 寶寵澤 寺 如 仲 R 參 し、 洞壽 

寺 川僧慧 濟に參 し、 遂に 印 可を 受け、 其 席を 嗣 き" 同 寺に 主 

とな 文明 七 年寵澤 寺に 遷 6、 同 九 年大洞 寺に、 長亨 元年 

佛陀 寺 R 歷住 す、 延德 元年 遠 江八旛 山に 入り 菴居す •安心 尼 

なる もの 喜 見菴を 建て ゝ 師を迎 ふ、 文 龜二年 四月 二十 七日 寂 


チ mlc 長、 澄) 


す、 壽八 十七 ■夏 五十八、 遺 偈 あう、 日く、 八十 七 年、 腐 臭 神奇、 
蹈 -1 飜華藏 海 ― ■» 白日 遶- - 須彌ハ 法嗣梅 叢與棼 然室與 廓の 二人 あ 
う、 (日本 洞上聯 燈錄)  ， 

チヨ In 一  長 * ij o : A 三 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧な 
う、 長 譽は能 登の 人な う、 應永 十四 年 丹 生の 神託に より 山 
王院 R 論 席を 開く、 宥快 .證義 者と なう* 師豎 者と なる、 常に 
無量 壽院に 居うて 學 徒を 誘掖 し、 同 三十 年 七月 十四日 寂す、 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傅)  . 

手 ヨ 1 3 一一^ {患 3  ユ クユ ン慧 順を 見よ、 

チョ— m 長 譽  リョ— ヶ- 良 ra -A  J 見よ、 

チヨ！ ヨ 長 擧 a  ルァン 流 安を 見よ、 

チヨ！  口  長 朗 C . ) 〔華 嚴宗〕 大和藥 師 寺の 學僧 

f、  長朗は 本と 法相 宗の學 者な りしが、 後 正義に 從 a て 
華 嚴を學 a 、 能く 圓融の 旨を 解す、 正義の 執 奏によ 6 勅命を 
蓑 IT う， 藥師 寺 R 入うて 開講す、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 法弟義 
聖 あ， 9、 善く 五敎 章に 通す、 (本朝 高僧 傅) 

チヨ- ィ澄 音 Jr . )  〔 a 蓮 宗〕 某 寺の 僧な $、  澄 

意は 肥 後の 人、 身延 山に 入うて 讀經を 事と す、 三十 六 年 山を 
出て す、 讀む所 九 千 部、 示 寂 年時缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 
チヨ ー ィチ 澄 j IH s マ 〔黄葉. 宗〕 肥 前 長 崎 興 福 寺 中興 
二 代な う、 澄 一は 明 人な う'  承 應二年 七月 西來 し、 興 福 寺 
R 入う、 後、 中興 二 代と なる 延寶五 年 明の 心 越 興 儔 禪師を 招 
S て 其 法 化を 請 ふ、 元 祿四年 四月 八日 寂す、 壽八 十四、 
チヨ！ 工 澄慧 一八 二 九 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峰 寺の 學 僧な 
う、 澄慧は 久しく 高野山に 留 6 て 高德の 室に 陪 し、 兩界灌 


(三 二八） 


書辭 名人 家佛本  日 


頂 1: 受け、 三部の 秘經 を學ひ 、尊 勝 理趣經 を 講 し、 持 咒勇銳 
にして 缺 くる NJ となし、 乙れ に 依つ て 道俗 歸 仰す、 嘉應 元年 
八月 二十 二日 密印を 結び、 眞言を 唱へて 寂す、 壽傳は ら す、 
(本朝 高僧 傅) 

チヨ-ヱ 澄慧一 一一 - 〇 せ j  S 言 宗〕 山城 醍醐 山 行 樹院權 僧 
正な り、 澄慧は 財 河 河 內守大 江 親 重の 子な う、 前 大僧正 賢 
深の 燈脉瀉 瓶 5: 得て 三十 四祖 となる、 是 ょり 先 慈心 院俊 慶大 
僧都に 請 CA て 松 橋 1: 嗣さ 三十 六祖 となる 永 正 十三 年 八月 六日 
寂す、 壽八 十五、 附 法の 弟子 源 雅俊聰 の 二人 あう、 (續 傳燈 
廣錄) 

チヨ 丨ヱ丨 澄眷 •一 ra: -t* •七  S 律宗〕 大和 大安 寺の 僧な 
5、 澄睿 俗姓は 崗屋 氏な $、 京都の 人、 出家して 大和の 大 
安寺に 入 6、 諸學 僧の 門を 叩いて、 經論を 研究す、 大寺に 住 
する ZL となく、 專ら 後學勵 ます、 弘仁八 年 三月 甘 >fc 日 寂す、 享 
壽傳 はらず、 (本朝 高僧 傳) 

チヨ ー エン チェン 智演 1: 見ょ 
チヨ ー ガ 澄雅  (io〕 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 
P,  澄雅 字は 密藏と 云 ふ、 俗姓 生 國を詳 にせず、 醍醐 山に 

あうて 僧正 勝覺に 師事し、 天 永 元年 四月 四日 醍醐 山の 無量 光 

院に於 s て 傳法灌 頂を 禀受 して 阿闍 梨と なる、 傳法灌 頂の 職 

衆 八 口、 敎授師 同門の 賢覺な $、 即ち 僧正 勝覺 •の 附法 弟子 十 

四 人の 一人と なる、 示 寂 年月日 及び 享壽 を 詳にせ ず、 附法弟 

子な し、 (續 傳燈 廣錄) 

チヨ ー カイ 澄 海 ( . ) 〔淨 士宗〕 京師の 學僧な $、 

澄 U 子は 慈心， (一に 慈 信に 作る) 俗姓 牛 國詳 かならず、 初め 


チ ml (澄) エーガ 


天台宗の 敎義を 究め、 後長 樂寺 隆寬の 弟子、 敬 日に 師事して 
淨土敎 を 受け、 一義を 立て ゝ 京都に 弘 通す、 寂 年壽缺 く、 (淨 
土 傳燈錄 、淨 土總 系譜) 

チヨ* ~ ガィ 澄 海 ( . ) 〔眞言 宗〕 大和 菩提 山の 學僧 

な 6 、 澄 海 字は 本心、 山城の 人な $ ' 長樂 寺に 居うて 初め 僧 
侶を 司 $ 延曆 寺に 登りて 天台を 習 a 、 戒壇 院に 入りて 圓照に 
木 叉を 受く東 福 寺に 掛 錫し， 聖一國 師に參 請す、 晚年 菩提 山 
に 登- 〇 て 密印を 、禀 承し 主 職と なる、 寂 年、 及 61 壽歃 く、 (本 
朝 高僧 傅} 

チ ml カィ 澄 海 i 一四) 〔三論 宗〕 奈良 東大寺の 僧な 
6、 澄 海 俗姓は 淸海 氏、 攝津國 の 人な $、 漁 釣を 業と す、 
海 幼に して 漁夫に 從 a て 海濱に 遊戯す、 同國の 講師 a 圓見て 
携へ歸 う、 律師 願曉に 附し 、三論を 受學 せし む、 貞觀 十六 年 
に 維摩 曾の 講師と な-^、 盛譽 を馳 す、 晚年 風疾を 患 CA 、 門弟 
子に 吿けて 日 ふ、 命 終 時 至れ-^、 極樂を 念せ む、 と、 毎日 沐 
浴し、 無量 壽經耍 文、 寵樹 菩薩、 羅什三 藏の彌 陀讃を 誦して 
化す、 右手 無量 壽如來 印を 結び、 茶毘の 間 印 爛れず、 (往生 極 
樂 記)  . 

チヨ ー カ ク 澄覺 (一一 015  〔天台宗〕 近江延 _ 寺の 座主 
f  澄覺は 六 條宮雅 成の 子、 尊 快 眞仙に 師事して 宗義を 
學 S、 天台 座主と なること 二度な う、 其 死沒の 年時歃 く、 (天 
台座 主 記) 

チ 2 1クー 澄 空 (i-l) 〔淨土 宗九品 寺 流〕 山城 大報 

恩 寺の 僧な $、  澄 空號は 如 輪、 別に 明院 律師と 云 ふ、 關白 
師家の 息な-^、 覺 m 長 西に 師事して 淨土宗 九 品 寺 派の 學 を 究 


チ 2 1(澄)ガ ー グ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 二八 ジ 


チヨ*- (澄. ク—、 ゲ 


め、 洛西 千本大 報恩 寺に 住し， 定覺 (寬 仁の 頃の 人〕 の 主唱し 
たる 所謂 釋迦念 佛 (釋迦 堂 念佛の 略稱) を 再興し' 大 に念怫 を 
弘通 す、 寂 年 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜、 塵 塚 物語、 古今 著 聞 
集) 

〔考〕 徒然 草に 嵯峨 の釋迦 念佛は 文 永の ^ ろ 如 輪 上人は しめ 
られ けう 云々 と あれと も、 然ら す、 如 輪は 再興し / 2 るの み、 
委 くは 塵 塚 物語 古今 著 聞 集に あう、 

チヨ- ク 1 澄办 H  ジ d ゼン 壽全を 見ょ、 

チヨ ー デ ツ S 5  〔天台宗〕 山城 岡 崎 某菴の 僧な 
う、 澄 月は 醉夢菴 、又は 翠雲 軒と 號 す、 備 中の 人、 或は 備 
後 福 山の 人な A とも 云 ふ、 幼に して 出家し、 玉 島なる 天台 派 
の 某 寺に 入うて 勸學 し* 十三 歲の時 寺を 出奔して、 比 叙 山に 
登う、 後志を 變じ 風流 文雅を 以て 身を 終らん と 欲し、 武者 小 
路實岳 卿の 門に 入うて 和歌を 學び 、遂に 其 妙所に 至る、 洛の 
東 岡 崎 邑に 住し 專ら諸 文人と 交は う、 徒を 延て敎 示す、 時人 
師及び 蒿蹼 、蘆菴 、慈 延を以 て 平安 和歌 四天王と 稱 す、 寬政 
十一 年 五月 二日 寂す、 壽八 十五、 (近世 三十 六 家集) 

チヨ 澄 賢 一: 八 r; 八 〔眞言 宗 U 紀伊 金剛 峰 寺の 僧な 

P，  澄 賢は 紀 伊の 人、 高野山に 登う， 良 幸を 帥と して 出家 

受戒し、 琳賢 に從 s て兩 部の m 頂を 受け、 諸 尊の 法を 學ぶ、 

保 元三 年 三月 十一 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 、高 野牲生 

傅} 

チヨ ー ゲン 澄玄二 5:. 一： 一 〔眞 宗〕 近 江 大津唯 泉 寺の 住持 

f，  澄 支 一 名 普 天、 號は 香雲院 、近 江の 人、 高倉學 寮に 

學び 、文政 元年 寮 司と な'^、 因 明大 疏を 講ず、 後 改邪鈔 、唯 


チヨ ー c 澄) ゴ 1 ジ 


識述 記、 四敎義 、俱舍 論を 講ず、 文政 十一 年 九月 二十 三日 擬 
講 となる、 義林 章、 往生 文 類、 成唯識 論、 口傳鈔 を 講じ、 天 
深 十一 年 十月 嗣講 とな 6、 十三 年 論 註を 講じ、 後、 易 行 品玄 
義文を 講ず、 嘉永四 年 八月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 明治 二十 年 
一月 講師を 贈らる， (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

チヨ ー ゴー 澄 豪 ( .：) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學僧 
f、  澄 豪は 慧 光房と 稱 す、 初め 比 叙 山淸朝 僧都に 從ひて 
圓敎の 旨を 受け、 後 隆範に 就きて 三藏に 貫通し、 最も 天台に 精 
し、 其 示 寂の 年 時を 知らす、 著作 總持鈔 十卷 、理 界印義 、智界 
印義各 五卷 、法 弟 辨覺永 辨智海 長 耀尊珍 等 あう、 (本朝 高僧 傅、 
諸宗章 疏錄) 

チヨ ー ゴ ー 澄 豪  一一 一 g 一 g 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 僧な 
$、  澄 豪は 傳法和 尙と稱 す、 一に 法圓 上人と 呼ぶ、 冷泉 院 
宰相 顯 成の 子、 十九 歲 出家し、 廿 三歲灌 頂 入 壇す、 四十 九歲 
初めて 大阿闍 梨と なう. 觀應 元年 正月 廿七日 寂す' 壽九 十二、 
(三 國 名匠 畧 記) 

チヨ ー シン 澄-心 一郎 S 〔三論 宗^ ■大和 東大寺の 學僧な 
6、 澄 心は 加賀の 人、 觀理 僧都に 經 論を 學び 、專ら 空 宗を 
唱 ふ、 長德 三年 維摩 會の 講師と なう、 少 僧都に 任す、 寬弘四 
年 東大寺を 主とう、 一 住 七 年 衆徒 和す、 長 和 三年 二月 寂す、 
壽七 十六、 (本朝 高僧 傅) 

チヨ 1 ジ n ン澄順 (一 九九 一 r 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 
僧な う、 澄 順は 行 順 大燈二 法師に 業を 受け、 密乘 R 通し' 
兼ねて 禪を能 くす、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記) 

チ ml ジ m 澄 助  一一 00 五 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 


(五 二八） 


書辭 名人  家佛 本日 


f,  澄 助は 一條 太 政 大臣 實 家の 子、 元 亨三珥 十一 cr 天台 
座主に 任し、 翌年 辭 し、 貞和二 年 六月 廿日 寂す、 (天台 座主 記 
チヨ ー、ン ヨ—  澄 照  リョ* ゲン 良 源を ^ i ょ、 

チ ml シヨ ー 澄 成. .— • :-fc :o !  一！ 〔眞言 宗〕 山は 醍 g lu 大谷持 
寶院の 僧な う、 澄 成は 康和二 年 十一月 二 十八 日 法務 勝 覺僧 
正を 禮して 持 寶院に 具支灌 頂を 受け、 仁寬 之を 證 明す、 時に 
五十八 歳な う、 (續 傳燈廣 錄) 

チヨ.- ゼン 澄 # 一 HH 一 Ar 一一 〔淨 土宗〕 山城 大原山 某 菴の僧 
f、  澄禪は 何處の 人なる か詳 か a: ら す、 十四 歲 出家の 志 
あう、 近 江 日 野川邊 にて 自ら 頭髪を 薙 る、 大聖 寺 在 心に 師事 
して 業を 受 く、 梵行淸 白に して 目を 擧けて 女人を 覩ず 、一時 
錫を 振 a て m 湯殿 山に 登う、 西 厳 島に 詣て 道心 堅固を 祈禱 し、 
十八 歲增上 寺に 役し、 宗戒二 門を 和 承す、 然るに 義學を 要と 
せす して 坐禪稱 名 ^ 事と す、 貞享五 年 叢林を 逃れ 去う、 諸國 
に歷 遊す、 同年 二月 相模曾 我の 岩窟に 棲み、 觀佛稱 名す る 乙 
と 一 百日な 次に 塔/峰 阿彌陀 寺に 登う、 岩窟を 求めて 隱棲 
し、 樹果 草實に 命を 保ち、 觀佛稱 名す る 乙と 前の 如し、 九月 
九日 富士山に 登 6、 雪 氷に 坐 臥し、 水 穀を絕 ちて 業 障を 懺悔 

し屢靈 應を感 す、 後、 再 a 富士山に 登う， 靈 應を感 す、 近 江 

平 子 山に 隱棲 する 乙と 十六 年な う、 享保 元年 十月 山城 大源山 

.に 登う、 同し く 觀佛稱 名を 事と し、 日課 十萬遍 なう、 同 五 年 

豫め 死期を 知う、 後事を 常 宇 隱士に 托し、 明年 二月 三日 阿彌 

陀寺某 來り訪 ふ、 師慇 勤に 永訣の 辭を なし、 翌日 結跏跌 坐 合 

掌 西 向して 寂す、 壽 七十、 實に享 保 六 年 二月 四日な 6、( 續日 

本 高僧 傳) 


チヨ*™  (澄) シ ー ゼ 


チヨーゼン澄禪ーー：5以化 c 戒律 宗〕 京都 桂 宮院の 律 僧な 
う、 澄禪號 は中觀 、俗姓は 秦氏 、山城 小 栗 榧の 人な う、 建 長 
三年 具足 戒を興 正 菩薩ょり 受け ' 二 論を 東南 院の 智舜に 習 a 、 
密敎を 覺洞院 の 親 快に 學 ふ、 正 嘉二年 冬 戒壇 院圆 照の 招に 應 
して 行事 抄を講 し、 又 三論 及 ひ 法 華の 疏を講 す、 洛 西の 桂 宮 
院に 住して 戒律を 説き、 四 衆を 誘掖 す、 乃ち 法 財を 捨て、 堂 
宇を 修繕す、 寺衆稱 して 弘 律の 祖 となす、 德治二 市 二 月 二日 寂 
す壽 八十 一、 臘 五十一、 著作 三論 玄義 檢幽鈔 、神託 記 ぁ-, 
(本朝 高僧 傳)  .. 

チヨ ー ゼン 澄 # |; 0: 〇: 〔眞言 S 肥 後地 藏院 /> 學 僧な 
う、 澄禪 字は 悔焉 、號は 知 等 庵、 肥 後 求 摩の 人、 俗姓 菱川 
氏、 夙に 出家し、 眞言 宗に歸 し、 稍 長して 京 郡に 登り、 智樯 
院に 投じ、 僧正 運敞に 師事し、 事敎 二相を 究 む、 兼ねて 悉曇 
學に 通じ* 巧みに 木 筆を 用ゐて 梵字を 書す、 且書を ょくす" 
後水尾 法皇 敕請を 拜し 、宮中に 於て 梵字を 書し、 御感を 蒙 
る.、 後、 法皇の 勅を 拜し高 雄 山に 藏 する 木 筆の 十 如是を 臨 摸 
し" 二 本を 作り、 一本を 献 し-一本を 高 雄 山に 留む 、元本は 
傳 に 弘法 大師の 筆澤な 6 と 云 ふ、 師臨 摸して 妙 神に 迫れ-^、 
晩年 肥 後に 皈 う、 愛宕山 地藏院 に 住し、 權 僧正に 任ぜら る、 
延寶八 年 六月 十二 日 身相擧 動、 宵 是密 印、 所 出 言語、 便 成 眞言 
の 四 句の 偈を 書し、 從容 として 寂す、 著作 種 - f 集二卷 、四十 
九院梵 文一卷 、無常 記 一卷 ，梭 IF. 悉曇 愚鈔 二卷 、悉曇 字 記 初 
心 鈔 、悉曇 速聲、 悉曇钵 文、 各一卷 ぁり、 (續 日本 高僧 傳、 瑞 
林 集、 近世 佛家 著作 目録 稿本) 

チヨ 1 ニ ン澄任  サイ ク フン 最寬 i:- 見よ、 


チ 3 1(澄)ゼ1二 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 二八:) 


チヨ 人 澄、 超) 

チ 3 1m  S#  ゼン キョ 丨善慶 を 見よ、 

チ 3 1ヨ 澄擧ロ  デンク ヮク 傳 靡 を 見よ、 

チヨ ー ヨ 澄譽  ベン リユ t 辨 龍を 見よ、 

チヨ ー 超 首座 (一一 SHI 丸) 〔臨 濟宗〕 備前岡 山淨心 菴の 
禪 僧な 6、 超 首座は 伊豫の 人な*^- 業を t 洲の 曹溪院 に受 
け、 隱 山行應 の二老 に 參 し、 誠 拙の 記莂を 受 く、 壽 七十 餘 R 
して 岡 山の 淨心菴 に 寂す、 

チヨ ー ウン 超 運 ii 一〇〇 〔浄土宗〕 上野 大善 寺の 開山な 
ぅ、 超 運は 武藏八 王子の 人、 其 俗姓 詳 かならず、 呑寵に 投 
じて 出家 受 業し、 上野 新田に 大善 寺を 捌す、 寬永 十七 年 正月 
四日 寂す、 壽缺 く、 c 淨土總 系譜) 

チヨ ー ク ー 超^} "j  H ソ クヮ ン圓 環を 見よ。 

チヨ In 超 虎 (二 〇八三 ) 〔曹 洞宗」 肥 後永國 寺の 禪 僧な 
$、  超 虎 字は 大蟲 、肥 後 菊 池 氏の 子な 6、 同 國永國 寺實底 
超眞に 投じて 剃髪し、 後、 諸方に 徧參 し、 印 可を 受け 總持寺 
に 出世す、 應永 三十 年永國 寺に 住し、 晚年 旨を 承け て 再び 總 
持 寺を 司 どぅ、 敕によ $ 紫袍 を 賜 ふ、 居る 乙と 一年に して 永 

國寺に 老を養 ひ、 某 年 寂す、 門徒 等 塔を 本山に 建つ、 (日本 洞 

上聯 燈錄) 

チヨ 1 コ 1 イン 超光院  ギョ— シン 堯眞を 見よ、 

チ 3 1サイ超濟こ〇七六 〔眞言 宗〕 山城 衆 寺 百 四十 代の 

長者 法務な う、 超濟は 妙法 院 僧正と 稱す 、詔して 東 寺 百 四 

十代の 長者 法務に 鋪 し、 後 七日 御 修法を 行す、 妙法 院の 三世 

たう、 應永 二十 三年 十月 三日 寂す、 附 法の 弟子 滿濟光 趄玄慶 

の 三人 あ 3、 (. 續傳燈 廣錄) 


チヨー (超) サ ー 手 


チヨ ー サィ 超 西 (二〇 二 五) 〔曹 洞宗〕 梅 香院の 開山な 
6、 超 西 字は 竺原 、俗姓は 大島 氏、 其 生國詳 かなら す、 壯 
にして 淸嶽 山の 峩山和 尙を師 となして 發 悟す、 梅 香院を 創し 
て 居う、 其處に 寂す、 年壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チヨ ー サン 超 U4  ギン シユ 闇 趣を 見よ、 

チ ml シン 超 0 具  一一 O A-. H: 〔曹 洞宗〕 肥 後永國 寺の 開山な 
P，  超眞 字は 實 底、 肥 後 求 摩 郡 原 田の 人、 姓は 西 氏な う、 
幼に して 其 寺に 入うて 出家 受戒し、 其 師の勸 めに 依う、 丹 波 
永澤 寺に 到う、 永 就 禪師に 師事して 印 可を 受け、 總持 寺に 出 
世し、 攝津 の景福 寺に 主と な-^、 五 年に して 鄕 里に 歸 6、 業 
師の 塔を 掃 ふ、 內田 氏なる 者 山 鹿 郡 回猿峯 下に 淸潭 寺を 營み 
て 主と なす、 亦た 肥 後 求 摩の 城主 藤 原 氏 道化に 歸 し、 府內に 
蓬來 山永國 寺を 創建し、 請 じて 開山と なす、 應永 三十 年 七月 
二日 寂す、 偈 ぁう 日く、 生 也 死 也、 推/車 撞 /壁、 拶 = 倒須彌 -> 
性 海風 息、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈綠) 

チヨ ー ゼツ ィン 超絕院  ド— コ- 道晃を 見よ、 

チ 3 丨竽ン超妖〖(二11八九) 〔黃 檗宗〕 肥 前 長 崎崇福 寺の 
開山な う、 超然は 明の 人、 出家して 臨 濟禪 を修 す、 寬永六 
年西來 して 長 崎に 入う、 滯留の 福 州 人に 請せられ、 崇福 寺を 
開く、 時人 其 寺を 福 州 寺と s ふ、 師 寂年詳 ならす、 (長 崎 年 
表) 

ノ f ず ン超然  一一 一 1 X5 〔眞宗 〕 近 江 復道覺 成 寺の 住持 
f、  超然 字は 不群 、一名は 若英 、號を 虞 淵と 云 ふ、 近 江 
高 宮驛圓 照 寺 主 大濤の 第二 子な 6、 幼よ 6 好みて 史籍を 讀み、 
詩歌を 嗜 む、 文化 五年受 度し、 福 堂 村覺成 寺に 住持す、 明年 


、七 二八） 


書辭 名人 家怫 本日 


本 宗學黌 に 掛搭 し、 內 典を 硏 精す、 文政 四 年 雲 幢義諦 二師並 
R 叢林に 在うて 解義 時に 異同 あ 6、 兩黨相 乳る、 師雲幢 と 善 
し、 然れ とも 軋 礫 却て 禍の 基と ならん 乙と を 憂 a 、 乃ち 義諦 
の 門に 入うて 協和を 謀る、 八 年 安居の 時 主議を 命 せらる、 翌年 
信 叫 宗主 寂す、 此 時新義 の獄旣 に决し 其餘爝 猶は存 す、 師乃 
ち 京に 入う、 諸老を 糾合して 邪 義を閉 さんと す、 十 年 信法宗 
主師をして異徒を矯正せし 1; 、天保二年歸休を請ふ、嘉永四年 
宗主 師に 命して 眞宗 法要 典據を 校 補せ しめ、 數年に して 功 成 
る、 明治 元年 二月 病に 罹'- 二十 九日 寂す、 壽七 十七、 臘 六十 
一 寂す る 日 宗主 司 敎を授 け、 明治 十三 年 宗主 謚して 高 尙院と 
稱す 、著作、 十住毘 婆娑 論一覽 、選擇 集一覽 、三界 義一 覽、 
八宗 綱要 一. 覽 、三 國佛法 傳通緣 起、 石山 iB 宼記 、大谷 本願 寺 
嫡庶實 記、 鳥邊野 問答、 駁一鞭 千 M 、 支 言 考駁 、延仁 寺舊地 
考 、杞天 私 言、 十二 箇條答 問、 日 群 夢、 松 陰慨談 、儆戒 小纂、 
里 耳 談 、正 信 偈句題 和歌、 仰信餘 筆、 裁 斷申明 書信 順 記、 風 
灣葦 響、 同續 編、 名言 考 、續 名言 考、 遼豕錄 、百花 叢、 雅語 
考 •西洋 小品、 梅花 紙帳 放吟 、山 居餘 課、 續 山居餘 課、 北 錫 
紀 程、 諸家 判自 歌合、 一葦 紀行、 •秋 役日紀 、寧 樂轧行 、護法 

小品、 各一卷 、夕陽 廬文艸 、幻 華詠艸 、虞 淵文鈔 、撫松 園 詩 

鈔、 洋峨存 稿、 醒心 和歌 集、 冬夜雜 記、 和漢 駢 事、 同續編 、 

礎 藻 層、 饌侮 集、 續 里耳談 、南柯 法語、 各 二卷和 智嚢、 折韈 

線、 蘆蕩 筆記、 俗語 考 、新撰 近世 畸人 傳、 各 五卷 、水鹽 偶 筆、 

同續 編、 歲寒窓 放言， 同續 編、 各六卷 、歲寒 窓 憶 語 七 卷 、反 

正紀略 十三 卷 、日本 僧 寶事苑 、日本 絕 句類苑 、各 十六 卷 、校 

鞴眞 宗法 要典據 十八 卷 あう、 (碑銘、 本願 寺 派學 事史) 


チ 3 1(超)手 


チヨ 1 ヨ 超 * ショ-キン 聖欽を 見よ、 

チヨ ー ヨ 超 # ゾンゴ 存 牛を 見よ， 

チヨ ー ヨ 超 患 A  モプシ H 1 文宗を 見よ、 

チヨ 1 リン アン 超 倫 t 奄  ジョ- ショ-常 照を 見よ、 
チヨ ー オツ潮 越 三 一一 四 il 〔淨 土宗〕 武藏養 伯 寺の 開山な 
う、 潮 越は 定蓮社 心 譽と號 し、 俗姓は 高 村 氏、 武藏練 問の 
人な り、 幼に して 江戶淺 草淸 光寺に 入 6 て 剃 髮 し、 知哲に 師 
事して 法を 嗣 r、 後 新 鳥 越に 養 伯 寺を 創して 開山と な $、 貞 
享二年 十月 二十 九& 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チヨ I オン 潮 一音  H ヵィ 慧 海を 見よ、 

チヨ ーオン 潮 一 五日 ド-ヵィ 道 海を 見よ、 

チヨ-、 V ン潮心 (ニニ 五三) 〔淨 土宗〕 下 總稱念 寺の 開山 
f, 潮 心は 直 蓮 社西譽 虎童と 號 す、 下總結 城の 人、 虎 角 
に 役して 淨土敎 を 修 し、 結 城の 存把に 法 V」 嗣 r、 州の 八幡 稱 
念 寺を 開きて 居住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チヨ 1 トン 潮吞一 j H- 一  j 一  g  〔淨 土宗〕 江戶雲 光院の 開山な 
う、 潮 呑は 還 運 社 往譽信 入と 號 す、 武藏埼 玉 郡奇西 上佐久 
村の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 慈 昌に 師事して 法を 嗣ぎ、 深 川 R 
雲 光院を 建つ、 後 京都 里 S に 住し、 慶安 三年 四月 十二 日 寂す、 
壽七 十二 ，( 淨土總 系譜〕 

チヨ ー ヤ .潮 也 •二 j 二 •一 -: 〔浄土宗〕 江戶靈 山寺の 僧な 
潮 也は 然蓮社 法 譽と號 す、 潮 龍に 就て 剃 髮受 業し， 初め 江戸 
靈 山寺に 住し、 後舘林 善導 寺に 移る、 承應 元年 六月 十九 日 寂 
す、 -!- H: 壽缺 く、 法嗣 一人 あう 周譽琳 也と 云 ふ (淨 土總 系譜) 

チヨ— 3 潮譽  キュ丨 ガン 休 岸を 見よ、 

チ fn? (超、 潮) 


書辭 名人 家佛本  日 


(:八 二八） 


チヨ 1( 齒 朝)  _ 

チ 3 ，-ヨ 潮 患 H  セ-タッ 誓 達を 見よ、 

チヨ 19 f  潮 龍 三 一一 s= 〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺の 第 十 
五代な り、 潮寵號 は圓譽 、俗姓 詳なら ず (一 說秋庭 氏) 上總 
國市原 郡 菊 間の 人、 始め 龍澤 山大巖 寺に 入う、 虎 角 上人に 就 
て 剃 髮修學 し、 諸檀 林に 遊 a て 耆老を 問 ふ、 後隨流 上人よう 
嗣法 禀戒 し、 里 見 家生實 御所の 歸崇を 受け、 房總二 州 (C 敎を 
布く {多年、 元 和 二 年 七月 生 實大巖 寺に 住して 數 百の 學徒を 
指訓 す、 後 專修圓 戒の統 を繼て 弘敎に 勤む、 寬永七 年 五月 新 
田 大光院 に 轉じ 、仝 年 十月 命を 奉じて 增上寺 第 十五 代と なる" 
在職 三 ヶ月に して 十二月 九日 寂す、 壽七 十、 (鎭 流祖傳 ，三緣 
山 志) 

チヨ？ ア野 .阿  クワン  チ 觀智を 見よ、 

チヨー X ン朝圓 (一八 四 二) 三條 一流 五代 佛 X な 6、 

朝 圓は明 圓の子 なう、 法 橋に 叙 せらる、 壽永 頃の 人な-^、 
(僧綱 補任) 

チヨ 1H ン朝圓 一一 を 一一 一 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
•分、 朝 [HI 初の 名は 泉圆と S CA 、 宗義を 專攻 し'  延文 三年の 

法 勝 寺 三十 講に勅 招せられ、 以後 名聲 高し、 應永十 年 二月 十 

日 寂す、 壽八 十一、 (三 井續燈 記) 

チヨ ー、 ゲン 朝 源 (一八 0 七} 〔眞言 宗〕 京都 德大 寺の 第二 

代な. う、 朝 源は 京都の 人、 北 野 三位 遠 度の 子、 師輔の 孫な 

う、 朝壽 律師の 室に 入うて 出家し、 深覺 大僧正を 禮して 傳法 

灌頂を 受け、 遂に 德大 寺の 二 代と なる、 其 寂年缺 く、 (傳 燈廣 

錄) 

チ 3 1コク^^^?  ゼトン 是 職 ^ 見よ、 


I _ _  — i^ m l  1 「朝、 趙 、倀) _ 

チ？？ 朝 幸  一一 一 g zs ハ 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
6、 朝 幸は詉 訪 神人 大 進圓忠 の 弟な う、 英朝靜 泉 二師に 從 
a て 宗旨を 學 a ， 嘉元 元年 得度し、 天台 俱舍 法相 三論 華嚴に 
通す、 建武二 年季の 御讀經 講師と なう、 康安 元年 十月 十六 日 
寂す、 壽七 十六、 01 一井 績燈 記) 

チヨ ー サン ^ 111 ホ-トン 芳職を 見よ、 

チヨ ー ジユ 朝 1 f  (一八 〇 七) 〔眞言 宗〕 山城 德大 寺の 開山 
なう、 朝壽は 京都の 人、 左 兵 衞督藤 原 忠尹の 子、 大臣 忠仁 
の 孫な う、 寬朝一 師を禮 して 灌頂を 受け、 心 印を 佩 ふ、 左大 
臣實 能の 宅を 獲て 德大 寺を 開き、 久 安三 屯 六月 五日 慶讃 供養 
す、 (傳燈 廣錄) 

チヨ ーセ— 朝晴. H A: •一. 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 
う、 朝晴は 大和 添 下 郡の 人、 禪徵 僧都に 師事して 三論を 學 
び、 長 和 三年 興 福 寺南圆 堂に 於て 維摩 經を講 し、 尋で最 勝 法 
華 二會を 經て寬 仁 四 年 東大寺 R 住し、 別當 となる 治安 元年 四 
月 寂す、 壽缺 く、 C 東大寺 別當 次第、 本朝 高僧 傅) 

チヨ— タツ 朝 達  リョ- H ン了圓 を 見よ、 

チ ml タン 趙養  シ ユ-ネ ン宗 ft を 見よ、 

チヨ！ ィン ffi 因 r : i: 一 〔曹 洞宗〕 甲斐 景德院 の 開山な 
6、 倀因 字は 拈橋 甲斐 山 梨 郡 小宮山 氏の 子な 6、 十五 歲に 
して 父母を 喪 a 、 三 寶の志 あう、 西 山 慈 照 寺に 出家す、 初め 
廣嚴寺 箇學に 謁し 永祿 元年 箇學 遷化す、 國守武 m 晴信 (信 支) 
師を 請て 其 席を 主し む •天 正 十 年 織 田氏國 境を 壓し 太守 勝賴 
田野の 天目山に 入うて 戰 亡す、 師 衆を 携 へて 俱に國 主 妻子の 
遺骸 及び 兄內 膳と 義士 官女 六十 一人を 收 めて 之を 葬る* 德川 


(ん 二八） 


書辭 名人 家佛本  U 


家康 甲斐に 軍を 督し師 を 召して 法を 問 a 戒を說 かしむ、 謂て 
日く、. 師の兄 內膳勝 賴の爲 めに 忌まれ 流 落す る Z1 と 三年、 終 
に 田野 R 歸て戰 死す、 師方外 に 在う と雖も 信義を 忘れず、 大 
軍の 兵を 憚らず、 戰塲 にて 亡 主の 遺骸を 葬る， 賢兄 弟と 謂 ふ 
べしと、 遂に 禪院を 建て V 景德院 と 云 ふ 勝賴の 冥福を 修す 、師 
を 移して 始祖と なす、 家 康 田野の 莊 1: 寄附す、 天 正 十九 年 十月 
十五 日 寂す、 壽詳 ならず、 (日本 洞上聯 燈錄) 

チ 3 ? ケ 3 兆 溪 ii i ra: 〔黄 檗宗〕 武藏弘 福 寺の 禪僧 
f、  兆溪諱 ：兀明 と 云 ふ、 鐵牛 機に 師事して 黃檗禪 を 傳 
ふ、 常に 念 經を喜 はす、 獨う書 を 喜 ふ" 殊に 兆 殿 司の 書を 愛 
し、 之を 幕せ むとの 意 あ. CN、 長 崎に 遊びて、 素 鎌 五十 幅を 得、 
直 R 京師 (C 上う、 東 福 寺 R 通 謁す、 寺 僧 日 ふ、 上人 兆 殿 司の 
五百羅漢を 摹せむ と 欲する R 非る か、 殿 司識記 あう、 某华一 
道人來 吾 書く 所の 五百羅漢 を 觀む 乙 とを 請 ふ 者 あう と 云 
へ $、 而して 實 に 今月 今日な 6、 と、 兆 溪大に 驚き、 宿志を 
告げ、 每日 之を 摹 し'、 其 功を 竣 ふ、 木 菴禪師 の 題賛を 請 a 、 
携へて 江 戶に歸 へ 6 .、牛 島の 弘福 寺に 寄附す、 後 〇 法 大に進 
み、 阿彌陀 、觀 音、 勢 至 等を 寫 す" 明 人傳へ 賞して 東方の 王 

摩 詰と 稱 した 6 と 云 ふ、 享保十 九 年 某月 寂す、 壽九 十九な 6、 

(譚 海、 古書 備考) 

チヨ 1 'クワン 聽願 (1 A 七-一) 〔浄土宗〕 祖源空 上人の 高 

弟な-^  聽 ■願は 俗姓 詳 かなら す、 阿波に 住す、 始め 圆 光大 

師の 弟子と なう、 後に 辨圓に 就きて 其 手 印を 受 承す、 道聲一 

時に 高し、 示 寂の 年時詳 ならす、 (鎭 流祖 傅} 

チヨ ーケ— 11 1 溪  ダイ レン 大廉を 見よ、 


チ 3 1ゴ 調 御  ジ ョ-ゴ ン定 嚴を昆 ょ、 

チヨ ー ジユ 寵壽 (1 八) 〔眞言 宗〕 山城 法琳 寺の 僧な 
う、 寵壽 俗姓 不詳、 小 栗 栖常曉 に 師事して 大元帥 法を 受け、 
元慶 の初朿 國亂 あう， 二 年 正月に 剌 あ-り 寵壽僧 七 人を 率ゐて 
出 羽國に 出張し、 降伏の 祈禱 をな す、 靈驗 あ-^ 示 寂の 年 時 
缺く  •(本朝 高僧 傅〕 

チヨ！；、 ンヨ 裔助 j IJ c-t 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 耷助 俗姓は 藤 原 氏、 右大臣 實 親の 子な う、 仁 和 寺の 房 
圓 僧正に 隨つ て灌頂 法を 受 く、 帝師の 密行を 聞きて JF. 嘉三年 
敕して 權 僧正に 任ず、 師眞乘 院に 居して 密敎を 開演す、 文 永 
三年 夏 東 寺 三の 長者に 加 任し、 五 年 大僧正に 昇進す、 弘 安元 
年法務寺務を領し、四年七月仁和寺の寺務に補 *1. 、£應三年 
十二月 二十 六日 寂す、 壽七 十四、 (本朝 高僧 傅) 

チヨ 1 ネン 裔妖、 r: ハ 七 六 〔三論 宗〕 大和 - rll 大寺り 學 僧な 
う、 耷然 俗姓は 藤 原 氏、 京都の 人な--、 幼に して 東大寺に 
入 6、 朿 南院觀 规 に 三論を 習 a 、 石山 寺 元 杲に密 法を 禀 く、 
師常に 五臺 山に 登 6、 文殊の 現 身を 拜し 、中 天竺に 渡う、 釋 
迦の 遺跡を 禮 せんと 欲すれ とも •老母の あるを 以て 果 5 ず、 
天 元 五 年 夏 母の 許を 得 ♦彌勒 文殊の 像を 圖し 、常住 寺に 南 
北の 淸 衆を 請し、 法 華、 仁 主、 五日 十講 供養 演說 せし む、 乙 
れ豫め 老母 七 七の 忌を 修 すなう、 永觀 元年 秋 徒 六 人を 率 ひて 
宋に渡 る、 時に 宋の大 平 興_ 八 年な う、 直 R 命 都に 抵 6 銅器 
十餘品 、幷に 本朝 職員 令、 年代記、 唐 越 - K 孝 經新蕤 谷 一卷を 
獻 す、 太 宗師を 便殿に 召して 紫 衣 及び 法濟 大師の 號を賜 ひ、 
太平 興 IBS 寺に 館せ しめ、 侍 遇尤 渥し、 師因て 五臺 山に 詣\」 ん 


チヨ A 兆、 聽 、鳥)  チヨ 上 調、 寵、？ 


書辭 名人 家佛本  日 


( 〇 三 八） 


チ3上蝶)ム 


NJ とを 請 ふ、 太宗 勅を 下して 過く ると 乙ろ 食を 續 かしむ、 後 
再び 帝都に 至 6、 刻本 大藏經 を 賜は る、 汴都西 華 門外に 柱き 
て 聖禪院 に詣で 、優 塡モ第 二栴 檀の模 像を 拜し 、佛エ 張榮に 
模刻 せし む、 雍熙三 年 台州箄 海縣の 商人 鄭仁德 の 船に 投じて 
筑紫 太宰府に 着す、 實に 本朝 永延 元年の 春な り、 翌年 師釋迦 
牟尼 佛の模 像、 十六 羅漢の 書 像、 大藏經 五 千 卷を齎 し、 蓮臺 
寺に 來 ぅ、 其模 像を 嵯峨捿 霞 寺に 納む 、一條 天皇 淸凉院 を沏 
して 安置 崇奉 せしめ / 2 まふ、 永延 三年 秋 東大寺に 住し、 三 
年に して 退く 師 奏請し 愛宕山を 改め 稱して 五臺 山と 云 ひ、 一 
伽藍を 建立して 大淸凉 寺と 號 し、 自ら 三學宗 を 開かん とす、 
然るに 其 事業 未 7^2 成す して 疾に罹 6、 長 和 五 年 某月 寂す、 壽缺 
/\  \ 

チヨ？ 4 蝶夢|一} ^ 2- §土宗5師阿彌陀寺の僧な 
ぅ、 蝶 夢 字は 幻 阿、 號は 泊菴と 云 ふ、 京師の 人な 出家 
して 中 川 阿彌陀 寺の 子院 なる 皈白院 に 住す、 明 和 四 年に 住持 
の 職を 辭 し、 山城の 岡 崎に 小 菴を營 み、 徘諧を 嗜む 、芭蕉 翁 
の 眞筆米 五斗の 句を 獲て 大 に 喜 CA 、 小菴を 五斗 菴と號 す、 粟津 

の 芭蕉 堂を 再興し、 i 巴蕉繪 詞傳を 撰して 義仲 寺に 納め、 且つ 

芭蕉 翁の 舊 跡を 捜索して 世間に 傳 ふ、 後 諸國に 行脚して 到る 

處に 徘諧ぁ 天明 五 年 山城に 皈 6 、岡 崎の 小菴の 跡の 後の 

地 R 再 a 小菴 を營み 泊 菴と號 す、 相國寺 大典 禪師 泊菴 記を 作 

うて 贈る、 天明 一年 阿彌陀 寺 火災に 罹 6 堂宇 本尊 皆 灰燼と な 

る、 師大 に悲み 灰燼の 底よう 本尊 阿 彌陀佛 像の 片頰 1: 拾 ひ、 大 

坂の 佛ェ 田中康 朝に 命して 修補して 其 首を 造らし め、 京師の 

佛ェ 隆慶に 命して 身 鉢を 造らし む、 自ら 再 輿を 謀うて 大 R 功 


チ ml (聽 、頂} ツ ー( 通) 


あう、 後貞享 元祿の 俳諧 書 數 部を 再 刻 流布して 後人を 益せ う、 
寬政七 年 十二月 廿四日 寂す、 壽六 十四、 「うつせみ やき ^ なき 
ものは 人のは て」 T 角落ちて はつかし 氣なう 鹿の 顔」、 「あつき 
日 や 枕 一を 持 あるく」 等 人口 R 膾炙せ う、 著作 芭蕉 繪詞傳 あ 
う、 (近世 畸人傳 、小 雲捿 稿、 俳諧 名 擧談) 

手 ヨ ー シヨ ン 聽松莱  ニ チ ヶン 日 謙を 見よ、 
チヨ！. ヨ 聽寒 1=1 ダグ y ン弘 願を 見よ、 

チヨ？ m 聽泉日  ホ-サン 保 山を 見よ、 

チヨ 1 ヨ 頂 寒 1=1 ナン リユ 1 南 龍を 見よ、 

ヴの咅 

ッ丨 ァン 通菴  コ丨 タッ 浩 達を 見よ、 

ツ ！エ ン通衍 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 僧な 

う、 通 衍字は 大 川、 進 翁 光 R 師事して 法を 嗣ぎ、 慧日山 東 福 
寺に 住す、 某 年 十二月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (延 寶俜 燈錄) 
ツ！ 才— 通 翁  キョ- H ン鏡 圓を昆 よ、 

ツ ー オ 5 通极羽  ソーブ ッ祖徹 を 見よ、 

ツ I 方-ィン 通王院  ニ チユ- 日祐を 見よ、 

ツ 1 オン 通 1 M ニ チ ゲン 日 眼を 見よ、 

ツ ー カイ 通 海  シ ユ-ユ ン宗圆 を 廷 よ、 

ツ ー カ イ通海  リョ 丨ギ良 義を見 よ、 

ツ ー カク 通覺二 oo /vs 一 As 〔天 S S 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
う、 通覺は 十二 歳に して 剃 髮 受戒し、 道意範 伊の 二 師に習 
學 す、 後 大阿闍 梨 位と な 6、 此 法を 人に 授 くる Z1 と 四 人な-^、 


(一三 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


公武の護持僧、五壇の阿闍梨、三井の別當等に歷任し、善光 
寺、 粉 川 寺、 平等 寺の 別當 職と なる、 JF. 長 元年 二月 十三 日 寂 
す、 壽五 十四、 (三 井續燈 記} 

ツ丨カ ク 通覺  ニ チ ジッ  日實を 見よ、 

ツ 1* キ通 1 我  ニ チ カン 日鑑を 見よ， 

ツ ー クワン 通觀 (一四 三 〇) 奈 良の 歌 僧な う、 通觀は 
天平 寶龜 間の 人に して 和歌 1: 以て 聞 ゆ、 其 詠歌は 萬 葉 集に 载 
す、 (万葉集 作者 履歴} 

ッ丨ク ゥ > 通觀  ショ ー ケン 承憲を 見よ、 

ツ ー ケン 通 賢 C . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松 橋の 十 

五代な $、  通腎は 武者 小路 尙 書の 子な 6、 大僧正と なう、 
東 寺 二の 長者に 加は る、 灌頂を 受けて 新 熊 野 及び 閻魔 堂の 別 
當とな る、 (績 傳燈 廣錄} 

ツ ー、 ゲン 通玄 (二 〇一 六) 〔臨 濟宗〕 山城 普 門 寺の 禪僧な 
う、 通 支 字は 一峯、 幼より 東 福 寺の 天柱 昊禪師 に從ひ て 染 
衣 剃髪し'  多年 參禪 研究して 京都 普 門 寺に 住し 移りて 出 雲の 
安國 寺に 主と なる* 延 文の 初め 元亨 釋書敕 によ 6 藏に 入る、 師 
其 尾に 喙す •寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ツ ー ケン 通 支 こ 1; 一. 〔眞言 宗一河 內蓮 光寺の 學僧な 

P,  通玄 は讃岐 多 度津の 人、 出家して 眞言 宗に皈 し、 高 野 

山に 學び 、事敎 二相に 通す、 河內蓮 光寺に 住し、 著作を 事と 

す、 享保 十六 年 六月 廿 五日 寂す、 壽缺 く、 著作 梵網古 迸 資講 

# 五卷 、梵 網戒經 資講鈔 五卷 、梵網 戒經本 疏引據 、即 身義圓 

鏡鈔 、辨惑 通 衡 、敎 戒律 義簡釋 、三敎 指皈簡 註、 行者 靈驗 記、 

各二卷 、法 華 會義引 據四卷 、敎 戒律 儀指鈔 、梵字 八 轉聲、 


ツ 1( 通} ガーゲ 


戒本宗 要 資講鈔 、八 齋戒 得道鈔 、光明 眞言 勸發 記、 梵網 本疏 
引 據增輔 各一卷 あう、 (蓮 光寺 返信、 近代 名家 著述 目錄) 

ツ ー ゲン 通玄  ゲン ソ—元 聰を見 よ、 

ツ 1、 ゲン 通 支  ジャク レ-寂 靈を 見よ" 

ツ ー、 ケン 通 元 (11111 六 四) 〔眞宗 〕豐 後長 福 寺の 學 僧な 
6、 通 元は 豐後の 人、 東 本願 寺なる 日 田 長 福 寺 道 印の 後を 
繼いて 同 寺に 住し、 學德 並に 高し、 十 住 論の 易 行 品の 講 解に 
全力を 盡し 、大 藏經を 通覽 すると 數 十回、 易 行 品の 敎 義に關 
係す る 文を 抄出し、 十二 年に して 讀易行 品 一部を 作る、 因て 
自ら 易 行 菴と稱 す 後 法 嗣寶月 京都に 携へて 開 刻す、 寶 永の 初 
本願 寺學舍 を 興し、 一宗の 徒の 學問 所と な 3ん とし、 惠空等 
力を 盡す 7^、 幕府 舊例な き 事を 創す るを 禁す 、惪空 等 學舍の 
名義な きを 憂 ひて 通 元に 謀る、 師 乃ち 昔し 大 宰府觀 音 寺に 學 
寮 あ*^ て 今廢 せる を 知-^、 太宰府に 至う 土人に 謀う、 學寮の 
名義を 再 輿し、 京都に 遷す 乙と、 す、 乙れ よう 本願 寺に 高 倉 
學 寮の 稱 あうて、 講堂の 構營 、並に 講師 寮 司 等の 目 皆舊例 に 
る、 眩 これ 師の計 書に 出つ る もの 多し と 云 ふ、 寂 年月日 並に 
享壽缺 く、  . 

ツ ー、 ゲン 通 源  ニ チサ ィ日霽 を 見よ、 

ツ ー ゲン ィン 通 支 院  一! チ H ン日演 を 見よ、 

ツ？ サィ 通濟 j is HEg — A 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 四十 
九 代な う'  通濟 字は 最勝 、江 戶大 塚の 人、 護持 院 役者 通辨の 
室に 入 6、 豐山及 諸方に 學び 、州の 三 保 谷廣德 寺に 住す、 後 根 
生 院に移 6、 護持 院を經 て嘉永 三年 豊山能 化に 擧 けらる、 大 
に 山風を 改め、 寺 堂を 修 す ' 住 七 年辭 して 與喜 寺に 退隱 し、 


ツ ー( 通) ゲーサ 


書辭 名人 家佛本  日  （二三 八) 


ツ 1( 通) > .1， > 


m 治 五 年 十月 十八 日 寂す、 壽八 十五、 (新義 眞言 宗 史料) 
ツ—シ キ通識 y -  rl - 總融を 見よ、 

ツ 1 シン 通 心  ニ チジュ  丨日從 を 見よ、 

ツ 1 シン ニ チチュ ，日 忠を 見よ、 

ツ 1 シンイン 通 43 院  ニ チキ  ョ丨日 境を 見よ、 

ツ ー ジヨ通 如 心 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 通恕 字は 惟忠、 出家 受 具の 後諸禪 刹敎塲 等を 揲問 し學 
內外 R 通す るを 以て 衆 R 推 S る、 初め 建 仁 寺に 住し* 次 R 南 
禪 寺 R 移る、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 師詩偈 を 善くす、 著作 雲壑猿 
吟集 若干 卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳 j 

ツ^-シヨ 1 通 ド-チョ 丨動 潮を 見よ、 

ツ |、ン 3 *—  ヶン ショ— 賢紹を 見よ、 

ツ 1 セン 通 川 (一九 R 九) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧な 
う、 通 川 字は 東 峰、 俗姓 不詳、 出 羽の 人な $、 大休 念に 師 
，事す、 初め 龜谷 に 住し、 後 鹿 山 R 遷 る、 晚年鹿 山 利 濟菴に 屛 
居す、 示 寂 年時缺 く、 壽七 十九な^^ 遺偈ぁ 6、 大用 現前、 
不存 規則、 此 是什麽 規則、 上天 堂 入 地獄、 (延寶 傳燈錄 •本朝 

高僧 傅) 

ツ—チ 通知 二 〇 七 n 一 〔臨 濟宗〕 京都 東 S 寺の 禪 僧な 6、 

通知 字は 心 岳と 云 a 、 出家して 痴兀慧 の 法 孫なる 南明詢 に參 

して 其 法を 嗣 r、 初め 朿福 寺に 在りて 後 版に 居し、 後 東 福 寺 

R 主と なる、 應永 二十 年 五月 十日 寂す， 壽缺 く、 春輝菴 {C 塔 

す、 ■(延 寶傳 燈錄) 

ッ ー チ ッ通徹 ，一一 g gg 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

P,  通徹 字は 淸溪 、自ら 天 遊と 號 す、 俗姓は 三 浦 氏、 相模 


ツ； (通) 夕？ (貞) 


の 人な う、 幼に して 壽福 寺寒癉 雲を 拜して 剃髪 受戒し、 京都 
R 上うて 遊學 す、 壯歲 R して 元 R 入 6、 諸 刹 4C 歴遊し、 三十 
餘年 雙徑に 藏鑰を 掌る、 歸 朝して 天 龍 寺 夢 窓 國師に 依うて 印 
可を 付せられ、 甲斐 淨居 寺に 出世す、 次 R 臨 川 寺 R 據 う、 遷 
うて 天 龍 寺 R 住す、 後 勅命を 奉して 南禪 寺を 主と- CN、 將 軍足 
利義滿 に 紫 衣を 贈らる、 後 丹 波 常 照 寺に 居- CN、 至 德二年 十一 
月 四日 偈を 書して 日く、 五彩 書， 1 虛空ハ 空 何 有， 一 形容 -*'* 虛空乃 
萬 象， 萬 象 乃 虛空 、と、 筆を 投して 寂す、 壽八 十六 •.門人 遺 
命に より 遺骨を 大 井河 R 投 す、 著作 語録 若干 卷ぁ り、 (本朝 高 
僧傳 、續群 二三 七} 

ツ ！，』ヨー 通 妙 (二 011 一) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧 
f、  通 妙 字は 高山， 俗姓 不詳、 壽福寺 寒潭雲 (明 菴西六 
世の 法 孫 i に 師単 し、 其 法を 嗣く 、初め 壽福 寺に 住し、 後* 
圓覺 寺に 遷 る、 晩年 龍 門菴に 退 休す、 示 寂の 年時缺 く、 遺偈 
呵 ，| 罵 佛祖ハ 七十 八 年、 末 後一 句、 臘雪 連， 天、 (延 寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傅} 

〔考〕 永德 前後の 人なら む 

ツ ィン 通明院 

ニ チ ショ-日 祥を 見よ、 

ツ—乏 3 1 イン 通明院  一ー チリ ri 丨 日 11 を 見よ、 

^13 通譽  ガン リョ 丨岸 了を 見よ、 

ツ — 3 通 患 1=1 トンシ ユ— 頓秀を 見よ、 

テの 部 

5* 1 ア貞阿  ゥン セッ 雲說を 見よ、 


c 三 三 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


5* 1 タン * 安 r; 一 - fc : $: 〔淨 土宗〕 京師 犬® 院の 開山な 
P、  貞安號 は 敎蓮社 聖譽と 云 ひ、 別に 退 魯と云 ふ、 俗姓 北 
條 氏、 相 摸の 人な 6、 大蓮 寺堯譽 に投 して 度を 受け、 後、 飯 
沼に 至ぅ、 見 # の 法を 嗣 く、 天 正の 初 近 JX 安土に 遊び、 日蓮 
の 徒を 論 伏し、 大に 盛名な ぅ、 山城 八幡の 西 光寺、 伏 見の 勝 
念 寺を 開き、 京師に 大雲院 を 開き 住す、 元 和 元年 七月 十七 日 
寂す、 (淨 土總 系譜) 

〔考〕 鎭流祖 傅に 依れは、 貞安 俗姓 秋篠 氏、 京師の 人、 大江 
正 時の 子、 七歲 にして 淨華院 良 安に 師事し、 後、 增上 寺に 
學 ひ、 天 正 六 年 五月 安土 城の 法論に 名を 揚 け、 信 長に 皈 依せ 
られ 、大 雲院を 聞き、 天 和 元年 七月 十七 日 七十 七歲 にして 寂 
し /2 6とぁぅ、其事實稍相異すると乙ろぁ6、是非を知ら 
す、 

5- 1 アン 卣 (安； -: 一：  一 -•: 〔淨 土宗〕 武 藏相即 寺の 開山な 
々， 貞安號 は 天 蓮 社 忍 譽と云 ふ、 督蓮社 法譽の 法を 嗣 き、 
武藏多 摩 郡に 相即 寺を 開く、 天文 廿 一年 四月 十九 日 寂す、 (淨 
土總 系譜) 

ープ ー イン 貞院 (一八 九 七) 〔眞言 宗〕 奈良海 龍王 寺の 律 僧 
f,  貞 院字は 修蓮 、嘉禎 三年 興 正 菩薩に 就きて 息 慈戒を 

受け、 二 年を 經て 具足 戒を納 る、 能く 律 部を 究め、 興 正 菩薩 

に 密敎を 學 CA 、 海 龍王 寺に 住して、 密を弘 め. 律を 布く、 寂 

年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

*プー カ ク 貞覺  ド 1 ゲン 道玄を 見ょ、 

5* 1 ギン 負 吟  リヨ-キヨ-- 良經を 見ょ、 

チ ー キヨ ー 貞慶 AA IS 〔法相 宗； 一山 城 笠 置 寺の 學僧な 

テ. ~( 貞) ヌーキ 


i  貞慶は 字は 解脫 、左少 辨藤原 貞憲の 子な り、 久壽二 年 
五月に生る、學年の時轉福寺の權僧正覺憲に師事し、十歲剃 
髮 受戒し、 貞慶と 名く、 壽永の 初 維摩 會の主 座に 陞う 、文治 二 
年 再 ひ 推 選 せらる 興 福 寺に 居る ^ と 二十 餘年 なり、 夙に 顯榮 
の 位地を 捨て、 山城 笠 置 寺に 隱る 、時に 二十 九歲な う、 後 鳥 
羽 上皇 好みて 麋鹿を 射る" 暮年其 過を 悔い、 梵字を 建て 師を 
召して 落慶 供養せ しむ， 承 元 二 年 海 住 山寺に 移 6 : 住 六 年、 
學徒 多く 集まる、 師注 相を 宗と すれと も、 常に 律を 持す る 乙 
とを 務 とす、 警誡十 一條を 作う、 儀觀鈔 と い ふ、 建 曆二年 海 
住 寺に あう、 十月 疾を 得、 翌建保 元年 二月 三 R 寂 す、 壽 五十 
九、 臘四 十九、 朝廷 解脫 上人と 諡 す、 師沁弟 四 人、 皆 僧と な 6、 
延曆 園城兩 寺に 入る 貞雅 、貞覺 ’實玄 、貞圓 、是な 6、 卜 '足 
明光院 の覺遍 、東北 院 の圓玄 、新院 の良算 、角 院 の璋圆 等當 
時に 名 あう、 著作 唯識 同學鈔 六十 二卷 ' 、 良 算興支 等の 草本を 
編し / 2 る ものな- 00 、あ 6、 ( 元亨釋 書. 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 
疏錄) 

5* 1 キヨ ー 卣 (慶  一 謹  〔眞言 宗〕 京都 m 寺の 長者な 
う、 貞慶 俗姓は 大田 氏、 美 濃の 人な 6、 州の 延命 院承俊 僧 
都に 從ひ て兩 部の 灌頂 法を 受け、 京都に 入うて 諸 師に請 S し、 
ょ、 其蘿を 究め、 延長 七 年 東 寺を 主と る、 承 平 三年 春 詔に ょ 
う貞觀 寺に 住し 天慶 三年 冬 律師に 任す、 七 年 夏勸修 寺の 檢校 
を 司と 6、 七 年 七月 八日 寂す、 壽七 十二、 (本朝 高僧 傳) 

5* 1 キヨ ー 貞嘵 1.5 言宗〕 山城 仁 和 寺の 僧な 
う、 貞曉は 鎌 倉 法 印と 號 し、 又 高 野 法 印と も 云 ふ、 俗姓は 
源氏、 右 大將賴 朝の 子な う、 出家して 後 高 野 御室 隆曉の 二師 


ユノー( 貞キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 三 八） 


5* —  ( 貞) コ — ゴ 


R 就て 密敎を 習 a 、 建久 三年 六月 隆曉の 室に 入うて 密 灌を受 
く、 寬喜 三年 二月 二十 二日 高 野に 於て 寂す、 壽四 十六、 (仁 和 
寺 諸院家 記、 高 野 春秋) 

負 弘 (一九 一 A 〕 〔法相 宗〕 大和 修行 院の學 僧な 
う， 貞弘 字は 勸慶と 云 ふ、 正 嘉二年 維摩 會 to 講師と なう， 
修行 院に 住し 法相を 唱 ふ、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

夕 1 ゴク 貞極 jm ハ S 土宗 S 藏 K 休養の 開山な 
う、 貞極號 は 
一蓮社 立春と 云 
ふ、 京都 室町の 
人、 俗姓 大西 氏、 

世々 豪商な-^、 

母 某は 本宮 女、 

後 父に 嫁す、 師 
延寶五 年に 生 
る、 幾何 もな く 
母を 喪 ふ 父の 
後妻の 逆 遇を 受 
け、 八歲 にして 

斷然 出家す、 二 

十七 歲 山城 岡 崎 

に 至う、 廣譽厭 求 上人に 謁して、 得度 受戒し、 其 下に あると、 四 

年に して 關東に 遊び、 小石 川傳 通院に 入う、 了 因に 師事し、 

慧行共に進む、但譽上人ょ6宗戒兩豚を受け、三年にして厭 

求の 下に 歸省 す、 尋で 再び 關東に 遊び、 楞嚴經 等を 讀む乙 と 


夕 1( 貞 }コ 


三年 再び 厭 求の 下に 歸 る、 一日 慧心 僧都の 傳を讀 み、 其 母 
の 僧都を 敎誡 する の 乙と を讀む に 至う、 深く 感激し、 道心 愈 
堅し， 正 德 三年 十一月 厭 求の 寂せ る 後、 江戶 小石 川に 隱 棲し、 
誦經 念佛を 乙と、 す 尋て五 畿中國 九州を 歴遊し、 亨保 元年 江 
戶に歸 6、 麻布に 居う、 後 三 河 島 通津菴 、根 岸 四休菴 に寓 し、 
法 化 盛 / L なう、 前後 其 菴を訪 うて 敎を受 くる 者八ガ 人に /- ぶ 
と 云 ふ、 選擇 集を 講 する 乙と 一百餘 度に 至る、 寶曆六 年 五月 
廿日 豫め 死期を 知う、 大に 道俗を 集め、 懇ろに 敎誡 し、 六月 
二日 寂す、 壽 八十、 臘五 十三、 門人 了 山 塔を 葛 西善應 寺に 建 
つ、 師 一代の 著作 頗る 多し 即ち 鎚砧鈔 十卷 、六 波羅密 寶林鈔 
四卷 、涅槃 像隨 文畧賛 、法の 道 芝 : 二 十二 相 顯要鈔 、兩 派自 
他 二 要、 五重 廢立鈔 、六 波羅密 拾玉鈔 、二 十五 菩薩 拾穗鈔 、 
各三卷 、本願 念 佛 感光 章二卷 、淨土 回向 要决 、如 來十力 得 勝 
論、 三 心 敎訓抄 、深 草 問答 ♦淨土 八 祖畧傳 要 註、 淨土 和語 宗 
要增 一法 門、 或 難 白 高下 論决 、白旗 大澤業 成論决 、選 擇辨、 
同 九 門 支談 、安心 請要决 、即 心念佛 談義 本、 曼陀羅 大意鈔 、 
黑談 和解、 易往而 無人 和解、 百 萬遍勸 誡抄選 翼、 女人 往生 發 
蒙抄 、如來 十號隨 文畧賛 、善薩 在天 定壽 論、 放 生修. 行 眞僞 
論訣 、翻 迷 入 正論、 談義 七 章 和解、 觸光柔 輭天仁 添削 私考、 
念佛 往生 授幻鈔 、本願 顯宗 記、 念佛 燈明畧 解、 同 飮食畧 解、 
百華畧 解、 佛說 善生經 和解、 光明 遍照訓 方 章、 黑谷永 觀兩家 
異相、 三 寶示正 記、 三 不遠畧 解、 敎相 辨異鈔 、同續 、正雜 得 
失 論、 四 恩 孝順#、 十 自在 光順 鈔 、實義 無 輩 品 畧圖篇 、眞俗 
一事鈔 、四 休 庵釋敎 和歌 集、 常陸帶 、小 寺 法則、 十 五條 提要 
鈔 、圓頓 戒選要 鈔、 同 圓頓戒 二 掌 記、 同 選要鈔 、同 敎不鈔 1 


C 五三 八） 


書辭 名人 家佛 本日 


施 化發迹 二門畧 解、 中 有 年忌 定數 論决 "辨 文字 般若 記、 灌佛 
法則 報恩#、 勸勝 論、 铺處 菩薩 在天 定壽 論、 各 一卷 ぁう、 (貞 
極上 人畧傳 、續 日本 高僧 傳 、淨土 宗經論 章 疏錄) 

ー プ I サン 貞山  ニ チ リョ-日 遼を 見ょ、 

5* 1 夢 ン負殘 二 •二 H  〔浄土宗〕 甲斐 壽淸院 の 開山な 
う、 貞殘は 稱蓮社 念 譽と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 傳 
察に 師事して 宗乘を 究め、 甲府壽 淸院の 開山と なる、 寬永十 
四 年 八月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

t プ！ ザ ン 貞 殘二三 一 , : 一 〔淨 士宗〕 江 戶嚴 淨院の 開山な 
う、 貞殘は 專蓮社 高 # と號 す、 俗姓は 鈴 木 氏、 武藏の 人な 
う、 初め 浦 川淨福 寺に 入うて 剃髪し、 次に 廓 山に 從つ て淨土 
敎 VI 學び 、觀 智阈師 の 法を 嗣 r、 江戸 小石 川に 嚴淨院 を 沏し 
て 住し、 萬 治 二 年 九月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 f 淨土總 系譜) 

5- 1 ジツ貞 {貫 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

う、 貞實 字は 肥 後 己講と S ひ、 京都の 人、 賴 基の 子、 肥 後 
守 盛 房の 孫な う、 附法 一人 ぁう、 眞觀 とい ふ、 字は 覺 性、 初 
め 在俗の 時尙 書と な 6、 退きて 出家 受 法す、 (續 傳燈 廣錄) 

夕 1 ジュ 貞壽 (1 五六 七) 〔眞言 宗〕 大和 東大寺の 學僧な 

う、 貞壽は 延喜七 年春大 覺寺聖 寶に從 つて 密灌を 受け、 東 

大寺に 住し、 後 高野山に 退 居し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 

僧傳) 

5* 1 シュン 負 舜ーー ー g A^ l 〔天台宗 \_/ 近 江 比 叙 山の 學 僧な 

う、 貞舜は 比 叙 山に 登う、 貞濟 に親附 して 多年 習學 す、 西 

塔の 寶圓院 に 在うて 道譽 高し、 應永 年中 近 江 柏 原に 成 菩提寺 

を 開きて 圓頓の 法を 說く 、師 常に 天台 敎の 衰微を 慨し 、常に 


5* — X— V 貞〕 サ ー 、ン 


挽回の 志 ぁう、 因て 七 帖 見聞を 艸 す、 慈慧 僧 .! E 九十 餘歲の 時 
問答鈔 を 作りて 寶要 安立と いふ、 應永 二十 九 年 正月 寂す、 壽 
八十 九、 

チ ージユ ン 貞準ーーー1ーーー|於 〔淨土 宗西山 派〕 山城 禪林 寺の 
學僧な り、 ic 準號 は寰 空、 後 自ら 一中と 號 す、 俗姓は 山村 
氏、 京都の 人な f 初め 但馬 生野來 迎寺貞 岸に ょ 6 .て 制 髮 し、 
業を 積峰慶 善に 受 く、 伊勢の 淨土寺 尾 張 曼荼羅 寺に 歷 住し、 
延寶几 年の 冬 京都禪 林 寺に 住し、 盛んに 法 化を 布く、 貞享二 
年 三： 1C 二 十 一旦 叔す 、壽 五十 九、 著作、 視經疏 新 記 十六 卷、 
阿 彌陀經 指 要 抄三卷 、仝 直 解 三卷 、淨土 宗派 一卷 、往生 十 因 
新 抄三卷 、般舟 三昧 經疏 一卷 、安樂 集 新 抄五卷 、淨土 承繼譜 
若干 卷等 ぁう、 (淨 土總 系譜、 禪林寺 記録、 淨 土宗經 論章疏 
錄) 

テ—；、 ンユン 貞順  ニ チタ-日 空を！！：？ ょ、 

f^I 貞崇 j 85 贴 〔眞言 宗〕 山城 醍蝴 寺の 僧な う、 
貞崇 俗姓は 三 善 氏、 貞觀八 年 山城に 生る、 初め 貞觀 寺の 惠宿 
に從ひ て 密敎を 學 ひ、 後醍醐 寺の 聖寶 に 嵌り、 灌頂 法を 禀 け、 
兼て 三論を 質 ^ す、 出て、 大和 鳳 岳 寺に 住し、 藥師 寺に 移つ 
る、 延長 八 年 醍醐 寺の 座主に 補 せらる、 此年 帝不豫 にして 師 
に 詔して 加護せ しむ、 承 平 三年 東大寺を 董 し、 冬 十月 東 寺の 
三 長者に 加は 6、 天慶 元年 權大 僧都に 任し、 五 年 十月 金剛 峰 
寺の 座主を 領す 、明年 上表して 昌泰二 年 東 寺の 二十 僧を 辭 し、 
合 峰 山に 隱れ 、菴 居して 三十 餘年 山を 出て $'' らん Z. とを 期す、 
延長 五 年 詔を 蒙む りて 俄に 宮に 侍し、 奏請して 山に 歸 へり、 
天慶七 年 七月 二十 一日 寂す、 壽七 十九、 (本朝 高僧 傳) 


チ 1( 貞) ジ 1 ス 


書辭 名人 家怫本  日  (:六 三 八: T 


チ— (貞) ゼーハ 


夕 1 ゼン » 禪 ( . ; 〔三論 宗〕 大和 東南 院の學 僧な 

t  貞禪 は貞敏 に隨 S て 三論を 受け、 久しく 京都 奈 良の 間 
に 遊 s' 大小 乘に 通す、 東南 院に 住し， 俱舍 、婆娑 、發智 論 等 
を講 し、 覺澄 等と 共に 名高し、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅}, 
チ I. ゾン 貞存； Ir : j A: A: 〔淨 土宗〕 總州大 雲 寺の 開山な 
う、 貞存は 天 蓮社梵 譽と號 す、 俗姓は 岡 部 氏、 武藏 江戶の 
人な う、 靈巖に 師事して 淨土敎 を 修め、 下總本 所に 大雲 寺を 
開く、 寬永五 年 二月 二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チ I、 トン 貞鋪 ニニ 三 一 〔淨 土宗〕 三 河 大樹 寺 第 十代な 
う、 貞 鈍は 重 蓮 社 隣 譽と號 す、 祖洞に 師事して 法を 嗣 ぎ、 

三 河 大樹 寺に 主と なる、 州の 岡 崎 松應寺 開山と なる、 元龜二 
年 七月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

夕！ ハ 貞把一 |ーーわ随 〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺の 第 九 代な 
6、 貞把號 は 摩 蓮 社道譽 、俗姓 大谷 氏、 畠 山の 麾下な 和 
泉 國日根 郡 鳥 取 庄波宇 手 村の 人、 父は 刑 部亟 、永 正 十二 年 九 
月廿 八日に 生る、 大永七 年 三月 十三 日 十三 歲 R して 同 庄寶圆 

寺貞也 上人に 投 し薙染 す、 性魯 鈍に して 道心 甚深 し、 十七 歲 

の 時 亨祿四 年 二月 果譽 上人 天啓の 高風を 慕 ひ、 就て 學ばむ と 

す、 天啓 之を 許す、 精勵九 年に して 歸省 し、 師の 命に依り 齊 

講筵を 開きし も 訥辯に して 衆の 嘲笑を 招き" 再び 去て 東關に 

至う、 下總成 田不刺 尊に 祈う、 且つ 祖洞 上人 R 從ひて 法を 受 

け、 攻學 甚だ 動む、 弘 化の 時 武藏國 小 机 庄泉谷 寺に 小 松を 植 

えて 誓 ふ 所 あう、 天文 年中 下 總國十 葉 郡 生 實龍澤 の 水中に 證 

悟す、 故に 師 V」 以て 傳 法の 中興と なす、 其澤沼 を 塡め て大巖 

寺を 建つ、 原 式部 其 費を 資し、 弘治 元年 七月 增上 寺の 第 九 代 


‘  チ 上 貞、 _ 

となり、 永祿六 年生 實に歸 住し、 武藏臼 井村 (C 長 源 寺を 創立 
して 遷り 住す 天 正 二 年 十二；^ 七 n 寂す、 壽 六十、 法菔 四十 八、 
龍澤 山に 歸 葬す、 C 三 緣山志 ) 

一 T ベン 貞辨一 一一 g HA g 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な う、 
貞辨は 朝圓任 承二師 に學 習して 台密 兩 宗の蘊 を盡 し、 一 寺の 
老と稱 せらる、 康曆二 年 七月 廿 四日 寂す、 壽 五十二 (三 井續 
燈 記) 

真 擧 = . ) 〔淨 土宗〕 信 濃來迎 寺の 開山な 

う、 貞譽は 其 俗姓 生國詳 かならず、 智譽 上人に 師事して 法を 
嗣 ぎ、 信 濃 飯 田に 來迎 寺を 開く、 寂 年月日" 及び 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜} 

夕 1 ヨ 貞譽. 一一 81 配 (眞言 宗) 京都 東 寺の 長者な う、 貞 
譽は 鄕貫詳 かな > b ず、 天 慶五年 東 券の 長者 R 任し、 同 七 年 七 
月 八日 寂す、 壽七 十二、 (東 寺 長者 flif 任) 
f0 卣 s aii 二 •九 七 〔浄土宗〕 肥 後 源 空 寺の 開山な う、 
貞譽 は筑 後の 人、 法を 觀智國 師に嗣 ぎ、 肥 後 熊 本源 空 寺の 開山 
となる、 寬永 十四 年 三月 二十 九日 寂す、 壽缺 く' (淨 土總 系譜) 
5- ? =? 一磨 S 亍ン' カン 南岸 ^ 見よ、 

5* 1ヨ ト P 摩 ー  リョ _ ゴ ク靈 極を 見よ* 

ー プ！ ヨ 貞擧！ I  リョ -ャ了 也を 見よ、 

5* 19 ユ—  r x 胡 能  リョ- ショ— 良聖を 見よ、 

チ ー ガン 庭 岸  一 i; 四 七 〔浄土宗〕 美 濃大運 寺の 開山な 
6、 庭 岸は 生 蓮 社是 譽と號 す、 俗姓は 靑木 氏、 近 江 膳 所の 人 
なう、知童に師事して法を嗣ぎ、美濃大垣に大運寺を創立す、 


(七三 八） 


書辭名 人家 佛 本日 


貞享四 年 十月 三十日 寂す、 ■& 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

夕 1 キ禎喜 j A-t ll 〔眞言 S 京 郡朿 寺の 長者な う、 

禎 喜は 藤 原 宗 信の 子、 世 豪 法 印 密灌の 高弟に して 瑜伽 法に 修 
練の 名を 得た う、 保 元三 年勑 して 法眼に 叙し、 圆城廣 隆の二 
寺を 司と らしむ、 永 曆元尔 東 寺の 長者に 加へ、 權少 僧都に 任 
す、 應保 元年 六月 詔に よ 6 神 泉苑に 雨を 禱 6 て 驗ぁ 6、 仁 安 
の 初め 大 僧都に 任し、 六月 雨を 禱 6 朿 寺の 一の 長者に 賞 任す、 
此 秋寺務 法務 兼 帶の宣 を 承く、 二 屯 正月 權大 僧正に 轉し 、嘉 
應 三年 春 仁 和 圓敎二 寺の 寺務を 見る" 此歲荞 三た ひ 雨を 祈う、 
輦 車に 乗る 乙と を 許 3 る、 承 安二 年 秋 後白河 上皇の 病を 加持 
し、 賞して 阿 闍梨五 人を 束 寺 西院に 置き、 尋きて 東 寺 修營の 
費を 賜 ふ、 治 承 元年 東大寺を 管す、 四 年 七月 高 倉 上皇の 病を 
加持し、 賞して 弟子 任遍を 權 律師に 任す、 冬 亦 同し く 病を 祈 
$ て 官 馬 i: 賜 a 、 眞禎を 擧けて 法眼に 叙す、 壽永二 年 庇 輿に 
乗うて 禁に 入る 乙と を 許 3 れ 、十月 一日 寂す、 壽八 十五、 (本 
朝 高僧 傅) 

5* 1 ヨ 賴譽  マ V テキ 萬 的を 見よ、 

チ ー タン 鼎審〕 シユ I バィ 宗梅を 見よ、 

5* 1 サン 鼎 山  ソン ィ存葬 を 見よ、 

5- 1 3 1 廷用  シ H  — キ宗 器を 見よ、 

5* 1 ヨ ー 廷用  モング-文 ii を 見よ、 

チ 丨ョ 帝譽  ソンク I 尊 空を 見よ、 

5- 1 ヨ 底擧 I  ドン キユ 1 吞岌を 見よ、 

5- キオ— 龄 办羽  乇ンチ ユ丨文 仲を 見よ、 

ーブキ ザ ン的山 一 •一 ’ H. : 1 _j 三 〔淨 土宗〕 伊勢 大安 寺の 開山な 


う、 的 山は 明 蓮 社 誠 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 隨 流に 法 
を嗣 ぎ、 伊勢山 田に 大安 寺を 御して 住し、 寬文 三 ^ 十二月 十 
九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チキ F1 的 道  一一 一 •一 i: 三 〔淨 土宗〕 筑前報 光寺の 中興な 
6、 的 道は 道 蓮 社 成 譽と號 し、 筑前 糟屋の 人な 6、 法を 隨波 
に嗣 ぎ、 州の 博 多 報 光寺に 住して 中興と な 6、 大隈の 成榮寺 
に 主と なう、 其 廢頹を 興す、 延寶 元年 十月 二十 七日 寂す、 世 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チ キヨ 的 # レキ サン 歷山を 見よ、 

5* キリン  ^  ユ —チユ ~ 融 中を 見よ、 

チキ タン 適 ^; ホ- ジ r| ソ法 順を 見よ、 

一 h キス ィ滴 水 -— 一一 ? H -fc- 〔曹 洞宗〕 加 賀大乘 寺の 禪 僧な 
う、 滴水 字は 曹 源、 石 見津和 野の 人、 俗姓は 神代 氏、 龜井侯 
の 家臣 神代 信 記の 季子'  母は 原 田 氏な 6、 寬文 元年 五月七日 
に 生る.. 稍 長して 出家し、 諸國の 叢林を 歷 遊し、 後、 加賀大 
乘寺に 住し、 大に曹 洞の 宗風を 擧 楊す、 享保二 年 四月 十一 日 
寂す、 壽五 十七、 曹 源三會 錄三卷 ぁう、 

タキ スィ 滴 7K ギモク 宜牧を 尾よ、 

タ キネ ン適妖 ？ (一九 三 七) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 
6、 適然 字は 覺靜 大和の 人、 圓照 律師に 師事して 戒律を 傅へ、 
海 龍王 寺に 投し 禪慧の 講義を 聞き、 光明 山に 入 6、 智舜の 三 
論 講義を 聞く、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

チ ッガン 哲顏 ii il 〔淨 土宗〕 京都 淸蓮 寺の 僧な 6、 
哲顏 號は淨 阿、 俗姓 詳かな ら す、 肥 前の 人な 6、 早 年 出家し 
道心 堅し、 日課 念佛 七万遍 すノ淸 蓮 寺に 住し、 毎日 晨朝獨 6 


5- イ (禎 、鼎， 廷 、帝、 底〕 5* キ 「的〕 


チキ (的 適、 滴) チ ツ (哲 J 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 H 八） 


タ ツ (哲 、鐵 }ガ ーオ 


チ ツ C 鐵) クー字 


曠野に‘ 出て V 西方を 望みて 高 聲念佛 す" 終日 兒女を 集めて 念 
佛を勸 め、 法澤を 蒙む る 名の 甚た 多し* 時人 呼 a て 念 佛和尙 
とい ふ、 寶曆四 年 正月 豫め 死期を 知う、 四日に 道俗を 招集し 
異口同音に 阿 彌陀佛 號を唱 へ、 少 頃して 合掌して 安然 寂す、 
壽六 十一、 師 一生に 彌陀經 を 誦する 乙と 二十 萬 部な う" 死後 
舌极 に舍利を生し /2 $といふ、(續日本高僧傳) 

チ ツガ ン哲 §厭  ソシ ュン 祖_ を 見よ、 

タツ シュ^" 哲秀 (二三 四 S  〔淨 土宗〕 京都 正 念 寺の 學僧 
なう、 哲秀 字は 楊柳、 常 陸の 人な う、 幼 R して 出家し、 哲 
翁に 師事し 三緣 山に 登う、 諸 部を 研究す、 南北 二 京に 周遊し 
て 俱舍因 明唯識 を硏究 し、 且つ 儒 書に 通す、 貞享 元年 伊勢 桑 
名 R 往 き、 法 門を 弘 通し、 後 京都 正 念 寺 R 住す、 示 寂の 年月 
日缺 く、 (鎭流 祖傳) 

チ ツソ ー 哲 僧 #; 1 ; 〔眞 宗〕 加賀 河北 二日 市 誓 入 寺の 
住持な う、 哲 僧は 護法 院と號 し、 倉 谷 氏を 姓と なす、 寮 司 
となうて 天 保 十三 年よう 高 倉學 寮に 八識 規矩 俱舍 論を 講 し、 
明治 二 年擬講 となう" 同 五 年 十月 職を 免し" 六 年 員外に 轉し 

尋きて 三等 學師 となうて 明治 十三 取 五敎 章を 講 し、 後 二等 學 

師 となう— 十六 年 七月 二十日 寂す、 (眞宗 史料) 

チ ツ F1 哲道 (三 二 0 一 〕 〔淨 土宗〕 安房 眞勝 寺の 開山な 

う、 哲道は 圓蓮社 寂 # と號 し、 肥 前 長 崎の 人、 俗姓は 三 浦 

氏な う、 珂 山に 師事して 宗乘を 硏究 し、 其 法を 嗣ぎて 後 安房 

賀茂 村眞勝 寺を 瓶す、 寂 年、 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

テツ タン 鐵朴奄  ド！ ショ-道 生を 見よ、 

チ ツ方 S 鐵翁  ソモ ン祖 門を 見よ、 


一 h ツク 1 & 死 エ  ジュンコ 純 固を 見よ、 

タツ ゲン « ■  ド- コ-道 光を 見よ 3 
ー タツ、 キユ— 鐵牛  ド- キ道 機を 見よ、 

一 h ツギ ユ？  鐵牛  ク- イン 景 印を 見よ、 

チ ツギ ユ1 鐘 牛  H ンシ ン圆心 を 見よ、 

5* ツサ ン鐘 LIJ シアン 士 安を 見よ、 

タ ツサ ン鐵 0] シュー ドン 宗鈍を 見よ、 

チ ツシ ン^^^; P  ド丨 イン 道 印を 見よ、 

ープツ シン z-i - E? ^ ド丨 ハン 道胖を 見よ、 

タ ツシユ ！ 鐵舟  シ d  i ドン 宗鈍を 見よ、 

チ ツシユ I 鐵舟  トク サイ 德濟を 見よ、 

チ ツセ ン シ ュ ーキ宗 熙を昆 よ、 

タ ツ ソン 鐵 « ゲン サク 立 ® を 見よ、 

タ ツ孕ン 鐵然 #.; た 一一 〔眞宗 〕 周 防 妙 遠 寺の 住持な 6、 
姓は 大 #!' 氏、 周 防の 人 妙 遠 寺 月 性の 弟子と なる、 鐵然は 賢 正 
院と號 す 維新の 初牢 本山 大改 革に 際し， 力を 盡 し、 明治 三年 
七月 會計 加談に 任し" 四 年 八月 赤松 連 城と 共に 參補 となう、 
八 年 一月 執 綱 代理と なう、 同 五月 執事と な 九 年 鹿兒島 
開敎 のた め開敎 長と して 善 正 寺 龍 川 賢 流、 光專寺 桑門 垂着 
等を 從へて 同地に 出張した るに、 西南の 事變 起う、 私學校 
の 徒は 師か 木戶參 議の內 命を 受け" 開敎に 名を 托して 出張 
し 穴 る ものな 6 と誤傳 し、 十 年 一月 -) H 一日 賊徒 坂 本 佐 一郎、 
大山 某 等 兇器を 携 へて 師の 寓居を 襲 a、 金品を 奪 a て 暴行す、 
二月 六日に. 至う 再 a 賊徒 三十 名 許う 來 襲し、 師の 一行を 捕へ 
て獄 に 投 し、 師 に木戶 參 議の內 命を 白狀 せよ と 迫- 〇 しも、 師 


(A 三 八）  書辭 名人 家佛本  日 


は 知ら S るを 以て 唯 知らす と 答 ふ、 賊徒 之を 苛 責して 獄中の 
慘狀 S ふへから す" 爾來 三十 餘 日を 經て 三月 十日に 至う 喇叭 
の 音の 聞 乙ぇ しか. ば， 必定 官軍の 來襲 せし ならん と 思 CA しが、 
果して 渥美少 警視 數十 名の 巡査を 率ゐ來 6 て 師を 獄中ょう 救 
S 出した れば 、師は 同 三月 十三 日 同地を 出發し 十九 日大 坂に 
於て 解散せられ、 京都に 歸 る、 本山 其 功を 表して 數百 金を 與 
ふ、 後 二十 七 年 日 淸の戰 役に 方う、 朝鮮に 航して 宗務に 力を 
盡 す、 明治 卅五年 四月 廿 五日 寂す、 師は 本願 寺 派に 於て 一默 
雷、 二鐵然 、三連 城と 呼 はれた うと 云 ふ、 

5* ッシユ ー 徹周 is 誌 S 宗〕 越 前 新 保專久 寺の 住持 
f,  徹 周は 是 海と 號す 、俗姓 佐々 木 氏な う、 文政 元年 二 
月 三日 越 前足 羽 郡 花 堂 村の 一 農家に 生る、 八 歲の時 自ら 寺に 
走うて 衆徒と なる、 十八 歲 京都 高 倉學 寮に 投し 、極貧の 間に 
善く 業を 研く、 二 十四 歲當時 北陸 唯一の 資產 家三國 鶴 叟の請 
に應 し、 三 國新保 村 專久 寺に 住す、 尋 S て 寮 司に 擧けら る、 
益學 間を 怠らす、 龍 山 學師に 謁して 疑義を 質し、 圓乘 院の說 
を受得 す、 玆に 於て 名聲 四方に 顯は る、 偶々 派 內圓乘 院學派 
と： 甘 パ院學 派と 軋鑠 する あう、 師 は圓乘 院學 派に 固執す るの 

故を 以て、 前後 二回 說敎ヒ 制止 せらる、 前は 三年、 後は 無期 

なう、 師 、說を 曲げず、 文久 元年 元 鷹 司 家の 儒臣 なる 三闕大 

學 (號 は幽 眠) 其 間に 斡旋し、 專久 寺を 九 條關白 家の 菩提 所と 

爲し 、次て 師を日 野中 網 言の 猶子に 薦めて 本山に 迫うて 其 苛 

禁を 解かしむ、 後師は 猶說を 曲け す、 明治 三年 金澤に 赴き、 

甞て 師事し '/ 2 うし 頓成 に會 し、 二種 深 信に 就きて 其 所信を 翻 

へ S ん ことを 勸む 、日を 越えて 對論 する こと 三回に 及 ふ、 明 


治 十 年 遂に 一派 內の 紛擾に 忍 a す、 退隱を 願 ふ、 遂に 大谷派 
よう 擯斥 せらる、 東京に 出て 內務 大臣 西鄕從 道の 周旋を 以て 
時宗に 轉 し、 直に 大 講義に 補 せらる、 後 累進して 僧正 R 至る、 
然れ とも 外 儀 所信 其に 變改 せす、 眞 宗の敎 理を說 く、 明治 二 
十一 年實語 敎會を 粗 織し、 本部を 福 井 市 江戸 下町に 構へ、 十 
餘ヶ 所に 支部を 置き、 布敎に 努む 、明治 二十 七 年 七月 十一 日 
巡錫の 途に 寂す、 壽七 十七、 師の敎 義は越 前、 加賀越 中、 三 
河、 尾 張、 美 濃、 大坂 、京都、 東京に 傳播 す、 俗間に 南 本山と 
稱 す、 著作 改悔文 偶語 錄 、機 法 二種 深 信 問答 ぁう、 師の說 は 
佛 心と 凡 心とは 一 鉢に して 佛心は 攝 取不捨 、凡 心は 歸 命の 信 
心と して 南無の 二字に 於て 一 鉢 融和す と s ふなう" 當 時の 法 
鉢の 弊と 半 自力の 迷を 破して 全 他力の 敎を 主張した るな 6、 
5- ツオ ー 徹翁  ャコ 丨義亨 を 見よ、 

5* ツサ ン m u  シク ヮク 旨 廓を 見よ、 

タ ツシユ ー 徹岫  シコ- ク宗 九を 見よ、 

5* ツジ 3 1 徹定 ii s 〔淨 土宗〕 京師 知 恩 院の第 ヒ千 
五代な う、 徹定は 法 號隨蓮 社 順 # と SS、 別號松 翁、 古 
溪 、古 經堂等 ぁ- CN、 筑後有 馬の 人、 文化 十一 年 三月 十五 日 
に 生る， 父は 藩士 鵜 飼 萬 五部 政 善、 母は 久保 氏な う、 師は其 
二 男な う、 文政 二 年 三月 六歲 にて 久留 米瀨之 下町 西岸# 光# 
禪龍に 投 し、 手 度を 受 く' 同 十 年 京師に 出 遊し、 佛儒 二敎を 
講究す、 天 保 三年 十一月 江 戶增上 寺順應 寮に 就 S て 五重 相承 
し、 同 五 年 十一月 大僧正 功譽念 成に 就 S て 宗脉を 受け、 同 十 
三年 四月 增上寺 新 谷の 學 寮を 司う、 安政 二 年 十月 月 行事に 進 
み、 文久 元年 四月 甘 四日 武藏 岩附 檀林淨 _ 寺に 住し、 明治 五 
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チ ツ (徹  >タ ン (天) 


チン f 天、 イ ー カ 


年 敎部省 の 徵に應 し 十 等 出仕と なう、 同年 六月 權少敎 正に 補 
せられ'  淺草 誓願 寺に 轉 住し、 翌 七月 權大敎 正に秫 せらる、 
同 九月 傳 通院 六十 二 代と なう、 五 年 十月 十九 日 淨土宗 管長と 
なる、 是れ 浄土宗 管長の 始な う、 七 年 四月 知恩院 七十 五代と 
なる、 同 八 年大敎 正 R 補せ ら る、 九 年 十月 式部 寮 雅樂大 曲を 
傳授 せられ、 大 伶人と なる、 十 年 薩摩廣 島に 巡 化し、 暴徒に 
苦め らる 、二十 屯 四月 知 恩院を 辭 し、 福 壽院に 退院す、 二十 
四 年 二月 十五 日 尾 張に 巡 化し、 三月 十五 日 愛知 郡 名 古 屋村阿 
彌陀 堂に 寂す、 壽七 十八な う、 十六 日荼毘 し、 十八 日 知恩院 
に 遺骨を 送う、 四月 廿 六日 葬儀を 行 ふ、 著作 釋迦正 謬 初 破 再 
破、 瑞蓮奇 賞 羅漢 圖讃 集、 各三卷 、傳語 匡 謬、 緣山詩 叢、 闢 
邪 管見錄 、各 二卷 、甘露 記、 闢邪 集、 佛法 不可 斥 論、 笑 耶 論. 
譯塲列 位、 古 經題蹂 、各 一卷 、別に 文 雄の 蓮 門 經籍錄 訂正 二 
卷 あ-^、 

チ ツソ 1 徹叟  ジャ クコ-寂 晃を 見よ、 

チッッ 1 徹通  ギカ ィ義价 を昆 よ、 

チ ツハン s ffi =  _ ガ永雅 k 見よ、 

チン タ 天 阿  ニ チ ォ-日 雄を 見よ、 

ープ ンア 天 阿  ベン シユ丨 辨秀を 見よ、 

チン アン ^ f  エ ギ懷義 を 見よ、 

5* ンアン 天 ^ ゲン ホ ー立彭 を 見よ、 

f ンァン 天 巷  ゼン ギョ ー 全堯を 見よ、 

5* ンヌン 天 巷  ゼン シ  ョ 禪 曙を 見よ , 

チン イ 天意 (一三 〇一) 〔淨 土宗〕 安房 大泉 寺の 開山な う、 

天意は 心 蓮 社 三 譽と號 し、 肥 前 唐津の 人な. CN、 法を 河 山に 嗣 


ぎ、 安房 平 群 郡 正木 村に 大泉 寺を 建て、 開山と なる、 寂 年 及 
世壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

チン ィン 天隱  リ d 丨タク 龍澤を 見よ、 

5* ンエ 天 _  ニ チ ユ-日 勇を 見よ、 

タン エ— 天 英  シ ユ—ヶ  ン周 賢を 見よ、 

チン M 丨天英  ショ-テ- 祥貞を 見よ、 

チ ンエ ~ 天、 氷 リン タッ 琳 達を 見よ、 

5- ンオ ー 天 私 羽  ゼン パン 全播を 見よ、 

テ ン カィ 天 海 ニー j 一 姿 〔天台宗〕 武 藏江戶 東叡 山の 開山 
f, 天 海 初の 名は 隨 風と 云 ふ、 俗姓 蘆 名 氏、 (一に 三 浦 氏 
と 云 ふ 7P 共に 同系な $、) 天文 五 年に 奥州 會津の 高 田に 生れ、 
幼に して 聰穎 群を 出づ 、天文 十五 年 十一 歲に して 會津 の稻荷 
堂に 投 し， 別 當辨譽 法師を 仰 S て 手 度を 受け、 同 十八 年 十四 
歲に して 出 遊の 志 あ 自ら 請うて 辨譽 法師の 下を 辭 し、‘ 下 
野 宇都 宮粉河 寺に 至 6、 權 僧正 皇舜に 謁して 弟子と なう、 天台 
の 敎觀を 修 習す、 幾， もな く 遠く 比 叙 山に 登'^、 神 藏寺實 全の 
室に 入 6 益 敎觀の 秘奥を 探う、 玄旨歸 命 壇に 上うて 七重の 印 
信を 受 く、 次た 園 城 寺に 轉 し、 勸學 院尊 實に就 s て 俱舍 、法 
相 等の 學を 受け、 華嚴 、圓覺 等に 及 ふ、 後、 南 遊して 奈良に 
至う、 興 福 寺に 滯留 して 三論、 法相を 究め、 且つ 日本書紀 等 
を熟讀 す、 偶 ミ 母の 疾に 罹る を 聞 S て 東歸 し、 自ら 湯藥を 奉 
して 看護に 心 力を 盡す 、然るに 母の 疾 革うて 遂に 起 / 2 す、 當 
時 會津に 殘夢和 尙と云 ふ 者 あう、 師就 S て 養生の 法を 問 ふ、 
後 再び 出 遊し 足利學 校に 至りて 儒敎を 講究し、 上野 新 川の 善 
昌寺に 至うて 臨 濟の禪 風を 窺 ふ、 當時師 の 盛 # は 四方に 博は 


(一四 八） 
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6、 貴賤 共に 其 風を 仰け う、 甲斐の 武 田信玄 殊に 使を 遺は し 
て 祈禱を 請へ う、 天文 二十 三年 A 弓師 甲斐に 巡 化し、 信歹の 
信 濃 河 中島に 出陣せ る ミを 聞き、 路を轉 して 河 中島に 至'^、 
陣中に 信 支を 問 a 、 大に 厚遇 せらる、 元 龜二年 九月 織 田 信 長 
比 叙 山を 攻めて 火を 放ち 7^2 れは 、一山の 大衆 難を 避けて 四方 
に 散し、 滿藏 院亮 信、 正覺院 豪盛 等 甲斐に 下うて 信 支に 依る、 
信 支 大に喜 a て 
是 等の 學 匠を 迎 
へ、 旦つ 東國の 
諸學 匠を 請して 
大 論議 塲を開 
く、 師 主として 
其 事に 周旋し、 

且つ 論議 場に 列 
して 諸學 匠の 間 
に 法 門を 論議 
し、 益 盛 # を 馳 
す、 豪盛 深く 師 
の秀 發に感 し、 

惠心 流の 秘奧を 

傳へ 、且つ 四 個 三重の 大事を 附 す、 信 支 亦 深く 崇 重し、 甲斐 

に 留まらん とを 請 ふ も、 鲁津 よう 東歸を 促す 者 あう、 遂に 甲斐 

を 去う、 會 津に歸 る、 途次 上野 世 良田の 長樂 寺に 錫を 掛け、 

春 豪禪師 の敎を 受け、 葉 上流の 灌 頂を 拜す 、一年に して 會津 

に 還-^、 稻荷 堂に 留 る、 圓密禪 の 三宗の 講究を 事と し、 天 寧 


チ ン (天) 力 


寺の 善 怒 和尙に 就 s て 碧巖 集を 聽 く、 天 正 十七 年 仙 臺の饼 達 
政宗 軍を 率. Q て 會 津に亂 入し、 高 田 城を 攻め、 城主 蘆 名 盛 重 
防戰 して 利 あらず、 僅に 身を 以て 逃る、 師 陣中に 奔走して 盛 
重の 難を 救 S、 大れ盡 すと Z1 ろ あう、 翌 十八 年豐臣 秀吉大 軍 
を 率ゐて 朿 下し、 和 模小田 原 城を 拔きて 武威 來國に 振 ふに 方 
う、 盛 重 小 田 原 城に 至うて 秀 吉に歸 す、 秀吉 命して 常 陸 河 
內郡信 太莊の 地を 領せ しひ、 盛 重 乃ち 信 太 莊江戶 崎の 不動 院 
を 修繕して 師を禮 請す、 是 {C 於 $ て 不動 院に 入り 住し、 圓密 
禪の 三宗を 弘 通し、 殊に 葉 上流の 事相を 精修 し、 數ミ靈驗を 
以て 人を 驚かせう、 後權 僧正 豪 海の 招に より、 武藏川 越 仙 波 
の 喜 多 院に入 6 住し、 二院を 兼帶 し、 常に 武相常 野の 地方を 
牲復 して 法 益を 施せ 6、 慶長五 年 七月 武藏， f 田 〇藥師 堂に 於 
て 鎭護國 家の 祈禱を 精修 し、 德川 家康に 謁して 卷數 を獻 し、 始 
めて 禮 遇せら る •後久 下田の 宗 光寺 亮辨の 招に よう 同 寺に 入 
6 住し、 大に宗 風を 張る、 慶長 十二 年 比 叙 山の 大衆 確執して 
相爭 ふ、 施藥院 宗伯駿 河に 走 6、 家 康に上 言して 裁 决を請 ふ、 
家康宗 伯に 命して 師を 召し 事に 當 らしむ、 是に 於て 師久 下田 
よ 6 出て、 比 叙 山に v 登う、 大衆の 請に よう、 南光 坊 R 入 6 住し 
大衆の 確執を 調訂 し、 一山 平穩に 歸 す、 師は梨 本 門 主 二品最 
胤 親王に 就 S て 法曼 流の 灌頂を 拜 す、 幾 もな く駿 河に 下り 家 
康に 謁し、 深く 崇 重せられ' 其 請に よう 天台の 敎観 を It m す、 
十四 年 比 叙 山の 大衆の 强請 によ 6 再； S 西 上し 法 華 會を修 す、 
後陽成 天皇 特に 勅 請に よう、 宮中に 參 し、 天台の 敎觀を 講說 
し、 御感を 蒙う、 權 僧正に 任し、 智樂院 の號を 賜 ふ、 十六 5]- 勅し 
て 正 僧正に 任し、 宸翰を 降し 毘 沙門 堂の 内室を 賜 ふ、 同：^ 家康 
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の 召 R より 東 下して 駿河に 至う、 城 中に 敎觀 を講說 す、 家康益 
崇 重し、 朿國 に留 住せん、 と 4: 請 a 、 師の 意に よ 6 仙 波の 喜 多 
院を 修繕す、 乃ち 師は 喜多院 に遷 6 住す、 家康の 江戸に 入る 
後、 常 R 城 中に 出入す、 十七 年 家康の 命に よ •り 世 良田の 長樂 
寺を 兼帶 し、 大 に 堂塔を 修營 して 舊觀 に改む 、後 陽 脱： 大皇師 
の 喜 多院に 住する を 聞き / 2 ま ひ、 特に 勅して 額を 賜 ふ、 十八 年 
家康 下野 日光 山を 師に 寄附す、 師は 京師 江戸の 間を 往復して 
朝廷 幕府の 皈向崇 重を 一身に 受 く、 數 後陽成 天皇の 勅 請を 拜 
して 宮中に 法會を 修行し、 江 戶に下 ては 幕府 R 入-^、 城 中 
に大 論議を 聞き、 毎 R 其 講師と なる、 且つ 家康に 親近し、 內 
外の 機務 にも 參與 せう、 元 和 二 年 家 康の薨 する に 際し、 後事 
を 遺囑せ るれ, 72 うと 云 ふ、 後 葬祭 謚號の 事に 關して 崇傳 、並に 
本 多 正 純 等の 言を 排して 大に爭 へ 6 、 秀忠師 の 言を 用 a 、 其 意 
によう 一年を 經て家 康の靈 柩を久 能 山よう 日光 山 R 遷 す、 天 
皇 勅して 東 照大權 現の 謚號を 賜 ふ、 實は師 の 上奏に 由る もの 
なりと 云 ふ、 同年 師 大僧正に 昇る， 秀忠の 日光 山に 家 康の廟 
を 興す に 方う、 師 自ら 經營 せう、 爾來 秀忠家 光の 皈向崇 重を 

受け、 常に 內外の 機 務に參 與し穴 うと 云 ふ、 元 和 八 年秀忠 、家 

光は 師か 喜多院 よう 江戸に 入る に 一日 程に して、 其煩勞 なる 

を 憂 a 、 江 戶に一 伽藍を 興し、 師を迎 へんと す、 師 乃ち 忍 岡 

の 幽靜を 愛し" 其 地 R 一  伽藍を 與 5 ん と ^ 請 ふ、 寬永 元年に 

至うて， 土木 功 成 6、 東 叙 山寬永 寺圓頓 院と號 す、 諸侯 相 競う 

て金品を寄附し、且っ子院を建立し一山隆盛を極ひ、師入ぅ 

て 住し、 國家鎭 護の 祈禱 を精修 す、 後山 城 太秦の 廣隆 寺に 退 

隱 し、 幾 もな く 家 光の 請 R よう 再び 東 下して 世 良 出の 長 樂寺 


R 幽棲し、 寬永 二十 年 七月 疾 R 罹う、 十月 二日 寂す、 壽一百 
八な う、 日光 山に 葬る、 弟子 公 胤 等 あ 6、 慶 安_兀 年 四月 勅し 
て 慈眼 大師の 號を賜 ふ •(慈眼 大師 傳 記、 同 年譜、 同年 譜 附錄、 
本朝 高僧 傅) 

〔考〕 天 海の 世 系、 並に 生年 生地に 關し ては 大 R 異說 あり、 
慈眼 大師 年譜に 十餘說 を列擧 す、 其內 重なる ものを 擧けん 
に、 阿部 正 信の 考には 、將軍 足利義 澄の 子 R して 永 正 六 年 九 
月 十八 日に 近 江朽木 谷 R 生れ / 2 うと 云 ひ、 一 R 山城に 生れた 
6 と あう、 宇都 宮 家譜、 北 越 軍記には 足 利 高 基の 子に して 永 
正 七 年下 總 古河に 生れ / 2 うと あう、 王 代一覽 、寬明 事跡 錄に 
は永正八年に生れ '/2 6とあう、足利系譜には永正九年に生れ 
たうとあう、本朝續史記、開運記には永正十五年に生れ /2 う 
と あう、 參州松 平系圖 大全には 天文 十一 年 ic 生れた 6 と あ $、 
奥州 會津浮 身 觀音緣 起には 天文 十三 年 {C 生れ / 2 うと あう、 東 
叙 山 文殊 樓記に は 奥州 會津高 田に 生れた うと あ 6、 此 くの 如 
くにして 殆と其 事實を 求め かたし、 然る R 其 # 系に 關して 將 
軍足 利義 澄の 子な 6 と 云 ふさは" 後世 一門の 徒の 率ね 信用す 
ると 乙 ろな う、 天 正 日記の 天 正 十八 年 十月 一日の 條 R 、 將軍 
の 落 JIL なう と 云 ふ 乙と 見へ たれは、 當時其 風 說の傳 は'^ たる 
ものな う、 然れ とも 足利義 澄の 傳に徵 する R 、 未 / 2 遽に 乙れ 
を事霣 として 信用す ベから さるな う、 阿部 正 信の 考に永 正 六 
年 九月 十八 日に 近 江朽木 谷に 生れ ^ 6 と あるが、 當時義 澄は 
京師を 逃れて 朽木 谷に 留 う / 2 る 名、 其 地 R 於て 子を 擧け犮 る 
左 全く 傳 はらず、 且つ 天 海が 永 正 六 年に 生れ 寬永 二十 年 R 寂 
し ^ る ものと すれは、 享壽一 百 三十 五歲 となるな う、 前に も 


〔三 四 八：) 


書辭 名人 家佛本  日 


列擧 し / 2 る 乙と く、 天 海の 生年 生地に 關 して 毛 諸 說 ある も、 以 
上の 諸 說は皆 信用し かたし、 孝 亮宿禰 日 次 記 寬永九 年 四月 十 
七日の 條 に、 於，， 東 照 社 之藥師 堂， 法 華 萬 供 有， 之 云云、 導師 南 
光坊 大僧正 今年 九十 七葳と あるは 大に 信用すべき 名 のにし 
て、 九 年に 九十 七歲な れば廿 年に 享壽一 百 八歲に して 寂し / 2 
る 7 f のな う、 然れは 天文 五 年に 生れた る TP の なれは、 義 澄の 
甍後 二十 五 年な う、 天 正 日記 等は 當 時の 風 說を 記した る もの 
にして、 阿部 正 信の 考は其 風 說を 敷演 したる にと、 ま 6、 た 
、ちに 取- CN て 事實 として 信用す ベから 3 るが ごとし、 

ープン カイ 天 海  ク丨 コ丨空 廣を 見よ、 

5- ン カイ 天 海  ヶドン 希 曇を 見よ、 

5* ン ヵイ 天 海  シュン セ— 舜政を 見よ、 

5- ンガイ 天 海  シヨ 1 ドン JF. 曇を 見よ、 

》プ ンガク 天 - Sr ゥン ド 丨 S 堂を 見よ、 

ープン ガン X ® ゾンエ ン存圆 を 廷 よ、 

テン ガン ソキ ヨ-祖 曉を 見よ、 

ープ ンガン 天 i Ek シュ 丨ォ ッ宗 越を 見よ、 

>プ ンガン M チシ ヨ-智 樵を 見よ、 

ープン ガン 天 岸  Hn- 慧廣を 見よ、 

チン ガン  シ ゲン 宗玄を 見よ、 

5* ンキ 天機 ( . ) 〔淨 土宗〕 伊勢 樹敬寺 第二 代な 

う、 天機は 曉蓮 <Irt 昇 # 又は 魯 鈍と 號 す、 愚 底に 師事して 淨 

士敎を 學び 、遂に 其 法を 嗣 r、 初め 三 河 大樹 寺に 住し、 後 伊 

勢 樹敬寺 第二 代と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (淨土  1 系譜) 

タン キ天機  ゼン キヨ— 善慶を 見よ、 


P 


ープン、 キン 天 闇 55 ii 〔曹 洞宗〕 遠 } X 大洞院 の 第二 ft な 
、天 闇 字は 如 仲、 信 濃 上田の 人、 俗姓は 海 野 氏な- CN、 貞治 
四 年 九月 五日を 以て 生れ、 五歲 にして 父を 喪 ふ、 九歲 にして 伊 
那 郡上穗 山の 惠明 法師に 投じて 釋典を 習 ふ、 偶 法 華を 誦し 成 
佛已來禺大久遠の文に到6て省ぁぅ、竊かに禪門を慕ひ、上 
野 吉祥 寺大拙 能の 室に 入ぅて 剃髪す、 受 具の 後 梅 山 聞 本に 平 
田 寺に 參す 、一日 入室して 機 語 相 契；： 3、 遂に 印 可を 蒙る、 時 
に 梅 山、 師に囑 して 日く、 汝これ よ 6 深山 絕壑の 地に 草菴， VJ 
結びて 長 養せ よ、 速 かに 說く 乙 と 勿れと •師 乃ち 辭して 近 ix 
鹽津の 祝 山に 入り、 洞 春菴を 構へ て 幽棲し* 山を 出て 3 る こ 
と 三年、 學 徒四來 して 室に 充つ 、師 これ V」 厭 ひ、 捨て去ぅて 管 
通. の 山村に 移る、 遠 江 飯 田の 城主 山 内 對馬守 深く 師の道 風を 
慕 a 、 崇信 寺を 荆し、 請して 此に 居らし む. 久しから すして 師 
人 r>- の 繁雜を 厭 a、 潜 かに 遁れて 隱 棲の 地を 求め、 橘 谷に 到 
6 大洞院 を 建て、 梅 山を 奉して 開山と なす、 時に 應永 十八 印 
なり、 將軍足 利 義持 遠く 其 道 風を 聞き、 莊 園を 寄附す 尋で敕 
請を 奉して 總持 寺に 出世す、 晚 年佛陀 寺に 遷ぅ 、再 a 總持寺 
に 昇る 「時に 梅林 和 尙龍澤 寺に 於て 寂し、 堂 宇大に 荒廢 す、 
衆議して 師に請 ふ、 師 乃ち 起て 請に 應し 、未だ 數年な らざる 
に 調 御の 殿、 演決の 堂 皆舊觀 に復 す、 永 亨九年 二月 四日 寂す、 
羃七 十五 (日本 洞上聯 燈錄) 

- プンキ 3 1 天 境  リヨ-チ 靈致を 見よ、 

チン ク ー 天空 i  一一 H- 蚀 f ハ C 淨土宗 J 佐 渡 念 t 堂の 僧な-'、 
天空 字は 月 西、 俗姓は 源 iT 上野の 人な 6、 太 田道灌 の 末な 
うと S ふ、 九歲新 田大光 院眞# に 師事し、 得度の 後 增上 寺 ic 


チン (天) カ キ 


チン (天) キク 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 四 八） 


タ ン C 天) ダー、 ゲ 


エノ ン (天) コ — > 


入う'  性 相 1: 硏究 し、 ま / 2 京都 (C 上う、. 淨花院 天 春に 學を受 
く、 晚年佐 渡に 渡う、 梵字 水を 拜 す、 小 木の 念佛 堂に 萬す、 
十七 年の 間 念佛を 事と し、 野菜 山果を 以て 命を 支 ゆ、 享保元 
年 二月 微恙に 罹う、 同月 廿 八日 端坐 合掌して 寂す、 壽七 十九、 
(續 日本 高僧 傳) 

テン ダウ ツ ゑ ^ バィォ-梅 翁を 見よ、 

5- ンクワ ン 天關  シ d 1 ガク 宗鶚を 見よ、 

5* ンゲ 天 勿  ボン シュン 梵舜を 見よ" 

テンケ ー 天啓； _: i;i;i  〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺の 第 八 代な 
6、 號は昌 蓮 社杲譽 、俗姓 m 村 氏に して 陸 奥國の 人な 6、 坂 
上田 村 丸十 八 代 田 村 俊季の 末葉 家の 紛爭を 避けて 出家し、 諸 
國を廻 6 て 親譽 上人 周 仰 ill. 歸 し、 不斷稱 名を 行 じ、 德漸く 高 
くして 遂に 天文 廿年 五月 廿 五日 增上 寺の 第 八 代と なる、 弘治 
元年 職を 辭し 諸方を 巡うて 寺院を 建て、 伊勢 國多氣 に 至う 國 
司 大納言 及 藩士 等の 崇敬を 受 く、 永 祿五年 八 M 十八 日 寂す、 
(鎭 流祖 傅， 三緣山 志} 

5* ン A ノ 1 天啓  シ T ィン宗 歡を見 よ、 

チン ケ^- 天 間 一一 il H: il ■一 〔淨 土宗〕 武藏上 善 寺の 開山な 

6、 天 冏は心 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 法を 源 底に 嗣 ぎ、 

武藏兒 玉 郡臺 川岸 上 善 寺を 開く、 寬文 三年 七月 十二 日 寂す、 

壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

>プ ンタ—  天 桂  シ rl - コ-宗 昊を見 よ、 

チン ヶ丨天 桂  ゼン チョ ー 禪 長を 尾よ、 

チン ケ ー 天 桂  デン ソン 傳 尊 ？: 見よ、 

チン チー 天 戴  1  リヨ- グ良弘 を 見よ、 


タ ン コ| 天 功二 —: 一. 四 〔曹 洞宗〕 能 登 總持 寺の 僧な う、 
天 功 字は 無 功、 肥 i 刖の 人、 大洞寺 如 仲 天闈に 依りて 出家し、 松 
隱寺明 林 宗哲の 法を 嗣 ぎ、 亨德 三年 越 前 寵澤 寺！ j. 主と なる、 
時に 總持寺 主席を 缺 くを 以て 請ぜ られて 其 席を 嗣き 、勅 賜 紫 
衣を 拜 す、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

5- ンジ クロ 1 ニン 天竺 老人  セン ヵィ 證 海を 見よ、 
ープン シツ 天 室 —.: i 一四 〔浄土宗〕 京都 一心 院第四 代な 
6、 天 室は 信 蓮 社 登 # と號 す、 相 模小田 原 S 人 其 俗姓 詳か 
ならず、 稱 念に 師事して 淨土敎 を 學び 、初め 京師の 一心 院に 
住し、 下 桂 村に 往生 院を 開きて 居う、 後、 三 河 大樹 寺に 遷 る、 
天 正 二 年 六月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣行阿 あう、 (淨 土總系 

譜レ 

チン、 ンツ 天 室 (ニニ 七 五) 〔臨 濟宗〕 土 佐雪蹊 寺の 學 僧な 
う、 天 室は 鄕貫詳 ならず、 幼より 僧と なり 吾川 郡長 濱村雪 
蹊寺に 居る、 南 村 梅 軒の 儒學を 講す るを 聞き、 乃ち 其 下に 敎 
を 受け、 忍 性 如 淵の 沒 後、 獨う梅 軒の 風を 傳 へ、 慶長元 和の 
頃盛に程末の說を唱ふ、其門下に慈冲あり、冲後俗に1し谷 
素 有 字は 時 中と 云 ふ、 r c_ れ よう 土 佐の 儒 學大に 振 ひ、 所謂 南 
學は 諸國に 行は る、 乙と、 なれり、 (南 學傳 、日本 敎育 史料) 
テン シツ ― T- 入 ^ ィギョ 1 伊堯を 見よ、 

5- ン > ツ  シユ -ジク 宗竺を 見よ、 

チン シツ ゼン モク 禪睦を 見よ、 

チン シッ天 室  ソカン 祖鑑を 見よ、 

》ブ ン、 V ン 天 11 ー  ジシ ョ丨自 性を 見よ、 

》プ ン V ン 天 r ー  シユ- ショ 1 宗 昇を 見よ、 
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(六 四 八） 


_ _ _ 典) カー シ  _  _ _ I 

チ ン カィ 典 海 ii res 〔淨 土宗 U 江 戶增上 寺 第五 十六 代 
なう、 典 海は 演蓮 祗 敎譽 光阿義 圓と號 す、 紀伊名 草 郡 出 島の 
人、 俗姓は 出 島 氏な う、 幼に して 大坂天 滿大信 寺に 入うて 剃 
髪し、 十三 歲に して 江戸に 下り、 三 田 林 泉寺禀 譽 說 典に 師事 
し、 後、 增上 寺に 入うて 專ら 内外の 經典を 學ぶ 、寬政 三年 十 
月 二十 二日 學頭 に 铺 し、 十一月 三日 新 谷ょう 袋 谷に 移う、 四 
年 六月 十七 日 命 あうて、 連馨 寺に 住す、 尋で 大光院 光明寺に 
歷 住し、 同 十 年 十月 一日 三緣山 主と なう、 大僧正に 任ず、 文 
化 元年 十二月 十日 寂す、 壽 八十、 臘六 十六、 廿 一日 源奧院 に 
於て 葬式を 行 ふ" (三 緣山 志) 

ープ ンゴ血 ハ 牛 二 •二 •九 七 〔淨 土宗〕 京都 智惪 光院 第五 代な 
6、 典 牛は 眞蓮社 天# と號 す、 俗姓は 三 好 氏、 阿波の 入な 
う、 幼に して 牛澤に 就て 剃 戒受 業し、 法を 隨流 R 嗣 r、 攝津 
鬼 原 郡 住吉に 阿彌陀 寺を ■して 開山と なり、 後、 京都 智惪光 
院に 住して 第五 代と なる、 寬永 十四 年 六月 一日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

タ ンジユ 典 壽一 i si E: 〔浄土宗〕 山城 獅子 谷 法然 院の學 

僧な う、 典壽は 鄕貫詳 ならず、 初め 獅子 ヶ谷 に寓 し ya る も、 

住持 現 定と意 契は す" 去うて 天 龍 寺 内に 潜 居し、 學解を 事と 

す、 殊に 華厳に 通す るを 以て 名 あ-^、 文化 十二 年 七月 廿 三日 

寂す、 壽缺 く、 諸章疏 校正 本 行は る、 (淨 土宗 史料) 

チン シユ— 典 宗一 =: -t: o: 〔淨 土宗〕 大坂九 品 寺の 開 01 な 

，リ、 典 宗は正 蓮 社 念 譽と號 す、 俗姓は 三 好 氏、 攝津の 人な 

$、 稱念 に從ひ て 剃髪 受戒し、 業 成うて 法を 嗣 ぎ、 大 坂天滿 

九 品 寺の 開山と なる、 慶長 十五 年 十一月 二十 五日 寂す、 世壽 


チン( 典* ■轉) 


缺く ，(淨 土總 系譜) 

チン ヨ 典 擧 E  ゼゥ ン是 雲を 見よ、 

タン ョ 典 擧 a  チェ- 智琪を 見よ、 

チン ヨ 典 譽  モン チョ _ 文 超を 見よ、 

5- ンレ ー 血 ハ 嶺三 三 —: 九 C 浄土宗〕 江 戶大善 寺の 開山な 
う、 典 嶺は頑 蓮 社嚴譽 助 給と 號 す、 駿 河の 人、 其 俗姓 詳かな 
らず 、江戶 本 誓 寺 文賀に 就て 剃髪し、 了學 に 師事して 法を 嗣 
r、 初め 下 總善雄 寺に 住し、 後、 駿 河淨國 寺 R 移る、 江戶小 
石 川に 大善 寺を 瓶して 開山と な $、 西久 保大養 寺 R 遷 る、 萬 
治 二 年 二月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

チ ンジヨ 1 轉乘， 一五〇 九) 〔 ： ： 〕 大和 金 峰 山の 僧な 
6、 轉乘 大和の 人、 金 峰 山に 登う 住す、 性瞋 多し、 勸 めて 法 華. 
經を 持し •七 八 兩卷通 誦する 能は ず、 發 憤して 讀 誦する 乙と 
三萬遍 に： 4 H る 遂に 記せず、 乃ち 藏王 菩薩に 詣して 九十 日の 間 
六 時に 香 花を 献し 、夜は 三千 拜を 課して 救助を 乞 ふ、 夢 R 異 
形の 人 ^, う、 龍を 以て 冠と なし、 天衣 瓔珞を 着け、 金剛 杵を 
執う、 足に 寶 花を 蹈 めう" 吿けて 日 ふ、 昔播磨 赤穗郡 驛舍の 
梁 上に 丈餘の 毒蛇 ぁり、 一 比丘 驛舍に 宿す るに、 毒蛇 呑まむ 
とす、 比丘 これを 知らず、 至 心に 法 華經を 誦す、 其 言 和雅な 
6、 毒蛇 目然に 害心を m す、 第 六卷に 至り 天明け、 比丘 發し 
去れう、 毒蛇は 此 功徳に より 人類 R 轉 生す、 即ち 汝の 身な う、 
末卷を 聞かず、 故に 記す る 能は ざる ものな う、 瞋 多き は餘習 
のみ、 今よ- 〇 堅志して 通 誦せ ば、 必ず 出 離を 得 〇 と、 轉乘覺 
めて感喜す、後果して通誦するを得 /2 $、嘉祥二年に寂す、 
(元 亨釋 書) 


(七 四 八） 


書辭 名人 家 沸 本  日 


5-* ンヨ 轉擧 I  コト'- 孤燈を 見よ、 

ープ ンヨ »• 擧 ¢=1 ジョ— ベン 成辨を 見よ、 

チン ニ 沾爾  ニ チ カン 日 閑を 見よ、 

デン アン 傳 « シユ —キ宗 器を 見よ、 

デン オ 1 傳说羽  ソシ ン祖 心を 見よ、 

デン オ ー 傳翁  ホン ト -品騰 VJ 見よ、 

デンク !? ク 傳廊二 三 二 E: 〔淨 土宗〕 肥 後極樂 寺の 開山な 
Av>  傳 廓は 念 譽と號 し、 筑 後島の 人、 傳譽に 就て 剃髮 し、 
後 肥 後 熊 本に 極樂 寺を 創して 開山と なる、 寬 {又 五 年 四月 九日 
寂す、 世 壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) _ 

デンク ウタ 傳廊二 ー ーー 〇: ^: 〔浄土宗〕 江 戶專稱 寺の 開山な 
6、 傳 廓は 稱蓮社 澄# と號 す、 信 濃の 人、 俗姓は 井上 氏な 
6、 傳察に 投じて 剃髮嗣 法し、 江戶麻 布 R 專秫 寺を 創す、 慶 
安二 年 十月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

デン サツ 傳察；一后ーーー〔淨土宗；1武藏增上寺の第十六代 
なう、 傳察號 は 深 # 、俗姓 宇田川 氏 武藏國 品 川の 人 ■蛇 窪帶 
刀に 養は る、 才學 深く、 武術に 長 じ' 蛇 窪 氏 V」 嗣き しが、 故 あ 
$ て 仕を致し、 釋 門に 意を 寄す、 永祿五 年の 春 ill: を 厭うて 出 

家を 望む、 養父 之を 悲む 、仝 國岩槻 淨國寺 開山 淸巖 上人の 品 

川 願 行 寺に 至る や、 父子 之に 詣て 、遂 R 隨 うて 剃 髮受 具し、 

從學怠 らず 、嗣法 遺る 所な く、 淨_ 寺の 第三 代に 擧げら る、 

之よ 6 學徒を 導きて 德 名高く、 命に 依うて 鎌 倉 光明寺に 轉 じ、 

寬永七 年 十月 增上 寺の 第 十六 代た う、 仝 九 年 JF. 月 元日 寂す、 

壽七 十二， (鎭 流祖傳 .三 緣山 志) 

デン シン 傳心 ii g AA 〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 


う、 傳心 字は 痴絕 、三 河 國墨瀨 小 野 田 氏の 子な 6、 十 歳に 
して 龍 脱 寺 周峰徹 を- 拜して 出家す、 初め 美 濃 國寵泰 寺に 至 6、 
鱉山 雪に 見 ゆ、 旣 にして 和 泉に 遊び、 雲 山 白、 鐵心 印に 謁す、 
後 去て 賢巖 、月 舟、 心 越、 獨湛 、惟 慧の諸 師に見 ゆ、 天 相の 
初 尾 張 國の雲 山に 首 衆た う、 師參 請十餘 年に して 美 濃 國大禪 
古寺に 栖遲 す、 時に 明 山仙壽 寺に A て 機 用 峭峻な 6、 直に 往 
て 謁す、 遂に 大悟す る 所 あう" 元祿四 印 天德 寺に 居る、 八 年 
大寧寺 明 山 席を 退て 師 をして 其 處を補 はしむ， 師天德 寺に 謝 
して 大寧 寺に 登る、 十三 年總持 寺に 進む， 翌年 秋 退院し、 十 
月大寧 寺に 歸る 、寶、 水 五 年 十月 十三 日 寂す、 壽六 十一、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

デ ンシン ー^^: p  シユ- テキ 宗 的を 見ょ* 

>- ンジ ヨ 傳序 (二 三 二 〇) 〔淨 土宗〕 近 江 西方 寺の 開山な 
6、 傳 序は 讃蓮 社稱# と 號 し， 遠 江 見 付の 人な 幼に し 
て 州の 大見寺 言# の 室に 人うて 剃髪し、 遵譽貴 屋上 人に 法を 
嗣 r、 近 江 栗 太 郡蜂屋 に ft き， 其 地に 西方 寺を 開く、 寂 年 及 
世壽缺 く， (淨 土總 系譜) 

デン ズィ 傳隨 - •二 三 八 〔浄土宗〕 信 濃 願 行 寺の 僧な う、 
傳隨は 圆蓮社 誓 譽と號 す、 俗姓は 增田 氏、 信 濃小縣 郡の 人な 
6、 岌譽 上人の 末弟に して 法を 岩 築の 檀說 R 嗣 r、 後 願 行 寺 
に 住し、 盛んに 断 承の 敎を弘 め 延寶六 年 十月 七日 寂す、 世 
壽缺 く、 嗣法 一人# 慧# と 云 ふ、 (淨 土總 系譜) 

デン ズィ 傳隨  ギク ヮン 義觀を 見ょ、 

デン ソン 傳尊 ii 一 *: o EA 〔 w 洞宗〕 駿河靜 居 寺の 禪 僧な 
う、 傳尊 字は 天 桂、 一の 號を 滅宗と S ふ、 自ら 老螺蛤 と稱 


fv 轉 、沾) デン (傅) 


デン (傳) シーソ 


書辭 名人 家怫本 


日 


(八 四 八) 


デン (傳 )ソ 


デン (傅) ソ 


し" 齡八 十八に 及 ひて 老米 蟲と號 す、 父は 大原 氏、 母は 鈴 木 
氏、 師は其 二 男な う、 慶安 元年 五月 五〇:紀 伊和 歌 山に 生る、 
甫 めて 八 歲の時 地の 窓 # 寺に 投 し、 傳弓和 尙を禮 して 下髮 し、 
初め 儒 典を 讀み 、後内 典を 習 ふ， 遊 方を 請へ とも 和尙 許さす、 
十八 歲の春 潜 R 寺を 出て*. 尾 張に 到うて 含 笑 寺 R 掛 錫す、 時 
R 萬 松 寺の 祖海 和尙 道# あう、 師往 きて 參究 す、 十九 歲遠江 
の 可睡齋 に 往 
き、 衝天 和尙に 
參して 曹 洞の 宗 
風 R 浴す、 二十 
歲 京都の 興聖寺 
寵蟠 和尙に 參 
し、 翌年 攝津の 
瑞龍 寺に 入う、 

鐵 眼禪師 の楞嚴 
經の講 說を聞 
く、 二十 二歲鄕 
里に 歸うて 父母 
を 省し、 淸凉山 

慈 光寺 支 忍 比丘 

に 就きて 戒律を 攻究し、 且つ 菩薩 戒を 重受す 1 二十 三 歲春京 

都 泉 涌 寺に 柱き 戒光院 如 周 律師の 法 華 經講說 を聽 く、 翌年 畿 

內の曹 洞 臨 濟兩宗 の諸老 を歷參 し、 秋よう 冬に 至る 間、 攝津 

天主 寺 二 舍利法 印の 別 軒 R 寓 す、 二十 五歲 衝天 和 尙を慕 ひて 

1 1 可 睡齋 R 往 く、 衝天 師に天 桂の 號を 授け 侍 司と なす、 翌延寶 


元年 春 駿河に 往き .五峰 海 音 和尙に 島 田の 靜居 寺 R 謁し" 大 
に 器 重せられ、 此處 に 夏を 越す" 一日 出て、 他に 往く 、途中 
山川 明媚の 景を見 て 忽然と して 省 發 す** 即ち歸 6 て 所證 5: 呈 
す、 延寶二 年 遠 江 十 輪 寺の 別 山禪寺 法會を 營み 、師を 第一 座 
とす、 師衆 請に よ'^ 維摩 經 ^: 講 す、 終' cn て 可睡齋 4C 歸 る、 和 
泉の 鐵心和 尙は當 時の 名匠な う" 師牲 きて 參見 し、 紀伊 R 赴 
く、 延寶 三年 尾 張 含 笑 寺に 入りて 道化を 助く、 翌年 近 江靑原 
寺 R 夏を 過し， 冬 衝天 和尙の 命 ic よ 6 遠 江 龍 眠 寺の 會 (C 臨み、 
楞嚴 經を講 して 道化を 助く、 延寶五 年靜居 寺に 歸う •五峰 和 
尙に 依うて 面授嗣 法し、 太 源の 十四 世と なる、 和尙の 命を 受 
けて 靜居 寺の 席を 繼く 、三月 諸 嶽 山に 瑞 世し、 勅を 拜して 黃 
衣を 賜 ふ、 延寶六 年より 靜居 寺の 殿堂 等を 修復 經營 し、 輪奐 
の 美を 極む、 天 和 二 年舂加 賀天德 寺の 月 坡禪師 江戸よう に師 
に 書を 寄す、 九月 常 陸 水. 戶 に 心 越禪師 を訪ひ 、問答 數次、 禪師 
偈を與 へらる、 心 越 禪師法 運 未た 開かす'  道化澀 滯 す、 師大 
に 之を 嘆し、 天 和 三年 美 濃 龍 泰寺繁 山禪師 R 意を 通し、 自ら 
江戸に 柱き、 諸 名刹の 間 R 斡旋す、 此年 半夏師 初めて 禪戒會 
を 開く、 貞享二 年 盤珪禪 師を島 田の 僑 居 R 訪ひ 、後 互に 往復 
す、 元祿 元年 支 院香橘 寺を 法幢の 地と 江し、 法嗣泰 州を して 
席を 董せ しむ、 元 祿二年 春 大藏經 を 請して 經堂を 建つ、 九月 
三日靜 居 寺の 席を 退き 近 江彥根 の大雲 寺の 虛 席を 董 し、 十月 
五日 進 山す、 翌年 大雲 寺を 退き、 攝津の 某菴 R 居る、 京都 天 
寧 寺の 心海來 うて 師を訪 ふ、 心 海は 師と同 參の故 友な う、 元 
祿 11 年 九月 興 IT- 寺の 高 雲 和尙を 訪 ふ、 浪華の 信 十 等 相 謀うて 
舂海菴 の廢趾 に 明月 林 藏鷺菴 を 營み て師の 居 R 烘 す、 元祿九 


(九 四 八) 


書辭 名人 家佛 本日 


年 七月 阿波 丈 六 寺の 石 峰和尙 席を 退き、 師を請 して 其 後を 繼 
かしむ、 師 十一月 十五 日 進 山す、 元祿 十二 年 支 院の無 賴徒等 
師を官 に 誣告す、 師 一室に 籠ぅて 人事を 介せ す、 扁して 瞳 
眠樓と S ふ、 元祿 十四 年 父を 喪 ふ、' 寶永五 年師宋 本の 宏智和 
尙の 語録を 獲た れば 點考 して 剞劂に 付す、 蓋し 原本は 泉 福 寺 
の寶 庫に 出つ と S ふ、 享保 元年 母 八十 五歲に て 沒 す、 享保六 
年 攝津北 豐島郡 木部 衬の 下村玄 仙なる 者 木部 村の 陽 松 菴の廢 
を 起し、 吉田 村に 移して 新菴を 造ぅ、 師の老 居に 供す、 師名 
くる R 退藏 峰と s a 、 菴 名は 舊號を 用 ゆ、 享保七 年 六 祖の法 
寶壇經 を 註し、 五册 となし、 海水 一滴と 題す、 請を 受けて 淡 
路を 化す、 蜂 須賀無 等 軒 佛エを して 師の 像を 刻 3 しめ、 退藏 
峯に藏 す" 師 自ら 肉 暖の兩 字を 書して 晤堂に 扁 す、 享保九 年 
五月 事に 因 6 て 京都の 官衙 に 出て钆 問 せらる、 秋 初めて 公明 
を 得て 回る、 享保 十一 年 春、 江戸の 諸 刹 宗徒に 招かれ 秋 江戸に 
向 a て 發 し、 天 龍 寺に て 法を 弘むる 時 病 (C か、. 〇 遂に 歸路靜 
居 寺に 憩 a 、 翌年 駿河靜 岡の 顯光院 に 說 法し'  後退 藏 峰に 歸 
る、 秋 陽 松菴を 山腹に 移す、 十三 年 八月 高 松に 赴き、 十一月 
歸 る、 十四 年 正 法眼 藏辨註 二十 册 成る、 立 瑞 に退藏 峰の 院事 

を 囑 す、 享保 二十 年 十二月 三日 病を 得 ハ 後屢 6 に 門下に 重 示 

し、十日の朝寂す-、全身を退藏峰に瘗む、壽八十八、臘八十 

一、 著作 正 法眼 藏辨註 二十 卷、 _ 月 彈琴七 卷 、碧 岩錄 牴犢鈔 

五卷 、海水 一滴 五卷 、法 華經要 解、 報恩 編 各三卷 、從 容錄辯 

解、 法語 各一卷 、(天 桂和尙 年譜、 碑文) 

デン ボ 1 イン 傳法院  ニ チ ノノ ワン 日觀を 見ょ、 

デンみ 傳夢  ジョ ー ベン 成辨を 見よ、 


デン や 傳也二 三 一六 〔淨 土宗〕 江 戶廣德 寺の 開山な ぅ、 
傳 也は 天 蓮 社 冠 # と號す 、雪 念に 從つて 宗乘を 究め、 江戶湞 
草廣德 寺を 開く' 明 歷二年 三月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

デン ヨ 傳喪日 (ニニ 〇 七) 〔淨 士宗〕 京師 智恩 寺の 僧な 6、 
傳譽は 俗姓 詳なら ず、 德山 it 譽師の 法嗣な 6、 山城： 八幡 志 木 正 
法 寺に 住す 大に法 門を 弘 通す" 後柏原 天皇 勅して 知 恩 寺に 住 
せしめた まふ 盖し知 恩 寺の 綸旨此 に 始まる、 大 永年 三年 九月 
二十 二日 天皇 師を小 御所に 召して 一七 日の 間 大原問 答 書を 講 
せしめ ^ まふ、 天文 十六 年再ぴ 帥を 召して 一七 日の 間 相 具の 
法 輪を 講 せし 〇 、 優 賞して 恩賜 甚 72 厚し、 師が示 寂の 年月日 
缺 く、 (鎭流 祖傳) 

デン ヨ 傳黌こ  一 -: 一. S: (淨 土宗 安房 遺 爪 寺の 開山な 6、 
傳譽は 安房 平 群 郡の 人、 其 俗姓 詳かな ら ず ;' 法を 靈巖 に嗣ぎ • 
郡の 穗田 村に 遣 水 寺を 開く、 承 應二年 六月 二十 六日 寂す、 世 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

デン 3 傳擧 1=1 クヮン ーブッ 觀徹を 見よ、 

デン ヨ 傳 # ゴ タク 牛澤を 見よ. 

デン m 傳譽  コタ ド- 國道を 見よ、 

デン n 一  傳寒ロ  シュ丨 ガン 宗巖を 見よ" 

デン ヨ 傳譽  ジュ -ィ住 意を 見よ、 

デン ヨ 傳眷  ジュン リョ-順良を 見よ、 

デン ヨ 泉 日  サン ホー ニ 甫を見 よ、 

デン m 傳擧 »=« セン キョ— 專慶を 見よ、. 

デン ヨ 傳譽  ダイ サン 臺山を 見よ、 


デ、' \  (傅) 卜—み 


デン (傳 ) Y — ヨ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇 五八） 


デ ン (傳、 s  h (渡、 斗、 圖) 


.(都、 止) F  (度、 土) 


デン ヨ傳譽  チジュ ン智 順を 見よ、 

デン a 傳眷  チ ベン 知辨羞 よ、 

デン ヨ 00  リド— 利 導を 見よ、 

デン ヨ 傳 寒！！  リ ュ-ャ 龍 也を 見よ、 

デン ヨ 傳擧ロ  リュ— ェン 良緣を 見よ、 

デン 31 傳葉  ゼン カ 善迦を 見よ、 

デン エツ 田 悅( . ) 〔曹 洞宗〕 安房 長 安寺の 禪 僧な 

う、 田悅 字は 長巖 、幼に して 長 安寺 ic 投して 出家し、 百 一天を 
禮して 師 とし、 亘 天の 寂 後神 寵其 席を 踵き、 師に 命して 典 座 
とす、 時に 齡山 馨壽 第一 座に 居れ 6、 師之に 就きて 硏究 し、 
終に 單傳の 旨を 得、 辭し 去-^ て 名 宿を 歷參 し“ 賭に 神 龍旣に 
退きて 齡山 主席に あう、 師を主 座と す、 齡 山の 沒 する に 及 a 、 
乃ち 住持と なる、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 法 嗣嫡宗 田 承 あ 6、(日 
本 洞 上 聯 燈錄) 

デン シヨー田 承 ( . ) 〔曹 洞宗〕 安房 長 安寺の の禪' 

僧な 6、 田 承 字は 嫡宗 、俗姓 生國詳 ならす、 長巖 5 悦に參 

して 法を 得、 長 巖の寂 後 其 席 i: 繼きて 安房 長 安寺に 主と な 6、 

其廢を 興す、 寂 年 並に 壽缺 く、 法 嗣巨山 泉 滴 あう、 (日本 洞 上 

聯 燈錄) 

卜の音 

トサ イ渡西  シギ ョク志 玉 5: 見よ、 

トナ ン 斗南  h  I ヶッ永 傑を 見よ、 

トナ ンロ— ニ ン 圖南 老人  ニ チケ  ン日 賢を 見よ、 


トー プンニ 尼 2 一-一一 一一 H) 〔 . 〕  大和 吉野山 の修 

行者な 都 藍 尼は 大和の 人、 佛 法を 精修し 兼ねて 仙術 
を學 ぶ、 吉野 山の 麓に 住す、 當時相 傳ふ金 峰 山は 黃 金の 地に 
して 金剛 藏王 菩薩 加護し、 婦人の 登攀を 許さず、 と、 都 藍 尼 
日 ふ、 我 女 身な うと 雖淨戒 を 持す、 豈 常の 婦人の 比なら む、 
と、 乃ち 金 峰 山に 入る、 雷電 晦瞑 にして 路を失 ふ、 尼寵を 呪 
して Z1 れに乘 6 て 進む、 然るに 一泉 源に 到うて 進む 能は ず、 
尼 嚏り て 巖 角を 踏めば 盡く崩 裂し ^ $、 其 持す る 所の 杖を 捨 
つれば 自ら 植 し、 後 漸く 長して て 大樹と なる、 尼 山中に 長生 
の 術を 得て 終る 所を 知らず と 云 ふ、 (元 亨釋 書) 

〔考〕 都 藍 尼は 聖武 天皇の 時の 人なる べし 
F ダ ツ 度脫 (一八 六 五) 〔淨 土宗〕 某 寺の 學僧な $、  度 
脫は 氏族 詳 ならす、 聖光に 師事し、 早く 家業に 熟す、 元久の 
. 始 衆徒 縦に 宗 義を漬 し、 相 傅の 正義を 亂 る、 二 年 三月 聖凳其 
眞僞 を决 せんと 欲し、 一書を 封し， て師を して 京師に 赴かし む 
師吉 水の 禪 室に 詣て 、法然 上人に 謁して 師命を 傳へ决 を 受け 
聖光に 復命す、 是れ ょう 一門の 宗風 九州に 振 ふ 示 寂の 年月日 
缺く ，(鎭 流 祖傳) 

F ダウン 土 丸 —: j gi -t: 〔浄土宗〕 越 前 圓成院 の 開山な 
P、  土 九は 大 譽と號 し、 大和 奈 良の 人な う、 法を 虎 角に 禀 
け、 越 前 福 井 運 正 寺 R 主と なる、 後、 越 前 坂 井 郡淸永 村に 圓成 
院を靱 し、 正 保 四 年 七月 十七 日 寂す、 壽詳な ら ず、 (淨 土總系 
譜) 

ドク ワィ シ 土槐子  シユー ゲン 宗眼を 見ょ、 

トリ 止 利 (一一 一八 九) 我國 最初の 佛エ な-^' 止 利  一 R 鳥 


(- 五八） 


書辭 名人 家佛 本日 


に 作る、 鞍作 氏な 6、 父は 德濟 法師と 云 ふ、 (司 馬 達 等の 男穸 
須那 なう) 推 古 天皇の 十三 年 四月 天皇 皇太子 太臣 及び 諸 王 諸 
徒と 共に 誓願を 發し 、始めて 佛 像の 一 丈 六尺なる 銅繡 各一軀 
を 造 立した まふ、 止 利 勅命を 蒙うて 其 工事に 當 る、 高麗の 大 
興 王 乙れ を 聞 s て隨 喜し、 黃金 三百 雨を 貢 進せ り、 止利專 
ら經營 し、 一期 年に して 像二軀 、並に 狹侍皆 成る、 其 銅像に 
用 a たる 銅 二 萬 三千 二百 斤、 金 七 百 五十 九兩な う、 乃ち 法 興 寺 
の 金堂に 安置 せんとす るに'  堂 戸に 障 へられて 納 る、 能は す、 
諸 エ相議 して 堂戶を 破らん としたる に、 止利エ 案を なし、 事な 
く納る 乙と を 得、 同年 八月 勅して 大に齋 會を 設けて 開眼 烘養 
なした まふ、 Z. れ ょう 毎年 四月 八日 及び 八月 十五 日に 齋會を 
設けん 左を 定めた まへ う、 盖 し是れ 後世の 灌佛會 及 a 盂蘭盆 
の 起源な り、 天皇 止 利の 功勞を 賞した ま a 、 大仁 位を 賜 S、 
近 江 坂 田 郡 水田 二十 町を 給し / 2 まふ、 止 利 一 寺を 興し、 坂 田 
尼寺と 號し 、(一に 金剛 寺と 號 す) 其 水田 二十 町を 寄附す、 翌 
十五 年に 再 a 勅命を 蒙う、 藥師佛 金剛 像を 造 立し、 同年に 新に 
成うた る 班 鳩の 法 隆學問 寺の 金堂に 安置せ しめ / 2 まふ、 同 三 
十 年 正月に 皇太子 病に 臥した ま a 、 妃及 a 諸 王子 諸臣等 深く 

憂愁し、 共に 發 願して 釋迦 牟尼佛 の 金 銅像を 造 立した まふ、 止 

利 勅命を 蒙りて 其エ に當 る、 三十 一年 三月に 至うて 釋迦牟 尼 

の 金 銅像、 長 四 尺五寸 なる も の、 幷に二 狹侍エ 成る、 止 利 其 

先 背に 銘文 十四 行 百 九十 六 字を 刻し、 其 事由を 記す、 止 利の 

沒 年月日 幷に壽 傳はら ず" 後世 相傳 へて 止 利の エ にか、 ると 

云へ る佛像 多し、 (日本書紀、 法王 帝說 、古今 目錄鈔 、古 京 遺文} 

卜 1 タン 東 養  シュ丨 トン 宗暾を 見よ、 

卜 (止) リト上 東). ア 


卜-イ ン 東 胤 -: 一 ^ ^ o 〔淨 土宗〕 江戸 願 行 寺の 開山な 
6、 東 胤は 眞蓮 社諦 譽と號 し、 武藏品 川の 人な 6、 虎 角に 
師事して 法を 嗣ぎ 、駒 込に 願 行 寺を 創して 開山と なる、 慶長 
十五 年 十二月 二十 六日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

卜！ 文 1 東英 ii -il 〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪 僧な 
東 英字は 陽關 、常 陸 水 戶關戶 氏の 子な 6、 十一 歲同國 
長 勝 寺 龍 雲 摸に 師事し、 十六 歳出 遊し、 阿波の 慈 光寺 春叢珠 
を 問 a 、 器 重 せらる、 二十 餘 年の 間 其 下に 參究 し、 遂に 印 可 
せらる、 三十 八 歲妙心 寺 第一 座に 推 S れ 、尋て 慈 光寺の 法 席 
を繼 ぐ、 天 保 九 年 勑を拜 して 妙 心 寺に 住す、 同 十一 笫 虛堂錄 
を 提唱す、- 雲 荊 四百 餘人 なク 、同年 攝津兵 庫祥福 寺の 強請に 
よう 其 僧堂を 監 す、 翌年 台 州 愚に 職を 讓 る、 嘉永 元年 七十 四 
歲再び 妙 心 寺に 住す、 同 三年 阿波に 歸隱 し、 安政 四 年 八月 七 
日 慈 光寺に 寂す、 壽八 十三、 臘七 十三、 (近世 禪林僧 寶傳) 
卜！  H  - 東英  カク クン 覺潭を 見よ、 

ト ー エ ー 東瘋二 •五一 V 二 • 〔眞 宗〕 山城 伏 見 西方 寺の 住持な 
6、 朿瀛 は闡彰 院と號 す、 擬寮 司と なう、 文政 十 年 高 倉學寮 
に 草木 成佛 義を講 し、 嘉永二 年 十二月 二十 三日 擬講 となう、 
文久 三年 玉 月廿 六日 歸 役し、 弘化 三年 寮 司と なうて 金牌 論を 
講 し、 慶應： 兀年 正月 二十 九日 嗣講に 進みて 願々 鈔 散善義 支義 
分を 講ず、 明治 四 年 十月 三日 害に 遇 s て 死す、 後 講師を 贈ら 
る、 (眞宗 史料) 

卜 1 ガイ 東海  ジュン リョ-順 了を 見よ、 

ト ー カ イ東海 - ギ H キ義 易を 見よ、 

卜—カ イ東海  ジクゲ ン竺 源を 見よ， 

卜 一( 東} 工 .—ガ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 五八） 


卜^ ■(東) ガ！ サ 


卜 l( m j サ！ 、ン 


卜 1ガ イ  シ d  - チヨ— 宗朝を 見よ、 

卜彳ガ イ*^  シュ— ヨ—宗 洋を 見よ、 

^•—カ イ --只- シヨ— シュン 昌俊を 見よ、 

卜 1 ガイ 東海  ソー キ聰陣 を 見よ、 

卜* "■カイ 東海  ホ-テ- 寶鼎を 見よ、 

ト ー ガク東 岳  H ゥン 慧 雲を 見よ、 

卜？ ガン 東一嚴  エァ ン慧 安を 見よ、 

4-! ガン 東 5 品  ドン シュン 曇 春を 見よ、 

ト ー キ東暉 こ 四 九 四 〔眞宗 ；！ 越後 高 柳 速 念 寺の 住持な 
ク， 東暉は 越後の 人、 高倉學 寮に 學び 、文政 八 年 寮 司と な 
ぅ、 俱舍 頌疏を 講じ I 四 年 瑜伽釋 を 講ず、 六 年 五月 二十 一日 
擬講 となぅ、 天 保 五 年 十一月 十九 日 寂す、 壽缺 く， (高 倉學寮 
講 者列傳 稿本) 

卜—キ 東 曝  リヨ-モン 良 聞を 見よ、 

卜® *~キ H  I コ - 永果を 見よ、 
h-i^  チ ュ-ヶ - 中啓を 見よ、 

卜^- キ東阪  n 丨シ ヨ- 光松を 見よ、 

ト ー ク 5? 、 ホー 東 廿化坊  シコ-支 考を見 よ、 

ト ー ダ !? クサ ンニン 東 郭散人  エン シキ 圆識を 見 


卜 1 ケ！  東溪  シ d  I モク 宗牧を 見よ、 

ト ー コ 1  コ —チユ I 興 傷を 見よ、 

卜，™ コ ィン 東光院 

ニ チ シン 日 眞を 見よ、 

卜 1 コタ： シユー コ丨宗 果 を 見よ、 

卜 — サン 東 11] タン シヨ- •湛照 を 見よ、 


卜* ■"サン -!- 朱"^  ド*- キョ- 道慶を 見よ、 

卜？ サン  71^*^.  ミョ— H ン妙演 を 昆 よ、 

トーシユ ー  シリ ョ— 至遼を 見よ、 

卜ーシ ユ ー 東洲  シユ- ド-周 道を 見よ、 

ト ージユン東純一 ~: :一 £: 55;: 〔曹洞宗〕長門大寧寺の禪僧な 
$、 蒐 純 字は 全巖 、出 羽大江 氏の 子な 4、 初め 羽 黒山に 登 6 
て、 祝髮 し、 眞言を 修 習す、 十六 歲 山を 下う、 諸 寺に 周遊す、 
京師に 遊學 せんとし、 鎌 倉を 過き て 禪 林の 高風を 見て 欽慕し、 
圓覺 寺に 留まう、 始めて 禪に參 し、 三年を 經て 京師に 到う、 
南 禪寺天 隱に參 し、 去りて 器 之 爲瑶 に永澤 寺に 於て 謁す、 器 
之 龍 文 寺に 歸 るに 及 a 、 師も 亦隨從 して 得 悟し、 其 命に よう 
瑞雲 寺に 登り 大菴須 益に 見 ゆ、 入室して 衣 法を 附せら る、 時 
に 應仁二 年 JH 月 十一 日な り、 五月 大菴の 龍 文 寺に 移る に 際し、 
師 止り て 院務を 司と る、 文明 三年 三月  一 □師 命を 受けて 瑞雲 
寺に 主と なる、 仝 九 年 詔に ようて 總持 寺に 住し、 久しから す 
して 長 門大寧 寺に 歸 へる、 後 檀越周 防の 一 埚 光寺を 建て、 師 
を迎 ふ、 師大菴 を 開山に 奉し、 自ら 二 代と なる" 明 應四年 十 
二月 十日 寂す、 法 嗣足 翁永滿 、桃 岳瑞兑 、長宗 永、 明 鑑の四 
人 あ 6、 ( 日本 洞 上聯燈 錄) 

ト ー シヨ 東 曙  卜— カィ 等 海を 見よ、 

トーシ 〒 東 沼  シユ- ガン 周巖を 見よ、 

卜 t シヨ ク東 { 是ニー ーー jfjf  〔臨 濟宗〕 美 濃大仙 寺の 中興な 
う、 東 宴 字は 愚 堂'  俗姓は 伊藤 氏‘ 美 濃 伊自良の 人な 6、 
幼に して 東 光寺に 入う、 瑞雲 禪師 に恃 し、 十三 歲薙髮 し、 十 
九歲 にして 遊 方す、 播磨の 三 友 寺南景 岳禪 帥の 下に あうて 一 


..El- 


(三 5 八）  書鮮名 人家 佛本 


夜 坐して 三更に 至- CS、 豁然と して 省 あ- CS、 淸見 寺說心 宣 、興 
禪寺物 外 播に 謁し、 共に 版 首に 居^^ 臨 濟寺鐵 山 鈍、 備 前の 
大安 寺 天 長長に 歷 謁す、 後、 聖澤 寺の 庸山 庸に參 して 其 印 記 
を 受け、 分座說 法す、 稻葉 氏の 請に 應し 、出て、 美 濃の 正 
傳 寺に 住す、 州の 大仙 寺は 宗祖朿 陽 和尙演 法の 地な 6 しが、 
年を經て廢頹す、師檀越と計$、地を北山に移し、再造して 
移 居す、 寬永五 年 勅を 奉して 妙 心 寺を 主と る 乙と 前後 三回、 
後 水 m 上皇 師を 便殿に 召して 禪要を 問 ひ、 五山の 宿老 皆 同列 
して 之を 聞く、 上皇 大に喜 a 、 官茶を 賜 a 翌日 使を 遺は して 
僧伽 梨を 賜 ふ、 後 將軍德 川 家 光 府中に 召して 法要を 問 ふ、 石 
川 忠綱龍 翔 寺 5: 興し、 出 雲の 刺 史溝口 某 松 平 親 英等相 共に 正 
燈寺を 興し、 師の遊 化を 待ちて 招きて 之に 居らし む， 親英豐 
後の 治內 に養德 寺を 鄕し師 を 開山と す、 師亦 伊勢の 中 山寺、 
美 濃の 高 井寺を 建て、 第一 代と なる、 晚年 山城の 華 山寺に 退 
去し、 病に 罹ぅ、 門弟を 誡むる 書、 及 a 偈 今日 利益、 老僧 稍存 
佗 日 利益、 附囑見 孫を 書し、 筆を 投して 寂す、 時に 寬文 元年 
十月 一日な 6、 壽八 十三、 臘 七十、 嗣 法の 弟子 八 人* 本山 妙 
心 寺の 第一 座を 分つ 者 六 人 あ-/ 勅謚大 圓寶鑑 國師を 賜 ふ、 

(本朝 高僧 傅) 

卜 1、 セン 東漸  シユ ー シン 宗震を 見よ、 

卜丨ゼ ン 東漸  ヶン ィ健 易を 見よ、 

卜 1 、 一ー ノン！^^^  シヶ 丨士 啓を 見よ、 

ト ー ネン東 八み ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧な 

う、 東 念 字は 悅 3 品 と 云 CA 、 其鄕貫 嗣承詳 かならず、 京都 建 

仁 寺に 住し、 盛んに 法幢を 樹 つ、 寂 年壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 


卜 t (東} ゼ—孑 


ト ー バン 東播 (ニニ 四 5  「曹 洞宗〕 相 模保國 寺の 開山な 
P,  東播 字は 布 州、 俗姓は 安田 氏、 信 濃の 人な う、 十四 歲 
にして 得度し、 十八 歲天室 禪睦に 師事して 印 可を 附 せられ、 
永 平 寺に 出世し、 後、 武 藏龍穩 寺に 遷つ る、 巖槻洞 雲 寺、 藤 
田 松 龍 寺、 相 模保國 寺 等 皆師を 開山と なす、 其年壽 八十 一に 
して 寂す、 法 嗣善菴 良 置 ぁ 6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ト ー ホ 東甫  ユ— ギク融 菊を 見よ、 

卜 1 ホ 1 東峯  ッ丨 セン 通 川を 見よ、 

«Kt 1^21  エ ビヤ ク慧 白を ^ よ、 

トー モク ，東 木  チョ— ジユ 長樹を 見よ、 

ト ー ヨ ，一 m 塞！！  h ショ— 惠昌を 見よ、 

ト ー リン 東 林  111 キユ— 友 丘を 見よ、 

卜丨 リコ 1 東 流 #; . 1 _: 一 •〔曹 洞 宗〕 武 藏豪德 寺の 第二 十 
二 代な 6、 東 流 字は 巨 海、 鄕貫 師承詳 ならず、 天 保の 頃武 
藏 世田ヶ 谷豪德 寺に 入 6 1 住廿 一年、 嘉永五 年の 頃 寂す、 壽 
缺く 著作 碧 巖錄註 ぁう、 (豪 德寺 返信) 

ト ー レ 1 東嶺  ヱ ンジ圓 慈を 見よ、 

ト ー レ ー *l m i 領  シ ユ丨ョ * 宗陽を 見よ、 

卜 IV 等 惟 (一三 一一 一) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
う、 等 惟 字は 三 芝'  妙 心 寺明叔 慶浚禪 師に隨 侍する 乙と 多 
年、 遂に 其 法を 嗣 r* 然れど も 未だ 出世す るに 及ばず して 寂 
す、 其 年時缺 く、 (延寶 傳燈錄 〕 

トーカ イ等海 (ー ー〇 三 四) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 
6、 等 海 字は 東 曙、 古 先 印 元に 師事して 法を 嗣 ぎ、 壽福 寺に 
出世す、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 


卜 1( 朿 、等) 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 五八） 


卜— (等} % — ク 


卜？ キ等 膏フ . ) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 等 貴は 宗 山と 號 す、 伏 見 邦 高 親王の 子な う、 出家して 
梅 山に 師事し 其 法を 嗣 ぐ、 兼ねて 丹靑を 能くし、 和歌に 長ず、 
寂年缺 く、 (皇朝 名 書 拾 ft ) 

卜1キ 等 EE 〗 一 i  1.11 •二 〔淨 土宗〕 山城 淸淨華 院の第 十代な 
う、 等熙は 俗姓 藤 原 氏、 萬 里 小路 從 一位 内大臣 嗣 房の 子な 
6、 十一 歳に して 松林 院定玄 僧正に 役して 出家す、 宗義幷 に顯 
密の 二敎に 通ず， 紫雲 山 僧然に 法を 嗣き 、遂に 黑 谷の 九代淸 
淨華院 の 十代に 擢てら る、 後圓融 帝、 後小松 帝、 稱光帝 皆師を 
召し 戒及宗 要を 受け 給 ふ、 寬正 三年 八月 十二 日 寂す、 同日 後 
花園 帝號を 佛立惠 照國 師と謚 す、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 
〔考〕 等熙の 俗姓 等 異說あ A 右の 傳必 すし も 信ずべ からず、 
卜！ 夕？ 等 空 1 七 〔新義 眞言 宗 J 山城 護持 院第 二十 
一代な 6、 等 空 字は 周 音" 紀 伊の 人、 本 周坊鎪 盛の 下に 投 
じて、 得度 練 行し、 後、 智積院 に 登 4、 ； 宗の 學を究 む、 鎪盛 
の 名古屋 長久 寺の 請に 應じて 同 寺に 住する に 際し、 師隨從 し 
て 敎を受 く、 鑀盛寂 後 智積院 に皈 6、 學 徒を 敎授 す、 醍醐 山に 

遊び 實雅 僧正ょう 幸 心院 流の 事相を 受け、 戒壇 院洞泉 律師に 

就て 戒律を 受く、 寶曆 十四 年 八月 二十 三日 幕府の 命を 蒙う、 江 

戶眞福 寺に 住し、 明 和 三年 七月 智積院 に 進み 媸 僧正" 正 僧正に 

歷 任す、 能 化 職に ある 乙と 八 年、 安永 二 年 三月 因幡堂に 退隱 

す、 〈エ六 年 六月 朔日 寂す、 蓮臺 寺に 葬る*  (眞福 寺 世代) 

ト ー クワン 等 觀 (ニー 六 四) 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧 

な-^、  等 觀號は 秋 月、 俗姓は 高 城 氏、 長 門の 武族 にして 薩 

摩の 太守に 仕 ふ 薤髮 して 僧と なう、 書法を 雪 舟に 學びて 相從 


卜？ (等〕 \ず ー ゼ 

[! ,- -  -  - - - - nimnMl - 1 j s- j.—  ■■  - - - rh^ 

ひて 入唐し、 秋 月の 名を 得、 Z. れょ 6 自ら 入唐 秋 月と 稱 す、 
盡格極 めて 師風に 似た るを 以て 其 書に 印な きものは 露うて 雪 
舟の 書と する も の 多し、 殊に 水 墨の 山水、 達 摩を 薔くに 秀づ、 
永 正 年中の 人 寂 年壽缺 く、 (本朝 書史 、扶桑 書 人 傅) 

ト ー ジ 3!  1 }守{ 疋一 ■ si o: 〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當な 
う， 等 定は金 鐘 寺の 實忠 に從ひ て 華厳の 敎 旨を 傅へ、 詔に 
ょう 河内の 西 林 寺に 住し、 其廢頹 を修 して 舊觀 に復 す、 桓武天 
皇尙ほ 策宮に ぁうて 屢々 師を 召して 法を 聽き ^ まふ， 後 天皇 
位に 即 き / 2 ま a 延曆二 年、 励して 東大寺 別當に 任し、 同 九 年 
九 年 九日 律師と なう、 十二 年 二月 二十日 少 僧都と なう、 十六 
年 正月 十四日 大 僧都に 上う、 同 十九 年 七月 某日 寂す、 壽缺 く、 
其 法を 受くる 者 藥師寺 勝 長 僧都、 東大寺 禪雲 律師、 東大寺 西 
進 律師 等 ぁう、 (東大寺 別當 次第， 本朝 高僧 傳) 

卜—ゼ ン  等 禪 (二 一六 六) 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪僧 
なう、 等禪 •は 甫 雪と 號 す、 俗姓は 松 浦 氏 肥 前 松 浦 郡の 人な 
う 雪 舟の 書法を 學びて 能く 其 深 趣を 得、 殊に 宋 元の 書風を 硏 
究して 其 奥旨を 極む、 寂 年壽缺 く、 (本朝 書史 、扶桑 畫人 傅、 
鑒定 便覽) 

卜 If ン等膳 三 5:' o: 〔曹 洞宗〕 遠 江 可睡 齋の禪 僧な 
ク， 等 繕 字は 鳳 山、 伊勢 國篠 島の 人な-^ 本 國の淨 眼 寺に 
入 6 て 出家す、 遠 江の 可睡寺 大叟に 謁し 後. 辭して 諸方に 
歷 遊し、 駿河尾 張に 至う 旣 にして 南に 歸 6 篠島に 跡を 晦し妙 
見齋を 築て 棲む、 德川家 康道譽 を 聞 S て 歸崇 し、 延き 見て 法 
を 問 a 、 大に悅 ふ、 元 龜三钜 命. して 可睡 寺に 住せし め、 駿河 
遠江三河の僧錄の事を總へしむ、一住二十年、大に宗虱を弘 


(:五 五八） 


書辭 名人 家佛本  日 


む、 天 正 十八 年 五月 廿 一日 寂す、 壽詳な らず 、(日本 洞 上聯燈 
錄} 

トーゾー サイ  等 象齋  カィ セキ 介 石を 見ょ、 

トー チン 等 珍 ( . 〕 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 の 僧な 

ク、 鲦珍 字は 僧 海、 其 鄕貫詳 かならず、 聖深に 師事して 法 
を嗣 ぎ、 淨華院 及金戒 光明寺に 住す、 寂 年壽缺 く、 嗣法 一人 
良 玉と 云 ふ、 (淨 土總 系譜) 

ト ー ト等 都； iyili o: 〔曹 洞宗〕 三 河 寵谿 寺の 第二 代な 
久 等 都 字は 廬嶽 、下野の 人、 如 仲に 依うて 得度し、 徧く 
諸老を 訪 a 、 茂林 芝繁に 參し 、僧伽 黎を附 せられ、 三 河大澤 
山龍谿 寺を 開き、 茂林を 開山と し、 自ら 第二 代と なる、 次で 
越後の 11 澤寺に 住する 乙と 三年に して 龍豁 寺に歸 6、 文明 二 
年 二月 一日 寂す、 法 嗣開菴 道 見、 春照慧 成の 二人 ぁう、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

ト ー ニ ン等仁 一一 j -o ^fi  〔曹涧 宗〕 加 賀大乘 寺の 禪 僧な 
う、 等 仁 字は 義 山、 奈 良の 人、 出家して 諸方に 歷參 し、 加 
賀大乘寺籌山了運に見±、其法を嗣ぎ，承天寺に住し、後大 
乘 寺に 主と なる、 寬正 三年 十月  一 H 寂す、 壽七 十七、 

ト ー バイ 等 梅 〇 二 2 ハ) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 修驗者 

な $、  等 梅は 筑 後の 人、 高野山の 修驗 者な 6、 書法を 雪 舟に 
學び、能く戴竺鐘馗の圖を書く、其篑力周耕に似 /2 6、(續本 

朝 書史 、扶桑 書 人 傅、 鏖定 便覧) 

卜！ ホン 等 本 (I 二 六 六) 〔臨 濟宗〕 京師の 禪僧 なう、 

等 本は艽 鄕貫詳 かならず、 盡を 好み 初め 周 文を 學び 、後 雪 舟 

VJ 慕 ふ、 山水 花鳥に 於て 最も 秀作な り、 其 遺墨は 扇 面に 多し、 


ト ー( 等) '/ — ホ 


(本朝 書史 、抉 桑盡 人傳 、鑒足 便 覽) 

卜 1' ホン 等梵 ( ― CS) 〔臨 濟宗〕 ，相 模圓赍 寺の 禪僧な 
う、 等 梵字は 竺 西と 云 ふ、 古 先 印 7C 禪 師に參 して 印 可を 受 
け、 淨紗 寺に 出 1H: し、 後了義 寺を 開く、 正長苹 中に 寂す、 壽缺 
く" (延 寶傳 燈錄) 

ト ー や ク 等益一 57L li 〔 臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 禪 僧な 
う、 等 益 字は 友 峰' 筑 前の 人な 6、 初め 1111 澗存 和尙を 禮して 
童 役 V」 執う、 稍 長して 薙髮進 具す、 雪澗 寂す る 後、 等 持寺眞 
如 寺の 間に 古 先 元禪師 に參 し、 無 德孝東 福 寺を 司と る 時、 召 
されて 內 記を 掌と 6、 職滿 ちて 夢 : i: 石、 虎關 錬 、乾 峰 曇、 蒙 
山 明、 龍 山 見、 放 牛 林、 此山 在、 朿陵嶼 、石室 玖、 太 虛充の 諸 尊 
宿に 歷 謁す、 古 先 甲斐の 慧林 寺、 相模 の淨智 寺、 圆覺 寺、 建 
長 寺 等に 歷 住する に 方う* 師歷 侍して 左右を 離れす、 去りて 
叔復菴 己を 常 陸 法 雲 寺に 訪 a 、 命せられ て 後 班に 居る、 巨 福 
山に 歸 へうて 前 版に 轉 す、 後 諸 山の 請に 應して 下野の 長樂寺 
に 出世し、 後 淨智妞 長の 二 寺に 歷遷 す、 晚年 長壽 寺に 退去す、 
檀越野 田 氏普慶 寺を 靱して 開山と す、 應永 十二 年 正月 病に か 
、う、 二十 二日 衣を 更へ偈 を 書して 日く、 幻 生 亦 不滅、 非 幻 
不 生滅、 方 外 立， 一 乾坤 S 中掛 _|日 月； と泊然 寂す、 壽七 十九、 
塔を 澄 心と S ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

卜 1ヨ 等 幾 B h ゾ V 慧存を 見ょ、 

卜 1 ヨ 等 擧 A  グヮッ シユ- 月 舟を 見ょ、 

卜 1 3 1 等 楊 1  一 - o sg 〔臨 濟宗〕 周 防 雲 谷 寺の 禪 僧な 
う， 等 楊 號は雪 舟と 云 a 、 別に 備溪齋 、米 元 山 主人、 楊智 
客、 雲 谷 軒 等の 號あ 6、 俗姓は 小 田 氏、 備 中赤濱 の 人 十二歲 に 


ト ー( 等) ボ — 3 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 五八〕 


卜上等 )ョ 


して 州の 寶福 寺に 入- 〇 て 度を 受け、 天性 薔を 好み、 經卷を 事 
とせず、 師僧 之を 戒むれ ど名聽 かず、 一日 師僧 大に怒 6 師を 
堂 柱に 縛す、 晩に 及びて 親ら 堂上に 到り 縛を 解かん とす、 忽ち 
雪 舟の 膝下に 鼠の 驚て 走る を 見る" 師僧 驚きて 之を 逐へ とも 
動かず、 恠みて 熟視 すれば 雪 舟の 自ら 脚の 拇指を 以て 滴る 淚 
痕を點 して 鼠 形を 書き 左る ものな. c/ 是に 於て 師僧 其 妙に 服 
し、 復書を 作る 
を 責めず、 壯年 
に 及び 相 國寺供 
德禪師 の 弟子と 
な 6, 鎌 倉に 赴 
き 建 長 寺 玉隱永 
撰に 從ふ 、常に 
周 文、 如 拙の 風 

を 慕 做し、 寬 JF 
年中 便船を 求め、 

て 明に 入ぅ 四 明 
山に 登ぅ、 天童 
山 第一 座と な 
る、 師明に ある 

時好 霜を 求めて 習 はんと 欲し、 其 書を 見る に 一 も 意に 適せず、 

即ち 自ら 日 ふ、 大明 國裏師 とすべき 人な し、 唯 名勝の 地の み 

我師 な'^、 と、 是 よ'^ 山水の 景 を 寫して 怠らず、 遂に 奇書を 

爲 す、 明主 其 美を 賞し、 勅して 禮部院 の 壁に 書かし む、 明 人 

の 請に よう 本朝 田 子の 浦の 景を 書く、 當 時の 鴻 儒詹僖 (字は 


卜上 墓統} 


仲 和 鐵冠道 人と 號 す) 讚を 作うて 日 ふ、 巨 障 稜 層鎭， ，海涯 7 扶 
桑堪 ，作 上天 梯 、岩 寒 六月 常留 k 雪、 勢 似靑蓮 直過氐 、名刹 雲 
連淸建 古、 虛堂塵 遠老禪 榧、 乘 k 吾 欲 i 遊 去、 特 到，， 松 M 」 
羽衣， とノ師 明に 留まる 五 年に して 歸 朝し* 周 防 山 口 雲 谷 寺 
に 住す、 後 去うて 石 見 大喜菴 に 居す、 師の 書の 妙處は 天性に 
得て 古人の 蹤 跡を 踐まず 、最も 山水に 長す" 釋尊出 山の 圖、 
觀 音、 達磨 等の 圖は 筆格龃 なう と雖 も、 其 筆力 豪 俊な-^ 凡 
を入物牛馬に於て筆を一點して成 -5 、盖し减筆の法は.師ょう 
始まるな $、 後 大內義 興盡を 明ょ 6 求め、 之を 師に示 す、 師 
見て □ふ、 是れ 我れ 往年 明に 在る 時 書きし ものな う、 と、 義 
興大に 怒う 己れ を 欺く となして 之を 逐 放す" 後薔 絹物に 觸れ 
て 汚る、 因て エに 命じて 洗 除せ しめしに 雪 舟の 署名 顯る 、義 
興大に 驚き 始めて、 其虛 ならざる を 知りて 召還す、 足 利將軍 
の 命を 受けて E 屋 釜の 下繪を 書く、 此圖 後世に 遺うて 世人 賞 
飯す、 永 正 三年 二月 十八 日 寂す、 壽八 十七 •(本朝 書史 、扶桑 
書 人 傅、 野史) 

ト ー レン 等 連 (一 io 八 三) 〔臨 濟宗 3 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
6、 等 連 字は 竺 雲と 云 ふ、 大岳 周崇に 參 侍して 法を嗣 ぎ， 
萬 壽寺天 龍 寺 IF1] 覺 寺を歷 て 南禪 寺に 昇る， 晚年 印を 解きて 靈 
龜山性 智院に 退く、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ト ー ゲン 統支 solo) 〔曹 洞宗〕 加賀永 安寺 第一 一代な 
P、  統玄 字は玄 路 、明 峯素哲 の 法 ^ 嗣きて 諸老を 歷 問し、 
加賀に 至う 永 安寺を 開き、 明峯を 其 一代と なし、 自ら 第二 代 
に 居う， 同 寺に 終る、 寂年缺 く、 法嗣 & 山 宗珍ぁ $、( 日本 洞 
上聯 燈錄) 


(七 五八） 


書辭 名人 家怫本  日 


6 - 


卜 l r» — ^ 統譽  H ン セン 圓宣を 見よ、 

ト ー ウン V t 掌 シ ri  - サ宗 佐 1: 見よ、 

卜！ チキ 凍 滴 (fl ng 四  一) C 臨 濟宗〕 近 江 某 寺の禪 僧 7X 
凍 滴號は 豹隱と 云 a " 一に 笙洲と 云 ふ、 近 江の 人な 6 
天明の 頃 詩文を 以て 名 ぁ 6、 蘆 東 山 幽蘭社 十 才子の 一人と 稱 
せらる、 

ト ーチ ツ到徹 ( . ) 〔眞宗 〕肥 後 S 城 郡 六 嘉村佛 誓 

寺の 住持な 6、 到 徹は肥 後 益 域 郡 甲 佐 村皎月 寺に 生る、 環 中 
の 門人に して 學林 初て 學階を 設 くる 際、 師擢て られて 司敎と 
なる、 聞 生 環徹の 二師は 並に 師の 門人な $、 著作 淨土 論講錄 
三卷 ぁぅ、 (學蔸 談叢 •本願 寺 派 學 事史) 

トー ヒ © 彼  ガン リョ-岸 了を 見よ、 

1, *1 ヤ © ^1 一一 三 二 t  〔淨 土宗〕 甲斐 九 品 寺の 開山な-^、 
到 也は 乘蓮社 一 譽と號 す、 幡隨に 師事して 淨土敎 を 學び 、遂 
に 其 法を 嗣 r、 甲斐 八 代 郡に 九 品 寺 善導 寺を 荆して 開山と な 
6、 寬文九 年 十月 寂す、 (淨 土總 系譜) 

> 1 ヨ 登 擧 «=> ( . 〕 〔淨 土宗ビ ーー 河 大樹 寺の 僧な $、 

登# は 其 氏族 詳なら ず、 三河國 大樹 寺に 住す、 性雄畧 にして 

道 操 高し、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭流 祖傳) 

ト ー ヨ 登 # • ヶン ド 1 見 道を 見よ、 

卜 1 ヨ 登 擧 11  チ ド I 智鼋を 見よ、 

卜 1 ヨ 登 泉 S テン シッ天 室を 見よ、 

ト ー ヨ 透 # 、ザ V リ rL. - 暫寵を 見よ、 

ト ー リユ ー 透 龍 ( . ) 〔曹洞 宗 一周 防 龍 文 寺の 禪僧 

なう、 透 龍 字は 雲菴* 周 防の 人、 春明師 透に 從 a て 祝 髪し、 


禪定を 學ふ こと 六 年、 出て、 諸方に 遊行して 歸へ 6、 春 明の 
法を 嗣 き、 春 明の 寂 後 席を 铺し て阇 防寵文 寺に 主と なる、 寂 
年 a a 壽缺 く、 法嗣隆 室智 丘、 笑巖宗 闇の 二人 あぅ、 (日本 洞 
上聯 燈錄) 

卜—ア ン桃莱  ゼン ト-禪 洞を 見よ、 

卜 t イン 桃隱  ゲン サク 支 朔を 見よ、 

ト ー ウン 桃 雲  シ rl - ゲン 宗源を 見よ、 

卜 1 方 ク 桃屋  チ ユ-ホ 仲圃 を 尾よ、 

トーガ ク 桃 岳  ズイ ヶン 瑞見 を 見よ、 

ト ー タワ セン 桃花 仙  シコ-支 考を 見よ、 

卜ーク IV ホ ー 桃花 房  チ ド- 智洞を 見よ、 

卜 1 ケ ー 视溪  ジョ タイ 汝代山 を 見よ、 

トーケー 桃 溪  トク ゴ德 悟を 見よ、 

卜！、 テン 桃源  ズ イセ ン瑞 仙を 見よ、 

卜！ スイ^^"^  クン ヶ -雲溪 を 見よ、 

トーヨ 當譽  ゾン モ存 茂を 見よ、 

卜 1 ヨ 當譽  ゲ V テッ 源哲を 見よ、 

卜 i イン 島陰  ヶ— アン 桂菴を 見よ、 

ト ー カ ン荀間  シン リョ ~ 辰亮を 見よ、 

卜 1シ ツ 棟 室  コン リョ-建 梁， VJ 見よ、 

卜 1 シ' ユク 唐叔  シ H  — 妒 ョ --宗 堯を廷 よ、 

卜 ，—ト ー ミノべ ツト ー 遠 江 別 當 ( . 〕 七條£2 所の 

佛ェ な. CS、  遠 江 別當は 定覺の 子な うと S へと も、 恐く は定 
覺の 別名なる へし、 大和 奈良與 福 寺 中 金堂 安置の 二王 像は 師 
の 作な う、 (佛 H 系圖) 


卜上統 、凍、 到、 登、 到、 透〕 


卜上 桃、 當 、島、 萄 、棟、 唐、 遠) 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 五八） 


卜 1( 董 、燈 、騰 ，部) 道〕 

卜 l ^ A m ^®  シユ— チ rl I 宗仲を 見よ、 

卜！ ヨ 燈擧 1=3 コー ネン 光然を 見よ、  - 

トーヨ 騰譽  ドン リユ-曇 11 を 見よ、 

卜 I リン  シ ユ - 卜-宗 棟を 見よ、 
ドーアィ道愛二 0: 一.一 ^: 〔曹洞宗〕奧羽高澤寺の開山な 
6、 道 愛 字は 道叟 、羽 後 秋 田 S 人、 俗姓は 平氏な う、 比叡 
山に 登りて 剃髪し、 具足戒 を 受け、 天台 止 觀を習 ふ、 二十 四歲 
の 時 所業を 捨て、 偏く 叢林 R 參 す'  時に 峨山 紹碩能 登の 總持 
寺に 居れ 6、 師禮 謁し 後辭 して 鷹 雄の觀 音に 詣て其 傍に 茅菴 
VJ 結 a て 居る、 郡 主 伊勢 權守柏 山 氏 報恩 山 永德 寺を 沏し師 を 
請す、 時に 黑 石の 正 法 寺 席を 虛く する を 以て 師 請せられ て 住 
持と なる、 後 津輕の 合 浦に 到 $、 高澤 寺を 建て 開山と なる、 
康曆 元年 九月 十三 日 寂す、 壽歃 く、 嗣法月 養良圓 ぁ'^， (日本 
洞上聯 燈錄) 

道 阿  エン セン 圓宣を 見よ* 

ド丨ァ 道 阿  ジョ -* グ 7 ッ定 月を 見よ、 

F1 ィ道 音 . 〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏な 

6、 道 意は 關白藤 原 良 基の 子な う、 出家して 園 城 寺 良瑜に 

顯密 二敎を 習 S、 其 支 奥に 達し、 園 城 寺の 長 吏と なう、 三 山 

の檢 校を 領 し、 常住 院に 住して 大衆の 表と なる 寂 年、 及壽 

缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

F1 イ道意  一一 一 g 一一 si 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な う、 

道 意は 藤原實 兼の 子 ^ 6、 辨慧 上人を 師 として 灌頂を 受け、 

後宇多 法皇に 從 a て 重受 す、 勝 寶院に 住して 瑜伽 法を 扶 け" 

元亨二 年、 東 寺の 長者に 加 任す、 建 武二年 秋 勅に よ A 呂中 K 


ト ー ( ii ) -i I  . 

於て 守護 經の 法を 修し 、大僧正に 任せら る、 文 和 四 年 十一月 
十七 日 寂す、 壽六 十二、 (東 寺 長者 補任、 常 樂記 、本朝 高僧 傳) 
Fiv チ 道 一一 一 jl A- E-t 〔曹 洞宗〕 近 江淸凉 寺の 禪 僧な 
$、  道 一字は 漢三 、別に 摩 尼と 號す ，俗姓は 井上 氏、 {H 馬國 
湯 村の 人な $、 甫めて 九 歲長谷 寺 洞：！： (C 就きて 薙染 し、 長國 
寺 千 丈の 法を 得て 豪 德淸凉 皑臺の 諸 寺に 歴任し、 文化 十三 年 
の 頃 攝津桃 山に 隱れ 、扁 して 知 足菴と S ふ、 文政 八 年 十月 三 
日 寂す、 壽六 十九、 臘六 十一、 

ド1ィチ道一 51 談 〔曹 洞宗〕 越後 龍 雲 寺の 開山な う、 
道 一 初の諱 は 龍 華、 號は 曇秀と S ふ、 越後 蒲 原 郡の 人な $、 幼 
年の 頃 通 山 和尙に 就きて 得度し" 十七 歲に して 郡の 天樹 寺 R 
あ 4、 始め， て 無 得 良 悟 禪師 に見 ± 、尋$て武藏朿禪寺(今の 
三 空 寺) に 隨ふ、 禪師の 命に ょう 丹 州に 赴き、 斷 崖橋禪 師に依 
る、 後 美 濃の 覺照 に參せ んと 欲し 途中 近 江の 祥壽 山を 過く、 偶 
i 無 得 禪師の 太 寧 寺に 出世せ るを 聞き、 途を轉 して 西に 向 a 、 
大寧 寺に 投して 參究 する Z. と 年 久し、 然れ とも 未 /2 大事を 啓 
發 せす、 師大 に 憤 發し辭 して 丹 州に 入う 菴 居して 一心に 工夫 
す 一日 一切の 境界 念に 依うて 起る の 語を 憶 a 疑情頻 うに 凝 6 
山河 大地 十 方虛空 悉く. 本參の 話頭と なる、 夕ょ $ 坐して 覺ぇ 
ず 曉 に 至う、 適 ^ 溪水 潺湲 として 耳に 觸 るる や 忽然と して 失 
笑す、 偈あ 6 日く、 一夜 泉 聲入眼 辰' 回 頭 笑 見舊時 人、 虛空拍 
二子 須彌 跳、 珍重 威 音 劫 外 春、 と、 即日 菴を 捨て V 再 s 大寧寺 
に 至う 無 得に 見ぇて 所證を 呈 す、 尋て 出て V 遊 方す、 大乘寺 
の智證 、寶圓 寺の 大 陽、 案 性 寺の 玉洲に 謁し， 皆 器 許せら る、 
旣 R して 播 磨の 姬路 山中に 入うて 長 養す、 瑞芳 寺の 奕 性 山中 


(九 五八） 


書辭 名人 家佛本  日 


に 臨みて 師 をして 首座たら しめんと すれと も辭 して 出す、 孝 
顯寺曉 堂の 强請 にょ 6 分 座說 法す、 初め 泰淸 寺に 住す、 藩主 源 
宗矩延 きて 師を 天女 山に 主 / 2 らしむ、 高 徒 大謙金 津縣に 寶林 
寺を 搠し師 を 延きて 開山と す、 師 六十 一歲に して 天女 山を 退 
く、 寶林寺 市に 近き を 患 61 諸 徒と 共に 之を 議し、 三 國の 地に 移 
る、 屢々 越 前の 龍 雲、 金 鳳、 瑞祥、 越後の 東 山 常 福の 諸 寺の 
請に 應 す、 越後 新津の 桂 原 氏 龍 雲 寺を 沏し師 を 請して 開山と 
す、 居る こと 三年、 越 前寶秫 寺に 歸 6 て老を 養 a 、 以後 諸方 
の 請に 赴かす、 明 和 六 年 十二月 二十 六日 寂す、 寶林 寺 R 葬む 
る壽 七十 二な う、 語 錄一卷 あう、 師の 室に 入る 者 五十人 あう、 
師 平素 文字に 意を 用 ゐ すと 雖も 偈賛 大に昆 るへ きもの あう、 
明 和 三年 正月 詩 あう、 曆 開明 和閱， ，三春 (恭祝 吾 皇萬萬 春、 淑 
氣 靄然滿  >, 天地： 寒巖 枯木 又 逢 k 春と、 一門の 諸師 唱和 數十韻 あ 
6、 後人 編して 壽春 編と 云 ふ、 (行 狀、 壽 春篇) 

K 1 ィツ 道 逸  一 ' £= ig s 戸 洞宗〕 能 登 石 雲 寺の禪 僧な 
i  道 逸 字は 傑 山 業を 季雲に 受け 天叟順 孝 R 師事し 永 正 元 
年 八月 二十 八日 信 衣を 受けて 總持 寺に 出世し 心 源 寺 石 雲 寺 等 
に 歷 住し 永 祿八年 五月 八日 寂す 壽八 十六、 法 嗣自山 臨 罷の一 

人 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

F1 イン 道 印 (二 三 二 四) 〔曹 洞宗〕 近 江 比 良 山 其 % の 僧 

f、  道 印字は 月坡 、蔭 凉寺鐵 心に 參し で曹 洞の 禪を究 む 

寬文四 年 比 良 I1J 獅子 谷に 棲 遲す山 居 三十 律の 作 あ- CN 七 年夏關 

山 琵琶 苑に 住し 十絕 句の 作 あう、 示 寂の 年 時缺く 著作 語録 及 

ひ 參禪 要路、 菴居集 あ 6 琵琶湖を 渡る 詩に 日く、 騎 k 雨 跨， 風 

片扔輕 、琵琶 十 里 信 k 舟行、 布 帆掛後 知，， 風力 〔舳 艫搖 邊會， ，水 


情 -: d 上 有 X 山山 遠近、 波間 無：， 路 路縱橫 、普通 年 外 乘蘆 客、 堪 k 
笑 度 生心不 ，平、 (續 日本 高僧 傅) 

Ft ィン 道 印  一一 j li OH 〔曹 洞宗〕 加 賀等覺 寺の 開山な 
ぅ、 道 印字は 鐵 心、 伯耆國 河 ® 郡の 人な 6、 其 俗姓は 詳な 
ら ず" 十二 歳に して 寵德寺 松菴受 念に 依て 出家す、 初め 關東 
に 遊び、 fl く禪 席を 叩く* 曾て 法 門 陵 夷して 宗風 振は さるを 
嘆ず" 遂に 萬 安に 隨 a 武藏國 舟 田 山に 入ぅて 參究 する 乙と 久 
I し、 尋て 天外に 仙壽 寺 R 參 見し、 機 語 相 契 ふ、 遂に 附囑を 蒙 
I る， 信 濃 國大昌 寺に 住し、 次に 美 濃 國龍溪 寺、 加賀國 天德寺 
I に遷 る、 次に 等覺桑 山の 二 寺を 創す、 後 隱元禪 師長 崎の 東： 

一明 寺に 來 ると 聞き、 往 きて 謁し、 偈を呈 す、 幾 もな くして 隱元 
I 攝津國 普 門 寺に 遷 る、 師復た 往て 謁す、 晚に 和， M ic 隱 棲し、 

後 小 林 山蔭凉 寺を 開く、 居士 河邨 氏淨 nr を 松て - m 齑と爲 す、 

加 賀闕中 納言前 田 利 常‘ 丹 波 國守源 光 m、 大和 國太守 藤廣之 
等 交-' 延 請して 常に 篤く 崇禮 す、 師平生 衆と 共に 座禪 し'  老 
て 益 1 壯な 6、 延寶八 年 正月 二十 八日 寂す、 壽八 十八'  臘七 
十六、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ィン 道隱  一一；^ E£ 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 
6、 道隱 字は 靈 山、 宋の抗 州の 人、 仰山の 雪巖 禪師に 師事 
し、 狗子佛 性の 話を 參究 して 契 悟す、 偈ぁ 6、 妖嬈萬 態 達， 一 餘 
芳 — ■» 華 品名 中 占 n 得 王： 莫 1把_| 傾城-比 ，顔色 Jb-» 從來 邦國爲 P 伊 亡' 
雪巖禪 師印 可す、 我 元 應の初 東 渡す、 北 條高時 建 長 寺に 請す、 
時に 夢 窓 石 禪師三 浦 /: > 泊 船菴に 在う、 往復 酬唱 せう、 師詩 あう 
傳 ふ、 題， 僧 血 n 書 華巖經 一 感 ，舍 利 ±"» 「百 城 烟水一 I 螟眼 、五十 三人 
j 驢馬 群、 額 有 =圓 珠-皮 有 i 針 鋒 毫末 定 _| 効勸 ご 題，， 血書 法 華 
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FS) イ —H 


經つ 1 轉 男成佛 夢中 夢、 衣裡明 珠泥彈 丸、 血脈 貫通 親徹 k 句、 紅蓮 
華綻 紫毫端 J、 題-, 血書 金剛 經， 「三 心 皈ニー 非 i 心、 十指 何須痛 
著 針、 山 雨乍收 秋日 薄。 丹 霞 散， 彩 落，， 風 林 (後 互 福 山中に 正受 
菴を 結 a て 居す、 正中 二 年 三月 二日 其菴に 寂す" 壽七 十一、 
遺偈 ぁう、 還 源 歌、 還 源 歌、 還 歌 一 吹、 脫，， 娑婆 —' 1 哩哩囉 と、 勅 
謚佛慧 禪師と 云 ふ。 (延寶 傳燈錄 1 本朝 高僧 傳) 

F  — イン 道隱  タィ-ー ン諦 忍を 見よ.* 

F  —ウ ン^^ 帝 云  ホ丨ィ 法 位を 見よ、 

F1 X 道侖日 (… ：…) 〔曹 洞宗〕 某 寺の 禪僧 なう、 道 
會字は 海 雲、 大菴須 益に 師事して 印 可を 受け、 未だ 出世に 及 
はすして 寂す、 其 年時傳 はらす、 (m 本 洞上聯 燈錄) 

F1HI 道榮二 1: 二 2: 〔日蓮 宗〕 紀伊 法紹寺 開山な 6、 
道 榮は紀 伊の 人、 俗名は 忍穗彌 五左衞 門と 云 ふ、 名 草 郡 宇津 
村に 閑居し、 三寶に 事 ふ、 明曆 元年紀 伊 侯 夫人の 歸依 によう、 
養 心 山法紹 寺を 開く、 寬文五 年 三月 十五 日 寂す、 識 して 仁慈 
院日 理と稱 す、 (本 化 別頭佛 齟 統紀 3  ノ 

F1 エ ー 道榮 (一三 八 九〕 〔 . 〕 大和奈 良の 僧な 6、 

道榮は 唐の 人な う、 經論に 該 通し、 尤も 梵唄を 善くす、 天平 

元年 勑して 道行を 嘉し 、緋 色の 袈裟 幷に 物を 賜 ふ、 示 寂の 年 

時缺 く、 (續 日本 紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ン道圓 ( . ) 〔曹 洞宗〕 某 寺の 禪 僧な 6,、 

道圓は 長 門 大寧寺 大菴須 益の 法を 嗣 き" 未 /2 出世に 及は すし 

て 寂す、 示 寂の 年 時を 知らす、 (日本 洞上聯 燈錄) 

エン 道圓 一: . ) 〔眞宗 〕常 陸 枕 石 寺の 開山な 

4、 道圆は 俗名を 左衞 門尉賴 秋と s ふ、 近 江 日 野の 人、 日 


F! (道) H- し # 


野賴 秀の裔 なり、 故 ありて 常 陸大 門 村に 居る、 建 保 五 年 秋 親 
鸞其 家を 過き-^、 宿を 請 ふ も 許さす、 乃ち 其 門外に 臥す" 夢 
に 異を感 し、 親鸞を 家に 延き 弟子と なる、 宅を 捨て、 寺と な 
し、 後內田 村に 移し、 今の 地に 移す、 久慈郡 上 河 合 枕 石寺是 
なう、 大門 村に も 枕 石 寺 あ 6、 今 鎭西淨 土 宗に屬 す、 枕 石 村 
及 a 道緣塚 あう、 (本願 寺 通 紀) 

K! エン 道區  H ンショ -圓晴 を 見ょ、 

F1 文 ン道 淵 -: ◦四 四 〔眞言 宗〕 0J 城 東 寺の 長者な う、 
道 淵は 中 納言源 通 時の 子、 禪助 法師に 從ひて 宗義 を學 ひ、 負 
治 二 年 四月 東 寺の 長者に 補し、 至德 元年 十二月 六日 寂す、 壽 
七十 八、 (東 寺 長者 補任) 

Fl^! 道 雄 •一 2L: 一： 一. 〔眞言 宗〕 山城 海 印 寺の 開山な 
う、 道 雄 俗姓は 佐 伯 宿 禰、 讃岐爹 度 郡の 人な 6、 一に 圓珍 
の 伯父な 6 と 云 ふ、 初め 法相 寺の 慈 勝に 役して 剃髪し、 唯識 
の訣を 受 く、 Jri 大寺正 進 律師の 上足 長 歲に 華嚴の 宗旨を 學 a 
兼て 因 明を 究め、 遂に 本朝 華嚴宗 の正脉 を繼 きて 第 七 世の 祖 
となる、 或は 云 ふ 勝 長大 德なる 者に 學 ふと、 後、 空 海に 師事 
する 乙 と 多年、 天 長の 初め 兩部灌 頂の 職 位を 受け、 般若 三藏 
所 傅の 顯密開 合の 旨を 授けら る、 後、 山城 乙 訓郡木 上 山に 海 
印 寺を 開く、 承 和 十四 年 十二月 二日 律師と な 6、 嘉祥 三年 七 
月 十日 勅して 宿禰 姓を 賜 ふ、 十二月 八日 權少 僧都に 舖 せらる、 
權少 僧都の 位 之ょう 始まる、 仁壽 元年 六月 八. 日 寂す、 壽缺 
く、 僧正を 追贈せられ 東 山鳥 部 南阜に 茶 毘す、 (本朝 高僧 傳、 
弘法 大師 弟子 譜) 

F1 ガ道 我. 一. :?: . ：-- 〔眞言 宗〕 京都 東 寺 二の 長者な' 


/ 
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書辭 名人 家佛 本日 


道 我 一に 道雅に 作る、 大納言 僧正と s ふ、 今 出 川 皇后の 歸依 
を 得、 弘安六 年 八月 十三 日 北山 西 園 寺 三 身 堂に て 皇后 剃 度の 
師 となる、 康永二 年 十月 十九 日 寂す、 壽 六十、 (東 寺 王 代 記、 
東 寺長漭 補任、 傳燈 廣錄) 

カイ 道 海 1H IS 〔黄 檗宗〕 上野 廣濟 寺の 第二 代な 
う、 道 海 字は 潮音、 俗姓は 楠 田 氏、 寬永五 年 十一月 十日を 
以て 肥 前 小 城 郡に 生る、 五歲 母を 失 ひ、 祖母に 養育せられ、 
九歲 郡の蔌 雲寺泰 雲に 投じ 字を 學び 、書を 讀み 、十三 歲剃髮 
染 衣す、 明年 醫王 寺瑞 巖に參 し、 正 保 二 年 春 京に 上 6、 廣く 
儒籍を 學び ，次に 近 江に て 大慧 書を 聽講 し、 禪の 宗旨を 知る 
甞て 、瑞石 寺に 如. 雪禪師 に 見 t て 法を 問 ひ、 後、 諸方に 參究 
す、 慶安 元年 百 法論 四敎義 等を 聽き 、四 年端 石 寺に 夏 座す、 
承應 三年 肥 前に 皈 3、 七月 長 崎に 往 き、 道 者 禪師に 參 す、 冬 
東 明 寺に 止まう、 隱元 禪師に 謁す、 寬文 元年 黃檗 山に 登う、 
再び 隱元に 見ぇ 次に 木菴に 參 し、 機 語 相 合す、 三年 登壇して 
大戒 を受 く、 翌年 木 菴黃檗 山に 住する や、 擢で られて 知 客と な 
る、 明年 七月 木菴 江戸に 往き師 乙れ に 從ふ池 田 秀峰黑 田泰岳 
二 居士 特に 師 に 請 ひ、 大慈菴 を靱 し、 師 乙、 に 住す 爾来 諸侯 大 

夫道を問ひ、戒を受くる者多し、寬文八年春梵網經を講し、 

四 衆 雲集し 菩薩 戒を受 くる 者 四千 餘 人、 秋 戒本宗 要を 說き登 

壇す る 者 二 千 六百餘 人、 館 林 侯萬德 山廣濟 寺を 建立し、 師 を 請 

す、 師乃 ち木菴 を 開山と し、 自ら 第二 代に 居し、 遂に 木菴よ 

$ 拂子を 附 せらる、 延寶 三年 禪餘舊 事本紀 等の 圖書を 閱 し、 

深く 神道に 達し、 兼て 眞言 宗を究 む、 六 年 解 制す、 元 祿八年 

八月 遺偈を 弟子 元 福に 大書せ しめて 日く' 六十 八 年、 掣風掣 


顚 、掉 k 臂行處 、蹈 倒大千 『と 同月 二十四日 寂す、 壽六 十八、 臌 
五十 五、 師 生前 開山と なる 二十 餘ヶ 寺、 嗣法 六十 三、 入 受戒 者 
十餘 万人、 著作 指 月夜 話 七 卷 、辨才 天 三部 經畧疏 、觀 音感 通傳 
各三卷 、語 錄二卷 、不動 經要 解二卷 、摧邪 論、 三道權 輿錄、 
護國神 論、 聖德 太子 傳 話、 五 憲法 首 書、 霧 海 南 針、 大成 經破 
文 答釋篇 、臘扇 集、 宗門 滲 S、 坐禪論 、聖胎 長 養 集、 南牧 
山 居 詩、 信心 銘要 解、 日本 年 事畧儀 集、 各一卷 ぁう、 (潮音 禪 
師 年譜、 續 日本 高僧 傅、 近代 名家 著述 a 錄) 

カ ィ 道 海 一九 六 九 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪僧な 
う、 道 海 字は 桑田、 播 磨の 人、 初め 大小 乘を 習 a 、 後 大覺禪 
師の 下に 歸 し、 法嗣 となる 圓覺 寺に 佛光 禪師の 住する に 際し 
典 座と なる、 後 東 照 禪輿淨 智の諸 寺に 歷 住し、 龜山菴 に 退 休 
す、 延慶二 年 正月 八日 寂す、 勅 謚智覺 禪師と 云 ふ ' 延寶 傳燈 
錄 、本朝 高僧 傅) 

カ ク道覺 〔天台宗〕 近江延 曆寺の 座主な 
う、 道覺は 後鳥羽院 第 六の 皇子、 母は 尾 張 局 法眼 顯 盛の 女 
なう、 出家して 慈鎭 慈賢眞 性の 三師に 天台の 宗義を 學 ひ、 西 
山の 證空 上人に 就 いて 淨土敎 V」 受 く、 寶治 元年 天台 座主に 任 
ずる も 常に 念佛 修行す、 建 長 二 年 正月 十一 日 寂す、 壽四 十七、 
(天台 座主 記、 淨土總 系譜) 

〔考〕 諸 門跡 譜には 道覺は 後鳥羽院 第 八の 皇子 俗名は 朝 仁 建 
長 二 年 JT, 月 十八 日 寂す と ぁれ ども 取ら-ず、 

ガク 道覺 IH 誌 〔黃檗 宗〕 山城 天 眞院の 開山な 
-CN、  道覺 初の 名は ffl 休、 字は 了 翁と 云 ふ、 羽 後尾 勝 郡 八幡 
材の 人、 俗姓 鈴 木 氏、 寬永七 年 三月 十八 日に 生る、 二歲 母を 
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喪 a 、 且つ 家 貧な う、 乃ち 同 郡 高 屋敷 村 高 橋 氏に 養は る、 幾 も 
なく 養父母 相 尋て沒 し、 義姉 二人 亦沒 す、 七 歲實 家に 復 す、 

後、 伯父 某の 家に 寄る、 伯父 母 亦 歿す、 是に 於て 鄕人 不祥の 
兒 となし、 顧る 者な し、 纔に眞 言 宗の僧 某に 憐を乞 うて 衣食 
し、 十二 歲同國 岩 井の 曹洞宗 龍 泉 寺の 奴と な $、 竊に 三寶に 
皈 依し、 十四 歲平 泉の 金堂の 頹 敗し、 經 典の 散佚す るを 憂 a 、 
自ら 紺 紙 金泥の 經典 六卷を 捜索して 金堂に 納 〇、 十五 歲鄕の 
八幡 祠に 祈誓して 三 寶に阪 依し、 功德を 積まん とす、 仙臺瑞 I 
巖寺 雲居 希 0 禪皤に 謁して 法要を 問 ひ" 秋 田に 至 6 某 # に 役 I 
して 苦行し、 一夜 R 三千 五百禮 をな す、 實 父の 老衰 貧困を 聞 j 
S て 衣鉢を 賣〇て 生計を 助け、 尋て 江戸に 出て 日々 市街を 行 
乞して 遠く 米錢を 送う、 孝養の 誠意を 盡せ う、 承應 元年 隱元 
琦禪師 來航の 風說を 聞き、 出發 して 西 上し、 同 三年 長 崎に 至 
う •禪師 の 同地に 着す るを 待ちて 謁を請 ふ、 會 不幸に して 大 
病に 罹う 佐贺に 退きて 療養し、 翌四年 江 戶を經 て 故鄕に 飯 省 
し、 再 a 出發 して 北陸 道ょう 攝津に 入 6、 富 田 普 門 寺に 至 $、 
再び 隱 元琦禪 師に 謁し、 追從 して 黃檗 山に 登り、 參究を 事と 

す、 後、 攝津有 馬に 湯 浴して 宿 病を 療鲞 し、 一夕 犬に 感 憤す 

ると？- ^ あ 6、 自ら 陰莖を 切うて 娃 慾の 根を 斷 ち， 再 a 黃樂 

山 勝 尾 山 等に 歷 回して 參究を 事と し、 大和の 長 谷、 山城の 淸 

水、 伊勢の 山 田 等を 回歷 して 佛 神の 冥 助を 祈禱 し、 寬文四 年 

三十 五歲 寺院 修繕 經典 探訪 等の 大願を 成就 せんとして 行 乞 

し、 山城よ 6 東國に 下 6、 奥 羽に 回歷 し、 具に 辛苦を 甞 め、 

寒暑に 際し、 陰莖の 創痕の 痛爛 する 1: 患 a 、 偶 4 J 夢に 感して 

藥 方を 知. ク 、自ら 藥を 製して 治癒す、 乙れ よう 其藥を 錦袋圓 


と 云 a 、 廣く賣 6 て 大願を 成就 せんとす、 ® 間の 毀 贬を章 と 
せす、 六苹 間に 三千 兩を蓄 積す、 乃ち 三百兩 を 役して 七 千餘 
函の 書を 購求す、 輪 王 寺宮の 賛助を 請うて ; f 忍 池 中に 一島を 
築き、 文庫を 造 營 し、 尋て東 叙 山に 勸學 寮を 造營 す、 延寶六 
年下 谷 池の 端に藥 店を 開き、 勸學寮 里 坊と稱 し、 專ら錦 袋 1111 
を賣 る、 貞 享元牢 に 至う、 勸學 寮、 並に 文庫 大に 整備し、 藏 
書 大凡 三 万 餘卷に 上る、 NJV に 於て 高德 老儒を 聘して 日々 講 
席を 開く、 學 徒の來 集す る 者 三百 餘人に 上る、 尋て輪 王 寺宮 
ょ 6 勸學 坊權大 僧都 法 印に 任せら る、 師は 台密 禪の三 道塲に 
大藏經 完納の 願を 發 し、 瑞聖尭 ，寬 永 寺、 並に 高野山に 完納 
し、 次に 二十 一道 場に 大藏經 完納の 願を 發し 、山城 萬 福 寺、 
武 藏瑞聖 寺、 美 濃 小 松 寺、 伊勢 圆福寺 / 大和 法德 寺、 遠江寶 
林 寺、 山城 善 福 寺、 (以上 禪宗) K 藏寬永 寺、 山城 延曆寺 1 T 
野宗 光寺、 武藏 金讃寺 ，山城 興聖 寺、 上野 長樂 寺、 常 陸 月 山 
寺、 C 以上 天台宗〕 紀伊 光臺 寺、 同 高野山、 同 泰雲院 、同 新 別 所、 
河內 延命 院 、大和 東淨 寺、 武藏靈 雲 寺 (以上 眞言 宗) に S つれ 
も 銕眼道 光 禪師開 刻の 大藏經 を 購求 納附 し、 土藏を 併せ 寄附 
す、 元 祿八年 高 泉 性暾禪 師 ょう 法 印を 附 せられ、 其法嗣 とな 
る" 寶永四 年 五月 廿 二日 寂す、 壽七 十八、 著作 開 堂錄一 卷あ 
6、 ( 了翁禪 師紀 年錄、 禪師自 傅} 

F—勿 ン道感 (二 三 〇 八) 〔淨 土宗〕 信 濃の 僧な う、 道 
感 俗姓は 詳なら ず、 信 濃 - 0 人な 6、 出家して 住所を 一定せ ず、 
野 宮の邊 に 居して 古き 駕 輿を 以て 菴 となし、 或は 紫 竹の ■邊に 
住して は杇 木の 窟を以 て 室と なす、 常に 金皴を 打て 晝夜 佛號 
を稱 し、 偏に 俗事を 絕 つ、 慶安 年中 十月 十五 日 寂す、 壽詳な 


(三 六 八） 


書辭 名人 家怫 本日 


ら ず、 (緇 白 往生 傅) 

カ ン道侃 i ii -t- A- 〔黃榮 宗〕 近 ix 野洲某 巷の 禪僧 
f、  道 侃 字は 直 翁と 云 ふ、 近 江 野洲の 人、 俗姓 玉 田 氏な 
6、 兒左る 時 新 皮襪を 着けて 泥中を 踱む 、父 其 率 暴を 見て 俗 
に處 すべから ずと なし、 十ー ニ歲の 比、 父 京師に ある 弟に 托 
し僧となさしむ、旣にして一寺に遺は3れ、住僧の肉を食ふ 
を 見て 其 弟 - f たるへから ずと なす、 次に 一 寺に 遺は 3 れ 、住 
僧の 酒を 飮みて 佚 遊す るを 見て 亦 其 弟子た るべ， ^ b ずと な 
し， 遂に 叔父の 命に ょう、 直 指菴獨 照禪師 の 下に 投して 師事 
し、 學 行を 力む、 後、 禪師の 法 嗣竹岩 禪師に 師事す、 獨照禪 
師の 許可を 受けた る T' 眞率 にして 事を 事と せす、 終に 法 ？: 
嗣か ず、 獨照 禪師の 寂せ 〇 後、. 故里に 歸うて 草菴を 營み 、門を 
閉ち 客を 謝す、 同門 卓 岩 康岳等 訪問て 絕 ぇす、 甞て卓 岩と 
約して 日 ふ、 我 U 子と 共に 先師の 嗣とな ら ん とす、 方今 海内 
師事す へき 者 あるな し、 子 再 a 出つ る 勿れと、 後、 卓 岩の 禪 
師の嗣 72 るを 聞 S て 大に 罵う、 書を 與へて 交を 絕つ 、竹 岩の 
寂す るに 方-^ て、 遺言し、 且つ 袈裟を 附して 日 ふ、 吾れ 固ょ 
$、 子の 我嗣 たるを 曆せ S るを 知る、 然れ ども 吾 法は 即ち 獨 

照の 法な $、 子 若し 嗣かず ば 其絕 ゆるを 奈何 せんと， 師拜し 

て 之を 受 く、 旣 にして 竹 岩に 二 弟子 あ-^， 密に 法を 附 すと 聞 

S て 大に 怒うて 日 ふ、 我れ 彼 弟子と 尚し く 嗣と稱 する 能は ず 

と、 乃ち 竹 岩の 像 前に 袈裟，^ す、 師平 生磬を 鳴して 念誦す、 

里人 呼 ひて 鳴磬 三昧と 云 ふ、 善く偷 陀を 作る、 念誦 中に 之を 

發 す、 一日 法 侶 某 訪問して 伽陀を 作らん ふを 請 a 、 乃ち磬 を 

鳴らして 大悲咒 を 念誦す、 中間 時に 一句を 言、 某 傍に 在 $ 隨 


F 丨 (道) ガ 


て 書す に、 每四 句に 至-^ て 皆 章を 成し、 累々 二十 餘 首に 至る 
と 云 ふ、 師性果 を 好む、 庭園に 蒲萄 棚を 架し、 熟すれ は栩 -F 
に 就 S て 之を 食 ふ、 又 瓜. 5: 種て 朝 墓に 之を 食 ふ、 是に囚 うて 
痢を患ふ、日ふ、吾れ起たす、吾河ム、跡を斯世に遺す者なら 
んやと 平生の 書 稿を 取うて 盡く 火中に 投し燒 く、 十月 十四日 
の 夜 侍僧を 喚 a て 日 ふ、 吾れ 明 旦將に 西方の 樂 邦に 適かん と 
す、 我た めに 粥を 炊で 行を 襲せ ょ、 と、 翌日 早に 粥を 食 a 了 
うて 日 ふ、 吾れ 今往 かんと、 室 中に 卯 臥して 寂す、 壽五 十七、 
實に享 保 三苹 十月 十五 日な う、 (小 雲捿 稿} 

キ道機 ニー ーー ー 111 g  〔黄 樂宗〕 武藏弘 福 寺. の 開山な 6、 
道 機 字は 鐵 牛、 自ら 號して 自牧 子と 云 ふ、 石 見の 人、 俗姓 藤 
原 氏な 6、 寬永五 年 二月 十六 日に 生る、 十一 歲 郡の fi 峯寺提 
宗に 事へ、 十五 歲 出家 得度して 慧 覺と號 す、 十九歲 美 作の 龍 
雲 寺に 留る 、會慈 母の 病を 聞 s て 家に 歸 省し、 看護に 心 力を 
盡し 、をの 癒る に 至うて 出 遊し、 大 坂に 至 $ て 湛 月の 講席に 
列し、 尋て 京都 妙 心 寺に 投 し、 後、 再 ひ 湛月の 下に 學を修 む、 
爾來江 戶東禪 寺、 大坂法 雲 寺 等に 徧歷 して 敎釋幷 に究む 、明 
曆元 年大 坂ょう、 匝 下し、 長 崎に 至うて 崇福 寺に 入 6 て 隱元 
琦禪師 に 謁して 提撕 せらる'、 琦禪師 東上して 黃檗山 開 創の 事 
業を 經營 する に 際し、 同門の 諸 禪師と 其に 大に 力を 盡せ 6、 
萬 治 二 年 江戸に 下り 閣老稻 葉 正則の 强請に 任せ •湯 島譖祥 
寺に 住す、 寬文六 年 四月 木菴瑞 禪師 より 法 印を 附せら る、 後、 
延寶 元年 稻葉 正則の 強請に よう、 和 模小田 原に 紹泰 寺を 開き、 
武藏 向島に 弘福 寺を 開く、 同 三年 木菴瑞 の 後を 繼 s て 瑞聖寺 
第二 代と なう、 同 六 年下 總に巡 化し、 椿 沼 開墾の 事業を 經營 


(道 - キ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 六 八） 


K 上 道 y キ _  F 上 道' キ 


す、 盖し數 年 以前ょ- ^椿沼開墾の議ぁうしも决せ3$しが" 
師一た W 其 土地 R 到うて 實視 し、 大に國 利 ぁるを 知う、 稻葉 
正則に 謀 6、 土地の 豪族を 說き て經營 し、 元祿二 年に 至う、 
新田 八 万 石を 開 II 功を 畢 ふ、 其 間 十二 牢出 て、 は 開墾 造營の 
事業に 奔走し 入うて は瑞聖 寺に 宗 要を 擧揚 する 乙と 一日の 如 
し、 元祿 十三 年 八月 二日 寂す、 壽七 十二、 刺 謚大慈 普 應國師 
と 云 ふ、 

手 倉す る 
所の 寿 院 
相模 紹泰 
寺'  武藏 
弘福 寺、 

駿河瑞 林 
寺、 奥州 
大年 寺、 

下 總の補 
陀 寺、 等 
著作 七會 
語 錄十卷 
自牧摘 稿 

十卷 ぁう、 (年譜〕 

ギ道蠢 j 删 2J 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學僧 なう、 

道義は 俗姓 生國詳 かならず、 弱年に L て 道 雄 平 仁の 二師に 從 

a 、 華嚴の 旨を 受け、 兼ねて 眞言 敎を學 ぶ、 十八 歲に して 受 

戒 し、 博く 經論 を閱 し、 傅燈大 法師に 任す、 昌泰 元年 東大寺 


に 主と なる、 明年 十二月 宇多 上皇 師に 就て 受戒し 給 ひ、 延喜 
二 年 帝 東大寺の 中 門を 造う、 千 二百 僧を 以て 供養し ' 師乙れ 
が 導師と なる、 寺 務五年 僧 中大に 和し 賞して 僧官を 賜は る、 
此歲 寂す 壽六 十六、 臌四 十八、 (本朝 高僧 傅) 

キン 道 欽( . ) 〔臨 濟宗 j 相 模圓覺 寺の 僧な 

6、 道欽 字は 承 先と 云 ふ、 默 翁に 參 する 乙と 久時 、遂に 印 
可を 附 せられ、 圓覺 寺に 住し、 晚年 寺務を 厭 a 、 桂昌菴 ，に 退 
休す" 年 七十 四を 以て 菴 中に 寂す、 遺偈に 日く、 生地 去來本 無，， 
一物 〖白 月明 明、 淸風 拂拂喝 、と、 嗣法淨 妙 寺 正 巖曹雅 あう、 
(延 寶傳 燈錄) 

F1 キン、 道 欣 (一二 六 九) 百 濟の歸 化 僧な 6、 道欣推 
古 天皇 十七 年 四月 道欣 惠彌寺 十人並に 俗人 十五 人と 共に、 肥 
後國 葦北 律に 漂着す、 同 五月 俗人は 百濟に 送う 屈け、 僧 十 人 
は 其 請 ふ R 任せ 歸 化せし む、 道欣 惪彌は 其 中の 首な う、 共 R 
元 興 寺に 住す、 事蹟 詳細を 缺く 、(日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 
高僧 傳； > 

道敎二 S: 五 四 〔眞宗 〕 美 濃 池 田 郡本鄕 光慶 寺 
の 住持な う- 道 敎號は 包含" 稻葉氏 美 濃の 人な 6、 高倉學 
寮に 學び弘 化 四 年ょ A 學寮に 唯識論 述記 、七十 五 法名 目、 俱 
舍 論を 講 し、 明治 二 年擬講 となう、 十五 年ょう 歎異鈔 ，本願 
鈔 、散 善 義を講 し •二十 四 年 七月 嗣講 R 進み、 文 類聚鈔 を講 
し、 二十 七 年 一月 五日 寂す、 (眞宗 史料) 

F1 キヨ— 道敎二 八 七三) 〔淨 土宗〕 京都 九 品 寺の 學僧 
f、  道敎は 其 鄕貫詳 かならず、 源 空 上人の 弟子なる 九 品 
寺 覺明房 長 西に 師事して 諸行 本願の 義を 主張し、 東國に 遊 化 


(五六 八:) 


書辭 名人 家佛本  日 


した 5、 示 寂の 年月日 缺く 、師 兼て 天台宗に 通じ、 思 圓に就 
て 具足 戒を受 く， 門下 性 仙 等 あう、 (淨土 傳燈錄 、淨 土總 系譜) 
〔考〕 道敎は 建 保 頃の 人な-^ 

ド ー キヨ ー 道敎二 〇 £: 一. 〔淨 土宗〕 奥州 新 善 光寺の 開山 
なり、 道敎 字は 感 誓と 云 ふ、 唱名に 師事して 淨土 業を 修め、 
終に : H: (法を 嗣 ぐ、 ic 治 年中 奥州 會 津領津 川に 新 善 光寺を 荆し 
て 其 開山と なる、 明 德二年 三月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 

系譜) 

K* 1 3 1. ^ 一敎  ケン ィ顯 意を 見ょ、 

キ n 丁 道 鏡. 一 wi l H; 〔法相 宗〕 大和 葛 木 山の 僧な 
う、 道 鏡は 俗姓 弓 削 連、 天智 天皇 四 世の 孫な 6 と 云 ふ、 河 
內の國 弓 削に 生る、 出家して 義 淵に 師事し、 葛 木 山に 登りて 
苦行を なし、 如意 輪 法を 以て 聞 ゆ、 天平 寶字五 年に 天皇 近 江 
保良宮 に 行幸した まひ、 御 病患 あう、 道 鏡を 召し 給 ふ、 道鏡宮 
中に 候して 宿燿 法を 修 し靈驗 あ-^、 即ち少 僧都に 任せら る、 
此後 常に 禁掖に 出入して 寵愛を 被る、 寶字八 年に 惠美仲 麿 反 
を 謀 6 て 誅 に 伏し、 同 九月 十二 日に 道 鏡 大臣 禪師 となう、 封 
戶等 大臣に 准せられ、 大臣 禪師 と號 せらる、 天平 神 護 元年 十 
| 月 一日に 太 政 大臣 禪師 となる、 同日 綿 一千 屯を 賜は 6、 百 

官 を して 禪師に 拜賀せ しめ 給 ふ、 同 二 年 十月 廿 三日に 法王の 
位を 授けられ、 門下 圓 興に 法 臣 、基眞 に 法 參議の 位を 授けら 
る、 是等の 位官 皆 此に始 る、 特に 法 王宮を 置きて 乘輿 衣服 

飮食等 皆 供御に 准 せらる、 政敎 共に 權 柄を 執う、 僧尼の 得度 

の 度緣に も 治 部 省の 印を 廢して 道 鏡の 印を 用 ゆ、 弟淨 人と い 
ふ 者 布 衣よ 6 昇りて 從 二位 大納言と なう、 一族 五位と なる 者 


道) キ 


男女 十 人な 6、 太 宰の主 神習官 •阿曾 麿 道 鏡に 媚び、 八幡の 神 
敎を矯 うて 言 ふ、 道 鏡を して 皇位に 即 かしめば、 天下 太平な 
らむ 、と， 道 鏡 聞きて 深く 喜び、 和氣淸 麿- V」 召し 意中 ^ 吿け 
て 八幡に 遺は し、 神敎を 請は しむ， 淸磨 八幡に 至う 神敎を 傳 
へて 日 ふ、 我國家 開闢 以來 君臣 定る 、未だ 臣を以 て 君と なし 
たる 乙 と あらず、 天日 嗣は 必ず 皇緖を 立てよ •無道の 人 宜し 
く 早く 掃除すべし、 云々 と、 道 鏡大に 怒う、 淸磨の 官 V I 解き 
て 因幡 員外 介と なし、 尋きて 詔 あう大 隅に 配す、 •寶龜 元年 天 
皇 崩御した まふ、 道 鏡 梓宮を 奉じて 陵 下に 廬 す、 皇太子 道 鏡 
の 罪を 鳴らし、 下野 藥師寺 別 當に貶 し， 弟淨人 等を 土 佐に 配 
流す、 寶龜二 年 僧尼 度緣に 道 鏡の 印を 廢 し、 治 部 ^ の 印 v - /tj 
ゆ、 同 三年 四月 下野に 死す* 庶人を 以て 葬れり、 (續 日本祀 、 
七 大寺 年表" 僧綱 铺任) 

*卜 •-キ 3 — 道曉  ィチ エノ ー圓を 見よ、 

F1 キヨ 1 道 镜  H タン 慧端を 見よ、 

キヨ ー 道慶( . ) 〔三論 宗 U 大和 東大寺の 學僧 

な-^、  道 慶は大 ft 源 有 房の 子、 七歲 にして 聖慶 ;: 從ひて 三 
論を 學； 3、 稍 長して 禀 具し、 大小 乘を究 む、 十九 歲 維摩 會の 
竪義 者と なう、 後 東南 院に 住し、 幾なら すして 醍醐 山の 勝覺 
僧正に 席を 讓 6、 R 衣鉢を 持して 高野山に 入る、 寂 年、 及び 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

キヨ ー 道慶(一 /\ 丸セ)〔天台宗〕近江園城寺の學僧 
なう、 道 慶號は 衆 山と 云 ひ 慕 M 三年 長 吏に 仟 す、 寂 年 及 CA 壽 
缺く 、(三 井續燈 記) 

キヨー 直 fT (一三 二 八) C . 〕 近 江の 僧な-^、 

(道) キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 六 八） 
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道行は 天智 天皇 七 年 十一月に 草 薤劍を 盗み、 新羅に 逃れ 向 ふ、 
中途に して 風雨に 逢 a 迷び て 歸る 、(日本書紀) 

F1 ク ー 道®^ . ) 〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 禪 僧な 

P,  道 空 字は 谷 翁、 尾 張の 人、 早 年 京に 昇う 東 福 寺に 役す、 
後西 下し 應 海山 R 白雲 曉に 謁し 參究 し、 筑の崇 福 寺に 南 浦 明 
に 謁し、 師資の 禮を 執う、 其 法を 嗣 r、 示 寂の 年時缺 く' 遺 偈 
ぁう、 機先 活路、 無， 來 無/去、 欲 k 知， I 住處 ― > 泥 牛 哮吼べ 延寶 
傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

F1 ク ー 道 空 j =c g 細 〔曹 洞宗〕 近 江 洞壽院 第二 代な 
う、 道 空 字は 眞駿 、號を 牧溪と 云 ふ、 河内の 人、 幼に して 
出家し'  專ら 密敎を 習 ふ、 性 繁華を 厭 ひ、 近 江管竝 の 山村に 
退隱 す、 應永中 如仲緙 師 •跆 地に 洞 壽院を 築き， 師と溪 を 隔て 
V 居れ $、 師 一日 如 仲を 訪うて 宗門を 叩き、 是れ よう 欽服奉 
侍す、 後 如 仲 其 所證を 印し、 院を跗 して 第二 代と す， 永亨九 
年 如 仲 師に拄 杖 一枝を 贈る、 蓋し 其 化 風の 盛んなる を 悦びて 
なう、 後院を 川 僧に 附して 養浩 庵に 退き、 寶德 元年 八月 十五 
日 寂す、 壽七 十六、 (日本 洞上聯 燈錄) 

K* ^ 1  ニヨ ゲン 如 幻を 見よ、 

ド？ タ ウ イ^^!  シヨ— ク ワィ 聖 快 ^ 見よ、 

クウ ク道廊 #^ 11 〔臨 濟宗〕 京都 紗 >$ 寺の 禪 僧な 

6、 道 廓 字は 晦巖 、號は 萬 休、 幼に して 博 多 聖福寺 仙 崖の 

敎を 受け、 後 東 遊して 鎌 倉 圆覺寺 誠 拙 R 隨 侍し、 淸隱 、淡 海、 

兩禪師 に 師事し、 遂に 淡 海の 法を 嗣 く、 伊豫 宇 和 島 侯 伊達 春 

山に 請せられ、 其 地に 到 6 禮遇 を受 く、 常に 楞嚴經 を 誦し" 
楞嚴吐 哉鈔を 著 3 ん とし、 老後 春 山 侯の 供養を 受けて 法 門の 
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擧揚を 事と し、 明治 五 年 八月 二十 三日 寂す、 壽七 十五 吐哉鈔 
三卷 成うて 未た 業を訖 へず、 俗 弟子 藤本 鐵石 あう、 著作 訓誨 
寶 海一卷 あ'^、 

F1 タワ ツ道活 (二 三 四 八) 〔臨 濟宗〕 肥 前 長 崎 某 菴の禪 
僧な 6、 道 活字は 卓 岩" 俗姓 宮崎氏 肥 前 長 崎の 人な う、 十 
五歲 京都に 上り 西 三 博に 醫 術を 習 ふ も、 專ら 佛敎に 意を 傾け、 
遂に 辭し て皈 6 深 堀 菩提 禪 寺に 登うて 得度す、 時に 二十 餘歲 
な 6 /後 京都に 上 6、 嗟 峨獨照 禪師に 師事す-, 再び 長 崎に 歸 
り、 防 山 R 隱 棲し、 禪味 5: 樂む 、示 寂の 年壽缺 く、 (續 日本 高 
僧 傅)  . 

〔考〕 道活は 元祿の 頃の 人な 6 

タワ ツ 道 月  ショ*- ネン 聖然を 見よ、 

ク !? ン道觀 (二 一二三) 入唐 學問 僧な 6、 春 日 粟田； 
.6 百濟の 子な う、 白 雉 四 年の 一月に 遣唐使 R 隨 a て 唐に 航 す" 
事蹟 缺 ，、、(日本書紀) 

F1 クワン 道 觀  ショ- ユ證慧 を 見よ、 

ク !? ン道貫 二 細 ^ 〔眞宗 〕 美 濃國池 田 郡 本鄕光 
慶 寺の 第二 十代な 6、 道 貫 字は 得 一、 號は香 雨と 云 ふ、 稻 
葉 氏な う、 美 濃の 人、 文政 五 年 四月 一日に 生る、 十七 歲にし 
て大 坂に 遊び、 廣瀨 旭莊の 門に 入 6、 尋て豐 後 R 遊び 廣瀬淡 
窓の 咸亘 園に 入う、 留學 三年、 後高倉 學 寮に 入う 寮 司と な 4 、 
內 典を. 妍耆 する 乙と 十餘 年、 明治 十二 年 東京 弘敎 書院の 聘 R 
よう 縮刷 大藏經 を 校合し、 十五 牢故 鄕に歸 翌 十六 年 兄 道 
敎に 代り 光慶 寺第廿 五代の 住持と なる、 二十 六 年 六月 高 倉 學 
寮擬講 となう、 二十 八 年の 冬 老病 あう、 翌二 十九 年 五月 二十 
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三日 大勘敎 R 稀 せらる、 同 二十 五日 寂す、 壽七 十五、 宗主 香 
兩院道 貫の 五 字， V- 書して 遺族に 與 ふ、 (傳 讚) 

ケ ー 道 契 二 Is f ハ 〔眞言 宗〕 美 作圆通 寺の 僧な气 
道 契 字は 天靈 、號 は甑芄 、豐後 安那 郡 神 邊村の 人、 黑瀨孫 四 
郞の 季子な'^、 幼に して 出家の 志 あ-^、 甫めて 十歲 、鄕の 頂 
見 山覺本 上人に 從 a て 經 論を 學び 、持 寶院 道雅和 上を 拜して 
度を 受 く、 十五 歲傳 法灌 頂を 受け、 二十 七 歲三宮 寺 一 雲 和 尙 
に 謁して 戒を受 く、 後、 高 井田 知 幢和尙 に 就て 具足 戒を 受け、 
雷雨、 性戒 、守脫 、密 成の 諸 律師に 歷 侍して 顯密 の學を 受け、 
智積院 に 入う、 海應能 化ょう 密敎を 傅へ、 醫王寺 思 古 禪師に 
參し禪 を 探る、 弘化 三年 六月 美 作 香々 美圓通 寺の 請に 依 6、 
同 寺 R 住す、 明治の 初め 廢怫論 起る に 方う、 諸 宗の學 僧と 共 
に 柬 寺に 會し 、宗風 擧揚を 謀る、 乃ち 嵯峨敎 王 常住 院を 再興 
し、 諸 宗の學 徒數百 人を收 容敎授 す、 大覺寺 法 親 王師を 大講 
師に 任じ、 紫 衣緋紋 袈裟- V 賜 ふ， 後三年 美 作に 歸 6、 圆通寺 
內に 精翠山 房 ^ 營み 、文 墨を 樂む 、翌年 官敎導 職を 置く に 方 
$、 師を巡 敎師 となす、 其 翌年 諸宗 合 IPJ して 津山に 中 敎院を 
設 くるに 際し、 推 S れて 其學 頭と なう、 大 講義に 補 せらる、 
明治 八 年 八月疾 を 得、 翌九平 七月 二十 三日 寂す、 壽六 十一、 

臘 五十一、 僧 |£ を 贈らる、 著作 續 日本 高僧 傳 十二桊 ，般若 心 

經一滴 談 、宗祖 影讃 、保 國篇 、續 保國編 •關邪 大義 護 法談、 

詩文 集、 各 一卷あ 6、 ( 竺道契 和尚 傳 、皇山 照 南 氏 返信) 

F*- ケン 道顯 (一三 六 八) 〔 . 〕 大和 大安 寺の 學僧な 

う、 道顯は 高麗の 人な り、 大安 寺に 住す、 天智 天皇 元年に 

鼠 あう、 馬 尾を 產す "道顯 占 CA て 日 ふ、 北！！ の 人將に 南_ に 


(道} 夕 


附か むと す、 盖し 高麗 破れて 日本に 屬す るかと、 元 明 天皇の 
朝 始めて 描 - T の 木を 植ゆ 、唐ょ' CN 得 來る 所と いふ、 示 寂の 年 
時缺 く" 著作 日本 世 記 あ 6、 傅は らず 、(日本書紀、 僧綱 補任、 
元亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 僧綱 補任に 入唐 學問 僧と あう、 歸 化の 後 入唐した る も 
のか、 未だ 詳 ならず* 

Flf レ 道顯 (ニー 三 〇〕 〔眞宗 〕和 泉 f 興 宗寺 の忭 持な 
P, 道顯は 足 利 氏、 道祐 五 -lii: の 孫な 6、 文明 二 年 本堂を 再 
建して、 蓮 如上 人を 請し 入佛 供養 導師と / J: し、 同 八 年 境内に 
別に 一宇を 構へ て 信證 院と號 し、 蓮 如上 人に 献す 、上人 常に 
寓居して 手から 敎 行信證 、持 名鈔幷 に 十字 名號 等を 書して 授 
與 せられ ys -CN、 師示寂 年月 詳なら す、 (泉 州 志) 

Flf ン道顯 iili Ji 〔曹洞 宗〕 武藏瑞 光寺の 中興な 
道顯 字は 隱 之と いふ、 加 賀金澤 藤 岡 氏の 子な 6、 母 富 
控氏靈 夢を 感して 孕 fr あ 〇、 寬文 三年 二月 四日 生る、 七 歳に 
して 詩 書の 句讀を 習 ふ、 八 歳 京都に 入う、 木 下 順 菴に學 ふ、 
十二 歲周 易を 覆 講 す、 聽者嘆 服す、 十五 歲越 中立 山に 登 6、 
忽ち 梵鐘の 響を 聞きて 三寶の 靈感を 知う、 出家の 志 あう、 十 
九歲攝 津禪定 寺に 到- CN、 月 舟 胡に 從ふ 、月 舟 藥山非 思量 話を 
示す、 貞享三 年 其 命に ょり 總州 IF 泉 寺 良 高に 依うて / L /L 參究 
し， 遂に 許可を 受 く、 翌年 江戶 吉祥 寺に 掛 錫し、 法 席 ヒ張る 、 
寬永寺 僧正 某 5: 問 a て 天台の 敎觀 ダ 修め、 靈雲 寺淨嚴 律師を 
問 a て 眞言の 法要を 傳ふ 、次に 獨湛獨 照慧橄 潮音の 諸禪師 に 
歷昆 して 請 益す、 後 禪定寺 月 舟 胡の 下に 歸 る， 月 舟師に 僧伽 
梨を 附して 法 信と なす、 元祿 三年 播 磨の 磐珪、 河 內の支 光 (C 歷 
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謁す、 九 屯 加 賀大乘 寺 卍 山 白の 下に 留 る、 寶永 元年 下 總東昌 
寺の 請 R 應し法 席を 張る、 享保三 年徹照 居士 瑞光 寺を 再興し、 
師を請 して 開山と す、 十 年 美 濃 妙 應 寺の 請に 應 す、 十四 年 七 
月 一日 同 寺に 寂す、 壽六 十七、 臘四 十九、 著作 語録 十卷 、法 
嗣寂林 心 宗等 六十 餘人 ぁう、 遺偈 に 日く、 四 大分 明、 離 虚空、 
沒蹤 跡、 喝 一喝 ' 續 日本 高僧 傅) 

ドータン道顯3ーー ^-- |〔曹洞宗〕加賀大乘寺2住持な 
う、 道顯號 は密 山、 別に 朽木 子と 稱す 、俗姓は 足 立 氏、 近 
江の 人な う、 甫めて 十二 歲 、越 前 永 建 寺 海 翁 R ょりて 薙染 し、 
寬文 十一 年加賀 に牲き 、月 舟に 大乘 寺 R 謁す、 後 病 ^ 抱きて 
紀伊に 遊 a " 城 北の 吉田 村に 棲遲 す、 時 R 黃檗 の圆通 も 亦 岡 
田 村に 庵 居す、 吉出を 去る 乙と 二 里 許な う、 師 常に 牲復 して 
共 R 商量す、 河內經 山の 獨菴 R 謁し、 无祿 十二 苹二 月明 州の 
後を 嗣きて 大乘 寺 R 住す" IE 德 元年 河内の 摩 尼 峯に隱 退す、 
卍 山 か 鷹 峰 R ぁ-^ て 病 革る を 聞き、 往 きて 之を 問 ふ、 p nz 山 病 
を 力めて 師に 後事を 囑 すと $ ふ、 元 文 元年 十月 十二 日 寂す、 
壽八 十五、 臘五 十九、 

F 彳ケン 道憲 (一 五六 八〕 〔三論 宗〕 奈良元 興 寺の 僧な 

う、 道 憲は元 興 寺の 碩德 にして 延喜八 年聖寶 ，ど 禮して 金剛 

乘 法身 佛灌頂 心 印を 得て 南方の 宗匠と なる、 (續 傅燈 廣錄) 

F1 タン 道 S  ( …： …) 〔戒律 宗 U 大和 戒壇 院の律 僧な 

う" 道憲 號は顯 日、 讃岐の 人" 戒壇 院圓照 に 師事して 具足 

戒を受 け、 後砍鄕 R 歸う 戒律を 唱ふ、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ケン 道 見 ( . ) 〔曹 洞宗〕 三 河泉寵 院の禪 僧な 

6、 道 見 字は 聞菴 、大澤 寺 廬嶽等 都 R 參し 、入室して 其 衣 


法を 附せ られ 、分 座說 法す、 後總持 寺に 出世し、 退 さて 參河 
R 歸 へる、 檀越泉 龍 院を聦 し、 師を請 す、 師廬嶽 を 奉して 開 
山と なし、 自ら 次位に 居る、 寂 年 並に 壽缺 く* 法嗣字 岡祖文 
あり、 (日本 洞上聯 燈錄) 

F- •ゲン 道ナ y  ( . ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧な 

う、 道玄 字は 自 性" 定舜の 法を 嗣きて 思 允と 同學 なう、 受 
具の 後 京都と 奈 良の 間を 牲來し C 律 章を 究め、 某 年 宿志を 果 
して 宋に 入り、 戒疏を 咨尋 す、 東歸 して 東 山 建 仁 寺の 着座と 
なる、 寂 年 及 a 壽臘缺 く、 著作 比丘鈔 序 解一卷 あり、 (本朝 高 
僧 傅} 

FS ゲン 道 2: .一  • *:: ハ ffl 〔天台宗〕 近 江延曆 寺 ^ 座主な 
う、 道玄は 二 條前攝 政 良實の 子、 最守 法師 ic 宗義を 受け 天 
台座 主と なる 乙と 二度 准 三 后と なる、 嘉元二 年 七月 十九 日 寂 
す、 壽缺 く、 (天台 座主 記、 諸 門跡 譜) 

F1 ザ ン道玄 (一九 八 一) 〔華 聚宗〕 大和 衆 大寺 の學 僧な 
6、 道 支は 貞 覺と號 す、 示觀國 師に滿 分戒を 受け、 賢首菩 
薩の敎 7 ど 究め、 朿大 寺に 寓居して 世を 終 ふ" 著作 華嚴 五十 三 
略頌 、新舊 會品鈔 各一卷 あう、 世俗 呼 ひて 華嚴 老僧。 一 R 貞 
覺大亨 と い ふ、 (本朝 高僧 傳) 

F1 ゲン ド- ゲソ 道元 R 同し、 

ノン 道元 j AA ig 曹洞宗 の 開祖な 6、 道元 2 
に 道 支に 作る) 希 支と 號 し、 佛法 房と 稱す 、俗姓は 源氏、 內 
大臣 久我通 親の 息 に して 母は 攝政藤 原 基 房の 女な う、 正 治 二 
年 正月 二日を 以て 生れ" 三 歲の時 父を 喪 ひ、 仲兄なる 大納言 
通 具 R 養は る、 四歲 に して 李嶠雜 詠を 讀み 、七 歲に して 毛 詩 
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左傳を 讀みて 神童の 稱あ 6、 八歲 母を 喪 ひ、 悲哀の 餘 出家せ 
ん とする の 意 あう、 乙れ ょう 益 讀書に 耽り、 阿 ® 達磨俱 舍論 
等を 閱 す、 松 殿禪閣 藤 原 師家 養うて 嗣子と なさむ とする も、 
師の 宿意 益 固く して Z. れ を固辭 す、 建 曆二年 十三 歳に して 大 
に 决 する 所 あう、 一夜 暗に 乘じて 木幡 の山莊 を遁れ 出で、 比 
叙 山麓なる 良觀 法師の 草庵を 訪 S、 具に 狀を 吿げて 弟子と な 
る、 蓋し 良觀 法師は 師家の 弟に して 師の 母の 兄な 6、 橫川首 
楞嚴院 の 般若 谷 千 光房に 留學 し、 建 保 元年 四月 九日 十四 歲に 
して 座主 公圓 僧正を 仰 S て 手 度を 受け、 同月 十日 大戒 を受 く" 
翌二年 園 城 寺に 投じ、 公 胤 僧正の 下に 敎觀の 要を 問 ひ、 尋で 
榮 西禪師 新に 禪宗を 唱ふ るを 聞き ♦就て 謁を請 ふ、 然れ ども 
榮 西は 京都 鎌 倉の 間に 牲來 して 法席暖 なる 違な く、 幾 河 もな 
く 鎌 倉に 寂せ しを 以て、 其嗣明 全 禪師に 師事し、 共に 東 山 {C 
幽棲して 個 事を 參 叩す、 時に 幕府 建 仁 寺の 寺觀を 新に したれ 
ば、明全と共に同寺に住し 72 6、久しからずして明全は榮西 
の往 跡を 追うて 宋に航 せんとし、 貞應二 年 二月 二十 二日 建 仁 
寺を 出で 雨 下 筑前博 多に 向 ふ、 師時に 二十 四 歲廓然 高 照 等と 

共に 明 全に 隨ふ 、三月 伊勢 津の芝 原 四 良左衞 門の 商船に 便乘 

して tl 多を 發し 、海路 恙なく 四月の 初め 明 州に 着す、 五月 阿育 

王 山の 典 座 船に 來る 、因て 師相 見して 問答す、 同月 陸に 上う、 

金禪 師に隨 侍して 慶元府 の 太白 山 天童 景德 寺に 登り、 佛照德 

光の 法嗣 なる 無 際 了 派に 謁す、 同月 新戒の 列 R 置かれた るを 

非と し、 上表して 叢林の 排座ヒ 正さん 乙と を 請 ふ も 許 3 れ ず、 

再び 上表して 切に 其 非を 訴ふ 、乃ち 勅 あう 乙れ を 正さる、 我 

國の 比丘 支那の 叢林に 投じて 戒次の 列に 置かる、 もの 此に始 


まる、 附來天 黄景德 寺に 留まうて 參叩 す、 我 國留學 僧 隆禪に 
依りて 龍 門佛吸 派 下の 嗣書を 覽 、惟一 it 依りて 法眼 派 下の 嗣 
書を 覽、 宗月に 依'^ て 雲 門 派 下の 嗣書を 覽 る、 嘉定 十七 年 正 
月廿 一日 Mi 際 了 派の 秘藏 せる 佛照德 光ょ 6  了 派に 傅へ たる 嗣 
書を 覽て 大に感 喜す、 翌寶慶 元年 天台 山 榧 山寺に 至る 途次、 
平 田の 萬 年 寺を 訪ひ 、元鼐 禪師に 見へ て 嗣書を 覽 、同 V 徑山 
の興聖 萬 壽 寺に 登りて 淅翁 如琰に 見ぇ、 台洲 の小翠 岩， 阿育 
王 山の 廣利寺 等を 遍歴し、 盤 山 思 卓幷に 大光等 一時の 大禪師 
問は 3'' るな し" かくて 再び 天童 無 際 了 派の 下に 皈 らんと し、 
途中 其 示 寂を 聞きて 大に落 膽 し、 明 全 禪師に 會し 事を 謀らむ 
とす、 偶徑 山の 羅漢 堂に 於て 一老 僧老琎 と 云へ る 者に 遭 a 、 新 
住持 長 翁 如 淨の禪 風を 說くを 聞きて 欣喜 措かす、 同年 五月 一 
日徑に 天童に 登 6 て 謁を請 ふ、 一見 機 緣相投 し、 宿 契 あるか 
如し、 乃ち 其 下に 掛搭 し、 朝參 暮叩餘 念な く， 遂に 佛 佛祖祖 
面授の 大事を 豁 悟し、 身心 脫落脫 落 身心の 妙 契に 達す、 同年 
九月 十八 日佛祖 正傳の 大戒を 禀受 し、 二 年を 經て 別れを 吿 ぐ、 
如淨 禪師慇 勤に 誨 示し、 且つ 芙蓉 道 楷祖の 袈裟、 寶鏡 三味、 
五位 顯訣 、幷に 自賛 頂 相を 附與 す、 即ち 乙れ を拜受 して 山を 
下 $、 同年 便船に 乘して 東 皈の途 に 上う、 風 一浪の 險を 凌ぎて 
漸く 肥 後川 尻の 津に 着し、 五 年 留學の 功を 全うす、 時' に 安貞 
元年な 6、 直に 東上して 京都に 入- CS、 建 仁 寺に 行李を 卸す、 
時に 同 寺は 明 全 以後 了 心 住持と なりて 稍 叢林の 風規を 整へ た 
$ と雖も 法嗣絕 t て 傳はら ず、 僅かに 遺風の 存留 せる のみな 
6、 即ち 同 寺に 留 6 て 普 勸座禪 儀一篇 を 選す、 然れ とも師 同 
寺に 於て 新に 門戶を 張らん とはせ ず、 寬 喜二牢 の 頃 京師を 出 
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て、 深 草なる 安養 院と S へる 廢院 に幽棱 す、 然るに 德譽 漸く 
四方に 傳 はう、 道俗 相尋で 來皈 す、 正覺禪 尼なる もの あり 深 
く 師の敎 に 服し、 一禪 寺を 興 3 ん とし、 同地 極樂 寺の 舊趾に 就 
て 經營 し、 天福 元年 土木 功畢 う、 初め 觀音利 導 院と號 し 後師宋 
の徑 山の 寺號 與聖幷 {C 曹谿の 寺號寶 林を 併せ 取うて 興 聖寶林 
禪 寺と 號 す、 

嘉禎二 年 十月 
十五 日 同 寺に 
於て 開 堂を 行 
ふ、 懷羿 、詮 
慧、 義尹笔 前 
後して 其 下 R 
皈し 、師資の 
禮を 執れり、 

乃ち 懷猝 を擧 
けて 首座と な 
し、 諸 弟子を 
監せ しむ、 一 
住十餘 年、 門 

風大に 興る 典 座敎訓 、學道 用心 集 等を 撰す、 寬元 元年 七月 同 

寺を 出で 二三の 弟子を 率ゐて 飄然 北行し、 越 前の 山中に 向 ふ、 

松 岡 溪の奥 •吉 峰の 巔に 登うて 錫を 駐む 、乙れ 帥の 北國 R 法 化 

を 敷ける 始めな 5" 初め 出 雲 守 波 多 野義 m 京師 R 在りて 師の 

敎を 蒙り、 深く 皈依崇 信し、 其 領地なる 越 前の 勝を 說い て往 

化を 請 ふ、 師は大 宋の如 淨古佛 越 R 生る 越の 國號を 聞く すら 


道  U ノ 


思慕の 至りな'^ とて、 即刻 其 請を 容れて 出發 し / 2 $ と 云 ふ、 
かくて 吉 峰の 嶺 R 幽棲し， 深く 其 勝を 愛す、 義重傘 松の 西に 
地を 相して 一禪 寺を 建立し、 吉祥 山大佛 寺と 號し て師を 請す、 
乃ち 寬元二 革 七月 師 0 ら開 堂を 行 a 、 尋、 て 法 堂 僧堂 等を 造 立 
し" 一一 古制 R ょうて 淸規を 行 ふ、 寬元四 年 六月 十五 日に 至 
改めて 永 平 寺と 號 す、 寶治 元年 八月 最明寺 時賴の 強請 R 
ょう 鎌 倉に 到り、 時賴以 下 諸人の 爲め R 法 門を 說き 、且つ 菩 
薩 戒を授 く、 時賴 抑留して 一 寺 i: 興して 請 せんとした る も、 
固辭 して 應ぜず 、同 二 年 三月 永 平 寺に 皈 る、 時 賴越前 六條堡 
二 千 石の 地を 寄進して 衣資に 洪せん とて、 師の 弟子 玄明 に附 
し 寄進 狀を 送る、 玄 明先づ 大 に 喜びて 師に呈 す、 師固辭 して 
受けず、 却て 玄 明の 喜べる を 聞きて 其 卑陋を 惡み 、下山を 命 
して # 出し ^ 明の 坐 f iliii 牀を殿 /2 し 0 、爾來山中を出てず、 
靜修を 事と す、 後嵯峨 天皇 勅して 召し 給 ふ も 出で ず、 紫 衣を 
賜へ ば 再三 乙れ を辭 す然れ とも 許されず、 遂 R 拜授 し、 一偈 
を 作うて 上 謝し、 畢生 乙 れを 着用せ 3 りきと 云 ふ、 其偈に 日 
く、 永 平雖， ，谷 淺ハ勑 命 重重 重、 却 被 4 猿 鶴 ハ 紫 衣 一老 翁 
と" 建 長 四 年の 夏 微恙ぁ 諸、 弟子を 召して 遺 敎經を 講ず、 
翌五年 七月 永 平 寺を 孤雲 懷羿 R 附し 、八月 波 多野義 重の 請に 
應じ疾 を 輿して 京都 R 上う、 高 辻 西 洞 院 俗弟覺 念の 宅 R 入 6 
て 療養す、 同年 八月 二十 八日に 至 6 遂に 其 宅 {C 寂す、 壽 五十 
四、 懷羿等 相 謀う柬 山に 茶 毘 して 眞骨を 永 平 寺 側に 葬る、 遺 
偈 R 日く、 五十 四 年、 照， 1 第一 天； 打 4 固綍 跳； 觸， ，破大 千 -'* 渾 
身 無 k 党、 活陷 U 黄泉 〖と、 著作 普觀坐 職 儀一卷 、學道 用心 集 一 
卷 、淸 規二卷 、廣 錄十卷 、正 注 眼 藏九 十五 卷 ぁう、 嘉永七 年 
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二月 二十四日 勅謚 佛性傳 東國師 の號を 賜 S、 明治 十二 年 十一 
月廿 二日 承 陽 大師の 號を賜 ふ、 師の宋 に 航 する 時、 隨從 した 
る 若に 木 下道 正 加藤景 正と S へる 者 あ 6、 景汜は 後 R 春慶と 
號 す、 朱に 於て 陶器の 製造 法を 傅へ 來 .9、 東皈の 後尾 張の 瀨 
戸に 其 業を 開き、 子孫 蕃殖し、 所謂 瀨戶燒 今に 盛な- N、 (傳光 
錄 、建撕 記、 永 平和 尙傳 記、 同 年譜、 本朝 高僧 傅 •洞 上諸祖 
傅、 日本 洞 上聯燈 錄) 

ゴ 道悟二 ^ 狀〔黃檗宗3攝津慈應寺の開山なう、 
道 悟 字は 靈峯 ，美 濃多藝 郡の 人な う、 早 年 伊 _ 正 法 寺に 投し 
て 度を 受け、 後出 遊して 諸 禪師に 參諶 し、 長 崎に 至 6、叫 僧 
道 者 禪師に 謁して 法嗣 となる、 道 者 西歸の 後、 攝津 中島に 幽 
棲し、 嚴冬一 紙 衣、 極 夏一麁 布、 十五 年 一日の 如し、 時人 紙 
衣の 悟 頭 陀と呼 ふ、 四十 四 歲黃檗 山に 登 6、 木菴 よう 戒を受 
く、 增鳥 村に 春 □寺を 開き、 西の 宮鳴 尾に 慈 應寺を 開く、 黃 
檗 山の 悦山慈 應の二 大字を 書し 贈る、 一 住 二十 年な う、 後 中 
島に 遊び、 病 R 罹 $ て 寂す、 W 永 六 年 四月 廿 四日な う、 壽七 
十四、 臘 五十八、 (續 日本 高僧 傅} 

ゴ道悟  チユ -シユ  ン忠 俊を 見よ、 

F1 ゴ 道 # P シ rl - コ- 修廣を 見よ、 

コ ー 道 光二 V 一 五 四 〔戒律 宗 3 入唐 學問 僧な $、  道 

党は 孝德 天皇 白 雉 四 年 五月 道嚴 、道 通 等と 共に 唐に 航 し、 後 

白 鳳 七 年東歸 して 律師と なる、 勅を 拜して 四 分律鈔 選 錄文一 

卷を 撰し 上る、 我國に 南山 派を 傳 ふる 始めな- CN、 持統 天皇 八 

年 四月 寂す、 勅して 膊物を 賜 ふ、 (日本書紀、 三 國佛法 傳通緣 

起、 元亨釋 書) 


(道」 ゴ 


ド ー コ ー 道 光. 一. ^: 〇: 〔淨 土宗 一京 師悟眞 寺の 開山な 
う、 道 光 字は 了慧 、居所を 望 西 樓と號 し 一に 蓮華 堂と 號 す、 
俗姓は 宍戶 、父 名は 常 重と 云 a 相 模國鎌 倉の 人な 6、 十一 歲 
にして 比叡山に 登 6、 尊惪 R 師事し、 諸宗に 通ず 常に 法 華經 
を 誦す、 四十 歳の 頃 記 主禪師 良忠に 師事し、 淨土宗 の 要義を 
受 く、 師 京師の 三條に 悟眞 寺を 創す、 世に 三 條 流と 云 ふ、 弘 
一. 安七 年 春聖光 上人の 別 傅 . 卷を 記す、 十牢 八月 然空 上人の 別 
傅を 記し、 永 仁 四 年 夏 大綱鈔 上卷を 著し、 選擇 集を 注解す、 
五 年 二月 同門の 請に 依て 大經鈔 七卷を 製す、 花園 天皇の 四十 
八條の 勅問を 拜して 答釋を 上る、 世 R 尊 問 愚 答 記と 云 ふ、 正 
應 三年 三月 廿 九日 寂す、 勅 謚廣濟 和 尙と云 ふ、 前記の 餘 、新 
扶選擇 報恩 集一卷 、往生 十 因 私記 二卷等 ぁう、 (鎭 流祖傳 、淨 
土總 系譜、 蓮門經 藉錄) 

コ ー 道 光 i£ f -o 〔黄 樂宗〕 攝津瑞 龍 寺の 開山な 
$、  道 光 字は 鐵 眼と 云 ふ、 肥 後 益 城の 人、 俗姓 佐 伯 氏、 寬 
永 七 年 正月 一日 生る、 父の 名淨 信と 云 ひ、 深く 佛敎 R 歸 す、 
師七歲 にして 父の 下に 觀 無量 壽經を 授けられ、 能く 暗誦す、 
十三 歲 R して 同 郡 海 雲 法師の 下 ^ 度を 受 く、 十七 歲豐 前の 永 
昌寺 R 至う 起 信 論の 講席に 列 6、 慧解 大衆を 驚かす、 慶 安三 
年 出 遊して 諸 師の講 席に 列 6、 明曆 元年 明ょう 隱元隆 琦禪師 
の 東 渡を 聞き、 長 崎 ic 至りて 謁を 求め、 尋て同 禪師の 攝津富 
田 普 門 寺に 入れる を 追うて 西 上す、 親しく 敎を 受け、 遂に 隆 
琦禪師 の 高弟 木 菴性彌 の 弟子と なる、 旣 にして 大藏經 開 刻の 
大志を 發して 經營 す、 寬文八 年 大圾月 江 寺に 起 信 論を 講して 
大衆 R f} し、 其 大志を 吿 く、 觀音寺 妙 宇 道 人と 云 ふ 者 あ 6、 
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即ち 師の 大志に 感し 、白金 一千 雨を 寄附す、 師大に 喜 宇 
治黃檗 山に 登う、 隱元隆 琦禪師 R 謁して 事情を 吿く、 禪師偈 
を 作りて 其擧 を賛 し、 明ょう 齎 すと 乙 ろ の 大藏經 の 刻本を 與 
へ、 且つ 1!! 內の 地所 i: 割 いて 木版の 貯藏 所 ic 當つ 、師大 に 喜 
び、 其 地 R 寶藏院 を 開き、 且つ 京師 r 印 房を 置く， 爾來 木版 
エを 募り、 日 
日 事に 從 ふ、 

尋て 江戸に 下 
6、 淺草海 雲 
寺に 楞嚴經 を 
講して 大藏經 
開 刻の 緣を募 
る" 道俗の 資 
金を 寄附す る 
者甚た 多し、 

寬文十 年大坂 
に 蹄り、 信徒 
の 懇請に ょり 
慈 雲 UJ 瑞龍寺 

の 中興 開山と なる、 同 寺は 元藥師 寺と 號 し / 2 6 しが、 其 基を 

新に して 中興した るな う、 翌 十一 年瑞龍 寺に 楞嚴經 を 講 し、 

同年 再 a 江戶に 下う、 井伊 氏 夫人の 懇請に よ 6 .青山に 海藏菴 

を營み 住す、 後、 正德 三年に 至う、 改めて # となし、 海藏寺 

と號 す、 黃樂山 東 林 寺 開山 大眉性 善、 朿林院 の 地の 高邃に し 

て 火 ^ を 避く る r 便なる を 以て 寶藏院 に 附 す、 師大に 喜 a 、 


大 庫三 棟を 築 s て 木版を 藏む 、延寶 二 年 家父の 病を 問は / L か 
爲め肥 後に歸 る、 家父 沒して 後 居 宅を 寺と なし、 三 寶 寺と 號 
す、 國 (寸細 川 氏師の 道譽を 開き、 城 中に 請して 優禮 し、 且つ 
向後 毎年 金 一千 錠を 寄附し、 開 刻を 助く‘ 同年 秋薩 摩に 遊 ひ、 
福昌 寺に 楞嚴經 を講 す、 琉球國 王子 等數 ，、法要を 問へ 6、 豐 
前國守 久留島 氏の 懇請 R ょう、 同地 安樂 寺 {C 經 5: 講 す、 會ミ 
徒 あうて 師の道 譽を嫉 みて 害を 加へ / I とす、 久 留鳥 氏 命じて 
惡 徒を 捕へ、 且つ 師を國 境に 送る、 師特 {C 弟子を 遣は して 惡 
徒の 罪を 宥 6ん、 とを 請 ふ、 久留島 氏 益 感服して 惡徒を 放てう、 
延寶四 年黃榮 山に 回う、 木 菴性瑚 の 下に 法 印を 拜 す、 四月 先 
考の忌 辰 R 際し、 瑞龍 寺 ic 法華經 を講 し、 秋 江戶に 下る、 老中 
稻葉 氏の 懇請を 受 く、 同 六 年 R 開 刻 功を 畢 へんと す、 乃ち 表 
を 製して 太 上 法皇に 上進す、 同年 瑞龍 寺 R 大雄 殿、 幷に 選佛 
塲を 築く、 尋て大 藏經を 大將軍 に 献 す、 天 和二來 畿内 荒歉 し、 
衆 民 飢渴に 苦む、 師大に 救 濟を謀 う、 其 恩澤を 被る 者 凡そ 一 
萬餘 人な う、 同年 二月 廿 九日 俄に 疾發る 名 大衆の ために 經を 
講す 、三月 七日 弟子に 後事を 托す、 二十 二日 偈を 書して 日 ふ、 
七 顚八 倒、 五十 三年、 妄談 般若、 罪犯彌 天、 優 遊華藏 海、 踏 
破水 中天、 同日 巳の 時 寂す、 壽五 十三、 臘 四十な 6、 師經論 
を 講 すると 十餘會 、寺を 開く  {八 所、 即瑞 龍、 寶藏 、金 禪、 
海藏 、小 松、 三寶 、寶泉 、延命な 6、 法嗣寶 洲等數 人な 6、 
_(行 實 、碑銘、 續 日本 高僧 傅， 野史、 近世 畸人 傅) 

〔考〕 鐵眼道 光禪師 は 初め 眞宗 の學 徒な う、 眞宗の 成 規院西 
吟に就 S て 敎を 受け / 2 る 名、 西吟の 異義を 以て 斥けら る、 後、 
轉して 黃檗宗 に歸 し、 一生 眞 宗の宗 風を 攻墼 す、 其 豐前に 於 
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S て 危難に 臨 ir も、 全く 眞宗の 徒の 激怒に 因るな う、 本文に 
惡 徒と あるは'  即ち 眞宗の 某々 等な りと す、 

コ ー 道 光  一ー チ ヶン 日 謙を 見よ、 

Flrlt  道 光  フジ ャク普 寂を 見よ、 

コ 1 道晃二 頭 ^ S 宗〕 肥 後 熊 本 坪 井 鳥 町 善 正 寺 
の 住持な $、  道晃は 肥 後 葦北 郡 日 南 久町善 立 寺 R 生れ、 慶 
恩の 養子と なう、 遂に 住職を 繼 く' 明治 二 年 安居 觀經 を學林 
に 代講し、 同 七 年の 安居に 文 類聚鈔 を 代講し、 十六 年 二月 七 
日 寂す、 壽 七十、 法主 謚を與 へて 超 絕院と s ふ、 著作 二種 深 
信 講義、 六 字 釋議義 ，正 信偈講 義 あう、 (學 苑談 叢〕 

Flnl 道 公 ( . 〕• 〔天台宗〕 攝津天 王 寺の 僧な 6、 

道 公法 華誦 持を 業と す、 熊 野 山に 登う 精修 し、 一 夏 畢〇て 寺 
R 歸る 、途中に 神祠の 前に 宿し、 靈吿を 蒙うて 祠前に 留 6、 
三日 問 法 華を 誦持 せう、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

F1 コ ー 道 香 Ml) 〔黃 檗宗〕 大和 王寵 寺の 開山な 
う、 道 香 字は 梅 谷、 俗姓 中 村 氏、 肥 前 長 崎の 人な う、 早 年 
道心 あう、 永昌 寺に 投し 、曹涧 禪に參 し、 後" 黃檗山 木菴滔 
に 師事す、 宇治 福淸 寺に 住して 道 * あう、 郡 山 侯 本 多 氏の 延 

請に よ， 9、 郡 山に 法 光寺を 開く、 大旱に 際し" 村民の 請に よ 

う、 華 嚴經を 誦して 雨を 祈うて 大に驗 あう、 村民 驚喜して 王 

龍 寺を 興す、 師其 開山と なる、 寂卬缺 く .( 續 H 本 高僧 傳) 

〔考〕 遺 香は 延寶の 頃の 人な 6、 

ド 1 コ 1 道 興  一一 i Ag -to 〔天台宗〕 山城 聖護院 の 門跡な 

う、 道 興は 京師の 人、 關白近 衞房嗣 の 第三 子な 6、 長享二 

年に 生れ、 幼に して 出家し、 顯密の 兩敎に 該 通す、 聖護院 第 

、卜 1( 道) コ 


二十 四 代と なう、 後、 園 城 寺 長 吏 三山撿 校と な 6、 大僧 •止に 
昇う、 准 三 后と なる、 寶德 三年 十月 職を 辭 し、 爾來 風月を 友 
とし、 詩歌を 樂 めう、 將軍義 政 同義 尙と 贈答した う、 天文 十 
三年 東國に 旅行し、 文明 十八 年 自ら 見聞し /2 ると Z1 ろを 記 L、 
回國雜 記と 云 ふ、 大永七 年 七月 七日 寂す、 壽九 十八、 (話 門跡 
譜 、佛敎 史料)  も 
、ト ー コ ー 道皎一 oi =I 〔臨 濟 宗〕 京 郡 大梅山 長 福 寺の 學 
僧な う、 道餃號 は 月 林、 山城の 人、 中 納言久 我 具 房の 子、 
其 先は 村 上 天皇 十一 世の 胤、 母は 藤原氏の出な う、 幼に して 
父を 喪 a 、 母に 隨 a て 越 前に 注き" 平 泉 寺に 入 6 て 童 役と な 
る、 十六 歲薙染 し、 建 長 寺 高峰 日和 尙に依 6 高峰の 寂す るに 
及 a 、 京都の 北嚴 倉に 居り、 大燈 國師に 謁して 宗耍を 咨詢 す、 
花園 上皇 其 名を 聞きて 屢ミ 離宮に 召し、 心 法を 尋問した まふ、 
元亨の 初年 師 二十 九歲に して 海を 渡り、 明年 春 元に 入 6 金 陵 
の 保 寧 寺の 古林 和尙 に參 し、 大仰 寺の 志 心 誠 R 謁す、 命せ ら 
れて藏 典と なう、 職滿 ちて 保 寧 寺に 歸 へる、 一日 古林 問うて 
日く、 斬りて 三 段と なす 時は 如何と、 衆 競； 5 て 答 ふれと も 契 
せす、 師後に 至りて 答へ て 日く  ■勞 して 功 無き ものな 6、 と、 古 
林大 に肯 し、 此ょ 6 名 朝野に 馳 す' 文 宗 皇帝 勅して 佛慧 知鑑大 
師の號 を 賜 a 、 古林の 命に ょうて 後 版に 居る、 天 曆二年 冬 古林 
將 に 寂を 取らん とする {C 方り、 法衣を 師に 付す、 明年 春歸朝 
す、 我 か 元德二 年な 〇、 城 西の 法 華 山に 菴を 結びて 居う'  紗 
峰菴 と稱 す、 大 燈國師 師の歸 朝を 喜 ひ、 使を 以て 通 問す、 敎 
門の 大德あ 6 -C 師の道 風を 感 し、 梅津敎 寺を 改めて 禪寺 とな 
し、 師を迎 へて 開山と なす、 大梅山 長 福寺是 なり、 花園 上皇 


ゼ 1( 道) コ 
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益崇 信し、 詔して 宮に 入れ、 時に 寺に 幸して 法を 問 a たま ふ、 
後 塔院を 寺 北に 建て 淸凉 院と稱 し、 古林 和尙の 肖像を 安す、 
觀應二 年 二月 十三 日 病に かゝ う、 二十 五日 寂す、 壽五 十九、 
臘四 十四、 全身を 淸凉の 塔に窆 むる、 (本朝 高僧 傳 、續群 二三 
四} 

F—矽 ン道 山 —: •一一  八 七 〔淨 土宗〕 信 濃 願 行 寺の 僧な 6、 
道 山は 崇蓮 社岌譽 と號 す、 甲斐 歸命 院发 ，注の 弟子に して 河 越 
蓮馨 寺の 感譽に 兩 豚を 傅 へられ、 奉譽 に 璽書を 受 く、 信 濃 願 
行 寺に 住し、 寬永四 年 寂す 壽缺 く、 嗣法 二人 ぁう、 廓 道、 傳隨 
Z. れな 6、 ( 淨土總 系譜} 

F  — ザ ン 道 山  リヨ— コ  ■•良 高を 見よ、 

F1 ザ ン道殘  ゲン リユ丨 源 立を 見よ、 

F1 ザ ン道殘  リヨ  -チ 良智を 見よ、 

F1 ジ 道 慈. 一 m : ◦一! 〔三論 宗〕 大和 大安 寺の 學僧 なり、 
道 慈は 大和 添 上の 人、 俗姓 額 田 氏と S ふ. 幼少に して 佛門に 
歸 し、 智藏 に 師事して 三論 宗を受 け、 龍 門 寺義 淵 R 法相 宗を 

璺ぶ 、大寶 元年 遣唐使 粟田 道 麿に 附從 して 唐に 航 し、 諸 名僧を 

歷 問して 三論 等を 研究す、 眞言の 善无 畏三 藏 R も 遇 a て 其 宗 

を 聞き / 2 う、 長 安 R 於て は 仁王 般若 經の 宮講の 講師に 推 選せ 

られ 、大に 優遇を 受け / 2 6 と 云 ふ、 諸 科の 學藝 にも意を用ひ、 

詩は 殊に 其 長す る 所な 6、 遙に 皇太子 R 上 6 72 る 作 ぁ 6、 養 

老 元年 R 歸 朝し、 大安 寺 R 住して 盛 R 三論 宗を講 敷す、 慧灌、 

智藏 、道 慈、 幷 R 唐に 渡うて 三論 宗を傳 持した れば '是を 併 

稱して 三論 宗の三 傳と云 ふ、 道 慈は 注 相、 戒律、 成實 、華 嚴、 

眞言の 諸宗を 兼學幷 傅せ う、 天平 元年 R 大安 寺 改造の 事 ある 


F 1 (道) V 


に 際し、 其 資した る 西 明 寺の 圖にょ 6 て 設計を なし、 工匠を 
指揮して 土木の 事を 督し穴 $、 同 十月 K 律師に 任せら る、 八 
年 二月に 勅して 封戶 及び 扶翼 童子 六 人を 賜 ふ、 九 年 四月 R 上 
奏して 例年 大安 寺に 於て 大般若 經 六百卷 の轉讀 をな し、 鎭護 
國家の祈禱をな § んと云ふ、勅して之を許す、同年十3:宮中 
に 於て 始めて 金 光明 最勝王 經の宮 講を行 ふ、 道 慈 請せられ て 
講師と なる、 聽衆一 百、 沙彌一 百、 朝廷の 儀 一に 元日 R 同じ、 
同 十六 年 十月に 至う 寂す、 壽七 十餘な う、 道 慈 性 崚嚴 にして 
强 鰊な 6、 唐ょり 歸 うて 竹溪 山寺 R 隱棲 する 頃、 長屋 王 詩 酒 
の 宴會に 招かむ としたる に、 詩一篇 を 寄せて 答 ふ、 其 詩 R 僧 
旣方外 士  "何 煩入= 宴 宮 一の 句 ぁう、 平生 當 時の 僧尼の 弊風を 
槪 し、 愚 志 一卷を 作- CN、 僧尼の 事を 論ず" 然るに 其 書 今 佚し 
て 傳はら ず、 (續 B 本紀 '懷風 藻、 元亨釋 書， 本朝 高僧 傅) 

シン 00  ^ . ) 〔眞宗 3 安藝 本 鄕寂靜 寺の 住持 

な 6、 道 振 字は 嵩 山と S ひ、 豐 水と 稱 す、- t 仍 園の 上足な う， 
法 義惑亂 'の 際 書を 著述して 邪 fr 摧く 、著作 願 成 成文 撮要 •易 
行 品 敬 持 記、 淨土論 略解 パ 未完) 安樂 集 大意、 散善義 唯信决 、 
六 軸 標擧提 綱、 行卷文 義畧决 、化卷 科節辨 意、 (.未完) 行 一念 
繼述 編、 本 典 大意 畧解 、文 類聚 鈔鏡、 (未完〕 二 門偈略 解、 三 
帖和讃 大綱、 行 信 桑 名 記、 蓬 窓 閑話、 寄 直對辨 、淨土 法 門 綱 
要、 圖 說昭穆 作述决 、佛性 論 講述、 各一卷 、往牛 要 集 備忘 記、 
正信偈 報恩 記、 愚 禿 # 大光錄 、御 傳翼讃 、各 二卷 、小 經舒舌 
築 往生 要 集、 唯稱决 、本 典 大意 略解 餘 論、 各 •— 卷 、玄 義分專 
想錄 四卷 、論 註 M 本决 、選 擇集顧 命 錄 、各 五卷 、並に 願文 成 
就 參校考 、(未完) 安樂 集 唯 淨决各 若干 卷ぁ 6、 ( 清流 紀談 、本 
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K! シン 道. 言 (一三 四 九)！： . 〕 蝦夷の 僧な-^、  道 

信越の 蝦夷な う 持統 天皇の 三年に 出家す、 天皇 勅して 佛像 
一軀、 灌頂幡 、鐘、 鉢 各  一口、 五色 綵各五 尺、 綿 五 屯、 布 一 
十 端、 鍬、 一十 枚、 鞍 一具を 賜 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (日本 書 
紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

F1 ジン 道 深 7,K ^: 〔眞言 宗 S 都 仁 和 寺の 法 親王な 
ク， 道 深は 後高倉 帝 第三 皇子、 建 永 元年を 以て 生る、 十一 
歲に して 仁 和 寺に 入う、 北 院の道 助 僧正に ょ 6 て 落髪 受戒し、 
後奈良の 東南 院にて 密敎を 學び 、性 相を 究む 、承 久二年 一身 
阿 闇 梨に 任し、 翌年 冬 親王に 叙す、 安貞 元年 廣隆 寺を 主 どる、 
寬喜 元年 禁殿に 於て 孔雀 經法を 修 し、 二 品に 叙し、 二年赛 觀 
音院に 於て 道 助に 兩 部の 灌 頂を 禀 け、 三年 仁 和 寺に 住し、 九 
月總 法務 六 勝 寺の 檢校 となる、 建 長 元年 七月 二十 八 U 寂す、 
壽四 十四、 C 本朝 高僧 傳) 

'トー;、ンン道梁(一1二5〔 . 〕 百 濟の歸 化 僧な-^、 

道 深は 欽明 天皇の 朝に 來 る、 同 十五 年 二月 R 曇 慧等來 うて 道 
深 等に 代れ 6、 § れば其 以前に 來れる ものな り、 盖 し我國 に 僧 

の 入れる もの 道 深 等の 一行を 始めと す、 取 蹟缺 く、 (日本書紀) 

〔考〕元亨釋書、本朝高僧傳に、欽明天皇十五年に臺慧等と共 

に 來 6 た-と 云へ るは 正しから ず、 今は 書紀 に 從 ふ、 

、ト ー シヤ 道 者 (—5  〔黃檗 宗〕 肥 前 長 崎 崇福寺 三代 

な- CS、  道 者諱は 超す 明の 人、 慶安叫 年 西 來し崇 福 寺 三代と 

なる、 國人 の敎を 請 ふ者甚 た 多し、 萬 ? M 元 屯 國に歸 る、 

F?;、 ン マ ク道寂  一 A; o: -t: 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 


う、 道 寂 出家して 長 谷 寺 R 參 籠し、 靈吿 にょ n 名山を 浮遊 
し、 元 興 寺に 居うて 坐 禪念佛 す、 後 眉間 寺に 移つ る、 洪 鐘 ^ 
禱て東 大長谷 金 峰の 三 寺に 施し、 久安 三年 十二月 彌陀 號を稱 
へて 寂す •壽 八十 餘、 (本朝 高僧 傳) 

F1;、 ンヤク 道 寂 2 七 四 七) 〔天台宗：^ 近 江比殽 山の 僧な 
う、 道 寂は 俗姓 中原 氏、 京師の 人な 6、 初め 宇治 關白賴 通 
の 家臣と なる、 官少外 記に 至 $、 急に 出家の 願を 發 し、 比 叙 
山に 登 6 剃 髮納戒 す、 五部の 大乘經 を 書寫 して 楞嚴院 に 安置 
す、 後、 無 動 寺に 住し、 經を 書寫 し、 一字 三 禮 す、 寬 治の 頃 近 
江の 蒲 生 山中に 於て 阿彌陀 佛を念 持して 寂す、 (本朝 高僧 傳) 
F 丨シユ ii s ハー ー ◦一一 八) 〔戒律 宗〕 大和 極 樂院の 律 僧な 
り、 道 種 字は 光圓 、其 俗姓 生國詳 かならず、 應 安の 初め 奈 
良 極 樂院に 住す、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

F1 V ユ ー 道秀一 一一 g 蚀 -to 〔臨 濟宗〕 伊豆 臨濟 寺の禪 僧な 
う、 淇秀 字は 松嶺 、俗姓は 藤 原 氏、 武藏川 越の 人、 父の 名 
は尊嚴 、母は 平氏の 出な り、 甫めて 十二 歲 、伊豆 走 湯 山の 萬 
代 法師 4C 投して 侍 童と なう、 尋 S て 曹源 寺の 默翁 淵の 弟子と 
なる、 十四 歲落髮 し、 建 長 寺 竺仙 仙和尙 に參 す、 十六 歲比叙 山 
にて 受戒し、 天 龍 寺 夢 窻國 師に參 す、 從 侍する Z1 と 一年、 關 
東に 歸へ 6、 淨智寺 實翁秀 R 依う、 去りて 常 陸 法 雲 寺の 復菴 
已に參 す、 一 冬を 經て 契せ す、 回へ うて 默翁 5: 省す" 備中慈 
光寺に寂室光に見 ± 、同寺に褂搭して日に參究する乙と一苹、 
猶ほ 契せ す" 備 前の 高菴丘 和尙に 謁し'  去りて 因幡に 至り 寂 
室に 侍す、 筏 相 模に往 き、 建 長寺實 翁 {C 謁し、 夏畢 りて 備後 
の鐵 山. ic 住き、 茅菴を 結 ひて 幽樓 し、 牛 欄菴と S ふ、 藤原師 
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景備中に寺を建て、師を延きて居らしむ、貞德寺と號す、後、 
席を 上足 空 極に 讓う永 源 寺 寂 室に 省す、 留まる 乙と 四日、 法 
語 及 a 印 可を 受 く、 備の怫 原 山に 菴 居す、 上 杉天樹 居士 招き 
て治内に居らしむ、師乃ち伊豆に往き、虎杖原の幽勝なるを 
見て 臨 濟菴を 結びて 僧 三十 人と 共に 幽棲す、 康曆 元年 圓應禪 
師の 十三 忌 辰に 逢 a 、 大衆に 招かれて 永 源 寺に 住す、 師諸山 
の 高德を 招きて 大會 齋を設 く、 住持 十 年、 道 風 大に振 ふ、 備 
の檀越 景貞の 請に 赴きて 新に 佛 殿を 建て 居る、 明德 初年 天下 
の騷亂 あらん 乙と を 慮'^、 臨 濟菴に 歸 6、 再 a 永 源 寺 R 往き 
て、 再興を 力む、 將 軍足 利 義持師 の 道 風を 聞き 使 及 ひ 書エを 遺 
はして 袈裟 十二 襲幷に 香 信 等を 齎して 代う 禮 せしめ、 且つ 其 
宵 像を 描かし む 翌年 伊豆に 歸 へう 應永 二十 四 年 二月 十四日 
寂す、 壽八 十八、 臘七 十二、 勅して 圓明 證智禪 師と謚 す、 (本 
朝 高僧 傳 、行 狀) 

’卜 1 シュ ー 道宗； 〇 i ii o 〔淨土 宗西山 派〕 山城 寵護院 の 
ft . 逍 宗 字は 雙 救と 云 ふ、 雙空 道慧に 師事して 淨土宗 

西 山 派の 學を究 め、 山城 竹林 寺に 住し、 其 門 業を 張る、 足 利 

尊 氏 深く 師の 道譽を 慕 a 歸向 最も 深し、 後深草 寵護院 に 主と 

なり、 延丈五 年 八月 二十 九日 寂す、 世 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

シュン 道 俊  一一 ■A.A rri 〔眞言 宗： 一京 師 )11 寺の 長者な 

り， 道 俊は 二位 中 將基輔 の 子、 二 品 親王 忠遍隆 澄 開 田襁后 

の 諸師に 就きて 學び、 TF. 應五年 東 寺 長者に 任し、 -/ K 仁 二 年 正 

僧正に 昇う、 同 七：^ 寺務 に鋪 す、 延 慶二坧 二月 八日 寂す、 壽 

八十 一、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記) 

ジュン 道順  一. * : '.一. 〔眞言 宗〕 京師 東 寺の 長者な 
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り、 道順は 藤 原秀 房の 子な う、 醍醐 寺に 投じて 憲淳 僧正に 
灌頂密 印を 受け、 報恩 院に 住し、 三寶院 に遷 る、 文 保 二年權 
僧正に 任し、 元應 元年 朿寺二 長者に 加は う 醍醐 寺の 座主を 兼 
ね、 大僧正 R 昇る、 翌年 寺務 並に 法務を 領 し、 護持 僧と なる、 
元亨 元年 十二月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

F  — ジュン 道順 ( ：… 〕 〔曹 洞宗〕 備後寵 雲 寺の 開山 
なり、 道順 字は 慈 伯、 備 後の 人、 丹 波圓通 寺の 竹馬 光篤に 師 
事して 其 法を 嗣き 、鄕 里に 歸う て菴 居す、 菴後に 寺と な 6、 
寵雲 寺と 號 す、 寂 年 世壽缺 く、 仝 寺 R 塔す、 法 嗣報扇 知 恩 あ 
う、 (日本 洞上聯 燈錄) 

、ト ー;、 ンュン 道順 jj 涵 21 〔天台宗：！ 江戸 東 叙 山 鹿 苑菴の 
學僧な -CN、  道順 字は 隆敎と 云 ふ、 東敦山 に 鹿苑 巷を 營み、 
天台の 敎學を 講 し、 慧 澄と 名を 齊 うす、 弘化 三年 正月 二日 寂 
す、 壽 七十、 著作 四敎義 空拳 十二 卷 、四 敎義箋 三卷等 あう、 
F 1 ジュン 道淳. 一九 八 - 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
う、 道淳は 紀 伊 神宮の 人、 賴審に 師事して 灌 頂を 受け、 密 
乘に 精通して 法驗 あう、 寶龜院 に 住して 元亨二 年檢校 職と な 
る、 寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
ドージュン道潤一.じ六二 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
う、 道 潤は 二 條良實 の 子 源 M 法師に 習學 し、 乾 元元 年 天台 
座主に 任す、 寂 年缺 く‘  (天台 座主 記) 

ジヨ 道恕 11 一 ^ HA 〔眞言 宗〕 山城 朿 寺の 長者な う、 
道恕は 久我廣 道の 子、 通規の 弟に して 鷹 司房輔 の猶+ となる、 
延寶四 年 八月 二十 八日 蓮華 院に入 6、 同 六 年 得度す、 貞享元 
年 十二月 二十 九日 法印大 僧都に 任し、 安井 門跡と な*^、 同 五 
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年 二月 二十 九日 權僧 .1E に 昇る、 元 祿四年 十月 八日 東 寺に 於て 
受戒し、 五 年 三月 二十日 大僧正に 任ず、 享保 三年 三月 二十 八 
日朿寺 長者と な 6、 十八 年 十一月 十五 日 寂す、 壽六 十六、 後 
法界 心 院と號 す、 師生 前書を 好み、 狩 野永納 に學 ぶ、 人物 花 
鳥に 秀作 あう、 (諸 門跡 譜- 扶桑 蕎人 傅) 

F— ジヨ道 助  一一 SS 虹 〔眞言 宗〕 京都 仁 和寺總 法務な 
道 助は 後鳥羽 天皇の 第二 皇子な-^ 四歲に して 親王に 
叙し、 六歲 ic して 仁 和 寺 道 法 僧正の 室に 入う、 十一 歲剃 度し 
て 密咒を 誦習す、 承 元 四 年 二 品に 叙し、 建 曆二年 一身 阿闍梨 
となる， 尋て灌 頂を 受け、 建 保 元年 六 勝 寺の 檢校に 補す、 此 
歲仁和 寺の 席を 繼 r •七 年 正月 總 法務と なう、 寬喜二 年辭し 
て 金峯 山に 退 居し、 建 長 元年 正月 十五 日 高野山に 寂す" 壽五 
十五、 (本朝 高僧 傳) 

F 1 ジ ヨ 道 助  ジジ ニ ン慈 順を 見ょ、 

シヨ ー 道 照 (一丸 110) 〔戒律 宗〕 大和 白毫 寺の 律 僧 
f、  道 照 字は 入 圓と云 ふ、 奈 良の 人な-^、 東大寺 圓照に 
師事して 戒律を 承け、 智舜に 三論を、 憲深聖 守の 二師 に密敎 
を、 密 蓮阿闍 梨に 悉 曇を 受け、 白毫 寺に 注す、 文 應中同 照の 
命に ょり 八幡の 善法院 R 於て 行事鈔 を 講じ、 大 R 南北の 學徒 

を 驚かす、 僅かに 十八 歲に して 白毫 寺 {C 寂す、 其 年 時缺 く、 

(本朝 高僧 傳) 

Ft シヨ ー 道 照 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨妙 寺の 禪僧 

f  道 照 字は 靈巖 、淨智 寺 桑田 海に 師事し、 後， 建 長 寺 

に 留 6、 上 首と なる、 淨 妙寺瑞 龍菴に 寂す、 年 •時缺 く、 遊， 一策 漸 

寺， 賦 、水 達， I 山 腰-碧 似 i 藍 •月 離，， 雲 蟥| 落* 波瀾 - ■* 數聲歎 乃 漁 
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歌 外、 風 捲 „ 蘆 花， 洲渚 寒'  (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

、ト ー、 ンヨ •- チヵィ 智海を 見よ、 

シヨ ー 道昭 =- 一一 a 法相 宗の 開祖な 6、 道 f ロニ 
R 道 照に 作る) 河内 國丹比 郡の 人、 俗姓 船 連な 9、 船 史王辰 
爾の 後に して 父は惠 釋と 云 a 、 皇極 天皇の 朝に 仕へ、 蘇 我臣 
蝦夷の 亂に國 記を 火屮 より 取う 出 だ— て 中 大兄に 上うた る 乙 
とを 以て 聞 ゆ、 道 昭は舒 明 天皇 元年に 生れ、 出家して 戒行缺 
けず、 殊に 忍 行を 尙べ う、 甞て 弟子 其 性を 究めむ と 欲し、 窃 
に 便器を 穿ち 漏れて 被褥を 汚せし も、 師は 放蕩の 小 - f 人の 床 
を 汚す とて 微笑し 復 咎めず、 白 雉 四 年 五月に 遺 唐 大使 小山 上 
吉 士長 丹、 副使 小 乙 上吉士 駒に 從 a 、 學問 僧道嚴 、道 油、 道 
光、 惠 施、 覺 勝、 辨 正、 惠 照、 僧 忍、 知聰 、定惪 、安達， 道 
觀 、及び 學生巨 勢 巨 藥氷 連老八 等 百 二十 一人 俱に一 船に 乘 じ、 
大山 下 高 田/首 极磨等 百 二十 人の 一 船と 共 R 出發 す、 師は 唐に 
到着の 後、 慈 恩 寺に玄 奘三藏 を 訪問して 師資の 禮を執 $、 窺 
基 (慈 恩 大師な 6) と 親交を 結びた うと 云 ふ、 玄奘の 命に よ-^ 
相州隆 化 寺の 慧滿禪 師の下 に 至. 9 て 禪宗を 傳ふ 、かくて 數年 
を經 て、 支奘の 所を 辭す るに あたう、 經論 若干 卷、 及び 支 奘 
が 西域よ 6 將來 せる 鐺子を 贈らる、 幾 もな く東歸 し、 天智天 
皇 元年 三月に 元 興 寺の 朿南隅 に 禪院を 建立し、 此に經 論 等を 
安置せ $、 師 法相を 傳ふ •之を 同宗の 第一 傳と云 ふ、 後十餘 
年の 間 諸國を 巡遊して 路傍に 井を 鑿ち、 渡 口 R 船を 設 くる 等、 
救濟の 事業 ^ なし、 宇治の 大 橋の 造 營 R も 力を 致し / 2 うと 云 
ふ、 文武 天皇 二 年 十一月 十五 日に 藥師 寺なる 繡佛の 開眼 供養 
に 推 S れて 講師と なり、 同日 大 僧都に 任ぜら る、 •大 僧都の 官 
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は此に始まるなぅ，同四年一 _1 月に元興寺の禪院に寂す、壽七 
十二な 6、 弟子 等 遺言に ょ'- て 栗 原に 火葬 才 、我 國の火  1  葬 此 
に始玄 る、 (續 日本紀 、姓氏 錄 、日本 靈異 記、 僧綱 補任、 七大 
寺 年表、 元亨釋 書) 

〔考〕 法相 宗傳來 は 道 昭東歸 の 年に か、 る も、 其 年 明記な し、 
日本 靈異 記考證 に齊明 天皇 五 年 七月に 發し /2 る 遣唐使 か 回航 
の 船便に 依-^ て 東歸 したる へしと 云 ふ もの 取るべし、 然れと 
も 其 回航の 年 亦 明記な し、 今、 日本書紀の 註に 依りて 考ふる 
に、 其 遣唐使 一行は 同年 十月 三十日に 洛陽に 入 6 高 宗に 謁し 
穴ぅ と あれは、 回航して 復命し 左る は翌六 年なる べし、 然れ 
ば 道 昭は齊 明 天皇 六 年に 東歸 し -/ 2 る ものなる べし、 

F! シ 3 ! 道 昭 1  一一 OA f HO 〔 天台宗 3 近 江 園 城 寺の 長 吏 
f  道昭は 太 政 大臣 藤 原 敎實の 子、 行昭 大僧正の 高弟 子 
なぅ、 法 驗學術 共に 師德に 比し', 三度び 三 井の 長 吏に 補し 大 
僧正に 任し、 三 山の 檢校を 司と る、 文 和 三年 十二月 廿 二日 寂 
す、 壽七 十五、 (本朝 高僧 傳 、寺 門傳記 補錄) 

シヨ ー 道昌 ||载 〔眞言 宗 J 山城 法 輪 寺の 開山な 

道 島 姓は 秦氏 、融通 王の 後裔に して、 延曆 十七 印 三月 

八日 讃岐香 河 郡に 生る、 十四 歲元興 寺 明澄に 師事して 出家し、 

三論を 學ふ 、弘仁 八 年年 分 試に ょ 6 度を 受 く、 九 年 東大寺 R 

て 受戒し、 諸宗 を硏綜 して 秘奥を 究ひ 、天 長 五 年 神 護 寺に 空 

海 R 侍し、 灌頂 壇に 昇り、 兩 部の 大法を 受 く、 翌年 五月 葛 井 

寺に 往き精 祈す る ZL と 百日、 一日 虛空 藏を圖 書し、 寺 R 安す、 

七 年閨 十二月 名僧 十 人に 詔して 宮中に 佛名經 を懺禮 せし むる 

時、 師 導師と なる、 承 和 三年 檀林寺 成る R 方う、 師 供養 導師 
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となう、 太 秦廣隆 寺の 主務に 補す、 嘉祥 元年 七 坪實敏 光定 等 
同く 宮中に 參 し、 法 華を 講 供し、 と 太 上皇の 冥福を 祈る、- 三 
年隆城 寺に 移 6 住す、 貞觀 元年 正 2： 八日 宣を受 けて 大極殿 _ 
齋會の 講師と なる、 曾て 大 井河 漲る に 際し、 師祈禱 し驗ぁ 6、 
十 年 元 照 寺を 主と 6、 此年嵯 蛾の 葛 井寺を 修し 、規模を 改め 
福 智山法 輪 寺と 云 ふ、 十二月 少 僧都と な-^、 十七 年 二月 九日 
隆城 寺の 別室に 寂す、 壽七 十八、 臘 五十八、 承應 三年 寒 敕し 
て 僧正を 追贈す、 (弘法 大師 弟 - f 譜 、本朝 高僧 傳) 

F1 シ ml 道 生  一一 ^ 一一 一 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪 僧な 
う、 道 生 字は 鐵菴 、出 羽の 人、 佛 源禪師 (正 念) の 下に 參究 
し、 後、 諸方に 遊歷 する 乙と 三十 年、 大に 叢林の' 間に 聞 ゆ、 
出 羽の 資福 寺に 出世し、 筑 前の 聖福寺 >  京師の 建 仁 寺、 相模 
の壽福 寺 R 歷 住して 到る 處門學 市を なす、 元弘 元年 正月 六日 
東 山の 瑞應菴 R 寂す、 壽七 十、 遺偈 ぁり 罵詈 佛祖、 今 七十 年、 
一舌拕 k 地、 兩脚蹈 k 天、 塔を 造う 海 性 塔と 云 ふ、 勅謚 本源 禪 
師と云 ふ、 語録 若干 卷ぁ う、 元の 育 王 山 月 江 印、 雪 峰の 樵隱 
逸、 四 明の 東陵璃 、幷に 我 國乾峯 曇 等の 諸老 の序蹂 ぁ-^ (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

F1 シヨ S 道 勝 j IJ HA 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 道 勝は 藤 原 賞 氏の 子な う、 幼 R して 大僧正 道 助に 從 a 
て 落髪し、 秘密 灌 頂を 受 く、 天福 二年觀 音院 の阿闍 梨に 補し、 
嘉禎二 年 冬權大 僧都に 任し、 勝 寶院に 住し、 正嘉 元年 秋 僧正 
に 轉ず 、文 應 初年 東 寺 長者と なう、 弘長二 年 冬 大僧正に 任じ、 
寺務 法務を 領 し、 護持 僧と なる、 三年 五月 朿 寺の 灌頂院 に 於 
て傳法 密灌を 修 し、 逭耀 等の 四 人に 授 く、 文 永三箄 夏 長者 法 


(九 七 八） 
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務 を 辭し 、標 寶院に 退 居し、 五年荞 蒙古 調伏の 爲めに 東 寺に 
於て 仁王 經を修 す、 同 十 年 七月 十三 H 寂す、 壽 五十六‘ (本朝 
高僧 傳) 

F! シヨ-- 道 證ーー g ±r ( 〔法相 宗： 一筑前 觀世音 寺の 學僧 
なう、 道證浴 姓は 百濟 氏、 阿波の 人な 6、 早くょう 奈 良に 
入うて 性 相を 硏究 し、 持戒 嚴密な 6、 弘仁 元年 勑にょ 5 大宰 
府の 講師に 任し、 七 年 十一月 寂す、 壽六 十一、 (本朝 高僧 傅} 
、卜？ シヨ？ 道主 円 (二 一 0 一 〕 〔曹洞 宗〕 丹 波永澤 寺の 禪僧 
なり、 道靑 字は 俊 鷹'  定 光寺 淸寧妙 祐に參 して 書記と なう、 
慈眼 永澤二 寺に 逐隨 し、 入室 r 許 3 れ 、信 衣を 附 せらる、 時 
に 嘉吉 元年 四月 二十 二日な う、 淸寧 寂す るに 及び、 其 席. 7 r 嗣 
き、 ■永 澤 寺に 住し、 後 龍 泉 慈眼 兩 寺に歷 住す、 寂年缺 く、 法 
嗣 大拙眞 雄 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

、ト ー シヨ！ 道 正  一. a: o: a: 〔曹洞 宗〕 京都 道 正菴の 禪僧な 
う、 道 正 俗名は 藤 M 隆 英京 極 相 國爲光 十 世の 裔、 父は 顯 盛、 
母は 源 仲 家の 女な 6、 長して 淸水谷 公定に 養は れ 、左 近衞少 
將に 昇う、 三 品に 叙せ ら る、 後 致 辻して 雍髮 し、 諸 名勝 古刹 
を 探う、 道元に 謁して 法要を 開き 貞應二 年 春 明 全道 元 等と 共 
に 明に 到 $、 天童に 登， 9て 無 際に 謁し、 尋て諸 尊 宿に 見ぇ、 

二 年を 經て 天童に 歸 へう、 長 翁に 謁して 解决 し、 安貞 Ttr 年歸 

朝し、 京都 洛 西の 舊菴に 入うて 深く 世事と 斷 つ、 寶治二 年 七 

月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 輿聖寺 後山に 葬む る、 (日本 洞 上聯 

燈錄) 

道乘 ^ 11 f 眞言 宗〕 京 孤 東 寺 長者な-、 

道乘は 仁 親 親王の 子な， リ 、良慧 僧正に 師事して 灌頂 法を 受け、 


嘉禎四 年權大 僧都に 任す、 建 良 三年 大僧正に 轉 し、 東 寺 一の 
長者を 司とう 法務を 兼ぬ、 夏 六月 護持 僧と なる， 文 永 十 年 蒙 
古 調伏の 爲めに 大佛頂 法を 修 し、 同年 十二月 十一 日 寂す、 壽 
五十 九、 (本朝 高僧 傅) 

Ki ジ n 丁 道定二 三 si 一 〔曹 洞宗〕 尾 張 萬 松 寺の 禪僧な 
ク、 道定 字は 惟慧 、美 濃 關中村 氏の 子な 6、 九歲 にして 龍 
泰寺長 靈に投 して 出家す、 十四 歲 嘆て 日く、 書を 攻め 辭を修 
す是れ 世間 相の み、 曷を 出世間の 法を 求む るに 若かん や、 乃 
ち 靜處に 就て 獨 6 自坐 す、 十べ 歳に して 東 遊し、 諸老の 門に 
周旋す る こと 前後 三年 餘に して 西に 歸 6、 宇治の 興聖 寺に 留 
る" 後長 崎に 往き 、東 明 寺に 入う 隱元禪 師に見 ゆ、 時に 道 者 
元 禪師崇 福 寺に 住す、 師參 謁して 訓海を 受 く、 明曆 元年 隱元 
攝津國 の 普 門 寺に 遷る •師 亦從 ふ、 後に 等 覺寺鐵 心に 見へ、 
次て 武 藏に往 て 獨本禪 師の菴 に 寓 する こと 九 年 •萬 治 五年黃 
槩 山 (C 上う、 大戒を 木 菴に受 く、 遂に 善應 寺に 隱 る、 寬文十 
二 年長 靈を藥 王 寺に 省す、 靈 喜んで 印 信を 附 す、 時に 師 三十 
九歲 なう、 明年 金山の 默玄 寂師を 招て 版 首に 居らし む、 職滿 
て 加 賀に至 6、 大乘寺 月 舟の 化 儀を 助く、 延寶七 年 永 平 寺 (C 
出世す、 幾な くして 善應 寺に 還る、 元祿 元年 大に毘 尼 場を 開 
き廣く 緇素を 化し 尾 張 侯 令 5: 降して 監護す、 五 年の 秋 衆を 捨 
て、 小 野の 僻 洞に 隱る、 六 年 尾 張 侯 萬 松 寺に 聘す 、師疾 と稱し 
て 起たず、 更に 含 笑 久昌雨 寺 主に 命して 強請せ しむ、 師已 む 
を 得すして 出つ、 一 住 五 年、 德巖 寺の 舊隱に 退歸 す、 十二 年 
の 冬 善應寺 主師を 請して 結 制す、 大衆 集る もの 殆ど 三千 人、 
十五 年 春 大日 堂を 寺の 北 岡に 造. 9、 側に 小菴 V」 結んで 華 藏菴 
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F  1C 道；、 ン 


と 云 CA 、 燕 息の 所と 爲す 、明年 三月 丹 波に 赴く、 正 德三尔 四 
月廿 五日 寂す、 壽詳 ならす、 (H 本 洞上聯 燈錄) 

F1 ジヨ ー 道塲 (一二 四 五) 〔法相 宗〕 大和 元 典 寺の 僧な 
う， 道塲 法師は 尾張闽 阿育 郡の 人な り" 俗姓 詳か ならす、 
傅へ S ふ敏達 天皇の 朝 庵 張國に 一 農夫 あ 6、 夏 H 田を 灌漑す、 
時に 天雷 雨 あう、 農夫 樹下に 佇立して 霽る 、を 待つ、 俄にし 
て 雷 農夫の 前に 墜 つ、 狀小兒 の 如し、 因て 来を 擧けて 將 R 擊 
y2 ん とす、 雷 語を 發 して 日く、 汝我を 害するな かれ、 我必す 
汝 R 報 S ん "と、 農夫 雷に 問うて 日く、 汝 何を 以て 恩を 報す る 
かと、 答へ て 日 ふ、 我汝を して 異兒を 生まし め、 是を以 て汝 
R 報 s /t と、 今 望む ところは 楠を 以て 舟を 造 6、 其 中 R 水を 
滿たし 竹 葉を 浮へ 氓に 與 へょ、 と .'' 農夫 其 言の 如くす、 雷 弗 
を 得て 直に 天に 登る、 居る 乙と 數月 にして 農夫の 妻 身み、 斯 
に 及 S て 男子を 生む、 雷蛇兒 頸を 纒ふ 乙と 凡を 二 遇な り、 父 
甚穴 之を 異 しむ、 童子 十 有餘歲 、瞢力 人に 過き、 能く 方 八 尺 
の 石を 擧けて 投 する 乙と 數 丈" 其 石を 投 くるに 力を 出して 地 
を 踏み、 其 足跡 地に 入る. 乙と 三 四寸な 6 と S ふ、 元與 寺の 僧 

に 師事す、 時 R 鐘樓に 鬼の 住する あう、 毎夜 金を #: くものを 

殺す、 師 夜半 堂に 昇うて 鐘を撞 く， 未 / 2 數下 R 及は すして 鬼 

來^ 'て 形を 見は す、 師鬼 頭を 打つ， •鬼師 と 力を 爭 CA て 和 接す、 

鬼は 引きて 外に 出て / i とし'  師は 引きて 內に 入ら / I とす、 此 

の 如くして 夜を 徹し、 曉に及 ふ、 鬼脫 去せ / L と 欲す、 師 急に 

鬼の 髪を 握る、 髮剝 落して 皮肉 附着せ 6、 鬼 即ち 逃れ 去る、 

明日 地に 血痕 ir 見、 跡を 尋ねて 之を 求め、 寺 邊の栢 樹上 R 至 

うて， Jt む、 之を 驗す るに 寺 家 昔日 惡奴 を埋む ると 乙 /) なう、 


「道ス セ 


惡奴の 鬼と な 6 しを 知る、 鬼 髮元興 寺の 寶 藏に傳 ふと稱 す、 
師此 後出 家した 6、 ( 道場 法師 傳) 

K 1 スイ 1 遼  シヨし カク 正覺 V-- 見ょ" 

スイ 道粹 (二 四 ニー〕 〔眞宗 〕 出 羽 酒 田大信 寺の 住持 
f、  道粹 字は 純叟 .謚 して 本 立院と S ふ. 出 羽 酒 田大信 
寺に 住す、 法 霖桃溪 二師に 親炙す、 僧撲 西上以 來師と 相 交は 
る {二十 年な Q、 寶曆 七年講 主命して 學林に 監護たら しめ、 
同 八 年 四月 僧 撲と同 く 副 講の命 を 蒙む 6、 其 秋 重ねて 監護の 
任 R 當 る* 同 九！；： 命を 奉して 僧 撲泰嚴 二師と 共. に 眞宗 法要を 
參 校し •同年 亦 監護た 6、 翌年 長門圓 空の 邪義を 轧 明し、 十 
一年 十月以 來 山城の 攀龍に 代うて 四 度 監護の 命を 蒙む る、 十 
二 年の 安居 R また 僧撲 と共に 副講に 命せられ、 掛 搭入貲 の 作 
法， 及 a 典 座、 食堂 等の 規則を 作る、 著作 安樂 集 正錯錄 、般 
舟賛科 、正 像末賛 私考、 十二 光義 遺芳 錄 •眞 化佛 土圖說 、要 
門弘 願章說 、谷 一卷 、修 删釋典 序、 評歸命 辨問辨 ，各 若干 卷 
ぁう、 (淸 流紀談 、本願 寺迪紀 、本願 寺派學 事史) 

F1 セン 道 泉 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪 僧な 
う、 道 泉 字は 秋碉 、俗姓 不詳 •佛源 禪師 C 正 念} の記莂 を受 
けて、 後、 樵 谷撂に 師事し、 後、 壽福 寺 R 出世す、 示 寂の 年 
時缺 く、 寫照 自讃の 作 ぁ 6、 松 源 正 脈' 佛眼 的傳 、秋嫺 無， 底. 
波 浸-- 靑天 〔全 鉢恁麽 、參得 如何， 失， I 却半邊 -> ( 本朝 高僧 傳、 
延寶俾 燈錄) 

F 丨セン 道 B 一  五三 六 〔三論 宗〕 大和 法隆 寺の 學 僧な 
う、 道詮 は武臧 の 人、 來大寺 立 耀 法師 ^ 空 宗を 承け、 法隆寺 
に 住する 乙と 四十 年、 三論の 立 致を 唱へて 七大 寺の 衆 俗を 攝 
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す、 弘仁中 唐の 遍明 法師、 釋 摩訶衍 論十卷 を sf す、 當 時の 諸 
師批 評區々 なう、 延 曆寺最 澄 lli 珍は 乙れ を僞 論と なす、 師却 
て 僞論 となす を 破す、 嘉祥 三年 三月 仁 明 帝師を 召して 受戒し、 
不殺戒 を 持す、 後、 大和 富貴 山に 退 居し、 深く 人事を 避け 八 
十歲に 垂ん として 貞觀 十八 年 寂す、 著作 四 相違 記 一 •卷 、却 章 
頌 記一卷 ぁう、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

セン 道瑪 .一 ra; 一一 〇: 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 律 僧な 
6、 .道璿 は 俗姓 衞 氏、 唐の 許 州の 人な 6、 出家して 大福 光 
寺の 定賓 律師に 師事し、 戒律を 受け、 嵩 山の 普 寂 禪師に 就き 
て 禪を傳 ふ、 且つ 華嚴 天台に 兼ね 通す、 天平 八 年に 我 遺 唐 使 
に 隨ひ 菩提 仙那 等と 其に 来朝し、 大安 寺の两 唐院に 住し、 衆 
僧の 請に ょ 6、 梵網經 、行事 鈔を 講演す、 乙れ ょう 戒律 漸く 
盛な 6、 天平 勝寶 三年 四月 勅して 律師に 任せら る、 晚年比 蘇 
寺に 退 居し、 梵網經 疏三卷 を 著は す、 天平 寶字四 年 関 四月 八 
日 寂す、 壽五 十九、 門下 行 表 ぁう禪 を傳 ふ、 (續 日本靶 、三 國 
佛法 傳通緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ゼン 道禪一 一 AA 一一 一  1  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當な 
う、 道禪は 其 鄕貫詳 かならず、 定惠仁 曉禪覺 眞圓の 諸師に 
天台の 宗裹 を 學び 、仁 治 二 年別 當に 任じ、 同 十一月 十七 日拜 

堂す、 康元 元年 八月 八日 寂す、 壽八 十八、 (三 井續燈 記) 

ゼン 道禪 j /\/\ ll 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 三十 二 代の 

座主な う、 道 禪は鳴 瀧 法 印と s ふ、 尙書源 通資の 子な 6、 

成 賢 僧正の 法を 嗣 き、 寬喜 元年 八月 醍_ 山 三十 二 代の 座主と 

なる、 JC 永 元年 五月 座主 職を 辭 し、 嘉禎 元年 十一月 十六 日 寂 

す、 •壽三 十七、 著作 灌頂 式遍 口抄靈 尊三卷 あう、 (續 傳燈 廣錄) 


ド ーゼン道菩一九一±; 〔眞言 宗〕 安房 清澄 山の 僧な う、 
道 善 (一に 道禪に 作る) は 俗姓 詳なら す、 安房 淸澄 山の 諸佛房 
に 住し、 眞言 宗を 奉し、 且つ 阿 彌陀佛 を 念す、 日蓮 始め 業を 
師に受 く、 後、 日蓮の 法 華 經を弘 通す るに 至 6、 却て 其敎を 
受 く、 建 治 二 年 三月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (報恩 鈔、 高祖 年譜 
考異) 

〔考〕 一說に 道 善は 眞言 宗の 人に あらず して 天台宗の 人— 
へしと 云へ う、 其實詳 ならざる も、 淸澄山 か 古く 眞言 宗に屬 
したる は 明な $、 東 寺 長者 弘眞の 撰 ic か、 る 同 寺の 鐘銘 にょ 
れは 、當時 其 末な うしを 知るべし、 日蓮の 時 も 亦 然るべ し、 
今 高祖 年譜 考異に 從 ふ、 

Fly? 道叟  ド-  アィ 道 愛を 見ょ、 

F1 ゾ ー 道藏 C 一三 八 一) 成 實宗の 開祖な う、 道藏は 
百濟の 人な 6、 白 鳳の 頃來 朝し， 該博 靈 通を 以て 聞ぇ、 盛に 
成實 論を 講說 す、 天武 天皇 白 鳳 十二 年 勅を 拜して 雨を 祈 6 て 
靈驗 あう、 後持統 天皇 二 年 七月に、 再び 勅を 拜 して 雨を 祈う 
靈驗 あう、 勸賞 せらる、 養老 五 年 六月 元 正 天皇 特に 詔して 絢 
五疋 、綿 十 屯、 布 二十 端を 賜 ふ、 詔に 日 ふ、 百濟 沙門 道藏宴 
惟 法 門軸領 、釋道 棟梁、 年逾， 八十 ハ氣力 衰耄有 = 束 帛之施 ハ 
豈稱 = 養老 之 情-哉、 宜 -- 所 司 四時 施 一^物 云々、 數年 を經て 示 寂 
す、 時に 壽 九十、 其 著 成 實論疏 十六 卷あ 6、 同 論 講究の 指針 
と稱 せられし も 今傳 はらす、 (續 日本 紀 、本朝 高僧 傳) 

〔考〕 元 亨釋書 本朝 高僧 傳に道 寧の 傅を 立て、 道 寧天武 天皇 
白 鳳 十二 年 {c 雨を 祈禱 すと あ-^、 然れ ども 日本書紀に ようて 
撿す るに、 道藏の 誤なる Z. と 明な う、 當時道 寧と い ふ 僧絕え 
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、卜！ (道) y II チ  (道) チ 


す 島 元な  二 貞^) 護 元 華を 覺道  年 四 嗣信觀 6  て 

F  、の祿 6 ド年應 、持 元 光 讀に尊 F 七 衆く'* 服を 、 F 犮 

1 著泰十 、 1 職 元 職 僧 年 院む從 は 1 月を 、し修  1 し 

チ 書智ー  タを 年を と 秋を 、ひ 以ソ某 開 左て す 道 y  、 

辨寺 年道ン 辭牛辭 な正荆 建て 仁ン寂 化右俱 、荐ン 
道々 及に 坦  し 車し る 僧し 久落親  すすに に義は 

註び 生 字 道 、の、 、都て 四髮 王道、 、執 越 介 出 道 
日 、關 るは 祐 八宣 三十に 第 年受の k 壽檀侍 前 禪家狳 
? 三 東 、萬111 月！： 年二轉 —— 業 子尊詳 信す へ師 し存* 

: 物の 加 仞：三 五 賜 閏月 じ祖 身し 、斤 5 な 衆る 至 遊て:^： 

: 秘寶賀 、： 1 日 ふ 十 仁、 と 阿、 仁 堅 X ら 林こう 歷高 ra. 
g 辨積大 號：八 寂 、月 和 東な 闍稍 和 Eo ず 寺と、 し 野 笑； 

、寺 乗は  す 嘉大寺 寺る 梨 長 寺  、を 十 弧て 山 

S 禪 （こ 寺 三： g  、祿 僧の の 、とじ 僧 s ご 創餘 雲高に S 
公戒歷 大休晶 壽二正 寺 長 元 爲て正 fe  S し年懷 野登晶 
昱鈔 住機菴 S 五 年に 務者久 う兩守 怠孟師 、奘山 b IS 

S  、す 行  、 S 十 再任に に 三 、部覺 S ヤ を 後に に秘 S 
近 生 、休 肥 肥 四び じ 補任 年尋 のの 京 志 延美謁 至軌美 
江 死宗の 前前 、東‘ すじ 春で 秘甥都 て 濃し る灌濃 
園辨學 法の 藤 $ 大 g  、寺、 東權 法な 東麄 開の 宗に頂 S 

2 等のを 人津靠 寺? 承 5 大 僧を う 寺 S 山西乘 方法 ご 
城 あ 研嗣俗 泰‘に 5¢： 久体寺 都 票、 長  と 願を 6 を 林 

寺彡究 く， 姓智 g 住 | 二 g にに け 幼 者  す 寺 傳相習 寺 

の 、に 、池 寺 E し 5 年 钐 住任 、にな  、にへ 見 a の 

長  力 肥 田 十 S  、黑病 墓し じ 諸し う  正 住 其る、 開 

吏  を 前 氏 二  安1! に 含、、 密 て、 腹し 法、 阿山 

な  盡鹿 、代  永 \ 罹、 承 蓮 典 守  二、 を師 字な 

1 

1 

1 

四十 6 に 寺 弟 谷び て 州う  師始云 益 ミ 6 正道  寂に 師う 

日 八 、遊に 敎寺 、沙の 、卜 '寂 八 ふ盛危 、に 智卜 '年 補 事、 

空 道 次び 至旻を 其彌大  ！ 年朔 、（こ 難長屬 は！ 、しし 

海 金て ヽ う 、經 席戒 山道 チ 缺禮乙 法を 崎し 肥 チ 及 i て 道 
は 剛空徧 、尊 、をを 鄕珍ン く 席れ を 加 鍛て前  壽 会 十 智 

京 胎 海く 其 鎭七铺 受藥は  、朱 長 說ふ冶 朝 有道缺 g 乘俗 

に藏 よ勝絕 、月す け師 下道  印 崎き  '屋鮮 田 く 步觀姓 

歸護 6 區頂仁 二 、て 寺 野 為： 地 市 、小町の の 日 、& 法は 
う摩般 をに 朝 十十師 にの な  同中慶 笠に 役人 2  2  § 兩藤 

狀鎭若 探 登 等 六 一事て 刺：： 格 寺 長 原 住に な 二 益す、 部 原 
を壇理 6  _6 と 日 年す 剃史四  と院九 一し 從 6 忘 S 加の 氏 

奏受 趣、 、共 下 空 ••髮 橘 戈  し 再 年 菴法ふ 密、 

す 明 三 寺 湖に 野 海 弘得利 さ  、與 幕のを 、久  g  g 灌道 

、灌昧 をを 空 四が 仁 度 遠  翌の 府奉說 役し 等 家 

帝 頂を 立 渉 海本眞 八し の g  年始に 行く 後く  5  祟を の 

乃 等授て を 寵濟年 、族 六な 請と 、東 島 S  || 受子 

ちのけ 像て 迎寺 、三 補な 息  月 6 うな 異皈原 肥  货 くな 

勅 諸ら を 南へ に 幹月陀 諸 、てる 宗 しに 前  窆、 $ 

し 秘れ造 岸 、宿 海一 洛 、下  事寬 一に 徒て 質 正  ¥ 勅、 

.て 要‘ うに 龍す 等 日 寺 天 野  朱 政 寺及大 眞と覺  贫し園 

瀧を 豐流達 生る を 勝 勝 平 瀧  印 十を びに 宗な寺  2 て 城 

尾傳 益 連し のに 率 道道 寶尾  地 年 開 、之に うの  4 園 寺 

寺 ふ g — 、瀧 方 ゐ寂上 字 寺  に 四き 其を 歸 、開  ■:城 道 

を 、基 旬更 ようて す 人 六 第  準 月 正 助怨し 後山  b 寺譽 

御 十 焚を にう 、伊る を 年 二  せ幕覺 をみ 僧 加な  t の 僧 

願 二落經 北中師 豆に 拜六代  i) 府寺得 、と 藤う  5 長 正 

寺 月丐た 西 禪法桂 及し 月な  、年と て屢 な淸、  9、 吏に 
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となす、 空 海を 開山と なし、 師 1: 第二 代と す、 寂 年、 及壽缺 
く、 (弘法 大師 弟子 譜) 

F! チン 道 珍  一 io 四 - t: 〔曹洞 宗〕 加 賀大乘 寺の 禪僧な 
う、 道 珍 字は 珠巖 、加 賀大乘 寺 明峯素 哲に參 して 其 印 可を 
受け、 出て、 洞 谷 寺、 及大桊 寺に 住し* 後、 承 天 寺を 開きて 居 
る、 嘉慶 元年 三月 二十 三日 寂す、 承 天 寺に 塔を 建つ、 法嗣徹 
山 旨 廓 溫老宗 興 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
ドーチン道珍(一九开八) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
う、 道 珍 俗姓は 藤 原 氏、 太閤 基忠の 子な 6、 永 仁 六 年 三月 
靜 珍を 拜して 灌頂 壇に 入る、 一日 諸 尊 經軌に 就きて 十二 帖抄 
を 著は す、 其 寂年缺 く、 (三 井續燈 記) 

チン 道 ^ (三 一一 四 一〕 〔黃檗 宗〕 肥 前 長 崎福濟 寺の 二 
R なう、 道琛 初の 名は 定琛 、字は 慈 岳と 云 ふ、 明の 泉 州、 張 
氏な 6、 出家して 木 菴性褪 禪師に 師事す" 明曆 元年镅 禪師に 
從 うて 東航し" 長 崎福濟 寺に 滯留 す、 寬文十 年福濟 寺 二 代と 
なる、 天 和 元年 米穀 登らず、 加 ふるに 唐 船の 入港 殊に 少 く、 
市街の 貧民 飢餓に 斃 る、 者 ぁ- CN、 師 毎日 衆 僧を 率ゐて 諸方に 
行 乞し、 其來穀 を 以て 粥 V」 烹て 貧民に 施與 す、 一月 以來 三千 
餘 人に 至^^ 米穀 給せ す、 官特. R 米穀 五 百康を 出して 之を 助 

けた 6、 師 寂年詳 ならず、 

卜—チ ユ- 道忠 5S 2H 〔臨 濟宗 S 都 II 華院の 一一 代な 

6、 道忠 字は 無 着、 號は葆 雨、 一に 照冰 堂と 云 ふ、 但 馬の 

人、 承 應二年 七月 廿 五日を 以て 但馬 養父 郡 竹 野 村に 生る、 父 

は 小 出大隅 守の 家臣 熊 田 正 利、 母は 大野 氏、 名は 德と云 ふ、 

師の 生る、 翌年、 母 故 あ $ 師幷 k 師の 姉を 携へて 北 村 氏に 改 


.嫁す、 一家 和せ ず、 師數 f 繼父の 怒 罵に 遭 S、 具に 辛苦を 甞む、 
萬 治 二 年師七 歲母に 携 へられて 出 石の 如來 寺に 入う、 翌二年 
亦 母に 携 へられて 京都に 上 6、 京 極の 光明寺に 寓 し、 妙 心 寺 
寵華院 に 至う、 伊 曇 首座に 謁す、 首座は 丹 後智恩 寺の 僧な り、 
寬文 元年 九歲 にして 龍 華 院主 竺印禪 師に師 事し 法名を 祖忠と 
云 a 、 後 R 道 忠と云 ふ、 萬 治 七 年 十五 歲 侍者と なう、 翌年 藏 

主と なる、 同 
十 年 十八 歲始 
めて 古文 眞寶 
集 解を 作る， 
同年 紀 伊吹 上 
寺に 至う、 逸 
堂禪 師に謁 
し、 碧 岩錄の 
評唱に 參す、 
十二 年 八月 十 
九 歲越前 田 谷 
の 大安 寺に 至 
$、 獣 印に 參 
す、 翌年 龍 華 

院に歸 う •內 外の 諸家を 問うて 佛 儒の 學を 修め、 歌道 曆術箠 
に 至る、 後 外 學を廢 し、 專ら宗 乘に意 を 用 ゆ、 爾來尾 張 白 林 
寺、 美 濃 梅林 寺、 慈溪 寺を 歷 遊して 諸禪 師に參 し、 延寶五 年 
廿五歲 大秦等 覺寺如 周 律師に 就 S て 俱舍 法相を 學び 、同年 周 
防に 至 $、 竺印 の疾を 問 a 、 九月 竺 印の 寂 後 遺命に よ $、 龍 
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(四 八 八） 


i  J  : 追〕 チ- 

華 院の師 跡を 繼 き、 大衆の 請 R よ. り  >  原人 論 等を 講 す、 天 和 
三年三十一歲'師叔印住の座元の勸によ11堂となる、元祿 
十. 一年以 來 龍華院 R あう 大衆の 請 R よ 6 佛祖通 載、 佛祖 三經、 
法藏 心經疏 "大慧 書 等を 講ず、 貞亨 元年以 來 東は 甲斐より 常 
陸の 地方に 至う、 西は 周 防の 地方に 至う 巡遊 敎 化す、 寶永四 
年 六月 五十 五 歲妙心 寺に 住し、 正 德四年 七月 六十 二歲三 執事 
の 請に よう 八月 晋山す、 然るに 天球 院澤 宗覺 道、 甘露 寺 家の 
雜掌 河井監 物と 謀 師の 晋山を 妨害す、 師其 煩累を 厭うて 
退 山せ / L とする も、 靈雲 派の 推擧辭 すべから ず、 翌年 五月 事 
漸く 釋 け" 澤宗等 擯斥 せらる、 享保五 年 六十 八 歲四派 執事の 
請に よ*^ 妙 心 寺 R 住す、 盖し 前例な き なう" 爾來周 防、 丹 
波、 尾 張 等の 諸 地方に 歴遊し、 道俗を 敎 化す、 延亨 元年 十二 
月疾 あう。 同月 廿 三日 寂す、 壽九 十二、 著作禪 林 象器笺 二十 
卷 t 正宗 賛助 菜 二十 卷 、切 脉 (維摩 經解) 十 卷 ，葆 雨堂盧 凝集 
十卷 、副 寺須 知、 勅 修淸規 左 纏、 栲铑珠 (大慧 書 解). 盧堂錄 
辇 耕、 金 鞭 指 街、 龍潭 寺三寶 記.* 筑紫遊 記 各 一卷等 あうノ 照 
冰堂 年譜、 野原 稻藏氏 返信) 

チ ユ 1 道选 ii li. 一 〔淨 士宗〕 某 寺の 學僧な -cst 道忠 

字は 乘圓 、其 氏姓詳 ならず、 俱舍 天台を 聽惪に 受け、 法相を 蓮 

乘 R 受く 後に 記 主禪師 R 師事す、 眞阿 長老と 云 人 あう 諸行 

本願の 義を 主張す 師 難問して 遂 R 其 誤を 正す、 後 師訓を 奉て 

探 耍記 一部 十四 卷を選 述 し、 群 疑 論を 註釋 す、 弘 安四 年 正月 

十九 日 寂す、 壽缺 く、 (鎭 流祖 傳) 

F! チ ユ ー 道中 心 C . ) 〔戒律 宗〕 大和 戒擅院 の 律 僧 

f、  道忠 俗姓 缺 く" 出家 習學 し、 鑑 眞を拜 して 具足 戒を 


F  s  C 道〕 チー ト 

受く 、戒を 持す る 事 極めて 嚴正な う* 鑑眞 常に 稱 して 持戒 第 
一とい ふ'  諸國に 遊 化し 時人 呼びて 菩薩と V' ふ" 慈 光寺を 開 
きて 第一 代と なる、 比 叙 山の 圓澄 初め 道忠に 師事し、 菩薩 戒 
を 受く示 寂の 年時傳 はらず、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

F  — チ ユ 1 道中  H ン クヮン 圆 環を 見よ、 

Fi チヨ？ 道 朝 (一九 三 四) 〔眞 If 宗〕 山城 醍醐 山 三十 九 
代の 座主な う、 道 朝は 七條 僧正と S ふ、 久我太 政 大臣 通 光 
の 子な う、 文 永 十 年 十二月 詔して 醍醐 山の 座主 R 補し、 十一 
年 二月 官符を 賜 a 、 八月 二十 六日 拜 堂す、 幾な くして 職を 辭 
す •官 僧正 R 昇る、 (續 傳燈 廣錄) 

1 ^ 2 1 道 超  ショ-ヵメ. 性 海 1: 見よ、 

ツ ー 道 通. 一. ^: A 九 〔臨 濟宗〕 相模 圓覺 寺の 禪 僧な 
道 通 字は 大 川、 俗姓 不詳、 佛源禪 師 (正 念} R 師事す、 
初め 壽福 寺に 主と なう、 後圓覺 寺に 遷 つる、 曆應二 年 正月 建 
長 寺の 請を 受け、 未だ 登山 R 及ばず、 俄然 疾を示 し、 二月 一 
日 IS1 覺寺 臥龍 菴に寂 す、 遺偈 ぁう、 末 後一 旬、 始到 J 牛關い 不 
，墮 = 凡聖 i 潭北湘 南、 平生の 作 一首を 傳 ふ、 題 東漸 寺 作、 山 
園 -. 平 海-小 坤維 •白鳥 衝 k 潮 映- 1 落暉 ― ■* 空盡十 霜飄泊 恨、 水 天 
上下 碧 瑠璃、 (延寶 傳燈錄 t 本朝 高僧 傅) 

F1 卜？ « 登(ニーニ0) 入唐 學問 僧な 6、 道 登は 推 
古 天皇の 末年 唐に 渡う'  舒明 天皇の 初歸 朝す、 大 化元乐 十師 
の  一 R 選ばる、 同 二 年 宇治の 大橋 架設の エ舉 を監 す、 白 雉 元 
年 二月 穴戶國 よう 白 雉を 獻す、 道 登 奏して 其祥瑞 た るを 說 く、 
示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 日本 靈異 記、 本朝 高僧傳 .古 京 
遺文) 
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〔考〕 續 日本 耙 に 宇治橋は 道 照の 架設した るよ しあれ ども、 
其實道 登な う、 宇治橋の 碑に 徵して 明瞭な 〇、 古 京 遺文、 道 
の 幸 等に 詳細の 考證あ 6、 

ニン 道 仁 (一九 一一) 1 : 天台宗〕 近 江 園 域 寺の 學僧な 
6、 道 仁は 土 御 門院の 子、 建 長 三年 四月 長 吏に 任す、 寂 年 
及 a 壽缺 く、 (三 井續燈 記) 

F 丨ニン 道 壬 2 九 七 二) 〔臨 濟宗〕 山 域 大德 寺の禪 僧な 
i  道 壬 字は 虎溪 、浴 姓 不詳， 大 燈國師 (紹 明) の 法を 嗣 r、 
後 元に 航 し、 諸 禪宿を 歷 訊し 器 重 せらる、 大燈國 師の訃 音に 
捺し 、偈 あう、 虚空 惡發 咬牙齒 、沙頦 呑 ，聲 寄て 信來 、愧我 胸 
中藏 一一 五 逆 -'* 大菅國 裏獨聽 /雷、 師元 地に 身を 終らむ としたる 
も徹 翁亨 、妙 超の 法嗣 人を 遺は し 招く、 歸 來大德 寺に 住す、 
示 寂の 年 時を 缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

〔考〕 正 和の 頃の 人な 6、 

ド i ユ  1  JnI}t A 一ー チ チョ I 日長を 見よ、 

K* 1 ^ ]  以逭 盟|->  ( . 〕  道藏の 下を 見よ、 

〔考〕 元 亨釋書 本朝 高僧 傳に道 寧の 傳 あう、 然れ ども 道藏の 
事蹟を 揭 r るよう 見れば、 道 藏を 誤う 傳 へたる ものなる べし、 

實は當 時 道 寧と 云 ふ 人な し、 

手 ン道妖 wj i^ セ ハ 4  〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 

う、 道然 字は 葦航 、俗姓 不詳、 信 濃の 人な 6、 大覺 禪師に 

師事して 心 印を 傅へ、 桃 溪無及 約 翁と 併 a て 門下の 四 傑と 稱 

せらる、 弘 安四 年に 佛光禪 師建長 寺に 注す、 道 然擢で られて 

第一 座と なる、 後 巨 福 寺に 庄 し、 正 受菴に 退 休す、 正 安三牢 

十二月 六日 寂す、 壽八 十三、 遺 偈 あう、 空 華 亂墜 、八十 三年、 


即今 依 ^ r 葦 航道然 、後 勅謚大 輿禪師 -と云 ふ、 (元 亨釋 書、 
本朝 高僧傳 ，延 寶傳 燈錄) 

Fi -r ン 道稔 jj sx f  〔臨 濟宗〕 仙 臺萬壽 寺の 開山な 
う、 道稔 字は 月畊 ，號 は龜毛 子、 俗姓は 太 田 氏、 寬永五 年 
九月 一日 尾 張 名 古屋に 生る、 幼に して 父を 失 ひ、 佛に歸 す、 
瑞巖寺 雲居 禪師の 美 濃瑞龍 寺よう 歸へ るに 逢 a 、 相 與に松 島 
に往 き、 修道す 時に 二十 五歲 、江戸 目黑の 不動に 祈うて 靈應 
あ 6、 再 a 松 島に 歸 へる、 雲居の 寂す るに 及 a 、 遺命に よ， リ 
乾 德山永 安寺に 住す、 網宗 之を 聞き、 擧けて 妙 心 寺 第一 座と 
す、 曾て 黃檗 山に 登うて 木菴に 法を 問 ふ、 延寶中 仙臺に 到り、 
延壽山 安養寺の 舊址 に茅廬 を 結 ひて 之に 住す、 時に 伊達 綱 村 
佛を 信す、 月畊を 延きて 法を 聞き、 城 中に 禪室を 設け これに 
居らし む、 後に 域 東に 於て 一 寺を 創し、 月畊 を 乞 a て 開山と 
す、 開 元 山 萬 壽寺是 な-^ 元祿 十四 年 正月 一日 寂す、 壽 七十 
四、 (仙 臺史 傅) 

ドーハク道白ニーー ^ 3〔曹洞宗〕加賀大乘寺の禪僧な 
$、  道 白 字は 卍 山、 備 後の 人、 俗姓 藤 井 氏な う、 十歲 にし 
て 龍 興 寺 一線を 禮して 手 度を 受け、 未た 幾なら ずして 一線に 
從うて 東國に 下う、 金 峰に 留 ると 二 年、 次に 高 秀寺文 春禪師 
に參 して 省 あう、 一線の 海 藏寺集 福 寺に 歷 住する に隨 侍す、 
江戸 萬 松 寺 育 州 禪師に 招かれて 版 首と なう、 後 王子 山 觀淸寺 
に 住す、 大乘寺 月舟禪 師の禪 風を 聞 S て 加賀に 遊 a 、 禪師に 
謁し、 機 語 契合 - a 、 永 平 寺に 出世し、 後 王子 山に 歸 住し、 大 
寺よ'^ 請 せらる、 も 出て ず、 常に 宗內 の衰 傾を 憂 a 、 再興の 
大志 あう、 延寶八 年大乘 寺の 請 あう、 先師の 舊跡な るを 以て、 


書辭 名人 家佛本  日  （六 八 八) 


F 上 道 K 


喜て 出つ、 九月 進 山して 大衆を 統ぶ 、一 住 十二 年に して 退き* 
攝津住 吉の興 福 寺に 閑 棲す、 後、 禪定 寺に 遷う 、次に 山城 鷹 
峰に 遷 う、 源光菴 VJ 營む 、元祿 十二 年 梅 峯禪師 と相議 して 江 
戸に 赴き、 幕府に 出て 訴 へ、 法系嗣 承の 紊亂 せる 弊を 改めん 
とす、 滯留四 年 R 及ぶ" 東叡山 公辨法 親王に 謁して 具 R 志を 
陳 す、 法 親 王師の 丹誠を 嘉み し" 大 R 力を 盡 す、 十六 年 R 至 
う、 幕府 其訴 ふると 乙 ろを 聽 許し* 特に 命を 下して 弊 ^ 改め 
ん とす、 師は大 に 喜 a て 西歸 し、 自ら 復古 道 人と 號 す" 淸人 
薰愛 山師の 居に 復古 禪 林の 額を 贈る、 靈元 上皇 師の道 譽を聞 
き 穴 ま a 、 宮中に 召し 允 まふ" 師 病と 稱して 出で ず" 勅して 
餽 綿を 賜 ふ、 師 寺を 開く もの 八 所な-'、 正 德四年 八月 十九 日 
源 光菴に 寂す、 壽 八十、 遺偈に 日ふノ 超 師超佛 、滿 八十 年、 
秋風 捲 ^ 地、 孤月 遊：， 天、 と 廣錄一 I 十八 卷あ 6、 

F1 ハン 道胖一 ir: u 一一 一 〔黃 檗宗〕 長 崎聖福 寺の 開山な 
う、 道胖 字は 鐵心 、俗姓 陳 氏、 龍 邑石馬 郡の 人な う" 早 年 
出家の 志 あ-^ 十四 歲木菴 IIB R 師事し， 後 四方に 遊ぶ、 IIS 禪 

師普門 寺 R 留る R あた 召されて 其 下 R 至 $、 をの 黃檗山 

に 上る に 至う" 擢て られて 侍者と なる、 後記 室と なる、 母の 

喪に 丁 $、 長 崎に 歸 る、 檀越 等萬壽 山聖福 寺を 興し、 師を請 

して 開山と なす、 瑚禪師 江 戶瑞聖 寺に 留まる R あ ^ 重ね 

て 召 3 れて其 下に 至う、 法 化を 助く、 晚年長 崎 R 歸 松 月 

菴に隱 棲し、 正 德二年 寂す、 壽八 十" 語錄 詩文 集 あう、 (續日 

本 高僧 傅) 

F1 ハン 道範 d  〔眞言 宗〕 高野山 正智 院の學 僧な 

道 範は和 泉 船尾 縣の 人、 十四 歳 R して 明 任 法眼に 投し 


ド 上 道) ハ 


て 剃 染 童子と なる、 建 仁 二 年 寶光院 兼 澄 寂し.* 師に囑 して 院 
を 主と らしむ、 時 R 二 十三 歲な 後遍く 畿内に 遊び、 華 王 
院覺 海、 仁 和 寺覺法 親王に 就て 瑜伽 を學び 、禪林 寺靜遍 僧都、 
金剛 王 院實賢 僧正ょぅ 諸眞 秘を傳 へ、 舊院 に 歸 休して 專ら署 
述 R 任ず" 後 正 智院に 移る、 仁 治 四 平 傅 法院の 事に 座して 讃 
岐に謫 せらる， 州 守 慰問し、 侍する R 弟子の 禮を執 6、 嚴禁 
を 加へ ず、 因て 南海の 各區を 巡遊して 善 通 寺に 寓し "講 席を 
啓きて 四 衆を 誘誨 す、 謫居七 年、 建 長 元年 赦 されて 歸 6、 再 
び 寶光院 R 住す、 四 年 夏 病に 罹 6、 二十 二日 寂す' 壽六 十九、 
著作 大日 經疏 遍明鈔 二十 卷、 •大疏 除暗鈔 七卷 、相應 經秘决 、 
住 心 論 勘 文、 各五卷 、寶鑰 問 談鈔 、藏中 治金鈔 ，金 發揮鈔 各 
四卷 、菩提心 論鈔 、釋論 應敎鈔 、二 敎論 手鏡鈔 、秘密 念 佛鈔、 
住 心 論 他緣鈔 、住 心 論 覺心鈔 、金剛 頂 開 題 勘 註、 灌頂 次第 眞 
言 等 事， 初心 頓學鈔 ，各 三卷 。理趣 釋五鈔 、聲 字義鈔 、秘鍵 
開寶鈔 、胃 地 悉多鈔 1 行 法 肝要鈔 、海 心 林葉鈔 、御 傳鈔 、文 
義 憶持鈔 、解脫 文義鈔 、憶念 鈔 、紇哩 字 軌注鈔 、各 二卷 、理 
趣釋五 秘密 軌鈔， 理趣釋 加聞鈔 ■釋論 曼荼羅、 義釋蛊 書、 印 
身義鈔 "呷 字義 勘 文 註、 秘鍵鈔 、大日 經 開題鈔 、秘密 念佛 印、 
禪心 集、 非 和 傳受鈔 、御作 總勘 文'  胎藏部 口傳鈔 、實相 三 摩 
耶圖、 駄都鈔 、各 一卷 、理 趣釋聽 海鈔、 理趣經 秘傳鈔 、菩提 
心 論 明鏡 勘 文、 秘鍵 拾遺、 秘鍵 大事、 遺告 勘註鈔 、三 柿 菩提 
心 義 、伏 膺鈔 、心 內鈔 、十六 分 等 勘 文 要 # 、 來 寺灌頂 超越 諸 
家事、 灌頂雜 集、 傳法灌 頂 相違 略記， 眞言 法華淺 深 事、 五 種 
三味 耶 三種 灌頂圖 、悉 曇鈔 、光明 眞言 四重 釋、 紇哩 字、 呼 字 
鈔 、呷 息觀 、阿 息觀 、呼 心 鈔 草、 自心觀 、三 身 五輪 圖 、末世 


七 八 八） 


書辭 名人 家怫本  日 


傳 法事、 東 寺 蘇悉地 事、 大原鈔 、仁王 經 本尊 事、 三十 七 尊 種 
子耶形 事、 貽藏 十三 大院 ，、五 點 阿字、 瑜 祗秘釋 、草木 成佛、 
仁王 經 、水 天、 淨開 集、 十八 道口傳 ，請 雨經 、法 華音義 、延 
命、 八 字 文殊、 善 別、 不動、 尊 勝、 金剛 薩埵 、五色、 護身 法、 
瑜祗 一滴、 大經 、用意 鈔 •孔雀 經 '御 修法 間 奉、 慈氏鈔 、御 
素 木 加持、 吉祥天、 正觀 音、 降 三世、 軍荼利、 千手鈔 、金剛 
夜叉 •各 若干 卷ぁ う、 (本朝 高僧 傳 、諸 宗章疏 錄) 

Kle 道 費  一一 j H- ^i 〔曹涧 宗〕 加 賀實性 院の第 九 代な 
う、 道 費 字は 無隱 、號は 雜華 堂と S ふ、 鄕貫詳 ならず、 出 
家して 實性院 第 四 代 良 悟 禪師の 法を 嗣 く、 元祿 十六 年實性 院 
第 九 代と な 正德二 年長 門大寧 寺に 轉 し、 享保 十四 年 四月 
朔日 寂す， 壽九 十三、 著作 心學典 論二卷 、無孔 笛三卷 、雜華 
集三卷 、無 隱語錄 若干 卷等 ぁう、 a 貫性院 返信、 近代 名家 著述 
目録) 

F1 ブク 道 福 2 ! 一二 l e 入唐 學問 僧な 6、 道 福は 白 
雉 四 年 五月 大使 大山 下 高 田 首 根 麻 呂 、副使 小 乙 上 掃 守 連 小 麻 
呂に隨 a 唐に 航す 、事蹟 詳 ならず、 (日本書紀) 

F1 ベン 道 辨( . ) 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 

う， 道辨 一に 道遍に 作る、 俗姓 平氏 相 摸の 人な $、 幼に して 

熊 谷の 蓮 生の 風を 聞 s て 淨土敎 に 意を 傾け、 二十 歲の 頃相模 

にて 安樂に 逢 a 、 後、 京師に 上 6、 源 空 上人に 謁して 師事す、 

尋て相 模に歸 6、 上總周 東の 在 阿 等と 共に 宗義を 弘 通す、 示 

寂の 年月日 缺 く、 (淨 土傳 燈錄) 

ホ ー 道 芳 二 oo s 〔臨 濟宗〕 京都 養 源院の 開山な 

6、 道芳 字は 曇 仲、 幼に して 空谷 應に 侍し、 業 成うて 無 巳 


ド1(道)ヒ—.ホ 


聖劎關 提の諸 老に稱 せらる、 空谷 相國 寺に 住する にあた う、 
其 輪藏を 司 ど 6、 尋で印 可を 受 く、 大周 耷南禪 寺に 住し、 師 
を 其 一座と す、 已 にして 性 海、 椿 庭、 太淸 、春屋 、義 堂、 絕 
海の 諸師に 謁し、 將 軍義滿 に 優遇 せらる、 諸方の 巨刹 師を請 
すれ ども 門を 閉ぢて 出で ず、 養 源院を 構へ て 居し、 應永 十六 
年 三月 二十 九日疾 に 罹 6、 偈を 書して 日く、 四十 三年、 不 ，坐 
不ヒ禪 、掀 = 翻 大海 — > 抹 過 青天 — > と、 筆を 措 M し 寂す、 壽 四十 
三、 長生に 葬る、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ド ー ホ ー 道寶一 S5 — [g S 言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
道寶は 藤 原 良輔の 子、 藤 原 道家の 猶子な う、 少 ょう 成 寶 僧正 
に從 a て灌 頂を 受け、 寬 典阿闍 梨 R 重受 す、 嘉祿 三年 一身 阿 
闍梨に 任して 安祥 寺に 住し、 尋で 勸修 寺の 長 吏に 補す、 貞永 
元年 夏 法眼に 任し、 文曆 元年 三會の 講師を 勤む、 嘉禎 二年權 
大 僧都に 進み、 昇うて 法務と なる、 十 年 七月 神 泉苑に 於て 雨 
を禱 6、 僧正に 轉 し、 秋 東 寺の 長者に 任じ、 建 治 二 年 冬寺務 
を 領 す、 明年 春 法務を 兼ねて 護持 僧と なう、 詔を 奉じて 伊勢 
大神宮に 於て 蒙古 調伏を 禱 る、 弘安 元年 大僧正と な 6、 六月 
大和 大安 寺に 住す、 七月 僧職を 辭 せんと すれ ど 名 許 3 れ ず" 
四 年 春 東大寺 別當 となう、 八月 四日 寂す、 壽六 十八、 (東大寺 
別當 次第、 本朝 高僧 傳)  . 

F1 ホ ー 首) 法 j s g  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 法 親王な 
う、 道 法は 後白河 天皇 第 八 皇子な う、 仁 安元 年に 生れ、 九 
歲に して 仁 和 寺に 入う、 皇兄 守覺を 師 として 密典を 學 ひ、 十 
四歲 にして 得度す、 壽永 三年 冬 一身 阿閣 梨に 任ず、 十九 歲觀 
音院に 於て 守覺を 拜して 灌頂 壇に 入る、 元 應二年 春 親王に 叙 
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し、 六 勝 寺の 檢校を 掌る、 建 久六年 寒 東大寺 大佛殿 供養の 遵 
主と な 6、 二 品に 昇る、 九 年 仁 和 寺に 主と な 6、 建 仁 元年 牛 
車に 乘 るを 聽 3 る、 三年 總 法務と な 6 最勝 院の檢 校を 補す、 
建 保 二 年 十一： IT 寂す、 壽四 十九、 師 生前 敕を 奉して 法を 修す 
る 乙と 四十 二度、 皆 効 あ 6、 灌頂 弟子 九 人 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ホン 道本 ( . 〕 〔黃檗 宗〕 長 崎 崇福 寺の 僧な 

6、 道 本諱は 寂 傅 號は箧 亭別に 竹林と 云 ふ、 淸人 なう、 享保 
の 頃 東航して 長 崎に 入う、 崇福 寺に 留 6、 靈源 海豚の 法を 嗣 
く、 詩 名高し、 著作 蕭鳴草 一卷あ ( 蕭鳴 草) 

F1 ホン 道 本 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪僧な 

う、 道 本字は 同 原、 大覺 禪師 の法嗣 なう、 信 濃 保 福 寺に 住 
L、 雲 衲來附 す、 示 寂の 年時缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

ド 1 ホン M ^ ニ ンヵ ィ圆 海を 見ょ" 

乏ヨ— 道 明 2 三 •三 三〕 〔 . 〕 大和 弘福 寺の 僧な 

P、  道 明 俗姓 六 人 部 氏な 6、 出家して 弘福 寺に 住す、 天武 
天皇の 朝 勅を 拜し 大和の 長 谷に 精舍を 創し、 觀世 音を 安置す、 
(僧綱 補任、 長 谷 寺緣起 文)  , 

F-rM ヨ— 道 明 i: 二： 八 〔黃 檗宗〕 江 戶瑞聖 寺の 第三 代 

f、  道 明 字は 慧 極、 長 門の 人な 6、 出家して 木 菴性珞 に 

師事し、 三 傑の 一と 稱 せらる、 瑞聖寺 鐵牛道 機に 繼 S て 第三 

代と なる、 相模足 柄の 慈眼 寺 (福 聚山 無量 壽院) 中興と なる、 

享保六 年 八月 廿 四日 寂す、 壽缺 く、 

道 明 (I〕 〔曹 洞宗〕 武藏野 雲 菴の禪 僧 

f、  道 明は 武藏の 人な 6、 早 年 父母を 喪； 5、 出家して 隱 

之 顯禪師 の 下に 投 し、 機緣相 契し、 衣 法を 傳 ふ" 尋きて 廓 門 


妙 喜 等の 諸禪師 に 見 ゆ、 天文 中 出 遊して 和 摸の 海岸に 一友 人 
に 邂逅し、 dfc ハに 宗風の 廢頹を 慨嘆す、 晩年 野 雲菴を 營みて 閑 
棲す、 示 寂の 年時缺 く、 著作 野雲隨 筆二卷 、(續 日本 高僧 傅) 
F  If, こ 3 •—  ^^明  シヨ*- ゲン 照 源 ?: 見ょ、 

F 1 ffJ a T  ^123  一  シヨ— ネン聖 念を 見ょ、 

F1EH1 道 命 ii iv 一 〔眞宗 H 女藝能 美 島德正 寺の 住 
持な り、 道 命は 安藝 國 安藝 郡 警固屋 村長 迫の 人な う、 父は 
忠 次と s ふ、 廿一歲 にして 佐 伯 郡 德正寺 第 九代顯 道の 養嗣と 
なう、 後 住職を 嗣く 、锊 園の 門 R 入うて 內外兩 典に 渉う、 殊 
に 宗乘に 力を 費し、 造詣 頗る 深し、 遂に 锊園 門下 第一位に 居 
る、 石 泉の 助正釋 問の 出つ るに 及 S て 助正笺 を 著して 之を 斥 
け、 大に 師說 を闡揚 せう、 文化 九 年 九月 六日 寂す、 壽四 十二、 
明治 十六牢 九月 本山 司敎を 贈る、 著作 大經 慚愧篇 、正 信偈鸚 
鵡篇行 信義 助正箋 、各 一卷 、入 出 二 門 偈相忘 編 四卷 ぁう、 
(舉苑 談警) 

F  —  fM ヨー 道 命， ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

り、 道 命 俗姓は 藤 原 氏、 大納言 道 綱の 長子な り、 出家して 慈 
惠 僧正に 師事し*' 專ら法 華  >で 誦 持す、 音 聲徹 妙に して 聞く 者 皆 
感嘆す、 城 西の 法 輪 寺に 住し、 誦持を 事と す、 寺 中の 僧の 夢に 
一 宵冠璎 せる 者 堂內に 群集し、 自ら 日 ふ 金 峰 山の 藏 王、 熊 野、 
住吉、松尾の諸神なうと.皆道命の聲を聞きて隨喜し /2 6と 
奇瑞 甚だ 多し、 世に 傳ふ道 命 法 華の 持 者 なれ ど 名品 行 修まら 
ず、 一 宵 和 泉 式部の 所に 戯れて 後讀經 す、 夢に 老翁 來うて 日 
ふ、 吾は 五條 西 洞 院邊に 住す、 平日の 讀經 には 梵天 帝釋 等の 
諸 神 群り て 聽 聞 / 2 まへ ば 吾の 乙と きは 近くべからず、 今曉は 
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行水 もし / 2 まは で讀經 した まへ ば、 諸 神 來う給 はず、 因うて 
聽聞 するな う、 云々、 (元 亭釋 書、 本朝 高僧 傳 、古事 談) 

、ト ー モン 道 門 j -r 一 fi-t 酬 〔曹洞 宗〕 出 雲 桐 岳 寺の 開 - IU な 
う、 道 門 字は 龍 岳、 定 光寺 竹 堂 利 賢に 參し 、弘治 二 年 衣 法を 
附せ られ 、命に 依 6 席 V 嗣 ぐ、 出 雲廣瀨 城主 戶田氏 桐 岳 寺を 
創し 師其 開山と なる、 文祿 三年 三月 十九 日 寂す、 壽八 十一、 
遺偈あ う， 日く、 東 漂 西 泊、 八十 一年、 末 後 行脚、 脫落 無邊、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

モン 道 文 (一三 四 こ 〔 . 〕 入唐 學問 僧な う、 

道 文は 天智 天皇 十 年 十一月に 筑紫 君、 薩 野馬 韓島 勝、 婆々 布 
師首 磐と 唐ょり 歸う 奏して 日 ふ、 唐國使 人 郭務惊 等 六 百 人、 沙 
宅 孫 登 等 一千 四百 入を 送る、 惚合二 千 人 船 四十 七 隻に乘 り 
比智 島に 泊す、 人 船 數衆 ければ 國 人驚駭 して 射戰 せん も 料ら 
れず 、故に 吾等 先づ 上陸し 事を 聞す と、 (日本書紀) 

、ト ー ユ 道 S (ニニ ー九) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊 大傳法 院の學 
僧な り、 道瑜 字は 支 音、 俗姓 生國詳 かなら す、 十 輪 院に住 
し、 學譽 高く、 齒臘の 順次を 經 ずして 大衆 一 百 三十 人の 上に 
擢て 、學 頭に 昇る， 學徒推 重して 能 化と 稱 し、 自ら 所 化と 稱 

す、 能 化 所 化の 稱此 ょう 始まる、 寂 年缺 く、 著作 大疏 尋求鈔 

八卷 、五敎 章 見聞 十卷 、大鈔 緣 起一卷 、藥師 護摩 一帖 あ 6、 

(結 網 集、 本朝 高僧 傳 、諸 宗章 疏錄) 

〔考〕 道瑜は 文明 年中の 人な らん、 

K-l^l 道融 (ニー X 丸) 〔戒律 宗〕 奈 良の 學僧 なう、 

道融は 俗姓 波 多 氏な う •少に して 儒學を 修め、 特に 詩文に 巧 

なう、 母の 喪に あ / a 6 山寺に 寄 住し、 偶 法 華經を 見て 慨然と 


して 歎じて 日 ふ、 我 久しく 貧苦して 未だ 寶珠の 衣 裏に 在る を 
見ず、 周 孔の糟 粕何ぞ 意を 留む るに 足ら 〇 と、 遂に 俗累を 脫 
，して 出家し、 精 心 修行して 心を 戒律に 留む 、蒔に 道宣 律師の 
六卷鈔 あ 6、 辭 義隱密 して 絕ぇて 披覽 する ものな し、 道融 閱’ 
讀 一年なら ずして 畢 ぅ’ 一部 洞 達せざる はなし、 世 六卷鈔 を 
披覽 する もの、 師ょ り 始まるな $、 時の 皇后 學德を 嘉 し， 絲. 
帛 三百 匹を 施し 給 ふ、 師日 ふ、 我 菩提の 爲に法 施を 修す るの 
み •.乙れ にょぅて 報を 望む は 市井の 事の みと、 遂に 遁れて 出 
でず、 示 寂の 年時缺 く， 其 詩 二 首 今に 傳 ふ、 (懷風 藻) 

〔考〕 道融は 天平 頃の 人な 

ド ー ユ ー 道融一 H  〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 6、 
道 融は藤 原 公經の 子な 6、 幼に して 出家し、 蓮華 王院の 道 11 
親王の 室に 投じて 密敎を 學び 、光 臺院の 道 助 法務に 從 ひ て 灌 
頂 法を 受け、 十五 歲法眼 に 魚し、 延應 元年 權大 僧都に 任ず、 
寬元 元年 法 印に 進み、 一身 阿闍 梨の 宣を 受け、 正嘉 元年 法務 
を領 し、 十二月 權 僧正に 任す、 文 永 元年 五月 僧綱 及 法務を 辭 
すれと も 允れ ず、 十一月 少 僧正に 任して 東 寺 三の 長苕に 加 任 
す、 三年 十二月 寺務 法務を 領 し、 護持 僧と なる" 七 年 大僧正 
に 昇進し、 十 年 東大寺を 領 す、 十一 年 冬 蒙古 來 襲し、 師佛眼 
の 法を 修 す、 弘安 元年 仁 和 寺に 住し、 四 年 七月 十五 日 寂す、 
壽 五十八、 (本朝 高僧 傅} 

ュ ー 道 祐 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 六十 二 代 

の 座主な $、 道祐 は蓮藏 僧正と s ふ、 俗姓は 源氏、 中 院內大 
臣通 重の 子な 6、 道順 大僧正の 室に 入うて 出家し 具 支傳法 
職 位を 同師に 受け、 詔して 醍醐 山 六十 二世 座主と なり、 來寺 
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二 長者に 加へ 僧正を 賜 ふ、 命を 受けて 雨を 祈 6、 功に ょ 6 七 
八幡 別當 となる、 示 寂 年月日 詳 ならず、 (續 傳燈 廣錄) 

ユ t 道祐一 一 AA ブー ハ i 濟宗〕 山城 妙 見 堂. の禪 僧な 
う、 道 祐は筑 前 博 多の 人な う、 嘉禎 年中に 宋に渡 6、 徑山 
の佛鑑 禪師の 下に 參究 す， 一日 鑑禪師 問 a て 日 ふ、 「日本 國裏 
有， 禪也 無」、 と、 道祐聲 に 應じて 日 ふ、 「大 唐國 裡禪 無」 と鑑禪 
師 深く 肯 ふ、 寬元 三年 (淳祐 五 年) の 夏辭し 去る R 臨み、 鑑禪 
師の頂 相を 寫 し、 讚を 需む 、禪師 乃ち 筆を 把 6 題して、 日 ふ、 
從來 震旦 本 無 a 禪 * 少 室單傅 亦妄傳 ，却 被-- 道祐 等閑 視破ハ 便 
知 老僧 鼻孔 不 ，在-, 口 邊：漫 把-- 虚空- 强描邈 _ ■好兒 終不 ぃ使= 爺 
錢； 束 歸 の後洛 北の 妙 見 堂に 隱 逸し、 世に 接せず、 康元 元年 
二月 五日 東 福 寺 中の 延壽 堂 R 寂す、 壽 五十六な う、 遺 偈 あう、 
日 ふ、 五十六 年 無-一 伎倆 ハ不 k 問 H 諸祖與 --諸 佛 〔今日 今時 吿牲 
來 、日日 日從 東畔 出、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧傳 ) 

ド 1 ユ 1 道 i& (二 〇 二 四) 〔眞宗 〕 和泉裸 眞宗寺 の 開山な 
$、  道祐は 足利義 氏の 第 四 子、 俗名 祐比と 云 ふ" 幼に して 

母に 從ひ .，和 泉 堺に 居る、 出家して 道 祐と號 す" 初め 天台 1: 

學び 、後、 本願 寺覺 如に 謁して 一向 專修 念怫 者と なる、 足 利 

尊氏將 軍と なる に 及 a て、 同族の 舊緣を 以て 寺 地の 租税を 除 

き、 封 田 若干を 寄附す、 延 元中覺 如 佛像幷 に 一宗の 聖 敎を授 

與 す、 師寺 R 安置す、 正 平 十九 年に 堺 R 於て 古本 論語を 翻刻 

す、師か內外二典に意を用ゐたるを ^. るべし、其古本論語の 

翻刻 本は 後世 正 平版 論語と 云 ひ 珍重す、 師示寂 年月日 詳なら 

す、 (泉 州 志、 正 平版 論語 考」 

〔考〕 泉 州 志 ic 道祐は 足利義 氏の 第 四 子な うと あれと も、 義 


氏は 建 長 六 年に 薨し >  正平 十九 年よう 一 百十牢 前に 當れ 6、 
道 祐か其 子な うと 云 ふと 信し か / 2 し、 盖し其 俗縁 ある ものな 
るべ し、 所謂 正. 牛 版 論語は、 支那の 六 朝 時代の 古本 論語に 依 
據し穴 る ものな う、 其蹂 文に 道 祐堺浦 居士 重 新 命エ鏤 梓正屮 
甲 辰 五月 吉日 謹 誌と あり、 然れは 正 平 以前の 刻を 重ねて 刻し 
犮 る ものなる べし、 今は 正 牛 以前の 刻 全く 傳 はら S れば 、正 
平版を 以て 我國に 於け る儒敎 書の 最古の 刻本と なす、 

ユ ー 道猷一 一一 g Af 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
う、 道 猷は其 俗姓 鄕關 を詳か にせす、 弘安 三年 R 生れ、 正 
安二 年 得度 受戒し、 長 乘乘師 の二師 に 歷畢 す、 平生 作る 所の 
私記 頗る 多し、 延芡 三年 十二月 十五 日 寂す、 壽 八十' ( 三 井續 
燈 .記〕 

F1 ユ*- 道献  ゲン ラン 源 * を 昆 よ、 

FI2 道 寒 1  (1 九 三 七) 〔戒律 宗〕 筑前觀 音 寺の 學僧な う、 
道 # 字は 淵 月と s a 、 幼よう 儒 典を ifw みしが、 出家して 泉 涌 
寺の 智鏡淨 因に 從 a 、 四 分 律 R 學ふ 、戒壇 院 R 入う實 相 照に 
就きて 具足 戒を 受け、 比 叙 山に 上うて 敎觀の 要を 問 ふ、 久し 
く鎭 西 R 居う、 觀音 寺 R 止る、 移 6 て 安藝に 牲き 、菴 居して 
其 終を 知らす、 (本朝 高僧 傳) 

F12 道譽一 一 S5 g  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 

道 # は 大相_ 兼 房の 子、 尊惪 に從 S て 落髮禀 具し、 正 治 三年 
二月 實 慶を拜 して 灌頂を 受け， 大阿闍 梨 位 R 昇る、 仁 治 元年 
九月 五日 寂す、 壽六 十二、 (三 井續燈 記) 

F 1 ヨ ^^ m t=I テ-ハ 貞把を 見よ、 

Flml 道耀一 . i: ハ 三 〔眞言 宗； 一京 郡 東 寺の 長者な 6、 
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道耀は 藤原實 氏の 子な 6、 道 勝 僧正に 就て 雨 部の 灌頂を 受け、 
勝 寶院に 住す、 建 長 二 年權大 僧都に 任し、 文 永 六 年 法務を 司 
と $、 權 僧正に 昇る'  弘 安二 年 正 僧正と なる、 明年 冬 東 寺の 
長者に 任し、 七 年 大僧正に 進み、 四月 寺務 法務を 領し 、護持 
僧に 擧 げらる、 嘉元 元年 十二月 寂す、 壽缺 く、 實海良 圓勝慧 
勝 如の 四 上足 あう、 (本朝 高僧 傳) 

ラク アン、 V ユジン 道樂養 主人  キョ- ォ 1 敬 

雄を 見ょ、 

リユ ー 道隆 j AA a AH: 〔臨 濟宗〕 相 模鎌倉 建 長 寺の 開 
山な $、  道隆 字は 蘭溪 、俗姓 冉 氏、 宋 西蜀涪 江の 人な 
十三 歲 にして 成 都の 大慈 寺に 投す 、後、 浙 に 抵 6 無準範 、痴 
絕冲 '北 碉簡の 諸 禪師に 謁して 參究 し、 未だ 得る 所な し、 陽 
山に 抵 $、 無明 性 禪師の 下に 依う、 一日 東 山の 牛窓欞 を 過ぐ 
る 話を 聞きて、 平日の 疑問 解決す、 辭して 明 州の 天童に 登る、 
日本に 禪宗 未だ 盛なら ざるを 聞きて 遊 化の 志 あう、 淳祐六 年 
(我 寬元四 年： 一に 日本の 商船 至 6 て 來遠亭 に 在 6、 師往て 觀る 
に 忽ち 浮 橋/頭に 人 あう 師を 見て 謂 ひて 日 ふ、 師の緣 東方に 在 
6、 時 巳に 至れう、 と、 言 訖 6 て 見へ ず、 師 乃ち 商船に 搭じて 

出航し、 弟子 義翁龍 江 等 數人隨 ふ、 同年 太宰府に 着す、 時に 

三十 三歲な 6、 筑 前の 圓覺 寺に 寓 す、 寶治 元年 京師に 上 6 、 

泉 涌 寺の 來迎院 に 入る， 院主 智 鏡は 甞て宋 に 渡 6 て 舊交 あう、 

尋て 和模鎌 倉に 抵る '  NJ れ智 鏡の 指示に よるな う'  壽 福寺大 

歇了心 相 見て 喜ぶ、 北條時 賴常樂 寺に 請して 法要 V 問 ふ、 建 

長 四 年の 冬大 伽藍を 造 營 し、 巨 福 山 建 長 興 福禪寺 >號 し、 師 

を 請して 開山と す、 師上 堂の 偈あ 6 紅稀綠 暗春將 V 巷、 欲. 問¬ 


^ - 1  ( 道)  ラ  ■リ 


春皈 =那 一方 (戯 蝶尙貪 = 殘蘂蜜 (狂 蜂 猶戀- _ 故 園 香； 新 池 蓮 挺 = 
玉錢 7 細、 古 岸 柳 飛-- 金 線 I 長、 莫 V 謂 蘭溪不 -- 分 付 — > 誰 家 好子肯 
承當 、文 永 二 年に 至 6、 勅 詔に よう 京師の 建 仁 寺に 遷う住 す、 
明菴榮 西の 忌 辰に 丁 6、 上 堂の 偈あ 6、 蜀地 雲高、 扶桑 水 快、 
前身 後 身、 一 彩兩賽 、昔年 今日、 死 而不： ，亡、 今日 斯晨 、在而 
不ン 在、 諸人 還 知 = 落 處-麼 、香 風 吹 =委 花 — •> 更雨 = 新 好 者： と 後 
嵯峨 上皇 道譽を 聞きて 宮中に 召し y2 まふ、 師偈を 進む、 夙 
緣 深厚 到， I 扶桑： 忝 主- 1 精 藍 I 十五 霜、 大國八 宗今鼎 盛、 建禪門 
慶仰 ，1 賢 王 i 文 永 五 年に 再び 東 下す、 時 賴禪輿 寺を 開きて 請 
す、 尋て建 長 寺に 歸 住す、 門下の 一人 事に よう 幕府に 讒 す、 
師 乙 れが た め 甲斐に 譎 せらる、 甲斐の 僧俗 相 競 ひて 歸 仰す、 
師日 ふ、 我れ 弘法の ために 日本に 來る、 讒 によ $ か、 る 僻地に 
弘法す る 名の 寵天豈 に 意 あるか、 と'  三年に して 鎌 倉に li へ 
6 、壽福 寺に 投す 、再び 流言 あ 6、 甲斐に 遷る 、幾く もな く 
事 判明し、 時宗に 迎 へられて 壽福 寺に 住し、 弘安 元年 五月 建 
長 寺に 歸 住す、 時宗 益 深く 歸依 し、 別に 一大 伽藍を 造 營せむ 
とし、 相 共に 郊外に 出で、 土地を 相す、 師一 所を 指して 此地 
梵刹を 輿すべし と、 霞を 以て 鋤く Z1 と 三下？ 時宗 も 亦隨ひ て 
鋤く Z. と 三下、 艸莖を 揷みて 回う、 其 秋 七月の 初微疾 あ-^、 
廿 四日に 至-^ 沐浴し、 衣 5:- 更め '偈を 書して 日 ふ、 用- - 翳 晴 
術 — •> 三十 餘 年、 打 TT 翻 筋 斗 一地 轉天旋 、衆を 辭して 寂す、 壽六 
十六、 法 ) II 五十、 門人 茶毘 し、 靈骨を 建 長 寺の 一所に 收め、 
其 所を 西 來菴と 云 ふ、 勅 謚大覺 禪師と 云 ふ、 禪師の 賜 號此に 
始、 芝 る* 嗣法 二十 四 人、 語録 三卷あ 6、 来朝 僧錄司 上天 竺佛 
光昭〗 の 序、 徑山 虛堂恿 の蹂を 付す、 道 隆の 遺物 中に 靈鏡 あ*^、 

K1 (道 3 リ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 九 八） 


! (道、)？^ 


面に 觀世 音を 現す" 圓覺寺 成る R 及びて 觀音閣 を 建て 安置す、 
佛光禪 師賛を 作う、 一山 寧、 月 江 印、 靈石 芝、 靈山隱 ，虎關 
錬 、龍 山 見、 伯 英俊 等の 記 あう、 永く 傳ふ 、(元 亨釋 書、 延寶 
傅 燈錄 、本朝 高僧 傅) 

f  —  9^1 道 龍 IH gs 〔黃 檗宗〕 肥 前龍津 寺の 開山な 
6、 道寵 字は 化霖 、筑 後の 人、 中 河原 氏の 子な 6、 十六 歲 
にして 郡の 金剛 寺 三 源智の 下に 度を 受け、 後、 諸 國に歷 遊す 
る 乙と 十餘 年な.^  一 / 2 •ひ 國に歸 う、 多 福 寺 賢 善と 相 交う、 
再 ひ 歴遊して 黃檗 山 R 登-^ 隱元琦 、木 菴瑚に 謁し、 寬文五 
年 三 源智の 下 R 歸*^ 慈眼 山に 閑 棲す" 後、 再び 黃榮 山に 登 
う、 木菴瑚 に 事へ て 典藏 となう、 高泉激 、獨 湛瑩に 謁して 器 
重 せらる、 獨湛瑩 の 江戸 海 福 寺に 住する にあた う、 師其 下に 
綱 維と なう 其 法を 嗣 く、 後 慈眼 山に 歸 住す、 蓮 池 侯 城 西の 地 
を 寄附し、 寶壽 山龍津 寺を 開く、 元 祿四年 七月 龍渾 寺を 宗鏡 
湖に 讓 $、 寺 側に 甘露 菴を營 みて 退隱 す、 享保五 年 十一月 九 
日 寂す、 壽八 十七'  臘七 十二、 法 嗣宗湖 鏡、 月海昭 、大潮 皓 
等 あ 6、 著作 楮襖集 あう、 (續 日本 高僧 傅、 黃檗 宗鑑 錄) 

〔考〕 續 日本 高僧 傳 R は 道 龍は 木菴 の法嗣 となせ とも、 今は 

宗鑑錄 R 從 a 獨湛 の法嗣 とす、 

、卜 1931 道 了  (二 〇七 一) 〔曹洞 宗〕 相 模小田 原の 僧な 

道 了は 何 許の 人なる か詳 ならす、 常に 了菴慧 明に 隨 侍す、 

慧 明の 小 田 原 R 菴居 する R 方うて 師雜務 を 執る、 恠力 あうて 

行 作 凡人 R 異る" 寂年缺 く、 後人 相 傅へ 道 了 化して 小 天狗と な 

う、 最_ 寺を 守護す と、 因て 明 覺道了 和 尙の號 を 追贈し、 小 

天狗の 狐に 跨れる 像を 作りて 安置す る r 至れう、 (善 庵隨 筆) 


F 1 (道* 洞) 


、卜 ーワ 道 和 (ニニ 七 七) 〔融通 念 佛宗〕 攝津 大念佛 寺の 僧 
なう、 逭 和字は 良說と SS、 大坂生 玉の 人な^^ 卅 五代 良 
古上 人の 弟子な 6、 攝津住 吉法泉 寺に 住す、 徧く 名山 大 刹に 
遊 a て 高德 智識に 參 す'  慶長 十八 年 本山 大念佛 寺に 住す、 傳 
へ s ふ 師元和 三年 六月 住吉松 太夫の 亡 靈を 度す と、 某 年 寂す、 
ドーウン洞雲；ーー |: ;一 〔淨 土宗〕 江 戶珠寶 寺の 開山な 
$、  洞 雲は 覺蓮 社大 #- と號 し、 紀伊小 倉の 人、 信# の 室に 
投じ 靈巖の 法を 嗣き 、江戶 市 ヶ谷本 村に 珠寶 寺を沏 す、 寬文 
十二 年 六月 二十 二日 寂す， (淨 土總 系譜： > 

F1 ク！  洞© ー  ジセン 慈 泉を 見ょ、 

F1 ゲン 洞 源 (ニニ 六) 〔曹 洞宗〕 越 前龍澤 寺の 禪 僧な 
う、 洞 源 字は 靈嶽 、遠 江の 人な^^ 如 仲 天闊に 依うて 蓬 髮 し、 
備中洞 松 寺に 往き喜 山性讃 に敎を 聞き、 遂に 總持 寺に 出世し、 
繼で洞 松 寺に 住し、 大澤 山圓幢 寺を 開く、 康正二 年 越 前龍澤 
寺 R 住し、 再び 諸嶽 山を 主 どう、 紫袍を 賜は る、 寂年缺 く、 
法 嗣月泉 印、 霄巖 通の 二人を 出す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ド ー コ 洞 庫 r: : -: 四 六 〔淨 土宗〕 和 泉遍照 寺の 開山な 6、 
洞 庫は 想 蓮 社 信 * と號 す、 伊勢の 人な 6、 一心 院稱念 に 就て 
剃 髮 し、 法を 禪芳 に嗣 ぐ、 和泉堺 に遍照 寺を 開きて 住し、 天 
正 十四 年 二月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

F1 サツ 洞 {祭 ( . ) 〔曹 洞宗〕 美 濃林廣 寺の 開山な 

i  洞察 字は 梅 庭、 其 俗姓 生國を 詳か にせず、 初め 越 前の 
長 安寺に 在うて 天 眞和尙 の敎を 受け、 後に 美 濃に 林廣 寺を 開 
き、 庭前に 紅梅 一 株を 植ぇ" 禪を問 ふ 者 あれば、 庭 梅を 指す、 
時人 梅庭禪 師と稱 す、 某 年 寂す (日本 洞上聯 燈錄) 


(三 几 八） 


書辭 名人 家僳 本日 


シヤク 洞奭 =5 ^ 〔曹洞宗〕尾張福嚴寺第ーー代な 
P,  洞 爽字は 盛禪 、遠 江 周知 郡の 人、 長亭六 年 二月を 以て 
生る、 文 安二 年 靈岳偶 ミ 其 家に 休憩し、 師の 骨相を 見て 父母 
に 乞 ひ 携へて 寺に 歸 6、 剃髪せ しむ、 長して 五山の 間に M 參 
し、 臨濟の 宗旨を 究む、 後、 靈夢に 依り 曹洞宗 に 入う、 遠 江に 赴 
きて 秋 葉 山に 登 6、 山 神を 禮 し、 次に 大洞 寺に 於て 嘿堂智 に 
參 し'  五位の 旨訣を 究め、 辭し 去うて 靈嶽に 請 益す、 其 寂 後 
遺命に 依 6 尾 張 開 元 寺 月 泉 性 印に 謁し、 遂に 印 可を 蒙う、 野 
口寶積 寺に 住す、 知縣道 永大竹 山の 西北に 福嚴 寺を 開き、 師 
•を 請す、 即ち 月 泉を 開山と し、 自ら 二 代に 居す、 道 永 大竹下 
原 二邑を 割きて 寺 產に充 つ、 明應 年間 龍澤 寺に 主と なう、 一 
年に して 福嚴 寺に 歸 る、 永 正 十五 年 二月 八日 寂す、 壽八 十五、 
臘六 十八、 (日本 洞上聯 燈錄) 

F1 ジユ 洞 1 f ニニ 六 八 〔曹 洞宗〕 越 前 孝 顯院の 開山な 
う、 洞壽 字は 舜國 、俗姓は 日 下 氏、 三 河設樂 郡の 人な $， 
十一 歲 出家し、 泉寵寺 光國を 禮して 落髮受 具す、 十六 歲東遊 
し、 久しく 興豐建 隆に參 し、 尋で 仁菴恕 、及び 其他關 東の 諸 
名 宿に 謁し、 歸うて 興豐の 法を 嗣 ぎ、 結 城 左 近衞少 將晴 朝の 
請に 依- N、 福嚴 寺に 住し、 次に 孝顯 寺に 遷 $、 晴 朝と 譲して 

寺 基を 移し、 殿堂を 新に す、 源 中 納臣秀 康越前 福 城に 孝 顯院を 

建て" 師其 開山と なる、 慶長七 年 八月 詔に 依う 參內 し、 特に 

紫 衣、 及び 心 月 圓光禪 師の號 を 賜 ふ、 慶長 十三 年 二月 二十 八 

日 寂す、 世壽缺 く、 法 嗣阈巖 大佐 ぁう， (日本 洞上聯 燈錄} 

jx.  シ =? |~  洞 リョ- ァ 亮 阿を 見ょ 

F 1 スイ 洞 水 一一 四 八 八 〔眞宗 〕 攝津大 坂 玉 泉 寺の 住持な 


P,  洞 水號は 功乗院 、大 坂の 人、 高倉學 寮に 學び 、文化 十 
三年 因 明大 疏を 講ず、 文政 三年 擬講 とな-^ 四 年 臨濟錄 '  j 
じ、 八 年 改邪鈔 を 講ず、 文政 十一 年 十一月 朔日 (一說 十月 朔 
日) 寂す、 世壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者 列傳 稿本) 

K 1 スィ '^ 水  ゥソヶ 丨雲溪 を 見よ、 

スィ P 水  グヮッ タン 月 湛を見 よ、 

K 1 ゲン 同源  ド  -ホン 道 本を 見よ、 

K  コ 1 1^ 在 / M ニ チ チ ユ—日 中 r 見よ、 

F1 コ 1 ffl 間  ヶ- タク 桂 fit を 見よ、 

ド丨ハ クサ ンニン 桐 柏 m 人  キョ- 才 I 敬 雄を 見よ、 

キヨ ー 立里蟲兀三，一03〔淨土宗〕信濃攝取院の開山な 
う、 童堯は 東 蓮 社 君 譽と號 す、 幡隨に 師事して 其 法を 嗣 ぐ、 
初め 松 本 生 安寺に 住し、 後、 攝取院 を 開く、 寬永 十七 年 十 I 
月 八日 寂す、 嗣法 一人 あう、 巍热と 云 ふ、 (淨 土總 系譜) 

動 潮 ii IV 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第二 十二 
代な 6、 動 潮 字は 通 照、 武藏 忍の 人、 俗姓は 岡 野 氏、 幼に 
して 鄕の 長久 寺 光如に 隨うて 得度し、 後 智積院 に 登う、 講席 
に 列す、 長 時院湛 慧 律師を 訪うて 俱舍 唯識を 學び 、醍醐 山實雅 
僧正よう 幸心院 流の 事相を 傅へ、 且洞泉 律師よう 戒律を 受 く、 
仁 和 寺 寛 順 僧正よう 廣澤 流の 事相を 傳 へ、 宥證 僧正よ 6 傅 法 
院 流の 事相を 傳 へ、 且灌 頂を 受 く， 明 和 六 年 八月 幕府の 命を 
曼け眞 福 寺 第二 十三 代と なる、 安永 二 年 智積院 第二 十二 代 能 
化と な 6、 僧正に 任ぜら る、 初めて 智積院 にあ 6 て 灌頂を 行 
ひ、 盛んに 事相を 唱ふ、 後世 智積院 第一の 事相 家と 稱せら る、 
安永 八 年 養命坊 に退隱 し、 密嚴 諸秘釋 等を 校して 版行す、 寬 


ド 上 洞)、 ンース 


F 丄洞 、同、 桐、 童、 動} 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 九 八) 


F1 (導、 棠) トタ (德， 


トク ( 德) 方— ク 


政 七 年 十二月 七日 寂す、 壽八 十七、 著作 事相 手鏡 十五 帖 ぁう、 
(眞福 寺 世代) 

K»  I  1 導 道  サンキ 三 喜を 見よ、 

F1 リン 棠林  シ ユ-ジ ユ宗壽 を 見よ、 

トク 德二 〇: 七 〇  S 濟宗 U 常 陸 東 福 寺の 開山な う、 德 
字は 有 隣 河內の 人な 6、 初め 諸方を 遍歴し、 授翁に 參す るに 
及び 遂に 契 悟し、 鄕 里に 歸 6 て 逸 居す、 後 常 陸に 遊 化して 鹿 
島 郡に 寓 止す、 土民 其 德に歸 し、 - +1-- 化 木 山 東 福 寺を 建て 師を請 
して 第一 代と なす、 師 乃ち 法 兄華藏 曇と 共に 互に 法幢を 抉け、 
法 化 尤も 盛んな う、 應永 十七 年 九月 五日 寂す、 (延 寶傳 燈錄) 
トク イチ 德一 (一四 九 五) 〔法相 宗〕 常 陸筑波 山の 學 僧な 
う， 德一 (一に 德溢に 作る) は 惠美仲 麻呂の 子な 興 福 寺 
の修圓 僧都に 隨 a て 法相の 學を 受け、 東大寺に 住す、 甞て法 
華 新疏を 作うて、 傳敎 大師を 難破す、 偶 ミ 朝議 R 昇うて 東國 
に 謫せら る、 乃ち 常 陸筑波 山を 開きて 第一 代と なる、 某 年 寂 
す、 壽缺 く、 著作 中邊 義鏡箋 二十 卷 、唯 識論 異補闕 十二 卷、 
法相 了義燈 十一 卷 、起 信 論寬狹 章、 遮 異見 章、 法 華 要略、 慧 
日 羽 足、 各三卷 、法相 了義燈 問答、 中 邊義鏡 章、 通 破 敎章各 

一卷 ぁう、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、諸宗 章 疏錄) 

トク イチ 德ー  ジ d コ！ 壽廣を 見よ、 

トク ウン イン 德運院  'ゼン シユ— 全宗を 見よ、 

トク 文 德慧  グ H 弘會を 見よ、 

トク エン 德圓 2 四 八 五) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 僧な 

i  德圓は 下 總猿島 郡の 人、 俗姓 刑 部 氏な う、 父母 子な 

く 常に 佛 神に 祈 禱 し" 母 瑞 夢を 感して 孕む あう t 十歲 家を 辭 


して 道に 入う、 修練 苦行す、 時に 重病を 得て 絕 命す、 父母 悲 
.泣して 敢て 葬らず、 一晝 夜の 後 蘇生す、 爾來益 三 寶を崇 重し、 
廿四歲 具足 戒を受 く， 廣圆禪 師に 師事す、 禪師 は勒 操の 入室 
R して、 桓武 天皇 持戒の 淨師八 人を 選 a /2 ま a たる 內の 一人 
なう、 師禪師 よ 6 灌 頂 ^ 受け、 禪師の 寂後最 澄、 義真 、圓澄 
に歷 事す、 義眞よ 6 菩薩 大戒を 受け、 圓 澄の 法嗣と なる、 後 
廣 智禪師 よう 灌頂を 受 く、 天 長 二 年 梵釋寺 十 禪師の 任を 拜 す、 
寂 年月日 詳なら ず、 附法に 智證 大師 圓珍 あう， (台密 血 豚譜) 
トク 方！  德砂羽  シ rl I セキ 宗傾を 見よ、 

トク ^ *-  德翁  シヨ 丨テ丨 量を 見よ、 

トク オ t 德翁  リヨ- コ-良 高を 見よ、 

トク ガク 適 心 3 款  シユ- キン 宗欽を 見よ、 

卜 V カン 德含 I 1S 1A 〔天台宗〕 武藏 梅園 院の 僧な-、 
德含 初の 名は 亮 順と 云 ふ、 字は 圓禪 、號は 松 靄、 伊豆 下田の 
人な 6、 出家して 東叡 山に 登う、 後、 淺草 梅園 院に 住す" 道 
暇 詩を 嗜み 、秀作 あう、 明治 六 年 十一月 七日 寂す、 壽六 十五、 
著作 詩集 一卷 あう、 (湖山 樓詩屛 風、 墓銘) 

トク ギ德 IS ii E: 二 五 〔眞宗 〕豐 後 大分 郡府內 萩原 村 長久 
寺の 住持な 6、 德 誼は 豐 後の 人、 萬 延 元年の 講を 初と して、 
高倉學 寮に 憲法 十七 條四 敎義 集註 法 華 支 義を講 し、 元 治 元年 
二月 十三 日 (一に 十二 日) 擬講 とな^ N、 慶應 元年 三月 一日 溺死 
す、 (眞宗 史料) 

トク ク 德久一 一一 g gl 〔臨 濟宗〕 明の 圓通 寺の 禪 僧な 6、 
德久 字は 約菴‘ 俗姓 不詳、 和 泉 日 根の 人、 早年紀 伊の 大慈寺 
に 投じ、 高山 照 禪師に 事 ふ、 尋て 南都の 戒壇に 登う、 具足 戒 


(五 九 八) 


書辭 名人 家怫 本日 


を 受けて 大僧 となり、 元に 航 し、 天 寧 寺 楚石琦 、靈鼗 寺了菴 
欲 等に 歷 謁し、 學德幷 に 高く、 律儀 尤も 嚴な う、 三十 餘年始 
終 一日の 如し、 檀信 某嘉輿 縣の圓 通禪 寺に 請す'  師上堂 高山 
照の 法 乳に 酬ゆ 、永 和 二 年 九月 廿 四日 〔明 拱武九 年) 同 寺に 寂 
す、 壽六 十四、 臘 五十一、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

トク ケ ー 德 a ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪僧な 

う、 德瓊 字は 林叟 、俗姓 千 葉 氏な う、 大覺 禪師の 下に 參究 
し、 其法嗣 とな 5、 後宋 に航 し、 諸老 宿を 歷 訊す、 歸來肥 前 
小昧 寺に 居す、 尋て鎌 倉に 人り、 禪興 寺壽福 寺に 留 り、 桂光菴 
を 構 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 詩 あ 6 傳ふ 、遊，， 東禪 寺， 「寺 在 fy 濱 - 
驯 •一白 11 ハ 石屛 如， 書 入-, 幽眸ハ 釣船 一曲 漁歌曉 、明月 蘆 花 天地 
秋、 勅 謚覺照 禪師と 云 ふ、 (延寳 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

トク ザ ー 德兒 55 H  〔眞宗 〕 越後 無爲信 寺の 住持な 
6、 德猊 字は 香 雲と S ひ、 香 海 院と號 す、 俗姓は 武田 氏、 
越後 蒲 原 郡 水 原 村の 人、 無 爲信寺 順崇の 子に して、 講師 香樹 
院德 龍の 弟な う、 幼に して 外典を 習 a て 才名 あう、 稍 長 じて 
京都に 遊び、 高倉學 寮に 入う、 香月院 講師 . 0 講 筵に 侍し、 宗 
要を 硏究 す、 此時普 門 律師 梵曆を 唱導し、 諸宗 風靡す、 香樹 
院其 說を傳 へんと 欲して 未た 果 3 ず、 乃ち 師 をして 就き 學ば 

しむ、 高 倉 學 寮に 梵曆 を說く 者師に 始まるな'^、 文化 十四 年 

刈 田 郡 中 濱の勝 願 寺に 住し、 寺務の 暇に 開講し、 門人 甚だ 

多し、 天 保 八 年 火災に 罹-^ 伽藍 悉く 燒く 、仍て 再建の ェを 

起し、 八 年を 歷て 成る、 旣 にして 寺務を 厭 a 、 寺 後に 菴を結 

びて 居* CN、 號して 得 月舍と s ふ、 後長 崎に 遊び、 遍く 勝地を 

探う、 安政 六 年 十二月 十九 日 寂す、 壽七 十九、 明治 三十 年宗 


主 特に 擬講を 追贈す， 平生 述ぶ ると 乙ろ の 宗餘乘 の講錄 及び 
曆學 書、 和歌 稿、 數十卷 ぁう、 共に 寺に 藏す •(碑文) 

トク ケン 德見 ~-* g —a AEg 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
う、 德見 字を 龍 山と 云 ふ、 下 總香取 郡の A 、 俗姓は 平氏、 
十五 歲に して 相 模壽福 寺に 投じ •寂 菴昭に 師事して 法 華 1: 暗 
誦し、 十. 七歲滿 律戒を 受 く、 瑞鹿山 一山 和 尙に參 して 侍 司に 
居う、 二十 二 歲寂菴 に 心 印を i 松 付せられ" 支那に 渡 6 天童に 
登う、 住持 東巖に 謁す、 東 巖の寂 後竺西 席を 補し、 師命 せら 
れて侍 香と なる、 後、 辭して 吳 門に 注き、 東洲 古林に 謁し、 
江 西の 諸 名山に 遊び、 錫を 東 林 寺に 掛 く， 分 寧に 至る に 及び、 
平 山濟川 相尋て 雲巖 寺に 住し、 師を 留めて 分座說 法せ しむ、 
後、 州 守の 命に よ $ 兜 率 寺に 住し、 一 住 十 年、 廢頹を 輿し、 脫 
禪師 の再來 な-' と稱 せらる、 t p して 大寵 翔集慶 寺に 寓 し、 笑 
隱訢の 優遇を 受 く、 後、 衆 請に よう 再び 兜 率 寺に 歸 住す、 貞 
和 五 年東歸 す、 時に 六十 六歲な 4、 足 利 直義の 請に 應 じ，. 7:1 小 
都 建 仁 寺に 住し、 將軍尊 氏の 奏請に よう、 南 禪天龍 二 寺を 主 
とる， 朝廷 師の聲 譽を崇 び、 特に 眞源大 昭禪師 の號を 賜 ふ、 
延文 三年 十一月 十日 病に 罹う、 門下を 召して 後事を 囑し 、十 
二日 夜偈を 書して 日く、 西 涌 東沒 、南往 北來 、末 後一 句、 掘 
地深埋 、と 起て 戶外に 出で'  月色の 斜めなる を 見て 偈 尾に 十 
一月 十三 日と 書し、 筆を 投じて 寂す、 壽七 十五、 臘五 十七" 
門人 東 山の 知 足院に 葬う、 塔を 樹て靈 洞と 云 ふ、 (本朝 高僧 傳、 
續群 二三 四) 

トク ケン 德儉 j ig 細 〔臨 濟宗； 一京 師南禪 寺の 禪僧な 
う、 德儉 字は 約 翁、 相模鎌 倉縣の 路傍の 棄子な 6、 縣の某 
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(六 九 八） 


トク (德) ヶ 


沿 ひて 乳 養す、 幼稚の 時 三 寶を崇 重し、 僧を 見る 乙と (C 合掌 
禮拜 す、 父に 從 a て 巨 幅 山に 過 r  q 大 覺禪師 其骨貌 を奇 とし、 
乞 a て 童 役と なし 經 書 1: 授 く、 十六 歲 にして 落髪し， 東大寺 
に往 きて 登壇 受戒す、 大 覺禪師 京師の 建 仁 寺に 遷 る、 師其下 
にあ 6、 禪師問 ふ、 「雪 覆-- 千 山- 爲ぃ其 孤峰 不白」 ，と師 日 ふ、 
毒 龍 行 處草不 ，生、 と 禪師其 答を 稱し 、人に 謂 ひて 日 ふ、 德儉 
今 十九 歲な 6、三十年を加ふれば天下に蔭を垂れ0"と、後、 
大覺禪 師の巨 福 山に 遷る や、 師亦隨 ふ、 かくて 參究功 を 積む、 
支那に 遊ばむ として 出航し、 台 州の 九 山に 登り、 育 王 山の 寂 
窓 照に 謁し、 尋て 天童の 石 帆衍、 發 淨 慈の 東叟頴 、靈 隱の虛 
舟 度、 徑 山の 藏叟 珍、 簡翁 敬、 覺菴 眞に歷 謁す、 且つ 一時の 
大宗 匠た る晦機 熙、 一山 萬、 末宗本 •寂 菴相等 皆 道 交を 結ぶ、 
吳越に 往來 する Z1 と 八 年な*^、 宋の末 運に 際し 1¢ 刹 亦 騷擾 
に 妨げら る、 乃ち 辭して 東歸 し* 大覺 禪師の 下に 省す、 永 仁 
四 年 葦 航道然 巨 福 山に 主た う、 師其 下に 首座と なる、 山內 に 
長 勝 寺を 開きて 住す、 次に 東 照淨妙 寺に 遷 る'  德治 元年 詔 あ 
う 京師の 建 仁 寺に 主た 6、 東西の 雲钠其 下 R 來附 す、 後宇多 

上皇 詔して 西郊の 離宮に 召し、 禪要 を咨 問した まふ、 延慶二 

年の 秋 東歸鎌 倉に 入う、 同 三年 建 長 寺に 主た 3、 正 和 四 年の 

秋 寺 火災に 罹る、 師災後 瓦礫の 場に 坐して 應接 恬然 穴6、 同 

年 十一月 寺 内の 寵鋈 庵 R 屛 居して 出で ず、 文 保 元年 南禪 寺の 

一山 寧 寂す、 後宇多 上皇 師を 召し 穴 まふ 名固辭 して 出で ず、 

乃ち 勅を 北條貞 時に 降して 强 請した まふ、 上皇 御史 太夫 源 有 

房を して 迎 へしめ ^ まふ、 開 堂の 日 上皇 卿相を 隨へて 親臨し 

穴 まふ、 元應 元年 微疾を 示す、 翌年の 春 東 下し、 鎌 倉の 舊菴 


トク (德) 、ゲ ー ゴ 


に 入らむ <1 とを 請 ふ も" 上皇 論告して 許した ^ はず、 親臨し 
て 慰問した まふ、 四月 病 重し、 上皇 特に 勅して 佛燈大 光國師 
の號を 賜 ふ、 師 再三 辭讓 すれ ども 許 3 れ ず、 遂に 佛燈の 二字 
を拜受 す、 五月 十七 日 病 益 重し、 更衣して 大衆を 集めて 訣別 
す、 十九 日 趺坐偈 を 書す'  七十 六 年、 不生不 死、 雲散，， 長 空 ハ 
月 行， 1 萬 里， 終に 寂す、 牧護菴 に 闇 維し、 靈骨を 分ち て 相模龍 
峰に塔を建つ、上皇宸筆佛燈國師無相塔を賜3、讃岐垂水莊 
を 割きて 牧護菴 の香燈 料と なした まふ、 且つ 御製の 賛六 十六 
字を 下し 左 まふ、 後醍醐 天皇 嘉曆 元年の 夏 勅して 菴を 改めて 
寺と なし 壽聖の 額を 賜 ふ、 德儉七 會語錄 あう、 元の 圓通 寺竺 
田 心、 道 塲寺月 江 印 序を 作り、 淨 慈寺靈 石芝蹑 す、 上 天竺 寺 
沙門 匡 道 大師 塔銘を 撰し、 奉議大 夫趙雍 書し、 中 奉 大夫王 都 
中篆 額す、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 延寶傳 燈錄) 

トク ゲン 德源二 -〇 ヒ ハ 〔曹 洞宗〕 越 前佛陀 寺の 禪僧な • 
う、 德源 字は 江 父、 俗姓は 平氏 大和の 人、 幼に して 慶田寺 海 
門 興德に 投じて 童子と なう、 十一 歲 得度し、 新豐 寺天叟 龍 興 
寺 大見佛 陀寺希 曇に 參 し、 皈 3 て 海門 {C 侍し、 其 法を 嗣 き、 
總持 寺に 出世し、 後， 佛陀 、補巖 、安養. 慶 田の 諸 寺 R 歷遷 
す、 晚年 安能 寺を 創して 開山と なる、 明 應五年 十一月 十五 日 
寂す、 低 壽七十 六、 法臘 六十 五、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

トク ゴ德 悟 2 さ 一一 九〕 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧な 
6、 德悟 字は 桃溪 、鎭 西の 人な う、 初め 眞言 宗 R 歸し 、後、 
禪宗に 役す、 大 覺禪師 の 下に 師爭 して 法嗣 となる、 宋に渡 6 
育 王 山 頑 極彌に 謁す、 弘 安二 年 (唐 祥興二 年) 東歸 の 途 R 上う、 
祖 元元に 同伴し 來 る、 元禪師 に 隨ひて 建 長 寺に 住し、 尋て請 


L 七 九 八） 


書辭 名人 家  佛本白 


を 受けて 筑 前の 聖福 寺 ic 住す、 元禪師 二偈を 以て 送る、 其 一 
R 日 ふ、 說盡山 雲海 月 情、 老懷 終是缺 -I 惺惺 ― ■* 雖 l_i 然 桃李 分-- 蹊 
徑 - > 又 喜 淸陰滿 ， ，祖庭 『幾く もな く東歸 し圆覺 寺に 住し" 道化 大 
に揚 る、 大仙菴 を搆へ 退 休す、 晚年武 藏果漸 寺に 住す、 旁は 風 
景に 富み、 一時の 名 宿 多く 題詠を 寄す" 師詩ぁ 6、 冥 心 邱壑 1 
絕 = 追攀 (曠希 夷 宇宙 寬 "重 疊山 遮， I 名利 路 ハ 渺茫 海隔= 是非 關 -■* 
放 蒼 松 翠竹烟 籠 淡、 古 岸平沙 月 照 寒即此 逍遙 無  >, 外事 『白雲 饒 
得 伴， 一 淸閑ハ 示 寂の 年時缺 く、 遺偈ぁ 6、 芭蕉 虛幻 鉢、 片片 總 
成 J 興、 驀地 歸 k 根 去、 露 = 出 法王 身 -% 勅 謚宏覺 禪師と 云 ふ" (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳} 穷 

トク サイ 德濟 (110 丑 S 〔臨 濟宗〕 京都 天寵 寺の 禪 僧な 
う、 德濟 號は鐵 舟， 下野の 人な 6、 甞て 元 R 入う、 普く 諸 
師に 謁し、 東歸 して 天 龍 寺 無 極支禪 師に 依う、 終に 其 席を 補 
して 同 寺 (C 住す、 後、 京都の 萬壽 寺に 移 幾なら すして 西 
山の 龍 光院に 退 休す、 寂 年" 及 ひ 壽缺 く， 師甞て 元に ぁる 時 
順宗 皇帝 其 道化を 崇みて 、特に 圓通 大師 0 號を 贈る、 著作 閻 
浮 集 ぁう、 (本朝 高僧 傳)  .  . 

〔考〕 德濟 は應永 頃の 人な 6、 

トク サイ 德濟 (一 1S さ 我國 最初の 僧な う、 德濟俗 

名は 鞍部 多 須那と 云 ふ、 司 馬 達 等の 子な 6、 用 明 天皇 二 年、 

天皇 瘡を患 ひ ^ まひて 甚だ 重く、 將に 崩御した ま はんとす る 

に 際し、 多須那 進み 奏して 日 ふ、 臣 、天皇の 爲に 出家し、 道 

を 修し奉 6、 丈 六尺の 佛像を 造 立 寺を 營みて 安置し 奉ら 1]* と、 

後* 崇峻 天皇 三年に 誓言を 踐みて 出家し、 德濟 法師と 云 ひ、 

南 淵 坂 田 寺を 興し、 一 丈 六尺の 佛 像、 脇 侍 菩薩を 安置し、 天 

hl‘l  f  f  - -  -  ■  I  - - - - -  ■  I 
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皇の 冥福を 祈願せ う、 我國に て 男子の 出家す るは 多須那 を始 
めと す、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀) 

トク サカ 德積 (ご 一八 五) 高麗の 歸化 僧な 6、 德 積は 
鞍部 氏な う、 推 古 天皇 三十 二 年 四月 始めて 僧都の 官を拜 す、 
事蹟の 詳な るは 知るべからず、 (日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高 
僧 傅} 

〔考〕 日本書紀に 鞍部 德 積と 氏名を 併せ 揭 くるょう 見れば、 
出家なら ざるが 如しと 雖 、僧都の 官 に 任せられた るょ-^ 見れ 
ば、 俗人に あら 3 るを 知る へし、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳、 皆 出 
家の 中 ic 列す、 僧綱 補任に 高麗の 人と あう、 今 姑く 之に 從 ふ、 
トク ジュ 德樹二 •一八 六 〔臨 濟宗〕 京都 耖心 寺の 禪情な 
P,  德樹 字は 天 蔭 •東 陽の 室 ic 入 6 て 年を 經 、其 席を 續き 
て 養 源 寺に 住す、 尾 張の 瑞泉 寺に 移う、 IH を 奉して 京都钞 心 
寺 ic 昇る、 寺の 側に 聖澤院 を 搆 へて 居う、 大永六 年 四月 十六 
日 寂す、 (本朝 高僧 傳) 

トク シュン 德俊一 ~: 0: 六 =1 〔臨 濟宗〕 山城 南禪 寺の 禪僧な 
う、 德俊 字は 伯英 、靑岳 遺 老と號 す、 武藏の 人な う、 久し 
く 了 堂 安 禪師に 參して 、宗旨を 究 む、 應 永年 中登大 年と 船を 
同く して 元に 入-^、 普く 巨刹に 遊 ひて 名匠に 參 見し、 天童 山 
に 登-^ て 了 堂 一に 謁し、 藏鶴 とな*^、 久しくして 辭して 國 に 
歸 へ-^、 相模 の圓覺 寺 R 住し、 建 長 寺に 移つ る、 後 詔を 奉し 
て 京都 南禪 寺に 登る、 晚年大 寧 寺 {C 退 居し、 應永十 年 八月 十 
二日 寂す、 壽缺 く、 遺偈 あう、 日く、 生死 涅槃、 全不， ，相 干 T 
須彌綍 跳、 虛空 展：； 顔、 著作 萬 松 一毫 あう、 (本朝 高僧 傅) 
トクシュン德舜 -: :ーパハ五 〔曹 洞宗〕 甲斐 犬澤 寺の 禪 僧な 

トク (德) サ ー シ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 九八ノ 


トタ (德) シ ー ジ  _ _ _ _ _ _ 

t  德舜 字は 明 江、 甲斐 山 梨 郡の 人、 俗姓は 河 村 氏、 廣嚴院 
の雲岫 に 役し。 服勸 十餘 年、 雲岫の 命 R ょう 天 澤寺鷹 嶽宗俊 
に 師事して 其 法を 嗣 き、 後、 天澤 寺に 主と なる* 晚年 萬福定 
林の 二 寺を 開き、 永 正 二 年 十二月 二十 二日 寂す、 壽缺 く、 
トク シヨ ー 德日日二 —: 31: ^: 〔臨濟宗〕京都建仁寺の禪僧な 
-CS、  德昌 字は 桂林、 號は 鏵菴 、五歲 にして 建 仁 寺に 入り、 
伯 耆安國 寺の 和甫 忍 R 嗣 く、 延德 元年 建 仁 寺に 入 6、 一  住 十 
年、 近 江山 上の 石頭 菴に 寂す、 壽缺 く、 著作 靑松錄 あう" 

卜 ftnl 德紹 (一丸 - t セ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪僧 
f >  德紹 字は 無敍 、大 覺禪師 の法嗣 たう、 一山 寧に 請せ 
ら る、 淨智 寺に 住す、 示 寂の 年時缺 く、 遺 偈に 日ふ受 -- 淨智辟 
命 --'* 行，， 無 生 國裏二 機瞥轉 、淸風 萬 里" (本朝 高僧 傅) 

トク シヨ ー 111 祥  ショ ーリン 正麟を 見ょ、 

トク ジヨ ー is(lil o ) 〔眞宗 〕 伊豫 松 山圓 光寺の 住 
持な- 〇、 德 成は 字 大吉 房と 云 ふ、 伊豫 松 山の 人、 圓 光寺 明 逸 
の 子な 6、 父に 從 a 佛 儒の 學を 受け、 後、 出 遊して 播 磨の 義 
端 R 交は $、 尋いて 大同 房基辨 に從 a 、 俱舍 法相 等を 究め、 
殊 R 俱舍 R は 一家の 見解 あう、 學 者相傳 へて 伊豫 德 傅と 云 ふ、 

晩年 美 濃の 墨 股 R 在 6、 其 地 R 寂す、 著作 因 明大 疏考决 二十 

二卷 あう、 

トク ジヨ 1 德定二閉 §= §土宗£都淸淨花院の僧な 

6、 德定 字は 佛慧と s ひ、 紙 伊日 高 郡の 人な $、 妙 年 出家 

し、 郡の 稱名寺 俊 廓に 師事す、 後增上 寺に 入う、 解 行 並 a 進 

む、 大巖 寺に 住し、 學徒 を敎 誘す、 幾 もな く 京都 淸淨 花院に 

住し、 大に祖 風を 振 ふ、 文化 六 年 十一月 微恙 あり、 自ら 起た 


トク 德) セ ！. チ 


さる 乙と を 知う、 後事を 弟子に 附 し" 專ら佛 名を 唱ふ 、明年 
正月 六日 剃髪 更衣し， 其 夜 二更 寂す、 壽 六十、 師 平生 誦する 
と 乙ろ 阿 彌陀經 十万 部、'  日々 念佛六 万遍な 6、 且つ 手から 佛 
號を 書し ^ る 乙と 五十 万 幅な 6、 ( 續 日本 高僧 傳) 「 

トク セン 德 & (一九 SI-1) 〔臨 濟宗」 相 模禪興 寺の 禪 僧な 
P，  德詮 字は 無 及、 俗姓 不詳、， ■大 覺禪師 の法嗣 となる、 初 
め 巨 福 山 ic 住し、 第一 座と なる、 後禪興 寺に 移 6 住す、 弘安 
五 年の 舂佛光 無 象の 諸禪師 と共に 東漸 寺 R 遊び、 詩を 作る、 
師の 詩に 日 ふ、 峭壁嵯 峨碧浪 深、 樓臺 倒影 蘸 ，， 波 心 〖目前 盡是 
普 門 境、 時聽海 潮 鼓，， 梵音ハ 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
トク セン 德 ^ 一姑卜_  〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 
う、 德璇 字は 玉 山、 俗姓 不詳、 信 濃の 人な $、 大# 禪 師道 
隆 に 師事して 印 可を 受 く、 奥州の 檀越 某の 請に 應 出 谷 山 
R 住し 第一 代と なる、 後 建 長 寺に 住して 法 化 高し、 晩年 回春 
院を 創して 屛居 す、 建武 元年 十月 十八 日に 寂す、 壽 八十、 勅 
謚佛 覺禪師 と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

トク ソ ー ti 叟  シユ- キユ- 周 仇を 見ょ、 

トク ソ 1 德叟  シ d- サ周 佐を 見ょ、 

トク チ ユー 德 中心 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 信 濃溫泉 寺の 開山 
f,  德忠 字は 節 香、 俗姓 伴 野 氏、 信 濃の 人、 十三 歲にし 
て 出蜋 し、 茂林 寺南溪 に參 し、 慶德 寺の 嫩桂 k 謁す、 其 寂 3 
るに 及び 仲孚 正異來 うて 席を 補す、 師 侍して 首座と な 6、 後 
其 席を 繼ぎて 信 濃慶德 寺 {C 開 法す、 同國 前山 城主 伴 野 貞祥洞 
源 山貞祥 寺を 建て、 師を 開山と なす、 高 井 郡の 檀越溫 泉 寺を 
建て、 師を 第一 代と なす、 禪 透、 法 泉、 雲 興、 常 源、 自 成の 


(九九 八） 


書辭 名人 家佛本  日 


諸 寺 皆師を 開山と す、 詔に 依う 闕に入 $、 法を 說 く、 敕して 
圓明禪 師の號 を 賜 ふ、 某 年 二月 十五 日禪透 寺に 寂す、 世壽缺 
く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

卜 ? ブ ー 德鼎 ( . ) 京師の 書 Tt- なう、 德鼎 字は 

慧 龍、 初 周 文に 學び牧 溪玉碉 を 追慕す、 殊に 人物に 長せ う、 
寂 年、 及壽缺 く、 (本朝 書史 、扶桑 書 人 傅) 
b^Fl 德道一 ■ ■一二. 六 大和 長 谷 寺の 開山な 6、 德道 
は播 磨揖寶 郡の 人、 浴 姓 辛 矢 田 部 造と 云 a 、 初の 名は 米 麿、 
後の 名は 子 若、 齊明 天皇 二 年に 生る、 十一 歲父 に 別れ、 十九 
歲 母に 離る、 二十 藏長谷 寺に 到 6 て 出家し、 靈驗に 感激し、 
一大 木材を 得て 十一 面觀世 音を 彫刻し、 長 谷 寺に 安置す、 神 
龜四 年功を 竣へ 行基大 菩薩 等を 請して 供養 會を行 ふ、 示 寂の 
年時缺 く、 (長 谷 寺緣起 文、 本朝 高僧 傳) 

〔考〕 長 谷 寺 緣起文 に德 道の 事蹟を 細說 せる も恠誕 にして 信 
じが / 2 し、 今は 只 其 要を 摘みて 揭 くるな $、 

トク 3J 3 1 德 クユン ショ ー 純淸を 見ょ、 

トク ホ 德輔二 PMH -fcA A- 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧 なう、 
德輔 字は 惟宗 、出家して 千巖大 禪師に 業を 受け、 東 福 寺に あ 
6 て 藏鑰を 司 どる、 職滿 ちて 出 遊し、 再び 千 巖に參 し 印 記を 

附せ られ 、伊勢 安養寺に 出世し、 京都 普 門 寺に 遷る 、應永 の 

末年 東 福 寺に 住し、 嘉吉 元年 秋 天 fi 寺に 遷 る、 文 安五 年敕あ 

6 南禪 寺に 主 / 2 らしむ、 幾何なら ずして 辭して 東 福 寺に 歸 6、 

文 正 元年 二月 六日 疾に 罹う、 偈を說 て 日く、 閻浮界 九十 七 年、 

打_| 著南邊 ，動，， 北邊 ：拗， ，折 柱 杖 fe 時節、 驀口呑 却盡大 千、 と、 

泊 然として 寂す、 嗣法南 禪寺證 夫 荊、 聖福寺 天祐 麟 、中 岳 本" 


トク (德) 5- ホ 


眞如寺 慕 林 元、 全牛撝 、聖福 寺 大有觀 、東 福 寺 載 之 輿 等 ぁう、 
(本朝 高僧 傳) 

トク ホ ー 德峰  シ rl - コ宗 古を 見ょ、 

トク ホン 德本 55 -b-- AA 〔淨 土宗 3 武藏一 行 院第 1R な 
う、 德本 俗姓は 田 伏 氏、 畠 山 重 忠の後 孫に して、 紀 伊日 高 
郡 志 賀谷久 志 村の 入な 6、 寶曆人 年 六月 二十 一一 日 (c 生れ、 甫 

めて 四歲 、隣家 
の兒の 死す るを 
見て、 忽ち 無常 
を 觀 し、 師受な 
/ ヽ 念佛 を唱ふ 、 
九歲岀 家を 請へ 
ども 許 れ ず、 
天明 二 年 往生 寺 
に 至うて 戒を受 
く、 時に 二十 五 
歳な $、 同 四 年 
の 春 再び 出家を 
母に 懇請し、 六 
月 往生 寺の 大圆 

に從 a て 剃 度す" 翌年 大瀧 川の 月 正 寺に 寓し 、三十日を 期し 
て 日に 一食 晝 夜念佛 怠な し、 後牲生 寺を 出て、 四方に 流寓 す、 
千 手 川の 村民 等菴を 營み て師を 請す、 師乃ち 玆に寓 し、 苦修 
七 年を 經 、寬政 三年 十月 萩原の 草廬に 移る、 五 年 萩原を 去 
鹽津谷山に寓し、'明年夏四月智恩院、西 !|1 、比叙山等の祖蹟 

トク (德) ホ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇〇 九） 


卜ぞ 德) マ 13  _ トク (德) リ 


を 拜 し、 九月 熊 野 R 詣て 、到る 處 ic 化を 布き、. 十月 鹽津 肊 歸 
へる、 師 幼よ $ 文字を 習は ず'  剃 度の 後 阿彌陀 經の句 讀を習 
a しのみ、 然るに 自ら 繪詞傳 語燈錄 等を 讀み、 宗要を 了解し、 
大乗の 敎理 R 到達す'  七 年 七月 古城 山の 絕頂 R 閑居し、 專ら 
念佛を 事と す、 寬政十 年 夏 五月 自警して 梵網 五十八 戒を受 く、 
後 法 隆寺數 辯 律師よ 6 印 可を 蒙む る、 八月 攝津吳 田吉田 氏の 
請に 應して 住吉 の草菴 に 住し* 十二 年 九月 紀 伊の 太守の 招き 
によう 鄕に歸 うて 有 田 山に 菴 居し、 亨和 元年 十 H 攝津勝 尾 寺 
大衆の 延 請に よ 6、 松林 菴に寓 す •文化 十四 年 增上寺 典海大 
僧正の 懇請に 依 6、 東國を 化導す* 典 海 大に悅 び、 武藏 に 一 
行院 を沏 して 住せし む、 文政 元年 夏 病に か、 $、 八月 十日 宗 
門の 秘藉を 弟子 本佛に 附 し、 諸 弟子を 戒め， 十月 六日 正 念に 
して 寂す、 世壽 六十 一、 (德本 上人 行 業 記、 續 日本 高僧 傳). 

トク マン 德滿( . )〔 . 〕 山城 鞍馬 寺の 僧な 

$、  德滿 俗姓 不詳、 攝津 水田 縣の 人、 二十歳 R して 肓 す、 
三 歲を經 て 治せず、 鞍馬 寺に 詣し 祈る も驗 なし、 長 谷 寺に 詣 
し、 一七 日 祈うて 靈吿 ぁり、 轉して 近 江彥根 山觀世 音靈塲 に 

至 6 祈る、 第三 日の 夜雨 目 忽ち 開きて 燈火を 見る、 時に 承曆 

三年な 6、 此 よう 德滿 靈塲 R 留うて 精進 修練す、 示 寂の 年 時 

缺く 、(本朝 高僧 傅) 

トク モ德母  リョ t ォ-良 雄を 見よ、 

トク モン 德門  フジ ャク普 寂を 見よ、 

トクヨ 德譽  コ-ネ V 光然を 見よ、 

トクヨ 德譽  P コ丨魯 公を 見よ、 

トク ml 德陽一 一 - 1; 一  〔曹 洞宗 ：一 武藏靑 松 寺 中興な 七 


德陽 字は 泰 翁、 美 作の 人、 俗姓は 橘 氏、 諸兄の 裔な 6、 十三 
歲 父の 鎌 倉 R 守官穴 る R 從 CA 、 東 遊し 武藏靑 松 寺 雲 岡に 投じ 
て 弟子と な 6、 雲 岡の 寂 後 喜 州 普 山 節菴相 踵き て 靑松 寺に 主 
となる、 師三師 に 奉 侍し、 節 菴の衣 法を 附 せられ、 總持 寺に 
出世し、 次に 靑松寺 鳳 生 寺に 歷遷 す" 其靑松 寺 R 住する R 方 
う 敗頹を 興し、 中興と 稱 せらる、 越 州 大守太 田眞淸 、由 井城 
主 大石道 俊、 師の逆 化を 慕 ひ" 田園を 寄捨 す、 弘治 元年 十一 
月 二十日 寂す、 壽七 十五、 法嗣 在天 宗鳳ぁ 6、c 日本 洞 上聯燈 
錄) 

トク リン ti s 一一 五 こた 〔眞宗 〕近 江 坂 田 郡 多 和 田 村即往 
寺の 住持な 6、 德霖は 近 江の 人、 安政 二 年ょう 高 倉學 寮に 
俱舍論 解 深密敎 を講 し、 文久 元年 十二月 二十日 擬講 となう、 
慶應二 年 六月 (一 R 七月) 廿 一日 寂す、 (眞宗 史料) 

トク リン 德林  シン コン 心 建を 見ょ、 

トク リユ ー 德龍ーー !| 一 /-\=: 01興宗〕越後蒲原郡水原村無爲 
信 寺の 住持な 6、 德龍字 ば 召 雲、 自ら 不爭 室と 號す 、越後 
の 人、 父は 順崇 、母は 佐 藤氏、 安永 元年 九月 二十 六日 無爲信 
寺に 生る、 幼名を 傳記麻 呂と稱 し、 聰明 衆 R 秀て 、八歲 にし 
て 能く 詩を 賦 す、 十二 歲父 に 隨 a て 江戶 R 遊び、 旣 R 長 じて 學 
內典に 入う、 慧解 日に 新な 諸 山の 講場 を經 •歷 し、 初め 深 
密瑜伽 攝論唯 識宗を 究め、 後華嚴 天台に 涉 無爲信 寺に 住 
する 乙と 數年 、後、 寺 職を 辭し 、改めて 香樹 院と號 す、 丈 化 年 
中高 倉學 寮に 三 類 境、 解 澤密經 、成 唯識 論を ii し、 文政 三年 
擬講 となう、 同 六 年 六月 八日 嗣講 R 進み、 翌年 選擇 集を 講 し’ 
以後 累年、 往生禮 讃 、淨土 和讚、 往生 要 集を 講 し、 十四 年 夏 


C— 〇 九） 


書辭 名人 家佛本 


0 


代講 師と な-^ て 
高僧 和讃を 講 
し、 弘化四 年 四 
月 三日 講師に 任 
じ、 爾後 淨土文 
類聚鈔 、十 住毗 
婆娑 論、 往生 論 
註、 正 像 末 和讚、 

正 信念 佛偈 VJ 講 
し、 安政 五 年 正 
月廿 三日 京都に 
寂す、 壽八 十七、 

師德 行を 以て 聞 
ぇ 東 本願 寺 歴代 

講師の 中、 學は香 月院を 推し、 德は香 樹院を 推す と 云 ふ、 
トク レ 1 德令 jj ls l  一一  S 宗； 一筑後 光善寺の 住持な う、 
德令は 石 門と 號す 、俗姓は 木屋 氏、 筑後八 女 郡木屋 村の 人な 
6、 亨和 三年 八月 十日に 生る、 其 先は 喬花 城主 木屋彈 正左衞 

門 調 行實な 6、 師 文政 五 年豐後 廣瀨淡 窓の 門に 入うて、 詩文 

を 學び 、天 保 三年 柳 川 惠雲に 內典を 學ぶ 、五 年 京都に 入 6、 

高倉學 寮に 入うて 香 樹院に 師事す、 弘化五 年 家塾を 開き、 修 

文 舘と號 す、 門人 前後 三千 人に 及ぶ、 其 京都に 在る 日、 伏 見 

親王の 侍講と なる、 相國寺 協議して 師を 大和 尙 となさん とす、 

師辭 して 日く、 紫 衣は 我が 分に あら 5* るな う" と、 明治 八 年 

八月 廿 九日 二等 學師 となり、 十 年 九月 七日 大 講義に 補す、 廿 


五牢七 月 二日 寂す、 壽九 十一、 師 妻子な し、 遺稿 詩文 集數十 
卷ぁ 6、 

トク イチ 得 ー  ド-クタ ン道 貫を 見よ、 

-ト クオ 1 得 翁  エ丨永 を 見よ* 

トク ガン 得巖 (ー ー〇 八 5  〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
う、 得巖 字を 惟 宵と 云 ふ、 備 前の 人な う、 十六 歳に し r 京 
都に 上う、 草堂 禪 師に從 S て 剃 髮 受戒し， 參究 久しくして 開 
悟す、 將 軍足 利 義持相 阈 寺の 西 堂に 請し 大 に 優遇す、 攝津の 
捿賢 寺、 京都の 眞如寺 萬 壽寺天 龍 寺 等に 歷 住し、 南禪 寺 (C 昇 
住す、 後 ■南禪 寺に 雙桂院 を 構へ て 居う、 某 年 寂す、 壽缺 く、 
著作 莊 子慮齋 口義鈔 十卷 、東海 瓊華集 若干 卷ぁ う、 (本朝 高僧 
傳) 

〔考〕 得巖は 永祿の 頃の 入な う、 

トク キ 31 得 慶  シン スィ 針 水を 見よ、 
トクゴ得吾 =5 ^ 〔曹2ボ〕甲斐廣嚴寺の禪僧なう、 
得 吾 字は 自山 、甲斐 巨 麻 郡 下山 氏の 子な う、 十五 歲身延 山 R 
投じて 得度し、 比 叙 山 {C 登りて 具足戒 を 受け、 徧く 三藏を 索 
る、 後禪に 參 し、 廣嚴寺 雲岫 {C 謁す、 時に 一華 文英大 龍菴に 
居る、 師 日々 其敎を 聞きて 發 悟す、 一華 廣嚴 等に 住する に 際 
し、 師 V」 選 a て 第一 座と す、 一華 永 昌寺に 遷 る (C 及 a 、 師命 
せられて 廣嚴 寺に 主と なる、 大永 二苹 五月 十六 日 寂す、 壽八 
十四、 臘六 十七、 遺偈に 日く、 不/ 住，， 生死 ハ不 ，留， ，涅槃 ハ 即 
心 獨露 、大道 一貫、 と、 法嗣俊 屋桂彥 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 
トク ジユ ー 得 住 n 一至 丸) 〔眞宗 〕 能 登羽啥 郡 鹿 頭 村 常 
得 寺の 住持な り、 得 住は 獅子 窟と號 し、 賢殊 院と稱 す、 能 


\ トク. (德) レ  トク (得) ィージ 


書辭 名人 家佛 本日 L  (二 ◦九) 


トタ C 得) シ — セ 


登.. の 人な う、 天 保 六 年 以後 高倉學 寮に 入 論 起 信 論五敎 章を 講 
し、 十三 年 八月 (一に 九月) 廿 九日 擬講と な^^ 十五 年 華嚴略 
策を 講 し， 嘉永七 年 三月 二十 五日 嗣講に 進む、 安政 二 年よう 
散# 義定善 義を講 し、 文久 元年 夏 序 分_を 代講し、 同 十二月 
十八 日 講師と なうて、 翌年以 來玄義 分、 觀念法 門、 牲生禮 讚、 
法事 讚般卅 讚 文 類聚鈔 を講 す、 明治 二 年 講師と なる、 寂年缺 
、(眞 宗 史料) 

トク シヨ ー 得 勝, 一一 1 raA -fc-t 〔臨 濟宗〕 甲斐 向嶽 寺の 開山な 
6、 . 得 勝 字は 拔隊と 云 ふ" 俗姓は 藤 原 氏、 栩模中 村の 人な 
$、 四歲に して 父を 喪 ひ、 州の 治 福 寺に 牲 き， 應 衡禪師 R 隨 
a て 受 業し、 二十 九 歲落髮 し、 瓊待 者 R 謁し、 艸菴を 結びて 
禪座久 うし、 鷄聲を 聞て 省 あう、 鎌 倉に 牲て肯 山 悟に 謁し、 
常 陸に 到う 復巷 巳 R 見ぇ、 武藏 上野 R 遊徧 して 諸 名 宿 R 參し、 
皆 優 賞 i: 受く 、返うて 瓊 侍者を 訪ひ 、其勸 めに よ'^ 雲 樹寺孤 
峰 國師の 室 ic 入う、 信 印を 付せられ、 拔隊の 號を受 く、 乙れ 
よう 諸國 R 歴遊し、 相 模彌勒 寺、 美 濃 桐 山寺、 駿阿鷹 打 寺、 
遠 江 天 方 寺 等に 寓居し、 近 江 永 源 寺 R 寂 室 光和 尙に參 し、 去 
うて 伊豆 鍋澤 山に 菴 居し、 二 年を 經て. 相 模 R 移る、 後 甲斐 R 

菴居 する Z: ど 三年、 國中大 に 化す、， 秀菴 主なる もの あう， 鹽 

山に 向 嶽寺を 鄉 し、 師を 請し. て 第. 一代と す" 太守 武 m 信成師 

の德 望を 慕 ひ、 力を 盡して 外 護す、 嘉慶一 兀年 二月 二十日 寂す、 

壽六 十一、 臘三 十二、 門下 全身を 奉して 本山に 葬る、 著作 語 

錄あか 、，.天文 屮六年 六 n 五日 敕謚慧 光大 Il -fi 師の號 を 賜 ふ、 

(本朝 高僧 傅 ' 續群二 三 七) ■■ / 

トクセン得 # 二 28 |〔曹洞宗〕攝津護國寺第一一代な 


トク C 得/、 ソ—チ 


う、 得 仙 字は 竺山 、俗姓は 平氏、 近江淸 龍の 人、 十九 歲に 
して 家を 出で、 京都 R 至 6、 宽 山大辨 _ 了を 拜して 祝髮 し、 
服勸 三年、 辭して 遊 方す、 初め 永 源 寺 寂 室 光、 定 光寺 平心齊 
に 參 し、 次 R 下野 吉祥 寺大拙 能 R 依る、 後 妙應寺 大徹宗 令に 
謁し、 奉 待す る 乙と 六 年、 遂に 衣 法を 受 く、 大徹總 持 寺 R 住 
する に 及び 記 室と なる" 康曆二 年 應久菴 主攝津 に護國 寺を 創 
し、 師を 請す、 師大徹 を 推して 開山と なし、 自ら 二世と なる、 
將 軍足 利義滿 護國 寺を 五山の  一 R 列せ / L とすれ ども、 師固辭 
す、 應永 初年 關東 R 遊び" 暫 らく 上野 眞淨 寺に 留 る、 下野 宇 
郡 宮の檀 越 桂林 精 含を 創し、 此 R 居らし む、 同 四 年の 春 越 中 
立 川 寺に 住し、 尋で總 持 寺に 出世し、 六 年の 春 近 江に 長命 寺 
を 開き、 十五 年 正月 大徹立 川 寺 R 寂す る R 及び、 遺命 R 依りて 
其 席を 嗣 r* 將 軍義滿 京都に 召して 法を 問 ふ、 赤松 性 松、 播 
磨 {C 佛可 寺を 建て 師を請 すれ ども 辭して 赴かず、 後 永 光寺を 
司 どう、 居る 乙 と 三年、 美 濃の耖 應 寺 R 遷 る、 晩年 檀越師 R 
請 ひ て 桂林 寺に 皈 らしむ、 二十 年三片 十九 日 寂す、 壽 七十， 
臘 五十一、 同 寺の 西南に 塔し、 祖心院 と 名く、 %, 退 偈 ぁり、 0 
く， 殺，佛 殺ヒ祖 、寸 陰不 k 閑、 及 -J 息 斷ハ直 瞳-- 無 間 — •* 過 了 也 
咦 、須彌 走 入 =藕絲 ハ法嗣 惟忠 守 勤 ぁ 6ノ( 日本 洞 上 聯 燈錄) 
トク ゾ - 得藏1 0; |: §濟宗；3上 ^ 長樂寺の禪僧な 
う、， 得 藏字は 敎外 、明 極 俊 禪師に 師事し， 攝津 の捿賢 寺に 
住し'  上野の 長樂 寺 R 遷つ .る、 後、 諸方に 歷 遊し、 常 陸 鹿 島 R 
极本 寺を 開き 居す" 貞治四 年 正月. 三日 長 寺 寶光院 に 寂す" 

トク タ ツ 00^ . ) 〔臨 濟宗〕 相 棹 建 長 寺の p 僧な 

う、 得哲 字は 愚 溪と云 ふ、 明 極 楚俊 R 參して 法を 嗣ぎ 、肇 


(三 》.) 九） 
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トク (得、 禿、 特 、督)  F ク (獨〕 アーリ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四〇 九) 


F X 獨) トツ (咄) トン (頓)  ト ン (頓 j シ 


春叟と 親み 善し" 一日 與に 語る 春叟 更に 答へ ず、 師恠み て 之 
を問ひしに春叟の日く、人朱肉を贈る故に、謝詩を作らんと欲 
すれ ども 構 思念 だ 就らず、 故に 然 6 と、 師立ど 乙ろ に 賦して 
日く、 神仙 山上 煉- ，九沙 T 一  餞頒役 洞裡 家、 霧 蓋 手 開滄海 日、 
雲箋眼 醉赤城 霞、 寵波浴 出 珊瑚 樹、 鵾雨 灑來躐 躅 花、 縱在 U 峨 
眉深處 ，隱 、竟 敎，， ，姓 字發， ，光華 T と、 寂苹壽 缺く 、(近世 叢 語) 
.トク リユー 獨立  ショ- ィ性 易を 見よ、 

トツ セツ タン 他 if 養  ジェン 慈延を 見よ、 

トツ^^ サイ Dffi 々齋  シ ュ-シ ュク 宗淑を 見よ、 
トンタ 傾 阿 一一 一 g ぼ 〔時宗〕 京都 四 條金蓮 寺の 僧な 6、 
頓阿 は梶井 別當腺 全の 子に して、 俗名を 二階 堂 貞宗と 云 ふ* 初 
め 泰尋と 云 a 、 良 阿と 稱 す、 二十 四歲に して 比 叙 山に 登うて 
佛事 を學び 、高野山に 登う 感空 と改む 、後 京都に 皈 6 四條金 
蓮 寺に 入うて 更に 頓 阿と 改〇 、和歌を 好み、 藤 原 爲世 に從ひ 、 
其 蘊奧に 達す、 爲 世の 沒 する R 及び、 頓阿 其已を 知る 者な き 
を 嘆 じて、 和歌を 作らず、 光嚴 天皇 師の 歌才を 知う、 貞治二 
年當 時の 歌風を 改新 せんと 欲し、 藤 原 良 基に 敕 し、 師と 問答 

せしめて 後世の 龜鑑 とし、 名け て 愚問 腎 註と 云 ふ、 甞て 權大 

納言藤 原 爲明新 拾遺 集を 選し、 未だ 果さ ずして 薨した るを 以 

て、 師繼 ぎて 戀の部 以下を 成す、 「月 宿る 澤 田の 面に 伏す 鴨の 

氷よう 立つ 明 方の 空」 は 人口に 暗 炙し 人 呼んで 澤 田の 頓 阿と 

云 ふ、 元 中元 年 三月 十三 日隻林 寺に 寂す、 壽八 十四、 著作 井 

蛙鈔 、草葉 集 (家集) ぁう、 (野史) 

トン ヱ 頓慧二 1 -t- g  〔眞宗 〕 豐前 古城 iH 行 寺の 住持な 

6、 頓慧字 は 鳳嶺號 は 皆 牲院、 豐 前の 人な う、 高 倉學 寮に 學 


ぶ、 寬政七 年嗣講 となう、 同 八 年 阿彌陀 經ヒ 講ず、 十 年 四敎儀 
集註を 講ず、 後、 玄義 分、 法事 讃、 牲生禮 讃 、淨土 和讚、 入 出 二 
門偈を 講ず、 文化 十三 年 九月 七 B 寂す、 壽六 十七、 文政 四 年 
六月 講師を 贈らる、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

トン シユ ー 頓秀 jj g 狀 〔淨 土宗〕 江戶增 上 寺 四十 一代 
f、  頓秀は 傳蓮社 通 春 寂 西 阿と 號す 、俗姓は 國村 氏、 上 
總望陀 郡の 人、 母は 船方 氏の 出な 6、 延寶六 年 四月 二十 三日 
十三 歲に して 牛' 實大鼹 寺に 入う、 乘 譽流頓 上人に 師事し、 同 
八 年 流 頓の洛 北 知 恩 寺に 移る に 方う、 師隨從 し、 天 和 二年大 
巖寺に 皈 6、 貞譽 上人に 二 豚を 受 く、 貞享 三年 秋 京都に 上 6、 
流頓を 拜 省して 一乘戒 儀、 幷に 璽書を 受け" 上人 號を 賜は る、 
後增上 寺に 于蘭盆 經疏 、及び 選擇 集を 講 し、 寶永二 年 一字 班 
に 進み、 淨土論 註、 圓覺經 疏を 講ず、 正 德四年 十一月 司 月 職 
に 移う、 享保五 年 座元 {c 舖 し、 六 年 三月 大念 寺に 主と なろ、 
十一 年 秋 大光院 に 遷 6、 二 十 年 正月 二十 二日 增上 寺に 昇進し、 
大僧正に 任ぜら る、 元 文 三年 七月 三十日 辭職を 奏請し たれ ど 
も 許されず 、十一月 十八 日 病に 罹り 辭して 麻布に 退隱 し、 專 
ら 病を 養 ふ、 同 四 年 十月 十日 寂す、 壽七 十四、 臘六 十二、 (三 
緣山 志、 淨土總 系譜) 

トン ジヨ ー賴成 二 11 M  〔眞宗 〕 能 登羽一 艮長 光寺の 住持 
なう， 頓 成は 能 登 羽 噫 郡 赤 崎の 人な 6、 開悟 院靈啦 に 師事 
して 眞宗々 學を 講究し、 機 深 心 自力 說を唱 ふ、 弘化四 年 東 本 
願 寺 法主 光勝 特に 德 龍、 澄 支、 宣成 等に 命し、 ： it 義を正 3 し 
む、 頓成 乃ち 廻心 狀を呈 し、 正義 R 復す 、幾 もな く 再 ' a 前義 
を 唱 ふ、 諸國の 信徒 附和 する 者 多し •乃ち 幕府 東 本願 寺 講師 


(五 〇 九:! 
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靈啦 、及 a 澄 支、 觀 月を S 喚して 宗意を 尋問し、 東 本願 寺に 
命し 調 IT せし む、 法主 光勝 再び 德寵 、靈啦 、義讓 、秀存 等に 
命し、 其 義を正 3 し IT るも頓 成 服せ す、 幕府 遂に 頓成を 捕へ 
て 獄に 下し、 墨刑して 四 R 市に 流す、 明治維新の 大赦 令に よ 
う國に 飯る を 得、 其 後尙ほ 前義を 唱 へ、 東 本願 寺の 罰する と 
前後 二回に 及へ う、 明治 二十 年 十一月 十九 日 寂す、 壽九 十三、 

トン ジ ml 頓乘 f . ) 〔眞宗 〕 長 門 萩 三千 坊の 住持 

I ^  頓乘 一名は 常 精と s ふ、 道 振の 門人な う、 宗乘に 精 
しく 助敎 となる、 寂 年缺 く、 本山 論を 與へ て淨蓮 房と s び、 明 
治 十八 年 司敎を 贈る、 著作 或談辨 失一卷 ぁり、 南 溪の爐 上 閑 
談を駁 したる ものな 6、 ( 學苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

トン ヨ k 頓擧 n  チ テッ 智哲を 見よ、 

トン 3 賴擧！ I  ソユ- テッ 寵鐵を 見よ、 

トン アン® 養  リ ユ 1 ハ 龍 派を 見よ、 

、トン エ E 雲 慧 (一二 一四〕 〔  〕 百 濟の皈 化 僧な う、 曇 
慧は 百濟の 人な 6、 欽明 天皇 十五 年 二月に 來 貢し、 道 深 等に 
代る、 事蹟 詳 ならす、 (日本書紀) 

ドン エ 1 墨 | 英  ユ ォ- 慧應を 見よ、 

ドン ヱ ー 曇 榮  シ ユ丨ョ •，宗 陣を 見よ、 

K ンガク 1111 覺  コ-ヱ - 光映を 見よ、 

ドン キ墨 一一熙  ホ—ゴ ン法嚴 を 見よ、 

F ンク ー 墨 |处エ  H ク 7 慧果を 見よ、 

ドンゲ 曇 華  H サィ 慧齋を 見よ、 

ドン タ丨 暴冏  リョ I クヮ 良果を 見よ、 

F ン 、ゲン 曇 現 ( . ) 〔臨 濟宗〕 京 帥 谋福 寺の 禪僧な 


6^ 


曇 現 字は 瑞鹾 、東 福 寺山叟 雲の 法を 嗣 r、 慧劍の 法 弟 
な $、 持 律 淸嚴に して 舍利 首髮に 現した うと 云 ふ、 臨終の 偈 
ぁう、 大悲 願力、 示現 生滅、 松風 水 月、 全 機 漏泄、 示 寂の 年 
時缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

F ンコー 日 雲 光 ( . ) 〔曹 洞宗〕 近江大 光寺の 禪 僧な 

う、 曇 光 字は 日菴 、薩 摩の 人な う、 出家して 大 光寺 天德に 
參して 敎を受 け •諸方に 歷參 して 皆 印 可を 蒙る、 天 德龍泉 寺 
に 遷るに 及んで 師に命 b て 記 室に 居らし め、 分 座說 法す、 請 
に 依 6 法を 總持 寺に 開き、 近江大 光寺を 主 ど- CS、 越 前 宗正寺 
に 移る、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ドン コ 1 日 雲 香  ゲン カィ 玄海を 見ょ、 

:^ン ジヤク 日 雲 寂 (二 三 五三) 〔新 義眞 言宗〕 京都 五智 山の 
學僧 なう、 曇 寂 字は 惪旭と 云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず、 運敞 
僧正に 學び 、新 古和 融說 の祖と 云は る、 寂 年、 壽缺 く、 著作 
大疏 私記 三十 八卷、 理趣經 私記 八卷、 即身義 私記、 呼 字義 私 
記、 寶鑰纂 解傍觀 、起 信論烈 綱、 各三卷 、二敎 論 私記 六卷、 
菩提心 論 私記 四卷 、秘鍵 私記、 秘鈔切 抜 紙 私記、 各二卷 、傳 
法灌頂 戒壇 作法 事 記五卷 、聲 字義 私記、 八 轉聲集 記、 支秘鈔 
私記、 金寶鈔 私記、 秘鈔 私記、 秘鈔 除荖 私記、 各一卷 ぁう、 
(新義 眞言 宗史) 

ドン シュン 墨！！ 春 1 •j oi A: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪 僧な 
う、 曇 春 字は 東崑 、五 峯頊に 師事して 法を 嗣 ぎ、 東 福 寺に 
主と なる、 應永 十五 年 二月 二十日 寂す、 東 福 寺內禪 勝菴に 塔 

す、 へ 延寶傳 燈錄) 

F ンシ ヨー 曇 生； 5: 1: ハ 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪僧な 


-ン (頓 、敦) ドン (曇) 


^ •ン (暴) fl I •シ 
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(六 0 九) 


F  ン (暑) ^ ! 5* 


6., 曇 生 字は 頑 石" 俗姓 不詳" 福 巖券柏 巖禪の 法を 嗣 ぐ、 
建 仁 寺に 住す、 晚牢定 慧院に 退 休す" 永 和 二 年 七月 廿七日 寂 
す、 壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ドン シ 3  - 墨| 照  ジョ 1 ギョ！ 淨業を 見よ、 

F ンセン 墨 |瑪( . ) 〔曹 洞宗〕 周 防 龍 文 寺 第二 代な 

6、 曇璩 字は 在 山、 俗姓 生國詳 かならず、 出家して 竹居眞 
梁 和尙に 師事して 印 可を 受け、 周 防 龍 文 寺に 住し、 永澤 寺に 
遷 6、 再び 11 文 寺に 主と なる、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

F ン ゾー 墨！ {藏 (一一 五ー ニ) 〔眞宗 〕 長 門 萩 光明 坊の 住持な 
う、 曇 藏は嘉 永 五 年 七月 勸學 職と なう、 九月に 至う 故 あう 
て 非職を 命 せらる、 (學 苑談 叢) 

ドン チ ユ 1 111 伸  ド-ホ-道 芳を 見よ、 

F ンチヨ ー 曇 a (二 一 さ) 〔 . 〕 高麗の 歸化 僧な う、 

曇徵は 推 古 天皇 十八 年 三月 高麗 王の 命に よう 法定と 共に 來朝 
す、 曇 徵五經 に 通じ、 且つ 繪薔 H 藝に 精し く、 紙 墨 彩色 及び 
碾磑を 造れう、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 元亭釋 書、 本朝 

高僧 傳 ) , 

〔曹 洞宗〕 越 前宗生 寺の 禪 僧な 

P,  曇貞 字は 天德 、近 江の 人、 俗姓は 橘 氏、 正慶 元年に 生 

れ 、八歲 の 時 比叡山に 登 6、 天台を 學ふ 乙 と數 年に して 之を 

捨て 禪門 に歸 す、 通 幻寂靈 にようて 印 01 を 受け" 其 法を 嗣 き" 

辭し て鄕 里に 歸る 、時に 天台の 祐元法 印 益 須郡醴 泉 寺に 住し 

師の道 風を 慕 CA 、 寺を 改めて 禪宗 となし、 師を延 きて 主と す、 

將 軍足 利_滿師を迎へ禪要を問ひ、有司に命して諸堂を興し 


F  ン  ~ || ) ^ — •リ 


莊 田を 寄捨 す、， 周 防に 至 6 大陽寺 を 築 含て 居う、 幾 もな くし 
て 大 光寺に 歸 へる、 明 德二年 五月通 幻 寂 靈龍泉 寺に 寂し / 2 る 
を 以て、 師 代りて 住持と なり、 永 亨 元年の 秋 丹 波の 永澤 寺に 移 
6、 八月 一日 越 前の 宗生 寺に 歸 休し、 九月 六日 寂す、 壽九 十八、 
法 嗣日庵 曇 光 ぁり、 (日本 洞 上 職燈錄 } : 

F ン。 ホ ー 暴 1 芳  シ ユ-才 I 周應を 見よ、 

F ン乇 111 茂 JC- ンモ ン圓 門を 見よ、 

F ン ヨ 暴 # -1 ン ヵィ 忍 海を 見よ、 

ドン リユ 丨 * 龍 jj p 一一  〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 學 僧な 
う， 曇 龍 號は昇 蓮 社 騰眷と 云 ふ、 肥 後 熊 本の 人、 幼に して 
同國 阿彌陀 寺に 役し、 後江 戶に 出て、 增上 寺圓海 和尙に 師事 
し、 內外 の學に 通し、 殊に 詩に 長ず、 安永 元年 四月 十七 日 寂 
す、 壽五 十二、 臘三 十六、 增上 寺の 墓 北に 葬る、 詩集 刊行せ 
らる 、(三 緣山 志) 

ドン リユ ー 曇 龍 ii o: •一. 〔眞宗 〕筑 前 博 多 万 行 寺の 住持 
なう、 曇 龍は 龍 華と 號す 、安藝の 人な 6、 宗 學を慧 雲、 大 
瀛に 受け、 文政 十一 年勸學 職と なる、 同年 及 a 天 保 八 年の 安 
居に 學林 にて 代講し、 天 保 十二 年 八月 十一 日 寂す、 謚して 大 
行 院と稱 す、 著作 願 成就 文 向陽 記、 牲生論 便 蒙， 安樂 集判敎 
辨 、選 擇集畧 解、 敎 行信證 綱要、 同略辨 ，信 文類ナ 益 辨 、正 
信偈 跡水錄 、廣畧 二 書對辨 、諸 經和讃 阜山錄 、自然法 爾辨、 
改悔文 要 解、 眞宗佛 性 論、 易 行 大道 論、 龍 華門標 、橫超 専修 
文、 對賓攸 話、 艸 庵靜詒 、講 間佼 話、 官斗編 閑話、 侍 筆 塞 貴、 
辨空拳 編 助 正訣評 眞宗唯 信義、 七釋唯 信義 ■高祖 論、 皇 
大 + 論、 筑前 育子 談 •誓 判 或 問、 五願義 、玄義 分 六字釋 廣畧、 


(七 〇 九） 
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並に 讀信行 一念 論評、 各一卷 、易 行 品 書燈錄 、大 無量 壽經執 
御錄 、支 義分 偈頌釋 、牲生 禮讃義 、禮讃 引釋義 、選擇 集王軌 
錄 、同 侍講 記、 敎行 信證三 則、 十益辨 疑雲、 行 11 念 義釋 、正 信 
偈 兒金錄 、(未完} 大經 和讃刖 稱 記、 小 經和讃 甘露 記、 寵天二 
讚 阜山錄 、御 傳鈔 義筌 •輿 御 書 睫 戰錄改 悔文仰 信 記、 五 願 
義家道 學筌、 宗典義 略、 射師敎 、金嶽 請 問、 七 釋雲梯 、魂 神不 
滅文 類、 病中 漫答 、眞宗 論 信、 金嶽室 語、 大谷 聖人 肉妻訣 、文 類 
聚鈔 弊銕 記、 汚泉談 、各 二卷 、觀經 芭 蕉記 、論 註 海錢錄 、十 
五 問 評、 正 像 末 讚 阜山錄 、劫 燒 編、 見聞 異 事、 愚禿鈔 戰競錄 、各 
三卷 、三祖 一轍義 、入 出 二門偈 蚊飮錄 、正 信偈 兒金錄 、各 四 
卷 、第 十八 願刁 々記、 金嶽 文集、 各五卷 、牲生 要 集 海 滴錄， 
選擇集 山樹錄 、敎行 信 證德徵 記、 (未完) 各八卷 、垂釣 卵 十五 
卷 ，胎中 死子牲 生得 不 論、 寶章機 要、 (未完) 文 類聚鈔 三 一問 
答 角 乳 記、 敎行 信證大 節、 吉水 大師 三 書 科 書、 各 若干 卷ぁ 6、 
(學 苑談 叢書 目) 

ドン オタ 呑屋 1H XS 〔淨 土宗； 一尾 張 高岳院 第三 代な 
P,  吞屋は 本 蓮 社 眼 譽と號 す、 甲斐の 人、 其 俗姓 詳か なら 
ず、 吞宿に 就て 剃髪し、 光明寺 傳察に 師事して 法を 受 く、 初 
め 尾 張相應 寺を荆 して 開山と なぅ、 次に 高 岳院に 移る、 Jr. 保 

三年 京都 金戒 光明寺に 主と な 6、 晚年尾 張 市 池の 邊 ぅに 自然 

院を 構へ て 退隱 し、 寬文八 年 四月 二日 寂す、 壽八 十二、 (淨土 

總系 譜) 

ドン カ ィ 吞海  一-： g A- -tE 〔時宗〕 相模藤 澤淸淨 光寺の 開山 

f  >  吞海 11 相 模俣野 村の 人、 文 永 二 年に 生る、 始め 京都 

七條金 光寺に 住せし が 遊行 上人 第 四 代の 法 位を 承く るに 及 


ひ、 遍く 四海に 遊 化し、 諸處に 道塲を 創設す、 正中 二 年 遊行 
して 相 摸に 到 6、 今の 總 本山 淸淨 光寺 俗 稱 遊行 寺を 建立す、 
嘉曆二 年 二月 十八 日 寂す、 壽六 十三、 遺書を 四 代 上人 法語と 
$ ふ、 (淸淨 光寺 記録) 

F ンキユ 1 呑 3 及 (一三 八 三) 〔淨 土宗〕 尾 張 高岳院 第二 代 
f、  呑 岌は號 を 底 譽と云 ひ、 其 俗姓 生 國詳か ならず、 呑 
龍に 就て 剃髪 受 業し、 遂に 宗乘の 奥義に 達す、 後、 席を 繼ぎ 
て 名 古屋高 岳院に 主と なる、 寂 年、 及 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
ドン シユク 一 ご . A; —: 〔淨 土宗〕 尾 張 高 岳院の 開山な 
ぅ、 呑 宿號は 寂 # と 云 a 、 甲府の 豪族な 州の 敎 安寺 U 
入りて 剃髪し 法を 岩 付の 淸巖に 嗣 ぐ、 尾 張 名 古屋に 高 岳院を 
開きて 住し、 元 和 八 年 正月 二十 三日 寂す、 壽缺 く、 C 淨土總 系 
譜)  * 

F ンタツ  # a ( . 〕 〔淨 土宗 >_/ 奥州 淨國 寺の 開山な 

ぅ、 吞達 字は 良 然と 云 ふ、 俗姓 玉 野 氏 奥州の 人な 6、 良懿 
に 法を 嗣 ぎ、 州の 平久 保に 淨國 寺を 開き、 盛んに 所 承の 學を 
弘む 、寂 年壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

F ンシユ 1 呑 舟  チョ-コン 長 M を 見ょ、 

ドン チヨ ー 呑 潮 一一 三 •四. 一 〔淨 土宗〕 尾 張 西岸 寺の 開山な 
ゥ， 吞 潮は 緣蓮社 三 # 西岸と 號 す、 俗姓は 三 上 氏、 甲斐の 
人な 6、 吞 宿に 就て 剃 染受 業し、 名 古屋に 两岸 寺を 荆 す、 天 
和 元年 四月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

F ンホ 吞補 E- 一^ 4  〔曹洞 t ホ〕 下野 大中 寺の 禪僧な A、 
吞稀 字は 天嶺 、一に 氷 覆と 號 す、 初め 偏く 師 席に 遊び'  快叟 
良 慶の信 衣 5: 受け、 永 平 寺に 出世す、 永祿 十二 年上 野 龍 門 寺 


F ン (呑) 才 ~ 力  F ン (呑〕 キ ー ホ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 〇 九) 


F ン (呑 ノモ ーリ 


•^•ン；亂 嫩) ト リ (鳥) ナイ (內 、泥) ナン (南) 


に 遷 る、 天 正 二 年下 野 皆 川に 傑岑 寺を 開き、 企 三年の 秋大中 
寺に 遷 る、 仝 十六 年 十月 十六 日 寂す、 壽 八十、 法嗣白 菴秀關 
ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

’ト ンモ 吞茂一 j  一一 一一 一  1 4  〔淨 土宗〕 尾 張大泉 寺の 開山な う、 
吞茂は 心 蓮 社 念 # と號 し、 其 俗姓 生國詳 かならず、 呑 宿の 室 
に 入うて 薙髮 し、 增 上寺隨 波に 師事して 法を 嗣 ぐ、 初め 尾 張 
高岳院 に 住し、 洲の大 泉 退 休 二 寺を 開く、 次に 相應 寺に 主と 
な* C/ 後、 建 中 寺に 遷 る、 天 和 元年 九月 四日 寂す、 壽七 十六、 
(淨 土總 系譜) 

F ンエキ 吞益； jj ii eg: 〔淨 土宗〕 江 戶松音 寺の 開山な 
t  吞 益は 信 蓮 社 深 譽と號 す、 江戶の 人、 大龍に 投じ r- 剃 
髮し 、法を 頓 譽知哲 に嗣 ぐ、 初め 大淼 寺に 住して、 第二 代と 
なう、 後 松 音 寺を 沏 す、 元祿七 年 三月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 
土總 系譜} 

ゼン リュウ 吞龍 -: •二 A: 一 •一  i  〔淨 土宗〕 下野 大光院 の 開山な 
6、 吞寵號 は 源 蓮社然 譽大 阿と 云 ふ、 別に 故 信と 云 ふ、 武 
藏岩 付の 人、 (一說 に 近 江の 人)、 俗姓 井上 氏、 初め 州の 林 西 寺 

岌辨に 師事し、 後、 鎌 倉江戶 に歷 遊し、 源 譽存應 の 法を 嗣 き、 

林 西 寺大善 寺に 住し、 後に 新田 大 光寺を 開く、 家 康の寵 遇を 

受 く、 後陽成 帝 紫 衣を 賜 a 、 永 職と なす、 元 和 九 年 八月 九日 

寂す、 壽 八十 餘 、(鎭 流 祖傳、 淨土總 系譜) 

F ン紗 m! 吞了二 • si -t: 〔淨 土宗〕 武藏淸 岸 寺の 開山な 

う、 吞 了は 專 蓮社覺 譽と號 し、 石 見津和 野の 人な $、 法を 

隨 波に 嗣 ぎ武藏 佐々 木淸岸 寺の 開山と なる， 正 保 四 年 十二月 

十五 日 寂す， 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


F ン方一 純 公 羽  リ ョ-グ 了 愚を 見よ、 

.トン シ ヨ<- h ンセ ッ圆說 を 見よ、 

^ •ンブ 純 夫  ゼン ク ヮィ 全快 ^ 見よ、 

ドン ケ—  ■ソ コ—祖 香を 見よ、 

ドン ケー > ;A 桂  ユ -H- 祐榮を 見よ、 

ドン ニ 3 嫩如  ゼン ホ-全 芳を 見よ" 

卜及ブ ツシ 鳥佛師 クラック リノ トリ 鞍作 鳥を 見よ、 


ナの部 


ナイ ア 內阿 (一丸 - -t 丸) 〔時宗〕 相 模當麻 無量 光寺の 住持 
f、  內 阿は 眞敎に 師事し" 時宗 大本山 相 模當麻 無量 光寺 
R 住し、 舊當麻 派を 開く、 

ナイ ケイン 泥寒院  H ンモン 圓門を 見よ、 

ナンエ| 南英  ヶン シユ- 鎌宗を 見よ、 

ナン エ ー南英  € ンモ禪 茂を 見よ、 

ナン XI 南榮  レ ーサ ン禮 三 ？: 見よ、 

ナン X ン 00  リジ d ン理 準を 見よ、 

ナン ガイ 南海  ショ—、 ゾ ri 聖珠を 見よ、 

ナン ガ T 南海  ホ 丨シ ユ—寶 洲を 見よ、 

ナン ガン 南岸 i.: s-: o: 〔浄土宗〕 丹 後淸運 寺の 開山な 
$、  南岸は 松 蓮 社貞譽 と號 す、 俗姓は 荒 川 氏、 筑 紫の 人な 
ぅ、 法を 了學 に嗣 ぎ、， 丹 後宮 津に淸 運 寺を 開く、 延寶八 年 正 
月 六日 寂す、 1H: 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ナン’ キン 南岑  シユー キク 宗菊を 見よ、 


(九 〇 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


ナン、 ケ 南 化  シユ - n  - 宗興を 見よ、 

ナン ゲ南化  ゲン n  I 玄興を 見よ、 

ナン ケ ー 南溪； 5: 5: 〔眞宗 〕璺 後 政 珠郡戶 畑 村 萬 福 寺 
の 住持な 6、 南 溪は淮 水と 號す 、別に 覺音坊 と 云 ふ、 筑前 
粕屋郡 宇 美 信 行 寺に 生る、 甫めて 十歲 にして 軍書 小說 に涉獵 
し、 又 能く M れを 記誦す、 師の 一生は 破邪 顯 正を 以て 自任す、 
平 田 篤 胤の 佛敎を 排擊 する に 方 6 て 神佛水 波辨を 著は して 反 
駁 し、 其 後 攝津の 儒者 中 井 積善 か 草茅危 言を 作う 書中 眞宗を 
排撃す るに 方うて 師角毛 偶 言を 作うて 反駁し、 西洋の 宗敎の 
流傳 する に 方う 闢邪 辨等數 書を 作る、 安政 三年 十二月 勸學職 
に 任し、 同 五 年 文久四 年の 二回 安居の 代講を 命せられ、 元 治 
元年 六月 寂す、 謚を 圓成院 とい ふ、 其 嗣洞徹 助敎に 昇る、 師 
に 先ち て 寂す、 師の 著作 五惡段 講義、 三 願眞假 高僧 眼、 宗敎 
一隻眼、 行信聱 語、 一 鞭 千里、 護法 濟衆 編、 易 簀臥 話、 闢邪 
辨 、奉 命垂 誠、 各一卷 、爐上 閑談、 淮 水遺訣 、二十 九 難 一笑 
記、 杞憂 小言、 闢邪 小言、 釋敎 正謬噱 斥、 各二卷 、破邪 顯正 
記、 角 毛 偶語、 各五卷 、本 典講錄 二十 卷 、神佛 水波辨 若干 卷 
ぁ $、( 學苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

ナン ケ- 南溪  シヨ 丨ソー 正曹を 見よ、 

ナン ゲン 南 源  シヨ-ハ 性 派を 見よ、 

ナン コ 1 is a シユ— ゲン 宗況を 見よ、 

ナン =2 ク 南 ハ 合  シヨ 丨ジ rl 1 照 什を 見よ、 

ナン ゴク 南極  ジユ シヨ- 壽 星を 見よ、 • 

ナン サン 南山  シヨ-ミン K 峨を 見よ、 

ナン ジュ 00  シソシ ュ-愼 終を 見よ、 


ナン シユ 1 南 州  コ—カ イ宏 海を 見よ、 

ナン シヨ*- 南證  カク カイ 覺 海を 見よ、 

ナンシ 3 1 紐  チ ユ-エ ン忠緣 を 見よ、 

ナン ソ南楚  タイ コ—大 江を 見よ、 

ナン 5- ン南天  ソショ J 祖生 1: 見よ、 

ナン 5- キ南的 i H; 一 A: 〔 淨 土宗〕 周 防海藏 寺の 開山な 
$、  南 的に 一蓮社 順 譽と號 す、 法を 源 底に 嗣ぎ 、周 防 都 濃 
郡 富 海の 海藏 寺を 開く、 萬 治 元年 六月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜〕 

ナン、 ト ー 南 堂  リョ-カイ 頁 偕を 見よ、 

ナンへ^-サン ニン 南屛 山人 ショ 丨ミン 紹 峨を 見よ、 
ナン ボ  ゲン ショ- 支 昌 を 見よ、 

ナンポ 南 il ショ-ミョ- 紹 明を 見よ、 

ナン ホ •— 南 峰  ミ ョ—ジ ョ— 妙讓を 見よ、 
ナンム^^姐仙  チキ ョー 智慶を 見よ、 

ナン ムイ ン 南無 院  ニ チ ミョ-日 妙を 見よ、 

ナンみ サンボ ー 南 挺、 ニ ニ寶  キョ- オ-敬 雄を 見よ、 
ナン メ ー 南 ^ ショ- ヶ紹 化を 見よ、 

ナン 3 南 泉  111  セツ ネン雪 念を 見よ、 

ナン ml 南 要 85 55 〔時宗〕 相 模藤澤 山の 僧な う、 

南 要は 美 濃の 人、 俗姓は 山 田 氏な う、 尊 明の 弟子と なう、 時 
宗を弘 通し、 同宗 第 十六 祖 となる、 應永 二十 四 年 四月 相模藤 
澤に 寂す、 壽六 十八、 著作 四國 廻心 記 ぁう、 (淸淨 光寺 記録) 
ナンリン 南麟 1; 一九 A : 〔眞宗 '一紀 伊 磯 脇 安樂 寺の 住持な 
う、 南麟 一名は 高霖 、桂 華と 號 す、 別 號を謙 溪と$ ふ、 安 


ナン (南} ゲージ 


ナン (南} シ ー： 


書辭 名人 家佛本  日'  ¢0 -九) 


ナン (南、 難) 二 (爾) ニ チ C0) 


樂寺に 住持し、 後辭し 去うて 和 泉 佐 野の 敎蓮 寺に 寓す 、久し 
く 日溪は 事へ、 論 註記 九卷を 著し、 元 文 三年 三月 廿六 日和 泉 
貝塚 客舎に 寂す、 安永 某 年 宗主 謚 して 理含院 と s ふ、 著作 大 
經講 錄十卷 、論 註 啓 講義 九卷 、選 擇集稽 聽還珠 記、 小 見 往生 
俚詮、 艸論學 職、 各一卷 ぁう、 (本願 寺通紀 、本願 寺 派學事 史) 
ナン 砂ン 南麟  シュ： トン 宗頓を .見よ、 

ナン リユ ー 南 龍 ii ji s: 〔淨 土宗〕 江戸 梅 窓院の 開山な 
$、， 南 龍は 載 蓮 社頂譽 、一に 冠 中と 號す 、俗姓は 津田 氏、 
下野の 人、 貴屋に 師事して 法を 嗣ぎ 、江戸 靑山 ic 梅 窓 院を開 
く、 寬文十 年 四月 六 口 寂す、 壽缺 く， (淨 土總 系譜) ■ 

ナン レ 1 南嶺  キョー シュン 慶舜を 見よ、 

ナン、 y キ難 田 ^ 爾  グ 7 ッセ ン月筌 を 見よ、 

二の 部 

二；、 ンアン 爾時巷  タィ ゼン 泰禪 5: 見よ、 

ニ ネ ン爾然 (一九 一一 一一) 〔臨 濟宗〕 三 河實相 寺の 禪僧な 

i  爾菸 字は 無 外、 山城の 人な 辨 圓( 聖， 一 國師) R 師事 

し、 其法嗣 となる、 後、 来に 渡うて 諸禪 宿を 歷訊 す、. 文 永 八 

年 總州剌 史源滿 氏 三 河に 實相 寺を 開き •辨圓 を 請し 第一 代と 

なす、 111 席に 據る 乙と 僅に 一日 R して 師に讓 る* 示 寂の 年 時 

缺 く、 勅 謚應诵 禪師と 云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ニ チア ン 日菴  ィチ ト 5 一  東を 見よ、 

二 ^ アン 日^}  ドン コ-墨 | 光を 見よ、 

ニ チイ 日 意 r: 4 ^ 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十二 代な 


ニ チ (日} ィ 


6、 日 意 字は 法 鏡と 云 S" 圓敎 院と號 す、 初め 天台宗 比 叙 
山の 僧に して 勢 州 桑 名 村 妙 蓮 寺に 居 6、 後ち 甲斐 身延 山に 至 
う、 第 十一 代 日朝と 法 戰三晝 夜に して 遂に 其說に 服， し、 名を 改 
めて 日 意と 云 a 、 比 叙 山の 籍を 削る、 爾來 日朝に 師事す、 後ち 
日朝 主席を 與 へ， 自ら 覺林 房に 遷 る、 乃ち 主 座に 在る 乙 と 二 
十 年、 西 谷に 病を 養 ふ、 今の 圓敎坊 な 6、 永 正 十六 年已 卯の 
春 三月 三日 寂す、 低 壽詳 かならず、 (本 化 別 頭佛龃 統紀) 

ニ チ v 日 意  一一 一一 -- o IA 一一 〔日蓮 宗〕 下 總平賀 本土 寺の 第 八 代 
なう、 日 意 字は 秀 鏡、 俗姓は 足 立 氏、 下總國 八幡 庄市 川の 
人な 6、 幼に して 佛敎に 皈 し、 平賀 本土 寺 第 六 代 日 福に 師事 
し、 喜 多院に 遊學 して、 天台の 講を聽 く、 後、 平賀に 歸 う、 
宗意を 受 く、 身延 山の 日朝ょう 觀心 本尊鈔 の 口决を 受 く、 文 
安五 年 二十 八歲に して 平賀 本土 寺の 主と なる、 檀越曾 谷 直滿、 
狩 野但馬 入道 行 蓮、 信 濃 入道 朗意 力を 盡し伽 藍を 造營 す、 長 
祿二年 原 能 登 守 胤繼小 西の 阿彌陀 堂を 毀ちて 法 華 堂を 造 營 
し、 師を 請て 開山と なす、 妙 高山 正 法 寺と 號す 、後に 小西談 
林と 云 ふ、 市 東の 光德 寺、 中 野の 本 原 寺、 白 井庄彌 富の 長 福 
寺、 小山の 法宣寺 等は 皆師の 手 創な- CV、 古河 將軍成 氏 師の德 望 
を 聞き、 家臣 小 笠 原 右馬助を 使は して 禮聘し 法 化 1: 請 ふ、 師 
平 賀 本土 寺に 主たる、 と 十八 年な う、 應仁二 年 偶 微恙を 感じ、 
小 西の 日瑞を 招きて 席を 讓 る、 文明 五年四 月 九日 寂す、 壽五 
十三、 著作 八敎攝 記、 狂少 破圓 記、 各二卷 、本尊 鈔相傳 見聞 
一卷 ぁう、 (本 化 別頭佛 祖統祀 ，日宗 著述 目録) 

ニ チィ 日迨ーー1 |§ ?〔日蓮宗〕安房誕生寺第1一干一代な 
6、. . 日迨 字は 遵 慮、 號は寂 如 院 ，京都の 人、 立 本 寺：！： 芳、 


( 一一 九 


書辭 名人 家佛 本日 


身延山 日脫に 師事し、 飯 高談 林に 學び 、松 崎 談 林の 化 主と な 
る、 京都 立 本 寺に 住す、 後 武藏八 王子に 隱れ 、再び 出て 誕生 
寺を 司る、 元祿 十四 年 七月 五日 寂す、 壽六 十二、 (本 化 別頭佛 
祖統紀 ) 

51 チィ 日怡尼 i ll y  〔日蓮 宗〕 京師 瑞龍寺 第二 代な 
う、 日 怡號は 瑞圓院 、九 條關白 幸 家の 女な う、 寬永 十八 年 
七月 二十四日 剃髪 受戒し、 瑞龍 寺に 居る こ と 二十 四 年、 寬文 
四 年 二月 三日 寂す、 壽 四十、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チイ 日 位 •一. A: -fc: A • 〔日蓮 宗〕 駿 河本覺 寺の 開山な う、 
日 位は 治 部 卿と 呼ぶ、 幼に して 日蓮の 弟 - f となる、 晚年駿 河 
國有度 郡 池 田の 鄕に隱 棲し、 一心 精進して 題目を 唱 ふ、 同 郡 
村 松鄕に 瀧 水 山海 上 寺 ぁう、 天台の 道塲な 5、 寺 主師の 道化 
に歸 し、 切に 師を請 ふ、 師已を 得ず して 出て 同 寺に 住し、 後 
法 弟 淡 路阿闍 梨 日 賢を 招て 席を 讓 6 池 田に 歸 る、 文 保 二 年 四 
月 二十 三日 寂す、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ イン 日 允  〔日蓮 宗〕 京師 妙覺寺 第二 十四 代 
f， 日 允 字は 支 通 •號は 本 通院、 父は 本阿彌 光悦な 〇、 
師身延 山 日暹に 師事し、 中村談 林の 講主 となり、 本 法 寺 法 華 
經寺 を經て 京都 妙覺 寺に 住す、； : -X. 光悦の 筆法を 受けて 書を 能 

くす、 晚 SJ- E 峰に 隱 る'  元 祿五年 十一月 十六 日 寂す、 壽 七十 

四、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ イン 日 胤 (一七 二 五) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

$、 日 胤は 律靜 房と 號 し、 千 葉 常 胤の 第 七 子な 5、 園 城 寺 

に 住し、 治 曆中源 賴朝 の密 旨を 受けて 家門 再興を 禱う、 一 千 

U を 期して 石淸 水に 詣で 、大 般若 經を默 誦して 神助を 求 IT 、 


會 i 以仁 王 兵を 起して 園 城 寺に 入る、 師 乙 れを 聞き、 弟子 日慧 
をして 代うて 祈らし め、 自ら 王に 從 a て奈 良に 赴く、 光明 山 
に 至り、 王 流 矢に 中る、 師追 兵と 奮戦して 死す、 賴朝大 に 悼 
み 伊賀山 田鄕を 園 城 寺に 附し て師の 冥福を 祈らし む、 (大日 本 
史) 

ニ チ イン 日胤.一. ^; ^: 〔日蓮宗〕下野妙光寺の開山な 
う、 日 胤は 下野 古河 邑主 某の 子な う、 幼に して 日蓮 (C 投じて 
出家す、 晚 年に 至 6 一  寺を 創して 居る、 官俸 地を 割て 與 ふ、 寺 
中に 日蓮 自筆の 大 曼荼羅を 藏 す、 德治 元年 四月 六 B 寂す、 (本 

化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ イン 日 胤 (一一 三 ± ハ) 〔日蓮 宗〕 京師 妙顯 寺の 僧な 6、 
日 胤 字は 周 泉 號は速 現 院と云 ふ、 享保の 頃 學名ぁ 6、 著作、 
指 要鑌仰 一卷ぁ 6、 (H 蓮宗 史料) 

ニ チイ ン 日印  蓮  〔日蓮 宗〕 本 成 寺 派の 開祖な う、 
日印 俗姓 詳かな らず 、(或は 朝 倉 氏な うと も 云 ふ)、 文 永 元年 
越後 國三島 郡 寺 泊に 生る、 八 年 十月 日蓮 佐 渡に 謫 せらる に 方 
$、 寺 泊 R 於て 謁を請 S、 摩訶 一九の 名を 授けら る、 後ち 同 
郡 石瀨村 天台宗 靑龍 寺の智 觀法 橋の 弟子と なる、 永 仁 二 年 三 
十一 歲に して 相模鎌 倉 {C 遊び、 日蓮の 高弟 日朗 の摩訶 止觀を 
講ずる を 聞き、 舊宗を 捨て、 其 門に 入-^、 名を 摩 訶一阿 闍梨日 
印と 改む ，五 年 越後 蒲 M 郡大 藻の 莊薄曾 根 村に 精 舍を營 み、 
靑蓮 寺と 號 す、 德治 元年 四十 三歲の 時、 同 郡 東 島 村 {C 妙 蓮 寺 
を 建つ、 延慶二 年 四十 六 歲の時 越中國 天台宗の 學匠淨 信 法 印 
舊宗を 捨て、 皈依 す、 正 和 三年 五十一 歲師 日朗を 靑蓮 寺の 初 
祖に 仰ぎ、 且 山門の 號を請 ふ、 元 應二年 五十 七 歲大光 山本國 


ニ チ (日)* T  -  ニ チ (日) ィ 


書辭 名人 家佛 本日 


(ニー 九） 


ニ チ (日' イ— t^ 


寺を 鎌 倉 松葉 谷 (C 創立す、 嘉曆二 年 六十 四歲 、本. 脱 寺を 以て 
本 門三大 秘法の 根本 道 塲と定 む， 後舊師 智觀の 日蓮の 法義を 
難問す る R 答へ 遂に 改宗せ しむ"'  晚年本 成 本 國の兩 寺を 嫡弟 
日 靜に附 し、 兩寺 統一の 貫主と す、 (其 後 所以 あうて 本 成 寺 R 
於て は日靜 を除歷 す) 嘉曆 三年 十二月 二十日 鎌 倉に 於て 寂す" 
壽六 十五な う バー 傳 R 越後 金津妙 蓮 寺に て 寂す と 云 ふ) 著作、 
本迹 鉢一鈔 、鎌 倉 殿中 問答 記 (日 靜 筆記) 各 一卷あ 6、 (本 化 別 
頭佛 il 統紀 、佛 敎各宗 綱要) 

ニ チ イン 日院  1ーー §| 1一1  〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 六 代な 
P、 日院 は實 敎阿闍 梨と 呼び、 甲 州 巨 摩 郡 梅 平 村の 人な う、 
其 姓は 詳 かならず、 幼に して 日 進の 門に 入う、 剃 髮染 衣し、 
比 叙 山に 上'^、 南都に 遊ぶ* 諸宗に 徧參 する 乙と 三十 餘年 R 
して 身延 山に 皈 ，り" 日臺 に隨侍 し 日蓮の 宗 致を 受け、 遂に 日 
臺の 跡を 嗣ぎ "第 六 代と なる、 應安六 年 六月 二十 五日 寂す、 
壽六 十二な う、 (本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チウ ン 日 運 ( . 〕 〔日蓮 宗〕 美 濃 常 在 寺 第 四 代な 

6、 日 運 俗姓 齋 藤氏、 出家して 京都 妙 覺寺日 善 {C 師事し、 
後ち出 < 、美濃岐阜常在寺に住す、寂年缺く、(本化別頭佛祖 

統 S 

.ニ チ ウン 日 運； j o: i: 〔日蓮 宗〕 京都 妙 滿寺第 四 代な 

6、  0： 運は 刑 部 卿阿闍 梨と 稱 す、 碑文 谷 法 華 寺の 僧な 6、 

決 義 の紊亂 を 憂 a 、 曾て 矯正の 志 あう、 後、 日 什に 信歸し 徒弟 

となる、 日 什の 寂 後日 仁に 事へ、 後 □仁の 席を 繼きて 妙滿寺 

を 領し法 化 盛んな り、 應永 三十 二 年 寂す、 壽缺 く、 著作 日 運 

記 治 干卷 あう、 (日蓮 宗 史料) 


ニ チ (日) ^ I 芝 


ニ チウ ン 日 運 !: §: 〔日蓮 宗〕 寶乗寺 第 十九 代な 6 、 
日 運號は 本藏院 、妙 珍 山寶乘 寺に 住し、 四方 山本藏 寺を 開き、 
讀經 三千 部‘ 寬永 十九 年 二月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛 
祖 ^ la y 

ニ チウ ン 日 運； -: 5: た 〔日蓮 宗： 一京 師本國 寺 第 十八 代な 
う、 日 運 字は 尊 周 •乘體 院と號 す、 俗姓は 源氏、 六 條家宰 
相 有 純 卿の 开 男な う" 俗世を 厭 ひ、 日桓の 室に 投じ、 出家し 
て關 東に 遊び t 飯 高談 林に 於て 修學し 學行兩 つながら 進み、 
終に 菊 亭冢の 猶子と な 6、 日桓の 後を 嗣で 本國 寺に 主と なう、 
僧正 R 昇る、 後ち 葉 山に 退隱 す、 依つ て 葉 山 僧正と 呼ぶ、 貞 
享 三年 丙 寅 十一月 二十 五日 江戸に て 化す、 師門 下に 日遑日 解 
あり、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チェ 日 慧 (一一 0 A H) 〔日蓮 宗〕 上 總中山 安世 院開 山な 
う、 日 慧は中 山 法華經 寺日祐 R 師事し、 同門 日經 と共に 道 
譽あ 6、 後ち 中 山 R 安世 院を 築きて 住す、 應永 三十 一年 三月 十 
三日 寂す、 壽缺 く、 

ニ チェ 日慧一 r: j A: ra: 〔日蓮 宗〕 相 模本 覺寺第 十一 代な 
6、 日慧 字は 慈眼、 號は 遠了院 、身 延山第 十七 代 日 新 R' 師 
事し、 飯 高談， 林 R 學 ぶ、 京都 妙傳 寺* 鎌 倉本覺 寺に 歷 住し、 
寬永 元年 十二月 五日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ H 日慧ーー 1§ 3〔旦 5 透京師妙顯寺第ーー十一代な 
う、 日慧 字は 智 俊、 智定 院と號 す、 和 泉 裸の A なう、 本 光 
寺善寵 院主に 依うて 得度 受戒し、 十三 歲 R して 鷹峰談 林に 入 
-CN、 十九 歲の時 中村談 林 R 走う、 後 肥 後 蓮 政 寺 主と なう、 六 
條の 請に 依 $、 文句を 講じ、 紀州 感應寺 主と な 6、 中 村の 化 


(三 一. L) 


書辭 名人 家佛本  日 


キ位 に充 つ、 終に il 華 院妙顯 寺の 主席を 嗣 ぎ、 退 s て 鳴 瀧 三 
寶寺に 隱れ 、後 鷹 峰體眞 庵に 遷 る" 享保 十五 年 九月 十五 日、 
壽八 十八に て 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チェ 日 專 r: j rr— ci -o 〔日蓮 宗〕 肥 前 本 蓮 寺の 開山な 6、 
日惪號 は 本瑞院 ，幼に して 肥 後 本 妙 寺 日眞に 師事し、 二十 六 
歲に して 本經 寺に 住し、 寺務 十四 年 R して 退き、 長 崎に 入る、 
當時長 崎 耶蘇 敎 盛んな うし かば、 師は 之を 敎 化せん として 屢 
ミ 難に 逢へ $、 幕府 其 志を 稱し寺 地を 與ふ 、後に 聖林山 本 蓮 
寺と 謂 ふ、 寺務 十四 年 寬永卜 九甩 十月 三十日 寂す、 壽六 十三、 
(本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

二 丰 H1 日叡一  一一 g c 日蓮 宗〕 相模 妙法 寺の 開山な 
う、 日 叙 字は 楞嚴 房、 大塔宮 護 良 親王の 王子な 6 と 云 ふ、 
親王 鎌 倉に 薨し 給 CA たる 後， 母 R 依り 難を 逃れて 鎌 倉に 至 $、 
親王の 墓を 拜し •後ち 本國寺 日靜の 許に 出家す、 日靜の 京都 
に 還れる 後、 鎌 倉に 妙法 寺を 開き、 父親 王の 名を 掩 S、 讀經 
唱 題を 事と す、 應永四 年 十一月 九日 寂す •壽 六十 四、 (本 化 別 
頭佛祖 統紀) 

ニ チヱ ー 日 觀ーー ー ^ OA 〔旦 連宗 } 甲斐 身 延山第 七 代な 
日 叙は 上 行 院と號 し、 十三 歲 {C して 日 進の 室に 役ず、 
然るに 不幸 ic して 早く 離れ、 日 善に 奉仕す、 日 善 も 亦た 幾 M 

ならず して 寂す、 因て 笈を 負； S 東西に 歷參 し、 比企ヶ 谷 日輪 

の 門 R 留 る、 應 安六苹 の 夏身延 山に 主と なる •時に 五十六 歲 

なう、 永德 元年の 秋 比企ヶ 谷の 主席を 兼ぬ、 應永七 年 五月七日 

寂す、 壽八 十三、 (本 化 別頭佛 祖統紀 レ 

ニ チェ ー 日榮； oi ハ •一.  t: 日蓮 宗〕 相 模大明 寺の 開山な 

ニ チ (h)h 


う、 日榮 字は 大明 房と 云 ふ、 相模三 浦の 人、 父は 平 三郞と 
云 ふ、 日郞に 歸 依し 法 華 平 三 郞と稱 せらる、 後ち 本國 寺日靜 
に 歸依 し、 益 i 法 華經を 信じ、 遂に 宅を 寺と なし、 大明 寺と 
云 ふ、 日榮は 父の 命を 受けて 出家し、 同 寺に 住し， 道 力 堅固 
な. 9、 應永八 年 十 一 月 二十 六日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛. g 
統紀) 

ニ チェ ー 日 榮 •一. ii A; 〔日蓮 宗〕 甲斐 本國 寺の 開山な 
う、 日榮  一 R 日淨と 云； 5、字は最蓮と云ひ、京師の人なう、 
初め 天台宗の 學 僧な うしが、 事に 坐して 佐 渡に 流さる、 文 永 
九 年の 春 日蓮に 見ぇ、 弟子の 禮を 執-^、 改めて 日 榮と云 ふ、 
十一 年の 春 日蓮 鎌 倉に 歸 る、 翌年 師身延 山に 至り 奉 侍す、 晚 
年に 至り 茅屋を 山麓に 結んで 其 地を 下山と 云 a、 延慶 元年 四 
月 十八 日 (一傳 二日) 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

-I チェ ー 日榮 (一一 三 セ 六) 〔日蓮 宗〕 山城 本瑞 寺の 學僧な 
う、 日榮 字は 忍 辱 鎧と 云 ふ、 享 保の 頃 西陣の 太瑞 寺に 住し、 
學名 ぁう、 著作、 修驗故 事 便 覽五卷 、法律 阿梨 樹章 二卷ぁ トノ、 

二手 ェー 日英 S 一 s 八) 〔日蓮 宗〕 越 中 氷 見寶德 寺の 開 
山な 6、 日英 元は 眞言 宗の 僧に して、 圓了房 法 印 照 英と云 
ふ、 遇 ミ榮 昌院： H 能に 逢 a 法論の 後ち 遂に 日蓮 宗 とな 6 、寺 
を 改めて 寶德 寺と 呼ぶ、 寂年缺 く、 (本 化 別 頭 佛 祖統紀 ) 

ニ チェ ー 日英 1  : 〇: 七 〔日蓮 宗〕 京都 立 本 寺 第 十六 代な 
ウ、 日英は 本學 院と號 す、 京師 rr. 本 寺 第 十六 代の 主と な 6、 
師道 德 高く、 晚に鳴 瀧 三 寶寺內 に 菴を 結びて 居す、 深 草の 日 
政日燈 等に 推 重 せらる、 正 保 四 年 正月 二十 五日 寂す、 冊 壽詳 
ならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 


ニ チ (日) H 


書辭 名人 家佛本  日 


(ソし -ノ L  1 


ニ チ！： 


ニ チ C 日) H 


M チ H? 日英 1H II ハ 〔日蓮 宗〕 京都 妙滿 寺の 僧な 
日英 字は 受詮 、號は 精進 院と云 ふ'  俗姓 北 村 氏、 上 總山邊 
.郡 也 金の 人な 6、 日 信 法 印に 依うて 出家す、 法 印 歿後 H 乘 
律師に 就 S て 業を 受け'  承應 年中 宮谷檀 林に 入うて ! h 觀を 
講 す、 萬 治 年中 本阈 寺講主 とな $、 大に寺 門を 興す、 僧學貞 
等 不受不 施の 說を唱 ふ、 師其 非を 論し、 彼等を 伏す、 寬文三 
年慶 印に 繼きて 妙滿 寺に 住す、 同 九年關 西の 諸大 寺の 僧不 
受不 施の 說を唱 へて、 師を誘 ふ も、 師應 せす、 同年の 冬 僧の 
譜 '誣 にょ 6 日向 國に謫 せらる、 師鋪 所 R 在うて 法華弘 通を 事 
とす、 延寶四 年 八月 四日謫 所 R 寂す、 壽六 十二、 臘五 十三、 
後三年 日 嚴僧郤 等 上表して 師の 罪を 赦 3 れん 乙と を 請うて 聽 
許せられ、 遺骨を 鳳皇 山 R 葬る、 (日英 上人 略傳 ，野 口 義禪氏 
返信) 

ニ チェ； 日英 (一 S 丸 三) 〔日蓮 宗〕 備 後妙顯 寺の 學 僧な 
う， 日英は 英 |?4 院と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 天 保の 頃備 
後妙顯 寺に 住して 學譽 あう、 寂 年缺 く、 著作、 安 國論新 註、 
四宗 要文纂 集、 祖書 肝要 集、 御書續 集、 各三卷 、推 邪 辨正錄 

二卷あ 6、 ( 日蓮 宗 史料) 

ニ チェ ー 日永 Is l ig 〔日蓮 宗 3 紀伊 報恩 寺 第一 一代な 

6、 日永 號は大 通院と 云 ふ、 日 順の 弟子な-^、 小西談 林に 

學ひ = 藻原 寺に 出世す、 後、 紀伊 報恩 寺に轉 す、 享保八 年 十 

一月 十二 H 寂す、 壽七 十九、 (木 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チヱ ン 日衍； j ir f  〔日蓮き 京師 妙 顯寺第 十一 一代な 

$、  日衍は 字を 春 星と 云 ひ、 備 前の 人な 6、 諸方に 參歷し 

て 越 前の 妙泰 寺に 於て 法 華 玄義を 講ず、 後ち 京都 妙顯 寺に 主 


とな- ex て 奈 良に 赴き 哺識 等を 究 ひ、 慶長 十六 ^ 十月 十六 T 寂 
す、 壽五 十三な う、 (龍 華歷代 師承傅 、本 化 ) J1I 頭 沸 ili!L 統紀) 

ニ チェン B ff ( . ) 〔日蓮 宗 j 佐 渡 根本 寺 第 十三 代 

な 6、 日衍號 は 旃林院 、京都 妙覺 寺の 徒と な 6、 後 佐 渡 塚 原 
根本 寺 第 十二 代 日是の 招きに 衣-^ 同 寺の 第 十三 代の 主と な 
6、 大に寺 基を 起す、 寂年缺 く、 (本 化 別 頭 佛祖诚 祀 3 . 

ニ チエン 日圓二 5; ^: 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十代な 
う、 日圆は 成就 院と號 す、 學業 成る の 後ち 日 if 家の 猶子と 
な-^、 大 僧都に 任じて 本國 寺の 住持と なる、 初め 天台宗の 徒 
敎傳來 りて 宗義を 詰 $、 師と 議論す る Z1 と數 日に して 其 非を 
悟う、 衣を 更め 名 ^ 改めて 師事し、 後ち 粟 m 口に 居る、 乃ち 
正 法 寺の 開山 是れな 6、 師一住 二十 四 年に して 延德 元年 七月 
廿九 EH 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統靶 ) 

ニ チェン 日 0 ( . 〕 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

6、 日圓 俗姓 不詳 志 氣淸粹 にして 菩提心 4: 發し 、一心 三觀 
の 敎義に 明な^^ 僧 官を嫌 ひ、 岩窟に 棲 居す、 金 峰 山 {C 登 6、 
岩窟を 求めて 禪 坐し、 鹽 穀を斷 つ、 後 美 作の 眞島 山に 移る、 
師 支那の 淸涼 山 R 到らむ とし、 商船に 乘 うて 出航し、 宋に着 
し、 勝地 靈 跡を 巡遊し、 天台 山國淸 寺に 留 $、 終 R 同 寺に 寂 
す、 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ニ チェン 日圓  〔日潢 宗〕 下總 日本 寺の 開山な 
6、  〇:圓 字は 慧雲 ，後 字を 以て 院 號と爲 す、 下 總國香 取 郡 
飯 高 村の 人な 6、 俗姓は 椎名氏 、妙 見 / lit: 地 妙 福 精舍に 入 6 
て 度を受 く、 時に 日 生 飯塚談 林に 在りて 大衆に 接す、 師往て 
師举 す、 日 牛： 徒 5: 率 ひ 飯 高に 移る、 師亦隨 侍す、 日 年 職を 辭 


C 五一 九） 


書辭 名人 家怫 本日 


して 京師に 歸 $、 師の才 を 愛して 後 職 蓮 成 日 尊に 托す、 師益 
闲學 し竟に 首座と なる、 0 長 三年 化 主 H 尊 池 上 本 門 寺に 住す、 
法 雲 日 道 後を 繼 S て 化 主と なる、 日 道 幾なら ず身延 山に 昇 住 
し、 後の 化主决 せず、 大衆 京師の 一如 日 重を 延ん とする 者 
あり、 師シ推 S /L とする 莕あ $、 大衆 甲 分して 議决せ ず、 師 
これを 厭 a 、 問 行して 迸れ 去る、 竊に中 村淨妙 寺に 寓 す、 大 
衆 之 1: 聞きて 追從 して 至る、 師 M 折 すれと も 去らず、 遂 R 如 
何ともす る 能は ず. 淨妙 寺に 講を 開く、 飯 高 檀林日 重を 迎 ふる 
も 日 遠 代うて 至る、 爾於飯 高、 中 村兩檀 林相分 る、 家康 封を 
寄せ 別に 正東 山 日本 講 寺と 呼 ふ、 B 遠 師の道 儀を 崇敬して 相 
交る、 八 年 日 遠身延 山に 進む、 大衆を して 師を請 せし む、 師再 
三固辭 する も 日 遠 强て 促す、 師已む 乙 とを 得ず して 終 (C 飯 高 
談林第 四 代の 化 主と 爲 る、 十 年 六月 四日 寂す、 壽三 十九 歲、 
著作 顯性錄 私記、 金銲論 私記、 各 一卷あ 6、( 本 化 別 頭 佛祖統 
祀、 日宗 著述 E 錄) 

ニ チェン 日延こ ：ーー ニ 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十代な 
う、 日 延は觀 行 院と號 し、 武藏の 人な 6、 口 億 {C 隨つて 業 
を 受け、 日 億の 寂後舊 家に 皈う 、老母に 仕 ふ、 後ち 身延 山の 
請に 應じて 化 主と なう、 一 住 十三 年， 寬正二 年 四月 二十 六日 寂 

す、 其 壽詳な らず 、俗 弟に 是正 あう、 天台の 徒と な 6、 仙 波 

談 林の 化 主位 ic 昇う しが 身延 山に 來 6 兄 日延と 問答 累日 {C し 

て 大悟す、 乃ち 鎌 倉 三 島 兩本覺 寺の 開山 日出 是れ なう、 (本 化 

別頭佛 祖統紀 } 

ニ チェン 日延；  一： 0: 0: 〔日蓮 宗〕 京師 妙臺 寺の 中興な 

う、 H 延號は 大聖 院と云 ふ、 京都 妙 覺寺第 六 代の 主と な- CS、 

ニ チ (日) X 


後紀伊 多 田 £c 入り、 妙臺 寺を 再興す、 文 安元 牢 九月 八日 寂す、 
壽缺 く、 (本 化 別頭佛 W 統紀) 

? ブヱン 日筵1||ーーー ^ 〔日蓮宗〕甲斐身延山第二十九代 
な-^  日 筵は 字を 养 山と 云 ひ、 降 源 院と號 す、 初め 正 苋談 
林に 遊び、 後ち 其 化 主と なう、 次に 京師 妙 肋 寺に 住す、 後ち 
遂に 身延 山の 主と なり、 一 住 六 年、 天和兀 年 JF. 月 二十 七日 羽 
州 秋田府 に て 寂す， 壽七 十三な う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ V ーン 日演 SH AI 〔日蓮 宗〕 下 總中山 法苹經 寺の學 
僧な 6、 日演 は顯壽 院と號 す、 堺妙國 寺 ic 住し、 中 山 法 華 
經 寺に 轉 す、 萬 治 元年 閏 十二月 十七 日 寂す、 壽六 十四な う、 著 
作敎證 二 道義、 家々 義 、各 一卷 、入 重玄 門義若 干卷 ぁう、 
t ー チ H ン 日演 jjj 一一 一誌 〔日蓮 宗〕 祀伊 養珠寺 第三 代な 
う、 日演 字は 良 住、 通玄 院と號 す、 京師の 人、 勸修寺 家の 
rl な 早く 世相を 厭い、 頂 妙 寺 第 六 代覺性 院日瑞 に 役し 
て 出家 得度し、 六條談 林に 於て 業を 受 く、 後， 中正 院日 護に 
從て本 化の 奥旨 5: 受 く、 一時堺 の 常住 寺に 唯識 論を 講ず、 請 
に 依て 若狹_ 長 源 寺の 主と なる、 慶 安二 年 ■紀伊 侯德川 賴宣師 
を 招て 妹 背 山に 住せし む、 承應 三年 養珠 寺の 堂舍怫 閣 新造 畢 
る、 是に 於て 妹 背 山 養珠寺 合して 一と 爲 す、 師を 請て 主 7^ ら 
しむ、 師一 住十餘 年、 寺 傍に 菴を 築き 閑居す、 是も亦 寺と な 
6、 後に 演 光寺と 號 す、 延寶 元年 五月 六日 寂す、 壽六 十七、 
初め 明 磨 三年 權 律師 位に 任す、 平生の 著作 JI- 觀輔 行畧 記， 高 
祖 遺書 解 ぁう、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) . 

ニ チェン 日演  ニ チ シヨ-日 性を 見ょ、 

ニ チエン 日 il 一 -: 工 t  〔日蓮 宗〕 京都 妙滿寺 第廿六 代な 

ニ チへ 日 y 工 


書辭 名人 家佛 本日 


( 六 一九 ) 


fl チ (日〕 方 


ニ チ、 日、 才 


$、 日 淵は 久遠 院と號 す、 道譽 内外 R 聞 ゆ、 織 田 信 長の 京 
に 在る や 曾て 師を請 して 法 華を 聽講 す、 安土 ic 淨土宗 と 法論 
の 時、 藏經 點撿の 任 R 當れ う、 後、 寂 光寺を 創立して 十六 本 
山に 列せ しめ、 大 R 宗 風を 闡揚せ 6、 慶長 十四 年 寂す、 壽缺 
く、 著作 略述 大藏 經百卷 、法 薪 立 義 私通 記、 文句 惣釋 記、 止 
觀 指的鈔 若干 卷 あう、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ オー 日 應 (二 一九 八〕 〔日蓮 宗〕 尾張大 光寺 第二 代な 
う、 . m 應 俗姓 生 國 未詳、 身 延山第 十三 代 日傳 R 師事し、 上 
野奈 和の 本 妙 寺 第二 代と なう、 同 寺の 尾 張淸須 に遷 3 る、 に 
方う、 妙 瑞山大 光寺と 改め、 同じく 同 寺 R 住す、 寂年缺 く、 
(本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チオ- 日應 ii sg 〔日蓮 宗 S 渡 妙 照 寺 第二 十六 代 
f， 日應 字は 空 心、 號は淨 感院、 京都の 人な 6、 本 滿寺日 
逞に 師事し、 後 小 室 談 林、 飯 高談 林、 水戶談 林 等に 遊學 す、 水戶 
談林化 主日 宵の 弟子と な $、 其 命 R ょり 相 模栗原 村 法 泉 寺に 
主た 6、 五十 三歲 R して 佐 渡 一谷 妙 照 寺に 轉 し、 寺務 二十 年、 
中興の祖と 稱 せらる、 享保 十八 年 七月 十八 日 寂す、 壽八 十五、 

(本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ オ 1 日 應 ( . 〕 〔日蓮 宗〕 京師 妙滿 旁の 僧な 

う、 日應は 妙滿寺 日繼に 師事し 折伏を 以て 名 あ 6、 著作 興 

破 記一卷 あう、 (日蓮 宗 史料} 

ニ チ オ 1 日 應( . ) 〔日蓮 宗〕 某 寺の 僧な う、 日 

應字は 空 水、 始め 飯 高談 林に 學 S、 後塵 世を 厭 S、 奥 羽會津 

広 隱れ "詩文を 弄 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ オ ー 日 雄 ( . ) 〔日蓮 宗〕 山城 法 華 寺の 僧な 


6、  B 雄 字は 善 住 始め 原 田の 法 華 寺 R 住し、 後嗚瀧 三寶寺 
に隱 る、 示 寂の 年時缺 く、 (艸山 集、 本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ オ？ 日 雄 ニー ーー ーー f に 〔日蓮 宗〕 攝津法 華 寺の 僧な 6、 
日 雄 字は 實成 、若 狹小濱 の 人、 俗姓 內 藤氏な う、 天 正 十 年 四 
月 八日に 生る、 幼に して 出家し、 後 瀨山日 賢に 師事し、 字を 
善 住と 云 ふ、 後、 身延 山に 登-^、 法 華經の 行者と なう、 靈異 
を感 す、 寬 永の 頃 M 遊して 攝津紀 伊に 巡 化す、 寬永 十二 年攝 
津豐島 郡 原 田 妙 見 山 {C 法 華 寺を 創す、 同 二十 年 同 寺を 弟 千日 
遙に讓 う、 寺 側に 退隱 し、 讀誦を 事と す、 正 保 三年 九月 山城 
嗚 瀧三寶 寺に 入-^ て 草 菴を營 み、 承應二 年若 狹に歸 う、 即圓 
坊を 築く、 明曆 元年 四月 十九 日 寂す、 壽七 十四、 (草 山 集) 

ニ チ オ—日 雄 SH II 〔眞言 宗〕 山城 愛染寺の 學僧な 
6、 日 雄 字は 天 阿、 俗姓は 堀 氏、 近 江 坂 田 郡の 人な う、 幼 
にして 郡の 神 照 寺 R 投じて 薤髮 し、 空 雄 僧都に 隨つ て兩 部の 
灌 頂を 受け、 去うて 醍醐 山に 登 大僧正 寬濟に 師事して 再 
び 密印灌 頂を 受け、 諸 尊の 秘軌を 傅 へらる、 寬永中 山城 稻荷 
山 愛染寺に 住す、 智積院 の宥貞 僧正に 謁して 根 嶺の幽 旨を 探 
る、 寬 文中 神 照 寺に 遷 6、 灌頂 壇を 開き、 大に 道俗を 度し" 
狻稻荷 山の 麓に 退隱 す、 師性 修練を 好み、 歡喜 天の 密軌を 行 
乙と 凡を 二 ' @ 六十 五 度、 許可、 及 傳法灌 頂を 受 くる 者 一 百 二 
十八 人な 6、 延寶二 年 二月 十五 日 寂す、 壽七 十六、' 臘 五十六、 
(續 日本 高僧 傅) 

ニ チ オー日 奥 二 二 55 〔日蓮 宗 3 不受不 施 派の 開祖な 
う、 日奧 別に 安阈 院と號 す、 永祿八 年 六月 京都に 生る、 十 
歲に して 妙覺 寺の 日 典に 師事し、 十八 歲に 至う 剃髮 受戒す、 


(七 一九） 


書辭 名人 家®  本日 


丈祿 元年 師の跡 を嗣 ぐ、 四 年 九月 豐臣 秀吉大 佛妙 法院に 於て 
千* If 供養を 寶み 、各 宗ょ 6 各 一 百 名の 僧を 請 招す、 B 蓮 宗の諸 
師皆 之れ に 應す るに、 師獨〇 不受不 施の 義を唱 へて 應 せず、 
同月 十五 日妙覺 寺を 退き、 丹 波國小 泉に 隱 退す、 慶長 四年德 
川 家 康大坂 城に 召して 千僧會 に 出席 せん 乙 とを 勸むれ ども 應 
ぜ す、 五茚六 月 遂に 對馬に 謫 せらる" 謫所に 在る 十三 年、 大 
に阐 苦す る も 初志を 變せ す、 慶長 十七 年赦に 逢うて 歸 京し、 
寬 、氷七 年 三月 十日 妙覺 寺に 寂す、 六十 六歲 なり、 著書 宗義法 
制 論三卷 、守護 正義 論、 斷惡 正善抄 、禁斷 謗 施 論、 各 一卷、 
萬 代 龜鏡錄 (一代 著作の 全集) 等 あり、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チオク 日意二 0: /\: 二〔日蓮宗〕甲斐身延山第八代な 
6、 日 億は 行學 院と號 し、 甲斐 波 木 井の 鄕の 人な 6、 兄弟 
三人 あう、 早く 父母を 失 a 、 共に 日 叙に 師事す、 長は 郎ち日 
億な う、 次は 比 企 第 六 代の 主日 行と 云 a 、 末を 成就 院日學 と 
す、 應永 二十 九 年 十一月 八日 寂す、 1H: 壽詳 かならず、 初め 赤 
澤村 八幡宮の 側に 一. 寺 VJ 構 ふ、 後に 長 德山妙 福 寺と 號せ り、 
(本 化 別 M 佛祁 統紀) 

ニ チ オン 日 遠 11 5£ 二 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 5i 山 第一 一千一 一代 
なう， 日 遠 字は 堯順 、號は 心性 院 、別に 一 道と 云 ふ、 俗姓 石 

井 氏、 京都の 人な り" 父を 了 玄と云 ふ、 師二兄 あう、 了 程 了 

具と云ふ、皆學才あ6て和歌に長す、師幼にして父を喪ひ、 

六歲 母に 從ひ 、本國 寺に 至*^、 日 重を 仰いて 得度し、 專ら天 

台敎を 學 ひ、 十六 歲 自ら 法 華經を 講す、 尋て 文句 止 觀を講 す、 

南都に 遊びて 俱 舍唯識 戒律 等を 究め、 京都に 歸うて 東 山に 大 

藏經 を讀み 、鈔錄 三十 卷を 作る、 廿八歲 下總飯 高談 林より 請 


二 吏日 ，才 


せられて 出發 し、 文句 玄義 等を 講ず、 三 十三 歲身延 山に 主と 
な 6、 山內に 立 正會を 開き、 大に學 事を 獎勵 す、 會常樂 院日 
經 、淨 土宗の 僧に 難を 搆 へらる、 師駿 河に 至*^ 瘃康に 謁し、 
法論を 决 せんとす る も 許されず、 乃ち 去*^ て 身延 山を 辭 し， 
大野に 隱 棲し、 本 遠 寺を 開く、 是に 於て 本 遠 寺に 於て 大衆の 
犮 めに 三 大部を 講 す、 元 和 元年 家康の 命に ょ 6 再び 身延 山の 
主と なう、 一年に して 退き、 大野に 隱 る、 寬永七 年 池 上 本 門 
寺日樹 不受不 施の 異義を 唱 ふるに ぁたう、 師は日 乾 等と 共に 
鎭定に 力を 盡 す、 後 幕府 其 功を 賞し、 池 上 本 門 寺を 師に附 す 
僅に 一年に して 鎌 倉經ヶ 谷に 隱 棲す、 寬永 十九苹 正月 經ヶ谷 
に 於て 病に 罹-^、 二月 池 上に 至う、 三月 五日 寂す、 壽七 十一、 
臘 六十 六、 著作 三 大部 隨聞記 三十 八卷 、法 華經 大意 三卷 、法 
華經音 義一卷 、敎主 備考 二卷 、不二 門 義一卷 、文 心 解 要 文、 
顯性錄 要 文 各一卷 、四 敎儀鈔 三卷 、十 如是 私記 一卷、 自鑑慚 
恥 集 九卷、 聚雪鈔 二卷 、無碍 道 論 一 卷 、安 國論鈔 二卷 、童 蒙 
發心鈔 五卷 、廻向 通 不一 卷、 嘉 會宗義 集一卷 、千代 昆草 二卷、 
色 心 不二 門義 、法 華 三昧 抄 、八重 看經抄 、自誓 受戒 作法、 破 
奥 記、 一念 三千 等 御 書 卷一卷 、四敎 集解祗 記、 法 華隨音 句、 
法 音 句 各二卷 、見聞 隨 心 # 、 法 華譯和 尋跡鈔 各三卷 、和訓 法 
華 經八卷 、法 華 文段經 等 ぁう、 (草 山 集、 本 化 別 頭 佛祖統 記. 
近代 名家 著述 目録、 日宗 著述 目録) 

- ー チカ 日 可 一一 j Ii f  〔旦 連宗〕 山城 深草瑞 光寺の 學 僧な 
う、  9 可 字は 宜 翁" 自ら 號して 竹 菴と云 ふ、 俗姓は 閊田 氏、 
讚 岐九龜 の 人な 6、 父の 名は 吉勝 、母は 井上 氏な 6、 師の幼 
なる 時 故な くして 父師の 母を 出す、 母 流 落し 攝津に 至 6、 


ニ チ'  日) か 


書辭 名人 家佛 本  日 


ニ チ (日 1# 

羯 に ® す、 師往て 看護す" 遂に 母の 起つ へから § ろを 知う" 
母を 奉して 其 故里 高 松に 至る" 母の 沒 する や、 悲慟 して 葬. る、 
時 R 師 十八 歲な 6、 爾来 後 母に 事へ て 亦 孝な う、 父 後 母を 追 
ふ、 師益樂 ます、 遂に 父に 追 はれて 家を 出て、 京師に 至る、 
承應 7C 年 二十 九歲 にして 自ら 髮を 削う、 西 山の 義萃 R 役す、 
義萃 の東國 に 遊へ る 後、 興 正 寺 拙 堂に 役し 圓覺經 の講說 を 聞 
き、 般若 心 經の 奥旨を 受く 、明年の 冬 人を 介して 京 •帥に 於て 
日 政に 謁し、 遂に 禪 5: 捨て、 日蓮 宗 R 歸 す、 師甞て 王 陽 明の 
學を 好み、 傳習錄 等を 愛 讀 し、 事理 合一の 旨を 以て 日 政に 扣 
く、 日 政 笑うて 日 ふ、 •儒は 吾 道の 一 端な $、 子 我學に 熟せは 
自得すべし、 と、 馼年の 後日 政 R 從ひて 攝 津高槻 R 滯留 し、 
一夕 遽に日 ふ、 我れ 始めて 儒佛の 同異を 得た う、 今ょう 後 專 
ら宗 乗を 究めん、 と、 明曆 元年 三十 二歲 H 政に 從ひて 深 草に 
住す、 初め 師 京師に 在 6 し 時、 師の舊 妻 其 母に 携 へられて 讃 
岐 ょり 來う 、院門 の 外に 臨み、 人を して 言は しめて 日 ふ'  讃 
岐 の人宜 翁を 尋ね 來る 願く は 一 たび 相 見ぇん、 と t 師 未た 
其 誰なる かを 知らす、 自ら 出て、 視れ は我舊 妻な 6、 師 毫も 

異 める 色な く、 恭しく 日 ふ、 遠く 來るさ を 辱う す、 其 勞を慰 

むへ き なれと も、 此處 女人の 門 R 入る を 許 3 ず、 請 ふ此ょ 6 

辭せ ん と" 便ち 入る、 舊妻 且つ耻 ち、 且つ 怨みて 返る、 師世 

緣を絕 つと 雖 、父の 事を 忘れす， 常に 其 命に 違 a /2 るを 悲し 

み、 時々 跪いて 孝經を 讀む 、一時 父 事に 因 $ て 京師に 止る、 

師問 候す る 7P、 父 見る ことを 許 3 す、 師日々 其 門前に 至'^、 

赐躊 して 去る 能は す、 父國 に歸 6 て沒 して 後'  親戚 師の 家に 

歸 らん さを 勸む 、然れ とも 已に 出家 すれは 歸 るへから す、. 且 


ニ チ (日) 办 


つ 父の 沒後に 至-^ て 歸るは 父を 欺く， ものな 6 となす、 其 妹の 
家を 齊ふを 聞きて 大に喜 び、 國に歸 うて 父の 墓を 拜 す、 寬文 
元年 四 9 微疾に 罹う、 攝津 高槻に 滯留 す、 五月 京師に 入うて 
醫療を 受 く、 病床の 作 あう 日 ふ、 夜 伶 窓 前^^ 熙 へ 燈 、長 抛，， 書 
卷 ，愛， 1 無能； 十 年 倦， 學總忘 了  t 高 臥 林間 一 病 僧-六月 朔 京師 
ょう 深 草に 歸 -CN、 玉鮮院 に寓 す、 五日の 朝 諸 友を 會して 訣を 
吿け 、法衣を 整へ て 壽量 品を 誦し、 六日 日出の 時奄 然として 
寂す、 壽三 十八、 臘十 なう、 門人 竹 庵 遺稿 (詩歌 幷に雜 記) 三 
卷を編 I、 刊行せ 6、 雜記 は師か 言を 錄 する ものな 6、 二三 
を玆 に揭 けん、 「夫 道 者 無 k 形、 而從 其 所 p 見以立 Jin、 佛者 
昆 レ 之 謂，， 之佛 T 儒者廷 じ Z 謂， 一之 儒 - > 道 者 見：， 之 謂-, 之 道 -' » 百 家 
異道亦 然ノ但 有，， 淺 深遠 近之異 ，耳、 識者 不 k 可 k 不 k 辨焉」 、「儒 
者 有 也‘ 道 者 空 也、 釋者中 也、 大哉中 也、 空 有 亦有= 其 中， 矣」， 
「敎 律禪 三者 各名= 其 門-我 謂不 ，然夫 我 法 也、 戒定慧 而 已矣、 
若 其 缺 L 則 非 n 我學 ，也、 何禪 、何敎 、何 律 之 有 哉」、 「大丈夫 
當 ，1 立：， 志 而 一生 成，， 佛矣 、一生 成  >  佛 實難矣 、而 無，- 此 志， 則 於 
成， 人 亦 難矣」 、「有 k 志 勸 ，之 則 八 萬 細 行、 三千 威儀、 亦 非 レ 煩 
也、 無 k 志墮 k 之 則 着 k 洗 a 鉢 亦 煩 也 ,-. 「夫 一念 之 心 一刻 淸淨 
則 一刻 之佛 也、 一時 淸淨則 一時 之佛 也、 一日 淸淨則 一日 之佛 
也、 一歲淸 淨則一 歲之佛 也、 適是以 至- 1 一生. 二世 億 載 何僧祗 
皆然可 x 不 t 勉哉」 、(宜 翁 行賞、 竹菴 遺稿、 本 化 別 頭佛祖 統紀) 
ニ チ ガ 日荷ニー〇三〔日蓮) £ 武藏金澤上行寺の第二代 
f、 日 荷 字は 妙法、 相模鎌 倉の 人、 俗名 荒 井 平 次郞先 
善と 云 ふ、 世々 鎌 倉に 住す、 師怫敎 4C 歸 し、 武藏 金澤六 浦に 
草菴を 營み、 禪誦を 事と し、 自ら 妙法 禪 h と稱 す、 建 長 六 年 


C  Jl  — ■九） 


書辭 名人 家佛 本日 


日蓮 上 A 下總中 山ょ 6鎌倉に歸る、途次草菴に一宿し /2 6と 
傳ふ 、師 深く 上人の 高風 ^ 费 仰し、 後上 人の 弟子 日祐ぺ 中 山 
第三 の 鎌 倉に 遊 ふに ぁ ^ 6、 其 弟子と な 6 へ 自ら R 荷と 
云 ふ、 眞言の 一 寺を 改めて 〇:祐 を 開山と なし、 自ら 第二 代と 
なる、 後に 六 浦 山上 行 寺と 號 す、 師 努力 衆に 過き、 數<  人を 
m かせう、 六沛に 在うて 同 hll 眞言 宗稱名 寺の 僧と 龅に稱 名 寺 
樓 £ に 安 ft せる 命 剛密迹 の 二 K 像を 賭して 碁を 圍み 、師 勝ち 
たれは E ら二大 像 各 長 七 尺 六寸餘 なる を 背負 ひて 身延 山に 登 
6、 山本坊 に 留 6、 別 R 金剛 密迹の 二 小 像幷に 大黑大 像を 彫 
刻し、 幾 もな く 六 浦に 崎る、 文 和 元年武 藏 久艮岐 杉 Hi に 一 寺 
を 開き、 B 祐を請 して 開山と なし、 自ら 第二 代と なる、 後に 
午 頭 山 妙法 寺と 號 す、 師六浦 ょう 中 山に 至る 往復 一日、 毫も 
疲勞 を覺ぇ 36 きと 云 ふ、 文 和 二 年 六月 十三 日 寂す、 壽詳な 
A す、 (日 荷 堂 緣起 、江戶 名所 圖繪) 

ニ チ ガイ 日 海；； 二八 =: 〔日蓮 宗〕 京師 寂 光寺の 僧な 6、 
日 海 字は 算沙號 は 本因坊と 云 ふ、 京都の 人な う、 寂 光寺に 住 
し 碁將恭 の 名手を 以て 大名 ぁ 織 田 信 長豐臣 秀吉德 川家康 
等に 召 3 れ 、其 技 ^ 以て 推 m せらる， 家康 の時橄 大法 印と な 
6、 俸祿を 與 へらる、 後 將棊は 宗桂に 讓ゥ 、碁は 一家の 傳と 

す、 元 和 九 屯 五 M 寂す、 (大日 本 史料) 

ニ チ 办ィ 日 海 尼 ニニ •一, 〇: 〔日 運宗〕 和 模淨心 寺の 尼な 

う、 日沲號 は 淨心院 と 云 a 、 相 模小田 原の 城 字 北 條氏 綱の 

女な 6、 大永四 年武藏 江戸 城主 太 山 大和 守资 高に 嫁す、 一 子 

新六郎 康資を 生む、 ff 高の 死拎剃 髮して 尼と な 6、 平 河 山 法 

恩 寺の 傍に 廬- 店 す.‘ 請誦唱 題を 事と す、 天文 十九 年 九月 十四 


ニ チ (日) 力 


日疾み て 寂す、 子康資 肖像を 作りて 之を 廬に 置く、 其 妻、 寺と 
なし 日， P 僧正に 請 ひて 大覺 山淨心 寺の 號を得 穴 6，( 本 化 別 頭 
佛祖 統紀) 

ニ チカ ク 闩覺( . )〔 日蓮 宗〕 美 濃 常 在 寺の 第 六 代 

なぅ、 日覺は 山城 齋藤道 三の 子な $、 出家して 岐阜 常 在 寺 
日述 に 師事し、 兄日饒 と共に 同 寺に 在 6、 終に 第 六 代の 主と 
なる、 寂牢缺 く、 (本 化 則 頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ガク 日覺  一 薩  〔日蓮 宗〕 京師 本禪 寺の 僧な-^、 
R 覺は智 秀と號 し、 尾 張の 國の 人、 文明 十八 年 同國の 妙 本 寺 
R 祝 髮す 、十八 歲 R して 本 成 寺 第 九 R の 貫首と なる、 著す 所 
の 書 論 大小 十四 部 あ $、 天文 四 年 天台宗と 宗 論の爲 め、 III 門 
の 衆徒 京師 日蓮 宗の諸 本山を 燒毀し 本 禪寺 も亦此 厄に 罹る、 
因て 京 帥に 上りて 之を 再興す、 後奈良 天皇 紫宸殿に 高座を 設 
けて 一七 H 法華經 を 講ぜし め、 大僧 止に 補し、 紫 衣 及. び 七寶の 
珠數 等を 賜 CA 、 勅して 菩提心 院と號 す、 十四 年‘ 本禪 寺を n 翦 i 
讓 6、 越 中 井田 鄕 に 退き、 十九 年 十一月 寂す、 壽六 十五な り' 

ニ チカ ク 日 覺尼二 一 •一 jy  I； 日蓮 宗 3 淨妙菴 の 主な-、 
日覺 字は 離 障‘ 京師の 人山 田 某の 娘な $、 幼 (C して 父を 喪 ひ、 
壯 ic して 世の 無常を fi る、 明靜 fet H 堯に就 きて 得度す、 深 草 
日燈 に 就きて 具足 戒を 受け、 誦持餘 閑な し、 母 も 亦祝髮 して 
榮 珠と號 し、 •共 R 梵 業を 修 す、 守 心、 離染 、智 光、. 智 正の 四 
弟 相 紿きて 來う 師事す、 享保 十二 年 舂淨妙 庵主 妙 佐の 後を 繼 
きて 庵に キ たり、 離染主 座と なる、 偶々 隣村 火を 失し、 庵 亦 
類燒 す、 日覺 離染 力 を 盡して 其- m 建を 計-^、 佛殿香 厨 ^ 興す、 
享保 十六 年 九月 十八 日 寂す、 壽缺く •(本 化 別 頭佛 祖統紀 ) 


ニ チ (日) ガ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇二 九） 


_ ニ チ (5 ガ  _ 

ニ チガク 日學一 r; : 一. ^: 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 九 代な 
$、  日學は 成就 院と號 し、 日 億 及び 日 行の 弟な ぅ、 後、 八 代 
日 億の 後ち を 受けて 5- 斐身延 山に 主と なり、 一 住 二十 八 年、 
長祿 三年 十二月 七日 寂す、 其壽詳 かならず、 初め 帝都に 觀光 
敎 化を 敷く" 時 (C 門人 日讃 なる 者 あぅて 學養 寺を 造 $、 日學 
を 推して 開山と なす、 (太 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チカ ン 日閑二託 0〇 〔日蓮宗〕駿河蓮永寺第十四代な 
り， 日 閑 字は 沾爾 一源 院と號 す、 心性 院日 遠の 門人な $、 
飯 高談 林に 遊學 して 終 R 支 義の講 主と なる、 承應 元年 壬辰貞 
松 寺に 瑞 眈 す、 一 住 三十 九 年、 元祿 三年 二月 十七 日 寂す、 壽八 
十一， (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツカン 日 閑 ニー ーー；^  〔日蓮 宗； ，甲斐 身延 山積 善 坊第十 
Rf ,  n 閑は 仙壽 院と號 す、 常に 讀誦唱 題を 怠らず、 又 
日漢嚴 修の训 頭祈禱 法を 傳へ 、七 面 山に 詣て 嚴修を 事と し、 
七 面の 眞 相を 拜し大 R 靈異を 感ず、 東 谷に 菴を 結び 積善 坊と 
呼ぶ、 平生の 行 業 麻衣 木 服 粗茶 淡 飯啜物 受けず、 强て 之を 贈 
れば 乃ち 孤 貧を 賑恤 す、 慶長六 年 七月 二十四日 寂す、 壽 九十 

八、 (本 化训 頭佛 祖統紀 } 

ニ チ ガン 日鑑二 細^  〔日蓮 宗¥ 斐身延 山 七十 四 代な 

6、 日鑑 字は 誠硏 、號は 淸兮、 後に 自厚院 と 云 ふ、 土 佐の 人 

吉川省の+、六歲鄕の妙阈寺に入-0て度を受け、十四歲出遊 

し、 六條飯 高の 諸檀 林に 學び 、加賀 立像 寺 H 輝の 盛 聞を 慕うて 

其 下に 敎を受 く、 後、 江戶に 至 6、 堀' 內 妙法 寺に 留 6、 寺 主 某 

の 故 あ 6 獄に 下 3 る V R あた $、 師 連坐して 幽囚 二百 餘日に 

至る、 赦に遭 うて 後. 卜 總妙廣 寺に 住し、 飯 高 中 村の 二檀林 に 


ニ チ (日； 力 


宗 乘を講 す、 明治 五 年 敎部省 に 召 3 れ 、日蓮 宗の 宗務を 整理 
す、 九 年大敎 正に 任せられ、 身延山 久遠 寺 第 七十 四 代と なる、 
是れょ 6 先 久遠 寺 火災に 罹う、 殿堂 皆 烏 有 R 飯す、 師 拮据 經 
營し 諸國を 巡行して 淨 財を 募 6、 數年 にして 舊觀を 復 す、 明 
治 十九 年！ -B 十三 〇一 寂す、 壽六 十一、 C 壽碣銘 、近世 高僧 年表) 
ニ チ ガン 日鑑二| ^: 〔日蓮宗；1京都寂光寺二十二代な 
$、 日鑑 字は 通義 、號は 永昌院 、別に 遊 方と 稱 し、 如 猿と 
稱 す、 越 前丹牛 郡 眞栗材 の 人、 俗姓 西 野 氏、 父は 金三郞 、母 
は美惠 子と 云 ふ、 十歲籾 川奔隆 寺皓說 日常 R 就 S て 出家す、 
文政 元年 十二月 日常 廣島本 照 寺に 赴く R あた 6、 師を 山內村 
本 行 寺 堅 ii -u I; に 附 す、 翌二 年春宮 谷檀 林に 入う、 宗乘 を講 
究す 、三牢 夏 華 香 房に 入 6、 五 年 六月 始めて 法 席 ^ 開く、 六 
年 四月 十八 歳に して 久々 津 4 照 寺 R 住す、 偶吟 あう 日 ふ、 飢 
食， I 山 化 I 渴飮 ，泉、 山 房 無 U 曆不ぃ 知 k 年、 情 孤 性癖 耽-- 閑話 ハ更 
對 ，一 白雲 一 獨樂 ，天、 八 年 十一月 玄部 頭 R 擢てら る、 十一 年 春 千 
葉本圓 寺に 遷 る、 十二 年夏禪 宜惪 善と 共に 潜 龍 窟に學 ふ、 天 
保 二 年 冬 品 川本榮 寺に 轉 し、 四 年 秋 和 泉妙滿 寺 4C 轉 し、 六 年 
冬 本山の 命に ょう 越 中 富 山 IR 顯寺に 住す、 十牢 四月 氷 見に 於 
て 宗論 5: なして 大に功 あう、 十二 年 秋 H. 宗 の僧靈 城と 權實の 
異目 を對 論し、 翌十 三年 夏 能 登 羽 喰 本能 寺に 於て 再び 狗 論し、 
示 JH 篇三卷 を 作る ' 弘化 元年 春 越 中妙經 寺に 住し、 四牢 春本 
山の 特選を 以て 加 賀本長 寺 R 轉 住し、 大 R 宗風 を擧揚 す、 嘉 
永 六 年 十月 大坂蓮 成 寺 R 遷 住し、 安政 四 年 夏 1i 前 本 行 寺に 轉 
住し、 六 年 九月 空中 [ii 寂 光寺の 貫首に 進む、 明治 二 年 十二月 
八日 寂す、 壽六 十四、 臘五 十五、 師天忤 剛毅 潔白、 事に 臨み 


(一二 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


て撓 まず、 居を 移す* と十餘 回、 命を 奉して 錫 V- 轉 する こと 三 
回、 到る ft 專 ら折忧 を 旨と し、 口を 開けは 權實 本 SE の法義 2: 
離れす、 法 席 一 萬餘 座、 四十 餘年間 終始 違は す、 化 益 天下に 
遍し 、著作、 示 iH 篇三卷 、正中 辨 、開祖 略傳 記* 心 遂醒悟 論、 
谷 二卷 •本 門 顯要鈔 、內 典孝經 章、 妙宗 廻向 文 略 註、 三時 感 
缚辨 、本迹 正義鈔 、本 迹以呂 波 歌、 斷疑 生信錄 、各 一卷 、妙 
宗 處中辨 、金剛 龜解辨 、日 什 傳辨妄 、文 底 秘沈决 、十二 因緣 
抄 、若干 卷ぁ う、 (日 鐙 上人 略 博、 野 口 義禪氏 報、 日宗 著述 目 
錄) 

ニ チ ガン 日 11 ジユャ ク壽 益を 見ょ、 

ニ チカ ン 日感 (二三〇 四) 〔日蓮 宗〕 肥 前 本 蓮 寺 第二 代な 
i  日 感號は 一性院 、長 崎 本 蓮 寺 開山 日惠の 弟子な $、 師 
の 志を 繼 S で 耶蘇 敎を破 却す、 正 保 中 幕府 其 効を 稱 し、 寺 地 
を增 し、 且つ 銀 一 千兩を 與ふ 、寂 年缺 くべ 本 化 別 頭佛祖 統紀) 
ニ チ ガン 日感〇 1 八〕 〔日蓮 宗〕 加 賀寶乗 寺 第二 十二 
日 ! t 號は 本光院 、加賀 河北 郡 車 村寶乘 寺に 住す、 
寬丈 八年國 主の 命を 受けて 雨を 祈 6 て 驗 あう、 寂年缺 く、 C 本 
化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ ガン 日 幹 一一 四 一一 九 〔日蓮 宗〕 武 藏宗延 寺の 學僧な 

う、 日 幹 字は 耍敎と 云 ふ、 武藏下 谷宗延 寺に 住す、 明 和 六 

年 三月 廿 六日 寂す、 著作 續種 論十卷 、小山 茗話七 卷 、衞 正論 

一卷 ぁう、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ ガン 日顏 (ニニ 九 五) 〔日蓮 宗〕 山城 法 華 寺の 開山な 

6、 日 顔は 見 性 院と號 す 生國 俗姓 詳なら ず、 山城 北 野に 閑 

居し、 道譽 高し、 松崎談 林 ic 入う、 日英の 下 ic 天台の 三 大部 


を硏究し、南都北嶺に遊ひ益硏究を幘み、頂妙寺日忠、本鬨寺 
日 乾 等と 交れう、 鷹峰談 林ょう 迎 へらる、 も 出て す、 遂に 北 
野の 草庵に 寂す、 門人 日 進 草庵を 更めて 法 華 寺と なし" 師を 
開山と す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チキ 日 輝 二 三 - e: i  一  j  〔日蓮 宗〕 京師 本國寺 第二 十一 代な 
ゥ， 日 輝 字は 尊 明と 云 a 、 俗姓は 藤 原 氏、 大炊 御門 前右大 
臣雜 光の 二 男 (C して 小字を 志 解 麻呂と 呼び、 * > にして 水戶談 
林に 褂搭 し、 後ち 僧正に 任じ、 本國 寺に 主と なる、 JK 德 三年 
十一月 十八 日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チキ 日 輝 二 59 ハ *. 〇 〔日蓮 宗〕 加賀 立像 寺の 學僧 なう、 
日 輝 字は 堯 山、 號 は優陀 那 、加 賀金澤 の 藩士、 野 口和 平の 第 
四 子な 6、 寬政 十二 年 三月 廿 六日に 生る" 幼名 駒 三と 云 a 、 九 
歲 出家して 郡の 慈 雲 寺 日 行に 隨 事し、 覺 善と 云 ふ、 後 改めて 
堯山日 輝と 云 ふ、 一家 日蓮宗 の 信者に して、 母携 へて 日 行に 
附 したるな う、 幾く もな く 日 行 寂し、 妙 立 寺 日 雄に 師事し、 
內外 の學 問を 修 習す、 日 雄の 師立藏 寺 日 靜道聲 ぁう、 日輝屢 
次 訪問して 敎を受 く、 遂に 日靜日 雄に 志を 吿げて 出 遊す、 京 
師 に 上う 深 草本 妙 寺 日 臨を 問 a て敎を 受け、 學問大 に 進む、 
乃ち 國に歸 $ て 立像 寺の 後 園に 小菴を 構へ、 讀誦 勤行を 事と 
し、 漸く 盛譽 ぁ， 9、 前 田 侯 召 見して 學資 若干を 寄附す、 天 保 
四 年 立像 寺日靜 寂し、 其 法 席を 繼 ぎ、 寺に 充洽 園を 輿して、 
大衆を 敎養 す、 門下 常に 百 人に 餘 る、 前 田 侯の 夫人 榮操院 深 
く歸问 し、 每歲米 三十 俵を 寄附して 學資を 助く" 弘化四 年 常 
陸 水戶談 林に 聘 せられ 其廢頹 せる 5: 中興せ 6、 此に 於て 一宗 
の學風 勃然として 盛な $、 師 國に歸 住し、 著作 講 說に從 ふ、 


ニ チ (日) カー ガ  ニ チ (日、) キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(ニニ 九） 


ニ チ'  a ) キ  . 

J 念 三千 論妙宗 4 尊辨等 相尋て 成る、 嘉 永の 末 外 國船來 う、 
諸國 物議 沸く、 師門 下を 誠め、 益 宗門の 弘 通を 謀れ 幾く 
もな く疾 {r. 罹る 毛 著作 講說 を廢 せず、 褥 床に 法 華 經の 講義を 
錄 す、 卷 末ょり 筆を 起し、 涌 出 ll Iln に 至りて 疾革ま う、 遂 (C 寂 
r、 安政 六 年 二月 廿 三日な う、 壽六 ナ、 臘 五十一 一、 門下 相 謀 
6 身延山 久遠 寺， 池 上 本 門 寺、 金澤 立像 寺に 碑を 立つ、 門 卜 
に 新 井日薩 三 村日修 、小 林 日 昇 等 ぁり、 著作 三千 論六卷 、初心 
IPI 向 義註釋 等 七 卷 、妙法 蓮華 經宗 義抄 十二 卷 ，日月 燈'  綱要 
正義 各三卷 、當要 法 數錄 、撰 時抄. 略 要 各二卷 、首題 架 義 、同 
略， 辨 .弘經 嬰 義、 佛法亢 略、 破 無明 論、 本迹 !fw 宗論 、加持 病 
患祈禱 0f 文抄 、禮誦 儀、 三秘 指要抄 、五 種 法師 法則、 同 略 法 
則、 同 略々 讃 、同 LPJ 向 文差定 等、 佛界  一 II 抄 、本尊 抄略耍 各 
一卷 、寧 觀略議 、四 句 格言 辨 、唱題 運 想 儀'  久遠 偈要觀 、雙 
照 二觀精 要 編 雙照談 事 i 修和編 本尊 廣辨 、同 略辨 ，同 略 
々辨 、奈 義錄 、同 二 編、 事 i'p 二 觀略抄 、台 荆異 目、 事 觀眞實 
義 、專觀 略伽陀 •文 底 秘沈决 謨 、正 誑談 、佛 身 W- 相 編、 台延 
二觀義 、同宗 要錄 、祈禱 肝 文註釋 、學佛 具 014 抄 、具怫 知見 抄、 
心海寶 藏抄ジ 護法 知 時論、 攝折 俚 退 論、 事觀 最實義 、法 華 折 

代 略 抄乘阵 决 、支 要略、 六即 論、 庚戌雜 答、 蓮華 釋 、日 天 

子宗要 記， 艸山 要路 註釋 、法界 次第 註釋 、四 敎儀决 疑、 大部 

四 敎儀科 文、 支 籤微鏍 •同 合 牒 、四敎 各 桕辨 、六 度集經 講錄、 

水 法界、 藥師佛 LPI 向義釋 、三千 空 門、 妙 語 拾遺、 讃經要 文、 

玄并並 回向 文、 葬儀 要 句集、 放 生 要 文， # 茶羅供 養 讚、 儀 心 

讃差定 剃髪 式、 法界 次第 略頌 、漢土 台宗系 圖、 漢土 滕代略 如、 

本 化 別 頭 fcc 紀略抄 首題 功德 抄’ 歷緣 .觀抄 、離 愛 法話 ■音 


ニ チ、 日〕 ^ —、キ 


副假 名 遺、 祖書 玉の 海、 惚勘文 抄略 要、 當钵 義抄略 要， 法 華 
題目 抄略 要、 唱法華 題 H 抄略 要、 明 因果 抄略 要-十 法界 抄略 
耍 、同 疑 釋 、遠沾 妙 道 抄開目 抄講錄 、敎璣 時 國抄略 要、 錄外 
耍 卷各矜 干卷 あぅ、 (日 輝 上人 傳、 H 蓮宗 史料) 

ニ チキ 日暉一 j i^ t-b 〔日蓮 宗〕 伊豆 玉澤 妙法 華 寺の 學僧 
な 6、 日暉撕 は 白蓮 華と 云 ふ、 本姓 物 部 氏、 父は 森 本 氏’ 母 
は 石 塚 氏、 下總國 葛 飾 郡 松 本 村の 入、 文政 十华 四月を 以て 生 
る、 家 貧に して 師の牛 後は に 別れ、 祖父に 哀憐 せらる、 人の 
語 {C 因-^、 玉 滓の 妙法 華 寺に 托せら る、 五歲 にして 出硪 し、 
日桓 上人に 帥 事す、 十歲妁 めて 法 兄 日智に 從ぅて 內外の 書を 
學 a 、 三年の 後退 s て 獨學し 敎觀に 意を 傾く、 三十 一歲來 京 
に 住し、 學譽 高し、 明治 元 屯 四十 二歲 にして 玉澤の 妙法 華 寺 
に 住し、 大 K 一宗の 門 風を 張る、 明治 七 年 十二月 安心 立行篇 
令 法 久住篇 を 著す、 明治 十 年 九月 十一 日 寂す、 壽 五十一な 6、 
(日蓮 宗 史料) 

ニチ、 キ 日宜 Ig LO l  〔日蓮 宗〕 山城 本 ^ 寺 第二 十三 代な 
，リ、 日宜 字は 素 雲、 忍稱 院と號 す、 中村談 林の 化 主な 6へ 久 
しく 貞松 山に 住し、 大衆の 請を 受けて 本國 寺の 主席を 補す， 
正 德四年 三月 十六 日 寂す、 壽七 十， (本 化 別 頭怫 祖統紀 ) 

ラ ?: キ 日義； j o: si 〔日蓮 S 京都 妙滿寺 第二 代な 6、 
日 義は伊 豫阿 s 梨と稱 す、 日 妙に 代ぅて 支 妙 寺を 領し 、後日 
什の 遺命に ょ 6 移 6 て 妙滿 寺の 二 代と なる、 諸 堂の 規摸 を完 
備 し. 總 本山の 資格を 定む 、應永 四 坧 寂す、 壽缺 く、 

ニ チ、 キ 日義 尼. 一 *.: E: A: 〔日蓮 宗〕 M1 斐妙立 寺の 開山な 
P、 日義 字は 妙诎 、波 ル 井六郞 實 長の 養女な 6、 駿河村 岡 


(三 二 九 J 


書辭 名人 家怫 本日 


U.  _ 

蒙 

日 

し 

キ' 

1 

キ 

叙 代  く 開  十城堯 b  仁實 2 十 師し妙 寺 譽國剃 文師民 

せな 二 、山 二日 深に 、二 六提 S 二 故 、圆 をけ 纔度 永少部 
ら $ チ 晩な チ 寂草師  チ 年 死  H 波 傍 山 造 、にを 十に 大 

る 、キ 年う キ f に 事 日ギ三 後一 寂 木に 妙 う 伊よ 求 一し 輔 
、  ヨ中 、ヨ 、至し 銀ン月 舊說す 井久 立 、具 $ め 年て 某 

諸 日丨山  1 壽 $  、字  十 地に 、實圓 寺 日 柴て妙 日 鎌に 

•阈經  に 日  缺 、十は 日 三 k 妙壽長 寺な 蓮 田 常 圓蓮倉 嫁 

をは 日淨經 日く 寶四父 報 日 來圓缺 g  ^  6 の 勝 陸 日 比 執す 
經 常；^ 光は 輕 、塔 歲旨 紙 寂 6 はく  f 圓 、德 田水義 企權、 
れ樂紅 院中紅 g 寺 飯 、二 •：す 、神 、含 日 道 、の戶 と ヶ經民 
し院 二； を 山？  f 中高 號 $ : 、寺 次：^ 品 寺俗實 三に 云 谷 時 部 
て と x  ••築 法： 毖 興談は S 丨委 を郞 S  S  . 、 の 長 郡竄ふ にの 大 
折號 S ; き 華：  5 の林圓  く 造 村 篇 を S 歸 のをせ 、還 寵輔 

伏す  住經 〇 太 業に 頓 s はるに!！！ 崇半依 恩 得ら 至う をは 

を 、ごす 寺  芯を 入院 S 高 乙 生}！ め 守、 頗に 時る 誠 開 得 承 

事 妙： i  、日^ '  全る 、 S 祖 とれ S て 不 る報國 、至 堂、 八 

と滿 邊 寂祐芸 忍う 、幼 巴 年 八 、 S 開： 多 ひ の 時 信す 北の 
し 寺 2 年に g  し 後に 山 譜ヶ甲 漦 山聋 しん 館圖讀 る條亂 

、に 京缺師 s  S  、日し 城玫 所斐 S と f  、とを の經に 相に 
向 住 師く事 下 II 寬 堯て雜 異に 波  す盒 家す 築舊唱 際模戰 

ふし 妙 、し總 f 永の 出 $ に 及 木  、 T 臣 、く臣 題し 守 死 

所 、滿  、中 S 十 命 家 塔 見ぶ 井  永 1 悉是 、相 敁；^ 時し 

敵權寺  其 山  一を し 寺 ゆと 氏  仁 雷 く奥師 謀た f 國、 

す大第  敎淨  年受  'の、 云に  六 f 宗州 此 う勵毕 v 家 

る 僧 二  化 光  九け 龍 中  ふ 嫁  年益 門 伊地 義む $ 生 亡 

者 都 十  を院  月て 華 興  、し  四 f に 具に 兵’ f む ふ 

なに 七  助の  二 山 日な  永、  月'  歸郡 一を 時 4  、 、 

»»«a 

チ 

s' 

二 も 妙 6  $ 舊 妙な  $ 首師う  淨法六 世 經う念 土し 

二十 推顯 、二；^ 宅 蓮 6 二念との 、二 土 華 牢に繊 、怫 宗、 

チ 三 3 寺  チ货に 夫 、チ% 呼 跡  チ 宗顯寂 日に 師 無の 慶 

キ なれ H  H キ 漂寺婦  キ温 ふを 日キ難 要す 經符弟 間學長 

ヨ b て 廣敎ヨ 盈をあ 日 ヨ 諡 ブ』 嗣經 ョ詰抄 、の 合を の 僧 十 

1 、住のは〗 1 造 6 敎 1 S ぎは® 廿 、壽 血す 捕 本の 三 

3 持 寂 西  S う、 俗  £  §  、一  三 淨缺曼 るへ 據言年 

Fi 1 と 後 園 日 f  、師姓 日 s  F 本意 0 ヶ 土く 陀 をて をに 江 
晶 g な 王寺总 & 本 弟 生 i s  g 國院; 條宗  '羅悅 剔出 砍戶 
教 f る 席 藤 数 蓮の 國数  f 寺と， 江、 論 著と ひ 刑 さ办城 

二 云為 、を 府ニニ  寺禮 詳^'  $ に 號 云： 寸 記作稱 、にし 、に 

i2 槊 天 缺氏云 r  と k な：’  T 主し 2 : 刀錄 本す 刑處ひ 日て 

正く の K 六 呼 執ら.： 会と ‘  、迹 寺: 傷す 二 蓮淨 
杈六 乙子  ふるず c  S な 日  各釋問 t に 、師宗 土 

つ 士华 とに s  、 、 、  昔う 傳 w 二 尊 答 於 弟 奮諸宗 

4 i 七 数し S  示 日日 G  i  、 の 4 今 所用 | て 子 a 本と 

S 货  >彳 坪て 5  寂敎蓮 1  工大 門迳 lh 證 心 ¥ 本 一て 山 法 

a  ‘ 二な弘2  のは 在 5  TT 僧 人 2  S 法 記 灵尊人 之に 論 

越 S 十 6 治 京  年 其 京 s  5 ■都な 京 鹊 鉢 、ミを 之に 令を 

中 f 四、 二 都  時 裔の相  ？ に $ 師 g. 抄 謗 $ 寫 に 答し 開 

妙 S 日 師年妙  、な 間‘ 摸  T 任 、本 昼尤法 | す 死 ふて く 

傳 f 寂 尙を顯 及 6  34 本  合ず 十阈 f  I 顯 羊， すノ粵 J 

寺 i す ほ以寺  ひ 、信 蓮  f  、五 寺 f 涛示“ 血 、幕 文德 

の  ，少て 第  壽日徒 寺  >  世歲 第べ 嬰 筆 S 痕師府 に 川 

開  壽な生 九  缺敎 にの  ; R に 六 ； 端 ， 班 獨大據 幕 

山  僅れ る 代  く 本淨開  $ 見し 代  g 抄 元々 うに 府 

な  4 こど、 な  、の 本山  T 、貫て な  1 、和た、 怒、 淨 

書辭 名人 家佛本  日 


C 四 二 九） 


ラ - r c 日) キ 


う、 日敎 は大覺 院と號 す'  俗姓 生國詳 ならす、 越中國 新 川 
郡 太 田庄に 法 流 山妙傳 寺を 開く、 後 六條大 僧都 日 助 呼て 北 地 
の 弘道處 となす、 權僧 正日臟 佐 渡 參拜の 時 富 山に 寄寓して 師 
の 意に ょり 法 流 山妙傳 寺を 開く'， 其 後 師加賀 金澤に 法 流 山 妙 
傳寺を 開き 北國に 宗 M を 興す、 明 應二年 四月 十八 H 寂す、 壽 
七十 五、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チキ 3 丨 日慶〇 三 九 五) 〔日蓮 宗〕 下總 法界 寺の 開山 
f、 日 慶號は 常誦院 、生地 姓氏 共に 詳なら す、 下總 公崎 
に 菴と 結 a 、 經卷一 萬 部を 讀 誦して 靈驗ぁ 6、 後、 菴を萬 部 
山 法界 寺と 稱 し、 日慶開 山と なる、 日 乾 師に常 誦院の 號を與 
ふ、 寂年詳 ならす、 (本 化 別頭怫 祖統紀 ) 

ニ チキ ml 日慶尼 a 九 七 四) 〔日蓮 宗〕 武 藏日慶 寺の 開 
山な 6、 日慶 俗姓 牛 國を詳 にせす、 日向を 崇拜 し、 法を 受 
けて 深く H 蓮を 崇め 其 像を 彫刻 せんとし R 向に 請 ふ、 日向 之 
を許す、師手つから刀を執6て彫刻す、後、武藏の豐島郡に 
居*^、 谷 中に 一 寺を 創し'  其 像を 安置し 日慶 寺と 呼 ふ、 示 寂 
の 年 時 及 a 壽缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ラブ キヨ ー 日 境 一二 一 ^ ね 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延 山： 由 二十 七 

代な り、 日 境は 字を 叙 長と 云 ひ、 通心院 と號 す、 JE 東談林 

の 化 主な う、 慶安 元年 請を 受けて 身延 山に 主と ^ 6 ' 住 十二 

年、 萬 善 堂を 改造す、 此時平 賀日述 、小湊 日 運、 碑 交 谷 日 暗、 

奥津 日遵 、谷 中日 誠 等黨を 結び、 邪義を 唱 ふ、 承應 元年 師幕 

府に rf ふ 礼 明 朱 ; 2 終らず、 萬 治 二 年 十月 廿 八日 江戸に 於て 寂 

す、 壽 五十八な う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

1 ー  チキ m! 日 鏡 一； 一 V1X  〔日蓮 宗〕 甲斐 身 連山 第 十四 代 


ニ チ r 日' 1 キ丄キ 


な 6、 日 鏡は 善學 院と號 す、 幼に して 日 意の 門に 入う、 日 意 
の 寂 後日 傳に奉 侍し、 本 化の 與義を 究め、 終に 甲斐 身延 山に 
主と なる、 弘 治の 頃 武 田の 家臣 原 美 濃 守 信 知、 小 幡山城 守 信 I 
貞と交 6 篤し、 兩 氏相議 して 信 濃 ^ 津の 城下に ある 日蓮の 檀 
越 久龍氏 法名 蓮乘が 宅を 寺と なし、 師を請 うて 開山と なす、 
名け て 久龍 山蓮乘 寺と 云 ふ、 甲斐 篠原 村 {C 八幡 山法久 寺を 立 
つ、 家康 開運の 符を請 a 後ち 關 八州 及び 甲 信の 主と な h 身延 
山に 詣で 、謝した 6 と 云 ふ、 師晚年 西 谷に 返 隱 し、 永 祿二年 
四月 廿五 .T 寂 す、 壽五 十三、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニツキ 3 1 R 曉 yti i:- 〔日蓮 宗〕 安房 鏡 忍 寺の 開山な 
日曉 字は 鏡 忍、 幼に して 日蓮に 師事す、 文 永 元年 十一 
月 十一 日日 蓮 安房の 小 松原に 於て、 平景 信が 厄に 遭 ふ、 師乙 
れを禦 がんと 欲して 難 R 死す' エ藤吉 隆も亦 同じく 死す、 吉隆 
の 子 日隆其 地に 寺を 11 き師を 追 尊して 開山と なす、 (本 化 別 頭 
佛祖 |€ 紀 3 

ニ チキ 3 1 日曉； i -— • -:• ;( 〔日蓮 宗： I 京師 本 國寺第 九 代な 
う、 日曉は 妙 勝 院と號 す、 初め 備後 房と 呼べ 6、 出家の 後 
ち 學行已 に 熟して 華 山家の 猶子と な $、 僧正に 任じ •本國 寺 
に 住する Z1 と 二十 餘 年、 文 正 元年 閏 二月 六日 寂す、 (本 化 別 頭 
佛 祖統紀 ) 

ニ チキ ml 日曉 (一 n' 四 八) 〔日蓮 宗〕 山城 鹰 峯の學 僧な 
り、 日曉は 字 III 海號 一音 院 とい ふ、 元 祿の頃 山城 鷹峯に 住 
して 學名 あう、 著作 法 華 安心 錄 、同 羽翼 邪 正 問答 (一名 八 代 
問答) 各 一卷 あり、 CH 蓮宗 史料) 

r K キヨ！ 日堯 -t . r: ハ だ t： 日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十一 代 


(五 二 九) 


書辭 名人 家佛 本日 


f、 日堯は 大聖 院と號 し、 俗姓は 牧 氏な う、 出家し 學業 
成る の 後ち 華 山家の 猶子と な 6、 日 圓の囑 を 受けて 本國 寺の 
主位を 補し、 永 正 三年 五月 二十 七日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭 
佛 祖統紀 ) 

ニ チキ ml 日堯一 一ー ニ 2i 〔日蓮 宗〕 京師 妙 顯寺第 十代な 
P,  日堯は 字を 淳譽と 云； 5 尾 張の 人， 少に して 出家し、 下 
總飯 高談 林 R 入 6、 多年 學を 修め、 後、 諸 國に歷 遊して 專ら 
行 化を 布く、 後ち 妙顯 寺に 主と な 6、 京都に 化を 布く、 天 正 
十一 年關 白秀吉 新居を 築く に 依*^、 伽藍を 遷し 建築す、 北 岩 
倉寶林 山金寵 寺、 鷄冠 井村の 勝 中 山 興隆 寺を 造う、 晩年に 至 
$ 華 光寺を 修し て隱 退の 所と なし、 慶長 九年閏 八月 七日 壽六 
十二に して 此地に 寂す、 (寵 華歷代 師承傳 、本 化 別頭佛 祖統紀 ) 
ニ チ ギヨ ー 日堯 ii g: ー ハ 〔日蓮 宗〕 下 總中山 本 行院の 
開山な う、 日 堯は中 山 法 華 經寺第 六 代 日暹の 俗 弟な $、 日 
暹に 師事して 道行 高し、 晚 年中 山に 本 行院を 築き 住す、 應永 
三年 九月 九日 寂す、 壽缺 く、 

ニ チ、 キヨ ー 日堯 iH lg 〔日蓮 宗〕 京師 頂 妙 寺 第 十一 代 
f , 日 堯生國 俗姓 詳 ならす， 正東 談林に 學 ふこと 二十 餘 
年、 京都 頂 妙 寺 第 十一 代の 主と なう、 尋て中 山 法 華經寺 第三 

十代の 主と な $、 後、 總州篠 原に 隱れ 、元 祿五年 十一月 三日 

寂す、 壽八 十三、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニノ K キヨ ー 日 逢兀二 •三 四 九 〔日蓮 宗〕 山城 淨妙菴 の 僧な 

p,  H 堯 字は 空雅 、明 靜 院と號 す、 俗姓は 永 井 氏， 夙に 飯 

高談 林に 入 $ て 學 ひ、 廳峰談 林の 化 主と なる、 後、 山城 田 中 

村〆 淨妙菴 を 結 ひて 隱棲 す、 元 祿二年 七月 十七 日 寂す、 深 草 


靈光院 に 葬る、 著作 淨心錄 、觀心 本尊鈔 、科 文 各 一卷あ $、 
(本 化 別頭怫 祖統 記) 

ニチ、 キヨ ー 日堯 IH SS 〔日蓮 宗〕 甲斐 本 敎寺第 七 代な 
i  H 堯 字は 孝辨 、一妙 院と號 す、 紀 伊の 人 俗姓は 大草 氏、 
父の 名は 久 家と 云 ふ、 師幼に して 感 應寺說 圓 R 眞に 依る、 
日眞 後に 要 玄日寬 に 附 す、 稍 長して 飯 高談 林に 遊び， 小西談 
林 ic 遷 6、 化 主と な-^ 支 義を講 T る 乙と 四 年な $ 、 後退き て、 
大野 山 本 遠 寺に 住す、 元祿四 年悲田 派の 邪義 興る に 方て 書を 
作ぅて 駁す 、紀伊 光貞の 室の 請に ょ 6 武藏 の千駄 谷に 居る 乙 
と數 年、 後 大野に 還る、 正 德四年 十月 廿 五日 寂す 壽八 十一、 
著作、 通敎々 主 二十 卷 、文句 解十卷 •同讃 記三卷 、白 牛通徹 
錄 、同 通方錄 、止 觀覆述 記、 安_ 論 見心抄 、本尊 見心抄 、各 
一卷 、華 嚴敎 々主、 方便 品題釋 、已 酬未酬 •爾 前釋文 旨、 交 
互感應 ，禮岳 和解、 圓頓者 解 若干 卷あ 本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チキ ml 日 行  一 1 狀沒 〔日蓮 宗〕 佐 渡 本 光寺の 開山な 
P,  日 行 妙 音 阿 闇 梨と 呼び、 松林 院と號 す* 少 R して 日朗、 
日 像に 歷 事し 日 朗の寂 後、 京師に 遊 ひ、 後日 蓮 苦行の 地を 慕 
ひ、 佐 渡に 遊 化す、 其 地 R B 朗 坂と 云 ふ あ $、 即ち 日 朗の舊 
跡な 6、 師一 寺を 開く 後に 日 朗山本 光寺と 號す 、元德 二华二 
月 五日 寂す、 壽六 十二な り、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ、 キヨ 1 日 行 二 〇 : £; 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺の 第 六 代 
f, 日 行は 甲斐 波 木 井鄕の 人な 6、 兄弟 三 A 皆 共に 甲斐 
身 延山日 叙に 師事す、 日歙 寂す る 後、 兄 日 億身延 山の 主席を 
嗣ぎ、本門妙本の兩山を兼ね /2 6しが、兩山大衆の請ひにょ 
り、 日 行を 推して 主と なす、 寺務 三十 餘 年、 永 亨六年 六月 五 


ニ チ (日}、 キ 


ニ チ V 日/ キ 


書辭 名人 家®  本  日  (^r^) 


日 寂ず、 壽詳 かならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ギヨ ー 日行|一 |^ §〔：1:蓮宗〕武藏善立寺第二代な 
合。 日 行 字は 心證 .十 如 院と號 す、 父は 橋 本 大和 守 某に し 
て 小 [a 原 北條 家の 臣な 師父 母の 命に ょう、 出家して 身延 
山 日 賢に 師樂し 1 十一 r 歲 にして 飯 高談 林に 入-^ 學 成うて 江 
戶 下谷大 光山 善 立 寺に 住 す、 學德 並に 高し、 門下に 神 智院日 
儀、 智寂阶 日 咨等 ぁう、 寬文四 年 九月 九日 寂す、 壽七 十七、 
r 本 化 別 頭 佛蒯 統紀) 

ニ チキ m ク 日 玉 一れ 二 四 〔日蓮 宗〕 安房 日 澄 寺の 開山な 
う、 日 玉は 妙隆 院と號 す、 俗姓は エ 藤氏、 俗名は 左 近亟吉 
隆 、父は 小一: 郞行 光と 云 ふ、 建 長 中 左 近 亟吉隆 鎌 倉に 於て 日 
蓮に 謁し、 弟子の 禮を 執る、 弘長 元年 日蓮 伊豆の 伊東に 配流 
せらる、 に 方う 吉隆問 信懈ら ず、 二 年 日蓮 別 頭 四 恩 書を 製し 
て 吉隆に 謝す、 文 永 7C 年 日蓮 安房の 小 松原に 於て 平景 信に 要 
擊 せら：； 弟子 鏡 忍 難に 死す、 吉隆天 律に 在-て 之を 聞き、 即 
ら馳 せて 力戰し 遂に 戰 敗して 死す、 日蓮 謚號 V 與へ 僧の 禮を 
以 -1: 葬う， 妙隆険 .IE 玉 上人と 呼 ふ、 日蓮の 法 孫 H 澄 吉隆の 菩 

提阶の 眞言 宗な るを 改め 日 玉を 開山と なし、 自ら 第二 代に 居 

る， (本 化 則 頭佛祖 統紀) 

ラ ?: キヨ？ 一  日玉尼ーーーーーー鼠ーー〔日蓮宗〕山城養壽菴の開 

山な- CS、 日 玉 字は 妙 月、 殊芳 院と號 す、 俗姓 赤松 氏、 攝津大 

坂の 人な $、 十五 歲に して 惠藤 家に 嫁し、 五男 三女を 生む、 三 

十六 歲に して 夫に 訣れ 、長男 出家す、 楨 尾の 善 俊と 呼 ふ、 次 

男 亦 出家して 日 燈と稱 す、 日 玉 亦 深く 佛 門に 歸 し、 深 草 日 政 

に 就きて 落飾し、 戒を受 く、 寬文七 年 深 草 養 壽菴を 改めて 尼 


寺と なして 住す、 修懺唱 題 H 課缺 かす、 遂に 尼 衆の 叢林と な 
る、 日 燈養壽 菴淸規 一策を 製す、 天 和 三年 師祸に 罹る、 日燈 
宗 P'-] 緊要 一篇を 作うて 母に 呈 す、 貞享 三年 十月 二十 五日 寂す、 
壽六 十五、 霞ヶ 谷に 茶 毘 す、 (本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ クニ 日久尼 二 一； j A- -o 〔日蓮 宗〕 山 城 養壽庵 第二 代な 
う、 日久 字は 妙 本： 號を 法壽院 と 云 ふ、 R 燈の 妹に して 茨 
木 氏 某に 嫁し、 二 女を 生む、 夙に， 讀誦書 寫を務 む， 延寶七 年 
長女 十兰歲 にして 祖母： = 玉に 侍し 度を 乞 a て 止 t す、 遂に 日 
燈 ic 依りて 度 7/ • 受け、 孝 本 妙 行と 云 ふ、 日久其 後れた るを 悲 
み、 夫に 乞 ひて 許され、 深 草 養壽院 に 至う、 亦 同し く 日燈に 
乞 a て 度を 受く ，時に 三十 一歲な 6、 精進 勇猛 殆と 凡人に あ 
らす 、次女 4 出 旅し 孝道 妙埋と 云 ふ、 日久尼 母の 寂 後 養壽菴 
に 住す、 二女+ 幸に して 先す、 日久 尼は 享保六 年 八月 六日 壽 
七十 二に して 寂す、 一字 三 禮 血書の 法華經 あう と 云 ふ、 (本 化 
別頭怫 祖絲紀 )  ' 

ニ チ ダ 日 具 jj —) 2s 〔日蓮 宗〕 京師 妙 顯寺第 六 代な 6、 
日 具は 寒 松 軒と 號す 、俗姓 詳 ならず、 安藝 嚴 島の 人な 6、 幼 
ょう 出家し、 日 明に 師事し、 明 應六年 卜 部 兼俱宗 家鎭 護の 番 
神に 就て 問 難 一 篇を 設け、 當寺 並に 妙 蓮 本一兩 寺 ic 寄す、 時 
に 師備 中 (C 退隱 し、 日芳主 職 R 居る と雖 、遠く 師の答 釋を請 
ふ、 師一覽 して 答釋を 作る、 兼俱 大に感 喜す、 七 年 僧正と な 
る、 文龜 元年 二月 十二 日 寂す、 壽七 十九、 著作、 本迹 一致鈔 、 
番神 問答鈔 、本迹 御 書、 各一卷 、澗亭 函底鈔 三卷 あう、 (龍 華 
歷代 師承傳 、本 化 別 頭佛 祖統紀 ) 

ニ チタ！ 日 空 iE ii 〔日蓮 宗〕 京都 妙 顯寺第 十七 代な 


ニ チ (日ギ 


ユ チ 「日) ク 


(七 二 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


み、 日 空は 字を 貞順と 云 び、 觀樹 院と號 す、 京師の 人な 6、 
幼に して 出家し、 寵 華 院日延 に 師事して 中村談 林の玄 篛講主 
となぅ、 請に 應じて 鷄冠 井、 松 崎、 六條 の三談 林の 化 主と な 
6、 妙覺 寺に 居ぅ、 後 中村談 林の 化 主と なる、 龍 華院の 請を 
受け 昇 住し 幾何なら ずして 退隱 し、 元 祿六年 正月 二十 六日 寂 
す、 壽六 十九、 (本 化 別 頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ クワン 日完  I 1 A-  〔日蓮 宗〕 山城 勝 光寺 開山な 
6、 日完 字は 學 要、 號は即 是院 、伯耆 の 人、 感應寺 日長の 
門人、 身 延山日 新の 法 孫な 6、 諸國に 巡 化し、 常 陸 水 戶の本 
行 寺、 安藝 廣 島の 妙 頂 寺 若 狭小 濱の妙 光寺 {C 歷 住し、 說法五 
千餘 座、 晩年 京都に 學要山 勝 光寺を 開く、 寛 文 八 年 十一月 二 
十四 R 寂す、 壽七 十八、 (本 化 別 頭 佛祖 統紀) 

ラブ クワン 日桓二 •四 九〇 〔日蓮 宗〕 京師 本 阈寺第 十七 代 
f、 日桓は字を尊忠と云ひ、鷲峰院と號す、俗姓は藤原 
氏、 今 出 川 家 右大臣 晴季の 二 男な $、 出家して 日視に 師事し、 
硏學 多年、 本 化の 奥義を 究め、 終に 日 臓の 囑を 受けて 主位を 
繼ぎ 、大僧正に 任じ、 居る 乙と 四十 九 年に して 小 倉 山に 退き、 
天 保 元年 十一月 四日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 M 紀) 

ラブ クワン 日寬一 j rs A-b 〔日蓮 宗〕 中 斐本遠 寺 第 六 代な 

$、 日寬 字は 堯 恩、 要玄院 と號す •幼に して 王 澤の日 通に 

a て 出家し、 飯 高談 林に 學 a 、 後 小西談 林に， 遷 6、 遂に 化 主 

となる、 將軍家 光師の 高風を 聞き 東 金の 殿を 賜 ふ、 師 改めて 

战 築し 大に寺 門を 典す、 後平 河 山 法 恩 寺 大野 山 本 遠 寺に 歷住 

す : 兀祿 7r 铒九 R. 三十日 寂す、 壽七 十二、 荖作淨 名 天 華一卷 

あり、 f 本 化 別 頭佛 .Till 統紀) 


ニ チ 〖日} ク 


5 ブク ジン 日觀一.た /\: :一.〔法相宗〕大和傳法院の堪僧な 
$、  日觀 は傳 法院 R 住し、 盛んに 法相を 弘 め、 長 和 元年 維 
摩會の 講師と なう、 治安 元年 三月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

ニ チ クウ ンィン 日觀院  ソー H  i 僧 M を II ょ、 

ニ チ ケ 日家ーー尬ぢ 〔日蓮 宗〕 安房 小湊 誕生 寺 第一 一代な 
6、 日 家は 寂 日 房と 呼ぶ、 上總 夷隅 郡奥津 村の 人な 6、 俗 
姓は 佐久間 氏、 父は 兵 庫の 亮重吉 なう、 其 長子 十郞左 衞門重 
貞と云 ふ、 父の 祿を 襲て 奧津 村に 居す、 三寶に 歸 依し 草堂を 
築 S て釋迦 牟尼佛 を 安置して 香 花を 供す る さ 年 あ-^、 文 永 元 
年 日蓮 安房 小 湊に歸 うて 老母を 動 省し、 父の 墳墓を 掃 ふに 方 
6 重 貞謁を 求め 遂に 深く 崇敬し 草堂に 請して 法を 受 く、 重貞 
子 あ $ 長 壽麻呂 と 名く、 即ち 命して 手 度を 受けし ひ" 日蓮 名 
を與 へて 日 保と 云 ふ、 重 貞の弟 竹 壽麻呂 之を 羨て 亦 手 度を 受 
く 即ち 師な う、 相俱に 此 草堂に 居る、 一日 叔姹相 語り 安房の 
小湊に 一 寺を 創し、 高 光山 日蓮 誕生 寺と 呼ぶ、 師 日蓮を 推し 
て 開山と 爲 し、 目ら 二 代と なる、 弘 安二 年 日蓮 ^ 曼荼 維を 圖 
して 與ふ 、師贯 て藥王 殿を 構へ、 妙 日、 妙 蓮、 藥王麻 呂の肖 
像を 安置す、 且つ 石を 建て 蓮花潭 、誕牛 井、 天道 松 莊嚴道 
塲を 表す、 後 別に 一宇を 創し 日蓮 雙執の 墳墓を 修營 す， 正 和 
四 年 七月 十日 寂す、 壽 五十八、 (本 化 別 M 佛祖 統紀} 

ニ チ ケー 日啓 1£ 一 ^ 〔日蓮宗5師吵傳寺の僧な-'、 
日 啓 字は 輪' 匠、 號 は寂耀 院 、牛 國俗姓 詳なら ず、 寂 遠 院日通 
に 師事し、 飯 高談 林に 入る、 日 通の 命を 受け 山科談 林の 化 主 
となる、 後 大衆の 强請 によう 京都 妙傳 寺の 主と な 6、 僅に 三 


ニ チ (日； ク—士 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 二 九） 


M チ、 日) ゲータ  丨 

年に して 西 岡 眞如 寺に 隱る "元祿 二 年 六月 十七 日 寂す •壽五 
十八、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

，ー チタ* 日 啓；； 5: 八 〔日蓮 宗〕 武藏品 川 本 光寺 第 十八 
代な う、 日 啓は 宮谷檀 林ょう 出づ 、寬永 十九 年 二月 將軍德 
川 家 光の 面前に て 念怫潢 意 傅と 論戰 す、 慶 安 % 年 七月 四日 本 
光寺 R 寂す、 壽缺 く、 (本 宗宗義 綱要) 

ニ チ ケ ー 日 啓 il A— A-t: 〔日蓮 宗〕 京都 妙顯寺 第二 十三 代 
なう、 日 啓 字は 辨 通智覺 院と號 す、 和 泉堺の 人に して 妙 M 
寺 第 九 代 日秀の 弟子な 幼 R して 關戚 中村談 林 R 遊び、 玄 
義を 講じ、 六 條の化 主と なる、 後ち 頂 妙 寺 正中 山 i'c 遷 次し、 
中 村の 講主 とな*^、 終 R 妙顯 寺に 主と なる、 享保 十三 年 四月 
晦日 寂す、 壽七 十二、 (本 化 別 頭 佛祖統 $li ) 

ニ チケ ー 日 桂 IH 1I 〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第 大代な 
6、 日 桂 字は 久應 、號は 圓妙院 、相模 高座 郡の 人、 出城 遊 
學功 成つ て 甲斐 小 室 妙法 寺 第 十九 代の 主と なる、 後ち 身延山 
智見院 日暹の 命を 受け 江戸に 入う、 瑞輪寺 第五 代 日遼の 後ち 
を嗣 ぐ、 慶 安二 年 幕府 瑞輪 寺を 谷 中 R 遷 すに 方 6、 師 亦 / 2 經 

營 すると 乙る あ 6、 明 曆二年 同 寺を 退隱 し、 武藏 一宮 村に 隱 

れ 、讀經 を 事と す、 寬文 十二 年 十二月 十七 日讀經 一万 部 功を 

終- CN、 石を 立て、 部數を 其 下に 埋み 、供養を fr ふ、 其 地 後に 

圓妙山 万 部 寺と 云 ふ、 延寶 元年 七月 二十 三日 寂す、 壽 八十 一 、 

(本 化 別 頭_祖 統紀 } 

ニ チケ 1 日溪  ホ-リン 法霖を 見ょ、 

ニ チ ゲ— 日 覺( . ) 〔日蓮 *-: ^ 紀伊威應寺の學僧な 

$、 日麇は 勇猛 院>號 す、 紀伊德 川 氏の 皈忪を 受け S 畕德 


ラブ C 日} 夕 


を 以て 聞 ゆ、 文政 七 年 寂す、 著作 祖書 編輯 考 、金玉 集、 賢 王 
護阈 編、 龍 華 年譜 同 備考 等 あう、 

ニ チ ケン 日 賢 j is AH 〔日蓮 宗〕 駿河 海上 寺の 第二 代な 
6、 日 賢は 淡路 K 聞 梨と 呼ぷ、 駿河國 安東 村の 人な 6、 幼 
ょ 6 日蓮の 門 R 遊び、：！： 蓮の 減 後長く 其 塔 ?: ; T る、 永 仁の 中 
武藏の 雜司谷 日 源 碑文 谷に 遷 らんと 欲して 師を 招く、 師再 
三辭 する も □源 許 S ず、 乃ち 已ひ を 得ず して 出づ 、正 和 年中 
駿 河の 村 松に 遷 る、 村松大 殿の 後に 本佛堂 を 建つ、 曆應 元年 
三月 十七 日 寂す、 壽九 十六、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チタン 日 賢 ( …： 〕 〔日蓮 宗〕 妙 勝 寺 第二 十代な 
う、 日 賢 自ら 號して 一睡と 云 ふ、 又圖南 老人と 云 ふ’ 智雲院 
日收の 弟子な 6、 詩文に 達す 寂 屯 缺 く、 (本 化 列 頭佛 祖統紀 ) 
ニ チ ケン 日 賢 一一 一-一^  〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十八 代な 
6、 日 賢は 字を 純 性と 云 a 、 妙 雲 院と號 す、 其鄕貫 姓氏 詳か 
ならず、 (或は 伯 # の 人な-^ と も 云 ふ)、 幼 ic して 俗世を 脫 し、 
東海に 逍遙し、 身 延山第 十七 代 日 新に 投じて 困學數 年、 文祿 
元年 壬 辰の 秋日 進疾に 臥し" 遺言して 牛 座と な S しむ、 在 山 
八 年な 6、 慶艮四 年 関 三月 十三 日 寂す、 壽四 十一な 6、( 本 化 
別 頭佛 祖統耙 } 

ニ チ ケン 日 賢 ii ii 〔日蓮 宗〕 山城 頂 妙 寺 二 十九 代な 
P、 日 賢 字は 智朗 、號は 玄收院 と テ ふ、 武藏 江戸の 人な 6、 
出家して 京都 本 國寺日 達に 師事し、 寶曆四 年中 村 談林百 六十 
五世 能 化と な 6、 講餘 著作を 事と す、 明 和 九 年 二月 京都 頂 妙 
寺 二十 九 代と なう •天明 二 年 A M 廿七 日中 山 法華經 寺 八十げ 
とな 6、 同 五本 八月 廿 七日 退隱 し、 同八华 八月 廿 七日 再び 八 


(九 二 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


十三 代と なう、 寬政 三年 十一月 廿 七日 退 隱 し、 同 五 年 光揚義 
を 作-^ 浄土宗 增上寺 四十 六 代定 月の 獅子敍 を 駁す 、筏 退隱 
して 赤 城の 淸隆 寺に 閑居し、 專ら 宗義を 研究す、 亨和 三年 二 
の 江 妙 勝 寺 光明 房 跡に 遷 6、 著作を 事と す、 文化 十三 年 正月 
元日 寂す、 壽八 十二、 著作 宗旨 要 解十卷 、同 撮要 一卷 、宗敎 
要 解 十二 卷 、西 窓隨 筆二卷 、餘年 集十卷 、同 追加 一卷 ♦日 達 
上人 傳一卷 、光 揚義 四卷、 仝 後篇 七卷等 あ- N、 (宗敎 要 解 後 序) 
ニ チ ケン 日 謙  一 ii L2 〔日蓮 宗 ：一 出 雲 報恩 寺の 僧な う、 
日 謙 字は 道 光、 號は聽 松 菴と云 ふ、 攝津大 坂の 人、 日 野 氏の 
子、 幼に して 出家し、 京師 本國 寺日領 僧正の 室に 入りて 宗乘 
を 修め、 鷹峯談 林 (C 遊びて 天台の 章 疏を學 ぶ、 深 草 日 政 上人 
の 風を 景 慕し、 深草瑞 光寺に 留る 乙 と 年 あう、 偶 出 雲 平 田 報 
恩 寺 主な く、 擅 越の 强請を 受け、 其 寺に 住持と なる、 幾 もな 
く 法嗣を 得て 法務を 讓 6、 寺 側に 小菴を 營みて 閑居す、 小菴 
の 隣に 一 古松 あ $、 因て 自ら 聽松 菴と號 し、 道 暇 詩を 嗜み秀 
作 あ- CN、 後山 陽 道ょ 6 大阪 京師に 浪 遊し、 一時の 名家を 訪う 
て 交を 結ぶ、 賴春水 •菅茶 山等尤 親善な 6、 文 1U 十二 年 五月 
八日 寂す、 壽八 十四 著作 聽松菴 集二卷 あう、 (碑文、 詩 山 堂 
詩 話) 

ニ チ ケン 日 乾 —- 一- ーー起 〔日蓮 宗 3 甲斐 身延山 第一 一十一 代 

f、  日 乾 字は 孝順、 號は 寂照院 、俗姓 塚 本 氏、 父 某は 越 

前の 人、 若 狹小濱 £淪 落し、 其 地に 師を 生む、 師幼 にして 出 

家し、 同 國長源 寺 日欽に 師事す、 父 沒後 母に 從うて 京師に 上 

-CN、 本 國寺日 重に 學ぶ 時に 十二 歲な 6、 爾米六 年間 天台 三 

大部を 講究し、 遂に 三 井の 園 城 寺に 遊びて 俱舍を 學び 南都 


の諸大 寺に 歷 遊して 法相 戒律 等を 修め、 本國 寺に 歸 6 て 六條 
談 林に 議席を 開き、 本滿 寺に 主と なる、 慶長七 牢身延 山ょう 
日 重を 請す る 名 重出て す、 日 乾 代うて 身延山 に 上 6 主と なる、 
同年 十月 宗門 綱 格 一卷を 著し、 後陽成 天皇に 上る、 女御 中和 
門院 等の 旨を 受け、 數ノ示 門を 說き紫 衣を 賜は る、 翌八年 本 
國寺に 退き、 十四 年に 至う 再び 身延 山に 上'^ 主と な 6、 大に 
山 規を整 ふ、 十九 年 寺 務を辭 して 西 谷に 隱 棲す、 元 和三钯 西 
上して 攝津能 勢に 覺樹菴 を 築きて 隱捿 し、 同六牢 紀伊侯 夫人 
養珠院 駿河松 野 寺を 紀伊有 度 郡沓 谷に 遷して 蓮 永 寺と 號 し、 
特に師 を 請す、 乃ち 同 寺 中興と なる、 寬永二 年 寺務を 日 遠に 
讓う 、再び 能 勢に 入る、 寬永五 年 池 上 本 門 寺日樹 不受不 施の 
異義を 唱ふ るに 方り、 法 弟 日 遠と 其に 其 鎭壓に 力を 盡 す、 同 
七 年 其 功に ょ 6 幕府の 命を 受け、 京都 妙覺 寺に 主と なり、 寺 
務七 年に して 能 勢の 舊菴に 歸 る、 寬永 十二 年 十月 廿 七日 京都 
本滿 寺に 寂す、 壽七 十六、 著作 宗旨 雜記 、書 捨艸 各二卷 、宗 
門 綱 格、 宗門 大意、 一 •筆 艸 各一卷 、西 谷 名目 條箇 三寨等 あう、 
(草 山 集、 本 化 別頭佛 祖統耙 、日宗 著述 目録) 

ラ ブ、 ゲン 日 支 1; 一六 四 〔日蓮 宗〕 武藏池 上 本 門 寺 第二 十 
二 代な 6、 日玄は 字を 義 卓と 云；： S、 妙 悟 院と號 1-、 出家し 
て 壽量院 日 祐に帥 事し， 飯 高談 林に 於て 修學 三十 年、 終 R 玄 
義講 主と な $、 文句 化 主と なる、 後 眞間山 弘法 寺に 居れ-^、 
延寶 元年の 夏 長 興 長榮兩 山に 主と なう、 居る 乙と 三十 二年寶 
永 元年 疾に 臥し 七月 三日 遂に 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ、 ゲン 日 支  一-一  i  〔日蓮 宗〕 紀 伊本 久 寺の 開山な 
6、 日立 始め 日 賢と 云 ふ、 號は 本覺院 、阿波の 人な 6、 出 


ニ チ (0) タ  ニ チ (日/チ 


書辭 名人 家佛本  日 


、〇三 九） 


ニ チ (日) ゲ 


家して 諸國に 遊行し、 慶長 の頃紀 伊に 遊び、 道俗の 歸 依を 受 
け、 本久 寺を 開き、 日夜 法 華 經を讀 誦し、 一 萬 一千 八 百 部に 
至る、 寬永 十六 年 三月 四日 寂す、 壽五 十三な う、 (本 化 別頭佛 
祖 統紀) 

ニ チ ゲン 日 源 ^! S: 〔日蓮 宗〕 駿河實 相 寺の 開山な 
々、 日 源 字は 智 海、 初め 播磨法 印と 呼び、 駿河 國富士 郡な 
る天台宗の古刹岩本山實相寺の學頭を勸む、日蓮同寺に遊ぶ 
時 摩 訶止觀 の 講を聽 く、 弘安 元年 遂に 天台宗を 捨て身 延 山に 
到う 日蓮を 仰いて 師資の 禮を 執る、 I 後 岩 本山 實相 寺に 歸 6 法 
華經を 修行す、 遂に 岩 本山の 檀越 等相議 して 師を 推し 開山と 
爲 す、 冷泉 中將隆 茂 卿 師の道 風を 聞き、 其 領地なる 駿 河須津 
に 一 寺を 開きて 強請す" 後に 東 光寺と 號 す、 後 師武藏 雜司ヶ 
谷の 法 明 寺、 碑文 谷の 法 華 寺、 駿河傳 法 村の 正 法 寺を 開く、 
正 和 四 年 九月 十三 日 寂す、 壽詳 ならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 
ニ チ ゲン 日源_ーー §5 1〔日蓮宗〕能登妙法輪寺の開山な 
う、 日 源 初め 哲源 律師と 云 a 、 眞言 宗の 僧な う、 永 仁 中 能 登 
羽 咋の法 輪 寺に 住す、 遇< 日 像の 同地 方に 遊行す るに 際し、 敎 

を 受けて 弟子と な 6、 日 像の 命に 依 6 寺を 妙法 輪 寺と 改め、 且 

つ哲 源を 改めて 日 源と 云 a 、 專ら法 華を 修 す、 至德 三年 三月 

八日 寂す、 壽百 三十 八、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ラ Kf レ 日 源  一 _j; 一 だ 〔日蓮 宗〕 筑後福 王 寺の 中 輿な 

6、 日 源は 越 前 今 立 郡 五 鹿の 人、 出家して 諸國に 歷 遊し、 

文 祿の頃 筑後下 妻 郡 溝 口村に 至う" 矢 部 川岸の 土地 肥沃に し 

て 水 石淸麗 なる を 愛 賞し、 其 村の 古寺 福 王 寺に 留 6、 幾 もな 

く 忽然 去う、 再び 弟子 数人を 携へ來 6、 始めて 紙を 製造し、 


ニ チ (日) ゲ 


其 法を 村民 R 傅 ふ、 村民 大 R 喜び、 相 共に 業を 得、 柳 河 侯 立 
花氏師 の功勞 を嘉 し、 福 王 寺に 田地、 幷に 製造 用の 家屋 器具 
等を 鈴與 す、 因て 益 製造の 業を 興す、 世に 溝 口 紙と 稱 し、 諸 
國に 出賣 する Z: と、 なる 「慶長 十四 年 十月 十四日 其 寺 R 寂す、 
壽缺 く、 師寂後 其 地に 紙の 製造 大に 盛な う、 慶長中 筑後俟 田 
中 氏の 封土と なう、 元 和 中 久留米 侯 有 馬 氏の 封土と なる も、 
舊例に ょ 6 器具 等を 給 輿し、 其 業を 獎勵 す、 元 和 中 肥 後 侯 加 
藤氏 寬 文中 筑前侯 黑田氏 S つれ も師の 弟子を 聘して 其 法を 傅 
へ、 元 祿中肥 前の 人 納富某 亦 其 法を 傅へ 業を 開けう、 後世 師 
を 九州 製紙の 開祖と 稱す 、(碑文) 

ニ チ、 ケン 日 元 •一. ii -t: 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 竹の 房 開山 
な 日 元、 久本 房と 呼び、 甲斐 今 諏訪の 人な 6、 其 先は 安 
部宗 任ょ 6 出つ、 甞て稅 を 貢して 鎌 倉に 赴き、 松葉 谷に 於て 
日蓮に 見ぇ、 舊業を 棄て 、弟子の 禮を 執る、 文 永 十一 年 日蓮 
身延 山に 遷 るを 以て 共に 家を 移し 奉仕す、 建 治 三年 十一月 朔 
日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀 ) 

ニ チ ゲン 日 現 二 一一％ 一/  〔日蓮 宗〕 武藏池 上 本 門 寺 第 十一 
代な 6、 日 現は 佛壽 院と號 す、 幼に して 池 上に 於て 出家し、 
出 遊の 志を 懐き、 武藏仙 波の 天台宗の 僧 佛藏院 實海法 印に 謁 
し、 天台宗の 學を受 け、 後 京 帥 R 遊び、 遍ねく 碩學を 叩き、 
最も宗 意 R 通じ、 遂に 名 宮中に 達し、 天皇 召し 見て 權大 僧都 
法 印を 賜は る、 後、 池 上 大坊本 行 寺に 主 / 2 6 しが、 十代の 日 
陽疾に 罹， 9穴 るを 以て、 命に 依う 本 門 妙 本の 二 寺を 主 ど 
居る 乙と 二十 一 屯、 7K 祿四年 七月 二十 一日 寂す、 壽六 十六、 
(本 化別硝 佛 祖統紀 ) 


卜 三 九）  書辭 名人 家佛 本日 


山  年 素妙堯 燈し靜 人う  山淨 請む 不師 の果 日く しう 

な 二 正嚴庵 山の 、院に 、二と 心 ひ 、幸 三 到 3  く  、て 、二 
う チ 月 密に城 所 手日訣  チ 爲院翌 同に 澤 るれ ’明小  チ 

、ザ 五 、住 田に 度堯る 日ゲ r 妙 萬 三し 女を ん妾曆 西日 ゲ 
ン日修 す 中 至を に 、顯ン 、秀治 年ての 待 {至 元 談眼ン 
日 二に 懺 、に 6 受吿一 尼 二：^ の 元 十 病 遺つ を 願 年 林 字 
立  寂 讀日隱 てけ く 男 字  孟 冥 年 二を 言、 請 あ 三には H 

は 日す 誦 明れ 比し 、あは 日！^ 福 戊 月 得を 三 ふ ハ 澤遊通 日 p 
智 每 、 寂 、丘め 盖 う 妙!^ 裂を 戌 二 、吿 年と 果女昂 遠れ 
照 备壽唱 せ尋尼 本し 、佐® 您修官 十 門げ 將三 3 病す’ 三； 
院尼八 題る てと 如 日出 、ノ E  U し覺 一人べ 軍澤 ずに 、號 r : 
と^' 十攝後 寂な 院堯 家父 三 三®  、性 日 覺；？ 家 女 、寢師 は 七； 
號： な 心 田す る 日は せは 文 g  5 法に 寂 性 綱逝師 し將即 
し： うを 中る 、明 師し永 七 八 g: 苑命 すを 雲 命く 一  呪 軍 如；？ 

'  - 、以 にに 時との め 井  山し 、召 5 を 、寺 藥家院 是 

父  $ て獨 及に 云 兄ん 某 G  淨て 世し 2 下 後を 驗綱 、聋 

は G  X 其 居 a 年 ふなと 、 S  心地 壽 て！！： し師營 なの 幼 s 

三： 巧 終す、 三、 6 し 京 i  寺 錄詳遣 I て 深みし 乳よ 哉 

宅 3 梨を る師 十師、 、都 巴  とを な 言 5 三 川て 、母り 2 

內 巴读 完こ日 六 大日 鷹の 山  呼 賜らし 上澤 に妾師 三世 S 

藏山 漂 う と 明な に 堯峰人 域  ひふず 其 去 女 一にを 澤 相；^ 

助 城 S す 三と う 喜 之談な 温  、 、 、業 S か 廬代招 女を S 

信慧 S  、十 共 、ひを 林り f  師三覺 を $ 躍を う きの 厭， 

勝 光芒： 享餘に 明 、日の， 妙  を 澤性繼 ラ1 を 築て 遺皈 ひの 

、寺  保 年 田 靜自燈 化 夙 庵  崇女幕 紹 \ 弔き 至言 依 、開 

母の  十 、中 院らに 主に キ  て 法府せ 偶す て 願し を 出 山 

は 開  二淸淨 日日 介 明 良な  開號 にし ミ 、時を て受 家な 

と 宣茂供 待 伊 仁 勅 尾 意遍る 遠の 氏 日  統寺 う  化 日の 妙 

な 養の 養せ 侯 和し 天の しこに 講な護 二紀第 、二 別 芳靈香 
す珠佛 をら 德 寺て 皇 適て と 謁授 字 チ ^ 十  チ 頭 •を 尼 

、寺 谷 受る川 法 朝 師す敎 二し を 、はゴ  ニ日 ゴ佛北 祭な 

塔を にけ 、賴親 向の る 化 十 、受十 順  代 護  祖 岩る ウ 

を 開 幽且後 宣王閣 道 虞を 年 師く五 性 日  と 俗 R 統 倉、、 

鳴き 棲つ 賴禮 山の 儀に 事 、資 .歲 'm  な 姓 華 耙本後 父 

瀧 、し 其 宣請城 佛を隨 と 一の 後に 號ば  る 生!3 ヱぃ 妙 （この 

三 心 、請 江す 鳴像聽 てす 朝禮 山し は 三 三  、國 二； 寺智死 

寶性 慶に戶 、瀧 數き草 、奮を 門て 中 § 元  天 未^;:  日照 後 

寺 日 安よ に 師に軀 た 菴播然 執 、得 止 文 詳 二； 貞 山師 
に 遠 二 う 下已 三を まを 磨と る 寺度院  元'  等慧出 

築を 年 妙る む 寶刻ひ 構 明し 、門す  '  77  年 京；？  出 光家 

く 追 四 見に を 寺せ ^ へ 石て 飯、 、丹 5  寂 都 4  つ 寺す 

’崇 月菩方 得を し f  、山 救 高 南京 波 逢  す妙窆  、と ' 

師 し十薩 6 す 開め ^ 專城 濟談都 師國巴  、覺 3  示 云 信 

彫て 五の 、しき- ^ ら 嗟の 林の 本與耙  世 寺 京  寂 ふ 勝 

刻 開 日 像 師て師 草 f 讀峨 志に 學滿佐 伊  壽日師  の 、の 

に 山 寂を 牲 和を 益 t 經の願 入 席 寺 郡 養  缺善妙  年 門 第 

巧と す 刻て 歌 請 為 4 唱 小を 6 をに の珠  くに g  時 1， 地 

に爲 、す 其 山す， 羣題倉 起て 經遊人 寺  ぺ師 及に に 

しし 壽— .母に、；^ 会を 山し 宗 、び、 第  本 事 寺  a 立 一 

て 師七晚 養 至 正 f 怎 勤 等 、乘次 、俗 二  化し 第  壽本寺 

佛 V 十 年 珠り保 お f むに 諸を に 一 姓 代  別 、十  歃 寺を 

菩第 、山 夫大四 会 g  、隱 州硏心 如は な  頭 終 二  く 日 開 

薩二後 城 人に 年 f  $ 後れを 究性日 市う  佛に代  バ審き 

の 代 賴賀の 優 紀^; 七 水 、蹈す 日 重 村、 祖 同な  本、 父 

1 

ニ チ (日/チ  ニ チ (日} ゴ 


書辭 名人 家佛本  日  〔二三 九) 


ニ チ C 日) ゴ—コ 


像を 刻した る もの 一 萬 餘钵 R 及 ひたりと 云 ふ、 (本 化 別 頭佛祖 

§ 

ニ チゴ 日悟妾 ^ 〔日蓮宗〕奧州仙臺法運寺第二代な 
,9'. 日 悟 字は 堯 意、 號は 了寂院 、俗姓 靑木氏 仙臺の 人、 幼 
にして 出家し、， 身 延山日 深に 師事し、 後 心性 院日 遠の 弟子と 
なる、 仙臺侯 伊達 宗 政の 子忠宗 の皈依 を 受け， 仙 臺に法 運 寺 
を 開く、 日 it- を 開山と し、 自ら 二 代と なる、 貞享 三年 正月 四 
H 寂す、 壽七 十八、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ nl 日廣  〔日蓮 宗〕 京師 妙 顯寺第 八 代な 
-、 日廣は 遠 江の 人な 天文 中 比 叙 山の 衆徒 法華宗の 號 
を 憤 ほ 6,、 屢 ミ出訟 す、 0- 廣 乃ち 門人 實成を 遣は して 衆徒の 
前に於て宗號綸旨を讀ましむ、衆徒口を閉ぢて退き /2 6と云 
ふ、 是 れ宗號 論の 第二 度な 6、 天文 廿 一年 八月 二十 五日 寂す、 
壽四 十八、 (龍 華 歷代師 承 傅、 本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チコ 1 日廣 1  一一 •一  j H: Y  〔日蓮 宗〕 紀 伊木 正 寺の 開山な 
i  日廣 理性 院と號 す、 其 生地 俗姓 共に 詳 ならす、 靈 夢 K 
M し紀伊 牟婁田 邊庄湊 村に 堂を 移して 木 正 寺と 稱す 、衆 推し 

.し 開山と なす 寬文 十一 年 十月 八日 寂す'  壽詳 ならず、 (本 化 

扒 頭佛祖 統紀) 

:ーー チコ ー 日 好 ii fe 〔日蓮 宗〕 伊豆 玉澤 妙法 華 寺 第二 

七 代な 6、 日 好 字は 唯 妙、 禪智 院と號 す、 其 生地 姓氏 詳 

よらす、 幼年に して 出家し， 京師の 妙 覺寺日 允 R 師事し、 中 

料 談 林に 遊學 し水戶 三味 堂 支 義の講 4 となる、 後 京師の 六條 

，林 化 主と なう、 遂 R 玉 澤 妙法 華 寺 第二 十七 代と な 6 大に宗 

を 張る、 元 政の 遺風を 追慕して 戒律を 嚴持 す、 道餘 詩文 R 


ニ チ (日} コ 


長す、 中 村談林 の 化 主と なう 不幸に して 火災に 遭 a 、 講堂 僧 室 
燒 失す、 師退て 江戶靑 山の 本 通 庵に 潜む" 庵は 本師日 允の 遺 
趾 なう、 唱 題の 間 大藏經 を閱し 翰墨を 樂む 、享保 十九 年 七月 
廿 一日 寂す、 壽 八十、 著作 錄內 扶老 十五 卷 、仝 拾遺 八 卷 、風 
水 稿四卷 、錄外 微考 、臨終 用心 記 各二卷 、世 尊 降 生 入滅 記、 
寂菴文 錄 ，于喁 集 各 一卷等 ぁ- CS*  (本 化別跖 佛祖 統鈀 、日蓮 宗 
史料/  0  . 

ニ チコ！ 日 好 ( . ) 〔日蓮 宗 U 但馬立 正 寺の 學僧な 

日 好は 心 信 院と號 す、 但馬豐 岡の 立 正 寺に 住す、 示 寂 
年月日 詳 ならす、 著作 本 迸 中 JT 錄ぁ 6、 ( 日蓮 宗 史料) 

ニ ツ コー 日 高 ^ L む 〔日蓮 宗〕 下 總中山 法華經 寺の 第 
三代な う、 日 高は 帥〃 阿闍 梨と 呼ぶ、 俗姓は 源氏、 太 田 金 吾 
乘明が 長子な ム '日蓮 4C 投して 出家す、 父 乘明上 總國の 北方 
に 住して 一草 堂を 造 6、 誦經唱 題して 終る、 後に 法顯 寺と 云 
ふ ,, 永 仁 七 年 春 日常の 囑を受 けて 下總 正中 山 法 華經寺 第三 代 
となる、 晚年太 田の 妙 本 寺、 金 原の 妙大 寺、 山 崎の 妙 福 寺、 
常陸隱 井の 妙德 寺を 創す、 正 和 三年 四月 二十 六日 寂す、 壽五 
十八、 著作 置 文 ぁう、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

r ブ コー 日 « 1ーーー1ーー；^〔日蓮宗〕和泉堺妙國寺の開山な 
日琰 は佛心 院と號 す、 俗姓は 伊達 氏、 天文 元年を 以て 
和 泉堺に 生る、 稍 長して 頂 源 寺日沾 に 師事し、 十七 歲に して 
三 井の 勸學 院宥 尊 R 就 S て 俱舍唯 識を學 ふ、 南都 R 戒律を 受 
け、 南禪 寺に 禪宗 を揲 $、 比 叙 山に 登うて 尊 契 R 就いて 天台 
敎を受 く、 尊 契師の 博識を 歎し'  大衆の 爲めに 講 席を 開かし 
む、 大衆 紫 袈裟を 贈り 其勞を 謝す、 日蓮 宗の徒 紫 袈裟を 著す 


(三 三 九）  書 辭 名人 家佛本  日 


る 者師ょ 6 始 る、 弘治 元年 師二 十四 歲頂妙 寺の 請 ((: 應 す、 神 
道を 卜 部 兼 右に 學ひ 、密附 を 受け 神道 同一 鹹味 書を 著す、 父 
常 吉の爲 めに 宗門 眞秘 要路を 著す、 三年 權僧 正に 補 せらる" 
永祿 元年 河內 國高屋 城主 三 好義賢 入道 實休師 を 請して 戒を受 
け、 安居の 地と 割く、 五 年 五月 實休 家臣 松 永 禪正久 秀に弑 せ 
ら る、 師城 中の 男女を 率ゐて 堺に 置き 亂を 避けし む、 十一 年 
父 常 吉廣普 山妙國 寺を 興す、 師當 家論義 書を 著す、 天 正 元年 
五月 織 田 信 長 師を相 M 寺に 召し、 道 遇を 加 ふ、 七 年 五月 二十 
五日 信 長 近 江の 安土に て 宗論を 促す、 文祿二 年中 山 日 典 邪 計 
を 構 ふ、 師の訢 にょう 家康 命を 下して 日 典を 長 門に 竄 す、 後 
幕府の 命を 承け 中 山 輪 次の 式を 定め、 本 法 頂 妙 妙 國の三 寺 輪 
次に 中 山に 住する す、 慶長 三年 八月 二十 七日 寂す、 壽六 
十七、 著作 神道 向 一 鹹味鈔 六卷 、文句 無師 (日莰 日誦 日詮合 
著) 廿卷 、安土 問答 記 錄一卷 ，宗門 眞 秘要畧 、當家 論義鈔 、 
微案書 各 若干 卷ぁ 6  ( 本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目錄) 

¢1 チコ ー 日 興 j is lj  〔日蓮 t 5 興 門 派の 開祖な 6、 

日 興 字は 白蓮と 云 a 、 •伯 # 阿闍 梨と 呼ぶ、 俗姓は 橘 氏、 美 濃 
の 刺 史 善根の 裔 •大 井庄司 某の 子な. う、 母は 駿 河の 由 比 氏、 

川合入道の女なう、寬元四年五月八日を以て甲斐巨摩郡跦河 

澤に 生る、 幼に して 駿河實 相 寺 主播磨 二位 律師 嚴譽に 投じて 

經卷 を學 ぶ、 時 R 年甫め て 八歲 なう、 建 長 五 年に 得度す、 康 

元元 年 十一 歲嚴譽 の 命に より 三 井寺に 笈を負 ひ、 大 に 學譽あ 

正 元元 年 十四 歲 母の 喪に 逢 a て 鄕 里に 歸 6、 嚴譽を 省す、 

時に 宗祖 日蓮 大藏經 を 閱せん と 欲して 實相 寺に 來 る. 寺主嚴 

譽惡ん で 面せず、 時の 學頭智 海 衆と 議して 日蓮に 摩 訶止觀 


ニ チ (日) コ 


を講 せん NJ とを 請 ふ、 師其講 する を 聽て大 に 感じ、 待 者 吉祥 
麿と 道 契を 結ぶ、 智海竊 かに 師に 語て 日く、 日蓮は 一代の 明 
師な 6、 我將に 弟子の 禮を 執ん と 欲す、 然れ とも 今 衣を 更へ 
ん R は 憚る と Z1 ろ あ-^、 子は 妙 年な う、 奈んぞ 牲て奉 侍せ ざ 
る、 我 も 亦 時を 待ちて 子が 跡を 逐ん と、 玆 R 於て 師 改宗の 念 
愈 e 切な 6、 旣に して 日蓮 歸途に 就く、 師竊に 寺を 出て 途次 
日蓮 {C 見へ 隨 a て 鎌 倉 R 赴く、 文應 元年 日蓮 侍者 吉祥 麿 {C 手 
度を 加へ 日朗と 名け、 大國と 字す、 師も亦 同時 手 度を 加 へら 
れ日 興と 名け-* 白蓮と 字す、 爾來 親しく 師事し、 立 正 安國論 
の艸 案は 多く 其 手に 成る と 云 ふ、 文 永 八 年 九月 日蓮 龍 口の 厄 
R 罹うて 佐 渡に 流 3 れ 、日朗 は獄に 投 せられ、 桎葉 谷を 毀た 
る、 に 方 6 衆 皆 離散す、 時 R 師及 日向 等 四 人 交々 佐 渡 R 省し、 
日昭 と共に 濱に 蟄居して 時の 至る を 待つ、 同 十一 年 日蓮 赦 3 
れて佐 渡ょう 歸 $、 師日朗 と共に 隨 侍して 長 興 山に 入う、 身 
延山 に隱 る、 弘 安五 年 日蓮 疾 に 罹 6、 池 上に あ 6、 師暫 くも 
側を 離れず、 晝夜 看護を 力む、 其 示 寂 後 池 上に 荼毘 し、 身延 
山に 塔す、 祖 塔を 守る 乙とは 弟子 六人輸 次の 約 あう、 六 人 各 
子 院を造 6、 師も常 在院を 構 ふ、 翌六年 正月 喪 終うて 諸 徒 退 
散し、 師は駿 河 富士郡 上野に 茅菴を 結びて 居る、 弘 安八 年 
日 ! HJ 身延 山 {C 留 る、 檀越波 木 井實長 日向に 吿て 日く、 高祖の 
龕 塔 輪 次に 守る 乙と、 法の 爲 め IJJ- の爲 めに 宜しから ず、 諸 山 
は 主人 あるを 以て 益 盛んな う、 然るに 身延 山は 然ら ず、 主 徒 
共に 旅 泊の 想を なすを 以て 益衰 へんと す、 高祖 棲 神の 靈窟他 
日 若し 荒凉せ ば 悔ゆ とも 及ば じ、 尊者 能く 之を 謀れ、 と、 日 
向 乃ち 日昭日 朗に吿 く、 二師 も亦檀 越の 意を 如何と もす る 能 


ニ チ (日) コ 


書辭名 人 家 佛 本  日 


(四 三 九) 


ニ チ (日) n 


はず、 時に 師獨 6 肯せ ずして 日く.、 輪 次 人 無くん ば 議 する も 
亦 可な 6、 我等 六 人 遺命を 承け て 未だ 一紀に 滿たず 、今にし 
て 乖戾 する R 忍びず、 法 運の 通 塞は 俗人の 識る 所 R あら-ず、 
と、 憤然として 去 $ て 河 合に 舍 す、 翌年 安房 北 野 郡 保 田鄕に 
牲きて 小菴を 構へ、 唱題 讀經を 事と す、 後に 中 谷 山 妙 本 寺と 
S ふ、 永 仁 五 年 ^ ± 郡 上野の 邑主 新 R 寺を II し 再三 師を 請す 
師遂 に辭 する 乙と 能は ずして 駿 河に 皈る ，寺は 一大 石の 上に 
あるを 以て 大石 寺と 名く、 後 北山に 遷うて 寺を荆 し、 本 門 寺 
と 呼ぶ， ■相模 串 橋の 長 立 寺、 中 斐 P 瀬本宗 寺、 駿河大 宮大泉 
土 寸 、柚 i!f 光德寺 等は 皆 帥の 手 創に して、 共に 身延 山に 屬した 
.り、 正 慶元笫 疾に 罹り、 二月 七日 諸 徒を 召して 後事を 囑 し、 
辰の刻に 至 6 寂す、 壽八 十八な う、 著作 法 華畧疏 八卷 、御 筆 
記 六卷 、開 目鈔要 文、 日 興 記 各二卷 、實相 寺 大衆 訪狀 、點盡 相 
傅、 產 湯口 傳 、富士 正義鈔 、富士 秘傳鈔 、五 人 所破鈔 各 一卷、 
本 因妙鈔 、百 六箇 相承 各 若干 卷あ う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 、日 
宗 著述 目録) 

〔考〕 日 興は 後に 本 迹二門 勝 劣 派の 祖とい はる、 然れ とも 其 

{:一 士 R 住する 初め， 未だ 宗義の 異論な く、 稍 後に 至う 身延山 

の 諸師と 執る ところを 異にした る もの、 如し、 

ニ チコ ー 日 孝 ii 一  g A- 〔日蓮 宗〕 安房 小湊 誕生 寺 第一 + 

二 代な 6、 日 孝 字は 慈 忍、 大中 院と號 京師の 人な 6、 

姓は 供 關氏 、祖母 常に 法 華經を 持す、 師九歲 にして 九 識院日 

琢に投 して 出家す、 十二 歲深 草の 元 政に 師事し、 偶：嵯 蛾に 

侍して 何 有亭に 遊ぶ、 萬 治二牢 の 秋 元 政身延 山に 詣 す、 元 和 

上皇 之を 聞き 其 紀行を 求む、 元 政 乃ち 師 をして 淨書 せしめ 上 


ニ チ (0〕 コ 


皇に 上る、 乙れ ょ 6 師 書名 あ 6 ' 兀 政の 寂 後上 總飯 高に 遊び、 
身延山 西谷談 林の 化 主と なる、 瑞輪 寺に 主と な 6、 飯 高談 林 
の 化 主と なる、 後 誕生 寺に 主と なる、 寶永五 年 十月 十八 H 寂 
す、 壽六 十七 J 者 作 水 雲集 二卷 、自叙 傳 年譜 一 卷、 宗旨 漢語、 
別 頭 四十 干 二 章 (一名 通 別！ 覽志) 、釋氏 蒙 求 等 あ 6、 •(本 化 別 
頭佛 祖統紀 、日 宗 著述 目録) 

ニ チコ ー 日 亨 ii- AO v  〔日蓮 宗.〕 甲斐 身延山 第三 十三 代 
f、 日亨 字は顗 海、 遠沾 院と號 す、 京師の 人な 6、 八歲 
R して 本 法 寺寶塔 禪師に 依う、 後 十一 歲寂 遠院日 通に 師患し 
得度して 顚 海と 號 す、 飯 高談 林に 遊學 す， 萬 治 三年 六月 山 科 
談 林の 請に 應 じ、 貞享四 年 五月 妙傳 寺 R 移 徒し、 元 祿二平 五 
月 立 本 寺に 出世す、 飯 高談 林の 請に 應 す， 滿顧 寺を 手 創して 
大に敎 化を 敷く、 寶永 元年 日 省の 囑を 受け **: 身延 山 R 登る、 
寺 務十牢 、是時 勅 あり 紫 衣を 賜 a 身延山 y 勅願寺と なし / 2 ま 
ふ、 京師の 滿願 寺を 同し く 勅願寺と なし 穴 まふ、 師正 德三华 
門人 日裕 R 囑して 退 休す、 享保六 年 十二月 二十 六日 寂す、 _ 七 
十六、 著作 巨 水遠沾 記二卷 、法 華 經開結 共 校正 十二 卷 あう、 
(本 化 別 頭佛 祖統紀 、日， 宗 著述 目錄) 

ニ チコ ー 日向 il gi 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 第二 代な 
日向は 佐 渡 阿闍 梨と 呼ぶ、 京都の 人、 俗姓は 小 林 氏、 
父の 名は 民部實 信と 云 ふ、 元久 元年 父 lr 信 B 蓮の 父 重 忠と伊 
勢 平氏に 與して 叛 し、 上總埴 生 郡 藻 原鄕に 放 / 2 る、 師は建 長 
五 年 二月 十六 日 R 父の 配所に 生る、 幼ょう 僧 儀 5: 慕 ひ、 : m 戯 
每に 巾を 結て 袈裟と なし、 貝を 貫 S て 念珠と なし、 合掌して 
三寶の 名を 唱 ふ、 父 之を 厭 a 、 早く 髮を修 し、 烏帽を 加へ、 


(五三九）  書辭 名人 家佛 本  日 


呼んで 藤 三郞實 長と 云 ふ、 時に 僅かに 五歲な 6、 弘長二 年 十 
歲の時 病に 罹 6、 醫巫 力を 竭 ども 効 あらず、 師父 母に 吿て日 
く" 我病醫 巫の 治すべき にあらず、 若し 神佛の 助を 祈ら ば 或 
は 免る、 を 得ん と、 父母 乃ち 安房の 千 光山に 虛空藏 菩薩を 祈 
誓て 日 ふ、 這兒 若し 助から ば 捨て、 佛子 とな 3 ん 、と、 
果して驗あるを得 /2 6、時に比叙山高乘院主某實信仕官の日 
道 交 あるを 以て 鎌 倉に 至る の 途次 駕を 枉げて 來訪 し、 師の秀 
發なる V」 見て 强 請して 比 叙 山 r 歸 6、 手 度を 加へ て 民 部 卿と 
呼ぶ、 文 永 元年 宗祖 日蓮 母を 省して 11 に is る、 實信罢 父の 友 
なる を n て往て 日蓮に 見へ、 師資の 契を 結び、 吿げて 日く、 
吾に 小兒あ iu て 出  ' を 需む るを 以て 遂に 比 叙 山に 投 ず、 今 
ょ 6衣を更めしめて師が弟子の數に加へん、と、翌年使を遺 
して 師を 召し 歸し携 へて 日蓮の 下に 投 ず、 時に 師十 三歲な 
-CN、 ， これょう 日蓮の 膝下に あ $ て 學餘 宗祖の 母に 事 ふる 實の 
母の 如し、 四 年 十二月 日蓮 母の 喪を 修し •’ 終うて 鎌 倉に 歸 $、 
師 も亦隨 侍す、 八 年 九月 日蓮 龍 口の 厄に 罹う、 佐 渡に 流さる 
るに 方 6、 師 H 興と 共に 日昭を 輔佐して 蹤を晦 し、 艱難を 甞 
め、 日 輿、 日 頂、 日 持の 三 師と其 に更々 佐 渡に 侍す、 十 年 正 
月日 蓮 書を 裁して 道 善 房の 壽を賀 すに 方う、 師命を 奉じて 安 

房に 到 $、 歸途 父母を 省し、 數日 停留して 佐 渡に 還る、 十一 

年 日蓮 赦され て 鎌 倉に 歸 $、 長 興 山に 入- CN、 身延 山に 隱 る、 

'師 朝夕 待して 其 法話 宗義に 關れば 記して 秘 珍す， 後日 向 記と 

云 ふ、 建 治 二 年 春 安房 淸澄 山道 善 房 寂し、 師 日蓮の 命を 受け 

て 柱て 佛事を 修す 、駿河 富士 郡に 瀧 泉 寺 あうて 眞言 宗の大 刹 

なり、 寺の 學徒 身延 山に 至うて 眞言 亡 國の理 を 問 S、 日蓮の 


ニ チ (日} コ 


說に 服して 弟 千の 禮を執 4、 寺を 改めて 日蓮を 請す、 師 命に 
依う 往て 法規を 一新す、 居る 乙と 年 ぁ-^、 法 弟 日慧に 附して 
退く、 弘 安五 年 日蓮 武藏池 上に 於て 寂を 示し、 身延 山に 塔す、 
乙れ を 守る Z. とは 六 人 輪 次の 定めと す、 藻 原 兼 綱 雄 刹を 構へ 
て師を 請し、 開山 始祖と なす、 後に 常 在 山 妙 光寺と 號す 、弘 
安八 年 師身延 山に 直す、 檀越波 木 井 實長師 に 告げて 日く、 守 
塔 輪 次の 直は 宗祖の 遺命 なれ ど 7^ 、 法の 爲め 山の 爲めに 宜し 
からず、 師 M れを 謀れと、 師乙れ を 日朗 等に 謀うて 檀 越の 意 
に 任す、 實長 乃ち 師を 身延山 第二 代の 主と 仰ぐ* 爾來 身延山 
輪 次の 事無し、 乙 れ ょう 先き 師武 藏妙顯 寺、 相 模妙勝 寺 等を 
荆して 開山と なる、 師進 山して ょ- CN 寺務 二十 六 年、 正 和 三年 
微恙を 感じ、 上 總坂本 村 法 華 谷に 退き、 三位 日 進を して 席を 
補せ しめ、 九月 三日 安祥に して 寂す、 壽六 十二、 著作 天 目 R 
向 間 答 記 錄二卷 、高祖 一期 行狀 日記、 御 講聞書 (一名 日向 記) 
各一卷 ぁう、 (本 化 別 頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目録) 

ニ チコ ー 日講 i i£ £A M  〔日蓮 宗〕 不受 不施議 門 泥の 開祖 
f、  日 講號は 安 國院と 云 ふ、 京師の 人な う、 十歲 にして 
度を 受け、 京師 妙覺 寺に 留 $、 專ら 宗義を 講究し、 後、 關 
の諸談 林を 歷 遊して 益 蘊奥を 盡 し、 下 總野呂 妙 輿 寺に 住し、 
日 奥 上人の 主唱した る 不受不 施を 以て 宗義の 眞意を 得 穴る も 
のとな し、 同上 人の 遺風を 景 慕し、 大に 之を 主唱す、 平賀の 
日述 、日 院等悲 田 派 恩 田 派と 稱 し、 同く 不受不 施を 主唱し 72 
れば 、師相 共に 固執し、 身延 山の 日 境 等に 杭す、 日 境 日豐 
等 寬永七 年の 前例に ようて 幕府に 訴 ふ、 寬文五 年 幕府は 寺領 
の 土地 田園 等を 以て、 幕府の 供養に か、 る ものと なし、 師等 


ニ チ (日}  n 


書 辭 名人 家怫本  日 


(: 六 三 九） 


ニ チ (日'' ゴ I コ 


K 吿く 、乙れ 師 等を 苦 めんと する ものな う、 師朋ち 守 JH 譲 國 
章 一篇を 撰して 幕府に 上う、 不受不 施の 意を 明に し、 寺領の 
+: 地 田園 等は 國 主の 仁 恩に 出で、 所謂 供養に ぁらざる とを 辨 
ず、 然れ ども 幕府 其 言を 用ゐず 、身延 山の 日 尊 等の 請を 容れ 
て 師等を 審問し、 遂に 師を 罪し， 日向 佐 土 原に 配流す、 師其 
地に 蟄居す る a 三十 餘年 、毫も 初志を 變 せず、 元祿 十一 年 三 
月 佐 土 原に 寂す、 壽七 十三な 6、 著作 錄內 啓蒙 四十 卷 、同條 
箇六卷 、發心 即到記 、寤語 問答、 守 正護國 章、 各一卷 ぁり、 

ニ チ ゴ ー 日 合一 九 S : =: 〔日蓮 宗〕 下 總妙奥 寺の 開山な 
う、 日 合は 筑 前阿闍 梨と 呼ぶ、 幼に して 日蓮の 室 R 入る、 
曾 谷 道 崇と云 ふ 者下總 國千葉 郡 野呂材 に 一宇を 構へ 妙 興 寺と 
號し 、師を 請して 開山と なす、 永 仁 元年 十月 十一 m 寂す、 世 
壽詳 ならず、 (本 化 別 頭佛祖 統紀} 

ニーチゴー 日豪 ニー ーー ^ 〔日蓮 宗〕 遠 江 妙 恩 寺 第 十一 代な 
う、 日豪 號は 常在院 、甲斐の 人、 馬 塲景政 (後ち R 信 房と 
云 ふ) の 子な う、 世々 武 田家に 仕 ふ、 信玄沒 後景 政 末子を 僧 
となす、 日豪 是れ なう、 師初め 遠 江 妙 恩 寺 主日 宣 に 師事す、 
武 田氏沒 落し、 父 難に 死せ る 後、 同 寺 R 在つ て 益 道行を 勵 み、 

遂に 十一 代の 主と なる、 徳川家 康の濱 松 城に 入る R 方つ て 召 

S れて 知遇を 受けた うと 云 ふ、 寬永 三年 七月 八日 寂す、 壽八 

十九、 (本 化 別頭佛 祖統靶 ) 

M チコ ン日 近 1H II  〔日蓮 宗〕 甲斐 本 遠 寺 第 四 代な 

う、 日 近 字は 舜說 、常 寂 院と號 す、 越 前の 人に して 寂照院 

日 乾の 外 娃な う、 心性 院日 遠に 就きて 剃髪す、 飯 高談 林に あ 

うて 敎化に 盡す r.J と殆 んど廿 年、 貞松寺 主席を 空く する に 方 


1 M ブ (日) コー ゴ 


請を 受けて 住す、 後 甲斐の 大野 山 本 遠 寺に 主と な 6、 大 
僧都に 铺 せらる、 晚年駿 河 有 度 郡 村 松 里に 觀富 111 寵華 寺を 造 
營す、 元祿 十年閏 二月 八日 寂す、 壽八 十四、 平素 讀誦算 なく、 
經を寫 し、 佛を 刻せ 6、 ( 本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ コン 日 近 1 - - XA HA 〔日蓮 宗〕 山城 本 法 寺 第一 一十三 代 
f、  日 近 字は 幸 長、 遠 成 院と號 す、 別に 空 堂と 云 ふ、 本 
法 寺 十七 代 詮量院 日 休の 門人な う、 幼に して 俗を 脫 し、 中 村 
談 林に 遊學 す、 鷹 峯の化 主と な-^、 本 法 寺に 出世し 中 山に 輪 
住す、 晚 に 梶 折安穩 寺に 隱 る、 大衆の 強請 4C 依 6 再び 本 法 寺 
二十 五代の 主と なる、 幾 もな く梶 折 R 還 6 文章を 樂み 、每に 
深 草 日 政の 家風を 慕 ふ、 一時 水戶光 國禮を 厚く して 法駕 ^ 屈 
せんと 欲す、 師 疾と稱 して 出で ず、 享保八 年 正月 二十 五日 寂 
す、 壽八 十六、 著作 敎餘 于喁 集八卷 ぁう、 (本 化 別頭郇 祖統紀 } 

ニ チ コン 日 金 ( . ) 〔日蓮 宗〕 岩 代 妙法 寺 第三 代な 

う、 日 金は 出 羽 阿 闇 梨と 稱 す、 日 什 六 老僧 中隨 一の 人な 6、 
日 什の 業を 助け、 其 寂 後 東北 弘通を 以て 自任し、 數寺を 建立 
し、 後日 仁 R 代うて 若松 妙法 寺を 領 す、 其 終る 處を知 らず、 
著作 日 金 記 ぁり、 (本 宗宗義 綱要) 

ニ チ ゴン 日嚴； jo -t: 四 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 七 代な 
$、  日嚴は 本 高 院と號 し、 日經の 兄な 6、 日 經の寂 後 主席 
を 空す るを 以て 官の 命に 依-^ 主席を 嗣ぎ 、法 印 R 叙す、 居る 
Z. と 四 年、 應永 二十 一年 四月 五日 寂す、 世壽詳 かならず 、(本 
化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ ゴン 日言； 1: 2: 〔旦連宗〕伊豆玉澤妙法華寺二十 
六 代な う、 日 言 字は 長江、 號は 取要院 、別に 虛舟齋 、白 岩 


C 七三 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


老人と 云 ふ、 俗姓は 古澤 氏、 京都の 人、 了哲の 子な $、 世々 
連歌師を 業と す、 師七歲 にして 四書を 誦し、 十 歳に して 法 華 
經を讀 む、 十一 歳に して 出家し、 尋て野 呂談林 に學ぶ .當時 
の化丰 日講慧 雄は 師の 叔父な り、 日 講錄內 啓蒙 三十 六卷を 作 
うて 大名 あ'^、 然れ ども 師は 3-1, 異 职 あるを 嫌 ひ、 去 6 .て 中 村 
談林に 入う、 支 義の講 主と なう、 尋て沼 津妙海 寺を 經て 玉澤 
の 妙法 莖 寺に 出 tt し、 遂に 中材談 林の 化 主と なる、 後 伊豆の 
白 岩に 隱 る、 寶永二 年 六月 二十 五日 寂す、 へ 本 化 頭 佛 祖統虬 レ 
ニ チサ ィ 日齋  才 -キ應 其を 見ょ、 

一ー チ サツ 日薩二 刑 _ AO 〔日蓮 宗〕 E- 斐身延 山 七十 三代な 
ク， 日薩 字は 文嘉、 號は容 月と 云 ふ、 後 文明 倪と云 ふ、 上 
野 桐 生の 人、 新 井 宗右衞 門の 六 男な 5、 九歲 J-V 鹹砂父 郡 御堂 
村淨蓮寺日軌の弟子なう、十九歲加賀金澤に跄び、優陀邯日 
輝に 師事し、 二十 七歲 江戸に 至う、 藤 森弘窀 の 塾に. 入う、 儒 
母を 學び 、後 駒 込蓮久 寺に 住し、 道譽 t く 高し、？ 治 五年敎 
■部 省に 召 S れ 、一宗の 敎務を 孰る， 後身延 山 R 進み、 大敎正 
仅仟 ぜら る、 爾來 日蓮 宗敎院 を 設置し、 大に 宗徒の 敎 fr に 力 
.を 盡し 、且つ 諸宗の 高僧と 謀- 〇、 福 田會育 兒院を 興して 孤兒 
を 救濟敎 育す、 晩年 池 上 本 門 寺に 住す、 明治 廿 一年 八月 廿九 

日 寂す ♦壽 五十 九、 著作 法華宗 H 鑑一卷 あう、 

ラず サン 日 山  一一 一 gl —A 〔日蓮き 武藏池 上 本 門 寺の 第 四 

代な 6、 日 山は 下 總平賀 郡の 人に して 俗姓 詳かな らず 、幼 

にして 日輪の 門に 入 6 宗義に 達し、 延文四 年 日輪 寂す るを 以 

て 其 跡を 嗣ぎて 主と なう、 永德 元年 九月 七日 寂す'  壽四 十四 

なう、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 


ニ チ C 日) サ 


ニ チ サン 日 山  リヨ-キヨ ク良 旭を a ょ、 

ニ チ サン 日產 rr f -A 〔日蓮 宗〕 紀 9> 蓮 心 寺の 開山な 
日 產號は 良 應院 、俗姓 足 利 氏、 紀 伊の 人な 6、 出家し 
て 伊豆 玉澤 妙法 華 寺に 住す 慶長 十四 年祀伊 R 蓮 心 寺を 開く、 
慶長 十七 年 九月 九日 寂す 壽四 十五" (本 化 別 如 佛祖 統紀) 

ニ チジ 日 慈； ーー |3 獅 〔日蓮 宗〕 山城 妙顯寺 第二 十四 代な 
う、 日 慈 字は 慧 天、 近 要 院と號 す、 越後阏 の 人な う、 俗姓 
は 高山 氏、 幼に して 妙 顯寺第 廿二代 日 妙の 室に 投じ、 中讨談 
林に 學ぶ 、學 行成うて 六條談 林の 化 主と なり、 後尾 張 國妙勝 
寺に 遷る •京師の 妙覺 寺に 出世す、 再び 中材談 林の 化 主と な 
う、 妙顯寺 第廿四 代の 席を 補す、 享保 二十 年 十月 二十 二 日 寂 
す、 壽七 十二、 (本 化 別 頭佛祖 統紀)  ； 

ニ チジュ 日 慈 尼； j sl f ハ 〔日蓮 宗〕 京師 瑞龍寺 第五 代な 
う、 日 慈號は 瑞應院 、鷹 司兼熙 の 女な う、 正 德四年 二月 十 
六日 剃 度 受戒し* 京師 瑞寵 寺に 入り、 在住 三年 享保 元年 四月 
六日 寂す、 壽 十八、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ジ 日 治 二 •二 六 五 〔日蓮 宗〕 加賀 立像 寺の 開山な-、 
日 治蓮藏 院と號 す、 何 許の 人なる を詳に せず、 日 像に 師事し 
て學德 共に 高く、 加 賀侯前 田 利 家の 歸 依を 受 く、 文祿 中小 松 城 
下に 玉樹山 立像 寺を 開き、 越 中高 岡に 妙法 山 立像 寺 V」 開き、 
富 山に 妙法 山 立像 寺を 開く、 天 正中 加 賀金澤 に 妙 布 山 立像# 
を 開き、 後國 主の 命に ょり 泉 野に 地を 移す、 蓋し ?! •: 古 H 像 北 
越驛 次の 遺跡なる R 由る， 慶長十 年 八月 二十 一日 寂す、 冊 壽 
詳 ならず、 (本 化 別頭邮 祖 統紀) 

ニ チ ジ 日 持 一九  一， 〇 〔日蓮 宗〕 駿河蓮 永 寺の 開山な 6、 

ニ チ (日) ^ — ジ 


書辭 名人 家佛本  0 


(八 三 九） 


ニ チへ 日)；、 ン 


日 持は 蓮華 阿 闇 梨と 呼ぶ， 駿河 庵原 郡 松 野 村の 人、 其 俗姓を 
詳か にせず" 生れて 奇相 あう.* 諸子 百 家の 學に通 じ.‘ 兼ねて 
和歌 交 章を 善くす、 偶佛 書を 讀 て 出家の 志 禁じ 難く、 比 叙 山 
,r 登-て 剃髪し、 天台の 敎觀 を學び 、法 華經 、大日 經 、理同 
事 勝の 決に 至て 疑滯 あう、 深く 慈 覺智證 二 師を疑 ふ、 一時 猛 
省して 謂く、 摩 訶止觀 に 行 道の 障を 示す R 三 あう、 自を 疑 a 、 
師を 疑 a 、 法を 疑 ふ是 なり、 苟も 一 も此疑 あら ば 其罪遁 るべ 
からず、 今 我 甚だしく 二 大師を 疑 a 、 冥より 冥に 入る、 此魔 
障を 如何せん、 若 かじ 學を廢 し 行を 企て、 佛祖の 冥 護を 祈ら 
ん R はと、 遂に 國 に 歸る ，一日 岩 本實相 寺 R 遊び、 智海 僧都 
に 謁し、 其勸 めに よりて 松葉 谷に 赴きて 日蓮に 謁し、 遂に 其 
弟子と なう* 日 持と 名け、 蓮華 阿闍 梨と 呼ぶ、 時に 文 永 七 年 
師卄一 歲な り、 乙れ より 日蓮の 傍を 離れず、 師書に 巧みに し 
て H 蓮の 手簡 多くは 師の 手に 成る と 云 ふ、 一時 別 頭 行 門の 大 
意を 記して 自記に 備ふ、 後 持 妙法 華 問答と 云 ふ、 弘 安五 年 日蓮 
の 示 寂す るに 方う、 六 人 輪 次に 身延 山に 直す、 師 、子院 を 構へ 
本 應院と 呼ぶ、 松 野の 邑主甞 て 日蓮 R 從ひて 俗' 弟子と なる、 

玆に 於て 翌弘安 六 年 一 梵刹を 構へ 師を 請して 開山と なす、 後 

貞松山 蓮 永 寺と 號す 、師 常に 言 ふ、 本朝の 弘化に は 日 昭日朗 

の諸老 あるを 以て 足れ 6、 我は 異域に 柱て 妙法を 闡揚 せん、 

假令 海中 颶風 大 魚の 難に 遭と も 是れ我 至 願な うと、 永 仁 二 年 

九月 十三 日 松 野に て 宗祖 十三 回諱 大法 會を修 し、 十月 身延山 

に 詣で >祖 塔を 拜 し、 翌 三年 正月 一日 四十 六歲 法を 日敎に 付 

し、 漂然と して 寺 門を 出づ 、門人 等 多く 之に 隨はん と 欲す、 

師論 して 日く、 我異_ を 救濟 して 身命を 佛祖 R 奉ず、 設 s 江 


ニ チ f 日) ジ 

魚の 腹中に 葬らる、 も辭 すると 乙ろ に 非ず、 Z1 れ倆 等の 堪る 
所に あらず と。 衣を 振て 去る、 門人 涕 泣して 別る" 遂に 異域 
に 赴き 終る と 乙ろ を 知らず、 此故に 師の法 孫 今に 至る 迄 正月 
朔日を 忌日と なして 齋 會を修 す、 門下に 日敎 、日圓 、日 達、 
日 信 等 あう セ皆一時に.聞ゆ、(本化別頭佛祖統紀) 

ニ チ；、 ンツ 日實一 \ §i AA 〔日蓮 宗 3 京都 妙 覺寺第 四 代な 
う， 日實 字は 通覺 、俗姓は 桃 井 氏、 紀 伊の 人な 6、 元德 .兀 
年 十二 歲 にして 光明 禪寺 R 役して 出家す、 貞治四 年 四十 八歲 
竊 に 光明寺を 出で 妙顯寺 第三 代朗源 僧都の 室に 入 6、 衣を 更 
へて 欽 持す" 僧都 見て 器 許す、 師 一時 僧都の 命を 受けて 西國 
に弘 通す" 備 前國津 島に 眞言 宗福輪 寺 あ 6、 寺 僧寺を 捨て 師 
に 歸す 、乃ち 改めて 妙 善 寺と 云 ふ、 居る Z1 と 年 あ $、 永 和 四 
年 僧都 寂を 示す、 師妙顯 寺に 歸 う、 僧都の 喪を 修し 、次に 進 
山を 行 ふ、 初め 小 野 氏 妙 覺と云 ふ 者 あ 6、 其 別業に 寺を 造.^ 
て 師を請 ふ、 師往て 化導し、 妙覺 寺と 號 す、 日 像を 崇て 開山 
となし、 大覺 大僧正を 二 祖とな し、 朗源 僧都を 三 祖と なし、 
自ら 第四祖 となる、 永 和 四 年 夏 六月 七日 寂す、 壽六 十一、 明 
珠院日 成に 法を 附 す" (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ジツ 日 {貫.  一. A: -t : ra: 〔日蓮 宗 U 駿河妙 海 寺の 開山な 
う、 日實 は但 馬阿闍 梨と 呼ぶ、 其 俗姓 詳 ならず、 師日昭 と 
交 深し、 高祖 日蓮の 滅 後日 昭を助 けて 鎌 倉に 留 る、 日 昭那瀨 
の 妙法 寺を 退き、 師に 命じて 主たら しむ、 師固辭 して 出で ず、 
日 昭濱の 法 華 寺を 退き、 師に 命じて 主たら しむ、 師再び 固辭 
して 受けず、 駿河 富士郡 沼津 村に 一 茅菴を 結び、 讀經唱 題を 
事と す、 晚年檀 越の 請に ょ $ 一菴を 造う 海會 寺と 云 ふ、 後に 


(九 三 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


妙 海 寺と 號 す、 正 和 三年 十月 二十 三日 寂す、 壽詳な ら ず、 (本 
化 別 50 佛祖 統紀) 

M チ；、 ンツ 日實 jj lx AE 〔日蓮 宗〕 京師 眞如 寺の 僧な 6、 
日實 字は 覺 性、 後 字を 以て 院號 とす、 攝津難 波の 人、 世々 醫 
を 業と す、 天性 多病に して 俗事を 厭 a 、 專ら佛 敎を修 す、 遂 
に 出家して 寂遠院 U 通 U 師事し、 飯 高 池 上 身 延に歷 遊し、 後 
日 通の 命に ょ 6 京都 眞如 寺に 主た ぅ、 元祿 三年 法華經 書寫を 
志し、 一花 一香 一字 三 禮 三年に して 功を 畢 る、 元祿十 一年 正 
月 十四日 寂す、 壽七 十四、 出家の 後も醫 業を 廢せず 、修法 投 
藥兩 ながら 靈驗を 以て 聞ぇ 左 6、、 ( 本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ジツ 日 {貫； 一： 一： 一 A; 〔日蓮 宗〕 山城 立 本 寺 第五 代な 
日實 字は 支 式、 妙 顯寺第 四 代 日霽の 門人な 6、 初め 元 
亨元 年後 醍醐 帝 特に 勅を 降し、 御 溝の 傍 今 小路の 地を 割きて 
日 像に 賜 ふ、 日 像 大道 塲を 開き 11 華 院妙顯 寺と 云 ふ、 二十 一年 
を 經て曆 應四年 大覺の 時 光嚴帝 勅を 降し 地を 易へ、 五十 三年 
を 經て 明德 四年將 軍義滿 再び 地を 易へ て 改め 造 $ 妙 本 寺と 號 
す、 日雾 命を 受けて 修營 す、 師曆應 の 故 地なる 櫛 司に 一道 塲 
を 開か / L とし 幕府に 請 a 遂に 龍 華院を 開く、 後に 立 本 寺と 號 
す、 應永 十二 年 冬日 霽 寂す、 師日霽 を 第 四 代と なし、 自ら 第 

五代に 居る、 長 祿二年 四月 二十 二日 寂す、 壽六 十餘、 (本 化 別 

頭佛_ 統紀) 

ニ チ シン 日 置 二 j  j AO AIg 〔日蓮 宗 U 本 隆寺派 の 開祖な 6、 

日眞 字は 慧 光と 云 a 、 父は 中 山中 納言親 通、 母は 山 名 伊豆守 

義 時の 女な $、 文 安元 年 三月 二十 九日を 以て 但 馬に 生る、 十 

二歲 にして 剃髪して 園 城 寺に 入 6、 十八 歲の時 比 叙 山に 登る、 


ニ チ (日、 ジ ー シ 


二十 三歲 にして 京師 妙 本 寺に 入 六 代 日 具に 謁し、 大に宗 
義を 硏究 す、 爾後 北 越に 化を 布き、 其 途次 若 狭の 小 濱を經 て 
一 寺を 創し、 慧 光山 本 境 寺と 云 ふ、 乙れ を 弘宗立 義の 始めと 
す、 越 前に 赴きて 化 1: 施し、‘ 後 攝津に 一宇を 開き 久成 寺と 稱 
す、 後ち 又た 丹波但 馬に 赴き、 湯 島に 曼荼羅 湯を 開き、 長亨 
二 年 秋 京師 {C 皈 6、 一宇を 六角 西 洞院に 構へ、 木隆 寺と號 す、 
永 正の 初め 職を 日鎭 に讓 6、 亨祿 元年 三月 二十 九日 寂す、 壽 
八十 五な 6、 著作、 三 大部 及び 天 親の 法 華 論の 科 文註釋 ぁ々、 

ニ ツシン 日眞  i II s  〔日蓮 宗〕 肥 後 本 妙 寺の 開山な 
う， 日眞 字は 慧 性、 東 光 院と號 す、 身 延山日 乾の 門人な $、 
京師 妙傳 寺の 請に 應 して 第 十二 代の 主と なる、 天 正 十三 年 加 
藤淸 正本 妙 寺を 攝津の 難 波に 築き、 師を請 て 開山と なす、 十 
六年淸正肥後半國二十五萬を食 1; 、其封內佛坂に勝地を得て 
本 妙 寺を 遷 し、 法 性 山と 呼び、 後 星 山と 改 む、 文祿 元年 淸正 
朝鮮 國を征 す、 師道 契の 餘6往 て 護 念す、 淸正 凱旋して 事を 
近衞 公に 吿 r、 公 遂に 後陽成 帝に 奏す、 乃ち 勅して 紫 衣を 賜 
ふ、 是に 於て 本國寺 大僧正 日桓 、本 妙 寺を 以て 九州 一泯の 首 
山と なす、 初め 肥 前 大村邑 主 因幡 守 某師に 就て 法を 聽 き、 宗 
を 改て 受戒す、 封內 に 寺を 造う、 師を 請て 開山と 爲す •今の 
大村本 經寺是 なう、 其 他 肥 前 島 原の 護國 寺、 豐後鶴 崎の 法 心 
寺、 肥 後 府中の 妙 永 寺、 本學 寺、 川尻の 法宣 寺、 水 俟の法 華 
寺 等 皆 師の手 創な う、 後 京地に 閑居す、 寬永 三年 四月 二十 二 
日 寂す、 壽六 十二、 (本 化 別頭佛 祖統紀 } 

ニ チ シン 日眞  -1 チ シン 日 進を 見ょ、 

ニ チ シン 日審 1 一一 1 一 j 或 〔日蓮 宗〕 京師 六條談 林の 學僧な 

ニ チ (日 V V 


書辭 名人 家佛本  日  （C 四 九) 


ニ チ (日) シ 


i  日審 字は 文嘉 、號は 靈鷲院 と 云 ふ、 京師 江村 久 茂と 云 
ふ 者の 子な 6、 慶長四 年 六月 二日に 生る、 八菡に して 惠 光寺 
日 支に 師事し、 十七 歳出 遊して 松 崎 談林 R 入う、 尋て 六條談 
林 R 學ふ 〔.日 玄の 意を 受けて 壯年に 及て 敎導 に盡 3 ん とし- 
若 狹長源 寺 {C 住す、 時に 卅 一歳な 6、 同 寺に 於て 一 百： n 演說 
するに日々聽衆群集す'師の演說する -{<: あた-=\、巧に譬險を 
用ゐ 、能く 聽衆 をして 首肯せ しむ、 遂 に 一身を 敎鷄に 委し、 
六十 餘州 回歷せ 3 るな し、 四十 三 歳の 頃 R 至う 法 座 七 千餘座 
に 至る、 族 兄 日 養 六條談 林の 化 主と なり、 後師を 招し 其 席を 
繼か しむ、 師化 主の 職に 在る、 と 五 年に 及 ふ、 正 保 四 年 立 本 寺 
R 住す、 寺 側に 老父を 安して 孝養す、 近衞 家の 邸に 於て 後 水 
尾 上皇の 御前に 妙法 そ 說き 、叙 感を 蒙る、 萬 治二苹 正月 廿一 
日師 六十： 歲 にして 退隱 し、 讀經 唱_ を 事と し、 寬文六 年 三 
月 病 あう 十五 日 R 寂す、 壽六 十八、 著作 口演鈔 、法 華 座敷 談 
義 (一名 圆頓學 道 法語) あ 6、 ( 草 山 集 二 一一 國 高僧 畧傳 、日宗 著 
述 目錄> 

ニ チ シン 日 信 iH gi 〔日蓮 宗〕 紀伊 報恩 寺 第三 代な 

AVV  日 信號は 一正 院と云 ふ、 日 順の 弟子な 6、 小西談 林の 

化 主と なり、 紀伊感 應寺藻 原 寺を 經て 報恩 寺に 入る、 享保九 

年 二月 廿 三日 寂す J I ハ 十二、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ シ > 日 森 (ニー 八 一) 〔日蓮 宗〕 越 前 妙 顯寺第 七 代な 

う、 日 淼號は 三 智院敦 賀妙顯 寺 第 六 代 賢舜に 師事し、 其 後 

ちを 嗣 ぐ、 寂年缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

〔考〕 日淼 は大 永の 頃の 人な 6、 

- チ シン 日 / w iiili A: 11 〔日蓮 宗〕 安房 誕生 寺 第二 十九 代 


ニ チ (S シ 


な 6、 日禧 字は 永 順、 一 善 院と號 し、 上總大 楠 村に 生る、 
壯年 にして 玉 澤院日 雄に 投して 出家し、 飯 高談 林に 入うて 支 
義の講 主と なる、 奧 津妙覺 寺に 住し，‘ 小 松原费 忍 寺に 移る、 
飯 高談 林の 化 主と な 6、 遂に 安房 小湊 誕生 寺に 出世す、 晚年 
市 川 龍 潜院仏 隱れ 、享保 七 年 壬 寅 六月 十三 日 寂す 〔壽七 十 玉、 
一生 讀誦 經卷其 數を算 せす、. 說法二 千 五 百 座な 6 と 云 ふ、 (本 
化 別 頭佛 祖統紀 ) .' .' 

ラ T ンン 日親二 52 A-t 〔p 蓮 宗： 一京 郡 本 法 寺の 開山な 
义 日 親は 久遠 成 院と號 す、 上 總武射 郡 菔ハ心 村の 人、 幼名 
は 寅 菊 磨と s ふ、 十四 歲にて 中 山 法華經 寺の 日暹に 就きて 得 
度す、 十九 歲西 海松 尾山總 導師 職に 補す、 暖食高 眠 R 安せ す、 
終に 中 山に 歸 り、 尸陀林 中 蚊 蚋 R 咬まれて 百日 間 E 我 偈を誦 
する 乙と 使々 一百遍 、次に 一日に 一 爪を 拔き 、十日 R 十 爪を 
盡 して 熟 湯に 浸し 痛苦を 忍 ふ、 應永 三十 四 年 京都 戾 橋の 路傍 
に 傘を 立て、 權敎を 折伏す、 檀越梶 折一乘 寺を M て、 師を待 
つ、 師 自ら 立 正治國 論を 作うて 將軍 R 諫言す、 將軍 義敎大 R 
怒り 師を 捕へ て 獄に繫 く、 炙 火 鞭 答 熱湯 冷水 交 令 攻むれ とも 
堅志 抜く へからす、 串を 以て 陰莖を 刺し、 鍬を 燒きて 脇 R 著 
く、 師 は法樂 となす、 義敎益 々怒 6 て鐵を 以て 舌を 抜き、 活 
火に 鍋を 燒きて 頭に 冠す、 師 確乎と して 動せ す、 時人 呼 a て 
鍋 かぶう 上人と い ふ、 嘉吉 元年 三月 義敎 責めて 日く、 我 法 華 
の 持 者を 責む る、 何 そ 現 罰な から / L や、 師答 へて 日く、 三年 
を 過き ず、 義敎笑 ひて 日く， 現報寬 なる 哉と、 師 日く" 然ら 
は 吾れ 百日に 縮めん と、 六月 二十四日 果して 義敎 赤松 滿祐に 
弑 せらる、 獄中に 营原氏 あ. ON、 松 田 妙 本なる 者 あ- 〇 て 師と 


(一四 九） 


書 


名人 家佛 本日 


檀 越の 約を 結 ふ、 本 阿 彌家是 なう、 後官 地を 降し、 狩 野 修理 
入道 叙 昌聞て 財を 投 し、 叡昌山 本 法 寺と 號 す、 長 亨二年 a 月 
十七 日 寂す、 壽八 十二、 鳥 部 山に 塔を 作- CN、 全身を 葬る、 
是 れ本壽 寺な う、 師か開 創の 寺 多し、 著作 折伏 正義鈔 、埴谷 
鈔、 傳燈鈔 、一生 修行鈔 、本尊 鈔 相承、 本 法 寺緣起 '御 祈 禱 
經鈔 、立 正 治國論 各一卷 ぁう、 (日 親 上人 傳 ，本 化 別頭佛 祖統 
紀 、.日 宗 著述 目録) 

ニ チ シン 日 心  | 5^ §?  〔□蓮 宗〕 甲斐 長 遠# の 開山な 
日 心は 久成 院と號 し、 元 眞言 宗の 僧に して 大 心房 阿闍梨 
と 呼び、 小 室 日 傳の俗 弟な う、 寺は 加 賀美信 濃 守 遠 光が 祈 颇 
處な 6 しが、 家兄 日 傳宗を 改め 衣を ^ ゆるを 聞 いて 兄の 許に 
行く、 兄俱 に身延 山に 至 $、日蓮に見ぇて說を聞かしむ、乃 
ち 日蓮に 依う 更衣 受戒し'  寺に 皈 6 檀徒に 吿 r、 檀徒 亦 其 寺 
を 奉ず" 後 巨 摩 郡 中條衬 慧 光山 長 遠 寺と 號す 、康永 二 年 九月 
二十 一日 寂す、 壽八 十八な- CN、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シン 日 心  一ー チ シン 日 進を 見ょ、 

ニ チ シン 日 新 jj 一一 一；^  〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十七 代な 
ゥ、 日 新字は 純慧 、號は 慈 雲 院と云 ふ、 申 斐巨摩 郡 今諏訪 
村の 人な A、 幼に して 日傳に 仕へ" 日 傳の寂 後日 鏡に 依うて 

得度し 徧く諸 名 宿を 參 叩し、 具に 辛酸を 嘗 む、 京師 妙法 華 寺 

に 住し、 藻 原 妙 光寺に 出世す、 天 正中 日 整の 囑を 受けて 身 

延山に 昇る、 寺務 十五 年、 文祿 元年 八月 十一 日 寂す、 壽 五十 

八な り、 初め 德川  '康身 延 山に 參詣し 累日 道話に 耽う、 莊田 

-千 石を 寄附 せんとす、 師の H く當 山は 高祖 棲 神の 靈 m な 

るを 以て 白毫 fu 光 淨界に 盈ち、 自然に 餘裕 あ-^ て 飢寒 ある 


ニ チ (日)、 ン 


フ j となし、 閣下 他日 嘉連を 得て 都 城を 築か ば 其 時 坐 具の 地を 
賜へ、 と、 後家 康江戶 を 開く に 及び、 師を 召して 外 護の 任に 
當 6、 飯 高 中 村 小 西諸談 林の 俸 地を 割き、 江戸に 停 住の 地を 
割き 與ふ 、因て 師瑞輪 寺を 開く， 門下に 順 藏院日 巡、 妙雲院 
日 賢、 法 雲 院日道 •日 巡、 中正 院日 友、 慈眼 院日慧 等 あ $、 
皆 一時に 傑出す、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ シン 日！^  シ H  - ャク宗 益を 見ょ、 

ニ ツシン 日 進  一一 ^ , I  〔日蓮 宗〕 駿河 IE 法 寺の 開山な 
う、  3 進は 三位 阿闍 梨と 呼ぶ、 初め 日 心に 作る、 一に 日眞に 
作ろ 俗姓は 源氏、 安倍 貞任が 末な う、 幼に して 日蓮に 投して 
出家す、 文 永 八 年 九月 十二 日日 蓮 龍の 口の 厄に 遭 ふ、 師時に 十 
三 歳*  □:朗 と共に 走て 日蓮を 問 a 、 奮て 一身を 顧みず、 □蓮 
厄を 免れ、 日朗 及師榕 越： 3 人 同じく 入牢す、 十一 年 日蓮 免せ 
られて 佐爬ょ 6 歸 $ 身延 山に 入る、 後 f. の 父 日 元身延 山に 一 
菴を 結 a 、 幾なら ずして 寂 す、 師 IC- 蹤を營 み、 竹の 房と 號し 
此に 居る、 師の弟 亦 出家し 日 善と 云 ふ、 正 安の 初 師偶檀 越の 
請に 依うて 駿河國 富 士郡柚 野 村に 就き、 竹 養 山 正 法 寺を 築き 
遷う 住す、 正 和 二 年 日向 師を 招き 身延 山に 主 / 2 らしむ、 師時 
に 五十 五歲 、寺務 二十 二 年、 建武 元年の 芩法弟 日 善に 附 し、 
十二月 八日 寂す、 壽七 十六、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ジン 日尋二 一八 八 〔日蓮 宗〕 奥州 法 華 寺 中興な う、 
日尋は 京都の 人、 初め 本滿 寺に 投じ、 後ち 東 遊して、 奥州に 
入う、 日 持の 舊跡な る 松 前の 妙 光山 法 華 寺を 中興し、 亨祿元 
年 五月 十八 日 寂す、 (本 化 別 頭佛紺 統祀) 

>ー チ； 日 深 jjj AI ra- 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山 第一 一十 五代 

ニ チへ 0) シ 


書辭 名人 家*  本日  (二 四 九） 


ニ チ (日、 ^ — シ 


な 6/  日 深は 妙 寂 院と號 し、 日 乾の 門人な $、 幼に して 出 
家し、 六條談 林に 於て 困學 硏習>  年に 及び、 終に 日 遠の 囑ヒ 
受け、 京師の 本滿 寺に 居う， 元 和 九 弟の 秋日 要 寂す るを 以て 
身延 山に 主と なる、 寬永四 年 丁 卯 十二月 二十 八日 寂す、 壽五 
十四、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チ；、 ンン 日陣一 一一 g s 〔日蓮 宗； 一越 前 本 成 寺 第一 一代な 
う、 日陣は 童 名を 門 一九と 云 a 、 佐々 木 高 綱の 末裔な う、 曆 
應二年 越後 國瀨波 郡 加治莊 荒川鄕 今の 蒲 原 郡黑 川に 生る、 貞 
和 二 年八歲 にして 本 成 寺に 登り ® f 頭 日 龍に 師事す' 出家の 後 
ち 名を 圓 光房 日陣と 改め、 笈を 負て 諸 國の學 匠を 訪 ふ、 應 安二 
年 三十 一歲に して 日靜に 隨つて 法を 附せ られ 、本 成 寺の 譲を 
受け、 宗祖 弘 通の 本旨を 繼 承し、 本山の 規則 i: 定む 、應永 四 
年 五十 九歲 にして 京師に 到う、 本國 寺に 於て 法 華經を 講ず、 
應永 十三 年 四月 本禪 寺を 創立す、 二十 六 年 八十 一歳に して 本 
成 寺を 日 存に附 し、 本禪 寺を 日 登 R 附 し、 同年 五月 二十 一日 
本 成 寺に 於て 寂す、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ ジヤク 日 寂 一九 四た 〔日蓮 宗〕 武藏 長昌 寺の 開山な 

う、 H 寂 素と 天台宗の 僧に して、 寂 海 法 印と 呼び、 淺草金 

龍 寺 山の 別當な 6 しが、 弘安二 年 夏 微行して 身延 山に 至-^ 

日蓮に 見ぇて 戒を 受け、 日 寂の 名を 賜は る、 弘安九 年 十一月 

朔日 寂す、 弟子 本覺 房日增 、河 內房日 可 一 寺を 造る、 後に 長 

昌 寺と 號 す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ、 V ユ 日 守 ii 一 1: 〔日蓮 宗〕 武藏淨 心 寺 第三 代な 

$、  日 守 字は 洞 澄、 號は 一相院 、出家して 深 草の □政と 交 
深し、 元 祿六年 八月 二十 H 寂す、 世壽缺 く、 (本 化 別 頭佛 inll 統 


ニ チ (H) ジ 


耙) 

こ チジュ 日壽一 =5 讀 〔日蓮 宗〕 武藏池 上 本 門 寺 第 七 代 
f,  日壽は 相模の 人に して、 幼名を 龜壽 麿と 云 ふ、 父は 
長 尾 氏、 母は 狩 野 修理 入道 叙昌の 女、 後ち 落飾して 郫哲と 呼 
ぶ 者な う、 生れて 幾なら ずして 日 行に 投じて 得度す、 永亨六 
年の 夏日 行 寂す るを 以て 其 後ち を 繼 r、 寶德 元年 十九 歲 にし 
て 美 濃に 遊び、 三 光房 尊 源 法 印に 謁し、 居る 乙と 三年、 偶と 
病に 罹う、 醫に就 き 學養 寺に 寄宿す" 亨德 元年 四月 四日 遂に 
學養 寺に 於て 寂す、 壽廿 三な う、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チジュ 日 ffi 三 ◦一一 八) 〔日蓮 宗〕 下 總眞間 弘法 寺 第三 
代な- CS、  日樹は 相模及 川の 人、 俗姓 森 氏、 父の 名は 七 郞旨 
秀 、世々 太 田 氏の 家臣な $、 師 十五 歳に して 中 山 法華經 寺に 
於て 出家し、 後ち 下 總眞間 山 弘法 寺に 住す、 應安 年中 中 山の 
日祐 京都に 上う、 立 正安國 論を 上る に 方 6、 師亦允 隨從 し， 
身延 山日禪 と共に 宗門の 興隆を 圖 る、 同時 京都 R 於て 關東三 
傑の 名を 得、 屢 i 兄 都 R 於て 法論に 名を 擧げた う、 寂年缺 く、 
(本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チジュ 日樹二 j H-: A: 〔日蓮 宗〕 江 戶長遠 寺の 開山な 
う、 日 樹號は 長 遠 院と云 ふ、 俗姓 生 國詳な らす 、初め 池 上 
本 門 寺， 比 企 谷 妙 本 寺 第 六 代の 主と なる、 寬永五 年 安 國院日 
奥の 不受不 施の 義に 唱和し、 東 一 {C Z. れを 主張す、 同年 將軍 
秀忠の 夫人 淺井氏 葬禮の 布施を 受けす して 身延山 衆の 乙れ を 
受け / 2 るを 非と し、 痛く 排擊 す、 中 山 法 華 經寺前 住 日 賢、 小 
西 談 林日領 、正東 談 林日充 、平賀 の日弘 、碑文 谷の 日 進 等 四 
方に 呼應 したれ は、 一時 勢力 ぁ^'、 身延山 主日 暹大 R 乙れ を 


(三 四 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


憂 a 、 日 乾、 日 遠、 日遼等 に 謀う、 S 論 邪義を 以て 幕府に 訴 
ふ、 幕府 命を 下し、 寬文七 年 二月 廿 一日 兩 方の 對，： 1 を 開く、 
一方は 身 延山前 住 日 乾、 日 遠、 前 住日暹 、藻 原の 日 東、 玉 澤 
の U 遵等 、受不 施を 主張し、 他の 一方は 日樹 、日 賢， 日弘、 
日領 、日 進、 日充等 不受不 施を 主張す、 對 論の 後 幕府は 日樹 
等を 罪す、 即ち 寬文七 年 四月 日樹を 信 濃 伊奈 郡に 御 預けと な 
し、 一黨の 僧を 追放す、 日樹 罪に 服し、 同 八 年 五月 十九 日 寂 
す、 壽缺 く、 著作 留意 要三卷 ぁう、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チジュ 日受こ E; A: 七 〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第二 代な 
$、 日 受は慧 性 院と號 し、 身 延山第 十七 代 日 新の 門人な $、 
天 正 十九 年德川 家康日 新を 召して 江戸 城下に 停 住の 地を 賜 
ふ、 翌文祿 元年 日 新 寂す、 師其囑 を 受けて ix 戶 に 慈 雲 山瑞輪 
寺を 建て 、自ら 第二 代に 居る、 慶長 元年 瑞輪寺 火災に 罹る、 
師法姪 妙傳 寺の □盛を 召して 職を 授け 再興を 命し、 寬永四 年 
正月 二十 七日 寂す、 世壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チジュ 日 受 ( ： ) 〔日蓮 宗 V—/ 京師 妙 滿 寺の 第 九十 
二 代な 日受は 合掌 阿闍 梨と 號 す、 宮谷檀 林に 學び 妙滿 
寺に 昇う、 專 ら宗學 に 力を 盡し 、一派の 宗學を 大成せ 6、 示 
寂苹月 U 詳なら ず、 著作 如實事 觀錄一 | 卷、 自鏡篇 、同 補 闕、 

各二尜 、什師 諷誦 文法 釋 、十 法界 抄自 鏡篇、 當 鉢義鈔 自 鐄篇、 

佛界 緣起鈔 、我此 土 安穩義 、答 書 疑 難 抄辨辨 釋一卷 ぁ 6、 

こ チジュ M 日壽 尼； j 15 — -t 〔日蓮 宗〕 京師 瑞寵寺 第 四 代 

f、  日壽 尼は 瑞法院 鷹 司 左大臣 敎 平の 女な 6、 寬文 十二 

年 九月 十三 日 剃 度 受戒し、 京師 瑞輪 寺に 入う、 在住 二十 年、 

元 祿四年 四月 二十 九 S 寂す、 壽四 十五、 (本 化 別頭佛 齟 統紀) 


ニ チ シウ 日秀 je 瞄 〔日蓮 宗〕 相 模實相 寺の 開山な 
ぅ、 日秀は 丹 波 阿闍梨 と 呼び、 姓は 源氏、 高 橋 入道 時 忠の子 
な-^、 俗の 字は 高 橋 出 羽 世と 云 a 、 上 州 墨 田 郡に 居 6、 一時の 
名士な $、 故に 墨 田を 以て 呼ぶ、 父 時忠 日蓮 (C 皈 依し、 弘安 
二 屯 其 次男を 出家せ しむ、 即ち 日秀な -CN、 後ち 日向 兼 綱が 請 
に應 じて 藻 原 山 妙 光寺に 法を 開く、 正應 元年 日向 波 木 井 氏の 
請を 受けて 身延 山に 遷 ぅ、 師を招 s て 妙 光寺に 主 / 2 らしむ、 
此に 居る 乙と 四十 餘 年、 藻 取 初め 常 樂山妙 光寺と 號せ しが、 
師 上京の 時 後醍醐 天皇 親しく 召し 見て 常 在 院の號 を 賜は りし 
を 以て、 改めて 常 在 山と 呼ぶ" 晚年舊 館を 乞 s て 父 時 忠の冥 
福を 祈る、 後に 妙 福 寺と 云 ふ、 又 相 模宮 田に 實相 寺を 開く、 
建武 元年 正月 十日 寂す、 壽七十 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シユ 1 日秀二 -0 51 〔日蓮 宗〕 京師 本滿 寺の 開山な 
ク， 日秀 字は 觀隨 ，玉 洞 妙 院と號 す、 近衞 關白從 一位 在 僕 
射 道嗣 公の 男、 母は 瀨 尾 氏、 永德 三年 V」 以て 生る、 八歲 {C し 
て 本國寺 日傳の 室に 投して 得度す、 父 道嗣其 別莊を 割て 一淨 
室を構し師を召して法華を講せしむ、名聲世に顯る、帝詔 
して 僧都と なした ま CA 、 京師 (C 一宇を 興し fr: 布 山 本滿奇 と 
號 す、 寶德二 年 五月 八日 寂す、 壽六 十八、 (本 化 別 頭 佛祖統 
紀 〕 

ニ チ シユ ー 日秀 H= fl 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 の 
僧な 6、 日秀 字は 玄紹 とい ふ、 早 年 出家して 講席に 列 6、 
顯密 二敎に 精通し、 盛 # を馳 す、 弘治二 年 智積院 の 席を 繼き 
て 化 主と なう、 六 大法 身の 講席を 開く* 自 後智檀 妙 音の 二院 
新 命 開 法の 日 必す六 大法 身の 講席 5: 開く は師に 始まるな 6、 


ニ チ (日)；、 ン  ニ チ (日 V ン 


書辭 名人 家佛本  日  網 四 九) 


ニ チ C 日ンシ 


同 三年 醍醐 寺 
に 登りて 大僧 
正 源 雅に謁 
し、 報恩 院の 
事相を 受 く， 

天 正 五 年 十一 
月ナニ 日 寂 
す， # '-X 十三、 

(結 網 集、 續日 
本 高僧 傅} 

ニ チ シユ丨 
日秀  i _rr 5i ハ 
〔日蓮 宗〕 山城 
墨染 寺の 開山 

f、 日秀 字は 純 志、 甲斐 國巨摩 郡の 人な 6、 身 延山第 十 
八 代 妙 雲 日 賢の 門人な 6、 和歌を 嗜 0 ，時に 豐 臣秀吉 の姉武 
藏守一 .路の 室瑞龍 夫人 日 賢に 歸 依し 道 契 尤も 厚く、 贈答 絕ぇ 

す、 師毎に 其 介を 務めて 京師に 牲く '時に 京師に 幽齋紹 巴 有 

う、 和歌を 以て 聞 ゆ、 師幸 R 交を 結び、 滯留の 間墨染 樱の舊 

跡 5: 訪 a 、 相 偕に 語う 歎ず、 秀吉 之を 聞き、 師を 召して 貞觀 

寺の 緣由 等を 語-^、 且つ 墨染の 地を 割て 一精 舍を 造うて 師に 

賜 ふ、 師因て 墨染 寺と 號 す、 秀吉 時々 師を延 き 見、* 奏して 大 

僧都 R 補す、 秀吉沒 後 帥 本國に 還う 雙 親の 塚を 吊す 7L- 和 七 

年 七月 十七 日 寂す、 壽 五十六、 (本 化 別 頭 佛 祖統紀 ) 

ニ チ シュ i 一  日秀尼 ills™  〔日蓮 宗」 京都 瑞寵 寺の 開 


ユチ f 日) シ 


f， 日秀 字は 妙慧、 號は瑞 龍院 、豐臣 秀吉の 姉に U て 三 好 
武藏守 一路に 嫁し、 關白秀 次 岐阜 宰相 # 勝 ^ 生む、 二子 死す る 
に 逢 a 、 深く 世の 無常を 嘆き、 身延山 十八 代 日 賢に 歸依 し、 其 
檀越 となう、 財を 捨て、 身延 山の 佛 殿， 方丈、 大 光山の 立像 堂、 
客殿、 庫 厨を 再建 擴 張して 舊制に 三倍す、 一路 死す るに 及 a 、 
寂 照院日 乾に 請 ひて 比丘尼と な 6、 讀經唱 題を 事と す、 家康 
之を 憐みて 特に 俸 地を 與 ふ、 寬永二 年 四月 二十四日 寂す、 壽. 
九十 二、 T-.. 蹟は幕 命に ょ'^ 尼寺と 爲 6、 瑞龍 寺と 呼 ふ、 日秀 
在世の 時 東 山 善 正 寺を 造り、 秀 次の 冥福を 禱 うしと 云 ふ、 瑞 
龍 寺は 世々 貴族の 女子 主と なる、 故に 世 R 村 雲 卿 所と 呼 ふ、 
(本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ シユ ー 日宗一 一. 〔日蓮 宗〕 甲斐 遠 光寺の 開山な 
う、 日宗 字は 宗 明と 云 ふ、 甲斐の 人、 俗姓は 武田 氏、 俗名 
を三郎 光行と 呼ぶ、 父 遠 光 深く 佛を 信じ、 榮西禪 師に歸 依せ 
しか ば、 沒後 師父の 冥福を 祈る 爲 めに 一 寺を 創し •榮 西の 徒 
を 請して Z. れに 住せし IT 、 丈 永 十一 年 日蓮 身延 山に 隱れ しが、 
其 檀越波 木 井 實長師 と 親戚なる の關 係を 以て 屢 U 蓮に 見へ、 
遂に 其德に 服して 出家 受戒し、 自ら 創した る 寺 も 供す、 日蓮 
之れ が爲 め R 經字 塔を 造うて 輿へ、 山を 寶塔 山と 呼ばし む、 
後に 遠 光寺と 號す 、正 應四年 四月 五日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 
頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ シユ ー 日宗 1H 誌 〔日蓮 宗〕 京 1:111 妙顯寺 第 十九 代 
なう、 日宗 字を 叙 桓と云 ひ、 境 妙院と 號す身 延山通 心 院日 
境の 門人な う、 中 村 談林に 於て 學成 6、 赝 峯の化 主と な. う* 
復 穴 中 村の 化 主と な- N、 終に 龍 華 院妙顯 寺の 請に 依う 主と な 


(五 四 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


る、 後ち 鎌 倉 高 松 寺に 退き、 元祿 十三 年 正月 二十日 寂す、 壽 
八十 五、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

? 11 日修 si 55 .〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 七十 五 
.代 f, 日修 字は 圓 政、 號は心 妙院 、備後 福 山の 人、 中 村 
源 助の 子な 6、 文政 六 年 三月 四日 生る、 幼名 萬 吉と云 ふ、 七 
歲備中 花尻材 普 門院 日 現に 就きて 得度し、 尋て 京師 妙 顯寺日 
合の 下 R 師事す、 東 訊 西 問師を 求め、 優 陀那日 輝 R 就きて 學 
業大に 進む* 日 輝 水戶一 一； 味 堂に 在うて 敎 養を 事と す、 日修日 
昇 等 其 下に 留 る、 日 輝 水戶を 去うて 加賀金 澤に歸 6、 尋て再 
び 出で、 池 上に 來 る、 日修は H 昇と 共 R 常に 隨 侍す、 日 輝 示 
寂の 後 N R 歸 る、 明治 五年大 坂 R 出で 講 席を 張る、 後 本國寺 
に 住し、 尋て 身延 山— 遠 寺に 住し、 第 七十 五代と なう.、 大敎 
正に ? f せらる、 明治 廿四年 五月 十七 日 同 寺に 寂す、 壽六 十九、 
ニ チシュ ー 日 收二 1 - 一 EA A-t 〔日蓮 宗〕 京師 常 光寺 第一 一代な 
う、 日收字は秋澗、號は智勇院、別に一鷗と云；5、睡心病 
嗖 と 云 S、 古 JIL 子と 云 ふ、 能 登の 人な う、 京都 松 ヶ崎談 林 下 
野 飯 高談 林に 學び 、心性 院日 遠の 敎を受 く  •次で 安國 院日奧 
に 迎られ 、妙覺 寺 に內外 の 書を 講ず、 元 和 六 年 肥 後に 下う、 
國主 加藤淸 正 K 遇せられ、 儒者 那波 道圓と 交う、 詩文の 贈答 

をな す、 慶安 三年 十月 十日 寂す、 壽七十 二、 (本 化 別 頭 佛祖統 

紀 、日蓮 宗 史料) 

M チジュ ー 日 住 ニー ーー ー茲 〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 m A 代な 

日 住 字は 圓住 、號は 養眞院 " E- 斐の 人な $、 圓渺谠 日 

桂に 從 ひ て 出家し、 飯 高談 林に 學ぶ 、後西 谷談 林の 請に 應じ 

て 文句を 講ず、 延寶二 年 武藏瑞 輪 寺に 住す、 寺務 十四 年、 再 


二 ■チ'  日) シ I ジ 


び 飯 高談 林の 請に 依り經 を 講ず、 端 輪 寺は 立 本院 日 運、 大中 
院日 孝. の 二 代を 經て 、元 祿四年 再び 入うて 寺務を 見る、 同 5: 
年退隱 し、 寶永六 年 三月 三十日 寂す、 壽七 十三、 (本 化 別頭佛 
祖統 紀) 

ニ チジュ ー 日 住 —: y ra: た 〔日蓮 宗〕 京師 妙 覺寺第 十代な 
P、 日 住號は 眞如院 、京 郡妙覺 寺 H 延に 師事し、 日 延の命 
を 受け 本覺寺 第二 代 妙 覺寺第 十代と なる、 後ち 兩 寺を 合して 
一 寺と なし 益々 法 門を 弘 む、 晚年紀 伊和 歌 山に 遊び、 眞言 
宗の廢 寺を 再興し、 和歌 山 TF. 住 寺と 云 ふ、 文明 十八 年 九月 十 
八日 寂す、 世壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チジュ— 日從 S1 1 A0 〔日 運 宗〕 山城 本國寺 第二 十二 
代 f,  B 從字は 通 心、 信 解 院と號 す、 加 賀國の 人な 6、 
瀧 谷 ' 0 遼の 門人、 身 延日奠 の 法 孫な 6、 中村談 林に 入 6 後 水 
戶談 林に 至 $、 玄義を 講じ、 六條談 林の 化 主と なる、 紀伊國 
の蓮心寺に住し、京師の妙覺寺に進ひ、後中村談林の請に應 
ず、 本國寺 第二 十二 代の 席に 倚う、 大 僧都 法 印に 任じ、 寶永 
五 年 十二月 十七 日 寂す、 壽五 十九、 C 本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チジュ ー 日 充 ( ：： ：.) 〔日蓮 宗〕 尾 張 某 菴の學 僧な 
$、  日充は 下 總國の 人な 6、 幼ょり 出家し、 東西に 奔走し 
て 天台 敎觀を .硏究 し、 本 化 別 頭の 宗 致を 通曉 して 下 總岩邊 に 
講胳を 開く.， 學徒 輻輳ず、 師各 利を 嫌 CA 、 終に 學 徒を 捨て、 
尾 ?# ド適參て隱棲す、+弊寺に唱題讀經を事とし1後能登國 
R _ 至う 瀧 谷に 隱 る、 •#; 年 " (C 故國に 歸 る、 入寂の 時、 異花棺 中 
に 飛ぶ、 乃ち 花 降 上人と 云 ふ、 其 年月日 詳なら ず、 (扶桑 隱逸 
傳 、本 化 別 頭娵 祖統紀 ) 

ニ チ (日) ジ  I 


書 齡名入 家 佛 本  日  （六 四 九) 


ニ チ c 日 」；、 ン  _ _ 

ニ チジュー 日 什  一一， 璧  〔日蓮 宗〕 妙滿寺 派の 開祖な 
i 日 什 父は 鎌 倉の 人、 石 堂 太郞覺 知、 母は 會津 城主、 葦名 四 
郎盛宗 の 女 淸玉姬 、正 和 三年 四月 二十 八日 岩 代會津 若松に 生 
れ 、幼名を 權 太夫 國 重と 稱す 、少 にして 經史百 家の 學に 通じ、 
十九 歲 京都 比 叙 山に 登り、 慈遍 僧正 R 就きて 薤髮 し、 名を 玄妙 
と 改め、 天台 


外戚^? 國守 

若狹守 蘆名眞 盛、 强 a て 師を 菩提寺 羽 黒山 東 光寺の 職に 就か 

しむ、 道 # 盛 なれ ども 心 猶 安から ざる もの あ-^、 一日 日蓮 上 

人 著述の 開 目 抄如說 修行 抄の二 書を 感得し、 一 閱の下 直に 旣 

往の 疑義を 了解し、 天台の 非を 悟 $、 慈 覺智證 の 謬 旨を 知る、 

是 R 於て か斷然 天台宗を 捨て、 日蓮 宗に歸 し、 自ら 日 什と 號 
す、 大衆 狂と なし、 密に 之を 害せん とす、 上足 日 仁 其 謀を 師 


ニ チ (日};、 A 


に 密告す、 乃ち 天授 六 年師 六十 七歲の 時日 仁、 日 金、 日 妙、 
日穆 、日 全、 日 義の六 老僧と 共に 逃走して 下總 市川鄕 眞間弘 
法 寺に 至う、 日宗に 謁して 未だ 契せ ず、 正中 山 法 華 寺に 入. CN、 
日祐に 見ぇて 日 運の 書を 披閱 し、 感奮 興起し f 一天四海 皆歸 
妙法を 實 地に 見ん と 欲し、 弘和 元年 六月 京都 心 到- CN、 二條關 
白 良 基に 依うて 上奏し、 立 正安國 論、 及び 意見書を 献 じ、 諸 
宗の， 謬 妄を 論ず、 尋 きて 二位 僧都に 叙せられ、 京師 弘 通の 勅 
命を 蒙む る、 然れ ども 未だ 上奏の 意を 達する 乙と を 得ず、 歸 
途身延 山に 登うて 法義を 談 ず、 翌年 諸宗の 謗 法を 鎌 倉 管領 足 
利義 滿に訟 へ、 京都に 至う 天 裁を 伺へ ど 7P 果す 乙と 能は ず、 
京師に 留 $ て 妙法を 弘 通す、 弘和 三年 夏 再び 天 裁を 請 ふ、 良 
基 大に師 に歸依 し 受法唱 題す、 元 中元 年 室町 將軍に 謗 法禁遏 
の 旨を 訴 ふ、 吏 言を 左右 R 托して 容れず 、翌年 遠 江 見附 驛に 
一宇を 沏し支 妙 寺と 號す 、時に 日宗と 邂逅す、 初め 師眞 間中 
山に ぁる や、 旣に諸 門 流は 法理 化 儀を 誤う、 受授の 正統 絕滅 
せる を 看破す、 是に 於て 大に其 邪 謬を 攻め、 僻 誤を 衝 く、 日 
宗答 ふる 乙 と 能は ず、 之ょう 諸 門 流の 誤謬を 捨て、 直授 日蓮 
塔 中 別 付の 正義を 弘 通す、 是を 一派 開 創の 紀元と す、 乃ち 師 
の 開 宗後六 年に し. て、 日蓮 滅後百 四 年に 方う、 元 中二 年師年 
七十 二 歳の 時な う、 翌年 吉 美妙 立 寺を 建て 元 中 五 年 京 R 入う、 
六 年妙滿 寺を 開き、 一派の 本山と す、 同 八 年 三月 死を 決して 
將軍 義滿に 面訴 す、 義滿 陽 R 之を容 る、 と雖 、遂に 之を 用 S 
ず、 同 七月 席を 門弟に 附し 、京師を 發し 途次 妙法を 弘 通し、 
若松に 歸 へうて 妙法 寺を 創立し、 父母の 冥福を 修 し、 元 中 九 
年 (北朝 明德 三年) 二月 二十 八日 寂す、 壽七 十九、 著作 治国 策、 


(七 四 九） 


蒈辭 名人 家佛本  日 


前 諷誦 文、 後 諷誦 文、 置 文 等 ぁう、 (本宗 綱要) 

〔考〕 本 化 別頭佛 祖統紀 に 日 什の 傳ぁ 6、 彼此 參照 する に 相 
異 すると 乙ろ ぁう、 今は 顯本 法華宗に 傳 ふる 所に 從ふ、 

ニ チジュ ー 日 重 一一 一二 j AO Jj  〔日蓮 宗 3 甲斐 身延山 第一 一十代 
なう、 日 重は 一如 院と號 す、 京都の 人 某の 子な 6、 某若狹 
に 遊び、 師を其 地に 生む、 師 六歲に して 父に 從 a て 京都に 歸 
6、 本國 寺に 投 
じて 出家す、 尋 
$ で 笈を 負 a て 
和 泉堺に 遊び、 

日琐 日 If 日詮に 
就て 天台 三 大部 
を 究め、 後、 南 
都に 學ぶ 、旣に 
して 歸 6 て 本國 
寺に 住し、 寺務 
の 暇、 日々 に 天 
台敎を 講ず、 講 
席 日に 盛んな 
う、 玆に 於て 本 

國寺 大衆 相議 し、 特に 本 國寺內 に 求 法院を 設けて 師を請 ず、 

師一 たび 門を 構へ て 四 來の學 徒 群を なし、 續講七 年に して 三 

大部を 畢ふ "乃ち 舊 寺に 還-^、 小 庵を 結びて 隱 る" 慶長七 年 

身延 山の 請す る も 師固辭 して 起 / 2 ず、 高弟 日 乾を 遣は す、 日 

乾 日 遠 相繼ぎ 皆身延 山に 住す、 其 功 勞を師 に歸 し、 身 延山二 


ニ チ (0) ジ 


十代に 配す、 師 閑居す と雖も 常に 道俗 座に 滿つ 、師循 々とし 
て祖書等を談ず、平素浮華を事とせず、紙衣布钠、老に至る 
も 改めず、 元 和 九年閏 八月 六日 寂す、 壽七 十五、 一生 說法五 
百 四十 餘 座、！ g 經 一千 五 百 七十 部， 著作 見聞 愚案 記廿 四卷、 
崑玉 集十卷 、同 撮要 集、 空 過致悔 集、 法 華 神 書、 ( 一 名 三十 番 
神抄) 各二卷 、和語 # 十卷 ，立 正 安 國論聞 書一卷 ぁぅ" (草 山 
集、 本 化 別頭佛 祖統鈀 、三國 高僧 畧傳) 

一ー チシク 日視 二 一一 一 ^ !; 日蓮 宗〕 甲斐 身延 山第廿 一一 一代な 
i  日 祝は 慧眼 院と號 し、 二十 二 代 日 遠の 門人な $、 幼に 
して 日 重、 日 乾、 日 遠の 三師に 親炙し、 後ち 西谷談 林の 化 主 
となる、 慶長 十三 年 日 遠 主席を 辭して 大野に 隱る 、因て 命を 
受けて 座主と なる、 翌年 病に 罹 6、 退て 醫藥に 就く、 乃ち 日 
乾 再び キ位 とな 6、 寺務七 年に して 退く、 時に 家康 乙れ を 聞 
き 日 遠を 主たら しむ、 是れを 乾 遠兩師 二度の 進 山と 云 ふ、 日 
祝の 病 遂に 治せず、 元 和 元年 五月七日 寂す、 壽四 十九、 (本 化 
別 頭佛祖 統紀) 

ニツシ ク 日視 =5 敦^日蓮宗〕京師頂妙寺の開山な 
ぅ、 日 祝は 妙國 院と號 す、 俗姓は 千 葉 氏な 6、 應永 三十 四 
年下 總千葉 郡に 生る、 小字は 千 鶴麻呂 、九 歲に して 中 山 法 華 
經寺第 六 代 B 薩の 室に 入 6 得度す、 文明 五年師 四十 七歲 京師 
に 妙法を 弘 通す、 時に 細 川 氏 治 部 少輔勝 益 道 契 尤も 厚く、 一 
精舎を 築きて 師を請 す、 師 乃ち 頂 妙 寺と 號 す、 高 益の 子高國 
々々の 子 氏 綱 同し く師に 歸 依す、 是を以 て 寺 門 大に賑 ふ、 後 
和泉魏 に隱 退す、 後 寺と 爲し永 松 山頂 源 寺と 云 ふ U 永 正十苹 
四月 十二 日 寂す、 壽八 十六、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 


ニ チ (日)、 V 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 四 九） 


ニ チ (日) シ 


ニ ツシュ ツ 日出 ニ ニ 九 〔 B' 蓮宗〕 伊豆 本覺 寺の 僧な 
6、 日出 字は 是 生 J 乘院 と號 す、 身 延山日 延の俗 弟な 6、 
初め 天台宗に して 仙波談 林に 能 化 職を 勤む 「後.、 日延に 投し 
て 日蓮 宗に歸 す、 伊豆 三 島に 往て 折伏 敎 化し、 數々 危難 ど 胃 
す、 一門の 徒 一室を 構へ て 師 を 請す、 師常在 山本覺 寺と 號し 
此に 居る 乙 と 十六 年， 永 亨八年 鎌 倉に 往き 、日蓮の 舊趾夷 堂に 
留 る、 諸宗の 徒ょう 攻擊せ られ 六月 二日 三昧 橋に 於て 縛 せら 
る、 副 元帥 持 氏 使を 馳せ て延 見し、 宗義を 問 ひ歸 信し 夷 堂に 田 
園 若干 畝を 寄す、 師改 めて 妙嚴 山本覺 寺と 號 す* 長祿三 年 四 
月 九日 寂す、 世壽詳 ならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シュン 日 春 (一九 四 二) 〔日蓮 宗〕 甲斐 長 光寺 第三 代 
f、 日 春 字を 空 存と云 ふ、 俗姓は 鮎澤 氏、 甲斐 山 梨 郡の 
人な 6、 初め 天台宗の 僧と なう、 法 印に 昇う、 立 正 寺 日乘に 
見ぇて 其說を 叩き、 終に 身延 山 R 至- CN、 日蓮に 投じ 弟子と な 
日 春と 云 ふ、 後長 光寺 R 日 法を 請 じて 開山と なし、 日乘 
を 以て 第二 代と し、 自ら 第三 代と なる、 某 年 五月 八日 寂す、 
(本 化 別 頭佛祖 ，統紀 ) 

ュツシ ュン '日 春 二 IX 一  j  〔日蓮 宗〕 山城 妙 顯寺第 十五 代 

f , 日 春 字は 是然 、後 秀感 と改む 、號は 中道 院 、俗姓は 

淸水 氏、 元 和 八 年 二月 十六 日を 以て 加 賀金澤 に 生る、 八歲に 

して 本學山 蓮覺寺 主日 諳 R 役して 出家す、 十六 歲に して 下總 

中村檀 林に 入る、 時に 春 山上 座 小西談 林に 至う玄 義を 講ず、 

師 上座 R 隨 侍す、 後鷄 冠井談 林の 講主 となる 時に 三十 八歲、 

尋て松 崎 談 林の 講主に 進む、' 寛 文 五 年 四十 四 歲妙顯 寺に 上う 

四海 唱 導師の 重任を 受く 、時に 中 村談林 主席を 空す、 大衆 師 


ニ チ (日 名 


の德 風を 仰き て 強請す、 師 重職の 暇宗 義を授 く、 講了て 京師 
に 歸 り 、伽藍を 修補し、 大に壯 觀を加 ふ、 寺務 十七 年、 法 弟 
日 空 R 讓 り退隱 す" 元祿 十五 年 正月 廿 五日 寂す、 壽八 十一、 
(本 化 別 頭 怫祖 統紀： > 

5 ー  チジュ ン 日 順 二 ^ -〇 〔白蓮 宗〕 攝津本 澄 寺の 開山な 
う、 日 順は 其生國 姓氏を 詳 R せず、 權大 僧都に 任せられ、 
京都 本滿 寺の 子 院に寓 す、 靈驗に ょり 攝津島 上 郡 上 牧村に 精 
廬を 創す" 將 軍足 利義植 土地を 割きて 供す、 後に 本 澄 寺と 號 
す、 永 正 八 年 九月 十九 日 寂す'  壽八 十二な う、 (本 化 別 頭佛祖 
統 S 

ニ チジュ ン 日 順  一一 一一 ^ o-b 〔日蓮 宗〕 紀伊 報恩 寺の 開山な 
P, 日 順 字は 堯 I 辰、 俗姓は 石 野 氏、 紀伊に 生る、 幼に して 
甲斐 大野 日 性の 室に 役して 得度す、 十三 歲に して 小西談 林に 
入る、 寬文六 年德川 光貞 其 母の 爲に 白雲 山 報恩 寺を 紀 伊吹 上 
に 建つ るに 及 a 、 師を 招きて 主と ならしむ、 次て 權大 僧都に 
秫 せられ、 遂に 開山と なう、 紀伊 一宗の 首位に 居る、 寺務を 
執る 乙と 十九 年、 相 坂 村應供 寺に 結 庵して 隱る 、居る 乙と 十 
七苹 、元 祿十 三年 九月 十日 寂す、 壽六 十四な う、 (本 化 別頭佛 
祖統 紀) 

ニ チジュ ン 日 (遵一 一一 •四 七 〔日蓮 宗〕 京都 妙滿 寺の 第 十代 
なう、 日 遵號は 寂 光 院と云 ふ、 文明 年間 專ら弘 通 R 力を 盡 
し、 諸國に 寺院を 開鄕 する Z. と數 十、 當 時の 互 刹を 開宗 せし 
むる 乙 と 夥し、 長亨 元年 十月 廿日 寂す、 壽缺 く、 

ニ チジュ ン 日 遵 (二三  一 gl) 〔日蓮 宗〕 安房 小 湊延生 寺 第 
十九 代な う、 日遵は 長 遠 院と號 す、 鄕貫詳 ならす、 安房の 


(九 四 九）  書辭 名人 家佛 本  日 


誕生 寺 京師の 頂 妙 寺に 歷 住し、 承應三 年 十月 三日 寂す、 著作 
諫 迷論 十卷 ぁう、 

ニ チジュ ン 日遵こ ■一八 ■一 •  f 日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十三 代 
f,  日 遵は法 性 院と號 し、 小字は 吉壽 麿と 云 a 、 俗姓は 
源氏、 太 田 道灌齋 持資の 季子な う.、 幼に して 日 了の 門に 入 6 
て 出家し、 華 山家の 猶子と な-^ ■本國 寺の 主と なる、 文明 十 
八 年 七月 二十 六日 持資 逝去し、 法 號を香 月院春 苑靜勝 居士と 
云 ふ、 舍 兄資康 寺を 造う、 其靈を 祭る、 乃ち 平 河 山 法 恩 寺な 
う、 在職 十四 年、 大永 元年 辛已 正月 二日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 
統粑) 

一 I チジュ ン 日 純 E- 一一 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 九 代な 
う、 日 純は 惠眼 院と號 し、 日 調に 隨つ て學び 、遂に 其囑を 
受けて 池 上 本 門 寺に 主と な $、 居る こと 四十 年、 天文 十九 年 
三月 二十 一日 寂す、 壽六 十九、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チジュ ン 日 純 jjj Ai j  〔日蓮 宗〕 京都 妙滿寺 第三 十代 
f、 日 純は 日經 H 淵と 同時の 人に して 宗學 に秀て 、宗學 
の 衰頹を 嘆き、 四方を 遊 化して 上總宮 谷に 一大 學 林を 輿す、 
徒弟 雲集す、 元 和 八 年 寂す、 壽缺 く、 

ニ チジュ ン 日 j#( . ) 〔日蓮 宗〕 加 賀經王 寺の 開山 

f、 日淳は 加賀の 人、 父は 越 前淺倉 家臣 上 木 氏、 師の妹 

は 高 岡 大納言 利 長 小 松 中 納言利 光の 母に して、 深く 師に皈 依 

し、 金澤 に經王 寺を 御す、 師迎 へられて 開山と なる、 寂年缺 

く、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チジュ ン 日 潤 5: 七： - t: 〔日蓮 宗〕 武藏 本 P'] 寺 第二 十三 

代な 6、 日 潤は 字を 慈 雲、 後ち 字を 以て 院 號と爲 す、 江戶 


ニ チ (日) ジ 


の 人な 6、 妙 悟 院日玄 に 師事し" 飯 高談 林に 於て 學ぶ 乙と 二 
十餘 年、 終に 敎藏院 の 席を 繼 ぎ、 玄義 の講 主と なう、 南 谷に 
來う玄 義を講 す、 後ち 兩 山の 主と なる、 寶永七 年 庚 寅の 冬 池 
上の 厨 庫 火を 失し、 不幸に して 佛殿祖 堂 等 皆な 燒 亡す、 是時 
高祖 日蓮 自筆の 長 榮山本 門 寺の P 字も燒 失す、 師再與 を經營 
し 客殿 方丈 厨 庫 等を 造れ ども、 佛殿祖 堂 未 ; 2 成らす して 寂す、 
實 に 享保二 年 正月 二十 七日な う、 壽數詳 かならず、 (本 化 別 頭 
佛祖 統紀) 

ニ チ シヨ 日 初 S 四 六 四) 〔： 〕 攝津池 田某菴 の 僧な 
う、 日 初は 何 許の 人と も 知らす、 攝津の 池 田に 小 庵を 營み 
住し、 食 あれは 打坐讀 書し、 食盡 くれば 托鉢 行 乞す、 常に 破 
袈裟 一領を 肩に して 安然 穴 う、 傍ら 國學を 好み、 日本 春秋 若 
干卷を 著は す、 (近世 崎 人傳) 

〔考〕 日 初は 文化 頃の 人なる べし、 

ニ チ シヨ 日 助  一 -: 二 •一 ■一一 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十四 代な 
う、 日 助は 蓮 光 院と號 し、 華 山家 太 政 大臣 藤 原 政 長の 猶子 
なう、 大 僧都に 任じて 住持と なる、 天文 五 年 比 叙 山の 衆徒 及 
び 檀越 兵を 起し 山に 逼う 、火を 放ちて 灰燼と なす、 日 助大に 
力を 振 a 、 造 營に勤 め、 諸 伽藍を 一擧に 成就す、 住持 三十 三 
年、 天文 二十 二 年 七月 十四日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ラブ ジヨ 日叙二/一 15 1:旦運宗；1甲斐身延山第十五代な 
P、 日 叙は 寶藏 院と號 し、 幼 {C して 日傳の 門に 入 6、 後ち 日 
鏡の 囑を 承け て 主と なる" 是時 天下 大に亂 るれ ども 一山 殊に 
静かな う、 寺務 十九 年、 日 整に 讓 6 、西 谷定林 房に 退き、 天 
正 五 年 五月 二十 二日 壽五 十五に して 寂す、 初め 甲 陽 侯 信玄身 

ニ チ (，日〕 シ — ジ 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇五 九） 


ニ チ (日)， V 

延の 地勢を 見て 居城を 移 S んと 欲し、 禮を備 へて 日 叙 R 吿ぐ 
れ ども 聽 かず、 信 玄大に 怒う" 元龜 三年 四月 十一 日 兵を 以て 
山を 圍み /2 る も、 疾を發 して 退き 一山 全きを 得た 6、( 本 化 別 
頭佛祖 統紀) 

ニ チ シヨ 1 日 昇 (i 四 丸) 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 
なう、 H 昇は 其 鄕貫詳 かならず、 宗恕 禪師 R 師事して 法を 
嗣 ぎ、 尾 張瑞龍 寺に 住し、 後 正 法 山 妙 心 寺に 出世す、 寂 年 缺 
く、 (延 寶傳 燈錄) 

ニ チシ ml 日 昇  _ 一*  〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 六十 三 
代な う、 日 昇 字は 泰山、 號は 楮菴と 云 a 、 後に 妙乘 院と稱 
す、 越後の 人 小 林 氏な 6、 優 陀那日 輝に 師事し、 後、 妙党院 
日 京に 師事し、 其 敎を受 く、 佛 儒の 學に 達し、 詩 書 書 琴 笛 等 
の 末技に 至る ^ で 通せ S るな し、 數ミ 身延山 主に 推さる、 も 
出て す、 道 暇 文 墨を 樂 めう、 明治 廿四年 十月 廿 九日 寂す、 壽 
六十、 著作迹 門 宗義鈔 一卷 、楮菴 燕 語、 禪 餘書談 各二卷 ぁう、 
ニ チシ ml 日 性 二 ^ A- 〔日蓮 宗； 一京 師大虛 庵の 僧な 
-CN、 日 性 字は 春繼 、知 足 庵 日寵に 師事し、 法 兄 由 信と 共に 

學を勵 みて 學譽 高し、 元祿 十一 年 十一月 十五 日 寂す、 壽 六十 

八、 謚して 法 林 院日演 法師と 稱 す、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チ シヨ 1 日 性 -: -: -t:: ra: 〔日蓮 宗〕 京都 要 法 寺の 學僧な 

K  日 性は 世 雄 房承惪 と 云 a 、 後 R 圆智 院と號 す" 要 法 寺 

R 住して 學譽ぁ 6、 慶長 十九 年 二月 廿 六日 寂す、 著作 御 書 註 

(圓 註と 云 ふ) 十八 卷 、柿 葉 要 文六卷 、御 書 要 文、 同 難字抄 、同 

和語 拾遺 記、 各二卷 、元祖 蓮公薩 埵畧傳 一卷ぁ う、 

ニ チ、 V ヨ 1 日性 §: 0: 1〔日蓮宗〕甲斐大野山本遠寺第 


ニ チ (日) シ 


三代の 主な う、 日 姓 字は 堯印 眞應院 と號す 、紀伊 家臣 三 浦 
長 野守爲 春の 子な う、 心性 院日 遠の 門人と な 6、 次て 小西談 
林 R 遊 a 、 甲斐 大野 山に 住し 大に門 風を 張る、 在職 八 年、 慶 
安二 年 五月 五日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ シヨ ー 日 證 一九 - t: -t: 〔日蓮 宗〕 駿河常 林 寺 第二 代な 
う、 日證 別 R 寂 仙 房と 號 し、 兵 部阿闍 梨と 呼ぷ 、眞間 山 日 
頂の 弟な'^ 中 山 日常の 意に ょ-®^ 日蓮の 門人と なる、 駿河富 
士 郡重須 村は 父橘樹 伊豫 守 定時が 舊 跡なる を 以て 此地 R 居 
る* 母 妙 常 も 亦た 來 る、 妹 乙 御前 も來 落飾して 妙國 尼と 
呼ぶ， 母 妙 常は 正 安三 年 二月 二十 九日 寂す、 翌乾 元元 年 兄 日 
頂 父母の 墓を 弔； S、 居る Z1 と年餘 、延慶 元年 二月 三日 妙國尼 
寂す、 同 三年 三月 十四日 日證％ 亦 寂す、 □頂 益々 去る Z. と 能 
はず、 居る 乙と 十六 年" 文 保 元年 三月 八日に 至- 〇 寂す、 後ち 
寺を 造り 常 林 寺と 呼び、 日 頂を 開山と なし、 日證 1: 以て 第二 
代と なす、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シヨ ー 日昌一 iH li 〔日蓮 宗〕 京師 本滿寺 第二 十四 
代 f、  日昌 字は 喜 俊、 示 性 院と號 す、 俗姓は 久田 氏、 京 
都の 人な 6、 十二 歲に して 出家し， 十五 歲 1C して 山科談 林 R 
入う、 廿五歲 にして 小 M 談 林に 轉 す、 座元 日 俊に 兄事し、 學 
業を 力む 小西談 林の 化 主日 寛の 下 R 宗乘を 究め、 後本滿 寺に 
住し、 尋て小 西 談林化 主と なる、 本滿寺 火災 {C 罹う、 師 再興 
の 功を 完 くす、 元 祿六年 五月 六日 寂す、 壽五 十七、 (本 化 別 頭 
佛 M ^C IB } 

ニ チ シ 3 1 日唱  i  _  〔日蓮 宗〕 下 總唱行 寺の 開山な 
P, 日唱は 首題 房と 呼び， 初め 富 木 氏の 家臣な $、 淨土宗 


(—五 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


に 投じ 出家して 鐘 阿 彌と號 す、 文應 元年 日蓮 中 山に 於て 百日 
說法 する を聽 きて 大 に 悟- c/ 日蓮ょ $ 首題 房 日唱の 名を 與へ 
ら る、 文 永 十 年 五月 朔日 寂す、 壽八 十八な う、 (本 化 別 頭佛祖 
統紀) 

ニ チ シヨ ー 日 詔 ^ 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 十四 代 
f、  日 詔は 字を 無 問と 云 a 、 其 生地を 詳かに せず、 池 上 
本 門 寺 十三 代 日 尊に 師事し、 後ち 通 生 院日裕 小西談 林を 開き、 
師を 招く、 師因て 文句を 講ず、 慶長八 年 日 尊 寂し" 師嗣で 主 
となる、 十三 年 秀忠寶 塔 一基を 營造 す、 後 大峰法 性 寺を 中興 
す、 主 座た る 乙 と 十五 年、 元 和 三年 四月 十九 日 寂す、 壽 四十 
九、 著作 四 敎儀集 解 要 文八卷 、顯 正錄要 文、 四 敎儀要 文 各 五 
卷 、文 心 解 要 文、 觀心 記、 智者 一代 訓導 記 各二卷 、草木 成佛 
記 一卷ぁ A、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チシ 3 1 日昭 j AA si 〔日蓮 宗〕 伊豆 妙法 華經 寺の 開 
山な う、 日昭 字は 大成 辨、 嘉禎二 年下 總葛飾 郡平賀 村に 生 
る、 俗姓 畠 山 氏 父の 名は 祐昭と S ふ、 師は其 仲 子な う、 建 長 
元年 十四 歲 郡の 山寺に 投して 薙 髪し、 名を 成 辯と いふ、 後 遊 
方して 比 叙 山 R 登う、 尊 海 法 印に 師事す、 建 長 五 年 春 十八 歲 
にて 登檀 受戒す、 慈 覺智證 の 書を 讀み 、法 華經 大日 經理 同事 

勝の 說に 至-^ て 疑問 多し、 時 R 日蓮 關東 にあう と 聞き、 親し 

く 見ぇん と 欲し" 先つ 鄕里 に 歸 6 て 父母を 省し、 次いて 日蓮 

を 松葉 谷に 訪 a て 敎を受 け， 名を 改めて 日昭 とい ふ、 蓥し父 

祐昭の 一字を とれるな う、 智辯 R 長し ^ るを 以て 大成 辯と 號 

す、 正 嘉二年 日蓮 父の 喪に 遭 ひて 安房に 歸 る、 爾來師 松葉 

谷の 草堂を 監し 、日蓮が 佐渡謫 流の 間は 常に 草堂に あうて 留 


ニ チ 日) シ 


守す、 文應 元年 草堂 諸宗 暴徒の 爲 に 燒 かる、 師 刻苦して 再建 
す、 文 永 八 年 九月 日蓮 龍 口の 難 あ 6、 官命して 松葉 谷の 草堂 
を 毀ち、 日朗日 心を 獄 に 降し、 一門の 徒皆逐 はる、 師 一飯 一 
宿を も 得る 能は ず、 辛苦して 跡を 晦ま し、 濱に菴 居して 竊か 
R 時の 至る を 待つ、 十一 年 日蓮 鎌 倉に 歸ぅ 、草堂に 入る、 師 
出で 迎へて 其に 相 見る、 日蓮 甲斐に 赴く 時， 師に 命じて 長 興 
山の 主 穴らしむ、師日朗に讓らん乙とを請；5、自ら濱に潜み 
て 身延 山に 侍せず、 深く 諸宗 R 慮る と Z1 ろ あ 6、 十一月 池 上 
右衞門 太夫 宗仲 長榮 山を 築きて 日蓮に 供し、 亦 別院を 構へ て 
師を 待つ、 師 法弟大 進を 遣は して 監せ しむ、 弘 安五 年 日蓮 池 
上に 病む 時、 師往 きて 看護す、 日蓮 師 に 後事を 託し、 手書の 
註 法 華經開 結十卷 、法 華 三部 要 文三卷 、本理 大綱 集 一卷を 付 
す、 十月 十六 日日 蓮 寂す、 師日朗 と共に 棺を舁 きて 荼毘 し、 
諸 徒を 引率して 身延 山に 塔す、 六 人の 弟子 各 子院を 造る、 師 
の搆 ゆると 乙 ろ 常 不輕院 とい ふ、 (俗に 南の 坊とい ふ) 弘安六 
年 正月 二十 三日 喪 事 終る、 師身延 山 淸規を 作々、 十月 長榮山 
に 會して 日蓮の 遺文 百 四十 餘篇 を輯 し、 師 自ら 手書し 錄內の 
書と S ふなぅ、 事畢 A て濱に 潜 居す、 正 安二 年 師舊師 尊 海を 
訪 ふ、 尊 海 時に 年 九十 一、 病みて 京都に あ- CN、 師 見ぇて 本 地 
久遠の 說を なし、 本 化 別 頭の 戒を授 く ' 傍に 智祐と S ふ もの 
あぅ、 師の 法話を 聞き、 頓 悟して 口 决を受 く、 尊 海 見て 大に 
喜び、 直に 智祐を 師に附 す、 師 乃ち 日祐と 名け、 本 門 圓頓戒 
相承 血脈 譜を 製して 授く 、師 看護のと を 日祐に 囑して 鎌 倉に 
歸る ，是 よう 先き 越後 信 濃 兩國の 太守 風 間 信 昭師の 弟子と な 
う、 德治 元年 那瀨に 一 寺を 營み て師を 請す、 師 乃ち 法王 山 妙 


ニ チ (日) シ 


眷辭 名人 象佛 本日  (二 五 九) 


ニツ (日) シ 


法 寺と 號して 開 堂 供養す、 文 保 元年 門弟 日 成を 召して 院を附 
し、 再び 濱 R 菴 居す、 信徒 淨財 を棄 て、 一宇を 構へ、 師の居 
に 充つ 、師大 に 喜び、 開 堂の 式を 擧げて 、弘延 山 妙法 華 寺と 
S ふ、 旣 R して 寺務を 日祐 に附 し、 傍に 小 菴を營 みて 安居す 
る？ •と 七 年、 元亨 三年 病を 得、. 信昭を 召して 北陸 弘法の 事を 
託し. 日祐を 召して 沒 後の 事を 告げ、 三月 二十 六日 寂す、 壽 
八十 八、 山上に 葬る、 後 正慶建 武の嗲 妙法 華經寺 兵燹 R 罹る、 
伊豆の 檀越雲 金 村 ^ 東 金山 妙 本 寺を 造る、 少時して 濱を雲 金 
に 合して 遷 す、 文祿 年中 第 ホ 三代 日 苞田方 郡賀殿 村 R 妙法 華 
寺を 再建し、 元 和 中 第 十六 代日亮 官命を 受けて 今の 玉澤に 開 
き、 名を 經王 山と 改〇 と v> ふ、 著作 本 門 圓頓戒 相承 血脈 譜ぁ 
う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目録) 

1 ?v? 日紹 ig AO 二 〔日蓮 宗〕 京師 妙 顯寺第 十一 代 
なう、 日紹 字は 星 陽， 俗姓は 平氏 •備 前金 川の 人な 6、 初 
の 名は 日韶 、後日 紹と改 む、 下總飯 塚に 遊學 す、 中年 備前に 
歸 6 蓮昌 寺に 住す、 後日 堯の讓 を 受けて 妙顯 寺に 上る、 天 正 
の初大 僧都と なる、 師の 平生 曉 ょう 法 華經二 部を 讀 誦し" 次 
.に 題目を 唱へ 、次に 祖書 を閱 して 午に 至て 止む、 日々 課業と 

.ず、 元 和 八 年 •六月 二十 五日 寂す、 壽八 十一、 (龍 華 歷代師 承 傅、 

本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツシヨ ー 日 省； 一一 一一 一一 一 ^ 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 第三 十二 

代 f、 日 省字は 老辨 、智寂 院と號 す、 久津美 氏、 江戶の 

.人な 6 、劫に して 善 立 寺 主 十 如 日 行 R 投ず 、十三 歳に して 飯 

高談 林に 入る、 闲學 二十 餘年 、終に 玄義講 主と なる、 山 科の 

:請に 應じて 妙傳 寺に 住し、 後 飯 高談 林の 化 主と なる、 天 和 二 


ニ チ (日) シ 


年師 四十 七 歲鎌倉 扇 谷に 幽棲す、 元 祿二年 水 戶光固 特に 禮請 
して 講話を 聞く、 師 居る 乙と 三年、 去て 會津 に往き 、，太守 正 
之の 禮 請を 受く 、十一 年身延 山の 請 あう、 十二月 十三 日 進 山 
す、 十四 年 賜 紫の 詔を 拜す 、在住 七 年、 東 谷に 退隱 す、 攝心 
十八 年、 享保六 年 正月 十三 日 寂す、 壽八 十五、 著作 本 化 別 頭 
高祖 傳二卷 あう、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツシヨ ー 日 生 二ーー ーー li 〔日蓮 宗〕 飯 高談 林の 開山な 
う、 日 生 字は 慧敎、 m- 藏 院と號 す、 俗姓は 鳥 井 氏、， 播 磨の 
人な 6、 十一 歲に して 京師の 立 本 寺 善 住 院日經 に 師事す、 後 
備前岡 山に 遊び、 蓮昌 寺 R 寓 す、 寺の 檀越某 師に歸 依し 外 護 
を 約す、 後に 京師の 松 崎 僧都 谷に 茅菴を 結び、 天台の 三 大部 
を熟讀 し、 本 國寺權 僧正 日禎に 謁し 其 指示に 依 5 比 叙 山に 上 
る、 日禎の 徒 文 甫上總 飯 塚の 僧 要 行 等 相 其に 日々 議席に 陪 す、 
要行學 成うて 國に 歸う講 席を 開き、 飯塚檀 林と 呼ぶ、 師之を 
聞き 大に喜 び、 往きて 扶 佐す" 要 行 大 R 喜で 師に謂 て 日く、 吾 
日來 多病な 6、 死後 子 之を 謀れと、 尋 S て 寂す、 其 時 飯 塚 異端 
黨を 結び 師等を 迫害す、 師內 山地を 易 ふる も吏尙 .ほ 可かず、 
師將に 去 ちんと す、 時に 飯 塚の 城主 平 山 氏師を 妙 福 寺に 請す 
遂に 同 寺に 留う談 林と なる、， 後世 日蓮 宗講經 の 初祖 となす， 
後 京師に 歸 6 松崎談 林を 開く、 備 前の 蓮 昌寺師 を 請て 止まず、 
終 R 其 請に 應 ず、 晩年 立 本 寺 第 九 代の 主と なる、 文 祿四年 七 
月 -: 十四日 寂す、 壽四 十三、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ シヨ— 日 精 三 一四 i: 〔日蓮 宗〕 相 模宗延 寺の 開山な 
i  日 精 號は三 光院と 云 a 、 其 生 國を詳 かにせ ず、 相模小 
田 原 城下に 報 新 氏 宗延と 云 ふ 者 あ 6、 一  精 廬を造 6、 衣食の 


(三 モ 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


資を 合せて 師に 供す、 師其 誠實に 感じて、 讀經唱 題 甚だ 勉 む" 
宗延 死す るに 及び、 師官 に吿て 精 廬を香 花の 地と なし、 報 新 
山宗延 寺と 呼び、 身延 山に 屬 す、 天 正 十二 年 十一月 六日 寂す、 
(本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シヨ.- 日 匠 ir 一一 K 〔日蓮 宗 S 師本法 寺 第一 一千代 
f、  日 匠 字は 溫 故、 本 地 院と號 す、 俗姓 詳なら す、 攝津 
伊丹の 人な $、 同 國尼崎 長 遠 寺に て 落飾し、 日迅に 師事し、 
六條談 林に 遊 ふ、 化 主 一 性 院日威 其才を 愛し、 器 許して 閥 東 
に 送る" 日 匠 飯 高に 上うて 壽量院 日 祐に敎 を 受け、 後 化 主と 
なる、 本 法 寺に 住し、 中 山に 轉 住し、 東 山の 大藏に 入 6、 後 
梶 折の 安穏 寺に 退隱 し、 元 祿二年 六月 二十 一日 寂す、 壽 六十 
三、 生前 艸山 和尙と 交う、 著書 多く 日 親 上人 德行 記一卷 、病 
莲師 二卷、 壽量祐 公玄義 解、 平 假名 書 入德行 記、 各 一 卷等ぁ 
う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ シヨ ー 日祥 SH S ハ 〔日蓮 宗〕 山城 鶏冠 井談 林の 開 
山な $、  日祥 字は 梅 山、 通 明 院と號 す、 京師 西陣の 人な 
其 姓氏 詳なら ず、 得度して 鷹峰談 林に 入る、 硏究年 を 積み、 
南 郡 R 遊び 唯 識を學 ひ、 兼て 戒律に 通じ、 後 鷹峰談 林の 化 主 
となる、 承應 三年 鷄冠井 北 眞經寺 荒廢を 嘆し、 談林を 開 いて 

敎授 す、 德風 四邊に 達す、 後紀 伊感應 寺に 退隱 す、 寬文 十一 

年 八月 十日 寂す、 壽六 十六、. (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チ シヨ ー 日邵！  一！！ : o s 〔日蓮 宗〕 京師 本 禪寺第 九 代 

f, 日邵 字は 壽政 、號 は智 門院と 云 ふ、 俗姓 詳 ならず、 

始め 圓龍坊 と 云 ふ、 京師の 人な 6、 天文 十四 年に 生る、 出家 

して 學德 並に 高く、 天 正 年中 光了 山本禪 寺の 九 代と なる， 慶 


ニ チ (日) シ 


長 七 年 十一月 二十日 播磨姬 路の池 田 輝 政の 夫人 督姬 (德川 家 
康の 側室の 生む 所) の 逝去に 方う、 師其 地に 下う 葬儀を 行 ふ、 
翌慶長 八 年 三月 朔日 督姬 (緣了 院妙幻 尊 霞) の 一 百 忌に 丁う、 
輝 政 難 波よう 船を 發し •大衆の 供養 米を 京師に 送る、‘ 偶纟攝 
津 北山の 麓なる 中 筋 村の 村民、 領主の 收納を 催促す るに 苦み、 
伊勢に 赴き 收納の 米穀を 借らん とする 途次、 船中に 滿積 せる 
米穀. を 見" 船人に 就 い て 其本禪 寺に 送 ♦る ものなる を 聞き、 村 
民 等相議 し、 轉して 京師に 至う、 本禪 寺に 詣して 師に 謁し、 
困窮の 實呪を 吿け 、切に 救助を 請 ふ、 師は 異宗の 徒を 救助す 
るは 我宗 風に 背ける 乙と を吿 け、 且つ 村民の 請に よ-^ 日蓮 上 
人の 宗風 を說 く、 村民 等 村に 皈 う、 相議 して 宗門を 改め、 日 
蓮宗 とな 6、 起請文を 師に呈 す、 師 乃ち 米 四十 石を 與 ふ、 村 
民 大に喜 ひ、 師の敎 化に 皈 仰す、 後 中 筋 村に 一 寺を 興し、 松 
榮山妙 幻 寺と 號 し、 妙 幻 尊 霊の 冥福を 修す 、師 請に よう 開山 
となる、 爾來 例月 二十日に 村民 相會 して 妙 幻 尊靈の 冥福を 修 
する 2 慣例と なる、 師示寂 年月日 詳 ならず、 (大日 本 史料) 

ニ チ シ 3 丨 日立 早  11  〔日蓮 宗〕 京都 本能 寺の 學 僧な 
々、 日 章は 後に 如 竹と 云 ふ、 薩 摩の 人、 父は 屋久 島の 舵エ 
(一 說に 農) な 6、 幼に して 出家し、 稍 長して 京都に 上 6、 本 
能 寺に 投 し、 日蓮 宗の 宗義を 學 ふ、 後國に 皈 6 て 文 之 玄昌の 
名を 聞きて 其 下に 師事し、 儒學を 學ふ M と 八 年に 及 ふ、 遂に 
俗に 還う、 專ら 儒學に 耽う、 尤 四書に 精し、 如 竹の 名を 以て 
大に聞 ゆ" 慶 長の 頃 攝津有 馬の 溫泉に 遊び、 偶然 藤 堂 高 虎 侯 
に 遇 a て 信 重せられ、 其 招聘に よう 伊勢に 往きて 顧問と な 6、 
數！ 忠言を 進む、 寬永七 年侯薨 して 後 •薩 摩に 皈 うて 島津氏 


ニ チ (日： シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 五 九） 


ニ チ、 日) シ ー ジ 


に 信 重 せらる、 俸祿を 擧けて 親族、 幷に 近所の 貧民 R 配與 し、 
翌 八年琉 球 R 入う、 儒學を 以て 囚人を 敎 化す、 幾 もな く薩摩 
に 皈 6、 東上して 大阪に 入 $、 其 地に 門戸を 張う、 明曆 元年 
薩 摩に 皈り 寂す、 同 元年 五月 十五 日 R して 壽八 十六な 6、( 漢 
學 起源、 近世 叢 語、 日本 敎育 史料} 

ニ チ シヨ ー 日證尼 一一 HH 51 〔日蓮 S 山城 燈光 寺の 尼な 
う、 日證 字は 妙弘 、法 誓 院と號 す、 大和 添 上 郡の 人な 6、 
父は 播磨 守淸原 朝臣 胤榮 、母は 近 衞關白 左大臣 前久 公の 女な 
う、 日證 後陽成 天皇に 事へ、 三 皇子を 生む、 長は 法嚴 院前大 
僧 正義 尊、 次は 寂 住院前 大僧正 常 尊、 末は 遍照寺 照 光 院主 道 
晃 とす、 帝 崩御の 後 立 本 寺 日審に 歸して 尼と なる、 後水尾 天 
皇特 R 三位を 賜 ふ、 之ょう 三位 尼 公と 呼 ふ、 萬 治 三年 六月 二 
十七 H 寂す、 壽七 十六、 尼 生前の 住所の 跡は 後 三 皇子の 力に 
ょ 6 て 寺と な 6、 帝 親ら 染筆して 法 圓山證 光寺と 名く、 (本 化 
別 頭 佛祖統 祀) 

ニ チ ジ ml 日 上 ai 〇〇 六) 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 竹の 房 
第 四 代な 6、 日 上は 甲 州 身延山 竹の 房の 開 某日 元の 第三 子 

な- CN、 兄 日 善 身延の 方丈 R 入る の 後、 乙れ を 主 どる、 寂 年月 

詳かな ら ず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チジ ml 日 成 -.: •こ：  一 ^: 〔日蓮 宗〕 佐 渡 根本 寺 第三 代な 

6、 日 成大泉 房と 號 す、 京都 妙覺寺 第 十二 代 日 護の 許に 出 

家し、 後ち 佐 渡に 到 6 日蓮の 舊 跡を 巡拜し 、塚 原に 一 寺を 開 

き、 根本 寺と 云 ふ、 實に 天文 二十 一年な 6、 R 蓮を 開祖と な 

し 日朗を 第二 代と なし、 自ら 第三 代と なる、 永 祿二年 二月朔 

日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 


二 蒙'  日)；、 ン 


ニ チ ジヨ 1 日 成 •一九 九 七 〔日蓮 宗〕 越後 妙法 寺 第二 代な 
う、 日 成は 出 羽阿闍 梨と 呼び、 其 姓氏を 詳か R せず、 一に 
風 間 信 濃 守 信昭の 一族な 6 とも 云 ふ、 初め U 昭一 寺に 倚らず、 
一門 弟を 育せ ざう しが/正 安二 年 無 動 寺の 尊 海に 會 うて 初め 
て 日祐を 得、 德治 元年 邦 瀬の 妙法 寺を 築く に 及ん' て 日 成を 得 
度す、 文 保 元年 丁 巳 日 昭相模 海濱に 歸 6、 乙れ が 寺 主たら し 
む、 元亨 三年 風 間信昭 妙法 寺を 其任國 越後 三 島 郡 村 田 鄕に移 
す、 共に 隨つて 赴き、 大に宗 風を 振 ふ、 居る 乙と 十五 年、 延 
元 二年微 疾を感 し、 四月 十六 日 寂す、 壽詳 ならず、 (本 化 別 頭 
佛 祖統紀 ) 

ニ チ；、 ン 3 1 日 成  ゲン ゥン 支 雲を 見ょ、 

ニ チ ジ 3 1 日乘一 一一, i g; 〔日蓮 宗〕 京都 妙滿寺 第三 十二 
代な- CN、 日乘 字は 乾 龍、 號は養 德院と 云 ふ、 上總東 金鄕の 
人な 6、 妙滿 寺 R 住し 宮谷學 林の 講主 た-^、 曾て 東 叙 山寬永 
寺 R て 大藏經 を 周 関し、 尋で學 頭に 任ぜら る、 時の 鴻儒 林羅 
山と 往來 し* 常に 論議を 上下せ- CN、 正 保 二 年 四月 廿 三日 寂す、 
壽缺 く、 師 生前に 羅 山の 送 うし 南天 樹の机 今猶存 す、 著作玄 
義考拾 記 十 卷 、文句 攬 剛九卷 、止 觀述 聞五卷 、西 谷條例 三卷、 
四敎儀 集解歷 承一卷 、仝 誌議 集九卷 、■文句 述 解、 指要抄 隨覽、 
信 行 要 道義" 流通 搜源 記、 受不受 記 各 一卷等 ぁう、 

ニ チジヨ ー 日乘一 一 1 gg o- 〔日蓮 宗〕 能 登 妙 成 寺 第一 一代な 
う、 日乘は 初め 大宮 房と 號 す、 能 登 石 動 山 天平 寺の 上 首 R 
して 眞言 山伏な う、 永 仁 二 年 甲 午 日 像 帝都に 上ら / 1 として 身 
延山に 詣で 、佐 渡の 地を 歷 るに、 船中に 一行 者を 見る、 即ち 大 
宮 房な 6、 行々 宗義を 論ず、 師 日を 經て 己れ が 宗義の 非なる を 


(五 五 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


知 6、 日蓮 宗に皈 し、 日 乘と云 ふ、 共に 能 登 羽 咋郡瀧 谷に 到 6 
て 日 像と 別れ、 後ち 此地に 金 榮山妙 成 寺を 造る、 日 像を して 開 
山と なし、 自ら 第二 代と なる、 日 像の 寂 後 三十 九 年 康曆二 年 
六月 二十 七日 寂す、 壽百 十な う、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チジ ml 日乘一 . A: 七 0: 〔日蓮 宗〕 甲斐 立 正 寺 第一 一代な 
う、 日乘 は眞妙 院と號 し、 俗姓 鮎澤 氏、 元 眞言 宗の 僧に し 
て 式部 阿闍 梨と 呼び、 甲斐 山 梨 郡 等 力 鄕北原 村 金剛 山 胎藏寺 
に 主 ^ 6、 甞て 日蓮 此地 R 遊び、 立 正安國 論を 講じ 此時 衆と 其 
に 竊 に傍聽 す、 建 治 二 年 和 泉 阿 闍梨日 法 も亦此 地 R 弘 化す、 日 
乘迎 へて 立 正安國 論の 奥義を 聽き 、共に 身延 山に 詣て V 受戒 
し、 尙ほ 寺院を 奉じ、 日 法を 請うて 開山と なし、 自ら 二 代と 
なる、 寺の 名を 改めて 安 國山立 正 寺と 呼ぶ、 延慶 三年 庚 戌 十 
二 月 十九 日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ジ？ 日靜 li rd 〔星 宗〕 山城 瑞 光寺 第三 代な 
$、 日靜 字は 慈觀 、京師の 人な 6、 父 名は 道 仙、 母 名は 妙 
怡 、二見を 產 す、 父 道 仙 早く 逝き、 母 妙 怡二兒 を携 へ、 深 草 
の 妙 種 尼に 仕へ て 謹 事す、 妙 種 尼 愛憐して 二見を 膝下に 養育 
す、 弟 小字は 虎と 云 ふ、 七 歲 にして 僧 風を 慕 ふ" 妙 種 尼 見て 
手 度を 加へ 虎 哉と 云 ふ 即ち 師な 6、 萬 治 元年 九歲 にして 慈觀 

日靜 と改む 、兄 も 亦 弟の 道義を 見て 出家し、 名を 素 圓禮と 云 

ふ、 寬文八 年 日 政滅に 臨み 法 嗣日燈 に師を 托す、 爾來 日燈に 

師事し 戒律を 嚴 持す、 天 和 三年の 冬 母 妙 怡養壽 庵に 寂す、 師 

喪を 修 ず、 貞享 三年 日 燈稱心 院に退 藏し師 を 推す、 翌年 師日 

燈に隨 て 本 門 別 授戒を 受 く、 住 山 五十 年な う、 寶永二 年 十月 

二十 六日 寂す、 壽 五十六、 (本 化 7^1 頭 佛祖統 紀) 


ニ チ (日) ジ 


ニ チ ジョ ー 日靜一  一一 gfj AA 〔日蓮 S 京師 本 國寺第 四 代な 
う、 日靜 は妙寵 院と號 す、 駿河加 島の 人な 6、 俗姓は 藤 原 
氏、 父は 上 杉 氏、 修理亮 賴 重、 母は 足 利 家の 女な 6、 師 小字 
は 豐龍麻 呂と云 ふ、 幼ょう 世相を 厭 a * 同 州 池 田 村 日 位に 投 
して 出家す、 文 保 二 年 日 位 寂す、 時に 師 二十 一歳な $、 鎌 倉 
に 遊び、 摩訶一 印に 隨 侍し、 師資の 契を 結 ふ、 元 應二牢 の 春 
日朗の 喪に 遭 a 、 日印 喪を 修し 了うて 翌年 越後に 皈 る、 師の 
外 姪 足 利 尊 氏 外 護の 力を 盡す 、師 寺を 本國 寺と 號す 、時に 日 
印疾 にか、 るを 聞き 馳せて 省す、 日印 遺訓 ^ 與へて 寂す、 師 
一た び 鎌 倉に 皈 6、 貞和 元年 師尊 氏と 謀う、 京師 六條の 傍に 
地を 相し 本國 寺を 移す、 四 年 伊東 感應の 隨身佛 、伊豆 佐 渡の 
赦牒 高祖 手書 安國 論讓狀 等を 迎へて 大法 會を營 む、 日蓮を 勸 
請して 開山と なし、 日 朗を二 代と なし、 日印を 三代と なし、 
自ら 第 四 代と なる、 天皇 勅して 三位 僧都を 授く 、京師に 敎化 
盛な 6、 寺務 二十 六 年、 尊 氏 父子 屢 2 駕を 巡し 法を 聞く、 應 
安二 年 六月 二十 七日 寂す、 壽七 十二、 塔を 東 山に 築き、 大光 
と 云 ふ、 著作 此經難 持 十三 個口决 あう、 (本 化 別頭佛 祖統耙 ) 
ニ チジヨ ー 日靜. 1 i: ハー •  I； 日蓮 宗； 一佐 渡 妙 照 寺の 第一 代 
f, 日靜 字は 學 乗、 一位 阿闍 梨と 呼ぶ、 佐 渡 國雜田 郡 石 
田鄕 一谷 村の 人な う、 邑吏近 藤 小次郞 淸久の 族に して 眞言 宗 
の 徒な 6、 本 間 六 郞重連 世々 乙の 地を 領 す、 文 永 九 年 本 間 氏 日 
蓮 塚 原の 困 厄を 見て 法 華 堂を 開き、 近 藤氏を して 此所に 遷ら 
しむ、此時師も亦衣を改めて隨侍す、日蓮此に居ること三年 
にして 歸 る、 師其 跡を 護 6、 終に 伽藍と 爲 す、 建 治 元年 中興 入 
道 信重隄 を 身延 山に 遺は して 寺 山 號を問 ふ、 日蓮 妙法 華 山 妙 


ニ チ (’ tj ) ジ 


書 辭 名 人家 佛本  日 


(六玄 九） 


■  —圓  ニニ ブ (L、 ジ  I  _ _  , _ 

照 寺と 與 ふ、 師喜 CA て 日蓮を 崇んで 開山と なし" 自ら 第二 代 
となる" 後 松 榮山實 相 寺を 開 S て 日蓮の 跡を 保存す、 正 安三 
年 六月： 二 十二 日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

r ず；、 レ ヨ— 日淨一 |ーーーーー 0:| 5〔日蓮宗〕京師本瑞寺の開山な 
う、 日 淨號は 覺性院 、初め 本 鏡坊と 云 ふ、 京師の 人、 俗姓 
を 磯野 氏と 云 ふ、 盧 山寺に 入う 天台を 學 a しが、 法 華 六 難 九 
易の 說を讀 むに 方'^、 疑心を 懷き 、决 する 能は ず、 妙 華 寺 主 
慈 雲院日 新に 質し、 始めて 日蓮 宗の 意を 得、 遂に 家を 捨て、 
日 新に 師事す、 B 新 覺性院 日淨の 名を 授く 、次て 日 新の 命に 
(ょう 近 江彥根 蓮華 寺の 主と なう、 伊豆 三 島 本 覺寺第 十六 代の 
主と なる、 慶長 三年 本覺 寺を 退き、 破 笠 短 杖緣に 任せて 遍行 
す" 晚 R 父母の 墓を 慕 ひて 歸 う、 寬永 十七 年 九月 九日 辭 世の 和 
歌 一首 1: 詠して 寂す、 壽六 十七、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ジヨ ー 日淨  ーーーー|ーー 就 I  〔日蓮 宗〕 山城 瑞 光寺の 僧な 
う、 n 淨 字は 離 著、 初め 宗 春と 呼 ふ' 播磨の 人な 6、 晩年 出 
家して 諸 國を徧 行し、 足跡 至らざる なく、 道俗を 勸 化して 題 
目 十三 万 部を 唱 へしむ" 天 和 元年 日蓮 四百 年 遠 忌に 丁う、 再 

a K 方を 巡錫し、 普く 妙法を 弘 通す、 唱題 四百 万 部 R 滿 ち、 

武藏池 上、 信 濃 飯 田、 同上 田、 越 中 富 山、 越 前 府中、 山城 深 

草の 六 所に 塔を 建つ、 晚 年讀誦 四千 五百部、 題目 要 品を 誦す 

る ¢1 と 一万 一千 五百部 R 及へ うと 云 ふ、 貞享 四年師 五十二 歲 

にして 日 燈を拜 して 深 草に 入う、 苦行 最も 極む、 元 祿七年 十 

B 十五 日 寂す、 壽五 十九、 (本 化 別頭怫 祖統紀 ) 

ニ チ；、 ンヨ ー 日淨  ニ チ H  - 日榮を 見ょ、 

ニ チ ジヨ ー 日常 ^ ^ /バ日蓮宗¥總法華經寺第二代 


ニ チ (日) ジ—セ 


f、  日常 字は 常 忍、 號は常 修院と S. ふ、 俗名は 源 五郎 胤 
繼と稱 し、 因幡篇 城 村を 領 す、 後、 下總葛 飾 郡 八幡 庄 若宮 村 
R 遷 る、 建 長 六 年 夏 五郎 鎌 倉に 注かん とし、 路を 海 R 取る， 
偶 日蓮の 下總ょ 6 鎌 倉に 牲くに 遭 a 、 之を 船中に 招 さて 法を 
聞き、 大に歸 服す、 建 長 七 年中 山 R 法 華 堂を 建つ、 日蓮 屢々 
法 華 堂に 來 6 て 衆の 爲 R 法 筵を 開く、 文 永 十一 年 日蓮 法を 長 
興 山に 開く に 方う、 五郎 若宮の 邸宅を 棄 て、 寺と なす、 依て 
中 山を 本 妙 寺と 號し 、若宮を 法華經 寺と 號す 、(後 合して 一 寺 
となし、 本 妙法 華經 寺と 號 す) 建 治 二 年 四月 八日 五郎 母を 喪 
a 、 悲哀に 堪 へす、 日蓮 R 請 a て 出家し、 常 忍 日常と 稱 す、 
江 戶の淺 草 山 金 龍 寺 主 寂 海 法 印師に 就きて 法を 論し、 終に 歸 
信して 日蓮の 門下と な 6、 橋塲 の長昌 寺を 開く、 弘 安五 年 日 
蓮 寂す るに 及 a 、 中 山に 歸う 、始めて 袈裟を 着して 沙門と 稱 
す、 正 安元 年疾を 得、 三月 四日 法 弟日萵 K 後事を 囑し 、二十 
日 寂す、 壽八 十四、 塔を 若宮に 建つ、 著作 觀心 本尊鈔 見聞、 
置 文 各一卷 ぁう、 (本 化 別頭佛 祖統钯 ) 

ニ チ ジヨ 1 日條二 li yo  〔日蓮 宗〕 加 賀妙成 寺 第 十五 代 
なう、 日 條號は 正覺院 、加賀 の 人、 同 國妙正 寺 眞成寺 常 福 
寺 大乘寺 等を 開立す？ 慶安三 年 九月 二十 三日 寂す、 壽缺 く、 
(本 化 別 頭佛祖 統紀) ■  . 

ニ チ セ ー 日盛ニニ -t-' g  〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第三 代な 
う、 日 盛號は 了現院 ，京都 妙傳寺 主日 慧の 門人と なう、 後 
ち妙傳 寺に 主と なる、 慶長 元年 江戶 大火 ぁう-、 瑞輪 寺燒亡 す、 
師法叔 日 受の囑 を 受け、 進 山して 主と なり、 幕府の 命に ょ 6 
神 田 R 地を 遷 し :', 造營に 勸め、 遂に 舊に復 す、 居る 乙と 九 年、 


(七 五 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


職を 法 姪 日 登に 附 して 退 隱し 、後 再び 請に ょうて 主と なう、 
元 和 五 年 三月 二十 七 H 寂す、 壽 五十六、 (本 化 別 頭 佛祖統 耙) 
こ チ セ ー 日 政 iH — A AH 一 〔日蓮 宗〕 山城 深草瑞 光寺の 開山 
f, 日 政 字は 元 政、 (一に 幻 生に 作る)、 號は妙 子、 別に 泰 
堂、 空 子、 幻 子、 不可思議と 云 ふ、 京 郡の 人、 元 和 九 年 二月 
廿 三日 京都 一條 R 生る、 (一に 彥 根の 人)、 俗姓 藤 原 氏、 ( 1 R 菅 
原 氏と 云 ふ)、 

母は 石 井 氏、 

初め 石 井八郞 
元 政 (一に 吉 
兵衞と 云 a 、 

一に 平 之亟と 
云 ふ)、 九歲建 
仁 寺 大統院 に 
投じ、 九巖和 
尙に 謁す、 後 
近 江彥极 に 至 

う、 寬永 十二  i 
年 十三 歲 城主  i/.  . 

井伊直孝に 仕 

へ、 故 あうて 母の 氏を 稱 す、 天性 山水 1: 愛し、 數ょ 京師に 入 

6、 泉 浦 寺 雲 龍 院如 周の 法 華經を 講ずる を聽 き、 慶 安二 年 二 

十六 歲 父母に 告げて 致仕し、 妙顯寺 日豐の 室に 投じて 度を 受 

け、 後 中 jr. 院日 護、 立 本 寺日審 、本 法 寺 日德に 交う、 一宗の 

秘奥を 究め、 明曆 元年 三十 二歲 山城の 深 草に 草菴 を營み 、竹 


葉 庵と 號し 、父母を 迎へ 孝養す、 萬 治 元年 父 元 好 法名 道 種の 
喪を 修 し、 翌二年 母 妙 種 七十 九歲 なる を 奉 t 身延 山に 詣 し、 
歸途 江戶に 入う、 母を 井伊 氏の 邸に 托し、 師は 日本 橋に 旅寓 
す、 井伊 直 澄は 師の 姉の 子なる を 以て、 井伊 氏 數ょ師 を 其 邸 
•に 請す る も、 師固辭 して 赴かず、 母を 奉じて 京師に 歸 う、 深 
草の 草菴に 入 $、 佛殿 等を 開きて 深 草山瑞 光寺と 號 す、 師開 
山と な 6、 法華經 修行の 道塲 となし、 門下 宜 翁を 上座と なし、 
相 其に 修行を 事と し、 道 暇 詩歌を 樂め 6、 明の 陳元贊 に 交は 
う. 詩の 贈答を なし" 元々 唱和 集 あ 4、 平生 往來 する 者、 熊 
澤蕃 山、 北 村 季吟等 一々 數ふ ベから ず、 寬文七 年 十二月 母 妙 
種の 喪を 修 し、 同年 攝津 高槻 rc 至 $、 留住 一月 餘 な'^" 八 年 
正月 病 あう、 自ら 其 治せざる を 知 A、 深 草に 歸 -CN、 日燈に 後 
事を 附し 、二月 十八 日 寂す、 壽四 十六、 遺骸を 稱心菴 の 側に 
葬う、 竹兩 三竿を 種て 墓表に 代 ふ、 辭 世の 歌 あう、 「鷲の 山 常 
にす むて ふ 峰の 月 かう にあら はれ か 6 にかくれ て」 師 校訂 著 
作す ると Z. ろ 多し、 校訂， 訓點 天台 三 大部 輔正 記、 大智度 論、 
涅槃 經會疏 、法 苑珠 林、 釋門章 服義、 袁中郞 全集、 寶物集 等 
あ 6、 著作、 草 山 集 三十 卷、 谷 口山 詩集 (草 山集鈔 錄) 、如來 
秘藏錄 、各 六卷 、小 止觀鈔 、龍 華傳鈔 、本朝 法華傳 、扶桑 隱 
逸傳 、各 三卷 、元々 唱和 集二卷 、衣 裏 寶珠鈔 、釋氏 二十 四 孝、 
釋門孝 傅、 寵華歷 代 師承傳 、身 延山七 面 記、 身 延山紀 行、 溫 
泉 遊 草、 稱心病 課、 草 山 要路、 草 山 和歌 集、 食警要 編、 以空 
上人 方丈 記 首 書、 聖凡 唱和、 都 土産、 霞 谷 法語、 江 左 垂示、 
唱題 得意、 題目 和歌 鈔 、各 一卷 あり、 (元 政行狀 、近世 畸人 傅、 
本 比 別頭佛 祖統紀 、近世 叢 語、 近世 名家 著述 目錄) 


ニ チ (S セ 


ニ チ (日) セ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 五 九） 


_  ニ チ C 日) セ _ _ 

r ブセ ー 日 整 j  ー ーーー  ー 12 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十六 代な 
う、 日 整 字は 琳 光と 云 ひ、 後ち 字を 以て 院號 となす、 下總 
の 人な う、 當 時、 天下 麻の 如く 亂れ 、郡 雄割據 して 互に 雌雄 
を 爭ひ 、寧日な し、 日 整 之れ を 見て 竊かに 家を 出で、 身延山 
に 走う、 日傳の 門に 入 6 て、 殳 戒 し、 日 鏡 日 叙の 二師 に隨從 
す、 後ち 日 叙の 席を 繼 ぎ、 主 座す る 乙と 七 年、 天 正 六 年 八月 
二十日 寂す、 壽七 十六な う、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ セ！ 日 惺ーー ーー ー S- AO 〔日蓮 t 示〕 武藏池 上 本 門 寺 第 十二 
代な う、 日惺 は佛乘 院と號 し、 天文 十九 年を 以て 備前福 岡 
に 生る" 出家して 後ち 遍く 名僧を 叩き 殊に 本 化の 宗義に 通ず、 
時に 本 門 寺 主日 現 寂して 主な きこと 二十 一年" 本 行 寺 主 本 行 
院主 更 互に 役を 執る、 二人 師を迎 へて 主と なす、 時に 師三 十二 
歲な 6、 德川 家康兩 山に 地を 與ふ 、箱 根 軍旅の 時 命 ぁう 攘災 
の符を 上る、 是れ ょう 以前は 本 門 寺 主 常に 比企ケ 谷に 在うて 
池 上を 司 どうしが、 家 康江戶 城を 築く に 及んで 池 上に 居らし 
〇 、 且つ 府内に 五ケ所の 停 住の 地を 與 へらる、 因て 其 地に 寺 
を 造る、 興榮 山朗燿 寺、 鎭 山善國 寺* 朗昌 山蓮久 寺， 眞立 

山 m 覺寺 •實相 山 蓮 長 寺是れ なう、 慶長 三年 七月 六日 寂す、 

饔四 十九な う、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツセ ー 日霽一 一 oo g= 〔日蓮 宗〕 京都 妙 顯寺第 囚 代な 

i  日霽 字は 通 源、 俗姓は 源氏、 貞和五 年を 以て 相 模國鎌 倉 

に 生る、 十二 歲に して 京師に 來 6、 大覺の 室に 投じ、 翌年 剃 

髪す、 大覺 去て 後朗 源に 依る、 明德 四年將 軍義滿 地を 割て 寺 

に附 す、 師 寺院を 修營 し號を 改めて 妙 本 寺と 云 ふ、 應永 十二 

年 十 一 月 四日 寂す、 壽五 十七、 臘四 十五、 著作 顯底鈔 あう、 


ニ チ (日) セ 


(龍 華歷代 師承傳 、本 化 別 頭佛祖 統紀) 

r ブセ ー 日栖こ rr: i: H: 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十五 代な 
う、 日栖は 中道 院と號 し、 華 山家の 猶子と な 6、 大 僧都に 
任じ 本國 寺の 主 職を 嗣 ぎ、 寺務四 年に して 天 正 十一 年 四月 五 
日 寂す、 壽缺 く、 著作 本迹 問答鈔 三卷 、指 要 # 秘決 二卷 ぁう、 
(本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目録) 

一 J チ セン 日詮 jj -o 3s 〔日蓮 宗〕 加 賀寶乘 寺 第 九 代な 
う， 日 詮號は 壽量院 、加賀 河北 郡 車 村 妙 珍 山寶乘 寺に 住し、 
讀經 一万 部に 及ぶ、 明 應九年 三月 四日 寂す、 壽八 十一、 (本 化 
別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ セン 日 ® 一 • -: = 一 ^: 〔日蓮 宗〕 和 泉堺の 僧な. CN、 日 
詮は山 光 院と號 す、 其 俗姓 詳 ならず、 壯年 にして 南都 及び 比 
叙 山に 遊び、 唯 識敎觀 の 旨を 究む 、後 和 泉堺に 在 6、 常 光 日 
誦、 佛心 日犹 と共に 三 光勝 會を 結ぶ、 初め 三 井に 在う 大衆の 
懇望に 依う 四敎儀 詳解を 作る、 自他 以て 珍と す、 天 正 七 年 七 
月 二十 五日 寂す、 世壽詳 ならず" 著作 四敎義 詳解 ぁう、 (本 化 
別頭佛 祖統紀 ) 

ニチセン日詮 11 §? 〔日蓮宗〕京師本國寺第二十五代 
f  ‘ 日詮 字は 慧 仲、 圓妙 院と號 す、 鄕貫詳 ならず、 中 村 
談林に 遊學 して 松崎談 林の 化 主と なう、 平賀 本土 寺に 進み、 
後ち 本國 寺の 請を 受け 座主と な 3、 享保八 年 五月 十一 日 寂す、 
壽七 十九、 (本 化 別 頭佛祖 統紀〕 

ニ チ セン 日暹.一 ^.: 4: 1:日蓮宗〕越中蓮乘寺の開山な 
う、 日暹 初め 眞言 宗の 僧に して 能 登 石 動 山に 住す、 遇 2 越 
後 R 遊び、 日印の 敎を 受けて 日蓮 宗 lr 歸 す、 乃ち 越 中 射 水 郡 


(九 五 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


稻積 村に 草庵を 營み、 讀經唱 題を 畢 とす、 後ち 越 中 氷 見に 庵 
を遷 し、 直 至 山蓮乘 寺と 號 す、 嘉曆二 年 三月 朔日 寂す、 壽缺 
く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ ツセ ン 日暹 iH gg 〔日蓮 宗〕 申 斐身延 山 第二 十六 代 
なう、 日暹 字は 隆恕 、智見 院と號 す、 日 遠の 門人な- CS、 日 
乾の 選に ょう 鷹峯談 林の 化 主と なる、 後 京師 本滿 寺に 移う、 
身延 山の 請を 受く、 一  住 二十 二 年" 不受不 施の 異義を 鎭定 す、 
慶安 元年 五月 二十 九日 寂す、 壽六 十三、 師 平生 著述 穸 し今存 
する もの 西 谷 名 目標 條四卷 、拾 要 抄三卷 ぁう、 

ニ チ セン 日 選 こ 1 •一. 一一 〔日蓮 宗〕 肥 後 本 妙 寺 第 四 代な 
$、 日 選 字は 文 夙、 號は 本住院 、寂 照 院 に 師事し、 肥 後 蓮 
政 寺を 經て本 妙 寺に 住し、 承應 7C 年 九月 十日 寂す、 壽缺 く、 
著作 別 頭 本尊鈔 解 等 ぁう、 (本 化 别頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ゼン 日 全 5 i -t • 六 〔日蓮 宗〕 京都 玄妙 寺の 僧な 
日 全は 藏 人阿闍 梨と 稱 す、 a 義に 代う ' t:. 支 妙 寺を 領 し、 應永 
二十 三年 寂す、 壽缺 く、 

ニ チ ゼン 日 全； 一 •jj AI ra: 〔日蓮 宗〕 越 中妙國 寺の 開山な 
6、 日 全 號は 信命院 、備 前の 人、 出家して 北國に 遊び、 高 
岡の 妙國 寺， 金澤 の妙國 寺. 富 山の 妙國 寺を 開き、 苦 修練 行を 

積み、 寬永 元年 正月 一日 神 通 川の 上に て 二十 一日の 間 斷食讀 

經を終 6 水に 入うて 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

r K セン 日 # 一一  1 g * 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 四 代な 

日 善は 大寶 阿闍 梨と 呼び、 第三 代 日 進の 弟な-^ 七歲 

の 時 父 日 元に 訣れ 、弘 安元 年 日蓮に 依う 剃 度す、 同 五 年 十二 

にして 高邮の 寂す るに 遭 ふ， 正 安中 兄： n 進 駿河竹 養 山 正 法 寺 


を 開く を 以て 其 跡を 嗣 ぎ、 身延山 竹の 房に 主た う、 建武 元年 
冬日 進 寂す るを 以て 竹の 房を 舍弟日 上に 囑 し、 身延の 方丈に 
入る、 時に 大 檀徒の 波 木 井 氏の 子 春 乙麻呂 出家を 乞 ふて 剃髮 
す、 名を 授けて 日 臺と云 ふ、 貞和二 年 十二月 二十 二日 寂す、 
壽七 十六、 駿河廬 原 郡 小島 村 宗榮山 善 立 寺は 日 善の 開基な 6、 
(本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ゼン 日 善  iH ls  〔日蓮 宗〕 山城 鷹峯の 僧な 6、 

日 善 字は 天 素、 號は興 遠 院と云 ふ、 俗姓 木 村 氏、 加賀の 人な 
$， 十四 歲寵華 院日饒 に 師事し、 後 東 遊して 飯 高談 林に 學ふ 
Z. と 三十 年、 心性 院日 遠の 知遇を 受けて 松崎談 林の 講主 とな 
る、 後山 城 鷹 峰に 隱れ、 讀經唱 題を 事と す， 天 和 三年 九月 六 
日 寂す、 壽七 十九、 隱中讀 誦經卷 三 万 五 千有餘 部な うと 云 ふ、 
(本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ゼン 日 善  i  _  〔日蓮 宗〕 常 陸大 法 寺の 開山な 
6、 日 善は 大法 阿闍 梨と 呼 ふ、 俗姓は 平氏、 北條義 澄が 嫡 
孫濱 名次郞 光成の 男な 幼ょう 世 塵を 厭 ひ、 日 朗に投 して 
出家し、 大法 房 日 善と $ ふ、 未た 幾なら ず 常 陸に 安中 山 大法 
寺 V」 築き、 居る Z. と 年 有う" 後 比 企 谷に 歸 る、 正 和 四 年 碑文 
谷の 日 源 師を 招て 第二 代の 主と なす、 師 時に 五十 三歲 、元應 
二 年の 春 日朗の 喪に 遭 a 、 比企ヶ 谷の 傍に 實成 寺を 構へ、 心 
喪す る Z. と 三年、 元 亨二年 夏 京都に 赴き、 日 像を 龍 華院に 訪 
a 、 五畿 の間舊 跡を 巡る、 檀越 新に 寶國 寺を 築て 敬 待す、 師 
已むを 得ず して 停 住 年を 逾ゆ 、後 碑文 谷に 還 6、 元 弘二年 九 
月 二十 二日 寂す、 壽七 十、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ゼン 日禪 一一 妓狀 〔日蓮 宗〕 若 狹妙興 寺 第一 一代な 


ニ チ (日} セー ゼ  ニ チ (日) ゼ 


書辭 名人 家佛 本日 


C 〇六 九) 


Jf チ (日) ゼ -r ゾ 


う、 日禪 字は 素頓' 其 姓氏 未詳、 若 狭の 人な う、 初め 禪宗 
R 飯し、 後ち 日 像の 敎 を 受けて 其 弟子と な-^、： n 像の 命に 依 
うて 若 狹小濱 R 妙 興 寺を 開く、 建 武二年 十月 二十四日 寂す、 
壽七 十な う t  (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

T K ゼン 日禪 1H 技 〔日蓮 宗〕 紀伊養 珠寺第 六 代な 
乡， 日 禪 字は 宣 海、 號は稱 智院 、別に 行 首と 呼 ふ'  俗姓 下 
村 氏、 紀 伊の 人な う、 正 保 四 年中 正 談林日 護に 師事し、 後、 
山 科談林 支義の 講師と なる" 延寶七 年 紀伊侯 光貞の 招 R ょう 
養珠 寺に 入る、 寶永七 年退隱 し’ 同 國那賀 郡 粉 河 村 覺王山 妙 
宣 寺を 海士 郡 R 移し 再興す、 享保二 年 十二月 二十 九 B 寂す" 
壽七 十九、 (本 化 別頭佛 祖統紀 )  . 

T K ゼン 日 # ハ….… 〇 〔眞言 宗〕 钯伊 高野山 傳法院 の 
座主な 6、 日禪 字は 淨嚴と 云 ふ" 密學に 通し、 北 室の 良禪 
R 從 S て 小野傳 法灌 頂を 受け、 其蘊を 盡 くす、 衆 R 推 3 れて 
傳法院 座主と なる、 附法 I 人 聖心ぁ 6、 ( 續傳燈 廣錄} 
r K ゼン 日禪 iH s 〔日蓮 宗〕 京師 寶塔院 の 僧な-^ 
日禪は 京都 本 法 寺內 寶塔院 に 住し、 道行 高く、 且聲 明を 善く 

す、 大原 に 遊び 聲 明の 秘傳を 受け、 一流を 開く、 寬文十 年 六 

月 二 十七 日 寂す、 壽六 十八、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ソ ー 日聰； j o: A: j  一  •一 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 八 代な 

$、 日聰 は大周 院と號 す、 日 嚴の囑 を 受けて 華 山家の 猶子 

となう、 本國 寺 R 主と なる、 在職 二十 年、 永 亨五年 正月 二十 

九日 寂す、 初め 方丈 R 入う 大 僧都 R- 任せられし 時、 足 利義量 

十七 歲 征夷 大將軍 となる" 其 命を 受け 立像 百 座 祈 禱を修 む、 

ニチソー 日 窓 ( . 〕 〔日蓮 宗〕 京師 法 華 寺 第 十四 代 


ニ チ (日) ソ 


なう、 日 窓 字は 成 翁、 後に 字を 以て 院號 となす、 奥州 松 前 
の 人、 其 地 法 華 寺に 出家し、 京都 本滿 寺 R 業を 受け、 後ち 法 
華 寺の 主と なる、 寂年缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀〕 

T ブ y l 日相1完 ^ 〔日蓮宗〕尾張法蓮寺第十三代な 
う， 日 相 字は 是心 ' 久成院 と號す 、尾 張 國葉栗 郡の 人、 俗 
姓は 進 藤氏、 幼に して 法 蓮 寺 日 近の 弟 ^ とな-^、 敎圓と 呼 
ぶ 時に 九歲 なう、 正 保 四年師 十三 歲に して 日 近の 喪に 遭 ふ、 
心 院日通 法 蓮 寺の 主と なる、 日 通師を 山科談 林に 學ば しむ、 
此時 名を 是心日 明と改 む、 明曆二 .年 美濃國 岐阜の 長 照 寺 r 住 
す、 道 暇に 儒 士宗悅 R 交う、 歌道を 華 山家 R 受 く、 萬 治 三年 
日 通の 躅を繼 き、 法 蓮 寺に 移る、 此 時日 相と 改む 、專 ら修營 
に 從 事し、 客殿、 庫 厨等觀 を改む 、元 祿二年 五十 五 歲退隱 し、 
法 弟堯然 日迨に 讓 る、 享保 三年 十月 十七 日 寂す、 壽八 十四、 
師 著述 多く、 正字 妙 經八軸 (世に 日 相 本と 呼ぶ)、 己 心 北 斗、 興 
記 各二卷 "和語 式 五卷、 勸愚鈔 二卷 ，法 華 音義補 闕五卷 、當 
家 宗旨 名目 二 卷 、隱 中和 歌 二卷等 ぁ-^" (本 化 別頭佛 Tfl 統 紀) 
ニ チソ丄 日 相 尼 一一 一一 謹  〔日蓮 宗〕 武 藏日慶 寺の 尼な 
6、'  日 相 字は 妙是 、圓心 院と號 す、 加 賀金澤 の 人、 俗姓は 
久津見 氏、 重 子と 呼ぶ、 五歲に して 父を 喪 ふ、 家 世々 禪宗な 
う、 重 子 深く 法 華を 崇み 、京都の 日審北 地に 弘通 する 時， 母 
に 請 S て 其 1 を 受く 、時に 七歲 なう、 姉は 長子 (後に 音 羽)、 
母は 仲 子と 云 ひ" 一家 擧て 日蓮 宗に歸 す、 寬永 十七 年の 春 母 
子 三人 將軍家 光に 仕 ふるに 方う、 重 子 十六 歲に して 加 賀中納 
言 利 常の 義子と な $、 八 條智忠 親王に 嫁す、 餘暇 讀經唱 題を 
事と す、 母老 ゆるに 及び、 致仕して 歸 へう、 後 身 延山日 境に 


(—六 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


依うて 得度し、 妙是日 相と 呼ぶ、 母の 死 冷 將軍家 綱 母の 半祿 
を 分ち て 日 相に 與 ふ、 茲に 於て 地を 中 村に 相し、 小廬を 築き 
竹 露 庵と 稱し •傍に 母の 爲 に妙應 堂を 營造 し、 持 誦修懺 をつ 
とめ、 書寫 怠らず、 谷 中日 慶 尼寺の 舊 地に 移 S /1 と 欲し、 之 
を 身 延山現 住 日 省に 計る、 日 省は 日 相の 俗 姪な^ N、 官に吿 r、 
綱吉 聞きて 之を 許す、 遂に 竹 露 庵を 改めて 日慶 寺と 云 ふ、 寶 
永 二 年 十月 三： n 寂す、 壽八 十一、 生前 學 を 好み 和歌を 好く し、 
殊に 楷書に 秀て /2 A、 甞て紺 紙 金泥に て 自ら 法 華經を 書し 一 
字 一蓮 一花 一香 字 字三禮 して 全函或 就す と 云 ふ、 (本 化 別頭佛 
祖統紀 ) 

ニ チ ソ 1 二 日 相 尼  ニ チ  シユ日 守を 見よ、 

ニ チ f  日藏一 • §: 五 S 相宗〕 大和 龍 門 寺の 僧 f、 
日藏は 京都の 人、 三善淸 行の 弟な う、 十二 歲金峰 山 椿 山寺 r 
入 6 て 下 髪し、 精修 する Z: と 六 年、 母の 病に 遇 ひて 山を 出で、 
歸 省し、 東 寺に 屬 し、 良鄰法 師に隨 ひて 密敎を 學ぶ 、金 峰 山 
R 往來 する 乙と 二十 六 年、 靈感 によう 初の 名 道 賢 ^ 改めて 今 
の 名と し、 專ら 大日 如來 i: 尊崇す、 寬和 元年 寂す、 壽一 百餘、 
(元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

ニ チ.' Y 日 像 一一 一 g §f 〔 B 連 S 京都 妙顯 寺の 開山な 

P， 日 像は 字を 肥 後坊と 呼び、 下 總葛飾 郡 平賛の 人、 其 先 

は 新羅 三郞の 第三 子 四 郞盛義 より 出づ 、始め 盛 義平賀 村を 領 

す、 因て Z. れを 氏 > なす、 盛義 五世の 孫 忠晴千 葉 氏の 女を 

娶 う、 文 永 六 年 八月 十日 帥を 生み、 萬 壽麻呂 と 名く、 盛義夫 

妻は 日蓮 上人の 信徒に して 師 を 生みた る 翌年 第 宅を 捨て、 上 

人に 施し、 長 谷 山 本土 寺を 建立し、 自ら 其 傍に 居す、 建 治 元 

ニ チ. 日) ソ—ゾ 


年 二月 師七歲 に して 日朗の 室に 投じ、 十一月 携 へら n て 身延 
山に 登う、 日蓮に 謁し、 經 I 麻 呂と云 ふ、 同 二 年師の 弟龜王 
九 (後に 出家して 日輪と い ふ) も 登山し、 師 と共に 日蓮 上人に 
師事す、 建 治 三年 父 卒す、 弘安 元年 師の母 亡父の 追福の 爲に 
鎌 倉 (C 一  寺を 建立す とい ふ、 弘 安五 年 九月 日 ^ 上人 illi 上に 赴 
く 時師隨 侍し、 十月 十一 日 上人 師に 京都 弘法の 命を 囑 し、 
十三 日 其 地に 入寂す、 師 乃ち 鎌 倉 比 企 谷に 往きて 日 朗に定 ふ、 
弘安六 年平賀 に歸 6 て 母を 省し， 本土 寺に 寓 す、 弘 安七 年 本 
土 寺 (C 於て 四月 八日 日朗 1: 拜 して 手 度を 受け、 名 F S- 像と い 
ひ、 肥 後 坊と號 す •弘 安八 年 鎌 倉に 歸 り、 後屢 i 下 總相模 の 
間を 往復して 母 及び 日朗に 奉 事す、 正應 三年 四月 二 日 法 華經 
全部を 書 寫 す、 ^ 1 年 諸說の 異同を 比較して 秘^！^ 三 卷を 
著す、 自ら 謂 へらぐ 京師に 入うて 妙法を 弘通 せ ^ とせば、 衆 
僧 反目して 大難を 構へ# t 若し 夫れ 機鋒 5?: 銳なる もの あらず 
は、豈に之に抗するを得ん、と » 十月廿六白ょ6一百日七期 
，し、 晝は 比企ヶ 谷の 一室に 籠 4 て 法華經 $:. m- し、 寒 酷し と雖 
も 火を. 別 a ず， 夜は 由 井の 海水に 入うて 壽量品 を 唱 ふること 
一 百 興、 朝日を 見る !': 及びて 歸る 、寒風 顔を 破'  堅 氷 /* - を 
裂く も、 忍 辱の 力 確乎と して 拔く ベから ず、 翌永仁 元年 二月 
七日 素 願 5r 滿て 、靈驗 を 感じ / a 4 と S ふ、 此 時に 朝日の 光 中 
に 感 見した る 南無 妙法 蓮華 經の七 字は 師が 以後 自ら 摸して 書 
風を なした $ とい ふ、 玆 に 於て 京師の 地に 遊 化せ / i と 欲し、 
先づ池 上に 到 6 て 日朗に 見ぇて 其 意を 述べ、 塔 中 並 座の 本尊 
幷 に 宗祖 手 刻の 像 及び 舍利を 附 せらる •中旬 平 賀に歸 うて 母 
を 省して 別を 吿げ 、安房に 赴きて 誕生 寺淸澄 寺を 巡錫して 日 

ニ チ (日} ゾ 


書辭 名人 家怫 本日 
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ニ チ、 日) ゾ 


蓮の 靈 跡を 拜 し、 小 松原を 過うて 鎌 倉に 來 6、 龍 口に 詣て伊 
豆 R 到 6 て 日蓮 謫 居の 故 跡を 觀 、次て 身延 山 R 登うて 祖塔を 
拜 する M と 一七 日、 越後 寺 泊 R 到 $ て 石 川 吉廣の 家に 寓 す、 
此 ょう 佐 渡に 渡うて 日蓮の 靈蹟を 禮 し、 日滿 等と 相 語る、 能 
登に 赴かん として 纜を 解く、 船中 R 苦行者 あり、 師の四 個 格 
言 ^ 唱 ^ る ^ 聞 
きて 論難す、 師 
循々 として 之を 
折す、 旣に して 
颶風 大に 起う、 

道俗 震惜 す、 師 
安祥と して 舷に 
立ち、 妙法を 誦  ノ 
すれば 須臾に し 
て 波浪 平く、 衆 
感服し、 苦行者 
歸 信す、 日く、 

吾は 泰 澄の 法 孫 
に て 石 動 山の 學 

存 房と S ふ 者な う、 師か巡 化を 乞 ふと、 船 七 尾に 着し、 其に 

福 審寺村 某の 家に 到る、 家の 主人 師の敎 に歸 信す、 依て 本尊 

を附 す、 石 動 山に 登うて 妙法を 演說 す" 衆徒 譟擾 し師を 害せ 

ん とする R 至る、 加 賀太郞 北 左衞門 兄弟 師を 救 a て 難に 死す、 

師遁れ て 西塲塲 村に 赴き、 石に 踞して 妙法を 說 く、 信 毀 相 半 

す、 後、 鄕 人加賀 兄弟の 爲に 本土 寺を 創して 其 志を 紹 くと s 


ニ チ (日} '/ 


ふ、 師難を 避けて 瀧 谷 ic 往く 、學存 之に 從ふ 、甲斐 R 入う 白 
山廟 下の 一勝地に 至- OV、 携 ふると 乙ろ の 杖を ^ 間に 倒立し 學 
存に謂 ふ、 吾 誓 ふと 乙ろ あ 6 此杖 根を 生せば 就きて 一 寺を 營 
め， と、 而して 相 別る、 幾なら ずして 其 杖 芽を 生ず、 即ち 槐 
樹な う、 學存歡 喜して 資財を 募う、 芝 原 某 資を棄 て、 寺を 建 
つ、 金 榮山妙 成 寺と 號 す、 師今濱 村に 往きて 某の 家に 宿す、 
家主は 眞言の 信者な. CN しが、 師の說 を 聞きて 歸 信し、 尋いて 
麥生 ，法 輪 寺の 哲源 亦師 に歸 信す、 依て 名を 日 源と 改め、 寺に 
は 本尊を 改めて 妙 字を 與へ 妙法 輪 寺と 號 す、 加 賀に往 き 河原 
市 村の 妙 珍、 藥師 村の 乗 蓮、 直 江 谷 村 主 井家 莊太郞 などい へ 
る 者 皆師の 敎に歸 信す、 井家 氏寺を 建て、 師を 待つ、 師 寺を 
妙 珍に 與へ て寶乘 寺と 號す 、倉 谷 R 往きて 崖を 上 6 一々 巨石 
を 求めて、 題目を 書す、 大野 村に 至りて 尙 支阿闍 梨を 化し、 順 
次 成 村を 過き て 越 前に 入 安保 村、 M 生 村、 今 宿 村、 大道 
村 等を 經、 .行 逭を 布き 人 ?: 化し、 寺を 建て & 小 野ょう 河 野に 
出で、 舟 路敦賀 に 入る、 眞言 宗の 僧學圓 と fc 論して 之を 伏し、 
其 寺を 改めて 妙顯 寺と いふ、 其 他日禪 日 善 等 皆師に 伏す、 永 
仁 二 年 四月 日禪と 共 R 丹 波 知 伊村を 歷て 十三 日 京都 R 達す、 
此 R 於て 日禪 を歸 らしむ、 京師の 道俗 師の 日蓮の 徒なる 1: 知 
うて 一宿を も 許す ものな し、 石淸 水に 詣す るに 方う 神官 y 夢 
に感じて師を延きて寓せしむ、賈人某神託を受けて師の敎に 
歸 して 檀 越と なる、 師比叙 山、 三 井寺 等 宗祖の 舊蹟を 巡 禮 す、 
眞廣法 印と 云 ふ 者 東 寺の 法 華 堂に 住す、 師と相 見て 機 緣相合 
す、 二十 八日 宮城の 東門に 於て 朝日を 拜 し、 四 個 格言を 唱へ、 
妙法を 說く ，夕に 至る まで 停まず、 五月 十三 日 十字街 頭 R 立 


:三六 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


ち 大衆 {C 說きて 日 く、 念佛は 無 間な う、 禪は 天魔な う、 眞言 
は國を 亡ぼし" 律は 国賊な-^、 諸宗 道を 得る 者な く、 地獄に 
墮 つるの 根源な うノ唯 妙法 あうて 汝 等成佛 するな 6、 南無 妙 
法 蓮華 經 、と” 人 以て 狂 愚と なし、 石を 投じて 去る、 師益々 
高聲に 說 きて 止 ^ ず、 廿 一日 it 至りて 東 M を 論ぜず、 貴賤を 
選ばず、 專ら 法を 說 き、 化を 勸む" 京師の 物情 漸く 騷 然とし、 
毀 貶 誹謗の 聲 日を 追 ひ て 高し、 偶纟京 師の北 將軍邑 の 人々 歸 
信す る 者 あり、 遂に 草堂を 結びて 師を 待つ、 師甫め 十 如是を 
講じ 十 如是 堂と 號 す、 松 崎勸喜 寺實吸 僧都 師が三 條の石 上に 
踞して 妙法を 說くを 聞き、 後屢 i 來りて 論難し、 亦 深 草 法身 
莊 嚴寺實 典を 伴 ひ 來 うて 論難 すれ ど％ 師皆擊 破す、 八月 十三 
日 越 前の 檀越 に 書を 送う、 九月 十三 日 宗祖 日蓮の 十三 回忌 法 
筵を 張る 1 永 仁 三年 實眼實 典 等 弟子と なる、 室町の 小 野 某 五 
條の中 興 某 等亦歸 信す、 一日 松 崎に 郅 う、 歸 路下賀 茂を 過る 
に 優 婆 夷 あう、 其 家に 請す、 即ち 至う 見れば 親族 相會せ 6、 
乃ち 妙法を 說 く、 井上 氏の 親族 子院を 興し 講筵に 待す、 後に 
大妙 寺と 號す 、濱 土の 日昭 手書の 本尊を 贈りて 師か敎 化の 盛 
を 賀 す、 永 仁 四 年春余 良に 往き 、日蓮 歷 遊の 諸 寺を 巡拜 し、 

歸路 宇治の 金 持久 弘の 家を 過り、 久弘 夫妻を 化す、 久 弘草菴 

を 結びて 師を延 く、 師請に 應じて 止 住する 乙と 日 あ 6、 之を 

微妙 房 R 附 し、 後 直行 寺と 改 む、 德治 元年 松 崎の 實眼 寂す、 

師實肌 の 門徒の 請に 應じ 七月 十四日よ 6 十六 日 迄大に 妙法を 

說 く、 擧村飯 依して 妙 題を 唱へて 他 經を棄 て、 寺を 改めて 妙 

泉 寺と s ふ、 德治二 年 比 叙 山 及び 諸 寺の 僧徒 師を惡 みて 官に 
訪 ふ、 五月 廿日 朝廷 大納言 宣房に 命じて 京師の 地を 驅擯 せし 


む、 師 上表して 其 非を 向 a 、 京を 出て、 西國に 遊ぶ、 向日 神 
祠の 傍に 止*^ て 日夜 敎化を 力む、 鷄冠 井邑に 到る に 三 郞四郞 
とい ふ 者 あり 草木 成 佛の理 を 疑 ふ、 師 之を 論 明す、 四郞歸 伏 
して 淹留を 請 a 、 里人 來 $ て 道を 問 ふ者少 からず、 眞言 寺の 
實 賢、 深 草の 良 桂等來 ぅて 對 論し、 皆 師の說 に 伏す、 延慶元 
年 母 妙 朗尼師 を 見ん と 欲し 人を して 師に吿 げしむ、 師も亦 相 
思の 情禁 せざる もの あぅ と雖 も、 身逐 追に あるを 以て 自ら 小 
影を刻して贈る、八月廿八日官師を許して妙法を弘通せしむ、 
小 野 氏妙覺 寺を 興して 中興 氏 妙 蓮 寺を 興し、 皆師に 施す、 延 
慶 三年 諸 寺 亦 朝廷に 訴 ふ、 三月 八日 朝廷 再び 中納言 定資に 命 
じて 師を驅 接せし め、 眞廣 等に も 及ぶ、 二十 三日 師表を 上り 
て 法 華の 妙理 を縷述 す、 十三 日 母の 喪を 聞く も 赴く 乙と 能は 
ず、 鷄冠 井眞經 寺に 留まる、 日範關 東ょ'^ 來ぅて 相會 す、 旣 
にして 日範丹 波に 往きて 法幢を 建つ、 四月 十五 日中 納言 定資、 
檀越 朝臣 明澄、 章 文、 章敦等 三十 三人 及び 庶民 数百 人を 京師 
の 地を 逐 a 、 六月 十九 日 堂 舍を舊 邸 主に 賜 ふ、 應長元 屯 皇太 
子不豫 あ-^、 人 流言して 法 華 持 者を 逐 ふの 故な りと す、 朝廷 
議して 三月 七日 師 京師に 入る を 許す、 師 一日 嘆して 日く、 吾 
法の 爲に日 朗師を 見 3'' る 1 と 二十 一年^; 欽慕に 堪 へずと、 遂 
に 錫を 飛ばして 鎌 倉 扇 谷に 赴き 日朗に 謁す、 共に 妙法を 說い 
て 化導 盛な 6、 一  寺を 創して 藥王 寺と いふ、 平賀 に歸 6 室を 
以て 精舍 となし、 妙 泉 院と號 す、 亡母の 像を 刻して 法 筵を設 
く、 日傳 日輪 等に 會して 還る、 此 行路を 橫 川に 取り、 先づ淨 
光 院の廟 塔を 拜 し、 堅 田よ 6 木濱に 到る、 船中に 彥左 とい ふ 
者 あうて 師を 請す、 乃ち 今濱に 到 6 妙法を 說 く、 歸信 する 者 
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夥し、 師 本尊を 授け 且つ 石工を して 南無 妙法 蓮華 經の七 字を 
方 塔に 彫刻せ しむ：；， 石工 師に歸 信して 岩 倉の 家 R 請す、 後 守 
山の 本 像 寺、 岩 倉の 妙感 寺、 今 濱の法 華 堂 等を 興す、 駿 河の 奥 
津に 宿る 時 主人 敎を 受け、 地を 棄て 、寺と なし、 高 光山 石塔 寺 
と號 す、 亦 府中の 某 も 寺を 建て 妙 像 寺と 號 す、 師の 同胞 日 如 
尼 遠 江 端 塲金原 左 近の 家に 客 居せ 6、 因て Z. れを省 問す、 左 
近師に 說を請 a 地を 棄て V 寺と なし" 妙 恩 寺と 號 す、 正 和 元 
年 十二月 二日 日朗 "師 に 書 1: 寄せて 日蓮 手書の 本尊 幷に 法語 
二帖を 贈ぅ 來 る、 正 和 二年嵯 峨大覺 寺の 妙實 、及び 其 法弟智 
覺 、正覺 、祐 存等歸 信す、 同年 法華宗 旨 問答鈔 を 著す、 正 和 
三年 三 原に 本 妙 寺を 開く、 是れ檀 越 本 妙 居士の 寄附に ょる， 
文 保 二 年 正月 十三 日日 蓮の 祈禱鈔 を 註して 諸 弟子 R 授く "十 
月 二十 三日 日朗 宗祖 所傳 の本迹 勝 劣の 口决 1: 書して 師に贈 
る、 十二月 十八 日師 曼荼羅 口决を 相承す、 元應 元年 大 曼荼羅 
を 書して 妙 實に與 へ、 本迹勝 劣の 口决を 註して 高弟 等 R 附 す、 
元 應二年 正月 二十 一日 日朗 比企ヶ 谷 R 寂す、 元亨 元年 正月 鎌 
倉に 柱き て 日 朗の忌 筵 R 列し、 幾 もな く西歸 す、 此夏大 に 旱 
し 天下 餓 に 苦しむ、 師は 末法の 致す と Z1 ろと なし、 盛に 諸宗 

を 誹謗す、 諸 宗師を 朝廷 R 訴ふ 、十月 二十 五日 朝廷 宣 房 ir 命 

して 師を京 師の 地ょぅ 逐 は / L とす、 時に 宮中 R 怪異 多し、 是 

に 於て か 勅して 日 野 大納言を して 師を 召した まふ 十二月 御 溝 

側 R 安居院を 賜 a て filii の德を 賞す、 元 亨二年 師の法 弟 日 禪鎌 

倉よう 來うて 錫を 留め、 擅 越 某寶國 寺を 創して 日禪を 待つ、 

元亨 三年 春師 法華講 式を 作う、 毎月 十三 日 大衆を して 音樂を 

奏し 伽陀を 誦して 宗祖の 恩德を 謝せし む、 爾來 定例と なる、 


ニ チ C  日} i/ 


正中 元年 十一月 手づ から 大黑 天の 像を 刻す、 元弘 元年 天下 R 
變異 多し、 師 上表して 二王 並立の 前徵 となし/速に 妙法を 弘 
通して 其災を 避けん 乙と を 請 ふ、 北條高 時隱岐 R 天皇を 配す 
るに 方う 師護良 親王の 令旨を 拜して 祈禱 すと S ふ、 建武 元年 
勅して 妙顯 寺を 勅願寺と した まふ、 足 利 尊 氏 軍を 起す R 及び. 
師其 請を 受けて 祈禱 し" 數 i 光明 天皇の 勅を 拜して 祈 禱し賞 
賜を 蒙る、 曆應四 年 七月 十四日 淸規六 章を 定め、 法嗣 V】 選び 
て 六 上 首を 定む ，康永 元年は 日蓮 示 寂の 甲子に 丁れ う、 依て 
師 東行して 身延 山に 登う、 祖塔 を拜 す*' 又 鎌 倉 比企ヶ 谷 歷 
て 武藏池 上を 過ぎ'  故鄕平 賀に歸 うて 父母の 墓 デ •拜 す、 秋 京 
師に歸 る、 十一月 八日 一期の 事 5: 擧げ て大覺 に囑 し、 諸 弟を 
誠め" 十二 日大 曼荼羅を 掛け 香を 焚き 經を誦 して 夜を 徹し、 
十三 日 未明に 寂す ' 壽七 十四、 臘五 十九、 深 草 山 下 R 闍 維す、 
延文三 年 勅して 菩薩 號を賜 ふ、 著作 三秘藏 集三卷 、本尊 相承、 
法華宗 旨 問答 # 、 宗旨 弘通鈔 、法 華講式 各一卷 、澗亭 函底鈔 、 
源流 山 谷 鈔 一部 共に 一に 日 具の 著と も 云 ふ)、 祈 禱經鈔 、各 
若干 卷ぁ う、 (龍 華 年譜、 本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 H 錄) 

ニ チ ソン 日 尊； 三 . gi 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺第士 一一 代な 
i  日 尊は 字を 文 甫と云 S、 蓮 成 院と號 す、 出家して 六條 
本國 寺の 日藏 に 師事し、 命に 依う 比 叙 山に 登 6、 天台の 學を 
修む 、後ち 本 門 寺 主席を 缺 きしを 以て 請 はれて 主と なう、 居 
る 乙 と 六 年， 慶長八 年 三月 十六 日 寂す、 世 壽詳か ならず、 (本 
化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ '/ ン 日存二 • o: A 四 〔日蓮 宗〕 京都 妙 蓮 寺の 僧な $、 
日存字は精進房、越中の人なう、俗姓は源氏、桃井左馬頭尙儀 


(五六 九 > 


書辭  名人 家佛本  日 


の 弟な 6、 弟 好 學房日 純と 共に 妙顯寺 □霽の 下に 修學 す、 應 
永 十二 年 日霽の 喪に 逢 ふ、 こ れょ 6 兄弟 廬を 別にして 本迹勝 
劣の 判を 詳か にせん ことを 力め、 遂 (C 豁然と して 通會す る 乙 
とを 得た 6、 玆に 於て 二人 力を 合せ、 行 業 年を 積み、 楊柳 山 
妙 蓮 寺 i: 擷 し、 日 像を 開山と なし、 大覺 、朗源 、日霽 を 歷代 
となし、 師 自ら 五代に 居う、 日 純 六 代と なる、 應永 二十 八华 
三月 二十 六日 寂す、 壽缺 く、 日 純 後に 日 道と 改め、 應永卅 一 
华四月 二 H 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チゾン 日 存一一 I: j o: 〔日蓮 宗〕 紀伊養 珠寺第 四 代な 
P. 日存 號は觀 妙 院と云 ふ、 浴 姓生國 未詳、 智道院 日 明の 弟 
子、 心性 院日 遠の 法 孫な 6、 飯 高談 林に 學び 、六 條談 林の 化 主 
となる •京都 本滿 寺に 出世す、 寬 文六苹 紀伊 候に 招れ て 同國養 
珠寺第 四 代と なる、 仝 十一 年 十一月 七日 寂す' 著作 指要鈔 科 解 
三卷 、金山 鈔 十六 卷等あ 6.( 本 化 別 頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目錄 ) 
ニ チ タイ 日 諦二四 四 •一 〔日蓮 宗〕 常 陸 三味 堂の 學僧な 
日 諦 字は 健 立、 號は圓 行 院と云 ふ、 常 陸多賀 郡赤濱 村の 
人、# 久保 氏な $、 出家して 京都に 上- CN、 宗學を 究め、 後、 中 
材檀林 支 義の講 主と なう、 次に 三昧 堂 化 主と なる、 天明 元年 

六月 五日 寂す、 著作 本 化 別 頭 高祖 年譜 一卷 、同考 異三卷 あ- CS、 

(日蓮 宗 史料) 

ニチタイ日 !§ (二三七六)〔日蓮宗〕京師妙顯寺の僧な 

う、 日諦 は觀具 院と號 す、 山城 鳴 瀧に 住し ♦學 問を 事と し、 

後妙顯 寺に 住す、 享保 年中 華嚴の 鳳潭 天台の 靈空 等と 共に 名 

あう、 寂年詳 ならず、 著作 規矩 準 繩錄、 窓 燈塵壺 谷 一卷 あう、 

ニ チ タイ 日諦； _ : ; !: 〔日蓮 宗〕 和 泉 撰の 學僧 なう、 

ニ チ (日、 ソータ 


日諦 は常究 院と號 す、 壯年 南都 及び 比歙 山に 遊び、 唯 識敎觀 
の 旨を 究 む、 尾 張國犬 山城 主 齋藤道 三 師の德 風 $: 聞きて 敬 待 
す" 道三沒 落の 後 京師に 隱る 、日玫 B 詮共に 師の德 風を 喜び 
三人 道 交を 結び 和 泉 堺に會 を 開き 文句を 輪講す、 人 呼で 三 光 
の勝會 となす、 其聽 衆には 舜孝 秀智等 ぁう， 初め 天台の 尊 契 
念佛無 間の 說を問 ふ、 師 日く 善導の 千 中 無 一、 法然の 捨閉閣 
抛は、 唯 除 五 逆 誹謗 正 法の 金言に 違す るに 非ら ざらん や、 尊 
契 重て 宗意を 問 ふ、 師 日蓮 慈悲 廣大 等の 文を 擧げて 答 ふ、 天 
正 十三 年 八月 廿 一日 寂す、 世壽詳 ならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チタ イ 日泰  一-lj - ri s 〔日蓮 宗〕 武藏 報恩 寺の 第 四 代な 
日泰 勇健 院と號 す、 甲斐 小 室 山 主日 超の 門弟に して 小 
西談 林の 化 主と なう、 武藏の 平 河 山に 住す、 享保 十六 年 二月 
二十 二日 寂す、 壽六 十八、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チ タイ 日 泰二 -〇 怒一 〔日蓮 宗〕 京師 妙滿寺 第 十六 代な 
う、 日 泰は心 了 院と號 す、 京都 白 河の 人、 幼ょり 三 寶に歸 
し、 稍 長 じて 妙滿寺 日遵に 師事し、 專 ら 折伏を 事と す、 兩總の 
地に 巡 化し、 酒井定 隆の歸 向を 受け、 一夕の 化導を 以て 上總七 
里の 間の 人民を して 其 宗に歸 せし む、 世に 七 里 法 華の祖 と稱 
す、 文明の 頃 下 總濱野 村に 本 行 寺を 開き、 延德 元年 京師 妙滿寺 
に 住し 明應の 頃 再 ひ 住し 權大 僧都と なる 永 正 三年 正月 十九 日 
寂す、 壽七 十五、 

ニ チ タイ 日體 IH ■〔旦 連 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第 七 代な 
6、 日體 字は 叙 達、 號は 通應院 、夙に 圓妙院 日 桂の T に 出 
家し、 飯 高談 林に 學ぶ 、明 曆二年 瑞輪寺 第 七 代と なる、 平賀 
日述等 不受不 施の 義を唱 ふるに 方う、 身延 山日垃 •日奠 等と 


ニ チ (日」 夕 


書辭 名人 家怫本  日 


(六 六 九) 


ニ チ (日) ダ  f T て 日〕 ^ — チ 


其 破 却 R 力を 盡 し、 前後 十五 年 R して 功を 全うす、 延寶 三年 
三月 二十 一日 寂す、 壽五 十三、 (本 化 別頭佛 祖統紀 〕 

ニ チ ダ v 日 題 ij ss n  〔日蓮 宗^ 一越 中 大法 寺の 學 僧な 
う、 日 題は 蓮華 院と號 す、 學德を 以て 聞 ゆ、 正 德四年 六月 
廿 四日 寂す、 壽八 十二、 著作 中正 論 二 十卷 、仝 或 問五卷 、仝 
添 畧六卷 、閑 邪陳善 記、 斷邪顯 正論 各五卷 、法 華 初心 要學篇 
二卷 、法 華 女人 成佛 抄一卷 あり、 

r ブ女ィ 日臺一 - 一 g -A < ハ 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 第五 代な 
P,  日臺は 字を 鏡 圓と云 ひ、 宫內 卿と 呼ぶ、 俗姓は 源氏、 
身 延山大 檀徒 波 木 井 六郎實 長の 曾孫、 信 濃 刺 吏 長 氏の 子な う、 
元亨 元年を 以て 甲斐 波 木 井村 R 生れ、 幼に して 佛を 信じ I 童 
形を 以て 日 進に 事 ふ、 日 進 寂す るの 後ち、 日 喜 R 事 ふ、 延元 
二苹日 善 年老て 六十 七な う、 時に 日臺年 十七、 學業 A 稍々 進 
みたる を 以て、 手 度を 受け 後身延 山の 席を 讓ら る、 貞治五 年 
三月 七日 寂す、 壽四 十六な う、 (本 化 別 頭佛 祖統紀 } 

ニ チ タツ 日 達  一 .j s; 六 〔日 違 S 京都 寂 光寺 第 九 代な 
i  日 達は 亨保 年間の 人な う、 初； y 山城 小 栗栖學 林 R 入り 
て 學び 、進みて 講主 となう、 衆徒を 領 す、 諷誦 抄二卷 及び 台 

當本勝 篇五卷 等の 著作 あう、 寂 年 及び 壽缺 く、 

ニ チ タツ 日達ーーー 5| |〔日蓮宗〕京師本國寺第二十六代 

f, 日 達 字運智 ，一の 字智鳩 、號は 了義院 、岩 代 福 島の 

人な り、 妙 顯寺第 十八 代日耀 R 學 を 受け， 鷹 峯六條 中 村の 三 
談 林の 化 主 R 歷 遷し大 僧都 法 印と なう、 學# 大 R 高く、 當時 

の學僧 華厳の 鳳潭 、天台の 靈空 等と 名を 齊 うす、 日 逹顯揚 正 

理論 1: 作りて 眞宗の 性 均の 台 淨念佛 復宗决 を 破 折し 書中 鳳潭 


の說に 及ぶ、 鳳潭 乃ち 金剛 槌を 作うて 大に 日蓮 宗 1: 駁 す、 こ 
、 R 於て か亨係 二十 一年 日 達は 决膜明 眼 論を 作うて 鳳潭 に當 
う、 議論 一世を 動せ う、 延亨四 年 二月 廿 六日 寂す、 壽七 十四、 
臘 五十八、 著作 經律 論拔萃 十五 卷 、内外 雜 記、 學海餘 滴 各 十卷、 
愍論 繫珠 錄七卷 、神 佛冥應 論 I 鷹 峯群談 、本迹 雪 謗、 各 五卷、 
决膜明 眼 論四卷 "顯揚 正 理論、 山陰 雜錄 各三卷 、對 類廿四 孝、 
報應 影響 錄 、獅子吼 章、 安國論 講義、 開目鈔 講義、 現 安 後 善 
鈔 、弟子 訓 各二卷 '再 難 條目鈔 ，受 不受决 疑鈔 、御 讓狀 註釋、 
信 佛功驗 孝子 傳 '鎌 倉 殿中 問答 註、 象 志、 信 力 堅固 鈔 ，、四 河 
入海鈔 、立像 釋 迦佛緣 記、 各 一卷等 ぁう、 (B 蓮宗 史料} 

ニ チ ダ ツ 日脫一 jj 一  j EA 仏 〔日蓮 宗？ 斐身延 山 第三 十一 代 
f  日 脱字は 空雅 、一圓 院と號 し、 遊 明 子と 呼ぶ'  越 中 
の 人な 6、 俗姓は 逸見 氏、 本是院 日理に 投じて 出家す、 上總 
飯 高談 林に 遊學 し、 貧學 二十 年務て 俺まず、 遂に 山科談 林の 
講 主と 爲 る、 立 本 寺に 出世す、 後 飯 高談 林の 化 主と なる、 是 
時 記事 一圓 記 有う、 延寶七 年身延 山 R 昇る、 元 祿六年 賜 紫の 
詔を 拜す 、十一 年 一年 九月 二十 二 H 寂す， 壽七 十三、 駿河國 
富士郡 香久山 妙法 寺、 武藏國 久良岐 郡榮玉 山常淸 寺、 甲斐 國 
小 M 島 一圓 寺、 飯 野 了 圓寺等 皆、 師を崇 て 開山と 爲す 、著作 
一圓 記 ぁう、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ チン 日 珍 (…… ：〕 〔日蓮 宗〕 .越 中 本叡寺 開山な 
P，  日 珍 字は 正 啓阿闍 梨と 呼ぶ、 元は 天台の 僧な 6、 後ち 
日蓮 宗に歸 し、 本 蓮 寺日宗 本國 寺日傳 R 事へ て 宗乘を 究め、 越 
中に 佛眼山 本 叙 寺を 開く、 寂年缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ チ ユ ー 日忠  二 1 一  〔日蓮 宗〕 紀 伊本 廣 寺の 開山 & 


(七 六 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


う、 日忠 字は 幸 夙、 號は正 孝院、 京都 立 本 寺 日審に 師事し、 
後、 紀伊態 野 新 宮の法 輪 山 法 華 寺に 住す， 延寶六 年 同 寺を 改 
めて 慧雲 山本廣 寺と 云 ふ、 名 草 郡 直川材 千 手 寺に 役 行者の 舊 
蹟 を 興し、 本惠 寺と 改む 、正 德二年 十一月 十二 日 寂す、 壽七 
十一な う、 (本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ チ ユ ー H 忠二； 1 一一 1 0 〔日蓮 宗〕 常 陸水戶 久昌 寺の 開 
山な 6、 日忠 字は 通 心、 禪那 院と號 す、 甲斐 國巨摩 郡 三 子 
澤の 人な 6、 俗姓は 佐 野 氏、 幼に して 身延山 十七 代 日 新に 投 
じて 出家し、 飯 高に 就學 す、 不幸 ic して 早く 新師を 喪 ひ、 日 
遠に 敎育 せらる、 行 業 年 ?: 追て 進む、 紀伊 候の 養珠 夫人 衣資 
を 給す、 終に 支 義の講 主と なる、 小西談 林に 文句を 講ず、 京 
師の頂 妙 寺を 嗣ぎ 、下總 の 法華經 寺に 出世す、 寬永 元年 飯 高 
の 請に 應じ 、再び 講主 となる、 六 年眞間 山の 主席を 補す、 時 
に 中 村 談林化 主 寂靜日 賢學德 世を 蓋 ふ、 師 交を 結ぶ、 飯 高談 
林 後の 化 主を 訊る に 師日 賢を 推す、 然るに 日 賢 不受不 施の 異 
義を 執る、 七 年 幕府 命じて 池 上の 日 樹と俱 に 流刑に 處 す、 師日 
賢と 深交 ぁるを 以て 亦 嫌疑を 被る、 師世 煩を 厭うて 幽 接す、 十 
九 年の 春 日 遠疾ぁ うと 聞き、 鎌 倉に 至-^ 訪問し、 數日 看護し 
後瓢 然として 去る、 萬 治 三年 十月 十六 日 寂す、 ® 壽詳な らず 

水 戶光國 母靖定 夫人の 爲に 久昌 寺を 造- CN、 師を 仰で 開山と 爲 

す、 著作 帶現 記、 西 谷 名目 解 等 ぁう、 (本 化 別頭佛 祖統 祀) 

ニ チ チ ユ 1 日忠 (- 三 六 三) 〔日蓮 宗〕 豐前博 多 勝 立 寺の 

開山な 6、 日忠は 唯 心 院と云 ふ、 初め 京師 妙覺 寺に 住して 

學譽 あう、 後西 國に 下' CN 宗 M を 宣揚す、 慶長八 年 四月 廿 五日 

豐前博 多 妙 典 寺に 於 S て 耶蘇 敎のイ ，マンと 對 論し、 二宗の 


ニ チ (日} チ 


優劣 ^ 爭 ふ、 師對 論に 勝ちて 大に 名を 揚 r， 福 岡 城主 黑田長 
政 其 功を 賞し， 福 岡 橋 口町に 土地を 與 へ、 一 寺を 興し、 勝 立 
寺と 號 す、 師示寂 年日詳 ならず、 (石 M 志) 

H チ チ ユ ー 日中 1H 5S 〔日蓮 宗〕 和泉堺 妙法 寺の 僧な 
う、 日中 字は 省 巳、 一 R 正 住 院同廣 と 呼 ふ、 生國 俗姓 詳な 
らず 、幼ょう 詩文に 長す、 深 草の 日 政と 交 $、 常に 詩文の 贈 
答を なせう、 後身延 山に 入- CN て 幽棲し、 持 律 嚴密な 6、 元祿 
の 頃 和泉堺 妙法 寺に 住し、 元祿 十四 年 正月 十九 日 同 寺に 寂す、 
壽七 十」、 著作 高僧 賛詞ぁ 6、 ( 本 化 別 頭 佛齟 統紀) 

ニ チ チヨ ー 日朝 i E? 85 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十一 代 
f , 日朝 字は 鏡 澄 •加 賀阿闍 梨と 呼び 行學 院と號 す、 應 
永 二十 九 年を 以て 伊豆 那賀郡 宇佐美 鄕に 生る、 幼に して 風 
姿 凡なら ず、 三 島の 日出と 云 ふ者師 を 見て 父母 {C 乞 ふ、 父母 
愛して 出家せ しむる に 忍びず、 師傍に あ $ て 之を 聞き、 泣て 
出家を 求め 遂に 日出の 門に 投ず 、時に 八歲な り、 旣 にして 手 
度を 受 くるの 後、 比 敷 山 ic 學び 南都に 遊び、 性 相の 諸 學を講 
究 して 皈 る、 身 延 山の 日 延之を 聞きて 召し 見る、 爾來 師日延 
に 隨 持して 敎を受 け、 益々 宗奥に 達し 神童の 稱あ 6、 永亨入 
年 日 出師を 招て 待遇し、 遂に 推して 三 島本覺 寺に 主 y2 らしむ、 
師時に 僅かに 十五 歲な 6、 長祿 三年 日出 寂を 示し、 師 遺命 R ょ 
6 鎌 倉本覺 寺を 兼領 し、 化儀大 R 振 ふ、 寬正 元年 日 延退隱 し、 
師 招かれて 身延山 十一 代の 主と なる'  乙れ よ A 寺 基の 狭隘に 
して 衆を 容 る、 に 足ら さるを 憂へ 力を 盡し て增 建し、 又身延 
山の 地 路嗡 6C して 老 者の 參詣 する 乙と 能は ざるを 以て、 日蓮 
の舍 利を 分て 鎌 倉本覺 寺に 塔を 築き 東 身延 山と 稱し 、遠近の 


ニ チ (日) チ 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 六 九） 


ニ チ (日〕 チ 


道俗を して 本 化の 良緣を 結ばし む、 寺務 四十 年、 明應八 年 職を 
辭して 山 下に 菴 居し (今の 覺林 房)、 翌九年 六月 廿五日 寂す、 
壽七 十九、 師の 生處後 寺と なう 妙 秀山朝 善 寺と 呼ぶ、 手 創の 
寺 甲斐 八 代 郡 法 來寺等 十有餘 A- 寺‘ あう、 著作 御 書見 聞 五大 部 
鈔 十七 卷 、法 華 草案鈔 十二 卷： 一代 五 時 記九卷 、十 不二 門 見聞、 
四 宗要文 各三卷 、弘經 用心 記五卷 、元祖 化導 記、 當家 口傳記 
各二卷 、天台 眞言 敎觀解 •俱 舍唯識 評註 等 あう、 (本 化 別頭佛 
祖統紀 、日宗 著述 目錄) 

ニ チ チヨ ー 日朝. 一九 1: 〔日蓮 宗〕 下野 妙 光寺の 開山な 
う、 日朝は 常 在院と 呼び、 俗姓は 藤 原 氏、 俗名を 藻 原 遠 江 
守 兼 綱と 云 ふ、 世々 上野 藻 原 郡に 館す、 初め 久しく 日蓮に 皈 
依し、 後に 出家 得度し、 常在院 日朝と 云 ふ、 B 蓮の 寂 後 藻 原 
妙 光寺を 築き、 日向を 請うて 開山と し、 復 下野 R 至う 多 古の 
妙 光寺、 志 摩の 妙 興 寺を 造 6、 自ら 居うて 老を養 ふ、 弘安六 
年 五月 二十 三 H 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ チヨー 日 澄 一1: ?: 0 〔旦連宗〕伊豆本立寺の開山な 
日 澄 字は 啓 運。 圓妙院 と號し 一如 房と 呼ぶ、 鎌 倉 妙法 
寺に 住し、 尋で啓 運 寺を 創す、 伊豆 江川 氏の 請を 受けて 仁 良 

山 本 立 寺を 開く、 學德 共 R 高く 世の 浮華を 厭 a 、 名刹の 請 あ 

れ ども 辭して 赴かず、 終生 逸 居して 終る、 永 正 七 年 二月 九 0 

寂す，‘ 壽缺 く、 師 平生 著述 多く、 今存 する $ の 法 華 啓運鈔 五 

十五 卷 、助 顯 唱導 文集 七卷 、法 華 神道 秘决 四卷 、註 書讃 、日 

出台隱 記、 本迹 决疑鈔 、嘉會 宗義鈔 各二卷 、法界 一念 鈔 一卷、 

本迹 决要鈔 等 數十卷 なう、 C 本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目錄) 

ニッチ ヨ- 日 澄 一一 ^ 如 〔日蓮 宗 3 相 模本 遠 寺の 開山な 


ニツ (日 3 チ 


B 澄は 大 乘阿闍 梨と 呼ぶ、 相模小 田 原の 人、 俗姓は 平 
氏、 濱名豐 後 守 時 成の 子な 6. ' 二 歲に して 父母を 喪 a 祖母 妙 珍 
に 撫育 せらる •妙 珍の 逝ける 後、 師 郡の al 寺 R 投じ 度を 受 く、 
後 比叡山に 登う、 天台の 章疏を 學び 、春 鎌 倉 松葉 谷に 來 うて 
日昭に 謁し、 弟子と なる、 時 {C 二十 二歲な 6、 翌年 日蓮 赦を 
得て 歸 る、 師隨從 す、 文 永 二年エ 藤氏 吉隆の 父 行 光 日蓮を 請 
す、 天津の 眞言 寺 主 宗義を 詰る" H 蓮師に 命じて 之を 敎導せ 
しむ、 寺 主 遂に 其 化に 服し 寺を 改め 天津 山 日 澄 寺を 興す、 十 
一年 比 企の 傍 R 眞言 宗 正覺院 あう、 亦 其 宗を 改め、 後に 大巧 
寺と 云 ふ、 日蓮 身延 山 R 入る 後日 朗 比企ヶ 谷に 住す、 師常 に欽 
奉す、 池上宗 仲 地を 割て 烘 す、 後に 大坊本 行 寺と 號 す、 元 應 
二 年 日朗の 喪に 遭 a て 悲哀 苦痛す、 翌元亨 元年 父母の 舊 地 (C 
就て 寺を 造 $ 冥福を 薦 す、 後 R 妙 珍 山蓮昌 寺と 號 す、 尾張國 
に 遊 化して 熱 田に 一 寺を 開き、 妙 光山 本 遠 寺と 號 す、 嘉曆元 
年 八月 朔日 寂す、 壽八 十八 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ ツチ ヨ ー 日長 一. 三 七 —: 〔日蓮 宗〕 伯耆 感應 寺の 開山な 
6、 日長は 圓覺 院と號 す、 甲斐 巨 摩 郡の 人な う、 幼に して 慈 
雲 院日新 の 門に 遊びて 得度す、 學業 熟して 日 新の 囑を受 けて 
京師の 妙 華 寺の 主と なる、 後 請に 應じて 甲斐 小 室 德榮山 十七 
代の 主と なる" 次に 駿河 感應寺 十一 代の 主と なる、 檀越橫 
田 内 膳 村 政師を 遇する 乙と 殊 it 厚し、 讨政は 中 村 氏 式部 大 
輔 一氏の 家老な 6、 一氏の 子忠一 伯耆に 封 せらる、 衬政米 子 
府の 傍に 勝地を 相して 一精 廬を 築き、 師を 招く、 師往 て佛殿 
僧房を 開き、 駿 河の 感應 寺の 如し、 日向を 崇て 開山と なし、 
日朝を 推して 第二 代と なし、 自ら 第三 代 R 居る、 慶長八 年 十 


(九 六 九） 


書辭 名人 家悌 本日 


一月 十四日 村 政 城 中に 死す、 師 厚く 之を 葬る、 翌年 出 雲に 遊 
化し、 啓 運 山 慈 雲 寺を 築き、 本師日 新を 推して 開山と なす、 十 
六 年 五月 十三 日 寂す、 壽 九十 餘 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ チヨ 1 日長 (一丸 二 SI) 〔日蓮 宗〕 紀 伊妙亳 寺 開山な 
う、 日長 俗名 (i 貞昭 、父は 伊賀 國壬生 野 城主 貞繼 伊勢 平氏 
に 與して 志を 得ず、 紀伊多 田に 逃れ、 法 華經を 讀 誦す、 後 文 
永 中 貞昭鎌 倉に 入う、 日朗に 從つて 出家し、 父の 遺跡を 寺と 
なし 妙臺 寺と 云 ふ、 寂年缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニチチヨー 日長 ( . ) 〔日蓮 宗〕 山城 道 入 寺の 開山 

f,  日長 字は 道 入、 俗姓は 服 部、 攝津の 人な り、 出家し 
て榮利を厭ひ、二十二歲靈夢に感じ、日像の苦行に做；3、百 
日間 海中に 苦行を 試む、 四條 河原に て 石を 拾 a て 法 華 經を手 
寫 す、 雲母 坂 不動 堂に て ir 食して 晝夜 苦行を 積む、 某 年 寂す、 
壽六 十二、 後人 苦行の 地に 寺を 作 6 道 入 寺と 云 ふ、 (本 化 別 頭 
佛祖 統耙) 

ニ チ チヨ ー 日長； _: ;八五〔日蓮宗：一和泉顯本寺內高三坊 
第二 代な 6、 日長 字は 隆逶 、號は 已成院 と 云 ふ、 後に 別號自 
菴と云 ひ 月樂 軒と 云 ふ、 俗姓 高 氏、 其 先は 筑前博 多の 人な 

6、 貞 治の 頃 高 三 郞兵衞 道玄博 多ょう 和 泉堺に 移住して 藥種 

交易の 商業を 營み 、十 餘代其 業を 傅へ、 天 正の 頃に 至 6 良左衞 

門隆 喜と $ ふ もの 長子 某に 家を 讓う 、菩提 所なる 顯本 寺內に 

一 菴を營 みて 退隱 し、 0家の姓にょ 1 €三坊と稱す、これを高 

三坊 第一 代と なす、 日長は 隆 喜の 季子に して'  父に 從 a て 高 

三坊に 移う、 後ち 出家し 專ら三 寶に事 ふ、 隆喜 死して 後其菴 

を 本 寺の 支院 となし 第二 代と なる、 豐臣秀 吉大坂 城に 在る 時、 


T ブ (日) チ 


堺津に 命を 下し、 一藝に 長 じたる ものを 召した るに、 をの 命 
に 應じて 出で 穴 る 羌 の 日長、 利 休、 新左衞 門の 三人な う、 盖し 
日長は 書 書に 長 じたれば、 其 技を 以て 出て たるな 6、 秀吉其 
能を 賞し 朱印 六 石 i: 與ふ 、然るに 日長 自ら 受けず、 是を顯 本 
寺に 納めた う、 平生 好で 小唄を 能くし / 2 れば 、小唄 隆達 とて 
戯曲 家の 間に 其 名を 喧傳 せらる V に 至る、 寬永二 年 十二月 二 
日 寂す、 世壽缺 けて 傅らず、 r 顯本寺 記録) 

〔考〕 堺鑑' 聲曲 類纂、 類聚 名物 考、 嬉 遊笑覽 等に 元は 日蓮 宗 
の 僧に て 顯本 寺の 寺內に 住し 穴 6 しが、 故 あうて 俗人と な 
高 三 氏の 家に 往て藥 種を 商 a 、 後ち 小歌の 一節を 歌 a 出す ょ 
しある は、 事 實を誤 6 傳へ 穴 る もの 、ごとし、 

ニ チ チ ml 日 頂  一一； g fc 〔日蓮 宗〕 下 總眞間 弘法 寺の 開 
山な う、 B 頂は 伊豫 阿闍 梨と 呼ぶ、 俗姓は 橘 氏、 伊豫 守定 
時の 長子な う、 師弟 妹 二人 あ 6、 寂 仙 房日證 、乙 御前と 云 ふ、 
父 定時 駿 河に 戰 死の 後、 母に 隨て鎌 倉に 住く、 時に 下總 若宮 
の 邑主富 木 五郎 JII 繼妻を 喪 a 、 師の 母を 納れて 內事を 司らし 
む、 隣 邑に眞 間 山 あう、 天台宗の 談林 にして、 時の 化 主を 了 
性と 云 ふ、 師 幼ょ 6 學を 好み、 世榮を 求めず、 僧 儀を 慕 ふ、 
了 性 Z: れを 見て 乞 ひ 納れて 弟子と なす、 旣 にして 祝 髮 し、 伊 
豫 房と 呼ぶ、 文 應 元年 日蓮 松葉 谷を 去うて 師の繼 父 五郎の 宅 
に 休す、 五郞 即ち 中 山に 法 華 堂を 造て 敬 待し、 師 をして 日蓮 
の 下に附 かしむ* 時に 師十 六歲 、命を 受けて 眞間 山を 監す文 
永 五 年 日蓮 松葉 谷に 歸 6" 師 も亦隨 待す、 八 年 日蓮 佐 渡に 流 
3 る、 や、 師日向 日 持 等と 交々 省定 す、 同 十一 年 日蓮 佐 渡よ 
$ 歸う長 輿 山に 入う、 師も t /2 眞間 山に 遷 うて 進 山の 式を 擧 


ニ チ (日) チ 


書辭 名人 家佛本  日 


(■〇 七 九) 


ニ チ 〔日) チ  ニ チ c 日) ツ i プ 


幕す 句 位よ すな  佛師る 等 七 幼 法な  寺壽を i こ翌山 立く 

府 、をに b  、{二 祖 主と 檀 代に 名 $ 二を 六 吊 付 年に し ' 
の享講 上て 八 、ツ統 席き 徒 日 しを 、チ荆 十し し 春 塔 、時 
命 保ず る遠歲  チ紀に 火と 壽て朗 n チし 六 、て 喪を 師 に 

ic 五、 、くに 日 ヨリ あ災 なの 兩舜 5 ヨ、 、塚弘 事 建命廿 
依 年 翌明關 し潮丨  るの る囑 山と が丨 師 時を 通 終て を 三 

う 飯 年年 東て 字  乙爲 パを 常 云 t  をに 守 行う 六受歲 

て高奧 山に 惠は日  とめ 么受住 a 衾 日 開 日 る 脚て 弟け な 

身談州 城 遊 明 海 湖  五に 运け院 、度、 觸山與 乙し 眞 子て う 

延林仙 松び 日 音 ■  十 山 曾て 主 母；^ 調 と大と 、間 輪 之、 

山の 臺崎 、燈 、ミ 三  年內爲 本日は：^ 二： な 石 前駿山 次が 弘 

R 請侯談 飯に 六 、皆 $ 門 隆下 す 寺 後 河に 守點安 
昇 {この 林高投 牙 五 二  文な f 寺に 野 曾 一： 、に 十 富 歸塔眼 二 

う應禮 の 談じ院  龜燒 至に 依 足 ■  $ あ六士 るに を 年 

、じ 請 請 林 出と G  元 亡 ふ 主 う 利 f  g  J う 年 郡 、决修 五 

在 出 R にに 家號袅  年す g とて 郡 f  m て、 重 2 乾しす 郎 

山 講よ應 入す す 5  十 s 砮 な 出の 会 章 g 遺文 須 7 •兀 紅；、 眞 

九す う じう、、 2  月 S I る 家人 令 s 謚骸保 村 元 鍫五間 

年る 、 、 、十一 甲  八 f  f  、し、 g 气武 S を 元 R 年 湓年山 

、と 仙 大卅九 R 斐  日 女る、 此 、旁 父藏 S 山 年 到 三 i 日の 

寬一臺 衆 五 歲瑞身  寂 墨 日時 二言は 本 f 麓 三う 月 蓮 本 

保 年 孝の 歲 に松延  す f 調 山 十 S 狩 y  £ に 月 、八 嘉 寂 尊 

三 、勝爲 にし 堂 山  ぺ； k 一家 五! 野 寺  葬 八 父 日 を釋 

年 元 寺 に して 松 第  本-時 氏歲 ▼氏の  う 日戰法 $ 示迦 

京 文に 法て 師岩卅  化 ^ 他庄の 在に 第  、寂 死を 占し 佛 

師元住 華 首 命と 六  別 te に內 夏1^ し 八  常す の 日 言 身を 

に 年 持 文 座に 號代  頭、 あ 氏 第 今て 代  林、 跡 揚叉延 造 

宣 日な  す 二な  解 傳寺延 解を 義 日う  蒙 宗延く 赴 

二院 祐う 二、 月 う 二等 寺に 山 指 講の勇 、ニニ 古牒亨 、き 
チを の  '.チ 壽九 、チ あを 於 丈 要ず 講上  チ チ對感 二師、 

夕-築 囑ロ チ ニ日 日ツ う 開て 室鈔 、主人 日 ツチ 治 得 年 力 天 

1 いを | 丨 十 剃 通？  、く 寂に 解 飯と に 通 1 3 曼記 九を 顔 
て 受 §  、度號  す 移は 高な 師字  1 荼 一月 奮を 

日 住け 皆 日 Q 受は 、る 是談 う 事は 日  羅卷 二つ 拜 

卢 すて f 占 f 戒瑞每 E 壽 、時 林 、し玄 祛 日記 女、 十て し 
[良 、松 炅貝货 し照卺 S 逢 六 在の 主 妙  '海 通 5  —  2 日 一'1 

C 應尾 s 院尼嚣 零 十 山 著席傳 鷹  '三 三也 卷鬲寂 新 御 
: 安山 §: 嚣 居、 i 畜 六八述 を寺峯 寂#  あ If すす 扇 
i 二西运 九：!； る 二三 三 $  2 初、 年な 缺 i こ談 遠 九 S シ う！？ 、一を 
〇 年 海 >  I  ^ 條 三 二 fPL  S  S  、 う く 瑞林院 ；  2 榮壽 i 賜 

九總 V  S'  J し と 故 二三 | 延 、飾、 世に と w ズ $ 气七 罢 は 

日 1 ■弟 蓮  一 $  |  ^ 日十師 f  S 入す、 f  f 蓮 3 院本； 年る、 

§  b  f  |  ¥  1 1 畫 | 芩驚竺 1 忑 1 次 俗 ¥ 最顰裂 法百蠢 

城す る々、 中  二 女 京 g 要 | 十 山 f 林 山は 身 | ， S 六 f 祖 

本、 、學山  年な 師 s 敛 ペーの 毒の 科 松 延平一 S 十!;， 塔 

妙 壽晚行 法  七う 瑞  解 後日 主 f 請談 m 山气 蝱 ft 八 lF 柱 

寺缺 年成宣  月 、龍  、相武 とる、 を 林 氏 第  S ぜ 、吝朽 

のく 中 う 院  十寬寺  摩模藏 な摩受 に、 三  認 T 著よ ち 

開、 山ての  七 文 第  訶 金の う 訶け 至妙 十  作 叢、 

山  に 後 開  日 七三  止井瑞 、止 文て 傳代  奮 公 本 f 殿 

な  法ち 山  寂 年代  觀法輪 身 觀句玄 寺な  J? , 化し、 傾 

C— 七., I ) 


書辭 名人 家佛 本日 


う、 日貞 字は 學珠 、號は 智靜院 、京都の 人、 幼 R して 慧光 
寺 日玄に 依つ て 出家し、 飯 高談 林 R 學ぶ 日審 日 香 等と 學 名高 
し、 後ち 山城 北 岩 倉に 隱れ 、岩 倉 本 妙 寺を 開く、 寂 年缺 く、 
(木 化 別 頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツー プ ー 日貞 i  一 •一 •一  j ±: j  〔日蓮 宗〕 下總 弘法 寺 第 十九 代な 
り， 日貞 字は 存 首、 善慧 院と號 す、 別 R 練 阿と 呼ぶ、 伊豆 國初 
島の 人な う、 幼 R して 本 門 寺 日 支に 師事し’ 飯 高談 林に 學ぶ乙 
と 三十 年、 學名當 時 R 顯 る、 敎藏院 の 席を 繼 ぐ、 南 谷に 往て玄 
義を 講じ、 眞間 山 R 瑞 世し、 飯 高談 林の 請を 受 く、 偶ぶ 疾を感 
じ 退て 眞間 山に 歸る、 後眞間 山を 退き 隱 棲す、 正德二 年‘ 十一月 
五日 寂す、 師 平生 著作 多し 支義 得宜鈔 、文句 得宜鈔 各十卷 、妙 
境内 解二卷 、指 要鈔解 一翠 等 學者傳 て 珍と なす、 師 文章を 好み 
飯 高 病中の 記 ぁう、 (本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目録) 

日 貞尼 5: i  一  i A: 〔日蓮 宗〕 下 總禮林 寺 第二 代な 
6、 日貞 字は 妙 林と 云 ひ、 曾 谷日禮 俗の 時の 子な う、 總州 
佐 倉 城主 千 葉 大隅守 胤貞に 嫁す、 胤 貞建武 の亂に 戰死 する に 
及び 平 賀日傳 R 就きて 出家し、 日貞と 呼ぶ、 父 日 禮を慕 ひて 
曾 谷に 菴を 結び 胤貞の 後を 吊 ふ、 胤貞の 嗣子 俸錢を 與 へ、 第 
を更 めて 寺と し、 日禮を 開山と し、 妙 林 二 代と なる、 禮林寺 

是れな 6、 永 和 四 年 七月 二十日 化す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 

統紀) 

ニ チ テ ー 日廷一 一一 一 g o-t 〔日蓮 宗〕 京師 本 國寺第 十九 代な 

う、 日廷 字は 慧哲 、一心 院と號 す、 少に して 中村談 林に 入 6、 

硏學 多年、 後 小 室 鷹 峰 中 村三談 林の 化 主 R 歴任し、 德行 高く、 

律師 法 橋 位 R 任じ、 終 R 本國 寺の 主位 R 充つ ，居る Z1 と 十 年、 

ニ チ (日) テ 


元祿 三年 八月 二十日 壽七 十四 R して 寂す、 初め 水戶光 國禮を 
以て 招聘せ しと 雖も老 を吿け て 起 ざう しと 云 ふ、 (本 化 別頭佛 
祖 1 糸) 

ニ チ テ ー  日廷 il ln 〔日蓮 宗 S 師妙覺 寺 第一 一千 五 
代な う、 日廷 字は 尊賀 、後 字を 以て 院號 となす、 伏 見宫邦 
房 親王の 子な う、 出家して 京都 本 滿寺智 見 院日暹 に 師事し" 
飯 高談 林に 學び 、西 谷談 林に 轉學 し" 京都 妙覺 寺に 出世す、 
後水尾 天皇の 寵 遇を 受 く、 晩年 鷹 峰 R 隱る 、貞享 元年 九月 九 
日 寂す、 壽七 十二、 (本 化 別頭怫 祖統紀 ) 

ニ ツチ ン 日奠！ I 一一 一 j s 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延 山第廿 A 代な 
う、 日奠 字は 義 道、 妙 心 院と號 す、 正東 談 林の 化 主な う、 
能 登 瀧 谷 妙 成 寺に 瑞 世し、 萬 治 三年 四月 二十 八日 日 境の 遺 
命を 受けて 身延 山に 住す、 其 職に 在る こと 八 年、 寬文七 年 七 
月 二十 三日 寂す、 壽六 十七、 前 住 日 境の 時、 平 賀日述 等の 法 
亂ぁ 6 て轧明 未た 終らず、 師再び 日 境の 志を 繼 き其釓 明に 力 
を盡 す、 師道 暇 R 丈 六 堂 三 光 殿を 造 營 し，、 山上に 家康の 社を 
祠 る、 加 賀の泉 野 千 部 山常樂 寺、 卯 辰 弘法 山三寶 寺、 妙法 山 蓮 
華 寺、 能 登 柳 田淨心 寺、 越 中 新 川 法 光山 妙 輪 寺は 皆 師の手 創 
なり、 著作 西 谷 名目 解 ぁ 6、 ( 本 化 別頭佛 祖續紀 ) 

ニ チ チン 日 典 二 i; こ. 〔日蓮 宗〕 京師 妙 覺寺第 十八 代な 
う、 日 典 俗姓 生國 未詳、 京都 妙 覺 寺に 主と な 6、 內外 の學 
を講 す、 殊 R 外 學に 通し、 詩文を 善くす、 後、 佐 渡に 渡 6、 
塚 原 极本 寺 R 入 6、 日 成の 後ち を 再興し、 第 八 代の 主と なる、 
文祿 元年 七月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ デン 日傳二 0: 0 — : 〔日蓮 宗〕 下總 本土 寺の 第二 代な 

ニ チへ 日 ニ プ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 七 九) 


ニ チ (日) デ 


う、 日 傳は大 圓阿闍 梨と 呼 ふ、 越後の 人な 俗姓は 藤 原 
氏、 幼に して 柏 崎の 天台 寺 R 出家す、 文 永 十一 年 法 華玄義 講師 
と爲 る、 時 R 二十 八歲 、日朗 日蓮の 謫居を 詢 S 柏 崎に 次す る 
に 方 $、 滯留の 間 寺に 過る、 師遂に 日朗 R 侍して 牲て 日蓮に 謁 
一し、 日 傅の 名を 授けら る、 建 治 三年 曾 谷の 日 禮北谷 山 日 朗に請 
て 開山と な 3 ん とす 日 朗固辭 出て す、 師に 命して 赴かむ、 日蓮 
本土 寺の 號を與 ふ、 日朗大 曼荼羅を 圖して 高祖 的受の 九條袈 
裟を 授け 水晶の 念珠を 併て 以て 寺 鎭と爲 す、 師 別に 日 朗の塔 
院を造 6、 妙 泉 院と云 ふ、 日 朗の滅 後日 輪師を 見る こと 殊に 
篤く、 年師ょ 6 少き 二十 五歲 、幼ょ 6 師 R 學ふ もの 多し、 師 
一には 後進の 爲 め、 一 R は 日輪の 爲 め、 天台の 章疏 、高祖の 
遺書 手書 大成して 比 企の 藏中 に 措く" 一  夏は 平賀に 安居し 一 
夏は 比 企に 安居す、 人 呼て 半年 阿闍 梨と 爲す 、平生 著述 多し、 
今存 する もの 別 頭 三 五の 記二卷 、二 策 十二 因縁の 圖解 一卷な 
$、 師 一時 岩 部 村に 宿す、 衆 群を 爲して 化を 蒙る、 其 地に 寺 
を 創し 安興 寺と 號す 、歸て 妙泉院 R 退藏 す、 曆應四 年 三月 六 
日に 寂す、 壽九 十五、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ デン 日 #  品 ^  〔日蓮 宗〕 京師 本國寺 第五 代な 

う、 日 傅は 字を 大圓と 云 a 、 建立 院と號 す、 相 模鎌倉 の 人 

なう" 幼に して 日靜に 奉仕して 受戒す、 應 安二 年 日靜 遷化せ 

るを 以て、 嗣で主 職と なう 化 儀大に 振 ふ、 在職 四十 一年、 應 

永 十六 年 四月 朔日 職を 日經 R 讓 うて 寂す、 壽六 十八な う、 (本 

化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チ デン 日傳 •一  . i: ハー ー. 〔日蓮 宗〕 甲斐 妙法 寺の 開山な 

う、 日 # は 肥 前阿闍 梨と 呼 ふ" 其の 俗姓 詳なら ず、 初め 眞 


ニ チ c 日〕 ^ 1卜 


言宗の 僧な う、 多年 日蓮の 敎 化を 受け、 遂に 之に 歸 す、 身延 
山に 茅舍を 結 ひ、 自ら 醍醐と 呼ぶ、 後 其 地に 名け て 醍醐 谷と 
云 ふ、 志摩坊 其舊趾 なう、 乾 元元 年 二月 十二 日 寂す、 壽詳な 
ら ず、 (本 化 別 頭佛祖 統紀} 

?|チ デン 日傳一 一 jj ^H 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十三 代な 
i  日傳 は寶聚 院と號 す、 幼に して 日朝の 室に 投じ、 日朝 
の 寂 後日 意に 就て 學 び、 遂 R 日 意の 後ち を嗣 r、 時に 甲斐の 
主 武田信 虎 寺を 造うて 敬 待し、 終に 身延 山の 檀越 となる、 今 
の 甲 府信立 寺 是れな 6、 是の時 身延山 始めて 官寺 となれ り， 
初め 相 州 小 田 原の 臣宇 野定 治光淨 山玉傳 寺を 造う 日 傳を請 ふ 
て 開山と なす、 尾 張 名 護屋の 城下 妙 瑞山大 光寺 も 請うて 開山 
となせ う、 天文 十七 年 十二月 十日 寂す、 壽六 十七な う、 C 本 化 別 
頭佛 祖統紀 ) 

ニ ツト ー 日 透 II JH 〔日蓮 宗〕 甲斐 西谷談 林の 學 僧な 
う" 日 透 字は 惠 照、 後 堯辨 と改む 、觀如 院と號 す， 京師の 
人な う、 父の 名は 休 節、 寬文 元年 九歲に して 寂 光寺 日 孝に 投 
して 出家す、 同 十 年 小 栗栖談 林に 入 6 敎義 を硏 習す、 延寶七 
年 遂に 關東に 赴き、 小西談 林に 入うて* 法 華 文句を 硏究 する 
乙と 四 年、 天 和 元年 秋 故 あ 6 て 京師 R 歸 う、 明年 再 6i 出で 小 
西談 林に 至る、 苦學 三年、 遂に 中座と な 6、 貞享二 年 飯 高談 
林に 入うて、 上座に 昇う、 終に 講授に 至る，、 貞享中 舅 氏 日 孝 
偶江戶 に 到う 早く 舊寺に 歸 るを 促す、 元祿 十二 年 冬 玄義講 主 
となる、 翌年 功 成り 退く、 幾な くして 伊豆阈 薤山に 住す、 兼 
て 西谷談 林の 化 主と なる" 後 會津德 翁 候の 召に 應し 若松 淨允 
寺の 主た う、 寺 務の暇 指 要 鈔講草 五卷、 祖書順 憶 二卷を 撰し、 


(三 七 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


正 德四年 春退藏 廬を 結びて 閑居す、 享保二 年 春 壽量顯 本義、 
本尊 義各 一卷を 撰し ■三月 事觀義 二卷を 撰す、 同年 三月 廿六 
日 寂す、 壽六 十五、 臘 五十六 (三 岡 高僧 畧傳 、日宗 著述 目録} 

ニ チト ー 日 東 ニー •一  j o: A: f： 日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 十七 代な 
6、 日 東は 字を 常 然と 云 ふ、 小西談 林、 飯 高談 林の 化 主と な 
う、 m 原 妙 光寺に 居る、 初め 書法に 拙に して 之を 學 ぶこと 三 
年大に 筆意 ic 達す、 寬永八 年 心性 院日 遠に 招かれて 長榮畏 興 
兩 山の 主と な-^' 居る C と 十八 年、 慶安 元年 十一月 二十 二日 寂 
す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チト 1 日 東  ショ ーシ ユン韶 春を 見ょ、 

ニ チト 1 日 東  ソキ ョク祖 旭を 見ょ、 
r ブト ー 日 登 二 XH EE 〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第 四 代な 
う、 日 登は 了 雲 院と號 し、 甲斐の 小 室 第 十七 代の 主圓覺 院 
日 登の 門人に して 日 新の 法 孫な-^、 慶長九 年 日 盛の 囑を受 け 
て 瑞輪 寺に 主た 6/ 寺務 二十 二 年、 涂暇妙 雲 寺を 造うて M き、 
寬永二 年 九月 十日 寂す、 壽六 十一、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チト ー 日 聾 iH 一一 OA 〔日蓮 宗〕 上 總妙覺 寺の 第二 十二 
代な 6、 日簦 生國 俗姓 不詳、 初め 上 總妙泉 寺に 住し、 後 同 li] 
奧津 の妙覺 寺に 轉 住し、 堂塔を 修繕し、 同 寺 中興の祖と なる， 

慶安 三年 六月 廿 二日 寂す、 壽八 十二、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チト- 日燈 ii f§ 〔日蓮 宗 3 山城 深草瑞 光寺 第二 代 

f, 日燈 字は 慧 明、 波羅 密と號 す、 俗姓は 惪 藤氏、 初め 

戒律 宗慈 任に 依うて 出家し、 名を 智 岸と 云 ふ、 寬文五 年 三月 

一日 二十 四歲に して 深 草 R 至 4、 日 政を 拜し 師資の 禮を 執る、 

六 年 日 政を 仰 $ て 具足 戒を受 く 七 年、 日 政 母の 喪 R 遭 ひ、 師 


ニ チ (日} 卜 


の 母 妙 月を 招き 養壽 庵に 主と なす、 八 年 日 政 病 重く 師を 召し 
て 後事を 附し 、大 曼荼羅を 圖して 之を 證 す、 日 政 寂し 大衆 退 
散す、 惟う 慈 觀師に 待す る Z. と 日 政に 侍する が 如し、 遂に 齊 
堂、 松壽 軒、 向陽 庵、 聽雨 庵， 知 足 庵、 芥子 臺等を 破毀し 僅 
に 稱心 庵に 幽棲し、 薪を 拾 a 、 水を 汲み、 迹を晦 し、 眞を守 
る、 同 十 年 母 妙 月を 伴て 身延 山に 詣て 、日蓮の 塔を 拜す 、十 
一年 十月 三七日 法 華 三昧を 修す- 禪誦の 暇 草 山 集考を 編す、 延 
寶二年 先師 日 政 回忌に 法會を 嚴修 し， 八 年 先師 日 政 十三 回忌 
に 丁う 同侶 志を 合し、 普賢 道塲を 構へ、 六 時懺を 修 す、 天 和 
三年 寂 耀院日 啓 和‘ 尙に 就て 日蓮の 祈禱經 を受 く、 其 年 草山淸 
規一卷 を 作る、 貞享二 年 母 妙 月の 爲に 宗門 緊要 一策を 作る、 
三年 慈 觀に法 席を 譲う、 四 年 慈觀等 及び 養 壽尼衆 等に 戒を授 
く、 元祿 三年 一切 經藏を 造營し 自ら 土 i: 荷 a 石を 曳き 先師の 
遺 德に酬 ゆ、 五 年 先師の 二十 五 回忌に 法會を 嚴修 す、 九 年 本 
覺英 五十 年に 丁う 傅を 撰し 之を 祭る •四 年稱心 庵に 退 隱正德 
三年 七十 二歲霞 岡の 上に 五輪 塔を 立て 一生の 著作を 埋む 、享 
保 二 年 先師 日 政 五十 回忌の 法會 を嚴修 T、 同年 九月 十一 日 遺 
偈を書 し 日 ふ 本 有 生死、 無， 去 無， 來 、泰然 坐 了、 妙法 蓮臺 と、 翌 
十二 日 寂す、 壽七 十六、 著作 艸山 集註 十卷、 宗門 緊要、 懺法修 否 
論、 持戒 論 •艸山 要路 會 註、 艸 山淸規 、秘法 鈔註釋 各 一卷ぁ 
6、( 本 化 別頭佛 祖統紀 、日本 著述 目録) 

ニ チト ー 日 等 ii i^ 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第二 十四 代 
な 6、 日 等は 字を ^- 慧と云 ひ、 妙玄 院と號 す、 妙 悟 院日支 
に 依りて 薙髮 得度し、 十五 歳に して 飯 高に 入る、 硏習 三十 年、 
元 祿八年 四十 五歲 にして 支 義の講 主と なう、 駿河村 松 海上 寺 


ニ チ (0) 卜 


書辭 名人 家佛本  日  (0-tA) 


ニ チ (日) 卜 


ニ チへ 日) F 


に遷 う、 居る 乙 と 十 年 R して 飯 高談 林の 化 主と なる、 正德元 
年 六十 歲に して 水戶 侯に 召 3 れて 三眛 堂の 講主 となり 次に 安 
房の 誕生 寺を 嗣ぎ 、終に 雨 山の 主と なる、 時に 火災の 後なる 
を 以て 專ら 造營に 勸む 、將 軍の 命に 依う 深德 夫人の 廟を 建つ、 
在職 十二 年、 享保 十八 年 十二月 二日 寂す、 壽八 十二、 (本 化 別 
頭佛祖 統紀) 

ニ チ F1 日 道 jj チー ハー ーー 〔日蓮 宗〕 甲斐 身 延山第 十九 代な 
6、 日 道は 法 雲 院と號 す， 甲斐 身 延山第 十七 代 日 新の 門人 
にして、 敎藏院 日 生に 隨つ て學を 受け、 其 命に 依 6 下 總飯高 
談林に 至う、 蓮 成院日 尊の 化を 輔 く、 慶長二 年 日 尊 飯 高に 移る 
を 以て 其 跡を 嗣 ぎ、 飯 高の 化 主と なる、 四 年 身延山 主と なう、 
居る 乙 と 三年、 六 年の 冬閏 十二月 十二 日 寂す、 壽 五十な う、 
(本 化別頭 佛 祖統紀 ) 

，ー チ 日 導  一一 5X 細 〔日蓮 宗〕 下總 正東 談钵 の學 僧な 
う、 日 導 一妙 院と號 す、 肥 後 能 本の 人な う、 父 井上 某 篤く 
法 華經を 信ず、 十 歲の時 本 妙 寺の柬 光院に 投じて 出家す、 名を 
榮雅と 呼ぶ、 十八 歲の頃 京都に 上う、 鷹峯に 入うて 苦學 す、 

會江 戸谷 中の 妙 福 寺日禪 來う其 貧に して 學を 好む を 愛し、 相 

携へて 歸 \ 名を 智溪 と改む 、日禪 高 田 本 松 寺に 移る に 方'^、 

師隨 待す 遂に 中村談 林に 入う 講 席に 列う、 日々 天台 敎を聽 き 

其學 成う 談 林を 去る に 及び、 妙 興 寺に 住し、 江戶牛 込惠 光寺 

に 移う、 寺務の 餘暇祖 書を 探究す、 天明 三年 退隱 して 專ら撰 

述を 事と す •四 年 秋 正東 談 林の 請に 任て 文句を 講ず、 五 年 春 

祖書 綱要 廿三卷 成る、 幾は くもなくして 熊 本本 妙 寺の 請に 應 

し 居る 乙 と數 年、 寬政 X 年 七月 十二 日 寂す、 壽六 十六、 著作 


祖書 綱要 二十 三卷 、即 身成佛 義一卷 ぁう、 (三 國 高僧 畧傳〕 

ニ チ トク 日得ーーーーむ ^: 〔日蓮宗〕江戶善立寺の開山な 
う、 日 得 字 ^ 壽 仙と 云 ふ、 後ち 字を 以て 院號 となす、 初め 
三 河 岡 崎 善 立 寺 第 七 代の 主な 6、 德川家 康岡崎 城に 在る 日、 師 
を 召して 恩 遇 最も 渥し、 江戶 城を 築く に 及んで 師召 3 れて江 
戶に遷 6、 下 谷 (C 地を 卜して 寺を 建て、 大 光山 善 立 寺と 號 す、 
元 和 五 年 四月 某日 寂す， 壽缺 く、 (本 化 別頭佛 祖 統紀) 

ニ チ トク 日 得  一 * ■: 三 九 〔日蓮 宗〕 佐 渡妙宣 寺の 開山な 
i  日 得は 阿佛 房と 呼び、 姓は 藤 原 氏、 俗名を 遠 藤 左 衞門尉 
爲 盛と 云 a 、 其 先は 遠 藤 武者 盛 遠 文覺の 曾孫な う、 爲 盛順德 
天皇に 仕へ て 從四位 上に 叙 せらる、 師 和漢の 學に 通じ、 歌道に 
達す、 承久 三年 天皇 佐 渡に 遷幸し / 2 まふに 從ふ 、時に 三十 二歲 
な-^、 仁 治 三年 天皇 崩し / 2 1 ふ、 爲盛 素と 淨 土を 宗 とし、 念佛 
怠 6 なく、 自ら 阿佛 房と 號 す、 帝の 崩 じた まふに 及んで 妻と 
其に 落飾して 陵 下に 廬 する 乙と 三十 年、 文 永 八 年の 冬日 蓮 佐 
渡に 遷 S れ 、塚 原に 潜む、 阿 佛房乙 れを訪 S、 說を 聞き、 妻 
と共に 舊宗 を棄て 、弟子と なる、 十一 年 日蓮 鎌 倉に 還 6、 甲 
斐に隱 る、 阿 佛房 遠路を 厭は ず、 再三 身延 山に 登り" 說を聞 
く* 弘安 元年の 秋 九十 歲に して 登山す、 日蓮 大に 感じ 名を 日 
得と 與ふ 、翌年 三月 二十 一日 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ トク 日德 jjjn  〔日蓮 宗〕 京都 本 法 寺 第 十九 代な 
う、 日德 字は 學 林、 興 林 院と號 す、 俗姓は 中 川 氏、 出家し 
て 松 崎 興遠院 Q3 善の 門人と なう、 中村談 林に 遊び、 後ち 鷹峯 
談 林の 化 主と な 6、 京都 本 法 寺に 主 職と なる、 筏ち 退隱 して 寬 
文 九 年 正月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 著作 信 施 論一卷 ぁう\ 本 化 別 


〔五 七 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


頭佛 祖統紀 ) 

ラブ トク 日 德. 一九 A : s: 〔日蓮 宗〕 武藏 妙顯寺 第二 代な 
う、 日德は 俗姓を 墨 田と 云 a 、 名を 五郞賠 光と 云 ふ、 上 州 墨 
田 次 郞時忠 が 嫡孫、 中老 秀 上の 姪な 6、 日蓮の 門に 入う 出家 
す、 甞て已 が 領地 武藏足 立 郡 新 曾 村に 日蓮 難産を 救 ふの 舊趾 
ぁ 6 たるを 以て、 其 地に 寺を 立て、 日向を 開山と なし、 自ら 
二 代の 位に 居る、 後に 妙顯 寺と 號 す、 正中 二 年 十二月 十二 日 
.寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統耙) 

ニ チ ナン 日 南  ホ-カィ 法 海を 見ょ、 

ニ チニ ン日忍 •一  •が一 •〔日蓮 宗〕 相 模長福 寺の 開山な 
う、 日 忍は 下野 阿 闇 梨と 呼ぶ、 俗姓は 源氏、 正 峰 山 日 辨の俗 
弟な-^、 父は 熟原甚 四郞國 重と 云 ふ、 日蓮に 投して 出家す、 
其寂後相模相橋に廬す、幾ならずして寺となレ、長福寺と號 
す、 晚に B 辨の 招に 應じ正 峰 山 第二 代の 席 V」 繼 ぐ、 應長 元年 
四月 十日 寂す， 壽詳 ならず、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ニン 日 忍 二 1: 0: 〔日蓮 宗 1 山城 瑞 光寺の 僧な 6、 
日 忍 字は 無萍 、其 俗姓を 詳 にせず、 京都の 人な 6、 夙に 出家 
し、 本覺寺 日英の 高足 正 善院日 通に 師事し、 飯 高談 林に 入 6 
て 學 ふ、 鎌 倉に 赴き 勝 光 院日耀 に 見へ、 大に 悟る 所 ぁ 6、 直に 

京都に 歸へ $、 小 松 谷に 隱 棲して 讀經唱 題す る 乙と 數 年の 後 

深 草に 至う、 日燈に 就 ^' て 戒を受 け、 苦行 甚 し、 元祿十 三年 

九月 八日 寂す、 壽缺く ( 本 化 別 頭佛祖 統紀) 

r r ーン日 忍 jj fl SA 〔旦連 宗〕 山城 瑞光 寺の 僧な $、 

日 忍 字は 智朗 、初め 老貞と 呼び、 兀 山と 號 す、 俗姓 伴 氏、 上 

總久留 利 村の 人な う、 十三 歲に して 身 延山日 省 {C 就きて 得度 


ニ チ、 0) 卜 il 


し、 飯 高談 林に 入うて 學 a 、 轉讀 一部 日課と して 怠らず、 深 
草の 慈航に 就きて 戒を受 く、 檀 越の 請に ょ 6 飯 高談 林に 歸へ 
$、止觀の席に進ひ、後退きて江戶に隱棲す、再び深草に至 
う 持戒 厳密な り、 享保十 年 八月 朔日示 寂す、 壽三 十八、 骸を 
霞 谷に 葬む る、 (本 化 別頭佛 祖統 耙) 

r r ーン日 忍 S1 S5 〔日蓮 宗： 一京 都立 本 寺 第一 =F S 代 
なう、 日 忍 字は 如 節、 慈 廣 院と號 す、 京都の 人な $、 立 本 寺 
日芳瑞 光寺 日 政に 師事し 飯 高談 林に 學び 、山 科談 林、 飯 高談 
林の 化 主に 歷 任す、 後 立 本 寺に 住す、 寶永 元年 寺 火災に 罹る、 
師 再興して 効 ぁう、 享保九 年 六月 十二 日 寂す、 壽七 十五、 (本 
化 別 頭 佛祖統 紅) 

ニ チ ニ ン 日 仁 •一 o: ±i へ 〔日蓮 宗〕 京都 妙滿寺 第三 代な 
う、 日 仁は 宰相 阿闍 梨と 稱 す、 岩 代 若松 妙法 寺の 二 代と な 
る、 後妙滿 寺の 三代に 昇る、 日 什の 滅後 門弟 信徒の m 喪 せん 
Z1 とを 恐れ 專ら獎 護の 策を 講す 、後 權宗禁 遏の諌 言を 入れ、 
應永五 年 六月 五日 法 弟日實 と共に 將 軍義滿 を 途に 要す、 義滿 
之を 脅かし、 遂に 亂打毆 擊身肉 糜爛せ しめ、 且沸 湯を 灌きて 
退かしめんとすれども止まず、遂に慰して皈らしむ、應永二 
十三 年 寂す、 壽缺 く、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ ニ ユ I 日入二 • !: 二 •〔日蓮 宗〕 山城 深 草 平 樂菴の 開 
山な.^、 日 \ 字は 元 信と 云 ふ、 鄕貫詳 ならず、 山城 深 草に 平 
樂菴を 開き、 道 暇 詩文を 樂む 、元 政 元 贊幷に 師 三人 唱和す 世 
に 三 元 唱と云 ふ、 天 和 二 年 六月 十日 寂す、 (日蓮 宗 史料) 
ニチニョ日如  ir ix  〔日蓮 宗〕 下總 IH 峰 山 第二 十七 代 
f,  日 如 字は 是 心、 本 寂 院と號 す、 別 {C 即 空と 呼 ふ、 俗姓 


ニ チ (日) 二 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 七 九） 


ニ チ (日) 二 


は片岡 氏、 京師の 人な う、 妙 覺寺日 允の 室に 投じて 出家し、 
中 村 談林に 入- cn 後 伊豆の 雲 金 R 瑞 世し、 下野 國沼田 妙 光寺 R 
還う、 下總正 峰 山の 請に 應ず ，本 師日允 遺命して 武藏靑 山 本 通 
菴を囑 す、 水戶光 國師を 請す る も老を 以て 起たず、 平素 風雅 
を 好み 詩を 作 6 歌を 詠ず、 師の滅 後 法 弟 童 妙 日 好 編して 本 光 
遺集と 云 ふ、 元祿 十二 年 十一月 十二 日 寂す、 壽七 十二、 著作 
本 光 遺集 ぁう、 (本 化 別頭怫 祖統紀 、日宗 著述 目録) 

ニ チ ニ 3 日 如 尼 ( …… ) 〔H 蓮 宗〕 遠 江 妙 恩 寺 第二 代 
f、 日 如 字は 妙 恩、 下總平 賀邑の 人、 俗姓は 平氏、 日 像 
の 姉な 6、 晚 年日朗 R ょうて 比丘尼と なう、 身延 山に 登 6、 
日蓮の 塚を 拜 し、 日 像を 京都に 訪 ふ、 歸路遠 江 金 原 法 橋の 宅 
に 宿る‘ 時 R 日 像 鎌 倉 日朗を 省す る 途次 步を 柱け て 妙 恩を 問 
ふ 其 地 寺と な 6、 瑞和山 妙 恩 寺と 號し 、日 像を 镅山 とし、 日 如 
第二 代と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ニ ml 日饒二 0 A: A: 1: 日蓮 宗〕 下總 本土 寺 第 六 代な 
う、 日饒 字は 慧海 、俗姓は 明 石 氏、 初め 天台宗の 僧な う、 
比 企 ヶ谷日 山の 敎を受 けて 日蓮 宗に 入る-後 下 總平賀 本土 寺 
.に 住す、 正 長 7C 年 五月 六日 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ニ ml 日饒 gH gi 〔日蓮 宗〕 京師 妙 顯寺第 十三 代 

な- CN、 日饒 字は 字を 英 月と 云 S、 京都の 人、 姓は 尾 形 氏な 

う、 幼 R して 出家し、 十六 歳に して 法 輪 寺 R 入う、 常に 講 席 R 

侍して 硏學 多年，、 遂 R 南總小 西黌舍 R 於て 諸 部を 講ず" 武藏 

の 法 恩 寺に 於て 妙玄を 講ず、 元 和の 初め 四十 三歲 R して 妙顯 

寺に 主と なう、 正 保 元年 九月 甘 二日 壽七 十二に して 寂す (本 

化 別頭佛 祖統紀 ) 


ラブ (日〕 二— ^ 


ニチ？|ヨー日饒；一；一.こ：一.(日蓮宗)京都妙覺寺第十七代 
なう、 日 饒觀照 院と號 す、 尾 張 犬 山城 主 齋藤 山城 守 利 ft 入 
道道 三の 子" 長井義 量の 弟な う、 道 三 自ら 菩提の 爲めに 二子 
を 美 濃 常 在 寺 日 運の 許に 送う 僧と なす* 師は其 一人な 6、 常 
在 寺の 主と な-^、 妙覺 寺に 出世す、 犬 山城 沒 落後 同 寺に 於て 
法 門を 修 し、 永祿四 年に 至うて 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

T M? 日遶二 一一， jff  C 日蓮 宗£ 伊淨心 寺 第二 代な 
り、 日遶 字は 忠 桂、 號は感 通院と 云 ふ、 心性 院日 遠の 弟子と 
な $、 元 和中紀 伊に 養 珠山淨 心 寺を 開き、 日 遠を 開山と し、 
自ら 第二 代に 居る、 慶 安四 年 十一月 二日 寂す、 壽六 十四、 (本 
化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ 手 ン 日 念 =r j a 〔日蓮 宗〕 江 戶淨心 寺 第三 代な 
6、 日 念 字は 孝存 、號は 覺成院 、山城 鳥 羽の 人、 俗姓 山 本 
氏、 幼年 頂 妙 寺に 入うて 出家し、 立 本 寺日審 に 師事す、 後、 
關東に 遊び、 中村談 林に 入 6、 學 成うて 江戸 深 川淨心 寺に 主 
犮 う、 寺 務卅九 年、 說法二 万 餘 座、 法 益を 受 くる 者 数を 知ら 
ず、 寶永四 年 七月 七日 寂す、 壽七 十四、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ 手 ン 日 念 ( . ) 〔日蓮 宗〕 京都 法 華 寺の 開山な 

う. 日念號 は 善立院 、京都 東 寺 門前 R 法 華 寺を 築き 讀經を 
事と す、 寂 率 缺 く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ 手 ン 日 念 J i si 〔日 戀 S 女房 妙 福 寺 第二 代な 
う、 日 念は 松 本 房と 呼び、 元は 天台宗の 僧な 6、 下 總眞間 
山 日 頂に 投じて 敎を 受け 後日 蓮に 見えて 別 頭の 秘奥を 拜 す、 
初め 日蓮 安房 國 南無 谷の 泉澤權 頭が 許に 宿す る 時、 權頭及 其 
子 三人 皈依 して 宗を 改め、 弘 安二 年 寺を 造る、 H 蓮 乙れ を 聞 S 


(七 七 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


國 中村檀 林に 學び 、尋て 加賀立 像 寺 日 輝の 道 風を 慕 a 、 其 門 
に學ぶ 乙 と 八 年に 亘 る、 二十 八歲 再び 中村檀 林に 遊び、 二十 
五 歲相模 三 浦 本 住 寺に 住し、 後、 大 光寺 妙 藏寺 に歷 注す、 尋 
て 岡 山中 敎院 、大坂 中敎院 、東京 大檀 林の 敎授に 歷 任す、 明 
治 廿五年 六 H 五十 七歲 、身延 山 主に 登る、 先代 日修 上人の 遺 
業を 繼ぎて 大 學院を 設立し、 一宗の 敎 育に 力を 竭 す、 二 十六 
年 八月 疾ぁ う、 同月 廿 六日 寂す、 壽 五十八、 臘五 十、 身延山 
晋山 偈 、千 歲棲神 地* 紫雲 護蜃樓 、天人 降聳 耳， 龍 鬼 臥 低頭、 
學仰 Sr 遠 乾、 功 推 薩鑑修 、吾 來繼 衣鉢、 何以 賛宏 散、 

ニ チ プク 日 福 1 一 =5 一一 一一 g  〔U 蓮 宗〕 武 藏承敎 寺の 開山な 
6、 日 福 字は 叙 順、 圓琳 房と 號す 、俗姓は 天 野 氏、 平 賀日饒 
に 依て 出家す、 學成 るの 後日 饒の囑 を 承て 平賀 本土 寺 第 六 代 
とな 6、 職 ic あると 二十 三年、 武 藏江戶 に隱 所を 築， iV 幾なら 
ず疾に 罹う、 寶德二 年 十二月 二十日 寂す、 壽七 十一 一、 時に 法壽 
房日圓 と 云 ふ 者 師の隱 所 1: 寺と なし、 師を崇 ん で 開山と なす、 
即ち 二 本 槓承敎 寺な 6、 ( 本 化 別頭佛 祖統耙 ) 

ニ チ ブッ 日佛尼  1. 九 五 ^: 〔日蓮 宗〕 甲斐 身延 山の 比丘 
尼な り、 日佛 字は 妙 了、 甲斐 巨 麻 郡 中 野 村に 生る、 同 郡 相 股 
村史 氏に 嫁す、 日佛は 中道 院日 了の 母な， 9 、 史氏 死して 後日 蓮 
に 依うて 尼と な-^、 唱題を 事と し* 日蓮の 垢 衣を 辭き 、平生 
の淨 業と なす、 相 股ょ $ 身延 まて 六 里 餘の間 日々 牲復 す、 日 
蓮 之を 憐み 身延 山に 地を 割きて 休息の 所を 與 ふ、 正 安元 年 八 
月 二十 二日 寂す、 壽缺く (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チべ ン 日辨. 7L: 七 一 .〔日蓮 宗〕 下 總妙興 寺の 開山な 
う、 日辨は 越後 阿闍 梨と 呼 ふ、 駿河 國富士 郡の 人、 俗姓は 源 

ニ チ C 日) ノ； ブ  ニ チ (日) ブ—べ 


て 日 念 ic 命じて 監せ しむ、 乃ち 往て 之れ を 守う、 讀綷唱 題の 
暇に 造 營し 成就 山 妙 福 寺と 號し 、日蓮を 崇んで 開山と なし、 
自ら 第二 代と なる、 後ち 弘化に 從 事して 下總 河 ? tj- 蓮 日！ 一 寺、 結 
城妙國 寺、 越後 高 田 妙國寺 等を 創して 皆眞間 山に 屬 す、 建 武 
元年 八月 二十 七日 寂す、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チノ ー 日能 =5 ^ 1>蓮宗〕越中大法寺の開山な 
う、 日 能は 榮昌 院と號 す、 京都 本 國寺第 九 代日曉 僧正の 門 
人な 6、 師北 地に 弘 化して 機 緣大に 熟す、 越 中 礪波郡 高 岡に 
地を 相して 一 梵字を 築き 海 秀山 大法 寺と 號 す、 長 亨二年 十月 
二十 五日 寂す、 壽七 十八、 @ 

ニ チ ハン 日範一 . A: /\: G: 〔日蓮 宗〕 丹 波 常 照 寺の 開山な 
p, R 範は大 善阿闍 梨と 呼び、 眞言 宗の 僧な うし か、 日朗に 
謁して 說を聽 き、 宗を改 む‘ 後 丹 波 福智 郡に 遊ぶ、 其 地に 信士 
あ $、 元 甲斐 小 室の 人に して 甞て 日蓮の 化 i: 受けて、 信徒と 
なう、 流 居して 此に來 6 住す、 人 呼んで 小 室と 云 ふ、 日範尋 
ねて 一見す 信士 大に喜 ん で 居る 所の 荒 加 山を 供す、 村民 も 亦 
力を 合せて 寺を 建立す、 後に 福 智山常 照 寺と 號 す、 其 歸路伊 
豆 船 田 村を 過ぐ るに、 村民 寺を 建立して 敬 待す、 後に 本 敬 寺 
と號す •相 模雜 末材を 過ぎ， 其 地に 寺を 建立して 長 妙 山圓敎 

寺と 號 す、 元 應二年 正月 日朗の 寂す るに 逢 a 、 悲 泣して 喪に 

服し、 三月 十五 日 寂す、 壽詳 かならず、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀 3 

ニ チビ V ク 日白  ザン ム殘 夢 ^ 見ょ 

ニ チブ 日旱 1 涵裝 〔日 違 宗〕 甲斐 身 延山第 七十 六 代な 

り. 日阜 字は 秀泰 、號は 春應院 、越 中 新 ) ri 郡 堀川 村 中 S 氏 

の 子 a 九 歲富山 大法 寺 日淸に 就きて 得度し、 十四 歲下總 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 七 九〕 


ニ チ ー日〕 ホ !1111 _ _ _ _ 5 ー  チ (日) ホ 


な 重て 山 日  す 誕是即 を 重 生 重う  世 弟應晚 寺て 敎有氏 

るね 地 梨 法 二 、生に ち扁 貞る貞 、二壽 下 長年と 日 化 $  、 

をて 藏郡 はチ曆 寺於師 しが 、と  ツ詳野 元 甲 號辨を  '熱 

知 往堂等 和ボ應 第て なて 請 小 云 日ポな 阿年斐 すと 聞 一原 

6 ての 力 泉 1 三 二日 廣に字 ふ 保 1 ら闍 のに 、啐 き會甚 
、化 傍鄕阿  年代 保、 榮應 は、 は  ず 梨夏定 後ぶ、 百 四 

共す に 北 闍日四 妙は 日 山 じ 長正鄕 R  、日 病榮上 、身 餘郞 
に、 あ 原 梨、 汰月覺 妙 家 妙て 壽 嘉公イ 丑 Q 忍を 山總弘 延人國 
身 時る 村とは 十 寺 覺及覺 奥 麻 二と1 ポ 念を 感 遠に 安山 、重 
延の 一に 呼 云 t 二 第 寺び 寺 津呂年 呼 云 ご浩 招 じ 照 鷲 四に 學の 
山寺 石 遊 び gi 日 三第師 との 、七 ぶぬ B て 、 寺 山 年 至 頭 長 
に 主にび パピ ニ 寂 代. 二 同 云 釋小月 八? | 妙 少 を寺駿 う 五子 
至師 倚、 含  すと 代 日 ふ 迦湊朔 俗  漂 興納 開を 河て 人な 

うを う眞 g  G  “ な誕剃 、堂 日日 姓 w 毁寺 言き 開賀弟 あう 
、延 、言 g  I マる 生髮 重に 家を は I  f を 日 相'  き 島 子り 、 
日て 立の S 普 公 、寺す 貞 入の 以佐 g  t 囑源 S 1 この、 富 
蓮 相 正精洽 s  S 俱の 、一う 俗て 久 s  しを 寶下一 禮師土 

に 昆安舍 S 甲—、 に 第 後 男 、姪 上 間 上  、召 鵠總 寺を は 山 

師え國 金為斐 $ 日 三重 子 十な 總氏總  閏 て1!! 國を執 其の 

事 、論 剛 f 立 J 蓮 代 貞あ日 う國 、妙  六 鷲 X に 開 るの 麓 

す 始を山 表正耑 をと 誕 i> の 、夷 父覺  月山畀 妙き ，一 （こ 

、め 講胎 f 寺 裂 推な 生 、間 文 隅は 寺  二 寺 普 興 '  H な眞 

8 てず 藏 $ 開盈 しる 寺 日 法 永 郡 十の  十を 2 寺 蓮 蓮 i) 言 

蓮 舊る寺 初 山 漂 開.、 を 蓮を 元奧郞 4  六授 2 を壽名 。 宗 

寺 業を にめ な S 山 B 建に 說年津 左，  日け 禹 開山 を 日 瀧 

主の 聞 在日 6  f と 家 立投く 日鄕衞 山  寂 、，き 常 與蓮泉 

に 非き 6 蓮 、& なは すす 堂 蓮に 門な  す 法、 、諦 への 寺 

1 

饒 一河な  壽 しう  千壽と 光な  十を り  二 正 且天山 名 

に歲烺 6 二 七、 ，二人 五な 院う 二三 日 、二念 月つ 台 立を 
就に 氏 、チ 十 同  チな 十 6 日 、チ 、具  ツね 五日 宗正 E1 

いし、 ポ四寺 日ポう 一、 耀  ポ孓に 日 ポ# 日 法の 寺乘 

てて 能 n 1 G の 方 1 と 、京に 日 1 念問芳 1 讀 九を 僧と と 
天 加登豐  念 二 俗  云師 都師芳  fc; ふは  S 十 請 空號與 

台 賀七字 日^! 代 姓 日 ふ 一 立 事號日 S  、攝日 S 歲し存 す ふ 
の遨 尾は 幽 梨と 生卞 、生 本し は 觉 — 大政： it  J しに、 と1 寺 
章昌の 唯显湓 な國力 2 說寺 ，養 力 S 僧 鷹 方 t し 一 云 此の 
疏寺人 遠 ニニ®  6 詳三二 X 法に 六 壽三三 S 正 司 ニニ  て 寺 ふ iiU 亶 

をに な 讀 なお K 三主條 院ぢ& に 某； 三 寂を 者 後 徒 
學投ヶ k ぶ 鈴經ら -a| 千と 談 、5SS 任の S 二 す 開 日に 相 
ぶし、 Is  & をず  f 餘な林 俗  ず 子  、き 遨日議 

、て 慶绔门  事、 フ 歡 座る に鮏 w  、な G  師 ■の 蓮し 

十 度 長 一旦  と紀 1 «  、 、 學川 §  天う I  彫後敎 休て 

六を 五に 連  す 伊费棼 唱寬ぶ 副 S  文、 5  刻に 化 息 日 

歲受年 鷲 g  、の s  S 題 文、 氏 巴  三 妙 s  に 光に 村乘 

にけ 八峯ゴ  天本紀  八十 万 g 京  年年 京  巧長皈 とと 

し 尋月院 g  和久伊  千年 治 g 都  十に 都  に 寺し 呼 共 

てい 十 y 職  元 寺 本  万 七 中 念 立  月し 妙  しとて ぶに 

上て  一 6 柰  年開久  部 月 六/^ 本  一て 顯  て號 、、師 

總京 日！ t  p  九 山寺  、十條 A 寺  日 親 寺  名す 弟 時を 

法師 （こ'  守  月日の  授五談 出 第  寂を 第  後、 子に 請 

輪 妙 生 俗 第  廿支第  戒日林 家 二  す辭エ  世 曆と駿 し 

寺 顯る姓 十  日に ニ  ニ 寂の し 十  、し 5  に應な 河、 

に 寺、 は 九  寂師代  万す 化て 一  壽て代  高 四 6 岡 安 

遊 日 十 大代  す 事な  五、 主慧代  六道な  し 年、 宮國 

(九 七 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


a 禪那院 日 忠の講 席に 列す、 弱年なる を 以て 末席に 居す と雖 
も、 大 に 啓發 あ-^、 一時 池 上の 日耀と 匹敵す、 數 年の 後 自ら 支 
義を講 す、 三十 二歲 にして 中村談 林に 至う玄 義を講 す、 三十 
五歲に して 身 延山西 谷 談林の 請を 受けて iff て 玄義 文句を 講ず 
三十 九歲 再び 中村談 林 {C 赴て 文句を 講ず" 四十 一歲 遂に 妙顯 
寺 第 十四 代と なる •明曆 の 初め 武藏池 上 本 門 寺 第 十九 代と な 
る、 初め 承應中 權大僧 都と なる、 寬文九 年 六月 十五 日 寂す、 
壽 七十'  (頭 本 化 別佛組 統魟) 

ニ チホ— 日鳳二； |; _;〔口蓮宗〕能登妙成寺第十三代な 
ク， 日 鳳號は 鷲 山院 、越 中 富 山の 人、 初め 禪宗の 徒な う 能 登 
瀧 谷 妙 成 寺 第 十二 代 普賢 院日 慈に 就て 日蓮 宗を受 く. 後ち 松 
崎 談钵に 入うて 天台の 敎を學 び、 日 慈に 嗣で妙 成 寺 第 十三 代 
となる : 兀 和三萍 七月 二十日 寂す、 壽缺 く、 師 京都 松 崎談林 
に 在る 時 能 登 瀧 谷の 僧の 寂せ る 乙と を 感知す、 屢々 斯か る靈 
異を以 つて 人を 驚かす* 時人 啐んで 六 根 淨大德 と 云 ふ、 (本 化 
別頭佛 祖 統紀) 

ニ チ。 ホ ー 日 峰  ィゲ 1 伊 鯨を 見よ。 

ニ チ ボ丨 日 峰-  シ ユーシ rl ン宗 俊を 見。 

ニ チ。 ホ ー 日 峰  ホ-チョ-法 朝を 見よ 0 

ニ チ ボ ー 日 峰  モン チョ— 文 朝を 見よ。 

二 t ホン 日梵  iH ss  〔日蓮 宗〕 京師 華 光寺の 僧な う、 

日 梵字は 見 妙、 俗姓 橘 氏、 二十 五歲 出家して 山科談 林の 秀典 

に 師事し、 後 京都 華 光寺に 住し、 後充明 天皇の 敕召を 蒙 6 律 

師の 位を 拜 す、 延寶四 年 六月 三十日 寂す、 壽七 十四、 遺言し 

て全身を淀川に投ぜしむ、(本化別頭佛祖統纪) 


ニ チマン 日滿  l or is  〔日蓮 宗〕 佐 渡 妙宣寺 第二 代な 
う、 日滿 は豐 後阿閣 梨と 呼 ふ、 阿 佛房日 得 遠 ) ji 左. ㈣ 門尉爲 
盛の 子な う、 建 長 七 年 佐 渡に 生る、 文 永 八 年 日蓮 佐 渡に 流 3 
る， 師時に 十七 歲、 俗名は 九郎盛 網と 云 ふ、 父 阿佛房 入道 日蓮 
に 欽奉 する を 見て 九 郞も亦 仕て 奴 僕の 役を 親る、 弘 安二 年 阿 
儆房日 得 上人 石 5 鄕 一谷 村に 於て 寂す、 九郞 悲哀に 堪 へず、 遺 
骸を茶 毘し 、全 骨 ^ 收拫 して 身延 山に 上る、 郎 m て 日蓮に 啓 
して 父の 塚 RiJ に I 雄 髮す 、日蓮 呼て 豐抟房 日 滿とな す、 日なら 
ずして、 歸う 宅を 捨て 寺と なし、 父 日 得を 崇て開 山と なし 0 ら 
第二 代に 居る、 後に 佐 渡 雜太郡 阿佛村 蓮 花王 山妙宣 寺と 號す 
日蓮 大 曼荼羅を ® i して 贈る、 康永二 年 八月 十五 日 寂す、 壽八 
十九、 (本 化 別 頭佛祖 統紀〕 

ニ チ 乏 3 1 日 妙 2  S1 W 〔 0 蓮宗〕 京都 玄妙 寺 第二 代 
f  日 妙は 大藏卿 阿 闇 梨と秫 す、 十六 歳に して 日 什に 代 
6 て" 玄鈔 寺の 貫主と なる、 幾 もな く 夭折す、 其 年 時" 及 a 
壽缺 く、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ in 了  日 妙  I 1 CA  〔日蓮 宗〕 京都 妙顯寺 第二 十二 
代な う、 日 妙 字は 泰運 、南無 院と號 す：洛 陽の 人、 本滿 寺に 
て 得度し、 十六 歲にて 中村談 林に 遊び、 終に 玄義を 講じ、 深 
草寶塔 寺の 主と な 6、 柽 崎談 林の 化 主に 充つ 、頂 妙 寺に 遷 6 
終に 妙顯 寺の 主と なう、 後ち 體眞院 に 退 休し、 寶永七 年 十月 
十六 日 寂す、 壽七 十三な う、 (本 化 別頭佛 祖統 紀) 

ニ チ 乏ョ-日妙二1‘六 -: 〔日蓮宗〕尾張法蓮寺の開山な 
i  □妙は 法 淨 院と號 す、 甲斐 國羽切 村の 人な $、 俗姓は 
畠 山 氏、 十八 歲 、身延 山 日朝 5: 拜して 出家 得度す、 後 諸國に 歷 


ニ チ (日/ホ 


ニ チ (日} マ.— f z 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇八 九） 


ニ チ (日 ¥ 


遊し 明應 元年の 春路尾 張を 經て葉 栗 村に 宿す、 村民 相 見て 師 
の德に 懷 く、 師 喜 / i て 滯留敎 化し、 一 寺を 開く、 日朝 之を 聞 
き 妙王 山 法 蓮 寺の 號を與 ふ、 文 龜二年 七月 十三 日 寂す、 世壽 
詳なら す， 

ニ チ乏ヨ ー 日 明 ci 六 id  〔日蓮 宗〕 武藏淨 心 寺 第 四 代 
f、 日 明 字は 觀靜院 、生 國俗 姓詳な らす、 江 戶深川 淨心寺 
日 念に 師事し、 其 後を 繼 く， 寺務 三十 四 年、 說法 一万 餘 坐、 
示 寂の 年時缺 く、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

〔考) 日 明は 寶永 頃の 人な う 

ニ チ 乏 ヨ？ 日 明  is gi  〔日蓮 宗〕 山城 瑞 光寺の 僧な 
P、 日 明 字は 本 如、 俗姓 詳 ならす、 京都の 人な 6、 八歲 K 
して 父を 喪 ひ、 母の 信心に 感化せられ、 廿一歲 の 時日 燈 R 就 
きて 出家す、 明靜院 日堯は 其 伯父に して 山城 田 中に 居れ $、 
日 明 親炙す る 乙と 年 あ'^、 每に深 草と 田 中の 間を 往復す るに 
途中 歌舞 地を 避く、 元祿 三年 春 西 岡眞如 寺に 至う 敎觀 を學ふ 
講 主日 明の 智行 兼備せ るを 賞す、 秋 七月 講畢 6 て 歸 病を 
得て 途中に 死す、 壽二 十七、 霞 ヶ岡に 葬む る >  母 亦 尼と な 4 
て 妙 佐と 云へ 6( 本 化 別 頭 佛祖統 記) 

r r M ヨ 1 日 明 |九七 こ 〔日蓮 宗〕 駿河蓮 永 寺 第 八 代な 

う、 日 明初め 日 勇と 稱す 、字は 智 道、 圖照 院と號 す、 京都の 

人な 6、 夙に 出家し、 心性 院日 遠に 侍す、 飯 高談 林に 學ぶ 乙 

と 二十 餘年 、支 義の講 主と な-^ 京都 本滿 寺に 出世し、 再び 

飯 高談 林の 化 主と なる、 晩年 貞松山 蓮 永 寺 •大野 山 本 遠 寺に 

主と なう、 正 和 二 年 五月 二十 七日 寂す、 世 壽缺く •(本 化 別 頭 

佛 祖統紀 ) 


ニ チ r 日 


ニ チ— is 日 明 ( . 〕 〔日蓮 宗〕 佐 渡 妙 照 寺 第二 代 

f,  日 明 字は 學 優、 本 間三郞 左 衞門直 重の 子 R して、 山城 
入道の 一族な 6、 入道に 從つて 佐 渡に 赴き、 感 する 所 あり 佐 
渡 一の 谷 妙 照 寺に 役し 日靜 R 從 ひて 出家し， 道行を 事と す、 
示 寂 年月日 缺く 、(本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チミ？ 日 明 「j 晒 £§ 〔日蓮 宗〕 尾 張 妙法 寺の 學 僧な 
之 日 明 字は 智英 、尾 張 海 東 郡の 人な-^ 出家して 同國妙 
勝 寺 日 登に 師事し* 學 成うて 同國 妙法 寺に 住し、 後、 京都 六 
條談林 求 法院能 化と な A、 發 願して 宗祖 日蓮の 遺書を 採收編 
纂 せんとし、 諸國に 巡遊して 眞蹟を 索め、 校讎を 事と す、 寬 
政 十 年 名 護屋の 西なる 本 鄕と云 ふ 地 R 草 菴を營 み、 農民 伊藤 
七 丘 ハ 衞と云 ふ 者の 供養を 受て /L 々校 讎訂 正を 事と して 倦ます 
文化 十一 年 十月まで 十七 年の 間に 編纂す ると 乙ろ 三千 八 百 紙 
五十 卷と なし、 新撰 祖書と 名く、 十一 年 三月 草菴に 寂す、 壽 
七十 二、 (高祖 遺文 錄 序) 

ニ チ iml 日 命  一一 i  〔日蓮 宗〕 甲斐 常住 寺の 開山な 
う、 日 命 字は 不惜 、後 字を 以て 院號 となす、 俗姓 鹽野 氏、 
甲斐 山 梨 郡 鶴 瀨庄の 人な 夙に 出家の 志 ある も 父 許 3 す" 
幾 もな く父沒 し、 母と 其 R 出家し、 母は 妙 立' 日 修と稱 し、 師 
は鞦 ヶ澤 春光 院日 現に 師事す、 小 地を 得て 七 面 明 神を 勸 請し、 
母と 共 R 讀經唱 題を 事と す、 中 山 法 華經寺 H 允 其 道行を 賞し、 
鶴瀨山 常住 券の 寺 號を與 ふ、 讀經一 萬 部 功を 畢 う、 靈夢 に感 
し、更に一萬部を積む"且題目七字を書寫するに一铊一香一 
字三禮 、每字 自我 偈一遍 を 誦し、 一 萬 幅に 及 ふ、 後身延 山奥 
院の殿 司と な ◊、其 間 三年に して 讀誦 三千 五百部 i'c 及 ふ、 享 


(: 一八 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


保 十四 年 九月 二十 八日 寂す、 壽六 十三、 師 詩歌を 善くす、 身 
延山 八景 詩 ぁう、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

ニ チ乏 ヨ ー 日 妙 尼. 一 . ii 一 〔日蓮 宗〕 駿河常 林 寺の 尼な 
P, 日 妙 字は 妙 常、 駿河富 士郡重 須邑主 橘 木 伊豫 守 定時の 
妻な う、 (一 說に駿 河 熱 原 神 四郞の 女な うと 云 ふ) 二 男 一女を 
生む、 定時 戰 死した る 後三兒 を携 へて 再 a 下總 若宮 邑主富 木 
五郞胤 繼に 嫁す、 時に B: 男は 八歲 にして 眞間法 印 了 性の 室に 
投して 出家し、 日 頂と 名け、 後眞間 山 主と な 6、 亡父の 名を 
慕 a て 伊豫 坊と云 ふ、 二 男は 亦 長して 日蓮に 奉し、 剃髪して 寂 
仙 房 日 證と呼 ふ， 日證重 須の舊 地を 得て 父の 墳塚を 修し 、草庵 
を 結 s 母 日 妙を 迎へ 孝養す、 末女 乙 御前 亦 母を 逐 a て 至 6、 
比丘尼となう妙國と名く、玆に於て三人讀經唱題甚犮動む、 
日 妙 正 安三 年 二月 二十 九日 寂す、 骸を 先夫 定時の 傍に 葬む る、 
翌乾兀 元年の 春 日 頂 父母の 墓を 修せん として 至る に 方う、 日 
證妙國 0- 强ゐ て留む るに よ 5、 其 意に 從 a て 年を 趄 ゆ、 延慶 
元年 二月 三日 妙國 寂す、 三年 三月 十四日 日證亦 寂す、 玆に於 
て 日 頂 去る に 忍 ひす、 遂に 奄主 となる、 此地後 寺と な 6 墓石 
相 連うて 存す 、初め 小 林 寺と 云 S、 後 常 林 寺と改 む、 日 頂を 

開山と し、 日證を 第二 代と す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

〔考〕 一說に 日く 日 妙 先夫に よ 6 て 一男を 擧 け、 後 夫 富 木 氏 

にようて 一男 一 女を 設 く、 文 永 中 富 木 氏 故 ぁ 6 ■て 日 妙を 出 / 2 

す、 乃ち 富士に 牲きて 終う、 三 子 亦 同所に 終る と、 是非を 知 

>rD^9 

ニ チモ ー 日孟 ( . ) 〔E 蓮宗〕 山城 秀典寺 開山な 

P， 日孟 字は 秀 典、 山城 山 科に 幽居し、 法 華 三昧を 修 す、 若 

ラ て 日) ミ -モ 


狭の 妙 旨 道 人に 就きて 書法を 學 S 法華經 を 寫 す、 門人 其經を 
刻し、 秀典 本と 云 ふ、 且其 幽居の 草庵 $: 秀典 寺と 號 す、 (艸山 
集 •本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チモ ク 日穆 (1S  〔日蓮 宗〕 相 模木興 寺の 僧な 
$、 日 穆は大 輔阿闍 梨と 稱 し、 相 糢飯田 本 興 寺を 領 す、 日 
什に 先ち て 寂す、 其 年 時 及 a 壽を缺 く、 著作 日穆記 ぁり、 

ニ チモ ク 日 目 一 狀 15 〔日蓮 宗〕 駿河富 士大石 寺の 第二 

代な. CN、  日 目 

は 蓮藏 房と 號 
す、 伊豆 國波多 
日  鄕の 人な- 、曾 
て 日 興の 推擧に 
目 因て 日蓮に 謁す 
る ことを 得、 日 
上  運の 減 後日 興は 
波 木 井 氏と 隙 ぁ 
$、 同門 皆 交を 
絕つ 、師獨 6 奮 
恩 5: 憶て 日 輿を 
追 ふ、 日 興は 駿 
河 國大石 寺 V 開 

き、 師 を 推して 第二 代の 主と なす、 師 奥州に 遊 化し、 登 米 郡 新 
井田 本源 寺、 森 村 上 行 寺、 栗 原 郡宮野 妙圓寺 柳妙敎 寺 1: 開く、 
駿河 安久山 村‘ 同 州 蒲原驛 、甲斐 國谷 村に 各 一 寺を 開き、 皆 大 
法 山 東漸 寺と 號 す、 正 慶元弟 日 輿 寂す、 翌年 美濃國 雲井の 驛舍 

二 ^| 日_)モ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二八 九） 


_  二、 テ (日) モーユ _  1 

に 於て 寂す、 壽七 十四、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ モン 日 門 二三 •一 ^: 〔日蓮 宗〕 京都 頂 妙 寺の 學僧な 
6、 日 門 字は 普傳 房と 云 ふ、 織 田 信 長の 時 安土 問答を 以て 
名 ぁう、 天 正 七 年 五月 廿 七日 寂す、 (日蓮 宗 史料) 

ニ チ モン 日 門 •一 〔日蓮 宗〕 常 陸 妙 先 寺の 開山な 
う、 日 門は 一乗 阿闍 梨と 呼ぶ、 其 俗姓 詳なら ず、 常 陸國築 
地に 妙 光寺を 開く、 後 陸 奥に 遊び、 宮城 郡 光明 山大仙 寺を 開 
く、 永 仁 四 年 七月 二十日 寂す、 世壽詳 ならず、 (本 化 別 頭佛祖 
統紀) 

ニ チ ユ ー 日 * 一一 一  翌奶 〔日蓮. 宗〕 下 總法華 經寺第 四 代な 
i  日祐 は淨行 院と號 す、 俗姓は 平民、 下 總國相 馬 郡 佐 倉 
の 城主 千 葉 大隅守 胤貞の 子な う、 幼に して 中 山 日 高の 室に 投 
して 出家す、 正 和 元年 四月 日 高の 遺命を 受けて 中 山 法 華經寺 
に 主た う、 千 葉 氏 大に外 護の 力を 盡 す、 一時 州の 香 取 郡に 巡 
化す、 郡は 皆 眞言 宗 なり、 露座 法を 說 く、 と 百日に 及 ふ、 安久 
山 圓靜寺 主 其敎に 皈 服して 寺を 供し 弟子の 禮を 執る" 後 安房 
に 遊 ふ、 眞言 宗多聞 寺 主宗を 改めて 寺を 供す、 鎌 倉 六 浦に 往 
く 妙法 禪門師 を 請 ひて 眞言 寺を 改めて 上 行 寺を 造る、 後武藏 

國久良 岐郡杉 田 村に 至う 牛 頭 山 妙法 寺を 造る、 後 肥 前に 至る 

千 葉 氏 地を 割て 助く、 松 尾 山護國 光勝 寺を 創す" 說法 敎化大 

に 利益 ぁ 6、 天皇 之を 聞き 勅願寺と し ^ まふ、 師中 山 R 還 

る、' 應 安二 年 五月 十五 日 寂す、 壽 八十、 ( 本 化 別頭怫 祖統紀 ) 

二. チ？ 日祐 SH 一 5S 〔日蓮 宗〕 下總 弘法 寺の 第 十六 代 

なう、 日祐 字は 支 首* 號は 壽量院 、姓氏 未詳、 攝津 浪華の 

人、 幼 R して 出家し、 郡の 雲 雷 寺に 投じ、 後ち 眞性院 日 遠に 


ニ チ'  日) ユ 


師事し、 飯 高談 林に 學ぶ乙 と 二十 餘 年、 當 時の 化 主 圆是院 日 
耀の 知遇を 受 く。 慶安 元年 飯 高談 林 化 主と なる、 承應 三年 下 
野 眞間山 弘法 寺に 住し、 寬文四 年 五月 三日 寂す、 壽五 十五、 著 
作 支義祐 記五卷 、止 觀妙經 要義 二卷 、圓頓 者 私記 一卷 、片簡 
錄等 ぁう (本 化 別頭佛 祖統紀 、日宗 著述 目錄) 

ニ チ ユ 1 日祐 ~: 0': —: ご 〔日蓮 宗〕 相模 妙法 華 寺 第二 代な 
i  日祐 字は 智祐 "大貳 阿闍 梨と 呼ぶ、 比皲山 無 動 寺 第五 代 
尊 海の 門人な う、 正 安二 年 日昭尊 海を 京都に 訪 へる 時、 師の命 
を 受け、 衣を 更へて 師事す、 文 保 元年 日 昭那瀨 の 妙法 寺を 退き 
相 摸の 海濱 に遷 6 へ 妙法 華 寺を 立て 日祐 をして 主たら しむ、 
正 慶建武 の 間 鎌 倉大に 亂れ 、濱の 寺 も燒亡 し、 僅か R 日蓮の 
手書 及 肉 牙 日昭の 手書を 頭に 懸け 池 上に 避く、 此時 伊豆 雲 金 
村に 勝地を 得て 東 金山 妙 本 寺を 建立し'  居る こと 二十 餘 年、 
戰亂 未た 治らず して 濱の重 寶を遷 す R 及ばす、 貞治 元年 正月 
十四日 寂す、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ユ ー 日祐 gi IB 〔日蓮 宗〕 山城 眞如寺 開山な 6、 
日祐は 字は 玄慧 、收玄 院と號 す、 攝津難 波の 人な 6、 少して 
寂 遠院日 通の 門 it 投 し、 山科談 林に 學ぶ 、後 東 山談林 講 主に 
請 せらる、 も固辭 して 起 / 2 ず、 深 草の 日燈の 風を 慕 a 、 霞 谷 
に 隱棱 する こと 年 ぁ'^'、 .日燈 道 友を 得て 大 ic 喜ぶ 晚に眞 如 
寺に 主と なう" 門下に 敎を請 ふ者甚 y2 多し、 正 德四年 六月 十 
九日 唱題 正念辭 世の 偈を 書して 寂す、 壽七 十五、 著作、 起 信 
論 科 解、 指要鈔 私記、 諦觀 集註、 自照 法界 次第 私記 等な う (本 
化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ ユ！ 日 祐 2 九 gn c 〔日蓮 宗〕 祖日 蓮の 弟子な'^、 


(三 八 九） 


書辭 名人 家 佛 本  0 


日祐 は大輔 公と 呼ぷ 、日蓮 送葬の 列に 大輔公 日 祐を擧 ぐ、 守 
塔 勤番 帖十八 人の 列 {C 花押 手書 あ 6、 然れ ども 嗣法 C 裔 なく 
布 化の 寺な し、 事蹟 詳なら ず、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チユ I 日祐；一；一 2: /)〔日蓮宗〕下總小西檀林の開山な 
う、 日祐 宇は 慧箨 、通 王 院と號 す、 日 生 tc 師事し， 飯 塚 飯 
高に 隨 侍す、 一家の 敎觀 具に 蘊奥を 究 む、 天 正中 平 賀日悟 小 
西檀 林を 構へ て師 に 謀る、 師往て 敎 化す、 學徙大 に 集る、 家 
康之を 聞ち」 飯 高 中 村 小 西 同時 R 封を 頒ち 、護法の 印を 賜 ふ、 
慶長七 年 京師の 立 本 寺 疏を 裁して 敬 待す、 師飯高 無 間 - a 祐を 
招き以て講職を繼がし 1/ 、進山規を調へ、居る 21 と五年、十 
一年 十月 六日 寂す、 世壽詳 ならず、 (本 化 別 頭 佛祖 統紀) 

ニ チユ^- 日省-1チョ日譽 |: 見ょ 

ニ チ ユ ー 日 f 男 二 |  一一 一  fg  〔日蓮 宗 山城 山科談 林の 開山な 
う、 H 勇 字は 天慧 、號は 法性院 、俗姓 平氏、 两洞院 參議時 直 
の 子、 幼名 梅 松 麿と 呼 ぷ 、甲 州 身 延山日 要の 弟子と な 6, 、竹の 
房に 留 3: る、 京都 妙 傅 寺の 請を 受けて 同 寺の 主と なる、 後 水 M 
天皇に 東 福 門院に 召されて 法 門を 奏上し、 後ち 宇治 郡 山 科に 
談林を 開き、 光了 山護國 寺と 云 ふ、 慶安 三年 十二月 二十 三日 寂 

す、 壽四 十七、 門下に 寂 遠 院日通 あう、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チ ユ ー 日 勇 j i i r: : 〇 : 〔日蓮 宗〕 京都 妙滿寺 第 百 九 代な 

う、 □勇 字は 存 道、 號は 本義 院と云 ふ、 尾 張 名 古 屋の 人な 

う、 幼に して 常 德寺第 十二 代 日 貴 周 達 (C 從ひ 得度す、 R 貴は 

學德 共に 高く、 門下 四十 人 あう、 殊に宮 谷 檀林の 南谿に 尾 

州 寮. で興し、門下の弟子をして寄宿就學せし 0 、師其中に 

參して 頭角 1: 出す、 始めは 常 德寺塔 中 忠善院 に 住し、 後 東行 


ニ チ (S ユ 


し 宮谷檀 林に 入う、 天台 三 大部を 講究す、 當時 日受立 圓宗乘 
を 以て 聞 ゆ、 師 親しく 敎を受 く、 後江 戶下谷 蓮華 寺 第 十一 代 
となう、 次に 上 總松岸 山 本 松 寺 第 十七 代と なる、 寶曆 三年 十 
一月 檀林 支義 講師に 進み、 七 年 五月 第 七十 七 代講 經主に 昇る、 
乙の 年 大衆 相 謀うて 日乘乾 龍の 文句 攬剛を 上 木す、 師 訂正の 
任に 當 る、 八 年 八月 松の 鄕に法 席を 張る、 十日の 間に 一 百 座 
におょ ぷ 、信徒 雲集し、 聽衮嘆 服せ ざるな し、 同年 十月 本山 
妙 滿寺第 百 九 代の 貫主と なる、 九 年 十一月 任滿 ちて 東皈 の途 
次、 尾 張 名 古屋に 過ぎて 父母の 墓を 拜 し、 常德 寺 ic 宿泊す、 
詩 あり 日 ふ、 學錦功 成 向，， 故鄕； 峯松年 積薛蘿 長、 龍 門 欲， 蹬龍 
鰓 勁、 虎谷 將 ，超 虎尾强 、驚 風亂颭 三 江 水、 墜葉斜 侵 一片 霜、 
弊 袵發輝 親里 宿、 恩 謝 何 克廟下 香、 十 年 十二月 廿 二日 松 岸 山 
本 松 寺に 寂す、 壽詳な らず 、著作 二敎 合壁 論五卷 、易 學原正 
三卷 、儒 佛 心性 論 衡二卷 、蒲 鞭 折 疑 論、 塔 山 記 行、 各 一卷あ 
6、 一一 敎 合壁 論は 主として 新 井 白 石の 鬼神 論を 辨駁 せる もの 
な 6、( 日 勇 上人 略傳 、野 口 義禪氏 報) 

ニ チ ユ ー 日 友 -: ;  j L  〔日蓮 宗：} 武藏池 上 本 門 寺 第 十五 
代な う、 日 友は 中正 院と號 す、 上 總武射 郡 湯 坂 村の 人、 俗姓 
は 佐 藤氏な う、 飯 高談 林 ic 遊び、 講習の 傍ら 法 華 支 義を談 ず、 
時に 圆韓な る 若 あう、 竊かに 是れを 記して 後ち に 至 6 梓に 上 
す、 今の 法 華玄義 捃釋是 U なう、 後ち 日 遠に 親炙して 弟子の 
禮を 執う、 行 學愈 進み、 元 和 三年の 夏兩 山に 主と なう、 五 年 六 
刀 十四日 寂す、 著作 文 心 解 私記、‘ 顯性錄 和 記 各 一卷あ 6  (本 
化 別 頭佛祖 統紀 、日宗 著述 目録) 

ニ チ m 日譽一 一一 一 §= g  S 義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 i 一一 代な 

i  ニ チ (日) ユ —m 


書辭 名人 家佛 本日  m 八 九) 


ニ チ (日) 3 


$、 日譽 一に 日祐と S CA 、 字を 正 純と 云 ふ、 武藏の 豪族 小 
野 寺 氏の 子な $、 幼に して 百 間の 画光院 H 雄 僧都の 室に 入う、 
剃 髮して 業を 習 ふ、 三十 歲に 及びて 根來山 に 登う、 日秀 、賴 
立 一 一老の 丈 室 K 侍す、 天 正 1- 三年 根來山 兵燹に か、 り、 師高 
野 山に 遁 る、 百 間の 西 光寺に 迎ベ られて 同 寺に 住す、 幾 もな 
く 長 谷 寺に 遊び、 專譽 僧正 ic 隨 ひ て 其蘿 底を 得た 6、 去うて 
智積院 の 支 宥僧 
正に 謁し、 慶長 
十一 年 秋 請を 受 
けて 近 江 總持寺 
を 補す、 初め 智 
積 院 の祐宜 僧正 
と 隙 あり、 然れ 
ども 僧正は 師を 
以て 次 補と せん 
と 欲せるな-^、 

會津の 城主 蒲 生 
飛 驛守秀 行、 師 
卜 延 請して 圆藏 

寺に 住せし めんと 欲し 家康に 聞す、 家厫師 を 措き -C 智積院 の 

嗣な ち； を 慮り、 祐宜 僧正と 相 和せ しめ、 十七 年 十一月 祐宜の 寂 

する ic 及び" 師 代うて 席に 居る、 翌十八 年東靜 岡に 行きて 恩 

を 謝し、 幕命ケ 受けて 城 中に 元壽 、秀算 、俊賀 、賴聲 等と 法 

を 論ず、 家康寺 門の 法制 及び 封戶硃 印を 降す、 十九 年 春 iff ね 

て 駿府に 到-^、 更に 命を 承け て 江戶 に 赴き 秀忠に 謁す、 大阪 


ニ チ (日) m 


の 役に 家 康二條 城に 營 す" 師屢々 入 6 て 南北の 諸學 僧と 法を 
論す、 元 和 三年 八月 家康の 執奏に より 僧正に 任す、 寬 7K 八 年 
冬 席を 退 さて 城 北大 報恩 寺に 退隱 し、 寬永 十七 年 十一月 二十 
日 寂す、 壽八 十五、 泉 涌 寺に 葬る、 (結 網 集) 

ニ チヨ  0#  ゲン テ I 源 底 ^ 見よ、 

ニ チヨ 日擧 a  ゴォ 1 牛 雄を 見よ、 

ユチヨ 日 患！！  リ mf カン 了感を 見よ、 

ニ チヨ 1 日耀一 一 •一一. 一 •一 ：五 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 十八 代な 
i  日耀は 字を 住 心と 云 a 、 圓是 院と號 す、 上 總武射 郡 垣 
谷 村の 人に して 鈴 木 和 泉 守 其が 裔な う、 初め 中正 院日 友の 弟 
子と なう、 後ち 亦た 心性 院日院 の 門に 入 3、 飯 高談 林 第 十二 
代の 化 主と な 6、 慶安 元年 飯 高大 講堂を 再建す、 此時本 門 寺 
主席を 缺 くを 以て、 入 3 て 主席を 補し、 明曆 元年 十月 十二 日 
寂す、 世壽詳 かならず、 著作 支 義 解十卷 、文句 示董 記八卷 、四 
敎俱說 私記、 部敎 得意、 通 佛義三 惑 同異 事、 華 巖敎主 私記 _ 
觀心 _ 鏡 章、 各一卷 ，施權 同異 事、 等 妙 私 談事等 あう (本 化 別 
頭佛 祖統紀 、山陰 雜錄) 

ニ チヨ！ ii li 〔日蓮 宗〕 京都 妙 顯寺第 十 A 代な 
P, 日耀は 字を 勝 光と 云 a 、 後ち 字を 以て 號 となす、 本 通 
院日 允の 門人に して 身 延山日 暹の法 孫な* CV、 中村談 林 R 於て 
學業成 6、 鷹峯談 林の 化 主と なうて 本 法 寺に 遷 .CN、 次で 正中 
山に 遷 り、 中村談 林の 化 主と なる、 水戶黃 門光园 の禮聘 R よ 
6 .て 三昧 堂 R 於て 四來の 道俗に 接し" 後 妙 顯寺第 十八 代と な 
る、 去て 鷹峯體 眞庵に 隱れ 、元 祿十年 十一月 二十日 寂す" 壽 
六十 二、 (本 化 別頭佛 祖 統紀) 


(: 五八 九） 


書辭 名人 家佛 本日 


日 陽  謹 :： B  蓮宗 j 記 伊烕應 寺の 開山な 
う、 日 陽は TF. 覺 院と號 す" 圓覺 日長の 高弟に して' 駿 河國感 
應寺第 十三 代な う、 祀伊侯 夫人 養珠院 落飾の 時師 之が 戒師た 
う、 子 賴宣紀 伊 國に封 せらる、 元 和 五 年 賴宣及 夫人 始て紀 伊 
に 入る、 師も亦 命 有うて 隨ふ 、夫人 自ら 地を 相して 感應 寺を 
建 宜し 師 V」 請して 開山と なす、 玆に 於て 駿河 伯耆耙 伊 三國に 
常住 山 感應寺 あう、 師寬永 二十 年 十一月 1L 日 寂す、 壽五 十八、 
(本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チヨ ー 日 陽  一 •一  •一一 S: A: 〔日蓮 宗〕 尾 張 法 華 寺 第五 代な 
う、 日 陽は 本覺 院と號 す、 尾 張 淸須法 華 寺 第五 代の 主な う、 
延德中 平氏 織 田 常勝の 建つ る 所なる を 以て 織 田 一家 之が 外 護 
た 6、 就中 織 田 信 長 厚く 歸依 し、 手ら 軍旗を 出して 師に宗 門 
の 首題 V 大書せ しむ、 信 長 美 濃の 岐阜 城に 移'^、 師を 招き 停 住 
の 地を 割く、 後 岐阜 法 華 寺と 號す •天 正中 信 長 日蓮 宗を怨 む 
Z. と あう、 安土 域に 於て 遂に 宗論を 輿し、 威勢を 以て 宗徒を 
辱 かしむ、 重て 身 延山幷 に本國 寺を 毀 / L と 謀る、 師之を 聞き、 
馳せ 至うて 切諌す 後權大 僧都に 舖せら る、 六 條日禳 僧正 身延 
山 日 新 使を 送うて 之を 謝す、 慶長 三年 四月 六日 寂す' 世 壽詳な 

らず、 後 愛知 郡 名護屋 城下に 寺を 遷 し、 啓 運 山 法 華 寺と 號 す、 

(本 化 別 頭佛 祖統耙 )  . 

ニ チヨ！ 日 陽  IH 一 §i  〔日蓮 宗〕 紀伊 宣經寺 第一 . 代な 

う、 日 陽 字は麗 山、 鷲 仙 院と號 す， 圓雄院 日 格の 弟子な 6、 

紀 伊新 町に 妙 儀 山宣經 寺を 建立し、 先師 日 格を 請して 開山と 

なし、 自ら 第二 代に 居る、 寬永 十七 坧 八月 十三 日 寂す、 壽 七十 

七な う、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 


ラ ブ (日、) ョ 


ニ チヨ ー 日 陽  一一 1 =i g  〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第 十代な 
$、  日 陽は 中道 院と號 し、 天文 十八 年 師日純 任を 解く を 以 
て 次で 主と な*^、 翌年 二月 十五 日 寂す、 壽五 十五な う、 (本 化 
別 頭 佛祖統 耙) 

ニ チヨ ー 日 養 ニー ーー ^ 〔日蓮 宗 」 越 中 法 光寺の 開山な 
う、 日 養は 了覺 院と號 す、 天 正 十二 年 越 中 國礪波 郡 高 岡に 一 
精舍を 御し 本 照 山 法 光寺と 號す法 化 盛んな う， 晚年 閑居し、 自 
行 轉讀一 萬 餘 部、 慶長 元年 九月 十五 日 寂す、 壽八 十一 (本 化 別 
頭佛 祖統耙 )  . 

1-1 チヨ 1 日 養 二 •三 •三： 一. 〔日蓮 {示〕 加 藝乘寺第二十代な 
う、 日 養は 覺隆 院と號 す、 加賀 河北 郡 東 村 寶乘 寺に 住し、 倉 
谷 山宗榮 寺を 開く、 寬文 十一 年 四月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (本 
化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チヨ ー 日 養 ii ls 〔日蓮 宗〕 武藏本 門 寺 第二 十一 代 
な-^、  日 養 字は 高 月と 云 a 、 一实 院と號 す、 俗姓は 蔭山 氏、 
少 にして 日 通に 隨つて 出家し、 飯 高談 林に 硏學 二十 餘 年、 玄 
義の講 主と なう、 大野 本 遠 寺 第五 代を 繼ぎ 、後 玉澤に 居り、 
終に 飯 高談 林の 化 主と なる. 寬文 十二 年 本 門 寺に 主と なう、 
翌延寶 元年 二月 八日 寂す、 壽四 十九*  (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チヨ ー 日遙 (…1 一 〇〇) 〔日蓮 宗〕 祀伊宣 經寺第 三代な 
5、 日 遙見龍 院と號 し、 日 陽を 師 とす、 日 陽に 繼き 、祀伊 
新 町宣經 寺の 三代と なる* 修驗 を 以て 著 はれ、 且易學 に 精通 
せる を 以て 時人 多く 之を 稱 す、. (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ラ プヨ ー 日遙；  一一 j  一一 一 ^ 〔3 蓮 宗〕 肥 後 本 妙 寺の 第三 代な 
う、 日遙 字は 學 淵、 本 行 院と號 す、 朝鮮 國慶尙 道 河 東の. 人、 


ニ チ (日) m 


書辭 名人 家佛本  日 


ニ チ (日) ヨ—砂 


佘壽禧 字 天 甲の 子な 6、 明朝の 神宗 皇帝 萬曆九 年に 生る、 我が 
文 祿二年 加 藤淸正 朝鮮ょう 歸る時 雙溪洞 普賢 庵に 於て 一小兒 
を 見る、 其 姓名を 問 ふに 默し て對 へず、 筆を 執う 書して 日く' 
獨 上，， 寒 山， 石徑斜 、白雲 生處 有-- 人家 — > 兒 時に 甫て 十歲 、淸正 之 
を 奇 として 携へて 本邦に 歸る 、乃ち 師な う、 初め 淸正寂 照 院、 
日 乾に 役して 出家せ しむ、 日 乾 時に 六條談 林に 主た 6、 遂に 
下 總の飯 高談 林に 送り 學問を 修めし む、 居る と十餘 年に 及 ふ、 
淸 正大に 喜び、 招て 本 妙 寺に 主 / 2 らしむ、 慶長 十六 年淸 正の 
喪を 修し 、萬 治 二 年 二月 廿 六日 寂す、 壽七 十九、 (本 化 別 頭佛祖 
統紀) 

ニ チ？ 日 要  一一 一一 一 S  〔日蓮 宗〕 甲斐 身延山 第二 十四 代 
t  日 要は 顯是 院と號 し、 日 遠の 門人に して 正東 談 林の 
講主 となう、 京師の 妙傳 寺に 住す、 後ち 甲斐 小 室 妙法 寺 ic 遷 
る、 元 和 元年 日 遠 家康の 命を 受けて 再び 身延 山 R 主と なう、 

期 月に して 退き 日 要を して 主 / 2 らしむ' 居る 乙と 九 年、 慶長九 
年 七月 五日 寂す、 壽四 十八な-^、 初め 身延 山に 五重の塔 高 S 
一一 十 丈なる を 造る、 加 越 能の 大守利 常の 母壽福 夫人 (日 榮}師 
に 歸 依し 黄金 若干を 投じて 資を 助く、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ 9 日 利  SH II  〔日蓮 宗〕 下總龍 光寺の 僧な う" 

日 利 字は 智泉 、俗姓は 千 葉 氏な $、 初め 淨土宗 な A しが" 後 

日蓮 宗に歸 し、 慶 安四 年 七月 蓮 心 寺 日產に 就きて 戒を受 く、 

後 龍 光寺に 居る、 寬文 十二 年 三月 寂す、 壽 六十な う、 (本 化 別 

頭佛 祖統紀 ) 

ニチリ日利ーーーー 55 0- 〔且 1 ^ 京都妙顯寺第廿代な\ 

日利は字を春利と云び、隆眞院と號す、和泉堺の人、身延山 


ニ チ C 日) リ 


.日 筵の 門人な う、 中 村 談 林に 於て 硏學 し， 學成 6 て 六條. 談林 
の 化 主と なう、 rtL 伊 蓮 心 寺に 住し、 中 村 談林化 主と なる" 後 
ち 谷 中 延命 院 に隱れ 、終に 妙顯 寺に 主と な-^ 元祿 十三 年 八 
月朔 H 寂す、 壽 六十、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ニ チリ 日理二 三 一. S: 〔日蓮 宗〕 加 賀本是 寺の 開山な う、 
日理號 は本是 院 、中杜 談 林、 鷹峯談 林に 學を 講ず、 後ち 加賀に 
入う.'  濟生 山本是 寺を 開く、 明曆 元年 十二月 朔日 寂す" 門下 
に 身延山 日脫を 出す、 (本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ニ チリ 日理  ドク H 1 道榮を 見ょ、 

こ. チ リン 日 臨 二 l Ara a  〔日蓮 宗 」 常 陸 三味 堂の 學僧な 
う、 日 臨 字は 本 妙* 江戶靑 山の 人な 幼 ic して 父を 喪 a 、 
母に 事へ て 孝順な 5 へ 夙に 出 塵の 志 あ 下 谷 宗延寺 日實に 
從て 得度す、 師 深く 深 草 日 政の 風を 慕 a 、 遂に 其 遺蹤を 尋ね、 
深 草に 至う - t: 居す、 後、 甲斐_ 波 木 井に 移う、 一 小 庵を 結び 
世 緣を絕 つ、 誦經唱 題 懈る乙 となし、 道俗 仰き 慕 ふ、 偶水戶 
談林 三味 堂の 請 あう、 其 地に 赴く" 幾な くして 寂す、 時に 文 
政 五 年 九月 十七 日な 6、 壽三 十六、 著作 佛海 微瀾、 敎觀譬 林、 
妙 經述讃 、朝暮 用心 記、 本尊 抄 文相 略解、 忍艸雜 記、 題 H 和 
談抄 、三大 秘法 辨等 あう、 C 三 國 高僧 略 傳 、日宗 著述 目録) 
ラブリン B 輪  一一 一 §ーーーー1^1;日蓮宗〕武藏本門寺第三代な 
6、 日輪は 大經阿 闍 梨と 呼 ふ、 文 永 九 年下 總國葛 飾 郡 風早庄 
平 賀鄕に 生る、 小字は 龜王 麿、 父 姓は 平、 平賀を 以て 氏と なす、 
名は 忠晴 、母は 千 葉 氏な 4、 忠 晴日朗 に歸砍 し 俗 弟子と なる、 
二子 あう 長を 萬 壽 麿と 云び、 次を 龜王 麿と 云 ふ" 萬 壽麿日 
蓮 R 投して 出家す'  龜王磨 も 兄の 道 儀を 見て 欽 仰し、 遂に 日 


(七 八 九） 


書辭 名人 家佛本  日 


朗の 室に 投して 出家し、 日輪と 名け、 治 部 卿と 呼ぶ、 JH 應四 
年 九月 日 朗師に 命して 本 門 妙本兩 寺に 主たら しむ、 師 時に 二 
十一 歲な う、 爾來 常に 日 朗に隨 侍す、 文 保 二 年日朗 七十 四歲 
池 上 南の 建に 一小菴 を 構へ て 退 休 志、 元應二 年に 至うて 寂す、 
師棺を 荷 a 松葉 谷に 茶毘 す、 延文四 年 四月 四日 法嗣日 山を 兩 
寺に 主 / 2 らしめ、 同日 寂す、 壽八 十八、 師 初め 下野 國宇 津宮 
鄕妙勝 寺、 相模 
國大磁 妙 輪 寺 等 
を 開く 、(本 化 別 
頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ リユ ー 

fTT ^ g 二 0 四 ^ 

日隆二 一二 四 
〔日蓮 宗〕 八 品 派 
の 開祖な 6、 

日 隆字は 深圓、 

精進 院と號 し、 

桂林 房と 呼ぶ、 

越 中の 人、 桃 井 
左 馬頭 尙 儀の 子 
なう、 師の 叔父 

'R U 存日純 あ 6、 共に 妙顯寺 日霽の 門人な う、 師二師 を 羨ん 

で 出家の 念を 起し、 遂に R 霽に 仕へ、 桂林 房と 呼ぶ、 二十 二 
歳の 時、 日霽 寂を 示し、 日 存日純 共に 本迹勝 劣を 唱へ 、妙 蓮 

寺と 開く、 師二師 に隨ふ 、後 二師 月明 僧正に 歸す '師獨 $ 勝 

劣を 唱へ 本能 寺を 構へ て 住す、 後 攝津尼 崎に 本 興 寺を 搠して 


ニ チ 


弘通接 度す、 甲斐 立 正駿河 光長 兩 寺の 主 本果院 日朝、 京師 ic 
上うて 師に 謁し、 共に 勝 劣の 見を 立て 唱和す る 者 多し、 寬正 
五 年 二月 二十 五日 寂す、 壽八 十一、 

ニ チ 9 ユ！ 日 隆； j srL o- 〔日蓮 宗 ：一 伊勢 圓妙 寺の 開山な 
う、 日 隆號は 通 n.l 院 、駿河 奥津に 生れ、 日暹の 門に 入う、 
苦行を 積みて 修驗 術を 得、 桑 名 城 守 松 平定 重病む に 方り、 師 
に 祈禱を 請 ひ、 後定 重の 父 卒する に 及 ひて 定 重、 光 德山圓 妙 
寺を 興し 師を請 して 開山と す、 定 重の 奏請に ょう 權律師 に 任 
す、 晚年江 戶に歸 6 谷 中に 菴を 居す、 寶永七 年 二月 二十四日 
寂す、 壽七 十九、 

ニ チリ ユ ー 日 隆 li s AO 〔日蓮 宗〕 京都 本國寺 第二 十代 
なう、 日隆 字は 春 山、 少に して 正東 談林に 入 6、 學成 りて 求 
法談 林の 化 主と な--、 妙 覺 寺に 進み、 中村談 林の 請に 應ず、 
水戶黃 門 光國の 請に ょう 三味 堂の 化 主と なる、 後ち 今 出 川 右 
大臣 公規の 猶子と な 6、 本國 寺に 住し、 大僧正に 任ず、 光國 
懇請して 久昌 寺に 主と なす、 元祿 十一 年 三月 五日 寂す、 壽五 
十九、 (太 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ リユ ー 日隆一 一 ^ | 〔日蓮 S 安房 鏡 忍 寺 第三 代な 
う、 日隆 字は 長榮 、刑 部阿閣 梨と 呼ぶ、 エ藤左 近 丞吉陡 の 
子、 初め 父吉隆 日蓮と 約 ある V」 以て、 投じて 弟子と なる、 後ち 
父 日 玉 難に 死せ る 地に 一 寺を 造 $、 日曉を 禅して 開山と なし、 
g 玉を 第二 代と し、 自ら 第三 代と なる、 名け て 妙险 寺と 云 ふ、 
後に 鏡 忍 寺と 云 ふ、 建武 元年 十一月 朔日 寂す， 壽 七十、 

ニ チリ ユ ー 日隆 尼 ii -38 〔日蓮 宗： 3 高 松 寺 第二 代な 
K  B 隆號は 妙雲院 、一色 直 房の 妻な う、 直 房卒後 尼と な 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 八 九'! 


ニ チ c 日リ 


，リて 高 松 寺に 入る、 寬文 十二 年 四月 二日 寂す、 壽三 十三、 

ラ プリ ユ S 日龍二翌姻〔日蓮宗〕京都頂妙寺第八代な 
う、 日 龍 號は 精進 院 、生 國 俗姓 詳 ならす、 京都 頂 妙 寺に 住 
し、 尋て中 山 法華經 寺に 住す、 寬永 十三 弟 寺 職を 辭し 、山城 
鷹峯に 知 足 庵を 營み て隱 棲し、 紺 紙 金泥 一字 三 禮の法 華經を 
寫し九 年に して 功を 畢 へ、 寬文九 年 九月 廿 三日 寂す、 壽七十 
六、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニチリ 3 1 日 了 -: 一  •七 〇 〔0 蓮 宗〕 京都 本 國寺第 十三 代 
なう、 日 了は 勸行 院と號 す、 華 山家の 猶子と な-^、 主位を 
嗣ぎ 、僧正に 住ず" 時に 鎌 倉 上 杉 家の 臣 R 太 田 左衞門 太夫 持 
資 なる 者 あう、 日 了の 德風を 聞いて 道契尤 厚し、 松 永 彈正久 
秀三 光堂を 造る、 在職 十 年、 永 正 七 年 八月 二十 八日 寂す、 
ニチ^ 1 3 1 日  了  ii s 〔H 蓮， 本 覺寺第 十七 代な 
り、 日 了 字は 長圓 、號は 慧明院 、駿河 府中の 人な $、 江戸 善 
立 寺 寂明院 日長に 就て 出家す、 後、 甲斐に 入う 大野 山 a 近に 
師事し、 飯 高談 林 R 迎 へられて 支 義の講 主と なる、 池 田本覺 
寺に 住す、 正 德四年 六月 九日 寂す、 壽六 十七、 

ニ チ リヨ ー 日 了  一 ^ -A 〔日蓮 宗 ¥斐 妙 了 寺 開山な 

う、 日 了は 中道 院と號 し、 甲斐 巨 摩 郡 相 股村の 人な $、 文 永 

十 一 年 日蓮 鎌 倉を 去 6、 甲斐に 入う、 相 股村に 小 ノ 休す、 日 了 

の 父 吏氏庄 左衞門 午齋を 供す" 弘安 元年 父 死した るを 以て 母 

師を懷 にして 身延 山に 至う、 日蓮に 托す、 母 も 尼と なう 妙 了 

日佛と 云- e 弘 安五 年 日蓮 寂す るに 逢 ひ、 母の 生地 中 野 村に 

歸 る、 後 相 股村の 舊宅を 寺と なし、 正慶 寺と 號 す、 正慶 元年 

八月 七日 寂す、 壽五 十五な う、 後 弟子 日 勢 地を 一の 瀨村 に更 


ニ チ (日) リ 


へ 妙 了 寺と 號し 、且つ 中 野 村に 體顯山 妙 行 寺、 妙久山 法久寺 
を 造 6、 日 了を 推して 開山と なす、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ 砂ヨ— 日了 -: ーーー_一 ^: 〔日蓮宗〕山城慈雲寺の尼な 
6、 日 了 字は 妙法、 號は信 解、 生國 俗姓 未詳、 諸國を 偏 行 
して 居を 定めす、 萬 治 二 年 五月 十七 日紀 伊に て 終る、 讀誦經 
卷 三千 二百 部、 身延 山に 參拜 する こ と 七 度と 云 ふ、 京都 中道 
寺 村 慈 雲 寺の 中に 新に 佛殿を 作れう、 (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

ニ チ リヨ ー 日 莨  一 j s oo 〔日蓮 宗〕 山城 燈明 寺の 中興な 
i  日 良 字は 圓 通、 ft は 實龍院 、俗姓 生國詳 ならす、 出家 
して 讀經を 事と し、 法華經 三千 部に 滿つ 、後 諸國に 行脚し、 
宗門の 靈地往 問せ § るな し、 山城 燈明 寺の 荒 敗を 興し、 中興 
祖 となる、 晩年 山城 下 加 茂大妙 寺に 隱 る、 立 本 寺 日 審其德 行 
を 賞し、 實龍院 の號を 與 ふ、 萬 治 三年 七月 十九 日 寂す、 壽七 
十一、 C 本 化 別頭佛 祖統祀 ) 

ニ チ リヨ ー 日 量 ijs 一一 〔日蓮 宗 ¥斐 妙 了 寺 第 十六 代 
なう、 日 量 字は 泰壽 、後 字を 院號 となす、 俗鮏は 市 川 氏、 
甲斐 巨 摩 郡荆澤 村の 人な う、 七歲に して 出家し、 十六 歲 にし 
て 飯 高談 林 R 學 ふ、 苦學 難行に 堪 へ、 身 延山院 日脫の 弟子と 
なり、 松崎談 林の 化 主と なる、 甲斐の 妙 了 寺に 出世し、. 幾 も 
なくして 塚 原に 隱 る、 西 谷 談林師 を 請へ とも 辭し て往 かす、 
日亨の 書に 接して 遂に 止むを得ず 往きて 化 主と なる、 正 德元 
年 九月 二十日 寂す、 壽 五十一な 6、( 本 化 別頭佛 祖統紀 ) 

M チ リヨ ー 日遼二 si 減 〔日蓮 宗〕 武藏瑞 輪 寺 第五 代な 
う、 日遼 字は 貞 山、 號は 慈眼 院 、了 顯院日 盛の 門人な 6、 
江 戶 瑞輪寺 日 登の 後を 受けて 同 寺の 第五 代と なる、 寬永七 


(九 八 九) 


書辭 名人 家佛 本日 


年 池 上 本 門 寺 日樹の 法亂に 際し、 身 延山智 見 院日暹 と共に 力 
を 盡 す、 晩年 深 川 慈眼 寺を 造うて 退隱 す、 慶 安二 年 三月 二十 
九日 寂す、 壽六 十一， (本 化 別 頭 佛祖 統紀) 

ニ チレ ー 日禮. 一 •九 五一. 〔日蓮 宗〕 下總法 蓮 寺の 開山な 
P、  日禮 字を 法 蓮と 云 ふ、 俗姓は 平氏、 俗名は 敎信 、世々 
越州に主 /2 6、總州の曾谷に館す、文應元年富木五郞法華堂 
を 造-^、 日蓮を 敬 待す、 日蓮 說法 する Z1 と 百日、 是時敎 信 等 • 
舊宗 を棄て 敎化に 皈 す、 後、 敎 信身延 山に 至う、 日蓮に 師事 
し 名を 日禮 、字を 法 蓮と 云 ふ、 曾 谷に 皈 う 小 庵を 構へ て 居 
る、 後ち 一 寺と なし、 法 蓮 寺と 號 す、 延應四 年 五月 五日 寂す、 
壽 八十餘 なう、 (本 化 別 頭佛祖 铳紀) 

>| チレン 日蓮  一 K 二 日蓮 宗の 開祖な 6、 日蓮 初の 
名は 蓮 長と S ふ、 貞應 元年 二月 十六 日 安房 小湊 浦の 漁家に 
生れ、 幼名を 善 日 麿と s ふ、 俗姓 貫 名 氏な 6、 遠く 藤 原 氏に 
出て、 中頃 井伊 氏を 稱す 、祖父は 貫 名 五 郞重實 と 云； S 遠 江に 
住せし が、 平氏の 亂に 安房に 配流せられ て 漁 父と なる、 其 子 
次 郞重忠 に 五子 あ 6、 師は其 第 四 男な 6 とい ふ、 家 貧に して 
衣食 給せ す、 天福 元年 十二 歲に して 同 國淸澄 山に 投して 諸 
佛房道 善 (一に 道禪) に 師事す、 延應 元年 十八 歲 (一, 說に嘉 禎 

元年 十六 歲) R して 道 善に 就きて S 家 得度す、 師 自ら 生死の 

無常を 知うて 其 解釋を 以て 一身の 大事と なし、 日夜 刻苦して 

經 論を 涉獵 し、 早く 法 華 經を以 て宗 となす に 至れう、 仁 治 三年 

廿 一歳に して 戒缽即 身 成 佛義 一卷を 撰す、 師 山中 {C 在うて 靜 

に 經論ヒ 閱讀し 心 思を 鍛錬し、 旣び得 ると 乙ろ あるに 至る と 

雖も 、尙ほ 安ん すると 能は ず、 常に 比 叙 山 高野山に 遊は / L とし 


ニ チ (日} レ 


仁 治の 初 先つ 鎌 倉 ^ 出つ、 三年 廿一歲 に して 鎌 倉に 於て 比 m 
山の 學僧尊 海に 逢 s て 志を 吿け 、遂に 相隨 a て 西 上し、 比 叙 山 
{C 登 6 一房に 萬して 經論 章疏を 関し、 尊 海、 靜明 、經 海、 心 賀、 
政 海、 心聰は 師と同 友な う、 幾く％ なくして 比 叙 山を 下う、 園 
城 寺を 問 ひ、 尋 s て 泉 il 寺に 問 a 宋 僧道隆 に 謁した 6 と 云 ふ、 
寶治 三年 大和に 遊びて 諸大 寺を 歷 問し、 紀伊に 到うて 高野山 
に 登う、 攝津に 出て 河内を 經 、同年に 再 a 京に 入う 比 叙 山に 
歸 6 建 長 五 年に 伊勢を 經て 安房に 着した う、 同年 四月 2 說に 
三月) 二十 八日 東天 ^ 向 a て 朝日を 拜し 始めて 南無 妙法 蓮華 
經の七 字の 題目を 高 唱し後 道 善の 持佛 堂に入う 道俗を 集めて 
專ら法 華經を 顯揚 し、 眞言、 禪 ，淨土 等の 諸宗を 罵詈す、 傳に 
此時 地頭 東 條景信 席に 列し、 師の 言を 聽きて 大に 怒う、 刀を 
抜きて 斬らん とし / 2 るを、 道善淨 顯義淨 等の 擁護に ょり 僅に 
身を 以て 逃る、 乙と を 得 ^ 6 と s ふは 事實に あら § るべき も 
後師が 淨土宗 を 誹謗して 景 信の 怒を 買 a しは 事實な 6 とす、 
東條 氏は 世々 長 狭 郡 東條に 住せる 土 豪に して 景 信は 師が 諸宗 
を 罵晉し 就中 其 奉 信す る 淨土宗 を 誰 謗す るを 以て 大に 怒る、 
師は其 難を 逃れ、 同年 五月 去うて 舟路鎌 倉に 柱き 松葉 ク谷に 
一 小屋を 構 之て 居を 占め、 日々 法 華 經を讀 誦し、 時 {C 出て、 
街頭 R 立ち 南無 妙法 蓮華 經の 題目を 高唱 し、 通行の 人々 R 對 
して 之を 勸む 、見る 者狂漢 となした $ と いふ、 然るに 四條某 
進士某 等師に 就きて 法を 問 (> 、 遂 tc 意を 傾けて 歸 向す、 同 
年 十一月 tc 比 叙 山の 僧 成辨と S ふ 者 鄕 里上總 に 歸 らんと する 
途次 師の 事を 聞き、 松葉 ケ谷 U 來うて 訪問し 師の 弟子と なる、 
是れ 後に 六 老僧の 第一位に 置かる、 日昭な う、 師は これよう 
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日昭 と共に 日々 法 華 經を講 せ 翌年 十月 上總 の平賀 某の 男 
來 -CN て 弟子と なる、 是れ 後に 六 老僧の 第二 位に 置かる V 日朗 
なう* 師己に 二人の 弟子を 得 / 2 る も來附 する 毛の 未だ 多から 
す、 尋て 去りて 上總 R 至 6 遊 化す、 旣に して 鎌 倉に 歸う二 弟子 
と 其に 松葉ヶ 谷の 茕菴に 籠居せ う、 時に 幕府は 深く 禪宗に 力 
を 添 r 執權 北條 時賴は 專ら宋 僧 道隆に 歸 向し、 新に 大 刹を 建 
築して 建 長 寺と 
號す 、淨七 宗も 
亦良忠 の 入うて 
ょう 大 R 興隆の 
勢 あう、 然れと 
も 師の說 ける 法 
華の 功德は 未た 
多く 信仰せられ 
す、 松葉ヶ 谷の 
草 菴は舊 に 依う 
て 蕭索 たう、 師 
は 常に 意中 平な 
らず 、法 華經を 
誦讀 する 餘暇 

に、 書數 部を 製作して 僅に 其 憤懣を 洩 せう、 幾 もな くして 鎌 倉 

の 地を 出て 駿河に 遊 化し、 偶纟岩 本の 實相 寺に 大藏經 あるを 

聞き、 請うて 閱讀 L、 仁王 經、 藥師經 、金 光明 經、 大集經 等の 文 

を 抄出す、 再 CA 鎌 倉に 還うて 松葉 ケ谷の 草 菴に 住す、 文應 元年 

に 至うて 實相 寺 K て 抄出した る數 條の經 文に より 立 正 安國論 


一 卷を 製作す、 立 正 安國 論は 師が殆 と 一生の 心血を 注き / 2 る 
ものにして" 其 製作 R 就 S て 第一に 意を 注 加 さるへから 3 る 
は當 時に 於け る天變 地異な う、 盖し寬 喜、 貞永 、正 元' 曆 仁の 頃 
ょう 五穀 屢 登らす して、 小 K II 餓 R 迫う、 建 長 五 年 六月 即ち 師 
か 鎌 倉 R 入-- 7^2 る 翌月に 大 R 地震 康元 元年 二月、 六月に 大 
雨激雷 あうて、 諸 川の 洪水 人馬を 流す、 八月に 三 / 2 ひ 大風 猛雨 
あうて 橫死 頗る 多く、 十一月 十二月に 激雷あ 翌正嘉 元年 四 
月 R 月 儀 あう、 五月に 日 # あ 且つ 大に 地震 ふ、 八月 再 a 大 
に 震 s 人馬の 死傷 算な し、 九月 重ねて 震 ひ、 十月ょう 十 I 月に 
至う、 大震激 雷 交々 起る、 此間 幕府は 諸 寺 諸 社に 令して 頻う 
に祈禱 せし むと 雖 も其驗 なし、 師は正 元元 年に 守護 國家 論を 
製し、 同 二 年 二月 K 灾難 對治鈔 を 製作し、 文應 元年 K 立 ! H 安 
國 論を 製作す、 盖し前 二 書を 修正して 其 鉢 裁を 改めた る もの 
なう、 師か 一生 三百 餘篇の 書、 皆 草案を 用 a す、 時 R 臨み、 
用に 應して 筆を 托した る もの なれと も、 唯此 論は 製作して 幕 
府に 上らむ としたる もの なれは、 頗る 鉢 裁、 文章 等に 意を 用 
3 /2 る もの、 如し、 師は此 論に 於て 極力 法然 上人の 淨土宗 を 
誹謗した 6、 即ち 此 論を 宿 谷 左衞門 光則に 依うて 幕府に 上れ 
幕府は 却て 師が妖 言を 以て 民衆を 誑 惑す る ものと なし、 
弘長 元年 五月 十二 日伊 豆 R 配流す、 伊豆 伊東に 留 うて 川奈彌 
三郞 等の偎 養を 受け 專ら法 華經を 修行し ^ 6、 弘長 三年 十一 
DT 十一 日 赦免を 蒙り 鎌 倉に 着し、 再 CA 松葉ヶ 谷の 舊草菴 に 居 
$ て 弟子 等と 法 華經弘 通の 事を 圖る 、持 妙法 華 問答鈔 等 1: 製 
作し 師に對 する 世間の 惑を 解かん としたるな 6、 然れ とも 淨 
土禪の 隆盛 次る R も拘ら す、 師の說 くと Z. ろは 未 / 2 多く 鎌 倉 


(: 一九 九） 


書辭 名人 家怫 本日 


の人士の信仰を引く乙と能は36しかは、師の意中益！平な 
らさる もの あう、 文 永 元年 安房の 小 湊に歸 う. 先 SL の 墓を 掃へ 
う、 此時 父は 旣に 死し、 母は 老 ひ て 病めう、 十 有 餘年故 鄕の地 
を 踏ます して 此に 七十 有餘 0 老母に 侍し 孝養を 盡せ 6/、 且淸 
澄 寺の 道 善に も 遭 s たうと いふ、 此 時の 著なる 當世念 佛者無 
間 地獄 事と s ふ 一書を 見れ は 安房に 於ても 淨土念 傲を 誅 謗し 
穴る か 如し、 日夜 . U 法華經 を 讀誦じ 老母の 病の 平瘡 せん こ と 
を祈禱 し、 且つ 諸人の 請に 應じて 法 華經を 讀 誦して 祈禱せ 
う、 然るに 此 十一月 十一 日に 安房 東條の 原に 於て 念佛 信者に 
要撃せられ、 弟子 一人 殺され、 二人 傷を 蒙う* 師は 辛う して 遁 
る、 を 得た うと s ふ、 文 永 五 年に 元の 忽必烈 か 高麗を 介して 
、書を 我國に 贈れる (C 方う 師は鎌 倉に あ $ て 此事を 聞て 大に感 
奮すると乙ろあ6、即ち宿谷光則に一書を裁して呈し、十一月 
十一 日に 北條 時宗、 平賴 綱、 北 條彌源 太 等に 書を 呈して 蒙古の 
侵害を 防かん か爲 には、 淨土禪 等の 宗旨を 禁して 法 華經を 興 
隆す へき Z1 とを 勸說 す、 其 言 頗る 暴慢な う、 同日 建 長 寺 等に 
書を 送 6 自ら 立 正安國 論の 符合を 誇 6、 道隆 等に 對して 罵詈 
至ら S るな し、 然れ とも 幕府 並に 諸 寺の 大德は 毫も 師の 書を 

省み ざう しか ば、 師は益 i 憤懣し、 此ょ 6 數年 間師は 獅子奮迅 

の 勇を 以て 幕府を 攻撃し、 諸宗を 証 謗せ 6、 文 永 八 年の 頃 幕府 

が 右 諸 大德に 命して 雨を 禱ら しめたる 乙と あ 6 しかは、 師は 

亦 書を 送 6 て Z. れを 罵詈した るか 如し、 當時淨 土宗の 僧行敏 

と S ふ 者 あ $、 同年 七月 師に 一書を 致して 念 佛無間 等の 說を 

難詰せ 6、然れとも師は敎義に關して答へす、た、簡短なる 

一書を 送れ 6其後師は行敏の幕府に訴へたるにぁ 72 6て一 
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々雜 問を 會 通した うと 云 ふ、 而して 師は是 等の 難問に 逢 ひて 
益 It 奮せ う、 行敏は 淨土宗 の 僧 念 阿の 門下なる 乘 蓮と S ふ 者 
の 弟子な うと 云へ と TP、. をの 事蹟 一 も傳ら す、 同年 九月 十日 
に 自ら 幕府 K 出て 平 賴國に 謁して 立 正安國 論の 意 V 開陳し 
て、 幕府の 譴責を 受け， 十二 日 平 左衞門 尉數百 人. の 兵を 率 ゐ 
て師を 拘引し、 相 摸 龍' n に 於て 斬に 處 せんとした る 毛 故 あ 6 
改めて 佐 渡に 配流す、 即ち 十月 十三 日に 相模を 出て、 廿 一日 越 
後の 寺 泊に 至う、 此地ょ 6 佐 渡に 送られ 穴う、 佐 渡に 渡り 塚 
原と いふ 地に 留う 、後 一の澤と $ ふ 地に 至 $、 日夕 小 堂の 裡 
に 起臥して 法 華經を 讀誦せ $、 偶々 阿佛 房と s ふ 者 あう、 師 
に 心服して 犬に 周旋せ 6、 阿佛 房とは 前に 配流せられ / 2 る 遠 
藤爲 盛の 事な 6 とい ふ、 常時 佐 渡は 親鸞の 越後に 配流せられ 
しょ.^ 淨 土の 念 佛大に 盛 勢を 致せ 6、 師之を 見て 其 念佛を 誹 
謗せ 6 而して 阿佛房 夫妻が 困苦の 中に 師を 扶持した るは 鹆ほ 
伊豆 配流 中の 彌三郞 の 如くな 6 しな $、 此 間に 敷々 書を 製作 
して 遠く 鎌 倉 等の 信徒に 送れ $、 即ち 文 永 九 年 二月に 開目抄 
二卷 稿を 脫 し、 十 年 四月に 觀心 本尊鈔 一卷 稿を 脫し 、一は 四條 
賴基に 、他の 一は 富 本 某に 送付せ 6、 此二 書は 何れも 師か一 
生の 著作と して 特筆す へき ものな う、 殊に 觀心 本尊鈔 は師か 
始めて 一家の 說を 宣揚した る ものな 6 、されば 師の敎 化に 佐 
渡 以前 佐 渡 以後と 二分 せらる、 文 永 十一 年 二月 十四 □に 赦免 
せられ、 三月 八日に 赦免 狀 到着し たれは、 同 十三 日に 同地を 發 
し、 十五 日 R 越後の 柏 崎に 着し、 陸路 十二 日を 經て 二十 六日 
に 弟子 等に 迎 へられて 鎌 倉に 入れう.、 四月 一八 日に 平賴 綱に 謁 
し、 ® ねて 法華經 を說 きて 幕府の 採用せ /I ことを 求め 72 る も、 
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中 後て 苹日傳 日 問 化れ て然 をを ひ を 郞富决 刻の く とせ 鎌 
を  始間像 ふ 興しして 漸れ製 施 來結實 士然ね 難 、をら 倉 

出弘 めに 、れ、 、 、法く ど 作せ う ひ 長 山と てを 日說 るに 
て 安て 歸 日は Ei 佐 駿を朝 も しう；/ 2 てとの し 由 3 本け へ 於 
•五 法 順 善 、頂 渡相說 夕辛專 、れ 法い 東て 井け をと くけ 
弟 年 華せ 、夾 、よ總 けの 苫ら此 は 華 ふ 麓 鎌 ヶて救 ももる 
子の 弘る日 う n う 房う 給 艱敎年 、經 者を 倉濱 救は 皆あ佛 
門 秋 通 も傳て 向數等  '用 難 義間日 弘に踰 をに をん 採ら 敎 
徒 偶の の 、 pq  、々曾 さを はを に々 通 迎え 出懸 我 か ‘ すの 
に々 初な 日 ワ 日 阿 てれ 支 猶說師 法のへ てて け に 爲れ t 狀 
扶疾 志う 範^: 持佛經 はへ ほけ は 華 基ら 甲 、よ 求 （ミす 乙 呪 
けシ をと 、ぐ 等 房歷身 左前う 當經 をれ 斐酒 、め 我 、れは 
ら獲 貫い 日 上は 來し延 るに と 鉢を なて に 匂 とんは 玆ま前 
れる く ふ印師 時 う 犮 山な 倍 雖義說 す 身 入を  'と 三に で に 
てに を、 、馬 にて るのう し- 鈔き 、延 う經 其な 度 於三異 
武あ得 か 日® 出 訪土附 ，、巧 、時 四 山 、て遂 らもて たな 
藏プ a プ 2  く 證，： て 問 地 近 信 三 誓 立 に 方に 波 駿にば 上 四 CA る 
のう 6 の 、す、 せのは 徒 四 需正附 の 留木河 用 、申 月 法と 
池て 、如 日 今 附う信 皆の の ^ 觀近弟 ま 井に ゐ淨 す 八 華 乙 
上. 思 身く 澄灸近  '徒 法衣 信 擎鈔の 子う の 入ら 土る 日經ろ 
にふ延 し  'のの 弟は 華 食 徒 学 M 也 門  M 也 うれ 禪な賴 をな 

到 所 山て 朗日地 子交經 をの 1 顯 （こ 徒 山 頭 、さ 等う 綱 用き 
う あ 隱身慶 にに 日々 の/贈 扶平立 出 相 中な 竹る の  MC ひを 
、う 遁延等 加を 昭來 功る 持 f 正て 傳に るのを 僧 若 謁ら以 
宗と九 山は はの p*  $ 德緣 （こ 努 意、 へ一 南下 知の し しれて 
仲て 年に 皆る 敎 b てに によ f 鈔敎て 小 部よ う 頭 蒙 てん 採 
の 山の 於此 、を 3 訪感つ 5、 等 化 訪庵六 6  、を 古 日 乙 用 
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上乗 土愚擁 一尊 獄鈔 文人 觀缽秀 鈔勝五 不十上 立う し 日 象 
錄大問 問 護 念三鈔 、敎知 鈔義 句、 劣 時 作 如 五 正 、な 頂に 
夕 i 乘答答 鈔章德 ヽ師相 三 、鈔十 安 、圖佛 是部安 弟 か 、着 
ぃ 分鈔鈔 、法 、禪子 摩世顯 、勝國 當、、 、書國 子ら 日す 
三 別’ 、行 門 垂宗頰 立 、立法 、論 世後災 守〜 論 遺 寂 持“ 

種 、得師 者 、迹問 王 、報 正 華 眞後念 五 難護即 、言を の _ 
鉍授授 恩佛總 法 答 、諫恩 意 行 言 記 佛百退 國身觀 に 示 六 病 
相 職 職 報 天 在門鈔 堯曉鈔 鈔者見 、者 歲治家 成 心よ せ 人 益 
ハ 灌人酬 守 一、 、舜 八、 、値 聞 眞事合 鈔論佛 本 6  6 を 4- 

以 項功鈔 護 念 十 諸 禹幡本 法難 、言 尖 文 、‘義 尊て ，枕 ヤ 
上鈔德 、鈔 ，二 宗王鈔 尊 蓮 鈔祈天 露、 十; i  、鈔遺 實頭乂 
御 ”法壽 1 今 因 問、、 問鈔 、禱 台！？ 題 法 f 女 、骨に に 一 
書 瑞門量 結 此緣答 諸 G 答 、法鈔 勝；^ 謗 界 _ 人 敎を弘 召 日 
續相 、品 要 三 鈔鈔願 Y’ 鈔身華 、劣 g 法 明 皂往機 身 安し 高 

4 鈔 八掛 附界、 、成忐 、延取 如 、 S 鈔 因 5 生時延 五て 弟 
¥ バ 宗意屬 合 三 念 就 f| 本山 要說 十％  、果， 鈔 國山 年後な 

J 漂 違 鈔鈔文 八佛鈔 G 門記鈔 修章藥 持鈔十 、鈔に 十 事る 
す f  B  a  、 g  '敎地 、根 戒'  1 行鈔 王法 ，’法 一 、葬 月を 日 
t  S  “ 早會日 、獄 十本 鉢 觀爾鈔 、品 華 唱界代 開る 十托昭 
黨綫 i 勝 烏 本 衣鈔王 戒鈔心 前、 僧 得 問 法 鈔大 目 5 三し n、 

S 大 4 問 S 與 座、 讚 法  本得顯 行 意 答 華 、意鈔 著 日、 S 

草 白 湓答穿 言 室一 歎 門 三 尊 道 佛敏鈔 鈔 題爾、 、作、 法 岬 
$ 牛 t 鈔 $ 宗 二 生鈔 、世 得 有 未訴、 、 & 前 一 選 甚壽華 日 
# 軍 念  謅 事， n、 成 、色 諸 意 無來狀 法法鈔 二念 時た 六經興 

や 数蛊法 i  、 浩 佛八心 佛鈔 、記 答 華 華 、乘 三鈔多 十を 口、 
叉バ脉 、華 今 善ぎ ，大 二總 、立 、釋題 眞一菩 千べ し一讀 £ 
元：^ 小淨聖 神1 1 釋地法 勘 聖正當 、目 言代薩 、以 、な誦 5 
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書辭名 人 豕佛本  こ 


祖 化導 記、 註 ^ 讃 、本 化 別 頭 高祖 傳 ，本 化 !! III 頭 高祖 屯 譜 、同 
考異 、蓮 公薩 埵傳 、高祖 累歲錄 、日蓮 上 / X 眞實傳 、本 化 別 頭 
佛砌 統紀 、高祖 遺文 錄} 

〔考〕 日蓮の 事蹟に 關して 一大 疑問と なれる 名のは、 所謂 龍ノ 
口 法難な う、 日朝の 元祖 化導 記、 日 澄の 註 書讀、 幷に此 事を 
記載す、 殊に 註書讃 には 龍/口 頸 座 御難と 云 ふ 一標目 を 揭 け、 
文 永 八 年 九月 十二 日 幕府の 命 ^ より 賴綱等 名 越の 小菴 に亂入 
して 師を捕 縛し、 同日 龍〃 口 R 於て 斬 刑に 處 する Z. と、 な 
う、 越 智直重 時 R 刀を 下 3 ん としたれば、 刀 段々 に 折れ、 警 
固の 武士 等大に 驚愕し、 師 の靈德 {C 感 したる •とを 詳說 せう、 
然れ と％ 歴史上よ 6 硏究觀 察すれ は、 此詳說 すると 乙る は容 
易 R 信用す ベから S る ものな リ、 幕府 方面の 史料よ. ^ 見る も、 
日蓮 宗に傳 ふる 史料よう 見る も、 未た 此詳說 すると Z1 るの 歷 
史上の 事實 として 證明 せらる へき もの あらす、 日蓮の 遺書と 
云は る、 もの R 數 々此 始末を 言へ とも、 其實 遺書と 云は る、 
ものは、 眞僞 混淆せ るを 以て、 後人の 附加攙 入に か、 る もの 
なるべし、 註 書讃の 如きは、 日蓮の 靈德 を讃揚 せんとし たる 
ものな れは 、决 して 歷 史上に 重用す へき ものに あらす、 其 刀 
の 段々 R 折れ / e 6 と 云 ふか 如きは、 全く 法 華 經普門 品の 經文 

R よう 緣飾 附會 したる ものな $、 然れ とも 所. 一 - II 〃口 法難は 日 

蓮宗 is 傳へて 一宗の 大事と なす ものな れ は、 輕卒 R 抹殺す へ 

きものに あらさるな 6、 故 R 本傳に 姑く 傳說 のま、 を存 す、 

ニ チレン 日蓮  ジユ丨 一ー ョ重 如を 見よ、 

ラブロ ー 日 朗 m sg 〔日蓮 宗〕 下總 本土 寺の 開山な 

-CN、  日朗は 字を 大國と S ひ 、 號を筑 後 房と S ふ、 寬元 三年 


ニ チ (日) レ！  口 


四月 八日 下 總猿鳥 郡 能 天 村に 生る、 幼名を 吉祥 麻呂と いふ、 
父は 印東 治郞 左衞門 尉有國 とて 平家 千 葉の 族な-^、 有 國建長 
六 年 鎌 倉に て 日蓮に 見ぇ 深く 歸 信す、 乃ち 師を携 へて 日昭に 
役す、 日蓮 師 R 日朗の 名を 與 .ふ、 日蓮 か 父の 喪 R あ a て 鄕 K 
歸る 時、 及 a 駿河岩 本實相 寺 ic 到うて 大藏經 を閱 する 時、 師 
從 a 往きて 傍を 離れす、 文應 元年 十六 歲 R て 薙髮 得度す、 弘 
長 元年 日蓮 伊豆に 謫せら る、 や 師官禁 ic ょ- CN て 他に 往く 乙と 
能は す、 三年 間 由井濱 R 居うて 讀誦を 事と し、 日昭に 就きて 
天台の 三 大部を 學 ふ、. 天台宗の 僧某來 6 て 師の 下に 弟子の 禮 
を 執る、 是れ 即ち 日 澄な- CN、 弘長 三年 日蓮 赦に逢 ひて 母を 安 
房 ^ 省す る 時、 師及 a 日澄從 a 往 く、 小 松原の 難 あうて 日蓮 
傷を 蒙 6 屛 居して 臀療 す、 而して 師は日 澄と 共に 看病の 事を 
なす、 龍 ノロの 變 ある 時 師右臂 を 折らる、 Z. れょ $ 一生 右手 治 
せす と s ふ、 日蓮 佐 渡に 流 3 れ 、師は 檀越四 人と 共 R 宿屋 光則 
の 手 R 捕は れて獄 に 下さる、 後 請 a て 佐 渡に 日蓮を 省す る 乙 
と 八 回、 常に 米を 負 a て 到る とい ふ、 十一 年 二月 官師 を赦す 
時に 三十 歲な う、 十四日 官命 あう 日蓮を 赦 す、 師 即ち 牒 VJ 
受けて 發し 三月 八日 佐 渡に 到る、 共 R 手を 携 へて 歸 る、 三月 
十三 日 佐 渡を 發し幾 名な く 鎌 倉に 着す、 大學 三郞第 地を 捨て 
、長 興 山 妙 本 寺を 建て、 日蓮 之を 開 堂す、 旣 に して 日蓮 身延 
山に 往くに 及 ひ 師を して 寺を 主と らしむ、 九月 身延 山に 到-^ 
て 日蓮を 省して また 鎌 倉 R 歸 る、 冬 池 上 右 衞門大 夫宗仲 宅を 
捨て、 寺と なし， 日蓮に 奉す、 日蓮 乃ち 長 榮山本 門 寺と 號し 
師を して 兼ね 治めし 〇 、 建 治 元年 二月 平 忠晴の 子 萬 壽麻呂 を 
携へて 身延 山に 登う、 翌年 ま 穴 其 弟龜王 麻呂を 伴 a て 登山す、 


ニ チ (日) 口 


書辭 名人 家佛本 


H 


(四 九九) 


ニ ン (仁) H- ガ  ニン (仁) ガ 


建 治 三年 曾 谷の 敎信剃 度して 日禮 と稱 し、 下總鼻 和の 地藏堂 
を 改めて 寺と なし 師を 請す、 師日傳 をして 代 6 往 かしめ、 日 
蓮に 請 a て 寺號を 得、 本土 寺と s ふ、 乃ち 師を 開山と し日傳 
を 第二 代と なす、 弘 安五 年 十月 十三 日日 蓮長榮 山に て 滅を取 
ると き、 師長 榮長 興兩 山の 監督を 遺 囑 せられ、 伊 m の 感應佛 
像 1 11 、 立 正安國 論一卷 、伊豆 佐 渡 兩 島の 赦狀二 紙を 讓ら る" 
其 示 寂 K あたう、 日昭 と共に 喪 事 及 a 後事を 監 す、 六祀各 子 
院を 身延 山に 構 ふるや、 師 正法院 を修 して 喪に 居る、 正應四 
年 九月 大曼荼 羅を繪 きて 日輪に 附し て兩 山 1C 主たら しめ、 文 
保 二 年 七十 四 歲池上 南 窪に 菴 居す、 元應 二年疾 に 罹う、 死後 
松葉ヶ 谷に 荼毘 せん 乙 とを 遺命し、 正 W 二十 一日 寂す、 壽 七十 
八、 即ち 松葉 ヶ谷に 荼毘 して 猿 畠 山 R 塔す、 日 像 日輪 日 善 日 
傳日範 日印 日 澄 日 行 朗慶等 九 人を 世 R 日朗 門下の 九 老僧と 稱 
す、 後光 嚴 天皇 勅して 菩薩 號を賜 ふ、 著作 本迹 見聞鈔 、本 迸 違 
目 各一卷 あう、 (本 化 別 頭 佛祖統 祀 、日宗 著述 目録) 

M ン H 仁慧 AA 21 〔眞言 宗 S 都 東 寺の 長者な 气 
.仁 慧は 安藝の 刺史隆 親の 子な り、 灌頂 法を 仁隆 僧都に 禀け 、密 

宗の 秘軌に 精し， 延應 元年 秋權大 僧都に 任じ、 仁 治 二 年 東 寺 

の 長者に 補し、 寬喜 元年 權僧 正に 進む" 二 年 六月 敕を 奉じて 

雨を 祈 6、 忽ち 法驗 あう、 寶治 元年 七月 十六 日 寂す、 壽 七十 

三、 (本朝 高僧 傅) 

，ニン ガ仁加 貝 ( . ) 〔天台宗 U 大和 多武 峯の學 僧な 

$、  仁賀は 大和の 人な $、 興一 寺に 居す、 性 名 達を 欲せず、 

人 僧綱に 昇る を勸む れば 、或は 狂 病 あう と 云 a 、 或は 寡婦に 通 

すと 云； s て 辭 し、 遂 *<: 多武峯 ic 登う、 增賀 {C 師事して 山中に 寂 


す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 博) 

ニン ガィ 仁 海  一 |找一ら 〔眞言 宗 3 山 域 曼荼羅 寺の 開山な 
6、 仁 海は 和 泉の 人、 宮道 氏の 子な うと 云 ふも詳 かならず、 
七歲 にして 高野山に 登う、 雅具 法師に 師攀 し、 後'  石山の 元 
杲大 僧都 {C 從つて 傅法灌 頂を 受け , ^ 衆 流を 修め、 小 野 R 曼荼 
羅寺 を瘸 し密敎 を唱 ふ、 寬 仁二牢 六月 畿内 旱 し、 師敕に よ 6 
神泉苑 R 請 雨 經 法を 薰修 して 靈驗 あう， 權 律師に 1¢ せら •る" 
乙れ よ 6 萬壽長 元の 問 數纟敕 を 奉して 雨を 祈る 皆靈驗 あ-^、 
治安 三年 冬權少 僧都に 任せられ、 東 寺の 二 長者 {C 補せられ、 長 
元 二 年 東大寺 別當に 補せられ、 昆曆二 年 僧正 R 轉ず ，時人 
師を雨 僧正と 呼ぶ、 長久 四 年 正月より 五月に 至る 百 五十 日の 
問 諸國雨 降らず、 草木 栝死 し、 . M 井涸盡 す、 勅して 七大 寺の 
衆 僧に 命し 祈願 間斷 なく、 宮中 R 大壇を 建設して 千 僧 讀經を 
修行 せらる、 も功驗 なし、 是 に 於て 天皇 特に 勅して 師を 召し 
たま ふ も、 老病の 故を 以て 辭す 、再三再四の 强請に よ 6 遂に 遁 
れか たく、 六月 八日よ 6 宮中 R 法を 修 す、 第 六日に 至 6 大雨 
沛然と して 降る 朝野 驚喜して 師の 高德を 仰く、 同 R 年 (一に 
六 ホ) 輦車を 聽 し、 封 七十 戶を 賜は る、 永 承 元年 五月 十六 日 
曼荼羅 寺に 寂す、 壽九 十二、 (或は 九十 四と も 云 ふ、) 密灌傳 
法の 弟子 成 尊、 成典、 性 信 等 二十 三人、 共 R 世に 傑出す、 (本 
朝 高僧 傅、 密宗血 脉鈔) 

ニ ンガク 仁 覺 j -t-b 2§ 〔天台宗： 一 近‘ 江 延曆寺 座主な 6、 
仁覺 俗姓は 源氏、 右大臣 師房の 三 子、 母は 寛仁 入道 大相國 の 
女な 6、 出家の 後 慶範明 快 性範經 運の 諸師に 師事して 顯密二 
敎 ^: 學び 、寬治 七 年 天台 座主 R 任ず、 康和四 年 三月 八日、 壽 


(五 九た〕 


書 辭 名'  人 家 佛 本 


五十八に て 寂す、 (天台 座主 記) 

ニン カ ン 仁韓 (一四 三 5  〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
6、 仁韓 俗姓 詳 ならず、 唐に 生れ、 出家して 縛 眞に 師事し、 
眞和尙 (C 隨 S て 来朝し、 招提 寺に 住す、 示 寂の 年壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳 、律 苑僧寶 傅) 

ニンキ 3 1 仁镜 ( . 〕 「眞言 宗〕 山城 愛宕山の 僧な 

ゥ， 仁 鏡は奈 良の 人九歲 にして 東大寺に 投し、 剃 髮就學 し、 
稍 長して 登檀 受戒し、 經論に 通す、 晩年 山城 愛 太子 山 1C 安居 
し、 法 華經を 持 誦し 1 某 年 寂す、 壽百 二十 (本朝 高僧 傳) 

ニ ンキヨ —仁恭 j ^ l  〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 
i  仁 恭號は 石 梁、 元 台 州の 人、 一山 國師の 外 甥な 6、 石 
溪月禪 師を禮 して 祝 髮受 具し、 後一 山 國師の 下に 歸して 心 印 
を傳 ふ、 正 安元 年國師 に隨從 して 渡來 す、 信 濃の 慈 雲 寺に 住 
す、 檀 越慈壽 寺を 創して 延 請す、 尋て筑 前の 聖福 寺、 京 郡の 
建 仁 寺に 歷 住す、 後 再び 東 下し、 鎌 倉壽福 寺に 住す、 建武元 
年 十二月 十八 日 寂す、 壽六 十九、 遺偈 あぅ 大宋咸 淳丙寅 生、 
日窠 建武 甲戌滅 、滅 不滅 兮生不 生、 長 空 萬 里 一圓 月、 興雲菴 
1C 塔を 建て 遺骨を 收む 、勅 謚慈照 慧燈禪 師と云 ふ" 嗣 法竺芳 
裔 ，太 閑 雲 あ 6 

ニ ンキヨ ー 仁慶 (二 四 七 八) 〔新義 眞言 宗〕 常 陸 樂法寺 第 
二十 三代な ぅ、 仁慶 字は 惪隆 、俗姓は 栗 山 氏、 武藏多 摩 郡 井 
草 村の 人な $、 幼に して 州の 豐鳥郡 目 黑新長 谷 寺 卓榮の 室に 

入 6 て 剃 髮 受戒す、 幾なら ずして 卓榮 寂した るを 以て 深 川 

南都 勸進所 惪運 に隨從 す、 安永 年中 豐 山に 掛 錫して 專 ら顯密 

二敎を 學び 、遂に 其玄 奥 {C 達す V 後月 輪院に 住し、 屢 i 講筵 


を開きて學徒を誘掖す、文化八年貫主の命にょう、常陸直：鹽 
郡 雨 引山 樂法 寺に 主と なる、 文政 年中 小 池 房 {C 退隱 し、 十二 
月 十六 日 寂す、 壽 五十八、 著作 論義 私記 九卷 、因 明大 疏記四 
卷 、分別 六合 釋 、駁法 華 妙玄首 卷抜鈔 、妙 支 端辭釋 論、 三 大法 
等、 百 法 明 法論 懸談 、仝談 柄、 義林 章玄談 、大乗 成業 論 遺財 
錄 、並 科 11 、■天 ムロ被 接 記、 仝 四敎斷 位、 三十 頌畧釋 、有宗 正 
宗提耍 、六 釋八轉 、俱舍 論 支 談 、立圖 解、 立攏衡 、入 阿毘達 
磨論談 柄、 成 道日義 、轉 法論 日義 、起 信 論 敎理鈔 、還 源錄、 
各 一 卷ぁ A 新義 眞言 宗 史料) 

ニンキ ヨ ー 仁慶 ( …… 〕 〔天台宗〕 近； d 延曆 寺の 僧な 
う.. 仁慶は 越 前の 人、 比皲 山の 西 塔 H 止まうて 顯密 二敎を 
學び 、後 京郤に 住し、 專ら法 華を 誦す、 晚年 兩界の 曼陀羅 t 
圖 し、 阿彌陀 の 像を 雕 6、 專ら 西方 淨土を 願 ふ、 某 年 寂す、 
壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ニ ンク丨 仁 空  ジ  ッデゾ 實傳を 見ょ、 

ニ ンクゥ ク 仁廓二.晒 |1 「3 5 肥前長專寺の住持な 
$、  仁 廓は 肥 前佐賀 中島 氏の 子な 6_、 幼に して 願 正 寺に 剃 
度し、 長專 寺の 嗣法 となる" 漢籍を 松 尾 舞 山に 學 ひ、 後 筑前 
秋 月に 遊 a 、 吉田紀 四郞に 隨 a て 經史 文章を 修め、 文政 二 年 
學林に 掛搭 し** 乘誓院 の 門人と なう、 宗 乘を硏 磨し、 苦學穸 
年、 業 成うて 國に歸 へう、 後進の 子弟を 集めて 開講 殆ん と虛 
日な し、 遂に 得 業 (C 櫂て ら る、 僧亮 、岱觀 、崇 仁、 雷 震、 洞 
觀 '大 7[ 等の 諸 師皆師 の薰陶 を受く  •天 保 六 年上 京し、 幾 も 
なく病に罹6、遂に五月廿一日六條の僑居に.寂す、壽三十七， 
(學苑 談 叢) 


ニン (仁) ガーキ 


ニ ン (仁) キータ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 九九） 


ニ ン (仁 多— コ _ _  ニ ン £)コ ーサ 


ニ ンクジ ン仁寛 a 七 六 n  〔眞 1- 宗〕 山城 醍醍 山東院 の 
僧な り" 仁寬は 左大臣 俊 房の 子、 勝覺の 弟な 6.、 康和 三年 
二月 十三 日 無量 光院 にて 傳法職 位を 受け、 崇德 天皇の 護持 僧 
となる、 天皇 後白河 天皇と 復祚を 爭 ふとき、 師 公事に 座し、 
伊豆に 配 せらる、 名を 蓮 念と 改め、 遂に 配所に 寂す、 付 法 四 
人 あぅ、 觀 蓮、 寂乘 、觀 照、 見 蓮な ( 續傳燈 廣錄) 

ニ ン f ン仁源  一一 ^ AA 〔天台宗；！ 近 江 延曆寺 座主な 6、 
仁 源 俗姓は 藤 原 氏、 京 極大 殿 師實の 長子、 母は 伯 耆守定 成の 
子な 6、 出家して 仁覺 明快經 暹の 三師に 天台 敎を學 び、 長 治 
二 年 天台 座主 R 任ず、 天 仁 二 年 三月 九日 寂す、 壽 五十二、 (天台 
座主 記) 

ニ ン コー 仁浩一  一一 g -E 細 〔臨 濟宗； 一京 都 建 仁 寺の 禪 僧な 
6、 仁浩 字は 無涯 ，出 羽の 人、 鐵菴 生の 法を 嗣 r、 元に 航し 
諸禪師 に歷參 す、 東歸の 後淨土 (肥 前〕、 ill 勝 (相 摸/建 仁 (京 
師 }、 に 歷 住し、 延文四 年 正月 五日 永源菴 R 寂す、 壽六 十六、 寶 
明 塔を 建て 骨を 收む、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

こ ンコ ー 仁斅 j A-t l た 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 

6、 仁斅初 め 如 無 僧都を 師 とし、 後宗圓 和尙に 師事して 法 

相を 究め、 兼て 台密 4C 渉る、 延長 五 年 維摩 會に講 主と な 

承 平 元年 律師 R 仟 す、 四 年 大會樑 題の 宣を蒙 天慶 X 年敕 

にょ 6 法務を 司 どる、 三年 權少 僧都 R 任し、 文治 元年 大 僧都 

k 昇 6、 明年 六 二十 二日 寂す、 壽七 十五、 師常に 城 西に 居 

す、 故に 時人 嵯峨の 僧都と 稱 す、 其 法を 受 くる もの 一 乘院定 

照大 僧都 あぅ、 (本朝 高僧 傅} 

ニ ン コ1 仁皎 j li s 一： 眞言 宗〕 山城 醋醐 山成覺 寺の 開 


山な う、 仁皎は 讃岐の 人、 俗姓は 秦氏 、觀 賢和尙 R 就いて 
三論を 學ふ 、成覺 寺を靱 して 開山と なう， 後 延性 {C 傳法灌 頂， 
を 受けて 深 砂 大將の 法驗を 得、 深 砂 座主と 名く， 律師に 任し、 
天德 三年 十一月 二十 三日 寂す、 壽八 十七、 (續 傳燈 廣錄) 

ニ ンコ— 仁康 (一 五 四 九〕 〔天台宗〕 京都 祗陀林 寺の 開山 
f、  仁康は 源融の 第三 子、 夙 R 比 叙 山 R 登うて 慈 慧の門 
R 學 ふ、 効め 融六條 河原に 新 R 別業を 築き、 美を 極め、 奇 ヒ 
盡 し、 日 R 百 人の 壯夫を して 難 波の 海ょう 海水を 汲まし め、 
鹽 竈の 烟を揚 けて 奧州松 島の 風景を 摸せ 3、 融 死して 子源湛 
宇多 天皇 R 獻 す、 天皇 融の 遺靈を 怖れて 幸せす、 後 精 舍を建 
て 師 R 敕して 主管せ しむ、 師佛 エ康尙 R 命して 一 丈 六尺の 釋 
迦牟尼 像を 造らし め、 名德を 集めて 一七 日中 五 講會を 修 す、 

師 洪水を 恐れて 寺を 四 條の廣 旛院に 移す、 祗陀 林の 額は 源 信 
僧都の 命す る 所な う、 師某年 同 寺 R 寂す、'  爾後 亂を經 て 寺 荒 
廢せ しを 延慶 年中 淨阿敕 を 受けて 住持し、 金 蓮 寺と 改む、 (本 
朝 高僧 傳) 

r VTT 仁 豪. 一 i 八 1 •〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 座主な 
う、 仁 豪は 內 大臣 能 長の 子、 右大臣 賴宗の 孫な 6、 出家の 
後明 快 良 眞安慶 の 三師に 就て 天台 敎を討 習し、 天台 座主に 任 
ず、 保安 二 年 十月 四日 寂す、 壽缺 く、 (三 國 名匠 略記 •天台 座主 
記) 

ニン サィ 仁濟 (一八 二 e  〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 新 別 所の 
律師な う、 仁濟 字は 地 藏 、京都の 人、 美 濃 守 忠隆の 子な $、 
寬信 法務を 禮して 傳法を 受け 許可を 付 せらる、 先に 念 範の 
印 可を 得、 此に 於て 二 師の傳 を 承け て 密學に 精通す、 付 法 二 


(七 九九） 


書辭 名人 家佛 本日 


人 成 寶玄證 ぁ 5( 後 傳燈 廣錄) 

ニ ンサ ィ仁濟  シ. ユ—ジ ョ宗恕 を 見よ、 

ニ ンジ ィン 仁慈 院  ド丨 H 丨道榮 を 見よ、 

ユン ジツ 仁實 j K 一一  1 : 天台宗 遠 江 延曆 寺の 座主な 
う、 仁實は 大納言 公實の 二子な 6、 仁 覺仁源 慶朝仁 豪相覺 
宗觀の 諸師に 隨つて 天台 敎を 硏究 し、 保安 四 年 三十 M 歲にし 
て 天台 座主に 任ず、 天 承 元年 六 弓 八日 寂す'  壽四 十一、 (天台 
座主 記)  /.く  •、 

ニ ンシユ I 仁秀 1 s : A : 〔法相 宗： 一奈 K 輿 福 寺の 僧な 
仁秀 俗姓 物 部 氏、 伊豫、 の 人な 6、 出家して 慈訓に 師事 
し、 法相に 精し、 大同 三年 三月 寂す'  門下 願 安 ぁり、 (本朝 高 
? 傳) 

ニン シユ ー  仁岫  シ ュ-ジ ュ宗壽 を 見よ、 

ニン ジヨ 仁 助 •一 m  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
6、 仁 助は 土 御 門院の 子、 圓淨 を拜 して 灌頂 壇に 入う、 後 
大阿闍 梨 位に 居る、 仁 治 三年 勅して 二 品 親王を 賜 ふ、 弘長二 
年 八月 十一 日 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記) 

ニ ンシ ml  t 性 (一八-一九) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 
6、 仁 性 字は 左衞門 律師、 童 名は 祗德 、中 御門 中 納言家 成 

0 子な う、 實任に 從 a て薤髮 し、 覺性 親王に 傳法灌 頂を 受け、 

仁 和 寺の 學講 となる、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (傅 燈 廣錄) 

ニ ンセン 仁 泉 二： 1 :一 •八 〔曹洞 宗〕 備中法 泉 寺の 開山な 

6， 仁 泉 字は 古澗 、信 濃の 人、 幼に して 天 摸 和尙に 投じて 

受戒し、 福く 諸 智識に 歷參 して 太容に 師事し、 後ち 總持 寺に 

出世し、 次に 佛陀 、铺巖 "玉 雲の 諸 寺に 歷 住す、 伊勢の 太守 


ニン (仁) サーセ 


平 盛定師 の德を 慕 a、 備中長 谷 鄕に法 泉 寺を 造 VE し、 請 じて 
始祖と なし、 山林 田莊を 寄附す、 長 祿二年 二月 寂す、 偈 あり、 披 
毛 戴 角、 滿 八十 年、 末 後一 句， 阿 鼻 現前、 嗣法 弟子に 契隆 、梵 機、 
融庭等 あう、 全身を 奉じて 法 泉 寺に 塔す、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ニ ンソ 1 仁叟  ジョ— キ淨熙 を 見よ、 

ニ ンゾ ー 仁增 (ー セ 丸 S. 七 條佛所 佛エな 6、 仁增 は、 
康 助の 弟子な 6、 一  說賴 助の 弟子と も s ふ、 長 承 三年 東 寺の 
二王を 作る とき 師勢增 と共に 其佛師 たう" 

ニ ン 5* — 仁禎 ( . 〕〔 臨濟宗 〕 京都 大德寺 第 六 代な 

う、 仁禎 字は 祥山 (一に 蔣 山) と 云 a 、 其 鄕貫詳 かならず、 
徹翁 義亨に 參 する 乙と 多年、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 京 郡 大徳 寺に 
住し、 盛んに 法幢を 樹つ、 寂 年 缺く、 (延寶 傳燈錄 、紫 巖 譜畧) 

ニ ンチヨ ー 仁 澄 (一丸 i c 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
6、 仁 澄は 嗟峨 入道 將軍久 明の 子、 正 和 五 年 天台 座主に 任す、 
寂 年、 及 a 壽缺 く、 (天台 座主 記) 

ニ ン手ン 仁然 (一九 05  〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧な 
K  仁然は 久しく 淨 菩提 院賢定 に 師事して 灌頂 法を 受 く、 
尙祚に 法を 承け、 心 南院に 住す、 學 徒を 誘掖 し、 心南院 流と 
號 す、 (本朝 高僧 傅) 

ニ ンホ 仁甫  シユゼ ン殊 善を 見よ、 

ニン ホ ー 仁 峰  ゲン ゼン 元 善を 見よ、 

ニ ンヨ 仁與 so 二) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
6、 仁與 字は 香 山、 夢 窓 國師 {£: 侍して 印 可を 受け、 去りて 美 
濃に 牲 き、 草 巷を 結びて 跡を 晦ま す、 永 和 四 年 同門の 衆 招きて 
臨 川 寺 ic 主 / 2 しめ、 次て 天 龍 寺に 住し、 南禪 寺 {C 昇る、 後禪 


? ーン (仁) y — ヨ 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 九九） 


ニ ン (.一 r 忍)  ニ ン (忍} キーコ 


島 6 其る々 來き忍  寶 6  專持  g 七う  七 坐り 仁  度 

原と 邊か 皆れ 分鐙 二曆 、二修 な 二聋月 、二十して 耀二寺 
の 、にと 驚る く 字ン十  ン寺 6 ン寡谌  ン五 、剃 俗ンを 

邊某積 訝き をる は 勿 一 忍ガに 、ァ罢 寺仁リ 、蚊髮 姓 ヨ并刃 
をのれ る 、見を 惠イ年 海イ居  盒 の隆ュ $ の 得は 1 し 

1 行宮る、 師て 以南  六は  る 忍 忍 漂 長は！  J 膚度石  て 

き 秘も師 は ゼ て '■忍 月寶 忍'  阿 命 r  S 者鄕  S をし 寸仁居 

て 藏の微 香 诖名號 4 十 蓮 溢 安は 1 J  に 貫 仁; 5 噴 、氏 う 

其のを 笑を 5 あは 紅 七 社 | 母 政 悦 § 孟 任 帥 レ I ふ嚴 、趣、 

香 紅 採し 嗅 霁う空 2 邑 琴完 •五 淨苎 S  す 承險 S  4 こに 大 5 二 某 
を 塵 り て f  2  、華 四寂譽 至： 年院 八 七  、 詳ママ 任戒 和 普 年 

聞と 來雪 於渰 一子 S す と 一： 九と  兀な Jo  か 律 葛 六二 寂 

1 美 t に f  2 日と さ、 號 月號 s  久ら 益 すを 木 す 

へへ 矣魚名 f 童 云  ¥ す S 二す5  二ず  、守 上®、 

の 名 | あ 公 i の 京： 書 畢去九 高 伊 正 曆 、の 5 缺 
宮香奂 う？ f 雪 師：® S 巴 日 田 勢  月ち 息  十 夏 人 2  く 

( こ 失 左 '  S i R の ^  S 諡 武寂派 河  十 $  s  五 夜、 大、 

報せ？ 某す、 癸て 人 京 5 婪藏 すの 藝  日丰京  年 蚊 幼 和 5〕 

してきは  更 造な 師  _  L  、講郡  寂 H  5  二 帳 に 東 翕 
た 百， 魚 雪；^ う 某  f 贵壽師 柳 す 5  : 月を し 大 _ 

ぅ 方詧賈 まとた、 巷  苦 fc 七と 衬  建？  某 設て寺 £ 

と搜 そな て 在る 能の  琴 十な 金  »  ^  H け 東の S 

ぃ索 とれ も？ 兎く 僧  ニヶ 光  六 盆 2  寂ず 大僧 S 

ふす 云は 鑑 2 を 香な. f 盔 ， 、 寺  十 f  g  すし 寺な 

、、ひ 必定 吒 持を 6  で 代  本の  二し、 省  、て R  6 

:此師 穴す す 人ち 「 嗅1  9、 な  山 住  、同な  壽安 入、： 

郞と五 王な 繼 月て 幼大な  院け逅 6  法 年に^)  $ 十 類 

、 & 年とう く 照 薙名阪 う 二 に し 、二 勵な師 、二 2 餘め 

H 鹈 嗡 八稱、 、と髮 をの 、ン主 _  、  ンの う 事  ン  R 事 

篇 f 月す 憂 松, 字し 宗人  コと琴 相 忍ク四 、し 忍キ 忍し 多 

s  V 老り 論 谣 し ，久 、忍？ な 芝 伴 空？ 分 思 、基 鏡て し 
i;  5  、 中 及 0  W  、 中  世 向  る £ ひ 字  戒託後 俗 忍は 寂と 

3 丄 間 S 志 て 忍將又 々，字 忍 寂、 f ては 忍 本よ 鑑姓 4 寛す 去 

r  S 部 T  i  S 障と と久 を、 月 M  ' 後都智 二^: もを く：： 頃 S  、 

!!  1 望 p|_If 京む ㈣？ ■で k 

!：  6 丟 +  2 逢 8 六 名 都を は S  I  、を $  I の 平を 贽 2  、 

: S  f う、 毫 _ 冬 年く 淸好玉 巴 吴大定 、 4 年 寶受货 巴  且 

李！:  運呂 と 二 、水む 井 京 2 和 舜行巴 時 字く 每大  和 

1 .す、 探 所の 9 の 十一 券 、宗 都； のに 脚 京缺三 *  f  S  歌 

索 司 挽 後 恐 兰 R 成 師江淸 f 室、 し 都く 年 依？®  1- 

其し 代 回 R 苹歲忍 就は 鼎 水 人生 律て 戒 、に附 $  g  善 

禍 、酒を 久令 代 介 院其齋 f  $ 山 章圓光 5 東す と籩  く 

延梅 井謀邇 としと 藏嫡と 成 S 竹を 珠寺 S 大る ふ、 す 
き S 若る 宮  て 書 海 子し、 就 S 林淨 思の 1 寺 乙 初 9  、 

て® 狹 、朝 其師 すに なふ院 £ 寺 因 順 律 S  i ことめ f  某 

師聪 守 安 彥人席 ，從り 攝の篇 勝に と 僧！！ 於 十 道 僧  年 

に 次 等 政 親と を 後 ひ 、津僧 ヒ鬉受 避な！！ 5 て餘璿 な  八 

11 - - - - - - — — - 

(九九 九） 


書辭 名人 家怫 本日 


及は ん とす" 當 時人 皆 幕府の 威セ怕れ て師の 志を 憐む ものな 
し、 唯た 近 衞忠熙 、及 a 老女 村 岡 二人 深く 師を 助く と雖 '亦 
難を 免る、 能は ず、 近衙忠 熙乃 ち師に 勸吿 して 鹿兒 島の 西鄕 
吉之助 隆盛に 依うて 逃れし む、 隆盛 之 ^ 諒して 有 村 浚 齋 (後 
に 海 江 田 信義と 稱す) と 謀う、 安政 五牢 九月 十日の 夜 師近衞 家 
を 潜 出え て 粟田 靑蓮院 宮へ參 上し、 暫時に して 御幸 町 三條上 
る 竹 原 好 兵 衛方に 止宿す、 翌 十一 n 未 fin に 發途 して 奈良 に遁 
逃せん とす、 隆盛は 駕の 傍に 添 a 、 師の僕 重 助 其 後に 從 ふ、 
竹 lli 街道を 經て伏 見乘埸 に 到着す、 隆盛 師に勸 めて 謂 ふ、 奈 
良は 京都の 近傍に て 潜伏に 便なら す、 薩 摩へ 下らる へし、 と、 
師之を 諾す 、因て 俊齋船 を 僦して 發 し、 日暮の 頃大阪 八軒屋 
に 着す、 隆盛は 俊齋に 意を 含めて 京に 歸 る、 師 は俊齋 と共に 
同志なる 吉井孝 助 (後に 吉井 友實) の大 坂勸畨 にて 詰 合 ひ 居 
〇 しを 招 s て 潜伏の 事 5: 謀る、 幸 助 之を 大目 橋 櫂 m 町 薩州上 
仲仕幸助に議し.幸助の宅に潜伏する乙と>な6 /2 $>因う 
て 俊齋は 京に 上う、 師 の大阪 に滯留 中は 吉井孝 助に 萬 事を 謀 
る，」と、なし /2 $、師俊齋に託して書を從頃近藤正愼に膾る、 
書中 陽 6 て、 四國へ 落つ るょ しを 認めて 薩 摩に 往く 乙と を 書 
せす、 只 俊齋を して 口つ から 近 衞公及 近 藤 1§: 助に 傳 へしむ、 

同牢 十月 三日 重 助は 京都 西 町奉行 所に 囚はれ 、師の 在る 所を 

詰問 せらろ、 も、， 實を吿 けす、 吏 許 3 す、 因て 師の 書を 出し 

て 四國 に遁れ しよ しを 陳すれ とも 猶ほ 許されす" 自ら 死を 期 

して 食を 絕つ {十餘 日、 毫も 師の 事を 云は すして 獄裡に 舌を 

噛みて 死す、 是よ 6 先き 隆盛 も 亦 幕府の 嫌疑を 受け 危難 身に 

迫 6 を以て京に止る乙と能は丁、陽に歸國の姿を見せ、大阪 


ニン (忍) コ 


迄 下う、 故鄕へ 潜行す へしと て 京地を 出 發 す、 其 時 同伴す る 
者 伊地知 正 治、 北條 右門、 f 後 村 山 松 根と いふ) 有 村 俊 齋の三 
人な 正 治は 伏 見に 潜む、 三人 大阪に 着す、 翌日 京都 薩摩 
邸の 留守： 伊集院 太郎右 衞門よ $急に一書を隆媼 {!: 送る、同 
月廿 三日 夜 - h 佐堀薩 摩 邸の 下よう 船に 乘 う出發 せんとす るに 
幕府の 吏 其 出耖を 妨けん とす、 降. 盛俊齋 百方 苦心し 俊 齋船夫 
を 叱し 强 S て纜を 解かしむ、 師は 船中 每朝 手を 洗 ひ 口を 漱 き、 
京に 向 a て 祈念す、 赤 間 ヶ關に 至 $、 三 首の 歌を 詠して 俊齋 
に 送る、 日く 「追風に 矢を 射る とく 行 舟のは やく も 事を はたし 
てし かな、' 「難 波 江 や あしの 3 はう はしけく とも 猶 世の ため 
に 身を つくして ん 、「いかは かう うきめみ ると も 行 衣に ZL 、 ^ 
つくしの か a も あらなん と、 海路 八日に して 十月 朔日 下の 關 
に 着す、 隆盛は 先 R 出 發し て薩 摩に 歸 る、 師 1PJ 日 竹 崎なる 同志 
白 石 1E 一郎よ 6 迎 a 來る 故に 其 家に 一泊し、 翌 二日 小舟を 借 
うて 豐前小 倉へ 渡う •同月 五日 筑前博 多 エ藤左 門の 宅に 着す、 
同夜 有 村俊齋 急き て 薩 摩へ 歸 る、 師は滯 在中 箱 崎 八幡宮へ 詣 
て、 又 太宰府を 拜 して 懇 k 祈誓す、 同所 松屋 某 方に 止宿して 
天拜 山に 登る、 後： 腿 岡吳服 町 高 橋屋勘 六方 隱居に 止宿す、 京都 
町奉行よ 6 追 捕の 使 下れる を 聞き 翌廿 六日 未明に 人の 勸めに 
よ 6 薩 摩へ 遁ん とする も 意の 如くなら す、 先つ 筑前國 上座 郡 
福 岡を 距る十 里 餘大庭 村なる 竹 内 五 百 都の 許に 往き 、一雨 日 
潜伏す べしと 一決し、 同月 二十 七日 師は竹 內五百 郡に 着し、 靜 
溪院鑀 水と 變 名し、 同志 平野 次郞を 弟 - f として 雲 外と 稱 し、 僕 
重 助を 藤 次 郞と改 め修驗 者に 扮し筑 後 河を 下 6 水 天宮に 詣し 
久留 米領苦 律に 着す、 柳 川 領小保 津に 至う、 醍醐 三 寶院 よう 

ニ ン (忍) n 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 0C —〕 


ニ ン (忍) シ 


ニン (忍) n 


日 高 存龍院 への 使 僧の 通 券を 贋造し 藤 摩の 關門を 通行 辻ん と 
す. .', 十一月 朔出船 し、 肥 前 鳥 原へ 渡う、 二日 間 風を 待ち 天草 
福 浦へ 着す、 水 股を 經て薩 摩米涑 番所に 至う、 關 M を 通行し 野 
間の ) S 番咐 に 至る に、 通行を 許さす、 故に 阿久根 港に 着し" 船 
# 所に 通 券を 出し 事な く 通 ff し、 同月 八日 城下 {C 至う、 柳の 辻 
子 俵屋 助次郞 方へ 着す、 西鄕 隆盛 ^ 訪 .ひ •共 R 國 事を 慷慨す、 
師は存 龍院に 一宿す、 師書を 俊 齋 に 送る、 同月 十六 日師は 日向 
に 赴く と秫し 隆盛 次 郎幷に 重 助 四 人 同船し 海 ^ 浮 W 月に 棹し 
出つ、 或は 詠し 或は 吟 す’ 師の歌 に 「舟人の 心つ くしに 波 かせ 
の危き 中を 漕 きを 出ぬ る r 答 ふへ き 限は 知らし 不知火の つく 
しにつ くす 人の 情に と v> ふ師は 隆盛と 共に 船頭に 出て 相 語る 
暫時に して 海に 陷 6 し 音 あう ければ 皆 M き 漸くに 引 上く るに 
隆盛は 師を 堅く 抱き 居た う、 隆盛は 蘇生し たれ ども 師は かへ 
らす 、實に 安政 五 年 十一月 十七 日の 曉な 6、 壽四 十六、 舟 子 日 
ふ師は 右手に て 西を 拜し 左手に て 隆盛の 手を 握-^ 居う しと、 
翌日 大久保 市藏 (後に 利 通) 有 村 俊 齋變を 聞て 海岸に 到 6 見れ 
ば 師 船中に 斃れ 、僕 重 助 傍に 悲 泣せ 6、 隆盛の 釉 中に 師か辭 世 

の 和歌 あり 日く 「曇うな き 心の 月の 薩摩慎 沖の 波間に 頓て入 

6 ぬる 「太 君の 爲に はなに かを しからむ 薩 摩の 迫 門に 身は 沈 

むと もと* 幕吏 檢視 して 城下 松原 南 林 寺に 葬る、 重 肋は 京師の 

獄に繫 かれ. 同六华 正 月 五日の 夜 師の實 弟 信 海同獄 に 幽せら 

れ .相 面して 師の 死を 語る、 後 五月 重 助は 赦に 遇 a 出て、、 

淸水寺 門. IW に 住居す、 W1 治 二十 三年 十二月 十七 H 敕し て師 ic 

正 四 位を 贈らる、 (月 照 上人 履歴書) 

ニ ン コ 1 J77 itu 光  ュ丨 クワン 融 M を 見よ、 


ニン シツ 刃 心室  モン ショ 丨文 勝を 見ょ、 

ニン シユ！ 忍 州 jjl =l 〔眞宗 〕 伊勢河 藝部柳 村 金 光寺 
の 住 寺な 6、 忍 州は 忍 阿の 嗣 なう、 至妙 院と號 す、 眞宗高 
田 派の 講師と なる、 n;l 治 四牢 九月 廿 九日 寂す、 壽五 十九、- 

ニン シヨ ー 忍 性？…：) 〔淨土 宗〕 京師の 學 僧な 6、 
忍 性は 初め 比 叙 山に 登 0 て、 天台宗を 學び 、兼て 俱舍に 精し、 
中 乙ろ 下野に 居 6/ 後 照 空 上人の 門に 入うて、 淨土敎 を 受け" 
道化 盛な う、 門下 皆其德 風を 欽慕す、 寂 年 及壽缺 く、 (鎭 流祖 
傅) 

ニ ンシ ヨ1 忍 性 a 三 5 一〕 〔臨 濟宗〕 土 佐 長 岡 汲 江 寺の 
學 僧な 6、 忍 性は 鄕貫詳 ならす、 南材梅 軒ょり 儒學を 受け、 
四書を 講ず、 如 淵 天 室と 並に 儒學を 以て 聞 1¢) 長 曾 我 部 元 親 ic 
招かれ、 岡 豐城內 に 每月六 回 儒 學の講 席を 開き、 大に 優遇 せら 
る、. 寂年幷 に壽缺 く、 (南 學傳 、日本 敎育 史料" 吉頁物 語) 

C 考〕 忍 性は 文祿 頃の 人な 

ニ ン シヨ ー stt  -  〔戒律 宗〕 相 模極樂 寺の 律 僧な 
6、 忍 性 字は 良 iii と 云 a 、 父は 伴貞 行、 母は 檀 氏の 出、 建 
保 五 年を 以て 大和 礎 城 島に 生る、 十一 歲に して 信 貴 山に 登う、 
十六 歲の 時母沒 せし を 以て 額 安寺に 入うて 剃髮 し、 翌年 登壇 
受戒す、 二十 四歲睿 尊を 拜して 十重 戒を納 る、 仁 治 元年 沙彌 
戒を 受け、 尋 で 具足戒 を 受 く、 又大悲 菩薩に 師事して 益々 戒 
律を究む、後常施院を建て、、諸病僧を養ひ、悲田院を修し 
て、 乞丐を 救 ふ、 寬元 元年 丈 六尺の 文殊 像を 造うて 般若 寺に 
置き、 母の 菩提の 爲 めに 十八 處に 於て 乞： r R 食を 給す るぶ 一 
万 八 千 人に 及 ふ、 畫夜 八關齋 戒を授 く、 寶 治元钜 鎭 W に往き 
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て 三大律 部を 求めて 西大 寺に 納め •雷 •ねて 元に 渡う、 大部の 
律鈔を 求めん とし、 # 尊の 止む ると 乙ろ とな 6 て 果 さず、 建 
長 四 年 巡 化して 常 陸に 入 $、 淸凉院 に It ま 6 て 盛んに 律 席を 
開く、 弘長 元年 鎌 倉に 到う、 北條 時賴の 請に よ 6 光 泉 寺の 開 
山と なる、 武藏刺 史平長 時極樂 寺を 修營 す、 師其 開山と なうて 
大に 律規を 輿し、 密灌を 授 く、 建 治 元年殛 樂寺 火災に 罹り、 師 
奇 夢に ようて 勸 化し 再興に 力を 盡す 、幾何なら ずして 奮觀に 
復 す、 弘 安四 年 蒙古 來寇 す、 師 時宗の 命に よう、 辟 村 山に 於て 
仁王 會を 開きて 調伏を 禱 う、 其 賞と して 永 福 寺の 主務に 1!]! し、 
極樂寺 御願塲 と / J: る、 ! H 應 元年 西 大寺に 至 6 て# 尊に 謁し、 
重ねて 灌頂を 受け、 阿闍 梨に 任じ、 四 年始め て 戒壇を 結び、 
別受の 法を 行 ふ、 壇に 登る 者 六十 人な う、 永 仁 元年 詔を 奉して 
八幡宮に 於て 蒙古 軍を 咒 し、 秋 東大寺の 幹事に 稀し、 六 年 四 
天 王 寺を 司とう、 悲田敬 田の 二院を 建つ、 嘉元 元年 七月 十二 
日 寂す、 壽八 十七、 臘六 十三" 大和の 般若、 攝津の 多 田、 相 
模 の大悲 、多寶 、永 福、 明 王、 常 陸の 普濟 、淨 光、 濟渡寺 等は 
皆師の 生前 住せし 寺院な う、 三 大律鈔 を講 する さ 七 回、 菩薩 
戒の宗 要敎誡 律儀を 講 すると 各 三十 回、 所 度の 弟子 二 千 七 百 
四十 餘人％ '% 院を 結界 する 七十 九 所、 伽藍を 修營 すると 八十 

三、 佛塔を 建立す ると 二十 區 、大藏 經を納 むる 十四 所、 諸 州 

に 橋を 架す る 百 八十 九、 道路を 修 する 七十 一所、 義 井を 鑿る 

三十 三、 殺生を 禁止す る 六十 三 所、 浴室 療 病の 宅、 乞丐の 屋、 

各 五所に 置き、 專ら 慈善に 心を 盡 し、 日に 住て 看病し、 二十 

年間 五 万 七 千 二百 五十人を 養 ふ、 廐を 構へ 病 馬を 集め、 時々 

佛 名を 唱 へ、 小簡 に咒を 書して 其 頸に 繫し むる 等惠 愛禽獸 に 


ニ ン (忍 V V 


及ぶ、 時の 人 呼んで 醫王如 來と稱 す、 嘉曆 三年 夏 後醍醐 天皇 
其德を 追崇 して 菩薩の 號を賜 ふ、 (行 狀略 、.本朝 高僧 傳 、律苑 
僧寶 傅} 

ニ ン； 、ショ ー 忍 成 一一 一 緊二 〔眞宗 〕 伊勢見 家 上品 寺の 住持 
f,  忍 成 字は 廓 然と s a " 闡敎 院と號 す、 心 海の 長子な 
う、 文政 五 年 十二月 二十四日に 生る、 法 梁に 從 a て 學ふ 、法 
梁の 寂 後 忍 阿に 就きて 專ら宗 乗を 究む 、高 田 派の 上品 寺に 住 
し、 明治 十二 年 講師に 任し、 同年 權少敎 正 ic 舖 す、 明治 十五 
年 六月 八日 寂す、 壽六 十一、 

ニン シヨ ー イン 刃 心 稱院  ニ チ ギ日宜 を 見ょ、 

ニン ジヨ 1ボ1 刃 ili 成 房  クヮン チ ユ-環 中を 見ょ、 

ニ ンチ ml 忍 a ii is 〔淨 士宗 ：一 山城 法 然院の 開山な 
う、 忍徵 字は 信 阿、 自ら 葵 翁と 號す、 俗姓 二見 氏、 正 保 二 年 
正月 八日 江戸に 生る、 明曆 元年 十一 歲 にして 增上寺 直 傅 V 禮 
して 薙髮 し、 宗門の 章疏 大義に 通す、 時に 十三 歳な う、 萬 治 二 
年直傳 寂す、 師 哀憐 追慕 禁ずる 能は す、 其 肖像を 圖し奉 侍する 
こ と 生前に 異ならす、 時 ic 萬 無 支淨國 寺 {C 住して 大に法 門を 
布く、 師往 きて 之に 謁し、 敎を受 く、 後林冏 に從 a て 經論 を硏 
究す 、七 年 十月 笈を 負；： 5 て 遊 方し、 相模江 の 島の 辨才 天石窟 
{(; 入う 一七 日間 精進す'  窟を 出で、 近 江 竹 生 島に 到う、 一 百 
日間 精 修練 行して 靈 夢を 感 し、 期滿 ちて 山城 八幡 正 法 寺に 寓 
す" 尋きて 長野采 女に 見ぇて 神道の 要を 究〇 、和 泉の 阿彌陀 
寺の 含榮に 請せられ て 其 席を 稀し、 往生 要 集を 講 す、 延寶四 
年 和 泉淨福 寺に 寓 し、 自警して 八 齋戒を 受け、 八 誓願 V 發 し、 
自ら 誓 a て 菩薩戒 を 受け、 怯 圓 律師 其證明 となる、 ' 日 萬無玄 
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R 待す る 次、 宗駿を 歎息し、 獅子 谷の 祖跡 を修 し、 般 舟道堪 
を 中興 せんと 議 し、 乃ち 土木の 役に 就き、 延寶九 年 五月に 至 
6 て 落成す、 即ち 善氣 山法然 院と號 す、 開 堂して 選擇 集を 講し 
法 筵を 張る、 玆に 於て 台密 li 律の 大刹慈 観、 戒 山、 香 雲、 隆 長、 
慧 中、 寶光 等の 諸 寺 其敎義 R 歸 す、 元祿 六年師 四十 九歲 大和 
西 光寺 玄 H を擢て 、席を 補せ しめ、 影 臨菴に 退老 し、 益々 道 
業を 勵〇 、一條 照 子 夫人 關白近 衞基熙 等師の 道化に 歸し 、數 
々邸に 延きて 法要を 聞く、 元祿 十六 年 幕府 法然 院を官 寺と な 
し、 莊園 山林 等を 賜 a 、 永く 寺產 となす、 自ら 江戶に 到 6 て 
恩賜を 謝す、 將 軍綱吉 召して 親しく 法要を 聞く、 辭して 獅 -f• 

餘人を 選 a 、 建 仁 寺の 高麗藏 本を 借 6、 北 藏の經 本を 對 校し、 
七 年 四月 成就す、 姉 別 R 大藏對 校錄一 百卷を 作ら A とし， 正德 
元年 十一月 十日 病 (C 罹り 寂す、 壽六 十七、 職 五十六、 著作 三 心 
私記 裒益 三卷 、光明 大師 別 傳纂 註、 一枚 起請 諺 論、 敕 修御傳 
緣 起、 同 目錄 、同 遺爭 、淨 業課誦 、已墮 未墮評 註、 安心 决定 
集、 興學篇 、別 si 念佛 三昧 法 諺 註' 勝 瑞記谷 一卷 ぁぅ， (忍徵 

和尙 fr 業 記' 續 日本 高僧 傅) 

ニン ヨ 忍譽  ォン チョ— 音 徴を 見よ、 

ニ ンヨ S 譽  ギョ- コ行 故を 見よ、 

二. ンヨ 373 5 患 >=1 ジッド- 實道を 見よ、 

ニ ンヨ  シン バィ 信 倍を 見よ、 

ニ ンヨ  SW  ズィ テキ 隨的を 見よ、 

ニ ン m  テ-ァン 貞安を 見よ、 

ニ ンア 仃阿  タツ リヨ— 達亮を 昆 よ、 


ニ ンウン シ 任 運 子  シ ユ 1 リユ- 宗寵を 見よ、 

ユン カク 任覺 j A-t 眠 g  〔眞言 宗〕 京都 朿 寺の 長者な 6、 
任 覺は藤 原 行宗の 子、 京都の 入な 6、 仁 和 寺信證 僧正に 從ひ 
て、 兩部灌 頂を 承け 密學 R 通す、 保 元元 年 態 野の 塔の 供養騎 
師とな $、 權伴師 に 任す、 平 治元华 勅 I て 柬 寺の 長者と なる 
應保 元年 權大 僧都に 轉 す、 長寬 ：兀 年 g 家鎭 護を 禱 う、 賞 とし 
て 法 印に 叙し、 二 年 春 天變を 禱 る、 承 安四 年 六月 神 泉苑に 雨 
を 乞 ふ、 皆驗 あ- CN、 治 承 四 年 二月 十一 日 寂す、 壽七 十二、 (本 
朝 高僧 傅) 

ニ ンシキ 任#  ラィ ィ賴 意を 見よ、 

ニ ンジョ 任 助  一一 一 Sr 刚 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 第一 一十代な 
う、 仁 助は 貞敦救 王の 第 四 子、 後奈良 帝の 猶子、 母は 太 政 大 
臣實 香の 女な 6、 天文 某 年 十一月 宣して 親王と なし、 諱 熙 
明と 賜 ふ、 明 八 年 十二月 廿五 日出 家し、 十五 歲 宗門の 行 業を 
禀 け、 十一 年 四月 十二 日眞 光毘盧 殿： i 登う、 大僧正 尊 海 R 傳 
法灌項 を 受け‘ 二十 三年 十二月 廿 四日 特進 R 叙す、 元龜 三年 
正：！！： 一品 4C 轉し 、天 ] H 十二 年 十二月 十九 日 寂す、 壽六 十一、 
嚴島 御室と 云 ふ。 付 法の 弟子 {C 晉海あ 6、 ( 傳燈 廣錄) 

ニ ンシ ml 任證  一：^ ね 〔眞言 S 京都 朿 寺の 長者な 
仟證は 鄕貫師 承詳か ならず、 文治 二牢柬 寺の 長衮に 任 
じ、 同 五 年 六月 十. 一日 長者 職幷 に大 僧都を 辭 し、 文治 五 年 六 
パ ニ 十三 日 寂す、 壽七 十七、 (東 寺 良 者秫 任) 

ニ ンセ 1 任 组 11  キョ 1 ハ曉 把を 見よ、 

ニン ヨ 人譽二 二 •七 八 〔淨 土宗〕 T 總淨. 土 寺の 開山な う、 
人嚳 は 奥州 岩 代の 人、 -} 1, 俗姓 詳か ならず'  存把 .に 師事して 淨 


〇〇 —）  書辭 名人 家佛本 日 


土敎を 學び 、下 總大戶 川 村 ^ 淨土 寺 ^ 鄉して 開山と なる、 文 
和 四 年 八月 六日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜)， 

二 Y タエ 丨 若 英 チョ- ネッ 超然を 見よ、 

4一 や ク X ? 若. 瘋 ゲ ソチ 玄智を 見よ、 

ニヤ クコ 若 虛  ミョ- 才- 明應を 見よ、 

ニ ヤクシ 若 芝 (1 三 一七) 京師の 齎 僧な $、  若 芝 字は 
溪溪 、號は 紫 陽と 云 ふ、 後奈良 院の時 の 書 僧な 6、 筆力 柔和に 
して 設色粗 紅 華を なす、 寂 年壽缺 く、 (續 本朝 需史 、鑒定 便覽) 
ニ ヤクセ ツ 饳  シユ— ロ ー宗郎 を 見よ、 

二 や タト ツ若 fft j IJ H-b 〔臨 濟宗〕 相 模長建 寺の禪 僧な 
i  若訥 字は 宏辯 、俗姓 不詳、 肥 前の 人、 初め 天台を 修め、 
後、 禪宗 に皈 し、 圓通 寺を 開く、 藺溪道 隆西來 し 太宰府に 部 
るに あ ^ 6、 若 訥謁を 通じ、 一見 機 契す、 即ち 弟子の 列に 連 
る、 道 隆を圓 通 寺に 請し、 自ら 偏 室に 居る、 道隆の 鎌 倉に 入 
6、 建 長 寺を 開ける よ 6 師隨侍 同 寺に 留 る、 後 道隆の 命に よ 
6 筑 前の 蘆屋 寺に 遷う 住す、 道 隆の疾 を 示せる にあ 犮 う、 建 
長 寺 R 歸り湯 藥に 侍し 其 命 終の 時拂子 柱 杖を 授與せ > b る、 圓 
通 寺 R 歸 へうて 法 化を 揚 ぐ、 永 仁 元年 十二月 廿七日 沐浴 了う 
淨 衣して 寂す、 壽七 十七、 遺偈あ 6 假 成，， 幻 質 (七十 七 年、 一 

蹈蹈碎 、萬 里靑 天、 諸 弟子 塔を 建て 傳心 塔と 云 ふ、 (延 寶傳燈 

錄 、本朝 高僧 傳) 

二 や クリン  '  若霖  一ー ョタ ィ汝岱 VJ 見よ、 

ニ ユ 1 ア 入 阿 - -r ii s: 〔淨 土宗〕 京師の 學僧 なう、 入 

阿  一 R 敬 蓮 社 入 西と 云 ふ、 艮 門の 人な う、 初め姒 空 上人の 弟 

子 幸 西に 隨うて 一念 義を喜 び、 後' 辨長 上人 R 師事して 一門の 


宗義 を傳へ 著作す ると 乙 ろ 多し、 三 心 全 菩提心の 義を 立てた 
うと 云 ふ、 弘 安八笫 十月 二 B' 寂ず、 (鎭 流祖傳 、淨土 總 系譜) 
ニユ ー エン 入圓 C: 、.) ： 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
ク， 入圓東 塔 南 谷に 住し、 日夜 念佛 して 義學を 事と せず、 
臨終に 沐浴して 益 精修 す、 其日笙 歌 伎樂上 に滿 ち、 座主 明快 
親しく 聞き、 毎 R. 人に 逢 a て 語. 9 ^ 6 と 云 ふ、 (本朝 高僧 傅} 
ニ ユ - エ ン 人圓 ド- ジ ョ道恕 を 見ょ、 

ニ ユ ー、 ゲン 入 £ ーーー |^ 1、〔淨土宗〕大和奈良 11 曲養の僧 
な 6、 入玄字は良乘とい3ノ_後新瀉の人な6、出家して 
念佛 三昧に あう、 醍醐 山 三輪 山 金剛 山 下の 興樂寺 等に 寓 す、 
寬文 六年奈 良 R 到 6、 高圓山 下に 隨曲菴 を營み て 住す、 日課 
念佛三 万聲懈 る ^ となし， 延寶二 年 六月 病を 獲て 七月 十二 日 
寂す、 壽五 十四、 (續 日本 高僧 傅) 

ニ ユ ー サィ 入 西  v 5:: .二 〔眞宗 〕 常 陸の 僧な う、 入 
西は 常 陸の 人 初め 比皲 山に 登'^ I ' fe! 台の 敎を學 ふ、 晚 年本國 
に 皈 6、 山林 R 居 6 道を 修 す、 後 親鸞に 歸依 して 弟子と なる、 
仁 治 三年 九月 親鸞 上人の 像を 書き、 建 長 四 年 寂す、 ( 一 說に入 
西は 唯圓と 同人な 6 と) (本願 寺 1 } . 

ニユ— サィ 人 西  ーーユ -ァ入 阿を 見ょ、 

ニ ユ 1 シン 入信  一 . si ts 宗〕 常 陸那珂 郡壽命 寺の 
開山な う、 入信 俗姓は 源氏、 佐竹義 長の 子な 6、 深く 世を 
厭 a 、 穴澤 の小邑 R 隱 居す、 親 驚 R 稻 田に 諸し、 淨土 敎を受 
けて 薙染 す、 貞應 元年 二月 大島 村 R 一  寺を 創し、 壽命 寺と 號 
す、 建 長 某 年 三月 廿五日 寂す、 (本願 寺通紀 ) 

ュュ ン柔 遠- Ij ss A— 〔眞 宗〕 越 中 新 川 都 高 柳明樂 寺 


二. や ク (名)： 二 frl (入〕 ：  ，■ニ ユ？ (入' 柔) 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 3 〇 一） 


ニヨ へ 如 ンイ 


の 住持な 柔遠 字は 子歸と S ひ、 柳 溪と號 す、 雪山の 高弟に 
して 師 說の闕 けたる を 補 S、 空 華の 學 遠近に 振 ふ もの 師乙と 
に 力 ぁう、 寬政十 年 二月 一日 寂す、 壽五 十七、 論して 快樂 
院と S ふ、 其 後は 越 中の 諸師 別に 弟子を 取らす、 後進の 學生を 
率ゐて 其 墓に 謁せし め滅 後の 入門を 許可す とい ふ、 著作 十二 
禮講錄 、寶 章訓函 各一卷 、易 行 品 螢明錄 、淨 土論隨 感錄 、各 
二卷 、往生 論 註錄 、玄義 分 講錄 、本 典 頂戴 錄、 文 類聚# 肩 窺錄、 
高僧 和 讃攝釋 、各 四卷 、.般 舟讃甄 解、 選擇集 錐指錄 、各 五卷、 
往生 要集講 錄十卷 、六 要鈔 指玄錄 十一 卷ぁり (淸流 紀談 、本願 
寺 派 學 事史) 

-ーヨ ィ 如意  ケソ ソン 賢 尊を 見よ、 

一ー ヨィ アン 如意 ^ ギヨ-グワン 行 願を 見よ、 
i ーヨ イコン ゴ 1 如 止 思 金剛 ミヨ-シン 明 信を 見よ、 

1 ーヨイ コンゴ- 如 音 必 金剛  d  - シヨ- 宥 性を 見よ、 

一ー ヨ i 如意 尼 j  I SI 〔眞言 宗〕 攝 津神咒 寺の 開山な 
6、 如意 尼は 丹 州 與佐鄕 の 人な 十 歳の 時 京都に 入う 如 
意輪觀 音の 靈塲 を訪 ひ、 頂 法 寺 (六角堂〕 の 傍ら ic 寓 す、 弘仁 

十三 年 太子に 仕へ、 十四 年 四月 太子 即位し 給 ふに ぁたうて 妃 

となる、 其 年 天皇と 共に 空 海に 從 S、 如意 輪の 法を 受け" 天 

長 五 年 二月 十八 日夜 二 侍女を 携へて 宮中を 出で、 攝津 に往 

き" 如意 輪 摩 尼峯に 寺を 建て、 十一月 空 海に 請うて 山に 入 6、 

一七 日 如意 輪の 法を 修 す、 六 年 正 パ 空 海に 受明灌 頂を 受け、 

五日 吉野 R 至う、 二 句を 經て皈 る、 七 年 二月 十八 日 空 海阿闍 
梨位灌 頂を 尼に 授く '八 年 十月 十八 日大 殿を 落 慶 し、 神咒 寺と 

號 す、 承 和二钜 正月 淳和 天皇 山に 幸し、 尼に 法要を 問 CA 給 ふ、 


こ 


同年 二十日 寂す、 壽六 十三、 朝廷 使を 遺は して 厚く 葬る、 ( 弘 
法 大師 弟子 譜) 

ニ ヨ イチ 如 一 jj H- H-t f  〔黃檗 宗〕 豐 前福聚 寺の 開山な 
$、  如 一字は 即非 、俗姓は 林 氏、 nil 福 淸縣の 人な 6、 父の 
諱は英 、十三 歲の時 父を 喪 ふ、 學年 にして 密雲 和尙を 黃檗山 
禮し て宗 意を 學 S、 後、 十八 歲に して 龍 UI 寺の 西 ♦ 灝を拜 

して 薙髮 す、 二 
十 歳に して 進 具 
す、 崇禎 十年隱 
元禪 師黃檗 山に 
主たるに 及 a 具 
足戒を 受得 す、 
遊 方して 長慶石 
雨禪師 に 入路の 
要を 聞く" 朝宗 
萬 如 永覺正 信の 
諸 大宗 匠に 見 
ぇ、 後 菴を搆 へ 
て 幽居し、 黃樂 
山に 入 6 て 再 a 

隱 元に 參して 書 gd となる、 淸順治 四 年 母の 病を 聞きて 玉融城 
に 歸へ 6、 平 治を 禱 る、 同年 冬黃檗 山 ic 歸へ 6 堂 司と なる、 
苦 ff 精修 する 乙と 三年に 及 a 、 同七牢 十二月 三十日 山中 會々 
火を 失す、 師火 中 R あぅて 頭 面 手足 傷槙 すれと も 知らす、 僧 
智圓等 急に 呼 s て 助け 起す、 師機 に 方 6 て轄然 大悟す、 爾來 


(五〇 c— )  書辭 名人 家佛 本日 


隱 元の 淨 室に 侍し、 翌年 正月 印 可を 蒙る、 時に 三十 六歲な 6、 
同 屯 夏 雪 峰 崇聖禪 寺 R 錫を 移し、 九 年 一月 母 八十 一にて 終る、 
師 喪を 修して 後、 再 ひ 雪 峰 崇聖禪 寺に 歸 へる、 十一 年 隱元禪 
師 日本よ 6 請 せらる、 に 方. 〇/ 明年 元禪師 よ 6 召 S る、 途次 諸 
高僧を 歷詢 して 各々 機 語 あ 6、 殊に 虞 山に 登- 〇 費 隱禪師 に謁 
して 敎を 承け、 八月 費隱に 辭し ，獅子吼の 三 大字を 付與 せら 
る、 十四 年 二月 曇瑞 等を 從へて 出發 東航し、 十日なら すして 
長 崎に 着す、 時に 日本 明曆 三年な 6、 乃ち 長 崎崇福 寺に 住す、 
萬 治 元年 冬 fpl 寺に 安居す、 當時木 菴性滔 福 濟寺 にあう 師と並 
a 稱 せられて 二 甘露 門と 云 ふ、 寬文 三年 山城 宇治 黃檗 山に 登 
6、 隱元 禪師に 邂逅し、 同 山 竹林 寺に 入る、 同年 冬 木 菴と共 
に 隱元禪 師の法 化を 助く， 翌年 九月 黃檗 山を 辭 し、 淸の雪 峰 
崇聖禪 寺に 歸 へらん とし、 途次 豐前小 倉 侯に 迎 へられ、 同地 
に 留まう、 福聚禪 寺を 荆し 開山と なる、 五 年 四月 祝國開 堂の 
盛典を 擧 け、 法 化 四方に 徧 し、 八 年 法 雲 洞を 擧けて 席を 讓 6、 
自ら 長 崎崇福 寺に 退隱 し、 十 年 秋微疾 あう、 翌十 一年 二月 病 
再 發 し、 五月 六日 遺囑 並に 規則 六條を 書し、 懇に 弟子を 誠め、 
且つ 弟子 等の 請 {C よ 6 偈を 書して 日く" 生 如是、 死 如是、 坐 = 
斷 生死 關ハ觸 ，1 破 沒巴鼻 - \ と、 筆を 擱きて 茶を 啜う、 泊 然として 

寂す、 寬文 十一 年 正月 二十日な 6、 壽 五十六、 臘三 十九、 弟 

子 骨身を 三 所 R 分ち 塔を 建つ、 即ち 廣壽 寺、 聖壽寺 •黃榮 山 

の 瑞充院 な 6 •法 嗣拍巖 節、 千 呆伎等 五 人、 著作 全錄廿 五卷、 

並に 佛祖道 影賛あ 6、 ( 即 非和尙 年譜、 續 日本 高僧 傳) 

ニ ヨエン '■••<, 如圓 yt s-. lj  〔浄土宗 西 山 派〕 山城 眞宗 院の學 

僧な 6、 加 間 字は 信 空と 云 ふ、 (一に 眞空 に 作る}、 京 兆 尹 信 


二  S 如〕 H 


實の 猶子な う、 深荩眞 宗院隆 信に 師事して 宗義を 受け、 隆信 
の 遺命 R よ 6 眞宗寵 護の 二院に 住し、 道化 盛んな 6、 正 應五 
年 三月 三日 寂す、 壽缺 く、 (淨十 •總 系譜、 淨七傳 燈錄) 

二 3 エン 如 淵 E: 一四 ◦〔臨 濟宗〕 京師 東 福 寺の 學僧な 
う、 如 淵は 眞西堂 (一 R 信 西 堂 R 作る)、 と號 す、 俗姓 吉良 
氏、 土 佐の 人な う、 吉 良宣義 の 姪な う、 幼に して 出家して 京師 
に 上う、 東 福 寺 ic 學び (一說 に 妙 心 寺)， 後 土 佐 ic 南 村 梅 軒の 
儒學を 唱 ふるを 聞き、 國 に 皈 $ て 其 議席に 列し、 儒學を 講究 
し、 忍 性 天 室 等と、 も R 一時に 聞 ゆ、 長 曾 我 部 元 親 K 招かれ 
施 豐城內 K 儒 學の講 席を 聞き、 大に 厚遇 せらる、 天 正 八 年 十 
月 異父 弟 吉良親 實讒 {C 死す る R 及 a 、 同月 連坐して、 殺 S る、 
辭 世の 偈ぁ う、 五蘊 聚散 處 、人間 作，， 古今 (不 生還 何滅 、洞然 
常 法 心'  著作 吉良 物語 ぁ 6、 ( 南 學傳 、吉良 物語、 吉 良神靈 
記〕 

ニ ヨエン 如緣 アィ チ 阿 一を 見よ、 

ニ ョェン 如 猿 ニ チヵ シ  日鑑を 見よ、 

二 m カ ィ如海 ( . ) 〔時宗〕 越前稱 念 寺の 僧な 

如 海は 越 前の稱 念 寺に 住し、 時宗 要義 集 二卷 7r 著は す、 寂 年 
及 a 壽缺 く、 

ニ ヨガ ク 如覺一 .六 五 四 〔天台宗〕 大和 多武 峯の學 僧な 
P,  如覺 は九條 右大臣 藤 原 師輔の 八 男、 母は 延喜 帝の 皇女、 
前齋宮 雅子內 親王な 6、 初め 從五 位右少 將藤原 高 光と 云 ふ' 巧 
R 和歌を 詠し、 多く 選集に 入る、 天 德四年 師輔薨 す、 翌年の 
冬 一夕 月に 對し 歌を 詠して 感を 述べ、 世の 無常を 感し 、出家 
の 志 あ 6、 應和 元年 十二月 五日 比叡山 橫 川に 詣 し， 增賀 上人 


ニ ヨ ( //l }Hi  力 
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(六 〇〇 一) 


二 mr 如 y ゲ pn 


_ ニ ョへ 如キ ー、 手 

を 禮して 度を 受 く、 二 年 八月 穸武峯 に 登う、 常 行 三味を 修 し、 
增賀 上人 R 就 S て 昭 金の 密 法を 受け、 且つ 摩訶 !h 觀 等を 聞く、 
後、 草庵を 結 ひて 極 樂 房と 云 ふ、 1H 曆五年 三月 十日 沐浴 淨衣 
端坐 合 常 西方 R 向 a 、 阿彌陀 佛を念 し、 偈 5- 書して 日く、 比 
來修 行念佛 業、， 常 願 西方 極樂界 、臨終 夕 初見 三聖 、賢愚 莫疑 
淨土敎 、と、 筆を 投じて 寂す、 (多 武峯 略記、 扶桑 隱逸 傅) 

ニ ヨキ シ 如央 -or f^* シユ- デン 宗傳を 見よ、 

ニ ヨク ー 如 空  一 A; 八 一 〔淨 土宗〕 相 模鎌倉 光明寺の 僧な 
，か、 如 空 姓は 大江 氏、 京師の 人な 6、 父は 大江齊 光の 孫 家 
光な.*^、 1 M 名は 法 喜 九と 呼ぶ" 始め 南禪 寺 ic 入- CN て 儒 典を 學 
ぶ、 父を 亡す るに 及んで 大に 世の 無常を 感じ、 道 . -E の 下に 役 
して 出家す、 尋て 慈心に 謁して 諸宗 を硏究 t' 、 記キ禪 帥に 師 
事して 一宗の 支 微を盡 す、 後醍醐 天皇 師を 召して 諸 部を 勅問 
し 給 ふ、 奏對 甚だ 明 46、 天皇 即ち 佛元 眞應 智慧 如 I 國師の 
號 、幷に 紫 衣を 賜 ふ、 師 和歌に 巧な 6、 其作續 千載 集， 新 千 
載 集に 出づ 、元亨 元年 三月 六日 寂す、 謚して 如 一と 云 ふ、 ( 鎭 
流祖傳 、淨 土總系 譜) 

二 3 ク—  '如 空  H 丨 シン 英心を 見よ、 

ニョク ヮク  ', 如幢  ” S ョ I 才—良 雄を 見よ、 

二 m ゲン’ 如 幻 011  )〔 新義眞 一一 S 示〕 山城 五智 山の 學 

僧な う、 如 幻 字は 道 空、 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 運敞 

僧正の 門に 學び 、.曇 寂と 新 古和融 の義を 爭 ふ、 寂年缺 く、 著 

作敎 主義、 百 法 抜 書鈔指 瑕、 俱舍 論講輯 、義林 章 序 解、 三論 

玄義大 例、 各一卷 あう、 (新義 眞言 宗史〕 

ニヨゲ ン 如 幻 (一一 〇2) 〔華厳宗〕 播磨性 海 寺の 學 僧な 


$、  如 幻は 興 福 寺に あうて 唯識を 學 a 、 因 明を 傳ふ 、良覺 
に 從って 華厳を 禀 け" 觀八 K を 修す 、僧都に 任し、 後播磨 ic 牲 
き、 性 海 寺を 開きて 華齡經 を 講ず、 某年壽 六十 二に て 寂す、 
(本朝 高僧 傅) 

ニョゲ ン 如 幻 シュ  丨ゴ宗 悟を 見ょ、 

二 3 ゲン 如 元 (一一 ◦五一〕 〔曹饷 宗〕 聖興 寺の 禪僧 なう、 
如 元 字は 太 山、 筑 紫の 人な 6、 幼 R して 僧と な $、 諾禪 師に歷 
參 し、 尋で峨 山紹碩 R 依る、 法 兄 通 幻大原 山に 聖興 寺を 開く 
に 方う、 師其 席を 嗣て 住持と なる、 後總持 寺に 出世し、 幾な 
ら ずして 辭して 聖興 寺に 皈 6 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

二 m コン 如 金 一一 一 g 一; 臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 如 金字は 玉 岡、 越 前の 人、 別 源 圓 旨の 室に 役して 薙髮 
し、 執 侍 多年に して 初めて 弘祥 寺に 出世し、 尋て筑 前の 聖福寺 
に 主と なる、 將軍源 公 其玄 下に 歸し 、聘 して 建 仁 寺に 主たら し 
む、 幾なら すして 天寵 寺に 遷 6 、終に 南禪 寺に 主と なる、 應永 
九 年 八月 廿 六日 寂す、 壽七 十一、 偈あ 6、 七十 一年、 討， 一 甚麼椀 ハ 
古渡 月明、 靑天 雲散、 東 山に 塔し、 新豐 塔と 名く、 

1 :考〕 如 金曹洞 下の 法 系を 繼 くも 臨 濟 下の 僧の 如く 臨 濟の寺 
(C 住す、 Z. れ當 時一禪 宗に して 分つ ところ あら しに 由る 
な 6 

二 m コン 如欣 (一一 cx 七) 〔曹 洞宗〕 越 前 洞 源 寺の 禪 僧な 
K  如欣 字は 怡雲越 前の 人、 幼に して 圓通 山醫王 堂に入 $ 
て 甘露 泉の 偈を讀 み、 出 俗の 志を 起し、 十八 歲普濟 善 救和尙 
に 付て 落髪し'  寶 1M1 寺直饨 祖禪師 に 師事して 印 可を 受け、 總 


(七 〇〇 —） 
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持 寺に 出世す、 後、 檀徒の 請に 應じて 洞 ili;( 寺に 主と なう、 某 年 
寂す、 壽缺 く、 法嗣互 海 印、 放 牛 索、 簡中 遠、 雪叟 庭の 四 人 
ぁう、 (日本 洞上聯 燈録) 

ニ ヨサン 如 # ;  ; #: •一. 〔曹 洞宗〕 三 河全久 寺の 禪僧な 
6、 如珊 字は 九 峰、 一に 湖海と 號 す、 眞翁宗 龍に 參 し、 入 
室 印 可を 蒙 6、 永 平 寺に 出世し、 全久泉 龍龍谿 の 諸 寺に 歷遷 
す" 丹 波の 大守菅 沼 氏 上野に 禪寺を 建て 全久 寺と 名け、 師を 
して 之れ に 居らむ、 一 住 数年、 參 河の 全 久寺に 退 休し、 天 正 
十九 年 十二月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 遺 偈 ic 日く、 達磨 不， 來，， 
東 土 三 祖不 西天二 條 古路 無， I 荆棘； 遊戯 自在 入，， 九泉； 法 
嗣香山 淳碩ぁ 5、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

ニ ヨジツ 如 1 貫 シユ— ホン 秀 本を 見よ、 

ニ ヨジツ 如實 リョ.- ヵィ 亮海を 見よ、 

二 m;、 ンツヌ ン 如 {貫 菴 ギリ ユ-義 龍 ^ 見よ、 

ニ ヨシ ン 如 信  il si  〔眞宗 〕 山城 本願 寺 第二 代な う、 
如 信は 善鸞 法師の 子、 親鸞 上人の 孫な う、 延應 元年に 生れ、 
法 脈を 祖師に 承け、 文 永 九 年 親鸞の 季女覺 信 尼と 共に 一 寺を 
大谷 墳墓の 傍に 設 く、 此年 朝廷よう 本願 寺の 勅號を 賜 ふ、 後 
從弟 宗慧を 留守 職と なし 東 國に遊 化し、 陸 奥 白 川郡大 網に 願 

入 寺を 建て、 後 其 職を 宗 昭に讓 6、 願 入 寺に 退隱 す、 正 安元 

年 十二月 弟子 乘 善の 請に. 應 し、 常 陸 金 澤に行 化し、 同 二 年 正 

月 四 H 同地に て 寂す、 壽六 十二、 (門跡 傳 、本願 寺通紀 、本山 

寺 誌、 大谷 畧譜) 

ニ ヨシ ン 如 心 チ！ i  I ジョ 中恕を 見よ、 

ニ ヨシ ン 如眞 リョ 丨ヵィ 良 海を 見よ、 

ニ ヨ (如 j サ ー シ 


” 3 ジやク 如 寂 (一八 四 四) 〔眞 W 宗〕 河 內 法界 寺の 學僧 
な $、  如 寂は 法界 寺 {C 住す、 眞言を 宗 とし、 傍ら 淨十： 宗を 
修 む、 元曆 年中 院を 捨て、 高野山に 登 6、 九十 日間 修鍊 す、 
師某 僧の 見聞を 筆して 高 野 往生 傅を 纂述 す、 寂 年、 及 ひ 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傳) 

ニ ヨジヤ ク 如 寂  エン ジョ— 圓靜を 見ょ、 

ニ ヨシ ユン 如 #. (一  S 二) 〔臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪僧 
f,  如 春 字は 少林、 夙に 出家し 徧く諸 老に歷 事す、 後 菜 
明に 師事して 侍 司と なる、 正 和の 初め 同志と 共 {C 支那に 渡 6、 
恕仲慍 愚菴及 等の 諸老 を訪 ふ、 姑 蘇 天 寧 寺に 楚石琦 を 拜 す、 
後 愚菴に 依る Z. と 亦 久し、 東 歸後建 仁 建 長 圓覺に 歷 住す、 示 
寂の 年 時 及壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

〔考〕 我 園の 曹洞宗 と 云 ふは 道元 禪師を 開祖と する もの なれ 
は、 如 春の 如き 曹 洞の 法 豚を 受 くる 者 も、 X 禪師に 關係 なき 
を 以て 臨濟 下の 寺に 住せ 6、 

ニ ヨシ ユ ー 如 周 iH ?I 〔戒律 宗： 一京 都 泉 涌 寺の 律 僧な 
う、 如 周 字は 正 尊、 俗姓は 伴 氏、 山城 八幡の 人、 幼に して 
泉 涌 寺の 長 國院に 役し、 賢弘に 依うて 侍 童と なる'  十三 歲削 
髮染 衣し、 十九 歲玉英 珍を 拜して 具足 戒を納 る、 比 叙 山正覺 
院に 登うて 法 華 經を聽 き、 尋 M て 興 福 寺の 喜 多院に 空慶 僧正 
に從； S て 唯識を 學ふ 、■其 他瑜伽 因 明 傳朁せ さる 乙と なし、 寬 
永 七 年 ？ 11 醐寺無 量壽 院に往 き、 堯 1111 僧正に 從 a て 松 橋 流を 傳 
承し、 慧日 山の 丹岳忠 に參 して 禪 宗の玄 旨を 問 ふ、 師 雲龍院 
の廢を 見、 奏請して 興復 し、 白金 若干 1: 內賜 せらる、 京都 
の 所 司 代 板 倉 氏、 高槻の 城主 永 井 氏 共に 外 護と なる •十八 年 
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(八。。 一） 


.ニ ヨ 、如〕、 y — ジ 


ユ a c 如) ^ — ゾ 


法 華 經を講 し、 三寶の 名字を 刻み 印して 諸人に 與 ふ、 師に三 
歸 戒を受 くる 者 一萬餘 人 (C 及 ふ、 太 上 法皇 寵遇 最も 渥く、 
十九 年 秋 詔して 院に 就きて 如法 經を修 し •先帝の 冥福を 資け 
しむ、 勅を 拜 して 禁中に 梵網 經を講 し、 爾後 毎月 宮 に 入りて 
法 華 楞嚴遺 敎の諸 經を講 す、 二十 年 通受の 法に て R 誓して 菩 
薩戒を 重受 す、 眞空阿 之を 證 明す、 正 保 元年 上皇 及 a 朿福門 
院 師を延 きて 受戒し、 公卿 太夫 同時 R 受戒す る 者 多し、 四 
年 二月 初 病を 示し、 上皇 特に 敕して 大納言 經廣 をし. て 泉 涌 寺 
の 主と なす、 十八 日 遂に 西 向 合掌 端坐して 寂を 唱 ふ、 壽 五十 
四、 臘三 十六、 全身を 寺の 後山に 窆む 、(本朝 高僧 傅) 

ニ ヨシ ヨ 1 如 性 a 九 一大〕 〔法相 宗〕 大和 菩提 山の 學僧 
f、  如 性 字は 禪 空、 奈 良の 人な 6、 興 福 寺に 萬して 法相 
を 講習し、 後、 菩提 山に 住し、 經照 上人と 席を 同じぅ して 宗敎 
を 磨き" 智舜 に從つ て 三論を 學び 、尋 で 法華義 疏を聽 く， 體 
日なる 者 あ-^ 高 野ょ-^ 來 6 て 菩提 山の 座主と なる'  師屢 乙 れ 
と 論難し、 體日 をして 金峯 山 R 去らし む、 正 元元 年圆 照に 謁 
し、 戒壇 院に 於て 戒を 受け 律を 聽 く、 其 後を 詳か にせす、 (本 
朝 高僧 傳) 

ニヨシ 3 1 如 淸 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登實相 寺の 開山 

f，  如淸 字は 一 庵、 薩摩の 人な り、 寵護寺 眞化支 淳 R 師 

事し、 其 法を 嗣き •總持 寺に 出世す、 能 登の 神 保 氏 同 國實相 

寺を 立て 師を 請す、 師依て 開山と なる、 後 5 び 總持 寺に 皈 6、 

敕賜紫 衣を 拜 す、 寂年缺 く" 法嗣竺 雲梵洳 、和 菴淸 順、 松梵 

藏 主の 三人 あぅ、 C 日 木 洞上聯 燈錄〕 

ニョ ジヨ？ 如定53せ 〔黃维 宗 .肥 前 長 崎 興 福 寺 一一 代 


な'^、  如定 字は 默子と 云 ふ、 明 人な'^、 寬 永九矩 西 來し長 
崎 興 fe 寺 二 代と なる 道 暇 書 ^ 能くす、 寬永 十一 年エ を督し 
て 酒屋 町磨屋 町の 間に 石造の 眼鏡橋を 架す、 乙れ 長 崎に 於け 
る： 心 橋の 始な 隱 元の 西 來す るに および、 戶 町村 大 浦に 退 
隱 す、 明曆 三年 十一月 舟 日 寂す、 壽六 十一 (黃聚 宗 史料) 

二 3 ジヨ1口1ニン 如 常 老人  シヨ ーセン 性 潜を 見 

A 

二 3r スィ 如 水 シュ - H ン宗 淵を 見よ、 

二 3 ゼアン 如是 巷 サィ ジュン 两順を 見よ、 

ニ ヨセツ 如 雪 (二〇 五 S  〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 禪 僧な 
6、 如 雪は (一 ic 如 拙に 作る)、 明の 人、 應永中 九州に 來 $、 
後、 京都に 上ぅて 書を 明 兆に 學び 、終に 妙手と なる" 最も 山 
水 人物 花鳥に 長し、 其 書く 所 南宋の 馬 遠、 夏珪 、牧溪 、玉 洞、 
及び元の顔輝に似た-^我國古來書を善くする者未だ宋元の 
風を 學び たる 者な し、 乙れ を 學びて 大に其 法を 得 y2 るは 師を 
以て 始めと す、 京 郡 相 tnkl 寺 中亂芳 軒に 住す、 寂 •年、 及壽缺 く， 
(本朝 霱史 、扶桑 書人傳 、扶桑 書 エ譜) 

11 H セツ 5D S モン ガン 文巖を 見よ、 

-lm セツ in g  一ー  ヨセッ 如 雪に 同し、 

ニ ヨセツ 如 © ニ チュン 日 忍を M よ、 

二 3 セツ 如說 エヶ ソ慧劍 を 見よ、 

- ー ヨゾー 如藏尼 (一 五 九 八) 〔 . 〕 奧州慧 日 寺の 尼な 

K  如藏 尼は 平將門 第三の 女な 6、 父誅 {C 伏す るに 及び、 
奥州 (C 走 $、 慧 = 寺の 傍らに 菴 居し、 常に 地 藏號を 持す、 故 
に 時の 人地藏 尼と秫 す、 寂坧缺 く、 壽 八十 餘、 (元 亨釋 書) 
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こ ヨタク 如澤  一 ^ S2 〔黃檗 宗〕 山城 宇治 萬 福 ^ の 第 
三十 九 代な う、. 如澤 字は 霖龍 、俗姓 山野 氏、 後に 響 谷 氏を 
稱 す、 周 防 秋 穂の 人な 6、 出家して 黃檗宗 に皈 し、 素 明 聰の法 
を嗣 き、 長 門 豐浦の 萬 松 寺 R 住す、 明治 十六 年 八月 十六 日黃 
梁 山に 上-^、 锘三 十九 R の 山 主と な $、 同年 十二月 廿 九日 寂 
す、 壽八 十二な う、 (黃檗 歷 代表) 

ニヨ チタ 如 竹  ニ チ シヨ ー日章 を 見ょ， 

二 3 チ？ 如 伸  テン ギン 天 闇を 見ょ、 

ニ ヨ 如 導  一一 一 g —ra l 〔戒律 宗】 京都 永 園 寺の 律 僧な 
6、 如 薄 字は 見 蓮、 號は 無人と 云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 伯耆 
刺史の 子な-^、 智恩 院に投 して 出家し、 自ら 謂へ らく、 此樣 
土 世界を 去 6 て 樂國に 適かん、 と、 乃ち 大井 川に 到う、 石を 抱 
て 水に 投ず 、里 民 乙れ を 救 ひ、 父の 宅に 送る、 去うて 關 西の 
安樂 寺に寓 し、 勸修 三年の 後、 筑 後に 遊び、 安養寺 ir 於て 沙 
彌戒を 受け、 淨十針 を 學び 、居る 乙と 七 年、 泉 涌 寺に 至 6 知 
元 和尙を 拜して 滿分戒 を 受け、 法 光明 院に牲 きて 良知 律師に 
從 ひ、 錫を 留むる 乙 と 八 年， 律儀を 硏究 し、 兼て 圓頓 大戒を 
傳 へ、 肥 田 院の明 立の 擅に 入うて 灌 頂受學 し、 小 野 流の 蘊奥に 
達す、 建武 初年 信 濃 善 光寺に 說 法し、 畢^' て 京都に 還'^、 永 園 

寺に 住す、 四方の 檀越 交々 師を 請 a て 住持たら しむ、 上林苑 

觀音 寺、 朝日 山莊睇 院 等皆然 6、 師常に 夢窓國 師に參 し、 禪 

を 問 a て ^ あ $、 後 m 勢 迎攝院 V- 開き、 戒を弘 め、 法を 授 く、 

延. 父 二 屯 五 n 二十 n 北 ll!ir 親 音 寺に 於て 寂す 壽七 十四、 法 M 

叫 十八、 師牛前 住持た る 乙と 十餘ケ 寺創纽 再興 十五 ケ 寺、 尼 

寺を 置く 數十寺 あう、 (本朝 高僧 傳) 


ニョ(如.)夕 — K. 


二 m ニ チ 如 日 si -t:: -: S 言 宗〕 攝津遲 月 菴の 僧な う、 
如 日 字は 照 空、 號は窣 阿後に 遲月罨 と 云 ふ、 filri 中小 田 郡 笠 
岡の 人、 父は 丸 山 安左衞 門 守 喜と 云 ふ'  京師 光 天 作師に 就い 
て 度を 受く 、空々 阿闍梨 大幻智 暉に就 s て 法 門 k 受け、 博 ^ 
多識 にして 傍ら 短句 俳 歌を 嗜む 、初め 攝津大 坂に留 住し、 生 
駒 山 下に 菴を營 み 遲月菴 空 阿と 云 ふ、 後 諸國を 滕 遊し、 西は 
備 後長 門 等に 至う、 m は 伊賀 幷に奥 州の 諸 地に 留 住す、 仙臺 
の鹽 竈' 岩 城の 平瀉、 常 陸の 水 戶に菴 を 營みて 住し 短句 俳 歌を 
以て 大に聞 ゆ、 文化 九 年 九月 十五 日江戶 住吉町 大坂屋 長 四 郞 
の 家に 寂す、 _ 六 十三、 辭 世の 句に 日 ふ、 身 もな くと おもへ 
は 3 むしち る 櫻、 著作 隨筆 若干 卷ぁ う、 ( 此君堂 文集、 江戶名 
家 墓所 一覽) 

二 3 ニ ン如刃 心 ソ ー ホ 聰保を 見よ、 

ニ ヨ ニ ヨシ 如々 子 ジョ ー レキ 淨 ^ を U よ、 

二 3 二 3 K1 ニ ン 如々 道 人  ショ I ゲン 邵元を 見 

X、 

ニ ヨプ - 如 風  ショ-- シュン 韶舜を 見よ、 

ニ ョホ ー 如寶 •一 rai l: 〔戒律 宗〕 大和 招 提 寺の 律 僧な 
6、 如寶 俗姓 詳なら ず、 唐に 生れ 出家して 鑑眞に 師事し 夙 
に 俊慧を 以て 知らる、 眞和尙 の朿 航に隨 a 戒壇 院の 開立 並に 
審招提寺の開立に力そ致す、具足戒を受けて後下野に下う'藥 
師 寺に flE し 戒行氷 雪の 如し、 帮爭遠 く # きて 緇素 欽， !>•] す 後、 
西 上し 招提 寺に往 し 戒律の nil 帥と 稱 せらる、 寺 内に 大殿を 建 
して 丈 六の 盧舍肫 佛 V,- 安： IK: す、 桓 El: 天皇 如 寶の硌 德を崇 敬し 
たま S 戒を 受け / 2 まふ、 延歷 二十 三部 如 喪 奏して 戒 H-*: 講敷の 


二 m  (如} 干-ホ 
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制を 請 ふ、 即ち 勑許 あう、 同 寺に 戒律 講敷 する を 永 式と なす、 
嵯峨 天皇 弘仁四 年に 封 五十 戶を 賜 a て 僧糧を 給し 給 ふ、 師上 
表して 恩 ^ 謝す、 同 五 年 五月 寂す、 壽 九十 餘な 6、( 元亨釋 書、 
本朝 高僧 傅、 律 苑僧寶 傅) 

二 ST 如寶二删 〇^ 一:黄檗宗：一山城宇治萬福寺第ーーー干 
二 代な 6、 如寶 字は 楚州 とい ふ、 俗姓 福 地 氏、 武藏 江戸の 
人な $、 出家して 黃樂宗 に 皈 し、 普 明 光の 法を 嗣 き、 大雄菴 
に 住す、 弘化 三年 五月 廿 八日 黃檗山 に 進み、 一 住 五 年、 嘉永 
三年 九！：： 十七 日 寂す、 壽 六十、 

ニ ョ ホ- 如法 二 劃 - 5 0- 〔浄土宗 S 倉 光明寺の 僧な 6、 
如法 字は 蓮 益、 俗姓は 藤 原 氏、 奈 良の 人な $、 父は 春 日大神 
の 巫祝 天資 釋典を 志望す、 長して 東大寺に 入りて 出家す、 智 
藏 法師に 投して 諸宗 を硏究 す、 後 和 模の 光明寺に 至う、 傳法 
會を 開き、 進て 知 恩 寺を 管す、 時の 天皇 帥を 召して 戒を 受け、 
號を蓮 空 大道 人と 賜 ふ、 師示 寂の 年月日、 幷 R 壽缺 く、 (鎭流 
祖傳 •淨 土總 系譜) 

ニ ヨホ ー 如法 キジ ユ—皈 住を 見ょ、 

ニ ヨみ 如 無 j SE :^ 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學僧な 6、 

如 無 俗姓は 藤 原 氏、 中 納言山 蔭の 子な $、 元 興 寺明詮 僧正に 

投じて 剃 髮し 、法相の 奥義に 達し、 延 «■ 十六 年少 僧都に 任す、 

承 平 7C 年 大僧 都に 昇う ■延長 六 年 法務を 司 どる、 天慶 元年 八 

月 十日 寂す、 壽七 十二、 (本朝 高僧 5 

ニ ヨモ ク 如嘿(三 _- 目) 〔臨鹆 宗〕 奥州 會津 稽古 堂の 學 

僧な 6、 如嘿は 無 爲菴 と號す Y 肥 前の 人、 俗姓 服 部 氏な 6、 

出家して 臨 濟宗 R 皈 し、 佛 儒の 二 典を 兼ね 學ひ 、殊に 儒 典に 


ニョ(如)モ 


精し、 萬 治の 初、 奥州 若松に 來 $、 學徒を 敎 育す、 寬 文の 初、 
藩士 等 相 謀 .〇、 若松 桂林 寺 町に 學問 所を 興し、 稽古 堂と 云 a 
師を 請す、 同 四 年に 至 6、 稽古 堂の 名聲 盛 (C して 老臣 田 中 三 
郞兵衞 IF. 玄を 首と し、 士庶の 別な く師に 就 s て 學ふ者 數十人 
R 至れ-^、 藩主 殊に 懦臣橫 田 三 友を して 此 堂の 記、 及 a 講筵 
の 式を 作らし め、 其 地税を 免し、 營繕 料を 給し、 且つ 師 に 扶 
持 米を 給す、 會津藩 下に 學問 所の 興 6 たるは 乙 れを以 て始 
めと す、 師の寂 年月日 詳 ならす、 詩歌 數首傳 はる、 亦 以て 其 
學 風の 一端を 見るべし、 大學 T 大學聖 門 第一 書、 勉諸 誠意 幾微 
初、 經义 孔子 傅，， 曾 子 - > 句々 章々 實 不^ T」 論語、 「魯論 夫子 平生 
語' 句々 輝 然意味 深、 可 J 貝 聖言含 --萬理：轉令-,讀者-發=仁心 -> 」 
中庸、 「中庸 本 是子思 言、 道 學傳來 示。 本 原 - > 理密辭 高 難 = 看破 -'* 
無 レ 色 ML 臭 不： ，堪 ，論、」 孟子、 「孟子 七 篇利義 分、 誰 言 好 レ 辯 
見 •，諸君 —'* 四 端 性 善 浩然 氣、 莫 妄用 私情 解 文、」 三 敎一皈 、「三 敎 
淠異珲相同、是，已非/他爭曷窮、寂滅無爲兼大極、都來不， 
出 = 一 心中 r' 眞性 、「人々 自性無 _| 憎 愛一 一念 纔生萬 念 隨 、要， 識 
本來眞 面目、 枝々 紅 c 未 k 開 時、」 眞妄 不二、 「迷眞 々作 ^ 女、 悟 
妄々 皆 眞 、眞妄 元 無， 二、 春來紅 綠新、 」 君、 「心 a ろく あはれ 
み深く威重きを君きみたぅと世に仰くな6、」臣、「きみ /2 、 
し 友を たすける 己の 身は 立 も 立たぬ もょ しや 世の中、. 1 父‘ 「人 
とな- 〇 鳥 獸 」たくふ子はをたつる親の乙、るにそょる、」子、 
「生て 世 R すむ とは しれと' 又 母に ぅとき は A の數 ならぬ 身 
そ、」 夫、 「人 しらぬ 閨の 枕の 私 M もき く 鬼神の あると しるべ 
し、」 婦 、「岸た かく 生れ 出ても 我せ 乙に し ^ か a てょ き靑柳 
の絲、 」 兄弟、 「跡 允と つらなる 枝の华 たけて かれ^-となる 


(一 一 0 —） 
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中 そかな しき、」 朋友、 「手を 覆 U 手を 翻す t に 雲と なう ^ とな 
る 世の 交を うき、」 孝行、 「肽 に 有 も s く ほと ならぬ 父母に う 
とく 事へ て 後に 悔む な、」 「な^* C 跡の 供佛施 僧の つとめよ 6 世 
にある ほとの 孝行 そな き、 J 「うちつけは よろ ついみ しくす る 
人 も 不孝と きけは (C くさ K (c なる、」 愼獨 、一. S かは か 6 はつ 
かしから ん獨 しる 乙、 ろの ま、 の 色 {C 出な は、」 愼言 、「乙と 
のはは た、 すぐな かれ 十の もの 七の 乙して 三つい ふを よき、」 
怒う 多き 人を 見て、 「はる-^ と K 尋ぬ らん 大 江山 乙 の 外 
の 鬼 もな ^. よに、 」 (會津 藩敎育 一斑) 

二 3 リン 如 輪 チョ- ク丨澄 空を 見よ、 

ニ ヨ リユ 1 如隆二 g AI 〔黃 檗宗〕 山城 宇治 萬 福 寺の 三 
十三 代な 6、 如隆 字は 莨忠 、號は 松壽 、近 江 愛知の 人、 俗姓 
渡 邊氏な う、 十一 歲出 家して 西 照 寺觀 令に 從 S、 華 頂來鳳 妙 
峰 表 叢 早洲應 拙の 諸禪師 に徧參 し、 後、 石 泉の 法を 嗣 く、 弘化 
二 年 因幡の 了 春 顯巧二 寺の 請 R 應して 結 制し、 受戒 者 八 百 人 
R 及ぶ、 嘉永 四苹 九月 六日 黃檗 山の 法 席を 繼き 、第三 十三 代 
の 山 主と なう、 將 軍に 謁して 金帛を 給せ ら る、 安政 四 年退隱 
し、 攝津富 田慶瑞 寺の 請に 應して 同 寺に 留るさ 七 年な 6、 慶 
應 元年 九月 Hd 幡顯功 寺に 閑 棲し、 明治 元年 十月 十日 寂す、 壽 

七十 六、 師黃檗 山 ic 登うて 一山の 宗風大 に 振 a 、 木菴 高泉以 

後 始めて 其 盛 興を 呈 したう と 云 ふ、 因て 崇て同 山の 再興と 云 

ふ、 (行 實) 

二 3? レン io * キョ-ベン 敎辨を 見よ、 

ニヨ タイ 汝岱 ii il s' 宗 3 近 江 正崇 寺の 學僧な 6、 

汝岱 字は 若霖 、號は 桃 溪と稍 す、 武藏 金澤の 人、 幼に して 俊秀 


二 S 如、 汝) 


I にして 學問内 外を 綜へ 、且つ 詩に 巧な $、 京都に 上 $ て 光隆 寺 
知 空に 依うて 蓰染學 習し、 次に 諸 宗の碩 德に參 して 其 蘊奥を 
極む、 天台の 靈空大 に 器 重し、 誘 ひて 天台 敎に歸 し、 東 叙 山 
に 登 3 んと 欲すれ とも、 師聽 かす、 松 丘に 在うて 淨名綷 の 註 
を讀む 、幾 もな く異 解を 以て 叢林を 擯斥 せらる、 乃ち 畿内を 
遊 方して 放浪 自適す、 知 空に 召され 其 像に 讃して 大に賞 せら 
れ 、宗門の 後事を 付 せらる、 法主 命して 典講 に舖 し、 參唱に 
拜 す、 正崇 寺 (C 住し 學黌を 掌る C と 十九 年な う、 晚年正 信偈 
の 文軌を 著す'  享保 二十 年 九月 十七 日 寂す、 壽六 十一、 龍 谷 
に 葬む る、 法主 謚して 離 塵院と S ふ、 著作 三經科 校本 四 卷、 
正 信偈文 軌五卷 ，正 信偈 科一卷 、淨土 和讚 科一卷 、桃溪 遺稿 
一卷 (龍 谷 講主傳 、本願 寺通紀 、淸 流鈀談 、本願 寺 派 學事 史：} 
二 3 1ナン & 南 T ブッ 慧徹を 見よ、 

ニ ヨリ ン汝霖 リョ  - サ良 佐を 見よ、 

ネの部 

ネ 1 x 1 命 孕、 7TC ホ •シユ 法 守 $: 見よ、 

手 ンア  <ふ 阿 jMjt  〔淨 土宗〕 山城 往生 院の 僧な 6、 

念 阿 號は念 佛 、初め 比 叙 山 (C 天台宗を 學び 、後、 源 空 上人に 師 
事して 淨土敎 を 受け、 嗟 峨淸凉 寺の 西 隣に 一 宇を 營み 、號し 
て 往生 院と S ひ、 念 佛誦經 を 事と す、 建 長 三年 十一月 三日往 
生院に 寂す、 壽九 十五、 (浄土 傳 燈錄) 

ネンタ 今 ici' 阿 ゼン カク 善覺を 見よ、 

ネンカ ィ念海 二 四； V -: 〔淨土 宗〕武 藏 江戸 增上寺 第 九十 

二 3 (.汝)ネ人寧)？ヤン(念) 


書辭 名人 家怫本  日 


(一一 〇~  ノ 
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f < 念、 然) 


四 代な う" 念 海は 超 運 社 偷譽迕 阿と 號 し、 惠學と $ ふ、 信 
濃の 人な 幼に して 伊勢 R 遊び" 桑 名の 正 源 寺聖譽 可 梁の 
下 R 事 ふ、 出家して 後江 戶 R 遊び、 深 川靈巖 寺 R 投し て宗學 
を修む .、寶 曆 十一 年增上 寺祐月 寮 R 入 6、 明 和 四 年 十一月 祐 
月 上人 ic 事 ふ、 安永 三年 十月 上人に 從 S、 弘經 寺 R 至る、 始 
め 念 成と s a 、 後 改めて 念 海と sa、 增上 寺 R 皈 6 て講席 を 
開 さ、 天明 三年 十月 學頭 となう、 十一月 大善 寺 R 住し、 寬政 
元年 四月 常 福 寺に 轉 し、 同 六 年 三月 光明寺 R 轉 し、 十 一年 四 
H 增上 寺に 昇う、 大僧正に 任せら る、 文化 五 年退隱 し、 九 年 
九月 十五 日に. 寂す、 著作 因枭 小子訓 "蓮 門 士女 訓 、放 生報應 
章、 大師 報恩 嘆 德疏等 あり、 (三 緣山 志) 

ネンコ ー 念 光二 三 C 六 〔淨土 宗〕 山城 光 念 寺の 僧な う、 
念光號 は法譽 、相 校の  < なう、 五 歳彈誓 上人の 下 R 投 す、 筏 諸 
國の 山川を 回歷 して 苦 修錬 行を 事と す、 彈誓 上人 洛東 獅子 谷 
洛北長 谷 村 ic 住す、 念光隨 侍し、 一心 R 念郇 稱名懈 たらす、 
田屮 村守皎 寺 紫 竹 村 光 念 寺を 營 構し、 自作の 阿 彌陀佛 を 安置 
す、 正 保 一一 J 牢 正月 五 a 寂す、 (續 日本咼 僧傳}  . 

ネンシ ン 念 信 (一丸 一 さ 〔眞宗 〕 三 河 妙 源 寺の 開山な 

へ 念 信 俗名は 正 次 太 郎 ，薩摩 守と 稱す 、俗姓は 安藤 氏， 

三 河桑+ の 人、 平地 庄の 領主と なる、 親鸞に 請 a て 弟子と な 

う、 後、 碧 海 郡 桑 子に 寺を 建つ、 後 高 田 派と なう 妙 源 寺と 號 
す、 (本願 寺通紀 ) 

ネンシ 八 ふ 照 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 學僧 

なう、 念 照 俗姓は 小 野 氏， 道畈の 孫な-^、 出家して 寂昭に 就 
て 天台 敎を學 び、 常に 淸淨戒 k 持す、 (三 外 往牛 ，傅') 


Ay 


ネン シヨ ー  念 稱  ユ- アン 遊 安を 見よ、 

ネンハ ン 念範 (一八 二 e 〔眞言 宗 ：一 山城 安祥 寺の 己講な 
、  念範 字は 大 進と s a " 安祥 寺宗 意の 上足な う、 性 相 天 
台の 敎を學 S、 宗 意の 密灌 5: 受け、 續きて 嚴覺 k 禮して 其 流 
を得 /2 6、後、勸修寺の門シ敲きて寬信の印を佩ひ"傳法訖う 
て 安祥 勸修兩 寺の 間に ぁうて 密敎を 弘 通す、 付 法の 弟子 觀祐’ 
興然 、尊 海、 源 基、 智彻 、仁 濟の六 人 ぁう、 (後 傳 燈廣錄 } 
ネン ブツ八 み 佛 ネンア 念 阿 ^ 見よ、  J 
ネンみ 念 無 i-: i i:- 〔淨土 宗江戶 ii 住 寺の 開山な 6、 
念 無は 法 譽と號 す、 近 江の 人、 其 俗姓 詳なら ず、 靈巖に 師事 
して 宗乘の 奥義を 究め、 江戶高 輪龜 塚に 濟渑 寺を 創し、 後、 伊 
皿 子に 道 住 寺を 開く、 寬文 三年 八月 十一 日 同 寺 K 於て 寂す、 
壽缺 く、 C 淨土總 系譜 j 
ネン ヨ & # ィチ デン ー傳を 見よ、 

ネンヨ  譽  クヌ クシ ユッ廓 春を 見よ、 

ネンヨ 今 3 座 IE  クク クム 115 無を 見よ、 

ネンヨ 念 邀 11  ゲン ク V ク玄廊 を 見よ、 

ネン 3 念 譽 テ-ザ ン貞殘 乞 見よ、 

ネンヨ ^ 擧 II  デンク ヮク 傅 廓を 見よ、 

ネン 3 八み 擧 11  テン シユ -典宗 ヒ 見よ、 

ネンヨ 念 擧 11  ドン モ呑 茂を 見よ、 

ネンヨ 八み 擧一 I  モン、 ガ文賀 を 見よ、 

ネン ア然阿 リョ  -チユ -良忠 V, - 見よ、 

ネンク 1 然空 VS 七 〔作 土宗〕 山城 淨華院 第 四 代な 
う、 然空 字は 禮阿 '俗姓は 阿部 氏、 十二葳 にして 比 叙 山に 
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登り、 永存に 師事す、 後、 記 主 禪師良 忠の講 席に 參し 、遂に 淨 
土敎 の宗筘 を 而受 す、 後 一鴻を 立て 常に 西 谷 ic 居る、 故に 西 
谷 流と 云 ふ、 尋て 一條の 淨花院 に 住す、 故に 一 に 一條 流と 云 
ふ、 餌 量 壽經を 讀誦 講演す、 永 仁 五 年 六月 十一 日 寂す、 壽詳 
ならす、 著作 大經聞 書寫傳 す、 門下 大に 盛な 6、 へ 鎭流 祖傳、 
淨土總 系譜) 

ネ ンシツ 然 室  ョク ヮク 與⑽を 見よ、 

ネンヨ 然擧, J C 三 五一 e 〔淨十 宗〕 安房 三 善 寺の 開山な 
P,  然譽は 法 蓮 社と 號し 、安房 岡 本. 人な 6、 法を 虎 角に 
嗣ぎ 、州の 瀧 川 村に 三 薺 寺を 棚す、 寂 年、 及 ひ 壽缺 く、 (淨土 
總系譜 」 

ネンヨ 然舉二 i — : た A: 〔淨 土宗〕 因幡 大善 寺の 開山な $、 
然擧は 其 鄕貫詳 かならず、 感譽に 師事して 法を 嗣 ぎ、 因幡 智 
頭 郡 用ヶ瀬 村に 大善 寺を沏 して 住し、 慶長 十三 年 八月 四日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

ネンヨ 妖、 川擧ロ  ギン タッ 吟達を 見よ、 

ネン 3 ㈣ # ダク ンシ rl t 願秀を 見よ、 

ネン ヨ 然泉日 ゲン ヵ 源 可を 見よ、 

ネンヨ 然譽 ゼン ホ- 禪芳を 見よ、 

ネン m 然 # ドン リユ— 呑 龍を 見よ、 

ネンキ ヨ1 枯橋 チョ— ィン掁 因を 見よ、 

ネンゲ シツ. 拈華室 ソト- 楚楝を 見よ、 

ネンシ ヨ I  钻 价夭 シュ I  H  I 宗英を 見よ、 


の 部 


ノ 1 タン 能#  ミョ-カン 明鑑を 見よ、 

ノ— ィン 能 因 ( . ) 京師の 歌 僧な 6、 能 因は 遠 

江守忠 望の 子な 6 兄 肥 後 守 元愷に 養 はれ、 永愷と 云 ふ" 文章 
生と なぅ 肥 後進 士と號 す、 性 和歌を 嗜み •藤 原 長 能に 歌道 
を 問 ひ、 遂に 乙れ に 師事す、 和歌の 師資 乙れ よ-^ 始まる" 剃 
髮 して 能 因と 云 CA 、 攝津古 曾 部に 居る、 故 {C 世に 古 曾 部入逭 
と稱 す、 「都を ば 霞と と 7^ に 出で しかと 秋風 e 吹く 白 河の 關」 
の 詠歌は 人口 ic pt 炙す、 著作 支 支 集、 八十 島 記、 歌枕 あぅ、 (大 
日本史) 

ノ 1 X ツ能悅 i:: o: i 二 〔淨 土宗〕 武藏大 泉 寺の 開山な 
6-, 能悅は 一蓮社 念 # 專稱 と號 す、： d 戶 小石 川の 人、 其 俗 
姓詳 かならず、 幼に して 光圆 寺に 入 6 て 薙髮 し、 廓 山に 師事 
して 其 法を 嗣 r、 後、 璺 島郡關 口に 大泉 寺を 創して 開山と な 
6、 寬永 二十 年 十月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ノ ー エン 能 圓( . ) 〔.：：.〕 筑前橄 樂 寺の 僧な 

6、 能圓は 大宰府 觀音寺 傍の 極樂 寺に 住し" 專ら勸 化を 業 
とし、 念 佛を宗 とす、 甞て 千日を 期して 法華經 を講 す、 四 衆 
席に 滿 ち、 門 庭 市を なす、 卷軸已 に 終-^ て 合掌 觀念患 高 聲に 
阿 彌陀佛 號を唱 して 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

ノ 1 才— 能 翁 ゲン H 支 慈を 見よ、 

ノ！ ダウン 能 願 ( . ) 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧 

f、  能 願は 大和の 人、 少 にして 眞言 宗に皈 し、 高野山に 


ネン ，然 S 


-( 能} タク 
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〔四— 〇 一） 


ノウ、 能) n— シ 


ノクヽ 能) シ -—ゼ 


住する 乙と 六十 餘年 、理 趣經を 誦し、 要 文を 觀 誦す、 九十 歲 
R 至うて 寂す、 其牢 時缺 く、 (本朝 高僧 傳 、高 野 往生 傅) 
ノ-コ t 能 光 (一 E 九 七). 〔曹 洞宗〕 唐の 碧 錐坊の 僧な 
う、 能 光 字は 瓦屋、 俗姓 不詳な う、 唐に 渡り 洞 山 良 价禪師 
に 參して 法 印を 受け、 唐の 天福の 初 (我 延 喜の 初) に 遊 化して 
蜀 地に 到る、 永泰軍 節度 使 祿虔縻 と 云 ふ者歸 向して 其 碧鷄坊 
の 宅を 捨て、 禪院 となし、 師を 請す、 後 梁の 長 興の 末 (我 承 
平の 末) 其 地 R 寂す、 壽一百 六十 三、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 
傅) 

ノ ー コ 1 能 光 2 八 〇一) 紀 伊の 佛エ なう" 能 光は 紀 
伊の 人、 彫刻の 妙を 以て 聞 ゆ、 永 治 元年の 夏、 金剛 峯 寺の 中 
門 二 天、 即ち 持國多 門の 像 長 八 尺 五寸な るを 彫刻す、 木馬を 
造り 自ら 其 木馬に 乘 6 て 京師 R 入 6、 象牙を 以て 笛を 造 6、 
鳥 羽 上皇に 献し 、大に 礙賞を 蒙うた 6 と 云 ふ、 沒 年月日 幷 R 
壽詳 ならす、 紀 伊入鄕 村に 能 光 塚 ぁう と 云 ふ、 (高 野 春秋〕 

ノ 1 サン 能 山 シ d ゲ- 聚藝を 見ょ' 

ノ^-シン 能 信 jjjjj 一 ~: , 一 〔淨土 宗〕 京都 極樂寺 第二 代な 

6、 能 信は 方譽 と號 す、 其 俗姓 生國詳 かならず、 稱念に 師事 

して 法を 嗣 ぎ、 初め 京都 桂の 極 樂寺 CC 住す、 後、 下山 田 村 R 

玄忠寺 を沏 して 退隱 し、 永 祿六年 十一月 二十 九日 寂す、 世壽 

缺 く、 法嗣 一人 ぁう， 秀譽生 西と 云 ふ、 へ 淨 i 系， 譜.) 

ノ ー シン 能眞一 一 ! S 烟 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な-^ 

能眞は 河內の 人、 出家して 平常 念佛 讀經を 以て 勤めと し、. 久 

しく 道 明 寺に 住し、 後、 高野山 R 移る •永 長 元年 寂す、 _七 

十三、 (拾遺 往生 傳) 


■ノ  4 シン 4 ン f 犯 信院 ユジ ョ！ 由 常を 見ょ、 

ノ！ ジ ヨ  ' 能 助 j 娃 P1A 〔眞言 宗 3 京都 東 寺の 長者な う、 
能 助は 德大寺 入道 太 政 大臣 公孝の 子、 高 雄 御室を 師 として 業 
幺受 け、 朿寺 一の 長者と なう、 IE 應五年 法 印に 叙し、 永 仁 二 
年權 僧都と なう、 六 年權大 僧都に 任し、 嘉元 三年 權僧 正に 轉 
し、 延慶二 年 正に 進み 正 和 三年 寺務 法務と なう、 護持 僧に 選 
はれて 大僧正 R 昇る、 正中 元年 五月 二日 寂す、 壽四 十七、 (策 
寺 長者 秫 任)  . 

ノ  f シヨ！ 能 勝 jj oo A-- 一  1 一 〔曹 洞宗〕 越後 耕 雲 寺 第一 一代な 
$、  能 勝 字は 傑 堂、 河内の 人、 俗姓は 橘 氏、 楠 正 成の 後裔 
な 6、 初め 軍に 從つて 勇名 ありし が、 俄かに 感悟 すると 乙ろ 
あう、 高瀬 大雄 寺 R 入う、 古劎訥 禪師に 就て 剃髪す、 受 具の 
後永澤 寺に 抵 6、 通 幻 寂靈 {c 參して 契 悟 あう、 後 龍 澤寺梅 山 
和尙の 道 # を 聞き 柱て 參し 、服 勤 多年、 遂に 宗旨の 玄奥に 達 
す、 應永 元年 越後 杜澤 に往 き、 靈樹山 耕 雲 寺を沏 し、 梅 山を 請 
して 開山と ^ し、 自ら 第二 代に 居す、 梅 山の 寂 後 衆龍澤 寺に 
請 すれ ども、 師固辭 して 應せず 、一 住 三十 年、 法 化 盛んな- CN、 
應永 三十 年 八月 七日 寂す、 壽七 十三" 本山に 塔す、 法 嗣顯窓 
宇、 南英宗 、虛 廓清の 三人 あ 6、 ( 本朝 高僧 傅) 

ソノ 1 シ ml  . 能 正' 011 七 5  〔曹洞 宗〕 能 登東昌 寺の 禪僧 
なヶ ，能 正字は 覺翁ク 久しく 能 山聚藝 4C 參し心 印を 受け ' 
總持 寺に 出世し、 東 昌寺 に遷 る、 寂 年 並 K 壽缺 く、 法 嗣助翁 
玄輔 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) . 

ノ ，.ゼン、 •能 pf,. -k:' A: 九. し， 〔眞言 宗〕 京都 東 寺 大悲心 院の大 
僧都な 6、 能禪は 持 法 印と S ふ御史 中亟爲 親の 子な 6、 元 
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遍に 法を 受け、 東 寺 定額と な 6、 大悲 心院に 住す、 寬喜二 年 
十月 十五 日朿 寺を 開き、 灌頂 1: 授 く、 嗣 法の 弟子 亮禪覺 仁 行 
範等 あ- ^、 ( 傳燈 廣錄) 

ノ  t ニ ン 能 仁 (一八 〇 五) 〔眞言 宗〕 紀伊 金_ 峰 寺の 僧な 
$、  能 仁は 大和の 人" 高野山に 居うて 阿 彌陀經 佛頂一 几を 誦 
持す、 久安 年中 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧傳 、高 野 往生 傅). 

ノ 1 ニン 能 忍 (一八 ! a 九) 〔臨 濟宗〕 攝 津三寶 寺の 開山な 
6、 能 仁 字は 大日、 姓 平氏 惡七兵 衞景淸 の 叔父な 6、 [!! 家 
して 經論を 究め、 深く 禪に歸 し、 工夫を 事と す， 攝津 水田 縣に 
三寶 寺を 開きて 盛に 禪風を 揚 r、 道俗 其 下に 雲集す、 然るに 其 
師承 なきを 詣る者 あ 6、 文治 五 年に 弟子 練 中 勝辨の 二人を 宋 
ic 遣は し、 育 王 山 拙 庵 光に 書幣を 送う、 且つ 所 悟を 呈 す、 拙 
菴光は 大慧派 宗杲の 法 嗣 なう、 所 悟を 證 明し、 法衣 幷に賛 達 
磨 像を 付す、 賛 に 日 ふ、 直 指 人心、 見 性成佛 、太 花 劈開、 搶 
溟頓竭 、雖然 校 =得 神 光 (爭 奈當門 齒缺、 」 練 中 勝 辨書エ に 命じ 
て 拙 菴の 像を 作らし め、 賛を 求む、 禪師 即ち 賛 す、 日 ふ T 這 
僧 無 面目、 撥，， 轉天關 (掀 = 翻 地軸 —'* 忍 師脫鉢 見得 親、 外道 天魔 
俱竄 伏、 と 二人 歸朝以 來 、能 忍の 聲譽益 高し、 號して 日本 達磨 
宗と云 ふ、 鎭 西の 聖光 上人 亦會 下に 來うて 宗鏡錄 要 文を 質せ 

う、 一 夜景 淸訪來 す、 師大に 喜び、 弟子を 使して 酒を 買 ふ、 

景淸 事を 官府 ic 密吿 する ものと なし、 遂に 刺殺す、 其 年 時 缺 

く、 後に 深 法禪師 と 云 ふ、 門下 覺晏 あう、 衣鉢を 傳ふ、 (延寶 

傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ノ ー ネン 能 八 ふ ( . ) 〔浄土宗 V—/ 山城 長樂 寺の 學僧な 

6、 能 念は 其 俗姓 生國詳 かならず >  長 樂寺隆 寬の孫 弟なる 

ノ ー( 能} ニ ーネ 


慶隆に 師事して 淨十敎 を 究め、 門下の 觀念了 念 等を 率ゐて 盛 
んに弘通し /2 6、寂年、及壽缺く、(淨土偎燈錄) 

〔考〕 淨土總 系譜 {C は智慶 の 弟 - f 極樂 の r に 能 念を 擧 ぐ、 

ノ t ハン 能範 (二〇 六 六) 〔曹 洞宗〕 尾 張 常樂寺 第一 代な 
ぅ、 能範 字は 仙巖 、饼勢 の 人、 俗姓は 平民な 4、 稍设じ て 
龍澤 山ん 初に 投じて 落髮 受戒し、 後慈収 寺 快 翁、 太平 寺 無 極、 

龍 興 寺 希 m に 謁し、 次に 佛陀 寺に 至ぅ、 大初に 見ぇ 留、 31: $ て 
師事し. 應永 十三 年 越 ml 松隱寺 に 出世し、 龍澤 山惚持 寺に 歷 
住す、 尾 張の 牧某師 の 道化 R 皈 し、 常樂 寺を 築き、 聘して 第 
一代と す 示 寂 年 時缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ハの 部 

ハフ；、 ンユ— ケン 把不住 軒  ヶョ丨 希膺を 見よ、 

ハラチ 婆羅遲 ボダィ センナ 菩提 撂那を 見よ、 

ハーフ ミツ 波羅！ 3  .  -I チト-日 燈 .を 見よ、 

ハ リユ 1 シ 破 笠子 シユ— ジタ {示 S を 見よ、 

ハ リヨ 1  巴 陵 セン ミョ— 宣 明 を 見よ、 

ハイ ウン イン 拜：雲 院. ギョ- シュ- 堯秀を 見よ、 

バイ アン 梅 巷 シ ク集 九を 見よ、 

バイオ ー 梅 翁  一 ri i 七 •八 〔淨 土宗〕 加 賀極樂 寺の 開山な 
6、 梅 翁は 殘譽天 月と 號す 、道# に 師事して 宗乘を 究め、 

加 賀金澤 極 樂 寺の 開山と なる、 元 和 四 年 二月 朔日 寂す、 世壽 
詳か ならず、 (淨 土總 系譜) 

，ノ 1  ; —亂) ハ ( 把、 婆' 波' 破、 巴) ハイ (拜) パ V (梅) 


書辭  名人 家佛本  日  ^ 六- 〇--) 


バ i 才—セ 


バイ (梅、 賣 、唄、 培、 楳) 


バ -i オタ 梅屋  シュ- コ—宗 香 ^ 見よ、 

バィ 方 > 屋  シュ- コ-宗 互 5: 見よ、 

バイ ガン 梅 岸 ギト- 義來ヲ 見よ、 

バイ' キン 梅 BL r  シ rl - モク 宗默を A よ、 

パ V ク !? エン 梅花 園 ジッド  -實 道を 钆 よ、 

バイ タワ セン レ 1 梅花 仙嶺 タック I 湛空を 見よ、 
バイク ^ ニ ン梅 花道 人 シ ri— ク集 九を 見よ、 
バイク- 梅溪 ュ- クン 融薰を 見よ、 

バィ コタ 梅國  ジッタ 7 ソ實 貫を 見よ、 

バイ コタ 海 ハへ ロ  ド- コ l itr 香を 見よ、 

バイ コタ 梅 ハ 八 ロ  ホ-ゴ ン "， 嚴を廷 よ、 

バイ ^ ン妒山 ( . ) 〔  張： r 滿 # の 1 ，な 

>9、 梅山は其鄕斟詳かならず、姐翁の門人にして尾張犬山 

常 滿寺に 住す、 後 美 濃 古市 m- 天 壽菴に 退 居す、 師 書を 嗜み、 

墨 竹を 蕎くに 妙を 得 穴 ぅ •寂 年壽缺 く、 (鑒 定便覽 3 
バイ サン 梅 山 ジュン ェ純惪 を 見よ、 

バイ サン 梅 山 ,ー チ シヨ— 日祥を 見よ、 

バイ サン i 梅 山  モン ホン 聞 本を 見よ、 

バイ セン 梅 仙 |ーー 1§ ;5〔曹把 2 武藏靑松寺第十七代な 

6、 梅 仙 字は 竺嚴と 云 ひ、 近 江の 人、 俗姓は 源氏な-'、 幼 

にして 妙 勝 寺に 投じ'、 陽 谷と 云 ふ、 後ち 湖 系 獅巖に 半へ て 弟 

子と な 6 改め 1: 梅 仙と 云 ふ，. 後ち 丹 m に 師事す る 乙と 數 年、 

時に 實家大 K 貧なる を 以て 書 書ヒ以 て 母を 養 ふこと 七 年餘、 

後 永 平 寺に 出 111: し 總 州の 重 俊 寺に 住し、 次に 近 江の 余 勝 寺 K 

遷 る、 元祿 十二 年の 秋 命を 受けて 靑 枝 寺を 領す "寶永 四年大 


，中 寺を 丰 どう、 居る 乙と 五 年に して 退き、 正德五 苹二 月廿三 
日 寂す、 壽六 十七、 (萬 年 山 志) 

バイ セン 梅 仙 タンク- 湛空を 見よ、 

バイ ソ— 梅 f 壯  ケンジ ヨ-顯 常を 見よ、 

バイ y l 梅叟 リンコ- 麟 香を 見よ、 

バイ y — 梅 叢  ヨフ ン與 4 を 見よ、 

バイ チ梅痴 シンク- 秦冏を 見よ、 

バイ ー hi 梅 庭 ド I サツ 洞察を 見よ、 

バイ 5- ン梅天  ム ミヨ-無明を 見よ、 

バイ ブ 梅腑一 1 s2 〔曹 洞宗一 江 戶靑松 寺の ■十 pq 代な 
う、 梅腑 字は 獅巖 、俗姓 大 平氏 讃岐多 當 郡の 人な う 七 
歲 郡の 龍：！！ 院 A 鑑に 依うて 祝髮受 具し、 其 命に 依 6 武藏に 性 
き、 寵 穩寺大 了に 謁して 記 室と なる、 時に 不中 秀的贵 松 寺に 
あ 6、 師親參 して 三年を 越ぇて 得 悟し、 寬文九 年 永年 寺に 出 
世し  纟次に湖雲寺に遷つる、延寶五年祠部院の命に5り靑松 
寺に 主と なる、 同 九 年 三月 二十日 寂す、 壽四 十五、 遺 偈 あう、 
四十 五 年、 落 =賺此 緣 『翻 身 回 去、 春宵 一天、 と ■法嗣 如 fl: 秀本 
あ 6、 (n 本 洞 上聯玢 錄 、萬 年， 山 志) 

バィ ホ— 梅峯  ジクシン 松 一信を 見よ" 

バイ サオ 1 0^0 ゲン シヨ-元 昭を見 よ、 

バィ サオ丨 賣茶翁  ホ ーゴン 方嚴を 見よ、 

バイ アン 唄 巷 ギボン 義梵を 見よ、 

バィ シ培芝  シヨ 丨エツ IF. 悦を 見よ、 

バイ セン楳 仙-一 細 ^ 〔曹洞 宗〕 能 登 物 持 寺 购往 5  一  R 
な 楳仙は 信 濃 下 高 井 郡 夜 問 _村字 宇 木 水 某の 十' l-f- 


(七  一 〇 —） 


書辭 名人 家佛本  日 


畔上 氏， 幼名龅 藏と云 ふ、 故 あ の 姓を 胃す、 文政 八 年 七 
月 4 •五 n 生る、 天 保二苹 十歲 にして 同一 Iril 郡 佐野衬 興隆 寺 沾 
宗英微： .': 禪師に就いて度を受く.同十年十五歲出遊して下野 
結 城 孝 顯寺月 山に 師事し、 十二 年 十七 歲轉 して 相模 愛甲 郡获 
野 松 石 寺_隱 に 參 す、 十四 年 十九 歲國 に歸 ぅ活宗 の 法を 嗣 く、 
尋て信 濃長國 寺 一圭、 江 戶 吉祥 寺 愚 禪に參 し'  駒 込栴檀 林に 
留學 す、 後覺巖 n' 譚に參 す、 安政 五牢三 十四 歲興隆 寺の 師跡 
を 繼 く、 六 年 三十 五歲飯 山英岩 寺に 金剛 經畧疏 宏智頌 古を 提 
唱 す、 爾來諸 寺の 請に 應して 法華經 、西 谷 名目、 梵網經 古迹 
記、 大淸規 を 提唱す、 慶應 三年 四十 三 歲信濃 松 代大林 寺に 轉 
住し、 諸 所の 請に 應 し、 註 維摩 經斷 壁、 碧 岩 集、 起 信 論 等を 
提唱す， 明治 £. 年 四十 八 歲 民 國 寺に 轉 住し、 權 訓導に 補 せら 
る、 同 七 年 五，. 歲相模 足抦 の最乘 寺に 轉 住し、 同 八 年權少 敎 
IF. に 梁 進す、 m 治 十三 部 二月 六 H 五十六 歲總枋 寺に 昇る、 五 
月 二十 七 口 A: 敎 IF. に 補せられ、 六：：：： 四日 勅號 法-普 盔禪師 を 
賜は る. 後 信濃帑 松 寺眞 光寺 等の 開山と なぅ、 十三 年以來 三 
十三 年 t て 十た ひ 管 M の 1F に 就く， 三十 四 年 三月 十五 日： i 待 
寺 貫主を 辭 し、 東京 小石 川 茗荷 谷 林 泉 寺に 退隱 し、 十一月 微 
恙 あぅ 同月 二十 七日 寂す、 壽七 十七 遺言に より M- 乘 寺に 葬 

る •著作 十 種 疑問 落 草 談一卷 あ 6、 (年譜.) 

バイ 手 ン曹 (年 リヨ— ダ-高 隅を 見よ、 

バイ リン 目 ハ林  ウシャク 有籍を 見よ、 

ハク イン 白隱  H ククク 慧 鶴.- 見よ、 

ハク ^ f 一  j^ -kb4. 1aj ゲン シヨ 立 2 日を 見よ、 

ハク ープ •一 柏 庭 シ ュ 丨 、 ソ ョ丨宗 松を 見よ、 


AV 


ハク タ 1 柏 庭  シヨ 丨ソ 淸祖 VJ 見よ、 

ハク H 丨 伯英  トク シュン 德俊を 見よ" 

ハク キ伯奇 (二 〇 二) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧な 
,  伯奇 字は 勝菴 、天 龍 寺夢窻 國 師に參 して 藏主 とな 6、 後 
篥 一座に 昇る、 寂 年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ハク、 ン 伯師 ギリ ヨ- 義稜を 見よ、 

ハク チ 泊 知 一 i Hl t s: 〔眞宗 〕 大和 高 田 專立 寺の 住持な 
$、  泊知は玄甫の弟穴6、高田本山別院を留守し、知空に 
就きて 道を 學ふ、 享保中 地 大に震 ひ 佛 殿崩壤 す、 師 復興を 以て 
任と なし、 幾なら すして 成る、 享保 二十 年 正月 一日 寂す、 (本 
願 寺 通 耙) 

ハク ニ 3 泊 如 ゥン シヨ 丨運敞 を 見よ、 

ハク ツ ー 博 通 2 三 六 一) 奈 良の 歌 僧な 6、 槐 通は X 
寶中 和歌を 以て 聞 ゆ、 萬 iri 集に 其 歌を收 む、 (萬 葉 集 作者 M 歷) 
ハク ニ ン 博 仁 リヨ 丨ュ- 了祐を 見よ、  . 
バツ シユ 1 搜舟 ポンヵ ィ煩 海を 見よ" 

バツ タイ トク シヨ-得 勝を 見よ、 
ハンィ範伊ーーー 〇〇 ⑺灯 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 6、 
範伊は 十七 歲に して 出家 受戒し、 覺譽に 從ひて 宗義 を學 a 、 
傳法灌 頂 壇に 人る、 秘敎の 玄邱に 徹し、 東 台 兩密の 事相に 通 
ず、 後傳法 大阿闍 梨と なる、 應永 十三 年閏 六月 廿 H 寂 T、 壽 
六十 二、 (三 井 續燈記 ) 

ハン エ葷 S 二 五一 〇 

代な 6、 範惠字 は 快 順、 俗姓は 畑 氏、 山城 相樂郡 加 茂 村の 
人な 6、 十一 歲海住 山寺 範冷 和尙に 投じて 落髮 し、 十八 歲智 


範惠二 1 ? DA 〔新義 眞言 宗〕 山城 智楮院 第 三十 六 


バイ V * 、 貝； ハ？ 白 柏 


ハク (柏 < 伯 、泊、 博/パ ツ V 筏 拔) ハン (範) 


書辭 名人 家佛本  日  〔八 一〇 一） 


ハン (範) カ ー シ 


積院に 掛 錫し、 硏究 三十 餘 年、 天 保 五 年 越 前 福井大 守の 請 R 
應して 住 海 寺に 移 6、 翌年 秋 命に より 眞福 寺に 進み、 住持 / 2 
る Z: と 十一 年、 弘化 三年 幕 命に よ 6 智積院 能 化と な 6、 同 四 
年權 僧正に 任ず、 嘉永 三年 春疾に 罹う、 自ら 起ざる を 知 6、 
門下を 集めて 後事を 囑 し、 四月 一日 寂す、 壽六 十三、 (新 義眞 
言宗 史料) 

ハン カク 範^^ -t ゴ丨世 豪を 見よ、 

ハンク 範久 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

範久 俗姓 +詳 、楞 嚴院に 住して 淨土敎 に 意を 傾け‘ 西方 淨 
土を 願 求し、 西方に 向て 吐 唾 便利を なさず、 山 ic 登る 時 身を 
斜に して 行く、 常に B ふ、 樹の 倒る、 は 必ず 傾く 方 あ 6、 我 
の 願 何 ぞ遂 けざる と、 後、 果して 正 念 往生す、 (本朝 高僧 傳) 
ハンケ ン 範賢 (一八 九 一) 〔眞言 宗〕 近 江 石山 寺の 座主な 
$、  範賢 字は 淨 光と S ひ、 中納言 僧都と 秫 す、 尙書郞 藤 原 
成範の 子、 成 賢の 胞 弟な 6、 灌頂職 位を 兄と 共に 受けて 石山 
寺に 住し、 實繼の 印を 受 く、 (續 傳燈 廣錄) 

ハンケ ン範憲 (一九 三 八) 〔法相 宗〕 大和 與福 寺の 學 僧な 

う、 範憲は 修行 院貞弘 の 上足に して 弘安 元年 維摩 會の 講師 

とな. CV、 大和の 興 福 寺に 住 T、 後 三 藏院を 開き 化 儀 甚だ 盛ん 

なう、 寂 年、 及び 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ハン シュン 範俊 j -t-t g  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 

う、 筘 俊は 興 福 寺の 大 威儀 師仁靜 の 子な 6、 初め 傳法院 松 

朝に 從 ひ、 後、 小 野 成 尊 僧都 (C 依 6 て兩 部の 大法を 禀け 、專 

ら密敎 を 修 習す、 永 保 二 年敕を 奉じて 雨を 禱 6、 義範 の爲め 

に礙 けられ 那智 山に 隱 る、 後ち 白 河 帝 詔して 都に 歸 らしめ、 


rv 範 、繁) 


小 野 曼荼羅 寺を 主と らしむ、 白 河帝讓 位の 後 鳥 利 宮に遷 6、 
師 護持 僧と なう、 常に 離宮に 陪して 愛染 王 及び 尊 勝の 法を 
修 し、 櫂 -/ C 僧都に 任ず、 康和一 一年 興 福 寺の 寺務に 補し、 長 治 
三年 東 寺の 長者と な- CN、 兼ねて 寺務を 領 T、 天 永 元年 權 僧正 
に 任し、 長 承 二 年 四月 二十四日 寂す、 壽. v 十五'  世に 鳥 羽 僧 
正と 呼ぶ'  (本朝 高僧 傳 、東 寺 長者 補任) 

ハン ジヨ範 助 (I 八 一一 九) 七條 佛所佛 エな う、 範 助は 
康 助の 弟 + なう、 嘉應 元年 四月 八日 增賀 上人の 像を 作る、 

ハン オ ー 繁應 三 一 兰 〔曹 洞宗〕 加 賀寶圓 寺の 禪 僧な 
$、 繁應 字は 量 山、 俗姓は 平氏， 下野の 人な 6 ...幼 R して 大 
中 寺 至 心を 禮して 薙髮 し、 越の 太白 寺に 往きて 廣山恕 陽に 投 
て 印 可を 受け、 永 平 寺 {C 出世す、 慶長十 年 加 賀寶圓 寺に 移つ 
る、 元 和 八 年 三月 十五 日 寂す、 壽六 十八、 法嗣 泰山 雲堯 ぁり 
久昌 寺宗龍 寺の 二 寺は 師の 淘 創に か、 るな 6、( 日本 洞 上聯燈 
錄} 

ハン タツ 繁越 1 1 -0 枝 g  〔曹 洞宗〕 駿河 梅林 院の 開山な 
6、 繁越 字は 界巖 、出 肋の 人、 俗姓は 林 氏な 6、 幼 R して 
廣く經 史を讀 み、 十三 歲羽黑 山に て 得度し、 密 R 禪門を 慕 U、 
崇芝性 岱の道 望を 聞きて 參 し、 二十 餘年 を經て 了 悟し、 總 ，持 
寺に 出世し 石 雲 寺に 移 $、 退きて 駿 河の 谷川 R 梅林 院を營 み 
て 之に 居う、 永 正 七 年 四月 二十 七日 寂す、 壽七 十六、 (日本 洞 
上燈 聯錄) 

ハンコ 1 ソン M- 存榮を 見ょ、 

ハン シュン 繁俊 ~: r.: A: 〔曹 洞宗〕 石 見 永 明 寺の 禪僧 
f,  繁俊 字は 秀峯 、孑 見津和 野 城主 吉見 成賴の 子な う、 


(九 _〇 一) 


書辭 名人 家佛本  日 


幼 (C して 出家し、 備中洞 松 寺に 入う、 茂林 芝繁を 禮して 剃髪 
し、 長して 印 記を 受け 石 見 永 明 寺 R 住す、 晚年大 定院を 築き 
て 幽棲す、 永 正 五 年 十月 三日 寂す、 (日本 洞上聯 燈錄， ) 

ハン シヨ ー 繁紹二 〔曹 洞宗〕 伊豆 修善 寺の 禪 僧な 
う、繁紹字は隆溪、上總北條の人、一休禪師に從5て薙髮し， 
石 雲 寺の 崇芝性 岱に參 し、 服勸 十八 年を 經て 印 ^ を 蒙 6、 總 
持 寺に 出世し、 後 遠 江 日向 谷に 華 嚴院を 聦す 、伊豆の 太守に 
請は れ修善 寺に 住す、 明 應八年 石 雲 寺に 轉 し、 期 年 R して 修 
善 寺 R 歸 へる、 永 I-H 元年 八月 七日 寂す、 壽 五十六、 

ハンチ ツ敏糸 哲二 -0 U — A 〔曹 洞宗〕 駿河林 叟院の i 開山な 
繁哲 字は 賢 仲、 俗姓 平氏、 備 中の 人な 6、 十二 歲洞松 
寺 茂林を 禮して 祝 髮 す、 茂林の 寂す るに 及 a .、 崇芝性 岱に從 
a 、 信 衣を 付 せらる、 後、 總持 寺に 出世し、 駿河林 叟院を 開 
く、 晚年靜 居 寺を 開く、 永 正 九 年 六月 二十四日 寂す、 壽七十 

五、  法嗣 大樹 宗光 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ハン リン 敏糸林 ズィ シュン 瑞卷を 見よ、 

ハン ィン 半隱  シュ -リュ -宗 劉を 見よ、 

ハン ^ I 、 ン半泥 子 ショ-- ソ -紹琼 を 見よ、 

バン タ If 阿 (： …) 〔眞言 宗〕 下野 鎪 阿寺の 開山な う、 

鐵阿は 俗姓 生阈詳 ならす、 文治の 頃 高野山に 登りて 修行し、 大 

塔の 造 立に 力を 盡し 諸國を 巡 fr 勸 化す、 建 久六年 三月 奈 良に 

入 6、 東大寺の 戒壇に 登り、 同 七 年下 野 足 利に 至う、 _阿 寺 

を 開き、 足 利 氏の 供養を 受 く、 正 治 元年 三月 八 , 0 寂す、 壽 四十 

六、  (高 野 春秋、 _阿 寺 小史) 

〔考〕 _ 阿寺 小史に 鎪阿は 足利義 兼な うと あれと も 信し 難し、 


ハン (繁 、半} バン (_) 


バン カ ィ鑀 海… 一 —: E: 〔戒律 宗〕 京 郡 善 能 寺の 律 僧な 
う、 鎪海は 山城の 人な 6、 八歲に して 善 能 寺に 役して 月海靜 
律師を 拜して 剃髪し、 戒律を 學ぶ 、後奈良 天皇 宮中に 召して 
戒法を 受け、 詔して 泉 浦 寺に 主た しむ、 後 善 能 寺に 移 $、 
弘治 元年 四月 十二 日 寂す、. 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

バン ケ- 錢啓二 ？ff 5;L .s 言 宗〕 山城 知" 積院 第一 一千一 一一 代 
なう、' 11 啓 字は， 寶嚴 、. 磐 城の 人、 宥奍 阿 ! a 梨に 就て 得度す、 
後智積 院の講 席に 列し、 湛慧 律師よう 俱 舍唯識 を學 ぶ、 智積 
院第 十八 代 快 侃に 帥 事して 中性 院 流の 秘法を 傳 ふ、 洞 泉 律師 
宥證 僧正 淨谷僧 止 を歷 問して 幸心院 傳法院 流. 等の 秘奥を 傅 
ふ、 安永 二 年 七月 幕府の 命に より 眞福寺 第二 十四 代と な 6、 
安永 九 年 四月 智橫院 に 進みて 能 化と な $、 僧正 R 任ぜら る" 
天明 七 年退隱 し、 寬 政六坧 十二月 三日 寂す、. 壽七 十七、 著作 
六 大法 身論義 記一卷 ぁ， リ ，( 眞福寺 世代、 新義 眞言 宗史) 
バンシ ヨ ー 鑀淨二 四 Q: 四 〔眞言 宗〕 山城 智積院 第 十六 代 
な $、 鎪淨 t 子は 眞 快、 薩 摩の 人な うと 云 ふ も詳 かなら す、 元 
文 四 年 智積院 第 十六 代 能 化と な 權 僧正 R 任せら る、 其 職 
にぁる M と 十六 弟'  延亨 元年 四月 二十 二 日 寂す、 壽缺 く、 (密 
嚴 血脈 譜 、新 義 眞言 宗史) 

バン 分 イ幡海 バンガ ィ幡涯 に 同し、 

バンガ ィ幡涯 21 Kle  〔淨 土宗〕 武藏熊 谷 寺の 僧な 
A、  幡涯は (一に 萬 涯 、幡 海 (C 作る) 品 蓮 ilih 九 # と號 す、 
幡隨 意 ic 役して 受 業し、 其 法を 嗣ぎ て武藏 熊 谷 寺に 住す、 
バンコ- 幡光 セン ヵィ 詮海を 見よ、 

バン ズ TV 幡隨意 ビヤ クド— 白 道を 見よ、. 

バン (鐵 、幡〕 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 二〇 一） 


パン 盤 挽 l# VJ 備； 匕 肥 ! K ツ' 瑟ビン . 敏ーヒ ン貧ヒ T ク YI £: ヤク 5'/ ヒマグ (白) 


バン T 盤哇 

バンコ 挽 古 

バン アン ^ H « 


丨タク 永琢を M よ、 
ゼン 耕 禪を 見よ、 

ュ—卜 -龍統 を 見よ、 


ヒの部 


6 - 


ビ ケサィ 備溪齋 卜-ョ 丨等揚 を 見よ、 

ヒ ゼン 肥ユ 刚  コ- キョ.- 康慶を 見よ、 

11 ツ く アン 瑟 々巷 シコ-支 考を 見よ、 

K ンカク 敏覺 (一八 三 五〕 〔三論 宗〕 大和 東大寺の 學 僧 - 3; 
敏覺は 三論を 覺樹 に 受け、 兼ねて 密敎に 通す、 安元の 初 
め 東南 院 よう 東大寺に 移うて 大に講 席を 啓く、 寂 年 及 a 壽缺 
く， (本 期 高僧 傅) 

e ンーブ クサ ィ貧樂 西 ショ- ヶ-祥 啓を 見よ、 

K やク 百戴二删 ^? 〔眞宗；1加賀江诏郡勒使村願成 
寺の 住持な 6、  百 叙 一名は 廣智 とい ふ、 少に して 學を好 
み、 越後 僧朗の 門に 入うて 宗乘を 硏 磨し、 處 々の 講肆に 遊 a 

て 內外 の學を 習 ふ、 就中 天台は 惠澄 律師 (C 受け" 性 相は 恢麟 

和尙 に學 S、 共に 秘奥に 達せ 6、 歸鄕の 後、 後進を 敎 育し、 

講 筵を 開く 乙と 四十 餘年 、遂に 勸學 職に 擢てら る、 明治の 

初め 官敎導 職を 置く に 方 6、 大 講義に 補せられ、 尋きて 權少 

敎正に 上る、 四 年 三月 十二 日 寂す、 壽八 十五 著作 大經 觀經 

四帖疏 、唯 識論三 類 境、 俱舍 論法 華玄義 、四敎 集注の 講義 筆 

記 ぁり、 世に 寫傳 せう、 (學 苑談 叢) 

e ヤク セツ 百 拙 ゲン ョ ' 兀 養を 見よ、 


t ヤタチ Hr * ゲン セツ  ー K 拙 5: 見ょ、 

ヒヤク チ ド 11 ン 百 癡道人 セツ ガン 拙 巖を 見ょ、 
e ヤクブ チ F—、 ン 百 不知 日^ j 里子 オン コ-飮 光を 見 


ビ T クアン 
、ヒ ヤク イン 
ビヤ クウ ン 
ビヤ タク ン 


白 養  シユ- クワン 秀關を 見， 
白隱  H ク ワク 慧 鶴を 見ょ、 

白垂 K  エ ギヨ- 慧曉を 見ょ、 
白雲  M ス—慧 崇を 見よ、 


ビヤ クウ ン 白雲 堂 ムソ- 無 相を 見よ、 

ビ ヤクオ 1 クヮン ゼン 觀禪を 見よ、 

ビヤ クオー白 私 羽 シュ- クン 宗雲を 見よ、 

ピヤ クガィ 白 崖  ホ-シヨ ー寶 生を昆 よ、 

ビヤ クガン ロ ー ニ ン白 3 石 老人  ニ チ ゴン日 言を ^ よ、 
ビヤ ダ ゲン 白玄  g HI OA  〔淨 土宗〕 江戸 增上寺 第三 十三 
代 f、  白 立は 信 蓮社設 譽良阿 淸 風と 號す、 江 戶の 人、 其 姓 
氏詳 かならず、 一 說に父 は 宮城 平 右衞 門 IE 業と 云 ふ 寬永四 年 
を 以て 生れ、 幼 R して 路白 上人に 就て 剃髪し、 修學 功を 積み 
て 河 越連馨 寺に 住し、 弘經寺 光明寺に 歷遷 し、 元祿 十. 一年 関 
九月 二十 九日 增上 寺 R 出世す、 翌十 三年 七月 二 H 寂す、 壽 七十 
三、 天 光院に 葬る、 (三 緣山 志} 

ビヤ クゲン 白玄 リヨ ークン 良薰 を 見よ、 

„ヒヤ クシ ン  jjj  コ ミヨ 丨虛 HJJ を 見よ、 

V V クシ ユン 白 純 シン ヶ- 秦冏を 見よ、 

ピヤ クジヨ 1 白壤 ジヨ- ク-淨 空を 見よ、 

ビヤ タズ ィ 白隨 r- 15 的 〔淨土  g 江戶增 上 寺 第三 十 A 


(一二 〇 一）  書辭 名人 家佛 本日 


代な 白 隨は幡 蓮 社 演譽智 賴海一 :と號 す、 伊勢の 人出 家 
して 三緣 山に 屬し 、內外 の 典籍を 學び 、一文 事 月 行事の 職を 
經て學 頭と な 6、 靈 山寺に 住し、 次に 大光院 に 移る、 後、 光明 
寺に 主と な- CN、 享保二 年  一 I 月 二十 一日 增上寺 三十 八 代の 貫主 
に ? I し、 大僧正に 任す、 時 R 六十歲 なう、 四月 有 章 公一 周忌 
法 會の導 師を勸 む、 同 七 年 四月 十條の 制を 出し、 寺院 所 化の 
說法 若の 卑劣 勸化を 誠む、 十 年 十二月 職を 辭 すれ ども 許 3 れ 

ず、 十一 年 再辭を 乞 a 、 二月 十六 日 麻布に 退隱 し、 十五 年 六 
月 二十 一日 (或は 八月 二十日) 寂す、 壽七 十五、 )] I 六十 二、 
塔を 累代の 傍らに 建つ、 (三 緣山 志) 

ビヤ クセツ ロ 白ボ廬  h ヵィ 慧海を 見ょ、 

ハク 

ビヤ タチ シ白痴 子 ジュン ヵク 純 覺を 見ょ、 

ビヤ クチ m オ ー 白 箸 公 羽 (一 五一 九) 京師の 隱者 なう、 

白 箸 翁 M 地の 產な るか 詳なら ず， 貞觀の 頃 京師に 白 箸を 賣る 
を 聚 とす、 平生 冠赠 全から ず、 数日 食は §'' るも晏 如と して 飢 
色な し、 人 あう 印を 問へ ば 毎に 七十な 6 と 答 ふ、 時に 市 樓の下 
卜 渚 あ 6 铒 八十 許、 人に 語うて 日 ふ、 吾れ 兌 童の 時已に 此翁 
を U る、 衣服 容貌 今と 異るな し 恐く は 百 餘歲 ならむ と， 一日 市 
門の 側に 終 ふ， 市人 尸を 移して 朿 K の 畔に埋 む、 後、 二十 餘 

年 南山の 石室 中に 翁の 法華經 を誦 持す るを 見た 6 とい ふ もの 

あ 後、 終る 所を 知らず、 (白 箸 翁！ §、 本朝 高僧 傳) 

ビやク F1 白 M i -H A- 四 〔淨 土宗〕 武藏幡 隨院の 開山な 

う、 .白 芮字 は幡. ;:! 一 怠、 號は同 蓮 社， 竹# と 云 ふ、 相 谟阈 藤澤 

の 人、 (一 說紀供 名 草の- 0 父は R 林と 云 ふ、 幼 {C して 若 山 萬 

性 寺に投 して 出家す、： t# て 京師に 於て rT m 遍の岌 興和尙 に 

ビやク (白) セ jF  i 


謁す、 岌興其 志 -i: 愛して 業を 授 く、 天 正 六 年 二月 六日 下總阈 
關宿に 於て 眞言 宗. ハ圓 相阿闍 梨と 法論す、 後上 野國館 林 {C 於 
て 善導 寺を 興し、 武藏に 皈て新 知 恩 寺を 創す、 後に 幡隨院 と 
云 ふ、 慶長十 年 鎭西に 至り 長 崎 大音 寺に 住し、 日向に ft 道 寺 
を 開く、 歸路故 國紀伊 K 至 6、 萬 松寺シ 瓶 T、 元 和 元年 (一 
說九 年) 正月 五日 寂す、 壽 七十、 (幡隨 意 上人 傅、 檀林志 ) 

， € ギクドー 白 堂 ダィ ヱ ン大圓 を 見ょ、 

ビヤ クホ 1 白 峰 ゲン テキ 支 滴を 見ょ、 

ビヤ クユ ー A 祐ニニ 九 七 〔浄土宗〕 肥 前 正 法 寺の 開山な 
う、 白祐は 見 蓮 社 而 譽と號 す、 幡隨 意に 就て 剃 髮受 業し、 
其 法を 嗣 r、 後 肥 前後 杵郡に 正 法 寺を 瓶して 開山と な 6、 寬 
永 十四 年 十月 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 3 

ビヤ クユ ー シ白幽 子 (一 H 六 丸〕 〔 . 〕 山城 白 河 山の 

隱者 なう、 白幽 子は M 許の 人なる か詳 ならず、 幼に して 石 川 
丈 山に 事へ、 病に 闵て辭 して 養 斗の 術を 求め 二十 歲の頃 一 
異人に 遇うて 丹を 練る 方を 受け、 一所に 住せず、 七十 歲の頃 
に至6、暫く丈山の詩仙堂に住し、後白河の山中に一菴を構へ 
住す、 寶 永の 頃 白 隱慧鶴 禪師に 就いて 養生の 術を 受く、 眞宗の 
桃溪若 霖白幽 子を 訪うて 詩を 贈る、 寶永六 屯 七月 二十 五 H 寂 
す、 11 志 箴一篇 あ 6、 日 ふ 夫 長，， 於 雲 豁靑松 下 -'* 無. 有，， 遊 tii 廣 
覽之 知 - \ 顧 有，， 至 愚 孤 陋之累 - » 晏然哀 = ?v 生 之 須臾， 平日 好讀 
一書、 不レ求 P 其 解 ハ 窺 聖賢 之 道 一 不一 慕-一榮 利 一安 i 貧. ナ蔽 = 風 日 - > 
一褐 一瓢 屢 空 不 k 憂 今日 而俟 U 天命， 而已 、と、 (白 隱禪師 年譜， 
續近世 畸人 傳) 


ビヤ ク (白  ユ 


書辭  名人 家佛 本日 


(ニニ 〇 一〕 


ビやク 〔 白) ml レ 


ビヤ ク へ白) 1: 31「平) 


C 考〕 白幽 子の 事蹐 稍 IIJ] 瞭を缺 けう、 白 隱禪師 の 夜船 閑話に、 
白幽眞 人は 丈 III の師 にして 三百 歲の壽 を 保て りと s へう、 こ 
れ事實 としかた し、 3 れは 近世 畸人 傳 R 其 人の 實茌を 疑へ る 
も 一理 あり、 續近 lit- 畸人 傳に 桃溪若 霖の宜 遊 草 等を 引 S て始 
めて 其 人の寶 在を 信し、 事蹟 5: 祸けた 6、 然る (>: 白 隱禪師 年 
譜によれは寶永七年に禪師白幽子を訪へるに、續近掛畸人傳 
に 揭 くる 墓 銘 によれば、 其前筇 に沒せ 禪師 牢譜の 誤れる 
もの か 未 7^2 詳なら ず、 

ビヤ ク m 白 寒 e  シユ丨 ド— 秀 道を 見よ、 

ビヤ タヨ 白 * ショ— 才 -稱往 を 見よ、 

ビヤ タヨ ， R » チョ-デン 長傳を 見よ、 

ビヤ タヨ  A#  リユ-テッ 龍 鐵を 見よ、 

ビヤ ク m  S#  リョ— モン 了 聞を 見よ、 

ビヤ タリ ユ ー 白 li ii 一一 一 g  〔曹 洞宗〕 山城 妙玄 寺の 開山 
なう、 白 龍 字は 三 州武藏 忍の 人な 6、 ( 一說熊 谷の 入) 俗 
姓 村 h 氏 * 1-! 家し - r 卍 山道 白の 法を 嗣き 、大山 太 室菴を 開き 住 
し、 後洛朿 心性 寺妙玄 寺を 開く、 寶曆十 年 四日 八日 寂す、 壽 

九十 二， (鷹 峯ぉ譜 、語録〕 

ビヤ クレン 白蓮 (一八 九 三.) 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な- CN、 

a 連は 始め 天台を 誇 眞法 印 R 學び、 後 辨 長に 投し宗 風 を究む 、 

天 齬 元年 三 ET 十八 日入宋 使橘尙 書の 船に 同乗して 宋に至 6、 

名 區を週 遊し、 後、 蓉禪師 R 詣ず 、一日 善導の 彌陀義 を 見て 

歡 喜し、 之を 書寫 して 本朝に 渡らむ とする も # 禪師許 3 ず、 

師 止む i: 得ず して 其 至要を 憶 持して 苽歸の 後 盛“ 法 門を 弘通 

す、 寂 年詳 かならず、 壽 七十、 (鎭 流祖 傅} 


ビ T クレン 白蓮 シヨ ーキ V 性 均を 見よ" 

ビヤ タレン 白蓮  ニ チコ— 日 興を 見よ、 

ビヤ クレン ゲ 白蓮 « ニ チキ 日陣を 見よ、 

ビヤ クロ 1 白樓  ジシ d  - 慈 周を 見よ、 

ヒヨ 1H1 平榮 (10) 奈 良の 歌 僧な う" 平榮は 
天平 寶龜 間の 人に して 和歌を 以て 知らる ' 其 詠歌は 載せて 萬 
葉 集に あ $、( 萬 葉 集 作者 履歴} 

ヒヨ— オン 平 恩 (I 五一 HC  〔 . 〕 大和 西大 寺の 僧な 

ク， 平 恩 俗姓 不詳、 法相 俱舍に 通ず、 維摩 會 講師と なる、 
貞觀八 年 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳〕 

K ml ダ !? ン 平 願 (一六 六 七) 〔天台宗〕 播 磨書寫 山の 僧 
f、  平 願は 播 磨の 人、 性 空 上人に 師事し 常に 法 華を 誦す、 
一日 暴風 あ 6 菴 倒れ、 平 願 其 下に 壓 せられ、 誠心に 法 華を 誦す 
れば 神來 うて 引き出し 慰め ^ $ と 云 ふ、 後 衣 盂を鬻 きて 法 華 
を 書し、 佛 像を 圖し 、河 上に 無 遮會を 開き、 誓 a て 日ふ此 善業 
を 以て 極樂に 往生す る rJ とを 得む か、 仰き 願く は 我に 奇瑞を 
示せ、 と、 叫 日 河邊に 白蓮 華 千 餘朶を 生じ、 異 香を 發し た- cs と 
云 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

K ヨ 1ゲン 平原 jgy A- 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
6、 平原は 伊勢の 人、 業を 金 勝 寺 願 安に 受け、 延長 元年 維摩 會 
の ^ 主と な 6、 承 平元班 興 福 寺に 住し、 大 僧都に 任ず、 新院を 
創し 第一祖 となう， 天曆 三年 五月 三日 寂す、 壽八 十九、 門下 
安秀 あ ( 本朝 高僧 傅) 

e ml サン ^P IIJ ぜ ンキン 善 均を 見よ、 

■1 シヅ 平 室  アン 安を 見よ、 


(三 二〇 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


ヒ 1 ゴ ー シン 平 心  ショ サィ 處齊を 見よ、 

1: 3 •"■セン ¥ 川 レ-シュン 禮浚を 見よ、 

ヒヨ ー チ 平 知日  0 五二七) 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な 
6、 平智 藥師 寺に 住し、 俜燈大 法師 位に 昇る、 後， 律師の 任を 
拜 す、 維摩 會 講師と なう、 貞觀九 年 最勝會 講師と なる、 示 寂の 
年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ヒヨ— チン 平 珍 ( . ) 〔三論 宗〕 大和 法 興 寺の 僧な 

$、  平 珍 俗姓 不詳、 * > 壯よ 6 淨業を 事と し、 晚年一 寺を 建立 
し、 常に 寺 中に 住し、 別に 小 堂を 開き、 砾 樂淨 土の 相を 彫刻し 
て 禮拜 す* 命 終に 際し* 弟子 等を して 念佛 三昧を 修せ しむ、 相 
語うて 日 ふ、 音樂 近く 聞 こ ゆ 空， 中に 如 來の迎 ふるなら む、 と、 
便ち 新淨 衣を 著して、 入滅す、 (件 ^ 極樂 記、 本朝 高僧 傅} 

ヒヨ 1 デン ¥ 0a クキッ 慈 均を 見よ、 
e ml ト ー 平燈 (一六 〇 〇) 〔天台 S 近 江 延曆 寺の 僧な 
う、 珥 燈は钾 淵 尊 息の 二師 に從ひ て 台密を 硏究 し" 諸國 に 
出 遊す、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

1: ヨ1卜1ボ1 平等 房 ヱ ーゴン 永 嚴を 見よ、 
e ヨ ー ニン 平 仁 (1 八 I 三) 〔法 和宗〕 奈良 朮大 寺の 僧な 
う、 平 仁 俗 姊 不詳、 法相に 精し、 仁 和 三年 最勝 酋講帥 とな 

る、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

t fnl ニ ン 平 仁  ヒョ-ニ ン平 忍を 見よ、 

e ml ニン 平 忍.  一 5;: 九 /\: 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 

$、 牟忍 (一に 平 仁に 作る/比 煎 山の 座主 尊意に 從 CA て 台密を 

學ひ 、東 塔の汴 華 三味 堂に 居る、 常に 法 華 經を持 誦して 他を 

街み す、 天慶 -Jr 年年 八十 餘 にして 寂す、 (本朝 高僧 傳 } 


ヒヨ— C 平、 y — 二 


u nT 二 m 平 如 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 

6、 平 如は 仁 和 寺の 仁 元 供奉に 從ひて 顯密の 法を 學ふ 、詳 
傳 なし、 (本朝 高僧 傳) 

AJ 3 1 ビ 平備 ( . ) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 學 僧な 

i  平 ii は敎 乗に 通し 元 興 寺を 主とぅ、 性 相に 通じ、 學徒 
を誘掖 す、 著作 因 叫 論疏 記九卷 、唯識 論 羽 足 四卷 、般若 珲趣分 
私鈔 三卷 、三 身 義五卷 、成業 疏一卷 、梵 網經上 卷義疏 、梵網 
經上卷 料簡 各二卷 、梵 網經下 卷私鈔 二卷 、最勝 干' 經羽足 一卷、 
最勝 調度 四 卷 、法苑 松 章 記一卷 、法 苑記七 卷 ぁぅ、 寂 年、 及 a 壽 
缺く 、(元 亨釋 書、 本朝 高僧 博、 諸宗章 疏錄) 

t ヨ ー ミヨ ー 平明 i -t-fc A— ね 〔天台宗〕 上 總國分 寺の 僧な 
$、  平明は 京都の 人な 6、 出家して 梵學を 事と して 餘暇 
毘 首の 風を 聞きて 好みて 佛像を 作る、 勅に ょ. CN て 上 總國分 寺 
の 講師と な 6、 大治四 年 九月 二十 八日 寂す、 壽七 十七、 (本朝 
高僧 博) 

ヒヨ ー ヨ ー 平耀 (一六 ーモ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 律師 
f,  平 耀は 常に 法 華を 誦し、 阿 彌陀を 念す、 天德 元年 十二 
月 五日 元杲 の傳 法を 得、 同日 印 信を 受 く、 付 法の 資惟 靜智算 
の 二 人 ぁ ( 續傳燈 廣錄) 

ヒヨ 1 イン 豹隱 卜 I テキ 凍 滴 1: 見ょ、 

em  — ケ 1 標. 復 (一四 三 一) 〔 . 〕 大和の 僧な $、 

標堦 俗姓 + 詳神 護慶雲 元年 {<: 中 律師と なう、 寶龜二 年に 其官 
を 罷む 、示 寂の 年時缺 く、 (七大 寺 年表} 

フの部 


豹、 標； 


書 


名人 家怫本  P 


(四 d 〇一〕 


ブ (普 ノギ 1 ゴ- 


tv キヨ ー 普 行 二 测 05 〔眞宗 〕 大坂淨 光寺の 住持な り、 
普 行 一名は 眞 了と S CA 、 越 中の A な 少牡の 時 寂 用 院の門 
に 入うて 宗 f を硏 習し、 文化 五 年 叢林に 掛搭 し、 自 他宗の 典籍 
を涉獵 し、 天 保 八 年 大坂砂 堪淨 光寺 R 住持し， 弘化 元年 二月 
勸學嗷 に 昇^^ 幾 くもなく 病に 罹うて 寂す、 壽五 十三、 謚を 
1 1:3 信 房と S ふ、 明治 九 屯 但信院 の號を 贈らる、 著作、 三帖和 
讃錄 、文 類聚 鈔 私記 二門偈 私 IIi 、 TE 信偈 私記、 敎行 信證私 
記'  選擇集 私記、 支 義分 私記、 序 分 義 私記， 定善義 私記、 散 
善義私 記、 六 字釋私 記、 安樂 集 私記、 淨土論 私記、 淨 土論講 
記、 願 成就 文 私記， 御 一代 聞書錄 、寺 族敎 論、 法相 ィ p ハ 目 
錄、增秫諸乘法數名.！！1、增鋪略述法相義講記、觀心覺夢鈔記、 
唯識述 記 所 引典據 書目、 唯識述 記 私記， 唯 諭 述記入 紙、 起 信 
論義記 記、 同 私記、 同私抄 、同 鞴缺 、同 谷 響、 華嚴 法界 記 愚 
艸 、華嚴 大疏鈔 抄出、 五敎 章纂釋 略' 五敎 章愚艸 、義林 章 所 引 
本文 典據谷 若干 卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

プコ 1 イン 並 日光 院 ゲン シユ -- 一玄 秀尼を 見ょ、 
プゴン 普嚴 -r 晒 ^ 〔眞宗 〕 安藝 西 林 寺の 住持な う、 

普嚴 字は 圓 si とい ひ、 淼谷 、一 (r. 洞 雲と 號し "書 室を 方舟 齋 

と稱 す、 安藝 國 安藝 郡警昀 屋村俗 家の 子な 6、 十六 歲の時 R 

法專 寺 R 於て 剃 髮 し、 翌年 眞實院 の 門に 入う、 爾後 數年 左右 

に 侍して 宗學 を硏究 す、 後院の 媒介を 以て 坂 材西林 寺に 住す、 

三業 惑 亂の際 院に從 S て 東 下し、 給 串 誠を 竭し院 の 病を 得る _ 

に 及 a て 日 使 掸藥の 勞に服 して 懈ら す、 其 寂 せらる、 や 遺骨 

を 護して 安藝に：！ へる* 文政 九 年 司敎 に擢て られへ 翌年 安居 

して往生乾註を副講しゝ天保三牮勸學職に上-^四年安焫本 


プへ普 ) 、fi  j ジ. 


講 人出 二 門 偈を講 す、 六 屯 十月 廿四日 病を 發 して 暴か ^ 寂す、 
壽六 十一、 (學苑 叢談) 

ブゴン 並 S 厭 シンジ ユゾ 眞淳を 見よ、 

ブサィ 並 日 濟  € ンク善 救を 見よ、 
tv 發ィ並 日 在 ——. 一  g sf 〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪僧な 6、 
普 在 字は 在菴 、俗姓 源氏、 阿波 倉 本の 人な 6、 師十歲 郡の 香 谷 
寶覺 律師に 事 ふ、 服勤牢 あぅて 契 悟す、 相模に 下ぅ壽 福 寺 秋 
澗泉に 謁す、 明 極 俊、 淸拙澄 竺仙 仙の 諸禪師 R 器 重 せらる m 显 
の圓通 寺に 請せられ 開 法す、 豪族 宇佐 公 光なる もの 光隆 寺を 
創して 師を請 す、 尋て 備の涛 昌寺紀 伊の 興_ 寺 (C 歷注 し、 禪客 
雲集す、 將軍足 利 義詮禪 興 寺 (C 請し* 安房の 太 ォ 源 賴季弟 十 
の禮を 執り 菩薩 戒を 受け、 興 源 寺 y 創して 請す、 未た 幾く もな 
くして 京師 妙 光寺、 備の常 興 寺を 經て 、建 仁 寺 天 龍 寺に 轉 し、 
遂に 南禪 寺 R 昇ぅ 住す、 細 川 賴之府 命 R よ 6 寺 南の 地 (C 師の 
爲 に 覺勝 塔、 幷に大 定菴ヒ 立つ" 晚年東 下 建 良 寺 (C 住す、 老病 
あ 6 龜谷 勝國 寺に 退 休す、 永 和 二年閏 七月 四日 寂す、 壽 七十 
九、 臘六 十六、 勅 謚佛慧 廣慈禪 帥と 云 ふ、 (延 寶傳 燈錄 、本朝 高 
僧 募} 

プサン 並 日 山 ホ-サン 彭山 を 見よ、 

ケジヤ ク並日 寂 ニー m  〔淨土 宗： 一武 藏長 泉院の 開山な 
P、  普 寂 字は 德 一:、 自ら 道 光と 號 す'  伊 熱 桑 名の增 nl 眞宗 
源流 寺秀寬 (字 古 雲) の 第一 子な 6、 寶永四 年 八月 十五 日に 
生る、 幼名 左 南と 云 a' 夙に M 叫の 譽 あり、 享ぱ五 年 十四 歲 に 
して 桑 v f> 光 m 寺 其に 就きて 俱 舍頌疏 を學ひ 、同 十 牢 十九 歲同 
地 天 祥寺禎 山 禪師 {: 就て 起 倍 論 的 記 五敎鲂 、則 覺經略 疏、 


(五 二〇 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


因 明纂解 等を 聽受 し、 尋 s て 出 遊の 志 あ* 父に 請 a て 京都 
に 上う、 一時の 名匠た る 十 支、 天 旭、 湛慧 、鳳潭 を歷 問して 
性 相の 經論を 學 a 、 和 泉の 眞敎 に 就きて 密 部を 受け、 大に得 
る 所 あう、 河內法 然寺義 雄の 招に ょう 同 寺に 到う、 相 共に 學 
問を 勵けみ 、後 再 a 和 泉に 遊 a て 專稱寺 慧然に 謁して 信 重せ 
られ 、慧然 {C 代うて 俱舍 論を 講す 、偶疾 に 罹うて 其 下を 辭して 
東歸 す、 而して 師の學 問は 此に 一期を なし 疾 に 因うて 急に 出 
離の 要 法を 求め、，、 晝夜 煩悶し、 積年の 學問を 一 塵に 附し 去ら 
ん とする に 至れ- CN、 眞宗 の宗 風に ょうて 意を 充 しか 犮 けれは、 
脫 出せ / 1 ¢: とを 期し 穴る も、 其 寺院に 生れて 事情の 許し かた 
きもの あう、 荏苒 數年 を經 、享保 十六 年 廿六歲 {<: して 再 a 出 
遊し、 攝津の 四天王 寺に 詣 し、 聖德 太子 像に 祈禱 して 出 離の 
要 法を 求め、 同 十八 年鄕 里に 還へ'^、 益 意 安から さるもの あ 
-CN、 遂に 父母に 强 請して 永く 膝下を 辭 し、 路資用 唯銅錢 三百 
を携帶 し、 一 笠 一 鉢に して 諸國經 行の 途に 上る、 Z. れ實に 同 
年 四月 廿 八日な 6、 其 夜 上野 村に 宿し、 徹夜 一書を 作- CN て 父 
母に 送う、 具 £c 出家の 志願を 述へ 、决 然として 眞宗の 法衣を 
脫 す、 自詠 あ- cn  r 身に かけし 法の 衣は おなしき も 身は V あは 

ねは 脫き 捨て そす る」、 翌日 早發 して 河内に 向 a 、 交野 郡津田 

の正應 寺 (C 弟 僧 智圓を 訪ひゲ 亦 其 志を 吿け 、且つ 伊勢に 歸 

へ- CS、 代 $ て 父母に 奉 事せ A Z: とを 命す、 自ら [PJ 寺 ic 留 $、 

一室に 籠居して 念 佛誦經 を 事と す、 伊勢 光 蓮 寺なる 弟 僧乾雅 

は師 のために 隱 棲の 地を 求め、 某 居士と 謀- CN て 尾 張 八 事 山に 

迎ふ 、師は 同年 八月 正應 寺を 出て、 八 事 li? に 登う、 同 山の 前 

住持 高 隣 上人に 謁して 菩薩 戒 、盡 形齋戒 を 受け、 山中の 一菴 

ブ (普/ f' ン 


に隱 棲して 晝夜の 則な く 念 佛誦經 を 事と し、 其 苦 修練 行は 見 
聞す る もの 皆 驚 服す る 所た 6、 同 til 中 一色の 西方 寺關通 上人 
師の苦 修練 行を 聞きて 隨 喜し、 弟子 1: 遺は して 供養す、 享保 
二十 年 二十 九歲 別時 念佛を 修 し、 偶疾に 罹* CN、 關通 上人の 下 
に 到うて 療養す、 後 八 事 山に 還 $、 舊によ 6 苦 修練 行を 事と 
し、 一旦 靈驗あ 廓 然として 鉢 脫 する 所 あ 6、 而して 乙れ 
よう 關通 上人の 勸獎に ようて 大に 戒律に 意を 傾く る ことと な 
れ 6、 後年 師か淨 土宗 内に 戒律を 唱導して 一時を 風靡す る も 
の ■乙、 に 淵源す るな 6、 八 事 山は 師か 念佛誦 經の爲 に隱れ 穴 
る 所な う、 師は 再 a 同 山を 出て ん とは 期せ しなら むが、 
關通 上人 再三 策勵 して 日 ふ、 乙れ 士女 翁軀も 能くす る 所な. CS、 
師の材 力 大法を 興隆し、 大衆を 普濟 する に餘 あれは、 益 進み 
て 洪器を 空く するな かれ、 と、 師 乙 れよ $ 同 山の 住持 諦忍律 
師に請 ひて 輪 藏の大 藏經を 閱讀 す、 先つ 輪蔵 中に 安置す る延 
命 普賢 像を 祈禱 して 有 緣の經 論を 探り 華 嚴經を 持て 大に 喜； 5 
て 日 ふ、 今よ- 〇 一止 一作 華 嚴の敎 海に 游泳し、 一 解 一行 普く 
法界に 廻向せ /L と、 關通 上人の 策勵に よ 6、 戒律の 興隆を 期 
し、 上人の 書を 得て 江戶の 敬 首 律師を 問 はんとし 穴る か、 律 
師 書を 送うて 日 ふ、 關東 律儀 疎漏に して 初學 者を 誘 ふに よろ 
しからす、 京師 深 草に 玄門 律師 あ.^、 先つ 問 ふへ しと、 乙、 
に 於て 關通 上人の 周旋 R よ 6、 三 河 荊 谷の 崇 _ 寺義燈 律師湛 
慧律 帥の 資) に 面し、 律師に 隨 伴して 深 草に 到る、 玄門字 は 
通 西、 淨土宗 西 山 派の 高德な 6、 强 請して 其 下に 歸し 、改め 
て 慧謙 字は， 德 門と 云 ふ、 幾 もな く關迪 上人の 招に ようて 東歸 
し、 義燈 律師に 師事し t 菩薩 戒を 重受 す、 翌元文 元年 安樂 院 


ブ( 普) ジ 
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(六 二〇 一） 


ブ C 普) ジ 


ブ (普) ジ 


靈空 律師 玄門 律師の 高風を 慕 S て 西 上し、 有 門 菴正寬 律師に 
因う. て 靈空 律師に 謁し、 一門の 敎を受 く、 後、 華嚴寺 鳳潭を 
問 a 、 攝津に 下 6 鳳潭の 門下 覺洲を 問 ひ、 三日間 留 宿し、 河 
內に 到う 正應 寺に 留 宿し、 後東歸 す、 同年 江戶に 下う 增上寺 
順眞 寮に 俗 弟 乾雅を 訪問し* 寺 僧の 請に ょう 赤 坂に 寓 し、 俱 
舍頌疏 を 講 す、 義燈 律師 江戸に 下う" 幡隨院 に 留 う、 敬 首 律 
師を 請 a て 天台 
戒 疏の講 席を 開 
く、 師疾を 力め 
て 其 席に 列し 聽 
受す 、(元 文 元年 
尾 張 西方 寺律院 
とな-^ 改めて 圓 
成 寺と 號 し、 開 
山 (C 敬 首 律師を 
仰き、 住持に 義 
燈 律師を 推す、 

乃ち 翌二华 義燈 
律師 東 下し、 敬 

首 律師 R 律院の 

規約を 受け、 且つ 天台 頌疏 の講 席を 開く、) 同年 義燈 律師に 隨 

伴して 西 上圓成 寺に 留 う、 翌 三年 義燈師 を拜 して 息 慈 法を 受 

け、 重ねて 京 帥に 上 $、 照臨 菴に留 う、 尋きて 近 江 守 山淨土 

寺に 住す、 翌四年 和 泉に 遊 S、 住 吉地藏 院快存 律師の 講席に 

列して 四 分 行事鈔 を 聽受 し、 後淨土 寺に 歸住 し、 諸 緣を斷 ち 


て 念 佛誦經 を 事と したる か、 忽ち 三大 疑問 あうて 解釋 する 乙 
と 能は す、 大に 苦悶す、 三大 疑問とは 其 一は 建立 器界の 
事、 其 二は 大小 兩乘の 事、 其 三は 因果 應 報の 31 な 6、 師は夙 
に佛敎 の大體 に體脫 したる が、 猶 此三大 疑問 腦中に 蘊蓄して 
飮みて 入らず、 吐きて， 出て さる か 如く 苦悶す、 師 自ら 謂 ふ、 
此疑 問は 人 (C 質して 消す へきに あらす、 書に 探-^ て 决す へき 
にあら す、 自心に 了 悟す る R あらす は 安ん をょ く解釋 する を 
得ん と、 爾後 亢々 參究の 念 あう、 禪 林に 投せん とし、 同地 大 
光寺 某に 謀う、 加 賀大乘 寺 慈 鱗 元趾の 風を 聞き、 ' 兀文五 年 二 
月 飄然と して 出發し 加賀に 向 ふ、 曹洞宗 の大德 元趾禪 師師を 
迎へて 慰諭懇 到す、 即ち 其 下に 大事を 參究 し、 禪師を 抑き 土 
菩薩 戒 を重受 す、 天 德院僧 孝 禪師の 風を 聞きて 謁見し、 允許 
を 得て 其 室 {C 投 す、 幾 もな く 病の 爲め其 下を 辭 し、 守 山淨て 
寺に 歸 住し、 寺務を 弟子 育 信智薰 二人に. 一任し" 自ら 寺內可 
吟菴に 隱 棲し、 四 壁を 閉して 參禪 し、 時々 通 宵 眠らす、 感發す 
ると Z1 ろ あれは 經論に 證 し、 筆を 取うて 片紙に 記録す、 師後 
に.作ると乙ろの香海一滞は大低此時感發の心相を記錄したる 
ものに 係る、 而して 三大 疑問は 遺 除せ すして、 自然に 遣 除し 
心身 安靜 な- CN、 幾 もな く 可 吟菴を 出て" 弟子 育 信を 率ゐ て大 
和紀 伊を 經 行し、 吉野山 高野山の 靈蹟を 歴訪し、 重ねて 京都 
に 上 6、 深 草玄門 律師の 勸め にょう 其草菴 に留 住す、 一年 餘 
にして 守 山に 飯へ 6、 再 a 大和 R 到 6、 東大寺 放光 院 、招提 
寺の 菩提 庵に 留ま 6、 道聲 高く、 師の 道聲を 聞き、 四方の 道 
俗 相 競 a て 其 下に 敎を乞 ふ、 伊勢の 道 源 (字德 柄} は 其 一人 
なう、 道 源は 初め 湛慧 律師の 下 4C あ 6、 後 帥の 下に 敎を乞 ひ 


(七 二〇 一 ） 


書辭 名人 家佛 本日 


た るか、 延享 三年 律師の 意を 受け、 師に 具足 戒進受 の 乙 とを 
勸 誘す、 師 乃ち 律師に 謁して 其 推擧を 謝し* 進受の 準備を な 
す、 然るに 十二月 一日 律師 病 あ $ て 瘡 t す、 翌年 二月 十日に 
寂し たれは、 進受 由な く、 終に 同年 六月 十日に 律師の 肖像の 
前に 自誓 受傳 し、 法 隆寺法 澤琛覺 二 律師 證 明し、 之を 成辨 す、 
蓥 し湛慧 律師の 遺言に よるな う、 是 よう 京都 長 時 院に留 6 寺 
務を 統理 す、 五 年 四月 同院に 法澤 律師を 請し、 行事 鈔を講 す' 
寬延二 年 八月 長 時院を 辭 し、 嵯峨 瑞應院 、東 福 寺 內南明 院に留 
まるに、 陸績歸 向す る 者 あう、 良 徵尼光 嚴臺雲 等 最も 聞 ゆ、 
翌年 相 國寺雲 興 軒に 轉し •大 原の 妙 立 和尙ル 古知 谷の 澄禪和 
上の 靈跡を 探く る、 寶曆 元年 長 時 院の檀 主の 強請に ようて 同 
院に 住し、 法 席 盛な. 9、 歸向 する もの玄 光慧 秀等甚 た 多し、 
翌年 四月 奥州 無能 寺 不能 律師の 請に よう、 太秦桂 宮院に 行事 
鈔を講 す、 聽者數 百 人な う、 同年 十二月 禪林寺 學侶大 心 大成 
等の 請に より 俱舍 論を ft す、 翌年 常樂 寺に 再 a 俱舍 論を 講 す、 
六月 八日 父の 訃を得 て 哀傷 常に 過き、 講席を 休止す、 尋きて 
長時院 側に 母を 延 招して 奉 事す、 寶曆十 一年 長講 堂に嘥 識述 
記， で 講 し、 翌 十二 年 三 / 2 ひ 俱舍 論を 請す、 同年 江戸 目 黑長泉 
院 工事 成 6 幹事 千 如遙に 書を 寄せて 師を 招請す、 師 再三 病 

弱を 以て 辭 する も 懇請して 止ます、 十三 年 四月 十五 日 遂に 京 

都を 發 し、 木 曾より 善 光寺を 經て 同月 末 ix 戸に 入う、 五月 長 

泉院 に 住す、 蓋し 目 黒の 長 泉院沏 立 ii 初め 增上寺 成 譽大玄 

上人の 意に 出て、 上人は 門下 堯 雲を 督 L て 經營し 盤 龍 寺 不能 

律師を 迎へん とし / 2 るが、 當時 幕府は 新に 寺院を 荆立 する こ 

をと 禁し たれは、 其 志願を 果たす に 由な く、 大玄寂 能 相繼き 


ブ (普)；、 ン 


て 寂す、 大玄の 門下 千 如 其 志を 繼き川 越 蓮 馨寺敎 意に 計う、 
相 共 (C 力を 盡し 、終に 落成す、 乃ち 遙に師 の 風を 聞きて 連. 請 
する に 至う しなう、 師東 下して 同院に 住する にあた う、 道俗 
雲集して 敎を乞 ふ、 同年 秋增上 寺に 於て 五敎 章、 翌明和 元年 
俱舍 論、 二 年探玄 記を、 相續 きて 講ず •每に 聽者數 百 人 あう、 
翌 三年 西 上し、 長 時院に 留まう、 法 苑義林 章を 講し 、翌四 年 
東歸 し、 講席 盛な 6、 門下 的玄 、澤巖 、明遍 、大 心、 鸞 山、 
等 常に 侍して 敎を禀 く、 師香海  一 if を圖 し、 鸞 山に 密附 す、 
尋きて 弟子 大心 具壽を 長 時院の 住持と し、 明 和 七 年 夏 西 上 
し、 成等菴 に五敎 章を 講 し、 八 年禪林 寺に て 法 華玄義 並に 止 
觀を講 す、 同年 香 海 r 插を 門下 僧 尾 古岑 、大成、 仙靈 、旭 應、 
賢 州、 大賢に 密附 し、 秋 東 皈し講 席の 盛なる 乙と 前に 倍す- 
安永 七年靈 夢に ょ 自ら 道 光と 號す 、爾後 常に 長 泉院に 住 
し、 日々 諸經說 法を 事と し、 天明 元年 八月 華 嚴經を 講 し、 性 
起 品に 至うて 止む、 是れ 講經の 終な 6、 老病 あうて 坐 臥 自由 
ならす、 唯淨土 曼荼羅に 對 し、 念佛 唱名を Z: と、 し、 諸 弟子 
を 召し 遺訓， v 與 へ、 同年 十月 十四日 安然 寂す、 壽七 十五、 臘 
三十 六、 著作 華嚴五 敎章 衍秘鈔 五卷 、唯 識述 記纂解 十四 卷、 
俱舍論 要 解 十二 卷 、法 苑義 林章纂 解七卷 、攝大 乘論略 疏附分 
科五卷 、唯 識論略 疏六卷 、法 華 三 大部 復眞鈔 、附 分科 三十 卷、 
大乘義 章 科 圖五卷 、四敎 儀 集註 詮 要、 首楞嚴 經略疏 、各 四 
卷 、起 信 論 義記要 決、 梵網經 台疏辩 要、 勝鬉經 顯宗鈔 、各 三 
卷 、心 經略疏 探耍鈔 、法 苑義林 章 分科、 願 生 淨土義 、圓 覺經 
義疏 、三 藏知津 、顯揚 正 法 復古 集、 各二卷 、華 嚴經探 支 記、 
發揮鈔 、天文 辨 惑、 梵網經 摘要、 梵網辨 要略 釋 、三 聚戒辨 要 


ブ (普} ジ 


書 


名人 家佛 本日 


(八 二 0 —I 


ブ r 日)、 V 


遺敎 論略疏 、俱舍 論 要 解 分科 瑜_ 圖鈔 、無差別 論 示珠鈔 ，楞伽 
知津、 三 藏法數 、六 物辨 要、 行事 撮要、 毘尼 法要、 四 分 律 行事鈔 
分科、 淨宗 兼學律 儀辨 、通 別二受 律儀 辨 ，見 道辨 、華 嚴玄 々章" 
同！ I 測、 香 海一澝 、各 一卷 ぁう、 (普 寂 和 上行狀 記} 

ブシ ユ ー 普 宗 二翌茲 〔曹 洞宗〕 越後 雲 洞 巷の 禪 僧な 
6、 普宗 字は 高 廓と 云 ふ、 奥州 小 幡鄕鈴 木 某の 子、 {貴 永 六 
年 三月 十七 日 R 生る" 出家して 大に曹 洞の 宗風 を擧揚 す、 明 和 
六 年 十月 十九 日 寂す、 壽六 十一、 著作 語錄 ぁう 

クシ ml 並 日照 二 四 一八) 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 學僧な 
う、 普 照 俗姓 詳 ならず、 出家して 興 福 大安 二 寺の 間に 周旋し 
て義 解の 名を 擅に し、 常に 戒律の 缺け たるを 槪 す、 天平の 初 勅 
を拜 して 榮睿 と共に 唐 R 航 し-福 先 寺の 定賓 律師 ic 就きて 
戒律 VJ 受け 同 寺に 留 る" 支 宗二 僧の 堅志を 賞し、 時々 絹 二十 
匹を 施し、 四時に 時 服 月俸を 給し、 供奉の 班 R 預 る、 普照榮 
審辭 して 日 ふ、 求 法の 7^2 めに 來れ 6 寵榮 R 意な しと、 便ち 去 
6 て 萍 遊し 道 'is に 謁して 共 R 揚州 R 下み 鑑眞に 謁し 來意 を吿 
げ東 化を 請し、 河 東に 至 6 船を 理し粮 を辨 して 相 共 R 出發 

す、 海上 屢困 厄 (C 罹 う榮睿 は 途中に 寂す、 普 照は 鑑眞 等の 一 

行に 隨 ひ て 歸 朝す、 乃ち 勅を 拜して 東大寺に 居 6 維摩 堂に 於 

て 法勵 の戒 疏を講 敷す、 時に 志 中、 靈 福、 賢 璟 等、 占 察 經瑜伽 

論の 自誓 受戒を 以て 問 詰 蜂起す、 普 照 一々 辨 析し羯 摩の 要を 

說 く、 是 R 於て 志 中等 皆 其 下 R 從 ふ、 天平 寶字二 年 六月 普 照 

奏して 日 ふ 城外の 路傍 R 果樹を 列 栽せば 行人 蔭 R 就て 凉を納 

れ 、飢る 時は 實を食 せん、 是れ聖 化 1: 助く るを 得む 云々、 其 

利濟の 深き 以て 知るべし、 示 寂の 年 時缺く  (元 亨釋 書， 本朝 


ブ (普) シーデ 


高僧 傳 、律 苑僧寶 傅} 

ブ；、 ン ml 普定 (二 三 一 五〕 〔黃 檗宗〕 肥 前 長 崎 崇福 寺の 僧 
なう、 普定は 明 人な 寬永 十六 年に 西來 し、 崇福 寺 R 留 う、 
明曆 元年 國 {C 皈 る、 (黄 檗宗 史料) 
tvh ン並日 天 i ii ft  〔眞 宗〕 近 江 大津唯 泉 寺の 住持な 
6、 普 天 一名は 澄玄 、號を 香 雲院と s ふ、 幼ょう 諸方 R 笈を 
負 CA " 諸 山の 碩 學を訪 a て 得る と z: ^ 多し、 殊 R 性 相の 法 門 
を究む 、遂に 香月院 講師の 門 R 入-^" 學德 日 R 進む" 大津唯 
泉 寺の 住職と なる R 及 ひ、 夙に 佛 堂の 頹廢を 歎き、 再興の 業 
を 起し、 經營 成就して 頗る 輪奐の 美を 極む、 次 R 經藏を 設け 
て 佛籍を 蒐集し、 後 新 R 洪鐘堂 太鼓 樓及ひ 門 宇を 築き、 更 R 
當寺 永世 相續 維持の 法を設 く、 常に 高 倉學 寮に あ 6 て 屢 々講 
述の 筵を 開き. 擢て られて 擬講 となる 時に 三十 八歲 、後 四十 
九歲 にして 嗣講 となる、 偶々 靈崎頓 成と 宗義 V」 爭 S、 幕府に 
訴へ師 の答辨 流る、 か 如く、 正邪 判して 事 止む， 師寺に 歸へ 
6、 嘉永四 年 八月 六日 寂す、 壽六 十五、 明治 二十 年 法主 嚴如 | 
師を追 賞して 講師を 贈る、 (碑文)  | 
ブ 3* ン普天 5: .1三〔眞宗〕.攝津武庫郡西新田村源光寺| 
の 住持な^^ 普 天は 天 保 十五 年 正月 勸學 職と なう、 嘉永五 年 | 
安居 學林 R 代講し、 同年 七月 員外と なう、 六 年 七月 十三 日 寂 
す 本山 謚して 皆遵院 とい ふ、 (學 苑談 叢) 

ブタン 並 日 天  チョ 1 ゲン 澄玄を 見ょ、 

tv チン 並 白 傳 ( . ) 〔眞 宗 3 越 前國輻 井仙祕 寺 0 住 | 

持な 6、 普傳は 越 前の 人、 眞宗高 田 派なる 福 井の 仙 福 寺に 住 j 
し、 數次木 山 安居を 勸む、 寂 年月日 缺 く、  I 


(九 二〇 一）  書辭 名人 家佛 本  日 


2 ブンボ ー 普傳房 ニ チ モン 日 門を 見ょ、 

ブニン 普 ffl  i 羅  〔天台宗〕 山城 安樂 律 院の學 僧な 
6、 普 潤は 筑後浮 羽郡增 生 田 村の 人、 母は 岩 佐 氏、 文政 十 
二 年 十月 二日に 生る、 十二 歲潜に 家を 遁れ 出て 高 良 山 蓮臺院 
に 投し 、即 超に 師事し、 即眞と 云 ふ、 後三年 恩亮 僧正に 就 S 
て 度を 受け、 十七 歲其院 の 塔 頭 一音 院 の 住持と なう、 後比皲 
山に 登う V 西 塔 大仙院 光觀に 就 いて！ 一宗の 學を受 く、 改めて 
堯 I 浦と 云 ふ、 嘉永五 年 正月 安樂 律 院性憲 に 從 a 、 其院資 成に 
就 S て 四十 八戒を 受け、 嘉永六 年 性憲に 就 い て 十重 戒を 受け、 
其 年 四月 東 下し 淨名 院慧 澄に 師事して、 顯密 二敎を 學 a 、 天 
台 三 大部の 講 席に 列る さ 三回に 及へ 6、 安政 三年 正月 慧 澄に 
就 S て 形 同沙彌 となう、 慧 澄の 詩句 一雨 普 潤 三 草 春を 愛誦 
し、 自ら 普 潤と 改む 、安政 四 年魚 山 梵唄 秘曲を 受け" 慶應元 
年 二月 輪 王 寺 宮公現 親王の 師範と な 6、 明治 二 年 七月 七日 安 
樂律院 忍 達に 從うて 十重 戒、 幷に瑜 珈梵綱 重 輕兩戒 を 誓 受 し、 
其 日 具足 戒を受 く、 六 年 一月 備前圓 山佛心 寺に 住す， 八 年 三 
月 坂 本 村 泰門菴 に 住し、 十二月 廿 四日 本山 安樂 律 院に轉 し、 
十三 年 十二月 中學 林 # ; 長と なる、 十九 年 聖護院 町 有 門院に 住 

し、 僧正に 昇る、 廿年 二月 三部 都 法 大阿闇 梨 位と な 紀伊 

粉 河 十 禪院に 住す、 廿 三年 四月 日光 山 輿 雲 院に轉 住し、 廿五 

年 大學林 講師と なう" 坂 本 世 尊 寺に 住す、 卅 三年 十月 疾に罹 

う、 翌舟四 年 一月 四日 寂す、 壽七十 三、 臘三 十一、 (事 歷) 

ブ手 普 寧 •一 • !; •た (臨 濟宗 a 相 模建長 寺 第二 代な う、 

普 寧 字は 亢菴 、俗姓 不詳、 宋西蜀 の 人、 幼 {C して 出家し、 諸 

老 宿に 歷 訊し、 蔣山に 到うて 癡絕冲 の 上 堂に 値 a て 覆 船 僧 到 


ブ(普)チー.二 


雪 峰 話を 擧す るを 聞き、 忽爾省 あ 6、 尋て育 王 山に 登- CV、 M 
準範に 依う 徹 悟し、 後端 平の 初範 禪師に 隨 a て 徑 山に 遷 6 住 
す" 禪師日 ふ、 道を 得る は 易し、 道を 守る は 難し、 默默 之を 守 
るべ し、 久 くして 自然に 感驗あ と、 師 退きて 亢亢 日を 度 
る、 準禪師 亢菴の 二字を 大書して 贈る、 因て 號と なす、 尋て 
靈隱 天童に 遷 $、 第一 座に 推 3 る、 象 山の 靈巖寺 席を 虛 する 
に 際し、 道俗 懇請す、 乃ち 入 寺 開 堂す、 然るに 北虜 侵入し、 
寺院 亦 禍を受 く、 景定 元年 (我 朝文應 元年) に 東 遊を 决す， 
蓋し 我國に 留れる 道 友の屢 書を 贈うて 招聘せ るに 由る、 同年 
博 多津に 達し 聖福 寺に 寓し尋 て 入京す •東 福 寺の 辩圓は 師と 
舊交 あう、 同 寺に 留 6 厚 侍せら る、 北 條時賴 特に 迎 へ、 巨 福 
山に 請す、 住持 蘭溪道 隆舊交 あう、 相 見て 甚だ 歡ぶ 、時賴 は 
甞て 夢中に 拜し たる 高僧の 相貌に 似た うとて、 大に重 信歸仰 
す、 建 長 寺に 留まうて 禪規 整備し 雲納 群集す、 弘長 三年の 冬 
西 歸の意 あ 6、 道俗 交 抑留 すれ ど 名 肯せず 、衆を 辭して 日 ふ、 
無心 遊-, 此方 (有心 復，， 宋國； 有心 無心 中、 通 天 路頭 活 、柱 杖を 
擧げて 日 ふ、 柱 杖頭邊 挑， 一日 月？ 下座 决然 として 去る、 時宗 家 
臣を 差し、 護送して 西府に 到る、 旣 にして 明 州に 達し、 婺の 
双 林 寺に 住し、 後江 浙に漫 遊し、 溫 州の 江 心 寺に 住し、 至 元 
十三 年 (我 朝 建 治 二 年) 十一月 廿 四日 11 翔 寺に 寂す、 勅 謚宗覺 
禪師と 云 ふ、 嗣法 弟子 大夢あ 6、 四 會語錄 若干 卷あ 6、 待讀 
尤焴蹂 す、 (元 亨釋 書、 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ブホ 1 並 日 峰  キョ- ジユ V 京 順を 見ょ、 
tvMml 普 明 i : ?: 〔眞宗 〕豐前 長 福 寺の 僧な 6、 普 
明 字は 寶月 、號は 香 光 室と 云 a 、 明月 樓と云 ふ、 府中 永 福 寺に 


ブ (普 j ホー 乏 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 三〇 一） 


ブ C 普 V 之— 乇 


ブ (普) モ 


生る、 後日 田 長 福 寺 通 元に * はれて、 同 寺に 居し、 通 元に 就て 
佛 儒の 學を 受け、 後、 黃檗宗 の 大潮に 就て 詩文を 學ぶ 、東 本 
願 寺 高 倉學 寮に 於て 易 行 品等を 講して 學譽高 し、 晚年國 H 歸 
6、 著作を 事と す" 文化 二 年 十月 寂す、 壽缺 く、 著作 釋敎文 選 
二十 卷 、論 註考 决五卷 、香 光 室 詩文 集三卷 あう、 ( 豊繪 詩史、 
宜園百 家 詩" 大學 寮講者 鏡)  * 

ブ £ 3 1 普 明 ゲン サン 元三を 見よ、 

ブ f z a l 故 日 明 チジ ョ-知 常を 見よ、 

ブ f i ml イン 並 日妙院 タンク ー 湛空を 見よ、 

クモン 並 日 門  一一 ^ A fi-b 一一 一 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 開山な 6、 
普 門 字は 無關 、俗姓 源氏、 信 濃 保 ^ の 人、 母 某氏 夢に 富士山 
R 登う、 日輪の 海よう 出つ るを 見、 取うて 呑み m 見め て 四方を 
見れば、 白光 室を H す、 即ち 娠 む あう、 僅 it 五月 R して 聲胎外 
に 聞 ゆ、 十二月に して 口 R 雙齒あ 6、 目に 重 瞳 あう、 耳 長く 
して 重 輪を 帶ぶ 、七 歲母に 携 へられて， 越後に 赴き、 伯父 . F* 圓 
寺寂圆 法師 R 附 せらる、 十三 歲， 碗 髪し、 長 じて 信 濃に 歸へ 6、 
鹽田に宿す、適熟病に罹るノ家主忌みて郊野に置く、黑白二 

犬來 りて 頭 脚を 擁す、 群 狼 競 a 來るも 一一 犬 防ぎ 吠 ゆ、 家主 見 

て 異人と なし 迎へて 看 養す、 病 治して 後諸國 R 行脚し、. 十九 

歲 上野 長樂寺 R 到 6、 釋圓榮 朝に 謁し、 菩薩 大戒を 受け、 

.顯密 二 敎を習 ふ、 聖， 一 國師の 京に 法 化を 揚 くるを 聞き* 往き 

七 謁し、 其 輪 下に 留る乙 と 五 年な 6、 越の 華 報 寺に 到う、 本 

' 智法師 を 問 ふ、 法師 普 門の 學德に .服し、 欣然 席を 讓 6、 敎を 

出で、 禪 となる、 留る 乙と 五 年、 蔚然 叢林と なる、， 忽ち 歎じ 

て 日 ふ 丈夫 大方に 翔翱 すべし 豈蝸殼 に 粘着す ベけ む や、 と • 


遂 R 決然 去うて 宋 R 航 す、 會稽 R 到 3 て 荆叟珏 に 謁し、 尋て 
淨慈 寺に 役して" 斷橋偷 R 謁す、 偷 一見 器 許し、 參究功 あう 
て徹證 す、 弘長 元年 (宋 景定二 年) 偷 禪師將 R 寂せ ir とし、 
袈裟 自賛の 頂 相を 師に 付して 信 印と なす、 兩浙 に巡歷 する 1 
と 十二 年 ic して 東歸 し、 聖 I 國師 ic 侍す、 後 壽福寺 藏叟譽 の 
下 ic 在 6、 越 R 歸 $ て 安樂 寺に 住し、 尋て JH 國寺 に遷 る、 北 

越 諸地大 R 其 風 
it 靡く、 弘 安三 
年 國師の 不安を 
V 聞きて 京に 上 
ユノ  る、 國師示 寂の 
後 衆議 師を推 
す、 師 去うて 攝 
1 津 光雲 寺に 居 
す、 同 四 年の 秋 
^  m 山 照 東 福 寺を 
退く、 藤 亟相實 
,  邂師を 請す、 一 
. :  ,  ノ  山 皆 推服す、 正 

-應の 間龜山 上皇 

の 龍 山 離宮に 御し、 屢 妖怪 あ&妃 嬪等魅 威せ 6 る、 上皇 大 R 惡 
〇 # 臣相議 し* 南北の 諸 高僧を 請し、 祈 禱 する 毛驗 なし、 西大 
寺 # 尊 律師 淨僧 二十 員を 率ゐ來 6、 晝夜誦 呪す る 乙' と三ヶ 月 
に 至る も、 尙ほ驗 なし、 乃ち 勅 あ h 普 門を 召す、 師 宮中 R 禪 
坐し、 妖怪 頓 R 熄む k 上皇 大に悅 3 穴 まひ 禪宗に 意を 傾け 左 


(-HO-)  書辭 名人 家惋本  日 


まふ、 遂に 宮を禪 刹と なし、 太 乎 興 國南禪 寺と 云 ふ、 家經實 
兼 等の 碩 臣皆師 を拜 して 弟子の 禮を 執る、 正 應 四 年の 冬 東 福 
寺 丈 室に 病臥す、 上皇 幸 臨 慰問した まふ、 十二月 十二 日 上皇 並 
に 碩臣名 卿 等 丈 室に 充つ 、師禪 坐 平日に 同じ、 請に ょ- CS 遺 偈を 
書し、 晏 然として 寂す、 壽 八十、 臘六 十二、 遺偈に 日 ふ、 

來 無，， 所往 〖去 無，， 方 所 - > 畢竟 如何、 喝 、不 k 離，， 當處： 翌年 上 
皇 御製の 賛を賜 ふ、 叢林 老作人 天眼、 電卷星 馳追也 難、 三尺 
竹箆 三尺 鐵 、未 U 曾 動 著， 這 k 人 寒、 嘉 元の 間 勅 謚佛心 禪師と 賜 
ひ、 元亨三 年 大明國 帥と 加 賜す、 (元 亨釋 書、 延寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傅) 

ク乇ン 普 門 01 B 四 5  〔眞宗 〕 伊勢 國津彰 見 寺の 住持な 
6、 普 門は 伊勢 人、 の源賴 政の 末孫 慧 澄の 子な う、 夙に 學を 
嗜み眞 宗高田 派なる 伊勢 安濃 郡津 の彰見 寺に 住し、 著作を 事 
とす、 元祿中 寂す、 壽五 十七な う、 著作 敎行 信證 發覆鈔 二百 
五十 卷等數 部 ぁう、 

ブモン 普 門 (三 一一 园) 〔眞宗 〕 豐前妙 正 寺の 僧な 6、 

普 門 字は 不文、 俗姓 小 栗栖氏 豐前戶 須に 生る、 世々 東 本願 寺に 
屬 す、 貞享の 頃 長 崎に 至 6、 大藏經 を 購求 せんとし、 遍く支 

那 人の 館を 訪ふも 之を 得ず、 乃ち 平 戶侯松 平氏に 就 S て 其藏 

にか、 る 高麗 本を 請うて 閱覽 し、 日々 閱覽に 隨うて 筆寫 し、 

數 年の 間 一日 も 怠らず" 筆寫數 千册に 上る 侯 其 志 行を 感 し、 

遂に 其 高麗 本 全部を 師に 贈れう、 師大に 喜 ひ、 妙 正 寺に 藏し 

穴う、 寂 年 享壽缺 く、 (豊繪 詩史) 

プモン 並 日 門  0 一一- S 五)！； . 〕 加 賀金澤 栽 松 山の 僧な 

6、 普 門 號は蘆 隱と云 ふ、 金 澤栽松 山に 住し、 詩文に 堪 


ブ (普) モ 


能な-^、 黃檗の 高 泉性镦 の加賀 に客留 する にあた 6、 相 交. CN 
詩文を 贈答す、 師の詩 飛 動奇逸 採る へき 者 多し、 退院 詩に 日 
ふ、 天性 癡頑道 力微、 竿頭 弄 險住山 衣、 償還 十五 年來 債、 空 鉢 
淸風 條得皈 、と、 後江戶 に 出 遊し、 萩 生 徂徠と 方 外の 交を 結 
び、詩文の名あぅ"壬申試筆に日ふ、於，吾何有春王力、日出 
談論 日 入 休、 山 委叢規 無 柏 酒、 茶 鐺更酌 雪花 浮、 と、 縦横の 才 
力を 見る へし、 示 寂の 年月日 詳 ならす、 (燕 臺 風雅) 

ブモン 並 日 門  H ン ッ-圓 通を 見よ、 

ブカキ 不可 棄  シュン ショ ー 俊 ^ 見よ、 

ブカシ キ不 DT 田 ^ 織  ニ チ セ— 日 政を 見よ、 

ブガ トク 不可 得  カ ク リョ- 覺了を 見よ** 

クカ トク 不可 得 ュ—シ ョ1宥 性を 見よ、 

ブカ トク ソ* ~  不可 得叟シ rl - n ッ宗忽 を 見よ、 

ブキ 、ン 不器 - f ジカィ 慈戒を 見よ、 

ブキシ 不器 子 ミョ— ホ-明 寶を 見よ、 

ブキュ ー 不 1 S5 2I C 眞宗〕 肥 前 佐 賀某寺 第 八 代. な 
不及 字は 探 情、 號は蔡 華と いふ、 初め 仰 遣に 學 a 、 沒 
後 安藝の 道 命に 依る、 道 命師を 同藩の 豐水和 上に 託す、 乃ち 師 
事す る Z1 と數 年、 學 成'^ て 歸 へる、 豐 水の 寂 後 四方 來學 する 
もの 多し、 師諄 々として 講演し、 學 徒を 薫陶す、 講述暇 あれ 
は筆硯 を 樂み 、文政 十一 年 得 業に 擢て られ 、天 保 七 年 召 S れ 
て鑒 事と なる'  叢林に 至ぅ 旣 K 事を 畢ぇ て歸 へる、 弘化 元年 
再び 召 3 るれ とも 老を以 て辭 す、 同 三年 七月 十七 日 寂す、 壽 
六十 二、 著作 慶嘆錄 等 二十 餘部 九十 餘卷 あ- CN、 (碑文) 

プ" タン 不群  チョ 1 ネン 超然を 見よ、 

ブ (普、 不) 


書辭 名人 家佛本 日  (二三 〇 —） 


ブ (不 3 夕— セ _ 

ブタン 不見 ミヨ— ケン 明 見を 見よ、 

TV ゲン シ 不 1 M 子 リヨ— ケン 靈 見を 見よ、 

ブザン 不殘三 石 七 〔淨 土宗〕 武藏勝 願 寺の 僧な 6、 
不殘は 總蓮社 圓譽法 革と 號す 、俗姓は， 上田 氏、 武藏の A _ な 
$、 淸巖に 投じて 受 業し、 終に 宗乘の 奥義に 達す.、 一. 乘院宮 
及德 川家康 深く 師に皈 依す、 鴻巢勝 願 寺を 再興して 紫 方袍を 
賜は る、 師 謙遜して 中興の 號と紫 服と を 奉して 淸巖 R 讓 6、 
自ら 第二 代に 居す、 後 下總行 德德願 寺、 武藏忍 勝 龍 寺、 幸 手 
神宮 寺、 小 室 願 成 寺、 山城 宇治 郡 西 道 寺、 信 濃 木 曾 法 然寺等 
を 瓶して 開山と なり、 元 和 三年 九月 三日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜) 

ブシ キ不識 尼 ( …… ：〕 〔曹洞 宗 U 美 濃 不識菴 主な 6、 
不識 尼は 其 俗姓 生 國詳か ならず、 初め 智翁永 宗禪師 を 美 作 
西來 寺に 拜して 尼と な $、 後大寧 寺に 來 うて 菴を山 下 R 搆へ 
て 住し、 遂に 印 可を 受く 、某 年 寂す、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

フシ や 不捨  n  — セツ 光攝を 見よ" 

ブシヤ ク 不惜  .ニ チ ミヨ— 日 命を 見よ、 

マシ ヤクィ ン 不惜院  ニ チ ミヨ 日 命を 見よ、 

ブセン 不遷 il s- w -ts 〔曹 洞宗〕 尾 道濟法 寺の 禪 僧な 6、 

不遷 字は 物 外と 云 ふ、 伊豫 松 山の 人な う、 幼に して 傳 福寺圓 

瑞和尙 に從ひ 、寬政 三年 七 歲に して 得度し* 十三 歲の 頃よう 

龍泰 寺に 入 6、 內外 の學を 力め、 且つ 劍術 を學 ふ、 寬政 十二 年 

正月 十六 歲 にして 大阪に 出 遊し、 市街に 賃 居し、 晝は ff 乞し、 

夜は 書を 讀み 、禪 を修 す、 文化 四 年 十二月 十九 歲に して 諸國 

漫遊の 途に上 $、 東海道を 經行 し、 駿河 府中に 居うて 草菴を 


ブ (不〕 セーゼ 


營みて 棲 居す、 偶 龍 泉 寺 R 江湖 會あれ は、 師 出て 參 す、 會中 
宇治 興聖 寺磨甎 和尙の 知遇を 受け、 和尙 R 從うて 興聖 寺 R 至 
う、 三年の 間 修行し、 I 日 金剛 經を讀 み、 無 相 無我の 說を見 
て 翻然 省 悟す、 文化 十一 年 二月 二十 六歲 にして 江戶に 下. CN、 
駒-込 吉祥 寺の 學寮 R 安居 I、 禪道劍 術， i: 以て 知らる i 同 十四 
年 九月 二十 九歲 に して 西 上し、 安藝廣 島 R 皈 6、 尋て 尾道濟 
法 寺に 住し、 禪道劍 術を 以て 大に 知られ、 一時の 名士 相 競う 
て 敎を 請へ 6、 播磨 姬路侯 特に 法話を 請 a 、 毎年 濟法 寺へ 二 
百 石を 寄附し、 祈願 所と なせ- CN、 文久 元年 三月 濟法 寺を 出て、 
備中松 山に 至 6、 門人 某の 家に 逗留す、 同年 六月 出 雲 松 江に 
至'^、 宗仙 寺の 隱寮に 逗留し、 十一月 杵築 に 至- CN、 一藩の 儒 
若劍 客に 交を 結 ふ、 尋て尾 道に 歸 6、 文久三 年 三月 京師に 上 
6、 加賀、 _ 摩、 土 佐、 尾 張 越 前 等の 諸 藩， 主に 面して 國睾 
に 關し 謀る と 乙ろ あう、 慶應 三年 大阪 R 下 6、 十一月 急 {C 海 
路尾 道に 皈らん として 出發し 船中に て 寂す、 壽七 十三な 6、 
師腕 力大 に 強く、 諸國 漫遊 中数々 衆を 驚した その 交は る 
と乙ろは內外の名士にして、常に勤王の大義を唱へた6、京 
師 に 入うて は大に 長 州 征伐の 非を 說き 、自ら 長 州 征伐の 高札 
VJ 破壤 し* 一文を 添へ て 泉 涌寺內 に投 したう と 云 ふ、 

ブセン 不 M ホ—ジ ヨ法 序を 見ょ、 

ブゼン 不禪 iH s ハ 〔曹洞 宗〕 山城 眞成 寺の 開山な 6、 
不禪 字は 悅巖 、信 濃 松 本の 人、 俗姓 詳 ならす、 出家受 具の 後 
道 者 元に 謁し、 宗旨の 玄奧を 究め、 道 者の 支那 R 歸 へる R 及 
a 、 勝 尾の 般若 峰に 跡を 晦ま す、 蔭凉 寺の 鐵心道 印 自ら 訪 CA 
て 之を 招き、 衣 法を 付し、 席を 踵 かし めんと せし か、 師應せ 
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すして 茅舍を 鳩 嶺の別 峰に 遷して 獨笑 菴と號 し、 後、 地を 山城 
山 崎に 相し 慈眼 山眞成 寺を荆 し、 天 和 元年 十二月 七日 寂す、 
壽六 十六、 遺偈ぁ 6、 日く、 世 尊下 k 山、 我卻^ U 山、 一生 相 
背 過、 墮 ，1 無 間 S、 浮生 穿鑿 不， ，相 干； (日本 洞上聯 燈錄) 
ブゾ 1 不藏  カジ キ可 直を 見よ、 

ブ ソ1 シヅ 不爭室 トク リユ  丨德 龍を 見よ、 

ブ タイ 不退  H ンセ  ッ圓說 を 見よ、 

ブタ イイ ン 不退 院 ショ— ゲン 昭玄を 見よ、 

ブタク ^0  ゲン ヶ ー 玄珪を 見よ、 . 

ブチユ 1 不* シユ- テキ 秀的を 見よ、 

ブー プ ッ不鐵 ヶ丨モ  ン桂 文を 見よ、 

ブト ン 不膝 ホ-テ 丨寶 鼎を 見よ、 

フニ ^ 1ニン不ーー道人  ホ— シユ I 方秀 1: 見よ、 
ブニ 3 不如  レン ナッ 連 察を 見よ 
ブニ ヨシ 不如子 シ ユ丨リ ユ丨宗 立を 見よ、 

ブハ ク不白  コー H キ 交易を 見よ、 

ブマイ 不昧 才 t シ奧 志を 見よ、 

クマイ、 V 不昧子 シ d  — シユ ク宗 宿 ^ 見よ、 

ブモン 不文  フ モン 普 門を 見よ、 

ブリユ 1 サン. M ン 不 留 山人  カン ゥ甚 を昆 よ、 

ブ f 芙蓉  ゲン シ 原資を 見よ、 

ブヨ 1 ケン 芙 甘 容軒 ゲン シ 原資を 見よ、 

ブ？ ホ I 突 蓉峯ェ カ  イを慧 海を 見よ、 

ブ 方- 浮 私 羽 ゼン サ全槎 を 見よ 


P, 浮 玉 字は 寶 山、 晩に 几 山と 號 す、 俗姓 藤 原 氏、 越 中の 
人な う、 十歲 郡の 興 聖寺竺 山 源を 禮して 得度す、 十六 歲 京師 
に 上 6、 南 禪寺約 翁儉 {C 事 ふ、 儉示 寂の 後、 通翁圓 、夢 窓 石 
に歷 事し、 西 禪寺嵩 山の 化 風. を 慕 ひ、 其 ' T に投 して 參究大 に 
力め’ 其 法を 嗣 ぐ、 嵩 山南禪 寺に 住し、 尋て丹 後の 幸 泉 寺、 
秋 月 寺に 退隱 し、 再び 建 仁 寺圓覺 寺に 歷 住す、 師は其 出處進 
退 共に 追隨 す、 曆應二 年 足 利 幕府 諸國に 安國 寺を 置く、 丹 後 
秋 月 寺 其數に 列 患、 改めて 安國 寺と 號 す、 師は嵩 山の 後を 受 
けて 大に寺 基を 擴 張す" 應安 元年 伯 耆の禪 永 寺 U 住し、 三年 
にして 安國 寺の 興菴に 歸 へる、 檀越某 西 林 寺を 靱 立し、 師を 
請して 開山と す、 尋ぎて 幸 泉 寺に 遷 6 て 建 輿 修繕す、 康曆年 
中將 軍義滿 鎌 倉淨智 寺、 京師 眞如 寺に 請す る も固辭 して 出で 
ず、 永德 三年 三月 小疾 ぁう、 廿 四日 門弟 子に 遺誡を 與 ふ、 京 
師性海 見 問 候す るに 笑 語 常の 如し、 翌 二十 五日 寂す、 壽 八十、 
臘六 十六、 遣偈 ぁり、 不 ^ F 輪回 〖悟了 底晗 、無 k 去 無  >來 、(延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ブ コー 扶公 •一. i Ai A: 〔法相 宗〕 大和 輿 福 寺の 學 僧な*^、 
扶公 俗姓は 藤 原 氏、 左 衞門督 重扶の 子な う、 輿 福寺眞 喜に 師 
事して 法相を 硏究 し、 寬弘四 年 維摩 會の 講師と なう、 興 福 寺 
に 住す、 少 僧都に 任し、 治安 元年 大僧 都に 昇う、 萬壽 元年 法 
印に 叙 せらる、 此 年の 秋 興 福 寺寶塔 落慶供 ハ 養 S 導師と な 6、 
長 元元 年 七月 十日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ブシユ 1 布 州 卜丨パ ン東播 を 見ょ、 

クチ 弗 知  グヮッ セン 月筌を 見ょ、 

ブ F!、 ホ ー 葡萄 坊 ミヨ— シキ 妙 式を 見よ、 


ブギ ョク 浮 玉 一一 一 g ig l: 臨 濟 S 丹 後安國 寺の 禪 僧な 

ブ (. 不 、芙 、浮)  プ (扶 、布、 弗、 葡)— 
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(四 三〇 一） 


ブ « 佛)ェ！ケ 


ブ ー( 風 」ネ !^ |» 、服、碥、伏) 

ブ 1 グウ - i 風 外  エノ ノン 慧薰を 見よ、 

ブ ー ，ク ジィ  例  ホン n  - 本 高を 見よ、 

ブ I ク !? ン風觀  リョ-セン 良 仙を 見よ、 

ブク アン 復 | 奄  シ 3L 丨キ宗 己を 見よ、 

ブク mt 服膺 (二 K1 六) 〔眞宗 〕 越後 蒲 原 郡 女 池 村皆應 
寺 住持な 6、 服膺は 越後の 人、 高倉學 寮に 學び "弘化 四 年 
よ $ 因 明大 疏 、八宗 綱要、 成唯識 論を 講 し、 嘉永七 年 四月 二 
日擬講 となう、 安政 三年 春 夏の 間 改邪鈔 因 明大 疏 i: m し、 後、 
嗣講に進 1/ 、寂年缺く、(眞宗史料} 

ブクリ ml 福亮 (一三 一八〕 〔三 ^ § 大和 元 興 寺の 僧な 
6、 福亮 一に 福領 R 作る、 元吳 國の產 なる も'  歸 化して 熊 凝 
氏と なる、 慧灌に 就きて 三論の 敎義 を修習 し、 兼ねて 法相に 
通じ、 筏 唐に 渡うて 三論の 奥旨を 究む 、元 興 寺 R 注して 三論 
を講 敷し、 僧正 R 任せら る、 大化 元年 ^ 選ばれて 十師の 列 R 
加は 齊明 天皇 四 年に 中臣鎌 子に 屈 請せられ て、 山 科の 陶 
原なる 鎌 子の 家に. 於て、 維摩經 を 講演す ' 示 寂の 年 時缺け て 
傳はら ず、 門下 R 神泰あ 6、( 日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 

傳) 

〔考〕 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅 R 福 亮唐に 渡う、 嘉祥寺 吉藏に 

學び /2 6 と ある も、 年代 相違せ*^、 故に 取らず、 

ブク 9ヨ1 福 領 フク リョ— 福 亮 R 同し、 

ブシ i ノオ キナ 伏 見 翁 (一三 九 六) 大和 伏 見 岡の 隱笤な 

へ 伏 見 翁 何國の 人なる か詳 ならず、 一說に 天竺よう 來れ 

6 と、 伏 見に 居る より 伏 見 翁と い ふ、 大和の 菅原寺 畔の伏 見 

岡に 臥して 三年 起きず 言は す、 畤々 首を 擧けて 東方を 見る、 


天平 八 年に 行 基 菩提 仙那を 菅原 寺に 迎へて 齋し、 二人 箸を 執 
て拍 板と なして 舞 ふ、 翁 亦 寺 R 入 $ 起 舞して 日く、 時 哉、 時 
哉、 緣 熟する" と， 三人 相 舞 ひて 恰も 故 舊のご とくな 6 きと、 
(元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ブッ文 佛慧 トク ジョ— 德定を 見よ、 

ブッガ ィ佛海 ジシユ 1 慈 舟を 見よ、 

ブッ、 キヨ— ボ^- 佛行房 キョ- キ敬己 を 見よ、 

ブッキ ml ボ t  佛行房 リョ- 才丨良 雄を 見よ、 
ブッゲ ー 佛貌二 晒 3?- 二 〔天台宗 3 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
ヶ、 佛猊 字は 靈哮 、號 は空窬 と 云 ふ、. 俗姓は 木 田 氏、 京都 
の 人、 寶曆 十二 年 四月 八日に 生る、 幼 R して 唐土 山 R 登ぅて 
祝 髮 し、 顯道 に 學を受 く、 天明 四 年大乘 要義を 授けられ 硏究 
し、 遂 R 之が 頭 辭を作 6 て 梓 R 壽 す、 出て、 洛 南に 寓 し、 大 
同房に 從 a て 唯 識俱舍 等を 學び 、性 相の 旨に 達す、 後聖 護院 
法 親王 •の 侍讀 とな 華 王 院と稱 す、 遂に 廣橋前 亞相伊 光の 
義子と な 6、 大僧正に 任せら る、 五 年顯道 請に 應じて 出 雲 R 
赴く R 方-^. 所藏の 群籍 k 悉く 師に 付す、 六 年 夏 洛北長 谷 寺に 
褂錫 する 三 句、 專ら禪 那を修 し、 偈を 作ぅて 日く、 夜來禪 ，一石 
上 — > 明月 照 J 一一 衣 一と、 又 云 ふ晨炊 有：， 時缺 、心中 禪味 濃、 と、 
寬政二 年圓戒 七筌の 凡例を 著し， 三年 圆頓戒 學則一 篇を 撰す、 
大日 經疏鈔 を 校正して 重刊 し、 明年 更問抄 を 刻す、 四 年 請 
によ-尾 張 尊壽院 に 赴き、 觀經妙 宗鈔を 講ず、 時に 詩を 作 6 
て 日く、 乘 k 機 流 k 彩， 西方； 千歳 遺‘ 芳 =憲 章； 依 正 凝， 眸 
漸炳 現'  根 塵 絕“迹 自隻 己、 瓊林 鳥奏無 生 曲、 寶⑻人 遊 l»j 有 
鄕 、堪 k， 探- 1 若 幽趣； 呼 羊 漫 上 猨脫 床、 と、 此秋病 k 罹り、 
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十二月 二十 七日 寂す、 壽三 十一、 師 平素 著す 所の 詩文 若干 あ 
A、 敬县 編して 空 書 遺芳と 名く、 (顯道 和 上 行 業 記) 

ブッコ ー ボ ー 佛 光房 a 七 九 S 七 條佛所 佛エな 
佛 光房は 康 助の 弟子な う、 大治五 年 三月 二十 五日 日 野 新堂佛 
を 安置し ^ る脖 、賞と して 布 五 反を 賜 ふ、 (中 右 記) 

ブッゴ ン 佛嚴 (一八 九 五) 京都の 醫僧な 6、 佛嚴は 其 
鄕貫詳 かならず、 醫を 善くす、 治 承 元年 藤 原 兼 實風疾 を 患 a 、 
師を迎 て 治 法を 問 ひ、 其 言に 從 a て 効 あう、 m れ よう 大に優 
遇せら る、 寂 年壽缺 く、 (皇國 名 醫傳) 

ブッシ ン T ン佛心 院 シン キョ 1 信曉を 見よ、 

ブッ シンイン 佛心院 ニ チ  コ丨 日琉を 見よ、 

ブッジ ユ 佛樹 ミョ-ゼン 明 全を 見よ、 

プッジ ユイ ン佛壽 院  ニ チ ゲン 日 現^^ 見よ、 

ブッ シヨ 1 佛屋 イヵ イ爲戒 を 見よ、 

ブッジ ヨ ー イン 佛乘院  ニ チ ショ ー 日 il を 見よ、 

ブッジ ヨ ー ホ ー 佛 一^ 坊  H リッ 慧琳を 見よ、 

ブッソ 1 佛僧 (一九二 一) 〔曹 洞宗〕 越 前 某 菴の禪 僧な 
う" 佛 僧は 近 江國の 人、 未だ 族を 詳に せず、 師 幼よう 世 塵を 
厭の 志 あう、 弘 長の 初 孤雲 和 尙の法 席に 至- 遂に 孤雲に 師 

事して 出家す、 名を 佛 僧と 改め、 左右に 侍せし む、 出世に 意 

なし、 孤雲 減 後 吉祥 山の 絕頂に 入うて 菴 居す、 數 々名刹を 以 

て 之を 致せ ど 7P 遂 に 起 / 2 ず、 

ブッチ 3 1 ボー 佛項房 ギ ョーゴ ン行嚴 を 見よ、 

ブッチ ml ボ ー 佛頂房 ライ シュン 賴舜を 見よ、 

ブッッ 1 佛通二 ra': A 五 〔曹 洞宗〕 攝津 光明寺の 開山な 

ブツ -佛) コ I ツ 


i  佛 通は 俗姓 生國詳 ならす 出家して 東門 慧西 禪師 に 師 
事し、 飽參の 後、 山城 乙 訓郡物 集 女 村永昌 寺に 住す、 文政の 
頃 攝津有 馬に 巡 化し、 灘 村の 某の 寄附に ょう 山中 R 一  寺を 開 
き、 光明寺と 號し 、自ら 幽棲す る 所を 碧 岩窟と 萌し、 日々 參 
徒を 接 得す、 其禪 麗 極めて 崚嚴 なる を 以て 時人 虎佛 通と 呼 ひ、 
叢林に 喧傳 す、 文政 八 年 二月 十日 病 あう、 同 十六 日 病 革る、 
弟子 遺偈を 請 ふ も 我 ic 遺 偈 なしと て 一句 7^ 與 へす、 同日 寂す、 
壽缺 く、 

ブッチ ツ 佛哲 (一三 九 六)！： . 〕 大和 大安 寺の 僧な 6、 

佛哲 (一に 佛徹 R 作る)、 林邑國 (今の 安 南の 南部) の 人な-^、 南 
天竺に 入うて 菩提 仙那 R 從； 3 て 佛敎を 受け、 密咒に 通ず、 海に 
入うて 如意 珠を 求め、 衆生の 貧苦を 賑濟 せんとし、 南海に 浮び 
密咒を 以て 龍王を 召し.， 咒 縛して 珠を 求む、 然るに 龍王 縛を 
解きて 逃れ、 遂に 如意 珠を 獲ず、 茫然と して 歸 る、 唐の 開 元 
中 菩提 仙那に 誘 はれて 支那に 來 6 へ 尋ぎて 同行して 來 朝す、 
實 R 我 天平 八 年な 6、 仙那 と共に 大安 寺 {C 住し、 崇敬を 受 く、 
示 寂の 年 時詳な らず 、師 音樂を 傳ふ、 即ち 菩薩、 抜 頭、 迦陵羅 
等は 其傳 ふる 所な-^、 著作 R は悉曇 章一卷 あう、 (元 亨釋 書、 
本朝 高僧 傳 、和名 類聚鈔 ) . 

〔考〕 元 亨釋書 等に 佛哲 の傳 を揭 C るに 險怪に して 信用し が 
穴 きもの あ 6、 今は 唯 其 要を 摘む のみ、 

ブツ 5- ツ « ® ブッ テツ 佛哲に 同し、 

.ブ ツポ ー ボ ー 佛法房 ド-ゲン 道元を 見ょ、 

ブツ レン 佛蓮 ( . ) 〔眞言 宗〕 越後 國上 寺の 僧な 

ty,  佛蓮其 俗姓 生國詳 かならず、 初め 近 江の 安祥 寺に 止ま 


ブツ (佛> プ—レ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 三。 一) 


ブン C 分) ベ 丄米 )< キ 〔碧、 壁)  <ッ( ノ) ベ ツ (別) 


へ ン (遍) ガ—シ 


6 て 修法し、 後、 越後 古志 郡 國上山 に 居う、 法 華を 持 誦す'  寂 
年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 博； 一 

ブン リユ ー 分 龍 i: o: o: 〔淨 土宗〕 佐 渡 法界 寺の 中興な 
6、 分 龍は 越 中の 人 法を 不 殘に嗣 ぎ， 佐 渡 相 川 法界 寺の 中 
興と なる、 賓永 十七 年 四月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

への 部 

Y1 ゲン サン、 V ュジン 米 元 山 主人 卜—ョ -等 楊を 
見よ、 

<キ硖 ン站石 山 —: H: y H: 〔浄土宗〕 江 戶正覺 寺の 開山な 
;  碧山は 超 蓮 社 勝 譽と號 す、 俗姓は 今 井 氏武藏 忍の 入な 
6、 正覺 寺に 入うて 剃髪し 廓 山に 師事して 法を 禀 く、 江 戶牛 
込 高 田に 正 覺寺を 荆して 開山と なう、 承 應二年 十 一 月 八日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

<キ サン® 石山 ズィセ ン瑞 仙を 見よ、 

《キタ ン知！ nS 早  シュ -コ丨 周餃を 見よ、 

〈キサ ン璧山 ホ-ヵク 法 H を 見よ、 

へツポ ツシノ/子 シエ 1 9 ュ—宗 龍を 見よ、 

べツゲ ン刖源  H ンシ阆 旨を 見よ、 

べツゲ ン別源 シュ丨 へ- 宗瓢を 見よ、 

ベッシュ 1 別宗 ソエ ン祖緣 を 見よ、 

べツデ ン別傳 シュ 1 ブン宗 分を 見よ、 

べツデ ン Bli ffl ミョ-ィン 妙 胤を 見よ、 

ベ ツホ 1 別 峰 ダ イシ ュ大殊 を 見よ、 


<ンガ ク遍覺 〔眞言 宗〕 山城 勸修寺 第二 別當な 
i  遍覺は 八 條大將 保忠の 養子、 冬嗣四 世參議 正三位 有實 
の 子な り、 昌泰二 年に 生る、 濟高 和尙の 上足な $、 峰 禪の燈 を 
續 ぎ、 勸 修寺少 別當に 補し、 天 慶七年 六月 二十 一日 別 當に任 
し、 又 東 寺 凡僧 別當 となう、 天 曆八年 寂す、 壽 五十六、 (續傳 
燈 廣錄) 

<ン ク遍救 (一六 四 5  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 僧な 
AV-  遍 救は 京都の 人、 俗姓は 藤 原 氏 仲 平の 子な- CN、 夙に 佛 
門を 慕 a 、 覺運に 師事して 敎觀を 討究す、 天 元 五 年 朝廷 III 門 
の 秀才を 選び、 師甲 科に 擧 けらる、 初め 比叡山 靜慮院 に 住し、 
後 北山 曼珠院 に 遷 6、 盛に 天台 敎を唱 ふ、 後大 僧都 {C 歷 任し、 
某 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

(ンコ ー ー遍 ® (ニ ハ ーー ー 五) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
う、 遍斅 は顯密 の學を 座主 延昌に 受け、 常に 比 叙 山に あ. CS て 
靈應あ 6、 敕 して 權惽都 に 任し、 天延 三年 藤 原 蒹 道の 病を 加持 
して 平癒す、 因-^ て 兼 道 執 奏して 師を少 僧都に 任せら る、 (本 
朝 高僧 傳) 

<ンシ ヨ- 遍昭 jl s-fc g 〔天台宗〕 山城 元慶 寺の 座主な 
遍昭 俗姓は 藤 原 氏、 俗名は 宗貞と 云 ふ、 仁 明 帝に 仕へ 
て 近衞 將を經 て 藏 人頭と なる、 嘉祥 三年 帝 崩ず、 師 哀慕 K 堪 
へず、 遂に 比 叙 山に 登 6、 圆仁和 尙に投 して 落髪 出家し、 圓 
頓戒を 受け、 天台宗を 學ひ 、圓 仁の 命に ょう 安慧 R 就て 三部 
の 大法を 受け、 圓珍和 尙に從 つて 灌頂密 旨を 受 く、 貞觀 十一 
年 法眼に 叙し、 元慶 元年 權僧 正に 任す、 正 僧正に 進み、 仁 和 
元年 封 一 百戶を 賜は- CS、 元慶 寺の 座主と なる 寬中 十二 年 正月 


(七三 〇一） 
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十九 日華 山寺に 寂す、 壽七 十四、 (本朝 高僧 傅) 

(ン f，l 3 l 一、！^^^  シンジ ャク眞 寂 i: 見よ、 

〈ン リユ ー 遍龍( . ) 京師の 書 僧な う、 遍龍は 

其鄕貫 師承詳 かならず、 十 輪院に 住す、 書を 善くし、 殊に 佛 
像を 圖すに 妙を 得た 6、 寂 年壽缺 く、 (鑑定 便覽 、續 本朝 書史) 
(ン 7 ン片 f 奄 シュ- ィン 宗 印を 見よ、 

<ンォ1 頫翁  エソ- 惠综を 見よ、 

ヘン コ1 泛梗  シュ丨 リョ 丨 宗良 -A'J 見よ、 

ヘン ジュン 偏^^ チシ ュ—智 周を 見よ、 

《ン ゾー ィン 偏增院 コ-ュ -光融 を 見よ、 

ベン タ辨阿 ベンチ ョ丨辨 長を 見よ、 

ベン H 辨惠 ( . ) 〔眞言 宗〕 京 - n!) 栂尾 山の 僧な 6、 

辨惪は 號を良 明 上人と 賜 S" 中 納言經 平の 子な り、 思 操隱逸 
世 味を 甘せ す、 傳法職 位を 龍 華 園に 受 く、 道耀に 推 5 れて栂 
尾 山 第一 世と なる、 寂年缺 く、 (傳燈 廣錄) 

ベン ヱ ン辨圓 一一 SS 0-. 〔臨 濟宗； 一京 都 東 福 寺の 開山な 
う、 辨阆 字は 圓爾 、俗姓は 平氏、 駿河 安部 郡. 藁 科の 人、 土 
御門 天皇 建 仁 二 年 十月 十五 日に 生る、 建 永 元年 五歲 に して 久 
能 山の 堯 辯の 室 ic 役し、 俱舍 の頌を 誦す、 七 歲俱舍 の圓暉 の 

頌疏を 習 ひ、 九 歲俱舍 論の 普 光の 疏を讀 み、 十二 歲法 華玄義 

を學 ふ、 順德 天皇 建 保 四 年 止 觀の講 席に 列う、 五 年 法 華 文句 

摩 訶止觀 を 閱讀 す'  承久 元年 十八 歲 u て 智證 大師の 遺跡を 慕 

a 、 近 江 園 城 寺に 入うて 薙 髪す、 十月 二十日 東大寺の 戒壇に 

て 受戒す、 翌年 京 郡 U 入うて 孔老の 敎を修 む、 後堀河 天皇 

貞應二 年 園 城 寺に 皈 う、 下野 長樂 寺に 往き榮 朝 £c 從 ふ、 蓥し 


榮 朝は 啻に 三部の 密法を 持す るの みならす、 亦 禪戒を 受けて 
敎外別 傅の 道を 知れる か 故に、 師之に 就きて 生死の 大事を 得 
ん とせるな 6、 元 仁 元年久 能 山に 歸 る、 山に 見 西阿闍 梨と い 
ふ 者 あ 6、 密宗秘 印を 持し 附屬 すへ き 弟子な きを 嘆き 居う し 
が、 師を 見て 大に喜 ひ、 即ち 之を 全 付す、 嘉祿二 年 相 模鎌倉 
に 遊 a 、 壽福 寺の 藏經院 に 萬す、 住持 行 勇は 長 樂寺榮 朝の 道 
友た う、 師を 見て 厚 待す、 時に 了 心と s ふ 者 あう" 首 楞嚴經 
に 精通す、 客 位に 講席を 開く、 師參し 聞き、 其 第 四卷に 至-^ 
て 師詰 難を 致す、 了 心 解答に 困し、 憤りて 已ま す、 師 自ら 謂 
ふに、 今日日 本の 學者は 了 心を 以て 指南と なす、 膚淺な る 2. 
と 此の 如し、 我 夫れ 誰に 依らん、 當に宋 朝に 注て 宗匠を 訪ふ 
べし、 と、 是に 於て 始めて 渡宋の 志を 抱く、 此年鶴 岡 八幡宮 
に 八 講會を 開く、 師も 亦其數 に預 る、 講 主賴憲 僧正は 能辯を 
以て 世に 嗚 う、 三 井の 大 鏡と 稱 せらる、 師徵 詰す る Z1 と數 次、 
賴憲 屈して 語な し、 寬喜二 年壽福 寺に あ- CN て 藏經を 披閱 して 
訖 う、 冬長樂 寺に 歸うて 榮 朝に 事 ふ、 四條 天皇 天福 元年 師 
三十 二歲 、一日 榮 朝に 日く、 我れ 和尙の 訓導を 受けて 親しく 
顯密の 二宗を 聞く、 得る と Z: ろな しとせ す、 此故 に已 に傳燈 
大阿闍 梨 位に 登れ 6、 然れ とも 敎外の 宗旨は 未 穴 其 旨を 領せ 
す、 願は くは 宋に往 き 智識を 訪尋 せん 和尙乞 ふ是を 許せ、 と、 
榮朝 ZL れを 許す、 師 乃ち 謝して 寺を 出て、 故 鄕に歸 6 て 母を 
省し、 一 錫 飄然と して 博 多に 到う、 圓親 寺に憇 ふ、 是 よう 先 
き有智 山の 義學 禪宗を 厭惡 し、 師を 謗うて 害を 致 3 ん とす、 
綱 首 謝 太郞國 明 Z. れを 知うて 日夜 衞 護し、 師 をして 櫛 田の 私 
第に 居らし む、 文曆 元年 高麗 國王貢 船に 附して 法語を 求む、 


ン (遍 、片 、頫 、泛 、偏)，、 ヘン (辨) 


ベン (辨 i 
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(八 三つ一） 


ベン i)H 


ベン、 辨) ェ 


師顯密 の 法 門を 條 列して 酬ゆ 、嘉禎 元年 四月 平 戶を出 船して 
来の 明 州に 到る、 即ち理 宗の端 平 二 年な う、 州の 景福 律院に 
寓して 月 公 0- 開 遮の 說を聽 き、 後、 天童 山に 登 6 て 癡絕冲 に 
見え、 漸く 都に 着く、 天竺の 栢庭月 師の饨 具の 宗を究 むる Z1 と 
を 知うて、 自 撰の 楞嚴楞 伽圆覺 金剛 四經 の疏鈔 及 a 天台宗 相 
承の 圖を授 く、 賠に堪 笑 翁は 淨慈 寺を 領 し、 薰石 田は 靈隱寺 
を 領す師 二 寺の 
間に 來往 す、 

退 耕 寧は 北山に 
客を 典と る、 

師に 謂うて 日 
く、 而今 徑山廢 
頸せ うと 雖、 

無 準 範荒趾 に 坐 
して 大法 輪を 
轉 す、 天下 指し 
て 甘露 門と せ 
う、 子 何を 往か 
3 ると、 師 乃ち 
徑 山に 登る、 無 

準に 器 許せられ 旬日なら すして 巾 瓶に 侍す、 朝 參暮請 大に努 

む、 時に 即菴覺 、東 山 日、 西 巖惠、 斷橋偷 、別 山智 、環溪 一、 簡翁 

敬、 靈叟 源、， 方 菴圻、 兀菴 寧、 希 f 曇 等 門に あう、 師是 等に 

交うて 切磋す、 翌二年 藤 M 道家 京 郡に 東 福 寺を 建てん と 欲し、 

其 ェ を 起す、 曆仁 元年 師 無準範 (佛鑑} の 頂 相を 窬きて 佛鑑の 


賛を求 む、 佛鑑 乃ち 之を 書す、 延應 元年 八月 師德如 侍者に 就 
きて 佛鑑の 行狀を 得、 仁 治 元年 飛來 峰の 簡翁 敬を 訪ひて 法語 
を 求め、 其 親書せ る韻關 一部を 與 へらる、 二 年 正月 一- 1 十 三 日 
師德 如の 記せし 佛鑑 の行狀 を佛鑑 に 示し、 其 奧證を 得た う、 
三月 一日 佛鑑師 に 自書の 宗派 圖 、密菴 の 法衣、 及 a 竹 杖を 付 
して 法 信と なす、 又 敕賜萬 年 崇福禪 寺の 八 大字を 書して 與. へ 
られ 日く" 汝初 住の 寺に 此 額を 揭 けょ と、 四月 二 t 日佛鑑 を 
辭 す、 佛鑑 楊岐の 法衣、 幷に大 明錄を 出して 以て 之を 付す、 
同門の 諸 友偈を 作うて 師を送 る もの 二十 餘人 なう、 五月 朔船 
明 州の 定海縣 を 出づ 、風波の 爲に 漂流し、 六月 晦日 高麗 耽沒 
羅阿私 山の 下に 著き、 留まる 乙と 四日、 七月 博 多に 達す、 諸 
綱首來 迎院に 館せ しめ、 或は 請して 普說せ しむ、 太宰府に 湛 
慧と s ふ 者 あ 6、 曾て 宋 に 入う 佛鑑の 法を 受け、 師に謂 a て 
日く、 我れ 橫嶽 山に 一 伽藍を 荆す へし、 師 若し 風 帆 恙なく 鄕 
に 歸ら は、 此寺に 來 6 て 住せょ と、 是故に 師を請 して 方丈に 
居らし め、 自ら 偏 室に 居る、 師崇福 寺の 額を 揭 け、 開 堂說法 
す、 肥 州の 水上に 榮 尊と s ふ もの あ-^、 甞て師 と共に 長樂寺 
にあう、 後、 宋に 入る、 然れ とも 三年に して 早く 歸れ う、 歸來 
水上の 敎院を 領 す、 師の旣 に 至る と 聞き、 改めて 禪寺 となし、 
師を請 して 開山と なし、 自ら 板 首に 居る、 ②三苹 秋 謝國明 博 多 
の 朿徧に 承 天 寺を 搠 し、 師を延 きて 第一 代と なす" 佛鑑 親し 
く 寺 額、 及 CA 其 他 堂 額 諸 牌を 書す、 師徑 山に 災あ $ と 聞き、 
謝國 明に 勸めて 千 板を 勸化 して 贈る、 佛鑑 書を 以て 之を 謝す、 
太宰府 有智 山の 寺は 關 西の 大講塲 な'^、 師の禪 化を 嫉み 、官 
に 聞して 承 天 寺を 毀たん とす、 朝廷 許さす、 却て 承 天 崇福二 


(: 九三〇 -) 
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寺を 官寺 となす" 後嵯峨 天皇 寬元 元年 二月 將軍藤 原良實 (道 
家の 第二 子) 湛慧の 言に ょぅ 師を 京に 召し 法を 問 a 、 歸仰甚 
た 深し、 即ち 僧正に 任せん とする も 師固辭 す、 其 禪敎に 兼 通す 
るを 以て、 日本 國の總 講師に 補せ しむる も、 師 亦固辭 す、 此 
に 於て 將軍 親ら 聖一和 尙の四 字を 書して 唐の 代宗 の法欽 に國 
一の 號を賜 s しに 擬 し" 東 福 寺の 第一 代と なす、 延曆 寺の 座 
主 慈 源 其 他紳縉 貴 夫人 等來 6 て 法要を 問 ふ、 將 軍師を して 東 
寶寺に 宿せし め、 宗 行の 私宅に 居らし む、 寬元二 年 秋 下野 長 
樂寺に 赴かん とす、 將 軍備 中 刺 史行範 をして 師を護 衞せ しむ、 
八月 長樂 寺に 至ぅて 榮朝 を拜 し、 欵語 する 乙と 七日， 駿 JPI を 過 
き. CN て 母を 省し、 九月 京に 歸ぅて 月輪の 別墅に 寓 す、 三年 天 
皇に宗 鏡錄を 奉呈す、 藤 原 道家 東 福 寺 未た 成ら 3 るを 以て、 
先つ 普 門 寺を 建て" 師 をして 居らし む •岡 屋の藤 原 兼 經師に 
命して 宗鏡錄 を 講ぜし む、 圓憲 、回心、 守眞 、理圓 等 皆 座に 
列す、 後深草 天皇 寶治 元年 長樂 寺の 榮朝 寂す、 二年筑 前の 承 
天 寺 火災に 罹る、 師彼 地に 注く、 謝國明 師の 至る を 喜 a て 一 
日の 中 殿堂 十八 宇を沏 す。 建 長 元年 三月 十八 日 佛鑑禪 師徑山 
の 退 耕 室に 寂す、 此年 平時 賴巨福 山 建 長 寺を 建て 蘭 溪隆を 第 

一代と なす，‘ 師蘭溪 と 相 友た 6、 師覺 心と s ふ 者を 勸め て宋 

に 入らし む? 七月 承 天 寺を 慶 す、 法相の 良遍眞 心 要訣 三 卷を 

作る や、 師 序を 作る、 三論 宗の 回心 師に二 諦の義 を 問 ふ、 二 年 

五月 母を 喪 ふ、 三年 戒壇 院の圓 照に 禪戒 を授 く、 五 年 三 林 長 

老師の 肖像を 寫し 、師 之に 賛 す、 此年眼 疾 の / 2 め 右 眼 明を 失 

す、 六 年 冬 鎌 倉に 赴き 壽福 寺に 寓 す、 時賴の 請に より 禪戒を 

授け、 衆に 說 法す、 七 年歸 京す、 三月 宋の徑 山 R 藤 原 實經の 


ベン ii 


.親書せ る 法 華 等四經 三十 二卷を 寄捨 す、 時に 西巖惪 犬 童 山に 
住す、 即ち 日本 國 丞相 藤 原 公 捨經之 記を 作うて 石に 刻す と s 
ふ、 是れ師 の 周旋 {C 係るな う、 六月 二日 東 福 寺を 慶 す、 正嘉 
元年 三月 龜山 離宮に て 上皇に 大乘經 を 授け 奉る、 ■上皇 特に 黃 
金の 扇を 賜は る、 時賴の 請に ょ $ 鎌 倉に 下 6、 大明 錄を講 し" 
將軍宗 尊 親王の 命を 受けて 京都 建 仁 寺を 領す 、敕を 蒙うて 東 
大 寺の 幹事と なる？^ 辭して 就かす、 時賴師 をして 壽福 寺に 居 
うて 叢林の 禮を講 せし む、 翌二年 建 仁 寺に 據 る、 師の 住持以 
來佛殿 僧堂を 輿す、 龜山 天皇 文應 元年 泉 涌 寺の 慧曉師 の 法話 
を 聞く、 宋の寧 兀菴來 朝す、 師其 到る を 喜 ひて 優遇す、 兀菴 
建 長 寺に 住す、 弘長 元年 鎌 倉に 柱き、 兀菴の 建 長 寺に 住する を 
祝す、 此歲 師淸見 寺を 慶 す、 二年備 中に 赴き 朝 原 塔を 慶 す、 
三年 時賴沒 す、 文 永 元年 正月 鎌 倉に 注き、 兀菴 に 請 ひて 時賴 
の爲に 上 堂普說 す、 二 年 法 成 寺の 大 殿を 造る、 又 天 王 寺の 幹 
事と なる、 四 年敕を 蒙うて 尊 勝 寺の 幹事と なう、 廻廊 中 門 及 
ひ 二重の 樓 門を 造る、 五年諌 議 菅原爲 長と 莊嚴 藏院 にて 法を 
論す、 六 年 東大寺の 事に 幹し、 周 防の 歲 入を捨 つ、 八 年西嫺 
子 曇 侍者 宋ょ 6 來 る、 師 之を 優遇す" 足 利 滿氏師 を 請して 參 
河實相 寺の 第一 代と なす、 師 寺に 入-^ 其 日直に 鎌 倉に 赴く、 
因て 智藏に 命して 第二 代と なす、 十 年 正月 一日 東 福 寺の 法 堂 
を 落 慶 し、 冬龜山 法皇に 大戒を 授け 奉る、 弘 安二 年子 元元 宋 
よ- CS 來 朝す、 師僧を 遺は して 迎えし IT 、 三年 二月 疾に 罹る、 
是 より 先き 秋 高 城の 藏山 空三聖 寺の 東 山 照 等 師の頂 相を 霱き 
て賛を 求む、 今 亦辨雅 首座、 正堂然 、奇 山 顯等師 の 像を 書き、 
皆賛を 求む、 六月 一日 師東福 寺の 規範 十條を 製す、 一一 日常 樂 
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Y ン (辨) ガ！、 キ 


べンへ辨べキ 


菴に移 6 上皇 醫を賜 ひ、 貴紳 病を 訪ふ者 多し、 六日 師 自ら 三 
敎 典籍の 目錄を 製 患て 普 門 寺の 書庫 4C 置く、 以後 道 業毫名 怠 
らず 、諸 弟に 法を 說き 、灌 頂を 授 くる 乙と 平日の 如し、 十月 
十七 日に 安然と して 寂す、 壽七 十九、 常 樂菴に 葬む る、 遣偈 
に 日く、 利 生 方便、 七十 九 年、 欲 k 知，， 端的 -'% 佛祖不 k 傅、 と、 
花園 天皇 聖一國 師の謚 を 賜 ふ、 法嗣湛 照、 無關普 門， 白雲 慧 
曉 、山叟 慧雲 、藏山 順 空、 無 外 爾然 、無 爲昭 元、 月 船 琛 海、 
癡兀 大慧、 眞翁智 侃、 奇 山圓然 、天柱 宗昊 、南山 士 雲、 潜溪 
處謙 、雙 峰宗源 、東洲 至 道、 王 溪慧瑨 、無住 道曉 、妙 翁弘玄 
等 著は る、 (東 福 開山， 聖 一國師 年譜、 本朝 高僧 傳、 延寶 傅燈 
錄) 

ベン ガ辨雅 一一 A-t s 〔天台 § 近 江延曆 寺の 座主な A、 
辨雅 俗姓は 源氏、 權 大納言 顯雅の 子な う、 重 偸 實寬覺 算の三 
師に就 て 天台 敎を 學ぴ 、建 久八年 天台 座主に 任ず、 建 仁 元年 
二 月 十七 日 寂す、 壽六 十七、 (天台 座キ記 ) 

ベン キ辨基 (一— 〇〕 奈 良の 歌 僧な う、 辨 某は 天平 
寶龜 年中の 人に して 和歌を 以て 鳴る、 其 詠歌は 萬 葉 集 R あ 6、 

( 萬 葉 集 作者 履歴) 

•ベン キ 01 辨嘵 一一 A-b aJ 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 學 僧な 

う、 辨曉は 藤 原 氏 父は 法橋隆 助、 華 嚴宗を 景雅に 受け、 尊 

勝院に 住して 學 侶の 貫首た々、 後白河 上皇 屢々 宮中に 召して 

衆と 共に 論說 せし む、 初め 法 印に 叙し、 權大 僧都に 轉 す、 建 

久十年敕して東大寺を管せしむ、常に大經を述へ、淨土の法 

を 修 す、 建 仁 二 年 七月 十一 日 寂、 壽六 十四 弟子 道 性、 尊玄、 
敎見あ (東大寺 別當 次第、 尊卑 分脉 、諸嗣 宗 脉紀) 


ベン ギヨ ク 辨玉ーーーー §, 0/\ §土宗〕武藏三寶寺の僧な 
$、  辨 玉は 善 蓮 社 淨譽と 云 a 、 慶 阿と 云 ふ、 別に 號を 獪々 
室と 云 ふ" 江戶淺 草の 人、 大熊卯 八の 二 男な 6、 幼名 銕之助 
と 云 ふ、 十歲に して 下 谷淸德 寺に 投し 、住持 大潮を 仰いて 度 
を 受け、 法名 ？ r 滿 潮と 云 ふ、 天牲 和歌を 嗜み 、三十 一文字を 

弄 ふ、 淺 草の 元 
鳥 越に 橘 守 部 あ 
う、 和歌を 以て 
名 あ-^ 師其門 
に 入うて、 和歌 
幷に 書を 學 ふ、 
後 下 總飯沼 弘經 
寺の 秦冏 に從 
ひ、 內外 の學を 
受く 、秦冏 は 梅 
痴道 人と 號 し、 
詩文を 以て 聞 
.  ぇ、 大沼枕 山 等 
往來 せ-^、 師因 

て 枕 山に 交ろ、 幾 もな く江戶 に歸 6、 增上 寺 ic 入*^ て 宗乘 
を 修め、 神奈 川三寶 寺の 住持と な 6、 道 暇 和歌に 耽る、 守 部 
の 沒後岡 部 東 平、 及 ひ 神奈 川の 普 門寺瓊 音を 問うて 短歌を 學 
S、 長歌 短歌 R 通す" 然れ とも 守 部は 長歌に 達した るを 以て、 
師も亦 長歌を 以て 聞 ゆる こと、 なれ-^ 明治 七 年 敎部省 ょ $ 召 
S れ國學 を 講ず、 幾 もな く神奈 川に 歸 6 幽棲し、 益 和歌に 造 
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詣 あう、 蒸 a 車、 停車場、 人力車、 茏 斯燈 、寫眞 鏡 等の 新 題 
を 取 6 て 長歌を 作う、 巧妙 人の 意表に 出づ 、近 _ 芳樹 、伊達 
千廣等 相 交は 6、 皆其才 R 服した うと 云 ふ、 明治 十二 年 由 良 
牟呂 集を 刊行す" 自作の 長歌 集に して 芳樹 序を 書し、 鹈飼徹 
定蹂を 書せ う、 翌十 三年 四月 二十 五日 三寶 寺に 寂す、 壽 六十 
三* 師 琴曲に も 通し、 時々 琴を 弄した $ と 云 ふ、 著作 由頁牟 
呂集 世間に 行は る、 (大熊 辨眞氏 返信、 國 學院雜 誌、 國 文學) 
ベンケ 1 辨慶 2 八 四 i  〔天台宗； 一 出 雲 ^ 淵 山の 僧な 
$、 辩慶 は武藏 坊と號 す、 初の 名は 鬼 若 九、 熊 野 別當 湛增の 
子な $、 幼に して 比 叙 山に 登- 西 塔に 學ぶ ，後 鰐 淵 山に 到 
6、 顯密二 敎を學 ぶ、 然れ ども 性學を 好 t ず、 常に 武を修 む、 
源義 經に從 a 君臣の 約を なす、 賴 朝義經 兄弟 隙 あ-^ て 義經の 
奥州に 下る に 方 6、 辨慶 相從ひ 安宅 關に 於て.、 義經の 危難を 
救 a 穴う と 云 ふ、 (源平 盛衰 記} 

ベン シユ ー 辨秀二 四 =: 二 〔浄土宗〕 江 戶增上 寺 第 四十 七 
代な う、 辨秀は 心 蓮社歡 譽 喜受天 阿と 號 す、 遠 江 濱 松の 人 
なう、 正德 元年 濱松 玄忠 寺に 入う、 快傳の 弟子と なう、 三年 
正月 十九 日三緣 山 (C 登る、 時に 十七 歲な う、 翌年 三月 光明寺 

に牲 き、 寬保 三年 十一月 七日 歸 山して 專ら內 外の 經 典を學 ぶ、 

後 命 あうて 結城弘 經寺 R 住し、 飯 沼弘經 寺傳 通院 等に 歷 住し、 

明 和 三年 春增上 寺に 貫主と なう、 大僧正に 任ず、 安永 元年 七 

月 二十 九日 寂す、 (三 緣山志 、淨 土總 系譜) 

ベン シユ 1 辨宗 ( . ) 〔戒律 宗〕 大和 大安 寺の 僧な 

う、 辨宗 戒律を 宗 とし、 學業博 達な う、 常住の 大修 多羅 供 

錢三十 貫を 私用す、 維 那僧等 徵 する ZL と 急な 6、 辨宗泊 瀬 寺 


ベン (辨) 夕：シ 


に詣 し、 觀世 音に 項禮 して 錢を賜 はらむ 乙と を 祈 求す、 時 R 
船 親王 寺 (c 詣し 乙 れを 見て 辨宗 に錢を 施與 し、 償納 せし む、 
示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ベン シヨ 1 辨正 (一三 六 一) 〔：.：：〕 入唐 學問 僧な 
辨正 俗姓 秦 氏な 6、 性 滑稽に して 善く 談論す、 出家の 後敎義 
に 通ず、 大寶 年中 唐に 渡う 名士と 交遊す、 支 宗尙ほ 龍 潜の 日 
にして 辨正 が圍 碁に 精し きを 以て、 屢賞 遇せら る、 詳細の 事 
蹟 並に 示 寂の 年時缺 く、 詩 二首傳 ふ、 二子 あ 6 朝慶朝 元と S 
ふ、 慶は 唐に あうて 死し. 元は 歸 朝して 朝 仕し、 天平 年中 再 
び 唐に 渡 6 玄宗に 謁す、 玄宗其 父の 故を 以て 優待す 後 歸 朝し 
て 卒す、 (懷風 藻) 

Y ンシ ml 辨正. 1 1.二九た〔 •… 〕 入 宭學問 僧な 辨 
正 一に 辨靜に 作う 又 辨淨に 作る、 俗姓 春 日 氏 出家して 白 雉 四 
年 五月に 遺 唐 使に 附隨 して 唐に 航 す、 後歸 朝し 三論 宗を弘 
む、 養老 元年 七月 廿 一日に 少僧 都と な 6、 天平 元年 十月 七日 
大僧 都と なる、 尋きて 同 二 年 十月 十四日に 僧正に 昇々、 同 八 
年 寂す、 (日本書紀、 績 日本紀 、七 大寺 年表) 

〔考〕 日本書紀 白 雉 四 年の 條 に 辨正渡 唐の 事 見ぇ、 七 大寺年 
表 天平 八 年の 條に示 寂の Z: と 見 ゆ、 其 間實に 八十 三年な う、 
渡 唐の 時尙 幼稚な $ しとす るネ 、稍 長き に 過 r、 然れ 共斷じ 
て 別 入には あらず と 信ず、 

ベン シヨ ー 辨照 vi 5:' v /- * . 〕 大和の 僧な 6、 辨 

照 一に 辨昭に 作る、 大寶二 年 正月 十五 日少 僧都と なる、 和 銅 
四 年の 頃 寂す、 (續 日本靶 、七 大寺 年表) 

ベン シヨ 1 辨昭  ベン ショ- 辨 照を 見ょ、 

ベン (辨) シ 
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ベン (辨ヘ シ ー チ 


Y ンジヨ 1 辨靜 ベン ショ.- 辨 正を 見よ、 

ベン ジ ヨ 1 辨淨  ベン ショ— 辨 iE を 見よ、 

ベンチ ヨ ー 辨 長 AA だ 〔淨 土宗〕 筑後 善導 寺の 開山な 
$、 辨長 字は 聖光 、號 は辨 阿と 云 ふ、 筑前遠 賀郡香 月の 人、 
俗姓は 藤 原 氏な う、 應保二 年 五月 六日に 生る、 仁 安三 年七歲 に 
して 菩提寺 妙法 法師の 下に 投し三 寶に事 ふ、 C 一說に 嘉應二 年 
九歲) 安元 元年 三月 十五 日 十四 歲に して 觀世音 寺に 於て 得度 
受戒し、 治 承の 頃 唯 心 常 寂の 二師に 業を 受く 、壽永 二 年 比 叙 
山 R 登 6、 東 塔 南 谷の 觀叡に 師事し、 尋て寶 地房證 眞に師 
事して 天台宗の 敎義を 學ぷ 、建久 元年 比 叙 山を 下うて 故鄕に 
歸 $、 同 二 年 油 山に 講 席を 張る、 四 年 肉 弟なる 三 明阿闍 梨の 
寂せ るに 遭 a 、 -Ht 相の 常 無き を 悟う、 專ら 解脫の 道 R 心を 潜 
む、 適々 明星 寺の 高 塔の 廢毁 せる を修營 せんとて、 近國 を經. 
行して 淨財を 募り、 三年を 經て高 塔 落成す、 藎し 明星 寺は 常 
寂の 住した る 寺な う、 同 八 年 再び 東上し、 同年 五月 吉 水の 草 
菴を訪 うて 源 空 上人に 謁す、 上人 時に 六十 歲に して 師 時に 三 
i ハ歲 なり、 上人 試み ic 三重の 念佛に 就 s て 問へ ば、 師詳か 

に對へて、一に摩訶止觀に明すと乙ろの念佛、二に往生要集 

. R 勸む ると 乙ろ の念佛 、三に 善導 和尙の 立つ ると Z1 ろの 念佛 

を 解釋 す、 Z. れよ 6 專ら 上人 R 師事し、 日課 念 佛 六萬顆 、阿 

彌陀怫 六部を 修 し、 六 時に 牲生禮 讃を修 す、 九 年上 人よう 選 

釋 集を 授かう、 (一說 R 正 治 元年と 云 ふ) 同年 八月 上人の 命に 

よう 伊豫に 下 $ て 化導す、 十 年 二月 京師 R 歸 6、 上人に 奉 侍 

す、 當時攝 律の 三 寶寺に 大日 能 忍禪師 あう、 日本 達磨 宗を唱 

ふ、 師は禪 師を訪 うて 宗鏡錄 の 三 章 等を 質す、 元久 元年 八月 


ベン (辨) チ 


源 空 上人ょう 淨土宗 の 正統を 傳へて 西歸 し、 同年 筑 後の 高 良 
山 厨 寺に 淨土宗 を 弘 通す、 其 地に 於て 一千 日を 期し、 今佛三 
味を 修す 、(一 說 R 安貞 二 年と 云 ふ) 建 曆六年 博 多に 性き て 道 
塲を 開き、 唐の 善導 大師の 影像を 奉安す、 建 保 五 年順德 天皇 
特に 敕して 善導 寺の 額を 賜 a たうと 云 ふ、 安貞 二 年 肥 後の 往 

. 生院に 於て 四十 
八日の 別時 念佛 
會を 開く、 因て 
末代 念 佛授手 印 
一^ 一篇を 作る、 寬 
k. J 喜 二 年 七月 二十 
ぶ ノ .八日 阿 彌陀經 一 
レ」 部を 書寫す 一 
J 字 三 禮燒香 散華 
、し、 一々 の 字に 
ノ阿 彌陀佛 像を 圖 
し三鋪 となし、 
命 終の 期の 助標 
となす、 嘉禎二 

年良忠 のために 證疏 行義 分、 論 註、 安樂 要 集、 選擇 圓頓戒 、 
儀、 布薩筇 を講傳 し、 正統の 印を 授く、 三年 十月 疾に 罹る、 曆仁 
元年 正月 二日 頸 下に 腫を 生じ、 八日に 菩薩 戒を 門弟に 授け、 十 
五日 來迎の 讃を修 し、 靈異を 感ず、 関 二月 二十 六日 肥 後 竹 崎 
禪尼に 圓頓戒 を 授け、 二十 八日 願見佛 身、 來迎 引接、 決定 往生、 
出 離 生死の 一偈を 誦し、 二十 九日 禮讃竟 う、 一 字 三 禮 の阿彌 


(三 四〇 一 ）  書  辭名 人家 怫 本日 


陀經 を誦 持し、 頭 北面 西して 念佛 する C と 一時 許う、 光明 遍 
照の 一句を 誦して 寂す、 世壽 七十 七、 法臘 六十 四、 荖作淨 土 
宗嬰 六卷 、名目 問答 三卷、 徹選擇 集二卷 、三 心 要 集一卷 、識 
知 淨土論 等 あり、 仁 孝 天 - S. 文政 十 年 十一月 廿 二日 勅 謚大紹 正 
宗國師 を 賜 ふ、 弟子 良忠 並 R 慶潢社 招 蓮 社 敬 蓮 社 滿願等 あう、 
一門を 鎭西義 と 云 ふ， 蓮 社と稱 する は、 惪遠 法師の 白蓮 社の 
遺風を 慕 ふ ものな 6、( 聖光 上人 傅、 淨土宗 三祖傳 、本朝 高僧 
傳、 淨土總 系譜、 鎭 流祖傳 、淨土 傅 燈錄) 

〔考〕 鎭两 略要傳 には 辨長 上人 文治 五 年 八 月 宋に航 し 終 南山 
悟 眞寺了 然禪師 に 謁して 善導 流の 宗義を 傅へ、 三年に して 東 
皈 し / 2 りと あ 6、 然れど 毛 事實 にあらざる ベし、 略 要 傳の奧 
書に 于時 正應五 g 年 二： 二十 九日 鎭西辨 師口决 、比丘 聖護誌 
と あう、 且つ 此傳 記鎭西 本山 善導 寺 文庫よう 出づ るよ し 附記 
せる も'， 共に 未だ 信じ 難し、 上人の 事蹟は 聖光 上人 傅 あり 此 
書は 弘安七 年 十二月 望 西樓了 惪の記 述 する 所、 乙れ 鎭西畧 要 
傳 記述の 年 時な うと 云へ る正應 五 年よりも 八 年 前に か V るな 
上人 傅に 一言 も 入宋の 事な し、 本朝 高僧 傳鎭流 祖傳等 亦 
然 う" 盖し皆 上人 傳に 依- 0 /2 る もの、 如し、 今傳 尾に 附して 

參考 とす、 

ベンツ- 辨通  (一三 七 一一) 一: . 〕 大和の 僧な 6、 辨通 

寶二苹 正 月 十五 大日 {C 律師と な'^、 和 銅 五 ^ 九月少 僧都と な 

る、 示 寂の牢 時缺 く、 (續 日本 紀、 七 大寺 年表) 

ベンツ 1 辨通  ニ チ ヶ—日 啓を 見よ、 

ベン ヨ 辨擧 1 リへキ 離 碧を 見よ、 

ベン リユ ー 辨龍一 一三 八 A 〔淨 土宗〕 江戸 天德 寺の 僧な 

ベン (辨) ツ .—リ 


う、 辨龍は 淨蓮社 澄譽愚 童と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 知辨 
に 師事して 法を禀 け、 岩 付の 淨國 寺に 主と な 6 、 後、 yt 戸 e 德 
寺に 遷る、 享保 十三 年 八月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
ベン ヨ 便 # リユ-ゼン 隆 善を 見よ、 

ホの  音 

ホ タク 補澤二 -- &伙〔曹洞宗〕武藏宗關苛の禪僧な6、 
舖澤 字は 舞 山、 俗姓は 安藤 氏、 武藏 舘鄕の 人、 十六 歲牛頭 山 
の 北巖寅 嘯に よ トノて 出家し、 出游 して 起 雲 寺 萬 安に 謁し、 次に 
常 陸の 天童 山に 登うて 菴 居す、 後 If へうて 北鼹を 省し、 服勸 
數年 、終に 支 奥に 達す、 北 巖の主 席を 退く に 方 6、 師 補して 
其 廢頹を 興す、 一 住 三十 餘 年、 元 祿十年 三月 十五 日 寂す、 壽 
六十 九、 臘五 十四、 遺偈 ぁう、 日く、 六十 九 年、 顛倒 倒 顔、 
翻身歸 去、 春 月 一天、 と (日本 洞上聯 燈錄) 

ホ F1 補 道； , 一 2: 〔曹 洞宗〕 武藏春 柊 寺の 禪僧 なう、 
稀 道 字は 十洲 、俗姓は 源氏、 近 江の 人に して 江戸 深 川 海 福寺獨 
本の 庶 兄な 6、 幼に して 母 弟と 共に 武藏靑 松 寺 春 道を 禮して 
母子 三人 同時に 出家し、 起 雲 寺 萬 安に 謁し、 靑松 寺に 歸うて 
春 道を 省 すれと も 心 可を 蒙む る 乙と 能は す、 春 道寵穩 寺に 移 
るに 及 ひ" 命に よう 後 主 心靈牛 道に 謁し 記 室と なる、 永 平 寺 
に 出世し、 次 ic 靑龍 寺靑松 寺に 歷遷 す、 後 母の 未 / 2 存す るか 
故に 洞 春菴を 築きて 奉 養し、 正 保 三年 三月 十一 日 寂す、 壽缺 
く、 臨終の 遺偈 あう、 須彌 翻倒 入=藕 絲ハ盡 大地 人尋 不二 者、 法 
嗣高 巖薰道 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 


ベン (便〕 ホ (補) 


書辭 名人 家佛本  日 


〔四 四〇 一） 


ホ S、 甫 •蒲、 輔) ボ (菩) 


ホ コ？ 保廣 (…… .0  〔曹 洞宗〕 常 樂寺 の禪 僧な う、 
保廣 字は 雪溪 、仙 巖能範 の法嗣 なう、 寂 年壽缺 く、 (日本 洞上聯 
燈錄) 

ホ、 皆ン 保山〇 二 五一！) 〔淨 土宗〕 美 濃善敎 寺の 開山な 
う、 保 山は 諦 蓮社聽 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 聰 保に 
就て 出家 受 業し、 美 濃多藝 郡志津 衬に 善敎 寺を 鄉 す、 寂 年、 
及壽缺 く" (淨 土總 系譜) 

ホ シ ユ ク 甫叔ニーーー黑！：淨土宗西山派〕山城融雲寺の開 
山な- CN、  甫叔は 山城 醍醐の 人、 禪林寺 顯眞の 門人な う、 醍 
醐 R 融雲 寺を 創す、 一時 總持 寺に 住し、 永祿七 年禪林 寺 R 移 
る、 永 祿十年 九月 香 衣の 綸旨 並に 香染の 袈裟を 賜は る、 元龜 
三年 九月 廿 二日 當流學 席の 綸 旨を 賜 ふ、 天 正 十四 年 六月 二日 
寂す、 壽 五十八、 

ホセ ツ甫雪 卜-ゼ ン等禪 を 見よ、 

ホアン 十 補 * シユ- チン 宗陳を 見よ .' > 

4S タン^^ « シ ユ~ モク 宗睦を 見よ、 

ホ ^ ン蒲原 ヵク ショ- 赫 照を 見よ、 

ホ キ ml 輔敎 r:: cg: 〇三 〔曹 洞宗〕 越後 香 精 寺の 禪 僧な 

i  輔敎 は祖 山と 字し、 俗姓は 關口 氏、 越後 國刈羽 郡 山 室 

村の 人な う、 業を 鄕の飯 涌 山 香 積 寺の 寰 海に 受け、 法を 西來 

德翁 に繼 き、 香 積 寺に 住す'  寬保 三年 四月 十二 日 寂す、 壽八 

十餘、  < 

ボダ ィシン ィン 菩提心 院 クヮン ショ-貫 昭を 見よ、 

f .1 セ： ^ ナ菩 提傳 那藝 S 〔 …… 〕 印度の 歸化 

僧な う、 菩提 仙那譯 して 覺 軍" 南 天竺の 婆 維 門 種、 姓は 婆羅 


ボ 慕； ホ 丄 法) 


遲と云 ふ、 夙に 支那に 來* CN、 天平 五 年の 遺 唐 大使 從四位 多 治 比 
眞人廣 成 並に 學 問僧邱 •鏡 等 R 要請せられ て、 林 邑國の 佛哲等 
と共に 東航す、 天平 八牢 五月 十八 日に 太宰府 R 到着す、 八月 
八日 攝津に 入る、 天皇 勅して 行 基 等を 遺し 難 波に 迎 へ しめ、 
供養 甚だ 厚し、 菩提 僭那行 基を 見て 相 喜び、 和歌を 贈答した 
うと いふ、 Z. れょ 6 大安 寺 R 住し、 密呪 を誦 持し 且つ 華嚴經 
を讀む 、同牢 十月 勅して 時 服を 賜 ふ、 十九 年長 谷 寺の 供養 R 
臨みて 導師と なる、 天平 勝 寶二年 僧正 R 任せら る、 (一に 天平 
勝寶 三年に 作る)、 同 四 年 三月 行 基 等の 推擧 に ょう 東大寺 大佛 
の 開眼 供養 會に 臨み 導師と なる** 同 六 年 鐾眞の 京に 入る に 際 
し 出で V 迎 ふ、 天平 寶字四 年 二月 廿 五日 阿 彌陀佛 を 念じな が 
ら 寂す、 壽五 十七 (菩提 僧正 碑文、 續 日本紀 、七大 寺 年表、 
元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 菩提 僧正 碑文 一篇 あ-^、 然るに 諸 書を 參照 する に、 ま 
、事實 の 信用し が ^ きもの あれ ど 名 、 ほ  >  これ R 依 $ 取捨を 
加 ふ、 

ボシユ 1 慕 秀 二： 二 ^: A : 〔淨 土宗〕 佐 渡廣源 寺の 開山な 
う、 慕秀 は專 譽と號 す、 幡隨 に從ひ て 剃髮受 業し、 學 成う 
て 佐 渡 相 川に 廣源 寺を 開く、 寬永 十五 年 三月 五日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

ボナ ン慕南 シ ri  > ズ ィ宗瑞 を 見ょ、 

ホ f ィ法 位； _: 。.一. ^ •• 〔淨土 宗西山 派〕 山城 龍 護院の 僧な 
法 位 字は 道 雲、 雙救 道宗に 師事し、 淨 土宗两 山 派の 學を究 
め、 深 草 龍 護院に 住し、 盛ん R 所 承の 敎を弘 む、 延文二 年 三 
月 晦日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


(五7® 3-*) 


書辭 名人 家佛 本日 


ホ ーイ 法 位 二 晒 監 1 :眞宗 ；！ 播磨 本德 寺の 僧な-、 法 
位 童 名は 義 千代、 寂 如 宗主の 曾孫に して、 本德寺 法靜の 第一 
子、 母は 美喜姬 なう、 明 和 五 年 七月 錦 華 殿 主文 如の 法嗣 とな 
る、 天明 元年 九月 十七 日攝政 尙實 公の 猶子と な-^、 阿 茶 君と 
稱す 、明年 七月 腫 病に 罹う、 錦 華 殿に 寂す、 壽十七 、大義 院 
と號 す、. (本願 寺 通紀) 

ホ-イチ 法 一 ( . ) 〔臨 濟宗〕 伊豆 淨因 寺の 開山な 

$、  法 一字は 無二、 駿 河の 人な う、 佛心 に參 して 法を 嗣 ぎ、 
元に 渡うて 徧く 名山 奇勝を 歷觀 して 歸 る、 然れ とも 出世 {t 意 
なく、 跡を 晦ま し、 山中に 隱る 、義堂 禪師勸 めて 駿河承 元 寺 
に 住せし む、 伊豆の 檀 越水戶 に 浄因 寺を 創し、 懇請して 第一 
代と なす、 寂年缺 く、 法嗣に 明 湖 法 永禪師 ぁうて 淨智 寺ょう、 
建 長 寺に 出世す、 (延 寶傳 燈錄) 

ホ ー イン 法 員 2 三 5 5 〔 . 3 持統 天皇の 朝の 僧な 

K 法 員持統 天皇 七 年 近 江 國益須 郡に 醴泉 湧出す るに 方り、 
勅を 拜し 同年 十二月 善 往眞義 等と 共に 同地に 至う、 Z: れを飮 
み檢 す、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ホ ー ウン 法 雲 (二 五一 一九) 〔眞宗 〕 京都 富 小路 唯 明 寺の 住 

持なら， 法 雲は 天 保 九 年ょ 6 高 倉學 寮に 七十 五 法、 神代 卷 

法、 華功德 品、 觀音玄 義 記、 般若 心 經を講 して 明治 二 年に 至る、 

此 年擬講 となる、 寂年詳 ならす、 (眞宗 史料 ノ 

ホ 1 ウン 法運二 1:. 三 ^: 〔淨土宗〕江戸大圓寺の開山な 

i  法 運は 承 蓮 社相譽 と號す 、俗姓は 市 川 氏、 遠 江の 人な 

6、 舊 典に 就て 剃 髮受 業し、 其 法を 嗣 ぎて 後江 戸 小石 川 小 日向 

に 大圓 寺を 捌して 開山と なる、 延寶七 年 二月 十二 日 寂す、 世壽 


詳かな らず 、(淨 土總 系譜) 

ホ ー ウン ィン 法雲院 - ー チ ド-日 道を 見ょ、 1. 

ホ ーエー 法榮 (1 四 一六〕 〔戒律 宗〕 奈良 戒壇 院の律 僧な 
ぅ、 法榮 は‘ 姓產 不詳、 聖武 天皇の 朝 學德を 以て 聞 ゆ、 同 上皇 
の 不豫に 際し、 御牀に 侍して 看護 尤も 力む、 上皇の 崩御した 
まふ 後は、 山陵に 廬し て！^ 經修薦 を 事と す、 孝 謙 天皇 其 意を 
嘉 し、 法榮が 本 貫の 一郡の 租役を 免し 給 a 、 且つ 上皇 供御の 
米鹽の 類を 鑑眞 並に 法榮 に 賜 a 供養した まふ、 天平 勝 寶八年 
四月の 勅に 日 ふ， 禪師法 榮立性 潔、 持戒 第一、 甚能 看病、 由 
，此 請，， 於邊地 T 令  >侍= 醫藥 (太 上 天皇 得 k 驗多 k 數 、信 重 過 k 人、 
不 ，用， 1 他醫 T 爾其閱 水難 v 留鸞 輿晏駕 、禪 師即 誓、 永 絕， ，人間， 
侍，， 於 山陵 ハ轉， 1 讀大乘 t 奉 jk,, 冥路 r 睽依 k 所 jr 鬼，， 報 德_ 
厭 レ 俗 飯 J 興、 財物 何 富、 出家 慕 i、 冠蓥 何榮 、莫 k 若 K 名流， I 
萬 代， 以爲 •後生 准 則 ±> 宜復. 禪師 所， 生 一郡， 遠 年 勿 k 役、 示 寂の 
年時缺 く、 (續 日本紀 、本朝 高僧 傳 、臬國 名 醫傳) 

ホ ーエー 法 Is ii ol i —  : 〔臨 濟宗〕 5 模建長 寺の 禪僧な 
6、 法潁 字は 中 山、 相模の 人な 6、 曾て 南 遊して 明に 遊び、 
歸 へぅて 太平 準 和 尙の印 可を 受け、 康曆 年中 相 模の壽 福 寺、 及 
び 建 長 寺に 住す、 至 德二年 天 龍 寺を 主と る、 將軍 命して 南禪 
寺を 董せ しむ、 師 住持 一年に して 辭して 巨 福 山 長生 菴に歸 へ 
明德 元年 十一月 七日 寂を 示す、 (本朝 高僧 傅) 

ホ ー ヱ ン法緣 jf ハ 〔三論 宗〕 大和 m 大 寺の 學 僧な 
$、  法緣 俗姓は 的 氏、 京都の 人な 6、 出家して 觀理 僧正に 三 
論を 禀け 、受戒 後 七 寺の 門を 敲き 益々 玄 旨に 達す、 天 祿二年 朿 
大寺干 務とな 6、 一  住 七 年、 權 律師に 任し* 醍醐 寺 第一 代 座 


ホ 又 法) ィーウ  ニ チ (法 〕ウ.—  >一 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 四 〇— ) 


ホ— (法) 干， ガ 


主と なる、 天 元三 年 十月 寂す、 壽七 十、 (本朝 高僧 傳) 

〔考〕 續傳燈 廣錄に は 天 元 五 年 七月 九日 寂す、 壽七 十六と ぁ 
$ 是非を 知らす、 

ホ 1文ン法延こ 9: _: 二 〔臨 濟宗〕 若 狹高成 寺の 開山な 
ぅ、 法延 字は 大年 、伊豫の 人、 俗姓は 藤 原 氏な ぅ、 幼 R して 
出家し、 具 
足 戒を受 く 
るに 及び、 

遊歷 して 徧 
く 諸 名 宿に 
見ぇ、 淨妙 
寺竺 仙和尙 
に 參して 印 
可を 付 せら 
れ 、版 首に 
擧 けられ、 

後 京都 R 入 
る、 將 軍足 
利 尊 氏師の 
道 譽を慕 

CA 、 皈依尤 

7P 厚し、 伊豫 刺 史大高 重 成 若狹の 治內に 高 成 寺を 沏 し、 師を 

請して 開山と す" 貞治二 年 十月 二 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 

傳 、續群 二三 五)  ... 

ホ-* エン 法圓( . 〕 〔眞言 宗 \_y 山城 小 栗 柄の 別當な 


ホ 丨 (法‘— ガ  _ 

法 圓は大 元 別當第 十五 代と なる、 仁 海 僧， 正を 禮して 小 
野灌 項を 受け、 一方の 匠と なる、 (續 傳燈 廣錄) 

ホ 1 オン 法 音 チコ 丨智典 を 見よ、 

ホーカイ 法 海 二 剛 ^ 〔眞宗 〕 肥 後 八 代光德 寺の 住持な 
$、  法 海 字は 月藏 、號は 日 南、 後 橘 州と 云 ふ、 易 行 院と稱 す、 
肥 後の 人， 高倉學 寮 R 學び 、文化 元年 寮 司と なぅ、 俱舍 論を 
講ず、 二 年 正月 二十 一日 擬講 とな 6、 十 句義 論を 講ず、 三年 
唯識述 記を 講じ、 後 易 行 品、 俱舍論 、末 燈鈔 "尊 號眞像 銘文 
を 講ず、 十一 年 十一月 二十」 日嗣講 となぅ、 十三 年 御傳鈔 を 
講じ、 後 往生 論 註、 往生 要 集、 讃阿 彌陀佛 偈 、阿 彌陀 經を講 
ず、 文政 十一 年 十月 四日 講師 R 進み、 十二 年夏觀 無量 義經を 
講じ、 後 無量 壽經 ，文 類聚鈔 、安樂 集、 玄義 分を 講ず、 天 保 五 年 
八月 七日 寂す、 壽六 十七、 ( 高 倉 學寮講 者列傳 稿本 3 
ホ ー ガイ 法 海 (一四 一二 0〕 〔法相 宗〕 和 泉卷尾 寺の 僧な 
6、 法 海は 攝津豐 島 郡の 人な 6、 行 基の 室に 投して 出家 受 
戒し 、法相を 學 ふ、 東大寺 長 谷 寺に 遊歴し、 衆 R 隨ひて 法を 
聽 くを 樂と なす、 寶龜の 初年 和 泉の 卷尾 寺に 住して 九 旬 安居 
す、 寂 年、 及 W 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳)： . 

ホ— カ イボ 1 法界 坊 H  ! ゲン 穎玄を 見よ*  ' 

ホ 1 カク ;4 ®( …… ‘ 〇 「臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧な 
久 法玆 字は 璧 山、 夢 窓國師 に參 して 法を嗣 ぎ、 天寵 寺 R 
ありて 記 室と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄} 

ホ ー カタ 法 革， フザン 不殘を 見よ，  ‘い 
ホーガン法岸二酬 |2 〔淨土宗〕長門西圓寺の學僧な 
6、 . 法 岸 字は 姓 如、 俗姓は 藤 田 氏、 周 防吉敷 郡下津 村の 人な 


(七 四 3 -）  書辭 名人 家佛 本日 


6、 十歲 に して 郡の 妙 樂寺隨 仙の 侍 童と な $、 幾なら ずし 
て 宮市西 念 寺の 運 昇に 侍し、 其 年 四 年 運 昇に ょ 6 剃髮染 衣す、 
寶曆 十一 年 江戶に 上ぅ、 增上 寺 ic 投 す、 徹應廓 純 二師に 就き 
て 宗 義を學 び、 翌年 冬 定月 大僧正 R 五重の 秘訣を 受け、 十三 
年 三月 遂に 講席 を辭 し、 跡を 晦ま し、 信 濃 善 光寺に 修練し、 
相模 阿彌陀 寺に 勒 念す、 偏く 名山 靈 刹に 遊び、 翌年 春畿 2 :播 
磨 南海 諸 州の 聖跡を 訪 ふ、 尋で鄕 に 皈 6、 妙慶寺 雲說に 就き 
て 請 益す、 十月 再び 江戶に 遊び、 小山の I1 M 寺に 止ま 6 .明 
和 二 年 正月 增上 寺惪照 院にて 菩薩 戒を 受け、 九月 下 總大巖 寺 
隆善に 宗戒兩 豚を 授けられ、 十二月 獅子吼 庵に 於て 關 通 (C 謁 
し、 宗 要を 硏究 す、 翌年 七月 關通 京師に 遊 化し 轉輪 寺に 寂す 
るに 及び、 師 も また 隨從 す、 安永 二 年 再び 鄕 ic is A、 八 年 三 
月檀 請に ょ- CN、 大日 比の 西圓 寺に 住す、 天明 三年 三月 阿彌經 
を 西 市慶雲 寺に 於て 講ず、 寬文四 年 席を 上足 常稱に 附—九 山 
の 草菴に 閑居す、 亨和八 年 庵を 旁 里に 遷 し， 文化 十二 年 十二 
月 五日 寂す、 壽七 十二、 臘六 十三、 著作 口稱 三昧 感得 記、 專 
習 要 文集、 喺 稱演說 集、 本願 念佛 正義 辨 、專修 念佛要 語、 臨 

終 要 語 等 各 若干 卷ぁ 剃 髮の 弟子 百 六 人、 誓受 唱名 者 二十 

一万 餘人 なり、 (法 岸和尙 fl- 狀記 、續 日本 高僧 傳) 

ホ ー キク 法 * 一一 〇 一八 〔臨 濟宗〕 相 模淨妙 寺の 禪僧な 

6、 法 菊 字は 芳庭 、太； 牛 準の 法を 嗣 ぐ、. 天 龍 寺 正 覺國帥 に 

事て、 益參究 す、 近 江の 佐々 木 高 氏 父子 深く 歸忪 す. 應安 X 

年淨妙 寺 ic 住す、 嘉輕元 年 太平 準、 僧を 元に 遣は し大 藏經を 求 

め、 金 華 山に 藏 す、 延文二 年 火災に 罹 6、 灰燼に 飯し、 舍利 


塗 出す、 師藏記 舍利 記を 撰す、 (記は 延寶 傳燈錄 にあ- 0 記の 
末 (C 偈 1: 系く、 金 U 五 千 餘卷說 、毎， 談 ，， 一 字， 一如 來 、不レ 知 
那個浞 洹 也、 八 斛摩尼 照， 一 冷 灰 -' \ 同 三年 三月 二日 俄に 中氣を 得 
て 正 源 菴黃 金閣に 寂す、 壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ホ ーキン法折二 0: 11八〔臨濟宗〕相模建長寺の禪僧な 
$、  法忻 字は 大喜 ，俗姓 源氏 ' 二 河の 人、 今 川 基 氏の 子な う、 
太平 準に 師事して 法を 嗣 r、 淨智 圓覺建 長の 諸 寺に 歷 住す、 
晚坧 圓覺 寺に 萬 富 山 續燈菴 を 建て 退 体す、 應安 元年 九月 二十 
日 寂す、 遺偈 あう、 諸佛降 跡處、 續燈大 光明、 巖上 開，， | 室； 

一 坐 五 百 生、 勑謚佛 滿禪 帥 と 云 ふ、 1 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 

傅) 

ホ ー キン ニ 法 均 尼 j mH s:A AA 〔  •  .  • . 〕 大和 奈良の 尼な*^ 
法 均 尼 俗名 和 氣廣蟲 、備前 藤 野 郡の 人、 初め 從五 位下 葛 木戶主 
に 嫁して 貞順 なう、 孝 謙 天皇に 愛 信せられ、 正 六 位下に 叙 せら 
る、 天皇 落飾し / 2 まふ {C 際し、 廣蟲も 亦佛門 に 投し法 均と 名 
け、 進 守 大夫尼 位を 授けら る、 藤 原 仲 麿の 亂に 天皇を 諫めて 其 
黨 類の 罪を 减し 配流に 處 す、 其 後 五穀 登らず、 衆 民 飢餓に 苦 
む、 法 均 四方に 人を 遣は し、 幼 兌を 收養 する もの 八十 三兒に 
及ぶ、 神 護 景雲 二苹從 四 位の 封戶 V」 賜 ふ、 同 三年 弟淸 麿の 道 
鏡の 意に 件 c/i て 大 隅に 配流 せらる、 とき、 法 均 還俗して 備後 
に配渝 せらる、 後光 仁 天皇 召し 還し、 從四 位下 R 叙せられ、 
典臧 とな-^、 出納 5: 掌る、 尋て正 四 位 上に 叙せられ、 典 待と 
なり、 延肢 十七 年 正月 十九 H 寂す、 壽 七十， 後天 長 二 年に 正 
三 K を in 贈 せらる、 (續日 本紀 、日本 後紀) 


ホ 上 法) キ  ホ？ (法) キ 


瞽辭 名人 家 沸 本日 


. (八 四〇 一 》 


ホー (法) ^ 1— コ 


ホ ー ギン® 闇 C . ) 〔臨 濟宗 3 京師 建 仁 寺の 禪 僧な 

う、 法闓 字は 中 山と 云 ふ、 建 仁 寺栖雲 軒に 住す、 事 歷詳な 
ら す、 (日本 名僧 傳) 

ホ ー キヨ ー 法 鏡 (二—?…〕 持 統 天皇の 朝の 僧 
なり、 法 鏡 同 天皇 七 年 正月 R 勅して 水田 二 町を 賜 ふ、 事蹟 
缺く 、(日本書紀) 

ホ ー キヨ？  法 « ニ チィ 日 意を 見ょ、 

ホ ー ク ー 法处 H  ( — )〔  〕奈 良法 隆 寺の 僧な う、 
法 空 俗姓 不詳、 下野の 人、 性 相に 通じ、 常 R 法 華を 誦〇 乙と 
一晝 夜に 六部な り、 後 下野に 歸 6 て 石 洞 中 R 禪 坐す、 示 寂の 
年時缺 く、 (本朝 商 僧 傅) 

ホ ー クジ 法顆 (一 四 二 11 一) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
う、 汴 顆 俗姓 詳 ならず、 唐に 生る、 出家して 鑑眞 R 師事し、 
眞和尙 に 從ひて 來 朝し、 招提 寺に 在うて 戒律を 講 敷す、 示 寂 
の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳 1 律 苑僧寶 傅) 

ホ-ゲン 法眼  < …… ：) 〔黃 檗宗〕 攝津法 福 寺の 開山な 
う、 法眼は 京都の 人、 俗姓 詳 ならず、 黃檗 山に 登り、 獨湛 
和尙に 就て 剃 髮受 業す、 大坂來 南 R 法 福 寺を 開き、 其 開山と 

なる、 寂 年壽缺 く、 (近 叶 叢 語) 

ホ 1 3 1 法 興 二 s-: 一一 •一. 〔淨土 宗西山 派〕 山城 光明寺の 開 

山な トノ、  法 興 字は 淨音、 京都の \ 藤 原 雅淸の 子な う、 西 山 派 

の 開祖 證空 上人に 師事して 一門の 宗義を 受け、 後 仁 和 寺 西 谷 

に 光明寺を 開き、 道化 盛んな う、 其 門を 西 谷 流と 云 ふ、 文 永 八 

年 五月 二十 二日 寂す、 著作 論 註删： 油 鈔 十二 卷 、序 分 義愚要 鈔 

三卷 あう、 門下觀 智 、乘 信， 覺證 、道 戒等あ 6、( 淨土總 系譜、 


ホ 1C 法} コ ー シ 


淨土傅 燈錄) 

ホ？ コ—  法 興  ユィシ ユ惟 首を 見よ、 

ホ ーコ<=_  法 甘 间  セン ヨ - 11 揚を 見よ、 

ホ— fs-  法 光  サンキ d- 三 休を 見よ" 

4 $! コ—イ ン 法光院 カク シヨ I 赫 照を 見よ、 

ホ— コタ 法國. ジ ョ—ク -淨 空を 見よ、 

ホ 1 コンゴーイン 法 金剛 院シヨ -ド- 承 道を 見よ、 
ホ ー サイ 法 載 (一四 二 四) 〔戒律 宗〕 大和 招提 寺の 律 僧な 
i  法 載 俗姓 詳 ならす、 唐に 生れ 鑑眞 R 師事す、 揚 州の 靈 
曜 寺に 住して 戒律を 講 敷す、 天平 勝寶五 年 R 東航し、 天平 寶 
字の 末招提 寺に 住して 戒律を 講 敷す、 示 寂の 年時缺 く、 弟子 
眞璟 ぁう、 (本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

i ホ ー シン 法 心 ( . ) 〔臨 濟宗〕 奧州圓 福 寺の 禪 僧な 

6、 法 心 字は 性才 "壯 年に 至うて 出家す、 文字を 解せ ず、 
單に個 事を 明に せむ とし、 宋に禪 宗の 盛なる を 聞きて 商船に 
附して 航 し、 臨安府 に抵 6、 徑 山に 登う、 佛鑑 禪師に 謁し、 
開示を 求む、 鑑 禪師圓 相の 中に 一の T 字を 書して 示す、 法 心 
席 下に 留 6 て 日夜 參究 し、 寢食を 忘れ、 骨臀爛 る、 に 至る、 
志氣益 堅く、 九 年に して 遂に 悟 處を 得、 鑑禪 師印證 す、 後 本 
國に歸 6、 松 島に 圆福 寺を 開き、 佛鑑の 禪を唱 ふ、 命 終の 
七日 前 其 期を 弟子に 吿げ 、病な く禪 床に 踞 す、 弟子 遺偈を 乞 
ふ、 心 文字を 解せ ず、 乃ち 口を 衝きて 唱へて 日 ふ、 來時 明明、 
去 時 明明、 杲個 何物、 將に眼 を閉ぢ むと す、 弟 - f 進みて 猶後句 
を缺 くと 云へ ば 法心喝 一喝して 寂す、 壽 不詳、 世に 傳ふ法 心 
俗名は 平 叫 郞 、甞て 眞壁郡 主 {C 仕 ふ、 郡 守 事 ぁり 屐を以 て 蹴 
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る、 師 憤然 iar を 厭 ひ、 海を 踰ぇて 大法を 农 め、 徑 山の 無 準に 
師事す 後國 R 歸れば 郡 守 大に喜 び、 圆福 寺を 開き 請す、 師偈 
を說 きて 衆に 示して 日 ふ、 遠 上 = 徑山， 分， 一 風月 ― \ 歸來 開， 一圓 福 
道塲 - ■» 透， I 得 法 心， 無， 一 一物 - > 元 是眞壁 平四郞 、と 此れ 事實 なる 
か 未だ 詳か ならず、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳〕 

ホ！、 ンン法 進 一一 Is 敌 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧と な 
う、 法淮 俗姓 王 氏、 王 導の 後な 6、 唐の 明 州の 人、 鑑眞の 
下に 戒律 並に 天台の 敎義を 學び 、兼ねて 儒 書に 通ず、 揚 州の 
白峯 寺に 居 6、 戒律を 以て 四 衆を 引導し、 後 鑑眞に 隨 ひ て 辛 
苦 艱難し、 我 國に來 る、 鑑 眞の脔 大 寺に 戒壇を 開く にあたり、 
大に 助力す、 天平 勝 寶八年 五月 律師に 任ぜら る、 聖武 上皇の 
崩御 4C 際し、 薦 福の 薄 師 となる、 神 護 景雲 元年に 少 僧都と な 
う、 寶龜五 年 二月 大 僧都と なる、 鑑 眞招提 寺 {C 還る 後、 師戒 
壇院を 監す 、能く 和語に 通じ、 梵網戒 本疏、 羯磨疏 、行事 鈔、 
比丘尼 鈔 、毘 尼義鈔 、慧光 略 疏 、法勵 中鈔 、智湃 廣疏部 を講 
ず、 且つ 衆 請に ょう 天台の 三 大部を 講 する こと 前後 四 度に 及 
ぶ、 後 大和に 佛國 寺を 建立す、 寶龜九 年 九月 二十 九日 寂す、 
壽 七十、 著書 あ 6 しも俾 らず 、門下 聖一慧 山 等 あう、 聖一佛 

國 # の 二 代と なる、 (七大 寺 年表、 律苑 僧寶傳 、元 亨釋 書、 本 

朝 高僧 傅) 

〔考〕 本朝 高僧 傳に 天平 勝 寶八年 律師と なう、 同 九年大 僧都 

となると あり、 今は 七大寺 年表に 依る、 

ホ ー シュ 法 守 1 一一 gi —A 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な う、 

法 守 俗 諱は寧 永、 後伏見 院の 第一 一； 皇子， 延 慶元铒 九月 十四日 

に 生れ、 禪河院 と い ふ、 元 亨元铒 三： IT 出家して 寬性禪 助の 二 


師に從 a て 眞言 宗を學 a 、 正中 三年に 灌 頂す、 嘉曆二 年寺務 
に 補し、 十二月 直に 二 品 ic 叙す、 建武 三年 法 勝 寺圓勝 寺の 寺 
務職に 任し、 同 四 年 綱 所を 賜 S、 同日 六 勝寺檢 挟に 補す、 永 
和 五 年 一品に 叙し、 明 德二年 九月 十九 R 寂す、 壽八 十四、 (仁 
和 寺 御傳) 

ホ！ ジユ 法壽 2 i 6  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
ぅ、 法壽は 延曆寺 座主 暹賀 僧正の 弟子と なり 西 塔院に 住 
し、 法華經 一部を 日課と す、 夢に 所持の 法華經 西方に 飛び去 
る、 師 乙れ を 憂 ふれば、 傍に 紫 衣の 一老 僧 あぅ、 日 ふ、 歎惜す 
るな かれ、 經を 極樂に 送るな 6、 汝數 月の 後彼淨 土に 生す ベ 
し、 と、 乙れ ょ 6 法壽阿 彌陀佛 像を 圖し 三時 回向して 遂 4C 往生 
す、 (本朝 高僧 傳) 

ホ ー ジユ ィン 法壽院 ニ チ •キユ 1 二 日久 尼を 見ょ、 

ホ ー シユ ー ー汰秀 ( …… ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
f、  法 秀は近 江志賀 郡の 人、 餘慶に 師事して 天台 敎を學 
ぶ、 能く 法 華を 讀 誦し、 一日の 部 數殆ん ど 二十 部に 及ぶ、 比 叙 
山の 南 麓 ic 菴 居して 妙法を 修 し、 後 愛 太子 山に 移る、 寂年壽 
缺く、 (法 華驗 記) 

ホ！、 y ユ ー 法洲二 刚 t AE 〔淨 土宗 ：！ 長 門 大日 比西圓 寺の 
僧な 6、 法洲 字は 託 阿、 禀蓮社 承 譽と號 し、 自ら 還 源 老人と 
呼ぶ、 俗姓は 中 井 氏、 父の 名は 源 右 衞門景 直と 呼び、 世々 國 
主に 仕 ふ、 母は 多賀 氏の 出な う、 明 和 二 年 四月 十四日を 以て 
長 門 大津郡 河原に 生る、 甫めて 三歲母 に隨 a 、 神 上 寺に 詣て 
灌頂を 受く 、安永 七 年 十四 歲再び 神 上 寺 ic 登うて 灌頂を 受 く、 
天明 五 年 母を 喪 ひ，‘ 追福 修 善の 爲めに 法華經 、及大 般若 理趣 
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分を 一字 一石に 書 寫 し、 母の 塔 卜に 藏む 、同 七 年 二十 三. 成の 
時， 闊隨 尼の 勸め にょ 6 西 111 寺に 赴き、 光 譽法岸 上人に 謁し 
て 法を 聞 さ 出家の 念 切な 6、 翌八年 父の 許を 得て 西圓 寺に 投 
じ、 法 岸に 就て 剃髪す、 寬政 元年 二十 五歲 京師 輪轉 寺に 留錫 
して 解 行を 勵み 、翌二 年の 春江戶 に 赴き、 下 谷 安樂 寺唯稱 を 
訪 a て 法話 數 月の 後、 法 岸の 上足 三 緣山辨 信 和尙の 室に 移る、 
同 三年 二十 七 歲幡隨 院潤譽 露 閑を 拜し て : ft. 重の 秘訣を 傳持 
し、 翌祀宗 戒兩脈 及び 布薩を 禀 承す、 同 五 年辨信 寮に 再 萬し、 
俱舍 、唯識 、天台、 華嚴 等を 硏究 し、 大に 聲譽 ぁう、 時に 潮 
洞和尙 師の學 識を感 し、 弟子と なして 法 財を 委託 せんとし、 
屢 々懇請す、 師本 師に對 する 義を 思 a て 乙れ を 斥け、 急 (C 事 
R 託して 京都に 上 $、 西 九條西 福 寺に 留ま 6、 佛定 、義 柳、 
典壽 、慈 雲の 諸師に 歷從 し、 益 宗學を 研究す、 同 七 年 舟 一歲 
國に歸 うて 法 岸を 省し、 尋で中 井 R 至 $ て 父 R 見 ゆ、 乙れ ょ 
う 京師 江戸 浪華の 間に 往來 して 有緣 .の 衆生を 化 度 せんとの 念 
を 起し、 九月 七日 先づ 浪華 R 着し、 嵯峨稱 念 寺 助 念 上人を 訪 
a、 西 光寺 義門 律師 •敎晨 上人 等と 時々 別行を 勵修 す、 寬政 

八 年初 春 課 稃簿を 作う、 每 日課 號の 成否を 記載す るに 便なる 

左め に、 紙 半 葉を# 畫して 卅： n となし、 每 日の 下に 圏を 施し、 

課號を 成す る ものは 其 圈を减 し、 卅日 にて 計算し、 十 ニケ 月 

を 重ねて 一年の 總數を 記し、 淨業錄 と 名く、 同 八 年 西 允 寺 R 

於て 慈 雲 律師を 拜 し、 固戒 、及び 五戒 等を 求受 し、 八月 河内 

成 雲 寺の 請に 應じ •大坂 小 松 谷 妙蓮菴 に 寓 し、 空譽 上人の 懇 

請に よ 6、 同 山の 主と なる、 明年 三月 妙蓮菴 例月 S 淨笫會 を 

開き、 其 規則を 定む 、同 十 年 十月见 行い 志 あるを 以て 妙 51 菴 
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を 退き、 十一月 江戸に 到 $ 新 谷歡信 寮 (C 留まる、 十一 年 二月 
江戸を 發し 、伊勢神宮を 拜 し、 廿 二日 大 坂に 着し、 茶臼 山の 
菴室 R 移 $、 九月 高野山に 登- CN、 根來 山 R 宿して 歸 6、 中 町 
の菴 室に 萬す、 同 十二 年佴馬 豐岡米 迎寺 主法 # 上人 示 寂し、 椰 
衆 請 ic ようて 同 寺 R 晋山し、 山規を 一新す、 亨和 三年 大坂生 
玉 大乗 寺に 遷 6、 文化 二 年 十二月 同 寺を 退く、 同 七 年 招かれ 
て江戶 に 上うて、 靑山目 得 菴に Jh まる、 翌年 宗祖 六 百年 忌を 
修し 、終うて 房總の 間を 巡 化す、 同年 夏 父の 病を 聞きて 國に 
歸う 、喪を 終うて 大阪に 上る、 同年 两圓寺 寂 # 示 寂し、 師其 
遺命 {C よ 6、 翌九年 西圓 寺に 住す、 I 住 七 年、 文政 元年 主 職 
を 靈幢に 讓 6、 萩 松 本 村 (C 菴 居し、 後 大日 比の 斜古溪 に 移 
る、 防 長の 間を 遊 化し、 諸 寺の 懇請に よう 法を 說 く、 玆 R 於 
て 四方 皆師の 高德に 風靡し、 徧ねく 防 長の 間 專修念 佛の聲 を 
以て 充 /2 さる、 然るに 突然 命 あうて 文政 八 年 遂に 羽 島 R 流 3 
る、 師 時に 六十 一歲 なう、 翌九 年赦さ れて歸 $、乙 れよ 6 一 
切 他の 請を 辭 し、 唯自 行を 策勵 す、 然れ ども 遠近 師の德 を 慕 
ひて 道俗 日々 菴に滿 つ、 天 保 九 年疾に 罹 6、 病苦を 忍びて 法 
を說 き、 翌十年 七月 十三 日 懇ろに 門弟を 誠め、 安祥 にして 寂 
す、 壽七 十五、 臘 五十二、 著作 托奉辨 十九 卷、 歸命 本願鈔 講 
說七卷 、阿 彌陀綷 講說 、迎接 曼荼羅 講說 、各 五卷 •辨斷 劈 邪 示 
正論、 正邪 强會 辨大原 問答講 說 、各 四卷 、選藓 集 講説、 御 
傳廿 一之 卷講說 、各 三卷 、大經 厭欣段 講說 、大胡 消息 1# 說、 
一枚 起請 講說 、牲生 要 集十樂 講說 、海德 本願 合勸錄 ，法 岸 和 
尙行 業 id 、 小 消 . 6 講說 、淨土 嬰 略 鈔講說 、各 二 卷<  發 願文 講 
説、 二 河 白 道講說 、御傳 七 席 講說御 傅 三 席講說 '  三 法語 大 


(一 五 ◦一） 


書辭 名人 家佛 本日 


意、 御傳 翼賛 决擇私 評、 和語 燈觀經 大意 釋講說 、弘覺 大師 徽 
號講說 、正宗 國師徽 號講說 、向 # 上人 起請文 講說 、四 耍篇講 
說 、正邪 不可 會辨 、兩 會辨或 問、 蓮 門 回向 十條辨 、爲 貪娃酒 
求生辨 、各 一卷等 あう、 (法 洲和 尙行狀 記) 

ホ 1 ジユ 1 法 住 ii gs 〔新 義眞重 S 大和 長 谷 寺 第一 一一 
十二 代な う、 法 住 字は 智幢 、大和 石 上 郡 櫟木中 村の 人な 
十六 歲に して 內 山の 快範上 人に 隨ひて 剃髪し、 次に 法隆 寺に 
學び 、豐 山に 登うて 無 等に 師事し、 後 諸國に 歴遊し、 智積院 
淨空に 就て 大 に 得る 所 あう、 奈良一 乘院法 親王ょう 岡 寺を 
賜-^、 此に 居-^、 後 根 來山大 傳法院 に 住し 山務 を視る 乙と 
十三 年、 犬に 其 興隆に 力を 盡 す、 時 5C 根來 山の 前 住 常 明和尙 
に 土 互 流の 事相を 傳 へられ、 始めて 新 古 異議の 疑を 晴らし、 
管絃 相承 義 等を 著す、 寬政 三年 擢られ て 能 化 職に 上う、 法 柄 
を 執る 乙 と 六 年、 豐 山の 義學 最も 盛んな う、 同 八 年與喜 寺に 
退老 し、 仝 十二 年 五月 十日 寂す、 壽七 十八、 著作 管綠 相承 義 
二卷 、大日 經 玉振鈔 十卷、 仝 弄 引二卷 、仝 秘訣 一卷 、攝 八囀義 
論五卷 、铺八 囀 義一卷 、略 八囀義 、分別 六合 釋、 六合 釋 文句、 
各一卷 、十 句義 記二卷 、仝敎 起因 緣考、 仝 極微 精 集 章、 論塲旗 

鼓、 各一卷 、金 七十 論 私記、 秘密 念佛 法話 廣二卷 、仝 略 一卷等 

あ 6、 ( 法 住僧 正 傳) 

ホ ー ジユー 法 住 (二 五三 一〕 〔眞宗 〕 東京 小石 川傳久 寺の 

住持な $、 法 住 字は 開 華 院と號 す、 寮 司と なうて 弘化二 年 高 

倉 學寮に 淨土脱 流 章を 講し 、嘉永 二 年 六月 二日 擬讅 とな 6、 尾 

張 名 古 屋住吉 町 守 綱 寺に 住し、 參河寺 部 守 綱 寺を 兼ぬ、 嘉永 

五 年よ 6 高倉學 寮 4C 十 不二 門 指要鈔 、觀經 妙宗鈔 を講 し' 文久 
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元年 十二月 二十日 嗣講に 進み、 慶應 元年ょ 彳選擇 集、 淨士 和讚 
を講 し、 明治 四 年 五月 十二 日 講師 R 任し、 正 信念 佛偈を 講 す、 
寂年缺 く、 (眞宗 史料) 

f シュン 法 俊 -- 〇〇 誌  〔曹 洞宗〕 丹 波圆通 寺の 開山な 
6、 法 俊 字は 英 仲、 京師の 人、 將 軍足 利 尊 氏の 季子な う、 
母は 某氏 三 井寺の 觀 音に 祈うて 金 鉢を 授 ，〇と 夢み て ffi o あ 
6、 曆應 三年 五月 二十 一 m に 生る、 七 歲に して 母を 喪 S、 十 
一歲 JC して 遂に 天 龍 寺 夢窓阈 師に依 て-童子と 爲 6、 夢 窓の 遷 
化に 値て 丹 波の 永澤 寺に 役し、 天 眞和尙 を 禮して 師 となす、 
十六 歲 R して 出家し、 天眞の 再び 慈眼 寺 R 住する K 及んで、 
侍 司と なう、 常に 曹 洞の 玄 要を受 く、 後辭し 去て 丹 波 氷 上 
郡に 至て、 永 谷 山に 隱 棲す、 鹿 苑 院義滿 師の德 風を 慕 a ' 永 
德 二年隱 棲の 地に 就て 圓通 寺を 建立し、 開山と なし、 莊田 
一千 餘石を 寄附し 寺產 に充つ 、後 圓融 帝師の 道譽を 聞きて 欣 
慕 患、 特に 宸翰の 額、 及び 英仲禪 師の號 を 賜 ふ、 至 德の初 勅 
召 あり、 宗要を 問 ひた ま a 、 奏對 旨 R 稱ふ 、勅して 國 帥と 爲 
し、 紫 伽 梨を 賜 ふ、 晩年 永澤 寺を 董す 、尋て 慈眼 寺の 命に 應 
ず、 未 犮 幾なら ずして 圓通 寺に 退老 す、 ffi 永 二十 三年 二月 
二十 六日 寂す、 壽七 十七、 臘六 十二、 (日本 洞 上 聯燈錄 、延寶 
傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ホ ー ジュン 法 順 sol I) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 
f、  法 順 字は 適 菴と云 ふ鄕貫 未詳、 夢 窓 國師に 天 龍 寺 R 
參して 其 法を 嗣 ぐ、 記 室ょ 6 第一 座と なる、 寂年缺 く， (延寶 
傳 燈錄) 

ホ ー ジヨ 法 序 jj o-. li s 濟 3 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
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り、 法 序 字は 不遷 、相模 0. 人、 姓は 平氏、 二階 堂 氏の 族な 6、 
夢 窓 國師の 室に 入うて 印 可を 蒙む^^ 近 江の 德雲 寺に 主と な 
6、 京都 天 龍 寺 {C 登る、 後南禪 寺を 主と るに 及 a : 將軍義 滿 
親しく 法 筵に 臨みて 余襴の 僧伽 梨、 香合 等を 賜 ふ、 永德 三年 
十二月 十四日 偈を書 して 寂す" 著作 菩薩 蠻 (語 錄な 6 ) あう、 
勑 賜して 佛照 慈明禪 師と謚 す、 (延寶 傅 燈錄 、本朝 高僧 傳) 

ホ ー ジヨ 法 助に 1 附 〔眞言 宗 3 京都 仁 和 寺の 僧な 6、 
法 助 俗姓は 藤 原 氏、 攝政關 白 道家の 第五 子、 母は 太 政 大臣 藤 
原 公經の 女な り、 安貞 元年 三 H 五日に 生れ、 十二 歲 K して 仁 
和 寺 道 深 僧正の 室に 入うて 落髮 得度し、 此歲冬 東大寺の 戒壇 
に 登 6 て 滿分戒 を受 く、 延應 元年 一身 阿闍 梨に 敕任 し、 准 三 
后と なる、 ■僧來 此職 あるは 師を以 て 始めと なす、 寬元 元年 十 
二月 觀音院 に 於て 道 深の 灌 頂を 受 く、 建 長 7C 年 秋 仁 和 寺を 領 
し、 正嘉 二年辭 して 開 田 ^ 退 居す、 文 永 元年 八月 北院 に 孔雀 
經を修 して 國祚 を視 し、 弘 安七牢 十一月 二十 I 日 寂す、 壽五 
十八、 (太 朝 高僧 傅) 

ホ ー シヨ ー 法 性 ;: o: s: 〔眞言 宗〕 紀伊寶 性院の 學 僧な 

i  法 性は 高野山 正 智院叫 任に 師事して 宗敎を 究め、 法 性 

院を 開きて 盛ん R 弘 通す、 仁 治 年中 傳法院 大災に 罹る、 保延以 

後 傳法院 金剛 峯寺 和合せ S りしを 以て 師誣吿 に 逢 ひ、 師及衆 

徒 1 一十 餘人 遠島 R 譎 せらる、， 寬元 三年 十月 二 十一 日 遂に 謫所 

に 寂す、 壽缺く  (本朝 高僧 傅) 

ホ 1 シヨ 1 法 性  ク丨 ァ空 阿 ^ 見よ、 

ホ 1 、 V 3 I -I ン 法^ ニ チ ダ ユン日 遵を 見よ、 

ホ 8 、 v ヨ** * ィ ン 法^ j K ニ チュ丨 日 勇を 見よ、 


ホ ー ジヨ？ 法定 ^ 8S S 宗〕 伊© 磯山 專照 寺の 住持 
f,  法定 字は 海懷 、號は 明靜院 "長 谷の 快 道に 俱舍因 明 
等を 學 ふ、 雅龍唯 然に 天台を 學 CA 、 淨士 の經歷 ic 華 嚴を受 く、 
講師に 任せら る、 天 保 十一 年 六月 晦日 寂す、 壽六 十八、 

命 1、 ンヨ—  法定 (1一.1七〇)〔：：：〕高麗の歸化僧なな、 
法定は 推 古 天皇 十八 年 三月 高麗 王の 命に よ $、  曇徵 と共に 
來 朝す， 事蹟 缺く 、(日本書紀) 

ホ— ジヨー 法 成 (一四 二三〕. 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧 
な 法 成 蜜 R 生れ、 出家して 鑑眞に 師事し、 戒律を 傳 ぇ、 
兼て 天台を 修む 、寶 州の 開 元 寺を 開きて 大に法 輪を 轉ず 、，眞 
和 尙の谌 渡を 聞きて 馳せ至 6 同航 す、 來朝以 降の 事蹟 缺 く、 

ホ IX ィ法水 ( . 〕 〔 . 〕 肥 前 某 山の 僧な 6、 

法 水は 鄕貫詳 ならす、 肥 前の 賢 順 居士よう 箏曲を 傅へ、 (居士 
は筑後 善導 寺の 僧よう 傅 ふ) 筑後練 早慶岩 寺の 玄恕 と共に 箏 
曲に 通す、 後 居士の 意を 受けて 京師に 入う、 尋いて 武藏に 入 
う、' 俗に 飯して 柏屋と 云 a 終 索を 商 ふ、 其 下に 八橋 撿校 出て、 
筝曲大 に 行は る、 法 水 寂 年缺く (箏曲 大意鈔 奥 書).： / 
ホ？ セ ー 法 勢  一 .^ xi 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧な 
り、 法 勢は 延曆寺 義眞の 徒な 6、 後 詔に より 傳法大 法師と 
なう、 貞觀十 年 正月 八日 最勝會 講師と なる、 寂年缺 く， ， 
ホ？ セン 法宣 ii i : 〔眞宗 〕攝津 大阪天 滿善覺 寺の 住 
持な 法宣 は廣說 院と號 す、 嘉永二 年よ 6 高 倉學寮 に 唯 
識三類 境、 俱舍論 (此 筆記 十五 卷寫傳 す) 四敎儀 集註を 講 し， 
七 年 七月 十四日 擬講 とな 6、 慶應 元年 五月 二十 九日 嗣講に 進 
み、 三年 三月 (一に 四月) 三日 示 寂す、 (眞宗 史料) 


(三 五〇 -o 
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ホーゾ ー 法藏 I S I  〔法相 宗〕 大和 東大寺の 學僧な 
う、 法藏 俗姓は 藤 原 氏、 山城の 人な 6、 出家して 寬 救に 唯 
識を受 け、 延隞に 三論を 學び 、定 助に 密灌を 傳 へらる、 天德 
四 年 維摩 會の 講師と なる、 康保二 年 東大寺を 主 ど-^、 住持 四 
年 西 室に 退 居す、 安和 元 年少 僧都に 任し、 二 年 正月 三日 寂す、 
壽六 十五、 臘四 十二、 著作 般若經 支 文十卷 、般若 理趣分 私記 
三卷 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 

ホ ー ゾ 1 法藏 (一三 四 二) 一: . 〕 百濟の _ 化 僧な 

法 藏天武 天皇 十四 年 敕を拜 して 優 婆 塞 益 田 直金鍾 と共に 美 濃 
に 至う、 白朮を 煎ず、 因， CN て 餽 綿布を 賜 ふ、 同 十一月 金鍾と 
共に 白朮 煎を 献ず 、後 陰陽 博士と なる、 持統 天皇 六 年 道 基と 
共に 各 銀 二十 雨を 賜 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書紀) 

ホ ーソン法尊 55 ^ 〔眞言宗；1京都仁和寺の淮三后な 
h、  法 尊は 征夷 大將軍 鹿 園 院義滿 の 子な う、 應永 十六 年 十 
一月 七日 得度す、 時に 十四 歲な $、 十九 年 四月 十六 日宣 して 
淮三 后と な 6、 苦 修錬 行し、 廿年四 月廿 二日 永 助 親王に 傳法 
灌 頂を 受け、 二十 五 年 二月 十五 日 寂す、 壽二 十三、 (傳 燈廣 
錄) 

ホ T ソン & il __ il f\j  〔W 洞 宗 ：！ 信 濃 正 安寺の 禪僧な 6 

法 環 字は 圭立大 梅 山人と 號 す、 信 濃 水內の 人、 大日 方 氏、 深 

志 源氏 小 笠 原 氏の 裔な う、 幼に して 正 安寺の 敲山に 度を 受け、 

後 諸國に 偏 歷して 諸禪師 を歷 問し、 深く 增林空 禪師に 服す、 

空 禪師の 指示に よう、 獨睡菴 主に 師事し、 遂に 其 法を 嗣 く、 

一時 上 總餓 子に 隱 棲し、 後 信 濃寶壽 寺に 出て、 大に宗 風を 擧 

揚 す、 雨度惚 持 寺に 出て" 後輩を 敎 導す、 寶曆七 年 九月 廿八 


ホ 1( 法 j ソ 


日 寂す、 壽七 十六、 臘 六十、 弟子 五十 餘 人、 著作 大梅 語録 二 

卷ぁ う、 (墓銘 、寶壽 大和 尙 年譜) 

ホ-- タク 法 澤  エ ォン慧 因- ^: VJ 見ょ、 

ホ ー チヨ ー 法 朝 (二 〇六 〇) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪僧 
なう、 法 朝 字は 日 峰と 云 ふ、 大 喜法忻 に 參して 法を 嗣ぎ、 
應永 年中 建 長 寺ょう 天寵 寺に 遷 る、 晚年 印を 解きて 巨 福 山 南 
華院に 逸老 し、 某 年 四月 三日 寂す、 (延寶 傅 燈錄) 

ホ 1F1 法 道 (一一-ニー) 〔天台宗〕 播磨法 華 山の 修行者 
なう、 法 道は 傳へ云 ふ、 天竺の 人 R して、 紫雲に 乘 6 支那 朝 
鮮を經 て 日本に 来う、 播磨國 法 華 山に 菴 V」 結 a て 住し、 常に 
法 華經を 讀誦 し密觀 V」 修 す、 千手觀 音の 銅像、 佛舍 利、 寶鉢 
を 持して 餘の 長物な し、 時々 山 下に 出で、 供養を 受 く、 國人稱 
して 空 ^ 仙と S ふ、 船師藤 井官租 ✓) 束 米を 載せて 過ぐ、 法 道 
供を 乞 ふ、 藤 井 日 ふ、 御厨の 精粳な -CS、 私情に 任ぜず、 と， 
師の持 鉢 便ち 飛び去 6_ 、束 米 鉢に 隨ひて 雁陣の 連る 如し、 藤 井 
驚奔 し、 師の菴 に 至'^ て 悔 謝す、 師笑ひ て 諾 す、 束 米 前の 如 
く 飛び 歸 へる、 其 一束 米 南 河畔に 落つ、 爾後 其 河畔 豊饒に し 
て 富豪 多く、 俗に 號して 米は ち 村と 云 ふ、 藤 井 入うて 事を 奏 
す。 孝德 天皇 大 R 威 嘆し 給 a 、 大化五 年玉 鉢 不豫に 方う 左大 
臣 阿倍 倉內を 遺して 法 道を 召し 加護せ しめ 給 ふ、 師 即ち 宮中 
に 候し 祈禱 す、 己に して 玉 鉢 平復す、 師留 る Z. と 七日 間， 法 
を 說き無 遮 曾を 行 ふ、 法 華 山に 歸 6 て 後 天皇 勅して 山中に 佛 
堂を 輿し、 其 持す る 所の 觀音の 銅像 等を 安置す、 白雜 元年 九 
月に 工事 落成し、 天皇 行幸して 供養 會を 行 a ^2 まふ， 二 年 三 
月 師の論 化に よう、 宮中に 大藏 經會を 行 ひ / 2 まふ、 二月 齋會 


ホ ー (法」 夕 —  F 


書辭 名人 家佛本  H 


(四 五 〇 —） 


ホ ー( 法) F 


を 行 ふ、 後師 衆に 吿げて 日 ふ 我は 本耆闍 蠣 山の 仙人な 6、 暫 
く 此に來 $ て 誘導を なすの みと 一 偈を 遺して 飛びて 空中に 
入 6 去れ $、 師の 建立に か、 る 寺 諸國に 多し、 丹の 成 道 寺 其 
一な 6 云云、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

〔考〕 日本書紀 法 道の 名な し 元 亨釋書 等に 揭 くる 所 恠誕 にし 
て 信す ベから す、 寧ろ 一笑に 附す へき もの あ 6、 然れ とも 別に 
正確なる ものな きを 以て、 姑く 其傳 ふる 所 1: 擧 r るな う、 

法 道 二 1 _ li 〔淨 土宗〕 長 門 法 船菴の 中興な 
6、 法 道 字は 圓 如、 德蓮社 元# 信 阿と 號し 、一に 蓮 菴と云 
ふ、 俗姓は 村 尾 氏、 母は 長嶺 氏な 6、 文化 元年 八月 计 五日を 
以て 長 門 阿武 郡 萩に 生る、 九歲父 R 携 へられて 西圓 寺に 詣 す、 

| 寺 主 光 譽法岸 上人 師の 容貌 俊英なる を 見、 强て 父に 請 a て 出 
一 家せ しむ、 爾來 法洲 上人の 提撕を 請けて 內外二 典を學 び、 學 
業 日に 進む、 文化 十四 年 三月 十四 歲に して 師 命を 受け、 父 及 
び 弟 - f 辨雄 等と 共に 萩を 發 し、 途次 靈跡を 參拜 し、 五月 江戶 
に 着し、 三 緣山塔 下 立 譽辨信 上人の 室に 入る" 同年 秋 辨信幕 
府の 命に 依う r;. 三 河 信 光明寺 (C 遷 う、 師も 亦隨從 す、 然るに 翌 

交 政 元年 不幸 (C して 病に 罹り 上人の 座 下を 辭し て鄕 里に 皈 

う、 專ら 療養に 力を 盡 す、 翌二年 十六 歲病 快復した るを 以て 

歡信 上人に 伴 はれて 江戸に 到り。 龍 源 寺 主信定 に從 ふ、 三年 

十七 歲の 時、. 增上 寺舜從 大僧正を 拜して 五重 相承し、 尋で其 

命に よ 6 惠照 院圓通 律師に 就て 天台 戒疏及 び 戒部 を硏究 し、 

翌年 大僧正よう 宗戒兩 豚 i: 禀 承し、 化 他 利 生の 許可を 蒙る、 

同 五 年 祖母 病氣の 命に 接して 江戸を 發 し、 信 光明寺に 立 # ic 

謁し、 三月 國に 着して 看護す、 同 七 年 西 圓寺士 . •靈 幢退隱 し、 


念？ ( 法) F— _ _ *  _ _ 

師師 命に ようて 遂に 中-席 ^ 繼ク 、時に 二十 1 歳な う、 乙れ よ 
6 寺 門の 改築を 計 辛苦 經營 して 漸く 一新す、 天 保六牢 柑 
二 歲法洲 上人の 命を 受けて 十 勝 論を 校合し、 且布藤 相 傳の爲 
めに 上京し、 專念 寺に 寓 し、 三月 華 頂 山 貫主 聽譽 大僧正を 拜 
し、 布 薩傳戒 を 受け" 畢 うて 黑谷 貫主 祐譽 上人 {C 禀議し* 共 
に 報恩 院 に 入うて 十 勝 論 校訂‘ ic 從ふ 、未だ 功 終らず して 的 門 
に 後事を 託して 歸國 し、 承 # を 省す、 同 十 年 夏 法 洲疾に 罹う、 
將に寂 せんとす るに 方う， 師に遺 囑して 日く、 我 •が 沒後設 令 
他よう の 請 ある， p_ •他の 寺院へ 轉職せ ず、 唯 如法に 修行して 
出離生死の本懷を達すべしと、其寂後 /\_ 知十一日の夜まで先 
師の慈 恩を 報 せん 爲め不 臥 無言 別行を 修 す、 乙 れ よう 先き 
天 保 八 年 師法船 菴再修 の. 志を 發 し、 承譽 上人に 詢うて 功を 創 
めしが 十一 年 十二月 諸般の 功 全く 成就せ う、 翌 十二 年 正月 元 
日よう 門弟 等の 請 {C 應 し、 當麻 曼陀羅を 講じ、 乙れ を 永世の 
定則と なす、 同年 羽 島の 信者 等承譽 上人 三回忌 追善の 爲めに 
名號 石を 建て 師請 はれて 其 開眼に 赴き、 皈路田 部 七 見 上 畑 粟 
野 先大津 等に 巡錫して 歸院 す、 弘化 三年 七 片華頂 山 貫主 觀道 
上書を 裁して 召せ ども 辭し 赴かず、 嘉永二 年 三月 萩 龍 昌院立 
傳の 請に 赴き、 一七 日中 父子 相迎を 講じ、 日々 の聽衆 三千 人 
日課の 授與千 九 百 五十八 人な 6、 NJ れよ 6 諸 寺の 請に よ- CN て 
化 益 愈々 盛な う、 文 久二年 萩 無 藏院に 講莛を 開きて 疾に 罹う、 
療養 力を 盡せ ども 全快 R 至らず、 然れ ども 師疾を 勉めて 請に 
應じて 諸 寺 {C 講莛を 開く、 文久 三年 六月 廿 一日 弟子 三人を 召 
し， 遺囑 して 大順に 席を 繼 かしめ、 義應を 後見と し、 公邊を 
して 寺 中の 雜務を 指揮せ しめ、 廿 三日 遂に 寂す、 #. 六十、 臌 


(五 五〇 一) 
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五十 三、 (法 道 和 尙行狀 記) 

ホ 1 二 法爾 ィテン 意 天を 見よ、 

ホ ー ニ イン 法爾院 ィンク-印 空を 見よ、 

ホ ー ニン 法 仁  一一 g  一一 一 - E 〔眞言 宗； 一京 都 六 勝 寺の 檢 校な 
う、 法 仁は 後醍國 院の第 十 皇子、 正中 二 年に 生る、 曆應元 
年 出家し、 觀應 元年 法 守 (C 從 S て 灌 頂し、 二 年 二 品に 叙し、 
六 勝 寺の 檢校 R 補す、 文 和 元年 十月 二十 五日 寂す、 壽二 十八 
(仁 和 寺 御 傅) 

ホ 1 ニン 法 忍 (二 一一 四 七) 〔 . 〕 天武 天皇の 朝の 僧な 

う、 法 忍 朱 鳥 元年 六月に 義照 と共に 養老の 爲め各 封 三十 戶 
を 賜は る、 事蹟 詳 ならず、 (日本書紀) 

ホ 1 ーン 法忍ジ ヨ丨 ギヨ  —淨 業を 見よ、 

ホ i ー  ヨ法如  コーセ ン光闡 を 見よ、 

ホ ーニ 3 1 法饒 M カィ 慧 海を 見よ、 

ホ ー ネン &  0  ゲン ク-源 空を 見よ、 

ホ ー ホ ー 法 方 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧な 

法 方 字は 中 0 と 云 ふ、 大 喜に 參して 法を 嗣ぎ 、建 長 寺 
に 主と なう、 法 化 盛んな う、 寂年缺 く、 C 延寶傳 燈錄) 

ホ ー ホン 法 本 (一八 七 二) 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟子な 

う、 法 本字は 行 空、 美 作の 人な 6、 源 空 上人の 下に 淨土敎 

を 受け、 後 同門 成覺に 與 し、 一念 義を唱 へ、 遂に 擯 出せられ 

たうと 云 ふ、 示 寂の 年月日 缺く 、(淨 土總 系譜) 

ホ 1 マン イン 法 日 受院 ソ—ジ ツ相實 を 見よ， 

ホ 1乏 3 彳 法 明 (一九二〕 〔曹洞 宗〕 羽 前 玉 泉 寺の 開山 

f: 法 明 字は 了然 、一號 は弘 章と 云 ふ、 高麗 阈の 人な う、 


，ホ 1C 法} 二  I £ 


幼に して、 出家し、 長して 宋 に 遊び、 徑 山の 無 準 範 {C 參 す、 
嘗て 東方に 佛地あ 6 と 聞き 東 渡の 志 あう、 遂に 淳祐七 年 商船 
に 乘し て來 $、 京師 幷に關 東に 周遊す、 後朿 羽に 至う、 羽黑 
の 神社に 詣 し、 歸途善 見 村に 至う 山川の -Ur 絕を 見て 草 廬を結 
び 棲 住す、 道俗 禪 林を 營 造し 師を請 す、 後に 玉 泉 寺と 云 ふ、 
建 長 三年 三月 十八 日 一夕 一老 人 有うて 道元 禪師の 化 風を 告 
く師 即ち 往て禮 謁し 大 V 悅ぶ 、刺 史大 泉の 藤 原 氏 之を 聞て 力 
を盡 して 諸 宇を 造營 す、 師此處 R 來て よう 一 坐 三十 除 年、 足 
門を 出て ず、 遂に 寂す、 示 寂の 年月日 缺 く、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

ホ！ 之ヨ ー 法 明  オン カク 恩覺を 見よ、 

ホ*- ミヨ ー 法 明 尼 (一三 HO  〔 . ： . 〕 山城 山 科 寺の 尼 
な-^、  法 明 尼は 百濟の 人に して 皈 化せう、 齊明 天皇 二年內 
大臣 鎌 子 病 R 寢 し、 天皇 轸 憂し / 2 まふに あた 6、 奏して 日 ふ、 
維摩 詰經 は疾を 問 ふに よ 6 て 法を 說 く、 今 試に 內 大臣の ため 
R 讀 誦せむ、 と、 天皇 詔して 讀誦 せしめ 給 ふ、 尼 即ち 山 階 陶原 
なる 鎌 子の 家に 至 6 て讀 誦す、 未だ 卷を 終らず して 病即 治す、 
天皇 並に 諸臣大 に悅 ぶ、 是れ 後世の 維摩 會の 濫觴な う、 示 寂 
の 年時缺 く、 (多 武峯緣 起、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

ホ 1 ニ ョ 法如尼 2 13 三 5 〔.  0 大和 當麻 寺の 尼 
な 气 法 如 尼は 右大臣 藤 原 豐 成の 女、 中 將姬と 呼ぶ、 天平 
寶字六 年 六月 穢惡の 境界を 脫 し* 極樂 世界 R 生ぜん と 願 求し 
て當麻 寺に 參詣 し、 念佛を 稱へて 行住坐臥 惰らず '遂に 剃 
髮 して 同 寺 R 住す、 一時 觀 無量 壽經 曼陀羅 V」 織らん とする の 
願を 發 す、 一人の 禪尼 一人の 織女と 共に 來 り、 禪 尼は 蓮を 以 


ホ 1 「法〕 
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ホ 1、 法) 3 …リ 


て絲 となし、 寺の 巽 方に 井を 堀う" 蓮絲を 以て 五色と 成す、 
織女は 絲を 取りて 堂の 乾 方 R 寄 6 て 阿 彌陀淨 土の 變相 一舖を 
織る， 此淨土 變相圖 天平 寶字六 年 六月 二十 三日に 至うて 成れ 
後 稱賛 淨土經 1 千卷 を寫 して 縷繡 せる 百 袋に 盛れ 6 と 云 
ふ、 寂年缺 く、 (當麻 曼陀羅 滕文 、尊卑 分脈) 

ホ— ミヨ？ ホ 1 法 明！！^  9 ョ— V, ン良 尊を 見ょ、 

ホ？ モク 法穆一 一一 g =? c 臨濟宗 3 備中呑 海 寺の 開山な 
り、 法穆 字は 靈 岳、 俗姓 藤 原 氏、 備中隼 島の 人な 6、 七歲父 
を喪5、出家の志あ$、某寺に投ず、十三歲閑谷雲禪に師事 
す、 十七 歲 上京して 廣仁 寺 R 留う" 尋て鎌 倉 R 下 6、 淨智建 長 
の 諸 寺に 留まう、 太卒 準、 一山 寧、 淸拙 澄明 極 俊に 歷 事して 精 
究 す、 後 萬壽普 門の 諸 寺に 留まう、 乾 峰 R 依る •當時 京師の 
地騷擾 し、 盗賊 衢に滿 つ、 僧侶 難を 避けて 離散す、 師獨 6 普 門 
寺に 留 る、 一日 盜賊 闖入 白 ^ を 以て 脅す、 師 毫も 懼る 色な し、 
盗賊 什 具 等を 掠奪し 去る、 師 乃ち 土地 神を 呵して 日 ふ、 我佛 
法の ために 軀命 を惜ま ず、 爾の責 尸 素に あ 6、 と、 木 偶を 取 $ 
て 壁 間に 贬 向す、 三 R の 後 盜賊來 う 什 具 等を 返附 す、 時人 相 
傳へて 土地 神の 靈 異なう とす" 夷 / lil 寺 R 固山 鞏あ 師其下 

に留 6、 門下 衆 僧の 首と なる、 尋て備 中 願 成 寺 R 遷 る、 文 和 

の 末 菩提 院 R 留う 、朝 峯の印 記を 受 く、 肥 州 救 鹿 山に 登うて 

菴 居す、 日 ❖ 樵 夫が 一 椀の 芋羹を 供養せられ、 山を 下らざる 

Z. と 八 年な う、 禪坐 動か 3'' る 乙 と、 五 B ic 至る Z: と あ' CN、 里 

人相 傅へ て 神と なす、 備 中の 信藏寺 R 遷 6 住し、 尋て箕 島 R 

吞海 寺を 開く、 延文三 租備中 常道 寺よう 請せ る も 出で ず、 藤 

原 亟相東 福 寺の 席を 以て 請す る 名 同じく 出で ず. 脚疾 あるを 


以て 辭 す、 康安 元年 十二月 十三 日 示 寂す、 壽七 十三、 臘 五十 
六、 遣偈 ぁぅ。. 向上 向 下、 背後 向 前、 末 後一 句、 先聖 頂邊、 
(延寶 傳燈錄 、本朝 高怡 傅) 

ホ！ ヨ 法擧 !==! ( ニニ E 三) 〔淨 土宗〕 京師 西 光寺の 僧な- CN、 
法 # 其 氏族を 知らず'、 出家して 豐臣 秀吉の 愛妾 松 九 殿の 歸敬 
を受 く、 始め 京師 西 光寺に 住し、 大に法 化を 敷く、 後 R 東 光 
寺 R 住す、 示 寂の 年月日 缺 く、 (鎭 流祖 傅) 

ホ ー ヨ 法喪111二.一 ^: 一 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 寺 第一 一十一 代な 
6、 法 * は 善 蓮 3ft と號 す、 日 野の 豐 光の 息 i-c して 法を 善 # 
良敏 (C 嗣 r、 知 恩 寺 R 住し、 第二 十一 代と な 6、 永 正 八 年 十 
月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ホ*— 3 法舉 «==1 カ クゲン 覺玄を 見よ、 

ホ 1 2 法壤日 チン— 智聰を 見よ、 

ホ 1 ヨ 法擧一 I  チョ- ャ潮 也を 見よ、 

ホ 1 3 法擧 3  ネン コ-念 光を 見よ、 

ホ 1 ヨ 法 患！！  ネンム 念 無を 見よ、 

ホ-* 3 法譽 チコ ク智毂 を 見よ、' 

ホ 1 ラン 法 蘭 H ンモ ン圓 門を 見よ、 

ホ ー リン 法霖 is g -H 〔眞宗 〕 近 江正崇 寺の 學 僧な 6、 
法霖 元の 名は 慧琳 、號は H 溪 、別 號は松 花 子、 俗姓は 雜賀 氏、 
紀 伊關 戶の 人、 幼に して 鄕學に ス 奇才を 以て 稍 せらる、 
十七 歳鷺 林別塲 R 確 髪し、 十九 歲選擇 集を 講す 、高野山の 僧 
法華經 疏を講 する R 方 $、 師 大衆 R 加は 6 て 聽 く、 後、 本山の 
命を 受けて 南麟と 共 R 伊勢 廣瀨 に 到'^、 鷺林 別塲に 住する 乙 
と 三年、 邪義を 破 6、 大に 名を 知らる、 京都 R 入る に 及 ひて 


(七 五〇 一 ） 
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諸學 匠に 參詢 して 宗嬰を 研究し、 二十 七 歲學黌 に 入う、 桃溪 
を禮 して 師事し、 副 講に擧 けらる、 正崇 寺の 席を 董す 、京都 
松 尾に 僧鳳潭 なる もの あ 6 華嚴を 宗 とし 天台を 兼ね、 念佛明 
導 剳を 作うて 淨土敎 を 贬す 、師 折衝 編を 作う 之を 破る、 尋扒 
て 鳳 潭雷斧 を 作う、 師笑 螂臂を 著して 相 論難し、 大に宗 風を 
揚 く、 寬保 元年 十月 十八 日 寂す、 壽四 十九， 師 身長 七 尺二寸 
古貌 軒昂 / 2 6 き 
と 云 ふ、 寵谷桃 
.溪の 墓 側に 葬む 
る、 法主 謚して 
演暢院 と いふ、 

紀 伊の 南麟は 其 
門弟な $、 著作 
無量 壽 經標宗 
記、 淨土論 遊 刃 
記、 選擇集 科、 

高僧 和 讃望溟 
記、 正 像 末讃 科、 

學 則、 鳥 語、 獨 
語、 淨土 眞宗傳 

佛心印 記、 辨 m 讚 遺事、 大利 无上辨 、當流 本尊 辨 、十二 光義、 

法 華念佛 同時 辨 、古 数奇屋 法語 ■ 鷺 森 御堂 再建 記、 日溪 詠錄、 

各 一卷、 觀經述 要、 阿 彌陀經 聖淨决 、淨土 折衝 絹、 各 二卷、 

無量 壽經要 解、 正 信 偈捕影 記、 二 門偈窺 班錄、 眞宗秘 要、 日 

溪百問 書、 各三卷 、文 類聚# 蹄 涔記 四卷 、笑螂 臂五卷 、選擇 

ホ 上 法) リ 


集 諮 記七卷 、淨土 和 讃望溟 記九卷 、含 華 未 出 記、 方便 法身 義、 
小兒 往生 記、 各 若干 卷 あぅ、 (龍 谷 講主傳 、本願 寺 通 記、 淸流 
紀 談 、本願 寺派學 事史〕 

ホ ー リン 法霖一  11 〔眞宗 〕 伊勢 須川材 本樂 寺の 住 待 
f,  法霖は 伊勢の 入な 6、 眞宗高 田 派の 講師 R 任す、 文 
政 十二 年 六月 十九 日 寂す、 壽六 十八、 大相 院と號 す、 

ホ ー リン 法霖 セ-ハ ソ誓般 を 見よ、 

ホ 1 リン イン 法 1 林院 ニ チ シヨ-日 性を 見よ、 

ホ 1 リヨ 1 法 梁；  一 m 〔眞宗 〕 伊勢 一一 一日 市 攝取院 の 住 
持な 6、 法 梁は 遊 泉 院と號 す、 伊勢の 人， 眞宗高 田 派の 講師 
となぅ、 權少 僧都に 任す、 安政 元年 八月 十七 日 寂す、 壽 六十 
七、 

ホ ー レン 法 蓮 C . ) 〔法相 宗〕 大和 輿 福 寺の 學僧な 

P,  法 蓮は 奥州の 人、 元 興 寺に 住して 最勝 王經を 業と す、 
勝 光と 共に 道 交 篤し、 寂 年、 及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ホ ー レン 法 蓮 (一三 八 一) 大和の 醫僧な 6、 法 蓮は 醫 
術に 通ず、 文武 天皇 三年 七月 醫 術を 賞して 豐前國 の 野 四十 町 
を 賜 ふ、 元 正 天皇 養老 五 年 六月 R 詔 あ 6 其 道行を 賞 せらる、 
其 詔に 日 ふ、 沙門 法 蓮 心 住， 一 禪枝； 行 居， 一法 梁 ハ尤精 _| 臀術 治 
民 苦 -'* 善哉 若人 何不， ，褒賞 T 其 僧 三等 以上 親 賜， 1 宇佐 君 姓 『と 示 
寂の 年時缺 く、 (績 日本 紀) 

ホ 彳 レン 法 蓮  シンク-信 空を 見よ、 

ホ 1 レン ffi' 蓮-ー チレ  - 日禮を 見よ、 

ホ ー ヱ ー 方裔一 一一 gS 晒 〔臨 濟宗 ：一 下野 淨因 寺の 開山な 
6、 方裔 字は 偉 仙、 下野の 人、 結 城 政 光 七 世の 孫 國田光 氏の 


ホ r 方ン 


書辭 名人 家佛 本日  （AEO -:) 


ホ？ (方/力— ゴ  ホ ー( 方 V V 


子な う、 建武 元年 八月 十五 a 生る ' 一一 歲 にして 父 戰爭 K 死す t 
師六歲 の 時、 父の 死 由を 開き、 出家の 志 あ 6、 郡の 鑀 阿寺 明 
範阿闍 梨の 下に 童 役を なす、 十六 歲落髮 し" 比 叙 山の 戒壇に 
登る、 歸來範 阿 闇 梨の 下に 兩 部の 秘奥を 究め、 華厳、 法 華、 
俱舍 、戒律 等を 兼修す、 十九 歲に して 忽ち 謂 ふ" 三學 富む と 
雖 心地 明め ずむ ば、 何を 以て か 生死を 出 離せむ、 乃ち 圓覺寺 
大喜忻 に 事 ふ、 五 年に して 契 悟せ ず、 常 陸 法 雲 寺復菴 己に 見 
へて 參究功 あ 6、 法を 嗣 r、 下野の 補 陀山 ( 日光 山) に 登り、 
中禪 寺 R 留る 、三年に して 老母を 省す、 鐵呵寺 住持 榮濟の 請 
によ 6、 同 寺 R 法 華經を 講ず、 是れ國 內講經 の始な 6 と 云 ふ、 
下野 前 守 小山 義 政の 請に よう、 四十 三 章經を 講ず、 尋て常 陸 
の筑 波、 下野の 樺 崎、 洛山 に寓 し、 三た び 三 藏經を 閱 す、 永 
和 三年 行 道 山に 登う、 淨因 寺を 沏 立す、 大衆の 請 R よ 6、 華 
嚴 、法 華、 撰 嚴 、圓覺 等の 諸經を 講ず、 また 白蓮 社を 設けて 
淨業を 修す 、應永 十五 年 伊豆 國倩 寺延 請す る も 出で ず ••淨 因 
寺に 幽棲す.* 應永二 十一 年 正月 廿 五日 寂す、 壽八 十一、 坐 夏 
六十 五， (延寶 傅燈錄 ，本朝 高僧 傅) 

ホ— ガィ 方涯 ゲン ヶ丄 兀圭を 見よ、 

ホ ー コ 方 士 ^: ( . )〔...  〕 武 藏江戶 の奇 僧な う、 

方壺は 鄕貫詳 ならす、 一說に 江戸の 人と 云 ふ、 少時 父の 讎を 

復して 僧と な-^、 詩 酒に 放 M し、 醉へ は瓢を 叩いて 高吟し、 

倦めは 路上に 闲 臥し、 群 犬圍繞 して 吠れ は師亦 和して 吟 す、 

林 鶴 梁 相 交う 其 性行 1: 記す、 (鶴 梁文鈔 ) 

ホ ー ゴン方 s M il 閉 A- A— 〔臨 濟宗〕 三 河 無量 壽 寺の 中興な 

う、 力嚴 字は 祖 永と 云 一に 曇 ® と 云 ふ、 賣茶 翁と 號 す、 


自在 菴梅 谷と も號す 俗姓 笠 原 氏 筑前福 岡の 人な-^、 二十歳 出 
家し 京都 妙 心 寺に 投じ、 尋机て 鎌倉阅 覺寺 R 投じ、 禪 を參究 
し、 深く 賣茶 翁元昭 の 風を 慕 ひ、 茶 具を M ひて 行脚し、 隨處 
に 茶を 煎して 客に 供す、 晚年三 河 八橋の 在來 寺に 留 6、 尋て 
無量 壽 寺の 廢頹を 興す、 紀伊 大納言 師の 風雅を 愛し、 通 仙 翁 
の 三 字を 書し 贈る、 文政 十一 年 大納一 一日に 招かれ、 江 戶に 遊び、 
病みて 其 藩邸に 寂す、 壽七 十七、 遺偈 、山中 春靜梵 王家、 木 
版 聲終解 =結跏 -> 七十 年間 總若 x 夢、 今朝 落盡 昨朝 花、 と (方嚴 
禪師 傅) 

ホ ーシ ユ ー 方秀二 co Ar- 阳 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
6、 方秀 字は 岐 陽、 不二 道 人と 號 す、 讃岐の 人、 俗姓は 佐 
伯 氏" 母は 源氏、 康安 元年 十二月 二十 五日に 中る、 時に 國中 
大 R 亂れ 、父 淸泰北 越に 走う、 母 師を携 へて 京師に 入-^、 外 
祖父に 依る、 祖父 儒を 業と し、 師に詩 書を 授 くるに、 師善 
く 暗誦す、 應 安五 年 祖父 卒する 1C 及 a 、 東 福 寺石窻 泉 禪師に 
從 s て 侍 童と な $、 翌年 十二 歲に して 安 國寺靈 源 ■和 尙を拜 
して 剃髪 得度し、 親炙 八 年、 後、 辭して 相 模壽祕 寺 R 掛搭し 
て、 諸禪 寺に 謁す、 一年に して 京都に 皈 へり、 南禪 寺 R 投 し、 
南北の 講 席に 遊 a て 大小の 經論を 探究し、 卅歲 にして 東 福 寺 
に歸へ 6、 蕨 鑰 となる、 尋て後 版ょう 前 堂に 移つ る、 應永九 
年 明の 天偷彝 禪師 一菴如 講主來 朝す、 師之 R 見ぇん と 欲すれ 
とも、 官 禁の爲 め R 果 3 す、 屢々 書を 往來 して 其 博才を 賞せ 
ら る、 將 軍足 利 義持常 に 請して 法要を 問 a ' 崇敬 至-^ て 渥し、 
初め 讃岐の 道 福 寺 {C 主と なう、 次に 京都の 普 門 寺に 住し、 東 
福 寺に 移つ る、 入 寺の H 將 軍ょう 金襴の 袈裟を 贈らる、 五十 


(九 五 〇 —） 


書辭 名人 家佛 本日 


八 歲天龍 寺の 請に 應し 、俄に 病に 罹り •，栗 練菴に 退 居し、 後、 
南禪 寺に 登る" 幾なら すして 東 福 寺 内 {C 不二 菴を 築き、 應永 
三十 一年 二月 三旦叔 す、 壽六 十二、 著作 琴川錄 、不二 遺稿 あう、 
(延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅、 自賛} 

ホ ー ジユ ー方充  ショ-ダ 紹佗を 見よ、 

ホ ー シユー サィ 方舟 齋  フゴン 普嚴を 見よ、 

ホ 1<  丨方炳 il g  〔黃檗 宗〕 山城 宇治 萬 福 寺 十一 代 
方炳 字は 獨 文、 淸の 人、 劉 氏な 6、 出家して 東瀾澤 に 
師 --iv し、 元 祿六年 七月 西來 し、 享保四 年 十一月 黃檗 山に 進み、 
一 住 五 年な う， 享保十 年 十月 十八 日 寂す、 壽七 十、 (黃槩 譜 
略)  、 

ホ ーヨ 方 # ノ—シ ン能 信を 見よ、 

ホ*— アン 寶 ^ ショ-サン 祥參を 見よ、 

ホ ー ウン 寶 二 九 〇: 七 〔眞宗 〕筑 前 臼 井 長 源 寺の 住持な 
う、 寶雲は 烏 水と 號 す、 筑前臼 井の 人な う、 大乘の 門人に 
して 天 保 十四 年 五月 司 敎と爲 6、 同 十五 年 七 W 員外 勸學 とな 
う、 弘化四 年 七 H 六日 寂す、 師南溪 と 同 鄕た $、 少壯の 時 南 
溪と 同し く 他山の 講席 ic 列し、 講半 にして 南溪に 謂 ひて 日く" 

予 去らん と 欲す、 今後 講す へき 義旨略 ほ 察知す へし、 予復犮 

聞く に 懶 しと、 遂に 去る、 南溪獨 6 留まう 講を 終へ、 後， 細に 

師の 言を 思 ふに、 符節を 合する か 如し、 是に 於て 南溪大 に 嘆 

服し & ら及 ふへから すと なし た りと 云 ふ、 著作 易 行 品 私記、 

本 典好密 、諸 經和讃 略記、 開 出 三 身 章 記、 眞要鈔 錄 、閑 論、 十 句 

義論 記、 八 囀 聲軌 式、 因 明 秘書、 因 明 要義 鈔、 論藏、 戠 所緣々 

論 略釋 、大乗 掌 珍 論 記、 入阿毘 達磨 論 記、 宗輪論 記、 各 一卷、 

I  ホ ー( 方、 寶) 


觀經玄 義分錄 、本 典 折衷、 正 信 偈錄、 俱舍鈔 、因 明義 斷錄、 
闶明 纂要錄 、二十 唯 識 記、 各二卷 、因 明 新 疏四卷 、俱 舍精髓 
記五卷 、梅 洞 由 筆六卷 、成 唯 識論講 記、 俱 舍論講 記、 因 明大 
疏講記 、義 林章講 記、 了 詩 燈講 記、 解 深 密經講 記、 七十 五 法 
名目 講 記、 唯識 三十 頌講記 等 若干 卷あ う、 (學 苑談 叢、 本願 寺 
派 學學史 ) 

ホ ー ウン 寶雲 ヱ ゥン 慧雲を 見よ， 

ホーキ 寶器力  ィソ ョ i 海 量を 見よ、 

ホ ー キ 3 1 寶慶  ジャク ヱ ン寂圓 を 見よ" 

ホ ー ダ !? ツ寶月 ( …… 〕 〔眞宗 v_y 耙伊名 草 郡 中島 村 西 
覺 寺の 住持な 6， 寶月は 豐後竹 田領明 安寺 住持 某の 三男な 
$、 其 仲兄 救民と 共に 妙齡 にして 出 遊し、 始終 筆耕 等を 以て 
僅に 其資 を辨 せう、 漢籍を 帆 足 萬 里、 及 a 毛 利 格に 受け、 佛 
乘は戒 定法 雲に 學 ふ、 智山豐 山の 諸 德に從 a て 俱舍唯 識因叫 
を 硏究 し、 比 叙 山に 登うて 梵網 戒律 等を 習へ 6、 寂 後 司敎を 
消 贈 せらる、 (學 苑談 叢} 

ホ ー, タウ ツ 月 クン ド— 雲 堂を 見よ、 

ホ ク !7 ツ (寶〇 フミョ- 普 明 VJ 見よ、 

ホ I ケ ー 寶 旦 足 卜丨 カィ 東海を 見よ、 

ホ ー ゴン 寶嚴 (一一 2! 四 一) 〔眞宗 〕 讃岐西 法 寺の 住持な 
6、 寶嚴は 讃岐の 人、 天明 年間 西本願寺 下の 功存の 皈命辨 
を 駁 し、 復興 記を 作る、 然るに 故 あう 寶嚴の 名を 署 せす、 三 
州 善 永と 稱 す、 功 存 の徒竊 ic 其 版を 購 a て燒棄 す、 師再び 本 
願决を 作りて 功 存に贈 6、 其 徒の 復興 記の 版を 購 ひて 燒棄し 
た る 故を 問へ う、 乙れ よ 6 互に 論駁せ- CN、 功# の 徒 再び 本願 

_ 1  .  ■■  ■  1 1  :  ■  -■ i^m  --  -II  ■  --  -  ■  1■  ———nln^n  1  atin  0  ■  n^—1^—. 
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(〇 六〇 一) 


ホ X 寶 }ゴ -、 ン 


ホ 上 寶 V V 


决の版 を 購はん として 果 3 vh きと 云 ふ、 師後美 濃の 某 寺に 
遷 6、 東 本願 寺 下の 宗 風を 擧揚 す、 寂 年月日 幷壽詳 ならす、 
(淸派 紀談) 

ホ ー ゴン 00  コ— リユ 1 興隆を 見よ、 

ホ？ ゴン寶 g M パンヶ* 鎪 啓を 見よ、 

ホ*— サン 寶山  エ丨シ ri 丨永秀 を 見よ、 

ホ ー サン ^5^ 山 ザン ム殘 夢を見よ 1 
ホ— サン 寶山  スー チン 崇珍を 見よ、 

ホー サン 寶山 タン カィ 湛海を 見よ、 

ホ^-サン 寶山  フギ ョク浮 玉を昆 よ、 

ホ ーシン寶心一从 15 〔眞言宗〕山城醒_山理性院の二 
代な-^  寶心 字は 淨 蓮、 上野 阿闍 梨と 稱 す、 賢 覺の灌 頂 法 
を 得、 理坪院 の 二 代と なる、 後 高野山 R 遁れ "承 安四 年 九月 一 
日 寂す'  壽八 十三" (續 傳燈 廣錄) 

4$1シユ|銳良 «' ーー 5^ _||一 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の禪 僧な 
6、 寶洲 は號を 南海と 云 ふ、 上野 世 良田の 人" 俗姓は 源氏、 
山 名の 族な ぅ、 七歲 にして 郡の 長樂 寺に 投じ、 桃源 勤に 從 S 
て 剃 髮受 業し、 長す る ic 及び 相 模圆覺 寺 R 掛 錫し、 竺仙仙 不 

聞 聞の 二師 R 參 し、 十八 歲中巖 月と 關西に 往 き、 元 R 入らん 

とし、公府許 5 、る爲めに果3ず"貞和の初同志數輩と遂に 

海に 泛ぶ 、洋 中に 於て 破船し、 師 一の 大概 R 附て 高麗に 漂着 

し、 國 R 歸うて 圓覺 寺に 藏鑰を 掌う、 法 雲 寺の 復菴天 龍 寺 夢 

窻に參 請す、 山 名 時 氏 師の德 望を 慕 a 、 伯耆に 少室山 少材寺 

報恩 山 光孝 寺を 荆 し、 美 作に 大義 山理濟 寺を 建て、 師を 請し 

て 開山と なす， 貞治二 年上 野 長樂 寺 R 出世し、 應 安元 年靈雲 


菴を 構へ て 退 居し、 京都 萬壽 寺に 住し、 三年 東 福 寺に 遷 6、 
晩年 美 作理濟 寺 R 歸 う、 永德 三年 十一月 二十 九 m 寂す、 壽六 
十三、 塔を 樹て增 輝と 云 ふ、 (本朝 高僧 傅、 續群 二 H 七) 

ホ— シユ— 寶洲  H  I ハン 英範を 見よ' 
f シ t 寶洲  エン チョ- 圓澄を 見よ、 

ホ <"~シ ユ IV ン 寶聚院 ニ チ デン 日傳を 見よ、 

ホ ーシ ユクシ 寶叔子 シ .3- 1 ゲン 宗眼を 見よ、 

ホ ー シヨ ー 寶生 jj oo si 〔臨 濟宗〕 上野 泉 龍 寺の 禪僧な 
6_、  寶生 字は 白 崖、 俗姓は 橘 氏" 河內の 人な 稍 長して 
金剛 峰 寺に 登うて 諸老に 謁し、 下 髪して 直 R 山を 下 6、 關東 
に 赴く、 鎌 倉 R 到う、 淸隱 寺の 至 一 上人を 拜して 、具足 戒を 
受け、 去うて 安房の 虛空藏 菩薩を 禮 し、 得 法の 因緣を 祈 求す、 
後 衣を 更へて 近 江 永 源 寺の 寂 室 和尙 に參 し、 久しくして 契せ 
す" 辭して 河內に 歸へ 6、 道吉 野を 過き、 風の 竹を 動かす 聲 
を 聞きて 恍然省 あ 即ち 歸へ うて 寂 室 R 吿げ 、服勸 する 乙 
と 四 年、 寂 室の 寂す る R 及 ひて 越後の 月 堂 心に 參し 、幾なら 
すして 月 堂 寂す、 會 々大拙 能 和 尙 元よう 歸へ 6、 上野の 吉祥 寺 
R あ々 て 盛 R 千 巖の禪 を弘む 、柱て 謁し、 機 語 契せ す、 工夫 
參禪戶 を 出て S る もの 三年" 大 拙圆覺 寺に 移つ る R 際し、 中 
路に 逆へ て 之を 叩く も、 語尙 契せ す、 尋 W て 日光 山に 入 A、 
一日 粥を 煮る に 鍋 忽然 割る、 其 音を 聞きて 豁然 大悟す、 時に 
三十 一歲な 6、 遂に 太. 拙の 印 可を 蒙 6、 其 諭 誠を 奉じて 十三 
年間 深く 韜晦し、 開 法せ 3 らん ^ とを 期し、 抜隊 勝、 特 峰奇、 
月菴 光、 通 幻 靈 、無 著融 、武藏 の 西 堂 達、 土 佐の 林藏主 等の 
五十 五 人の 耆宿に 謁し、 後筑 の iE 傳精 含 R 寓 す、 去 6 て 高麗 
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寺よ， リ若狹 に 遊 化し、 武藏 に抵 6、 秩父某 の 請を 受けて 興禪 
寺に 住す、 同地の B 奏氏圓 福 寺に 迎へ 上野 那 波の 大江氏 泉 龍 
寺を 沏し て師を 開山と なす、 應永 二十 一年 九月 七日 寂す、 壽 
七十 二、 臘五 十三、 勅して 普覺 圓光禪 師と謚 す、 (本朝 高僧 
傳 、龍 門 夜話、 續辟 二三 九〕 

^ 1 ^  0  I 寶乘  エン シキ 墨を 見よ、 

ホ 1 V ヨ—ボ ？  ^3^ 生 房 キョ 丨ジン 敎尋を 見よ、 

ホ ー ゾ？ イン 藏院 ニ チ デョ日 叙を 見よ、 

ホ ー チン 寶珍  シユ I チン 宗 珍 ^ 見よ、 

ホ！ プー 寶鼎 is ss s 洞宗 ：一 常 陸 祇園 寺の 禪 僧な 
6、 寶 鼎は 東海と 號し 、不 豚と 字す、 其 鄕貫詳 かならず、 水戶 
祇園 寺に 住し、 書法を 櫻 井 小 興に 學び 、花鳥 人物に 巧みな 6、 
戯れに 河豚 魚を 寫す 、世に 東海の 河豚と 稱して 大に 行は る、 亨 
和 二 年 十月 三日 寂す、 壽七 十七、 (逸人 書史 、近世 高僧 年表} 
ホ ー、 ホダ イ V ン寶翌 口提院 ゴ- チン 豪鎭を 見よ、 

ホ 1 ヨ寶寒 n  クテ ン舊 典を 見よ、 

ホ 1 ヨ 寶寒 11  ジンカ ィ尋 海を 見よ、 

ホ！ ヨ^!^ 寒！！  リン ザゾ 林殘を 見よ、 

ホ ーエー 脚 豆 榮 2 五三 一) 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧な 

P、  豐榮 法相 宗 に . Bt し、 維摩 會 講師を 經て 傳燈大 法師 位に 

任す、 貞觀 十三 年 最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (木 朝 

高僧 ^ ン 

ホ ー ガク幽 豆 嶽一 _: j 七 31: 〔淨 土宗〕 但馬西 林 寺の 開山な 

う、 豐嶽 £ 尊 蓮 社 旭 # 、 在 阿と 號し 、相 模三浦 の 人、 其 俗姓 

詳か ならず、 虎 角に 師事して 淨土敎 を學び 、遂に 其 法を 嗣 r、 


ホ ー( 寶、 璺) 


但馬竹 原野に 西 林 寺を 沏して 法 化を 布き、 元 和 元年 十一月 十 
九日 寂す、 壽 寂く、 (淨 土總 系譜) 

ホ-- ゴク ホ—、 V 贈 豆 國 法師 (一二 四 七〕 〔 - 〕 百濟の 

歸化 僧な り、 豐國 法師 用 明 天皇の 朝 豐後國 に隱 る、 故に 豐 
國 法師と S ふ、 其名缺 けて 傳はら ず、 天皇の 二 年 四月に 召さ 
れて 宮中 R 候す、 後厩戶 皇子 攝津 駒ヶ嶽 に 中 山寺を 開き 法師 
を 請した 6 とい ふ、 示 寂の 年時缺 く、 へ 日本書紀、 元亨釋 書、 
本朝 高僧 傳) 

〔考〕 日本書紀 (C は 穴穗部 皇子が 法師を 引きて 宮中に 入れる 
乙と を 載す る 名、 法師の 事蹟 一も昆 ぇ ず、 本朝 高僧 傅は 中 山 
寺 記に ょうて | 二の 事蹟を 揭 ぐ、 今 姑く 乙れ に從 ふ、 

ホ ー ジユ i s s TO ff  〔曹 洞宗〕 下 總最乘 寺の 開山な 
i  豐_ 字は 龜阜 、近 江の 人、 俗姓は 源氏な う、 幼に して 
新 豐寺雪 愛を 禮して 得度し、 游 方して 慈眼 寺の 希 明に 嵌り、 
硏究 する 乙と 多年、 又新豐 寺に 歸 へる、 時に 天 叟祖寅 席に ぁ 
6 て 化 門 甚だ 盛な う、 師 入室して 印 記を 受け、 文明 十四苹 請 
を 受けて 總持 寺に 住す、 下總の 太守 藤 原 顯泰越 中を 領し 、師 
を 請して 瑞泉 寺に 住せし む、 後、 檀 越最乘 寺を 沏して 師を開 
山と す、 文龜 元年 正月 五日 寂す、 壽六 十七、 臘 五十六、 法嗣 
獨步慶 順 ぁう、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

ホーシ ユン _豆春 ( . ) 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺の 

學僧な う、 豊春鄕 貫詳な らす、 豐山 に學び 、異義を 骨張して 
大衆に 逐はれ 、大 念佛 寺 R 潜み、 論 草を 草し 7^2 うと 云 ふ、 寂 年 
幷 に壽缺 く、 著作 大日經 專心鈔 九卷ぁ 6、 ( 新義 眞言 宗史 料) 

ホ U 豐春 ケンジ ユン. 謙 順 1 よ、 


ホ 1 C 4I ) ゴ 1 シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 六〇 一) 


ホ i 豐 、峯) 


ホ！ ス -i 趣 豆 水 ド丨シ  >  道 振を 見よ、 

ホ ー 孑 ン 豐然 2 五六 C 〔眞言 宗〕 美 濃 谷 汲 寺の 開山な 
う、 豐然は 大乘經 を 習 S て 深く 圓通 の理を 信す、 遊 方して 
延曆中 美 濃 谷 汲に 到-'、 寺を 建て 十一 面觀世 音像を 安す、 延 
喜 中 朝廷 寺 額を 賜 6i て 華 嚴と$ ふ、 寂 年、 及 ひ 壽缺 く、 (本朝 
高僧 傳) 

ホ 1 3 幽豆擧 11 リョ丨 才-靈 應を 見よ、 

ホ ー リユ ー 豐隆こ ：一 2: ハ 〔曹洞 宗〕 加 賀大乘 寺の 禪 僧な 
う、 豐隆 字は 幾年、 加 賀大乘 寺、 紹嶽 堅隆の 法嗣に して、 其 
席を 踵き、 永 正 三年 八月 二日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣提室 智闈ぁ 
う" (日本 洞上聯 燈錄) 

ホ？ H ン峯筵 j sg HIZg 〔天台宗〕 山城 鞍馬 寺の 僧な'^、 
峯 筵は 東 寺の 十 禪師の 一な う、 延長 元年 六月 二十日 寂す" 壽 
八十、 (本朝 高僧 傅} 

ホ*- 方— 峰 翁  ソ ィチ 祖 一を 見よ、 

ホーシク 峯宿 ( 一 五八 六) 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 學僧 
f、  峰 宿は 其 俗姓 生 國及師 承を 詳か R せず、 延長 四 年 東 
寺の 長者 濟高 僧正 金剛 峰 寺の 座主を 兼ね、 朝 R 奏して 日く、 

紀伊 京都 遠隔に して 山中の 事を 辨し 難し、 故 R 偉 器を 撰ん て 

執事 職を 置ん と、 師 衆議 R よ-' 其 職 4C 任ず、 Z1 れ 高野山 執事 

の 初めな う" 寂 年、 及壽缺 く" (本朝 高僧 傅) 

ホ-ゼン 峯禪 a 五六 九〕 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峰 寺の 僧な 

り、  峰禪 初め 眞然 R 從 S て 剃 染受敎 し、 聖寶 R 就きて 灌 

頂 法を禀 け、 大和 大安 寺に 住して 秘密 敎 5: 布く、 時 R 金剛 峰 

寺 無 空の 退隱 後日に 荒 蕪す、 師衆 選に 應して 座主 職 R 秫 し" 


ホ ー( 芳) ヌ ー シ 


常に 興 建の 志 あう、 祈 親 上人 亦 到り 其に 力を 合せて 遂 R 舊觀 
を復 す、 寂 年 •及 a 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

ホ i アン 芳 莱 ソゴン 祖嚴を 見よ、 

ホ IX? 芳英 ホ- ジュ 芳樹を 尾よ、 

ホ ー ギン 芳 闇 —- 1 K C 眞宗〕 伊勢 河 藝郡池 田養兀 寺の 
住持な 6、 芳 闇は 大敬 院と號 す、 長 谷 寺の 慈 光房 隆山法 印 
に 俱舍唯 識を學 ふ、 講師に 任す、 天 保 八 年 十一月 七日 寂す、 
壽七 十一、 

ホ— キヨ 1 芳鄕  コ_ リン 光 隣を 見よ、 

ホ 纟サン 芳山  ゼン ィ 善意を 見よ* 

ホ？ ジュ 芳樹 ( . 〕〔 眞宗〕 祀 伊川 邊村正 念 寺の 住 

持な う、 芳樹 字は 芳英 とい a 、 謚を 圓覺 房と s ふ、 紀伊有 
田 郡箕島 村の 人な う、 村の 淨應 寺 R 於て 剃 髮 し、 後、 名艸郡 
川 邊村正 念 寺に 住持す、 俱舍唯 識は 根來 山の 智幢に 學 a 、 天 
台は 高野山の 僧 某 R 學 a 、 華嚴 は淨 土の 經 歷に學 a 、 宗乘は 
桃花 房に 受けて 八 僧 中の 隨 一となる と雖 も， 安藝の 問 難 ある 
R 及 a て、 竊に其 允當に 服せ 6、 東 廳の示 論に 接する や {ill 時 
R 正義を 受 得し、 回心 狀を呈 し、 爾來蕺 も餘 臭を 帶 S3 うしと 
云 ふ、 晩年 攝津二 茶屋の 喜 福 寺 R 閑 棲し、 同 寺 R 寂す、 普 天、 
覺嚴 、淨眞 等 皆師の 門よ 6 出つ、 著作 阿 彌陀經 丁 丑 記 二卷" 
遊 心 法界 記錄、 妄塵還 源觀錄 谷三卷 、華 嚴揲支 記 錄 二十 四卷、 
孔 目章錄 若干 卷 あう" (學 苑談 叢、 本願 寺派學 事史) 

ホ？、 V ユ ー 芳洲シ ゼン 至善を 見よ、 

ホーシュタィン 芳淑院 リゼ ン履 善を 見よ、 

ホ 1 シ ユン 春芳 セン カィ 專戒を 見よ、 


書辭 名人 家 沸 本日 


，ハ 


ホ 11 1 芳勝 S5 58 一; 新義 眞言 宗〕 山城 智積院 第 四 
十五 代な う、 芳勝 字は 純 賢、 越後 國三鳥 郡深澤 村の 人， 俗 
姓は 船 岡 氏、 高 頭 澤太郎 の 三男な 6、 天 保 十一 年 正月 二十日 
を 以て 生れ、 十三 歲に して 州の 小 千 谷 慈眼 寺芳須 和尙の 下に 
投じて 剃髪し、 十八 歲灌 頂を 五智 院英澄 上人よう 受け、 尋 て 
京師に 上う、 智積 院に掛 錫して 隆榮 .弘 現、 義範 等の 諸師に 顯 
密敎 相を 學ぶ 、隆榮 、芳須 、宥性 の 三師に 小 野 廣澤諸 流の 蘊 
奥を 究む ，明治 初年 化 主の 命を 蒙う、 講筵を 開きて 學徒を 敎 
授す 、會 i 1 山茺 解して 大衆 皆 離散し たれ ども ' 師獨 6 依然と 
して 留る 、後奈良に 注き て 登壇 受 具し、 十二 年大 講義に 補し、 
十六 年 田 川 弘誓 寺に 灌頂 壇を 開く、 二十 年兩 山の 化 主に 推 3 
れ 、大學 林 講師と なう'  僧正に 任せら る、 慈眼 寺、 弘誓 寺、 
五智 山 等を 經て 二十 九 年 智積院 能 化と なう、 權大 僧正 ic 任し*、 
兼ねて 大學林 主管と なる、 同年 九月 進 山の 式を 行 a 、 尋て東 
上し、 主管 交替の 式 ic 至うて 疾を發 し、 眞福 寺に 寂す、 時に 
明治 二十 九 年 十一月 五日な*^、 壽五 十七、 腦四 十五、 遺命に 
よ 6 骨を 分ち て 本山 及 五智 山に 塔す、 宗長者 大僧正を 贈る、 
著作 十卷章 私記 十卷 あう、 (新義 眞言 宗 史料) 

ホ ー タク 芳澤 ソォン 祖 恩を 見よ、 

ホ 1-プー 芳庭 ホ— キク 法 菊を 見よ、 

ホ ー トン芳 啜二一  一一 一 i A£ 〔曹 洞宗〕 能 登 菩提寺の 開山な 

う、 芳暾 字は 朝 山、 肥 前 島 原の 人、 俗姓は 西鄕氏 なう、 十 

九歲溫 泉 山に 投して 薙 髪し、 專ら 天台を 學 ふ、 尋て禪 門に 入 

う、 諸宗 席に 遊 a 、 豐前天 寧 寺に往 き'  足 翁永滿 に參 し、 其 

法を 嗣 き、 亨祿四 年 保 福 寺に 出世し、 遂に 總持 寺に 升る、 天 


文 十四 年 深 堀の 郡 主 金 谷の 菩提寺を 更めて 禪刹 とし、 師を第 
一代と す、 晚 年蚊燒 山に 逸老 す、 永祿 元年 四月 一日 寂す、 壽 
八十 四、 法嗣領 山英頓 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ホ ー ニ ン 芳仁 リユ— キ隆 基を 見よ、 

ホ ー ヨ 芳擧 E  H  - ーン慧 仁を 見よ、 

ホ 1m ^ # センサ ッ泉 察を 見よ、 

ホ 1 アン 鳳菴  H— リン 英鐵を 見よ、 

ホーク ワン 鳳 f 7CJi (二 五二七) 〔眞宗 〕 越後 蒲 原 郡 西 崎蓮德 
寺の 住持な $、  鳳 冠は 五明 院と號 す、 寬政七 年 越後の 小吉 
村圓明 寺に 生れ、 文化 十四 年蓮德 寺に 入る、 嘉永 元年 六月 老 
母 病床に あう、 諸子 看護す、 一日 疾 革る 諸子 遺言を 問 ふ、 老 
母 日 ふ 我れ 娑婆に 出て、 恨な し、 唯.： i 力 兒四人 あうて 三講 者の 
一人 左る 者な し、 是を遺 域と すと、 諸子 涕泣 して 答 ふるな し、 
師時に 五十 四歲な $、 慰 論して 日 ふ、 意を 勞し たま ふなかれ、 
小僧 今よ 6 期して 必 す三講 者の 一人と なるべし、 と •爾来 專 
ら學 問を 勉勵 し、 安政 四 年初め て 高 倉 ^ 寮に 成唯識 論を 講 し、 
爾米義 林 章、 因 明大 疏等を 講ず、 慶應 三年 正月 (一 傳二年 三 
月 二十 二日) 擬講 とな-^、 句 あう 「おくれても 暌く 時は 暌く 
梅の 花」、 同 三年 十月  一 □寂す、 壽七 十三、 

ホ丨ケ ン 鳳 健 1: 5: 〔新 養 興言 宗〕 大和 長 谷 寺の 學僧 
なう、 鳳 健 字は 光隆、 鄕貫詳 ならす、 豐山に 登- CV、 學 名高 
く、 著作を 事と す、 安政 元年 八月 十九 日 寂す、 壽缺 く， 著作 
略櫧 八轉義 講義、 西 谷 名目 補 翼、 因 明 照 量 記、 各三卷 、西 谷 
名目 玄談 、同 有胖 無砵辨 、俱 舍圖記 、四 明 十 義書不 忘 記、 唯 
識三類 境 科 文、 因 . 0JJ 大疏席 助 解、 同瑞源 記發揮 私記、 十 句義 


451( 芳) シー - 


ホ I  ( 芳  '鳳.) 
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(四 六〇 一） 


ホ1( 鳳) サ—セ 


府 骨、 谷 一卷 あう、 

ホ ー サン 鳳 山；； 酬 5 ffl— i 通念 佛宗〕 大和 吉野極 樂寺第 
十五 代な 鳳 山 字は 靈督 ，號は 常說と s ふ、 河內 花田鄕 
船 堂の 人な う、 俗姓は 山 本 氏、 父を 幸輔と s ふ、 寬政八 年 十 
二月 十六 日を 以て 生る、 甫めて 十三 歲通關 に 從て 得度し、 宗 
學を 研究す" 文化 十一 年 二月 通關の 跡を 董 す、 文政 年中 大源 
山講 主と なう、 眞光 院と稱 す、 師辯 舌に 長し 世人、 稱して 富 
樓那と S ふ、 天 保 五 年 二月 廿日 寂す、 壽五 十四、 臘四 十二、 
著作 融通 寿鶯 辨六卷 あう、 

ホー サン 鳳 山 卜-ゼ ン等 膳を 見ょ*" 

ホ 1 シユ 亂樹 ダィ ヶン 大賢を 見ょ、 

ホ ー セキ 鳳 積  一一 •一  •九 A 〔曹 洞宗〕 遠 江 安興 寺の 開山な 
6、 鳳 積 字は 雪窻 、奥州の 人、 淸和 帝の 後裔な う、 幼年に 
して 松 島瑞巖 寺に 投じて 落髪し、 後" 具足 戒を受 け" 乾坤 寺 
の 逆 翁、 大洞 寺の以 翼 等の 諸老 に遍參 し、 遂に 洞壽寺 然室與 
廓に 參して 侍 司と な 6、 次に 分 座說 法す、 永 正 十 年 命を 受け 
て 近 江洞壽 寺に 主と なる、 遠 江の 龍 穴 寺を 再興して、 更めて 
永 江 寺と 號す 、安興 寺を 荆して 開山と なる、 再； S 洞壽 寺に 歸 

へ $、 大永六 年の 旱魃に 際して 雨を 禱う 効驗 あう、 天文 六 年 

職を 辭して 永 江 寺に 退き、 同 七 年 八月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 

c 日本 洞 上 聯燈錄 

ホ 1 セン 鳳 千  一 i: o: o: 〔眞宗 〕飛驊 高山 不遠 寺の 住持な 

う、 E 千は 寮 司と な-^ て、 文政 十二 年よう、 高倉學 寮に 法 

華 支 義摩訶 止 觀を講 し、 天 保 三年 七月 十日 擬講 とな 6、 同 五 

年 以後 十不 二 門 指要鈔 入 出 二 門 偈を講 し、 十一 年 四月廿 二日 


ホ 上 鳳、 奉、 報、 放) 


寂す、 (眞宗 史料) 

ホ 1 レ ー 鳳嶺  トン H 頓慧を 見よ、 

ホー キ奉基 (一 五 四 四) 〔法相 宗〕 奈良元 興 寺の 僧な 6、 
奉 基 俗姓 不詳、 諸 部に 通達す 維摩 會 講師と なう、 元慶八 年に 
最勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ホ ー ジ ツ奉實 〔法相 宗〕 大和 大安 寺の 學 僧な 
う、 奉實 俗姓は 荒 田 氏、 尾 張の 人な う" 大安 寺に 居うて 性 
相を 學び 又瑜伽 を 學 ふ、 弘仁 十一 年 寂す、 壽八 十四、 (本朝 高 
僧 薄} 

ホ 1 チヨ 1 奉 張  カィリ ョ丨海 量を 見よ、 

ホ ー ヨ 奉譽  ショ— デ ソ聖傳 を 見よ、 

ホーオン報恩.一. 0: 五 51: 〔 . 〕 大和 子 島 寺 開山な-^、 

報恩は 備前津 高の 人な 6、 十五 歲に して 家を 離れ、 三十 歲に 
して 吉野 山に 入 6、 大悲呪 を 持す る Z: と 四 五 年、 數 々靈感 
あう、 天平 勝 寶四年 孝 謙 天皇 不豫の 際 詔に よう 病を 禱う 、即 
ち 癒 ゆ、 師 時に 小 沙彌犮 う、 勅に より 出家し、 天皇よう 今の 
名を 賜 ふ、 後山に 歸へう 益々 持 念を勸 む、 桓 武天阜 長 岡の 宮 
R 微恙の 時師亦 宮中に 召されて 根本 呪を 修 す、 後、 吉野 山に 
歸 へる、 天平 寶字四 年 三月 大和の 子 島に 寺を荆 し 子 島 寺と 稱 
して 居る、 延曆 十四 年 六月 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ホ 1 セン チ オン 智恩を 見よ、 

ホ-- 3 報譽  5 ユ * サン 龍 山を 見よ、 

放 濟( . ) 百 濟の歸 化 僧な $、  放濟西 

來の 年時缺 く、 ■百濟 兵難に 罹る、 勅を 拜して 備後三 谷 郡 主 某 
往きて 救 ふに 際し、 誓願して 日 ふ、 若し 軍功を 得 ば 寺 像を 造 
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立せ むと、 旣 にして 凱旋し、 盛に 寺 像を 造 立す、 師其 請に よ 
$、 俱に 力を 竭す、 京 帥に 上ぅ 造 立の 用に 供せ むか 爲に 、金 丹 
等を 求め 歸 る、 途中 難波津 に出づ "偶 大龜を 賣る者 あぅ たれ 
ば、 三 尾を 購ひ 放つ、 舟備 前の 骨 島を 過ぐ、 夜中 舟 子等 相 謀 6 
金 丹を 奪は むとして 師を 海に 投す 、俄に 三 龜あ 6、 師を 負 a て 
岸に 登る、 其 後人 あ 6 金 丹を 賣 6 て 郡 主 某の 家に 至る、 師家 
にあ 6 熟視 すれば 前の 舟 子な 6、 舟 子師を 見て 惶恐首 伏す、 
乙れ よ- 〇 師 海岸に 住して 敎化を 事と す、 八十 餘に して 寂す、 
(日本 靈異 記、 本朝 高僧 傅) 

ホ 1、 キユ 1 放 牛  n- リン 光林を 見よ、 

ホ— キ—抱 王 

エリン 慧淋を 見よ、 

ホー シツ抱 所 貝  ソ— モク 僧樸を 見よ、 

ホ 1 セツ 抱 拙  カク ゲン 覺眼を 見よ、 

ホ ー シユク 邦淑 クヌィ カン 快 侃を 見よ、 

ホ- シユク » * シユ丨 テ- 宗楨を 見よ、 

ホ"- アン 呆 養 テン ショ ー天 章を 見よ、 

ホー ウ+保 雨 ド-チ ユ— 道忠を 見よ、 

ホ ー ガン 包含  ド-キョ-道 敎を 見よ、 

ホ ー ' ゲン'， 逢 源 シ 1 1 - ゲン 宗 源を 見よ、 

ホー ジユ 彭 1 f 一一 •一八 •た 〔曹 洞宗〕 相模 最上 寺の 禪 僧な 

6、 彭壽 字は 普 山、 武藏川 越 城主 某の 子な- 俗姓は 藤 原 

氏な う、 甫めて 十三 歲天菴 支彭に 依- cs て 下 髪し、 服勸爹 年、 

其 法を 嗣き 、總持 寺に 出世し、 次に 喜 州の 席を 踵き て 靑松寺 

に遷 る、 永 正 十 年最乘 寺に 移り、 再 ひ 靑松 寺に 歸 へる、 上 杉 

朝 興心歸 し、 田莊を 寄附す、 大永六 年 六月 一日 寂す、 壽缺 く、 


ホ 上 放、 抱、 邦、 呆 、僚、 包、 逢、 彭) 


(日本 洞上聯 燈錄)  ：： 

ホ ー メ — II 漠 リ € ン履 善を 見ょ、 

ボ ー ィン 房 印 ボ-ギ ョ -房曉 5: 見ょ、 

ボ 1 エン 房圓 (一九 I 七) 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
う、 房圓 俗姓は 藤 原 氏、 后宮 大夫 成經の 子な $、 仁 和 寺の 
覺敎 僧正に 師事して 傳法灌 頂を 禀 け、 眞乘院 に 住す、 師 最も 
密學に 精通し、 寬喜 元年 權少 僧都に 任ず、 建 長 元年 朝 召を 奉 
して 軍荼利の 法を 修 し、 即日 法驗 あうて 阿闍梨 二人を 住 房に 
置く を 許 3 る、 五 年 夏 五月 東 寺の 長者を 司と*^、 權 僧正 ic 進 
む、 正嘉 元年 春 東 寺を 領し ，法務を 兼ぬ、 九月 僧正と なる、 
寂 年 並に 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 j 

ボ ー カ ィ 房 海 2 九 五 〇〕 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 智惠 門院 
の 僧な 6、 房 海 字は 觀烈 とい a 、 中將學 士と稱 す、 左近衞 
權中將 源 有 房の 子、 母は 中 房 氏忠順 の 女な 6、 十九 歲に して 
松 橋に 入うて 傳法職 位を 受け、 平作， 高野山 ic あ- CN て 苦修 す、 
後智惪 門院と 號し 、正嫡に あら ざれ ども 尙 房の 法を 受く 、睿 
尊信 西雅 房と 共に 松 橋の 四 王と 稱 せらる、 ( 續傳燈 廣錄) 

ボ ー カィ 房 海. ^: ±: へ 〔天台宗 ^ 近 江 園 城 寺の 僧な う、 
房 海は 俗姓 藤 原 氏 灘波三 品 宗敎の 子、 房 源圓審 二師に 就きて 
三學 に 通し、 文 永 八 年 登壇す、 正 和 五 年 八月 三日 寂す、 (三 井 
續燈 記) 

ボ ー キヨ ー 房曉  一一；^^  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 探題な 
K  房曉 初の 名は 房 印と $ a " 房 喜 敬宗幸 尊の 諸師に 就き 
て 台密を 究め、 兼ねて 儒家に 通ず、 永 仁 四 年 三月 入 壇し、 三 
井 探題を 經て 、四 宗證議 者と なる、 延慶二 年 十月 二日 寂す、 


ホ？ (鹏) ボ 1( 房) 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 六〇 一） 


ボー (房 ^ ! ジ 


壽六 十九 (三 井續燈 記) 

ボ ー ゲン 房 源 〔天台宗〕 山城 長 福 寺の ^ I 當な 
6、 房 源は 出家して 圆順現 舜二師 に學； s' 宗義に 長す、 建 長 
六 年 六月の 會に 立義 者と なう" 題衷を 11 む、 後 大學 頭と なう' 
遂 R 長 福 寺、 及 ひ 若 王子の 別當 R 秫 す、 弘安九 年 九月 五日 寂 
す、 壽七 十九 (三 井續燈 記) 

ボ ー ケン 房玄； 1 01 ••一. 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山淸淨 光院の 
大 僧都な 6、 房 支は 其 俗姓を 詳か R せす、 夙 R 醍醐 山の 法 
を學 ひ、 德治二 年 四月 二十日 職位傳 法を 内大臣 親玄 僧正 R 受 
け、 又覺洞 僧正の 門を 叩き、 遍智院 僧正の 燈を續 く、 淸淨梵 
院に 住し" 觀 應二华 十月 十五 日 寂す、 付 法  一 A 親惪 とい ふ、 (續 
傳燈 廣錄) 

ボ ー コ ー 房 光一 一 A-t gl 〔眞言 宗 3 紀伊 高野山の 學僧な 
6、 房 光は紀 伊和 佐縣の 人な 6、 北军 の蒹 賢に 從 a 、 瑜伽 
法を 受け、 北 室の 席 r 續 きて 密 敎を說 く、 承 安三 年 高野山の 
檢校に 補し、 治 承 三年 八月 二十 三日 寂す、 壽六 十五.'  法 弟 明 
善 覺 善の 二人 あ A 本朝 高僧 傅} 

ボ ー シン 房 深 一一 一 gf OA 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

6、 房 深は 顯密戒 三 道に 通し、 康特 至" i の 間 宸 筆八講 あ-^ 

共に 初 座に 侍す'‘ 題 者 II 義者 大阿闍 梨大學 頭 R 歷遷 し、 勅に 

ょう 房號を 捨て V 院號 に改む ‘* 應 永 七 年 七月 廿七 H 寂す、 壽 

七十 三、 (三 井 續燈記 ) 

ボ ージユン房淳 ^ 球 0£ 〔天台宗〕近江園城寺の學僧な 

$、  房淳 俗姓は 源氏な 6、 出家して 顯密の 要義を 學ひ 、入 

壇灌 頂の 後、 四宗證 義三井 題 者 別 當大學 頭の 諸 職に ^ 任し、 應 


ボ^- ( 房  >ン ー  ノ 


永 八 年 二月 廿 一日 寂す、 壽六 十六、 (三 井 續燈記 ) 

ボーシ ョ ー 房聖 r— g 5.A だ 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當な 
り、 房聖 は但 馬の 人、 元 亨二年 五 片 廿三 日に 生る、 十七 歲 
にして 剃髪し、 房 仙， 泉 尊* 慈誨 、泉惠 、朝 幸の 五師 に歷亊 
し、 十九歲 登壇す、 廿一歲 初めて 法 勝 寺 八 講の聽 衆に 加は 6、 
廿八歲 入 壇灌頂 す、 永 和 元年 五十 四歲 にして 僧正に 任し、 大 
阿闍 梨と なる、 屢 々御 講の證 義者 とな 本 寺の 別 當茈に 題 
者に 補す、 應永 三年 十一月 十四日 寂す、 壽七 十四、 (三 井續燈 
記) 

ボ ー セン 房 仙 ^ ffg  〔 天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
P,  房 仙 初の 名は 房宣 "但 馬の 人、 正應 元年 二月 二十 六日 
R 生る" 正 安二 年 出家 受 具して 光喜 •賢 文、 淨雅 、幸 尊、 房 
曉 、鐵菴 の諸師 に 業を 受け、 正 和 二 年 十二月 已講 とな 6、 五 
年 正 W 權讣師 に 住す、 十一月 入 壇し、 貞和四 年 四月 權 僧正 R 
轉 し、 文 和 三年 及 a 延文 三年に 共に 大に 昇る、 平生 著書 多し、 
貞 nl 三年 閏 正月 二十 叫 日 寂す、 壽七 十六、 (三 井續燈 記) 

ボ ー セン 房宣  ボ- セン 房 仙に 同し 

ボ Jvsn - 房忠  ( I) 〔法相 宗〕 奈良興 福 寺の 僧な 

i  房忠 俗姓 不詳、 法 和宗に 精し、 維摩 會の 講師と なぅ、 元 
慶七 年に 最勝钤 講 帥 となる、 同年 十月 七日に 勅して 諸 宗の學 
德廿九 員を 召し' 仁壽殿 k 於て 宗乘 を論義 せしめら る、 東寺眞 
然源 仁'  東大寺 玄津祥 勢、 藥師 寺義皲 哉 皆與 る。 師亦其 
一員な-^、 梆 律師に 任せら る、 示 寂の 年 時 缺く 、(本朝 高僧 
傳) 

、ホ ー ノ ー 房 能 =5 oi 〔天台 S 近 江！！ 城 海 夕學 僧な 


(七 六：)一） 


書辭 名人 家佛 本日 


$、  房 能 初の 名は 光能、 俗姓は 源氏、 亞相親 光の 孫な 6、 
出家して 勸學院 の 衆に 列し  <定 助 房 譽朝圓 の 諸 師に學 を 受け、 
四 宗證義 者 三 井 題 者と なる、 應永 三十 一年 園 城 寺 別當に 補せ 
られ 僧正に 昇う、 寶德二 年 二月 二十日 寂す"^ 壽七 十七、 (三 井 
續燈 記) 

房譽 55 8§ 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 なう、 
房譽は 台密 兩宗を 兼學 し、 四 宗證義 者 三 井 探題 別 當大學 頭に 
歷 任し、 應永廿 七 年 十二月 十五 日 寂す、 壽七 十九、 (三 井續燈 
記) 

ボー ズボ ツカ イ 坊十エ||海センヵィ詮海を見よ、 

ボ 1 5? イシ 潛袋子 シユ- ゲン 宗玩を 見よ、 

ホ クガン 北巖 ィンジ ユ-寅 嘯を 見よ、 

ホク 3 1 北 甘 同 ゼン シユク 全 祝を 見よ、 

ホ ク 5* ン A ^c モク ョ 1 默耀を 見よ、 

ホクメ 1 シ 北 漠子 チョ— コン 長 M を昆 よ、 

ボタ タン 黒# 奄 ダィ  >1ブ 大任を 見よ、 

ボタ イン ン墨隱 ii si 江戶の 書 僧な 6、 墨隱は 右山 
と號 す、 俗姓は 駒澤 氏な う、 書を 周 文に 學び 、佛 書に 秀づ 、天 

明 六 年 八月 二十日 寂す、 壽缺 く、 今戶 養禪 寺 R 葬る、 (扶桑 書 

人傳 、江戶 名家 墓所 一覽 、鑒定 便覽) 

ボ クイン 墨 隱 ショ- 卜 I 紹等を 見よ、 

ボタ サイ 里| 齋 ショ- 卜-紹 等を 見よ、 

ボ v チン 墨 田  ニ チ トク 日 德を 見よ、 

ボタ アン 朴 巷 シユ ー ギョ 1 宗堯を 見よ、 

、ホ ^ カイ 朴艾 シジ ユン 思淳を 見よ、 


6, 


ボクチ ユ ー 朴中 ボン ジュン 梵淳を 見よ、 

ボタ 朴堂  シユ 1 ジ 1 1 ン宗淳 を 見よ、 

ボクギ ユ 1シ 牧牛 子 シュー ショ ー 洁 璋を見 よ、 

ホン ア 本 阿  ri  - サッ 祐察を 見よ、 

ホン イン、 ホ！ 本因坊  ニ チヵイ 日 海を 見よ、 

ホン H 丄小慧 (： …… ) 〔淨土 宗西山 派〕 鎭西某 寺の 僧な 
本慧は 東 井上 人と 號し 、其 俗姓 生國詳 かならず、 出家 
して 善慧證 空の 高弟 淨音法 興に 師事して 西 山 派の 學を 修め、 
鎭西に 居住して 弘 化に 勤め、 本願鈔 を 作る、 寂 年、 及壽缺 く、 
(淨 土總 系譜} 

ホン エン 本圓 ヵク ォソ覺 遠を 見よ、 

ホン カ ク本覺 二 晒 競 〔淨 土宗〕 備 後奈良 津の 僧な 6、 
有 覺號は 還 # * 俗姓は 中原 氏、 備後加 茂 村の 人な 6、 家 農を 
業と すれと も、 師夙に 道心 あぅ、 阿彌陀 佛に歸 す、 攝津勝 尾 
寺に 到-^、 德本 上人に 謁し、 信 解 徹底す、 上人 本覺の 名を 命 
す、 旣 に して 鄕里に 歸 住し、 耕 耘稼穡 の 間 念 佛の聲 を 斷为 す、 
遂に 郡の 專故 寺に 投して 落髪し、 法 鉢と なる、 奈良津 村に 菴 
居し、 頭陀に 露命を 繫 く" 長 門の 法洲和 尙に 謁し， 五重 相 傅 
を受 く、 天 保 九 年 四月 福 山に 留 6、 當麻 曼荼羅を 講す 、閏 四月 
八日 正 念に 命 終す、 壽 六十、 (續 日本 高僧 傅.) 

ホン カ クイン 本^!^ ニ チョ- 日 陽を 見よ、 

ホン カ クイン —1-- 小 覺院  1 ー  チェ 丨 日英を 見よ、 

ホン ガク イン 本覺院  -1 チ ゲン 日 支を 見よ、 

ホン 关 イン 本 «- 院  ニ チ ュ丨日 勇を 見よ、 

ホン キヨ ー イン 本 行 i 淀  ニ チヨ 1 日遙を 見よ、 


ボ is) ホ ク へ北ボ ギ墨 、朴： ' 


示 ク (朴) ホン ー本) 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 六： 3 一） 


4 S ン 「本) ^ i コ 


ホン ^ ヨ—ボ— 本 鏡 房  ニ チ ジョ丨 日淨を 見よ、 
ホン ク - 本^^  j o: i:- 一 〔臨 濟宗〕 伊豫 興 福 寺の 開山な 
り、 本 空 字は 寂、 俗姓 不詳、 孤峰 明の 法を 嗣 r* 伊豫の 太守 
大野 正 公 居士 興 福 寺を 創立して 請す、 永 德 三年 七月 十日 寂す、 
壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 ' 本朝 高僧 傅} 

ホンダ ^ ン 本願ジ ッハン 實範を 見よ、 

ホン ゲン 本元 jM 把 j  〔臨 g 宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
う、 太 元 字は 元 翁、 佛國 禪師を 抑ぎ て 得度 受 具す、 夢 窓 石と 
同參 なり、 正 和 二年_ 濃の 古溪に 遊び、 其 勝景を 愛し、 菴を 
營みて 居す、 夢 窓 南禪寺 後董の 詔を 拜 する や、 本元を 率 ゐて 
京都に 人， る、 師其俗 を 厭 a て 比 叙 山に 登う、 醍醐 山に 隱 る、 
雲 荊 追隨 して 敎を請 ふ、 嘉曆 三年 相模 の萬壽 寺に 請せられ、 元 
德の初 後醍醐 天皇の 勅を 拜して 南禪 寺に 主と なう、 法 化 京師 
に 盛な う、 後 正 適菴を 創して 屛 居し、 尋て古 溪の舊 菴に歸 6、 
正慶 元年 七月 四日 寂す、 壽 五十一、 遺 偈ぁ う、 去 不^ r 留 不^ 0、 
月 西 沈、 水 東 流、 瞎 驢不乂 曾，， 普 化直裰 :: 鐸聲盡 碧 天 悠悠 勅謚 
佛德禪 師と云 ふ、 語 錄一卷 ぁう、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 
ホン コ 本 故  レキ サン 歷山を 見よ、 

ホン コー 本亩同 二 ggu  〔曹 洞宗〕 三 河 香 積 院の禪 僧な 

う、， 本 高 字は 風 外、 伊勢の 人、 俗姓 平氏な* 〇/ 幼に して 世俗 R 

混せ す、 時々 村 寺に 入.^ て 書 書を 愛玩して 終日を 消す' 天明 七 

年 九歲 K して 州の 廣泰 寺に 役し 度を 受く  •後 諸禪 師を歷 訊し 

て 參究 し、 遂に 興 聖寺支 褸奧 龍に 師事し、 參究功 あう、 其 堂奥 

に 徹す、 其 後 跡を 晦ま して 長 養 年 あう •，文政 元年の 秋 浪華の 圆 

通院の 請に 應し て大 R 寺 門を 興し、 次に 三 河 香 積 寺に 轉し '專 


ホン f 本)？ 1 1 シ 


ら宗 風を 張 6 一大 叢林を なす、 支 龍の 銕笛倒 吹 一 百 則に 著 語 
して 行 ふ、 後 浪華 烏鵲樓 に老を 養 ふ、 弘化四 年 六月 二十 二日 
寂す、 壽六 十九、 (銕笛 倒 吹 附錄) 

ホン ni 本 興 ii.  一. 1 0: 〔曹 洞宗〕 尾 張 雲 興 寺の 禪 僧な 
う、 本 興 字は 永 山、 正眼 寺 魁叟永 梅の 法を 嗣き 、尾 張 本 興 
寺に 注す、 天文 三年 四月 三日 寂す、 法嗣祥 巖秀鱗 あ 6、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

ホン コ B  本 光  v シッ ド- 瞎道を 見よ、 

4> ンコ  <==イ ン 本 光 院  ニ チ カン 日感を 見よ、 

ホン nl イン 本 高 淀  - ーチゴ ン日嚴 を 見よ、 

ホン シン 本心  チョ-カイ 澄 海を 見よ、 

ホン ジやク 本^^  ムト丨 無 等を 見よ、 

ホン ジヤ クイン 本寂院 _ チ-ー ョ日 如を 見よ、 

ホン ジ ユ3 本 住 ゲン H 1 兀榮を 見よ、 

ホン ジユ 1イ ン 本 住 院 ニ チ セン 日 選を 見よ、 

ホン ジュン 本 純 ii j A2 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山 安樂 院の 
學僧 なう" 本 純 字は 守 篤と 云 ふ、 駿河 府中の 人な 6、 出家し 
て 比 叙 山に 登- N、 安樂 院靈空 光謙に 師事して 解 行 双 絕と稱 せ 
ら る、 明 和 六 年 四月 十七 日 寂す、 壽六 十八、 著作 起 信 論 裂網疏 
籤 錄六卷 、維摩 詰經 疏籤錄 十三 卷 、金 錁論 本爾鈔 等 一 百餘部 
あう、 

ホン シヨ 1 本性 (一 九九 一) 〔法相 宗〕 大和 般若 寺の 僧な 
6、 本性は 鄕貫 師承詳 ならず、 勇力を 以て 聞へ、 後醍醐 
天皇の 笠 置 山に 幸す る や、 六波羅 の兵來 う、 攻むる 乙と 急に 
して 城 將に陷 らんと す、 適ミ師 官軍 中に あ 6、 大 石を 敵中 4C 


(九 六〇 一） 


書辭 名人 家  《  本  日 


投じ、 敵の 中うて 死す る 渚 多く" 其爲に 賊 退きて 近 よら ざ 6 
きと 云 ふ、 寂 年、 壽缺 く、 (本朝 武功 正傳) 

ホン シヨ^- 本性 ゼン ェ禪慧 を 見よ、 

ホン シヨ 1 本 照 ショ—  rl 性瑜を 見よ、 

ホン シヨ 1 木 日日 ギ テ— 義貞を 見よ、 

ホン；、； \ 3 1 本淨一 lo.l.ii  〔臨 濟宗〕 甲斐 棲 雲 寺の 開山 ^: 
う、 本淨 字は 業 海、 俗姓 不詳、 文 保 二 年 同志 數 人相 携へて 
元に 航 し、 中 峰 本に 謁し、 東 皈の後 諸方に 歷 遊す、 貞和四 年 
甲斐に 菴 居す、 後 改めて 棲 雲 寺と 號 す、 師十 境を 拾 CA て 詩を 
作る、 (詩 十 首 延寶燈 錄に揭 載す} 蓋し 其景 元の 天目山 棲 雲 寺 
に 似 ^ るよう かく 號した るな 6、 文 和 元年 七月 廿 七日 寂す、 
壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ホン ズイ イン 本瑞院  ニ チェ 日惪を 見よ、 

ホン ゼイン 本日 疋院  ニ チリ  日理 を 見よ、 

ホン '/ 1 イン 本 藏院  ニ チ ゥン 日 運を 見よ、 

ホン ^ イン 本地院  ニ チ ショ— 日 匠を 見よ、 

ホン ツ ー イン 本 通院  ニ チ ィン 日 允 5: 見よ、 

ホン ニ 3 本 如  n 丨 セツ 光攝を 見よ、 

ホン ニ ヨ 本 如 タン H 1 湛睿を 見よ、 

ホン ニ 3 本 如  ニ チ ミョ— 日 明を 見よ、 

ホン 乏 3  1  本 妙  ニ チ リン 日 臨を 見よ、 

ホン ム本 無. 一. ^: J: 〔戒律 宗〕 大和 竹林 寺の 律 僧な 6、 

本 無 字は 了 心、 室 生 山の 空智 律師に 師事して 法を 嗣き 、戒壇 

院に 主と なう* 竹林 寺 R 遷 る、 元德 元年 十月 三日 寂す、 壽缺 

く、 (本朝 高僧 傅) 


ホン ヨ 本譽 ii li v  〔淨 土宗〕 出 羽 潮 蓮 寺の 中興な $、 
本譽は 其 鄕貫詳 かならず、 呑 龍に 師事して 淨土敎 を 學び 、出 
羽庄 E 今 泉の 潮 蓮 寺に 住して 中興と なる、 天 和 元年 正月 二十 
九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ホン ヨ 本 裏 日 クモ ン舊 門を 見よ、 逆 
ホン 2 本擧！ I  ゲン コ玄 故を 見よ、 

ホン ヨ 本 寒 * =1 シュン テ-春 貞を 見よ、 

ホン 3  本 譽 ジュン リョ-筍 靈を 見よ、 

ホン 3 本 寒 E  ズ ィォ- 隨應を 見よ、 

ホン ヨ 本 寒 !==> ソゲ ン祖 立を 見よ、 

ホン 3 寒！！  ダィガン 大巖 5r 見よ、 

ホン ヨ 本 擧 A  ダン ズィ 檀隨を 見よ、 

ホン 3 本擧 a  リカ ク利覺 を 見よ、 

ホン 3 本 寒！！  リョ— ド-了 道を 見よ、 

ホン ヨ 本 * P ハク 露 白を 見よ、 

ホン リュ ー 本 立 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨妙 寺の 禪僧 

な $、  本 立 字は 千 峰と 云 ふ、 無及詮 の 法を 嗣 r、 元に 渡 $ 
て 諸老 宿を 遍 訊し、 東歸の 後淨妙 寺に 住す、 示 寂の 年時缺 く、 
題 東漸 寺 作、 千載 桃 翁舊典 刑、 焚 修繼續 德惟馨 、門 庭 臨 レ 岸 
接，， 蛟 室； 殿閣 倚 k 空 對- 石 屛：氣 霽前灘 烟浪濶 、風 回 別 海水 雲 
腥、 奇蹤恰 類， I 焦山景 P ハ 欠，， 沙頭 瘗鶴銘 (( 延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧 #' ) 

ホン リユ？ イン 本 立 院  ドー スイ 道粹を 見よ、 

ホン レン 本 蓮 找 〔日蓮 S 尾 張 本 蓮 寺の 開山な $、 
本 蓮 俗名は 大 橋貞經 、築 後 守 平家 貞の 後ち なう、 源平の 亂に鎌 


ホン (本 v v ! M 


ホン (.本) 3 —  レ 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 七〇 一） 


ホン (品) ボン (梵) 


倉に 捕は る" 後出 家して 尾 張 愛知に 本 蓮 寺を 開く、 1E 嘉 元年 
六月 十一 日 寂す、 壽七 十二、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

ホン X 品 慧 j ^ Ara 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 な-^ 
品慧 俗姓は 大原 氏、 京都の 人な う、 甫めて 十四 歲 、興 福 寺に 
入う 衆と 共に 經を | 頭み、 深く 宗義に 達す、 二十 歲試 業に 及第 
して 登壇 受戒し、 道 名 近畿に 振 ふ、 六十 八歲の 時 推 3 れて維 
摩會の 講師と なる、 弘仁九 年 某日 寂す、 壽七 十五、 (本朝 高僧 
傅} 

ホン ト ー 品騰一 j ~o s 〔曹 洞宗〕 備後圓 通 寺の 禪 僧な 
う， 口 i 騰 字は 傳 翁、 備 後の A 、 兒島 氏な う、 十八 歲の時 丹 波 
圓通 寺に 牧翁 性欽に 謁して 師事し、 遂に 印 町を 受け、 辭して 鄕 
里に 歸 る、 檀越等 法悦 寺を 築きて 之 R 居らし む、 後圆通 寺に 
主と なる、 將軍 義尙莊 田を 寄附す， 明應 元年 正月 六日 寂す、 壽 
六十 九、 臘五 十四、 偈ぁ 6 末 後一 句、 豈干 „ 舌頭 - > 春風 浩々、 
驚 こ 動閻 浮 -'* (日本 洞上聯 燈錄) 

ホン 3 口 Lin 譽 チョ I  H ッ長悅 を 見ょ、 

ボン H キ梵奕 ( . W  〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 梵奕 字は 大觀と 云 ふ、 默菴に 待して 法を 嗣 ぎ、 初め 妙 

心 寺に 住し、 後南禪 寺に 主と なう、 法 化 盛んな $、 寂 年 欠く、 

(延 寶傳燈 錄)， 

ボン ガ梵嘏 (二— 〔臨 濟宗〕 京都 萬壽 寺の禪 僧な 气 

梵嘏 字は 天祐、 法を 天 龍 寺の， 雪 心安 R 嗣ぎ 、•夢 窻 _ 師第四 代 

の 孫な 寬正四 年 春 幕 命に よ 6.、 京都 萬壽 寺に 出世す、 寂 

年" 及 a 壽缺 く、 著作 萬壽語 錄一卷 、萬壽 寺 記一卷 あう" (本 

朝 高僧 傳) 


ボン r 梵) 命1シ _ _ 

ボン ガク 梵覺 (二〇〇 八〕 〔曹 洞宗〕 t； 前 心 >1 寺の禪 僧な 
う、 梵覺 字は 海圓 、長 門の 人、 俗姓 藤 原 氏、 十二 歲 にして 
京都 南禪 寺 {C 詣て竺 ■を 禮して 師 とし、 受 具の 後 諸老に 偏 
濬し 慈眼 寺桃菴 洞禪師 R 謁し、 參究 三年、 衣 法を 附 せられ、 
分 座說 法す、 幾 もな くして 總持 寺に 出世し、 心 月 慈眼の 諸 寺 
に 遷 う、 再 a 總持 寺を 主と る、 敕賜紫 衣を 拜 す、 晚年 泰藏院 
に 退去し、 某 年 寂す、 法嗣夫 巖智樵 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄} 
诺ンキ|凡 « ( …… 0  〔臨 濟宗〕 京 郡相國 寺の 禪 僧な 
う、 梵結 字は 少薰 、其 鄕貫詳 かならず、. 玉崖诱 に 師事して 
法を 嗣 ぎ， 京都 相國 寺 R 主と 江る" 寂 年、 及 壽缺く X 延寶傳 
燈錄) 

ボンギ 棘 凡 機 (二 〇八 二) 〔曹 洞宗〕 備中法 泉 寺の 禪 僧な 6、 
梵機 字は 關叟 、出家して 業を 大容梵 淸禪師 に 受け、 古 澗仁泉 
の 法を 嗣ぎ 、仁 泉 和 尙の寂 後備 中 法 泉 寺の 席を 繼 ぎ、 次に 總 
持 寺に 出世し、 佛陀 寺に 遷 る、 晩年 奇泉菴 に 飯 休し、 某 年 寂 
す、 壽缺 く、 C 日本 洞上聯 燈錄) 

ボン ^ ヨ ー ィン 梵行院  ヶンジ ユ硏壽 をを 見ょ、 
ボン サク 枕 凡策 (一三 二) 〔曹 洞宗〕 越 前 心 月 寺の 禪 僧な 
う、 梵策 字は 大英 、心 月 寺 大雄亮 _ の 法を 嗣 ぎ、 總持 寺 R 出 
世し、 越 前 心 月 慈眼 寺 等 R 歷往 す、 寂 年 並 R 壽缺 く、 法 嗣大室 
總芳 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄〕 

ボン シユ |凡守ーー =0 |2〔曹洞宗〕越後華報寺の開山な 
う、 梵守 字は 太 安、 大和 高 市の 人、 俗姓は 平和 田 氏な う、 幼 
R して 出家し 耕 雲 寺 R 入うて 德 嶽宗欽 に參 し、 衣 法を 付 せら 
れ 、總持 寺に 出世し、 次に 德嶽の 席 1: 繼きて 越後 雲 耕 寺 R 遷 


(一七  G  一） 


書辭名  人家 佛 本日 


る、 後 法 嗣審巖 に 席を 禪 6、 華 報 寺を 沏し此 に 居-^、 老を養 
ふ， 文明 十四珥 七 片 五日 寂す、 壽七 十六、 臘六 十三、 法 嗣審巖 正 
察 ぁぅ、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ボン シュン 梵舜 1: 一 •一 V 一 〔曹 洞宗〕 播磨全 久寺の 開山な 
6、 梵舜 字は 天外、 俗姓 伊藤 氏、 相模鎌 倉の / V な- 出家 
して 業を 建 長 寺に 受け、 諸老 に徧參 して 播磨全 久寺特 雄專英 
に 見ぇて 其 法を 嗣 き、 永 平 寺に 出世し、 尾 張天澤 乾坤 兩 寺に 
歷往す、丹波の刺史松平康長請して信濃全久寺に住せしむ、 
其 子 光重 播磨明 石を 鎭 し、 其 地に 全久 寺を 建て、 師を して 
住持せしむ、參河龍谿寺、美濃圓成寺、尾張宗心寺、近江養 
源 寺、 冷泉 寺、 丹 波の 普濟寺 等は 皆師を 第一 代と す、 承 應二年 
八月 二日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣鐵心 道 印 ぁ $、( 日本 洞 上聯燈 
錄) 

ボン ジュン 梵淳 ( . 〕 r 臨濟 宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 

f.  梵淳 字は 朴 中と 云 ふ、 出家して 適 菴法順 首座に 參し 
て 法を 嗣ぎ •圓覺 寺を 主 どる、 後 海 念菴に 退 休す、 寂年缺 
く、 (延 寶俜 燈錄) 

ボン シヨ 梵初 (二 〇六 一〕 〔臨 濟宗〕 京師 相國 寺の 禪 僧な 
i  梵初 字は 心 月と 云 ふ、 相 國 寺の 仲 芳仲正 禪師に 師事し、 

書を 善くす るを 以て 聞 ゆ、 寂 年月日 缺 く、 (補菴 京華 集) 

ボン シヨ ー 梵淸一 一 j -o 15 〔曹洞 宗】 上野 吉祥 寺の 開山な 

ぅ、 梵淸 字は 天宙 、雪 窻禪師 に 法を 嗣 ぐ、 寶德 三年 廣澤 寺に 

主と な 6 慈眼. 寺に 遷 る、 晚年上 野 桐 生に、 吉祥 寺 ^ 創す、 明 

應四年 二月 七日 寂す、 壽七 十四、 (日本 洞上聯 燈錄) . 

ボン シヨ ー 梵淸 二〇八 •二 〔曹洞 宗〕 丹 波 玉 雲 寺の 開山な 

ボンへ 梵)、 ン 


i  梵淸 字は 大 谷、 薩 摩の 人、 幼に して 石屋 禪師に 役して 
蓬髮 し、 了 道 E 覺の 法を 嗣き "加賀 の佛陀 寺に 住す" 丹 後の 
檀越玉 雲 寺を 建て、 師請 せられて 開山と なう、 應永廿 九 年 諸 
嶽山に 移る、 寂年缺 く、 法嗣希 曇宗璲 、古澗 仁 泉の 二人 あう、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

ボン セン 梵仙 ( . ) 〔曹 洞宗 U 能 登實相 寺の 禪僧な 

う、 楚仙 字は 竺 雲、 能 登の 人、 大 養禪師 に 業を 受け 一菴如 
淸の 法を 嗣く 、■一  菴の寂 後 能 登の 實相 寺の 席を 繼 き、 再 a 總 
持 寺に 出世し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

ボン セン梵 僵 - 一  g OE Ar. 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
う、 梵德 字は竺 仙、 自ら 來來禪 子 と號 す、 元の 明 州 象 山縣の 
人、 俗姓は 徐氏 、父の 名は 應、 字は 景陽 ，母は 歐陽 氏、 師は其 
末子な 6、 六歲に して 學 に 就き、 十歲吳 興資福 寺の ?'] 流 源に 
投して 侍 童と なう、 十八 歲杭 の靈 山に 登- cn て 瑞雲 隱に依 る、 
旣に 度牒を 得て、 其師虎 巖伏 禪師の 塔を 拜 して 落髪 受 具し、 
諸 刹を 叩く、 初め 晦璣熙 、雲 外岫 、景元 端、 東 喚 海、 止巖忒 、 
中 峰 本の 諸老 宿に 謁し、 皆 賞讃せ ら る、 古林 和尙の 擧唱を 聞 
きて 心地 大に 門け、 座 下に 進拜 して 問答 往来し 遂に 參堂を 許 
さる、 一日 湯 泉に 遊 a、 大慧蒉 錄 V) 閱して 豁然 大悟して 古林と 
相 契し、 茕浙に 歸ヘ う、 荆楚に 遊 ふ、 天曆二 年夏徑 山に 登， 9、 明 
極和尙日本に赴くに# (> 、相從ひて茕航し、我が元德元年六月 
太宰府に 着す、 太守 庶士迎 へて 太蘧； r 舍に誼 せし む、 翌年 二 
月 鎌 倉に 入る、 北 條高時 明 極を 請して 建 長 寺に 住せし め、 第 
一座と す、 正慶 元年 高 時の 命に 依う、 淨纱 寺に 移る、 足 利 尊 氏 
及 a 直義の 崇敬 ^ 受け、 其 第に 赴きて 法要を 說 く、 建 武元年 


。ホン (梵) セ 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 七 〇 —） 


ボン f 梵) セ i ブ 


幕府の 命を 受けて 淨智 寺に 住し、 金 三 萬、 地 三千 畝を 給す、 明 
年 天柱 峰の 故 跡を 施して 壽塔 となし、 其 地楞嚴 山に 類す るを 
以て 楞嚴 院を荆 す、 藤 原高景 の 子泰三 浦の 無量 寺 R 延きて 師 
を 開山と す、 曆應 元年 淨智 寺に 退き、 東 堂 R 居る、 四 年 春 旨 
を 奉して 南 fffi 寺 (C 住し、 朝廷 其 寺 階を 昇せ て 天下 第一 刹と な 
す， 康永 三年 亦 榜嚴院 を 開きて 退 居す、 貞和二 年眞如 寺に 赴 
き、 翌年 建 長 寺に 住す、 貞和四 年 七月 十六 日 寂す、 壽 31 十七、 
臘三 十九、 全身を 最勝 塔に 藏 む' 著作 語錄あ 6、c 本朝 高僧 傳、 
續 群) 

ボン セン 梵千 -: i: R: E: 〔臨 濟宗〕 鎌 倉圓覺 寺の 僧な う、 
梵千 字は 大顚 、江戶 の 人な う、 其 角 (C 俳諧を 學び 俳諧を 以て 
名 あ 6、 貞享二 年 正月 二日 寂す、 (江 戶 名家 墓所 一見) 

'ホン ソ I  |凡相二 〇0 §§〔臨濟宗〕京都相國寺の禪僧な 
う、 梵相 字は El 鑑 、甲斐の 人な 6、 春屋 に參 して 法を 嗣 ぎ、 
相國 寺に 住す、 應永 十七 年 二月 二十日 病 R- 臥し、 偈を 書て 日 
く、 內秘 菩薩 慈、 通 身鐵牛 機、 要 k 知，， 眞皈處 n 鐸碧 天涯、 と、 
泊 然として 寂す、 壽六 十五、 西 山の 法苑に 塔す、 (延 寶傳燈 
錄) 

ボン 5- 丨 梵 真 ( . 〕 〔淨 土宗 »_; 攝津 天性 寺の 僧な 

-CN、  梵貞は :!.]. ;俗姓生國詳かならず、信譽に師事して法を嗣 

ぎ、 大和 當麻 往生 院に 住し、 後 攝津大 坂 天性 寺に 移る、 寂 年 

及壽缺 く、 (淨 士 總 系譜) 

ボンープ： 梵貞二 ’ r : A.; 〔曹 洞宗〕 安房 延命 寺の 開山な 

6、 梵貞 字は 吉州 ，幼に して 出家し、 能 山 助 翁 等の 諸 老に見 

え、 次に靈 泉壽 W に 參して 法を 嗣き 、瑞雲 寺に 主と な. 長 


ボン ヽ梵 、煩) 


興 寺に 遷 る、 次に 梅沾 寺に 住す、 房總兩 州の 大守里 見 義堯師 
に敎を 受け、 弟子の 禮を 取ぅ、 安房に 長 谷 山 延命 寺を 建. て 請し 
て 開山と し、 田園を 寄す、 晚年明 光寺に 退隱 し、 永祿 元年 六 
月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上縣 燈錄> 

ボン パ 1 凡 巴 (… ：… 〕 〔曹 洞宗〕 美 作靑蓮 寺の 禪 僧な 
梵巴 字は 江 中、 備 中の 人、 山 名 氏の 子な- 〇、 幼に して 永 
祥實寶 の 室に 入ぅて 出家し、 辭 して 美 作に 到 6、 靑蓮 寺綱菴 
和尙に 參し印 記を 受け、 諸嶽 山に 出 it し、 復 た 靑蓮 寺に 主と 
なる. •晚 年に 到り 瑞景 寺に 往 T 筑 州の 太守 赤松 滿祐歸 依し、 
厚く 莊田を 施し、 永く 供資 R 充 つ、 寂 年壽缺 く、 (日本 洞上聯 
燈錄) 

ボン ホ ー 梵芳 (二 〇五 四) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
梵芳 字は 玉畹 、普 明 國師の 法を 嗣ぎ '隱 逸して 志を 守 
6、 同侶 開 法を 勸むれ とも 辭して 就かず、 將 軍足 利 義持其 風 
を聞て皈依特に渥く、强て南禪寺に住せしむ、晚年投老菴幻 
構へ て辭 して 休す、 後 近 江に 柱き 草菴を 結び 年を 經て 寂す、 
壽及 年時缺 く、 師生 前書を 善くし、 好みて 蘭を 書き. た 6 と 云 
ふ、 (本朝 高僧 傅〕 

'ホンみ |凡|〗ニーーーー.四〔淨土宗〕加賀弘願院の開山な6、 
梵胜は 願 譽と號 し、 尾 張 犬 山の 人な 6  •法を 了學に 嗣 ぎ、 加 
賀金澤 に 弘願院 を 建つ、 承應 元年 六月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 
土總 系譜) 

'ホン m 林 凡擧一 I  クヮン レ- 觀靈を 見ょ、 

ボン 3 枕 凡 IM 日  テ-ソン 負 存を 見ょ、 

ボンカィ煩海二 5§ §〔曹洞宗」越後觀音寺の禪僧な 


C 三 七 〇 —） 


書辭 名人 家佛本  日 


う、 煩 海 字は 筏 舟、 越 前 福 井の 人、 八歲 [H 家し、 萬 慶 寺曇英 
に 役し 信 濃に 遊 CA 、 全 林 寺 支 綱に 參 し、 後 越後觀 音 寺に 宗 m 
を 張る， 慶應二 年 正月 二十 八日 寂す、 壽七 十七、 

マの 部 

マ 字 ュ 磨 1 i( . ) 〔曹 洞宗〕 安房 長 安寺の 禪 僧な 

へ 窿壽 字は 齡 山、 安房の 人、 幼に して 亘天に 依うて 祝 髮 
し、 去うて 諸老に 徧參 し、 再び 長 安寺に 歸- ^亘 天を 省す、 
亘 天の 寂す るに 及び、 大雲初 龍 主席を 舖 す、 師其記 室と な 6、 
後 席を 繼きて 主と なる、 寂 年、 及世_ 缺 く、 法 嗣長巖 阻悦 あう、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

マシ ュ ー 麾聚 a 二 会) 〔曹 洞宗： 一 上野 龍 源 寺の 禪僧な 
$、  _聚 字は 獨 放、 培 芝 正 悅の 法を 嗣き 上野 龍 源 寺に 主 
となる、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣 笑顔 正忻 あ. c/ (日本 洞 上聯燈 
錄) 

〔考〕 窿聚 は大 永の 頃の 人な う、 

マヨ 磨 患！！  シュン コー俊 光を 見ょ" 

マヨ S 塞！！  リョ- ズィ 了隨を 見ょ、 

マ セン 磨 ® ； 一四 ^: A: 〔曹 洞宗〕 山城 興聖 寺の 禪僧な う、 

磨甎は 越後 西 蒲 原 郡 國上村 渡 部の 修驗莕 智玄の 長子に して 母 

は地藏 町の 商 粕川三 左衞門 の 女な $、 幼に して 出家し、 大事 

了 後興聖 寺に 住し、 曹 洞の 禪 風を 擧揚 す、 其 門下に、 回天、 

京璨 、物 外 等出づ 、天 保 九 年 四月 六日 寂す、 

マニ 摩 尼 ド-イチ 道 一を 見よ、 


マ i •磨、 摩) 


マッシュ ー 末宗 ズィヵ ッ瑞曷 を 見よ、 

マン アン 萬 t 奄 ゲン シ 股 資を 見よ、 

マン キュ 1萬休一 -: .: ±: ハ〔淨土宗〕近江花階寺の開山な 
i  萬 休は 專蓮 社 rlii 擧西 念と 號す 、俗姓は 源氏、 相模鎌 倉の 
人な- CS、 虎 角に 師事して 法を 嗣ぎ 、近 江 大津花 階 寺を沏 す、 
天 正 四 年 六月 六 H 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

マン キコ 1 萬 休  工-サ ィ永歲 を 見よ、 

マン キュ 1 萬 休 ド- ク ヮク 道 廓を 見よ、 

マン キュ 1 ソ 1 萬休叟 ヶー モン 契 聞を 見よ、 

マン キヨ ー 万 慶( . ) 三十 一代 佛エな 6、 万慶 

は 俗名を 定覺と い ひ 法 橋に 叙す、 

マンタ ー 萬 空； ii l li 〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 僧な 6、 
萬 空は 氏族を 知らず、 增上寺 天神 谷に 住して 宗學を 究め、 後 
京師に 歷 遊し、 內外兩 典に 通す、 延寶 元年 六月 觀 經を講 し訖 
て 寂す、 (鎭流 祖傳)  • 

マン コ 1 江  シュ i グ-宗 程 ^ 見よ、 

マンゴ ク M.0  リヨ ージュ 良 壽を見 よ、 

マン ジン シュー シヨ— 宗松を 見よ、 

マン ジン ド I クン 道坦 VJ 見よ、 

マンシュ ー 万宗 (15 八 五) 〔臨 濟宗〕 甲斐 M 林 寺の 禪僧 
f,  万宗 字は 旅 泊と 云 ふ" 相國 寺 (C 在 6 て 室町 幕 W の皈 
依を 受け、 天 山 勝 定二將 軍 (C 尊重 せらる、 天 山 將軍金 欄 傲 伽 
梨を 贈 6、 勝定將 軍 (義持 )水精 念珠を 贈る、 fp 斐惪林 寺に lii 
する 時 富士山に 登る、 寂 年月日 缺 く、 (H 本名 僧 傅 j 

マン セツ 萬說 si o: -fc: 〔淨 土宗〕 京都 公安 院の 開山な 

マツ (末〕 マン (萬) 


書辭 名人 家佛本  R 


(匹 七 ◦一) 


マン (萬) チ— 5 


り、 萬說は 善 蓮 社 賢 # 凝 心と 號 す、 山城 深 草の 人、 其 俗姓 
詳か ならず、 法を 傳貉 に嗣ぎ .京都 岡 崎に 公安 院を 築きて 開 
山と なる、 正 保 四 卑 十月 二十 一日 寂す、 壽缺 く'  (淨 土總 系譜) 
マン チキ 萬 的 一二 : r 六 〔淨土 宗 U 下野 大乘 寺の 開山な 
6, 萬 的は 松 蓮 irfl- 賴譽 と號 し、 出 羽 It 內の 人な'^、 業譽還 
無上 人 R 師事して 淨土敎 を fit め、 下野に 赴き、 鹽谷郡 上平大 
乘 寺の 開山と なる、 明 曆二年 三月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜〕 

マン 孕*- 萬 寧 ゲン ィ玄彙 を 見よ、 

マンみ 萬 無 iH il 〔淨 + 宗： 一京 都 知 恩院の 僧な*^ 

萬 無 字は 支 * と S ひ、 心 阿と 稱す 、俗姓は 瀧 岡 氏、 伊勢 津の 
人、 平 判官 康賴の 末孫な 6、 早 年 天然 寺 眞譽に 就きて 落髪し、 
後增上 寺 還 無の 下に 投し 、諸 講席に 列す、 萬 治 二年淨 _寺に 
住し、 次に 弘經大 光明の 諸 寺に 歷 住す、 後 華 頂 山に 登る、 洛 
m 獅子 谷に 地を 相し、 一 寺を 開かむ とし、 延寶九 年 官許 あ 
$、 善氣 山法然 寺を沏 立す、 土木 未た 功畢ら すして 疾に罹 
$、 六月 十九 日よ- 〇七畫 夜 別時 念 佛を修 し、 廿 三日 弟子 忍 澄 
に日く、我遠からす死な /1 、をれ安臥して逝かむか、坐脫せ 

むかと、 忍 澄 ^ • へて 日く、 淨業の 徒 安養 R 生る、 を 要と す、 

坐脫立 亡 奇と なさす、 和尙寧 ろ 法を 双 林に 取れと、 廿五 日中 

夜 頭 北 rfn 西佛 號を唱 へて 怡然 寂す、 壽七 十五、 臘五 十五、 華 

頂 山に 葬む る、 (續 日本 高僧 馎 、鎭琦 祖 傳} 

マン ヨ  萬邀！ I  レン ィ連 意を 見よ、 

マンリ  萬里シ rl 丨ク集 九を 見よ、 

マン 9 ソ 1 萬里叟  シヨ ー ケ-淸 啓を 見よ、 


マン (、萬， 滿) 


マン 砂 ml 萬 日 一里 三 i 六 〔淨 土宗〕 相 模 光明寺の 僧な 
う、 萬 量は 典 蓮 貴社 # 天 爾と號 す、 正 譽 上人の 堂に入う 
て 剃 髮受 業し、 後 岳譽 上人 R 師事す、 寬文 元年 三月 上 入師に 
璽書を 授く 、是ょ 6 幡隨 院弘經 寺 等を 經て和 模鎌倉 光 |||> 寺に 
主と な 6/ 延寶四 年 九 パ ニ十 五：：： 寂す' 壽缺く  (淨土 4 系譜) 
マン リヨ ー 萬靈 iH Jg 〔淨 土宗 京都 S 寺 三十 九 代 
なへ 萬 靈は照 蓮 fh 光 譽と稱 す、 近 江 大津の 人な $、 十歲 
にして 同 國淨念 寺に 入. 〇 て 出家す、 十五 歲 {C して 靈 岩の 會下 
に 參し 、壯 年に 及 a て 傳法 替 に 入 $、 成 學の後 岩 築の 眼 嶺に 
主た$、山城知恩寺三ナ九代となる.寺務三十八年、延寶八 
年 正月 二十 三日 寂す、 壽九十 二、. (鎭流 祖傳) 

マンタ ー 滿空 ij sl f ハ 〔浄土宗〕 武藏增 上 寺 m 五十一 代 
な $、  滿 空は 中：： 5,! 社 現 譽身一 :と號 し、 在 心と 云 ふ、 播磨印 
南 郡 志 方 町の 人な 父は 蔭山 六 郞左衞 門 昌隆 母は 内海 氏 
の 女な 享保四 年 七月 十一， 日に 生る、 十二 歲に して 佛門に 
志し、 同國 阿彌陀 の 宿地藏 院 ic 入う 出家す、 享保 十九 年 五 
月武 藏增上 寺に 入う、 三 島 谷の 靈妙 寮に 留 6、 內外二 典を 究 
め、 同廿年 五重 相承を 拜し 、元 文 三年 宗豚を 受く 、寬张 二 年 
二月 勅して 上人の 號を賜 ふ、 學 寮に 講演を 開き、 大に炔 門を 
弘 通す、 寶曆 十三卑 月 行事と な-^、 明 和 四 年 十二月 廿 四日 命 
を 奉じて 勝 願 寺に 住す、 天明 三年 九月 廿五 U 增上 寺 (C 遷 6、 大 
僧正に 任せら る、 後 請て 職を 辭 し、 增上寺 神明 谷の 一所に 地 
を 卜して 閑 棲す、 本 國の大 守 酒井雅 樂守師 を敬崇 して 常に 座 
下法義 を聽受 せう、 寬政八 年 七月 某日 寂す、 ■七十 九、 腦六 
十五" 著作 現勝錄 六十 卷 あう、 (三 緣山 志) 


(: 五七〇 一） 


書辭 名人 家 璐本口 


マン サイ 滿濟 jj oo Jj iiA 〔眞言 宗〕 1LI 城 醍 M 山 七十 四 R の 
应キ： な-^、 滿 .濟は 法# 院の淮 后と S ふ、 今 小路の 男 R して 大 
將軍养 滿の 養子な 6、汆 和 四 年に 生る •賢 俊 大僧正の 室に 入 
6 て 得度し、 應 永二牢 同師ょ 6 庭儀灌 頂を 受け、 詔して 醍腦 
山 七十 四 代の 座主と なる* 地 藏院の 道 伏、 醍醐の 極 0 に密 印を 
授けら る、 ill 寺 百 三十 四 代の 長者 法務に 住 し、 大僧正 淮三后 
となる、 後 法務を 辭 す、 某 寺 百 四十 一代 百 六十 一代の 長者に 
任す、 師寺務 を 執る 乙と 三十 九 年、 法身 院に 退き、 永.： - *,- 七 年 
六月 - T- 三日 寂す、 壽五 十八、 世 ^ 將 軍門 跡と颍 す、 (縉 傳燈廣 
錄)  ’ 

マンシュ ー 滿秋一 j HI jj A.: 1 :淨 土宗〕 近 江榮節 寺の 開山な 
々， 滿 秋は 神# と號 す、 近 江 郡の 人、 幼に して 知恩院 
滿譽 僧 JT の 室に 入 6 て 剃 髮 し、 幡隨 ;c 師 '爭 して 法を 嗣 近 
江蒲年郡八幡に榮節寺を開き、津田村に常福寺を鄕し、寬文 
八华 JH 月 二十 七：：： 寂す、 世 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

マン セ* 滿誓二 三 八 一〕！： . 〕 大和奈 良の 僧な 6、 

滿誓 俗名 從叫位 上 笠 朝臣 麻 呂と云 ふ、 元 正 天皇の 七 年 二月 勅 
を 蒙りて 筑紫に 下 世 音 寺 造營の 工事を 監す 、和歌を 巧に 
して、 詠ず る 所荇佛 敎に關 せぅ、 示 寂の 年時缺 く、 (續 日本紀 、 

萬 葉 集) 

マン ニン 滿仁  シヨ— 一ー ン性 仁を 見ょ、 

マン メ ー 滿米( . ) 〔眞言 宗 \_/ 大和 金剛 山寺の 僧な 

AV,  滿 米其師 承 ^ 詳に せす* 大和 金剛 山寺 (俗に 矢 田 寺と 

云 ふ) ii: 居る， 諫議小 野 篁師を 崇めて 弟子の 禮を 取る、 滿禾 

本の名は 滿慶 、琰 米を 得て 後 今の 名 R 改む、 示 寂の 年時缺 く、 


(本朝 高僧 傳) 

マン 3 滿泉日 グン シヨ- tj 照を 見よ* 

マン レー 滿 1 . ) 〔淨 土宗 V—J 武藏廓 信 寺の 開山な 

P,  滿靈は光譽と號す、俗姓は深井氏武藏-:;:付の人な6、不 
殘に 師事して 法を 嗣 ぎ、 州の 足 立 郡 針 谷 村に 廓 信 寺を ^ して 
開山と なる、 寂 年、 並に 壽缺 く、 (淨 十總糸 譜) 

マン アン 出墙 シガ ン士顔 VJ 見よ、 

マン ゲン * 元 シバソ 師蠻ヶ J 見よ、 

マン サン □J 』 山  ド-ビヤ ク道 白を 見よ、 

マンタ ン踰養  シ ユージ ヨー宗 成を 見よ、 

マン セキ 日！ ！ « ( …… 〕 〔眞 dsH 向 直 純 寺の 注 侍な 
ウ、 曼碩は 泰嚴の h 人に して 宗 n 惑 亂の時 箝問决 を 著して 
法主に 呈し 、諄々 として 諫む 、寂 年 詳なら す、 著作 審問决 の 
外に 佛名經 鉢 章 I 卷あ 6、 ( 淸价紀 談 、本願 寺派學 事史) 


の 部 


ミコー 彌浩 ( . 〕 〔臨 濟宗； ，京都 眞如 寺の 禪僧な 

6、 彌浩字 は 無 際と 云 ふ、 秀 巖に參 して 印 可を 受け、 眞如 
寺に 出世す、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ミチ ユ ー 彌忠〇 一〇 二) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な 
彌忠 字は 大 進、 其 鄕貫詳 かならず、 久しく 梅 M にあうて 
大藏經 を 関す、 初め 淨 智寺淸 拙 4C 參し、 後天 寵寺夢 窓に 依- CN、 
書記よ 6 藏鑰 となる、 印 可を 付せられ て 後辭し 去うて 丹 波の 
山中に 隱る 、臨終に 兩手を 以て 掏を 被き、 衆に 示して 日く、 


マン (滿〕 サーメ 


マン (滿 、、臨. # ) (彌 } 
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(六 七〇 -） 


ミ f 彌) ミツ (密) 


汝等我 五十 年 煩惱を 入る 無明 袋を 觀よ 、今日 破れ 了れ う、 と、 
遂に 寂す、 其 年 ! I'r 缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

1  プン彌 天  エーシ ャク 永釋を 見よ、 

乏ツ ウン {傲' esli s: 四 四 〔曹 洞宗〕 越 前 永 平 寺の 禪 僧な 
6、 密雲 字け 環谿 、號は 雪 主， 越後 西 頸 城 郡の 人、 俗姓は 細 谷 
氏、 後久 我建迎 の 義子と な 6、 其 姓を 胃す、 十二 歲 出家し. 
淸凉寺 堅 光に 師事す、 後出 遊して 山城 興聖 寺に 到う、 回天に 
師事し、 遂に 其 法を 嗣き 、興聖 寺 R 住し、 後武 藏豪德 寺に 住 
す、 明治 四 年 永 平 寺 臥 雲の 寂 後 其 後を 嗣きて 同 寺に 注す、 幾 
もな く大敎 正に 補せられ、 一宗の 管長と な 6、 宗務に 盡力 す' 
勅して 絕學天 眞禪師 の號を 賜 ふ、 明治 十七 年 寂す、 

ミツゴン密巖ーー龄_〔眞言宗〕紀伊金_峰寺の僧な 
う、 密嚴は 其諱を 記せず、 房號を 以て 呼ぶな 6、 夙 {C 灌頂 
傳 法を 受け 阿闍梨 位に 任ず、 衆 R 交 はらず、 草庵 R 退き、 觀 
心 專修老 て 尙倦ま ず、 文曆 元年 九月 九日 寂す、 壽八 十五、 (本 
朝 高僧 傅、 高 野往 if 傳) 

ミツ ゴン {傲 3 嚴 (： …… ) 〔戒律 宗〕 下野 藥師 寺の 律 僧な 
う、 密嚴は 良遍 僧都の 上足な う、 性 相の 學 R 通し、 尤も 律 

部 R 詳しく， 下野の 藥師 寺を 主と る、 師同 寺の 頹廢を 興し、 

寺宇莊 觀を呈 す、 依うて 師を其 中興と するな 0 、(本朝 高僧 

傅) . 

f 之 ツサ ン您山 山 ショ-- ゴン正 嚴を見 よ、 

f z ツサ ン密山 ド- ヶソ 道顯を 見よ、 

£ツジヨ|  §山 乘  二-ヶン 英憲を 見よ、 

乏 ツジ ml 00  リジュ ン 准 十を 見よ、 


ミツ (密〕 ミン (民、 愁) ミ a 上 明) 

ミ ツジ ヨ 1 {必山 成 ソービ ン僧敏 を 見よ、 

乏 ツゾ ー 密藏 チョ- ガ澄雅 を 見よ、 

乏ンア 民 阿 リョ 丨才- 靈應を 見よ、 

乏ン m M 擧 A  シ ユ ンォ！ 春應を 見よ、 

£ 3 1 タン 明 ^ ユ - サィ 榮西を 見よ、 

，M 3 1 イチ 明  一 l lf AA 〔： ：〕 奈良 m 大 寺の 學僧な 
P、  明 一 俗姓 和 仁 氏な-^ 東大寺 4C 住して 哼譽 高し、 晚年梵 
嫂 ^ 置く、 時 入 皆惜 〇、 延曆 十七 年 寂す、 壽 七 - 1- 一、 著作 最 
勝 王 經註十 卷 •法 華經畧 記四卷 、法 華 記 二卷 あう しも 傳 はら 
ず、 (元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

in 丁 イツ 明 逸 (I 一四 四 九；, 〔眞宗 〕 伊豫 松 山 ifil 光寺の 僧 
f,  明 逸 字は 曇 寧、 號は 明月と 云 ふ、 八月 望 日に 生れた 
る {<: 由る、 周 防 八 代 島の 人な- CN、 幼に して 伊豫 松 山に 至う、 
圆 光寺の 法嗣 とな'^、 佛 儒の學 を究む I 人となり 任誕 ま諧に 
して、 一世 k 愚弄す、 二十歳に して 京師 R 遊 ひ、 後 和泉堺 4C 
僑 居し、 次に 江 月 ie 下う、 服 部南郭 、宇 野 明 霞 等 (C 交は る、 
徬國に 歸 6、 始めて 松 山 藩 R 徂 徠の學 風を馎 ふ、 早く 寺務を 
謝して 隱 棲し、 詩文 書 書 V 樂め 6、 詩文は 常 {C 改竄を 加へ す、 
書 書 亦 筆を 縦に し、 深く 意を 用. Q す、 一日 一 商の 屛 M を 裝し 
て 書を 乞 ふ、 師 即ち | 大魚 を圖 し、 翼と 脚と を 加へ、 其 上に 
題して 日 ふ、 謂，， 之 魚 一耶、 乃 有 P 脚、 謂， 一之獸 一耶、 乃 有， 翼、 謂，， 
之 鳥， 耶 、乃冇 _|鱗 興 4 $矣 、余 亦不 ，知 H 其 爲= 何物 -' » 而 天地 之大、 
萬 物 之 多 也、 如ぃ此 者亦不 ，可ヒ 謂 k 無 焉 、と、 書は 尤草 絆に 巧 
にして奇逸1幻を極む、詩文書書を乞ふ者常に門に滿つ、 
一藩 相傳 へて 謂 ふ 明月の 書、 藏澤の 墨 竹は、 松 山 藩の寶 なり 


(:七 七 o— )  書辭 名人 家佛 本日 


と、 一夕 寺 厨 火を 失し、 近隣の 諸人 馳せ來 うて 救 ふ、 師徐に 
柱の 燃 ゆる ものょ 6 火を 移して 蠟 燭に點 し、 これを 手して 出 
つ、 皆 其安恬 ic 感 したう と S ふ、. 又 近隣に， 一空 屋 あう、 妖恠 
あう となし、 一人の 住する 者な し、 師聞 いて 笑うて 日 ふ、 ば 
けもの 亦 妙な うと、 乃ち 賃 居し、 號して 化物 園と いふ、 某 年 寂 
す、 壽七 十一、 門下 R 宇佐美 淡齋 、杉 山 熊臺等 あう、 皆儒學 
を 以て 聞へ、 男德成 佛學を 以て 聞へ たり、 著作 扶桑 樹傳は 効 ■覽 
を 賜は 6、 且つ 淸 人傳唱 した 6 と S ふ" (明月 上人 傳 、欽慕 錄〕 
〔考〕 明 逸は 寬政 頃の 人な 6、 

ミ ヨ ー ィン 明 因 51 21 〔眞宗 3近 江 本 福 寺 第 十三 代な 
う、 明 因は 角 上と 號す 、俳句を 以て 聞 ゆ" 延亨四 年 五月 寂 
す、 壽七十 こ、 (俳諧 畸人 傳)  ‘ 
ミ 3 ?ィン 明 印  コ 1 タン 高湛を 見ょ、 

ミヨ* ウン 明 雲.  一. A : !•; 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主な 
明 雲號は 慈 雲 房、 京都の 人、 源 顯 通の 子な $、 初め 比 
叡 山の 辨覺法 印に 就きて 顯密の 法を 受け" 座主 最雲法 親王の 
資と なる、 仁 安元 年 勅して 僧正に 任し、 尋き て延曆 寺の 座主 
に 補す、 比 叙 山の 法師 日吉の 神輿を 舁きて 朝に 强訴 する 時、 
師 後白河 上皇の 怒に 觸れ 、伊豆に 流され、 治 承 元年 京を 出つ、 

衆 之を 粟津に 追 ひて 奪 ひ歸へる、六月赦を賜 64 、三年再び座 

主に 任す、 尋きて 天 王 寺の 寺務 を領 す、 天台の 山 徒にして 此 

任に 缺 くる もの 十一 代な 6、 今師に 至うて 舊に復 す、 壽永二 

年 源義仲 上皇を 法 住 寺に 攻むる 時、 圓慧法 親 王師と 共 R 流 矢 

に 中うて 寂す、 時に 十一月 十九 日な う、 壽缺 く、 (天台 座主 記、 

本朝 高僧 傳) 


f こ 3 — (明 jv —ク 


乏ヨ1エ明懷ーー编 -/\ 3相宗〕大和奥福寺の學僧な 
i  明懷は 一に 明快に 作る、 俗姓は 藤 原 氏、 山城 刺 史宣孝 
の 子な $、 奈 良の 林懷に 師事して 法相 §: 受け、 朿寺成 尊に 秘 
密灌頂 /V 禀 く、 康平 三年 興 福 寺の 寺務 を領 し、 小僧 都に 任す、 
後三年に して 西唐院 R 退 居し、 延文四 年 八月 二日 寂す、 壽八 
十五" (本朝 高僧 傅) 

ミヨ i 明慧  n 丨べン 高 辨を見 よ、 

£ヨ| 才 S 明應一 一一 gf ハ $〔 臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の禪 僧な 
り、 明應 字は 空谷" 號は 若虛 、俗姓は 平氏、 嘉曆 三年 近 江 
淺井 郡に 生る、 九 歲の時 郡の 廣濟寺 志徹に 役 じて 侍 童と な 6、 
後、 夢 窓 國師に 就き、 命に よ 6 上足 無 極玄に 業を 受 くる 乙と 
久し" 辭して 建 仁 寺 高山 照に 依 $、 又 臨 川 寺 R 皈〇て 無 極に 
服 勤す、 十七 歲具 足戒を 受け、 國師に 侍す、 無 極 天 龍 寺に 住す 
るに 及び、 命して 侍者と なし、 退く R 及び 東 陵 禪師來 ぅて 其 席 
を繼 ぎ、 師 を擧げ て 知賓 5: 司と らしむ、 師建仁 寺 放 牛 林に 依 
りて 典藏 となる、 後 碧潭皎 默菴諭 中巖 月の 三老 に從 S て 三藏 
の敎 、五家の 禪 、九 流 百 氏の 書に 至る まで 涉獵 せ S るな し、 
明 蒙 山南禪 寺を 主と る 時師記 室と な 6、 春 屋葩淸 溪徹と 共 {C 
分座說 法す、 永 和 元年 冬 美 濃の 天福 寺に 法を 開き、 四 年大守 
土岐 氏の 請に よ 6 て、 天 寧 寺 (C 住す、 崇光 天皇 敕を 下して 大 
光明寺を 主ら しむ、 天皇 勅 召して 法を 問 ひ、 寵遇尤 厚し、. 至 
德 三年 春屋 葩相國 寺を 退く や •將軍 義滿の 懇請 tr よ 6、 其 席 
を 補す、 師住 後三年に して 殿堂を 修復し、 規模を 一新す、 嘉 
慶の 初め、 鹿 苑院 {C 退 休し， 明德 元年 義滿 金縷の 袈裟を 捧げて 
再 住を 請 ふ、 天皇 深く 師の 高風を 嘉 し、 勅 ^ して 法を 問 a 、 


fM ヨ彳 (明} X — 才 
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3 明) ^ 


た ^ ひ、 師 の奏對 叡旨に 契； 3、 翌日 使を 遣して 特に 佛 日常 光 
阈師ハ 號を賜 ふ、 三. 年 八月 義滿 相國 寺 ^ 修營 し、 落成 供養す、 
五山 十 刹 及 t 諸 山の 住持 皆 法會に 集ま $、 義滿師 をして 慶讃 
せしめ、 ^ 布 三千 繦 黃金冉 鎰：父 馬 十疋及 び 種々 の 珍 物を 施 
す、 帥 悉く これを 常住 寺に 皈 T、 義滿益 崇敬を 加へ 丹 州の 莊 
B 若干を 常 德 寺の 壽 塔に 寄 1、 應永 初年 栩國 寺類燒 す、 師ま 
た Ini 寺に 住し 兩 年を 終て 諸 堂 e 一新し、 鹿 苑院」 皈る 、時人 
師及び 絕海 m 禪師 レ稱 して 二 甘露 門と 云 ふ、 五 年 幕府の 命 ic 
ょ 6 北山の 等 持 寺に 遷 6、 住する 乙と 三年、 退きて 雲居 寺の 
塔を 守る、 先師 箋註 の勞を 思 CA 衆と Jh ハに 宗鏡錄 を 講す 、十一 
牟冬天 龍 寺に 主と な 6 翌春吱 た 鹿苑院 K 休す、 十四 年 十二月 
疾に罹 6、 將軍 父子 及び 諸 官員疾 を訪ふ もの 夥しく、 十六 日 
夜 沐浴 淨髮 衣を M へ、 諸 弟子の 請 K ょぅて 偈を 書して 日く、 
倒騎 || 木馬 〖蹈 破- r 虛空 - > 要：， 覓 ，i 踪跡 7' 結 卩網繫 ，風、 と、 刻 移 6 て 
寂す、 壽 八十、 臘六 十三、 全身を 慈. m 院佛慈 禪師の 率 塔婆の 
西に 葬る、 法嗣 二十 八 人 著作 語錄ぁ $、( 本朝 高僧 傳) 

ミヨ ー カ ク 明覺 2 七 <.5  〔天台宗〕 加 賀溫泉 寺の 學僧 
な6、明覺は俗姓生國詳かなら ^ 、天台宗の覺嚴西詣最嚴に 

就 S て敎を 受 く、 加賀の 山中に 隱 棲し、 專ら 悉曇學 を 研究し、 

發 明す ると ころ 多し、 往々 に して 窺 基 義淨 の說を 排雠せ 6、 

著作 悉曇要 决八卷 、悉曇 形 音 義二卷 、註 大佛 頂、 悉鏖 ！t 大 底、 

反音鈔 谷 一卷 、略 嘆、 金剛 界諸尊 位、 金剛 界句 義鈔各 若干 卷 

あり、 門下に 七覺 上人 念昭あ 6、 ( 台密 血脉譜 、悉 曇系圖 、山 

密往來 、諸宗 章 疏錄、 梵學津 梁) 

〔考〕 金剛 峰 寺 無名 沙門 常 塔 安永 三年 二月に 開 刻せ る 悉曇要 


乏 3 |( 明) 力 


訣の 序文に 依れば、 古よ 覺の 事蹟 明瞭なら ざる ものなる 
を 知るべし、 序文に 日は く、 明覺尊 老盡 ，一心 於此 -> 利 名 深 厭、 
隱 悉曇室 -> 僧史雖 〃逸、 事跡 町 k 察、 嗟 夫 隱去來 、隱 去來 、志 
，道 人 者、 皆 如， 是 乎、 云云、 と、 寺門傳 ii 等 (C 明 覺の學 僧た 
る 乙と 見 ゆる も、 事蹟を 錄せず 、台密 血脉譜 、悉曇 系譜 (C 依 
つて 學問の 系統を 知るべし、 台密 血脈 譜 に 依れば 左の 如し、 
良 源 — 慶有 I 覺超 I 利 救 — 經 il — 覺嚴 I 明覺 — 念昭 
-( 中 畧)— 皇慶— 院尊— 成緣 —西詣 —明覺 —視圓 
I 長 宴 — 嚴範 ！ 最嚴 I 明 覺 — 敎禪 

—緣忍 

—覺算 

-家寬 

常 陸 新 治 郡 東 城村經 塚よ 6 發堀 の經 筒の 一箇の 銘に 、保安 三 
年大歲 g 八月 十八 日 如法經 書寫 供養 願主 僧 明 覺云云 、他の 一 
箇の銘 に、 天 治 元年 f: 十一月 十二 日 配 奉安 置銅壺  一口 行者 
延曆寺 沙門 絆 暹 云云と、 經 筒二箇 一所より 出て / 2 る關係 より 
見て、 明覺が 天台の 明 覺 なる 2: 々明な- 

カン 明 |1 1ーニ /\0 4  〔曹 洞宗〕 武藏天 王院の 開山な 
う、 明鑑 字は 能菴 、上總 海上 郡の 人、 俗姓は 白 井 氏な う、 筑 
波 山中 禪 寺に 登りて 薙髮 し、 出て、 普く 師席に 遊 S、 天甫 山に 
いたうて 信 仲に 謁し、 廣嚴 寺 (C 到 6 一 華 文英に 參 じ、 進 究十年 
法を 得、 辭し去 6 て 武藏久 喜莊 {C 到り 菴居 す、 菴は 後天 王院と 
■稱 す、 大永 三年 网月十六旦叔す、壽七十土、(日本洞上聯燈錄) 
ミヨ-カン 明 if ? …… 〕 〔曹洞 宗〕 某 寺の 禪僧な も、 
明鑑 初め 全 巖 果鈍 に參 じて 印 記を 受け、 未だ 出世に 及ばす し 


(九 七 〇 —） 
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て 寂す、 壽缺 く、 (H 本 洞 上聯 燈錄) 

-.乏 31 ガン 明 ft  キヨ！ シヨ- o 'la を '' よ、 

I ガン 明 5 〇 シセン 志 宣で ri よ、 

乏ヨ 1 ガン 明®  シヨ— イン 正 M n よ、 
ミ？ク明救ーー( §2 〔5口宗〕近江延曆寺の座主な 
6、 明 救は 光孝 天皇の 孫 有 '' II 親王の 子な 6、 早く 比叡山に 
登 6 座主 延昌 僧正に 從； 3 て 顯密 法を 學ふ 、出て、 淨土 寺に 
住す、 三 條帝眼 耳を 病に 方 6、 長 和 二 年 冬 命に よ 6 仁壽 殿に 
修法す、 功に より 僧正に 任せられ、 五 年 九月 延曆# の座キ ：を 
命 せらる、 一 住 五 年 法 儀大に 整 ふ、 寬仁四 半 七月 五 H 寂す、 
壽七 十五、 世に 淨土 寺 I/J 座主と 稱す 、(本朝 高僧 傅) 

2 ヨ ー ク ー 明 空 ; A E'V 蚀 S 宗〕 T.-7 陸 光則 寺の 開山な 
ヶ、 明 空は 俗名を 三 浦 胤 村と S ふ、 駿洲 守義村 の 第 八 子な 
$、 寶治 元年 二月 家族 诚亡 したる によ 出家して 京師に 上 
6、親鸞の弟子となる、某市常陸區：壁郡下妻小嶋に光明寺を 
荆 す、 永 仁 五 年 二月 十三 日 寂す'  壽七 十三、 (本舶 寺 细紀) 
、之？ ク—明 空 リヨ 丨シ  ヨ—了 性を 見よ、 

乏 3 ? クウ イ 明快  _  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學僧 
なぅ、 nn 快は 藤 原 俊 家の 子、 利 仁將 軍の 裔 孫な 6、 少 にして 

比 叙 山に 登 $、 明 豪 覺運辣 睿の三 帥に 從ひ 1 顯密 を硏 習し、 
後 池 上の 良 慶に 法を 嗣 く、 天 喜. 一牢 延曆寺 座主に 任し、 兼ね 

て 法 成 寺慧心 院 1/; 撿抆を 領 す、 •康 牛三邛 表 ^ 上 6 て 諸 職 V 辭 

すれと も 免され ず、 •延久 一一 尔贯 ねて h 表し 洛北に 皈棱 す、 延 

久二 年二片 十八 n 寂す、 壽八 十四、 (本朝 高僧 傅) 

ミヨ？ クジイ 明快 ミヨ- H 明 懐 R 同し' 


ミ mi クワン 明觀二 A2 j 一 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 IIJ 第 十三 
代の 座 R な. CN、  明 tii は京郤 の 人、 二世 佐忠の 子'  醍 闘 天皇 
の 曾孫な 6、 天暖八 年に 生る、 座主 ii 岬に 從ひて 出家し、 永 
觀二年 四月 五日 7C 杲を禮 して 灌頂を 受け、 密 tlj を 蒙 ひる、 慶 
助に 就きて 再 a 灌 m を 受け、 長德四 年 十二月 十七 日 醍醐 山 十 
二 代の 座主に fit し、 无鷇光 院と云 ふ、 寬仁二 年 十二月 席を覺 
源に 讓 治安 元年 十月 八日 寂す、 壽六 十九、 (一 說に 師は醍 
醐 天皇の 子な りと すれと も 非な $、)( 續傅燈 廣錄) 

ミヨ— ク ジン チ キョ- W I? 鏡を 見ょ、 

i 3 l ケ — 明溪  n— モン 光 聞を 見ょ、 

ミヨ 1 ケン 明見二 3 52 〔曹 S 5 出 雲總持 寺の禪 僧な 
$、  明 沾字 は不 見、 出 雲の 人、 俗姓は 源氏な う、 七歲に し 
て 三 光 N 師にょ 6 て 受戒し、 高野山に 登う、 關東相 模に汪 き、 
lnl 覺寺大 拙 fje を禮 し、 薄き て 永 澤寺冲 幻 寂 靈 K 謁して 法衣 VJ 
受く 、時に ャ德二 年 十二月 十八 日な 6、 應 永元华 鄕里 に皈へ 
る、 龜 瀧の 檀越瑞 洞山總 光寺を 建て、 師迎 へられて 開山と な 
る、 同 二 年 越 前 龍 泉 寺に 遷う ，三牢 興禪 寺を 主と る、 應永十 
三年 總持 寺 (C 主と な 6、 仝 十七 年 丹 波永澤 寺に 移る、 仝苹六 
月 三 H 寂す、 壽 六十 四、. 臘四 十三. 嗣法荞 庭 見、 芳唄菴 ■義 
梵了 、巖元 妙の 三人 あう、 (日本 洞 上 聯镫 錄) 

乏ヨー ケン 明憲 2 六 八 一) 〔注 和 宗〕 大和 興 福 寺の學 僧 
な-^  明 憲は林 懷の法 弟に して'  長 保 四 祀 維摩 曾の 講師と 
なう、 少僧 都に lr: し、 治安 % 中 寂す、 壽八 十一、 (本朝 高僧 
傅} 

乏 m  - タン f93 g 目 一 2 九 ◦〇〕 〔眞言 宗〕 紀识分 剛鑌寺 の 0 • 


£31( 明) ク 


f z 3 l( 明) クーゲ 


書辭 名人 家佛本 日  COAO-) 


乏 ml (明 ゲ —H 


校な 6、 明 賢は 覺 基の 上足に して 其秘 記を 受け、 常に 北院 
に 1JH し'  學 徒の爲 に 中 院の法 流を 授く 仁治兀 牢商 野の 撿抆 
に 任す、 寂 ^ 及 a e 缺く 、(本朝 高僧 傳) 

fMml ゲン 明 源 ( . ) 〔猙 土宗〕 下 絡 了覺 寺の 開山 

な 6、 明姒字 は咆 性、 怍眞 上人に 師斟 して n 法を 嗣ぎ 、下總 
關 戶了覺 寺を 鄉して 其 m 山と なる、 寂 年壽缺 く、 (淨 土總系 
譜) 

£ml ゲン 明 元 j A/\ ^ 〔天台宗 j 近 江 園 城 寺の 僧な 
i  明 元は 其 鄕貫詳 かならず、 出家して# 舜に 師事し 義學 
の 名を 得た 6、 延應 元年 正月 十八 日 寂す、 壽六 十三、 へ三 井續 
燈紀) 

E  3 1  3  ? 明 光  一 ^ ？  〔眞 宗〕 備 後光 M 寺の 開山な 
$、  明 光 俗姓は 藤 ) V 氏、 信 濃 守 季 平の 裔 な-^ 父は 姒光母 
は 源氏 朝の择 女な 幼に して 比 叙 山に 登 6、 慈鎭 に從 a て 
敎規を 學ぶ 、後 ! J.' 國を弘 化す、 賴朝 師と叔 姪の 親 あるを 以て 
寺を 栩模鎌 倉に 創し 最寶 寺と 名け、 師を して 慶せ しむ、 師之 
に 住して 化 度す る Z1 と 年 あぅ、 後 親鸞 眞宗 を稱 ふと 聞き、 遠く 
越後に 赴き 敘を受 け隨侍 する 乙と 數年 、寺に 歸 6 化を 布く、 

親 $1 の 命を 奉して 寺を a :m m 故に 付し.： g 固を 行 化し、 備抟山 

南 ^ 照 寺 及； 5 常 石寶 田院を 開く、 布 化十餘 中 の 後 京師に 歸 

安貞 元华四 E： 十六 口 寂す、 ft 六十 四、 逍： CH を 光照 券 R 妫 ひ、 

(本 舯 寺 通紀) 

ミ？ コ1 明 光一 一一 g is s 宗〕 山城佛 先 寺の S ハ 代な 

5、 明 光一 名は 了 Ifl] と いひ 佛 光寺に 住す、 文 和 二 年 五月 十 

六日 寂す、 壽六 十八、 (或は s ふ 明 光は最 寶寺の 門 光と 同人な 


fl a' 1 (明) コ ー サ 


5 と 3 れど年 代 相 違せ 6)( 本願 寺通紀 ) 

£ヨ1 コ ー 明 江 トク シュン 德舜を 見ょ、 
f 2 ヨ—ゴ ク 明 極 ソシ ュン楚 俊を 見ょ、 

乏 ヨ—ゴ ン明一 言 ニニ 五ヒ 〔曹洞 宗〕 口 r-.l n: 朿 寺の 開山な 
う、 e 言 字は 宣安 、肥 後 高 來郡有 馬の 城主 晴 純の 子に して 
俗姓は 藤 原 氏な う、 幼に して 敎院 に投 して 祝髮 し、 普く 講席 
に 遊 CA 後 捨て  >禪に 歸 し.、 關 m に往き 有 山鍈 に參、 留 うて 
五位の 旨訣を 極め 服 勤 五 耷雲松 に 謁す、 次に 龍 江 源 知 長生 等 
の老 宿に 歷參 し、 皆 印 0J を 蒙る、 密傳機 尊に 參して 侍 司と な 
6、 久しくして 得 悟す、 總持 寺に 出世し、 退きて 肥 後に 皈へ 6、 
飽田 郡に ある 常樂 寺の 廢趾に 就き 菴を結 ひて 靜 住す、 有馬義 
純師の m 化を 慕 a 、 R 向に 江 m 寺を 期し 師を延 きて 開山と す、 
永祿 中亂を 避けて 肥 前 深 堀に 寓 す、 肥 後の榕 越 等相議 して 西 
岳 山 禪定 •# を 搠-師 ¥迎 へて 此 らしむ、 金 福 寺 金 生 寺廣 
勝 寺 等は 皆師を 開 山と す、 天 正八华 賢巖 をして 禪定 寺に铺 せ 
しめ 廣勝 寺に 老を養 ふ、 慶長二 年 -h 月： 11 日 寂す、 臨終の 頌 あり 
言宣無 耑攸 、旣 九十 餘秋 、在，， 權化門 上 -'* 示，， 成 音路； M ((n 本. 一 
上聯 燈錄) 

fll サン 明算  一一 irc A— 〔s n 宗 〕紀讲高 野 山の 檢抆な 
$、  明筇 俗姓は h a 氏 奸伊田 中 莊り 人. 治 承 元 SJ- 三：！： に 
生る、 6 元 四 年 定譽祈 叙 上人) に 鞠 育せ らる •同 五 年 定譽ヒ 
仰き て 出家. $度 す、 長 曆三铒 三：：： JU 室に fni 座して 弘 法 大帥を 
威 見す、 長久 元牢 中院に 移 Lt し、 平康 七邛小 野 R 往き成 尊 ! Hr 
都を 仰き て 秘奥を 傳 ふ、 延久 四牢 十二月 傳法灌 頂を 受けて.；： 2 
野 山に歸 へう、 ITiJ 五 年 奥の院の 菴 室を 營みて 住す、 承 保 二苹 


f  一八 〇 —） 


書辭 名人 家  本  日 


三 H 高野山の 秘記を 感悍 す、 同年 生地 田中莊 に 歸 へう 一 寺を 
開 ¥龍藏院と扁す、寬治三年八月維範の後を承けて檢校とな 
$、 嘉承 元年 七月 持 明 坊眞譽 に 灌 頂を 授 く、 同年 十一月 十一 
日中 院に 寂す、 壽  <十六 、臘 七十 五、 入 壇の 資三 十五 人 あう、 就 
中茛 禪琳賀 、兼 賢、 行 惠、 眞譽を 其 上足と 稱す 、(高 野 春秋、 傳 
燈 廣錄) 

ミヨ 1 サン 明 山 シュン サッ 春 察を 見よ、 

ミヨ^* シ 之  工丨シ ョ—永 誠を 見よ、 

乏ヨ 1 シヅ 明 室 カク ショ 1 覺證ヒ 見よ、 
fMfnl シツ 9H M ギヶ V 義見を 見よ、 
f i ヨ 1シ ツ 明 室 ゲン ホ 支 浦 V 見よ、 

ミ 3 1シツ 明 室  ショ— ドン 昌職 5: 見よ、 

乏ヨ1 ジツ 明實.  一 - ti ff : 一. 一一 〔天台宗：！ 近 江 比 敷 山の 僧な 
う、 明實は 俗姓 藤 原 氏 長 門 剌史共 方の 族 弟な う、 十五 歲比 
叡山に 登う、 十七 歳の 時 剃髪 受戒し 顯密二 敎を學 ぶ、 書を 善 
くし 毎日 文珠 菩薩 像 九 鉢を 圖して 禮拜 供養す、 根本 中堂に 詣 
づる乙 と 二 千 八 百日、 自ら 香茈を 以て 藥師佛 に 供養す、 寬治 
七 年. 七月 十三 日文珠 菩薩の 像に 對し 端坐 示 寂す、 壽缺 く、 (本 

朝 高僧 傳 、績 本朝 書史) 

ミヨ ー シン 明 信 1 A-t l^ 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 座主な 

6、 明 信は 如意 金剛と 稱 す、 山城 鞍馬の 人な-^、 其 俗姓 詳 

かならず、 幼に して 出家し、 初め 山城 東 山國城 寺に 居うて 寬 

朝 僧正に 事 ふ、 法を 受けて 後 高野山に 入う、 房 光に 就きて 中 

院の 法脉を 嗣き 、光房の 寂す るに 及 ひ、 北 室の 主と なる、 建 

久 元年 檢校 となう、 五 年 七月 二十 四 0* 寂す、 壽六 十三、 (續傳 


燈 廣錄) 

シン 明 信 ギ ノ-義 能を 見ょ、 

ミヨ ーシン 明畛 r: -; gl  〔三論 宗〕 大和 朿大 寺の 別當な 
り、 明 畛は和 泉の 人、 俗姓は 珍 氏な $、 幼年に して 出家し、 
承 平 六 年 十 | 月 二十 九： n 東大寺 別 當に 任し、 幾なら ずして 辭 
し、 天 慶四年 七月 十五 日 重任の 宣旨を 蒙る、 天 勝 三年 僧都に 
仟ぜ られ 、同 八 年 十二月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (東大寺 別當次 
第) 

iml、y ン明眞 si ss 〔眞宗 〕 伊勢 國 安濃 郡津 光澤 寺 
の 住持な 6、 明 眞は得 昇 院と號 す、 伊勢の 人、 眞宗高 田 派なる 
安濃 郡津 古川 ; 〇 光澤 寺に 住し、 寶曆九 年 本山の 安居 本 講， で 勸 
む、 安永 六 年 十二月 十二 日 寂す、 壽 五十八、 

ミ 3 1シン リョ- ショ-良 照 i: 見ょ、 

£ヨー;、ンヤク 明 寂 a 七 七 〇) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學 
僧な 6、 明 寂は 隱岐守 大江實 成の 子な 6、 出家して 虛空藏 
菩薩を 敬 信し、 求 聞 持 法 5: 修して 悉地を 得 / 2 う、 天 永の 初年 
高野山に 上 頁 禪阿闍 梨に 從 s て 兩 部の 大法を 受 く、 天 治 某 
年 寂す、 (本朝 高僧 傅、 高 野 往生 傅) 

rMml シユ ー 明秀 ijy ra: -t-. 〔淨 土宗闶 山 派〕 紀伊物 持 寺 
の 開山な う、 明秀 字は 光雲、 俗姓は 赤松 氏播 磨の A なう、 
圓光 大師に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學を修 め、 紀伊 梶取惚 持 
寺の 開山と な 6、 大に門 業を 張る、 大經抄 、秘 决集抄 、安養 報 
身 報 ± 義 各一卷 、淨土 名目 二卷 、選擇 私鈔 三卷 、愚赵 抄二卷 
等を 著す、 長 亨元卑 六月 十日 寂す、 世壽缺 く， (淨 土總 系譜- 
淨土宗 經論章 疏錄) 


fM 3 l ( 明} サ I シ 


ミ 3 丨 (明、 i/ 


書辭名  入象佛 本  日 


(二べ 〇 —） 


乏 ml 「 明ンシ 


，: ffiml シ幺 1 明秀  <l * JL o  〔天台宗〕 山城 黑 谷の 學僧 
ff p,  明秀は W 鄕 M 詳か ならず、 出家して 暹賀僧 IE に 帥 事 
して 台敎を 學び 、兼て 眞言 宗の學 に 精通す、 法 華 ^ 讀 誦して 
他事な く、 四十 歳 {C 及び 黑谷に 籠 ^ す、 寂 年月日 及壽缺 く、 

4 ^ 華驗記 r 

rim- シュ— 明 宗二 c): ^L: -t: 〔 l? 洞 宗〕 和 大慈 寺の 開山 
f  ,  明宗字 は 大綱 屮斐 S 人な う、 鹽山 抜隊 勝に ようて 得 
度し、 最乘寺 了 菴に參 し、 應永卞 四 年 人 室して 法衣と 付 せら 
れ 、擢ん てられて 版 首と なる、 後 總持 寺に 出世し、 寬 JI- 三 叩 最 
乘寺に 注す、 尋て永 澤寺に 移 6 再. ひ總枋 寺 シ領 す* 尻る 乙と 
周 歲 、辭 して 和模 に歸 6、 女 雄 山中に 大慈 寺 ^ - 創して 逸老 し、 
永 亨九年 正月 - r 四日 寂す、 壽缺 く、 (R 本 洞上聯 燈錄 } 
fz 3 l シュク 明叔  キョ— シュン 慶 俊 ^ 見よ、 

ミ 3 1 、 > ュク  シュ— テッ {一 rr: 哲を 兑 よ、 

S ヨ 1 ジュン 明 * (一七 七三) 三條 一流 ハ佛エ な 6 ノ、 

明 帕は二 代 [A1 勢の 子な 永久 年頃 !/•; 人な う、 

ミヨー;、ンュン明.遵こ：一.パ ^: 〔曹.1宗〕上總洞泉寺の開山 
な g 遵字 は陳叟 .山城の 人、 七歲 にして 出瘃 し、 十 7L 

歲諸一 に 行脚し、 越 中 龍 泉 慈 lm の 二 寺を萨 訪し 、密 山 ] E 嚴に 

寘； 如 寺に 參 し、 tt 法 V 嗣さて 眞如 寺に 住し、 洞 U 寺^. 開く、 

永 正 四 年闪月 四 n 寂す、 法 嗣照 應慧照 あ 6， (n 本 洞 上聯燈 

錄， } 

E 3 1 シヨ 1 明 § 014 ニー H A; 一戒你 宗〕 京都 來迎院 の 律！ 2 

な $、  明 韶 Y は舜甫 、出家して 戒絆を 修め、 泉 涌 寺に 主と 

なる、 久しう t て 來抑院 に 退く 織 田 M 長 數々 來 6 て 師に法 


ミ 3 1(明〕シ — セ 


を 問； 3 依 深し、 慶長 十三 年 正月 一日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高 
僧 傅} 

fMm  — シヨ ー 明5,奶( . ) 〔天台宗 V—/ 近 江 比 叙 山の 僧 

SP,  明 請 俗姓は 藤 原 氏* 京師の 人な-^* 初め 眞言に 歸し 
兼ねて 阿彌陀 婶を念 持す、 晚年 病に 罹り 弟子 靜眞シ 召し 語-^ 
て 日 ふ、 地獄の 火 遠く 病 眼に 現す、 佛 R あらず ば 誰か 乙れ を 
救 ふ％ のぞと、 專ら！ ：彌陀 佛を念 持して 寂す パ ft 生 極 樂 記、 
太朝卨 僧 傅) 

i i> ? 明 照 尼 (一九 八 五) 〔曹洞 宗〕 加賀寶 應寺の 
開山な 6、 fill 照 / b は 越 前 / V 人、 妙齡 にして 洞谷缝 寺 山に 依 
ぅて、 得度 受戒し、 祗陀寺 人智に 謁して 法を 問 ふ、 居る 半年 再 
び 祭 山 (C 參し 、後明 峯素哲 に 見ぇ 親しく 印 可を 受け、 圓通蒂 R 
住す、 晩年 加賀に 寶應 寺を 營みて 住し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日 
本 洞 上聯 燈錄)  . 

£ヨー ジ 3 ―ィン 明靜院 ニ チ ギョ-日 堯 ヒ 見ょ、 

乏ヨ1;、 ン mi イン 明靜院 ホ— ジョ- 法定を 兌ょ、 

fM a l セン 明 千 二 0 11 0 : 〔臨 濟宗 j 京師 萬壽 寺の 禪 僧な 
々、 明 干 字は ^ 鏡、 俗姓 詳か ならず、 淸 拙禪師 に師举 未、 後 
;兀 に航 し、 雪 峰の 樵隱 逸に 依る、 留る乙 と 二十 年 R して 東歸 
し、 京 帥 眞如 寺に 住 す尋ぎ r-信 濃陴善 寺 京師 萬壽 寺 (-C 歷住 
し 法 化 絡な $、 延 元， •!■• 萬壽 寺に 在ぅ、 始めて 百 丈 ^; 规を印 
1! して 頒布す、 同 三 ^ 九 M 八 口」 silica 寺 五山り 位 ■に 列せられ 師 
上堂す、同五年五月廿二日 0 3、壽饮く、(延寶供燈錄、本 
朝 高僧 傳) 

ミ ml セン 明 遥 j A-t 一 AS S P; 宗〕 紀汫 分. 剛峯 寺の 僧な 


t5AO— )  書辭 名人 家佛 本日 


6、 fnl ii は號を 妙 蓮 房と S ひ、 鈀 伊の 人な ぅ、 高野山に あ 6 
て 傳法灌 頂を 等け、 坪 趣經の 永懺を 以て 日課と なす、 勉めて 
興 建に 志— 堂塔を 修補す る 乙と 多し、 嘉應 元年 六月 十五 日 寂 
す、 壽九 十四、 (本朝 高僧 傅、 高 野 往生 傅) 

ミヨ ー セン 明 ® j 硝⑶心 〔法相 宗〕 大和 元 典 寺の 學 僧な 
$、  明詮 は奈 良の 入、 彥人 皇子の 裔な 6、 祖父 彈 正尹樱 井 
主 天平 十一 年に 姓を 賜び て大原 氏と なる、 父 石 本 早く 亡し 母 
橘 氏に 鞠 養 せらる、 十五 歲の時 母 も 亦 亡 T、 師心を 佛乘に 歸し 
親 恩を 報 a んと 欲し、 元 興 寺の 施嚴 法師に 從ひ て薙 髮納戒 し、 
法 華 經最勝 王經を 習 6i て 大義に 通す、 施 嚴師の 大器を 見て 同 
寺の 中繼 に附 す、 師 法相を 究めて 名 京 畿に擧 る、 嘉祥二 年 維 
摩 會の講 主と なぅ、 元 興 寺に 住して 空宗を 败 演 す、 ■三年 正月 
大極殿の 講師と なる、 二月 天皇 6L rril 座 V 淸凉 殿に 設け、 四宗の 
碩德 を請して金光叫經を講せし 1; 、三論は實敏、華嚴は正義、 
天台は 圓修其 選に 當ぅ、 法相 宗は師 之に 任す、 師議 論銳精 人を 
して 驚かしむ、 天皇 命して 僧綱 R 補 せんとす、 時に 僧綱 所惡 
比丘 多し、 共に 妬心を 抱きて 師を陷 れんと し、 强者 六十 人を 
率ゐ各 兵仗を 持ちて 寺に 入* CV、 大聲 して 師を 脅かせと も師自 
若 /2 6、帝遂に師を律師に任す、勅使寺に入る、惡比丘等相顧 
みて 色を 失 ひ 狼狽して 逃れ 去る、 師玄羿 三 藏の 風を 慕； S 院 t 

.玉 華と 稱 す、 (支 辟は 洛隘の 玉 華院に 住す)、 貞觀六 年 朝廷 新 

に 僧綱の 位階を 定め、 師を以 て 始めて 大 僧都に 任す、 十 年 五 

月 十六 日 病を 得て 音 石山に 寂す、 壽八 十、 臌 五十、 著作 四 相 

.違 記 二卷あ 6、 ( 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅、 諸宗章 疏錄) 

in ー ー セン 明 洗 (二 四 四 九〕 〔天台宗〕 陸奧 峯壽 寺の 學僧 


r 之 3 1.  L nJI .) セ 


な $、  明 洗號 は姬 岳と 云 ふ、 寬政年 中京 郤聖護 院に學 び、 
內外 の學に 通じ、 傍ら 詩文 書 書 俳句を 善くす、 殊に ■俳句は 谷 
口 蕪 村の 門人な う、 著作、 入木 寓談 十卷 、天台 敎義 二十 卷、 
白 龍齋書 論一卷 、俳諧 集二卷 、詩文 稿五卷 、歌集 三卷等 ぁう、 

2m! ゼン 明 全 (一二 S C 〔曹 洞宗〕 下野 長 安寺の 開山 
な 6、 明 全 字は 體罨 •丹 波の 人な 6、 洞 光寺 良 石 寺に 役し 
て 出家し、 月 窓 明潭の 道化を 聞き、 往きて 之に 參し、 記 室 ^ 掌 
とる、 後 - Jr : 席を 繼きて 長祿 寺に 主と なる' 詔を 受けて 總持 寺に 
出世す、 下野 那須 郡の 千 本 氏 長 安寺を 荆し師 請せられ て 其 開 
山と なる、 寂 年 及 ひ 世壽缺 く、 法嗣政 峰玄 ぁう、 (日本 洞卜 ■聯 
燈錄) 

ミヨ ー ゼン 明 全 AA AH 涵 〔臨 濟宗； 一京 都 建 仁 寺 ^ 觸 僧な 
う、 明 全 字は 佛樹 、伊勢の 人な う、 早 年 得度し、 比叡山に 
登う、 明融 阿闍 梨に 師事して 顯密二 敎を 學修 す、 後榮_€禪師 
の 室に 投して 禪 宗を傳 ふ、 禪師示 寂の 後は、 獨り京 都 建 仁 寺 
に 住す、 貞應二 年 二月 道元 等を 率. Q て 同 寺を 出で、 西 下 博 多 
に 到 $、 宋に航 す、 天童 山に 登うて 榮. 禪 師の祠 堂を 禮し •• 
禪師の 忌日に 値 ひ 褚券 一千 緝を捐 て 大齋會 を 行 ふ、 嘉錄 元年 
(宋埤 宗寶慶 元年) 五月 五日 天堂 山 了 然寮に 寂す** 壽四 十二な 
う、(建撕記訂鞴、延寶博燈錄、本朝高僧傅) 

2 ヨ！ ゼン 明菩  一一 A-b 五に  〔眞言 宗〕 紀伊高 野 山の 學 僧な 
う、 明 善は 山城 鞍馬の 人、 仁 和 寺 ic 密乘 i- 習 ひ、 高 野， 3 に 
入う、 房 光に 從 a て 灌 JJ1 法ヒ受 く、 房 光の 寂 後 命に よう 北 室 
に 住す、 建久 元年 养高野 の 檢校職 に- 補し、 五 i» 七月 十四 日鉍 
す、 壽六 十三、 法 弟 V.1 善 あ 6、 ( 木 朝 高僧馎 ) 


2 3 t . (明/ ^ 


書辭 名人 家佛本  日 


(四 八 〇-) 


fn  t  C HJJ ) ^ — ゾ 

ミヨ！ ゼン 明禪ーー！^一 ^ 〔天台宗〕山城毘沙門堂の學僧 
なり、 明禪 俗姓は 藤 原 氏、 參議成 賴の 子な 6、 幼年 比溆山 
に 登 6 顯眞智 海の 二師に 從 a て 棺那院 流を 學び 、法曼 院仙赛 
に 秘密 灌項を 受け 小 野 流 V 傳 ふ、 毘 沙門 堂を 開 ざて 第一 代と 
なる、 性隱 逸 ^ 」 好み 僧官 (C 進 ^ ず、 晚电源 空の 選擇 集を 見て 淨 
業を 專修 す、 仁 治 三年 五月 三日 極 重 惡人無 他方 便 ', If? 稱彌陀 以 
生 極樂の 句を 唱へ禪 坐して 寂す、 壽七 十六、 (本朝 高僧 馎} 
f z 3 l y l 明叟 サィ テッ 齊哲 V 一見よ、 
fM =r l y 1 明叟  シユ —フ宗 普を 見よ、 
fM 3 *~ y l  空 心  シユ- カン 宗鑑を 見よ、 

20LY 明 增( . 〕 〔眞宗 〕 肥 後長 洲淸暮 •寺の 住 

持な う、 明 增は肥 後の 人、 僧鎔 師門 下に 遊 ひて 西 命 學匠の 
名 ^ 得た う、 旁ら 國學に 通し、 親鸞の 和讃を 講す るに 殊に 手 豆 
波を 精說 す、 天性 洒落に して 絕て 俗事に 拘ら す、 寂牢缺 く、 著 
作法 嬰 撮要 說一卷 、寶章 要 問答 二卷 、淨土 和讃諸 錄四卷 、二 
諦論衡 、眞宗 念佛辨 海、 訪琪 家訓、 和讃 天爾遠波 辨 、各 若干 
卷 ぁう、 (淸 流紀談 、本願 寺 派學 事史) 

£ヨー ソン 明 尊 j ^ 〗 一 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 

办、 明 尊は 小 野 奉 時の 孫に し ' r 道 風の子な 6、 夙に 園 城 寺 

に 入 6 て餘慶 に 業を 受け、 慶舴 に 就て 益々 顯密の 奥旨を 究 ひ、 

圓滿院 に 住し 法務を 兼ね 僧正に 任ず* 長曆二 年 秋延枰 寺 座主 

に 補す、 慈覺 の徒狀 V 捧けて NJ れを阻 み， 三年 春 山 徒大に 祗 

陀林 寺に 會 す、 藤 原賴道 使を 遣して 諭せと 洛肯 せず、 賴 道の 

館に 聚 6 呼號 して 門を 扣 く、 賴道大 に 怒*- 能 登刺史 平 ! I 方を 

して 兵を 串 a て 擊退 せし む" 乙 れ よう 雨 門 角立し 園 城 寺の 僧 


fMftl  — ( 明〕 夕 


叙 山 戒壇に 登る 能は ず、 師 上書して 三 井寺に 戒壇を 建てん こ 
とを 奏す、 長久 二 年 五月 宣して 園 城 寺 戒壇の 立不 立を 諸宗に 
問 a しに、 三論 法 和 華 勝 眞言 律宗 等皆賛 せし も 天台 固執して 
應せ ず、 四牢 正月師 に 封 七十 戶を賜 ふ、 寬德二 年 園 城 寺 長 吏 
となる、 永 承 三年 八月 十一 日 天台 座主 ic 敕 任し" 十 - 日 上表 
して 辭す 、明年 七月 疾に 罹う、 步行 T る 能は ず、 天皇 勑して 
牛車を 賜 ふに 師ま た辭 して 受けず、 天 喜 二 年 八月 長 谷 寺落慶 
供養の 遵師 となる、 五 年す 一月 帝志賀 寺を 營み /2 ま a、 師乃 
ち 注 持と なり 封戶を 拜 す、 康平 三年 齡巳に 九 旬に 登う しを以 
て 藤 原 賴道釋 迦像ゲ 圖 し妙經 九十 部を 書し、 白 河の 別業に 於 
て 敎 n 諸 寺を 集め 大に 慶讃の 法 筵 V 開く、 四 年 秋 東北 寺落慶 
供養の 導師と な 6、 六 年 六月 十六 日 志 賀寺に 寂す、 壽九 十三、 
(本朝 高僧 傅) 

2 3 1 タツ 明達ーーー 25 ば〔天台宗：一近江延曆寺の卑僧な 
K  明達. * T- は 直 仁 •蓮華 院と號 す、 俗 51: は 土師 攝津住 吉の 
人、 十二 歲藥師 寺 勝 雲に 依りて 下髮 受戒す、 十五 歲天 王寺尋 
仙に 就て 天台の 止觀を 受け、 比 叙 山に 登うて 座主 尊意に 隨 a 
て 顯密の 奥旨を # 、 天 慶三牢 正月 二十四日 勅を 蒙む 6 美 濃 南 
宮 寺に 四天王の 法を 修して 平將 門を 降し、 櫂て られて 内 供奉 
十禪師 となる、 又. 一十一 H 亦 命に ょ 6 住吉の 神宮に 到う、 毘沙 
門の 法を 修し藤 原 純 友を 降す、 天 曆九年 九月 二十 二日 寂す、 
壽七 十九、 (一說 八十 五)、 著作 理界私 記 二卷 、智界 私記 二卷ぁ 
6、 ( 本朝 高僧 傅} 

ミヨ？ タツ ィン 明達 院  ゼン ィ 善意を 見ょ， 

乏ヨー タン 明潭二 ：一 五六 〔曹 洞宗〕 陸奧觀 音 寺の 開山な 


(五八 〇 一） 


書 辭’名 人家 佛 本日 


P、  明潭 字は 月 窓、 伊勢 國の 人" 其 俗姓 詳なら す、 大綱 和尙 
に投 して 業を 受け 法を 舂尾 和尙 に嗣 r、 出て > 諸嶽 山に 住し 
靑原大 雄 寺に 移る、 長祿 元年 遠江_ 守 二階 堂 K 陸奥國 の須賀 
川に 於て 臨 澤山觀 音 寺を 建 營し師 を 請して 開山と す、 寺に 龍 
虎の 二 石 ぁり 數々 靈異を 顯 はす、 阳 應五年 六月 十九 日 寂す、 
世壽詳 ならず、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

， 2 ヨ 1 チ 知 目 ショ— ョ 盛 # 5: 見ょ、 

ミヨ 1 チユ ー 明 中 (一一 0 五 〇) 〔曹 洞宗〕 伊豆山の 禪僧な 
$、  明 中 字は 大 陽、 伊豆の 人 俗姓は 藤 原 氏な $、 幼に して 
國淸 寺に 投じて 出家し、 方 廣寺無 文に 師事し、 次に栩 模最乘 
寺 了菴の 室に スる >  學行 成りて 伊豆山に 隱れ 、專 ら華嚴 を閱 
し、 更らに 出世の 意な し、 後ち 其 終る 所を 知らず、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

iml チヨ ー 明莉 jj oo s !: 臨濟宗 ：！ 但馬宗 鏡 寺の 開山 
f，  明昶號 は 金山 (一 R 金 峰と 云 ふ)、 俗姓 藤 原 氏 安藝の 
人な $、 長 じて 京師に 入う 東 福 寺 大道以 に 師事し、 後 元 R 航 
し諸禪 師を歷 訊す、 播 磨の 圓應 、淡路 の安國 、駿 河の 淸 見の 
諸 寺に 住し、 後但 馬に 宗鏡 寺を 開きて 開山と なう 東 福 寺に 昇 
る、 應永 二十 年 十一月 十三 U 寂す、 * I 六十 五、 偈 ぁう 日 ふ、 法 
界即五蘊、五蘊即法界、法脏フ可ヒ說、五蘊 !11£ 厂可，名、死也無^ 

死、 生 也 無 k 汁， 呵 呵呵、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

ミ 3 1チ 3 1  キチ サン 吉 山を 見ょ、 

ミヨ i プツ 明哲 (一 五ー ー〇〕 〔法相 宗 »_/ 大和 藥師 寺の 僧な 

う、 明哲 俗姓 不詳、 藥師 寺に 住して 華 嚴經を 說く 、貞觀 二 

年 正月 八日 最勝會 の 講師と なう， 十四日 講齋畢 6 て 大極殿に 


論議を 開く" 明哲 論議 明晰に して 大衆 感嘆す、 天 身： 敕して 時 
服 ^ 賜 ふ、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

iaIF! 明 道 (一 5 七 八) 〔眞言 宗〕 山城 海 tn 寺の 學僧 
なぅ、 明 道は 宜然 房と 號す 、文政の 頃 山城 海 印 寺 {C 住し 顯 
密の學 に 通す、 著作 三論 玄義玄 談一卷 あ. CN、 

明 道 シ d  - セン 宗設 1: 見よ、 
f z a IFI 明' 導 シヨー ゲン 照 m を 見よ、 

fM a f、 トー明 堂  シヨ-チ 正智 7dr 見よ、 

ミヨ 11 ン明 任 AA AO AA 〔眞言 宗： 一紀 伊 高野山の 學 僧な 
ぅ、 明 任は紀 伊 神宮の 人な 6、 定兼 に從； 3 て 傳法灌 頂を 受 
け、 京都の 瑜伽師 {C 見ぇて 小 野廣澤 の諸灌 頂を 禀 具す、 定兼 
の 寂 後 正智院 に 住し、 嘉祿二 年 高野山の 檢校に 補し 法眼に 叙 
す、 寬喜 元年 十一月 十日 病な くして 寂す、 壽八 十二、 法 弟 法 
性道範 等 十餘人 あ*®'、 (本朝 高僧 傅) 
fj ン明忍 1 j  一 1 〔戒律 宗〕 山城 槇 M 山の 律 僧な 
>9, 明 忍 字は 俊 正、 京都の 人、 俗姓は 中原 氏な 6、 幼に して 
高 尾 山晋海 僧正に 投じて 內 外典を 學び 、十一 歲 にして 父の 業 
を 繼き て少内 記に 任す、 師 韻書 ヒ諳ん し 楷書を 善くし 宮中の 
聯句 詩 筵に 侍する 毎に 大人を 驚かし 神童と 稱せら る、 幾なら 
ずして 少外 記に 昇り 右 少史を 兼ぬ、 然れ共 出家の 志禁し 難く 
二十 一歲 に して 晋海 を拜 して 剃髪し、 瑜伽 法を 禀け慧 雲と 共 
に 西大 寺に 饨き開 遮 持 犯の 說を究 め、 寺 僧 友 尊 三人と 共に 高 
山寺に 至 通受の 法に よりて 肖誓 受戒し、 行 畢鈔を 講ずる { 
幾ん ど | 年'  後 晋海模 M 山 平等 心王院 の故址 に廬を 結びて 師 
に 居らし む、 後 支那 R 入らん として 對馬 島 R 至 6 國禁の 爲め 
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rMfnl (明 


< 


sftl — (明) ホ I ユ 


R 果さ ず、 夷 崎に 移-て 持 鉢 自活し、 慶長 十五华 六月 七日 寂 
す壽 三十 五、， (本朝 高僧 傳 、律苑 僧寶傳 j 

im- ハン 明範 2 八 八 九) 〔5 一一： 宗〕 紀 伊高 a1? 山 IK 智院 
の舉講 なう、 明 範は和 泉の 人、 m 任 法眼の 上足に して 法 性 
道範と 同門な う、 all 任の 法 豚 i: 受け、 性、 範 二師 iM 流の 後正智 
院 の論塲 に 補任す、 (續 傅燈 廣錄) 

乏 ヨ B プ 明 並 日.  一 ^; 六 六 〔天台宗〕 近 ; C 延釋寺 の 僧な り、 
明 普は 鄕貫詳 かならず， 延曆寺 楞嚴院 R fi£ し數十 年間 怠り 
なく、 西方 業を 脩す、 寬弘 三年 四月 七日 寂す、 壽缺 く、 (三 外 
往生 傅) 

r—1 フク 明 福 Igg AA 〔法 和宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
6、 明 福 俗姓は 津守 氏、 山城の 人な 6、 幼よ 6 賢 憬に事 へ 
て 0. 論を U み. 延暦十 屯 f*f 度す、 制 M 禀具 よ.。 ; U 年に 至る ま 
て 遊學 して 倦 文す、 三 ^ を 貫 M して 唯 識を 練磨 彳 、興； 1 寺を 
董し法輪を轉す’天良四年秋九月大ハ-宮中に諸德を召して開 
會講 法せ しむる 時師亦 之に 與 る、 承 和 年中 大 僧都に 任し、 嘉 
祥元卑 八月 某日 興 福 寺 (C 寂す、 壽七 十一、 法 弟延賓 あう、 延 

賓寬平 七 屯 til を 奉して 維 ③曾 の 講主 となり 學嚳 高し、 (本朝 rr 2 

僧傳) 

ミ f へ ン明遍 A, ^ 〔5n 宗〕 紀伊高 野 山の 學僧な 

$、  明 il は 京都の <  藤 原 通憲の 季子な う、 幼よ 6 奈 良の lif 水 

南院に 入り、 紋覺明 海の 二師に 從ひて 三論を 承け 兼て 密敎を 

學ふ、 三十 一歲遊 方して 大和 光明 山に 入 6 交を 絕ちて 安居す、 

朝 命累 6 に 召せと も 恩を 謝して 往 かす、 承 安 年中 源 空胳ん に 

化を 弘む .師始 めて 山を 出て 念怫 の義を 受け、 即ち 高 野に 登- CN 


て 念佛 修行し、 其 山を 下ら さる HJ 三十 ^ な'^、 元 仁 元年 六月 
十六 R 高野山 蓮華 三味 院 に 於いて 〇 す、 壽八 十三、 師常に 當時 
の 僧徒が 朝市に 往來 し、 ili: 問の 榮華に 意を 絕 穴 § るを 慨嘆し 
たう、 (元 亨釋書 、本朝 高 ^ 傅、 高 野 养秋 、} 

ミヨ！ ホ！ 明寶二 IS H— r 融； M 念 佛宗〕 攝雔 大念佛 寺の 
僧な り、 明 寶一に 慈 海と 稱 し， 蓮 成 院と號 す、 無 所得 道 人 r 
不器 子等は - il; 別 號な う'  肥 後 熊 本の 人な $、 初め 天台宗 R て 
得度し 豪潮捽 師に從 a て 天台の 敎觀を 究め、 龜井 氏に 就きて 
漢籍 及 a 詩文を 學ふ 、肺 書を 善くし 墨客と なうて 諸國に 遊歴 
す、 天 保 十 年 河 內下小 坂淨雲 寺に 留 錫し 遂に 本宗 ic 歸 す、. 幾 
もなく大源山に上6學徒を指南す、弘化四年特命を以て香衣 
を 可 $ る、 蓮成院 と號？ 、夏講 を 勤む る 乙 と廿四 年、 明治 二 
屯 大脱 山講モ とな 6眞 光 院と號 す、 nj] 治 五年宗 難に 際し 官 に 
ぃ 表する 乙と 数 凹 大に盡 すと 乙 / > あ 6、 明治 七邛十 I 月 四日 
寂^ ■» 七十 三， 著作 融通 大念佛 宗 綱要 一卷 、白痴 庵 雜錄七 
卷 あり、 (大腿 山 記録) 

f z ヨ ー ホ—  明寶  シヨ-シン 證信を 見ょ、 
fM a l ホ ー  ソ テツ 素 fl* を 見ょ、 

£ ヨ ー ユ.- 明 M rr t --t f  〔戒律 宗 U 大和 瓜 大 寺の 作 僧な 
6、  m 祐は 加賀 の A なう、 朿 大寺觀 宿に 從ひて 華厳を 學 a、 
律 學密學 を 兼ぬ、 束大 寺の 戒壇 院に住 して 道# KU る 高く、 常 
に學 徒 i: 敎镇 し、 高弟 法秀 等と ともに 戒律を 持す る 乙と 極め 
て嚴 1E な 6、 命 終 {C 及びて 淨土敎 に 意を 傾け 專ら阿 锶 陀佛を 
念ず、 天 德五华 二月 十六 =病惱 あ 6 飮食 例に あらず、 弟子 等 
弼 を勸ひ れば 退けて 日 ふ、 齋時 巳に 過 r 命 終 近し 何ぞ破 るべ 
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けむ、 軍ね て 命して 日 ふ、 二月は 寺 例の 佛事な 6 我 之を 過ぎむ 
と、 弟 - f 等 十七 口に 阿彌 陀佛 を誦 ず、 其翌十 八日に 寂す、 壽八 
十四 (牲牛 ：極樂 記、 本朝 高僧 傳) ， 

2 ヨ lm 明擧 1  j ii i 一一  一 〔淨 土宗〕 京師 法 恩 寺の 住僧な 
$、  明 # 字は 古鐧、 號は虛 舟， 初め 江戶增 上 寺の 學侶 とな. 
6_、 大和 郡山两 巖寺に 住し、 後 京師 法 恩 寺 ic 住す、 晚年两 岩 
倉 (C 閑居し、 道 暇 書を 嗜み 、加 納永納 に從 うて 筆法を 學び、 
後、 雪 舟の 風を 慕 a 、 人物 山水を 書き、 殊に 大黒の 像を 書く、 
享保二 年 五月 廿 三日 寂す、 壽六 十五、 著作 當麻 曼陀維 撮要 二 
卷 、淨土 十六 祖傳 、隆寬 律師 傳各 一卷 ぁう、 (本書に 揭 くる 辨長 
良忠の 像は 師の圖 によう 縮寫 したる ものな $)、 
fMfnlm 明擧 2  ゼン ヵィ 善 海を 見よ、 

ミヨ 1 ヨ 明譽  モン シユク 文 宿を 見よ、 
fM ヨ 1ヨ 明譽 ユ- ァン 遊 安を 見よ、 

1•  m 明譽  リョ 丨チ 了知を 見よ、 

Eml ヨ？  明 陽 m 八 三 一〕 七條邮 所佛エ な 6、 明 陽は 
範 助の 弟子な 6、 承 安. 兀年晦 U 大日 如來像 一軀を 作る、 同 三 
年燒 失し ^ れは 今は 傅 はらず、 (多 武峰畧 記) 

2ヨ？ リン 明麟 (I 九九 四) 〔臨 g 宗〕 山城 南禪 寺の 禪僧 
f,  明麟 字を 聖徒と い a 、 俗姓 生國を 詳に せす、 孤峰 遠禪 

師に 師事して、 印： ^ を禀 く、 南 朝廷 其 道譽を 聞き、 常に 宮中 

に 召して 法要を 問 ひ、 指 信码 た 篤し、 慶光菴 に 居 6 しが 詔を 

奉して 南禪 寺を 主とう、 法 化 最も 盛な う、 晚年禪 棲菴を 構へ 

て退隱し、某年寂5需缺く、(本朝高僧傳) 

〔考〕 「麟 明は 建武の 頃の 人な 6 


fMfn! リン 明 # シュ 1 テッ 宗哲を 見よ、 

乏ヨ 1 リユ 1 明隆 (一八 九九) 〔眞宗 〕山城 金 寶 寺の 住持 
なう、 明隆は 俗名を 水元瀨 基 信と s ふ、 忠信の 子な う、 元 仁 
二 年 正月 十九 日出 家して 道 珍と 名け、 4 納言慈 忠と稱 す、 金 
寶寺に 住して 第五 十七 代と なる、 官僧郤 に 至る、 延應兀 年 三 
月 親 « の 弟子と なう、 眞宗を 學 a 名を 明 隆と改 ひ、 四月 十五 
日 親鸞 十字佛 名を 書して 與ふ 、親鸞 九月 下旬よ 6 十一月 下旬 
に 至る まて 金寶 寺に 寓 し、 藏經 を閱 す、 師 一室を 營み 安聖閣 
と稱 し、 十二月 下旬 親鸞を 請して 居らし む、 親鸞 寄寓す る 乙 
と 凡を 五 年、 寬元五 年 IE 月下 旬に 至うて 去る、 弘長 元年 正月 
廿 三日よ-^ 廿五日 まて 親鸞 金寶 寺 布敎 す、 二 年 正月 下旬よ 
6 四月 九日 迄、 又 六月 三日よ 6 九月 廿 二日 迄、 又 十月 九日よ. CS 
廿 九日 迄、 安 聖閣に 來 6 萬した 6 とい ふ、 (本願 寺 通紀) 

乏ヨ1 刃 3 1 明 了  (一九 三 七〕 〔眞言 宗 J 紀伊 金剛 峯 寺の 
僧な う、 明 了は 小 河の 卜 ■綱に 師事して 密灌悉 曇を 受け、 奈 
良に 阅 照を 拜して 具足 戒を受 け、 偏く 小 野 廣澤延 勝 園 城 諸 寺 
R 遊びて 諸學 を硏究 す、 其 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 馎： > 
ミヨ#- リヨ.- 明 了  H ンヵ ィ圆 海を 見よ、 

fMf レン 明 蓮 ( . ) 〔 ：： 〕 大和 法隆 寺の 僧な 

气 明 蓮 法 華經を 誦 持し 能く 七卷に 通ず、 第 八卷： i 至りて 
記す る 能は ず、 乃ち 稻荷 神 ^ に 夙 報を 祈 求す ると 百日なる も. 
驗 なし、 長 谷寺铪 峰 山寺に 至りて 祈 求す るぶ 各 一 夏なる も尙 
ほ驗 なし、 尋て熊 野 山 R 登り， て 祈 求す、 夢 吿 あう 日 ふ、 我れ 此 
事 (C 就きて 垂感 する 能は ず 注 吉叫 神に 祈 求せ よ 云云、 明蓮磁 
津に 至*^ て ft 吉祠に 祈 求す ると 百日、 夢 吿あ 6 日 ふ、 伯 耆の大 
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山 神に 祈 求せ よ、 明 蓮 大山に 登うて 前の 如く 祈 求す、 一 夏の 後 
.夢 吿ぁ A、 日 ふ 昔 美 作の 人 米を 牛に 駄し て此 山に 登う、 祠に詣 
て 牛を 僧房に 繫ぐ '房中の 比丘 法華經 を誦 ず、 牛 乙れ を [1H きて 
慈 喜 心を 生ず.。 第 七卷に 至うて 其 人 牛を 牽きて 去る、 汝 前生は 
此牛な $、 云云、 乙れ より 精勵 して 終 R 法 華經 一部を M じ誦 
する を 得 7^2 りと 云 ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ミ 3 1レンボ1 明 蓮！！！}^ ミヨ-セン 同 逼を見 よ 7 
f:? イ妙意  一一 SS 賴  〔臨 濟宗〕 越後 五智 山の 禪 僧な 
6、 妙 意 字は 慈 雲と 云 ふ、 俗姓は 平氏 信 濃の 人な 6、 文 永 
十一笫 に 生れ、 十二 歲 にして 越後 五智 山に 登りて 落髮 す、 嘉 » 
二 年後 醍醐 天皇 師 を 宮中 R 召して 法を 問 a 特に 淸泉 禪師 の號 
及 紫 衣 七 條を賜 ふ、 明年 復た敕 ぁりて 護 國摩頂 巨 山 仁王阈 泰 
萬年禪 寺の 敕 額を 賜 ひ 敕願埸 となる、 北陸 鎭護 第一 禪刹 特進 
出世の 道塲左 6 .、貞 和 元年 六月 三日 寂す、 壽七 十二、 後光 nj] 
帝謚 して 惠日聖 t 阈師 の號を 賜 ふ、 (諸宗 祖師 畧傳) 

£ ヨーイ チ  妙 一二 ^ |  〔臨 濟宗〕 山城 紫 野大德 寺の 第 
二百 四十 八 代 f、 妙 一字は 乾 舟、 號 は海萍 京都の 人、 大 

隱の 法を 嗣 く、 元 祿四牢 四月 廿八 日出 It!: し、 同年 八月 十八 日 

開 堂し、 飛禪妙 高山 大隆 寺に 住す、 後 盆 龍院に 住し、 元祿十 

四华 三月 廿 五日 寂す、 壽七 十一， (紫 巖譜 略) 

ミヨーイン 妙 胤 U18 四) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 jib 一代 

f、  妙 胤 字は！ i 傳 、元の 人な う、 徑山の 虛谷 陵の 法 V 嗣 

ぐ、 康 永の 末 來朝 す、 將軍足 利 尊 氏 建 仁 寺に 請す、 後 鎌 倉の 

淨智 寺 (C 運り、 太 圓菴シ 構へ て 退 休す、 云 寂の 年 時缺 く、 弟 

子玉崗 珍 あう、 (延寶 傅 燈錄 、本糾 商 僧傳) 


〔考〕 古林 拾遺、 黃龍 十 111: 錄等に 依れば、 妙 胤 元 人に あらず 
元 1C 渡 6 て， 21 谷 希 陵、 ハ 法.. 嗣ぎ たろ なり、 木傳誤 れ6、 

乏ヨ ー ウン ィン 妙 雲 院  ニ チ リユ-:！: 隆 ヒ 見よ、 

乏 ヨ — H  妙慧  一ー チ シコ-- 一日秀 尼 を M よ、 

妙英二 ⑴驾 ■〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 禪 僧な 
う、 妙 英字は 靈 3 品、 筑前 太宰府の 人な 6  ■七 歲に して 母を 
沒し 、深く 世 和を 紙 ひ 出家を 求む れ とも 父 許さず、 十九 歲に 
して 初めて 志を 遂げ、 偏く tv 識 に參し、後美濃の山寺に十ま 
うて 禪 坐す、 常に 夢 窓 IL'ci 師の道 風を 慕 ふ、 會其 門人に 逢 ひ、 
遂に 其 法を 嗣 ぐ* 然れ ども 更に 出世を 望まず、 性 慈 仁 R して 
凍餓の 者を 見て は 衣を 與へ 、食を 施す、 應永 十四 年 四月 十六 
日 寂す、 1 冪 六十 二、 (延寶 傅 燈錄) 

乏ヨー エン 妙演 (二 〇一 一) 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 藏主 
な 6、 妙演 字は 也 山、 天 龍 寺 夢 M _ 師に參 して 法を嗣 ぎ、 
藏鑰を 掌と る、 寂 年 欠く、 (延 寶傳 燈錄) 

乏ヨ1 エン 妙圓  ニ チギ- 一日 義尼を 見よ、 
im— オ ー 妙應一 〇: 一. — : 〔臨 濟宗： I 下 -Mr 興禪 寺の 開山な 
$、  妙應字 は眞 空、 俗姓 不詳、 佛國禪 帥 R 師事し 常に 典 座 
となれ $、 毎 H 齋畢 6 て 食 滓を 澄 濾して 溫 煮し 自の 一分を 留 
め 餘を丐 者に 給與 す、 或人佛 ，一に 讒して 日 ふ、 典 座 別に 香 飯 
を 炊く と、 佛： I 實舰 して 其 讒な るを 知 6 衆に 對 し妙應 の 行 業 
を稱 す、 雲 巖 寺の 檀赳 土岐氏 死 R 臨み 逍言 して 口 ふ、 應 ill! . 座 ^ 
請 して 秉炬 せしめよ、 師便ち 葬 所 (C 牲き て檑 木と 杓子と を拈 
出し！！ ふ、 檑 木は K く 杓子は 曲れ 6 と、 炬を投 して ot ic 歸 る* 
此 よう 應典榉 の 名 叢林に 1G し、 狡； 卜 野 R 神 誰 山 a 禪夺を 問き 
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第一 代と なる、 觀應二 年 十月 二十 五日 寂す、 (延寶 傳燈錄 、本 
朝 高僧 傅) 

ミ 3 1 オン ^ 立 日 C1 A 0  5  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 
う、 妙 音 初め 橫川 寺の 香 蒙 法師に 從 a て 台 敎を學 び 專ら法 
華を 持す、 康 治の 初 藤 原 賴 長の 請に よう 其 病を 禱 爲 R 法 
華 經を講 す、 寂 年 及 CA 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

乏ヨ— オン 妙 一一 ¢1  一ー チ ギヨ-日 行を 見よ、 

乏ヨ 1 方 ン 妙 ® 一ー チ ニ ヨ ニ日 如 尼を 見よ、 

ミヨ ー 分 妙 可 … 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 
P,  妙 可 字は 悅 堂と 云 ふ、 鄕關詳 ならず、 香 山 仁 與に參 し 
て 印 可を 付せられ 建 仁 寺に 住す、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 
ミヨ ー カイ 妙 誠 (一 九九 四) 〔臨 濟宗〕 阿波 妙幢 寺の 開山 
f、  鈔誡 字は 默 翁、 俗姓は 源氏 肥 前の 人な $、 八 歲 に し 
て 京都 R 登う 正 覺國師 の 室 R 投 し、 十二 歲に して 薙髮受 具す、 
服 勤 多年 衣 法を 傳 へられ 阿波の 寶陀 寺を 主と る、 後 京都 臨 川 
寺に 移つ るに 及 ひ 光嚴 上皇 宮中に 召して 法を 問 ひ 給 ふ、 晚年 
華 藏院に 退去し、 某 年 寂す、 壽七 十四、 臘六 十一、 備 中の 華藏 
院 、阿波の 妙幢 寺は 師の 開頫 する 所な 3、( 延寶 傳燈錄 、本朝 
高僧 傳) 

〔考〕 妙誡 は建武 頃の 人な 6 

1 キ妙奇 一一 一 § fl 〔 臨 濟宗〕 丹 波慧日 寺の 開山な 

う、 妙奇 字は 特峰 、俗姓 不詳、 雲巖寺 高峰 日の 法を 嗣ぐ 、元 

に 航 し諸禪 宿に 參 叩す、 朿皈の 後 丹波橫 山に 隱 棲す、 細川賴 

之慧日 寺を 鄕し て師を 請す，. 僧 錄司普 明國師 (妙 葩) 臨 川 寺に 

招く 出で ず、 永 和 四 年 三月 八日 慧日 寺に 寂す、 壽 八十、 (延寶 


i 3 — ( 吵'} すー キ 


燈錄 、本朝 高僧 傳) 

乏ヨ ー キ妙喜  シユ- セキ 宗績を 見ょ、 

ミ 3 1 キョ^- 鈔慶 =5 15 〔曹 S S 越後 顯聖 寺の 開山 
な- N、_  紗慶 字は 快菴 、薩 摩の 人な $、 十五 歲 に して 出家 行 
脚し 殆んど 1 ■ 十餘 員の 老 宿に 參 す、 終 R 京都 ic 至ぅ宗 熙藏主 
に 謁し 自ら 悟れ- 〇 となし、 美 濃祥雲 山 R 往き南 谷に 菴居 する 
乙 と 半年、 華叟 正 ® に 謁し 服勸 數年遂 R 印 可を 付 せらる、 越 
後の 檀越 顯聖 寺を 建て 師往て 之れ を 主と る、 下野 郡 主 小山 成 
長大 中 寺を 靱し師 を 請して 開山と なす、 明 應二年 十二月 二十 
六日 寂す、 壽七 十二、 法嗣培 芝正悅 ぁぅ、 (日本 洞 上 聯燈錄 

iml ギヨ ー 妙 堯尼； ji; g: l 〔日蓮 宗 E 城 本 蓮 寺の 
中興な $、  妙堯 尼は 其 俗姓を 詳に せす、 京都の 人な $、 天 
文法 亂に本 蓮寺燒 失す、 妙堯 深く 之を 悲み 別に 地を 相して 一 
精 舍を造 營す、 以後 本 蓮 寺と 云は すして 妙堯 寺と 呼 a 、 今 {C 至 
る まて 神 力 山妙堯 寺と 稱 す、 天 正 十一 年 十一月 十三 日 寂す、 
壽缺 く、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

ミヨ ー ダ 妙弘  ニ チ ショ*-- 一日證 尼を 見ょ、 

ミヨ- ク I 妙 空  (一九 六 八) 高麗 國の禪 僧な ぅ、 妙 空 
字は 空室、 俗姓 不詳、 我國に 渡來 して 佛 國禪師 (顯 日) の 下 R 
禪を 參究 し、 遂に 其 法を 嗣ぎて 西歸し 高麗 水精 寺に 居る、 示 寂 
の 年 時 缺く法 嗣慶芳 ぁ 6、 ( 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

〔考〕 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅 (慶芳 傅} に 妙 空の 年 時を 缺く 
も 延慶の 頃の 人なら む 

£21^? 妙 空 CH ハセ さ 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 僧な 
6、 妙 空は 其 俗姓 生國詳 ならず、 出家の 後淨 土を 求めて 世 
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芝 ヨ TC 妙) ク 


緣に 染ます、 或る時 源 信 僧都に 謀 6 丈 六佛を 作らん とし、 功 
未だ 畢らざ るに 寂す、 其 年 時 及壽缺 く， (三 外 往生 傅) 

ミヨ ー タ—妙 空 尼  一 jj xg OA 〔日蓮 宗〕 山城 深 草養壽 庵の 
尼な 6、 妙 空 字は 敎智 、茨木 氏 某の 女に して 攝津の 人な-^ 
平野 某に 嫁し 一女を 生む、 夙に 出家を 願 ふと 雖 良人 許 § す 空 
しく 時の 至る を 待て 6、 正 住院同 廣覺性 院日實 は 頁 人と 友と 
して 善し、 妙 空 二 僧の 感化を 受け、 道行 愈 進む、 夫婦の 禮を 
避けて 專ら讀 誦唱 題を 務む るが 故に 遂に 良人の 疎す る 所と 
なる、 即ち 時を 得て 覺性院 日實に 依 6 落飾す、 時に 二十 五歲 
.なぅ、 H- 實の 命に 從 ひ 深 草養壽 庵 R 入 $ 日燈 R 就きて 本 門の 
大戒 比丘尼と なる、 日 玉 尼に 侍して 淨 行を 修 す、 妙 空 和歌 ic 長 
す、 一女 亦 母の 跡を 追 a て 至ぅ 出家して 智岳妙 高と 呼 ふ、 妙 
高 先ん して 死す、 妙 空養壽 庵 ic 居る 乙 と 四十 餘 年、 享保五 年 
正月 十五 日 寂す、 壽七 十三、 一字 三 禮開結 共十卷 血書した $ 
と 云 ふ、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

乏ヨ 1 クウ ィ妙快 (二 〇〇 六) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪 
僧な 6、 妙 快 字は 古劍 、夢 窓 疎 石に 師事して 其 法を 得、 印 

可を 受けて 支那に 八 $、 恕中慍 楚石琦 穆菴康 等 R 謁して 悉く 

器 許を 蒙む 6、 歸 朝して 龜山 R 寓居す、 光明 上皇 伏 見 大 光明寺 

に 召して 法を 問 a 、 官茶及 a 御製の 詩 i: 賜 ふ" 旨を 奉して 朿 

光寺 建 仁 寺 建 長 寺 等の 諸 刹に 歷 住し、 晩年 西 山の 壽光菴 に 退 

居し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 著作 語録、 了 幻 集 等 あ 6( 本朝 高僧 傳 3 

〔考〕 妙 快は 正 平の 頃の 人な* CS  : 

fM ヨ 1 ダウ ツ 妙 月'  ニ チ ギヨ ク- 一日 玉 尼を 見よ、 

ミヨ ー クワン， 妙 環 ^ 51 {臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 


妙 環 字は 樞 翁、 高峯 日の 法嗣な 6、 後 建 it 寺に 蘧 $、 
雲 外 菴を 構へ て 退 休す、 文 和 三年 二月 十八 日菴 R 寂す、 壽 八十 
三、 遺偈 あぅ、 蹈= 破虛 空； 踢ュ翻 大地 - \ 別 有，， 末 後 句 - > 今年 八十 
二" 門下に 雲峯霖 、大岳 積、 大綱 整、 天钒 廓の 四 上足 あ {、 (延 
寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳> 

f s ヨ 1 クワン 妙觀 (一四 三 七： >〔：：：〕 攝津勝 尾 寺の ft' 
f、  妙觀は 何處の 人なる を 知らす、 光仁 天皇の 寶龜八 年 
攝津勝 尾 寺の 觀 音像を 作る、 (元 亨釋 書) 

ミヨ ー クワン 妙觀尼 (一三 九 七) 奈 良の 歌人な 6、 妙 
觀 尼は 養老 七 年從 五位 上を 授けられ、 神龜 元年 姓 河 上 忌 寸を 
賜 ふ、 天平 九 年 正 五位 R 進み、 和歌を 以て 聞 ゆ、 其 作 萬 集 
集に 載す、 (萬 葉 集 作者 履歴) 

ミヨ ー ケン 妙謙 5; ^: |:臨濟宗〕伊豆_淸寺の開山な 
6、 妙 謙 字は 無礙 、俗姓 不詳、 武藏の 人、 佛國 禪師の 法を 
嗣 ぐ、 後 元に 航 し、 雪 村 梅 天岸廣 等と 共 ic 江 浙の禪 林を 遍歴 
す、 中峯 本に 謁して 參究 す、 妙 謙 東 飯の 時崇報 寺の 行中 仁 送 
別の 詩 あ 回 首 搏桑若 個邊 、春風 萬 里 上=皈 船 T 神龍饋 k 供 雲 
迷， 海、 仙女 吹， 花 月 在 k、 密意 ，西來 端 有 k 得、 新 詩 東 去豈無 
傳、若逢=石室，煩，，通問；歲晚南潮學，種，蓮、相模壽福寺に住 
す、 晩年 如意 菴を 構へ て 老鉢を 養 ふ、 上 杉 憲顯伊 豆の 奈古谷 
R 國淸 寺を 創して 師を聘 す、 應 安二 年 七月 十三 日 寂す、 勅謚 
佛眞禪 師と云 ふ、 (延寶 傅 燈錄 、本朝 高僧 傳〕  … 
f z ヨ 1 ゲン イン 支！^  一ー チト— 日 等を 見ょ、 

iml ゴ 妙悟 _: 0: £: 7.〔曹洞宗〕越中，淸源寺の開山な 
ク， 妙 悟 字は 辑 山、 加賀の 人、 大徹宗 令の 法を 嗣 く、 大徹 
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の 立 川 寺に 住する に 際し 師其分 座と / j: る、 檀 越海慧 寺を 瓶し 
師 請せられ て 開山と なる、 後 總持 寺に 出世し、 晚 年に 越 中 富 山 
に 淸源 寺を 建て 居う、 明 德二年 八月 一日 寂す、 遺 fi に 日 ふ、 
生也恁菡、死也恁麽、火跎蹂跳、煙翻，，永河 -,» (日本洞上聯燈 

錄)  I 

11 ゴ イン 妙悟院  il チ デン 日玄を 見ょ、 

ミヨ- n- 妙康二 V IS 〔曹 S S 武 藏龍穩 寺の 第一 一一 代 
f,  妙康 字は 泰叟 、，對 馬國の 人、 俗姓は 平氏な り、 家を 
辭 して 里院に 於て 出家す、 受戒の 後徧く 高僧を 歷訪 し、 東國 
の禪席 甚だ 盛な うと 聞き、 海を 渡うて 東に 來纟大 雄 寺 大綱に 
參 す、 居 ると 一年、 尾 張楞嚴 寺に 至うて 月 江に 謁し、 命せられ 
て內 記を 主と る、 月 0: 永 澤大泉 寺に 遷 る {C 及 a 師其 下に 隨侍 
する r- と 十 年、 深く 其 旨を 得た-^、 出で、 總持 寺に 出世し 次で 
大泉 寺に 補し 永 澤最乘 二 寺に 遷 る、 武 藏龍穩 寺は 大將 軍義敎 
艸 創の 寺に して 無 極を 始祖と 爲し月 江 二 代た $、 文明 四年備 
中. の 太守 士 田資淸 世子 持 資と俱 に 謀て 大に 伽藍を 興し 師を聘 
請す、 師 住持して 第三 代と 爲 $、 文明 十七 年 十一月 十四日 寂 
す'  壽八 十、 (日本 洞 卜- 聯燈 錄)  ■ 
fM 3 i コ ー ニ 妙 香 尼 ( . )〔 日 連宗〕 某 庵の 尼な 

う、 妙 香は 野 本式 部 輝 久の臣 、三 宅 内 藏助信 勝の 妻な-'、 

信 勝 主に 徇し て忠 死す るに 及 S、 出家して 先夫の 靈を弔 ふ、 一 

子 ぁ 6 捨て、 僧と なす、 智照 院日玄 是な {、妙 香 示 寂の 年 時、 

及 a 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛祖 統紀) 

fMml ゴク 妙 極  カク ゲン 覺彥を 見ょ、 

fM ヨ-コ クイン 妙國院 ニ チシュ ク日 祝を 見よ、 

乏 ヨ 1 ( 妙} コ 


fMfnt サ 妙 佐 .ニ チ ケン  二日 顯尼を 見ょ、 

S 3 L サイ 妙 在 5 : !: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
i  妙 在 字は 此 山、 俗姓 不詳， 信 濃の 人な 6、 佛阈 禪師の 下 
に參究 功を 積み 印 記を 受 く、 後 元に 航し諸 刹を 歷 問す、 東歸 
の 後天 龍 寺に 留 6、尋て建仁南禪圓覺の諸寺に歷注す、晚年圓 
覺寺 中の 定正菴 に 居す、 永 和 二 年 病に 罹り 明年 正月 十二 日 寂 
す、 定正菴 及 京師の 十 如是 菴に 遺骨を 收む 、遺偈 あり 賣弄 1 
山 過、 彌 V 罪 犯 多、 今朝 機轉 X 位、 無 k 佛亦無 V 魔， 師詩名 あ 6 
て 著作 若木 集 二卷扣 6、 ( 延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 、日本 名僧 
傳 、五山 高僧 小傳) 

fMml シ妙 3 日 ( . ) 〔日蓮 宗〕 某 庵の 僧な-^、  妙 

旨 其生國 俗姓を 詳 にせす、 始め 飯 高談 林に 學 s しが 信沲 を受 
くる Z1 とを 恐れ、 僧形を 變し 自ら 道 人と 稱 し、 若狹小 濱に幽 
居し 淸貧を 樂み 揮毫を 以て 母を 養 ふ、 頗る 能書の 聞 あ 6、 示 
寂の 年時缺 く、 (扶桑 隱逸傳 、本 化 別 頭 佛祖統 紀) 

ミヨ| シ妙子  ニ チ セ-日 政 見ょ、 

ミヨ ーシキ妙式一 51 /\— ーー；|  〔眞宗 〕 近 江 堅 田 本 福 寺 十二 代 
なぅ、 妙 式は 葡萄 坊千 那と號 す、 近 江の 人、 律師に 任せら 
る、 徘句を 以て 聞 ゆ、 世に 蒸 門の 迦 葉と 呼ぶ、 享保八 年 四月 十 
日 寂す、 壽七 十一、 著作 有 邪 無 邪關 あぅ、 師の徘 句 「水 ばな 
に ま Z: とを 見す る 十 夜 かな、 「蠅 打ちて 後には ながめられ にけ 
6 等 人口に 暗 炙す、 (俳諧 名譽 談) 

<—1 ジツ 妙實.  一一 一 g il 〔日蓮 宗〕 京都 妙顯寺 第一 一代な 
$、  妙實 は大 覺と號 す、 小字は 月光 麻呂 、攝政 近衛 藤 公 經忠 
の 子な う、 初め 嵯峨 の大覺 寺に 入 6 眞言 宗を受 く、 一日 京師に 


fztnl (妙  j サ - * 、 ン 
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入る の 次 日 像の 法 筵に 遭 ふ'  欣然と して 難 遭の 想を 生し 聽聞 
七日、 其 徒智覺 、正覺 、祐存 t 等 日々 相從 ふ、 隨喜 信服して 忽ち 
眞言を 棄つ 時に 師十 七歲な う、 日 像に 師事し 宗意を 究む 、正 和 
の 頃より 元應に 至て 每歲 春秋 日朗に 省 覲 すると 凡 十一 回、 一 
年 天下 大に 旱す師 詔を 奉して 請 雨の 法を 修して 効 あう、 天皇 
大に悅 び 其 欲する 所を 言は しむ、 師因て 高祖 及； 3 日朗日 像の 
菩薩 號を請 ふ、 乃ち 高祖 日蓮に 大 菩薩 二 師に菩 薩を 贈らる、 
尋て師 を擢て 、大僧正と 爲 す、 特に 大覺の 一一 大字を 書して 之 
を 賜 ふ、 是れ よ. 办大覺 大僧正と 呼 ふ、 延文 三年 七月 詔して 日 
く ! E しく 四海の 唱導と 爲う一 乘の弘 通を 致 § るべ し 云云、 初 
め 文 和 四 年の 秋 將軍尊 氏 三莊を 割て 之 R 附 す、 又義詮 僧伽 梨 
幷に 水精の 念珠 等を 寄す、 貞治 三年 四月 三日 寂す、 壽六 十八、 
(龍 華 歴代 師承傳 、本 化 別頭佛 祖統紀 } 

ミ31 シンイン 妙 心 院  ニ チ>ブ ン日奠 を 見よ、 
乏ヨー;、 ンやク イン 明寂院  -1 チ ジン 日 深を 見よ" 
乏ヨ a i/ n 妙珠 Clio 二〕 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺の 藏主 
f、.. 妙珠は 夢 窓國師 の法嗣 R して 天 龍 寺に あうて 經藏を 
掌と る、 寂 年 及 m- 壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ミヨ 1 ジユ 妙壽  一ー チ セン ニ 日 仙 尼を 見よ、 

ミ ml シユ ー # 周 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺の 禪 

僧な々、 紗周 字は 岐 岳と 云 ふ、 大象 宗嘉に 參して 印 可を 付 

せ 6 る、 性 剛毅 4C して 衆の 爲め R 畏敬 せらる、 初め 筑前崇 福 寺 

に 住し、 後、 大德 寺に 遷 る、 寂 年 及 世壽缺 く' 臨終 R 偈を說 

$ て 日く" 呑，， 郤 乾坤 — > 成，， 鐵崑嵛 『夜來 依 k 舊 l pfc 我獨尊 (延寶 

傳 燈錄) 

F.P.  ■:  5:].  ,,  :  —.h—:,. - ^ 


乏 Hr  (妙) ジ 


乏 a i、An ン 妙 準 2 丸 ±ハ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪 
僧な^'"  妙 準 字は 太平、 俗姓 不詳、 早 年 R して 雲巖寺 高峰 
日、 建 長 寺 約翁儉 R 隨 •ふ、 後 雲 鼹寺 に 高 峯 日の 後 ^ 繼 ぎ、 尋 
て 相 模淨智 寺に 遷 6 住す、 示 寂の 年 胁缺 く、 遣偈ぁ 6、 末 後 
一句、 向 下 文 長、 處處 無，， 蹤跡 (地獄 與， ，天堂 『勅 謚佛應 禪師と 
云 ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

41  ジュン 妙 順 尼 IS A- HH 〔日蓮 宗〕 山城 壽養庵 第三 
代な 6、 妙順字は孝淑と云3、法壽庵日久の妹なう、幼に 
して 父を 喪び、 母 R 侍せし か、 母 出家して 日 玉と 云 S、 養壽 
庵に 住する に 際し、 膝下を 離る V を 欲せず 庵に 至う 母 R 見 ゆ、 
遂に 日 政 日 燈兩師 の 許可を 得、 日 燈は剃 度の 式を 設けて 之を 
落飾せ しめ、 日 政は 孝淑妙 順の 名を 授く 、時に 十四 歳な う、 
牲學を 好み 妙 經を了 得し 傍 ら 外典を 習 ふ、 且 詩歌を 能くす" 
妙 順 三十 歲なら すして 外典を 讀ま す、 詩歌 共 R 棄て 一心 一向 
に 道行を 務む 、法 壽寂後 幾なら すして 享保八 年 二 月 七日 寂 
す、 壽七十 一、 晩年 終を 期して 讀誦妙 行 一千 部 成就す と 云 ふ、 
(本 化 別頭佛 祖統紀 〕 

云 ヨ 1 シヨ？ 妙 ® シン チン 眞做を 見ょ、 

乏 m 上、 ン 3 1 妙讓公 10 二) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪 
僧な 6、 妙讓 字は 南 峯と云 ふ、 眞空妙 應禪師 R 參して 印 可を 
付 せらる、 初め 天寵 寺の 前 堂 R 居うて 分座說 法し、 後 相模壽 
福 寺に 住す、 寂年缺 く、 嗣法五 人 建 長 寺 心 聞 聞、 松岳貞 、淨 
智寺西 源 竺 "淨妙 寺 吉山貞 、圆覺 寺 九 藍 Z. れ なう、 (延 寶傳燈 
錄) 

ヨ 1 ジ 3 ? 妙 常  一ー チ ミョ-二日 妙 尼を 見ょ、 


(三 九〇 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


乏 ヨ 1シ ヨ― イン 妙勝院  ニ チキ ョ- 日曉を 見よ、 
fM 3 l ジ 3 t ィン 妙乘院 一ー チシ .ョ- •日 昇を 見よ、 

2 ヨージ ml 二 妙 定尼二 oi x: 〔日蓮 宗〕 山城 法華院 
の 尼な 6、 妙定 尼は 一條 關白 經嗣の 女な 6、 經嗣薨 する に 
及 ひて 世の 無常に 感し 、出家して 日蓮 宗に 入る、 眞廣法 印の 舊 
迹なる 東 寺 門前の 法 華 堂の 廢地に 精舍を 設け、 持誦唱 題を 務 
む、 居る 乙 と 十 年、 正 長 元年 七月 一日 寂す、 壽缺く 平素 和歌 
k 善くし、 其啄 歌は 人口に PI 炙せ う、 精 舍は後 寺と なう 法 華 
院と， s ふ、 (本 化 別 頭佛龃 統紀) 

iml ズィ 妙瑞 ( …… ) 〔眞言 宗〕 耙伊 高野山の 學僧 
なう、 妙 瑞傳詳 ならす、 高野山に ぁ 6 て佛 祖正傳 集を 著し、 
別義を 破し、 根來 山の 敞隆 と論爭 せう、 寂年幷 に壽缺 く、 
fin 一—ゼ 妙 日疋  ニ チソ -- 二 日 相 尼を 見よ、 

ミヨ— セキ 妙 積 (二 〇二 八) 〔臨 濟宗〕 相 模圓覺 寺の 禪僧 
な 6、 妙 積 字は 大岳 、俗姓 不詳、 樞翁 環の 法を 嗣 ぐ、 後 元に 
航し楚 石 琦等諸 宗匠に 歷 謁參究 す、 東 皈の後 鎌 倉 幕府に 請せ 
られ 、淨妙 寺圓覺 寺に 歷 住す、 示 寂の 年時缺 く、 (延 寶傅燈 
錄 、本朝 高僧 傅) 

. 〔考〕 妙 積は 貞治應 安の 交の 人な $ 

乏ヨーセン妙船它( …： ) 〔眞宗 〕某菴 の 尼な-^、 

妙 船 尼は 江戶の 人、 俳諧 者不 角の 妹な 6、 松 村 氏に 嫁して 貞 

操 ぁう、 後出 家し 念佛 の餘暇 徘諧を 嗜 む、 寂年詳 ならす、 (績近 

世 畸人 傳) 

乏 ヨ ー ，ソン 妙 尊 c . ) 〔眞言 宗〕 近 lr 石山 寺の 僧な 

う、 妙 尊 法 華經を 誦 持し 偶 丹 波 R 赴く、 途中 病に 罹 6 馬 ic 


r 之ヨ i  (妙) ジ ー ソ 


賃して 京に 入う 祗園 寺の 側に 憇ふ 、寺 中の 一夫 馬を 見て 大に 
怒うて 日 ふ、 是れ 我畜ふ 所の 馬な う汝何 ぞ盜み 去る と、 意に 
任せて 靭撻し 引きて 屋桂 に繫 く、 師橫 逆に 遭 ふ も 夙 債な うと 
觀し專 心に 誦 持す、 其 夜 寺 中の 數 輩の 夢に 一夫 あう 普賢 菩薩 
を 縛す るを 見る、 明旦 師の屋 梁に. 繫が る、 を 見て 乙れ を 解く、 
其 日 かの 夫は 人の / 2 めに 射殺せら る、 聞く もの 皆聖 僧を 辱し 
めた る 報な りと 云 S た 6 とぞ 、(本朝 高僧 傳) 

ミ 3 ••タィ 妙識 (二 三 七 六) 〔臨 濟宗〕 和 泉 佛在菴 の禪僧 
f,  妙諦 字は 聖僕 、號は 南 外史と 云 ふ、 享保 元年 佛在菴 
に 在うて 禪籍志 一卷を 編す、 

ミ 3 1 タク 妙澤一 一一 ⑽ ^: ハ 〔臨 濟宗〕 下野 國淸 寺の 僧な 
う、 妙澤は 古斂と 字す、 下野 足 利 國淸寺 第 九 代の 住持に し 
て 夢 窓 國師の 高弟な $、 幼ょう 書を 好み 每に 不動の 像を 書き 
其 技 妙に 入う、 世に 妙澤 不動と 稱し 最も 珍重 せらる、 又鐘馗 
を 能くし 牧溪因 多羅の 風に 似た う、 嘉慶二 年 九月 寂す、 壽八 
十三、 (扶桑 書人傳 、鑒定 便覽) 

乏ヨ 1 タツ 妙 達. 一. た o -t:: 〔天台宗〕 出 羽 龍 華 寺の 僧な 
妙 達 龍 華 寺に 住して 專ら法 華 經を誦 持す、 天曆九 年に 
手に 經卷を 捧けて 俄然 寂す、 暫時に して 蘇生し、 達 冥官に 引 
.かれて 閻魔 王の 前に 出て、 娑婆の 四 衆の 罪業に 耽ける C とを 
誠め られ た り 云々 とて 益淨 行を 勵み 穴 う、 (本朝 高僧 傅) 

乏ヨ t チ 妙智 •一一. 一 M:' 七 〔曹洞 宗〕 薩摩善 勝 寺の 開山な 
り、 妙智 字は 愚 丘、 薩 摩の 人 俗姓は 藤 原 氏 島 律の 一族な 6、 
稍 長して 竹 居 正 猷禪師 に 依て 出家し、 镉く 諸方を 參歷 して 福 
昌寺に 飯り、 仲 翁 守 邦 禪師に 見 t て 法衣 竹箆を 付せられ 分 座 


ヨ  妙、 夕 I チ 


書 辭名入 家怫本  日  （四 九 〇 -；) 


i 3 lc  妙〕 チ 


說 法す， 後大守 島津 氏の 請に 依う 法を 福昌 寺に 開き、 妙圆含 
粒 諸 寺に 歷遷 す、 晚年檀 越等同 國に善 勝 寺を 創建し、 師迎へ 
られて 第一 代と なる、 長亨 元年 十月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

fMml チン 妙 珍 -: 0: 0: 四 〔日蓮 宗〕 加 賀寶乘 寺の 開山な 
i  妙 珍は 日 像の 弟子な-^ 日 像 北 遊の 途次 加 賀直江 谷に 

.於て 宗門を 弘め來 飯す る もの 多し、 妙 珍 も 亦 其 一人な 6、 直 
江 谷邑主 井家 庄太 郞に迎 へられて 妙 珍 山寶乘 寺を 開く、 是れ 
加賀に 於け る 日蓮 宗 最初の 寺な 6、 師康永 三年 八月 一日 寂す" 
壽缺 く、 (本 化 別 頭 佛祖統 r 乳： >  . 

ミヨ ー チユ ー 妙冲尼 ( . ) 〔 . 〕某菴 の 尼な 

う、 妙冲尼 俗姓は 橘 氏 逸勢の 女な う、 逸勢 罪を 得て 貶せ 
ら る、 に 及び 悲 泣徒步 して 從ふ 、監護の 使者 叱して 去らし む、 
乃ち 晝は止 まり 夜は 行き 遂に 相 離れざる を 得 ^ $、 逸勢 死す 
るに 及び 屍を 收め -t:- 葬 其 側に 廬 居して 去らず、 落髪して 
尼と な 6 妙冲と 名け 誓 念 苦行 懈ら ず、 十 年の 後逸 勢の 罪を 免 
3 る、 ^ 及び、 屍を 負 a 還うて 改葬す、 寂 年壽缺 く、 (大日 本 
史) 

£31^31 妙超1一尬 ^ .〔臨濟宗5師大德寺.の開山 

妙 超 字は 宗峯 、俗姓 紀氏播 磨 揖西郡 の 人な $、 父母 

一書 寫 山の 觀首 R 祈う 靈夢を 感じて 生む、 皁年 穎敏の 性質 屢人 

一を 驚かす、 十. 一， 歲書寫 山圓敎 寺に 投じ戒 信 律師に 親附 す、 天 

台の敎觀を修め、後禪を慕 0; €壽寺に到$馓國藏師に謁し參 

■究 す、 - -r 僧の 百 丈の 語を讀 むを 聞き 省 あ'  嘉元 三年 大應國 

，師 (紹 明) 詔を 拜し筑 紫 上う 京師 韜光菴 に 住す、 師 即ち 間 


E 3 1C  妙〕 ノず 


訊し 國師 の萬壽 寺に 入る に 隨 a 參究益 力む、 德 治二银 國師東 
下 相模鎌 倉の 建 長 寺に 遷う 住する に. 亦 腿 ふ、 一日 案 上 . R 鑰鎖 
の放在するに 0 6て忽然大悟す、即ち國師の印可證明を受く、 
偈二 首を 呈 す、 一回 透， 一過 雲關 ，了、 南北 東西 活路 通、 夕 處朝遊 
沒 ，-賓 主 『脚 頭 脚 尾 起 =淸 風 ハ 透過 雲關無 = 舊 路：靑 天 白日 是家 
山、 機 輪 通變難 人 到 -' » 金色 頭陀辨 手 還 ^' 國師其 後に 書して 日 
ふ、 儸旣明 投 暗合、 吾 不知 儸 、吾宗 到 ® 大 立只是 二十 年長 養 使 
人知 此證 明矣 、爲妙 超禪入 書、 i 巨 福 山 南 浦 紹 明、 延慶 元年 國 
師 寂す， 喪畢 6 て 京師に 上う 雲居 寺に 住す、 嘉曆 元年 紫 野に 小 
院を 構へ て 幽棲す、 道俗 問 訊す る 名の 踵を 接す、 立慧 法印內 
外の 學に 通ず、 元亨 0: 宮 論の 後師 R 歸—敎 外の 旨を 究め 私宅 
を 捨て、 方丈と なず、 後に 雲門鸯 と 云 ふ、 俗緣の 赤松 圆心深 
く 師の德 に 歸 依し 巨資を 投し 11 堂 宅を 建立す、 即ち 龍 寶山大 
德寺な う、 趄請に ょ^' 開 堂を 行 ふ、 乙れ ょう 法 化 益 盛な う、 
花園 上皇 勅 詔して 宮中に 法要を 問答した まひ 深く 其德 に歸依 
した ま a 特に 勅して 興 禪大燈 國師の 號を賜 ふ、 且つ 大德 寺を 
官寺 となし 朝廷 第一の 祈禱 K 充て y2 まふ、： 後醍_ 天皇 立ち / 2 
まひて 恩寵 益 渥し，、 &勒召 あ $ 宮中 {d 法要を 問答し / a ^ ふ、 
師甞て 法語， i 锔を上 る 天阜 # 賞 あう 御製の 偈を 給へ う、 二 十 
年來 辛苦 人、： 迎 P 春不 *換 舊風烟 、，著 禮喫 去、 大地 那曾 
有-, 一 塵 - > 後 父淸涼 殿に， 法？ ぐ" 勅し ' C 高 照 正 燈國 師の號 
を 加 賜し ^ ま a 且つ 兼 命 鎌. 帛 等を 賜 ふ、 尋 .て 大德寺 R 莊 田を 
賜 ふ、 美 濃の 長 林、 播 摩の 小 宅 三 職 方、 幷に浦 上、 下總の 遠山 方 
御厨、 信 濃の 伴 野‘、 & 伊の 高 家 等 若干 M -^ み、. 建武の 初め 特 
に 陸. して 南禪 寺と 同格と し ^ まふ、 大宰府 都督 大友賴 尙崇福 


t 五九〇 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


寺に 請す、 師は先 邡 開 法の 地 なれば 欣然 應じて 西 下し 住 待 期 
年に して 綺る 再び 大德 寺に 住德 望； 世を 覆 ふ、 延元 元年 
の 冬 首座 徹翁 義亨を 召して 懇に 後事を 付し、 十二月 廿一夜 に 
至 6 諸 弟子に 遺誡を 與 へ、 翌 二十 二日 午 時 胡牀に 端坐 示 寂せ 
む とす、 而も 足疾あ 6 結跏跌 坐す る 能は ず、 兩 手を 以て 左足 
を 右股の 上に 加 ふ 左 膝 傷 折して 血 流れ 衣を 染む 、乃ち 偈を書 
して 日 ふ、 截 ，| 斷 佛祖： 吹 ^ 常 磨、 樓 輪轉處 、虛空 咬， 牙、 筆を 
槨ちて 寂す、 壽 五十六、 臘三 十四、 諸 弟 - f 靈光 塔を 起して 靈 
骨を 收む 、嗣法 十五 人、 語録 若干 卷、 夜話 id 一卷ぁ 6、 貞享 
三年剌 謚 大慈赛 匡 眞國師 と 賜 ふ、 (行 狀 、延寶 傳燈錄 、本朝 高 
僧 傅} 

〔考〕 槐安國 語に 妙 超が 五條 搐下に 乞食の 群 {C 投じ 席を 被う 
て 臥し たれば 朝 旨 あ 6、 其嗜 むと Z: ろの 甜瓜 を 與へて 召し出 
だ 3 る 云々 との 一條の 話 あう、 甚だ 奇矯 なれ ど 7^ 事實な ら む 
力 

ミヨ ーープ キ妙適 二 _: 一  j 九 A 〔眞言 S 山城 棋尾 山の 僧な 
う、 妙 適 字は 無染 房、 攝津 大阪の 人、 出家して 槇 尾 山に 住し 
學德の 聞ぇ 高し、 元 文 三年 寂す、 壽缺 く、 門下に 法相 宗の大 
同 坊基辨 を 出 / a す、 (續 傳燈 廣錄) 

iml 5' ツ 妙喆 (一九 ±ハ) 〔臨 濟宗〕 相模鎌 倉淨妙 寺の 

禪僧 なう、 妙喆 字は 大同、 奥州の 人、 下野 雲 巖寺に 到 6 佛 

國禪師 (顯 日) に 謁す 藤 原 氏 京師に 北禪寺 C 曆應ハ 初 安國寺 

と改 む) を 興して 請す 乃ち 開山 祖 となる、 京師の 眞如寺 鎌 倉 

の淨妙 寺に 歷遷 し、 後 建 長 寺 中正 tn 菴に退 休す、 臨終の 偈あ 

•末 後一 句、 透過 牢關 、金鎚 影 動、 寶劍光 寒、 其 年 時缺く 


(延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

iml ハ 妙 3£ 一一 一九 ^ 〔臨 濟宗〕 山城 相國寺 第二 代な 
う、 妙葩 字は 春屋 、自ら 不經子 と號 す、 甲斐の 人、 父は 平 
氏 母は 源氏の 出に して 夢 窓 國師の 姪な 6、 初めて 三歲 夢窓國 
師に投 し夢窻 口つ から 心 經を授 くるに 師之を 誦す， 七 歲美濃 
古溪 寺に て 法 華を 習 s 七日に して 軸を 畢 ふ、 十二 歲 甲斐に 歸 
$ 惠林寺 道 滿に依 る、 嘉曆元 年 十七 歳に して 默翁 誠と 共に 
京都に 登うて 夢窻を 南禪 寺に 拜し 下髪受 具す、 此 秋夢窻 龍 山 
を 退き 元翁兀 席を 補す るに 方-^ 師 之に 侍して 宗意 を硏究 す、 
明年 相 模瑞鹿 山に 往き 夢窻に 侍し竺 汕 に淨智 寺に 參 す、 建武 
元年 淸拙 南禪 寺に 住し 師を迎 へて 悅踉 となし、 竺 仙の 淨智寺 
を 退く に 及 a 擧けて 其 席. 5: 秫せ しむ、 貞和 元年 天 龍 寺 落慶し 
て 諸 山を 請して 法 會を修 し、 師其記 綱と なる、 後 衣 法を 付せ 
られ法 兄 無 極玄天 龍 寺に 主と なう， 師を擧 けて 第二 座と す、 
延文二年將軍足利尊氏請して等持寺に住せしむ、明年春天龍 
寺 火災に 罹う 師 幹事と な $ て 期 年に して 其 功を 畢 ふ、 弘 安元 
年 臨 川 寺累燒 す、 同門の 老宿亦 師を請 して 再興の エを 幹せ し 
む、 貞治 初年 後光 嚴天 皇屢 々師を 召して 法要を 問 ひ、 衣鉢を 
賜 ひ 優遇 甚た 篤く 智覺普 明 國師の 號を賜 ふ、 武藏の 剌史細 川 
賴之 阿波の 光勝 院を搠 して 師を此 に 居らし む、 三年 伏 見の 大 
光明寺に 移う、 皇太后の 爲に 昇座說 法し 上皇の 臨御を 仰く、 
同 十一月 命 あうて 天 11 寺に 移つ る、 六 年 高； 麗國の 使臣 金 龍 等 
二十 五人來 朝して 西 山に 館し、 師の道 望を 慕 a て 皆 衣鉢を 受 
け 弟子の 禮 を 執る、 應 安二 年 南禪寺 新に 三門を 建つ、 其 境地 延 
曆 寺の 故 封を 侵す 比 叙 山の 僧徒 幕府に 訴へて 南禪 寺を 毀たん 


ヨ 1( 妙) チ  (妙) バ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 九 〇 —） 


ミョ1 (妙) ホ— モ 


とす" 師 管領 細 川賴 之に 訴へ 之を 防止す、 僧徒 志を 果たさす、 
乃ち 日吉の 神輿を 奉して 內庭に 入らん とす" 南禪 寺の 一 衆 因 
うて 犬に 奮戰 す、 師 退きて 丹 後の 雲門菴 に隱 居し、 康曆 元年 旨 
を 受けて 南禪 寺に 住す、 後圓融 帝屢 々師を 招きて 宮中に 法を 
聽き 特に 內道塲 にて 戒を 受け 衣を 傅 ふ、 翌年 正月智 覺 普明國 
師の號 を 賜 ふ、 將 m 義滿 勅を 奉して 師を 僧錄 司と なす" 後義 
滿奇 夢を 感して 城 西に 覺雄 山寶幢 寺を 建て 師を 第一 代と な 
す、 永 德二年 二月 又 天 籠 寺に 主と なり 後金 剛院に 退 居す、 至 
德 元年 萬 年 山相國 寺に 請せられ 夢窻を 追 請して 開山と なし 自 
ら 第二 代と なる、 又 京都の 景 德寺備 後の 天 寧 寺 伊豫の 安_ 寺 
出 羽の 崇禪寺 等の 開山と なう、 嘉慶 元年 病に 罹り 移うて 鹿 王 
院に居 $、 翌二年 八月 十二 日 衆を 集めて 永訣し、 偈を 書して 
日く 幻 生 七十 有餘 年 -. > 了，， 却 先師 末 了 因 -' 國黄 金收拾 去、 古 帆 
高 掛合 同船、 と、 晏然 寂す、 壽七 十八、 臘六 十四、 受 度の 弟 
子 八 千 五百餘 入、 著作 語録 あ 6、( 本朝 高僧 傳、 延寶傳 燈錄} 
ミヨ 1 ホ 1 妙 峰 ゲン ジッ支 實を 見よ、 

乏ヨ 1 ホ 1 妙法  一ー チカ 日 荷を 見よ、 

乏ヨ 1 ホ？ 妙法  ニ チ リヨ！- 二 日 了 尼を 見よ、 

ホ 1 二 妙法 尼 ニニ S 〔日蓮 宗〕 某菴の 尼な う、 

妙法は 了秀 院と號 し、 久我中 納言晴 通の 女に して 野 本式 部 輝 

久 に 嫁す、 輝久 死す る R 及 a 出家して 日蓮 宗に歸 す'  時に 十 

九歲 なう、 讀誦唱 題して 一心に 専修す、 慶長 十二 年 八月 十七 日 

寂す、 壽六 十二、 (本 化别頭 佛 服 統紀) 

云 m! ホン 妙 本  一ー チ クニ 日久 尼を 見よ、 

i ヨ 1 モン 妙 文  〔日蓮 宗〕 越 前 妙泰寺 第二 代な 


nttTC 妙) ^ — ユ 


6、 妙 丈は 能 登 瀧 ヶ谷妙 成 寺 日 乘の俗 弟な 6、 初めは 越 中 
羽 丹 生 八幡宮の 社僧と な- CN、 顯密 二宗を 兼ね 權 僧都と なる、 兄 
日乘 改宗の 事を 聞き 就いて 其敎を 受け、 又 日 像に 見ぇて 改宗 
受戒し、 日 像に 從つて 越 前 脇 本に 到 6、 一勝地を 得て 妙泰 寺を 
鄉 し、 日 像を 開山と なし、 自ら 第二 代と なる、 後ち In] 郡 今 宿 
村に 光明 山 妙勸 寺を 創し 弘化盛 な 6、 廣野に 閑居し" 延文三 
年 三月 三日 寂す、 壽 八十、 (本 化 別頭佛 祖統紀 3 

乏ヨ？ ヤ妙彌 c . X 臨濟宗 3 相 模淨智 寺の 禪 僧な 

P，  妙彌 字は 堅 中 "出家して 九 峰虔の 法夕嗣 ぎ、 初め 東 勝 
寺に 住し 後淨智 寺に 主と なる、 寂年歃 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ミヨ 1 ユ— 妙融一 一一 S IS 〔曹 洞宗〕 豐後泉 福 寺の 開山な 
ク， 紗融 字を 無 著と いふ、 俗姓は 藤 原 氏、 大 隅の 人な 6、 十 
九歲 日向の 大慈 寺に 往き剛 中柔禪 師を禮 して 薙髮 受戒す、 驚 
峰の 三 光國 師に參 して 法を 問 CA 、 鄕 里に 皈 へうて 靈 山の 興聖 
寺に 掛 錫し 九 旬 1C して 省 あう、 薩 摩の 副 田に 菴 を 構へ て 居る" 
同 參の僧 あり 能 登總持 寺に 到り 第一 座 無 外 昭に師 の 道 風を 語 
る、 無 外の 皇德 寺を 開く R 及 ひ 師 招かれて 其 下に 究む 、後 無 
外の 總持 寺に 歸へ るに 方 師命に ょ*^ て皇德 寺に キ： となう 
法衣を 付 せらる" 後 諸 州に 遊 化し 貞治五 年 日向の 太平 山を沏 
し" 應 安の 初め 伊勢の 二見 ^ 庵 居し、 豐 後に 注き 敎院 钇 改め 
て 禪寺 となし 盛に 宗 乘を唱 ふ、 康永 元年 大守田 原 氏 泉 福 寺 ？:' 
建て 師を其 開山と なし 五 百 僧を 置く、 永德 三年 鄕 里に 歸 6 天 
山の 南に 茅を 結 ひて 菴居 し、 秋 松 rfii の醫王 寺 R 移つ る、 信 濃 守 
藤 原 秀 高の 夫人 了 本 肥 州佐嘉 郡に 玉 林 寺を 建て V 師を 開山と 
なす、 師亦筑 州の 大聖 寺豐 州の 永 照 寺 等を 開き、 明 德 三年 泉 福 


(七 九〇 一) 


書辭 名人 家佛 本日 


寺に 歸 へる、 四 年 七月の 初め 病に 罹う、 八月 十二 日偈を 書し 
て 寂す、 壽六 十一、 臘四 十二、 寺の 西北 隅 R 葬む 6 塔を 普 門 
と 云 ふ、 (本朝 ri 僧 傅} 

ミヨ ー ユ ー 妙 岵 (1 一一 〇 5  〔曹 洞宗〕 伯耆定 光寺の 禪僧 
f、  妙祐 字は 淸寧 、藤 摩の 人、 出家して 機 堂 長 應禪師 に 
師事す る こと 七 年" 機 堂 示 寂の 後 其 法 席を 繼ぎ 、伯 # 定 光寺 
に 主と なる、 文 安二 年 慈眼 寺に 主と なり、 次で 永 澤 寺に 遷 う、 
總持 寺 ic 出世す、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄} 

乏 ヨ 1 ヨ 妙 # ジョ —グヲ ッ定 月を 見ょ、 

乏ヨ1 リン 妙霖 ( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模淨智 寺の 禪僧 

なう、 妙霖 字は 雷 峰と 云 ふ、 樞翁 に 參して 法を 嗣 ぎ、 相模 
淨智 寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

乏 ヨ 1 リン 妙 林  ニ チ テ—- 一日 貞尼を 見ょ、 

リユ 1 妙龍益 ^ 〔眞言宗〕尾張興正寺第五代 
f、  妙 龍 字は 諦 忍、 雲 蓮 社空茈 と號 す、 父は 仙 石忠續 、母 
は 磯谷 氏の 敗な $、 寶永二 年 六月 二十 二日を 以て 美 濃 國賀茂 
郡 山上 邑に 生る、 正德 元年 五月 三日 甫めて 七歲 、州の 神 照 寺 
檀道に 投じて 僧 業を 受け、 三年 六月 五日 九歲 {;; して 薙髮 得度 
し魯 典を 習 ひ 竺墳を 讀む 、享保 元年 三月 同國三 光寺 戒龍 律師 

灌頂 壇を 開く ic 際し 師 召されて 侍者と なる、 時に 十二 歲な 6、 

十四 歲の時 長 安寺 岱梁和 尙の戒 本 宗耍梵 網 古跡 記を 講す るを 

聞き、 翌年 十 A 契印 金剛 界胎 藏界 不動 護摩 法 等を 修行す、 同 

六 年 檀道尾 張 八 事 山に 到- CN 山 主點阿 和尙に 請うて 師 をして 其 

弟子 / 2 らしむ、 八 年 八月 十九 歲に して 點 阿の 命に よ $ 現前 分 

物考を 校訂す、 同 十三 年 JH 月 十一 日 具足 戒を 受け、 五月 常 照 


£ 3 上 妙) ユ—リ 


よ 6 小 野 流 諸 尊 法、 六月 淨土鎭 西 白旗 流 璽書を 受 く、 時 R 二 
十四 歲な 6、 明年 八月 檀 道の 命に よ 6 遍照院 に 於て 普 門 品を 
十六 年 九月 秘藏 寶鑰纂 解を 講ず、 十九 年 五月七日 中納 言 ^. 春 
の 命 ic よう 尾 張 八 事 山 興 正 寺 第五 代と なる、 時に 三十 歲な 6、 
乙れ よう 大に 宗門を 張. CN 一  住 五十二 年、 天明 六 年 六月 十日 寂 
す、 壽八 十二'  臘五 十九、 遺偈 ぁう 日く、 四 大飛自 性、 自性 
飛四大 、何物 是 本性、 阿 鑀覽晗 欠、 と、 著作 會佛 無上 醍醐 篇、 
彌陀 和讚 集註 谷三卷 、空 華隨 筆、 善導 大師 行狀 記、 西方 淨土 
十樂 手鏡、 念佛 不思議 神力傳 各二卷 、梵網 經要解 幷惑問 十一 
卷 、律菀 行事 問 辨十卷 、空 華談 叢七卷 、大光 普 照 集三卷 、彌 
陀和讃 、開山 和 尙行業 記、 蓮 花 標名錄 、鐵壁 法話、 天狗 名義 
考 、念佛 醍醐 秘要藏 、合掌 叉 手 本義 編、 三 聚淨戒 記、 弘法 大 
師念佛 法話 直 解、 閉 窓雜錄 、坐 具 顯正錄 、盆 供 施餓鬼 問辨、 
日本 最初 念 佛法諺 註、 一枚 起請文 諸 說辨斷 、伊呂波 問辨 、神 
國神宗 論、 金杵 摧駁 、放 生 手引 草、 本 方 六 字 九， 衆 律弘通 記、 
坐 右寶鑑 •顯戒 章、 日課 念 佛圖說 、指 迷篇 、無住 國 師道 跡考、 
迦葉傳 衣非 金襴 辦 、苦 海 之 海 船、 梵網經 秘略釋 、馬 朗婦觀 音 
記、 率 塔婆 用意 鈔各一 卷等ぁ 6、 ( 諦忍 和尙略 年譜、 近代 名家 
著述 目錄) 

3 ユ 1 妙 立 ジサン 慈 山を 見よ、 

乏ヨ ...リユ.ー イン 妙隆院 ニ チ ギヨ ク日 玉を 見よ" 
flml リユ 1 イン 妙龍院 一ー チジヨ 1 日靜を 見よ、 

ヨ* - >) ノヨ 1 妙 了  ニ チブッ ニ日 佛 尼を 見よ、 
rM 3 1 夕 名 阿  コゥ ン 孤雲を 見よ、 

1 ゴ ー ゼン 命禪 i$ 8i 〔眞言 宗〕 大和 圓成 寺の 開山な 

■  乏ヨ~  (妙、 名、 命) 


書辭名  人家 佛本  D  Ca-^lo-4) 


ミヨ？ c 命、 ffi ) 


6、 命禪俗 姓 ば 小 野 氏、 春 il.¥ の 胤裔な 6、 妙 年 R して 祝髮 
し、 大和大 .{衣 寺 R 投じて 法相 宗を學 び 後、 寬空 僧正 tt 師事し 
て 瑜 伽の 密法を 受け 兼て 台敎に 密な 6、 三輪の 五大 輪 寺に 住 
す、 萬壽 三年 諸 刹に 遊び 大和 忍 辱 山に 至 $、 圓 成 寺を撤 して 
此に 住し、 長久 元年 寂す、 壽七 十八、 (本朝 高僧 傅} 

ミ ヨークジ猛火 5| 媒 〔眞宗 ：一 伊 熱 松 坂眞臺 寺の 住持 
f  >  猛火 字 
は咐 了、‘ 號は赤 
須眞 人と 云 ふ、 

伊勢 飯 高 郡 松 坂' 一 
の 人な ぅ、 小字 
は 勝と 云 ふ、 父 
母 九 子を 亡 a 、 

嗣を不 ，動 尊 (C 祈 
禱 し、 母靈 夢 {C 
感して 孕む、 享 
保 元年 丙 申 六月 
一日 生る、 異相 
あ 6、 十一 歲 R 
して 父 ^ 喪 a 、 

f 事へ て 孝な $、 十九 歲五畿 ょぅ 近江紀 伊に 歷 遊して 名山 

大 川の 勝景を 探う、 二十 一 歲眞宗 高 田販の 本山に 至-^、 東海 

.巍 堂の r: 師 に 謁す、 後 京師 ^ 上 6、 詩文 殊に 進む •神助 ある 

か 如し、 當時 海內萩 生 徂徠服 部 南 郭の詩 風を 喜 ふ、 師 盛 W の 

詩 風を 喜 ふ、 且つ 書 篆刻を 善くす、 金 蓮 寺 R 莊 + を 講 し、 古 


3 (猛) ク 


人 未 解の 新 義を發 す、 三十 三歲熊 野に 遊 ふ 三十 四歲 伊勢に 皈 
眞臺 寺の 東北に 閑居し、 一女を 生む、 女 十一 歲 に して 死 
し、 妻 次て 死す、 師乙れ ょ 6 才氣益 進み、 詩文 手に 應して 成 
る、 天明 八 年 五月 廿 九日 寂す、 壽七 十三、 著作 赤 須眞人 詩集 若 
干卷ぁ 6、 門人 衆 妙、 法幢 、無 極 三人の 同輯に か V るな 6へ 
左に 集中の 詩 一首を 錄せん 、送 一， 一川 翼 之， 一甲 州， 歌、 「離 筵 酒酣我 
卒然 作，， 信 甲 歌， 歌 k 之、 莫 ，君 聞，， 此天蛆 之 難， 而 生， 長途 悲^; 勢 
之 地 盡白浪 如， 雲 湧、 信 之山嶮 靑薛如 k 索垂 、上 有 一， 一 立 壁 竦 k 身棧 
道 接， 1 天 - ■» 下 有，， 一疾 流轉： ，石殷 雷 走， 深淵； 九 頭龍吟 風雨 時 起、 
淺間嶽 燒烟火 雲 連、 湖水 凝波將 k 解 日、 春 花徒發 犀河邊 、舊府 月 
明 猿啼 k 樹、 空 壘風悲 鬼 嘯， 雨、 正南 欲， 倒 芙蓉 峯 、勢 如，， 天 桂 海 
隅 赴 二 瞬 絶頂 陰晴 變 、忽然 洞 口 風 公 怒、 盛夏 氷雪 千尋 谷、 乾坤 
昔 分界，， 草木 (仙 家 白 鶴 千年 古、 將 軍獵塲 達，， 林麓ハ 復不 ，聞 中 國 
澄 湖 湛不 k 流、 道 人 金 錫初粜 遊、 一 驅山鬼 裂巖岫 、陳迹 今見觀 
濤樓 山川 之 勝於戯 美 哉、 美矣此 山川 之 勝 進 = 君 オハ 郡 内 市中 交 
易 富、 葡萄 垂 k 蔓 梨花 開、 六月 暮陰締 絡 寒、 危 橋宛轉 遠，， 波瀾 ハ 
歸路 平原 靑草裡 ，芙蓉 雪 色 掌 上 看、 駿 參開阈 龍 起 地、 風 t. 于レ今 
抱 =壯志1憶伊性昔味方原、八陣奇正誰能記、年年江天雁長飛、 
山材 寒蟲 入，， 牀幃 『白露 H)i 月 無限 夜、- 思婦 淚盡 倚，， 閨闈 、閨闈 - > 夢 
驚 桐 葉 下、 此 時勢： a 鱸 已肥 縱令畏 日 流，， 命 石； 預夕， ，秋風， M  — 
，歸 K 赤 須眞 人自馎 ，赤 須眞人 詩集」  … 

ふ  の  音  . 

AT 無 爲 jj 霞 如 〔淨 土宗〕 山城 知 恩 寺の 位な ぅ、 做： 


(九九 ）  書辭 名人 家佛 本  日 


爲 字は 圆冏 、京師の 人な $、 十三 歲 K して 父を 喪 ひ 數月 を經 
て 母の 意に 從て佛 門 R 入る、 後 遂に 江 戶靈岸 寺に 至ぅ 珂 山上 
人 R 師事す、 寬文七 年 夢中 R 阿彌陀 佛と觀 見す、 元祿 元年 幕 
府の 命に よ-^ 知 恩 寺に 住す、 寶永 三年 九月 十五 日 寂す、 壽七 
十三、 臘六 十一、 知 恩 寺 R 葬る、 師は道 行殊 R 高く 初發心 よ 
6 命 終まで 晝夜橫 臥せず、 三 經を讀 誦する Z: と 二 万 三千 力 百 
五部、 阿彌陀 經を讀 誦する Z: と 十五 万 八 千 十五 部、 佛 名の 日課 
三万聲 、四十 一歳よ 6 尙三 万聲を 加へ たりと 云 ふ、 (鎭 流祖 
傳) 

ムイ 無爲  ガクシ ン學 信を 見よ、 

みイ 無爲 シヨ-' ゲン 昭 元を 見よ、 

み イシ ツ， i 爲室  シユ- ガイ 衆 鎧を 見よ、 

ムイ ニ ン 無 爲道人 ジクヮ ン慈觀 を 見よ、 

み イシ ツ 無異室 ギモク 宜牧を 見- 6、 

み イン 無 隱  エンハン圓範1^見よ、 

み イン 無隱 ゲソク ヮィ 元晦を 見よ、 

み イン .班 5111  心 シユ —キ宗 喜を 見よ、 

み イン.® 隱 ド- ヒ道 費を 見よ、 

A イン 無隱  シユ— イン 宗 因を 見よ、 

ムウ ン， 云 ギテ ン義 天を 見よ、 

ムガ组 (、我  シヨ— ゴ省 吾を 見よ、 

ムガ 無我  リ d  - ク クン 隆寬を 見よ、 

み ガイ 無涯一 :五 1: 〔眞宗 〕伊 勢 三重 郡大 井手 村 淨蓮寺 

の 住持な 6、 無 涯勸學 は 肥 後の 人、 初め 寬寧に 就きて 宗乘 

を學 a 、 後 美 濃に 遊； S、 了 達院の 門に 入う、 硏鎖數 年、 學成 


るに 及 ひて 伊勢 國 三重 郡 大 井手 村 淨蓮 寺 R 住持と なる" 明治 
の 初め 一專と 同く 勸學 職に 任せられ、 十一 年 安居 安樂 集を 學 
林 R 代講し、 十六 年 某月 病 貧 以 ，て 寂す、 享壽詳 ならず、 (學 
苑談 叢) 

み ガイ 無 涯ショ  ••力： イ性 海を 見よ、  ! 

み ガイ tos  チコ- 智洪を 見よ、 

Af  00  ニン n  I 仁浩を 見よ、 

ムガク to 仙 學 シゲ ン孜 元を 見よ、 

ムガク 無 學 シユ- 干 ン 宗衍を 見よ、 

みガク 触 仙 學  シユ- フン 宗续を 見よ、 

ムガク ■.無 學 ソゲ ン祖 元を 見よ、 

み ガク 無學  モン， 'H キ文 奕を 見よ，  . 

ムキユ 無休 ダイ ゲン 大安を 見よ、 

ムキユ 1 無休  トク セ. ン德詮 を 見よ、 

みク ー 無 空. 一. i i A : 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯寺 の學 僧な 
i  無， 空 出家して 眞然の 室に 入りて' 密 印を 傅へ、 壽 長の 寂 
後嗣て 座主 R 秫す ，時に 弘法 大師 筆寫の 三十 帖の 小策 秘して 
山中に あ-^ 傳へて 師 R 至る.、 本と 柬寺 寶藏の ものな- CN、 是に 
於て 長者觀 賢 僧正 責めて Z. れを遷 3 しめ / 1 とすれ と 名師肯 ん 
せず、 將 R 朝に 訴 へんと す、 延喜 十六 年 八月 師 小策を 抱きて 
伊賀に 遁れ 、十八 年 六月 一一 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 
傅) 

みク ー 無 空 一 五八 一 〔三論 宗 3 大和 ^: 大 寺の 僧な*^、 

無 空 俗姓は 橘 氏 •衆 大寺に 居うて 密敎 を學び 、又 念佛 を修 す、 
延喜 二十 一铝 六月 寂す、 壽缺 く、 (元 亭釋 書、 本朝 法 華驗記 '、 


ム C 無： >ィ —ガ 


ム C 無/カー ク 


書辭 名人 家佛 本日 
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c—o 一一） 


書辭 名人 家佛本  日 


Ayl .g 相 —: 四 八 If. 〔新義 眞言 宗〕 江戸 根生院 第三 十一 
代 f、  無 相 字は 無 動、 白雲 堂と 號 す、 上野 群 馬 郡の 人な 
6、 文政 元年 十二月 十三 日 幕府の 命を 蒙 6 浦 和 玉 藏院よ 6 江 
戶根 生院に 晋む 、同 八 年 十一月 四日 寂す、 總持 寺に 葬る、 壽 
缺 く、 著作 因 明科繼 、因 明圖 注、 三十 三 過 本 作法 纂 解、 正 語 
六合 釋纂 註、 連歌 六 句 選、 仝 三十 六 句 選、 仝 百 句 選、 四季 二 
百 題 各一卷 、百 談茶談 前後 篇貳卷 ぁう、 (新義 眞言 宗 史料) 
$1 無 相  カク タン 覺潭 を P, よ、 

みソー 無 相 モン  才—文 雄 1: 見よ、 

みソ ー 無 相ッョ  - シン 良眞を 見よ、 

$1 無 諍  ニ チー ーン日 忍 VJ 見よ、 

ムタン ソク ヮン 祖環 を昆 よ、 

み チヤ ク 0W  (一一 四 八 八) 〔曹 洞宗〕 尾 張 萬 松 寺の 禪僧 
な $、 無 著 字は 黄泉と SS、 別 R 雖小 菴と號 す、 俗姓は 江 崎 
氏、 尾 張 愛知 郡 山 崎 村の 人な 6、 幼に して 村の 黃龍雄 道に 依 
て 得度し、 寬政 十一 年攝津 R 遊 S、 法 華寺亮 天 R 參して 狗子無 
佛 性の 話を 提撕 し、 また 武藏 R 牲き 靜簡院 白淳に 謁す、 文化 
元年 再 a 攝津 に牲き 五毛 山 社に ぁうて 藏經 を閱 す、 師覺 道の 
法を -H きて 邑 の白毫 寺に 住し、 文政 十一 年 夏 幕 命を 蒙うて 長 
崎皓臺 寺を 主と る、 著作 正 法眼 藏涉 典錄 、績貂 反爾錄 、永 平 

小淸規 翼、 心經 忘筌等 若干 卷ぁ う、 

ムチヤ ク Ms  ド 丨チユ -道忠 を 見よ、 

み チヤ ク 着 ミョ- ユ -妙融 を 見よ、 

み チヤ ク ^£ 仙 着 リョ- ユン良 緣を昆 よ、 

み チヤ クアン 0t  ジシユ  丨 # 間 見よ、 


み チ ユ ー 無 中  イチ キヨ— 一鞏を 見よ、 

み チキ 00  コ ，ケン 高 健を 見よ、 

ムデン  00  シヨ ート — IF. 燈を 見よ、 

ムト ー 無 等 5: ; i: 〔新義 眞言 宗〕 武藏寶 仙 寺 第三 十五 
代な う、 無 等 字は 本 寂、 俗姓は •佐 藤氏、 武藏大 里 郡廣瀨 材 
の 人な $、 元祿 十二 年 州の 瀬 山村 IE 福 寺 鏡秀法 印の 室に 入 
$、 仝 年 九月 二十 一日 弘 光寺 智薩日 叙に 從つて 蕹髮 す、 寶永 
元年 九月 二十日 覺意法 印に 灌頂を 受け、 璺山 に留 錫す る 乙と 
六 年な 6、 延寶 元年 正月 十七 日 化 主 信恕の 命 (r よう 寶仙 寺に 
主と なる、 同 三年 十月 灌頂 及び 結緣灌 頂を 修し受 者 五 千 人に 
及ぶ、 師又法 住 能 化の 師 {C して 尤も 事相 家と して 名 ぁう、 明 
和 元年 三月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 著作 大疏 搽頤錄 十八 卷 、護 
摩 口 快二卷 、金剛 界傳授 私記、 眞言 行者 四 度 別行 隨 筆、 胎藏 
界傅授 私記 各一卷 ぁう、 (新義 眞言 宗史 料} 

みト ー 無 等 ィリ  ン以偷 を 見よ、 

み ト ー 0^  エス ィ慧崇 を 見よ、 

みト ー *^等 リヨ— 才 1 良 雄を 見よ、 

令 1 無道  ク rl テツ 壽徹を 見よ、 

み、 卜 1 触 心 動 ムメ-無 相を 見よ' 

AK*)  姐 m 導  9 ヨ—ジ ツ良實 を 見よ、 

み トク シコ-至孝を 見よ、 

み トク 無 得  リヨ 丨ゴ 良 ® を 見よ、 

み ナン 1 〖難 E- 一一  I 1C M  〔臨 濟宗〕 武藏龅 谷 東北 寺の 開山な 
P,  無難 字は 至 道と 云 ふ、 美 濃關ケ 原驛長 三輪 某 ( I 說相 
川 氏) の 子な A、 幼時 草書に 巧な り、 鄕人 呼びて 假名 書 童子 


A (無〕 ソ 1 チ 


み (無} チー ナ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二〇 一—） 


A M r  ナ！ 


と 云 ふ、 十五 歲 父に 隨 a て 京 坂の 間 R 遊び、 世上の 變 遷を觀 
察して 早く 已に 出家の 志 あ-^、 父 業を 繼 C ものな きを 以て 其 
志を 果 3 ず、 遂に 父 業を 繼 ぎて 驛務を 掌る、 大仙愚 堂 國師の 
往來 せらる V 次、 屢 家に 請して 法 門を 問 ふ、 國師 本来 無一物 
の 句を 示す  1 無難 盡夜參 究し寢 食を 忘る V R 至る、 國師大 に 
其 行 業を 賞し 刼外と 云 ふ號を 付し 且つ 偈を與 へ 益 獎勵 す、 
無難 俗累を 脫して 個 事の 參究を 事と せむ とて 常に 其 便を 求 
む、 偶國 師江戶 R 赴く 途次を の 家を 過る に 適 e 家に 在らず、 家 
人 國師に 謂 a て 日 ふ、 家主 比來 酒に 耽う 上下 日に 疎し、 動 もす 
れば 離散せ むと 欲す、 和尙 大慈大悲 痛く 方便を 加へ ょ、 と、 
國師諾 し 便ち 樽 酒を 設けて 待つ、 深夜に 至り 果して 大に 酒を 
被うて 歸 6 酔狂 惡發し 怒 罵を 極む、 國師徐 R 出て、 迎ふ 、無 
難 見て 驚き 服し 上席に 請し 禮拜 す、 國師日 ふ、 老僧 事に 因う 
て 遠く 行かむ とす、 即ち 樽 酒を 設けて 永訣の 情を 盡 3 むと す、 
と、 大杯を 擧げ 無難に 與 ふ、 師頂受 す、 國師 叱して 日 ふ、 吾 
聞く 汝 大酒 動もすれば 人情を 失すと、 老僧 今夜 汝に 大酒を 許 
3 ひ、 汝 若し 大丈夫の 志氣 あら ば 末 後の 醉を盡 せ、 向後 再び 手 

にするなかれと、無難稽首して日 ^ 、是れ弟子の願ふ所老和 

尙此 語を 忘る、 なかれ、 と、 國師 大笑し 終夜 淸 話し 曉に至 6 

國 師出發 す、 師出で V 相 送る 乙 と數 里に 及ぶ、 國師屢 諭せ ど 

も 歸らず "日 ふ、 我已に 繼嗣あ $ 家事を 慮る 所 あらず と、 行 

裝を備 へず、 衣資を 貯へ ず、 戀々 隨 行して 遂 に 江戸 ^. 燈新 寺 ic 

到-^、 即日髻 を截ち 國師の 前に 蹲き て 日 ふ、 我れ 久しく 便を 求 

め 今 幸に して 俗累を 脫す るを 得た う、 得度を 許し / 2 まへ と、 

國師 笑 a て 請を 容れ 始めて 無難と 名く、 爾來 _師 の 下 ic 師事 


A- C DIE 0 二  I \ 


して 朝參暮 請す、 一日 至 道 無難の 話を 透# す 國師仍 て 至 道 庵 
主の 號 並に 拂 子を 授 く、 是れ實 に 慶 安二 年 師四 十七歲 の 時な 
6、 後 國師は 東 陽 禪師以 來傳 持の 夾山百 則 公案の 正本を 授 
く、 其 過量の 機 あるを 見れば なう、 武藏 麻布 東北 庵 (後に 策 
北 寺と 號 す) に 住し 至道菴 主と 稱 す、 出 羽米澤 太守 上 杉 氏 美 
濃加納 太守 安藤 氏 等 皆 祟 信して 弟子の 禮を 執る、 寬文 の末參 
學の 諸士相 謀う 澀谷に 禪河山 東北 寺を 建立し、 師を請 して 開 
山と なす、 師 事務を 厭 a 正 受端 首座を 擧げ て當 らしむ、 端 亦 信 
濃に 遁れ 去る、 時に 愚 堂 國師の 末 後 弟子 慧水 首座 府內三 田 (C 
隱 る、 師擧げ て 同 寺 第一 代と なす、 (慧水 洞 天と 號す後 全體道 
の法嗣 となる) 別に 一院を 興し 至 道 菴と號 し 幽棲す、 延寶二 
年 小石 川に 遷 6、 同 四 年 八月 十九 日 病な くして 寂す、 壽 七十 
四、 諸 弟子 東北 寺に 葬る、 法 嗣正受 道 鏡 端禪師 あう、 次に 四 
庵主 あう、 即ち 祥山丹 瑞菴主 (至 道 二 代}、 光應 一外 庵主 (谷 中 
幻， 住 庵に 住す)、 ® 融 WJ 徹 庵主 (極 樂水 庵に 住す)、 明 通 淸鑑庵 
主 (至 道 庵 側に 一 小 巷を 結びて 住す〕 なう、 (續 日本 高僧 傳 、近 
世 禪林寶 僧傳) _ 

み 二 無ニ  ホー ィチ 法 一を 見ょ、 

. み ニ ン 無人  ニ ヨド- 如 導を 見ょ、 

みノ ー 無能 li JI 〔淨 ± 宗 ：i 奧州 北半 田の 僧な 6、 
無能 字は 守 一、 一に 學 運、 俗姓 矢軟 氏、 奥州 石 川 郡 次 釜 村の 人 
なう、 早 年 出家 大安 寺 良覺に 師事し、 淨 土の 章 疏を 講究す、 
十八 歲に して 出 遊し、 江戸 增上 寺に 投 す、 寶永二 年 山 崎 莨 通 
上人に 就きて 宗戒 兩脉を 受け、 同 五 年 十二月 常 坐不臥 唱號三 
萬 遍を要 誓す、 明年 五月 川 俣に 草菴を 結 a 、 幽楱 して 專ら佛 


r—i- tl 
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書辭 名人 家佛 本日 


號を唱 ふ、 正德 三年 JF- 月 以後 日課 十 萬遍を 唱 ふ、 口雜 語を 絕 
し、 身雜 事を 營玄す >  喫茶 喫飯の 間 も唱號 の聲を 斷たず 、同 
年 四月 小島 梅 松 寺に 寓 し、 自ら 生 支を 斷つ 、幾 もな く創瘥 ゆ、 
十二月 三寶諸 天に 誓 ひて 制誡 七十 二條を 錄し 、白： ら誡 む、 享 
保 三年 北半 田の 禪室に 幽棲して 微恙ぁ $、 秋ょり 冬に 至ぅ 危 
篤な A、 十二月 二十 五日 諸 弟子に 後事を 托し、 懇勸 永訣す、 
廿七日 同 法 良覺に 謂 a て 日く、 我 不思議の 因 緣を以 て數 万人 
を敎 化す、 這回淨 土に 歸 る、 出世の 本懷 之 {C 過き す、 廿 九日 
剃 髮漱 口し、 念佛益 々働み、 四 年 正月 二日 頭 北面 西 阿 彌陀の 
像に 對して 眠る か 如く 寂す、 壽三 十七、 臘 二十、 師 一生 唱へ 
し 佛號三 億 六 千 九 百 三十 餘萬遍 、日課を 受く& 者 十六 万 九 千 
一 百 七十 餘 人、 淨 業の 靈驗 勝け て算ふ へからす、 (近代 奧羽念 
佛驗記 廿三卷 に 詳 載す) 師祜淡 質朴に して 衣食 尤も 愼む 、常 
に 紙 衣を 著け、 甞て紙 衣 十德ぁ 6 といへ ぅ、 一に 求め 易く し 
て 憂な し、 二に 盗賊の 怖な し、 三に 名利の 念を 離る、 四に 寒 
を 防き 風を 遮き る、 五に 洗濯の 煩な し、、 六に 香 虱 住せす、 七 
に 執着の 念を 離る、 八に 起居 自ら 靜な $、 九に 他の 羨望を 絕 
す、 十に 行 法を 勵む媒 となる、 云々 と パ 續 日本 高僧 傳 、無能 
上人 行 業 記) 

み t 無比  タン キョ ー單況 を 見ょ、 

み ミヨ ー 無明 5H I5 〔臨 濟宗 S 城 白 河 寺の 開山な 

$、  無明 字は 梅 天、 俗姓は 源氏、 須田 爲實の 後裔 R して 豐 

後の 人な 6、 杵築 侯に 仕 ふ、 愚 堂 和 尙養德 寺 ^ 說法 するとき 

乙れ に 謁して 參禪 し、 明曆 元年 十二月 二十 八日 年已に 半白に 

して 伊勢 中 山に 愚 堂を 拜して 出家し、 尋で 熊野辭 山に 隱れ硏 


究 一年 愚 堂の 印 記を 受 く、 萬 治 三年 京都 島 木 氏及宗 入居 土師 
に皈 依し、 靑龍山 白 河 寺を 建て 師を 開山に 延 く、 後 伊勢に 往き 
內 山玄壽 慈眼 寺を 再興して 乙れ に 住す、 延寶四 年 五月 二日 寂 
す、 壽七 十、 臘 二十、 慈眼 寺 東北 隅に 葬る、 著作 長 養 用心 記、 
十 魔 記、 梅 天禪師 法語 等 ぁ 6、 ( 續 日本 高僧 傳) 

みみ イチ シヨ-一 淸を 見よ、 

み モン 無 文  ゲン セン 元 選を 見よ、 

ムモン 聞 シヨ ー オン 聖音を 見よ、 

み モン 無 問  一ー チ シヨ ー日詔 を 見よ、 

A 3 1 姐 仙 用  ジヤク ミヨ— 寂 明を 見よ、 

み ヨー’トー ニン 無用 道 人  シユ丨 チ  ョ周樓 を 見よ、 
み ガン 夢巖 ソ オ-祖 應を 見よ、 

ムス ー 夢 嵩？ ョ丨シ  ン良眞 を 見よ、 

ムソ 1 夢 窗心 ソセ キ疎 石を 見よ、 

み チ ユ 1 夢中  y ヨ-ネ ン良然 を 見よ、 

み デン 夢傳二 • =: 二 • - : 〔淨 土宗〕 對馬夢 傳菴の 開山な $、 
夢 傅は 鏡 蓮 社 圓 譽と號 す、 俗姓は 山 本 氏、 筑前博 多の 人な ぅ、 
法を 隨 波に 嗣 ぎ、 對馬 府中に 夢 傳菴 を荆 して Z. れに 住し、 寬 
文 二 年 十一月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

み ナン 尊 南  グシ ユン愚 春を 尾よ、 ' 

4 ハン シ^！^ 伴 子  シヨ-. クヮ 紹果を 見よ、 

ムュ 1 夢 遊 タイ ゼン 泰禪を 見よ、 


4( 無) f 乏 


i、 夢) 


メ 「馬)メ1 盟 ^ ツ (滅) fv 面) モ a 戊}-  モ (茂、 模ノモ i 蒙) モク (默) 
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(五 〇 — ） 


書辭 名人 家佛 本日 


モク ブ 默 l na ソニン- 一祖忍 尼を 見よ， 

モク ml 默耀 ( . ) 〔眞宗 〕 越後 願 勝 寺の 住持な 

6、 默耀は 北天の 姪に して 少歲 家學を 受けて 造詣 頗る 深 
し、 本山 始めて 學階を 置く に 方う、 師適 々京都に 在 6 、乃ち 得 
業に 擧 げら-る、 後 寺に 歸へ 6 一室に 晏 臥し 猥に 人と 面せず、 終 
身 妻を 納れ す淨業 怠る Z. となし、 毎年 必す越 中に 赴き 圓滿寺 
義敎の 墓を 展 する Z: と 一に 北天の 例に 依る、 年 八十 餘病 なく 
して 寂す、 又 越後 願 生 寺に 興麟と S へる 得 業 あう、 宗乘を 僧 
朗慧麟 に學 ふ、 性涓介 苟も 合する を 好ます、 四十 歲 にして 梵 
行 齋食菴 を 結 a 世と 斷ち 自ら 念佛菴 主と 號 す、 誦 經稱佛 二十 
餘年 一日の 如し、 人 以て 及 ふへから すと なす*  (學苑 談 叢) 
モク ガン 穆山石 シユ- モク 宗穆を 見よ、 

モク サン 穆算 (一六 七 一) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
う、 穆算は 其鄕貫 俗姓 詳か ならず、 三 井の 餘慶に 師事し 勝 
算の法 弟と なうて 顯に 博く 密に 精に して 名 一代に 蓋 ふ、 寂 年 
及壽缺 く、 (本朝 高僧 傳 、三 外 往生 傅) 

モク セン 穆千 AA -ra i  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
穆千は 法眼 玄延の 子、 延長 元年 八月 十二 日 別當に 任し、 
弘長 三年 九月 十三 日 寂す、 壽八 十三、 (三 井續燈 記) 

モク ニ 3 穆如 リョ丨 ォ-良 雄 1: 見よ、 

モク オ 1 牧汾羽 ショ ーキン 性欽を 見よ、 

モク タ ー 牧溪 ド I ク丨道 空を 見よ、 

モク チユ丨 牧中 ショ 丨ジユ 正授を 見よ、 

モク アン 木 巷 ゲン？ ョ-玄 稜を 見よ、 

モク アン 木#  シヨ ート 1 性 IIS を 見よ、 

モク (默 ，穆 、牧 、木) 


モク. r 嘿 堂  セソ ソソ宣 # を 見よ、 

モッゲ 物 外  ヵジ ユ-可 什を 見よ、 

乇ッゲ 物 外 フ セン不 遷 Vi 見よ、 

モッゲ ン物外 子  シヨ— ゲン 邵 元 ^ 見よ、 

モッ セン 物 先 方 ィキ ヨク海 旭を 見よ、 

モッセ ン 物 先 シヨ ーォー ft 應を 見よ、 

モッ リン 物 © シヨ— 卜 t 紹等を 見よ、 

モン ィ文囊 ii HA g  〔臨 濟宗〕 紀 伊大泰 寺の 禪 僧な 6、 
文彙 字は 泰龍 、俗姓は 中島 氏 尾 張の 人な 6、 十七 歲 出家し 鄕 
の 慈 雲 寺 松 隱に投 し、 後雪潭 に 師事し 其 法を 嗣き、 紀 伊の 大 
泰 寺に 住す、 明治 十三 年 十二月 二十 六日 寂す、 壽五 十四、 
モン H 文 惠 (  一六 八 四〕 書 僧な 6、 文惠は 飯 室 阿闍梨 
と稱 す、 俗姓は 藤 原 氏、 伊 尹の 孫 義懷の 子な $、 書を 善くし 
万壽 元年 新たに 御堂を 造 6、 十二 大願の 意 或は 觀音品 偈の意 
を 書く、 共に 其技絕 妙な う、 寂 年 及壽缺 く、 (續 本朝 書史) 
モン H1 文英 j} -o £s 〔曹 洞宗〕 甲斐 永 昌院の 開山な 
う、 文 英字は 一華、 甲斐 國山梨 郡 源氏の 子な 6、 十三 歲に 
して 甲斐 國鹽山 俊翁禪 師に投 して 出家し、 雲 岫に參 す、 雲岫 
師の法器なるを知$て庫務に充てしむ、師履踐售泊古德の風 
あう、 是れに 由うて 名 朝野に 聞 ゆ、 柏 原 帝 詔して 紫 衣幷に 神 
嶽通 龍禪師 の號を 賜 ふ 「永 正 六 年 六月 六日 寂す、 壽八 十五、 
臘七 十一、 (日本 洞上聯 燈錄) 

モン エキ文 奕 ii IJ  〔臨 濟宗〕 京師 妙 心 寺の 禪僧な 
う、 文 奕 字は 無 學と 云 a 、 別に 樹王軒 と 云 ふ、 _ 濃 國武儀 
郡 神 洞 村 山 田 久兵衛 の 男、 文政 二 年 八月 一日に 生る、 故 あ 6 


モクへ 嘿) モツ S) モン (文) 


書辭 名人 家佛本  日 


(六〇 一一 ) 


モン (文} H— 才 


モン (文〕 オーガ 


長瀨村 武弁 某に 養は る、 A 歲 得度し 淸泰寺 梅 山に 師事し •探 
源に 學ぶ 、十六 歲迫 間大雲 寺に 掛 錫し 邁 翁和尙 に 見て 參究 す、 
十九 歲大 坂に 遊 方し 行々 鉢を 托し 備前に 入う 國淸 寺月珊 和尙 
に 見 ゆ、 轉して 出 雲玉昌 寺に 到う 谿隱 和尙に 依う 痛棒を 喫 
す、 天 保 十 年國命 あう 他國 人の 留 住を 禁ず、 師 即ち 去う 長 門 
大照院 に 掛 錫す、 十二 年 江戶に 到う 佐 藤一齋 等に 就きて 儒 典 
を學 ぶ、 弘化 四年受 業師の 喪に よう 國に歸 う、 尋て 再び 出 遊 
し 備前曹 源 寺， 筑後 梅林 寺に 回歷 す、 梅林 寺 羅山和 尙の敎 示に 
服す" 慶應 二年國 命に よう 梅林 寺に 住持と なる、 明治 七 年 妙 
心 寺に 昇る、 東京 大敎院 R 出で 禪 宗大敎 校の 校長と なる、 八 
年 退 耕 園の 後を 受けて 禪宗九 派 管長と なる、 九 年 權大敎 正 (C 
補 せらる、 同年 十二月 九 派 管長 並 {C 妙 心 寺 住持を 辭し 牛込濟 
松 寺 R 退 休す、 十一 年 七月 再び 妙 心 寺 派 管 g に 上う、 大敎正 
に 進む、 十六 年 管長を 辭し 十八 年 重ねて 管長に 推さる、 十九 
年 尾 張 犬 山瑞泉 寺に 退 休す、 廿八年 十一月 管長 匡 道 示 寂す、 
師また 推 3 れて 再び 管長 R 任ず、 卅 一年 秋微恙 あう、 十二月 
三十 一日 妙 心 寺 方丈 {C 寂す、 壽 八十、 

モン エン 文 淵 シ ユーシ ユ宗殊 を 見よ、 

モン オ ー 文 雄 si ia 〔淨 土き 京都 了 蓮 寺 第 十七 代な 

i  文 雄 字は 僧谿 ，號は 無 相、 一に 尙綱 堂と 云 ふ、 俗姓は 

中 西 氏 丹 波 桑田 郡 濃 野 村の 人な 6、 幼に して 郡の 玉 泉 寺に て 

剃髮し 京都 了 蓮 寺 誓譽に 謁し 左右に 侍す、 學年 にして 江 戶傳 

通院 R 留學 し內外 の 典籍を 涉獵 す、 時の 碩儒 太宰 純と 交う 厚 

一し、 純 支那 昔を 善くし 和讀の 文義を 害する を 憂へ、 師を 誘う 

| て 之れ を學ば しむ、 師稍韻 鏡の 淵源を 究め* 京都に 皈 6 て 後 摩 


光 韻 鏡を 著し、 又經 史莊嶽 音、 和字 大觀抄 を 著す、 甞て 曆數の 
術を 究め 發 叫す ると 乙ろ ぁう， 寶曆 初年 桂林 寺に 退き、 十三 
年 五月 阿波 讃岐 R 往き 山水 5: 遊觀 して 京都に 皈う 九月 二十 二 
日 寂す、 壽六 十四'  臘四 十九、 著作 磨 光龍 鏡二卷 、同 後編 五 
卷 、同餘 論三卷 、韻 鏡 律 正一卷 、韻 鏡 至要 錄一卷 、翻 切伐柯 
編一卷 、三 音 正 僞二卷 、九 弄 辨一卷 、經 史莊嶽 音一卷 、字 彙 
莊嶽 音四卷 、和字 大觀 二卷 、專雜 甄陶 篇一卷 、古今 韻 括 一卷、 
廣 韻字 府一卷 、非 出 定後語 一卷 、蓮 門經籍 錄二卷 、搜立 鈔綱 
要二卷 、蓮 門學 則、 舍利 功德鈔 、金剛 寶戒 眞僞辨 、淨土 源流 
章索隱 各一卷 、(續 日本 高僧 傳 、諸家 人物 志、 近代 名家 著述 
目録、 蓮門經 籍錄) 

モン オ ー 文 公 羽 リヨ！ 才—頁 應 を 見よ、 

モンカ 文嘉  ニ チ サツ 0 薩を 見よ、 

モン ガ文 1 患  ニ チ シン 日審を 見よ、 

モン ガ文雅 二 晒^  〔臨 濟宗〕 常 陸 常 光寺の 禪 僧な 6、 
文雅 字は 象匏別 稱攩 谷、 俗姓 森 田 氏、 伊豆の 人な う、 早 
年 出家して 樹林 寺 石室 禪師に 業を 受け、 後出 遊して 慈照禪 師 
に 事へ、 趙州無 字の 公案を 參 究し寢 食を 廢す 、文化 十二 東歸 
して 大裒 の法嗣 となう 樹林 寺 {C 住し、 妙 心 寺 第一 座に 轉 ず、 
文政 五 年 慈 照 三 河 小 松 股に 赴く、 師再び 參 見して 餘蘊を 盡 
す、 天 保 四 年 樹林 寺を 退き 伊豆の 國淸 寺に 留 る、 勅を 拜し玉 
鳳 院塔主 職と なう 尋て常 陸 VIV 光寺 攝雄祥 福 僧堂に 遷り 大衆 
を 接 得す、 後出 雲 慈 ail 寺に 強請 せらる、 tp 固辭 して 赴かず* 
天 保 六 年 七月 十八 日 潰 訓を示 し 二十 三日 寂す、 法 ]] i iL 十五、 
壽六 十二、 天 保 十一 年 九月 廿 九日 勅 謚神鑑 獨照禪 師を賜 ふ、 


(七〇 一 一 0 


書辭 名人 家佛 本日 


(近世 禪 林僧寶 傅) 

モン ガ文 g 貝 r: 一七 六 〔淨 土宗〕 江戸 本 誓 寺の 開山な 6、 
文 賀は貞 蓮 社 念 # 頑 碩と號 す.. 幼に して 相 模小田 原本 誓寺貞 
擧の 室に 入うて 剃髪し 觀智一 師に 師事して 法を 嗣ぎ本 誓 寺に 
住す、 後江 戸 深 川に 本 誓 寺を 開きて 居住し* 元 和 二 年 二月 十 
日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

モンカイ 文 海 (ニー 八 九) 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪 僧な 
6、 文 海 字は 龍洲 、下野 大中寺 圭菴伊 白に 參して 其 法を 嗣き 
席を 補す、 寂 年 並に 壽缺 く、 法嗣海 菴尖智 ぁう、 c 日本 洞上聯 
燈録) 

〔考〕 文 海は 天文 頃の 人な り 

モンカ ク 文覺 (一八 四 五) 〔眞言 宗〕 山城 高 雄 山中 與な 
文覺 俗姓は 遠 藤氏 近 衞校尉 持 遠 か 子、 初の 名は 盛 遠と い 
ふ、 性 勇悍に して 宮廷の 衞 兵曹と なる、 十八 歲誤 うて 袈裟 御 
前の 首 V」 斬うて 道心 頓 萠し 出家 遊歴す、 能く 苦行に 耐へ後 
京都 (C 歸へ 6 高 雄 山の 廢頹を 見、 心に 再興を 誓 a 普く 諸檀に 
勸む 、一日 後白河 上皇の 離宮に 入りて 幹事を 奏せ / L とす、 適々 
宮宴 ぁうて 群臣 歌舞し 奏聞す るの 遑な し， 師 階下に 近き て疏 
を 捧けて 呼號 す、 其聲 粗暴に して 綏歌紊 る'  師を 引き出して 疏 

を 裂き 衣を 破る、 師 匕首を 手に 取り 衞士を 斬る、 上皇 大に怒 

6 獄に 付し 治 承 三年 伊豆に 竄 せらる、 聍に 源賴朝 先に 謫 せら 

れて 州に あり、 師に 就きて 出家 せんと 乞 ふ、 師其自 ら棄 つる 

听以 なる を說 きて 之を 許 3 す， 旣 にして 治 承の 末關東 兵 起る 

師密に 近臣に 憑 6 て 後白河 法皇の 院宣を 持て 回へ 賴 朝に 

勸めて 兵を 詢 へ -L め、 文治の 初め 遂に 元帥と なる、 玆に 於て 


賴朝師 を 遇する Z: と 殊に 厚く 道 福 盛な-^、 神 護 寺を 復し柬 寺 
を修 す、 師甞 て那智 山に ありて 大 誓を 發し七 日瀑 下に 立と S 
ふ、 寂 年 及び 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

モン ガン 文 巖 ii EC 〔臨 濟宗〕 山城 法雲院 第二 代な 
う， 文巖 字は 如 雪、 俗姓は 三 好 氏、 阿波 板 西 郡の 入、 母は 赤 
澤 氏の 出な 6.、 甫め て六歲 常 {C 佛 菩薩の 像を 彫す るを 以て 戯 
となし、 十歲 父を 喪 S 郡の 莊嚴 院宥 全 (C 就きて 薙髮し 密乘を 
習 ふ、 尋き て灌 頂を 讃岐虛 空 藏院に 受け， 又經說 を 高 野に 學 
ふ 後、 m ねて 灌頂を 善 集院に 禀け 密敎の 蘊奥を 究む 、去 6 て 賢 
俊 律師に 毘尼を 學ひ 、横 尾 山に て 重ねて 受 具し、 全理 律師に ょ 
うて 南山 靈 芝の 律義を 究め、 臘滿 ちて 宇治田原に 3 品 松 精舎を 
鄉し虛 空藏聞 持の 法を 修 す、 師甞て 支那に 遊 ひ 終 南 祖師の 遺 
跡を 拜し 且つ 禪律 諸師を 參叩 せんと 欲し、 遂に 性宗 と共に 西 
海道に 赴きし か 國禁に ょう 志を 果 3 すして 歸 へる、 禪 要を 慕 
a 大梅 寺一絲 に參 して 悟る 所 あ 6、 尋きて 大和に 菴 居し 偶々 
岩 松 寺に 寓し一 禪 人と 問答して 應 する 乙と 能は す、 大に耻 ち 
て 爾來晝 夜を 分た す 研究し、 一時 雪中に 坐して 三更に 到 6 て 
疑 II 氷 釋し玆 に 大悟 徹底す、 實に 四十 一歲 なう、 因うて 一絲に 
永 源 寺に昆 ぇて 所 解 ^ 呈 す、 田 村 了徹及 s 貞淸 居士 其 德を敬 
慕し 指 雲 瑞泉二 寺を荆 し 之に 住せし む、 其 翌年 春一絲 示 寂し 
師 遺命を 受けて 永 源 寺に 主と なる、 近 衞應山 公 及 a 諸 宰官貴 
族 等 道譽を 慕 ひ 屢 々法要を 聞く、 後水尾 天皇 大納言 資慶に 勅 
して 師に 就きて 豫め末 後の 佛 事を 乞 ふ、 師 乃ち 法語を 書して 
上奏す、 寛 文 元年 資慶 祖父の 冥福の 爲め洛 西に 法 雲 院を營 み、 
師請 せられし か辭 して 先師 一絲を 崇めて 第一 代と なし 自ら 二 


モン (文) ガ 


モン (文) 力 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 〇 —一 ） 


モン (文}ギ I ク 


代に 居る， 明年 圆應 祖師の 爲 に 三百 年忌の 法 筵を 設け 衆惜を 
して 五部の 大乘經 を 書せ しめ 並に 無 遮の 大會 を設 く、 皇太后 
之を 聞きて 黃金 若干を 賜 a て 香 積に 充つ 、寬文 十一 年 四月 十 
八日 寂す、 壽七 十一、 臘六 十二、 遺偈あ 6 幻 生 幻滅、 本 無，， 去 
來 T 虚空 破裂、 大地 骨堆、 (續 日本 高僧 傅) 

モン、 キン 文 岑( . ) 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪 僧な 

う、 文岑 字は 象 先、 俗姓 不詳、 桃 溪悟に 師 承し、 壽福 寺に 住 
す、 晚年大 澤菴に 屛 居す、 示 寂の 年時缺 く、 題 東漸 寺 作、 徑 通，， 
幽處 一海 天寬 、潮 落 =沙 汀- 鷗鷺 閑、 憶 得 高秋淸 夜景、 寒濤搗 ，月 
浸， I 欄干 『(延 寶 傳燈錄 •本朝 高僧 傅} 

モン キ ml 文慶 (一六 七 一) 〔天台宗〕 山城 大雲 寺の 僧な 
う、 文 慶は參 議藤原 佐理の 子な う、 園 城 寺餘慶 に從 つて 顯 
密の祕 奥を 得、 後勸修 勝算の 二師に 師事す、 敕に ょう 洛 北大 雲 
寺に 主と なう、 其 年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

モン キ 3 1 文 慶( …： …〕 〔淨 土宗〕 駿河 華陽院 第二 代 
f、  文 慶は眞 蓮 社 短 譽と號 す" 其 鄕貫詳 かならず、 智短 
に 師事して 法を 嗣ぎ 華陽院 第二 代と なる、 寂 年 及壽缺 く、 

モンク ジン 文觀 r: : 〇: •一 ， -t : 〔眞言 宗〕 京都 醍醐 寺の 座主 あ 

$、 文觀は 一名 弘眞 初め 天台宗 徒にして 播磨法 華 山に 住し* 

後、 賀 西北 條寺に 遷 6、 算數 卜筮に 通ず、 奈良に 遊びて 四 律 

五 論を 學び 、遂に 小 野に 至う、 大僧正 道順に 從う て灌 頂を 拜 

し •眞慶 仁寬の 流を 受け 立 川 流を 主唱す、 後醍醐 天皇の 皈依 

によ 6、 醍醐 寺 第 六十 四 代 座主 兼 天 王 寺別當 とな 6、 官 僧正 

に 昇る、 後醍醐 天皇 北條 氏を 滅 せんと 謀る に 方 6、 師及び 圓 

觀 等北條 氏を 咒詛 し、 事 泄れ捕 へられて 硫黄 島に 流 3 る、 正 


モン C 文) ゲ ー コ 


慶二 年亂年 くに 及び 圓觀 等と 本 寺に 還 住す、 後 東# 百 十五 代 
長者と なる、 高野山 衆の 强訪 にょり 諸 職を 解き 甲斐に 流さる 
配所 R 於 S て 觀音經 秘鍵 等を 作る、 足 利 尊 氏の 兵 京師を 犯す 
に 及び、 師脇 屋義助 等と 兵を 率 a て 山 崎に 拒き 敗れて 退く？ 正 
平 十二 年 寂す、 壽缺 く、 世人 皆 小 野の 文 觀と稱 す、 生前 佛像 
を 書く に 妙を 得、 曾て 薔きし 慈 恩 大師の 像は 世に 聞 ゆ、 (續 
傳 燈廣錄 、大 日本史、 南方 紀傳 、扶桑 書 人傳、 寶鏡鈔 ) 

モン ケ ー 文哇 (二 0 三 〇) 〔臨 濟宗〕 京都 轉 法輪藏 寺中與 
な 6、 文珪 字は 廷用 、大 林に 侍して 法 忍を 得、 貞治 三. 年 城 北 
寶福 寺に 住す、 時に 寺は 荒廢し 正殿な く獨藏 室を 存す 、應安 
三年 後光 嚴 天皇 額を 轉 法輪藏 寺と 賜 a 、 地 若干 畝を 賜 a て 寺 
基を 廣む 、師 衣資を 出して 日 R エ役を 督 す" 縉 紳士 庶歸依 多 
く舊脖 の壯觀 R 復す るを 得た 6、 師 命を 奉して 大藏 經を購 a 
て 寺に 安置す、 後 使節と なうて 明に 入う、 翰林 學士宋 景濂に 
請 ひて 寺の 記を 作らし む、 其 後の 事を 知らす、 (本朝 高僧 傳) 
モンタン 文 g 貝 ": -: -: j 四 〔曹洞 宗〕 伊豫 安樂 寺の 禪 僧な 
AV,  文 取 -S 子は 泰菴 •伊豫 安樂 寺の 喜 山 宗忻の 室に 投して 法 
を嗣 ぎ、 天文 十八 年 安樂 寺に 住す、 永 祿 三年， 總持 寺 R 出世し、 
在 不用、 門 葉の 諸老 のょう 大功 傳來の 法衣を 付 せらる、 後 安樂 
寺に 歸 う、 永祿七 年 五月 十八 日 寂す、 世壽缺 く、 

モン ゴ ー 文 一象.  一 -t: 二 •ー ハ 〔 . 〕 京都 釋迦院 の 僧な 6、 

文豪は 京都 四條坊 門の 釋迦院 に 住し、 治 曆二年 五月 五日 東 山 
鳥 部 野に 於て 柴を 積み、 身を 燒て 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

モン nil 文 亨尼一 一 J g2 〔天台宗〕 lili 城圓昭 1 寺の 尼 
f、  文亨 尼は 樱町 天皇の 養女、 實は有 栖川職 仁 親王の 女 


(九:: 一一 ) 


書辭 名人 家佛本  fl 


なう、 延亨 三年に 至れ 嵩 宮と云 ふ、 寬延二 年 四月 八日 天皇の 
養女と なう、 十月 十八 日圆 照寺附 弟と な-^、 寶曆六 年 得度し、 
明 和 七 年 七月 四日 寂す、 壽二 十五、 南都 山村に 葬う、 觀喜心 
院と號 す、 (皇運 紹運錄 w< 

モン サイ 文濟二 1  一一  i -fc-fc 〔曹 洞宗〕 武藏寶 光寺の 開山な 
i  文濟 字は 以 船、 武藏豐 島 郡の 人、 俗姓は 岡 部 氏な $、 
十八 歲中 野の 法 泉 寺に 投 して 受 具し 密敎を 習 ふ、 後 捨て、 下 
野大平 寺に 往 きて 培 芝に 參し 、次に 廣嚴寺 俊 屋桂彥 に 參して 
宗旨を 學 CA 、 分座說 法を 命 せらる、 天文 八 年俊屋 寂せ しか 故に 
師其 席を 輔 す、 武藏平 井の 某氏 寶 光寺を 創し 師 請せられ て 其 
開山と なう、 後辭 して 廣嚴 寺に 歸 る、 天文 十六 年 九月 十日 寂 
す、 壽九 十一、 法嗣箇 學光眞 ぁう、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

モン シ文之  ゲン ショ— 支 昌を 見よ、 

モン シ文匕 日  ニ チャン 日銀を 見よ、 

モン シキ 文識 ユ丨パ ン宥鑀 を 見よ、 

モン シツ 文室  ユ サィ 慧才を 見よ、 

モン シツ ， % 室  シ ユ-シ ユ-宗 周を 見よ、 

モン シユ 文 守！ 〔臨 S S 山城 靈源院 の 開山な 
6、 文. ^ : 字は 一絲 、エ部 尙書源 具 堯の三 子、 母は 藤 原 氏な 

6、 十四 歲萬年 山の 雪岑基 禪師に 侍し、 後 深く 宗門を 慕 a 、 一 

夜 潜に 寺を 出で 泉 南 寺 澤菴禪 師に參 す、 十九 歲に して 模尾山 

賢 俊を 拜 して 剃髪 受戒し 安居す る {九 旬、 毘 尼を 講習し 再び 

澤菴に 參 す、 澤菴謫 せらる に 際し 師省恃 する 一年、 洛西 岡の 里 

に 庵 居す、 後明に 入うて 明 師の證 を 得ん と 欲し 國禁 の爲 めに 

志を 果 3 ず、 妙 心 寺 雲居 膺 、雪 窓 崔 、愚 堂 宴 等に 師事す、 上皇 賀 


茂に靈 源 院を 建て 師に 命して 住持せ しめらる > 寬永 二十 年 近 
江 永 源 寺を 主とう、 正 保 二 年 :'-: ： : ソ三月 十九 日 寂す、 壽三 
十九， 臘二 十、 著作 緇 門寶藏 註垂誡 、幷 に佛祖 百 首頌童 行談、 苑 
狐廷 五葉 等の 集 ぁう、 延寶六 年春敕 謚定慧 明 •光 佛頂國 師の號 
を 賜 ふ、 (本朝 高僧傳 ) .  . 

モン ジユ 文珠一 j SJ -5. 〔臨 濟宗 3 京師 南禪苛 の禪 .僧な 
文珠 字は 大觀 、美 濃 乙 坂の 人な う、 俗姓 佐 藤氏、 九歲 
越 前 福 井東 光寺 泰崇康 に 就きて 得度す、 十六 歲遠江 海藏 寺に 
至うて 東嶺 慈に 謁し 其 下に 書記と なる、 尋て 伊豆 寵澤 寺に 掛 
塔し、 常に 遠 豆の 間を 住 來す 、誓； 5 て 日 ふ 吾れ 個 事を 明に する 
能はずは頭を擧げて芙蓉峰を望兒せず、と、精參苦攻を積む、 
十九 歲尾張 妙 興 寺に 留る 、忽ち 一 鴉の 飛びて 室に 入る 聲を聞 
きて 豁然 大悟し、 衆 嶺慈印 可す、 時に 二十 八歲 なう、 後 愛宕 
前 大納言 通 直の 猶子と なり、 定溪惠 の 法を 嗣きて 丹 波 法 常 寺 
に 住す、 四十 二歲勅 ぁう 紫 衣を 賜 ふ、 四十 五歲近 江大圓 寺に 
法 席を 開く、 雲钠 群集す、 五十 五歲法 席を 憲革 道に 讓 うて 再 
び 京都に 入 $、 南禪 寺に 僧堂の 幹事と なる、 僧堂の 名を 改め 
て詹蔔 林と 云 a 百 廢俱に 擧 る、 天 保 十一 年玉 藏院 に遷 居し 十 
二 年 再び. 着 蔔 林に 入る、 十二月 廿 五日 遶然疾 に 罹う 一年に し 
て 較輕 快な う、 自ら 號して 七十 七 翁 不二 身と 云 ふ、 已に して 
再び 重く 十三 年 三月 廿 八日 寂す， 壽七 十七、 臘六 十八な う、 
法 常 玉藏兩 寺に 塔を 立つ、 (近世 禪林僧 寶傳)  • 

モン シュ 1 文 {示 ニニ *.: 0-: 〔淨 土宗〕 武藏勝 林 寺の 中興な 
う、 文 宗は勝 蓮 社 超 譽と號 す、 呑 11 に 師事して 法を 嗣ぎ武 藏 
新 方 備後村 勝 林 寺に 住し、 其廢頹 を 興して 中與 となる。 寬永七 


モン (文) ザ—- シ 


モン (文) シ 


書辭 名人 家佛 本日 


(リ  ~ •一一') 


モン (文) シ 


年 七月 寂す、 壽缺 く、 (淨七 總 系譜) 

モン シユ I 文 秀二 1 AO 3  〔黄 戀 S 山城 萬 福寺廿 五代な 
う、 文秀 字は 華 頂、 近 江 石 部の 人 藤 谷 氏な 6、 十五 歲比皲 山 
に 登う 方 玉 律師に 師事し 敎样 を學 後禪を 究めん とし 律師 
に 街け て 山を 下る、 寶曆八 年 近 江 正 明 寺 中嶽禪 帥に 謁し ■次に 
伊豫に 遊び 湛堂禪 師に 謁して 參究 す、 三年の 後 白 隱禪師 の 室 
R 役し、 益 參究 す、 禪師示 寂の 後 石 部に 皈 住す， 天明 五 年 正 明 
寺 R 住持と なり 十五 年間 其 職に ぁう、 寬政 十二 年 正 M 幕府の 
命 R より 黃檗山 萬 福寺廿 五代と なる'  文化 六 年 四 W 退 隱し正 
明 寺に 寒巖 堂を 營みて 幽 接す、 固 年 九月 北 越國泰 寺の 請 R 應 
し臨濟 錄を 提唱す 文政 十审 正月 十五 日 寂す、 壽八 十八、 臘七 
十五、 語録 ぁり 行は る， (續 日本 高僧 傅〕 

モン シユ 1 文秀エ  丨ョ 榮譽を 見よ 
モン シユク 文 宿  一 -: 一 5: 六 〔淨 土宗〕 江戶心 光寺の 開山な 
6^,  文 宿は 光 蓮 社 明 譽と號 し、 下野 宇 郡宮の 人な 6、 出家 
して 宗 呑に 淨土敎 を 學び其 法を嗣 きて 後 越後 高 田の 善導 寺に 
住し、 江戶 無量 院 に 移^ '第二 代の 主と なる、 寬永五 年 小石 川 

に 心 光寺を 靱して 開山と な 6、 正 保 三年 四月 二十四日 寂す、 

世壽缺 く、 法 嗣本譽 春貞ぁ 办、 ( 淨土總 系譜) 

モン シユク 文 夙  ニ チ セン 日 選を 見よ， 

モン シヨ ー文日日 -: :一、 *: 〔曹洞宗〕駿河長興寺の第二代 

なう、 文昌 字は 久 峰、 回夫慶 文に 依うて 得度し 心 要を 悟う 

て 法を 嗣 r •後天 桂 山 長 興 寺に 住し 伽藍を 興 造す、 長 興 寺は 

元 回天 0 開 創せ しものに して 師尋 きて •其 二 代と な るな 

り、 亨祿二 年 二月 二十 五 H 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 


モン (文) > セ 


錄) 

モン シヨ S 文淸 IH AiL M  〔曹 洞宗〕 美 濃全昌 寺の 禪 僧な 
う、 文淸 字は 骐傳 .1 俗姓 佐 藤氏、 近 江 彥 根の 人な う、 十 歲白峰 
支 滴を 禮 して蓰 髮し、 法 席 6C 游 a ‘皈 6 て 白 峰の 法を 得て 永 平 
寺に 出世す、 大 垣の 城主 戸田 氏定 請して 全昌 寺 R 主たら しむ* 
尋き て榮春 寺に 遷 う、 晚 年退老 閑居し、 享保十 一年 三月 二日 
寂す 壽八 十八'  ■七十 八、 光源 寺 瑞泉寺 等は 師の開 創す る處 
な-^、 臨終の 偈に 日く、 老翁 八十 又八歲 、端的 身心 俱脫 空、 
蕩 豁太虛 無-- M 礙 『塵 塵都莫 ぃ不=圓 通 -'* と、 (日本 洞上聯 燈錄) 

モン シヨ ー 方 〈勝 ( . ) 〔曹 洞宗〕 藤 靡福昌 寺の 禪僧 

なう、 文 勝 字は 忍 室 俗姓は 伴 部 氏薩 摩の 人な. CN、 諸老に 偏 
參し後 同 國福昌 寺 天祐 宗 津に參 して 印： ET を 受け， 總寺 持 R 出 
世し、 福 昌寺 R 遷 る、 國守 奏して 紫 衣 及 佛照大 圆禪師 の號を 賜 
ふ、 寂 年 並 R 壽缺 く、 ( 日本 制 上聯 燈錄) 

モン シ 3 1 文 性 リヨ-テン 亮典を 見ょ、 

モン セツ 文 刹 (三 一九 四) 〔曹 洞宗〕 下總總 寧# の禪 僧な 
P，  文 刹 字は 大 淵、 生國 俗姓 詳 ならず、 下 總總寧 寺 勝國良 
尊に 參して 旨を 得、 四 五の 寺に 歷遷 して 後多寶 寺を 主と る、 
寬永 十一 年 幕 命を 承け て總寧 寺に 住す、 寂 年 及 ひ壽缺 く、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

モン セン 文签  ソン シュン 尊 俊 1: 見ょ， 

モン セン 文詮二 剛 怎 〔眞宗 〕江戶 築地 唯 心 寺の 僧な 
6、 文詮 字は 暉眞と 云 ふ、 抱 一、 屠 龍、 鶯 村、 兩華菴 、輕 
擧道 人、 庭 柏 子等の 號ぁ 6、 酒井備 前守忠 仰の 第二 子、 雅樂頭 
忠以 宗雅の 弟な 母は 里姬 、松 平和 泉 寺 乘祐の 女な. CN、 師 


( — — — •  fc' .) 


書辭 名人 家佛本  日 


は寶曆 十一 年 七月 朔日を 以て 江戸 小川 町の 邸に 生れ、 幼名を 
前 次と 呼び、 後に 螢八忠 因と eic む、 十一 歲ょ 6 鈴 木 淸兵衛 に 
就き、 起 倒 流の 柔術 5: 學び 、山 本 嘉兵衞 に 就き 無邊 流の 鎗術 
を 習； 3、 中 m 新兵 衞に 就き 弓術 ^ 學ぶ 、安永 二 年 兄忠以 に從 
ひて、 藩 地姬路 {r 赴き、 尋 S て 京師に 上る、 同 九年廿 歲江戶 
神 田 橋 大手 上屋敷に 移 6、 爾來文 藝游藝 に 耽る、 寬政 九年卅 
七歲劣 病な 6 と稱 し、 西本願寺の 徒弟た らんと 欲し、 幕府の 
執政に 請 ひ、 十月 十八 日 築地 本願 寺に 於て 得度し、 等 覺院と 
號 し、 權大 僧都に 任ず、 俳句 あ- 〇遯 るへ き 山 あう の實の 天窓 
かな、 と、 文 如上 人 光暉の 準 連枝を 以て 遇せら る" 同年 十一 
月 三日 京師に 上.^、 十二月 三日 江戸 ic 皈う 、(一 說に京 師滯在 
三年と あ. 〇) 寺務を 捨て、 簑輪 R 閑居し、 後、 淺草觀 音の 境 
內辨天 池の 傍に 幽棲す、 師多技 多能に して 太 田南畆 (蜀^ 3 人) 
に 交は $、 尻燒 猿人なる 狂歌 名を 呼びて 咏みし 狂歌 多し、 江 
戶 座の 宗匠 馬場 存義に 俳諧を 學び "初め 徘 名を 濤 花と い a 、 
後に 杜 陵と 云 ひ、 最後に 屠 龍と 云 ふ、 其 弟子 哲阿彌 の 風 調を 喜 
び、 時々 名句 あう、 兄 宗雅に 繪書を 受け. 漸く 上達す るに 至 
うて 楠 本 紫 石に 就きて 明 書を 學 CA 、 後 •狩 野 永德高 信に 就て 
筆法を 受け、 京師に 上れる 時、 土 佐 光貞の 弟 - f とな $、 狩 野 

の 書風を 捨て、 土 佐の 筆意を 慕 a 、 又 九 山風を 學ぶ 、稍 昇 達 

する に 及 / L で 尾 形 光琳の 風を 喜び、 一變 して 終に 其 風を粛 く 

に 至れ 6 •當時 谷 文晁在 6 て 世に 鳴る、 師-一 父を 結びて 筆法を 

問 a た 6 と 云 ふ、 董堂敬 義に 書を 學び 後に 3¢ 角の M を 慕 a 、 

其筆葸 を 得 / a う、 書 書、 骨董、 刀劎 の鑑 ^; を 好み 古筆 了 . G: 

等と 交は る、 文化 年 四十 九 歲下根 咩 鶯 塚に 居を 移し、 菴を 


モン (文) セ 


雨 華菴と 名け、 晝間は 門弟を 指揮して 專ら丹 靑に勵 み、 薄茲 
に 至れば 必ず 吉 原の 遊廓に 入る、 日々 然う 、屢々 樓に窬 筵を 
開く、 故に 遊女に して 師の書 書 及び 俳句を 學ぶ者 多し、 殊に 
玉屋の 遊女 誰釉 (小鸞 女史と 號し 落髪して 妙 華 尼と 云 ふ) 大 
に 聞ぇ たう、 文化 十二 年 六月 二日 尾 形 光琳 百年 忌に 丁う、 光 
琳百圖 を 刊行し、 且つ 其 墓を 改修 す、 乾 山に 就 S て 陶工を 學 
び、時々陶器を手製し /2 5と云ふ、文政十一年病に罹う、豪 
商 伏見屋 (森 川 佳續) を 招きて 後事を 托し、 十一月 二十 九日 寂 
す、壽六十八、築地本願寺本坊にて葬儀を營み、塔頭善林寺 
に 葬る、 著作 屠 龍 之 技 (徘諧 句集) 靑簾 春の 曙、 江戸 鶯 、(戯作) 
等 あう、 (文藝 叢書、 扶桑 書人傳 、香亭 雅談) •- > 

モン チユー 文： 1:( . ) 〔曹洞 宗〕 下 總孝顯 寺の 禪僧 

な- 〇、 文仲字は的翁と云ひ、春翁圭陽の法を嗣ぎ龍拟寺に 
住し 孝顯 寺 U 遷 る、 晚年 武藏に 至り 東 竹院を 築き エ 終うて 寂 
す、 其 年時缺 く、 法 嗣興豐 建隆あ 6、 ( 日本 洞 上聯 燈錄) 

モン チユ ー 文中 心 二.；； o: A: 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪僧な 
う、 文忠 字は恕 岳、 薩 摩の 人に して 世々 儒を 業と す、 出家 
して 諸老 に徧參 し、 歸 6 て 福 昌寺大 祐宗津 の 室に 入*^ 印 可を 
蒙る、 諸 寺に 歷 住して 後 福 昌寺 に 主と なる、 天文 十六 年 十一月 
寂す、 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

モン チ =? ー  ー 文 超 ニニ 九 二 〔淨 土宗〕 .絡 州 大踐 寺の 僧な 
う、 文 起は ^ 蓮 針 典 ^ 鎭松 と號す I 俗姓，'‘ 國詳 かなら 
ず、例龍に1て剃垃しを靈3に固ぐ、寬 71< 二年生實の大拷寺 
に 住し、 ! P1 九 年 八月 叫 日 寂す、 壽缺 く'  (淨土  & 系譜) 

モン チヨ ー 文 朝 (二 一六 S  〔曹： I 宗〕 攝津靈 松 寺の 開山 


モン (文) チ 


書辭 名人 家佛 本日 


C 


モン (文) 15- —ュ _ _  モン (聞) ヌ—シ 


なう、 文 朝 字は 日 峰、 攝津の 人、 幼に して 覺隱に 篆 へて 出 
家し、 受 具の 後 英巖希 雄に 參して 研究 多年、 其 印 可を 受けて 永 
平 寺 R 出世す、 明應 中攝津 に 到う 靈松 寺を 沏 す、 文 龜 元年 闢 
雲 寺を 主とう、 永 正 元年 辭し て靈松 寺に 皈 へる、 寂年缺 く、 
(日本 洞 上 聯 燈錄) 

モン チ* 文禎二 j ii 〔曹 洞宗〕 讃岐寶 光寺の 禪 僧な 
う、 文賴 字は 大嶽 、京都の 人な う、 幼よ 6 阿波 桂 谷 # の 茂 巷 
樹繁に 師事して 出世の 法を 學び 、十五 歳， 薙髮し 具足 戒を 受け、 
諸老 {C 偏參 する 乙と 久しくして 歸へ 6 遂に 其 法を 嗣 く、 茂菴 
の 香 積 寺に 遷るに 及 a て師其 席を 補す、 繼 きて 永 平 寺に 出世 
し、 讃 岐の寶 光寺に 遷 る、 茂 菴の寂 後 遺命に よう 香 積 寺に 主 
となる、 大永二 年闢雲 寺 ic 移う、 一年に して 香 積 寺に 退去す、 
師香積 寺に 住する 乙と 前後 三十 年、 大永七 年 二月 二十 五日 寂 
す、 壽六 十四、 (日本 洞上聯 燈錄} 

モン ニ 3 文 如 コ I キ光曝 を 見よ、 

モン ホ 文甫 ニ チ  ソン 日 尊を 見よ、 

モン £ヨ1 イン 文 妙院  ニ チサ ッ日薩 を 見よ、 

モン ミ ml シヨー ニ ン 文明 上人  ィン ゲン 印 玄を見 

モン や ク 文汽孤 ズィヶ —瑞奎 を 見よ、 

モン 9 ユ 1 文 龍 -: r:: t: -t: 〔曹 洞宗〕 上野 長昌 寺の 第一 代 

f,  文 龍 字は 大雲 、俗姓は 藤 原 氏、 武藏足 立 郡の 人な 6、 

幼 K して 郡の 國昌寺 心 巖宗智 に 仕へ、 十五 歲剃 髮受 具す、 東 

西に 遊 方す る 乙と 二十 年、 光德 寺に 往きて 首座と なる、 後皈 

$ て 心 巖を省 し、 所 傅の 法衣を 付せられ 永 平 寺に 出世す、 尋 


て 心巖の 席を 補して 國昌 寺に 主と なる、 三 ^ び 敕を 蒙. 9 て 入 
庭し 紫 衣 及び 佛日金 蓮禪師 の號を 賜は る、 師 書を 善くし 詔に 
依 6 大字 及 歌書を 寫す、 熊 澤守光 居士 守 光 院を 再興し" 師其始 
祖 とな 山を 護鸥と 名く、 後辭 して 國昌 寺に 皈 6 心 巖 寂す 
るに 及び 席を 補して 常 泉 寺 R 住す、 居る 乙 と數年 又國昌 寺に 
皈 る、 道譽 高く 上野 淸巖寺 長 昌寺武 藏安龍 寺 皆師を 第一 代と 
す、 晩年 妙 昌寺を 御して 逸老 す、 元 和 三年 正月 十八 日 寂す、 
世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

モン アン 聞 ^ ド-ヶン 道 見を 見よ、 

モン H 聞 直 心  j ii E-b 一  j 一 〔眞宗 U 豐 ■ # 念 寺の 僧な う、 

聞 惠號は 五岳、 別號古 竹と 云 ふ、 豐 後日 田の 人 平野 氏な う、 
幼よ $ 詩文を 好む、 廣瀨淡 窓の 咸宜 園に 入う 別 才を以 て 稱せ 
ら る、 三十 餘年 にして 始めて 書に 力を 用 a 、 田 能 村 竹 田の 風 
を 慕 a 後に 一家を なす、 詩 書 書 共に 通達し、 時人 五岳の 三絕 
と稱 す、 明治 二十 六 年 三月 三日 寂す、 壽八 十三、 

モン エツ 聞悅〇 三 八 五) 〔淨 士宗〕 江戶傳 通院の 僧な 
う、 聞 悦は登 蓮 社叡譽 、直 心と 號 し、 其 俗姓 生國詳 かなら 
ず、 廓 山に 師事して 法を 受け、 舘林 善導 寺に 住し、 後江 戸 小 
石川傳 通院 (C 移る、 寂 年 及 世壽缺 く、 c 淨土總 系譜) 

モン ケ 1 _溪  リヨ ーソ I 良聰を 見よ、 

モン ゴ！ 聞號 シヨ 丨ジユ IK 受を 見よ、 

モン シヨ ー 聞秀  一 E: ii: f 一 〔淨 土宗〕 武藏報 土院の 中興 
f,  聞 秀ば心 蓮 社 三 譽と號 す、 其 俗姓 牛國詳 かならず、 
法を 淸巖 に嗣ぎ 武藏埼 玉郡抒 戶村報 土院に 住して 其 廢頹を 
興す、 天 正 十 年 十月 十五 R 寂す、 壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 


(三—— 一） 


書辭 名人 家佛 本日 


モン V ヨ ー 聞 證 iH ^ 〔淨 土宗〕 武藏淨 _ 寺の 學僧な 
う、 聞譜 字は 頁 光、 俗姓 林 氏 京都の 人、 夙に 出家の 志 ぁ'^ 
慶安 元年 三月 十五 歳に して 父を 失 a 、 幾なら ずして 家兄 亦沒 
す、 玆に 於て 籠居 一 百日 念佛を 事と し、 C 父 亡兄の 冥福を 祈 
る、 遂に 十七 歲に して 淨土宗 呈觀に 就て 得度す、 空 山東暉 に 
歷 侍し、 後江 戸增上 寺に 投じ 修學五 年に 及ぶ、 三界 義 略解を 著 
し、 尋て奈 莨に 遊び 盛 源 法師に 就て 法相 宗を學 ぶ、 萬 治 三年 
大澤 の圓通 寺に 至う 住僧 鐵關 を訪 うて 道 交を 結ぶ、 蓋し 圓通 
寺は 淨土 宗帒中 上人 敎を 講ずる の 地な う、 師同 寺に 止まう 專 
ら講 筵を 事と し大原 問答 百 法 問答 等を 講 し、 大原 問答 辨釋、 
百 法 問答 私 解を 作る - 43)> 延寶 三年 九月 武藏淨 國寺支 察の 懇請に 
ょう 同 寺に 到う、 唯識 論を 講じ 略述 法相 解を 作る、 淨國 寺に 止 
まる 乙と 八 年 法 化 盛な う、 尋て 京都に 登う 雷峯 天外 等の 諸禪 
師に參 し、 伊勢に 至 6 明星 山 R 登 $、 天台宗の 學僧瑱 敬を 訪 
ふて 道 交 i: 結ぶ、 再び 京都に 上う 淨敎 寺等禪 寺に 唯識 論を 識 
ず、 貞享四 年 花 開院に 萬し 法 化 益 盛な 6、 元祿 元年 五月 疾に 
罹う、 自ら 癒へ ざるを 知 $、 門人を 召して 懇ろに 訓戒し、 仝 月 
二十 七日 趺 座して 阿 彌陀佛 の 像 {C 對 し、 燒香 合掌 佛號を 唱へ 
て 寂す、 壽五 十四、 臘三 十八、 師 平常 法 華 經を讀 誦する 一千 

部、 淨 土の 三部 經を讀 誦す 雄 乙と 各 一万 部な 6、 著作 唯識論 

略解 十卷 、淨土 便 蒙五卷 、三論 玄義誘 蒙 四 卷 、百 法 問答 私考 

四卷 ，略述 法相 解 三卷、 圓覺經 略解 三卷 、四敎 儀 略解 三卷 、三 

界畧 解三卷 、大原 問答 私考 三卷 、曼陀羅 變相便 覽二卷 、釋 摩迦 

衍論便 槩二卷 、科 註 略 論、 科 註 往生 論、 科 註大原 問答、 啓蒙 雜 

記、 俱舍 綱要、 外 宗義 、五 經簡 註、 六即誘 蒙、 無門關 時習、 


モン C 聞)' シ 


大經 異譯對 映、 發微 事考、 篇聚 略解、 六 物 略解、 盂蘭盆 略解、 小 
乘 抜萃、 羯磨 略解 •唯 識論 玄譚 、三十 頌 略解、 各一卷 ぁう、 
(聞證 .和 上 行 業 記、 鎭 流祖傳 、續 日本 高僧 傳 、蓮 門 經藉錄 、近 
代 名家 著述 目録) 

モン タ ィ聞謙( . 〕 〔淨土 宗〕 江 戶法源 寺の 僧な $、 

聞諦 は衍 蓮社圑 譽と號 す、 觀 智國師 に宗乘 を學び 江戸 橋塲の 
法 願 寺に 住し、 後 駿府寶 臺院に 遷 る、 寂 年 並に 世壽詳 かなら 
ず、 (淨 土總 系譜) 

モン ホン 聞 本 j  j o : -h : -t : 〔曹 洞宗〕 加賀 金剛 寺の 開山な 
う、 聞 本字は 梅 山、 美 濃の 人、 幼に して 同 國の律 寺の 某 律師 
に投 して 薤髮 し、 律師の 寂 後 衣を 更へて 禪門に 入う、 行脚して 
佛陀 寺 - A: 源宗眞 に參し 遂に 印 可を 享 く、 越 前 坂 北 郡 簾 尾邑の 
信士 正 壽龍澤 寺を ■建し 師を 第一 代と なす、 辭して 加賀に 到 
$ 金剛 寺を 開く* 後敕 請に より 總持 寺に 出世し、 幾なら ずし 
て 辭 し、 龍澤 寺に 歸へう て 幽居す、 將 軍足 利 義滿師 の 道 # を 慕 
ひ 剌史に 命して 京都に 来らし む、 師固辭 して 可 かす、 應永二 
十四 年 九月 七日 寂す、 壽缺 く、 法 嗣傑堂 能 勝、 如 仲天闓 、大 
初 繼覺の 三人 ぁう、 一門の 敎風 大に繁 榮 す、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

モン ^ 夕 聞 A 八 0111 : ジョ— 一ー  ユ _ 誠 入を 見よ、 

モン m 聞 患！！  ゼン H  I 善榮を 見よ、 

乇 ンヨ 1 聞 陽 タン カィ 湛海を 見よ、 

モンタン 奄 シユ- クヮン 宗關を 見よ、 

モン ズ T 門隨二 |j 八 三 〔淨 土宗〕 山城 瑞雲 院の 開山な 
う、 門 隨は相 蓮 社敎譽 と號 す、 虎 角に 師事し、 後 盛 林 R 法 


モン (聞、 門) 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 一-一十 ノ 


モン (、門) X 野) マ ク〇 ，じ  マ タ (5 シーヘ 


を嗣 r、 洛 西 千 本 瑞雲 院 開山と なう、 元 和 九 年 閏 八月 二日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總系 譜) 

モン 5* キ 門 的 リヨ 丨グ良 求を ^ よ。 

モン チ ツ 門哲こ i: -t: 〔淨十 宗〕 土 佐 還 到院の 開山な 
う、'  門哲 は隆评 社 壇# と號 し、 土 佐の 人、 其 俗姓 詳 かなら 
ず、 聞悦の 室に 入うて 剃 髮受 業し、 州の 井口村に 還刽院 後 改め 
て 西 蓮 寺を 荆 す、 延寶五 年 四月 七日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

モン 3 門 幾日 カク々- 覺瑩を 見よ、 

ヤの部 

や ウン シ野雲 子  シヨ- 夕紹 佗を ii よ、 

や V 野 子  シコ— 支 考を疙 よ、 

や スィ 野 水  コ-ゼ ン晃 全を 見よ、 

や クオ— 穴 : nlr 翁 シユ _ ヶン 宗謙を 見よ、 

ヤクシ 益 之  シヨ-ヶン 正 謙を 見よ、 

や f ンン 益 信 j 劃 ^ S 言 宗〕 京都 11] 城 寺の 開山な 

$、 益 信は 備ィの 人、 俗姓は 紀氏 二 R 品 治 氏、 武內宿 禰の後 

裔行敎 和 尙の族 弟な 6、 幼に して 奈良 大安 寺に 入-て 剃髮受 

戒し .初め 法相を 元 興 寺 叫 詮 僧都に 學び 、後ち 宗叙源 仁に 密灌 

を 受 く、 仁 和二卑 傳法阿 閼 梨に ft し、 寬平 二年朿 寺の 長者と な 

う、 六 年 法務を 司と る'  宇多 天皇 深く 佛乘を 慕 ひて 仁 和 寺を 

建て、 日！： 泰二牢 同 寺に 行幸し 師を 召して 三皈 —戒を 受け 給 ふ、 

三年 僧正に 任ず、 延魯 元年 天皇 衆 寺に 行幸し 師に 就て 傳法灌 


頂を 受け 給 64 法皇と 稱した まふ、 尙侍藤 原淑+ 疾に 罹ぅ 師を 
請して 持 念し、 癒 後圓城 寺を 建て* 師 をして 住持せ しむ、 六 年 
三月 寂す、 壽八十 著作 金剛 頂 蓮華 部 心 念誦 次第 法八卷 、金 
剛孭 蓮華 部 心 持 念 次第 四卷 '金剛 界 次第 一卷、 胎藏持 念 次第 
四卷 ぁぅ、 花 11 天皇 延慶 元年 二月 勅 謚本覺 大師の 號を賜 ふ、 

十月 比 叙 山の 徒 
憤訴し 大師の 號 
を 停止 せん さを 
逼る 、因て 一た 
a 停止 せらる、 
翌二年 七月 九日 
東 寺の 奏請に ょ 
ぅ本覺 大師の 號 
を復 せらる、 三 
年 再 a 比 叙 山の 
徒の 憤訴に ょ-^ 
再 ひ 停止せられ 
た $、 ( 諸 門跡 
譜 、秘密 血脉鈔 、 

傳 燈廣錄 、元 亨釋 書、 本 ^ 高！ E 傳 •諸宗 章 疏錄) 

や タシ ユ 益 守 a 九九 一〕 〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 僧な 6、 
益 守は 仁 和 寺の 禪守 僧正を 拜して 兩部 の灌 m ^ 受け， 成 W 院 
に仆 す、 元弘 元年 東： 守の 長者に 任ず、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高 
僧 傅} 

や M ン益 M j 一一 一起 S ハ 言 宗〕 京 郡 仁 和 寺の 僧な-^、 


五一 一一） 


書辭 名人 家佛本 日 


益 遍 は來久 世相 國通 博の 子、 寬正四 年 出家し、 宗典守 遍信嚴 
の諸師 に學 習し、 五 年 法眼に 叙す、 文明 元年 權大僧 郡に 任し、 
同 四 年 法 印に 叙す、 同 十六 年權 僧正に 住す、 明 應六年 九月 六 
日 盗賊に 殺 S る、 壽四 十六、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

や クチ 藥知 (1〇〕 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 學 僧な 
う、 藥 知は 幼ょ 6 池 上の 皇慶に 師事して 潁譽あ 6、 八 歳の 
時 比 叙 山の 内 論義に 方-講師と なる、 後 三條帝 未だ 皇太子た 
6 し 時、 座主 勝範に 命して 學内外 に 兼 通す る ものを 出さし む、 
師選に 當 6 帝ょう 止觀 併に 密乘を 問 はれ 奏對審 叫な $、 次に 
經史子 集に 至る、 師 始めに 俗諦を 釋 し、 次に 眞乘を 說き 、雄 
辯 水の 流る、 が 如く 衆を 驚かしむ、 帝の 即位に 及び 大に擢 登 
せんとせられ しに、 不^ r 短命に て 寂す、 帝 愛惜 謚を 賜て 其才 
德を旌 す、 (本朝 高所 傳) 

ヤクニ ン 藥仁 (I) 〔法 和宗〕 奈良藥 師 寺の 僧な 
う、 藥仁 俗姓 不詳、 諸經 sisa に 兼 通す、 維摩 會 講師を 經て貞 
觀 十六 年に # 勝會 講師と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 商 僧 
傳) 

や クレン 藥蓮 ( . ) /— X …. 〕 信 濃 如法 寺の 僧な 

う、 藥蓮は 信 濃 N 高 井 郡 中津村 如法 寺に 住し、 一生の 間 阿 

彌陀經 を讀 誦し、 兼て 佛 號を唱 ふ、 出家 以前に 一男 一女 あ 6 

相從 ふ、 藥蓮 二子に l/t うて 日 ふ、 明 R 曉に栂 樂に 詣づべ けれ 

ば、 衣裳を 洗濯し 身鲊を 沐浴せ 〇 と、 夜に 入りて 衣裳を と、 の 

へ獨 -〇佛 堂に 坐し、 明日 午の 刻まで 堂 戶を 開くべからず と 命 

ず、 曉に 二子 微細の 音销を 堂 中に 聞き、 午の 刻に 聞けば 藥蓮 

の 身 ? $ 並に 持經等 あら ざう きと 云 ふ、 (往件 極樂 記' 本朝 高僧 


V ク (藥〕 チー レ 


傅」 

V クタ ン約萊 トク ク德久 を 見ょ、 

や クオ 1 約 ハ 翁 トク ヶン 德 儉を昆 ょ、 

ユの部 

ユシン 由信こ 1: 1: 一  〔 0 蓮宗〕 山城 大虛 庵の 僧な 
由 信は 知 足 庵 日 龍の 弟子な 6、 日 龍の 沒後 山城 廳峯常 照 寺に 
留ま 6、 同地 大虛 庵に 隱れ 詩歌を 弄 ふ、 延寶元 平 四月 二十 五 
日 寂す、 壽缺 く、 (本 化 別 頭佛 祖統紀 ) 

ユシ ml 由 性 jg -to H- 〔天台宗；！ 山城 雲 林 院の學 僧な 
ぅ、 111 性は 華 山 僧正 遍昭の 朝廷に 仕へ し 時の 子な- 〇、 幼に 
して 比 叙 山に 登 6 顯密二 敎を學 び、 寬：牛 八 年 洛北雲 林 院に住 
す、 昌泰 年中 鹞師 寺を 領し少 僧都に 任ず、 延喜 十四 年 二月 二 
十日 寂す、 壽七 十四、 (本朝 高僧 傳) 

ユジヨ ー 由 常 jj gH t 〔眞宗 ： J 山城 典 正 寺の 第 八 代な 
ぅ、 由 常 字は 寂珉 、童 名は 爲 九と S ふ、 良 尊の 四 子 {C して 
母は 良 卯 宗主の 第 七 女な 6、 師貞享 三年 二月 十二 日 得度し、 
四月 七日 直に 法眼に 叙す、 四 年 三月 五日 大僧 都に 任す、 四月 
廿 一日 松 平讃岐 守賴 IK の 第 四 女を 娶 る、 某年權 僧正に 任じ、 
元 祿二年 正月 四日 寂す、 it 十八、 能 信 院と號 す、 寺務 僅に 三 
年な り、 嗣子な し、 (本願 寺通紀 ) 

ユ ー エツ 融悅 ( . ) 〔曹洞 宗一肥 前 1111 通 寺の 禪坩な 

う、 融悦 字は 陽菴 、陽 室 融慶の 法を 嗣 き、 肥 前 IM1 通 寺に 住 
す、 寂 年及卅 壽缺 く、 法嗣養 叔融供 あう、 (日本 制 上聯垃 錄} 


ヤク (約) ユ (由} ユ上 融) 


書辭 名人 家佛 本  日 


(六 一一—） 


ユ ー( 融〕 カー ダ  I 

ユ I ガン 融鑑 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 肥 前正藏 寺の 開山な 
融鑑 字は 月 春、 II 通 寺に 於て 梅 溪融薰 に 參して 其 法を 
享 け、 席を 嗣きて 圆通 寺に 主と なる、 郡 人 某正藏 寺を 開き 師 
其 一代と なる、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣古 心融鏡 あう、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

ユ ー キ融喜 20 0 0) 〔新義 眞言 宗〕 紀 伊 大傳法 院の僧 
f  融喜 字は 琳識 、俗姓 生 國詳か ならず、 十 輪院に 住し、 
總持 院政 憲に繼 きて 學頭 となる、 寂年觖 く" (結 網 集) 

〔考〕 融喜は 南北朝時代の 人な り 

ユ！ キク 融菊 ( . ) 〔曹洞 宗〕 肥 前圓通 寺の 禪僧な 

う、 融菊 字は 東甫 、肥 前の 人な 6、 出家して 諸方に 徧參 し、 
久 學融貞 に參 して 其 法を 得、 席を 繼きて 肥前圓 通 寺に 主と な 
る、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣 一庭融 頓あ う、 (日本 洞卜聯 燈錄) 
ユ ー キヨ ー 融慶 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 肥 前 4 < 梅 寺の 開山 
f、  融慶 字は 陽 室， 肥 前 佐賀の 人、 古 心 融鏡 に參 して 旨 
を 得* 席を 繼きて 圆通 寺に 主と なる、 檀請 にょう 大梅 寺を 鄕 
して 開山と なる、 寂 年 及 ひ 壽缺 く、 法嗣陽 菴融悅 あう、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

ユ ー キヨ I 融鏡 ( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 前圓通 寺の 禪僧 

f,  融鏡 字は 古 心、 肥 前の 入な- V、 月 春融鑑 に 侍する cl 

と 久しく 入室して 印 可を 受け、 命せられ て 分座說 法す、 後 席を 

繼きて 肥〗® 通 寺に 住し、 辭して 福 壽院に 退 居し、 某 年 寂す 

壽缺 く、 法嗣陽 室融慶 あり、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

ユ 1 ダ 融 ■供 (：••  ：〕 〔曹 洞宗〕 肥前圓 通 寺の 禪 僧な 

i  融供 字は 養叔 、肥 前の 人、 俗姓は 林 氏な 敎院 に投 


ユ上 融) ク  I  _  _ 

して出家受具し、諸方を徧參して陽菴融悅に依うて得悟し、 
分座說 法す、 後、 其 席を 踵き て 圓通 寺に 住す、 寂 年 及； s 壽缺 
く" 法嗣安 考融察 ぁう、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

ユ？ クン @熏 ( . ) 〔曹洞 宗〕 肥 前 龍 雲 寺の 開山な 

i  融薰 字は 梅溪 "肥 前の 人、 幼に して 圓通 寺に 入 6 玉 室 
融椿 を拜 して 薙髮 得度す" 後 去りて 諸老を 徧參 し、 再び 阆通 
寺に 皈 6 玉 室に 服 II 十 年、 其 寂す るに 及び 遺命に 依う 席を 嗣 
く、 檀越某 龍 雲 寺を 建て 師 請せられ て 開山と なる、 寂 年 並に 
1 f 缺 く、 法嗣月 春融鑑 ぁ ( 日本 洞 上 聯 燈錄) 

ユ ー クン 融薰 〇 一 ◦五一 e 〔曹 洞宗〕 日向 大平 寺の 禪 僧な 
う、 融 t « 字は 南 陽、 京都の 人な う、 幼に して 出家し 徧く諸 
老宿 に參 し、 後日 向の 大平 寺に 到り 無 著 和尙に 師事す、 和尙 
0 泉 福 寺に 移る に 及び 師に 命じて 分 座せ しむ、 後ち 皇德 寺に 
出世し 大平 寺に 還る、 晩年 福 壽寺に 退去して 病を 養 ひ、 某 年 
六月 六日 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) ， 

〔考〕 融薰は 明 德の 頃の 人な-^ 

ユ ー クワン 融觀 il A-- f  〔融通 念 佛宗〕 攝津大 念 佛寺第 
四十 六 代な う、 融觀は 忍 光と號 す、 慶 安二 年 正月 八日に 生 
る、 父は 攝津 住吉郡 平野 村の 豪族 德田 氏に して 後薤髮 して 祐 
德と稱 す、 母は 小 林 氏の 女な 6、 師 十七 歲 にして 母を 喪 a 、 翌 
年 妻を 娶 6 一子を 擧く 、父は 剃髪して 別に 菴室に 居う、 念 佛を 
專修 せし かは、 師躬ら 家事を 治む、 廿四歲 の 時父逐 に沒 す、 初 
め 十三 歲に して 母の 安 穩を禱 らん か爲 に、 西國 三十 三す 所を 
巡拜 し、 廿一歲 再 a 西國 三十三所の 補 陀道塲 に詣 し、 並に 諸 
國の 名山 大刹を 巡歷 し、 父の 無上 菩提に 資せん と擬 す" 而し 


(七 一一 一） 


書辭 名人 家佛本  日 


て 今 二十 四歲 にして、 慈父の 喪に あぅて 悲嘆 痛哭に 堪 へす、 自 
ら 人生の 危 脆なる を 觀し 、漸く 出家の 志 ^ 决 す、 廿六歲 の 時 父 
の 三年 忌を 修 し、 同日 金銀 財寶を 親戚 故舊 七十 餘人 に頒ち 與 
へ、 出家の 志を 披露して 廬を 別莊の 地に 設け、 優 婆 塞と なぅて 
一向 一念に 佛 道を 修む 、三十 歲の頃 住吉の 地 藏院快 圓和尙 に 
就きて 菩薩 優 婆 塞戒を 受け、 尋て 密雲 律 蹄に 從 ひ て 梵 網戒經 
を 習得し、 

覺彥 阿闍梨 
に 法華經 を 
承け、 又 比 
叙 山の 妙 立 
和尙に 天台 

is ハ籍 

を 學 .ひ、 鐵 

§早 市 こ 
目‘ — -=M1- P1 

して 正 法眼 
藏を 開く、 

旣 にして 伊 
豫宇和 島に 
往き 賢巖禪 

師に從 a て 首 楞嚴經 を 趼究 す、 賢巖 萬峯不 住居 土の 號を授 く、 

翌年 支那の 高僧 黃蘖高 泉 禪師に 參禪し 九 旬 練 行す、 禪師 不退 

塲の三 大字を 書して 師 に 與 ふ、 天 和 元年 五月 十五 日本 山 第 四 

十五 代良觀 上人に 役して 剃髪 得度し、 翌年 また 快圓和 上に 參 

して 菩薩 大戒を 具足し、 兼ねて 興 正 菩薩 瑜伽自 誓 三 聚の宗 要 


を咨决 す、 師良觀 の 門に 入うて よう 相輔 けて 大に 宗門の 復興 
を 謀る、 蓥し當 時 法 明 上人 融通 念 佛宗を 中興して よ 6 玆に四 
十代に 垂 とし、 宗規 壤亂し 百弊 從 a て 生し、 本末の 門 流 其 名 
僅に 存すれ とも 其實 全く 廢 し、 宗門の 衰 ふること 未 穴 此 時よ 
う甚 しきは あらす" 旦 つ 古 袈裟に 廬山衣 天台 衣と 稱 ふるもの 
あう、 服 製 較殊な るよう 門 末の 僧徒 相互に 僻 執して 異諍 止む 
時な かう しかは、 師首 として 此濫 弊を 矯正 せんと 欲し、 天 和 
二 年始め て 江戸に 赴き、 事を 將軍 綱吉に 白す、 乃ち 裁可を 得て 
遂に 僧徒の 異靜 を和融 す、 後、 諸 國を遊 化し 弘く念 佛を勸 む、 
1 夕 諸 神の 靈吿に よう 負 享 元年 本山に 皈う 良觀と 商議し， 玆 
に 策を 定め、 意を 決し、 再び 江戸に 到う、 具に 宗門 復興の 願意 
を 記し、 寺社 奉行 酒 井河 內 守、 戸田 能 登守菏 米 津出羽 守 等に 
ようて 大將 軍に 申請す、 然れ ども 事 重大なる を 以て 審議 决し 
難く 荏苒と して 歲を 超ぇ / a う、 同 三年 良 觀の疾 篤し と 聞き 念 
き官 暇を 請 a て 皈 山し 晝夜病 床に 侍して 看護す、 良觀 自ら 起 
穴 さるを 知 6 復興の 事を 師に囑 し、 遺髮を 授けて 寂す、 玆に 
於て 門 末の 六大 寺の 宿老 ® を 如來の 前に 柚き W 以て 本山の 席 
を 繼 r の舊 令を 取 6 競 a て 法 席を 闊 くと 雖 、師 には 宿願 未だ 
成らざる を 以て 敢て 意と なさ  < うき、 再び 江戸に 入 $ 事を 幕 
府に請 へど 名、 宿願 未だ 達せず、 且 諸の 魔 事 起 6 て 屢師を 煩は 
す、 而も 毫も 撓まず 再三 江戸に 往復して 宿志を 達せん とし" 
元祿 元年 七月 十八 日 遂に 大將軍 綱吉の 裁可を 得た う、 其 命に 
謂く 「方今 融通の 一宗 弊風 極まれ 6 宜しく 之を 正すべし、 先 
づ 山門 頭に 酒 肉 五 辛を 禁す るの 表 石を 立て、 及 本末の 寺 法を 
明かに し、 僧 衆の 淸規を 厳かに し、 其 他 細大の 弊習を 蕩盡し 


ユ 上 融) ク 


ユ ー( 融) ク 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 一一 一 / 


ユ* -  一 副} ク  _ _ _ 

て大に 宗門の 面目を 改む べし、 其當代 住持の 職に 至うて は且 
らく 先例に 從 S 六大 寺の 住持を して 鬩を以 て 之に 當 らしめ、 
次代よ 6 以後 必す法 器を 擇ひて 次代に 附囑 し、 師資 相續 して 
本山に 住持して 末寺を 統御せ しめよ」 と あう ければ 師年來 の 
志願 滿足せ 6 とて 大に喜 び、 國に皈 6 假に天 王 寺の 茶臼 山 11 
音 寺に 寓居し、 時々 本山を 看護す、 元 祿二年 春 幕 命を 奉じて 六 
大 寺の 宿老を 本山に 召し/末寺の 老年 僧侶を して 之れ が 證明 
とならし め、 本尊の 前に ® を 抽き以 て 本山 主の 席を 定 む、 當 
時 師六大 寺の 第一なる 八 尾 良 明 寺の 席を 領せ しか ば 亦 其 抽籤 
の 一人な 6 し {C 師其 選に 當 うければ 衆 議定り た 6、 三 H 二 
十日 列 伍を 整へ 茶臼 山を 發し 本山に 進む、 其 盛大なる こと 
古今に 絕せ 6、 是に 於て 僧 衆の 服 制を 正し、 寺 門に 禁 碑を 
建て 三時 六齋 勤行の 制規を 定め、 末寺 檀越 接待の 格式を 設け、 
專ら 宗祖の 風紀を 復 し、 殿堂の 輪奐 を修 む'  元祿 三年 請に 應し 
て 天 得の 尊像を 護持し、 畿内 千戶の 末寺を 巡敎 す、 之よ 6 先 
き 諸國の 末寺に 住する もの" 多くは 俗 家 似 同の 行儀に して 眞 
の 住持た る 者 極めて 稀な 6、 此 故に 寺 門荒廢 して 修繕す る 乙 
となく、 敎法 地を 拂 a て 衰頹 せう、 師巡敎 して 到る ところ 之 

を 矯正し、 悉く 住持 職と なして 寺院の 面目を 一新す、 七 年 五 

月靈兀 天皇 勅して 紫 衣を 賜 a 其德を 表は し 給 ふ、 六月 二十 六 

日 參 内して 之を 謝す、 九 年 九月 十六 日に 太 上 天皇 新に 敕' H を 

賜 ひ 本山を 以て 永く 一宗の 檀林 となし、 諸國 末寺の 學 侶を 管 

領 し、 其學 成* cs 臘 高き 者 一人を 擇び て參內 して 綸旨を 受け 乃 

ち 香 衣を 着し 位階を 進まし め y2 まふ、 師檀林 淸規を 製して 

末代の 龜鑑 となし、 學頭院 を 建て， 寮 舍を造 立し、 廣く學 徒 


ュ！ (融) ケーゲ 


を 集めて 講 筵を 開き、 人 器を 擇びて 朝廷に 奏聞す、 後 十五 年 
京都 北 野天 神の 傍らに 圓滿 寺を 建て 盛んに 貴賤を 勸めて 名 帳 
に 入らし む、 同年 十一月 十日 太 上 天皇 名 帳 宸翰の 序を 賜 ふ、 
十三 年 春 江 戶に 赴きて 衆を 化す、 十六 年 五十 五歲 にして 融通 
圓門 章を 著す、 寶永二 年 融通 念 佛信解 章 二卷を 著す、 同 四 年 
四月 fi: 舟 堂 落成を 吿げ しを 以て 大に 慶讃 し、 甞て 自ら 造 6 し 
上品の 阿 彌陀佛 像 八 尺の 尊軀を 安置す、 六 年 四月 八日 奈良 m 
大 寺大佛 殿の 落慶 供養の 佛 事に 參會 し、 同年 將軍 綱吉 薨去せ 
しか ば 江戸に 赴き、 m 叙 山 根本 中堂に 詣て將 軍の 冥福を 祈 
る、 享保 元年 春 江 戶に疾 を 得、 二月 十二 日 寂す、 壽六 十八、 
臘三 十六、 第三 日に 至う 千 住に 茶毘 す、 (融 地 念佛宗 三祖畧 
傳 、再興 尊者 編 年 畧) 

ユーケー 融硅 (一一 05 一) 〔曹 洞宗〕 豐前 護聖 寺の 開山な 
6、 融珪 字は 嶂 山、 信 濃 識訪の 人な う、 幼年 慈 雲 寺に 入り 
薙髮 し、 受具 の後聆 足參 方す、 初め 補巖寺 了榮に 謁し 次に 泉 
福 寺の 無 著に 見ぇ、 止まうて 謹 事す、 後ち 無 著 玉 林 寺に 遷 6 
師を迎 へて 分 座す、 後ち に總持 寺に 出世す、 豐 前の 信 官護聖 
寺を 建て 聘して 第一 祖とな す、 繼で泉 福 寺を 主 ど 6、 期 年に 
して 護聖 寺に 退隱 し、 某 年 十月 十三 日 寂す、 世壽缺 く、 (日本 
洞上聯 燈錄) 

ユ ー ゲン 融源 (一* <-1 丸〕 〔新 義眞 言宗〕 祀伊大 傳法院 の 
僧な う、 融源號 は 五智 房、 俗姓は 平氏、 肥 前の 人 (C して 覺 
鐵 上人の 親族な 6、 ( 一說に 上人の 季 父な うと S ふ)、 高野山 
に 落髪 受戒し、 覺鑀 上人に 師事して 秘密 法を 受け、 智德 並に 
高く、 一山の 大衆に 歸 仰せら る、 示 寂の 年時缺 く、 師 山中に 菴 


書辭 名人 家佛 本日 


居して 修行を 事と し、 道俗の 機嫌を 顧みる 乙と なけれ は往々 
疑 謗す る もの あう、 甞て灌 頂 壇を 開く に 際し 三味 耶戒 の * 0 俄 
に 大雨 あり、 皆 日ふ融 源 阿闍 梨の 此會 に與 るた めに か、 る不 
祥あ 6 と、 然るに 融源笠 屐を 着けす して 壇に 登る に 大雨 自ら 
避けて 法衣 濕 はす、 大衆 駭 服し 先に 疑 謗した る 者 亦 大に慚 
ち ^ りと $ ふ、 嘉應 元年 後白河 上皇 高野山に 幸 あ 6 し 時、 師 
を 召し 見ん とす、 師風疾 あ うとて 出て す、 再三 使 至る も 堅く 
臥して 出て す、 上皇 乃ち 其菴に 幸し ^ まへは、 師 木片を 燒き 
て 腰 背を 炙* CN、 前驅 御幸を 吿 くる も 回顧せ す、 上皇 背後ょり 
合掌して 歸へ 6穴まひ穴6と云ふ、へ結網集"砂石集) 

ユ f コ 1 融光 クヮン ゴ-觀 豪を 見ょ、 

ユ ー サツ 融 {祭 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 肥 前 圓通 寺の 禪僧な 

6、 融察 字は 案考 、養叔 融 供の 法 ^ 受け 其 席を 繼ぎて 肥前圆 
通 寺に 住す、 寂 年 並に 世壽缺 く、 法 嗣久學 融貞あ 6、( 日本 洞 
上聯 燈錄) 

ユ ー サン 融參； i o : *. : —  : 〔曹 洞宗〕 日向 福聚 寺の 開山な 
う、 融參 字は 實庵 •日向の 人な 6、 十三 歲に して 無 著禪師 
に 依て 出家 受戒し、. 徧く 江湖に 參歷 す、 洞 巖和尙 に 謁する に 
及んで 心 印を 發 明す、 應永中 鄕に皈 6 龜 石山に 跡を 晦 ませし 
が、 四方の 道俗 雲集し 壇 供を 設け 漸く 法 席を 成す、 名け て 福 

聚 寺と 云 ふ、 永亨 三年 十一月 十日 寂す、 世壽缺 く、 (日本 洞 上 

聯 燈錄) 

ユ ー シン 14 U 具 ( . ) 〔曹 洞宗 V—7 肥前圓 通 寺の 禪僧な 

i  融眞 字は 大芳 "月 山融照 の 法を 嗣ぎ 、肥 前圆通 寺に 住 

す、 寂 年壽缺 く、 法嗣 玉室融 椿 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 


ュ 1 (融) コ i 、 V 


ユ ーシ ユ ー 融秀 a 一 〇〇〇) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傅法院 
の 僧な 6、 融秃 字は 良 順、 俗姓 生 國詳か ならす、 妙 樂院に 
住し 學頭に 昇る、 寂 年 缺 く、 (結 網 集) 

〔考〕 融秀は 南北朝時代の 人な 6 

ユ ーシ ユン ーー 舜ニー Al ili  〔淨土 宗西山 派〕 山城 禪林寺 第 
舟 三代な う、 融舜 字は 一 仲、 廿八代 召 運の 法 孫な う" 見張 
.ーノ宮 常 念 寺の 二 代に 居う、 又備 後尾 道 寶土寺 二 代に 居る、 
後禪林 寺に 住す、 大永 三年 十一月 十八 日 寂す、 壽缺 く、 著作 
觀經 厭欣鈔 三卷ぁ 6、 

ユ！ジユン融純二〇 /\: 0: 〔曹洞宗〕筑前明光寺の開山な 
$、  融純 字は 無 雜 、越後の 入な $、 十四 歲に し ' t 出家し、 
二十 歲に して 行脚し 泉 福 寺に 於て 無 著に 參 す、 後ち 總持 寺に 
出世し、 無 著の 嗣 となる も辭 して 肥 前の 慈廣 寺に 退去す、 應永 
中筑 前の 檀越某 博 多の 津に明 光寺を 建て 師を迎 へて 開山と な 
す、 後ち 泉 福 寺の 主と な 5 期 年に して 辭して 明 光寺に 皈 $、 
應永 三十 一年 十一月 二十 七日 寂す" ® 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 
錄ン 

ュ 1 シヨ 1 融松 il -*o ii s ol 洞宗〕 奥州 正 法 寺の禪 僧な 
i  融松 字は 在 山、 奥州 江 刺 郡巖谷 堂の 人、 小 森 氏の 子な 
う、 九歲 にして 正 法 寺 月 泉 禪師に 依て 沙彌 となう、 十三 歳に 
して 蘿髮 得度す、 勸學 多年 印 可を 受け 奧州正 法 寺に 出世す、 
寶德中 綺燈 寺に 遷り、 亨德二 年 五月 十四日 寂す、 壽六 十九、 fli 
五十 五、 偈 ぁり fi 門 無-- 宿 客 〖龜鶴 本來佛 、(日本 洞 上聯燈 錄) 
ユ if  融照 (： ) 〔曹 洞宗〕 肥 後圓通 寺の 禪僧 
な ク、 融照 字は 月 山、 的林融 中の 法嗣 にして 其 席を 繼 ぎ、 


ユ 1( 融) シ 
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肥 後圆通 寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ユ！ チン 融棒 ( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 前 地 福 寺の 開山な 

う、 融椿 字は 玉 室、 幼ょう 遊 方し 日 山に 見ぇて 堂に 登 6、 
後大芳 融眞に 謁し 服勸 二十 年、 大芳の 沒後其 席を 繼ぎ圓 通 寺 
に 住す、 檀越某 地 福 寺を 築き 師を請 す、 寂 年壽缺 く、 法嗣梅 
溪融薰 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ユ丨チ ウ融中 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 肥 後 圓通寺 第二 代な 

$、  融中 字は 的 林、 肥 後の 人、 幼に して 無 著 禪師に 依うて 
祝 髪し、 次に 玉 翁に 謁し 其 提唱を 聞 S て 發 悟し、 其 席を 嗣で肥 
州 圓通寺 第二 代と なる、 寂年缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄〕 

ユ 1 チ 1 融貞 ( . ) 〔曹 洞宗 U 肥 前圓通 寺の 禪 僧な 

$、  融貞 字は 久學 、案 考融 察に 參して 法を 得、 其 寂 後 席を 
繼きて 肥 前圓通 寺に 住す、 寂 年 及 世壽缺 く、 法 嗣東甫 融菊ぁ 6 
(日本 洞上聯 燈錄) 

ユ 1 タ キ融適 一 ‘ 〇: ;^  〔曹 洞宗〕 筑前瑞 石 寺 第二 代な 
$、  融適 字は 天眞 、肥 後の 人な う、 無 著和尙 R 師事して 無 
情說 法の 話を 聞て 疑情脫 す、 無 著 即ち 衣を 與 ふ、 師服勸 四 年 

辭 して 筑 前の 鞍手 郡 金 生 村に 一 寺を 沏 し一奇 石を 拾 a 、 寺を 

名け て瑞石 寺と 云 ふ、 無 著を 以て 開山 祖 となし、 自ら 第二 代 

となる、 後ち 同 國醫王 寺に 移-^、 應永 二十 年 八月 二十日 寂す、 

壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ユ 1 チン 融天 ijm  〔融通 念 佛宗〕 攝律貞 松院の 住持 

I >  融天 字は 龍 海、 鄕貫詳 ならず、 元祿 十二 年 九月 大源 

山に 上う 入 衆す、 山 主大通 上人 一見して 師の才 學を稱 し， 大 

和 山 邊郡荒 蒔 城 福 寺の 住持を 命ず、 後 本山に 上 6、 享保六 年 


ユ上融 )卜 


第 四十 七代融 海 忍 通 上人 寂 後 官命に ょう 本山 執權 職を 受け、 
同 十 年 勸修寺 前 大納言 豐智 麻呂入 山して 第 四十 八 代 (通存 信 
海) となる にあ ^ 6、 法務 後見と なる、 前後 要職に 當る乙 と 
三十 二 年 一日の 如し、 寶永二 年 本山に 於て 西 谷 名目を 講演す、 
五 年 二月 貞松院 住持と なう、 享保 十五 年 六月 退隱 し、 大坂鹽 
町に 萬 休菴を 結びて 閑居す、 同 十七 年 大和 萩原 宗祐 寺の 請に 
應じて 同 寺に 住し、 同 十八 年 弟子葸 海の 請に ょ 6 芝 村 廣讀寺 
に 老病を 養 ふ、 同年 七月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 弟子 惠海ぁ 
う、 (龍 海上 人傳) 

ユ 融道一 5; e: s: 〔新義 眞言 宗〕 佐 渡 蓮華 峰 寺の 學 
僧な う-、 融道 字は 勸 善、 鄕貫詳 ならす、 蓮華 峯ょゥ 京都 六 
波羅密 寺に 轉 し學譽 高し、 寬政七 年 八月 廿 八日 寂す、 壽缺 く、 
門下に 海應能 化を 出す、 著作 瑜伽條 目二卷 ぁう、 (新義 眞言 宗 
史料} 

ユ ー トン 融頓 jj 一一 純 〔曹 洞宗〕 長 崎 睹臺 寺の 開山な 
う、 融頓 字は 一 庭'  肥 前 佐嘉の 人な $、 俗姓は 上 原 氏、 十三 
歲 にして 圓通寺 東 甫和尙 に投 して 出家す、 十八 歲 に して 遊 方 
し關 東に 至うて 武藏 國靑松 寺に 入 {一峯 和尙に 謁し、 次に 龍 
穩 寺の 撫洲 、孝 顯寺天 桂に 參 見す、 凡そ 十餘年 一時の 名 宿 叩 請 
せざる Z1 となく、 皆 印 可を 蒙る、 旣に して 西歸 して 東 甫を圓 
通 寺に 省す、 遂に 入室して 信 衣 並に 相承の 圖を付 せらる、 元 
和 九 年玉 林 寺に 分 座す、 後に 總持 寺に 出世し 圓通 寺に 移る、 
寬永四 年玉 林 寺に 轉 す、 是の 時に 方 A 寺 基荒廢 甚だし、 衆 輪 
番住持 を 改め 師に重 興を 請 ふ、 居る Z. と 十三 年、 寺 基を 振興 
す、 後長 崎の 洪泰 寺に 居す、 寺は 本龜翁 鶴の 開 創す る 所な 
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う、 其 地 狹隘に して 衆を 容 る、 に 足ら S るを 以て 寺 基を 移し 
て 再興し、 改めて 皓臺 寺と 云 ふ、 當時 天草に 邪 敎を唱 ふる 者 あ 
6 佛 寺を 減す に 至る、 幕府 軍を 發して 之を 誅 す、 馬 塲利重 幕 
府の 旨を 奉して 諸宗の 高僧に 命して 之れ を 化導せ しむる に 方 
5 師 も亦與 る、 寬永 十九 年 春江戶 に 上う 將軍に 謁す、 賜資優 
渥な う、 秋 九月 勅 召を 拜 し奏對 旨に 秫 ふ、 上大に 悦び 嘉號を 寺 
に 加へ 普 照 皓臺と 云 ひ 紫 衣 徽號を 賜 ふ；； 即ち 了 外 廣覺 禪師と 
日 ふ" 旣に して 辭して 西に 歸 る、 天草の 郡 司 鈴 木 重 成 幕府の 
命を 奉して 師を請 て 郡に 赴かし め、 待つ に 師の禮 を H てす、 師 
止む を 得すして 應ず 、雲 山に 命して 皓臺 寺の 席を 補せ しむ、 
重 成 一宇を 創し 萬 松 山國照 寺と 日 ふ、 師を 以て 開山 始祖と 爲 
す、 慶 安元 年進院 す、 雪山 旣に 寂して 睢臺寺 席を 虛し 請を 受 
けて 兼攝 す、 承應 三年 國照 寺を 以て 丹 山に 付し、 長 崎の 也 足 
菴に 退去す、 萬 治 二 年 七月 十日 寂す， 壽七 十三、 臘六 十一、 
(日本 洞 上 聯燈錄 } 

ユ ー 沒ン融 林 (一一 〇三 〇) 〔曹 洞宗〕 肥 後 圓通寺 開山な 
う、 融林 字は 玉 翁、 薩 摩の 人な う、 出家の 後ち 金 鐘 寺 了 堂 
R 參し '應 安三 年鎭 西に 出づ 、時に 無 雪 一輪 山に 寓せ しを 以 
て 注て 說を 聞き、 日向に 至 6 普藏 寺を 創して 此れに 住す、 肥 
前の 郡 將圓通 寺を 建て 請 じて 開山と なす、 某 年 六月 五日 寂す、 

壽缺 く、. (日本 洞上聯 燈錄) 

ュ ーギ宥儀三一货〔新義眞言宗〕大和長谷寺第三代な 

6、 宥儀 字は ■玄 音、 俗姓は 佐 竹 氏、 常 陸 水戶の 人な 6、 寶鏡 

院に投 して 剃髮受 具し、 關西に 遊びて 講筵 R 列す、 天 正 三年 

根來 山に 至--、 日 秀賴支 等の 老宿に 皈 して 密乘を 習 ふ、 仝 十 


ユー 〈融宥 } 


四 年 春專譽 に從ひ て 醍醐 山に 上う。 大僧正 堯雅に 謁して 秘藏 
を 授けられ、 又 京都 平等 寺に て 性 盛に 從 a て 兩 部の 大法 及び 
儀軌 等の 奥 秘を受 く、 同 十九 年 十 H 十一 日 三寶院 正嫡 憲深の 
一流を 付 せらる、 師先 きに 法隆 寺に 遊び 俱舍唯 識を聽 き梵網 
戒 本を 學ぶ "專譽 僧正 豐山 R 住する に 方 6 其 命 R 依 6, て 喜 多 
坊に 住す、 慶長三 年 春 佐 竹 常 陸 介 義重師 を 水戶に 迎へ 社務の 
席を 補せ しむ、 講席を 開き 盛んに 化を 布く、 同 十四 年 秋 性 盛 
寂し 空 鏡 密かに 僞 6 て 其讓 6 を 受けた-^ 稱し小 池 房に 住 
す、 西 藏院秀 盛 空 鏡の 僭 僞を惡 みて 秀 算元壽 等と 退散す、 遂に 
兩黨 となうて 各官に 訴 ふ、 空 鏡其僞 うを 隱す 能は ず 恥を 負 a 
て 伊勢山 田 {C 退く、 家 康師に 命じて 豐 山の 席を 秫せ しむ、 時 
に 同 十五 年 六月な 同 十七 年 十月 四日 駿河岡 崎 城に 上 6 封 
戶及び 一派の 軌矩の 印を 授けら る、 同月 二十 七： n 師智 積院祐 
宣 等と 議 し、 學徒業 二十牢 を 經る ときは 能 化の 印章を 帶 ひて 
寺院に 主たるべき 乙と 等 數條の 制度を 定め 諸國に 公布す、 元 
和 元年 再び 岡 崎 城に 到 6 城 中 (C 論 筵を 開く、 後退き て 長 谷 寺 
に 皈 る， 幕 命に 依う 秀算其 席 ^ 補し 同 二 年の 春師 主席を 讓 6 
て 月輪 院に隱 る、 元 和 四 年 七月 十七 日 寂す、 壽七 十三、 (豐山 
傳通 記) 

ユーク ウィ 快  55 怨  〔眞言 宗〕 紀伊高 野山寶 性院の 
學 僧な $、  宥快字 は 性嚴 、京師の 人、 藤 原 W 光の 子な 6、 
出家して 高野山 {C 登う 寶性院 信弘に 師事し 入壇灌 m す、 應安 
七 年 寶性院 に 住し软 和 學を唱 ふ、 天授 元年 寶鏡鈔 を 著は して 
立 川 流の 邪義 及び 天 王 寺眞慶 の邪義 を駁 撃し、 翌二年 安祥 寺 
興 雅阿闇 梨の 高風を 仰き て 其 寺 ^ 入う、 慧運 流の 事相を 傅へ 


ユ 1 宥」 ク 


ユー (宥) ク ー シ 


ュ ー 宥) シ — 5- 
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後 安祥 寺を 兼務す、 至德 の頃敕 召に よ $ 宮中 R 秘法を 修して 
靈驗ぁ 後圓融 上皇 御製を 賜 ふ* 日く 「祈る へき 道は しは し 
7P 迷 ふなよ かへ る 深山の 花の 白雪」、 師 即ち 答 歌を 奉うて 日 
ふ、 「迷は しな 花の 白雪 ふみわけて 道 ぁる 御代を いのる 心は」、 
と、 後左學 頭の 職に 上う大 に 敎相學 を唱 ふ、 高野山の 敎相學 
は師 R 至'^ て 大成 せらる、 後世 乙れ を應 永の 大成と 云 ふ、 師 
悉曇學 を唱へ 著作 おほし、 晩年 善 集院に 退隱 し、 應永廿 三年 
七月 十七 日 寂す、 壽七 十二、 著作 大疏鈔 三十 一卷、 經疏鈔 由 
來二卷 "宗義 决擇集 二十 二卷 、釋論 决擇集 二十 卷、 釋論鈔 四 
十五 卷 、菩提心 論鈔 、即 心義鈔 、硏心 鈔 、呼 字義 鈔 、命 息鈔 
各十卷 、聲 字義鈔 三卷 、二 敎論鈔 二十 卷、 寶論鈔 四十 卷、 秘 
鍵鈔 七卷 、悉曇 字 記鈔 六卷 、悉曇 考翦鈔 四卷 •悉 曇决擇 鈔 五 
卷、 寶鏡鈔 一卷 、灌頂 私記 三卷 、灌頂 授與 記二卷 、灌 頂應永 
記 一卷、 實語鈔 二卷 、安祥 寺 由 來一卷 、安 流大 卷一卷 、西院 
傳授記 1 二 卷 、快遍 問答鈔 三卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳 、高 野 春秋、 
後傳 燈廣錄 、諸宗 章 疏錄) 

ユ ー クワン 着 歡一 . i: 。 ハ 〔新義 眞言 宗 V-/ 大和 長 谷 寺 第五 
十代な り" 宥歡 字は 周 室、 大和 笠 村の 人、 其 師承詳 かなら 

ず、 彌勒 寺よう 護持 院に晋 み、 文久一 一年 遂に 豐山能 化と なる、 

職に 在る、 と 四 年、 慶 應二苹 四月 二十 一日 長 私 寺 方丈 R 寂す、 

(新義 眞言 宗史 } 

ユ 1 タン^ リョ- トン 良頓を 見よ、 

ユ 1 ケン ボ 1 着 臥目 (房 ラィ キョ— 賴慶を 見よ、 

ユ 1 シン S 信 (ニニ 四) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧な 

う、 ， 宥信は 常 陸の 人な う、 少に して 高野山 寶性院 に 上う 宥 


快に 師事して 密壇に 入る、 後花園 天皇の 勅に よ 6 僧都に 任す、 
灌頂以 後 諸 帥の 門に 遊 a て 顯密を 學ひ宥 快の 印 契を 得て 如意 
輪 寺に 住す、 亨德 三年 高 野の 檢校 職を 司とう、 其 終を 知らす、 
同門に 快 金なる 者 あ 宥 快の 秘 印を 禀けて 釋迦 文院に 住し， 
瑜伽 法を 唱へ 且つ 章疏を 作る、 (本朝 高僧 傳) 

ユ—シ ョ- 宥性 ij_ 5EA s- s 義 眞言 宗〕 山城 智褚院 第 四 
十三 代な う、 宥性 字は 智 友、 不可 得と 號 し、 又 如意 金剛と 云 
ふ、 俗姓は 小川 氏、 後 僧侶の 姓を 稱 する ic 及び 金剛 氏と 云 ふ、 
文政 四 年 二月 十五 日を 以て. 安房 長 狹郡平 塚 村に 生る、 小川 孫 
左衞 門の 二 男な 6、 天 保 三年 三月 十二 日 智積院 賴如僧 正 K 從 
a て 得度し、 四 年 二月 加 行し、 同 八 年 一月 入壇灌 頂を 受 く、 
嘉永二 年 三月 隆榮 僧正に ようて 再び 入壇灌 頂を 受 く、 同 三年 
三月 同師 よう 幸 心 方 一流を 相承し、 尋て 本願 方 一流、 兩部 神道 
灌 頂、 小 野廣 澤の兩 流を 相承す、 大會 を經て 天 保 五 年 春よ 6 正 
信に 師事して 大乗 起 信 論を 研究し、 唯識 論述 記、 大乘義 林 章、 
俱舍 論、 智度論 、釋 摩訶衍 論、 瑜伽 論、 華 嚴五敎 章、 天台 四敎 
儀幷 に宗 部の 敎 相、 儒 佛合異 等を 兼 習す、 後 安房 淸澄 寺に 主 
となう、 敎部省 の設 あるに 方り 權少敎 正 R 任ぜられ、 六 年 三 
寶院の 住職と なる、 八 年 四月 醍醐 寺 座主に 補せられ 權中敎 正 
R 進む、 明治 十四 年 故 あうて 其 職を 辭す 、然れ とも 久しから 
ずして 大 講義に 任ず、 二十 三年 五月 二十日 智精院 能 化 職と な 
り、 二十 五 年 二月 四日 大僧正に 任ず、 在職 五年辭 して 東京 M 
草 吉祥 院に 退き、 二十 八 年 一月 十二 日 遂に 寂す、 壽七 十五、 
(新義 眞言 宗 史料) 

ユ i ブ ー 宥貞 ii i5 〔新義 新 言宗〕 山城 智積院 S ハ 代 


(三 二 — ） 


書辭 名人 家佛本  日 


なう、 宥貞 字は 仙 丁* 上野 勢 田 郡の 人な 6、 父は 奈良原 氏、 
母は 阿久津 氏と S ふ、 文祿 元年に 生る'  初め 前 橋の 龍藏 寺 (C 
投して 天台の 敎を學 a しが、 自ら 密 乗に 入らん Z. とを 願 a 、 
大 胡の 玉藏 院祐慶 上人に 依る、 十五 歲髮を 下して 息慈戒 を受 
け、 尋きて 十八 契印、 兩 部の 大法、 護摩の 秘軌を 習 a 、 漸く 
諸 尊の 密印を 學 ふ、 祐慶 上人の 寂す る (C 及 s 關谌の 諸 寺を 巡 
遊す、 旣に して 石 上 寺の 圓靜 上人に 就きて 曼荼羅に 入う •兩 
部の 灌頂 に沐 し、 阿闍梨 位を 受 く、 元 和 八 年 京師に 上り 智積 
院の 日 # 僧正に 謁して 硏究 し、 金剛 峰 寺に 上うて 西室實 翁の 
講を 聞く 乙と 二 年、 法務 大僧正 堯圓に 醍醐 山 {C 見えて 二 年を 
送う、 松 橋の玄 幽を 探る、 去- cs て圓城 寺に 遊 a 法泉院 の毫忠 
に 法 華を 習 a 、 勸學 院の實 雄に 俱 舍を學 ぶ、 たま— 元壽僧 
正 R 譽 僧正に 代うて 智積院 を 領 する に會 ふ、 太 上 法皇 元壽僧 
正に 勅して 內 殿に 議席を 開き •一時の 學匠 たる もの 十 人を 擇 
a て 問 難と なす、 師之 に與 る、 後、 尊 性 法 親王 元壽を 大覺寺 
に延 きて 三 問 一講を 行 ふ 時、 師 第三 問 者と なる、 駿河守 牧野 
成 久師を 請して -JI: 釆地 越後 長 岡の 玉 藏院に 住せし む、 此に於 
て 初て 法幢を 建て 雲 衆 (C 接す、 又 始めて 灌頂 壇を 建つ、 幾 も 
なぐして 歸うて 智積院 に 入る、' 元壽 僧正に 師事す る さ 四 年、 

寬永 十九 年 將軍家 光の 命に ょうて 武藏中 野の 寶仙 寺を 領し講 

席を 張る、 時に 五十一 歲な う、 正 保 三年 元壽 僧正を 省して 益 

々奥底 シ 探る 乙と 兩 年、 復た寶 仙 寺に 歸 6 灌頂 壇を 開く •此 

年 幕 命を 受けて 江戶愛 宕の圓 福 寺を 董 す； 慶 安三 年曼荼 雛を 

同 福 寺の 道 塲に立 つ、 明 曆二年 命 ^ - 蒙うて 智積院 に 赴き 隆長 

僧正の 後を 嗣き 、兼ねて 中性、 寶 護の 二院を 管す、 勅して 僧 


正に 任す、 萬 治 元年 春 江戸に 柱く、 時に紀 伊 大納言 江戸に あ 

5、  一日 師を赤 坂の 邸に 屈 請し 法を 聞く、 寬文 元年 七十 歲にし 
て 京都 大 報恩 寺に 退き、 四 年 五月 六日 寂す、 壽七 十三、 臘五 
十九、 全身を 智積 院の坊 山に 闍 維す、 (結 網 集) 

ユ ー ハン {有 範ーー ー g  一  j -o 〔眞言 宗〕 讃岐善 通 寺の 學 僧な 

6、  宥範は 讃岐櫛 梨の 人、 少 にして 鄕里 の新范 ： 光寺に 入ぅ 
て 剃髮 受戒し、 淨土 の敎を 學 ふ、 後 州の 無量 壽院 に覺道 僧正に 
師事す る こと 八 年、 胎 金の 兩部小 野 流の 密派皆 其 玄奧ヒ 究 
む、 西 三 谷に 至りて 俱舍論 V」 聽 き、 永 仁 二 年 高野山に 登る、 
然れ とも 故 あ'^ て留寓 する こと 能は す、 下野に 抵 6 て 鷄足寺 
の 學頭賴 尊に 謁して 三 寶院の 法疏を 受け、 同國 分寺紗 祥に見 
ぇて 大日 經疏を 聽かん と 請 a しか、 紗祥 奥州 如法 寺の 道 性 法 
印に 求めし む、 然れ とも 道 性 其 請を 拒む、 復 下野に 歸 へる、 行 
路の 饑饉を 見て# 祥 始めて 講 筵を 開き、 一年に して 全く 畢ふ、 
正 安 X 年 妙 祥武藏 の廣田 寺に 請 筵を 開き、 翌年 春 伊豆 密嚴院 
の 請に 應して 走 湯 山に 開く、 師皆 席に 列して 之を 聞く、 鈔祥 
に從ふ 乙と 前後 九 年" 毘盧の 密印ほ  <  手に入る、 師妙祥 に 软き 
て 聞く 所を 錄し紗 印鈔 三十 卷を 編す、 嘉元 三年 平 帥 妙 祥の請 
に應 して 鎌 倉に 注く 時、 師舊 師匠 覺 道を 省す、 覺道 自ら 常 福 
院に 移ぅ 師 をして 無量 壽院に 住せし む、 延慶二 年 近 江 安祥 寺 
に 往き寺 主 光譽に 謁し、 往來 する Z: と 十八 年、 盡く 秘奥を 得 
たう、 嘉曆の 末 再ひ紗 印鈔 を增訂 して 八十 卷を 成す 幾 もな く 
末 東北 院に 移う、 元弘 年中 誕生 院を 創す、 曆應 三年 院燒く 
乃ち 善道 院に 移-^ 十餘 年の 間 力めて 殿堂を 興復 し、 文 和 元年 
七月 一日 寂す •壽 八十 三、 應 安四 年 春 僧正を 贈られ、 弟子 宥 


ユ！ (宥 }ハ 


喾辭 名人 家佛本  日 


(四 ニー ー） 


ユ i 宥 、酉) 


源 其行狀 を 草す、 (木 朝 高僧 傅) 

n 1 バン 宥. _  一一  |  一一, j 或 S S 日 宗〕 山城智 積 院第九 代な 
$、  宥鐵 字は 文識 、甲斐 八 代 郡 一の宮の 人、 俗姓は 隆屋氏 
代々 一の宮 大 叨 神の 社 司たり、 氏は 寬永 元年を 以て 生る、 十 
三 歲に して 出家の 志 ある も 父 許 3 ず、 遂に 自ら 髮を斷 て 同國 
末 木 村 慈眼 寺に 投じ、 宥眞の 許に 沙彌戒 を 受け、 諸 書を： 讀誦 
し、 苦擊 年を 積み 具足 戒を受 く、 後 京都に 入り 智積院 に 投じ 第 
六. 代宥貞 僧正に 師事し ■講學 二十 年に / > ぶ、 學成 6 て國に 歸 
-慈眼 寺に 住す、 寬 文十牢 秋 再び 智榕院 に往 き， 第 七 代. ; fil 敞 
僧正の 許 rc 敎を受 くる 乙と 六牢 なう、 後. 奈良 東大寺に 遊び 俱 
舍唯識 を 講究す、 延寶 元年 十月 安房 寶珠院 ょう 請せられ 同院 
第二 十二 代と なる、 後山 城醍關 山に 登う 法務 大僧正 宥雅に 就 
て 小 野 流の 事相を 傳 ふ、 天 和 三年 武贼眞 福 寺に 遷 6、 同 院第六 
代と な-^、 盛んに 講筵を 開き、 數々 將 軍の 優 賞を 拜 す、 元 祿六 
年 幕 命に依り 智積院 第 九 代 能 化と なり 僧正に 任せら る， 能 化 
:職 にあ. る Z と 五 年、 傳法 大會を 再興す、 仝 十五 年 七月 十九 日 
大 報恩 寺め 隱室に 寂す、 壽七 十九， 臘五 十九、 (宥鑀 僧 JE 行 

實)  , 

ユ ー ホ ー 宥豐 i rai A-* 却 〔新義 眞言 宗 S 都 淸和院 の學僧 

なり、 宥豐 字は 大識 、安房 和宗 村の 人、 出家して 智積院 に 

學ひ 學譽 高し、 文政 六苹 六月 十四日 寂す、 1 5 ハ 十五、 權 僧正 

を 贈らる、 著作 論議 私記 十卷 ，起 信 論大識 ■記 三卷 、十 卷章私 

記 十卷あ 6、 ( 新義眞 言. 宗 史料) 

ユ 1 ホ 1 宏峯 シ ユ-ジ ョ宗恕 を 見ょ、 

f ア酉阿  ケ丨 カン 冏鑑を 見よ、 


ユ 1C 酉) ^ — ゾ 


ユ丨才 5 酉 翁 シユ ー タ 丨宗圭 を 見ょ、 

ユ ー タ！. 酉冏二 ••一. た - t: 〔淨 土宗 3 下野 弘經寺 第 H 代な 
-、  酉 冏は傳 蓮 社曜譽 、大愚と 號 す、 胞前の 人 其 俗姓 詳か 
ならず、 了曉に 師事して 法を 嗣ぎ 、.飯 沼弘經 寺に 住し 第三 代 
の 主と なる、 後 鄕里に 皈り淨 IM1 聖 光大 乗髙福 の 諸 寺を ■す、 相 
模小田 原に 本 誓 寺を 開き、 永 正 四华 正月 十五 . tj 寂す， 壽缺 く、 
法 嗣宗悦 ぁう、 (淨 十總 系譜) 

ユ 1 ゴ 1 酉仰二 =2 $§土宗8藏增上寺の第一一代な 
う、 酉 仰 號は明 蓮 社聰譽 、俗姓 千 葉 氏に して 下總阈 千 葉の 
人、 千葉滿 胤の 二 男な う、 (一說 相 模の人 應永廿 五 年 七月に 
生る _: 族 酉 # 上人 聖聰の 高德を 慕 ひ師 、其 下に 出家し 學業を 
勵む 、永 亨の 初武藏 橋 iM の 古刹 保 元 寺の 荒廢を 歎し、 寺 境に 在 
る 齋藤贳 盛の 墓を 修理し 念佛 供養す、 後 同 寺を 再興して 法拟 
寺と 改め 號し皈 命 山 無量 壽院 と稱 し、 常に 淨 土の 曼陀羅を 安 
置す、 永 亨 十一尔 八月 廿二歲 に して 增上寺 第二 代と なう、 長祿 
三年 五月 十五 R 寂す、 壽四 十二、 著作 傳籍末 抄深義 集 ぁう、 (鎭 
流祖傳 、三緣 山 志} 

，ユ 1 シ nw 酉 性 二 o: A: ^L: 〔淨 土宗〕 武藏勝 願 寺 第 S 代な 
う、 酉 性 字は 良 意、 其 鄕貫詳 かならず、 良 順に 師事して 法 
を 嗣ぎ勝 願 寺に 主と なる、 永亨 元年 九月 十一 日 寂す、 I 毒 缺 く、 

( 淨土. 緣系譜 ) 

ユ丨 ソン 酉 尊； j g: E: 〔淨 土宗〕 山城 光明寺の 僧な 6、 
酉 尊は 心 蓮 社 叶 譽と號 す、 加賀の 人な-^ 路白に 師事して 法 
を嗣ぎ 、江 戶馁草 幡隨院 に 住し、 後 京都 金戒 光明寺 k 移る、 
貞享二 年 八月 二十 九日 寂す、 壽七 十、 著作 三經 略解、 曼陀羅 


(五三—- r-.) 


書辭 名人 家佛 本日 


鈔各 若干 卷 ぁう、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

ユ ー 字 ン酉念 二 E; 2r. : A: 〔淨十 宗〕 土 佐稱名 寺の 開山な 
P，  酉 念は 名 蓮社稱 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かなら す、 感譽に 
師事して 法を 嗣 ぎ、 土 佐國土 佐 郡に 稱名 寺を 荆して 開山と な 
A、 後 郡の 宇佐 村に 極樂 寺を 開きて 退隱 し、 慶長 三年 七月 二 
十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

酉 泉 日 シヨ-- ソ- 聖聰を 見ょ、 

ユ 1 ガイ 祐海 ダ モ-愚 蒙を 見ょ、  . 

ユーエ ー 祐榮 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 越 前小秫 寺の 開山な 

う、 祐榮 字は 嫩 桂、 近 江國の 人な う、 其 俗姓 詳 ならず、 初 
め芳菴 和尙に 參して 法を 嗣 ぐ、 後 海を 渡うて 元に 遊び、 徧く諸 
名德を 訪て歸 朝し、 越 前 中津松 に 至うて 隱處 する 乙と 年 ぁ 6、 
檀信 梵刹を 建て 請て 開山と 爲 す、 初め 南 遊の 日 >> 林 熊 耳の 靈 
跡を 禮 す、 今此地 和 似た う、 故に 熊 耳 山 少林 寺と 號す 、後、 
永 牛 寺に 出世す、 晚苹 近江國 野 口の 海 藏寺に 住す、 某 年 十一 
月 十七 a 寂す、 世 壽缺 く、 (日本 洞 上聯 燈錄) 

ユ ー ガク * 覺 (一 九九 五〕 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
$、 ： 祐覺は 俗姓 牛 國詳 かならず、 比 叙 山に 在りて 大衆に 
交はる、後醍醐天皇の船上山に幸し /2 爻ふに方$、師比叙山に 

在. 〇 て 僧兵を 串 ゐて 王事に 盡 す、 新田 義貞の 軍に 從うて 足 利 

尊 氏 及び 直義を 討つ、 師は董 十 人、 僧 丘 ハ 三十 人を 率ゐ 、童は 

皆冑 上 に 花を 載せ、 衆に 先 じて 進擊 す、 衆 乙れ を昆て 大に奮 

ふ、 鎭守府 將軍顯 家 兵を 率ゐて 近 江に 至る、 師は 勅を 奉して 

沿 七 百 隻を狻 して 之を 迎へ 、共に 京師に 尊 氏を 討ち、 大に功 


の 大衆を 獎勵 し、 数々 錢穀を 出して 軍用を 助けし ひ、 後 王事 
に盡 し、 數 々功を 樹つ 、然るに 後醍醐 天皇の 軍 敗る、 に 方-^、 
京師に 於て 尊 氏に 斬殺せられ たう、 (大 日本史、 前賢 故 實) 
ユ ー ギ祐宜 二 一一 一；^  〔新 義 眞言 宗〕 山城 知# 院 第一 一代な 
う、 祐宜 字は 長 善、 俗姓は 深澤 氏、 下野 西方 村の A なう、 
父は 宇都 宮の 族に して 武略に 富み、 晚年 入道して 道 播と稱 し 

難 達と 號 す、 初 
め 西方 村を 領せ 
$、 故に 師 同村 
に 生れし なう， 
甫めて 十六 歲、 
邑の正 安寺に 入 
纟て 落髮 し、 後 
极來 山に 上 6 智 
積院 の日秀 、小 
池涛の 賴玄、 EP 
斐景巖 (字は 111 
性) 等の 諸老衍 
に 親炙して 秘密 
敎旨を 習 a、 又 

rls 醐寺法 務大 僧 IF. 堯雅に 就きて 諸 尊の 秘軌ヒ 習 CA ® 書 秘謀 
を受 く、 或は 奈良に 遊 CA て 唯識 、三論， 華 嚴の宗 # を學 a、 
或は 近 江に 往き て俱舍 、天台の 纹を受 く" かくの 如き もの 二 


十五华 の 後、 天 JF. 十二 平 秋 鄕 里に 歸 る、 幾 もな くして 請 侍を 
あ 後醍醐 天皇の 再 ひ 比溆 山に 幸した まふに 方 6、 邸 一山 j 受け 桑 島の 金剛 定寿に 住し、 大に講 筵を 開く、 一  住 四苹 、退 

ユ 酉、 祐}  ユ ー; 祐)’ キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 ニー—） 


ユ ー へ祐 y ゲーシ 


きて 他家 山に 隱れ菴 を 結 CA て兀 座す、 畢徒和 集うて 群を な 
す、 十六 年 十月 岩 代の 藥モ寺 實宥 咁 正に 聘 せられて 同 寺に 住 
す、 太守 申 貞隆 金品 ^ 寄せて 厨 庫に 充 つ" 慶畏七 年貞降 故 ぁ 
うて 出 羽 由 里に 謫 せらる、 師怏々 として 衣を 拂 CA て 桑 島に 歸 
$、 宇都 宮の正 福 寺に 逸老 す、 翌华皆 川の 持 明院 R 移う 住 
す 慶長九 年 京都に 入 6 知 M 積 院に掛 錫す、 玄宥 R 擢て られて 脇 
能 化と な- 〇、 十二 W 旨 ぁ 6 て 僧正に 任す、 明年 正月 龍 顔を 拜 
す、 十牢 冬玄宥 寂す" 遺命して 越 州 瀧 谷 寺の 惠傳 和尙 をして 
位に 鋪せ しむ、 然れ とも 衆多く 師を慕 ひて 之を 拒む、 兩黨相 
分れて 共に 家康に 訴 ふ、 家康 衆議を 容れ師 をして 補 席せ し 
む、 乃ち 慶長 十一 年 五月 進院す 1 慶長 十七 年 十一月 十一 H 寂 
す、 壽七 十七、 臌六 十二、 m 骨を 泉 涌 寺に 葬る、 (結 網 集) 

ユ ー ゲン * 源 (… …：〕 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 深 砂堂院 
の己講 なう、 祐源 字は 精進、 淡 路己講 とい ふ、 淡 路守藤 原 
輔 明の 子、 師隆 家の 六 代に して 金剛 王 源 蓮 元の 弟な う、 定海 
の 法を 嗣き深 砂 堂に 住す 寂年缺 く、 (續 傳燈 廣錄) 

ユ ー サツ 祐察二 K I0 〔浄土宗〕 武 藏大秀 寺の 開山な 

う、 祐察號 は 直 蓮 社 心 # 、本 阿と 云 ふ、 氏族を 詳に せず、 

十三 歳に して 聞說 上人に 師事し、 學譽 高く 大衆 其 名を 呼ばず 

經 藏と稱 す、 壯年に して 南都 京都に 歷 遊し、 唯 識因明 及俱舍 

等の 學を究 む， 又 華嚴法 華に 通す、 武藏鳥 越に 大秀 寺を 開く、 

寬文 三年 三月 十九 日 寂す、 壽六 十、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

ユ 1 シン * 信 (一九 四 i e 〔眞言 宗； 一紀 伊高. 野 山の 學 僧な 

う， 祐信は 耙伊 河南の 人な-'、 弘安七 年 撿校に 鞴 し權 律師 

となる， 十 年 某月 某日 遍明院 に 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅} 


ユ I 祐 V ン 

ユ •-シ ン 祐心 一一 11 へ叫) 〔 - 〕‘藤律 源 光 ^ の 僧な' 

:  祐心 連歌を 以て 聞 ゆ、 寬永の 頃 浪速 ® • 人 淀 M 言 當師に ， 
就 s て 古今 傳を受 けて 名 あ $、 C r3 茶 / V 花押 藪) 

ユ ーシ ユー 祐宗； ― : r : x : 〔淨 土宗〕 相. 模光. 明 寺の 九 代 
なう、 祐宗は 長 蓮社觀 譽と柯 す， 其 俗姓 詳 かならず I 法を 
聖# 慶順 に嗣ぎ て 天 照 山の 第 九 代と なる" 學德弗 に 高く、 甞 
て 頌義 見聞 十卷を 著す" m 應四年 九月 後土御門 常 師を « して 
彌陀經 を講 せし む、 且つ 十 夜の 法要 i- 宮中に 修せ しむ、 師の 
請願に 依て 爾來十 夜の 法 嬰は 淨七宗 の通规 となる.. 

永 正 六 年 十一月 八：：！ 寂す、 (鎭 流祖 傅、 淨土總 系譜)： 

〔考〕 寺 記 R 依れば 祐宗は 祐崇の 誤な 6 、 

ユ—シ ユン 祐 m a 一三 一三) 〔眞宗 〕 京 郡 西 光寺の 住持な 
う、 祐 俊は 父を 祐從と s ふ、 准 如上 人の 時 祐從堂 衆と なう、 
慶長 四年以 來內大 P 豐 臣秀賴 公太 1 i の 靈を躬 薦し 、毎月 十八 
日洛 東豐暾 櫻馬塲 に 諸宗の 僧を 請して 佛 事を 修 し、 准 如上 人 
其會 R 列して 伽 陀句讀 し祐從 を率ゐ て 之を 唱 へしむ-十六 年 
三月 本山 宗祖 三百 五十 年忌を 修し祐 從亦句 讀を唱 へ 法談と な 
る、 師 時に 十五 歲 、法會 前 三月 十七 日 命を 承け て 定衆 となる、 
十八 年 十一月 二十日 法會の 列に 入 6、 元 和 六 年 十一月 内陣 位 
に 進む、 寶永 十六 年 十一， 月 十四日 學 黌を慶 、讚し、 常樂 寺准慧 
及び 堂 衆 六 人と もに 齋會に 列し、 正 保元华 十二月 隱 退す 1 承 
應二年 西 吟月感 宗義を 諍 ふ師 :ti: (事に 關 す、 寂 する 時を 知ら 
す、 師 記録の 才 あう - ■!■ 務めて 奮 事を 叙す、 洛東 豐國八 宗法 事 
記、 准 宗主 送 終 記、 承 應鬩牆 記 谷 一卷 、外に 大 佛法會 記、 慶 
長祖忌 記 等 あ 6.、 慶長以 來舊事 後世に 傅は るは 師の 功多き に 


^ ニー 書辭 名人 家佛 本日 


k 

主し しに 巖桂 すす 度て 生 郡な  £ 秋方祐  し 導 木 4 持  居 

と！!;- 、轉 寺昌、 、し 11: る 新う ュ需神 院尊 ュ‘ に/な ュる 
な風將 しに 院數貞 、戶 、倉 、 1 S 泉には 1 緊長本 w 1 な 
るを： tit 紫 注 特年享 專に正 村  チ 爲 苑住仁 ソ 1 李し の 、シ办 

、仰 綱 衣す にに 三ら 入 保の 祐ン g にし 證ン 4 一人  ヨ、 

十く 吉を 一、 請し 年學る 二人 大  fe 雨權法  忘 氅 な祐丨 s 

二、 常許嗯 して 五 業、 年、 は祐  を 大印祐 li う 正  m 

月 TH にさ1 f て 江 十を 休 三 父明搫  禱 僧に！ £  f  ?  W は祐 I 

六德 城る 仁 法 戶歲勵 波 月は 蓮大'  る都從 辱'  し、/  5 字柴 I 

n 元 中 、 i 要に に む は 十 新 社 三 三  、にじ 1 ママ 明 锃 : は k  # 

幕 年に 寶 g を皈し 、師二 妻 顯 貞任 て お 治?® 大 i 完、 

府 十 請 永] f 問う て 常の 歲重 mti  應す 灌二七 十く、 S 憲吾 2 ナ 
に一 し 元 V ふべ 諸に 伯に®： と  元 4 頂  一師尖 と x 九 s 

出 月て 年令 、x 國隱 父し と號 g  年 1 法 S 年 諸 戈 云  1 

て 廿法㈣ S 元™ 經遁 なて 云し f  五 f を 營八國 衾 a  3 ; 

大七要 通 5 祿 お 行のう 增ふ 、去  月：^ 禀总 月に 1 '  S  % 

僧 h を院謚 十 S の 意， 上、 愚 巴  二 S け 巴 十 週 f 後 2 1 

正增 問に1;?」 二 f 途ぁ後 寺 寬蒙武  十 5 密京 一遊 1 に 近 S 

に 上 ふ 住 そ 屯 1 に 6 檀内 永と 藏  七 g 敎都日 し g 顯江 5 

任 寺  し' 幕；! 上て 通 地 十字 增  日 1 を 仁 寂 、1 誓 木 

せ 第 家 上翌命 g う 寺上德 四す 上  寂 g 究 和す 法 院ノ 

ら三宣 I、 十に： 2 淨 に人院 年、 寺  す 2 め 寺“ 談弇と 本 

る 十り I、 の 三よ ^  土 住に 休 四 陸 第  ^  ^  、の s 唱 f 號明 

、六 深 信 屯り；^ 敎持就 波 月奧三  仁 僧；^: 導  'す 樂 

同 代く 仰弘 生ね をと ぃに 八國十  i ヴ 和な 1 を 法 、寺 

二の 皈益經 實 T 弘 なて 從日忠 六  工を寺 う S 事談 近の 

年 貫 依 保 寺大 n 通ら 得う に 城 R  ハ、 义西 、 ク 、と 唱江住 

年！)  廣 西な  あを 法諸祐  缺莊 汲う  無 十す 敎導禮 家 

七 、ュ錄 寶うュ う 主を 老補ュ く嚴み 、ュ 阿五 、導師し 宣 
月  1 十 性、 1 、と 付に 字 1 、院、  1 彌日享 すと 且疾 

二 猷ェ三 寺  ホフう せ徧は ホ：^ 流莊 祐へ陀 安保 、なつ あ 

十 UU ン卷 R 祐丨 1、 ら參雲  孟と嚴 遍ン佛 祥二同 6 十う 

一は  、意鉍  漂 天れ し蒽疏 f 號院は  をに 年 四て 念特 

日 打猷後 と初祐 ヤ 正、、 *  S  g すに 紀祐 諸し 二 年 葬を に 
別 京 ミ ^ 一め s 忐 四 出 承 能 楊 h  、住 伊？ S 人て 月 六る 授師 
當 八1^ 燈宗肥 滅繁年 世 天 登 二 ： fc 弘し 紺邋に 寂 西 月 、くを 
に 夫 7 て 填の 前 〇  £ 四 し 寺 消：^  長て 野 7 ; 與 す應增 其“ 請 

仕 隆 /; ^錄法 佐：  3 月て （こ 井 夭： 二瑜 のさ： ふ 、寺 上 後 f す 
し 信 ニニ 叫 脉賀；  十屢 到の  年 伽 人 三； 、壽に 寺 屢 /t  、 

、の  卷 tuo  四々 う 人 s  夏の、 P 八 移 貫々 Y 因 

同 +  S を 調 在  日 名、、 罵  高學引 s 逐 十う 主 城 て つ 

十  2 作査う s  寂 刹 虎 洞 遭  野を 接 5 帟二 六の 中 1 て 

一 其 旦〇 し ’S  すに 溪存 S  山弘院 si  ，月 職に $城 

月師 5  、 、後 s  、遷正 寺 加  のむ 良 巴‘" ■:臘 龍を 法 g 中 

十 承 近： ^ 傳醍 2  壽る 淳に賀  檢 •任 紀声七 土辭要 益に 

六詳 江  >  燈 _ 肥  缺 、にて 大  技 學に伊 f 十に しを $ 黑 

日 か 園 £； 廣山前  く晚參 下乗  に入師 高足 、閑 麻說 f 本 

拜な城 § 錄に護  、年し 髮寺  任 其 事 野 $ 師 居 布き し、 尊 

堂ら 寺 5 五登國  法 加 、しの  ず 法し 山 {S 常す の 侍 遺を 

すずの  卷る寺  嗣賀 入’ 禪  、をての に、 隱臣命 安 

、、训  ，、第  海の 室受僧  寂傳中 m  J5 手 三 室 侍に し 

貞嘉 f  續武百  天大し 具な  年へ 院= 書 年に 女よ 洪 

永祿萏  俾 W 八  玄乘 てのう  及て 流 僧  の 七 閑 等 6 養 

元三な  燈騎代  聚寺衣 後、 壽智 をな  南 月 居を 師瞻 

ユ i  (祐 }シーチ  ユ丄祐 、献) 


書辭 名人 家 佛 本日 


n  - 猷 、侑、 友) 


年 二月 二十 五 H 寂す、 壽七 十二、 (三 井續燈 記) 

ユ ー ケン 献憲一 一 1 EA I  〔天台 g 近 江 延暦 寺の 學 僧な 
6、 猷憲は ド 野鹽居 郡の 人な う、 少に して 京都に 上う、 智 
證德 圓 の二師 に從 W て灌顶 を 受け 天台 敎を學 ぶ、 貞觀 の初华 
敕 にょ 6 南北の 諸 宿 大極殿 R 於て最 勝王經 を 講 し， 師問 者と 
なる* 常に 持 念 堂に 居し、 寬平五 年 三月 延曆 寺の 座主に 任ず、‘ 
翌年 八月 二十 二 H 寂す、 壽六 十八、 臌四 十八.*  (本朝 高惯 傳) 
ユ ー ソン 猷尊 j ^ — A 〔天台宗 S 江 園 城 寺の 別當な 
6、 猷尊は 兵 部 仲資の 子な 6、 出家して 慶範公 胤の 二師 ic 
台 宗を學 び、 寬元二 年 七月 園 城 寺 別 當に 任じ、 後權 僧正に 任 
ぜら る、 建 長 四 年 七月 十八 日 寂す、 壽七 十五、 (三 井續燈 記) 
ユ*シヤ ク 侑籍 aiiH ハき 〔曹 S S 能 登 龍 護 寺の 開山 
f、  佑藉 字は 貝 林、 播 磨の 人、 幼に して 出家し、 業を 明 
峰宗哲 に受 く、 宗哲の 滅後祥 園 寺 無端祖 環に 師事す る Z1 と 数 
年、 次に 實 峰良考 に參 して 其 法を 嗣き總 持 寺に 出世す、 晚 年. 
能 登の 龍 護 寺を沏 す、 寂 年 及 a 世壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄} 
ユ丨シ 3 1 倚 松 ( . ) 〔曹 洞宗〕 .信 濃靈雲 寺の 禪僧 

f,  侑 松 字は 雪鼹 、能 登の 人な う、 龍 護 寺眞化 玄淳 に師 

事し、 其 法を 嗣きて 總持 寺に 出世し、 後 信 濃靈松 寺に 遷 る、 

寂年缺 く、 (日本 洞 上 聯 燈錄) 

ユ ー タ友阿  ゲン サッ 支 察を 見ょ 

ユ ー キユ ー 友 丘 ( . )〔 臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪 僧な 

h、  友 丘 字は 東 林、 俗姓 不詳. 一山 禪師に 師事して 其 法を 

嗣 r、 後 元 ^ 航し育 王の 月 江 天 寧の 楚石 等に 依る、 來歸の 後 

建 長寺阒 覺寺 ic 住し、 雲 光菴に 寂す、 年時缺 く、 (延寶 傅 燈錄、 


ユ 1( 友) サーバ 
本朝 高僧 傳) 

ユ ー サン 友 山  シサィ 思 ® 5: 見— e 

ユ ー シン 友 心 .. K S5 〔淨 土き 大和 H 輪 某菴の 僧な 
う、 友 心 字は 全 行、 大和 山 邊郡祕 智堂 村の 人な-^ 三輪 宴 
光 5 :師に 師事し 念佛を 業と す、 郡の 丹 波 市 誓願 寺の 本尊は 慧 
心 僧都 刻す ると 乙ろ にして 世人 引導佛 と稱 して 歸 仰す、 師深 
く此 本尊を 崇禮し 靈異を 感 す、 寬文 十二 年 十二月 三日 正 念念 
佛 して 寂す、 壽七 十. i 、 (續 日本 高僧 傳 3 

ユ ー バィ 友 梅, 一一 ggg  〔臨 濟宗 j 京都 建 仁 寺の 禪 僧な 
6、 友 梅 字は 雪 村、 別 號は幻 空、 越後 白鳥 縣の 人、 俗姓は 
源 氏、 母は 須田 氏の 出な 6、 幼 R して 建 長 寺 一山 國帥 を禮し 
左右に 侍して 苦學 し、 稍 長して 登壇 受 具し* 京都の 建— 券に 
掛 錫し.. 參禪の 暇 世 書を 讀み殊 に莊 子に 通す、 十八 歲の 時支恥 
に 涉 6 元 叟端虛 谷 陵東嶼 海 晦機熙 の諸老 R 謁し、 後 湖の 道. 塲 
に 登- CN て叔 平隆に 依る、 命せられ て 經藏を 主と る、 初め 元の 
世宗 日本を 略せん と 欲し、 水 軍 利 あらす 仁 宗相繼 きて 先 志を 
償 はんとす 、而 して 師 日本人な るを 以て 捕 へられて 誓 川の 獄 
に 入う 刑官刃 を 加 ふるに 及び 怡然 として 懼れ す、 佛光 禪師の 
偈を 誦して 日く 乾坤 無， 地 k 卓，， 孤筇 ― > 且喜人 空 法 亦 空 •珍 重大 
元三尺劍、電光影輿斬春風、と、刑官感伏して朝に聞す一、是 
にょうて 免る、 を 得道 名 一時 R 高し、 師 獄中に' 在 6 て怫 光禪 
師の 韻を 次して 五 首を 成す、 其 一に 日く、 百 城 煙 水 一枝筇 、 
觸 H 無 非是幻 空、 童子 曾參， I 無 厭 足？ 鑊湯爐 炭 起，， 淸風ハ と， 旣 
にして 朝議 師を 西蜀に 竄 す、 師志小 ノ しも 屈せす、 函關を 出て V 
秦隴を 渡る、 因て 詩を 赋して 志を 見は す、 其 一に 日く凾 谷關 


(九 二 -- ) 


書辭 名人 家佛 本日 


西 放逐 僧 •生涯 善以 k 拙爲 k 能 •千鈞 弩發 --籬 邊雀 (驚-- 落搏風 
化 海 鵬ハ其 二に 日く 凾谷關 西 放逐 僧、 黃皮瘠 裹-- 骨峻嶒 ハ 有 時 
宴 坐幽巖 石、 只 欠 三 空 生 作， 一 友朋， と、 西 川に 至る に 及 ひ 大學鴻 
儒道を 問 ふ 者 多し、 十 年の 後恩を 蒙む うて 召し 還され、 長 安に 
留 t る Z1 と 三年、 忽ち 老母を 思 ひて 歸朝 せんと 欲し、 將に舟 
を艤 せんとす、 會々 大宗 即位し" 詔 あうて 帝都の 翠微 寺を 董し 
開堂說 法す、 帝 特に 寶覺眞 空 禪師の 號を賜 ふ、 幾 もな くして 
印を 釋 き、 諸 名刹を 巡遊し、 天曆 元年 夏 商 舶に附 して 歸 へる、 
時に 四十 歲な う、 母を 鎌 倉に 省して 共に 居う、 元德 二茚建 長 
寺 玉 雲菴に 萬す、 會々 信 濃 識訪の 慈 雲 寺 席を 虛 くす、 郡 主金剌 
一 了 居士 師を延 きて 之に 居らし む、 元弘 元年 秋 神 爲賴德 雲 寺 
を 創し 師を 開山 祖と なす、 明年 右 金 吾 校 尉 小 串範秀 懇請して 
京都 西禪 寺に 住せし む、 建武 元年 夏豐 の萬壽 寺を 董 し、 一 住 
二 年 印を釋 きて 京に 上-/ 城 北の 栂 尾に 嘉遯 す、 赤松® 心 金 華 
山 法 雲 寺を 播磨に 建て 師を 招きて 開山 祖とな す、 足 利 尊 氏 京. 
都の 萬壽 寺に 招致す、 居る と 一年、 淸 水の 淸住院 に. 退 居す、 
貞和 元年 春 朝 命 あうて 建 仁 寺に 住す、 二 年 十二月 二日 寂す、 
壽五 十七、 著作 語録、 並に岷 蛾 集四卷 あう、 (延寶 傳燈錄 、本 
朝 高僧 傳 、續群 書類 從)  . 

ユ 1 ホ ー 友 峰 卜- ャク等 益を 見ょ、 

ユ ー アン 遊 安； 一 I; ?: 〔淨 土宗〕 武藏靈 山寺の 僧な う、 

遊 安 字は 廓榮 、光 蓮 社 明 # と稱 し、 念 稱と號 す、 姓は 新田 氏 上 

野 國邑樂 郡 小島の 人な う、 十五 歲春 岳 rc 師事して 業を 受 く、 

後 南都 京師に 週 遊して 諸 宗を學 び、 宇津宮 氏に 就て 儒を 學び、 

遂に 智哲 上人の 法を 嗣 r、 貞享 三年 幕府の 命に 依て 靈 山寺に 


ユ ふ 友、 遊) 


進み、 元祿 元年 寺 地を 本庄に 移し、 五 年 殿堂 悉く 落成し、 六 
年 秋淨福 寺に 擢ら る、 八 年 正月 十日 增上 寺に 如き 年始を 賀し 
て館舍 に歸 6 寂す、 壽 五十 餘 、著作 往生 要 集 指麾鈔 五十八 卷、 
安樂 集鈔 五卷あ う、 (三 緣山 志、 鎭流祖 傅) 

ユ ー シキ 遊識 シ rl 1 コ丨宗 興を 見よ、 

ユ 1 シン サイ 遊 心 齋  チ セン 智暹を 見よ、 

ユ 1 セン イン 遊泉院  ホ— リョ-法 梁を 見よ、 

ユ，- ホ 1 遊 方  ニ チ カン 日鑑を 見よ、 

ユ IrMml、 ン 遊 明 子  ニ チ ダ ッ日脫 を 見よ， 

ユ 1ケン勇健-ーー ^ 1ーー 〔臨 濟宗〕 信 濃 安養寺の 禪 僧な 
$、  勇健 字は 大歇 、俗姓は 藤 原 氏、 信 濃 伊那の 人、 元德元 
年 六月 某日 生る、 甫めて 五 歲邑の 澄 心 寺に 入う、 別 山 長の 侍 
童と なう、 別 山に 携へら れて紀 伊の 大慈 寺に 牲 き、 高山 照に 
就き 十五 歲剃 髮禀 具す、 京都に 上うて 建 仁 寺に 掛搭 す、 康永 
元年 東海 源 间 寺に 住する に 及 ひ 師之 に從ひ て 參究 す、 二 年 高 
山紀伊 の楞嚴 寺に 寂し、 遺命に よう 師其 法衣を 受 く、 貞和年 
間 雪 村 梅別搏 亂 相繼き て 席を 補す、 師 或は 侍者と なう 或は 記 
室と なう、 日々 慧解を 增す 、偶々 華嚴 經を閱 して 忽然 省 あ 
$、 澄 心 寺に 寓居し 寺 主大拙 愚と 共に 參究 す、 師 t た 遠山に 
登- 〇月菴 光と 爭 a て 峰 翁 和 尙に參 問す、 文 和 四 年 翁の 信任を 
受け 拂 子 1: 與 へらる、 後 關 東の 諸 寺に 遊び 歸 へうて 建 1-: 寺に 
寓 す、 II 山 見中巖 月に 謁して 九 旬酬唱 す、 衆 選 CA て 師を高 職 
に 居らし めんと す、 師 聞きて 竊に 逃れ、 伊豫に 往きて 大蟲岑 
に 見え 宗義を 談して 居る 乙と 三年、 貞治 元年 大雄 寺に 三光國 
師を拜 し、 其 證明及 ひ 曹洞 派の 五位の 妙 訣を受 く、 同年 夏國師 


ユ 上 遊、 勇) 


書辭 名人 家佛 本日 


(〇 二  T- 一）. 


ユ J' r) 、. - 誘、 有) _ _  ユイ、 唯) TH 


寂す 海藏寺 海 雲 和 尙等師 を 招 $ て紀 伊の 大慈 寺に 居らし む、 
移* CN て 鷲 峰 山に 住す、 公卿 土庶 集* O' 來る もの 多し、 ^ y2 信 濃 
に 遁れ安 養 寺を 嵯峨の 地に 遷して 第一 代と なる、 永德 三年 九 
月 四日 寂す、 壽五 十三、 勅して 正眼 智鑑禪 師と$ ふ、 (本朝 高 
僧傳 、續群 二三 七)  し 

ユ 1 ケン 勇健 - ー チ タィ 日泰を 見よ、 

ユ 1乏ヨ1 イン 勇猛 院  ニ チゲ- 日廩を 見よ、 

ユ 1231 クウ ン勇 猛觀  リョ-モン 良 聞を 見よ、 

ユ 1 カイ 00  タン ャク湛 益を 見よ、 

ユ ー セン 幽仙 j ls g  〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 別當な 
う、 幽 仙は 慈覺 大師の 門に 學 CA 、 顯密に 通し 律師と なる、 昌 
泰二年 十二月 先定の 例に 依 6 延曆 寺別當 となう* ■同月 十四日 
拜堂 登山を なし、 其 夜 坂 本 巧 林 寺に 宿し 急 R 寂す、 碧 2 ハ 十五、 
(天台 座主 記， 僧綱 補任、 扶桑 略記) 

ユ I レン 幽蓮 エリ ョ 1慧 亮を昆 よ、 

ユ ー エン 誘苑〇 云 〇〇  〔眞宗 〕 近 江眞行 寺の 住持な 
う、 誘 苑は近 江 北 中小 路眞行 寺の 住 侶な う、 宗 學を慶 恩に 

承け 助敎に 昇 階せ う、 晚年發 揮の 說少 からす、 平生 宗 典の 解 

義を 案す る每に 必す衾 を 被うて 臥し、 其 說を得 さると きは 終 

日と 雖名 起き 3 うきと S ふ、 (學 苑談 叢) 

ff  有慶 5| 誌〔新義眞言宗〕大和長谷寺第1ーナ 

八 代な 6、 有慶 字は— 眞良 、大和 宇智郡 牧野の 人、 俗姓は 樱井 I 

氏 母は 辻 氏の ! +•, な 6、 甫めて 十三 歲豐山 良 興院龍 岳の 室に 入 

6、 翌年 剃髪し、 龍 岳 (C 隨つて 河 內通法 寺 筑波山 金剛 院に住 

し、 後豐 山に 留 錫し 菅明 慈眼 兩 院を歷 て 寶 » 八 年 十一月 十八 


日 近 江 北 野 寺に 轉ず 、明 和 三年 十二月 二十四日 幕府の 命に ょ 
う 江戶 根生院 十八 代と なり 同 寺の 廢頹を 興す、 同 九 年 十月 二 
十七 m 護持 院に 主と なり 權 僧正 R 任ず、 安永 二 年 六月 二十 九 
日 遂に 豐山能 化 職に 鋪し 、翌年 僧正に 昇る、 同 四 年 九月 八日 
豐山丈 室に 寂す、 壽六 十七、 奥院 R 葬る、 (新義 眞言 宗 史料) 

ユイア 唯 阿 si g= 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷寺樂 三十 九 
代な り、 唯 阿字は 傳燈 、武藏 の 人な う、 州の 木 曾 根 普 rl 院 
一 阿に 侍し、 後璺山 に 登る、 學業 成うて 武藏針 ヶ谷弘 光寺に 
主と なる、 丈 化 七 年 六月 很生院 に 移 6、 九 年 三月 十二 日擢ら 
れて豐 山 能 化 職に 補す、 法抦を 執る 乙と 七 年 職を辭 して 閊居 
し、 文政 六 年 十二月 十二 日 寂す、 壽七 十三、 C 新義 眞言 宗史 
科) 

ュィァ 唯 阿  シヨ-キン 性. 均を 見ょ" 

ユイ イチ 唯 j  〇一 三 一七) 〔黃檗 宗〕 山城 宇治 黄 檗 山の 禪 
僧な $、  唯一は 明 人な う、 明 末に 方-^ 一方 レ. 將 ¥ となう、 
滿州 兵を 防き戰 a 、_ を 殺す 王一 千餘 人 ic 至る  >  戰 利 あらす 
して 明朝の 傾ける 後出 家して 隱 X 禪帥の 弟子と な'^ 唯一と 號 
す、 我 國承臌 三年 禪師 に從 a 一門の 大 眉、 獨 言、 獨 知、 獨湛、 
獨吼 、獨 立、 良演 、恒修 、無上 等と 其に 西來 し、 山城 宇治 黃檗山 
に 留う殺 罪を瀆 よんと して 自ら 血を 刺して 經を 書す、 常に 鼻 
を 刺し 鼻 頭 石榴の 如くな 6 たうと、 血書の 八十 華 華嚴經 あ'^ 
傳ふ 、寂 年月日 詳 ならす、 詩 あう 傅 ふ、. 不 i 會 k 詩兮不 k 會じ禪 
但將 L 念- 學-- 前賢 (古 己 乍 人 今豈異 、男 兒奮志 好 加  >  鞠」 

ユイ エン 唯圓 (一九 四 八) S 宗 3 祖 親鸞の 弟子な 6、 
唯圆は 常 陸 茨城 郡 沖 和 田の 人、 俗に 鳥 喰 Dll- 圆と稱 す、 蔻し其 


C  一三 一一〕 


書辭 名人 家佛 本日 


生地を 鳥 喰と い ふなう、 親鸞 上人の 弟子に して 正應 年頃の 人 
な 6、 ( 本願 寺 通紀) 

ュイ オン. 唯 遠  ニ チホ 1 豐を 見ょ、 

ユイ ク ー 唯 空？. …： ) 〔眞言 宗〕 大和 菩提 山の 學 僧な 
唯 空 字は 經照 、初め 興 福 寺に 在うて 法相を 學 ふ、 興 正 
菩薩を 拜して 沙彌戒 を 受け、 圆照 に師禀 して 比丘 戒を納 れ、 
京都の 善 法 金山に 旋 6 東 福 寺に 掛搭 して 禪那を 修 す、 菩提 山 
に 上. CN て 唯觀 に灌 頂を 受けて 大阿闍 梨と なる、 寂 年 及； 3 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傅) 

ユイ クワン 唯觀一 ii HD 1 一一 〔淨 土宗〕 大和 今 井谷の 僧な 
办" 唯觀 字は 稱 意と い a 、 能 登珠洲 郡藏見 村の 人な 6、 十 
五歲 出家し 二十 歲京 都に 遊 ふ、 是ょり 先 家兄惪 海 世を 遁れ近 
江祥嘉 寺に 幽棲す、 師 先つ 兄を 訪問して 淨 土の 宗 要を 聞き 歸 
仰す、 後 壬 生 寺唯稱 上人に 師事し 其 法 化を 蒙む る 乙と 二 年な 
う、 尋きて 伊勢に 遊 ひ 泉 谷 寺に 留り 同志 五六 輩 社を 結 a て 念 
佛 す、 幾 もな く 諸國を 周遊し、 晚年 大和 今 井谷に 居り 日課 念 
佛 六萬聲 す、、 寬文八 年 四月 醍醐 山に 結 夏し、 日夜 阿彌陀 佛像 
に 對し 一心に 佛號 を唱へ 靈瑞あ 6、 寬文 十二 年 八月 微恙 あう、 

廿 五日 氣力 漸く袞 へ 遂に 寂す、 壽三 十二、 (續 日本 高僧 傳) 

ユイ シン 唯 心 (一九二 四) 〔眞言 宗〕 山城 八幡の 僧な 6、 

唯 心は 山城 八幡の 人、 小 野廣澤 二流の 秘密 灌頂を 受け 其 蘊奥 

に 達す、 兜 率の 業を 修し 常に 道塲に 坐して 苦修 怠うな し、 文 

永の 初年 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ユイ シン 唯 心 (一九 三 七) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧な 

P，  唯心號 は勸聖 、京都の 人、 初め 良 遍に從 a て 法相を 學 


ユイ (唯) 才 ，—シ 


び" 後 圓照に 師事して 戒律を 傳 ふ、 然れど 7P 常に 法相の 學を 
廢せず 、唯 識述 記を 講ず、 後 鎭西に 遊 化し 終る と ro ろを 知ら 
ず" (本朝 高僧 傳)  •  ‘ 

ユイ シンタン 唯 心 * ジッド- 實道を 見よ、 

ユイ シヨ 1 唯稱 チク- 知 空を 見よ" 

ユイ シヨ 1 唯稱  ミョ 丨ゲン 明 源を 見よ、 

ユイ、 y ml 唯稱  9 > チョ 1 輪 超を 見よ、 

ユイ ジヨ ー 唯乘 .一. - fc: li 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 
う、 唯 乗は 比 叙 山の 學徒 にして 法 華經を 誦し 專修 する 乙と 
六 年、 長 承 二 年 十一月 某日 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

ユイ ゼン 唯菩 ju -t- -tH 〔眞宗 3 下 總常敬 寺の 開山な 
6、 唯 善 一名 弘雅 、俗姓は 源氏、 小 野宮禪 念の 子に して 覺 
慧の同 母 弟な 6、 建 長 五 年に 生る、 少將輔 時の 猶子と な $、 
長して 大納言 雅忠の 猶子と なる、 鳴 瀧 相應院 守 助の 室に 入-^、 
又 御室に 參 し廣澤 流の 法を 承け、 密敎を 硏究 し、 修驗 道を 兼 
行す、 大納言 阿闍 梨と稱 す、 後 眞宗に 歸し河 和田啡 回に 從ひ 
て 業を 受 く" 覺慧に 招かれて 大 谷に 居る、 然るに 大 谷の 地狹 
きを 以て 師門 徒と 謀う 南 隣の 地を 買 a 寺 基 ^ 廣め舍 を 建て、 
此に 居る、 宗 昭と楝 V」 分ち 交を 結 ふ、 衆 其 居 (C 就きて 宗昭 
北 殿と 稱し師 を 南 殿と稱 す、 嘉 元元 年關 東に 事 あう、 專修念 
佛を廢 せんとす 1 師祖訓 に 反する を 恐れて 急に 東 下し、 金數 
百 貫を 募うて 鎌 倉 幕府に 致し， 官符を 得て 事を 安す、 師大谷 
に 居る 乙と 幾なら すして 信 如 宗主 世を 去る、 師. H ら祖廟 を 領 
する の 志 あ 6、 諸 門弟 可 かす 正安以 來爭訟 再三 (C 及 ふ、 然れ 
とも覺 信 尼の 遺命 明白 {C して 志を 遂 くる 能は す、 延慶二 年 七 


ユィ (唯} シ—ゼ 


書辭 名人 家佛 本日 


(一二 一一） 


ュ i 唯、 惟) 


月師 遂に 隨 順す、 即ち 祖 像の 首を 奉して 東行し 鎌 倉の 常 葉に 
安置す、 將軍守 邦 親王 恩 遇し 下總關 宿に 寺を 御し 朝に 奏して 
額を 賜 ひ、 中 戶山西 光院と S ふ、 將 軍寺領 若干を 附 す、 文 保 元 
年 二月 二日 寂す、 壽六 十五， 後西 光 院六代 善 鷲 乃 祖に 代うて 
過を 謝し 像 首 ^ 本山に 奉す、 時の 宗主 蓮 如上 人 其 志を 鈉れ 、且 
つ 常 敬 寺の 號を與 ふ、 (本願 寺通靶 )  ^ 

ユィ 2  31 唯 妙  一 ー チ n~ 日 好を 見よ、 

ユ .ィ ffi 3r l 唯 明 リュ- ュ隆瑜 を 見よ、 

ユィ リヨ 1 唯 了  ゲン サン 源讃 ir 見よ、 

ユィ アン 惟 ^ 二 晒 ^ 〔臨 濟宗〕 美 濃 梅 龍 寺の 禪僧な 
う、 惟琰 は隱 IIJ と號 す、 俗姓は 杉 本 氏、 越前國 大野 郡 伊野 
原. 村の 人な 6、 杉 本 氏累 tii: 白山 神 祠の視 人た う、 其 先は 泰澄 
大師よ 6 出つ と い ふ、 甫めて 九歲美 濃興德 寺禪規 に從 s て 蓬 
染 し、 明 和 六 年 十六 歳出て、 越 前瑞昌 寺に 注き 萬 國に從 ふ、 
安永 元年 十九 歲陸前 三春 高 乾 院の月 船を 訪 a て 參究し 稍 得る 
所 ぁう、 同 八 年 十六 歲の 春、 月 船の 下を 辭し 、儕輩と 其に 出 遊 
し關 西の 諸 大老 R 偏 參し、 後、 去うて 美 濃に 至う 興 德寺老 山に 
見へ、 其 命に ようて 梅 泉 寺に 住す％ 寬政四 年 三十 九 歲江一 IX に 

赴き 永 田 寺 第二 It 峩山 .に 謁して 蘊奥を 盡 す、 同 六 年 四十 一歲 

の 春 二月 また 永 田に 到うて、 峩山 R 見ぇ、 五月 また 梅 泉 寺 ' R 

歸 へる、 この 秋峩 山聘 { <: 應して 美 濃淸泰 寺に 入- 〇 、 梅 籠 寺 { (: 移 

6 て 講筵を 開く 乙 と' 二十 餘日に 及 ふ、 師 前後 其 左右に 在う、 

峩山駿 河 蓮 光寺に 入る に 方う 師亦 M n R 從 ふ、 後 梅 泉 寺に 歸 

へうて 大衆に 接し、 寬政 十二 年 四十 七歲 請に 應して 梅 fi 寺に， 

住し、. 碧巖 集を 講 す、 幾 もな くして 梅寵 寺を 明 峰に 讓 り、 草 


ユイ C 惟) H— シ 


菴を東 浦 山 堅 相 寺に 結 a て 優 遊 自適す、 應 接の 煩を 厭 a 、 悉 
く緇 徒を 散 遺し、 僅に 五 人を 從 へて 播磨鹿 谷 山に 入る、 居る 
乙 と 三年 道俗 皆德 に歸 す* 文化 三年 九月 美 濃に 歸 ぅて 金寶山 
中の 瑞徵菴 R 卓 錫し、 更に 名を 更めて 天 澤菴と S ふ、 文化 十 
四 年 十一月 二十 九日 寂す、 壽六 十四、 臘 五十六、 朝廷 特に 詔 
して 正 燈國照 禪師の 謚號を 賜 ふ、 

ユイ H  惟慧 ド- ジヨ- 道定を 見よ、 

ユイ エ*- 惟、 71C クワン シヨ  -寬 性を 見よ"* 

ユイ サン 惟三  シ rl I シュク 宗叔を 見よ、 

ユイ シュ 惟首ーー测裝|:天台宗〕近江延曆寺の座主な 
i  惟 首號を 法典と 云 ふ" 俗姓は 御船 氏、 近 江 蒲 生 郡の 人 
な-^ 智輯 大師 遍昭 僧正に 從つ て灌 頂を 受け、 德圆 和尙 ，法 勢 
講師に 就て 天台 敎を學 ぶ、 貞 觀元牢 詔を 奉して 大極殿 脔勝王 
經會の 講師と な 6、 寬平四 年 五月 延曆 寺の 座主に 任す、 明年 二 
月 二十 八日 寂す、 壽六 十八* 臘 五十" 虛空藏 の 座主と 號 ず、 
(天台 座主 記、 元亨釋 書、 本朝 高僧 傅) 

ユイ シュ S 惟宗 トク ホ 德輔を 見よ、 

ユイ シュン 惟俊； jjj o: •一 〔曹洞 宗〕 兰河寵 海院の 開山な 
..9, 性 俊 字は 模外 、初め 泉 龍 寺 宗岡祖 文の 許に あぅ しが、 
長 興 寺を 過ぎて 汝南 契禪に 參 し、 其 印 記を 受け、 記 室と なる、 
總持# に 出世し、 長 興 寺に 遷 る、 又寵溪 寺を 主 どる、 岡 崎 城 
主 源 淸康滿 珠山龍 海院を 建て 師を 開山と なす、 晚铝辭 して 退 
居し、 天文 十 年 十一月 三十日 寂す、 長 興 寺 龍海院 R 塔す、 (日 
本 洞 上 聯 燈錄)  ' . - ' , 

ユイ、 ン ml * 肖  トク ガン' 得 巖を： 見よ、：，： 


(三 三 一一） 


書辭 名人 家佛本  日 


ユイ セン 惟僵 (一九 1 5 )  r 臨 濟宗〕 信 濃安熒 寺の 開山な 
6、 惟慑 字は 樵 谷、 俗姓 不詳、 建 長の 末宋に 渡る、 南 浦 明、 
約翁儉 、無 象 照と 同じく 虛堂 愚、 偃溪聞 •介 石 明、 簡翁 敬の 
諸 老に參 す、 後天 童の 別 山 智和尙 の 輪 下に 心 印を 傅 ふ、 辭 を 
吿 r るに 及び、 育 王 山の 觀物 初偈を 贈うて 日 ふ、 三應 聲中密 
意 通、 分明 飯 布 裏 = 春風 『休，/ 論， I 親切 不親切 ？巨 舶回程 至，， 海 東 -' > 
歸國の 後 信 濃に 隱 逸し、 安樂 寺を 開く， 示 寂の 年偫缺 く、 (延 
寶啤 燈錄 、本朝 高僧 傅) 

.ユイ チ ユ ー 惟中 心  ジュゴン 守 勤を 見よ、 

ユイ チユ 1 惟中 心  ッ-ジ m 通恕を 見よ、 

ユイ ツ— 惟通  ヶ-ジ ュ桂 儒を 昆 よ、 

ュイ 芋 ン 惟 念 : r: :El :A :-t 〔眞宗 〕 伊勢 輪 宗 寺の 住持な 6、 
惟 念は茈 廼 舍と號 す、 伊藝 桑 名の 人な う、 文政 十 年 八月 十日 
を 以て 生る、 稍 長して 書を 嗜み 、土 佐 光孚、 浮 田一蕙 等に 從 
うて 筆法を 受け、 漸く 書名 あ $、 後、 東京に 僑 居し、 益 修習 
を 事と す、 明治 十六 年 第二 回內 國博覽 會に 書を 出して 妙技 三 
等 賞を 得、 第一 共 進會に 書を 出して 銅牌を 得、 宫内省 よう 買 
上 けらる、 是よ -Cv 書 名大に 揚 る、 師示寂 年月日 缺 く、 

ユイ ヨ 惟 寒 1=1 ゲン カ イ玄 海を 見よ、 

ョの部 

ョ カク 與廓 jjl ig 〔曹洞 S 近 江洞壽 寺の 禪僧な 6、 

與廓 字は 然 室’ 俗姓は 藤 原 氏奧 州の 人な-^、 無 外 珪 言の 法を 

嗣ぎ 、文龜 三年 命を 承け て 洞壽 寺に 住し、 永 正 十 年 一 雲 寺に 


ユイ (惟) コ( 與) 


遷 6、 後 龍 穴 菴に退 居し、 又 龍 洞院を 開きて 老を養 ふ、 仝 十 
三年 三月 十七 日 寂す、 壽七 十七、 臘三 十八、 法 嗣雪窓 鳳 積 ぁ 
6、 ( 日本 洞上聯 燈錄} 

2 ブン 與芬 E- 一一 sf 〔曹 洞宗〕 近 江洞壽 寺の 禪僧 な*^、 
與棼 字は 梅 叢、 俗姓は 源氏、 遠 江 飯 田の 人な 6、 幼に して 鄕里 
の敎 寺に. 祝 髪し、 十九 歲衣を 更へて 禪 K 入う、 洞 壽寺無 外 珪 
言に 謁して 印 可を 受け、 遠 江に 皈 Q 飯 田の 山中に 菴 居す、 大 
永 七 年佛陀 寺に 主と なう、 幾なら ずして 近' y 慧燈菴 に 退 居し、 
指 月寵 華の 二菴を 立つ、 洞 壽寺雪 叟の寂 後 遺命に 依う 其 席を 
補す、 天文 十七 年 正月 二十 三日 寂す、 壽七 十、 臘四 十五、 (日 
本 洞 上 聯 燈錄) 

frut 餘慶ーー ?| 4  〔天台宗〕 近 7X 延曆寺 座主な 6、 

餘 慶は筑 州 早 良の 人、 明 仙に 天台を、 行 # に 密灌を 受け、 苦 
修練 行す、 天 元二筇 園 城 寺の 長 吏に 補し、 四 年 法 性 寺の 座 ZK 
に 任し、 永祚 元年 秋延曆 寺の 座主に 補し、 十二月 禅僧 正と な 
う、 大に密 敎を 興す、 智證 大師 流の 密敎 は師 よう 盛な 6、 正 Iff 
二 年閏 二月 十八 日 寂す、 壽七 十三、 寬弘四 年 二月 二十 五日 敕 
して 智 辨と謚 す、 (本朝 高僧 傅) 

3 1 アン 陽菴  ュ I ニ ッ融悅 を 見よ、 

ヨ •■■シン 陽岑  シュ '  1 キン {一 K 昕を見 よ、 

3 1 クワン __  卜丨工 丨東 英を昆 よ、 

ヨ1 コタ 陽 谷 ケン シュン 賢 春を 見よ、 

ヨ*-シ ツ 陽 室  ュ— キョ- 融慶を 見よ、 

ヨーシ ユ 1  陽洲 (二 三 六 四) 〔淨 土宗〕 尾 張 寶周 寺の 開山 
な 6、 陽洲 は覺蓮 社 正 # と號 す、 尾 張の 人な 6、 州の 岩 ft 誓 

ヨ C 與 、餘) ヨ丄碭 ) 


書辭 名人 家佛 本  日 、 、(四 三 --) 


fni 陽、 要) 


願 寺 講譽の 室に 入うて 剃髪し、 後 幡隨に 師事して 其 法を嗣 r、 
初め 誓願 寺に 住し 美 濃淨音 寺に 遷 る、 後名 古 屋に寶 周 寺を 荆 
して 開山と なう、 寶永某 年 寂す、 '* 缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ヨ •-シ ユン 湯 春  シン シヨ ー信 盛 ^ 見よ、 

ヨ ー シヨ— 陽 生  一一 ^ ora 〔天台宗；！ 近 江 延曆 寺の 僧な 
う、 陽 生 俗姓は 伊豆 氏、 伊豆 北條の 人な う、 少に して 比 叙 
山の 延昌 僧正を 師 とし 顯密 を傳受 す、 性 多病なる を 患へ 暫く 
靜 養して 精修を 弛 寛し 法 華を 誦す、 後 竹林 寺に 居 5 て精修 す、 
貞元 二年權 僧都に 任せられ、 天 元 二 年 正に 轉 す、 永祥 元年 延 
曆寺 座主に If し、 正曆 元年 十月 二十 八日 寂す、 壽八 十七、 或 
は 七十と もい ふ、 (本朝 高僧 傳) 

ヨ 1 シヨ 1 陽勝.一. :5: ^ 〔天怠ボ〕近江比叡山の行者な 
ゥ， 陽 勝 俗姓 耙 氏'  能 登の 人" 母 日を 呑む と 夢み て娠む 
あうて 生む、 元慶 三年 十一 歲に して 比叡山に 登 $、 空 日に 師 
事して 止觀を 學ぶ 、兼ねて 眞言に 通ず、 山中に 籠居して 法 華 
經を誦 持して 苦 修練 行を なし 脇 席に 印せ す、 後 大和 R 遊 a 金 
峰 山に 登 $、 尋き て牟田 寺 R 留う穀 食 ^ 絕つ 、延喜 元年に 至 
う 全く 世間を 厭離し 出て す、 父 病 あ $ 死に 瀕し 陽 勝を 思 ふ、 

師 即ち 飛行して 鄕里に 至う 父に 見 ゆ、 後 再び 金峯 山 R 隱 る、 

終る 所を 知らず、 (本朝 高僧 傳) 

ヨ1 ホ^- 陽峯  シ H  I シヨ- 宗 1 、§ を 見よ、 

ヨ1’ ゲン イン 要 ^ 院  ニ チ クヮン 日寬 VJ 見よ、 

ヨ 1 シン 要 津  H タン 慧潭を 見よ、 

ョーバン，要播_(： …… ) 〔曹 洞宗〕 安房 長 安寺の 禪僧な 

$、  要播竽 は亘 天、 俗姓は 卒 氏上總 の 人、 敎院 に投 して 童 


_ 又 要、 楊、 養、 瑤 、曜) 

子と なう 後 祝髮受 具す、 會々 禪 者の 勸めに よ $ 衣を 更へて 續 | 
翁 宗傳 {C 見ぇ 第二義 R 居る、 久 くして 了 悟し、 續 翁の 龍 江 寺 
R 遷るに 及び、 命せられ て 席を 補し' 安房 長 安寺に 主と なる、 
寂 年 及び 壽缺 く、 法 嗣大雲 神 龍 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ヨ 1 ヨ 要 擧 11  イン サイ 寅 載を 見よ、 

3 l、v ン楊愼 C …： …) 長 崎の 書 僧な 6、 楊愼 一名 
は 遵眞と 云 ふ、 支那 明朝の 人な 6、 巧に 人物 1: 書き 其 技 妙に 
入る、 隱元國 師に從 a て 來 朝す、 寂 年壽缺 く" (續 本朝 靄 史) 
31 チ ガク 楊 知日 {各  卜丨 ョ-等 楊を 見よ、 

ヨーブ 楊 富 E- 一一 gg  〔曹 洞宗〕 肥 前 天祐 寺の 開山な 6、 

楊 富 字は 春 岡、 保 福 寺 威 化宗猊 の 法を 嗣 ぎ、 肥 前 諌早鄕 天祐 
寺を 建て 其 開山と なる、 天文 十四 年 九月 八日 寂す、 壽六 十六、 
遺偈 あう 日く、 夢， 計 甲子 (六十 六 年、 末 後一 句、 落葉 飄 >天、 と、 
法嗣大 央淳甫 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

ョ I リユ.. 楊柳  テッ シュ— 哲秀を 見よ、 

ヨ 1シ ンイン 養 S1 具 院  ニ チジュ I 日 住を 見よ、 

ヨ ー ジュイ ン 養壽院  一ー チホ 丨日芳 を 見よ、 
ml シュタ 養 叔 ュ- ク融 供を 見よ、 

3 1 シュン リョ ーク ユン 良 順 5: 見よ， 

ヨ 1;、 ンヨ 1' ホ 1 養 性 房 ジョ 丨ソ丨 定聰を 見よ、 

ヨ 1ソ1 養 爽 シ dl イ宗頋 を 見よ、 
ml セツ 養 拙 シ ti - モク 宗牧を 見よ、 

ヨ 1 ホ エタ- 惠環を 見よ、 
f リン 瑤林  シュ- ク宗玖 を 見よ、 

3 1 カ ク 曜覺 シン エ信慧 を 見よ、 


(五三 一一 ) 


書辭 名人 家佛 本日 


313 曜譽 ュ—ヶ 1 酉冏を 見よ、 

ヨ 1 シュン 騰春 シ rl I キョ ー秀慶 を 見よ、 

ヨ* —ジ 3 1 城  y.  —  H  I 僧 叙を 見よ、 
ml キョタ 杳旭 :i :^ 4  〔眞宗 〕 越 中 魚 津照顯 寺の 
住持な 6、 ゃ 杳旭は 僧鎔の 門人な 6、 當時 三業 惑亂 始めて 鎭 
定 して 能 化職廢 せらる、 を 以て、 本 山師を 擢て 、學頭 代勸學 
となし、 學 林の 成 規を 改正せ しむ、 安居の 代 講師と なる I と 前 
後 三回、 初は 觀經 次は 愚 禿 抄上卷 後は 愚禿鈔 下卷を 講 し、 又 
御前 講を 命せられ て 觀經 玄義分 を 講ず、 師學 自他に 涉り他 部 
は華嚴 天台に 達し 法 華 三 大部を 通講 する 乙と 三回に 及へ う、 
宗乘は 殊に 愚禿鈔 選擇 集に 詳か なう、 中年に 當うて 射 水礪波 
兩郡三 葉の 餘黨栌 ほ 盛な 6 しが、 師 全力を 之 か 破 斥に 用 ひ 遂 
に 悉く 回 悟せ しめ、 晚年 口稱正 因を 計す るの 徒 漸く 蔓延す る 
を 以て、 亦 頗る 其對 治に 勤めた $、 天 保 十 年 寂す、 本山 謚 ^: 
下して 寂用院 と v' ふ、 著作 二卷 顯彰鈔 十卷 あう、 (學 苑談 叢、 
本願 寺派學 事史) 

ヨ 1 ダ !? ツ +  谷 月  ニ チサ ッ日薩 を 見よ、 
ml ケン 用 兼 (二 一七 三) 〔曹 洞宗〕 安藝 洞 雲 寺の 開山な 
ク， 用 兼 字は 金 岡、 俗姓は 戸田 氏 讃岐の 人、 十一 歲敎院 に 
投して 剃髪し、 後 衣を： 吏へ て徧 く禪 門を 叩き、 龍 文 寺 大菴に 

參し 親炙 多年 其 寂 後 尙宗仲 心に 依うて 心 要を 發 明し 遂に 永 平 

寺に 出设 し爲宗 の法嗣 となる、 次に 11 文 寺に 遷う 一年に して 

辭し •去うて 行脚し 安藝 嚴 島の 社に 詣づ 、神官 興 藤 掃 部頭宗 

親 應寵山 洞 雲 寺を 開き 師を 開山と なす、 又 多多 良 義興周 防に 

長 福 蒹寵の 二院を 沏し細 川 道 空 居士 阿波の 桂林 慈 雲の 二 寺を 


建て 師皆 招かれて 開山と なる、 慈 雲 寺は 後 丈 六 寺と 改む 、晚 
年 洞 雲 寺に 飯 6、 永 正 十 年 十一月 五日 嗣子 章 山に 院事を 囑し 
出で、 行脚し 其 終る ところを 知らず、 法嗣 章山贶 突 ♦月 殿昌 
桂の 二人 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

3 1 サン ヶ-ョ -景庸 を 見よ、 

31 ラク タン ^ 咨巷  キョ- シユ敬 首を 見よ、 

3 クシ ユー沃 - 洲 i i-: 四 四 〔眞宗 〕 肥 後近昆 淨專 寺の 住持 
なう、 沃洲 は槐 齋と號 す、 肥 後の 人な-^、 宗學を 聞 生に 受 
け 頗る M 微を 極め 兼ねて 外典に 通す、 明治 五 年 七月 一 PI 敎 とな 
う 爾來學 林の 事務を 執る Z: と數 年な 6、 十六 年 六月 宣海 老人 
と 同し く勸學 職に 擢てら る、 十七 年 二月 觀經 和讃を 侍講し 六 
月 病を 以て 京師 僑 居に 寂す、 宗主 謚を賜 ひて 願行院 とい ふ、 
師諷 詠を 嗜み 書法 亦觀 るへ し、 甞て團 扇を 詠して 日く、 擧之 
則 月 動 之 風 朗月淸 風 一握 中、 休. 嘆 恩情 秋 夜絕、 镦 冬爐火 亦 煩 
，公、 と、 著作 二 河 譬講箋 、八番 問答 講說 、安心 决定鈔 丙 子 記、 
各一卷 、寶章 綱要 二卷 ぁう、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派 學 事史) 

ラの 部 

ラゲ 1 羅溪 ジホン 慈 本を 見よ、 

ー プサン 羅山 ゲン H 兀磨を 見よ、 

nv クウ ツシ蘿 月 子  シ ユ-ズ ィ 宗瑞ヒ 見よ、 

ー フィ ィ賴 意 IH il 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 九 代な 
5, 賴葸 字は ff 識 、俗姓は 市 川 氏、 慶長 十九 年の 春を 以て 
土 佐須崎 邑に 生れ、 六 歲大善 寺 賴助に 依 6、 十二 歲剃髮 して 


ヨ上曜 、鷹、 杳、 容 、用)  ヨ丨 (庸 ヨク 沃} ーブ (羅 、蘿) ラィ (賴〕 


/ 

書辭 名人 家佛本  日  （六 三 --、, 


ラ vC 賴 j  H 


經論を 習 a 瑜珈 行を 修 す、 寬 永八苹 同國 五臺 山 R 登ぅて： S 部 
の灌頂 を 受け、 遊 方して 關東 R 至ぅ、 糟壁島 等 巡行し、 諸 寺 
の 法 席に 列し 尊慶 僧正に 見ぇて 歡喜院 R 寓 す、 後 尊慶豐 山 4C 
主と なる に 及び、 師も亦 登山し 深く 其 化を 受 く、 時に賴 助 寂 
し師に 席を 讓 りしを 以て 大善寺 R 住持す、 後門 弟に 寺を 附し 
て 復豐山 R 登 6、 硏 究十餘 年に して 學名を 得 ^ 6、 法隆 寺 R 
至*^ 觀音院 R 隨つて 俱舍法 華を 聽 き、 又奈 良 R 赴きて 英 性に 
華 嚴を學 び、 盛 源に 唯 識を學 び、 皈ぅて 五敎 章を 講ず、 後 亦 大 
僧正 寬濟 R 見ぇ、 兩部 大法 經疏 儀軌 等を 傳 へられ" 深く 小 野 
流の 淵源を 究〇 、寬文 六 年 夏快壽 寂す るを 以て、 幕 命に 依 6 
師 席を 補して 第 九 代と な- CN、 僧正 R 任せら る" 是れょ $ 先き 
豐山 堂宇 狭隘なる を 以て、 十五 間 四方の 講堂を 建てん と 欲し、 
幕府に 乞 CA て 許 S れ 、且黃 金 千 雨を 賜は 6、 提唱の 暇 專ら營 
構に 勤め、 寬艾十 年の 秋 R 至 6 て 漸く 落成す、 延寶 三年 七月 
二十 二日 寂す、 壽六 十三、 法臘 五十一、 (豐 山馎通 記) 

ラ イエ 賴惪一 AA SK 〔一一 一 論宗〕 大和 東大寺の 別當な 6、 
賴惪は 慈 恩 院と號 す" 出家して 寬寶 R 三論の 敎義 を學び 、大 
安寺 別 當尊勝 寺 修理 別當 等を 經て 、天福 二 年 十月 十二 日 東大 

寺 別當に 任ず、 嘉賴 元年 閏 六月， 二十 八日 寂す ノ壽 六十 八、 (東 

大 寺別當 次第) 

ライ 文 ン賴圓 C …… 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 

々、 賴圓 俗姓は 藤 原 氏、 中納言 賴資の 子、 山城の 人な う、 

興 福 寺 良 兼 僧都に 師事して 出世の 法を 學び 、稍 長す る R 及び、 

得度 受戒し^ ■十三 歳の 時 最勝會 の 講師と なり 衆 ヶ驚 かす、 興 

福 寺 R 住し、 束 光院に 移る'  寂 屯 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅〕 


ラ 賴) キ  I  I  I  _ I 

ー ブィ キ 2 1 賴慶二 jjy orl 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 蓮 花 三昧 
院の學 僧な り、 賴慶 字は 宥賢 房、 鄕貫詳 ならす、 出家して 伊 
一口 1 走 湯 山 般若 院に在 6、 內外 の學に 通す、 後 高野山に 登 6 蓮 
華 三味 院 R 住し、 慶長六 年 十一月 阿波に 至 6、 日蓮 宗を 論破 
して 大 に 名を 揚 く、 初め 阿波の 日蓮 宗徒 貞 安と 云 ふ 者、 盛に 
諸宗 M 得道の 說を 骨張して 眞言 宗 等を 排 す、 師 乃ち 其 地方の 
眞言 宗徒に 招かれて 往—興 言宗の 勢を 張る、 JI: : 筆記 あり 安 
慶同 答と 云 ふ、 同 十三 年 四月 學侶 行人の 爭に方 6、 師は學 侶 
方なる を 以て， 行人 方に 惡 iw れ奇禍 に 罹る、 同 七月 德川 家康 
の 召に よ 6、 快 正賴慶 共に 駿 河に 出て 審問を 受け、 快 JH 罪 R 
處 せられ、 師は 却て 家康 に皈 仰せら る、 同 十一月 十五 日、 
江戶 城に 於て 淨 土宗傳 通院 廓 山と'  日蓮 宗常樂 院日經 と宗論 
を 開く に 方 6、 師幕肘 の 命を 受けて 判者 證義 となる" 廿 一日 
其功勞 によぅ、 小 軸 一重 白銀 百 枚* 及 ひ傳馬 五疋を 給 せらる、 
乙れ よ 6 師の名 益 大に揚 る、 慶長 十四苹 三月 三 駿河幷 に 
江戶 城に 出づ 、八月 駿河 城に 於て 眞 Fi 宗の 義を說 き、 且つ 一 
宗の 衰微を 訴ふ "依て 同月 幕府 命して 關朿 眞言 古義 法談 所 九 
箇條永 格 朱印を 給し、 九月 高野山に 永 格 七 箇條を 下し、 且つ 
賴慶に 判 物を 給す、 十二月 師勸學 の 命を 蒙る、 十五 年 二月 師 
使 僧と な 6、 東 寺、 醍醐 山、 高 雄 山、 御室、 嵯峨 、石山、 內 
山、 上乘院 、桃 尾 山、 釜 口 寺、 菩提 山、 金剛 山、 河 州 天 野 山、 
同 觀心寺 等に 勸學の 書札を 達す、 是に 於て 師の 勢威 Fti 門 主を 
凌く、 同年 一山の 大衆 中 師の專 横を 惡み 、撿校 政 遍駿河 に 出 
て 之を S/T ふ、 遂に 五 H 四： n 走 湯 山に 蟄居し、 十月 十三 日 寂 
す、 赛四 十九、 著作 遮 表 深義鈔 二 卷 、諫身 法 # 一卷 阿字 愚 


(七三- -一 ） 


書辭 名人 家 佛 本  tl 


言鈔 二卷 、光明 眞言鈔 一卷 、起 信 立義釣 物# 一卷绰 十 餘部ぁ 
う， (高 野 春秋、 元祿書 籍 ㈡錄} 

ライク ワン 賴觀 ( . ) 〔眞 SS 山城 朿寺 三十 二 代 

の 長者な- CV、  軔觀は 德大寺 僧都と 稱 す、 堀 河 右大臣 藤原賴 
宗の子 、賢韩 僧都の 高弟な う、 性 信 親王に 傳注灌 頂を 受け、 
法身 心 印を 嗣 ぐ、 遂に 朿寺 第三 十二 代の 長者 法務と なる、 其 
寂年缺 く、 (傳燈 廣錄) 

ライケン 賴兼 i AA rs ハ 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な- CV、 
賴兼 俗姓は 源氏、 具 平 親王 五代の 孫、 公 胤 法師に 就きて 薙髮 
し、 定 兼、 常久 、莨 俊、 長舜 の四師 の Ft に 遊 CA て 宗義を 學 
S、 四宗 の H1 義者一 寺の 別當 となう、 又覺 朝を 拜して 登壇し、 
大阿闍 梨と なる、 弘長 元年 七月 十七 日、 (別當 次第 R は 十八 日) 
寂す、 壽七 十六、 (三 井續燈 記、 東大寺 別當次 第) 

ー ブイ ケン 賴賢 IA II 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 實相院 の 開 
山な 6 、 賴賢字は尊圓、藏人阿闍梨と稱す、京都の人、幼に 
して 醍醐 山に 登り、 成 賢 僧正に 仕へ て 出家す、 宗門の 行業訖 
6 て 傳汰 職-:; の灌 頂を IPJ 師に 受け、 妙德房 を 山中に 開きて 祖 
となる、 終 {: 金剛 頂 宗の鐵 塔 相承 法身の 心 印を 付屬せ られ 
て、 小 野 派の 三十 四祖 となる、 後 高野山 (C 退き、 金剛 三昧の 

安養 院 に隱れ 、小 田 原の 實相院 に 移うて 開山と なる、 龜山天 

A 勅して 法 橋 上人の 位を 賜 ふ、 時に 鎌 倉の 請に 應して 關柬に 

坑 る、 大將 軍賴經 雪の下 常樂院 等一兩 院を 建て、 師を 開山に 

仰き て ^ 幢を 建つ、 文 永 十 年 十二月 七日 寂す、 壽七 十八' (續 

傳燈席 錄 、本朝 高僧 傳 J 

ー フイ ゲン 賴玄 C . ) 〔戒律 宗〕 常 陸淸凉 寺の 律 僧な 


-フゴ 賴 、ク ータ 


う、 賴玄 字は 蓮 傾、 諸師 と共に 興 IF. 菩薩の 律苑に 遊 a て 戒 
範を 習得し、 密軌を 傳受 す、 後 常 陸の 三 村に ぁ- CS て 淸凉- 体 寺 
を沏 建し、 大 に 律幢を 建て、 四衆來 集す、 寂年缺 く、 (本朝 高僧 
傅) 

ライ ゲン 賴 M  - S;: 〔新 義眞言 宗 £讲大 傅 法 院の僧 
なう、 賴玄 一名は 快傳 字は 定識 、能 登の 人な- CX' 根來 
山に 登 $ て 妙 音院 支 # 法 印に 師韦 し、 瑜 伽三密 の 蘊奥を 受 
く、 次に 東大寺 輿 福 寺に 遊； 5 て 性 相の 學を究 め、 允 も 因 明に 
精し、 永祿十 年玄譽 の 付囑を 受けて 妙音院 の席ヒ 董 す、 六大 
法身の 講 席を 張る、 時に 六十 二歲な $、 日秀と 同し く學 徒を 
.敎授 す •學 徒鈔 錄纂 集して 智 小口 訣と號 す、 智精院 小 池 房 
(妙 音院の 別號〕 二 家の 口 訣の義 な 6、 天 正 十二 年 八 H 十七 日 
寂す、 壽七 十九、 (結 網 集續 日本 高僧 傅) 

ープ 1 ゲン 賴源 •一 A.: s: 京都の 書 僧な う、 賴源 は 筑前 
法師と 號 す、 佛嗇に 秀作 ぁう、 壽永二 年 二月 二十四日 寂す、 
壽缺 く、 (僧綱 補任、 續 本朝 書 史) 

ライゴ ー 賴豪 に 〔天台宗；！ 近 江 園 城 寺の 僧な 6、 
賴 豪は 伊賀の 人、 同國の 刺 史藤原 有 家の - f な $、 幼に して 園 
城 寺に 入 6、 諸 碩德に 謁して 顯密を 習 ふ、 白 河 帝の 勅に ょり 
儲嗣 を 祈り、 承 保 元年 冬 皇太子 生る、 乙； i ょう 帝の 優遇 渥し， 
應德 元年 五 H 四日 寂す、 壽八 十三、 (本朝 高僧 博) 

ライゴ ー 賴豪 (一丸 S) 〔新 義 眞言 宗〕 か 伊 大傳 法院の 
僧な 6、 賴一彖 字は 行 心、 俗姓 生國 P かなら す、 中 竹 院虾瑜 
蓬 華院實 尊に 師事して 學# あう、 元 te 二年曹 曾 寂す、 後を 繼 
きて 蓬. 苹院に 住し 學 頭に 昇る、 寂年缺 く、 荖作 大疏開 雲鈔十 
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書辭 名人 家儆本  日 
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六卷 ，束 草 集 五卷 あう、 (結 網 集、 諸宗章 疏錄) 

fi ン賴嚴  一一 ^ 奶 〔法相 宗〕 大和 施； 福 寺の 學僧な 
賴嚴け 藤 原 實仲の 子、 賢 源 法師の 上足な 6、 寬治四 年 
維摩 曾の ^ 師と なり、 尋きて 法 華 M 勝の 講師と なる， 康和元 
印 寂す， 壽 五十’ (本朝 高僧 傳) 

ー ブイ サイ 賴西 j At 一一 一 — A M ハ 言 宗〕 紀倂 金剛 峰 寺の 僧な 
う、 賴 西は 智 m 房と 號 す、 u 十五 歲剃髮 出家して 高野山に 
登う、 師を擇 ひて 密灌を 受け、 經論 を硏 習す、 靜 處に菴 を 結 
ひて 益々 精诈 苦修 す、 [11 衆稱 して 伊勢 上人と s ふ、 師齡 八十 
四 歲旣に 八 千 座の 護摩を 修 し、 仁 年 元年 十一 月 五日 寂す、 (本 
朝 高僧 傅〕 

ライ シン 賴 信 —: - t: s : 〔法 扣宗〕 大和 興 福 寺の 學 僧な 
う、 賴 信は 1 P 斐の大 守 藤 原 賴經の 子' 興； i 寺に 眞範 僧正 (C 從 
ひて 下髮 受戒し 思を 法 和の 敎に 潜め、 闵 明に 精通し、 一乘 
院に住 す、 幾 もな くして 興" J 寺を 董 し、 大安、 法 華、 山 階、 
長 谷の 四 寺を 權 管し 法務を 兼ぬ、 永 保三牮 六月 二十 一日 寂す、 
弟子 三人 あ 永 緣 、賴 尊、 覺信培 なう、 賴尊 は攝政 家に 出 

て 僧正に 任し、 一 桊院に 住す、 (本朝 高僧 傳) 

ー フイ シン ¢1 (一 1H シヨ- シ 51 - 性 盛を 見ょ、 

ライ シン 賴眞 ( . 〕 〔S 日 宗〕 山城 安祥 寺の 太 元 別 

常な- CN、  賴眞は 大納言 一; 闍 梨と稱 す、 實嚴 の傳法 印 可を 得 

て 安鮮 寺に 住し、 詔して 太 元別當 となる、 付； S の 弟子に 成 嚴 

あ- ^  ( 後俜燈 廣錄) 

ライ シン 賴 底( c . ) 〔天台宗〕 近 lr 金 勝 寺の 僧な 

i  賴眞は 近 江の 人、 甫めて 九葳 tc して 近 江 金 勝 寺に 至 


^ イ賴) シ 


法 華； i を閗 さて 能く 記 M し'  兼ねて 義 解す、 然るに 辨說に 拙 
にして 口 常に 哨嚼 す、 人 多く 之を 笑 嘲す、 賴眞 深く耻 とし 比 
敖 山 {C 登う、 中堂 (C 參 籠し 七 盡夜を 期し 祈願して 日 ふ、 我 何 
の惡報 あうて 牛の 如く 哨嚼 する か、 願、 は 大醫王 明に 前 因を 
示せと， 第 六 夜に 至うて 夢に 人 聲あ う吿 けて 日 ふ、 汝が 前生 
は 近 江の 緣抖 郡 (C あうて 牛た 6、 郡 人 法華經 並に 供物を 駄し 
て 某 寺に 至うた る Z. と あ 6、 其功德 R よ 6 人類に 轉 生した る 
ものな 6 云云、 賴眞 乙れ よ 6 益 稍 心に 持誦を 事と す、 七十 歲 
t て R 六 萬 部を 誦し ^ 6 と、 (本 IJ1 高僧 傅： > 

ライ シン 賴審 (一九 七 二) 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峰 寺の 僧な 
$、  賴審は 定範の 秘密 灌 頂を 受け、 胎母院 に 住し、 盛 / L に 
法 義を播 き， 撿校 職と なる" 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 
〔考〕 賴審は 正 和の 頃の 人な 6 

ライ、 ンン賴 申 ( . 〕 〔眞言 宗〕 美 濃 實相 院の學 僧な 

i  賴申 字は 宗 佐、 越 前 瀧 谷 寺の 住僧な う、 十八 歲美 濃賓 
相 院の宗 印に 從ひて 瑜 伽の 法を 受く 、時に 宗 珍と S ふ 者 あ 
日向の H 胤に 從 a 習 學 する 乙と 六 年、 其玄 微を盡 す、 後 
美 濃に 回- 〇 て 松 山寺に 住し朗 講す 、師 之に 就きて 顯密の 法を 
承け、 {貫 相 寺を 繼き て 密を說 き 諭 群す、 寂 年缺 く、 觀心發 源 
頌を著 す、 (本钠 高僧俜 } 

ープ イシン 賴心  ソン キヨ- B 慶ビ 見よ、 

ー フイ シン 賴深 ( . ) 〔眞言 宗〕 某 寺の 僧な う、 賴 

深は竹信親王の燈ヒ續く、聲譽高か6しと雖詳仲なし、付法 
の 弟子 {c 天台宗の 尋禪を 出 / 2 す、 (傅 燈 廣錄) 

ライ ジン 賴尋 ( . W  〔眞言 宗〕 京都 釋王寺 第一 代な 


九 三 — ） 


書辭 名人 家惙 本日 


$、  賴尋 山 城の 人、 1¢ 俗姓 詳 かなら す、 或は 攝津 守源滿 仲 
の 子な りと、 仁 和 寺 件 信 親王 (C 隨つ て傳 灌頂 シー >m く、 格 釋 
王 寺を 鄉して 第一 代と なる、 性 僧綱を 嫌 S、 終身 阿闍梨 位に 
居 6 て 寂す、 其 屯 時 / i 壽缺 く、 ( 本朝 高僧 傳) 

- ブイ シュン 賴舜 ( …… ) S: 言 宗〕 京都 朿 寺の 僧な 
う、 賴舜號 は ('lli ln 房と 云； S、 時. 寶院を 荆す 、初め 深覺に 就 
きて 兩 部の灌 頂を 受け、 密驗に 長す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 (本朝 
高僧 傅) 

ラ イジ m 賴助 • — . t £: ぃ r 眞言 宗〕 京都 東 寺の 僧な う、 

賴 助 俗姓は 平氏、 武藏 守經時 の 子な う、 仁 和 寺の 法 助 僧 1E に 
從 s て灌 IH 法を 受け， 御室に 居して 法 印に 叙す、 弘安八 年 仁 
和 寺の 法務に 補し、 九尔權 僧正に 任ず、 此日法 務を辭 し、 明 
年 九月 東 寺の畏 者と なう、 五牢 長者 職を 辭し 大僧正に 昇る、 
永 仁 元年 東大寺の 寺務 を領 し、 四 年 某月 二十 八日 寂す、 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傅) 

ラ T;. ン m 賴助 (ー ヒ六三 ) 七 條佛所 三代 佛エ なう、 賴 
助は學 肋の 子な 6、 康和五 年 七月 二十 五日、 興 福 寺 供養の 時 
に 法 橋な 6 しも、 後 法眼の 任 叙は 見ぇす、 故に 法眼 賴 助と 云 
ふも法橋の誤ならん、寂年缺く、一說に應德二年三月九日寂 

すと あれと も" 應德は 康和永 久に 先つ る 乙と 十数 年に して、 

未た 生存 中な 6、 其造鄉 傅 はらす、 (外 記 日記 中 右 記) 

ライ、 y mil 粮照 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山の 僧な 

AV,  賴 照は 中理趣 房と 稱 す、 顯密に 通し、 寂 圓の傳 法を 以 

て 一方の 宗匠と なる、 付 法賢覺 、禪慧 、定明 、淨 快、 勝實、 

勝 成の 六 人 あう、 (續 傳燈 廣錄} 

ラブ 5 シ 


ー ツイ ゼン « 全 シヨ-ゼン 盛 全 ^ 見ょ、 

ラ， r ゾ！ 賴增 ― : ±; ?: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
う、 賴增は 其 鄕關及 ひ 俗姓を 知らす、 延 久二苹 後 三 條天皇 
仁 和 寺の 南に 圆宗 寺を 建て、 法華最 勝の 二鲁を 置き、 京都 奈 
良の僧をして法義を講せしむ、四牢十月師其講師となる、寂 
年 及壽俜 はらす、 (本朝 高僧 傅) 

ライ ソン 賴尊 (一七 四 五〕 〔眞言 宗〕 京都 •池 上淨光 院の律 
師な う、 賴尊は京都の人、能登守藤原實房の+、平救の入 
室 弟子な り、 薤髮の 後顯密 内外の 典籍を 受け、 遂に 性 信 親王の 
傳 法を 受け、 示 海を 蒙 IT る、 付 法の 弟子 永 尊、 平 源、 賢 尊の 
三人 ぁう、 (傳燈 廣錄) 

ラ ィニヨ 賴 如！ is 一一 一一  t: 新義 眞言 宗一 山城 智楮院 第一 一一 干 
八 代な 6、 賴如 字は 大幢 、俗姓は 野邨 氏、 安房 長狹 郡廣圾 
村の 人な 6、 剃髪 f 具して 智積院 に 學ぶ 、業 成 6 て 安房 寶珠 
院に 住し、 嘉永六 年 幕 命を 受けて 圆福 寺に 晋み 、安政 三华秋 
智積院 三十 八 代の 能 化と なる、 師 在職 七 年、 文 久二年 春 職を 
辭して 退隱 し、 同年 八月 二十四日 寂す'  壽六 十二、 臘 五十二、 
(新 義 眞言 宗 史料) 

ー フイへ ン 賴遍' (ilHO  〔眞言 宗〕 近 y 石山 寺 寶性院 の 
僧な う、 賴遍は 冷泉 中納言 爲尙の 子、 本と 石山#' 寶性院 に 
住す、 承 應二年 得度し、 寬文 三年 權 律師 (C 任じ， 同 六 年 法眼 
R 叙す、 (仁 和 寺 諸院家 記) 

ライ ホ ー 賴寶 ( . ) 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 寶嚴院 の學 

僧な り、 賴寶は 其鄕貫 師承詳 ならず、 束 寺 寶嚴院 に 住して 
學譽 あり、 寂华 及壽缺 く、 著作 眞言 本 et 集 三十 四 卷 、釋論 勘 


ライ v fn ゼ I- ホ 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇四 —— ） 
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註 二十 四卷 、秘藏 記 秘聞鈔 三卷 、體大 東 聞 記、 悉曇 綱耍鈔 、 
身心 本元鈔 、微細 妄執 義各 一卷 ぁ々、 (諸宗 章 疏 H 錄) 

ラィ ユ賴瑜 AA SA 〔新義 眞言 宗〕 紀伊大 傳法院 の 中興 
祖 な'^、  賴瑜 字は 俊 音と s ひ、 紀 伊那 賀 郡の 人、 源 姓 ±^ 生 彫 
氏に して、 父の 名は 源 四郞大 夫と 稱し 、郡の 豪家な 嘉祿二 
苹 郡の 山 崎に 生 
る、 幼 R して © 

典を 習 a 、 强識 
級に 驚かる、 後 
靈夢に 感し玄 心 
阿闍 梨と s i> に 
師事して 得度 納 
戒 し、 兩部瑜 伽 
の 大法を 受け、 

尋きて 高野山 4C 
登り、 大 傳法院 
に 慧 解の 譽を馳 
す、 道 悟 阿 闍梨 
とい ふ R 師事し 

て 敎 藏の微 旨を 究め、 建 長の 初奈 良に 遊 a 、 東大寺に 三論 華厳 

を ^ ひ" 興 福 寺に瑜 伽 唯識を 習 ふ， 兼ねて 眞言 院 に 眞言を 探 

る、 戒壇 院 に 摩訶衍 論を 講ず、 康 元 元年 仁 和 券 ^ 至うて 廣澤 

流の 眞言 事扣を 傳 へ、 正嘉 元年 高野山に あ 6 て 十 住 心 論 愚 草 

即 身成佛 義顯 # 鈔 を ^ し、 弘長二 年 山城 醒圆券 R 在'^ て 般若 

心經祕 鍵 _ 藏鈔を 草し" 又 高野山 4C 歸 へうて 釋論 開解鈔 を 草 


f 、 賴) ユ 


し、 文 應元苹 木幡觀 音院 R 至 6 て眞空 (字は 廻心、 號は 中觀) 
に 就きて 秘密の 口 訣を受 く、 同年 秘宗 敎相鈔 を 談 し、 干栗駄 
鈔 解を 草す、 弘長 元年 正月 觀音 院道塲 R 於て、 眞空ょ 6 廣澤流 
の灌 頂を 受け、 同 六月 醍醐 寺 R 至. CN、 報恩 院憲 深に 謁し、 十八 
契印 口訣を 受け、 野道鈔 を 草し， 七月 大疏 指心鈔 を 草す、 九 
月金 剛界 大法を 受け、 十月 胎藏界 大法を 受く、 二 年 護摩鈔 •薄 
草子 口訣 等を 草す、 同年 木幡 の南院 R 寓して 大乘義 章首卷 、八 
識義鈔 を 草し、 靈 l にょぅ 吉祥天を 刻す、 文 永 三年 大 傳法院 
學頭 職に 昇ぅ、 傳法 大會を 行 ふ 四 年 蜡醐の 中性 院に寓 六 
年 大傳法 院に歸 6、大會の談義を勸む、即身義愚草、十住心 
論 愚 草相尋 きて 成る、 九 年大傳 法院を 再建して 僧坊に 住し、 
中性院 と號 す、 菩提心 I 愚 草を 草す、 十一 年 五月奈 良 眞言 院 
R 寓居し、 建 治 元年 醍醐 中性 院 に 在りて 大疏 愚单を 修正し、 
三年 秘鍵 愚 草を 草す、 弘安 元年 覺洞院 實勝法 印高酐 山に 登る、 
乃ち 就きて 妙# 等を 受け、 二 年 四月 十七 日 高 野中 性 院 亿 於て、 
實勝法 印 R 就きて 傳法灌 頂を 受け、 第二 重 印 可を 蒙む る、 九 
H 醍醐 中性 院に 於て 毘那耶 伽 天 供、 愛染明王 供を 受け、 三年 傳 
法 大會に 聲 字義、 開秘鈔 、呼 字義 愚 草を 作る、 同年 七月 二十 
八日、 高 野中 性院 R 於て 實勝法 印 {C 第三 重 許可を ^ け、 靈夢 
に 感して 文殊の 像を 書く、 同年 十 住 心 論 衆毛鈔 等を 草す、 七 
年 三月 瑜祗經 拾古鈔 を 縮す、 正應 元年 大傳 法院 密嚴院 を 根來 
山に 遷し 建つ、 大衆 皆 隨 ふ* 同年 根來 の假皂 に 傳法 大會を 
行 ふ、 永 仁 三年 寶鑰勘 詫を 草す、 四 年 四月 寶鑰愚 草を 草す、 
五 年 根來 山中 性院 R 宴 坐し、 秘鈔 問答を 作る、 TP. 安元 平 立 義 
分 短册を 綴る、 十二月 十六 日根來 神宮 寺 {C 於て 豎義を 行 ひ 永 


(一四 一一） 


書辭 名人 家佛本  日 


式と なす、 三牢理 趣經 文句 愚 草を 作る、 嘉元 元年 釋論愚 草を 
草す、 (第 八册以 下は 後人の 作な り)、 同牢 十一月 風疾ぁ 6、 
翌二牢 正月 一： n 無量 壽印を 結 a て 寂す、 壽七 十九な ぅ、 天文 
の 初め 僧正を 追贈 せらる、 著作 序 分 義短册 、釋論 秘決、 釋論 
禪門决 鈔 、卽 身義 別記、 法 華 開 題 愚 草、 理 趣 經 文句 愚 草、 仁 
モ 經開題 愚 草、 最勝 王經開 购愚 草、 大日 經開題 愚 草 •梵 網經 
解題 愚 草、 陀羅尼 義愚 草、 金剛 經 解題 愚 草、 眞言 二 字義 愚 草、 
諸 宗敎现 同異 祕釋 各一卷 •菩提心 論 初心 鈔 、祕鍵 開藏鈔 、祕 
鍵 初心 鈔 、祕鍵 愚 草、 聲 字義 開 祕鈔 、聲 字義 愚 草、 呼 字義 探 
宗記 、顯密 問答 鈔各 二卷、 卽 身 義顯# 鈔 、呷 字義 愚 草、 金剛 
頂經開 題 愚 草、 守護 經釋愚 草、 新 仁王經 愚 草、 寶鑰勘 註 谷 
三卷 、菩提心 論 愚 草、 二 敎論愚 草、 即身義 愚 草 各四卷 、一； 敎 
論 指光鈔 ，寶鑰 愚 草 谷 五 卷 、釋 論短册 六卷 、十 住 心 論 衆毛鈔 
十五 卷 •大疏 指心鈔 ，釋 論開喺 鈔各十 六卷 、大疏 愚 草 十八 卷、 
釋論恩 草 二十 二卷 、十 住 心； i 勘 文 二十 四卷、 釋論鈔 出 二十 五 
卷、 眞俗雜 記 問答 鈔 三十 卷 ，十 住 心 論 愚 草 三十 八卷 、(以上 敎相 
部/野 金鈔 ，野 胎鈔 、課 摩 口 決、 石山 道 堪觀記 、妙鈔 記、 阿彌 
陀 大心鈔 、法 華 大意、 入 我我 入觀 、支 文鈔 口决 (玄は 一に 瑜 
R 作る)、 五重 結護鈔 、十八 會指歸 鈔 谷一卷 •十八 道口决 、玄 

少口决 、(支 少は 一 R 玄秘鈔 に 作- CN、 又 一に 玄を瑜 に 作る) 各 二 

卷 、野 金發惪 #、 野胎 入理鈔 、濯 M 私記、 阿字 秘釋 ，瑜祗 拾 

古#、 遺告 釋疑鈔 各三卷 、秘鈔 問答鈔 、薄 草 口决各 二十 卷、 

字 輪觀一 紙、 灌頂壇 樣圖三 紙、 阿彌陀 護摩 次 弟、 光明 眞言 護 

摩、 普賢 延命 護摩、 大勝 金剛 護摩、 六 字 護摩 娘 羅識 法、 始尾 

惹耶 法、 專去輪 護摩、 北 斗 護摩、 愛染 王 護摩、 藥師供 次第、 


聖 天. 供 次第、 童子 經供養 作法、 却溫經 供 # 作法、 摩 m 利 神 法、 
諸 尊法畧 次第 •泥 塔 供 作法、 朝茲 護身 作法、 瑜祗 B< 釋 、眞言 
三部經釋各若干卷、(以上事相部)、灌頂私記、理宗：1决&二 
卷 、理寶 口 决四卷 •(以上 理性 院部} 、金 界口决 、胎界 口决、 
護摩 口决 、各 若干 卷、 澤見 口决 、野 月口决 各 一卷 、(以上 咪澤 
部)、 宗 要畧鈔 、古跡 料簡、 持 犯 要 記畧鈔 各 一 卷 、義章 八識蕤 愚 
草三卷 、五敎 章 料簡 六帖 、唯識 論 料簡、 頌疏 料簡 鈔谷 十四 卷、 
(以上 他宗 部)、 釋 論序鈔 一 卷 、神决 鈔印 可口决 、諸 尊 通用 表 
白 集 谷 一帖、 香 藥六帖 、大日 經 疏衍義 若干 卷、 (以上 餘錄增 
加)、 都て 百 七 部、 無慮 四百 五十 餘卷に 及 ふ. •(結 網 集、 本朝 高 
僧馎 、諸宗 章 疏錄) 

ラ イヨ 賴 春.一. ^: 〇 2 0言宗〕京都柬寺の僧なり、賴 
譽 は 中納言 藤 原 賴資の 子な り、 眞慧 僧正に 從 a て 兩 部の 灌頂 
を 受け、 建 長 七 年 法 印に 叙し、 弘 安元牢 來寺の 長者に 任ず、 
二年權 僧正に 任せられ、 同 三年 十二月 七日 寂す" 壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳) 

ライ ヨ 賴寒！ I  ( ニニ ー九) 〔新義 眞言 宗〕 紀伊 大傳法 院の學 
僧な 6、 賴擧 、字は 定嚴 俗姓 生阈詳 かなら す、 妙离院 を 開 
きて 住す、 院側に 小 池 あう、 因て 小 池 法 印と 號 す、 學 頭に 昇 
うて 盛譽 あう、 寂 年缺 く、 著作 行 法要 集、 論議 私記 等 あ 6、 
(結 網 集) 

〔考〕 賴譽は 文明の 頃の 人なら む 

ー ブイ ヨ £ m 寒 2  シ d  I コ ■■周 公を 見ょ、 

ー プイエ ン來緣 ジ ョ-シ ri ン定舜 を 見ょ、 

ラ イオー 來應一 一 H E: 〔淨 土宗〕 和梭淨 源 寺の 開山な 


f  S ユ 


ライ (賴來 .) 


書辭 名人 家怫本  日 


(二 四 —— ） 


ラ i 來、 5 ープぞ 樂 } 


ラク f 樂) ラン {* « • » 、■) 


)9 


龙 _は 相 il 社 昌# と號 す、 智譽 上人の 法嗣に して、 相 模 
一色 衬淨源 寺の 開山な- ^寬永 十二 年 十月 四日 寂す" S 缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

ラ イヨ 來 寒 - r. iii た •一 • 〔淨 土宗〕 京都 永 養 寺の 開山な う、 
來譽は 極 阿と 號し 、大和の 人、 京都 勝冏寺 岌昌に 投じて 剃髮 
し、 法を 道# R 嗣 ぐ、 京師 京 極 (C 永 養 寺を 開きて 乙れ R 住 
し、 慶長六 年 二月 五日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ープ イヌ ン ー!®^^  シヨ— リユ- 性隆を 見よ、 

ー フイ ! > 雷雨 ~: 1: *:: 〔淨 土宗〕 京都 一心 院の學 僧な-^、 
雷雨は 觀蓮針 稱譽眞 相と 號 す、 山城 駒鄕 阿彌陀 寺に 住し、 後、 
京都 一心 院の 第五 十四 代と な-^、 戒律を 嚴 持す、 明治 十二 年 
四月 七日 寂す、 著作 天台戒 疏講 述三卷 、十 不二 門講述 一卷ぁ 

ライオン 雷# n  (二 三 五 二) 〔黃檗 宗〕 肥 前 長 崎 興 福 寺 第 四 
代な う、 雷 音 初の 名は 子嚴 、明の 人な う、 元祿五 年西來 し" 
寶永 W 年 興 福 寺 四 代の 住持と なる、 寂堪詳 な^^す、 (長 崎 年 
表) 

ライ シン 雷 震 カイ ォン 海 音を 見よ、 

ープ V ホ？  雷 峰 ミヨ— リン 妙 林を 見よ、 

ラク サイ 樂西 (I 八 三 一) 〔天台宗〕 攝津 妙法 寺 開山な 

i  樂西は 出 雲の 人な 6、 弱硓を 過き て 自ら 祝 髮して 天台 

宗に歸 し、 觀心を 事と す、 受戒の 後 遊 方し、 承 安 年中 攝津和 田 

縣に到 6 山中 に菴 居し、 四民 歸崇 して 菴を 改めて 寺と なす、 

平淸盛 師の 名を 聞きて、 之を 聘し 篤く 供養す、 某 年 寂す、 壽 

缺 く、 (本朝 高僧 傳〕 


ラク ジ li ロハ ジン コ—諶 厚を 見よ、 

ラク 2 樂擧 ¢=1 ソ~ リン 聰林 .を 見よ、 

二 VV サン * 山 二 四 31  : —: 〔淨 土宗〕 淺草 誓願 寺 二十 六 代な 
う、 鸞 山は 白蓮 社蔡譽 と 云 ふ、 智 恩院鸞 宿に 師事し、 一宗の 
學を受 け、 安永 九 年 八月 靈 山寺に 住し、 寬政 元年 三月 誓願 寺に 
轉す 、初め 窬を樱 井雪 關に學 び、 後明 人の 遺墨を 法と して 別に 
一家を なす、 寬 g 三年 五月 廿 四日 寂す、 華 m 山 0- 支院 に師が 書 
きし、 寒 山 拾得の 圖 ぁ-^ と 云 ふ、 (三 緣山志 、鑒定 便 覽) 

ラン シク §1 宿  一 S: •一 〇: 〔淨七 宗〕 山城 知 恩 院の學 僧な 
.う、 鸞宿號 は靈譽 伊勢山 田の 人な 6 、 出家して 淨土宗 に 歸 
し、 增上 寺靈玄 4C 師事し、 後 知 恩院に 住す、 寬延 三年 十月 十五 
日 寂す、 壽缺 く" 著作 有 鬼 論二卷 、淨土 傳燈總 系譜 二卷 、八宗 
綱盟鈔 、選擇 集 决疑鈔 講義、 並 (C 玄 談八卷 、選擇 集 講義 並に 
玄 談五卷 、回 瀾鈔 一卷等 ぁう、 (三 緣山 志、 續 日本 高僧 傅} 
ランタ？ 蘭溪 ド— V ユ 丨道隆 を 見よ、 

ランケ 1 蘭溪 ニ ヤノ ノシ若 之を 見よ、 

ランサン 蘭 山 シ .ョ丨 リユ-正 隆を 見よ、 
t プンシ ツ 室  n クィ 國伊を 見よ、 

ラン シユ -蘭洲  タ ョ—ホ I 良芳を 見よ、 

ラン ジ m 蘭 如 心 ジ ユ—ガ 從賀を 見よ、 

ラン ハ  M ^ ヶ -ィ景 鹿を 見よ、 

ラン ハ シユ丨 ィ宗腊 を 見よ、 

ラン リヨ ー 蘭 陵 ォッシ ユ- 越宗を 見よ、 

ラン アン 小 ^ モン ミョ-文明を 見よ、 

一 ？, ンウン 掌 t  ゲン ショー 玄昌を 見よ、 


(三 四 — ） 


書辭 名人 家怫本  日 


ラン ウン I P 帝 云  シュ —シュ — 周宗 を 見よ*' 

ー フン オ 1 賴公羽 キサ ン 香 山を 見よ、 

ー フン セン 懒禪  シュン ュー舜 融^ 一延よ、 

ー フンケ"- 溪  シ rl  I  H  I 宗琪を 見よ、 

ープン セン 藍 泉 ジョ* "クヮン. 淨觀を 見よ、 

ープン デン 藍 田 ソエ 丨囊 を兒 よ、 

ラン リユ 1 嫩 龍 (二 r 四 七) 〔曹洞 宗〕 遠 江 西來 寺の 禪僧 
f,  瀨龍 字は 三巔 、近 江 國源 氏の 子な ぅ、 首め 鳳 山に 遠 
江の 可睡 寺に 從 S、 次 R 拈 橋の 室に 參す拈 橋 111] 覺經悟 修の頓 
漸を皋 して 之に 示す、 從て契 ふ 乙と あぅ、 遠 江 國の西 米 寺に 
出世し 移て 廣嚴 寺を 領 す、 德 川家康 道化を 欽 a 、 莊田を 捨て 
歸依 甚だ 厚し •.名 京師に 聞 ゆ、 天 正 十五 年宫に 召して 宗耍を 
問 ふ、 奏贺 旨に 稱 ふ、 特に 紫 衣 及び 佛照大 光禪師 の號を 賜 ふ、 
文 祿四年 五月 廿 七日 寂す、 壽七 十九、 (日本 洞 上聯 燈錄) 


リの部 


リウ 理有 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 大智 寺の 開山な. CN、 

理有 字は 大 有、 奥州の 人、 金 氏の 子な-^、 幼に して 自ら 我 か 

前身は 良辩な 6 とい ふ、 父母 之を 異 とし 僧と なす、 近江靑 蓮 

寺に 投して 業を 受け、 後 鎌 倉に 入 6 壽福 寺の 慧日 に師斟 す、 

但馬大 明 寺 月菴に 心 印を 蒙む 6、 同國 の IA] 通 寺大明 寺に 歷住 

す、 後山 城の 和 束に 百 丈 山大智 寺を 開きて 第一 代と なる、 寂 

年 及 CA 壽缺 く、 勅 謚大觀 禪師と s ふ、 (本朝 高僧 傳) 

P カク ■ « ( …… ) 〔淨 土宗」 總州龍 福 寺 開山な 


理覺は 其鄕- 一 詳かな らず 唱名に 師事して 法 V 嗣き 、總州 猿 島 
龍 JIIM 寺を 開き 其 一代と なる、 寂 率 壽缺 く、 門下の 高弟に 良笈 
あ 6、 ( 淨土納 .系譜) 

9 カク ^ ®  シン レン 心 蓮 ど 見よ、 

リカ ク 理 § 寬  ジン キョ ー 尋慶を 見よ、 

リガン ィン 理含院  ナンリン 南麟を 見よ、 

リキ 3 ! 理慶尼 ニニ 七. 一 •〔眞言 宗〕 中 斐大善 寺の 尼 1, ベ 
う、 珂慶 はが 田 氏の 族 勝？ ra fK 朝の 女に して 雨 官 某に 嫁す、 
信 朝叛 して 信玄 の爲 めに 殺 3 れ 、雨 宮累の 及は ん乙 とを 恐れ 
て 尼を 離綠 す、 師乃ち 柏 尾大： 寺に 入りて 慶 紹阿閣 梨に 投じ 
て 薙髮し 尼と なる" 慶長 十六 年 八月 寂す、 壽缺 く、 尼 生前武 
田 氏 輿 亡の 記を 作- 〇、 理慶 記と 名く、 (名 女傳) 

リク 17 ン 理寛こ w 二 七 〔眞宗 〕 近 江即得 寺の 住持な う、 
理寬は 近 ?' t の 人、 東 本願 寺の 擬講 となる、 明 和 四 年 八月 十五 
日 寂す 二尋 缺く、 (高 倉 學寮請 者列傳 稿本} 

リダ ワン 理願尼 (• …… ) 歌 僧な う、 理願 尼は 其 鄕關 
詳か ならず、 和歌を 善くす るを 以て 其 名 5: 知らる、 詠歌は 載 
せて 萬 葉 集に あう、 寂牢壽 缺く  "(萬 葉 m 作者 履歴) 

リケン 理賢ーーお1〔眞言宗〕紀伊金剛峯寺の檢技な 
う、 nil 賢は 大和の 入な 6、 元曆 7C 祀高野 の惋 校を 司と る、 
源 賴朝師 の 道 望を 聞きて 召す、 師 病と稱 して 牲か す、 弟子 
慧智をして代ぅ忤きて謝せしむ、慧智幕府に到$、愛染明 
王の 像を 待て 歸へ 5 寺に 安す、 尋きて 賴朝莊 t!J を 寄附す、 蓮 
華院は 其の 他な 会、 建久 元年 十月 十一 日 寂す、 壽七 十四、 (本 
朝 高僧 傅) 


ラ As. 藍、 ジ S: 


y  (理. }ヵ ー ヶ 


書 


名  入 家 佛 本 


日 


(叫 四 — ) 


リ (埋) コーデ 


リコ- 理光 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 無 動 寺の 僧な 6、 

项杧は 比 叙 山 無 動 劳に住 し、 阿閣梨 位に 任ず、 素よ- 〇 西方を 
願 a て 諸の 雜業を 捨ヮ 、瞑 ! I の 時 身心 亂れ ず、 七 七 忌中 香氣 
费妓 し， 其 房 (C 入る もの 竹 香を ^ びて 歸る、 示 寂の 印 時缺 く、 
(木 朝 高 傅 僧) 

9 シン 理眞 一九 四ん 〔一 s -h { s 某 寺の 僧な 6、 理眞氏 
姓 詳 ならす、 然 空に 而受 して 淨 土の 門 (C 遊ぶ、 正 應二年 五 
月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 (鎭 流祖 傅} 

リシ ュー 理秀尼 iis  C 天台宗〕 山城 眞如 寺の 尼な 
6、 现秀中御門天皇の皇女、母は民部卿の典侍な6、享保十 
隼 十一月 五日に 生れ'  嘉久宮 と： f す、 同 1 六 年 八月 四日 寺に 
入る、 時 {C 七歲 なぅ、 十八 年 T 月 '. 十三 日 得度し、 明 和 元年 十 
一月 —: 一十 日 寂す、 壽四十 二、 眞如 寺に 葬 6、 淨照明 院 宮と號 
す、 (皇亂 紹 運錄) 

リ；. ンュン 理準 jl— ハ 〔眞宗 〕武藏把 德 寺の 僧な 6、 
理準 字は密 乘號は r£ 園と 云 a 、 後 ic 常 護 院と稱 す、 美濃國 
安八 郡 小 野 村 眞宗大 谷 派專勝 寺に 生れ、 後武藏 荏 JW 郡：： nn 川 正 
德 寺に 住し、 詩を 以て 聞 ゆ、 nn 治 十一: 华 十一月 十日 寂す、 壽 

八十 六、 荖作南 園 集一卷 あぅ， (中 山 理賢氏 返； 3) 

リ， ジュン 理順 リョ- コ-良 興を ii よ、 

9 シヨ 1 JI 性  ヶン カク ^ 皆' を ii よ、 

リ v ンョ ー ィン 理性 院  ニ チコ-日 «! を 見よ、 

リチユ 1 理中  リヨ-カン 良錄を 見よ、 

リデン 理傳 1 rr: 一 5: 0: 〔淨 土宗〕 大和 念 佛 寺の 開山な う、 

理傳は 圓 蓮 社 鏡 譽と號 し、 大和 高 市 郡 戶毛衬 の 人な り、 珂山 


リ (埋 、利) 


に 師事して 法を 嗣ぎ 、郡の 市 尾に 念佛 寺を 開く、 延 寶八筇 関 
八月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リネン 现然 ( . ) 〔法相 宗」 大和 興 福 寺の 學 僧な 

6、 邢 然字は 如 空、 奈 良の 人' 興 福 寺 IH1 緣僧 都の 上足な ぅ、 
法 和 因 明に 通し、 固 照に _ 滿分戒 を 受け、 大小の 戒を t? ふ、 又 
越， 則 永 平 寺に 道元禪 師 に 謁して 曹 洞の 宗旨に 粗 助し、 京都に 
歸 へぅ 空 願 上人に 眞狡を 受け、 丹 後 (C 寺を 建て 大 に 令名を 播 
く、 (本朝 高僧 傅) 

リハク 理柏ヘ . ) 〔曹 洞宗〕 越後 長 福 寺の 開山な 

6、 理柏 字は 高鼹 •寶 IM1 寺 桂林 祖香 に發 悟し、 總持 寺に 住 
し、 寶圓 寺に 遷 る'  越後の 信 官長福 寺を 創し、 師を開 山と す、 
寂牢 並に壽 缺 く、 法嗣 桂貧鷀 芳の 一人 あ- CN、 (n 木 i!.i] 上耵垃 
錄) 

9 ホン 理本 リョ- 工 -良榮 を a ょ、 

3 1  理明  コ- ネン興 然を见 ょ、 

リヤク 理 二 ■二 九 i 二 〔淨 土宗〕 三 河 松 應寺の 第 六 R な 
$、  理 益は 聰 蓮社存 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かなら す、 觀智國 
師 に 師事して 法を 嗣ぎ 、三 河 松 應 寺に 住し tn 六 R の 主と な 
る、 寬永十 年 六：！ T 二十 五日 寂す、 壽缺 く， (印卜總 糸 譜) 
リ办ク 利 覺ニ ニ - t : . —*. 〔淨 土宗〕 江 戶一れ 院の l:H l!l なり、 
利赀は 源 蓮 ； rLh 本# 一  故と 號す 俗姓は 豐. 5 氏、 武級の A なり、 
雲 # (C 師事して 法を嗣 ぎ、 江戶赤 坂 淨土 寺の 中 M; となる、 後 
鮫 松に 一行 院を 開 きて 乙れ に 移 6、 慶長 十六 il:- 三 川ん 
す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

9 キヨ 1 利慶 一七 五 b  〔天台宗〕 近 江阂城 寺の 僧な $、 


(五 四 一一） 


書辭 名人 家®  本  口 


利 慶字 は官 •陽 房、 播磨 の \ なり、 少ょ 6 IHJ 城 寺に 住し 顯密に 
兼ね 通す、 平生 西方 淨 土を 願 S、 命 終の 際 衆 僧を 集めて、 和 
共に 佛 號を唱 へ 安然と して 寂す、 承德元 印 八月 十二 日な $、 
壽 七十 餘 (木 朝 高僧 悼} 

リタン利賢〇二九一:) 〔 ntr r 洞 宗〕 伯耆道 光寺の •禪 僧な 
6、 利 n 字は 竹 堂、 文 室慧才 に參究 する 乙と 七 年、 天文 三 
屯 岡 月 十三 H 入室して 衣 法を 受け、 伯 # 足 光寺に 主と なる、 
寂华及 ひ 壽詳な らず 、法嗣 寵岳淇 門 一人 あう、 (日本 洞 上 聯 
燈錄) 

シュ^^!^. ム . 7rr リヨ* ~ ハ ク -0^ 白 •AJ ^L ょ 、 

リチヨ — 利 朝 (二 (六 四) 〔眞言 宗〕 大和壺 坂 小 lli 寺の 僧 
都な $、  利 朝：：？ 奈 良の 學 匠な $、 眞 興の 法を 受け、 个嶋寺 
に 住す、 付 法の 弟子 养秀 、太 念の 二人 あ 6、 ( 續俜燈 廣錄) 
リーブ キ利 的；  一 • si o: 〔淨 土宗〕 江 戶心： rr 寺の 開山な 6、 
利 的は 頓蓮 社 1T4 # と號 す、 俗姓は 小島 氏 伊勢 津の 人な 6、 幡 
隨怠に 師事して 其 法を 嗣ぎ 、江戸 下 谷 池の 端に 心行 寺を荆 す、 
寬永七 年 二 月 十五 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リー プン利 天 (二 三 〇 一) 〔淨 土宗〕 安房 大 間 寺の 開山な 
$、  利 天は 照 蓮 社 光 譽と號 し、 安房 長 田 村の 人な う" 幼に 

して 大鼹院 靈譽の 室に 入うて 剃髪し、 法を靈 巖に嗣 r、 後 州 

の 安 M 郡に 大圆 寺を 荆して 住し* 某 年 寂す、 其 年 時 並に 壽缺 

く、 (淨土 I. 系譜) 

?プン利天|| |1 11-- |:淨七宗〕江日增上寺第四十代な 

6、 利 天は 航蓮 社衍# 慈 空 % I 故と 號す、 常 陸 下 館の 人、 父は 

藏持次 郞右衞 門、 母は 岡 兌 氏の 出な $、 幼 R して 專稱 寺に 投 


及 {利」 ケーチ 


じ、 善 # の 高弟 寂 # 實 道に 就て 剃髮受 業し、 實 if の 結昽 弘經 
寺より 光明寺に 遷るに 及び、 帥 亦 隨從 して 內外の 典籍を 學ぶ、 
後增上 寺に 持 寮し 三 席の 階 次、 三講の 法務を 經享保 五平 il 
月 二十 二日 幕府の 命を 受けて 柬漸 寺に 主と なう、 次に 常 帖寺 
に 移 6、 光 叫 寺 {C 出世し 紫 衣を 賜は る、 同 十七 邛八月 二 十三 
日 幕府の 命 あ- CN、 二十 八日 三緣 山に 貫主と な-^、 大僧正に 任 
ず、 師 巳に 貫主と な^ 'てよ $ 専ら 宗門の 格 規を訂 し、 荒廢の 
寺院を 興す、 享保 二十 年 二月 八日 辭して 隆崇院 に 退 さ、 同 九 
日 寂す、 壽七十 五、 (三 緣山 志、 淨土總 系譜) 

リ’ト ー 利 道 m  〔淨 土宗〕 日向 専念 寺の 開 1!] なり、 
利 道は然 蓮 社 廓 譽と號 す、 俗姓は 中 田 氏 日向 延 岡の 人な $、 
隨流に 師事して 淨土敎 を學び 、鄕 里に 飯り て 專念 寺を 開く、 
寬永 三诈 五月 十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 譜) 

リ 、卜 1 利 導  一一；； i: ハ 〔淨 +. 宗〕： dux 專心 寺の 開山な う、 
利镇は 法 蓮 社 傅# 一夢と 號 す、 法を 靈巖 に 嗣ぎ 、江い 白金に 
專心 寺を荆 して 開山と なる、 寬永 三年 九月 十五 日 寂す、 世 壽 
缺 く、 (淨士 總 系譜) 

リ、 ヒ ヤク利 白 リヨ-ホン 良 本を 見よ、 

リモ ー 利 1 豕 ( . ) 〔曹洞 宗〕 肥 州 法 泉 寺の 禪僧な 

$、  利 蒙 字は 古泉* 俗姓 牛' 國詳 かならず、 出家して 後ち 肥 
州 法 泉 寺 了 運 禪師に 謁して 敎を 受け、 學 成うて 後 其 後ち を嗣 
ぐ、 寂 年 坆壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

9 モン 利 聞 C 二〇五 四) 〔臨 濟宗〕 京都 安 國 寺の禪 fs- な 
i  利 聞 字は 鐘 谷'  出家して 苽； 鹏 寺の 固山 鞏禪師 に 師事し 
て 其 法を嗣 き、 攝津の 善 住 寺を沏 し、 後、 京都 安國 ^- 門の 諸 寺 


リ (利} F. I モ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 四一-*) 


發( 贐) ゼ- - 


に歷 住して 道譽 高し、 寂 屯 缺く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 
〔考〕 利 聞は 應永 頃の 人 か、 

リゼ ン履善 二 Plra i5 〔眞宗 } 石見淨 泉 寺の 住持な'^、 

履 善 字は 信修 、號は 鵬溟と s a 、 又 兼 信 齋と稱 す" 實 成の 弟に 
して 蓮 如上 人 十 世の 孫、 寶曆叫 年 十月 十五 日伊 賀明饮 寺に 生 
れて 十歲祝 髮す "明 和 二 年 仰 誓 命を 奉して 淨泉 寺に 住する に 
方 $、 師 之に 從 a て來 $、 檀徒の 請に よ 6 嗣と なる、 同 四 年 
十四 歲 にして 出て、 深 誦院 に學 ひ、 七 年 夏 論語 釋義を 作り、 九 
年大學 集 解 及 a 緒言を 作うて 之を 講 す、 安永 六 年 二十 四歲に 
して 篏揚篇 を 著して 安藝 憲忡の 邪 義を駁 し， 冬 易 行 品 解を 作 
6 て 之を 講 す、 天明 二牢實 成退老 す、 師乃ち 代う 立つ、 寬政 
四 年備後 靈昌の 難 あ-^、 師鄉斥 を 作うて 之を 答 ふ、 同 十 年 
四十 五 歲の夏 師多 病の 故を 以て 院務を 嗣法善 成に 讓 うて 退老 
す、 法主 號を 芳淑 房と 賜 ふ、 寬政の 末 宗門 内に 邪義 行は る、 
師瓶 正論、 彈一 佛篇 等を 撰して 邪義 黨尊顯 を駁 す、 文化 元年 法 
主の 命に よ 6 上京して 親近 護衞 す、 居る 乙と 四 年、 其 問 捋度誦 
文考 •唱爯 梗槪 、釋 無想 離 念 難 等の 撰 あ 6、 皆 法主の 命に よ 

6 撰す る 所な 6、 賞して 金 帛を賜 ふ、 法主 親寫の 竹薔を 賜ふ師 

詩を 獻して 之を 謝す、 文化 四 年 十一月 病を 以て 免れて 歸國 し、 

六 年 夏 また 命を 奉して 東上し、 大學 林に 禮讃を 講 し、 九 年 無 

成 館 成 6 て 之に 移住す、 十 年 六十 歳の 叫 月下 旬 献壽の 筵を 開 

き、 十三牢 命に よ 6 柬 上し、 學 林に 小經を 講ず、 文政 二 年 六 

月 二十日 本院に 末燈鈔 を講 し、 二十四日 病に 罹り 七 M 八 日朝 

無 成 館 R 寂す、 時に 壽六 十六な 6、 九月 法主 法諱を 親書して 

賜 CA 、 翌华 八月 謚を 下して 芳淑 院と稱 す、 著作 m 誓 愒義 、二 


9 (履} ゼ. 


種 深 m 義 、正 像 末讃 序說 及科說 、兩 一念 ■、略 鈔釋耍 附錄 、正 
像 末 知 讃略說 •銘文 義 槪文总 義晚 、消息 集義槪 、日 溪學則 
註、 註 六 合 釋 ，六 fr 釋義論 、百 法論 注疏， 敎 s 綱宗考 、大經 
五惡段 錄 回向 義證 文義概 、六 三分 別'  註 六合頌 、三 龆境 義. 
得 座授令 文 考及 和解 戒殺鈔 說 敬老 篇、 淨泉寺 由 緖記考 、一 
念 義 論、 篏揚篇 ，變 怪辨 、己 酉法繩 、宗嬰 切 差、 彈一佛 編、 讀 
爐邊 放言、 敎導議 、君 川 問答、 宗規 九 辯'  攘災 議、 宗：嬰 義笺、 
君 川法議 、.糾 綴錄 、.摧 破略釋 、敎導 記、 上書 釋 難' 駁 元正録 、 
鵬溟八 論、 法 S/I 釋難 、難 螺溪 評、 大利無 上功德 章、 鵬溟雜 集、 
高 城 家 儀 •護 宗文耱 、甲 申 集、 數法 餓托 南、 演暢儁 語、 無名 
錄 、京 兆 章 聞， 讃遵嬰 文、 六箇 條綑 、心 架 輔 翼、 肉 妻 辯 惑、 攘 
詬錄、 大學義 、小 倉 百 詩、 助 字 則、 花 土 詩 纂 、之 波 JH 字、 讀 
修删 t 彌陀鞔 、及 非删阿 彌陀經 、五十 連音說 ，、 滑稽 錄谷 一卷、 
眞宗龜 鑑發 膺、敎名坊錄發膺、一宗行儀鈔發.肩、合卷、機敎辯、 
歸命 本末 合卷谷 一卷 ，三 一問 答箋 、二 n 偈" V 義 、行 信 兩願成 
就 文 講義、 易 行 品 解、 論 註義樞 '和讃 字音 考、 往生 文 類 ti 義、 
末燈鈔 義槪 、安心 厌束鈔 釋 、敎翦 上書、 辯 斥漫答 、南 瓶 頷珠、 
斥攘 追# 論 ■獅原 解 嘲 ■實 XM 糾問 •行 本錄 昨磬 廬义 集、 續法 
干 •消息 集、 遊觀記 、法事 讃總 懺悔 道笏 、鵬溟 lil 彙 、孟千 文 談、 
論語 輔義 、大學 辯、 大谷 名物 斧 藻、 伊呂波 鏡 谷二卷 、小 經宗 
要、 略# 釋耍 、淨 f 和讃 講義、 往生 禮讃秫 注、 陰騰 文菴演 、安心 
1L IK 篇 、光！ I 護 宗編 中興 十六 集' 干城 論、 鵬 溟筆乘 •鵬溟 文 
則 群 m 各 三 卷淨 1 論沛 四十 八 願 釋義 高僧 和讃調 義 、成 實 
論者、 鵬溟二 筆、 Bn 敎秘說 谷 四 卷、 ®. 宗義 五 卷 、法苹 典據、 
鵬溟 文集、 三 河 傅 各 十 港、 廣書缕 、鵬 溟學 記、 各 十二 港、 眞 


(七 四 一一） 


書辭名 人 象佛本  日 


俗紀談 、廣懺 文 導 笏 、鵬溟 十 遊、 一世紀 聞譯 、古典 異話 、鵬 
溟讃銘 、孟子 談 塵、 古 俗流 語、 百人一首 講笏 、唐詩 秫註 ，中 
古語 例、 重累肋 語譯蠢 各 若干 卷 あう、 (學 苑談 叢、 淸流 紀談) 
リチユ ー 履 中 ゲン レ-元 禮を 見よ、 

リシ ヨ 1 離 障  ニ チヵ クニ 日覺 尼 -2: 見よ、 

リチや ク 離 着 ニ チジ  ョ丨 日淨を 見よ、 

リ<キ 離站石 二 三 〇六 〔淨 土宗〕 京都 法 雲 寺の 中興な 6、 
離 碧は 然蓮针 辨# 拱 阿と 號す 、駿河 長 沼の 人、 其 俗姓 詳 かな 
らず 、出家して 諸鬥 に游學 し、 諸師に 宗决を 咨 a 、 霞 巖に師 
事して 支 奥を 硏究 し、 遂に 其 法を 嗣 r、 初め 駿河實 相 寺に 住 
し、 州に 欣福 寺を 開く、 次に 遠. ?, I 橫須賀 選 嬰 寺に 遷 う、 後 京 
都 一心 院に 主と なる、 京都 岡 崎 法 雲 寺に 移 $、 同 寺の 廢頹を 
修營 して 中興の祖と なる、 正 保 三年 八月 二十四日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

リユ 李 由 リョ-ダ 丄 ^: 隅を 見よ、 

リキ シヨ ー カ 精 二 i H-b M  〔眞宗 〕 近 江 聞 信 寺の 住持な 
う、 力 精 勸學は 常 陸 那珂郡 湊光泉 寺に 生る、 少に して 文學 
に 志し、 勸勉の 名 あう、 時に 水戶 藩主 烈公藩 下の 僧侶を 淘汰 

せんとし、 師の 力學を 聞きて 之を 賞す、 烈公 遂に 大に淘 汰し 

て 諸 寺を 破滅し、 學識 ある 僧侶の 如きは 强ゐて 俗 ic 皈せ しむ 

るの 擧あ う、 師其累 を 受けん、 とを 恐れ、 去 6 て 京都に 至る、 蓋 

し 天 保 十 屯の 前後な-^、 時に 龍 華 和 尙學林 に 名高し、 栖城針 水 

の 諸 宿師を 紹介して 寵 華の 門に 入らし む、 幾 もな くして 龍 華 

寂す 乃ち 柄 城に 從 a 若狹 に留學 する £數牢 ，已に して 叢林に 

入う、 遂に 近 江 梁 瀬 村 聞 信 寺に 住す、 後 京都 淨敎 苛に 移う、 終 

リ (履 離、 李} リキ (力} 


に 攝 汴 武庫 部 两新 111 姐 光寺に 住持す、 某 年 得 業 R 及第し、 累進 
して 司敎に 任す、 It 問 屢々 叢林に [1! づ 、慶應 年 問 排佛の 論頻に 
起る、 師常に 護法を 以て 任と す、 明治 十二 年 二 法キ 殊に 命 
患て 勸學 職に fill す、 昨に 師病 めう、 其翌 H 寂す、 壽六 十三、 
師の 弟に 大順と S ふ あう、 後 一昭と 改む 、學 兄師に 及は すと 
雖 も、 性 頗る 似たり、 武藏忍 成 正 寺 (C 住す、 兄 ic 後れて 寂す、 
(學 苑談 叢) 

リク ニ 2 丄ハ如 ジシユ 丨慈周 を M よ、 

9 ツジ ユ  シンジ ョ— 信乘を 見よ、 

リツ；' ン 3 1 ボ ー 律靜房  ニ チ ィシ 日 胤を 見よ、 

リツ；、 ンユ  00  コ 1 ヱ— 光映を 見よ、 

リン H 林懷 (一六 i c 〔法相 宗〕 大和 典 幅 寺の 學僧な 
6、 林懷 は 1>> 熱の 人な う、 幼なる とき 友と 遊戯し、 木 葉の 
凋落す るを 見て 忽ち 無常を 觀し 、父母に 告けて 出家を 乞 a 、 
奈良興 福 寺に 往き 、喜 多 院眞 空に 役して 落 髮具受 し、 唯識を 
胬究 す、 又 松 室の 仲算に 就て 益 支 旨に 達す、 長 德四年 維摩 會 
の 講師と なう、 長 和 五年敕 R よう 興 福 寺に 住す、 晩年 喜多院 
に 退き 某 年 寂す、 壽缺 く、 門下に 經 救、 明 懷 、敎懷 の 三人 あ 
6 皆. 一時に 傑出す、 

9 ン f  林英  シユー ホ 宗甫を 見よ、 

リン オ ー 林應こ 一 •ん 〇: 〔淨土 宗〕 江 戶長建 寺の 開山な 
う、 怵 應は遍 蓮 社 周# と號 し、 其 鄕貫詳 かなら す、 普 光 飯 智 
國師に 師事して 法を 嗣ぎ 、江戶 牛、 込 長 建 寺 開山と なる" 延寶 
八 屯 八月 五： n 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リン オタ 林 屋； j; 一 0: 1  〔 淨 十宗〕 三 VMI 緣心 寺の 開山な 

リク (六) リツ (律、 棘) リン (林) 


書辭 名人 家佛 本日 


〔八 四 一一） 


.”ン f 林'- 办—夺 


:  林 屋は源 蓮 社英 # と號 し、 總 州の 人な 6、 觀智國 帥に 
師事して 宗乘を 究め， 三河两 尾緣心 寺を 開く、 慶 安二 牢 正月 
三十 H 寂す、 壽 一百餘 、(淨 セ 總 系譜) 

リン ガク fe 覺 m H : 〔淨 土宗〕 岩 代 光源 寺の 開山な 
ぅ、 林覺は 其 鄕貫詳 かならず 、霞 巖 ic 師事して 法を 嗣 ぎ、 
岩 tt ic 光源 寺を 建て 自ら 開山と なる、 寬永十 年 四月 二十 九日 
寂す、 1H: 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リン カク 林覺 (一 £ ハ 〇〕 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山遍 通院の 
律師な 6、 林覺は 京都の 人、 肥 後 守 藤 原 重 房の 子、 栗田關 
白の 裔な ぅ、 定賢 座主の 灌頂を 受け、 心 印を 蒙りて 太 元 別當 
となり 律師に 任し、 遍智院 に 住す、 (續 傳燈 廣錄) 

〔考〕 林覺 は康和 頃の A なり 
リンゴ— 林 豪  一| ^ 5  〔天台宗〕 近 ?£ 延曆 寺の ft な 6、 
林 豪は 靑蓮 房と號 す、 俗姓は： 牛 氏、 ^ 摩守從 五位 下 生成の 子、 
大學頭 大江擧 周の 養子と なる、 幼に して 比 叙 山に 登 6、 座主 
明快に就て剃髮受業し : 民田良信の二師に眞言敎を學ぶ"承 
曆 四年權 律師に 住 じ、 寬治 三年 權少 僧都と なる、 康和 元年 七 
月 一日 寂す、 壽六 十七、 (本朝 世紀) 

リン サク 林作二. ~: /\: 1〔淨土宗〕下總仲臺院の中興な 

$、  林 作は 念 蓮 社 (F . # と號 す、 俗姓は 高木 氏下總 小金の 人 

なり、 觀 智國師 の 室に 投じて 剃 髮受 業し、 國師に 法を 嗣きて 

後、 州の 小 松 川 仲臺院 に 住し 其廢頹 を 興し、 中興と 稱せら る、 

又松樹 院を沏 して 開山と な 6、 後燒香 庵を 構へ て 退隱 し， 寬 

永 六 年 三 n 七 R 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 譜) 

リン 砂 ン林殘  一 ii〔 淨 土宗〕 江 戶大秀 寺の 開山な 


リン C 林) へ ン ー 迁 


6、 林殘は 三 蓮 rrl: 寶譽還 愚と 號す 、山城の 人、 俗姓は 飯 問 
氏な-^ 幼に して 筑後 善導 寺 第二 十七 代 法林德 阿に 就て 剃髪 
受戒し、 知 童に 師事して 法を 受 く、 武藏新 鳥 越に 大秀 寺を创 
して 開山と なう、 寬文 三年 三月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 (淨十 S 
系譜) 

9 ンジ fn—  常  ク ヮィド-快 道を 見ょ、 

リン y ? 林叟 トク ヶ -德趙 を 見ょ、 

妙ンチ ヨ 1 林 長 r: j 5r; 一 j  〔淨 土宗〕 信 濃 '/^ 藏 寺の 開山な 
$、  林 長は 存 蓮社廣 譽と號 し' 下總の 人な う、 感譽に 就て 制 
髮受 業し 信 濃 川 中島 戶部に 法藏 寺を荆 す、 寬永十 年 十一 n 四 
日 寂す、 壽缺 く、 嗣法 一人 あ 6、 隨應と 云 ふ、 ( 淨 t 總系譜 ) 
リン ープ— 林貞 ri i -fc gi  〔淨 十： 宗〕 江 戶壽松 院の m 山な 
6、 林 貞は 光 蓮 社 善 譽と號 し、 相 模三浦 の 人な 6、 道譽に 
師事して 法を 禀け 、江 戶淺 草に 壽松院 を 開く、 1$ 畏 十九 年 六 
月 五日 寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

9 ンチツ 林 折 口  in A: 〔淨 七宗〕江戶長傅寺の開山な 
6、 林 哲は行 蓮 社 心 # と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 朗 月 {C 
投じて 剃 髮し 、隨 流に 師事して 法を 嗣ぐ 、江戸 麻布に 長傳寺 
を 鄉して 居り、 寬永 十五 年 八月 二十 三日 寂す、 壽缺 く、 (邛 土 
總 系譜) 

リン ホ 1 林芳 (二 〇三 九) 〔臨 濟宗〕 鎌 倉 建 長 寺の 禪 僧な 
う、 林芳 字は 草 常 俗姓 不詳、 龍 山 見の 法を 嗣 r、 應安七 年 
足 利 基 氏壽 Ins 寺に 請 1、 再三に して 漸く 出づ 、蒗曆 元年 辭し 
圓覺寺 中 龍 興 菴に退 休す、 後 姐 長 寺に 昇う、 龍 淵 难に 寂す、 
年 時 並に 壽缺 く、 (延寶 傅燈錄 、本朝 高僧 傅) 


九 2g 一一）  書  |f  名人 家佛本  日 


リン ヨ 木 譽  H ンテキ E] リを見 よ、 

リン ガ琳： I;  • —•• ^: 〇: 一眞パ宗紀伊某寺のはなぅ、 
玳賀は 紀 贺邯の 人、 初め 法 和を 學び 、因 MJI に 精 itli す、 後 
M 業を 捨て 明 T? に密歆 を禀 く、 修學 の餘煢 構に 勸め 、久安 六 
年 八 c: 十 WIT 寂彳 、壽缺 く、 (元 亨釋 書} 

リンカ イ琳海 (一九 三 五) 〔戒律 宗〕 京都 東北 院の律 僧な 
ゥ， 琳淘字は信覺、攝津の \ なり、郡の勝尾寺に住せしが、 
後 戒壇 院に 於て Ini 照に 師事して 律學を 硏究 す、 文 永 四 年 八幡 
宫 司 rnl 照を 大桊院 に 招く、 同 照觭 して 師を以 て 代ぅて 乙 れに 
住せし む、 建 治 元年 棄 て、 攝津海 人 崎 (今の 尼 崎) に 往き 、大 
赍 寺を ! JH き. 又 京都 电北院 に 住して、 盛んに， t 幢を樹 つ、 寂 
汗 及壽缺 く、 (木 朝： fro 僧 博) 

リンケ ン 琳 賢 AT - ri 〔眞一 一一 t-* 宗紀 1)> 高野山の 僧な $、 
琳賢俗 姓は 平氏、 紀识 那賀邶 の 人、 東 人 寺に 止り て 順 海に 華嚴 
宗を學 び、 高 sf 山に 登ぅて 慶 .陵に 眞言 敢を受 け、 良禪 に從ひ 
て兩部の灌間を禀け、頭密兼學し、事0兩なから全し、時人 
呼 61 て 小 聖と日 ふ、 師 堂塔を 建て 锊典を 繕 寫 す、 久安六 年 八 
月 中旬 俄に 病に 權りて 寂す、 1 妻 七十 七， 師畫を 能くし、 束大 
寺 誌を 阖す .、(木 朝 高 ftr 傅) 

リンコ 丨琳光  ニ チ セー Hg:i: を 見よ、 

リンコ ー イン 琳光院  一ー キ セ-日 ^ を ^ よ、 

リン サン 琳 看 リユー テン 龍 天を 見よ、 

リン シキ 琳識 ユ丨 キ融喜 を 見よ、 

リン シン キヨ-シン 鏡眞を 見よ、 

リン タツ 琳達 二|一1益 〔曹 洞 宗」 武藏 勝光院 s 山な 6、 

リン (林 ^ 〕 


琳作 字は 天 永、 伊豆の 人、 十一 歳出 家し、 隨 翁舜悅 に 參して 
法を 得、 分座說 法す 初め 永 半 寺に 出 ttl: し、 武藏牧 田に 退去し 
て 勝國 寺を荆 す、 天 正十牢 世 田ヶ谷 主 吉良賴 康 勝光院 を 荆 し、 
師請せ られて 其 開山と なる、 同 十七 年 心： 脱 寺に ii 6、 晚邛觀 栖 
寺に 退き、 元 和 二 年 八月 十一 日 寂す、 壽八 十二、 (m 本 洞 上聯 
燈錄) 

9 ンシ 3 1 輪 匠  ニ チ ヶ-日 啓を i!L ょ、 

リンチ 輪 知日 iiii TL. H: 〔淨 +•. 宗」 常 陸 常 福 寺 第 十代な 
輪智は 空 蓮 社釋# と號 す、 其 俗姓 生國詳 かなら す、 日 譽了感 
に 師事して 淨土敎 を學び 、遂に It : 席を 繼きて 常 福 寺に 主と な 
る、 文祿 三年 十一月 八 H 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リンチ 3 1 輪 超， 一三 四 八 〔淨土  S K 總壽 光院の 僧な 
6、 輪 超 號は念 蓮 frh 一# と M ふ、 俗姓 品 橋 氏. 上總葛 西 一 
色 村の 人な-^、 出家して 坩 上寺賁 M の 法を ^] く、 葛 W 小 松 川 
壽光院 に 住す、 元祿 元铒 四月 十五 R 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜 ：！ 

リンチ ヨ ー 輪 超 二 • ! i i A: 〔淨 土 ^ 〕 三 河 大樹 寺の 僧な 
气 輪超號 は緣 蓮 11 : 三# と 云 a 、 別に 唯 林と S ふ、 伊勢山 
ra の 人な* CN、 出家して 無 敍に 事へ 增上寺 に投 し、 內补 の學を 
究め、 且つ 詩 賦を 善くす、 江 rl rr 大念 寺に 住し、 後 三 河 ノ大 
m 寺に 轉住 す延寶 六 屯 T-H 廿七 U 寂す、 荖作淨 土 論 注 字 選 
六卷 、同 助 見六卷 ，布龉 返 破 論 四 逛等ぁ 6、 ( ね 流 ) 1111 傅、 淨土 
總系譜 } 

リン ヨ 輪譽 シユ- カク 宗 _ を 見ょ、 

リン 文ン f^ lij  A t si  〔天台宗〕 近 ? X 園城夺 の 別當な 

リン 輪' 倫) 


書辭 名人 家佛本  日 


COE 一一 ■) 


?ノ( 倫、 麟) 


う、 偷 Ini は 其鄕貫 師水詳 かならず、 JH 治 二 屯 三月 別 當に任 
じ、 同 十月 拜堂去 元 久元华 二月 十一 日 寂す、 壽八 十七、 (三 井 

續燈 記) 

リン， ゲ ー ® gf( . ) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 

う、 倫藝は 降 濟に從 a て 紫を 受け、 學譽 高し、 一時 ) t 嶋に 
流 3 れ 、還俗して 諸 所を 來往 す、 或は：！ ふ 劣 武峰に 住し、 改 
めて 良 快と 名く と、 寂年缺 く、 (三 井續燎 記) 

リン ヨ ® * ネン カィ 念 海を 見よ、 

リン 文キ 麟易二 一 -fc 四 〔 W 洞 宗〕 越 前 慈眼 寺の 禪位な 
麟 易字 は 越 溪 、桃源 寺 興國玄 農に 參し 入室 了侨其 席を 
秫 し、 晚祀越 1 慈 吸 寺に 遷う 、後 辭して 屯 鄕永昌 寺 {C M 居す、 
永 正 十一 ^ 八 n 二十 六日 寂す、 世 壽缺く •  (0: 本 洞 聯燈 錄) 

リン 方 t lr 办羽  ヱ-シヨ！ 水 祥を U よ、 

リンコ— 麟香二 一一 四 三 〔曹 洞 宗〕 武藏 金澤 寺の 開山な 
り'  麟香字 は 梅 叟 、日 察 fj> 鯨の 法を#、 其 席を 嗣ぎ て武藏 
龍穩寺に住す、泉井の檀越金澤寺を刟し、師 !1; 第一代となる、 
天 (F 十一 ^ 五月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 法嗣大 鐘良贺 ぁう、 
(日本 洞卜聯 燈錄) 

リン サン 麟山  一ー チヨ 丨 日 陽 5: 見よ、 

リン yl 麟曹 rr 一 K 〔曹 洞宗〕 武藏靑 松 寺 第 九 R な 

6、 麟曹 字は 一峯" 近 江の 人、 俗姓は 藤 原 氏な う、 第 六 代 

久室に 依 6 沙彌 とな- OV、 十四 歳 得度す、 慶長四 年總持 寺に 出 

世し、 久室の 遷化に 至つ て ifi 命を 受け 席を 繼ぎ 、叢林 未だ 備 

らざ 6 しを 悉く 新に す、 將軍秀 忠師に 命じて 城 中に 於て 宗耍 

を提綱 せし む、 是 R 於て 名罄益 著れ、 道を 問 ひ、 寺を 創して 


?<麟 、臨、 隣)  9 ユ 上、 隆) 


迎 ふる 若 甚だ 多し， 元 和 六 年 春 道を 召して 席を 讓 6、 巖槻の 
雲居 山大寵 寺に 退去す、 寺は 伯 州の 大守 靑山忠 俊の 建つ る 所 
にして， 師を以 て 鼻祖と なす、 九 年 十一月 八日 浴を 索め 衣を 
更め偈 を 書して 寂す、 壽五 十七な*^、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リン タツ 00  二 i ll  〔曹洞 宗〕_ 摩福昌 寺の 禪 僧な 
P,  麟達 字は 三 了、 俗姓は 半 氏、 前 田の 族、 薩 摩の 人な う、 
久しく 南嶺慶 春に 從 a 印 可を 受け、 元 和 元年 大守 島津 氏の 請 
に 依う 玉 龍 山に 開 法す、 仝 二 年 二月 八日 寂す、 壽六 十二、 法 
嗣大川 長 益 ぁう、 (日本 洞 上 聯燈錄 } 

リン t 臨 M - : i •二 E: 〔曹制 宗〕 武藏乾 農 寺の 禪僧 なう、 
臨罷 字は 0 山武藏 多 摩 郡の A な 6、 傑 山道 逸に 從 a て 其 法 
を嗣 き、 永 平 寺 (C 出世し、 心 源 寺に 移つ る、 後 ll'v: 藏に乾 晨寺 
を沏し 第一 tlir となる、 永 祿八年 七月 八 H 寂す、 壽缺 く、 法嗣 
玉 田 4 麟ぁ り、 (H 本 洞上聯 燈錄) 

$ ンヨ 鄭泉 一ロ  テ— ドン 貞 鈍を 見ょ、 

リユ ー ア隆 K ii.  一 0 〔淨 土宗〕 近 江 淨嚴院 第二 代な 
う、 隆河號 は堯# 、近 江 野洲郡 小濱の 人、 降 堯に投 して 出 
家受 業し、 遂に 其 席を 繼ぎて 淨嚴院 二 代と なる、 後 京都 知 恩 
院第十 九 代と な 6、 文 叫 十三 年 九月 七日 寂す、 壽缺 く、 嗣法 
の 弟子 一人 ぁう、 宗眞と 云 ふ、 (淨土 總 系譜} 

リユ- H  S#  ショ— シン 證眞を 見ょ、 

9ユー于隆榮品致1:新義眞言宗〕山城智積院第三 
十九 代な* CN*  隆榮 字は 龍 謙、 俗姓は 石 井 氏、 安房 長狹郡 打 
墨 村の 人な う、 文化 六 年を 以て 牛れ、 甫めて 十三 歲 、本 瑞比 
丘の 室に 投じて 剃 髮 し、 禪宅能 化の 附弟 となうて 智積院 に 登 


TL - 0 


書辭 名人 家佛 本日 


6 、後 學業成 6て第 一座に 擢でら る" 嘉永五 年. 复 勅を 奉じて 
洛 4C 淸智院 に 住す、 安政 三年 四月 幕 命に ょ 6 江 戶眞福 寺に 移 
6、 文 久二筇 再び 萬 命を 蒙 6 智楮院 能 化に 晋む '翌年 二月 僧正 
に 任し、 元 治 元年 正 僧 iE に 昇る、 慶應 三年 七月 十七 H 寂す、 壽 
五十 九、 師牛 前 M も牲相 學に 通ず、 著作 大小 乘戒軸 珍 一卷あ 
う、 (新 誇 眞言 宗史枓 ) 

リユ ー 文ン 隆圓 ju AH ilo 〔天台宗〕 近 ? X 園 城 寺の 僧な 
う、 降 回 俗姓は 梅 原 氏、 亞和 降季 の - f な 6、 道顯に 師事し 
て 天台を 學び 、公 胤を 拜 して 密灌を 受 く、 建久 >(- 中糾 請に 應 
し 宮中に 於て 宗義 V ‘說 き-以来 / i を 二十 箇度に 及ぶ 建 保 四 
年 六月 本 寺の 題 ^ となう、 慕 祿元年 十二月 五日 寂す、 壽 五十 
六、 (M 井 + 續燈 記) 

リユ ー オ ー 隆雄二 四 3: 〔新義 眞言 宗〕 江 戶眞福 寺の 學 
僧な 6、 降 雄 字は 覺 山、 T 總の 人な う、 智秸院 に學び n 福 寺 
に 住す、 後 伏 木 大政 院 に 退 休し、 天明 六 年 十月 廿六 H 寂す、 
壽缺 く、 著作 傅 埯口 訣一卷 あう、 (新 義 眞言 宗 史料) 

リユ！ ガ隆加 貝 (一八 〇 九) 〔： ：〕 奈良東 小 田. 似の 僧な 
う、 隆賀 字は 嚴執 、醍醐 山定 海の 密灌を 受け、 小 田 原 R 住 
し 法 匠と なる 寂 屯 缺く 、(績 傳燈 廣錄) 

リユ ー ガ隆雅  一一 〇: 一. 七 〔眞肖 宗： 京都 )41 寺の 長者な 6、 

降 雅は 11. 俗姓 P1 及； S 師水 を詳 かにせ す！ T 應 年朮却 の 長 

者とな-延文二尔八パ卄八门{4す、壽炔く、1朿寺长六秫 

任| 

リ f 丁 カ ィ H 海  一 ^ 处 〔法 0 5 大和 元 B 寺の 學位な 

う、 陉彻俗姓は沾泡氏、枵津の人な6、州の講師鹚11に見 


ぇ 伴は れて 三論の 碩德願 曉に投 し、 承 和 二年戒 擅に 登 6 滿分 
戒を受 く、 中繼 法師に 法相を 學び、 眞如阿 間 梨に 密灌を 受け、 
貞觀 六华 大砾 殿の 最勝講 U 第 六 座の 問 者と なる、 十 年 勅に ょ 
6 大和の 講師と なう、 元慶 の末權 律師に 任し、 元 興 寺に 住す、 
仁扣二 屯 七月 十二：！！ 寂す、 壽七 十二、 著作 二諦義 、方言 義各 
一卷 、四 諦義 、二 狩 義 、二 空 比量義 、因 WJ) 九 句義 谷 三卷あ 6、 
(本 g 高僧 傳) 

リユ！ カ ィ隆 海. 一七 八 :-- 〔新義 眞言 宗〕 紀 伊 1# 法院の 
諺 七 代 座主な う、 隆海 字は 大夫法 印、 大官 太夫 家隆の 子、 
OE ち 後三條 天皇の 裔な 6 、久 安二邙 四月  一 n 同 叫 寺に 登 6 て 
兼拇に 傳法灌 Jrl を受 く、 時に 二十 七 歲 、毘盧 心 印を 繼きて 傳 
法院第 七 代と なる、 付 法 弟子 隆位 、印， 拇 、靜雅 、俊 照、 靜聖、 
成覺 、隆盛、 覺尋の 八 人 あ 6、 ( 傳份 廣錄 、結 網 集) 

リユ ー ガク隆 覺( . 〕 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧正 

な 6、 降 覺 は轉經 院僧 IE と S ふ、 寬 意の 法を 嗣き宮 時の 法 
匠と秫 せらる， 後 又 和 泉 法橋覺 海の 傳を受 く、 示 寂の 年 時を 
缺く 、(傅 燈 廣錄) 

リユ ーガク 隆覺 ( 一 A 一六) 〔法 和宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 
f,  降 覺 は源幽 房の 子な 6、 幼ょり 南都 大桊院 の 隆禪大 
僧都に 隨 ひ、 落髮 受戒し 長して 家學を # くす、 嘉 承元牢 維摩 
會の講 主と なう、 保延四 苹興福 寺を 董す 、僧 階 頻りに 進みて 
僧 IF. に 1r し、 住捋 久しくして 密嚴院 に 退 居す、 保 元元 年 勅に 
よ 6 最 J<v 講會 の說義 おとな 尋きて 牛車の W. を 賜 ふ、 苹七 
十餘 にして £住」 寂す、 (本朝 尚 僧傳) 

リユ ーキ 隆基 I 技 〔新義 眞言 S 山城 tv 稍 院第 四十 
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四 代な 6、 隆基 字は 芳仁 、牛-玉 隱 士と號 す、 岩 城 菊 多 郡 後田 村 
の 人な 6、 幼 {C して 邑の宥 德院胎 中 上人に 隨つて 剃髪し、 後 
武藏 ね師 Inf Kl 佐 伯 降 珊 IU 上に 師事して It 姓を 胃す、 智積院 R 
學び、 武藏大 井村 也 福 寺に 住し、 後平 問 寺 R 晋み 、最も 財德 
に 富む、 翌 明 治 二十 四 年 選 まれて 智積院 能 化と な 6、 職に あ 
る 乙 と六牢 、辭 して 平 問 寺 生 玉菴 ic 退隱 し、 三十 年 十月 三日 
寂す、 壽六 十九'  (新 義 眞言 宗 史料) 

リユ ー キ隆倚 iH fs 黃 f 木 宗の 開祖な 6、 隆琦 字は 
隱元明 の 福淸の 人' 萬 曆 二十 年 十一月 四日を 以て 生る、 俗姓 
林 氏八閩 の S 族 ^ 6、 世々 詩 書を 以て 名 あ 6、 父の 名は 德 龍， 
母は 龔 氏、 子 三人 あ $、 師は其 季子な 甫めて 六 歲父楚 に 
客と なりて 皈ら ず、 九歲學 に 就き / 2 る も 家 道 淡 素を 以て 廢 
す、 師靜忮 に 松 蔭に 臥して 天文 星 月を 觀て 感ずる あぅ" 因て 
佛敎 を學ぶ の 念を 生ず、 二十 一歳の 時 父を 尋ねて 豫： 草を 經て 
金 陵に 到ぅ、 尋で 南海の 普陀 山に 登 6、 觀昔 を禮 して 佛境の 
殊勝を 見、 遂に 發 心し. 潮音 洞 主 ic 投じて 茶 頭 執事と な々、 泰 
昌九年 二 t 九 歲の時 、黃檗 山に 到- 〇鑑源 和 尙に 師事す、 之ょ 
り 諸 山を 歷訊請 益して 玄機 を究む 、金 粟に 往て 密雲 和尙 に 參 

し、 再び 黃檗 山に 回る、 時に 费隱 禪師其 席を 董 す、 師 をの 室 

に 入 6 精修 する さ华あ 6、 崇禎七 年 四十 三歲 にして 印 可を 承 

けて 臨 濟 の正饨 を 粉た 6、 後三年を 經て 崇賊十 年黃檗 山の 請 

に應 して 其 山 (C 住す、 一 住 七 年 一山の 宗風大 に 重 興せら る、 

者 多し、 是よ 6 諸 處に應 化して 正 法の 興隆を 以て 已か 任と な 

す、 金 粟に 費隱禪 師を农 勤して、 崇福寺 福 嚴寺を 主 6 、又寵 

泉 寺の 請に 應 す、 をの 間 法 化を 慕 ふ％ の虛 日な しと 云 ふ、 順 


治 三年 再び 黃檗 山に 住し 法 門を 宣揚す る 九 年、 門學其 だ 盛ん 
な 順 治 六 年 五月に 蘊謙 日本 長 崎 福濟 寺の 請に 應して 東 渡 
し、 同 八 年 門下 也 嬾圭小 崇福 寺の 請 K 應し 、甫渡 の 途中 海上 
風浪の 難に 遭ぅて 溺死し、 をの 志を 果 3 ず， 師 偈を怍 6 て 悼 
む、 其 後師の 日本 R 應 する 一段の 因緣此 に 基く、 九 年 日本 興 

福 寺 住持 逸 
然僧 古石を 
遣して 害 帛 
を齎 し、 朿 
渡 開化を 請 
ふ 乙と W 三 
未だ 决せ 
す、 同 十 年 
十一月 第 四 
師 の 請 書に 接 
してを の 誠 
懇 に 感 し、 
乃ち 上 堂し 
て 之れ を 許 

す、 東 渡 衆に 辭 する の 法語に 日く、 老僧‘ 事 無 涵 、濫 主-- 黃 
檗 一十 有 七 載、 有 k 負-- 檀 信-者 多、 玆乃即 日 啓-行、 聰叙 - 言 別 -'* 
以 慰，， 衆 念 --% 所以 三 請 rfn 來、 一辭他 去、 遵= 上古 之 風 規 〔爲 = 今昉 
之 法則 〖未， 有-- 長 行 ffn 不 ヾ行、行旣”也且道途中れヵー句肢、 
生道撥--盡洪波千萬2^拈花 !|;. 脉向，柬！1と、順治十一年三月 
黃檗 山の 席を 慧 門に 讓 6、 五 M 十 口 大眉獨 满南源 俯 吼 等の 諸 


C 三 五 一一 ) 


書辭 名人 家佛 本日 


弟子を 卒 ゐ て 出發 し、 海上 事な く 長 崎 4C 到着す、 時 R 我國承 
應 三年 七月 五日な 6、 寺 主 逸然 檀越 と共に 請うて 興 福 寺に 進 
む、 法語 五 則 ぁ $、 载せて 本錄に 收む 、兩鎭 主も來 6 臨む、 
明年 崇福 寺に 入る、 曹 洞の 鐵心 •獨 本、 臨 濟の獨 照 相尋で 門下 
に馳 せて 向上 一 著の玄 旨を 叩き、 其他鐵 牛、 潮音、 鐵 叹、 了 
翁の 諸 僧 來うて 參 謁す、 師の道 譽玆に 於て 大に 四方に 宣傳せ 
らる 、尋で 明年 妙 心 寺 賜 紫 龍溪の 請に 應 して、 九月 六日 攝津 
の 普 門 寺に 進む、 京都 所 司 代 板 倉 周 防 守 造 6 謁す、 謙 恭敬 重 
にして 相 見の 晚 きを 恨む、 次て 師を請 ふて 祝 國開 堂す、 碩德 
高士 風を 聞 S て 至う 謁する 者 常に 門前 市を 爲せ $、 かくして 
普 門 寺に 在る 乙 と 四 年、 會 々支那 黃檗山 衆 書を 寄せて 西皈を 
促す、 寵溪 再三再四 懇に留 止す るを 以て 之を 許す、 後徑 山の 
費 隱和尙 若一禪 人を 遺は して 書を If す、 長 崎の 道俗を の 言の 
切なる を 以て 秘 し、 師の留 錫を 决 する R 及びて 始めて 之を 出 
した $ と 云 ふ、 萬 治元钜 柬 上し 江戶 に 到りて 麟祥 院に寓 す、 
士民參 謁する 者容 る、 に 地な し、 十一月 朔日將 軍に 見え、 衣 
金を 賜は る、 當時 老中 酒 井雅樂 頭、 稻葉 正則 等 請うて 法要を 
問 ふ、 尋で深 川 海 福 寺を 過 ぐ、 寺 主 獨本師 を 仰き て 開山と な 
す、 皈途 諸方 (C 應 化して 普 門 寺 {C 皈 る、 萬 治 三年 將軍家 綱の 

上旨を / R けて、 山城 大和 田に 地を 選び、 越えて 明年 大和 田を 

開き、 黃檗山 萬 福 寺と 云 ふ、 寬文 三年 祝國開 堂す、 內外 の學 

侶袂を 連ねて 集う、 法 門の 盛事 此に備 はる、 同 二十 五日 後 水 

尾院 法皇 寵溪に 委して 禪 要を 召す、 師 乃ち 書を 奉じて 奏 答す、 

上大に 悦び 之よう 屢禪 要を 下問 せらる" 師 山に 住する 四 年 松 

隱堂に 退き、 高足 木菴を 擧げて をの 席を 鋪 す、 木菴そ の 遺志 


リユ ー隆キ 


を繼ぎ、檗門の洪屎を純立せう、師退休の暇諸山の請に應し 
敢て 老隱を 以て 居らす、 木菴を 輔けて 殿堂 伽藍の 經營 に餘念 
なし、 延寶 元年 二月 微疾 ぁ- CN、 三十日 上皇 使を 遺して 慰問し 
給 ふ、 師 偈を述 へて 進 謝す、 又病餘 遺訓を 作うて 弟子を 誡 
む、 四月 二日 病 革る、 上皇 殊に 大光普 照 國師の 號を賜 ふ、 をの 
翌 三日 早 刻 吾が 行 期 這れ うと、 午刻に 至り 起 坐偈を 述 へて 日 
く、 西 來椰栗 起，， 雄 風 〖幻，， 出檗 山， 不 k 宰 k 功、 今日 身心 俱放 下、 
頓超 法界 I 一眞 空と 書し 畢り泊 然として 寂す、 實 に延寶 元年 
四月 三日な う、 山を 擧けて 慟哭せ S るは なし、 身を 留むる 三 
日、 寵を 擁する 三年'  延寶 三年 大祥の 期に 當^ 'て 入 塔す、 世 
壽八 十二、 法臘 五十 四、 法 門を 主張す る 三十 年、 東 渡 開化ょ 
6 二十 年、 法皇 追 思して 止まず、 敕謚佛 慈廣 鑑禪師 、徑山 首 
出 禪師、 覺性圓 明禪師 を 賜 ふ、 著作 黃檗語 錄二卷 、寵泉 語録 
一卷 、黃樂 山 誌八卷 、弘戒 法 儀二卷 、(以上 支那 撰述)、 扶桑 會 
錄二卷 、普 照國 師廣錄 三十 卷， 黃檗和 上 扶桑 語録 十八 卷、 
示 衆語錄 二十 卷、 黃檗和 尙太和 集二卷 、同 給 集二卷 ，崇福 寺 
錄 、佛 祖圖賛 、佛舍 利 記、 隱元 法語、 普 門艸錄 各！ 卷 、松隱 
集一卷 、同 二 集、 同 三 集、 同續集 各二卷 、雲濤 集一卷 、同 二 
集、 同 三 集、 各二卷 、擬寒 山 詩一卷 、黃檗 淸規！ 卷等 ぁう、 
(國師 年譜、 本朝 高僧 傅) 

リユ 1 キヨ 1 隆慶 (一 X セ) 〔淨 土宗〕 山城 長樂 寺の 學 
僧な 隆慶 字は 敬 願、 初め 智慶 と共に 天台宗に 在 後 
亦 共に# 樂寺隆 寬を訪 うて 淨土 門に 歸 し、 智慶に 服し 其敎を 
受 くる こと、 なる、 寂 年缺く  •門下 ic 長 空、 能 念 等 あ $、 (淨 
土 傳燈錄 、淨 土總 系譜) 


リユ ー( 隆) キ 
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ユ丄 S キ 


リユ  <-( 隆) キーク 


リ f キ f  隆慶 is ?? 〔新義 1 日 宗〕 大和 長 谷 寺 第 

十七 代な-^、  隆慶 字は 專 順、 俗姓は 田 原 口 氏、 慶 安二 年 四 
月 二十四日 大和 添 下 郡に 生る、 九歲寶 光院實 源に 役して 童子 
となう、 十三 歲祝髮 受戒し、 十四 歲興福 寺に 牲 き、 長 祐法印 
に 師事して 法相を 修學 し、 且儒 士嶋田 立德に 詩 書 易 春秋 等を 
習 ひ、 十六 歲 山に 歸 へう、 四 度の 別行を 修 す， 十七葳 更に 護 
摩を 行す る 乙と 百日、 三時 以て 灌 頂の 方便と す、 寬文九 年 春 
實源に 從 a て 戒埸に 登う、 具支灌 頂を 受け、 後 祕密の 經軌を 
授受す、 二十 二 歲興福 寺に 游 a て 唯識 を聽 き、 二十 三 歲知足 
院淸 慶に從 a て闵 明、 唯 識を學 び、 又 招 提寺朝 意に 就きて 祕 
密藏 を受 く、 延寶 元年 夏隆 光寺 諭獎 に從 a て豐 山に 登う、 賴 
意 僧正に 謁し 冬 初めて 論 席に 列なる、 天 和 元年 仁 和 寺に 入う、 
亮汰に 師事す る 乙と 多年、 高祖の 論 章 及 a 理趣經 の 奥義を 傳 
へられ、 貞享五 年 醍醐 寺 R 到う 有雅大 僧 JH に 見ぇ、 兩部の 大 
法、 經疏 、灌頂 部 及 a 諸 尊の 契印を 授けられ、 殊に 憲深 一流を 
究む 、元 祿四年 十月 卓玄の 命に ょう 西藏院 R 住す •同 九 年 三 
月 尾 張 中 納言綱 誠の 嚴請に 因う、 同 國東岳 山 長久 寺に 遷 る、 
同 十六牢 四月 幕 命を 蒙う、 江 戶彌勒 寺に 移 6、 寶永四 年 四月 

大謹院 に 昇う、 其 廢頹を 修理す、 同 五 年 三月 命を 蒙む うて 璺 

山の 席に 補せられ 四月 進院 す、 敕して 權 僧正に 任せら る、 正 

德二年 七月 幕府の 執奏 にょう 僧正と なる、 享保 二年將 軍吉宗 

の 命に ようて 筑波山 護持 院の 住職と なり、 猶護國 寺を 兼 

ぬ、 同 四 年 二月- 院務を 謝し、 護國 寺の 別院に 居を 移す、 仝 年 

八月 六日 減を 唱 ふ、 壽七 十一、 躐五 十九、 遺骸を 同 寺 別業に 

葬 6、 五輪の 石塔を 建つ、 著作 豐山傳 通 記四卷 、理 趣經授 


决三卷 あり、 (豐 山傳通 記 追加、 新義 眞言 宗史) 

リユ— キヨ ー 隆敎 ド-ジュン 道順 V 見ょ、 

リユ ー ギヨ ー 隆堯二 -i AO 〔淨 土宗〕 近 江 淨嚴 院の學 僧 
f, 隆堯は 近 江 栗 木 郡の 人、 應安 三年 正月 二十 五日に 生 
る、 九歲に して 比叡山に 登う、 內外顯 密を修 むれ ども 未だ 出 離 
の 要 道を 得ざる を 憂 a 、 三十 六歲 にして 山を 下う、 栗 木の 金 
勝 谷に 幽棲し、 向 阿の 秘書を 閱し て感 すると 乙る あ'^、 乙れ 
ょり定 支 僧正に 師事して 淨土敎 を學び 、其 立 旨に 達し、 近 江 
蒲 生 郡 安土 村に 金 勝 山 淨嚴院 を 棚して 幽棲し、 寶德 元年 十二 
月 十二 日 阿彌陀 寺に 寂す、 壽 八十、 嗣 法の 弟子 一人、 堯譽隆 
阿と 云 ふ、 著作 淨土 念佛 安心 大要鈔 二卷 、念佛 奇特 集 二卷あ 
う、 (淨 土總 系譜、 緇白往 生 傅、 鎭流祖 傅) 

リユ ー キヨー 隆曉 一一が 1 f ハ 〔眞言 宗〕 京都 也 寺の 長者な 
う、 隆曉は 鄕貫詳 かならず、 寬曉に 師事して 密敎を 學び、 
正 治 元年 大 僧都に 任し* 東 寺の 長者と なる、 同 二 年 職を 辭し 
建 永 元年 二月 一日 寂す、 壽七 十二、 (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸 
院家 記) 

リユ ークワ ィ隆快 c . ) 〔眞言 宗〕 山城 安祥 寺の 阿 

闍梨 なう、 隆 快は 成 雄の 法 流を 嗣ぎ 安祥 寺に 住す、 諸方の 
化 主 慕 a 來 $ て 燈 脈を 受く 、他に 詳傳 なし、 付 法 仟遍光 意の 
二人 あ 6、 ( 後傳燈 廣錄) 

リユ 1 ク ジン 隆寛 (一七 八 七) 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧 
都な 6、 隆寬は 大治二 年 二月 十八 日 三寶院 の 道場に て傳法 
灌 頂を 受 く、 (續 傳燈 廣錄) 

リユ ー クワン 隆寛 ij oo AH a  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山水 本 第 


(五 五 — ）  書辭 名人 家佛 本日 


十一 代な 6、 隆寬 は釋迦 僧正と S ふ、 松 殿中 將忠隆 の 子、 
顯 保の 猶子な う" 隆源の 室に 入うて 出家し、 同 師に傳 法 職 位 
を 受け、 釋迦院 の 主席を 董す 、詔して 東 寺 二の 長者に 加へ、 
朝廷 及 a 將軍 家の 修法を なす 乙と 年 あ'^、 永亨 元年 三月 十三 
日 寂す" 壽五 十三、 付 法 隆濟あ 6、 ( 續傳燈 廣錄) 

リユ 1 クウ ン隆寛 j AA AO 5  〔浄土宗〕 山城 長樂 寺の 開山 
な- CN、.， 隆寬 字は 皆 空、 別號 無我と 云 ふ、 京都の 人、 少納言 
藤 原資 隆の 三男な $、 出家して 比 叙 山に 登う、 範源慈 圓に師 
事し、 天台の 學解を 以て 聞 ゆ、 後長 樂寺に 住し、 長樂寺 律師 
と稱 す、 淨土宗 開祖 源 空 上人を 問 a 、 其敎を 受けて 弟子と な 
る、 爾來 專ら淨 土敎に 意を 傾け、 日々 阿 彌陀經 四十 八 部、 佛 
號三万 聲を常 課と なす、 益 上人に 親附 し、 元 文 元年 三月 十四日 
選擇 集の 附屬 を受 く、 承久 三年 其 親王の 問に ょう 淨土 要義 三 
卷を 作る、 安貞 元年 比數 山の 定照彈 選擇を 作り 淨土敎 を 誹 毀 
す、 師 一見して 大に笑 a 顯選擇 集を 作うて 定 照 {C 與 ふ、 是 
に 於て 定照大 に 憤 恨し 師を 朝廷に 讒 奏す-因て 同 七月 五 □奧 
州に 遠 流せられ、 源 空 上人の 門人 も 亦 多く 放逐の 禍に 罹る " 師 
乃ち 長樂 寺來迎 房に 一七 日の 念佛 會を修 して 後 護送 せらる、 
然るに 護送の 吏淼 入道® 阿 深く 師に皈 依せ るを 以て、 相模鎌 

倉に 至うて 私に 執 權北條 氏に 謀う、 八月 一日 師を 已れの 領地 

なる 相模飯 山に 留め、 師の 門人 實成 をして 代りて 奥州に 入ら 

しむ、 同年 十一月 飯 山に あうて 風疾に 罹う、 覉中吟 一 篇を作 

6、 門人に 示す、 十二月 十三 日念佛 二百 聲に して 寂す、 壽八 

十、 門下 日 敬、 智慶 、正智 、唯 願、 實成等 あう、 一門を 長 樂寺流 

と 云 a 、 一に 多念義 とも 云 ふ、 著作 顯選擇 集一卷 ••捨子 問答 • 


リユ！ (.陸) ク 


大師 傳等傳 ふ、 (淨 土 傳燈錄 、淨 土總 系譜) 

リユ- ケ*- 隆慶  ハン ショ* 繁紹 を見气 
リユー、 ゲン イン 隆源院  ニ チェン 日延を 見ょ、 

リユ If ン隆源  一 oi s?. 〔眞言 宗 U 山城 ill 寺 百 三十 六 代 
の 長者な う、 隆 源は 水 本 大僧正と 稱 す、 四條 尙書隆 家の 子 
隆 蔭の 猶子な う、 經深法 印の 室に 入うて 出家し、 國師に 傳法 
職 位を 受け、 幸 心 院 十代の 席 1: 補す、 應永 三十 三苹三 月 二十 
九日 寂す、 壽八 十五、 (續傳 燈廣錄 } 

リユ ー コ ー 隆光 y s: s: —: 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な 
隆 光法 相宗に 精し 11 律師と なる、 元慶五 年に 最勝會 の 
講師と なる、 寬平 三年 正月 五日 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

5 ユ ー コー 隆光 ii x= g  〔新義 眞言 宗〕 江戶 護持 院の開 
山な 6、 隆光 字は 榮 春、 俗姓は 川邊 氏、 慶 安二 年 二月 八日を 
以て 大和 添 下 郡二條 村に 生る、 六歲 にして 書を 能くす、 十歲 
招 提寺朝 意に 從 a て 童子と な 6、 十二 歲剃 髮受 具し 名を 隆長 
字を 俊 宣と云 ふ、 漸く 秘藏の 章 疏及詩 書を 習 ふ、 萬 治 三年 八 
月 一日 朝 意に 從 a て 豐山に 登う、 亮汰の 室 R 投 ず、 亮汰 乃ち 
四 度 別行 軌を授 く、 寬文二 年 五月 郡 山に 往き講 席に 學び 、二 
年を 經て仝 四 年 秋快壽 僧正に 謁し、 冬 論 筵に 列し、 初めて 問 
役と なる、 師 常に 亮汰 に從 a 密藏の 奥旨を 究 む、 一時の 秀 
才卓玄 、蓮 意、 英岳 等の 講席に 列 患 ^' 馬 鳴 龍 樹の諸 論を 受 
け、 智者 法 藏の諸 敎を學 び、 顯密二 敎の理 に 通す、 寬文六 年 
春 京都に 遊び、 立 庭 氏に 就きて 詩 書 春秋 老莊 等を 學 ぶ、 仝 七 
年 春 高野山に 登 6 宥專 ic 見え 兩 部の 灌頂を 受け、 四 聲の輕 重 
を學ぶ 、八 年 三月 興 福 寺 盛 源 (C 唯識を 聞き、 又華嚴 三論の 宗 


リユ？ (隆) ケ —n 
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.ユ^ -( 隆) サーシ 


匠に 徧見 す、 仝 九 年 ir 慶 寺法隆 寺に 往きて 俱舍 論を 聞く、 是 
ょ 6 敷々 講 筵 ^ 開けう、 天 和 二 年 春 醍醐 寺に 登り 大僧； 止 有 
賀 に 謁し、 秘密の 儀軌 及重鈔 秘訣を 傳 へらる、 貞享 元年 卓玄 
の 命に依り 慈心 院に 住す、 三年 秋將軍 綱吉の 命に依り 筑波山 
知 足院に 主と なり、 常に 江戸に 住して 城 中を 鎭 護す、 仝 十二 
月權僧正に勅任せらる、元祿元年師寺境を江戶に近く移 § ん 
と 請； 3、 許されて 神 田 橋の 外に 地を 相し、 大久保 佐 渡 守忠高 
をして 之を 監 せしめ 、十 年 落成し、 護持 院と稱 す、 仝 四 年 春 三 
月 武藏鷲 宮の寺 及 大乘院 を 再興す、 仝 夏 六月 僧正に 轉 任す， 
釋迦院 大僧正 有 賀を請 して m 位の 許可を 傅へ、 傳 法院灌 頂を 
再 授す 、仝 七 年 三月 高野山の 尊 海に 從 a て 中性 院流及 瑜祗灌 
頂を 傳 へられ、 仝 八 屯 九月 大僧正に 昇任す、 仝 十 年 請 a て 五智 
堂を建つ、仝十三年正=^請ひて河內壺弁通法寺を爯興す、寶永 
二 年 命 あ 6 て 護持 院を修 興す、 仝 四 年 二月 請 許せられ て 根來 
山の洱 興を 天 1' に 募る、 六月 退院を 請 a て 隱 棲の 地 及 衣鉢の 
料を 給 ひ、 院を號 して 成滿院 (江 P 橘 町に あり} と 云‘ ふ、 仝 六 
年 八月 大和 超 昇 寺に 隱れ 、享保 九 年 六月 七日 寂す' 壽七 十六、 
著作聖 無 動經 慈怒鈔 二卷 、卵' 趣經解 嘲二卷 、筑 波山緣 記二卷 

あり、 師 生前 最も 將軍綱 吉の寵 を 蒙 うたう、 ( 豐 山 傳通記 、 

新 義眞言 宗史) 

リユ ー サィ 隆濟一 一 - o l SA 〔眞言 宗〕 山城 東 寺 百 八十 代の 

長者な り、 隆濟は 水 本 法務 僧正と S ふ、 中 御門 松 木 尙書宗 

量の 子、 尙書逆 隆の 猶子な う、 降寬 僧正の 室に 入りて 得度し、 

具支灌 頂を 受けて 幸心院 十二 代の 席に 補す、 後 請せられ て 伊 

豆 箱 松 伊豆山 密嚴院 の別當 となり、 筏 m 寺： 白 八十 代 長者 法務 


に铺 す、 文明 二 年 九月 五日 寂す、 壽六 十二、 (續 傳燈 廣錄) 
リユ ー サィ 隆濟 リンゲ- 偷藝を 見よ、 

リユ-サン 隆山 il 2: .〔新 義眞憲 一 a 近 江 物 持 寺の 學 
僧な 6、 隆山 字は 慈 光と 云 ふ、 鄕貫 學歷詳 ならす、 惚持寺 
に 住して 彥根侯 伊井 氏と 土地の 境を 爭 S、 家老を して 切腹せ 
しめたる を 以て 幕府よ 6 罪せら る、 仁 和 寺の 法 親王 其 學を愛 
し 幕府に 請ぅて 師の 罪を 宥 し、 御室の 勝 功 德院に 居らし む" 
師 因りて 勝 功 德院に 居し 著作を 事と す、 亨和 元年 十二月 二十 
七 H 寂す、 壽缺 く、 箬 作大疏 補闕鈔 六卷 、令 問答 六卷 、宗輪 
論硏集 記三卷 、四重 秘釋 '密敎 修行、 念修 作法 註 各 一 卷等ぁ 
6, ( 新 義 眞言 宗 史料) 

リユ 1 シツ隆 ¢金  チキ ユ-智 丘を 見よ、 

リユ ーシン 隆信  一一；^ K 〔浄土宗 西 山 派〕 山城 深 草眞宗 
院の 開山な 6， 隆信 一に 立 信に 作る、 字は 圓空 俗姓 生國詳 
かなら す、' 說には 多 田 源氏に して 大和 十 市 郡の 人、 藏入行 
綱の 孫 建 保 元年に 生る と S ふ、 甫めて 十五 歲善惠 に 事へ て 專 
修念佛 の 法を 學ふ こと 二十 餘牢 一日の 如く、 凡そ 一宗の 義門 
通達せ 3 るな し、 後山 城の 深 草に 眞宗院 を 創 患大に 念 佛を 
弘演 す、 故に 深萆 流と いふ •後深草 天皇 師を 召して 淨 土の 
法 門を 問 a 、 勅して 大殿廊 門 經藏を 建立し、 別 R 般若 堂を 構 
へて 念佛 三味の 31 場と なし 賜 ふに 資糧を 以てす、 皇太后 師に 
往生の 事を 問 a 給 ふ、 久我內 太 臣源具 實往來 して 法を 問 ひ、 
齋糧を 寄進す、 中部 同門の 謌 に 應し 往生 遺迎の 二院 R 歷 住し、 
尋て京 師 誓願 寺に 住し、 大に宗 義を弘 む、 晩年 舊院に 歸 6 精 
修怠ら す、 弘安七 51-. 四月 十八 日 寂す'  壽七 十二、 臉 五十八、 


七！! - ) 


書辭 名人 家佛 本日 


著作觀 經蔬 十卷 ぁう、 門下 如圓 、道 敎 、胡戒 、信 一、 法 英等ぁ 
6、 天台宗 妙觀院 僧正 願 師亦其 室に 入れう、 (淨 土總 系譜、 東 
國 高僧 傅、 緇白 往生 傳、 淨土傳 燈錄) 

リユ 1 シン 隆 il 具 ( . ) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 巳講 

なう、 隆眞 字は 靜定 、其鄕 貫を 詳か にせず 寬 意の 法 i: 受け 
て 己講 となる、 付 法 林覺隆 勝の 二人 ぁ 6、( 傳燈 廣錄) 

リユ 1 シンイン 隆 D 具 院  ニ チリ 日 利を 見よ、 

リユ ー シュン 隆舜 1  一一  gf HO 〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者 法 
務 なり、 隆舜 は按. 1 •律師と 稱 し、 水 本 僧正と 號 す、 四 條二品 
隆 政の 子な う、 隆勝 僧正の 室に 入りて 剃 度し， 宗門の 大業を 
畢へて 職位傳 法を 受け、 尋処て 第二 印 可を 付 せらる、 貞和四 
年 詔して 東 寺 百 二十代の 長者 R 任じ、 觀應 -7C 年寺務 僧正に 補 
す、 文 和 二 年 正月 十四日 寂す、 壽七 十四、 (續傳 燈廣錄 、東 寺 
長者 補任} 

リユ ー ジュン 隆順 リョ-バン 茛鐵を 見よ、 

リユ ー ジ m 隆助一 一 狀 a AZ; 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 學 僧な 
隆助は 藤 原 降 衡の 子に して、 仁 和 寺 道 助 親王 灌 頂の 上 
足な 6、 敎寺に 徧 遊して 密籍を 審問し、 皈 6 て 仁 和 寺の 大敎 

院に 住す、 寬喜寬 文の 間 法眼 法 印に 轉 任し， 建 長 六年權 僧正 

に 任し、 東 寺の 長者に fill す、 文 永 七 年 五月日 #. を 祈 6 僧正と 

なう、 奏して 阿 闍梨六 人を 高野山に 置く、 建 長二牢 僧綱を 辭 

し、 弘安 元年 七月 九日 寂す、 壽六 十七、 (本朝 高僧 傳) 

リユ ー ジ m 隆恕  ニ チ セン 日暹を 見よ、 

リユ ー シ f  —隆 勝 il 酬  〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 幸心院 
第 七 代な う、 隆勝 は釋迦 僧正と 稱 し、 水 本 宰相と s ふ、 水 本 


リユ— (隆) シ 


の唱玆 に始噯 る、 四條 尙書隆 行の 子な 6、 弘 具の 室に 入うて 
得度し、 永 仁 五 年 二月 一日 甘露 王院に て 同師 ょり 具支灌 頂を 
受 く， 醍醐 山 幸 心 院の七 代と な 6、 正 和 三年 十一月 廿六 B 寂 
す、 壽 五十一、 (續 傳燈 廣錄) 

リユ ー シ mi 隆成 (一七 八 七) c 眞言 宗〕 山城 仁 和 寺の 僧 
なう、 隆成は 隆寬と 其に 大治二 年 二月 十八 日、 三寶院 道場 
にて 傳法灌 頂を受 く、 (續 傳燈 廣錄) 

リユ I シヨ t 隆盛 jj lg 一  1 一 〔新義 眞言 宗〕 江戸 護持 院三 
十九 代な う、 隆盛は 大和 添 上 郡 月 瀬の 人、 俗姓 岡 氏、 十六 歲 
度を 受け 州の 畑の 春 日 不動 院に 入る、 慶應二 年 幕府の 命に ょ 
う 小 池坊に 住し 權 僧正と なる、 明治 元年 擧げ られて 璺山能 化 
職に 補し、 仝 五 年 五月 敎部省 の 設置 せらる、 や大敎 正に 任せ 
ら る、 其 年 十一月 八 □寂す、 壽七 十二、 (新義 眞言 宗 史料) 

リユ ー セン 隆遲 j lg 对 〔天台宗〕 近 江 比叡山の 僧な 
う、 隆暹 は總持 房と 號す 、夙に 顯密 兼備の # ぁり、 晚 に 所 
業を 捨て專 ら淨 刹を 願 ふ、 每日怎 佛 する ^ と 十二 萬遍 、終焉 
の 地 ^ 擇 a て 阿 彌陀嶺 に 移う、 永久 四 年 正月 二十 六日 寂す、 
壽七 十、 (本朝 高僧 傅) 

リユ ー ゼン 隆禪 j s ra- 〔法相 宗〕 大和 大乘院 の 開山な 
う、 隆禪は 藤 原 政 兼の 子、 與福 寺の 緣圓 僧都に 從 a て 唯識 
因 明の 二 論を 傳 習し'  又諸師 R 謁して 益々 玄致を 究む 、延久 
五 年 維摩 會の 講師と なり、 大 僧都に 叙し、 興 福寺務 を秫 し、 
兼ねて 長 谷 大安 兩寺を 領 す、 又 大乘院 を 開きて 第一 代と な 
り、 盛に 法相を 唱 ふ、 康和七 年 七月 十日 寂す、 1 1 ハ 十三、 (本 
朝 高僧 傳) 


9 ユ？ (隆) シ ー ゼ 


書辭 名人 家佛 本日  c 八 n —一) 


—  9 ユ  sf lil ) ゼ—ゾ  _ _ I  I 

リユ ー ゼン 隆善 ii ^ 〔淨土  t s 江 戶增上 寺 第五 十代 
な- 〇、 隆善は 方 蓮 社 便 # 一實乘 阿と 號す ，俗姓は 傳田氏 信 
濃 水 內郡 柳澤 の庄樱 村の 人な う、 享保五 年 五月 二十 八日 十四 
歲に して 州の 茂 菅村賴 朝 山 性 法 院靜松 寺に 入う、 實譽嶽 龍 上 
A R 就て 剃 髮 し、 七 年 九月 武藏鴻 巢勝願 寺に 掛 錫し' 到 譽順敎 
上人に 參 し、 九 年 十一月 歷 譽知秀 上人ょう 五重 相承す、 同 十 
二 年 同 山故嘅 上人に 宗 戒二脉 を 禀 け、 十六 年三緣 山 天神 谷義 
俊 寮に 留 住す、 寬保二 年 ! 1:. 月 綸 旨を 賜は う 上人と 稱 す、 延亨 
二 年 正月 京都 三 條瑞泉 寺に 於て、 御室 湛慧 律師の 探 玄記を 講 
する を 聽き 、十一月 下句 江戶 に皈 る、 三年 二月 十五 H 發足京 
都 誓願 寺 辻 常 樂寺 にて、 再び 湛慧律 師の 探玄 記を 聽講 し、 同 
年 秋 11 福 寺に て 俱舍 論を 聽講 し、 秘書 百 六十 卷 を謄寫 す、 延 
亨四年 五月 法宗源 を講 し、 寬延二 年 七月 八日 一文字 席と なる、 
時に 四十 二 歳な り、 同 三年 春 天神 谷ょう 三 島 谷 役者咎 奠轉寮 
の 跡に 移る、 寶曆九 屯 十二月 二十 八日 學 頭に 補し、 十一 年 三月 
法 門 法主を 勸ひ 、明 和 六 年 十一月 新田 大允院 に 住し、 九 年 九 
月 命 ありて 鎌 倉充明 寺に 遷う第 七十 二 代と なる、 安永 七 年 正 

月 十五 日增上 寺に 出世し 大僧正に 住ず、 天明 三年 九月 八日 職 

を辭 し、 十三 日 麻布 一本松に 退隱 し、 寬政 三年 三月 二十四日 

谷 作業 室 R 寂す、 壽八 十五、 (三 緣山 志) 

沒ユ 1ゾ1 隆曾 (二 〇 八 六) 〔眞一 3 宗〕 山城 醍醐 山 戒光坊 

の 法 印な う、 隆增 字は 戒 光と S ふ、 美 濃 十八 條の 人、 俗姓は 

木 寺 氏な う、 傳法灌 頂を 法務 隆源 大僧正に 受け、 最上 乘心印 

を 得た う、 (續 傅燈 廣錄) 

9 ユ S ソン 隆尊 j ?s g  〔法相 宗〕 大和 兀興 寺の 學 僧な 


リユー、 隆) 夕 I チ 


i  隆 尊は 俗姓 詳なら ず、 出家して 義 淵に 師事し、 七 上足 
の 一に 數 へらる、 常に 元 興 寺に 住し、 東大寺 大佛 供養 會の講 
11 となる" 甞て 律師の 命を 受け 奏して 日 ふ、 性來 頑愚に して 
今 律師の 任 あ 6、 徒に 聖授を 辱し むる あらんと す、 且つ 國家 
戒師 なき ?, と尙 し" 我 異域に 入うて 律範を 質さむ と 欲すれ ど 
も、オカ足らずして國辱を遺さむ乙とを恐る、方今興福寺榮 
# 法師は 夙に 戒儀 嚴崚の 人な 6、 天性 隱逸 にして 美 濃に 蟄居 
す、 此 法師を 起し 唐に 渡うて 明師を 請は しめむ と、 天皇 其 言 
を納れ 給 a " 榮睿を 召し、 大安 寺哿 照と 共に 唐に 航し 、戒律 
の 明師を 求めし む、 道璿 鑑眞 等は 即ち 此二 僧の 請し 來うた る 
所な 6 .、隆 尊 天平 寶字四 年 四月 十八 日 寂す、 壽五 十九、 (續 
日本紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳) 

リユ 1 タツ 隆達  ニ チ チョ-日長を 見ょ、 

9 ュ—チ ョ ー 隆澄  藝  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 
6、 隆 澄は 藤 原 長 信の 子、 仁 和 寺 道 深 親王に 就て 兩邡 の灌 
頂を 受け、 嘉禎の 初め 權 僧都に 任す、 建 長 七 年 權 僧正に 登う、 
正 嘉二年 夏 僧綱を 辭 し、 弘長 元年 冬 旨 あ、. りて 又 僧正に 還 任し、 
東 寺 三の 長者に 加す、 文 永 三年 寺務 法務を 領 し、 護持 僧と な 
る、 冬 十一月 長者 法務の 印を 解て 同月 十七 日 寂す、 壽八 十六、 
(本朝 高僧 傅) 

リユ ー チヨ！ 隆長ニ ーーーー =5 が 〔新義 眞言 宗〕 山城 智帽院 第 
五代な う、 隆長 字は 圓精 、俗姓は 柳 氏、 越後 八彥 村の 人な 
6、 天 正 十四 年 十一月 廿 三日に 生る、 甫めて 九歲 州の 安養 院 
憲 英和 尙に投 して 侍 童と な 6、 志學の 年に 及 a て 金剛 頂、 瑜 
伽、 大悲 、胎藏 、及 ひ 五部 灌頂 、諸 尊の 秘 軌を受 く、 是に於 


(九幵 一一 ） 


書辭 名人 家佛 本日 


て 出 遊の 志 あ 6 、先つ 出 羽 長 井の' 文 珠樓に 上 6 修供 する 乙と 
一七 日夜、 以て 所業の 緖に就 かん 乙と を 祈る、 二十 五 歲に及 
3、 衣を 挾み 錫を 飛は して 關東を 徧 歷し講 席に 巡遊す、 時に 
武藏の 明星 院祐 長和尙 の名關 東に 震 ふ、 師其 門に 趨き論 席に 
登る、 擧 けられて 上足と なる" 旣 にして 智積 院日譽 僧正 K 招か 
れて 左右に 侍し、 寬永五 寺水戶 光明 院の虛 席を 補す、 時に 武藏 
明屋院 の祐長 寂し、 其 遺命 あうて 止 ir z: とを 得す 兩寺を 兼領 
する 乙と 三年、 退きて 京都に 赴き 智積院 の元壽 僧正に 就きて 
請 益す、 偶々 元壽 僧正 太 上 天皇の 勅を 蒙う、 心 法 有色の 幽致 
を講 せんとて 一時の 義龍十 人を 選 a て 難問と なす、 師 之に 與 
6 て 特に 叙 賞を 蒙る、 十 年 八月 大覺 寺の 尊 性 法 親王 元壽 僧正 
を 屈 請し、 三 問 一講の 席を 開きて 文祿 上皇の 十七 周忌に 追薦 
した t ふ、 僧正 師を擢 て V 講師と なす、 是年 江戸 彌勸寺 宥_ 
和尙 寂し 寺を 師 ic 囑す 、師仍 て 之 R 住し 三年の 後退き て 京師 
に 歸う 、僧正に 從 a て 蘊奥を 咨决 す、 十六 年 春 僧正の 灌頂を 
受けて 中性 院 流の 淵源を 盡 す、 十八 年夏ま た 傅 法 院の軌 則に 
ょう漫 荼羅を 建て 其秘 璽を 傳 へらる、 慶安 元年 春 僧 JH 寂し、 
幕 命を 受けて 知 I 積院を 主と る、 四年勑 して 僧正に 任す、 明曆 

二， , 1!- 秋 九 n 疾を 示し、 城 北大 報恩 寺に 移'^、 十月 十 R 寂す、 

壽七 十一、 臘五 十七、 智 積院坊 山に 葬る、 (結 網 集) 

リユ 1 ニ ン隆任  サィ クヮン 最寬を 見ょ、 

リユーニ m 隆如 (一 五三 三) 〔法相 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 

う、 隆如 法相に 精し、 維摩 t-'T ft 師 となう、 貞 觀 十五苹 最勝 

會講師 となる、 一一 f 寂の 年 ilrf 缺く 、(本朝 高僧 傅) 

リユ 1<ン 隆遍 AA SE S 言宗〕 山城 m 寺の 長者な 

リユ！ (隆) ニー  <  ! 


$、  隆遍 は辨法 印と 號 す、 權 右中辨 光房の - f なう、 出家し 
て覺 成堯眞 二師に 眞言を 學び 、元 久二年 二月 二日 朿 寺の 長者 
に 任ず、 元久 二华 十二月 十七 日 寂す、 壽六 十一、 (苋寺 長者 稀 
任、 仁 和 寺 諸院家 記) 

〔考〕 仁 和 寺 諸院家 記に 壽六 十三と あ 6、 

リユ ー ベン 隆辨 ーー龄劫 〔天台宗 S 江 園 城 寺の 僧な 
W、  隆辨 俗姓は 藤 原 氏、 大納言 隆 房の 子な 6、 十三 歲にし 
て 出家し 覺 朝、 明辨 、澄慶 、献圓 、圆 意の 諸師 に 天台 敎を學 
び、 寬元 元年 法 印に 叙す、 同 三年< 若宮の 別當 となう、 文 永 五 
年 大阿闇 梨 位に 登る、 弘安六 年 八月 十五 日 寂す、 壽七 十八、 
(三 井續燈 記). 

リユ 1 ホン rt 本 リョ-トク 良 德を 見ょ、 

リユ ュ：ヨー 隆明  it li  〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
6、 隆 明は 藤 原道隆 の 孫‘ 隆 家の 子な う、 園 城 寺 心譽明 尊 
に 從つて 顯密の 法を 學び 、十一 歲ょ 6 衣帶を 解かず して 修練 
苦行す、 寬治 元年 護持 僧と なる、 同 五 年 皇后の 疾を祈 6 て 僧 
正と なる、 六 年 七月 白 河 上皇 金剛 山に 幸して 百 僧を 集め、 法 
華經百 部、 金泥 五部 大乘經 を 供養せ しめ、 師其截 帥と なる、 
康和四 年 大僧正を 授けら る、 承 德二年 園 城 寺の 長 吏に 任じ、 
長 治 元年 九月 十五 日 寂す、 壽八 十五、 或は 云 ふ 四 年 八十 八歲 
にして 寂す と、 (本朝 高僧 傅} 

リユー ユ 隆瑜一 1? 一疋〔新義1 ^ 山城智積院第册三 
代な 6、 降瑜字 は 唯 明、 俗姓は 佐 野 氏、 安房 國 安房 郡 波 佐 
間衬の 人な'^‘ 剃 髮受 具の 後智積 院に掛 錫し、 學成 6 て 安房 寶 
珠院に 住して 學 徒を 锈掖 し、 天 保 二牢圓 福 寺に 出世し" 五 年 


リユ 丄隆べ ュ 


書辭 名人 家怫本  日 


(〇 六 一一う 


リユ 1¢、 龍) 


智積院 に 住し、 第三 十三 代と なる， 在職 四牢 、同 八 年 瑞應院 
に 退き、 嘉永 三年 N 月 三日 寂す、 壽七 十八、 (新義 眞言 宗史 
料〕 

リユ 1 3 隆擧 a  コ-ヶ -光冏 を 見ょ、 

及ユ ー オタ 龍屋一 ― : H: y 七 〔淨 土宗〕 駿河善 境 寺の 開山な 
ぅ、 龍屋は 眞蓮社 正 譽と號 す、 : It ; 俗姓 生國詳 かならず、 呑 
龍 (C 投して 剃 髮受 業し、 駿河新 宿 善 境 寺の 開山と なる、 明曆 
二 年 八月 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー オン 龍溫二 涵 18 〔眞宗 〕京 都 御幸 町圓 光寺の 住 
持な 6、 龍溫 字は 雲 解、 後 香 山 院と號 す* 寬政 十二 年 四月 岩 
代 會津に 生る' 俗姓は 樋 口 氏、 父は 義敎 、母は 兒島 氏と いふ、 
師幼少 K して 書を 好み 筆硯を 弄す、 十二 歲 論孟 等を 讀み 、十四 
歲儒 塾に 入る、 十九 歲 父の 命を 奉して 香 樹院の 門に 入り 勉勵 
年 あ 6、 二十 四歲 初めて 他山の 講肆 k 遊 ひ、 俱舍 、唯識 、華 
嚴 、天台、 •及 a 眞言を 究め、 又 大小 乘律藏 を 究め、 皆 其 蘊奥を 
盡 くす、 又 因 明、 悉 曇、 八轉 、六釋 及 s 國書に 至る まて 涉獵 
せ 3 るな し、 三十 九歲 京都 圓 光寺に 住し、 嘉永二 年 六月 二日 五 

十歲に して 擬講 となる、 香樹院 安居 講說の 命を 受けて 果 3 す 

して 寂す、 師命を 受け 翌年 俱舍 世間 品を 講ず、 是 ょぅ 先き 寮 

司と な $、 天 保 十四 年 以降 十王經 、成 唯識 論を 講せ しか、 擬 

講とな りて 後、 淨土 眞要抄 、般 舟讃を 講 し、 安政 五 年嗣講 R 

代うて 阿 彌陀經 、執 持鈔 を講 し、 文久 元年 十二月 二十日 嗣講 

となう、 元 治 元年 觀 經を講 し、 同 二 年 正月 二十 一日 講師に 任 

し、 以後 大經驻 生 要 集、 往生 禮讃を 講 し、 明治 五 年 素絹 出仕 

を 許可せられ、 後選擇 集を 講 し、 七 年 一等 講師と なうて 以後、 


泊 f (龍) 方— ケ 


愚禿鈔 、正 信念 佛偈 、易 行 品、 淨土 論、 六 類聚鈔 を 講し 、十 
三年 少敎 正に 舖せ られ 、觀經 往生 論 註、 阿彌陀 經を講 して 十 
七 年に 至う、 翌 十八华 七月 十二 日 寂す、 壽八 十六、 著作闢 邪 
護法 策二卷 ぁう、 (碑文、 眞宗 史料) 

2 マオン イン 龍音院  H ヵィ慧 海を 見よ、 

9 ユ— ガイ 龍 海  ユ I テン 融 天を 見よ、 

9 ユーガ タ 龍嶽  シ ユ-リ H  - 宗劉を 見よ、 

リユ ー ガク 龍 岳 ド I モン 道 門を 見よ、 

リユ 1 ガン 龍 3 石  シユ- トー宗 棟を 見よ、 

リユ ー キ 2 1 龍慶 21 二 九) 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪 
僧な 6、 龍慶 字は 喜 冠、 俗姓は 樺 山 氏、 薩 摩の 人な 6、 福 
昌寺 天祐 宗津 R 依 6 其 法を 嗣 ぎ， 妙 谷 寺に 住す、 國守聘 して 
福昌 寺に 住せし む、 永祿二 年華舜 軒に 退 居す、 寂年缺 く、 法 
嗣代賢 守 中 ぁう、. (日本 洞上聯 燈錄) 

9 ユーキ ヨ！ 龍 木ロ  ショ— ヶ-祥 啓を 見よ、 

リユ ーク 1 0^  ズイサ ン瑞 山を 見よ、 

リユ ー クゥ ン 龍關こ 1; •こ 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
f、  龍關 俗姓は 齋 藤氏、 心 華 院大 拙に 師事し 其 法を 嗣 く、 

建 仁 寺に 昇う 管長と なる、 明治 二十 五 年 五月 八日 寂す、 壽缺 
/\  % 

リユ ー ゲ龍牙  0 ネン魯 念を 見よ、 

リユ ー、 ゲ龍華 ドン リユ- 曇 龍を 見よ、 

リユ ー ゲイン 龍 弗 十院  ゥン ヶー 雲溪を 見よ、 

リユ 1 ケ 1 溪  ショ-セン 性 潜 ^ 見よ、 

リユ-" タン 龍 謙  9 ユ - M  - 隆榮を 見よ、 


(一六 一一） 


書辭 名人 家佛 本日 


ユ？ ゴ 妙 fi 護 カク ォ-鲁 .應を 見よ、 

リユ 1.1 ニ ン龍 護山 八  カク ォ 覺應を 見よ、 

リユ ー コ 1 龍 a シユ- シヨ 1 宗翔を 見よ、 

リユ 丨コ 1 ィン 龍 興院  タク ガッ 卓巖を 見よ、 
リユ！ サン 龍 山 rl: ili o 七 〔浄土宗〕 伊豫 崇源 寺の 僧な 
う、 寵 山 一に 無住と 云 ふ、 號は 報譽 、因幡の 人な う、 出家し 
て 天台 學に 通し、 安藝 嚴島に 遊び、 經藏に 入うて 要旨を 抜 
書し* •六十 餘 卷と爲 す、 金玉 拾桷 集と 名く、 伊豫 崇源 寺に 住 
し、 盛に 法 門を 弘 通す、 正 保 四 年 八月 十日 寂す、 壽缺 く、 (鎭 
流 祖傳) 

リユ ー サン 龍 山 カク ォ— 覺應を 見よ、 

リユ 1 サン 龍 山 トク ヶン 德 見を 見よ、 

リユ 1 シツ 龍 室 シ d  - シヨ— 宗 章を 見よ、 

リユ ー シツ龍 室 リヨ- ジユ丄 艮從を 見よ、 

リユ ー シン 龍 深 a 二 五八) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
f,  龍 深 字は 九 淵、 號は葵 齋と云 ふ， 東 山 建 仁 寺に 住す、 
壯年に して 支那に 遊ばん とし、 其發 する に 臨み 補 陀洛 山の 觀 
音を 信仰し、 日々 其 像を 畫く 、積みて 一千 七 百 餘軀に 至る、 
東 皈の後 之を 法 姪 正宗 寵統 R 示す、 龍統 乃ち 記を 作うて 乙れ 

を稱 す、 (本朝 書史) 

リユ 1 シユ 1 龍漱 ゲン サク 玄朔を 見よ、 

リユ 1シ ユ 1 龍 漱 .シユ ー タク 周 澤 を 見よ、 

リユ 1シ ユ ー 妙 II 洲 モンカィ 文 海を 見よ、 

リユ 1、 ン f,  了 龍惺ーーー -0 ^ 品1濟宗〕京都南禪寺の禪僧 

なう、 龍 * II 字は 瑞巖 、別の 字は 仲 建、 自ら 蟬菴 と稱 す、 和 


泉石 律の 人、 俗姓は 源氏、 父は 因幡の 刺史南 樵と 號す 、母は 
佐 佐 木 氏の. 族鞍智 氏、 師至德 元年を 以て 生る、 七歲 父に 從 -a 
て 京都に 人う、 周く 靈跡に 詣て 出家の 志を 發 す、 明 德二年 和 
泉大に 亂れ 家人と 共に 亂を 避けて 深山 ic 入う、 一の 古寺 R 投 
して 僅かに 免る、 を 得、 十一 歲に して 東 山の 一 菴麟和 尙に投 
じて 沙彌 となう、 十七 歲 得度 受戒す、 一 菴天龍 寺南禪 寺に 遷 
るに 及び、 師隨從 して 左右を 離れず、 遂仏印 可を 受く 、時に 二 
十 ^ 歲なり 、一 ^ 寂す る 後、 屢々 高 職に 登'^、 嘗て 東 山 (C あり 
て 分 座說 法し、 又護國 寺の 祖 塔を 守る、 加賀 の福昌 寺、 駿河 
の淸見寺、筑紫の聖福寺等ょう請れ /2 りと雖、師固辭して往 
かず、 文 安三 年 足 利 將軍請 じて 建 仁 寺に 住せし む、 寶德二 年 
將軍朝廷に奏して師をして南禪寺に住せしひ、師住持する乙 
と半歲 R して、 辭して 靈源菴 に 退 休す、 會和泉 大雄寺 開山 三 
光國師 百年の 遠 忌に 當う 、衆に 請 はれて 昇座說 法し、 得る と 
乙ろ の寄捨 金を 以て 悉く 修塔 に充 つ、 長 祿四年 秋微疾 あうて 
更に藥 餌を 用 ゐ ず" 時の 僧錄 司瑞溪 鳳禪師 自ら 藥劑を 持して 
師に 薦； H 師 乙れ を 喜べと も尙飮 まずして 寂す、 實に寬 正 元 
年閏九 月 五日な う、 壽七 十七、 臘 六十、 臨終の 偈 あり 日く、 
通， 貫 三 際 (彌 _| 綸十方 『一機 瞥轉 、石火 電光、 著作 二會 語錄幷 
に 外 集 あり、 (本朝 高僧 傳、 延寶傳 燈錄) 

リユ T、 V H 丨 龍 松  ソゲ-素 溪を 見ょ、 

リユ 1 シヨ 1 イン 龍照院  ジュン カィ 準 海を 見ょ、 
リユ ー ジヨ ー 龍乘 (一一 〇畐) 〔曹洞 宗〕 越 中立 川 寺の 禪 
僧な-^ 寵乘 字は 月桂、 奥州の 人、 大徹宗 令の 法を 嗣き 、初め 總 
持 寺に 住し、 立 川 寺に 遷 る、 又 名 立 寺を 立て V 開山と なる、 寂 


9 ュ ー( 龍} ゴ—シ 


ユ ー( 龍) シ 


書辭 名  人 家佛 本日 


- ノ 


ユ丄髓 >Ki プ 


リ (龍 V プ 


年 並に 壽缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

〔考〕 龍 乘は應 永の 頃の 人な り 
砂ユ！ XI 龍 51 示 〇 二 五八) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
なり、 龍崇 字は 常菴 自ら 角 虎 道 人と 號す 、俗姓 生國詳 かな 
ら す、 建 仁 寺の 正宗 統和尙 の 侍 童と な 群籍を 讀む 、稍畏 
して 剃 髮 受戒し、 正宗の 心 印を 禀 承す、 初め 薩 摩の 大願 寺に 
開 法し、 京籼の 眞如建 仁の 諸 寺 ic 歷遷 す'  寂 年 及 a 壽缺 く、 
箸 作 語 錄二卷 、角 虎 集、 寅闇稾 若干 卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 
〔考〕 龍崇は 明 應の 頃の 人な 6 
9 ユ—ス ィ 龍 水 シユ— テ ~宗貞 を 見よ、 

リユ 1 X ィ龍水  シユ- フン 宗賁を 見よ、 

リ HS セン II ゑ  レ t スィ 冷卒を 見よ、 

リユ ー ソー 龍 象 ギョ I セン 行 暹を 見よ、 

リユ ータク 龍 澤〇 ニニ 九) 〔臨 濟宗 〕以 都 建 仁 寺の 禪僧 
f，  煎 澤字 は天隱 、播磨 揖保郡 路傍の 棄+な 慈 恩 寺の 
僧 之を 收めて 鞠 養す、 甫めて 十歲 京都 東 山に 上'^、 寶洲 衆和尙 
5: 拜して 侍 童と な 6 雍髮受 具す、 和尙に 侍する 二十 年、 博 

く 群 書を 涉獵 し、 後天 柱 和 尙の嗣 となる、 天柱 和尙は 聞溪聰 

の嗣 なり、 師 初め 京都 眞如 寺に 出世し、 文明 年間 十た a 建 仁 

寺に 住す、 晚钜大 昌院に 退 居し、 某 年 寂す、 壽缺 く、 著作 翠 

竹眞如 集、 默雲稿 等 若干 卷 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 

リユ 1 チキ 龍 的 . ■::: 三 O-. A: 〔淨 土宗〕 尾 張大應 寺の 開 ! II な 

う、 龍 的は 莊 蓮社嚴 譽と號 し， 尾 張の 人な 6、 祖的に 法を 

嗣ぎ て、 州の 岩 崎 t 應寺 を沏 す、 慶安元 年 六月 十九 日 寂す、 

世壽缺 く、 (淨 土總 系譜)  . 


リユ！ 一 h ツ 龍！^ ここえ 七 〔淨 土宗〕 伊勢 大連 寺の 開山な 
う， 龍鐵は大蓮社頓#と號す'石見の人、 :||: :俗姓詳かなら 
ず、 安藝の 以八 上人 {C 投じて 剃 髮受 業し、 法を： 窺 巖に嗣 r  • 
伊勢山 田に 大蓮券 を创 して 開山と な-^、 寬永 十四 屯 九；^ 朔日 
寂す、 壽缺 く、 (淨 t 總系 譜) 

リユ！ タ ツ 龍 鐵ニコ ー -- H: 〔淨 土宗〕 江 月 廣大院 の 開山な 
i  龍 鐵は道 蓮 社 白 # と號す "俗姓は 源氏 常陣 水戶の 人な 
う、 阿譽 隨巖に 就て 制髮受 業し、 寬永十 五牢 四月 十五 日 上人 
ょ'^ 靈書を 授かる、 武 藏江戶 淺草に 廣大院 を ■して 開山と な 
う、寬文三 111 -十一月二十一日寂す、壽缺く、(淨土總系譜) 

リユ ih ン龍天  一 l: s:: c: 淨土 宗〕 .一; 河 松 應 寺の 僧な 
う、 龍 天は 五 蓮 社九譽 降雨と 號し 、其 鄕貫詳 かならず、 呑 龍 
の 室に 入 6 て 剃 髮受 業し、 遂に 其 法を 嗣 初め 結 城弘經 寺 
R 住し、 後 三 河松應 寺に 移る、 延寶五 年 十 一 月 六日 寂す、 壽 
缺く  "(淨 十 總 系譜) 

リユ ih ン龍 天 -- 1  一 , II 〔新 g 興 I S LIJ 城智積 院第十 
七 代な 6、 龍 天 字は 琳珊 俗姓は 明 芽 氏、 常 陸 眞壁郡 下 妻 
の 人な'^、 母は 高來 氏な 6、 師延寶 五 年 九月 廿 一日に 生る、 
小字は 千 能と s ふ、 甫めて 十五 歲泰鳳 山 隆譽法 印の 室に 入 6 
薙髮 し、 二十 一歲智 積 院に隸 す、 元祿 十二 年隆 譽汴 印の 灌 頂 
を 受け 大阿開 梨と なる、 享保 二牢 請 {(; 應して 常陸圆 福 寺の 壇 
を 開き 又 / 2 本山に M へる、 十三 年 春智興 僧正の 命 R 因 6、 
勸學院 に 開 法し、 十八 年表 醍 g 山 ic 登り 相學 を眞圆 僧正に 
受く 、餘暇 松 橋元雅 大僧正と 論議す、 九月 歸 山し、 元 文 元年 
六十 歲本 山に 留學 してょ 6 四十 年な-^、 後鄕 m R 歸へ 6 圆； p 


■p 
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啬辭  名人 家怫 本日 


寺に 住す、 四年啪 識論 を講 し、 翌年 法 華 經を講 す、 寬保 元年 
門徒の 爲に灌 頂を 授け ••秋 九月 再； 5 京都に 入 6 本山に 寓 す、 
時に 武藏の 大護院 虛席あ 6、 鑀淨 僧正 師を して 往か しめんと 
ずれと も 師固辭 して 聞かす、 延亨 元年 春 また 勸學院 に 開 法 
し、 四月 鎪淨 僧 JH 病 あう、 自其 起た さるを 知う、 師に 後事 を 
屬 し、 是月 遂に 寂す、 五月 江戸に 赴き、 本山 住職の 欽命を 蒙 
む う、 六月 歸 5 八月權 僧正 R 任ず、 九月 二十 一日 淸涼 殿に 朝 
し、 二 年 春 又 江戸に 赴き、 二 荒 山に 登 6 東照宮 廟に詣 て、 四 
月歸 へる、 三年 六月 一日 僧正 rc 任せられ、 寶曆三 年 七十 八歲 
にして 本山の 職を 辭し 、瑞應 精舍 に退隱 す、 本山に 住する Z1 
と玆に 至る まて 凡を 十 年な 九 年 四月 八日 眞乘 院宥證 僧正 
に 從 a 傳印印 可を 授けら る、 翌 九日よう 僧正 一家の 秘訣を 傅 
授 する NJ と， 凡を 百 三十 有 五日、 師 常に 衆に 列して 其蕴 奥を 
叩く' 寶曆 十二 年 三月 廿 八日 € に 職 位 il 頂を 受け、 獨昭 金剛 
杵を 授けら る、 明 和 元年 亦 七 種の 法 器を 授けられ、 以て 印璽 
となす、 時に 年 八十 六歲 、同年 九月 廿六 -b 大 報恩 寺に 灌頂道 
塲を 開く、 師 始め 九歲に して 士日を 沼 音 山 德翁法 印に 習 a 、 後 
隆# を 拜して 優姿 !; t 耶 とな- CN、 遂に ill 密大敎 刹の 化 主と なる" 

當 時唯識 論を 奈良圆 成院に 聞き、 五敎 章、 起 信 論、 俱舍 論を 

鳳潭 に學 ひ、 法 華を 靈窣義 瑞二師 に 習 ふと s ふ、 明 和 三年 春 

寂す、 壽 九十、 (眞言 宗圯 料〕 

リユ 1ープ ン龍天 ゼン ジョ I 善讓を 見よ、 

リユ 1 ー プン 龍 天  ュ 丨テ ン融 天を 見よ、 

リユ ー ト ー 龍 統 ；一 •一 •五八 「•臨 濟宗〕 京 郡 南禪 寺の 禪 僧な 

寵統 字は 正宗、 號は 蕭菴 、山城の 人、 俗姓は 平氏、 下野 


P 


太守 J11 益の 子、 幼に して 建 仁 寺 瑞巖惺 に 投じ、 受戒す るに 及 
び、 叔父 江 西、 慕 哲二師 に 師事して 玄旨に 達し、 建 仁 寺に 出 
世し 後南禪 寺に 昇る、 常に 東 山 靈泉院 ic 居す、 明應七 年 正月 
二十 三日 寂す、 著作 語錄集 ぁぅ、 (本朝 高僧 博} 

リユ ー ト ー 龍統 ゲント-元 棟を 見ょ、 

リユ ー トン 龍 頓 ( . ) 〔淨 七宗〕 山城 知 恩院の 僧な 

6、 龍頓 字は 乖譽 、姓は 筠 氏、 越 前の 人な 6、 九歲 にして 
淨光院 に 至ぅ 僧と なる、 十五 歳に して 傳 通院に 修學 す、 下總 
國成田 に 至り 不動 尊に 祈る 事 七日、 滿夜明 王の 夢吿 r 受 くと 
云 ふ、 後 # 頭 位に 柚 てられ、 4 <  岩 寺に 住し、 後長 德 山に 住す、 
示 寂 年月日 缺 く、 壽 七十、 (鎭流 祖傳) 


9 ユ丨 トン 


EM 

育 43V 


丨ジ ョ丨 良靜 V 一見ょ、 


リユ ーハ 龍 派 一二 2 ;  L 臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
i  龍 派 字を 江 西と 云 a 、 別に II 菴と號 す、 京都の 人、 俗 
姓は 平氏、 總 州の 大 守東師 氏の 子な*-、 幼に して 建 仁寺大 祥 
麟に 師事して 其 法を 嗣ぎ 、建 t 寺に 出世し、 後 南禪 寺に 遷 る、 
文 安三牢 八月 五日 寂す、 壽缺 く， 著作 江湖 集鈔 、天馬 玉津沫 
續翠藁 若干 卷ぁ ぅ、 (本朝 高僧 傳) 

リユ ーハク 龍 伯 コ-ズ ィ廣瑞 を 見よ、 

リュ 丨バ ン龍播  ショ ー ゥン 松 雲を 見よ、 

リユ 1 ホ ク クヮン チ ユ—環 中を 見よ、 

9 ユ 1 モン 龍 門 ショ ークン 韶薰を 見よ、 

リユ ー ヤ龍 也- i 一. 一 _: ?>; 〔浄土宗〕 伊豫 榮養 寺の 開山な 
寵 也は 心 蓮社傳 譽と號 し、 伊豫 伊豫 郡の 人な 6、 幼に 
して 州の 長 建 寺に 入うて 剃髪し、 知 誓に 師事して 宗乘 を究 


5 ュ ー(寵) テ— 卜 


リユ 1( 龍)— ヤ 


書辭 名人 家佛本  日 


(K  六 一一 ） 


リユ ー(龍" 立) _ _ _ _  _ . 

め、 遂 4C 其 法を 嗣 ぐ、 寬永 十四 年 鄕 里に 飯'^、 榮養 寺を 御し 
て 尻 住し、 寬文六 年 七月 十二 日 寂す、 世壽詳 かならず、 (淨土 
總 系譜  ■ 

リユ ー ヨ 龍 寒- リョ— ギン 靈吟を 見よ、 

リユ 1 工 立慧 ニ チ ユ 1 日祐を 見よ、 

リュ 立英  クン ド-雲 堂を 見よ、 

リユ ー コ ー 立 綱 (一一? セ) 〔眞宗 〕 近江鱟 勝 寺の 學 僧な 
う、 立 綱は 大寂菴 と稱 し、 海 量の 門人な り、 著作 伊勢 物語、 
昨非抄 、國學 识辨'三哲小傳、しのふ草、 3 ら/\日記、萍 
跡紀 聞、 玉 Ifli 頭'  和漢 嘆特錄 等 あう、 

リユ ー シン 立 信  リユ-シン 隆信を 見よ、 

リユ ー シユク 立 叔 ズ ィコン 瑞 建を 見よ、 

リユ 1 ゼン 立 禪 タク チ ユ—卓 中を 見よ、 

リユ 立 道！ 一 晒 ^ 〔淨 土宗 一 山城 正 定院の 僧な 
う、 立 道 字は 慧支 、心 蓮 社 得擧尙 阿と稱 す、 聖 光寺 良 瑞の下 
に 得度し、 筏 增上 寺に 留學 し、 豐# 僧正よ'^ 一宗の 秘奥を 傳 
へ、 尋て長 泉 寺 普 寂に 師事し、 學 業を勵 む、 後天 明 三年 嵯峨 
正 定院に 住して 盛# あう、 夙に 聞 證湛慧 の 風を 慕 ひ、 華嚴起 

信に 精し、 眞言の 慈 雲に 謁して 秘法を 傳 ふ、 晩年 兩眼 明を 失 

し敎 化を 事と す、 天 保 七 年 正月 八日 正 定院に 寂す、 壽八 十二、 

臘六 十八、 述作 二十 餘部 あり、 師選擇 集に 精く、 ま V 先賢 未 

發の 見解 あう、 一世の 大匠と 稱 せらる、 (淨 土宗 史料) 

リユ- m 立 泉 一！！  エガン 慧岩を 見よ、 

リユ 1 m 立譽 テ|ゴノノ貞極を見 1- 、 

リユ ー ヨ 立譽 ギヨ— カイ 行誡 VJ 見よ、 


_ リユー、 柳—' 瘤)— リヨ (旅)— リ m— (良) _ 

リユ？ ケー 柳 溪 ヶ-グ 契 愚を 見よ、 

リユ！ 夕 S 柳溪  一ー ュ- ォソ柔 遠を 苑 よ、 

リユ*- K ニン M ) 人 キョ- 才-敬 雄を 見よ、 
リ彐ハ ク K ⑽  マンシュ 丨萬宗 を 見よ、 

リヨ ー アー炅 阿 ニー ^: A : 〔淨 土宗〕 江戸 善 長 寺の 開山な 
う、 良 阿は 圆蓮 社信譽 と號 し、 相 模小田 原の 人、 其 俗姓 詳 
かならず、 觀智 國師に 師事して 宗乘を 究め、 州の 中原 大松寺 
江戶三 田の 大松 寺を 開き、 後 小 田 原大蓮 寺に 主と なう、 京都 
一條 淨華院 に遷 る、 辭して 後 再び 江戸に 下う、 增上寺 下屋敷 
に 善 長 寺を 沏して 開山と な 6、 寬永 十五 年 十一月 七日 寂す、 
世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

5^ ヨ 1 夕 莨 阿 トン ァ頓 阿 ？: 見よ、 

リヨ 1 ア ピヤ クゲン 白玄を 見よ、 

リヨ ー タン 頁 安； rr : j g:: 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 第三 十四 
代な*^、  良 安 字は 信 譽と云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず、 初め 良 
休に 師事し、 後 休 岸の 法 i: 嗣 ぎ、 石 見極樂 寺に 住し、 淨華院 
に 主と なる、 慶長九 年 三月 九日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
リヨ ー タン ー ゑ * こ -: *:: ' 二 〔淨 土宗〕 下野 法王 寺の 開山な 
I、 良 安は 殘 蓮 ;r!l: と號 す、 法 5: 良 信に 嗣ぎ 、下野 那須 郡黑羽 
に 法王 寿 ^ 開く、 寬永九 年 十月 二十 四 H 寂す、 (淨土 總系譜 ) 
9 ヨ S ィ 良 意 j -^ 郎 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な.^ 

良 意は 唐 房 僧正と 云 ふ 越 前 守 正 四 位下 藤 原 良經の 子、 て 出家 
し、 園 城 寺 唐 房に 居る、 寬治 六年大 僧都に なう、 康和二 年梵釋 
寺別當 となる、 四年權 僧正と な-^、 法 成 寺別當 となる、 五 年 r 
一月 十五 日 寂す、 癬 七十、 (本朝 世 記、 尊卑 分 豚、 本朝 高僧 傅) 


f 五六 一一） 


書辭 名人 家怫 本日 


リヨ ー イ頁意  ガン セキ 岸 石を 見よ、 

リヨ ー イ 頁 音」  ユ— ショ-酉 性 ^ - 見よ、 

リヨ ー イ莨懿 二 •二 〇四 〔淨 土宗〕 磐 城 專稱寺 第 七 代な 
6、 良 懿は學 蓮 社 和 南と 號 す、 良大に 師事して 法を 嗣ぎ、 
專稱 寺に 主と なる、 天文 十三 年 七月 十三 日 寂す、 壽缺 く、 嗣 
法の 弟子に 良 然呑達 あり、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー イン 莨 因 ( . ) 京師の 書 僧な り、 良 因は 

雲 前 又は 周 苦と 號 す， 周 文の 風を 學び 、書 上に 書して 日く、 
适千 幅の 内と、 其 書 皆 觀 音の 像 あう、 (本朝 書史 、扶桑 書 入傳) 
リヨ ー イン 頁 印  一一 一 gjg  〔曹洞 宗〕 能 登 正 法 寺の 禪僧な 
う、 良 印字は 月 泉、 俗姓は 藤 原 氏 •能 登の 人、 幼に して 敎 
院に投 し 祝 髪し、 顯密の 諸 敎を究 む、 後 衣 1: 更へ禪 に 入る、 諸 
方に 遊び 總持 寺峨山 紹碩に 謁して 開悟す、 康安 元年の 夏峨山 
の 命に 依 6、 正 法 寺に 住す、 總持 寺よ 4 招け ど 毛 辭し て牲か 
ず、 應永七 年 二月 二十 三日 寂す、 壽八 十二、' 法 嗣無等 良 雄、 
笑 顏慧忻 、通 海良義 、巨 泉長智 、古山 良 空、 梅榮元 香、 大應 
立 徹 、虎溪 良 乳の 八 人 あ 6、 ( 日本 洞 上聯 燈錄} 

リ？ イン ー 艮胤  醒  〔眞言 宗〕 京都 觀勝 寺の 學 僧な 
う、 良 胤 字は 大圓と 云 ふ源賴 政の 末な 6、 建 曆二年 十二月 

某日 丹朔 三重 村に 生る、 十歲國 府大谷 寺の 閑觀 JC 投して 侍 童 

となう、 十六 歲薙 髪す、 嘉禎二 年 良師を 求めて 上京し、 清水 

寺に 詣て 、冥 助を 請 ふ、 成 景と云 ふ 者 之を 見て 故を 問 ひ、 師の 

意を知ぅて、師の爲に良師を選；3、實賢僧正に依らしむ、 

即ち 白 河の 峰 殿に て 實 賢に 謁し、 三寶 金剛 兩流を 受 く、 文 永 

五 年 成 § 景師 V」 延きて 京都觀 勝寺シ」 主と らしむ、 正應 三年 龜山 


多 3 1( 良 y ィ 


上皇 師に就 きて 落髪して 秘密 灌頂 V」 受 く、 師皇 恩を 受 くる Z. 
とを 嫌 a て、 或は 石山の 巖窟に 匿れ、 或は 高野山に 遁れ 、翌 
年 五月 二十 六日 觀勝 寺に 寂す、 壽八 十一、 腦六 十六、 著作燼 
囊鈔 十卷 ぁう、 (本朝 高僧 傳) 

リョ i 莨 惠  謹  〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な り、 
良 慧は藤 原 兼實の 子、 仁 和 寺 道 法 親王に 隨つて 兩 部の 大法を 
受け、 上 乘院に 住し、 元久二 年權少 僧都に 任し、 承 元 二 年 冬 
一身 阿 闇 梨と なう、 寬喜 元年 權 僧正に 昇る、 天福 元年 護持 僧 
となう、 延應 元年 廣隆 東大の 寺務 を領 し、 秋 東 寺の 長者を 司 
とる、 仁 治 元年 大僧正に 進み、 秋寺務 法務の 宣を受 く、 三年 
職を 辭 し、 寬元 元年 再任し、 明年 諸 職を 辭 す、 建 長 元年 詔に 
ょう 三た び 職に 復 す、 文 永 五 年 十一月 二十四日 寂す、 壽 七十 
七、 (本朝 高僧 傅〕 

リヨ ーエ ー 艮惠ハ ー 四 一一 五) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當な 
う、 良 惠は其 鄕貫詳 ならず、 Hi 家の 後 良辨に 師事して 華嚴 
宗を學 び、 天平 神 護 元年 東大寺 別當に 任す、 寂 年 及壽缺 く、 
(東大寺 別當 次第) 

リヨ 1H 一良 惠二 S I  〔融通 念 佛宗〕 攝津 平野 大念佛 寺 
の 第 四十 三代な $、  良惠 字は 舜 空、 攝津東 成 郡 北 花 田の 人 
な 6、 出家して 大念佛 寺 第 四十 二 代 良 實崇嚴 上人に 師事し 
て 法 豚を 續 く、 萬 治 三年 本山 大念佛 寺に 進み、 殿堂の 再建を 
經營 す、 蓋し 元 和 元年 大坂 夏の 役に 大念佛 寺 殿堂 兵火に 罹う 
燒 失す、 當 時の 住持 第三 十六 代 良 說道和 上人 末 吉孫左 衞門等 
に 謀 6、 再建を 企て 未だ 成らず して 寂す、 師 遺志を 繼 きて 經營 
す、 寬 文元乐 二月 大念佛 寺大原 南坊と 本末の 爭論 ぁう、 師江 

リヨ—： 良〕 エ 


書辭名  人家 佛本 ：日 


C ブ 、へ 一 一） 


ザ 3 1_(良)ェ 


戸 奉行所に 至ぅ 本理 を辨 明す' 奉行所の 覺 書に 日 ふ、 城 州大原 
山 南 坊と攝 州 平野 大念佛 寺と 本末に 付て 異論 裁判の 寫、 一" 融 
通念 佛は 南の 坊 開山 良 忍 上人 相 初め 候 段 紛れ 無く 候然 6 と雖 
中 絕の處 法 明 上人 r!I 興して 大 -<ふ 佛寺に 住して 本 寺 爲ぅ萬 事 可 
守先規 事、 一、 大念佛 寺 宗門 修行 天台宗と 各 別た るの 條 不可 爲 
末寺 雖然良 忍 相傳之 流に 候 間 大念佛 寺 住持 變り塒 節は 南坊へ 
使 僧を 遺し 其 上 南坊ょ 6 使 僧を .. it し 互に 可 相 通 事、 右趣從 今 
已後可 守 之 依 之 双方へ 此證文 可 出 置 事、 寬 文三苹 八月 六日 板 
倉 阿波 守 井上 河內守 云々 と あり、 同年 三月 梁橡 二十 間の 大殿 
堂を 建立す" 六 年 十月 十五 日不斷 念佛を 開く、 七 年 十月 十五 
日鍊洪 養 修行を 始む 、九 年 三月 一日 職を 退き、 十六 年茈田 村に 
舜空 寺を 建立し 1* 棲す、 延寶二 年 七月 四日 寂す、 壽七 十六 歲 
な-^、 

リヨ 1H 莨惠. 一 A: o 八 〔融通 念 佛宗〕 攝津 大念佛 寺の 第 
二 代な 良惠 字は 嚴賢 、俗姓は 橘 氏名は 輔 元と S ふ、 堀 
川 天皇 嘉承二 年を 以て 山城 醍醐に 生る、 長 承 元年 良 忍の 法を 
繼 S てょり 久 安四 年に 至る 十七 年間 大念佛 寺に 住し、 同 四月 
三日 寂す、 著作 融通 念 佛和讃 あぅ、 四 萬 三千 徧の 行者と 云 ふ、 

師晚年 居を 摄渾神 峰 山に 構へ" 佛 號の數 をと るに 赤 小豆を 以 

てし 其 殘餘を 菴の 傍に 散布す 其 跡 今に 赤色の 土と な 豆 

坂と 稱す と傳ふ 、(大 念 佛寺舊 記、 攝津 名所 圖繪) 

り 2 1 工  | 艮懷二 一： 〇 五 〔淨 土宗〕 下野 近 龍 寺の 開山な 

り、 良 懷は本 蓮社岌 念と 號す 、出家して 良榮に 淨土敎 を 學 

び 遂に 其 法を 嗣ぐ 、筏 下野 都 賀郡近 龍 寺 1E 山と なる、 文 安二 

年 十月 七日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


_  リヨー (良) 工 

リ ml  Hi 頁、 水-一一 ggg  〔 臨 濟宗〕 京師 建 仁 寺の 禪 僧な 
う、 良 永 字は 相 山、 俗姓 藤 原 氏な 6、 西 禪寺無 着緣の 法を 
嗣 ぎ、 建 仁 寺に 住す、 晚年祥 雲菴に 退 休す、 至 德三牢 十二； n： 
二日 寂す 壽五 十七， 一說に 八月 五日 寂す、 壽六 十八、 (延寶 
傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

9 ヨ ー尤？ 頁 永 1H 2I. 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峰 寺の 僧な 
う、 良 永 字は 賢 俊、 俗姓は 宗氏對 島 刺史の 子な 6、 高野山 
に 登う 妙齡 にして 僧と なる， 中性 院に居 6 て 密乘を 習 學し毘 
尼を 志す、 偶々 割 馬に 歸 6 しに 明 忍 律師 其邑 に 寓居せ 6、 師 
之に 謁し 其示諏 にょう 山城 横 尾 山に 登う、 慧雲に 師事して 戒 
律を 學ぶ 、慶長 十五 年慧 雲に 從 ひて 沙彌戒 を 受け、 翌年 三月 
自誓進 具す、 翌年 三月 高野山に 歸へ 6 諸 緣を絕 ちて 鮮 息す、 

山 口 修理 太夫 某師 に歸 依す る 乙 と 深く 精舍を 建てん 乙と を 請 
ふ、 師 乃ち 山中に 地を 相し 東大寺の 重 源が 幽棲せ し 所に 靈嶽 
山 圓通寺 (俗に 新 別 所と 稱 す) を ■し、 四 衆に 說戒し 且つ 餓者 
病 者を 救恤 す、 師河內 の 睿福寺 堂塔の 廢壤 せる を 見て 檀越に 
勸めて 修繕す、 正 保 四 年 病に か V うて 寂す、 壽六 十三、 臘三 
十六、 遺骸 ^ 圓通 寺に窆 むる* 師の戒 法を嗣 く 者 眞政等 若干 
人 あり、 乙れ ょ h 高野山 新 別 所に 師の 後を 繼 い て 戒律を 修す 
る 者、 常に 絕 ぇさる、 ととな うた 6( 本朝 高僧 傅、 高 野养 秋) 

リヨ 1H1 頁 榮 i 二 EO AA 〔曹 洞宗〕 下野 元 性院の 開山な 
う、 良榮 字は 大 有" 近 江の 人、 俗姓は 源氏な う、 十二 歳に 
して 永 源 寺に 投して 出家し、 普く 名 宿に 歷參 して 崇芝 性岱の 
法を 嗣ぐ 、下野の 佐 野に 到 6 元 性院を 創し 總持 寺に 出世す、 

明 應二年 石 雲 寺に 住す、 同 七 年 三月 十 n 寂す、 壽五 十一、 (日 i 


〔七 六 一一） 


書辭 名人 家佛 本日 


本 洞上聯 燈錄) 

リヨー H1 良榮二 co s. 〔淨 土宗〕 下野 III 通 寺の 開山な 
う、 良 榮號は 高 蓮 社 理 本、 奥州 磐 前 郡 小 阿里の 人、 俗姓は 
石 川 氏な $、 十一 歲に して 出家し 聖觀に 師事して 法を 嗣 ぎ、 
始め 鎌 倉に 留 る、 應永九 年下 野 國芳賀 郡に 於て 圓通 寺を 創す、 
其 門 流を 大澤 流と 云 ふ.、 著作 大經鈔 見聞、 論 詳記 見聞 等 ぁう、 
應永 三十 年 六月 二日 寂す， 壽七 十二 歲 、(鎭 流祖 傅、 淨土總 系 
譜) 

リヨ ー エン 莨 緣 ( . ) 〔臨 濟宗〕 山城 西禪 寺の 禪僧 

f、  良 緣號は 無 着、 一山 禪師の 下に 參究 し、 後 元に 渡う 古 
林 茂 一山 萬 淸拙澄 等に 謁す、 元に 留る 乙と 二十 餘年な う、 淸 
拙 澄粜渡 の 後 巨 福 山 第一 座と なる、 後 檀越藤 原 氏に 請 はれ 西 
禪 寺に 住す、 示 寂の 年 時 缺 く、 著作 新羅 箭 ぁう、 自家の 詩集 
なう、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

リヨ 1H ン 頁 緣； i: j 一 7; 〔淨 土宗〕 江 戶來迎 寺の 開山な 
う、 良 緣は宗 蓮社傳 譽と號 す、 法を 吞龍に 嗣ぎ 、江戶 牛 込 
に來迎 寺を 搠して 開山と なる、 萬 治 三年 四月 二十 一日 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー エン ー良 緣二ー ー 0: 九 〔淨 土宗〕 奥州 圓樹 寺の 開山な 
う、 良縁は 親 蓮 社 含 益と 號 す、 奥州 鹿 角の 人、 專稱寺 九 代 

良 興に 師事して 法を 嗣 ぎ、 同 國磐前 郡 Ifi! 樹 寺を 開く、 天 正 十 

七 年 三月 二 十六 日 寂す、 壽缺 く， (淨 土總 系譜) 

リヨ 1 エン ー 艮圓一 一 li i; 〔淨 土宗〕 奥州 皈命院 の 開山な 

i  良圓は 萬 蓮 社 可 頓と號 す、 俗姓は 宮田氏 奥州 宮城 郡の 
人な $、 出家して 良秀に 事へ 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 郡の 梨 付 村 

リ 3 1( 良〕 ェ 


に 皈命院 を 沏して 開山と な 6、 承應 三年 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總系 譜) 

リヨ ー エン 頁圓 jj  j I -: ^L : 〔淨土 宗〕 出 羽 一心 院の開 山な 
6、 良圆は 滿蓮社 一 靡と 號す 、出家して 良 信に 法を 嗣ぎ、 
出羽大 館に 一心 院を 開き 所 承の 敎を弘 ひ、 寬永 十六 年 二月 二 
十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ IH ン | 艮圓 (一九 七 四) 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 別當 
な 6、 良圆一 i 延慶二 年 十二月 三 井寺の 別當 とな-^、 正 和 三 
年拜 堂す、 其 死沒の 年時缺 く、 (三 井續燈 記) 

リヨ 1H ン 頁圓二 OO AO ES: 〔曹 洞宗〕 下 總永德 寺の 開山な 
う、 良圓 字は 明菴 、出 羽の 人、 北條政 信が 子道叟 禪師の 姪 
なう、 貞和四 年 四月 八日を 以て 生る、 十三 歲に して 父 JC 携へ 
られて 陸 奥の 永德 寺に 至 6 道叟に 謁して 出家す、 後 諸方を 歷 
遊し 總持 寺峨 山に 謁し 侍者と なる、 留る 乙と 五 年に して 皈 4 
道叟 に 省覲 す、 道叟師 の來 るを 喜び 代て 住持せ しむ、 師竊に 
遁れて 玉 造 郡に 至り 花 淵 山の 下に 菴 居す、 後 羽 後の 莊内に 至 
る 一山 あり 洞 瀧と 云 a 瀑布 迸 出す、 師其 勝地を 喜で 茅を 結て 
居す、 上野の 介 佐 藤 實信其 子 正信來 うて 弟子の 禮を 執り 其 宅 
を 寺と 爲す 、號 して 總 光寺と 日 ふ 時に 至德 元年な り、 師此に 
住する NJ と 二十 年、 應永十 年 二月 弟子 湖 月に 席を 付し、 行 化 
して 下總臼 井の 莊に往 く、 郡 主 其 師の道 望を 崇て治 所に 就て 
寺を 建て 迎 請す、 師辭 する 乙と を 得ず して 之に 應じ 報恩 山 永 
德 寺と 名く、 二十 四 年の 春 事を 謝して 出 羽に 歸 6 龍 山に菴 居 
して 終焉の 計を 爲 す、 應永 三十 二 年 七月 二十 七日 寂す、 壽八 
十一、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

I  I  -  -I  ■  I  -  ■  ■  ■  *  . 

リ 3^- •、良. X 


書辭 名人 家佛本  日 


:八六 一一:) 


リヨ？ (良) エ — 方 


リヨ 1 エン ー 艮圓 ヶン シヨ- 顯證を 見ょ、 

リ ml エン 頁衍 .一れ A: s: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 僧な 
6^.  良衍 は實衍 俊覺靜 泉の 三師 に學 業を 受け、 頗る 天台の 
義理に 通す、 嘉元 年中 園 城 寺 平等 院八講 の 第三 日 講師と なる、 
正中 二 年 九月 廿 七日 寂す、 壽缺 く、 (三 井繪燈 記) 

リヨ ー 方一 莨 雄 jj 一一 一一 一 II n 天台宗〕 近 江 比 敷 山靑龍 寺の 
僧な う、 良 雄 俗姓は 富 賀見 氏、 大和 十 市 郡の 人な う、 母 長 
谷の 觀世 音に 嗣を禱 り、 異夢を 感じて 師を 生 IT 、 三歲 R して 
父母を 喪 a 、 祖父母 R 養育 せらる、 十九 歲比殽 山黑 谷に 登 6 
靑龍 寺實傳 R 師事し 度を 受 く、 實傳寂 後 遺命に ょう 靑龍 寺 R 
住し、 鞍馬の 麓なる 然譽を 問うて 淨土敎 を 受け、 爾來 專ら淨 
土敎に 意を 傾け、 日課 念佛三 萬聲一 n も 怠るな し、 元 祿六年 
九月 十日 西 向 端坐して 寂す、 壽五 十九、 弟子 良 道 あ 6 
リヨ ー オ S 莨 雄 —- l if 〔眞宗 〕 越 前 南 條郡金 粗 村 憶念 
寺の 住持な う、 良 雄 字は 德 母， 別號は 金 洲と稱 す、 幼 R して 
同國の 深 勵 R 就き、 又 京師に 從 ひ 往 くこと 多年、 旁顯 密諸敎 
を獵涉 す、 靑山 侯甞て 典 爲 人を 愛し 徵して 其 學を勵 ます、 文 

化 四 年の 舂其寺 火炎 K 罹 6 一山 燒 失す、 同 十年學 成て 寺に 歸 

へう 力を 再興 R 竭し 、日なら すして 成う 輪 興舊に 倍す、 爾後 笈 

を 負 a て 來る者 門前 R 市を なす、 師大 R 宗 風を 演へ 痛く 邪 解 

を 排 す、 佛 祖の眞 敎を述 へ 以て 道俗を 化す、 又梵 文を 善くす、 

本山 學徒に して 梵 文を 學ふ 名の 多く 其 門 R 出つ* 文政 十一 年 

九月 二十 三日 大谷 大法 主師を 延きて 擬講 となす、 尋きて 事を 

謝して 退 老し佛 行 房と稱 す、 天 保 十 年淨土 見聞 集を 講し 、七月 

十三 日夜 急 {'C 病に 罹り 廿日 寂す' 壽六 十二、 寺の 東 隅に 葬む り 


リヨ— (頁) 才 


本山 嗣講を 贈る、 師 一生に 講 すると 乙ろ 八 囀 聲 、俱舍 論、 因 明 
大疏 。唯 信鈔 文意、 成唯識 論、 心 經幽賛 、淨土 見聞 集 等な 
(碑銘、 眞宗 史料} 

リヨ ー オ ー | 炅 雄 is lg 〔眞言 宗〕 薩摩興 全 寺の 僧な 
う、 良 雄 字は 浩然、 號 は如蠖 と 云 a 、 別に 穆 如の 號 あう、 俗 
姓は 橋 口 氏、 薩摩川 城の 人な- 〇、 九歲 にして 興 金 寺 R 投じ 
て 祝 髮受戒 す、 筆 翰を 好み 董其昌 を 慕 ふ、 甞て をの 金剛 純の 眞 
蹟を得 之を 學びて 得る 所 あう、 興 全 寺は 京都 智積院 の法籍 に 
係る を 以て 稍 長 じて 京都に 上 6、 居る Z1 と 数年 諸 名 fir と 往来 
し 暇 あれば 臨 摸 倦ます、 其昌ょ 6 米 元 章に 迴う益 々得る 所 あ 
う、 文化 三年 下野 出 流 山に 住し 居る 乙 と 六 年、 去うて 四方に 流 
寓し 道を 修む るの 餘筆 翰を 以て 娛み とす、 薩摩 侯師を 重んず 
る Z. と 甚だしく* 室を 作うて 幽棲の 處 とせんと すれ ど も 辭し 
て 受けず、 文化 十二 年上 野 R 遊び 病みて 寂す、 壽七 十、 (績 近世 
叢 語) 

9 ヨ ー オ ー 莨 雄 (一一 2 ハ 〇) 〔曹 涧宗〕 出 羽正應 寺の 開山 
f、  良 雄 字は 無 等" 出 羽の 人 俗姓 藤 原 氏な $、 幼年 出家し 
月 泉 良 印を 師 とす、 戶庭に 徧歷 して 又 月 泉の 許に 皈う其 法を 
嗣 r、 初め 補陀 寺に 住し 正 法 寺に 遷る 、後退き て 出 羽に 正應 
寺を 開く、 寂 年 欠く. (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ 1 オ ー ー 艮雄〇 三 五 二) 〔淨 土宗〕 羽 前 常 念 寺の 開山 
f、  良 雄は 寂 蓮 jflt 舜 翁と 號す、 岩 城の 人な 6 、 良 潜に 師事 
して 其 法を 嗣ぎ 、羽 前山 形に 常 念 寺を 開く、 永祿中 其所仵 を 
失 a 終る ところを 知らず、 (淨 土總 系譜) 

5 ヨ ー オ？  頁 雄 ( . ) 〔曹 洞宗〕 下野 大中 寺の 禪僧 


I 九 六 一—  書辭 名人 家佛本 


H 


なう、 良 雄 字は 嫦嶺 、初め 諸老に 偏 參し朴 堂 宗淳に 设 6 て 
入室し、 後 席を 繼ぎて 下野 大中 寺に 住す、 寂 年 並に 壽缺 く、 
法嗣建 室宗寅 ぁう、 (日本 洞 上傳燈 燈錄) 

リヨ ーオ ー | 艮應 ( …… ) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 十一 
代 f、  良 應は讃 蓮 社 文 翁と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 良 
迦に 師事して 淨土敎 を 學び 、其 席を 繼ぎ て圓通 寺に 主と なる 
寂年壽 欠く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ 1 才 1T ン ー艮 應院 ニ チ サン 日產を 見ょ 
リヨ ー オン | 良穩ニ ニ ■五 〇  〔淨 土宗〕 出 羽本覺 寺の. 開山な 
$、  良 穩は安 蓮 社 淵 龍と 號 す、 武藏の 人、 良 興に 師事して 
法を 嗣ぎ 、出 羽 村 山 郡に 本覺 寺を 創して 開山と なる、 天 正 十 
八 年 三月 二 十五 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

リヨ ー か 一艮 可( . ) 〔淨 土宗〕 奥州 淨應 寺の 開山な 

う、 良 可は 貞蓮 社圓 秀と號 す， 奥州 津輕の 人な り、 良大 
に 師事して 淨土敎 を 學び 州の 豐 間に 淨應 寺を 開く、 寂 年壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) € 

リ ml ガー 良 迦( . ) 〔淨 土宗〕 下野 國圓通 寺 第 十代 

f.  良迦は 海 蓮 社 性 海と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 良 岳 
に 師事して 淨土敎 を 學び 、其 席を 繼ぎ て圓通 寺に 住し 盛んに 

所 承の 學を弘 め、 且其 廢頹を 興し 中興と 稱せら る、 寂 :!; 盡缺 

く、 門下に 良 智良應 良 興 良 玉の 四 人 ぁう、 (淨 士總 系譜) 

リ ml ガ 頁 雅( . ) 〔眞言 宗〕 山城 山 科 松 本 大敎院 

の 律師な う、 良雅は 少輔 の阿闍 梨と 稱す 、範 俊の 入室 上足 

な-^、 大数 院及 s 大乘院 に 住す、 寂 年 及 ひ 壽缺 く， 付 法の 弟 

子定 海、 明 寂の 二人 あう、 (後 傳燈 廣錄) 


リヨ If 良) 才！ ガ 


リヨ ー ガ莨賀 二；  一：^  〔_ 洞宗〕 武藏永 源 寺の 開山な 
う、 良賀. ：子 は大 鐘， 久しく 梅叟 香に 參 して 心 印を 享 け、 天 
正 十一 年 衆 請に ょう慧 脱 寺に 主と な-^、 同 十五 年龍穩 寺に 遷 
る、 文 祿元牢 島 田 氏の 請を 受けて 坂戶に 永 源 寺を 鄉し 、次に 
最乘 寺に 移う、 再 a 龍穏 寺を 領 す、 慶長 十九 年 JF. 月 二十 八日 
寂す、 法嗣朝 谷是暾 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リ ml カ ィ 頁 海 AA 2 A-t 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 第二 十六 
代の 座主な う、 良 海は 太 政阿闍 梨と 稱 す、 九 條太政 大臣 實 
公の 子、 久我太 政 大臣 雅實の 猶子な う、 元 海 僧都の 法燈を 嗣 
き 元 久二年 七月 二十 七日 詔して 醍醐 山 二十 六 代と なう、 即日 
官符を 降し 十二月 十五 日拜 堂す、 建 永 元年 病 ^ 得て 職 i: 退き、 
建 保 六 年 八月 二十 九日 寂す、 壽二 十二、 (續 傳燈 廣錄) 

リヨ ー カィ | 艮海 ( . ) 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な- OV、 

良 海 字は 如眞 、伊勢の 人な $、 泉 涌 寺眞一 上人に 從て 具足 戒 
を 受 く、 後然師 に從て 宗義 を繼 く， 道化 盛な- CN、 示 寂の 年月 
日缺 く、 鎭流祖 傅) 

リ 3 1 勿 ィ I 艮海 セン ォ-詮 雄を 見ょ 
リヨ ー ガィ 頁 偕 ( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
なう、 良 偕 字は 南 堂と 云 ふ、 大同 初に 參して 法を 嗣 ぎ* 建 仁 
寺に 主と なる、 寂年缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

ー  ー 勿ク ー艮覺 二 〇三 ― : 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學 僧な 
う、 良覺 は良禪 和 尙に钹 a て 業を 受け、 應 安五 年 六月 立義 
者と なり、 學譽 一時に 擧か ，9 學徒 多く 其 下に 集まる、 爲めに 
山 衆の 嫉を買 a て 殺 S る、 時に 應永四 年 七月 甘 五日な. CN、 壽 
缺く (三 井續燈 記) 

リ 3 ?( 良，) ガ 
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(◦七 一一 


リ m? (良； ガ ー誇  _ 

9 3 1 カ ク 良 覺 (一九 一四) 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 學僧 
f,  良 覺は紀 伊在 田縣の 人、 日輪 寺 親 性に 師事して 秘密 
灌頂を 受け •> 經 律を 練 貫して 博 辯の # あう、 華 王院に 住す、 建 
長の 初年 高野山の 檢校を 司とう、 法眼に. 任ず、 六 年 檢校職 を 
辭 し、 其 終る と 乙 ^ を 知らす、 (本朝 高僧 傅) 

リヨ ー カク. 良覺， 一一 一 〇: だ #  土宗〕 山城 淨華院 第三 十八 
代な 6、 良 覺は大 蓮 社皓譽 、宗吟 、雙呵 等の 號 あう、 良隨 
に 師事して 淨土敎 を學び 、其 席を 繼ぎて 淨華院 に 住す、 後西 
京專福 寺の 開山と なう、 又 中京 生 蓮 寺 中興と なる、 正 保 三年 
二月 二十 一日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ガク ー艮岳 ( . ) 〔淨十 宗〕 下野 圓通寺 第 九 代 

良 岳は 圓蓮社 順 祖と號 す、 良冏に 師事して 淨土敎 を 
學び 、席を 繼ぎ て圓通 寺 R 主と なる、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 弟 
子に 良迦 あり、- 淨土總 系譜) 

リヨ！ ガン. 一 艮璧こ ••一 o.: E: 〔淨土 宗〕 磐 城 專稱寺 第三 代な 
う、. 良 鑒は照 蓮社理 中と 號す 、出家して 良頓に 法を 嗣 ぎ、 
席を 繼ぎて 專稱寺 第三 代と なる、 文 安二， +二 月 晦日 寂す、 門 

下に 良 察 あ 6、 ( 淨土總 系譜) 袭 
リヨ ー ガン 頁 3 嚴 ジッ ヮン 慈觀を 見ょ 

リヨ ー、 キー 艮； Hi 我 (二 〇六 〇) 〔曹洞 宗〕 上野 長覺 寺の 開山な 

5、 良義 字は 通 海、 出 羽の 人、 日 泉 良 印に 依 6 得度し 諸方 

に 遊ぶ、 數年 にして 再び 月 泉を 省し、 服 勸七 年、 パ 泉の 寂後關 

東 R 遊ぶ、 上野の 檀越高 尾邑に 長覺 寺を 建て、 師 をして 之に 

居らしむ、武藏の長興寺、常陸天德寺等皆師を請して開山とな 

す、 寂尔缺 く、 (日本 洞 上 聯燈 錄) 


_ リ彐！ 良) キ _ _ 

f :.r ン 頁均；一 5- -/\ 〔曹 洞宗 3 武藏 金剛 寺の 開山な 
6, 良 杓て R 良筠) 字は 節菴 、俗姓は 岡 部 氏武藏 足 立 郡の 
人、 十八 歲同國 龍穩寺 泰雙を 禮し て薙髮 し、 天菴に ょうて 具 
足戒を 受け 禪定を 學ふ 、七 年の 後出て、 諸老 宿に 謁し 龍穩寺 
に歸へ 6 雲 岡に 參し記 室と なる、 又 諸方 ir, 徧參 して 靑松 寺 R 
喜 州 玄欣に 參して 法を 嗣き總 持 寺に 出世し 靑松寺 龍穩寺 等に 
歷 住す、 巖槻の 城主 太 田 三樂の 家臣 田 中 某 邸宅を 捨て、 寺と 
し 師を延 きて 之に 居らし む、 名け て 余 剛 寺と 云 ふ、 天文 十 年 
十一月 二十 三日 寂す、 壽八 十四、 法嗣泰 翁德陽 •天 室 禪睦の 
二人 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

9 ヨ！ ギン ー艮 nt 〔 …… 〕 〔淨 土宗 U 下野 安樂 寺の 開山 
なう、 良 吟は其 鄕貫詳 かならず、 出家して 良 信に 法を 嗣ぎ、 
下野 小山に 安樂 寺を 開く、 寂 年壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

リヨ ー ギン  ー M 闇 ( . ) 〔曹 洞宗〕 越 中 t/ 川 寺の 禪僧 

なう、 良 闇 字は 闇 堂、 能 登の 人、 大徹宗 令に ょうて 薙髮し 
其 法を 嗣く ■總持 寺に 出世— 越 中立 川 寺 R 移う、 五 年の 後 法 
川 寺に 老を養 ふ、 某 年 寂す、 壽缺 く、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

9 ヨ ー キヨ ー j 炅慶 j si ハ -- -t 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧 
なう、 良慶 S 其 鄕貫詳 かならず* 良 明に 師事して 台 敎を學 
びて 一流を 興す、 後敕を 蒙り 法 華 品々 各論 義之鈔 を 製す、 文治 
五 年 十一月 眞圓を 拜して 灌頂 壇に 登う、 正 治 二 年 本 寺 大學頭 
となう、 敕して 法眼に 叙 せらる、 建久二 年 二月 二十 九日 寂す 
壽八 十五、 (三 井續燈 記) 

リヨ ーキ 3 1 頁慶 ( . ) (天台宗) 近 江 園 城 寺の 僧 

な 6、 良慶 俗姓は 藤 原 氏、 太 政 大臣 敎實の 子道昭 大僧正の 
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族 弟な う、 園 城 寺の 長 吏と な， 9 大僧正に fe し、 三 山の 檢抆を 
阳し台密.ど以て衆に惟3る、寂年及壽歃く、(本朝高僧傳) 

リヨ-キヨ ー 頁 慶 ( . ) 一曹 洞 宗〕 下野 大中 寺の 禪 

僧な う， 良慶 字は 快 叟 .海 菴尖智 に 師事して 法 V- 得、 席を 嗣 
きて 下野 大中 寺に 住す、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣天 嶺呑補 あう 
(日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー キヨ ー  j 艮慶 (二 一ー ニ) 「淨 土宗〕 常 陸 常 福 寺 第 四 
R な 6 、 良慶は 賢 蓮社寤 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 明譽 
了知 上人に 師事して 法を 嗣ぎ 、常 陸那河 郡 常 福 寺の 席を 受け 
て ® 四 R となる、 寂 年壽缺 く、 法嗣 三人 あう 了 月、 聖欽 、辨譽 
これな う、 (淨 土總 系譜) 

〔考〕 良慶は 亨德の 頃の 人な $ 

リヨ ー キ？  | 艮慶 (二 四 九 〇〕 〔眞言 宗〕 武藏 江戶 大護院 
の 僧な 6、 良慶 一名は 泰 俊と 云 a 、 號 は雲巢 .別號 餐 霞と 云 
ふ、； d 戶淺草 御藏 前の 大護院 に 住し、 書 書を 以て 聞 ゆ、 其 事 
蹟詳な ら す、 (諸家 人名録) 

〔考〕 頁慶は 天 保 頃の 人な $、 

リヨ ー キヨ ー 頁經一.一 1; .一_八 〔淨 土宗〕 出羽壽 光寺の 開山 
な 6.、 良經 は觀 蓮社貞 吟と號 す、 出 羽 深澤の 人、 良性に 師 

事して 法を 嗣ぎ 州の 金 谷に 壽 光寺を 海す、 萬 治 元年 寂す、 壽 

缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー キヨ ー ー 艮敎； _: j A: ra: 〔淨 土宗 3 奥州 大善 寺の 開山 
f.  良敎 は頓蓮 社と 號す 、良 興に 師事して 淨土敎 を 學び 
津輕 に大善 寺を 開く、 寬永 元年 四 巧 寂す、 壽歃 く、 (淨 土總系 
譜) 


り H' ir l 丧キ 


キョ T 頁恭 ^1 15 〔新義 § 一  n 宗〕 安房 寶珠院 の 
學僧な 良恭字 は 孝完 、安房 長 狹郡吉 保 村 高 梨 氏の 子な 
う、 幼に して 出家し 圓鏡 寺に 留 6、 三十 歲智 積院に 登う 果春 
阿闍 梨に 灌頂を 受け. 後東皈 して 大聖 院に 住し、 安永 八 年 六 
十歲 にして 再 ひ 智積院 に 登.-^ て 學 業を 力む、 五 年の 後 化 主の 
求めに ょ 6 釋 摩訶衍 論の 議席を 開き 博識 雄 辯 人を 驚かせ $、 
乃ち化主鑀啓ょう黃色の法衣を着用する乙とを許3.る、動潮 
僧正ょり 事相を 傳 承し、 寬政： 一牢越 前の 瀧 谷 寺に 移住し 僅に 
五月に して 退き、 安房に 皈う寶 珠院に 注す、 寬政 十一 年 一月 
幕府に 出て、 將軍 家齊に 謁し、 其 命に 依て 愛宕 圓福 寺に 晋む 
同月 十六 日 同 寺に 寂す. 世壽 八十、 其 著作 學侶 敎育釋 論講録 
若干 卷 '住 心 品 疏試講 廿五卷 、五敎 章 拾義抄 十三 卷 、十 卷章 
講 錄十卷 、起 信論義 記筌諦 三卷、 nil t 趣經 密談 三卷 、百 法 問答 
抄收解 二卷等 ぁう、 (新 義 眞言 宗史 科) 

リヨ ー キヨ-- | 炅曉二 三. 一 •二 〔淨 土宗」 磐 城 天 龍 寺の 開山 
f、  良曉は 照 蓮 社 拾 傳と號 す、 俗姓は 高 橋 氏 •奥州 磐 前 
郡の 人な 6、 出家して 頁秀に 淨土敎 を 學び 遂に 其 法を 嗣 r 後 
州の 瀧 尻に 天 II 寺を 開きて 乙れ に 住し、 盛んに 所 承の 學を弘 
む、 承應 元年 寂す、 壽缺 く、 (淨 十： 總 系譜) 

リヨ ー キ ml 頁曉 ii A— /\E i: 淨 土宗〕 鎌 倉 7e 明 寺 第一 一代 
なう、 良曉 字は 寂慧 、俗姓は 藤 原 氏、 石 見の 人な 6、( 一說 
相模 白旗の 人}、 父は 圓尊禪 師と 云； 3、 從 三位 皇太后 宮 太夫 資 
賴の 孫に して 良忠 上人の 家 弟な 6、 建 長 七 年に 生る (一說 建 
長 四 年)、 文 永 九 年 十八 歲に して 比 餃山に 登う、 東 塔の 仙曉に 
業を 受け'  十九 歲 得度 受戒し 諸師 を歷 訊して 顯密の 敎義を 講 


リヨ— (良.：' キ 


審  名  人家 满 本’ n  0 -) 


_ リ ヨ ャ (良 一 1-^' _ _ 

究す 、伶 淨十敎 を tli は / L として 遠く 和模鎌 倉 ic 下ぅ、 光明寺 

良忠 上人を 問 a 師資の 禮を 執る、 上人 器 許して 一家の 蘊奥を 

傳へ左 れば 親附の 弟子と なりて 謹 事す、 後 相 模 白旗 {L 幽棲し 

て 念佛 修行し たれば 師の門 流を 白旗 流と 云 ふ 正 和 元年 二月 

傳通記 見聞 遲澤鈔 十五 沿を 作る、 同 二 年下 總の 某氏に 請 せら 

れ て 性 化し 稱名 

寺を 開き、 講話 

の餘 口傳鈔 を 作 

る、 三年を 經て 

白旗に 回-^， 决 

疑 見聞 論詛鈔 等 

を 作る、 元 亨二 

筇 十：：！： 述聞鈔 を 

作る、 嘉 曆三尔 

二月 微疾 あ*^ 三 

月朔日 一偈を 書 

して 日く" 顯露 

窮 ，事、 七十 四 

夢、 淸天無 雲、 法 

界洞朗 、と. 脫 然として 寂す、 壽七 十四、 法臌 五十 七な 6 .、弟 

子定慧 、慧光 等 皆 一方に 敎化 盛んな 6、( 淨土總 系譜、 鎭流祖 

傅、 淨土俜 僚 錄) 

リヨー誇 ヨ ー 頁堯 (二 0 八 5  〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第二 
代な り、 良堯は 舜遨 社聖 欽と號 す、 幼 R して 出家し、 良榮 ； 
に師舉 して 淨土敎 を學び 、遂に 其 席を 繼ぎて 關 通 寺 (C 主と な 


5=, ヨ 1( 良) キーク 


る、 寂 年缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リ f キヨタ 頁旭 ( . ) 〔曹洞 宗 U 出 羽 向川 寺の 開 

山な う、 良 旭 字は 日 山、 信 濃の 人、 幼に して 業を 大方に 受 
け， 遊 方して 越 中 眼目 山に 至 6 大徹宗 念に 依う 分 座と なる、 出 
羽 新 城府 主 向川 寺を 開き 師を請 ず、 師大徹 を 開山と なし 自ら 
二 代に 居る" 後總持 寺に 遷 り道譽 高し、 越 前洞昌 寺" 奥州 實 
相 寺 等皆師 を 第一 代と なす、 某 年洞昌 寺に 寂す、 世壽缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

リヨーギヨ ク 頁 玉 ( . ) 〔淨十 ：宗〕 山城 淨華院 の 僧 

f、  良 玉 字は 僧 禿、 と 云 ふ 鄕貫詳 かならず、 僧 海 等 珍に 師 
事して 淨土 業を 修し 、其 法を 嗣ぎて 後 淨華院 及金戒 光明寺 {C 
住す、 寂 年 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ギ m ク ー 艮玉 (： ：) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 十 
三代な う、 良 玉は 閑 蓮社祖 關と號 す、 頁迦 に 師事して 法を嗣 
ぎ、 法 兄 良 興の 後を 受けて ! 1] 通 寺に 主と なる、 寂 年壽缺 く、 
(淨七 總系 譜} 

リヨ！ クー 良 求；  一一 1; •六 〔淨 土 宗〕 奥州 春 照 寺の 開山な 
う、 良 求は 專蓮祉 門 的と 號す 、俗姓は 小 林 氏 奥州 宮城 郡の 
人な 6、 法を 良秀に 嗣ぎ 郡に 春 照 寺を 開く、 寬文^ K 年 八月 寂 
す、 (淨 土！！ 系譜)  . 

及ヨ S ダ ー 良 弘 ( . ) 〔眞言 宗 U 山城 勸修 寺の 學講な 

5-, 良弘は 中 -# 言 法 印と いふ、 良 勝の 傳 法を 得 ' 1: 小 野の 良 
匠と なる、 付 法 二人 良智眞 慶と稱 す" (後 傅燈 廣錄) 

|  リ ml. 夕 良弘；一.ーコ=. 〔淨士 宗〕 奥州 增福 寺の 開山な 
)6、 良弘は 願 蓮 社 天 藝と號 す、 出家して 乘 慶良觀 R 法を 嗣 


(三 七 一一 ） 


書辭 名人 家佛 本日 


ぎ、 奥州 磐 前 郡 白 十 村に 增福 寺を 剖して 開山と なる、 丈 明 三 
年 三月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ク ー 莨 空 ii g 〔眞宗 〕炉 勢 一一 一重 郡 ) M 原 田 村 常 
超 院の住 持な $、  良 空は 五天と 號 し、 別に 慧日 院と號 す、 伊 
勢の 人な う、 夙に 開祖 親鸞 上人の 傳の詳 かならざる を 憂 ひ 高 
田の 寶庫に 入う、 眞 佛顯智 等の 六 記録を 捜索し、 高 田 正統 傳 
三卷を 編す、 享保 十八 年 寂す、 壽六 十五、 著作 正統 傳三卷 ぁ 
う、 (眞宗 史料) 

リヨ ー クー ー艮© i  一  .t s: 七 〔淨 土宗〕 山城 尊 勝 寺の 開山な 
i  良 空 字は 慈心、 俗姓 詳 ならず、 記 主禪師 R 從て 專ら宗 
要を 究む 、常に 小幡に 居して 法 門を 弘 通す、 一宇を 創し 尊 勝 
寺と 號す 、世に 之を 小幡 派と 云 ふ、 山城 三 派の 一な う、 正應 
元 年 了惠 を勸 論して 日く、 先師の 鈔記 すると 乙ろ 皆 整 lim す、 
但し 闕 くる 所は 大經鈔 のみ、 親しく 禀 承の 者は 披閱に 闇から 
ず、 末學に 至て 定て 文義に 迷べ し、 公 先 聞を 記して 末學を 資せ 
ょ 了 慧謙辭 したる も强て 請て 遂に 成る、 時に 永 仁 五. 年 二月な 
う、 同年 秋 七月 八日 示 寂す、 ヘ鎭流 祖傳" 淨土總 系譜) 

リヨ ー ク！ 一良 空 55 SI 〔曹洞 宗〕 出 羽 龍 門 寺の 開山な 
i  良 空 字は 古山、 出 羽 莊內の 人、 十九 歲に して 敎 院に投 
して 薙髮 し、 天台の ! h 觀を學 ベと も 疑 a 釋 けす、 遂に 禪門に 

入 6 正 法 寺の 月 泉 良 印に 師事して 典 座と な 6、 應永 元年 磐 井 

郡 瀧 原 村て 遊 a 其 地に 威光 山 龍 門 寺 VJ 鄉 す、 月 泉 良 印の 寂 後 

正 法 寺の 席に 補し、 一 住 三年 龍 門 寺 ic 歸隱 す、 應永 二十 二 年 

三月 一日 寂す、 壽五 十三、 腦三 十四、 (日本 洞上聯 燈錄) 

9 ヨ I タ ー 莨 空 ジョ •‘シ ョ—淨 勝を 見よ 

リ彐 1( 良〕 ク 


リヨ！ クン | 良！ |  ( ニニ 七 0) 〔浄土宗〕 奥州 成 德寺第 十五 
代 f  良薰は 其 鄕貫詳 かならず、 良憲に 師事して 法 7 r: 嗣 
ぎ、 成 德寺に 主と なる、 寂 年 壽缺く 「門下の 高弟に 良 林 あう、 
(淨 土總 系譜) 

リ n ー ー クン 良 薫； j;j 5: /; 〔淨 土宗〕 常 陸 常 林 寺の 開山な 
う、 良 熏は重 蓮 社白玄 と號 す、 良 信 R 師事して 淨土敎 を 學 
び 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 常 陸 新 治 郡 柿 岡に 常 林 寺を 御して 開山 
となる、 慶長 十一 年 寂す、 世壽詳 かならず、 (淨 土總 系譜) 

リヨ！ クン ーゑ_( . ) 〔曹 洞宗； ，下野 瑞 光寺の 禪僧 

な'^、  良訓 字は ^ 光、 益 之 正 謙の 法を 嗣ぎ 下野 瑞 光寺に 主 
となる、 寂 年 及 a 壽缺 く、 法嗣只 山宗友 あ- CN、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

リヨータワ ィ 莨 快 j gs a  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
なう、 良 快は 後 法 性寺禪 定兼實 の 子、 母は 修埋大 夫 賴輔の 女 
な 6/ 出家して 尊忠慈 圓覺 什快舜 の諸師 ;; 台 敎を學 び、 寬喜元 
年 天台 座主に 任ず、 仁 治 三年 十二月 十七 日 寂す、 壽 五十八、 
(天台 座主 記) 

リヨ！ タワ ィ ー 良 快  リンゲ— 偷藝を 見ょ、 

リヨ ー 分 夕 I 艮 «- ilii A: y  〔淨 土宗〕 陸 前悟眞 寺の 開山な 
P, 良嚯 は鑑蓮 社と 號 す、 奥州 櫓 葉の 人、 俗姓は 猪 狩 氏な 
う" 出家して 法を 良 鄭に嗣 ぎ、 仙臺 に悟眞 寺、 成覺 寺を 創め 
て 盛んに 所 承の 敎を弘 む、 文 和 七 年 九月 二十日 寂す、 壽缺く 
嗣法二 入 良 然良勝 乙れ なう、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ク ジン 莨 寛 —- 1 ^x 〔曹 洞宗〕 越後 國上 山の 奇僧 
なう、 良 寬號は 太 愚、 小字は 榮藏 ，俗姓 山本氏 、越後 出 雲 

リ fn  f  C 良} ク 


書 


名人 家佛 本日 


(四 七 — ) 
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リヨ— ケ— 頁 桂 (一九 七 0) 〔日蓮 宗〕 山城 寶塔寺 第二 代 
な-^、  良 桂は 初め 眞言 宗の 僧な う、 深 草極樂 寺に 主た うし 
が 日 像の 敎を受 けて 日蓮 宗に改 む、 時に 延慶 三年な う、 日 # 


崎の 土 豪 左 門 諱は泰 雄の 長子な 左 門 一に 伊織と 稱 し落髮 
して 以南と 號し 頗る 學殖ぁ 甞て京 師に 至う 皇室の 振は 3 
るを 慨 し、 天 眞錄を 著は し 終 R 悲憤し 水に 入うて 死す、 師幼に 
して 穎 異な 6、 十八 歲家を 弟 由 之に 附し 自ら 尼瀨の 光照 寺玄 
乘 に 役し 度を 受 く、 幾 もな く 出 遊し 備中 玉島圓 通寺國 仙禪師 
の 室に 入 $ 其 法を 嗣 r、 二十 餘年 にして 國 に 皈 6 國上 山に 小 
菴を營 み、 五合 菴と 云 a 禪 行を 事と す、 道 暇 詩歌 R 通し 殊に 書 
を 善くす、 龜田 鵬齋北 遊し 師 R 面晤 して 草書の 妙を 傳へ为 う 
と 云 ふ、 晚年島 崎 村の 人 木 村 某の 別莊に 迎 へらて 供養を 受け、 
奇行 茜 多し、 天 保 二 年 正月 六日 寂す、 壽七 十四、 隆泉 寺に 葬 
る、 詩歌 集一卷 ぁう、 一詩を 錄 せん 日 ふ、 乞食 到 = 朝市 『路 逢舊 
識 翁、 問知師 胡爲牲 ：i 彼 白雲 峯 - > 我 問師胡 爲老= 紅塵 中 - •* 欲， 答 
兩不 k 道、 夢 破 五更 鐘、 (碑文、 良寬 上人 傅) 

リヨ？ クワン 頁 冠 —: 〇 A: 八 〔淨 土宗〕 奥州 寶鏡 寺の 開山 
f、  良 冠は 寶蓮 社と 號 す、 其 鄕貫詳 ならず、 良觀 R 師事 
して 其 法を 嗣ぎ 、櫓 葉大谷 村に 寶鏡 寺を 創して 開山と なる、 正 
長 元年 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜〕 

リヨ— クウ ン j 良 觀 ニ ンシ ョ-忍 性を 見ょ、 

リヨー ケ 1 | 艮間 ( . 〕 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 八 代 

I ,  良冏 は聖 蓮社乘 感と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 圓 

通 寺 七 代良卜 に 師事して 淨土敎 を 修め、 終に 其 席を 繼ぎ て圓 

通 寺 R 主と なる、 寂 年壽缺 く、 C 淨土總 系譜) 

9ヨ1ケ1 一 艮間こ ： _: H: -t:: 〔浄土宗〕 甲斐 阿彌陀 寺の 開山 

なう、 良 冏は辨 蓮 社長 譽と號 す、 辨譽 R 師事して 法を 嗣ぎ 

甲府 R 阿彌陀 寺を 開く、 天 正 五 年 三月 五日 寂す、 壽缺 く、 


の 寂 狻極樂 寺を 改めて 寶塔寺 鷄林院 と 呼び、 日 像を 仰で 開山 
となし、 自ら 第二 代と なる、 寂 年 缺 く*  (本 化 別頭佛 祖統紀 ) 
リヨ— 夕 1 | 艮繼 (一九 0 一 ) 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧 
なう、 良繼は 其 俗姓 生國詳 かならず、 出家して 高 順に 師事 
し 唯識の 旨を 受け 良 印に 法を 嗣 r、 仁 治 二 年 維摩 會の 講師と 
なる、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

リヨ！ 夕？  | 艮景一 •一： r ハー •一 〔曹 洞宗〕 周 防寵華 寺の 禪僧な 
う、 良景 字は 西 湖、 出家して 英巖希 雄に 師事して 印 記を 受 
け、 文明 三年 英巖の 席を 踵き て 周 防 龍 華 寺に 住す、 明 應二年 
席を 法嗣孝 山に 附し闢 雲 寺を 主と る 乙と 三年、 文 龜二年 三月 
二十 五日 寂す、 塔を紗 喜 寺に 建つ、 法嗣 孝山齚 養、 九 江 慈 淵 
の 二人 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー タン ー ゑ 趴 員 ( . ) 〔淨 土宗； j 下野 圓通寺 第 十四 

代な う、 良 賢は 念 蓮社存 當と號 す、 良 興 R 師事して 淨土宗 
を 修め、 良 玉の 後ち を 繼ぎて 圓通 寺に 主と なる、 寂 年壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

3 ヨ 1 ケン ー 艮 M 貝 -: •一‘ ij -t : 〔浄土宗〕 伊勢 悟眞 寺の 開山な 
う、 良 賢は 其 鄕貫詳 かならず、 良 順に 師事して 淨土 敎を學 
び 伊勢 白子 悟眞 寺を 開く、 應仁 元年 七月 十六 日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

リヨ ー タン ジモ- 慈 猛を 見ょ、 

リヨ ー タン ー 艮憲； jih o: 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 四 代な 


(五 七 一一 ) 


書辭 名人 家佛本  日 


$、  良憲は 一蓮 tt 了 E1 一可と 號す 、俗姓は 猪 狩 氏 奥州 榴葉 
の 人 衣う、 出家して 良德 {C 淨土敎 を 學び 終に 其 法を 嗣 ぎ、 席 
を 繼 ぎて 01 通 寺 第 四 代と なる、 後 奥州 信 夫 郡 福 島に 到 岸 寺を 
鄉して 開山と な $ 盛んに 所 承の 學を弘 む、 慶長 十五 年 二月 二 
十日 寂す、 壽缺 く、 門下の 高弟に 良廣 、良薰 、良_ 、の 三人 あ 
うて 共に 皆 一時の 碩德な 6、 ( 淨土總 系譜) 

リヨ ー ゲン | 艮源一 一 Sc -t5 .〔眞言 宗〕 京都 東 寺 0 長者な 
AV%  頁 源號は 石山、 其 鄕貫詳 かならず、 出家して 密敎を 學 
び、 承 保 元年 東 寺 長者の 宣下を 蒙る、 後 僧都に 任し、 承曆元 
年 八月 二十四日 寂す'  壽五 十三、 (東 寺 長者輔 任) 

リヨ ーゲン1艮源二 00 ^1;!〔曹洞宗〕丹波洞光寺の禪僧な 
う、 良 源 字は 澄 照、 俗姓は 藤 原 氏、 越 前 波 多 野の 豪族な 6、 
文 和 三年 正月 十八 日を 以て 生れ、 六歲に して 丹 波 寶鏡山 洞 光 
寺 天 應和尙 に 投じて 出家 受 具し、 刻苦 參究久 しう して 印 可を 
受け、 諸嶽 山に 住し 尋 S で 洞 光寺を 領 す、 應永 三十 四 年 九月 
二十： n 寂す、 壽七 十五、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ， i ノン | 艮 源 ?^ 1S 〔天台宗 3 近 ? X 延曆寺 座主な 
i  良 源は 俗姓 木津 氏に して 近江淺 井 郡の 人、 母は 物 部 氏 
の 出な-^、 延喜 十二 年 九月 三日に 生る、 後 母に 從 ひ て 同國滋 

賀 郡に 居住す、 遊行の 途次 梵釋 寺に 來 6、 覺阿閣 梨の 勸めに 

ょ 6 十二 歲の時 比 叙 山に 登-^ 喪 幢院 日燈の 房に 牲き理 仙 和 

尙に 師事す、 經論を 讀誦 して 倦ます、 延長 六 年 十七 歲にて 出 

家 剃 度す、 未た 受戒に 及は すして 理仙 長逝す、 依て 同年 四月 

尊意 和 尙に從 a て 登壇 受戒す、 承 平 七 年 興 福 寺 維摩 會 講師 基 

增に從 CA てを の 寺に 行く、 師選 にあた 6 て 奈 良の 義昭と 法を 


論し 大に能 辯の 名を 博す、 太 政 大臣 九 條公師 の 人となりを 問 
きて 犬に 敬慕し 深く 結緣ヲ 、天曆 三年 太 政 大臣 薨す師 其 喪に 
侍す、 九條 右大臣 遺囑を 受けて 亦師に 就く、 師 山に歸 らんと す 
れ とも 右大臣 之を 許 3 す、 左大臣の 論吿に ょ-^ 終に 師を して 
歸山 せし むる に 至れう* 師 乃ち楞 嚴院 にあうて 三百 日 護摩を 

修す •天 曆四年 
勅を 受けて 東宮 
に 侍し 皇太子を 
鎭 護す、 天慶五 
年 四十 歲にて 天 
慶寺別 當覺慧 和 
尙の解 文に ょう 
阿闍 梨に秫 す、 
天慶八 年九條 右 
大臣 楞嚴院 に 昇 
.り 法 華 三昧 堂を 
以て 師に 寄す、 
堂は 慈覺 大師の 
入滅 後 住僧 僅に 

一二 輩の みな うしを 師此に 住する に 及 ひて 四 衆 群 ^ する に 至 
れ う、 應和 三年 宮中に て 法 藏和尙 と共に 法 華經の 敎理を 論 辯 
す、 康保 元年 勅旨に 依うて 公家の 爲に 功德を 修 す、 結願の 日 
內 供奉 十 禪師に 舖 す、 康保 二年權 律師に 任し、 同 三年 延曆寺 
座主に 補す、 時に 五十 五 歳な う、 師 一山の 興營に 力を 盡 くし 
堂塔を 造 營 する もの 頗る 夥し、 物 持院の 阿闍梨 十三 人を 增し 


- 3 1 (良〕 ケ 


ml (良)、 ゲ 


書、 辭 名人 家佛本  日 
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リヨ！ f 良)  2 


て 十六 人と なし、 又廣 學歷義 を 始めて 屢々 無 遮 大會 を |1 く 又 
文珠 堂の 燒 跡に 新 堂を 興す、 座主 鋪 任の 後久し からすして 律 
帥に 轉す 、安和 元华 權少 僧都に 進む、 天 祿二年 四月 十五 日楞嚴 
院 に 於て 始めて 每月 二度の 布 薩を修 す、 同年 五月 十一 日敕命 
を 蒙 6 法務と なる、 天延 元年 十一月 衆に 戒を授 くる 乙と 二日 
なう、 衆に 日く、 明日 一日 間 受戒を 停止す へしと， 衆 之を 怪む、 
翌 H 戒壇の 天井 墜落す、 乃ち エに 命して 修繕せ しめ 二日の 後 
再び 戒を授 く、 衆 皆 其 神 通 R 驚く と S ふ、 同 十二 年少 僧都に 
轉し 翌天延 三年 大 僧都に 昇る、 貞元二 年 十二月 廿 一日 僧正に 
補す、 天 元 四 年 八月 內裡火 を 失し 天皇 後院に 移る、 時に 天皇 
不豫 なう、 師 命を 承け て 法を 修す 、結願の 日 菩提 子 念珠、 綾 
法服 一對 、沙 4 百兩 、度 者 二人を 賜 ふ、 同华廿 六日 再び 帝不 
豫な う、 師 之を 癒して 功 ぁう 卅日 大僧正に 任し、 比皲 山に 慧 
心院を 建て 御 願 所と なす、 永 觀二年 西 塔法幢 院 を構營 す、 此冬 
師風痺 を疾み 山を 下りて 東阪 弘法 寺に 居りて 加養す、 同 三年 
正月 三日 口に 念誦を 絕た すして 寂す、 壽七 十四、 寬和 三年 二 
月 十六 日 勅して 慈 慧と謚 し 給 ふ、 世に 元三 大師と 云 ふ、 著作 胎 

金 念誦 行 記 六卷 "百 五十 尊 口 决十卷 、九 品 牲生義 別 義名通 私 

記、 被接義 私記、 三觀義 私記、 佛十 ：義 記、 七聖義 、五味 義 、常 

住 金剛 私記、 金剛 界念 誦賦各 一卷等 ぁり、 (群 書類 從六 九、 本 

朝 高僧 傳 、元 亨釋 書、 諸宗章 疏錄) 

リヨ ー コ ー艮故 (ニニ 四 三) 〔淨 土宗〕 奧州淨 照 寺の 開山な 

り'  良 故は 一蓮社 興 順と 號 す、 奥州 磐 前の 人、 良 興に 師事 

して 淨土宗 を學び 、後、 州の 日理 郡に 淨照 寺を 创して 盛んに 

所 承の 敎を弘 む、 寂 年壽缺 く、 (淨 土總 系譜 3 


_ 9m 丨 (良) コ _ _ _  I 

リ m! ゴ 頁 悟 ii o— 一一 一 〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 
う、 良 悟 字は 無 得、 俗姓は 山 口 氏 岩 代會津 の 人な-^、 甫め 
て 十四 歲天寧 寺の 忠恕に 投じて 薙染 し、 出て、 黃樂 山に 上り 
木菴に 見ぇ， 隱元を 松隱 室に 拜 す、 延寶 元年 潮音 禪師大 慈 館 
林 二 寺に 禪風を 揭 r、 師良 高と 共に 牲きて 之を 從 a 參究 怠な 
し、 又 宇治田原の 月 舟を 訪 a て 偈を呈 し、 負享 三年 加 賀實性 
寺 明 州の 招に 應して 其 席を 繼 く， 晚 年長 門大寧 寺の 法 泉菴に 
住し、 深く 門戸を 掩 ふ、 寬保二 年 五月 二十 三日 寂す、 壽 九十 
二* 臘七 十九、 弟子には 海淋 、獨 橋、 無 聞、 無隱等 六十 二人 ぁう 
著作 語 錄二卷 、及 a 洞上佛 祖源 流賛 世に 傳 ふ、 

及 3 丨コー ー艮祖 ハ ( — ) 〔浄土宗〕 下野 圓通 寺の. 第 十 
二 代な 6、 良 興は 天 蓮 社 炎 雪と 號す 、其 俗姓 生國詳 かなら 
ず、 良迦に 師事して 淨土 業を 修めて 其 法を 嗣 ぎ、 法 兄 良應の 
後を 繼ぎて 下野 芳賀郡 圓通寺 第 十二 代と なう、 盛んに 所 承の 
學を弘 む、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 高弟に 良 賢 良燈の 二人 ぁ 6、 
(淨 土總 系譜) 

妙ヨー コ ー ー艮興 二 j 一四 三 〔淨 土宗〕 磐 城 專稱寺 第 九 代な 
り、 良 興は 源 蓮社理 順と 號す 、良 大 に 師事して 法を 嗣 ぎ、 
法 兄 良 潜の 席を 繼 ぎ專稱 寺に 主と なる" 天 正 十一 年 八月 二十 
九日 寂す、 壽缺 く、 嗣法四 人良緣 、良穩 、良 故、 良敎 乙れ な 
う、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ーコー 良 興 (一 hi  1 C 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 別當 
なり、 良 興は 其 俗姓 牛 國詳 かならず、 出家の 後 良辨に 師事して 
華嚴 を學び 、天平 寶字五 年 東大寺 別當に 任ず、 寂 年 及壽缺 く、 
(東大寺 別當 次第) 


\ 


( 七 七 一一） 


書辭 名人 家佛 本日 


リヨ In 1 莨高；一-吾、狀 〔曹洞 宗〕 備 中西來 寺の 中興な 
ゥ， 良 高 字は 道 山、 號は德 翁、 武藏 江戸の 人、 俗姓は 藤 原 氏 
宇都 宮の 族、 母は 大曾根 氏の 出な う、 十三 歲 吉祥 寺 離 北 重に 
投して 童子と なう、 十五 歲薤髮 す、 游 方して 遠 江の 初 山に 到 
り獨湛 に 見み ぇ、 明年 黃檗山 木菴に 依りて 大戒を 受け、 去う 
て 輿 禪寺月 舟に 參 し、 又蔭凉 寺鐵心 に 就き 後 鄕 里に 皈へ り、 
舘 林に 至 6 澈 音に 參し 、入室して 印 可を 蒙む る、 時に 二十 五歲 
なり、 尋て 瑞聖 寺に 牲き 再 a 木 菴に見 ゆ、 翌年 秋 月 舟の 加 北に 
化を 布く と 聞き 禮 謁し 服勸 する {三年、— 林に 入うて 再 a 潮 
音に 見 ゆ、 延寶八 年 桑 山 南 針禪師 特に 師をそ 0 寺に 招きて 分 
座說 法せ しむ、 天 和 二 年 正 泉 寺に 住す、 翌年 月 舟を 禪定 寺に 
省し、 衣 法 並に 永平戒 本を 付せられ 總持 寺に 升う、 又 正 泉 寺に 
歸 る、 時に 備中定 林 寺虛席 あり、 出 羽の 刺 史水谷 氏 師を聘 して 
之に 補せ しむ、 久しから すして 加 賀本多 政長迎 へて 大乘 寺を 
主と らしむ、 元 祿九年 退きて 備中明 崎に 居 6、 同年 秋 新見府 
に西來 寺の 古趾を 得て 之を 重 興す、 府主關 道 空 居士の 歸依最 
も 深し、 玉 島の III 通 寺、 矢 野の 寵洞寺 •永 壽 寺、 武 藏德昭 寺、 
起 前 慈 雲 寺 等は 皆 師を 開山に 延 く、 寶永 三年 秋圓通 寺に 歸へ 
6、 明年 秋 美 濃大慈 寺に 化を 助く、 同 五 年 冬播磨 久學 寺に て 

病み •翌年 春 [Ml 通 寺に 歸 へり、 二月 七日 寂す、 壽六 十一、 臘 

四十 六、 西來 寺に 塔す、 遺偈に 日く、 大地 山河、 一堆 塵埃、 

今日消諶，分叫沒 „,. 跑、咄、著作續洞上諸祖錄、語錄等あう、 

(日本 洞 卜聯 燈錄) 

リヨ ーコー 頁 杲ニニ 七 二 〔淨土 宗〕 磐 城專稱 寺 第 十一 代 

f、  良杲は眞蓮 |1'| 羅冏と號す、良拾に師事して法を嗣ぎ 


後 席を 繼ぎて 專稱 寺に 主と なる、 慶長 十七 年 六月 一日 寂す， 
壽缺 く、 法嗣 一人 あ 6 良性と 云 ふ、 (淨土 總 系譜) 

リヨ-- コ ー 頁 光ニ ニ - tr: /v: 〔浄土宗〕 山城 淨華院 第三 十六 
代な り、 良 光 字は 牛 越、 出家して 良 安に 淨土钤 を學び 、嗣 
法の 後 淨華院 に 主と なる、 元 和 四 年 七月 二十日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

リヨ ー コ1 頁 光  モン ショレ 聞證 VJ 見ょ* 

9 2 In!  | 艮廣二 •二 •五 四 〔淨 士宗〕 奥州 德林寺 開山な 
う、 良 廣は乗 蓮 社と 號 す、 下總の 人、 良憲に 師事して 淨 七 
敎を學 び、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 奥州 前 原に 德林寺 を 創して 所 
承の 敎を弘 む、 文祿 三年 二月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜) 

リヨ ー ゴン | 艮欣一 _: =:■ 一 —: 一  j  〔淨 土宗〕 陸 前大念 寺の 開山な 
う、 良 欣は心 蓮 / n-i 察 眼と 號 す* 良 拾に 師事して 淨土殽 を學 
び 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 仙臺佐 沼大念 寺の 開山と なる、 天 正 元 
年 五月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ゴン ー艮欣 二三 二 •一 •一一. 〔淨土 宗〕 陸 前生 因 寺の 開山な 
う、 良 欣は厭 蓮 社と 號 す* 奥州 八 塚の 人、 良 勝に 師事して 
法を 嗣ぎ 、仙 臺に生 因 寺を 開く、 寬文 三年 八月 二日 寂す、 « 
缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ゴン 頁嚴 1 一一  1I S 〔天台宗〕 山城 正 敎院の 僧な 
う、 良嚴 字は 靈玉 、•上野 群 馬の 人、 長 野 信 濃 守 業 政の 裔な 
う、 首め 奈 良に 遊び 法相を 大同 房に 學び 能く 玄旨を 禀 け、 寬政 
五 年顯道 和尙に 投じて 衣鉢を 受け、 顯密を 精硏 す' 六 年 害 土 山 
に留 錫して 宗學 研究の 餘暇嘥 識百 法論 等を nr じ、 此冬 上野 下 


リ 31( 良) n  リ Tnl (良) n 


書辭 名人 家佛本  日 


(八 七 一一） 


リヨ—. 良. サ 


野 等に 遊 化す' 甞て金 光明 最勝王 經を讀 む ふ 數百卷 、乃ち 其會 
を 結ぶ、 又 不動 尊 八 千枚燒 供を 修 する 五 遍 、大 般若經 を謄 する 
二百 餘卷に 至う、 亨和 元年 顯 道の 志を 繼き 菩薩 戒經 會疏を 校 
して 梓に 壽す 、二 年 武藏心 光 院に寓 して 四敎儀 集註を 講し 、此 
歲冬園 城 寺に 掛錫 す、 文化 元年 冬 實相門 主の 禮請 にょり 正敎 
院に 主と なう、 觀音 W 疏 記、 十 不二 門指耍 鈔、 即身義 等を 講ず、 
二 年 法 雨 律師を 請して 戒師 となし 圆頓大 戒を受 く、 三年 園 城 
寺に 法 華 畧疏を 講じ、 五年洛 西に 四 敎義儀 集註を 講ず、 文化 
十一 年 七月 疾に罹 6 二十 九日 寂す、 壽七 十三、 師 生前 講懺の 
暇 詩を 好み 又 能く 和歌を 吟 す、 稿 あり 風烟遺 塵と 云 ふ、 著作 
菩薩 戒經會 分陰鏍 、四敎 儀 集註 分 陰錄 、觀 音玄疏 講錄補 、各 
三卷 、法相 義 分陰錄 二卷 •■止 觀 大意 分陰錄 、不動 和讃 、同淺 
略抄 、觀音 和讚、 同 海 滴抄各 一卷等 あう、 (顯道 和 上 行 業 記} 
リヨ ー サー艮 佐 (二 〇四 〇) 〔臨 濟宗〕 京都 寶憧寺 第二 代な 
P、  良 佐 一に 周 佐 R 作る、 字は 汝霖 、俗姓 藤 原 氏 遠 江 高 園 
の 人な 6、 少 にして 出家し、 徧く講 席に 遊び 宗說該 通し* 兼 
て 詩文 R 通し 聲譽 あう、 應安 元年 絕海津 と共に 明 (C 入 6、 蘇 
州 承 天 寺の 記 室と なう、 尋で 五山の 諸老 と共に 鍾山に 入うて 

大藏 經を點 校す、 學者 文人に 逢 a て 詩文を 磨き 翰林 學士 宋景 

濂師の 文章を 賞して 其 終 6 に 蹑 す、 太 祖師 及び 絕 海を 召して 

態 野 三 山の Z1 とを 問 a 恩賜 甚だ 渥し、 洪武 九年强 海と 共に 皈 

朝す、 將 軍義滿 使を 和泉堺 に 遣し* 師を迎 へ 要して 法を 普 明 

國師に 繼 かしむ、 康曆二 年 赤松 義 則の 請に 應し播 磨の 法 雲 寺 

R 開 堂す、 此年義 滿覺雄 山寶幢 寺を 建て 普 明を して 開山と す 

仍ち師 命せられ て 席を ? lli し， 後 幾何 もな くして 寂す、 壽缺 く、 


リ 3 ! 二 a ) ザ 


(延寶 傳燈錄 •本朝 高僧俜 ) 

ilf  頁 哉 ( ： r.) 〔臨 濟宗〕 三 河苹嶽 寺の 禪僧 
な*^、  良 哉は 尾张の 人、 出家して 日向 大 光寺 古月材 禪師に 
參 し、 後駿河 R 下 6 白隱 鶴 R 謁す、 鶴禪師 一見して 日 ふ、 文 
珠來れ 6 と、 數 年の 間 其 下に 留 6 支 奥を 究め 許可 せらる、 後 
三 河華嶽 寺 R 住して 宗風 を擧揚 し、 尋て 日向に 往き 再び 古 月 
材 乞 問 ひ 唱和の 詩 あう、 近 江 大圓院 の 請 R 應じ大 慧禪師 の 書 
を 提唱す'  開 題の 偈 あ-^、 日ふ活 捉錦囊 獅子 兒 、虛空 背 上 無 
-I /V 騎ハ大 湖 三 萬 頃 秋水 ゝ一、 碧渺 漫月滿 時、 後圆 山宗德 寺 {C 寂 
す、 詩 偈 數首傳 ふ、 維 長 維 短 松千樹 、或 曲 或斜竹 一叢* 不レ許 
人來 成，- 境會 (鳴 i 鐘 僧 立 夕陽 中 (華 嶽寺) 、鐵 錫不 ，曾 誤，- 再來 1 
參陽 人事 字 良 哉、 骨 淸 堂上 捲 簾 坐、 雨後 靑山 雲霧 開、 (再 謁古月 
材禪師 X 近世 禪林僧 寶傳) 

リヨ ー サク 良 作 ii 5i 〔曹 洞宗〕 山城 心性 寺の 禪 僧な 
う、 良 作 字は 坦 山、 號は覺 仙、 別 號鶴巢 と 云 ふ、 磐 城 平 藩 
士新井 勇輔の 長男な う、 文政 二笫 十月 十八 日を 以て 生れ、 十 
五 歲江戶 R 出 遊し" 昌平 校 R 入う" 兼ねて 醫術を 修む 、二十 
歲 R して 榮 禪和尙 R 遇 S 始めて 佛敎 R 意を 傾け 出家す、 風 外 
禪師 R 謁し 印 可を 受け、 京 璨禪師 の 法を 嗣 く、 後 京師に 遊び 
小淼某に遇.ひ、两洋の科學を聞き、其實驗を主とするを見て 
大 R. 感 すると 乙 ^ あ'^'、 他日 佛敎を 難す る 者は 科學 なる へし 
となし 窃 R 意を 用 ゆ、 尾 張 八 事 山 R 登う 正光眞 人を 問うて 仙 
訣を受 け 乃ち 江戶に 飯 6 書を 著は して 一家の 見を 主張す、 佛 
仙 社を 結び 學 徒の 爲め R 講演す、 安政 二 年 永 平 寺 R 瑞 世し、 
翌 三年 山城 心性 寺に 住す、 幾 もな く # 務を辭 し 退 休す、 明治 


( 九 七  一 一 0 


C  辭 名人 家  沸 本  日 


五 年 官敎導 職を 置く に 方り、 師 累進して * > 敎正に 至る、 十二 
年 帝 國大學 始めて 印度 哲學科 を 置き 師擢 てられて 講師と なる 
十八 年 學士 會院會 員に 選は る、 二十 五 年曹涧 宗 管長 缺 くるに 
あた 6、內務省の命にょぅ宗務を攝理し、且つ曹涧宗大み..林總 
監 となる、 同年 七月 flc; 臥し、 廿 七日 俄に 筆 5: 走らせて ['M 方に «- 
を 發し 、老 钠即 
刻 命 終 云々 を 記 
し、 報告し 了 6 
泰然 白 髭を 燃て 
寂す、 壽七 寸 四、 

師大忭 詠 謔にし 
て 小事に 拘泥せ 
す、 數： 奇言奇 行 
人 |: 驚 かせ 6 、 

1!: : 丄 (十 初 度に 詩 
を 作て 日 ふ、 n;] 

:l t!i 己 卯 冬、 RI JJ 
tr • 五日、 甲 子 一 
冏前 、坦 山此世 

出、 と、 人 あ 6 問ぅて 日 ふ、 此れ 何 忭なる か、 師日ふ 、帳簿 胖 

なぅ、 著作 首楞嚴 講義 六卷、 無 m 論 、 心： £ 論 、 惑 病同收 論、， 腦脊 

異砵論 •心性 實驗錄 、老婆 新說 各一卷 あ- (碑文、 香亭 雅談} 

リヨ ー サツ 頁 察 ニー ニ 八 淨土宗 」 磐 城專稱 寺 第 四 代な 

う、 良容 は頓 蓮 ilrl 恕 M と號 す、 專稱寺 良鑒に 師事して 淨土 

宗を學 び、 遂に 其 席を 繼 r、 應仁二 年 四月 二十 六日 寂す、 壽 


リヨ— (良) サ 


缺 く、 門 1' に 良處あ 6、 ( 淨土總 系譜) 

リヨ ー サン I 艮讀 1 〇〇 衫灿 〔天台宗；, 近 江 園 城 寺の 學僧な 
う、 良讃 俗姓は 藤 股 氏、 家 尹の 子な 6、 十五歲 剃 髮 此 具し 
良瑜道 意の 二師に 就き， 十六 歲 直に 法眼 和 尙に叙 し、 公武 修 
法の 功 {C よう 大小 僧都 及 a 大僧正に 任せら る、 正 長 元年 六月 
勅して 阿闍梨 二人を 積善 院に 賜 a 、 永 亨五年 本 寺の 別當 とな 
る、 永 亨七年 六月 廿 九日 寂す、 壽五 十七、 (三 井續燈 記) 

リヨ ー サン 茛算 ( . 〕 〔眞言 宗； ，大和 葫嶽 寺の 僧な 

P,  良 算は關 東の 人、 南北に 遊學し 常に 法 華を 誦す、 後金 
峰 山に 登- N、 蘚嶽 寺に 居うて 專ら法 華を 持す、 寂 年 及 a 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傅) 

リヨ！ サン | 艮讀 _: コ oi tL: 〔淨 土宗〕 岩 代 一乗寺の 開山な 
う、 良讃は 覺蓮社 格 傳と號 す、 常 陸 笠 間の 人、 出家して 良 
信に 淨土敎 を 學び 、遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 會津に 一 乘感應 二 寺 
を 建て、 開山と な 6、 盛んに 所 承の 敎を ，弘む 、正 保 二 年 十一 
月 二十日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ーサン 頁 山 ギョ  -ク 7 ン行 觀を昆 よ、 

リヨ— ジ ー艮豸 r . 〕 〔眞宗 〕 近 fr 錦 織 寺 第 十五 代な 

良 慈は 廣橋前 内大臣 豐忠の 季子に して、 京 極 家 仁 親王 
の 猶子た 6、 ( 本願 寺 通紀 } 

リヨ ーシ ツ  | 艮室  H  I コン 榮欣を 見よ、 

9ヨージ ツ j 艮 1 貝 —: H: .  一 - t 〔淨 土宗 U 磐 城 專稱寺 第 十三 代 
なう、 良實は 眞 蓮社靈 達" 又は 無 導と 號す 、良性に 法を 嗣 
ぎ 專稱 寺に 主と な 6、 又 州の 信 夫 郡に滿 願 寺を 搠して rrj 山と 
なる、 明 曆 三年 七月 二十 七日 寂す、 嗣 法の 弟 孑に 良 本 あ 6、 

9 3 1 ( 良) サ — 5? 


書辭 名人 家佛本  R 


及 2' ?  ( a v 


(淨 土總 系譜) 

リヨー シン ー 艮心 . - L 八 H: 〔淨 土宗〕 下 總正定 寺の 開山な 
う、 良心 字は 持 阿、 武藏埼 玉 郡 藤 田の 人、 小 太 郞刑部 行 重 
の 子な う、 幼に して 良忠 上人の 弟子 性 眞 R 師事し、 弘安六 年 
尊觀に 謁して 宗義を 受け、 同 九 年 京師に 上う 始めて 良忠 上人 
に 謁す、 尋て 上人 R 隨從 して 寅 下し、 鎌倉秩 父に 歷游 す、 遂 
に 性 眞 ょう 手 印 脉譜を 受く 、時に 廿七歲 なう、 高聲寺 第二 代 
となる、 正 和 三年 下 總葛飾 古河 大野 正定 寺を 開く、 後ち 藤 田 流 
の 本山と なる、 導て 小 福 田 村に 無量 壽寺を 開き 土 塔を 築造し 
て 傳 ふると 乙ろ の 秘決を 藏す 、因て 世に 良 忠の門 流を 土 塔 流 
と S ふ、 尋て同 内 木 村 將修寺 上總中 野の 神 光寺を 開く、 元亨 
三年 六月 五日 寂す、 著作 傅 通 記 授决敛 (藤 田鈔) 等 ぁう、 (淨土 
總 系譜) 

り ml シン I 良心 r:: 二 七 四 〔淨 土宗〕 奥州 天德 寺の 中興な 
う、 良心は 光 蓮 社 閑 空と 號 す、 奥州 行方 郡の 人、 俗姓は 安 
部 氏な う、 出家して 良性に 事へ 遂 R 其 法を 嗣ぐ 4 後弘 前天德 
寺の 廢頹を 與して 其 中興と なう、 慶長 十九 年 七月 寂す、 世壽 
缺 く、 ( 淨土總 系譜) 

リヨ ー シン ー良 信 a 一一 f 一)  信 濃の 醫僧 なう、 良心は 

信 濃の 人、 俗姓は 秦氏 、父 久秋左 近將監 となる、 師 詞藻を 善 

くし 又醫に 通ず. 文明 五 牮 畠 山 義統の 命を 受けて 朝鮮に 往 き、 

和 氣丹波 二 宗甞て 用 ふる 痛 疽八 穴の 灸法及 神應經 を傳て 皈朝 

す、 寂 年壽缺 く、 (皇國 名 醫傳) 

9 ヨ ー シンー 艮信 一一 〇八五 〔淨 土宗〕 越 前 西 福 寺の 第二 代 

なり、 良 信は 越 前の 人、 出家して 良 如に 法を 受 く、 頭 密に通 


F 3 ? -— N 良) シ 


ず" 道化 盛な 6、 應永 三十 二牢正 月 二十 五日 a す、 壽詳 なら 
ず、 (鎭流 祖傳、 淨土總 系譜) 

リヨ ー シンー 良 信 一ー ニ ぁえ 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 十五 代 
なう、 良 信は 深 蓮 社 住 關と號 す、 俗姓は 玉 造 氏 常 陸 田木屋 
の 人な 出家して 良 定に淨 土 敎を學 び、 遂に 其 法を 嗣ぎ江 
戶幡隨 院の學 頭と なう、 後 下野 那須郡 鳥 山に 善 念 寺を 御して 
開山と なる" 又圆通 寺に 住 じ 盛んに 所 承の 敎を弘 む、 寬永十 
六 ^ 五月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 譜) 

リヨ？ シン I 艮信 —  l ei A; 〔淨 土宗〕 陸 前遍照 寺の 開山な 
6、 良 信は 深 蓮社靈 殘と號 す、 俗姓は 加 藤氏 岩 代の 入な う 
出家して 莨 性に 淨土敎 を學び 、其 法を 嗣ぎて 後 仙臺に 遍照寺 
を 開く、 寬文九 年 某月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー シン 莨 信； j o: 八 •五 (淨 土宗) 越 前 法 福 寺の 開山な 
ク， 良 信は 越 前の 人、 其 俗姓 詳か ならず、 出家して 良 如に 
師事し、 其 席を 繼ぎて 敦賀西 福 寺に 住す、 後 州 R 法 福 寺 寶治院 
を 癖して 開山と なう、 應永 三十 二 年 正月 二十 五日 寂す、 (淨土 
總 系譜) 

リヨ！ シン 良 信 1 =o —tt AA 〔曹 洞宗〕 薩摩龍 雲 寺の 開山な 
6、 良 信 字は 心巖 、日向の 人、 俗姓 惟 宗氏淸 和 帝の 裔 なう 
幼に して 良 山 和尙に 依'^ 4 雄髮受 具し、 ^ I 翁 勺邦禪 問に ^ 事し 
硏究 三年、 遂に 衣 法を 付 せらる、 長祿 二年薩 摩福昌 寺に 主と な 
う、 遷りて 龍 泉 寺に 住す" 寬正 三年 島津氏 新に 寵雲 寺を 築き 
師迎 へられて 開山と なる、 應仁二 年 七月 廿 一日 寂す、 壽 七十 
一、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

リヨ 1 シン | 艮眞二 ro sg 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 僧な 


(ー ベー ー  J 


書辭 名人 家佛本  日 


久 良眞號 は圓融 と云ふ •源 31!! 輔の子 光孝 天皇の 後裔な 6 
比 叙 山に 登う 座主 慶命 に學び 後 僧正 明快に 嗣 r. 永 保 元年 秋 
勅を 奉して 延曆 寺の 座主に 任ず、 承曆 元年 白 河 帝の 詔に ょ 6 
儲嗣を 祈*^ 明年 太子 誕生す、 帝大 に W- びて If 正に 任ぜら る、 
寬治五 年 大僧正に 進む、 六 年 冬 寺 内 騷擾 せる を 以て 京師に 退 
居す、 七 年 八月 II! 徒數 千師 の住戾 を 燒 破す、 永 正 二 年 五月 十 
三日 寂す、 壽七 十一、 (本朝 高僧傳 し 
リヨ ー シン 莨 一 一具 •一 ^. : t ^: 〔臨 濟宗〕 山城 東 山の 禪僧な 
6、 良眞號 は 無 相、 俗姓 生國 共に 不詳、 一山 國師 に 師事し 
て 禪を傳 へ、 國師 の滅後 華 頂 山中に 菴坑 す、 諸方の 名刹 請へ 
どち 應 せず、 平生 法 華經を 讀誦し 六 萬 部 V 終 ふ、 道行 高く 衆 
庶の歸 依を 受 く、 後法樂 寺に 遷 居す、 淸拙和 尙偈を 送うて 日 
ふ、 七十 年頭 心已 安、 隨 ，方 去 住 似 =- 雲 閑'  又 携，- 華 頂 千 m 翠ハ 
藏= 向 深深 淸水 山 -- ■* 晩年 華 頂 山中に M 6 志操 始終 一の 如し、 曆 
應二年 二月 十 n 寂す、 壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳 j 
リヨ-- シン | 艮 置； ( 一九 四 一〕 〔臨 濟宗〕 山城 靈鷲 寺の 禪僧 
な-^、  良 眞號は 夢 嵩、 時人 稱して 靈巖と 云 ふ、 奥州の 人、 初 
め敎 門に 學び 後禕 門に 投じ 一翁 豪に 師事す、 後佛 光禪師 に 師 

事し、 尋て 京師 東 福 寺に 登 6 大明 國師普 門に 依う 典 座職と な 

る、 國 師の禪 席に 侍して 屢問 難を 致す、 其 徒 乙れ を嗛む 、良 

眞 去りて 靈巖 寺に 屛 居す、 大和 國西園 寺 實衡師 の 枯澹を 愛し 

• ^ :-. ;:)：して法 -^ 1 -1: 談す、因て靈 ?'- 山 :: 小廬を ^ ^3居らしむるに 

問 學の徒 常に 座に 溢る、 一日 病な く 沐浴 新 衣し 諸 徒を 召し 日 

ふ、我今日行かむ汝等努力せょ、と、偈を書し寂す、其年時 

缺く 、注 嗣 is] 淨良忠 あう、 (延 寶傳 燈錄 、本： 萵僧傅 ) 

11 ノ 3 ***  (良，}、 ン 


〔考〕 良 眞は弘 安の 頃の 人な う 
リ 3 1 V ン l A lj M ヶン チョ— 兼 澄 ^ 一見よ、 

リヨ— シン 頁 I 艮  サィ グヮッ 西；！！： を 見よ、 

リヨ ー シン 頁 進  キョ-ザ ン鏡殘 を 見よ、 

リ ヨー、ン ン ー艮深 j A-t i? 〔淨 土宗〕 山城禪 林 寺の 第 十三 
代な 良 深 字は 珍 海と 云 ふ、 藤 M 基 光の 子な うと 云 ふ、 
出家して 醍醐の 禪那院 に 入 6 三論 眞言を 學び 、後淨 土 宗に皈 
し 禪林寺 十三 代と な 6、 淨土敎 を 弘 通す、 師佛 書を 善くし、 
其 製作は 皆 神品と 稱 せられ 珍 海の 名大に 聞 ゆ、 永 萬元牢 十月 
十五 日 寂す、 壽七 十九、 著作 决 /£ 牲生 集二卷 、菩提心 集 一卷. 
淨土 私記 二卷ぁ 6  ( 禪林寺 歴代 記、 名 書拾彙 、鑑定 便覽 、蓮 
門 經籍錄 ) 

リ n  丁 シン 莨 深 ^ fj r ■眞言 宗〕 山城 東 寺 二 十九 ^ の 
長者 法務な 6、 良 深は 京都の 人、 花 山 帝 第二 子 中 務莉王 照 登 
の 子な う、 禪林寺 深覺夭 僧正の 室に 入うて 剃 髮し 、座 院僧 
都 深觀の 法を 受けて 高足と なる、 恒に 石山 寺に 在うて 其 肱 ^ 
を 喜ぶ、 禪觀 熟して 聲譽 高く 乃ち權 少 僧都に 任して 朿寺 二十 
九 代の 長者 法務と なる、 康平二 年覺源 座主を 禮して 醍醐 山 流 
の灌 頂を 受け 其 脈を 傳 ふ、 承曆 元年 八月 二十 四 U 寂す、 壽五 
十九、 (續 傳燈 廣錄) 

リヨ ー シユ R 守… 一三 九 〔淨 土宗〕 奥州 九 品 寺の 開山な 
う、 良 守は 善 蓮 ® b 觀 茂と 號 す、 奥州 岩 前 郡の 人な $、 初め 
禪宗に 入うて 出家せ しが、 後 浄土宗に 入うて 良 潜に 師事し 遂 
に 其 法を 嗣 ぐ， 又專稱 寺圓 通寺傳 通院の 間に 勤學 し、 州の 磐 前 
郡に九品寺を開き盛んに所承の學を弘む、天正七年正月十二 


リ 3 1( 良)、 ン 


書辭 名人 家佛 本日 


C 二八 一ー  ノ 


リ彐丨 (良) シ 


U 寂す、 壽缺 く、 門下に 良 相 あ ( 淨土總 系譜) 

9 3 1 ジユ  j 艮 1 着  一 .j  一一 - b 六 〔淨 土宗 V—/ 岩 代 善性 寺の 開山な 
う、 良壽は 淨蓮社 可 眞と號 す、 俗姓は 岡邊氏 奥州の 人、 出 
家して 良 潜に 法を 嗣ぎ 、二 本 松 {C 善性 寺を 開く、 元 和 二 年 11: 
月 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

9m! ジユ 頁 害 7 . ) 〔曹 洞宗〕 下總總 寧 寺の 禪僧 

なう、 良壽 字は 萬 極、 巨 海 良 達に 師事して 旨を 得、 結 城の 安 
穩寺 R 住し 下野 成 高大 應兩 寺に 歷 住す、 次 {C 幕 命に 依 6 下總 
總寧 寺に 住し 最乗 寺を 兼 持す、 寂 年 並に 世壽缺 く、 法 嗣鐵山 
林說 あう、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー ジユ ー炅授 三 四 〔淨 土宗〕 岩 代稱名 寺の 開山な 
6、 良 授は法 蓮 社と 號 す、 奥州 岩 代の 人な 6、 良 信に 師事 
して 法 ^ 嗣ぎ 州の 築 川に 稱名 寺を 開く、 永 祿七年 二月 八日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ I シユ ー 頁秀一 三 六 0  〔淨 土宗〕 磐 城 專稱寺 第 十四 
代な う、 良 秀は靜 蓮社慧 玄と號 す、 出家して 良性に 淨土敎 を 學 
び、 法 兄 良實の 後を 嗣ぎて 專稱 寺に 主と なる、 慶長五 年 五月 五 
日 寂す、 壽缺 く、 嗣 法の 弟子 三人 あり 良 曉良求 良 圆と云 ふ、 

(淨 土總 系譜) 

リヨ ー シユ ー  ー艮秀 ( . ) 〔淨 土宗〕 山城 淨華院 第 十 

一代な う、 良秀 字は 僧尋 •其 鄕貫詳 かならず、 出家して 等熙 

僧正に 法を 嗣 ぎ、 淨華院 R 主と な 6 後金 戒 光明寺に 遷う盛 ん 

に 所 承の敎 を弘 む、 寂邙 及壽缺 く、 嗣 法の 弟子 良尊聖 深の 二 

人 あ- OS、 (淨 土總 系譜) 

及 ヨー、 Mi  i  一艮秀 ( . ) 京師の 書 僧な 6、 良秀 


9 3 丨 (良) V 


11 其鄕 貫詳 かならず、 # て 居 宅 火 ^ {C 權う 、火 焰昇 るを 見て 
+動 尊の 火炎を 蠡 くを 知る、 故 ic 師の 書きし 不動 後世に 至る 
まで 珍琯 せらる、 (本朝 書史) 

リヨ ー シユ ー  I •良 拾 二〇六 S  〔曹 洞宗 ：一 備 中永祥 寺の 開山 
f、  良奔字 は 實峯 、能 登の 人 俗姓 不詳、 總持 寺の 峩山紹 
碩 R 參し 容易 R 悟る 能は ず、 諸方 {C 遊歷し 再び 總持 寺に 歸う 
隨侍十 餘年其 杖拂を 受け 養壽 寺 {C 住す、 能 登の 大守 其定 光寺 
を 創し 帥を 其 開山と なす、 道 # 高く 勅に 依- ^總持 寺に 主と な 
る、 備屮の 檀越帥 を 請して 永祥 寺を 開かし む、 應永 十二 年 六 
月 十二 日 寂す、 世 壽缺 く、 法 嗣綱 菴性宗 、悅堂 常 # 、 中 門 見方、 
一天 玄淸 、貝 林侑籍 、天 等 一祐、 明 窓 妙 光の 七 人 あり、 著作 
語錄 あう、 (日本 洞 上聯 燈錄'  .ノ- 

リ  3  1  シユ  _  頁 拾 ニニ 六 一 〔淨 土宗〕 磐 城 專稱寺 第 十代 
なう、 良 拾は 曉蓮社 受得 、又は 即 到と 號 す、 出家して 良 潜に 
事へ 遂に 其 法を 嗣 r、 專稱 寺 R 主と なう、 慶長六 年 二月 二十 
六日 寂す、 壽缺 く、 嗣 法の 高弟 三人 あう 良欣良 盛良杲 乙れ な 
う、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー;、 ンユ ー I 艮從二 -o l£ 〔曹 洞宗〕 薩 摩福昌 寺の 禪僧 
f,  良從 字は 龍 室、 薩摩 伊集院の 人' 俗姓は 源氏 村 上義國 
の 後裔な 6、 甫めて 九 歲同國 福 昌寺心 巖に投 して 童子と なう 
十六 歲祝 髪す’， 翌 2--. 心 巖越 前寵泉 寺に 移る に 方り 師亦 侍從 す、 
後 諸方 (C 偏 參し闢 雲 寺に 到うて 英巖に 見 ゆ、 應仁二 年 心巖寂 
せし かば 師鄕 里 R 歸 へう、 後泰雲 守琮に 謁し 三 歲を經 て 石屋 
の 法衣を 付 せらる、 明應 三年 泰雲能 登總持 寺 R 住す、 師其化 
を 助く、 文龜元 はは 津侯師 を 請して 福昌 寺 {C 主たら しむ* 住 


、 二へ  ~ 〇 
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持す る M と 四十 年 道化大 に 振； 5 勅 賜 紫 衣 及 a 大通德 光禪師 の 
號を拜 す、 時に 永 正 六华 二月な う、 同 十 年 十二月 五 □寂す、 
壽七 十七、 臘 五十六、 法 嗣天洧 宗津 ぁう、 (日本 洞上聯 燈錄) 
リヨ！ S? ュ S 一 艮 iy.'-l チ ケン 日 賢 1: 見よ、 

リ 3 1 シュク  | 艮叔  シヨ-キョ- 聖慶を 見よ、 

リヨ！ シュン 頁 俊  一一 AA Ji 〔天台宗 ^ 近 江 園 城 寺の 僧な 
り. 良 俊は 文章 博士槳 實の 子" 出家して 良慶に 就て 天台の 
宗 義を學 び、 建久 五年眞 圓に隨 つて 灌頂 壇に 登る、 後圓 也 R 
侍し 台密兩 宗 の義を 聞き、 敕に よう 少僧 郡 (C 任ぜら る、 又大 
堂 立 義並初 問を 11 め、 建 保 五 年 六月 題 者と なる、 承久 元年 二 
パ 十四 H 寂す、 壽五 十七、 (三 井績燈 記) 

リヨ ー ジュン I 艮順 C:. 〕 〔淨 土宗」 下野 圓通寺 第 六 
代な 6、 良 順は 旭 蓮 社 養 春と 號す 、法を 良鑀 に嗣 ぎ、 其 席 
を繼 ぎて 下野 芳賀 郡大 澤衬圆 通 寺に 主と なる、 寂 年壽缺 く、 
辤作一 夏 百 條論ぁ 6、 ( 淨土總 系譜) 

リヨ ー ジュン I 艮順二 〇: 六 九 〔淨 土宗〕 相模 光明寺 第 四 代 
なう、 良 順は 圓 蓮社聖 滿と號 す、 出家して 良 譽定慧 上 A に 
就て 法を 嗣ぎ 、鎌 倉 光明寺に 住し、 後 勝 願 寺に 移 6 第 四 代と 
なる， 應永 十六 年 五月 二十 六日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ジュン ー良 _  ュ—シ ュ-融 秀を 見よ、 

リヨ ー シヨ ー 艮處；  一：  一 s: o: 〔淨 土宗〕 磐 城專稱 寺 第五 代な 

う、 良 處は映 蓮社諦 阿と號 す、 專稱寺 第五 代 良 察に 師峯し 

て 淨土敎 を 修め、 席を 繼ぎて 專稱 寺に 主と なる、 延德二 年 

二月 二日 寂す、 壽缺 く、 門下の 高足に 良大 あう、 (淨 土總系 

譜) 


リヨ 上 良.)、 ン 


リ ml;、 ン 3 頁 助 (一九 五 九) 〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 座主 
なり、 炱 助は 龜山 法皇の 皇子、 尊 助 法師を 師 として 宗義を 
學び 、正 安元铒 天台 座主に 任ず、 寂年缺 く、 (天台 座キ記 ) 

9  31、 ンヨ ー  | 艮勝 ( . ) 〔淨 土宗〕 陸 前悟眞 寺の 開 

山な う、 頁 勝は 其 鄕貫詳 かならず、 良罐に 師事して 淨土敎 
を 修め 仙 臺悟眞 寺の 開山と なる、 寂年缺 く、 嗣法の 弟子に 良 
欣 ぁう、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー シヨ： 莨 勝； j o: -t: ;j  〔浄土宗〕 下野 慈眼 寺の 開山 
な 6、 良 勝は 寂 蓮 社 性 音と 號 す、 奥州 山 崎の 人な 6、 良榮 
.に 師事して 淨土敎 を學び 、下野 木幡 村 R 慈眼 寺を 御して 開山 
となる、 應永 十九 年 三月 一日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ！ シヨ！  一艮勝 ( . ) 〔眞言 宗 U 山城 勸修寺 蓮 光 

坊 の阿闍 梨な う、 良 勝 字は 蓮 光と s a 、 櫻 町 ^ 一位， 重 士ン律 
師と稱 す、 藤 原 左府從 一位 道 良の - f なう、 幼に して 金 峰 山の 
天 先達と なう、 嚴覺の 病床 R 侍し 其 心 印を 付 せらる、 之を 寅 
時の 印 信と いふ、 其 寂 年を 知らず、 付 法の 弟子 良弘 、行 心、 寶勝 
義圓 、舜嚴 、滿 意、 寶 任の 八 人 ぁう、 (後 傳燈 廣錄) 

リヨ ー シヨ ー  I 艮聖 (ニニ 九九) 〔淨 土宗〕 京都 法 林 寺 第三 
代 f,  良 聖は閑 蓮 社貞寵 、又は 中觀 と號 す、 良 仙に 師事 
して 淨土敎 を學び 、其 席を 繼ぎて 法 林 寺 {C 住す、 寂 年 及壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

9 ヨ ー シヨ ー ー艮淸 01 三 一四) 〔淨 土宗〕 奧州大 念 寺の 開 
山な う、 良 淸は淨 蓮社受 覺と號 す、 岩 代の 人、 出家して 良 
厭 良 靜二師 に 事へ て 法を 嗣ぎ 、南部に 大念 寺を 開く、 寂 年 及 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


リ 3 丨 ( R シ 
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(四 八 — •) 


1111  ,リ31「良>ン 

リヨ f 、 ン nT  頁 照 (一九 三 七) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 
僧な 6、 良 照 字は 明 心、 奈 良の 人、 E1 照に 師事して 具足 戒 
を 承け •三密 の 法を 受け、 勝 置院 {C 入うて 圆珠思 順の 密 璽を 
傳 へ、 竹林 寺 R 留まうて 日 阿の 壇 R 入る'  寂 年 及壽缺 く、 (本 
朝 高僧 傳)  . 

リ ml シヨ 1  | 艮照  ャシヨ- 義照を 見ょ、 

口ーシヨー j 艮韶一 一一 驾 一一 一 〔曹 洞宗〕 陸 奧正法 寺の 開山な 
う、 良韶 字は 無 底、 能 登 國酒井 保の 人な 6、 幼ょう 世相を 
厭 CA 二十 二歲 R して 遂 R 洞 谷 寺 明峯の 室に 投じて 出家す、 後 
辭して 陸 奥の 江 刺 R 至う、 黑石 村の 幽邃を 愛し、 小菴を 結び 
住す、 後 改めて 一 寺を 創し 正 法 寺と 名く， 文 和 四 年 洞 谷 寺に 
移う 久しから ずして 辭して 歸 る、 康安 元年 六月 十四日 寂す、 
壽四 十九、 臘二 十八、 (日本 洞上聯 燈錄) 

9 3 1 シヨ ー ー艮性 二三. 一四 〔浄土宗〕 磐 城 專稱寺 第 十二 
代 あう、 良性は 法 蓮 社 曇 商と 號す ，出家して 良杲に 法を 嗣 
ぎ 後專稱 寺に 住す" 承應 三年 九月 十二 日 寂す、 壽缺 く、 法嗣に 
良實 あう、 (淨 土總糸 譜)  i 
リヨー;、； UT 頁定 |ーーー ニ AO 烟 〔淨 土宗〕 山城 法 林 寺の 開山 

なう、 良 定辨蓮 社 帒 中と 號 す、 岩 城 菊 多 郡の 人、 俗姓は 佐 

藤氏 以 A 上人の 俗 弟な 6、 母奇 夢を 感じて 孕み 夫沒 して 他家 

に 嫁し 後師を 生む、 二歲に して 又 母を 喪 ひ、 繼父に 育 せらる、 

五歲 にして 千 字 文を 習 a 、 明年 詩 書 易 禮等を 讀む 、然れ ども 

父母を 追想す るの 餘う 、出家の 志 禁じ 難く 遂に 能 涌 寺に 投じ 

て 祝髮 受戒し， 寶泉 寺に 到う 三學を 練磨し、 補陀洛 山に 登ぅ 

一七 日 救世 大士を 念じて 靈驗あ 6、 八 n 律の 回 性 法師に 謁して 


リ 3 —( 良)、 V 


台密の 蘊奥を 究め、 福 島の 月 空に ょ 6 楞嚴 圓覺 の支微 を究む 、 
次て 南北 二 京 R 遊び 性 相 及 儒 典を 習 a 、 天 正 十一 年淨 土血脉 
論を 著す、 師又當 麻 曼陀羅 R 精通し 白 記す 三卷を 著す、 天性 
强記に して 傳通記 等の 三 五部を 諳誦す、 曾て 遠 遊の 志 あ 6 明 
に 渡らん とし 長 崎に 抵 6、 有司の 拒む と 乙ろ となうて 果 3 ず* 
尋で琉 球に 渡う 大 に 法 化を 布く‘ 刺 史馬黄 明 深く 師の 道化に 
歸 し、 桂林 寺を 創して 開山 祖とな す' 慶長 十六 年歸 國し洛 屯 法 
林 寺を ■す、 寬永 十六 年 正月 二十 一日 山城 飯 岡 西方 寺に 寓し 
端座 念佛 印を 結びて 寂す" 壽九 十六、 師生前 寺を 築營 する NJ 
と 二十 ヶ所に 至る、 著作 聖龜讃 二十 五卷 .'琉 球 神道 記 五卷、 
五岳 一槐 集二卷 、泥渲 五 道舍利 記、 隨聞 記、 選擇傳 各一采 曼 
茶羅記 若干 卷等あ 6、 ( 績 日本 高僧 傅、 鎭流祖 傅、 淨土總 系 
譜」 

9 ヨ ー;、 ン ml I 艮乘 r:- 一 ^ •: 一 • 〔淨 土宗〕 岩 代本覺 寺の 中 奥 
なう、 良乘は 一蓮社 含 隨と號 す、 俗姓は 小 倉 氏 下野の 人な 
う、 良 信に 師事して 淨土敎 を學び 、元 和 四 屯 會津 若松の 本覺 
寺 R 住し、 其 廢頹を 興して 中興と 稱せら る、 寬永九 年 十月 十五 
日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

@>ヨー ジヨ—  i 艮乘  一ー ユ-ゲ ン入玄 を 見ょ、 

リヨ ー ジヨ ー 頁靜 5: 一. 四 t: 淨土宗 ^ 下野 專稱寺 第 十五 
代 f、  良靜 は寂遨 社龍頓 •迦 殘と號 す、 浴 姓は 服 部氏奧 
州 白 川の 人な 6、 出家して 良性に 事へ 後 良 賞に 師事して 法を 
嗣 r、 專稱 寺に 住して 十五 代と なう、 後 州の 三 坂に 淨心 寺を 
開き 所 承の 學を弘 む、 承應 三年 五月 三日 寂す、 嗣法 二人 あり 
圓 的良淸 乙れ な 6、 ( 淨土總 系 if- ) 


(五八 一一 0 
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9 ヨ—シ ヨ ー イン  I 艮正院 ズ ィョ- 隨庸を 見ょ、. 
リヨ— ズ イー 炅隨こ e:. a: e: 〔浄土宗〕 III 城淨 基院 第三 十七 
代な 6、 良隨 字は 純應 、號は 音 譽と云 ふ、 石 見礒竹 村の 人 
な 6、 出家して 良 安に 淨土敎 を學び 遂に 法を 嗣 r、 淨華院 に 
主と なう、 寬永二 年 七月 十九 日 寂す、 壽缺 く、 嗣 法良覺 あう 
(淨 土總 系譜〕 

リヨ I ズイ莨 隨一 •一  jj Ar si 〔淨 土宗〕 奥州 欣淨 寺の 開山な 
良 隨は樂 蓮 社と 號す 、出家して 良定良 拾の 二師に 法を 
嗣ぎ奧 州 磐 前 郡に 欣淨 寺を 開く、 寬永二 年 十一月 十五 日 寂す 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ I セ 1 一良 雲 a l. r : 一 •一. 一 j H: 〔淨 土宗〕 奥州 安養寺の 開山な 
i  良 誓は 願 蓮社恢 徹と號 す、 奥州 磐 前 郡の 人、 良 潜に 師 
事して 淨土敎 を學び 、郡の 勝 間に 安養寺を 開く、 天 正 元年 七 
月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜〕 

リヨ 1 セ 1 頁 盛； 一： 一 i たた 〔淨 土宗〕 仙臺 大願 寺の 開山な 
良 盛は 寶蓮社 格外と 號す 、幼に して 出家し 良 拾 R 就て 
淨土敎 を學び 遂に 其 法を 嗣 r •後 仙臺 北山に 大願 寺を 開き、 
慶長 十一 年 九月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨーセツ ー艮說 ド- ヮ道 和を 見ょ、 

リヨ ー セン j 炅仙 (二 一一 丸 九) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 十六 

代な 良 仙は 讃蓮社 圓 雄、 風 觀と號 す、 袋 中 良定に 事へ 

て 淨土宗 を 修め、 法 兄 良 信の 後を 繼ぎ C 下野 芳賀 郡圓通 寺に 

主と なう、 京都 法 林 寺に 住し 第二 代と な-^ 盛んに 法 化を 布く 

寂 年壽缺 く、 嗣 法の 弟子に 良聖 あう、 (淨 土總 系譜) 

〔考〕 良 仙は 寬永の 頃の 人な- 


及 3 丨 (良) ^ — セ 


リヨ ー セン 良 潛こ, _ •一八 〔淨 土宗〕 磐 城專稱 寺 第 八 代な 
う， 良 潜は 昌 蓮社受 徹と號 す、 頁大に 師事して 法を 嗣ぎ法 
兄 頁豁の 後を 受けて 專稱寺 第 八 代と なる、 永 祿十 一年 十一月 
二十 六日 寂す、 壽缺 く、 門下の 弟子に 頁 守、 良鄭 、良 誓、 良 雄、 
良壽 ，良 補、 良 拾、 良 念の 八 人 ぁ 6、 ( 淨土總 系譜) 

リヨ 1 ゼン 頁 善 (二 〇八三 ) 〔淨 土宗〕 常 陸 照 光寺の 開山 
なう、 良 善は 其 俗姓 生國詳 かならず、 莨榮に 師事して 其 法 
を 嗣ぎ常 陸 新 治 郡 玉 里に 照 光寺を 開く、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 
弟子に 良珠 、聖 本、 受 音" 正受 、慈 俊、 良納 、良慶 、祐慶 の 
八 人 ぁ 6、 ( 淨土總 系譜) 

〔考〕 良 善は 應 永の 頃の 人な り 
リヨ ー ゼン 頁禪一 誌 5  〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 檢 校な 
6、 良禪 字は 解脫 房、 世に 北 室 聖と稱 す、 俗姓は 坂 上 氏、 
紀 伊那 賀郡上 崎の 人な う、 永 承 三年に 生る、 十一 歲に して 高 
野 山に 投じ 任 尊に 師事す、 十四 歲剃髮 し 北 堂の 行 明に 遇 a て 
隨求佛 頂 等の 多羅 尼を 受け、 且つ 兩 部の 大法を 禀 け、 堅く 門 
を閉 して 世事を 厭 ふ、 後明 算に從 a て 重ねて 兩 界の灌 頂を 受 
け、 五部の 秘印を 究む 、承德 三年 高 野の 檢校に 補す、 天 治の 
初 鳥 羽 上皇 高 野に 幸す る 時、 師香 衣を 賜 a 法眼に 叙す、 又一院 
を 建て 常 念 密修 す、 眞言 堂を 造うて 諸 尊の 像を 安 じ寬助 僧正 
を延 請して 唱 導師と なす、 其 他 慈 氏 堂多寶 塔を 建て、 法 華の 
法を 修し 、定海 大僧正を 請して 供養 導師と なす、 相次き て 鐘樓 
經藏疊 々として 軒を 連ね 寺 規此に 至うて 盛な $、 長 承 三年 十 
二月 檢 技を 辭し 引接 院に 住す、 保延 三年 再び 檢校に 任じ、 保 
延 三年 再び 撿校に 任じ •同 五 年 二月 一一 十一 日 寂す、 壽九 十二、 


リ 3 1 (良〕 セ 


書辭 名人 家佛 本日 


(六 八 一一 0 


リ 3 1( 良) ゼーソ 


臘七 十九、 門人 遺骸を 葬む 6 塔婆を 建て 其 地を 谷 上と いふ、 
(本朝 高僧 傅、 高 野 春秋、 傳燈 廣錄) 

沒ヨ 1 ゼン 頁 # 一 •一 o: E: A: 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
i  良 禪は鄕 貫 師承詳 ならず、 元應 三年 六月 廿 五日 初めて 
報恩 講立義 者と なう、 又學 頭の 第一 座に 居る、 即ち 大學 頭な 
う、 應永五 年 九月 二十 九日 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記〕 

リヨ 1ソー ー艮 相 -: •一 j A: -t: 〔淨 土宗〕 奥州 照 岸 寺の 開山な 
P,  良 相は 信 蓮 社 露 傳と號 す、 俗姓は 淺井氏 奥州 菊 田 郡の 
人な $、 出家して 良 守に 事へ 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後、 州の 磐 前 郡 
に 照 岸 寺を 創し、 盛んに 所 承の 學を弘 む、 寬永四 年 三月 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ l y l | 艮聰一 ~: 0: =  : —: 〔臨 濟宗〕 山城 建 仁 寺の 禪 僧な 
6、 良聰 字は 聞溪 、俗姓 不詳、 信 濃の 人な う、 鎌 倉の 諸 刹 
を 遍歷 す、 圓覺 寺に 東 明日を 禮し洞 上の 家風を 問 a 、 後 建 長. 
寺に 一山 寧を 禮し 師事す、 遂に 信 衣を 付 せらる、 正 和 年中 國 
師南禪 寺に 住し、 師及び 石 梁を 擧げ て兩堂 首座と なす、 京師 
西 禪寺播 摩 法 雲 寺を 經て建 仁 寺に 住す、 應 安五 年 七月 五日 建 

仁 寺大昌 庵に 寂す、 塔を 普 明と 云 ふ、 勅 謚佛海 慈 濟禪師 と 賜 

ふ、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅} 

リヨ 1 ソン ー良 尊 (二八 九 八〕 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺の 長 吏 

な 6、 良 尊は 俗姓 生國揶 承詳 かならず、 安貞 三年 正月 長 吏 

K 稀せられ、 寬喜二 年 二 : H 十二 日 大僧正に 任ず、 曆仁 元年 三 

山の 檢狡 となる、 寂 年 及壽缺 く， (三 井續燈 記) 

リヨ 1 ソン ー艮尊 1 一一 g OH w  〔融通 念 佛宗〕 攝津 大念佛 寺 中 

興な リ、 良 尊は 法 明 房と 稱 す、 右大臣 淸原 夏野の 裔 にして 


リ 2 丨 (良} ソ 


父は 淸原 右京亮 守 道、 後宇多 天皇の 朝に 仕へ'  母は 河 內平岡 
の 神 司 主計 頭の 女、 桔梗の 前と S ふ、 故 あう 致仕し 河内 深 江 
に 閑居し、 數 郡の 長と 仰 かる、 常に 子な きを 嘆 じ、 信 貴 山に 
參 籠して 毘沙門天に 懇禱 し、 其 靈驗に ょうて 師を 生む、 弘安 
二 年 十月 十日な 6、 師 幼名を 信 貴 千代と 稱し 、成長して 權少 
將淸原 朝臣 道 張と 云 ふ、 十 餘歲に V て 父母を 喪 a 、 老臣 澤田 

源 五# 定に舖 育 
せらる、 稍 長 じ 
て 妻を 迎へて 一 
^ .子を 擧 r、 永 仁 
夂 正 安の 頃 天下 疫 
@ 病 流行し、 妻子 
51 共に 病沒 したう 
玆に 於て 人世の 
Jb 無常を 厭 a 、 出 
離の 志 あ $、 弟 
入 刑 部丞正 次に 家 
.を讓 6、 且つ 懇 
に 家臣 兼定に 囑 
托し、 廿五歲 の 

秋、 密に 家を 出づ 、其 時の 詠 あ 6、「坻 の 中の 憂き は 御 法の し 
るべ かな 火宅の 宿を 今や 出で けん」 遂に 高野山 (r 登 6、 千 手 
院谷眞 福院の 俊賢 法師を 師 とし H 度を 受け、 法 明 房 良 尊と 名 
く、 兩 部の 灌頂を 受け、 密宗の 奥義を 究め、 是ょ 6 天台の 宗 
義を學 ばんと 欲し、 高野山を 辭して 比皲 山に 登 6、 天台の 釭 


(七 八 一一） 


書辭 名人 家佛本  日 


觀を究 め 遂に 顯密 兩宗 に 涉 6 諸家の 敎 行を 窺 ふ、 然るに 煩惱 
具足の 凡夫 出 離 生死の 要路は 西方 淨土を 願 ふの 一行 R 若く も 
のな きを 知う、 是ょう 念 佛 三味に 意を 决 す ！ 時鄕 里 ic 歸 へれ 
ば 家主 家臣 等 皆師の 修行の 勇邁なる を稱讃 し、 邸の 側に 一 小 
菴 を造營 し、 師の四 衆の 化導に 任ず、 家臣 澤田 兼定師 の德風 
R 感化せられ 下 髪し C 西 願と い a 、 薪水の 勞に 服す、 遠近 相傳 
へ 貴賤 老若 相率ゐ て師の 門に 歸し 、俱 に淨土 往生の 勝 緣を結 
ぶ、 (後世 草菴の 跡に 一 寺を 建て 法 明 寺と 號 す) 盖し昔 良忍融 
通念 佛宗を 開きて ょり、 六 世良鎭 上人に 至うて 不幸に も 法を 
嗣く附 弟な かう しか ば、 石淸水 八幡 大士 深く 之を 歎き、 良鎭 
上人の 所に 化 現して 融通の 法脉 安心の 密印 等を 傳 持し、 且つ 
開山 傳來の 靈寶を 悉く 男 山の 社殿に 納めし め、 法 器の 出づる 
を 待ちて 之を 傳承 せしめむ とし 一 百 四十 年を 經た $、 玆に元 
亨 元年 十一月 十五 日夜 石淸水 八幡 大士 示現して 融通 念 佛を授 
けて 其を 弘布 せん 乙と を 靈吿す 乙れ 師 の行德 神意に 契 ひたる 
に 由る と 云 ふ、 翌朝 開祖 傳來の 諸寶物 を 受傳 し、 弟子と 其に 之 
を 護持して 攝津杭 全 (今の 原野) に 到う 開祖 良 忍の 舊跡に 錫 
を留む、遠近の信徒雲集して遂に寺殿を起乙す、元亨三年敎 
信坊靈 夢に 現して 念佛の 要を 師に說 きし かば、 大に歡 喜して 

其 遺跡なる 播磨加 古に 往きて 懇ろに 佛 事を 修 す、 四方の 淨徒 

來う歸 する もの 多く、 ハ' 同年 七月 八日 歸航和 泉 堺浦七 堂 か濱に 

着し、 普く 諸人を 敎 化す、 後醍醐 天皇 深く 師を崇 信し、 皇后 及 

び 百 僚と 共に 日課 念佛を 受け、 名 帳に 入會 せう、 元の 世祖皇 

帝 も 亦 師の德 風を 聞きて 大 に 歸 仰し、 至 元 五 年 夏 驚 州 郡 夫人 

自ら 紺 紙 銀泥を 以て 書寫 せる 華嚴經 に 願意を 蹑 書して 遠く 師 


に 寄贈す と い ふ、 七十 歲に 及びて 附弟興 善 房に 法務を 譲うて 
退 閑し、 念佛 三昧に 入 6、 貞和五 年 六月 十三 日 寂す、 壽七十 
一、 (融通 念佛 宗三祖 畧傳) 

〔考〕 八幡宮 靈吿の 事 極めて 險恠 にして 信ずべ からず と雖姑 
く  I 宗の 傳を存 して 删らす 

531 ソン j 良 尊  エン チョ 1 圓超を 見ょ、 

リヨ？ タィ ー艮 Is i rr: •一 / ra: 〔淨 土宗〕 下野 妙 安寺の 開山な 
う、 良 諦は祓 蓮社隨 道と 號 す、 下野 鄕內 小山 村の 人な う、 
出家して 良定に 淨土敎 を 學び 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 後 州の 芳賀郡 
茂 木 庄藤繩 R 妙 安寺を 御して 開山と な 6、 盛んに 所 承の 敎を 
弘 む、 寬永 十一 年 四月 二日 寂す、 壽缺 く' (淨 土總 系譜) 

リヨ 1 ダィ ー良 大二： 一 - t: ra: 〔淨 土宗〕 奥州 專稱寺 第 六 代な 
う、 良 大字は 仰觀 、號は 信 蓮 社と S ふ、 俗姓 生國 不詳、 奧 
州專稱 寺 第五 代良處 上人に 師事して 大澤流 即ち 良 榮 上人の 法 
系を 傅へ、 後 第 六 代と なる、 良大 上人の 時專稱 寺は 勅願 所と 
な 奥州 本山の 號を 賜は る、 永 正 十一 年 六月 朔日 寂す、 (淨 
土總 系譜) 

リヨ ー タツ | 良 達 ii . 一 S; 〔淨 土宗〕 奥州 滿藏 寺の. 開山な 
う、 良 達は 滿蓮 祗 覺 殘と號 す、 奥州 小川の 人な う、 良定に 
師事して 淨土敎 を 學び 、州の 小島に 滿藏 寺を 開く、 明曆 元年 
寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

531 衣 ツー艮 達 ( . ) 〔曹 洞宗〕 下 總總寧 寺の 禪僧 

な^ N、.  良 達 字は 互 海と 云 a 、 養室壽 孝の 法を 嗣 ぎ、 常陸玄 
勝 寺に 住し、 下 總總寧 寺に 移る、 寂 年 及び 壽缺 く、 法 嗣萬極 
良壽 あ'^、 (日本 洞上聯 燈錄)  ■ 


リ 3 ? (良、 ソ  及 3 丨 C 良} ソータ 


書辭 名人 家佛本  日 


CA  A — ^ ^  一') 


9 =? !( 良) # 


リ m I チ i 艮知： e  ゲン リユ-源 立を a ょ、 

妙ヨ .1 チ | 艮置 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 武藏大 中院の 開山な 

う、. 良 置 字は 善菴 、武藏 比 企の 人、 出家して 諸 名 宿に 徧參 
し'  布 州 東播の 法を 得て 武藏 龍穩 寺に 主と なる、 晚年秩 父に 
大中院 を 鄉し其 寺に 終る、 世 壽缺 く， 法 嗣格翁 桂 逸 ぁう、 (日 
本 洞 上聯 燈錄) 

9m- チン ー 艮珍 ( . ) 〔曹 洞宗〕 奥州 萬 年 寺の 開山 

なう、 良 珍 字は 巨 泉、 奥州の 人、 其 鄕貫詳 かならず、 正 法 
寺 月 泉 良 印に 依うて 剃髪し" 印 可を 付せられ て 志 田 郡長 井 保 
に 柱き て菴 居す、 菴後 寺と なう 萬苹 寺と 稱 す、 又 正 法 寺 R 遷 
う、 幾なら ずして 萬牢 寺に 歸 6、 某 年 寂す、 其 年時缺 く、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー チン I 良 珍；  一： l si A: 〔曹 洞宗〕 加 賀宗德 寺 第一 代な 
う、 良 珍 字は 玉叟 、相模 の 人な う、 幼に して 出家し、 諸方 
を 參歷 して 耆 老を訪 a 、 永 澤寺に 至- 〇# 濟に 謁し、 止まうて 
之れ に 師事す る Z. と 二 年に して 信 印を 付 せらる、 總持 寺に 出 
世し， 永澤 寺に 移る、 永亭四 年 龍 泉 寺に 主と なる、 加 賀の信 

徒 龍 谷 寺を 築いて 之れ に 居らし む、 後に 宗德 寺と 改 む、 明應 

七 年 八月 寂す '' 壽缺 く嗣法 龍傳 金， 玄仲義 、正 海 孝の 三人 ぁ 

6、 ( 日本 洞上聯 燈錄) 

及ヨ 1 チン j 艮棒 r: El; 八 〔曹 洞宗〕 筑前靑 蓮 寺の 禪 僧な 

i  其 椿 字 ば 花 庭、 備 中の 人、 俗姓 藤 原 氏な 幼年 出家 

して 永祥 寺大澤 音に 師事し、 後 北 遊して 大平 寺春屋 慈眼 寺 快 

翁に 歷 侍す、 美 作 R 到 6 青 蓮 寺 禪素に 謁し" 遂に 其 法を 嗣き 

總持 寺に 出世す、 筑前守 赤松 滿祐師 の 道 春を 慕 a 請して 靑蓮 


9 3 —  (良) チ 


寺に 主たら し 〇 •長 亨二年 正月 二日 寂す" 壽缺 く、 (日本 洞 上 
聯 燈錄) 

リ ml チン | 艮鎭 ( 1 A 四 三) 〔融通 念怫 宗〕 攝津大 念佛寺 
の 僧な 4 、 良鎭は 山城 嗟 蛾の 人、 治 承 三年ょう 壽永 元年に 
至る 四 年間 本山 大念佛 寺の 苛 務を秉 る" 後大原 を 出て、 嵯峨 
野に 移う、 三寶 寺を 創して 念佛勸 進の 根據 となす、 融通 念佛 
緣起 二卷を 著は し、 日本 六十 餘州に 頒布す、 所謂 本緣 起 R し 
て 奧附に 治 承 第三 曆 仲冬 上旬 之 候 記 之と あろ もの 是 なう、 師 
の 在世中 鳥 羽 天皇 勅願 所 平野 大念佛 寺 火災に 罹る とど、 寂 年 
並に 壽詳 ならず、 

f ブン S 鎭  (一一〇 七 四) 〔融通 念 佛宗〕 攝津大 念佛寺 
の 僧な う、 良鎭は 六 世 良鎭と 同名異人 にして 六 世 良 鎭に後 
る、 乙と 二百 餘 年、 明 德應永 の 際に 當 う 盛に 融通 念 佛書卷 を 
頒布して 念佛を 弘 通す、 其薔卷 は 京都 禪林寺 (明德 年間の 書) 
淸凉寺 (應永 廿一渾 の 書) に 藏 すと いふ、 

9 ヨ ー チ ユ！  j 良 忠 U 九 四 C 〔臨 濟宗〕 山城 慈德 寺の 開 
山な う、 良忠 字は 直 翁、 靈鷲 寺良眞 の法嗣 となる" 後慈德 
寺を 鄉して 開山と なる、 示 寂の 年時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

9ヨ*~ 口' チ nl i 艮忠 ( . ) 〔華 嚴宗〕 大和 東大寺の 

學 僧な-^、 a 忠は尊 藤院承 性の 神 足に して、 東大寺に 住し 華 
嚴法和 に 精通す、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

チユ ー 莨 中心  C 淨 土宗〕 鎌 倉 光明寺の 開山 
f «. 良 忠字 は然 阿、 俗姓は 藤 原 氏 石 見 三 隅の 人、 太政大 
臣師. 實六 世の 孫 比 叙 山 ® 1 實の 長子な う、 蓋し 圆實 宏才 あう、 
朝 許を 得て 後 房 # 氏を 置き 良忠を 生み ^ うと 云 ふ" 師正治 元 


( 九 八 一一） 


書辭 名人 家佛 本日 


年 七月 二十 七日を 以て 生れ" 幼に して 園 城 寺に 入り 北山 寵淵 
坊に 留まる、 承 元三 年 十一 歳に して 三智怯 師の 往生 要 集を 講 
ずるを 聞き 淨土敎 に 意を 傾け、 建曆 元年 二月 十三歲 にして 出 
雲に 下み 鰐 淵 寺 信暹に 業を 受け 俊才を 以て 知らる、 一時に 能 
く 八十 行を 誦し 穴り と 云 ふ、 建 保 二 年 十六 歳に して 得度し、 
常に 法 華經を 誦 
し 屢 ミ 靈 異を感 
ず、 同 四 年 十八 
歲に して 法 照 法 
師の聖 竹林 寺 記 
を 見、 悲喜 交 < 

至 6 專ら 淨土敎 
を 信仰し 日課 念 
佛一萬 顆を修 す 
圓信 法師に 就て 
天台宗の 敎義を 
究め 密藏源 朝の 
二師に 就て 眞言 
宗の敎 義を傳 へ 

良遍 僧都に 就 S て 法相 宗の 敎義を 受け、 大に 得る とこる あ 

貞永の 初め 多陀 寺に 萬して 專 心に 今： 佛 修行す、 嘉禎二 年 九月 

聖光 上人の 道化を 聞 S て 謁を 求め 師資の 禮を 執る" 當時 上人 

筑 後上 妻 庄の 天福 寺に 留れ 6 .、師 は 同 寺に 於て 謁を 求めた る 

な. 〇、 爾來其 下に 敎を受 け 善導 寺に 留ま 6 しが 擢でら れて首 

庳とな う、 三年 八月 朔 H iF. 統の 付囑を 受く  (一  說に七 月 六日 


リヨ 丨良/ チ 


と 云 ふ) 乙れ よう 諸 國に經 行し 河内 生 馬に 於て奈 良 勝 願院良 
遍 の來附 ある あ 6、 同地に 勝 願 寺を 開く、 和模鎌 倉に 入 6 住 
吉谷に 居す、 仁 治 元年 二月 副 元帥 北條經 時師を 仰 S で 宗脉幷 
に 圓頓戒 を 受 く、 三月 經 時の 本願に よ-^ 佐 介 谷に 蓮華 寺を 開 
く、 經時 武藏箕 田鄕を 供養 田と して 寄附す、 寬元 元年 五月 靈 
驗を 感じ 蓮華 寺を 改め 號して 光明寺と K ふ、 四 年 四月 一日 經 
時念佛 して 卒す、 法名 安樂と 云 a 光明寺 中 ic 碑を 建つ、 寶治 
二 年 三月 後嵯峨 上皇の 敕召 によ 6 京師に 上 6、 三部の 經典を 
講じ 且つ 圓頓戒 を 授け 奉る、 上皇 乃ち 優 賞して 香 衣幷に 上人 
號を賜 ふ、 朝野 歸向 する もの 雲霞の如く、 ■淨意 禪尼殊 に 信仰 
深し、 師 11: 請に より 選擇 集を 講し其 後 道俗の 請に よ 6 善 ^ 大 
師の四 帖の疏 を 講ず、 建 長 六 年 决疑鈔 五卷を 作う、 正嘉 元年 
三月 下總 光明寺に 於て 傳道記 十五 卷を 作う、 翌二铒 三月 同國 
西 福 寺に 於て 其 功を 畢ふ 、文 永の 頃 京師 東 山 赤 築地に 於て 四 
十. 八日を 期し 蓮 寂 法師と 勢觀 法師の 念 佛義を 校 量し、 皆鎭正 
流に 違せ ざるを 知る、 建 治 元年 十一月 鎌 倉悟眞 寺に 於て 重ね 
て傳道 記を 訂す "三年 九月 後深草 上皇の 敕召を 拜し 金剛戒 を 
授け 奉る、 上皇 特に 紫 衣を 賜 ふ、 弘安九 年 光明寺に 回る、 師 
日常 日課 念佛六 萬顆阿 彌陀經 六部を 修 し、 六 時に 往生 禮讃を 
修 し、 如何なる 日も怠 るな し、 且つ 每月 法事 講を行 し 別時 念 
佛を勸 む、 弘安十 年 六月 十六 日瘌を 病み 七月 四日 以後 靈異あ 
6、 六日 端座して 念佛五 百聲に して 寂す、 ^ 壽八 十九、 臘七十 
四な う、 永 仁 元年 七月 敕謚記 主禪師 の號を 賜 ふ、 一生 彫刻 佛 
像 四十 八 鉢、 建立 寺院 四十 八 所、 著作 十餘部 あう、 觀經疏 記 
十五 卷 、選 擇 集决鈔 五卷 、註 任 生 論 私記 五卷 、安樂 集 私記 二 

リ 31 (良) チ 


書辭 名人 家佛 本, 日  （〇 九 --) 


9 2 1( 良) チ 


卷 、淨 土宗要 集五桊 、授手 印 疑問鈔 二卷 、領解 鈔一卷 、観念 
法 門 和 記、 法事 讃私 記" 般舟讃 私記、 往生 禮讃 私記 等な う、 
門下 甚だ 盛んなる が、 良曉へ 性 心" 尊觀 、慈心、 了慧 、禮阿 尤も 
聞 ゆ ' 良曉は 光明寺 二 代と なうて 師跡 を繼げ 其 門 流を 白 
旗 流と 云 ひ、 性 心の 門 流を 藤 田 流と 云 a 、 尊 觀の門 流を 名 越 
流 一に 大澤流 ど 云 a 、 慈心の 門 流を 小幡 流と Ka' 了 慧の門 
流を 三 條 流と 一 K a 、 禮 阿の 門 流を 一條 流と 云 ふ" 是 等の 諸 門 
流 東西に 繁 興して 一時 淨土宗 の 隆盛を 致せう、 (淨 土總 系譜、 
鎭流彌 僂、 淨土傳 燈錄) 

リヨ 1 チ ユ—  一  艮中心  一ー ヨ？ ユ！ 如隆を 見ょ' 

リヨ ー チヨ ー ー良澄！一 ,?1 /一〔淨土宗〕京都壬牛-寺の學僧 
な- CS、  莨 澄 字は 两岸 、京都の 人な*^, 幼に して 出家し 日 遠 
に從 ひて 日蓮— 宗の敎 を硏究 し、 後宗を 天台に 更めて 比 叙 山に 
登り 玉 泉の 正 流を 汲む、 三 塔の 學頭師 を 推 選して 伊勢 西來寺 
に 住ぜ しむ， 一日 善 通 大師 1 :帖 の疏傳 通 Id. を閱 し、 初めて 彌 
陀 本願の 深 旨 及び 光明 吉 水の紗 釋を知 之ょ 6 茅屋を 壬 生 
寺の 竹林 中 R 結 a 、 閑居して 日々 佛名三 万遍を '唱 ふ、， 年 六十 九 
に 及び 誓 ひて 講經 を廢 して 典籍を 開かず" 一心 一向' に 念 佛を 

勵铽、 寬永 十九 年 四月 河 內極樂 寺に 寓 し、 八月 壬 牛， 寺の 草庵 

R. 歸 へうて 病に 罹'^、 九月 十九 日 寂す、 壽七 十二、 (續 日本 高僧 

傳) ■ ■ 

リヨ 1 チヨ 1 I 艮寒 r.: ◦九 三 〔淨 土宗〕 下 總飯沼 弘經 寺の 

開山な 6、 良肇 は聰蓮 社 嘆 譽と云 ふ、 下 總猿島 富 田の 人 ( 一 

說に 武藏の 人) な-^: 出家して 聖聰 上人 R 投じ， 後了實 上人 

R 師事して 一宗の 眞 决を受 く、 飯 沼に 居して 法 化 盛な 6、 應 


fM 3 l ( 良) I プ - 

永廿 一年 弘經 寺 5: 開き 一 住廿五 年、 又永德 三年 相 模小田 原に 
傳肇 寺を 開く、 永 亨十年 五月 十二 日 寂す、 (鎭流 祖傳、 淨土總 
系譜) 

リヨ ih ッ ー艮哲；一 2! [5|: 〔淨土宗〕下野延壽寺の開山な 
i  茛哲は 純 蓮 社 善 通と 號す "俗姓は 長 沼 氏 下野の 人な 6 
良榮に 師事して 淨土敎 を 修め、 下野 . K 小 倉に 延壽 寺を 創めて 
開山と なる、 應永 二十 一年 二月 二十 八日 寂す、 壽缺 く、 門下 
4C 了祐 、敎 俊、 理 珍" 本道の 四 人 ぁ 6、 皆 一方 R 法 化を 敷け 
3*、 ( 淨土總 系譜〕 

リヨ i ブン ー良 殿  一一 ^ |  〔新義 眞言 宗〕 耙 伊大傳 法院の 
僧な う、 莨 殿 字は 定 俊、 俗姓 生國詳 かならず、 十五 歲賴瑜 
の 室 ic 投じ 十五 年 一日の 如し、 三十 歲三 摩耶 戒壇に 登 6 兩部 
曼荼羅に 入る、 嘉元二 年 賴瑜の 後 i: 繼き て學 頭と なう、 正 和 
三年 權 律師に 補 せらる、 元弘 三， ホ 少 僧都に 登る、 延元 元年 九 
月 五日 疾 なくして 寂す、 壽七 十三、 法臘 五十 九， (結 網 集、 本 
朝 高僧 傅) 

リヨ*- ト ー 頁燈 - : j H •: .一. 〔淨 土宗〕 常 陸雲充 寺の 開山な 
$、  良燈は 賢 蓮社祖 殘と號 す、 頁 興に 師事して 法を 嗣 ぎ、 
常 陸 河 內郡下 妻 田に 雲充 寺を 開きて 所 承の 學を弘 む、 寬文元 
年 九月 二十 二日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

'5ヨード<— 頁 堂  ス- オン 崇溫 を 見ょ.* 

リ 31 トク ー良 德 ( . ) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第三 代 

fr  莨 德は法 蓮社隆 本と 號す 、出家の 後良榮 に 師事して 
法を 覦 ぎ、 圓通寺 第三 代と なる、 寂 年壽缺 く、 嗣 法の 高弟 R 良 
憲 、頁 調 等 ぁう、 (淨 土總 系譜) 


t  一九 一 一 ) 


書辭 名人 家佛 本日 


リ n 丁 トン 頁頓  '0 九 二 〔淨 土宗〕 磐城專 M 寺 m 二 代な 
り、 c 頓は和 蓮 !; •' 宥 乾、 又は 慈 專と號 す、 良榮に 師事して 
法を嗣 ぎ專 M 寺 ^ 二 代と なる* 永 亨四年 十月 十九 日 寂す、 壽 
缺く' (淨 土總糸 譜) 

リヨ ー ニ チ ー艮日 一一 〇四一 •一 j  〔淨土 宗西山 派〕 大和 来迎 寺の 
開山な 6、 良日 字は 靜 見、 俗姓 生國詳 かならず、 敎觀本 空 
に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學を究 め、 山城 深 草眞 {一 rrc 院 誓願 寺 
に 主と な^'、 又 大和に 來迎寺 を 開き 盛んに 所 承の 宗を弘 む、 
永德 三年 十二月 六 R 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ーニ ン 頁 忍 j it 一 一一 融通 念 佛宗の 開祖な ぅ、 良 
忍は 延久四 年 正月 元旦、 尾 張 知 多 郡 富 田 村に 生れ、 幼名を 音 
德 九と S ふ、 父は 藤 原 道 武と云 S 知 多 一郡を 領し 、母は 熟 田 
社頭 大宮司の 女な り、 甫めて 十二 歲 (一に 七歲) 比 叙 山延隱 
寺 檀那 院良 賀大 僧都の 室に 入る、 大 僧都 師 の聰敏 を 愛し 朝に 
奏して 出家せ しめむ 乙 とを 請 ふ、 即ち 度牒を 賜； 3 て 莨 賀大僧 
都の 弟子と なし、 光 乘坊良 忍と 名け ら る* 東 塔阿彌 陀坊に 住 
し、 覺 運所傳 天台 一家の 境觀を 習 a 、 十五 歲師 命に ょ 6 園 城 
寺の 大德禪 仁 律師に 従； S て 梵網輕 重の 戒法を 受得 し、 二十 一 
歲仁和 寺の 永 意 僧都の 室に 入ぅて 兩 部の 灌頂を 受けて 化 制 二 

敎の理 趣に 達し，； 顯密 兩宗の 蘊奥を 窮む 、玆に 於て 比叡山の 

講主 となる， 二十 三歲 職を 辭し て大原 山に 隱 棲す、 詠 あ 6 日 

く 「遁れ て も 得 Z1 を ゆるさね 世のう さを 厭 a 來て 棲む 大 原の 

おく」 「たれ 人 かよ も / 2 つね 來ん鳥 だに も聲 せで ふかき 谷に 入 

る 身は」 と， 同 山に 来迎 院淨 蓮華 院の 二坊を 創建し 丈 餘の誃 

像を 安 M す、' 融通の 阿彌陀 是 な-^、 是よ 6 諸禪 三昧に 身命を 委 


ね 1 華嚴法 華 {C 心 思を 潜め、 常に 阿彌陀 經を讀 誦す、 師甞て 多 
武察賴 朝阿闍 梨に 從 a て 慈 覺尺師 所 傳の聲 明 梵唄 梵讃を 傳授 
し、 谷 其 秘曲に 達し、 名聲儆 めて 高し、 殊に 懺 法の 曲に 長し 南 
都 諸大 寺の 大衆 相 競 a て その 秘曲を 傳 習す、 これょ-' 師は聲 
明の 中 與と稱 せらる、 永久 五 年 五月 十五 日 四十 六歲 にして 安 

養 淨土阿 彌陀佛 
來 現して 融通 念 
佛の 奥義を 授け 
ら る、 融通 念佛 
と 11 此法 門を 信 


の 功 1 .'自他 融通 
し、 一遍の 稱名 
一々 三千 大 千世 
界を rl 遍して 平 
等大 利益を 成滿 
す、 其 功 德廣大 
不可思議な*^、 
是れ 即ち 融通 念 

佛の義 趣な う、 師玆に 於て 普く 融通 念 佛宗を 弘 通し、 道俗 相 競 
うて 來歸 す、 天 治 元年 六 M 九日 勅を 拜して 、禁裏に 入うて 融 
通念 佛會を 營み 、鳥 羽 上皇 皇后 待 賢 門院と 共に 會に入 6、 公卿 
百官よ-^ 下庶 人に 至る まて 競 a て參會 する 者數 ふべ からず、 
上皇 感激して 多年 龍 如を 照し 給 a し 尺 二寸の 鏡を 以て 扣鐘を 
鑄て 師に賜 はる、 且つ 上皇 親ら 融：迪 念怫勸 進 帳を 製し、 宸翰を 


3 1( 良} 卜—二 


リヨ 1 ( 良) 卜 


書辭 名人 家佛 本日 


(二 九 一一 ) 


リヨ ー( 良) 二 


添へ て 賜 a 、 四海に 弘布勸 進して 名を 記入せ しむ、 師 乃ち 諸 
方を 巡 化し 攝津に 融通 念佛弘 通の 地を 定め、 衆人を 化導す、 
長 承 元年 二月 朔日大 原の 來迎院 に 寂す、 壽六 十一、 朝廷 資を 
下し 厚く 同 山に 荼毘 す、 其 後後 桃園 天皇 安永 二 年 十月 六日 勅 
して 聖應 大師と 謚し穴 t ふ、 (聖應 大師 傅、 融通 念佛宗 三祖略 
傳 j 

リヨ*- ニ ン  j 艮仁  シン ァ眞 阿を 見ょ、 

リヨ 1 ニ ウ頁 乳 —: 〇 : /\ : 一 •一 〔曹 洞宗〕 奥州 大祥寺 第二 代な 
う、 良 乳 字は 虎溪 、俗姓は 人 首 氏、 奥州 江 刺 郡の 人、 文 和 
二 年 四月 八日に 生れ、 七歲 にして 父母を 失 a 出家して 正 法 寺 
月 泉 良 印に 依うて 祝髮 し、 大に 器量 せらる、 已に して 具足 戒を 
受け 服 勤 十年發 悟し、 終に 人 室して 記莂 を受 く、 永 和 年間 鄕 
國峠邑 村に 龍 雲 山大祥 寺を 創め 月 泉を 開山と し、 師 自ら 敎化 
を 助く、 康應 元年 席を 繼きて 二 代と なる、 應永 二十 九 年 十一 
月 十三 日 寂す、 偈 ぁう 日く 拈， ，弄 傀儡 『滿 七十 年、 末 後一 句、 
佛 祖不搏 、(日本 洞 K 聯 燈錄) 

リヨ ー ニ 3 頁 如 (-1 〇 S1) . 〔淨 土宗〕 越 前 西 福 寺の 開山 
な 6、 良 如 字は 智 水、 越前國 府中の 人な う、 平 泉 寺に 出家 

す、 比皲 山に 登う 天台を 學ぶ、 後 淸華院 に 至 6, 法を 敬 法和尙 R 

嗣 r， 是 ょり 頭陀を 事と し 越 前 敦賀に 遊 化す、 應安 元年 八月 其 

地に 西 福 寺を 創立す、 後光 嚴 天皇 額. 5:' 大原山 西 福 寺と 賜 S、 後 

小 松 帝 勅願 所と 爲し給 ふ、 師大津 海老 a の稱名 寺を 初 開と し 

て 江 越 若の 三 州に 一 百 除の 寺を 創立す、 晚年に 至 6 て 靑野寶 

國 寺に 隱 居す、 示 寂の 年月日 缺 く、 壽六 十九、 著作 融通 賛一 

卷 あう、 (鎭 流祖 傅、 淨土總 系譜) 


リ 3 丨 (良) 二 — .ハ 


リョ 21m 良 如  コ丨エ ン光圓 を 見よ、 

リヨ ー ネン j 良 狹 ^ こ •こ ：二 〔淨 土宗 3 岩 代 阿彌陀 寺の 開山 
な-^、  良 然は忠 蓮 社 夢中と 號 す， 下野 眞壁 郡の 人な $、 良 
信に 師事して 法を 嗣 r、 後 會津に 阿彌陀 寺を 沏して 開山と な 
る、 元 和 八 年 四月 十日 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ 1ネン1良妖〖1 ~: _: 一七〔淨土宗〕奧州來迎寺の開山な 
う、 良 然は當 蓮社敎 隨と號 す， 上總の 人な う、 良大に 師事 
して 其 法を 嗣 C、 奥州 神 谷 宿來迎 寺を 創して 盛んに 淨土敎 を 
弘む 、永 祿十年 三月 十日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

9 ヨ ー ネン 5 然 (ニニ 九九〕 〔浄土宗〕 下野 淨念寺 の 開山 
f、 良然 字は 廓 道と 云 ふ、 其 鄕貫詳 かならず、 良 信に 師 
事して 法を 嗣 ぎ、 宇都 宮 R 淨念 寺を 開く、 寂年缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

及 3 1 ネン ー良 妖 :**: •一一 H: o: o: 〔淨 土宗〕 陸 前 慈 恩 寺の 開山な 
う、 良然 は嚴蓮 社と 號 す、 奥州 玉 造 郡の 人、 良 fl に 師事し 
て 淨土敎 を 學び 、法を 嗣きて 後 仙臺に 慈 恩 寺を 開き、 盛んに 
所 承の 敎を弘 む、 寬永 十七 年 七月 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 
系譜) 

9ヨー ネン R 然  ヱ クヮン 慧觀を 見よ、 

リヨ ー ネン  I 艮然 ドン タッ 呑 達を 見よ、 

リヨ 1 ネン 頁 念 ii;j た A : 〔淨 土宗〕 奥州 圓城 寺の 開山な 
う、 良 念は 信 蓮社岌 辨と號 す、 奥州 磐 前 郡の 人な 6、 良 潜 
R 師事して 淨土敎 を 學び 、州の 宮城 郡に 圓城 寺を 創して 開山 
となる、 慶長 十三 年 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リ m- ハン | 良範 (… •.… ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 
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6、 良範は 比 叙 山の 楞嚴院 に 住し 淨行を 以て 顯は る、 淨土 
に 遊ばむ 乙と を 誓 ふ も 人 皆 信せ ず、 不幸 短命 十八 歲に して 寂 
す 源 信 僧都 爲に 諷經 す、 夢に 良範雙 親に 告げて 日 ふ、 我極樂 
にあうて 其 名を 仁慧 菩薩と S ふ、 是れ 上品 上 生な 6、 友人 其 
巾荀を 見る に 衆 佛衆經 あ*^、 初めて 其 勝因を 修 する Z. とを 知 
れ うと S ふ、 (本朝 高僧 傅) 

リヨ ー ハン j 艮範 (一九 六 八) 〔眞言 宗〕 京都 清水 坂 愛染 堂 
の學 僧な 6、 良範は 了 圓と號 し、 後 輿 實と改 0 、奥州の 人 
な-^、 性 海 寺の 良敏に 事へ て 顯密を 學 ひ、 周 防の 僧都に 聲明 
を 習 ひ、 實相 上人に 戒律を 禀く 、永 仁 年中 京都 淸水 坂に 愛染 堂 
を 建て 衆生を 利益し、 延慶の 初年 寂す、 (本朝 高僧 傅) 

リ ml ハン 莨 範 ( …… 〕 〔眞言 宗〕 山城 安祥 寺の 律師 
なう、 頁範は 民 部 卿 律師と s ふ" 戸部 尙 書親範 の 子な う、 
安祥 寺 賴眞の 室に 入 6 て 出家 受 具し、 勝 賢の 法を 嗣 き、 良瑜と 
同學 たう、 (續 傳燈 廣錄) 

リヨ ー バン ー良 鍰( . ) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第五 代 

な 6、 良鑀は 光 蓮 社隆順 と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 良憲 
に 師事して 淨土敎 を 修め、 終に 其 席を 繼 ぎて 圓通寺 第五 代と 
なる、 寂 年壽缺 く、 門下に 良 順 あう、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ビン | 艮敏一 h: a: :l  〔法相 宗〕 大和 元 輿 寺の 僧な 

う、 良敏 俗姓 不詳、 義 淵に 師事して 法相 宗を傳 へ、 元 興 寺に 

住す、 神龜元 年少 僧都に 任せられ (一 說大平 元年、) 天平 九 年 

大 僧都に 任せら る、 同 十一 年 寂す、 (績 日本 紀 、本朝 高僧 傳、 

七大寺 年表) 

リヨ ー ビン 頁敏 (一九二 11 1) 〔眞言 宗〕 尾 張 性 海 寺の 學僧 

リヨ 1( 良) ハ— ^ 


な-^、  良敏 字は 寂 忍、 尾 張 熱 田 大宮司の 子な 6、 同 國の淨 
心 美 濃の 照 寂に 隨 ひて 天台宗を 學 ふ、 後觀勝 寺の 大圓 に從 a 
て 眞言 敎を受 け、 東大寺に 牲き圓 照の 室を 敲きて 戒を 受け 律 
を學ふ、弘長の末年八幡の善法寺に居彳、戒壇院の凝然を招 
きて 四 分 戒本定 賓略疏 を 講せ しむ、 又圓 照に 從 a て 京 郡の 鷲 
峰 山に 在うて 表 無 表 章 大日 經を聽 く、 圓 照亦師 をして 天台の 
疏籍、眞言の秘典を講せしむ、鄕里の大塚縣に性海寺及ひ池鈴 
山を 開き 宗 義を演 ふ、 尾 張に 密敎 を唱 ふるもの 師を 始めと す 
後 京都の 吉 水に菴 を 結 a て 幽栖し、 某 年 寂す、 門下に 禪 心、 
光遍、 觀海、 定祐 、證圓 ，良範 等 あう、 (本朝 高僧 傅) 

リヨ ー ビヤ ク | 良 白 二 •一 vl g: 〔淨 土宗〕 奥州 無量 寺の 開山 
な 6、  '良 白は 雲 蓮 社 利 舟と 號す 、俗姓は 早 坂 氏 奥州 宮城 郡 
の 人な う、 法を 良性に 繼ぎ卅 の 小 倉に 無量 寺を 開く、 正 保 二 
年 二月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ*- ヘン 頁 遍  〔眞言 宗〕 京都 東 寺の 長者な 
6、 良遍 俗姓は 藤 原 氏、 越 中の 剌史顯 成の 子な 6、 出家し 
て 金胎の 秘法を 勝遍 律師に 受け、 後 公賢 僧都に 從つて 密灌を 
受 く， 建 久八 年の 冬 東 寺に 灌 頂の 宣を 蒙う、 翌年 十二月 初め 
て 觀音院 の小灌 頂に 補す、 建 保 元年 夏 法 印に 叙し、 六 年 冬 東 
寺の 長者に 加 任せら る、 承 元元 年 春 勅を 奉じて 神 泉苑に 於て 
雨を 祈うて 効 あ- 〇 優 賞を 蒙る、 二 年 十月 長者 職を 辭し 、貞永 
元年 八月 二十 一日 寂す、 壽八十 三、 (本朝 高僧 傅} 

リヨ ー( ン ー良 遍一 I3 -E 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 學僧な 
$、  良遍 字は 信 願、 號を蓮 阿と 云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 京都の 
人な $、 幼に して 興 福 寺 勝 願 院に投 して 落髪し、 同 寺 光明 院 
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覺遍 に隨 S て 法相の 奥旨を 究 む、 寬喜二 年 維摩 大會の 講師と 
なう、 盛んに 中 宗の學 道を 唱へ 、遂に 時の 上皇に 敬せられ 法 
印權大 僧都に 敕 任せら る、 師春日 明 神に 詣て 、其 地の 幽靜な 
るを愛し草菴を結びて論講廬と云 64 、自ら地藏を刻みて安置 
す、 嘉禎 年中 大悲 尊者 松院 に 戒律を 唱 ふるを 聞き、 往て 謁し 
戒を受 く、 正 法の 弊を 歎じ 戒律の 興隆を 旨と し 律文の 不明な 
る あれば 之れ を 正 法 _師 の 高足 來緣舜 律師に 咨ふ 、時に 大悲 
尊者 通受 比丘 性戒俱 成の 義を 立て、 學侶 信疑 半ばして 是非の 
聲喧 すし、 師 乃ち 通 受 比丘 文理 鈔等 古今の 證文を 著して 不明 
の 徒に 敎 ふ、 玆 に於て大悲の法化大に振3、白毫寺に法を 
開き 盛んに 開 遮の 法を 唱ふ 、此 時に 方り 戒壇 院の實 相 照 法相 
宗を 慕 CA 受 業の 師を 春 -0 明 神に 祈 6、 偶師に 見ぇて 弟子の 禮 
を 執る、 師侬つ て 中 宗の玄 旨を 傳 ふ、 後 聖一國 師東福 寺に 於 
て 宗鏡錄 を 講ぜる を 以て、 師眞空 律師と 共に 往きて 之れ を 聞 
き、 講 終うて 師 自ら 撰せ し 眞心要 決に 書簡を 添へ て呈し 返書 
を 持た 仁 治 二 年 四十 八歲に して 生 馬 山 大聖 竹林 寺に 至 
淸淨 戒律の 道塲 となし、 且念佛 往生 决心 記を 著す、 次で 
東大寺 知 足 院の廢 を 興して 戒律の 道場と し、 名け て 新 別 所と 

云 S 解脫 上人ょう 得 ^ る地藏 尊像を 安置して 永世の 鎭 護と 

す、 建 長 三年 冬 病 K 罹*^ 院を 上足 覺澄に 附し 大聖 寺に 退き" 

翌四年 八月 二十 八日 寂す、 世壽 五十八、 嗣 法の 高弟 知 足院覺 

澄、， 下野 藥師寺 中興 密嚴 、東大寺 尊 勝 院：宗 性、 興 福 寺 中院賢 

恩、 鎌 倉 光明寺 良忠等 あう、 著作 應理大 乘傳通 要 錄二卷 、眞 

心 要决前 抄卷數 未詳、 仝 後 抄二卷 、法相 大意 抄一卷 、法相 二 

卷抄二 卷、 m 識觀 、唯識 三十 頌略 記，、 唯識 三性觀 、唯 識三類 境、 
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瑜伽 論大科 各一卷 •因 明大 疏 抄八卷 、仝 四 相違 記 二 卷 、仝 局 
通對 記一卷 、眞 法要 文集 一 卷 、表 無 表章鈔 六卷 (或は 三卷と 
も 云 ふ)， 意 業 無表鈔 、自 行 tu ;:;'; 惟、 三種 菩提心、 別受行 否抄、 
通 別 二受抄 ，通受 比丘 文理 抄 、三 聚淨戒 懺悔 軌則抄 、通 受軌 
則 有難 通 會抄各 I 卷 、宓芻 略 嬰 六卷 、宗 M 錄 要義 三 卷， 念. f*)i 
往生 决心 記、 善導 大意， 群 疑 論 科， 學徒 敎誡、 rl 毫寺緣 起、 春 
日 安居 記、 知 足院緣 記、 仝 遺誡 止 防 用心 一 卷等 凡て 百 餘卷ぁ 
6，( 蓮 阿 菩薩 傳 、本朝 高僧 傅) 

リヨ？ ベン ー 艮辨 j raH ss t: 華厳宗〕 大和 東大寺 開山な 
う、 良辨の 俗姓 生國詳 ならす、 俗姓 百濟 氏と 7 ^淺部 氏と も 
漆 部 氏と も 云 ふ、 生 國相模 とも •近 江志賀 ともい ふ、 師二歲 
の 時 其 母 出て、 桑を 来う 兒を樹 蔭 (C 置く* 忽ち 大驚 ぁう 捉へ 
て 去う、 大和 春 日の 祠 前に 放つ、 偶 義淵偕 正神祠 に詣て 拾 a 
歸 うて 養育す、 五歲甫 めて 學に 就き* 稍 長して 法相の 義を受 
け、 專ら義 淵に 給 事す、 後 艰 山に 退隱 し、 一 小院を 構へ、 行 
者と なうて 佛 道を 修行す、 時人 東 山の 金 熟 仙人と い ひ、 金 鐘 行 
者と いふ、 (金 鐘 一に 金 鷲に つくる)、 天平 五 年、 聖武 天皇 山城 
添 上 郡 R 於て 111 索院を 建て V 不空 羅索觀 音の 像を 安置す、 旣 
にして 天皇 師の 名を 聞き、 勅 召して 羅索院 を 賜 ひ、 費用を 給 
して 造營 し、 已に 工事 成う 改めて 金 鐘 寺と 號 す、 師か念 持の 
執 金剛 神の 像 ^ 安置す、 時に 師已に 岡 十五 歳な 6、 師 天皇に 奏 
し大 伽藍を 建立 せんとす 、乙れ 天皇 か ® 盧沙那 佛の大 像 鑄 造 
を 發 起し 給 ふ 初 因緣な 初め 近 江 紫香樂 R 於て 企て 未た 成 
らさ りし かは、 遂に 其 事業を 金 鐘 寺 (C 移つ す R 至- cs しもの な 
う、 天平 十六 年 十二月の 夜 金 鐘 寺 及 S 朱雀路 に燈 一万坏 を 燃 
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く、 其 後 十八 年 十月 天皇 及 a 太 上天 皇 (元 正) 皇后 共に 金 鐘 
寺に 幸して 燈を 燃き、 廬舍 那佛を 供養し 佛の 前後の 燈 一万 五 
千 七 百餘坏 に 及 ^ 、 夜 一更に 至うて 數千の 僧侶 1: して 脂燭を 
擎けて 賛嘆 供養せ しめ、 佛を繞 る Z. と 三 匝に 及 ふ、 三更に 至 6 
て宮に 還う 給 ふとい ふ、 師審祥 を 請し 金 鐘 寺. に 於いて 華嚴經 
の講 筵を 開く、 

師が 華嚴 圓頓の 
說は 審祥 ょう 
得、 後世 師を以 
て 日本 華 嚴宗の 
二祖 とす、 東大 
寺の 將 に 成らん 
とする や、 我 か 
阈 未た 產 金の 地 
なかう しが 故に 
師自 ら藏 王權现 
に 祈う、 近 江 R 
至うて 觀音の 冥 
助を. 禱 る、 師時 

{: 比 良 神の 靈を爱 うて 此 地に 寺 塔を 築け 6、( 今の 石山 寺の 觀 

音は It: 地な 6 と 云 ふ) 天平 勝寶 三年 天皇 S ら也大 寺に 幸して 

師を少 僧都に 任し 給 ふ、 翌华 四月 大佛 の大 供養 會 あう、 五月 一 

H 師 を 以て 東大寺 別當 に輔 せられ、 寺 ^ を 司と る こと 凡を 九 

年' U 說に 十二卑 ) 天平 勝 寶六牢 十月 十三 日 法務を 兼ね、 同 

八牢 五月 二十 五 H 聖武 天 J*!. ，看病の 勞を嘉 みし 給 ひ、 轉して 大 


リヨ 1 「良/、 へ 


僧都と なし 當戶の 課役を 免せられ 其 父母 雨戶に 及 ふ、 天平 寶 
字 四 年 (一說 天平 勝寶七 年) 僧正に 任せら る、 時に 八十 歲、 
寶龜四 年 十一月 十六 日 寂す、 壽八 十五、 天皇 使を 遺は して 吊 
せし む、 其 墓は 大和 宇陀 郡 赤 尾 山林に 茌 6 師か沏 立す ると 乙 
ろの 寺院 大和の 東大寺、 近 江の 石山 寺、 金 鐘 寺、 菩提寺、 相 
摸の 大山 寺 (一に 大安 寺に 作る) 等 あう 門下 實忠 、良 興、 安 
寬 、永 興、 忠惠 、標瓊 、鏡 忍 等 あう、 之を 門下の 八 上足と $ 
ふ、 (東大寺 別當次 弟、 僧綱 補任" 三_佛 法 傳通緣 起、 七大寺 
年表、 續 日本紀 、元 亨釋 書、 本朝 高僧 傳、 扶桑 略記 等) 

リ ml ベン | 艮辨  ソンク ヮン 尊觀を 見ょ、 

リヨ ー ホ  ー ^: 補 r; j -t: s: 〔浄土宗〕 奥州 專 光寺の 開山な 
う'  莨 補は 文 蓮 社淨譽 、又は 善 保と 號 す、 奥州 岩 城の 人な 
6、 良 潜に 師事して 淨土敎 を學び 遂に 其 法を 嗣 r、 後 州の 白 
河 郡 3 村に 專 光寺を 開き、 元 和元牢 九月 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜} 

リ ml ホ ー ー艮芳 ，一 1 °i ハ 虹 〔臨濟 S 京 郡南禪 寺の 禪僧な 
$、 良芳は 字を 蘭 洲と云 ふ、 若 狭の 人、 俗姓は 橘 氏 諸兄 大 
臣の 胤な う、 幼に して 敎 寺に 落髮 し、 十五 歲畿 2 :に觀 光し 一 
山 國師の 道 望を 聞き、 遂に 衣を： 史へて 南 禪寺大 雲菴に 抵 る、 
國帥 寂す る 後 無 相 眞に參 し、 久 うして 辭して 講肆に 遊び 諸家 
の 秘奥を 探う、 比 叙 山橫 川に 菴焐 す" 三年を 經て 愛宕山に 登 
う菴を 結びて 禪 坐す、 建 at 元年 夢窻阙 師# び 南禪 寺に 住する 
に 方う 師招 かれ 內史に 侍す、 攝津溝 杭の 檀越善 法 UU 性 二 寺 
を 御し、 師を請 して 居ら 〇 曆應 .兀 年 淸拙和 卯 南禪 寺に 遷 6 師 
藏鑰を 司と る、 貞和 元年 雪 村 梅 和尙東 山を 董し 師牲て 乙れ R 
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請 益す、 時に 四十 一歲 なう、 雪 村の 寂す るに 及 IN 退て 大龍寺 
の 塔を 守る、 龍 山 和 尙建仁 寺に 主と なる に 方う、 師 招かれて 
第二 座と な 6 分 座說 法す、 文 和元牢 出で、 甲斐 淨居 寺に 住し 
幾 もな く 京都 {C 歸 る、 天 境 致、 別 源 旨、 聞溪聰 、中 山 闇の 諸 
老相繼 で 建 仁 寺に 主たる R 方 6 師常に 版 首 R 居す" 播磨 太守 
赤松 則祐久 しく 雪 村に 參して 師と交 厚く、 大義 金剛 二 寺を 建 
て 師か演 法の 塲 となす ' 康安 元年 楠 正 儀 細 川 淸氏南 軍を 率 CA 
て 京都に 入 6、 將 軍足 利義詮 後光嚴 帝を 奉じて 近 江武佐 寺に 
走り、 嗣子 義滿 僅に 四歲 、左右 抱 持して 夜師の 室に 至る、 師 
乙 れを衣 中 R 匿し、 輿に 乘し馳 て 播磨 白旗 城 {C 入る、 明年 義 
詮 京都に 歸 特に 攝津濱 田莊を 割て 衆 供に 充 つ、 之ょり 寵 
遇 渥し、 貞治二 年 相 模萬壽 寺を 主 どり、 四 年 京都 萬壽 寺に 遷 
る、 永 和 四 年 建 仁 寺に 住し、 康曆二 年敕を 奉じて 南禪 寺に 主と 
なる、 住持 三年に して 東 山 淸住院 に佚老 し、 至德 元年 十二月 
六日 疾に 罹う、 偈を 書して 日く' 須彌倒 卓、 虛空消 亡、 日 面 
月面、 常時 寂 光、 と、 筆を 投して 寂す、 壽 八十、 門人 全身を 奉 
して 本山に 塔す、 著作 諸 會語錄 若干 卷ぁ 6、 敕 謚弘宗 定智禪 
師の號 を 賜 ふ、 (本朝 高僧 傳 、續群 二三 七) 

リヨ— ホン ー 艮本二 一 i: 八 〔淨 土宗〕 仙 臺長龍 寺の 開山な 

6、 良不は 順 蓮 社 利 白と 號す 、俗姓は 片桐 氏、 良實に 師事 

.して 法を 嗣 ぎ， 仙 臺長龍 寺を 開く， 慶長 三年 九月 寂す、 壽缺 

く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ホン i 艮本二 一四 七 〔淨 土宗〕 奥州 安樂 寺の 開山な 

6*  良本は誓蓮社と號す、奧州小野鄕の人、聖觀に師事して 

淨土敎 を學び 、榴葉 安樂 寺を 開きて 所 承の 學を弘 む、 長亨元 


年 六月 四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 譜) 

矽ヨ1 乏ン | 艮間 ( …… ) 〔曹 洞宗〕 出 羽 龍 雲 寺の 開山 
f、  良閩 字は 越叟 、出 羽の 人、 十三 歲羽黑 山に て 落髮し 
密 部を 學 ふ、 大徹宗 令 越 山に 說 法す るを 聞き、 服を 更めて 之 
に 師事し 其 印 可を 受 く、 總持 寺に 出世し、 立 川 寺に 遷 る、 晚 
年辭 して 鄕 R 歸 6 龍 雲 寺を 築き 老を養 ふ、 某 年 寂す、 壽缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ— ミヨ ー  j 艮明 ( …… ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 學 
僧な $、  良 明は 鄕貫詳 かならず、 幼に して 桂 園院範 守に 笼 
を 受け、 最も 天台 敎に 精し く 時の 名 ぁる衮 皆師 ょ-^ 出 づと云 
ふ、 某 年 五月 三日 寂す、 壽缺 く、 (三 井續燈 記) 

及31ホク ー艮睦 (一九 七 七) 〔臨 濟宗〕 相 模建長 寺の 禪僧 
なり、 良睦 字は 仲 和、 俗姓 不詳、 一山 禪帥の 法を 嗣 r, 友 
丘の 法 弟な う、 不幸 短命な う、 示 寂の 年時缺 く、 遺 偈 ぁり 淸 
風吹= 碧 海： 明月 照 4 eH s -> 一  唱還鄕 曲、 調 高興不 k 窮 、(延 寶傅燈 
錄 、本朝 高僧 傅.) 

リヨ？ モク 頁 卜 ( …… ) 〔淨 土宗〕 下野 圓通寺 第 七 代 
f,  良 卜は 尊 蓮 社 旭 殘と號 す、 良 順 R 法を 嗣ぎ 、終に 其 
席を 繼きて 下野 芳賀 郡 111 通 寺に 主と なる、 寂乐缺 く、 嗣 法の 
弟子に 良冏 ぁ-^、 (淨土 總系 譜) 

9ヨー モン 1艮聞一 55 巧一1 〔淨 土宗〕 京師 法 林 寺 四 代な 
う、 良 聞 字は 東暉 、號 は定蓮 社、 勇猛 觀と云 ふ、 京師の 人 
な6、双親篤信にして慈善を好む、師幼にして袋中上人の禪 
室に 入 6 熟學の 後山 城 法 林 寺の 主務と なる、 勸業 嚴密に して 
數々 俱 舍唯識 等の 講席を 開く、 天 和 二 年 二月 十八 日 佛號を 唱 
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して 寂す、 壽 六十歲 、(鎭 流 祖傳) 

リヨ 1 ユ 頁 瑜 (I  一 01K) 〔天 怠 S 近 江 園 城 寺の 僧な 
P、  良瑜 俗姓は 藤 原氏關 白 兼 基の 子な 園 城 寺に 投じて 
得度し、 頁 慶道瑜 の 二 師に從 a て顯 密二殽 を 究め、 三 井の 長 
吏を 管し 法務を 兼 領 す、 常住 院に 住して 大僧正に 任じ、 尋 で 
三 山の 檢 校を 司 どる* 應安 元年 宮中に 密壇を 修して 牛車に 乘 
るを 聽 3 る、 寂 年及壽 缺 く* (本朝 高僧 傅) 

リヨ ー ユ ー良 瑜  一一 P 力 七 〔.大台 宗〕 近 江 園 城 寺の 學僧な 
6、 良瑜初 の 名は 靜助 、俗姓は 藤 原 氏攝政 忠敎の 子な 6、 
密灌を W 相 寺の 仁師に 受けて ょぅ 之を 人に 授け、 廿 三人 天下 
に 聞 ZL ゆ、 且つ 修驗 法に 長す、 應永四 年 八月 廿 一日 寂す、 壽 
缺く、 (三 井績燈 記) 

リヨ ー ユ ー 頁祐 | /\/\ な 〔臨 濟宗〕 筑前香 正 寺の 學僧な 
6、 良祐號 は安覺 、一名は 色 定と云 ふ、 建 仁 寺榮西 禪師の 
俗 弟な ぅ、 m めて 七歲佛 門に 歸 し、 良印學 頭に 就て 習 業し、 
二十 歲に充 た ずして 諸經に 精 Mfi す、 文治 三年 廿九歲 にして 法 
華 四 功德の 文を 讀み 、初めて 大藏 書寫の 大願を 發 し、 華嚴經 
ょり 初む、 其 尾に 書して 日 ふ、 昔釋 尊以 三七日 口 之 今 弟子 以 
九十 日 筆 之 說之與 書 難異開 悟 得 脫是同 、と、 筑の 吉澤觀 音、 

香椎 、箱 崎、 - 1: の彥 山、 淡 路の武 島 等に 游歷 し、 宋に渡 6 て 居 

る 乙と 十餘 年'  大藏を 暗記して 東 飯す、 筑前田 島 香 正 寺に 住 

す、 承 元 初年 漸く 一筆に て 經論六 百 三十 八 部 二 千 七 百 四十 五 

卷 二百 五十八 帙帮寫 の 功を 終 ふ、 大願を 發 してよ 6 四十 二 年 

の 間、 廡下船 底 も 業を 廢せ ず、 每卷 尾に 其 地を 記し 一切 經一 

筆 書 行人 良祐と あり、 大宮司 宗像氏 師と交 6 深く、 財を 捨て 

11 fs  ユ 


堂を 建て、 神祠の 傍に 置く" 師 自ら 像を 彫み 大藏を 守護す、 
寬喜 三年 寂す、 壽七 十三、 (本朝 高僧 傳 、小 雲 棲 稿) 

リ 3 — ユ 1 一艮^ §  ジュ— ショ-十 聲を 見よ、 

リヨ ー ュ ー ー良 勇  一- E5 55 〔天台宗〕 近 江 延曆寺 座主な 
6、 良 勇は 美 濃の 人， 俗姓は 忌 部 氏な 6、 出家して 芻 證靜 
觀遍照 の 三師に 天台 敎を學 び、 延喜 二十 二 年 天台 座主に 任ず、 
延長 元华 三月 六日 寂す、 1 1 ハ 十九、 (天台 座主 記) 

リヨ ー ユ 1， 頁 融 ジュン キョ-順 敎を 見よ、 

及 m t ヨ ー艮譽 (一一 〇〇丄 0  〔眞言 宗〕 山城 m 寺の 長者な 
i  良# ii 大納言 實 藤の 子、 有 助 法師に 學 a 貞和 二率來 寺 
の 長者に 任し 權 僧正と なる、 其 示 寂の 年時缺 く、 (柬寺 長者 補 
任、 仁 和 寺 諸院家 記) 

リヨ！ a 一艮 # iH 4 A— 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 六 代 
f,  良譽 字は 堯溫 、俗姓は 奈良生 氏、 母は 岸 氏、 下野 都 
賀 郡の 人、 天 正 十八 年に 生る、 九歲高 島の 寶藏院 に 入うて 應 
譽 和尙に 從； 3, 十一 歲落髮 し、 十四 歲四 度の 瑜伽 行を 修め、 
後 小山の 持寶 寺に 到う 入 壇し 灌 頂を 修し 、廣く 遊 方して 講席 
に 列なる、 京都に 往きて 元壽 僧正に 師事す る 乙と 十六 年に し 
て 秘奥を 授けら る、 元 和 九 年 五 M 醍醐 寺に 到-^、 大僧正 堯圆 
に 見ぇて 兩 部の 許可 及 a 諸 尊の 印 契を 蒙る、 寬永九 年 後水尾 
上皇 元壽を 宮中に 召して 論 筵を 開かし む、 師之が 講師の 選 R 
あつ. かる、 同 五月 大覺寺 尊 性 法 親王に 謁して 廣澤一 流を 受け 
同 十 年 春 高 島の 寶藏 院に皈 へう 講 席を 主と る、 同 十三 年武藏 
の 愛 阜寺俊 賀和尙 の後秫 とな^^ 將軍家 光の 命に ようて 圓福 
寺に遷 る、 一. 住 十二 年 正 保 四 年 秋 席を 俊宥に 付して 再 a 元壽 


リヨ If, 良} ユ 1 ヨ 
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砂 3 1(良、了) 


僧正の 室に 入る， 後 六 波羅密 寺に 住す、 承應 元年 六月 十八 日 
尊慶 僧正 師を訪 a て 豐 山の 主 職を 讓らん と 約し* 秘訣 一 軸を 
傳ふ 、同 十三 年 十二月 十九 日尊慶 寂し、 同 二 年 春 江戸に 赴き 
命を 受け 始めて 主席を 補し 長 谷 寺 R 住す" 一 住 五 年" 萬 治 元 
年 九月 r 旦叔 す'  壽六 十八、 臘 五十 七バ豐 山傳通 記) 

リヨ 1ヨ  i 艮擧 1  ジョ I 工定慧 を 見ょ、 

リヨ ー ヨ 1 一 艮耀；  一 8: ◦〔眞言 宗〕 山城 東 寺の 長者な 
良耀 は內 大臣 僧正と 號 し、 權中納 言 具 俊の 子な 9 ' 定 
助 法師に 從 a て 宗旨を 學 a 、 元 弘二年 東 寺の 長者と なる、 同 
十二月 權 僧正に 任す、 曆應 三年 重ねて 長者と なる、 其 寂年缺 
く， (東 寺 長者 補任、 仁 和 寺 諸院家 記) 

及ヨ 19 ンー艮 林 r;: ii -t: JI: 〔浄土宗〕 陸奧光 林 寺の 開山な 
-CN、  良 林は 光 蓮 社運 淸と號 す、 奥州 平久 保の 人な 良薰 
に 師事して 法を 嗣 ぎ、 洲の中 山に 光林 寺を 創して 盛んに 所 承 
の學を 弘む 、元 和 元年 五月 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 
リヨ，- ア了 阿 ii sl 〔天台宗〕 江 戶淺草 金 地 院の僧 
な办、 了 阿 初の 名は 高風、 字は 春 山、 號は台 麓、 別に 一枝 

堂と s ふ、 俗姓 村 田 氏、 通稱 小兵 衞と SS、 江戸 淺草黑 船 町 

に住して烟管を賣るを業とし /2 $しが、浪華の契冲阿闍梨 

の 風を 慕 ひて、 其 歌 文を 愛誦し、 後 下 谷 坂 本に 隱 棲し、 國書 

佛 書を 幷せ讀 み、 博 覽强記 人に 過く、 一切 經 を通讀 する さ 三 

回に 及へ 6、 三十 餘歲 にして 髮を剃 して 了 阿と 云び、 淺草寺 

境内の 金 辿 院に 入う 學 問を 事と す、 和歌を 淸原雄 風に 學ぴ" 

一書 を朿江 g 鱗 ic 學. び、 共 R 奧蘊に 達せう、 車 M 律 院の普 門 律師 

圓 通、 駒 込 西敎寺 潮音 等に 交う、 佛 書を 聞く、 終生 女 犯な く 


F  ヨ！  C  了) r' — ク 


戒律を 嚴 持した うと 云 ふ、 天 保 十四 年 十二月 十四日 寂す、 壽 
七十 二、 顯德院 一鶴 了 阿と 云 ふ、 著作 俚言 集覽 、考證 午 典、 
一枝 堂 金 書、 一枝 堂 抄錄等 數百卷 あう、 

(考) 了 阿は 天台宗の 度を 受けた るに あらされ とも、 天台宗 
の 寺に 留 住し y2 れは且 く 其宗の 僧に 列す、 

リヨ 1 夕了阿 火 トン  流頓を 見よ、 

リヨ ー タン 了 庵  H ミョ- 慧明を 見よ、 

9 ヨ ー .アン ヶ I ゴ桂 悟を 見よ、 

ィ 了意〇 一一 1 一四 3 5 S S 山城 本性 寺の 住持な 
う、 了 意 字は 昭儀坊 と 云 S ♦天 和の 頃 京師に あうて 著作を 
事と す、 著作 三部. 經 鼓吹 七十 八卷 、往生 十 因 直談 十五 卷、 大 
原 同 答 句 解十卷 、新語 園十卷 、勸 信義 談鈔 六卷 、三國 因緣談 
三卷 、釋迦 一代記 八卷维 あう、 

リヨ fv  了-} i M ( . )  京師の 佛 H なう、 了 意は 了 

無の 猶子に して 俗名を 右京と いふ、 

及 3 1ノ*ン了胤  一一 is  〔眞 宗〕 武藏江 戶眞寵 寺 第 八 
代な 6、  了 胤 號は蘭 室と 云 ふ、 江戶淺 草の 人、 眞寵 寺に 住 
し 學を嗜 む、 安永 九 年 十一月 本山の 命に よう 府內 末寺 組頭 役 
となる、 天明 九 年 五月 十三 日權 律師に 任せら る、 設樂純 如の 
門に 入-^ 心 越禪師 よう 傳はれ る 七絃琴の 指 法を 學 S 妙手と な 
る、 龜 田鵬齋 等に 交は $ 文 墨を 樂め う、 晚年眼 を 疾みて 明を 
失し 七絃琴の 指 法を 門人に 口授した うと 云 ふ、 文化 九 年 九月 
十三 日 寂す、 壽六 十三、 (瞽 \ 傳 史料、 寺 記， 香亭 雅談) 
リヨ|ウン了運. 55 ^5  〔曹 洞宗〕 加 賀大乘 寺の 禪僧な 
t  了 運 字は籌 山、 加賀の 人、 出家 具戒の 後 南禪寺 省德に 
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參し 、辭 して 加 賀大乘 寺 桂 巖禪師 に 師事す る 一年' 玄 奥を究 
む、 桂 巖の寂 後 其 席 V 嗣 r、 永 亨四年 八月 二十 八日 寂す、 壽 
八十 三、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

リヨ ー ウン 了 運 ( . ) 〔曹 洞宗〕 肥 後 法 泉 寺の 禪僧 

な-^、  了 運 字は 泰庵 "幼に して 出家 具 戒し經 論に 通す、 後 
能 翁 玄慧の 室に 入う 印 可を 受 く、 無 說宣大 慈 寺に 道を 唱へ師 
を迎 へて 第一 座と なす、 後出で、 吉祥 寺に 住し， 次に 肥 後 法 
泉 寺に 移 6、 某 年 寂す、 壽缺 く， 法嗣 古泉 利 蒙 ぁ 6、c 日本 洞 
上聯 燈錄) 

リヨ 1 ウン 了 運 (ニー A 五〕 〔眞言 宗 \_/ 京都 仁 和 寺の 僧な 
う、 了 運は 中 院前中 納言通 世の 子、 永 正 十三 年 尊 海の 室に 
入うて 1# 度し、 十四 年 法眼に 叙す、 十七 年權少 僧都に 任し、 
大永 三年 權大僧 郡に 任し、 五 年 法 印に 叙す、 寂 年 及 a 壽缺く 
(仁 和 寺 諸院家 記) 

リヨ ー ウン 了 雲 ( . ) 京師の 佛ェな う、 了 雲は 

三位と SS、 初の 名を 數 馬と 稱 す、 了 雲は 其 法名な-^、 彫刻 
せる 佛像 多し 

リヨ^- ウン ィン 了 雲 院 ニ チト-日 登を 見よ、 
y ヨ 1 工  了 ^: 心  カ ィニ ン戒 忍を 見よ、 

リヨ— 工  ド- コ丨道 光を 見よ' 

リヨ ー エツ 了 悅( . 〕 〔淨 土宗〕 某 寺の 僧な $、 

了悅 字は 喜譽 、武 藏國船 町の 人な $、 俗姓 詳 ならず、 師俗の 

時 夫妻 堅く 契約す る 所 あう しが 妻 死後 漸く 約に 背く， 後大に 

之を 悔悟して 處々 の靈 地を 歴遊し、 衆 僧を 供養し 念佛 精進す 

る 乙と 最勸む 、後 病を 得て 攝津有 馬に 浴 治す、 遂に 此地に 寂 


汐 3 1( 了) ウ 1 H 


す、 其 年 十一月 二日な ぅ、 壽詳な らず 、(緇 白牲牛 '傅) 

リヨ 1H ン了圓 ( . 〕 〔淨 土宗〕 筑前 葦屋の 僧な 

$、  了 間 俗姓 牛 •國詳 かならず、 長樂寺 隆寬に 師事して 淨土 
宗長樂 寺 流の 學を 究め、 筑 前 葦屋 松 W, に 住し 大に所 承の 敎を 
弘め 、岡 上人と 號 す、 寂 免 及壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

9 3 1H ン 了 |1 ( . ) 〔淨土 宗西山 派〕 備前小 野路 

の 僧な 6、  了圓 字は 賴達 、鵜 木 光明寺 觀堂覺 愁に 師事して 
淨土宗 西 山 派の 學を 修め、 備後小 野路に 住して 盛んに 法 化を 
布く、 後宗を 改めて 戒律 宗に皈 し 律師と なる" 寂 年 及壽缺 

リヨ 1 エン  .ミヨ— コ . I 明 光を 見よ、 

リヨ 1エ ン了圓 リョ-ヶン 良憲を 見よ、 

リヨ 1 エン  了圓  リョ-ハン 良範を 見よ、 

リヨ，- 方！  了赃一 一 1 g  〔眞宗 〕 加賀金 澤林幽 寺の 住持 
f  了嘥號 は 香 流 庵、 加 賀の 人、 高倉學 寮に 學び 、文化 
十三 年 十一月 十七 日擬講 とな-^ 交 政 元年 夏學 寮に 義林 章を 
請し、 秋尊號 銘文を 講ず、 後 無差別 論疏 末燈鈔 を 講ず、 文政 
九 年 正月 五日 寂す、 壽七 十一、 C 高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 

リ 3 1 才 •-  了 翁 ド  -ヵク 道覺を 見よ、 

9 3 1 オン 了 充 日 ( . 〕 〔淨土 宗西山 派〕 山城 本願 寺 

の學 頭な $、  了 音は 淨音法 興に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學 
を 受け、 秫念寺 本願 寺の 學頭 とな 6、 山城 八幡に 住す、 又 京 
都 六角に 住し 觀 經疏鈔 八卷を 作る、 世に 八幡の 鈔 、又は 六角 
鈔 "或は 本願 寺の鈔 と 云 ふは Z: れな 6、 寂 年 並に 壽缺 く、 (淨 
土總 系譜) 


リ 2 上 了)  H  i 才 


書辭 名人 家佛本  日 


(〇〇 二一：) 


_ _ リヨ 1( マ こ 力 _ _ 

リ 3 1 カィ 了 海 (三-二 三) 〔眞 宗〕 京 郡 東坊の 住持な 
う、 了 海は 肥 後の 人、 延壽寺 月感の 弟な*^" 承應二 年月 感 
は 西本願寺 能 化 两吟の 安心を 駁して 自性 一心の 邪義 となし、 
訴狀を 出して 彈 劾し、 一山の 騷擾 となる、 了 海 亦 月感に 同意 
し 遂に 東 本願 寺 下に 轉す 、尋て 月 感も東 本願 寺 下に 轉す •"了 
海 東 本願 寺內 不明 門 通 七 條 上る 朿坊に 住し、 高倉學 寮の 開立 
に 力を 盡し 、後世ょう 學 寮の 開基と 稱 せらる、 寂 年 並に 壽缺 
く、 著作 文 類 直 解、 明 眼 論 大疏等 ぁ 6、( 高 倉 學寮講 者 列傳稿 
本、 月感 年譜) 

リヨ ー カ ィ了 海 iA ls 〔眞宗 ：一山 城佛 光寺の 第 四 代 
な $、  了 海 一名は 願 明" 幼名 5: 松 君と いふ、 鳥 羽 天皇の 裔 
な 6、 父は 左大臣 實 信、 母は 大井氏 民 部 少輔の 女な う、 七歲 
實 相寺範 賢に 從 W て 薙髮 し、 後 比叡山に 登う靜 榮に 師事す" 
一旦 家に 歸 へう、 後 奇瑞に 感 し麻栉 山 善 福 寺に 至う 之に 住し 
て 密敎を 弘む 、親鸞 東 化の 途次 之に 宿し、 師 之に 謁して 淨敎 
を 受け 弟子と なる、 弘安 元年 京に 赴き 興 正 寺を 主と- 後 之 
を 誓 海に 附して 麻布に 還る、 永 仁 元年 十一月 六日 寂す、 壽九 

十四 (一に 元 應二年 正月 廿 八日 寂す 壽八 十二、) 著す と M ろ 和 

讃七首 ぁう (本願 寺通紀 ) 

リヨ ー カィ 了 海 C . ) 〔眞 宗〕 三 河勝曼 寺の 住持な 

う、 了 海 俗名は 庄 治太郞 "俗姓は 安藤 氏、 父は 敎房 (上宮 

寺 蓮 行) なう、 出家して 勝曼 寺を 主と り、 天台宗を 學 ふ、 蓮 

行慶圓 と共に 親鸞に 矢 作 柳 堂に 謁して 弟子と なう眞 宗に歸 

す、 示 寂の 年月 詳 ならす、 三 河 額 田 郡 針 崎勝曼 寺は 其 遺跡な 

う、 (本願 寺 通 紀 J 


リ 3 1C  了〕 力 


リヨ ー カ ィ了海 (一九 七 一) 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 山 松 橋の 
九 代な う、 了 海は 公紹 大僧正の 室に 入うて 籮髮 し、 應長元 
年 五月 三日 職位傳 法を 受け 松 橋の 席を 董 す， 師他院 の 法を 嗣 
く か 故に 譜に 載せす、 (續 傳燈 廣錄) 

リヨ ー ガク 了學ーー；ーー ^? 〔淨土宗〕武藏增上寺の第十七 
代な 6、 了學號 は照譽 、俗姓 高木 氏 下總國 小金 城キ .高木 修埋 
亮の 三男な う、 天文 十八 年 春 武江嵇 村に 生れ、 三 上 安西の 猶子 
となる、 永 祿二年 十三 歲 (一 說 十一 歲) にて 東漸 寺に 入う 團譽 
上人 二 說善 樹上 人) に 投じて 剃髪し、 後生 實大巖 寺 源 譽觀智 
國 師存應 大和 尙に從 うて 法を 受く、 禀性 聰慧淨 土敎に 通し、 且 
つ諸宗 並に 神道を 究め 和歌に 渉る、 舟 七歲 (一 說卅 一歳) にて 
佛法 山の 學頭に 補 せらる、 天 正 十七 年 四十 一歳の 時圑譽 上人 
の讓 6 を 承け て 佛法 山に 住持し、 又 上 總國大 瀧に 至り 良 信 寺 
を 開き 住する 事 三年、 先 是飯沼 弘經寺 兵火に 遭 CA 寺 主 存把寺 
を 遁れて 結 城に 弘經 寺を 開きし かば 飯 沼廢絕 す、 了學 乃ち 之 
を 中興して 住持す、 後 諸處に 寺を 建つ、 家 康駿府 に 在うて 圓頓 
戒の 再傳を 山城 黑谷の 主琴譽 上人に 問 ふに 方う 了 學薦擧 せら 
る、 又 了 學を拜 して 圓頓布 薩二戒 を受 く、 將軍 秀忠亦 師を營 中 
に 召して 戒を受 く、 師下總 國大鹿 村に 至う 弘經 寺を 再興し 衆 
一 百と 論難す、 幾 もな く 寺を 弟子 了 聞に 附し飯 沼に 歸る、 寬永 
四 年 七十 九歲 にして 飯 沼を 辭し佐 倉に 牲き淸 光寺に 閑居し、 
城主の 請に 依うて 松林 寺を 開く、 又 伊勢 桑 名 城主 侍從忠 政の 
請に 依りて 西岸 寺を 桑 名 本邑に 開く、 寬永八 年 冬 秀忠病 あ 6 
師を請 する 乙と 切なり しか ば、 營に 登'^ て 宗義の 要を 說き十 
念を 授 く、 仝 九 年 正月 七日 增上 寺の 第 十七 代と なる、 仝月廿 


I  一  o 


書辭 名人 家佛 本  日 


四日 秀忠 薨去、 廿 六日 遺骸を 移し 師 導師た 6、 命 あうて 安國 
■殿を 南山に 移し 法 寶藏を 建て、 又 同 山 下三嶋 谷を 增上 寺境內 
とす、 甞て營 中の 道塲 R 入うて 戒を授 く、 仝 年 冬 退院の 地を 四 
谷 竹 町に 卜し 了學 寺と 名け、 北 谷の 新 境に 雲 晴院を 開く、 仝 十 
一年 舂病あ 6、 二月 十三 日將軍 親しく 病を 問 a 其 願 ふ 所を 
周 ふ、 師答 ふるに 弘經寺 常 紫 衣の 事を 以てし 終に 寂す、 壽八 
十六 遺 弟 塔を 增 上寺歷 代の 側 R 立つ、 (三 緣山 志、 鎭流 祖傳) 
リ ml カ クィン 了 ^ 院  ニ チョ-日 養を 見ょ、 

リヨ 1 カン 了感； -: 一 - t: -t: 〔淨 土宗： 一信 濃 法然寺 第二 代な 
り、 了 感は其 鄕貫詳 かならず、 不殘に 投じて 刹 染嗣 法し、 
信 濃 木 曾 谷法然 寺に 住して 第二 代と なる、 元 和 三年 九月 三日 
寂す、 世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

931 カン 了感 r; s: H: 〔浄土宗〕 常 陸 常 福 寺 第 九 代な 
う、 了 感は尖 蓮 社 日 譽と號 す、 空 譽玉泉 上人の 室に 入うて 
淨土敎 を學び 、遂に 其 席を 繼 ぎて 常 福 寺に 住 じ 第 九 代の 主と 
なる、 後 常陸那 珂郡に 西方 寺を 創して 開山と な- CN" 天 正 十一 
年 二月 二十 一日 寂す、 壽缺 く、 法嗣 一人 あ $ 輪智釋 譽 と 云 ふ 
.( 淨土總 系譜) 

リヨ ー ガン r » ゲン ミョ-元 明を 見ょ、 

リヨ ー キ 了軏. 1 一  團 SH 〔眞宗 1 武藏 光明寺の 僧な 6、 

了軌 字は 公範、 號は雲 室と 云 ふ、 初の 名は 鴻漸 、字は 元 儀と 

云 a 、 寶曆 三年 三月 五日 信 濃 飯 山なる 眞宗光 蓮 寺に 生る、 寺は 

本武田 信 豐の子 正 善の 開 創す ると 乙 ろに して、 師は正 善よ'^ 

第 十一 代な*^, 十七 歲に して 江戶に 出で、 諸 葛 藍に 畫を學 び 後 

淸 人伊孚 九の 書法を 慕 a 特 R 山水 人物 R 於て 傑作 あ 6、 文 M 子 


リヨ 11  了) カー キ 


は 初め 儒家 宇佐美 惠助に 就き、 後 林 家に 學ぶ 、又 詩文に 長 じ 
甞て詩 社を 結びて 小 不朽 吟 社と 云 a 詩聲 一時に 振 ふ、 文政 十 
年 五月 九日 寂す、 壽七 十五、 遺命に ょ. CS 住持せ し江戶 西久保 
光明寺に 葬る、 著作 老君解 旨、 莊叟 得意、 西 峰 放言、 室 中 之 
燭 、山水 徵 、雲 室詩鈔 各 若干 卷あ う、 (扶桑 書人傳 、續 諸家 人 
物 誌、 雲華隨 筆)  . 

リヨ ーギ了 萎 (一九 九 四) 〔臨 濟宗〕 近 江與禪 寺の 禪 僧な 
6、  了義 字は 海岸、 俗姓 海 部 氏、 阿波の 人な 6、 早 年敎寺 
に 入う 後禪に 歸 す、 大 燈國師 C 妙 超) の 下に 參究功 あう、 後攝 
津妙觀 寺を 開く、 建武 年中 諸國亂 る、 師 寺を 捨て、 京師に 入う 
國師の 下に 留る 、尋て 近 江興禪 寺に 遷う 住す、 一日 國師の 命 
を 帶びて 南朝 (C 使す、 關吏 詰問 すれば 師實を 吿 ぐ、 吏 日 ふ 子 
巳に 有德の 僧な う、 若し 夢 窓 國師に 歸せば 罪を 看る S 0 と、 
師笑 a て 日 ふ" 出家た る 名の 豈 死を 畏れて 師 承を 易へ む や、 
頭を 要せば 斬う 取れ、 と、 安 坐して 頭を 伸ぶ、 吏 遂に 刀を 加 ふ 
其 年 時 並に 壽缺 く、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傅) 

リヨ-、 キ了義  一ー チ タッ 日 達を 見ょ、 

沒ヨ キン 了吟 ii ー ハ. 一. 〔淨土 崈攝津 大福 寺の 僧な 
P,  了吟 字は 風 航と云 ふ、 大坂 大福 寺に 住し •國學 に 通し、 
學譽 高し、 亨和二 年 三月 廿 八日 寂す、 著作 風航 記事 五十 卷、 鎭 
西 上人 繪詞傳 十八 卷 、新撰 往生 傅八卷 、四十 八 願 題詠鈔 五卷 
あう、  • 

リヨ ー キ ml  了慶 (二 四〇 四) 京師の 佛ェな 6、  了慶 
は 俗名 内 藏丞と s ふ、 延 亨元苹 不 tsi 索 觀世 音を 白檀 木に て 
作る、 


5 ヨ 1( 了) キ 


書辭 名人 家佛本  日 


(二 〇 二 


リヨ？ 「了)， キ i— ダ 


ヨ ？  (了) ダ — ゲ 


及 3 1キ 3 1  了曉ー ニ gll 一一 〔淨 土宗 U 下野 弘經寺 第二 k 
なう、 了曉は 聖蓮社 慶 善と 號 す" 大和の 人、 酉譽上 人に 師 
事して 法を 嗣ぎ 、飯 沼 弘經 寺に 主と なる、 又 三 河寶飯 郡に 大 
恩 寺を 鄉して 開山と なう、 文明 十五 年 7L 月 二十 七日 寂す、 壽 
缺 く、 著作 數卷 ぁれと A 今傳 はらず、 (淨 土總 系譜) 

没 ヨ—ダ 了愚二0_1 .-: 〔臨 濟宗〕 山城 衆 福 寺の 禪 僧な 
う" 了 愚 字は 鈍 翁、 俗姓 不詳、 月 船 海に 師事し 長樂 寺に 住 
す" 次に 京師の 普 門 寺に 遷う 、後に 東 福 寺に 遷 6 住す、 虎關が 
元亨釋 書 % r 修 する R 方う、 了 愚を 訪 a て 日く、 聞く 先師 月 船 和 
尙示 寂の 際奠香 室に 滿 つる 乙と 乙れ あ 6 や、 果して 然らば 當 
に 僧史 {r. 載せて 後世に 傳ふ べし、 其 實如河 と、 師色を 作して 日 
ふ、 和尙 先師を 謗す るな くば 好し 先師 末 後半 點の 屎臭氣 もな 
し、 更に 何ぞ異 香 室に 滿 づ と K はむ と、 師の 性情は 此 一事を 
以て 知る を 得む か、 文 和 元年 四月 四日 ic 遺 偈 一首 V 留めて 寂 
す、 提 ，， 空 却 印： 去來 在， 天、 萬 年 一念、 一念 萬 年、 (延 寶傳 燈錄、 
本朝 高僧 傅)  令 

リヨ ー ク- 了 空  (一一 〇八六 〕 〔曹 洞宗〕 長 門 了空菴 主な 

6、 了 空は 其 俗姓 生國詳 かならず、 初め 智翁永 宗禪師 を 美 作 

の西來 寺に 拜して 得度し、 尋で 菩薩 戒を 受け、 從って 大寧寺 

に 來う遂 R 印 記を 受け、 菴を山 南に 構へ て 之れ に 居し、 某 年 

寂す、 壽缺 く， (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ！ ダ !? ツ 了 月 ( . 〕 〔淨 土宗 U 常 陸 常 福 寺の 僧 

な-^、  了 月は 上 蓮社英 譽と號 す、 盛 譽泉慶 上人の 法嗣 にし 

て 常 陸 寺に 住す" 寂 年壽缺 く、 著作 授手印 邪 正義、 幷に 破淸 

躅 谷一卷 あう、 (淨 土總 系譜) 


リ t ク Os ッ 了 月 ii AS s  土宗〕 武藏江 戶淺 草れ 
安寺の 僧な う、 了 月 字は 普 照と 云 a ， 神 蓮社靈 譽と號 す、 京 
都の 人な-^、 三 緣山增 上寺大 僧 JF 貞譽了 也の 弟子と な $、 內 
外 兩典を 學ふ 、天性 書を 好み 顔 輝 牧溪の 筆意を 仰 慕し、 自稱 
して 顔溪と 云 a 妙 神に A る" 了 也に 陪して 城に 登 4、 其 書は 
將 軍の 優 賞を 蒙る" 殊に 墨 梅を 以て 聞ぇ たう、 法 兄 了 說の後 
を繼 きて 淺草行 安寺に 住し、 寶曆八 年 十月 十七 日 寂す、 壽七 
十四、 (名家 略傳) 

及 2 !クウン了觀( . ) 〔淨土 宗西山 派 \_/ 京師 三 福 

寺の 學僧な 6、  了觀 字は 漸 空、 俗姓 生國詳 かなら す、 東山證 
入の 弟 - f 觀 日に 師事し 淨 土の 宗義を 受け、 京師に 三 福 寺を 建 
立して 宗義を 弘演！ 、門下 大に 盛な う、 示 寂の 年月日 缺 く、 
(淨土 傳燈錄 、淨 土總 系譜)  . 

衫ヨ ー ダウン 了 願 aicM e 〔眞宗 U 伊勢 党 蓬 寺の 住持 
f，  了 願 字は 節 山、 號 は維舄 と稱 し、 晚年藏 六 菴と呼 ふ、 
伊勢 津の光 蓮 寺 九 代 了 台の 子な う、 桃溪日 溪二講 主に 師事し 
て 博く 内典に 涉 6 唱導を 善くす、 享保 二十 年 安藝の 古 貫と 偕 
に 叢林の 知事と なる、 寬保 三年 淨土 和讃 k 附講 す、 臨終に 偈 
あ 6 一夢 塲中客 、六 旬辭 __ 浮 -'* 更次乘 H 願 船 - > 流， A 大心海 ハと 
法主 號を 下して 祥雲 房と S ふ、 (學 苑談 叢) 

リヨ ー ゲン 了 源  一一； g -5 一一 〔眞宗 〕相 模善福 寺の 開山な 
$、  了 源 名は 信 之、 沖津 三郞 と稱 す、 童 名は 祐 若、 曾 我 氏 
なう、 父は 十郎祐 成、 母は 虎 女、 建久四 年祐成 父の 讐を復 す 
る 時師は 猶ほ劻 の 胎内に あう、 祐 成の 死後 生る、 建 保 元年廿 
一歳の 時 和 田の 合 戰に功 あ $、 源實朝 相模平 塚の 地を 賜 ふ、 


(三〇 ニー） 


書辭 名人 家佛 本日 


後世を 厭 a 祝 髪す、 國府津 に 親鸞に 謁し、 淨土敎 を 受け 大礎 
山 下に 善 福 券を 建つ、 建 長 三年 三月 十二 日 寂す、 it 六十、 (本 
願 寺通紀 ) 

リヨ ー ゲン 了 源 ( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 

f、  了 源 字は 竺 堂、 山城の 人な 6、 幼に して 洞 谷 寺 明 峰 素 
哲に 投じて 出家し、 明峯 の大乘 寺に 遷るに 及び、 總持 寺峨山 
R 依 6 印 記を 蒙ぅ、 總持寺 に 出世し 同 寺に 寂す、 年時缺 く、 
(日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ 1 ゲン 了 源 ク-シ ョ-空 性を 見ょ、 

リヨーゲン ィン 了 現院ニ チシ  ョ丨日 盛を 見ょ、 

リヨ ー コ 了 故 二 •二 ん 七 〔浄土宗〕 山城 西 光寺の 開山な 
$、  了 故は 一蓮社 宗 譽と號 し、 相 模三浦 の 人、 法を 感譽に 
嗣ぎ 山城 伏 見 西 光寺の 開山と なる、 寬永四 年 十月 十七 日 寂す 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リ mini 了光( . 〕 〔曹 洞宗〕 能 登 洞 谷 寺の 禪僧 

なり、 了 光 字は 寂 室 初め 瑩 山に 大乘寺 に 參し 久して 所證な 
し、 辭して 無 涯洪に 謁して 機 語 相 契 ふ、 左右に 親 侍する 者已 
に 年 あ 6、 師遂に 其 席を 繼て開 堂し 無涯の 嗣と爲 る、 幾 もな 
くして 洞 谷 寺に 遷 る、 化 儀 盛んな 6、 某 年 七月 二日 寂す、 壽 

缺 く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー コ ー 了 康( . ) 〔曹 洞宗〕 能 登總持 寺の 禪僧 

なう， 了康 字は 安仲 •肥 後の 人、 業を 玉碉に 受け 月叟明 癉の 

法を 繼 き、 出世 歷遷 して 總持 寺に 主と なる、 某 年 寂す、 壽缺 

く、 (日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ—、 ザ ン了山 1  一 I; s; ; 〔淨 土宗〕 信 濃 芳泉 寺の 僧な 


ク、 了 山は 稍 蓮 /香 春、 直 至と 號 す、 俗姓は 土屋氏 信 濃 佐 
久郡小 諸の 人な り、 慧頓に 師事して 淨七敎 を 學び 、後 鴻巢の 
檀榮に 法を 嗣 r、 信 濃芳泉 寺に 住し、 貞享 三年 十二月 七日 寂 
す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ I ザ ン 了山二 1: ^: 〔淨土宗：}武藏大巖寺の僧な 
り、 了 山は 信 蓮 社晃譽 、故 照と 號す 、安藝 廣 島の 人、 以八 
上人の 孫 弟な 4、 初め 江戸 崎大念 寺に 褂 錫して 巖宿に 嗣ぎ、 後 
傳 通院 增上 寺の 輪 下 R 入う、 大 巖寺大 光寺の 二 寺に 主と なう， 
元祿 十二 年 正月 二十 五日 寂す" 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ l、v ン 了 心 5: 0: こ 〔淨 土宗〕 豐後淨 安寺の 開山な 
う、 了 心は 行 蓮 社 松 譽と號 し、 三 河の 人な う、 傳孩に 師事 
して 法を 嗣ぎ 、豐後 大分 郡に 淨 安寺を 瓶して 開山と なる、 寬 
永 十九 年 八月 八日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土 a 系譜) 

リヨ ー シン 了 心 2 九〇ご 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の 禪僧 
なう、 了 心 號は 大歇 、退 耕 行 勇に 師事し、 宋に渡 うて 禪林 
を 遍歴す、 歸 うて 壽福 寺に 住し、 尋て建 仁 寺に 移る、 楞嚴跸 
.に 精し く 註 十卷を 撰す、 建 仁 寺に 在うて 衣服 禮典 等を 制し， 
叢林の 風 了 心に ょ 6 て大に 備 はる、 示 寂の 年時缺 く、 著作 心 
書 (即ち 楞嚴經 の 註) 十卷 ぁう、 (本朝 高僧 傅) 

〔考〕 了 心は 仁 治の 頃の 人な $、 

リ 3 — シン  了^ 3  ホン ム本 無を 見ょ、 

リ ml ジツ 了實二 _ o: s: ; 〔淨 土宗： 一 常 陸 常 福 寺の 開山な 
う、 了實 字は 成 阿 ■盛 蓮祗と 云 ふ、 其 俗姓 生國詳 かならず、 
大 田 法 然寺蓮 勝 上人の 室に 投じて 淨土宗 の 敎義を 傳 へ、 元德 
二卬六 月宗脉 を 授けら る、 後空慧 上人に 就て 圓頓戒 並に 布薩 


リヨ！  (了)、 ケ—ザ 


リヨ？  (了/ サ—ジ 


書辭 名人 家1 佛 本  日 


〔呀〇 ニー:. 


リ 3 — 「了〕 シ ー• ズ 


シ 


を ^ く‘ 延文 三年 佐竹義 篤の 皈侬に ょ* 9 常 陸 恥 珂邯 S 連に 常 
福 寺を 建立して 念 佛の浒 塲とな す、 貞和 四年犁 同を 度し 後 法 
席を 讓 る、 至德 三年 十一月 三 a 常 福 寺に 寂す、 壽 八十餘 、(鎭 
流. 祖 傅、 淨 土 m- 系譜.、 淨土傅 燈錄) 

931 ジやク 了 寂 
9 ヨ丨ジ や クィン 
リ 3 — シユ 1 

了秀 二三 七〇 
〔淨 土宗〕 京都 
淨華院 の 僧な 
ク， 了秀 は憲 
蓮 社章 譽と號 
す •俗姓 ^ 國詳 
かなら， ず、 知哲 
の 室に 入-^ て宗 
乘を 研究し、 岩 
付淨國 寺 R 住 
寸、 後 京都 淨華 
院に移 る.、 . 賓永 
七苹正 月 十五 日 

寂す、 In: 壽缺 く' 著作 法 梁 讃私記 檢要 七卷 あぅ、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ーシ ユ ー 了秀〇 一 一叫 セ、 〔浄土宗〕 常 陸 VIV 福 寺 第 六 

代な う、 了 秀は玉 蓮 ! iil: 感 譽と號 し、 超譽架 •欽 上人の 高弟な う 

後 常 陸 那珂郡 常 福 寺の 席を 嗣きて 第 六 代と なり、 某 年 寂す、 

赍缺 く、 (淨 土總 系譜) 


〔考〕 了秀は 長亨の 頃の 人な う、 

9 ヨ：シ ユ 1 ィン 了秀院 ミヨ-ホ-一一 妙法 尼を 見 

上、 

リヨ i ジュン 了淳二涵1八ハ〔眞宗〕ーーー河源德寺の住持な 
う、 了淳 字は 義讓 、號は 本 法 院と云 ふ、 尾 張の 人な う、 高 
倉學 寮に 學 a 、 数々 議席を 開く 擬講嗣 講を經 て 講師と な 6、 
異義の 鎭定に 力を 盡 す、 安政 五 年 二月 四日 寂す、 壽六 十三" 
リヨ I シヨ！  了 祥 ii g — /\ 〔眞宗 ；一 三 河萬德 寺の 住持な 
6、 了祥 號は龜 水、 妙 音 院と稱 す、 三 河の 人、 香 月 院深勵 に 
就 s て， 宗 乘を學 a 敎 行信證 を專攻 して 發明 する 所 多し、 天 
保 十三 年 四月 八日 寂す 壽五 十五、 

リヨ！ ン ヨー 了 性 SH S 〔戒律 宗〕 大和 極樂 寺の 律 僧 
f  了 性 字は 明 空、 俗姓は 蓮 池 氏 京都の 人な 6、 幼に して 
雙鈔寺 日 勘に 役して 剃髪し、 十九 歲 律を 慕 ひて、 大 原野に 往 
き 空 因 律師に 謁す、 暫くして 横 尾 山に 登 6 慧雲 海に 依うて 沙 
彌戒を 受け、 翌牢 具足 戒を進 得す、 五 年の 後 始めて 大和の 上 
宮皇院 に 住し 顯密 の敎 を講 す、 藤 原 光廣 蓮華 念 佛會を 開き 共 
に 之を 行 ふ、 太 上 天皇 召せと も應 せす、 絹 若干 匹を 賜 ふ， 師 
乃ち 之を 眾大 寺に 送る、 晚年 極樂 寺の 傍に 菴 居し、 常に 唱號 
三萬遍 、慶 安三 年 十月 二十 五日 寂す、 壽 五十八、 臌三 十九、 
門人 極 樂寺 R 塔を 建つ、 (本朝 高僧 傅、 緇白 往生 傅) 

及 ヨーズ ィ 了隨 ― : E-:: 二 五 〔淨 土宗〕 大和 超 龍 寺の 開山な 
う、 了 隨は鎭 蓮 社隱譽 と號 し、 大和 平 群 田 原の 人な 周 
頓に就 て 剃 髮 し. 虎 角に 師事して 法を 嗣 r、 大和 郡 山 超 龍 寺の 
開山と なう、 明曆 元年 三月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 


リ 3?  (了 


H ン ショ丨 圓 證 ^ 見ょ、 

了寂院 一ー チゴ日 語を 見ょ、 


(五 G 二-）  書辭 名人 家怫本  0 


9ml ゼン 了 全 (二三 一一 一〕 京師の 佛エ なう、 了 全は 
康 知の 子な う、 初め 左 京と 稱し 三位と s a しか、 後 入道して 
今の 名 R 改む 、內侍 所の 獅子 拍犬を 作る、 

〔考〕 了 全は 寬 文の 頃の 人な 6、 

'リヨ ー タィ 了 m .Hd— 慧友を 見よ、 

リヨ- ■タツ 了達二 一. 一一 SI 〔浄土宗〕 伯耆 光明寺の 開山な 
了 達は 幡 蓮社隨 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かなら す、 幡隨に 就 
て 剃 髮受 業し 遂に 其 法を 嗣 r、 初め 播磨三 木の 光明寺に 住し、 
次に 伯耆 倉吉 に ^ 明 寺を 開く、 晩年 三 木の 淨念 寺に 移う 此所 
に 於て 寂す、 時に 寬文九 年 九月 八日な- 淨土總 系譜) 

リヨ ー タツ ィン  了 達 i ii7c ギョ— ショ ー行 照を 見よ、 
リヨ ー チ 了知 —: —: 一二 〔淨 土宗〕 常 陸 常 福 寺 第三 代な 
6、  了知は 滿蓮 社明譽 、實 賢と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 了 
擧聖問 上人に 就て 淨土敎 を學び 、其 法 1: 嗣ぎて 後 席を 繼ぎて 
常 福 寺に 主と なる、 永 亨四年 不輕山 高 仙 寺を榔 して 開山と な 
6、 亨德 元年 二月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) . 

リヨ ー チ 了智 2 八 四 5  〔眞宗 〕信濃 正 行 寺の 僧な-^ 
了智は 俗名 佐々 木 高 綱、 賴 朝に 事へ て 武勇を 表は す、 文治 二 
年 越 前を 領 す、 後塵 榮を 厭 a 高野山に 入うて 密乘 を修學 す、 

而して 親 鷲 越後に 道を 稱 ふと 聞き、 遙々 國府津 に往き 敎を受 

けて 弟子と なる、 今の 信 濃 筑摩郡 栗 邑の正 行 寺は 其 遺跡な- CN 

(本願 寺通紀 } 

リ 3 •■■■チヨ*—  了 澄 ギョ 丨チ ョ丨寄 超を 見よ、 

リヨ？ チキ 了 的  一一 一 ^ o-fc 〔淨 土宗〕 江戸 增上寺 第 第 十四 

代 衣う、 了 的號は 桑 # 、 俗姓 近 藤氏、 甲斐の 人、 永 祿十年 十 


リヨ！  (了〕 ゼ I 5- 


歳に して 府中 瑞泉 寺に 入う、 大春順 的 上人を 拜 し薤染 す、 天 
機 IIJ1 敏に して 諸經に 通ず、 順 的 其 凡なら ざるを 愛し 上野 上 蓑 
の 存置 和尙 に附 送す、 十七 歲にて 登壇 受衹 す、 後觀 智國師 に從 
a て 常に 城 中の 講筵に 列う 家 康秀忠 等に 寵 せらる、 慶長五 年 
家康關 原に 戰 ふや、 觀智 國師の 命を 受け 美 濃 勝 山の 陣へ 慰問 
の 使 僧た う、 仝 八 年 小 田 原大蓮 寺に 住し 學徒一 百を 集む、 又 
江戶に 歸 6 國師の 座 下に 弼務 す、 洛東黑 谷金戒 光明寺の 荒廢 
を 興し 其 第卅七 代た う、 元 和 二 年 大阪の 陣を訪 ふ、 仝 三年 八 
月 晦日 姬君 (淺野 長 政の 室) を黑 谷に 葬う 師を以 て 大 導師と 
なす、 又師の 意に 依て 安藝に 正 淸院を 建つ、 寬永二 年 十一月 
廿 六日 命に依り 增上 寺の 第 十四 代と なる、 以後 常に 登城 法 問 
あ 仝 三年 九月 十五 日大 夫人 薨ず 、乃ち 師を大 導師と なし 
十八 日增上 寺に 葬る、 追福と して 萬 部の 大法 筵 あ 是れ淨 
土宗萬 部の 始な う、 仝 七 年 七月 十七 日 將軍茶 會を玆 に 開く、 
仝 年 九月 十五 日 寂す、 壽六 十四、 在住 七 年な う、 (鎭流 祖傳、 
三緣山 志) 

リョ，- 了 道 r:: rl: 八： 一. 〔淨 土宗〕 攝津養 谷 寺の 開山な 
6、  了 道は 然蓮社 本譽存 牟と號 す、 三 河の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず 存 把の 室に 入うて 剃 髮受 業し、 初め總 州 佐倉淸 光寺に 
住す" 慶長二 年 攝津品 美 村 R 養 谷 寺を鄉 し、 居る 乙と 多年 
にして 大坂 一心 寺に 住し， 元 和 七 年 十一月 十七 日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ 1KI  7®  シン  カク 眞覺を 見ょ、 

リ f {ー  ー ソァン 素 安 5: 見ょ、 

リョ ー トツ 了 Ift (二 〇五 四) 〔曹 洞宗〕 伊賀 安養 院の 開山 

5 2 —( 了) 卜 


書辭 名人 家佛本  日 


(六〇 ニー) 


砂 ョ 1 ( 了) チ ■—， 手 


なう、 了訥 字は 大辨 、俗姓 生 國詳 かならず、 初め 佛陀寺 了 堂 
に 依 6 薙髮し •徧く 諸 名の 門に 遊び 遂に 奇叟異 珍 和尙の 後ち 
を 承け て佛陀 寺に 主と なう" 繼で和 泉の， 補巖 寺に 據る 、伊賀 
の 剌史某 安養 院を 創建して 迎へて 開山と なす" 某 年 寂す. •壽 
缺く 、(日本 洞 上聯燈 錄) 

及 ml ナン 了 男 ( ..… …〕 京師の 佛エな う" 了 男は 俗 
名を 內藏 之丞と s ふ、 其 作る 所靈元 法皇 御用 彌陀觀 音 勢 至 等 
あ-^、 

リヨ ー ニ ン 了 忍 jj 一一 fe s 戸 洞宗〕 相 模長泉 寺の 開山な 
<-、 了 忍 字は 大寧 、俗姓は 藤 原 氏 伊豆田 方 郡 北條 村の 人な 
う、 亨德 元年 八月 十五 日を 以て 生れ、 幼名を 金剛 童と 云 ふ、 十 
一 歲藏春 院實山 永秀に 依りて 落髪し 諸方を 偏 參し實 山を 最乘 
寺に 省し 印 可を 蒙る、 文明 十八 年 郡 主 某 眞珠院 を 創し 師を請 
す、 師實 山を 開山と し 自ら 二 代に 居る'  相模大 淼氏長 泉 寺を 
搠し師 其 開山と なる、 永 正 二 年 十月 九日 寂す、 壽五 十四、 (日 
本 洞上聯 燈錄) 

及 乎 ン ■了妖 ^  (一 九 一七) 〔臨 濟宗〕 相 模淨妙 寺の 禪 
僧な 6 、  了 然號は H 峯 、俗姓 不詳、 平安 城の 人、 初め 朝 仕 

して 大學博 土と なる'  後 儒を 出で 佛 R 入う 大覺 禪師 に 就きて 

心 印を 傳 ふ、 正嘉 元年 淨妙 寺に 住し 雲 荊 四來 す、 示 寂の 年 時 缺 

く 遺偈あ 6、 七十 一年、 夜 夢 紛然、 一旦 覺米 有，， 何事 〖水 在，， 澄 

潭 一月 在 レ 天、 後げ 語を 揲へ て宋に 入る もの あう、 南 屛の石 帆 

衍乳寶 の 希 叟曇著 語して 稱美 せう、 (延寶 傳燈錄 •本朝 高僧 

傅) 

9 3 1 字 ン  了 狡 ⑴  ュ丨 チョ— 永 超を 兒 よ、 


9 ヨ ？(  了) ^ — fz 

リ 3 1 手 ン  了 然  ゲン ソー元 聰を 見よ、 

9 3 — ^ ン  ホ 1 ミョ*- 法 明を 見よ、 

リ ハ 了般 1  一一 一  1 AEa l  〔淨土 宗〕 山城 某 巷の 僧衣り、 

了 把 字は 慶 登、 姓は 淺井氏 近 江國淺 井 郡の A なう'' 幼に して 出 
家す、 若年の 頃よ 6 求道の 志 盛に して 壯年仏 及 / L て 益々 厚く、 
甞て四 國に歷 遊す る Z: と 三度に 及べ-^、 其 後 和 泉奈良 京師に 
至うて 小菴を 結び 住する M と十佘 年な 至る所 師か 道化 VJ 
蒙る 者 多し、 寬永 十五 年 六月 二十 一日 寂す、 _ 五 十五、 c 緇白 
往生 傳) 

9m- ハン 了般； 5: 0 : -fc: 〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺 四十 二 代 
f，  了 般は高 蓮 rl 尊譽 天然と 號す 、備 後の 人な 6、 尾の 
道正受 院に 入う 剃 髮して 了 長と 名く、 後江戶 に 下う 增上 寺 R 
隸して 貞譽了 也に 師事し， 勸從數 尔 遂に f? 嗣とな る、 初め 命に 
よ $ 大念 寺に 住し 大光院 光明寺を 經て 天文 三年 十一月 一日 三 
緣山に 貫主と な-^ 大僧 止に 住す、 延亭二 年 七月 職を 辭して 麻 
布に 遷 う、 四 年 十月 八日 寂す、 (三緣 山 志、 淨土總 系譜〕 

9 ヨーヘ ン了一 遍 (一丸 六 五) 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺の 僧な 
う、 了 遍は藤 原 賞 有の 子な 6、 幼に して 行遍 僧正に 師事し 
て灌 頂を 受け 父 法 助 僧正に 就て 請 益 重受 す、 常に 仁 和 寺の 菩 
提院に 居して 苦 修練 行瑜伽 法 R 精通す、 建 長 元年 梆 僧正に 任 
す、 尋で柬 寺の 長者に 任し’ 弘 安八 年 寺務砝 務を 司とう、 九 
年 大僧正と なる、 翌年 m 大 寺の 寺 務を一 補し、 嘉 元の 未年 寂 f 
壽 缺くバ 本朝 高僧 傅) 

リョ！ 墨 1, 一 了 明 尼  一一 一 g sl s 宗) 山城 佛 光寺の 
第 八 fc な 6、  了 明は佛 先 寺 九 代 源 鸞の 母な 6、 永 和 二 年 正 


〔七〇 二一）  書辭 名人 家佛本 日 


三日 寂す， 壽八 十三、 稱して 了 明 尼 公と S ふ、 (本願 寺 通 紀) 
531 み 了 無 (二 三 一二) 京師の 佛エ なう、 了 無は 了 
全の 子に して 法 橋に 任す、 - 
リヨ 1 モン 了 聞 二： r: 2; 〔淨 土宗〕 江 戶增上 寺の 第 ft 代 
なう、 了 聞 號は光 蓮 社 天 # 、 俗姓 飯 田 氏に して 信濃_ 伊奈 
郡 高遠の 人な う、 始め 禪を學 び 諸國を 巡うて 師を 求む、 隆譽上 
人 珠阿光 冏の說 く 所 R 感じ、 從うて 學び 遂に 其 奥妙を 究 む、 明 
應元年 八月 增上穿 の 第五 代と なる、 後 諸方に 遊 化して 寺を 逑 
つ、 武藏足 文 郡 花 父 村の 實性 寺は 其 一なん 後 職を 高弟 僧 # に 
讓 りて 永 正 二 年の 春岩槻 に 至り 淨 安寺を 開く、 同年 七月 八日 
寂す、 (三 緣山 志) 

リヨ ー モン 了 聞 —: H: o: o: 〔淨 土宗〕 江戸 幡隨院 第三 代な 
6、  了 聞は 道 蓮 社 白 # と號 す'  增上寺 了 學の俗 姪な $、 了 
學を師 として 出家し、 多年 隨 待して 淨土敎 を 修め、 了 學の寂 
後阿譽 上人に 就て 法を 嗣 ぐ、 江戶淺 草 幡隨院 に 主と なう" 寬 
永 十七 年 四月 八日 寂す、 壽缺 く、 嗣 法の 弟子 R 無 弦 あう (淨 
土總 系譜 j 

リヨ ー や 了 也 ニー SX AV 〔 淨土  S 江戸 it 上 寺 第三 十二 代 
な- CN、  了 也は 念 蓮 社貞 # 自然と 號す 俗姓は 大八木 氏 下 

總の 人な う、 小金 東漸 寺に 入り 寺 中 淨嘉院 に 得度し、 白 # 了 聞 

上人に 師事す、 後 了 學位產 喜 屋の三 上. 八に 歷侍 し宗戒 の二脉 

を 傳ふ '{女房！； 淸澄 山に 登、" % 聞 持 法を 修 す、 平 治 元年 上人 號 

を 賜 ふ、 寬文 十二 年古巖 上人よう 布薩を 受け 大經 寺に 住し、 

次に 弘經 寺傳 通院を 經て 元祿五 年 二月 二十四日 三緣山 主と な 

る、 将 車家锔 の皈侬 を 受け 數城 中に 法を說 く、 七 年閏 五月 


リ 3 1( 了〕 ム . V 


十二 H 將軍 三緣 山に 遊び iln 日大 僧 IF に 任せら る、 將軍 夫人. ま 
た 深く 飯 以 し三緣 山に 詣で 和歌を 與 へらる、 法然 上人 出生の 
靈地美 作 國誕牛 •寺の 中頃 浮 田 氏 破 却の 後、 慶長 以後 再建 せら 
れ しも 未だ 封祿を 給せられ ず、 師乙れ を 將軍 夫人に 請 a 食邑 
五十石を 給 せらる、 乙と、 なる、 同 九 年十片 六日 將 軍に 謁し 
法然 上人の 敕謚號 の 上達 i: 請 ふ、 仍て敕 あ 6 圆光 大師の 號を 
賜は る、 十二 年 九月 二十 八日 老病を 以て 隱退を 請 ふ、 將軍殊 
に 綿絮等 を 賜 ふ、 寶永 元年 八月 湯 島大极 畑に 隱 室を 構へ 別に 
二百 戶を給 せらる、 同 五 年 八十の 高齡に 達し 黃檗 山悅峯 詩を 
贈うて 賀 す， 其歲疾 あり 四月 三日 寂す、 壽 八十、 臘六 十八、 將 
軍 銀 二 千 雨を 賜 ふ、 山內心 光院に 葬る、 (三 緣山 志) 

リョ i  丁  了祐 jj s? AC s 宗〕 美 濃 北方 長 慶 寺の 住持 
f  了祐 一名は 博 仁、 越 中 國新川 郡 泉 村 正覽寺 住職 行 輪 
の 二 男な 6、 文化 七 年 二月 生る、 文政 十一 年笈を 貧 a て 京師 
に 遊 a 田 中 大藏に 就きて 漢籍を 習 ふ、 天 保 元年 十月 美 濃に 
適き 行 照師の 門に 人うて 專ら宗 乘を修 し、 傍ら 華厳 天台 法相 
等の 學を講 する 乙と 十二 年、 弘化 元年 美濃國 大野 郡 北方 村長 
慶寺苁 住す、 翌年 寺 中に 寮を 開き 後進 1: 敎 育す* 爾來笈 を 負 
a て 來る もの 日を 逐 a て增加 し、 名聲大 に近阀 に揚る 遂に 勸 
學職に 登う、 明治 十五 年 二 H 敎道 權少敎 正に ^ せらる、 廿 
二 年 三 nr 廿三 B 寂す、 壽 八十謚 を 遠 照院と s ふ、 著作 二 河 
譬 略解 一卷 あう、 (學 苑談 叢、 本願 寺 派 41 事史) 

リヨ ー ヨ  了 譽  ショ-ケィ 聖冏 を 見ょ、 

リヨ 19  了  M  H V クワン 011 環 VJ U ょ、 

リ？ ア 亮阿 i ~i ?§ 〔天台宗〕 尾 >j:i 長榮寺 の 僧な へ 

リ 3 1  了， 亮〕 


書辭 名人 家佛 本日 


(八 〇 ニー） 


_ 砂ヨ 1 (亮) フ _ I _ _ 

亮 阿字は 實戒 "號は 洞 松と 云 ふ、 俗姓は 有澤 氏、 越 中 礪波郡 佐 
野の 人、 寬政 十二 年 正月 元旦 旭日の 昇る と共に 生る、 幼に し 
て 常に 出家 せんこと を 父母に 求め 終に 其 許を 得、 文化 十四 年 
十一月 二十四日 比 叙 山に 登 j 西 塔 金 光 院亮照 律師を 拜し て薙 
髮 し、 苦 學精修 同輩に 超 ゆ、 爾來出 離の 念 切に して 志を 捨身 
の 修行に 潜め、 法 華 金 光明 仁王 菩薩 戒經 等を 血書す、 三十 歲 
に 至る 迄 常住 不臥 毎夜 釋迦 堂の 橡侧に 坐し 觀修 する Z1 と 三年 
後智積 院の學 寮に 入-^、 俱舍性 相の 學を修 む、 金峯 山 に 登 6 
專ら禪 觀法に 心を 凝らし、 又紀伊 天の川に 牲き其 勝地を 愛 
して 掛錫 する 乙と 數 日、 毎日 岩 上に 露 坐して 工夫を 凝らす、 
後 金剛 山に 登ぅ 斷食定 坐す る 乙と 六十 餘日 靈異を 感ず、 尾 張 
に往き 長 榮寺豪 潮に 謁して 師資の 禮を 執る、 天 保六苹 十月 終 
に 豪 潮の 跡を 繼で 長榮 寺に 主と なる、 尾 張 侯大に 師の德 に皈 
依し 常に 城 中に 請 じて 加持せ しめ 又密 法を 修 せし む" 明治 
七 年 三月 大 講義に 補し、 十二月 權中敎 正と なる、 十 年 大坂西 
天 王 寺に 遷 ，9、 十二月 權大敎 正に 進む、 明治 十五 年 三月 疾 K 
罹ぅ、 臨終の 前日 諸 弟子を 集めて 十 念を 授け ■、十五 日 衆と 共 

に彌陀 の 名 號を唱 へ、 日沒 6C 至 6 て 寂す、 壽八 十三、 臘 六十 

六、 同月 十八 日 大坂天 王 寺に 荼毘 す、 師持律 堅固に して 密典 

は. 三 密の行 業悉地 成就を 得、 護摩 供を 修 する 六 萬 座、 胎金諸 

會を修 する 一 萬 座、 四箇の 大法を 修 する 十餘 度、. 密灌 圓戒を 

受 くる もの 三万餘 人、 融通 念 佛を受 くる 者 六 萬 人" 三部の 大 

法 ^ 受 くる もの 百餘人 あ-^、 柳 原 護國 堂、 諸 輪 村長 榮 寺の 二 

刹を 造う" 又 丈 六の 阿彌陀 立像 五大 尊 十二 天を 造る'  明治 十 

九 年 十二月 一 『十二 日 大僧正を 贈らる、 (天台宗 史料) 


砂ン 1( 亮) Hi 办  _ _ _ 

リヨ 1H 一を « ( . ) 〔眞言 宗」 大和 内 山の 阿闍 梨な 

6、 亮慧は 字を 眞苽 とい ふ、 其傳詳 かなら す、 付 法 慈 信、 回 
海、 敎慧、 覺心 ‘朗 澄の 五 人 あう、 (續 傳燈 廣錄) 

リ m  i 亮慧  一  ii  〔眞言 宗〕 山城 東寺寶 菩提 院權僧 
正な う、 亮慧は 俗姓 木 下 氏、 比 叙 山 王權現 社務の 子な 6、 
壯に して 顯密の 典籍を 學 S、 耆 年に して 小 野 廣澤の 法 源を 探 
6 名聲 あう、 俊 雄 R 就きて 醍醐 山 和 承の 密 印を 受け 潟 瓶の 記 
を與 へらる、 大和 内 山に 住し 亨祿二 年 三月 三日 寶菩 提院 にて 
衆に 法を 付す、 永 祿九年 十一月 十八 日 寂す、 壽七 十七、 付 法 
の資 一人 亮淳 と稱 す、 (續 傳燈 廣錄) 

リヨ ー エ ー 亮觀一 一； 一四 七 〔浄土宗〕 山城 淨花院 の 僧な 
6、 亮敖は 其 氏族を 詳に せず、 敦賀西 福 寺に 行き 筍才 上人 
に投 して 出家す、 學諸宗 に 通ず、 又 融通の 妙法を 修 す、 後 法 
を大拙 上人に 嗣て淨 花院を 司る、 天 正 十五 年 十二月 十四日 寂 
す、 壽詳 かならず、 (鎭 流祖 傅、 淨土總 系譜) 

リヨ ー ガィ 亮 海！ 一 5I -E 551A 〔新 義 眞言 宗： 一京 都智楨 院の學 
僧な $、  亮悔 字は 卯 實 、上野の 人な 6、 出家して 智積院 に 
學 び、 故 あうて 寬保 元年 智 山を 去う、 策大寺 根來山 等 ^ 居 6 
紀伊荒 川 法 林 寺 i'c 住す、 寶曆五 年 十月 十四日 寂す、： 壽 五十八 
著作 十 住 心 論 冠 注、 大 疏講錄 、十卷 章 亮海錄 ，五敎 章 亮海錄 、各 
十卷 、四 明 十義書 愚案 id 三卷 、减 緣减行 闕異翼 正 記二卷 、準 
提觀 音靈驗 記、 大日 經敎主 古今 異說集 各一卷 あ"^ (新 義 眞言 
宗史) 

リヨ ー ガィ 亮海二 晒 ^ 〔新 義 眞言 宗 ：！ 山城 智積院 第三 
十一 代な 6、 亮海 字は 學 周、 下總太 田の 人、 下野 國流 山于牛 


(九〇 二一） 


書辭 名人 家佛本 日 


院 M 海 和 尙の 弟子と なうて 一宗の 學を受 け、 文化 七 年 八月 幕 
府の 命を 蒙 6 眞福寺 第二 十九 代と なう、 寶藏 等を 修繕して 功 
あう、 文政 六 年 十二月 幕 命に ょう 智積院 に 昇う 第三 十一 代 能 
化と な 6、 權 僧正に 任ぜら る、 其 職に ある 乙と 六 年、 文政 十 
一年 三月 十四日 寂す" 壽七 十六、 (眞福 寺 世代) 

リヨ ー キヨ ー 亮恭 j 一一 晒 ig 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 
四十 代な う、 亮恭 字は 文恭 、下野 安蘇 郡 飯 田 村の 人な $、 州 
の 都賀郡 原 寄 村 玉 塔院亮 喜の 室に 入うて 剃 度し、 豐山に 留學 
し、 業 成うて 武藏 金剛 院に 住し、 彌勒 寺に 移る、 文政 二 年 選 
ばれて 豐山能 化と なう、 職に ある 乙と 七 年、 與喜 寺に 退き、 文 
政 十二 年 六月 二十四日 寂す、 壽入 十五、 (新義 眞言 宗史) 

リヨ ー ク ー 亮空 5: ^: .1. 〔 眞宗〕 越 中高 岡 光誓 寺の 住持 
な- CN、 亮空は 越 中の 人、 高 倉 學寮に 學び 、文政 元年 寮 司と な 
俱舍 論を 講ず、 三年 擬講 となう、 九 年 勝 鬉經を 講じ、 天 
保 二 年 二月 十四日 寂す、 壽缺 く、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本} 

リ 3 1、' ク ー 亮隅 i -r AS s-- 〔眞宗 〕近江 年 田 先 明 寺 十四 代 
f、  亮隅 字は 買 年、 號は李 由と s a 、 別に 四梅廬 、月澤 道 
人と 云 ふ、 近 江の 人、 俳句を 以て 名 あう、 許 六 等 {C 交は う秀 
作 あ 6、 寬永六 年 六月 廿 二日 寂す、 壽四 十五、 著作 顏 塞篇、 

管 宇多 法師 等 あ 6、 「乞食の 乙と S ふて 寢る 夜の 雪 「水鳥の 寢 

暖まる か靜 なうな ど、 人口に pi 炙す、 (俳諧 名 譽談) 

リヨ ー クウ ィ亮快 (二 三 七 六) 〔新義 眞言 宗〕 京師 淸和院 

の學 僧な り、 亮快 字は 存心 、鄕 貫詳 ならす、 享保の 頃 京師 

淸和院 に 住し 僧正と な 6 學譽 高し、 寂年幷 に壽缺 く、 著作 顯 

密威義 便 覽二卷 あり、 


リヨ i 亮) キ—ク 


リヨ ー ク ワク 其 ル 廊 フシ ュ I 普宗を 見よ 
リヨ ー タン 亮賢一 三ぼ 〔新 義眞 言宗 S 藏護國 寺 開山 
な 6、 高 賢 浴 姓は 須 藤氏、 上野 甘樂郡 小 野 村の 人な う、 幼 
にして 邑の得 成寺慶 深に 從ひて 落髮染 衣し、 十六 歲瑜伽 行を 
修 す、 受 具の 年豐 山に 登. CN 尊慶 僧正に 見ぇて 講習 年を 積み、 
深く 敎理に 通す、 後 八幡の 大聖 寺を 主とう、 一 住 三年 又 得 成 
寺に 歸 へる、 師常に 觀 音に 歸依し 卜筮を 善くす、 將軍 綱吉の 
實母桂 昌院の 命に よ， 9 て 祈 禱占 相し、 正 保 三年 正月 四日 綱吉 
誕生す、 後 又 命せられ て 護摩 修行し、 延寶八 年 綱吉將 軍と な 
う、 之よう 深く 桂昌 院の歸 依を 受 く、 天 和 元年 春 請うて 江戸. 
音 羽に 寺を 建て 觀音を 安置す、 即ち 御室に 屬し 悉地院 (今の 
神齡山 大聖 護一 寺) と號 す、 師之か 開山と なう 封戶 三百 石の 
朱印を 附 す、 同 三年 四月 命に よ- CN 仁 和 寺に 游歷 し、 大僧正 孝 
源に 謁して 傳法院 流の 許可を 受け、 再 a 豐山に 牲 き.、 幾なら 
すして 神齡 山に 歸 へる、 貞享二 年 病に 罹 6 職を 高足 賢 廣に讓 
うて 退 休し、 同 四 年 三月 七日 寂す、 壽七 十七、 (豐山 傅 通 記) 
リヨ 1 ジュン 亮淳 二 一一 1 翌 〔眞言 宗〕 京都 仁 和 寺 眞光院 
の權 僧正な， 〇、 亮淳は 下總葛 飾の 人 (今 武藏 となる)、 天神 
崗 城主 一色 兵部大 夫源國 朝の 子、 甫めて 十歲 密林に 入う、 十 
三歲 出家し、 十四 歲十八 契印を 受け、 十五 行金 剛界 十六 修胎 
藏 並に 護摩を 了し、 永 祿四年 醍醐 山に 上う亮 B 僧正の 室に 入 
6 て 傳法灌 頂を 受く 、時に 二十 五歲な う、 仁 和 寺 一品 任 助に 
謁して 傳法職 位を 蒙り 聽許 せらる、 四十 一歲 傳法密 壇を 關東 
に 建て、 五十六 歲廣澤 流の 秘奥を 究め、 慶長七 年 七月 病に 臥 
し、 命 終に 際して 眞光 院主に 補し、 十月 四日 寂す、 壽六 十六、 

リヨ 1 ( 亮) ク ー ジ 


書辭 名人 家佛本  日 


リヨ？ ^ )；.. ン丨 -15 


(續 傳燈廣 錄) 

リヨ— ジユン 亮 噴  トク ガン 德含を z 几ょ' 

リヨ ーセキ亮 « ーーー晒$〔天台宗〕近江園城寺の學僧な 
$、  亮碩字 は ¥ 道， 京都の 人、 寶曆十 年を 以て 生る、 幼に 
して 園 城 寺に 入う 亮恭僧 都に 從つて 剃髪し、 後 大仙院 を領す 
安永 六 年瑜伽 の密 供を 受け、 十八 歳の 時 妙玄疏 止觀の 三部を 
貫閱 する 二囘 業を 卒 ふ、 天明 二 年 擢られ て 講師と な-^、 四年辭 
して 退隱 す、 後比皲 山 雙嚴院 に寓 して 敎觀を 練磨し 兼て 瑜伽 
を學 ぶ、 天明 中 出 雲 鰐 山に 赴き、 顯道 和尙の 道譽を 慕 a 乙れ 
ょ- 〇 師事して 其 化を 助く、 寬政 元年 法 華 略疏を 興國 寺に 講じ 
聽者 一千 人に 垂ん とす、 三年 京師に 上う 南禪 寺の 請に 應じ法 
華 入疏を 講じ、 後、 山城の 頂 法 寺 {C 寓し て疾に 罹う、 四 年 正 
月 三日 寂す、 壽三 十三、 著作 三式染 指# 八卷 、一乗 戒開雲 章 
七卷 ，一 乘戒濫 吹撲 、五敎 成 怫義择 六卷 、一 乘戒義 略 問答鈔 、 
久 修業 論、 一 乘戒九 衆論、 別 敎戒論 各 三卷 •三 式 汲 海 鈔 、回 小 
向、 大 捨不捨 論、 一乘 比丘 戒論 、顯 密雜編 各二卷 、梵 網五茭 
十戒 論、 一 乘沙彌 戒論 、大乗 九 衆 戒義、 梵網宗 戒體義 、梵網 
待 絕二妙 論、 回 小 向 大正 義决 、久 修業 分齊義 、別 敎戒義 、一 

乘戒 〃、略 鈔 、一 乘戒佘 籌鈔 、一 乘戒要 論、 二 諦 常住 論、 法 華佛 

性 錦 鎧 論、 一生 入妙覺 論、 遮那經 心！ C 科 各一卷 ぁう、 (顯道 和 

上 行 業 記) 

リヨ！ ゼン 亮禪一 一一 g o- f  〔眞言 宗 \_/ 京都 朿寺 一一の 長者な 

6、 亮禪 は弘 安二 牢 十一月 十一 日苽 寺大悲 心院に 入うて 能 

禪 5C 傳法灌 頂を 受け 寶菩提 院を 削して 開山と なる 曆應 四牢 

七月 二十 六日 寂す， 壽八 十四、 寶蓮華 寺亮箅 と共に 白寶鈔 一 


リヨ— 「 亮 r 夕 


石 卷を 撰す、 付 法の 弟子 賴我等 あう、 (傳燈 廣錄) 

リヨ ー タ亮汰 二 ix o- 〔眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 十一 代な 
う、 亮汰宇 は 俊彥 、後 改めて 淨 泉と- K ふ、 俗姓は M 氏 lii 摩 
田 布施 高 橋の 人な う、 九 歲邑の 牛 井寺 盛 印の 弟子と なる、 十 
八歲 にして 京都に 赴き、 三 井寺に て俱 舍を聽 き、 諸方に 横 遊 
して 遂 に 鷲 尾の 興 法 寺 R 住す、 後亮典 和尙の 碩德を 慕 a 、 伊 
勢 R 到り 法 樂舍 に寓 して 亮 典の 法 華を 講ずる を 聞き、 又支義 
等を 閱し 去つ て 興 法 寺 R 皈る、 ジー： n 和 泉 安倍に 詣てゞ 上乘院 
僧正 亮雄 に遭 遇して 法を 付せられ、 慶安 元年 日 渥の 勸めに 依 
う豐 山に 入うて 尊慶の 室 {C 投じ、 後 去つ て 興 法 寺 {C 住す、 承 
應 元年の 冬 良 譽長谷 寺 R 主たる R 及び 師を能 囑 となす、 明曆 
三年 信 海 主席を 繼ぎ師 に 命して 喜. 多 坊に 住せし む、 時に 座 階 
第二 十七な う、 之れ ょ 6 講席を 開き 遮 那殽 王法 華 楞伽釋 碥 等 
を 講ず、 萬 治 二 年の 春鄕 盥薩摩に皈りしに、刺史；共德を欽び 
國 R 止まらし め / 1 とすれ ども 業 未 ; 2 成らざる を 以て 辭し て豐 
山に 皈 る、 寬 文九华 覺 有の 讓りを 受けて 近 江の 總持 寺： i 住し 
同 十一 年 席を 賴 重 R 讓 6 洛 西の 般若 寺に 隱 る、 後 大僧正 孝脫 
の 請に 依う 仁 和 寺 花 嚴院“ 寄宿す r 總 法務 性 承 法 親王屢 々師 
を 招きて 秘密 藏を 講ぜし め 恩 遇 殊に 渥し、 延寶八 年 五月 將軍 
綱吉の 命に 依う 豐 山に 主と なう 僧正 R 任せら る" 同年 九月 R- 
至り 講筵を 開き、 延 寶八祀 十一月 十日 寂す、 壽五 十九、 著作 
珂趣經 純秘 鈔三卷 、科理 趣 經一卷 、住 心 品 科 注三卷 、科 注 fl{ 
心 論 三卷 •、口の 疏科 注六卷 、起 信 論 講義 四卷 、起 信 論 序 科 注 
一卷 、釋輪 序 科 注二卷 、仁王 經序 注一卷 、心 經 科略鈔 一卷 、鹅 
師經纂 解 四 彩* 千手經 報 乳 記四卷 ，' ' 觀 音 綷選注 三 卷 •父母 恩 


% 


C  一ー ニー） 


書辭 名人 家佛本  日 


重經鈔 二卷 、科 注 父母 恩 II: 經鈔 一卷 、延命 地 藏經鈔 二卷 、念 
珠經科 注一卷 、木糙 + 經科 注一卷 、數 珠經科 注壹卷 、数珠 功 
德經鈔 一卷、 鍚杖鈔 一卷 、九條 錫杖鈔 一卷 、光明 眞言 照闇鈔 
三卷 、供養 法疏 略三卷 、菩提心 論敎相 記二卷 、仝 三 摩 地段秘 
記一卷 、阿字 義鈔 一卷 、阿字 寓言 鈔一卷 、阿 字義 私記 二卷 、尊 
勝 陀維尼 科 注三卷 、寶篋 印 陀羅尼 經鈔 三卷 、十 j 面陀 羅經鈔 
一卷 、金剛 界禮 懺文鈔 二卷 、胎 藏界禮 懺文鈔 一卷 、金 胎禮懺 
科 注三卷 、舎利 禮文鈔 一卷 、却溫 神 咒經鈔 一卷 、不思議 疏鈔 
三卷 、菩提心 義記科 注三卷 、求 聞枋 儀軔 記一卷 、稗 瑜伽 護摩 
儀軔鈔 四卷 、科 五 供養 備注 一卷 等總て 八十 六卷 あう、 (豐 山傳 
通 記、 新義 眞言 宗史) 

リヨ ー タ亮 太 ^ i? 〔眞宗 〕伊 勢 四日 市 光源 寺の 住持 
f、  亮太 は淨輪 院と號 す、 寛 政 三年 講師と なう、 職に あ 
る 乙と 四十 年、 天 保 七 年 三月 九日 光源 寺に て 寂す、 壽 九十、 
著作 敎行 信證私 解、 外 數部 あう、 

リヨ i プ ー 亮貞 ii is 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 十五 
代な. 〇/  亮貞 字は B 春、 溫 如と 號す 、俗姓は 松 岡 氏、 慶安 
元年 八月を 以て 伊勢 度會郡 宇治 鄕に 生る* 十一 歳に して 叔父 
菩提 山 光算の 室に 投じ、 其 命に 依う 圓 光寺 光 心に 業を 受 く、 

十四 歲微雲 院兼 意に 依う 得度 受戒す、 寬文二 年 大和 金剛 山に 

登う、 善 雅に從 つて 叫 度の 瑜伽 行を 修 す、 仝 四 年春眞 常寺亮 

元の 室に 投じて 瑩雪の 功を 積み、 仝 五 年 十八 契印 兩 部の 大法 

及び 請 摩の 軌を受 け 名を 亮眞 と與 へられ、 仝 九 年 二 CT 豐山に 

赴き 五月 僧正 賴 意に ^ え 名を 改めて 亮貞 字は 自春と 云 ふ、 師 

山に あうて 講筵に 出て、 隆 党と 並び 稱 せられて 豐 山の 兩大 


學の名 ぁ- 〇、 遊 方して 大覺寺 法 親王に 見 ± て 重んぜられ、 元 祿 
四 年 八月 尾 張 大納言 光友の 嚴請に 依う 長久 寺に 主と なる、 仝 
八 年將軍 綱吉の 命に 依 6 江 戶彌勒 寺に 移る、 仝 十六 年 四月 幕 
命に 依$豐 山を 司と る、 六月 敕して 權 僧正に 任せら る、 寶永 
元年 四月 更に 僧正と なる、 將 軍綱吉 自ら觀 音 妙 智力の 五 字を 
書して 與 ふ、 仝 年 八月 門外の 經堂 1 修造す、 翌平春 閻魔芏 を 
再建す、 三年の 春 三重の 塔を 修營 す、 仝 四 年 二月 幕府の 奏請 
に 依う 大僧正に 任せられ 護國 寺に 遷注を 命ぜら る* 五卬閏 正 
月 退隱を 乞 a て 許 3 れ "三月 二日 江戸を 發して 京都 乙訓 寺に 
至うて 萬す、 享保四 年 九月 十七 日 寂す、 壽七 十二、 著作 理趣 
經存公 記四卷 、自 證說法 私記 一卷 、歎 德總標 第三 重 新 艸一卷 、 
顆論序 解一卷 、還 辨折曉 諭篇一 卷 ぁう、 (豐 山傳通 記' 新義眞 
言 宗史) 

リヨ 1 テ ツ亮徹  ii i i  〔淨 土宗〕 武 藏淨國 寺の 僧な 
6、 亮徹 字は 雲 洞、 號は曉 山と 云 ふ、 下野 宇都- 宮の人 高木 
某の 子な 6、 出家して 同鄕慈 光寺 雲 頂和尙 に 師事し、 後 結 城 
の弘經 寺 新田の 大 光院 U 錫を 掛け、 尋て 江戶に 入り 傳浈 院增 
上 寺に 錫を 掛けて 宗乗を 修め、 且つ 大宰純 服 部 元 喬に就 いて 
古文 辭を學 a 詩文に 長す， 寬保 二年疾 に 權う增 上 寺の 僧舍に 
療養し 同年 二月 二十 五：！： 寂す •壽五 十、 臌三 十七、 太 宰純墓 
碑銘を 作 6 悼 惜した 6、( 春 臺文 集， 三緣山 志} 

リヨ i プン 亮典二 =— ゴ 〔眞 r=n 宗孩辨 眞 常 院の學 借な 
う、 亮典 字は 文恒 、俗姓 倉 S 氏 伊勢 宇治 郡の A なう 慶 II 
十二 年に 生れ、 元 和 四 年 十二 歳に して 郡の 建國 寺に 投 して 得 
度し 憲 K 空 鏡の ■二 師に學 ふ、 久留 山の 空變其 法 器なる を 知り 


リヨ ー( 亮) 女 ih  リヨ ー( 亮 vh 


リヨ— C 亮)？ 一— ハ 


薄うて 弟子と なす、 十七 歳 高野山に 登う 頗る辎 譽 あう、 後ち 
智積院 の 日 譽元壽 の 二 僧正に 就 S て 极來 山の 學 風を 研究す、 
常に貧掘にして傭書して學資を支へた6、久留山に皈6大日 
經 疏の講 席を 開き、 尋て諸 國に歷 遊して 法 化 盛な 6、 皈 後宮 
崎 R 隱 棲して 出て す、 岩 井田 神路山 下の 地を 相して 眞常院 を 
建立して 學問 修行の 道塲 となす、 後ち 密乘院 宥雄和 尙に就 S 
て 土 巨 流の 事相を 傳へ 、心 蓮 院宥巒 和 尙に就 s て 廣澤 流の 事 
相を 受け 共に 蘊奥を 極む、 承應 元年 八月 十三 日 密乘院 に 寂す、 
陡壽 四十 六" 法 臘廿 六、 仁 和 寺 法 親王 特に 上人 號を賜 ふ、 著 
作 住 心 品 疏科 文六卷 、秘鍵 文 林一卷 、起 信 論 專釋鈔 五卷 、說 
法 明 眼 論鈔 三卷 •大疏 五十 卷、 父母 恩 重經鈔 二卷 等な う、 
リヨ 1 ニ ン亮 潤 si - - -_. OA 〔天台宗〕 江 戶東皲 山 寶園院 の 
學 僧な 6、 亮潤 字は 豪 雲、 一の 字は 大 雲、 又眞詣 ，號は 一 
雨 堂と s ふ、 鄕貫詳 ならす" 出家して 東 叙 山に 居^^ 內外の 
學に 通し 朝野の 皈仰を 受 く、 寬延 三年 八月 二日 寂す、 壽 八十 
三、 (墓表) 

リヨ ー ハン 亮範 1  一一 H- il 〔新 義 眞言 宗〕 山 城 智積院 第 十 
五代な $、  亮範 字は 岳 泉、 越 前 新 保 浦の 人、 俗姓 竹內 氏、 

豪族に して i& 々佛敎 に 皈依 す、 師寬文 十 年 八月 二日を 以て 生 

る、 幼に して 出家の 志 あ $ 十一 歲同國 瀧 谷 寺 慶範に 役 じて 得 

度 凌 具す、 十六 歲慶範 の 命 7 1: 受けて 京都に 上 6、 智積院 第 八 

一仗： •信 盛 僧正の 許に 學ぶ 、比敦 山奈 良に 歷 遊し 法 華 華 嚴俱舍 唯 

識等を 學び 、元 祿七年 江戸に 至う 靈舆 寺淨嚴 律師 5: 訪ラて 戒 

^ 律 を 受け、 出 羽 守 柳澤吉 保の 皈砍を 受け 智寶 寺の 開山と なる、 

依て 又 幕府の 重んずる と 乙ろ とな- c/ 數々 淨嚴 律師と 共に 幕 


リユ 上 胃 ® ) 


府 R 出で 殿中に， 法を 說 く、 文 祿十五 牢仁和 寺 一品 法 親モ 寬隆 
の 請に よう、 同 寺に 到う 性 靈 集を 講ず、 尋で 醍醐に 至う 大僧正 
寬順前 大僧正 有雅を 仰ぎて 一流の 秘密を 受 く、 蟹滿 寺に 住し 
六 波羅密 寺 信 福 寺 ^ 經 "享保 十三 年 九月 幕府の 命に よ 6 智横 
院第 十五 代 能 化と なう 權 僧正に 任ぜら る、 爾來 盛んに 講筵を 
開き、 門下 英俊 多し、 能 化 職に 在る 乙と 十二 年、 寬文四 年 九月 
二十 七日 寂す、 壽 七十、 c 亮範 和尙行 狀) 

リヨ-ベン 亮辯  H  - ーン慧 任を 見よ" 

.リヨ 1 マ 其 ル 磨 ( . ) 〔曹洞 宗〕 越 前 心 月 寺の 禪僧な 

う、 亮_ 字は 大 雄、 越 前の 人、 天 巖智槪 に參 して 其 法を 受 
け、 其 席 ^ 繼きて 越 前 心 月 寺に 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 法 
嗣大 英梵作 あう、 c 日本 洞上聯 燈錄) 

及 3 - ウン 靈雲 (一三 〇 五) 入唐 學問 僧な $、  靈雲は 
推 古 天皇の 末年 唐に 渡う、 舒明 天皇 四 年 八月 僧旻 と共に 歸朝 
す、 大化 元年 孝德 天皇 十師を 選びた まふに 際し、 師亦其 選に 與 
る、 示 寂の 年時缺 く、 (日本書耙、元亨釋書=本朝高僧傳) 
〔考〕 本朝 高僧 傳に 、僧 長靈雲 共 R 嘉祥 寺の 吉蔌 に謁し /2 6 
と あれ ども 詳なら ず、 

リヨ— X ン靈 圓； 一 •一 . 5: た 〔淨 土宗〕 相模 光明寺の 僧な 
i  靈圓は 本 蓮 社 公譽繼 風と 號 す、 安房の 人、 其 俗姓 詳か 
ならず、 靈巖に 師事して 法を 嗣 ぎ、 江戸 靈巖 寺に 住し 後 鎌 倉 
光明寺 R 遷 る、 貞享 三年 十二月 二日 寂す、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー オ 1 靈應 (一 51 ) 〔淨 土宗〕 武藏增 上 寺 第 四十 
九 代な う、 靈應は 安 蓮 社豐譽 、民 阿と 號す 、蒙 光 觸と云 ふ、 
近 江 國愛智 郡 君ヶ畑 村の 人、 幼に して 同所 金 龍 寺に 入うて 


(三 一二 一） 


書辭 名人 家怫本  日 


出家す、 尋 て 江 111 傳 通院に 至り 照 譽如 空に 師事し、 享保七 年 
十一月 五重 相承を 拜 し、 十 年 十一月 宗脈を 受け、 寬保 元年 增 
上 寺 尊 # 上人よ. CN 戒を傳 ふ、 後 淨國寺 常 福 寺に 歷 住し" 安永 
二 年 三月 增上寺 第 四十 九 代の 貫キ： となる、 (三 緣山 志) 

リヨ ー ガク 00  ド-ゲン 洞 源を 見よ、 

リヨ*- ガク 11 岳  ホ-モク 法穆を 見よ、 

リヨ ー カ ン 1 g 鑑三一 一 i -b s  〔淨 土宗〕 武藏 東漸 寺の 僧な 
う、 靈鑑は 信 蓮 社 順 譽 、見 阿と 號 す、 其 俗姓 生國詳 かなら 
ず， 支 察に ようて 淨土敎 を 學び 東舰 寺に 主と なる、 正 德四年 
十月 二十 七日 寂す、 世 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リ ml ガン 11 巖 ( . ) 〔淨 土宗 3 美 濃 某菴の 僧な 

う、 靈巖は 美 濃の 人、 出家して 淨土 門に 歸し知 恩院に 留ま 
る、 三十 歲國 に歸 6 山中に 幽棲し 禪誦を 事と し、 四十 六 年 山 
を 下らす、 日に 新譯華 嚴經を 閱し兩 日に して 終る、 終れは ^ 
た始 む、 連 環して 間斷 ある. なし、 黃檗 山の 僧 雪 丘師を 山中に 
訪 a 來り隨 侍する Z: と 一年 餘に 至る、 某 年壽七 十三に て 寂す 
(續 日本 高僧 傳)  , 

リヨ 1 ガン# 3 石 ド-ショ-道 照を 見よ、 

リ 31 ガン# 2 品  ショ ーフ— 松風を 見よ、 

リヨ ー ガン S 3 品 ミョ丨 ヱ.. 妙英を 見よ、 

リヨ ー、 キ# # 2 四三0  〔華厳宗〕 大和 東大寺の 別當な 

6、 靈義は 其 俗姓 生國詳 かならず、 出家して 良 興に 就て 華 

嚴の敎 を 受け、 寶龜九 年 朿大寺 別當に 任ず、 寂牢 及壽缺 く、 

(衆 大寺 別當次 箆) 

リヨー、 キン 靈吟〇 三 八 0〕 〔淨 土宗〕 ： d s s 淸 寺の 開山 


な 6、 靈吟は 天 蓮 社 龍 # と號 し、 奥州 岩 代の 人、 幼に して 
州の 來迎 寺に 入うて 剃 髮し 、法を 普 光觀 智國師 に嗣 r、 江戸 
本 鄕昌淸 寺を 創して これが 開山と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (淨土 
總 系譜) 

リヨ 1 ギヨ ク 11 玉 ジ ョ-ゴ ン良嚴 を 見ょ、 

及ヨダウツ||月こ ^.: /\: ^: 〔淨土宗〕岩代西岳 # の閧山な 
$、  靈 月は 安 蓮 ； lh 穩# と號 す、 俗姓は 上田 氏 三 河の 人な 6 
法を 靈巖に 嗣ぎ岩 代 西 岳 寺を 開く、 寬永六 年 六月 朔日 寂す" 
世壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

リヨ ー ケン 111 見 1 •一 • o: E: t  〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
う， 靈見 字は 性 海、 號は不 還 子と 云 ふ、 俗姓は 橘 氏 信濃橫 
山の 人な う、 七歲に して 能く 書を 讀み 、十一 歲建長 寺に 得度 
す、 十九 歲に して 建 仁 寺淸拙 和尙に 參して 知賓 とな 6、 久し 
うして 後奈良に 華嚴を 探 6、 比 叙 山に 台敎を 聞き 其 大義に 通 
ず、 南禪寺 虎關 禪師に 依う 知 客 寮に あうて 請 問し、 一日 圆覺 
經を 看て 本 有を 豁 悟す、 康平二 年 元に 入 6 江の 南北を 歷徧し 
て 一時の 高德に 請 益し、 天 寧 寺 空 海 念に 見ぇて 一夏藏 典を 掌 
る、 月 江 印、 即休 了、 竺源 遠に 見ぇて 優 賞を 蒙う、 至 正 十一 年朿 
飯す、 之ょう 先き 虎關禪 師 遷化し 其 遺命 あう ^ るを 以て 龍 泉 
寺に 主と なう 遺物の 袈裟 一 頂を 付 せらる、 後檀 越長壽 禪居與 
勝 寺 等を 建て 皆師を 請す、 ■貞治 二年將 軍足 利 義詮に 招かれて 
三聖 寺に 住し、 應安 元年 命に よ 6 東 福 寺に 遷 る、 相尋で 天 龍 南 
禪寺に 昇 6、 永 德 三年 義 滿の强 請に よう 常 光 在 寺に 主と な 6、 
住する 乙と 二 年 退 耕菴に 退く、 應永 三年 三月 疾に 罹う 將軍義 
滿菴に 入 $ て疾を 問 ふ、 二十 一日 門下を 集め 懇ろ (C 遺誡し、 


リヨ 1( 靈) 、キ —ケ 


« 


I 


書辭 名人 家佛 本日 


(四 一ニ ーノ 


てし 山  g 軍 圖念情 光 祿に與 寺 八 百し へ 孫 俗な  作撈偈 

八て な 9 运 年記佛  '落 六 退す に 年 家て 後 左 姓 6 リ 石-を 
歲審 り ョ念譜 、し 西 地年隱 、昇 正の 出 德衞は 、ヨ屛 f 書 
將 住 •丨出 、眞て 方/ 疾し師 6 月 學家川 門 田  1 集 J し 

张罨  ゲ， 甲 宗寂寂 g に 、本 第弘 にの 秀の澤 靈ゲ若 骨て 

義の 靈ン辦 陽 七 す 靜益罹 貞院三 經通意 忠子氏 支 ン干昃 日 
持 斯彥  fc 軍祖 、無 r り 享支十 >• ず あにな、 は  卷 誰く 

に 文， r: 靈爲記 傳壽爲 天、！ 院 代に 、り 仕 6 安信 靈あ敢 天 
携官 は# 沄伥 、八 境  > 、自 年の 大轉延 、ふ 一部 蓮丢 6 縛 上 
へを 希1 ^  A  i 接 十 、と、 ら正法 僧ず 寶遂  '  5 貞 社-之べ b 人 
ら師世 ニ ミ k 忿鈔 、一又 偈月 規正 、二に 師ヒ任 ハ 三 三 本赁間 
れと 、^户 K 序獵念 日を 十を と 天 年 增元盒 のに 益 朝 £ 休 
てし 號 九四 W ，註 七即く 書 五 改な和 四 上 和谔後 t 三四 高 $  ‘ 

後、 は  1 並 各 十 生 七し 日 正る 二月 寺 五ね 裔 S  僧 璺；？ 1 

小 細 村 s  5 に 若 一十 十て 伊し 、年 十臺年 f 出 S 、完 傅と 我 
松 川 巷 s  JS- 醫干 、万 餘日勢 大同 八 三 山を &羽 5  f  、 筆、 
上滿 と迨 is 卜 卷著程 平く 國に 四月 日 に以 f： 阈年盂 續を大 
皇元云 巴 S 詩、 作 、呼 業山宗 年へ 瀧師て $ 莊譽 s 群投千 
にの ふ 京  歌 扶彌と 1 綱 田 風 五一 山 事 生 f 內と武 二し 沙 

朝養郤  等桑陀 ’ ユ 高 暗を 月說大 しる f 小稱藏 三て 界 

し- f 京苽  の 鐘 經十夬 繫雪張 幕 延善留 、し、 泉し 增九 寂絕 

、と 都 山  書銘和 一空 ； 院る府 寶寺學 僅豐澤 ，上'^ す ら 

敕 なの 聽  數集字 年 拳 i に 、二 九に 十 か 臣城一 寺  “  g 

R る 人 松  十一 序 五 遮 1 遷後百 年 注 五に 秀主到 第  g 哽 

よ、、 院  卷卷 、月莫 g る大 戸一し 年九吉 越と 三  t  -p 
^ 甫 幼の  あ 、淨 九勞太 、松を 增 、內歲 に 前號十  \  T 

詩め に 開  b 將業日 多 眼 元 寺 給 上 同 外に 仕 守す 代  著須 

V 

I 

.- へ 

總師な  す 世て 6  明 堂 海 日 士聽を 

リリ 系 事 6 リリ！） リリ 、郡 剃 、 9 リ U 砂 照 裏中靑 山松賦 
ヨヨ譜 し 、ヨヨ ヨヨヨ 世に 髮  ヨ ヨヨヨ 禪鐘央 天に 院し 

! 1 一て  1111 ? 壽 常受靈 1 1 i  1 師 '•六 好 題を 上 

ズジ  法靈 ジシ矽 ササ 缺樂 業極ゴ ココ ゲと と 里 g し 并刃皇 

イユ  を 順ユ ユン シンく 寺し はク】 丨ン賜 、松 富て しに 

ン  嗣はン 1  バを遂 深  ふ 延°鋈 日て 優 

靈  ぎ 了  イ靈 靈韓淨 創に 蓮 彝彝靈 霜ぺ德 天；？  く 乙 賞 

頊靈 駿 蓮霉ン 露 芾； 土し 其/ rrtg ‘邃萃 S 延元橋 山 富れ を 

府社 S 残 山111 總て 法 貞 ネ尤源 寶年勝 不 七に 蒙 
品 心 華 歷順靈  系 開 を譽 三：  傳寂境 一 峯 住る 

陽譽三 g リ ドコ譜 山嗣と g: ブシヵ 燈す是 ド 高し、 
八九イ  院と三 眞ョ*  |  •"とく、、 號 五； ツュ イ錄 、仙 山 宇、 十 

チ  i こ號三 1知 1 イソ  な、 し  ゲ！ ミレ 壽蹤 、宙更 七 

S ド  住し ご  シン ン  る 初、 ㈢ 1 タャ  八、 と 間に 歲 

1  >  す 其  ニン 道 功  、め 京 f 佛 ツク  十 夜 n  W 諸 落 

5 —  、鄕 g チ 良隱徉  正 山 都 去 猊周海  六 深 又 f 方髮 

S 道  寂 貫 f； シ信 をを  保 城の S  iM 敌脉  、人 天赉 のし 

杵を  年 詳去ン を 見 見  二 極 人山 見を を  遺 侍橋责 請て 

茶 見  及 かボ日 見よ よ  年樂な 城よ 見 見  稿 b 立 驾 に 惟 

益よ  壽 な駿審 よ、、 正 寺う 常、 よよ  あ 襲 （こ？ 應肖 

!  m  '  5 ら 河を、  月に， 樂  、 、  う岔题 朿せ江 

'ヂ ず 華 見  二 住靈寺  、曳し 關ず西 

S  、、、陽よ  十し 巖の  敕 月て uv  、に 

ハ 歷院、  二 M こ 開  i 益 落日 | •甞師 

^  淨 山の  日 後 依山  慧 文く  P て 事 

な  土に 僧  寂 久^) な  鑑殊 碧 白 富し 

V 

3 

i 

1 

ズ 

I 


C  i— ニー） 


書辭 名人 家佛 本日 


6、 靈瑞號 は 鳳# と 云 ふ、 俗姓 日 野 氏 信 濃 € 科 郡 布施の 人 
文政 元年 八 n 十日に 牛る、 七 年 郡の 蓮 光寺 仁說の 下 R 投 し、 
後江戶 に 出 遊し 增上 寺學寮 主慈專 に學 S、 天 保 十二 年 學寮主 
となう、 次に 學頭に 進む、 文政 三年 下總生 實大巖 寺に 住し、 
後上 野 新田 大 光寺に 轉 住し 權大敎 正に 舖 せらる、 明治 十九 年 
增上 寺に 進み、 廿 一年 知 恩院に 昇る、 同年 五月 十六 日伊 勢に 
巡 化 中 寂す、 壽 七十、 

リヨ 1 セン 111 泉 ジュン- 壽曹を 見よ、 

リヨ-タツ 111 達 リョ- ジ ッ良實 を昆 よ、 

リョ ー タン 靈潭二 1S HA 〔眞宗 〕 河 波 勝 浦 郡 小 松 島 村 光 
善 寺の 住持な 6 、 靈 潭は褽 後 海 部 郡臼杵 安養寺 塔 頭 西方 寺 
蘭 溪の 長男な 6、 文政 八 年 二月 阿波 光善寺の 住持と なる" 安 
藝の 雲幢紀 伊の 芳英 大和の 聞號 等の 諸學 匠に 從 a て 宗餘乘 を 
習 a 、 閑々 道 人に . fc きて 悉曇を 習 S、 鞞 道の 傳授を 受け 皆大 
に 成る 所 あう、 又黃蘗 山の 藏經を 購 a 閱讀 殆んと 業を 畢 ふ" 
明治 六 年 六月 司敎に 進み、 九月勸 學 職に 任せられ、 七 年 十月 
十四日 寂す、 壽七 十七、 著作 詩文 稿 若干 卷あ う、 (學趙 . 談 叢) 
9ヨー タン 靈潭  ロリ zr. I 魯龍を 見よ、 

リョ ーチ靈致1一1 ^ |  〔臨 濟宗〕 京師 南禪 寺の 禪 僧な 

う、 靈致 字は 天 境、 俗姓 不詳、 甲斐の 人な 6、 早 年 出家し 

淸拙 澄に 師事し 其 法を 嗣 C ■康永 三年 十二 H 肥 前の 淨土 寺に 

住す、 貞和 二年豐 前の 萬壽 寺に 遷 つる、 文 和 三年 京師の 萬壽 

寺に 住す、 延文五 年 建 仁 寺に 遷 6、 貞治五 年南禪 寺 R 昇る、 

應 {女 元年 播磨の 法 雲 寺に 住す、 六 屯 天 龍 寺に 遷う 住す、 永 和 

二 年 再び 建 仁 寺に 住し、 法 化 益 盛な う、 退 休 後 龍 山 善 佳菴に 


あう、 永 德 元年 病 あり 自ら 入壙の 語を 作る (延寶 博燈錄 、本 
朝 高僧 傳共に 載す)、 同年 十一. 月 十八 日 寂す、 壽九 十一、 語録 
幷に外 集 あう 無 規矩と 云 ふ、 敕謚寶 鑑圓明 禪師と 云 ふ、 (延寶 
傳 燈錄' 

リヨ ー チ ユ ー 1 11 伸 ゼン H  I 禪英を 見ょ、 

及 ml ツ ー || 一通 ニニ .: - tr -b: 〔淨 土宗〕 伊勢 海藏 寺の 開山な 
う、 靈 通は 忍 蓮 ; Trh 湛 譽と號 す、 智譽 上人に 法を 嗣ぎ 伊勢 度 
會 郡海藏 寺の 開山と なる、 元 和 三年 五月 五日 寂す、 壽缺 く、 
(淨 土總 系譜) 

リヨ ー デン 靈傳 1一硝 §5 〔汽；宗；1若狹遠敷郡小濱妙支寺 
八 代な 6、 . 靈傳 字は 義 門と 云 ふ、 天明 六 年 七月 七日 R 生る、 
父は 妙 支 寺 五代 傳瑞 、母は Iril 國 名田莊 光久 寺 M 7C の 女 縫 子と 
い ふ、 其 先 VJ 三 河 朿條の 人、 三 浦 市 郞左衞 門 R 興と $ ふ、 傳瑞 
三 子 あう、 長子 知傳 2 f 死し、 次 - f 實傳 {字 慈 勸 } 寺 務を繼 き、 
壯年 にして 死す、 師 幼に して 穎敏な 6、 九歲 父 (C 携へ られて 
空印禪 寺 R 倍 遊し、 和歌を 詠して 座 客を 驚かす、 禪 寺の 住 
僧大硯 を與 へて 學業を 獎勵 す、 父の 沒 後、 叔父 慶海 に從 a 
て內外 の學を 受 く、 季子なる を 以て 出て、 丹 波 田 邊願藏 寺の 
寺務を 管す、 然れ とも 天性 學業を 好み 幾 もな く寺務 V 某に 委 
して 退隱 す、 文化 四 年 仲兄 實傳沒 したれ は、 親戚 檀越 等妙玄 
寺の 寺務 を繼 かん ぶ を 請 ふ、 師煩を 厭 a て 乙れ を辭 す、 然る 
に 老母 切に 勸む るを 以て、 遂 R 入うて 八 代の 住持と なる、 後 
京 帥に 出 遊し、 高 倉 學寮擬 1 1 威 ) t 院靈曜 (尾 張 名 古 屋養念 寺) 
R 師事して 内典を 學 ふ、 師. 殊に 國 學を嗜 み、 本居宣 長" 同 春 
庭の 著作を 愛し、 覆 請玩讀 して 大に發 明 あ 6、 文化 七 年江戶 


5=> 3 1(靈}セーチ  5  m  f ― S 靈： >  チー. デ 


書辭 名人 家佛 本日 


(ブ 、一一 一） 


9ョ|( 靈) デ  9 3 !( 靈) F — モ 


に 入う、 太 田金齋 R 遇 a て 音韵 の學を 問 a 、 藤 井高 尙 、本 居 春 
庭 R 就 s て 語格 等を 學 a 、 一宗の 學者が 宗祖 親鸞 上 八の 和文 
聖敎を 解釋 する に、 語格 等に 意を 用ゐ 3 る爲 め、 牲々 解釋誤 
謬に 陷 るを槪 歎して 益 硏究を 事と し、 奈万之 奈三卷 を 著は す、 
講師 雲 華 院大含 序文を 作う、 顧 七 百年 來言 = 人 所 T 未 J B 、 而千 
歲之 後發， ，人 不一, 可， 發の語 あう、 且つ 普 門 律師に 就 s て 梵曆を 
學び 、須彌 儀を 模造す、 國守若 狹守忠 進に 召 3 れ 、梵 曆を講 
說 す、 忠進其 先祖 R して 妙玄寺 開基なる 明 賢 院妙玄 尼の 系譜 
異說 あ-^ て 明かなら S るを 憂 a 、 師に 命して 調査せ しむ、 師 
自ら 忠進か 先祖の 封地た うし 三 河武藏 等を 歴遊し、 諸家の 系 
譜諸 寺の 碑碣 等を 參撿 考證 し" 一部 淨 書して 上る、 忠進大 に 
喜び、 優 賞を 與 ふ、 師歌あ 6 日 ふ、 「御 乙とは の 露 か、 らんと 
あ も s しや 霜に 折れ ふす 草の 我 身に」 と" 忠進 返歌を 與へて 
日 ふ、 「露霜の 夕い かにと おも ふかな はる t つ 草の 色を 見る に 
も」 と、 天 保 十四 年高尙 翁の 遺囑 にょ-^、 其 著作 古今 集新釋 
を修 治せん か爲 め、 備中 宮內に 至る、 三月 旅 中 病に 罹 七 
月 京師に 皈 6 て 療養し、 八月 病を 輿して 若狹 に皈 6、 同月 十 
五日 寂す、 壽 五十八 h 師 平素 病弱に して 服藥衞 生を 怠らす、 

禮佛 誦經 ?r 缺 3 す、 相 交る 所 伴 信 友、 石 田 穎、 田中貞 風、 平 

重 民 等な 6、 著作、 山 口 栗、 玉の緒 繰 分、 奈 万之奈 、各 三卷、 

活訊 指南 二卷 、活語 雑話 初篇 、同 二篇 、同 三篇 、同 餘論 、於 

乎 輕重義 、友 鏡、 友 鏡 底廼 影、 類聚 雅俗 言、 月 草、 日本 魂、 

和語 説 畧圖 、指 出廼 礎、 磁乃洲 崎 磯 淸水蹤 問 之 日記、 軸 

襦廼 日記、 各 一卷あ 6、 此他 三部經 和語 說 、唯 心鈔 講說 、改 

邪鈔遠 測、 御文 講說 若干 卷あ う、 (東 條敎成 氏 返信、 高 倉學寮 


講者 鏡、 言語 學雜 誌、 幷に遺 書參 照、) 

及 ヨ* ―  1 タ ィオ*- 體應を 見よ、 

931 トク  ホ！ サン 鳳 山を 見よ、 

9 ヨ ー トン® I 賴一 •一 1; -: だ 〔淨 土宗〕 下 總淸岸 寺の 開山な 
6、 靈頓は 信 譽と號 す" 俗姓は 松 田 氏 武藏岩 村の 人な 6、 殘 
嶺に師 事して 後 法を 不 殘に嗣 ぐ、 下 總寶殊 花 村 ic 清 岸 寺を 御 
して 開山と なう、 寬文六 年 八月 二十 六日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總系 譜)  , 

リヨ ー ハ 靈波一 一一 g i§ 〔華厳宗〕 大和 戒壇 院の學 僧な 
う、 靈波號 は 性 通、 俗姓は 足 利 氏， 相模鎌 倉の 人な 稱名 
寺の 湛睿に 隨 CA て 剃 髮染 衣し、 奈良に 入う 盛 * に 沙彌戒 を ' 
俊才に 菩薩 戒を 受け、 七 寺に 遊 a 諸經 論を 硏 く、 毘 尼を 主' 娘 
し、 華嚴 を宗 とす、 大和 戒壇 院相模 の稱名 寺に 歷遷 し、 永 和 
三年 八月 十五 日稱名 寺に 寂す、 壽八 十八、 著作 律興耍 傳十卷 
五 敎儀解 集 三十 卷 、五 敎章鈔 八卷 、五 敎章性 通 記鈔 、五 敎斷 
惑 分齊鈔 各二卷 、起 信 論 私鈔 十二 卷 、戒壇 系圖通 詳記 五 卷 等- 
ぁう C 本朝 高僧 傳 、律 苑僧 寶傳) 

リヨ 1 ホ*—！ 111 峰  M ヶン慧 劍を 見よ、 

衫ヨ ー ホ ー 11 峰 ド 丨ゴ道 悟を 見よ、 

リョ！ ミョ 1 靈妙； 5; 一  y 〔淨 土宗〕 下 總弘經 寺の 學僧 
なう、、 靈 妙は 聖蓮社 神 譽と號 し、 冲 阿と 云 a 、 悟 心と 云 ふ 
鄕貫詳 ならす、 增上 寺に 學 a 弘經 寺に 住す、 寶曆七 年 七月 十 
一日 寂す、 壽缺 く、 著作 桂 華 漫筆 三卷 、法 門 或 問 二卷 ぁう、 
リヨ ー モン 靈文 〇一〇 二) 〔臨 濟宗 J 京都 天 11 寺の 藏主 
な-^、  靈文 字は 虎 溪と云 ふ、 夢 窓國師 に 天寵 寺 R 參 し鑰藏 


( 七 -二-)  書辭 名人 家佛 本日 


となる、 寂 半 及壽缺 く、 (延 寶俾 燈錄) 

リヨ 1 モン S: 門 一 H: o: -: 〔淨 土宗〕 ft 戸 源 空 寺の 開山な 
多、 靈 門は 覺 蓮 1111 阓譽 、道 阿と 號す 、俗姓は 佐 竹 氏 奥州 米 
澤の 入な 6、 初め 諸師の 門に 遊び 後 深く 幡隨の 道化に 皈 す， 
居を 江戶神 田に 卜し 草 衣 木 食 念佛を 堅持す、 後江. 戶淺草 源 空 
寺の 開山と な $、 寬 弁 十九 年 五月 十八 日 寂す、 壽缺 く， (淨土 
總 系譜) 

リヨ 1 や ク 11 尝<凰 ililli b: 〔淨 土宗 U 大和 淸凉院 の 開山な 
i  靈益は 念 蓮社專 譽と號 し、 其 鄕貫詳 かならず、 靈巖 に 
師事して 法を 嗣ぎ 大和 添 下 郡淸凉 院の 開山と なる、 後 京都 一 
心院 R 移 $、 貞享 四 年 正月 十七 日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜)  . 

リヨ 1 ヨ靈譽  H ンキョ -圆 鏡 ^ 見よ、 

リヨ 1ヨ f 盤 泉 一！！  ギョ クネン 玉 念を 見よ、 

リヨ 1 m 靈譽 ラン シユ ク鸞 宿を 見よ、 

リヨ ーヨー 靈曜 (m 5) 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧 
f.  靈曜 俗姓 不詳、 唐に 生れ鑑 眞に 師事して 戒律を 傅へ、 
蒹 ねて 天台を 學ぷ 、天平 勝 寶六年 眞和尙 に 隨 a て 來 朝す、 示 
寂の 年時缺 く， (律 苑僧寶 傅) 

リヨ 1 3 1 || 曜一 5; 八 二 〔眞宗 〕 尾 張 名 古 屋養念 寺の 住 

持な $、  靈曜 一名は 鐘 山、 號は 威廣院 、一に 威光 院と云 ふ 

尾 張の 人、 高 倉學 寮に 入う 深勵に 學ぷ 、文化 二 年 五： n： 二十 一日 

擬講 となう、 法 華入疏 を 講ず、 五 年 俱舍論 、因 明纂 解を 講ず、 

文政 五 年 十一月 七日 寂す、 壽缺 く、 嘉永七 年 十月 四日 嗣講を 

贈られ、 安政 四 年 A 月 講師を 贈らる、 (高 倉 學寮講 者列傳 稿本) 


リヨ 1( 靈) モ ヨ 


リヨ 1 ヨ 1 靈曜 =5 21 〔曹 洞宗〕 遠 江圓 通院 第一 一代な 
P,  靈曜 字は 大 輝、 尾 州 高 柳の 人、 俗姓は 孕 氏な-^、 幼 ic 
して 出家し、 初め 講肆ヒ 經て 大意を 領し 、十九 歳の 時 自ら 別 
傳の 旨を 慕うて 如 仲 禪師に 師事し、 後大洞 寺に 住し 次に 佛陀 
寺總持 寺に 遷う "遠 江 大通院 に 退隱 す、 永 享九年 僧 慶本遠 江 
佐 野 郡 原 田莊に 一山を 相し 師を請 じて 創開せ しむ、 俗に 日 高 
山  一 ic: 霧 山と 解す、 區晝營 構 漸く 寶坊と 成う 名け て 高台 山圓 
通院と 云 如 仲を 請 じて 開山と なし 自ら 第二 代と なる、 文 安 
三年 四月 十四日 寂す、 壽六 十四、 臘五 十七 偈ぁ 5 日く 六十 
四 年、 空 華陽焰 、末 後一 句、 地 轉：大 旋 、(日本 洞上聯 燈錄) 

リヨ ー ヨー靈 用 (二 〇 八 三〕 〔wi 宗〕 薩摩鈔 圆 寺の 禪僧 
f,  靈 用字は 大 田、 其 俗姓 生 國を詳 かにせ ず、 薩摩 紗圓 
寺 石屋 眞 梁に 投じて 出家 受 具し、 諸方に 歷參 し後眞 梁の 命を 
受けて 席を 繼 r、 示 寂 年時缺 く、 (日本 洞 上 聯燈錄 」 

リヨ ー ウン 凌：' . 〕 〔黄 檗宗〕 江 戶海藏 寺の 開山 

なう、 凌雲は 信 濃の 人、 武田左 馬頭の 女の 腹に して 左 馬頭 
の 外孫な 6、 同 國小諸 海 音院に 投じて 剣 髮し曹 洞の 宗旨を 學 
び 柃黃檗 宗 に 飯す 江戸に 出て、 所々 の菴 室を 新に 寺と なさ 
ん Z1 とを 願 ひ、 幾多の 困難を 經て 遂に 官許を 得、 江戶 八ヶ菴 
と號 せし 毛 のを 悉く 寺號 となす、 市ヶ谷 町の 藥王 寺、 深 川の 
萬 祥寺等 乙れ なう、 師晚年 深 川 海 福 寺 k 住した うと 云 ふ、 寂 
年 壽缺く (江戶 砂子) 

リヨ 1 ヱ- 量榮二 -〇 發一: 臨 S S 京 郡 其 寺の 僧な*^、 
量榮 字は 春 谷、 其 先は 王孫な 6、 慈 相院足 利義政 の寵 遇を 受 
く、 義政 書ェに 命して 師の 面容を 圖せ しむ、 明應 元年 五月 廿 


リヨ ー (凌、 量) 


書辭 名人 家佛 本日 


リ fn 人 量、 珥 綾、 寥 、榜 、領 、答、) ル (流) 


ル (流、 S レ J、 令) 


二 

二 

A 


五 n 疾に罹 6 寂す、 壽五 十四、 其 子 追慕し 足 成 書 エに全 像を 
作らし め 天 隱和尙 の賛を 乞 ふ、 和 尙賛を 作 6 像 ic 題せ $、( 天 
隱 i  . 

リヨ 1’ ゲ 3 M 外  ショ I ジユ聖 壽を兑 よ、 

リヨ ー サン 里 里 山  ハン ォ —繁應 を 見よ， 

リヨ-— - ヨカィ 凉如海 チ H  - 智琪を 見よ、 

リヨ 1 ブ—  凉 M カ テン 河 天を 見よ、 

リヨ 1 力 綾 河 ギクフ ン義完 を 見よ、 

リヨー匁 ィ寥海 一一 二 - fc : —: 〔戒律 宗〕 山城 槙尾 山の 律 僧な 
i  寥海 字は 慧雲 、和 泉の 人、 本日 蓮の 徒な 6、 最も 止觀 
に 精し く 徒中稱 して 觀門慧 雲と 云 ふ、 一日 大和の 古蹟を 巡 覽 
して 明 忍 律師 R 見ぇ、 共 ^ 西大 寺 R 入ぅて 戒律を 習受 す、 慶 
長 七 年 明 忍と 高山 寺に 登 6 自誓受 具す、 七年奈 良の 律 寺 安養 
龍德戒 藏寺 等 R あぅて 行舉鈔 を 講ず、 明 忍 西 海道 R 赴き 將に 
令 那 に 渡らん とするとき、 師囑を 受けて 槙尾 山 R 住す、 同 十 
六 年 高 雄 山に 寂す、 壽缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

リヨ I ゴンボ ー 愣嚴房 ニ チ H  - 日 叙を 見よ、 

リヨ t サン 領山  ユ丨 トン 英頓を 見よ、 

リヨ 1F1 ^: P.^J  リヨ— セキ 亮頓を 見よ、 


ルの 部 


ルアン 流 安； 1! •一 A:-: 〔淨 + 宗〕 出 雲 月 照 寺の 開山な 6、 

流 安は 生 蓮 社長 譽と號 す、 俗姓は 岡 村 氏 越 前 大野の 人な $、 

隨流 R 就て 剃 髮受 業し、 出 雲 松 江 R 月 照 寺を 御す、 延寶七 年 


五月 二十日 寂す、 壽缺 く、 (淨 七 總 系譜) 

ル デン 流傳 -: H: 三 七 〔浄土宗〕 出 雲 西方 寺の 開山な う、 
流 傅は 登 蓮 社 高 譽と號 す、 石見大 森の 人 其 俗姓 詳か ならず、 法 
を 呑 能に 嗣ぎ !i{ 雲； 宇 郡完 道の 両方 寺 開山と なる、 後 同地 正 
定寺に 主と なり 其 廢頹を 興す、 寬文七 年 七月 二十 一日 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ル トン 流 頓二三 四 A : 〔淨 土宗〕 京都 知 恩 寺の 僧な $、 流 
頓は直 蓮 社 乘譽 、了 阿と 號 す、 越 前 府中の 人、 其 俗姓 詳かな 
らず 、隨 流の 室に 入うて 剃髮受 業し、 又頓 譽智哲 に 事へ て宗 
乘の 奥義を 究ひ 、寬文 三年 生實大 巖 寺に 住して 第 十代と なり， 
延寶八 年 京都 知 恩 寺に 移る、 元 祿兀年 九月 十六 日 寂す、 壽缺 
く、 (淨 土總 系譜) 

ル 手 ン 流<み 一 n o: 〔淨 土宗〕 攝津 安養寺の 開山な 
う、 流 念は 鎭 蓮社專 譽と號 す、 其 鄕貫詳 かならず， 法を 虎 角 
R 嗣ぎ攝 津島下 郡 安威 庄大念 寺の 中興と なり、 後 耳 原 安養 
寺を 開く、 寬永七 年 正月 二十四日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總系 
譜) 

ルヨ 流譽  コガソ 古巖を 見ょ， 

ル nl チヨ ー ロ- 留興長 老  ジモ -慈猛 を 見よ、 


しの  部 


レ ー イ令裏 jg 9I — ./•■» 〔法相 宗 >_y 奈良 大安 寺の 僧な ぅ、 

令 辰は 京都 左 街 0 人、 俗姓は 高 階 氏、 法相の 學 侶な 6、 延嘉 
二十 一年 維摩 會 の 講師と なぅ、 尋 S て 大安 寺 別當 4C 補す、 延 


(九-ニー） 


書辭名  人家 佛本  日 


長 六年閏 六月 廿八 日權 律師に 任し、 承 平 元年 十月 廿 七日 律師 
に 轉し五 年 十月 十二 H 少 僧都に 任す、 六 年 十一月 廿六 Q 石山 
の 淳祐を 禮 して 胎藏 界の灌 頂を 受 く" 天慶 元年 IH 僧都に 進 
み •五 年 八月 二十 一日 寂す、 壽八 十七な. CS、 (續傳 燈廣錄 、本 
朝 高僧 傅) 

レ ー クン 令薰二 ••一  〇四 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧な 
り、 令薰 字は 琴 江と 云 a 、 久しく 和 翁 春に 參して 遂に 其 法 
を 嗣 ぎ、 廣嚴永 福の 二 寺に 歷 住し" 京都に 皈りて 普 門 寺 及 東 
福 寺に 道を 唱へ 、晚年 同 聚院に 退 休す、 文 安元 年 八月 十一 日 
疾に罹 6、 衆を 集めて 偈を說 a て 日く、 文 安元 年、 八月 十一、 
琴 ? J: 老 荊、 大事 了畢 、と 終に 同院に 於て 寂す、 壽缺く  •(延 寶 
傳燈 錄} 

レ ー ゲン 令 支  一- j sg g  〔眞宗 ：一 越 中 國上新 川 郡 朿水橋 
町 照 蓮 寺 第 十七 代の 住持な 令玄は 宗乘を 快 樂院に 受 
け、 餘乘は 殊に 天台に 邃 し、 寺 中 {C 學寮を 置き 講筵を 開く Z: と 
三十 年 一日の 如し、 門下 無慮 四百 餘 入に 及ぶ* 天 保 十四 年 四 
月勸學 職と なぅ、 弘化 三年の 安居 學林 代講を 命せられ" 觀念 
法 門を 講し奧 書院に 於て 論 註 八番 問答を 講す 、所謂 御前 講な 

6、 廣如 法主 特に 消息 一通を 與ふ 、嘉永 二 年 八月 二十 一日 寂 

す、 壽七 十五、 謚を 慧燈院 とい ふ、 (學 苑談 叢} 

レ ー サイ 令 才( …… ) 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧な 

$、  令 才 字は 茂 伯、 號は扣 角 子と 云 ふ" 久しく 白英 東に 參 

して 記 前を 受け 東 福 寺に 主と なる、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳燈 

錄) 

レ！ ザ ン令山 (一一 〇丑丸) 〔臨 濟宗〕 武 藏國濟 寺の 禪僧な 


$、  令 山 字は 峻 翁、 武藏秩 父の 人な 6、 幼よ 6 出家の 志 あ 
6、 了 機 道 人と s ふ 者に 師 ：由 し 薪水の 勞を 執る、 十六 歲 出家 
して 比 叙 山に 登り 具足 戒を受 く、 一た ひ 國に歸 へうて 大陽山 
洞翁禪 師に參 し" 下野 長樂 寺に 留まる、 參究八 年に 及べと も 
未た 契せ す.‘ 盡く 書籍を 燒き 捨て 諸方、 に歷游 す、 赤 城 山 乾坤 
長禪師 、須須 萱山拔 隊勝禪 師を訪 へと も猶悟 入せ す、 上野 寶林 
寺に 到 6 大拙能 禪師に 謁し、 其 指示に 從 a 再 a 拔隊將 禪師の 
下に 歸 へ-^、 遂に 其 心、 印を 受 く、 越 前 龍 溪寺月 堂 心、 丹 波慧日 
寺 特峰奇 、永 澤寺 通支靈 等に 歷 謁し 皆 賞讃を 受く、 後 鄕 里に 歸 
へ $ 成 木 山に 草菴を 結 a 道化 盛な' り、 次に 金 峰 山に 入りて 菴 
居す る 乙と 十四 年、 拔隊 勝の 鹽山を 御す る 時 招かれて 知藏寮 
となる、 勝禪師 の 寂 後 武藏香 積菴に 住す、 康應 元年 田. 斐 n>i 嶽寺 
に轉 住し'  e 禪師の 後を 嗣き 大衆 八 千 人に 接す、 武田信 成 尊 
崇して 菩薩 戒を受 く、 翌年 武藏 ic lf へ 6 橫山廣 園院を 開く、 
長 井道廣 尊信 歸仰 す、 同年 秋 上杉憲 房の 請に 依り 武藏 旛羅に 
常 興 山 ^ 濟寺を 創して 開山と なる.’ 會 下の 大衆 一 萬 餘人に 上 
ると s ふ、 又 猪 俣 氏の 請に より 光嚴 寺を 開き、 諸檀 越の 請に 
よ 6 武藏の fM 餃瑞巖 長 契 下野の 西方 報恩の 諸 寺を 開きて 皆 開 
山と なる、 應永 三年 後龜山 法皇の 勅 招を 蒙る も 老病を 以て 出 
てす" 六 年の 夏 大に旱 す、 國 民の 請 {C よ 6 祈 雨の 偈を 作う、 
大に驗 あう、 幾 も なくして 寂す、 壽缺 く、 勅して 法 光 圓融禪 
師と謚 す、 (本朝 高僧 傳) 

レ 1 ホ ー 令 法 二 四 八 七 〔新義 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺の 第 四 
十一 代な 6、 令 法 字は 爲幢 、佐 渡 國戀ケ 浦の 人な 6、 州の 
國分 寺に 入 6 て 剃 度し" 十三 歲 にして 初めて 豐 山に 登う、 留 


レ ー( 令) クーザ 


レ ー  (令/ホ 


書辭 名人 家佛本 日  （〇 ニニ -) 


錫 多年、 學 成りて 大和 岡 寺に 住し" 後江 戶護 持院に 移る、 文 
政 九 年 豐山能 化 職に 擧げ られ 、翌十 年 九月 十七 日 寂す" 壽缺 
く、 (新義 眞言 宗史) 

レーィン？ 領胤 jm  〔曹 洞宗〕 長 門大寧 寺の 禪僧な 
嶺胤 字は 貴 雲、 俗姓は 田 氏 肥 後の 人な う、 忠山を 禮して 
得度し 往きて 華 光寺 能 山に 參す 、次に 大 寧寺關 翁に 謁し 朝夕 
咨請 終 R 玄旨 を領 す、 辭して 下野 興 源 寺の 照 巖 R 參し執 務三 
弟、 後關 翁大寧 寺を 退きて 妙 悟 寺 R. 住すと 聞き、 往きて 之を 
省し、 其 命に よう 安叟珠 養に 師事し 遂に 附囑を 蒙む る、 慶長三 
年總持 寺に 出世し 大寧 寺に 遷 る、 同 八 年永澤 寺に 移 6、 明年 辭 
して 又 大寧券 に 歸 へる、 企 十二 年 大蘊軒 に 退去し、 元 和 五 年 
七月 二十 五日 寂す、 壽缺 く、 鐵 村支騖 ぁう、 (日本 洞 上聯燈 
錄) 

レ 1 方 1 嶺翁； 〔淨 土宗〕 筑後眞 福 寺の 開山な 
う、 嶺 翁は 滿蓮社 圓 譽と號 し‘ 筑 後の 人な-^、 幼に して 郡の 
木 誓 寺に 入-^ て 剃髮し 法を 廓 山 R 嗣 C 、 鄕 里 (r 眞福 寺を 鄕し 
て 開山と な 寬 永 十六 年 四月 十八 0 寂す、 | 冪 缺く、 (淨 土總 

系譜) 

レ 1 シツ 嶺室 ゼン シユ— 禪鷲を 見よ、 

レ 1 ナン 嶺南 シ d  ~ ジ ョ秀恕 を 見よ、  . 

レ 1 ナン 嶺南  ス 5  ロク 崇六を 見よ、 

レ- 夕禮阿 ネンク -然 空を 見よ、 

レ Ini 禮光 (一三 八 九) 〔三論 宗〕 大和 元 興 寺の 僧な 

令、 禮光 俗姓 詳なら ず、 天平の 頃兀興 寺 tt 在うて M # 高く、 

智光と 相 交る、 暮年淨 土敎に 歸 向し 専ら 阿 彌陀佛 の 相好 及び 


淨 土の 莊嚴 を ii 想し" 自ら 誓 s て 言語を 絕 す、 故を 問 ふ もの 
ある も總 ベて 答 ふること なし、 居る Z1 と數 年に して 寂す、 (生 
生極樂 記、 元亨釋 書) 

レ— サン 禮三 211 五六〕 〔曹 洞宗， 」豐 州 安樂 寺の 禪 僧な 
气 禮三 字は 南榮 、出家して 屢々 名 宿を 叩き、 伊豫 大室永 廓 
R 參 し、 奉侍久 くして 衣 法 並 (t 眞賛を 付せられ、 大室 の大通 
寺に 遷るに 及び、 師席を 踵き て 安樂 寺 K 主と なる、 慶 長中豐 
州 玖 珠 城主久 留島康 親の 請 ic よ- 〇 寺 基を 其 領内に 移す、 晚年 
法 嗣紹屋 をして 席を 襲は しめ、 某 年 寂す、 壽缺 く、 法 嗣紹屋 
昌隆 あう、 (日本 洞 上聯燈 錄) 

レ B シュン 禮竣一 一：  一：  一 A : 〔臨 濟宗〕 京都 琨福 寺の 禪 僧な 
う、 禮浚 字は 平 川、 出家して 久しく 振 岩 玉の 法 孫なる 大翁 
冉に參 して 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 京都 東 福 寺 (C 住し、 長 祿二年 六 
月 六日 寂す、 壽缺 く* 妙 足菴に 塔す \ 延寶傳 燈錄) 

レ ー ウン ^ 雲 ク 7 果を 見よ、 

レ ー サィ 冷淬； oi s! 〔臨 濟宗〕 京都 萬壽 寺の 禪 僧な 
6、 冷淬號 は 龍 泉、 後醍醐 天皇の 皇 + なりと 云 ふ、 其 母 夢に 
靈異を 感じ 覺めて 孕む あう、 天皇 母を 源氏 某 R 賜 ふ、 尾 張 海 
東 郡に 生る、 早牢京 帥 R 上り 濟北罨 の 虎關の 室 R 投 す、 建武元 
年 濟北菴 に 在うて 上 首と なる、 勅 召に より 宮中 R 法要を 說 く、 
貞和二 年 師瑞松 寺 R あう、 後村上 天皇 御製の 詩を 賜は 6 海 東 
の 牡丹を 求め / 2 まふ、 師 御製の 韻を 次して 上る 夢 破 春 閨座事 
空， 芳心 一 點遠相 通、 同根 知是 在，， 天地 -'* 花 開 南山 與， ，海柬 - •* 虎關 
鍊 寂後師 海 藏院に 居す、 II 應 元年 東 福 苛 第一 座に 擢てら る、 後 
楞伽圆 通 承 天 萬 壽の諸 寺に 歷住 す、 貞治四 年 十二 M 十} 日 海 


レ 1( 嶺； P) 


レ If 禮、 .S 


ト ニニ 書辭 名人 家怫 本日 


藏院に 寂す、 著作 松 山 集三卷 、海 藏記年 錄一卷 あう、 虎， 錬 
元亨釋 書を 撰し、 上表して 大藏函 に 人れ むこと を 請 ふ も 朝議 
許可せ ず、 延文五 年 師先志 を繼 ぎて 上表して 之を 請 ふ、 遂に 許 
可 あ 6、 師圓通 寺に 留る 時、 一夕 盗 あ 6 鉢 V 盜み 去る、 師偈を 
作る、 應烘隨 。身 三十 年、 幾 乾 幾濕口 朝ぃ天 •夜 來忽 有， I 人 孥去ハ 
感得 誰 家 鉢 猫 傅、 (延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 

レ •ーサ ン齡山  H ン延を 見よ、 

レ彳 サン 齡山  マジ ユ _壽 を 見よ、 

レ！ ガン 於 f 3 嚴 ゲン ハ 支 波を 見よ、 

レ！シヨ？ 脸照 (一二 四 八〕！： . 〕 百 濟の歸 化 僧な 

う、 聆照 崇峻 天皇 元年 三月に 其國 使に 隨ひ令 威、 惠衆 、惠 
宿、 道嚴 、令 開 等と 共に 來 る" 同行に 寺エ太 1 未、 太 T' 賈古 
r、 鑪盤 エ將德 白味淳 、瓦 エ 麻奈文 奴、 陽 貴 文、 陵 貴 文、 昔 
麻 帝彌 、畫エ 白 加 あり、 聆照 等の 事蹟 缺く 、(日本書紀) 

レキ 方— 歷央 ； — : — . . 5; 〔浄土宗〕 山城 淨 安寺の 開山な 
う、 歷央 は函蓮 社大譽 、西風と 號 す、 下野の 人 其 俗姓 詳かな 
らず 、初め 名 越 流の 徒な うしが、 後生 實 の大巖 寺に 入-^ て 法 
を 靈巖に 受け、 洛東 粟田口に ::: 安寺を 創して 開山と なる、 承 
應 三年 二月 三日 寂す、 壽缺 く、 へ 淨土總 系譜) 

レキ ザ ン 歷山 = : 一一 ■ー エハ 「淨 土宗〕 駿河華 陽院の 僧な $、 

歷 山は 道 蓮 社 的 # 、本 故と 號す 、了 的に 師事して 宗乘の 奥義 

を 究め、 其 席を 繼ぎて 駿河華 陽院に 住す、 寬文六 年 十一月 十 

五日 寂す、 世壽詳 かならず、 法嗣歷 譽靈順 あ 6、 ( 淨土總 系 

譜) 

レ？ プン 歷天！ II 益 t: 淨 土宗〕 江戸 增上寺 第二 十 山 ハ 代 
レ上齡 、鈴} レキ (歷) 


f,  歷天は 頓蓮社 淼譽 、善 阿と 號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 
或は 云 ふ 豐後寺 眞野賴 包の 庶子な 6 .と、 幼に して 出家し 修學 
功を 積みて 闊東に 遊歴し、 後三緣 山に 登 6 法 間 講釋階 級を 進 
み、 大巖 寺に 住し 大光 院に遷 る、 寬文九 年 七月 命を 奉して 三 
緣山に 貫主と なる、 延寶 元年 十二月 三日 辭して 麻布に 退隱 し、 
翌 四日 寂す、 壽六 十七、 (三 緣山 志) 

レキ m 歷擧 a  リヨ-ジュン 靈順を 見よ、 

レキ オ ー 礫 翁 二 ii A: 〔淨 + 宗〕 肥 前 無量 寺の 開山な 
ぅ、 嶸翁 は莊 蓮 - TH: 嚴 譽と號 す、 俗姓は 千 葉 氏 肥 前の 人な 6、 
暧道に 就て 剃 髮受 業し、 州の 大村 無量 寺の 開山と なる、 寬文 
九 年 十一月 五日 寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

レキ K l fif 道  一一 -: i: •一  •一  〔淨 土宗〕 肥 前 長 安寺の 開山な 
ゥ， 噗 道は 濟蓮社 九 # と號 し、 筑 前の 人、 法を 虎 角に 嗣ぎ、 
初め 州の 博 多 西方 寺に 住し、 次に 肥 前慶巖 寺 (C 遷 る、 後 肥 前 
大 村長 安寺を 癖して 開山と な 6、 寬永十 年 二月 十五 日 寂す、 
世 壽詳か ならず、 法嗣 に 饑翁 あぅ、 (淨 十總 系譜) 

レキ カイ 曆海 (一一 六 c 五〕  〔眞言 宗〕 大和 東大寺の 僧な 
AV,  歷海 は聖寶 の 弟子 なれ ども. 其 法を 嗣 かす、 寬 救の 密灌 
を 受け 道譽 高し、 曾て 勅を 奉して 石山に 請 雨經の 法を 修 す、 
詳傅な し、 (續 傳燈 廣錄) 

レン rl へ 一一 一九 3 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧 なり、 

嬢 字は 溪聞 、天 蔭德 樹に參 して 法を 嗣 ぎ、 亨祿四 年 秋 尾張瑞 
泉 寺に 住す、 寂 年 及壽缺 く、 (延 寶傳 燈錄) 

レンタ 蓮 阿 セン オー詮 雄を 見よ、 

レンア ー連^^ リヨ- ヘン 良遍 を 見よ、 

レキ 1歷'_、曆} レン V 濂、 蓮} 


レン (蓮 レン (蓮) V— ダ 


レン イ蓮意 V 七 九 こ 〔眞言 宗； K 祝 伊 金剛 峯 寺の 僧な 6、 
蓮 意は 大和の 人、 小 ノ にして 高 III:. ;. 山に 登り 碩德 R 謁す、 四面 堂 
を 建て 阿彌陀 觀仳 音 不動 尊の 像 其 丈 各 丈 六なる を 安置す" 長 
承 元年 九月 十 R 寂す， 壽缺 く、 C 本朝 高僧 傅， 高 野 往生 傅) 
レン イ蓮 位. 一九 三 八 S ハ宗〕 常 陸 三月 寺の 住持な ぅ、 

蓮 位 俗名は 宗重兵 庫 頭と 號す 、俗姓は 源氏、 多田滿 仲の 裔三 
位賴 政の 孫な 6 •父は 宗 仲と いふ、 承久 元年 家族 賴 茂の 謀反 
に 連座して 死罪に 處せら れんと す、 親鸞 適、、 刑場を 過き 乞 a 
て 弟子と なす、 常 陸 眞璧郡 下 間 小島 三月 寺に 居る、 弘安 元年 
七月 廿 三日 寂す， (本願 寺通耙 ) 

レン イン 蓮 胤 (一八 七 一) 〔天台宗〕 山城 大原山 の 僧な 
6、 、 こ 連 胤 俗名は 鴨 長 明と 云 a 、 世々 鴨 社の 氏 人祖は 季繼 、父 
は 長繼皆 禰宜な ぅ、 長 明は 管 綾に 通し 和歌を 善くす、 應保中 
從五 位下に 叙し 後鳥羽 上皇 R 召されて 和歌 ^ r の 寄 人と なる、 
一時 和歌に 名 ある ものに 敕して 肥大 枯細豔 雅三體 の 和歌を 獻 
ぜ しめて 其才を 試む、 衆 皆 之を 難し 唯 長 明 及 攝政良 経、 慈 111 
等 六 人敕を 奉せ しのみ、 後 父祖に 繼ぎて 社 司 R 稀せられ ん Z: 
とを 奏請して 許 S れ ず、 Z. れ ょ-^ 快々 として 樂 まず，* 遂に 薙髮 

して 僧と な-^、 名を 蓮 胤と 改め 大原 山 rc 入る、 時に 五十 歲な 6 

建 曆中鎌 倉に 往き 將軍實 朝に 謁し、 幾なら ずして 京都 R 皈 6、 

室を 作る、 其 結構 新 創に 係 6 方 一 丈 高 3 七 尺 餘 柱楹屋 廂 皆鉤 

鎖を 用 ひて 開闔 R 便なら しむ、 意に 適せ ざれは 移し 他に 往 く、 

遂 R 日 野外 山 外に 入うて 居る、 有する 所は 佛像及 書數 軸箏琵 

琶等 他 R 蓄 ふる 所な く、 山に 登う 水に 臨み 採掘して mi ら 給す、 

後上皇復召して和歌所に入れんとせし ^ 、師和歌を上りて辭 


す、 寂 年壽缺 く、 遺跡に 石牀 あう、 -ffi: に 方丈 石と 號 す、 著作 榮 
玉 集、 無名 針、 發心 集、 文字 li、 四季 物語、 方丈 記 等 あう (大 
日本史} 

レン ィン 蓮茵 ジッド- 實 道を 見ょ、 

レン ウン 蓮 雲 〇 ニニ 九〕 〔天ム ロ 宗〕 加 賀の學 僧な 办、 

蓮 雲は 號を 光聚 房と 云 ふ、 明覺の 弟子なる 念 照に 就て 悉曇學 
を受 く、 寂年詳 ならす、 門下 R 惠淵 あ- CN、 

〔考〕 蓮 雲は 室町 幕府の 末葉の 人な 6、 今假に 文明の 初に 係 

く， 

レン キヨ— 蓮敎 (一二 丑 5  〔眞宗 〕 山城 興 正 寺の 第一 代 
f、  蓮敎 初の 名は經 豪と 呼 s' 佛 光寺經 譽の 兄な り、 文 
明 十三 年佛 光寺を 出て、 本願 寺 派 R 歸 す、 蓮 如 宗主 己の 名の 
頭字を 與へて 蓮敎と 名け、 蓮覺の 長女を 以て 之 R 配す、 明應 
元年 五月 二日 寂す、 壽四 十二、 (本願 寺通紀 j 

レン ギヨ！ 蓮 行 (一九 石) 〔眞宗 〕 三 河上宮 寺の 住持な 
蓮 行 俗名は 敎房 、姓は 藤 安 氏" 出家して 上宮 寺 R 住して 
天台を 學ふ 、矢 作 柳 堂 ^ 親鸞 R 謁し 弟 + とな 6 眞宗 R 歸す、 後 
蓮 願を して 席を 繼 かしむ、 八 世の 孫 如 光寛 正 年中 本山に 功 あ 
うしと ぞ 、今の 碧 海 拙 佐々 木 上 宮寺是 なう、 (本願 寺通靶 } 
レンク 1 蓮 空 ニ ョ. ホ-如法を 見ょ、 

レン ダゥ ツ 蓮月尼 ii ll 〔淨 土宗〕 山城 神光院 の 尼 
なう、 蓮月尼は 父を 太 田 垣 傳右衞 門 光 古と 云 DI 京都 知 恩 
院の廣 間 侍な う 小名は 誠と 呼び 近江彥 根の 人、 近 藤 姑の 子を 
夫と なし 男女 子 四 人を 產む 名 皆 早世す、 夫 も亦續 て沒 し、 悲 
嘆の 除う 尼と な 6 蓮 月と 號 す、 時に 二十 歲前 後な 6、 四十 歲 


(三 ニニ ー） 


書辭 名人 家佛 本日 


の 頃 父 光 古 も亦沒 したれば 手づ から 陶器を 製し、 Z. れに自 詠 
の 歌を 描きて 鬻 r 時人 珍 襲す る 者 多し、 京都の 陶工 ZL れを摸 
造して 利を 得る 者亦少 からず、 ^ ^2 國 々よぅ 上 -M する 者の 詠 
歌を 乞 ふの 煩なる を 厭 ひ 家居を 定めず、 後西 加 茂 神 光 院の茶 
所に 住せ $、 故に 入 呼んで 屋 越の 蓮 パと s へ 6、 其 詠歌 「宿 
贷 3 む 人の 心を 情に て 朧 T 夜の 花の 下 臥」 は 善く 人口 (C 膾炙 
す、 明治 八 年 二月 八日 西 加 茂に 寂す、 壽八 十三、 或る人 年 前 
詠せ し 歌を 刊 して 海女 刈 藻と 云 ふ、 (好古 集說 、名人 忌 辰錄) 
〔考〕 寂 年 並に 壽に 異說ぁ 6、 今は 名人 忌 辰錄を 採る、 

レン， ケア ザ リ蓮寒 阿 闇 梨 ニ チジ日 持を >i よ、 
レンゲ イン 蓮華 院  ニ チ ダィ 日 題を 見よ、 

レンゲ イン 蓮華 院 ミヨ 丨 タツ 明迮を 見よ、 

レンゲ F1 シ蓮 里子 ギト- 義統を 見よ'、 

レンゲ ン蓮眼 (一九 三 七) 〔眞言 宗〕 紀併 金剛 峯 寺の 僧な 
$、 蓮 UU 字は 禪智 •越 前の 人な ぅ、 高野山 ic 上 6 て 瑜伽軌 を 
習 a 大和に 至りて 圓照に 謁して 戒壇 院に 於て 戒律を 受け、 鷲 
尾 山に 密藏を 開く、 寂 年 及壽缺 く、 (本朝 高僧 傅} 

レン コ蓮居  シヨ ー ^- ン性憲 を 見よ、 

レンゴ 蓮 悟 ヶゾ H ン兼緣 を 見よ、 

レン コ ー イン 蓮光院 一ー チ ヂョ日 助を 見よ、 

レンジ や ク 蓮 寂 ( …： 〕 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 

合、 蓮 寂は 鄕 K 詳なら ず、 興 福 寺に 於て 法相を 學び 、比 良 

山に 居りて 常 R 法 華を 持す、 寂铒 及壽 缺くバ 本朝 法華驗 記) 

レンシ ユ ー 蓮 舟 ( 一 五 丸一 5 〔眞言 宗〕 大和 藥師 寺の 學僧 

なり、 蓮 舟 俗姓は 良 淵 氏、 慧宿 ic 師事して 密敎を 受け’ 寶聖 


レン (蓮) ^ — シ 


に 就て 灌頂を 受け、 奈 良藥師 寺に 住し 後 京都 貞觀 寺の 座主と 
なる、 承 平 三年 春 東 寺 三の 長者 R 加 任し'  僧都 R 任ず、 寂 年 
及 壽缺 く、 (本朝 高僧 傳) 

レンシ ユ 1 蓮秀 キョ-ショ ー慶 照と 見よ、 

レン；、 ンユン Ms  ヶン シャ 兼舍を 見よ、 

レン；、 ンユン 蓮 順 ラィ ゲン 賴玄を 見よ、 

レンシ ml 蓮 生. i: y A: 〔淨土 宗西山 派〕 山城 西 山の 學 
僧な 6、 蓮 牛-字は 冒 信、 俗名は 宇都 宮彌 三郞賴 綱と 云； 3、 
粟 11! 關白道 兼の 末葉 大進砹 綱の 子な 6、 初め 武門 R あぅて 驍 
勇の 名高 か 6 しが、 熊 谷 入道の 勸めに よ 6 吉永 の禪 室に詣 で' 
後善慧 ■空に 師事して 淨土宗 西 山 派の 學を修 し 西 山 良 峰に 
庵 居す、 積 學鈔荇 干卷を 作* CN、 正 元々 年 十一月 十二 R 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

レンシ ml 蓮 生.  一 A: ?; 〔淨 土宗〕 祖源空 上人の 弟 + な 
i  蓮 生は 武藏熊 谷の 人、 俗名 熊 谷次郎 直 實と云 ふ、 安居院 
華 覺法 印に 就 s て 出 離の # 道を 問 a 、 法 印の 指示に よぅて 黑 
谷の 脱 空 上 入に 謁し 淨土敎 を 受け 弟子と なる、 文久 元年 五月 
十三 日 鳥 羽 某 寺の 上品 來迎の 阿 彌陀佛 像を 禮して 上品の 往生 
を願ひ"靈驗を感す、後京師よ6武藏に歸るに西方に背かん 
Z. とを 恐れ 日々 倒に 騎 しす、 承 元元 年 八 月 疾 あ* CN' 九月 一日 
念 佛して 寂す、 (淨土 傳燈錄 3 

レンシ m— 蓮 照 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 僧な 

P、  蓮 照は WII 前の 人、 久しく 比 叙 山に 居 6 て 他學を 修め 
ず、 常に 法 華を 持す. 性 極めて 仁慈、 冬は 衣を 脫して 凍 人 (C 與 
へ、 凶年には 食を 餓者 に讓 る'  又 汚 池に 入 6 て膚 肉を 蛭に 食 


レン (蓮} シ 


書辭 名人 冢佛本  日 


(a  ニニ ー) 


レン (蓮〕 シ 


しめ、 或は 山に 入 6 て 蚊 虻 (C 嘹し め、 體犬に 腫脹して 甚だ 苦 
惱を受 く、 寂 年 及壽缺 く， (本朝 高僧 傅) 

レンシ ml 蓮 勝 こ . 0: .一八 〔淨 土宗〕 常 ^: 法然 寺の 開山な 
り， 蓮 勝 字は 永 慶常陴 の 人な 6 、出家して 良曉 上人に 師事 
し 浄土宗の 敎義を 傅へ、 元 應二年 四月 重ねて 宗脉を 授けら る、 
東國に 法 化 盛な 
6、 大田 に 法然 
寺を 開き 專修念 
佛 の道塲 とな 
-V、 文 和 四 年聖 
問を 敎授 し淨土 
宗の敎 義を示 
し‘ 延文 三年に 
堆冏に 勸め て定 
慧 上人の 下 JC 就 
かしむ、 同年 法 
然 寺 (C 寂す、 (淨 
土總 系譜、 鎭流 
祖傳 、淨 土傳燈 
錄) 

レンジ 3 ! 蓮淨 2 九 三 七〕 〔戒律 宗〕 大和 戒壇 院の律 僧 

f,  蓮淨 字は 實淨 、大和の 人、 11 照に 從 a 戒律を 傳へ戒 M 

院竹林 寺に 住す、 後 京都に 入ぅて 淨土敎 を 誦す、 寂年缺 く、 

(本朝 高僧 傳) 

レン) Vj ヨ 1 イン 蓮. M 院 ギヨ-ケン 賢堯を 見よ、 


レン-. 蓮) シ I ソ 

レン -'. ■■ ンヨ 1 イン 蓮成院 シユ- レ— 秀嶺を 見よ、 

レンジ 3 |ィン ニ チ ソン 日 ^ を 見よ、 

レンジ ヨ IV ン蓮欣 ■院 ミョ丨 ホ— 明寶を 見よ、 

レンズ ィ蓮隨 ニニ 八 I  〔淨 土宗〕 駿河淨 光院の 僧な- CV、 
蓮 隨は脫 蓮 / frk 空 # と號 す、 俗姓は 野 崎 氏 伊勢山 田の 人な- CV、 
智譽 上人の 室に 入うて 剃 髮受 業し、 遂に 其 法を 嗣 ぐ、 初め 駿 
河 籠 鼻の 淨光院 に 住し、 後 菩提 山秫往 院 に 遷 る、 晩年 梅 香 尼 
の 請に よう 蓮華 溪梅香 寺を 開き" 元 和 七 年 二月 十四日 寂す、 
壽缺 く、 (淨 土總 系譜} 

レンゾ ー 蓮 藏( …： ：.) 〔眞言 宗〕 紀伊 金剛 峯 寺の 僧な 
i  蓮藏は 加賀の 人、 出家して 密宗に 人-^、 高 3*f 山 R 登うて 
三時の 行 法 千 H 護摩を 修して 往生の 助と なす、 寂 年 及壽缺 く、 
(本朝 高僧 傳高 野往牛 ：傳) 

レンゾ— 蓮 藏( . ) 〔三論 宗〕 大和 大安 寺の 僧な 

i  蓮藏は 大安 寺に あ 6 て 法 華を 持す、 法 嚴なる 者 同 寺に 
あうて 華嚴 ^ 誦す* 二人 後出 雲に 遷 6 和 去る Z: と 遠から すし 
て 菊 居し、 共に 二經を 持す Z. と 二十 部な 6、 寂 年 及壽缺 く、 
(本朝 高僧 傳) 

〔考〕 蓮藏は 室町 幕府の 頃の 人 か、 

レンゾ ー カィ 蓮藏海 ォ —リユ ：奧 龍を 見よ、 

レンゾ！ カク シユジ ン 蓮藏閣 主人 ゲヮッ -C ン月筌 
?: 見よ、 

レンゾ 1 ボ 1 蓮藏房 ニ チモ ク R 目を：： ルよ* 

レン ソン 蓮 尊？……) 〔法 和 宗〕 大和 元 興 ■寺の 僧な 
$、  蓮 尊 美 怍の 人、 出家して m 上し、 元 興 寺に 住し 法苹經 


r  五 ニニ ー） 


書辭 名人 家佛本  口 


を 持す、 二十 七 品 分明 {C 誦す、 勸發 品に 至うて 記す る 能は ず、 
倍 ミ精 動して 馼万遍 に 至る も 遂に 記す る 能は ず、 大に 愧ぢて 
普賢 菩薩 像に 禮 し、 九十 口の 問 精 祈して 日 ふ、 忘失 句 偈還令 
通 利、 と， 大 士豈找 を 欺かむ と、 夢中 天童 ぁ 6 吿げて 日 ふ、 大 
士我を して 汝が 衍 因を 說 かしむ、 汝前牛 雛狗た $、 母狗に 就 
きて持經法師の床下にぁう乳のひ、持經法師法華經を誦持す 
るに 序 品よ 6 嚴王品 爻 で 雛狗閗 くを 得、 勸發品 に 至うて fgr 狗 
立ち去 6、 雛狗隨 a 行く、 聞 法力に ようて 今人 身を 得た る も 
か、 る 宿 因に よ 6 11? 聞き -a らし / 2 る勸發 品を 記す る 能は ざる 
な $、 益 心 志を 堅固 {C すれば 全 誦する を 得む、 果して 全 誦し 
た 6 とぞ 、(本朝 高僧 傳) 

レン タイ 蓮 待 一一 w E-t h  〔眞言 宗〕 紀伊 高野山の 僧な 6、 
蓮 待は 土 佐の 人、# 山阿闍 梨に 從 ひて 密敎を 傳 習し、 灌頂を 
受けて 以後 洛 北に 卜居す、. 世に 3 品 藏の 上人と 呼 ふ、 又 金 峰 山 
に 入うて 鹽穀を 斷 ち、 後 高野山に 移 又鄕 里に 歸へ 金剛 
定寺に 住し、 眞言の 外 淨 業を 修 す、 承 德二年 夏 五月 俄に 鄕を 
出て 山に 歸 へり 寂す、 壽八 十六、 (本朝 高僧 傅、 高 野 柱 生傳) 
レン タイ 蓮脉 211 H ハ 5  〔眞言 宗〕 武藏江 戶靈雲 寺の 學 
僧な 6、 蓮钵は 俗姓 生國詳 ならす、 靈雲寺 開山 淨嚴 に 師事 
し、 學德 高く 殊に 悉曇 に 通す、 平生 兜 率 上 生を 勸說 す、 著作 

大課 誦三卷 、秘密 安心 往生 集二卷 ぁう、 

レンチ 3 1 蓮 長 ( . ) 〔天台宗〕 近 江 比 叙 山の 僧な 

$、  蓮 長 法 華讀： 一 nil] を 事と す、 長- M 不臥 沐浴 にあらず は帶を 

解かず、 金 峰' 熊、 野、 志 賀 、長 谷 等の 勝地 遊覽 せざる なし、 命 終 

の 口 手に 白蓮 華 一莖を 握り 香氣 室に 滿 つ、 人皆異 とす、 其 年 


時缺 く、 (本朝 高僧 傅) 

レン チヨ 1 蓮 長 一ーチレン日遝七見ょ、 

レンチ キ蓮的 ii i ! s: 〔 f? 土宗〕 江 戶靈岸 # 第五 代な 
i  蓮 的は武 藏熊 谷の 人、 名遵社 義# と 云 ふ、 後に 遇 光と 云 
ふ、 連 意に 從て 出家し 江 戶靈岩 寺 第五 代と なる、 一日 母の 病 
を 吿 r る もの あ.^、 師急ぎ 歸洛 せんと すれ ども 身 貧 (C して 旅 
費な し、 行路 修業して 下野に 到う、 一村 落に 入. CN て® を 求む 
れ とも 得ず、 囉 野に 出て、 一草 堂に 宿し 端坐 讀經 す、 曾 賊等 
堂に入 6 て 掠 財を 分たん とし、 師を 見て 驚き 逃れ 去る、 師其捨 
て 置き ^ る金錢 1: 集めて ff とし、 阪 6 て 母を ^ せ-^ と 云 ふ、 
貞享二 年 八月 廿七日 寂す、 壽缺 く、 (野史、 淨土總 系譜) 

レン ニ 蓮  一 ― — 1 シコ-支 考を 見ょ、 

レン ニ ユ ー 蓮 入 (M ハナ、 四). 〔眞意 ボ〕 大和 石 光寺 開山な 
う、 蓮 入は 初め 伯耆の 大山 寺に 居 寬弘の 間 大和の 長 
谷 寺に 詣 6 て 靈吿を 得、 西南 九 里の 地に 彌勒 三 ^ の 像を ^ 、 
寺 1: 建て 今來 寺と S ふ C 俗 R 石 光寺)、 其 年 所 住に 寂す、 壽缺 
く、 (本朝 高僧 傳)  ， 

レン ニ ョ蓮如 ヶン  ジユ 兼壽を 見ょ、 

レン ホ ー 蓮_ーーー 55 |  〔黄 檗宗〕 山城 宇治 萬 福 寺 第 - h 代 
なう、 遨昉 字は 旭 如、 淸の入 王 氏な $、 出家して 諸禪師 を歷 
訊し、 正德 元年 十月 西 來し悦 法 童の 法を 嗣 く、 享 保元华 十一 
月 黄 桀山に 住し、 一 住 三年に して 返 隱し 、享保 四牢三 月廿六 
日 寂す、 壽 五十六、 (黄 檗譜畧 ) 

レン ボ—蓮 坊( …： 〕 〔天台宗〕 近 江 比 tl 山の a な 
う、 蓮坊 俗姓 不詳、 延腾寺 座主 慈 念 R 隨 a て 兩 部の 大法を 


レン u 連」 夕—チ  レン c 蓮 チー ボ 


書辭 名人 家佛本  日 


(六 ニニ—） 


レン、 連) V— サ 


受け、 日日 法華經 を誦持 し 五智 觀を凝 らす、 一 夏 江 文 山に 禪坐 
す、 大笠を 懸けて 蓋と なし、 平 石 ^ 」 拂ひ て牀 となし" 晝夜臥 
せず、 餓 ゆれば 蔬を烹 て 喫する も鹽味 を 絕つ 、法 華經 の誦聲 
を 休めず、 一 冬 比 叙 山釋迦 堂 {C 在 6、 永を 敲 3 阿閼 水を 汲み 
て 法華經 を誦ず 、老僧 來う摩 頂して 日 ふ、 妙法 功盈つ 往生 疑 
なしと、 命 終 R 時經を 把うながら 寂す、 (本朝 高僧 傳) 
レンィ連意一 ―: ーー〇九 〔淨 土宗； 一三 河 大樹 寺の 僧な $、 

連 意は 隨蓮社 萬 # と號 す、 其 鄕貫詳 かならず、 幡涯 ic 就て 剃 髮 
受 業し 遂に 其 法を 嗣 r、 後 瀧 山 大善寺 三 河 大樹 寺に 主と な- CS 
盛んに 法 化を 布き、 慶 安二 年 五月 二十 五日 寂す、 世壽缺 く、 
嗣法連 的 あう、 (淨土 總 系譜) 

レン サツ 連 察 si ^s 〔淨 土宗； ，江 P 增上寺 第 四十 三 
代な 6、 連 察は 入 蓮 社 走 譽不如 一 阿と 號 す、 江戸の 人、 父 
は 上坂增 右衞 門と 云 a 井伊 掃 部 頭の 臣な う、 寬文 十二 年 七月 
を 以て 霞 岡の 本邸 (C 生れ、 元 祿九年 五月 十七 a 赤 坂 龍 泉 寺に 
入 5 淸譽文 察の 弟子と なる、 後三緣 山に 登りて 修學 す、 然れと 
も忭淸 貧 i'c して 學 席に 止まり 難く* 一字 班の 半ばに して 退 山 
せんとす、 貫 主演 譽白隨 乙れ を 聞き 其才を 惜み 幹事を 司 どら 

しひ、 享保 十一 年 命を 奉じて 善琪寺 に 住す、 在 寺 十. 一年に して 

弘經 寺に 移り 紫 衣を 賜は る、 元 文 三年 秋 傳通院 に 移- 延亨 

二 年 八月 三 緣山增 上 寺に 貫主と な 大僧正に 仟 ず、 時に 增上 

寺三大 藏の內 第三 藏闕本 あう しを 讃 岐法然 寺よ 6 寫取 6 員數 

E 錄を修 稀す、 寬延二 年 七 M 職を 辭せ ん とせし も 許されず、 

二 年 二月 十四日 辭して 一本松に 退く、 後門 # 貫主を 辭せ しか 

ば 一本松を 讓 う、 山 內眞乖 院に 移る、 四 年 安立 院境内 R 隱室 


，レ； K 連、 練、 戀 、辕) 口 (魯) _ I 

を槁 へ、 寶曆五 年 四月 二十 五日 寂す、 壽八 十四、 遺偈 あう 日 
く 修短繫 筆、 八十 四 年、 長 寢大夢 、制 不在 已 、(三 緣山志 、淨 

土總 系譜) 

レン サン 連山  n  - エキ 交易を 見よ、 

レン 2 連邀一 I  ゥン セッ 雲說を 見よ、 

レン タ練阿  ニ チ テ— 日貞を 見よ、 

レン サィ シ 戀西子  キョ- n- 敬 光を 見よ、 

レンシ ユタ 鍊叔  シ =1. — * 7* ッ宗鐵 を 見よ、 

口の 部 

ロコ ー 魯公； j;G - : 〔浄土宗〕 京 郡 知 恩 寺の 僧な 6、 
魯 公は 天 蓮社德 譽と號 す、 智譽 上人の 法を 嗣ぎ遠 江橫須 賀の 
選 要 寺に 住し、 後 京都 知 恩 寺に 遷 る ' 寬永八 年 五月 十一 日 寂 
す、 壽缺 く、 嗣法 一人 あう 支 恕と云 ふ、 (淨 土總 系譜) 

ロ コ？  魯光  ゼン キョ-善 慶を兒 よ、 

口  n— 魯耕  ソド -祖 洞を 見よ、 
p-サン 魯山 タク シュ- 琢宗を 見よ、 

ロ シン  # 11 ソン ジ ュ存樹 を 見よ、 

ロト ー 魯洞 11  一一 一一 - H EA 〔淨 土宗〕 和 泉大經 寺の 僧な 6、 
魯洞字 は 支 恕 、一に 聖譽 と稱 す、 俗姓は 脫氏 遠 -/J: 國桢罚 賀 の 入 
な 6、 父は 山中ん 衝 n 義繼 、十歲 にして 郡の 泉 涌 寺德譽 ic 投 
して 出家す、 天 正 十五 年舘 林# 爵 寺に 辛 5 隨波 に師爭 して 修 
學 す、 德譽の 命に 依て 泉 涌 寺に 住す、： S -//T 幢， で 賢 超して 三 
百餘 人の 大衆 ^: 領す 、後紀 伊 大納言の 請に よう 大饵 寺に 住す、 


(七 ニニー) 


書辭 名人 家佛 本日 


後 和 泉大經 寺に 轉 住す、 寬文五 年 十二月 十六 日 寂す、 壽 八十 
七、 (鎭 流祖傳 、續 日本 高僧 傅) 

ロ ドン 才-キ 王 機を 見ょ、 

口早 ン 魯念 gi o : *,: 〔淨 土宗〕 大坂西 福 寺の 開山な 6、 
魯 念は 光 蓮 社 心 # 、 又は 龍 牙と 號す 、俗姓は JII 條 氏、 相模鎌 倉 
の 人な 6、 智譽 上人に 隨つて 受 業し、 其 法を 嗣ぎて 後 大坂天 
滿に西 福 寺を 御す" 慶 安二郎 六月 二日 寂す， 壽龄 く、 x 淨土總 
系譜) 

ロ リユ ー 魯龍二 刚 is 〔曹洞 宗〕 山城 輿 正 寺の 禪 僧な 
う， 魯龍 字は 靈潭 、俗姓は 桑 M 氏、 但馬千 原の 人な 6、 十歲 
龍 滿寺問 厚の 下に 投 す、 十六 歲楞 厳經の 講義を 聞きて 省す る 
と 乙ろ あう、 以來 周遊し 諸 明 匠を 歷訪 し、 三十 歳 {C して 歸へ 
る、 問 厚の 示 寂に 値 ひ、 仍て支 楞和尙 に隨 ふ、 後 北 遊し 越後に 
寓居 L 大藏經 を閱讀 す、 天明 二 年 松； IT 石 了の 室 ^ 入 6 記莂を 
受 く、 翌年 石 了 寂す、 尋きて 南 遊し 相 模勝源 寺に 住する 乙と 
四 年、 法 化 盛な う、 寬政 元年 九月 伊井 侯の 武 藏豪德 寺の 請に 應 
ず、 亭和 三年 但馬に 隱退 す、 八月 永 井 氏の 興聖 寺に 請す るに 
應 す、 文化 三年 正： 2： 疾 あ々、 七月 三日 寂す、 壽六 十一、 臘五 
十二、 rv 錄あ りて 行は る， (續 H 本 高僧傳 ) 

口 931 魯寮ゲ ン n- 元皓を 見ょ、 

ロ タツ ク 路廊一 = 一 〇 一 〔淨 土宗〕 江戶寵 原 寺の 開山な 

6、 路廓 は袞蓮 社 固 譽と號 す、 俗姓は 内海 氏 江 戶駒 込の 人 

な 6、 淸巖 R 師事して 法を 嗣き 、豐 後臼杵 龍 原 寺 龍昌寺 及 a 

江 戶高輪 龍 原 寺 等を ^ く、 寬永 十八 年三片 .五日 寂す、 { 淨土 

總系 譜) 


尸 魯路〕 


12 ケ 1 路繼  H ンィ圓 意を 見よ、 

ロネ ン 路八ふ iill oi ll 〔浄土宗〕 出 羽金淨 寺の 開山な う" 
路念は 行 蓮 社運 譽と號 す、 越後 柏 崎の 人、 幡隨の 室に 入うて 
剃 髮受業 遂に 其 法を 嗣 r、 IIJ 羽庄 内 R 牲き鶴 岡に 金淨 寺を on 
き 道化 盛んな^'、 寬永 十九 年 十二月 十一 n 寂す、 壽缺 く、 (淨 
土總 系譜) 

ロ キン 露吟こ i -b: 〔淨 土宗〕 江戸 大願 寺の 開山な 6、 
露 吟は天 蓮 社 曉譽助 心と 號す 、俗姓は 佐 藤氏、 筑前博 多の 人な 
う、 幼に して 郡の 極樂 寺に 入うて 剃髪し、 後觀智 國師に 師事 
して 宗决を 嗣 C 初め 信 濃 松 本 大願 寺 R 住し、 後江戶 牛 込に 
大願 大養兩 寺を 開く、 寬文七 年 正月 二日 寂す、 壽欹 く ' 淨土 
總 系譜}、 

ロキユ t 露 牛 一 ~: —: /\: 一一 〔淨 土宗〕 伊勢 天然 寺の 開山な 
$、  露 牛は 聖 蓮社岌 譽と號 し、 武藏岩 付の 人、 i-i を 感譽 R 
嗣 r、 伊勢 安濃 郡 地 島の 天然 寺 ^ 開山と なう、 元 和 八 年 十一月 
寂す、 壽缺 く、 (淨 土總 系譜) 

ロ スィ 露 水  カク ゲン 覺玄を 見よ、 

ロ チ ユ 1 露 柱 シユ- コ丨宗 光を 見よ、 

ロチン 露天 ニー ■二 i 一  i -fc: 〔淨 土宗〕 日向 松 月院の 開山な $、 
露天は 諦蓮社 誠# と號 す、 俗姓は 久保田 氏 日向 佐 土 原の 人な 
貴屋 の法嗣 R して 運 亮の法 弟な 6、 州の 那珂に 松 月院を 
築きて 開山と な 6、 延寶五 年 十一月 六日 寂す、 壽缺 く、 (淨土 
總 系譜) 

ロ チン 露 傳 リヨ* ソ ~ a 和を 見よ' 

ロハ •ク 露 白 二 j 一 H5 I  〔淨 土宗」 江 戶增上 券 第 廿四代 なり 

121 ( 路露： > 


書辭 名人 家佛 本日  ニニべ 


rr ' 露、 蘆、 鑪) 


露 白は 誓 蓮 社 本 譽と號 す、 和模國 小 田 原の 人 俗姓は 蔭山 氏 あ 
6、 八歲に して 伊豆國 に 至 6 某 王 善 知 {C 役して 出家す、 後 下 
總國 小金 也 漸寺 R 入う閲 應和尚 に 師事して 淨土敎 を受 く、 十 
八 歳 {C して 辭して 上野 國葬重 山の tF 龍 上人 (C 就て 修學 す、 後 
東撷 寺の 主と な 6 專ら淨 業を 修し 、寺務 の 間を 得て 法 門の 弘 
通に勸 ひ、 後 大光院 光明寺 廿四 代の 貫主と なる、 一宗の 統錄 
司た 6、 寬文二 年 九 M 十七 H 辭職 し、 麻布 一本松の 地を 卜し 
て 卷 拔 す、 師の 高德に 感し來 集す る もの ^ 盛な 6、 寬文四 年 
九月 廿 八日 寂す、 _ 七 十七、 臘六 十七、 (鎭 流祖傳 * 一一 緣山 志} 

口 i ンシ 露 眠 子 シ d— 才 -宗琰 を 見よ、 

口  V ン蘆隱 フモン 飛 3 門を 見よ、 

ロ セ 1 シ蘆栖 子 シユ— セッ 宗雪を 見よ、 
ロウン，|嵐街云 ヶン H  I 憲榮 を 見よ、 

ロガク 蘆嶽 卜 t 卜等 都を 見よ、 

口  r 鑛堂 ヵン エン 寒 淵を 見よ、 

ロ ー •キヨ ー 朗慶. 1: 八 i  〔旦 連 宗〕 下總法 蓮 寺の 開山 
なう、 朗慶は 越 屮阿闍 梨と 呼ぶ、 父 姓は 源氏 荏 原 左衞 plJ 佐義宗 
と 云 ふ、 蕤宗日 蓮に 歸 依して 奮て 躬を 顧みす、 弟 - f の禮を 執う 

其 季子を 棄て 日朗に 役す、 乃ち 師な う、 義宗の 沒後師 地を 中 

延に 卜して 一精 舍を槠 し 神 像を 奉す、 今の 八幡 山 妙 ;, i 蓮寺是 

なう、 師正 中元 年 二月 二十 八日 寂す、 壽詳 ならず、 (本 化 別 In 

佛祖統 紀) 

口-ダ !? ツ 朗月一 5: •一 •九 〇: 〔淨土 系〕 江 戶大養 寺の 開山な 

-c\、 * 朗月 は然蓮 社嚴譽 と號 す、 俗姓は 棚 口 氏 伊勢 桑 名の 人 

なう、 江 戶天德 寺 嶽譽行 阿に 就て 刹 髮受 業し、 後隨 流に 師事し 


贷 朗〕 ゲ 1 3- 


て 法を 嗣 r、 西久 保に 大養 寺を 創して 法 化を 布く、 寬永七 年 
四月 二十 一日 寂す、 毒 缺く 、(淨 土總 系譜) 

贷—f ン ー朗 源  一一 一 g =A w  〔日蓮 宗〕 京師 妙顯寺 第三 代な 
トノ，  朗源 俗姓は 千 葉 氏.* 小字は 德壽 麻呂と 呼ぶ、 十三 歲にし 
て 出家す、 龍 華に 入- 苦 修錬 業す る 2: と 五 年、 後日 覺に從 て 
化 道を 輔 く、 貞治四 年 乙已_ 小僧 都に 任ず、 永 和 四 年 正月 十 
八日 寂す、 壽五 十三、 (本 化 別 頭 佛祖統 記) 

ロ ー ゼン 朗善 2 五 五 9  〔天台宗〕 近 江延曆 寺の 僧な 
K  朗善 久しく 比敖 山に ぁうて 顯密の 法を 究め、 傳燈 大法 
師 位に 任す、 傳敎 大師 甞て 精廬を 建て V 比 叙 山の 南 4C 在う、 師 
香華を 主と 6 て 營搆 する 所 多し、 寬平二 年 十二月 奏して 定額 
寺に 列し、 承く 國 家を 護 せんと 請 a て 許 3 る、 寂年缺 く、 (本朝 
高僧 傅) 

贷？ タン 朗湛二 四 二 〔融通 念 佛宗〕 攝津觀 音 寺の 住持 
な 6、 朗湛は 俗姓 詳なら す 出家して 大通 上人の 弟子 通 照に 就 
s て 學を 受け、 寶曆の 頃攝津 天 王 寺 茶臼 山觀音 寺に 住し 宗風 
を擧揚 す" 寂苹詳 ならす、 著作 兩 祖師 繪史 傳三卷 、融通 №1 門 
章講案 (未完} 等 ぁう、 

口 1チコ ー ー  ー^^ コ—シ ョ丨 光勝を n ルょ、 

口  — 手 ン 朗然 ジョ— ユン乘 圓 を 見ょ、 

口- m 朗譽一 1 M 棚 〔臨 濟宗〕 相 模壽福 寺の禪 僧な々、 
朗# 字は 藏叟と 云 ふ、 榮 朝に 師事して 心 印を 傳 へ、 朝 禪師滅 
後長 樂寺に 住す、 正 元年 中 鎌 倉の 壽； 一 寺に 住す 禪敎 並に 聞 ゆ、 
晚年再 び 提樂 寺に 住す、 示 寂の 前日 山林を 巡行して 空藏の 地 
を 和し、 其 梨 日 大衆を 集めて 法談し 觀 音像に 向 a て 寂す、 建 


(九 ニニ-)  書辭 名人 家佛 本  日 


治 三年 六月 四日な 6、 壽八 十四、 遺偈 ぁり 淸夜 月靜 、松風 爲 
，琴、 声 非-， 我 客 i 是知 音、 (砂 石 集、 元亨釋 書、 延寶 傳燈錄 、本 
朝 高僧 傅) 

ロ ンアン 浪雲巷 ショ- rL. — 性融を 見よ、 

ロ ー ク !? 浪化 ii 一 SI 〔眞宗 〕 越 中 井波 瑞泉 寺の 僧な 
6、 浪化は 越 中の 人、 東 本願 寺 一如 上人の 筏 孫な 6、 e 蕉 
に 就 s て 俳諧を 學ひ 殊に 親 重せられ、 芭蕉 沒 する 時師二 十三 
歳なる も 巳に 造詣 深く 遺言 六條を 後人に 傳へ 正風の 指針と な 
す、 元祿 十六 年 十月 十六 日 寂す、 壽三 十二、 白扇 集 ぁぅ I 釣 
そめて 蚊 やの 旬 a て 二三 日 【時鳥 雨の かしらを 鳴て 來る等 人 
口に 膾炙す、 (徘家 奇人 談 、俳 家沒牢 表、 徘諧名 譽談) 

口^- セン^^^^  ゲン タン 元胁 を 見よ、 

^ i 日  コ丨 ジョ康 助を 見よ、 

ニノ 1  ^ (  ニ チー ーン日 忍を 見よ、 

口 丨ナ ン老南  シン n 1 神 興を 見よ、 

口 彳バ r 老梅  ギョ- ネ-行 寧を 見よ、 

T2 1 ベン^^^^  ニ チ ショ- 日 ^ を 見よ、 

口 14 ノン イン 勞謙院 ゼン ジョ- 善讓を 見よ t 
口 1 シヨ 1 カ ク 弄 松閣 ジグ ワン 只 九を 見よ、 

口 1 ホ 1 狼 峰  ケン シン 見眞を 見よ、 

ロン サン 器 山 (ニー—) 〔淨 土宗〕 常 陸淨國 寺の 僧な 

K  崙 山は 常 陸 板 久淨國 寺に 住し 信购 共に 高し、 師 常に 啞 

羊 僧の 名利 {C 奔るを 嘆し、 小 鉦を 胸間に 掛けて 市 P 山野に 念 

佛し 行脚を 事と す、 伊勢 太 神宮に 詣し 、尋 きて 大. 湊に寓 し畫夜 

衬 落を 巡遊し 法 化を 施す、 土俗： I 仰崇 信し 金胎 寺を 御 建して 


開山に 請す、 後 常 陸に 歸り 淨國 寺に 寂す、 年時缺 く' (續 日本 
高僧 傅) 

〔考〕 崙山は 延寶の 頃の 人なる べし、 


ワの部 


ウタン ® « シヨ- ジ rl ン淸 順を 見よ* 

ワ 方— 和 翁 シチ ユ-芝 中を 見よ、 

ウナ ン 和 南 リヨ- ィ良懿 を 見よ、 

S? イト！ ニ ン矮道 人 タイ ゼン 泰禪を 見よ、 


Tf 上 浪 、老 、狼) U ン 2 ) 


ジ 和) ウイ (矮) 


正  誤 

△九 〇五頁 上 二 三 行 ドン ヶ曇華 △九 〇九頁 上 一行 ナン ヶ南化 
△ 1 〇 一六 頁 上 四 行 バィ ギン 梅岑 △ 1 0 六 七 頁 上 十四 行 ホ ク 
タン 北天の 各行 削除す 


跋文 

佘國史 を 繙き佛 家の 事蹟に 至る ことに、 未た 曾て 史傳の 缺乏を 歎 
せす んはあ ら さりき。 古來 高僧 傳の 類 t きに あらされと も、 其 記す 
ると ころ 佛家 諸宗に 及は す。 近古の 大宗 門た る眞宗 日蓮 宗の 高僧 
大德か 、全く 闕 如に 附 せられた るか 如きは、 最も 遺憾に 堪 へさる 所 
^ り。 是を以 て 夙に 佛敎 界の學 者に 謀り、 徧く 諸宗の 高僧 大德の 行 
實を 編纂して 世 出世に 益 せんと 欲せり。 然れ とも 一千 三百 餘 年の 
間、 十三 宗三 十餘 派の 中に 輩出せ る 高僧 大德も 亦 多 L、 是 等の 行實 
を 網羅して 一大 著を 成さん ことは、 固ょり 容易の 事業 K あら V 而 
L て 未た 其 人を 得さる を 以て、 空しく 數 年を 經過 せり。 適 驚 尾 順 敬 
氏が 獨 力を 以て 日本 佛家 人名 辭 書の 編纂に 從事せ らるゝ を 聞き 
驚喜 措く 能は す、 乃ち 氏を 谷 中の 寓居に 訪ひ、 一見 果して 其 人 t る 
を 信 L、 吿 くるに 余の 宿望を 以て L、 遂に 自ら 編纂の 資を 出して、 氏 

蹑  文  一 


駭文  こ 

の計畫 を賛 けんこと を 約す、 實に明 治 三十 二 年 二月 ^ りき。 爾來氏 
は 萬 事を 抛ちて 專ら 編纂に 從ひ 、余は 力を 盡 くして 便宜を 給した 
り、 其 間に 種々 の 困難に 遭遇 L、 事、 意の 如く 令ら 寸 、屢、 蹉跌 せんとし 
た 9。 然れ とも 氏 か 堅忍 t る 志は 能く 其 困難を 排し、 遂に 今日の 完 
成を 見る に 至れり。 氏は 余に 對 L て 日く、 此 書の 成る を 得た るは 一 
に 君の 賛助に 由る と。 是れ 固ょり 過 獎の言 令れ とも、 余 か 氏を 信し 
て 疑は さり L こと も、 亦 今日の 完成を 見る U 至りた るの 一因 t ら 
ん。氏は此著を以て自己事業の一片と令し、毫も人に誇るの意令し 
と雖 も、 氏の 苦心 經營を 知る 者は 余に 若く t かるべ L。 今や 印刷 成 
るを 吿く 、余 實に喜 ひに 堪へず 。乃ち 其來 由を 叙して、 此書を 繙 くの 
諸彦に 吿 くる こと 爾 り。 

朿京神 田 駿河臺 袋 町 寓居に 於て 
明治 三十 六 年 六月  今 立裕識 


補 


(一） 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


日 

本 


佛家 人名 辭書增 補 


鷲 尾 順 敬 撰 


ア の 部 


ア マタダ アン 天 田 愚サ奄 テッ ゲン 鐵眼. -V- 見ょ、 
アマ タタ ツゲン 天 田鐵哏 テッゲ ン鐵 眼を 見よ、 


の 


ィウシ ユン  シャゥベ ン政遍 を 見ょ、 

ィク シヨ 有 諸 (二 〇九 二) 〔臨 濟宗： 一京 都 南禪寺 第一：!: 六十 
代な 60 存諸 、字は 大 用、 鄕貫詳 ならず 〇幼に して 太 淸宗渭 
に 參じ •後、 をの 印 可 1: 受く  〇播一 C 寶林 寺に 住し、 尋いで 京 
都 建 仁 寺に 轉 じ、 南 禪寺に 上る。 次 S で 退 S て 雲 門 庵に 在 A 
應永 二十 年 正月 南禪寺 記を 作ゥ 、永 享四年 雪 村 行 道 記 一篇を 

作る 〇寂年 及び 壽缺 く〇 著作、 前揭の 外に 法 華 撮 註八卷 、獅 

子吼集 等ぁ纟 ◦(蔭 凉軒 日記、 南禪 住持 籍 、五山 文學 小史) 

ィウ セツ 有 節 ズィホ ゥ瑞 保' V 見ょ' 

イウデ ン 宥傳二 〇; 五 七 〔眞言 宗〕 安房 金剛 山 寶珠院 第一 

世な う 〇宥傅 、氏族 詳なら ず、 安房 平 郡 東 國府の 人な 60 應 

永 四 年 : C 生る 〇應永 十一 年 夏、 をの 父母 莊田數 白 頃、 寝室 茅舍 


若干 宇を 施して 寺坊を 建立して 寶乘 院と號 し、 宥 海を 請 じて 
開基と なし、 宥傳を をの 弟子と なす 〇是に 於 s て宥 海に 就 S 
て 學ぶ〇 父母 卒して 後、 醍醐 山に 登 6、 戒光院 隆增に 見ぇて 
三 摩 耶戒場 に 入ぅ、 具支灌 頂 ir 受 ，ヽ〇 後 鄕に歸 りて 院を寶 珠 
院と 改め、 第一 ffr となる 〇寶德 元年 秋 再び 醍醐 山へ 登 6、 諸 
尊の 秘軌 口訣を 習 ひ、 小 野 流の 淵源を 究めて 歸る〇 天性 晝繪 
を 好み、 雨 部 曼荼羅 二鋪 と 圖畫 し、 又、 宥 海、 道隆 、妙 光の 
眞影 1: 晝く〇 文明 二 年 四月 九日 寂す 〇壽 七十 四。 ({貴 珠院列 
祖傳) 

ィウメ ン 有縣；  一一 1 is 〔修驗 道〕 豐前 英彥 山 の 山伏な 60 
有緜は 政所 坊と云 ひ、 政所 有 緜と稱 す 〇英彥 山 甘露 明 王院執 
當 職な^^ 長 南 梁 原 田 種 信 等に 就 S て 和漢の 學 を 受く〇 文久 
三年 八月 朝廷 攘夷の 議の決 せらる、 ょしを 聞いて 大に 喜び、 
座 由 大僧正 敎有. v 奉し、 一山 尊王攘夷 k 唱 ふ。 有緜 主として 
護王寶 印の 裏面に'  攘夷 者 主上 之 勅 詫 也、 苟 尊王 愛 阈之 有志 
者、宜挺身當國難、以應勅靛と記して餺壇に納め、起詁文を 
製して 有緜以 下 十五 人 連署し、 固く 相 誓ふ〇 乃ち 長 門 藩に 通 
し 事 5: 擧 けんとす 〇然 るに 小 倉 藩の 聞く 所と な $、 忽ち 同 十 
一月 同藩 兵に 襲撃せられ、 一山 潰盡 し、 座主 大僧正 敎有 以下 
皆 捕は れ て 小 倉に 護送せ らる〇 有緜は 義俊坊 順 道 等 十 人-と 共 


ア 天、 イ宥 、有 


イ 有 
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(二） 


イ遊 、生、 葦、 ー  イー、 岩 


に 八百屋 町の 獄舍 に投 せられ、 數々 兢彈栲 問 せらる V7P、 尊 
王 攘夷の 主意を 論 張し、 藩 吏を 罵詈す 〇慶應 元年 七月 長 門 藩 
兵 小 倉 藩 ir 攻擊し 二十 七日 大激戰 をな し、 小 倉 藩を 破る 〇小 
倉 藩 自ら 本 城. v 保つ ベから さ るを 知る に 及び、 獄舍の 山伏 等 
を 慘 殺す C 有緜は 同志 正 應坊淨 典 等と 共に 從容 として. 首を 延 
へて 刃を 受ヽ 〇壽四 十六な 60  ( 維新 史料、 日子 山義 僧傳) 
イクヨ 遊 譽 カィ ジヤ ク誡 誠を 見よ。 

イク タ トクノ ク 生 田 得 能 トクノ ク得 能を 見よ C 
イシ ウ菩} •洲 トゥ H ン等緣 を 見よ 〇 
イチ チン ー鎭一 一一 gg 〔時宗〕 藤 澤淸淨 光寺 第一 一一 代な ぅ〇 
一鎭 、元と 學阿 ど號す C 他 阿 眞敎の 弟子な 6 ◦初め 七 條金光 
寺の 三代と な 6、 嘉曆二 年 四月 越後 國曾禰 津長福 寺に あぅ、 
曆應 元年 淸淨 光寺に 住し、 獨住 十八 年、 敷地を 轉じて 八十 
一 坪の 堂宇を 再建 t C 文 和 四 年 十二月 二十 二日 同院に 寂す 〇 
壽七 十九 ◦戒臘 十九 a  (淸淨 光寺 記錄 、遊行 歷代譜 、遊行 歴代 
圖) 

イツ ケイ ー慶 二 -0 3一 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 百 七十 一一 

代な 60 一慶 字は 雲 章 0 別に 流 芳と號 す 0 玉 渚は 書 齋の扁 名 

な 京都の 人、 九 條經嗣 の 子な 60 至德 三年 五月 十二 日に 

生る 〇六歲 にして 山 崎 成 恩 寺に 入-^、 通玄に 就 S て 句 讀を受 

け、 尋 いて 京都 東 福 寺に 在 60 應永九 年 明の 使 僧 天 倫 道彝、 

一菴 一如の 來朝 する や、 覺 曇を 介して 通 謁せう。 後 城 北 1? 壽 

寺岐 陽方秀 R 就 S て 内外の 學を修 P ◦又、 奈 良に往 き、 華嚴 

法相 等の 學を 硏究せ 6 と 云 ふ。 岐 陽の 東 福 寺に 移る に 及び、 

輪藏を 管して、 岐 陽と 碧 巖集を 評論し、 をの 推獎 を 受く〇 曾 


て 奇山然 の 語を 見て 領悟 する 所 あう、 永享 三年 普 門院に 開 堂 
して、 奇山 に嗣 香を 焚く ◦永 享七年 後小松 上皇の 詔を 受けて 
宮中に 元亨釋 書を 講ず ◦嘉吉 元年 東 福 寺 第 百 三十 二 代の 席を 
董 し、 寶德 元年 冬南禪 寺に 陞 住す 〇 居る こと 九 旬に して 東 福 
寺に 歸 6、 寶渚菴 に 閑居す 〇寬正 三年 正月 二十 三日 寂す 〇壽 
七十 七。 弘宗 禪師の 謚號を 賜は る。 著作 〇淸規 綱要、 五燈一 
覽圖 、理氣 性情 圖 、一 性 五 性 例儒圖 あう 〇 〔再録〕 

イツ ゲン ー源  M トゥ 會統を 見よ、 

イツ トウ  ー 凍  セゥ テキ 紹滴を 見よ、 

ィハ 岩  一 ara SJ 岩 代熟鹽 の佛敎 信者な， 90 岩 子 姓は 瓜 
生 氏、 岩 代耶麻 郡熱鹽 村の 人。 父は rp] 郡 喜 多 方の 渡邊 利左衞 
門、 母 名は $ え、 瓜 生 氏より 嫁す 0 岩 子 文政 十二 年 二月 十五 
日に 生る 0 家 世  <  油 商な 60天保八年九歲父を喪ひ、且つ一家 
火災に 罹り、 資産を 燒盡 す。 幾 もな く 母う えは， 姑の 意に 任せ 
岩 子 及び 幼 弟 半 治を 携へて 熱鹽 村の 生家に 復す〇 これよ 6 岩 
子 及 a 幼 弟 半 治、 母の 生家に あ 天 保 十三 年 十四 歲母 に楞 
へられて 若松なる 親族 山 內春瓏 に 寄る ◦山內 氏は 世-醫 業を 
なす、 春 瓏會津 侯に 仕へ、 醫 業の 傍ら 儒佛の 書を 讀み 、殊 R 
佛敎を 信仰す 〇岩 子山內 氏に あうて 敎育 せられ、 弟 半 治は 親 
族 鈴 木 某の 養子と せらる。 弘化二 年 十七 歲 、佐 瀨茂 助と 云 ふ 者 
の 妻と なう、 若松に 一家を 構へ、 反物 商を 營み 、五 年に して 長 
女. つねを 擧げ 、更に 二 年に して 長男 祐一 を擧け 、翌年 二 女と よ 
を擧げ 、安政 三年 三女 ^ 」 擧 く、 同年 茂 助 重病に 罹り、 久しく 
癒えす 〇且つ 幕府の 末期に 際し、 若松 城下 自ら 騷擾 5: 極め、 
商業 大 R 衰ふ C 岩 子 夫 茂 助の 重病を 看護し、 具に 辛酸を 甞む 


(三〕 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


文 久二年 夫 茂助沒 し、 翌年 母を 喪 ふ C 慶應 三年 若松 城下の 激戰 
あり 〇岩子 喜 多 方に 在 6、 城下の 地に 至 6 兵士の 勞を 慰し 大 
に 斡旋 奔走す 〇後岩 子は 一藩の 子女の 離散せ るを 歷 問し、 舊 
の 藩學日 新舘を 再興し、 彼等を 敎育 する 方法 ^ 立てん とし、 
諸人に 謀'^ 百方 心 力 fc' 盡せ 60 再三再四 民政 局 ic 哀願し、 遂 
に學 校の 開設を 許 せらる 〇乃 ち 村岡庄 吾等と 謀う、 一校 舍 
を 建築し、 彼等を 敎育 する こと、 なる 〇 器具 購入 敎授の 招聘 
等 苦心 至らざる なし 。且つ 各宗の 僧侶に 謀り'  小 田 村の 萬 福 
寺に 於 v- て 戰 死者の 大 施餓鬼 會を 修行す 〇遺 族の 男女 老幼 相 
携 へ -r 四來 し、 大に感 喜した 6 と 云 ふ ◦明治 三年 三月 七 U 民 
政局より 召 3 れ賞與 せらる 〇尋 い て 小學 校令發 布せられ たる 
を 以て、 幼 學校を 閉鎖す る C と、 なる 〇五年 十月 岩 子 始めて 
東京に 上り、 救養會 所を 視察し， 若松に 分 所を 開設して 亂餘 
の 窮民 孤兒 等を 救濟 せ / L とし、 縣令 澤簡德 に 謀 6 て 計 書し /? 
る も、 中途に して 澤 簡德轉 任し、 事業 I 頓挫し、. 岩 崎の 長 福 
寺を 借 $ て 寓居す 0 寺に 住僧な く 荒 敗に-委せられた るが、 岩 
子 寓居し 數 月を 過く 〇當時 同地 方に 墮胎 の惡風 あう 〇岩子 具 
に 視察し、 自ら 誓うて 此惡 俗を 矯正せ ん とし、 種々 の 方法を 
以て 心 力を 盡せう 〇  l つ 常に 村落 1/; 子女， V 集めて 敎 育し、 大 

R 實 功を 奏す 〇同 地方の 諸人 相 傳へて 感歸 する ic 至れう 〇明 

治 十三 年に 縣 令山吉 盛典よ 6、 十五 年に 三 島 通 庸 より、 十八 

年に 赤司欽 一よ 6、 十九 年に 折 田 平內よ 6、 s つれ も 賞與せ 

-b る。 二十 年に 福 島 R 轉 し、 長樂寺 側の 小屋に 住す 〇乙れ よ 

6 同地 方の 窮民 孤兒 等を 救濟 せんとし、 數 々來 京に 上り、 曾 

て 知遇 ^ 受けた る 警視 總監三 島通庸 V」 往 問して 相 謀 6、 二十 


r 岩 


二 年 十二月 福 島 救 育 所を 開設す 〇二 十四 年 二月 九日 福 島縣選 
出 代議士 山 口 千代 作 等に 依 6、 婦女 慈善 記章の 制に關 し， 衆 
議院に 請願し、 國 家風 敎の維 持は、 婦女の 慈善事業に 由る 乙 
とを 縷說 せう 〇二 十四 年 三月 東京 養育 院の 幼童 世話 掛長と な 
6、 六月 自ら 發 明した る飴糟 製の 菓子を 皇后陛下 R 傳献 し、 
嘉納の 光榮を 蒙 6 、尋 s て 御所に 召され 御物を 下賜 せらる、 
八月 二十 七日 權 典侍 柳 原 愛子 權掌侍 枕 所敦 子に 謁し、 縮緬 等 
を 贈らる ◦同年 十二月 その 主唱に より 喜 多 方に 產 婆硏究 所 開 
設 せられ、 二十 六 年 又を の 主唱に よう 福 島に 育兒院 開設 せら 
れ尋い て 濟生 病院 開設 せらる 〇 宮中の 女官 等 皆 賛助し、 金品 
を 贈る ◦尋 S て 福 島に 於 S て 出獄 人 保護の ことに 心 力を 盡 
す Q 二十 七年戰 役に 方り 甘藷 水飴. V 製し、 陸軍 衞戍 病院 赤 十 
字 針' 病院に 寄附し、 傷病兵の 救護の 一助と す 〇 同年 宮內 大臣 
土方久 光夫 人龜 子等 相 謀り 瓜 生會を 組織し、 岩 子の 事業を 賛 
助す。 二十 九 年 五月 十一 日 賞 a 局よ 6 藍 絞 褒章を 賜は る〇我 
阈の女子にして此褒章を受けたる者岩子を以て始めとす〇三 
十 年 四月 十九 日 福 鳥に 於 S て 病沒 す〇壽 六十 九、 親族 等長樂 
寺に 於て 葬儀を 行 S、 耶麻郡 熟鹽村 示現 寺に 瘗ひ〇 後 三十 二 
年 六月 東京に 於 s て 同志 相 謀う 瓜 生 會開會 式を 擧行 し、 遺業 
の 發展を なす 〇後四 恩會と 合し 四 恩 瓜 生會と 云ふ〇 三十 三年 
三月 同志 相 謀 6 岩 子の 銅像を 鑄 造す る 乙と、 なう、 遂に 淺草 
公園に 建設 せらる 〇  ( 『瓜 生 岩 子』) 

イホ 五 百  一一 一 Is -fc3i s 宗〕 肥 前高德 寺の 女な う。 五 ^' 
子、 姓は 奥 村 氏、 肥 前 唐 律の 人な う〇父 名は 了寬 、二 條左大 
臣藤原 治 孝の 三男なる 實齊の 子に して 唐 津高德 寺 第 十二 世な 


イ五 
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(四） 


4 五 


60 母 名は 淺 子、 小 笠 原 藩 土 山 田圓大 夫の 長女な りつ 一男 二 
女 あり 五 rl 子は ム」 の 次女な り 〇弘化 二 年 五 3C 三日 R 生る 〇五 
六 歳ょぅ 三 腺 線 V- 習 ひ、 十三 歲ょ 6 裁縫 割烹の 事を 習 ふ 〇鎖 
港 攘夷の 論 沸騰し、 長 州 征伐の 事 起る に 及び、 父兄の 命に ょ 
り屢々 山 口、 太宰府。 福 岡、 博 多 等に 使す ◦二十 二歲 同宗 福 
成 寺 大友法 忍 R 嫁し、 二 十五 歳の 時 法 忍 寂す 〇 明治 五 年 二十 
八 歲唐津 の 阪田彥 五郎に 再嫁して 共に 國事 に盡 くし、 家計 
貧困を極0〇次ぃで平戶に移ぅ、八年彥五郞の鄕里水戶に歸 
6、 再び 唐 津に歸 り 魚屋 町に 古着 商店 ^ 開き、 且つ 茶を 販賣 
し、 家計 稍" 富 


0 〇 十九 年 十月 

福 岡に 移轉 して 

商業を 繼續せ 

う C 二十 年 九月 

㈣ 家に 製す る 意 

見 相 合は ざ るよ 
り、 彥五郞 と 相 


別れ、 一男 (勢  一} i 二 女 (敏 子、 光子〕 の 三 子を 率ゐて 別宅に 居 

住し、 商業 r 營む 〇 一 一十 二 年唐津 海軍 用地の 拂下に 就 い て 運動 

し、 松 浦 橋 架設に 就いて 盡力せ ぅ 〇 二十 三年 國會 開設 せらる 

、に 際し、 衆議 員選擧 問題に 奔走し、 二十 五 年議會 解散 總選 

擧の時 も 亦大に 運動せ 6 '0 二十 七 年鐵 道布設 、唐 津灣 開港の 

議 起る や、 その 株主と なりて 運動す る 所 あ 6 ノ 、遂に 二十 九 年 

二月 開港 外交 貿易港に 指定せ らる〇 三十 六 年 六月 感ずる 所 あ 

う兄圓 心と 共に 京都に 上 6 本願 寺 事務所に 韓 國布敎 等の 件 三 


條を 上申し、 七月 圆心布 敎師に 任ぜられて 出發 し、 韓國 光州 
に 极據 地を 置く Q 三十 年 十月 圆 心の 布敎 困難の 狀况を 聞き、 
京 城を 經て 光州に 向 ひ、 途中 圓 心と 邂逅して、 同月 東歸 せう 
三十 一年 四月 再び 渡韓 して 實業學 校 設立の 計 ■準備 ^ なし、 
七月 東歸す 〇 九月 又、 渡韓 し、 同月 校舍の 上棟式を 行 ふ ◦然 
れ ども 幾 もな く韓 民の 妨害に 遭 a 、 且つ 疾に 罹り、 をの 經營 
を 後任 者に 委し、 十月 ^ 津に 歸る〇 二十 二 年 七月 東京に 上り 
本願 寺 新法 主よう 慰勞の 宴を 下 3 る、 又、 東宮 妃殿下に 拜謁 
す〇 八月 唐津に 歸 6 疾 §: 養 ふ ◦九月 妃殿下よ 6 慰問を 賜は 6 
十月 再び 上京す ◦同月 南淸 視察の 爲め 渡航の 乙と に 決し、 十 
二月 害 津に歸 6、 三十 三年 一月 出發 し、 門 司 港よう 上海に 着 
し、 福 州に 入う 厦門に 渡 6 て 上海に 回る 〇 又、 蘇 州、 杭 州よ 
6 南京に 入る。 偶々 ! 11 匪の 蜂起して 甚だ 猖獗 なる R 會し 、滯 
留 五日に して 上海に 回る ◦歸途 朝鮮に 寄航し、 京 城を經 て 六 
月光 州に 着し、 滯在 ーヶ月、 木 浦より 釜 山に 航し 、軍艦 宮古 
に 便乗を 許 3 れて東 歸す〇 同月 佐 世 保に 着し、 It 津 に 歸る〇 
七月 上京して 公爵 近衞篤 磨に 面し、 且つ 本願 寺. に 報告せ う 0 
同月、 京 城 視察を 名と して 北淸軍 慰問の 途に上 6、 十月 仁 川 
にて 本願 寺 慰問 使の 一行に 加は る〇北 京に 到りて 皇帝に 拜謁 
し、 十一月 仁 川より 一行と 別れ、 仁 川に て 軍人 遺族 救護の 必 
要に 就きて 演說を なし、 釜 山を 經て 歸る〇 三十 四 年 一月 上京 
して 小松宮 、閑 院宮 等に 拜 謁し、 軍人 遺族 救護の 乙と 5: 言上 
し、 近衞 公爵 小 笠 原 子爵 等に 會 見して 大に 謀う、 二 月 愛國 
婦人 會 創立の 議 成う、 三月 公爵夫人 岩 倉久子 を會 長に 推し、 
四月 始めて 地方 遊 說の途 R 上る 〇 六月 陸軍 小 ノ佐佐 藤 正、 會務 


(五:) 
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に 任じ、 七月 内務大臣 內海忠 勝ょり 各府縣 知事の 東京に 在る 
1: 機と して 之を 華族 會 館に 招待して 擴 張の 事を 懇談す ◦十月 
趣意書を 發 表して、 第一 回 評議員 會を偕 行 tfc に 開き、 同月 偕 
行 社に て 遊說報 吿會を 開く 〇三 十五 年 三月 雑誌 愛國 婦人を 發 
刊 し、 同月 偕 行 社に て 第一 回 大會を 開く。 三十 六 年 一月 基本 
金 三十 餘萬圓 に 上う、 三月 閑 院宮載 仁 親王妃 智惠子 殿下を 總 
裁に 戴き、 同年 末には 會員 四萬餘 人に 上う、 後、 七十 萬 人に 
達す 〇三十 七 年 二月 日露の 戰端 開か n 、 三十 八 年 六月 慰問 追 
弔を 兼ねて 滿韓を 巡回し、 十月 歸京 、十一月 偕 行 社に 報吿會 
を 開く 〇 同年 牛ヶ淵 公園體 育 會全 部の 建物を 購入して、 本部 
となす C 三十 九 年 十二月 返 隱して 唐津に 宿 病を 養：： 5、 四十 年 
一月 京都 大學 病院に 入り、 二月 七日 歿す C 壽六 十三 〇  ( 奧村五 
百 子詳傳 、奧村 五百子 言行 錄) 

ィンカ ウ胤康  一 i: -: 七 〔臨 濟宗〕 日向 慈眼 寺の 僧な 6。 
胤 康、： 名淨康 、又 彭康 、晚 R 胤 康と改 V 、姓は 北條 氏、 武藏 
四ッ谷 の 人と 云 ふ、 出家して 日向 臼杵郡 岨岐村 慈眼 寺に 住 
し、 禪 機と 兵 機と を 幷せ備 へ、 且つ 經 綸の材 あり、 膽略 あう 
て 事 K 處す るに 明 決な う。 文 久二年 春、 力を 王事に 致 S んと 
して 西國を 周旋し、 將に京 都に 上らん とせし とき 廣瀨友 之 允 

ょ 卜" 諸 藩の 形勢を 聞き、 奮然 身を 國に 致 S ん とし、 同志を 募 

る〇そ の 事 激烈に 涉 う、 延岡 藩の 嫌疑を 受けて 捕縛せられ、 

慶應 元年 遂に 京都 町奉行に 護送せられ、 三年 四月 牢中に 病 寂 

す〇壽 缺く〇 著作、 韜武 新書 あう。 (維新 史料) 

イン ゲン 印玄一 一一 g 2f 〔眞言 宗〕 山城 仁 和 寺 尊 壽院の 僧 

な 60 印玄 、字は 少輔 、文 妙 上人と 號 し、 又、 金剛 佛 子と 稱 


す。 鄕貫詳 ならず 〇一說 に 仁 和 寺 承禪の 息と 云 ふ C 仁 和 寺 承 
禪の 弟子に して、 禪 助の 第 十五の 付 法'  性融の 重受の 弟子な 
法 印に 叙 せらる 〇善 く佛 像を 書き、 延慶二 年 七月 金剛 童 
子の 像 同 三年 六月 馬 鳴 菩薩 像を 書く 〇隱遁 して 北 長 尾の 法 住 
菴に住 10 貞和二 年 八月 五日 寂す 〇 壽六 十九 0 著作、 傳法灌 
頂 作法 傳受記 一卷ぁ (尊 壽傳 記、 仁 和 寺 諸院家 記、 諸宗章 
疏錄 、本朝 畫史 、大日 本 料、 古書 備考) 〔再 錄〕 

ィヨ ウハ « « (ニニ og) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第二 百 七 
十九 世な ぅ。 鷹灞 、字は 驢 雪、 鄕貫詳 ならず、 幼に して 建 仁 
寺 洞 春菴に 入り 東 林 如 春に 就 S て 剿染受 具し、 遂にを の 法 ^ 
嗣 ro 越 前 寳應菴 ;c 住し、 領主 日 下 景紀の 崇敬 5: 受 くる 7 と 
厚し 〇 後、 退いて 建 仁 寺 洞 荞菴に 移 6、 繼 天壽戬 等と 交遊す 
天文 五 年 建 仁 寺 第二 fe 七十 九 世に 住し、 十 年 八月 再び 住し、 
十一 年 三び 住す Q 天文 十三 年 正月 洞荞菴 R 在 6 寂 年 及び 壽缺 

く〇著 作、 驢雪 詩集 I 卷ぁ 6 0 

ウの部 

ウサ ン 有 三 二 1  一一  111  〔時宗〕 越 前 西方 寺の 僧な 6。 有 一一 一、 
元と 其 阿と 號 す〇 不 外の 弟子な ぅ 〇 永 祿六年 九月 越 前 岩 本 成 
願 寺に 入る C 和歌 1: 善くし 又佛 書を 善くす ◦天 正 十一 年 四月 
五日 敦賀 西方 寺に 寂す ◦壽 七十 二 3  ( 遊行 歷代譜 、古書 備考) 
ク 2 セクべ ン 上田 照遍 セクべ ン照遍 を 見ょ、 

ウン、 ンウ  ー Ml tt マ ー ィシ ユン永 俊 P 見ょ C 
ウン シヤウ 雲 章  イツ ケイ ー慶を 見よ こ 


ィ胤  ィ鷹 、ク 有、 上、 雲 
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(六） 


ク 雲 


ク雲 


ウンセゥ雲照 —- ^ れ〔眞言宗〕山城仁和寺第三十三世 
なう Q 雲 照、 俗姓は 渡 部 氏、 出 « 神 門 郡 東 園 村の 人な 60 文 
政 十 年 三 A 二十日に 生る 〇天保 七 年 二月 十歲 にして 慈 雲飮光 
に 師事し、 同年 九月 剃髪 染 衣す 〇十 三年 五月 松 江 千 手院に て 
四 度 加 行 ^ 修 し、 弘化 元年 八月 高野山に 登 6、 實賢に 就いて 
傳法灌 頂 壇 儀 印 契， r 受く〇 二 年 二 H 阿 遮羅明 王の 秘法を 始め 
て 三千 個 座を 滿ず〇 二十 一 歲出 雲に 於て 實 賢ょ .〇 珂趣 釋經の 
講傳 を受 くる Z1 
と兩 度、 同國潮 

鄕 普賢 院の 後董 

} なる 〇 翌年 再 

び 高野山に 登 

6、 金剛 峯寺衆 

徒キな うて-* rl 

基に 華 嚴をゆ 

び、 實賢に 密敎 
を 受け、 高 堅に 

天台を 習 a 、 量 觀 に雲傳 神道を 承け、 眞別 所隆鎭 に秘藏 記を 受 

け、 兼ねて 通受羯 磨 R 依うて 菩薩 戒及び 沙彌の 十戒を 禀 け、 

並びに 有 部 律の 講說を 聽く  ◦二十 三歲 、智 光に 侍して 備前に 

到 $、 智 光に 敎相を 學び 、復 、高野山に 回う、 隆鎭 ょり 重ね 

て 秘藏 記を 受け、 次 s で 同 山 德嚴院 に 籠うて 求 聞 持 法を 修す〇 

同年 八月 播磨明 石 願成院 にて 靈雄に 大日 經を學 ひ、 十一月 攝 

律に 往 き、 高 堅に 天台 學を禀 く ◦嘉永 三年 二月、 更に 高野山 

に 回うて、 智光に 大 H 經 ^- 學び 、をの 夏 阿波 撫養 港 R 到う、 


隆遷 に大 〇! 經住心 品の 講說を 聽き 、秋、 攝津に 到りて 天台を 
修め、 冬、 高野山 奥院に 籠 6 て 求 聞 持 法を 修す〇 四 年 春眞別 
所 隆鎭に 安 流の 印 可 並び R 大日 經奧疏 を傳受 し、 同年 出 雲 岩 
屋 寺 ^ 求 聞 持 堂を 建立 t、 且つ 即身成 佛義を 講ず 〇六年 京都 
に 柱き、 淸 和院隆 賢に 唯識を 學ぶ〇 安政 元年 比 叙 山に 登 6 .て 
大寶に 天台 敎及び 梵網經 を學び 、二 年 春 河內高 井田 長 榮寺端 
堂よぅ 十 善戒ノ 八 齋戒、 沙彌 十戒を 受 く、 五 年 高野山 奧院 にて 
求 聞 持 法 及び 八 千 枚 護摩 供を 修 する Z1 と兩 度、 萬延 元年 八月 
具足 戒を 受け* 尋 S て 京都に 往き、 三 宮苛覺 明に 律 部を 學 'ぶ 文 
久 元年 出 雲 普賢 院に八 千 枚 護摩 供を 修 L、 二 年 但馬比 曾 寺 (C 
安居して、 秘 藏寶鑰 講じ， 且つ 授戒 會を行 ふ ◦三年 眞別 所榮嚴 
R 就いて 小 野 諸 流の 源 底を 傳へ 、並びに 密宗 所學の 有 部 律を 
硏究 し、 後、 益々 事 敎 二相の 奥義. V 究む 。慶應 二 年 大和 柴水 
山 吉祥 院毘 沙門 堂 k て、 三密瑜 伽の 護摩 供を 修 する こと 三十 
個 座、 傍ら P1] 人の 爲に宗 部を 講ず 〇 明治維新の 際 廢佻毀 釋の 
風潮に 會し て、 東西 {C 奔走し、 新 古 合同 一宗 晝 一の 宗務に 盡 
し、 ヌ 、宮中 後 七日 御 修法の 再興 R 努め、 且つ 久邇宮 朝彥親 
王を 奉じて、 東西 京に 十 善會を 興し、 明治 十七 年 一宗 晝 一の 
制度 破る、 と 同時 R 東京に 移り、 十 善會を 再興し、 夫人 正法會 
を 設立して 機關雜 誌を 發刊 す。 又觀樹 居士 三 浦 梧 樓の外 護を 
得て 目白 臺に僧 園を 開き、 僧侶を 敎 養す 〇 三十 年頃より 神 儒 
佛三道 一貫の 德敎 主義を 唱道して 地方を 巡 化す、 仁 和 寺 ic 住 
したる t 幾 もな く 東京に 回る、 日露 戰爭の 終る や、 滿韓の 地 
を 巡錫す 〇四十 年 山陰 山陽を 經て 九州を 巡 化し、 翌年 更に 東 
北 及び 北海道よぅ 樺 太に 巡錫す 〇 明治 四十 二 年 四月 十三 日 寂 


(七） 
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す。 壽八 十三、 法 藤 四十 八、 著作、 末法 開 蒙 記、 密宗 安心 義 
章 各 二卷 、大 n 本國敎 論、 緇門正 儀、 七衆戒 義諺詮 、四 威儀 
小作 法、 金剛 般若 經講 解、 佛敎 大意、 予が 信仰、 S ろは 義解 
國民敎 育之 方針、 佛敎 通論、 佛數大 原理、 十 善業 道經 講義、 
敎 育の 本義、 佛數 通論 各 一卷あ 6_Q  (釋雲 照 大和 上略 傳) 

ウン セウ SM  センリ ャゥ 暹亮を 見ょ 〇 

H  の 部 

エイ イン 、氷 因 (一二 < 一 〕 1 、.臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 如是 院の 
ft なう。 永 因 字は 三 益、 鄕貫詳 ならず 〇夙に 建 仁 寺 如是 院に 
入 6 て 雪嶺 永瑾に 師事し、 後 建 仁 寺 第一 座に 補 せらる 〇尋い 
で 如是 院に 住し、 大に詩 名 あ 60 寒 和、 H 舟、 常 菴 、等と 交 
游す〇 永 iE の 末、 如是 院に あうて 寂す C 壽 缺く〇 著作、 三 益 
艶簡 、三 益 詩稿な 60 

Mr イヨ 永濟一 ― : 0 i:: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪寺 第二 十三 代 
な 60 永琪 、字は 東 陵、 元、 ® 明の 人な 60 明 州 天童 山 雲 外 
雲 岫に隨 a て曹 洞の 宗旨を 嗣ぎ 、明 州 天 寧 寺に 出世す 〇 曾て 
東 遊の 志 あり、 我觀應 二 年 博 多に 着し、 聖福 寺に 入う、 七月 

京都に 上う 天 龍 寺夢窻 竦 石を 問うて 西芳 寺に 住す 〇 偶々 無 極 

志 玄天龍 寺を 退く に 方う、 繼 S  •て 同 寺 第三 代の 席を 補す 後 詔 

を 奉じて 南禪 寺に 遷る C 更に 鎌 倉に 下り 建長圚 覺に歷 住す、 

貞治叫年五：^六日寂す〇壽缺く〇南禪寺西雲菴に塔す〇勒し 

て 妙 應光國 慧海慈 濟禪師 の號を 諡す 〇  ( 禪 林僧傳 、南禪 寺 住持 

籍 、延寶 傳燈錄 、本朝 高僧 傳) 


H 永 


H イオン ，氷 因 心 二 1  一 - 一!. 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第 こ ^ /\ 十 
七 代な-^ 永 恩、 字は 春澤 、別に 泰 安、 枯木、 萍鄕 、天津の 
號ぁ 6C 俗姓は 武田 氏、 若 狭の 人な 60 父は 若狹 領主 武田元 
光と 云 ふ 〇永正 八 年に 生る 〇幼に して 建 仁 寺 如是 院九 峯以成 
に 就 S て 得度し、 遂に 以 成の 法と 嗣ぎて 如是院 に 住す 〇 天文 
二十 一年 三月 六日 建 仁 寺に 住し、 元 龜二年 四月 廿 四日 南禪寺 
住持の 帖を 賜は る C 平生 策彥周 良と 道 交を 厚く す 〇天正 二 年 
八月 十六 日 如是 院 !: 寂す 〇壽六 十四 C 著作、 春 澤錄 、枯木 集 
ぁ^^ 〔一. - M- 錄〕 

f! イシ ュン 永 俊 一 ご 1: •一 〔臨 濟宗 S 都 相 國寺善 應院の 
開山な 永 俊 字は 雲岫 、初め 尾 張 慈 雲 寺に 住し、 次で 相國 
寺 !' C 再 住す ◦文 祿二年 七 r/- 廿 二日 寂〇壽 缺く  〇  ( 萬 山 編 年 精 要) 
エ イ、 V ヨウ 赵木承 ジュン ダゥ '1! S 道. デ 見よ。 

H イチ 3 ウ 英 S .リ ャゥキ R 基 $: M よ。 

H イホ -H-* 央甫  H ィュゥ 永 雄を ti よ 0 
Hv ュウ 永雄(ニニ六 〇 ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第二 百 八 
十九 代な- CC 永 雄、 字は 英甫 、別に 武牢 、又は 小 溪とい ふ 〇 
俗姓は 武田 氏、 若 狹の 人、 武田信 重の 子な り 0 幼に して 出家 
し、 建 匕 寺 文 溪永忠 に從ひ て 句讀を 受け、 遊 方の 後、 永忠に 
嗣 法す C 初め 建 仁 寺 如是 院に 住し'  天 正 十 !' ;y 年 十一月 建 仁 寺 
を 董 し、 爾來慶 長 五 年に 至る ^ で 十八 住 V」 ®: ぬ。 丈 祿 三年 九 
月 南 禪 寺に 陞住す 〇鹿苑 院西笑 承 兌と 道 交 厚 L、 又、 狂歌を 
善くし 後世 傳唱す Q 「祖父 祖母 a ラ ば a 祖 父. と-^  く 死な 
ずに 居て は 何. 〉.くはせん」「貧乏の神も出雲へゅくならば十月 
ごとに 我は 一 腿 人」 「虱 ほど 世を へつらは ぬ ものは なし 1/ さき 


エ 永 


補 增書辭 名 人家 佛 本日 


(八） 


工榮 、益、 悅 、曄 


才奧 、織、 大 


人には 乙と R 近づく」 など、 をの 風 調を 見るべし G 寂 年 及び 
壽缺く  ◦著作、 語錄 I 卷〇鴉 臭 集 あ 60  ( 建 仁 寺 住持 籍 、鴉 臭 
集、 倒舸 集、 古今 夷 曲 集、 後 選 夷 曲 集、 五山 文學 小史) 

エキシ 益 之  シフ シン 集箴を 見よ。 

エツ ガン 悅 3 石  トゥ ショ 東 念を 見よ 0 
エツ サン 八 兄 山  ダゥ ソゥ 道宗七 見よ 0 
ヱブ セウ 曄嘯 二|隸 〔黃檗 宗〕 山城 萬 福 寺 第 四十 一代 
な 60 曄嘯 、字は 虎山、 後、 虎林と 改 0C 別に 巽 柄と號 す 0 
姓は 吉井 氏、 肥 
前 小 城 郡 多久の 

人な 6 0 天 保 六 

年 三月 五日に 生 

る G 十餘 歲納听 

圓成 寺修驗 者に 

養 はれ、 次 いて 

福 聚寺雅 山に 就 

いて 得度す 〇 安 

政 五 年雅山 寂し 

て 春 江を の 席を 補す 〇六年 宇治 黃檗 山 R 登ぅて 瑞雲 悟芳 に參 

じ萬延 元年 三 W 三 壇戒を 受く  ◦文久 元年 豐前小 倉 福 聚寺萬 丈 

悟 光に 參じ 、會 々長 州 征伐 (7^ 變あ 6、 去ぅて 豐後 宇佐 永 福 寺 

文 常に 參 じ、 遂にを の 印 可 ar 受く〇 明治 六 年 二月 敎導職 試補 

に 任ぜら る〇是 より 先き 黃檗山 朱印 地 ^ 廢 せらる、 に 際し、 

同 山 役員と なう その 維持に 力 1: 致し、 八 年 五月 京都府 廳よ 6_ 

塔 頭 瑞光院 の 住職を 命ぜら る 〇九年 十二月 京都府 廳 よう 黃檗 


宗 寺院 寶物 什器 取締 V 命せられ、 十 年 七月 内務省ょり 中 講義 
に 補せ らる〇 十一 年 黃檗山 幹事 兼 化 主助敎 講究 係と なぅ、 黄 檗 
宗總黌 を 建て、 又 佛供講 を 起す 0 十二 年 四月 權ん 講義に 補 せら 
れ 十四 年 g 月大 講義 k 補 せらる C 十五 年 黃檗山 授戒 會を修 し、 
次 s で 役員の 職を 辭す ◦十九 年 十二月 權少敎 正に 補し、 二十 
一年 四月 瑞光院 .で 辭す '同年 六 n 肥 前 諫早性 空 寺に 住して、 
本 常を 再建す 〇 二十 四 年 六月 黃檗 宗務 總裁汉 任ぜられ、 同年 
九月 特に 開 堂 位を 許さる 〇 二十 六 年 二月 宗務 總 裁の 職を 辭し 
同年 六月 長 崎崇福 寺を 兼務し、 以來二 年に して 大 修繕の 工事 
を完成す〇二十七年二月中敎止.に補す"三十一年四パ崇福寺 
の兼務を辭し、三十三年六パ苈檗宗管長 {(: 任ぜられて大敎正 
に 補し、 三十 三年 六月 性 空 寺 住職を 绝ぜ ら：； て 萬 福 寺 住職と 
なる 〇 同年 十月 黃檗 山に 登，， 、以 來學 校を 興し、 伽藍 保# 講 
を 組織す C 三十 五 年 十月 十五 日 寂す Q 壽六 十八 〇 遺偈に 日は 
く 「四 大非吾 身、 三界 非我處 、拾得 一文 錢、 悠々 入酒肆 、喝」 (虎 
林禪 師略傳 ) 


才の部 

オク ムラ V ホ コ 奥 村 五百子 ィホ  五 百 1: 見ょ 〇. 

オダ トク ノウ 織 田 得 能  トク ノゥ 得 能を 見ょ 0 
オホヌ マ ク ?? ンデン 大沼啦 見 田  クワンデ ン寬 田を 見よ 


〇 


力の 部 


(九） 
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カ イオ ウル 拇雄二 5; 一 •た 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 寶生院 の 門 
主な 海 雄、 俗姓は 島 田 氏、 阿波 名 西 郡 高原 村の 人な $0 
幼より 同 國板野 郡 堀江 村 八 葉 山 神宮 寺 東 林院に 入りて 敎 雄の 
弟子と なる Q 文 1F/ 三年 二月 金剛 峰 寺 座主 / 2 りし 龍遍よ 5 傅 法 
灌頂を 受け、 東林院 二十 世の 住持と な 60 在留 十八 年、 後、 
寶性院 門 主と な 6 、 孝 明 天皇の 詔を 奉じて 夷賊 降伏の 祈禱 を 
なすこと 數度 、京都 淸水- 成就 院月 照、 正 智院良 基、 及び 增福 
院常 賢と 交りて 王事に 盡 くし、 安政 五 年 二月 弓 照 及び 良 基 等 
と共に 正 智院に 密談 r 凝し、 乙と あ 六 年 十二月 遂に 幕府 
の爲 めに 良 基 常 賢の 二人と 共に 隱居 せしめら る ◦七 年 蓮金院 
に 退隱 し、 慶應二 年 六月 九日 寂す C 壽缺く  C 著作、 詩集 あ 60 
カ イザ ン  #0K  ジャゥ クハ ゥ淨 光 1: 見よ、 

カイ；、 ンやク 戒靜 -1 チキ 日龜を 見よ、 

カイ ジやゥ 誠 誠  一一 i sl s 〔浄土宗：！ 但馬 瑞泰 寺の 僧な 6、 
誡誠 、字は 蒙古と 云 ひ、 謙 蓮社游 譽慝 阿と 號す 3 別に 佛定と 
號す〇 俗姓 山 口 氏、 丹 後 熊 野圓頓 村の 人な り 〇享保 十九 年 九 
月 生る C 寬延二 年 十六 歲但馬 域 崎郡豐 岡來迎 寺に 入-^、 戒譽 
智典を 拜して 得度す C 寶曆五 年 二十 一歳 江 月 ic 出 遊し、 壻上 
寺 南 溪の貞 現 (後に 知 恩院に 住す) に 從ふ 。十 年 十一月 妙譽定 

月 1: 拜して 宗豚 戒脉を 受け、 尋いで 惠照院 戒陣を 拜 して 菩薩 

戒を 重授す C 十一 年但 馬に 歸省 して 母の 喪 i: 修 し、 後 再び 江 

戸に 出 遊し、 圓宣 (後に 增上 寺に 住す) に 從て性 相の 學を究 

〇〇 且つ 大雲 、德 門、 宣達 及び 曹洞宗 の而山 等を 問 ひて 學問修 

行す C 明 和 四 年豐岡 の瑞泰 寺に 住す 〇安永 七 年 四十 五 歲寺職 

を辭 して 京都 {: 上う、 知 恩院貞 現の 意 e 受けて 智惠光 院に住 


力 海、 誠 


す 〇 八年貞 現を 拜 して 一 { r;- の 奥義を 傳 承す 〇 知恩院 の 要職に 
上 $、 一宗の 興隆に 心 力を 致す 〇寬政 十二 年 十一月 病 あ 0、 
二十！  H 弟子 ^ 召し 示して 日は く、 朝な 夕な rj、 ろに かけし 
紫の 雲の 迎は 今と な うたう、 と〇二 十三 日 寂す。 壽六 十七 0 
二十 六日 智惠 光院の 墓地に 葬る。 著作 古鏡說 、同 餘說 、隱者 
弘法 論、 驚 鐘錄、 曉痴談 、覺睡 草、 日課 念佛 投宿 編、 遺訓、 
□課 勸導記 等 あう e 弟' 十大 察、 隆圆の 二人 行 業 記 及び 法語 詩歌 
を 編成 刊行す 〇  ( 佛定和 尙行業 記) 

カ ウ、' ケン 孝 原 ( 1 〇 〔眞言 宗〕 記 伊 高野山 遍明院 の 僧 
なり G 孝 源、 鄕貫詳 ならず C 寬隆法 親王の 導師な， C 0 天 和元祿 
の 頃の 人、 畫を能 くし、 三千佛 像 1: 畫く  〇年壽 共に 缺. VX VT 
畫 備考〕 

ガウ > エホ ク惠 鳳を 見ょ、 

ガウ シュン ac # ズィテ ゥ瑞趄 ，で 見ょ、 

カ ウチヤ ウ香頂  讓  〔眞宗 〕豐後 妙 正 寺の 僧な 60 
香 頂、 幼 字は 實 丸、 長 じて 大戬 と稱す C 八洲 又は 蓮舶 の 號あ 
60 父は 了 堅と S C1 、 !!!: は峯子 と S - 0 天 保 二 年 八月 四 B 豐 
後大分郡戶次妙正寺に生 〇 〇八歲にして句讀ぞ帆足杳雨に受 
け、 十歲 京都 本願 寺に 得度す 〇 十一 歲臼杵 藩黌に 學び 、十二 
歲 後藤 已士 に學ぶ 〇十四 歲钒足 萬 里の 門に 學び 、十五 歲廣瀨 
澹 窓の 塾に 入る 〇 在 學六年 業大に 進み、 石 井 瀧 二、 石 井雪 二 
と共に 宜 園の： 一. 才子と 稱 ir らる ◦二十 歲 卒業し、 二十 二歲京 
都に 上うて 智積院 龍 謙に 俱舍論 k 學び 、乙 U よ-^ 法相 天台の 
學を 研究し、 又、 禪を修 -T C 二十 六 歲高 倉恃從 永 E の 女 郁子 
を 娶る 、以 來數 年の 間、 豐前鴛 海東菴 に 蘭學を 學び 、又、 華嚴 


力 孝、 江、 香 
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C 〇 一） 


力 香 


眞言宗 の學を 修め、 宗乘を 大阪南 德寺龍 源に 受く ◦慶應 二 年 
十 住 心 論を 京都の 高倉學 寮に 講じ、 明治 元年 三月 擬講 とな 
る0二年七月本山總會所の說敎を命ぜられ、八月京都府令眞 
宗を 一向 宗と 改稱せ しむ。 時に 府廳に 赴きて をの 非を 辨 じ、 
又、 神佛判 然の 令に 對して も 亦 その 不可 1: 論ぜう ◦三年 三月 蝦 
夷 開拓の 命 ある や、 越後に 開拓 資金を 募集し、 四 年 排佛の 勢 盛 
んな るに 際し、 泰然と して 寺に 在りて 往生 -^ 集を 講 了す 0 五 年 
三月 敎部 省を 置き、 三 條の敎 則を 設けら る や、 をの 下問に 應じ 
三條 敎則釋 f, 以下 數 書を 製し、 同年 大隈重 信 {C 說さて 眞宗宗 
名の 恢復 ^ 計う、 遂にを の公茆 を 得 C この 時に 方う、 耶蘇 敎 
各地に 會堂を 興して 漸く 蔓衍 せんとす 〇香頂 慨然と して 護法 
の 策 V 講 *1: 、 印度支那 日本の 三國 同盟を 結ぷ に 在りと し、 先づ 
支那に 遊びて その 緖を開 かんとす っ 偶" 敎部省 九州の 神官 僧侶 
の學 力 ^ 試驗 せんとし、 香 頂を 招く  〇依 つて 六 年 三月 長 崎に 
注き て大音 寺に 試驗 し、 又 中 敎院の 幹事長} なう、 兼ねて 淸語 
を 學ぶ 〇閏 六月 支那 行の 印鑑を 乞 ひ、 長 崎， で 發 して、 上海に 
着し、 天津を 經て 北京に 入る 〇 北京の 諸大 寺を 訪 CA て 龍 泉 寺 

R 到 6、本然源具に面し、淸慈庵に寓して、淸語を習ふ '0 十二 

月 書と 帝 師 雍和宮 洞澗爾 胡 圖克圖 に 呈し て、 興 敎の 策を 問 ふ 0 

七 年 一月 語 學略ぼ 了る を 以て 支那 布敎の 端を 開か / L として 吾 

國各宗 の 大意を 撰し、 且つ 護法 策 十三 條を錄 して 本然に 示す 0 

五月 北京を 發 して 五 臺山に 登り、 靑黃二 派の 統領た る 江曲阜 

に 面し、 喇嘛の 禮 遇を 受 くる 乙と 厚し ◦五 臺山に 登る 詩數首 

あう、 一首に 日は く、 淸晨 騎馬 上 東臺 、.昨夜 有雲猶 未開、 老虎 

數 聲山壑 震、 日從 H 本 紫邊來 、と〇 六月 五臺 山 1: 下 6 て 北京 


ガ 香" 豪 


に 歸 6 \ 七月 北京 ir 辭して 天津に 到うて 病發 り、 八月 長 崎 R 
歸る ◦八 年 六月 本 III 編集局 監督と なり、 九 年 五月 外務 卿 寺 島 
宗則を 訪 a て 支那 開 敎の事 を 决し 、七月 再び 長 崎を 發 しで 上 
海に 着し、 假 別院を 開きて.、 八月 開敎 式を 擧 ro 九月 天台 山 
に 遊び、 十一月 病 發る〇 十 年 一月 歸國 して 病を 養ふ〇 十六 年 
五月病 稍 癒ぇた るを 以て 京都に 上う、 本山 上等 敎 校敎授 とな 
り、 十八 年 二月 淺草 別院 在 働と なり、 十九 年 十一月 東京 石 川 
島 監獄 敎誨師 と ^ $、 爾來 谷地の 監獄に 敎誨を 施す 〇 二十 二 
年宮內 省 文學 御用 掛とな り、 明年 之を 辭 し、 同年 關 八州 敎學 
策 進 委員長と な 6 て、 以來 各地を 巡敎す Q 三十 二 年 十一月 舊 
里に 歸隱 し， 三十 八 年 三月 十二 日 寂す 〇壽 七十 五 〇辭 世の 頌 
に 日は く 願 海 無 際、 信 山 不動、 佛 心所徹 、特憑 恩寵、 此心宏 
大 、三千 不 重、 此道 公明、 十 萬不雍 、久 在纏縳 、.群 惑坌 湧、 今 
日超證 、萬 福大總 、と Q 著作 ◦八洲 日 膝 百 六十 四卷 、蓮舶 法語 
六十 四卷 、敎 行信證 講錄 二十 五 册 、蓮 舶詩歷 十卷 、選 擇集講 
錄五册 、喇嘛 敎沿 革三册 、北京 紀遊 三卷、 眞宗敎 旨、 ] a ; 宗資 
治、 北京 護法 論 各一卷 、步船 抄講錄 、將來 方針、 萬 雷 霹靂、 晚 
年 私 言、 三 經宗體 、御文 第一 通 講義、 眞言 宗 大意、 十七 憲法 
講義、 大學 佛敎解 各一册 。此 他、 念佛圆 通、 陽 陰資辨 、日本 
刀 並に 往生 要 集、 安樂 集、 及び 眞言 部、 三論、 起 信、 法相 等の 
講錄 百餘卷 あう。 (小 栗 粞香頂 略 傅) 

カ クホ 香甫  ヶィ シフ 慶集を 見ょ、 

ガウ H ン古家 圓 --: 二 - b : _ —*. 〔天台宗〕 伯耆 大山 寺の 僧な 60 
豪圓 、初 名を 圓知 とい ふ 〇 俗姓は 中津 氏、 伯耆西 伯 郡 宇田川 
村 大字 福 岡の 人な 6 と 云 ふ 〇 幼に して 同 郡 大山 村 大山 寺に 入 


(一—） 
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6 .て 僧と なぅ、 後、 近 江 比 II 山に 入. 〇,、 東 塔 西 谷地 福 院に住 
し、 元祿 四年備 前金 山寺に 移る G 領主 宇喜多直家の 歸依を 受け 
て 金山 寺 再 營の議 を 决 し、 天 正 二 年 正月に 起工し、 三年 十一 
月に 至 6 て 成る C 時に 領內 社寺の 總管と な $、 五 千 九 百 石を 
給せられ、 領內 の ® t 寺 V」 復興せ しめらる 〇 是-ょ 6 先 比 叙 山は 
織 田 信 長の 攻 掠に 逢 a て 全山 灰燼に 歸せ しを 以つ て、 又、 命 
を 受けて 再建の 事に 預る〇 次いで 叙 山 習 禪院に 住して 金山 寺 
を 兼 攝せ 天 正 十 年 羽柴秀 吉中阈 を經營 する に 方 6、 秀 
吉に 謁して 軍役の 免除と 禁制の 下賜と を 請へ 60 又、 浮 田 直 
家の 備作 1: 治す るに 方り、 國中 寺社の 所領を 沒收 せし かば、 
秀吉に 請 ひて ZL n を復 せんとし、 十六 年 八月 秀吉ょ 6 寄進 狀 
を 受 く。 文祿 三年 (一 說永祿 四 年) 勅を 受けて 大仙 寺 5: 兼 傾 
す。 四 年 十二月 秀吉 ょぅ 三千 石を 金山 寺に 寄進せられ 〇國中 
の 寺社に 配當 せしめら る 0 慶長五 年 關ヶ原 役 後、 宇喜多 家滅 
亡 マる に 及び、 金山 寺の 所領％ 沒收 せられし かば、 更に 德川 
家 康に請 ひ、 三千 石を 寄せら る () 六 年 五月 大山 寺 衆徒と 4t に 
同 寺 寺領の 朱印 ir 請 a 、 八 年金 山寺を 法 弟 圓忠に 讓る〇 十 年 
十一月 權 僧正に 任ぜら れ、 十五 年 四月 大山 寺領 朱印 三千 石を 
賜は る 〇 十六 年 六月 五日 寂す 〇  ( 金山 寺 記、 圓慶覺 書、 大山 年 

中 行事、 中津氏 家傳) 

カク セン 覺千二 晒 ^ 〔天台宗〕 武藏東 叙 山 修禪院 第二 

十三 世な 60 覺千 、姓は 土屋 氏、 江戸 下 谷の 人な 明 和 八 

年 十二月 眞 如院覺 印に 從ひて 薙髮 し、 淺草寺 別 當代善 王院覺 

邦の 弟子と なる 〇 安永 二年 十月 覺邦東 叙 山 松林 院を 主る に 隨 

ひて 移る 〇 天明 二 年 九月 比 叙 山 玉 泉院， V」 主 $、 三年 三月 山門 


ガ 覺 


に 登 6 妙 音 院に寓 す C 蓋し 玉 泉 罹災の 故な 60 四 年 法 華會の 
竪者 となる 〇寬政 五 年玉 泉院を 造り、 七 年 三月 執行 代と な 6 
て大 僧都に 任ず 〇 九 年 五月病に 依りて 執行 代を 辭 し、 十一 年 
三月 東 叙 山修禪 院に轉 住す 〇是歲 法 華會の 講師と なう、 十二 
年 五 使价の 職を 司 6、 七月 貫主に 代 6 て 日光 山 :: 登る 享和 
元年 九月 開山 堂 灌頂助 敎授 となろ C 文化 三年 五月 二十 六 T 上叔 
す C 壽 五十一 〇津 梁院の 西に 葬る 〇 著作、 金剛 集 二 - P 卷あ 60 
(東 台 子院譜 略) 

カク ドウ 覺同 5i o- g  〔天台宗〕 武藏東 叙 山 寒松院 の 第 
七 世な う 〇覺 同、 鄕貫詳 ならず 〇寶永 七 年 二 H 等覺院 ょり 遷 
うて 寒 松院- で 去々、 尋 S て 大 僧都に 任ず 〇享保 元年 十一：： r 院 
を 辭して 京都に 上り、 廬 を 嵯峨 二尊院 の 傍 (: 結びて _ 悟院と 
號す 〇享保 十二 年 山家 灌頂を 比 叙 11! 麓 生 源 寺に 修す〇 蓋しと 
の灌頂 山門 その 傳を 失する こと 久し、 唯、 播 磨書寫 山の 徒 之 
を 傳ふ 〇 のみ、 覺同 夙に 輿 廢の志 あう、 之を 受けて 再び 行 ふ 
に 至れるな う 〇  7 ての 外 中堂の 佛名會 、西 塔の 勸學會 、橫 川の 
如法 經會 、山 王の 舍利會 皆 再興の 任に 當ると 云 ふ C 又、 密敎を 
奉ずる こと 厚し 〇 又、 法 華 五 千 部 VI 誦して 大明 大王の 爲めに 
福を 薦め、 塔， V 山 域 山科毘 沙門 堂の 側に 建つ C 元 文 五 年 十一 
月 五日 嵯峨の 草菴に 寂す。 壽八 十三。 遺言に 依 6 山科大 明大 
王 塔 下に 葬る。 (東 台 子院譜 略)  _ 

カ クニ m 覺如 リャ .ウ キ良莊 を 見ょ、 

カク ワ 覺和 (一 S 吾 〔眞言 宗〕 高野山 成就 院の 開基な 
60 覺和は 日間 房と 號す C 鄕貫詳 ならず 〇惠 深の 上足に して 
野 山 八 傑の 一な う〇 特に 音聲に 善し 〇正和 二 年後 宇多 法皇、 


力 覺 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(一一） 


ガ覺 、呵 、金、 鑑 、閑 


野 山に 幸せられ しとき、 覺 和、 弘法 大師の 影 前にて 諷經を 爲 
し、 辭 音淸亮 、，聞く 者 感嘆す 〇又 、畫を 能くし、 嘗て 辨財天 
の 尊影 5: 寫 す。 をの 筆 細 妙な うと 云， 〇 年壽 共に 缺く 。(本朝 
高僧 傳、 高野山 通念 集、 古畫 備考) 

ガクワ ウネ ン 覺王完 ギク ワン 義觀を 見よ。 

カ ジャゥ 呵成 ii gii 〔淨 士宗 S 都 A 幡正法 寺の 僧な 
う〇呵 成、 姓は 吉岡 氏、 京都の 人な 60 淨 土宗學 林を 卒業 
し、 次 s で 同學林 助敎授 となる 0 京都 八幡 正 法 寺 住職と な 60 
明治 二十 四 年 雜誌佛 敎新 運動を 發刊 し、 後 之 i: 佛敎 公論と 改 
題し、 三十 二 年 同志 相 謀り、 宗粹雜 誌を 經營 す。 又 別に 布敎 
會を設 立して、 傳道師 を 養成す。 淨土宗 第 六 定期 宗會 議長に 
推され、 三十 七 年 四月、 第五 敎區 敎務 所長と なり、 始終 關西 
の 方面に 在うて 盡瘁 せう 〇三 十八 年 十 H 十日 正 法 寺に 寂す 〇 
壽四 十二 〇 同月 管長より 權 僧正を 贈らる 0 

カツ rM ネダ ィタ ツ 擦峯大 ® ダゥリン 道 林を 見よ 
カナ サナク ハウク ワン 金鎖 廣$ 貝  クハク クワン 廣貫 を 
見よ 0 

办 ンィウ if 有 ( . 〕 〔臨 濟宗〕 京都 某 寺の 禪 僧な 

鑑 有、 字は 機先と 云ふ〇 明に 入うて 詩 名高し 〇瀵陽 八景 

の 詩句に 日は く、 豈料長 爲南竄 客、 朝々 相 對獨爲 翁、 と ◦譴， 

せられて 漠南に 謫 居す 〇沐氏 其 詩 k 錄す〇 胡粹中 機先を 挽す 

る 詩句に 日は く、 日出 扶桑 極東 處、 雲歸滇 海最西 頭、 士〇滇 

R 寂す ◦(異 國使 僧小傳 、明 詩綜 、列 朝 詩集、) 

ガン シツ ゲン キッ元 佶を 見よ、 

ガン チ や ウラ ウ韓 長老 セイ カン 淸韓を 見よ、 


キ 九、 義 


キ  の  立 a 

キク エン 九 iisl リョゥ チン 龍 深を 見よ、 

キク ク !? 九禾  ヶィ シュゥ 景秀 1: 見よ、 

キウチ ィ 九间 71fr キ ヂュゥ 器 重と 見よ 0 
ギ エン « 演三 I SX 〔眞言 宗〕 山城 醍醐 寺 第 七十 九 世 座 
主な 6 ◦義演 は 二條晴 良の 息子に して、 母は 伏 見 殿 二 品 親王 
の 女な り C 將軍 義昭の 猶子と なる 〇 永祿 元年 八月 十日 二條押 
小路 亭に 生る (〕 七年莊 嚴院義 堯の附 弟と なる 〇 同年 二月 義堯 
寂し、 十二 年 六月 理性 院堯 助に 就 s て 入室し、 醍醐 寺 光：：#. 院 
K 移る ◦元 龜二年 四 ET 十四 歲 、報恩 院雅嚴 に 就 S て 得度し、 
同日 大 僧都に 任ぜら る 〇天正 二 年 十一月 金剛 界 次第を 深應に 
傳受 し、 胎藏界 次第を 雅嚴 に禀 承す。 同年 十二月 薄 次第 ^ 受 
く。 三年 醍醐 寺を 出て V 金剛 輪院を 再興す ◦四 年 八月 大傳法 
院座 主に 補し、 次 S で 醍醐 寺 座主に 仟 ず、 七 年 十二月 大僧正 
に 任ず 〇 十二 年 十一月 雅嚴の 許可を 受く  ◦十三 年 七 H 准三宮 
の 宣下を 蒙る。 十四 年 十二月 金剛 輪院 にて 傳法灌 頂を 行 ひ、 
十五 年 二重 次第を 傳受す Q 十六 年 三月 仙 洞に て佛眼 大法を 修 
す 〇十七 年 十二月 秘林傳 受を了 60 十九 年 二月 雅嚴よ 6 附法 
狀を受 く  0 十九 年 四月 山城 新大佛 殿地鎭 法を 修し 、二十 年 六月 
東 寺 講堂に て 仁王 經 大法を 修 し、 豐 臣秀吉 高麗 進發の 祈禱を 
爲す ◦同年 十一月 金剛 輪 院の兩 殿を 建立す. 〇文祿 三年 七月 東 
寺 長者に 補し、 法務 並に 護持 宣下 あ 60 七月 東 寺 塔 供養 導師 
を 勸む〇 九月 大佛 妙法 院 門跡に て 千 僧 齋會の 導師と なる C 慶 
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長 元年 七月 大地震 あ々 大 佛破壤 し て 開眼 供養を - IT ふ 能は ざる 
に 至れう。 二 年 二月 傳法灌 頂を 行び、 三月 金剛 峯寺大 塔 供養 
導師を 勸む '」 七月 善 光寺 如來を 大佛 殿に 遷座す ◦十一月 秀吉 
入 寺、 三年 五月 山 下 寺 家 新 屋敷に 新 櫻 馬場を 建て、 をの 左右に 
乘西院 、普賢 院 、阿 彌陀院 、金 蓮院 、西 往院を 建つ 〇 八月 大 
佛 開眼 供養を 修 し、 九 H 豐國明 神社 頭の 地 鎭ヒ行 ひ、 十月 金 
剛輪院 の 新造 悉く 成る G 同月 日 野、 勸修 寺、 北 野、 東 笠 取の 四 卿 
ょり 千 六 百餘 石を 寄附 せらる 0 五 年 三月 金堂の ' h 棟 式を 擧げ、 
七月 竪義を 再興す 〇九年 三月 大坂城 にて 大 般若 轉 讀を修 し、 
十 年 正月 櫻 木 百 本を 移植す。 十一 年 九月嵯 峨法輪 寺 堂 供養 導 
師 七な 6、 同月 東 寺の 金堂を 供養す G 十三 年 十二月 五大 常-の 
地鎭を 行 ふ 〇元和 二 年 二月 淸凉 殿に て 普賢 延命 法を 勤 仕し、 
將軍 家康の 病 r 祈る 〇八年 十二月 後 七日 御 修法 再興せられ て 
之を 勸む ◦寬永 三年 閏 四月 二十 一日 寂す 〇壽 六十 九〇著 作、 
五八 代 記 M: 卷 、醍_ 新要錄 若干 卷 、等 極めて 多し 〇  ( 五八 代 記、 
東 寺 長 六 雜事記 、義演 准 后 日記、 東 寺 長者 補任、 續史 愚抄、 
華 頂 要略)  I 

'キカ ィ義 海 ii -ti l ハ 〔 眞言 宗〕 大和 長 谷 寺 第 六十 一代な 
う C 義海 姓は 高 城 氏、 越 前 今 立郡橫 江村 岡 田 仁 兵衞の 長男な 

う ◦天 保 七 年 四月 八日に 生る ◦安政 元年 十八 歲下總 松 戸町 寶 

光院壽 海に 就 s て染 衣し、 四 年 三月 大和 長 谷 寺に 入 衆して 密 

學を修 む C 文 久二年 十一月 同 國東葛 飾 郡 根本 村 吉祥 寺に 住し、 

元 治 元年 六月 寶光院 の 席を 董す G 二 年 十一月 小金 町 大勝 院に 

轉 じ、 明治 七年敎 導 事務 係と なう、 九 年 七月 同_ 野 田 町 西 光 

院に遷 .9、 十一 年中 敎院 講究 課に 累 遷す〇 二十 二 年 二月 東京 


小石 川 大塚坂 下 藥王院 に 移う。 同年 大 僧都に 累進す C 三十 一 
年 九月 音 羽護國 寺に 轉 住し、 三十 三年 九月 豐山派 宗務 長と な 
60 十 B 管長 事務 取扱と なる 〇 同年 十一月 大和 寶生 寺を 兼務 
し、 三十 七 年 八月 豐 山中 學林長 とな $、 三十 九 年 一月 大學林 
主管と なる 〇四 4 - 一年 六月 深 川 龜住町 法乘院 を兼攝 し、 四十 
四 年： 二 C： 大司敎 大僧正に 累遷 I、 豐山派 管長に 選ばれて、 長 
谷 寺 化 主に 就職す 〇同年 五月 十一 日 寂 To 壽七 十六 0 
キク ィン sp  H サゥ 惠叢 を 見ょ 〇 
キク クン 義觀二 1 rs 〔天台宗〕 武藏寬 永 寺 凌雲 院の 
僧な り ◦義觀 初め 堯 運と 云 ふ、 覺王院 と號す 〇 幼名 劇藏 、姓は 
金子 氏、 武藏國 新 座 郡 根 岸 村の 人〇 文政 六年 十月 晦日 生る 0 
少 にして 穎敏 、長ず るに 及び 果斷に 富み、 居常 嚴格 にして 自尊 
の 風 あう 〇天保 三年 二月 東 叙 山に 入う、 大慈院 堯覺に 就いて 
得度し、 堯 運と 號す〇 同 十二 年 眞如院 義嚴の 弟 - f- とな 6、 今 
の 名に 改 (/ 〇 弘化 三年 十二月 比 叙 山 千 光院の 住と なうて 未だ 
赴かず、 嘉永 元年 義嚴 凌雲 院に轉 ずるに 及び、 をの 席を 繼 ro 
同 六 年比皲 山に 登う 法 華 會の竪 者と な 6、 累進して 大 僧都に 
至る Q 慶應 三年 三 □:、 輪 王 寺 宵 慈 性 法 親王に 擧げ られて 執當 
職に 任じ， 院家に 補し、 特に 覺王院 の號を 賜は る。 四 年 正月 
德川 氏の 罪を 朝廷に 得る や、 密に西 城に 招かれ、 衆議に 參與 
する 乙 と數 回、 德川氏 陳謝を 輪 王 寺 宫公現 法 親王 1 能 D に 請 
ふ 。親王 初め 聽か ず、 後慶 喜の 東 叙 山 大慈院 に 閉居す るに 及 
び、 屢- 義觀を 召し 陳謝の 義を 親王に 懇請 せんこと を 囑す〇 
義觀依 つて 親王に 懇請す る 所 あり 〇 同年 二月 親王に 扈從 して 
江戶を 發 して 駿府に 至 6、 大總督 有 栖川宮 熾 仁 親王に 謁し、 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(四 一 J 


斧 義 


法 親王を 輔けて 大に辯 論し、 且つ 正 親 町、 西 四 辻 及び 西鄕吉 
之 助、 林 玖 十 郎等の 參 謀と 會談合 議 したれ ど、 訴願 遂に 水泡 
に歸 し、 到底 戰鬪 の已む ベから* 3 る k 覺 り、 憤然釉 を拂 CA て 起 
つ R 至る 〇旣 にして 法 親王の 命を 奉じて 先發 江戸に 歸 6、 慶 
喜に 面して 陳謝の 顚 末を 吿 rc 是 ょり 先き 西 城 引渡 K 際し、 
德川 氏の 寶器 典籍 等 移 3 れて 山內の 中堂に あり、 旗下の 士等 
之を 擁護す と稱 して 亦 山 內に屯 集し、 號して 彰義隊 と 云 ふ 0 
大 總督府 、德川 氏に 命じて 之が 解散を 促し たれ ど、 隊士等 之 
を聽か ず。 時に 全山の 威 權皆義 觀の手 裏に 在 6、 山 岡 鐵太郎 
上使と して 屢々 義觀と 論判した るが、 義觀は 頑として 其說に 
從 はず C 同年 四月 慶喜 公の 東 叙 山を 退 さ、 水 日 に 赴く や、 義 
觀は輪 王寺究 の 令旨を 奉じ、 諸 藩主に 檄文を 發 して、 官軍 
に 對し 宣戰を 諭告す 〇 蓋し 當時官 軍と 稱 する もの 眞に 天皇の 
叙 慮に あらず 〇 薩長 等の 諸 藩は 幼冲の 天皇を 擁し、 德川 氏を 
滅して 己れ 之に 代 6 .、政 權を 握ら / L とする にある を 以て、 國 
家を 患 ふる 者 君側の 奸を 除かざる を 得ず となす 〇義觀 の 如き 
此に 見る 所 あぅ、 乃ち 隱然奧 羽 諸 藩の 重役 等と 相 結ん て 謀略 

を 通じた ぅと 云 ふ ◦五月 十五 日 上野の 戰鬪 一日を 經 ずして 敗 

れ しも', 若し 夜間にまで 繼續 せられん には、 事 未だ 容易に 知 

るべ からざる に 至りし ならん と 云ふ〇 故に 義 觀の此 决 心 / 2 る 

必 すし％ 無謀に あら ざ 6 しを 知る に 足らん 〇 時に 中堂、 法 親 

王の 宮殿 及び 眞如院 兵燹に 罹 6、 義觀 は、 法 親王の 所在を 失 

し、 單身 逃れて 會津に 至る 〇法 親王は 五月 二十 五日 品 川灣よ 

6、 桓本 釜次郎 (後ち 武揚 と改む ) の 率， Q る 軍艦 長 鯨 九に 投じ 

て 常 陸 平 潟に 上陸し、 磐 城 平よ 6 會 津を經 て 仙臺 K 至 60 仙 


' キ義 


岳院に 入る 〇義觀 は 六月 六日 遇然仑 の 潜行の 途に會 し、 以後 
をの 一行に 加は 6 て 仙 岳 院 R 居る ◦六 n 七日會 津 にあり て 作 
る 所と 云 ふ 詩 二 首 あり、 日は く、 屣棄 千乘入 雪山、 居 連諦觀 
水潺湲 、何 知 宿 債 餘償 在、 一閱 人間 行路 難 (其 一) 履仁輕 命 UI1 
仁人、 重 法 遺 身 是法臣 、今 U 風波 世途 險、 就 如 六 歲苦修 辛 (其 
二) と、 當時白 石 城 4C 立てら n たる 奥 羽 列藩の 軍事 局 あり、 之 
k 公議 府と云 ふ 〇義觀 、隱然 相 往来し、 輿つ て 力 ありし が 如 
く，、 更に 法 親王を 奉じて 函舘に 走らん とし / 2 れ ど、 槓本釜 次 
郞の 忠吿に 依りて 果 さず 〇 九月 二十 □法 親王の 思 召を 以つて 
謹愼を 命ぜられ、 仙 岳院の 末寺に 閉居す 〇是 ょり 先き 同月 十 
二日 法 親王は 陳謝 狀を白 河 總督四 條隆謌 に 提出し、 西 上の 途 
に 就かせら る 〇此日 義觀亦 捕 へられ、 鎖乘 東京に 送致せられ 
西 九 下亂問 所の 獄に投 ぜられ 、有司の 詰責を 受 くる もの 數回 
義觀 泰然自若 答へ 1: 日は く、 法 親王を して 此 、至らし め / 2 る 
一 i 野衲 一人の 罪に して、 宮は 勿論 其 他の 與 6 知らざる 所な 6、 
抑 も 初め 薩長 二 藩の 所爲を 誤認した る 結果、 遂に 大義名分を 
失し / 2 る 姿と なれ ども、 毫も 朝廷に 對し異 志 あると なしと 〇復 
云 ふ 所な し 〇官亦 問は ず〇亂 問 所の 獄中に 在る と數月 遂に 病 
を發し、本鄕壹岐坂松平美作邸に移5れ、療養中、明治二年二 
月 二十 六日 寂す 〇壽 四十 七、 千 住 小 塚 原 刑場の 側に 埋めら る 
三年 二月 二十 八：：： 柬叙山 慈眼 堂の 東側に 改葬し、 說して 寂靜 
心 院と云 ふ。 明治 十九 年 十二月 天台 座主 覺寶 特に 權 僧正 ^ 贈 
る 〇 義觀は 天台の 敎義に 詳し さの みならず、 又 天下の 形勢を 
揣 摩し、 辨 論風發 、議論 卓拔 、殆ど 一世を 睥睨し、 當時に 傑 
出せる 僧な ぅ 〇  f. の 獄中に 病死と 云 ふ も、 或は 毒害せられ た 
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る も ¢7)* と 云 ふ .0 (覺 王院義 觀傳、 彰義隊 戰史) 

キケィ 季護 シン ズィ 眞蘂を 見ょ、 

-キヶ ゥ義 敬 is li 〔天台宗〕 越 前 大野 平 泉 寺 支 成院の 
住僧な 60 義敬號 は 如 如、 姓は 藤 原 氏、 下野の 人な 60 父は 
佐野眞 虎、 文化 -!- 四 年に 生る 〇天保 六 年 日光 山に 上ぅ、 九 年 
始めて 慈 觀に戒 を 受け、 同 十二 年 東 fz 山 邦範に 就いて 經律を 
研究す 〇 居る ¢1 とす 三年、 法印權 大 僧都に 叙す 〇嘉永 七 年 八 
月 白山 別當 職と な 6、 九 E： 玄成院 の 住持と なる 〇慶應 三年 職 
を 辭して 京に 上ぅ 權 僧正と なり、 紫 衣を 賜は る C 十一月 歸村 
して 菩提 林 中に 一菴を 建て、 無 漏と 號 す '〇 翌年 三月 福 井 松 尾 
寺に て 一 夏經と 講じ、 明治 二 年 越 知 山大谷 寺に 隱れ 、四 年 妙 
永 寺に 病を 養 ひ、 五年玄 成院に 歸 り、 六 年 一月 二十 三日 寂す 
壽五 十七、 (蒿屋 文集、 如 如 僧正 塔、 越 前人 物 志) 

キコ ウ季弘 ダ ィシ ユク 大淑ヒ 見ょ 〇 
: T サン 義山 ii $ cra 〔眞宗 」 備後勝 願 寺の 住僧な り。 
義山 、幼名は 護法、 別に 梟 水と 號す C 姓は 足 利 氏、 備 後の 人 
母は 光 圓寺了 雲の 長女、 父は 安藝 大草 村兼貞 家の 男 了隨な 
60 文政 七 年 十二月 三十日 光圓 寺に 生る。 三歲父 寂し、 後、 
播磨網 干 曇 影、 惠海 、諦 願に 學び 、嘉永 二 年光圓 寺を 出て、 

勝 願 寺に 入る。 六 年 二月 養父 慧敎 寂し、 五月 勝 願 寺に 住す 0 

元 治 元年 春 橋 本 德三郞 に 就いて、 以心 流の 長刀 鎗劍を 練習す 

六 年 五月 試補に 補す。 九月 小 田縣よ 6 中敎 院長 1: 命ぜられ、 

尋 S て 西山敎 校の 宗衆 敎師 となう、 十二 年 博 練敎校 副監兼 

敎授 とな 6、 十三 年 七 H 之を 辭す C 十四 年大敎 校敎授 とな 5. 

九月 學庠 敎授 となる 。二十 一年 三 パ 博 練敎 校總監 とな-^、 二 


苳義 、季 


十四 年 九月 法嗣學 事係專 勤と なう、 十月 勤學 職に 累進す 〇二 
十八 年 十一月 佛敎 大學校 敎授 となう'  三十 一年 五月 同 綜理と 
なる、 十二月 之を 辭す〇 三十 三年 佛敎大 學林敎 員と なる ◦四 
十三 年 六月 十六 H 寂す 〇壽 八十 七 C 著作 •三 帖和讃 問答 記 三 
卷 、三 帖和讃 俗 問、 眞宗 辨義 、私 憂辨 評論 補 各一卷 、讀笑 評 
破 厪問對 、三種 深信對 問、 敎行 信證摘 解、 眞宗 安心 三十 題 啓 
蒙、 眞宗百 題 啓蒙 各 一冊 あ. 90  ( 足利義 山師 畧歷) 

ギシ ユン バウ 萎， 突 坊 ジュン ダク 順 道を 見よ 〇 
キ セン 機先  ヵン ィゥ鑑 有を 見よ、 

キセン 龜良  シフ ショゥ 集證を 見よ、 

キタ；、 A ヤクジ ユン 喜 多 寂 直ジ ャクジ ュン寂 順を 見よ 
キタ バタ ゲダ クリユ ウ北昌 道 龍 ダゥ リュゥ 道 龍を 見 
上、 

キ宇ゥ 器 重 (一二 2 ハ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁寺大 中 院の禪 
僧な う 0 器 重、 字は 九 鼎、 別に 錦 菜を 號 T C 鄕貫詳 ならず 0 ，ば、 
西 堂に 終う、 諸 山に 出世せ ず 0 建 仁 寺 大中院 に 住す 〇 曾て 攝津 
廣嚴 寺に 住した うし も、 幾 もな く 又、 建 仁 寺に 歸り '常に 江 
西 龍 派、 九 淵龍琛 、慕 哲龍攀 と 交は る 乙と 深し 〇寂年 及び 壽 
缺く〇 著作、 蘋齋集 あう、 今、 傅 はらず C 
、キデン宜田二 ^: 5: (臨濟宗)京都南禪寺第三百三十代 
な 60 宜田 、字は 舜應 ，石 窓 軒と 號す〇 姓は 松 山 氏、 初め 遠 
江 濱名郡 富 塚 村 法 林 寺に 住し、 奥山 方 廣寺專 門 道場の 師家と 
なる 〇 明治 二十 三年 三月 南 禪寺派 管長に 任ぜられ、 二十 九 年 
三月 辭 任す。 四十 年 三月 十七 B 寂す 〇壽 八十 餘 Q 
キハク ffi fs ゲン ハク 支 方を 見よ。 

キ義 、機、 龜 、器、 宜 、規 
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キ瑾 

キン H ィ 瑾英；  一一 1 5" 〔曹 洞宗〕 能 登 總持 寺獨住 第三 世 
なう 〇瑾英 、稼 山と 號し 、別に 可 翁、 無爲菴 、有 安 老人の 號 
あう ◦幼名 萬吉と 云 ふ Q 俗姓は 笹本 氏、 をの 先は 陸 中 遠野鄕 
の 佐々 木 氏に 出づ〇 父 1: 長 次郞と 云 a 、 母を なをと 云 ふ 〇後 
西 有 氏を 胃す。 陸 奧三戶 郡 濱通湊 村の 人、 文政 四 年 十月 二十 
三日に 生る 〇初め 外 威 西 村 氏に 養は れしも、その家に一子の 
生る、 に 及び 遂に 出で て 歸らず 〇天保 四 年 六月 九歲 にして 類 
家 村長 龍 寺佘龍 

に 就 S て 得度し 

翌五 年金 龍に 隨.  .1 

ひて 法 光寺に 遷  r 

6ノ、 十九 歲金龍 

の 退院す るに 及  ^ 

び、 仙臺に 赴き  .巾 

松 音寺悦 音の 下 

に掛 錫し 居る こ 

と 三年、 二十 一 

歲江戶 に 到 6 .駒 込 吉祥 寺學 寮 K 入る 〇時に 學資の 給す ベち」 な 

く" 牛 込 宗參寺 曹隆 t^.) 庇護を 受け、 天 保 十三 年 二十 二歲立 身 

の 盛事を 行 ふ。 翌年 八月 曹隆 の法嗣 たる 淺草 本然 寺 泰禪の 室 

に 入うて 嗣 法し、 牛 込 鳳 林 寺に 住す 〇二 十五 歲加 賀大乘 寺の 

結 制に 會 し、 又、 佛關 、宗桓 、篾 舟、 雲 齡等に 參ず〇 其の 秋 江 

戶に歸 6、 吉祥 寺愚禪 に參ず る こと 五 年、 二 十九 歲愚禪 を 請 

じて 自坊に 法 輪を 轉ぜ しめ'  三十 歲鄕 里に 歸う 、慈母の 激厲 

に 遇 a て 1 再び 相 摸 海藏寺 丹 潭の會 下に 投 ず。 一日 楞嚴經 の 


キ瑾 


提唱を 聞き、 大に省 悟す る 所 あり、 月潭 之 r 許す 〇後 、道元 
の 六 百 回忌に 際— 永 平 寺に 到う、 奕 堂に 會し 、遂に 隨 CA て 上 
野 龍海院 に詣 6 居る i 二 夏、 更に 駿河 如來寺 に 安居す ° 二 h 八 
歲相摸 英潮院 に 注し、 在 院五年 四十 二歲牛 込宗參 寺に 轉住 
す〇越 ぇて 三月 月潭病 あう、 代つ て 甲斐 福昌 寺に 助 化し、 戒 
師と なる。 當時 維新の 事 あう、 乃ち 護法 用心 集、 山陰 閑話 等 
を 著して 世論を 破 10 明治 四 年 桐 生 鳳 仙 寺に 轉ず〇 五 年 三月 
總持寺 奕 堂の 召に 應じて 上京し、 坦山 、琢宗 の二師 と共に 敎 
部 省に 出仕し、 中 講義に 補せられ、 尋 s て 大 講義と なり、 總 
持 寺 東京 出張所 監院兼 本 III 貫首 代を 命ぜら 6 ' し 十月 大敎院 能 
試驗 者 ic: 任ぜられ、 六 年 一月 選ばれて 大敎 院議 員と なり、 法 
服 廢止俗 衣 着用の 議に參 じて 大に 之を 排斥す 〇天能 寺 滴水、 
相！ 一寺獨 園の 二師 共に 之に 賛 し、 遂に 院議を 翻す を 得 /2 60 
三月 第 八 敎區の 本 派 寺院 說敎法 調査 巡 廻を 命ぜら れ、 並に 神 
佛各派 管長ょう 宗務 取 齓の 依囑を 受く Q 四月 權少敎 正に 補せ 
られ 、兩 本山 代理を 命ぜら る 〇九月 北海道 巡敎の 命を 受け、 
翌年 少敎 正と なり、 八 年 陸奧法 光寺に 轉 じ’ 尋 s て 北海道に 
入る、 時の 北海道 開拓 使 判官 松 本十郞 深く をの 道風シ 慕 ひ、 

一 萬 餘坪の 地を 給して  一 1  千を 建立す 〇 今の 中央 寺是な 60 六 
月中敎 正に 補せられ" 十一月 本山 大會議 々員と な 6、 副會頭 
に 選ばれ、 會頭永 平 寺 環溪， v 補佐して 大に宗 綱 ^ S 正す 0 翌 
年 七月靑 淼行 在所に 天皇に 拜 謁し、 十 年 四月 本校 敎師を 囑託 
せられ、 幾 もな く 遠 江 可 腿 齋に轉 住し、 十一 年十片 再び 掛川行 
在所に 天機を 奉伺し、 十二 年 靜岡縣 第二 號敎導 取締に 任ぜら 
る。 十四 年 一月 風紀の 衰頹を 憂 a て 敲唱會 を大阪 R 組織し、 
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又 萬松學 校を 可睡齋 境内 R 創立す 〇此年 再び 本山 會議々 員と 
な 6、 會頭に 選 はれし も固辭 して 受けず 〇 十六 年 二月 權大敎 
正と な 6、 十九 年 二月 永 平 寺 西 堂と なり、 黃緋直 綴の 着用を 
許 rr- る〇二 十五 年 日置默 仙を 後繼 として 可 睡齋を 退き、 島 田 
町傳心 寺に 隱棲す 〇此年 特に 內務 大臣よ 6 曹洞宗 事務 取扱 ^ 
命ぜら る 0 二十 九 年 法 正眼 藏私 記、 正 法眼 藏 講義を 公刊す 〇 三 
十三 年橫 濱の檀 信徒 一宇を 建立し 名け て 西 有 寺と 云 ふ 〇請ぜ 
られて 開山と なる 〇三 十四 年 春總持 寺獨住 三世の 席を 董 し、 
六月 十九 日直 心淨國 禪師の 徽號を 賜は る C 三十 五 年 曹洞宗 管 
長に 任ぜられ、 三十 六 年滿期 管長を 辭 し、 三 十七 年 再び 管長 
に 任ぜら る、 此年 六月 大日 本 宗敎家 大會の 座長と なる 〇十二 
月 管長を 辭 し、 三 十八 年 二月 總持 寺を 退院し、 西 有 寺に 移る 〇 
四十 三年 十二月 四日 寂す ◦壽 九十 〇遺 語に 日は く 「老僧 九十、 
言 端 語 端、 無 末 後 句、 月 冷 風 寒.」 と〇 著作、 洞上 安心 訣 、禪 
戒鈔 講話、 學道 用心 集 提耳錄 、西 有禪 話、 洞 上 五位 說 講話、 
辨 道話 講義、 等 あぅ。 (西 有穆山 老師 傳) 

キン シユク 琴 叔  ヶィシ ユ景 趣を 見よ、 

キン シユク 昕叔  ヶン タク 顯皡 1: 見よ、 

キヤゥ カク 經覺 =5 ^ 〔法相宗〕大和興福寺別當な 

60 經 覺は關 白九條 經敎の 子な 60 應永二 年に 生る 〇 同 十四 

年 十二月 得度し、 同 二十 二 年少 僧都に 任ぜられ、 同 三十 三年 

春 日 社 興 福 寺別當 .となう、 翌年 二月 長 谷 寺別當 、橘 寺 別 當、 藥 

師 寺別當 となう， 永享 三年 大僧 正 となる 〇  N 一の 年萬歲 、高 田 

以下の 四莊官 異議を 主張して、 段錢を 輸せざ 6 しに、 平田莊 

の莊官 v it して、. 之を 輸 せしめた 60 同年 八月 再び 興 福 寺 別 


當に 任じ、 七 年 十二月 再び 別當を 罷め十 年 八月 將 軍足 利義敎 
の 旨に 忤 CA て 大乗 院門 主 1: 罷め 、立 野寶壽 寺に 隱居せ 60 嘉 
吉 三年 九月 筒井 光宣を の 弟尊覺 、實憲 、順 永 及び 箸 尾 入道 宗 
信 等 古市 胤 仙と 奈良 R 戰 ひ、 彌勒院 、光林 卜、 大興院 、鵲地 
藏堂を 攻陷し <  近所の 在家 今 御門、 寺 林 以下 {C 放火せ り C 經 
覺 幕府に 謀 6、 光宣を 罪し、 その 河 上關務 を褫 a 、 直ち R 乙 
れを大 乘院に 屬 せしめた 6 0 翌文 安元 年 二月 經覺 、越智 某を 
遣ぅて 筒井 光宣 及び 順 永 等を 撃 72 しめしが、 戰利 あら ざぅ し 
かば、 經 覺懼れ て 山城の 嵯峨に 奔る 〇尋 s て 光宣の 弟 僧 實憲 
等 興 善院を 攻め、 古市 胤 仙と 戰ひて 敗 死せ しか ば、 經覺 復奈 
良に 歸 6、 城を 鬼菌 山に 築きて 乙 V に 移る 〇寬正 二 年 二月 經 
覺 三 / 2 び 興 福 寺の 別當 とな 十 M 一乘院 大僧正 敎玄と 隙と 
生ぜし かば、 光宣 中間 1C 立ちて 乙れ を 調和せ り 〇同四 年 六月 
經覺 三 / 2 び 別當を 罷 め、 權別當 避 雅與福 寺の 別當 に 補 せらる 0 
文 正 元年 十二月 興 福 寺 別 當兼雅 、前關 白 一條 兼 良に 就き、 經 
覺 1: 奏して 三宮に 准ぜら n ん乙 とを 請 ひし も、 をの 例な きを 
以て 聽 許せられ ず〇文 r !!/j 元年 三月 經覺 四 / 2 び 興 g 寺別當 とな 
6、 明 應五年 八月 寂す。 壽：白 三な ぅ〇 著作、 大桊院 寺社 雜事 
記 若干 卷あ り； 大乘院 寺社 雜事 記、 興 福 寺別當 次第、 大和 人 
物 志) 

キ や ウ 、ゲン 慶彥 ケィ ゲン 慶彥を 見ょ、 

、キヤウ コウ 行 弘  セン クウ 專空を 見よ、 

クの部 


キ 琴、 昕、 經  キ慶、 行、 虛 
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ダ 愚、 宏 、廣  ク 光、 廣 、晃 


ダ アン 愚 t 奄 テツ ゲン 鐵眼を 見よ、 

ダ ゴク Ms  レィ サィ 禮才を 見よ、 

クハウ ウン 宏 I®  一 d 九 •七 〔臨 濟宗〕 遠 江 平 田 寺の 開山な 
办〇宏 雲、 字は II 峯と云 ふ、 俗姓は 藤 原 氏、 相 摸の 人 上 杉 掃 
部頭賴 重の 子に して、 足 利 尊 氏は 其 外 姪な う、 幼に して 出家 受 
戒 し、 長 じて 諸方の 名師に 參ず ◦建 治 元年 朱に 入うて 留咬る 
乙と 五 年、 元大元 十六 年 祖元子 元、 北條 時宗の 請を 受けて 到 
るに 際し、 從ひ て歸 朝す 〇 即ち 我が 弘 安二 年な 60 尋 S で祖 
元の 法嗣 圚 覺寺 長壽院 雲屋惠 輪 ic 就 S 1: 參學 し、 をの 印 可を 
受く  ◦弘安 六 年 春 鎌 倉を 辭して 、遠 江 相 良莊通 菩提 山に 到 
3、支那の徑山に似 /2 6となし、禪苑を營みて平田寺と云ふ0 
七 年 春、 上 杉 公 相 良莊に 邸宅を 構へ、 屢-宏 雲の 室に 入 6 て 
禪要を 問 ふ 〇永仁 元年 上 杉 公、 私 田 八十 町 及び 山林 河 海 等を 
寄附して 常住の 供に 充て、 後、 諸 伽藍を 營みて 悉く 落成せ し 
む 〇二年 四月 京都に 上り 奏請して 免稅 の綸 旨を 賜は 6、 四 年 
五月 宮に 入うて 謝恩し、 並に 勅問に 奏對す ◦をの 答 語 中、 山 
吸 長江の 句 ぁり是 よ 6 吸 江山と 號せ 60 嘉曆二 年 又、 京都に 

入うて 後醍醐 天皇に 謁し、 皇祚祈 禱の綸 旨を 賜は $、 元弘二 

年 又、 京都に 入うて 天皇に 謁す 〇正應 二 年 足 利 尊 氏と 相 見し 

崇敬を 受 くる 乙と 敦し 〇是よ 6 平 田 寺の 興隆 日に 益 <起$、 

宏 雲の 聲價亦 愈； 顯る ◦建 武四年 六月 三日 寂す 〇壽缺 く 〇 尊 氏 

奏して 莊田 若干 畝を 賜は 6、 その 追福に 具へ しめらる o( 名刹 

由緖 書〕 

クウ ウタ !? ン廣 貫 ii 鼓 〔天台宗：！ 伊勢 洞 津西來 寺の 

僧な 60 廣貫 、字は 眞 童、 松峯と 號す〇 姓は 金鑽 氏、 武藏國 多 


摩 郡 卿 地 村 岩 崎 某の 二 男な 彡〇 文政 元年に 生る ◦東 叙 山勸學 
寮 伴頭廣 海 (C 從 ひ て 剃 染す〇 天 保 十四 年 十老に 進み、 論義 講師 
となる ◦安政 六 年上 總行 光寺 住職と なう、 慶應 元年 檀林 武藏 
兒玉郡 二/ 宮村金 鑽山大 光 苦 照 寺に 轉 じ、 學頭 職に 任ず 〇明 
治 維新 東 叙 山の 變 、勸學 寮の 將に廢 滅に歸 せ / L とする を 痛惜 
し、 乃ち 職 5: 辭して 自ら 關東各 寺を 巡 諭し、 極力 復舊の 策 1: 
講ず 〇五年 五月 權訓 導に、 七月 權中 講義に 補 せらる 〇次て 六 
年復舊 の實成 ゥ、 改めて 東部 學 寮と 稱す〇 をの 講師 兼 幹事 / 2 
60 八 年權大 講義に 累進し、 大敎院 講究 課に 勤務し 〇九 年更 
に大 講義に 轉ず〇 十二 年に 至-' 眞盛派 管長の 推薦に より 伊勢 
洞津 西來 寺に 錫を 駐 〇〇 十四 年 十二月 權少敎 正に 轉じ 、十九 
年 宗制寺 法 制定 僧 階 九 級を 置く に 及び、 權 僧正 ^ 補せられ、 
二十 一年 僧正に 進む。 同派 本山 西敎寺 住職の 缺 くるに 方う、 
明治 二十 五 年 眞盛派 管長 事務 取扱と なう、 九月 門 末 公選に よ 
6、 同派 管長と なる 〇數閱 月に して 病を 得、 二十 七 年 八 M 辭 
して 西 來寺內 に 留錫靜 養す 〇三十 四 年 病を 力めて 比 叙 山大學 
に 三 大部を 披講す 〇明治 三十 九 年 八月 十九 日西來 寺に 於て 左 
の 一語 ^ 留め C 寂す。 壽八 十九。 夫 西方 十 萬 億 土極樂 世界 三 
千 之 假名 悉皆 成佛。 

クハ ウシ * 子 ゲン ョク 元瑤を 見よ、 

クハウ シウ廣 '»! ソゥ タク 宗澤を 見よ、 

クハゥ H ゥ晃耀 ii ss 〔眞宗 〕三 河 安 休 寺の 住持な 
晃耀 、因 明 院と號 す 〇 姓は 雲英 氏、 天 保 二 年 七月 五日 三 
河 幡豆郡 一色 村 眞宗大 谷 派 安 休 寺に 生る。 十一 年よう 慶應三 
年 迄 高 倉 大學寮 安居に 聽講 し、 餘暇を 以て 美 濃 川 內當々 、大坂 


(九 一〕 
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廣瀨 旭莊に 漢籍を 學び 、又、 大 坂善覺 寺法宣 、京都 智 積院義 
觀 、天 龍 寺 環 中、 乙訓 寺海傳 等に 參學 して、 法相、 禪、 華厳の 
學を修 む 〇天保 十三 年 十月 父 歿して 安 休 寺に 住す 〇 安政 五 年 
高 倉學寮 安居に 日月 行 品を 講じ、 慶應 三年 擬講 とな 6 0 明治 
四 年 三 河 大谷派 取締を 命ぜら る〇十 五年廣 島 控訴院 長 邸に 因 
明を 講じ、 十六 年 京 郡 肓啞院 に、 十七 年 東京 帝 國大學 講義 
室、 及び 早 稻田專 門學校 R、 十八 年豐川 妙嚴寺 及び 司法 省講 
堂、 東京 華族 會館 {C 因 明を 講ず 〇十九 年嗣講 となる 〇二 十四 
年 大學寮 本科 敎授 とな 6、 二十 六 年 第二 十代 講師と なる 〇四 
十三 年 二 十四日 寂す 〇壽 八十 C 著作、 因 OIJ 大疏 方隅錄 十三 
卷因 明大 疏冠 註六卷 、愚 禿鈔 講錄 H 卷 、因 明 活眼、 因 明 三十 三 
過 方 隅 錄 、本 作法 講義 谷二卷 、正理 門 論科圖 、因 明 二十 頌、 
因 明大 意、 因 明初 步 、因 明 三十 三 過 本 作法 科 本、 東洋 心 iyl 初 
步因明 正 理門論 科 本， 東洋 新々 因明發 揮、 m 洋新々 因 明 一 班、 
同 引 文 各 一卷ぁ 6 ◦(碑文、 事蹟、 高 倉學 寮記錄 ) 

クハウ セン 光 {一旦 二 : c :ir •五 〔法 和 宗〕 大和 成 身院の 僧な 
60 光宣は 筒井 順 永の 兄な 60 順 永 筒井の 統を受 くるに 及び 
て 筒井 順 弘と河 上 關務を 爭ひ 、幕府の 處 分に 服せ ず ◦文 安元 
年經覺 、越智 等を して 討たし めし にょり、 光宣 等 迎へ戰 つて 

乙れ を 破ぅ、 幕府の 兵 來〇责 めし も 又克つ 能は ず。 長祿 三年 

幕府を の 罪を 釋 し、 將軍義 政 親し <. 光宣を 引見せ 6 0 其以來 

常に 順 永を 援 け、 兩畠山 の 和抗 する に 及びて は 連に 義 就の 黨 

と戰 CA 、 文 正 元年 八月 幕府よ 6 義就 征伐の 命を 受けし かば 九 

月 入洛して 義政 等と 軍略を 議 し、 十二月 奈良に 歸 うしが、 翌 

應仁 元年 正：！：： 又 京都 /: 出で々 .6 0 五月 二十 六日 光宣、 細川武 


ク光 


田の 軍と 共に 一色 義商 、山 名 持豐の 蠱 を 攻め、 激戰 累日 所在 
悉く 兵燹 {C 罹る ◦文明 元年 七月 二十 六日 大和に 還る 〇時に 年 
七十 五 ◦細 川、 赤松の 軍 之 5: 送 A て 醍醐に 至り、 大和 衆 五： 白 
人 許之ヒ 迎 へ / 2 うと 云 ふ ◦(大乗 院 寺社 雜事 記、 大和 人物 志) 
クハウ タク 光澤 r:: •こ 2: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺 第二； m 二 
十八 代な 60 光澤、 字は 天偷 、京都の 人な 60 幼に して 東 福 
寺寶勝 院蘭圃 光秀の 室 ic 投じて 出家し、 受 具の 後、 光秀の 法 
嗣と なる 〇後 、東 福 寺に 住す 〇又大 友 氏の 請を 受けて 豐後萬 
年 山 勝 光寺に 兼任し、 明國 との 脩 好の 書 契を 主る 〇慶長 十三 
年 三月 南禪 寺の 勅帖を 賜は うたれ ども 住せず 〇十四 年 七月 二 
十二 日 寂す 〇壽缺 く C 寶勝院 に 塔す 0 へ 孝 亮宿禰 H 次 記、 時慶 
卿 記、 五岳 前住籍 、南禪 住持 籍 、大 H 本 史料) 

クボタ ラブ キ 久保 田日龜  一ー チキ 日龜を 見ょ、 

クワン、 V ヤウ寬 日日 (一八 七 五) 〔天台宗〕 播磨 書寫山 第三 
十二 代の 長 吏な う 〇寬昌 淨雲坊 と 號す〇 姓は 平氏、 筑 紫の 人 
敎 盛の 末子な り ◦葉 上 僧正 榮西渡 宋の時 十六 七歲 にして 出家 
受戒す ◦宋に 在る 八 年に して 歸 朝の 後、 書寫 山禪院 房に 住し、 
眞言の 法に 達す 〇 又、 書を 能くす 〇 寂 年 及び 壽缺 く、 弟子 
に淨密 房、 賢 定房實 印 あり Q 著作、 本願 講 式、 和讚 等 あ 60 
(書寫 山 長 吏 記) 

クヮン ソン 觀尊 is 誌 〔天台宗 S 江 園 城 寺 法 泉院の 
學僧な 6。 觀尊は 京都の 人。 高 辻 前 大納言 家長の 猶子 ◦延享 
二 年 三月 二十日 前 大僧正 忍 玉よう 灌頂を 受 く。 千 乘院に 住 
し、 後に 法 泉院に 轉 住す。 安永 五 年 八月 十六 日 寂す ◦壽 六十 
1 Q 著作、 題 要隨考 七十 卷 、四 度 初 行 私記、 敎時 問答 條箇、 三部 


ク 光、 久 、寬 、觀 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(〇 二） 


ク 願、 ^ • 桂、 啓  ゲ慶 、景 


秘 經條箇 、法界 次第 箋要 、門 理樞要 、觀 經疏 妙宗鈔 私 解、 敎 
證 二道 辨 、新選 問 要 集、 淨土 三藏考 、各 一 卷ぁぅ 現行す a  (園 
城 寺 記錄) 

ダジンチ願知 =5 妓 〔眞宗 3 京都 德正 寺の 開基な 
願 知 姓は 井上、 俗名 遠 仲と 云； ◦越 前國荒 井の 人、 文明 三年 
二月 叙 山の 衆徒 四百餘 人、 京都 大 谷の 祖廟を 襲 a 、 堂宇を 燒 
く〇 時に 蓮 如、 宗祖の 像を 守 6 三 井寺に 遁る Q 山 徒 勢 R 乘じ 
墳墓を も破壤 せんとす ◦願 知 之を 聽きて 防ぎ 戰ふ〇 依つ て恙 
なきを 得た 60 遂に 留まりて 本廟を 守護し、 剃髪して 僧と な 
る 0 文明 八 年 正月 蓮 如 その 功を 賞し 法名 及び 感狀を 與へ 、をの 
子孫を して 祖廟を 守らし む 〇願知 依つ て I 宇を 建立す ◦是れ 
德正 寺の 開基な 60 大永七 年 正月 二十 八日 寂す C 壽八 十九 〇 
(德正 寺 小 誌、 大 谷本廟 沿革 志、 本願 寺 沿革 志、 山城 名跡 志、 
越 前人 物 志) 

ケの部 

ケィ ギン 啓 闇 0 1 1 六四) 〔臨 濟宗： 3京 都 建 仁寺大 龍菴の 

禪僧な 60 啓闈 、字は 春 和、 別に 東 湖と 號す〇 鄕貫師 承 共に 

詳 ならず 〇明應 永 正の 頃 建 仁 寺 大龍菴 ic 住し、 月舟壽 桂、 常 

菴龍崇 、東 福 寺 湖 月 信 鏡 等と 交 游す〇 最も駢 麗文に 巧みな 

60 寂 年 及び 壽 缺く〇 著作、 春和絕 句集 一卷ぁ (幻 雲集、 

寅閽 序跋 集) 

ケイ ゲン 慶彥一 一一 一 IX A— 〔臨 濟宗〕 京都 鹿苑 寺の 禪僧な 

慶彥 、字は 文雅、 鄕貫詳 ならず Q 相 國寺鳳 林 承 章の 法嗣 


な-' 〇延寶 四 年 春 相國寺 住持と なるや、 後水尾 法皇 院宣を 降 
し、 金を 賜 CA て 綿 谷の 舊廬を 再興せ しめらる、 且つ 每月先 朝 
兩國忌 修齊の 料を 賜は る ◦慶彥 亦 時々 召を 蒙うて 詩 筵に 陪 
す〇後 、北山 鹿苑 寺に 住して をの 頹廢を 復興し、 後水尾 法皇 
亦 金を 賜 a て その エを助けしめ給ひ、方丈仑の餘の堂宇を一 
新す るを 得た 6Q 元祿 十一 年 十二月 二十 九日 寂す 〇壽 七十 八〇 
(萬 山 編 年 精 要) 

ケイ シク 景秀二 iK g  〔臨 濟宗〕 京都 南禪寺 第二 百 六十 
三代な う 〇景秀 、字は 鐵叟 、別 k 九 禾と號 す〇近 江山 上の 人 
な-^ 永 源 寺靈仲 禪英に 就 いて 剃 髮染 衣し、 遂にを の 法を 嗣 
r ◦次 V1 て 建 仁 寺 定惠院 に 住し、 天文 二十 一年 五月 建 仁 寺 第 
二百 八十 八 世に 住し、 爾來天 正 六 年に 至る まで 前後 十八 住を 
重ぬ 〇元龜 二 年 四月 南禪 寺に 陞 住し、 翌年 又 再 住す 〇 この間 
南 禪寺內 に 一宇 5: 創して 楞迦院 と 名け、 自ら 開山 第一 世と な 
る C 天 正 七 年 五月 安土 宗 論の 際 命を 受けて 判者と なる 〇天正 
八 年 十一月 十八 日 寂す 〇壽 八十 五 0 遺稿 傳 はらず C) 

ケイ シブ 慶集  ーーー ーー ー SS 〔臨 濟宗〕 京都 眞如 寺の 禪僧な 
60 慶 集、 字は 香甫、 鄕貫詳 ならず、 子建壽 寅の 法嗣な り〇 
眞如 寺 R 住して、 通玄 軒に 居る 0 又、 相 國寺北 禪院の 遺趾に 一 
宇を 構へ て 慈 雲 菴と號 す C 大佛鼻 塚 供養 大施 食の 首唱者な -CN 
と 云 ふ 〇元和 元年 九月 四日 寂す Q 壽八 十六 ◦(萬 山 編 年精耍 ) 

ケイ、 V ユ 景趣 2  m-一) 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の禪 僧な 
う〇景 趣、 字は 琴叔 、松 蔭と 號す〇 近 江の 人な う。 幼に して 
出家し、 長 じて 天 龍 寺 用剛乾 治 R 嗣 法す Q 後、 南禪寺 正因菴 
に 住し、 寺 内に 松 蔭 軒を 創し 〇禪餘 詩文 1: 弄して 當 時の 諸 老 


(一二） 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


と應酬 す、 文明 十四 年 平生 所作の 詩百餘 篇を携 へて 村 菴靈彥 
の 評を 需 む0靈彥評語を加へて之を還す 0 乙の外蘭坡景鹿、橫 
川景 三、 祖溪 德濬の 三師％ 乙れ が 序 1: 作る ◦明 應七年 南禪寺 
に 住し、 後ち 同 寺を 董 する 乙と 三回、 病を 獲て 松 蔭 軒に 寂す 
寂 年に 及び 壽 缺く〇 著作、 松 蔭 集 あ 60 
ケイジ ヨ 景徐  シ i ノ  ノン 周 鱗を 見ょ 0 
ケイ セイ 慶政一 九 _|1 八 〔天台宗 U 山城 松 尾 法 華 山寺の 開 
山な 慶政は 證月 房と 號す o( 證月 一に 澄 月、 勝 月 •照 月、 
照 日 {C 作る 0) 鄕貫詳 ならず 〇能舜 に 師事して 經 論を 學 び、 又 
延朗に 從 a て 三 井の 法 流を 汲み、 三 密の敎 へを 受く〇 後、 宋 
に 入 6、 南宋 嘉定十 年 即ち 我が 建 保 五 年 泉 州に て 南蠻 人を し 
て明慧上人高辨に送遺せん爲め一書を書せしむ01の書は波 
斯文に して 現に 傳 へらる、 幾 もな く歸 朝し、 山城 松 尾の 西峯 
に 草菴を 構へ て 住す G 是れ峯 堂と 稱 する ものにして 即ち 法 華 
山寺乙れな90高辨と；ハ义はる/最も厚か6しと云ふ〇次いて 
淨土 の敎に 歸 し、 建 保 七 年 一月には 同菴 にて 本朝 往生 傳及び 
拾遺 往生 傳 を、 承 久二年 秋には 後 拾遺 往生 傳及び 三 外 往生 記 
を、 貞應 元年 六月には 新修 往生 傅を 各 t 書 寫す〇 安貞 元年 三月 
多寶 塔 1: 供養し、 高 辨を 導師と なし、 百 僧 供養を なす 〇寬喜 二 

年 四月ょ & 尊圓 と共に 御 夢 殿 加 造の 勸進 1: なす 〇 天福 二年眞 

如 尼と 典に 上 宮王院 に 太子の 御影を 安置 供養し、 文 曆二年 四 

月 上 宮王院 の 正 堂の 石 壇を 修 し、 七月 三經院 の 法相 宗祖 師曼 

陀羅 及び 太子の 御影を 安置し、 嘉賴二 年 四月 上 宫王院 御舍利 

堂 前 法 華 經轉讀 を 始めを の 導師と なる。 三年 四月 萬燈會 並に 

五 百 七十 坏 供養の 勸進を なし、 五 百 坏烘養 並に 五十 種捧 物を 


なす 〇 同年 十一月 上宮王 院禮堂 並に 廻廊 等を 葺 し、 十二月 法 
隆寺塔 下の 石 壇 5: 造う、 同年 法 隆寺塔 下 北方 0 涅槃 像 及び 脇 
士の 修理を 加 ふ 〇弘長 三年 式 乾 門院 利子 內 親王の 十三 年忌を 
法 華 山に 修し て、 唐本の 一切 經 供養を なす 〇文永 五 年 十月 六 
日 寂す。 壽 八十 許 Q 著作 〇渡唐 日記 一卷 、閑居 友 二卷あ うと 
云 ふ。 (三 井績燈 記、 蔭凉軒 日録、 蓬 囊鈔 、法隆 寺別當 次第、 風 
雅 集、 百錬 抄 、沙石 集、 年山紀 聞、 續 古今 集、 歷代 皇紀、 新 
千載 和歌 集、 本朝 書籍 目錄 、史 學雜誌 所載 慶政 上人の 事蹟) 
ケイ チウ 敬冲 ブンド ゥ文幢 を 見よ、 

ケイ 5* ツ 桂 ® (一一 1 〕 〔臨濟 宗〕 京都 萬壽 寺の 禪僧な 
60 桂喆 、字は 慕眞、 鄕貫詳 ならず 〇雙 桂の 法 孫な う 0 明に 遊び 
晝を能 くす 〇大黑 及び 八景 圖等 あり 〇文龜 三年 五月 その 晝を 
稱 好に 贈る。 寂 年 及び 壽缺 く。 (竹 居淸 事、 本朝 晝史 、古晝 備考) 
ケイ チ ツ 景徹 ゲン ソ立蘇 を 見よ、 

ケイ 5* ン繼 H 八 ジユセ ン壽戬 を 見よ、 

タイ リン 桂林  トク シヤゥ. 德昌を 見よ、 

ヶゥ クワン バゥ 敎觀坊  ジャゥ レン 成 連を 見よ、 

ケウ シン 敎信一 ••五； ^; 〔法相 宗〕 大和 典 福 寺の 學 僧な 
60 敎 信、 鄕貫詳 ならず 〇奈良 興 福 寺に あつて 唯識因 明の 學 
を 究む C 後、 淨土 の敎に 歸 し、 播磨賀 古 郡 賀古驛 .に 住して 念 
佛を修 す〇人 呼ん て 阿彌陀 九と 日ふ〇 居る 乙と 三十 年、 貞觀 
八 年 八月 十五 日 寂す 〇壽缺 く 〇  ( 往生 拾 因) 

ゲウニ ン 堯忍 ii ii 〔天台宗〕 東 叙 山 龍王 院の學 僧な 
6 ◦堯 忍は 別に 淸淨 林院 又は 海龍院 王と 號す〇 姓は 津田 氏、 
江 戶本鄕 森 川 町の 人、 幕府 旗下の ± 田 口 某の 二 男なる も、 明 


ケ景 、慶  夕 敬、 景 '繼 、桂敎 、堯 
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(ニニ） 


ク堯、  ゲ堯 、月 


治の 後 法 祖行學 の 俗姓 1: 嗣ぎ津 田 氏を稱 せ 60 文化 十四 年 九 
月に 生る 〇 文政 十一 年 十二 歲に して 東 叙 山に 入う、 堯 運の 弟 
子と な 6、 薤染戒 を 受け、 道順 律師に 就き 顯密 二敎の 大意を 
學ぶ〇 長ず るに 及び 比 敷 山に 登 6, 橫 川の 戒定院 住持と なり、 
益-進んで 佛 典を 研究し、 居る と數 年、 東 塔の 遺 敎院に 轉住 
す ◦弘化 二 年 七月 輪 王 寺 宮公紹 法 親王の 命を 奉じ 東 敷 山 普 門 
院の 住持と な 6。 後、 福 聚院に 住し、 更に 寒 松院に 轉じて 、 
東照宮の 別當 職 1: 勤む ◦當時 花 山院家 厚の 猶子と なう、 大僧 
都に 補す 〇輪王 寺 宮慈性 法 親王の 時、 扈徒院 家に 補し、 淸淨 
林 院の號 を 賜は る Q 安政 五 年 十一月 滿宮公 現 法 親王の 輪 王 寺 
宮の法嗣となるに及び、佛典の敎授職ヒ勤む0後幾もなく執 
當に 補し、 明 靜院に 轉じ 、更に 海 龍王 院の 別號を 授與せ ら 
る 〇慶長 元年 日光 山に 供奉し、 東照宮 二： s' 五十 回忌 勅會導 
師の補 翼と なる。 をの 執當 職 ic 居る や、 能く 愼重椿 佐の 任を 
盡 くし、 輪 王 寺 宮慈性 法 親王ょ 6 特 R 紫 衣 1:- 許 5 る 〇四年 五 
月 東 叡山事 變の時 親王 (C 隨 S、 三 河 島に 至る 〇會 々親王に 隨 
ひ 來る もの 多き を 以て 論して 之を 去らし め、 自己 亦 退き、 遂 

に 宮の 行途を 失し、 後ち 宮の 仙臺 に あるを 聞き、 跡を 慕 a て 

至う、 隨從に 參 加す ◦同年 十一月 公 現 法 親王の 陳謝 書を 總督 

宮に 奉ずる や、， 先づ堯 忍、 義觀 の執當 職を 免じ 退 s て 謹慎せ 

しむ、 而して 親王 上京の 途に就 かせら る、 の 日、 義觀 と共に 

捕 R 就き、 鎮乘 東京に 送られ、 釓問 所の 獄 {C 投ぜら る 〇然れ 

ども 堯忍 天質 溫順 にして 佛に仕 ふるの 外、 世 風 ^ 惑 動せ ず 0 

義觀が 佐幕 論を 主張し 遂に 宮を誘 ふの 深意 あるを 知らず、 義 

觀亦 之を 知らし めざ 6 しなう 〇 故 (C 幾 もな く 無罪を 以て 放免 


せられ、 唯謹愼 を 命ぜられた う〇 明治 二年 軍務 官よ 6 謹愼を 
免ぜられ、 越後 國中頸 城 郡 五智 國分 寺に 退 居し、 老 1: 養 CA て 
復出で ず〇常 に誦經 念佛/ v 事と し、 明治 十六 年 九月 十四日 寂 
す。 壽六 十九 〇寺 中に 葬う、 諡 して 遊戯 淨院と 云 ふ o( 龍王 院 
堯忍傳 、彰 義隊 戰史) 

ゲウズ堯慧ニーーー ^5 〔眞宗〕伊勢高田專修寺門跡第十1一 
代な 60 堯慧 、足 利 義晴の 子、 母は 近衞尙 通の 女、 實は 飛鳥 
井藤 原雅 綱の 三男な 6 ◦天文 四 年 應眞の 養子と なうて 入 寺し 
六 年 得度す 〇 同年 五月 專修寺 住持 職と なる 〇十 一年 二月 權大 
僧都に 任ぜら る 〇永祿 三年 二月 權僧 正に 任ぜら る 〇天正 元年 
十月 織 田 信 長 禁制の 狀を 寄す 〇二年 十一月 正 親 町 天皇よ 6 門 
跡號 k 勅許せられ、 八 年 六月 僧正に 任ぜら る。 十 年 五月 大僧 
正に 轉ず 。同年 堂宇を 改造し、 十六 年 九月に 至うて 成る 〇十 
二 年 五月 德川 家康亦 制狀を 寄す ◦同年 六月 豐臣 秀吉亦 制狀を 
寄す。 十三 年 住持 職を その子 堯眞 に讓 う、 慶長 十四 年 正月 二 
十一 日 寂す 〇 在職 四十 八 年、 壽 八十 MIO  (時慶 卿 記、 御當 家令 
條、 常 磐 井 家譜、 大日 本 史料) 〔再録〕 

ゲツケ ィ 月溪 チュゥ サン 中珊を 見よ、 

ゲツ セン 爿 泉 シャゥ ジュン 詳洵を 見よ、 

ゲッタ ン 月湛品 2;; ;〔曹洞宗}越中光嚴院の禪僧な 
60 月湛 、字は 洞 水、 姓は 黑川 氏、 黑川那 雄の 叔父 / 2 60 初 
め 追分 高 源 寺、 次は 飛彈片 掛大淵 寺、 次は 高山 雲 龍 寺 k 住し 
天明 元年 春、 光嚴院 に晉む ◦寬政 三年 光 嚴院を 退き、 翌年 正 
月 江 戶駒込 吉祥 寺に 到う、 當時 淸國に 絕 ぇ / 2 る曹山 .錄 、洞 山 
錄 、劫 外錄、 拈古錄 、宸 知錄の 五書を 淸の 天童 及び 長 盧の二 刹 


(:三 二） 
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に 贈り、 我國 {: 缺 け / 2 る 大乘經 要 並偈頌 、曹 洞廣錄 、明 安別 
錄 、洞 山 十不歸 、浮 山 五 泣 格、 對寒山 詩、 洞宗剩 語、 四家頌 
古注の 八 種を 得む とし、 寺社 職 松 平 輝 和、 執政 松 平定 信に 上 
書して をの 許を 請 ふ 〇寬政 五 年 夏 免許を 得、 且つ 兩刹 音信の 
品 も 官命 {C ょぅて 成れ 6 ◦然れ ども 當時 天童、 長 盧の二 刹の. 
存亡 末 だ 知る ベから ざ 6 しか ば、 之を 調査す る爲 めに 二 年 1: 
經た 60 時に 松 平信 明 執政と な， リ 、異國 贈答の 禁制 最も 嚴な 
60 故に 事 遂に 成らず 0 7 の 間滯留 九年關 東の 諸 刹に 於 いて 
僧 二 千 二百 除 人を 度し、 寬政 十二 年 秋 空しく 歸 6、 富 山 光林 
庵 (後 吉祥 院と號 す) に 閃 居し、 山城 宇治 興聖 寺に 道元. の 千 五 
年の 大齋に 招かれ、 享和 三年 六月 二十日 寂す。 壽七 十八 o( 黑 
川 記録、 越 中 史料) 〔再録〕 

’ゲツ タン 月潭  ダゥ チ 3 ゥ道 澄を 見ょ、 

ゲン カン 〖么韓 rE j AO G  〔臨 濟宗〕 駿河 寶泰 寺の 僧な 6。 
支 韓 、號 は泰岳 •生國 氏族 詳なら ず 〇幼に して 駿河有 渡郡傳 
馬 町 金剛 山 寶泰寺 に 人ぅ、 雪峯 曾に 投じて 得度し、 遂にを の 
印 可を 受けて - I 寺に 住す 〇慶丧 中 詔して 紫 服 4: 賜 ふ〇後 寺の 
西南 隅に 安立 院を 建て、 蟄居す 〇慶長 十一 年 七月 十六 日 寂す 0 
壽 六十 四〇臘 五十 o( 正 法 山 誌、 駿國雜 志、 大日 本 史料') 

ゲン キツ元 倍！ 一一！ j -to f 一 〔臨 濟宗〕 [-II 城圓 光寺の 開山な 

60 元 佶、 字は 閑 室、 別に 三 要と 號す C 浴 姓は 野邊田 氏、 實 

は 千 葉 胤連の 落胤な うと 云 ふ 〇 肥 前 國小城 郡晴氣 村の 人 ◦天 

文 十七 年に 生る 〇永祿 中 InJ 郡 圓通寺 塔 中 養 源院に 薙髮 し、 染 

衣受 具の 後、 諸方を 遊歴し、 法を 金 庭 菊に 嗣 ぐ、大覺派 /2 ぅ 

後、 中 峰の 法を 耳 峰 京 堂 (C 傳ふ〇 壯歲に 及び 儒 書 1: 好み、 關 


東に 到ぅ、 足利學 校に 學ぶ ◦天 正 十九 年 十行豐 臣秀吉 、足 利 

學 校の 書籍を 收め 、元 佶 ^ 從 へて 歸る 〇尋い で 五山 十 刹を 歷 

董す〇 かくて 德川家 康の寵 遇を 受け、 足 利 學校第 九 世の 席' ヒ 

董 し、 領地 一 百 石を 賜は り、 學校を 中興す。 慶長四 年 五月 家 

康ょ 6 活字を 賜は 6、 三 略、 六韜を 印行し、 五 年 二月 貞觀政 

要を印行す〇同年三月南禪寺住持の帖を賜はる〇同年九月關 

原の 役、 陣中に 從 64 て、 日 取 吉凶 等を 勘進す 〇此年 肥 前 ic 歸 

る ◦國主 鍋 島 勝 

茂、 三 岳 寺を 建 

て、 開山と なし 

寺領百 二十 石を 

附す Q 六 年 九月 

家康伏 見に 圓光 

寺を 建て、 亦 開 

山と なす 〇 七 年 

足利學 校を 退く 

八 年 七月 寺領二 

百 石を 賜は 6、 上方の 學校， ご 管し、 金 地 院崇傳 と共に 寺社の 
事を 掌る 〇十年 四月 周易を 印行し、 十一 年 七月 武經七 書を 印 
行す 〇 十二 年 五月 朝鮮 來聘 使に 應 接し、 同月 秀忠の 命に ょぅ 
朝鮮 來聘 使に 授く る復 書を 作る ◦十三 年 正月 豐 光寺 承 兌の 寂 
後、 代は うて 外國 渡航 朱印の 事を 掌る 〇 十四 年家康 、又 駿府 
に 圓 光寺を 建て、 開山と なす 〇十七 年 五月 二十日 駿府圓 光寺 
に 寂す 壽六 十五、 遺偈に 日は く、 萬 事 人間 傀儡 子、 棚 頭 日々 
使 狂 吾、 言 非言是 々何物、 端的 看來脫 有無、 と。 (駿府 記、 鹿苑 


夕 月、 玄、 元、 


ゲ 元、 
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ゲ 建、 源、 原、 


ゲ 賢、 


日録、 本 光國師 日記、 南禪 住持 籍、 阆 光寺 文書、 下 毛 埜州學 
校由來 記、 圓 光寺 歷代譜 、鍋 島 勝 茂 譜考補 、三 岳 寺 文書、 大 
日本史 料) 〔再録〕  . 

ケン ギン 建 闇  一一 一 g -tA AO 〔臨 濟宗〕 遠 江 方廣寺 第二 世な 
6Q 建闈、 號は脫 翁、 姓は 鈴 木 氏、 三 河 國八名 郡 大野 村の 人 
な 60 元 應二年 正月 十八 日に 生る 〇嘉曆 三年 九歲 にして 同鄕 
の禪林 寺に 就 S て 落髮受 具す 〇長 じて 諸方の 名 德に參 じ、 後、 
無 文 元 選の 室に 投じて 參究 し、 無 文 下 PM 神 足 第一の 法嗣 と稱 
せらる 〇遂に 無 文の 命に 順 CA て 方廣寺 第二 世に 住す 。常に 數 
百 衆ヶ領 して 無 文の宗 風を 擧揚 す。 明德 三年 二月 退 S て 山の 
東皐に 一宇を 構へ て 東隱院 とい a 、 移 6 住す 〇幾 も 71 く、 三 
河八名郡大野領主鈴木氏の請を受け、天德山淵龍寺を開9、 
住する Z. と 十五 年、 再び 奥山の -u.i 隱 際に 歸る C 應永 二十 五 年 
十月 二十 三日 遺偈を 書して 日は く 「牟 生 受用〇 破鏡 無 痕〇末 
後一 句〇 不言 不言」 と 〇筆を 擲ちて 寂す。 壽九 十九 〇臘 九十 
一 〇塔を 東 隱院に 建つ 〇 門人、 別傳居 映、 眞海 居實、 悦宗玄 
怡の 三人 あう 〇 建闈の 開山た る禪 寺、 十 二院、 八十 餘 寺、 皆 

をの 法 孫に して 東 隱派下 或は 悅翁派 下と 稱 せらる 〇  ( 名刹 由 

緖 書) 

ゲン ケィ 源慶一 一 〇 三 五 〔臨 濟宗〕 相 摸淨妙 寺の 禪僧な 

う ◦源慶 字は 大祥 、三 河の 人な う 〇双峰 源の 法を 嗣 S で 淨妙 

寺に 出世し、 永 和 元年 四月 二十 六日 遠 江の 安源寺に 寂す 〇偈 

に 日は く、 頻伽 鉼裡 、滿盛 虚空、 一踢一 倒、 八達 七 通 ◦(空 華 

集) 

:ケン コ 原 古  シケ イ志稽 を 見よ、 


ケン シュン 賢 俊, 一一 〔眞言 宗 S 都 東 寺 第 白 十八 代 
の 長者な 60 賢 俊、 菩提寺 大僧正と いふ 〇日野 俊 光の 子な り 0 
寶池院 僧正 賢 助に 就 S て 出家し、 賢 助ょぅ 傳法 具支權 頂 5: 受 
く〇 後醍醐 天皇、 文觀を 東 寺の 座主 法務に 補し 給へ るを 患 
ひ、 隆舜に 憑うて 足 利 尊 氏に 見えて 之を 謀る 〇 遂に 高野山の 
奏に 依うて 文觀を 逐 a 、 次 s て 長衮 法務に 任ぜら る 〇已來 尊 
氏の 歸依を 受 くる こと 彌ミ 篤し 〇建武 三年 尊 氏 攝津湊 川に 敗 
れて筑 前に 赴き 


し 時、 賢 俊、 長 
者を 辭し 、直 義 
の 討 取せ し 所の 
護 良 親王の 錦旗 
を 持し、 追 ひて 
赤 間關に 到うて 
尊 氏に 逢 ふ〇餃 
氏大に 悦びて 軍 
議 5r 談 す。 時に 

肥 後の 菊 池、 豐 後の 大友等 官軍と して 尊 氏を 討たん とす 〇賢 
俊 乃ち 錦旗を 借りて 豐後に 到う、 大友 入道 具簡に 說 きて 尊 氏 
の 麾下に 屬せ しむ C 是 に 於 S て 尊 氏筑前 多々 良 貫首 宗 像の 館 
R 入る 〇尋 S で 尊 氏の 命を 帶びて 京都 k 還 6、 童藥師 麻呂ょ 
$ 院宣を 受取 6、 持して 九州に 歸る〇 尊 氏 安藝 宮島に 詣して 
武運を 祈り、 院宣を 神前に 捧げて 大に歡 喜す 〇大友 二 萬の 軍 
兵を 率. Q て 來卜 ，鲁 し、 九州 咸く隨 從す〇 以來尊 氏の 軍に 在う 
て 護持の 任 1: 勤む 〇 尊 氏大將 軍と なる に 及び、 賢 俊 即ち 醍醐 


(五 二） 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


山 第 六十 五代の 座主に 補せられ、 繼 い て 後醍醐 天皇の 詔を 受 
けて 重ねて 第 百 二十代の 長者 法務を 董す〇 尊 氏 食 邑六萬 石を 
醍醐 山に 寄附し、 諸 伽藍 悉く 再建 せらる 〇尋 い て 幕府 命を 下 
して、 三 寶院の 殿閣を 作 新せ しめ、 重 摒宛も 城廓の 如く、 慶 
讃訖 うて 尊 氏の 一族 皆 寺に 詣で竟 日舞 樂饗應 せ 6C 四 年 正月 
宮中 後 七日の 法を 勸修 して、- 曆應四 年に 至る 〇康永 元年 三月 
上 醍醐 七 重大 塔 火災に 罹る 〇 同年 四月 詔を 奉じて、 東 寺大講 
堂に て 仁王 大法を 修 し、 天下 靜 謐寶齚 盛 久を禱 り、 五月 R 及 
びて 滿 散す 〇貞和 に 至 6 て 天下 ま 72 大に亂 る 0 賢 俊 亦 長者を 辭 
して 尊 氏の 軍 中に 參與 し、 且つ 賴意 文觀の 二 僧 ^ 招きて 護持 
せし 〇〇 五 年師直 兄弟の 尊 氏を 圍む や、 卿相 官女の 資財 雜具等 
を 新 三 寶院に 集 lr ◦文 和 四 年 天下 漸く 靜謐 し、 後光 嚴 天皇 及 
び 尊 氏は 近 江ょう 入京し、 賢 俊 も 亦 三 寶院に 還れり ◦延文 二 年 
醍醐 寺 座主 職を 光 濟に讓 う t; 菩提寺に 退き、 又、 勅を 受けて 東 
寺 第 百 二十 二 代の 長者 法務に 補す 〇大將 軍義詮 新 三寶院 ic 臨 
み、 饗應 前ょりも 盛んな り。 同年 七月 十六 日 寂す G 壽五 十九 Q 
日記 數卷ぁ 6 貞 和文 和の 記事に か、 る ◦傳 法の 弟 + に光濟 、實 
濟ぁ 60  ( 園太曆 、五八 代 記、 諸 門跡 傅、 續傳燈 廣錄) 〔再録〕 
ゲン !; 玄蘇一 一一 一一 一一 蚀 --b 〔臨 濟宗〕 對馬以 釘 庵の 開山な"。 
支 蘇、 字は 景徹 、俗姓は 河津 氏、 筑前國 宗像郡 西鄕の 人 飯 盛 

山城 主隆 業の 第二 男な り〇 天文 六 年を 以て 生る C 同 郡隆尙 

菴 湖心 鼎の 法を 嗣 CQ 永 祿七年 湖心 寂 後 隆尙菴 に 住す。 天 

正 五 年 博 多聖福 寺に 遷り 、八 年府主 柳川義 調の 請を 受けて 澍 

馬に 到り、 同年 朝鮮に 使す 〇同 十七 年 再び 調 信と 共に 朝鮮 王 

城に 到り、 信 使を 伴 a て 還る。 文祿 元年 征韓の 役、 秀吉 、肥 
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前名 護屋 城に 在 6 .、五山の 碩 K、 南禪 玄圃靈 三、 相 國西笑 承 兌 
苽福惟 杏永哲 、及び 支 蘇を 以つて 朝鮮 修文 職と なし， 尋 いて 
檄を諸 州に 傅へ て 朝鮮を 伐つ。 此年支 蘇、 宗義智 の 命に ょ 6 
調 信と 共に 朝鮮に 入 6 李 德馨と 大同 江 中に 會して 和議を 謀 
る ◦同 py 年 國命を 奉じて 明に 使す 〇 明の 萬 膝 二十 三年な 60 
神宗を の 勞を慰 し、 特に 本光禪 師の號 、並びに 蜀 錦の 伽 梨を 
賜ふ〇明年明楊沈二使剳付を齎す〇慶長二年菴を府城の東に 
創し、 瞎驢山 以酊菴 と 名く 〇 蓋し 山 號は扇 原肓狹 谷の 名に 據 
6、 菴 名は をの 生年 丁酉に 取る と 云 ふ 〇同九 年 八月 朝鮮、 松 
雲惟政及び僉知孫文或を差し和を講ぜし0。時に大將軍家 
康適 京都に 在う、 玄蘇 、調 信と 共に 義智の 命を 受け、 修好 使 
k 率ゐて 京都に 入 6 家 康を伏 見 城に 拜す C 事 了うて 二 使 1: 紫 
野大德寺に舍せしひ〇十年三月南禪寺住持の勅帖を賜りしも 
住せず ◦十二 年 朝鮮 正使 呂祐吉 、副 司 正慶暹 、從事 丁 好 寛の 
三人を 差して 聘を 奉ず 〇方蘇 又 義智の 命を 受け、 三人を 引 s 
て 江戶に 到 6 家 康に 謁す 〇 十四 年 三月 義智 5 命を 受け、 支 蘇 
正官 となう、 柳 川景直 副官と なりて 朝鮮に 到り 和 講の賀 を 申 
ぶ 〇十六 年 十 月 二十 二日 寂す 〇壽七 十 十五 〇辭 世の 偈に 日は 
く、 七十 五 年、 本 光洞然 、今日 吹滅 、這 瞎驢邊 、喝 、と 〇瞎驢 
山に 葬 〇 〇 遺稿、 仙 -m 稿三卷 あり 〇  ( 仙巢 稿、 rii 驢山住 持籍、 
聖福寺 文書、 南禪寺 住持 籍、 以 酊 開山 由来書、 筑前國 續風土 
記、 津島紀 事、 #} 州 編 年 略、 大日 本 史料) 〔再 錄〕 

ケン タク 顯陣 ii f AO 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
60 顯噑、 字は 昕叔 、姓は 藤 原 氏、 日 野 輝 資の子 な 60 有 節 瑞 
保の 法嗣 にして、 二十 六歲に して 相 國 寺に 秉拂 す、 三十 二歲 


ゲ顯 
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ゲ 謙、 元 


相 國寺を 董し 、元 和の 間、 幕 命を 承け て 鹿 苑院に 住し、 僧錄 
司を 總ぶ ◦幾なら ずして 疾 ir 以つて 辭す〇 將軍家 光 請 じて、 
對島以 酊菴 R H: せし む ◦是 時に 方 6 て 後水尾 法皇の 召を 拜し 
て 法要を 奏 封し、 皇情大 に 悦び、 落飾して 師資の 儀/ ^ 表し 給 
ふ ◦乃ち 法 塔を 相國 寺に 建て 宸 筆 經一卷 及び 佛舍 利を 納め 給 
ふ G  . 顯噑 塔慶 讃の佛 事を 勸め 、特に 皇后ょり 金襴 袈裟を 賜は 
る。 萬 治 元年 正月 二十日 寂す 〇壽 七十 九 ◦後西 院 天皇 佛性 本源 
國師の 謚號を 賜 ふ ◦(鹿 苑 日録、 南禪 住持 籍、 萬 山 編 年 精 要) 
ケンチ 謙 致 モク ラィ默 雷を 見ょ、 

ゲン チウ ー 兀冲 rl: z:: H ハ E: 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 二 W 六十 
八 世な 60 元冲 、梅 印と 號す ◦姓は 三 淵 氏、 山城 國の 人、 出 
家して 法 5: 梅 谷 保に 嗣 ro 古林 派た ぅ 〇慶長 二 年 九月 二十 八 
日 南禪寺 住持の 帖を 賜は 6、 同年 十一月 十九 日 入 寺す ◦同 十 
年 七月 二十四日、 悟 心院に 寂す ◦壽敏 く c( 慶長 日件錄 、寬政 
重修諸 家譜、 大日 本 史料) 

ゲン 5- ィー 兀様 〇 一一 〇九 X 臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 定惠院 の 第 
儿世な 60 元棣 、字は 心 華、 美 濃の 人な 66 十三 歲に して 建 

仁 寺 定惠院 に 入り、 頑 石 曇 生に 師事して 旬 讀を 受け、 剃染受 

具の 後、 四方に 參 請し、 又、 還りて 曇 生に 嗣法す 〇建仁 寺 第 

一座に 補 せらる。 康曆一 一年 六 H 義堂周 信 日用 淸規 の講 を受 

け、 九月 請 ぜられ て 後 堂 首座に 充てら る。 次 い で 美 濃 興 雲 寺 

に 住する 41 i 年、 永德 三年 秋、 山陽 聖壽 寺に 住し、 更に 備中 

松 山寺を 董す〇 三十 八 歲 、曇 生 寂して 定惠院 の 席を 繼 ぎ、 文 

墨を以 .つて' 諸 寺の 長. 老と 交う、 就中 義堂周 信、 惟忠 通恕、 

太白 眞支 等と 交る' 乙と 厚し 〇至德 二 年 三月 義 堂に 江湖 疏 稿の 
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改訂を 請 a 、 寶德 元年 十月 義堂を 常 花 光寺に 訪 ひ、 以來屢 く 之 
を訪へ 60 寂 年 及び 壽 缺く〇 著作、 心苹 臆斷 、業 鏡臺 あり 0 
C 空 華 日エ 集、 朿山歷 代、 建 仁 寺 住持 位次 簿) 
ゲンハウ玄方ニーーな一 〔臨 濟宗〕 對馬以 01 巷 第一 一世な 
う Q 支 方、 字は 規 伯、 刼 外と 號す〇 姓 缺く〇 筑前宗 像 郡の 人 
な 6。 出家して 對馬以 酊菴支 蘇の 弟子と なる 〇慶長 九 年玄蘇 
に 隨ひて 朝鮮 媾和 使 松 雲と 共 i': 京 郡に 上 6、 十 叫 佐 玄 蘇の 朝 
鮮に 使す る や、 以酊菴 の 寺務を 監理す G 十六 年 支 蘇の 寂 後、 
京都に 入 6 て 諸方の 知識 R 參 じ、 元 和 三年には 東 福 寺に 住し 
五 年 六月 南禪 寺に 萬し、 尋 S で 秉拂 す〇 同年 十二月 以酊菴 に 
歸る ◦七 年 十月 初めて 朝鮮に 使し、 寬文二 年 十一月 書を 朝鮮 
の禮曹 R 致して、 四書 官板 大全、 易學 啓蒙、 翰墨 全書、 事 林 
廣 記、 文選、 通鑑 、貞觀 政 要、 歐蘇 手簡、 離騷 、楚辭 、杜甫 
李 白の 詩集、 朝鮮 諸 名家 詩文 集 等を 得て 永く以 酊菴の 文庫に 
備ふ〇 六年閏 二月 朝鮮の 內亂に 依り 幕 命を 帶びて 再び 朝鮮に 
使し、 四月 釜 山ょ 6 漢陽 城に 入うて 參內 せ， リ〇 蓋し 日本の 使 
者の 京 城に 入る 乙と を 得ざる もの 數十 年、 是に於 S てを の舊 
例を 破れう 。六月 歸 朝、 十年以 酊菴の 方丈、 庫 裡を再 造し、 
重 垣 回磴 5: 一新す ◦十一 年 朝鮮に 送る に 僞 書を 以つ てした 6 
と 云 ふ 罪に 坐して 江戸に 捕 へられ、 翌 十二 年 三 n 南部に 配流 
せらス 0 慶 安三 年對 馬の 任菴留 首座の 1,1 に 依うて 支 蘇の 遺稿 
たる 仙巢 稿三册 及び 湖心 碩 鼎の 三： 脚 稿 ^ 幷せ開 板せ しむ 0 
配所 R 在る 乙と 二十 四 年、 萬 治 元年 赦免の 狀を得 て 南部を 出 
で、 江戶を 經て 京都に 到 6、 金 地 院僧錄 司 竺隱祟 五の 薦にょ 
6 .、南 禪寺塔 頭 語 心院の 住持と なう、 尋 い で 建 長 寺の 公帖を 
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得 / 2 うと 傳ふ〇 幾 もな く 去つ て攝 津大 坂に 遊び、 寬文 元年 十 
月 二十 三日 大坂 城畔の 寓居に 寂す 〇壽 七十 四。 著作。 心經抄 
無 門 開 抄等あ 60 へ 仙巢 稿、 朝鮮 物語、 瞎騁山 編年考 略) 

ゲン ハウ ー兀芳 2 一一 一一) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 洞 春菴の 
禪僧 なう 0 元芳、 字は 正楞 、鄕貫 並に 師承詳 ならず C 永 享享德 の 
頃 建 仁 寺の 洞 春菴に 住して 文名 あり、 東 福寺以 篤信 中、 建 仁 
寺 九 鼎 器 重、 瑞 巖龍惺 等と 道 交 厚し。 最も 四 六 文に 巧みな う 
寂 年 及び 壽缺く ◦著作、 越 雪 集 あう Q 
ゲン ブク 玄伏 —r. s -A 〔眞宗 〕越 前黑 川敬覺 寺の 住持な 
う〇立 伏、 一名は 諦淨と 云 ふ、 平 乘寺功 存に佛 典を 學ぶ 〇大學 
林に て講釋 すると 一回、 寬政四 年 十一月 十五 日 寂す 〇壽 五十 
五、 本山よう 眞因 房の 說號を 授かる 0 著作、 往生 要 集 玄談、 彈妄 
釋疑 編、 彈妄釋 疑 第二 篇 、歸命 行 信 各 一卷あ 6( 越 前人 物 志) 
ゲン。 ホ — !_. 么圃  レィ サン 靈三を 見よ、 

ゲン や ク 支 益  ニ チ H ン日演 を 見よ、 

ゲン ヨウ >  I  一 兀瑶尼  一- 1 一一 一一 一；^  〔臨 濟宗〕 山城 林 丘 寺の 開山 
な 60 元瑤 一に 玄瑤に 作る 〇始 めの 名は 光子、 朱宮 、後、 林 
丘 寺 宮と稱 し、 後、 普 明 院宮と 號す〇 後水尾 天皇の 皇女な 6 
寬永 十一 年 七月 一日を 以て 生る。 寬文 三年 十 I 月 龍溪に 就き 

て 菩薩 戒 1: 受け、 延寶 三年 人民の 凍餒を 愍れみ て 之を 賑す〇 

同 八 年 九月 後水尾 法皇 崩御し 給 ひしに 依う、 天 龍 寺 天外を 戒 

師 として 落 篩し 給ふ〇 時に 四十 七歲な 60 天 和 二 年、 山城 修 

學寺 村に 觀音 堂を 建て、 聖明 山林 丘 寺と 號す 〇晝を 好み 佛菩 

薩 及び 人物の 圖像を 畫く  ◦享保 十二 年 十月 五日 寂す 〇壽 九十 

四〇 一乗寺 村 葉 山に 葬る。 (皇胤 紹運錄 、大宗 正統 禪師 語錄、 


ウコワ 周 輿 i: 見よ、 

タン レイ 顯靈 1E S 〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 百 二 十 


高泉禪 師語錄 、古畫 備考) 

、ケン リョウ 彥龍 シ 

二 

一一 三 六 五 

代な 40 顯靈 、字は 太虚、 鄕貫詳 ならず 〇玉英 慶瑞の 法嗣に 
して 相國 寺 JC 住し、 又、 南 禪寺に 位す 3 次 S で 對馬以 酊菴に 
住し、 天 和 二 年 朝鮮の 使臣に 接伴す 〇寶永 二 年 五月 二十日 寂 
す ◦壽 六十 九 ◦(相 國寺 住持 籍 、萬 山 編 年 精 要) 


n  の 立 PH 


コウ ケイ 弘稽 (- 一二」 一) S 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第一 一 百 四 
十三 代な 60 弘稽 、字は 古 桂、 揖松 軒と 號す〇 鄕貫詳 ならず 〇 
初め 建 仁 寺 淸住浣 に 投じ C 元 華 良 曇に 就 S て內 外の 典籍 V 學 
び、 後、 諸方に 參 詳し、 歸 りて 良 曇の 法を 嗣 ro 尋 s て 淸住 
院に 住し •文 龜 元年 八月 建 仁 寺に 住し、 爾來永 正 八 年に 至る 
まで 二十 二 住を 重ぬ e 寂 年 及び 壽缺く  〇 著作、 桂 - f 禪 味二卷 
鷄助集 ぁぅ ◦(蔭 凉軒 日記) 

コウ チ ユク 洪壽  ハン シ範 之を 見よ、 

コケ イ 古 桂  コゥ ヶイ 弘稽を 見よ、 

コ’ ケツ 湖 同  ズイ ヶイ 瑞桂を 見よ、 

コゲツ ㉝弓  シン キヤウ 信 鏡を 見よ、 

コサ ン It al ヱ フ セゥ 曄嘯を 見よ、 

コシン  ■、レ  セキ テイ 碩鼎， V 見よ、 

1 ク鼓叔  シユ セン 守 仙 ^ 見よ、 

コバ ヤシ ニ チ トウ 小 # 日董  ニ チ.- ウ日董 を 見よ、 


ゲ元、 玄 


ヶ彥 、顯 n 弘 、撰、 古、 湖、 虎、 鼓、 小 
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n 嚴 、嚴 、虎、 ザ 齋 、西、 _ 

ゴン シキ 儼識； ii 益 〔淨七 宗西山 派〕 大和 奈良五 劫院 
の 住持な 60 儼 識姓山 本 氏、 尾 張の 人〇幼 にして 出家し、 大 
里の 常 蓮寺碩 儼に 師事す 〇後 山城 紀伊郡 吉祥 院村 明吉 寺に 入. 
6 て 住し、 大に學 業を 勵む ◦天 保 十一 年 光明寺 第五 十六 世闡 
空の 桂の 千 光寺に 隱棲 する に 及び、 日々 唯識論 等の 講義を 聽 
く〇尋 s で 經歷和 尙雷兩 律師 {C 就 s て 華嚴法 華の 敎義を 研究 
し、 殊に 華厳の 敎義を 研究す 〇奈 良の 五 劫 院に移 6 住する に 
及び、 東大寺 及び 高野山の 學 徒の 請に 依ぅて 華嚴 の章疏 を講 
じ、 尋いて 臨 濟宗淨 土 宗眞宗 等の 學 徒の 請に 依 6 諸 所に 之を 
講ず。 明治 三十 八 年 五月 三日 寂す。 壽八 十八。 遺言に よぅ 山 
城の 三 木 山に 葬む る 〇 著述、 探玄錄 、五 敎章訓 蒙 記、 各 八卷、 
大乗 起 信 論 冠 註三卷 、原人 論錄 、因 明 三十 三 過 本 作法 錄 、各 
一卷等 あり。 

ゴン ヨウ バウ M S 坊  リャ ゥシ ン亮 親を 見よ、 

ゴリン F& ル：^-  エフ セゥ 曄 嘯を 見よ、 

サの部 

サィ トウ モン シヤウ 齋 一勝 聞 精  乇ンシ ャゥ聞 精を 見 

よ。 

サ i ン西 忍 =5 ss 大和の 住僧な も 西 忍、 幼名は 

「ムス ル.」、 俗名は 天 次、 姓は 楠 葉 氏、 父は 天竺の 人に して 「ヒ 

ジリ」 (聖人) 唐人と 號し、 後龜山 天皇 應 安七 年 十二月 來 朝し、 

將軍 義滿に 仕へ て 京都の 三 條坊門 烏 九に 居 6、 妻 楠 葉 氏を 娶 

る ◦西 忍は 元 中元 年 1: 以て 生る 〇 剃髪して 今 名を 號す 〇將軍 


サ濟 、壯、 IT 策、 佐、 澤、 三 


義 持の 意に 背き、 一色 家に 預けられ しも、 父の 歿する に 及び 
て 免 3 る〇義 持の 時 大和に 入ぅ、 奈 良よ. CS 高 市 郡 曲 川に 至り 
平 群 郡 立 野に 住し、 をの 所有の 田地は 曲 川と 立 野と にあ 60 
後、 奈 良の 押 上に 移 6、 又 立 野に 歸 6/、 更に 古市の 北口に 移 
る〇永 享以來 幕府の 役僧に 從 CA て 再び 明國 に航 し、 貿易の 利 
害を 辨 明した る 等、 當 時に 在ぅて は、 達識 罕に 見る 所と す C 
文明 十八 年 二月 十四日 古市に 寂す。 壽百 三。 一に 九十 三に 作 
る 〇  ( 大乘院 社寺 雑事 記、 大和 人物 志) 

サイ ニン 濟 E M ンリン 圓琳を 見よ、 

サイモン？ チウ 濟 門敬冲 ブンド ゥ文幢 を 見よ、 
サウ H イ壯裔  一一 jl SJ 〔臨 濟宗 3 京都 妙 心 寺の 禪僧な 
60 壯裔 、字は 圓 桂、 武藏秩 父の 人 〇鉢形 仙 福 寺 ic て 落髮受 
具し、 諸方に 歷參の 後、 江 戶海禪 寺に 住す 〇偶 阿房の 大守蜂 
須賀 公の 歸崇を 受け、 寺 田を 寄せられ、 寺 宇 亦 壯嚴を 極む 0 
同 寺の 中興- V 稱 せらる 〇後 勅を 受けて 妙 心 寺に 住し、 且つ 紫 
衣を 賜は . 〇 ◦安政 六 年 故里に 小菴を 構へ て 獅子 窟と 日 a 、 退 
居す。 明治 二十 三年 夏 寂す 〇壽 八十 三 0( 海 禪圓桂 和尙廣 略、 
斗 室 集) 

サキ ヤジ クン 櫻 木 谷慈薰 ジクン 慈薰を 見よ、 

サク ゲン 策畜ク  シク リャゥ 周 良 1: 見よ、 

サタ ケオ 及 H 佐 竹 織 江リャ ゥシ ン亮 親を 見よ、 
サハム ラリン オウ澤 村 臨應ゼ ンキ禪 機 ^ - 見よ、 

サン H ウ ーニ g i^c ゲン キッ元 佶を 見よ、 
f\H キ 三 益  ユ ィィ ン永 因を 見よ、 
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シの部 

シウガウ周古了ーー 0: ±: |一〔臨濟宗〕京都南禪寺第六十三代 
な- 〇〇 周亨〇 字は 大椿 、筑 紫の 人な 60 少年 天 龍 寺に 入 6 常 
州に 就 S て 四書 五 經を學 び、 豆 一斗を 人に 請 a て 堂 隅に 掛け 
日に 一握を 煎うて 之を 食す ◦後、 又、 鄕里に 還 6、 錢 十五 貫 
を 請 a て歸 6、 遂に 易 學を究 む ◦又、 義堂周 信に 參ぜ 60 應 
永 中南禪 寺に 陸 住し、 幾 もな く 寺內に 雲 臥菴を 創して 靖 退し、 
竊に朱 子の 學風を 鼓吹す 〇 應永 二十 年 五月 十日 寂す 〇壽缺 く  0 
弟子に 竺華 梵蓦あ 60  ( 南禪寺 住持 籍 、臥 雲 日 件錄) 〔再録〕 

シウ コウ 周 興 ( . 〕 〔臨濟 宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 

60 周 興、 字は 彥龍 、別に 半 陶と號 す。 山城 深 草の 土器 師の子 
なう とも 石 井河 內 守の 弟な $ とも 云 ふ 0 早歲に して 相 國寺法 
住院に 投じて 剃染受 具し、 默堂久 に 就 S て 參禪す C 後、 法住院 
に 住す 〇資 性英 達、 夙に 文章を 以つて 聞へ、 又、 聯句に 巧みな 
り Q 建 仁寺壽 桂と 名を 齊 しくす。 藤 原 惺窩、 橫川景 三等 亦 之 ^ 
重んず 〇位 、藏 主に 終々、 三十 四歲 にして 寂す 〇寂 年缺く  ◦著 
作、 半陶 稿六册 あう、 永 正 五 年 景徐周 鱗 序を 冠し、 明 曆二年 五 
月 版行 せらる ◦(蔭 凉 軒： n 記、 相國寺 住持籍 、半陶 稿) 〔再録〕 

，ンウ シン 周 伸 -: 0 1: 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 六十 六 代 

な 60 周 伸、 字は 無 求、 中 斐の 人な 60 幼に して 夢窻疎 石の 

室に 投じ、 內外 の學を 受く C 今 出 河に 環 中菴を 開 5 て 住し、 

次い •て 資壽院 に 遷る ◦偶 <  門人の 將 軍の 命に 忤ふ者 あ 大和 

に 徒 § れ 、立 野に 信 福 寺を 興して 居る 〇 又、 龜 山の 東北に 大 

慈菴を 建て、 平生 隨 身の 觀 音像 一軀を 安置す ◦時に 行旅 必ず 


サ周 


錢筒を 持して 乞 兒 R 給し、 若し 檀施を 得れば をの 十分の 三 四 
を 獄中に 施し、 途に 棄兒 R 逢へ ば 從者に 命じて 抱き 歸 らしめ、 
人 1: 募うて 乳 養せ しめ、 日 R 二百 錢 を 給せ 60 後、 相 國寺第 
四十 二世に 住し、 次いで 南禪 寺に 陞 A、 又、. 天 龍 寺 第五 十三 
世に 遷る〇 到る 處宗 風大に 振 ふ ◦應永 二十 年 十二月 十八 日 
環 中菴に 寂す 〇壽缺 く Q 塔は 大和 直指菴 と嵯峨 大慈菴 とに 在 
6 0 嗣 法の 弟子に 大梁梓 あり 〇  ( 前 相 國無求 伸禪師 行實) 

シウ セウ 周 沼 C 二 〇〇) 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 
60 周 沼、 字は 芳 源、 鄕貫詳 ならず 〇相國 寺 萬宗中 淵の 法嗣 
にして 相國 寺 ic 住せう 〇永享 十二 年 四月 將軍義 敎八坂 法觀寺 
塔を 再興し 供養す る 時、 命 1- 受けて 高僧 八 員の 列に 加は る。 
寂 年 及び 壽缺く  ◦(萬 山 編 年 精 要) 

シウテツ周酷二 --0 翌一〔臨濟宗〕京都等持寺の禪僧な 
6 0 周 瓞 、號は 綿 谷、 齋名を 松鷗と S ふ 〇鄕 貫詳 ならず C 應 
永 十三 年に 生る 〇 二十 一年 九 歳に して 京都 相國 寺に 入り、 大 
梁 梓 K 就 S て 出家す。 二十 五年大 梁、 命 ^ 受けて 若 狹高成 寺 
に 遷る P 從ひ 、開 堂 了うて 又、 大梁に 從 CA て 相 國寺壽 德院に 
歸る〇 三十 一年 十九 歳に して 大僧 となる 〇永享 元年 大梁等 持 
寺 首座 寮ょう 西 小寶幢 寺に 遷る や、 又、 その 左右に 侍す 〇二 
年 十二月 大粱 寂す 6 に 及び、 三年 壽德院 に 歸る〇 六 年 相 國寺東 
藏を 主る 0 八 年 八月瑞 溪周 鳳景德 寺に 出 ffi する に隨 侍し、 九 年 
秋 等 持 寺に 遷 るに 及びて 亦 侍 衣と なる 〇以來 周 鳳に 隨 ひ て 相 
國寺 鹿苑院 等に 侍 衣と なる。 嘉吉 元年 相 國寺壽 量 軒に 住し、 
享德 元年 壽德院 を 主る 。時に 文名 緇林を 壓 せ 〇〇 長 祿二年 四 
月相 國寺 前板 寮 R 遷りて 秉拂 し、 將軍義 政を の法會 に臨 1; 。 


ry  囿 


導 
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(〇 三〕 


シ 周、 慈 


是れ將 軍の 秉拂に 臨む 始めな 60 尋 S で 辭して 壽量 軒に 歸 
る。 寬正五 年 秋 等 持 寺 R 住し、 翌年 退いて 壽 德院に 住す 〇文 
正 元年 贈 高麗 書を 製し、 同年 冬 官命を 以て 壽德院 を 慶雲院 と 
改めら る 〇應仁 元年 秋 山 名、 細 川の 亂あ 6、 周 鳳と 共に 北岩藏 
の 小菴に 寓す〇 翌年 高 野 有 隣菴に 遷 $、 居る 乙と 二 年、 又、 
北 岩藏に 還 6、 居る 2. と 四 年、 乙の 間 高麗 報 書を 製す。 文明 
四 年 二月 二十 二日 寂す。 壽六 十七 〇  ( 臥 雲 日件錄 、綿 谷瓞 禪師 
行狀 、善隣 國寶 記) 

シク ブク 周馥 2 ニー 九) 〔臨 濟宗〕 京都 妙智 院の禪 僧な 
ぅ 〇周馥 、旃 室と 號す〇 鄕貫師 承 共に 詳 ならず 〇洛西 嵯峨妙 
智院 R 住し、 常に 讀書を 樂し む〇 東 坡の詩 及び 史記を 講じ、 
葦 航廣と 名を 齊 しくす 〇寂年 及び 壽 缺く〇 蓋し 永享 文明 頃の 
人ならんと云ふ0著作>翰林殘稿ぁぅ0 
ジウ ン兹 |垂 1 1  H ハク 惠舶を 見ょ 0 
シク リン 周 鱗 一-一一 j -to AO 〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 九十 二 代 
なぅ。 周 鱗、 字は 景徐 、別 K 半 隱と號 し、 又、 宜竹 軒、 對松 軒、 
江 雲 軒と 稱す〇 俗姓は 佐々 木 氏、 生 國缺く 〇永享 十二 年に 生 

る 〇幼 にして 京都 相國 寺 (C 投じ 用 堂 中材の 法を 嗣 ro 長亨元 

年 七月 等 持 寺に 住し、 明 應四年 三月 相國 寺に 住し、 五 年 二月 

鹿苑 寺に 移る 〇文龜 三年 三月 幕 命を 受けて 朝鮮に 遺す 書を 草 

す 〇永正 五 年 再び 相國 寺 ^ 住し、 十五 年 三月 相 國寺慈 照院に 

寂す ◦壽 七十 九〇 著作、 翰林 葫蘆集 十七 卷ぁ -〇〇 〔再録〕 

シウリ 2 ウ周良 _  〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺 妙 智院の 

禪僧な 60 周 良、 字は 策彥 、別 R 怡齋と S CA 、 後、 謙 齋と改 

む 俗姓 井上 氏、 京都の 人、 管領 細 川 氏の 家老 井上 宗 信の 第三 


シ 厨 


子な ゥ 〇文龜 元年 四月 二日に 生る 〇永正 六 年 十二月 九诞 にし 
て洛 北鹿苑 寺に 入う、 心 翁 周 安の 室に 投ず〇 幼ょう 筆 華 流麗 
一たび目を過^れば遺忘する乙となし〇七年二旦ーー體詩を寫 
して 學 習し、 每日十 首を 課して 遂に 全く 暗誦せ う ◦八 年 夏 偶- 
鹿苑 寺の 火災に 罹る や、 體詩 一册を 取 6 て 懷にし 、をの 夜 
等 安に 從ひて 天 龍 寺に 到う、 尋 いで 周 安、 丹 波の 性 智院に 退 
休す るに 從 a 、 自ら 內外百 家の 書を 寫し て學智 す〇十 一年 三 
月鹿苑 寺に て 高峯顯 日の 二百 年忌 ^ 修する や、 將軍義 植入山 
して 香を 燒く〇 周 良 時に 給 侍と なる。 十五 年 幕 命に 依 6 て 天 
龍 寺に 薤 染す〇 十六 年 詢南英 、備中 井山 寶福 寺に 住 T るに 方 
りて、 諸 山の 疏を 作る 〇建仁 寺の 諸老 之を 稱美 せざる ものな 
し 〇大永 元年 十一月 法叔 、梅莊 、嵯峨 臨 川 寺に 住する に 際し、 
又、 同門の 疏を 作る 〇 三年 周安天 龍 寺： M 日院に 寂す 〇 爾来 閑 
居 刻苦 勵 精す。 天文 六 年 周 防大守 大內義 興、 筑前博 多 新 篁 寺 
碩鼎を して 遣 明の 使節たら しめ、 周 良を 副使と なす 〇八年 四 
月 五島を 解纜して、 翌年 三月 北京に 入りて 參內 せり 〇時に 明 
の嘉靖 十九 年な •り〇 同年 七月 使命を 了へ て 馬關に 歸 着す 〇天 
文 十六 年 遺 明 正使と なう X 同年 五月 再び 五島を 發 し、 同 十八 
年 四月 北京 R 參 內す〇 即ち 明の 嘉靖 二十 八 年な 60 明の 世宗 
特に 唱和の 詩を 賜 ひ、 且つ 上林苑 R 宴 i: 賜 ふ ◦翌年 六月 使命 
を 全うして 歸朝 する や 大內義 興 優遇 至らざる なく、 京都 ^ 還 
るに及び後奈良天皇特に召して宴を賜 64 、菊花を頒ち銀塊 ^ 
賜 a て 褒賞せ ら る〇是 ょう 先き 織 田 信 長 城 中に 請 じて 異域の 
人物、 風土、 山川、 政治の 要を 尋ね、 又、 親ら 天 龍 寺 妙智院 
に訪 a てを の德に 服し、 肥 田 若干を 施す。 又、 曾て 安土 城の 


(一三） 
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記 文 5: 屬 する や、 周 良 之 ^ 辭 し、 代 ふるに 南 化を 以てせ $0 
文 成る に 及び、 信 長 周 良に 贈る に 百 金 ^: 以てし、 南 化には 五 
十 金を 與 へしの み 〇當時 甲斐 武田信 支 も 亦 周 良を 崇敬し、 慧 
林 寺、 長 興 寺、 等を 以て 之 i: 請ず 〇周良 依て 甲斐に 居る こと 
數年 、後、 更に 一 寺 5: 創建して 開山 第一 世に 請 じ 穴れ ども 赴 
かず 〇天龍 寺 妙智院 に靜 居す G 天 正 七 年 六月 一日 妙 智院に 寂 
す。 壽七 十九 C 前後 住せし 所、 洛北 等持院 、丹 波 常 照 寺、 嵯 
峨西芳 寺、 華藏院 、妙 智院 、景德 寺、 臨 川 寺、 甲斐 長 興 寺、 慧 
林 寺、 周 防 福 生 寺、 鎌 倉 圆覺寺 等の 十餘 刹な う ◦著作、 南游 
集、 謙齋雜 稿、 謙齋 詩集、 初 渡 集、 再 渡 集 あり 〇 〔再 錄〕 

ジ Hv 慈 英 ii HA f ハ 〔臨 濟宗 3 京都 建 仁 寺 第三 百 五十 七 
代な り 〇慈英 、初めの 名は 肇 海、 天 章と 號す C 京都の 人な う C 
文政 七 年に 生る 〇幼に して 京 極淨國 寺に 剃 度し、 次いで 江戶 
增上 寺の 學 寮に 入うて 淨土敎 を 習 ひ、 鶉 飼 徹定と 同窓た 60 
又、 漢學を 摩 島 松 南、 仁 科白 谷の 二 氏に 學ぶ〇 後、 同 友 梅 辻 
春 樵を 介して 京都 建 仁 寺 雲 洞 院全室 慈 保に 投じて 衣を 改 0 〇 
天 保 十二 年 慈 保、 五山 碩學 科に 任ぜられ、 朝鮮 書 契 御用を 拜 
命す るに 及び、 隨 侍して 對島以 酊菴に 輪番す ◦同年 八月 朝鮮 
の 譯官秦 知事、 淸翁 書記官 等來 朝し、 屢々 應接酬 唱す〇 十四 

年 建 仁 寺に 歸 6 て 堆雲 軒に 住す ◦尋い て 建 仁 寺に 秉拂說 法す 

初め北 11[ 眞如寺に住し、次いで五山西堂住に昇6、後、建仁 

寺に 住す 〇 明治維新の 際は 勤王の 大義を 首唱し、 大原 重德と 

時事に 參預 し、 勤王の 土と 往來 せう 〇 明治 九年鳴 瀧 妙 光寺に 

寂す 〇壽 五十 三〇 著作、 竺堂集 數卷〇 辛 丑 隣 盟一卷 Q 祀憂菴 

五十八 詩、 梔花： 白 絕あ 6 0' 


ジタ ウ自空 一一 一 g -fc/\ -A 〔時宗〕 藤 澤淸淨 光寺 第 六 代な 6 0 
自 空、 元-^ 師 阿と 號す ◦渡 般の 弟子な ぅ ◦永德 元年 二月 備後 
尾 道常稱 寺に 於て 賦算 五十 三、 遊行 七 年、 嘉慶 元年 淸淨 光寺 
に 住し、 獨住 三十 六 年、 時に 寺 宇 回 祿の災 に 罹り、 一 百 坪の 
堂宇を 再建す 應永 十九 年 三月 十一 日 寂す 〇壽 八十 四 〇戒臘 二 
十九 ◦(遊行 歷代譜 、遊行 歴代 圖) 

シク ハウ 志 晃一 j Il o- c 天台宗〕 近 江 園 城 寺 慶恩院 第 四 
世な 60 志 晃生緣 を詳に せす。 園 城 寺の 慶恩院 に 住し、 常に 
好ん て 古書 舊記を 搜 索す 〇長 吏の 命を 受けて 寺 門 傳記補 錄を 
撰し、 園 城 寺の 歷史 事實を 編. 成す 〇享保 十五 年 六月 四日 寂す 0 
壽 六十 九〇 著作、 寺門傳 記補錄 二十 卷 あぅ。 

ジタン 慈 薰 ijifj  〔天台宗〕 武藏喜 多院の 住僧な 6  Q 
.慈 薫、 幼名は 千代 九、 字は 圓乗 房、 裸 堂と 號し 、別に 荷 山 子、 金. 
翅道 人、 仙 州、 星 野 山人と 號す〇 姓は 樱木谷 氏、 江戶下 谷の 人 
眞宗高 田 派 南 松 寺の 僧、 淳實の 第二 子な り ◦その 先は 松 平讃 
岐 守の 家臣 千 葉 
氏に 出 づ〇母 は 
正木 氏、 天 保 五 
年 二月 十：： 一に 生 
る 〇幼に して 潁 
悟强 記、 資性 頗 
る 硬直、 九歲 U 
して 東 叙 山壽昌 
院 慈善に 就いて 
得度し、 次いて 


ジ 慈 


ジ自 、志、 慈 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(二三） 


ジ 慈 


山內勸 學講院 講師 廣照 に學ぶ 〇弘化 二 年 三月 考 俊に 隨 CA て 四 
度の 秘法を 修 し、 翌年 講院を 辭して 一山の 僧 次に 加 へらる 0 
法叔慈 明に 就いて 法議を 習 ひ、 嘉永 元年 十五 歲 にして 山內淨 
名 律院慧 澄の 門に 入 6、 數 年の 間敎觀 の大 旨に 通ず Q 進んで 
内外の 群籍を 涉獵す 〇嘉永 六 年 慈善 寂す るに 及び、 比 叙 山に 
登うて 諸學 匠に 見ぇ、 尋いで 信 濃 戶隱に 到り 慈 谿 に 謁して 實 
修練 行す る 乙 と 三年 •安政 四 年 五月 辭して 江 戶に歸 う、 再び 
慧 澄の 門に 入う 小 乘三藏 の 義を學 ぶ ◦文久 三年 比皲山 無量 院 
を董 し、 次いで 大寶に 唯識 k 學ぶ〇 又、 曾て 大沼枕 山に 學べ 
60 をの 學濟 輩の 推す 所と な-^、 居常 之を 凌ぐ 傾 あ'®' 〇 母 書 
を 寄せて、 之を 警め / 2 60 是に於 S て 大に感 悟し、 其 書を 裝 
幀し壁 間に 揭げて 葳 とせ 60 明治維新、 神佛 分離 排佛毀 釋の 
事 ある や、 慨然 神佛 一致の 旨を 論じて 挽回す る 所 & らんと し 
幾許 もな く 山を 下うて 近 江 東南 寺に 移る 〇 明治 六 年 講究 所議 
事と な 6、 七 年 編輯 專任 となつ て、 少 講義に 補 せらる 〇八年 
台 門初步 及び 布敎論 V」 著し、 九 年 講究 課 詰と なうて 權大 講義 

に 進み、 講究 課と なる、、 十三 年 座主の 命に 依うて 大藏經 縮刷 

の 校合 員と なうて 東上し、 同年 九月を の 母 卒す 〇 十八 年權大 

僧都 R 補せられ て、 地方 講師を 命ぜられ、 二十 年 三月 大 僧都 

に進む〇四月東叙山大衆の請に應じて寬永寺に講筵を開き天 

台 四敎儀 集註、 十 不二 門 指要鈔 、護法 論を 講 貫し、 十月 陸 中 

毛 越 寺に 轉じ 、次 s で 權 僧正に 補 せらる 〇二 十三 年 座主の 命 

に 依う、 滋賀院 殿閣に て 指要鈔 、妙 宗鈔 、護法 論を 講 貫して 歸 

東し、 次いで 僧正に 進み、 大學林 支 校長と なりて 赴任す 0 

二十 五 年 三月 校 舍移轉 改築の 議 起う、 辭して 根津に 僑 居して 


シ 志、 子 


大道 學館に 講授す ◦十一月 再び 大學林 支 校長と なる Q 二十 八 
年 望 擬講に 補せられ、 二十 九年權 大僧正に 補 せらる 0 同年 淨 
土宗學 本校 敎授 及び 同 高等 學院 講師の 囑 托に應 じ、 十一 H 仙 
波 喜 多 院に轉 住し、 大學 校長の 職を 辭す C 三十 三年 大僧正へ 
補 せらる 。偶々 田中弘 之 東亞 佛敎會 1: 組織 せんとす る や、 釋 
雲 照、 渡 邊南隱 の二師 と共に 發起 となう、 東京 市街を 托鉢し 
て淨 財を 集 ひる 乙と 數年 、之を 同會の 資に充 つ〇 三十 三年 六 
月 比 敷 山 慈 本の 著一實 神道 記 出版 委員長と なりて、 之 ？: 刻し 
之を 天覽に 供せ う〇 三十 M 年 七月 座主ょう 國師 の德號 e 贈ら 
る〇是 ょう 先き 喜 多院の 興復を 晝し 境內一 萬 餘坪の 下戾 k 得 
各 堂宇の 大營 繕を 完成せ 四十 年 二月 二十 七日 寂す ◦壽七 
十四 a 臘 六十 六。 著作、 台 門 初歩、 布敎 論、 古文 孝經 國字疏 
護法 論國 字疏 、裸 堂國師 遺稿 一冊 あり； 裸 堂 國師傳 、裸 堂國師 
遺稿) 

シケ ィ 志稽一 一 ro E8 〔臨濟宗〕京都指國寺の禪僧なり。 
志稽 、字は 原 古と 云 ふ 三 桑 叟と號 す 〇俗 姓は 細 川 氏、 生國詳 
ならず 〇應 7K 七 年に 生る 〇相國 寺 簡翁志 敬に 就 S て 得度し を 
の 法を 嗣 ro 曾て 奈良元 興 寺に 遊びて 法相 1: 傳 〈、晩に 東密 
を 學べり 〇等持 寺相國 寺に 歷 住し、 丹 波德溪 軒に 住す 〇後、 
軒を 相 國寺內 R 移し、 幾 もな く 阿波 桂林 寺に 移 6、 文明 七 年 
三月 十五 日 同 寺 ic 寂す 〇壽 七十 四。 著作、 大 施餓鬼 集 類 分解 
一卷 、心 經 秘鍵鈔 、若干 卷 あり〇 

シケ ン子建 二 •一四. 一 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 
子 建、 字は 字說、 鄕貫詳 ならず 〇畫を 能くし、 牧溪を 慕 ふと 云 
ふ 0 文明 十三 年 二月 廿 五日 寂す。 壽缺く  Q  (京華 集、 本朝 畫史 、相 


(三 三） 
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晝 備考) 

シケ ン子建 ジュィ ン壽 寅を 見よ、 

ジセツ 字 說  シヶ ン子 建を 見よ、 

シダウ 士心道 ジュン ゲィ 順藝を 見よ、 

ジツイウ|貝 ^ 2九九こ 〔  〕 大和 藥師院 の 住僧な 
6 ◦實 祐生國 氏族 共に 詳な らず〇 今の 藥師院 氏の 祖な 法 
眼に 叙 せらる Q 元弘 元年 八月 二十 五日 聖尋が 後醍醐 天皇を 東 
南 院に迎 へ 奉りし 時、 寬寶 と共に 使節と して 木 津石地 藏の邊 
に 到 6'  寬 寶は 前 ilE となぅ、 寶祐は 手勢 二百 人を 以て 後陣と 
なり、 前後 i: 護 衞し つ、* 東南 院に迎 へ 奉ぅ、 二十 六日 天皇 夜 
に 紛れて 山城 鷲 峰 山に 入らせ 給 ふ 時、 又、 聖尊 と共に 手勢 
率ゐて 守護し 奉 60 笠 置 行幸の 後、 天皇よ 6 旗印に 菊花の 御 
紋を賞 賜 せらる。 寂 年 及 壽缺く 〇  ( 大和 人物 志) 

シブ か ハ H イシ ヨウ 龅 J!I 榮承 ジュン ダゥ 順 道を 見 
上 0 

シプゲ ウ 集堯！ ! i5 g  〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 九十 一代 
なり 〇集堯 、字は 仁 集、 別に 睡足 又は 雲間 野 衲と號 す 〇鄕貫 
詳 ならず 〇幼 に して 相 國寺瑞 春菴に 投じて、 龜泉 集證に 學び 
長 じて 京 幾の 諸老に 參ず 〇歸 6 て 集證 の法嗣 となる 。曾て 播 

磨 金 華 山 法 雲 寺 赤松 山 寶林寺 等 (C 住す。 天文 十三 年 十二月 相 

國寺を 董 し、 雲 泉 軒を 創して 樂隱？ 地と なす 〇 十六 年 二月 南 

禪 寺に 陞 る。 永祿 三年 鹿 苑院に 住して、 僧 事を 錄する 乙 と 十 

四 年、 天 正 二 年 七月 雲 泉 軒に 退 休し、 常に 鼓叔 、策彥 と 交る 0 

天 正 二 年 七月 二十 八 H 寂す 〇壽 九十 二。 塔を 雲 泉と 云 ふ。 著 

作、 縷氷集 四册 ◦(相 國寺 住持 籍 、萬 山 編 年 精 要) 


シ子 、字、 志、 實 、集 


シプシン集簾二，一 0- 4;〔臨濟宗〕京都天龍寺第百四十六 
代な う ◦集箴 、字は 益 之、 別に 懶 菴と號 す。 俗姓は 織 田 氏、 
生 國詳な らず〇 幼に して 相 國寺季 瓊眞蘂 の 門に 入り、 長 じて 
雲 頂院に 住す 〇曾て 天 龍 寺を 董す 〇季瓊 に繼 S で 蔭凉の 職に 
ある 乙と 數 年、 寬正六 年 十月 將軍 義政垠 山の 惠雲院 (今の 銀 
閣寺) を 以て 山 莊の地 と定む るに 與 6 て 力 あ 60 長享 元年 十 
一月 十六 日 寂す。 壽缺く  0  (蔭凉 軒 日記、 天 龍 寺 住持 籍 、扶桑 
五山 記) 

V ブシ ヨウ 集證. 二.  一. si 〔臨 濟宗〕 京都 天 龍 寺 第. 白 五十 
一代な う C 集證 、字は 龜泉 、別に 松 泉 主人 又は 松 * と 號す 〇 俗 
姓は 後藤 氏 赤松の 家人な り 〇早歲 にして 相國 寺に 入り.， 季瓊 
眞 蘂に參 請し、 後、 をの 法を 嗣 ro 相 國寺雲 頂院に 住す 〇 後、 
相國寺 中に 瑞春菴 を 創して 學徒 を敎ふ ◦益 之集箴 に 繼いで 蔭 
凉 軒の 職に あると 多年、 曾て 天 龍 寺を 董し 、幾 もな く 瑞春菴 
に 歸る Q 明應二 年 九月 二十 七日 寂す。 壽缺く  ◦著作、 龜泉日 
錄 、(蔭 凉軒 日記の 一部) 松 泉 集 あう ◦(蔭 凉軒 □記、 萬 山 編 年 
精 要、 鹿 苑僧錄 歷代記 ) 

シマ ダバン コン 嶋田蕃 根 バンコ M 番根 を 見ょ。 

シマ \ナ乇 クラ T 嶋地默 11 田 モク-ラィ 默 雷 ^ 兒ょ〇 

シン ガィ i  _ ハ  _ 言宗〕 山城 醍醐 寺の 僧な う 〇 
眞海 、鄕 貫詳な らず〇 蓮華 院實 深の 弟子な 60 入宋 して 宋に 
在る NJ と 數 年、 晝を 研究す 〇三寶 院の 山水 屛 風、 並 {C 十二 天屛 
風は その 筆な 6 と 云 ふ 〇建治 三年 九月 六日 寂す 〇壽 -L 十二 0 
(密宗 血脈 抄 、古書 備考) 

シン キヤウ 信 鏡 二： 一九 py: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺 第 百 九十 

シ 集、 島、 眞 、信 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(四 三〕 


シ 心、 眞 


六 代な 6 0 信 鏡、 字は 湖 月、 別に 簑菴 と號 し、 又、 楠溪 、或 
は豐阜 の號あ AO 鄕貫詳 ならず、 幼に して 出家し、 京都 東 福 
寺 商霖信 佐に 就て 參 請し、 その 印 可を 受く 。後、 塔 頭 大慈院 に 
住し、 永 正 十四 年 幕 命を 以て 東 福 寺を 董 し、 幾 もな く 大慈院 
に 靖退 TC 居常 文事を 樂しみ 、古文 眞寶を 講 授す〇 天文 三年 
十二 H 十六 日 寂す 〇壽 缺く〇 著作、 湖 鏡 集 あぅ 〇  ( 五山 文學 
小史) 〔再 錄〕  ' 

シン， ゲ 、む 華  ゲン ティ 元橡を 見ょ、 

シン ケィ 眞敬 |; 59 丸 ハ 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺 一 乘院の 門 
主な 眞敬 、初めの 名は 信 敬と 云 ふ ◦字は 正覺 、一 乘院宮 
と號す ◦俗名は 常 賢、 登 美 宮と稱 す ◦後水尾 天皇 第二 十六の 
皇子な ¢0 母は 贈 左大臣 基音の 女、 幼に して 出家し、 法相の 
學を究 0〇又黃檗の隱元及び高泉に就いて禪耍を問ひ、延寶 
三年 夏 高 泉ょ 0 拂子 一枝 偈一 首を 付せ らる〇 親王は 學德 兼備 
はり、 殊に 書 書を 善くし、 書は 狩 野 常 信に 學び 給へ 6 と 云 ふ 0 
寶永 三年 七月 六日 寂す。 壽 五十八 ◦三 菩提 院と號 す。 

(高 泉禪 師語錄 、門跡 傳 、大和 人物 志、 古書 備考) 

シン ケウ 眞敎 ii lg  〔融通 念 佛宗〕 京都 大念佛 寺 第五 

十四 代な 60 眞敎 、字は 慈. 嶺 、三 河 碧 海 郡 棚 尾 村の 人な 6 〇 

大樹 寺 良 聞に 從つて 得度す 〇諸 山に 經 歷し內 外の 學に 達す 0 

特に 敎相に 精し く、 明治 初年 東 京大 敎院に 就職す 〇六年 一月 

大念佛 寺の 主と なる 〇是 よう 先き 同 五 年 九月 華 嚴宗以 下五宗 

は廢宗 とな-^ 、他に 附屬 せしめら る ◦本 宗も仝 の 一とな うて 

淨土宗 に屬 せられし が、 七 年 再び 獨 立せ う〇十 三年 十一月 二 

十三 日 寂す。 壽七 十七 ◦(融通 念佛宗 略史) 


シ深、 眞 、尋 


シン ^ ン 深山  セィコ 正 虎を 見ょ C 
シン ズィ 眞蘂 ij -〇 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪 僧な 
ぅ ◦眞蘂 字は 季璦 、雲澤 と號す 別に 松 泉と 號す〇 俗姓は 上 月 
氏、 生國詳 ならず ◦幼に して 京都 相 國寺雲 頂院に 入ぅて、 叔 
英宗播 に 師事し をの 法を 嗣 くし 嘉吉 元年 六月 義敎 、赤松 氏の 
亭に赴 さ滿祐 の爲め に 殺 S る〇眞 蘂夜 半を の 邸 R 趨 り、 亡骸 
を鹿苑 寺に 送 6、 又、 等 持 院に就 S て 荼毘の 儀を 行へ りと 云 
ふ 〇寬正 三年 七月 將軍義 政、 鹿 苑院の 龍 岡、 等 持 院の竺 華、 
壽德院 の 瑞溪に 命じて 高 倉 御所を 建てし IJ* るや亭 子の 名晴 
月、 淨玉 等の 額 名を 獻ず ◦五 年 職を 法 弟 益 之 集箴に 讓 6 て 雲 
頂院に 歸 6、 方丈を 紫 藤と 名け、 室を 安樂 窩と 日 CA 、 書院と 
鶯雪と日5、亭を無双と稱し、又、別に一堂ダ構へて觀音像 
を 安 じて 水 月 道場と 日 a 、 更に 乙れ を 畫 s て 禪廬圖 と s ふ 0 
後、 天 龍、 相 國の兩 刹に 住し、 歸 $ て 又、 雲 頂 院に老 ゆ〇文 
明 元年 八：^ 十一 日 寂す ◦壽 六十 九。 著作、 李 瓊 H 錄ぁり o( 蔭 
凉軒 日記、 梅花 無 盡藏 、相國 寺 住持 籍 、扶桑 五山 記) 

シン リン 尋尊 j 一 -- 0 JS 〔法相 宗〕 大和 興 福寺大 乘院の 
門 主な 6 ◦尋 尊は 一條 兼 良の 子 〇永享 二 年 八月に 生る 〇同十 
二 年に 得度し、 享德二 年少 僧都と なり、 三年 大倌都 に 進み、 
四 年 僧正に 任ず。 康正二 年 二月 春 H 社 興 福 寺別當 、長 谷 寺 別 
當 、橘 寺別當 、藥師 寺別當 R 補せられ、 三年 六月 大僧正に 任 
ぜらる 〇長祿 三年 五月 修理 目 代任 料の 乙と に 就きて 一 乘院敎 
空と 確執し、 越 智家榮 をの 中間に 立ちて 斡旋せ しか ば、 幕府 
論して 之 ^ 和解し、 家榮 修理 目 代任 料の 殘分を 大乘院 に 納め 
て事なきを得 /2 60乙の頃畠山政長一族義就と不和なり0大 


(五三） 
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和に ては 筒井、 箸 尾は 政 長に 黨 し、 越智 、古市 等は 義 就に 黨 
し、 互に 相閲 ぎしが、 家 榮箸尾 その 釆地佐 味を 占領せ しか ぼ 
六月 幕府 大乘院 をして 家榮に 諭して これを 還付せ しめ / 2 り。 
寬正二 年 一月 幕府 大乗 院 、一 乘院 等に 命じて、 大和の 民を 發 
して 畠 山 政 長を 助けて 義就 の黨を 討 / 2 しめた 6 ◦同年 筒井 順 
永の 部下 小 林 某、 福 智堂領 九 條庄を 胃 占せ しか ば、 十一月 權 
大納言 日 野 勝 光尋尊 をして 乙れ を 還付せ しめた- ONO 寬正六 年 
九月 廿 二日 征夷 大將 軍足 利義政 .春 日 社に 謁し、 一乗 院 及び 大 
乘院 に詣づ 〇尋 尊小釉 五重、 甲冑 一領 、劎一 振、 鴇 毛 馬 一頭 
盃 、香合、 高檀紙 十帖を 獻 じたぅ ◦應仁 元年 十二月 興 福 寺 法 
務に 任ぜら る〇 文明 二年 三月、 日 尊と h ふ もの、 故 小 倉皇 子 
の裔 某を 奉じて 兵を 擧 ro 畠 山 政長義 就の 爭亂に 加へ、 延き 
て 天下の 大亂 となり、 四月 後花園 法皇、 院宣を 聖護院 准 后 道 
興に 下して、 熊 野本宮 、新宮 、及 那智山 の 僧徒の 故 小 倉皇 子 
の裔 某に 應ぜざ るを 賞し、 且つ 軍功を 勵まし 給 ふ〇六 月七大 
寺 K 勅して 干戈 平定 1: 祈らし め、 又 命 1: 東大寺、 妙 樂寺等 
に 傳へて 南朝の 遺黨を 討せ しめ 給 CA しに 由ぅ、 奈良附 近の 兵 
士の 南北に 往復す る 者 多 か 6 しか ば、 七月 尋尊 古市 家 則 等に 
命じて丘ハ士の奈良に入る者を防'かしめ /2 6>、文明三年八月尋 

尊 釜 口。 長 岳 寺が 寬正六 年 將軍義 政の 奈良に .來 りし 時に 課せ 

し錢を 納れざ るを 以て、 十 市 遠淸に 命じて 督責 せしめた $0 

遠淸 兵を 發 _;て その 房舍を 毀ちし かば、 僧徒 懼れ て錢 を納れ 

て 罪を 謝せう 〇 文明 三年 十二月 幕府 尋尊 及敎玄 等に 命じて 越 

智家榮 をうた しめた 60 家榮は 西 軍の 義就 應じて 、軍兵を 

宇智 郡に 入れた う ◦乙の 地は 同年 九月 大乘院 の 本寺領 の 如く 


知行すべき よし 一決せ る 地な う〇 文明 五 年 八月 成身院 順宣、 
興 善 院尊 舜 筒井 順 永と 計う、 妙樂 寺を して 輿 福寺領 萩原 莊 K 
官職 ^ 管せ しめたう 〇學徒 服せ ず、 四日 その 巨魁 ^ 追 ふ。 尋 
尊、 敎玄等 調和を 計う しも 諧は ず、 尋で又 十 人を 逐ふ〇 文明 
七 年 四月 二十日 尋 尊書を 大內 政弘に 遣う、 春 日 ; Trt 古河 莊 i: 還 
付 せん/ 〇 とを 請 a しか ば、 八月 政弘 之を 還へ す 〇永正 五 年 五 
月 寂す ◦壽 七十 九 C 應 仁の 亂、 父 一條 禪閤兼 良の 記録を 大乗 
院に 保管して をの 兵燹を 免れし め、 又 自ら 見聞せ る 所を 記し 
て 遺し / 2 る もの あう 〇著 作大 乘院 日記 目録、 諸 寺別當 座主 次 
第 等 あう。 (大乗 院 寺社 雜事 記、 大和 人物 志) 

シン’ トウ 置 ハ 立 里 ク ヮゥ クヮン 廣 貫を 見よ、 

ジヤウ ウン バウ 淨雲房  ク 、ノン シャゥ 寬昌 を 見よ、. 
ジヤウ カウ 淨康 ィン ヵゥ ; IL 康を 見よ、 

シヤウ カク 正覺  シン ヶィ 眞敬を 見よ、 

シヤウ ギヨ ク 淸玉 jj 一一 一一 g E- 〔淨 土宗〕 山城 阿彌陀 寺の ！ f 
な 60 淸玉は 得 蓮 社 生 譽と號 す〇何 許の 人 / 2 るを 知らず 〇天 
文 十一 年 八月 十日 織 田 信秀の 男信廣 、(信 長の 庶 兄} 鳴 海に 陣 
し、 偶  <  路上に 一 姙婦の 劇 だ 疚苦 せる を 見、 大に愍 み、 醫者 
に 命じて 藥を服 せしめ 72 る も、 効な く 遂に 死す 〇更 に醫 者に 
命じ、 腹を 剖 いて 胎兒 1: 出 3 しめ、 其 家に 送うて 鞠 育せ し 1/ 
天文 十六 年 兒六歲 、初めて 其 事を 聞 SC 悲痛し、 出家して 母 
の 冥福を 祈願 せんとす 〇信廣 をの 志 ^ 憐み 、出家せ しむ 3 是 
れ即ち 淸玉 なう。 初め 建 仁 寺に 入う、 後 芝 藥師の 阿彌陀 寺に 
入 6、 成覺に 師事し、 遂に 阿彌陀 寺に 住し、 織 田 信 長に 寵遇 


、 >- 尋  シ眞 、淨 、正、 淸 
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(六 三） 


シ淨 、詳 、聖 

せらる 〇萬里 小路 惟 房に 謁し、 信 長の 禁城 修理 等の 乙 とに 關 
し、 周旋した 6 と 云 ふ 〇尋い で 阿彌陀 寺を 勅願 所と せられ、 
信 長大に 堂舍の 造營を なせ 60 天 正 十 年 六月 二日の 本能 寺の 
變ぁ 60 淸玉 急難に 赴 9 寺 後の 竹簸 中に て、 信 長の 遺臣ょ $ 
遺骸を 乞 CA 得て 火葬し、 法衣の 釉に遺 骨 5: 裏み て 逃れ 去 60 
後明 智 光秀 i: 問 ひ、 信 長 及び 當 時の 死人を 葬 6、 冥福を 修せ 
ん とする 意 ^ 告げ、 信忠以 下の 屍を 收めて 葬る。 豐臣 秀吉阿 
彌陀 寺に 寺領 三百 石を 寄附し" 香華の 資 とな 3 ん とす、 淸玉 
固辭 して 受けず 〇秀 吉悦ば ず、 數； 人を 遣し 說か し ir る も竟 
に 命に 從はざ 6 きと 云 ふ。 天 正 十三 年 九月 十五 日 寂す 〇壽四 
十四な り 〇  ( 阿 彌陀寺 由緒、 阿 彌陀寺 過去帳、 淸玉 上人 傳 記) 

ジ や ウクハ ウ淨 光一 i: ra: £: 〔黃 檗宗〕 肥 前 長 崎 紫雲 院 
の禪 僧な り〇淨 光、 字は 海 眼、 鶴 亭と號 す ◦聖福 寺岳宗 の法嗣 
にして 畫 ^: 熊 斐に學 ぶ 〇灑 落に して 潤澤あ 6、 自ら 一家を な 
す〇後 紫雲 院 R 住す 〇天明 五 年 十二月 紅 戶に 寂す 〇壽缺 く  〇 
(長 崎 晝人傳 、古畫 備考) 

シヤウ ジュン 詳 * こ： 一 g -: 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 百 九 

十八 代な ぅ 〇詳洵 、字は 月 泉、 鄕貫詳 ならず 〇幼に して 出家 

し、 江 月 千に 就 S て 進 具嗣 法す 〇三聖 寺 {C 住し、 享德四 年 八 

月 嵯峨天 龍 寺に 移ぅ、 次に 東 福 寺. に轉ず 〇: 寬正五 年 十二月 南 

禪 寺 R 陞 住し、 後 又、 東 福 寺に 歸る〇 文明 十四 年 三月 二十 六 

日 寂す。 著作、 月 泉 錄一卷 〇  ( 蔭凉軒 日記、 扶桑 五山 記、) 

シやウ ツ？ E 通 尼 一一 一 giM 〔臨 濟宗〕 山城 通 支 寺の 開山 

な 6/ 聖通尼 字は 智 泉と 云 ふ 〇四辻 宮尊雅 王の 女、 初め 嫁し 

て 山城 八幡 善 法 寺 了淸法 印の 夫人と なり、 中歲 出家し、 夢窓谏 


シ 成、 淨 、政 


石を 問 ひ、 疎 石の 命に ょう 松巖寺 開山 晦谷 曇に 參し 、其 法を 
嗣 r、 後 瑞雲 山通玄 寺を 開く、 大將 軍義滿 特に 奏して 尼 山 五山 
に 列す。 聖通禪 餘エに 命じ、 每日佛 像 一軀を 彫 造せ しめ、 終身 
怠らず 〇廿 四日 地藏 菩薩 號一萬 遍を誦 す 〇至德 二 年 寺 内の 曇 華 
菴に 病を 養 ふ Q 嘉慶二 年 一月 廿 五日 寂す 〇壽 八十 OC 通 支 寺 誌) 

ジャウ チン 淨血 ハ si gs 〔修驗 道〕 豐 前英彥 山の 山伏な 
う。 正 應坊と S ひ、 鷹 羽 氏な々 〇英彥 山 甘露 明 王 院執當 職を 
なる 0 同職 政所 坊有緜 等と 共に 尊王攘夷の 議を 主唱し、 文久三 
年 一山 盟約 連署す 。同年 十一月 小 倉 藩の 英彥 山を 襲擊 する に 
方う、 同志と 共に 逮捕せられ、 小 倉 八百屋 町の 獄舍 R 繫が れ、 
數< 糾問 せらる％ 屈從 せず 〇極口 藩 吏を 罵詈す 〇慶應 元年 七 
月 獄舍に 於 S て、 同志 政所 坊 (政所 有緜 四十 六歲) 、義 俊坊 
(澀 川榮承 四十 歲) 本 覺坊 a 于都 宮堯民 四十 七歲) 、成 圓坊 (宇都 
宮有允 三十 七 歳) 等と 共に 殺 ^ る〇壽 四十 四な う o( 維新 史料、 
日子 山義 僧傳) 

ジやウ ニン 成 忍 (一八 5〕 〔眞言 宗〕 山城 高山 寺の 僧な 
り 〇 成 忍、 一に 成 恩に 作る 〇惠日 坊と號 す 〇 宅 間 法服の 實子 
なう 〇明惪 上人の 弟子と なる 〇筆格 能く 宅 間に 似、 專ら佛 像 
R H みに して 兼ねて 雜晝を 能くす 〇貞應 三年 四 月 唐本 十六 羅 
漢 、幷び に 阿難 尊者を 畫く  ◦寂 年 及び 壽缺く  o( 本朝薔 史 ， 1!)) 
惠 上人 行狀、 山城 名勝 志、 古書 備考) 

シヤウべ ン 政遍一 一一 一一 一 S 〔眞言 宗〕 高野山 第二 ■& 十八 世 
寺務檢 校な 60 政遍 、字は 宥 俊、 寶性院 と 號す〇 越 中の 人。 
前 檢校增 福院良 運に 就 S て 兩部灌 頂に 入う、 小 野 廣澤諸 流の 
淵源， V 究め、 又、 顯密孔 老の學 {t 通ず 〇豐 臣秀吉 及び 秀忠等 


(七三） 
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の崇 信を 受け、 又 德川家 康の寵 遇を 蒙る 〇慶長 十一 年 五 M 寺 
務檢 校に 補せられ、 在職 四 年家康 ょ 6 數二镀 賞を 賜は る 。同 
十 叫 年 十一月 職を 辭す〇 同 十七 年 五月 駿府に 召されて 論義の 
證義 となう、 六月 紀三 井寺觀 音 堂 落慶 供養 導師を ® む C 同月 
東 寺の 寺務を 監 し、 山 科 安祥 寺 1: 兼務し、 をの 再興に 任ず 0 
同 十九 年 二月 又 召 3 れ て 論義に 預る〇 同年 四月 二日 安祥 寺に 
寂す 〇壽 八十  一 〇  ( 本 光國師 日記、 駿府 記、 紀伊績 風土記) 

シ や ウ m  生譽  シャ み ギョ ク淸 玉を 見ょ、 

ジャウ レン 成 連 1 jm  〔修驗 道〕 豐前 英彥 山の l!J 伏な 
う Q 成 連は 敎觀坊 と 云 a 、 藤山衞 門と 稱す 〇英彥 山に 住す 0 
長 南 梁 (梅 外と 號 す) 原 田 種 信に 就 s て 漢藉國 典を 學び 、慨世 
憂國の 志を 抱け 60 豪 氣活潑 、軀 幹强壯 にして 日に 健步 する 
と 三十 里、 常に 諸方に 使命の 勞を なす ◦文久 三年 一山 長 門 藩 
に 通じ、 尊王攘夷の 議を 決する に 方う、 座主 大僧正 敎有の 意 
を 受け、 淨現坊 (鬼 容嗔) と 共 JC 赤 間 闘に 至-' て 事情を 偵察 
し、 長 門 藩の 志士と 往來 し、 一山 擧 6 て 攘夷の 先鋒と ならん 
とする 意を 吿 ro 此時 侍從中 山 忠光赤 間關に 下向せ 60 乃ち 
面 謁して その 意を 告げ、 且つ 忠光を 促して 久留 米に 微行し、 
同藩の 志士 木 村三郞 柴山運 平等の 幽四 r 解かん とす。 尋 S で 

敎 有の 書を 箭 らし、 良什坊 (高 根 正 也) 祐玉坊 (柏木 民 部) と 共 

に 三人 長 門 藩に 使し、 奇 兵隊の 營に 至りて 隊長 瀧 彌太郞 に 面 

接し、 且つ 恰 毛 攘夷の 軍勢を 犒はん が爲め 下向せ る 監察 使 左 

少將正 親 町 公 董に面 謁し、 親しく 天意の ある 所 5: 拜 承す 〇 八 

月 十八 日 京都 變 動の 飛報に 接し、 衞門等 三人 夜中に 馳せ還 

う、 敎 有に 復命す 〇是に 於いて 一山 沸騰し、 朝廷 攘夷の 議の 


シ 生、 成 


斷 行せられ ず、 遂に 變 動を 見る に 至 6 /2 るは、 全く 幕府の 專 
橫に 出づる ものと なし、 大 に 奮慨 し、 日夜 今後の 方法を 評議 
す 〇衞門 等 益々 固く 尊王攘夷の 議を 執る 〇再び 敎 有の 書ヒ齎 
らし、 良 什坊祐 玉坊と 共に 三人 長 門 藩に 使す 〇 九月 九日 三 田 
尻に 着し、 藩士 佐 久間佐 兵衞に 面接し、 次 S て 同地の 招賢閣 
に 至 6、 三條 實_等 七 卿に 面 謁し、 京都 變動の 始末を 聞き C 
更に 藩士 眞木和 泉 等と 往来し、 相互に 時事 1: 痛論す 〇遂に 座 
主敎 有の 京都に 上う 天 氣を伺 ふべき と、 犬に 時宜を 得 / 2 るを 
知り、 衞門等 三人 九月 二十四日 三 條實美 の 書を 携へて 英彥山 
に 還りて 具に 復命す 〇 遂に 座主 敎有出 發の期 漸く 迫う C 忽ち 
小 倉 藩の 聞く 所と な'^、 藩士 二 木 求馬將 とな A、 大砲 二 門 銃 
隊五百 人を 率 ゐ夜中 山門ょう 襲 擊し 、座主の 家に 侵入し、 一 
山の 大衆を 逮捕す ◦執 當 政所 坊 (政所 有緜) 、正 應坊ヘ 鷹 羽淨 
典) 奉行 義俊坊 (漉 川榮 承) 及び 良什坊 (高 根 正 也) 等 同夜 逮捕 
せら れ、 後 成 圓坊 (宇都 宮有 允) は 熊 本に 逃れ、 橋本坊 (橋 本 
有 幸) は 田 代に 逃れ、 本覺坊 (宇都 宮 堯珉) は 日 田 (rc 逃れ、 各" 
をの 地に 於 S て 逮捕 せらる 0 此時衞 門は 恰も 如藏坊 (安達 昇)、 
中坊 (阿部 豪ーン 淨現坊 (鬼 谷嗔) 、嚴 瑤坊 (佐 竹 織 江)、 祐玉 
坊 (柏木 民 部)、 水口 坊 (水 谷 左 門) と共に 長 門に あり、 偶然に 
して 危難を 免 かれ / 2 $ 〇衞門 等英彥 山の 急報を 聞 S て大 に激 
昂し小 倉 藩の 暴狀を 罵詈す 〇長門 藩の 忠勇 隊に 編入せられ、 
專ら 初志を 貫徹 せんとす 〇 十一月 長 門 藩の 諸 士の議 に 依う、 
衞 門は 嚴瑤坊 (佐 竹 織 江) と 二人 三 田 尻を 出發 して 京都に 向 
ひ、 窃に 京都の 狀況を 偵察し、 且つ 三 條實美 等の 用品を 收め 
携へ來 らんと す〇旣 にして 京都に 入 6、 諸 卿の 門を 訪 a て 音 
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信を 通じ、 用品を 整理し、，， 長櫃二 棹に 入れ、 英彥山 座主 用 物 
と 書せ る 標札を 附 し、 伏 見に 出で、 將に 大阪 R 下らん とす 0 
然るに 小 倉 藩の 兵 伏 見に あうて 警衞 し、 一見 大に怪 み 一行を 
糾問 逮捕し、 長櫃 を 沒收 す。 衞 門は 織 江と 共に 京都 六角の 獄 
舍に投 ぜらる 〇同囚 に 但馬生 野 銀山の 敗士 平野 次 郎等 あう、 
相 共に 悲壯 慷慨の 談話を なす 〇 元 治 元年 七月 二十日 獄舎の 吏 
數卒を 指揮し、 長 槍を 以て 檻 外よ 6 亂衝 せしめ たれば、 同囚 
三十 餘人 、或は 壁に 攀じ 、或は 天井に 飛び、 長 槍を 避く  ◦衞 
門 等 二人は 從容 として 胸間を 被き、 長 槍の 銳尖に 刺 3 れ 、兩 
眼を 瞋 らして 死す ◦衞門 三十 四歲な う 〇  ( 維新 史料、 日子 山義 
僧傳ゾ 

シゃウ ォウバ ウ 正應坊 ジャウ 7-  ン淨 典を 見よ、 
シャク ウン セウ 釋雲照 クン  セウ 雲 照を 見よ、 

ジャ v ンユン 寂 順 gi 談 〔天台宗 S 江 延曆寺 第一 一 百 
三十 六 世 座主な 6 0 寂 順、 幼名は 富三郞 、別に 戀西 子と 號す 
姓は 村 田 氏、 中 
頃 喜 多 氏を 稱す 

舊松江 藩士 村 田 

正道の 第三 男に 

して、 淸水谷 公 

正の 猶子なる 0 

天 保 九 年 七月 二 

十六 U に 生る 0 

九歲に して 圓流 

寺 孝順に 投じ、 


幾くなら ず 孝順 寂せ しか ばを の 法嗣心 海に 事 ふ 〇十歲 出 雲 鰐 
淵 寺に 得度し、 顯密の 二敎を 禀く〇 安政 五 年 二十 歲鰐淵 寺 本 
覺坊の 住職と なぅ、 元 治 二 年 松本坊 に轉 住す。 文久 元年 藩主 
松 平定 安よ 6 香 衣 一領を 賞 與せら る G 慶應 二年征 長の 役* 定 
安に 召 3 れ 、天守閣に て 九 字 護身 法を 傳授 し、 且つ 甲冑 武器 
等を 加持す ◦同年 七月 定 安 (C 侍して 石 見 P の陣營 R 在 . 晝 
夜 五大 明 王 護摩 供を 修す ◦同月 軍 凱旋して、 寺祿 二百 石を 加 
增 せられ、 金 欄 袈裟 一領を 受く〇 明治 元年 三月 神佛判 然の令 
下-^、 比皲 山廢 亡の 危機に 迫る や、 實弟泰 良と 共に 五： c： 鰐 淵 
寺を 發して 京都 梶井宮 邸 比 叙 山 出張所 R 着し、 紹舜に 面して 
神 佛一體 を 論ぜる 建言 書. s 進 達 ^ 請 a 、 即日 太 政官に 呈 せら 
る。 同年 鰐 淵 寺の 守護 摩 多羅 神の 神佛 如何の 議 起る や、 之を 
佛敎 R 屬 すべし と辨 じ、 二 年 再び 起つ て 社寺 奉行よ 6 東京 神 
祇官に 召喚せられ しが、 偶こ叛 あ 6 ◦泰 良を して 代らし め、 
辯 論 勝利を 得 为 り ◦五 年 三月 敎部省 開設せられ、 神 佛敎導 職 
を 置かる 〇召 て 東京に 上り、 敎導職 十二 級 試補 k 補 せら 
れ 、尋 s で 神佛 合併 大敎院 庶務課 1: 勸む〇 同年 僧侶の 俗籍姓 
氏を 定ひべ き 達 あり、 依つ て 姓 喜 多を 稱 す。 六 年 二 n 權小講 
義に 補せられ、 同年 五 乃權大 講義に 補 せらる 〇 六月 尾 張、 播 
磨、 美 作、 因幡、 出 雲、 備 前、 備 中、 四國 、九州 ic 派出して 
敎導 職を 試驗 し、 且つ 巡敎 す。 七 年 一月 再び 播 磨を 巡敎 し、 
三月大講義に補サられ'六月比皲山蓮華王院住職に補せられ 
鰐 淵 寺 松 本坊を 兼務す Q 同月 以來 滋賀縣 下神佛 合併 中 敎院講 
究 課勸務 とな 6、 八月 東上、 九 H 棍井 三千 院住職 を 命ぜら ゎ、 
十月よぅ 京都府 下神佛 合併 中敎院 講究 課を 勤務す 〇八年 二月 
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神佛 合併 大敎院 分離 論 起う、 京都府 下 神道 各宗敎 導職總 代と 
して 東上し、 滯京 中、 天台宗 執 導 1: 兼ぬ 〇三 月權小 敎正に 補 
せらる 〇 同年 十二 弓 宮 門跡の 廢絕を 憂慮して 歎願す る 所 あ 6 
九 年 六月 宮內 省よ 6 特に 舊 門跡 寺院に 永 績 の年祿 1: 下賜 せら 
る 0 同年 七月 京都 妙法 院住 職を 命ぜられて、 第 四十 二世、 (門跡 
とな 5、 十月 少敎 正に 補 せらる 。十二：：：： 萤蒙必 用 作文 初歩の 
版權を 得、 十 年 二月 同書を 天皇、 皇太后、 皇后へ 獻 上す ◦同 
年 四月 原籍に 復歸 して 姓 村 田を 稱す〇 九月 京都府よ 6 泉 涌 寺 
改革 事務 取扱 1: 囑托 せられ、 同片比 叙 山延響 寺 維持に 付きて 
三條 、岩 倉 雨 大臣に 建言 書を 呈出す 〇十 一年 二月 京都府 療病 
院 資金 獻納の 賞と して 金 盃 r 下賜せられ、. 丁 月 寂 M の 懇講に 
依う、 大隈重 信 勅を 奉じて 比 叙 山に 登る 〇 次いでを の 命に 依 
6 て 同 山の 保存 必用 堂宇の 取調 書を 差 出す 〇 十二月 延曆 寺總 
代と して 東上し、 淺草 傳法院 に滯 在して 翌年 十月に 至る 〇乙 
の 間 滋賀院 號復歸 寺祿御 下賜 及び 延曆寺 法 華會廣 學竪義 再興 
を 歎願す 〇 十二 年 四月 大隈重 信 も 亦 建言し、 前門 跡の 例に 準 
じて 御 下賜 金を 請へ 60 時に 明治 四 年以來 信 濃 善 光寺 別當大 
勸 進と、 淨土宗 大本 願との 間に 一大 葛藤 1: 生じて 解けず 0 依 
つて 乙の 年 六月 内務省よう 善 光寺 大勸進 事務 取扱 兼務 1: 命ぜ 

られて 赴任し、 兩者調 停の 主旨を 懇論 して、 七月 歸京復 命せ 

60 又、 明治 二 年 八 月 菊 桐 御 紋章の 嚴 制あク て以來 諸 寺院の 

不便 *> からざ6し*か、この年七月由緖ぁる寺院の佛殿莊嚴に 

關 する 在來の ものに 限りて 之 V 使用 せんこと を 歎願し ◦八月 

之， で 許 3 る C 九月 延 W 寺 法 華會の 復興 2: 許 5 (! 、 同！：；： 歸山恰 

毛 同 會五年 目の 時期に 會せ しを 以て、 維新 已後 始めて 公然 / 2 
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る 大會を 執行し、 勅使と して滋 賀縣令 籠手 田 安定 臨 鑒せ 6  〇 
十三 年 二月 延曆寺 代理と し 東上し、 五月 溢 賀院 (>1 舊年米 二. 白 
五十石と 下賜 せらる 〇同 月歸 山す 〇 六月 天台宗 大會議 を 東京 
傳法院 に 開かれて 議長に 選ばれ、 宗 制の 改正を 議ず 。同月 天 
皇京都行幸の際、7\、の懇願に依りて妙法院へ臨御ぁらせらる 
ベき 内命 V 蒙， 9、 同月 議會 閉場の 後、 直に 歸院 して 大 修繕 fc 
加 ふ 。七月 天皇 行幸せられ、 寶物 六點を 獻 上せ- CS。 十一月 中 
敎正に 補 せらる 3 十四 年 二 H 善 光寺 大勸進 正 住職 1: 命ぜられ 
八月 赴任して、 淨土宗 大本 願と 協議の 上、 和 協 一致の 條約書 
VJ 地方 官及び 內務省 に 進 達して、 十；： c 歸 西す。 同月 籠手 田 安 
定等 久邇宮 1: 會長 として. 崇叙會 を 設立し、 皇族を 始め 寄附 勸 
進の 爲め 、延曆 寺 座主 代理と して 東上せ しめらる 〇 十五 年 二 
月 敎導職 試補を 廢して 度牒 の舊制 ;; 復せん こと 1: 建議し、 二 
月 新 宮城 御 建築の 安鎭 法を 行は ん こと、 及び 各 本山へ 公債 證 
書 御 下賜の ことを 建議す 〇十月 泉 涌 寺 炎上し、 同 弓 同 寺 再興 
の 歎願 書を 各 親王に 呈す〇 十二月 k 內省 ょぅ 延曆 寺へ 千圓を 
下賜せられ 〇十六 年  一 CT 比叡山の 維新の 際に 於け る 勤王の 事 
實を拔 普して 右大臣 岩 倉 具視 ic 呈出し、 同月 佐 伯 旭雅と 共に 
泉 湧 開山 俊 荷に 大師 號 宣下を 奏請し、. 泉 涌 寺 執事 支 猷 と共に 
東上す 〇 後、 月輪 大師の 謚號を 賜は る 〇 同月 内務省ょ 6 延曆寺 
に貳 千圓 ir 下賜 せらる 〇 五：：：： 岩 倉具視 、京都 桂宮 G 疾を養 ふ 
や、 比 叙 山 維 待 法に 就づ 、て 請 ふ 所 あり 〇七月 妙法 院門宰 保續 
ハ 爲め 、南 叙 會 .で 設立し、 後、 櫻 井能 監 V」 會長 とし、 親王を 
總 裁に 戴け 60 十七 年 七月 旭雅と 共に 故 契冲の 功勞を 彰 表し 
て 贈位 幷に祭 資料 御 下賜の 乙と を 請 ふ〇八 E： 太 政官よ 5 敎導 
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職を 廢して 、敎 宗派の 取締を 神佛各 管長に 委任 せらる 。時に 
寂 順、 權 大僧正に 補せられ、 次 s で 大僧正に 進む。 十一月 各 
門 主の 速署を 得て、 東叡山 日光 山 兩輪王 寺宫へ 年金の 御 下賜 
を 歎願し、 十八 年 四月 妙法 院外 六 ヶ寺門 跡號の 復舊 1: 許 3 る 
十月 天台 座主 大杉覺 寶の 代那 として m 京 宗務 廳詰の 委任を 受 
け、 淺草 傳法院 R 滯在 して 二十 六 年に 及べぅ」 二十 年 三月 各 
宗 協同 普通 學校 設立の 事を 各宗 管長に 謀 6、 曹洞宗 瀧 谷琢宗 
日蓮 宗新井 日薩の 賛成を 得て、 麻布笄 町に 普通 學 校を 新設 
し、 二十 一年 十一月 開校式を 擧 C。 以來三 間間に して 數 .白 名 
の 卒業生を 出し、 が、 琢宗 、日 薩二師 の 寂す るに 及び、 廢校 
となれ. り〇 二十 年 十二月 善 光寺 大本 願ょ-- 再び 出訴し、 同月 
赴 山して 調和せ しむれ ども 成らず 〇 二十 一年 三月 !# 論の 仲裁 
を 長野縣 知事 木 梨 精 一郎に 請 ひ、 城 山 館に 會 して 調和 談をな 
す〇 四月 延曆寺 に 一宗の 會議を 開く や、 座主に 代ぅて 議事を 
總理 し、 宗務 廳及び 大學林 を 比叡山に 置かん Z. とを 議定す 0 
乃ち 學 校の 敷地を 定めて 工事に 着手せ しめ、 七月 宗務 廳を復 
歸し 、九月 朿京傳 法院を 宗務 支廳 とし、 支廳 長に 任ぜら る 0 

十二月、 翌二 十二 年 一月 16 門跡 妙法 院以下 三十 箇 寺院 住職 

の 拜賀を 許さる 〇是れ 寂 順の 二十 年春以 來 宮內內 務の兩 省に 

建言 上 請せ しもの なり 〇二 十二 年 一月 參內拜 賀す〇 七月 淨土 

宗大 本願との 諍 論 敗訴の 審判に 對 して、 控訴の 議を 辯護士 JC 

委任す Q 十月 延曆寺 根本 中堂 修繕 (C 付き 五 百圓を 下賜 せら 

る〇 十二月 歸西 して 各宗 協同 會議を 主張し、 二十 三年 六月 之 

を 築地 本願 寺に 開會 し、 その 議長と なる 〇爾 來十餘 年間 年々 

開會 せらる 〇九月 善 光寺 大本 願に 對 する 控訴は 大勸 進の 勝訴 
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となる ◦二十 PM 年 五月 魯國 皇太子 大津 にて 遭難 あるに 際し C 
宮內 大臣に 建言して 陳謝 大使に 加 へられん ことを 請 ふ 〇 六： r 
宮内省ょ 6 西 塔轉法 輪 堂 及び 橫川 中堂へ 五 百圓を 下賜 せら 
る 〇 六：^ 善 光寺 兩宗 寺務 分掌 心得に 對 する 伺 書を 内務大臣に 
呈出し、 二十 六 年 三月 各 宗派に 對 する 改革 意見 六條を 內務大 
臣に 建議し、 五月_ 光寺 兩宗仲 裁の 協議 成う しを 以て、 仲裁 
依賴 書を 品 川 彌二郞 に 提出し、 七月 三十 一日 彌次郞 は 仲裁 判 
決 正本を 作 6、 大本 願 大勸進 永久の 調和を 成立し、 をの 記念と 
して 古畫 阿彌陀 如来の 像 一 軸を 善 光寺に 奉納せ 6 0 是に 於い 
て 二十 餘年來 の 葛藤は 全く 解け、 そ S: 尊影を 揭げて 大法 會を 
修 し、 爾來 年々 この H を 記念 H として 記念 法會 1: 修す るに 至 
れ 60 九月 靑蓮院 門跡 殿宇 燒 失の 報 ^ 得て 院主に 代うて 宮內 
省 k 出頭して 陳謝し、 久邇宮 に 再建の 歎願を なせう 〇 十一月 佛 
敎代表 者を 貴族院 議員に 選 擧 すべき 旨を 總理 大臣に 建議し、 
二十 七 年 七月 日 淸宣戰 の 大詔の 下る や、 淸韓 調和 皇威振 張の 
祈願と して 藥師 護摩 開闢を 執行し、 數 萬の 軍人 守 札を 寄贈せ 
う。 九月 天台 眞言 雨宗 協議して 廣 、島 大本 營に 天機を 奉伺して 
歸う 、十一 cr 京都 洪濟會 にて 谷 宗派 集會 して 軍隊 布敎を 决議 
して 之を 大本 營に 出願し、 十二月 葬祭 布敎使 派遣の 儀を 請 ひ 
同月 又、 捕虜 撫恤 K 付き 請願し、 遂に 許可を 得て、 從 軍僧 及 
び 軍隊 慰問 使 £- 選定し、 二十 八 年  一 H 南禪 寺に て 各宗 會議决 
定して 之を 請 ふ 〇二 月廣島 陸軍 墓地に 各宗 協同 追悼 會を 執行 
し、 二月 吳鎭 守府 (C て も 同樣に 執行し、 三 H 廣島 大本 營に天 
機を 奉伺し、 五：^ 平和 克復の 大詔を 發せら る、、 又、 登營し 
て 奉祝 文を 獻ぜ 6Q 十月 圓頓 戒壇 院にて 一乗 菩薩 比丘 戒を受 
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く、 二十 九 年 六月 天台 座主に 補せられ、 七月 延曆 寺に 晋山 式 
を 行 ひ、 同月 宗務 廳にて 一宗の 會議を 開く 〇 八月 善 光寺 大勸 
進 正 住 兼任を 解 さ、 同月 皇朝 天台 史略の 開 板 及び 般舟 三昧 院 
再興のと を 決し、 十二月 その 工事に 着手す 〇 同月 參內し て皇 
朝 天台 史略を 奉 獻す〇 三十 年 一月 般舟 三味 院へ御 尊 牌 還遷の 
許可を 得て、 泉 涌 寺ょ 6 御 遷座を なしを の 式を 行 ひ、 二月 英 
照 皇太后の 靈樞を 奉迎して、 大喪に 列し、 中陰の 祭典を 修す 
四月 天皇 京都に 御着 輦 あぅ、 先 づ大津 に 奉迎して、 天機を 奉 
伺し、 宮內 大臣へ 般舟 三昧 院 再建の 歎願 書を 呈せぅ C 九月 五 
千圓を 下賜 せらる 〇 三十 三年 五月 暹羅 皇帝ょり 釋 尊の 遺骨を 
賜は るべ しと S 報 あり、 妙法 院の新 殿， V 以て 佛骨 奉安の 假堂 
と 定められ、 六月 帝國 佛敎會 $ 名を 日本 大 菩提 會 -v 改稱 し、 
をの 理事長に 推 3 れ 、同月 その 趣意書を 發 布して 創立 式を 行 
ひ、 七月 佛骨を 奉迎せ 60 九月 覺王殿 建築の 規模 縮少の 意見 
書を 各宗 管長に 提出した n ども 行 はれず。 三十 四 年 二月 理事 
長を 廢して 會長 1: 置き、 又 推 選 せらる ◦三十 五 年 七月 覺王殿 
建設 地に 關 する 衷情 書を 各宗 管長に 發 し、 八月 各宗孤 會を開 
きて 之を 議し y2 れど本 遂に 决 せず。 十一月 大 菩提 會會 監會開 
設せ られ 、敷地を 名古屋 に决定 せらる ◦寂 順は 京都 敷地 說 ^: 

固持 主張した れ ど名容 れらゎ ず 〇 同月 會 長の 職を 辭す〇 三十 

六 年 一月 暹羅國 皇太子を 七 條に 奉迎し、 翌日 妙法 院に迎 接す 

三十 七 年 二月 妙法 院に 五箇 宮門 主集會 ;? 催し、 日露 開艄の 詔 

勅將 に煥發 せ A とすろ V 傳聞 し密に 相議 し、 十”衷 曲肅 啓册 

子を 各 宗派 管長に 提出して 大 菩提 會會長 在職 中の 責任 1: 明に 

し、 且つ 各 宗派 會議を 開催して、 負 倚 償還 (C 關連 せる 善後策 


シ寂 


を 議定せられ ん 乙と を 促せう 〇時に 前 田 誠 節釋等 顧は 獄に下 
$、 寂 順 亦 債主の 起訴に 遭 はんとせ 60 三十 七 年 十月 天台宗 
座主 職を 辭 し、 三 十八 年 十月  日 寂す 〇壽 六十 八。 著作 0 
童 蒙必川 作文 初步な う 〇  ( 隨 緣迹) 

ジュィ ン壽寅 i -r Jt  〔臨 濟宗〕 京 郡眞如 寺の 禪僧な 
う。 壽寅 、字は 子 建、 自ら 是菴 と號す 〇鄕貫 詳なら ず〇默 堂 
壽昭 $ 法嗣 にして、 晝を 能くす、 眞如 寺 it 住せ 60 天 正 九 年 
正月 四日 寂す Q 壽九 十六 〇  ( 萬 山 編 年 精 要) 

シュウ ヱ ン 宗淵！一1姑〔天台宗〕伊勢津西來寺の學僧 
な 60 宗 淵は 竹 圓房眞 阿と 號す C 俗姓 菅原氏 ◦京都 北 野天 滿 
宮の 社僧 光乘坊 某の 子な う ◦近 江 坂 本の 西敎 寺に 入りて 得度 
し" 尋 S て 大原の 普賢 院に 住す。 文政 八 年 九月 四十 歳に して 
伊勢の 律の 西來 寺に 入う、 三十 三代の 住持と なる ご 三十餘 年 
の 間 同 寺に 在う、 學問敎 化を 事と す C 法 華經の 校訂 研究 R 力 
を 用. Q、 著は すと 乙ろ 多 to 安政 六 年 八月 二十 八日 寂す 0 壽七 
十四 〇 著作 C 寶印集 三 册〇法 華 經考異 二 册〇梵 漢法華 品 題 一 
帖等 あう C 寶 印の 跋に 日は く、 經日 我此法 印、 爲欲 利益、 孝 
阿縷 板、 拾 伍 施 銀、 參伯故 請、 勿 爲奇翫 、須 同經籍 、于時 天 
保 辛 丑宗淵 敬白、 と 〇諸國 古寺 所 藏の卍 字 印 種子 印 一; 6 十餘 
の 印影を 收め 、來 由を 略 說 附記せ るち のな ■り Q 
、ンュ クぜン 宗 I L1 トゥ キ等 貴を 見ょ 0 
ジュケ ン ft 顯 u 一六 ^: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪僧な 
壽顯 、字は 文 總 、鄕 貫詳な らず〇 綿 谷周瓞 の 法嗣な 60 
南禪 寺に 入り、 鹿 苑院に 注し、 再び 左 街 大僧錄 に 任ず 永 正 四 
年 五月 將軍義 滿の一 百年 忌を 鹿苑 に 營むや 、壽顯 その 拈 香を 


、 V 壽、 宗 
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(二 四） 


シ守、 壽 、順 


なす 〇永正 六 年 十二 ET 二十 六日 寂す ◦壽缺 く  o( 翰林 胡 蘆 集、 
鹿苑僧 錄歷代 記、 萬 山 編 年 精 要) 

、ンュ セン 守 仙 11 一一 一 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺 第二 百 七 {»: 
な ho 守 仙、 字は 鼓叔 ，別に 瓢庵と 號す 〇姓缺 く， 信 濃の 人 
延德二 年に 生る 〇早歲 にし - t 京都 東 福 寺 自悦守 懌に 侍し、 長 
じて 諸方 R 參 詳し、 遂に 守懌 の法嗣 となる 〇後 、東 福 寺 不二 庵 
に 住し、 又、 眞如 寺に 移る 〇天文 七 年 71- 月 東 福 寺 ^ 董し 、住 
する C と 十 年、 天文 十六 年 五月七日 南禪 寺の 帖を 賜は る ◦後 
東 福 寺の 山內 ic 善慧軒 を 創して 第一 世と な 6 .、尋 いで 能登崇 
壽寺 近江惪 雲 寺 等に 移う、 居る 1 と數 年に して 又、 善慧軒 に 
歸る 〇弘治 元年 十月 十二 日 寂す。 壽 六十 六。 著作、 鐵酸饀 集、 
猶如昨 夢 集 あう。 

ジユ セン 壽裁 (I 一一 丸 セ) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第一  一 A' 八 
十四 代な り 〇壽戢 、字は 繼天 、牧 雲と 號し 、軒を 皆 春と 云 ふ 
鄕貫詳 ならず 〇初め 建 仁 寺 一華 院に 投じ 月舟壽 桂に 就 S て 剃 
髮禀 具し、 諸方 R 從游 の後壽 桂の 法嗣 となうて 一華 院に住 
す〇 天文 六年 十一月 建 仁 寺を 董す〇 聯句 及 rA 駢驪に 巧みな 6 

壽 桂の抄 せし 錦繡 段を 編 次し、 駿河林 際 寺 雪齋太 原の 問に 對 

して 宗門の 要を 論じて、 雪繼 問答を 著す。 寂 年 及び 壽缺く  ◦著 

作、 前記の 外 柳 西 落葉、 續錦繡 段 あ-^ 〔再録〕 

ジュン ヱィ 順 永 =5 Ri 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 

6 ◦順 永、 又 良 舜と云 ふ ◦箸 尾 光宣の 弟 なれ ど、 嘉吉 元年 幕 

府に 請 a て 筒井 家 1: 承け た 60 嘉吉二 年 兄 光宣と 典に 順弘と 

河 上關務 代官 職を 爭ひて 相鬪ひ 之に 勝つ 〇然れ ども 幕府の 處 

分 JC 服せ ず 〇嘉吉 三年 九月 經覺 、幕府と 謀うて 光宣 等を 罪し、 


シ 暇 


河 上關務 ;r 褫 ひ、 翌文 安元 年越智 氏を して 來 6 擊 /2 しめしを 
順 永、 光宣と 其に 迎へ擊 つて 之に 勝つ 〇 幕府 亦松 田貞情 等を 
遣して 順 永 等を 攻めし めしが 勝たず して 去れり Q il: 祿 三年 幕 
府順永 等の 罪を 釋して をの 采地を 復す C 翌寬正 元年 順 永の 胃 
占せ る 寺 田の 貢租 5: 大乘院 に 納れ しめらる ◦蓋し 與福寺 も 亦 
順 永の 歸 順を 容れ たるな 60 初め 順 永遠 智 氏と 不和な う 〇 永 
享四年 幕府の 軍に 從つて 越智 氏を 討ち、 後ら、 兩畠山 氏對立 
する に 及びて、. 政 長 ic 黨 し、 應 仁の 亂亦東 軍に 屬し、 屢 <義 就 
の黨 なる 越智 家榮 等と戰 a /2 う〇文 明 八 年 寂す 〇壽 五十 四〇 
(大和 人物 志) 

ジュン ケィ 順慶 EE 一一 sg 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 
60 順慶初 $ 名は 藤 勝、 陽 舜坊と 稱す〇 姓は 筒井 氏、 順 昭の 
子な 60 母は 山 田 順 貞の 妹な 天文 十八 年 三 パ 三日 筒井 城 
に 生る ◦二歲 にし - L 父； v 喪 ひ、 五 歳に して 家を 繼ぎ 、永 祿三 
年 三月 剃髪して 陽舜 坊順慶 法師と 稱す〇 長 じて 學を 好み、 唯 
識 論に 通じ、 兼ねて 神 書 儒學に 達し、 又 和歌を 善くす 〇弘治 
三年 正 親 町 天皇 踐祚し 給 ふ C 順慶 人を 遣して 奉賀す 〇永祿 三 
年 御 即位 あ 6、 又 人を 遺して 賀し奉 6 物を 獻ず 〇 乙 の 頃 松 永 
久秀 は旣に 大和 河內の 堺なる 信 貴 山に 居城を 構へ、 更に 奈良 
の 南方 多 聞 山に 築き、 東西 相應 じて 勢威 大に 張る C 筒井 氏屢く 
これと 戰ふ〇 永 祿八年 順 慶敗戰 し v 筒井 城を 去う、 布施 城に 
入る ◦九 年 六 or 筒井 城を 復 し、 九 M 進 / L で 奈 良に 入うて 久秀 
の 兵と戰 ふ〇 十二 年 曩 に久秀 に陷 れられ たる 十 市 城を 復 せん 
として 克 たず 〇元龜 以後 又頻に 久秀の 黨と戰 CA 、 互に 勝敗 あ 
6 士雖 も、 未だ 久秀に 拮抗す る 能は ず 〇 蓋し 永祿十 一年 織 田 


(三 四） 
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信 長の 西 上 以來 、久秀 は 質を 信 長に 入れて をの 後援 あれば な 
元龜二 年、 久秀信 長に 叛 くに 及びて 順 慶は信 長に 降り、 
又 頻うに 久秀 の黨を 伐ちし が、 天 正 元年 久秀 再び 信 長に 降る 
に 及びて 大和 暫く 小康を 得た う ◦二 年 順 慶信提 の 命に よ*^ て 
明智 光秀の 子を 養 ふ 〇叫 年 大和 守護 原 田 直 政の 大阪に 戰 死す 
る や、 順慶 代つ て 大和を 管せ り〇當 時、 國內 には 尙ほ信 長に 
心服せ ざる 者 あ 6 しが、 順 慶 間に 居て、 專ら 調停に 努力せ 
6 ◦五 年 久秀又 叛 する や、 順 慶は究 秀 等と 共 i: 河 內片岡 城 1: 
攻めて 乙れ を拔 き、 來つて 織 田 信忠の 兵に 會 し久. 秀が 居城 
信 貴 山に 逼る〇 順 慶 地理に 熟せる を 以て 乙れ が 先鋒た 60 十 
月 十日 信 貴城陷 落して 松 永 氏 NJV に 至うて 亡ぶ 〇天正 八 年 十 
一月、 瀧 川 一益、 明智 光秀、 大和の 檢地を 終りて 京都に 歸る 
や、 信 長 郡 山城を 順 慶に附 して 大和 一國を 管せ しめた 60 旣 
にして 明智 光秀 信 長を 弑し 、使を 筒井に 致し、 啗は すに 利を 
以てし、 己の 援を な 3 しめんと す ◦順 慶諸將 を 會して 向背を 
諮 ふ、 諸 將皆日 ふ、 三 州 (大和、 河内、 紀 伊) を 併有 せんと. この 一 
擧 にあう、 速に 明智 を援 けて 大功を 樹つ べしと ◦老臣 松倉獨 
$ これを 否と す。 順 慶松 倉の 言を 容れて 、乃ち 陽に 來意を 領 
して 形勢を 窺 ふ 〇乙 の 時 豐臣秀 吉中國 よ 6 歸 うて 光秀を 伐 / 2 

んと す〇 順慶 使 5: をの 陣に 遺うて 秀吉に 通ず 〇秀 吉舊 によう 

て 順慶に 大和 一 國を領 せし む。 天 正 十. 二 年 八月 十一 日 寂す 〇 

年 三十 六 ◦(大和 人物 志) 

ジュン ゲイ 順藝二 1 21 〔眞宗 〕越前 丹 生 淨勝寺 の 住持 

な 60順藝は、字を志道と云ひ、丹山と號す0父は順慧と 

云 ふ 〇性學 を 好み、 博識に して 最も 佛學に 精し ◦夙に 一切 經 


對 校の 大志 ^ 起し、 京都に 往ぃて 建 仁 寺 所蔵の 高麗 版の 大藏 
經に就 S て 校合す る 乙と 三回、 文政 九 年ょぅ 天 保 七 年に 主- CV 
十一 年を 閱せ AO Z. の 間 明 藏の闕 けたる ものを 麗藏に 就 いて 
謄寫 すろ もの 凡を 五 百餘卷 、をの 苦 辛 想 ふべ し。 殊に 文雅の 
心 深く、 當昉の 大家 賴 山陽 其他數 名と 交 6 をの 書齋を 不如歸 
山 房と 稱し 、山陽を の 記 文を 撰 to 時に 文政 十二 年 八月な 6 
又覺如の遺墨消息を模寫し、之を石摺として有志に頒布す0 
蓋し 覺如 時代 眞宗 未だ 盛んなら ず 〇 禿 筆の 書 多し、 順 藝當時 
の 苦境を 想到せ しめんと して 之を 印 施す 〇 弘化四 年 寂す 〇壽 
七十 三、 著作、 二 願希决 、金剛 般若 心 經讀、 言 南無 者講述 、二 
門譬 言、 御傳欵 啓、 二種 信心 略說 、眞宗 行儀 辯、 美 能 里 乃 友 
等 あぅ G  (越 前人 物 志) 

ジュン ケン 順 賢！！  一. : ra 四 「，法相 宗 U 大和 興 福 寺の 僧な 
順 賢は 筒井 順 尊の 子なる べしと 云 ふ C 永 正 二 年 越 智氏等 
と 和し、 共に 畠 山の 事に 關 知せ ざらん とせし が、 赤澤 朝經來 
6 征す るに 及び、 敗走して 東 山 内に 遁 れ、 永 正中 II I 恢復を 
圖ぅ しも 成らず 〇寂年 及 壽缺く C  (大和 人物 志) 

シュン ゲン 俊 源 ( . 〕 〔天台宗〕 播磨 書寫山 第三 十 

四 代の 長 吏な 俊 源、 眞覺 房と 號す ◦播 磨賀古 郡の 人、 鷲 
尾經 春の 末裔な りと 云ふ〇 初め 西方 院 R 住し、 後、 二階 坊を 
建つ 〇書寫 山の 五 ® 塔、 講堂、 食堂を 再建し、 铹 西、 佘 部の 
庄を寄 せらる ◦書寫 山の 繁榮は 大半 俊 源 以來と 云 ふ C 寂 年 及 
び 壽缺く Q  (書 寫山長 吏 記) 

ジュン コウ 順祖 ハ r:' .え 31: 〔法相 宗〕 大和 典 福 寺の 僧な 
$0 頓 輿は 筒井 順 尊の 子な 6 と云ゾ 0 初. め 畠 山 稲 長に 屬し て、 


シ 順 


シ 順、 ft 
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シ春 、順  シ嗄 、唆 


畠 山義英 の屬將 古市 公 胤、 越 智家全 等と 戰 ひ しが、 永 正 十七 
年 講和し、 翌大永 元年 家 全の 女を 娶る ◦當時 筒井 氏は 成身院 
布施、 箸 尾、 越智 、吐 田、 萬 財、 樽 原、 十 市、 片岡、 俱尸羅 
高 田の 諸氏と 共に 國判 衆と 稱 せられ、 相 並びて 國務 R 參與せ 
う 〇大永 六 年 後柏原 天皇 崩ず ◦順 興 上京して 悼み 奉う、 後奈 
良 天皇 踐祚の 時 順 興 又 人 京して 賀し奉 6 物を 獻ず ◦天文 四 年 
七月 寂す。 壽缺く 〇 子女 多し G 長女は 小 田 切 春 次、 二 女は 飯 
田賴 直、 三女は 家老 森 好 之に 嫁し、 二 男 順 國は慈 明 寺 氏、 三 
男 順 弘は福 住 氏を 繼ぎ 、末女は 十 市 遠忠の 妻と な-^、 更に 伯 
母の 子を 養 ひ て 明 山 (秋 山) 直國の 室 / 2 らし ひ 〇これ よ 6 筒井 
家の 家門 益 i 盛に して、 他日 全國 ^r 統一せ /I とする 勢隱 然と 
して ZL k ic 成れ 60  ( 大和 人物 志) 

シュン サウ 春；}: 壯〇二 六 八〕 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺の 禪僧 
な 6 ◦春莊 は 字、 諱 を-— 椿と 云 a 上 字 1: 脱せ^^ 別に 蒙 菴と號 
す〇鄕 貫、 師承詳 ならず ◦幼に して 建 仁 寺 大龍菴 R 投じて 剃 
髮 し、 長 じて 諸方に 參 詳し、 夙に 才名 あ 60 生涯 一疏を も 製 
せず 〇 時人 言 ふ 「東 山に 二の 遺慽 あう、 春 莊に疏 なく、 常菴 

に 陸 座な し j と 〇 永 正 五 年 春、 赤松 氏の 請に 應じて 播磨寶 林 

寺に 住し、 兼ねて 法 雲 寺を 領す ◦後、 歸 6て 建 仁 寺 大龍菴 に 

住し、 位、 西 堂に 終 ふ。 寂年缺 く。 壽五 十五 01 著作、 蒙菴百 

首 あ 60 明 應八年 九月 天隱龍 澤批點 を 加へ て 跋を 書す o( 五山 

文舉 小史) 

ジュン シヤウ  ® ま  ジュン ティ 順貞を 見よ、 

シュン；、 ン 3 ウバウ 俊乘房 デュ ゥゲン 重 源を 見よ、 

ジュン セイ 頓 盛 (II i) 〔法相 宗〕 大和 成 身院の 僧 ^ 


6 ◦順 盛は 筒井 順 尊の 弟な 60 順 尊 若く して 歿し、 をの 子 順 
賢な ほ 幼な 6 しか ば、 順 盛專ら 筒井 黨 ^r 率ゐて 、越 智家榮 等 
と戰 CA 、i 後ち 越智 七 和して、 共に 赤澤朝 經と戰 ひて 敗走し、 
永 正 十三 年 更に 越智 、古市の 軍と 戰 ひ て 又 敗走せ う〇 十四 年 
幕府に 請 CA て 越智 古市 を伐 /2 んとし、幕命未.た至るに及ばず 
して、 兵を 率ゐて 大和に 入 6 しか ば、 將 軍義植 その 專恣を 怒 
うて 順 盛を 逐は しめた 60 寂 年 及 壽缺く 〇  ( 大和 人物 志) 
ジュン セウ 順昭二 •二 —: 〇 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺の 僧な 
う。 順昭 は榮舜 坊と稱 す。 筒井 順 興 S 長男に して 母は 山 田 城 
主 K 郜順貞 の 妹な 60 資性 勇武に して 善く 衆を 懷 け、 領地 日 
に 大に して 本領 麾下 合せて 二十 萬 石を 領す るに 至れ 5 と 云 
ふ〇 天文 五 年 二月、 後奈良 天皇の 御 即位 あり、 順昭 上京 拜賀 
して 物 1: 獻ず ◦十 年 八月 大風 あう、 禁裡の 御門 御廊 V 始め 多 
く轉 倒す 〇順昭 敷： 白人を 率 <D て 馳せ上 6て 守護に 汗 じ、 又 物 
を 獻 ず、 十 一年 三月 劍 馬 i: 幕府 (C 獻じて 襲 封を 謝す 〇この 時 
に 當 う、 三 好の 執權に 松 永久 秀 あ--、 大和の 豪族 k 征服して 
全國を 併吞 せんとす る 志 あ 6、先づ筒井を亡3んとす0順昭 
之を 聞きて 士卒を 練う、 糧食を 備 へ、 4K 文 十三 年 正 B 奈良北 
小路の 城主 飯 田 直 基と 和を 講じ、 遂にを の 妹を 直 基の 子賴直 
に嫁し、以て久秀の聲威を殺ぎ /2 6。天文十八年俄に比叡山 
に 隱れ 、家宰 をして 幼 兒藤勝 (後ち 順 慶と改 む) を輔 けて 後事 
を處 せしめ、 翌 十九 年 寂す 〇壽缺 く 〇順昭 子女 多し。 長女は 
慈 明 寺順國 、二 女は 福 住順弘 、四 女は 箸 尾 高 春、 五 女は 片岡 
春 利、 六 女は 山 田 順淸の 室と なれ 60 又 姪を 養 CA て 小 和泉秀 
元に 妻は す Q  (大和 人物 志) 
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ジュン ソウ 潤叟 ブン セン 文瑄を 見よ、 

ジュン ダウ 順 道 ii is 〔修驗 道〕 豐前 英彥 山の 山伏な 
順 道義 俊坊と S ひ、 漉 川 氏、 榮 承と 稱 す〇英 彥山 甘露 明 王 
院の 奉行 職を なす 〇 天性 沈 毅 英邁、 能く 事を 斷 じ、 一山の 衆 
望を 負へ 60 文久 三年 八月 朝廷 攘夷の 議の决 せらる、 よし 1: 
聞 v' て 大に喜 び、 一山の 大衆と 共に 天下の 形勢を 論じ、 座主 
大僧正 敎有 を 助け、 尊王攘夷を 唱ふ ◦然るに 後 攘夷の 議の一 
變す るを 聞き 敎有 京都に 上-^、 天氣を 伺 はんとす るに 方ゥ、 
良什坊 (高 根 正 也) 等と 相從 ci 、 將に 出發せ A と 一、 十一月 十 
一日の 夜 小 倉 藩 吏 (C 捕 はれ、 遂に 小 倉 八百屋 町の 獄舍に 繋が 
れ大に 糾問 せらる 。藩 吏を 罵詈して 日は く、 我等 勅命を 奉じ 
て國 難に 斃る 、を 知る ◦幕府に 阿諛して 阈を賣 $、 膝を 屈し 
て 生を 謀る 1: 知らず 〇願 くは 速 R 我等の 首を 刎ねよ 〇 然らず 
ば 復問ふ 勿れ、、 と〇亂 打せられ て 肉 爛れ 膚 靡し、 鮮血 淋漓 / 2 る 
に 至れ 60 獄舍の 中に 在ぅ 白衣の 袖に 血書した る 詩 あぅ 〇日 
はく， 忠臣 必 出孝+ 門、 忠孝以 報 天地 恩、 朝 聞 道 夕 死. 不悔、 
况以 忠孝 傳子 孫、 欲 向中 原唱 勤王、 顚沛誤 陷樊籠 裏、 有 父 有 
母 有妻兒 、父 &]-- 妻 兒在舊 里、 日 歸日歸 猶未歸 、其 雨 其 風 朝日 
輝、 天耶命 耶時耶 勢、 任 他 三十 九 年 非、 と ◦慶應 元年 七月 藩 吏 

の爲め 同志 數人 と共に 獄舍に 於 S て 慘殺 せらる 〇壽 四十な り 0 

(維新 史料、 日子 山義 僧傳) 

、ン ユン タク 春澤  H ィオン 永 恩を 見よ。 

ジュン チイ 順 貞二 E; 一. H: 大和の 佛敎 信者な り 〇順貞 一 

に 順 淸と云 ふ 字は 道 安、 姓は 山 田 氏、 民 部と 稱す〇 筒井 氏の 

一 族に して 〇山邊 郡 山 田 城主な 60 薤 髪して 道 安と 號す〇 性 


、ン 潤、 順、 春 


晝を好み、初め周文雪舟の晝風を慕ひ、後宋晝の風を慕ひて、 
その 意を 得た. り〇又 彫刻 その他の 技藝 にも 優る。 奈良興 福 寺 
西 堂 中に、 鳧鐘を うつ 小僧の 像 あう しを 賊の爲 に盜み 去られ 
たるに、 道 安重ね て C れ 1: 刻せ- CV と 云 ふ 〇永祿 十 年 十月 十日 
大佛殿 松 永久 秀の 兵火に か  >り、 大佛の 首 落ちし が、 道 安 術 
を 良工に 敎へ てこれ 1: つがし め、 永祿 十二 年 八月 願主と なり 
て大佛の螺髮を鑄 /2 $と云ふ0天正元年十月二十一日寂す0 
壽缺 く； 南都 大佛 供養 記、 晝 H 略傳 、大和 人物 志) 

、ン ユン オウ舜 應  ギデ ン宜 田 lr 見よ、 

、ン ュン ヮ春和  ヶイ ギン 啓闈を 見よ、 

ショ ウタ 證救 •一 ^; 1 0:' 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第 八 世な 
り0證救、字は濟翁、別號功德房0鄕貫詳ならず0天菴源祐(榮西 
の嗣) の 法を 5 iro  : 八 坂の 法觀 寺 (C 住して 中輿祖 とな-^、 仁 
治 元年 改めて 禪寺 となす 〇後 、建 仁 寺に 住す 〇文應 元年 八月 
十七 日 寂す 0 壽缺く  o( 法觀雜 記、 東 山 歴代、 建 仁 寺 住持 位次 簿ノ、 

ショウ カク 證覺 ( . ) 〔 . 〕 阿波 海 部 興 願 寺の 

住僧な 證覺 、鄕 貫詳な ら ず〇少 うして 京都に 遊び、 池 大 
雅に從 a て 畫及び 書を 學ぶ 〇遲鈍 なれ ども 七十 歲に至 るまで 
苦！； して 厭は ず、 故に 頗る 筆法を 存 すと 云 ふ 〇  ( 晝乘嬰 略、 古 
晝 備考) 

シヨ $> *クウツパウ 承姐^^103§ ヶイ セイ 慶 政 ^ 見よ、 

ショ ウシ ュン 承 » ii £5 〔臨 濟宗〕 京都 和 N 寺 第 百 五 
十一 代な 60 承峻 、字は 東嶽 、姓は 中原 氏 京 郡の 人な 60 十 
二歲に して 相 國寺 荻野獨 園の 弟子と な 60 十八 歲名古 屋黑田 
漢學 塾に 入る 〇 二十 三歲 九州の 九 峰に 參 じ、 次 '/ ■ で 備 前の 義 

春、 證 、承 
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V 承 


シ 承、 乘 、慈 


山に 學ぷ〇 後、 再び 獨園に 參ず〇 明治 二十 八 年 相國寺 派の 管 
長と な 6 て 同 寺に 住し、 幷に大 光明寺 住職を 兼ねて 常に 同 寺 
k 起臥す 〇明治 四十 二 年 十月 十七 日 寂す 〇壽 六十 九 0 
シヨ ウダ 承 兌  ショゥ タィ 承 兌を 見ょ、 

シヨ ウタ ィ承兌  一 jjj -o -fcA 〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 九十 二 
代な ぅ 〇 承 兌、 西 笑と 稱す〇 鄕貫詳 ならず 〇永祿 二 年 十二 歲 
にして 仁 如 集堯に 就きて 學び 、翌年 元旦 初めて 試筆の 詩を 賦 
して、 集堯ょ 6 褒獎 せらる 〇後 、夢窻 派 中華 舜の 法嗣 とな $ 
德 川家康 ょり 鹿苑院 僧錄獨 住の 命を 受く〇 天 正中 豐臣 秀吉の 
命を 受けて 京都 
大佛の 供養 導師 
とな 6、 天 正 十 

こ 年 二 月 京 郡 相 

國寺に 住す 〇十 

七 年 四月 M 禪寺 

の帖 5: 賜は 6 /2 

れ ども 住せず 0 

同年 六月 紫 於の 

台帖を 賜は る 0 

文祿 三年 八月 秀吉伏 見に 大 光明寺を 建立す る や、 又、 之を 賜 

はる 〇慶畏 元年 九月 秀吉 に 召 re れて肥 前名 護屋に 赴きて 明 使 

の國 書を讀 み、 二 年 二月、 伏 見學問 所の 記を 草し、 同年 八月 

明 國の復 書を 草す。 九月 又、 命を 受けて 京都 大佛 前にて、 征 

韓役戰 死者 追弔の 大 施餓鬼を 執行す 〇 同年 十月 家康 よう 宋板 

の 太平 御覽を 賜は 6 、 秀吉 より 虛 堂の 墨 蹟及び 茶 具を 賜は る 〇 


家康の 戟鮮と 别 を 講ずる に 當 6 ては、 屢 ミ其議 に參與 し、 又 
其 命を 受けて 外國航 通の 朱印を 司れ 60 五 年 二月 家康の 命に 
依うて 貞觀政 要の 跋を作 6 .、同年 四 H 關ヶ原 役の 起らん とす 
るに 當う ては、 甞て直 江 兼續と 親交 あるを 以て 家 康の 旨 e 承 
けて、 之 R 書を 贈れう。 又、 數<宮 中に 召 3れ て 御府の 群 書を 
拜覽 せう。 九 年 細川忠 興の 爲に 鐘銘を 書す 〇十年 三月 家康の 
命に依りて 東 鑑の跋 を 作う、 四月 周易の 跋を 作る 0 十：：！： 秀賴相 
國 寺の 法 堂 ^ 建て、 成 6 慶讀上 堂す。 十二 年 十二月 二 4 "七 U 
寂す 〇壽六 十 〇日記 H 用 集三册 あ OQ  (義演 准 后 H 記、 慶長日 
件錄 、梵舜 日記、 鹿苑 ：：： 錄 、當代 記、 武德編 年 集成、 南禪寺 
住持 籍 、諸： tl. 山 十 刹 住持 籍 、承 兌 和尙事 m、 大日 本 史料) 
シヨ ウダ ウ承 首、 ー  リンズ ィ琳瑞 を 見ょ' 

ジヨウ i や ウ 乘明 (一力- S〕 〔眞言 宗〕 播磨 書寫山 第五 
十八 代の 長 吏な 〇〇 乘 明、 增上坊 と號す 〇鄕貫 詳らず 〇密學 
に 達して 靈驗 あう ◦元弘 三年 五月 後醍醐 天皇 行幸の 時、 天皇 
に 謁し、 律師に 補 せらる 〇寂年 及び 壽缺く o( 書寫山 長 吏 記) 
ジリ ウ慈隆 二 1 55 〔天台宗 r T 野淨土 院の 住僧な 60 
慈隆 、字は 洛 山、 靜 K 菴と號 す ◦俗姓は 龜掛川 氏、 下野 日光 
の 人な $ ◦父、 名は 東 作、 後、 鶴 翁と 稱す〇 をの 先は 陸 奥の 
人な 6 しが， 後、 下野に 移り 醫を 業と せう 〇慈隆 は -^; 化 十二 
年を 以て 生る 〇 文政 八 年 十一 歲に して 日光 山新宮 の別當 安養 
院慈禪 に 就きて 薙髮 し、 後、 東 叙 山に 錫を 駐めて 、淨名 院惠澄 
及び 隆敎等 諸 僧に 隨ひて 天台宗の 敎 旨を 學び 、傍ら 佐 藤一齋 
に 就きて 儒 學を修 む ◦天 保 二 年淨輪 房と 改稱 し、 嶄然 頭角を 
露す Q 十三 年 日光 山淨土 院眞辨 の法嗣 とな-て、 俊乘 房と 改稱 


(七 四） 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


し、 弘化 元年 妙 道 院慈觀 ょ 6 三部 都 法 秘密 灌 頂を 承く 〇 四 年 
三月 淨土院 住持と なる 〇嘉永 三年 比 # Z IJI の 法 華會に 登*^、 歸 
途橫川 安樂 院に 到り、 住僧 隆澄を 訪 ひ、 相 共に 日光に 歸 $ 盛 
に 講筵を 開く 〇尙ほ 儒生 金 內確造 佐々 木 愚 山の 徒を 招き、 儒 
學を士 民の 子弟に 敎へ しひ 〇四年 本宮の 上人 職と なう、 自ら 
千金を 投じて 社 地 一 萬 餘坪の 荒 蕪 5: 開拓し、 石 楠數十 株を 移 
植し て祗 地の 舊觀を 一變せ 〇〇五年大法印大僧都に進む〇六 
年 府庫 金 出納の 事を 掌る 〇 夙に 尊攘の 志 あう、 時 僧の 多く 忌 
ひ 所と なる 〇嘉永 六 年 米 人 浦賀に 入る や、 幕吏 山 僧と 議して . 
多く 和を 唱ふ〇 慈 隆戰を 主張して 抗議 屈せず 〇遂に 日光を 逐 
はる 〇 依って 本 所 某 寺に 隱れ 、尋 S て 中 村 藩 執政 池田圖 書の 
薦めに 依 - i 潘の 顧問と なる 〇爾來 尊攘の 大義を 以って 一藩を 
訓 陶し士 M を 振作す ◦文 久二年 門人 西 貫 之 助 氏 家 健 之 進 等 同 
志と 撗濱の 外人を 襲撃せ /L とする や、 慈 隆密に 斬 夷の 旨 趣 書 
を 與 へ、 事覺 n しが、 慈隆 のをの 他意な きを 說 くに 及び 嫌疑 
寛に 解く 〇文久 年間 江戶に 遊び 外人 日に 猖撅 、幕府 萎靡 不振 
の 狀を視 て 感ずる 所 あ 6、 深く 洋書を 究め ^ せて 天下を 漫遊 
して 廣く豪 傑の 士を 募らん とし、 藩主に 辭し て將 に途に 上ら 
ん とせし が、 藩主の 懇請に 依うて 遂に 止 ひ。 時に 和歌 1: 詠 じ 

て 日は く 「やすら a し 年 も 久しち」 竹の 枝 關の あなたの 空 ど悲 

しき」 明治 元年 春 伏 見の 擧 起り、 尋ぃて 九條公 仙 臺に到 6 會 

津 k 討つ や、 藩 亦 部署 ic 從ふ〇 時に 慈隆 飄然 緇衣を 被り 竹 輿 

に 乗じて 兵馬の 間に 奔走し、 終始 勤王の 大義.. V」 以て 藩の 方針 

を 定 1/ ◦旣に して 奥 羽 平定す る や •，をの 名望 益纟揚 る〇以 來 

益 ミ 藩 政を 改良し、 學 校を M 張し、 又、 武事を 率 勵す〇 一日 


シ慈 


子弟に示す詩に日 |1 く「彈九雨注兩陣間、笑决死生眞是男、 
此膽 附君最 易々、 讀 書萬卷 須知渐 、，一と cm 治 二 年 福 S 縣 兇徒 
の 起る や 藩 兵を 借して 之を 平定し、 三年 藩 兵 解 隊の令 下る や 
It すに 忠孝 大義を 以つ てし、 四 年大少 參 事と 議して 士族 授產 
の 事を 計畫す C 五 年 春 飄然 東京に 遊び、 大に爲 T 所 あら / L と 
し、 二宮 尊德に 見えて をの 策を 天下に 普及せ しめんと し、 伊 
知 地 正 治に 說きて 、將に 西鄕 隆盛 5: 訪はん とせし が、 偶 ミ 病 
に 罹ぅて 終に 赴かず 〇五年 十二月 二十四日 寂す 〇年 五十 四 0 
(維新 史料) 

ジレ ィ 慈嶺 シン ケウ 眞敎を 昆 ょ、 

シ ゃーツ子 ^ 二〇 |; 〔臨濟宗〕.長門安國寺の開山なり。 
子越號 は南嶺 、京都の 人、 藤 原 氏、 幼に して 懷敬和 尙に從 ぅ 
て 業 1: 受け、 後佛燈 1 師に參 謁し、 建 仁 寺 建 長 寺 等に 在 6 明 
に 航せん として 西 下し、 長 門の 太守に 迎 へられ、 同地 に留$、 
遙に 書を 明の 江 西 信 菴主天 目 本 禪師に 寄す。 二師各 < 僧伽 黎 
1: 附して 信 1: 表せ-^ 〇 太守 物部 氏、 一 寺を 建立して 鳳凰 III 東 
隆 寺と 號 し、 師を 開山と なす 〇且つ 寺 北に 壽藏の 塔を 建て 績 
燈菴 -V 云 ふ 〇後攝 律の 福嚴 寺に 住し、 幾 もな く東隆 寺に 還る 
諸方の 大 刹ょ'^ 請 ぜら る、 も 赴かず こ 建 仁 寺 嵩 中山偈 V」 寄せ 
て 日は く、 三十 餘年方 得 信、 審知 五十 五 春秋、 開 千 光 室遲君 
久 、須急 來扶老 比丘、 と 〇觀應 二 年 勅 あ •り 東隆 寺を 諸 [:1 に 列し 
安國禪 寺の 一とな す 〇 後 延文四 年 八月 筑 前の 聖福 寺に 住す 〇 
幾 もな く退隱 し、 貞治二 年 九月 十 一 H 弟子 ?- •聚め 遣诚 し、 偈 
を 書して 日は く、 七十 九 年、 心 月孤圓 、來時 無口、 一句 了然 
と 〇筆を 擲ちて 寂す 〇壽 若干 〇塔 1: 常 照と 云ふ〇 弟子 元初聖 

シ 慈、 子 


補 增書辭 名人 家佛本 tl 


(八 四） 


ズ 瑞 


福 寺に 塔を 建て 續燈と 云 ふ 〇 三 會語錄 あ 60 後 法 孫元久 明に 
入う、 吳東 升の 篆 額、 雲 屋妙衍 の 撰 文を 乞 CA 、 東隆 寺に 日本 
長 州 鳳 皇山安 國禪寺 南 嶺和尙 道行 碑を 立つ、 (妙 祈 選 文の 末 {C 
大明景 泰五年 歳 在 甲 戌 夏 四月 朔旦 とあ纟 〇) ( 道行 碑、 扶桑 五 
山 記) 

スの部 

ズィケ ィ S 桂 ri iy A: 〔臨 濟宗〕 京都 眞如 寺の 禪 僧な 
60 瑞 桂，* 字は 湖 月、 鄕貫詳 ならず 〇 惟明 瑞智の 法嗣 なう 0 
眞如 寺に 住して 西 山 靈松院 を 兼領す 〇永祿 元年 七月 二十 □寂 
す ◦壽缺 く  ◦(萬 山 編 年 精 要) 

ズ ィセ ン瑞仙 1 j -o gg  〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 八十 代な 
60 瑞仙 、字は 桃源、 別に 蕉 了、 蕉 雨、 春雨、 亦 庵、 卍 庵、 
竹 庵、 梅岑 、春雨 庵と 號す〇 姓氏 詳 ならず 〇近江 愛知 郡 市 村 
の 人な 60 永 享二年 六月 十七 日に 生る 〇二歲 にして 母 ^ 喪 ひ 
岩 桂慈昌 尼に 養育せられ ミ 遂に 村の 慈 雲院に 入う、 齊 岳に 事 

す 〇十餘 歲の頃 京都 相 國寺明 遠 俊哲の 法を 嗣ぎ 、康 正 長祿の 

際、 南 禪寺牧 中ょり 史記抄 及び 易抄の 講義 -1: 聽き 、又、 竺雲等 

蓮、 瑞溪周 鳳 等に. 親炙す ると 久し 〇應仁 元年 八月 橫川景 三等 

と共に 亂を 避けて 近 江に 入 6、 堅 田の 安樂 寺 月 翁 周 鏡の 處に 

留ま-り、 尋 S て 鄕寺慈 雲院に 入 6、 又、 小倉實 澄の 保護の 下に 

山上 永 源 寺の 龍 門菴 に寓せ 文明 六 年よ 6 九 年まで 山上に 

て 書 5r 講じ、 書を 抄 し、 十三 四 年の 頃 京都に 歸う 、十四 年に 

は景德 寺 (C 住し、 十五 年 正月には 等 持 寺に 住せ 60 十七 八 年 


ス 瑞 、管 


頃勝鬟 寺に 住し、 十八 年 七月 相 國 寺の 內命を 受け、 八月 公 帖 
を 領 し、 次 S で 入 寺 To 延德 元年 九月 自院 に歸 6、 同年 十月 
二十 八日 大德院 に 寂す 〇壽 六十 〇臘 五十 七。 著作、 百衲澳 二 
十五 卷〇 史記抄 十九 册〇蕉 雨 稿三册 、坡 詩抄 C 易學 啓蒙 抄〇 
百 丈淸規 要綱。 同 雲 桃抄等 ◦(百 嵆襖 、東 遊 集 •京華 集' 翰林 
胡盧 集、 梅花 無盡藏 、史 學雜誌 所載 桃源 瑞仙の 事蹑) 〔再 錄〕 

ズィチ 瑞智 05 七 OK 臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な -〇 
瑞智 、宇は 惟明 •俗姓は 近衞 氏， 生 國詳な らず〇 相 ^ 寺鄂隱 
惠蠢の 法嗣な 〇〇 等 持、 相國 、南禪 を 歷董 し、 文明 十五 年 鹿 
苑院に 入ぅて 僧 事 1: 錄 する 乙と 久し 〇長享 三年 年 八十に しを 
の 職を 退き、 延德四 年 再び 相阈 寺 (C 住し、 明應の 初め 勝 定院を 
領す〇 某 年 四月 十三 □寂す 0 寂 年 及び 壽缺く o( 萬 山 編 年 精 要) 

ズ 1 プウ瑞 超 r= 一  1 晒 〔臨 濟宗〕 京 郡 相 國寺第 百 七 代な 
60 瑞超 、字は 江 春、 鄕貫詳 ならず 〇湖 月瑞 桂の 法嗣 なぅ 0 
元龜二 年相國 寺に 住し、 又、 鹿 苑院に 入， 9 て 僧 事を 錄す〇 天 
正の 初め 勝 定院を 兼領 す。 天 正 十二 年 十二月 九日 寂 To 壽七 
十一 〇  ( 鹿 苑僧錄 代 記、 萬 山 編 年 精 要) 

ズィホウ瑞保3巧 =/\ 一〔臨濟宗〕京都南禪寺の禪僧な 
ぅ〇瑞 保、 字は 有 節、 鄕貫詳 衣らず 〇祐谷 瑞延の 法嗣な 60 
天 正 十九 年南禪 寺の 帖を 賜は る 〇慶長 十三 年、 鹿 苑院に 入り、 
僧錄 となる 〇山 門を 再 造して 慶讃す 0 後陽成 天皇 ic 召されて、 
五山の 諸老と 詩の 聯句を 作 6、 又、 御製を 評して、 白銀 若干 
を 賜は る C 寬永十 年 十一月 七日 寂す C 壽八 十六 o( 鹿苑 僧錄歷 
代 記、 萬 山 編 年 精 要) 

スゲク 《クシ ク 其  吕廣洲 ソ$タ ク宗澤 を 見ょ 〇 


I 


(九 四） 
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セの 部 

ゼイ ウ是勇  -1 チ トウ tn 董を 見ょ、 

セイ カン 淸韓 ~- •_ •一 A •: -: 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺 第二 百 二十 
七 代な り 〇淸韓 、文 英と號 す ◦世に 韓 長老と 呼ぶ ◦伊勢の 人な 
う ◦法を 圆爾辨 圓の遠 孫 慈 雲 菩に嗣 ro 夙に 文名 あり、 征韓 
の 役、 加藤淸 正に 從ひて 文筆を 掌う、 淸正歸 朝の 後 も 熊 本に 
あうて 詩文を 敎授せ 6 と 云 ふ ◦淸 正の 卒する や 輓詞五 章を 草 
し、 且つ 哀悼の 序文を 作る 〇慶長 五 年 京都 東 福 寺に 住し、 九 
年南禪 寺に 陞る ◦屢ク 宮中に 進講せ り 〇 十八 年 八月 東坡 集を 
進講す る や 公卿 門跡 及び 五山の 碩學 皆を の講 筵に 列す ◦十九 
年 片桐且 元の 依囑 にょ. 9 て 京 郡大佛 の 鐘銘を 撰す 〇をの 文中 
に國家 安康の 句 あり、 且つを の 文の 形式 奈良 大佛の ものと 異 
るを 以つて 家 康大に 之を 雛ぜ 遂に 豐臣氏 滅亡の 端緒と な 
れ 60 後、 京畿の 間に 潜 匿した れ ども 元 和 元年 十月 遂に 捕へ 
ら る。 二 年 三月駿 府に 護送せられ、 町奉行 彥坂 光政の 下に 蟄 
居せ しめらる 〇 四 年 林羅山 と 中秋の 韵を 和唱 し、 先き {C 鐘銘 
を詈 りし 羅山は 此の 時 口を 極めて 稱讃せ 60 後、 許 3 れて京 

都に 歸ゥ 、六 年 二月 近衞 殿に 講義し、 九月 宮中に 進講せ 60 

七 年 三 H 二十 五日 京都に 寂す。 壽缺  < 。(時 慶卿 記、 泰重卿 記 

南禪 住持 籍、 五岳 前住籍 ，東 福 寺 一乂 書、 本 光國師 日記、 本 妙 

寺 文書) 

セイケ イ 淸攻口  0 ニニ 九) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第 百 九十 

一代な う〇淸 啓、 字は 天與 、別に 海 樵 老人と 號し 、又、 自ら 


セ 是 、淸 


鵝湖 或は 萬 里 叟と稱 す。 又、 寮を 淨 居と 名け、 ^: を 杏 42 深處 
と S ふ〇鄕 貫詳な らず〇 幼に して 京都 建 仁 寺 禪居菴 に 投じ、 
伯 元 淸禪に 事し、 幾 もな，、 剃 染す〇 稍と 長 じて 刻苦 參 請し 淸 
禪の 法 5: 嗣 ro 後、 信 濃 法 金 寺に 住し、 禪居菴 に 移る 〇寬正 
四 年 幕 命を 奉じて 明に 使し、 書籍 銅錢を 齎 して 歸る〇 應仁二 
年 又、 幕 命を 受けて 妙增 、紹 本、 春洋、 壽敬、 通 擇 、永 扶 、並に 桂 
菴玄樹 等 以下；： c 餘人を 率 ゐて 明に 使し、 大 R 外交の 伎倆を 示 
した 6 と 云 ふ〇 文明 初年 公 命 1: 以つて 建 仁 寺を 董 し、 幾 もな 
く 又、 禪居 菴に靖 退し、 一時の 老 宿と 文 墨の 間に 遊戯す 〇長 
祿中禪 居菴に 寂す 〇壽 缺く〇 著作、 萬 里 集、 再 渡 集、 入 明記 
各一册 ぁう Q  (五山 文學 小史) 〔再録〕 

セイコ TE ^ C 九 八  一 C 〔臨 濟宗 U 山城 太 秦海生 寺の 開山 
ぁり 〇正虎 字は 深山、 鄕貫詳 ならず 〇常 P 破 単に 乘じて 、そ 
の 欲する 所に 行く  ◦里人 呼びて 破 車と 云ふ〇 又、 能く 七 百 歲 
前の 事を 語る ◦此に 因うて 亦 七百歲 > 呼べう 〇支那 鳥 窠道林 
の 風を 慕 S、 一  夏、 筑前莒 崎の 松樹の 上に 坐禪 し、 M 了  〇 て 
東 福 寺 直翁智 侃に 謁し、 遂に 剃髮 して 僧と なる C 菴， で 山 階の 山 
中に 結び 〇每 に宗 侃の 塔院 に往來 し、 自ら 時菓 r 持して 其の 
大 像に 供せ う。 寂 年 及び 壽缺く 〇  ( 太 秦海生 寺 開山 和 尙行狀 ) 
セイゴ 正 悟 E-r j -h- 一  j 一 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 二 百 七十 世 
な 60 正 悟、 字は 梅 心、 鄕貫詳 ならず 0 法 ^ 華 溪稷に 嗣 ro 佛 
光派 72 6  0慶長十二年八月書籍騰寫の勞にょ6て物を賜はぅ、 
十五 年 四月 南禪寺 住持の 帖を 賜は 5、 十六 年 二月に 人 寺す ◦同 
年 五月 院 御所 聯句 御 會に參 列し、 十七 年 四月 院御 所より 祖 圓 
の 像の 賛 V 賜は る ◦十八 年 七月 十三 日 南 禪寺歸 雲院に 寂す 〇壽 


セ 正 
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(〇 五:) 


セ淸 、西、 正、 紹 、照  セ紹 


.五十 三、 著作、 翰林 五鳳 集 五十 九卷ぁ 6 ◦(本 光國師 日記、 鹿 
苑日錄 、南禪 住持 籍 、大日 本 史料) 

セイ サン 淸三 (一一 ー セ セ) 〔臨 濟宗〕 相 摸 建 長 寺の 禪僧な 
6 ◦淸 三、 笑 雲と 號す ◦時人 三 東 堂と 稱せ う〇 伊勢の 人な 
り 〇幼に して 同 國阿 彌陀寺 (或は 無量 壽院と 云 ふ) に 入 A、 湖 
月 信 鏡に 就 S て學び 、次 S で 剃 染受 具す。 後、 東西 1: 跋渉し 
參學の 功を 積み、 又、 東 福 寺 一 韓智翊 R 業を 受けて 某 子院に 
住す。 後、 鎌 倉 建 長 寺を 董す〇 常に 讀書を 好み、 手 R 卷を釋 
かず。 寂 年 及び 壽缺 く。 著作、 四 河 入海 一 百卷〇 古文 眞寶抄 
十卷 ぁう ◦(五山 文學 小史) 〔再 錄〕 

セイ セウ 西 笑  ショゥ タィ 承 兌を 見ょ、 

セイ 9 ヨウ 正 愣 ゲン、 ノゥ 元 芳を見 i、 

セク カン 照漢二 四 F-I: 四 〔黃 檗宗〕 山城 萬 福 寺 第二 十一 代 
なう c 照漢 、字は 大成、 淸 間道 人 又は 劫 外 叟と號 す 〇淸の 人 
なう 〇大 鵬正鲲 の 法を 嗣 r。 攝津淸 壽院に 住し、 安永 四 年 四 
月黃 檗山繼 席の 命を 受け、 閏 十二月： i •進 山す 〇五年 三月 江戶 
に 柱いて 將軍家 治に 謁す 〇住山 九 年、 塔 頭 漢松院 を 開基す 〇 

天明 四 年 二月 十日 寂す。 壽缺 く。 照漢 は正鲲 の 法を 傳へ て畫 

を 能くし、 寶曆 十一 年 正： IT 黑 竹の 畫等ぁ 60 (黃檗 遞代譜 略、 

古畫 備考) 

セウ 5- キ紹滴 二 1 一一 ^ 〔臨 濟宗〕 京都 大德寺 第： S 二十 六 

世な 紹滴 、始めの 名は 宗 滴、 後紹 滴と 改 む〇 字は 一凍自 

ら野腰 子と 號す〇 俗姓は 源氏、 和 泉堺の 人な う 〇父宗 顯の歿 

して 後、 同村の 金剛 山 龍 門 寺に 投じ、 寺 主雪岫 祥に 育てられ 

宗 滴と 名く 〇次 S て 剃髮受 具し、 堺南宗 寺 普通に 參ずる 乙と 


年 あ 雲岫祥 示 寂の 後、 南宗 寺に 掛 錫し、 笑 嶺宗訢 に 親炙 
する 乙と、 又 年 あ- CSO 一 日 忽然 省發 する 所 あり、 遂に 宗訴の 
印 可を 受て 、紹 滴と 改め 一 凍と 號す〇 時 R 天 正 十 年 八 DT なり 
翌年 春宗訢 京都 聚光 寺に 移る や、 紹滴 をの 肖像を 寫して 賛 ^: 
題せ しむ。 即ち 天 正 十一 年 三月な 60 同年 十月 德禪寺 R 住す 
十一月 宗訢の 寂す るに 及び、 和 泉の 陽春 寺を 主う、 未だ 幾な 
らず して 南宗 寺に 移る ◦文祿 三年 五月 勅 §: 承け て 大禪 寺に 住 
し、 翌年 開 堂す 〇大德 寺に 在る 乙と 纔に 一月、 退いて 陽春 寺 
に歸 6、 又、 南宗 寺に 居る 〇 一 鄕の 道俗 歸向 する もの 多し 0 
一宇を 南宗 寺の 北 隅に 構へ て 厚徳 軒と 號 す。 慶長 三年 八月 二 
十六 日 特に 明 堂 古 鏡禪師 の號を 賜は る 〇十年 秋ょう 疾に 罹り 
十一 年 四月 二十 三日 陽春 寺の 西 軒 {C 寂す C 壽七 十四。 臘 五十 
八。 嗣 法の 弟 - f に 澤菴 宗彭あ 6。 ( 澤庵 紀年錄 、龍寶 山 大德禪 
寺世譜 、龍寶 山 志、 名僧 行錄 、大日 本 史料) 〔再録〕 

セウ ハ 紹巴 5- 一 ^ A 1 〔法相 宗 U 大和 興 福 寺の 僧 71 う〇紹 
巴は 臨 江 齋と號 す〇本 姓は 松 本、 後 里 村 氏を 胃す。 奈 良の 人、 
幼に して 興 福 寺 明 王院に 入 6 て 喝食 となる 0 偶 f 連歌師 周桂奈 
良に 來 6 しか ば、 從ひて 上京し、 後 又 里村昌 休に 學びて 連歌 
の 奧秘を 極め、 宗祗以 後隨 一の 名人と 稱 せられた 6 ◦天 正中 
明 智の變 に、 陽光 院宫 適" 二條の 邸 R 在う、 紹巴 輿を 上る 0 
依つ て 法 印に 叙 せらる、 恩命 ありし を、 紹巴辭 したる に 由-^、 
遂に 法 橋に 叙せ らる〇 亦 豐臣秀 吉の寵 を 受け、 宅地を 賜は る〇 
文祿 年間 秀 次の 事に 坐して 三 井寺に 謫居せ ら る、 に 及び 宅地 
は 悉く  VV の 師昌 休の 子昌 叱に 賜は る〇 三年の 後赦 3  n -t 京都 
に歸 う、 慶長七 年 四月 十二 一日 寂す 〇壽七 十九な 60 (大和 人物 


(一 五） 
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志) 

セウ ハク 肖栢二 一一 AO !; 一 〔 . 〕 攝津池 田 夢 菴の歌 僧な 

う 〇 肖 柏號は 夢菴と 云ふ〇 牡丹茈 と 稱す〇 京都の 人、 久我氏 
大納言 通 方 0 子な う 〇嘉吉 三年 生る 〇弱 年に して 出家し、 宗 
祗に從 CA て 和歌を 學び 、萬 葉 集ょ 6 新 續 古今 集に 至る 代々 の 
歌集、 及び 伊勢 源氏 等の 物語を 熟 讀し 、且兼 菴和尙 に 就 いて 
唐の 詩を 學び 、五山の 禪 僧の 間に 交を IT す 〇攝津 池 田に 一菴 
を 營み 、扁 して 夢菴と 云 ひ、 滿庭に 花を 植 4 0 殊に 牡丹茈 を 
愛す 〇 常に 山 酒 一壺、 海 沈一爐 、卉花 一 叢 e 併せて 三 愛と な 
す。 且つ 吟じ 、且つ 酔 a 、 殆ど 歲 月 ^ 忘却す 〇 後柏原 天皇 一 
夕 夢に 後 土 御 天皇の 御所に あうて 連歌し、 發句を 肖 柏に 命す 
肖 柏先づ 和歌 一首を 諷して 日は く.、 此和 歌の 意を 用ゐて 發句 
を 奏すべ し、 と 0 後柏原 天皇 旣に寤 めて 大 に 奇異な うとし 給 a 
內 大臣 三 條實隆 をして 肖 柏を 召 S しめ 給 ふ 〇是に 於 s て 肖 柏 
攝津池 田ょう 至うて 拜 謁し、 發句を 奉 進し、 御製 之を 續け給 
ひ、 百 句卒に 成る ◦即ち 天杯を 賜は. 9 嘉賞し 給へ ト ノ〇攝 津亂 
あゥ 、和 泉 堺に 移う 居す ◦外出には 牛に 騎し 、牛角を 塗 6 て 
金色と なす 〇途上觀る衮皆異とす〇大永二年十一月二十日門 
弟 等 相 謀 6 八十 歲の雅 筵を 催す、 紹滴 f の眞 I: 寫 し、 五山の 

諸 禪僧賛 を 製す 〇大永 七 年 四月 寂す。 壽八 十五な 60 著作、 

伊勢 物語 詫 あ 6 ◦後土御門 天皇に 奉 進す 〇勅 して 秘府に 藏せ 

しめ 給へ う G  ( 夢 菴 居士 書賛 、扶桑 隱 逸傳) 

セウへ ン 照遍二|攻〔眞言宗〕河內延命寺第士ーー世な 

60 照遍 、字は 龍 眠、 無 庵と 號す G 姓は 上田 氏、 父は 仁木嘉 

吉と S ふ C 維新の 際 故 ありて 姓を 上田と 改 li- 〇 阿波 名 東 郡 北 


新居 村の 人な 6、 文政 十一 年 八月 十日に 生る。 十四 歲同國 板 
野 郡 德命村 千 光寺に 入う 戒仁惠 等に 就きて 剃染 し、 遂に 傳法 
灌頂を 受く〇 十八 歲顯 密經 論の 大義に 通ぜ 6。 二十歳 高野山 
に 登りて 眞言 r 學び 、後、 京都に 出て、 諸 宗の學 匠 1: 歷訪し 
大小の 性 相， v 硏く〇 特に 大坂生 玉 山、 高 野 及び 近 江 園 城寺大 
寶守脫等に就きて華嚴天台二宗の蘊與を極ひ〇安政三年、 
二十 九 歲春河 內 延命 寺に 至う、 寶 肝 R 依うて 自 誓得戒 し、 同 
年 夏 安居 中奧疏 及び 諸儀軏 を傳受 し、 事相 諸 流を 瀉 瓶す。 元 
治 元年 三十 七歲 延命 寺 V- 管す ◦明治 初年 廢佛毀 釋の論 興る や 
四方に 遊 化して その 鎭撫に 力め、 稍 < 鎭定 する に 及び 諸 寺に 
應 請して 講筵卜 開き 數百處 の 多き に 達す 〇 明治 十一 年 十月 高 
野 山大學 林敎師 となう、 十三 年 三月 東 寺 定額 僧の 選に 當 6、 
同年 十二月 大阪府 學頭に 任じ、 十四 年 四月 宗內 戒和尙 とな- 〇 
山城 仁 和 嵯峨兩 山大學 林の 講師と なる C 十九 年奈良 東大寺の 
請に 依-て、 戒壇 院長 老和尙 職と なう、 毎年 春秋、 戒壇 院に 
於 いて 道俗に 授戒す 〇 又、 攝津 妙法 寺、 大 阪圓珠 庵、 河內歙 
福 寺を 兼攝 して 寺 門を 興隆す 〇 三十 三年 九月 大僧正 R 進む Q 
三十 六 年 六月 祖風 宣揚 會會 長と な 6 て、 宗 運の 發展を 企圖し 
四十 年 二月ょ 6 五 B R 至う、 事相 講傳所 及び 高等 中學の 請 tc 
應じて 東 寺に 大日經 奥 疏幷に 秘密 諸 儀軌を 講傳せ も此間 又、 
弘法 大師 全集 編輯に 盡す所 あ 60 同年 九月 二十四日 寂す 〇壽 
八十 〇藤 七十 〇 著作、 七十 餘部 あう C 
セウ ホ  ィン ゲン 印玄 1: 見ょ、 

セウ' ホク 紹撲一 S S5 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪 僧な 
60 紹璞 、字は 雪潭 、紀 伊の 人な 60 同 國牟婁 郡大泰 寺に 投 


セ 肯 、照 


セ 少 、紹 
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(二 五） 


セ 石  セ 頭、 雪、 是、 遷 、禪 


じて 受異 す〇 十八 歲 にして 妙 心 寺に 登 6、 尋 S で 美 濃の 棠林 
に 參 ず〇棠 林に 隨ひて 加納の 瑞兆に 遷 をの 印 可を 受く〇 
棠林示 寂の 後、 大泰 寺に 住し、 次に 妙 心 寺の 請に 應じ 、又、 
正眼 寺に 移る 〇 をの 他飛驛 の宗猷 、禪昌 、播 磨の 常 光、 尾 張 
の 永 泉、 甲斐の 蓝林 、法 泉の 諸 寺を 歷董す C 遂に 特に 眞如妙 
覺禪師 の號を 賜は る〇か くて 衆を 接する こと 三十 年、 後、 眞 
福寺を建て'、移る0明治六年九月十九日寂す0壽七十二0(濃 
州 正眼 雪潭和 尙耍傳 、斗 室 集) 〔再 錄〕 

セキ コタ 石 谷  一一 一 1 妓 〔天台宗〕 近 江 園 城 寺 光 淨院の 僧 
なぅ。 久 成、 通稱は 民 部、 石 谷と 號す ◦姓は 町 田 氏" 薩摩日 
置 郡 石 谷の 人 幼に して 聰慧 、二十 六歲 、大目 附とな り、 慶應 
元年 藩 命を 奉じて 海外 k 視察し、 英國に 赴く、 時に 森 有禮、 
吉田淸 成 等 之に 從ふ ◦旣 にして 還る や、 大政 旣に 朝に 歸 せぅ 
明治 元年 正月 參與の 職を 拜 し、 外國の 事務を 掌る 〇尋 s で 長 
崎 裁判所 判事に 任じ、 九州 鎭撫 使參謀 を 兼ぬ 〇累遷 して、 外 
國官判 事、 外務、 內務 、大學 文部 大亟 、內務 農 商務 大 書記官 
とな. CN、 內務 省の 博物 局を 置く に 及びて 局長と なる 〇 盖し博 

物 館は、 その 提議 創設す る 所に して、 甞て 明治 六 年 山 下門內 

の 武家 長屋に て 天下の 珍什 古書 畫を 集めて 每月 一六の 日と 日 

曜日と に 公開 入場を 許した るを 以て. その 濫觴と するな 60 後 

元老院 議官に 任じ、 從四位 動 三等に 叙す 〇 適  <智證 大師の 一千 

年忌に 當 6、 辭免 して 近 江 三 井寺に 投じて 得度し、 即ち 謀 合 

て 勅會を 擧行 し、 光 淨院の 住持と なうて 僧正に 任ず 〇又 、滋 

賀崇福 寺を 再興し、 をの 他佛 事に 盡力 する こと 頗る 多し と 云 

ふ。 病を 獲て 東京 上野 明 王院に 在うて 療養し、 居る 乙と 一年 


餘 、明治 三十 年 九月 十五 日 同院に 寂す ◦壽 六十。 滋賀 法明院 
に 葬る 〇 四十 三年 九月 東京 博物館 域內に をの 碑を 建て / I こと 
1: 計 6 ' 四十 四 年 八月 建碑 設計に 着せら る〇 碑文は 重 野 安繹 
の 撰す る 所な う 〇  ( 町 田 石 谷 君 碑) 

セキ 5- ィ碩 鼎！  一. : 5 一. 〔臨 濟宗〕 京都 南禪 寺の 禪 僧な 
60 碩鼎 、字は 頤賢ノ 湖心 別 に、 又は 三脚と 號す〇 鄕貫詳 な 
ら ず。 文明 十三 年に 生る 〇 一  華 由に 就， いて 剃 髮受 具し、 次い 
で 嗣 法す 〇 後、 筑前博 多 新 篁 寺に 住し、 永 正 十六 年 十二月 聖 
福 寺に 移る 〇 天文 八 年大內 義隆の 命を 受けて 天 龍 寺 策彥以 下 
數百 人 1: 率 ゐて 明に 使す 〇時に 明の 嘉靖 十八 年な う。 翌 十九 
年 北京に 到 6て 世宗に 謁し、 靑色 法衣、 金襴 袈裟を 賜は $、 
且つ 辭す るに 及びを の 像を 畫か しめて 餞 せらる ◦二十 年 歸朝 
す。 即ち 吾が 天文 十 年な 60 後、 明 儒梅屋 送る に 詩を 以 つて 
し、 北京の 諸老 各； 詩を 作うて 之を 贈る 〇 天文 十四 年 七月 九日 
南禪 寺の 帖を 賜は る 〇永祿 の 末年 疾 R 罹 6 て 博 多新簋 寺に 寂 
す 〇蒸缺 く。 著作、 三脚 稿 一冊 あ $。( 南驟 住持 藉、 五山 文學 小史) 

ゼジユ ン 日疋純  ニ チ トウ！ n m; を 見よ、 

ゼジ タン SB  セウ ボク 紹璞を 見よ、 

セン ア 遷阿 ヵィ ジャウ 誡誠を 見よ、 

ゼン カ ィ禪 海 rl: li i iL: 〔臨 濟宗〕 豐前 羅漢 寺の 禪 僧な 
60 禪海 、姓は 福 原 氏、 幼名を 市 九郎と 云ふ〇 越後 高 田の 人 
父を 勘 太夫と 云 ひ、 その 藩士な- CNO 父の 勘氣を 受け、 江戸に 
到 6 て 淺 草の 中 川 四 郞兵衞 に 仕ふ〇 後ち をの 主人を 暗殺し、 
諸國を 流浪す C 享保 十九 年豐 前に 詣 う、 耶馬溪 に 遊び、 鎖 渡 
の險 道を 過ぎ、 誓つ て 之を 開鑿せ / I と 欲し、 遂に 出家して 專 


(三 五） 
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心 開鑿に 從 事す。 偶： 江戶中 川四郞 兵衞の 一子 實之 助禪 海を 尋 
ね來 う、 父の 讎を復 せんとし たれ ど、 禪 海の 精神に 感じ 遂に 
之を 果 3 ずして 歸る () かくて 開 S に從 事す る こと 三十 年を の 
H を竣ふ 〇後 ち權大 僧都に 補し、 安永 三年 八月 二十四日 寂 
す 〇壽缺 く C  (碑文) 

ゼン キ禪 機 ii ^ 5 濟宗〕 近 江 永 源 寺 第 百 六十  一 ^ 
なう ◦禪 機、 字は 臨應 、無礙 室と 號す G 姓は 澤村 氏、 尾 張 松 
下の 人な 60 二十 五 菝の時 近 江 石 馬 寺の 僕と な 6 居る 乙 と 三 
年、 二十 八歲に して 出家す。 尋いで 兵 庫祥福 寺に 往 $ て 匡 道. 
に參ず る こと 十一 年、 後、 京都 大秦村 法雲浣 を 董す〇 次 いて 
東 福 寺 海州楚 棟に 通參 する こと 三年、 楚 棟の 兵 庫祥福 寺に 移 
るに 及び、 復參 ずる Z: と 三年、 遂に その 印 可を 受 く。 明治 十 
七 年 近 江 永 源 寺に 住して 同派の 管長と なう、 二十 年 春 僧堂を 
開 單す〇 二十 五 年 病を 以て 職を 辭し 、八重 練 高 松 寺に 退 居し 
幾許 もな く 南山 城 正 法 寺 {C 移る 〇又 、石 馬 寺の 席を 缺くに 及 
び 同 寺に 往來 する 乙と 數 年、 後、 京都 西 山 法 雲院に 閑居す る 
ZL と十餘 年、 明治 四十 二 年 七月 十四日 同院に 寂す。 壽八 十四 C 
ゼン、' ク 全 愚 ii ss 〔臨 濟宗〕 東京 小石 川 龍 雲 寺の 禪僧 
な 60 全 愚、 字は 南隱 、姓は 渡邊 氏、 美 濃の 人な Ac 天 保 五 

年に 生る C 初め 儒學を 修め、 周 易 の 講釋を 聞いて 疑義 あ $、 

自ら 决せ r o 後、 遂に 出家し、 瑞龍寺 萬 寧に 就いて 學ぷ 乙と 

五 年、 次 s て備 前に 遊び、 又、 久留 米の 羅 山に 從 a て 參禪す 

る 乙と 八年〇 遂にを の 印 可を 受く 〇讃 岐九龜 城主 京 極 家ょ 6 

招かれて 同家の 菩提 所玄要 寺に 住し、 居る 2: と 五 年、 偶 < 維 

新の 變に 際し、 同 寺を 辭して 美 濃に 歸隱 し、 法衣を 脫し 俗人 


,—JJJ 


の 間に 在り 〇後 
東京 谷 中 全生菴 
に 入 6 住す C 明 

治 十五 年 山岡鐵 
太郞 の II 去に 際 
1 、全 生 菴を去 
京 小石 川 龍 
雲 寺に 隱遁 し、 

後門 弟子の 勸 
めに 依 6 て 道場 

を 開く  〇  NJ n を 白山 道場と 云 a 、 道俗の 來參 する もの 多し 0 
書を 能くして 貫 名 海屋の 風を 學ぶ ◦三十 七 年 十一月 二十四日 
寂す 壽七 十一 0 

センクウ專空-一| 8^ |ーー 〔眞宗 〕 下野 專修寺 第 四 世な う。 
專空 、俗名は 行弘 、大內 冠者と 稱す〇 姓は 平氏、 平國 香の 後 
胤に して" 下野 芳賀 郡眞岡 城主 大內國 行の 三男な うと 云 ふ 〇 
建曆 元年 五月 五日に 生る。 安貞 二 年 五月 高 田專修 寺に 於 s て 
親鸞の 弟子と な 6、 親鸞 附 法の 三 傑と 言 ひ 傳 へらる 〇 親鸞 京 
都に 歸 うて 後、 陸 奥に 下りて 敎 化して、 立 川の 邪義を 摧く〇 
陸 奥の 布 敎は專 空の 力に 依る とジ 〇 曆仁 元年 十一 □京都に 歸 
6 て 親鸞に 面す Q 時に 顯智も 亦 同道 / 2 う〇 親鸞 大に悅 び 雨 人 
を 召して をの 手を 取. CN、 眞佛は 我體 な- 〇、 顯智專 空は 左右の 
手な りと 言へ 6 と傳ふ 〇正 元元 年 四月 西洞院 御坊に て 親鸞 口 
訣 相承の 密附を 受く  C 時に 顯智は 旣に顯 附の師 /2 6C U 訣相 
承に 就きて 顯附 密附の 二師を 立つ るは 是れよ 6 始まる と 云 


セ 禪 、全 


セ專 


補 增書辭 名人 家佛本 日 


(四 五） 


セ 宣 


ふ 〇文應 元年 四月 下野 高 田に て 顯智ょ 5 顯附の 相承を 受く〇 
弘長 元年 二月 京都に 上うて 親鸞に 面し、 二 年 八月 陸 奥に 勸化 
す〇弘 安二 年 病に 臥し、 一夕 神人ょう 靈芝を 受けて 2: を 食し 
病頓に 癒 t たりと 云 ふ ◦正 應二年 三月 顯智の 讓りを 受けて 高 
田專修 寺に 住し、 三年 京都 R 上うて 東 山の 祖廟を 巡 見し" 永 
仁 二 年 又、 上京して 廟 地を 檢 し、 四 年 四月 大谷 祖廟の 狹 きを 
以て、 南 隣 靑蓮院 門 侶 良 海の 園 地を 買 ひて 之 lr 廣む〇 時に 地 
域 東西 面 各-十 丈、 南面 十三 丈 五 尺、 北面 十 丈 七 尺 あ 6 ◦正 
安四 年 二月 覺 如ょ 6 御廟 預 うの 證 文を 納る 〇應長 元年 上京し 
て 岡 崎 御坊に 寓 し、 正 中二 年 正月 又" 上京して 善 法 院に居 6 
存 覺の爲 めに 親鸞 一 生の 行狀を 談ず Q 嘉曆 元年 下 總葛飾 郡に 
往きて 敎勸す 〇康永 二 年 十二月 十八 日 寂す 〇壽百 三十 三。 著 
作" 聖法輪 藏五册 、口傳 鈔二册 、道士 勝負 記一册 あう； 叢林 集 
正統 傳後 集、 大谷 本願 寺通紀 、專修 寺 文書、 妙 源 寺 文書、 大 
日本史 料) 〔再 錄〕 

(考) 專修寺 文書に 據 るに、 專空は 延慶二 年 十八 歲に して、 
康永二 年に 至うて は 五十二 歲を得 るに 過ぎざる 乙と、 なる。 

本願 寺 通紀に も專 空の 長壽に 就きて 疑 a ir 挾めう ◦考ふ べし 0 

セン シヤウ {一日 t 正 ii si 〔眞宗 〕 越後 三 島 光 西 寺の 僧な 

う 〇宣 正、 姓は 藤 井と 云 ふ ◦越後 三 島 郡 本板與 村 光 西 寺に 生 

る 〇八歲 にして 得度し、 眞宗 本願 寺 派の 僧と なる 〇 十八 歲長 

岡中學 校 R 入る ◦後、 東京に 上 6 島 地默 雷の 家に 客と なり、 

專ら佛 典を 研鑽す る こと 三年、 明治 十四 年 京都に 往き 、本願 

寺留學 生と なる 〇 偶-母の 病を 聞きて 歸 省し、 再び 東京に 上 

うて 慶應義塾 に 入る 〇十七 年夏大 學豫備 門に 轉じ 、第一' 高等 


セ 詮 


中學 校を 經て帝 國大學 文科の 哲學 科に 入う、 二十 四 年 七月 卒 
業す 〇 本願 寺 派に て 帝 國大學 を 出で しは 宣 正を 始めと なす 0 
同月 京都 本願 寺文學 寮敎授 となる。 二十 五 年 六月 井上 瑞 枝と 
婚 し、 東京 白蓮 社會 堂に て 佛 敎の禮 法に 依うて 式を 擧 ro 佛 
式 結婚の 權輿 とす ◦八月 文 學寮敎 頭と なう、 爾來六 年 本願 寺 
敎 育の 改善に 力む ◦三十 年文學 寮敎授 解職と なうて 東京 {C 來 
う、 十一 月 椅玉縣 第一 尋常 中學 校長と な 6、 三十 一年 八月 同 
校敎 諭を 兼任し、 三十 二 年 四月 埼玉 高等 女學校 敎授を 兼ね、 
九月 赤十字社 支部 商議員と なう、 三十 三年 二月 體育會 埼玉縣 
支會 常務 委員と なる 〇 三十 三年 九月 本願 寺 宗主ょ 6 政 敎の關 
係 調査の 爲め 、英國 龍 動滯 在の 命 あ 60 依りて 十一月 中學校 
長 休職の 命 i: 領して 、佛 敎大學 敎授の 任を 帶び 、十二月 橫濱を 
解纜す 〇爾來 龍 動 ボット レ，*- 等に 轉 住し、 神學 校、 ヶン シン 
トン 博物館に 入うて、 敎會 制度、 印度 美術 等の 調査に 從ひ、 

又、 東洋 美術品 鑑査 整理の 囑托 に應 じて 之に 從 事し、 居る ZL 
と 三年、 三十 五 年 本願 寺 宗主 光瑞の 印度 聖蹟 探 撿の擧 に參與 
して 印度に 航 し、 殆ど 印度 全島を 周遊し、 後、 再び 錫崙 に航 
L て 古趾を 撿 し" 古 倫 母を 發し て英國 に 回航す る 途次 病發 6 
佛國馬 耳 塞 港に 上陸して 寂す 〇 時 R 明治 三十 六 年 六月 六日な 
う 〇壽 四十 五 Q 宗主ょ 6 融法院 の諡號 及び 准 司 敎の學 階を 贈ら 1 一 

る〇 著作 〇佛敎 小史 二卷 (明治 二十 七 年發 行) □本 地理 一卷 
C 明治 三十 年 十月 發 行) 現存 日本 大藏經 冠 字目錄 (明治 三十 
一年 二月 發 行) 眞 美大 觀解說 (明治 三十 二 年 五月 發 行) 愛楳 
全集 一册 (明治 三十 九 年 十二月 發 行) あ 60 
セン シュン 設舜 ニ ニ g oo 〔天台宗〕 近 江 觀音寺 第 八 世な 


〔瓦 五） 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


り 〇詮舜 、姓は 藤 原 氏、 近 江 溢 賀郡の 人な 60を の 先は 武藏 
兒玉 郡な りしが、 正 慶建武 の 間亂を 避けて 移 居す C 詮舜 十四 
歲比叙 山 西 塔院正 敎坊詮 運に 從ひて 祝 髪し、 次 S で 具足 戒を 
受け、 顯 密の學 を修む 〇元龜 年間 叙 山 兵燹に 罹る や、 逃れて 
近 江 栗 田 郡觀音 寺に 寓 し、 賢 珍に 介せられ て豐臣 秀吉に 謁し 
て 其眷 顧を 受 く。 時に 全宗、 藥樹院 に 住して 亦秀 吉の眷 顧を 受 
く〇依 つて 共に 叙 山を 再興 せんとし、 全宗は 東塔シ 興し、 詮 
舜は西 塔を 復 せ - 1 とす 〇 豪盛 等亦來 ぅて 之を 議 ず〇旣 にして 
秀吉の 奏請に 依りて 募緣を 允許 せらる C 依つ て 豪盛 ^ して 募 
疏 を 撰せ しめ 諸 國に勸 募す 〇天正 十三 年 十二月 西 塔 院の本 堂 
を 建てん として 舊佛 1: 得、 假に小 堂を 營みて 之を 安置す 〇繼 S 
で 諸堂坊 舍 漸次に 經營 せらる 〇賢 珍の 寂 後遺囑 V」 受けて 觀音 
寺に 住して をの 第 八 世と な $、 舊に 依りて 湖舟 民戸 並に 賦栊 
等の 事を 掌る 〇文祿 元年 秀吉 、朝鮮を 征 し、 肥 前に 至る に 從 a 
て 軍事 に 參預 し、 二 年 賢 珍と 共に 私財 1: 捨て、 日吉 二宮の 神 
殿 及び 祭祀の 器具を 造る 〇 三年 伏 見 城を 築く に 當 り、 又經營 
の 事に 預る ◦四 年 園 城 寺 僧徒 謀叛して 追放せられ、 をの 所領 
大津土 田を 寄せら る。 乃ち 全宗 と共に 西 塔の 本堂を 營 建す 0 
之 レ. 轉法輪 堂と 稱す C をの 餘の 堂宇 及び 經像等 次第に 舊觀に 

復せ りっ慶長元年秀吉に請ひて近江上坂本村及び葛川村の北 

V 給 せらる 。時に 全山 三 塔 復興し、 經論 古書 漸く 集 6、 僧徒 

も 亦稍歸 す。 五 年 二 H 十九 日 寂す 〇壽 六十 一； 舜公 碑銘、 天 

台 霞標) 

ゼン 5- ウ善 超 ii f SE s 宗〕 越 前 國今立 證誠寺 第 こ 十 

世な 60 善 超、 東 溟と號 す ◦京都 今 出 川 大納言 從 一位 實 種の 


子な 6 ◦天明 五 年 正月 朔 日に 生る ◦二十 二歲 の時當 寺の 法統 
を 繼ぎ 、荒廢 せし 山務を 整理し、 本堂. v 再建す C 文化 八 年 十 
月 上人 號ヒ 勅許せられ'  小 御所に 參 内して 天皇に 謁す 〇幼ょ 
6 歌を 好み、 賀茂 季騰を 師 とす。 又 天卜の 志士と 交 6 尊王の 
說を唱 ふ 〇 安政 二 年 七月 十三 日 寂す 〇壽 七十！  〇 著作、 東溟 
集 あう 〇  ( 越 前人 物 志) 

ゼン トウ 禪透  チャウ アン 長 安を 見ょ、 

セン V や ク 也 陽 -1 チタ ィ日泰 を！： 儿 ょ、 

センリ ャウ 暹亮；ーー ^1 4〔天台宗〕越前善法院の住僧な 
う 〇暹亮 、字は 雲 照、 姓は 三 神、 越 前 大野 郡 石徹白 村の 人、 
貞享 三年 二 DT 八日に 生る。 元 祿十年 近 江大津 古市 西 坊法印 胤 
將の 家に 寓 す。 胤將 愛して 子と なし 虎丸と 名く、 翌年 長 等 山 
に 登 6 、三 藏坊法 印亮央 の附弟 ふなる 〇 一 一月 亮免 寂す 〇十二 
年 十一月 薙髮 し、 多 寶 昭院暹 雄を 戒師 となし、 をの 室に 入う 
胎金兩 部の 大法 護摩 蘇悉 地？ 秘法 及び 諸 尊の 麂軌 次第 等を 受 
く〇 十六 年 三月 權 律師に 任じ、 法掐に 叙す ◦尋 s て 大 僧都に 
任じ、 法 印に 叙す 〇 賀山瑞 帥に 諮詢し、 又圓滿 院覺尊 親王の 
命に 依て 四敎皞 を 講ず ◦享保 二年宥 盛に 就 S て悉 曇を 傳受す 
此年 七： ^ 暹雄 寂す。 七 年 九： IT 靈鷲院 舜定 r 拜し て、 傳 法阿闍 
梨と なう、 唐院 にて 灌頂 壇に 入う 悉 曇の 傳 授を受 く C 十 年賀 
山 瑞師の 法 明 律院を 建立す るに 際し、 亮泯 貞舜 の二師 々共 
に 斡旋す る 所 あう、 遂に 之を 落慶 す。 十一 年學頭 代に 補す。 
翌年 正 H  丁3の總代となぅ、將軍吉宗こ-謁す0十五年學頭代 
を 辭す 。翌年 圓宗院 に轉ず 〇九 H 唐 院灌頂 法會の 奉行と なる 
二十 年 善 法 院に轉 住し、 法光院 を 兼ぬ。 元 文 二 年 十一月 學頭 


セ 善  セ禪 、仙、 暹 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(六 五〕 


y 宗 


の 員數に 入る 〇 六月 法華會 の 第一の 問 者と な 6 しも 病を 以て 
辭す〇 三年 六月 法 華會の 竪者 となる 〇十 二月 權 僧正に 任じ 參 
內して天皇に謁す〇翌年揲題 ^ 補ず〇六月法華會の初揲題と 
なる 〇八月 護摩 法を 圓滿院 門跡 祐 常に 授け、 五 年 金剛 界の大 
法 及び 諸 尊の 儀軌 次第を 授く〇 十月 智證 大師 八 百 五十 年忌を 
修す 〇寬保 元年 別當に 補す 〇延享 二 年 一二 月 詔を 受け 庚 院に灌 
頂 壇を 開き 傳法阿 闇 梨 位を 法 印 永 尊 及び 定剛に 授く〇 翌年 十 
月 詔 1: 受け 再び 唐院に 灌頂 壇を 開 3 、 四 年授决 集を 祐常に 授 
く。 寬延二 年 七 H 大僧正に 轉ず〇 三年 櫻 町 天皇 崩御し 給 ひ、 
勅して 般舟 三昧 院に御 追福 法會を 執行す る ZL と 七七日 間、 を 
の唱 導師と なる 〇四年 四月 十一 日 寂す 〇壽 六十 六〇聖 無動院 
と號す ◦(聖 無動院 大僧正 略譜) 

ゾの部 

y ウジ 宗ニー 1  一 1 一-一  晒 -- A 大和の 佛敎 信者な 60 宗二 、名は 
逸、 法號を 桂 室宗二 居士と s ふ 〇姓は 林 氏、 宋入 林淨圓 第五 

代の 孫に して、 父を 持 平 道太禪 門と 云 ふ Q 淨圆吾 國に歸 化し 

奈良に 住して 饅頭 屋を 業と し、 子孫 奈 良に 住して 家業を 繼げ 

ぅ〇宗 二は 明應七 年に 生る 〇 和學を 牡丹 花 肖 柏に 學び 、源氏 

物語、 古今 集の 傳授を 受く〇 古今 集 奈良傳 授と云 ふ 冬の、 起 

うとな す。 又、 漢學 にも 通じ、 當 時の 禪 僧と 交う、 博學 にし 

て 多才な う 〇 多くの 抄本を 作る 〇 即ち 杜詩抄 二十 四册 (元 龜 

二 年 正月) 杜詩 續十册 (內 一册缺 、元龜 三年 五月— 天 正 七 年 

十月) 柳 文 抄七册 (永 祿八年 十月) 東坡 詩抄 三十 册 (永 祿八年 


ソ宗 、增 


三：^) 山 谷 詩抄 二十 二册 (永 祿九 年—-. 同 十 年) 山 谷 幻雲抄 二十 
i 冊、 尙書抄 十 il: 冊、 春秋 左 傅 抄十册 ，史記 史家 抄八册 、江 
湖風 月 集抄 F. 册 7 -れな 60 これ 等 y> 内には 先人 (/; 抄本 1- 寫し 
たる もの も あ- 〇 て" 皆宗 二の 抄出には あら ざれ ども、 をの 大 
部分は 自ら 抄錄せ しもの な 云 ふ 〇又 、節用集 1: 增 補して 
飜刻 せり 〇壯に 饅頭 屋 本と稱 する もの 乙れ なり 〇天正 九年卒 
す’ 壽八 十四 Q 著作、 源氏物語 林 逸抄五 十 叫 卷、 2;; 用 集一卷 
あう ハ 林 家 系譜、 群 書 | 覽 、禪宗 所載 林宗 二) 

ソウ タク 宗澤 ii rs 〔臨 濟宗〕 京都 大德 寺 m 四' 白 八十 
四 代な 60  {示 澤 、字は 廣洲 、姓 U 菅氏 、但馬 養父 郡 森 村の 人 
なう。 天 保 十一 年 I 月に 生る 〇 長 じて 鄕 里祐德 寺の 住職と な 
り、 後、 備 前宗禪 寺に 轉ず〇 儀 山 善來に 參 ずる こと 久しく、 
明治ン年十二月をの印可を得たう〇九年三月大德寺塔中芳春 
院 住職と なう、！ 一十 五 年 七月 大德寺 派 管長に 選ば a 、 二十 八 
年 之を 辭 す。 三十 一年 十ニ パ 再び 同派 管長に 任ず 〇四十 印 八 
月十五日大學病院に寂す〇壽六十八〇 
ゾウ リユ ウ增陵  一一 ifi ss 〔眞言 宗； 一紀 伊 高野山の 檢校な 
6 ◦增隆 、始の 名は 隆定と 云 S、 又、 大 心と 名く ◦字は 智瑞 
不 背と 號す〇 姓は 三 宅 氏、 大阪島 之 內三津 寺 筋 油 町 三 丁目 醫 
師慈 仙の 第三 男な 文政 六 年に 生る。 十一 年 阿波 美 馬 郡 穴 
吹村享 保寺隆 賢に 就 S て 祝 髪し、 弘化 元年 春 高野山に 入 衆す 
四 年 備前兒 島 郡 木見衬 住心院 R て 初めて 心經 秘鍵を 開講す 0 
嘉永二 年 高野山 月輪 院に 住し、 三年 攝津高 井田 長榮寺 智幢に 
就 S て 受戒し、 律 部 及び 悉曇を 受く〇 五 年 高野山に 歸 6 西南 
院隆 快ょ 6 御 流 及び 三輪 流の 神道を 受く〇 六 年 冬 年 al 代を 勤 


(七 五） 
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め、 安政 二 年 春 江戸 在番を 勤め、 三年 夏總陽 院に轉 住す ◦四 
年隆 快ょぅ 三寶院 中流 及び 雲 傅の 神道を 受く〇 五 年 蓮 金院海 
雄に 從 a て 中 院御流 神道を 傳ふ〇 六 年 春 京都 野々 口隆 正に 就 
S て 國 書を 研究し、 秋、 攝津 萩原 廣 道の 皇學 k 習 ふ 〇萬延 元年 
夏歸山す、元治元年越後の請に赴さ結緣灌頂を行ひ、受者二 
千 八 §• 餘名に 達す 〇二年 十一月 歸山す 〇三年 一一 月 學侶總 代と 
して 孝 明 天皇 御 納物拜 領の爲 め 京都に 到 6、 九月 歸 山す 〇 明 
治 元年 正月 京都 大阪の 間に 亂起る や、 一山 總代 として 京都に 
到 $、 二月 江戶在 番に當 6 て發す 〇時に 廢 佛の議 盛んな 60 
各宗 協議して 同盟を 結び、 袅げ られて 盟主と なる 〇 三年 夏歸 
山す 〇 五月 再び 越 中の 請に 赴く 〇時に 敎部省 新設せられ、 大 
講義に 補 せらる 〇 十月 神佛 合併 大敎院 の 新設に 際し、 擧 げら 
れ て 議事 長と なぅ、 十一月 議事 兼 神務褂 となる 〇六年 一月 十 
一級 出仕と なり、 說敎 派出 人 講究 掛に 任ぜら る ◦二 E： 本院 講 
究試驗 專務掛 とな $、 三月 權少敎 正に 進む 〇儿月 武藏埼 玉 高 
麗 、秩 父の 三 郡に 出張し、 十 一 月 千 葉縣下 合併 中敎院 開設に 
際し、 神佛總 代と して 出張し、 四月 神川縣 中敎院 に 出張す 0 
共に をの 紛議を 鎭定 せん 爲めな 6 ◦七月 大敎 院會計 課長に 當 
選し、 十一 T 第三 第 四兩大 敎區を 巡回して、 各宗の 僧侶 1: 檢査 

す。 八 年 三月 少敎 正 ic 補す ◦六月 大敎院 敎師兼 講究 學務 係に 

選ばれ、 九月 講究 課長と なる Q 九 年 九月 權中敎 正に 補 せらる 

十一 年 一月 座主 代理と して 加賀 、能 登、 越 中、 越後を 巡敎し 

十二 年 二月 無量 壽院の 住職に 任じ、 尋 $ で 歸 山して、 一山 寺 

法 改革 係長と なる。 三月 大敎師 に 補し、 次 S て 定額 位に 昇る 

十三 年 五月 中敎 正に 補 せらる。 十四 年 三月 大塔 再建の 起工式 


を 塔げ、 十七 年 五月 和歌 山 明 道協锊 大 導師と なぅ、 次 S で 高 
野 山 大學林 事敎の 講傳を 擔 任す。 二十 一年 四月 阿波 太 龍 寺を 
兼任して、 寺 法を 確立し、 その 廢を 興す 〇二 十二 年 ヒ月德 島 
縣 宗內學 頭に 補し、 二十 三年 四月 目白 十善會 講師の 請を 受け 
同年 太 龍 寺を 釋緇 律嚴に 讓り 八月 歸 山し、 二十 叫 年 正月 寺務 
檢校法 印 大和 尙の職 位に 就き、 同月 轉衣の 式を 擧 r、 三月 權 
大僧正 ic 補 せらる 〇二 十六 年 四月 三十日 牛 瀧 山 大威德 寺に 寂 
す ◦壽 七十 一 藤 六十 六 〇  ( 權 大僧正 高 岡 增隆傅 ) 

ソ エン 祖緣 —: .=セ 0: 〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 百 二十 六 代 
なり ◦祖緣 、字は 別宗 、相國 寺に 住す 〇寶永 八 年 朝鮮の 使者 
に 接伴し 唱和す る もの 若干 篇 、槎 客通簡 集と 日 a ， 之を 梓 行 
す 正 德四年 五月 一日 寂す 〇  ( 萬 山 編 年 精 要) 〔再 錄〕 

ソヶィ 祖溪  トク シュン 德擔を 見ょ、 

ソ； 、ン ユン 祖淳こ ：一. 5; £濟宗〕京都建仁寺第百五十三 
代な 60 祖淳 、字は 朴 堂、 蜷川親 承の 子な ぅ〇虚 堂 祖 白の 法 
嗣 、永 亨兀年 八月 建 仁 寺に 入-^ 住 10 細字を 能くし、 爪 甲 上 
に 般若 心經 一卷， v 書す と 云 ふ 〇又善 く 不動 尊像 1: 畫く ◦應仁 
元年 五月 廿 四日 寂す ◦(一  說長祿 三年 四月 卄 四日 寂す 壽 八十 
七) ◦(建 仁 寺 住持 位次 簿 、天 陰語錄 、臥 雲 日 件 錄 、古畫 備考) 
ソセ ン蘇 泉 C 二 五 二〕 〔臨 濟宗〕 京都 扣國 寺の 禪僧な 
AO 蘇 泉、 一に 蘇 堂に 作る 〇諱 は一 景 、鄕 貫詳な らず〇 黒竹 
に 善し 延德四 年 五月 十三 日 寂す 〇壽缺 く。 (翰林 葫蘆 集、 翰 
林 五鳳 集、 古晝 備考) 


ソ i-k  ソ祖蘇 
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夕泰 .•太、 大、 謙  夕 道、 桃 


夕の部 


タイガ ク 泰岳 ゲン カン 支 韓を 見よ、 

タイ キ m 太虚 ケン レ  ィ顯靈 を 見よ、 

女 イケイ 大 i 土  プンキ 文 器を 昆 よ、 

タイ ジ Y ウ諫淨 ゲン フク 支 伏を 見よ、 

ダ イジ やウ 大成  セゥ カ ン照漢 を 見よ、 

ダ ィシ ユク 大椒二 -0 鼠 y 〔臨 濟宗 S 都 東 福 寺 第 百 セナ 
七 代な ぅ ◦大淑 、字は 季弘 、別に 蔗菴 、又は 竹 谷と 號す〇 姓 
缺 く〇備 州の 人な AO 幼に して 京都 建 仁 寺 竹 菴大緣 に 就 いて 
進 具し 嗣 法し、 文明 十二 年 東 福 寺に 住す。 禪餘文 墨を 弄して 
詩 名當時 に 顯る〇 文明 十九 年 八月 七日 寂す 〇壽 六十 六 ◦著 
作、 蔗菴 遺稿。 蔗軒 日録 ぁぅ Q  (蔭凉 軒 日記、 五山 文學 小史) 
C 再錄〕  ' 

ダイ セン 大哉 カゥ チャゥ 香 頂 5: 見よ、 

參 イダ ウチヤ ウアン 大道 長 安 チャ クァン 長 安を 見よ 

■タイ チン*!^ 棒  シゥ カゥ 周亭を 見よ、 

女 イ 5* ツ 大 fi ダゥリン 道 林を 見よ、 

ダイ 3 ゥ大用  ィゥシ ョ有 諸 ^ 見よ、 

ダィ N ン大圓 一二 删. ^ 〔眞宗 〕 越 後嶋 田 明 通 寺の 僧な 

6 ◦大圓 、姓は 姬宫 、初め 比 叙 山に 登 $ 金臺院 光謐に 就 いて 

天台の 敎觀密 敎の秘 印を 傳 へ、 又 圓空に 一心 金剛 大戒を 承け 

並に 悉曇を 學び 、實 光院よ 6 梵唄の 奥義を 受く〇 後、 東 叙 山 

等覺院 R 住す 〇 明治維新 彰義隊 の 變起 るに 際し、 越後に 歸る 


明治 四 年 杵野木 林 勝 念 寺に 住し、 私塾を 設けて 緇素を 敎 養す 
十一 年 本山 大敎 校の 簡寮 となう、 傍ら 敎授を 兼ぬ 3 後、 久し 
からず して 歸う 、更に 高 田 興仁敎 校總監 兼敎授 となる 〇二十 
四 年 東京 積德敎 校敎授 となり、 又、 曹洞 宗大學 林に 講師と な 
る。 二十 六 年 京都 大學 林敎授 に轉 じ、 爾來敎 鞭を 執る と 六 年、 
三十 一年 七月 五日 寂す。 壽 六十 〇 私 R 證し滿 月 院と日 ふ〇著 
作、 大日經 住 心 品 講義 一卷 。(明治 三十 一年 六月 上梓) 滿月院 
法語 (明治 三十 二 年 七月 發 行) あり。 

ダウ アン 道 安 ジュン テ  ィ 順貞， V 見よ、 

女 ウェィ 道、 7X ッゥシ ャゥ 通昌を 見よ、 
女ウクハウ道光こ，„ェむ 〔黄 檗宗〕 肥 前 長 崎 II 福 寺の 僧 
な 道 光蘭溪 t 又は 若 芝と 號 し、 又、 烟霞 比丘、 風狂 子の 別 
稱あ う〇俗 姓は 河邨 氏、 書を 逸然 {C 學び、 專ら佛 像を 書 さ、 
傍ら 鎔冶を 善くし、 香爐 花瓶 及び 刀 劍の裝 飾を 作る 〇 人 多く 
之を 稱翫 す。 M の 技は 之を 叫 人より 傳 ふと 云 ふ 〇寶永 四 年 十 
月 寂す 〇壽缺 く  o( 長 崎 書人傳 、古書 備考) 

タウ ゲン 桃源 ズィ セン 瑞 仙を V 見よ 〇 
女 ウソウ 道 {示 •一 rrl T;: ハ 九 〔黄 檗宗〕 山城 萬 福 寺 第 七 代な 
道宗’ 字は 悦山 、明の 人な う。 寬文 十二 年 九月 木 庵性瑞 
の 法を 嗣ぎ 、延寶 三年 八月 性瑙攝 津舍利 寺に 進 山し、 尋 いで 
をの 席を 繼が しめらる 〇寶永 二 年 二月 宇治 黃檗 山 繼 席の 命を 
承け、 三月 進 山す 〇 三年 四月 江戸に 到 6 將軍 綱吉に 謁して 繼 
席の 恩を 謝し、 四 年 二月 退席の 公許を 蒙う、 五月 塔 頭 慈福院 
に 退 隱す〇 六 年 七月 二十 九日 寂す 〇壽缺 く  ◦著作、 悅 山 禪師 
語 錄四卷 、黃檗 七 代 慈 福悅山 和尙末 後事 實 、南 岳悦山 和尙佛 
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事 法語 各 一冊 あぅ C  (黄 檗木 菴禪師 年譜、 黄葉 遞代譜 略) 

ダウ チ ヨウ 道 澄 i Irr jgl  〔天台宗〕 山城 照 高院の 開山な 
60 道 澄、 照 高 院と號 し、 淨滿 寺宮と 號す〇 姓は 近衞 氏、 關 
白瓸 家の 第三 男な- 准 三宮に 叙 せらる 〇三井 長 吏に して 三 
山檢校 /2 60永祿六年二月宮中にて百座仁王經を修行し、天 
正 五 年 十 年淸凉 殿に て 仁王 經百座 修行 あぅ。 十四 年大佛 殿を 
管領す 〇山城 愛宕 郡に 照 高院を 開きて 退 居す ◦慶長 十三 年 六 
月 二十 八日 寂す C 壽六 十五。 (孝 亮宿禰 日 次 記、 梵舜 日記、 扶 
桑 拾 葉 集、 華 頂 要略、 近衞 家譜、 玄朔道 三 配劑錄 、山 州名迹 
志、 大日 本 史料) 

ダウ チ ヨウ 道 潜〗 (ニー ーー ? 7. 四〕 〔黃 檗宗〕 山城 嗟峨直 指菴の 
禪僧な 60 道 澄、 字は 月潭と い ふ 〇獨照 性 [1 の 法を 嗣 ぎ、 嗟 
蛾に 直 指菴を 營みて 幽棲し、 詩文を 善くす ◦天台宗 S 亮潤等 
と 交 6 贈答を なす 〇示 寂の 年月日を 詳 {(: せず 〇著 作、 法語 一 
卷 、心 華剩鞔 五卷 、巖居 稿 十卷等 あ-^ 
ダウリン道林ま= 〔臨 濟宗 S 都 南禪寺 三百— 廿七代 
な 60 道 林 字は 大徹 、滴水 軒と 號す〇 俗姓 淼田 氏、 後、 勝 峰 
氏と 稱す〇 志 摩 國志摩 郡 御座 村の 人 0 文政 十一 年 十一月 十八 日 
に 生る 〇八歲 にして 伊勢 朝 熊 山 金剛 證 寺の 聯溪に 就きて 剃 

# し、 弘化二 年 錫を 美 濃 國福田 大勝 寺に 掛け、 耕隱に 參じ 

後、 甲斐 ffi' 板 垣 村 東 光寺の 淸隱 に參ず 〇嘉永 元年 金剛 證寺に 

歸〇て 五祖錄 會に會 して 長 門の 諦州に 謁し、 再び 東 光寺に 投 

ず〇 安政 三年 四月 朝 熊 山 塔 頭 普 明院に 住し、 後、 寺務を 徒弟 

に 譲う、 京都 東 福 明の 海 州に 參ず〇 後、 鈴 鹿 峠を 過る 際 大雨 

に 遇 ひ、 大悟 徹底す 〇遂に 伊勢の 自 坊に歸 う、 又、 江 戶淺草 


夕道 


藏前 朝熊嶽 出張所の 寺務を も 兼ぬ 〇 明治 元年 余 剛證 寺の 住持 
とな. 會< 廢佛 毀釋に 際し、 荻 野獨園 等と 謀うて 寺を 伏見宮 
家の 御 祈願 所と なして 災を 免れ / 2 60 明治 十四 年 妙 心 寺寬州 
の 法を 嗣ぎ 、十九 年 十二月 南禪 寺に 晋山し 管長の 職に 就く 〇 
二十 三年 三月 任滿ち て 金剛 證寺に 歸 6、 二十 四 年 武藏南 多 
摩 郡 八 王子 村廣園 寺に 住す 〇 堂宇を 修理し、 をの 維持 法を 立 
て、 又、 八 王子に 是道會 k -東京 に 輿禪護 國會を 設く〇 三十 三 
年廣園 寺を 辭し C 駒 込 動 坂 町 百 番地に 無礙 庵を 結びて 居り Q 
祖錄 を 提唱し、 道俗の 人 室 1: 許す 乙と 十餘 年、 四十 四 年 二月 
二十 六日 寂す C 壽八 十四 〇 

ダウ リュウ 道 龍 ii ss 〔眞宗 〕紀 伊和 歌 山 法 福 寺の 僧 
なう 〇 道 龍は 紀伊 和歌 山の 人 〇法福 寺に 生る o > 畠 氏な 60 知 
空の 子〇 十一 歲の 時ょう 儒佛の 書を 讀み〇 稍 長 じて 銃馬劎 槍 
を 善くし 各 免許を 得 / 2 6 0 後天 下 ^ 歷 遊し 具に 艱難を 甞 0 0 
僧藉を 本願 寺 派に 置き 得 業 tc 擧 Gno 隆 賢に 就 s て 因 明 性 相 
を學び ◦又 天台 5r 修め 十餘 年の 後助敎 (■(: 進 1/ C 敎 法改正の 建 
言を なし 容 れられ ざるょ、 り辭 して 國に歸 る〇十 津川騷 動の 際 
には 藩主の 命を 受け 僧侶 隊を 率' Q て 防戰し ◦又 長 州の 亂にも 
偉功を 立てた 60 次で 藩の 少參 事と な 6、 傍ら 藩 兵の 訓練に 
力を 致し、 明治維新の 際 仕途を 抛って 獨逸 語を 修め 〇次で 東 
京に 出て 有樂 町に 私塾 ^ 開き 諸 生 1: 敎ふ〇 西南の役 陸 奥 事件 
に 關し獄 に 下 6、 尋で赦 3 る 0 明治 十 一年 本山 宗義紛 亂の際 再 
び敎法 改革を 唱へ漸 く 宗主に m 用 せらる。 是に 於て 各 國の宗 
敎を 攻究 せんとし 十四 年 世界 漫遊の 途に 就け 〇〇 時に 歲六十 
先 印度に 至うて 釋 尊の 遺跡を 拜し 「日本 開闢 以來佘 始めて 釋 
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夕高 、託 


尊の 墓前に 詣ず〇 北 畠 道 龍」 と 刻せ る 石碑を 建て、 夫れ よ 6 
歐米二 州を 巡遊せ るが 〇澳太 利の 碩學 スタィン 氏 R 面 晤し氏 
が 日本は 古 來獨特 の 精神的 文明を 有する に關ら ず。 徒に. 歐米 
の 物質主義に 趨るは 遺慽 なりと 言へ るに 感激す 〇十七 年 一月 
東歸 I、 東京 小石 川 R 北 畠 法話 所を 設け、 大に 坊主 改良 論を 
主唱した るが、 却つ て 僧侶 界の 反抗を 受く 〇佛敎 大學の 設立 
を 計 畫した るネ 資金を 得る 能は ずして 中止し 。且つ 本願 寺と 
絕緣 して 二十 一二 年の 頃 大阪に 下ぅ 下寺叨 大蓮寺 〇福島 萩の 
寺 等に 流 寓し〇 後には 僧籍 1: 脫し網 島に 卜居し 四十 年 十一月 
十五 日 同所に 逝く 壽八 十八。 軀幹 長大に して 極めて 强健 なぅ 
意氣 軒昂 尤も氣 慨に 富む C 生前 陸奥宗 光、 津田 仙、 海 江 田 信 
義 、柳 原 前 光、 東久 世通寤 等と 親交 あ 6 常に 往來 せり ◦著作、 
法話 筆 受六册 。因 明 入 正 理論 方便。 天竺 行路 次 所見 各 三#。 
吿政治 家 及 宗敎家 ◦三 問 我 日本人 ◦法界 獨斷 ◦法界 獨 斷演說 
集 〇國體 の 秩序 〇眞 宗眞要 ◦三 問 我 日本人 民 〇雷斧 叩 耳〇敎 
育 事理 筆乘各 一冊 ◦因 明 新 指。 世界 宗敎興 廢 。文字 名義 等 若 
干卷あ 60 

タカオ カ ゾウ リュウ 高 岡增 隆ゾゥ リュゥ 增隆 ?: 見よ 

タカ： r キカ ィ古冋 木 * 海 ギヵ ィ義 海を 見よ 0 

タク シ託資  一一 一 m  〔時宗〕 相模藤 澤淸淨 光寺 十六 代な 

60 託資 、元と 其 阿と 號す〇 普 光の 弟子な う 〇 初め 沼津西 光 

寺に 住す。 正 保 二 年 二月 藤 澤淸淨 光寺に 入う、 次 s で 同 寺に 

住し、 獨住 十！ 年、 萬 治 元年 十二月 三日 同 寺に 寂す 壽 六十 八〇 

(遊行 歴代 譜) 


チ 竺 、智 


チの 部 

チ クウ ン 竺雲 トゥ レ. ン等 蓮を 見よ 0 
チ、 ゲン 知日^! 一一 〇一〇 〔臨 濟宗〕 遠 江 棒 原 郡 平 田 平 田 寺の 
第二 世な 60 智支 ，號は 空叟 、小字 ^ 月輪 -f 子と 呼び、 叉、 
文殊 童子と 稱 せらる ◦近 江の 人な う 〇七歲 にして 遠 江 相良莊 
平 田 寺に 投じ、 龍峰宏 雲に 就 S て 落髮 し、 次 S て 受具す 〇永 
仁 元年 三月 父 病 あり、 命を 受けて 宏 雲 {C 從： 3、 京都に 上 6 て 
平 田 寺免稅 の 事を 奏請し、 遂に 勅許の 綸旨を 賜は る。 建武元 
年 元に 入うて 諸 名匠に 歷參 して 略  <  をの 落處を 知る。 曆應二 
治 商船に 乘じ て歸 朝す 〇 時に 宏雲旣 に 寂す ◦一山の 衆 遺命を 
奉じ、 平 田 寺の 席を 繼が しめん 七す 〇 三年 平 田 寺に 住す 〇觀 
應 元年 九月 十四日 寂す 〇壽缺 く 〇  ( 名刹 由緒 書) 

チ セン ニ 智泉尼 シヤゥ ツゥ- 1 聖通 尼を 見よ、 

チズ イ 知日 瑞 ゾゥ リュゥ 增隆を 見よ。 

チマン 智滿一 ii M o- 〔眞言 宗〕 京都 隨心院 門跡な 6。 智 
滿 、姓は 和 田 氏、 攝津 大阪の 人な う〇幼 にして 父の 主 月 心、 兄 
覺樹と 共 R 河內高 井田 智憧に 就きて 得度し、 四 分 律 及び 事相 
の 菩提 流を 本流と して 汎く諸 流に 通ず ◦明治 十六 七 年頃よ 5 
雲 照の 後を 承け て 久邇宮 朝彥 親王の 謹 持 僧と なうて 篤き 歸依 
を 受く〇 十九 年 三月 敎師 試補よ 6 少 僧正に 超 補し、 二十 年 十一 
月 京都 支所 下學 頭 (C 任ず ◦二 -- h 三年 六月 權中敎 正 {r. 補し、 二 
十五 年 二月 隨心院 門跡に 入うて 權 大僧正に 補す。 三十 二 年 九 
月武 藏大宮 村 大字 西 加 茂 神光院 住職を 辭 し、 三十 三年 八月 大 
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僧正に 補す 〇三 十四 年 五月 隨心院 門跡 i: 辭す〇 顯密敎 相の 外、 
外典に 通し、 殊に 古 梵字に 造詣 深く、 書は 貫 名 海 屋を學 び、 
後、 大師の 風 1: 習 ふ 〇 書は 月 心が 森徹 山ょ 6 受けし 家風を 傳 
ふ ◦明治 四十 三年 二月 二十 一日 神 光院に 寂す 〇壽 七十 五 〇 
チン カィ 珍〗 滞 一 A ; ■一： 二 〔三輪 宗〕 大和 東大寺 禪那 院の學 
僧なら 〇 珍 海、 理法 房と 號 し、 又、 越 前 已講と 稱す〇 姓は 藤 
原 氏、 繪師從 五位 上 藤 原 基 光の 子な 60 世に 文殊の 化 現と 稱 
せらる C 三論を 東大寺 東南 院覺樹 に 受け、 密學を 醍醐 寺三寶 
院定 海、 勸 修寺寬 信、 及び 行 海に 禀 く。 常に 常 喜 院及 ぴ傳法 
院覺鍥 と 交る ZL と 深し C 長 承 二 年 醍醐 法 華 八 講の堂 莊嚴を 司 
う、 保延五 年 二月 覺樹の 寂 後は、 醍醐に 入うた るが 如く、 永 
治 二 年 七月には 旣 に擬講 となれ 60 康治二 年 正月 眞言 院にて 
太 元 法の 講師と なう、 同年 三 大會の 御齋會 の擬講 となる 6、 
久 安中 已講 とな 6 /2 るが 如く、 同 四 年 三月には 旣 に已講 とな 
寬 信の 囑に依 りて 法 華 堂 根本 曼荼羅を 修補す ◦仁 平 二 年 秋、 
淸瀧宮 季御讀 經の經 頭と なる ◦時に 醍醐の 定額 僧た う〇冏 年 
十一月 無量 光院 にて 大日 經義疏 三十 講 開始せられ、 をの 講師 
を 勤む 〇 同月 二十 二日 寂す 〇壽詳 ならず () 或は 六十と 云 ひ、 
六十二と云ひ、六十五と云ふ0珍海は學、顯密の二敎に通ぜ 

うと 雖 も、 最も 因 明、 勝鬢 、華厳に 秀てた るが 如く、 又、 晚 

に 淨土敎 を 毛 究め 1 72 $ 〇晝は をの 家風を 受けて 巧みな- 醍 

醐三寶 院所藏 の 五 # 文殊 圖及び 高 野學侶 金剛 三昧 院 所蔵の 五 

髻 文殊 ia の 二者は。 をの 正 筆と して 最も 有名な n ども、 乙れ 

鎌倉時代の 本のに して、 珍 海の 製作に あらざる 乙と 明瞭な 6 

と 云 ふ〇而 して 今を の 筆致を 見るべき ちのは、 玄 證古寫 粉本 

チ 珍 


の 帝 釋天圖 (承 安二 年 十二月) 高山 寺 傳古寫 本の 吉祥天 圖 
(建 承 二 年 二月) 及び 仁王 經儀軌 息災 曼荼羅 (天 承 元年 二月) な 
ぅと 云 ふ ◦著作、 因 明 四 種 相違 私記 三卷 、俱舍 論 明 眼論鈔 六卷 
(大治 四 年) 菩提心 集一卷 (大治 三年 八月) 三論 名 敎二卷 、三論 
空 義文義 要十卷 、(天 承 元年！ 保 延二年 七月) 決定 往生 集一卷 
(保 延五年 三 Hr) 淨土義 私記 二卷ぁ 6 ◦(尊卑 分脈、 夾註 菩提心 
集、 本朝 世紀、 長西錄 、內典 塵 露 章、 本朝 畫史 、仁王 經儀軌 
醍醐 新要錄 、秘抄 見聞、 密嚴 上人 行狀 記、 大傳法 院本 願 上人 
傅、 密宗 血脈鈔 、醍醐 寺 難事 記、 醍醐 寺 文書、 漢語 燈錄 、元 
亨釋 書、 本朝 高僧 傳 、大和 人物 志、 國華 所載 珍 海 已講) 

チヤ ウタン 長 安 11 S AH 救世 敎會の 開祖な 60 長 安、 
初めの 名は 禪透 、別に 忍 哉 童子、 無 爭堂主 人、 雪隣齋 、砂 力 
門 主人、 救世 仁者と 號す〇 俗姓は 本 田 氏、 後、 大道と 改ひ〇 
越後 新發 田の 人、 本 田 文 八の 次男な 60 天 保 十四 年 四月 一日 
に 生る C 六歲 にして 父 歿し、 同 國長岡 曹洞宗 長 樂寺彔 明に 事 
し. 同年 七月 得度して 禪 透と 名く 〇嘉永 四 年 三月 九 歲の時 若 
狹 三方 郡 海 源 寺 法 兄 大道 大樹に 就きて 受學す ◦安政 元年 三月 
大樹、 越後 北 蒲 原 郡 水 原 町大雲 寺に 轉住 する に從ひ 、同年 大 
樹の 弟子と なる C 四 年 三月 江戸 駒 込 吉祥 寺栴檀 寮に 入- CN て 修 
學 し、 六 年 美作津 山 大道 山 長 安寺に 往き 大樹を 補佐 せんと 
し、 途中 rpl 國大庭 郡 河 厚 村 極 樂寺禪 龍の 初 會に立 職の 式を 行 
ひ、 萬延 元年 二月 大樹に 就 s て 傳 法の 式を 擧げ 、次 s で 永 平 
寺に 登ぅて 瑞世請 疏す〇 同年 七 H 越 前 永 平 寺に 掛 錫し、 次 い 
で 諸 國を遍 歷 し、 翌年 秋 再び 駒 込栴檀 寮に 入 6、 居る こと 一 
年、 大樹の 病 報を 得て 津山に 歸 6 て 看護し、 傍ら 刻苦 勉學す 

チ 長 
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チ 長 


チ 長 


元 治 元年 二月 藩主ょ 6 をの 至孝 篤學. V 賞せられ て 金子 並に 賞 
狀 を 受く〇 明治 元年 夏、 美 作淸凉 寺上樹 に參 じて 大に宵 あう 
同年 九月 同 國北條 郡 奥山 中 村 圓通寺 住職と なう、 五 年 肉食 
妻 帶の令 下れ ども f の 志を 動さず 〇六年 六月 大樹 寂せ しに 依 
6、 長 安寺 住職と なう、 名 &• 長 安と 改め、 姓 大道を 稱す〇 同 
年 三月 敎導職 十一 級 試補に 任じ、 十一月 北條縣 内禪曹 洞派敎 
導 職に 管 事と なる 0 八 年 八月 長 安寺 住職を 辭して 越後 長 岡に 
歸 う、 十月 長樂 
寺 {(: 住す ◦爾來 

毎：！！： 八 回の 說敎 

を 開 S、 越後 釋 

迦と稱 せらる 0 

翌年 二月 新潟縣 

曹洞宗 敎導職 取 

締とな 6、 同年 

六月 權中 講義に 
補し、 十二月 取 

締 職を 辭す〇 十 年 六月 救世 會ヶ j 設立す 〇十 三年 七月 長 岡 大火 

救助 金 ^ 送うて 知事ょ- '木杯を 授與 せられ、 十四 年 三月 新瀉 

縣下 積雪 罹災 救助 金を 出して 賞狀を 送らる 〇 此の間 大道 校規 

約を 設けて 子弟を 敎養 せり 〇 十六 年 一月 長 興 寺を 法 弟 禪瑞に 

讓 6、 同年 權大 講義 R 補 せらる 〇 同年 十二月 長 岡 市 總光院 町 

の 救世 院 落成して 移 6、 貧兒を 收容す ◦をの 數 凡を 十八 人に 

達せう Q 十八 年 六月 越後 中 頸 城郡蜘 ケ池 村瑞天 寺に 法 筵を 張 

らんと する や、 眞宗の 僧 巨人、 壯丁約 五 百 名の 群衆の 强迫 に 


遭ひ、曹洞眞宗の敎義の異同に關して大に說をなす0同年東 
京に 出て て 諸 名士と 會し 、をの 思想の 是非を 叩き、 十九 年 一 
月新佛 救世 敎 開立の 五箇 條 1: 决定し 二月 救世 鲁 規約を ^ ii 
して 發 布し、 三月 救世 敎眞 實義を 公に し、 更に 救世 敎敎規 み .J 
發表 せりっ 同年 六月 信 濃 長 野 町に て 救世 敎の開 立を 宣言す 0 
同月 曹洞宗 宗務 局 {C 僧籍 脫却 願を 出し、 八月 InJ 局ょり 宗門 擯 
斥の 通知 書を 受く 〇是に 於いて 曹洞宗 及び 一部の 道俗の 迫害 
を 蒙る ◦十：：： 救世 方便 義を發 表す 〇以來 三年の 間、 敎 會の設 
置せられ /2 る ものは、 長 岡 救世 會 (越 饺 古志 郡長 岡 町) 加 茂 救 
世會 (同 南 蒲 原 郡 加 茂 町) 宮川 救世 會 (同 刈 羽郡宮 川 町) 善根 救 
世會 (同 善根 村) 柏 崎 救世 會 (同 柏 崎 村) 高 田 救世 t- (同 中 頸 城 
郡 高 田 町) 糸魚 川 救世 會 (同 西 頸 城 郡 糸魚 川 町) 畏野 救世 會 (信 
濃 長 野 町) 若松 救世 會 (岩 代 會津郡 若松 町〕 函誼 救世 會 (北海 
道凾 館) の 十ヶ .所な 60 長 岡は 長 安 自ら 之 V 監 し、 柏 崎は 丸 山 
樹 山、 長 野 a 荻 原 誠必 各々 之に 居る 〇二十 年長 野 監獄に 二十 
一年 松 本 監獄、 富 山 1: 獄に 二十 二 年上 田 監獄、 若松 監獄に 各 
敎誨 して 賞狀を 授與. せらる 〇二 十二 年 二月 雑誌 救世 之 光を 發 
行す ◦同年 九片長 岡を 發して 東京に 宣敎 し、 留る 乙と 三箇年 
三十 三年 三月 再び 上京し、 四月 麴町元 園 町に 救世 會 事務所を 
設け、 堀 野 賢 龍を してを の 事務を 擔當 せしめ、 同月 退京、 歸途 
信 濃 越後 各地を 巡敎 し、 六月 歸院す ◦同年 八月 岩 代 若松、 三 
宮 、塚 原を 巡 敎す〇 九月 東京の 事務所 火災に 罹る 〇 十月 東京 
及び 名 古屋を 經て紀 伊に 到ぅて 歸 る。 二十 四 年 六月 開 宗滿五 
年の 祝賀 會を長 岡に 開く Q 二十 五 年 三月 東京 本 鄕根津 西須賀 
町に 移 居し、 同年 救世 敎會館 成る C その 餘 暇、 福 嶋 、新 潟、 
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長 野を 巡遊す 〇二 十六 年 春秋 二期に 岩 代、 信 濃、 越後 5: 巡遊 
して、 更に 紀伊 R 赴 $、 以來年 例と なし、 伊勢、 伊賀を 增す 
同年本鄕春木座にて觀劇傅道と行ひ、次ぃで東京各區に救世 
婦人會 、橫濱 、千 住、 所澤に 敎會の 設立 V」 見る に 至れ 二 
十八 年 二月 麴町 三番 町に 本部 會館を 建て、 翌年 四月 開館 式を 
擧 ro 同年 更に 三 河を 經て 京都に 巡 敎す〇 三十 年腦 病に 罹 $ 
て 長 岡に 歸 養し、 三十 一年 六月 小 千 谷 船 岡 山， §聖 殿を 新築 
して 迎聖 式を 行 ひ、 十：：：： 長 岡 總光院 町の 會館を 廢して 中 千 
手 町に 新築 開館す 〇 同年 先き に 三 陸海 嘯の 義捐金を 送 6 /2 る 
に 依うて 木杯を 賜う、 又、 二十 七 八年戰 後に 獻 金した るを 以 
て 東京 府知事ょ 〇 賞 狀を受 く〇三 十二 年始め て 北海道を 巡 化 
して 根 室、 小 樽、 札幌 、室 ■、函 館に 及び、 以來 その 布敎を 
怠らず 〇三 十三 年 九月ょう 每朝觀 音經の 講義を 始め、 三十 四、 
三十 五の兩 年には 東京 及び 橫濱な る 婦人 傳敎團 の 宣敎を 開始 
す。 三十 六 年 六月 東京 本部 會館 にて 還 替の祝 賀會を 催 ざれ、 
尙ほ 東京に 開# 報恩 祭の 法會を 設けて 每年 之 1: 行 ふを 例と せ 
う C 四十 一年 六月 十五 日 東京に 寂す 〇壽 六十 六 〇 著作、 禪餘 
閑 詠 集、 長 安精舍 集、 圓通 精舍 集、 鈍鐵 集、 忍哉樓 集、 救世 
尊、 忍 哉 十講錄 、救世 敎 眞實義 、救世 方便 義 、七難 勿 生 疑、 

巡敎錄 若干 卷 あう 〇  ( 大道 長 安仁 者傳) 

チュウ H ン中淵 一一 一 2i 03I 〔臨 濟宗〕 京都 相_ 寺 第 A 代な 

60 中 淵、 字は 萬宗 、自ら 旅 泊 老衲と 號す〇 鄕貫詳 ならず 0 

春 屋妙葩 の 法嗣な h. ◦常に 淸規を 講ず ◦應永 五 年 八月 京都 相 
國寺に 住し、 乙の 日將軍 義 持より 金襴の 袈裟を 賜は 60 遂に 

その 席を 董 する 乙と 三回、 應永中 將軍義 澄の 牌所廣 惠院 (後、 


チ 中 


法 住 院と改 む) を 建つ 〇應永 十 年 正月 六日 寂す 〇壽 七十 六〇 
遺偈に 日は く、 「臨 行 一 著 示 吾 徒、 千 眼觀音 見得 無、 穢土 淨邦 
留不 住、 古今 誰 是赤須 胡」 と 〇塔に 西山大 通院 東 山 廣惠阮 の 
二 所に 在う ◦(相 國寺 前住籍 、萬 山 編 年 精 要) 

宇 ユウ ゲン 重 源  一 A-fc 2A ー ハ 〔眞言 宗 - 山城 醍醐 寺の 僧 あ 
重 源、 俊乘 房と 號す〇 俗名は m 定 、姓は 紀 氏、 京都の 人 
な 60 十三 歳に し - T: 上の 醍醐 寺に 投じて 出家し、 十七 歲四國 
を 修行し、 十九 歲 、大峰 山に 修行す 〇後 、源 空に 依. りて 淨土 
敎に歸 し、 大原 問答の 時 門弟 三十 餘 人を 率ゐ てを の 席に 列す 
自ら 南無 阿 彌陀佛 と號せ 60 これ 阿 彌陀號 の 始めな う。 仁 安 
二 年宋に 入り、 五月 四 明に て 榮西に 遇 a 、 天台 山 及び 阿育 王 
山 等に 登 6 て、 三年 九月 榮西 と共に 歸朝す 〇 時に 淨土 五祖の 
畫像 V」 將來 せう と 云 ふ 〇治承 四 年 十二月 奈良 東大寺 兵火に 罹 
うて 燒 失せう 〇 その 大勸進 職 始め 源 空に 下りし が、 源 空 之を 
辭し、重源を擧けて之に任ぜしめ /2 6。文治元年八月先づ大 
佛を鑄造して開眼供養を行ひ、二年三月周防阈を東大寺造營 
所に充てられて、をの阈務を管す0四年四月大勸進職に任ぜ 
られ 、伊勢大神宮に 參詣 して 大 般若を 供養し、 以來屢  <  參詣せ 
うと 云ふ〇 同年 周 防に 下向し、 三年 周 防 佐 波 郡 ; C 阿彌陀 寺を 
建つ 〇建久 二 年 源 空， で 東大寺に 請 じて 觀經の 曼陀羅 及び 淨土 
五 祖像を 供養せ しめ、 自ら 三部 經で講 せう と 云 ふ。 三年 九月 
播磨別 所 ^ 造る〕 六 年 三月 東大寺 落慶 供養の 法會ヒ 行 ふ、 時 
に 後鳥羽 天皇 行幸し 給 CA 、 大將軍 源賴朝 上洛 參詣し C 同月 大 
和尙 位を 賜は ると 云ふ〇 同年 十一月 上 醍醐 寺に 經藏一 宇を 建 
て > •宋本 一 S 經藏 fc: 施 入し、 同月 東大寺 別 所を 造る。 七 年 t 


宇 重 
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(四 六） 


チ 中  チ 澄 


一月 請に 依ぅて 備中野 田 保を 同國 散在の 燈 油田に 代へ、 不輸 
地と せらる 〇八年 八月 東大寺、 鎭守 八幡宮の 神體 k 造ぅ、 正 
治 元年 八月 東大寺 三月 堂を 修造す 〇二年 八 E： 請に 依りて 播摩 
淨土 堂を 御 祈願 所と せらる 〇建仁 元年 九月 攝津渡 邊淨土 堂を 
建て、 迎講を 行 ひ、 二 年 伊賀に 新大佛 寺を 創立す 〇 を の 他 高 
野 山 新 別 所 醍醐 寺舊住 道場に 不斷 念佛を 興隆せ 6 と 云 ふ。 尙 
ほ m 源の 入 宋三箇 度と 稱 し、 東大寺 大勸 進の 職に 就く や、 一 
輪 車に 乘 じて 諸國を 勸 進し、 をの 營 造の エを 起 3 ん とする や 
番 匠の 器用を 試驗 し'  時に 支度 第一 俊乘 房と 稱 せられき と 云 
ふ〇後 、所領を 定範に 讓 6 、建 永 元年 六月 四日 寂す 〇壽 八十 
六 C 遺 像 及び 遺物を 東大寺に 置く 〇  (明月 記、 三 長 記、 iw 彌陀 
寺 文書、 興 福 寺 略 年代記、 法然 上人 行 狀畫圖 、元 亨釋 書、 淨 
土 寺 開祖 傅、 僧官 補任、 紀 氏系圖 、玉 葉、 南無 阿彌陀 佛作善 
集、 源平 盛衰 記、 古今 著 聞 集、 大神宮 參詣 記、 東大寺 造立偎 
養 記、 古事 談 、善 光寺 緣 起、 沙石 集、 愚管抄 、俊 乘 上人 所用 天 
然木 脇息 銘、 蒹葭堂 雜錄、 敢 源讓狀 、大日 本 史料) 〔再録〕 
(考) 重 源の 示 寂の 日 次 諸 書 一定せ ず ◦或は 六月 六日と 云 ひ 

或は 五日と 云 ひ、 或は 二日と 云 ふ〇今 、明月 記に 從 CA て 四日 

とす 〇  • 

チュウ サン 中珊 ij oo sl 〔臨 濟宗〕 京都 相國寺 第三 十五 

代な 60 中珊 、字は 月溪 、自ら 道隱と 號す〇 鄕貫詳 ならず 0 

幼 R して 南 禪寺下 生 院不遷 法 序に 就 S て 出家 受具 しん」 の 法を 

嗣 r、 正 長 二 年 六月 二十 七日 相國 寺 R 入- 〇 住し、 永 享六年 正 

月 二十 八日 寂す、 壽 五十八 。著作、 道 隱集あ 今 傳らず 0 

相國寺 前住籍 '五山 文學 小史) 


チ ヨウ ケン 澄憲.  一. A : 2: 〔天台宗〕 京都 安居院の 僧な 
60 澄憲 、姓は 藤 原 氏、 少 納 言通憲 即ち 信 西 入道の 子な 60 
母は 近 江 守 高 階 重 仲の 女、 初め 其家學 た る 儒學を 修め、 後、 
出家して 延曆 寺の 衆に 入う、 天台の 宗義を 研究—.、 夙に 辨才 
を 以て 知らる ◦承 安四 年 五月 最勝講 の 論義に 列し、 辯 論縱橫 
一人の 能く 之に 及ぶ ものな し。 乃ち 權大 僧都に 任ぜら る ◦明 
雲の 伊豆に 配流 せらる.、 や 送うて 國分 寺に 到 6、 明 雲ょり 一 
心 三觀の 相承 血脈 ^ 受く〇 後、 大 僧都に 轉じ法 印に 叙す 〇幾 
もな く 一條 北 小路 大宮通 安居院に 退 居して C 專ら 道俗の 敎化 
に 力を 致せう。 後 德大寺 左大臣 實定の 息 公 守 亡母の 鏡面に 梵 
字を 書し 之を 供養 せんとす るに 際し •請を 受けて をの 導師と 
なうて 說經 し、 又、 九條關 白 兼實 -0 寫經 供養に も 請 ぜられ て 
導師と なうて 說經 せり 〇奈 良の 某 五部の 大乘經 を 寫し春 明 神 
の 前に 供養 せんとして 澄憲 k 請 ぜんとし、 興 福 寺の 衆徒の 憤 
うを 招きし が、 春 日 明 神の 靈吿 あるに 及び、 遂に 請 ぜらる V 
R 至れ 6C 時に 道俗 その 說經を 聽きて 大 に 感動し、 數 日間 奈 
良に 留まう、 多くの 施物を 受 く、 歸途奈 良 坂に て數 人の 賊に 
遇 ひしが、 賊亦を の 說經を 聞きて 改 悔し、 後、 遂に 出家す る 
に 至れう 七 云 ふ。 晩年 妻を 納れ 、眞 雲、 海惠 、聖覺 、覺 位〇宗 
雲、 现覺 、惠聖 、惠敏 、覺眞 及び 一女 子の 十 子を 擧ぐ Q 皆 眞言 
天台の 名僧 72 6 0 第三 子聖覺 をの 業を 繼げう 〇建仁 三年 八月 
六日 寂す 〇壽缺 く。 著作、 法滅の 記、 外 數部ぁ う 〇  ( 業資王 
記、 尊卑 分 豚、 平家物語、 古今 著 聞 集、 源平 盛衰 記、 僧綱 補 
任、 倭 歌 作者 部類、 法然 上人 行 狀繪一 一、 大 H 本 史料、 長 西 錄、 
淨土總 系譜) 


〔五六） 
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ウ  の  立 口 

ツウク ハウ 通晃 ii な 〔臨 濟宗 U 京都 東 福 寺 第一 一 百 九 
十二 代な 60 通晃 、字は 東昱 、姓は 宮裡 、近 江 高 島 郡の 人 0 
大溝 藩士 谷 常住の 次男な 办〇元 治 元年 大溝圓 光寺 石廷に 就い 
て 得度し、 後、 丹 波國北 桑田 郡 山 國村常 照寺魯 山に 師事す 〇 
明治 九 年 十 H 美 濃 正眼 寺 霧隱に 就きて 參禪 し、 寸五 年ょ 6 二 
十二 年 ^ で 嵯峨天 龍 寺 由 利 滴水に 參 じ、 三十 一年 滴水の 印 可 
を 受く〇 後、 丹 波 常 照 寺 住職と なう、 又、 天 龍 寺 副 住職 及び 
同 寺專門 道場 師家ょう 更 、東 福 寺 師家に 轉ず〇 三十 六 年 東 福 
寺 副 住職と なう、 三十 九 年 二 H 同 寺 住職と なうて、 同派 管長 
に 任ず 〇 同年 九. H 二十 一日 寂す 〇壽 五十一 C 
ツウシ ヤウ通 日日 二 測：^  〔黃檗 § 山城 宇治 萬 福 寺 第三 
十八 代な 60 通昌 、字は 道 永、 叱 石と 號 す。 姓は 林 氏、 伊勢 
の 人な 60 出家して 實 聞眞聽 の 弟子と なう、 次 S で 山城 宇治 
萬 福 寺に 掛搭 して 良 忠に參 じ、 良 忠攝津 富 田慶瑞 寺に 退隱す 
るに 及び、 豐前小 倉福聚 寺 {C 到りて、 萬 丈 悟 光に 參じ 、居る 
ZL と 九 年、 遂にを の 印 可を 受く〇 維新の 際 大敎院 に 在うて、 

奔走す る 所 あう、 後、 黃檗宗 の 管長と なりて 萬 福 寺に 住し、 

m 治 九 年 二月 ! nj 宗 V- 臨 濟宗の 一派よう 脫し て獨 立せ しむ 〇退 

山の 後 伊勢 四日 市 天 聖院に 住して、 一身を 布敎に 委ね、 又甞 

て 淸國に 遊びて 淸 語 , C 通ぜ 60 明治 四十 四 年 二 月 六 H 天聖院 

に 寂す。 壽七 十六 0 


テの 部 

デ ウカィ 拇 ジェィ 慈英を 見ょ 0 
チ ツゲン 銕眼 5S S5 〔臨 濟宗〕 山城 林 E 寺の 僧な 60 
鐵 眼は 愚 菴と號 す〇俗 名 天 田 五郎と 云 ふ ◦始め 久五郎 と いふ 
磐 城 平 藩士 甘 田 平 太夫の 二子な 60 明治 元年 兄善藏 出陣し、 
新田 III 等の 戰に 加は る〇久 五郎 十五 歲 、父母に 請うて 出陣し 
谷川 瀨村 の一營 - I;  I  :  r  ^ 

所に 至うて 推擧 

1: 求め、 忽 ち 元  天 

服して 鎌 田 河の  田 

關門 詰と なう 〇 .t 

次に 新 川 町の 關 

門 詰と なる 〇七  師 

E： 十二 日炮戰 ぁ 
60 新 川 町の 關 
門 破る G 久五郎 

敵の 彈 丸を 潜 6 て 本 九に 人る ◦此怜 - 平城沒 落す 〇久五 郞閼伽 
井嶽に 登りて 猛火を 望 tf.1 :l:* し、 更に 河內 村に 出て、 喜 代 橋に 至 
う、 •同藩の 諸士に 會 し、 兄 善藏を 見て 相 喜ぶ と啦 うなし 〇久 
五郎  一 / a び 仙臺 {: 逃れ、 後半に 歸 〇、 兄 善藏を 見て 父 助 及び 
妹のと を 問 ふ も 得る 所な く、 兄弟 吏に 百方 捜索した る も 種 令 
の流言を聞くに |^'. まる0善藏は賣卜者とな6、行 ^ 旅費を得 
東北 諸！： を 遍歴して 搜索 せんとし、 遂にを の途 ic 上る 〇久五 


ツ通  チ 肇、 鐵 
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〔六 六) 


チ 鐵 


郞は兄 善藏の 命に よう、 平に 留う て學問 修行し、 旣に して 甘 
田 久五郞 を 天 田 五郎と 改む ◦明治 四 年 東京に 出 遊し、 故 あ 6 
ニコラィ 氏の 開設せ る 駿河臺 の 神 厚 校に 入る 〇然れ ど 希臘敎 
を 信仰す る Z1 となく、 數 "同校の 人々 と 激論し、 遂に 同校を 
出て、 麴町の 小池詳 敬に 寄り、 大に學 問勉勵 し、 落 合 直亮に 
就 S て 國學を 修め、 山 岡 鐵太郞 に 就いて 禪要を 問 ふ〇 明治 六 
年 落 合 氏に 從ひて 仙臺に 至り、 志波彥 神社 權禰宜 となる。 幾 
もな く 東京に 歸 う、 小 池 氏に 從ひて 東海道を 經 、西 海道 rc 至 
る。 乙れ 種々 の 便宜を 求めて 全 國を徧 歷し 、父母を 搜索 せん 
とするな 60 四月 陸軍 大尉 橫田弃 R 從 a て 臺灣に 向 ひ、 生蕃 
諸 社に 入 6 て 軍事に 與 る。 六 H 東京に 歸 る。 韓國 と國交 破れ 
ん とする を 聞き、 同志を 募り 韓國に 渡航し、 大に爲 す 所 あら 
ん とす ◦然るに 國交 舊に復 したれば、 渡航のと を 中止し、 筑 
前 博 多よ 6 薩 摩に 入う、 桐 野 利 秋に 寄う、 吉 田の 宇 殿 谷に 居 
る 〇 明治 八 年 東京 R 上う •一 / 2 び 鄕里に 歸 6 て 兄 善藏に 面會 
し、 再び 出て V 北海道に 向 ひ、 行て 父母を 搜 索す 〇函館 に 於 
S て 肺病に 罹う、 東京に 上うて 淺草 梅園 院に寓 し、 山 岡 鐵太 

郞の 扶助に よ-て 療養す 〇幾 もな く 越 前より 加賀越 中越 後 等 

を 遍歴す 〇十 一年 京都に 至り、 山陰 道 R 入う、 更に 大阪に 至 

る〇鲁 e 山 岡 鐵太郎 の 書に 接し、 靜岡に 至りて 面會 し、 鐵太郞 

よ 5 俠客山 本；^ 五郎 ( 次 良 長} に 托せら る 〇五郎 乙れ よう 長 五 

郞の 家に 寄る 〇 十二 年 東京に 上 6 て 鄕里に 歸 6、 幾 もな く 東 

京に 上 6、 諸 新聞に 廣吿 し、 父母 及び 妹を 搜 索す 〇寫眞 師と 

なうて 餞 草 0- 江崎禮 二を 問うて 諸國 を徧歷 せんとす 〇旣に し 

て 寫眞 機を 携へて 伊豆に 至う、 熟 海 伊東 等を 經 回し、 更に 東 


5* 鐵 、天 


海道 東 山道の 諸國を 偏 歷 し、 十五 年 山 本 長 五郎の 下に ありて 
富士 野の 開墾 場を 監督し、 遂 k 長 五郎の 養子と な 6、 山 本 S- 
郞と云 ふ。 此 間に 數 多の 博徒に 交る、 幾 もな く 本姓に 復 し、 
東京に 上る。 肺病 再發！ 、諸 友の 扶助に 依ぅて 療養す。 後大 
坂の 内外 新報 社の 幹事に 聘 せられ、 同地 R 下る 〇 をの 出發に 
際し、 山 岡-域 太郞は 滴水 禪師を 問 ふべき 乙と を 勸吿 す〇旣 に 
して 大阪 にあ 6 へ 時々 天 龍 寺に 至 6、 滴水 禪師を 問 ひて 禪 K 
參 じ、 二十 年 四月 八日 遂に 林 丘 寺に 入-^ て 禪師の 度 テ-受け、 
鐵服と 云ふ〇 時に 三十 四 歲〇詩 あり、 日は く' 楚山吳 水去悠 
々、二十 年 來事歷 遊、 踏斷身 前身 後路、 白雲 深 處臥林 丘。 
と Q 歌 あ 6、 日は く、 黑染の 麻の 衣の 朝な—- 手 向る 花の 露に 
濡れつ、 〇 乙れ よぅ 朝參暮 請し、 專ら 工夫 參禪 し、 數-寢 食 
を 忘る 〇 二十 五年淸 水產寧 坂 {C 小 巷を 營み 、愚 巷と 云 ふ 0 書 
を學び 、詩歌 ^ 善くす。 愚菴 十二 勝の 作 あ 60 江 潮の 文人 墨 
客 之を 唱和す 〇 二十 六 年 六月 西國 三十三所の 靈場 を巡禮 せん 
とし、 勸進 帳を 製し、 一人 三錢三 厘の 喜捨を 求め、 一 百日に 
して 隨喜 する 男女 一千 五 百 五十人に 及ふ〇 九月 二十日 出發し 
十二月 二十 一日 小菴に 皈る〇 三十 三年 八月 桃 山に 移 6 尻す 0 
三十 七 年 一月 一日の 夜 俄に 發 熟し、 十三 日 遺偈を 書す Q 日は 
く、 氷 魂 向 水 散、 鐵骨入 苔 穿、 月下 人尋 否、 梅花 白處烟 、と C 
十四日 遺書を 作 6、 十七 日 寂す 〇壽 五十一な 〇〇 著作、 愚菴 
詩稿、 愚菴 詠草、 巡禮 日記、 東海 遊俠傳 、各 一卷あ n  ◦(愚 菴 
遺稿) 

チ ツソウ 鐵叟 ヶィシ ゥ景秀 を 見よ、 

チン ィゥ 天祐  セク カゥ 紹杲を 見よ、 
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5- ンシ やゥ 天 章 ジ H ィ慈英 を 見よ、 

-プン タク 天澤  トゥ オン 等 恩を 見よ 0 
5* ンョ 天與  セィヶ ィ淸啓 を 見よ。 

ープ ンリン 天 倫  クハ ゥタ ク 光澤を 見よ、 

卜の  咅 

トウ V! ン等緣 二 —: S: 七 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 
60 等緣 、宇は 葦洲 、俗姓は 細 川 氏、 生國詳 ならず 〇天澤 等 
息の 法嗣な 崇禪 寺に 遊 初 寮 1: 構へ て 居る 〇明應 元年 等 恩 
の 副使と して 明に 使し、 歸ゥ て蔭凉 の 職を 領す〇 後、 相國寺 
に 住す 〇明應 六 年 六月 十八 日 等 恩に 先ち て 寂す 〇壽缺 く  o( 萬 
山 編 年 精 要、 異_ 使 僧 小馎) 

トゥ オン 等 因 心 0 二 五 二〕 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 
60 等 恩、 字は 天澤 、俗姓は 細 川 氏、 生 國詳な らず 〇月溪 中 
珊 の法嗣 にして 夢 : i: 疎 石 四 世の 法 孫な 60 初め 相國 寺に 住し 
明 應 元年 命 ^ 奉じて 明に 使し、 後、 天 龍、 南禪に 住し、 又、 
鹿 苑院に 居りて 僧 事を 錄す〇 寂 年 及び 壽缺く  O -N 萬 山 編 年 精 

要)  . 

トウ、、 カク 東 3 獄  ショゥ シュン 承峻を 見よ、 

トゥク ハゥ 藤 光 ii --t 一一 一  一; 時宗〕 藤 澤淸淨 光寺の 第 十七 

代な 60 藤 光は 燈 外の 弟子な. 90 初め 日輪 寺に 住す 〇承應 二 

年 閏月 藤 澤淸淨 光寺に 入る 遊行 七 年、 次 s で 同 寺に 住す 〇寬 

文 元年 四月 本堂、 客殿、 庫裡等 殘らず 炎上せ う 〇獨住 四 年、 

同 二 年 十月 十五 日 同 寺に 寂す 〇壽 丑 十二 〇  ( 遊行 歷代 譜) 


チ 天 卜 等、 東、 藤 


トウ コ東 1  ヶイ ギン 啓 « を 見よ、 

トウ シヨ ニー 八 九  〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第二 百 六 
十六 世な ぅ 〇東憨 、字は 悅岩 、別に 西 湖と 號す〇 鄕貫詳 ならず 
幼に して 京都 建 仁 寺 雨足 院に入 6, て、 西 菴敬亮 に參 じ、 遂に 
をの 印 可を 受く〇 次いで 諸方に 歷參 し、 歸ぅて 兩足院 に 住す 
永 正 十八 年 三月 建 仁 寺を 董 したれ ども、 入院せ ずして 兩足院 
に 棲 遲す〇 亨祿二 年 十二月 十一 日 寂す ◦壽缺 く  〇 著作、 悅岩 
集 あ 6C  ( 建 仁 寺 住持 位次 簿 、五山 文學 小史) 

ト ウス イ 洞 水 ゲッタ ン月湛 を 見よ、 

トウ ヨク 東 S ッゥク ハゥ 通晃 を 見よ、 

トウ リヨ ウ 東 陵  H イィ ョ永澳 を 見よ、 

トウ レン 等 蓮 =5 =a£ oo 〔臨 濟宗〕 京都 南 禪寺第 百 五十 五 
代な ぅ〇等 蓮、 字は 竺雲 、別に 自强 又は 小朶 子と 號す 〇鄕貫 
詳なら ず 〇明德 元年に 生る 〇 幼に して 出家し、 京都 天 龍 寺 太 
岳周崇 に 就いて 訓陶を 受け、 その 法嗣 となる 〇後 、萬壽 寺に 
住し、 永享七 年 八月 相國 寺に 移 6、 寶德二 年 八月 將 軍足 利義 
政 夢 1: の 塔を 拜して 受衣の 儀 ある や、 ^ 蓮を の 式 事を 掌る Q 三 
年 勅を 受けて 南禪 寺に 陛る〇 後、 退 S て 嵯峨に 妙 智院を 開き 
て靖 退の 地と なし、 常に 史 記、 漢書 筘を 講ず 〇故 R 當 時蓮漢 
書と 稱 せらる 〇又 、聯句に 巧みな 6 ◦文明 二 年 正月 七日 寂す 
壽八 十二 〇 著作、 繫 雲集、 瓶 梅 あぅ。 共に 傳ら ず； 妙 智院過 
去帖 、五山 文學 小史) 〔再録〕 

トク シヤウ 德 日日 a 二 四 九) 〔臨 濟宗〕 京都 建 仁 寺 第二 el 
三十 一代な り。 德昌 、字は 横 林、 別に 舞 闇、 靑 松、 松窩 、武 陵、 
葬 闇、 晦夫 等の 號 あり 〇鄕 貫詳な らず 〇五歲 にして 京都 建 仁 


卜東 、洞、 寺、 德 
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U, 德 


寺に 入 6、 稍 ミ 長 じて 內 外の 典籍を 學 習し、 英俊を 以て 稱せ 
らる〇 後、 伯耆 安國 寺和甫 忍に 就 S て 法を 嗣 ぐ〇 近 江山 上石 
頭 菴に 住し、 尋 S て 建 仁 寺 西 來院に 移る 〇延德 元年 建 仁 寺を 
董 し、 後 住する Z1 と 十二 回、 常に 天隱龍 澤祖溪 德濬と 交る 乙 
と 深く、 又、 老儒 淸原 常忠 とも 交遊す と 云ふ〇 常に 西 來院に 
あうて 讀書に 耽-'、 傍ら 童 蒙の 爲めに 講授す ◦著作、 史學提 
要抄 、古文 眞寶 注、 三體詩 註、 桂林 錄 、葬 闇 疏稿各 一# あ 
う 〇  ( 建 仁 寺 住持 位次 簿 、東 山 歴代、 五山 文學 小史) 〔再録〕 

トク シュン « 濬 r . ) 〔臨 濟宗〕 京都 眞如 寺の 僧な 

60 德濬 、字は 祖溪 、別に 水 拙 又は 鶴 峰と 號す〇 俗姓は ーノ 
宮氏 、阿波の 人な Ac 早歲 にして 出家し、 京都 建 仁 寺 光澤 菴 
に 寓し て參 禪す〇 初め 阿波 補陀 寺に 住し、 尋いで 駿河淸 見 寺 
に 移う、 又、 京都 眞如 寺に 住す。 博識 强記 にして 大般 若經を 
諳 ずと 云 ふ。 後、 病に 罹^' 東 山 瑞光菴 に 寂す 〇遺偈 に 日は く 
於 無 生滅、 說 生滅、 紅 爐雪 飛、 氷河 熘發 、と ◦寂 年 及び 壽缺 
く。 著作" 水 拙 手簡、 水 拙 集 あう ◦(五山 文學 小史) 

トク ニ ン德潤 j ii 一  j 一  g  〔天台宗〕 武藏東 叙 山 凌雲 院第 A 

世な 60 德潤 、字は 定 玉、 蘆 空 堂と 號す〇 俗姓は 芝 崎 氏、 播 

磨 飾 東 郡 姬路の 人な 60 父は 宗 直、 母は 西城戶 氏、 貞享四 年 十 

一月 播磨增 位山憲 海に 就いて 剃髪し、 元 祿八年 正月 比 叙 山に 

登り、 德 王院亮 潤に 從 a 、 又、 禪定 院靈嚴 'に 學ぶ〇 十 年 十月 

法 華 會の堅 者と なう、 十一 年 九月 本性 院眞 場の 弟子と な 6-、 

十月 本性 院を 主る ◦正德 元年 十一月 靑蓮 院主の 命を 受けて 侍 

講とな う、 二 年 二月 從 a て 江戸に 赴き、 四 年 正月 鈍色 衣を 賜 

はる 〇 五月 五大 灌 頂の 時を の 事を 掌う、 錦 袈裟を 賜は る〇五 


卜 得 


年 三月 又、 從 a て 日光 山 及び 江戶に 赴き、 享保 元年 記 室 職と 
なる 〇四年 八月 大 僧都に 任ぜられ、 五 年 八月 擢でら U て 執行 
代と なる 〇九年 六月 執行 代を 辭 し、 又、 擢 てられて 望 擬講と 
なる 〇十 三年 六月 擬講 となる 〇 十五 年 四月 遷う て覺 林坊を 主 
う、 六月 冷泉 前亞相 爲經の 猶子と なる 〇 十六 年崇保 親王の 命 
に 依うて 兼ねて 山城 山 科 龍 華院を 主うて 山 科に 居う、 隨宜樂 
親王の 師傅 とな 50 又、 兼ねて 近 江 愛知 郡 s' 濟寺を 領 す。 十 
七 年 四月 別 請竪義 とな-^、 十八 年 十月 探題と なる 〇 二十 年 二 
3： 權 僧正に 任じ 三月 參內拜 謁す 〇元文 二 年 二月 隨宜樂 親王に 
從 a て 東 叙 山に 赴き、 七月 山 科 R 遷 6、 尋 s で 比 叙 山麓 覺林 
坊の 別院に 遷る〇 三年 三月 僧正に 轉じて 參內拜 謁す 〇四年 正 
月轉 じて 東 叙 山 圓珠院 を 主 6、 慈雲院 室を 賜は う、 八月 凌雲 
院に遷 り、 兼ねて 越後 古志 郡安禪 寺を 領す〇 五 年 十月 紅葉 山 
別當 職を 兼ぬ 〇寬保 元年 四月 大僧正に 任じ、 延享二 年 三月 紅 
葉 山 法 華 八講會 に預る ◦寬延 三年 六月 二十 一日 寂す 〇壽 七十 
六〇 凌雲 院に 葬る 〇隨 宜樂 親王ょり 滿成院 の 諡號を 賜は る 0 
(東 台 子院譜 略) 

トク ノウ 得 能 二 ? 1 -0 2 5 S 東京 淺草宗 恩 寺の 住持な 
60 得 能、 幼名は 貞 、雲溪 と 號す〇 姓は 生 田 氏、 後、 織 田 氏 
1: 襲 ぐ〇 越 前阪井 郡 波 寄 村の 人 〇萬延 元年 十月 三日 同村 觀音 
寺に生 -6 0明治四年十二歲にして福井別院の學舍に入り、十 
年 師範 學校に 入る 〇 十二 年 七月 師範 學校を 卒業し、 九月 同校 
及び 福 井中 學 校の 助 敎 li に 任じ、 旁ら 富 田 厚 積 滋賀有 作の 兩 
氏に 就きて 漢學 を修ひ 〇 十五 年中 學 校長と 論 合は ざ るょ 
辭 して 京都に 上 6、 高倉學 寮に 入， リ 、十六 年 原 田 雅壽に 就き 
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て 唯 識俱舍 を學' ぶ 〇 十八 年河內 葛 城 山 高貴 寺に 到うて PH 分 律 
及び 大乘 律を 學び 、旁ら 慈 雲の 記錄を 披見す 〇 同年 六月 越 中 
に往きて、雅壽に就いて學び、尋いで東京に向ひ、途次伊勢 
を 過ぎ、 舊友淸 水 某の 勸めに 依 6、 楷梯 學舍に 入う、 二十 年 
一月 東京に 入-^" 島地默 雷の 知遇を 得て、 をの 宅に 寓し 、默 
雷と 共に 三 國佛敎 略史の 稿を 艸す ◦二十 一年 暹羅 國全權 大使 
ピャ パス カラ オン ダスの 歸國に 從ひて 暹羅に 遊び、 同年 三月 
盤 谷府に 着し、 南方 佛敎の 事情を 視察す ◦二十 三年 六月、' ハヌ 
ラン シ- 親王の 來 遊 R 從 ひて 歸う 、貝 葉經典 六十 餘帙 、佛像 
數軀、 靈塔數 基を 齎 したう ◦二十 四 年 淺草宗 恩 寺の 住職と な 
う、 哲學 館の 講師 R 聘 せらろ 〇二 十六 年 石 川舜台 等の 宗敎法 
案 運動 R 反對 し、 竟に宗 籍を 除かる 〇又 、高等 學校に 聘 せら 
れて國 文 及び 佛敎を 講じ ◦三十 三年 支那に 遊ぷ 乙 と 半年に し 
て歸 り、 次 S で 岡倉覺 三と 印度に 遊ぶ、 後、 專ら 佛敎大 辭典の 
編纂に 從 事す C 四十 年 夏 腦脊髓 炎 R 罹う、 終に 癒ぇず、 四十 
四 年 八月 十八 日 靑山腦 病院に 寂す。 壽 五十二 。著作、 和漢 高 
僧 傅、 大乗 起 論義記 講義、 八宗 綱要 講義、 佛敎 大意 講義、 七十 
五 法名 目 講義、 蓮 如上 人 略 傳御訓 、法 華經 講義、 佛語 解釋、 

佛敎 金言 集、 天台 四敎儀 講義、 大乘起 信 論 和解、 天台 四敎義 

和解、 暹 羅佛敎 事情、 三 國佛敎 略史、 (島 地默 雷と 合著) の 十 

餘部 ぁう o( 織 田 得能師 經歷) 

ナの部 

ナン イン ffl lg  ゼン ダ 全 愚を 見よ、 

ナ南 


ナン ポク 南峯  メゥジ ヤゥ 妙讓を 見ょ、 

ナン レイ 南嶺  シ H ツ子 越を 見ょ、 

二の 部， 

ニ チヱ ン 日演一 一 j s AS 〔日蓮 宗〕 和 泉妙國 寺の 學僧な 
う 〇日演 、字は 支 益と S ふ 〇顯壽 院と號 す〇 俗姓 洲浪 氏、 備 
前の 人 C 東 遊して 小西談 林に 入う、 內外 の學を 修め、 後武藏 
報恩 寺に 住し、 尋 S で 山城 善 正 寺に 住して 講席を 張り、 學徒 
四來す ◦後 妙 國寺第 六 世 日 建の 讓を 受けて 妙 國寺第 七 世と な 
う、 中 山 法華經 寺の 寺務を 兼ぬ 〇晚 年攝津 高津に 退隱 し、 和 
歌 ^ 樂 ひ、 萬 治 元年 十二月 十七 日 武藏岩 淵に 寂す 〇壽 六十 四 
報恩 寺に 葬る ◦著作 懸橋ぁ 60 法 華 二十 八 品の 題詠 和歌な う 
(佛心 歷代師 承 傅) 

ニ チ カク 日 « 2 七 七 六) 〔天台宗〕 近 江 延曆 寺の 學 僧な 
60 日覺は 比 叙 山に 在うて 顯密 の學を 修め、 且つ 曆數 宿曜の 
術を 辨ず C 嘉保二 年 一月 夢中に 術を 案じ、 永久 四 年に 至う、 
十二時 漏刻の 器を 創始す。 藤 原 敦光銘 を 製して 日は く ◦去嘉 
保 二 年 孟輙之 月、 夢中 案 術 •覺後 施 巧、 天 盤 則縱撗 三尺、 表 
三才 也、 地盤 則 方 各 四 尺、 辨四序 也、 南 中央 有 一孔 穴 堅二寸 
法 二 儀 •橫 四寸 方四點 也、 其器圓 也、 象圓盖 之遞轉 、其 基 方 
也、 類 方 輿 之不搖 、禽獸 居 中、 隨 十二時 而形 現、 童子 立 上、 
向 方角 位 而指點 、一 動 行 一刻、 八 動 成 八 刻、 各 有動轉 、必有 
音韻、 不 登臺以 賭 天文、 不 出戶以 知 時刻、 唯此靈 器深以 秘藏 
云々 〇  N/れ に 依りて 其 器の 形狀 等を 知るべし 〇生緣 及び 示 寂 


ナ南二 日 
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(〇 七） 


二 日 


年月日を 詳 ic せず C  ( 朝野 群 載) 

ニ チキ 日龜 li -bo 一一 〔日蓮 宗〕 久遠 寺 第 七十 九 代な 6。 
日龜 、字は 戒靜 、妙 地 院と稱 し、 別に 靈龜と 號す〇 姓は 久保 
田 氏、 駿河淸 水 町の 人、 久保田 甚右衞 門の 第 四 男な 60 天 保 十 
二 年 十月 四日 生る ◦嘉永 三年 十歲に して 町の 妙 慶寺に 入うて 
觀慈院 日 啓に 師事し ' 同年 九月 得度す 〇五年 身 延山西 谷善覺 
院學庠 に學び 、翌年 日 啓 寂し、 安政 三年 三月 下總飯 高檀林 R 
轉學 し、 更に 東京 駒 込蓮久 寺 ic て 日 薩の講 筵に 侍す 〇次 いで 
三 保 妙 福 寺に 住し、 母の 孝養を 盡 す。 慶應二 年 二十 七 歲 にし 
て 再び 池 上 南 谷檀 林に 入 6 て 日薩に 侍し、 造詣 頗る 深し 〇傍 
ら漢學 を 小 笠 原 東 陽に 禀け 、且つ 詩文を 習 ふ。 明治 元年 日薩 
の 敎授を 助けて 池 上 妙敎院 に 在う •以 來數 年に 及ぶ 〇四年 三 
月 上 總大多 喜 藩主 僧侶の 無學を 憤 6 て 悉く 還俗せ しめ、 且つ 
寺院を 廢滅 せんとす 〇 有志 者 依つ て 石神に 宗學 校 1: 開き、 日 
龜 その 請に 應 じで 敎 鞭を 執う、 時弊を 矯正す。 藩主 その 德に 
服し、 毎年 米 十 俵を 供せ り。 五 年 五月 敎部省 設けら る、 や、 
日薩 、日鑑 の 命を 受けて 神 保日淳 等と 宗門 改善の 方針を 協定 

し、 又、 宗門 敎育に 對 する 建白書を 管長に 呈す〇 同月 權訓導 

に 補 せらる 〇六年 三月 東京 谷 中佛心 寺に 住し、 七 年 二月 管長 

の 命を 受けて 第 七敎區 を 巡 敎しノ 爾來巡 敎國內 R 普ね し〇八 

月神佛 合併 大敎院 の 創立 せらる、 に 際し 選ばれて 講究 及び 編 

輯 員 R 列す Q 九月 京都 本滿 寺に 昇 住し、 村 雲 門跡 日 榮尼公 並 

に 一條 家 松壽院 殿に 進講す。 八 年 七月 京都府 中學院 敎師に 任 

ぜられ 、翌年 二月 愛知 縣中敎 院敎師 を 兼ぬ。 十 年 五月 內務省 

よう 大 講義 R 補せられ、 十二 年 一月 愛知 縣中 敎院 敎師專 任と 


二 日 


なる 〇二 月下 總 弘法 寺に 轉ず〇 十三 年 三月 法 華 經寺第 百 十四 
代の 席を 主 6、 母を 迎へて 奉 養せ しが 幾 もな く 母 歿せ- CSO 以 
來諸 堂の 修理、 三門の 新築に 從事 すると 十九 年、 大に をの 廢 
を 興す。 同年 十ー パ 太政官 よう 權少敎 正に 補 せらる 〇 十四 年 
三月 第 十一敎 區中 敎院敎 師に轉 じ、 十八 年 五月 管長よ 6 權僧 
正に 補 せらる ◦二十 一年 八月 日薩の 寂す る ic 臨み、 長 興、 長 
榮二 山の 付屬を 受けし が、 二十 三年 三：^ 住職 罷免、 學位剝 奪 
の厄に遭ひ、比企谷に隱棲す0二十五年一月をの職を復せら 
る ◦二十 八 年 二月 評議員に 擧げ られ 、三十 九 年 九月 第二 敎區 
甲 部 小檀林 長と な 6、 三十 一年 宗會甲 部 議員に 選ばる 〇三十 
二 年 四月 第一 敎區中 檀林良 に 任ぜられ、 尋いで 敎頭 及び 第一 
敎區 小檀林 長， V 兼ぬ ◦同年 長 興 長榮兩 山の 席を 董す〇 三十 四 
年 四 H 長榮山 回祿に 罹う、 爾來再 建の 募緣を 勸めて 其 工事を 
起す 〇 同年 學區の 會議を 開 3 、檀林 合併の 規模を 以て 第一 學 
區中檀 林の 校舍の 新築の 提議を なす ◦三十 六 年 十一月 H 蓮宗 
管長 {C 當 選し、 同月 大僧正に 累進し、 又、 日露 戰 役、 報國議 
會の會 長と なる 三十 七 年 日蓮 宗大學 を 開 創し、 二 年 R して 管 
長の 職を 辭 し、. 本 門 寺の 再建に 專 任す 〇 四十 三年 四月 九州 巡 
敎の途 に 上 6、 名 古屋に 至 6 て疾起 6 て 鎌 倉に 歸 養し、 四十 
四 年 四月 十三 H 寂す。 壽七 十一? 藤 六十 五 〇  ( 日龜 大僧正 略 
歷) 

ニ チ ケン 日®  .ニ チ トゥ 日董を 見よ、 

ニ チ シヤウ 日淸 〔日蓮 宗〕 相 摸 足 柄 妙 福 寺 第二 十八 代 
な- 〇〇 日淸 字は 蓮眞 、心 景院と 云 ふ 〇初め 俗名を 山內甚 五兵 
衞 一直と 云 ふ〇備 前の 人な う 。京都 R 上 $、 熊澤了 介に 從ひ 


(- ヒ） 
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て 儒學を 修め、 妙 心 寺 白 巖に參 じて 禪 學を修 し、 後江 戸に 下 
る 〇少ょ 6 劎 術を 好みて 八 流を 究め、 益 ミ 奥妙 ;: 入 6 て 開悟 
し、 自ら 無敵 流と 云 ふ 〇板 倉內膳 正に 聘 せら n て 師範と なり 
老後 出家して 蓮 眞と號 す〇个 田 原稻 oil 侯 太夫 田邊氏 業を. マけ 
遂に 妙 福 寺に 請ず 〇 乃ち 入りて 二十 八 代の 住持 七な り、 堂塔 
を修營し、同寺中興開山となる0寬文十三年同寺に寂す0壽 
六十 二 ◦(碑文) 

ニ チタ ィ 日泰二 •一 1: 0: 〔日蓮 宗〕 和 泉妙國 寺の 學僧な 
う 〇日泰 、字は 仙 陽、 駿 河の 人〇俗 姓を 詳に せず 〇駿河 感應 
寺 日 陽 (: 師事し、 飯 高談 林に 入 6 て內 外の 學 -1: 修め、 後師跡 
を 繼 ro 或 應寺 後に 紀伊に 移轉 し、 師仑の 地に 至う 住す 〇池 
上 本 門 寺日樹 不受不 施を 主張す、 身延 山の 日暹 、師を 迎へ て說 
を 聞く  〇師紀 伊ょ 5 武藏 に 至りて 說明 要を 得 / 2 う G 寬永十 年 
堺 の妙國 寺に 住し、 鐘樓 等を 造營 し、 翌年 中 山 :: 輪 住し、 尋 
S で 頂 源 寺に 退隱 し、 講席を 張し、 學徒四 来す 〇寬文 十 年 七 
月 一日 頂 源 寺に 寂す C 壽七 十六 〇著 作、 塔婆 書 あ， 90 一宗の 
間 ;: 行は れた (佛 心歷 ft 師 承傳) 

ニ チ トウ 日董 il g 〔日蓮 宗〕 京都 妙顯 寺の 住持な 60 

日 董初名 日 健、 字は 是 純、 初字是 勇、 別 !: 時 中院と 號す〇 

幼 字は 次 八、 姓は 小 林 氏、 越後 三 島 郡 出 雲 崎の 人な う 〇嘉永 

元年 正月 十七 日に 生る 〇 三歲に して 小 倉： 白人 一首 1: 暗誦し、 

七 歲 、同町 圓正 寺に 入うて 學ぶ〇 安政 五 年 十一 歲 、間 郡 村 田 

妙法 寺 H 曼に投 じ、 -! T 月 剃染 受戒す 0 萬 延 元年 三月 下 總香取 郡 

飯高檀 林 {C 人うて、 新說 法式を 擧げ 、慶應 元年 五月 妙法 寺 子 

院安 全坊に 住職す 〇 明治 二 年 四 GT 再び 飯高檀 林 ;: 入うて 硏學 


す 0 六 年 七^' 新 
井日薩 に隨ひ て 
東京 芝 二 本 M 町 
日蓮 宗敎院 に 入 
6、 七 年 七：：： 敎 
導 職 試補と な 
6、 九月 甲斐 有 
野 村. む 善 寺に 注 
職す G 八 年權少 
講義と な 6、 九 

年 十一月 東京 四 谷 千駄ヶ 谷 仙 壽院に 住職し、：：- 一年 四月 少講 
義とな 6、 十二 年 四 A 中 講義と な 6、 五弓 新 潟 中敎院 敎師と 
な 十三 年 五月 蒲 原 郡 三 條町實 橘 寺 !; 轉住す 〇 十四 年 二月 
權大 講義と なる。 三 K 同 郡 東 島 妙 蓮 寺を 主ゥ 、十一 W 本堂 改 
築を 落す (。十六 年 五月 大 講義と なる 3 十八 年 三月 大檀秣 準敎 
師とな 十九 年 三月 權僧 正と な. CVO 二十 年 十二月 妙 顯寺住 
職に 選ば れ、 二十 一年 五月 晉山 式 ^ 擧げ 、十一月 諮問 總會を 
東京に 開きて、 をの 議長と な 60 二十 三年 一月 大檀林 林 長と 
なる Q 四月 本山 諸 堂の 修繕 1: なして、 開山 日 像の 五 百 五十 回 
忌 *: 行 ふ 〇六月 東上 會 事務 取极 となぅ、 二十 四 年 十二 H 管長 
に 1B ぜ らる〇 二十 五 年 一月 大僧正と な 5、 二十 六 年 六日： 日 像 
華洛弘 通 記念祭を 修し 、二十 - L 年 十二月 再び 管長に ft ぜら U 
二十 八 年 八月 臨時 宗會を 開 さて 宗規を 改 IE し、 三十 年 四月 宗 
會法， V 編成す 〇三十 一年 五 H Z- 、 の 職を 退き、 三十 七 年 大學林 
林 長と なう 〇三 十八 年 七月 三十 一日 寂す 〇壽五 十八 〇 著作、 


二 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(二 七） 


二日、 仁 


法 華 題目鈔 和 註二册 、法 華 經要品 改正 訓點 一冊 等 あ 50  (日董 
履歴 死後 遺吿 書、 日董 上人 傳) 

ニ チヨ 日與 55 へ ハ ■〔日蓮 宗〕 駿河海 長 寺 第五 十九 世な 
う ◦日與 、字は 文靜 、松 竹と 號す ◦姓は 守 本 氏、 rr 戶の 人な 
60 安政 元年 二月 二十 七日 R 生る。 幼に して 牛 込善國 寺に 投 
じ" 文久 元年 一月 新 井日薩 に從 CA て 得度 受戒し、 尋 S で 池 上 
南谷檀 林に. 新說 法式を 擧 r。 明治 六 年 十二月 大敎院 下等 學科 
シ 卒業して、 訓導に 補 せらる 〇次 s で 同人 社に 入う、 中 村 正 
直に 英文. v 學ぶ〇 十四 年 十二月 その 業を 卒 ， 〇 十六 年 一月 大 
敎院 敎師 {C 任ぜられ、 翌年 十一月 池 上 大檀支 林 準敎師 に轉ず 
二十 一年 宗門 內訌の 起る や、 自ら 進んで その 衝に當 6、 書 策 
する 所少 からず ◦二十 七年戰 役の 起る や、 報 阈義 會の囑 R 依 
う、 朝鮮 R 渡りて 軍隊に 布敎 し、 二十 九 年 九月 第三 學區 中檀 
林 林 長と なる。 三十 二 年 十二月 駿河 安倍 郡 不二昆 村 海 長 寺に 
住し、 三十 五 年 不二 見 敎育會 e 興して 副會 長と な 6、 三十 七 
八 年の 戰 役に 從 軍す Q 四十 年 一月 不二 見靑年 聯合 倉を 興し - L 
名擧會 員に 推 5 る ◦日 與才 氣縱橫 詩を 能くし、 又、 書に 巧み 

な- CSO 晚年專 ら敎觀 の鑽 仰に 潜心す 〇四 十二 年 病 革る や 特に 

權 大僧正に 補せられ、 五月 二十 六 B- 寂す 〇壽 五十六。 

ニ チェン バウ 日 圓房 カク ヮ '覺 和を 見ょ' 

ニ ン カイ t 海 (li ニー〕 〔曹 洞宗〕 河 內法藏 寺の 二 代な 

う 〇仁 海、 字は 益 州、 俗 性は 長 曾 我 部 氏、 四國の 人〇冏 寺 好 

山の 法嗣な 60 寶曆十 一年 二月 好 山 寂して 後、 同 寺の 再營を 

繼 ぎ、 佛 殿、 法 堂、 寮舍 、方丈 等 悉く 再建す Q 禪餘畫 を 好み 沈 

氏 者 流を 慕 a て 虎を 圖して 精妙を 得た. りと 云 ふ 〇年壽 共 R 缺 


二 仁、 如 笑ネノ 


く 〇  ( 河内 名所 圖會 、古畫 備考) 

ニ ン； 、ンヨ 仁恕  シフ ゲゥ 集堯を 見よ、 

ニ ヨ爻ィ ニ 如大尼 ムヂ マ クニ 無 著 尼を 見よ、 

ニ ヨ女ウ 如 道  一一 一 gi OH 〔眞宗 ：：越 前足 羽專照 寺 開山な 
如 導、 童 名を 珠千代 麿と 稱 し、 京都の 人 〇平判 官康賴 の 
曾孫、 康敏の 子な， りと 云ふ〇 母は 賀茂 氏、 建 長 五 年 pq 月 八日に 
生る 〇文應 元年 春 親鸞の 室に 入ぅて 制 髮式を 受 く〇以 來禪房 
に 在る Z1 と 三年、 弘長二 年 十一月 親鸞 寂す るに 及び、 諸處を 
遊歴す る 乙と 十九 年、 弘 安五 年 三 河 兼 照 寺の 閲善を 師 として 
眞宗の 法を 傳 承す 〇同八 年 越 前に 遊 化す ◦領主 波 多 野 治 郎左 
衞門 尉通貞 深く 歸 依し、 正 應 三年 八 H 足 羽 郡 - A- 町 {C 專照 寺を 
建立す 〇 乃ち 圓 善よ 6受けたる大師自刻の显；影及び遺骨を安 
置す。 正 應四年 善鸞の 兑 女 玉垂を 迎 ふ。 正 和 二年畏 泉 寺別當 
孤山、 愚 聞 記を 作 5 聖淨二 門の 疑雖 二十ヶ 條を設 く C 元應元 
年 愚 聞 記 返 札を 作りて 之に 答. \ 、曆應 三年 八 パ 十一 □寂す 0 
壽八十八、門人に如赍、道性、道願、祖海等の數人ぁ6。を 
の 後を 三門 徒 派と 稱す〇 

ヌの部 
ネの部 
ノの部 
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バイ イン  0^  ゲン チウ 元冲を 見よ、 

バイ シン « 、 心  セィゴ 正 悟を 見よ、 

ハウ カウ 彭康  ィン カウ 風 康を 見よ、 

ハウゲ ン 芳源  シウ セウ 周 沼を 見よ、 

ハツ トリバ ンカイ 服荀鑑 海 バン カィ 鐵 海を M よ 〇 
ハブゲ ン法彥 二 ^ a  〔眞 宗 S 前足 羽 佛照寺 の 僧な 
60 法 彥は足 羽 郡 雨 江村 佛 光寺 派佛照 寺 住職 法 譲の 男な り 0 
初め 本山 學寮に 入ぅ、 宗乘を 研究し、 次 s で 攝津富 田 行 信敎授 
に學ぶ 、二十 歲 東京に 出 遊し、 明治 二十！ 年生 田 得 能と 共 JC 暹 
羅に到 6、 盤 谷に 留まる 乙と 數月 、別れて 錫 蘭に 至 6-、 哥偷 
坡に 止ま- CN. •スマ ンガラ 僧正に 從ひ 、梵語 巴 利 語の經 典を 學 
び 學大に 進 1/ ◦二十 三年 土 耳 其に 達し、 更に 歐洲に 漫遊 L、 
英國劍 橋、 牛 律の 諸府 R 至る。 又佛蘭 西に 入ぅ、 巴 里 ギメ 丨 
博物館に 親鸞 S 報恩 講を 修す〇 二十 四 年 五月 軍艦 (C 便乗して 
品 川 沖に 着し、 南條文 雄と 謀-巴 里 原文 譯出 出版を 企て、 そ 

の 業緖に 就く 〇二 十六 年 七月 九 H 寂す C 壽三 十五 0 遺書 十餘 

部 ありと 云 ふ 〇 

ハ？ 一  法爾廷 81 〔時宗 S 都 金 光寺 第一 一十一 代な 

う 〇法爾 、元と 持 阿と 號す ◦俗 性は 佐 伯 氏、 和 模小田 原の 人 

有 三の 弟子 〇初め 京都 七條金 光寺に 住す 〇寬永 四 年 二月 相模 

藤 澤淸淨 光寺 ^ 於 5 て 賦算 六十 五" 遊行 十四 年、 同 十七 年 十 

月廿 九日 甲斐 一蓮 寺に 寂す 〇壽 七十 八、 戒臘九 o( 遊行 歷 代譜} 


ハ 梅、 彭、 芳 、服、 法、 


ハン カィ 範海 (二 五 二- 0  〔天台宗〕 武藏寬 永 寺 凌雲 院の 
僧な 龍王 院純 海の 弟子に して、 幕末 有名の 僧な 6 0 甞て 
上野は 天 海に 始ま 6 範海に 終る と 迄 云は る ◦上野に 於け る彰 
義隊戰 敗の 後、 義觀 、光映、 堯忍を 始め 一山の 僧徒は 凡べ て 
彰義隊 に 一味し、 輪 王 寺宮を 煽動した る もの 七 看做 run、 僧 
侶は 一人 も歸 山す るを 赦さ n ざり しが、 當 時範彻 は 大僧正に 
任じ 凌雲 院の主 僧-^ なり、 明治 元年 十 H 甞て同 窓に し - L 常時 
官軍に あ 6 し 野 II 鍉次郎 と共に 一書を 大 總督府 に 差 出し、 奥 
羽に 到 6 て、 輪 王 寺宮門 主を 迎 へん C と V 請； 3 しが、 大總督 
宮は 野 ^, II 次郞を 盖添 として 之を 許 rr- れた* CNO 示 寂 ！--,) 年：：：： 日 
レ詳 にせず ◦(彰 義隊戰 史) 

バン カィ 鑀 海 ^ i Jg 〔眞 言 宗〕 伊豫 仙 龍 寺の 學 僧な 
ぅ。 鍥抛 、姓は 服 部 氏" 大和の 人。 弘化 三年 五月 一日に 生る 〇安 
政 三年 十二月 同 國平群 郡 生 駒山寶 山寺 法慶 R 就いて 得度し、 
慶應二 年 八月 高野山に 入 6、 寶愦 、密榮 の兩師 に學 び、 51 に 
近 江 三 井寺に 往 き、 中 川 大寶に 天台 學及び 韻 學 i: 受け、 次 い で 
京都 知 恩院に て 吉水 雷雨に 學ぶ ◦その他 高野山 性 源 院周傳 R 
中 院流 事相を 受け、 生 駒山乘 空に 勸修 寺西大 寺の 兩 流を禀 
く ◦明治 三年 二月 紀 伊那 賀郡野 上 村 西方 寺に 住し、 七 年 十月 
敎導職 試補と なぅ、 翌年 十一月 中 講義と なる。 十八 年 I  :月 山 
城 愛宕 郡 今 熊 野 村觀音 寺に 轉 じ、 二十 年 二月 伊豫 宇 摩 郡 新 立 
村 仙 龍 寺に 移る 〇この 間 攝津中 山寺を 兼務す る こと 數年な 6 
四年權 大僧正に 累進す 〇鍥 海は 特に 布 敎に於 S て 功 あ 6 しも 
のにして、 明治 九年以 來 m 西に 巡敎 する 傍ら 布敎 練習所 講師 
として lj 貝獻 する 所 多し 〇四 十二 年 六月 十三 日 寂す。 壽五 十四 


ハ 範 、罾 
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ハ 範、 蕃  ハ 範 


同宗ょぅ 大僧正を 贈らる 〇著 作、 空拳 憷 話、 敎導辨 要、 敎示 
章 講義 錄 若干 卷 あ- -Q 

ハンタン 範憲 一減 妓 〔法相 宗〕 大和 興 福 寺別當 な*-。 
範憲， 鄕貫詳 ならず 〇花山 院宗雅 の 猶子に して 尊憲の 弟子な 
り〇弘 安元 年 興 福 寺 維摩 會の 講師に 任じ、 正 安元 年 六月 權僧 
正を 以て 興 福 寺 別當に 任じて、 三 藏院を 開？、 治す る こと 一 
年、 乾 元元 年 十一月 再び 任ぜられて、 又、 治す る 乙と 一年、 
翌年 五月 僧正に 任ぜら る 〇德治 二 年 正 W 三び 任ぜられて、 治 
する 乙と 四 箇月、 同年 四月 大僧正に 轉ず〇 正 和 二 年 七月 四び 
任ぜられ、 三年 正月 之を 辭す〇 嘉曆二 年 十一月 五び 任ぜられ 
三年 三月に 辭す Q 歷應二 年 十二月 十七 日 寂す 〇壽 九十 三。 (大 
乘院 記錄拔 書、 興 福 寺 別當次 第、 興 福 寺々 務 次第、 興 福 寺 三 
綱 補任、 本朝 高僧 傳 、大 U 木 史料) 〔再 錄〕 

バン コン 蕃根二 1 J5 東京の 佛敎學 者な 60 蕃根 、初 
めの 名は 閜眞と 云ふ〇 別に 如繩道 人、 曉 華懺士 、懺翁 道 人、 
天心 書屋 、月 竹 道 人、 天心 居士、 lii 萏室 、一滬 居士、 身修懺 
士 、獨朗 庵、 四痴齋 等の 別號あ 60 姓は 鳥 田 氏、 周防德 山の 

人な 60 をの 先は 南朝の 遣 臣島田 良義に 出づ ◦良義 、安藝に 

移 6 て 毛 利 氏に 仕へ、 をの 裔良盛 に 至 6 て修驗 道を 學び 、以 

來 世、、 をの 道を 奉ぜり 〇蕃 根は 良 盛 第 九 世の 孫な 6 ◦文政 十 

年 十二：^ 二十 八日に 生る Q 幼ょぅ 學を 好み、 長 じ V 博 覽强記 

又、 父 1] の 家業を 繼ぎ 、修驗 道の 學術を 究めて 德山敎 學院に 

住す 〇 後、 伊豫の 晦巖に 就 S て 臨 濟宗の 禪に參 得す。 明治 維 

新の 際修驗 道を 去うて 藩校 興讓 館の 敎授 となる 〇 時に 藩主 元 

蕃の偏 字 1: 授か 6 て 名を 蕃 极と改 fr c 尋ぃ で德山 藩大參 事に 


任ず 〇 明治 四 年 尾 越 蕃輔と 謀. 〇 て、 德山 藩 ^ 山 口 藩に 併せん 
乙と 1: 請 ひて 許 3 る 〇之を 天下 廢 藩の 始めと なす 〇同五 年 三 
月 東京に 上ぅて 敎部省 に 出仕し、 大錄に 任ぜら る ◦十 年敎部 
省の 廢せら る、 に當 6, て 官を 去， リ、 十二 年內務 省 社寺 局に 奉 
職し、 爾來內 閣記錄 局、 修史 局 等に 歷仕 T Q 十三 年 增上寺 行 
誠と 謀 6 て、 弘敎 書院を 芝 山 内に 設けて 縮刷 大藏經 を 刊行す 
次いで 福 田 會育 兒院の 創 J/: に關 して、 をの 基礎を 確立せ 60 
蓋し 同 會は明 治 維新 已後 佛敎 慈善事業の 始めな り 〇官ヒ 辭し 
て 以來 常に 古書 畫を 愛し C 借 格 7 r 顧みず して 購入し、 又、 之 
を刊行し /2 ぅ0聖德太子の三經疏、梵網經の如き是れな0〇 
常に 儉素 にして 綿 服を 纏 a 曾て 絹布 1: 着け 72 る 乙と なし 〇三 
十九 年 六月 舊友門 生 等 相 謀りて 八十 賀會 V 芝 靑松 寺に 開く  〇 
四十 年 九 パ ニ 日 卒す 〇壽 九十  一 OUI? 田蕃根 先生 諌辭、 『嶋 田蕃 
根 翁』) 

ハン シ範ナ ji ii t -A- 〔曹 洞宗〕 越後 東 頸 城 保 倉顯聖 寺の 
禪 僧な 60 範之 、初めの 名は 善 來と云 ふ G 字は 洪 疇、 保 寧 山 
人と 號す〇 幼名は 範 治、 久留米 藩士 佐 波 四 兵衞の 第三 ^ あ 
母は 島 田 氏、 文 久三半 丁 一月 廿 三日 ir 生る。 明治 六 年 福岡縣 
三 井 郡 草 野 町 醫師武 田家に 養は る ◦然れ ども 醫を 好まず、 吉 
富復 軒、 江 崎異庵 等に 就 S て學ぶ 。十四 年 京都に 遊ぶ。 十五 
年 東京に 遊び 神 原 精 二の 共 憤 義塾に 學び 。一夜 天象を 仰い •て 
疑を 起し、 飛驛の 山中に 入ぅ、 又 上野 赤 城 山 下に 徙る〇 後ち、 
越後の 關 山村 寶海 寺に 辛；-- 初めて 佛書を 讀み 、遂に 東 頸 城 郡 
保倉衬 顯聖寺 根 松 支 道に 就 S て 出家す e 以來 勉學 修行す C 後 
ち 長 岡 曹洞宗 專門學 校 R 入纟 、次 S で 天台宗の 三 好 野 千 春に 
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就 S て 敎義 を學ぷ 〇二 十一 年 冬師玄 道の 常 恒會に 於 S て 立 職 
し、 翌年 八月 玄道 寂し、 石 田 道 牛 其 席を 繼 ぐに 及び 山を 下う 
て 東京に 出で、 柴四朗 等と 交は る 〇後ち 各地を 放浪し、 遂に 
久留 米に 至る C 二十 五 年 秋 朝鮮に 渡らん 6 して 博 多を 發 し、 
對 馬を 經 •金 K 島に 上陸し、 初めて 李 豐榮と 會し意 氣相投 
じ、 以來 朝鮮 開發を 以て 自ら 任ず 〇 二十 六 年 春 博 多に 歸 6、 
結 域 虎五郎の 計畫に 賛同し、 漁船 八艘 漁夫 三十 餘人を 率ゐて 
再び 金鼇 島に 渡う、 又 李 豐榮と 交 ^ 深く す ◦偶 金玉 均の 書を 
介し、 李豐榮 と共に 事 1: 擧げん とし / 2 るも果 3 ず〇二 十七 年 
淸國 の事變 起る に 及び、 戰 地に 奔馳し 病を 獲て 歸う 、大 坂に 
隱ろ 、こと ET 餘 、二十 八 年 春 東 學黨の 起る に 及び、 廣島に 至 
6 樺 山 資紀を 問うて 謀る 所 あ 6 しも 行は れず〇 九月 柴四朗 と 
共に 京 城に 入 6 て 李豐榮 V- 訪ふ〇 閔妃殂 する に 及び 俄に 退韓 
の 令を 受け、 廣島 監獄に 獲 送せられ しも、 二十 九 年 一月 免ぜ 
らる〇 三十 年 越後 顯聖 寺に 歸 り、 中 頸 城 郡 桑 取 村 東 林 寺の 住 
職と な- 〇、 同年 永 平 寺に 就 S て 瑞世轉 衣し、 三十 三年 道 牛の 
寂す るに 及び、 顯聖寺 住職と な 6、 同宗 革新の 氣勢を 揭げ、 
又 雑誌 大帝 國に 筆を 執る ◦三十 四 年顯聖 寺の 方丈を 改築す。 

三十 五 年末 派總 代議員と なる G 三十 七 年 嘗て 上 地せ しめら n 
たる 顯聖寺 境内の 一部を 還す 〇三 十九 年 同じく 阈有 不娈存 置 
林 二十 餘 町を 特 買し、 又 石 川 素 童を 請 じて 日淸戰 役の 追弔 法 

會 5: 修す C 此年內 田 良 平 統監 府員 とな 6 て 渡韓 する に 及び、 

又 招 がれて 十二月 京 城 (C 入る。 四十 年 夏顯聖 寺に 歸 り、 秋 再 

び 渡韓す C 四十 一年 春歸 山して 顯聖寺 認可 僧堂の 開單 式を 擧 

ro 夏、 韓鼠 十三 道 佛寺總 顧問と な 6、 李晦光 等を して 圆宗 


ハ 範 


宗務院を京城に設立せしひ0十月東京に歸6、十一月顯聖寺 
を 祥雲晚 成に 讓 $、 四十 二 年 三月 渡韓 し、 一進 會 顧問と なぅ 
て 日韓 併合に 力を 盡す〇 十月 東京に 歸 $ 十一月 渡韓す 0 陴 十 
三年 十 ^ 歸り て顯聖 寺：」 入る。 四十 四 年 六 只- 二十 三日 東京 下 
谷 中 根 岸 養生 院に 寂す。 壽四 十七、 著作、 南山 松譜、 隆熙改 
元歌、 沆瀣經 、圓 宗六諦 論、 同附錄 、鰲 海鈞玄 正 績等ぁ 60 

ハ V シ、 タウ エイ 林道， 7K ツゥ シャゥ 通昌を 見よ、 

ヒの部 

e メ 乏ヤ ダイ 戈ン 姬{呂 大圓 ダィ ヱ ン大圓 1: 見よ、 

フの部 

M ナャ マ H モン 藤山衞 門  ジャゥ レン 成 連 r 見よ、 

ブギネ セン V や ゥ 藤井宣 正  セン シャゥ 宣正を 見よ、 

ブツマ « « 一一 ii --fc --t 〔 曹洞 宗〕 武藏北 豐島南 千 住 圆通寺 
第二 十三 世の 住持な 卜 .b 佛 磨、 姓は 武田 氏な ぅ、 信 濃國の 人、 
幼に して 父を 失- 6 、母 氏に賴 6、 育 せらる 。七 歲 人を 傷け て 死 
に 致し 遂に 僧と な卜 て佛 磨と 稱す〇 後ち 本 寺に 住す 〇慶應 四 年 
五 E： 十五 H 西 取 彰義隊 を 東 叙 ! II に 討つ や、 隊兵 終に 敗れ. ' 山 
皆燬く  〇後數 日 ?: - 經る も、 死屍 累 々として 鮮血 流る、 のみ、 然 
れど 毛 ?9 軍の 威 ^ 憚 6 之を 能く 收歛 する 者な し 〇佛磨 慨然と 
して 之を 哀れみ、 三 河 屋幸三 郞と計 6 之を 火葬に 附せ ん 乙と 


林ヒ 姬ブ 藤、 佛 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(六 七） 


プ文 


を 請 ひて 許可せられ、 同時に 上野 凌雲 院にも 死骸 取 方 付の 命 
あ 60 時に 佛磨 貧窶洗 ふが 如し、 江川 隼 太なる もの 金 壹兩二 
分を 貸與し 盡力少 ，■ら ざ. 〇 き'  云 乂〇佛 磨 乃ち 出 羽國黑 山の 
修驗者 弘善に 依賴 し、 因 州 藩の 重役 ^ 交渉せ しめ、 又 金三兩 
を 以つて 人夫 十二 名を 傭は しひ 〇佛磨 之を 使役して 死骸 二； m 
六十 六を 收め 、之； v 山 五 臺 (現今 彰 義隊帥 死 墓地) 塵溜め 長 3 
三十 間 位の 大穴の 邊ぅ に その 幾分を 燒き 、他の 幾分は 穴 中に 
埋葬せ 60 を の燒 きたる 遺骨は 自坊に 收めて 墓石を 建つ 。後 
ち 常に 山王臺 埋葬地 R 至り、 鐘を 叩き讀 經 供養した 60 明治 
二 年 春 上野 護 國院の 主僧淸 水谷慶 順、 寒 松 院の主 僧 多 田 孝 泉 
と 謀ぅ、 一 小 碑を 建設す。 後ち 佛磨 .その 墓碑を 携へ歸 6 自坊 
の 境內に 建てし が、 三河屋 幸三郞 更に 圓通 寺よ 6 之を 取戾し 
劍客榊 原 鍵吉に 持ち 行き、 書家 關雪 江、 劍 鍛冶 栗 原 建 次 等と 
協議の 上、 再び 上野 山 王臺に 建設し 穴 ぅ 〇圓通 寺には 以來詣 
づる もの 甚だ 多く、 香 火 常 R 盛んな 6 と 云 ふ 〇 明治 二十 五 年 一 
月 二十四日 寂す 〇壽 六十 六、 翌年 一月 墓碑を をの 寺に 立つ。 
(二十 三世 佛磨 大和 尙之 墓碑 文、 彰義隊 戰史) 

ブン エイ 文英 セイ カ ン淸韓 を 見よ、 

ブンガ 文雅  ケイ ゲン 慶彥を 見よ、 

ブンキ 文 器 二細は 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な i 

文 器、 字は 大圭 、姓は 落 合 氏、 東京の 人な 60 幼 (C して 潤叟 

文瑄に 就て 受 具し、 二十 歲遊 方して 阿波の 玉澗に 學 •ふこと 殆 

ど 六 年、 又、 美 濃の 天 澤菴に て 刻苦 參禪す ◦次で 潤叟の 法 5: 

嗣ぎ "濟松 寺の 席を 董す〇 後、 勅を 受けて 妙 心 寺に 住し、 紫 

衣を 賜は る 〇安政 五 年 秋 寂す 〇壽 五十 〇  ( 濟松大 圭和尙 備傳、 


ブ文 


斗 室 集，) 

ブンジ や ウ  文靜 ニ チ  ョ H 與 ^ 見ょ、 

ブン セン 文 霜 二 || 一へ j --b 〔臨 濟宗〕 京都 妙 心 寺の 禪僧な 
60 文瑄、 字は 潤叟 、性は 原 田 氏、 京都の 人な 幼に して 出家 
し、 東京 濟松寺 謙 堂に 就 S て受 具す 〇次で 伊豆の 東嶺に 參じ 
又、 降 奥の 南山 古 梁 R 事 ふ 〇二十 歲遊 方して 諸老 宿に 參 じ、 
周 防の 性 堂 (L 侍する Z1 と 前後 十八 年、 遂にを の 法を 嗣 ぎ、 濟 
松 寺に 住す。 天 保 三年 春 勅を 受けて 妙 心 寺に 住し、 JL つ 紫 衣 
を 賜は る。 五 年濟松 寺 } (: 還る 〇住山 前後 三十 四 年、 石 水 軒を 
造. 〇 て 居る C 文久二 年 正月 二日 寂す 〇壽 八十 六 〇普照 禪師の 
號を 賜は る。 (濟松 潤叟和 尙要傳 、斗 室 集) 

ブン ソウ 文總 ジユ ヶン 壽顯を 見ょ、 

ブンタウ 文幢 ii sa 〔臨 濟宗〕 京都 ® 福 寺 第 こ 百 九十 
一代な り 〇文幢 、字は 敬冲 、別に 斗 室と 號す〇 俗姓は 河 田 氏 
後、 自ら 濟門 と改ひ 〇 岐阜 縣山縣 郡 高 富 天 王の 人な ぅ 〇 をの 
先は 名古屋 藩士 
な 6 しが、 祖父 

の 時 美 濃に 移れ  ^ 

ぅ 〇父は 善衛、 

母は 篠田 氏、 兄  卩 

弟 四 A あ^'、 を 
の 第三 子な 60 

文政 七 年 十一月  巾 

十六 □に 生る 0 
三 歳の 時 父 歿し 
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母に 養は る 〇天保 五 年 秋 十一 歲天 澤寺棠 林を 介して、 朿京牛 
込 濟松寺 潤 叟の 弟子と な， 9、 十五 歲春 得度す 〇天保 十四 年 秋 
二十 歲 、美 濃 天 澤寺に 褂搭 して、 雪谭に 參 じ、 弘化二 年 秋 甘 
南 美 山中に 接 心す ◦雪潭 の 伊深 正眼 寺に 移る に從 CA 、 遂に そ 
の 印 可を 受く〇 初め 牛 込濟松 寺に 住し、 次 S て 淺草 海禪 寺に 
移る 〇嘉永 元年 九月 母の 訃に 接し、 即ち 歸 ぅて 墳を拂 ふ ◦明 
治 維新の 後、 美 濃瑞龍 寺に 住して 四 來の衲 子を 接し、 明治 十 
五 年 京都 東 福 寺 火災の 後、 匡 道の 後 1: 繼 S て 之を 董し 、同派 
の 管長た る こと 二十 四 年、 方丈を 建て、 宗制を 定む〇 三十 八 
年 八月 東京に 遊びて 海禪 寺に 萬し、 九月 濟松 寺に 先師の 搭を 
拜 し、 同月 四：！ 一海 禪寺に 寂す 〇壽 八十 二 〇 著作、 斗 室 集 十七 
卷 、斗 室 績集十 卷 、斗 室外 集六卷 あぅ； 自業 記、 斗 室 自序) 

へ の 部 

べツシ ユウ 別宗 ソエ ン祖緣 を 見よ、 

ホの 部 

'ホ クぜン a OJ キン ニ ィ瑾英 を 見よ、 

ボタ ダク A 堂  ソジ ユン 祖淳を 見よ、 

ボンダ V 梵桂 m OH 〔臨 濟宗〕 京都 南禪寺 第二 百 五代 

な. 9 ◦梵 桂、 字は 惟馨 、朿 蘆と 號 し、 泰雲 軒と Is す C 鄕貫詳 

ならず 〇應永 十 年： i 生る 〇初め 相 國寺大 智院元 容周頌 に 侍し 

剃染受 具の 後 諸方に 參拜 し、 歸 6 て 間頌 に嗣 法す 0 光源 院 (舊 


へ 別ホ穆 、朴 、梵 


號廣德 軒) に 住 L、 寬正 三年 三月 相 國寺第 七十 二世の 席を 董 
し、 翌年 退 sv •光源 院 に 居る 〇 六 年南禪 寺へ 陞 住し、 應仁元 
年 七月 再び 相國 寺に 住す 〇 同年 山名細 川の 軍 京都に 戰 a 十 パ 
山 名の 軍勢 相國 寺 1: 攻め、 庫裡 、七 堂、 並に 東方の 諸院 一時 
に 焦土と なる ◦文明 五年洛 北慶苑 寺に 住し、 十 年 十一月 三た 
び 和 國寺に 至り、 新法 堂に て 上 堂す 〇以來 伽藍 再 造の エを進 
む 〇長享 元年 杖を 制して 將軍義 政に 献じ 且つ 副 ふるに 一詩を 
以てす 〇延德 二 年 十一月 五日 寂す 〇壽 八十 七。 著作、 東蘆吟 
稿 あ 今 傳らず 〇  ( 五山 文學 小史) 

ホン シヤウ バウ 本性 房 2 九九 三〕 〔 ：： 〕 大和 般若 寺 
の 僧な り 〇生國 氏族 共に 詳 ならず 〇元弘 三年 九月 三日 六 波羅 
の 兵 笠 - a l: 攻め、 守備 危か -V し 時、 適 ミ 本性 房 般若 寺ょぅ 卷 
敷を 持ちて 使し、 元來 大力の 僧な- 〇 ければ 巨巖大 石を 轉ばし 
て 二三 十ぅ ち 績け 、れば 、寄 手忽 ら頹れて引さ退.さ 72 6と云 
ふ G  (大和 人物 志) 

マ の 部 

マ ツヤ マ、 ンユ ンオウ 松 山 舜應ギ デン 宜田を 見ょ、 

マン シ滿之 二 plj; 一一. 〔眞宗 〕三 河 西方 寺の 住持な- 〇滿 
之 姓は 淸澤初 め 德永滿 之 助と 稱 し、 尾 張 名 古屋の 人な ぅ〇父 
は 名古屋 藩士 德 永永 則と 稱し 、滿 之は 其 嫡男な う ◦文久 三年 
六月 二十 六日を n て 生る C 初め 名 古 屋醫學 校に 學び 、明治 十一 
年 得度して 大谷派 本願 寺の 僧と なう、 育英 敎 校に 入る 。十四 
年 十一月 選ば U て 東京 留學 生と なう、 大學 豫備門 に 入る C 二 


ホ 本 マ 松、 滿 
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マ 萬 


マ 政 i 彌ム 無、 村 


5\ 


1, 暴—.—，〆；.-. 


十 年 七月 文科 大學 哲學 科 ^ 卒へ 、同年 九月 大學院 に 入 6 て、 宗 
敎哲學 を 修め、 

傍ら 第一 高等 學 
校 及び 哲學舘 に 
敎鞭を 執る。 二 
十一 年 九月 京都 
府尋常 中學 校長 

R 任じ、 傍ら 高 

倉大學 寮に 哲學 

を 講ず 〇乙 の 年 

三河阈 大濱 西方 


1 


淸 

澤 

滿 

之 

師 


寺に 入うて 淸澤の 姓を 胃す 〇二 十六 年の 暮肺 患に 罹うて 須磨 
に 療養し、 二十 九 年 九月 本山の 施政 H に 弗なる を 慨 し、 稻葉昌 
九、 今川覺 神、 月見 覺 了、 淸川圆 誠、 井上 豐忠の 諸氏と 謀う 
て 一派の 革新を 企て、 十月 雜誌 敎界時 言を 發 行して、 をの 意 
見を 發 表し、 夏に 至うて 局を 結ぷ〇 三十 一年 春大濱 西方 寺に 
退く 〇三 十二 年 春 東京に 出で、 大谷派 新法 主の 侍讀 となう、 

三十 六 年春浩 々洞を 本鄕淼 川 町に 開き、 翌年 一月、 多 田 鼎、 

佐々 木 月 樵、 曉烏敏 等と 共に 雜誌 精神 界 ir 發刊 して 他力 信仰 

を 鼓吹し、 三十 四 年 十月 眞宗 大學の 東京に 移轉 する やその 學 

監とな る ◦三十 五 年 十一月 職を 辭 して 大濱に 歸 養し、 三十 六 

年 六月 六日 寂す 〇壽四 十一 ◦著作、 精神 講話、 佛敎 講話、 修 

養時感 、懺悔 錄 、宗 敎哲學 骸骨 各一卷 あう o( 淸澤 先生 小 傅、 

信仰 坐談 、淸澤 先生 略傳 、淸澤 先生の 信念) 

マンシュ ウ萬 {示 チュウ H ン中 淵を 見よ、 


ミの 部 

f 之 ホ ^ ユン キ圆 基を 見ょ、 

ム の 部 


ムキク 無 求  シク ンン周 伸を 見ょ、 

ム ギヤ クニ 無 着 尼 (一九 30  〔臨 濟宗〕 京都 景愛寺 開山 
な 60 無 看 尼， 字は 如大 、別に 無 外と 云ふ〇 俗名は 賢 子 (一說 
千代 野)、 秋 田 城 介 兼 陸奧守 藤原泰 盛の 息女に して、 金澤 越後 
守平顯 時の 妻な り ◦.一女を 生む o( 女は 後に 足利貞 氏に 嫁す) 
無 着 尼は 夫顯時 逝去の 後、 粉 華 5: 去り 嗜好を 絶ち、 佛 像を 崇 
尊し 經典を 書 寫して をの 冥福 ^ 追薦 し、 特に 建 長 寺に 於いて 
子 元祖 元を 請 じて、 釋迦像 及び 楞嚴咒 を 慶讃 し、 遂に 祖 元 {C 
就 s て 薙染 し、 祖元に 參じて 、をの 法を 嗣 ぐ ◦弘安 九 年祖元 
の 寂す るに 臨み、 正 脉菴を 營 構して 祖 元の 塔 所と なし、 又、 
上 杉 氏 二階 氏 等の 助成に ょぅ 洛北 松木嶋 に景愛 寺を 建立す 0 
皆祖 元の 遺命に 遵ふな 6〇無著尼乙、に住して緇衆を董し、 
法 道 鼎 盛な 60 幕府 奏請して 尼寺 五山の 第一位に 列す C 又資 
壽院を 建つ ^ 叔年 及び 壽缺 く、 無 着 尼は 我國に 於け る 女 - T- の 參 
禪嗣 法の 始めな り o( 佛光 禪師語 錄 、無 着 尼 傅、 萬 山 編 年 精 要) 
ムラ タジ Y クシ ユン 村 田 寂 ] IM ジャク ジュン 寂 順， v 見 
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メの部 


メウア ン妙 {女 一ー ニー ー — ra -to 〔臨 濟宗〕 京都 相 國寺第 九十 代な 
60 妙 安、 字は 惟高、 懶 安と 號す〇 近 江の 人な 文明 十二 
年 R 生る Q 初め 京都 妙 心 寺に 入う、 後、 相國寺 光源 院瀑岩 等 
紳に就 S て 受 具す 〇 次いで 諸方に 參じ 、歸 うて 等 紳の 法 1: 嗣 
ro 幾 もな く 光源 院に 住し-天文 九 年 九月 相國 寺に 出世し、 
同年 南禪 寺に 陞 住す 〇 天文 十四 年 鹿 苑院に 移りて 僧錄 t 領し 
十九 年 五月 足 利 義晴薨 じて 東 山 慈 照 寺に 葬る や、 之が 秉炬を 
なす 〇又 、東 山 慈 照 寺を 兼領 す。 鹿苑に 在る こと 七 年、 出 雲 
伯 耆兩國 の 太守の 知遇を 得て 伯 耆金鼇 山護國 寺、 多寶 山海 藏 
寺 ; C 住し、 伯耆 に留滯 する 乙と 三十 年、 •尙ほ 慈 照 寺を 兼領せ 
う 〇永祿 十 年 十二月 三日 寂す ◦壽 八十 八 Q 著作、 葉巢 稿、 詩 
淵 一滴 あ 今、 詩 淵 一滴の みを 傳ふと 云 ふ ◦(萬 山 編 年精耍 、 
五山 文學 小史) 

メウジ マウ 妙讓一 一一 g 5s 〔臨 濟宗〕 下野 龍 興 寺の 開山な 
60 妙讓 、字は 南峯 、姓氏 缺 く、 常 陸 築 波の 人な り ◦八歲 に 
して 鎌 倉淨智 寺に 入う、 高峯顯 a R 就 S て 蕕髮染 衣す 〇顯日 

に 隨ひて 下野 雲 岩 寺に 移る 〇 十六 歲眞 空の 雲 岩 寺に 住する 及 

び 侍者と なる 〇後 、諸方に 遍參 し、 還-' て 淨智 寺に 典 填の 職 

に 任じ、 次 SV- 又 錫を 圓覺 寺に 掛け、 一山 一 寧 ic 參 じて、 記 

室の 職に 任ぜら る〇幾 もな く 出で、 東海道 菊 田 高 倉 幻 住菴に 

居る 〇正 中元 年 書を 下野 興 禪寺眞 空に 贈うて 所 悟を 呈す 〇眞 

空の 回章を 得て 使者と 共に 到うて 參 叩す 〇嘉曆 二 年 九月 脫然 


了 悟 t る 所 あぅ、 次いで 京都 {C 上り 勝榮 寺雲峯 に 就いて 經錄 
を習學 し、 後、 天 龍 寺 R 於いて 後 堂 及び 前 堂に 轉ず 。後、 又、 
九州に 到- 〇、 法眼 寺を 建て、 住し、 建武四 年下 野に 歸 ，〇 .て 興 
禪寺を 領す C 住する 乙と 四 年、 次 S て 宇津宮 大通 寺、 下野 府 
中法藏 寺、 同佛性 寺に 遷 6、 又、 宇都 宮眞名 子鄕內 五大 尊 山 
麓 R 龍 淵菴を 結びて 居る 〇時に 稻葉聖 仁 入道、 龍 興 寺を 建て 
て 開山と なし、 塔を 正 受と日 ふ〇氏 綱、 檀越 とな 6、 道愤益 
$ 播揚す ◦遂に 將軍尊 氏綸旨 及び 請帖を 以て 安國萬 壽の兩 
寺に 請 じ、 朝夕 參扣 せ- 貞和 三年 西方 寺に 入 6 て 夢窻疎 石 
に 見ぇて 商量す 〇妙讓 日は く、 昔： n 貞 空和尙 一喝の 用處 を ii 
破す、 と 〇仍ち 偈を呈 として 日は く、 德山 棒-卜 骨董 袋、 却 和 
尙家珍 百雜碎 、此 中高 價無數 量、 不管支 沙未徹 在、 と 〇疎石 
贈る に 法衣 5: 以てす 妙讓 日は く 幸に 眞空馎 底の 衣 有 6 と、 
遂に 受けず 〇花 山院 京都に 星 福 寺を 建て、 開山に 請 じた n ど 
も辭 して 下野 龍 興 寺に 歸る〇 後、 尊 氏ょ 6 相模壽 福 寺の 請帖 
を 受けて 入院 開 堂す 〇中 山に 南屛 軒を 設け、 後ち 金鷄菴 と改 
0C 終に 下野 龍 輿 寺に 歸る〇 花 山院綸 旨 5: 以て 召せ ども 赴か 
ず〇 又、 龍 興 寺を 以て 勅願 所と せらる 0 尊 氏 亦 祈願 寺と なす 0 
延文五 年 十二月 二十 三 H 寂す 〇壽 六十 五 〇佛嚴 禪師の 說號を 
賜は る (下野 龍 興 寺 開山 佛 嚴禪師 行狀) 〔再 錄〕 

メン コタ 綿 谷  シウ テツ 周 i® を 兒 よ、 


メ妙 


メ 妙、 綿 
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(〇 八） 


モ 蒙、 木、 默 


乇 默 


モの部 

モウ コ 蒙古 カ ィジ  ヤク誡 誠を 見ょ' _ 

モク タン 木 端 ij H- is 〔時宗〕 藤 澤淸淨 光寺の 第 十 A 代 
な 60 木 端は 藤 光の 弟子な り 〇初め 日輪 寺に 住す 〇萬治 三年 
四月 藤 澤淸淨 光寺 {C 於て 賦算 三十 八、 遊行 四 年、 次 S で 同 寺 
に 住し a' 二十 坪の 堂宇を 再建す 〇寬文 三年 三 月 晦日 同 寺に 寂 
す a 壽六 十一 ◦(遊行 歷代 譜) 

モ ? プィ默雷！一|15宗〕周防妙誓寺の住持なぅ0 
默雷 、始め 謙 致と 稱す〇 別に 益 溪 、縮 堂、 雨 田、 無聲、 晚暢、 
北 峰、 六々 道 人の 號あ 60 姓は 淸水 氏、 後、 島 地と 改ひ〇 山 
□ 縣 & 波|15札田 


村 專照寺 淸水圓 

隨の第 四 ^ な-^ 

天 保 九 年 二月 十 

五 日に 生る 〇始 

め 佛儒 二學を 同 

郡 錦 園 塾 及び 获 

城 學校 に學び 、 

後、 宗學 餘乘を 

肥 後 及び 安藝に 

修 ひ。 元 治 元年 藩 令して 火葬を 禁ずる や、 送葬 論一篇 を もの 

してを の 非を 辯 じ、 慶應二 年春大 洲鐵然 等と 議し て、 改正 局 

を 設けて、 長 防 二 州 9 眞宗 一派の 風儀 改正の 事に 從 a 、 萩 城 


に學 校 r 開きて、 乙れ を 監督し、 同年 fel 郡 島 地 村 妙 誓 寺に 住 
す〇依 りて 後、 島 地を 姓と す 〇 明治 元年 同志 白鳥 唯唱 、三國 
巧 成、 安 邊有藏 等を 伴 a て 京都に 上- 〇、 赤 城 連 城と 協同して 本 
山 改正の 事 t 建議して をの 功を 奏す 〇尋い で 本山の 命を 受け 
て、 攝河雨 州 及び 越 前播磨 等に 到ぅて、 末寺の 改正を 唱誘し 
二年秋鄕里に歸ぅて長防二州の改正を行はしむ〇三年春鐵然 
と共に 京都に 上 6 て 本山の 參政 とな 6、 同年 八 月 又、 共に 東 
京に 上 6 太 政官に 建議して、 寺院 寮 ^ 民 部 省 中に 創設せ し 
む。 蓋し 幕府 時代の 寺社 奉行は 維新の 際に 廢 止せられ 、常時 
神道の 方は 神祇官の 設け あれ ども、 佛敎に は 別に 施設な きに 
由れ るな 60 翌四年 夏. 史に敎 部 省 開設の 事を 建議して 採用せ 
らる C 偶 ミ木戶 孝 允の 內囑に 依り、 □新 堂を 神 田 今 川 小路に 
開 さ、 新聞 雜 誌と 題せ る每 月-三回 發兌ゐ 新 紙を 發刊す 〇是れ 
を 本邦 新聞の 始めと す〇 同年 十月 岩 倉實視 大使と なり、 木戸 
孝允等副使とな6て歐米に航遊せんとするに當り、默 !!1- 、新 
法主 明 如の 同航 を 木戶に 謀ぅ、 事 成らん として 偶、、 前 注 -- [•: 廣 
如の遷化に際して法主の洋行は中止せられ、翌五年一月をの 
代理と して 梅 上澤融 を航遣 せらる 〇時 に默 雷を C/; 補佐. として 
隨 行し、 赤松 連 城 及び 光田、 堀川の 三 氏は 留學 生と して 同航 
して 獨英 諸國に 分留せられ、 默 雷は 澤融 と共に 佛英獨 蘭の 諸 
國 5r 巡視し、 更 R 分れて 瑞 、以 、希、 土、 埃 及、 耶路撒 冷 等を 巡歴 
し、 終に 孟 買ょ 6 印度 內 地に 入り、 ァルラ ハ バッドに 到.^ て 
佛 跡 5: 禮し 、六 年 七月に 歸 朝す ◦是れ を 本邦 僧侶の 游 歐入竺 
の嚆 矢と す〇然 るに 前年 五月 敎部省 設置以 來 、神 佛泯淆 の 弊 
甚しか ，りければ、 默雷 慨然と して 神佛 分離の 說を 立て、 宗敎 


C-A) 
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獨 立の 急務を 首唱す 〇兩 本願 寺の 法主 及び 高 田 派、 木 邊派皆 
之れ に 同意した n ども、 をの 他の 各宗 及び 佛 光寺 派 三門 徒 派 
等は 之れ R 從はず 〇 依うて 遂に 眞宗四 派の み 合同して、 大敎 
院の 分離を 請願した れ ども 事 容易に 行 はれず 〇六年 冬ょう 八 
年 夏に 至る まで 前後 三年に して 遂に 之れ を 貫徹し、 獨り眞 宗 
の 分離の みならず、 各宗 すべて 獨 立の 布敎を 許さる、 に 至れ 
う 〇こ れを 神佛獨 立の 創始と す〇 同年 夏鳥 尾 得菴と 協議して 
白蓮 社を 開き、 每 日曜日に 中 六番 町なる 法主の 別莊を 借うて 
宗敎の 講話 會を 開け 60 又、 前年ょ 6 大內 靑巒と 協議して 報 
四 叢談と 題す る 雑誌を 每月發 行し、 傍ら 和 敬 會の演 說に 出席 
す 0 九 年 一月 本山の 執行と な 6、 眞宗合 同して 宗規 綱領 編制の 
事に從ふ0十年西南の役に當りて、木戶孝允の京都に薄！|ずる 
や、 -C- の 葬儀を 本願 寺に 依賴 せらる 0 蓋し 維新 以後 貴 顯の佛 葬 
此に始 る 〇 是れ默 雷の 公と 交 6 厚き に 由れ うと 云 ふ。 同年 夏 
熊 本鹿兒 島に 出張して 戰 後の 鎭撫 と救恤 とに 奔定 し、 偶 纟西 
鄕隆 盛が 日向 可愛の 嶽の圍 みを 破うて 故山に 歸るに 遇 S、 縣 
令 岩 村 氏 等と 共に 深夜 舟に 乘じて 僅に ^ 口を 免 わて 京都に 歸 
る 〇同年 十一月 再び 鹿兒 島に 赴く。 をの 後 本山 執行を 辭 し、 

十二月 再び 東上して 白蓮 社 等の 敎學の 事に 奔走し、 十四 年大 

患に 罹 6 たれ ども 幸に 癒ぇ、 十六 年 白蓮 社 堂、 及び 自宅を 中 

六番 町に 建築し、 十七 年 法主の 命に 依うて 宗制寺 法の 起草 員 

とな {てこれ を草按 し、 後、 生 田 得 能と 北 ハに 三 國佛敎 略史 三 

册を遍 述 し ' 二十 一年 女子 文 藝學舍 を 開 g て 女子 敎 育の 事に 

從 S、 二十 三年 佛敎 各宗協 會の囑 託に 依りて 編輯 委員長に 選 

ばれ、 佛 敎各宗 綱要 1: 編纂す。 二十 四 年 本山 安居に 文 類聚鈔 


モ默 


を 大學 林に 副講 し、 二十 六 七 年の 間 本山 執行 長の 任務 it 從 a 
辭 職の 際、 學階 勸學に 進む 〇爾後 東上して 佛 敎各宗 綱要 五 冊 
を 編成す 「 ■: 二十 四 年 本山 安居に 本 講師と して 般舟讃 を 大學林 
に滿講 し、 本山よ 6 一 等 巡敎師 使侍眞 顧問に 加 ふるに 耆衍の 
待遇を 以てせら る 〇三 十八 年 奧羽布 敎總監 として 盛 岡に 移 
う、 東京なる 白蓮 社 及び 女子 文 藝學舍 等は 皆 本山へ 献納す 0 
嘗て 敎導 職中敎 正に 補せられ て 天顏 を拜せ し 乙と 數回 、又、 日 
本 赤十字 th 創立の 最初よう 社員と な-^、 遂に 特別 社員と な-^ 
て 有功章を 佩用し、 又 斯文 學會 設立の 際 文學に 選ばれて 莊子 
を 講じ、 或は 三 宅 雄 二郞の 諸氏と 共に 政敎 社を 開きて 雑誌 日 
本人 1: 發刊 し、 又 三 河 國西重 寺の 請に 依うて 同 寺を 兼任す 0 
明治 四十 一年 一月 故舊 同人 等の 發起に 依りて 古稀の 賀筵を 築 
地 本願 寺に 開かる Q 四十 四 年 二月 三日 靑山 病院に 寂す 〇壽七 
十四 Q (島 地默雷 上人 略傳 、雨 田 古稀 壽言 集) 

モシ ン  ー # 置 ハ ケィ- 7* ッ桂詰 を 見よ、 

モン シヤウ 聞精二 g 2g 〔眞宗3 加 賀江沼 郡 勅使 村 願 成 
寺の 學僧な 聞 精、 姓は 齋 藤氏 •加贺 江 沼 郡 山 代 村 田 中 伊 
織の 第 四 子な、 90 父は 旅 宿を 營み 、後、 京都に 出て、 公鄕の 
侍 株を 購 CA 、 帶刀の 身と なる 〇天保 十 I 年 九月 二十 八日 生る 
二十歳 頃よ 6 諸方を 遊歴し、 遂に 永 平 寺の 禪堂に 入る C 此時 
願 成 寺 百 敷の 知る 所と なう、 rv 宗の宗 餘乘 を學ぶ 〇 明治 六 年 
石川縣 よ， 9 小學 校訓 導を 申 付ら る 〇 後、 學庠に 入 6、 園 M 寺 
の大寶に法華玄義及び起信論を學び、楞嚴院秀盛に唯識述記 
を 楠玉諦 に 五 敎章 、四 道源觀 等を 受く C 寸 年 本山 石 川 縣小學 
校 敎授を 申し付けら れ、 同年 十月 學庠敎 員に 補し" 十二 年 十 


モ慕 、聞 
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(二八） 


モ守 V 益ュ惟  ュ惟 ヨ吉ラ 洛リ理 、林、 臨、 琳 


一月 得 業と なう、 十三 年學庠 下等 專學部 全部を 卒ふ ◦同年 十 
一月 助敎 となう、 十六 年 五月 學庠 副講に 補し、 十七 年 九月 輔 
敎とな 6 .、十九 年 二月 學庠 一等 敎授 となる 〇 同年 九月 宗內學 
敎科書 編輯 係と なる 〇二 十二 年 九月 司敎 となう、 二十 四 年 九 
月 大學林 敎員に 任じ、 二十 五 年 三月 大學 高等 敎員 となう、 二 
十六 年 安居 他 部 副講講 者を 命ぜられ、 二十 唯識述 記を 講ず Q 
二十 九 年 九 弓勸學 職 ic 上**'、 同月 病に よ'^ て 休職 T G 三十 二 
年 安居 本 講觀經 5: 講ず。 學林休 職の 後、 監督 局 監事 及び 內事 
局 顧問と な 6、 三十 六 年 六月 二日 病んで 寂す ◦壽 六十 五〇宗 
主よ 6 戒忍院 の號を 贈らる 〇 著作、 有宗 七十 五 法記聽 記一卷 
(明治 十七 年頃 講) 校正 增補 略述 法相 義評解 五 卷 (明治 十九 年 
刊) 佛敎或 問一卷 (明治 二十 二 年 十一 月刊) 二十 唯識 論述 記 
講義 一卷 (明治 二十 六 年 夏 安居 副講) 觀 無量 壽經 講義 一卷 
(明治 三十 二 年 夏 安居 講) 有宗七 十五 法名 目 講義 こ卷ぁ 60 (安 
居 講義 錄 、佛籍 誌 稿本、 禿 氏 祐祥氏 返信) 

モリモト ブンジ や ウ 守 本文 靜 ニ チョ 日與を 見よ • 

ヤの部 

や f ゥ益洲 -ーン ヵ  ィ仁 海を 見よ、 

や マ モトゴ ンシキ 山本巖 識 ゴンシ キ儼識 を 見よ、 

ユ の 部 

ユイ ガウ 惟高  メウ  アン 妙 安を 見よ、 


ユイ ケイ 隹馨 ボン ヶィ 梵桂を 見よ、 

ユイ 乏 -Y ウ f 明 ズ イチ 瑞智を 見よ、 

ヨ の 部 

ヨシ 方 ガガジ や ウ士 口岡呵 成  カジヤ ウ呵 成を 見よ、 
ヨシ ネコ リン 吉井 虎林 ュ  フセ ウ Hi 嘯 ^ 見よ、 

ラ の 部 

ープク サン  ^g lll ジリ ュゥ 慈隆 5r 見よ、 

P  の  部 

リハブ バウ 理法 房  チン カイ 珍 海 ^ 見よ、 

リン イツ 林 逸  ソウ ジ宗 二を 見よ、 

リン オウ 臨應  ゼン キ禪 機を 見よ、 

リンズ イ琳瑞 〔浄土宗〕 江戶 小石 川 處靜院 の 住 
持な う。 琳瑞 、字は 祥道 、姓は 細 谷 氏、 羽 前 村 山 郡 谷地の 人な 
う。 陸奧 伊達 郡 桑 折 無能 寺琳 堂の 徒弟と なう、 後、 江戶 小石 
川 處靜院 の 住持と なる 〇 尤も 氣慨ぁ 6、 夙に 開明の 說を唱 へ 
山岡鐵 舟、 高 橋 泥 舟、 那珂通 高、 淸 河八郞 、飯 島武四 郞 (秋 
槎) 等の 名士と 交際して 屢纟 世論を 動かす 〇慶應 三年 十月 高 
橋 泥 舟の 宅よ 6 歸る や、 途中 安藤 家の 家 士廣井 求 馬 及び 松 岡 
平 九 郞の爲 めに 暗殺 せらる。 時に 三十 八歲 〇  ( 彰義隊 戰史) 


(三 八） 
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リン ソウ シ 林 {示 一  ー ソゥ ジ宗 二を 見よ C 

及 や ウキ良 基 ii ss 〔眞言 宗〕 紀伊 高野山 金剛 峯寺第 
三百 七十 六 代の 檢校な 良 基、 初め 覺如英 澄と 稱す〇 姓は 
藤原氏、父ヒ又右衞門と云；5、母は瀨良氏、備後の人な60 
享和 三年に 生る。 十歲に して 同 國助元 村 信 光寺に 入う、 居る 
乙と 一年に して 生家に 歸 6 へ 後、 又、 蘆 原 村 法 光寺に， 入る 0 
次いて 備中江 良 村 西方 院に 移う、 空 道、 覺 明の 二 師に 事し 0 
鷲 峰 山 法壽に 從 a て 祝髮す 。十六 七 歳の 頃 讃岐高 松に 游學し 
十八 歲に して 玉 泉 寺空慧 に灌 頂を 受く〇 文政 五 年 八月 二十歳 
の 時 高野山に 登うて 寶龜院 光盛の 弟子と なう、 九月 入 衆し、 
數 年の 後 學業大 に 進めう 〇 文政 十三 年 春光 盛の 譴斥を 蒙う し 
が、 後、 又 山に 歸る〇 天 保 六 年 十月 龍 華院に 移 6、 十一 年寶 
龜院に 晋み 、嘉永 六 年 十一月 正智 院に轉 じ、 安政 三年 碩 
學 に 進む。 夙に 勤王の 志 R 厚く、 淸水寺 月 照 及び 弟 信 海と 交 
はる 〇 安政 四年 十二月 三十日よ 6 平日 勤行の 外、 大 般若 經二 
卷 1: 讀 誦し、 不動 愛染 咒 一千 反を 唱へて 尊攘の 祈禱 に 代へ た 
う〇 五 年 二月 十九 日 信 海、 近 衞忠熙 ようの 御 祈 禱の御 願文を 
持し、 密使と して 高野山に 來 $、ム、 の 夜、 良 基は 信 海と ともに 
寶性院 海 雄 5: 訪 ひ て 密談を 凝らす C 同年 五月 二十 七日 信海更 

に 御內 勅の 使者と して 登山せ 6 、 是 U 當時 英米 魯 等の 使者 頻 

$ に 我；！ ;: 來 A て 通商 ir 求めし によ b 、 尊攘の 祈禱を せし も 

のな 60 然るに 同年 六月 十九 U 幕府は 米國 と假滕 約を 締結 

し、 二十 七：：：： 之を 朝 {C 奏せし よう、 朝廷 震 怒し、 志士 憤慨す C 九 

月 幕府 大 尊攘の 志士 ^ 捕へ て 獄に投 ず ◦時に 月 照は 西 海に 

赴きて NJ の 年 十一月 十六 日薩摩 潟に 死し、 信 海は 獄に繫 がれ 

リ林、 亮 、良 


て 江戶に 送ら れ、 翌六年 三月 十八 n 遂に 獄中に 死せ 30 七 年 
正月 四日 幕府よ 6 寶性院 海 雄、 增福院 常 賢と 共に 隱居を 申 付 
られ 、良 基は 心 南院に 退け 60 文 久二年 幕府の 赦免を 蒙う、 
翌 三十 年 正：！！： 四日を の狀 高野山に 着す 〇 同年 秋 江戶に 召され 
て 碩學過 人と な 6、 歸 山の 途次 京都に 入うて 近 衞忠熙 に 而謁 
して 赦免 取 成の 禮を 伸べ 〇歸 6 て 正 智院に 住し、 同年 一 藤 職に 
昇り、 翌年 左學 頭に 進む 〇 明治 二 年 五月 從來の 門 主、 碩學 、集 
議席の 名を 改めて 執政、 副 執政、 參政 とせられ、 良 基は 執政に 
進み 寶性院 門 主と なう、 山 科 安祥 寺を 兼務す'」 五 年 四月 敎部 
省より 召 3 れて 出京し、 眞言 宗 管長 代理と して 法務に 盡 力し、 
尋ぎて 紀三 井村 護國寺 住職と な 6、 八 年 六月 又、 出京して 大 
敎院 の院務 を 管し、 十月 本宗 管長と な 6 て大敎 正に 進み、 期 
滿ちて 歸 IU し、 寺務檢 校 法 印の 職に 就く。 十 年 十一月 十六 日 
寂す 〇壽 七十 五〇和 歌 lr 好み、 初め 香 川景恒 に學び 、後 近衞 
家 {C 入門せ う、 著作、 密宗 安心 鈔一册 視聽雜 記、 閑 窓 雑記、 
あづ 甘 ぢの 記、 兩部 神道 槪 要、 敬神 愛國 論、 0 並の 記 等 あ 60 
リヤウ ケン 亮憲 r- 一一 U  〔天台宗〕 常 陸 黑子千 妙 寺 第 十 
五世な う 〇亮憲 は 初め 肥 前 有 馬金藏 寺の 住 侶な り 〇 十八 歲東 
上して 比 fx 山に 登 6、 東 塔 西 谷 覺林坊 に 住す 〇後 諸國を 遍歴 
し、 諸 典を 通覧す C 園 城 寺 長 吏 准 三 后 道 澄の 請を 受け、 同 寺 
日光 院 に 住す 〇慶長 六 年 十一月 二十 九日 唐 院に於 い て 道 澄よ 
6 灌頂を 受け、 園 城 寺 三院の 首座に 推さる 〇元和 三年 十一月 
八日 寂す 壽七 十九 〇 著作、 兩界 曼荼羅 私鈔 十卷 、金剛 界 曼荼羅 
現圖鈔 胎藏界 曼荼羅 現圖鈔 、曼荼羅 尊位鈔 、群 玉 類 要 集、 驥龍 
頷 下 集、 各 一卷及 ひ 諸經の 科 註 等 あ 60  ( 一山 別當代 々記) 


リ良 


(四 八） 


亮、 龍 


龍 ルレ 了、 禮、 靈 


.日 
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佛 
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人 
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辭 

書 

增 
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9 や ^ シン 亮親！  j  121  〔修驗 道〕 豐前英 彥 山の 山伏な 
30亮親は嚴瑤坊と云ひ、佐竹織江と稱す0英^^山に住す0夙 
に 尊王攘夷の 議を唱 へ、 同 山の 執當職 奉行 職の 諸 僧と 其に 國 
事に 奔走す 〇文久 三年 一山の 大衆 尊王攘夷の 爲 めに 義擧を な 
3 ん とし、 盟約 連署の 一人な う .0 敎觀坊 成 連 等と 其に 長 門 藩 
の 忠勇 隊に 入う、 京都 {C 上うて 偵察し、 同 十一： 31： 伏 見に 於 S 
て 小 倉 藩の 兵に 捕 はれ、 京都 六角の 獄舍 に繫か れ〇翌 元 治 元 
年 七 乃 二十日 獄舍に 於いて 慘殺 せらる 〇壽 四十 九な 60  (敎觀 
坊成 連の 傅を 參考 すべし、) (維新 史料、 日子 山義 僧傳) 

リやク 、ン ユン 良 舜  ジュン H  X 順 永を 見ょ、 

リやウ ハン 古 ！ 7C 範二 五一： 一 〔淨 土宗西 山 派〕 山 域 粟生 光明 
寺 第五 十六 世な 60 亮範 字は 闡 空、 尾 張の 人な 60 同 國祐福 
寺 {2 住す。 天 保 二 年 十二月 光明寺に 昇 住し、 四年學 寮の 講堂 
等を 建築し、 大 に一 山の 學 風を 興す。 總 持寺怙 澄と 共に 鵜ノ 
木 行觀の 私記を 硏究 し、 一流の 敎義を 振興す ◦天 保 十一 年 八 
月桂の 千 光寺 ^ 隱 棲し、 益學 問 R 力を 盡す〇 嘉永五 年 七月 二 
十九 日 寂す ◦著作 論 註 管窺鈔 、選擇 管窺鈔 、各 五卷 ◦玄義 管 
窺鈔 四卷 ◦二十 唯 織 管窺鈔 、戒疏 管窺鈔 、'圓 頓戒集 要鈔 、各 

二卷 ◦曼陀羅 傳授 祕要鈔 、曼陀羅 cl 授弄 引、 各 一卷等 あう 〇 

リユ 2 ノン 龍 眼  セク ベン 照？ 見ょ、 

及 ヨウ チン 龍 深 rl: : 一  五 A: 〔臨 濟宗〕 京都 南禪寺 第二 百 一 

代な 60 寵琛 、字は 九 淵、 別に 葵 齋と號 す C 鄕貫詳 ならず 0 

幼に して 京都 建 仁 寺 兩足院 に 投じ、 一 菴一麒 に 就 S て 剃 度し 

.嗣 法の 後、 建 仁 寺 雲源院 R 住す 〇寶德 三年 冬， 明 景泰二 年) 允 

澎芳眞 等に 從 CA て 明に 入 6、 吳越 江淮の 間に 遊び、 遂に 北京 


に 達し、 都下の 名官、 英衲 ic 交り、 大輿隆 寺質菴 に 謁して、 
正宗 龍 統の學 を 稱 し、 質菴を して 詩一篇 を 寄せし む 〇景泰 五 
年春辭 して 南京に 到ぅ、 潤、 常、 湖、 蘇 四 州を 遍 遊し、 餘 杭に 
到 6 て 留まる NJ と 半月、 復 、四 明に 歸 り、 衞時 用と 遊び、 亦 
龍統に 贈る 詩を 賦せ しむ、 同年 六月 寧 波府を 發して 歸 朝す 0 
即ち 吾が 享德 三年な 办〇幾 もな く 建 仁 寺に 住し" 長祿 三年 七 
月 龍 統の禿 尾長 柄 帚の 序を 撰し、 寬正七 年の 頃 南禪寺 R 陞 6 
後 又、 靈源院 に 靖 退す 〇明應 七 年 某 片 二十 三日 寂す 〇壽缺 く 
著作、 葵 齋集ぁ 60 今， 傳らず 〇  ( 五山 文學 小史)  . 

ウホウ 龍 峯 ク 、ノゥ クン 宏 雲を 見ょ、 


A 立 p 

レ (7: 立 a 


レ ウケン 了顯 〇一 一 三 E) 〔眞宗 〕 越 前足 羽 本 向寺 第五 代 
の 住持な 60  了 願は 足 羽 郡 市 波 村 本 向寺 了眞の 子に して、 同 
地に 生る 〇吉崎 本願 寺 蓮 如に 師事す るに 及び 自ら 吉崎に 移る 
文明 六 年 三月 吉 崎の 諸 堂 悉く 回 祿す〇 時に 蓮 如敎行 信證を 閱 
覽 し、 六 卷の內 三卷を 机上に 取殘 したれば、 了顯 猛火の 中に 
入 之を 持 出 5 /L せし に、 旣に 猛火に 包 ^ n たれば、 自ら 腹を 
屠ゥて 數卷を 腸 中に 納めて 燒死す 〇今尙 ほを の 血痕の 浸染し 
たる ものを、 本 光坊腹 籠の 聖敎 と稱 すと S ふ Q をの 墓は 吉崎 
本堂の 舊蹟に 在 6 .'東西 兩 本山ょり 特に 建てし 所の ものな ぅ 0 
(本 光坊緣 起、 越 前人 物 志) 


(五八） 
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レイ サイ禮 才 _liy. r:' i  〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺曹源 院の禪 
僧な 60 禮才 、字は 愚 極、 山城の 人、 大中禮 省の 法嗣な 6 性、 
書 晝を能 くし、 詩賦に 巧みな り〇專 ら牧溪 に學び 、又、 明 兆 
を 慕 ふ ◦寶德 元年 十月 渡 唐 天神の 自畫賛 を 書 畫す〇 寶德四 年 
六月 六日 寂す。 壽 九十 許 ◦(本朝 晝史 、古晝 備考) 

レイ サン 靈 三 -- 一一 H1 AS. 〔臨 濟宗 5 都南禪 寺 一一 百 六十 六 
世な 靈 三、 字は 玄圃 、俗姓は 荒 川 氏、 治 部少輔 澄宣の 子な 
う ◦大鑑 派春芳 光の 法嗣 となる 〇天正 十四 年 五月 京都 南禪寺 
に 入 寺し、 塔 頭 聽松院 R 住し、 後、 豐 臣秀吉 ょり 院領百 石を 
賜は る ◦足 利義輝 及び 松井康 之の 歸崇 を 受け、 康 之の 菩提 所 
たる 丹 波の 宗雲寺 (後、 春光 寺と 改む) を 兼ぬ ◦文錄 元年 承 兌 
と 其に 秀吉の 命を 受けて 肥 前名 護屋に 赴き、 二 年 明使來 朝の 
時 之に 應 接せう。 同年 八月 勅 板錦繡 段の 跋を 草す 〇慶長 初、 塔 
頭 天授 庵の 再興を 計う、 弟子 雲 岳 即ち 細 川 幽齋を して 之を 主 
らしむ0七年雲岳之を建つ0十一^豐臣秀賴、後陽成天皇の 
勅を 以て 南禪 寺の 法 堂を 建立し、 七月を の慶讃 供養を 行 ふ 0 
天皇、 特ド曇 華 堂の 宸翰の 額を 賜は る ◦十三 年 十月 二十 六日 
寂す。 壽七 十四 ◦聽 松院に 塔す。 (南 禪 住持 籍 、天授 庵 過去帳 

南禪舊 記、 聽松院 由緒 書、 南 禪寺志 稿、 大日 本 史料) 

レン パク 蓮舶  カウ チャウ， 香 頂を 見ょ、 

口の 部 

ロ セツ 驢雪 ィョウ ハ 鷹灞を 見よ、 


ワの部 

ウダ チマン 和 田智滿  チマン 智滿を 見よ、 

ウタ ナベ 少ン イン 渡 邊南慧 ゼン ダ 全 愚を 見よ、 

4 の 部 

H  の 部 

=ケウ惠敎|ーー|一135〔天台宗〕山城二尊院の中興なぅ。 
惠敎は 生 緣を詳 にせず 〇 山城 二尊院 に 住して 念佛 修行す 〇戰 
國の 際、 寺領 悉く 押領 せられ、 堂舍荒 敗し、 僧 衆 皆 退散した 
る も、 惠敎 獨り留 住し、 念佛 修行を 事と す〇 後西 三條 實隆大 
に 歸 依し、 堂舍の 再建を なす 〇これ よぅ 一院 復興す 〇 後柏原 
天皇の 勅 請を 拜して 宮中に 於 S て 戒を 授け 奉る Q 天文 十六 年 
三月 廿 四日 寂す 〇壽 八十 Q 勅 號廣明 和 尙と云 ふ OC 諸 寺 歴代) 
戈タウ惠叢二誌じ 〔臨 濟宗〕 京都 相國 寺の 禪僧な 6。 
惠叢 、字は 菊隱、 鄕貫詳 ならず 〇幼 にして 相 國寺慈 照院に 入 
ぅて 昕 叔顯噑 に參 じ、 又、 崇禪 寺 ic 寓して 千甫 座元の 讓 6 を 
得た 60 長 じて 長 得院に 到 6、 千英惠 W の 法を 嗣 ro 後、 相 
國寺に 住し、 崇禪 寺 1: 再興し、 長 得 院を重 建す。 寶永二 年 五 
月 十七 日 寂す。 壽七 十四 〇  ( 萬 山 線 年 精 要) 

H トウ 會統  一一 IX 減  〔臨 濟宗〕 京都 祇樹菴 の 開山な 60 
會統 、字は 一源、 姓は 菊 池 氏、 肥 後の 人な う 〇建武 四 年九歲 


レ禮、 靈 、蓮 口 驢  ゥ 和、 渡 4 文惠 、會 


補 增書辭 名人 家佛 本日 


(六 八） 


X 惠 


にして 筑前油 山 平 田 均に 投じ、 十六 歳 {C して 薙髮 す〇貞 和 四 
年 平 田 京都に 上う、 雲居 庵に 居う、 何もな く 東 福 寺に 住す 0 
會統皆 之に 隨 へう 〇 後、 大陽冲 に 侍して 賓客を 接す 〇平 田の 
南禪 寺に 遷るに 際し、 柱いて 衣鉢を 掌う、 遷う て燒 香の 職に 
居る ◦平 田の 常 在 光院 {C 退老す るに 及び、 辭して 肥 後に 歸う、 
次 S で 近 江 飯 高山に 到 6、 寂 室 元 光に 參 ずる 乙と 六 年、 疾を 
得て 山を 下う、 貞治五 年 京都に 寓 す〇應 安の 初め、 祗樹菴 を 
天王祠 側に 建て、 住し、 明德の 初め 攝津 光雲 寺 1: 再興し、 甲 
刹の 列に 陞す〇 上 杉 房 方、 赤松 義則歸 依して 檀越 となる 〇應 
永 五 年 小山に 白 石 庵を 建て \ 住し、 六 年 四月 二十 五日 寂す 0 
壽 七十 一〇臘 五十 ◦應永 二十 六年岐 陽方秀 をの 行狀を 撰す 0 
(河 東祗樹 一源 統禪 師行狀 ) ■ 

H ナン 惠南 li 一 ^ 〔眞宗 〕 越 前 鯖 0: 法 林 寺の 住持な 
6  0 惠南 一に 圓智 坊七稱 し、 淨榮の 子な 60 本山 法主 秀 誠、 
秀 海、 秀如 三代に 歴仕し、 特に 木 蘭 色九條 袈裟 同色 衣白 地金 
紋輪裝 兹を 許され 世々 之を 襲 ふこと、 なれ 6 。本山 曾て 豐臣 
氏に 寺領 朱印を 引 上られた るに 依う、 德川 幕府に をの 復舊を 
請願す 〇 幕府 許 5 ず 〇時に 惠南江 戶に 滯留 する Z. と 三年 旅費 

盡きて 乞丐の 姿と な $、 東皲 山の 境内に 隱る〇 輪 干： 寺 宮の知 

る 所と な 〇、 幕府に 紹介の 勞を賜 は 6、 享保 三年 七月 許可を 

得て 歸國す 〇秀如 賞品 並に をの 添狀を 贈る 〇奪 保 九 年 十一月 

六日 寂す。 壽六 十八 ◦(越 前人 物 志) 

H ハク 惠舶 ii HA ws 宗〕 越 前 善行 寺の 住持な も惠 

舶 一名は 慈 雲、 越前阈 丹 生 郡 淸水谷 道場に 生る 〇 京都 宏 山寺 

僧樸 の 門人に して 佛典に 精し く 篤 學の稱 あ 60 安永 八 年 十二 


圓 


月 十一：：： 寂す 〇壽丑 十三、 著作、 信 行 辨一卷 あう 〇  ( 越 前人 
物 志) 

2 ホウ 惠鳳〇 一二 15 〔臨 濟宗〕 京都 東 福 寺の 禪僧な 60 
惠 鳳、 字は 翱 之、 ^ 濃の 人な う ◦貞 治の 初めに 生る 〇幼 に し 
て 京都 東 福 寺岐陽 方秀に 投じて 個 事を 發 明す ◦後、 明に 遊び 
て 留まる？- と 数年、 歸 -CN て苽福 寺の 岩 栖院に 居る 〇嘉吉 元年 
九月 將 軍足 利義勝 、貧民を 救 ふ R 方 6、 德 政論 一 篇を 作うて 
天下に 布く。 寬正六 年西游 稿 1: 著す 〇寂年 及び 壽缺く 〇傳へ 
て 百 十 餘歲に 至る と 云ふ〇 著作、 前記の 外、 竹 居 淸事あ 6、 
文化の 初め その 末裔 慧周 西遊 稿と 共に 分類 編 次して 慧鳳藏 主 
遺稿と 名く 〇  ( 五山 文學 小史) 

戈 ンキ圓 基 i! s -to 〔黃 檗宗〕 長 崎福濟 寺の 僧な り。 圆 
基、 字は 彌峯 、來 鳳と 號す 〇大 鵬正鲲 の法嗣 R して 福濟 寺の 
監院 /2 6 ◦墨 竹を 大鵬に 學び 、能くを の 法 R 熟す 〇 文化 十四 
年 六 E： 寂す。 壽八 十八 ◦(長 崎 畫人傳 、古晝 備考) 

f f: vfa 圓藝二 •◦〇 ◦〔眞 宗〕 常 陸 水 戶願入 寺の 開山な 
6、 圆藝は 淨如 房と S CA 、一に 奥の 房と 云 ふ〇大 網大 德と稱 
せらる 〇 本願 寺 第二 世 如 信の 子な う 〇奧州 白 河の 竹 貫 鄕大網 
に 願 入 寺を 開く  o( 同 寺 後に 常 陸 水戶岩 船に 移轉す 〇} 後 越 前 今 
立に 山元 山 護 念 寺證誠 寺を 再興し、 同 寺 第三 世と なる 〇歷應 
三年 八月 十四日 ( 一 說に應 長 元年 九月 五日} 願 入 寺に 寂す Q 壽 
缺く ( 一 說に 七十 六.) 子信藝 (字は 空 如) あ 60 願 入 寺に あ 5 て 
法を 嗣 ro  (歸願 寺 文書、 願 入 寺系圖 、大谷 本願 寺通紀 、大日 
本 史料、 越 前人 物 志、) 

^ ンシン H 眞  X ン コゾ蕃 根を 見ょ、 


(八 七） 
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戈ンシ ユン 圓俊 (ニニ ハ 0) 〔法相 宗〕 大和 藥師 寺の 僧な 
60 圓 俊は 淸水谷 中納言 公定の 遠 孫な う 〇父祖 世一' 醫を 業と 
す 〇父を 定怡と 云 ふ C 幼に して 佛門に 入.^、 奈良 般若 寺 慈心 
和尙に 就きて 剃髪し、 西 大寺に 具足 戒を 受け、 深く 佛敎を 修 
1/ 0 而も 能く 家業に 通ず ◦後土御門 天皇 御 不豫の 時、 勅を 受 
けて 診 候し、 湯藥大 に驗 あトノ 、觴を 賜は る〇又 '後柏原 天皇 
の 御 病を 治療して 奇劾 あ， 9 て 寶劍を 賜は る〇 弟子 圓盛 、壽像 
を 製し、 賛を東 山の 月 舟に 請 ふ、 時に ! 11 俊 年 七十 五な うと 云 
ふ。 寂 年 及壽缺 く。 (大和 人物 志) 

戈 ン；、 ン m クバ ウ 圓乘房 ジクン 慈熏を 見よ、 

文 ンチ 0^0  .ヵゥ h ン豪圓 を 見よ、 

芏ンチ バウ 圓智坊  M ナン 惠 南を 見よ、 

文ン 乏ツ 圓密 ii Mf  〔黃 檗宗 U 肥 前福濟 寺の 禪僧な 
う。 圓密 、字は 祖關 、大鵬 正 M の弟+ にして 彌峯圓 基の 法 弟 
なう 〇圓 基の 後を 繼ぎて 福濟 寺の監 院た 60 墨 竹を 正 S1 に學 
び、 をの 法を 傳ふ ◦文政 四 年 五月 寂す。 壽八 十四 0  (長 崎晝人 
傳 、古畫 備考) 

H ン 9 ン圓琳 二 1 f H-b 〔眞宗 〕 越 前國坂 井 郡 宿 浦 圓藏寺 
の 僧な 圓琳 字は 濟 忍、 天明 七 年 七月 八日を 以つて 本 寺 

に 生る ◦人と な 6 敦厚 易直、 幼に して 香 月 院深勵 に從ひ 大小 

乗の 佛典 を學ぶ 、文化 九 年始て 自他 宗部 若干 種を 講ず ◦弘化 

四 年擬講 となう、 嘉永四 年淨土 見聞 集を 高倉學 寮に 講ず。 聽 


者 頗る 多し 〇同五 年 秋 病に 罹 6、 嘉永六 年 四月 十三 日 寂す 0 
壽六 十七 〇  , 私 諡聞香 院と云 ふ C  ( 大谷擬 講琳師 碑銘) 

ヲの部 

tv クルス カ ウチヤ ウ小栗 西 香 頂 ヵ クチャ ゥ香 頂 1: 
見ょ、 
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